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国際ロータリー第2760地区 地区10年史編纂委員会委員長

近 藤  雄 亮（名古屋瑞穂RC）

　ポール・ハリスは「ロータリーがしかるべき運命を切り開くには、私達は常に進化し、時には革命的にな
らなければなりません」という言葉を残しました。
　ロータリーは1905年創立以来、幾度となく分裂の危機に遭いながら都度大議論をし、乗り切り、進化
をしてきました。この10年間様 な々議論の中、多くのロータリアンが理解しづらい変化が多 あ々りましたが、
ロータリーの本流は変わったのでしょうか？ロータリー活動を盛り上げ、さらに力強く前進し、継続させる
には、ロータリーのベースとされるロータリアン1人1人が多くのロータリーモーメントを作ることだと思い
ます。つまり如何に多くのロータリー活動に感動し、仲間あるいはロータリアン以外の人達とこの感動を
シェアするかということではないでしょうか。ロータリーは「世界で良いことをしよう。奉仕をしよう」と
思っている多様性を持ちグローバルに繋がっている職業人の集まりです。また、2016年の規定審議会で
は各クラブの運営に刷新性と柔軟性を与えましたが、大事なのは「本クラブは、善良さ、高潔さ、リーダー
シップを身をもって示し、職業上および(または)地域社会でよい評判を受けており、地域社会および(また
は)世界において奉仕する意欲のある成人によって構成されるものとする」と定められた会員身分をもった
人々の集まりであるということです。自分で実行し経験をし、多くのロータリーモーメントを作ることが本
当は良いが、世界各地で行われ、人 を々感動させている活動を見、聞きし、感動をシェアするのも良いの
ではないでしょうか。それは先輩や仲間達が実際行った奉仕活動の映像を見ること、そして記録を綴っ
た書き物を読む機会を多く持つことだと思います。当第2760地区の歴史は、正に1925年名古屋ロータ
リークラブの誕生から始まりました。途中紆余曲折は有りましたが、現在クラブ数85、会員数4900人強を
有する日本国内では押しも押されぬ立派な地区になりました。先輩諸兄のご努力と正しいご判断、ご指
導の下、現在の立派な地区があると思います。
　そして今、2008年から始まった当地区の10年の歩みを地区の歴史の一コマとして残せることは大変光
栄に思います。10年間の地区内クラブの奉仕活動、地区奉仕活動、地区変遷などを是非見て頂き、1人で
も多くのロータリアンに感動して頂き、今後のさらなるロータリー活動とロータリーモーメント作りの一助
にして頂ければ大変な喜びであります。
　最後にこの地区10年史編纂にあたり、大変ご尽力頂いた地区10年史編纂委員会の池森さん、桐渕さ
ん、尾本さん、杉浦さん、平尾さん、津川さん、そして支えてくれました神野2017－18年度ガバナー、村井
2018－19年度ガバナーに心より感謝申し上げます。

真価を問われた10年の足跡　RI第2760 地区史　2008-2017
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国際ロータリー第2760地区 地区10年史編纂委員会委員長

近 藤  雄 亮（名古屋瑞穂RC）

　ポール・ハリスは「ロータリーがしかるべき運命を切り開くには、私達は常に進化し、時には革命的にな
らなければなりません」という言葉を残しました。
　ロータリーは1905年創立以来、幾度となく分裂の危機に遭いながら都度大議論をし、乗り切り、進化
をしてきました。この10年間様 な々議論の中、多くのロータリアンが理解しづらい変化が多 あ々りましたが、
ロータリーの本流は変わったのでしょうか？ロータリー活動を盛り上げ、さらに力強く前進し、継続させる
には、ロータリーのベースとされるロータリアン1人1人が多くのロータリーモーメントを作ることだと思い
ます。つまり如何に多くのロータリー活動に感動し、仲間あるいはロータリアン以外の人達とこの感動を
シェアするかということではないでしょうか。ロータリーは「世界で良いことをしよう。奉仕をしよう」と
思っている多様性を持ちグローバルに繋がっている職業人の集まりです。また、2016年の規定審議会で
は各クラブの運営に刷新性と柔軟性を与えましたが、大事なのは「本クラブは、善良さ、高潔さ、リーダー
シップを身をもって示し、職業上および(または)地域社会でよい評判を受けており、地域社会および(また
は)世界において奉仕する意欲のある成人によって構成されるものとする」と定められた会員身分をもった
人々の集まりであるということです。自分で実行し経験をし、多くのロータリーモーメントを作ることが本
当は良いが、世界各地で行われ、人 を々感動させている活動を見、聞きし、感動をシェアするのも良いの
ではないでしょうか。それは先輩や仲間達が実際行った奉仕活動の映像を見ること、そして記録を綴っ
た書き物を読む機会を多く持つことだと思います。当第2760地区の歴史は、正に1925年名古屋ロータ
リークラブの誕生から始まりました。途中紆余曲折は有りましたが、現在クラブ数85、会員数4900人強を
有する日本国内では押しも押されぬ立派な地区になりました。先輩諸兄のご努力と正しいご判断、ご指
導の下、現在の立派な地区があると思います。
　そして今、2008年から始まった当地区の10年の歩みを地区の歴史の一コマとして残せることは大変光
栄に思います。10年間の地区内クラブの奉仕活動、地区奉仕活動、地区変遷などを是非見て頂き、1人で
も多くのロータリアンに感動して頂き、今後のさらなるロータリー活動とロータリーモーメント作りの一助
にして頂ければ大変な喜びであります。
　最後にこの地区10年史編纂にあたり、大変ご尽力頂いた地区10年史編纂委員会の池森さん、桐渕さ
ん、尾本さん、杉浦さん、平尾さん、津川さん、そして支えてくれました神野2017－18年度ガバナー、村井
2018－19年度ガバナーに心より感謝申し上げます。
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国際ロータリー第2760地区 2017-18年度ガバナー

神 野  重 行（名古屋名駅RC）

　このたび、私どもRI2760地区にとって、2008年度から2017年度まで10年間の記録が綴られた「10年
史」発刊にあたり、一言ご挨拶を申し上げます。
　皆さんご存じのとおり、当地区は1987年に愛知県と長野県に分割され、現在ではRI2760地区として85
クラブを有し、国内最大の会員数を誇る存在になっています。
　その歴史を綴った10年史は、両県が一緒だった1987年に発刊されましたが、愛知県が単独地域（地
区）になってからは、1997年に第1冊目「かがやけロータリー愛知」が、そして2007年に第2冊目「進化する
ロータリー愛知」が発刊され、それぞれ地区の歩みを伝える貴重な資料として活用されてきました。
　そしてこのほど、近藤雄亮パストガバナーを委員長とする地区10年史編纂委員会の2年余に亘る努力に
よって、第3冊目となる地区10年史「真価を問われた10年の足跡」が発刊される運びとなりました。
　振り返ってみますと、RI自身が大きくその舵を切ってきているこの10年は、各クラブ、また地区にとって
も、従来にない対応と戦略を取らざるを得なくなっています。
　そのような環境下、我が地区はロータリーの創立時の精神に立ち返りながら、ロータリーとは何か？そし
てロータリーは何を目指すべきなのか？を追究し、活動を続けてきました。
　もう20年も前から、世界的にロータリーの会員数は伸び悩み、さらにはアメリカ、ヨーロッパ、また我が
国でも減少傾向が続いています。幸い当地区は、この数年会員数増加傾向になっていますが、これは各
クラブの活発な活動の賜物と感謝申し上げる次第です。
　また、わが国の半数以上を占めるRCCや、今や我が国のみならず、世界中からも高い評価を受けてい
るWFF。医療に特化したVTTなど、当地区が特色として誇れる事業も多く生まれ、我が地区のロータ
リー活動はこの10年の中で大きく進化してきました。加えて、各クラブにおいても、10年間のクラブ活動と
その結果をしっかり記録していただきました。
　そして、今回の新企画となりました歴代ガバナーによる「ガバナー座談会」は、10年を振り返り、各ガバ
ナーのご苦労話が浮き彫りになり、とても面白いものに仕上げていただきました。
　これらを含めた第3回10年史は、必ずや各クラブ、会員皆さんにとって貴重な記録誌となるばかりでな
く、自分史になると同時に、これからのロータリー活動にとって、素晴らしい指針を授けてくれる一冊にな
ると確信しています。
　もし、次の10年史が発刊される機会があるなら、その時、この10年史を読みかえし、懐かしい思い出が
蘇るとともに、多くの数値に現れる地区の進化を感じ取ることがでることでしょう。
　是非、皆様、お読みいただき、ご自身のロータリー懐古に、そしてこれからのロータリーライフにご活用
下さい。
　最後に、編纂委員長をお努めいただいた近藤パストガバナーはじめ編纂委員会と関係各位、またデー
タ収集作業にご協力いただいた各クラブ関係者の皆様に感謝申し上げます。
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名古屋
ロータリークラブ
（1925.2.7）
西名古屋分区

一宮
ロータリークラブ
（1949.12.31）
西尾張分区

半田
ロータリークラブ
（1951.6.6）
南尾張分区

岡崎
ロータリークラブ
（1951.6.18）
西三河中分区

津島
ロータリークラブ
（1953.6.22）
西尾張分区

名古屋西
ロータリークラブ
（1954.2.5）
西名古屋分区

尾西
ロータリークラブ
（1955.12.17）
西尾張分区

名古屋南
ロータリークラブ
（1957.4.1）
西名古屋分区

豊橋北
ロータリークラブ
（1957.5.20）
東三河分区

安城
ロータリークラブ
（1958.2.6）
西三河分区

碧南
ロータリークラブ
（1959.4.8）
西三河分区

名古屋北
ロータリークラブ
（1959.6.17）
東名古屋分区

名古屋東
ロータリークラブ
（1959.6.30）
東名古屋分区

瀬戸
ロータリークラブ
（1959.9.11）
東尾張分区

1920
年代

1940
年代

豊橋
ロータリークラブ
（1950.8.26）
東三河分区

1950
年代

刈谷
ロータリークラブ
（1954.3.30）
西三河分区

蒲郡
ロータリークラブ
（1954.4.22）
東三河分区

西尾
ロータリークラブ
（1958.6.13）
西三河分区

豊川
ロータリークラブ
（1959.3.12）
東三河分区

1960
年代

豊田
ロータリークラブ
（1961.1.24）
西三河中分区

クラブバナー [ 創立順 ]
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犬山
ロータリークラブ
（1961.11.6）
東尾張分区

一宮北
ロータリークラブ
（1963.6.30）
西尾張分区

岡崎南
ロータリークラブ
（1964.11.12）
西三河中分区

江南
ロータリークラブ
（1965.6.25）
東尾張分区

豊橋南
ロータリークラブ
（1966.5.12）
東三河分区

名古屋みなと
ロータリークラブ
（1966.5.12）
西名古屋分区

小牧
ロータリークラブ
（1968.2.1）
東尾張分区

高浜
ロータリークラブ
（1969.2.26）
西三河分区

名古屋東南
ロータリークラブ
（1969.3.12）
西名古屋分区

渥美
ロータリークラブ
（1969.4.26）
東三河分区

東知多
ロータリークラブ
（1969.6.13）
南尾張分区

あま
ロータリークラブ
（1969.6.23）
西尾張分区

名古屋中
ロータリークラブ
（1969.10.13）
西名古屋分区

田原
ロータリークラブ
（1961.4.20）
東三河分区

西尾一色
ロータリークラブ
（1962.12.3）
西三河分区

1970
年代

名古屋守山
ロータリークラブ
（1964.5.7）
東名古屋分区

稲沢
ロータリークラブ
（1963.12.6）
西尾張分区

常滑
ロータリークラブ
（1966.6.11）
南尾張分区

新城
ロータリークラブ
（1967.5.24）
東三河分区

春日井
ロータリークラブ
（1969.5.1）
東尾張分区

奥三河
ロータリークラブ
（1970.6.15）
東三河分区

東海
ロータリークラブ
（1969.5.9）
南尾張分区

豊田西
ロータリークラブ
（1970.9.1）
西三河中分区



ク
ラ
ブ
バ
ナ
ー

委員会のあゆみ
［History of the committee］

参考資料
［Reference material］

ガバナー年度
［Governor year］クラブバナー

［Club banner］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

真価を問われた10年の足跡　RI第2760 地区史　2008-2017

名古屋和合
ロータリークラブ
（1972.4.2）
東名古屋分区

名古屋空港
ロータリークラブ
（1974.8.31）
東尾張分区

瀬戸北
ロータリークラブ
（1978.12.7）
東尾張分区

岩倉
ロータリークラブ
（1979.5.18）
東尾張分区

名古屋瑞穂
ロータリークラブ
（1980.1.21）
西名古屋分区

名古屋名北
ロータリークラブ
（1981.3.26）
東名古屋分区

名古屋千種
ロータリークラブ
（1982.8.24）
西名古屋分区

尾張中央
ロータリークラブ
（1984.12.22）
西尾張分区

名古屋大須
ロータリークラブ
（1985.2.12）
西名古屋分区

知多
ロータリークラブ
（1988.1.8）
南尾張分区

豊橋ゴールデン
ロータリークラブ
（1992.11.18）
東三河分区

岡崎城南
ロータリークラブ
（1989.3.22）
西三河中分区

名古屋栄
ロータリークラブ
（1990.5.1）
西名古屋分区

名古屋名東
ロータリークラブ
（1978.6.30）
東名古屋分区

半田南
ロータリークラブ
（1980.2.25）
南尾張分区

豊田東
ロータリークラブ
（1980.6.1）
西三河中分区

豊川宝飯
ロータリークラブ
（1986.1.21）
東三河分区

名古屋城北
ロータリークラブ
（1986.3.24）
東尾張分区

1990
年代

豊田三好
ロータリークラブ
（1990.6.19）
西三河中分区

尾張旭
ロータリークラブ
（1971.2.11）
東尾張分区

岡崎東
ロータリークラブ
（1973.5.2）
西三河中分区

名古屋清須
ロータリークラブ
（1975.11.3）
西尾張分区

1980
年代
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一宮中央
ロータリークラブ
（1990.11.16）

西尾張分区

名古屋名南
ロータリークラブ
（1991.3.8）
西名古屋分区

名古屋昭和
ロータリークラブ
（1992.5.29）
東名古屋分区

名古屋丸の内
ロータリークラブ
（1995.3.28）
西名古屋分区

豊橋東
ロータリークラブ
（1996.2.6）
東三河分区

名古屋錦
ロータリークラブ
（1996.4.23）
東名古屋分区

三河安城
ロータリークラブ
（2000.1.5）
西三河分区

豊田中
ロータリークラブ
（2000.2.25）
西三河中分区

愛知長久手
ロータリークラブ
（2002.6.28）
東尾張分区

名古屋アイリス
ロータリークラブ
（2013.6.18）
東名古屋分区

愛知
ロータリー Eクラブ

（2014.5.21）
東尾張分区

名古屋宮の杜
ロータリークラブ
（2016.12.5）
西三河中分区

田原パシフィック
ロータリークラブ
（1990.8.20）
東三河分区

知立
ロータリークラブ
（1991.2.1）
西三河分区

2000
年代

2010
年代

西尾 KIRARA
ロータリークラブ
（1991.7.26）
西三河分区

名古屋名駅
ロータリークラブ
（1991.4.17）
西名古屋分区

名古屋東山
ロータリークラブ
（1996.10.10）
東名古屋分区

大府
ロータリークラブ
（2003.4.23）
南尾張分区

愛知三州
ロータリークラブ
（2018.2.9）
西三河中分区

名古屋葵
ロータリークラブ
（2005.6.8）
東名古屋分区
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真価を問われた10年の足跡　RI第2760 地区史　2008-2017

１── 開催にあたっての経緯



Ｗ
Ｆ
Ｆ

Ｗ
Ｆ
Ｆ

真価を問われた10年の足跡　RI第2760 地区史　2008-2017

１── 開催にあたっての経緯 欧米で盛んに行われているファンドレイジングの手法を日本でも紹介したいと2012年春に準備を始めました。カ
ナダのクラブが30年近く続けている「ロブ・フェスタ」（焼肉パーティ）がモデルで、①ロータリーファミリー全員
が協力し②イベントを通じて信頼と友情を深め③その収益金を社会に役立てる④一般の方 と々の交わりを通じ
てロータリーの認知度と公共イメージの向上を図る、というものです。名古屋和合RCの提唱で具体的な準備を
進め、田中正規ガバナー（当時）のご協力を得て地区事業として2013年11月3日に初日を迎えました。その後も毎
年秋に開催し、毎回大勢の来場者で賑わって当初の目的を果たしています。

真価を問われた10年の足跡　RI第2760 地区史　2008-2017
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真価を問われた10年の足跡　RI第2760 地区史　2008-2017

2 ── ここ数年間開催された実績



Ｗ
Ｆ
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Ｗ
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真価を問われた10年の足跡　RI第2760 地区史　2008-2017

2 ── ここ数年間開催された実績 2014年10月の第2回WFFは近藤ガバナー（当時）の呼びかけで国内初の「ジャパン・ロータリー・デー」として多
くの他地区ガバナーたちも集まって開催されました。その後も毎年少しずつ会場を広げながら進歩を遂げ、名古
屋市内の秋の祭りとして広く定着してきました。第4回にはGary Huang国際ロータリー直前会長が自ら会場に足
を運んで下さり、「ロータリー財団100周年」を祝いました。2018年の第6回には「ポリオ根絶大使」のジュディ・オ
ングさんにも参加いただいて大いに盛り上がりました。毎回50名を超える海外のロータリアンたちも集まります。
また第1回から収益金は「ポリオ根絶」基金への寄付と海外での人道支援活動に充てられています。

真価を問われた10年の足跡　RI第2760 地区史　2008-2017
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3 ── 開催にあたっての苦労
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真価を問われた10年の足跡　RI第2760 地区史　2008-2017

3 ── 開催にあたっての苦労
日本では初めての大規模なファンドレイジング事業の試みですからたくさんの苦労がありました。法人格のない
任意団体ということでテレビ塔下の公園を借りることや、「世界各国の料理・特産品」の出店者集めも苦労しま
した。東京には多くの国を代表するお店があるのですが、愛知県内では少ないからです。50か国近くの大使館に
問い合わせて、多くの店主に断られる中、何とか出店者を集めました。飲食物を扱うので保健所対策も大変でし
た。もちろん一番のチャレンジは資金集めです。最終的には①出店料②寄付金付きの「協賛チケット」販売③
「広告協賛」募集④会場での飲料販売と⑤募金活動、の5つにたどり着きました。苦労はそれなりにありますが、
ロータリーのパワーがすべてを成功に導いてきました。

真価を問われた10年の足跡　RI第2760 地区史　2008-2017
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座
談
会

司会▶▶本日はお忙しい中、誠にありがとうございま

す。この座談会は2008年～2017年の10年間の中でガ

バナーをお務めになった皆様にご参加頂きました。

担当された年度の順に、取り組まれた事や課題など

について忌憚のないご意見を伺いたいと思います。貴

重なご意見からこれからの10年に向けての指針が見

えてくるかと存じます。それでは、まず2008年から

2009年度のガバナー、片山パストガバナーからお願

い致します。

片 山 ▶▶ RI会長の

テーマ“夢をかたち

に”それを受けて、

私の方は“持続可

能な前進！”という

地区方針で、サブと

して“ロータリーに

心を”という歌を作

りました。読んだ人

からは、とても良い歌だと好評を頂きました。“ロータ

リーに心を注ぎ　ロータリーに心を開く　ロータリー

を心に受け止め　ロータリーを心に住まわす　ロー

タリーの心をみんなで考え　ロータリーの心を静か

に思う　ロータリーの心は我等の心　ロータリーの

心は世界の心”という内容をテーマにした歌でした。

司会▶▶歌を通すとロータリーの理念が心にスーッと

座談会
［Symposium］

委員会のあゆみ
［History of the committee］

クラブのあゆみ
［History of the club］

ガバナー年度
［Governor year］

参考資料
［Reference material］

編集後記
［Editor's note after editing］

「真価を問われた10年の足跡」

入ってきますね。ところで、地区大会の時、私も関係

者だったのですが、ゲストは小泉純一郎さんでしたね。

片山 ▶▶ 名古屋名東クラブさんのお世話で、小泉さ

んに来て頂いたからあれだけの会員が地区大会に集

まってくれました。

司会▶▶本当に多くの会員が参加されましたね。

片山▶▶大いに盛り上がり良かったです。

司会 ▶▶この地区大会は悲しい出来事があり、片山

パストガバナーも心を痛められた事でしょう。

片山 ▶▶忘れもしません、RI会長代理とロータリー

ミーティングの特別講演のためお越し頂くことになっ

ていた佐藤千壽さん（東京東RC）の突然の訃報です。

地区大会の4週間くらい前に2回ほど東京でお目にか

かりました。当時佐藤さんは90歳でこれからヨーロッ

パ旅行に行くと伺い、「元気で行って来てください

ね」と、笑顔で挨拶を交わしました。ところが、地区

大会の20日くらい前、突然訃報が入りました。クルー

ズの最中にドクターがいなくて助からなかったとお聞

きしました。ロータリーミーティングの特別講演は、そ

の講演原稿が親友の圡屋亮平パストガバナー（松戸

RC）に託され、圡屋さんが代読されました。今でも忘

れられない出来事でした。

司会▶▶また、ロータリー愛知81にちなんでの昼食会

は皆さんに喜ばれましたね。

片山▶▶そうですね。公式訪問に行く多くのクラブで、

古参会員の方々が心なしか、さみしいお顔をしておら

れるのを見かけるものですから、この機会にと思って

第１日目のRI会長代理を囲む昼食会に招待した訳で

［出席者］

片山  主水 パストガバナー〔2008～’09年度〕

田嶋  好博 パストガバナー〔2010～’11年度〕

松前  憲典 パストガバナー〔2011～’12年度〕

千田  　毅 パストガバナー〔2012～’13年度〕

田中  正規 パストガバナー〔2013～’14年度〕

近藤  雄亮 パストガバナー〔2014～’15年度〕

加藤  陽一 パストガバナー〔2015～’16年度〕

服部  良男 パストガバナー〔2016～’17年度〕

神野  重行 パストガバナー〔2017～’18年度〕

［司会］ 津川  聖子 2018年8月9日　2760地区 ガバナー事務所で開催

す。「ロータリー愛知81」にちなんでと言われるのは、

RIが事務的に当地区に付けた名称は「RI第2760地

区」ですが、私は当初より当地区が胸を張って自称

できる当地区の名前を「ロータリー愛知81」としまし

た。この名前を、ガバナー月信をその巻頭言として発

行した地区誌にも使いました。これは地区の機関誌

の役割と地区内各クラブ間の親睦誌の役割を担う双

方向の雑誌です。81という数字はその年度の当地区

全クラブの数です。招待しました古参会員の年が81

歳以上というのは、これ未満の歳では、該当者が多

過ぎてこの81を借りたのです。

司会 ▶▶ロータリーの方は若 し々いので81歳以上の

会員の皆様が元気に沢山お越し下さいました。片山

パストガバナーありがとうございました。次は2009年

大澤年度ですが大澤輝秀パストガバナー（豊川RC）

は、平成16年９月に逝去されています。ご冥福をお祈

り申し上げます。それでは、続きまして、クールビズを

提唱されました、２010年から2011年度のガバナー、

田嶋パストガバナー、お願い致します。

田 嶋 ▶▶ 私の時の

RI会長は、レイ・ク

リンギンスミスさん

というアメリカの方

でした。会長のテー

マは“地域を育み、

大陸をつなぐ”でし

た。私の年度の特

徴は3つあります。1

つは、ロータリー財団のフューチャービジョンが始

まった年です。当地区がパイロット地区になっていま

した。もう1つは、戦略計画ストラテージックプランを

日本では「長期計画」と訳していましたが、試行錯誤

を経て、今の戦略計画という名称に変更し、始まりま

した。最後の１つは東日本大地震が起きた年という

ことです。

司会▶▶あの東日本大地震が起きた年ですね。

田嶋 ▶▶最初は未来の夢計画という名前で始まっ

たのですが、夢という表現に異論も多く、協議を重

ねた末、フューチャービジョンという名前になりまし

た。私の頃は、RIの表現をアメリカはアメリカで直し、

日本は日本で直すスタイルで、日本流は受け入れやす

い表現に変えているのではないか？という指摘も多く、

本場アメリカの表現に戻したということです。フュー

チャービジョンでは、新しい地区補助金について皆さ

んのご理解を頂き、いかに活用して頂くかということ

を一番大きな目標としていました。

司会▶▶ 確かに日本語に直すと本来の意味が曖昧に

なる場合もありますね。また、医療支援にも熱心に取

り組まれてましたね。

田嶋 ▶▶ 深谷地区財団委員長と一生懸命取り組んだ

のが、グローバル補助金を使った医療支援です。アメ

リカのヒューストンと交流したのが当地区の医療支援

の始まりで、しかも、グローバル補助金を使った医療

支援というのは、当時本当にまれで、この地区の大き

な成果の1つだったと思います。それから、戦略計画

については、公式訪問でお話してもほとんど何も知ら

ない人ばかりという状況の中で、いかに皆さんに存在

を知って頂くかが課題でした。

司会 ▶▶そして、この年度は日本は未曾有の出来事

がありました。

田嶋 ▶▶そうです、東日本大地震が1番の問題でした。

地区としてはいずれも1人1,000円以上という形で1次

支援、2次支援を行いました。諮問委員会では1,000

円では金額が少ないんじゃないのか？という意見も出

ましたが、会員の皆様が企業でも多額の義援金を出

されて、個人でもロータリー以外に寄付されている事

を考えて出した金額という趣旨を説明し、この金額で

やりましょうということになりました。最初、2,000万

円ほど集まり、希望の風奨学金に全額協賛致しまし

た。２次支援では宮城岩手の地区と千葉県の地区と

もう１か所に配分致しました。その他、ヘリコプター

の支援も致しました。これは、地区大会をやって頂い

た「あまクラブ」が余った1,000万円を地区に返却して

くれたので、そのままヘリコプターの支援金に使いま

した。孤立した所に食料を運んだり、薬を運んだり、

１ヵ月くらい活用されました。それでもまだ余りが出て

いたので、軽トラックを買いたいという支援組織に活

用致しました。

司会 ▶▶田嶋パストガバナーありがとうございました。

東日本大地震が起きてからのガバナーの取り組み方

片山 主水 パストガバナー

は、本当に心を打たれるものがありました。それでは、

引き続き、松前パストガバナーお願い致します。松前

パストガバナーは、2011年から2012年までガバナーを

お努めになりました。震災後の大変な年でしたが、

ロータリークラブの力、絆の強さを再認識されたので

はないでしょうか。RC会員歴が半世紀以上と伺いま

した。色 な々思い出がおありかと存じます。

松前 ▶▶ 私は、1967年に一宮北RCに35才で入会し、

この50年間で、1990年には一宮中央RCの初代会長

として設立に尽力

出来たこと、そして、

2011年～2012年に

は2760地区のガバ

ナーとしてお務めが

出来た事を嬉しく思

います。

司会 ▶▶ 松前パスト

ガバナーのご経歴

を伺いますとすべてに「初」が付き、意欲的な取り組

みが伝わって参ります。2760地区にロータリー・リー

ダーシップ研究委員会（RLI）を導入されたのも初め

ての試みでしたね。

松 前 ▶▶ ロータリー・リーダーシップ研究委員会

（RLI）は新会員と未来のクラブリーダーの研修の

ためにアメリカで草の根運動として開発されたプログ

ラムです。日本でも各地区で急速に採用されつつあり、

双方向性とディスカッションリーダーDLに特徴があり

ます。私がガバナーに就任して最初の諮問委員会で

導入を諮り、認められて誕生しました。全国では6番

目の導入でしたが、RLIはまだ馴染のない時代でした。

ロータリー・リーダーシップ研究会の目的は、ロータ

リーの理解を深め、クラブを活性化すること。目的達

成の為に、日本では15地区でRLIの研修が行われ、

成果が上がっています。講義による教育ではなくディ

スカッション方式でリーダーの知識、考え方、創造性

を引き出します。

司会▶▶ 埼玉の中村先生には私も熱心にご指導を頂

きました。度々お越し頂いていますね。

松前 ▶▶ 2760地区は中村靖治国際ロータリー研修

リーダーが熱心にご指導下さり、地区研修の方が真

剣に勉強された結果、多数の方がディスカッション

リーダーになっています。私もガバナーエレクトの時、

妻久子とアメリカ・サンディエゴで1週間、コの字型の

RLI方式で飛び交う質問に、絞られました。現在

2760地区ではこのRLI方式に磨きをかけ改善し、有

用な研修として成果を上げていると聞いております。

この研修でロータリーへの理解が深まり、クラブが

活性化することが期待されます。ロータリーをより理

解し、ロータリーを心から愛するロータリアンが増え、

今後の100年もロータリーが益々発展する事を願って

おります。

司会▶▶ 4430地区ブラジルを訪問されましたね。

松前 ▶▶ 1988年度以降永く中断していた研究グルー

プ交換GSEを1997年度犬飼パストガバナーが再開さ

れ､私が委員長に任命され、当時の犬飼ガバナー、

片山地区幹事（片山パストガバナー）と総勢10名で

GSE研究グループの派遣先であるブラジル4430地区

を激励訪問いたしました。懐かしい思い出です。ちょ

うどこの年は、ブラジルへの移民90周年という節目

の年でした。そこで、各クラブから寄付された書籍１

トンを船便で送りました。この訪問はブラジル日本文

化協会に寄付する贈呈式もかねていたのです。24時

間を費やし、一行がサンパウロ空港に降り立ったのが、

5月13日早朝4時30分。訪問先クラブの会長や多くの

方々に迎えられてホテルに向かいましたが、GSE研究

生として来ていたサンパウロ軍事警察大尉ルイス君

の装甲車に前後を守られ、赤色灯を回転しながらの

移動。ガバナー一行への配慮に感謝しております。

司会▶▶疲れも飛んでしまう歓迎ぶり、嬉しいですね。

他でも熱いもてなしを受けたそうですね。

松前 ▶▶ 仮眠の後、日本人街に例会場を持つ日系ク

ラブ会員の多いリベルターデRCを訪問し、熱い歓迎

を受けました。その後文化協会に赴き、日本文化協

会山内会長に犬飼ガバナーから図書一式贈呈の目

録が渡されました。翌日は、サンパウロ・レステRCを

訪問しここでも熱い歓迎を受け、4430地区大会会場

に移動し、前夜祭を楽しみました。当時の4430地区

ガバナーは日系2世のKazuhiro Moriガバナーでした。

大会当日、我々一行は日本国旗を振りながら入場。大

きな拍手を今も覚えています。各クラブが順に旗を掲

げて入場行進する姿にも力強い息吹を感じました。

翌日はMoriガバナーよりレセプションに招かれ、一連

の行事終了の安堵感もあり、とても和やかな時間を

過ごしたことを鮮明に覚えています。その後、イグア

スの滝観光に向かいました。ブラジルとアルゼンチン

にまたがる落差80M、幅4キロの景観は圧巻でした。

最終日は、リオデジャネイロにも足を延ばしました。

2016年のリオ・オリンピックでコルコバードのキリスト

像が映し出されるたびにブラジル訪問を思い出して

おりました。往復2日間以上という10日間はハードで

したが、ブラジル訪問は実り多く思い出深い旅のひと

つとなりました。

司会▶▶そういえば、松前パストガバナーはある数字

に深いご縁があるそうですね

松前 ▶▶私は母校の大阪歯科大学の学籍番号が22

番でした。そして、一宮北RCの22代目の会長を務め

ました。ガバナーセミナーに指名されたのが2009年3

月22日でした。第2760地区の第22回インターアクト大

会に出席し挨拶の機会を頂きました。インターアクト

クラブは私の心の故郷であります。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーありがとうございました。

それでは、2012年から2013年度のガバナーでいらっ

しゃいました、千田毅パストガバナー、お願い致します。

千 田 ▶▶ 私の時は、

たまたま幸いなこと

に国際ロータリー

会長が田中作次さ

んで、R Iテーマが

“Peace Through 

Service 奉仕を通

じて平和を”でした。

司 会 ▶▶ 田中作次

RI会長との思い出で印象に残っている事は何でしょうか。

千田 ▶▶一番の思い出は、ロータリーの世界大会の

時のことです。ガバナー会をやろうという事になりま

したが、一番の問題は田中RI会長が参加してくれる

かどうかでした。そこで、全権を握っているRI秘書の

ベティさんという女性に交渉したのですが、直前まで

参加が不明のまま…。ところが、当日、田中RI会長が

来られて、皆びっくり！しかも、財団委員長なども連れ

てお越こしになったので、椅子が足りずバタバタと大

慌てして準備したのが印象に残っています。私共は

150人くらいで参加しましたが、田中RI会長は感激し、

喜んでお帰りになられました。また、同期のガバナー

が年1回集まって日本各地を廻るのですが、3回目の

時に田中RI会長が、「2012年度の会だから私も参加

する」と言われ、その会費を求めたところ、「これぞ

ロータリー」と言って、喜んで払って下さいました。

司会 ▶▶千田さんがガバナーになられた年は、震災

の翌年でしたね。

千田 ▶▶そうです、大震災の翌年でした。1月の研修

会で行った、カナダのトロントの方に一緒にやろうと

声をかけていただき、VTTの時に参加して頂きまし

た。その時、たまたま隣に座っていたのが、2750地区

の宮城・岩手の小野寺さんでした。その際、「お金を

集めるのは誰でもできる、我々はちゃんと震災孤児に

手渡したい」と小野寺さんにお願い致しました。あの

時は現地も混乱して色々大変だったのを被災地に視

察に行った時に実感致しました。30人の子供たちが

高校を卒業するまでにかかる4,800万円という金額を

集める為に、毎週500円ずつ集める提案をしましたが、

はじめはうまくいかず、幹事などに足りない分はガバ

ナーがもたないといけないと脅されました（笑）結果、

全額集まりましたが色々大変でした。

司会▶▶地区の目標など6つ挙げていらっしゃいます

が、沢山達成されていますよね。その中の高校生支

援で、甲子園に出場を果たした、仙台育英高校の球

児の中に孤児がいました。両親は他界し、お祖父さ

んの所から高校に通い、甲子園で3番打者として活躍

しました。1回戦で負けてしまったのですが、千田さ

んの応援が陰でありました。

千田 ▶▶地区と地区との交流では、抽選の結果、名

古屋クラブと奥三河クラブがメークアップする事にな

り、中日新聞の大島さんから「千田さん、えらいこと

になった！」と電話で心配を頂くほど、離れた地区の

クラブが交流することとなりましたが、その交流は2

～３年続けることができました。

司 会 ▶▶千田パストガバナーありがとうござました。

続いて、2013年度ガバナー田中正規パストガバナー

お願い致します。

田中▶▶会長になっ

ても知らないことば

かりで、地区に入っ

て改めて、凄い！と

驚くことばかりでし

た。ノミニーとして、

「お前また来たか！」

と言われるほどしつ

こく千田さんの後に

くっついて見聞きしている間に分かることがありまし

た。それは、ロータリーでは“はい”と“YES”しかな

いということです。「やろうよ！」と言った事は情報を

集めてやらないといけない、それが皆が前を向く事、

止めたらそれで終わり。私も思った事をとりあえず

やってみようと思いました。ある時、公共イメージの

コーディネーター「ロータリーの友」編集長の二神さ

んとお話しする機会があり、その時の話題から、地区

全体でやれるフェスタ、日本で初めてのロータリーの

ワールドフェスタを開催しよう！と私は思いました。皆

さんの協力のもと、思った以上に素晴らしいフェスタ

を開催できました。その後、近藤さんが形を作ってく

ださり、日本のロータリーでできました。そのきっかけ

に少しでもなれたのが良かったと思います。最後に、

任期の終盤に色 な々国に行きましたが、それが楽しい

思い出になっています。

司会▶▶どんなところに行かれましたか？

田中▶▶ベトナム、タイ、フィリピンは2回、隠れてモン

ゴル。つい最近はラオスに行きました。皆さんの友情

の支えもあり、色々な国へ行くことができ、非常に充

実した年度だったと思います。もう１つ印象的な出来

事として、同期のガバナーがEクラブを教えてくれた

事です。会費も安く、例会をホームページで行えるEク

ラブは、若い人も多く、クラブのイメージを変えたクラ

ブで面白かったです。

司会 ▶▶やはりイベントをやらないと、テレビ局や新

聞社の方々はあまり来てくださらないですよね。

田中▶▶私がテレビ局等に行ったのは最初の挨拶ぐ

らいだけでしたが、色々な人を引っ張りだすことは良

いことだと思います。たまに顔を出すと、ロータリーは

こんなことをやっているのか…とロータリーの活動を

改めて知って頂けました。

司会 ▶▶はじめのうち、ロータリーのことはあまりPR

してはいけないと教えられたのですが…。

田中 ▶▶それで、公共イメージコーディネーター補佐

としてお話させて頂きました。

司会▶▶希望の風などはどうですか？

田中▶▶希望の風は私ではなく、田嶋さんが担当してい

ます。希望の風は今も続いていて素晴らしいと思います。

司 会 ▶▶ 学生さんの喜びの声や手紙を拝見すると

ロータリアンになって良かったとしみじみ思います。

クラブでもお弁当箱支援といって、お弁当箱に色 な々

ものを詰めて、被災者の方に送り、そのお礼に折り紙

の花やお手紙をいただいたりしました。田中パストガ

バナーありがとうございました。それでは、2014年度

のガバナー、近藤雄亮パストガバナーお願いいたしま

す。パストガバナーの年度のガバナー月信の7月号は

熱田神宮ですよね。

近 藤 ▶▶たまたまう

ちのクラブに熱田

神宮の宮司さんがお

られ、写真を使わせ

てくださいと頼み、

毎回、熱田神宮に関

連する何かの写真

を使わせて頂きまし

て、最初から最後ま

でシリーズで載せました。私の時のRI会長は、ゲイ

リーC.K.ホァンさんという台湾の方でした。彼の考え

方のベースになっていたのが「儒教・孔子の教えです。

ロータリーがSNSを含めデジタル化していく中、アナ

ログ的なものを大切にされる方で、そういったところ

に私も共感しました。彼は“ロータリーに輝きを”とい

うテーマと5つの強調事項、つまり、“地域社会でロー

タリーの存在感を高めること・会員増強・ポリオ撲

滅・クラブの強化・ロータリーデーの実施”で始めま

した。この強調事項は今でもずっと続いています。当

時の私にとって歴代ガバナーの皆さんは雲の上の存

在。ガバナーノミニーに指名される場に臨んだ時、近

寄りがたい雰囲気がありました。そのような思いから、

もう少し目線を下げてロータリアンの中に入りたい、

堅苦しいことはやめて、メークアップに来たメンバー

のような近い距離感で本当の姿を見たいという思い

から色々考え、計画を立てました。結果、例えば「単

独でガバナーの公式訪問を初めて受けました」とか

「親クラブと一緒だとなかなか本音で話すことがで

きない」といったような声を聞くことが出来ました。

司会▶▶ 確か近藤パストガバナーの時、クラブをまとめ

て回るのではなく、ひとつひとつ訪問されたのですよね。

近藤 ▶▶はい、地区内全84クラブを個別に公式訪問

をしました。メンバーの数が少ないクラブも多いクラ

ブも皆さん本当に一生懸命ロータリー活動をされて

いて、素晴らしいと感じました。色々大変な面もある

けれども、この地区のクラブは本当に良くやってくれ

ています。何でもそうなのですが、一旦外に出てみる

と、中では分からない事が見えてくる。素晴らしさが

良くわかる様になる。ゲイリーC.K.ホァンさんのアナ

ログ的思考というか、情といいますか、それが地方に

あるんじゃないかなと思います。私はロータリーとい

うのは、ひと言でいえば…感動、感動をシェアするこ

とだと思うのです。こういうことをずっと言って回った

わけです。いろんな理屈やロジックを立てても感動

がない。そういったものだったら誰もついて来ないし、

仮にその場でついて来ても後は知らないという形に

なってしまいます。感動があれば、自分も仲間に入り

たい、これぐらいのお金を出してもいいなという気持

ちになります。そういう風になっていくといいなと思い

ます。先ほど田中さんが「自分は人が色々言ったこと

を取り上げた」と仰ってました。その中の１つ、WFF

(ワールドフードふれ愛フェスタ)を引き継ぎ、我々の時

は最初からやろうと組織を作り取り組みました。そう

したら、タイミングよく、ゲイリーC.K.ホァンさんの強

調事項の１つ“ロータリーデーの実施”というのがあ

りました。当時のRI理事の北さんからも昨年第2760

地区のプレゼンを見たら素晴らしいことをやっている

ので、是非ロータリーデーをジャパンロータリーデー

愛知として実施をしてくれないかという話を頂きまし

た。シニアリーダーは自分がまとめるからお前は同期

ガバナーをまとめろという事になったのです。結局、

100人以上のシニアリーダーの方々がWFFに参加を

してくれました。田中さんが始めた事を2年目である

程度形ができたかなと思います。

司 会 ▶▶ロータリー

デーというのは、その

時から始まったので

すか？

近藤 ▶▶そうです。ゲ

イリーC.K.ホァンさ

んが自分の強調事項

で提唱したのです。

世界中に、クラブ単

位でもいいし、地区単位でもいいし、あるいは国単位

でもいいから、とにかくやってくれと。私は各クラブ単

位で是非やって下さい。これはガバナー賞の対象に

します！とやったのです。地区単位ではせっかく田中

さんが地区の大きなイベントをやってくれたので、そ

れをジャパンロータリーデーに育てる決心をしました。

ゲイリーC.K.ホァンさんの強調事項、北RI理事の薦

めもあり、ちょうどタイミングが合ったのですね。それ

からもう1つ。“ロータリーは何だ？”とか陰で色々文

句を言う声もありますが、言いたいことがあるのなら、

RIには3年に1度開催される規定審議会というのがあ

るので、そこへ第2760地区から物申す！と、意見を出

したらいいんじゃないのか、その為の規定審議会で

すから。そして地区内クラブに立法案提出のお願い

をしました。地区の色々な問題を取り上げて会長さん

たちに諮る地区審議会と立法案審議委員会というの

を作り、片山先生、田嶋先生と相談しながら3人で地

区審議会規約を作りました。それが今実行されています。

司会 ▶▶もう１つ、IT委員会で地区で初めてHPを作

られたとか。

近藤 ▶▶ホームページは前からありました。尾本さん

が非常に熱心に取り組んでくれていました。地区で

形に出来たのは、いきなり出来たのではなくて、思い

とか色々な下準備があったからです。尾本さんの不

断の努力のお陰だと思っています。私のような者でも

ガバナーを務めることが出来たのはゲイリーC.K.ホァ

ンさんの「儒教・孔子の教えの下、アナログ思考でや

る」この理念があればこそです。また、片山先生がガ

バナーをお務めになられた時、ガバナー補佐としての

私をご指導して頂いたこと、その後も色 ご々指導を頂

いたお陰と片山先生には大変感謝致しております。

計算で繋がっているのではなくて、情で繋がってい

る関係は素晴らしい力になると私は思います。

司会 ▶▶近藤パストガバナーありがとうございました。

では、2015年度のガバナーでいらっしゃいました加

藤陽一パストガバナーお願いします。

加 藤 ▶▶ 私の時は、

スリランカのK .R .

ラビンドランさんと

いう方がRI会長で

した。英語で“Be 

a gift to the world”

サンディエゴでの国

際協議会で“世界

へのプレゼントにな

ろう”と訳されましたが、はっきり言って何を仰ってい

るのか分かりませんでした。同期のガバナー連中とこ

れは何を言ってるのだ？？と色々話し、プレゼントは、

たぶん奉仕のことだろうなと、同期のガバナーとそう

解釈しようということになり、サンディエゴから帰って

きました。K.R.ラビンドランさんは、アジアの中でのは

じめてのスリランカの方ですから、どうもイメージが

湧かず、このRIテーマも皆さんにどうお伝えしようか

…とちょっと苦労しました。

司会 ▶▶加藤パストガバナーは、お父様もロータリア

ンだったのですね。

加藤 ▶▶そうです、親父も瀬戸クラブで会長をやって

いました。その頃、斎藤先生が仰っていた「原点回

帰」の話に感銘を受けました。最近ロータリーが原点

というか根本がわからなくなってきたのではないか…

という私自身の心情もあり、見直しをという意味で、

早速先生にお話しして了解を頂き、原点に帰りたいと

お話を申し上げて、ずっと講習をやったのです。

司会▶▶ガバナー時代、思い出に残ることを教えてく

ださい。

加藤 ▶▶田中さんの資料を基に34クラブ訪問いたし

ました。クラブとの交流、私自身の交流もそこそこや

らせて頂いたつもりでおります。WFFに関しては、田

中さんから近藤さんに受け継がれ、私の時はだんだ

ん形になってきました。私の時から企業協賛にも力を

入れて、600万か800万円を頂戴し、去年が1,000万円

くらいでした。ロータリーを世間に広めるという意味

もあり、だんだん大きくなっています。特にエンドポリ

オに関しては、売り上げもだいぶ上がってきています。

たまたま国際奉仕委員会の方と一緒にVTTでインド

ネシアに行く機会があり、ジャカルタの劣悪な環境に

いる子どもたちを訪ねました。学校も行けず勉強もで

きないヒンズー系の子供たちを援助していたのは、イ

ンドネシアの方達。この出会いを機に私たちもやって

いこう！と、ポリオ500万円、あと400万円プラス地区

のクラブから拠出されたお金を使って、やり始めたの

です。ぼちぼち卒業しないとと思っているのですが、

今もWFFの実行委員長をやらせて頂いております。

WFFを通じて、ロータリーは世間に、そして日本中に

広がったのではないかと思っております。ガバナーと

して小難しいことはやった覚えはありませんが、

WFFが私にとっては一番の思い出かなと思っています。

司会▶▶やはりそういう努力があって、いろんな学生さ

んの支援などが出来るのですね。先ほど、千田パストガ

バナーの時にお話した、仙台育英高校の千田君の記

事は加藤パストガバナーの時の月信9月号に出ておりま

して、「花巻東高硬式野球部の千田京平君、亡き母と

「再会」信じ」という風に書いてありました。加藤パス

トガバナーありがとうございました。それでは、2016年

度ガバナー、服部良男パストガバナーお願いします。

服 部 ▶▶ 2 0 1 6年度はジョン・ジャームRI会長の

“Rotary Serving Humanity”というRIテーマでス

タートしました。丁度この年はロータリー財団100周年

という記念すべき年。100年前にアトランタで開催し

た国際大会を100年後にもう一度アトランタで！という

大きなテーマがありました。もう１つのテーマは、RI

の戦略計画を当地区にどのように持ってくるか。当地

区にはRIの戦略計画がありませんでした。従って当

地区の良いところと課題を分析し、良いところは、そ

のまま伸ばし、課題に関しては戦略計画を立て持続

可能にすることがテーマでした。一番の基本は、10

年後もこの地区が輝き続けるために1年間何をすれ

ばいいのかという事です。そこでまず、地区の戦略を

作るため戦略計画委員会を作りました。そしてもう１

つ、広報、ITを一緒にして、公共イメージ向上委員会

を設立させ、戦略計

画の中でも大きな部

分であるロータリー

の認知度と公共イ

メージの向上を図り

ました。それからも

う１つ。研修委員会

を再度新設し、その

下にRI実行委員会

を分けて、研修をさせて頂きました。これが大きな地

区に対する戦略計画です。あとは、地区としての財団

の取り組みがしっかりしていた為、未来の夢計画に

始まる延長の100年を是非！ということで、大変高い

数字を掲げました。一人180ドルを財団に寄付し、結

果、目標を達成することができました。ジョン・ジャー

ムさんは、ポリオ、財団の経験が非常に深い方です。

そういう意味でも皆様方に大変感謝しております。ア

トランタで100周年を祝おう！をテーマにした大変忙

しい年でしたが、皆さんと一緒に色んなことをさせて

頂きました。深く感謝申し上げます。もうひとつ良かっ

た事は、2750地区と会員が良い競い合いをした結果、

最後に１つ新しいクラブが出来た事です。結果的に

34地区の中で一番多く会員が増えた事も皆さま方と

の１つの成果だったと考えています。

司会▶▶ 服部パストガバナーありがとうございました。

それでは、まだ記憶も新しい、2017年度ガバナー、神

野重行パストガバナーお願いします。

神野 ▶▶私がロータリーに入ったのは金沢東でした。

石川・富山地区の金沢ですが、2610地区のガバナー

という方がどういう存在か、ロータリアンとして全く意

識せずに6年いました。それで、名古屋に戻ってもう

一度名駅ロータリーに入った年が2008年7月。今考え

ますと片山ガバナーの年度で、2760地区で再入会し

ガバナーという存在があるということをはじめて知っ

たぐらいで、全く知らずに6年いたなという思いがしま

した。ガバナーの公式訪問は、西クラブと一緒に受

けていましたが、自分のクラブに来られたという感じ

が薄く、公式訪問に対してもあまり意識しておりませ

んでした。まして地区への出向や、ガバナー補佐を引

き受ける事も、クラブ幹事の経験もなく、ロータリー

の地区の動きも全く知らずにいた私が、いきなりガバ

ナーということで大変驚きました。なので、先輩たち

とはずいぶん感覚が違うと思っております。私は千田

パストガバナーには学生時代からご指導頂いており

ます。また、両親の関係で存じ上げている方ばかりで

す。しかし、ガバナーという意識で拝見したのは、私

がクラブ会長の時の田中ガバナーが初めてでした。

公式訪問の時にガバナーの存在を目の当たりにして、

凄い人なのだと思いました。親の西クラブと一緒だっ

たのですが、大きな先輩、親クラブでありながら、結

構ガバナーというのはビシビシ言われるなと。私ども

は子クラブにも関わらず、大変褒めて頂いて恐縮した

ものです。ガバナーは、凄い存在なのだということを

初めて肌で知りました。そんな頃です、私の高校の同

級生の近藤さんがガバナーをどうも引き受けるようだ

と話を聞いて、よくそんなことをやるな～と言ってし

まった覚えがあるのです。そういった中で、去年ガバ

ナーを引き受ける事となったのです。イアン H.S ライ

ズリーさんは“変化をもたらす”をテーマに、確か

ロータリーそのものが大きく変わったというお話をさ

れていたのを聞き、変化の時代だから、何かをやろう

と考えて出来ないだろうかと思いました。一番に思っ

たのは、ロータリーのイアン H.S ライズリーさんのこ

の言葉です。「ロータリーとは何か。何をしているのか

ということをもっと世の中に知らしめてほしい。」そこ

で、公共イメージ向上というものについて、自分がで

きる範囲でやってみようと思ったのです。1つはマスコ

ミや地域の皆さんへの働きかけ。もうひとつは、地区

ガバナーとロータリアンの距離感というのをできるだ

け縮めるという事を考えました。ガバナーは一般ロー

タリアンにとって遠い存在というか、私自身近寄りが

たい存在と思っていました。そこで、一年かけてクラ

ブの訪問以外にも、いろいろと接する機会をつくり、

距離を縮める試みをしたつもりです。服部さんは、地

区の戦略委員会で非常に改革的な事もやって下さい

ました。村井さんからはそんなに急にやっても無理な

んじゃないかとご心配頂きましたが、やっぱり自分な

りにやってもらいたいし、やってみたいということで、

全クラブに戦略委員会のような類のものを設置して

頂いたというのが、一番の私の思い出です。それから

激動の10年から生まれた
ガバナーの想い

もう１つ、諮問委員会で、先輩諸氏にお許しを頂き、

地区の体質の強化を図る取り組みを始めました。１つ

は、青少年対策の危機管理基金、これを1,000万円積

み立てさせて頂きました。それから、愛知県と防災協

定を結んで、地域の皆さんと一緒に勉強して、万が一

のときはどういった事ができるかということを考える

態勢を作らせて頂きました。これは先輩諸氏にも認

めて頂き、地区大会で結ぶことができました。

司会▶▶地区大会の思い出はいかがでしょう。

神野▶▶そうですね、

思い出がいっぱい

あるのですが、よも

や、D.K.リーさんが

来るとは想像もして

おらず、8月15日の

メールを開けてびっ

くり！片山パストガ

バナーがちょうど同

期だとの事でお願いできて本当に助かりました。大

先輩からも良くやったと言って頂いたのは先輩のおか

げです。今年は神奈川へ行かれるそうで、ガバナー

がとても焦っておられたと、村井さんから聞きました。

村井ガバナーから力になってあげてと言われて、気楽

に笑っていられるのが幸せです。最後に、６月の最後

にクロスプロモーションの青少年と学友の交流フェス

タ、これが出来たのも思い出です。ご出席の皆さんに

もいろいろ無理を申し上げました。それから、昨年度

だけになってしまったのですが、イアン H.S ライズリー

さんの植樹のお話につきましても、それぞれ分区やク

ラブで、個人的にもやって頂いたおかげで、8000本と

いう、一人一本の植樹目標を達成できました。「ガバ

ナーというのは言ったことを何でもできる」と言われ

たことをいい事に、先輩諸氏に無理を言い、それに

応えて頂いた事に感謝しております。WFFも晴れ男

で頑張ってくださいと言うだけで、今年度に相当資金

的余裕をもってお渡し出来ました。細かく言いますと

１時間では終わりませんが、これで終わりたいと思い

ます。ご指導頂いて、本当にありがとうございました。

司会 ▶▶ 神野パストガバナー、ありがとうございまし

た。こういった素晴らしいガバナーたちが10年間、努

力されたおかげで、第2760地区は本当にキラキラと

輝いていたのだと思います。どうもありがとうござい

ました。

司会▶▶片山先生いかがでしょう？

片山▶▶そうですね。ガバナーの視点というより私個

人の職業上の視点からのことを先に言いますと、そ

の頃地区大会での決議は大会決議と名付けられて、

ＲＩ会長・ＲＩ会長代理に感謝する。現ガバナーに感

謝する。地区大会ホストクラブに感謝するなど、決議

でなくても、ガバナーから口頭でお礼申し上げますと

言われれば済むことばかり。のどかな風景でした。そ

れまで、地区大会で審議・決議していた必要的決議

案件は、前年度の地区決算の承認、次年度地区大会

開催場所と日時の決定・承認くらいのことでした。そ

こで、ロータリーを法曹出のガバナーの目から見て、

地区大会の決議機関部分を整備しました。それは地

区大会における必要的決議案件の決議といわゆる大

会決議案と称していた案件とを区別し、必要決議案

件は各クラブの議決権票数を有する会長・幹事・副

会長等が出席する地区大会１日目に審議・決議し、

大会２日目にはその報告とし、大会決議案は１日目は

大会決議委員会からの決議案の内容の報告とし、大

会２日目の地区内全会員が参加する会議に大会決議

案を上程し採決するとしたことです。その年度の必要

的決議案件は、ガバナーノミニーの選出方法として指

名委員会方式の採択と指名委員会委員の選任の件・

2010年開催の規定審議会提出案件承認の件（当地

区初めての規定審議会提出案件）・ロータリー財団

未来の夢計画パイロット地区候補申請の件の3件で

した。現在においても、その流れが継続しているのは、

うれしいことです。それから、もう一つはガバナー選

任の地域的配慮のことです。パストガバナーの皆さん

が思っておられるでしょうが、全地区内、尾張も名古

屋も三河もどの地域にも一様にパストガバナーがでん

としておられ、しかも各分区にも元気なパストガバ

ナーがいることです。しかし、色 な々事情により、その

ようにはいかないのです。特に、分区でガバナー補佐
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が分区内事業をする時あるいは分区内で事が起きた

時などに、どの分区にも、身近に相談ができるパスト

ガバナーが常にいるというのがいい訳です。地域の

関係では名古屋５・三河４・尾張３の比率で候補を選

任し、各地域内分区の順番は各地域関係のパストガ

バナーの相談によるという方針はできていますが、そ

れでも、地域の事情により万遍なく一様にとはいかな

いという実情ですね。その事情の一番大きいのが、う

ちのクラブの人数では、引き受けられませんという断

りです。その対処の１つの方法として、私のガバナー

年度に親子兄弟クラブにお願いして、監事・副幹事・

スタッフ等２人位ほどご協力をいただき、率先垂範し

た積もりです。偶然この時、近藤パストガバナーも西

名古屋担当のガバナー補佐で入って来られました。

司会▶▶だから先生の時は、他のクラブのスタッフが

5～6人入っていたのですね。

片山▶▶そうです。そういうことをやったのです。

加藤 ▶▶尾張3分区では大変申し訳ないと思っており

ます。去年ですが、南尾張分区でペケ、西尾張分区

でペケ、たまたま東尾張分区はその時にパストガバ

ナーが3人いらっしゃったのです。だから、僕を入れて

4人いたわけです。結局、尾張分区からしか出すとこ

ろがなくて、たまたま、犬山さんが今まで出していな

かったわけです。犬山が出るといったのでこれは良い

と安心していたら、委員会の前日に断ってきた。びっ

くりして田中先生にどうしよう…と。それで江南の福

田さんに急遽電話申し上げたら、「大丈夫だよ。うち

におるから」との返事。それでご本人と話をして、OK

ということになったのですが現役の会長さんなので

す。現役の会長さんは本来ダメなのです。それでRIの

方に問い合わせて、許可を得て伊藤さんがガバナーノ

ミニーに決まったのです。

片山▶▶だから、小さなクラブが一緒になって協力し

て出さねばね。

加藤 ▶▶ 今は東海と常滑なんかは出せます。しかる

べき人間もいます。今、片山先生が言われた小島先

生などもいるのですが、たまたま小島先生が病院を

建て替えて忙しいということだったのです。

司会▶▶できれば、9人で話し合うと盛り上がるような

テーマをあげて頂いてお話して頂けるとありがたいな

と思います。

神野 ▶▶これって、10年の思い出が皆さんにあります

よね。そして、これからの10年に向けての皆さんの期

待とか想いとか、この2つにしたらどうでしょうか?

田嶋 ▶▶地区大会のゲスト、会長代理を昔みたいに

自分たちで推薦させてもらえないかという意見が割

と今、いろんな地区から出ているじゃないですか？

神野 ▶▶ 出ていますね。全然来ると思ってなかった

D.K.リーさんが韓国から来られたし。

加藤 ▶▶ 僕の時も1か月前ですよ。それではなんとも

ならないですよ、こっちの準備も。だからもっと早く決

めてほしい。誰がどういう風に決めるかわからないで

すけどね。

田嶋 ▶▶大澤さんの時代までは地区が候補者を推薦

していたのですよね。

加藤 ▶▶ 要望は出せるけど、それに対しての返答もな

く、無視ですね。

田嶋 ▶▶ 私の時はRIが会長代理を呼ばなくていい。

お金がないのだから。協議会でもRIの職員がお金が

ないから来ない。日本の旅行者が行ったのだもん。ツ

アーが案内した人たちがその職員を代行してやって

いたのです。だから、日本事務局からは誰も行かない。

本当にひどい話です。

片山▶▶田島年度に同地区の中からRI会長代理を出

したのは意表を突いた人選でしたね。

神野▶▶それが最近全然でていない。

田嶋 ▶▶豊島さんから未だに言われます、あの時俺

はタダ働きだと。あの時、RIから地区で負担すること

はまかりならん、その代わり、会長代理で呼んだ場合

には一人いくら出すっていうような約束があったので

すが、一切払ってもらえなくて。こっちもすっかり忘れ

ちゃってましたが、日当も何もなく、未だに顔を合わ

すとそのことを言われます。

司会▶▶ 外国の方が来られると大変でしたよね。

加藤 ▶▶ 結局、通訳がいるでしょう。たまたま、米山

の子たちがやってくれたのですが、それからいろいろ

お話して頂くにしても、通訳を通すと時間が倍になっ

ちゃう。初めから文章を頂戴といって、文章をもらっ

たことはいいけど、読めないでしょう、だから、米山

の子に頼んで全部日本語に直してもらって、それをス

クリーンに投影して、それで通訳なしでやりましたけ

どね。しかも、決まったのが一カ月前でしょう。もう慌

てましたよね。

神野▶▶その教えを、D.K.リーさんの時には活かさせ

て頂いた部分もありますね。米山と福田君とか通訳

も含めて。

加藤 ▶▶日本のパストガバナーが来ていただくのが一

番いいですよね。

神野 ▶▶ D.K.リーさんは、みんな私の方を見ずにパ

ワーポイントを見る、だから、そういうのは嫌いだと

おっしゃって、以前のようなパワーポイントで出す事

ができなくて、30分でちゃんと収めるというのが、50

分以上になって、ちょっと大変でした。やっぱり国内

で来ていただくとありがたいですね。

司会 ▶▶あと、どうでしょう。一生懸命取り組んでい

らっしゃったWFF、これからどのようにして、あと何

年続けようかとかお思いでしょうか？

田中 ▶▶やれるかな？と思うんですよね。会場のこと

とか。

神野 ▶▶会場は大丈夫。エンゼル公園の方へ移します。

田中▶▶それならいいよね。できたら、日本の看板に

なるかもしれないから、少しずついいものに変えて

いっているから、同じものだとみんな飽きちゃうから

ね。近藤さんに頑張って頂いたよ。

神野▶▶ロータリーデー。

近藤 ▶▶タイミングでね。

神野▶▶こないだ、ジュディオングさんとご一緒したの

で、また確認して頼んでおきました。ポリオもう少しだ

から、楽しみですとおっしゃってました。

近 藤 ▶▶あれも、最初の仕掛人の福田さんが頑張っ

てくれて。ワールドフードでしょ、インターナショナル

で、フィリピンのロータリアンの参加者が多いのです

が、今では韓国、インドネシア、ネパール、パキスタン

からのロータリアンも加わり、ますますワールドになっ

ていて、そういう意味でなかなか大変ですが、少しず

つ変わりながらいいものに発展しているなと思います。

あれ、すごいよね、公共イメージアップにはね。

司 会 ▶▶やはり、イベントは少しずつ変化を求めて

やっていくのが良いですね。

千田 ▶▶名古屋ロータリーの福田君がはじめて来て、

私はこういう事をやりました、やりたいけどどうでしょ

う？そのような事を日本でやるのはどうだろうって提

案されました。その前に和合ロータリー。

田中▶▶ 和合の中でも、お金もそうなんですが、僕の

ところに泣きが入り、福田君がそれで和合をやめたら

西尾RCに入会したいと言っていましたが、和合の鷲

塚会長もやる気がでてきました。

実はその後ガバナーノミニーの指名に南尾張ができ

ない時に和合はどうだ？って聞いたのですが、事業

が重なりもう一年待ってくれと言われた。大きいクラ

ブだからやれないことではないと思うのですが。

司会▶▶結局、和合ロータリーと相乗りみたいになっ

たんでしょうか？

田中▶▶ちょうど、ワールドフードフェスタっていうの

は、そういったものが前の年にちょっと意見が出たん

だよね。千田さんの時に提案されたんだけど、実にな

らなくて、僕の時に同じように提案され、ちょうどその

日、公共イメージの先輩の方が、こういうのがあるけ

ど、プランもだいたいできてるし、勧誘もできてるから、

どうだろうと。和合でやりたいという話だったけど、

和合でやるなら名古屋市で、名古屋市でやるなら愛

知県全体でやろうよと、話がとんとん拍子に進んで。

それで、ほとんどいろんなところに声掛けて進めて、

すべてのクラブが協力するってことで何とかやれた。

全体2760地区でできたんじゃないかと思います。実

際に食べものの選択も良かったですもんね。ワールド

フードだから、名古屋でも珍しいものを作りたいって

ことで、地元のものはほとんど出さなかった。出店す

る方も初めてなのでリスクがあるのね。ただ最初の

公共イメージの費用もあり、なるべくテナント料を安く

して、あとは水道・施設費がちょっとかかるんだけど、

それも地区とかが応援してくれてやれたから良かった

けどね、お金の算段もできたから。でも、最初の250

万がなかったらちょっとやばかったかもね。

司会 ▶▶公共イメージのアップだけじゃなかったです

よね。

田中 ▶▶その中に、クロスプロモーションじゃないけ

ど、インターアクト、ローターアクト入れて、米山入れ

るっていうのは、最初から構想はありました。

司会 ▶▶近藤パストガバナーを始め、神野パストガバ

ナーにいたる歴代の方々が志を引き継いで下さいま

したね。

片山 ▶▶発案の福田さん、地区開催の決断と拡大の

田中・近藤両パストガバナー、承継・充実の加藤・服

部・神野の各パストガバナー、それに続く中心となる

実行委員会の委員長はじめ委員の面々、各分区のガ

バナー補佐はじめのロータリアン、インターアクトター

の応援等を得て当地区内外一丸となったポリオ撲滅

の募金等のイベント等々、当地区の一等地の真ん中

において、RI会長より日本ロータリーデーの名称まで

得て、当地区挙げての秋の恒例大奉仕活動事業に

なったことです。この十年を越えて長く語り継ぐべく

立てた記念碑と思います。

司会 ▶▶こうしたロータリークラブの取り組みが国の

行事にもなってますね？

片山 ▶▶そう、そう。思い出します。もう50年近くにな

るでしょうか、当地区豊橋のロータリークラブ（豊橋

北RC）から始まった5月30日を中心になされるごみゼ

ロ運動、地区の奉仕活動行事として日本に最たる行

事、日本全ロータリーばかりでなく、日本全国の環境

保全運動として定着しています。日本政府の提案に

より国連は毎年6月5日を国連環境の日と定め、日本

も同様環境の日と定めています。当地区は5月30日～

6月5日迄の1週間を強調するために、地区設定特別週

間として「環境保全週間」を設定することにしていま

すが、パストガバナーの皆さんは設定されましたかね。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーはインターアクトの活動

にも力入れていらっしゃいましたね。次世代を育てる

大切な活動ですね。

松前 ▶▶ 1987年に地区インターアクト委員となり、イン

ターアクトクラブの活動を推進しました。1990年には

地区インターアクト委員長となり、2760地区のインター

アクト活動で海外研修を始める事に致しました。毎年

夏休みにハワイ島に約30名を引率してホームステイを

行い大変喜ばれました。要望があった長野県のイン

ターアクトクラブも一緒のハワイ研修でした。各イン

タークラブより2名を選出、2ヵ月の勉強会の後、各地

域の高校の先生方が海外研修を推進して下さいまし

た。参加した部員からは、ハワイの研修でアメリカの

文化や語学研修が大変勉強になった、雄大なハワイ

の景色に感動した！と喜ばれ、毎年の実施を望む多く

の声があがりました。これを機に様々な高校でイン

ターアクトクラブが設立されましたが、愛知県立千種

高等学校、阿久比高等学校と進学校が参加して厚み

が増しました。その後、研修地はオーストラリアに変わ

りましたが、二十数回と継続し、発展している姿を見て、

海外研修に初めて取り組んだ私は感激しております。

司会▶▶田嶋パストガバナーは、公共イメージには何

が必要だと思われますか？

田嶋 ▶▶ 公共イメージって言うとついイベントに偏り

がちなんだけど、私がもっと強調しないといけないと

は思うのは、ロータリアンの質。もっと周知させるとか。

たまたま私はある俳句の結社に老人になって入って、

そこで仲間の人たちも会員になってもらったら、凄く

ロータリーに対する信頼っていうのをアピールしてく

れ、非常にまじめで、皆さんちゃんと実行してくれる。

約束したら実行してくれる。そういうロータリーの質

の良さをもっと知らせれば、会員増強もっと簡単にで

きると思うんです。

司会 ▶▶はじめに片山先生が俳句を読まれましたけ

ど、いろんなところで俳句のことを話されてますよね。

田嶋 ▶▶そういう面で公共イメージっていうのは、も

うちょっと補強しないといけないんじゃないかって気

がします。

田中 ▶▶そうするとクラブの中のロータリアンの質の

良さという原点に戻っちゃいますね。みんな集まって

フェスタをしたりするのにも、「ロータリアンの自覚」

とか、あんまり難しく言うとやめたってなっちゃう。

やっぱり、飴と鞭みたいに楽しいことがなければね。

田嶋 ▶▶クラブがいろんな人に働きかけて、ゲストで

呼んだりいろいろしないと、会員は増えないし、クラ

ブ会長が会員増強って言わないと絶対増えない。

やっぱりトップになる人が自覚してやらないといけな

いし、ガバナーとかガバナー補佐も会員増強って常に

言い続けないと会員は増えない。

司会 ▶▶どうなんでしょう、本音の話なんですが、日

本は女性ロータリアンが少ないですよね。心からもっ

と増えればよいと思っていらっしゃるのでしょうか？

田嶋 ▶▶私は増やしたいと思ってます。だって女性中

心で本来女性だけのクラブを作ろうとアイリスを作ろ

うと思ったんだけど、その話がたまたま東京の司葉子

さんの耳に入って、司葉子さんが盛田さんに、「女性

だけのクラブはダメよ。」って言ったものだから、盛

田さんも、「お前、まずいらしいよ、男入れよ」って。

結局、男性も入れたんだけど、やっぱり女性と男性を

比べると、女性の方が優秀。これはオフレコにしてほ

しいけど、完全に女性の方が質が高い。

司会 ▶▶私は名東ロータリークラブってところの初め

ての女性会員で、女性2人で一緒に入ったんですね。

絶対に1人はダメです。もうひとりがすぐ辞めてしまっ

たので、次に女性会員が入った時、とても気を使いま

した。私がいるからやめるみたいなことになったら大

変だと思って。なので、女性会員を入れられるなら

やっぱり複数から始められた方がいいと思います。

食事のスピードも違いますし、結構大変でした。

神野 ▶▶私も金沢東RCで女性2人に入ってもらった

んですけど、齢を重ねられた今でも頑張ってくれてま

す。今、女性の比率は1割かな、90、100人近くのうち

の9人です。

田 中 ▶▶ 都市は良いんですよ。経営者が多いから。

郊外は経営者が少ないんですよ。

千田▶▶女の人入れるには、男もいい男を入れないと

いけない。（笑）

司会▶▶いい女の人が入ってくると、けっこう男性がお

しゃれになる。出席率もよくなる。明るくなるし、いい

こともあります。だから、女性ロータリアンばっかり

じゃダメっていうのもわかるような気がします。

田中▶▶ 韓国にもあるね、女性だけのロータリアン。

田嶋 ▶▶日本もありますよ。

司会 ▶▶それでは、時間の関係で希望の風について

伺います。被災して消防士を目指す方などいろいろな

方がいるのですが、これはどのくらい続けようとお考

えですか？

近 藤 ▶▶ 基本的に田嶋年度の時に震災が起きて、

さっき田嶋さんも言われましたが、みんな最初、ガバ

ナー会を通して寄付したんだけど、そこから問題が出

て、寄付金を返せっていう地区と、使い道を考えてや

ろうという地区と分かれまして、その結果、10地区が

ファンドみたいにして、震災時にお腹の子も含めて、0

歳の子供が短大とか大学を出るまで奨学金を出そう

という話に決まりました。その時からずっとやっている

ので2011年から22年間のロングランです。だから私は

基本的に青少年奉仕事業じゃないかと思うんです。

千 田 ▶▶もしかして、そういうこともあるけれども、

やっぱり年はきっとかないといかんな、災害はどこか

でだんだんと出てくるし。

田嶋 ▶▶あのね、今ね、希望のファンドは資本金が4

億あるんです。地区が出した4億、それが減ってない

んです。毎年払うお金はその年度で寄付頂いたもの

で回っているんです。これをずっと続けてお金を貯め

ておいて、次の震災が起こった時にそれを拡大して

支援しようと言ってるのですが、ただ、希望の風を

作った時にいろいろ問題があって、ほんとにロータ

リーってこんなひどいこと言うかってことまで言われ

たのがあって、当時の人がまだ頑張っているわけ。8

年前の人がまだ頑張っているわけ。私は早くから近

藤さんにバトンタッチして、今度神野さんに。やっぱり

そうしないと長く続く組織は続かないよ。

神野 ▶▶でも、この前、2010年度組の皆さんが大いに反

省されながら、相当変えようという発言をされましたよ。

田嶋 ▶▶やっとですよ。私は最初から変えようと言っ

ているのに。

神野 ▶▶私が口火を切ったみたいだったんですけどね。

司会▶▶ 客観的に見ていると、さすがロータリアン、素

晴らしいことだなとしか思い浮かばなかったのですが。

田 嶋 ▶▶ いやー、ひどかったよ。集めたお金をガバ

ナーが山分けするとか、ありもしないようなことを言わ

れちゃって。あの時会長だった東京のガバナーは本当

に可哀想だった。集中的に叩かれたのがその人個人で。

神野 ▶▶ガバナー月信に昨日原稿を出し、今度載せ

てもらうことにしてあるので。こないだ僕はさっきの

ガバナーじゃないけど、わけわからず副委員長に代わ

れって言われて、代わったんですが、今おっしゃった

ように、あと正確には1億2千万です。私は2億と言っ

てるのですが、2億あれば33年までいけるのですよ、

今のペースで行くと。ただ、お話があったように、この

後ひょっとして大規模な、片親か両親がなくなっちゃ

うような震災があった時にそれをまた使えばいいじゃ

ないかと、何も正式名だけ変えればいいじゃないか

という声もあるし、今からエンディングを考えてやる

必要はないよっていう話にはなっているのです。で、

ルール・規則・制度が少しいい加減ってものも結構

あったので、この1年で相当変えて頂くっていうお題

いができ、さらに今年度の2580のガバナー会議長の

松坂さんも来てくれていたので、ガバナー会でも取り

上げてくれと。去年は17/34、今までに26/34地区が

この7年強の間に参加しているのですが、去年はちょ

うど半分の17ですね。あと17地区がほんの僅か、

さっきの1000円じゃないけど出してくれれば、十分に

やっていけれるし、もっと広い範囲でこういうことが

できるかもしれないという見方もあると思います。

田嶋 ▶▶だから、最初の人たちは変わって、どんどん

新しい人たちが新しい組織にしていけばいいんですよ。

片山▶▶財団になってる？

田嶋 ▶▶ 財団になってない。財団にすればいいよね。

明らかに公益性があるからね。

田中▶▶それで、米山とか同じような方向でもってい

けばね。

司会▶▶他に何か言い足らない事、こんなテーマなど

ございますか？お時間も少 と々なりました。

神野▶▶さっき私も地区の体制を変えた、強化したつ

もりだって申し上げたのですが、さっき片山先生が

おっしゃたように、ガバナー出せないと、千田さんみ

たいに2000万自分で出してもいいよって方は良いけ

ど、私もあとで気が付いたんですが、地区の予算を見

るとガバナーの活動経費みたいなのが、ほとんどな

いわけですよ。私は幸いクラブも支援してくれたから

よかったですが、小さいクラブからも平等に出しても

らおう、いい人を出してもらおうと思うと、そのあたり

を変えていかないとね。

司会▶▶そうですよね。

田嶋 ▶▶でも、実際ガバナー出してもお金なんてかか

らないよ、お金がかかるって言うのが信じらない。

神野 ▶▶ 事務局経費をガバナー事務所で持つでしょ。

それをクラブで結構持たないといけない。

田嶋 ▶▶ 事務局経費だって、ノミニー時代の事務局経

費がガバナーの負担になるだけであって、あとは間に

合いますよ。今度からノミニーも経費が出るようになっ

たでしょう、だから、ほとんどお金なんかかからないよ。

近藤 ▶▶片山先生がガバナーを務められた時に地区

副幹事、スタッフを親クラブ、兄弟クラブから出して

欲しいという依頼があり、私も地区副幹事で出向し

たんですが、あれも1つの手だと思うんですね。今も

松坂さんの話が出ましたけど、第2580地区全体の事

は分かりませんが、ガバナーと地区幹事と地区副幹

事が違うクラブに所属しているんですね。神野さんと、

ここの地区ではそんなこと考えられないなと話してい

たのですが、そういう地区も実際あるんです。だから、

もう少し実態を調べていくと意外とガバナーと他の

人達が違うクラブ、つまり、本当に地区で優秀な人達

を引っ張ってくるっていうんですかね、基本的にはそ

うだと思うんだけど、今本人だけじゃなくってクラブが

後押ししないといけないというルールがありますよね。

だから、さっきの加藤さんじゃないけど、実際、有能な

人はいるけど、クラブが駄目って言ったらガバナーに

なれないので、そのあたりの仕組みっていうか、考え

方をかえなければいけないかもしれないですね。それ

で、私も有能な人がガバナーになって、それを取り巻く

地区幹事とか地区副幹事がまた優秀な人が出てくる。

優秀というか、やる気というか、非常に前向きというの

ですかね。すごいですよね、第2580地区というのは。

田 嶋 ▶▶すごい成功しているんですよね。若いガバ

ナーが出るようになって。

千田 ▶▶ただ、その地区の人がやってくれないといか

んよね。パストガバナーがちゃんと責任もって、バック

アップとか出すのも。

田嶋 ▶▶クラブで潰しちゃう。早く名前が出ると潰し

ちゃうんだよ。

田中▶▶でも、クラブの推薦がないと困るよね。

司会▶▶そりゃそうですよね。でも、小さいクラブが2

つでガバナーを出すっていうのはどうなんでしょうね。

神野 ▶▶どっちも小さければ難しいと思いますよ。ガ

バナー補佐の選出の仕方も結構大きな課題になって

ると思うんですよね。

田中 ▶▶ 他の地区と違うね。他の地区はガバナーが

推薦して組織作っちゃうもんね。

千田 ▶▶ガバナー補佐ってもうちょっと、ガバナーの

意向が反映するようにすると楽だわな。各地区からき

て、その人にいろいろお願いしないといけないし。

神野▶▶でも、それはね、4、5年かかりますよ。

司会▶▶ 時間も来ましたので、そろそろ締めを・・。平

成最後の10年間の最初のパストガバナーとして、片山

パストガバナー、10年を総括していただけますか。

片山 ▶▶それは少々荷が重いので、私の独断の感想

4点ほど述べさせていただきます。1つ目ですが、現在

までの30年間を振り返りますと、ちょうど平成30年間

とほぼ重なっています。この30年間を10年ごとに3分

割してロータリーの変化を見てみますと、平成10年ま

でロータリーは右肩上がりでした。しかし、平成後半

の20年間は右肩下がりで受難の時期でした。そのよ

うな中、RIは職業保持の原点を外し、会員に会員増

強と寄付・年会費の増強を絶えず求め、遂には職業

奉仕を事実上5大奉仕部門から下ろし、社会奉仕部

門に合流させるという話も聞き、私のガバナー年度の

地区方針でもあった「持続可能な前進」のまさに逆

を行っているように感じられました。2つ目は、斎藤直

美（豊田RC）2006年度パストガバナーを2016年度・

2017年度のRI理事として当地区から初めて輩出した

という、2760地区ロータリー愛知85にとって重要な

出来事がありました。当地区の将来にとって、計り知

れない啓蒙的な影響をもたらし、永く記憶されるべ

き出来事だと思われます。それ以外にも、5年ほど前

に名古屋から始まり、年々盛大に開催されている

WFF、50年前に豊橋から始まり、定着したゴミゼロ

運動、この2つの奉仕活動を一対として春期・秋期の

2大奉仕イベントとして将来に受け継がれるようにし

なければならないと思います。3つ目として、反対に残

念なのがポリオ撲滅運動のことです。1987年に当地

区でポリオプラスというプログラムが採り上げられ、

委員会が設置されました。私の年度に、ポリオ撲滅

の為に今後3年間に同額の寄付を提出することを条

件にゲイツ財団から1億ドルを受け取り、全会員に寄

付を再度求めてきました。しかし、最初の同額寄付か

ら10年経った現在でもその決着がついておりません。

いずれ数年のうちに撲滅宣言が出せると信じていま

すが、次の10年に申し送りをしなければならない事

は、私にとって本当に忍びない事です。4つ目は、ロー

タリーの組織・権限の問題です。組織は大きくなれ

ばなるほど、権限の集中が必要です。しかし、ロータ

リーの基礎は、クラブとその会員が底辺にあり、地域

と密着したクラブの独立自存があればこそです。RI

は権限の一部をガバナーあるいは地区に、ガバナー

はガバナー補佐に委任・譲渡する事が必要ではない

かと思います。私もガバナー補佐に一部権限委譲・ガ

バナー補佐の推薦事項・分区運営要領などを地区便

覧に記載し、口頭でも定着を推奨しました。しかし、

ガバナーは単年度官なのでなかなか難しく、本来は

地区大会で出来ると良いのですが、それも難しい問

題があります。近藤年度に「地区審議会」が活動でき

るようになりましたので今後は地区審議会を活用し、

大いに議論したいと思っています。

司会▶▶貴重なお話ありがとうございました。大変勉

強になりました。
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司会▶▶本日はお忙しい中、誠にありがとうございま

す。この座談会は2008年～2017年の10年間の中でガ

バナーをお務めになった皆様にご参加頂きました。

担当された年度の順に、取り組まれた事や課題など

について忌憚のないご意見を伺いたいと思います。貴

重なご意見からこれからの10年に向けての指針が見

えてくるかと存じます。それでは、まず2008年から

2009年度のガバナー、片山パストガバナーからお願

い致します。

片 山 ▶▶ RI会長の

テーマ“夢をかたち

に”それを受けて、

私の方は“持続可

能な前進！”という

地区方針で、サブと

して“ロータリーに

心を”という歌を作

りました。読んだ人

からは、とても良い歌だと好評を頂きました。“ロータ

リーに心を注ぎ　ロータリーに心を開く　ロータリー

を心に受け止め　ロータリーを心に住まわす　ロー

タリーの心をみんなで考え　ロータリーの心を静か

に思う　ロータリーの心は我等の心　ロータリーの

心は世界の心”という内容をテーマにした歌でした。

司会▶▶歌を通すとロータリーの理念が心にスーッと

入ってきますね。ところで、地区大会の時、私も関係

者だったのですが、ゲストは小泉純一郎さんでしたね。

片山 ▶▶ 名古屋名東クラブさんのお世話で、小泉さ

んに来て頂いたからあれだけの会員が地区大会に集

まってくれました。

司会▶▶本当に多くの会員が参加されましたね。

片山▶▶大いに盛り上がり良かったです。

司会 ▶▶この地区大会は悲しい出来事があり、片山

パストガバナーも心を痛められた事でしょう。

片山 ▶▶忘れもしません、RI会長代理とロータリー

ミーティングの特別講演のためお越し頂くことになっ

ていた佐藤千壽さん（東京東RC）の突然の訃報です。

地区大会の4週間くらい前に2回ほど東京でお目にか

かりました。当時佐藤さんは90歳でこれからヨーロッ

パ旅行に行くと伺い、「元気で行って来てください

ね」と、笑顔で挨拶を交わしました。ところが、地区

大会の20日くらい前、突然訃報が入りました。クルー

ズの最中にドクターがいなくて助からなかったとお聞

きしました。ロータリーミーティングの特別講演は、そ

の講演原稿が親友の圡屋亮平パストガバナー（松戸

RC）に託され、圡屋さんが代読されました。今でも忘

れられない出来事でした。

司会▶▶また、ロータリー愛知81にちなんでの昼食会

は皆さんに喜ばれましたね。

片山▶▶そうですね。公式訪問に行く多くのクラブで、

古参会員の方々が心なしか、さみしいお顔をしておら

れるのを見かけるものですから、この機会にと思って

第１日目のRI会長代理を囲む昼食会に招待した訳で

す。「ロータリー愛知81」にちなんでと言われるのは、

RIが事務的に当地区に付けた名称は「RI第2760地

区」ですが、私は当初より当地区が胸を張って自称

できる当地区の名前を「ロータリー愛知81」としまし

た。この名前を、ガバナー月信をその巻頭言として発

行した地区誌にも使いました。これは地区の機関誌

の役割と地区内各クラブ間の親睦誌の役割を担う双

方向の雑誌です。81という数字はその年度の当地区

全クラブの数です。招待しました古参会員の年が81

歳以上というのは、これ未満の歳では、該当者が多

過ぎてこの81を借りたのです。

司会 ▶▶ロータリーの方は若 し々いので81歳以上の

会員の皆様が元気に沢山お越し下さいました。片山

パストガバナーありがとうございました。次は2009年

大澤年度ですが大澤輝秀パストガバナー（豊川RC）

は、平成16年９月に逝去されています。ご冥福をお祈

り申し上げます。それでは、続きまして、クールビズを

提唱されました、２010年から2011年度のガバナー、

田嶋パストガバナー、お願い致します。

田 嶋 ▶▶ 私の時の

RI会長は、レイ・ク

リンギンスミスさん

というアメリカの方

でした。会長のテー

マは“地域を育み、

大陸をつなぐ”でし

た。私の年度の特

徴は3つあります。1

つは、ロータリー財団のフューチャービジョンが始

まった年です。当地区がパイロット地区になっていま

した。もう1つは、戦略計画ストラテージックプランを

日本では「長期計画」と訳していましたが、試行錯誤

を経て、今の戦略計画という名称に変更し、始まりま

した。最後の１つは東日本大地震が起きた年という

ことです。

司会▶▶あの東日本大地震が起きた年ですね。

田嶋 ▶▶最初は未来の夢計画という名前で始まっ

たのですが、夢という表現に異論も多く、協議を重

ねた末、フューチャービジョンという名前になりまし

た。私の頃は、RIの表現をアメリカはアメリカで直し、
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日本は日本で直すスタイルで、日本流は受け入れやす

い表現に変えているのではないか？という指摘も多く、

本場アメリカの表現に戻したということです。フュー

チャービジョンでは、新しい地区補助金について皆さ

んのご理解を頂き、いかに活用して頂くかということ

を一番大きな目標としていました。

司会▶▶ 確かに日本語に直すと本来の意味が曖昧に

なる場合もありますね。また、医療支援にも熱心に取

り組まれてましたね。

田嶋 ▶▶ 深谷地区財団委員長と一生懸命取り組んだ

のが、グローバル補助金を使った医療支援です。アメ

リカのヒューストンと交流したのが当地区の医療支援

の始まりで、しかも、グローバル補助金を使った医療

支援というのは、当時本当にまれで、この地区の大き

な成果の1つだったと思います。それから、戦略計画

については、公式訪問でお話してもほとんど何も知ら

ない人ばかりという状況の中で、いかに皆さんに存在

を知って頂くかが課題でした。

司会 ▶▶そして、この年度は日本は未曾有の出来事

がありました。

田嶋 ▶▶そうです、東日本大地震が1番の問題でした。

地区としてはいずれも1人1,000円以上という形で1次

支援、2次支援を行いました。諮問委員会では1,000

円では金額が少ないんじゃないのか？という意見も出

ましたが、会員の皆様が企業でも多額の義援金を出

されて、個人でもロータリー以外に寄付されている事

を考えて出した金額という趣旨を説明し、この金額で

やりましょうということになりました。最初、2,000万

円ほど集まり、希望の風奨学金に全額協賛致しまし

た。２次支援では宮城岩手の地区と千葉県の地区と

もう１か所に配分致しました。その他、ヘリコプター

の支援も致しました。これは、地区大会をやって頂い

た「あまクラブ」が余った1,000万円を地区に返却して

くれたので、そのままヘリコプターの支援金に使いま

した。孤立した所に食料を運んだり、薬を運んだり、

１ヵ月くらい活用されました。それでもまだ余りが出て

いたので、軽トラックを買いたいという支援組織に活

用致しました。

司会 ▶▶田嶋パストガバナーありがとうございました。

東日本大地震が起きてからのガバナーの取り組み方

真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

田嶋 好博 パストガバナー

は、本当に心を打たれるものがありました。それでは、

引き続き、松前パストガバナーお願い致します。松前

パストガバナーは、2011年から2012年までガバナーを

お努めになりました。震災後の大変な年でしたが、

ロータリークラブの力、絆の強さを再認識されたので

はないでしょうか。RC会員歴が半世紀以上と伺いま

した。色 な々思い出がおありかと存じます。

松前 ▶▶ 私は、1967年に一宮北RCに35才で入会し、

この50年間で、1990年には一宮中央RCの初代会長

として設立に尽力

出来たこと、そして、

2011年～2012年に

は2760地区のガバ

ナーとしてお務めが

出来た事を嬉しく思

います。

司会 ▶▶ 松前パスト

ガバナーのご経歴

を伺いますとすべてに「初」が付き、意欲的な取り組

みが伝わって参ります。2760地区にロータリー・リー

ダーシップ研究委員会（RLI）を導入されたのも初め

ての試みでしたね。

松 前 ▶▶ ロータリー・リーダーシップ研究委員会

（RLI）は新会員と未来のクラブリーダーの研修の

ためにアメリカで草の根運動として開発されたプログ

ラムです。日本でも各地区で急速に採用されつつあり、

双方向性とディスカッションリーダーDLに特徴があり

ます。私がガバナーに就任して最初の諮問委員会で

導入を諮り、認められて誕生しました。全国では6番

目の導入でしたが、RLIはまだ馴染のない時代でした。

ロータリー・リーダーシップ研究会の目的は、ロータ

リーの理解を深め、クラブを活性化すること。目的達

成の為に、日本では15地区でRLIの研修が行われ、

成果が上がっています。講義による教育ではなくディ

スカッション方式でリーダーの知識、考え方、創造性

を引き出します。

司会▶▶ 埼玉の中村先生には私も熱心にご指導を頂

きました。度々お越し頂いていますね。

松前 ▶▶ 2760地区は中村靖治国際ロータリー研修

リーダーが熱心にご指導下さり、地区研修の方が真

剣に勉強された結果、多数の方がディスカッション

リーダーになっています。私もガバナーエレクトの時、

妻久子とアメリカ・サンディエゴで1週間、コの字型の

RLI方式で飛び交う質問に、絞られました。現在

2760地区ではこのRLI方式に磨きをかけ改善し、有

用な研修として成果を上げていると聞いております。

この研修でロータリーへの理解が深まり、クラブが

活性化することが期待されます。ロータリーをより理

解し、ロータリーを心から愛するロータリアンが増え、

今後の100年もロータリーが益々発展する事を願って

おります。

司会▶▶ 4430地区ブラジルを訪問されましたね。

松前 ▶▶ 1988年度以降永く中断していた研究グルー

プ交換GSEを1997年度犬飼パストガバナーが再開さ

れ､私が委員長に任命され、当時の犬飼ガバナー、

片山地区幹事（片山パストガバナー）と総勢10名で

GSE研究グループの派遣先であるブラジル4430地区

を激励訪問いたしました。懐かしい思い出です。ちょ

うどこの年は、ブラジルへの移民90周年という節目

の年でした。そこで、各クラブから寄付された書籍１

トンを船便で送りました。この訪問はブラジル日本文

化協会に寄付する贈呈式もかねていたのです。24時

間を費やし、一行がサンパウロ空港に降り立ったのが、

5月13日早朝4時30分。訪問先クラブの会長や多くの

方々に迎えられてホテルに向かいましたが、GSE研究

生として来ていたサンパウロ軍事警察大尉ルイス君

の装甲車に前後を守られ、赤色灯を回転しながらの

移動。ガバナー一行への配慮に感謝しております。

司会▶▶疲れも飛んでしまう歓迎ぶり、嬉しいですね。

他でも熱いもてなしを受けたそうですね。

松前 ▶▶ 仮眠の後、日本人街に例会場を持つ日系ク

ラブ会員の多いリベルターデRCを訪問し、熱い歓迎

を受けました。その後文化協会に赴き、日本文化協

会山内会長に犬飼ガバナーから図書一式贈呈の目

録が渡されました。翌日は、サンパウロ・レステRCを

訪問しここでも熱い歓迎を受け、4430地区大会会場

に移動し、前夜祭を楽しみました。当時の4430地区

ガバナーは日系2世のKazuhiro Moriガバナーでした。

大会当日、我々一行は日本国旗を振りながら入場。大

きな拍手を今も覚えています。各クラブが順に旗を掲

げて入場行進する姿にも力強い息吹を感じました。

翌日はMoriガバナーよりレセプションに招かれ、一連

の行事終了の安堵感もあり、とても和やかな時間を

過ごしたことを鮮明に覚えています。その後、イグア

スの滝観光に向かいました。ブラジルとアルゼンチン

にまたがる落差80M、幅4キロの景観は圧巻でした。

最終日は、リオデジャネイロにも足を延ばしました。

2016年のリオ・オリンピックでコルコバードのキリスト

像が映し出されるたびにブラジル訪問を思い出して

おりました。往復2日間以上という10日間はハードで

したが、ブラジル訪問は実り多く思い出深い旅のひと

つとなりました。

司会▶▶そういえば、松前パストガバナーはある数字

に深いご縁があるそうですね

松前 ▶▶私は母校の大阪歯科大学の学籍番号が22

番でした。そして、一宮北RCの22代目の会長を務め

ました。ガバナーセミナーに指名されたのが2009年3

月22日でした。第2760地区の第22回インターアクト大

会に出席し挨拶の機会を頂きました。インターアクト

クラブは私の心の故郷であります。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーありがとうございました。

それでは、2012年から2013年度のガバナーでいらっ

しゃいました、千田毅パストガバナー、お願い致します。

千 田 ▶▶ 私の時は、

たまたま幸いなこと

に国際ロータリー

会長が田中作次さ

んで、R Iテーマが

“Peace Through 

Service 奉仕を通

じて平和を”でした。

司 会 ▶▶ 田中作次

RI会長との思い出で印象に残っている事は何でしょうか。

千田 ▶▶一番の思い出は、ロータリーの世界大会の

時のことです。ガバナー会をやろうという事になりま

したが、一番の問題は田中RI会長が参加してくれる

かどうかでした。そこで、全権を握っているRI秘書の

ベティさんという女性に交渉したのですが、直前まで

参加が不明のまま…。ところが、当日、田中RI会長が

来られて、皆びっくり！しかも、財団委員長なども連れ

てお越こしになったので、椅子が足りずバタバタと大

慌てして準備したのが印象に残っています。私共は

150人くらいで参加しましたが、田中RI会長は感激し、

喜んでお帰りになられました。また、同期のガバナー

が年1回集まって日本各地を廻るのですが、3回目の

時に田中RI会長が、「2012年度の会だから私も参加

する」と言われ、その会費を求めたところ、「これぞ

ロータリー」と言って、喜んで払って下さいました。

司会 ▶▶千田さんがガバナーになられた年は、震災

の翌年でしたね。

千田 ▶▶そうです、大震災の翌年でした。1月の研修

会で行った、カナダのトロントの方に一緒にやろうと

声をかけていただき、VTTの時に参加して頂きまし

た。その時、たまたま隣に座っていたのが、2750地区

の宮城・岩手の小野寺さんでした。その際、「お金を

集めるのは誰でもできる、我々はちゃんと震災孤児に

手渡したい」と小野寺さんにお願い致しました。あの

時は現地も混乱して色々大変だったのを被災地に視

察に行った時に実感致しました。30人の子供たちが

高校を卒業するまでにかかる4,800万円という金額を

集める為に、毎週500円ずつ集める提案をしましたが、

はじめはうまくいかず、幹事などに足りない分はガバ

ナーがもたないといけないと脅されました（笑）結果、

全額集まりましたが色々大変でした。

司会▶▶地区の目標など6つ挙げていらっしゃいます

が、沢山達成されていますよね。その中の高校生支

援で、甲子園に出場を果たした、仙台育英高校の球

児の中に孤児がいました。両親は他界し、お祖父さ

んの所から高校に通い、甲子園で3番打者として活躍

しました。1回戦で負けてしまったのですが、千田さ

んの応援が陰でありました。

千田 ▶▶地区と地区との交流では、抽選の結果、名

古屋クラブと奥三河クラブがメークアップする事にな

り、中日新聞の大島さんから「千田さん、えらいこと

になった！」と電話で心配を頂くほど、離れた地区の

クラブが交流することとなりましたが、その交流は2

～３年続けることができました。

司 会 ▶▶千田パストガバナーありがとうござました。

続いて、2013年度ガバナー田中正規パストガバナー

お願い致します。

田中▶▶会長になっ

ても知らないことば

かりで、地区に入っ

て改めて、凄い！と

驚くことばかりでし

た。ノミニーとして、

「お前また来たか！」

と言われるほどしつ

こく千田さんの後に

くっついて見聞きしている間に分かることがありまし

た。それは、ロータリーでは“はい”と“YES”しかな

いということです。「やろうよ！」と言った事は情報を

集めてやらないといけない、それが皆が前を向く事、

止めたらそれで終わり。私も思った事をとりあえず

やってみようと思いました。ある時、公共イメージの

コーディネーター「ロータリーの友」編集長の二神さ

んとお話しする機会があり、その時の話題から、地区

全体でやれるフェスタ、日本で初めてのロータリーの

ワールドフェスタを開催しよう！と私は思いました。皆

さんの協力のもと、思った以上に素晴らしいフェスタ

を開催できました。その後、近藤さんが形を作ってく

ださり、日本のロータリーでできました。そのきっかけ

に少しでもなれたのが良かったと思います。最後に、

任期の終盤に色 な々国に行きましたが、それが楽しい

思い出になっています。

司会▶▶どんなところに行かれましたか？

田中▶▶ベトナム、タイ、フィリピンは2回、隠れてモン

ゴル。つい最近はラオスに行きました。皆さんの友情

の支えもあり、色々な国へ行くことができ、非常に充

実した年度だったと思います。もう１つ印象的な出来

事として、同期のガバナーがEクラブを教えてくれた

事です。会費も安く、例会をホームページで行えるEク

ラブは、若い人も多く、クラブのイメージを変えたクラ

ブで面白かったです。

司会 ▶▶やはりイベントをやらないと、テレビ局や新

聞社の方々はあまり来てくださらないですよね。

田中▶▶私がテレビ局等に行ったのは最初の挨拶ぐ

らいだけでしたが、色々な人を引っ張りだすことは良

いことだと思います。たまに顔を出すと、ロータリーは

こんなことをやっているのか…とロータリーの活動を

改めて知って頂けました。

司会 ▶▶はじめのうち、ロータリーのことはあまりPR

してはいけないと教えられたのですが…。

田中 ▶▶それで、公共イメージコーディネーター補佐

としてお話させて頂きました。

司会▶▶希望の風などはどうですか？

田中▶▶希望の風は私ではなく、田嶋さんが担当してい

ます。希望の風は今も続いていて素晴らしいと思います。

司 会 ▶▶ 学生さんの喜びの声や手紙を拝見すると

ロータリアンになって良かったとしみじみ思います。

クラブでもお弁当箱支援といって、お弁当箱に色 な々

ものを詰めて、被災者の方に送り、そのお礼に折り紙

の花やお手紙をいただいたりしました。田中パストガ

バナーありがとうございました。それでは、2014年度

のガバナー、近藤雄亮パストガバナーお願いいたしま

す。パストガバナーの年度のガバナー月信の7月号は

熱田神宮ですよね。

近 藤 ▶▶たまたまう

ちのクラブに熱田

神宮の宮司さんがお

られ、写真を使わせ

てくださいと頼み、

毎回、熱田神宮に関

連する何かの写真

を使わせて頂きまし

て、最初から最後ま

でシリーズで載せました。私の時のRI会長は、ゲイ

リーC.K.ホァンさんという台湾の方でした。彼の考え

方のベースになっていたのが「儒教・孔子の教えです。

ロータリーがSNSを含めデジタル化していく中、アナ

ログ的なものを大切にされる方で、そういったところ

に私も共感しました。彼は“ロータリーに輝きを”とい

うテーマと5つの強調事項、つまり、“地域社会でロー

タリーの存在感を高めること・会員増強・ポリオ撲

滅・クラブの強化・ロータリーデーの実施”で始めま

した。この強調事項は今でもずっと続いています。当

時の私にとって歴代ガバナーの皆さんは雲の上の存

在。ガバナーノミニーに指名される場に臨んだ時、近

寄りがたい雰囲気がありました。そのような思いから、

もう少し目線を下げてロータリアンの中に入りたい、

堅苦しいことはやめて、メークアップに来たメンバー

のような近い距離感で本当の姿を見たいという思い

から色々考え、計画を立てました。結果、例えば「単

独でガバナーの公式訪問を初めて受けました」とか

「親クラブと一緒だとなかなか本音で話すことがで

きない」といったような声を聞くことが出来ました。

司会▶▶ 確か近藤パストガバナーの時、クラブをまとめ

て回るのではなく、ひとつひとつ訪問されたのですよね。

近藤 ▶▶はい、地区内全84クラブを個別に公式訪問

をしました。メンバーの数が少ないクラブも多いクラ

ブも皆さん本当に一生懸命ロータリー活動をされて

いて、素晴らしいと感じました。色々大変な面もある

けれども、この地区のクラブは本当に良くやってくれ

ています。何でもそうなのですが、一旦外に出てみる

と、中では分からない事が見えてくる。素晴らしさが

良くわかる様になる。ゲイリーC.K.ホァンさんのアナ

ログ的思考というか、情といいますか、それが地方に

あるんじゃないかなと思います。私はロータリーとい

うのは、ひと言でいえば…感動、感動をシェアするこ

とだと思うのです。こういうことをずっと言って回った

わけです。いろんな理屈やロジックを立てても感動

がない。そういったものだったら誰もついて来ないし、

仮にその場でついて来ても後は知らないという形に

なってしまいます。感動があれば、自分も仲間に入り

たい、これぐらいのお金を出してもいいなという気持

ちになります。そういう風になっていくといいなと思い

ます。先ほど田中さんが「自分は人が色々言ったこと

を取り上げた」と仰ってました。その中の１つ、WFF

(ワールドフードふれ愛フェスタ)を引き継ぎ、我々の時

は最初からやろうと組織を作り取り組みました。そう

したら、タイミングよく、ゲイリーC.K.ホァンさんの強

調事項の１つ“ロータリーデーの実施”というのがあ

りました。当時のRI理事の北さんからも昨年第2760

地区のプレゼンを見たら素晴らしいことをやっている

ので、是非ロータリーデーをジャパンロータリーデー

愛知として実施をしてくれないかという話を頂きまし

た。シニアリーダーは自分がまとめるからお前は同期

ガバナーをまとめろという事になったのです。結局、

100人以上のシニアリーダーの方々がWFFに参加を

してくれました。田中さんが始めた事を2年目である

程度形ができたかなと思います。

司 会 ▶▶ロータリー

デーというのは、その

時から始まったので

すか？

近藤 ▶▶そうです。ゲ

イリーC.K.ホァンさ

んが自分の強調事項

で提唱したのです。

世界中に、クラブ単

位でもいいし、地区単位でもいいし、あるいは国単位

でもいいから、とにかくやってくれと。私は各クラブ単

位で是非やって下さい。これはガバナー賞の対象に

します！とやったのです。地区単位ではせっかく田中

さんが地区の大きなイベントをやってくれたので、そ

れをジャパンロータリーデーに育てる決心をしました。

ゲイリーC.K.ホァンさんの強調事項、北RI理事の薦

めもあり、ちょうどタイミングが合ったのですね。それ

からもう1つ。“ロータリーは何だ？”とか陰で色々文

句を言う声もありますが、言いたいことがあるのなら、

RIには3年に1度開催される規定審議会というのがあ

るので、そこへ第2760地区から物申す！と、意見を出

したらいいんじゃないのか、その為の規定審議会で

すから。そして地区内クラブに立法案提出のお願い

をしました。地区の色々な問題を取り上げて会長さん

たちに諮る地区審議会と立法案審議委員会というの

を作り、片山先生、田嶋先生と相談しながら3人で地

区審議会規約を作りました。それが今実行されています。

司会 ▶▶もう１つ、IT委員会で地区で初めてHPを作

られたとか。

近藤 ▶▶ホームページは前からありました。尾本さん

が非常に熱心に取り組んでくれていました。地区で

形に出来たのは、いきなり出来たのではなくて、思い

とか色々な下準備があったからです。尾本さんの不

断の努力のお陰だと思っています。私のような者でも

ガバナーを務めることが出来たのはゲイリーC.K.ホァ

ンさんの「儒教・孔子の教えの下、アナログ思考でや

る」この理念があればこそです。また、片山先生がガ

バナーをお務めになられた時、ガバナー補佐としての

私をご指導して頂いたこと、その後も色 ご々指導を頂

いたお陰と片山先生には大変感謝致しております。

計算で繋がっているのではなくて、情で繋がってい

る関係は素晴らしい力になると私は思います。

司会 ▶▶近藤パストガバナーありがとうございました。

では、2015年度のガバナーでいらっしゃいました加

藤陽一パストガバナーお願いします。

加 藤 ▶▶ 私の時は、

スリランカのK .R .

ラビンドランさんと

いう方がRI会長で

した。英語で“Be 

a gift to the world”

サンディエゴでの国

際協議会で“世界

へのプレゼントにな

ろう”と訳されましたが、はっきり言って何を仰ってい

るのか分かりませんでした。同期のガバナー連中とこ

れは何を言ってるのだ？？と色々話し、プレゼントは、

たぶん奉仕のことだろうなと、同期のガバナーとそう

解釈しようということになり、サンディエゴから帰って

きました。K.R.ラビンドランさんは、アジアの中でのは

じめてのスリランカの方ですから、どうもイメージが

湧かず、このRIテーマも皆さんにどうお伝えしようか

…とちょっと苦労しました。

司会 ▶▶加藤パストガバナーは、お父様もロータリア

ンだったのですね。

加藤 ▶▶そうです、親父も瀬戸クラブで会長をやって

いました。その頃、斎藤先生が仰っていた「原点回

帰」の話に感銘を受けました。最近ロータリーが原点

というか根本がわからなくなってきたのではないか…

という私自身の心情もあり、見直しをという意味で、

早速先生にお話しして了解を頂き、原点に帰りたいと

お話を申し上げて、ずっと講習をやったのです。

司会▶▶ガバナー時代、思い出に残ることを教えてく

ださい。

加藤 ▶▶田中さんの資料を基に34クラブ訪問いたし

ました。クラブとの交流、私自身の交流もそこそこや

らせて頂いたつもりでおります。WFFに関しては、田

中さんから近藤さんに受け継がれ、私の時はだんだ

ん形になってきました。私の時から企業協賛にも力を

入れて、600万か800万円を頂戴し、去年が1,000万円

くらいでした。ロータリーを世間に広めるという意味

もあり、だんだん大きくなっています。特にエンドポリ

オに関しては、売り上げもだいぶ上がってきています。

たまたま国際奉仕委員会の方と一緒にVTTでインド

ネシアに行く機会があり、ジャカルタの劣悪な環境に

いる子どもたちを訪ねました。学校も行けず勉強もで

きないヒンズー系の子供たちを援助していたのは、イ

ンドネシアの方達。この出会いを機に私たちもやって

いこう！と、ポリオ500万円、あと400万円プラス地区

のクラブから拠出されたお金を使って、やり始めたの

です。ぼちぼち卒業しないとと思っているのですが、

今もWFFの実行委員長をやらせて頂いております。

WFFを通じて、ロータリーは世間に、そして日本中に

広がったのではないかと思っております。ガバナーと

して小難しいことはやった覚えはありませんが、

WFFが私にとっては一番の思い出かなと思っています。

司会▶▶やはりそういう努力があって、いろんな学生さ

んの支援などが出来るのですね。先ほど、千田パストガ

バナーの時にお話した、仙台育英高校の千田君の記

事は加藤パストガバナーの時の月信9月号に出ておりま

して、「花巻東高硬式野球部の千田京平君、亡き母と

「再会」信じ」という風に書いてありました。加藤パス

トガバナーありがとうございました。それでは、2016年

度ガバナー、服部良男パストガバナーお願いします。

服 部 ▶▶ 2 0 1 6年度はジョン・ジャームRI会長の

“Rotary Serving Humanity”というRIテーマでス

タートしました。丁度この年はロータリー財団100周年

という記念すべき年。100年前にアトランタで開催し

た国際大会を100年後にもう一度アトランタで！という

大きなテーマがありました。もう１つのテーマは、RI

の戦略計画を当地区にどのように持ってくるか。当地

区にはRIの戦略計画がありませんでした。従って当

地区の良いところと課題を分析し、良いところは、そ

のまま伸ばし、課題に関しては戦略計画を立て持続

可能にすることがテーマでした。一番の基本は、10

年後もこの地区が輝き続けるために1年間何をすれ

ばいいのかという事です。そこでまず、地区の戦略を

作るため戦略計画委員会を作りました。そしてもう１

つ、広報、ITを一緒にして、公共イメージ向上委員会

を設立させ、戦略計

画の中でも大きな部

分であるロータリー

の認知度と公共イ

メージの向上を図り

ました。それからも

う１つ。研修委員会

を再度新設し、その

下にRI実行委員会

を分けて、研修をさせて頂きました。これが大きな地

区に対する戦略計画です。あとは、地区としての財団

の取り組みがしっかりしていた為、未来の夢計画に

始まる延長の100年を是非！ということで、大変高い

数字を掲げました。一人180ドルを財団に寄付し、結

果、目標を達成することができました。ジョン・ジャー

ムさんは、ポリオ、財団の経験が非常に深い方です。

そういう意味でも皆様方に大変感謝しております。ア

トランタで100周年を祝おう！をテーマにした大変忙

しい年でしたが、皆さんと一緒に色んなことをさせて

頂きました。深く感謝申し上げます。もうひとつ良かっ

た事は、2750地区と会員が良い競い合いをした結果、

最後に１つ新しいクラブが出来た事です。結果的に

34地区の中で一番多く会員が増えた事も皆さま方と

の１つの成果だったと考えています。

司会▶▶ 服部パストガバナーありがとうございました。

それでは、まだ記憶も新しい、2017年度ガバナー、神

野重行パストガバナーお願いします。

神野 ▶▶私がロータリーに入ったのは金沢東でした。

石川・富山地区の金沢ですが、2610地区のガバナー

という方がどういう存在か、ロータリアンとして全く意

識せずに6年いました。それで、名古屋に戻ってもう

一度名駅ロータリーに入った年が2008年7月。今考え

ますと片山ガバナーの年度で、2760地区で再入会し

ガバナーという存在があるということをはじめて知っ

たぐらいで、全く知らずに6年いたなという思いがしま

した。ガバナーの公式訪問は、西クラブと一緒に受

けていましたが、自分のクラブに来られたという感じ

が薄く、公式訪問に対してもあまり意識しておりませ

んでした。まして地区への出向や、ガバナー補佐を引

き受ける事も、クラブ幹事の経験もなく、ロータリー

の地区の動きも全く知らずにいた私が、いきなりガバ

ナーということで大変驚きました。なので、先輩たち

とはずいぶん感覚が違うと思っております。私は千田

パストガバナーには学生時代からご指導頂いており

ます。また、両親の関係で存じ上げている方ばかりで

す。しかし、ガバナーという意識で拝見したのは、私

がクラブ会長の時の田中ガバナーが初めてでした。

公式訪問の時にガバナーの存在を目の当たりにして、

凄い人なのだと思いました。親の西クラブと一緒だっ

たのですが、大きな先輩、親クラブでありながら、結

構ガバナーというのはビシビシ言われるなと。私ども

は子クラブにも関わらず、大変褒めて頂いて恐縮した

ものです。ガバナーは、凄い存在なのだということを

初めて肌で知りました。そんな頃です、私の高校の同

級生の近藤さんがガバナーをどうも引き受けるようだ

と話を聞いて、よくそんなことをやるな～と言ってし

まった覚えがあるのです。そういった中で、去年ガバ

ナーを引き受ける事となったのです。イアン H.S ライ

ズリーさんは“変化をもたらす”をテーマに、確か

ロータリーそのものが大きく変わったというお話をさ

れていたのを聞き、変化の時代だから、何かをやろう

と考えて出来ないだろうかと思いました。一番に思っ

たのは、ロータリーのイアン H.S ライズリーさんのこ

の言葉です。「ロータリーとは何か。何をしているのか

ということをもっと世の中に知らしめてほしい。」そこ

で、公共イメージ向上というものについて、自分がで

きる範囲でやってみようと思ったのです。1つはマスコ

ミや地域の皆さんへの働きかけ。もうひとつは、地区

ガバナーとロータリアンの距離感というのをできるだ

け縮めるという事を考えました。ガバナーは一般ロー

タリアンにとって遠い存在というか、私自身近寄りが

たい存在と思っていました。そこで、一年かけてクラ

ブの訪問以外にも、いろいろと接する機会をつくり、

距離を縮める試みをしたつもりです。服部さんは、地

区の戦略委員会で非常に改革的な事もやって下さい

ました。村井さんからはそんなに急にやっても無理な

んじゃないかとご心配頂きましたが、やっぱり自分な

りにやってもらいたいし、やってみたいということで、

全クラブに戦略委員会のような類のものを設置して

頂いたというのが、一番の私の思い出です。それから

もう１つ、諮問委員会で、先輩諸氏にお許しを頂き、

地区の体質の強化を図る取り組みを始めました。１つ

は、青少年対策の危機管理基金、これを1,000万円積

み立てさせて頂きました。それから、愛知県と防災協

定を結んで、地域の皆さんと一緒に勉強して、万が一

のときはどういった事ができるかということを考える

態勢を作らせて頂きました。これは先輩諸氏にも認

めて頂き、地区大会で結ぶことができました。

司会▶▶地区大会の思い出はいかがでしょう。

神野▶▶そうですね、

思い出がいっぱい

あるのですが、よも

や、D.K.リーさんが

来るとは想像もして

おらず、8月15日の

メールを開けてびっ

くり！片山パストガ

バナーがちょうど同

期だとの事でお願いできて本当に助かりました。大

先輩からも良くやったと言って頂いたのは先輩のおか

げです。今年は神奈川へ行かれるそうで、ガバナー

がとても焦っておられたと、村井さんから聞きました。

村井ガバナーから力になってあげてと言われて、気楽

に笑っていられるのが幸せです。最後に、６月の最後

にクロスプロモーションの青少年と学友の交流フェス

タ、これが出来たのも思い出です。ご出席の皆さんに

もいろいろ無理を申し上げました。それから、昨年度

だけになってしまったのですが、イアン H.S ライズリー

さんの植樹のお話につきましても、それぞれ分区やク

ラブで、個人的にもやって頂いたおかげで、8000本と

いう、一人一本の植樹目標を達成できました。「ガバ

ナーというのは言ったことを何でもできる」と言われ

たことをいい事に、先輩諸氏に無理を言い、それに

応えて頂いた事に感謝しております。WFFも晴れ男

で頑張ってくださいと言うだけで、今年度に相当資金

的余裕をもってお渡し出来ました。細かく言いますと

１時間では終わりませんが、これで終わりたいと思い

ます。ご指導頂いて、本当にありがとうございました。

司会 ▶▶ 神野パストガバナー、ありがとうございまし

た。こういった素晴らしいガバナーたちが10年間、努

力されたおかげで、第2760地区は本当にキラキラと

輝いていたのだと思います。どうもありがとうござい

ました。

司会▶▶片山先生いかがでしょう？

片山▶▶そうですね。ガバナーの視点というより私個

人の職業上の視点からのことを先に言いますと、そ

の頃地区大会での決議は大会決議と名付けられて、

ＲＩ会長・ＲＩ会長代理に感謝する。現ガバナーに感

謝する。地区大会ホストクラブに感謝するなど、決議

でなくても、ガバナーから口頭でお礼申し上げますと

言われれば済むことばかり。のどかな風景でした。そ

れまで、地区大会で審議・決議していた必要的決議

案件は、前年度の地区決算の承認、次年度地区大会

開催場所と日時の決定・承認くらいのことでした。そ

こで、ロータリーを法曹出のガバナーの目から見て、

地区大会の決議機関部分を整備しました。それは地

区大会における必要的決議案件の決議といわゆる大

会決議案と称していた案件とを区別し、必要決議案

件は各クラブの議決権票数を有する会長・幹事・副

会長等が出席する地区大会１日目に審議・決議し、

大会２日目にはその報告とし、大会決議案は１日目は

大会決議委員会からの決議案の内容の報告とし、大

会２日目の地区内全会員が参加する会議に大会決議

案を上程し採決するとしたことです。その年度の必要

的決議案件は、ガバナーノミニーの選出方法として指

名委員会方式の採択と指名委員会委員の選任の件・

2010年開催の規定審議会提出案件承認の件（当地

区初めての規定審議会提出案件）・ロータリー財団

未来の夢計画パイロット地区候補申請の件の3件で

した。現在においても、その流れが継続しているのは、

うれしいことです。それから、もう一つはガバナー選

任の地域的配慮のことです。パストガバナーの皆さん

が思っておられるでしょうが、全地区内、尾張も名古

屋も三河もどの地域にも一様にパストガバナーがでん

としておられ、しかも各分区にも元気なパストガバ

ナーがいることです。しかし、色 な々事情により、その

ようにはいかないのです。特に、分区でガバナー補佐

が分区内事業をする時あるいは分区内で事が起きた

時などに、どの分区にも、身近に相談ができるパスト

ガバナーが常にいるというのがいい訳です。地域の

関係では名古屋５・三河４・尾張３の比率で候補を選

任し、各地域内分区の順番は各地域関係のパストガ

バナーの相談によるという方針はできていますが、そ

れでも、地域の事情により万遍なく一様にとはいかな

いという実情ですね。その事情の一番大きいのが、う

ちのクラブの人数では、引き受けられませんという断

りです。その対処の１つの方法として、私のガバナー

年度に親子兄弟クラブにお願いして、監事・副幹事・

スタッフ等２人位ほどご協力をいただき、率先垂範し

た積もりです。偶然この時、近藤パストガバナーも西

名古屋担当のガバナー補佐で入って来られました。

司会▶▶だから先生の時は、他のクラブのスタッフが

5～6人入っていたのですね。

片山▶▶そうです。そういうことをやったのです。

加藤 ▶▶尾張3分区では大変申し訳ないと思っており

ます。去年ですが、南尾張分区でペケ、西尾張分区

でペケ、たまたま東尾張分区はその時にパストガバ

ナーが3人いらっしゃったのです。だから、僕を入れて

4人いたわけです。結局、尾張分区からしか出すとこ

ろがなくて、たまたま、犬山さんが今まで出していな

かったわけです。犬山が出るといったのでこれは良い

と安心していたら、委員会の前日に断ってきた。びっ

くりして田中先生にどうしよう…と。それで江南の福

田さんに急遽電話申し上げたら、「大丈夫だよ。うち

におるから」との返事。それでご本人と話をして、OK

ということになったのですが現役の会長さんなので

す。現役の会長さんは本来ダメなのです。それでRIの

方に問い合わせて、許可を得て伊藤さんがガバナーノ

ミニーに決まったのです。

片山▶▶だから、小さなクラブが一緒になって協力し

て出さねばね。

加藤 ▶▶ 今は東海と常滑なんかは出せます。しかる

べき人間もいます。今、片山先生が言われた小島先

生などもいるのですが、たまたま小島先生が病院を

建て替えて忙しいということだったのです。

司会▶▶できれば、9人で話し合うと盛り上がるような

テーマをあげて頂いてお話して頂けるとありがたいな

と思います。

神野 ▶▶これって、10年の思い出が皆さんにあります

よね。そして、これからの10年に向けての皆さんの期

待とか想いとか、この2つにしたらどうでしょうか?

田嶋 ▶▶地区大会のゲスト、会長代理を昔みたいに

自分たちで推薦させてもらえないかという意見が割

と今、いろんな地区から出ているじゃないですか？

神野 ▶▶ 出ていますね。全然来ると思ってなかった

D.K.リーさんが韓国から来られたし。

加藤 ▶▶ 僕の時も1か月前ですよ。それではなんとも

ならないですよ、こっちの準備も。だからもっと早く決

めてほしい。誰がどういう風に決めるかわからないで

すけどね。

田嶋 ▶▶大澤さんの時代までは地区が候補者を推薦

していたのですよね。

加藤 ▶▶ 要望は出せるけど、それに対しての返答もな

く、無視ですね。

田嶋 ▶▶ 私の時はRIが会長代理を呼ばなくていい。

お金がないのだから。協議会でもRIの職員がお金が

ないから来ない。日本の旅行者が行ったのだもん。ツ

アーが案内した人たちがその職員を代行してやって

いたのです。だから、日本事務局からは誰も行かない。

本当にひどい話です。

片山▶▶田島年度に同地区の中からRI会長代理を出

したのは意表を突いた人選でしたね。

神野▶▶それが最近全然でていない。

田嶋 ▶▶豊島さんから未だに言われます、あの時俺

はタダ働きだと。あの時、RIから地区で負担すること

はまかりならん、その代わり、会長代理で呼んだ場合

には一人いくら出すっていうような約束があったので

すが、一切払ってもらえなくて。こっちもすっかり忘れ

ちゃってましたが、日当も何もなく、未だに顔を合わ

すとそのことを言われます。

司会▶▶ 外国の方が来られると大変でしたよね。

加藤 ▶▶ 結局、通訳がいるでしょう。たまたま、米山

の子たちがやってくれたのですが、それからいろいろ

お話して頂くにしても、通訳を通すと時間が倍になっ

ちゃう。初めから文章を頂戴といって、文章をもらっ

たことはいいけど、読めないでしょう、だから、米山

の子に頼んで全部日本語に直してもらって、それをス

クリーンに投影して、それで通訳なしでやりましたけ

どね。しかも、決まったのが一カ月前でしょう。もう慌

てましたよね。

神野▶▶その教えを、D.K.リーさんの時には活かさせ

て頂いた部分もありますね。米山と福田君とか通訳

も含めて。

加藤 ▶▶日本のパストガバナーが来ていただくのが一

番いいですよね。

神野 ▶▶ D.K.リーさんは、みんな私の方を見ずにパ

ワーポイントを見る、だから、そういうのは嫌いだと

おっしゃって、以前のようなパワーポイントで出す事

ができなくて、30分でちゃんと収めるというのが、50

分以上になって、ちょっと大変でした。やっぱり国内

で来ていただくとありがたいですね。

司会 ▶▶あと、どうでしょう。一生懸命取り組んでい

らっしゃったWFF、これからどのようにして、あと何

年続けようかとかお思いでしょうか？

田中 ▶▶やれるかな？と思うんですよね。会場のこと

とか。

神野 ▶▶会場は大丈夫。エンゼル公園の方へ移します。

田中▶▶それならいいよね。できたら、日本の看板に

なるかもしれないから、少しずついいものに変えて

いっているから、同じものだとみんな飽きちゃうから

ね。近藤さんに頑張って頂いたよ。

神野▶▶ロータリーデー。

近藤 ▶▶タイミングでね。

神野▶▶こないだ、ジュディオングさんとご一緒したの

で、また確認して頼んでおきました。ポリオもう少しだ

から、楽しみですとおっしゃってました。

近 藤 ▶▶あれも、最初の仕掛人の福田さんが頑張っ

てくれて。ワールドフードでしょ、インターナショナル

で、フィリピンのロータリアンの参加者が多いのです

が、今では韓国、インドネシア、ネパール、パキスタン

からのロータリアンも加わり、ますますワールドになっ

ていて、そういう意味でなかなか大変ですが、少しず

つ変わりながらいいものに発展しているなと思います。

あれ、すごいよね、公共イメージアップにはね。

司 会 ▶▶やはり、イベントは少しずつ変化を求めて

やっていくのが良いですね。

千田 ▶▶名古屋ロータリーの福田君がはじめて来て、

私はこういう事をやりました、やりたいけどどうでしょ

う？そのような事を日本でやるのはどうだろうって提

案されました。その前に和合ロータリー。

田中▶▶ 和合の中でも、お金もそうなんですが、僕の

ところに泣きが入り、福田君がそれで和合をやめたら

西尾RCに入会したいと言っていましたが、和合の鷲

塚会長もやる気がでてきました。

実はその後ガバナーノミニーの指名に南尾張ができ

ない時に和合はどうだ？って聞いたのですが、事業

が重なりもう一年待ってくれと言われた。大きいクラ

ブだからやれないことではないと思うのですが。

司会▶▶結局、和合ロータリーと相乗りみたいになっ

たんでしょうか？

田中▶▶ちょうど、ワールドフードフェスタっていうの

は、そういったものが前の年にちょっと意見が出たん

だよね。千田さんの時に提案されたんだけど、実にな

らなくて、僕の時に同じように提案され、ちょうどその

日、公共イメージの先輩の方が、こういうのがあるけ

ど、プランもだいたいできてるし、勧誘もできてるから、

どうだろうと。和合でやりたいという話だったけど、

和合でやるなら名古屋市で、名古屋市でやるなら愛

知県全体でやろうよと、話がとんとん拍子に進んで。

それで、ほとんどいろんなところに声掛けて進めて、

すべてのクラブが協力するってことで何とかやれた。

全体2760地区でできたんじゃないかと思います。実

際に食べものの選択も良かったですもんね。ワールド

フードだから、名古屋でも珍しいものを作りたいって

ことで、地元のものはほとんど出さなかった。出店す

る方も初めてなのでリスクがあるのね。ただ最初の

公共イメージの費用もあり、なるべくテナント料を安く

して、あとは水道・施設費がちょっとかかるんだけど、

それも地区とかが応援してくれてやれたから良かった

けどね、お金の算段もできたから。でも、最初の250

万がなかったらちょっとやばかったかもね。

司会 ▶▶公共イメージのアップだけじゃなかったです

よね。

田中 ▶▶その中に、クロスプロモーションじゃないけ

ど、インターアクト、ローターアクト入れて、米山入れ

るっていうのは、最初から構想はありました。

司会 ▶▶近藤パストガバナーを始め、神野パストガバ

ナーにいたる歴代の方々が志を引き継いで下さいま

したね。

片山 ▶▶発案の福田さん、地区開催の決断と拡大の

田中・近藤両パストガバナー、承継・充実の加藤・服

部・神野の各パストガバナー、それに続く中心となる

実行委員会の委員長はじめ委員の面々、各分区のガ

バナー補佐はじめのロータリアン、インターアクトター

の応援等を得て当地区内外一丸となったポリオ撲滅

の募金等のイベント等々、当地区の一等地の真ん中

において、RI会長より日本ロータリーデーの名称まで

得て、当地区挙げての秋の恒例大奉仕活動事業に

なったことです。この十年を越えて長く語り継ぐべく

立てた記念碑と思います。

司会 ▶▶こうしたロータリークラブの取り組みが国の

行事にもなってますね？

片山 ▶▶そう、そう。思い出します。もう50年近くにな

るでしょうか、当地区豊橋のロータリークラブ（豊橋

北RC）から始まった5月30日を中心になされるごみゼ

ロ運動、地区の奉仕活動行事として日本に最たる行

事、日本全ロータリーばかりでなく、日本全国の環境

保全運動として定着しています。日本政府の提案に

より国連は毎年6月5日を国連環境の日と定め、日本

も同様環境の日と定めています。当地区は5月30日～

6月5日迄の1週間を強調するために、地区設定特別週

間として「環境保全週間」を設定することにしていま

すが、パストガバナーの皆さんは設定されましたかね。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーはインターアクトの活動

にも力入れていらっしゃいましたね。次世代を育てる

大切な活動ですね。

松前 ▶▶ 1987年に地区インターアクト委員となり、イン

ターアクトクラブの活動を推進しました。1990年には

地区インターアクト委員長となり、2760地区のインター

アクト活動で海外研修を始める事に致しました。毎年

夏休みにハワイ島に約30名を引率してホームステイを

行い大変喜ばれました。要望があった長野県のイン

ターアクトクラブも一緒のハワイ研修でした。各イン

タークラブより2名を選出、2ヵ月の勉強会の後、各地

域の高校の先生方が海外研修を推進して下さいまし

た。参加した部員からは、ハワイの研修でアメリカの

文化や語学研修が大変勉強になった、雄大なハワイ

の景色に感動した！と喜ばれ、毎年の実施を望む多く

の声があがりました。これを機に様々な高校でイン

ターアクトクラブが設立されましたが、愛知県立千種

高等学校、阿久比高等学校と進学校が参加して厚み

が増しました。その後、研修地はオーストラリアに変わ

りましたが、二十数回と継続し、発展している姿を見て、

海外研修に初めて取り組んだ私は感激しております。

司会▶▶田嶋パストガバナーは、公共イメージには何

が必要だと思われますか？

田嶋 ▶▶ 公共イメージって言うとついイベントに偏り

がちなんだけど、私がもっと強調しないといけないと

は思うのは、ロータリアンの質。もっと周知させるとか。

たまたま私はある俳句の結社に老人になって入って、

そこで仲間の人たちも会員になってもらったら、凄く

ロータリーに対する信頼っていうのをアピールしてく

れ、非常にまじめで、皆さんちゃんと実行してくれる。

約束したら実行してくれる。そういうロータリーの質

の良さをもっと知らせれば、会員増強もっと簡単にで

きると思うんです。

司会 ▶▶はじめに片山先生が俳句を読まれましたけ

ど、いろんなところで俳句のことを話されてますよね。

田嶋 ▶▶そういう面で公共イメージっていうのは、も

うちょっと補強しないといけないんじゃないかって気

がします。

田中 ▶▶そうするとクラブの中のロータリアンの質の

良さという原点に戻っちゃいますね。みんな集まって

フェスタをしたりするのにも、「ロータリアンの自覚」

とか、あんまり難しく言うとやめたってなっちゃう。

やっぱり、飴と鞭みたいに楽しいことがなければね。

田嶋 ▶▶クラブがいろんな人に働きかけて、ゲストで

呼んだりいろいろしないと、会員は増えないし、クラ

ブ会長が会員増強って言わないと絶対増えない。

やっぱりトップになる人が自覚してやらないといけな

いし、ガバナーとかガバナー補佐も会員増強って常に

言い続けないと会員は増えない。

司会 ▶▶どうなんでしょう、本音の話なんですが、日

本は女性ロータリアンが少ないですよね。心からもっ

と増えればよいと思っていらっしゃるのでしょうか？

田嶋 ▶▶私は増やしたいと思ってます。だって女性中

心で本来女性だけのクラブを作ろうとアイリスを作ろ

うと思ったんだけど、その話がたまたま東京の司葉子

さんの耳に入って、司葉子さんが盛田さんに、「女性

だけのクラブはダメよ。」って言ったものだから、盛

田さんも、「お前、まずいらしいよ、男入れよ」って。

結局、男性も入れたんだけど、やっぱり女性と男性を

比べると、女性の方が優秀。これはオフレコにしてほ

しいけど、完全に女性の方が質が高い。

司会 ▶▶私は名東ロータリークラブってところの初め

ての女性会員で、女性2人で一緒に入ったんですね。

絶対に1人はダメです。もうひとりがすぐ辞めてしまっ

たので、次に女性会員が入った時、とても気を使いま

した。私がいるからやめるみたいなことになったら大

変だと思って。なので、女性会員を入れられるなら

やっぱり複数から始められた方がいいと思います。

食事のスピードも違いますし、結構大変でした。

神野 ▶▶私も金沢東RCで女性2人に入ってもらった

んですけど、齢を重ねられた今でも頑張ってくれてま

す。今、女性の比率は1割かな、90、100人近くのうち

の9人です。

田 中 ▶▶ 都市は良いんですよ。経営者が多いから。

郊外は経営者が少ないんですよ。

千田▶▶女の人入れるには、男もいい男を入れないと

いけない。（笑）

司会▶▶いい女の人が入ってくると、けっこう男性がお

しゃれになる。出席率もよくなる。明るくなるし、いい

こともあります。だから、女性ロータリアンばっかり

じゃダメっていうのもわかるような気がします。

田中▶▶ 韓国にもあるね、女性だけのロータリアン。

田嶋 ▶▶日本もありますよ。

司会 ▶▶それでは、時間の関係で希望の風について

伺います。被災して消防士を目指す方などいろいろな

方がいるのですが、これはどのくらい続けようとお考

えですか？

近 藤 ▶▶ 基本的に田嶋年度の時に震災が起きて、

さっき田嶋さんも言われましたが、みんな最初、ガバ

ナー会を通して寄付したんだけど、そこから問題が出

て、寄付金を返せっていう地区と、使い道を考えてや

ろうという地区と分かれまして、その結果、10地区が

ファンドみたいにして、震災時にお腹の子も含めて、0

歳の子供が短大とか大学を出るまで奨学金を出そう

という話に決まりました。その時からずっとやっている

ので2011年から22年間のロングランです。だから私は

基本的に青少年奉仕事業じゃないかと思うんです。

千 田 ▶▶もしかして、そういうこともあるけれども、

やっぱり年はきっとかないといかんな、災害はどこか

でだんだんと出てくるし。

田嶋 ▶▶あのね、今ね、希望のファンドは資本金が4

億あるんです。地区が出した4億、それが減ってない

んです。毎年払うお金はその年度で寄付頂いたもの

で回っているんです。これをずっと続けてお金を貯め

ておいて、次の震災が起こった時にそれを拡大して

支援しようと言ってるのですが、ただ、希望の風を

作った時にいろいろ問題があって、ほんとにロータ

リーってこんなひどいこと言うかってことまで言われ

たのがあって、当時の人がまだ頑張っているわけ。8

年前の人がまだ頑張っているわけ。私は早くから近

藤さんにバトンタッチして、今度神野さんに。やっぱり

そうしないと長く続く組織は続かないよ。

神野 ▶▶でも、この前、2010年度組の皆さんが大いに反

省されながら、相当変えようという発言をされましたよ。

田嶋 ▶▶やっとですよ。私は最初から変えようと言っ

ているのに。

神野 ▶▶私が口火を切ったみたいだったんですけどね。

司会▶▶ 客観的に見ていると、さすがロータリアン、素

晴らしいことだなとしか思い浮かばなかったのですが。

田 嶋 ▶▶ いやー、ひどかったよ。集めたお金をガバ

ナーが山分けするとか、ありもしないようなことを言わ

れちゃって。あの時会長だった東京のガバナーは本当

に可哀想だった。集中的に叩かれたのがその人個人で。

神野 ▶▶ガバナー月信に昨日原稿を出し、今度載せ

てもらうことにしてあるので。こないだ僕はさっきの

ガバナーじゃないけど、わけわからず副委員長に代わ

れって言われて、代わったんですが、今おっしゃった

ように、あと正確には1億2千万です。私は2億と言っ

てるのですが、2億あれば33年までいけるのですよ、

今のペースで行くと。ただ、お話があったように、この

後ひょっとして大規模な、片親か両親がなくなっちゃ

うような震災があった時にそれをまた使えばいいじゃ

ないかと、何も正式名だけ変えればいいじゃないか

という声もあるし、今からエンディングを考えてやる

必要はないよっていう話にはなっているのです。で、

ルール・規則・制度が少しいい加減ってものも結構

あったので、この1年で相当変えて頂くっていうお題

いができ、さらに今年度の2580のガバナー会議長の

松坂さんも来てくれていたので、ガバナー会でも取り

上げてくれと。去年は17/34、今までに26/34地区が

この7年強の間に参加しているのですが、去年はちょ

うど半分の17ですね。あと17地区がほんの僅か、

さっきの1000円じゃないけど出してくれれば、十分に

やっていけれるし、もっと広い範囲でこういうことが

できるかもしれないという見方もあると思います。

田嶋 ▶▶だから、最初の人たちは変わって、どんどん

新しい人たちが新しい組織にしていけばいいんですよ。

片山▶▶財団になってる？

田嶋 ▶▶ 財団になってない。財団にすればいいよね。

明らかに公益性があるからね。

田中▶▶それで、米山とか同じような方向でもってい

けばね。

司会▶▶他に何か言い足らない事、こんなテーマなど

ございますか？お時間も少 と々なりました。

神野▶▶さっき私も地区の体制を変えた、強化したつ

もりだって申し上げたのですが、さっき片山先生が

おっしゃたように、ガバナー出せないと、千田さんみ

たいに2000万自分で出してもいいよって方は良いけ

ど、私もあとで気が付いたんですが、地区の予算を見

るとガバナーの活動経費みたいなのが、ほとんどな

いわけですよ。私は幸いクラブも支援してくれたから

よかったですが、小さいクラブからも平等に出しても

らおう、いい人を出してもらおうと思うと、そのあたり

を変えていかないとね。

司会▶▶そうですよね。

田嶋 ▶▶でも、実際ガバナー出してもお金なんてかか

らないよ、お金がかかるって言うのが信じらない。

神野 ▶▶ 事務局経費をガバナー事務所で持つでしょ。

それをクラブで結構持たないといけない。

田嶋 ▶▶ 事務局経費だって、ノミニー時代の事務局経

費がガバナーの負担になるだけであって、あとは間に

合いますよ。今度からノミニーも経費が出るようになっ

たでしょう、だから、ほとんどお金なんかかからないよ。

近藤 ▶▶片山先生がガバナーを務められた時に地区

副幹事、スタッフを親クラブ、兄弟クラブから出して

欲しいという依頼があり、私も地区副幹事で出向し

たんですが、あれも1つの手だと思うんですね。今も

松坂さんの話が出ましたけど、第2580地区全体の事

は分かりませんが、ガバナーと地区幹事と地区副幹

事が違うクラブに所属しているんですね。神野さんと、

ここの地区ではそんなこと考えられないなと話してい

たのですが、そういう地区も実際あるんです。だから、

もう少し実態を調べていくと意外とガバナーと他の

人達が違うクラブ、つまり、本当に地区で優秀な人達

を引っ張ってくるっていうんですかね、基本的にはそ

うだと思うんだけど、今本人だけじゃなくってクラブが

後押ししないといけないというルールがありますよね。

だから、さっきの加藤さんじゃないけど、実際、有能な

人はいるけど、クラブが駄目って言ったらガバナーに

なれないので、そのあたりの仕組みっていうか、考え

方をかえなければいけないかもしれないですね。それ

で、私も有能な人がガバナーになって、それを取り巻く

地区幹事とか地区副幹事がまた優秀な人が出てくる。

優秀というか、やる気というか、非常に前向きというの

ですかね。すごいですよね、第2580地区というのは。

田 嶋 ▶▶すごい成功しているんですよね。若いガバ

ナーが出るようになって。

千田 ▶▶ただ、その地区の人がやってくれないといか

んよね。パストガバナーがちゃんと責任もって、バック

アップとか出すのも。

田嶋 ▶▶クラブで潰しちゃう。早く名前が出ると潰し

ちゃうんだよ。

田中▶▶でも、クラブの推薦がないと困るよね。

司会▶▶そりゃそうですよね。でも、小さいクラブが2

つでガバナーを出すっていうのはどうなんでしょうね。

神野 ▶▶どっちも小さければ難しいと思いますよ。ガ

バナー補佐の選出の仕方も結構大きな課題になって

ると思うんですよね。

田中 ▶▶ 他の地区と違うね。他の地区はガバナーが

推薦して組織作っちゃうもんね。

千田 ▶▶ガバナー補佐ってもうちょっと、ガバナーの

意向が反映するようにすると楽だわな。各地区からき

て、その人にいろいろお願いしないといけないし。

神野▶▶でも、それはね、4、5年かかりますよ。

司会▶▶ 時間も来ましたので、そろそろ締めを・・。平

成最後の10年間の最初のパストガバナーとして、片山

パストガバナー、10年を総括していただけますか。

片山 ▶▶それは少々荷が重いので、私の独断の感想

4点ほど述べさせていただきます。1つ目ですが、現在

までの30年間を振り返りますと、ちょうど平成30年間

とほぼ重なっています。この30年間を10年ごとに3分

割してロータリーの変化を見てみますと、平成10年ま

でロータリーは右肩上がりでした。しかし、平成後半

の20年間は右肩下がりで受難の時期でした。そのよ

うな中、RIは職業保持の原点を外し、会員に会員増

強と寄付・年会費の増強を絶えず求め、遂には職業

奉仕を事実上5大奉仕部門から下ろし、社会奉仕部

門に合流させるという話も聞き、私のガバナー年度の

地区方針でもあった「持続可能な前進」のまさに逆

を行っているように感じられました。2つ目は、斎藤直

美（豊田RC）2006年度パストガバナーを2016年度・

2017年度のRI理事として当地区から初めて輩出した

という、2760地区ロータリー愛知85にとって重要な

出来事がありました。当地区の将来にとって、計り知

れない啓蒙的な影響をもたらし、永く記憶されるべ

き出来事だと思われます。それ以外にも、5年ほど前

に名古屋から始まり、年々盛大に開催されている

WFF、50年前に豊橋から始まり、定着したゴミゼロ

運動、この2つの奉仕活動を一対として春期・秋期の

2大奉仕イベントとして将来に受け継がれるようにし

なければならないと思います。3つ目として、反対に残

念なのがポリオ撲滅運動のことです。1987年に当地

区でポリオプラスというプログラムが採り上げられ、

委員会が設置されました。私の年度に、ポリオ撲滅

の為に今後3年間に同額の寄付を提出することを条

件にゲイツ財団から1億ドルを受け取り、全会員に寄

付を再度求めてきました。しかし、最初の同額寄付か

ら10年経った現在でもその決着がついておりません。

いずれ数年のうちに撲滅宣言が出せると信じていま

すが、次の10年に申し送りをしなければならない事

は、私にとって本当に忍びない事です。4つ目は、ロー

タリーの組織・権限の問題です。組織は大きくなれ

ばなるほど、権限の集中が必要です。しかし、ロータ

リーの基礎は、クラブとその会員が底辺にあり、地域

と密着したクラブの独立自存があればこそです。RI

は権限の一部をガバナーあるいは地区に、ガバナー

はガバナー補佐に委任・譲渡する事が必要ではない

かと思います。私もガバナー補佐に一部権限委譲・ガ

バナー補佐の推薦事項・分区運営要領などを地区便

覧に記載し、口頭でも定着を推奨しました。しかし、

ガバナーは単年度官なのでなかなか難しく、本来は

地区大会で出来ると良いのですが、それも難しい問

題があります。近藤年度に「地区審議会」が活動でき

るようになりましたので今後は地区審議会を活用し、

大いに議論したいと思っています。

司会▶▶貴重なお話ありがとうございました。大変勉

強になりました。

座
談
会

司会▶▶本日はお忙しい中、誠にありがとうございま

す。この座談会は2008年～2017年の10年間の中でガ

バナーをお務めになった皆様にご参加頂きました。

担当された年度の順に、取り組まれた事や課題など

について忌憚のないご意見を伺いたいと思います。貴

重なご意見からこれからの10年に向けての指針が見

えてくるかと存じます。それでは、まず2008年から

2009年度のガバナー、片山パストガバナーからお願

い致します。

片 山 ▶▶ RI会長の

テーマ“夢をかたち

に”それを受けて、

私の方は“持続可

能な前進！”という

地区方針で、サブと

して“ロータリーに

心を”という歌を作

りました。読んだ人

からは、とても良い歌だと好評を頂きました。“ロータ

リーに心を注ぎ　ロータリーに心を開く　ロータリー

を心に受け止め　ロータリーを心に住まわす　ロー

タリーの心をみんなで考え　ロータリーの心を静か

に思う　ロータリーの心は我等の心　ロータリーの

心は世界の心”という内容をテーマにした歌でした。

司会▶▶歌を通すとロータリーの理念が心にスーッと

入ってきますね。ところで、地区大会の時、私も関係

者だったのですが、ゲストは小泉純一郎さんでしたね。

片山 ▶▶ 名古屋名東クラブさんのお世話で、小泉さ

んに来て頂いたからあれだけの会員が地区大会に集

まってくれました。

司会▶▶本当に多くの会員が参加されましたね。

片山▶▶大いに盛り上がり良かったです。

司会 ▶▶この地区大会は悲しい出来事があり、片山

パストガバナーも心を痛められた事でしょう。

片山 ▶▶忘れもしません、RI会長代理とロータリー

ミーティングの特別講演のためお越し頂くことになっ

ていた佐藤千壽さん（東京東RC）の突然の訃報です。

地区大会の4週間くらい前に2回ほど東京でお目にか

かりました。当時佐藤さんは90歳でこれからヨーロッ

パ旅行に行くと伺い、「元気で行って来てください

ね」と、笑顔で挨拶を交わしました。ところが、地区

大会の20日くらい前、突然訃報が入りました。クルー

ズの最中にドクターがいなくて助からなかったとお聞

きしました。ロータリーミーティングの特別講演は、そ

の講演原稿が親友の圡屋亮平パストガバナー（松戸

RC）に託され、圡屋さんが代読されました。今でも忘

れられない出来事でした。

司会▶▶また、ロータリー愛知81にちなんでの昼食会

は皆さんに喜ばれましたね。

片山▶▶そうですね。公式訪問に行く多くのクラブで、

古参会員の方々が心なしか、さみしいお顔をしておら

れるのを見かけるものですから、この機会にと思って

第１日目のRI会長代理を囲む昼食会に招待した訳で

す。「ロータリー愛知81」にちなんでと言われるのは、

RIが事務的に当地区に付けた名称は「RI第2760地

区」ですが、私は当初より当地区が胸を張って自称

できる当地区の名前を「ロータリー愛知81」としまし

た。この名前を、ガバナー月信をその巻頭言として発

行した地区誌にも使いました。これは地区の機関誌

の役割と地区内各クラブ間の親睦誌の役割を担う双

方向の雑誌です。81という数字はその年度の当地区

全クラブの数です。招待しました古参会員の年が81

歳以上というのは、これ未満の歳では、該当者が多

過ぎてこの81を借りたのです。

司会 ▶▶ロータリーの方は若 し々いので81歳以上の

会員の皆様が元気に沢山お越し下さいました。片山

パストガバナーありがとうございました。次は2009年

大澤年度ですが大澤輝秀パストガバナー（豊川RC）

は、平成16年９月に逝去されています。ご冥福をお祈

り申し上げます。それでは、続きまして、クールビズを

提唱されました、２010年から2011年度のガバナー、

田嶋パストガバナー、お願い致します。

田 嶋 ▶▶ 私の時の

RI会長は、レイ・ク

リンギンスミスさん

というアメリカの方

でした。会長のテー

マは“地域を育み、

大陸をつなぐ”でし

た。私の年度の特

徴は3つあります。1

つは、ロータリー財団のフューチャービジョンが始

まった年です。当地区がパイロット地区になっていま

した。もう1つは、戦略計画ストラテージックプランを

日本では「長期計画」と訳していましたが、試行錯誤

を経て、今の戦略計画という名称に変更し、始まりま

した。最後の１つは東日本大地震が起きた年という

ことです。

司会▶▶あの東日本大地震が起きた年ですね。

田嶋 ▶▶最初は未来の夢計画という名前で始まっ

たのですが、夢という表現に異論も多く、協議を重

ねた末、フューチャービジョンという名前になりまし

た。私の頃は、RIの表現をアメリカはアメリカで直し、

日本は日本で直すスタイルで、日本流は受け入れやす

い表現に変えているのではないか？という指摘も多く、

本場アメリカの表現に戻したということです。フュー

チャービジョンでは、新しい地区補助金について皆さ

んのご理解を頂き、いかに活用して頂くかということ

を一番大きな目標としていました。

司会▶▶ 確かに日本語に直すと本来の意味が曖昧に

なる場合もありますね。また、医療支援にも熱心に取

り組まれてましたね。

田嶋 ▶▶ 深谷地区財団委員長と一生懸命取り組んだ

のが、グローバル補助金を使った医療支援です。アメ

リカのヒューストンと交流したのが当地区の医療支援

の始まりで、しかも、グローバル補助金を使った医療

支援というのは、当時本当にまれで、この地区の大き

な成果の1つだったと思います。それから、戦略計画

については、公式訪問でお話してもほとんど何も知ら

ない人ばかりという状況の中で、いかに皆さんに存在

を知って頂くかが課題でした。

司会 ▶▶そして、この年度は日本は未曾有の出来事

がありました。

田嶋 ▶▶そうです、東日本大地震が1番の問題でした。

地区としてはいずれも1人1,000円以上という形で1次

支援、2次支援を行いました。諮問委員会では1,000

円では金額が少ないんじゃないのか？という意見も出

ましたが、会員の皆様が企業でも多額の義援金を出

されて、個人でもロータリー以外に寄付されている事

を考えて出した金額という趣旨を説明し、この金額で

やりましょうということになりました。最初、2,000万

円ほど集まり、希望の風奨学金に全額協賛致しまし

た。２次支援では宮城岩手の地区と千葉県の地区と

もう１か所に配分致しました。その他、ヘリコプター

の支援も致しました。これは、地区大会をやって頂い

た「あまクラブ」が余った1,000万円を地区に返却して

くれたので、そのままヘリコプターの支援金に使いま

した。孤立した所に食料を運んだり、薬を運んだり、

１ヵ月くらい活用されました。それでもまだ余りが出て

いたので、軽トラックを買いたいという支援組織に活

用致しました。

司会 ▶▶田嶋パストガバナーありがとうございました。

東日本大地震が起きてからのガバナーの取り組み方

は、本当に心を打たれるものがありました。それでは、

引き続き、松前パストガバナーお願い致します。松前

パストガバナーは、2011年から2012年までガバナーを

お努めになりました。震災後の大変な年でしたが、

ロータリークラブの力、絆の強さを再認識されたので

はないでしょうか。RC会員歴が半世紀以上と伺いま

した。色 な々思い出がおありかと存じます。

松前 ▶▶ 私は、1967年に一宮北RCに35才で入会し、

この50年間で、1990年には一宮中央RCの初代会長

として設立に尽力

出来たこと、そして、

2011年～2012年に

は2760地区のガバ

ナーとしてお務めが

出来た事を嬉しく思

います。

司会 ▶▶ 松前パスト

ガバナーのご経歴

を伺いますとすべてに「初」が付き、意欲的な取り組

みが伝わって参ります。2760地区にロータリー・リー

ダーシップ研究委員会（RLI）を導入されたのも初め

ての試みでしたね。

松 前 ▶▶ ロータリー・リーダーシップ研究委員会

（RLI）は新会員と未来のクラブリーダーの研修の

ためにアメリカで草の根運動として開発されたプログ

ラムです。日本でも各地区で急速に採用されつつあり、

双方向性とディスカッションリーダーDLに特徴があり

ます。私がガバナーに就任して最初の諮問委員会で

導入を諮り、認められて誕生しました。全国では6番

目の導入でしたが、RLIはまだ馴染のない時代でした。

ロータリー・リーダーシップ研究会の目的は、ロータ

リーの理解を深め、クラブを活性化すること。目的達

成の為に、日本では15地区でRLIの研修が行われ、

成果が上がっています。講義による教育ではなくディ

スカッション方式でリーダーの知識、考え方、創造性

を引き出します。

司会▶▶ 埼玉の中村先生には私も熱心にご指導を頂

きました。度々お越し頂いていますね。

松前 ▶▶ 2760地区は中村靖治国際ロータリー研修

リーダーが熱心にご指導下さり、地区研修の方が真

剣に勉強された結果、多数の方がディスカッション

リーダーになっています。私もガバナーエレクトの時、

妻久子とアメリカ・サンディエゴで1週間、コの字型の

RLI方式で飛び交う質問に、絞られました。現在

2760地区ではこのRLI方式に磨きをかけ改善し、有

用な研修として成果を上げていると聞いております。

この研修でロータリーへの理解が深まり、クラブが

活性化することが期待されます。ロータリーをより理

解し、ロータリーを心から愛するロータリアンが増え、

今後の100年もロータリーが益々発展する事を願って

おります。

司会▶▶ 4430地区ブラジルを訪問されましたね。

松前 ▶▶ 1988年度以降永く中断していた研究グルー

プ交換GSEを1997年度犬飼パストガバナーが再開さ

れ､私が委員長に任命され、当時の犬飼ガバナー、

片山地区幹事（片山パストガバナー）と総勢10名で

GSE研究グループの派遣先であるブラジル4430地区

を激励訪問いたしました。懐かしい思い出です。ちょ

うどこの年は、ブラジルへの移民90周年という節目

の年でした。そこで、各クラブから寄付された書籍１

トンを船便で送りました。この訪問はブラジル日本文

化協会に寄付する贈呈式もかねていたのです。24時

間を費やし、一行がサンパウロ空港に降り立ったのが、

5月13日早朝4時30分。訪問先クラブの会長や多くの

方々に迎えられてホテルに向かいましたが、GSE研究

生として来ていたサンパウロ軍事警察大尉ルイス君

の装甲車に前後を守られ、赤色灯を回転しながらの

移動。ガバナー一行への配慮に感謝しております。

司会▶▶疲れも飛んでしまう歓迎ぶり、嬉しいですね。

他でも熱いもてなしを受けたそうですね。

松前 ▶▶ 仮眠の後、日本人街に例会場を持つ日系ク

ラブ会員の多いリベルターデRCを訪問し、熱い歓迎

を受けました。その後文化協会に赴き、日本文化協

会山内会長に犬飼ガバナーから図書一式贈呈の目

録が渡されました。翌日は、サンパウロ・レステRCを

訪問しここでも熱い歓迎を受け、4430地区大会会場

に移動し、前夜祭を楽しみました。当時の4430地区

ガバナーは日系2世のKazuhiro Moriガバナーでした。

大会当日、我々一行は日本国旗を振りながら入場。大

きな拍手を今も覚えています。各クラブが順に旗を掲

げて入場行進する姿にも力強い息吹を感じました。

翌日はMoriガバナーよりレセプションに招かれ、一連

の行事終了の安堵感もあり、とても和やかな時間を

過ごしたことを鮮明に覚えています。その後、イグア

スの滝観光に向かいました。ブラジルとアルゼンチン

にまたがる落差80M、幅4キロの景観は圧巻でした。

最終日は、リオデジャネイロにも足を延ばしました。

2016年のリオ・オリンピックでコルコバードのキリスト

像が映し出されるたびにブラジル訪問を思い出して

おりました。往復2日間以上という10日間はハードで

したが、ブラジル訪問は実り多く思い出深い旅のひと

つとなりました。

司会▶▶そういえば、松前パストガバナーはある数字

に深いご縁があるそうですね

松前 ▶▶私は母校の大阪歯科大学の学籍番号が22

番でした。そして、一宮北RCの22代目の会長を務め

ました。ガバナーセミナーに指名されたのが2009年3

月22日でした。第2760地区の第22回インターアクト大

会に出席し挨拶の機会を頂きました。インターアクト

クラブは私の心の故郷であります。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーありがとうございました。

それでは、2012年から2013年度のガバナーでいらっ

しゃいました、千田毅パストガバナー、お願い致します。

千 田 ▶▶ 私の時は、

たまたま幸いなこと

に国際ロータリー

会長が田中作次さ

んで、R Iテーマが

“Peace Through 

Service 奉仕を通

じて平和を”でした。

司 会 ▶▶ 田中作次

RI会長との思い出で印象に残っている事は何でしょうか。

千田 ▶▶一番の思い出は、ロータリーの世界大会の

時のことです。ガバナー会をやろうという事になりま

したが、一番の問題は田中RI会長が参加してくれる

かどうかでした。そこで、全権を握っているRI秘書の

ベティさんという女性に交渉したのですが、直前まで

参加が不明のまま…。ところが、当日、田中RI会長が

来られて、皆びっくり！しかも、財団委員長なども連れ

てお越こしになったので、椅子が足りずバタバタと大

慌てして準備したのが印象に残っています。私共は

150人くらいで参加しましたが、田中RI会長は感激し、

喜んでお帰りになられました。また、同期のガバナー

が年1回集まって日本各地を廻るのですが、3回目の

時に田中RI会長が、「2012年度の会だから私も参加

する」と言われ、その会費を求めたところ、「これぞ

ロータリー」と言って、喜んで払って下さいました。

司会 ▶▶千田さんがガバナーになられた年は、震災

の翌年でしたね。

千田 ▶▶そうです、大震災の翌年でした。1月の研修

会で行った、カナダのトロントの方に一緒にやろうと

声をかけていただき、VTTの時に参加して頂きまし

た。その時、たまたま隣に座っていたのが、2750地区

の宮城・岩手の小野寺さんでした。その際、「お金を

集めるのは誰でもできる、我々はちゃんと震災孤児に

手渡したい」と小野寺さんにお願い致しました。あの

時は現地も混乱して色々大変だったのを被災地に視

察に行った時に実感致しました。30人の子供たちが

高校を卒業するまでにかかる4,800万円という金額を

集める為に、毎週500円ずつ集める提案をしましたが、

はじめはうまくいかず、幹事などに足りない分はガバ

ナーがもたないといけないと脅されました（笑）結果、

全額集まりましたが色々大変でした。

司会▶▶地区の目標など6つ挙げていらっしゃいます

が、沢山達成されていますよね。その中の高校生支

援で、甲子園に出場を果たした、仙台育英高校の球

児の中に孤児がいました。両親は他界し、お祖父さ

んの所から高校に通い、甲子園で3番打者として活躍

しました。1回戦で負けてしまったのですが、千田さ

んの応援が陰でありました。

千田 ▶▶地区と地区との交流では、抽選の結果、名

古屋クラブと奥三河クラブがメークアップする事にな

り、中日新聞の大島さんから「千田さん、えらいこと

になった！」と電話で心配を頂くほど、離れた地区の

クラブが交流することとなりましたが、その交流は2

～３年続けることができました。

司 会 ▶▶千田パストガバナーありがとうござました。

続いて、2013年度ガバナー田中正規パストガバナー

お願い致します。

田中▶▶会長になっ

ても知らないことば

かりで、地区に入っ

て改めて、凄い！と

驚くことばかりでし

た。ノミニーとして、

「お前また来たか！」

と言われるほどしつ

こく千田さんの後に

くっついて見聞きしている間に分かることがありまし

た。それは、ロータリーでは“はい”と“YES”しかな

いということです。「やろうよ！」と言った事は情報を

集めてやらないといけない、それが皆が前を向く事、

止めたらそれで終わり。私も思った事をとりあえず

やってみようと思いました。ある時、公共イメージの

コーディネーター「ロータリーの友」編集長の二神さ

んとお話しする機会があり、その時の話題から、地区

全体でやれるフェスタ、日本で初めてのロータリーの

ワールドフェスタを開催しよう！と私は思いました。皆

さんの協力のもと、思った以上に素晴らしいフェスタ

を開催できました。その後、近藤さんが形を作ってく

ださり、日本のロータリーでできました。そのきっかけ

に少しでもなれたのが良かったと思います。最後に、

任期の終盤に色 な々国に行きましたが、それが楽しい

思い出になっています。

司会▶▶どんなところに行かれましたか？

田中▶▶ベトナム、タイ、フィリピンは2回、隠れてモン

ゴル。つい最近はラオスに行きました。皆さんの友情

の支えもあり、色々な国へ行くことができ、非常に充

実した年度だったと思います。もう１つ印象的な出来

事として、同期のガバナーがEクラブを教えてくれた

事です。会費も安く、例会をホームページで行えるEク

ラブは、若い人も多く、クラブのイメージを変えたクラ

ブで面白かったです。

司会 ▶▶やはりイベントをやらないと、テレビ局や新

聞社の方々はあまり来てくださらないですよね。

田中▶▶私がテレビ局等に行ったのは最初の挨拶ぐ

らいだけでしたが、色々な人を引っ張りだすことは良

いことだと思います。たまに顔を出すと、ロータリーは

こんなことをやっているのか…とロータリーの活動を

改めて知って頂けました。

司会 ▶▶はじめのうち、ロータリーのことはあまりPR

してはいけないと教えられたのですが…。

田中 ▶▶それで、公共イメージコーディネーター補佐

としてお話させて頂きました。

司会▶▶希望の風などはどうですか？

田中▶▶希望の風は私ではなく、田嶋さんが担当してい

ます。希望の風は今も続いていて素晴らしいと思います。

司 会 ▶▶ 学生さんの喜びの声や手紙を拝見すると

ロータリアンになって良かったとしみじみ思います。

クラブでもお弁当箱支援といって、お弁当箱に色 な々

ものを詰めて、被災者の方に送り、そのお礼に折り紙

の花やお手紙をいただいたりしました。田中パストガ

バナーありがとうございました。それでは、2014年度

のガバナー、近藤雄亮パストガバナーお願いいたしま

す。パストガバナーの年度のガバナー月信の7月号は

熱田神宮ですよね。

近 藤 ▶▶たまたまう

ちのクラブに熱田

神宮の宮司さんがお

られ、写真を使わせ

てくださいと頼み、

毎回、熱田神宮に関

連する何かの写真

を使わせて頂きまし

て、最初から最後ま

でシリーズで載せました。私の時のRI会長は、ゲイ

リーC.K.ホァンさんという台湾の方でした。彼の考え

方のベースになっていたのが「儒教・孔子の教えです。

ロータリーがSNSを含めデジタル化していく中、アナ

ログ的なものを大切にされる方で、そういったところ

に私も共感しました。彼は“ロータリーに輝きを”とい

うテーマと5つの強調事項、つまり、“地域社会でロー

タリーの存在感を高めること・会員増強・ポリオ撲

滅・クラブの強化・ロータリーデーの実施”で始めま

した。この強調事項は今でもずっと続いています。当

時の私にとって歴代ガバナーの皆さんは雲の上の存

在。ガバナーノミニーに指名される場に臨んだ時、近

寄りがたい雰囲気がありました。そのような思いから、

もう少し目線を下げてロータリアンの中に入りたい、

堅苦しいことはやめて、メークアップに来たメンバー

のような近い距離感で本当の姿を見たいという思い

から色々考え、計画を立てました。結果、例えば「単

独でガバナーの公式訪問を初めて受けました」とか

「親クラブと一緒だとなかなか本音で話すことがで

きない」といったような声を聞くことが出来ました。

司会▶▶ 確か近藤パストガバナーの時、クラブをまとめ

て回るのではなく、ひとつひとつ訪問されたのですよね。

近藤 ▶▶はい、地区内全84クラブを個別に公式訪問

をしました。メンバーの数が少ないクラブも多いクラ

ブも皆さん本当に一生懸命ロータリー活動をされて

いて、素晴らしいと感じました。色々大変な面もある

けれども、この地区のクラブは本当に良くやってくれ

ています。何でもそうなのですが、一旦外に出てみる

と、中では分からない事が見えてくる。素晴らしさが

良くわかる様になる。ゲイリーC.K.ホァンさんのアナ

ログ的思考というか、情といいますか、それが地方に

あるんじゃないかなと思います。私はロータリーとい

うのは、ひと言でいえば…感動、感動をシェアするこ

とだと思うのです。こういうことをずっと言って回った

わけです。いろんな理屈やロジックを立てても感動

がない。そういったものだったら誰もついて来ないし、

仮にその場でついて来ても後は知らないという形に

なってしまいます。感動があれば、自分も仲間に入り

たい、これぐらいのお金を出してもいいなという気持

ちになります。そういう風になっていくといいなと思い

ます。先ほど田中さんが「自分は人が色々言ったこと

を取り上げた」と仰ってました。その中の１つ、WFF

(ワールドフードふれ愛フェスタ)を引き継ぎ、我々の時

は最初からやろうと組織を作り取り組みました。そう

したら、タイミングよく、ゲイリーC.K.ホァンさんの強

調事項の１つ“ロータリーデーの実施”というのがあ

りました。当時のRI理事の北さんからも昨年第2760

地区のプレゼンを見たら素晴らしいことをやっている

ので、是非ロータリーデーをジャパンロータリーデー

愛知として実施をしてくれないかという話を頂きまし

た。シニアリーダーは自分がまとめるからお前は同期

ガバナーをまとめろという事になったのです。結局、

100人以上のシニアリーダーの方々がWFFに参加を

してくれました。田中さんが始めた事を2年目である

程度形ができたかなと思います。

司 会 ▶▶ロータリー

デーというのは、その

時から始まったので

すか？

近藤 ▶▶そうです。ゲ

イリーC.K.ホァンさ

んが自分の強調事項

で提唱したのです。

世界中に、クラブ単

位でもいいし、地区単位でもいいし、あるいは国単位

でもいいから、とにかくやってくれと。私は各クラブ単

位で是非やって下さい。これはガバナー賞の対象に

します！とやったのです。地区単位ではせっかく田中

さんが地区の大きなイベントをやってくれたので、そ

れをジャパンロータリーデーに育てる決心をしました。

ゲイリーC.K.ホァンさんの強調事項、北RI理事の薦

めもあり、ちょうどタイミングが合ったのですね。それ

からもう1つ。“ロータリーは何だ？”とか陰で色々文

句を言う声もありますが、言いたいことがあるのなら、

RIには3年に1度開催される規定審議会というのがあ

るので、そこへ第2760地区から物申す！と、意見を出

したらいいんじゃないのか、その為の規定審議会で

すから。そして地区内クラブに立法案提出のお願い

をしました。地区の色々な問題を取り上げて会長さん

たちに諮る地区審議会と立法案審議委員会というの

を作り、片山先生、田嶋先生と相談しながら3人で地

区審議会規約を作りました。それが今実行されています。

司会 ▶▶もう１つ、IT委員会で地区で初めてHPを作

られたとか。

近藤 ▶▶ホームページは前からありました。尾本さん

が非常に熱心に取り組んでくれていました。地区で

形に出来たのは、いきなり出来たのではなくて、思い

とか色々な下準備があったからです。尾本さんの不

断の努力のお陰だと思っています。私のような者でも

ガバナーを務めることが出来たのはゲイリーC.K.ホァ

ンさんの「儒教・孔子の教えの下、アナログ思考でや

る」この理念があればこそです。また、片山先生がガ

バナーをお務めになられた時、ガバナー補佐としての

私をご指導して頂いたこと、その後も色 ご々指導を頂

いたお陰と片山先生には大変感謝致しております。

計算で繋がっているのではなくて、情で繋がってい

る関係は素晴らしい力になると私は思います。

司会 ▶▶近藤パストガバナーありがとうございました。

では、2015年度のガバナーでいらっしゃいました加

藤陽一パストガバナーお願いします。

加 藤 ▶▶ 私の時は、

スリランカのK .R .

ラビンドランさんと

いう方がRI会長で

した。英語で“Be 

a gift to the world”

サンディエゴでの国

際協議会で“世界

へのプレゼントにな

ろう”と訳されましたが、はっきり言って何を仰ってい

るのか分かりませんでした。同期のガバナー連中とこ

れは何を言ってるのだ？？と色々話し、プレゼントは、

たぶん奉仕のことだろうなと、同期のガバナーとそう

解釈しようということになり、サンディエゴから帰って

きました。K.R.ラビンドランさんは、アジアの中でのは

じめてのスリランカの方ですから、どうもイメージが

湧かず、このRIテーマも皆さんにどうお伝えしようか

…とちょっと苦労しました。

司会 ▶▶加藤パストガバナーは、お父様もロータリア

ンだったのですね。

加藤 ▶▶そうです、親父も瀬戸クラブで会長をやって

いました。その頃、斎藤先生が仰っていた「原点回

帰」の話に感銘を受けました。最近ロータリーが原点

というか根本がわからなくなってきたのではないか…

という私自身の心情もあり、見直しをという意味で、

早速先生にお話しして了解を頂き、原点に帰りたいと

お話を申し上げて、ずっと講習をやったのです。

司会▶▶ガバナー時代、思い出に残ることを教えてく

ださい。

加藤 ▶▶田中さんの資料を基に34クラブ訪問いたし

ました。クラブとの交流、私自身の交流もそこそこや

らせて頂いたつもりでおります。WFFに関しては、田

中さんから近藤さんに受け継がれ、私の時はだんだ

ん形になってきました。私の時から企業協賛にも力を

入れて、600万か800万円を頂戴し、去年が1,000万円

くらいでした。ロータリーを世間に広めるという意味

もあり、だんだん大きくなっています。特にエンドポリ

オに関しては、売り上げもだいぶ上がってきています。

たまたま国際奉仕委員会の方と一緒にVTTでインド

ネシアに行く機会があり、ジャカルタの劣悪な環境に

いる子どもたちを訪ねました。学校も行けず勉強もで

きないヒンズー系の子供たちを援助していたのは、イ

ンドネシアの方達。この出会いを機に私たちもやって

いこう！と、ポリオ500万円、あと400万円プラス地区

のクラブから拠出されたお金を使って、やり始めたの

です。ぼちぼち卒業しないとと思っているのですが、

今もWFFの実行委員長をやらせて頂いております。

WFFを通じて、ロータリーは世間に、そして日本中に

広がったのではないかと思っております。ガバナーと

して小難しいことはやった覚えはありませんが、

WFFが私にとっては一番の思い出かなと思っています。

司会▶▶やはりそういう努力があって、いろんな学生さ

んの支援などが出来るのですね。先ほど、千田パストガ

バナーの時にお話した、仙台育英高校の千田君の記

事は加藤パストガバナーの時の月信9月号に出ておりま

して、「花巻東高硬式野球部の千田京平君、亡き母と

「再会」信じ」という風に書いてありました。加藤パス

トガバナーありがとうございました。それでは、2016年

度ガバナー、服部良男パストガバナーお願いします。

服 部 ▶▶ 2 0 1 6年度はジョン・ジャームRI会長の

“Rotary Serving Humanity”というRIテーマでス

タートしました。丁度この年はロータリー財団100周年

という記念すべき年。100年前にアトランタで開催し

た国際大会を100年後にもう一度アトランタで！という

大きなテーマがありました。もう１つのテーマは、RI

の戦略計画を当地区にどのように持ってくるか。当地

区にはRIの戦略計画がありませんでした。従って当

地区の良いところと課題を分析し、良いところは、そ

のまま伸ばし、課題に関しては戦略計画を立て持続

可能にすることがテーマでした。一番の基本は、10

年後もこの地区が輝き続けるために1年間何をすれ

ばいいのかという事です。そこでまず、地区の戦略を

作るため戦略計画委員会を作りました。そしてもう１

つ、広報、ITを一緒にして、公共イメージ向上委員会

を設立させ、戦略計

画の中でも大きな部

分であるロータリー

の認知度と公共イ

メージの向上を図り

ました。それからも

う１つ。研修委員会

を再度新設し、その

下にRI実行委員会

を分けて、研修をさせて頂きました。これが大きな地

区に対する戦略計画です。あとは、地区としての財団

の取り組みがしっかりしていた為、未来の夢計画に

始まる延長の100年を是非！ということで、大変高い

数字を掲げました。一人180ドルを財団に寄付し、結

果、目標を達成することができました。ジョン・ジャー

ムさんは、ポリオ、財団の経験が非常に深い方です。

そういう意味でも皆様方に大変感謝しております。ア

トランタで100周年を祝おう！をテーマにした大変忙

しい年でしたが、皆さんと一緒に色んなことをさせて

頂きました。深く感謝申し上げます。もうひとつ良かっ

た事は、2750地区と会員が良い競い合いをした結果、

最後に１つ新しいクラブが出来た事です。結果的に

34地区の中で一番多く会員が増えた事も皆さま方と

の１つの成果だったと考えています。

司会▶▶ 服部パストガバナーありがとうございました。

それでは、まだ記憶も新しい、2017年度ガバナー、神

野重行パストガバナーお願いします。

神野 ▶▶私がロータリーに入ったのは金沢東でした。

石川・富山地区の金沢ですが、2610地区のガバナー

という方がどういう存在か、ロータリアンとして全く意

識せずに6年いました。それで、名古屋に戻ってもう

一度名駅ロータリーに入った年が2008年7月。今考え

ますと片山ガバナーの年度で、2760地区で再入会し

ガバナーという存在があるということをはじめて知っ

たぐらいで、全く知らずに6年いたなという思いがしま

した。ガバナーの公式訪問は、西クラブと一緒に受

けていましたが、自分のクラブに来られたという感じ

が薄く、公式訪問に対してもあまり意識しておりませ

んでした。まして地区への出向や、ガバナー補佐を引

き受ける事も、クラブ幹事の経験もなく、ロータリー

の地区の動きも全く知らずにいた私が、いきなりガバ

ナーということで大変驚きました。なので、先輩たち

とはずいぶん感覚が違うと思っております。私は千田

パストガバナーには学生時代からご指導頂いており

ます。また、両親の関係で存じ上げている方ばかりで

す。しかし、ガバナーという意識で拝見したのは、私

がクラブ会長の時の田中ガバナーが初めてでした。

公式訪問の時にガバナーの存在を目の当たりにして、

凄い人なのだと思いました。親の西クラブと一緒だっ

たのですが、大きな先輩、親クラブでありながら、結

構ガバナーというのはビシビシ言われるなと。私ども

は子クラブにも関わらず、大変褒めて頂いて恐縮した

ものです。ガバナーは、凄い存在なのだということを

初めて肌で知りました。そんな頃です、私の高校の同

級生の近藤さんがガバナーをどうも引き受けるようだ

と話を聞いて、よくそんなことをやるな～と言ってし

まった覚えがあるのです。そういった中で、去年ガバ

ナーを引き受ける事となったのです。イアン H.S ライ

ズリーさんは“変化をもたらす”をテーマに、確か

ロータリーそのものが大きく変わったというお話をさ

れていたのを聞き、変化の時代だから、何かをやろう

と考えて出来ないだろうかと思いました。一番に思っ

たのは、ロータリーのイアン H.S ライズリーさんのこ

の言葉です。「ロータリーとは何か。何をしているのか

ということをもっと世の中に知らしめてほしい。」そこ

で、公共イメージ向上というものについて、自分がで

きる範囲でやってみようと思ったのです。1つはマスコ

ミや地域の皆さんへの働きかけ。もうひとつは、地区

ガバナーとロータリアンの距離感というのをできるだ

け縮めるという事を考えました。ガバナーは一般ロー

タリアンにとって遠い存在というか、私自身近寄りが

たい存在と思っていました。そこで、一年かけてクラ

ブの訪問以外にも、いろいろと接する機会をつくり、

距離を縮める試みをしたつもりです。服部さんは、地

区の戦略委員会で非常に改革的な事もやって下さい

ました。村井さんからはそんなに急にやっても無理な

んじゃないかとご心配頂きましたが、やっぱり自分な

りにやってもらいたいし、やってみたいということで、

全クラブに戦略委員会のような類のものを設置して

頂いたというのが、一番の私の思い出です。それから

もう１つ、諮問委員会で、先輩諸氏にお許しを頂き、

地区の体質の強化を図る取り組みを始めました。１つ

は、青少年対策の危機管理基金、これを1,000万円積

み立てさせて頂きました。それから、愛知県と防災協

定を結んで、地域の皆さんと一緒に勉強して、万が一

のときはどういった事ができるかということを考える

態勢を作らせて頂きました。これは先輩諸氏にも認

めて頂き、地区大会で結ぶことができました。

司会▶▶地区大会の思い出はいかがでしょう。

神野▶▶そうですね、

思い出がいっぱい

あるのですが、よも

や、D.K.リーさんが

来るとは想像もして

おらず、8月15日の

メールを開けてびっ

くり！片山パストガ

バナーがちょうど同

期だとの事でお願いできて本当に助かりました。大

先輩からも良くやったと言って頂いたのは先輩のおか

げです。今年は神奈川へ行かれるそうで、ガバナー

がとても焦っておられたと、村井さんから聞きました。

村井ガバナーから力になってあげてと言われて、気楽

に笑っていられるのが幸せです。最後に、６月の最後

にクロスプロモーションの青少年と学友の交流フェス

タ、これが出来たのも思い出です。ご出席の皆さんに

もいろいろ無理を申し上げました。それから、昨年度

だけになってしまったのですが、イアン H.S ライズリー

さんの植樹のお話につきましても、それぞれ分区やク

ラブで、個人的にもやって頂いたおかげで、8000本と

いう、一人一本の植樹目標を達成できました。「ガバ

ナーというのは言ったことを何でもできる」と言われ

たことをいい事に、先輩諸氏に無理を言い、それに

応えて頂いた事に感謝しております。WFFも晴れ男

で頑張ってくださいと言うだけで、今年度に相当資金

的余裕をもってお渡し出来ました。細かく言いますと

１時間では終わりませんが、これで終わりたいと思い

ます。ご指導頂いて、本当にありがとうございました。

司会 ▶▶ 神野パストガバナー、ありがとうございまし

た。こういった素晴らしいガバナーたちが10年間、努

力されたおかげで、第2760地区は本当にキラキラと

輝いていたのだと思います。どうもありがとうござい

ました。

司会▶▶片山先生いかがでしょう？

片山▶▶そうですね。ガバナーの視点というより私個

人の職業上の視点からのことを先に言いますと、そ

の頃地区大会での決議は大会決議と名付けられて、

ＲＩ会長・ＲＩ会長代理に感謝する。現ガバナーに感

謝する。地区大会ホストクラブに感謝するなど、決議

でなくても、ガバナーから口頭でお礼申し上げますと

言われれば済むことばかり。のどかな風景でした。そ

れまで、地区大会で審議・決議していた必要的決議

案件は、前年度の地区決算の承認、次年度地区大会

開催場所と日時の決定・承認くらいのことでした。そ

こで、ロータリーを法曹出のガバナーの目から見て、

地区大会の決議機関部分を整備しました。それは地

区大会における必要的決議案件の決議といわゆる大

会決議案と称していた案件とを区別し、必要決議案

件は各クラブの議決権票数を有する会長・幹事・副

会長等が出席する地区大会１日目に審議・決議し、

大会２日目にはその報告とし、大会決議案は１日目は

大会決議委員会からの決議案の内容の報告とし、大

会２日目の地区内全会員が参加する会議に大会決議

案を上程し採決するとしたことです。その年度の必要

的決議案件は、ガバナーノミニーの選出方法として指

名委員会方式の採択と指名委員会委員の選任の件・

2010年開催の規定審議会提出案件承認の件（当地

区初めての規定審議会提出案件）・ロータリー財団

未来の夢計画パイロット地区候補申請の件の3件で

した。現在においても、その流れが継続しているのは、

うれしいことです。それから、もう一つはガバナー選

任の地域的配慮のことです。パストガバナーの皆さん

が思っておられるでしょうが、全地区内、尾張も名古

屋も三河もどの地域にも一様にパストガバナーがでん

としておられ、しかも各分区にも元気なパストガバ

ナーがいることです。しかし、色 な々事情により、その

ようにはいかないのです。特に、分区でガバナー補佐
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が分区内事業をする時あるいは分区内で事が起きた

時などに、どの分区にも、身近に相談ができるパスト

ガバナーが常にいるというのがいい訳です。地域の

関係では名古屋５・三河４・尾張３の比率で候補を選

任し、各地域内分区の順番は各地域関係のパストガ

バナーの相談によるという方針はできていますが、そ

れでも、地域の事情により万遍なく一様にとはいかな

いという実情ですね。その事情の一番大きいのが、う

ちのクラブの人数では、引き受けられませんという断

りです。その対処の１つの方法として、私のガバナー

年度に親子兄弟クラブにお願いして、監事・副幹事・

スタッフ等２人位ほどご協力をいただき、率先垂範し

た積もりです。偶然この時、近藤パストガバナーも西

名古屋担当のガバナー補佐で入って来られました。

司会▶▶だから先生の時は、他のクラブのスタッフが

5～6人入っていたのですね。

片山▶▶そうです。そういうことをやったのです。

加藤 ▶▶尾張3分区では大変申し訳ないと思っており

ます。去年ですが、南尾張分区でペケ、西尾張分区

でペケ、たまたま東尾張分区はその時にパストガバ

ナーが3人いらっしゃったのです。だから、僕を入れて

4人いたわけです。結局、尾張分区からしか出すとこ

ろがなくて、たまたま、犬山さんが今まで出していな

かったわけです。犬山が出るといったのでこれは良い

と安心していたら、委員会の前日に断ってきた。びっ

くりして田中先生にどうしよう…と。それで江南の福

田さんに急遽電話申し上げたら、「大丈夫だよ。うち

におるから」との返事。それでご本人と話をして、OK

ということになったのですが現役の会長さんなので

す。現役の会長さんは本来ダメなのです。それでRIの

方に問い合わせて、許可を得て伊藤さんがガバナーノ

ミニーに決まったのです。

片山▶▶だから、小さなクラブが一緒になって協力し

て出さねばね。

加藤 ▶▶ 今は東海と常滑なんかは出せます。しかる

べき人間もいます。今、片山先生が言われた小島先

生などもいるのですが、たまたま小島先生が病院を

建て替えて忙しいということだったのです。

司会▶▶できれば、9人で話し合うと盛り上がるような

テーマをあげて頂いてお話して頂けるとありがたいな

と思います。

神野 ▶▶これって、10年の思い出が皆さんにあります

よね。そして、これからの10年に向けての皆さんの期

待とか想いとか、この2つにしたらどうでしょうか?

田嶋 ▶▶地区大会のゲスト、会長代理を昔みたいに

自分たちで推薦させてもらえないかという意見が割

と今、いろんな地区から出ているじゃないですか？

神野 ▶▶ 出ていますね。全然来ると思ってなかった

D.K.リーさんが韓国から来られたし。

加藤 ▶▶ 僕の時も1か月前ですよ。それではなんとも

ならないですよ、こっちの準備も。だからもっと早く決

めてほしい。誰がどういう風に決めるかわからないで

すけどね。

田嶋 ▶▶大澤さんの時代までは地区が候補者を推薦

していたのですよね。

加藤 ▶▶ 要望は出せるけど、それに対しての返答もな

く、無視ですね。

田嶋 ▶▶ 私の時はRIが会長代理を呼ばなくていい。

お金がないのだから。協議会でもRIの職員がお金が

ないから来ない。日本の旅行者が行ったのだもん。ツ

アーが案内した人たちがその職員を代行してやって

いたのです。だから、日本事務局からは誰も行かない。

本当にひどい話です。

片山▶▶田島年度に同地区の中からRI会長代理を出

したのは意表を突いた人選でしたね。

神野▶▶それが最近全然でていない。

田嶋 ▶▶豊島さんから未だに言われます、あの時俺

はタダ働きだと。あの時、RIから地区で負担すること

はまかりならん、その代わり、会長代理で呼んだ場合

には一人いくら出すっていうような約束があったので

すが、一切払ってもらえなくて。こっちもすっかり忘れ

ちゃってましたが、日当も何もなく、未だに顔を合わ

すとそのことを言われます。

司会▶▶ 外国の方が来られると大変でしたよね。

加藤 ▶▶ 結局、通訳がいるでしょう。たまたま、米山

の子たちがやってくれたのですが、それからいろいろ

お話して頂くにしても、通訳を通すと時間が倍になっ

ちゃう。初めから文章を頂戴といって、文章をもらっ

たことはいいけど、読めないでしょう、だから、米山

の子に頼んで全部日本語に直してもらって、それをス

クリーンに投影して、それで通訳なしでやりましたけ

どね。しかも、決まったのが一カ月前でしょう。もう慌

てましたよね。

神野▶▶その教えを、D.K.リーさんの時には活かさせ

て頂いた部分もありますね。米山と福田君とか通訳

も含めて。

加藤 ▶▶日本のパストガバナーが来ていただくのが一

番いいですよね。

神野 ▶▶ D.K.リーさんは、みんな私の方を見ずにパ

ワーポイントを見る、だから、そういうのは嫌いだと

おっしゃって、以前のようなパワーポイントで出す事

ができなくて、30分でちゃんと収めるというのが、50

分以上になって、ちょっと大変でした。やっぱり国内

で来ていただくとありがたいですね。

司会 ▶▶あと、どうでしょう。一生懸命取り組んでい

らっしゃったWFF、これからどのようにして、あと何

年続けようかとかお思いでしょうか？

田中 ▶▶やれるかな？と思うんですよね。会場のこと

とか。

神野 ▶▶会場は大丈夫。エンゼル公園の方へ移します。

田中▶▶それならいいよね。できたら、日本の看板に

なるかもしれないから、少しずついいものに変えて

いっているから、同じものだとみんな飽きちゃうから

ね。近藤さんに頑張って頂いたよ。

神野▶▶ロータリーデー。

近藤 ▶▶タイミングでね。

神野▶▶こないだ、ジュディオングさんとご一緒したの

で、また確認して頼んでおきました。ポリオもう少しだ

から、楽しみですとおっしゃってました。

近 藤 ▶▶あれも、最初の仕掛人の福田さんが頑張っ

てくれて。ワールドフードでしょ、インターナショナル

で、フィリピンのロータリアンの参加者が多いのです

が、今では韓国、インドネシア、ネパール、パキスタン

からのロータリアンも加わり、ますますワールドになっ

ていて、そういう意味でなかなか大変ですが、少しず

つ変わりながらいいものに発展しているなと思います。

あれ、すごいよね、公共イメージアップにはね。

司 会 ▶▶やはり、イベントは少しずつ変化を求めて

やっていくのが良いですね。

千田 ▶▶名古屋ロータリーの福田君がはじめて来て、

私はこういう事をやりました、やりたいけどどうでしょ

う？そのような事を日本でやるのはどうだろうって提

案されました。その前に和合ロータリー。

田中▶▶ 和合の中でも、お金もそうなんですが、僕の

ところに泣きが入り、福田君がそれで和合をやめたら

西尾RCに入会したいと言っていましたが、和合の鷲

塚会長もやる気がでてきました。

実はその後ガバナーノミニーの指名に南尾張ができ

ない時に和合はどうだ？って聞いたのですが、事業

が重なりもう一年待ってくれと言われた。大きいクラ

ブだからやれないことではないと思うのですが。

司会▶▶結局、和合ロータリーと相乗りみたいになっ

たんでしょうか？

田中▶▶ちょうど、ワールドフードフェスタっていうの

は、そういったものが前の年にちょっと意見が出たん

だよね。千田さんの時に提案されたんだけど、実にな

らなくて、僕の時に同じように提案され、ちょうどその

日、公共イメージの先輩の方が、こういうのがあるけ

ど、プランもだいたいできてるし、勧誘もできてるから、

どうだろうと。和合でやりたいという話だったけど、

和合でやるなら名古屋市で、名古屋市でやるなら愛

知県全体でやろうよと、話がとんとん拍子に進んで。

それで、ほとんどいろんなところに声掛けて進めて、

すべてのクラブが協力するってことで何とかやれた。

全体2760地区でできたんじゃないかと思います。実

際に食べものの選択も良かったですもんね。ワールド

フードだから、名古屋でも珍しいものを作りたいって

ことで、地元のものはほとんど出さなかった。出店す

る方も初めてなのでリスクがあるのね。ただ最初の

公共イメージの費用もあり、なるべくテナント料を安く

して、あとは水道・施設費がちょっとかかるんだけど、

それも地区とかが応援してくれてやれたから良かった

けどね、お金の算段もできたから。でも、最初の250

万がなかったらちょっとやばかったかもね。

司会 ▶▶公共イメージのアップだけじゃなかったです

よね。

田中 ▶▶その中に、クロスプロモーションじゃないけ

ど、インターアクト、ローターアクト入れて、米山入れ

るっていうのは、最初から構想はありました。

司会 ▶▶近藤パストガバナーを始め、神野パストガバ

ナーにいたる歴代の方々が志を引き継いで下さいま

したね。

片山 ▶▶発案の福田さん、地区開催の決断と拡大の

田中・近藤両パストガバナー、承継・充実の加藤・服

部・神野の各パストガバナー、それに続く中心となる

実行委員会の委員長はじめ委員の面々、各分区のガ

バナー補佐はじめのロータリアン、インターアクトター

の応援等を得て当地区内外一丸となったポリオ撲滅

の募金等のイベント等々、当地区の一等地の真ん中

において、RI会長より日本ロータリーデーの名称まで

得て、当地区挙げての秋の恒例大奉仕活動事業に

なったことです。この十年を越えて長く語り継ぐべく

立てた記念碑と思います。

司会 ▶▶こうしたロータリークラブの取り組みが国の

行事にもなってますね？

片山 ▶▶そう、そう。思い出します。もう50年近くにな

るでしょうか、当地区豊橋のロータリークラブ（豊橋

北RC）から始まった5月30日を中心になされるごみゼ

ロ運動、地区の奉仕活動行事として日本に最たる行

事、日本全ロータリーばかりでなく、日本全国の環境

保全運動として定着しています。日本政府の提案に

より国連は毎年6月5日を国連環境の日と定め、日本

も同様環境の日と定めています。当地区は5月30日～

6月5日迄の1週間を強調するために、地区設定特別週

間として「環境保全週間」を設定することにしていま

すが、パストガバナーの皆さんは設定されましたかね。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーはインターアクトの活動

にも力入れていらっしゃいましたね。次世代を育てる

大切な活動ですね。

松前 ▶▶ 1987年に地区インターアクト委員となり、イン

ターアクトクラブの活動を推進しました。1990年には

地区インターアクト委員長となり、2760地区のインター

アクト活動で海外研修を始める事に致しました。毎年

夏休みにハワイ島に約30名を引率してホームステイを

行い大変喜ばれました。要望があった長野県のイン

ターアクトクラブも一緒のハワイ研修でした。各イン

タークラブより2名を選出、2ヵ月の勉強会の後、各地

域の高校の先生方が海外研修を推進して下さいまし

た。参加した部員からは、ハワイの研修でアメリカの

文化や語学研修が大変勉強になった、雄大なハワイ

の景色に感動した！と喜ばれ、毎年の実施を望む多く

の声があがりました。これを機に様々な高校でイン

ターアクトクラブが設立されましたが、愛知県立千種

高等学校、阿久比高等学校と進学校が参加して厚み

が増しました。その後、研修地はオーストラリアに変わ

りましたが、二十数回と継続し、発展している姿を見て、

海外研修に初めて取り組んだ私は感激しております。

司会▶▶田嶋パストガバナーは、公共イメージには何

が必要だと思われますか？

田嶋 ▶▶ 公共イメージって言うとついイベントに偏り

がちなんだけど、私がもっと強調しないといけないと

は思うのは、ロータリアンの質。もっと周知させるとか。

たまたま私はある俳句の結社に老人になって入って、

そこで仲間の人たちも会員になってもらったら、凄く

ロータリーに対する信頼っていうのをアピールしてく

れ、非常にまじめで、皆さんちゃんと実行してくれる。

約束したら実行してくれる。そういうロータリーの質

の良さをもっと知らせれば、会員増強もっと簡単にで

きると思うんです。

司会 ▶▶はじめに片山先生が俳句を読まれましたけ

ど、いろんなところで俳句のことを話されてますよね。

田嶋 ▶▶そういう面で公共イメージっていうのは、も

うちょっと補強しないといけないんじゃないかって気

がします。

田中 ▶▶そうするとクラブの中のロータリアンの質の

良さという原点に戻っちゃいますね。みんな集まって

フェスタをしたりするのにも、「ロータリアンの自覚」

とか、あんまり難しく言うとやめたってなっちゃう。

やっぱり、飴と鞭みたいに楽しいことがなければね。

田嶋 ▶▶クラブがいろんな人に働きかけて、ゲストで

呼んだりいろいろしないと、会員は増えないし、クラ

ブ会長が会員増強って言わないと絶対増えない。

やっぱりトップになる人が自覚してやらないといけな

いし、ガバナーとかガバナー補佐も会員増強って常に

言い続けないと会員は増えない。

司会 ▶▶どうなんでしょう、本音の話なんですが、日

本は女性ロータリアンが少ないですよね。心からもっ

と増えればよいと思っていらっしゃるのでしょうか？

田嶋 ▶▶私は増やしたいと思ってます。だって女性中

心で本来女性だけのクラブを作ろうとアイリスを作ろ

うと思ったんだけど、その話がたまたま東京の司葉子

さんの耳に入って、司葉子さんが盛田さんに、「女性

だけのクラブはダメよ。」って言ったものだから、盛

田さんも、「お前、まずいらしいよ、男入れよ」って。

結局、男性も入れたんだけど、やっぱり女性と男性を

比べると、女性の方が優秀。これはオフレコにしてほ

しいけど、完全に女性の方が質が高い。

司会 ▶▶私は名東ロータリークラブってところの初め

ての女性会員で、女性2人で一緒に入ったんですね。

絶対に1人はダメです。もうひとりがすぐ辞めてしまっ

たので、次に女性会員が入った時、とても気を使いま

した。私がいるからやめるみたいなことになったら大

変だと思って。なので、女性会員を入れられるなら

やっぱり複数から始められた方がいいと思います。

食事のスピードも違いますし、結構大変でした。

神野 ▶▶私も金沢東RCで女性2人に入ってもらった

んですけど、齢を重ねられた今でも頑張ってくれてま

す。今、女性の比率は1割かな、90、100人近くのうち

の9人です。

田 中 ▶▶ 都市は良いんですよ。経営者が多いから。

郊外は経営者が少ないんですよ。

千田▶▶女の人入れるには、男もいい男を入れないと

いけない。（笑）

司会▶▶いい女の人が入ってくると、けっこう男性がお

しゃれになる。出席率もよくなる。明るくなるし、いい

こともあります。だから、女性ロータリアンばっかり

じゃダメっていうのもわかるような気がします。

田中▶▶ 韓国にもあるね、女性だけのロータリアン。

田嶋 ▶▶日本もありますよ。

司会 ▶▶それでは、時間の関係で希望の風について

伺います。被災して消防士を目指す方などいろいろな

方がいるのですが、これはどのくらい続けようとお考

えですか？

近 藤 ▶▶ 基本的に田嶋年度の時に震災が起きて、

さっき田嶋さんも言われましたが、みんな最初、ガバ

ナー会を通して寄付したんだけど、そこから問題が出

て、寄付金を返せっていう地区と、使い道を考えてや

ろうという地区と分かれまして、その結果、10地区が

ファンドみたいにして、震災時にお腹の子も含めて、0

歳の子供が短大とか大学を出るまで奨学金を出そう

という話に決まりました。その時からずっとやっている

ので2011年から22年間のロングランです。だから私は

基本的に青少年奉仕事業じゃないかと思うんです。

千 田 ▶▶もしかして、そういうこともあるけれども、

やっぱり年はきっとかないといかんな、災害はどこか

でだんだんと出てくるし。

田嶋 ▶▶あのね、今ね、希望のファンドは資本金が4

億あるんです。地区が出した4億、それが減ってない

んです。毎年払うお金はその年度で寄付頂いたもの

で回っているんです。これをずっと続けてお金を貯め

ておいて、次の震災が起こった時にそれを拡大して

支援しようと言ってるのですが、ただ、希望の風を

作った時にいろいろ問題があって、ほんとにロータ

リーってこんなひどいこと言うかってことまで言われ

たのがあって、当時の人がまだ頑張っているわけ。8

年前の人がまだ頑張っているわけ。私は早くから近

藤さんにバトンタッチして、今度神野さんに。やっぱり

そうしないと長く続く組織は続かないよ。

神野 ▶▶でも、この前、2010年度組の皆さんが大いに反

省されながら、相当変えようという発言をされましたよ。

田嶋 ▶▶やっとですよ。私は最初から変えようと言っ

ているのに。

神野 ▶▶私が口火を切ったみたいだったんですけどね。

司会▶▶ 客観的に見ていると、さすがロータリアン、素

晴らしいことだなとしか思い浮かばなかったのですが。

田 嶋 ▶▶ いやー、ひどかったよ。集めたお金をガバ

ナーが山分けするとか、ありもしないようなことを言わ

れちゃって。あの時会長だった東京のガバナーは本当

に可哀想だった。集中的に叩かれたのがその人個人で。

神野 ▶▶ガバナー月信に昨日原稿を出し、今度載せ

てもらうことにしてあるので。こないだ僕はさっきの

ガバナーじゃないけど、わけわからず副委員長に代わ

れって言われて、代わったんですが、今おっしゃった

ように、あと正確には1億2千万です。私は2億と言っ

てるのですが、2億あれば33年までいけるのですよ、

今のペースで行くと。ただ、お話があったように、この

後ひょっとして大規模な、片親か両親がなくなっちゃ

うような震災があった時にそれをまた使えばいいじゃ

ないかと、何も正式名だけ変えればいいじゃないか

という声もあるし、今からエンディングを考えてやる

必要はないよっていう話にはなっているのです。で、

ルール・規則・制度が少しいい加減ってものも結構

あったので、この1年で相当変えて頂くっていうお題

いができ、さらに今年度の2580のガバナー会議長の

松坂さんも来てくれていたので、ガバナー会でも取り

上げてくれと。去年は17/34、今までに26/34地区が

この7年強の間に参加しているのですが、去年はちょ

うど半分の17ですね。あと17地区がほんの僅か、

さっきの1000円じゃないけど出してくれれば、十分に

やっていけれるし、もっと広い範囲でこういうことが

できるかもしれないという見方もあると思います。

田嶋 ▶▶だから、最初の人たちは変わって、どんどん

新しい人たちが新しい組織にしていけばいいんですよ。

片山▶▶財団になってる？

田嶋 ▶▶ 財団になってない。財団にすればいいよね。

明らかに公益性があるからね。

田中▶▶それで、米山とか同じような方向でもってい

けばね。

司会▶▶他に何か言い足らない事、こんなテーマなど

ございますか？お時間も少 と々なりました。

神野▶▶さっき私も地区の体制を変えた、強化したつ

もりだって申し上げたのですが、さっき片山先生が

おっしゃたように、ガバナー出せないと、千田さんみ

たいに2000万自分で出してもいいよって方は良いけ

ど、私もあとで気が付いたんですが、地区の予算を見

るとガバナーの活動経費みたいなのが、ほとんどな

いわけですよ。私は幸いクラブも支援してくれたから

よかったですが、小さいクラブからも平等に出しても

らおう、いい人を出してもらおうと思うと、そのあたり

を変えていかないとね。

司会▶▶そうですよね。

田嶋 ▶▶でも、実際ガバナー出してもお金なんてかか

らないよ、お金がかかるって言うのが信じらない。

神野 ▶▶ 事務局経費をガバナー事務所で持つでしょ。

それをクラブで結構持たないといけない。

田嶋 ▶▶ 事務局経費だって、ノミニー時代の事務局経

費がガバナーの負担になるだけであって、あとは間に

合いますよ。今度からノミニーも経費が出るようになっ

たでしょう、だから、ほとんどお金なんかかからないよ。

近藤 ▶▶片山先生がガバナーを務められた時に地区

副幹事、スタッフを親クラブ、兄弟クラブから出して

欲しいという依頼があり、私も地区副幹事で出向し

たんですが、あれも1つの手だと思うんですね。今も

松坂さんの話が出ましたけど、第2580地区全体の事

は分かりませんが、ガバナーと地区幹事と地区副幹

事が違うクラブに所属しているんですね。神野さんと、

ここの地区ではそんなこと考えられないなと話してい

たのですが、そういう地区も実際あるんです。だから、

もう少し実態を調べていくと意外とガバナーと他の

人達が違うクラブ、つまり、本当に地区で優秀な人達

を引っ張ってくるっていうんですかね、基本的にはそ

うだと思うんだけど、今本人だけじゃなくってクラブが

後押ししないといけないというルールがありますよね。

だから、さっきの加藤さんじゃないけど、実際、有能な

人はいるけど、クラブが駄目って言ったらガバナーに

なれないので、そのあたりの仕組みっていうか、考え

方をかえなければいけないかもしれないですね。それ

で、私も有能な人がガバナーになって、それを取り巻く

地区幹事とか地区副幹事がまた優秀な人が出てくる。

優秀というか、やる気というか、非常に前向きというの

ですかね。すごいですよね、第2580地区というのは。

田 嶋 ▶▶すごい成功しているんですよね。若いガバ

ナーが出るようになって。

千田 ▶▶ただ、その地区の人がやってくれないといか

んよね。パストガバナーがちゃんと責任もって、バック

アップとか出すのも。

田嶋 ▶▶クラブで潰しちゃう。早く名前が出ると潰し

ちゃうんだよ。

田中▶▶でも、クラブの推薦がないと困るよね。

司会▶▶そりゃそうですよね。でも、小さいクラブが2

つでガバナーを出すっていうのはどうなんでしょうね。

神野 ▶▶どっちも小さければ難しいと思いますよ。ガ

バナー補佐の選出の仕方も結構大きな課題になって

ると思うんですよね。

田中 ▶▶ 他の地区と違うね。他の地区はガバナーが

推薦して組織作っちゃうもんね。

千田 ▶▶ガバナー補佐ってもうちょっと、ガバナーの

意向が反映するようにすると楽だわな。各地区からき

て、その人にいろいろお願いしないといけないし。

神野▶▶でも、それはね、4、5年かかりますよ。

司会▶▶ 時間も来ましたので、そろそろ締めを・・。平

成最後の10年間の最初のパストガバナーとして、片山

パストガバナー、10年を総括していただけますか。

片山 ▶▶それは少々荷が重いので、私の独断の感想

4点ほど述べさせていただきます。1つ目ですが、現在

までの30年間を振り返りますと、ちょうど平成30年間

とほぼ重なっています。この30年間を10年ごとに3分

割してロータリーの変化を見てみますと、平成10年ま

でロータリーは右肩上がりでした。しかし、平成後半

の20年間は右肩下がりで受難の時期でした。そのよ

うな中、RIは職業保持の原点を外し、会員に会員増

強と寄付・年会費の増強を絶えず求め、遂には職業

奉仕を事実上5大奉仕部門から下ろし、社会奉仕部

門に合流させるという話も聞き、私のガバナー年度の

地区方針でもあった「持続可能な前進」のまさに逆

を行っているように感じられました。2つ目は、斎藤直

美（豊田RC）2006年度パストガバナーを2016年度・

2017年度のRI理事として当地区から初めて輩出した

という、2760地区ロータリー愛知85にとって重要な

出来事がありました。当地区の将来にとって、計り知

れない啓蒙的な影響をもたらし、永く記憶されるべ

き出来事だと思われます。それ以外にも、5年ほど前

に名古屋から始まり、年々盛大に開催されている

WFF、50年前に豊橋から始まり、定着したゴミゼロ

運動、この2つの奉仕活動を一対として春期・秋期の

2大奉仕イベントとして将来に受け継がれるようにし

なければならないと思います。3つ目として、反対に残

念なのがポリオ撲滅運動のことです。1987年に当地

区でポリオプラスというプログラムが採り上げられ、

委員会が設置されました。私の年度に、ポリオ撲滅

の為に今後3年間に同額の寄付を提出することを条

件にゲイツ財団から1億ドルを受け取り、全会員に寄

付を再度求めてきました。しかし、最初の同額寄付か

ら10年経った現在でもその決着がついておりません。

いずれ数年のうちに撲滅宣言が出せると信じていま

すが、次の10年に申し送りをしなければならない事

は、私にとって本当に忍びない事です。4つ目は、ロー

タリーの組織・権限の問題です。組織は大きくなれ

ばなるほど、権限の集中が必要です。しかし、ロータ

リーの基礎は、クラブとその会員が底辺にあり、地域

と密着したクラブの独立自存があればこそです。RI

は権限の一部をガバナーあるいは地区に、ガバナー

はガバナー補佐に委任・譲渡する事が必要ではない

かと思います。私もガバナー補佐に一部権限委譲・ガ

バナー補佐の推薦事項・分区運営要領などを地区便

覧に記載し、口頭でも定着を推奨しました。しかし、

ガバナーは単年度官なのでなかなか難しく、本来は

地区大会で出来ると良いのですが、それも難しい問

題があります。近藤年度に「地区審議会」が活動でき

るようになりましたので今後は地区審議会を活用し、

大いに議論したいと思っています。

司会▶▶貴重なお話ありがとうございました。大変勉

強になりました。

松前  憲典 パストガバナー
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司会▶▶本日はお忙しい中、誠にありがとうございま

す。この座談会は2008年～2017年の10年間の中でガ

バナーをお務めになった皆様にご参加頂きました。

担当された年度の順に、取り組まれた事や課題など

について忌憚のないご意見を伺いたいと思います。貴

重なご意見からこれからの10年に向けての指針が見

えてくるかと存じます。それでは、まず2008年から

2009年度のガバナー、片山パストガバナーからお願

い致します。

片 山 ▶▶ RI会長の

テーマ“夢をかたち

に”それを受けて、

私の方は“持続可

能な前進！”という

地区方針で、サブと

して“ロータリーに

心を”という歌を作

りました。読んだ人

からは、とても良い歌だと好評を頂きました。“ロータ

リーに心を注ぎ　ロータリーに心を開く　ロータリー

を心に受け止め　ロータリーを心に住まわす　ロー

タリーの心をみんなで考え　ロータリーの心を静か

に思う　ロータリーの心は我等の心　ロータリーの

心は世界の心”という内容をテーマにした歌でした。

司会▶▶歌を通すとロータリーの理念が心にスーッと

入ってきますね。ところで、地区大会の時、私も関係

者だったのですが、ゲストは小泉純一郎さんでしたね。

片山 ▶▶ 名古屋名東クラブさんのお世話で、小泉さ

んに来て頂いたからあれだけの会員が地区大会に集

まってくれました。

司会▶▶本当に多くの会員が参加されましたね。

片山▶▶大いに盛り上がり良かったです。

司会 ▶▶この地区大会は悲しい出来事があり、片山

パストガバナーも心を痛められた事でしょう。

片山 ▶▶忘れもしません、RI会長代理とロータリー

ミーティングの特別講演のためお越し頂くことになっ

ていた佐藤千壽さん（東京東RC）の突然の訃報です。

地区大会の4週間くらい前に2回ほど東京でお目にか

かりました。当時佐藤さんは90歳でこれからヨーロッ

パ旅行に行くと伺い、「元気で行って来てください

ね」と、笑顔で挨拶を交わしました。ところが、地区

大会の20日くらい前、突然訃報が入りました。クルー

ズの最中にドクターがいなくて助からなかったとお聞

きしました。ロータリーミーティングの特別講演は、そ

の講演原稿が親友の圡屋亮平パストガバナー（松戸

RC）に託され、圡屋さんが代読されました。今でも忘

れられない出来事でした。

司会▶▶また、ロータリー愛知81にちなんでの昼食会

は皆さんに喜ばれましたね。

片山▶▶そうですね。公式訪問に行く多くのクラブで、

古参会員の方々が心なしか、さみしいお顔をしておら

れるのを見かけるものですから、この機会にと思って

第１日目のRI会長代理を囲む昼食会に招待した訳で

す。「ロータリー愛知81」にちなんでと言われるのは、

RIが事務的に当地区に付けた名称は「RI第2760地

区」ですが、私は当初より当地区が胸を張って自称

できる当地区の名前を「ロータリー愛知81」としまし

た。この名前を、ガバナー月信をその巻頭言として発

行した地区誌にも使いました。これは地区の機関誌

の役割と地区内各クラブ間の親睦誌の役割を担う双

方向の雑誌です。81という数字はその年度の当地区

全クラブの数です。招待しました古参会員の年が81

歳以上というのは、これ未満の歳では、該当者が多

過ぎてこの81を借りたのです。

司会 ▶▶ロータリーの方は若 し々いので81歳以上の

会員の皆様が元気に沢山お越し下さいました。片山

パストガバナーありがとうございました。次は2009年

大澤年度ですが大澤輝秀パストガバナー（豊川RC）

は、平成16年９月に逝去されています。ご冥福をお祈

り申し上げます。それでは、続きまして、クールビズを

提唱されました、２010年から2011年度のガバナー、

田嶋パストガバナー、お願い致します。

田 嶋 ▶▶ 私の時の

RI会長は、レイ・ク

リンギンスミスさん

というアメリカの方

でした。会長のテー

マは“地域を育み、

大陸をつなぐ”でし

た。私の年度の特

徴は3つあります。1

つは、ロータリー財団のフューチャービジョンが始

まった年です。当地区がパイロット地区になっていま

した。もう1つは、戦略計画ストラテージックプランを

日本では「長期計画」と訳していましたが、試行錯誤

を経て、今の戦略計画という名称に変更し、始まりま

した。最後の１つは東日本大地震が起きた年という

ことです。

司会▶▶あの東日本大地震が起きた年ですね。

田嶋 ▶▶最初は未来の夢計画という名前で始まっ

たのですが、夢という表現に異論も多く、協議を重

ねた末、フューチャービジョンという名前になりまし

た。私の頃は、RIの表現をアメリカはアメリカで直し、
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日本は日本で直すスタイルで、日本流は受け入れやす

い表現に変えているのではないか？という指摘も多く、

本場アメリカの表現に戻したということです。フュー

チャービジョンでは、新しい地区補助金について皆さ

んのご理解を頂き、いかに活用して頂くかということ

を一番大きな目標としていました。

司会▶▶ 確かに日本語に直すと本来の意味が曖昧に

なる場合もありますね。また、医療支援にも熱心に取

り組まれてましたね。

田嶋 ▶▶ 深谷地区財団委員長と一生懸命取り組んだ

のが、グローバル補助金を使った医療支援です。アメ

リカのヒューストンと交流したのが当地区の医療支援

の始まりで、しかも、グローバル補助金を使った医療

支援というのは、当時本当にまれで、この地区の大き

な成果の1つだったと思います。それから、戦略計画

については、公式訪問でお話してもほとんど何も知ら

ない人ばかりという状況の中で、いかに皆さんに存在

を知って頂くかが課題でした。

司会 ▶▶そして、この年度は日本は未曾有の出来事

がありました。

田嶋 ▶▶そうです、東日本大地震が1番の問題でした。

地区としてはいずれも1人1,000円以上という形で1次

支援、2次支援を行いました。諮問委員会では1,000

円では金額が少ないんじゃないのか？という意見も出

ましたが、会員の皆様が企業でも多額の義援金を出

されて、個人でもロータリー以外に寄付されている事

を考えて出した金額という趣旨を説明し、この金額で

やりましょうということになりました。最初、2,000万

円ほど集まり、希望の風奨学金に全額協賛致しまし

た。２次支援では宮城岩手の地区と千葉県の地区と

もう１か所に配分致しました。その他、ヘリコプター

の支援も致しました。これは、地区大会をやって頂い

た「あまクラブ」が余った1,000万円を地区に返却して

くれたので、そのままヘリコプターの支援金に使いま

した。孤立した所に食料を運んだり、薬を運んだり、

１ヵ月くらい活用されました。それでもまだ余りが出て

いたので、軽トラックを買いたいという支援組織に活

用致しました。

司会 ▶▶田嶋パストガバナーありがとうございました。

東日本大地震が起きてからのガバナーの取り組み方

真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

田嶋 好博 パストガバナー

は、本当に心を打たれるものがありました。それでは、

引き続き、松前パストガバナーお願い致します。松前

パストガバナーは、2011年から2012年までガバナーを

お努めになりました。震災後の大変な年でしたが、

ロータリークラブの力、絆の強さを再認識されたので

はないでしょうか。RC会員歴が半世紀以上と伺いま

した。色 な々思い出がおありかと存じます。

松前 ▶▶ 私は、1967年に一宮北RCに35才で入会し、

この50年間で、1990年には一宮中央RCの初代会長

として設立に尽力

出来たこと、そして、

2011年～2012年に

は2760地区のガバ

ナーとしてお務めが

出来た事を嬉しく思

います。

司会 ▶▶ 松前パスト

ガバナーのご経歴

を伺いますとすべてに「初」が付き、意欲的な取り組

みが伝わって参ります。2760地区にロータリー・リー

ダーシップ研究委員会（RLI）を導入されたのも初め

ての試みでしたね。

松 前 ▶▶ ロータリー・リーダーシップ研究委員会

（RLI）は新会員と未来のクラブリーダーの研修の

ためにアメリカで草の根運動として開発されたプログ

ラムです。日本でも各地区で急速に採用されつつあり、

双方向性とディスカッションリーダーDLに特徴があり

ます。私がガバナーに就任して最初の諮問委員会で

導入を諮り、認められて誕生しました。全国では6番

目の導入でしたが、RLIはまだ馴染のない時代でした。

ロータリー・リーダーシップ研究会の目的は、ロータ

リーの理解を深め、クラブを活性化すること。目的達

成の為に、日本では15地区でRLIの研修が行われ、

成果が上がっています。講義による教育ではなくディ

スカッション方式でリーダーの知識、考え方、創造性

を引き出します。

司会▶▶ 埼玉の中村先生には私も熱心にご指導を頂

きました。度々お越し頂いていますね。

松前 ▶▶ 2760地区は中村靖治国際ロータリー研修

リーダーが熱心にご指導下さり、地区研修の方が真

剣に勉強された結果、多数の方がディスカッション

リーダーになっています。私もガバナーエレクトの時、

妻久子とアメリカ・サンディエゴで1週間、コの字型の

RLI方式で飛び交う質問に、絞られました。現在

2760地区ではこのRLI方式に磨きをかけ改善し、有

用な研修として成果を上げていると聞いております。

この研修でロータリーへの理解が深まり、クラブが

活性化することが期待されます。ロータリーをより理

解し、ロータリーを心から愛するロータリアンが増え、

今後の100年もロータリーが益々発展する事を願って

おります。

司会▶▶ 4430地区ブラジルを訪問されましたね。

松前 ▶▶ 1988年度以降永く中断していた研究グルー

プ交換GSEを1997年度犬飼パストガバナーが再開さ

れ､私が委員長に任命され、当時の犬飼ガバナー、

片山地区幹事（片山パストガバナー）と総勢10名で

GSE研究グループの派遣先であるブラジル4430地区

を激励訪問いたしました。懐かしい思い出です。ちょ

うどこの年は、ブラジルへの移民90周年という節目

の年でした。そこで、各クラブから寄付された書籍１

トンを船便で送りました。この訪問はブラジル日本文

化協会に寄付する贈呈式もかねていたのです。24時

間を費やし、一行がサンパウロ空港に降り立ったのが、

5月13日早朝4時30分。訪問先クラブの会長や多くの

方々に迎えられてホテルに向かいましたが、GSE研究

生として来ていたサンパウロ軍事警察大尉ルイス君

の装甲車に前後を守られ、赤色灯を回転しながらの

移動。ガバナー一行への配慮に感謝しております。

司会▶▶疲れも飛んでしまう歓迎ぶり、嬉しいですね。

他でも熱いもてなしを受けたそうですね。

松前 ▶▶ 仮眠の後、日本人街に例会場を持つ日系ク

ラブ会員の多いリベルターデRCを訪問し、熱い歓迎

を受けました。その後文化協会に赴き、日本文化協

会山内会長に犬飼ガバナーから図書一式贈呈の目

録が渡されました。翌日は、サンパウロ・レステRCを

訪問しここでも熱い歓迎を受け、4430地区大会会場

に移動し、前夜祭を楽しみました。当時の4430地区

ガバナーは日系2世のKazuhiro Moriガバナーでした。

大会当日、我々一行は日本国旗を振りながら入場。大

きな拍手を今も覚えています。各クラブが順に旗を掲

げて入場行進する姿にも力強い息吹を感じました。

翌日はMoriガバナーよりレセプションに招かれ、一連

の行事終了の安堵感もあり、とても和やかな時間を

過ごしたことを鮮明に覚えています。その後、イグア

スの滝観光に向かいました。ブラジルとアルゼンチン

にまたがる落差80M、幅4キロの景観は圧巻でした。

最終日は、リオデジャネイロにも足を延ばしました。

2016年のリオ・オリンピックでコルコバードのキリスト

像が映し出されるたびにブラジル訪問を思い出して

おりました。往復2日間以上という10日間はハードで

したが、ブラジル訪問は実り多く思い出深い旅のひと

つとなりました。

司会▶▶そういえば、松前パストガバナーはある数字

に深いご縁があるそうですね

松前 ▶▶私は母校の大阪歯科大学の学籍番号が22

番でした。そして、一宮北RCの22代目の会長を務め

ました。ガバナーセミナーに指名されたのが2009年3

月22日でした。第2760地区の第22回インターアクト大

会に出席し挨拶の機会を頂きました。インターアクト

クラブは私の心の故郷であります。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーありがとうございました。

それでは、2012年から2013年度のガバナーでいらっ

しゃいました、千田毅パストガバナー、お願い致します。

千 田 ▶▶ 私の時は、

たまたま幸いなこと

に国際ロータリー

会長が田中作次さ

んで、R Iテーマが

“Peace Through 

Service 奉仕を通

じて平和を”でした。

司 会 ▶▶ 田中作次

RI会長との思い出で印象に残っている事は何でしょうか。

千田 ▶▶一番の思い出は、ロータリーの世界大会の

時のことです。ガバナー会をやろうという事になりま

したが、一番の問題は田中RI会長が参加してくれる

かどうかでした。そこで、全権を握っているRI秘書の

ベティさんという女性に交渉したのですが、直前まで

参加が不明のまま…。ところが、当日、田中RI会長が

来られて、皆びっくり！しかも、財団委員長なども連れ

てお越こしになったので、椅子が足りずバタバタと大

慌てして準備したのが印象に残っています。私共は

150人くらいで参加しましたが、田中RI会長は感激し、

喜んでお帰りになられました。また、同期のガバナー

が年1回集まって日本各地を廻るのですが、3回目の

時に田中RI会長が、「2012年度の会だから私も参加

する」と言われ、その会費を求めたところ、「これぞ

ロータリー」と言って、喜んで払って下さいました。

司会 ▶▶千田さんがガバナーになられた年は、震災

の翌年でしたね。

千田 ▶▶そうです、大震災の翌年でした。1月の研修

会で行った、カナダのトロントの方に一緒にやろうと

声をかけていただき、VTTの時に参加して頂きまし

た。その時、たまたま隣に座っていたのが、2750地区

の宮城・岩手の小野寺さんでした。その際、「お金を

集めるのは誰でもできる、我々はちゃんと震災孤児に

手渡したい」と小野寺さんにお願い致しました。あの

時は現地も混乱して色々大変だったのを被災地に視

察に行った時に実感致しました。30人の子供たちが

高校を卒業するまでにかかる4,800万円という金額を

集める為に、毎週500円ずつ集める提案をしましたが、

はじめはうまくいかず、幹事などに足りない分はガバ

ナーがもたないといけないと脅されました（笑）結果、

全額集まりましたが色々大変でした。

司会▶▶地区の目標など6つ挙げていらっしゃいます

が、沢山達成されていますよね。その中の高校生支

援で、甲子園に出場を果たした、仙台育英高校の球

児の中に孤児がいました。両親は他界し、お祖父さ

んの所から高校に通い、甲子園で3番打者として活躍

しました。1回戦で負けてしまったのですが、千田さ

んの応援が陰でありました。

千田 ▶▶地区と地区との交流では、抽選の結果、名

古屋クラブと奥三河クラブがメークアップする事にな

り、中日新聞の大島さんから「千田さん、えらいこと

になった！」と電話で心配を頂くほど、離れた地区の

クラブが交流することとなりましたが、その交流は2

～３年続けることができました。

司 会 ▶▶千田パストガバナーありがとうござました。

続いて、2013年度ガバナー田中正規パストガバナー

お願い致します。

田中▶▶会長になっ

ても知らないことば

かりで、地区に入っ

て改めて、凄い！と

驚くことばかりでし

た。ノミニーとして、

「お前また来たか！」

と言われるほどしつ

こく千田さんの後に

くっついて見聞きしている間に分かることがありまし

た。それは、ロータリーでは“はい”と“YES”しかな

いということです。「やろうよ！」と言った事は情報を

集めてやらないといけない、それが皆が前を向く事、

止めたらそれで終わり。私も思った事をとりあえず

やってみようと思いました。ある時、公共イメージの

コーディネーター「ロータリーの友」編集長の二神さ

んとお話しする機会があり、その時の話題から、地区

全体でやれるフェスタ、日本で初めてのロータリーの

ワールドフェスタを開催しよう！と私は思いました。皆

さんの協力のもと、思った以上に素晴らしいフェスタ

を開催できました。その後、近藤さんが形を作ってく

ださり、日本のロータリーでできました。そのきっかけ

に少しでもなれたのが良かったと思います。最後に、

任期の終盤に色 な々国に行きましたが、それが楽しい

思い出になっています。

司会▶▶どんなところに行かれましたか？

田中▶▶ベトナム、タイ、フィリピンは2回、隠れてモン

ゴル。つい最近はラオスに行きました。皆さんの友情

の支えもあり、色々な国へ行くことができ、非常に充

実した年度だったと思います。もう１つ印象的な出来

事として、同期のガバナーがEクラブを教えてくれた

事です。会費も安く、例会をホームページで行えるEク

ラブは、若い人も多く、クラブのイメージを変えたクラ

ブで面白かったです。

司会 ▶▶やはりイベントをやらないと、テレビ局や新

聞社の方々はあまり来てくださらないですよね。

田中▶▶私がテレビ局等に行ったのは最初の挨拶ぐ

らいだけでしたが、色々な人を引っ張りだすことは良

いことだと思います。たまに顔を出すと、ロータリーは

こんなことをやっているのか…とロータリーの活動を

改めて知って頂けました。

司会 ▶▶はじめのうち、ロータリーのことはあまりPR

してはいけないと教えられたのですが…。

田中 ▶▶それで、公共イメージコーディネーター補佐

としてお話させて頂きました。

司会▶▶希望の風などはどうですか？

田中▶▶希望の風は私ではなく、田嶋さんが担当してい

ます。希望の風は今も続いていて素晴らしいと思います。

司 会 ▶▶ 学生さんの喜びの声や手紙を拝見すると

ロータリアンになって良かったとしみじみ思います。

クラブでもお弁当箱支援といって、お弁当箱に色 な々

ものを詰めて、被災者の方に送り、そのお礼に折り紙

の花やお手紙をいただいたりしました。田中パストガ

バナーありがとうございました。それでは、2014年度

のガバナー、近藤雄亮パストガバナーお願いいたしま

す。パストガバナーの年度のガバナー月信の7月号は

熱田神宮ですよね。

近 藤 ▶▶たまたまう

ちのクラブに熱田

神宮の宮司さんがお

られ、写真を使わせ

てくださいと頼み、

毎回、熱田神宮に関

連する何かの写真

を使わせて頂きまし

て、最初から最後ま

でシリーズで載せました。私の時のRI会長は、ゲイ

リーC.K.ホァンさんという台湾の方でした。彼の考え

方のベースになっていたのが「儒教・孔子の教えです。

ロータリーがSNSを含めデジタル化していく中、アナ

ログ的なものを大切にされる方で、そういったところ

に私も共感しました。彼は“ロータリーに輝きを”とい

うテーマと5つの強調事項、つまり、“地域社会でロー

タリーの存在感を高めること・会員増強・ポリオ撲

滅・クラブの強化・ロータリーデーの実施”で始めま

した。この強調事項は今でもずっと続いています。当

時の私にとって歴代ガバナーの皆さんは雲の上の存

在。ガバナーノミニーに指名される場に臨んだ時、近

寄りがたい雰囲気がありました。そのような思いから、

もう少し目線を下げてロータリアンの中に入りたい、

堅苦しいことはやめて、メークアップに来たメンバー

のような近い距離感で本当の姿を見たいという思い

から色々考え、計画を立てました。結果、例えば「単

独でガバナーの公式訪問を初めて受けました」とか

「親クラブと一緒だとなかなか本音で話すことがで

きない」といったような声を聞くことが出来ました。

司会▶▶ 確か近藤パストガバナーの時、クラブをまとめ

て回るのではなく、ひとつひとつ訪問されたのですよね。

近藤 ▶▶はい、地区内全84クラブを個別に公式訪問

をしました。メンバーの数が少ないクラブも多いクラ

ブも皆さん本当に一生懸命ロータリー活動をされて

いて、素晴らしいと感じました。色々大変な面もある

けれども、この地区のクラブは本当に良くやってくれ

ています。何でもそうなのですが、一旦外に出てみる

と、中では分からない事が見えてくる。素晴らしさが

良くわかる様になる。ゲイリーC.K.ホァンさんのアナ

ログ的思考というか、情といいますか、それが地方に

あるんじゃないかなと思います。私はロータリーとい

うのは、ひと言でいえば…感動、感動をシェアするこ

とだと思うのです。こういうことをずっと言って回った

わけです。いろんな理屈やロジックを立てても感動

がない。そういったものだったら誰もついて来ないし、

仮にその場でついて来ても後は知らないという形に

なってしまいます。感動があれば、自分も仲間に入り

たい、これぐらいのお金を出してもいいなという気持

ちになります。そういう風になっていくといいなと思い

ます。先ほど田中さんが「自分は人が色々言ったこと

を取り上げた」と仰ってました。その中の１つ、WFF

(ワールドフードふれ愛フェスタ)を引き継ぎ、我々の時

は最初からやろうと組織を作り取り組みました。そう

したら、タイミングよく、ゲイリーC.K.ホァンさんの強

調事項の１つ“ロータリーデーの実施”というのがあ

りました。当時のRI理事の北さんからも昨年第2760

地区のプレゼンを見たら素晴らしいことをやっている

ので、是非ロータリーデーをジャパンロータリーデー

愛知として実施をしてくれないかという話を頂きまし

た。シニアリーダーは自分がまとめるからお前は同期

ガバナーをまとめろという事になったのです。結局、

100人以上のシニアリーダーの方々がWFFに参加を

してくれました。田中さんが始めた事を2年目である

程度形ができたかなと思います。

司 会 ▶▶ロータリー

デーというのは、その

時から始まったので

すか？

近藤 ▶▶そうです。ゲ

イリーC.K.ホァンさ

んが自分の強調事項

で提唱したのです。

世界中に、クラブ単

位でもいいし、地区単位でもいいし、あるいは国単位

でもいいから、とにかくやってくれと。私は各クラブ単

位で是非やって下さい。これはガバナー賞の対象に

します！とやったのです。地区単位ではせっかく田中

さんが地区の大きなイベントをやってくれたので、そ

れをジャパンロータリーデーに育てる決心をしました。

ゲイリーC.K.ホァンさんの強調事項、北RI理事の薦

めもあり、ちょうどタイミングが合ったのですね。それ

からもう1つ。“ロータリーは何だ？”とか陰で色々文

句を言う声もありますが、言いたいことがあるのなら、

RIには3年に1度開催される規定審議会というのがあ

るので、そこへ第2760地区から物申す！と、意見を出

したらいいんじゃないのか、その為の規定審議会で

すから。そして地区内クラブに立法案提出のお願い

をしました。地区の色々な問題を取り上げて会長さん

たちに諮る地区審議会と立法案審議委員会というの

を作り、片山先生、田嶋先生と相談しながら3人で地

区審議会規約を作りました。それが今実行されています。

司会 ▶▶もう１つ、IT委員会で地区で初めてHPを作

られたとか。

近藤 ▶▶ホームページは前からありました。尾本さん

が非常に熱心に取り組んでくれていました。地区で

形に出来たのは、いきなり出来たのではなくて、思い

とか色々な下準備があったからです。尾本さんの不

断の努力のお陰だと思っています。私のような者でも

ガバナーを務めることが出来たのはゲイリーC.K.ホァ

ンさんの「儒教・孔子の教えの下、アナログ思考でや

る」この理念があればこそです。また、片山先生がガ

バナーをお務めになられた時、ガバナー補佐としての

私をご指導して頂いたこと、その後も色 ご々指導を頂

いたお陰と片山先生には大変感謝致しております。

計算で繋がっているのではなくて、情で繋がってい

る関係は素晴らしい力になると私は思います。

司会 ▶▶近藤パストガバナーありがとうございました。

では、2015年度のガバナーでいらっしゃいました加

藤陽一パストガバナーお願いします。

加 藤 ▶▶ 私の時は、

スリランカのK .R .

ラビンドランさんと

いう方がRI会長で

した。英語で“Be 

a gift to the world”

サンディエゴでの国

際協議会で“世界

へのプレゼントにな

ろう”と訳されましたが、はっきり言って何を仰ってい

るのか分かりませんでした。同期のガバナー連中とこ

れは何を言ってるのだ？？と色々話し、プレゼントは、

たぶん奉仕のことだろうなと、同期のガバナーとそう

解釈しようということになり、サンディエゴから帰って

きました。K.R.ラビンドランさんは、アジアの中でのは

じめてのスリランカの方ですから、どうもイメージが

湧かず、このRIテーマも皆さんにどうお伝えしようか

…とちょっと苦労しました。

司会 ▶▶加藤パストガバナーは、お父様もロータリア

ンだったのですね。

加藤 ▶▶そうです、親父も瀬戸クラブで会長をやって

いました。その頃、斎藤先生が仰っていた「原点回

帰」の話に感銘を受けました。最近ロータリーが原点

というか根本がわからなくなってきたのではないか…

という私自身の心情もあり、見直しをという意味で、

早速先生にお話しして了解を頂き、原点に帰りたいと

お話を申し上げて、ずっと講習をやったのです。

司会▶▶ガバナー時代、思い出に残ることを教えてく

ださい。

加藤 ▶▶田中さんの資料を基に34クラブ訪問いたし

ました。クラブとの交流、私自身の交流もそこそこや

らせて頂いたつもりでおります。WFFに関しては、田

中さんから近藤さんに受け継がれ、私の時はだんだ

ん形になってきました。私の時から企業協賛にも力を

入れて、600万か800万円を頂戴し、去年が1,000万円

くらいでした。ロータリーを世間に広めるという意味

もあり、だんだん大きくなっています。特にエンドポリ

オに関しては、売り上げもだいぶ上がってきています。

たまたま国際奉仕委員会の方と一緒にVTTでインド

ネシアに行く機会があり、ジャカルタの劣悪な環境に

いる子どもたちを訪ねました。学校も行けず勉強もで

きないヒンズー系の子供たちを援助していたのは、イ

ンドネシアの方達。この出会いを機に私たちもやって

いこう！と、ポリオ500万円、あと400万円プラス地区

のクラブから拠出されたお金を使って、やり始めたの

です。ぼちぼち卒業しないとと思っているのですが、

今もWFFの実行委員長をやらせて頂いております。

WFFを通じて、ロータリーは世間に、そして日本中に

広がったのではないかと思っております。ガバナーと

して小難しいことはやった覚えはありませんが、

WFFが私にとっては一番の思い出かなと思っています。

司会▶▶やはりそういう努力があって、いろんな学生さ

んの支援などが出来るのですね。先ほど、千田パストガ

バナーの時にお話した、仙台育英高校の千田君の記

事は加藤パストガバナーの時の月信9月号に出ておりま

して、「花巻東高硬式野球部の千田京平君、亡き母と

「再会」信じ」という風に書いてありました。加藤パス

トガバナーありがとうございました。それでは、2016年

度ガバナー、服部良男パストガバナーお願いします。

服 部 ▶▶ 2 0 1 6年度はジョン・ジャームRI会長の

“Rotary Serving Humanity”というRIテーマでス

タートしました。丁度この年はロータリー財団100周年

という記念すべき年。100年前にアトランタで開催し

た国際大会を100年後にもう一度アトランタで！という

大きなテーマがありました。もう１つのテーマは、RI

の戦略計画を当地区にどのように持ってくるか。当地

区にはRIの戦略計画がありませんでした。従って当

地区の良いところと課題を分析し、良いところは、そ

のまま伸ばし、課題に関しては戦略計画を立て持続

可能にすることがテーマでした。一番の基本は、10

年後もこの地区が輝き続けるために1年間何をすれ

ばいいのかという事です。そこでまず、地区の戦略を

作るため戦略計画委員会を作りました。そしてもう１

つ、広報、ITを一緒にして、公共イメージ向上委員会

を設立させ、戦略計

画の中でも大きな部

分であるロータリー

の認知度と公共イ

メージの向上を図り

ました。それからも

う１つ。研修委員会

を再度新設し、その

下にRI実行委員会

を分けて、研修をさせて頂きました。これが大きな地

区に対する戦略計画です。あとは、地区としての財団

の取り組みがしっかりしていた為、未来の夢計画に

始まる延長の100年を是非！ということで、大変高い

数字を掲げました。一人180ドルを財団に寄付し、結

果、目標を達成することができました。ジョン・ジャー

ムさんは、ポリオ、財団の経験が非常に深い方です。

そういう意味でも皆様方に大変感謝しております。ア

トランタで100周年を祝おう！をテーマにした大変忙

しい年でしたが、皆さんと一緒に色んなことをさせて

頂きました。深く感謝申し上げます。もうひとつ良かっ

た事は、2750地区と会員が良い競い合いをした結果、

最後に１つ新しいクラブが出来た事です。結果的に

34地区の中で一番多く会員が増えた事も皆さま方と

の１つの成果だったと考えています。

司会▶▶ 服部パストガバナーありがとうございました。

それでは、まだ記憶も新しい、2017年度ガバナー、神

野重行パストガバナーお願いします。

神野 ▶▶私がロータリーに入ったのは金沢東でした。

石川・富山地区の金沢ですが、2610地区のガバナー

という方がどういう存在か、ロータリアンとして全く意

識せずに6年いました。それで、名古屋に戻ってもう

一度名駅ロータリーに入った年が2008年7月。今考え

ますと片山ガバナーの年度で、2760地区で再入会し

ガバナーという存在があるということをはじめて知っ

たぐらいで、全く知らずに6年いたなという思いがしま

した。ガバナーの公式訪問は、西クラブと一緒に受

けていましたが、自分のクラブに来られたという感じ

が薄く、公式訪問に対してもあまり意識しておりませ

んでした。まして地区への出向や、ガバナー補佐を引

き受ける事も、クラブ幹事の経験もなく、ロータリー

の地区の動きも全く知らずにいた私が、いきなりガバ

ナーということで大変驚きました。なので、先輩たち

とはずいぶん感覚が違うと思っております。私は千田

パストガバナーには学生時代からご指導頂いており

ます。また、両親の関係で存じ上げている方ばかりで

す。しかし、ガバナーという意識で拝見したのは、私

がクラブ会長の時の田中ガバナーが初めてでした。

公式訪問の時にガバナーの存在を目の当たりにして、

凄い人なのだと思いました。親の西クラブと一緒だっ

たのですが、大きな先輩、親クラブでありながら、結

構ガバナーというのはビシビシ言われるなと。私ども

は子クラブにも関わらず、大変褒めて頂いて恐縮した

ものです。ガバナーは、凄い存在なのだということを

初めて肌で知りました。そんな頃です、私の高校の同

級生の近藤さんがガバナーをどうも引き受けるようだ

と話を聞いて、よくそんなことをやるな～と言ってし

まった覚えがあるのです。そういった中で、去年ガバ

ナーを引き受ける事となったのです。イアン H.S ライ

ズリーさんは“変化をもたらす”をテーマに、確か

ロータリーそのものが大きく変わったというお話をさ

れていたのを聞き、変化の時代だから、何かをやろう

と考えて出来ないだろうかと思いました。一番に思っ

たのは、ロータリーのイアン H.S ライズリーさんのこ

の言葉です。「ロータリーとは何か。何をしているのか

ということをもっと世の中に知らしめてほしい。」そこ

で、公共イメージ向上というものについて、自分がで

きる範囲でやってみようと思ったのです。1つはマスコ

ミや地域の皆さんへの働きかけ。もうひとつは、地区

ガバナーとロータリアンの距離感というのをできるだ

け縮めるという事を考えました。ガバナーは一般ロー

タリアンにとって遠い存在というか、私自身近寄りが

たい存在と思っていました。そこで、一年かけてクラ

ブの訪問以外にも、いろいろと接する機会をつくり、

距離を縮める試みをしたつもりです。服部さんは、地

区の戦略委員会で非常に改革的な事もやって下さい

ました。村井さんからはそんなに急にやっても無理な

んじゃないかとご心配頂きましたが、やっぱり自分な

りにやってもらいたいし、やってみたいということで、

全クラブに戦略委員会のような類のものを設置して

頂いたというのが、一番の私の思い出です。それから

もう１つ、諮問委員会で、先輩諸氏にお許しを頂き、

地区の体質の強化を図る取り組みを始めました。１つ

は、青少年対策の危機管理基金、これを1,000万円積

み立てさせて頂きました。それから、愛知県と防災協

定を結んで、地域の皆さんと一緒に勉強して、万が一

のときはどういった事ができるかということを考える

態勢を作らせて頂きました。これは先輩諸氏にも認

めて頂き、地区大会で結ぶことができました。

司会▶▶地区大会の思い出はいかがでしょう。

神野▶▶そうですね、

思い出がいっぱい

あるのですが、よも

や、D.K.リーさんが

来るとは想像もして

おらず、8月15日の

メールを開けてびっ

くり！片山パストガ

バナーがちょうど同

期だとの事でお願いできて本当に助かりました。大

先輩からも良くやったと言って頂いたのは先輩のおか

げです。今年は神奈川へ行かれるそうで、ガバナー

がとても焦っておられたと、村井さんから聞きました。

村井ガバナーから力になってあげてと言われて、気楽

に笑っていられるのが幸せです。最後に、６月の最後

にクロスプロモーションの青少年と学友の交流フェス

タ、これが出来たのも思い出です。ご出席の皆さんに

もいろいろ無理を申し上げました。それから、昨年度

だけになってしまったのですが、イアン H.S ライズリー

さんの植樹のお話につきましても、それぞれ分区やク

ラブで、個人的にもやって頂いたおかげで、8000本と

いう、一人一本の植樹目標を達成できました。「ガバ

ナーというのは言ったことを何でもできる」と言われ

たことをいい事に、先輩諸氏に無理を言い、それに

応えて頂いた事に感謝しております。WFFも晴れ男

で頑張ってくださいと言うだけで、今年度に相当資金

的余裕をもってお渡し出来ました。細かく言いますと

１時間では終わりませんが、これで終わりたいと思い

ます。ご指導頂いて、本当にありがとうございました。

司会 ▶▶ 神野パストガバナー、ありがとうございまし

た。こういった素晴らしいガバナーたちが10年間、努

力されたおかげで、第2760地区は本当にキラキラと

輝いていたのだと思います。どうもありがとうござい

ました。

司会▶▶片山先生いかがでしょう？

片山▶▶そうですね。ガバナーの視点というより私個

人の職業上の視点からのことを先に言いますと、そ

の頃地区大会での決議は大会決議と名付けられて、

ＲＩ会長・ＲＩ会長代理に感謝する。現ガバナーに感

謝する。地区大会ホストクラブに感謝するなど、決議

でなくても、ガバナーから口頭でお礼申し上げますと

言われれば済むことばかり。のどかな風景でした。そ

れまで、地区大会で審議・決議していた必要的決議

案件は、前年度の地区決算の承認、次年度地区大会

開催場所と日時の決定・承認くらいのことでした。そ

こで、ロータリーを法曹出のガバナーの目から見て、

地区大会の決議機関部分を整備しました。それは地

区大会における必要的決議案件の決議といわゆる大

会決議案と称していた案件とを区別し、必要決議案

件は各クラブの議決権票数を有する会長・幹事・副

会長等が出席する地区大会１日目に審議・決議し、

大会２日目にはその報告とし、大会決議案は１日目は

大会決議委員会からの決議案の内容の報告とし、大

会２日目の地区内全会員が参加する会議に大会決議

案を上程し採決するとしたことです。その年度の必要

的決議案件は、ガバナーノミニーの選出方法として指

名委員会方式の採択と指名委員会委員の選任の件・

2010年開催の規定審議会提出案件承認の件（当地

区初めての規定審議会提出案件）・ロータリー財団

未来の夢計画パイロット地区候補申請の件の3件で

した。現在においても、その流れが継続しているのは、

うれしいことです。それから、もう一つはガバナー選

任の地域的配慮のことです。パストガバナーの皆さん

が思っておられるでしょうが、全地区内、尾張も名古

屋も三河もどの地域にも一様にパストガバナーがでん

としておられ、しかも各分区にも元気なパストガバ

ナーがいることです。しかし、色 な々事情により、その

ようにはいかないのです。特に、分区でガバナー補佐

が分区内事業をする時あるいは分区内で事が起きた

時などに、どの分区にも、身近に相談ができるパスト

ガバナーが常にいるというのがいい訳です。地域の

関係では名古屋５・三河４・尾張３の比率で候補を選

任し、各地域内分区の順番は各地域関係のパストガ

バナーの相談によるという方針はできていますが、そ

れでも、地域の事情により万遍なく一様にとはいかな

いという実情ですね。その事情の一番大きいのが、う

ちのクラブの人数では、引き受けられませんという断

りです。その対処の１つの方法として、私のガバナー

年度に親子兄弟クラブにお願いして、監事・副幹事・

スタッフ等２人位ほどご協力をいただき、率先垂範し

た積もりです。偶然この時、近藤パストガバナーも西

名古屋担当のガバナー補佐で入って来られました。

司会▶▶だから先生の時は、他のクラブのスタッフが

5～6人入っていたのですね。

片山▶▶そうです。そういうことをやったのです。

加藤 ▶▶尾張3分区では大変申し訳ないと思っており

ます。去年ですが、南尾張分区でペケ、西尾張分区

でペケ、たまたま東尾張分区はその時にパストガバ

ナーが3人いらっしゃったのです。だから、僕を入れて

4人いたわけです。結局、尾張分区からしか出すとこ

ろがなくて、たまたま、犬山さんが今まで出していな

かったわけです。犬山が出るといったのでこれは良い

と安心していたら、委員会の前日に断ってきた。びっ

くりして田中先生にどうしよう…と。それで江南の福

田さんに急遽電話申し上げたら、「大丈夫だよ。うち

におるから」との返事。それでご本人と話をして、OK

ということになったのですが現役の会長さんなので

す。現役の会長さんは本来ダメなのです。それでRIの

方に問い合わせて、許可を得て伊藤さんがガバナーノ

ミニーに決まったのです。

片山▶▶だから、小さなクラブが一緒になって協力し

て出さねばね。

加藤 ▶▶ 今は東海と常滑なんかは出せます。しかる

べき人間もいます。今、片山先生が言われた小島先

生などもいるのですが、たまたま小島先生が病院を

建て替えて忙しいということだったのです。

司会▶▶できれば、9人で話し合うと盛り上がるような

テーマをあげて頂いてお話して頂けるとありがたいな

と思います。

神野 ▶▶これって、10年の思い出が皆さんにあります

よね。そして、これからの10年に向けての皆さんの期

待とか想いとか、この2つにしたらどうでしょうか?

田嶋 ▶▶地区大会のゲスト、会長代理を昔みたいに

自分たちで推薦させてもらえないかという意見が割

と今、いろんな地区から出ているじゃないですか？

神野 ▶▶ 出ていますね。全然来ると思ってなかった

D.K.リーさんが韓国から来られたし。

加藤 ▶▶ 僕の時も1か月前ですよ。それではなんとも

ならないですよ、こっちの準備も。だからもっと早く決

めてほしい。誰がどういう風に決めるかわからないで

すけどね。

田嶋 ▶▶大澤さんの時代までは地区が候補者を推薦

していたのですよね。

加藤 ▶▶ 要望は出せるけど、それに対しての返答もな

く、無視ですね。

田嶋 ▶▶ 私の時はRIが会長代理を呼ばなくていい。

お金がないのだから。協議会でもRIの職員がお金が

ないから来ない。日本の旅行者が行ったのだもん。ツ

アーが案内した人たちがその職員を代行してやって

いたのです。だから、日本事務局からは誰も行かない。

本当にひどい話です。

片山▶▶田島年度に同地区の中からRI会長代理を出

したのは意表を突いた人選でしたね。

神野▶▶それが最近全然でていない。

田嶋 ▶▶豊島さんから未だに言われます、あの時俺

はタダ働きだと。あの時、RIから地区で負担すること

はまかりならん、その代わり、会長代理で呼んだ場合

には一人いくら出すっていうような約束があったので

すが、一切払ってもらえなくて。こっちもすっかり忘れ

ちゃってましたが、日当も何もなく、未だに顔を合わ

すとそのことを言われます。

司会▶▶ 外国の方が来られると大変でしたよね。

加藤 ▶▶ 結局、通訳がいるでしょう。たまたま、米山

の子たちがやってくれたのですが、それからいろいろ

お話して頂くにしても、通訳を通すと時間が倍になっ

ちゃう。初めから文章を頂戴といって、文章をもらっ

たことはいいけど、読めないでしょう、だから、米山

の子に頼んで全部日本語に直してもらって、それをス

クリーンに投影して、それで通訳なしでやりましたけ

どね。しかも、決まったのが一カ月前でしょう。もう慌

てましたよね。

神野▶▶その教えを、D.K.リーさんの時には活かさせ

て頂いた部分もありますね。米山と福田君とか通訳

も含めて。

加藤 ▶▶日本のパストガバナーが来ていただくのが一

番いいですよね。

神野 ▶▶ D.K.リーさんは、みんな私の方を見ずにパ

ワーポイントを見る、だから、そういうのは嫌いだと

おっしゃって、以前のようなパワーポイントで出す事

ができなくて、30分でちゃんと収めるというのが、50

分以上になって、ちょっと大変でした。やっぱり国内

で来ていただくとありがたいですね。

司会 ▶▶あと、どうでしょう。一生懸命取り組んでい

らっしゃったWFF、これからどのようにして、あと何

年続けようかとかお思いでしょうか？

田中 ▶▶やれるかな？と思うんですよね。会場のこと

とか。

神野 ▶▶会場は大丈夫。エンゼル公園の方へ移します。

田中▶▶それならいいよね。できたら、日本の看板に

なるかもしれないから、少しずついいものに変えて

いっているから、同じものだとみんな飽きちゃうから

ね。近藤さんに頑張って頂いたよ。

神野▶▶ロータリーデー。

近藤 ▶▶タイミングでね。

神野▶▶こないだ、ジュディオングさんとご一緒したの

で、また確認して頼んでおきました。ポリオもう少しだ

から、楽しみですとおっしゃってました。

近 藤 ▶▶あれも、最初の仕掛人の福田さんが頑張っ

てくれて。ワールドフードでしょ、インターナショナル

で、フィリピンのロータリアンの参加者が多いのです

が、今では韓国、インドネシア、ネパール、パキスタン

からのロータリアンも加わり、ますますワールドになっ

ていて、そういう意味でなかなか大変ですが、少しず

つ変わりながらいいものに発展しているなと思います。

あれ、すごいよね、公共イメージアップにはね。

司 会 ▶▶やはり、イベントは少しずつ変化を求めて

やっていくのが良いですね。

千田 ▶▶名古屋ロータリーの福田君がはじめて来て、

私はこういう事をやりました、やりたいけどどうでしょ

う？そのような事を日本でやるのはどうだろうって提

案されました。その前に和合ロータリー。

田中▶▶ 和合の中でも、お金もそうなんですが、僕の

ところに泣きが入り、福田君がそれで和合をやめたら

西尾RCに入会したいと言っていましたが、和合の鷲

塚会長もやる気がでてきました。

実はその後ガバナーノミニーの指名に南尾張ができ

ない時に和合はどうだ？って聞いたのですが、事業

が重なりもう一年待ってくれと言われた。大きいクラ

ブだからやれないことではないと思うのですが。

司会▶▶結局、和合ロータリーと相乗りみたいになっ

たんでしょうか？

田中▶▶ちょうど、ワールドフードフェスタっていうの

は、そういったものが前の年にちょっと意見が出たん

だよね。千田さんの時に提案されたんだけど、実にな

らなくて、僕の時に同じように提案され、ちょうどその

日、公共イメージの先輩の方が、こういうのがあるけ

ど、プランもだいたいできてるし、勧誘もできてるから、

どうだろうと。和合でやりたいという話だったけど、

和合でやるなら名古屋市で、名古屋市でやるなら愛

知県全体でやろうよと、話がとんとん拍子に進んで。

それで、ほとんどいろんなところに声掛けて進めて、

すべてのクラブが協力するってことで何とかやれた。

全体2760地区でできたんじゃないかと思います。実

際に食べものの選択も良かったですもんね。ワールド

フードだから、名古屋でも珍しいものを作りたいって

ことで、地元のものはほとんど出さなかった。出店す

る方も初めてなのでリスクがあるのね。ただ最初の

公共イメージの費用もあり、なるべくテナント料を安く

して、あとは水道・施設費がちょっとかかるんだけど、

それも地区とかが応援してくれてやれたから良かった

けどね、お金の算段もできたから。でも、最初の250

万がなかったらちょっとやばかったかもね。

司会 ▶▶公共イメージのアップだけじゃなかったです

よね。

田中 ▶▶その中に、クロスプロモーションじゃないけ

ど、インターアクト、ローターアクト入れて、米山入れ

るっていうのは、最初から構想はありました。

司会 ▶▶近藤パストガバナーを始め、神野パストガバ

ナーにいたる歴代の方々が志を引き継いで下さいま

したね。

片山 ▶▶発案の福田さん、地区開催の決断と拡大の

田中・近藤両パストガバナー、承継・充実の加藤・服

部・神野の各パストガバナー、それに続く中心となる

実行委員会の委員長はじめ委員の面々、各分区のガ

バナー補佐はじめのロータリアン、インターアクトター

の応援等を得て当地区内外一丸となったポリオ撲滅

の募金等のイベント等々、当地区の一等地の真ん中

において、RI会長より日本ロータリーデーの名称まで

得て、当地区挙げての秋の恒例大奉仕活動事業に

なったことです。この十年を越えて長く語り継ぐべく

立てた記念碑と思います。

司会 ▶▶こうしたロータリークラブの取り組みが国の

行事にもなってますね？

片山 ▶▶そう、そう。思い出します。もう50年近くにな

るでしょうか、当地区豊橋のロータリークラブ（豊橋

北RC）から始まった5月30日を中心になされるごみゼ

ロ運動、地区の奉仕活動行事として日本に最たる行

事、日本全ロータリーばかりでなく、日本全国の環境

保全運動として定着しています。日本政府の提案に

より国連は毎年6月5日を国連環境の日と定め、日本

も同様環境の日と定めています。当地区は5月30日～

6月5日迄の1週間を強調するために、地区設定特別週

間として「環境保全週間」を設定することにしていま

すが、パストガバナーの皆さんは設定されましたかね。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーはインターアクトの活動

にも力入れていらっしゃいましたね。次世代を育てる

大切な活動ですね。

松前 ▶▶ 1987年に地区インターアクト委員となり、イン

ターアクトクラブの活動を推進しました。1990年には

地区インターアクト委員長となり、2760地区のインター

アクト活動で海外研修を始める事に致しました。毎年

夏休みにハワイ島に約30名を引率してホームステイを

行い大変喜ばれました。要望があった長野県のイン

ターアクトクラブも一緒のハワイ研修でした。各イン

タークラブより2名を選出、2ヵ月の勉強会の後、各地

域の高校の先生方が海外研修を推進して下さいまし

た。参加した部員からは、ハワイの研修でアメリカの

文化や語学研修が大変勉強になった、雄大なハワイ

の景色に感動した！と喜ばれ、毎年の実施を望む多く

の声があがりました。これを機に様々な高校でイン

ターアクトクラブが設立されましたが、愛知県立千種

高等学校、阿久比高等学校と進学校が参加して厚み

が増しました。その後、研修地はオーストラリアに変わ

りましたが、二十数回と継続し、発展している姿を見て、

海外研修に初めて取り組んだ私は感激しております。

司会▶▶田嶋パストガバナーは、公共イメージには何

が必要だと思われますか？

田嶋 ▶▶ 公共イメージって言うとついイベントに偏り

がちなんだけど、私がもっと強調しないといけないと

は思うのは、ロータリアンの質。もっと周知させるとか。

たまたま私はある俳句の結社に老人になって入って、

そこで仲間の人たちも会員になってもらったら、凄く

ロータリーに対する信頼っていうのをアピールしてく

れ、非常にまじめで、皆さんちゃんと実行してくれる。

約束したら実行してくれる。そういうロータリーの質

の良さをもっと知らせれば、会員増強もっと簡単にで

きると思うんです。

司会 ▶▶はじめに片山先生が俳句を読まれましたけ

ど、いろんなところで俳句のことを話されてますよね。

田嶋 ▶▶そういう面で公共イメージっていうのは、も

うちょっと補強しないといけないんじゃないかって気

がします。

田中 ▶▶そうするとクラブの中のロータリアンの質の

良さという原点に戻っちゃいますね。みんな集まって

フェスタをしたりするのにも、「ロータリアンの自覚」

とか、あんまり難しく言うとやめたってなっちゃう。

やっぱり、飴と鞭みたいに楽しいことがなければね。

田嶋 ▶▶クラブがいろんな人に働きかけて、ゲストで

呼んだりいろいろしないと、会員は増えないし、クラ

ブ会長が会員増強って言わないと絶対増えない。

やっぱりトップになる人が自覚してやらないといけな

いし、ガバナーとかガバナー補佐も会員増強って常に

言い続けないと会員は増えない。

司会 ▶▶どうなんでしょう、本音の話なんですが、日

本は女性ロータリアンが少ないですよね。心からもっ

と増えればよいと思っていらっしゃるのでしょうか？

田嶋 ▶▶私は増やしたいと思ってます。だって女性中

心で本来女性だけのクラブを作ろうとアイリスを作ろ

うと思ったんだけど、その話がたまたま東京の司葉子

さんの耳に入って、司葉子さんが盛田さんに、「女性

だけのクラブはダメよ。」って言ったものだから、盛

田さんも、「お前、まずいらしいよ、男入れよ」って。

結局、男性も入れたんだけど、やっぱり女性と男性を

比べると、女性の方が優秀。これはオフレコにしてほ

しいけど、完全に女性の方が質が高い。

司会 ▶▶私は名東ロータリークラブってところの初め

ての女性会員で、女性2人で一緒に入ったんですね。

絶対に1人はダメです。もうひとりがすぐ辞めてしまっ

たので、次に女性会員が入った時、とても気を使いま

した。私がいるからやめるみたいなことになったら大

変だと思って。なので、女性会員を入れられるなら

やっぱり複数から始められた方がいいと思います。

食事のスピードも違いますし、結構大変でした。

神野 ▶▶私も金沢東RCで女性2人に入ってもらった

んですけど、齢を重ねられた今でも頑張ってくれてま

す。今、女性の比率は1割かな、90、100人近くのうち

の9人です。

田 中 ▶▶ 都市は良いんですよ。経営者が多いから。

郊外は経営者が少ないんですよ。

千田▶▶女の人入れるには、男もいい男を入れないと

いけない。（笑）

司会▶▶いい女の人が入ってくると、けっこう男性がお

しゃれになる。出席率もよくなる。明るくなるし、いい

こともあります。だから、女性ロータリアンばっかり

じゃダメっていうのもわかるような気がします。

田中▶▶ 韓国にもあるね、女性だけのロータリアン。

田嶋 ▶▶日本もありますよ。

司会 ▶▶それでは、時間の関係で希望の風について

伺います。被災して消防士を目指す方などいろいろな

方がいるのですが、これはどのくらい続けようとお考

えですか？

近 藤 ▶▶ 基本的に田嶋年度の時に震災が起きて、

さっき田嶋さんも言われましたが、みんな最初、ガバ

ナー会を通して寄付したんだけど、そこから問題が出

て、寄付金を返せっていう地区と、使い道を考えてや

ろうという地区と分かれまして、その結果、10地区が

ファンドみたいにして、震災時にお腹の子も含めて、0

歳の子供が短大とか大学を出るまで奨学金を出そう

という話に決まりました。その時からずっとやっている

ので2011年から22年間のロングランです。だから私は

基本的に青少年奉仕事業じゃないかと思うんです。

千 田 ▶▶もしかして、そういうこともあるけれども、

やっぱり年はきっとかないといかんな、災害はどこか

でだんだんと出てくるし。

田嶋 ▶▶あのね、今ね、希望のファンドは資本金が4

億あるんです。地区が出した4億、それが減ってない

んです。毎年払うお金はその年度で寄付頂いたもの

で回っているんです。これをずっと続けてお金を貯め

ておいて、次の震災が起こった時にそれを拡大して

支援しようと言ってるのですが、ただ、希望の風を

作った時にいろいろ問題があって、ほんとにロータ

リーってこんなひどいこと言うかってことまで言われ

たのがあって、当時の人がまだ頑張っているわけ。8

年前の人がまだ頑張っているわけ。私は早くから近

藤さんにバトンタッチして、今度神野さんに。やっぱり

そうしないと長く続く組織は続かないよ。

神野 ▶▶でも、この前、2010年度組の皆さんが大いに反

省されながら、相当変えようという発言をされましたよ。

田嶋 ▶▶やっとですよ。私は最初から変えようと言っ

ているのに。

神野 ▶▶私が口火を切ったみたいだったんですけどね。

司会▶▶ 客観的に見ていると、さすがロータリアン、素

晴らしいことだなとしか思い浮かばなかったのですが。

田 嶋 ▶▶ いやー、ひどかったよ。集めたお金をガバ

ナーが山分けするとか、ありもしないようなことを言わ

れちゃって。あの時会長だった東京のガバナーは本当

に可哀想だった。集中的に叩かれたのがその人個人で。

神野 ▶▶ガバナー月信に昨日原稿を出し、今度載せ

てもらうことにしてあるので。こないだ僕はさっきの

ガバナーじゃないけど、わけわからず副委員長に代わ

れって言われて、代わったんですが、今おっしゃった

ように、あと正確には1億2千万です。私は2億と言っ

てるのですが、2億あれば33年までいけるのですよ、

今のペースで行くと。ただ、お話があったように、この

後ひょっとして大規模な、片親か両親がなくなっちゃ

うような震災があった時にそれをまた使えばいいじゃ

ないかと、何も正式名だけ変えればいいじゃないか

という声もあるし、今からエンディングを考えてやる

必要はないよっていう話にはなっているのです。で、

ルール・規則・制度が少しいい加減ってものも結構

あったので、この1年で相当変えて頂くっていうお題

いができ、さらに今年度の2580のガバナー会議長の

松坂さんも来てくれていたので、ガバナー会でも取り

上げてくれと。去年は17/34、今までに26/34地区が

この7年強の間に参加しているのですが、去年はちょ

うど半分の17ですね。あと17地区がほんの僅か、

さっきの1000円じゃないけど出してくれれば、十分に

やっていけれるし、もっと広い範囲でこういうことが

できるかもしれないという見方もあると思います。

田嶋 ▶▶だから、最初の人たちは変わって、どんどん

新しい人たちが新しい組織にしていけばいいんですよ。

片山▶▶財団になってる？

田嶋 ▶▶ 財団になってない。財団にすればいいよね。

明らかに公益性があるからね。

田中▶▶それで、米山とか同じような方向でもってい

けばね。

司会▶▶他に何か言い足らない事、こんなテーマなど

ございますか？お時間も少 と々なりました。

神野▶▶さっき私も地区の体制を変えた、強化したつ

もりだって申し上げたのですが、さっき片山先生が

おっしゃたように、ガバナー出せないと、千田さんみ

たいに2000万自分で出してもいいよって方は良いけ

ど、私もあとで気が付いたんですが、地区の予算を見

るとガバナーの活動経費みたいなのが、ほとんどな

いわけですよ。私は幸いクラブも支援してくれたから

よかったですが、小さいクラブからも平等に出しても

らおう、いい人を出してもらおうと思うと、そのあたり

を変えていかないとね。

司会▶▶そうですよね。

田嶋 ▶▶でも、実際ガバナー出してもお金なんてかか

らないよ、お金がかかるって言うのが信じらない。

神野 ▶▶ 事務局経費をガバナー事務所で持つでしょ。

それをクラブで結構持たないといけない。

田嶋 ▶▶ 事務局経費だって、ノミニー時代の事務局経

費がガバナーの負担になるだけであって、あとは間に

合いますよ。今度からノミニーも経費が出るようになっ

たでしょう、だから、ほとんどお金なんかかからないよ。

近藤 ▶▶片山先生がガバナーを務められた時に地区

副幹事、スタッフを親クラブ、兄弟クラブから出して

欲しいという依頼があり、私も地区副幹事で出向し

たんですが、あれも1つの手だと思うんですね。今も

松坂さんの話が出ましたけど、第2580地区全体の事

は分かりませんが、ガバナーと地区幹事と地区副幹

事が違うクラブに所属しているんですね。神野さんと、

ここの地区ではそんなこと考えられないなと話してい

たのですが、そういう地区も実際あるんです。だから、

もう少し実態を調べていくと意外とガバナーと他の

人達が違うクラブ、つまり、本当に地区で優秀な人達

を引っ張ってくるっていうんですかね、基本的にはそ

うだと思うんだけど、今本人だけじゃなくってクラブが

後押ししないといけないというルールがありますよね。

だから、さっきの加藤さんじゃないけど、実際、有能な

人はいるけど、クラブが駄目って言ったらガバナーに

なれないので、そのあたりの仕組みっていうか、考え

方をかえなければいけないかもしれないですね。それ

で、私も有能な人がガバナーになって、それを取り巻く

地区幹事とか地区副幹事がまた優秀な人が出てくる。

優秀というか、やる気というか、非常に前向きというの

ですかね。すごいですよね、第2580地区というのは。

田 嶋 ▶▶すごい成功しているんですよね。若いガバ

ナーが出るようになって。

千田 ▶▶ただ、その地区の人がやってくれないといか

んよね。パストガバナーがちゃんと責任もって、バック

アップとか出すのも。

田嶋 ▶▶クラブで潰しちゃう。早く名前が出ると潰し

ちゃうんだよ。

田中▶▶でも、クラブの推薦がないと困るよね。

司会▶▶そりゃそうですよね。でも、小さいクラブが2

つでガバナーを出すっていうのはどうなんでしょうね。

神野 ▶▶どっちも小さければ難しいと思いますよ。ガ

バナー補佐の選出の仕方も結構大きな課題になって

ると思うんですよね。

田中 ▶▶ 他の地区と違うね。他の地区はガバナーが

推薦して組織作っちゃうもんね。

千田 ▶▶ガバナー補佐ってもうちょっと、ガバナーの

意向が反映するようにすると楽だわな。各地区からき

て、その人にいろいろお願いしないといけないし。

神野▶▶でも、それはね、4、5年かかりますよ。

司会▶▶ 時間も来ましたので、そろそろ締めを・・。平

成最後の10年間の最初のパストガバナーとして、片山

パストガバナー、10年を総括していただけますか。

片山 ▶▶それは少々荷が重いので、私の独断の感想

4点ほど述べさせていただきます。1つ目ですが、現在

までの30年間を振り返りますと、ちょうど平成30年間

とほぼ重なっています。この30年間を10年ごとに3分

割してロータリーの変化を見てみますと、平成10年ま

でロータリーは右肩上がりでした。しかし、平成後半

の20年間は右肩下がりで受難の時期でした。そのよ

うな中、RIは職業保持の原点を外し、会員に会員増

強と寄付・年会費の増強を絶えず求め、遂には職業

奉仕を事実上5大奉仕部門から下ろし、社会奉仕部

門に合流させるという話も聞き、私のガバナー年度の

地区方針でもあった「持続可能な前進」のまさに逆

を行っているように感じられました。2つ目は、斎藤直

美（豊田RC）2006年度パストガバナーを2016年度・

2017年度のRI理事として当地区から初めて輩出した

という、2760地区ロータリー愛知85にとって重要な

出来事がありました。当地区の将来にとって、計り知

れない啓蒙的な影響をもたらし、永く記憶されるべ

き出来事だと思われます。それ以外にも、5年ほど前

に名古屋から始まり、年々盛大に開催されている

WFF、50年前に豊橋から始まり、定着したゴミゼロ

運動、この2つの奉仕活動を一対として春期・秋期の

2大奉仕イベントとして将来に受け継がれるようにし

なければならないと思います。3つ目として、反対に残

念なのがポリオ撲滅運動のことです。1987年に当地

区でポリオプラスというプログラムが採り上げられ、

委員会が設置されました。私の年度に、ポリオ撲滅

の為に今後3年間に同額の寄付を提出することを条

件にゲイツ財団から1億ドルを受け取り、全会員に寄

付を再度求めてきました。しかし、最初の同額寄付か

ら10年経った現在でもその決着がついておりません。

いずれ数年のうちに撲滅宣言が出せると信じていま

すが、次の10年に申し送りをしなければならない事

は、私にとって本当に忍びない事です。4つ目は、ロー

タリーの組織・権限の問題です。組織は大きくなれ

ばなるほど、権限の集中が必要です。しかし、ロータ

リーの基礎は、クラブとその会員が底辺にあり、地域

と密着したクラブの独立自存があればこそです。RI

は権限の一部をガバナーあるいは地区に、ガバナー

はガバナー補佐に委任・譲渡する事が必要ではない

かと思います。私もガバナー補佐に一部権限委譲・ガ

バナー補佐の推薦事項・分区運営要領などを地区便

覧に記載し、口頭でも定着を推奨しました。しかし、

ガバナーは単年度官なのでなかなか難しく、本来は

地区大会で出来ると良いのですが、それも難しい問

題があります。近藤年度に「地区審議会」が活動でき

るようになりましたので今後は地区審議会を活用し、

大いに議論したいと思っています。

司会▶▶貴重なお話ありがとうございました。大変勉

強になりました。

座
談
会

司会▶▶本日はお忙しい中、誠にありがとうございま

す。この座談会は2008年～2017年の10年間の中でガ

バナーをお務めになった皆様にご参加頂きました。

担当された年度の順に、取り組まれた事や課題など

について忌憚のないご意見を伺いたいと思います。貴

重なご意見からこれからの10年に向けての指針が見

えてくるかと存じます。それでは、まず2008年から

2009年度のガバナー、片山パストガバナーからお願

い致します。

片 山 ▶▶ RI会長の

テーマ“夢をかたち

に”それを受けて、

私の方は“持続可

能な前進！”という

地区方針で、サブと

して“ロータリーに

心を”という歌を作

りました。読んだ人

からは、とても良い歌だと好評を頂きました。“ロータ

リーに心を注ぎ　ロータリーに心を開く　ロータリー

を心に受け止め　ロータリーを心に住まわす　ロー

タリーの心をみんなで考え　ロータリーの心を静か

に思う　ロータリーの心は我等の心　ロータリーの

心は世界の心”という内容をテーマにした歌でした。

司会▶▶歌を通すとロータリーの理念が心にスーッと

入ってきますね。ところで、地区大会の時、私も関係

者だったのですが、ゲストは小泉純一郎さんでしたね。

片山 ▶▶ 名古屋名東クラブさんのお世話で、小泉さ

んに来て頂いたからあれだけの会員が地区大会に集

まってくれました。

司会▶▶本当に多くの会員が参加されましたね。

片山▶▶大いに盛り上がり良かったです。

司会 ▶▶この地区大会は悲しい出来事があり、片山

パストガバナーも心を痛められた事でしょう。

片山 ▶▶忘れもしません、RI会長代理とロータリー

ミーティングの特別講演のためお越し頂くことになっ

ていた佐藤千壽さん（東京東RC）の突然の訃報です。

地区大会の4週間くらい前に2回ほど東京でお目にか

かりました。当時佐藤さんは90歳でこれからヨーロッ

パ旅行に行くと伺い、「元気で行って来てください

ね」と、笑顔で挨拶を交わしました。ところが、地区

大会の20日くらい前、突然訃報が入りました。クルー

ズの最中にドクターがいなくて助からなかったとお聞

きしました。ロータリーミーティングの特別講演は、そ

の講演原稿が親友の圡屋亮平パストガバナー（松戸

RC）に託され、圡屋さんが代読されました。今でも忘

れられない出来事でした。

司会▶▶また、ロータリー愛知81にちなんでの昼食会

は皆さんに喜ばれましたね。

片山▶▶そうですね。公式訪問に行く多くのクラブで、

古参会員の方々が心なしか、さみしいお顔をしておら

れるのを見かけるものですから、この機会にと思って

第１日目のRI会長代理を囲む昼食会に招待した訳で

す。「ロータリー愛知81」にちなんでと言われるのは、

RIが事務的に当地区に付けた名称は「RI第2760地

区」ですが、私は当初より当地区が胸を張って自称

できる当地区の名前を「ロータリー愛知81」としまし

た。この名前を、ガバナー月信をその巻頭言として発

行した地区誌にも使いました。これは地区の機関誌

の役割と地区内各クラブ間の親睦誌の役割を担う双

方向の雑誌です。81という数字はその年度の当地区

全クラブの数です。招待しました古参会員の年が81

歳以上というのは、これ未満の歳では、該当者が多

過ぎてこの81を借りたのです。

司会 ▶▶ロータリーの方は若 し々いので81歳以上の

会員の皆様が元気に沢山お越し下さいました。片山

パストガバナーありがとうございました。次は2009年

大澤年度ですが大澤輝秀パストガバナー（豊川RC）

は、平成16年９月に逝去されています。ご冥福をお祈

り申し上げます。それでは、続きまして、クールビズを

提唱されました、２010年から2011年度のガバナー、

田嶋パストガバナー、お願い致します。

田 嶋 ▶▶ 私の時の

RI会長は、レイ・ク

リンギンスミスさん

というアメリカの方

でした。会長のテー

マは“地域を育み、

大陸をつなぐ”でし

た。私の年度の特

徴は3つあります。1

つは、ロータリー財団のフューチャービジョンが始

まった年です。当地区がパイロット地区になっていま

した。もう1つは、戦略計画ストラテージックプランを

日本では「長期計画」と訳していましたが、試行錯誤

を経て、今の戦略計画という名称に変更し、始まりま

した。最後の１つは東日本大地震が起きた年という

ことです。

司会▶▶あの東日本大地震が起きた年ですね。

田嶋 ▶▶最初は未来の夢計画という名前で始まっ

たのですが、夢という表現に異論も多く、協議を重

ねた末、フューチャービジョンという名前になりまし

た。私の頃は、RIの表現をアメリカはアメリカで直し、

日本は日本で直すスタイルで、日本流は受け入れやす

い表現に変えているのではないか？という指摘も多く、

本場アメリカの表現に戻したということです。フュー

チャービジョンでは、新しい地区補助金について皆さ

んのご理解を頂き、いかに活用して頂くかということ

を一番大きな目標としていました。

司会▶▶ 確かに日本語に直すと本来の意味が曖昧に

なる場合もありますね。また、医療支援にも熱心に取

り組まれてましたね。

田嶋 ▶▶ 深谷地区財団委員長と一生懸命取り組んだ

のが、グローバル補助金を使った医療支援です。アメ

リカのヒューストンと交流したのが当地区の医療支援

の始まりで、しかも、グローバル補助金を使った医療

支援というのは、当時本当にまれで、この地区の大き

な成果の1つだったと思います。それから、戦略計画

については、公式訪問でお話してもほとんど何も知ら

ない人ばかりという状況の中で、いかに皆さんに存在

を知って頂くかが課題でした。

司会 ▶▶そして、この年度は日本は未曾有の出来事

がありました。

田嶋 ▶▶そうです、東日本大地震が1番の問題でした。

地区としてはいずれも1人1,000円以上という形で1次

支援、2次支援を行いました。諮問委員会では1,000

円では金額が少ないんじゃないのか？という意見も出

ましたが、会員の皆様が企業でも多額の義援金を出

されて、個人でもロータリー以外に寄付されている事

を考えて出した金額という趣旨を説明し、この金額で

やりましょうということになりました。最初、2,000万

円ほど集まり、希望の風奨学金に全額協賛致しまし

た。２次支援では宮城岩手の地区と千葉県の地区と

もう１か所に配分致しました。その他、ヘリコプター

の支援も致しました。これは、地区大会をやって頂い

た「あまクラブ」が余った1,000万円を地区に返却して

くれたので、そのままヘリコプターの支援金に使いま

した。孤立した所に食料を運んだり、薬を運んだり、

１ヵ月くらい活用されました。それでもまだ余りが出て

いたので、軽トラックを買いたいという支援組織に活

用致しました。

司会 ▶▶田嶋パストガバナーありがとうございました。

東日本大地震が起きてからのガバナーの取り組み方

は、本当に心を打たれるものがありました。それでは、

引き続き、松前パストガバナーお願い致します。松前

パストガバナーは、2011年から2012年までガバナーを

お努めになりました。震災後の大変な年でしたが、

ロータリークラブの力、絆の強さを再認識されたので

はないでしょうか。RC会員歴が半世紀以上と伺いま

した。色 な々思い出がおありかと存じます。

松前 ▶▶ 私は、1967年に一宮北RCに35才で入会し、

この50年間で、1990年には一宮中央RCの初代会長

として設立に尽力

出来たこと、そして、

2011年～2012年に

は2760地区のガバ

ナーとしてお務めが

出来た事を嬉しく思

います。

司会 ▶▶ 松前パスト

ガバナーのご経歴

を伺いますとすべてに「初」が付き、意欲的な取り組

みが伝わって参ります。2760地区にロータリー・リー

ダーシップ研究委員会（RLI）を導入されたのも初め

ての試みでしたね。

松 前 ▶▶ ロータリー・リーダーシップ研究委員会

（RLI）は新会員と未来のクラブリーダーの研修の

ためにアメリカで草の根運動として開発されたプログ

ラムです。日本でも各地区で急速に採用されつつあり、

双方向性とディスカッションリーダーDLに特徴があり

ます。私がガバナーに就任して最初の諮問委員会で

導入を諮り、認められて誕生しました。全国では6番

目の導入でしたが、RLIはまだ馴染のない時代でした。

ロータリー・リーダーシップ研究会の目的は、ロータ

リーの理解を深め、クラブを活性化すること。目的達

成の為に、日本では15地区でRLIの研修が行われ、

成果が上がっています。講義による教育ではなくディ

スカッション方式でリーダーの知識、考え方、創造性

を引き出します。

司会▶▶ 埼玉の中村先生には私も熱心にご指導を頂

きました。度々お越し頂いていますね。

松前 ▶▶ 2760地区は中村靖治国際ロータリー研修

リーダーが熱心にご指導下さり、地区研修の方が真

剣に勉強された結果、多数の方がディスカッション

リーダーになっています。私もガバナーエレクトの時、

妻久子とアメリカ・サンディエゴで1週間、コの字型の

RLI方式で飛び交う質問に、絞られました。現在

2760地区ではこのRLI方式に磨きをかけ改善し、有

用な研修として成果を上げていると聞いております。

この研修でロータリーへの理解が深まり、クラブが

活性化することが期待されます。ロータリーをより理

解し、ロータリーを心から愛するロータリアンが増え、

今後の100年もロータリーが益々発展する事を願って

おります。

司会▶▶ 4430地区ブラジルを訪問されましたね。

松前 ▶▶ 1988年度以降永く中断していた研究グルー

プ交換GSEを1997年度犬飼パストガバナーが再開さ

れ､私が委員長に任命され、当時の犬飼ガバナー、

片山地区幹事（片山パストガバナー）と総勢10名で

GSE研究グループの派遣先であるブラジル4430地区

を激励訪問いたしました。懐かしい思い出です。ちょ

うどこの年は、ブラジルへの移民90周年という節目

の年でした。そこで、各クラブから寄付された書籍１

トンを船便で送りました。この訪問はブラジル日本文

化協会に寄付する贈呈式もかねていたのです。24時

間を費やし、一行がサンパウロ空港に降り立ったのが、

5月13日早朝4時30分。訪問先クラブの会長や多くの

方々に迎えられてホテルに向かいましたが、GSE研究

生として来ていたサンパウロ軍事警察大尉ルイス君

の装甲車に前後を守られ、赤色灯を回転しながらの

移動。ガバナー一行への配慮に感謝しております。

司会▶▶疲れも飛んでしまう歓迎ぶり、嬉しいですね。

他でも熱いもてなしを受けたそうですね。

松前 ▶▶ 仮眠の後、日本人街に例会場を持つ日系ク

ラブ会員の多いリベルターデRCを訪問し、熱い歓迎

を受けました。その後文化協会に赴き、日本文化協

会山内会長に犬飼ガバナーから図書一式贈呈の目

録が渡されました。翌日は、サンパウロ・レステRCを

訪問しここでも熱い歓迎を受け、4430地区大会会場

に移動し、前夜祭を楽しみました。当時の4430地区

ガバナーは日系2世のKazuhiro Moriガバナーでした。

大会当日、我々一行は日本国旗を振りながら入場。大

きな拍手を今も覚えています。各クラブが順に旗を掲

げて入場行進する姿にも力強い息吹を感じました。

翌日はMoriガバナーよりレセプションに招かれ、一連

の行事終了の安堵感もあり、とても和やかな時間を

過ごしたことを鮮明に覚えています。その後、イグア

スの滝観光に向かいました。ブラジルとアルゼンチン

にまたがる落差80M、幅4キロの景観は圧巻でした。

最終日は、リオデジャネイロにも足を延ばしました。

2016年のリオ・オリンピックでコルコバードのキリスト

像が映し出されるたびにブラジル訪問を思い出して

おりました。往復2日間以上という10日間はハードで

したが、ブラジル訪問は実り多く思い出深い旅のひと

つとなりました。

司会▶▶そういえば、松前パストガバナーはある数字

に深いご縁があるそうですね

松前 ▶▶私は母校の大阪歯科大学の学籍番号が22

番でした。そして、一宮北RCの22代目の会長を務め

ました。ガバナーセミナーに指名されたのが2009年3

月22日でした。第2760地区の第22回インターアクト大

会に出席し挨拶の機会を頂きました。インターアクト

クラブは私の心の故郷であります。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーありがとうございました。

それでは、2012年から2013年度のガバナーでいらっ

しゃいました、千田毅パストガバナー、お願い致します。

千 田 ▶▶ 私の時は、

たまたま幸いなこと

に国際ロータリー

会長が田中作次さ

んで、R Iテーマが

“Peace Through 

Service 奉仕を通

じて平和を”でした。

司 会 ▶▶ 田中作次

RI会長との思い出で印象に残っている事は何でしょうか。

千田 ▶▶一番の思い出は、ロータリーの世界大会の

時のことです。ガバナー会をやろうという事になりま

したが、一番の問題は田中RI会長が参加してくれる

かどうかでした。そこで、全権を握っているRI秘書の

ベティさんという女性に交渉したのですが、直前まで

参加が不明のまま…。ところが、当日、田中RI会長が

来られて、皆びっくり！しかも、財団委員長なども連れ

てお越こしになったので、椅子が足りずバタバタと大

慌てして準備したのが印象に残っています。私共は

150人くらいで参加しましたが、田中RI会長は感激し、

喜んでお帰りになられました。また、同期のガバナー

が年1回集まって日本各地を廻るのですが、3回目の

時に田中RI会長が、「2012年度の会だから私も参加

する」と言われ、その会費を求めたところ、「これぞ

ロータリー」と言って、喜んで払って下さいました。

司会 ▶▶千田さんがガバナーになられた年は、震災

の翌年でしたね。

千田 ▶▶そうです、大震災の翌年でした。1月の研修

会で行った、カナダのトロントの方に一緒にやろうと

声をかけていただき、VTTの時に参加して頂きまし

た。その時、たまたま隣に座っていたのが、2750地区

の宮城・岩手の小野寺さんでした。その際、「お金を

集めるのは誰でもできる、我々はちゃんと震災孤児に

手渡したい」と小野寺さんにお願い致しました。あの

時は現地も混乱して色々大変だったのを被災地に視

察に行った時に実感致しました。30人の子供たちが

高校を卒業するまでにかかる4,800万円という金額を

集める為に、毎週500円ずつ集める提案をしましたが、

はじめはうまくいかず、幹事などに足りない分はガバ

ナーがもたないといけないと脅されました（笑）結果、

全額集まりましたが色々大変でした。

司会▶▶地区の目標など6つ挙げていらっしゃいます

が、沢山達成されていますよね。その中の高校生支

援で、甲子園に出場を果たした、仙台育英高校の球

児の中に孤児がいました。両親は他界し、お祖父さ

んの所から高校に通い、甲子園で3番打者として活躍

しました。1回戦で負けてしまったのですが、千田さ

んの応援が陰でありました。

千田 ▶▶地区と地区との交流では、抽選の結果、名

古屋クラブと奥三河クラブがメークアップする事にな

り、中日新聞の大島さんから「千田さん、えらいこと

になった！」と電話で心配を頂くほど、離れた地区の

クラブが交流することとなりましたが、その交流は2

～３年続けることができました。

司 会 ▶▶千田パストガバナーありがとうござました。

続いて、2013年度ガバナー田中正規パストガバナー

お願い致します。

田中▶▶会長になっ

ても知らないことば

かりで、地区に入っ

て改めて、凄い！と

驚くことばかりでし

た。ノミニーとして、

「お前また来たか！」

と言われるほどしつ

こく千田さんの後に

くっついて見聞きしている間に分かることがありまし

た。それは、ロータリーでは“はい”と“YES”しかな

いということです。「やろうよ！」と言った事は情報を

集めてやらないといけない、それが皆が前を向く事、

止めたらそれで終わり。私も思った事をとりあえず

やってみようと思いました。ある時、公共イメージの

コーディネーター「ロータリーの友」編集長の二神さ

んとお話しする機会があり、その時の話題から、地区

全体でやれるフェスタ、日本で初めてのロータリーの

ワールドフェスタを開催しよう！と私は思いました。皆

さんの協力のもと、思った以上に素晴らしいフェスタ

を開催できました。その後、近藤さんが形を作ってく

ださり、日本のロータリーでできました。そのきっかけ

に少しでもなれたのが良かったと思います。最後に、

任期の終盤に色 な々国に行きましたが、それが楽しい

思い出になっています。

司会▶▶どんなところに行かれましたか？

田中▶▶ベトナム、タイ、フィリピンは2回、隠れてモン

ゴル。つい最近はラオスに行きました。皆さんの友情

の支えもあり、色々な国へ行くことができ、非常に充

実した年度だったと思います。もう１つ印象的な出来

事として、同期のガバナーがEクラブを教えてくれた

事です。会費も安く、例会をホームページで行えるEク

ラブは、若い人も多く、クラブのイメージを変えたクラ

ブで面白かったです。

司会 ▶▶やはりイベントをやらないと、テレビ局や新

聞社の方々はあまり来てくださらないですよね。

田中▶▶私がテレビ局等に行ったのは最初の挨拶ぐ

らいだけでしたが、色々な人を引っ張りだすことは良

いことだと思います。たまに顔を出すと、ロータリーは

こんなことをやっているのか…とロータリーの活動を

改めて知って頂けました。

司会 ▶▶はじめのうち、ロータリーのことはあまりPR

してはいけないと教えられたのですが…。

田中 ▶▶それで、公共イメージコーディネーター補佐

としてお話させて頂きました。

司会▶▶希望の風などはどうですか？

田中▶▶希望の風は私ではなく、田嶋さんが担当してい

ます。希望の風は今も続いていて素晴らしいと思います。

司 会 ▶▶ 学生さんの喜びの声や手紙を拝見すると

ロータリアンになって良かったとしみじみ思います。

クラブでもお弁当箱支援といって、お弁当箱に色 な々

ものを詰めて、被災者の方に送り、そのお礼に折り紙

の花やお手紙をいただいたりしました。田中パストガ

バナーありがとうございました。それでは、2014年度

のガバナー、近藤雄亮パストガバナーお願いいたしま

す。パストガバナーの年度のガバナー月信の7月号は

熱田神宮ですよね。

近 藤 ▶▶たまたまう

ちのクラブに熱田

神宮の宮司さんがお

られ、写真を使わせ

てくださいと頼み、

毎回、熱田神宮に関

連する何かの写真

を使わせて頂きまし

て、最初から最後ま

でシリーズで載せました。私の時のRI会長は、ゲイ

リーC.K.ホァンさんという台湾の方でした。彼の考え

方のベースになっていたのが「儒教・孔子の教えです。

ロータリーがSNSを含めデジタル化していく中、アナ

ログ的なものを大切にされる方で、そういったところ

に私も共感しました。彼は“ロータリーに輝きを”とい

うテーマと5つの強調事項、つまり、“地域社会でロー

タリーの存在感を高めること・会員増強・ポリオ撲

滅・クラブの強化・ロータリーデーの実施”で始めま

した。この強調事項は今でもずっと続いています。当

時の私にとって歴代ガバナーの皆さんは雲の上の存

在。ガバナーノミニーに指名される場に臨んだ時、近

寄りがたい雰囲気がありました。そのような思いから、

もう少し目線を下げてロータリアンの中に入りたい、

堅苦しいことはやめて、メークアップに来たメンバー

のような近い距離感で本当の姿を見たいという思い

から色々考え、計画を立てました。結果、例えば「単

独でガバナーの公式訪問を初めて受けました」とか

「親クラブと一緒だとなかなか本音で話すことがで

きない」といったような声を聞くことが出来ました。

司会▶▶ 確か近藤パストガバナーの時、クラブをまとめ

て回るのではなく、ひとつひとつ訪問されたのですよね。

近藤 ▶▶はい、地区内全84クラブを個別に公式訪問

をしました。メンバーの数が少ないクラブも多いクラ

ブも皆さん本当に一生懸命ロータリー活動をされて

いて、素晴らしいと感じました。色々大変な面もある

けれども、この地区のクラブは本当に良くやってくれ

ています。何でもそうなのですが、一旦外に出てみる

と、中では分からない事が見えてくる。素晴らしさが

良くわかる様になる。ゲイリーC.K.ホァンさんのアナ

ログ的思考というか、情といいますか、それが地方に

あるんじゃないかなと思います。私はロータリーとい

うのは、ひと言でいえば…感動、感動をシェアするこ

とだと思うのです。こういうことをずっと言って回った

わけです。いろんな理屈やロジックを立てても感動

がない。そういったものだったら誰もついて来ないし、

仮にその場でついて来ても後は知らないという形に

なってしまいます。感動があれば、自分も仲間に入り

たい、これぐらいのお金を出してもいいなという気持

ちになります。そういう風になっていくといいなと思い

ます。先ほど田中さんが「自分は人が色々言ったこと

を取り上げた」と仰ってました。その中の１つ、WFF

(ワールドフードふれ愛フェスタ)を引き継ぎ、我々の時

は最初からやろうと組織を作り取り組みました。そう

したら、タイミングよく、ゲイリーC.K.ホァンさんの強

調事項の１つ“ロータリーデーの実施”というのがあ

りました。当時のRI理事の北さんからも昨年第2760

地区のプレゼンを見たら素晴らしいことをやっている

ので、是非ロータリーデーをジャパンロータリーデー

愛知として実施をしてくれないかという話を頂きまし

た。シニアリーダーは自分がまとめるからお前は同期

ガバナーをまとめろという事になったのです。結局、

100人以上のシニアリーダーの方々がWFFに参加を

してくれました。田中さんが始めた事を2年目である

程度形ができたかなと思います。

司 会 ▶▶ロータリー

デーというのは、その

時から始まったので

すか？

近藤 ▶▶そうです。ゲ

イリーC.K.ホァンさ

んが自分の強調事項

で提唱したのです。

世界中に、クラブ単

位でもいいし、地区単位でもいいし、あるいは国単位

でもいいから、とにかくやってくれと。私は各クラブ単

位で是非やって下さい。これはガバナー賞の対象に

します！とやったのです。地区単位ではせっかく田中

さんが地区の大きなイベントをやってくれたので、そ

れをジャパンロータリーデーに育てる決心をしました。

ゲイリーC.K.ホァンさんの強調事項、北RI理事の薦

めもあり、ちょうどタイミングが合ったのですね。それ

からもう1つ。“ロータリーは何だ？”とか陰で色々文

句を言う声もありますが、言いたいことがあるのなら、

RIには3年に1度開催される規定審議会というのがあ

るので、そこへ第2760地区から物申す！と、意見を出

したらいいんじゃないのか、その為の規定審議会で

すから。そして地区内クラブに立法案提出のお願い

をしました。地区の色々な問題を取り上げて会長さん

たちに諮る地区審議会と立法案審議委員会というの

を作り、片山先生、田嶋先生と相談しながら3人で地

区審議会規約を作りました。それが今実行されています。

司会 ▶▶もう１つ、IT委員会で地区で初めてHPを作

られたとか。

近藤 ▶▶ホームページは前からありました。尾本さん

が非常に熱心に取り組んでくれていました。地区で

形に出来たのは、いきなり出来たのではなくて、思い

とか色々な下準備があったからです。尾本さんの不

断の努力のお陰だと思っています。私のような者でも

ガバナーを務めることが出来たのはゲイリーC.K.ホァ

ンさんの「儒教・孔子の教えの下、アナログ思考でや

る」この理念があればこそです。また、片山先生がガ

バナーをお務めになられた時、ガバナー補佐としての

私をご指導して頂いたこと、その後も色 ご々指導を頂

いたお陰と片山先生には大変感謝致しております。

計算で繋がっているのではなくて、情で繋がってい

る関係は素晴らしい力になると私は思います。

司会 ▶▶近藤パストガバナーありがとうございました。

では、2015年度のガバナーでいらっしゃいました加

藤陽一パストガバナーお願いします。

加 藤 ▶▶ 私の時は、

スリランカのK .R .

ラビンドランさんと

いう方がRI会長で

した。英語で“Be 

a gift to the world”

サンディエゴでの国

際協議会で“世界

へのプレゼントにな

ろう”と訳されましたが、はっきり言って何を仰ってい

るのか分かりませんでした。同期のガバナー連中とこ

れは何を言ってるのだ？？と色々話し、プレゼントは、

たぶん奉仕のことだろうなと、同期のガバナーとそう

解釈しようということになり、サンディエゴから帰って

きました。K.R.ラビンドランさんは、アジアの中でのは

じめてのスリランカの方ですから、どうもイメージが

湧かず、このRIテーマも皆さんにどうお伝えしようか

…とちょっと苦労しました。

司会 ▶▶加藤パストガバナーは、お父様もロータリア

ンだったのですね。

加藤 ▶▶そうです、親父も瀬戸クラブで会長をやって

いました。その頃、斎藤先生が仰っていた「原点回

帰」の話に感銘を受けました。最近ロータリーが原点

というか根本がわからなくなってきたのではないか…

という私自身の心情もあり、見直しをという意味で、

早速先生にお話しして了解を頂き、原点に帰りたいと

お話を申し上げて、ずっと講習をやったのです。

司会▶▶ガバナー時代、思い出に残ることを教えてく

ださい。

加藤 ▶▶田中さんの資料を基に34クラブ訪問いたし

ました。クラブとの交流、私自身の交流もそこそこや

らせて頂いたつもりでおります。WFFに関しては、田

中さんから近藤さんに受け継がれ、私の時はだんだ

ん形になってきました。私の時から企業協賛にも力を

入れて、600万か800万円を頂戴し、去年が1,000万円

くらいでした。ロータリーを世間に広めるという意味

もあり、だんだん大きくなっています。特にエンドポリ

オに関しては、売り上げもだいぶ上がってきています。

たまたま国際奉仕委員会の方と一緒にVTTでインド

ネシアに行く機会があり、ジャカルタの劣悪な環境に

いる子どもたちを訪ねました。学校も行けず勉強もで

きないヒンズー系の子供たちを援助していたのは、イ

ンドネシアの方達。この出会いを機に私たちもやって

いこう！と、ポリオ500万円、あと400万円プラス地区

のクラブから拠出されたお金を使って、やり始めたの

です。ぼちぼち卒業しないとと思っているのですが、

今もWFFの実行委員長をやらせて頂いております。

WFFを通じて、ロータリーは世間に、そして日本中に

広がったのではないかと思っております。ガバナーと

して小難しいことはやった覚えはありませんが、

WFFが私にとっては一番の思い出かなと思っています。

司会▶▶やはりそういう努力があって、いろんな学生さ

んの支援などが出来るのですね。先ほど、千田パストガ

バナーの時にお話した、仙台育英高校の千田君の記

事は加藤パストガバナーの時の月信9月号に出ておりま

して、「花巻東高硬式野球部の千田京平君、亡き母と

「再会」信じ」という風に書いてありました。加藤パス

トガバナーありがとうございました。それでは、2016年

度ガバナー、服部良男パストガバナーお願いします。

服 部 ▶▶ 2 0 1 6年度はジョン・ジャームRI会長の

“Rotary Serving Humanity”というRIテーマでス

タートしました。丁度この年はロータリー財団100周年

という記念すべき年。100年前にアトランタで開催し

た国際大会を100年後にもう一度アトランタで！という

大きなテーマがありました。もう１つのテーマは、RI

の戦略計画を当地区にどのように持ってくるか。当地

区にはRIの戦略計画がありませんでした。従って当

地区の良いところと課題を分析し、良いところは、そ

のまま伸ばし、課題に関しては戦略計画を立て持続

可能にすることがテーマでした。一番の基本は、10

年後もこの地区が輝き続けるために1年間何をすれ

ばいいのかという事です。そこでまず、地区の戦略を

作るため戦略計画委員会を作りました。そしてもう１

つ、広報、ITを一緒にして、公共イメージ向上委員会

を設立させ、戦略計

画の中でも大きな部

分であるロータリー

の認知度と公共イ

メージの向上を図り

ました。それからも

う１つ。研修委員会

を再度新設し、その

下にRI実行委員会

を分けて、研修をさせて頂きました。これが大きな地

区に対する戦略計画です。あとは、地区としての財団

の取り組みがしっかりしていた為、未来の夢計画に

始まる延長の100年を是非！ということで、大変高い

数字を掲げました。一人180ドルを財団に寄付し、結

果、目標を達成することができました。ジョン・ジャー

ムさんは、ポリオ、財団の経験が非常に深い方です。

そういう意味でも皆様方に大変感謝しております。ア

トランタで100周年を祝おう！をテーマにした大変忙

しい年でしたが、皆さんと一緒に色んなことをさせて

頂きました。深く感謝申し上げます。もうひとつ良かっ

た事は、2750地区と会員が良い競い合いをした結果、

最後に１つ新しいクラブが出来た事です。結果的に

34地区の中で一番多く会員が増えた事も皆さま方と

の１つの成果だったと考えています。

司会▶▶ 服部パストガバナーありがとうございました。

それでは、まだ記憶も新しい、2017年度ガバナー、神

野重行パストガバナーお願いします。

神野 ▶▶私がロータリーに入ったのは金沢東でした。

石川・富山地区の金沢ですが、2610地区のガバナー

という方がどういう存在か、ロータリアンとして全く意

識せずに6年いました。それで、名古屋に戻ってもう

一度名駅ロータリーに入った年が2008年7月。今考え

ますと片山ガバナーの年度で、2760地区で再入会し

ガバナーという存在があるということをはじめて知っ

たぐらいで、全く知らずに6年いたなという思いがしま

した。ガバナーの公式訪問は、西クラブと一緒に受

けていましたが、自分のクラブに来られたという感じ

が薄く、公式訪問に対してもあまり意識しておりませ

んでした。まして地区への出向や、ガバナー補佐を引

き受ける事も、クラブ幹事の経験もなく、ロータリー

の地区の動きも全く知らずにいた私が、いきなりガバ

ナーということで大変驚きました。なので、先輩たち

とはずいぶん感覚が違うと思っております。私は千田

パストガバナーには学生時代からご指導頂いており

ます。また、両親の関係で存じ上げている方ばかりで

す。しかし、ガバナーという意識で拝見したのは、私

がクラブ会長の時の田中ガバナーが初めてでした。

公式訪問の時にガバナーの存在を目の当たりにして、

凄い人なのだと思いました。親の西クラブと一緒だっ

たのですが、大きな先輩、親クラブでありながら、結

構ガバナーというのはビシビシ言われるなと。私ども

は子クラブにも関わらず、大変褒めて頂いて恐縮した

ものです。ガバナーは、凄い存在なのだということを

初めて肌で知りました。そんな頃です、私の高校の同

級生の近藤さんがガバナーをどうも引き受けるようだ

と話を聞いて、よくそんなことをやるな～と言ってし

まった覚えがあるのです。そういった中で、去年ガバ

ナーを引き受ける事となったのです。イアン H.S ライ

ズリーさんは“変化をもたらす”をテーマに、確か

ロータリーそのものが大きく変わったというお話をさ

れていたのを聞き、変化の時代だから、何かをやろう

と考えて出来ないだろうかと思いました。一番に思っ

たのは、ロータリーのイアン H.S ライズリーさんのこ

の言葉です。「ロータリーとは何か。何をしているのか

ということをもっと世の中に知らしめてほしい。」そこ

で、公共イメージ向上というものについて、自分がで

きる範囲でやってみようと思ったのです。1つはマスコ

ミや地域の皆さんへの働きかけ。もうひとつは、地区

ガバナーとロータリアンの距離感というのをできるだ

け縮めるという事を考えました。ガバナーは一般ロー

タリアンにとって遠い存在というか、私自身近寄りが

たい存在と思っていました。そこで、一年かけてクラ

ブの訪問以外にも、いろいろと接する機会をつくり、

距離を縮める試みをしたつもりです。服部さんは、地

区の戦略委員会で非常に改革的な事もやって下さい

ました。村井さんからはそんなに急にやっても無理な

んじゃないかとご心配頂きましたが、やっぱり自分な

りにやってもらいたいし、やってみたいということで、

全クラブに戦略委員会のような類のものを設置して

頂いたというのが、一番の私の思い出です。それから

もう１つ、諮問委員会で、先輩諸氏にお許しを頂き、

地区の体質の強化を図る取り組みを始めました。１つ

は、青少年対策の危機管理基金、これを1,000万円積

み立てさせて頂きました。それから、愛知県と防災協

定を結んで、地域の皆さんと一緒に勉強して、万が一

のときはどういった事ができるかということを考える

態勢を作らせて頂きました。これは先輩諸氏にも認

めて頂き、地区大会で結ぶことができました。

司会▶▶地区大会の思い出はいかがでしょう。

神野▶▶そうですね、

思い出がいっぱい

あるのですが、よも

や、D.K.リーさんが

来るとは想像もして

おらず、8月15日の

メールを開けてびっ

くり！片山パストガ

バナーがちょうど同

期だとの事でお願いできて本当に助かりました。大

先輩からも良くやったと言って頂いたのは先輩のおか

げです。今年は神奈川へ行かれるそうで、ガバナー

がとても焦っておられたと、村井さんから聞きました。

村井ガバナーから力になってあげてと言われて、気楽

に笑っていられるのが幸せです。最後に、６月の最後

にクロスプロモーションの青少年と学友の交流フェス

タ、これが出来たのも思い出です。ご出席の皆さんに

もいろいろ無理を申し上げました。それから、昨年度

だけになってしまったのですが、イアン H.S ライズリー

さんの植樹のお話につきましても、それぞれ分区やク

ラブで、個人的にもやって頂いたおかげで、8000本と

いう、一人一本の植樹目標を達成できました。「ガバ

ナーというのは言ったことを何でもできる」と言われ

たことをいい事に、先輩諸氏に無理を言い、それに

応えて頂いた事に感謝しております。WFFも晴れ男

で頑張ってくださいと言うだけで、今年度に相当資金

的余裕をもってお渡し出来ました。細かく言いますと

１時間では終わりませんが、これで終わりたいと思い

ます。ご指導頂いて、本当にありがとうございました。

司会 ▶▶ 神野パストガバナー、ありがとうございまし

た。こういった素晴らしいガバナーたちが10年間、努

力されたおかげで、第2760地区は本当にキラキラと

輝いていたのだと思います。どうもありがとうござい

ました。

司会▶▶片山先生いかがでしょう？

片山▶▶そうですね。ガバナーの視点というより私個

人の職業上の視点からのことを先に言いますと、そ

の頃地区大会での決議は大会決議と名付けられて、

ＲＩ会長・ＲＩ会長代理に感謝する。現ガバナーに感

謝する。地区大会ホストクラブに感謝するなど、決議

でなくても、ガバナーから口頭でお礼申し上げますと

言われれば済むことばかり。のどかな風景でした。そ

れまで、地区大会で審議・決議していた必要的決議

案件は、前年度の地区決算の承認、次年度地区大会

開催場所と日時の決定・承認くらいのことでした。そ

こで、ロータリーを法曹出のガバナーの目から見て、

地区大会の決議機関部分を整備しました。それは地

区大会における必要的決議案件の決議といわゆる大

会決議案と称していた案件とを区別し、必要決議案

件は各クラブの議決権票数を有する会長・幹事・副

会長等が出席する地区大会１日目に審議・決議し、

大会２日目にはその報告とし、大会決議案は１日目は

大会決議委員会からの決議案の内容の報告とし、大

会２日目の地区内全会員が参加する会議に大会決議

案を上程し採決するとしたことです。その年度の必要

的決議案件は、ガバナーノミニーの選出方法として指

名委員会方式の採択と指名委員会委員の選任の件・

2010年開催の規定審議会提出案件承認の件（当地

区初めての規定審議会提出案件）・ロータリー財団

未来の夢計画パイロット地区候補申請の件の3件で

した。現在においても、その流れが継続しているのは、

うれしいことです。それから、もう一つはガバナー選

任の地域的配慮のことです。パストガバナーの皆さん

が思っておられるでしょうが、全地区内、尾張も名古

屋も三河もどの地域にも一様にパストガバナーがでん

としておられ、しかも各分区にも元気なパストガバ

ナーがいることです。しかし、色 な々事情により、その

ようにはいかないのです。特に、分区でガバナー補佐
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が分区内事業をする時あるいは分区内で事が起きた

時などに、どの分区にも、身近に相談ができるパスト

ガバナーが常にいるというのがいい訳です。地域の

関係では名古屋５・三河４・尾張３の比率で候補を選

任し、各地域内分区の順番は各地域関係のパストガ

バナーの相談によるという方針はできていますが、そ

れでも、地域の事情により万遍なく一様にとはいかな

いという実情ですね。その事情の一番大きいのが、う

ちのクラブの人数では、引き受けられませんという断

りです。その対処の１つの方法として、私のガバナー

年度に親子兄弟クラブにお願いして、監事・副幹事・

スタッフ等２人位ほどご協力をいただき、率先垂範し

た積もりです。偶然この時、近藤パストガバナーも西

名古屋担当のガバナー補佐で入って来られました。

司会▶▶だから先生の時は、他のクラブのスタッフが

5～6人入っていたのですね。

片山▶▶そうです。そういうことをやったのです。

加藤 ▶▶尾張3分区では大変申し訳ないと思っており

ます。去年ですが、南尾張分区でペケ、西尾張分区

でペケ、たまたま東尾張分区はその時にパストガバ

ナーが3人いらっしゃったのです。だから、僕を入れて

4人いたわけです。結局、尾張分区からしか出すとこ

ろがなくて、たまたま、犬山さんが今まで出していな

かったわけです。犬山が出るといったのでこれは良い

と安心していたら、委員会の前日に断ってきた。びっ

くりして田中先生にどうしよう…と。それで江南の福

田さんに急遽電話申し上げたら、「大丈夫だよ。うち

におるから」との返事。それでご本人と話をして、OK

ということになったのですが現役の会長さんなので

す。現役の会長さんは本来ダメなのです。それでRIの

方に問い合わせて、許可を得て伊藤さんがガバナーノ

ミニーに決まったのです。

片山▶▶だから、小さなクラブが一緒になって協力し

て出さねばね。

加藤 ▶▶ 今は東海と常滑なんかは出せます。しかる

べき人間もいます。今、片山先生が言われた小島先

生などもいるのですが、たまたま小島先生が病院を

建て替えて忙しいということだったのです。

司会▶▶できれば、9人で話し合うと盛り上がるような

テーマをあげて頂いてお話して頂けるとありがたいな

と思います。

神野 ▶▶これって、10年の思い出が皆さんにあります

よね。そして、これからの10年に向けての皆さんの期

待とか想いとか、この2つにしたらどうでしょうか?

田嶋 ▶▶地区大会のゲスト、会長代理を昔みたいに

自分たちで推薦させてもらえないかという意見が割

と今、いろんな地区から出ているじゃないですか？

神野 ▶▶ 出ていますね。全然来ると思ってなかった

D.K.リーさんが韓国から来られたし。

加藤 ▶▶ 僕の時も1か月前ですよ。それではなんとも

ならないですよ、こっちの準備も。だからもっと早く決

めてほしい。誰がどういう風に決めるかわからないで

すけどね。

田嶋 ▶▶大澤さんの時代までは地区が候補者を推薦

していたのですよね。

加藤 ▶▶ 要望は出せるけど、それに対しての返答もな

く、無視ですね。

田嶋 ▶▶ 私の時はRIが会長代理を呼ばなくていい。

お金がないのだから。協議会でもRIの職員がお金が

ないから来ない。日本の旅行者が行ったのだもん。ツ

アーが案内した人たちがその職員を代行してやって

いたのです。だから、日本事務局からは誰も行かない。

本当にひどい話です。

片山▶▶田島年度に同地区の中からRI会長代理を出

したのは意表を突いた人選でしたね。

神野▶▶それが最近全然でていない。

田嶋 ▶▶豊島さんから未だに言われます、あの時俺

はタダ働きだと。あの時、RIから地区で負担すること

はまかりならん、その代わり、会長代理で呼んだ場合

には一人いくら出すっていうような約束があったので

すが、一切払ってもらえなくて。こっちもすっかり忘れ

ちゃってましたが、日当も何もなく、未だに顔を合わ

すとそのことを言われます。

司会▶▶ 外国の方が来られると大変でしたよね。

加藤 ▶▶ 結局、通訳がいるでしょう。たまたま、米山

の子たちがやってくれたのですが、それからいろいろ

お話して頂くにしても、通訳を通すと時間が倍になっ

ちゃう。初めから文章を頂戴といって、文章をもらっ

たことはいいけど、読めないでしょう、だから、米山

の子に頼んで全部日本語に直してもらって、それをス

クリーンに投影して、それで通訳なしでやりましたけ

どね。しかも、決まったのが一カ月前でしょう。もう慌

てましたよね。

神野▶▶その教えを、D.K.リーさんの時には活かさせ

て頂いた部分もありますね。米山と福田君とか通訳

も含めて。

加藤 ▶▶日本のパストガバナーが来ていただくのが一

番いいですよね。

神野 ▶▶ D.K.リーさんは、みんな私の方を見ずにパ

ワーポイントを見る、だから、そういうのは嫌いだと

おっしゃって、以前のようなパワーポイントで出す事

ができなくて、30分でちゃんと収めるというのが、50

分以上になって、ちょっと大変でした。やっぱり国内

で来ていただくとありがたいですね。

司会 ▶▶あと、どうでしょう。一生懸命取り組んでい

らっしゃったWFF、これからどのようにして、あと何

年続けようかとかお思いでしょうか？

田中 ▶▶やれるかな？と思うんですよね。会場のこと

とか。

神野 ▶▶会場は大丈夫。エンゼル公園の方へ移します。

田中▶▶それならいいよね。できたら、日本の看板に

なるかもしれないから、少しずついいものに変えて

いっているから、同じものだとみんな飽きちゃうから

ね。近藤さんに頑張って頂いたよ。

神野▶▶ロータリーデー。

近藤 ▶▶タイミングでね。

神野▶▶こないだ、ジュディオングさんとご一緒したの

で、また確認して頼んでおきました。ポリオもう少しだ

から、楽しみですとおっしゃってました。

近 藤 ▶▶あれも、最初の仕掛人の福田さんが頑張っ

てくれて。ワールドフードでしょ、インターナショナル

で、フィリピンのロータリアンの参加者が多いのです

が、今では韓国、インドネシア、ネパール、パキスタン

からのロータリアンも加わり、ますますワールドになっ

ていて、そういう意味でなかなか大変ですが、少しず

つ変わりながらいいものに発展しているなと思います。

あれ、すごいよね、公共イメージアップにはね。

司 会 ▶▶やはり、イベントは少しずつ変化を求めて

やっていくのが良いですね。

千田 ▶▶名古屋ロータリーの福田君がはじめて来て、

私はこういう事をやりました、やりたいけどどうでしょ

う？そのような事を日本でやるのはどうだろうって提

案されました。その前に和合ロータリー。

田中▶▶ 和合の中でも、お金もそうなんですが、僕の

ところに泣きが入り、福田君がそれで和合をやめたら

西尾RCに入会したいと言っていましたが、和合の鷲

塚会長もやる気がでてきました。

実はその後ガバナーノミニーの指名に南尾張ができ

ない時に和合はどうだ？って聞いたのですが、事業

が重なりもう一年待ってくれと言われた。大きいクラ

ブだからやれないことではないと思うのですが。

司会▶▶結局、和合ロータリーと相乗りみたいになっ

たんでしょうか？

田中▶▶ちょうど、ワールドフードフェスタっていうの

は、そういったものが前の年にちょっと意見が出たん

だよね。千田さんの時に提案されたんだけど、実にな

らなくて、僕の時に同じように提案され、ちょうどその

日、公共イメージの先輩の方が、こういうのがあるけ

ど、プランもだいたいできてるし、勧誘もできてるから、

どうだろうと。和合でやりたいという話だったけど、

和合でやるなら名古屋市で、名古屋市でやるなら愛

知県全体でやろうよと、話がとんとん拍子に進んで。

それで、ほとんどいろんなところに声掛けて進めて、

すべてのクラブが協力するってことで何とかやれた。

全体2760地区でできたんじゃないかと思います。実

際に食べものの選択も良かったですもんね。ワールド

フードだから、名古屋でも珍しいものを作りたいって

ことで、地元のものはほとんど出さなかった。出店す

る方も初めてなのでリスクがあるのね。ただ最初の

公共イメージの費用もあり、なるべくテナント料を安く

して、あとは水道・施設費がちょっとかかるんだけど、

それも地区とかが応援してくれてやれたから良かった

けどね、お金の算段もできたから。でも、最初の250

万がなかったらちょっとやばかったかもね。

司会 ▶▶公共イメージのアップだけじゃなかったです

よね。

田中 ▶▶その中に、クロスプロモーションじゃないけ

ど、インターアクト、ローターアクト入れて、米山入れ

るっていうのは、最初から構想はありました。

司会 ▶▶近藤パストガバナーを始め、神野パストガバ

ナーにいたる歴代の方々が志を引き継いで下さいま

したね。

片山 ▶▶発案の福田さん、地区開催の決断と拡大の

田中・近藤両パストガバナー、承継・充実の加藤・服

部・神野の各パストガバナー、それに続く中心となる

実行委員会の委員長はじめ委員の面々、各分区のガ

バナー補佐はじめのロータリアン、インターアクトター

の応援等を得て当地区内外一丸となったポリオ撲滅

の募金等のイベント等々、当地区の一等地の真ん中

において、RI会長より日本ロータリーデーの名称まで

得て、当地区挙げての秋の恒例大奉仕活動事業に

なったことです。この十年を越えて長く語り継ぐべく

立てた記念碑と思います。

司会 ▶▶こうしたロータリークラブの取り組みが国の

行事にもなってますね？

片山 ▶▶そう、そう。思い出します。もう50年近くにな

るでしょうか、当地区豊橋のロータリークラブ（豊橋

北RC）から始まった5月30日を中心になされるごみゼ

ロ運動、地区の奉仕活動行事として日本に最たる行

事、日本全ロータリーばかりでなく、日本全国の環境

保全運動として定着しています。日本政府の提案に

より国連は毎年6月5日を国連環境の日と定め、日本

も同様環境の日と定めています。当地区は5月30日～

6月5日迄の1週間を強調するために、地区設定特別週

間として「環境保全週間」を設定することにしていま

すが、パストガバナーの皆さんは設定されましたかね。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーはインターアクトの活動

にも力入れていらっしゃいましたね。次世代を育てる

大切な活動ですね。

松前 ▶▶ 1987年に地区インターアクト委員となり、イン

ターアクトクラブの活動を推進しました。1990年には

地区インターアクト委員長となり、2760地区のインター

アクト活動で海外研修を始める事に致しました。毎年

夏休みにハワイ島に約30名を引率してホームステイを

行い大変喜ばれました。要望があった長野県のイン

ターアクトクラブも一緒のハワイ研修でした。各イン

タークラブより2名を選出、2ヵ月の勉強会の後、各地

域の高校の先生方が海外研修を推進して下さいまし

た。参加した部員からは、ハワイの研修でアメリカの

文化や語学研修が大変勉強になった、雄大なハワイ

の景色に感動した！と喜ばれ、毎年の実施を望む多く

の声があがりました。これを機に様々な高校でイン

ターアクトクラブが設立されましたが、愛知県立千種

高等学校、阿久比高等学校と進学校が参加して厚み

が増しました。その後、研修地はオーストラリアに変わ

りましたが、二十数回と継続し、発展している姿を見て、

海外研修に初めて取り組んだ私は感激しております。

司会▶▶田嶋パストガバナーは、公共イメージには何

が必要だと思われますか？

田嶋 ▶▶ 公共イメージって言うとついイベントに偏り

がちなんだけど、私がもっと強調しないといけないと

は思うのは、ロータリアンの質。もっと周知させるとか。

たまたま私はある俳句の結社に老人になって入って、

そこで仲間の人たちも会員になってもらったら、凄く

ロータリーに対する信頼っていうのをアピールしてく

れ、非常にまじめで、皆さんちゃんと実行してくれる。

約束したら実行してくれる。そういうロータリーの質

の良さをもっと知らせれば、会員増強もっと簡単にで

きると思うんです。

司会 ▶▶はじめに片山先生が俳句を読まれましたけ

ど、いろんなところで俳句のことを話されてますよね。

田嶋 ▶▶そういう面で公共イメージっていうのは、も

うちょっと補強しないといけないんじゃないかって気

がします。

田中 ▶▶そうするとクラブの中のロータリアンの質の

良さという原点に戻っちゃいますね。みんな集まって

フェスタをしたりするのにも、「ロータリアンの自覚」

とか、あんまり難しく言うとやめたってなっちゃう。

やっぱり、飴と鞭みたいに楽しいことがなければね。

田嶋 ▶▶クラブがいろんな人に働きかけて、ゲストで

呼んだりいろいろしないと、会員は増えないし、クラ

ブ会長が会員増強って言わないと絶対増えない。

やっぱりトップになる人が自覚してやらないといけな

いし、ガバナーとかガバナー補佐も会員増強って常に

言い続けないと会員は増えない。

司会 ▶▶どうなんでしょう、本音の話なんですが、日

本は女性ロータリアンが少ないですよね。心からもっ

と増えればよいと思っていらっしゃるのでしょうか？

田嶋 ▶▶私は増やしたいと思ってます。だって女性中

心で本来女性だけのクラブを作ろうとアイリスを作ろ

うと思ったんだけど、その話がたまたま東京の司葉子

さんの耳に入って、司葉子さんが盛田さんに、「女性

だけのクラブはダメよ。」って言ったものだから、盛

田さんも、「お前、まずいらしいよ、男入れよ」って。

結局、男性も入れたんだけど、やっぱり女性と男性を

比べると、女性の方が優秀。これはオフレコにしてほ

しいけど、完全に女性の方が質が高い。

司会 ▶▶私は名東ロータリークラブってところの初め

ての女性会員で、女性2人で一緒に入ったんですね。

絶対に1人はダメです。もうひとりがすぐ辞めてしまっ

たので、次に女性会員が入った時、とても気を使いま

した。私がいるからやめるみたいなことになったら大

変だと思って。なので、女性会員を入れられるなら

やっぱり複数から始められた方がいいと思います。

食事のスピードも違いますし、結構大変でした。

神野 ▶▶私も金沢東RCで女性2人に入ってもらった

んですけど、齢を重ねられた今でも頑張ってくれてま

す。今、女性の比率は1割かな、90、100人近くのうち

の9人です。

田 中 ▶▶ 都市は良いんですよ。経営者が多いから。

郊外は経営者が少ないんですよ。

千田▶▶女の人入れるには、男もいい男を入れないと

いけない。（笑）

司会▶▶いい女の人が入ってくると、けっこう男性がお

しゃれになる。出席率もよくなる。明るくなるし、いい

こともあります。だから、女性ロータリアンばっかり

じゃダメっていうのもわかるような気がします。

田中▶▶ 韓国にもあるね、女性だけのロータリアン。

田嶋 ▶▶日本もありますよ。

司会 ▶▶それでは、時間の関係で希望の風について

伺います。被災して消防士を目指す方などいろいろな

方がいるのですが、これはどのくらい続けようとお考

えですか？

近 藤 ▶▶ 基本的に田嶋年度の時に震災が起きて、

さっき田嶋さんも言われましたが、みんな最初、ガバ

ナー会を通して寄付したんだけど、そこから問題が出

て、寄付金を返せっていう地区と、使い道を考えてや

ろうという地区と分かれまして、その結果、10地区が

ファンドみたいにして、震災時にお腹の子も含めて、0

歳の子供が短大とか大学を出るまで奨学金を出そう

という話に決まりました。その時からずっとやっている

ので2011年から22年間のロングランです。だから私は

基本的に青少年奉仕事業じゃないかと思うんです。

千 田 ▶▶もしかして、そういうこともあるけれども、

やっぱり年はきっとかないといかんな、災害はどこか

でだんだんと出てくるし。

田嶋 ▶▶あのね、今ね、希望のファンドは資本金が4

億あるんです。地区が出した4億、それが減ってない

んです。毎年払うお金はその年度で寄付頂いたもの

で回っているんです。これをずっと続けてお金を貯め

ておいて、次の震災が起こった時にそれを拡大して

支援しようと言ってるのですが、ただ、希望の風を

作った時にいろいろ問題があって、ほんとにロータ

リーってこんなひどいこと言うかってことまで言われ

たのがあって、当時の人がまだ頑張っているわけ。8

年前の人がまだ頑張っているわけ。私は早くから近

藤さんにバトンタッチして、今度神野さんに。やっぱり

そうしないと長く続く組織は続かないよ。

神野 ▶▶でも、この前、2010年度組の皆さんが大いに反

省されながら、相当変えようという発言をされましたよ。

田嶋 ▶▶やっとですよ。私は最初から変えようと言っ

ているのに。

神野 ▶▶私が口火を切ったみたいだったんですけどね。

司会▶▶ 客観的に見ていると、さすがロータリアン、素

晴らしいことだなとしか思い浮かばなかったのですが。

田 嶋 ▶▶ いやー、ひどかったよ。集めたお金をガバ

ナーが山分けするとか、ありもしないようなことを言わ

れちゃって。あの時会長だった東京のガバナーは本当

に可哀想だった。集中的に叩かれたのがその人個人で。

神野 ▶▶ガバナー月信に昨日原稿を出し、今度載せ

てもらうことにしてあるので。こないだ僕はさっきの

ガバナーじゃないけど、わけわからず副委員長に代わ

れって言われて、代わったんですが、今おっしゃった

ように、あと正確には1億2千万です。私は2億と言っ

てるのですが、2億あれば33年までいけるのですよ、

今のペースで行くと。ただ、お話があったように、この

後ひょっとして大規模な、片親か両親がなくなっちゃ

うような震災があった時にそれをまた使えばいいじゃ

ないかと、何も正式名だけ変えればいいじゃないか

という声もあるし、今からエンディングを考えてやる

必要はないよっていう話にはなっているのです。で、

ルール・規則・制度が少しいい加減ってものも結構

あったので、この1年で相当変えて頂くっていうお題

いができ、さらに今年度の2580のガバナー会議長の

松坂さんも来てくれていたので、ガバナー会でも取り

上げてくれと。去年は17/34、今までに26/34地区が

この7年強の間に参加しているのですが、去年はちょ

うど半分の17ですね。あと17地区がほんの僅か、

さっきの1000円じゃないけど出してくれれば、十分に

やっていけれるし、もっと広い範囲でこういうことが

できるかもしれないという見方もあると思います。

田嶋 ▶▶だから、最初の人たちは変わって、どんどん

新しい人たちが新しい組織にしていけばいいんですよ。

片山▶▶財団になってる？

田嶋 ▶▶ 財団になってない。財団にすればいいよね。

明らかに公益性があるからね。

田中▶▶それで、米山とか同じような方向でもってい

けばね。

司会▶▶他に何か言い足らない事、こんなテーマなど

ございますか？お時間も少 と々なりました。

神野▶▶さっき私も地区の体制を変えた、強化したつ

もりだって申し上げたのですが、さっき片山先生が

おっしゃたように、ガバナー出せないと、千田さんみ

たいに2000万自分で出してもいいよって方は良いけ

ど、私もあとで気が付いたんですが、地区の予算を見

るとガバナーの活動経費みたいなのが、ほとんどな

いわけですよ。私は幸いクラブも支援してくれたから

よかったですが、小さいクラブからも平等に出しても

らおう、いい人を出してもらおうと思うと、そのあたり

を変えていかないとね。

司会▶▶そうですよね。

田嶋 ▶▶でも、実際ガバナー出してもお金なんてかか

らないよ、お金がかかるって言うのが信じらない。

神野 ▶▶ 事務局経費をガバナー事務所で持つでしょ。

それをクラブで結構持たないといけない。

田嶋 ▶▶ 事務局経費だって、ノミニー時代の事務局経

費がガバナーの負担になるだけであって、あとは間に

合いますよ。今度からノミニーも経費が出るようになっ

たでしょう、だから、ほとんどお金なんかかからないよ。

近藤 ▶▶片山先生がガバナーを務められた時に地区

副幹事、スタッフを親クラブ、兄弟クラブから出して

欲しいという依頼があり、私も地区副幹事で出向し

たんですが、あれも1つの手だと思うんですね。今も

松坂さんの話が出ましたけど、第2580地区全体の事

は分かりませんが、ガバナーと地区幹事と地区副幹

事が違うクラブに所属しているんですね。神野さんと、

ここの地区ではそんなこと考えられないなと話してい

たのですが、そういう地区も実際あるんです。だから、

もう少し実態を調べていくと意外とガバナーと他の

人達が違うクラブ、つまり、本当に地区で優秀な人達

を引っ張ってくるっていうんですかね、基本的にはそ

うだと思うんだけど、今本人だけじゃなくってクラブが

後押ししないといけないというルールがありますよね。

だから、さっきの加藤さんじゃないけど、実際、有能な

人はいるけど、クラブが駄目って言ったらガバナーに

なれないので、そのあたりの仕組みっていうか、考え

方をかえなければいけないかもしれないですね。それ

で、私も有能な人がガバナーになって、それを取り巻く

地区幹事とか地区副幹事がまた優秀な人が出てくる。

優秀というか、やる気というか、非常に前向きというの

ですかね。すごいですよね、第2580地区というのは。

田 嶋 ▶▶すごい成功しているんですよね。若いガバ

ナーが出るようになって。

千田 ▶▶ただ、その地区の人がやってくれないといか

んよね。パストガバナーがちゃんと責任もって、バック

アップとか出すのも。

田嶋 ▶▶クラブで潰しちゃう。早く名前が出ると潰し

ちゃうんだよ。

田中▶▶でも、クラブの推薦がないと困るよね。

司会▶▶そりゃそうですよね。でも、小さいクラブが2

つでガバナーを出すっていうのはどうなんでしょうね。

神野 ▶▶どっちも小さければ難しいと思いますよ。ガ

バナー補佐の選出の仕方も結構大きな課題になって

ると思うんですよね。

田中 ▶▶ 他の地区と違うね。他の地区はガバナーが

推薦して組織作っちゃうもんね。

千田 ▶▶ガバナー補佐ってもうちょっと、ガバナーの

意向が反映するようにすると楽だわな。各地区からき

て、その人にいろいろお願いしないといけないし。

神野▶▶でも、それはね、4、5年かかりますよ。

司会▶▶ 時間も来ましたので、そろそろ締めを・・。平

成最後の10年間の最初のパストガバナーとして、片山

パストガバナー、10年を総括していただけますか。

片山 ▶▶それは少々荷が重いので、私の独断の感想

4点ほど述べさせていただきます。1つ目ですが、現在

までの30年間を振り返りますと、ちょうど平成30年間

とほぼ重なっています。この30年間を10年ごとに3分

割してロータリーの変化を見てみますと、平成10年ま

でロータリーは右肩上がりでした。しかし、平成後半

の20年間は右肩下がりで受難の時期でした。そのよ

うな中、RIは職業保持の原点を外し、会員に会員増

強と寄付・年会費の増強を絶えず求め、遂には職業

奉仕を事実上5大奉仕部門から下ろし、社会奉仕部

門に合流させるという話も聞き、私のガバナー年度の

地区方針でもあった「持続可能な前進」のまさに逆

を行っているように感じられました。2つ目は、斎藤直

美（豊田RC）2006年度パストガバナーを2016年度・

2017年度のRI理事として当地区から初めて輩出した

という、2760地区ロータリー愛知85にとって重要な

出来事がありました。当地区の将来にとって、計り知

れない啓蒙的な影響をもたらし、永く記憶されるべ

き出来事だと思われます。それ以外にも、5年ほど前

に名古屋から始まり、年々盛大に開催されている

WFF、50年前に豊橋から始まり、定着したゴミゼロ

運動、この2つの奉仕活動を一対として春期・秋期の

2大奉仕イベントとして将来に受け継がれるようにし

なければならないと思います。3つ目として、反対に残

念なのがポリオ撲滅運動のことです。1987年に当地

区でポリオプラスというプログラムが採り上げられ、

委員会が設置されました。私の年度に、ポリオ撲滅

の為に今後3年間に同額の寄付を提出することを条

件にゲイツ財団から1億ドルを受け取り、全会員に寄

付を再度求めてきました。しかし、最初の同額寄付か

ら10年経った現在でもその決着がついておりません。

いずれ数年のうちに撲滅宣言が出せると信じていま

すが、次の10年に申し送りをしなければならない事

は、私にとって本当に忍びない事です。4つ目は、ロー

タリーの組織・権限の問題です。組織は大きくなれ

ばなるほど、権限の集中が必要です。しかし、ロータ

リーの基礎は、クラブとその会員が底辺にあり、地域

と密着したクラブの独立自存があればこそです。RI

は権限の一部をガバナーあるいは地区に、ガバナー

はガバナー補佐に委任・譲渡する事が必要ではない

かと思います。私もガバナー補佐に一部権限委譲・ガ

バナー補佐の推薦事項・分区運営要領などを地区便

覧に記載し、口頭でも定着を推奨しました。しかし、

ガバナーは単年度官なのでなかなか難しく、本来は

地区大会で出来ると良いのですが、それも難しい問

題があります。近藤年度に「地区審議会」が活動でき

るようになりましたので今後は地区審議会を活用し、

大いに議論したいと思っています。

司会▶▶貴重なお話ありがとうございました。大変勉

強になりました。

松前  憲典 パストガバナー
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司会▶▶本日はお忙しい中、誠にありがとうございま

す。この座談会は2008年～2017年の10年間の中でガ

バナーをお務めになった皆様にご参加頂きました。

担当された年度の順に、取り組まれた事や課題など

について忌憚のないご意見を伺いたいと思います。貴

重なご意見からこれからの10年に向けての指針が見

えてくるかと存じます。それでは、まず2008年から

2009年度のガバナー、片山パストガバナーからお願

い致します。

片 山 ▶▶ RI会長の

テーマ“夢をかたち

に”それを受けて、

私の方は“持続可

能な前進！”という

地区方針で、サブと

して“ロータリーに

心を”という歌を作

りました。読んだ人

からは、とても良い歌だと好評を頂きました。“ロータ

リーに心を注ぎ　ロータリーに心を開く　ロータリー

を心に受け止め　ロータリーを心に住まわす　ロー

タリーの心をみんなで考え　ロータリーの心を静か

に思う　ロータリーの心は我等の心　ロータリーの

心は世界の心”という内容をテーマにした歌でした。

司会▶▶歌を通すとロータリーの理念が心にスーッと

入ってきますね。ところで、地区大会の時、私も関係

者だったのですが、ゲストは小泉純一郎さんでしたね。

片山 ▶▶ 名古屋名東クラブさんのお世話で、小泉さ

んに来て頂いたからあれだけの会員が地区大会に集

まってくれました。

司会▶▶本当に多くの会員が参加されましたね。

片山▶▶大いに盛り上がり良かったです。

司会 ▶▶この地区大会は悲しい出来事があり、片山

パストガバナーも心を痛められた事でしょう。

片山 ▶▶忘れもしません、RI会長代理とロータリー

ミーティングの特別講演のためお越し頂くことになっ

ていた佐藤千壽さん（東京東RC）の突然の訃報です。

地区大会の4週間くらい前に2回ほど東京でお目にか

かりました。当時佐藤さんは90歳でこれからヨーロッ

パ旅行に行くと伺い、「元気で行って来てください

ね」と、笑顔で挨拶を交わしました。ところが、地区

大会の20日くらい前、突然訃報が入りました。クルー

ズの最中にドクターがいなくて助からなかったとお聞

きしました。ロータリーミーティングの特別講演は、そ

の講演原稿が親友の圡屋亮平パストガバナー（松戸

RC）に託され、圡屋さんが代読されました。今でも忘

れられない出来事でした。

司会▶▶また、ロータリー愛知81にちなんでの昼食会

は皆さんに喜ばれましたね。

片山▶▶そうですね。公式訪問に行く多くのクラブで、

古参会員の方々が心なしか、さみしいお顔をしておら

れるのを見かけるものですから、この機会にと思って

第１日目のRI会長代理を囲む昼食会に招待した訳で

す。「ロータリー愛知81」にちなんでと言われるのは、

RIが事務的に当地区に付けた名称は「RI第2760地

区」ですが、私は当初より当地区が胸を張って自称

できる当地区の名前を「ロータリー愛知81」としまし

た。この名前を、ガバナー月信をその巻頭言として発

行した地区誌にも使いました。これは地区の機関誌

の役割と地区内各クラブ間の親睦誌の役割を担う双

方向の雑誌です。81という数字はその年度の当地区

全クラブの数です。招待しました古参会員の年が81

歳以上というのは、これ未満の歳では、該当者が多

過ぎてこの81を借りたのです。

司会 ▶▶ロータリーの方は若 し々いので81歳以上の

会員の皆様が元気に沢山お越し下さいました。片山

パストガバナーありがとうございました。次は2009年

大澤年度ですが大澤輝秀パストガバナー（豊川RC）

は、平成16年９月に逝去されています。ご冥福をお祈

り申し上げます。それでは、続きまして、クールビズを

提唱されました、２010年から2011年度のガバナー、

田嶋パストガバナー、お願い致します。

田 嶋 ▶▶ 私の時の

RI会長は、レイ・ク

リンギンスミスさん

というアメリカの方

でした。会長のテー

マは“地域を育み、

大陸をつなぐ”でし

た。私の年度の特

徴は3つあります。1

つは、ロータリー財団のフューチャービジョンが始

まった年です。当地区がパイロット地区になっていま

した。もう1つは、戦略計画ストラテージックプランを

日本では「長期計画」と訳していましたが、試行錯誤

を経て、今の戦略計画という名称に変更し、始まりま

した。最後の１つは東日本大地震が起きた年という

ことです。

司会▶▶あの東日本大地震が起きた年ですね。

田嶋 ▶▶最初は未来の夢計画という名前で始まっ

たのですが、夢という表現に異論も多く、協議を重

ねた末、フューチャービジョンという名前になりまし

た。私の頃は、RIの表現をアメリカはアメリカで直し、

日本は日本で直すスタイルで、日本流は受け入れやす

い表現に変えているのではないか？という指摘も多く、

本場アメリカの表現に戻したということです。フュー

チャービジョンでは、新しい地区補助金について皆さ

んのご理解を頂き、いかに活用して頂くかということ

を一番大きな目標としていました。

司会▶▶ 確かに日本語に直すと本来の意味が曖昧に

なる場合もありますね。また、医療支援にも熱心に取

り組まれてましたね。

田嶋 ▶▶ 深谷地区財団委員長と一生懸命取り組んだ

のが、グローバル補助金を使った医療支援です。アメ

リカのヒューストンと交流したのが当地区の医療支援

の始まりで、しかも、グローバル補助金を使った医療

支援というのは、当時本当にまれで、この地区の大き

な成果の1つだったと思います。それから、戦略計画

については、公式訪問でお話してもほとんど何も知ら

ない人ばかりという状況の中で、いかに皆さんに存在

を知って頂くかが課題でした。

司会 ▶▶そして、この年度は日本は未曾有の出来事

がありました。

田嶋 ▶▶そうです、東日本大地震が1番の問題でした。

地区としてはいずれも1人1,000円以上という形で1次

支援、2次支援を行いました。諮問委員会では1,000

円では金額が少ないんじゃないのか？という意見も出

ましたが、会員の皆様が企業でも多額の義援金を出

されて、個人でもロータリー以外に寄付されている事

を考えて出した金額という趣旨を説明し、この金額で

やりましょうということになりました。最初、2,000万

円ほど集まり、希望の風奨学金に全額協賛致しまし

た。２次支援では宮城岩手の地区と千葉県の地区と

もう１か所に配分致しました。その他、ヘリコプター

の支援も致しました。これは、地区大会をやって頂い

た「あまクラブ」が余った1,000万円を地区に返却して

くれたので、そのままヘリコプターの支援金に使いま

した。孤立した所に食料を運んだり、薬を運んだり、

１ヵ月くらい活用されました。それでもまだ余りが出て

いたので、軽トラックを買いたいという支援組織に活

用致しました。

司会 ▶▶田嶋パストガバナーありがとうございました。

東日本大地震が起きてからのガバナーの取り組み方

は、本当に心を打たれるものがありました。それでは、

引き続き、松前パストガバナーお願い致します。松前

パストガバナーは、2011年から2012年までガバナーを

お努めになりました。震災後の大変な年でしたが、

ロータリークラブの力、絆の強さを再認識されたので

はないでしょうか。RC会員歴が半世紀以上と伺いま

した。色 な々思い出がおありかと存じます。

松前 ▶▶ 私は、1967年に一宮北RCに35才で入会し、

この50年間で、1990年には一宮中央RCの初代会長

として設立に尽力

出来たこと、そして、

2011年～2012年に

は2760地区のガバ

ナーとしてお務めが

出来た事を嬉しく思

います。

司会 ▶▶ 松前パスト

ガバナーのご経歴

を伺いますとすべてに「初」が付き、意欲的な取り組

みが伝わって参ります。2760地区にロータリー・リー

ダーシップ研究委員会（RLI）を導入されたのも初め

ての試みでしたね。

松 前 ▶▶ ロータリー・リーダーシップ研究委員会

（RLI）は新会員と未来のクラブリーダーの研修の

ためにアメリカで草の根運動として開発されたプログ

ラムです。日本でも各地区で急速に採用されつつあり、

双方向性とディスカッションリーダーDLに特徴があり

ます。私がガバナーに就任して最初の諮問委員会で

導入を諮り、認められて誕生しました。全国では6番

目の導入でしたが、RLIはまだ馴染のない時代でした。

ロータリー・リーダーシップ研究会の目的は、ロータ

リーの理解を深め、クラブを活性化すること。目的達

成の為に、日本では15地区でRLIの研修が行われ、

成果が上がっています。講義による教育ではなくディ

スカッション方式でリーダーの知識、考え方、創造性

を引き出します。

司会▶▶ 埼玉の中村先生には私も熱心にご指導を頂

きました。度々お越し頂いていますね。

松前 ▶▶ 2760地区は中村靖治国際ロータリー研修

リーダーが熱心にご指導下さり、地区研修の方が真

剣に勉強された結果、多数の方がディスカッション

リーダーになっています。私もガバナーエレクトの時、

妻久子とアメリカ・サンディエゴで1週間、コの字型の

RLI方式で飛び交う質問に、絞られました。現在

2760地区ではこのRLI方式に磨きをかけ改善し、有

用な研修として成果を上げていると聞いております。

この研修でロータリーへの理解が深まり、クラブが

活性化することが期待されます。ロータリーをより理

解し、ロータリーを心から愛するロータリアンが増え、

今後の100年もロータリーが益々発展する事を願って

おります。

司会▶▶ 4430地区ブラジルを訪問されましたね。

松前 ▶▶ 1988年度以降永く中断していた研究グルー

プ交換GSEを1997年度犬飼パストガバナーが再開さ

れ､私が委員長に任命され、当時の犬飼ガバナー、

片山地区幹事（片山パストガバナー）と総勢10名で

GSE研究グループの派遣先であるブラジル4430地区

を激励訪問いたしました。懐かしい思い出です。ちょ

うどこの年は、ブラジルへの移民90周年という節目

の年でした。そこで、各クラブから寄付された書籍１

トンを船便で送りました。この訪問はブラジル日本文

化協会に寄付する贈呈式もかねていたのです。24時

間を費やし、一行がサンパウロ空港に降り立ったのが、

5月13日早朝4時30分。訪問先クラブの会長や多くの

方々に迎えられてホテルに向かいましたが、GSE研究

生として来ていたサンパウロ軍事警察大尉ルイス君

の装甲車に前後を守られ、赤色灯を回転しながらの

移動。ガバナー一行への配慮に感謝しております。

司会▶▶疲れも飛んでしまう歓迎ぶり、嬉しいですね。

他でも熱いもてなしを受けたそうですね。

松前 ▶▶ 仮眠の後、日本人街に例会場を持つ日系ク

ラブ会員の多いリベルターデRCを訪問し、熱い歓迎

を受けました。その後文化協会に赴き、日本文化協

会山内会長に犬飼ガバナーから図書一式贈呈の目

録が渡されました。翌日は、サンパウロ・レステRCを

訪問しここでも熱い歓迎を受け、4430地区大会会場

に移動し、前夜祭を楽しみました。当時の4430地区

ガバナーは日系2世のKazuhiro Moriガバナーでした。

大会当日、我々一行は日本国旗を振りながら入場。大

きな拍手を今も覚えています。各クラブが順に旗を掲

げて入場行進する姿にも力強い息吹を感じました。

翌日はMoriガバナーよりレセプションに招かれ、一連

の行事終了の安堵感もあり、とても和やかな時間を

過ごしたことを鮮明に覚えています。その後、イグア

スの滝観光に向かいました。ブラジルとアルゼンチン

にまたがる落差80M、幅4キロの景観は圧巻でした。

最終日は、リオデジャネイロにも足を延ばしました。

2016年のリオ・オリンピックでコルコバードのキリスト

像が映し出されるたびにブラジル訪問を思い出して

おりました。往復2日間以上という10日間はハードで

したが、ブラジル訪問は実り多く思い出深い旅のひと

つとなりました。

司会▶▶そういえば、松前パストガバナーはある数字

に深いご縁があるそうですね

松前 ▶▶私は母校の大阪歯科大学の学籍番号が22

番でした。そして、一宮北RCの22代目の会長を務め

ました。ガバナーセミナーに指名されたのが2009年3

月22日でした。第2760地区の第22回インターアクト大

会に出席し挨拶の機会を頂きました。インターアクト

クラブは私の心の故郷であります。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーありがとうございました。

それでは、2012年から2013年度のガバナーでいらっ

しゃいました、千田毅パストガバナー、お願い致します。

千 田 ▶▶ 私の時は、

たまたま幸いなこと

に国際ロータリー

会長が田中作次さ

んで、R Iテーマが

“Peace Through 

Service 奉仕を通

じて平和を”でした。

司 会 ▶▶ 田中作次

RI会長との思い出で印象に残っている事は何でしょうか。

千田 ▶▶一番の思い出は、ロータリーの世界大会の

時のことです。ガバナー会をやろうという事になりま

したが、一番の問題は田中RI会長が参加してくれる

かどうかでした。そこで、全権を握っているRI秘書の

ベティさんという女性に交渉したのですが、直前まで

参加が不明のまま…。ところが、当日、田中RI会長が

来られて、皆びっくり！しかも、財団委員長なども連れ
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てお越こしになったので、椅子が足りずバタバタと大

慌てして準備したのが印象に残っています。私共は

150人くらいで参加しましたが、田中RI会長は感激し、

喜んでお帰りになられました。また、同期のガバナー

が年1回集まって日本各地を廻るのですが、3回目の

時に田中RI会長が、「2012年度の会だから私も参加

する」と言われ、その会費を求めたところ、「これぞ

ロータリー」と言って、喜んで払って下さいました。

司会 ▶▶千田さんがガバナーになられた年は、震災

の翌年でしたね。

千田 ▶▶そうです、大震災の翌年でした。1月の研修

会で行った、カナダのトロントの方に一緒にやろうと

声をかけていただき、VTTの時に参加して頂きまし

た。その時、たまたま隣に座っていたのが、2750地区

の宮城・岩手の小野寺さんでした。その際、「お金を

集めるのは誰でもできる、我々はちゃんと震災孤児に

手渡したい」と小野寺さんにお願い致しました。あの

時は現地も混乱して色々大変だったのを被災地に視

察に行った時に実感致しました。30人の子供たちが

高校を卒業するまでにかかる4,800万円という金額を

集める為に、毎週500円ずつ集める提案をしましたが、

はじめはうまくいかず、幹事などに足りない分はガバ

ナーがもたないといけないと脅されました（笑）結果、

全額集まりましたが色々大変でした。

司会▶▶地区の目標など6つ挙げていらっしゃいます

が、沢山達成されていますよね。その中の高校生支

援で、甲子園に出場を果たした、仙台育英高校の球

児の中に孤児がいました。両親は他界し、お祖父さ

んの所から高校に通い、甲子園で3番打者として活躍

しました。1回戦で負けてしまったのですが、千田さ

んの応援が陰でありました。

千田 ▶▶地区と地区との交流では、抽選の結果、名

古屋クラブと奥三河クラブがメークアップする事にな

り、中日新聞の大島さんから「千田さん、えらいこと

になった！」と電話で心配を頂くほど、離れた地区の

クラブが交流することとなりましたが、その交流は2

～３年続けることができました。

司 会 ▶▶千田パストガバナーありがとうござました。

続いて、2013年度ガバナー田中正規パストガバナー

お願い致します。
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田中▶▶会長になっ

ても知らないことば

かりで、地区に入っ

て改めて、凄い！と

驚くことばかりでし

た。ノミニーとして、

「お前また来たか！」

と言われるほどしつ

こく千田さんの後に

くっついて見聞きしている間に分かることがありまし

た。それは、ロータリーでは“はい”と“YES”しかな

いということです。「やろうよ！」と言った事は情報を

集めてやらないといけない、それが皆が前を向く事、

止めたらそれで終わり。私も思った事をとりあえず

やってみようと思いました。ある時、公共イメージの

コーディネーター「ロータリーの友」編集長の二神さ

んとお話しする機会があり、その時の話題から、地区

全体でやれるフェスタ、日本で初めてのロータリーの

ワールドフェスタを開催しよう！と私は思いました。皆

さんの協力のもと、思った以上に素晴らしいフェスタ

を開催できました。その後、近藤さんが形を作ってく

ださり、日本のロータリーでできました。そのきっかけ

に少しでもなれたのが良かったと思います。最後に、

任期の終盤に色 な々国に行きましたが、それが楽しい

思い出になっています。

司会▶▶どんなところに行かれましたか？

田中▶▶ベトナム、タイ、フィリピンは2回、隠れてモン

ゴル。つい最近はラオスに行きました。皆さんの友情

の支えもあり、色々な国へ行くことができ、非常に充

実した年度だったと思います。もう１つ印象的な出来

事として、同期のガバナーがEクラブを教えてくれた

事です。会費も安く、例会をホームページで行えるEク

ラブは、若い人も多く、クラブのイメージを変えたクラ

ブで面白かったです。

司会 ▶▶やはりイベントをやらないと、テレビ局や新

聞社の方々はあまり来てくださらないですよね。

田中▶▶私がテレビ局等に行ったのは最初の挨拶ぐ

らいだけでしたが、色々な人を引っ張りだすことは良

いことだと思います。たまに顔を出すと、ロータリーは

こんなことをやっているのか…とロータリーの活動を

改めて知って頂けました。

司会 ▶▶はじめのうち、ロータリーのことはあまりPR

してはいけないと教えられたのですが…。

田中 ▶▶それで、公共イメージコーディネーター補佐

としてお話させて頂きました。

司会▶▶希望の風などはどうですか？

田中▶▶希望の風は私ではなく、田嶋さんが担当してい

ます。希望の風は今も続いていて素晴らしいと思います。

司 会 ▶▶ 学生さんの喜びの声や手紙を拝見すると

ロータリアンになって良かったとしみじみ思います。

クラブでもお弁当箱支援といって、お弁当箱に色 な々

ものを詰めて、被災者の方に送り、そのお礼に折り紙

の花やお手紙をいただいたりしました。田中パストガ

バナーありがとうございました。それでは、2014年度

のガバナー、近藤雄亮パストガバナーお願いいたしま

す。パストガバナーの年度のガバナー月信の7月号は

熱田神宮ですよね。

近 藤 ▶▶たまたまう

ちのクラブに熱田

神宮の宮司さんがお

られ、写真を使わせ

てくださいと頼み、

毎回、熱田神宮に関

連する何かの写真

を使わせて頂きまし

て、最初から最後ま

でシリーズで載せました。私の時のRI会長は、ゲイ

リーC.K.ホァンさんという台湾の方でした。彼の考え

方のベースになっていたのが「儒教・孔子の教えです。

ロータリーがSNSを含めデジタル化していく中、アナ

ログ的なものを大切にされる方で、そういったところ

に私も共感しました。彼は“ロータリーに輝きを”とい

うテーマと5つの強調事項、つまり、“地域社会でロー

タリーの存在感を高めること・会員増強・ポリオ撲

滅・クラブの強化・ロータリーデーの実施”で始めま

した。この強調事項は今でもずっと続いています。当

時の私にとって歴代ガバナーの皆さんは雲の上の存

在。ガバナーノミニーに指名される場に臨んだ時、近

寄りがたい雰囲気がありました。そのような思いから、

もう少し目線を下げてロータリアンの中に入りたい、

堅苦しいことはやめて、メークアップに来たメンバー

のような近い距離感で本当の姿を見たいという思い

から色々考え、計画を立てました。結果、例えば「単

独でガバナーの公式訪問を初めて受けました」とか

「親クラブと一緒だとなかなか本音で話すことがで

きない」といったような声を聞くことが出来ました。

司会▶▶ 確か近藤パストガバナーの時、クラブをまとめ

て回るのではなく、ひとつひとつ訪問されたのですよね。

近藤 ▶▶はい、地区内全84クラブを個別に公式訪問

をしました。メンバーの数が少ないクラブも多いクラ

ブも皆さん本当に一生懸命ロータリー活動をされて

いて、素晴らしいと感じました。色々大変な面もある

けれども、この地区のクラブは本当に良くやってくれ

ています。何でもそうなのですが、一旦外に出てみる

と、中では分からない事が見えてくる。素晴らしさが

良くわかる様になる。ゲイリーC.K.ホァンさんのアナ

ログ的思考というか、情といいますか、それが地方に

あるんじゃないかなと思います。私はロータリーとい

うのは、ひと言でいえば…感動、感動をシェアするこ

とだと思うのです。こういうことをずっと言って回った

わけです。いろんな理屈やロジックを立てても感動

がない。そういったものだったら誰もついて来ないし、

仮にその場でついて来ても後は知らないという形に

なってしまいます。感動があれば、自分も仲間に入り

たい、これぐらいのお金を出してもいいなという気持

ちになります。そういう風になっていくといいなと思い

ます。先ほど田中さんが「自分は人が色々言ったこと

を取り上げた」と仰ってました。その中の１つ、WFF

(ワールドフードふれ愛フェスタ)を引き継ぎ、我々の時

は最初からやろうと組織を作り取り組みました。そう

したら、タイミングよく、ゲイリーC.K.ホァンさんの強

調事項の１つ“ロータリーデーの実施”というのがあ

りました。当時のRI理事の北さんからも昨年第2760

地区のプレゼンを見たら素晴らしいことをやっている

ので、是非ロータリーデーをジャパンロータリーデー

愛知として実施をしてくれないかという話を頂きまし

た。シニアリーダーは自分がまとめるからお前は同期

ガバナーをまとめろという事になったのです。結局、

100人以上のシニアリーダーの方々がWFFに参加を

してくれました。田中さんが始めた事を2年目である

程度形ができたかなと思います。

司 会 ▶▶ロータリー

デーというのは、その

時から始まったので

すか？

近藤 ▶▶そうです。ゲ

イリーC.K.ホァンさ

んが自分の強調事項

で提唱したのです。

世界中に、クラブ単

位でもいいし、地区単位でもいいし、あるいは国単位

でもいいから、とにかくやってくれと。私は各クラブ単

位で是非やって下さい。これはガバナー賞の対象に

します！とやったのです。地区単位ではせっかく田中

さんが地区の大きなイベントをやってくれたので、そ

れをジャパンロータリーデーに育てる決心をしました。

ゲイリーC.K.ホァンさんの強調事項、北RI理事の薦

めもあり、ちょうどタイミングが合ったのですね。それ

からもう1つ。“ロータリーは何だ？”とか陰で色々文

句を言う声もありますが、言いたいことがあるのなら、

RIには3年に1度開催される規定審議会というのがあ

るので、そこへ第2760地区から物申す！と、意見を出

したらいいんじゃないのか、その為の規定審議会で

すから。そして地区内クラブに立法案提出のお願い

をしました。地区の色々な問題を取り上げて会長さん

たちに諮る地区審議会と立法案審議委員会というの

を作り、片山先生、田嶋先生と相談しながら3人で地

区審議会規約を作りました。それが今実行されています。

司会 ▶▶もう１つ、IT委員会で地区で初めてHPを作

られたとか。

近藤 ▶▶ホームページは前からありました。尾本さん

が非常に熱心に取り組んでくれていました。地区で

形に出来たのは、いきなり出来たのではなくて、思い

とか色々な下準備があったからです。尾本さんの不

断の努力のお陰だと思っています。私のような者でも

ガバナーを務めることが出来たのはゲイリーC.K.ホァ

ンさんの「儒教・孔子の教えの下、アナログ思考でや

る」この理念があればこそです。また、片山先生がガ

バナーをお務めになられた時、ガバナー補佐としての

私をご指導して頂いたこと、その後も色 ご々指導を頂

いたお陰と片山先生には大変感謝致しております。

計算で繋がっているのではなくて、情で繋がってい

る関係は素晴らしい力になると私は思います。

司会 ▶▶近藤パストガバナーありがとうございました。

では、2015年度のガバナーでいらっしゃいました加

藤陽一パストガバナーお願いします。

加 藤 ▶▶ 私の時は、

スリランカのK .R .

ラビンドランさんと

いう方がRI会長で

した。英語で“Be 

a gift to the world”

サンディエゴでの国

際協議会で“世界

へのプレゼントにな

ろう”と訳されましたが、はっきり言って何を仰ってい

るのか分かりませんでした。同期のガバナー連中とこ

れは何を言ってるのだ？？と色々話し、プレゼントは、

たぶん奉仕のことだろうなと、同期のガバナーとそう

解釈しようということになり、サンディエゴから帰って

きました。K.R.ラビンドランさんは、アジアの中でのは

じめてのスリランカの方ですから、どうもイメージが

湧かず、このRIテーマも皆さんにどうお伝えしようか

…とちょっと苦労しました。

司会 ▶▶加藤パストガバナーは、お父様もロータリア

ンだったのですね。

加藤 ▶▶そうです、親父も瀬戸クラブで会長をやって

いました。その頃、斎藤先生が仰っていた「原点回

帰」の話に感銘を受けました。最近ロータリーが原点

というか根本がわからなくなってきたのではないか…

という私自身の心情もあり、見直しをという意味で、

早速先生にお話しして了解を頂き、原点に帰りたいと

お話を申し上げて、ずっと講習をやったのです。

司会▶▶ガバナー時代、思い出に残ることを教えてく

ださい。

加藤 ▶▶田中さんの資料を基に34クラブ訪問いたし

ました。クラブとの交流、私自身の交流もそこそこや

らせて頂いたつもりでおります。WFFに関しては、田

中さんから近藤さんに受け継がれ、私の時はだんだ

ん形になってきました。私の時から企業協賛にも力を

入れて、600万か800万円を頂戴し、去年が1,000万円

くらいでした。ロータリーを世間に広めるという意味

もあり、だんだん大きくなっています。特にエンドポリ

オに関しては、売り上げもだいぶ上がってきています。

たまたま国際奉仕委員会の方と一緒にVTTでインド

ネシアに行く機会があり、ジャカルタの劣悪な環境に

いる子どもたちを訪ねました。学校も行けず勉強もで

きないヒンズー系の子供たちを援助していたのは、イ

ンドネシアの方達。この出会いを機に私たちもやって

いこう！と、ポリオ500万円、あと400万円プラス地区

のクラブから拠出されたお金を使って、やり始めたの

です。ぼちぼち卒業しないとと思っているのですが、

今もWFFの実行委員長をやらせて頂いております。

WFFを通じて、ロータリーは世間に、そして日本中に

広がったのではないかと思っております。ガバナーと

して小難しいことはやった覚えはありませんが、

WFFが私にとっては一番の思い出かなと思っています。

司会▶▶やはりそういう努力があって、いろんな学生さ

んの支援などが出来るのですね。先ほど、千田パストガ

バナーの時にお話した、仙台育英高校の千田君の記

事は加藤パストガバナーの時の月信9月号に出ておりま

して、「花巻東高硬式野球部の千田京平君、亡き母と

「再会」信じ」という風に書いてありました。加藤パス

トガバナーありがとうございました。それでは、2016年

度ガバナー、服部良男パストガバナーお願いします。

服 部 ▶▶ 2 0 1 6年度はジョン・ジャームRI会長の

“Rotary Serving Humanity”というRIテーマでス

タートしました。丁度この年はロータリー財団100周年

という記念すべき年。100年前にアトランタで開催し

た国際大会を100年後にもう一度アトランタで！という

大きなテーマがありました。もう１つのテーマは、RI

の戦略計画を当地区にどのように持ってくるか。当地

区にはRIの戦略計画がありませんでした。従って当

地区の良いところと課題を分析し、良いところは、そ

のまま伸ばし、課題に関しては戦略計画を立て持続

可能にすることがテーマでした。一番の基本は、10

年後もこの地区が輝き続けるために1年間何をすれ

ばいいのかという事です。そこでまず、地区の戦略を

作るため戦略計画委員会を作りました。そしてもう１

つ、広報、ITを一緒にして、公共イメージ向上委員会

を設立させ、戦略計

画の中でも大きな部

分であるロータリー

の認知度と公共イ

メージの向上を図り

ました。それからも

う１つ。研修委員会

を再度新設し、その

下にRI実行委員会

を分けて、研修をさせて頂きました。これが大きな地

区に対する戦略計画です。あとは、地区としての財団

の取り組みがしっかりしていた為、未来の夢計画に

始まる延長の100年を是非！ということで、大変高い

数字を掲げました。一人180ドルを財団に寄付し、結

果、目標を達成することができました。ジョン・ジャー

ムさんは、ポリオ、財団の経験が非常に深い方です。

そういう意味でも皆様方に大変感謝しております。ア

トランタで100周年を祝おう！をテーマにした大変忙

しい年でしたが、皆さんと一緒に色んなことをさせて

頂きました。深く感謝申し上げます。もうひとつ良かっ

た事は、2750地区と会員が良い競い合いをした結果、

最後に１つ新しいクラブが出来た事です。結果的に

34地区の中で一番多く会員が増えた事も皆さま方と

の１つの成果だったと考えています。

司会▶▶ 服部パストガバナーありがとうございました。

それでは、まだ記憶も新しい、2017年度ガバナー、神

野重行パストガバナーお願いします。

神野 ▶▶私がロータリーに入ったのは金沢東でした。

石川・富山地区の金沢ですが、2610地区のガバナー

という方がどういう存在か、ロータリアンとして全く意

識せずに6年いました。それで、名古屋に戻ってもう

一度名駅ロータリーに入った年が2008年7月。今考え

ますと片山ガバナーの年度で、2760地区で再入会し

ガバナーという存在があるということをはじめて知っ

たぐらいで、全く知らずに6年いたなという思いがしま

した。ガバナーの公式訪問は、西クラブと一緒に受

けていましたが、自分のクラブに来られたという感じ

が薄く、公式訪問に対してもあまり意識しておりませ

んでした。まして地区への出向や、ガバナー補佐を引

き受ける事も、クラブ幹事の経験もなく、ロータリー

の地区の動きも全く知らずにいた私が、いきなりガバ

ナーということで大変驚きました。なので、先輩たち

とはずいぶん感覚が違うと思っております。私は千田

パストガバナーには学生時代からご指導頂いており

ます。また、両親の関係で存じ上げている方ばかりで

す。しかし、ガバナーという意識で拝見したのは、私

がクラブ会長の時の田中ガバナーが初めてでした。

公式訪問の時にガバナーの存在を目の当たりにして、

凄い人なのだと思いました。親の西クラブと一緒だっ

たのですが、大きな先輩、親クラブでありながら、結

構ガバナーというのはビシビシ言われるなと。私ども

は子クラブにも関わらず、大変褒めて頂いて恐縮した

ものです。ガバナーは、凄い存在なのだということを

初めて肌で知りました。そんな頃です、私の高校の同

級生の近藤さんがガバナーをどうも引き受けるようだ

と話を聞いて、よくそんなことをやるな～と言ってし

まった覚えがあるのです。そういった中で、去年ガバ

ナーを引き受ける事となったのです。イアン H.S ライ

ズリーさんは“変化をもたらす”をテーマに、確か

ロータリーそのものが大きく変わったというお話をさ

れていたのを聞き、変化の時代だから、何かをやろう

と考えて出来ないだろうかと思いました。一番に思っ

たのは、ロータリーのイアン H.S ライズリーさんのこ

の言葉です。「ロータリーとは何か。何をしているのか

ということをもっと世の中に知らしめてほしい。」そこ

で、公共イメージ向上というものについて、自分がで

きる範囲でやってみようと思ったのです。1つはマスコ

ミや地域の皆さんへの働きかけ。もうひとつは、地区

ガバナーとロータリアンの距離感というのをできるだ

け縮めるという事を考えました。ガバナーは一般ロー

タリアンにとって遠い存在というか、私自身近寄りが

たい存在と思っていました。そこで、一年かけてクラ

ブの訪問以外にも、いろいろと接する機会をつくり、

距離を縮める試みをしたつもりです。服部さんは、地

区の戦略委員会で非常に改革的な事もやって下さい

ました。村井さんからはそんなに急にやっても無理な

んじゃないかとご心配頂きましたが、やっぱり自分な

りにやってもらいたいし、やってみたいということで、

全クラブに戦略委員会のような類のものを設置して

頂いたというのが、一番の私の思い出です。それから

もう１つ、諮問委員会で、先輩諸氏にお許しを頂き、

地区の体質の強化を図る取り組みを始めました。１つ

は、青少年対策の危機管理基金、これを1,000万円積

み立てさせて頂きました。それから、愛知県と防災協

定を結んで、地域の皆さんと一緒に勉強して、万が一

のときはどういった事ができるかということを考える

態勢を作らせて頂きました。これは先輩諸氏にも認

めて頂き、地区大会で結ぶことができました。

司会▶▶地区大会の思い出はいかがでしょう。

神野▶▶そうですね、

思い出がいっぱい

あるのですが、よも

や、D.K.リーさんが

来るとは想像もして

おらず、8月15日の

メールを開けてびっ

くり！片山パストガ

バナーがちょうど同

期だとの事でお願いできて本当に助かりました。大

先輩からも良くやったと言って頂いたのは先輩のおか

げです。今年は神奈川へ行かれるそうで、ガバナー

がとても焦っておられたと、村井さんから聞きました。

村井ガバナーから力になってあげてと言われて、気楽

に笑っていられるのが幸せです。最後に、６月の最後

にクロスプロモーションの青少年と学友の交流フェス

タ、これが出来たのも思い出です。ご出席の皆さんに

もいろいろ無理を申し上げました。それから、昨年度

だけになってしまったのですが、イアン H.S ライズリー

さんの植樹のお話につきましても、それぞれ分区やク

ラブで、個人的にもやって頂いたおかげで、8000本と

いう、一人一本の植樹目標を達成できました。「ガバ

ナーというのは言ったことを何でもできる」と言われ

たことをいい事に、先輩諸氏に無理を言い、それに

応えて頂いた事に感謝しております。WFFも晴れ男

で頑張ってくださいと言うだけで、今年度に相当資金

的余裕をもってお渡し出来ました。細かく言いますと

１時間では終わりませんが、これで終わりたいと思い

ます。ご指導頂いて、本当にありがとうございました。

司会 ▶▶ 神野パストガバナー、ありがとうございまし

た。こういった素晴らしいガバナーたちが10年間、努

力されたおかげで、第2760地区は本当にキラキラと

輝いていたのだと思います。どうもありがとうござい

ました。

司会▶▶片山先生いかがでしょう？

片山▶▶そうですね。ガバナーの視点というより私個

人の職業上の視点からのことを先に言いますと、そ

の頃地区大会での決議は大会決議と名付けられて、

ＲＩ会長・ＲＩ会長代理に感謝する。現ガバナーに感

謝する。地区大会ホストクラブに感謝するなど、決議

でなくても、ガバナーから口頭でお礼申し上げますと

言われれば済むことばかり。のどかな風景でした。そ

れまで、地区大会で審議・決議していた必要的決議

案件は、前年度の地区決算の承認、次年度地区大会

開催場所と日時の決定・承認くらいのことでした。そ

こで、ロータリーを法曹出のガバナーの目から見て、

地区大会の決議機関部分を整備しました。それは地

区大会における必要的決議案件の決議といわゆる大

会決議案と称していた案件とを区別し、必要決議案

件は各クラブの議決権票数を有する会長・幹事・副

会長等が出席する地区大会１日目に審議・決議し、

大会２日目にはその報告とし、大会決議案は１日目は

大会決議委員会からの決議案の内容の報告とし、大

会２日目の地区内全会員が参加する会議に大会決議

案を上程し採決するとしたことです。その年度の必要

的決議案件は、ガバナーノミニーの選出方法として指

名委員会方式の採択と指名委員会委員の選任の件・

2010年開催の規定審議会提出案件承認の件（当地

区初めての規定審議会提出案件）・ロータリー財団

未来の夢計画パイロット地区候補申請の件の3件で

した。現在においても、その流れが継続しているのは、

うれしいことです。それから、もう一つはガバナー選

任の地域的配慮のことです。パストガバナーの皆さん

が思っておられるでしょうが、全地区内、尾張も名古

屋も三河もどの地域にも一様にパストガバナーがでん

としておられ、しかも各分区にも元気なパストガバ

ナーがいることです。しかし、色 な々事情により、その

ようにはいかないのです。特に、分区でガバナー補佐

が分区内事業をする時あるいは分区内で事が起きた

時などに、どの分区にも、身近に相談ができるパスト

ガバナーが常にいるというのがいい訳です。地域の

関係では名古屋５・三河４・尾張３の比率で候補を選

任し、各地域内分区の順番は各地域関係のパストガ

バナーの相談によるという方針はできていますが、そ

れでも、地域の事情により万遍なく一様にとはいかな

いという実情ですね。その事情の一番大きいのが、う

ちのクラブの人数では、引き受けられませんという断

りです。その対処の１つの方法として、私のガバナー

年度に親子兄弟クラブにお願いして、監事・副幹事・

スタッフ等２人位ほどご協力をいただき、率先垂範し

た積もりです。偶然この時、近藤パストガバナーも西

名古屋担当のガバナー補佐で入って来られました。

司会▶▶だから先生の時は、他のクラブのスタッフが

5～6人入っていたのですね。

片山▶▶そうです。そういうことをやったのです。

加藤 ▶▶尾張3分区では大変申し訳ないと思っており

ます。去年ですが、南尾張分区でペケ、西尾張分区

でペケ、たまたま東尾張分区はその時にパストガバ

ナーが3人いらっしゃったのです。だから、僕を入れて

4人いたわけです。結局、尾張分区からしか出すとこ

ろがなくて、たまたま、犬山さんが今まで出していな

かったわけです。犬山が出るといったのでこれは良い

と安心していたら、委員会の前日に断ってきた。びっ

くりして田中先生にどうしよう…と。それで江南の福

田さんに急遽電話申し上げたら、「大丈夫だよ。うち

におるから」との返事。それでご本人と話をして、OK

ということになったのですが現役の会長さんなので

す。現役の会長さんは本来ダメなのです。それでRIの

方に問い合わせて、許可を得て伊藤さんがガバナーノ

ミニーに決まったのです。

片山▶▶だから、小さなクラブが一緒になって協力し

て出さねばね。

加藤 ▶▶ 今は東海と常滑なんかは出せます。しかる

べき人間もいます。今、片山先生が言われた小島先

生などもいるのですが、たまたま小島先生が病院を

建て替えて忙しいということだったのです。

司会▶▶できれば、9人で話し合うと盛り上がるような

テーマをあげて頂いてお話して頂けるとありがたいな

と思います。

神野 ▶▶これって、10年の思い出が皆さんにあります

よね。そして、これからの10年に向けての皆さんの期

待とか想いとか、この2つにしたらどうでしょうか?

田嶋 ▶▶地区大会のゲスト、会長代理を昔みたいに

自分たちで推薦させてもらえないかという意見が割

と今、いろんな地区から出ているじゃないですか？

神野 ▶▶ 出ていますね。全然来ると思ってなかった

D.K.リーさんが韓国から来られたし。

加藤 ▶▶ 僕の時も1か月前ですよ。それではなんとも

ならないですよ、こっちの準備も。だからもっと早く決

めてほしい。誰がどういう風に決めるかわからないで

すけどね。

田嶋 ▶▶大澤さんの時代までは地区が候補者を推薦

していたのですよね。

加藤 ▶▶ 要望は出せるけど、それに対しての返答もな

く、無視ですね。

田嶋 ▶▶ 私の時はRIが会長代理を呼ばなくていい。

お金がないのだから。協議会でもRIの職員がお金が

ないから来ない。日本の旅行者が行ったのだもん。ツ

アーが案内した人たちがその職員を代行してやって

いたのです。だから、日本事務局からは誰も行かない。

本当にひどい話です。

片山▶▶田島年度に同地区の中からRI会長代理を出

したのは意表を突いた人選でしたね。

神野▶▶それが最近全然でていない。

田嶋 ▶▶豊島さんから未だに言われます、あの時俺

はタダ働きだと。あの時、RIから地区で負担すること

はまかりならん、その代わり、会長代理で呼んだ場合

には一人いくら出すっていうような約束があったので

すが、一切払ってもらえなくて。こっちもすっかり忘れ

ちゃってましたが、日当も何もなく、未だに顔を合わ

すとそのことを言われます。

司会▶▶ 外国の方が来られると大変でしたよね。

加藤 ▶▶ 結局、通訳がいるでしょう。たまたま、米山

の子たちがやってくれたのですが、それからいろいろ

お話して頂くにしても、通訳を通すと時間が倍になっ

ちゃう。初めから文章を頂戴といって、文章をもらっ

たことはいいけど、読めないでしょう、だから、米山

の子に頼んで全部日本語に直してもらって、それをス

クリーンに投影して、それで通訳なしでやりましたけ

どね。しかも、決まったのが一カ月前でしょう。もう慌

てましたよね。

神野▶▶その教えを、D.K.リーさんの時には活かさせ

て頂いた部分もありますね。米山と福田君とか通訳

も含めて。

加藤 ▶▶日本のパストガバナーが来ていただくのが一

番いいですよね。

神野 ▶▶ D.K.リーさんは、みんな私の方を見ずにパ

ワーポイントを見る、だから、そういうのは嫌いだと

おっしゃって、以前のようなパワーポイントで出す事

ができなくて、30分でちゃんと収めるというのが、50

分以上になって、ちょっと大変でした。やっぱり国内

で来ていただくとありがたいですね。

司会 ▶▶あと、どうでしょう。一生懸命取り組んでい

らっしゃったWFF、これからどのようにして、あと何

年続けようかとかお思いでしょうか？

田中 ▶▶やれるかな？と思うんですよね。会場のこと

とか。

神野 ▶▶会場は大丈夫。エンゼル公園の方へ移します。

田中▶▶それならいいよね。できたら、日本の看板に

なるかもしれないから、少しずついいものに変えて

いっているから、同じものだとみんな飽きちゃうから

ね。近藤さんに頑張って頂いたよ。

神野▶▶ロータリーデー。

近藤 ▶▶タイミングでね。

神野▶▶こないだ、ジュディオングさんとご一緒したの

で、また確認して頼んでおきました。ポリオもう少しだ

から、楽しみですとおっしゃってました。

近 藤 ▶▶あれも、最初の仕掛人の福田さんが頑張っ

てくれて。ワールドフードでしょ、インターナショナル

で、フィリピンのロータリアンの参加者が多いのです

が、今では韓国、インドネシア、ネパール、パキスタン

からのロータリアンも加わり、ますますワールドになっ

ていて、そういう意味でなかなか大変ですが、少しず

つ変わりながらいいものに発展しているなと思います。

あれ、すごいよね、公共イメージアップにはね。

司 会 ▶▶やはり、イベントは少しずつ変化を求めて

やっていくのが良いですね。

千田 ▶▶名古屋ロータリーの福田君がはじめて来て、

私はこういう事をやりました、やりたいけどどうでしょ

う？そのような事を日本でやるのはどうだろうって提

案されました。その前に和合ロータリー。

田中▶▶ 和合の中でも、お金もそうなんですが、僕の

ところに泣きが入り、福田君がそれで和合をやめたら

西尾RCに入会したいと言っていましたが、和合の鷲

塚会長もやる気がでてきました。

実はその後ガバナーノミニーの指名に南尾張ができ

ない時に和合はどうだ？って聞いたのですが、事業

が重なりもう一年待ってくれと言われた。大きいクラ

ブだからやれないことではないと思うのですが。

司会▶▶結局、和合ロータリーと相乗りみたいになっ

たんでしょうか？

田中▶▶ちょうど、ワールドフードフェスタっていうの

は、そういったものが前の年にちょっと意見が出たん

だよね。千田さんの時に提案されたんだけど、実にな

らなくて、僕の時に同じように提案され、ちょうどその

日、公共イメージの先輩の方が、こういうのがあるけ

ど、プランもだいたいできてるし、勧誘もできてるから、

どうだろうと。和合でやりたいという話だったけど、

和合でやるなら名古屋市で、名古屋市でやるなら愛

知県全体でやろうよと、話がとんとん拍子に進んで。

それで、ほとんどいろんなところに声掛けて進めて、

すべてのクラブが協力するってことで何とかやれた。

全体2760地区でできたんじゃないかと思います。実

際に食べものの選択も良かったですもんね。ワールド

フードだから、名古屋でも珍しいものを作りたいって

ことで、地元のものはほとんど出さなかった。出店す

る方も初めてなのでリスクがあるのね。ただ最初の

公共イメージの費用もあり、なるべくテナント料を安く

して、あとは水道・施設費がちょっとかかるんだけど、

それも地区とかが応援してくれてやれたから良かった

けどね、お金の算段もできたから。でも、最初の250

万がなかったらちょっとやばかったかもね。

司会 ▶▶公共イメージのアップだけじゃなかったです

よね。

田中 ▶▶その中に、クロスプロモーションじゃないけ

ど、インターアクト、ローターアクト入れて、米山入れ

るっていうのは、最初から構想はありました。

司会 ▶▶近藤パストガバナーを始め、神野パストガバ

ナーにいたる歴代の方々が志を引き継いで下さいま

したね。

片山 ▶▶発案の福田さん、地区開催の決断と拡大の

田中・近藤両パストガバナー、承継・充実の加藤・服

部・神野の各パストガバナー、それに続く中心となる

実行委員会の委員長はじめ委員の面々、各分区のガ

バナー補佐はじめのロータリアン、インターアクトター

の応援等を得て当地区内外一丸となったポリオ撲滅

の募金等のイベント等々、当地区の一等地の真ん中

において、RI会長より日本ロータリーデーの名称まで

得て、当地区挙げての秋の恒例大奉仕活動事業に

なったことです。この十年を越えて長く語り継ぐべく

立てた記念碑と思います。

司会 ▶▶こうしたロータリークラブの取り組みが国の

行事にもなってますね？

片山 ▶▶そう、そう。思い出します。もう50年近くにな

るでしょうか、当地区豊橋のロータリークラブ（豊橋

北RC）から始まった5月30日を中心になされるごみゼ

ロ運動、地区の奉仕活動行事として日本に最たる行

事、日本全ロータリーばかりでなく、日本全国の環境

保全運動として定着しています。日本政府の提案に

より国連は毎年6月5日を国連環境の日と定め、日本

も同様環境の日と定めています。当地区は5月30日～

6月5日迄の1週間を強調するために、地区設定特別週

間として「環境保全週間」を設定することにしていま

すが、パストガバナーの皆さんは設定されましたかね。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーはインターアクトの活動

にも力入れていらっしゃいましたね。次世代を育てる

大切な活動ですね。

松前 ▶▶ 1987年に地区インターアクト委員となり、イン

ターアクトクラブの活動を推進しました。1990年には

地区インターアクト委員長となり、2760地区のインター

アクト活動で海外研修を始める事に致しました。毎年

夏休みにハワイ島に約30名を引率してホームステイを

行い大変喜ばれました。要望があった長野県のイン

ターアクトクラブも一緒のハワイ研修でした。各イン

タークラブより2名を選出、2ヵ月の勉強会の後、各地

域の高校の先生方が海外研修を推進して下さいまし

た。参加した部員からは、ハワイの研修でアメリカの

文化や語学研修が大変勉強になった、雄大なハワイ

の景色に感動した！と喜ばれ、毎年の実施を望む多く

の声があがりました。これを機に様々な高校でイン

ターアクトクラブが設立されましたが、愛知県立千種

高等学校、阿久比高等学校と進学校が参加して厚み

が増しました。その後、研修地はオーストラリアに変わ

りましたが、二十数回と継続し、発展している姿を見て、

海外研修に初めて取り組んだ私は感激しております。

司会▶▶田嶋パストガバナーは、公共イメージには何

が必要だと思われますか？

田嶋 ▶▶ 公共イメージって言うとついイベントに偏り

がちなんだけど、私がもっと強調しないといけないと

は思うのは、ロータリアンの質。もっと周知させるとか。

たまたま私はある俳句の結社に老人になって入って、

そこで仲間の人たちも会員になってもらったら、凄く

ロータリーに対する信頼っていうのをアピールしてく

れ、非常にまじめで、皆さんちゃんと実行してくれる。

約束したら実行してくれる。そういうロータリーの質

の良さをもっと知らせれば、会員増強もっと簡単にで

きると思うんです。

司会 ▶▶はじめに片山先生が俳句を読まれましたけ

ど、いろんなところで俳句のことを話されてますよね。

田嶋 ▶▶そういう面で公共イメージっていうのは、も

うちょっと補強しないといけないんじゃないかって気

がします。

田中 ▶▶そうするとクラブの中のロータリアンの質の

良さという原点に戻っちゃいますね。みんな集まって

フェスタをしたりするのにも、「ロータリアンの自覚」

とか、あんまり難しく言うとやめたってなっちゃう。

やっぱり、飴と鞭みたいに楽しいことがなければね。

田嶋 ▶▶クラブがいろんな人に働きかけて、ゲストで

呼んだりいろいろしないと、会員は増えないし、クラ

ブ会長が会員増強って言わないと絶対増えない。

やっぱりトップになる人が自覚してやらないといけな

いし、ガバナーとかガバナー補佐も会員増強って常に

言い続けないと会員は増えない。

司会 ▶▶どうなんでしょう、本音の話なんですが、日

本は女性ロータリアンが少ないですよね。心からもっ

と増えればよいと思っていらっしゃるのでしょうか？

田嶋 ▶▶私は増やしたいと思ってます。だって女性中

心で本来女性だけのクラブを作ろうとアイリスを作ろ

うと思ったんだけど、その話がたまたま東京の司葉子

さんの耳に入って、司葉子さんが盛田さんに、「女性

だけのクラブはダメよ。」って言ったものだから、盛

田さんも、「お前、まずいらしいよ、男入れよ」って。

結局、男性も入れたんだけど、やっぱり女性と男性を

比べると、女性の方が優秀。これはオフレコにしてほ

しいけど、完全に女性の方が質が高い。

司会 ▶▶私は名東ロータリークラブってところの初め

ての女性会員で、女性2人で一緒に入ったんですね。

絶対に1人はダメです。もうひとりがすぐ辞めてしまっ

たので、次に女性会員が入った時、とても気を使いま

した。私がいるからやめるみたいなことになったら大

変だと思って。なので、女性会員を入れられるなら

やっぱり複数から始められた方がいいと思います。

食事のスピードも違いますし、結構大変でした。

神野 ▶▶私も金沢東RCで女性2人に入ってもらった

んですけど、齢を重ねられた今でも頑張ってくれてま

す。今、女性の比率は1割かな、90、100人近くのうち

の9人です。

田 中 ▶▶ 都市は良いんですよ。経営者が多いから。

郊外は経営者が少ないんですよ。

千田▶▶女の人入れるには、男もいい男を入れないと

いけない。（笑）

司会▶▶いい女の人が入ってくると、けっこう男性がお

しゃれになる。出席率もよくなる。明るくなるし、いい

こともあります。だから、女性ロータリアンばっかり

じゃダメっていうのもわかるような気がします。

田中▶▶ 韓国にもあるね、女性だけのロータリアン。

田嶋 ▶▶日本もありますよ。

司会 ▶▶それでは、時間の関係で希望の風について

伺います。被災して消防士を目指す方などいろいろな

方がいるのですが、これはどのくらい続けようとお考

えですか？

近 藤 ▶▶ 基本的に田嶋年度の時に震災が起きて、

さっき田嶋さんも言われましたが、みんな最初、ガバ

ナー会を通して寄付したんだけど、そこから問題が出

て、寄付金を返せっていう地区と、使い道を考えてや

ろうという地区と分かれまして、その結果、10地区が

ファンドみたいにして、震災時にお腹の子も含めて、0

歳の子供が短大とか大学を出るまで奨学金を出そう

という話に決まりました。その時からずっとやっている

ので2011年から22年間のロングランです。だから私は

基本的に青少年奉仕事業じゃないかと思うんです。

千 田 ▶▶もしかして、そういうこともあるけれども、

やっぱり年はきっとかないといかんな、災害はどこか

でだんだんと出てくるし。

田嶋 ▶▶あのね、今ね、希望のファンドは資本金が4

億あるんです。地区が出した4億、それが減ってない

んです。毎年払うお金はその年度で寄付頂いたもの

で回っているんです。これをずっと続けてお金を貯め

ておいて、次の震災が起こった時にそれを拡大して

支援しようと言ってるのですが、ただ、希望の風を

作った時にいろいろ問題があって、ほんとにロータ

リーってこんなひどいこと言うかってことまで言われ

たのがあって、当時の人がまだ頑張っているわけ。8

年前の人がまだ頑張っているわけ。私は早くから近

藤さんにバトンタッチして、今度神野さんに。やっぱり

そうしないと長く続く組織は続かないよ。

神野 ▶▶でも、この前、2010年度組の皆さんが大いに反

省されながら、相当変えようという発言をされましたよ。

田嶋 ▶▶やっとですよ。私は最初から変えようと言っ

ているのに。

神野 ▶▶私が口火を切ったみたいだったんですけどね。

司会▶▶ 客観的に見ていると、さすがロータリアン、素

晴らしいことだなとしか思い浮かばなかったのですが。

田 嶋 ▶▶ いやー、ひどかったよ。集めたお金をガバ

ナーが山分けするとか、ありもしないようなことを言わ

れちゃって。あの時会長だった東京のガバナーは本当

に可哀想だった。集中的に叩かれたのがその人個人で。

神野 ▶▶ガバナー月信に昨日原稿を出し、今度載せ

てもらうことにしてあるので。こないだ僕はさっきの

ガバナーじゃないけど、わけわからず副委員長に代わ

れって言われて、代わったんですが、今おっしゃった

ように、あと正確には1億2千万です。私は2億と言っ

てるのですが、2億あれば33年までいけるのですよ、

今のペースで行くと。ただ、お話があったように、この

後ひょっとして大規模な、片親か両親がなくなっちゃ

うような震災があった時にそれをまた使えばいいじゃ

ないかと、何も正式名だけ変えればいいじゃないか

という声もあるし、今からエンディングを考えてやる

必要はないよっていう話にはなっているのです。で、

ルール・規則・制度が少しいい加減ってものも結構

あったので、この1年で相当変えて頂くっていうお題

いができ、さらに今年度の2580のガバナー会議長の

松坂さんも来てくれていたので、ガバナー会でも取り

上げてくれと。去年は17/34、今までに26/34地区が

この7年強の間に参加しているのですが、去年はちょ

うど半分の17ですね。あと17地区がほんの僅か、

さっきの1000円じゃないけど出してくれれば、十分に

やっていけれるし、もっと広い範囲でこういうことが

できるかもしれないという見方もあると思います。

田嶋 ▶▶だから、最初の人たちは変わって、どんどん

新しい人たちが新しい組織にしていけばいいんですよ。

片山▶▶財団になってる？

田嶋 ▶▶ 財団になってない。財団にすればいいよね。

明らかに公益性があるからね。

田中▶▶それで、米山とか同じような方向でもってい

けばね。

司会▶▶他に何か言い足らない事、こんなテーマなど

ございますか？お時間も少 と々なりました。

神野▶▶さっき私も地区の体制を変えた、強化したつ

もりだって申し上げたのですが、さっき片山先生が

おっしゃたように、ガバナー出せないと、千田さんみ

たいに2000万自分で出してもいいよって方は良いけ

ど、私もあとで気が付いたんですが、地区の予算を見

るとガバナーの活動経費みたいなのが、ほとんどな

いわけですよ。私は幸いクラブも支援してくれたから

よかったですが、小さいクラブからも平等に出しても

らおう、いい人を出してもらおうと思うと、そのあたり

を変えていかないとね。

司会▶▶そうですよね。

田嶋 ▶▶でも、実際ガバナー出してもお金なんてかか

らないよ、お金がかかるって言うのが信じらない。

神野 ▶▶ 事務局経費をガバナー事務所で持つでしょ。

それをクラブで結構持たないといけない。

田嶋 ▶▶ 事務局経費だって、ノミニー時代の事務局経

費がガバナーの負担になるだけであって、あとは間に

合いますよ。今度からノミニーも経費が出るようになっ

たでしょう、だから、ほとんどお金なんかかからないよ。

近藤 ▶▶片山先生がガバナーを務められた時に地区

副幹事、スタッフを親クラブ、兄弟クラブから出して

欲しいという依頼があり、私も地区副幹事で出向し

たんですが、あれも1つの手だと思うんですね。今も

松坂さんの話が出ましたけど、第2580地区全体の事

は分かりませんが、ガバナーと地区幹事と地区副幹

事が違うクラブに所属しているんですね。神野さんと、

ここの地区ではそんなこと考えられないなと話してい

たのですが、そういう地区も実際あるんです。だから、

もう少し実態を調べていくと意外とガバナーと他の

人達が違うクラブ、つまり、本当に地区で優秀な人達

を引っ張ってくるっていうんですかね、基本的にはそ

うだと思うんだけど、今本人だけじゃなくってクラブが

後押ししないといけないというルールがありますよね。

だから、さっきの加藤さんじゃないけど、実際、有能な

人はいるけど、クラブが駄目って言ったらガバナーに

なれないので、そのあたりの仕組みっていうか、考え

方をかえなければいけないかもしれないですね。それ

で、私も有能な人がガバナーになって、それを取り巻く

地区幹事とか地区副幹事がまた優秀な人が出てくる。

優秀というか、やる気というか、非常に前向きというの

ですかね。すごいですよね、第2580地区というのは。

田 嶋 ▶▶すごい成功しているんですよね。若いガバ

ナーが出るようになって。

千田 ▶▶ただ、その地区の人がやってくれないといか

んよね。パストガバナーがちゃんと責任もって、バック

アップとか出すのも。

田嶋 ▶▶クラブで潰しちゃう。早く名前が出ると潰し

ちゃうんだよ。

田中▶▶でも、クラブの推薦がないと困るよね。

司会▶▶そりゃそうですよね。でも、小さいクラブが2

つでガバナーを出すっていうのはどうなんでしょうね。

神野 ▶▶どっちも小さければ難しいと思いますよ。ガ

バナー補佐の選出の仕方も結構大きな課題になって

ると思うんですよね。

田中 ▶▶ 他の地区と違うね。他の地区はガバナーが

推薦して組織作っちゃうもんね。

千田 ▶▶ガバナー補佐ってもうちょっと、ガバナーの

意向が反映するようにすると楽だわな。各地区からき

て、その人にいろいろお願いしないといけないし。

神野▶▶でも、それはね、4、5年かかりますよ。

司会▶▶ 時間も来ましたので、そろそろ締めを・・。平

成最後の10年間の最初のパストガバナーとして、片山

パストガバナー、10年を総括していただけますか。

片山 ▶▶それは少々荷が重いので、私の独断の感想

4点ほど述べさせていただきます。1つ目ですが、現在

までの30年間を振り返りますと、ちょうど平成30年間

とほぼ重なっています。この30年間を10年ごとに3分

割してロータリーの変化を見てみますと、平成10年ま

でロータリーは右肩上がりでした。しかし、平成後半

の20年間は右肩下がりで受難の時期でした。そのよ

うな中、RIは職業保持の原点を外し、会員に会員増

強と寄付・年会費の増強を絶えず求め、遂には職業

奉仕を事実上5大奉仕部門から下ろし、社会奉仕部

門に合流させるという話も聞き、私のガバナー年度の

地区方針でもあった「持続可能な前進」のまさに逆

を行っているように感じられました。2つ目は、斎藤直

美（豊田RC）2006年度パストガバナーを2016年度・

2017年度のRI理事として当地区から初めて輩出した

という、2760地区ロータリー愛知85にとって重要な

出来事がありました。当地区の将来にとって、計り知

れない啓蒙的な影響をもたらし、永く記憶されるべ

き出来事だと思われます。それ以外にも、5年ほど前

に名古屋から始まり、年々盛大に開催されている

WFF、50年前に豊橋から始まり、定着したゴミゼロ

運動、この2つの奉仕活動を一対として春期・秋期の

2大奉仕イベントとして将来に受け継がれるようにし

なければならないと思います。3つ目として、反対に残

念なのがポリオ撲滅運動のことです。1987年に当地

区でポリオプラスというプログラムが採り上げられ、

委員会が設置されました。私の年度に、ポリオ撲滅

の為に今後3年間に同額の寄付を提出することを条

件にゲイツ財団から1億ドルを受け取り、全会員に寄

付を再度求めてきました。しかし、最初の同額寄付か

ら10年経った現在でもその決着がついておりません。

いずれ数年のうちに撲滅宣言が出せると信じていま

すが、次の10年に申し送りをしなければならない事

は、私にとって本当に忍びない事です。4つ目は、ロー

タリーの組織・権限の問題です。組織は大きくなれ

ばなるほど、権限の集中が必要です。しかし、ロータ

リーの基礎は、クラブとその会員が底辺にあり、地域

と密着したクラブの独立自存があればこそです。RI

は権限の一部をガバナーあるいは地区に、ガバナー

はガバナー補佐に委任・譲渡する事が必要ではない

かと思います。私もガバナー補佐に一部権限委譲・ガ

バナー補佐の推薦事項・分区運営要領などを地区便

覧に記載し、口頭でも定着を推奨しました。しかし、

ガバナーは単年度官なのでなかなか難しく、本来は

地区大会で出来ると良いのですが、それも難しい問

題があります。近藤年度に「地区審議会」が活動でき

るようになりましたので今後は地区審議会を活用し、

大いに議論したいと思っています。

司会▶▶貴重なお話ありがとうございました。大変勉

強になりました。

千田 毅 パストガバナー

座
談
会

司会▶▶本日はお忙しい中、誠にありがとうございま

す。この座談会は2008年～2017年の10年間の中でガ

バナーをお務めになった皆様にご参加頂きました。

担当された年度の順に、取り組まれた事や課題など

について忌憚のないご意見を伺いたいと思います。貴

重なご意見からこれからの10年に向けての指針が見

えてくるかと存じます。それでは、まず2008年から

2009年度のガバナー、片山パストガバナーからお願

い致します。

片 山 ▶▶ RI会長の

テーマ“夢をかたち

に”それを受けて、

私の方は“持続可

能な前進！”という

地区方針で、サブと

して“ロータリーに

心を”という歌を作

りました。読んだ人

からは、とても良い歌だと好評を頂きました。“ロータ

リーに心を注ぎ　ロータリーに心を開く　ロータリー

を心に受け止め　ロータリーを心に住まわす　ロー

タリーの心をみんなで考え　ロータリーの心を静か

に思う　ロータリーの心は我等の心　ロータリーの

心は世界の心”という内容をテーマにした歌でした。

司会▶▶歌を通すとロータリーの理念が心にスーッと

入ってきますね。ところで、地区大会の時、私も関係

者だったのですが、ゲストは小泉純一郎さんでしたね。

片山 ▶▶ 名古屋名東クラブさんのお世話で、小泉さ

んに来て頂いたからあれだけの会員が地区大会に集

まってくれました。

司会▶▶本当に多くの会員が参加されましたね。

片山▶▶大いに盛り上がり良かったです。

司会 ▶▶この地区大会は悲しい出来事があり、片山

パストガバナーも心を痛められた事でしょう。

片山 ▶▶忘れもしません、RI会長代理とロータリー

ミーティングの特別講演のためお越し頂くことになっ

ていた佐藤千壽さん（東京東RC）の突然の訃報です。

地区大会の4週間くらい前に2回ほど東京でお目にか

かりました。当時佐藤さんは90歳でこれからヨーロッ

パ旅行に行くと伺い、「元気で行って来てください

ね」と、笑顔で挨拶を交わしました。ところが、地区

大会の20日くらい前、突然訃報が入りました。クルー

ズの最中にドクターがいなくて助からなかったとお聞

きしました。ロータリーミーティングの特別講演は、そ

の講演原稿が親友の圡屋亮平パストガバナー（松戸

RC）に託され、圡屋さんが代読されました。今でも忘

れられない出来事でした。

司会▶▶また、ロータリー愛知81にちなんでの昼食会

は皆さんに喜ばれましたね。

片山▶▶そうですね。公式訪問に行く多くのクラブで、

古参会員の方々が心なしか、さみしいお顔をしておら

れるのを見かけるものですから、この機会にと思って

第１日目のRI会長代理を囲む昼食会に招待した訳で

す。「ロータリー愛知81」にちなんでと言われるのは、

RIが事務的に当地区に付けた名称は「RI第2760地

区」ですが、私は当初より当地区が胸を張って自称

できる当地区の名前を「ロータリー愛知81」としまし

た。この名前を、ガバナー月信をその巻頭言として発

行した地区誌にも使いました。これは地区の機関誌

の役割と地区内各クラブ間の親睦誌の役割を担う双

方向の雑誌です。81という数字はその年度の当地区

全クラブの数です。招待しました古参会員の年が81

歳以上というのは、これ未満の歳では、該当者が多

過ぎてこの81を借りたのです。

司会 ▶▶ロータリーの方は若 し々いので81歳以上の

会員の皆様が元気に沢山お越し下さいました。片山

パストガバナーありがとうございました。次は2009年

大澤年度ですが大澤輝秀パストガバナー（豊川RC）

は、平成16年９月に逝去されています。ご冥福をお祈

り申し上げます。それでは、続きまして、クールビズを

提唱されました、２010年から2011年度のガバナー、

田嶋パストガバナー、お願い致します。

田 嶋 ▶▶ 私の時の

RI会長は、レイ・ク

リンギンスミスさん

というアメリカの方

でした。会長のテー

マは“地域を育み、

大陸をつなぐ”でし

た。私の年度の特

徴は3つあります。1

つは、ロータリー財団のフューチャービジョンが始

まった年です。当地区がパイロット地区になっていま

した。もう1つは、戦略計画ストラテージックプランを

日本では「長期計画」と訳していましたが、試行錯誤

を経て、今の戦略計画という名称に変更し、始まりま

した。最後の１つは東日本大地震が起きた年という

ことです。

司会▶▶あの東日本大地震が起きた年ですね。

田嶋 ▶▶最初は未来の夢計画という名前で始まっ

たのですが、夢という表現に異論も多く、協議を重

ねた末、フューチャービジョンという名前になりまし

た。私の頃は、RIの表現をアメリカはアメリカで直し、

日本は日本で直すスタイルで、日本流は受け入れやす

い表現に変えているのではないか？という指摘も多く、

本場アメリカの表現に戻したということです。フュー

チャービジョンでは、新しい地区補助金について皆さ

んのご理解を頂き、いかに活用して頂くかということ

を一番大きな目標としていました。

司会▶▶ 確かに日本語に直すと本来の意味が曖昧に

なる場合もありますね。また、医療支援にも熱心に取

り組まれてましたね。

田嶋 ▶▶ 深谷地区財団委員長と一生懸命取り組んだ

のが、グローバル補助金を使った医療支援です。アメ

リカのヒューストンと交流したのが当地区の医療支援

の始まりで、しかも、グローバル補助金を使った医療

支援というのは、当時本当にまれで、この地区の大き

な成果の1つだったと思います。それから、戦略計画

については、公式訪問でお話してもほとんど何も知ら

ない人ばかりという状況の中で、いかに皆さんに存在

を知って頂くかが課題でした。

司会 ▶▶そして、この年度は日本は未曾有の出来事

がありました。

田嶋 ▶▶そうです、東日本大地震が1番の問題でした。

地区としてはいずれも1人1,000円以上という形で1次

支援、2次支援を行いました。諮問委員会では1,000

円では金額が少ないんじゃないのか？という意見も出

ましたが、会員の皆様が企業でも多額の義援金を出

されて、個人でもロータリー以外に寄付されている事

を考えて出した金額という趣旨を説明し、この金額で

やりましょうということになりました。最初、2,000万

円ほど集まり、希望の風奨学金に全額協賛致しまし

た。２次支援では宮城岩手の地区と千葉県の地区と

もう１か所に配分致しました。その他、ヘリコプター

の支援も致しました。これは、地区大会をやって頂い

た「あまクラブ」が余った1,000万円を地区に返却して

くれたので、そのままヘリコプターの支援金に使いま

した。孤立した所に食料を運んだり、薬を運んだり、

１ヵ月くらい活用されました。それでもまだ余りが出て

いたので、軽トラックを買いたいという支援組織に活

用致しました。

司会 ▶▶田嶋パストガバナーありがとうございました。

東日本大地震が起きてからのガバナーの取り組み方

は、本当に心を打たれるものがありました。それでは、

引き続き、松前パストガバナーお願い致します。松前

パストガバナーは、2011年から2012年までガバナーを

お努めになりました。震災後の大変な年でしたが、

ロータリークラブの力、絆の強さを再認識されたので

はないでしょうか。RC会員歴が半世紀以上と伺いま

した。色 な々思い出がおありかと存じます。

松前 ▶▶ 私は、1967年に一宮北RCに35才で入会し、

この50年間で、1990年には一宮中央RCの初代会長

として設立に尽力

出来たこと、そして、

2011年～2012年に

は2760地区のガバ

ナーとしてお務めが

出来た事を嬉しく思

います。

司会 ▶▶ 松前パスト

ガバナーのご経歴

を伺いますとすべてに「初」が付き、意欲的な取り組

みが伝わって参ります。2760地区にロータリー・リー

ダーシップ研究委員会（RLI）を導入されたのも初め

ての試みでしたね。

松 前 ▶▶ ロータリー・リーダーシップ研究委員会

（RLI）は新会員と未来のクラブリーダーの研修の

ためにアメリカで草の根運動として開発されたプログ

ラムです。日本でも各地区で急速に採用されつつあり、

双方向性とディスカッションリーダーDLに特徴があり

ます。私がガバナーに就任して最初の諮問委員会で

導入を諮り、認められて誕生しました。全国では6番

目の導入でしたが、RLIはまだ馴染のない時代でした。

ロータリー・リーダーシップ研究会の目的は、ロータ

リーの理解を深め、クラブを活性化すること。目的達

成の為に、日本では15地区でRLIの研修が行われ、

成果が上がっています。講義による教育ではなくディ

スカッション方式でリーダーの知識、考え方、創造性

を引き出します。

司会▶▶ 埼玉の中村先生には私も熱心にご指導を頂

きました。度々お越し頂いていますね。

松前 ▶▶ 2760地区は中村靖治国際ロータリー研修

リーダーが熱心にご指導下さり、地区研修の方が真

剣に勉強された結果、多数の方がディスカッション

リーダーになっています。私もガバナーエレクトの時、

妻久子とアメリカ・サンディエゴで1週間、コの字型の

RLI方式で飛び交う質問に、絞られました。現在

2760地区ではこのRLI方式に磨きをかけ改善し、有

用な研修として成果を上げていると聞いております。

この研修でロータリーへの理解が深まり、クラブが

活性化することが期待されます。ロータリーをより理

解し、ロータリーを心から愛するロータリアンが増え、

今後の100年もロータリーが益々発展する事を願って

おります。

司会▶▶ 4430地区ブラジルを訪問されましたね。

松前 ▶▶ 1988年度以降永く中断していた研究グルー

プ交換GSEを1997年度犬飼パストガバナーが再開さ

れ､私が委員長に任命され、当時の犬飼ガバナー、

片山地区幹事（片山パストガバナー）と総勢10名で

GSE研究グループの派遣先であるブラジル4430地区

を激励訪問いたしました。懐かしい思い出です。ちょ

うどこの年は、ブラジルへの移民90周年という節目

の年でした。そこで、各クラブから寄付された書籍１

トンを船便で送りました。この訪問はブラジル日本文

化協会に寄付する贈呈式もかねていたのです。24時

間を費やし、一行がサンパウロ空港に降り立ったのが、

5月13日早朝4時30分。訪問先クラブの会長や多くの

方々に迎えられてホテルに向かいましたが、GSE研究

生として来ていたサンパウロ軍事警察大尉ルイス君

の装甲車に前後を守られ、赤色灯を回転しながらの

移動。ガバナー一行への配慮に感謝しております。

司会▶▶疲れも飛んでしまう歓迎ぶり、嬉しいですね。

他でも熱いもてなしを受けたそうですね。

松前 ▶▶ 仮眠の後、日本人街に例会場を持つ日系ク

ラブ会員の多いリベルターデRCを訪問し、熱い歓迎

を受けました。その後文化協会に赴き、日本文化協

会山内会長に犬飼ガバナーから図書一式贈呈の目

録が渡されました。翌日は、サンパウロ・レステRCを

訪問しここでも熱い歓迎を受け、4430地区大会会場

に移動し、前夜祭を楽しみました。当時の4430地区

ガバナーは日系2世のKazuhiro Moriガバナーでした。

大会当日、我々一行は日本国旗を振りながら入場。大

きな拍手を今も覚えています。各クラブが順に旗を掲

げて入場行進する姿にも力強い息吹を感じました。

翌日はMoriガバナーよりレセプションに招かれ、一連

の行事終了の安堵感もあり、とても和やかな時間を

過ごしたことを鮮明に覚えています。その後、イグア

スの滝観光に向かいました。ブラジルとアルゼンチン

にまたがる落差80M、幅4キロの景観は圧巻でした。

最終日は、リオデジャネイロにも足を延ばしました。

2016年のリオ・オリンピックでコルコバードのキリスト

像が映し出されるたびにブラジル訪問を思い出して

おりました。往復2日間以上という10日間はハードで

したが、ブラジル訪問は実り多く思い出深い旅のひと

つとなりました。

司会▶▶そういえば、松前パストガバナーはある数字

に深いご縁があるそうですね

松前 ▶▶私は母校の大阪歯科大学の学籍番号が22

番でした。そして、一宮北RCの22代目の会長を務め

ました。ガバナーセミナーに指名されたのが2009年3

月22日でした。第2760地区の第22回インターアクト大

会に出席し挨拶の機会を頂きました。インターアクト

クラブは私の心の故郷であります。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーありがとうございました。

それでは、2012年から2013年度のガバナーでいらっ

しゃいました、千田毅パストガバナー、お願い致します。

千 田 ▶▶ 私の時は、

たまたま幸いなこと

に国際ロータリー

会長が田中作次さ

んで、R Iテーマが

“Peace Through 

Service 奉仕を通

じて平和を”でした。

司 会 ▶▶ 田中作次

RI会長との思い出で印象に残っている事は何でしょうか。

千田 ▶▶一番の思い出は、ロータリーの世界大会の

時のことです。ガバナー会をやろうという事になりま

したが、一番の問題は田中RI会長が参加してくれる

かどうかでした。そこで、全権を握っているRI秘書の

ベティさんという女性に交渉したのですが、直前まで

参加が不明のまま…。ところが、当日、田中RI会長が

来られて、皆びっくり！しかも、財団委員長なども連れ

てお越こしになったので、椅子が足りずバタバタと大

慌てして準備したのが印象に残っています。私共は

150人くらいで参加しましたが、田中RI会長は感激し、

喜んでお帰りになられました。また、同期のガバナー

が年1回集まって日本各地を廻るのですが、3回目の

時に田中RI会長が、「2012年度の会だから私も参加

する」と言われ、その会費を求めたところ、「これぞ

ロータリー」と言って、喜んで払って下さいました。

司会 ▶▶千田さんがガバナーになられた年は、震災

の翌年でしたね。

千田 ▶▶そうです、大震災の翌年でした。1月の研修

会で行った、カナダのトロントの方に一緒にやろうと

声をかけていただき、VTTの時に参加して頂きまし

た。その時、たまたま隣に座っていたのが、2750地区

の宮城・岩手の小野寺さんでした。その際、「お金を

集めるのは誰でもできる、我々はちゃんと震災孤児に

手渡したい」と小野寺さんにお願い致しました。あの

時は現地も混乱して色々大変だったのを被災地に視

察に行った時に実感致しました。30人の子供たちが

高校を卒業するまでにかかる4,800万円という金額を

集める為に、毎週500円ずつ集める提案をしましたが、

はじめはうまくいかず、幹事などに足りない分はガバ

ナーがもたないといけないと脅されました（笑）結果、

全額集まりましたが色々大変でした。

司会▶▶地区の目標など6つ挙げていらっしゃいます

が、沢山達成されていますよね。その中の高校生支

援で、甲子園に出場を果たした、仙台育英高校の球

児の中に孤児がいました。両親は他界し、お祖父さ

んの所から高校に通い、甲子園で3番打者として活躍

しました。1回戦で負けてしまったのですが、千田さ

んの応援が陰でありました。

千田 ▶▶地区と地区との交流では、抽選の結果、名

古屋クラブと奥三河クラブがメークアップする事にな

り、中日新聞の大島さんから「千田さん、えらいこと

になった！」と電話で心配を頂くほど、離れた地区の

クラブが交流することとなりましたが、その交流は2

～３年続けることができました。

司 会 ▶▶千田パストガバナーありがとうござました。

続いて、2013年度ガバナー田中正規パストガバナー

お願い致します。

田中▶▶会長になっ

ても知らないことば

かりで、地区に入っ

て改めて、凄い！と

驚くことばかりでし

た。ノミニーとして、

「お前また来たか！」

と言われるほどしつ

こく千田さんの後に

くっついて見聞きしている間に分かることがありまし

た。それは、ロータリーでは“はい”と“YES”しかな

いということです。「やろうよ！」と言った事は情報を

集めてやらないといけない、それが皆が前を向く事、

止めたらそれで終わり。私も思った事をとりあえず

やってみようと思いました。ある時、公共イメージの

コーディネーター「ロータリーの友」編集長の二神さ

んとお話しする機会があり、その時の話題から、地区

全体でやれるフェスタ、日本で初めてのロータリーの

ワールドフェスタを開催しよう！と私は思いました。皆

さんの協力のもと、思った以上に素晴らしいフェスタ

を開催できました。その後、近藤さんが形を作ってく

ださり、日本のロータリーでできました。そのきっかけ

に少しでもなれたのが良かったと思います。最後に、

任期の終盤に色 な々国に行きましたが、それが楽しい

思い出になっています。

司会▶▶どんなところに行かれましたか？

田中▶▶ベトナム、タイ、フィリピンは2回、隠れてモン

ゴル。つい最近はラオスに行きました。皆さんの友情

の支えもあり、色々な国へ行くことができ、非常に充

実した年度だったと思います。もう１つ印象的な出来

事として、同期のガバナーがEクラブを教えてくれた

事です。会費も安く、例会をホームページで行えるEク

ラブは、若い人も多く、クラブのイメージを変えたクラ

ブで面白かったです。

司会 ▶▶やはりイベントをやらないと、テレビ局や新

聞社の方々はあまり来てくださらないですよね。

田中▶▶私がテレビ局等に行ったのは最初の挨拶ぐ

らいだけでしたが、色々な人を引っ張りだすことは良

いことだと思います。たまに顔を出すと、ロータリーは

こんなことをやっているのか…とロータリーの活動を

改めて知って頂けました。

司会 ▶▶はじめのうち、ロータリーのことはあまりPR

してはいけないと教えられたのですが…。

田中 ▶▶それで、公共イメージコーディネーター補佐

としてお話させて頂きました。

司会▶▶希望の風などはどうですか？

田中▶▶希望の風は私ではなく、田嶋さんが担当してい

ます。希望の風は今も続いていて素晴らしいと思います。

司 会 ▶▶ 学生さんの喜びの声や手紙を拝見すると

ロータリアンになって良かったとしみじみ思います。

クラブでもお弁当箱支援といって、お弁当箱に色 な々

ものを詰めて、被災者の方に送り、そのお礼に折り紙

の花やお手紙をいただいたりしました。田中パストガ

バナーありがとうございました。それでは、2014年度

のガバナー、近藤雄亮パストガバナーお願いいたしま

す。パストガバナーの年度のガバナー月信の7月号は

熱田神宮ですよね。

近 藤 ▶▶たまたまう

ちのクラブに熱田

神宮の宮司さんがお

られ、写真を使わせ

てくださいと頼み、

毎回、熱田神宮に関

連する何かの写真

を使わせて頂きまし

て、最初から最後ま

でシリーズで載せました。私の時のRI会長は、ゲイ

リーC.K.ホァンさんという台湾の方でした。彼の考え

方のベースになっていたのが「儒教・孔子の教えです。

ロータリーがSNSを含めデジタル化していく中、アナ

ログ的なものを大切にされる方で、そういったところ

に私も共感しました。彼は“ロータリーに輝きを”とい

うテーマと5つの強調事項、つまり、“地域社会でロー

タリーの存在感を高めること・会員増強・ポリオ撲

滅・クラブの強化・ロータリーデーの実施”で始めま

した。この強調事項は今でもずっと続いています。当

時の私にとって歴代ガバナーの皆さんは雲の上の存

在。ガバナーノミニーに指名される場に臨んだ時、近

寄りがたい雰囲気がありました。そのような思いから、

もう少し目線を下げてロータリアンの中に入りたい、

堅苦しいことはやめて、メークアップに来たメンバー

のような近い距離感で本当の姿を見たいという思い

から色々考え、計画を立てました。結果、例えば「単

独でガバナーの公式訪問を初めて受けました」とか

「親クラブと一緒だとなかなか本音で話すことがで

きない」といったような声を聞くことが出来ました。

司会▶▶ 確か近藤パストガバナーの時、クラブをまとめ

て回るのではなく、ひとつひとつ訪問されたのですよね。

近藤 ▶▶はい、地区内全84クラブを個別に公式訪問

をしました。メンバーの数が少ないクラブも多いクラ

ブも皆さん本当に一生懸命ロータリー活動をされて

いて、素晴らしいと感じました。色々大変な面もある

けれども、この地区のクラブは本当に良くやってくれ

ています。何でもそうなのですが、一旦外に出てみる

と、中では分からない事が見えてくる。素晴らしさが

良くわかる様になる。ゲイリーC.K.ホァンさんのアナ

ログ的思考というか、情といいますか、それが地方に

あるんじゃないかなと思います。私はロータリーとい

うのは、ひと言でいえば…感動、感動をシェアするこ

とだと思うのです。こういうことをずっと言って回った

わけです。いろんな理屈やロジックを立てても感動

がない。そういったものだったら誰もついて来ないし、

仮にその場でついて来ても後は知らないという形に

なってしまいます。感動があれば、自分も仲間に入り

たい、これぐらいのお金を出してもいいなという気持

ちになります。そういう風になっていくといいなと思い

ます。先ほど田中さんが「自分は人が色々言ったこと

を取り上げた」と仰ってました。その中の１つ、WFF

(ワールドフードふれ愛フェスタ)を引き継ぎ、我々の時

は最初からやろうと組織を作り取り組みました。そう

したら、タイミングよく、ゲイリーC.K.ホァンさんの強

調事項の１つ“ロータリーデーの実施”というのがあ

りました。当時のRI理事の北さんからも昨年第2760

地区のプレゼンを見たら素晴らしいことをやっている

ので、是非ロータリーデーをジャパンロータリーデー

愛知として実施をしてくれないかという話を頂きまし

た。シニアリーダーは自分がまとめるからお前は同期

ガバナーをまとめろという事になったのです。結局、

100人以上のシニアリーダーの方々がWFFに参加を

してくれました。田中さんが始めた事を2年目である

程度形ができたかなと思います。

司 会 ▶▶ロータリー

デーというのは、その

時から始まったので

すか？

近藤 ▶▶そうです。ゲ

イリーC.K.ホァンさ

んが自分の強調事項

で提唱したのです。

世界中に、クラブ単

位でもいいし、地区単位でもいいし、あるいは国単位

でもいいから、とにかくやってくれと。私は各クラブ単

位で是非やって下さい。これはガバナー賞の対象に

します！とやったのです。地区単位ではせっかく田中

さんが地区の大きなイベントをやってくれたので、そ

れをジャパンロータリーデーに育てる決心をしました。

ゲイリーC.K.ホァンさんの強調事項、北RI理事の薦

めもあり、ちょうどタイミングが合ったのですね。それ

からもう1つ。“ロータリーは何だ？”とか陰で色々文

句を言う声もありますが、言いたいことがあるのなら、

RIには3年に1度開催される規定審議会というのがあ

るので、そこへ第2760地区から物申す！と、意見を出

したらいいんじゃないのか、その為の規定審議会で

すから。そして地区内クラブに立法案提出のお願い

をしました。地区の色々な問題を取り上げて会長さん

たちに諮る地区審議会と立法案審議委員会というの

を作り、片山先生、田嶋先生と相談しながら3人で地

区審議会規約を作りました。それが今実行されています。

司会 ▶▶もう１つ、IT委員会で地区で初めてHPを作

られたとか。

近藤 ▶▶ホームページは前からありました。尾本さん

が非常に熱心に取り組んでくれていました。地区で

形に出来たのは、いきなり出来たのではなくて、思い

とか色々な下準備があったからです。尾本さんの不

断の努力のお陰だと思っています。私のような者でも

ガバナーを務めることが出来たのはゲイリーC.K.ホァ

ンさんの「儒教・孔子の教えの下、アナログ思考でや

る」この理念があればこそです。また、片山先生がガ

バナーをお務めになられた時、ガバナー補佐としての

私をご指導して頂いたこと、その後も色 ご々指導を頂

いたお陰と片山先生には大変感謝致しております。

計算で繋がっているのではなくて、情で繋がってい

る関係は素晴らしい力になると私は思います。

司会 ▶▶近藤パストガバナーありがとうございました。

では、2015年度のガバナーでいらっしゃいました加

藤陽一パストガバナーお願いします。

加 藤 ▶▶ 私の時は、

スリランカのK .R .

ラビンドランさんと

いう方がRI会長で

した。英語で“Be 

a gift to the world”

サンディエゴでの国

際協議会で“世界

へのプレゼントにな

ろう”と訳されましたが、はっきり言って何を仰ってい

るのか分かりませんでした。同期のガバナー連中とこ

れは何を言ってるのだ？？と色々話し、プレゼントは、

たぶん奉仕のことだろうなと、同期のガバナーとそう

解釈しようということになり、サンディエゴから帰って

きました。K.R.ラビンドランさんは、アジアの中でのは

じめてのスリランカの方ですから、どうもイメージが

湧かず、このRIテーマも皆さんにどうお伝えしようか

…とちょっと苦労しました。

司会 ▶▶加藤パストガバナーは、お父様もロータリア

ンだったのですね。

加藤 ▶▶そうです、親父も瀬戸クラブで会長をやって

いました。その頃、斎藤先生が仰っていた「原点回

帰」の話に感銘を受けました。最近ロータリーが原点

というか根本がわからなくなってきたのではないか…

という私自身の心情もあり、見直しをという意味で、

早速先生にお話しして了解を頂き、原点に帰りたいと

お話を申し上げて、ずっと講習をやったのです。

司会▶▶ガバナー時代、思い出に残ることを教えてく

ださい。

加藤 ▶▶田中さんの資料を基に34クラブ訪問いたし

ました。クラブとの交流、私自身の交流もそこそこや

らせて頂いたつもりでおります。WFFに関しては、田

中さんから近藤さんに受け継がれ、私の時はだんだ

ん形になってきました。私の時から企業協賛にも力を

入れて、600万か800万円を頂戴し、去年が1,000万円

くらいでした。ロータリーを世間に広めるという意味

もあり、だんだん大きくなっています。特にエンドポリ

オに関しては、売り上げもだいぶ上がってきています。

たまたま国際奉仕委員会の方と一緒にVTTでインド

ネシアに行く機会があり、ジャカルタの劣悪な環境に

いる子どもたちを訪ねました。学校も行けず勉強もで

きないヒンズー系の子供たちを援助していたのは、イ

ンドネシアの方達。この出会いを機に私たちもやって

いこう！と、ポリオ500万円、あと400万円プラス地区

のクラブから拠出されたお金を使って、やり始めたの

です。ぼちぼち卒業しないとと思っているのですが、

今もWFFの実行委員長をやらせて頂いております。

WFFを通じて、ロータリーは世間に、そして日本中に

広がったのではないかと思っております。ガバナーと

して小難しいことはやった覚えはありませんが、

WFFが私にとっては一番の思い出かなと思っています。

司会▶▶やはりそういう努力があって、いろんな学生さ

んの支援などが出来るのですね。先ほど、千田パストガ

バナーの時にお話した、仙台育英高校の千田君の記

事は加藤パストガバナーの時の月信9月号に出ておりま

して、「花巻東高硬式野球部の千田京平君、亡き母と

「再会」信じ」という風に書いてありました。加藤パス

トガバナーありがとうございました。それでは、2016年

度ガバナー、服部良男パストガバナーお願いします。

服 部 ▶▶ 2 0 1 6年度はジョン・ジャームRI会長の

“Rotary Serving Humanity”というRIテーマでス

タートしました。丁度この年はロータリー財団100周年

という記念すべき年。100年前にアトランタで開催し

た国際大会を100年後にもう一度アトランタで！という

大きなテーマがありました。もう１つのテーマは、RI

の戦略計画を当地区にどのように持ってくるか。当地

区にはRIの戦略計画がありませんでした。従って当

地区の良いところと課題を分析し、良いところは、そ

のまま伸ばし、課題に関しては戦略計画を立て持続

可能にすることがテーマでした。一番の基本は、10

年後もこの地区が輝き続けるために1年間何をすれ

ばいいのかという事です。そこでまず、地区の戦略を

作るため戦略計画委員会を作りました。そしてもう１

つ、広報、ITを一緒にして、公共イメージ向上委員会

を設立させ、戦略計

画の中でも大きな部

分であるロータリー

の認知度と公共イ

メージの向上を図り

ました。それからも

う１つ。研修委員会

を再度新設し、その

下にRI実行委員会

を分けて、研修をさせて頂きました。これが大きな地

区に対する戦略計画です。あとは、地区としての財団

の取り組みがしっかりしていた為、未来の夢計画に

始まる延長の100年を是非！ということで、大変高い

数字を掲げました。一人180ドルを財団に寄付し、結

果、目標を達成することができました。ジョン・ジャー

ムさんは、ポリオ、財団の経験が非常に深い方です。

そういう意味でも皆様方に大変感謝しております。ア

トランタで100周年を祝おう！をテーマにした大変忙

しい年でしたが、皆さんと一緒に色んなことをさせて

頂きました。深く感謝申し上げます。もうひとつ良かっ

た事は、2750地区と会員が良い競い合いをした結果、

最後に１つ新しいクラブが出来た事です。結果的に

34地区の中で一番多く会員が増えた事も皆さま方と

の１つの成果だったと考えています。

司会▶▶ 服部パストガバナーありがとうございました。

それでは、まだ記憶も新しい、2017年度ガバナー、神

野重行パストガバナーお願いします。

神野 ▶▶私がロータリーに入ったのは金沢東でした。

石川・富山地区の金沢ですが、2610地区のガバナー

という方がどういう存在か、ロータリアンとして全く意

識せずに6年いました。それで、名古屋に戻ってもう

一度名駅ロータリーに入った年が2008年7月。今考え

ますと片山ガバナーの年度で、2760地区で再入会し

ガバナーという存在があるということをはじめて知っ

たぐらいで、全く知らずに6年いたなという思いがしま

した。ガバナーの公式訪問は、西クラブと一緒に受

けていましたが、自分のクラブに来られたという感じ

が薄く、公式訪問に対してもあまり意識しておりませ

んでした。まして地区への出向や、ガバナー補佐を引

き受ける事も、クラブ幹事の経験もなく、ロータリー

の地区の動きも全く知らずにいた私が、いきなりガバ

ナーということで大変驚きました。なので、先輩たち

とはずいぶん感覚が違うと思っております。私は千田

パストガバナーには学生時代からご指導頂いており

ます。また、両親の関係で存じ上げている方ばかりで

す。しかし、ガバナーという意識で拝見したのは、私

がクラブ会長の時の田中ガバナーが初めてでした。

公式訪問の時にガバナーの存在を目の当たりにして、

凄い人なのだと思いました。親の西クラブと一緒だっ

たのですが、大きな先輩、親クラブでありながら、結

構ガバナーというのはビシビシ言われるなと。私ども

は子クラブにも関わらず、大変褒めて頂いて恐縮した

ものです。ガバナーは、凄い存在なのだということを

初めて肌で知りました。そんな頃です、私の高校の同

級生の近藤さんがガバナーをどうも引き受けるようだ

と話を聞いて、よくそんなことをやるな～と言ってし

まった覚えがあるのです。そういった中で、去年ガバ

ナーを引き受ける事となったのです。イアン H.S ライ

ズリーさんは“変化をもたらす”をテーマに、確か

ロータリーそのものが大きく変わったというお話をさ

れていたのを聞き、変化の時代だから、何かをやろう

と考えて出来ないだろうかと思いました。一番に思っ

たのは、ロータリーのイアン H.S ライズリーさんのこ

の言葉です。「ロータリーとは何か。何をしているのか

ということをもっと世の中に知らしめてほしい。」そこ

で、公共イメージ向上というものについて、自分がで

きる範囲でやってみようと思ったのです。1つはマスコ

ミや地域の皆さんへの働きかけ。もうひとつは、地区

ガバナーとロータリアンの距離感というのをできるだ

け縮めるという事を考えました。ガバナーは一般ロー

タリアンにとって遠い存在というか、私自身近寄りが

たい存在と思っていました。そこで、一年かけてクラ

ブの訪問以外にも、いろいろと接する機会をつくり、

距離を縮める試みをしたつもりです。服部さんは、地

区の戦略委員会で非常に改革的な事もやって下さい

ました。村井さんからはそんなに急にやっても無理な

んじゃないかとご心配頂きましたが、やっぱり自分な

りにやってもらいたいし、やってみたいということで、

全クラブに戦略委員会のような類のものを設置して

頂いたというのが、一番の私の思い出です。それから

もう１つ、諮問委員会で、先輩諸氏にお許しを頂き、

地区の体質の強化を図る取り組みを始めました。１つ

は、青少年対策の危機管理基金、これを1,000万円積

み立てさせて頂きました。それから、愛知県と防災協

定を結んで、地域の皆さんと一緒に勉強して、万が一

のときはどういった事ができるかということを考える

態勢を作らせて頂きました。これは先輩諸氏にも認

めて頂き、地区大会で結ぶことができました。

司会▶▶地区大会の思い出はいかがでしょう。

神野▶▶そうですね、

思い出がいっぱい

あるのですが、よも

や、D.K.リーさんが

来るとは想像もして

おらず、8月15日の

メールを開けてびっ

くり！片山パストガ

バナーがちょうど同

期だとの事でお願いできて本当に助かりました。大

先輩からも良くやったと言って頂いたのは先輩のおか

げです。今年は神奈川へ行かれるそうで、ガバナー

がとても焦っておられたと、村井さんから聞きました。

村井ガバナーから力になってあげてと言われて、気楽

に笑っていられるのが幸せです。最後に、６月の最後

にクロスプロモーションの青少年と学友の交流フェス

タ、これが出来たのも思い出です。ご出席の皆さんに

もいろいろ無理を申し上げました。それから、昨年度

だけになってしまったのですが、イアン H.S ライズリー

さんの植樹のお話につきましても、それぞれ分区やク

ラブで、個人的にもやって頂いたおかげで、8000本と

いう、一人一本の植樹目標を達成できました。「ガバ

ナーというのは言ったことを何でもできる」と言われ

たことをいい事に、先輩諸氏に無理を言い、それに

応えて頂いた事に感謝しております。WFFも晴れ男

で頑張ってくださいと言うだけで、今年度に相当資金

的余裕をもってお渡し出来ました。細かく言いますと

１時間では終わりませんが、これで終わりたいと思い

ます。ご指導頂いて、本当にありがとうございました。

司会 ▶▶ 神野パストガバナー、ありがとうございまし

た。こういった素晴らしいガバナーたちが10年間、努

力されたおかげで、第2760地区は本当にキラキラと

輝いていたのだと思います。どうもありがとうござい

ました。

司会▶▶片山先生いかがでしょう？

片山▶▶そうですね。ガバナーの視点というより私個

人の職業上の視点からのことを先に言いますと、そ

の頃地区大会での決議は大会決議と名付けられて、

ＲＩ会長・ＲＩ会長代理に感謝する。現ガバナーに感

謝する。地区大会ホストクラブに感謝するなど、決議

でなくても、ガバナーから口頭でお礼申し上げますと

言われれば済むことばかり。のどかな風景でした。そ

れまで、地区大会で審議・決議していた必要的決議

案件は、前年度の地区決算の承認、次年度地区大会

開催場所と日時の決定・承認くらいのことでした。そ

こで、ロータリーを法曹出のガバナーの目から見て、

地区大会の決議機関部分を整備しました。それは地

区大会における必要的決議案件の決議といわゆる大

会決議案と称していた案件とを区別し、必要決議案

件は各クラブの議決権票数を有する会長・幹事・副

会長等が出席する地区大会１日目に審議・決議し、

大会２日目にはその報告とし、大会決議案は１日目は

大会決議委員会からの決議案の内容の報告とし、大

会２日目の地区内全会員が参加する会議に大会決議

案を上程し採決するとしたことです。その年度の必要

的決議案件は、ガバナーノミニーの選出方法として指

名委員会方式の採択と指名委員会委員の選任の件・

2010年開催の規定審議会提出案件承認の件（当地

区初めての規定審議会提出案件）・ロータリー財団

未来の夢計画パイロット地区候補申請の件の3件で

した。現在においても、その流れが継続しているのは、

うれしいことです。それから、もう一つはガバナー選

任の地域的配慮のことです。パストガバナーの皆さん

が思っておられるでしょうが、全地区内、尾張も名古

屋も三河もどの地域にも一様にパストガバナーがでん

としておられ、しかも各分区にも元気なパストガバ

ナーがいることです。しかし、色 な々事情により、その

ようにはいかないのです。特に、分区でガバナー補佐
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が分区内事業をする時あるいは分区内で事が起きた

時などに、どの分区にも、身近に相談ができるパスト

ガバナーが常にいるというのがいい訳です。地域の

関係では名古屋５・三河４・尾張３の比率で候補を選

任し、各地域内分区の順番は各地域関係のパストガ

バナーの相談によるという方針はできていますが、そ

れでも、地域の事情により万遍なく一様にとはいかな

いという実情ですね。その事情の一番大きいのが、う

ちのクラブの人数では、引き受けられませんという断

りです。その対処の１つの方法として、私のガバナー

年度に親子兄弟クラブにお願いして、監事・副幹事・

スタッフ等２人位ほどご協力をいただき、率先垂範し

た積もりです。偶然この時、近藤パストガバナーも西

名古屋担当のガバナー補佐で入って来られました。

司会▶▶だから先生の時は、他のクラブのスタッフが

5～6人入っていたのですね。

片山▶▶そうです。そういうことをやったのです。

加藤 ▶▶尾張3分区では大変申し訳ないと思っており

ます。去年ですが、南尾張分区でペケ、西尾張分区

でペケ、たまたま東尾張分区はその時にパストガバ

ナーが3人いらっしゃったのです。だから、僕を入れて

4人いたわけです。結局、尾張分区からしか出すとこ

ろがなくて、たまたま、犬山さんが今まで出していな

かったわけです。犬山が出るといったのでこれは良い

と安心していたら、委員会の前日に断ってきた。びっ

くりして田中先生にどうしよう…と。それで江南の福

田さんに急遽電話申し上げたら、「大丈夫だよ。うち

におるから」との返事。それでご本人と話をして、OK

ということになったのですが現役の会長さんなので

す。現役の会長さんは本来ダメなのです。それでRIの

方に問い合わせて、許可を得て伊藤さんがガバナーノ

ミニーに決まったのです。

片山▶▶だから、小さなクラブが一緒になって協力し

て出さねばね。

加藤 ▶▶ 今は東海と常滑なんかは出せます。しかる

べき人間もいます。今、片山先生が言われた小島先

生などもいるのですが、たまたま小島先生が病院を

建て替えて忙しいということだったのです。

司会▶▶できれば、9人で話し合うと盛り上がるような

テーマをあげて頂いてお話して頂けるとありがたいな

と思います。

神野 ▶▶これって、10年の思い出が皆さんにあります

よね。そして、これからの10年に向けての皆さんの期

待とか想いとか、この2つにしたらどうでしょうか?

田嶋 ▶▶地区大会のゲスト、会長代理を昔みたいに

自分たちで推薦させてもらえないかという意見が割

と今、いろんな地区から出ているじゃないですか？

神野 ▶▶ 出ていますね。全然来ると思ってなかった

D.K.リーさんが韓国から来られたし。

加藤 ▶▶ 僕の時も1か月前ですよ。それではなんとも

ならないですよ、こっちの準備も。だからもっと早く決

めてほしい。誰がどういう風に決めるかわからないで

すけどね。

田嶋 ▶▶大澤さんの時代までは地区が候補者を推薦

していたのですよね。

加藤 ▶▶ 要望は出せるけど、それに対しての返答もな

く、無視ですね。

田嶋 ▶▶ 私の時はRIが会長代理を呼ばなくていい。

お金がないのだから。協議会でもRIの職員がお金が

ないから来ない。日本の旅行者が行ったのだもん。ツ

アーが案内した人たちがその職員を代行してやって

いたのです。だから、日本事務局からは誰も行かない。

本当にひどい話です。

片山▶▶田島年度に同地区の中からRI会長代理を出

したのは意表を突いた人選でしたね。

神野▶▶それが最近全然でていない。

田嶋 ▶▶豊島さんから未だに言われます、あの時俺

はタダ働きだと。あの時、RIから地区で負担すること

はまかりならん、その代わり、会長代理で呼んだ場合

には一人いくら出すっていうような約束があったので

すが、一切払ってもらえなくて。こっちもすっかり忘れ

ちゃってましたが、日当も何もなく、未だに顔を合わ

すとそのことを言われます。

司会▶▶ 外国の方が来られると大変でしたよね。

加藤 ▶▶ 結局、通訳がいるでしょう。たまたま、米山

の子たちがやってくれたのですが、それからいろいろ

お話して頂くにしても、通訳を通すと時間が倍になっ

ちゃう。初めから文章を頂戴といって、文章をもらっ

たことはいいけど、読めないでしょう、だから、米山

の子に頼んで全部日本語に直してもらって、それをス

クリーンに投影して、それで通訳なしでやりましたけ

どね。しかも、決まったのが一カ月前でしょう。もう慌

てましたよね。

神野▶▶その教えを、D.K.リーさんの時には活かさせ

て頂いた部分もありますね。米山と福田君とか通訳

も含めて。

加藤 ▶▶日本のパストガバナーが来ていただくのが一

番いいですよね。

神野 ▶▶ D.K.リーさんは、みんな私の方を見ずにパ

ワーポイントを見る、だから、そういうのは嫌いだと

おっしゃって、以前のようなパワーポイントで出す事

ができなくて、30分でちゃんと収めるというのが、50

分以上になって、ちょっと大変でした。やっぱり国内

で来ていただくとありがたいですね。

司会 ▶▶あと、どうでしょう。一生懸命取り組んでい

らっしゃったWFF、これからどのようにして、あと何

年続けようかとかお思いでしょうか？

田中 ▶▶やれるかな？と思うんですよね。会場のこと

とか。

神野 ▶▶会場は大丈夫。エンゼル公園の方へ移します。

田中▶▶それならいいよね。できたら、日本の看板に

なるかもしれないから、少しずついいものに変えて

いっているから、同じものだとみんな飽きちゃうから

ね。近藤さんに頑張って頂いたよ。

神野▶▶ロータリーデー。

近藤 ▶▶タイミングでね。

神野▶▶こないだ、ジュディオングさんとご一緒したの

で、また確認して頼んでおきました。ポリオもう少しだ

から、楽しみですとおっしゃってました。

近 藤 ▶▶あれも、最初の仕掛人の福田さんが頑張っ

てくれて。ワールドフードでしょ、インターナショナル

で、フィリピンのロータリアンの参加者が多いのです

が、今では韓国、インドネシア、ネパール、パキスタン

からのロータリアンも加わり、ますますワールドになっ

ていて、そういう意味でなかなか大変ですが、少しず

つ変わりながらいいものに発展しているなと思います。

あれ、すごいよね、公共イメージアップにはね。

司 会 ▶▶やはり、イベントは少しずつ変化を求めて

やっていくのが良いですね。

千田 ▶▶名古屋ロータリーの福田君がはじめて来て、

私はこういう事をやりました、やりたいけどどうでしょ

う？そのような事を日本でやるのはどうだろうって提

案されました。その前に和合ロータリー。

田中▶▶ 和合の中でも、お金もそうなんですが、僕の

ところに泣きが入り、福田君がそれで和合をやめたら

西尾RCに入会したいと言っていましたが、和合の鷲

塚会長もやる気がでてきました。

実はその後ガバナーノミニーの指名に南尾張ができ

ない時に和合はどうだ？って聞いたのですが、事業

が重なりもう一年待ってくれと言われた。大きいクラ

ブだからやれないことではないと思うのですが。

司会▶▶結局、和合ロータリーと相乗りみたいになっ

たんでしょうか？

田中▶▶ちょうど、ワールドフードフェスタっていうの

は、そういったものが前の年にちょっと意見が出たん

だよね。千田さんの時に提案されたんだけど、実にな

らなくて、僕の時に同じように提案され、ちょうどその

日、公共イメージの先輩の方が、こういうのがあるけ

ど、プランもだいたいできてるし、勧誘もできてるから、

どうだろうと。和合でやりたいという話だったけど、

和合でやるなら名古屋市で、名古屋市でやるなら愛

知県全体でやろうよと、話がとんとん拍子に進んで。

それで、ほとんどいろんなところに声掛けて進めて、

すべてのクラブが協力するってことで何とかやれた。

全体2760地区でできたんじゃないかと思います。実

際に食べものの選択も良かったですもんね。ワールド

フードだから、名古屋でも珍しいものを作りたいって

ことで、地元のものはほとんど出さなかった。出店す

る方も初めてなのでリスクがあるのね。ただ最初の

公共イメージの費用もあり、なるべくテナント料を安く

して、あとは水道・施設費がちょっとかかるんだけど、

それも地区とかが応援してくれてやれたから良かった

けどね、お金の算段もできたから。でも、最初の250

万がなかったらちょっとやばかったかもね。

司会 ▶▶公共イメージのアップだけじゃなかったです

よね。

田中 ▶▶その中に、クロスプロモーションじゃないけ

ど、インターアクト、ローターアクト入れて、米山入れ

るっていうのは、最初から構想はありました。

司会 ▶▶近藤パストガバナーを始め、神野パストガバ

ナーにいたる歴代の方々が志を引き継いで下さいま

したね。

片山 ▶▶発案の福田さん、地区開催の決断と拡大の

田中・近藤両パストガバナー、承継・充実の加藤・服

部・神野の各パストガバナー、それに続く中心となる

実行委員会の委員長はじめ委員の面々、各分区のガ

バナー補佐はじめのロータリアン、インターアクトター

の応援等を得て当地区内外一丸となったポリオ撲滅

の募金等のイベント等々、当地区の一等地の真ん中

において、RI会長より日本ロータリーデーの名称まで

得て、当地区挙げての秋の恒例大奉仕活動事業に

なったことです。この十年を越えて長く語り継ぐべく

立てた記念碑と思います。

司会 ▶▶こうしたロータリークラブの取り組みが国の

行事にもなってますね？

片山 ▶▶そう、そう。思い出します。もう50年近くにな

るでしょうか、当地区豊橋のロータリークラブ（豊橋

北RC）から始まった5月30日を中心になされるごみゼ

ロ運動、地区の奉仕活動行事として日本に最たる行

事、日本全ロータリーばかりでなく、日本全国の環境

保全運動として定着しています。日本政府の提案に

より国連は毎年6月5日を国連環境の日と定め、日本

も同様環境の日と定めています。当地区は5月30日～

6月5日迄の1週間を強調するために、地区設定特別週

間として「環境保全週間」を設定することにしていま

すが、パストガバナーの皆さんは設定されましたかね。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーはインターアクトの活動

にも力入れていらっしゃいましたね。次世代を育てる

大切な活動ですね。

松前 ▶▶ 1987年に地区インターアクト委員となり、イン

ターアクトクラブの活動を推進しました。1990年には

地区インターアクト委員長となり、2760地区のインター

アクト活動で海外研修を始める事に致しました。毎年

夏休みにハワイ島に約30名を引率してホームステイを

行い大変喜ばれました。要望があった長野県のイン

ターアクトクラブも一緒のハワイ研修でした。各イン

タークラブより2名を選出、2ヵ月の勉強会の後、各地

域の高校の先生方が海外研修を推進して下さいまし

た。参加した部員からは、ハワイの研修でアメリカの

文化や語学研修が大変勉強になった、雄大なハワイ

の景色に感動した！と喜ばれ、毎年の実施を望む多く

の声があがりました。これを機に様々な高校でイン

ターアクトクラブが設立されましたが、愛知県立千種

高等学校、阿久比高等学校と進学校が参加して厚み

が増しました。その後、研修地はオーストラリアに変わ

りましたが、二十数回と継続し、発展している姿を見て、

海外研修に初めて取り組んだ私は感激しております。

司会▶▶田嶋パストガバナーは、公共イメージには何

が必要だと思われますか？

田嶋 ▶▶ 公共イメージって言うとついイベントに偏り

がちなんだけど、私がもっと強調しないといけないと

は思うのは、ロータリアンの質。もっと周知させるとか。

たまたま私はある俳句の結社に老人になって入って、

そこで仲間の人たちも会員になってもらったら、凄く

ロータリーに対する信頼っていうのをアピールしてく

れ、非常にまじめで、皆さんちゃんと実行してくれる。

約束したら実行してくれる。そういうロータリーの質

の良さをもっと知らせれば、会員増強もっと簡単にで

きると思うんです。

司会 ▶▶はじめに片山先生が俳句を読まれましたけ

ど、いろんなところで俳句のことを話されてますよね。

田嶋 ▶▶そういう面で公共イメージっていうのは、も

うちょっと補強しないといけないんじゃないかって気

がします。

田中 ▶▶そうするとクラブの中のロータリアンの質の

良さという原点に戻っちゃいますね。みんな集まって

フェスタをしたりするのにも、「ロータリアンの自覚」

とか、あんまり難しく言うとやめたってなっちゃう。

やっぱり、飴と鞭みたいに楽しいことがなければね。

田嶋 ▶▶クラブがいろんな人に働きかけて、ゲストで

呼んだりいろいろしないと、会員は増えないし、クラ

ブ会長が会員増強って言わないと絶対増えない。

やっぱりトップになる人が自覚してやらないといけな

いし、ガバナーとかガバナー補佐も会員増強って常に

言い続けないと会員は増えない。

司会 ▶▶どうなんでしょう、本音の話なんですが、日

本は女性ロータリアンが少ないですよね。心からもっ

と増えればよいと思っていらっしゃるのでしょうか？

田嶋 ▶▶私は増やしたいと思ってます。だって女性中

心で本来女性だけのクラブを作ろうとアイリスを作ろ

うと思ったんだけど、その話がたまたま東京の司葉子

さんの耳に入って、司葉子さんが盛田さんに、「女性

だけのクラブはダメよ。」って言ったものだから、盛

田さんも、「お前、まずいらしいよ、男入れよ」って。

結局、男性も入れたんだけど、やっぱり女性と男性を

比べると、女性の方が優秀。これはオフレコにしてほ

しいけど、完全に女性の方が質が高い。

司会 ▶▶私は名東ロータリークラブってところの初め

ての女性会員で、女性2人で一緒に入ったんですね。

絶対に1人はダメです。もうひとりがすぐ辞めてしまっ

たので、次に女性会員が入った時、とても気を使いま

した。私がいるからやめるみたいなことになったら大

変だと思って。なので、女性会員を入れられるなら

やっぱり複数から始められた方がいいと思います。

食事のスピードも違いますし、結構大変でした。

神野 ▶▶私も金沢東RCで女性2人に入ってもらった

んですけど、齢を重ねられた今でも頑張ってくれてま

す。今、女性の比率は1割かな、90、100人近くのうち

の9人です。

田 中 ▶▶ 都市は良いんですよ。経営者が多いから。

郊外は経営者が少ないんですよ。

千田▶▶女の人入れるには、男もいい男を入れないと

いけない。（笑）

司会▶▶いい女の人が入ってくると、けっこう男性がお

しゃれになる。出席率もよくなる。明るくなるし、いい

こともあります。だから、女性ロータリアンばっかり

じゃダメっていうのもわかるような気がします。

田中▶▶ 韓国にもあるね、女性だけのロータリアン。

田嶋 ▶▶日本もありますよ。

司会 ▶▶それでは、時間の関係で希望の風について

伺います。被災して消防士を目指す方などいろいろな

方がいるのですが、これはどのくらい続けようとお考

えですか？

近 藤 ▶▶ 基本的に田嶋年度の時に震災が起きて、

さっき田嶋さんも言われましたが、みんな最初、ガバ

ナー会を通して寄付したんだけど、そこから問題が出

て、寄付金を返せっていう地区と、使い道を考えてや

ろうという地区と分かれまして、その結果、10地区が

ファンドみたいにして、震災時にお腹の子も含めて、0

歳の子供が短大とか大学を出るまで奨学金を出そう

という話に決まりました。その時からずっとやっている

ので2011年から22年間のロングランです。だから私は

基本的に青少年奉仕事業じゃないかと思うんです。

千 田 ▶▶もしかして、そういうこともあるけれども、

やっぱり年はきっとかないといかんな、災害はどこか

でだんだんと出てくるし。

田嶋 ▶▶あのね、今ね、希望のファンドは資本金が4

億あるんです。地区が出した4億、それが減ってない

んです。毎年払うお金はその年度で寄付頂いたもの

で回っているんです。これをずっと続けてお金を貯め

ておいて、次の震災が起こった時にそれを拡大して

支援しようと言ってるのですが、ただ、希望の風を

作った時にいろいろ問題があって、ほんとにロータ

リーってこんなひどいこと言うかってことまで言われ

たのがあって、当時の人がまだ頑張っているわけ。8

年前の人がまだ頑張っているわけ。私は早くから近

藤さんにバトンタッチして、今度神野さんに。やっぱり

そうしないと長く続く組織は続かないよ。

神野 ▶▶でも、この前、2010年度組の皆さんが大いに反

省されながら、相当変えようという発言をされましたよ。

田嶋 ▶▶やっとですよ。私は最初から変えようと言っ

ているのに。

神野 ▶▶私が口火を切ったみたいだったんですけどね。

司会▶▶ 客観的に見ていると、さすがロータリアン、素

晴らしいことだなとしか思い浮かばなかったのですが。

田 嶋 ▶▶ いやー、ひどかったよ。集めたお金をガバ

ナーが山分けするとか、ありもしないようなことを言わ

れちゃって。あの時会長だった東京のガバナーは本当

に可哀想だった。集中的に叩かれたのがその人個人で。

神野 ▶▶ガバナー月信に昨日原稿を出し、今度載せ

てもらうことにしてあるので。こないだ僕はさっきの

ガバナーじゃないけど、わけわからず副委員長に代わ

れって言われて、代わったんですが、今おっしゃった

ように、あと正確には1億2千万です。私は2億と言っ

てるのですが、2億あれば33年までいけるのですよ、

今のペースで行くと。ただ、お話があったように、この

後ひょっとして大規模な、片親か両親がなくなっちゃ

うような震災があった時にそれをまた使えばいいじゃ

ないかと、何も正式名だけ変えればいいじゃないか

という声もあるし、今からエンディングを考えてやる

必要はないよっていう話にはなっているのです。で、

ルール・規則・制度が少しいい加減ってものも結構

あったので、この1年で相当変えて頂くっていうお題

いができ、さらに今年度の2580のガバナー会議長の

松坂さんも来てくれていたので、ガバナー会でも取り

上げてくれと。去年は17/34、今までに26/34地区が

この7年強の間に参加しているのですが、去年はちょ

うど半分の17ですね。あと17地区がほんの僅か、

さっきの1000円じゃないけど出してくれれば、十分に

やっていけれるし、もっと広い範囲でこういうことが

できるかもしれないという見方もあると思います。

田嶋 ▶▶だから、最初の人たちは変わって、どんどん

新しい人たちが新しい組織にしていけばいいんですよ。

片山▶▶財団になってる？

田嶋 ▶▶ 財団になってない。財団にすればいいよね。

明らかに公益性があるからね。

田中▶▶それで、米山とか同じような方向でもってい

けばね。

司会▶▶他に何か言い足らない事、こんなテーマなど

ございますか？お時間も少 と々なりました。

神野▶▶さっき私も地区の体制を変えた、強化したつ

もりだって申し上げたのですが、さっき片山先生が

おっしゃたように、ガバナー出せないと、千田さんみ

たいに2000万自分で出してもいいよって方は良いけ

ど、私もあとで気が付いたんですが、地区の予算を見

るとガバナーの活動経費みたいなのが、ほとんどな

いわけですよ。私は幸いクラブも支援してくれたから

よかったですが、小さいクラブからも平等に出しても

らおう、いい人を出してもらおうと思うと、そのあたり

を変えていかないとね。

司会▶▶そうですよね。

田嶋 ▶▶でも、実際ガバナー出してもお金なんてかか

らないよ、お金がかかるって言うのが信じらない。

神野 ▶▶ 事務局経費をガバナー事務所で持つでしょ。

それをクラブで結構持たないといけない。

田嶋 ▶▶ 事務局経費だって、ノミニー時代の事務局経

費がガバナーの負担になるだけであって、あとは間に

合いますよ。今度からノミニーも経費が出るようになっ

たでしょう、だから、ほとんどお金なんかかからないよ。

近藤 ▶▶片山先生がガバナーを務められた時に地区

副幹事、スタッフを親クラブ、兄弟クラブから出して

欲しいという依頼があり、私も地区副幹事で出向し

たんですが、あれも1つの手だと思うんですね。今も

松坂さんの話が出ましたけど、第2580地区全体の事

は分かりませんが、ガバナーと地区幹事と地区副幹

事が違うクラブに所属しているんですね。神野さんと、

ここの地区ではそんなこと考えられないなと話してい

たのですが、そういう地区も実際あるんです。だから、

もう少し実態を調べていくと意外とガバナーと他の

人達が違うクラブ、つまり、本当に地区で優秀な人達

を引っ張ってくるっていうんですかね、基本的にはそ

うだと思うんだけど、今本人だけじゃなくってクラブが

後押ししないといけないというルールがありますよね。

だから、さっきの加藤さんじゃないけど、実際、有能な

人はいるけど、クラブが駄目って言ったらガバナーに

なれないので、そのあたりの仕組みっていうか、考え

方をかえなければいけないかもしれないですね。それ

で、私も有能な人がガバナーになって、それを取り巻く

地区幹事とか地区副幹事がまた優秀な人が出てくる。

優秀というか、やる気というか、非常に前向きというの

ですかね。すごいですよね、第2580地区というのは。

田 嶋 ▶▶すごい成功しているんですよね。若いガバ

ナーが出るようになって。

千田 ▶▶ただ、その地区の人がやってくれないといか

んよね。パストガバナーがちゃんと責任もって、バック

アップとか出すのも。

田嶋 ▶▶クラブで潰しちゃう。早く名前が出ると潰し

ちゃうんだよ。

田中▶▶でも、クラブの推薦がないと困るよね。

司会▶▶そりゃそうですよね。でも、小さいクラブが2

つでガバナーを出すっていうのはどうなんでしょうね。

神野 ▶▶どっちも小さければ難しいと思いますよ。ガ

バナー補佐の選出の仕方も結構大きな課題になって

ると思うんですよね。

田中 ▶▶ 他の地区と違うね。他の地区はガバナーが

推薦して組織作っちゃうもんね。

千田 ▶▶ガバナー補佐ってもうちょっと、ガバナーの

意向が反映するようにすると楽だわな。各地区からき

て、その人にいろいろお願いしないといけないし。

神野▶▶でも、それはね、4、5年かかりますよ。

司会▶▶ 時間も来ましたので、そろそろ締めを・・。平

成最後の10年間の最初のパストガバナーとして、片山

パストガバナー、10年を総括していただけますか。

片山 ▶▶それは少々荷が重いので、私の独断の感想

4点ほど述べさせていただきます。1つ目ですが、現在

までの30年間を振り返りますと、ちょうど平成30年間

とほぼ重なっています。この30年間を10年ごとに3分

割してロータリーの変化を見てみますと、平成10年ま

でロータリーは右肩上がりでした。しかし、平成後半

の20年間は右肩下がりで受難の時期でした。そのよ

うな中、RIは職業保持の原点を外し、会員に会員増

強と寄付・年会費の増強を絶えず求め、遂には職業

奉仕を事実上5大奉仕部門から下ろし、社会奉仕部

門に合流させるという話も聞き、私のガバナー年度の

地区方針でもあった「持続可能な前進」のまさに逆

を行っているように感じられました。2つ目は、斎藤直

美（豊田RC）2006年度パストガバナーを2016年度・

2017年度のRI理事として当地区から初めて輩出した

という、2760地区ロータリー愛知85にとって重要な

出来事がありました。当地区の将来にとって、計り知

れない啓蒙的な影響をもたらし、永く記憶されるべ

き出来事だと思われます。それ以外にも、5年ほど前

に名古屋から始まり、年々盛大に開催されている

WFF、50年前に豊橋から始まり、定着したゴミゼロ

運動、この2つの奉仕活動を一対として春期・秋期の

2大奉仕イベントとして将来に受け継がれるようにし

なければならないと思います。3つ目として、反対に残

念なのがポリオ撲滅運動のことです。1987年に当地

区でポリオプラスというプログラムが採り上げられ、

委員会が設置されました。私の年度に、ポリオ撲滅

の為に今後3年間に同額の寄付を提出することを条

件にゲイツ財団から1億ドルを受け取り、全会員に寄

付を再度求めてきました。しかし、最初の同額寄付か

ら10年経った現在でもその決着がついておりません。

いずれ数年のうちに撲滅宣言が出せると信じていま

すが、次の10年に申し送りをしなければならない事

は、私にとって本当に忍びない事です。4つ目は、ロー

タリーの組織・権限の問題です。組織は大きくなれ

ばなるほど、権限の集中が必要です。しかし、ロータ

リーの基礎は、クラブとその会員が底辺にあり、地域

と密着したクラブの独立自存があればこそです。RI

は権限の一部をガバナーあるいは地区に、ガバナー

はガバナー補佐に委任・譲渡する事が必要ではない

かと思います。私もガバナー補佐に一部権限委譲・ガ

バナー補佐の推薦事項・分区運営要領などを地区便

覧に記載し、口頭でも定着を推奨しました。しかし、

ガバナーは単年度官なのでなかなか難しく、本来は

地区大会で出来ると良いのですが、それも難しい問

題があります。近藤年度に「地区審議会」が活動でき

るようになりましたので今後は地区審議会を活用し、

大いに議論したいと思っています。

司会▶▶貴重なお話ありがとうございました。大変勉

強になりました。

近藤 雄亮 パストガバナー

田中 正規 パストガバナー
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司会▶▶本日はお忙しい中、誠にありがとうございま

す。この座談会は2008年～2017年の10年間の中でガ

バナーをお務めになった皆様にご参加頂きました。

担当された年度の順に、取り組まれた事や課題など

について忌憚のないご意見を伺いたいと思います。貴

重なご意見からこれからの10年に向けての指針が見

えてくるかと存じます。それでは、まず2008年から

2009年度のガバナー、片山パストガバナーからお願

い致します。

片 山 ▶▶ RI会長の

テーマ“夢をかたち

に”それを受けて、

私の方は“持続可

能な前進！”という

地区方針で、サブと

して“ロータリーに

心を”という歌を作

りました。読んだ人

からは、とても良い歌だと好評を頂きました。“ロータ

リーに心を注ぎ　ロータリーに心を開く　ロータリー

を心に受け止め　ロータリーを心に住まわす　ロー

タリーの心をみんなで考え　ロータリーの心を静か

に思う　ロータリーの心は我等の心　ロータリーの

心は世界の心”という内容をテーマにした歌でした。

司会▶▶歌を通すとロータリーの理念が心にスーッと

入ってきますね。ところで、地区大会の時、私も関係

者だったのですが、ゲストは小泉純一郎さんでしたね。

片山 ▶▶ 名古屋名東クラブさんのお世話で、小泉さ

んに来て頂いたからあれだけの会員が地区大会に集

まってくれました。

司会▶▶本当に多くの会員が参加されましたね。

片山▶▶大いに盛り上がり良かったです。

司会 ▶▶この地区大会は悲しい出来事があり、片山

パストガバナーも心を痛められた事でしょう。

片山 ▶▶忘れもしません、RI会長代理とロータリー

ミーティングの特別講演のためお越し頂くことになっ

ていた佐藤千壽さん（東京東RC）の突然の訃報です。

地区大会の4週間くらい前に2回ほど東京でお目にか

かりました。当時佐藤さんは90歳でこれからヨーロッ

パ旅行に行くと伺い、「元気で行って来てください

ね」と、笑顔で挨拶を交わしました。ところが、地区

大会の20日くらい前、突然訃報が入りました。クルー

ズの最中にドクターがいなくて助からなかったとお聞

きしました。ロータリーミーティングの特別講演は、そ

の講演原稿が親友の圡屋亮平パストガバナー（松戸

RC）に託され、圡屋さんが代読されました。今でも忘

れられない出来事でした。

司会▶▶また、ロータリー愛知81にちなんでの昼食会

は皆さんに喜ばれましたね。

片山▶▶そうですね。公式訪問に行く多くのクラブで、

古参会員の方々が心なしか、さみしいお顔をしておら

れるのを見かけるものですから、この機会にと思って

第１日目のRI会長代理を囲む昼食会に招待した訳で

す。「ロータリー愛知81」にちなんでと言われるのは、

RIが事務的に当地区に付けた名称は「RI第2760地

区」ですが、私は当初より当地区が胸を張って自称

できる当地区の名前を「ロータリー愛知81」としまし

た。この名前を、ガバナー月信をその巻頭言として発

行した地区誌にも使いました。これは地区の機関誌

の役割と地区内各クラブ間の親睦誌の役割を担う双

方向の雑誌です。81という数字はその年度の当地区

全クラブの数です。招待しました古参会員の年が81

歳以上というのは、これ未満の歳では、該当者が多

過ぎてこの81を借りたのです。

司会 ▶▶ロータリーの方は若 し々いので81歳以上の

会員の皆様が元気に沢山お越し下さいました。片山

パストガバナーありがとうございました。次は2009年

大澤年度ですが大澤輝秀パストガバナー（豊川RC）

は、平成16年９月に逝去されています。ご冥福をお祈

り申し上げます。それでは、続きまして、クールビズを

提唱されました、２010年から2011年度のガバナー、

田嶋パストガバナー、お願い致します。

田 嶋 ▶▶ 私の時の

RI会長は、レイ・ク

リンギンスミスさん

というアメリカの方

でした。会長のテー

マは“地域を育み、

大陸をつなぐ”でし

た。私の年度の特

徴は3つあります。1

つは、ロータリー財団のフューチャービジョンが始

まった年です。当地区がパイロット地区になっていま

した。もう1つは、戦略計画ストラテージックプランを

日本では「長期計画」と訳していましたが、試行錯誤

を経て、今の戦略計画という名称に変更し、始まりま

した。最後の１つは東日本大地震が起きた年という

ことです。

司会▶▶あの東日本大地震が起きた年ですね。

田嶋 ▶▶最初は未来の夢計画という名前で始まっ

たのですが、夢という表現に異論も多く、協議を重

ねた末、フューチャービジョンという名前になりまし

た。私の頃は、RIの表現をアメリカはアメリカで直し、

日本は日本で直すスタイルで、日本流は受け入れやす

い表現に変えているのではないか？という指摘も多く、

本場アメリカの表現に戻したということです。フュー

チャービジョンでは、新しい地区補助金について皆さ

んのご理解を頂き、いかに活用して頂くかということ

を一番大きな目標としていました。

司会▶▶ 確かに日本語に直すと本来の意味が曖昧に

なる場合もありますね。また、医療支援にも熱心に取

り組まれてましたね。

田嶋 ▶▶ 深谷地区財団委員長と一生懸命取り組んだ

のが、グローバル補助金を使った医療支援です。アメ

リカのヒューストンと交流したのが当地区の医療支援

の始まりで、しかも、グローバル補助金を使った医療

支援というのは、当時本当にまれで、この地区の大き

な成果の1つだったと思います。それから、戦略計画

については、公式訪問でお話してもほとんど何も知ら

ない人ばかりという状況の中で、いかに皆さんに存在

を知って頂くかが課題でした。

司会 ▶▶そして、この年度は日本は未曾有の出来事

がありました。

田嶋 ▶▶そうです、東日本大地震が1番の問題でした。

地区としてはいずれも1人1,000円以上という形で1次

支援、2次支援を行いました。諮問委員会では1,000

円では金額が少ないんじゃないのか？という意見も出

ましたが、会員の皆様が企業でも多額の義援金を出

されて、個人でもロータリー以外に寄付されている事

を考えて出した金額という趣旨を説明し、この金額で

やりましょうということになりました。最初、2,000万

円ほど集まり、希望の風奨学金に全額協賛致しまし

た。２次支援では宮城岩手の地区と千葉県の地区と

もう１か所に配分致しました。その他、ヘリコプター

の支援も致しました。これは、地区大会をやって頂い

た「あまクラブ」が余った1,000万円を地区に返却して

くれたので、そのままヘリコプターの支援金に使いま

した。孤立した所に食料を運んだり、薬を運んだり、

１ヵ月くらい活用されました。それでもまだ余りが出て

いたので、軽トラックを買いたいという支援組織に活

用致しました。

司会 ▶▶田嶋パストガバナーありがとうございました。

東日本大地震が起きてからのガバナーの取り組み方

は、本当に心を打たれるものがありました。それでは、

引き続き、松前パストガバナーお願い致します。松前

パストガバナーは、2011年から2012年までガバナーを

お努めになりました。震災後の大変な年でしたが、

ロータリークラブの力、絆の強さを再認識されたので

はないでしょうか。RC会員歴が半世紀以上と伺いま

した。色 な々思い出がおありかと存じます。

松前 ▶▶ 私は、1967年に一宮北RCに35才で入会し、

この50年間で、1990年には一宮中央RCの初代会長

として設立に尽力

出来たこと、そして、

2011年～2012年に

は2760地区のガバ

ナーとしてお務めが

出来た事を嬉しく思

います。

司会 ▶▶ 松前パスト

ガバナーのご経歴

を伺いますとすべてに「初」が付き、意欲的な取り組

みが伝わって参ります。2760地区にロータリー・リー

ダーシップ研究委員会（RLI）を導入されたのも初め

ての試みでしたね。

松 前 ▶▶ ロータリー・リーダーシップ研究委員会

（RLI）は新会員と未来のクラブリーダーの研修の

ためにアメリカで草の根運動として開発されたプログ

ラムです。日本でも各地区で急速に採用されつつあり、

双方向性とディスカッションリーダーDLに特徴があり

ます。私がガバナーに就任して最初の諮問委員会で

導入を諮り、認められて誕生しました。全国では6番

目の導入でしたが、RLIはまだ馴染のない時代でした。

ロータリー・リーダーシップ研究会の目的は、ロータ

リーの理解を深め、クラブを活性化すること。目的達

成の為に、日本では15地区でRLIの研修が行われ、

成果が上がっています。講義による教育ではなくディ

スカッション方式でリーダーの知識、考え方、創造性

を引き出します。

司会▶▶ 埼玉の中村先生には私も熱心にご指導を頂

きました。度々お越し頂いていますね。

松前 ▶▶ 2760地区は中村靖治国際ロータリー研修

リーダーが熱心にご指導下さり、地区研修の方が真

剣に勉強された結果、多数の方がディスカッション

リーダーになっています。私もガバナーエレクトの時、

妻久子とアメリカ・サンディエゴで1週間、コの字型の

RLI方式で飛び交う質問に、絞られました。現在

2760地区ではこのRLI方式に磨きをかけ改善し、有

用な研修として成果を上げていると聞いております。

この研修でロータリーへの理解が深まり、クラブが

活性化することが期待されます。ロータリーをより理

解し、ロータリーを心から愛するロータリアンが増え、

今後の100年もロータリーが益々発展する事を願って

おります。

司会▶▶ 4430地区ブラジルを訪問されましたね。

松前 ▶▶ 1988年度以降永く中断していた研究グルー

プ交換GSEを1997年度犬飼パストガバナーが再開さ

れ､私が委員長に任命され、当時の犬飼ガバナー、

片山地区幹事（片山パストガバナー）と総勢10名で

GSE研究グループの派遣先であるブラジル4430地区

を激励訪問いたしました。懐かしい思い出です。ちょ

うどこの年は、ブラジルへの移民90周年という節目

の年でした。そこで、各クラブから寄付された書籍１

トンを船便で送りました。この訪問はブラジル日本文

化協会に寄付する贈呈式もかねていたのです。24時

間を費やし、一行がサンパウロ空港に降り立ったのが、

5月13日早朝4時30分。訪問先クラブの会長や多くの

方々に迎えられてホテルに向かいましたが、GSE研究

生として来ていたサンパウロ軍事警察大尉ルイス君

の装甲車に前後を守られ、赤色灯を回転しながらの

移動。ガバナー一行への配慮に感謝しております。

司会▶▶疲れも飛んでしまう歓迎ぶり、嬉しいですね。

他でも熱いもてなしを受けたそうですね。

松前 ▶▶ 仮眠の後、日本人街に例会場を持つ日系ク

ラブ会員の多いリベルターデRCを訪問し、熱い歓迎

を受けました。その後文化協会に赴き、日本文化協

会山内会長に犬飼ガバナーから図書一式贈呈の目

録が渡されました。翌日は、サンパウロ・レステRCを

訪問しここでも熱い歓迎を受け、4430地区大会会場

に移動し、前夜祭を楽しみました。当時の4430地区

ガバナーは日系2世のKazuhiro Moriガバナーでした。

大会当日、我々一行は日本国旗を振りながら入場。大

きな拍手を今も覚えています。各クラブが順に旗を掲

げて入場行進する姿にも力強い息吹を感じました。

翌日はMoriガバナーよりレセプションに招かれ、一連

の行事終了の安堵感もあり、とても和やかな時間を

過ごしたことを鮮明に覚えています。その後、イグア

スの滝観光に向かいました。ブラジルとアルゼンチン

にまたがる落差80M、幅4キロの景観は圧巻でした。

最終日は、リオデジャネイロにも足を延ばしました。

2016年のリオ・オリンピックでコルコバードのキリスト

像が映し出されるたびにブラジル訪問を思い出して

おりました。往復2日間以上という10日間はハードで

したが、ブラジル訪問は実り多く思い出深い旅のひと

つとなりました。

司会▶▶そういえば、松前パストガバナーはある数字

に深いご縁があるそうですね

松前 ▶▶私は母校の大阪歯科大学の学籍番号が22

番でした。そして、一宮北RCの22代目の会長を務め

ました。ガバナーセミナーに指名されたのが2009年3

月22日でした。第2760地区の第22回インターアクト大

会に出席し挨拶の機会を頂きました。インターアクト

クラブは私の心の故郷であります。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーありがとうございました。

それでは、2012年から2013年度のガバナーでいらっ

しゃいました、千田毅パストガバナー、お願い致します。

千 田 ▶▶ 私の時は、

たまたま幸いなこと

に国際ロータリー

会長が田中作次さ

んで、R Iテーマが

“Peace Through 

Service 奉仕を通

じて平和を”でした。

司 会 ▶▶ 田中作次

RI会長との思い出で印象に残っている事は何でしょうか。

千田 ▶▶一番の思い出は、ロータリーの世界大会の

時のことです。ガバナー会をやろうという事になりま

したが、一番の問題は田中RI会長が参加してくれる

かどうかでした。そこで、全権を握っているRI秘書の

ベティさんという女性に交渉したのですが、直前まで

参加が不明のまま…。ところが、当日、田中RI会長が

来られて、皆びっくり！しかも、財団委員長なども連れ
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てお越こしになったので、椅子が足りずバタバタと大

慌てして準備したのが印象に残っています。私共は

150人くらいで参加しましたが、田中RI会長は感激し、

喜んでお帰りになられました。また、同期のガバナー

が年1回集まって日本各地を廻るのですが、3回目の

時に田中RI会長が、「2012年度の会だから私も参加

する」と言われ、その会費を求めたところ、「これぞ

ロータリー」と言って、喜んで払って下さいました。

司会 ▶▶千田さんがガバナーになられた年は、震災

の翌年でしたね。

千田 ▶▶そうです、大震災の翌年でした。1月の研修

会で行った、カナダのトロントの方に一緒にやろうと

声をかけていただき、VTTの時に参加して頂きまし

た。その時、たまたま隣に座っていたのが、2750地区

の宮城・岩手の小野寺さんでした。その際、「お金を

集めるのは誰でもできる、我々はちゃんと震災孤児に

手渡したい」と小野寺さんにお願い致しました。あの

時は現地も混乱して色々大変だったのを被災地に視

察に行った時に実感致しました。30人の子供たちが

高校を卒業するまでにかかる4,800万円という金額を

集める為に、毎週500円ずつ集める提案をしましたが、

はじめはうまくいかず、幹事などに足りない分はガバ

ナーがもたないといけないと脅されました（笑）結果、

全額集まりましたが色々大変でした。

司会▶▶地区の目標など6つ挙げていらっしゃいます

が、沢山達成されていますよね。その中の高校生支

援で、甲子園に出場を果たした、仙台育英高校の球

児の中に孤児がいました。両親は他界し、お祖父さ

んの所から高校に通い、甲子園で3番打者として活躍

しました。1回戦で負けてしまったのですが、千田さ

んの応援が陰でありました。

千田 ▶▶地区と地区との交流では、抽選の結果、名

古屋クラブと奥三河クラブがメークアップする事にな

り、中日新聞の大島さんから「千田さん、えらいこと

になった！」と電話で心配を頂くほど、離れた地区の

クラブが交流することとなりましたが、その交流は2

～３年続けることができました。

司 会 ▶▶千田パストガバナーありがとうござました。

続いて、2013年度ガバナー田中正規パストガバナー

お願い致します。
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田中▶▶会長になっ

ても知らないことば

かりで、地区に入っ

て改めて、凄い！と

驚くことばかりでし

た。ノミニーとして、

「お前また来たか！」

と言われるほどしつ

こく千田さんの後に

くっついて見聞きしている間に分かることがありまし

た。それは、ロータリーでは“はい”と“YES”しかな

いということです。「やろうよ！」と言った事は情報を

集めてやらないといけない、それが皆が前を向く事、

止めたらそれで終わり。私も思った事をとりあえず

やってみようと思いました。ある時、公共イメージの

コーディネーター「ロータリーの友」編集長の二神さ

んとお話しする機会があり、その時の話題から、地区

全体でやれるフェスタ、日本で初めてのロータリーの

ワールドフェスタを開催しよう！と私は思いました。皆

さんの協力のもと、思った以上に素晴らしいフェスタ

を開催できました。その後、近藤さんが形を作ってく

ださり、日本のロータリーでできました。そのきっかけ

に少しでもなれたのが良かったと思います。最後に、

任期の終盤に色 な々国に行きましたが、それが楽しい

思い出になっています。

司会▶▶どんなところに行かれましたか？

田中▶▶ベトナム、タイ、フィリピンは2回、隠れてモン

ゴル。つい最近はラオスに行きました。皆さんの友情

の支えもあり、色々な国へ行くことができ、非常に充

実した年度だったと思います。もう１つ印象的な出来

事として、同期のガバナーがEクラブを教えてくれた

事です。会費も安く、例会をホームページで行えるEク

ラブは、若い人も多く、クラブのイメージを変えたクラ

ブで面白かったです。

司会 ▶▶やはりイベントをやらないと、テレビ局や新

聞社の方々はあまり来てくださらないですよね。

田中▶▶私がテレビ局等に行ったのは最初の挨拶ぐ

らいだけでしたが、色々な人を引っ張りだすことは良

いことだと思います。たまに顔を出すと、ロータリーは

こんなことをやっているのか…とロータリーの活動を

改めて知って頂けました。

司会 ▶▶はじめのうち、ロータリーのことはあまりPR

してはいけないと教えられたのですが…。

田中 ▶▶それで、公共イメージコーディネーター補佐

としてお話させて頂きました。

司会▶▶希望の風などはどうですか？

田中▶▶希望の風は私ではなく、田嶋さんが担当してい

ます。希望の風は今も続いていて素晴らしいと思います。

司 会 ▶▶ 学生さんの喜びの声や手紙を拝見すると

ロータリアンになって良かったとしみじみ思います。

クラブでもお弁当箱支援といって、お弁当箱に色 な々

ものを詰めて、被災者の方に送り、そのお礼に折り紙

の花やお手紙をいただいたりしました。田中パストガ

バナーありがとうございました。それでは、2014年度

のガバナー、近藤雄亮パストガバナーお願いいたしま

す。パストガバナーの年度のガバナー月信の7月号は

熱田神宮ですよね。

近 藤 ▶▶たまたまう

ちのクラブに熱田

神宮の宮司さんがお

られ、写真を使わせ

てくださいと頼み、

毎回、熱田神宮に関

連する何かの写真

を使わせて頂きまし

て、最初から最後ま

でシリーズで載せました。私の時のRI会長は、ゲイ

リーC.K.ホァンさんという台湾の方でした。彼の考え

方のベースになっていたのが「儒教・孔子の教えです。

ロータリーがSNSを含めデジタル化していく中、アナ

ログ的なものを大切にされる方で、そういったところ

に私も共感しました。彼は“ロータリーに輝きを”とい

うテーマと5つの強調事項、つまり、“地域社会でロー

タリーの存在感を高めること・会員増強・ポリオ撲

滅・クラブの強化・ロータリーデーの実施”で始めま

した。この強調事項は今でもずっと続いています。当

時の私にとって歴代ガバナーの皆さんは雲の上の存

在。ガバナーノミニーに指名される場に臨んだ時、近

寄りがたい雰囲気がありました。そのような思いから、

もう少し目線を下げてロータリアンの中に入りたい、

堅苦しいことはやめて、メークアップに来たメンバー

のような近い距離感で本当の姿を見たいという思い

から色々考え、計画を立てました。結果、例えば「単

独でガバナーの公式訪問を初めて受けました」とか

「親クラブと一緒だとなかなか本音で話すことがで

きない」といったような声を聞くことが出来ました。

司会▶▶ 確か近藤パストガバナーの時、クラブをまとめ

て回るのではなく、ひとつひとつ訪問されたのですよね。

近藤 ▶▶はい、地区内全84クラブを個別に公式訪問

をしました。メンバーの数が少ないクラブも多いクラ

ブも皆さん本当に一生懸命ロータリー活動をされて

いて、素晴らしいと感じました。色々大変な面もある

けれども、この地区のクラブは本当に良くやってくれ

ています。何でもそうなのですが、一旦外に出てみる

と、中では分からない事が見えてくる。素晴らしさが

良くわかる様になる。ゲイリーC.K.ホァンさんのアナ

ログ的思考というか、情といいますか、それが地方に

あるんじゃないかなと思います。私はロータリーとい

うのは、ひと言でいえば…感動、感動をシェアするこ

とだと思うのです。こういうことをずっと言って回った

わけです。いろんな理屈やロジックを立てても感動

がない。そういったものだったら誰もついて来ないし、

仮にその場でついて来ても後は知らないという形に

なってしまいます。感動があれば、自分も仲間に入り

たい、これぐらいのお金を出してもいいなという気持

ちになります。そういう風になっていくといいなと思い

ます。先ほど田中さんが「自分は人が色々言ったこと

を取り上げた」と仰ってました。その中の１つ、WFF

(ワールドフードふれ愛フェスタ)を引き継ぎ、我々の時

は最初からやろうと組織を作り取り組みました。そう

したら、タイミングよく、ゲイリーC.K.ホァンさんの強

調事項の１つ“ロータリーデーの実施”というのがあ

りました。当時のRI理事の北さんからも昨年第2760

地区のプレゼンを見たら素晴らしいことをやっている

ので、是非ロータリーデーをジャパンロータリーデー

愛知として実施をしてくれないかという話を頂きまし

た。シニアリーダーは自分がまとめるからお前は同期

ガバナーをまとめろという事になったのです。結局、

100人以上のシニアリーダーの方々がWFFに参加を

してくれました。田中さんが始めた事を2年目である

程度形ができたかなと思います。

司 会 ▶▶ロータリー

デーというのは、その

時から始まったので

すか？

近藤 ▶▶そうです。ゲ

イリーC.K.ホァンさ

んが自分の強調事項

で提唱したのです。

世界中に、クラブ単

位でもいいし、地区単位でもいいし、あるいは国単位

でもいいから、とにかくやってくれと。私は各クラブ単

位で是非やって下さい。これはガバナー賞の対象に

します！とやったのです。地区単位ではせっかく田中

さんが地区の大きなイベントをやってくれたので、そ

れをジャパンロータリーデーに育てる決心をしました。

ゲイリーC.K.ホァンさんの強調事項、北RI理事の薦

めもあり、ちょうどタイミングが合ったのですね。それ

からもう1つ。“ロータリーは何だ？”とか陰で色々文

句を言う声もありますが、言いたいことがあるのなら、

RIには3年に1度開催される規定審議会というのがあ

るので、そこへ第2760地区から物申す！と、意見を出

したらいいんじゃないのか、その為の規定審議会で

すから。そして地区内クラブに立法案提出のお願い

をしました。地区の色々な問題を取り上げて会長さん

たちに諮る地区審議会と立法案審議委員会というの

を作り、片山先生、田嶋先生と相談しながら3人で地

区審議会規約を作りました。それが今実行されています。

司会 ▶▶もう１つ、IT委員会で地区で初めてHPを作

られたとか。

近藤 ▶▶ホームページは前からありました。尾本さん

が非常に熱心に取り組んでくれていました。地区で

形に出来たのは、いきなり出来たのではなくて、思い

とか色々な下準備があったからです。尾本さんの不

断の努力のお陰だと思っています。私のような者でも

ガバナーを務めることが出来たのはゲイリーC.K.ホァ

ンさんの「儒教・孔子の教えの下、アナログ思考でや

る」この理念があればこそです。また、片山先生がガ

バナーをお務めになられた時、ガバナー補佐としての

私をご指導して頂いたこと、その後も色 ご々指導を頂

いたお陰と片山先生には大変感謝致しております。

計算で繋がっているのではなくて、情で繋がってい

る関係は素晴らしい力になると私は思います。

司会 ▶▶近藤パストガバナーありがとうございました。

では、2015年度のガバナーでいらっしゃいました加

藤陽一パストガバナーお願いします。

加 藤 ▶▶ 私の時は、

スリランカのK .R .

ラビンドランさんと

いう方がRI会長で

した。英語で“Be 

a gift to the world”

サンディエゴでの国

際協議会で“世界

へのプレゼントにな

ろう”と訳されましたが、はっきり言って何を仰ってい

るのか分かりませんでした。同期のガバナー連中とこ

れは何を言ってるのだ？？と色々話し、プレゼントは、

たぶん奉仕のことだろうなと、同期のガバナーとそう

解釈しようということになり、サンディエゴから帰って

きました。K.R.ラビンドランさんは、アジアの中でのは

じめてのスリランカの方ですから、どうもイメージが

湧かず、このRIテーマも皆さんにどうお伝えしようか

…とちょっと苦労しました。

司会 ▶▶加藤パストガバナーは、お父様もロータリア

ンだったのですね。

加藤 ▶▶そうです、親父も瀬戸クラブで会長をやって

いました。その頃、斎藤先生が仰っていた「原点回

帰」の話に感銘を受けました。最近ロータリーが原点

というか根本がわからなくなってきたのではないか…

という私自身の心情もあり、見直しをという意味で、

早速先生にお話しして了解を頂き、原点に帰りたいと

お話を申し上げて、ずっと講習をやったのです。

司会▶▶ガバナー時代、思い出に残ることを教えてく

ださい。

加藤 ▶▶田中さんの資料を基に34クラブ訪問いたし

ました。クラブとの交流、私自身の交流もそこそこや

らせて頂いたつもりでおります。WFFに関しては、田

中さんから近藤さんに受け継がれ、私の時はだんだ

ん形になってきました。私の時から企業協賛にも力を

入れて、600万か800万円を頂戴し、去年が1,000万円

くらいでした。ロータリーを世間に広めるという意味

もあり、だんだん大きくなっています。特にエンドポリ

オに関しては、売り上げもだいぶ上がってきています。

たまたま国際奉仕委員会の方と一緒にVTTでインド

ネシアに行く機会があり、ジャカルタの劣悪な環境に

いる子どもたちを訪ねました。学校も行けず勉強もで

きないヒンズー系の子供たちを援助していたのは、イ

ンドネシアの方達。この出会いを機に私たちもやって

いこう！と、ポリオ500万円、あと400万円プラス地区

のクラブから拠出されたお金を使って、やり始めたの

です。ぼちぼち卒業しないとと思っているのですが、

今もWFFの実行委員長をやらせて頂いております。

WFFを通じて、ロータリーは世間に、そして日本中に

広がったのではないかと思っております。ガバナーと

して小難しいことはやった覚えはありませんが、

WFFが私にとっては一番の思い出かなと思っています。

司会▶▶やはりそういう努力があって、いろんな学生さ

んの支援などが出来るのですね。先ほど、千田パストガ

バナーの時にお話した、仙台育英高校の千田君の記

事は加藤パストガバナーの時の月信9月号に出ておりま

して、「花巻東高硬式野球部の千田京平君、亡き母と

「再会」信じ」という風に書いてありました。加藤パス

トガバナーありがとうございました。それでは、2016年

度ガバナー、服部良男パストガバナーお願いします。

服 部 ▶▶ 2 0 1 6年度はジョン・ジャームRI会長の

“Rotary Serving Humanity”というRIテーマでス

タートしました。丁度この年はロータリー財団100周年

という記念すべき年。100年前にアトランタで開催し

た国際大会を100年後にもう一度アトランタで！という

大きなテーマがありました。もう１つのテーマは、RI

の戦略計画を当地区にどのように持ってくるか。当地

区にはRIの戦略計画がありませんでした。従って当

地区の良いところと課題を分析し、良いところは、そ

のまま伸ばし、課題に関しては戦略計画を立て持続

可能にすることがテーマでした。一番の基本は、10

年後もこの地区が輝き続けるために1年間何をすれ

ばいいのかという事です。そこでまず、地区の戦略を

作るため戦略計画委員会を作りました。そしてもう１

つ、広報、ITを一緒にして、公共イメージ向上委員会

を設立させ、戦略計

画の中でも大きな部

分であるロータリー

の認知度と公共イ

メージの向上を図り

ました。それからも

う１つ。研修委員会

を再度新設し、その

下にRI実行委員会

を分けて、研修をさせて頂きました。これが大きな地

区に対する戦略計画です。あとは、地区としての財団

の取り組みがしっかりしていた為、未来の夢計画に

始まる延長の100年を是非！ということで、大変高い

数字を掲げました。一人180ドルを財団に寄付し、結

果、目標を達成することができました。ジョン・ジャー

ムさんは、ポリオ、財団の経験が非常に深い方です。

そういう意味でも皆様方に大変感謝しております。ア

トランタで100周年を祝おう！をテーマにした大変忙

しい年でしたが、皆さんと一緒に色んなことをさせて

頂きました。深く感謝申し上げます。もうひとつ良かっ

た事は、2750地区と会員が良い競い合いをした結果、

最後に１つ新しいクラブが出来た事です。結果的に

34地区の中で一番多く会員が増えた事も皆さま方と

の１つの成果だったと考えています。

司会▶▶ 服部パストガバナーありがとうございました。

それでは、まだ記憶も新しい、2017年度ガバナー、神

野重行パストガバナーお願いします。

神野 ▶▶私がロータリーに入ったのは金沢東でした。

石川・富山地区の金沢ですが、2610地区のガバナー

という方がどういう存在か、ロータリアンとして全く意

識せずに6年いました。それで、名古屋に戻ってもう

一度名駅ロータリーに入った年が2008年7月。今考え

ますと片山ガバナーの年度で、2760地区で再入会し

ガバナーという存在があるということをはじめて知っ

たぐらいで、全く知らずに6年いたなという思いがしま

した。ガバナーの公式訪問は、西クラブと一緒に受

けていましたが、自分のクラブに来られたという感じ

が薄く、公式訪問に対してもあまり意識しておりませ

んでした。まして地区への出向や、ガバナー補佐を引

き受ける事も、クラブ幹事の経験もなく、ロータリー

の地区の動きも全く知らずにいた私が、いきなりガバ

ナーということで大変驚きました。なので、先輩たち

とはずいぶん感覚が違うと思っております。私は千田

パストガバナーには学生時代からご指導頂いており

ます。また、両親の関係で存じ上げている方ばかりで

す。しかし、ガバナーという意識で拝見したのは、私

がクラブ会長の時の田中ガバナーが初めてでした。

公式訪問の時にガバナーの存在を目の当たりにして、

凄い人なのだと思いました。親の西クラブと一緒だっ

たのですが、大きな先輩、親クラブでありながら、結

構ガバナーというのはビシビシ言われるなと。私ども

は子クラブにも関わらず、大変褒めて頂いて恐縮した

ものです。ガバナーは、凄い存在なのだということを

初めて肌で知りました。そんな頃です、私の高校の同

級生の近藤さんがガバナーをどうも引き受けるようだ

と話を聞いて、よくそんなことをやるな～と言ってし

まった覚えがあるのです。そういった中で、去年ガバ

ナーを引き受ける事となったのです。イアン H.S ライ

ズリーさんは“変化をもたらす”をテーマに、確か

ロータリーそのものが大きく変わったというお話をさ

れていたのを聞き、変化の時代だから、何かをやろう

と考えて出来ないだろうかと思いました。一番に思っ

たのは、ロータリーのイアン H.S ライズリーさんのこ

の言葉です。「ロータリーとは何か。何をしているのか

ということをもっと世の中に知らしめてほしい。」そこ

で、公共イメージ向上というものについて、自分がで

きる範囲でやってみようと思ったのです。1つはマスコ

ミや地域の皆さんへの働きかけ。もうひとつは、地区

ガバナーとロータリアンの距離感というのをできるだ

け縮めるという事を考えました。ガバナーは一般ロー

タリアンにとって遠い存在というか、私自身近寄りが

たい存在と思っていました。そこで、一年かけてクラ

ブの訪問以外にも、いろいろと接する機会をつくり、

距離を縮める試みをしたつもりです。服部さんは、地

区の戦略委員会で非常に改革的な事もやって下さい

ました。村井さんからはそんなに急にやっても無理な

んじゃないかとご心配頂きましたが、やっぱり自分な

りにやってもらいたいし、やってみたいということで、

全クラブに戦略委員会のような類のものを設置して

頂いたというのが、一番の私の思い出です。それから

もう１つ、諮問委員会で、先輩諸氏にお許しを頂き、

地区の体質の強化を図る取り組みを始めました。１つ

は、青少年対策の危機管理基金、これを1,000万円積

み立てさせて頂きました。それから、愛知県と防災協

定を結んで、地域の皆さんと一緒に勉強して、万が一

のときはどういった事ができるかということを考える

態勢を作らせて頂きました。これは先輩諸氏にも認

めて頂き、地区大会で結ぶことができました。

司会▶▶地区大会の思い出はいかがでしょう。

神野▶▶そうですね、

思い出がいっぱい

あるのですが、よも

や、D.K.リーさんが

来るとは想像もして

おらず、8月15日の

メールを開けてびっ

くり！片山パストガ

バナーがちょうど同

期だとの事でお願いできて本当に助かりました。大

先輩からも良くやったと言って頂いたのは先輩のおか

げです。今年は神奈川へ行かれるそうで、ガバナー

がとても焦っておられたと、村井さんから聞きました。

村井ガバナーから力になってあげてと言われて、気楽

に笑っていられるのが幸せです。最後に、６月の最後

にクロスプロモーションの青少年と学友の交流フェス

タ、これが出来たのも思い出です。ご出席の皆さんに

もいろいろ無理を申し上げました。それから、昨年度

だけになってしまったのですが、イアン H.S ライズリー

さんの植樹のお話につきましても、それぞれ分区やク

ラブで、個人的にもやって頂いたおかげで、8000本と

いう、一人一本の植樹目標を達成できました。「ガバ

ナーというのは言ったことを何でもできる」と言われ

たことをいい事に、先輩諸氏に無理を言い、それに

応えて頂いた事に感謝しております。WFFも晴れ男

で頑張ってくださいと言うだけで、今年度に相当資金

的余裕をもってお渡し出来ました。細かく言いますと

１時間では終わりませんが、これで終わりたいと思い

ます。ご指導頂いて、本当にありがとうございました。

司会 ▶▶ 神野パストガバナー、ありがとうございまし

た。こういった素晴らしいガバナーたちが10年間、努

力されたおかげで、第2760地区は本当にキラキラと

輝いていたのだと思います。どうもありがとうござい

ました。

司会▶▶片山先生いかがでしょう？

片山▶▶そうですね。ガバナーの視点というより私個

人の職業上の視点からのことを先に言いますと、そ

の頃地区大会での決議は大会決議と名付けられて、

ＲＩ会長・ＲＩ会長代理に感謝する。現ガバナーに感

謝する。地区大会ホストクラブに感謝するなど、決議

でなくても、ガバナーから口頭でお礼申し上げますと

言われれば済むことばかり。のどかな風景でした。そ

れまで、地区大会で審議・決議していた必要的決議

案件は、前年度の地区決算の承認、次年度地区大会

開催場所と日時の決定・承認くらいのことでした。そ

こで、ロータリーを法曹出のガバナーの目から見て、

地区大会の決議機関部分を整備しました。それは地

区大会における必要的決議案件の決議といわゆる大

会決議案と称していた案件とを区別し、必要決議案

件は各クラブの議決権票数を有する会長・幹事・副

会長等が出席する地区大会１日目に審議・決議し、

大会２日目にはその報告とし、大会決議案は１日目は

大会決議委員会からの決議案の内容の報告とし、大

会２日目の地区内全会員が参加する会議に大会決議

案を上程し採決するとしたことです。その年度の必要

的決議案件は、ガバナーノミニーの選出方法として指

名委員会方式の採択と指名委員会委員の選任の件・

2010年開催の規定審議会提出案件承認の件（当地

区初めての規定審議会提出案件）・ロータリー財団

未来の夢計画パイロット地区候補申請の件の3件で

した。現在においても、その流れが継続しているのは、

うれしいことです。それから、もう一つはガバナー選

任の地域的配慮のことです。パストガバナーの皆さん

が思っておられるでしょうが、全地区内、尾張も名古

屋も三河もどの地域にも一様にパストガバナーがでん

としておられ、しかも各分区にも元気なパストガバ

ナーがいることです。しかし、色 な々事情により、その

ようにはいかないのです。特に、分区でガバナー補佐

が分区内事業をする時あるいは分区内で事が起きた

時などに、どの分区にも、身近に相談ができるパスト

ガバナーが常にいるというのがいい訳です。地域の

関係では名古屋５・三河４・尾張３の比率で候補を選

任し、各地域内分区の順番は各地域関係のパストガ

バナーの相談によるという方針はできていますが、そ

れでも、地域の事情により万遍なく一様にとはいかな

いという実情ですね。その事情の一番大きいのが、う

ちのクラブの人数では、引き受けられませんという断

りです。その対処の１つの方法として、私のガバナー

年度に親子兄弟クラブにお願いして、監事・副幹事・

スタッフ等２人位ほどご協力をいただき、率先垂範し

た積もりです。偶然この時、近藤パストガバナーも西

名古屋担当のガバナー補佐で入って来られました。

司会▶▶だから先生の時は、他のクラブのスタッフが

5～6人入っていたのですね。

片山▶▶そうです。そういうことをやったのです。

加藤 ▶▶尾張3分区では大変申し訳ないと思っており

ます。去年ですが、南尾張分区でペケ、西尾張分区

でペケ、たまたま東尾張分区はその時にパストガバ

ナーが3人いらっしゃったのです。だから、僕を入れて

4人いたわけです。結局、尾張分区からしか出すとこ

ろがなくて、たまたま、犬山さんが今まで出していな

かったわけです。犬山が出るといったのでこれは良い

と安心していたら、委員会の前日に断ってきた。びっ

くりして田中先生にどうしよう…と。それで江南の福

田さんに急遽電話申し上げたら、「大丈夫だよ。うち

におるから」との返事。それでご本人と話をして、OK

ということになったのですが現役の会長さんなので

す。現役の会長さんは本来ダメなのです。それでRIの

方に問い合わせて、許可を得て伊藤さんがガバナーノ

ミニーに決まったのです。

片山▶▶だから、小さなクラブが一緒になって協力し

て出さねばね。

加藤 ▶▶ 今は東海と常滑なんかは出せます。しかる

べき人間もいます。今、片山先生が言われた小島先

生などもいるのですが、たまたま小島先生が病院を

建て替えて忙しいということだったのです。

司会▶▶できれば、9人で話し合うと盛り上がるような

テーマをあげて頂いてお話して頂けるとありがたいな

と思います。

神野 ▶▶これって、10年の思い出が皆さんにあります

よね。そして、これからの10年に向けての皆さんの期

待とか想いとか、この2つにしたらどうでしょうか?

田嶋 ▶▶地区大会のゲスト、会長代理を昔みたいに

自分たちで推薦させてもらえないかという意見が割

と今、いろんな地区から出ているじゃないですか？

神野 ▶▶ 出ていますね。全然来ると思ってなかった

D.K.リーさんが韓国から来られたし。

加藤 ▶▶ 僕の時も1か月前ですよ。それではなんとも

ならないですよ、こっちの準備も。だからもっと早く決

めてほしい。誰がどういう風に決めるかわからないで

すけどね。

田嶋 ▶▶大澤さんの時代までは地区が候補者を推薦

していたのですよね。

加藤 ▶▶ 要望は出せるけど、それに対しての返答もな

く、無視ですね。

田嶋 ▶▶ 私の時はRIが会長代理を呼ばなくていい。

お金がないのだから。協議会でもRIの職員がお金が

ないから来ない。日本の旅行者が行ったのだもん。ツ

アーが案内した人たちがその職員を代行してやって

いたのです。だから、日本事務局からは誰も行かない。

本当にひどい話です。

片山▶▶田島年度に同地区の中からRI会長代理を出

したのは意表を突いた人選でしたね。

神野▶▶それが最近全然でていない。

田嶋 ▶▶豊島さんから未だに言われます、あの時俺

はタダ働きだと。あの時、RIから地区で負担すること

はまかりならん、その代わり、会長代理で呼んだ場合

には一人いくら出すっていうような約束があったので

すが、一切払ってもらえなくて。こっちもすっかり忘れ

ちゃってましたが、日当も何もなく、未だに顔を合わ

すとそのことを言われます。

司会▶▶ 外国の方が来られると大変でしたよね。

加藤 ▶▶ 結局、通訳がいるでしょう。たまたま、米山

の子たちがやってくれたのですが、それからいろいろ

お話して頂くにしても、通訳を通すと時間が倍になっ

ちゃう。初めから文章を頂戴といって、文章をもらっ

たことはいいけど、読めないでしょう、だから、米山

の子に頼んで全部日本語に直してもらって、それをス

クリーンに投影して、それで通訳なしでやりましたけ

どね。しかも、決まったのが一カ月前でしょう。もう慌

てましたよね。

神野▶▶その教えを、D.K.リーさんの時には活かさせ

て頂いた部分もありますね。米山と福田君とか通訳

も含めて。

加藤 ▶▶日本のパストガバナーが来ていただくのが一

番いいですよね。

神野 ▶▶ D.K.リーさんは、みんな私の方を見ずにパ

ワーポイントを見る、だから、そういうのは嫌いだと

おっしゃって、以前のようなパワーポイントで出す事

ができなくて、30分でちゃんと収めるというのが、50

分以上になって、ちょっと大変でした。やっぱり国内

で来ていただくとありがたいですね。

司会 ▶▶あと、どうでしょう。一生懸命取り組んでい

らっしゃったWFF、これからどのようにして、あと何

年続けようかとかお思いでしょうか？

田中 ▶▶やれるかな？と思うんですよね。会場のこと

とか。

神野 ▶▶会場は大丈夫。エンゼル公園の方へ移します。

田中▶▶それならいいよね。できたら、日本の看板に

なるかもしれないから、少しずついいものに変えて

いっているから、同じものだとみんな飽きちゃうから

ね。近藤さんに頑張って頂いたよ。

神野▶▶ロータリーデー。

近藤 ▶▶タイミングでね。

神野▶▶こないだ、ジュディオングさんとご一緒したの

で、また確認して頼んでおきました。ポリオもう少しだ

から、楽しみですとおっしゃってました。

近 藤 ▶▶あれも、最初の仕掛人の福田さんが頑張っ

てくれて。ワールドフードでしょ、インターナショナル

で、フィリピンのロータリアンの参加者が多いのです

が、今では韓国、インドネシア、ネパール、パキスタン

からのロータリアンも加わり、ますますワールドになっ

ていて、そういう意味でなかなか大変ですが、少しず

つ変わりながらいいものに発展しているなと思います。

あれ、すごいよね、公共イメージアップにはね。

司 会 ▶▶やはり、イベントは少しずつ変化を求めて

やっていくのが良いですね。

千田 ▶▶名古屋ロータリーの福田君がはじめて来て、

私はこういう事をやりました、やりたいけどどうでしょ

う？そのような事を日本でやるのはどうだろうって提

案されました。その前に和合ロータリー。

田中▶▶ 和合の中でも、お金もそうなんですが、僕の

ところに泣きが入り、福田君がそれで和合をやめたら

西尾RCに入会したいと言っていましたが、和合の鷲

塚会長もやる気がでてきました。

実はその後ガバナーノミニーの指名に南尾張ができ

ない時に和合はどうだ？って聞いたのですが、事業

が重なりもう一年待ってくれと言われた。大きいクラ

ブだからやれないことではないと思うのですが。

司会▶▶結局、和合ロータリーと相乗りみたいになっ

たんでしょうか？

田中▶▶ちょうど、ワールドフードフェスタっていうの

は、そういったものが前の年にちょっと意見が出たん

だよね。千田さんの時に提案されたんだけど、実にな

らなくて、僕の時に同じように提案され、ちょうどその

日、公共イメージの先輩の方が、こういうのがあるけ

ど、プランもだいたいできてるし、勧誘もできてるから、

どうだろうと。和合でやりたいという話だったけど、

和合でやるなら名古屋市で、名古屋市でやるなら愛

知県全体でやろうよと、話がとんとん拍子に進んで。

それで、ほとんどいろんなところに声掛けて進めて、

すべてのクラブが協力するってことで何とかやれた。

全体2760地区でできたんじゃないかと思います。実

際に食べものの選択も良かったですもんね。ワールド

フードだから、名古屋でも珍しいものを作りたいって

ことで、地元のものはほとんど出さなかった。出店す

る方も初めてなのでリスクがあるのね。ただ最初の

公共イメージの費用もあり、なるべくテナント料を安く

して、あとは水道・施設費がちょっとかかるんだけど、

それも地区とかが応援してくれてやれたから良かった

けどね、お金の算段もできたから。でも、最初の250

万がなかったらちょっとやばかったかもね。

司会 ▶▶公共イメージのアップだけじゃなかったです

よね。

田中 ▶▶その中に、クロスプロモーションじゃないけ

ど、インターアクト、ローターアクト入れて、米山入れ

るっていうのは、最初から構想はありました。

司会 ▶▶近藤パストガバナーを始め、神野パストガバ

ナーにいたる歴代の方々が志を引き継いで下さいま

したね。

片山 ▶▶発案の福田さん、地区開催の決断と拡大の

田中・近藤両パストガバナー、承継・充実の加藤・服

部・神野の各パストガバナー、それに続く中心となる

実行委員会の委員長はじめ委員の面々、各分区のガ

バナー補佐はじめのロータリアン、インターアクトター

の応援等を得て当地区内外一丸となったポリオ撲滅

の募金等のイベント等々、当地区の一等地の真ん中

において、RI会長より日本ロータリーデーの名称まで

得て、当地区挙げての秋の恒例大奉仕活動事業に

なったことです。この十年を越えて長く語り継ぐべく

立てた記念碑と思います。

司会 ▶▶こうしたロータリークラブの取り組みが国の

行事にもなってますね？

片山 ▶▶そう、そう。思い出します。もう50年近くにな

るでしょうか、当地区豊橋のロータリークラブ（豊橋

北RC）から始まった5月30日を中心になされるごみゼ

ロ運動、地区の奉仕活動行事として日本に最たる行

事、日本全ロータリーばかりでなく、日本全国の環境

保全運動として定着しています。日本政府の提案に

より国連は毎年6月5日を国連環境の日と定め、日本

も同様環境の日と定めています。当地区は5月30日～

6月5日迄の1週間を強調するために、地区設定特別週

間として「環境保全週間」を設定することにしていま

すが、パストガバナーの皆さんは設定されましたかね。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーはインターアクトの活動

にも力入れていらっしゃいましたね。次世代を育てる

大切な活動ですね。

松前 ▶▶ 1987年に地区インターアクト委員となり、イン

ターアクトクラブの活動を推進しました。1990年には

地区インターアクト委員長となり、2760地区のインター

アクト活動で海外研修を始める事に致しました。毎年

夏休みにハワイ島に約30名を引率してホームステイを

行い大変喜ばれました。要望があった長野県のイン

ターアクトクラブも一緒のハワイ研修でした。各イン

タークラブより2名を選出、2ヵ月の勉強会の後、各地

域の高校の先生方が海外研修を推進して下さいまし

た。参加した部員からは、ハワイの研修でアメリカの

文化や語学研修が大変勉強になった、雄大なハワイ

の景色に感動した！と喜ばれ、毎年の実施を望む多く

の声があがりました。これを機に様々な高校でイン

ターアクトクラブが設立されましたが、愛知県立千種

高等学校、阿久比高等学校と進学校が参加して厚み

が増しました。その後、研修地はオーストラリアに変わ

りましたが、二十数回と継続し、発展している姿を見て、

海外研修に初めて取り組んだ私は感激しております。

司会▶▶田嶋パストガバナーは、公共イメージには何

が必要だと思われますか？

田嶋 ▶▶ 公共イメージって言うとついイベントに偏り

がちなんだけど、私がもっと強調しないといけないと

は思うのは、ロータリアンの質。もっと周知させるとか。

たまたま私はある俳句の結社に老人になって入って、

そこで仲間の人たちも会員になってもらったら、凄く

ロータリーに対する信頼っていうのをアピールしてく

れ、非常にまじめで、皆さんちゃんと実行してくれる。

約束したら実行してくれる。そういうロータリーの質

の良さをもっと知らせれば、会員増強もっと簡単にで

きると思うんです。

司会 ▶▶はじめに片山先生が俳句を読まれましたけ

ど、いろんなところで俳句のことを話されてますよね。

田嶋 ▶▶そういう面で公共イメージっていうのは、も

うちょっと補強しないといけないんじゃないかって気

がします。

田中 ▶▶そうするとクラブの中のロータリアンの質の

良さという原点に戻っちゃいますね。みんな集まって

フェスタをしたりするのにも、「ロータリアンの自覚」

とか、あんまり難しく言うとやめたってなっちゃう。

やっぱり、飴と鞭みたいに楽しいことがなければね。

田嶋 ▶▶クラブがいろんな人に働きかけて、ゲストで

呼んだりいろいろしないと、会員は増えないし、クラ

ブ会長が会員増強って言わないと絶対増えない。

やっぱりトップになる人が自覚してやらないといけな

いし、ガバナーとかガバナー補佐も会員増強って常に

言い続けないと会員は増えない。

司会 ▶▶どうなんでしょう、本音の話なんですが、日

本は女性ロータリアンが少ないですよね。心からもっ

と増えればよいと思っていらっしゃるのでしょうか？

田嶋 ▶▶私は増やしたいと思ってます。だって女性中

心で本来女性だけのクラブを作ろうとアイリスを作ろ

うと思ったんだけど、その話がたまたま東京の司葉子

さんの耳に入って、司葉子さんが盛田さんに、「女性

だけのクラブはダメよ。」って言ったものだから、盛

田さんも、「お前、まずいらしいよ、男入れよ」って。

結局、男性も入れたんだけど、やっぱり女性と男性を

比べると、女性の方が優秀。これはオフレコにしてほ

しいけど、完全に女性の方が質が高い。

司会 ▶▶私は名東ロータリークラブってところの初め

ての女性会員で、女性2人で一緒に入ったんですね。

絶対に1人はダメです。もうひとりがすぐ辞めてしまっ

たので、次に女性会員が入った時、とても気を使いま

した。私がいるからやめるみたいなことになったら大

変だと思って。なので、女性会員を入れられるなら

やっぱり複数から始められた方がいいと思います。

食事のスピードも違いますし、結構大変でした。

神野 ▶▶私も金沢東RCで女性2人に入ってもらった

んですけど、齢を重ねられた今でも頑張ってくれてま

す。今、女性の比率は1割かな、90、100人近くのうち

の9人です。

田 中 ▶▶ 都市は良いんですよ。経営者が多いから。

郊外は経営者が少ないんですよ。

千田▶▶女の人入れるには、男もいい男を入れないと

いけない。（笑）

司会▶▶いい女の人が入ってくると、けっこう男性がお

しゃれになる。出席率もよくなる。明るくなるし、いい

こともあります。だから、女性ロータリアンばっかり

じゃダメっていうのもわかるような気がします。

田中▶▶ 韓国にもあるね、女性だけのロータリアン。

田嶋 ▶▶日本もありますよ。

司会 ▶▶それでは、時間の関係で希望の風について

伺います。被災して消防士を目指す方などいろいろな

方がいるのですが、これはどのくらい続けようとお考

えですか？

近 藤 ▶▶ 基本的に田嶋年度の時に震災が起きて、

さっき田嶋さんも言われましたが、みんな最初、ガバ

ナー会を通して寄付したんだけど、そこから問題が出

て、寄付金を返せっていう地区と、使い道を考えてや

ろうという地区と分かれまして、その結果、10地区が

ファンドみたいにして、震災時にお腹の子も含めて、0

歳の子供が短大とか大学を出るまで奨学金を出そう

という話に決まりました。その時からずっとやっている

ので2011年から22年間のロングランです。だから私は

基本的に青少年奉仕事業じゃないかと思うんです。

千 田 ▶▶もしかして、そういうこともあるけれども、

やっぱり年はきっとかないといかんな、災害はどこか

でだんだんと出てくるし。

田嶋 ▶▶あのね、今ね、希望のファンドは資本金が4

億あるんです。地区が出した4億、それが減ってない

んです。毎年払うお金はその年度で寄付頂いたもの

で回っているんです。これをずっと続けてお金を貯め

ておいて、次の震災が起こった時にそれを拡大して

支援しようと言ってるのですが、ただ、希望の風を

作った時にいろいろ問題があって、ほんとにロータ

リーってこんなひどいこと言うかってことまで言われ

たのがあって、当時の人がまだ頑張っているわけ。8

年前の人がまだ頑張っているわけ。私は早くから近

藤さんにバトンタッチして、今度神野さんに。やっぱり

そうしないと長く続く組織は続かないよ。

神野 ▶▶でも、この前、2010年度組の皆さんが大いに反

省されながら、相当変えようという発言をされましたよ。

田嶋 ▶▶やっとですよ。私は最初から変えようと言っ

ているのに。

神野 ▶▶私が口火を切ったみたいだったんですけどね。

司会▶▶ 客観的に見ていると、さすがロータリアン、素

晴らしいことだなとしか思い浮かばなかったのですが。

田 嶋 ▶▶ いやー、ひどかったよ。集めたお金をガバ

ナーが山分けするとか、ありもしないようなことを言わ

れちゃって。あの時会長だった東京のガバナーは本当

に可哀想だった。集中的に叩かれたのがその人個人で。

神野 ▶▶ガバナー月信に昨日原稿を出し、今度載せ

てもらうことにしてあるので。こないだ僕はさっきの

ガバナーじゃないけど、わけわからず副委員長に代わ

れって言われて、代わったんですが、今おっしゃった

ように、あと正確には1億2千万です。私は2億と言っ

てるのですが、2億あれば33年までいけるのですよ、

今のペースで行くと。ただ、お話があったように、この

後ひょっとして大規模な、片親か両親がなくなっちゃ

うような震災があった時にそれをまた使えばいいじゃ

ないかと、何も正式名だけ変えればいいじゃないか

という声もあるし、今からエンディングを考えてやる

必要はないよっていう話にはなっているのです。で、

ルール・規則・制度が少しいい加減ってものも結構

あったので、この1年で相当変えて頂くっていうお題

いができ、さらに今年度の2580のガバナー会議長の

松坂さんも来てくれていたので、ガバナー会でも取り

上げてくれと。去年は17/34、今までに26/34地区が

この7年強の間に参加しているのですが、去年はちょ

うど半分の17ですね。あと17地区がほんの僅か、

さっきの1000円じゃないけど出してくれれば、十分に

やっていけれるし、もっと広い範囲でこういうことが

できるかもしれないという見方もあると思います。

田嶋 ▶▶だから、最初の人たちは変わって、どんどん

新しい人たちが新しい組織にしていけばいいんですよ。

片山▶▶財団になってる？

田嶋 ▶▶ 財団になってない。財団にすればいいよね。

明らかに公益性があるからね。

田中▶▶それで、米山とか同じような方向でもってい

けばね。

司会▶▶他に何か言い足らない事、こんなテーマなど

ございますか？お時間も少 と々なりました。

神野▶▶さっき私も地区の体制を変えた、強化したつ

もりだって申し上げたのですが、さっき片山先生が

おっしゃたように、ガバナー出せないと、千田さんみ

たいに2000万自分で出してもいいよって方は良いけ

ど、私もあとで気が付いたんですが、地区の予算を見

るとガバナーの活動経費みたいなのが、ほとんどな

いわけですよ。私は幸いクラブも支援してくれたから

よかったですが、小さいクラブからも平等に出しても

らおう、いい人を出してもらおうと思うと、そのあたり

を変えていかないとね。

司会▶▶そうですよね。

田嶋 ▶▶でも、実際ガバナー出してもお金なんてかか

らないよ、お金がかかるって言うのが信じらない。

神野 ▶▶ 事務局経費をガバナー事務所で持つでしょ。

それをクラブで結構持たないといけない。

田嶋 ▶▶ 事務局経費だって、ノミニー時代の事務局経

費がガバナーの負担になるだけであって、あとは間に

合いますよ。今度からノミニーも経費が出るようになっ

たでしょう、だから、ほとんどお金なんかかからないよ。

近藤 ▶▶片山先生がガバナーを務められた時に地区

副幹事、スタッフを親クラブ、兄弟クラブから出して

欲しいという依頼があり、私も地区副幹事で出向し

たんですが、あれも1つの手だと思うんですね。今も

松坂さんの話が出ましたけど、第2580地区全体の事

は分かりませんが、ガバナーと地区幹事と地区副幹

事が違うクラブに所属しているんですね。神野さんと、

ここの地区ではそんなこと考えられないなと話してい

たのですが、そういう地区も実際あるんです。だから、

もう少し実態を調べていくと意外とガバナーと他の

人達が違うクラブ、つまり、本当に地区で優秀な人達

を引っ張ってくるっていうんですかね、基本的にはそ

うだと思うんだけど、今本人だけじゃなくってクラブが

後押ししないといけないというルールがありますよね。

だから、さっきの加藤さんじゃないけど、実際、有能な

人はいるけど、クラブが駄目って言ったらガバナーに

なれないので、そのあたりの仕組みっていうか、考え

方をかえなければいけないかもしれないですね。それ

で、私も有能な人がガバナーになって、それを取り巻く

地区幹事とか地区副幹事がまた優秀な人が出てくる。

優秀というか、やる気というか、非常に前向きというの

ですかね。すごいですよね、第2580地区というのは。

田 嶋 ▶▶すごい成功しているんですよね。若いガバ

ナーが出るようになって。

千田 ▶▶ただ、その地区の人がやってくれないといか

んよね。パストガバナーがちゃんと責任もって、バック

アップとか出すのも。

田嶋 ▶▶クラブで潰しちゃう。早く名前が出ると潰し

ちゃうんだよ。

田中▶▶でも、クラブの推薦がないと困るよね。

司会▶▶そりゃそうですよね。でも、小さいクラブが2

つでガバナーを出すっていうのはどうなんでしょうね。

神野 ▶▶どっちも小さければ難しいと思いますよ。ガ

バナー補佐の選出の仕方も結構大きな課題になって

ると思うんですよね。

田中 ▶▶ 他の地区と違うね。他の地区はガバナーが

推薦して組織作っちゃうもんね。

千田 ▶▶ガバナー補佐ってもうちょっと、ガバナーの

意向が反映するようにすると楽だわな。各地区からき

て、その人にいろいろお願いしないといけないし。

神野▶▶でも、それはね、4、5年かかりますよ。

司会▶▶ 時間も来ましたので、そろそろ締めを・・。平

成最後の10年間の最初のパストガバナーとして、片山

パストガバナー、10年を総括していただけますか。

片山 ▶▶それは少々荷が重いので、私の独断の感想

4点ほど述べさせていただきます。1つ目ですが、現在

までの30年間を振り返りますと、ちょうど平成30年間

とほぼ重なっています。この30年間を10年ごとに3分

割してロータリーの変化を見てみますと、平成10年ま

でロータリーは右肩上がりでした。しかし、平成後半

の20年間は右肩下がりで受難の時期でした。そのよ

うな中、RIは職業保持の原点を外し、会員に会員増

強と寄付・年会費の増強を絶えず求め、遂には職業

奉仕を事実上5大奉仕部門から下ろし、社会奉仕部

門に合流させるという話も聞き、私のガバナー年度の

地区方針でもあった「持続可能な前進」のまさに逆

を行っているように感じられました。2つ目は、斎藤直

美（豊田RC）2006年度パストガバナーを2016年度・

2017年度のRI理事として当地区から初めて輩出した

という、2760地区ロータリー愛知85にとって重要な

出来事がありました。当地区の将来にとって、計り知

れない啓蒙的な影響をもたらし、永く記憶されるべ

き出来事だと思われます。それ以外にも、5年ほど前

に名古屋から始まり、年々盛大に開催されている

WFF、50年前に豊橋から始まり、定着したゴミゼロ

運動、この2つの奉仕活動を一対として春期・秋期の

2大奉仕イベントとして将来に受け継がれるようにし

なければならないと思います。3つ目として、反対に残

念なのがポリオ撲滅運動のことです。1987年に当地

区でポリオプラスというプログラムが採り上げられ、

委員会が設置されました。私の年度に、ポリオ撲滅

の為に今後3年間に同額の寄付を提出することを条

件にゲイツ財団から1億ドルを受け取り、全会員に寄

付を再度求めてきました。しかし、最初の同額寄付か

ら10年経った現在でもその決着がついておりません。

いずれ数年のうちに撲滅宣言が出せると信じていま

すが、次の10年に申し送りをしなければならない事

は、私にとって本当に忍びない事です。4つ目は、ロー

タリーの組織・権限の問題です。組織は大きくなれ

ばなるほど、権限の集中が必要です。しかし、ロータ

リーの基礎は、クラブとその会員が底辺にあり、地域

と密着したクラブの独立自存があればこそです。RI

は権限の一部をガバナーあるいは地区に、ガバナー

はガバナー補佐に委任・譲渡する事が必要ではない

かと思います。私もガバナー補佐に一部権限委譲・ガ

バナー補佐の推薦事項・分区運営要領などを地区便

覧に記載し、口頭でも定着を推奨しました。しかし、

ガバナーは単年度官なのでなかなか難しく、本来は

地区大会で出来ると良いのですが、それも難しい問

題があります。近藤年度に「地区審議会」が活動でき

るようになりましたので今後は地区審議会を活用し、

大いに議論したいと思っています。

司会▶▶貴重なお話ありがとうございました。大変勉

強になりました。

千田 毅 パストガバナー

座
談
会

司会▶▶本日はお忙しい中、誠にありがとうございま

す。この座談会は2008年～2017年の10年間の中でガ

バナーをお務めになった皆様にご参加頂きました。

担当された年度の順に、取り組まれた事や課題など

について忌憚のないご意見を伺いたいと思います。貴

重なご意見からこれからの10年に向けての指針が見

えてくるかと存じます。それでは、まず2008年から

2009年度のガバナー、片山パストガバナーからお願

い致します。

片 山 ▶▶ RI会長の

テーマ“夢をかたち

に”それを受けて、

私の方は“持続可

能な前進！”という

地区方針で、サブと

して“ロータリーに

心を”という歌を作

りました。読んだ人

からは、とても良い歌だと好評を頂きました。“ロータ

リーに心を注ぎ　ロータリーに心を開く　ロータリー

を心に受け止め　ロータリーを心に住まわす　ロー

タリーの心をみんなで考え　ロータリーの心を静か

に思う　ロータリーの心は我等の心　ロータリーの

心は世界の心”という内容をテーマにした歌でした。

司会▶▶歌を通すとロータリーの理念が心にスーッと

入ってきますね。ところで、地区大会の時、私も関係

者だったのですが、ゲストは小泉純一郎さんでしたね。

片山 ▶▶ 名古屋名東クラブさんのお世話で、小泉さ

んに来て頂いたからあれだけの会員が地区大会に集

まってくれました。

司会▶▶本当に多くの会員が参加されましたね。

片山▶▶大いに盛り上がり良かったです。

司会 ▶▶この地区大会は悲しい出来事があり、片山

パストガバナーも心を痛められた事でしょう。

片山 ▶▶忘れもしません、RI会長代理とロータリー

ミーティングの特別講演のためお越し頂くことになっ

ていた佐藤千壽さん（東京東RC）の突然の訃報です。

地区大会の4週間くらい前に2回ほど東京でお目にか

かりました。当時佐藤さんは90歳でこれからヨーロッ

パ旅行に行くと伺い、「元気で行って来てください

ね」と、笑顔で挨拶を交わしました。ところが、地区

大会の20日くらい前、突然訃報が入りました。クルー

ズの最中にドクターがいなくて助からなかったとお聞

きしました。ロータリーミーティングの特別講演は、そ

の講演原稿が親友の圡屋亮平パストガバナー（松戸

RC）に託され、圡屋さんが代読されました。今でも忘

れられない出来事でした。

司会▶▶また、ロータリー愛知81にちなんでの昼食会

は皆さんに喜ばれましたね。

片山▶▶そうですね。公式訪問に行く多くのクラブで、

古参会員の方々が心なしか、さみしいお顔をしておら

れるのを見かけるものですから、この機会にと思って

第１日目のRI会長代理を囲む昼食会に招待した訳で

す。「ロータリー愛知81」にちなんでと言われるのは、

RIが事務的に当地区に付けた名称は「RI第2760地

区」ですが、私は当初より当地区が胸を張って自称

できる当地区の名前を「ロータリー愛知81」としまし

た。この名前を、ガバナー月信をその巻頭言として発

行した地区誌にも使いました。これは地区の機関誌

の役割と地区内各クラブ間の親睦誌の役割を担う双

方向の雑誌です。81という数字はその年度の当地区

全クラブの数です。招待しました古参会員の年が81

歳以上というのは、これ未満の歳では、該当者が多

過ぎてこの81を借りたのです。

司会 ▶▶ロータリーの方は若 し々いので81歳以上の

会員の皆様が元気に沢山お越し下さいました。片山

パストガバナーありがとうございました。次は2009年

大澤年度ですが大澤輝秀パストガバナー（豊川RC）

は、平成16年９月に逝去されています。ご冥福をお祈

り申し上げます。それでは、続きまして、クールビズを

提唱されました、２010年から2011年度のガバナー、

田嶋パストガバナー、お願い致します。

田 嶋 ▶▶ 私の時の

RI会長は、レイ・ク

リンギンスミスさん

というアメリカの方

でした。会長のテー

マは“地域を育み、

大陸をつなぐ”でし

た。私の年度の特

徴は3つあります。1

つは、ロータリー財団のフューチャービジョンが始

まった年です。当地区がパイロット地区になっていま

した。もう1つは、戦略計画ストラテージックプランを

日本では「長期計画」と訳していましたが、試行錯誤

を経て、今の戦略計画という名称に変更し、始まりま

した。最後の１つは東日本大地震が起きた年という

ことです。

司会▶▶あの東日本大地震が起きた年ですね。

田嶋 ▶▶最初は未来の夢計画という名前で始まっ

たのですが、夢という表現に異論も多く、協議を重

ねた末、フューチャービジョンという名前になりまし

た。私の頃は、RIの表現をアメリカはアメリカで直し、

日本は日本で直すスタイルで、日本流は受け入れやす

い表現に変えているのではないか？という指摘も多く、

本場アメリカの表現に戻したということです。フュー

チャービジョンでは、新しい地区補助金について皆さ

んのご理解を頂き、いかに活用して頂くかということ

を一番大きな目標としていました。

司会▶▶ 確かに日本語に直すと本来の意味が曖昧に

なる場合もありますね。また、医療支援にも熱心に取

り組まれてましたね。

田嶋 ▶▶ 深谷地区財団委員長と一生懸命取り組んだ

のが、グローバル補助金を使った医療支援です。アメ

リカのヒューストンと交流したのが当地区の医療支援

の始まりで、しかも、グローバル補助金を使った医療

支援というのは、当時本当にまれで、この地区の大き

な成果の1つだったと思います。それから、戦略計画

については、公式訪問でお話してもほとんど何も知ら

ない人ばかりという状況の中で、いかに皆さんに存在

を知って頂くかが課題でした。

司会 ▶▶そして、この年度は日本は未曾有の出来事

がありました。

田嶋 ▶▶そうです、東日本大地震が1番の問題でした。

地区としてはいずれも1人1,000円以上という形で1次

支援、2次支援を行いました。諮問委員会では1,000

円では金額が少ないんじゃないのか？という意見も出

ましたが、会員の皆様が企業でも多額の義援金を出

されて、個人でもロータリー以外に寄付されている事

を考えて出した金額という趣旨を説明し、この金額で

やりましょうということになりました。最初、2,000万

円ほど集まり、希望の風奨学金に全額協賛致しまし

た。２次支援では宮城岩手の地区と千葉県の地区と

もう１か所に配分致しました。その他、ヘリコプター

の支援も致しました。これは、地区大会をやって頂い

た「あまクラブ」が余った1,000万円を地区に返却して

くれたので、そのままヘリコプターの支援金に使いま

した。孤立した所に食料を運んだり、薬を運んだり、

１ヵ月くらい活用されました。それでもまだ余りが出て

いたので、軽トラックを買いたいという支援組織に活

用致しました。

司会 ▶▶田嶋パストガバナーありがとうございました。

東日本大地震が起きてからのガバナーの取り組み方

は、本当に心を打たれるものがありました。それでは、

引き続き、松前パストガバナーお願い致します。松前

パストガバナーは、2011年から2012年までガバナーを

お努めになりました。震災後の大変な年でしたが、

ロータリークラブの力、絆の強さを再認識されたので

はないでしょうか。RC会員歴が半世紀以上と伺いま

した。色 な々思い出がおありかと存じます。

松前 ▶▶ 私は、1967年に一宮北RCに35才で入会し、

この50年間で、1990年には一宮中央RCの初代会長

として設立に尽力

出来たこと、そして、

2011年～2012年に

は2760地区のガバ

ナーとしてお務めが

出来た事を嬉しく思

います。

司会 ▶▶ 松前パスト

ガバナーのご経歴

を伺いますとすべてに「初」が付き、意欲的な取り組

みが伝わって参ります。2760地区にロータリー・リー

ダーシップ研究委員会（RLI）を導入されたのも初め

ての試みでしたね。

松 前 ▶▶ ロータリー・リーダーシップ研究委員会

（RLI）は新会員と未来のクラブリーダーの研修の

ためにアメリカで草の根運動として開発されたプログ

ラムです。日本でも各地区で急速に採用されつつあり、

双方向性とディスカッションリーダーDLに特徴があり

ます。私がガバナーに就任して最初の諮問委員会で

導入を諮り、認められて誕生しました。全国では6番

目の導入でしたが、RLIはまだ馴染のない時代でした。

ロータリー・リーダーシップ研究会の目的は、ロータ

リーの理解を深め、クラブを活性化すること。目的達

成の為に、日本では15地区でRLIの研修が行われ、

成果が上がっています。講義による教育ではなくディ

スカッション方式でリーダーの知識、考え方、創造性

を引き出します。

司会▶▶ 埼玉の中村先生には私も熱心にご指導を頂

きました。度々お越し頂いていますね。

松前 ▶▶ 2760地区は中村靖治国際ロータリー研修

リーダーが熱心にご指導下さり、地区研修の方が真

剣に勉強された結果、多数の方がディスカッション

リーダーになっています。私もガバナーエレクトの時、

妻久子とアメリカ・サンディエゴで1週間、コの字型の

RLI方式で飛び交う質問に、絞られました。現在

2760地区ではこのRLI方式に磨きをかけ改善し、有

用な研修として成果を上げていると聞いております。

この研修でロータリーへの理解が深まり、クラブが

活性化することが期待されます。ロータリーをより理

解し、ロータリーを心から愛するロータリアンが増え、

今後の100年もロータリーが益々発展する事を願って

おります。

司会▶▶ 4430地区ブラジルを訪問されましたね。

松前 ▶▶ 1988年度以降永く中断していた研究グルー

プ交換GSEを1997年度犬飼パストガバナーが再開さ

れ､私が委員長に任命され、当時の犬飼ガバナー、

片山地区幹事（片山パストガバナー）と総勢10名で

GSE研究グループの派遣先であるブラジル4430地区

を激励訪問いたしました。懐かしい思い出です。ちょ

うどこの年は、ブラジルへの移民90周年という節目

の年でした。そこで、各クラブから寄付された書籍１

トンを船便で送りました。この訪問はブラジル日本文

化協会に寄付する贈呈式もかねていたのです。24時

間を費やし、一行がサンパウロ空港に降り立ったのが、

5月13日早朝4時30分。訪問先クラブの会長や多くの

方々に迎えられてホテルに向かいましたが、GSE研究

生として来ていたサンパウロ軍事警察大尉ルイス君

の装甲車に前後を守られ、赤色灯を回転しながらの

移動。ガバナー一行への配慮に感謝しております。

司会▶▶疲れも飛んでしまう歓迎ぶり、嬉しいですね。

他でも熱いもてなしを受けたそうですね。

松前 ▶▶ 仮眠の後、日本人街に例会場を持つ日系ク

ラブ会員の多いリベルターデRCを訪問し、熱い歓迎

を受けました。その後文化協会に赴き、日本文化協

会山内会長に犬飼ガバナーから図書一式贈呈の目

録が渡されました。翌日は、サンパウロ・レステRCを

訪問しここでも熱い歓迎を受け、4430地区大会会場

に移動し、前夜祭を楽しみました。当時の4430地区

ガバナーは日系2世のKazuhiro Moriガバナーでした。

大会当日、我々一行は日本国旗を振りながら入場。大

きな拍手を今も覚えています。各クラブが順に旗を掲

げて入場行進する姿にも力強い息吹を感じました。

翌日はMoriガバナーよりレセプションに招かれ、一連

の行事終了の安堵感もあり、とても和やかな時間を

過ごしたことを鮮明に覚えています。その後、イグア

スの滝観光に向かいました。ブラジルとアルゼンチン

にまたがる落差80M、幅4キロの景観は圧巻でした。

最終日は、リオデジャネイロにも足を延ばしました。

2016年のリオ・オリンピックでコルコバードのキリスト

像が映し出されるたびにブラジル訪問を思い出して

おりました。往復2日間以上という10日間はハードで

したが、ブラジル訪問は実り多く思い出深い旅のひと

つとなりました。

司会▶▶そういえば、松前パストガバナーはある数字

に深いご縁があるそうですね

松前 ▶▶私は母校の大阪歯科大学の学籍番号が22

番でした。そして、一宮北RCの22代目の会長を務め

ました。ガバナーセミナーに指名されたのが2009年3

月22日でした。第2760地区の第22回インターアクト大

会に出席し挨拶の機会を頂きました。インターアクト

クラブは私の心の故郷であります。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーありがとうございました。

それでは、2012年から2013年度のガバナーでいらっ

しゃいました、千田毅パストガバナー、お願い致します。

千 田 ▶▶ 私の時は、

たまたま幸いなこと

に国際ロータリー

会長が田中作次さ

んで、R Iテーマが

“Peace Through 

Service 奉仕を通

じて平和を”でした。

司 会 ▶▶ 田中作次

RI会長との思い出で印象に残っている事は何でしょうか。

千田 ▶▶一番の思い出は、ロータリーの世界大会の

時のことです。ガバナー会をやろうという事になりま

したが、一番の問題は田中RI会長が参加してくれる

かどうかでした。そこで、全権を握っているRI秘書の

ベティさんという女性に交渉したのですが、直前まで

参加が不明のまま…。ところが、当日、田中RI会長が

来られて、皆びっくり！しかも、財団委員長なども連れ

てお越こしになったので、椅子が足りずバタバタと大

慌てして準備したのが印象に残っています。私共は

150人くらいで参加しましたが、田中RI会長は感激し、

喜んでお帰りになられました。また、同期のガバナー

が年1回集まって日本各地を廻るのですが、3回目の

時に田中RI会長が、「2012年度の会だから私も参加

する」と言われ、その会費を求めたところ、「これぞ

ロータリー」と言って、喜んで払って下さいました。

司会 ▶▶千田さんがガバナーになられた年は、震災

の翌年でしたね。

千田 ▶▶そうです、大震災の翌年でした。1月の研修

会で行った、カナダのトロントの方に一緒にやろうと

声をかけていただき、VTTの時に参加して頂きまし

た。その時、たまたま隣に座っていたのが、2750地区

の宮城・岩手の小野寺さんでした。その際、「お金を

集めるのは誰でもできる、我々はちゃんと震災孤児に

手渡したい」と小野寺さんにお願い致しました。あの

時は現地も混乱して色々大変だったのを被災地に視

察に行った時に実感致しました。30人の子供たちが

高校を卒業するまでにかかる4,800万円という金額を

集める為に、毎週500円ずつ集める提案をしましたが、

はじめはうまくいかず、幹事などに足りない分はガバ

ナーがもたないといけないと脅されました（笑）結果、

全額集まりましたが色々大変でした。

司会▶▶地区の目標など6つ挙げていらっしゃいます

が、沢山達成されていますよね。その中の高校生支

援で、甲子園に出場を果たした、仙台育英高校の球

児の中に孤児がいました。両親は他界し、お祖父さ

んの所から高校に通い、甲子園で3番打者として活躍

しました。1回戦で負けてしまったのですが、千田さ

んの応援が陰でありました。

千田 ▶▶地区と地区との交流では、抽選の結果、名

古屋クラブと奥三河クラブがメークアップする事にな

り、中日新聞の大島さんから「千田さん、えらいこと

になった！」と電話で心配を頂くほど、離れた地区の

クラブが交流することとなりましたが、その交流は2

～３年続けることができました。

司 会 ▶▶千田パストガバナーありがとうござました。

続いて、2013年度ガバナー田中正規パストガバナー

お願い致します。

田中▶▶会長になっ

ても知らないことば

かりで、地区に入っ

て改めて、凄い！と

驚くことばかりでし

た。ノミニーとして、

「お前また来たか！」

と言われるほどしつ

こく千田さんの後に

くっついて見聞きしている間に分かることがありまし

た。それは、ロータリーでは“はい”と“YES”しかな

いということです。「やろうよ！」と言った事は情報を

集めてやらないといけない、それが皆が前を向く事、

止めたらそれで終わり。私も思った事をとりあえず

やってみようと思いました。ある時、公共イメージの

コーディネーター「ロータリーの友」編集長の二神さ

んとお話しする機会があり、その時の話題から、地区

全体でやれるフェスタ、日本で初めてのロータリーの

ワールドフェスタを開催しよう！と私は思いました。皆

さんの協力のもと、思った以上に素晴らしいフェスタ

を開催できました。その後、近藤さんが形を作ってく

ださり、日本のロータリーでできました。そのきっかけ

に少しでもなれたのが良かったと思います。最後に、

任期の終盤に色 な々国に行きましたが、それが楽しい

思い出になっています。

司会▶▶どんなところに行かれましたか？

田中▶▶ベトナム、タイ、フィリピンは2回、隠れてモン

ゴル。つい最近はラオスに行きました。皆さんの友情

の支えもあり、色々な国へ行くことができ、非常に充

実した年度だったと思います。もう１つ印象的な出来

事として、同期のガバナーがEクラブを教えてくれた

事です。会費も安く、例会をホームページで行えるEク

ラブは、若い人も多く、クラブのイメージを変えたクラ

ブで面白かったです。

司会 ▶▶やはりイベントをやらないと、テレビ局や新

聞社の方々はあまり来てくださらないですよね。

田中▶▶私がテレビ局等に行ったのは最初の挨拶ぐ

らいだけでしたが、色々な人を引っ張りだすことは良

いことだと思います。たまに顔を出すと、ロータリーは

こんなことをやっているのか…とロータリーの活動を

改めて知って頂けました。

司会 ▶▶はじめのうち、ロータリーのことはあまりPR

してはいけないと教えられたのですが…。

田中 ▶▶それで、公共イメージコーディネーター補佐

としてお話させて頂きました。

司会▶▶希望の風などはどうですか？

田中▶▶希望の風は私ではなく、田嶋さんが担当してい

ます。希望の風は今も続いていて素晴らしいと思います。

司 会 ▶▶ 学生さんの喜びの声や手紙を拝見すると

ロータリアンになって良かったとしみじみ思います。

クラブでもお弁当箱支援といって、お弁当箱に色 な々

ものを詰めて、被災者の方に送り、そのお礼に折り紙

の花やお手紙をいただいたりしました。田中パストガ

バナーありがとうございました。それでは、2014年度

のガバナー、近藤雄亮パストガバナーお願いいたしま

す。パストガバナーの年度のガバナー月信の7月号は

熱田神宮ですよね。

近 藤 ▶▶たまたまう

ちのクラブに熱田

神宮の宮司さんがお

られ、写真を使わせ

てくださいと頼み、

毎回、熱田神宮に関

連する何かの写真

を使わせて頂きまし

て、最初から最後ま

でシリーズで載せました。私の時のRI会長は、ゲイ

リーC.K.ホァンさんという台湾の方でした。彼の考え

方のベースになっていたのが「儒教・孔子の教えです。

ロータリーがSNSを含めデジタル化していく中、アナ

ログ的なものを大切にされる方で、そういったところ

に私も共感しました。彼は“ロータリーに輝きを”とい

うテーマと5つの強調事項、つまり、“地域社会でロー

タリーの存在感を高めること・会員増強・ポリオ撲

滅・クラブの強化・ロータリーデーの実施”で始めま

した。この強調事項は今でもずっと続いています。当

時の私にとって歴代ガバナーの皆さんは雲の上の存

在。ガバナーノミニーに指名される場に臨んだ時、近

寄りがたい雰囲気がありました。そのような思いから、

もう少し目線を下げてロータリアンの中に入りたい、

堅苦しいことはやめて、メークアップに来たメンバー

のような近い距離感で本当の姿を見たいという思い

から色々考え、計画を立てました。結果、例えば「単

独でガバナーの公式訪問を初めて受けました」とか

「親クラブと一緒だとなかなか本音で話すことがで

きない」といったような声を聞くことが出来ました。

司会▶▶ 確か近藤パストガバナーの時、クラブをまとめ

て回るのではなく、ひとつひとつ訪問されたのですよね。

近藤 ▶▶はい、地区内全84クラブを個別に公式訪問

をしました。メンバーの数が少ないクラブも多いクラ

ブも皆さん本当に一生懸命ロータリー活動をされて

いて、素晴らしいと感じました。色々大変な面もある

けれども、この地区のクラブは本当に良くやってくれ

ています。何でもそうなのですが、一旦外に出てみる

と、中では分からない事が見えてくる。素晴らしさが

良くわかる様になる。ゲイリーC.K.ホァンさんのアナ

ログ的思考というか、情といいますか、それが地方に

あるんじゃないかなと思います。私はロータリーとい

うのは、ひと言でいえば…感動、感動をシェアするこ

とだと思うのです。こういうことをずっと言って回った

わけです。いろんな理屈やロジックを立てても感動

がない。そういったものだったら誰もついて来ないし、

仮にその場でついて来ても後は知らないという形に

なってしまいます。感動があれば、自分も仲間に入り

たい、これぐらいのお金を出してもいいなという気持

ちになります。そういう風になっていくといいなと思い

ます。先ほど田中さんが「自分は人が色々言ったこと

を取り上げた」と仰ってました。その中の１つ、WFF

(ワールドフードふれ愛フェスタ)を引き継ぎ、我々の時

は最初からやろうと組織を作り取り組みました。そう

したら、タイミングよく、ゲイリーC.K.ホァンさんの強

調事項の１つ“ロータリーデーの実施”というのがあ

りました。当時のRI理事の北さんからも昨年第2760

地区のプレゼンを見たら素晴らしいことをやっている

ので、是非ロータリーデーをジャパンロータリーデー

愛知として実施をしてくれないかという話を頂きまし

た。シニアリーダーは自分がまとめるからお前は同期

ガバナーをまとめろという事になったのです。結局、

100人以上のシニアリーダーの方々がWFFに参加を

してくれました。田中さんが始めた事を2年目である

程度形ができたかなと思います。

司 会 ▶▶ロータリー

デーというのは、その

時から始まったので

すか？

近藤 ▶▶そうです。ゲ

イリーC.K.ホァンさ

んが自分の強調事項

で提唱したのです。

世界中に、クラブ単

位でもいいし、地区単位でもいいし、あるいは国単位

でもいいから、とにかくやってくれと。私は各クラブ単

位で是非やって下さい。これはガバナー賞の対象に

します！とやったのです。地区単位ではせっかく田中

さんが地区の大きなイベントをやってくれたので、そ

れをジャパンロータリーデーに育てる決心をしました。

ゲイリーC.K.ホァンさんの強調事項、北RI理事の薦

めもあり、ちょうどタイミングが合ったのですね。それ

からもう1つ。“ロータリーは何だ？”とか陰で色々文

句を言う声もありますが、言いたいことがあるのなら、

RIには3年に1度開催される規定審議会というのがあ

るので、そこへ第2760地区から物申す！と、意見を出

したらいいんじゃないのか、その為の規定審議会で

すから。そして地区内クラブに立法案提出のお願い

をしました。地区の色々な問題を取り上げて会長さん

たちに諮る地区審議会と立法案審議委員会というの

を作り、片山先生、田嶋先生と相談しながら3人で地

区審議会規約を作りました。それが今実行されています。

司会 ▶▶もう１つ、IT委員会で地区で初めてHPを作

られたとか。

近藤 ▶▶ホームページは前からありました。尾本さん

が非常に熱心に取り組んでくれていました。地区で

形に出来たのは、いきなり出来たのではなくて、思い

とか色々な下準備があったからです。尾本さんの不

断の努力のお陰だと思っています。私のような者でも

ガバナーを務めることが出来たのはゲイリーC.K.ホァ

ンさんの「儒教・孔子の教えの下、アナログ思考でや

る」この理念があればこそです。また、片山先生がガ

バナーをお務めになられた時、ガバナー補佐としての

私をご指導して頂いたこと、その後も色 ご々指導を頂

いたお陰と片山先生には大変感謝致しております。

計算で繋がっているのではなくて、情で繋がってい

る関係は素晴らしい力になると私は思います。

司会 ▶▶近藤パストガバナーありがとうございました。

では、2015年度のガバナーでいらっしゃいました加

藤陽一パストガバナーお願いします。

加 藤 ▶▶ 私の時は、

スリランカのK .R .

ラビンドランさんと

いう方がRI会長で

した。英語で“Be 

a gift to the world”

サンディエゴでの国

際協議会で“世界

へのプレゼントにな

ろう”と訳されましたが、はっきり言って何を仰ってい

るのか分かりませんでした。同期のガバナー連中とこ

れは何を言ってるのだ？？と色々話し、プレゼントは、

たぶん奉仕のことだろうなと、同期のガバナーとそう

解釈しようということになり、サンディエゴから帰って

きました。K.R.ラビンドランさんは、アジアの中でのは

じめてのスリランカの方ですから、どうもイメージが

湧かず、このRIテーマも皆さんにどうお伝えしようか

…とちょっと苦労しました。

司会 ▶▶加藤パストガバナーは、お父様もロータリア

ンだったのですね。

加藤 ▶▶そうです、親父も瀬戸クラブで会長をやって

いました。その頃、斎藤先生が仰っていた「原点回

帰」の話に感銘を受けました。最近ロータリーが原点

というか根本がわからなくなってきたのではないか…

という私自身の心情もあり、見直しをという意味で、

早速先生にお話しして了解を頂き、原点に帰りたいと

お話を申し上げて、ずっと講習をやったのです。

司会▶▶ガバナー時代、思い出に残ることを教えてく

ださい。

加藤 ▶▶田中さんの資料を基に34クラブ訪問いたし

ました。クラブとの交流、私自身の交流もそこそこや

らせて頂いたつもりでおります。WFFに関しては、田

中さんから近藤さんに受け継がれ、私の時はだんだ

ん形になってきました。私の時から企業協賛にも力を

入れて、600万か800万円を頂戴し、去年が1,000万円

くらいでした。ロータリーを世間に広めるという意味

もあり、だんだん大きくなっています。特にエンドポリ

オに関しては、売り上げもだいぶ上がってきています。

たまたま国際奉仕委員会の方と一緒にVTTでインド

ネシアに行く機会があり、ジャカルタの劣悪な環境に

いる子どもたちを訪ねました。学校も行けず勉強もで

きないヒンズー系の子供たちを援助していたのは、イ

ンドネシアの方達。この出会いを機に私たちもやって

いこう！と、ポリオ500万円、あと400万円プラス地区

のクラブから拠出されたお金を使って、やり始めたの

です。ぼちぼち卒業しないとと思っているのですが、

今もWFFの実行委員長をやらせて頂いております。

WFFを通じて、ロータリーは世間に、そして日本中に

広がったのではないかと思っております。ガバナーと

して小難しいことはやった覚えはありませんが、

WFFが私にとっては一番の思い出かなと思っています。

司会▶▶やはりそういう努力があって、いろんな学生さ

んの支援などが出来るのですね。先ほど、千田パストガ

バナーの時にお話した、仙台育英高校の千田君の記

事は加藤パストガバナーの時の月信9月号に出ておりま

して、「花巻東高硬式野球部の千田京平君、亡き母と

「再会」信じ」という風に書いてありました。加藤パス

トガバナーありがとうございました。それでは、2016年

度ガバナー、服部良男パストガバナーお願いします。

服 部 ▶▶ 2 0 1 6年度はジョン・ジャームRI会長の

“Rotary Serving Humanity”というRIテーマでス

タートしました。丁度この年はロータリー財団100周年

という記念すべき年。100年前にアトランタで開催し

た国際大会を100年後にもう一度アトランタで！という

大きなテーマがありました。もう１つのテーマは、RI

の戦略計画を当地区にどのように持ってくるか。当地

区にはRIの戦略計画がありませんでした。従って当

地区の良いところと課題を分析し、良いところは、そ

のまま伸ばし、課題に関しては戦略計画を立て持続

可能にすることがテーマでした。一番の基本は、10

年後もこの地区が輝き続けるために1年間何をすれ

ばいいのかという事です。そこでまず、地区の戦略を

作るため戦略計画委員会を作りました。そしてもう１

つ、広報、ITを一緒にして、公共イメージ向上委員会

を設立させ、戦略計

画の中でも大きな部

分であるロータリー

の認知度と公共イ

メージの向上を図り

ました。それからも

う１つ。研修委員会

を再度新設し、その

下にRI実行委員会

を分けて、研修をさせて頂きました。これが大きな地

区に対する戦略計画です。あとは、地区としての財団

の取り組みがしっかりしていた為、未来の夢計画に

始まる延長の100年を是非！ということで、大変高い

数字を掲げました。一人180ドルを財団に寄付し、結

果、目標を達成することができました。ジョン・ジャー

ムさんは、ポリオ、財団の経験が非常に深い方です。

そういう意味でも皆様方に大変感謝しております。ア

トランタで100周年を祝おう！をテーマにした大変忙

しい年でしたが、皆さんと一緒に色んなことをさせて

頂きました。深く感謝申し上げます。もうひとつ良かっ

た事は、2750地区と会員が良い競い合いをした結果、

最後に１つ新しいクラブが出来た事です。結果的に

34地区の中で一番多く会員が増えた事も皆さま方と

の１つの成果だったと考えています。

司会▶▶ 服部パストガバナーありがとうございました。

それでは、まだ記憶も新しい、2017年度ガバナー、神

野重行パストガバナーお願いします。

神野 ▶▶私がロータリーに入ったのは金沢東でした。

石川・富山地区の金沢ですが、2610地区のガバナー

という方がどういう存在か、ロータリアンとして全く意

識せずに6年いました。それで、名古屋に戻ってもう

一度名駅ロータリーに入った年が2008年7月。今考え

ますと片山ガバナーの年度で、2760地区で再入会し

ガバナーという存在があるということをはじめて知っ

たぐらいで、全く知らずに6年いたなという思いがしま

した。ガバナーの公式訪問は、西クラブと一緒に受

けていましたが、自分のクラブに来られたという感じ

が薄く、公式訪問に対してもあまり意識しておりませ

んでした。まして地区への出向や、ガバナー補佐を引

き受ける事も、クラブ幹事の経験もなく、ロータリー

の地区の動きも全く知らずにいた私が、いきなりガバ

ナーということで大変驚きました。なので、先輩たち

とはずいぶん感覚が違うと思っております。私は千田

パストガバナーには学生時代からご指導頂いており

ます。また、両親の関係で存じ上げている方ばかりで

す。しかし、ガバナーという意識で拝見したのは、私

がクラブ会長の時の田中ガバナーが初めてでした。

公式訪問の時にガバナーの存在を目の当たりにして、

凄い人なのだと思いました。親の西クラブと一緒だっ

たのですが、大きな先輩、親クラブでありながら、結

構ガバナーというのはビシビシ言われるなと。私ども

は子クラブにも関わらず、大変褒めて頂いて恐縮した

ものです。ガバナーは、凄い存在なのだということを

初めて肌で知りました。そんな頃です、私の高校の同

級生の近藤さんがガバナーをどうも引き受けるようだ

と話を聞いて、よくそんなことをやるな～と言ってし

まった覚えがあるのです。そういった中で、去年ガバ

ナーを引き受ける事となったのです。イアン H.S ライ

ズリーさんは“変化をもたらす”をテーマに、確か

ロータリーそのものが大きく変わったというお話をさ

れていたのを聞き、変化の時代だから、何かをやろう

と考えて出来ないだろうかと思いました。一番に思っ

たのは、ロータリーのイアン H.S ライズリーさんのこ

の言葉です。「ロータリーとは何か。何をしているのか

ということをもっと世の中に知らしめてほしい。」そこ

で、公共イメージ向上というものについて、自分がで

きる範囲でやってみようと思ったのです。1つはマスコ

ミや地域の皆さんへの働きかけ。もうひとつは、地区

ガバナーとロータリアンの距離感というのをできるだ

け縮めるという事を考えました。ガバナーは一般ロー

タリアンにとって遠い存在というか、私自身近寄りが

たい存在と思っていました。そこで、一年かけてクラ

ブの訪問以外にも、いろいろと接する機会をつくり、

距離を縮める試みをしたつもりです。服部さんは、地

区の戦略委員会で非常に改革的な事もやって下さい

ました。村井さんからはそんなに急にやっても無理な

んじゃないかとご心配頂きましたが、やっぱり自分な

りにやってもらいたいし、やってみたいということで、

全クラブに戦略委員会のような類のものを設置して

頂いたというのが、一番の私の思い出です。それから

もう１つ、諮問委員会で、先輩諸氏にお許しを頂き、

地区の体質の強化を図る取り組みを始めました。１つ

は、青少年対策の危機管理基金、これを1,000万円積

み立てさせて頂きました。それから、愛知県と防災協

定を結んで、地域の皆さんと一緒に勉強して、万が一

のときはどういった事ができるかということを考える

態勢を作らせて頂きました。これは先輩諸氏にも認

めて頂き、地区大会で結ぶことができました。

司会▶▶地区大会の思い出はいかがでしょう。

神野▶▶そうですね、

思い出がいっぱい

あるのですが、よも

や、D.K.リーさんが

来るとは想像もして

おらず、8月15日の

メールを開けてびっ

くり！片山パストガ

バナーがちょうど同

期だとの事でお願いできて本当に助かりました。大

先輩からも良くやったと言って頂いたのは先輩のおか

げです。今年は神奈川へ行かれるそうで、ガバナー

がとても焦っておられたと、村井さんから聞きました。

村井ガバナーから力になってあげてと言われて、気楽

に笑っていられるのが幸せです。最後に、６月の最後

にクロスプロモーションの青少年と学友の交流フェス

タ、これが出来たのも思い出です。ご出席の皆さんに

もいろいろ無理を申し上げました。それから、昨年度

だけになってしまったのですが、イアン H.S ライズリー

さんの植樹のお話につきましても、それぞれ分区やク

ラブで、個人的にもやって頂いたおかげで、8000本と

いう、一人一本の植樹目標を達成できました。「ガバ

ナーというのは言ったことを何でもできる」と言われ

たことをいい事に、先輩諸氏に無理を言い、それに

応えて頂いた事に感謝しております。WFFも晴れ男

で頑張ってくださいと言うだけで、今年度に相当資金

的余裕をもってお渡し出来ました。細かく言いますと

１時間では終わりませんが、これで終わりたいと思い

ます。ご指導頂いて、本当にありがとうございました。

司会 ▶▶ 神野パストガバナー、ありがとうございまし

た。こういった素晴らしいガバナーたちが10年間、努

力されたおかげで、第2760地区は本当にキラキラと

輝いていたのだと思います。どうもありがとうござい

ました。

司会▶▶片山先生いかがでしょう？

片山▶▶そうですね。ガバナーの視点というより私個

人の職業上の視点からのことを先に言いますと、そ

の頃地区大会での決議は大会決議と名付けられて、

ＲＩ会長・ＲＩ会長代理に感謝する。現ガバナーに感

謝する。地区大会ホストクラブに感謝するなど、決議

でなくても、ガバナーから口頭でお礼申し上げますと

言われれば済むことばかり。のどかな風景でした。そ

れまで、地区大会で審議・決議していた必要的決議

案件は、前年度の地区決算の承認、次年度地区大会

開催場所と日時の決定・承認くらいのことでした。そ

こで、ロータリーを法曹出のガバナーの目から見て、

地区大会の決議機関部分を整備しました。それは地

区大会における必要的決議案件の決議といわゆる大

会決議案と称していた案件とを区別し、必要決議案

件は各クラブの議決権票数を有する会長・幹事・副

会長等が出席する地区大会１日目に審議・決議し、

大会２日目にはその報告とし、大会決議案は１日目は

大会決議委員会からの決議案の内容の報告とし、大

会２日目の地区内全会員が参加する会議に大会決議

案を上程し採決するとしたことです。その年度の必要

的決議案件は、ガバナーノミニーの選出方法として指

名委員会方式の採択と指名委員会委員の選任の件・

2010年開催の規定審議会提出案件承認の件（当地

区初めての規定審議会提出案件）・ロータリー財団

未来の夢計画パイロット地区候補申請の件の3件で

した。現在においても、その流れが継続しているのは、

うれしいことです。それから、もう一つはガバナー選

任の地域的配慮のことです。パストガバナーの皆さん

が思っておられるでしょうが、全地区内、尾張も名古

屋も三河もどの地域にも一様にパストガバナーがでん

としておられ、しかも各分区にも元気なパストガバ

ナーがいることです。しかし、色 な々事情により、その

ようにはいかないのです。特に、分区でガバナー補佐
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が分区内事業をする時あるいは分区内で事が起きた

時などに、どの分区にも、身近に相談ができるパスト

ガバナーが常にいるというのがいい訳です。地域の

関係では名古屋５・三河４・尾張３の比率で候補を選

任し、各地域内分区の順番は各地域関係のパストガ

バナーの相談によるという方針はできていますが、そ

れでも、地域の事情により万遍なく一様にとはいかな

いという実情ですね。その事情の一番大きいのが、う

ちのクラブの人数では、引き受けられませんという断

りです。その対処の１つの方法として、私のガバナー

年度に親子兄弟クラブにお願いして、監事・副幹事・

スタッフ等２人位ほどご協力をいただき、率先垂範し

た積もりです。偶然この時、近藤パストガバナーも西

名古屋担当のガバナー補佐で入って来られました。

司会▶▶だから先生の時は、他のクラブのスタッフが

5～6人入っていたのですね。

片山▶▶そうです。そういうことをやったのです。

加藤 ▶▶尾張3分区では大変申し訳ないと思っており

ます。去年ですが、南尾張分区でペケ、西尾張分区

でペケ、たまたま東尾張分区はその時にパストガバ

ナーが3人いらっしゃったのです。だから、僕を入れて

4人いたわけです。結局、尾張分区からしか出すとこ

ろがなくて、たまたま、犬山さんが今まで出していな

かったわけです。犬山が出るといったのでこれは良い

と安心していたら、委員会の前日に断ってきた。びっ

くりして田中先生にどうしよう…と。それで江南の福

田さんに急遽電話申し上げたら、「大丈夫だよ。うち

におるから」との返事。それでご本人と話をして、OK

ということになったのですが現役の会長さんなので

す。現役の会長さんは本来ダメなのです。それでRIの

方に問い合わせて、許可を得て伊藤さんがガバナーノ

ミニーに決まったのです。

片山▶▶だから、小さなクラブが一緒になって協力し

て出さねばね。

加藤 ▶▶ 今は東海と常滑なんかは出せます。しかる

べき人間もいます。今、片山先生が言われた小島先

生などもいるのですが、たまたま小島先生が病院を

建て替えて忙しいということだったのです。

司会▶▶できれば、9人で話し合うと盛り上がるような

テーマをあげて頂いてお話して頂けるとありがたいな

と思います。

神野 ▶▶これって、10年の思い出が皆さんにあります

よね。そして、これからの10年に向けての皆さんの期

待とか想いとか、この2つにしたらどうでしょうか?

田嶋 ▶▶地区大会のゲスト、会長代理を昔みたいに

自分たちで推薦させてもらえないかという意見が割

と今、いろんな地区から出ているじゃないですか？

神野 ▶▶ 出ていますね。全然来ると思ってなかった

D.K.リーさんが韓国から来られたし。

加藤 ▶▶ 僕の時も1か月前ですよ。それではなんとも

ならないですよ、こっちの準備も。だからもっと早く決

めてほしい。誰がどういう風に決めるかわからないで

すけどね。

田嶋 ▶▶大澤さんの時代までは地区が候補者を推薦

していたのですよね。

加藤 ▶▶ 要望は出せるけど、それに対しての返答もな

く、無視ですね。

田嶋 ▶▶ 私の時はRIが会長代理を呼ばなくていい。

お金がないのだから。協議会でもRIの職員がお金が

ないから来ない。日本の旅行者が行ったのだもん。ツ

アーが案内した人たちがその職員を代行してやって

いたのです。だから、日本事務局からは誰も行かない。

本当にひどい話です。

片山▶▶田島年度に同地区の中からRI会長代理を出

したのは意表を突いた人選でしたね。

神野▶▶それが最近全然でていない。

田嶋 ▶▶豊島さんから未だに言われます、あの時俺

はタダ働きだと。あの時、RIから地区で負担すること

はまかりならん、その代わり、会長代理で呼んだ場合

には一人いくら出すっていうような約束があったので

すが、一切払ってもらえなくて。こっちもすっかり忘れ

ちゃってましたが、日当も何もなく、未だに顔を合わ

すとそのことを言われます。

司会▶▶ 外国の方が来られると大変でしたよね。

加藤 ▶▶ 結局、通訳がいるでしょう。たまたま、米山

の子たちがやってくれたのですが、それからいろいろ

お話して頂くにしても、通訳を通すと時間が倍になっ

ちゃう。初めから文章を頂戴といって、文章をもらっ

たことはいいけど、読めないでしょう、だから、米山

の子に頼んで全部日本語に直してもらって、それをス

クリーンに投影して、それで通訳なしでやりましたけ

どね。しかも、決まったのが一カ月前でしょう。もう慌

てましたよね。

神野▶▶その教えを、D.K.リーさんの時には活かさせ

て頂いた部分もありますね。米山と福田君とか通訳

も含めて。

加藤 ▶▶日本のパストガバナーが来ていただくのが一

番いいですよね。

神野 ▶▶ D.K.リーさんは、みんな私の方を見ずにパ

ワーポイントを見る、だから、そういうのは嫌いだと

おっしゃって、以前のようなパワーポイントで出す事

ができなくて、30分でちゃんと収めるというのが、50

分以上になって、ちょっと大変でした。やっぱり国内

で来ていただくとありがたいですね。

司会 ▶▶あと、どうでしょう。一生懸命取り組んでい

らっしゃったWFF、これからどのようにして、あと何

年続けようかとかお思いでしょうか？

田中 ▶▶やれるかな？と思うんですよね。会場のこと

とか。

神野 ▶▶会場は大丈夫。エンゼル公園の方へ移します。

田中▶▶それならいいよね。できたら、日本の看板に

なるかもしれないから、少しずついいものに変えて

いっているから、同じものだとみんな飽きちゃうから

ね。近藤さんに頑張って頂いたよ。

神野▶▶ロータリーデー。

近藤 ▶▶タイミングでね。

神野▶▶こないだ、ジュディオングさんとご一緒したの

で、また確認して頼んでおきました。ポリオもう少しだ

から、楽しみですとおっしゃってました。

近 藤 ▶▶あれも、最初の仕掛人の福田さんが頑張っ

てくれて。ワールドフードでしょ、インターナショナル

で、フィリピンのロータリアンの参加者が多いのです

が、今では韓国、インドネシア、ネパール、パキスタン

からのロータリアンも加わり、ますますワールドになっ

ていて、そういう意味でなかなか大変ですが、少しず

つ変わりながらいいものに発展しているなと思います。

あれ、すごいよね、公共イメージアップにはね。

司 会 ▶▶やはり、イベントは少しずつ変化を求めて

やっていくのが良いですね。

千田 ▶▶名古屋ロータリーの福田君がはじめて来て、

私はこういう事をやりました、やりたいけどどうでしょ

う？そのような事を日本でやるのはどうだろうって提

案されました。その前に和合ロータリー。

田中▶▶ 和合の中でも、お金もそうなんですが、僕の

ところに泣きが入り、福田君がそれで和合をやめたら

西尾RCに入会したいと言っていましたが、和合の鷲

塚会長もやる気がでてきました。

実はその後ガバナーノミニーの指名に南尾張ができ

ない時に和合はどうだ？って聞いたのですが、事業

が重なりもう一年待ってくれと言われた。大きいクラ

ブだからやれないことではないと思うのですが。

司会▶▶結局、和合ロータリーと相乗りみたいになっ

たんでしょうか？

田中▶▶ちょうど、ワールドフードフェスタっていうの

は、そういったものが前の年にちょっと意見が出たん

だよね。千田さんの時に提案されたんだけど、実にな

らなくて、僕の時に同じように提案され、ちょうどその

日、公共イメージの先輩の方が、こういうのがあるけ

ど、プランもだいたいできてるし、勧誘もできてるから、

どうだろうと。和合でやりたいという話だったけど、

和合でやるなら名古屋市で、名古屋市でやるなら愛

知県全体でやろうよと、話がとんとん拍子に進んで。

それで、ほとんどいろんなところに声掛けて進めて、

すべてのクラブが協力するってことで何とかやれた。

全体2760地区でできたんじゃないかと思います。実

際に食べものの選択も良かったですもんね。ワールド

フードだから、名古屋でも珍しいものを作りたいって

ことで、地元のものはほとんど出さなかった。出店す

る方も初めてなのでリスクがあるのね。ただ最初の

公共イメージの費用もあり、なるべくテナント料を安く

して、あとは水道・施設費がちょっとかかるんだけど、

それも地区とかが応援してくれてやれたから良かった

けどね、お金の算段もできたから。でも、最初の250

万がなかったらちょっとやばかったかもね。

司会 ▶▶公共イメージのアップだけじゃなかったです

よね。

田中 ▶▶その中に、クロスプロモーションじゃないけ

ど、インターアクト、ローターアクト入れて、米山入れ

るっていうのは、最初から構想はありました。

司会 ▶▶近藤パストガバナーを始め、神野パストガバ

ナーにいたる歴代の方々が志を引き継いで下さいま

したね。

片山 ▶▶発案の福田さん、地区開催の決断と拡大の

田中・近藤両パストガバナー、承継・充実の加藤・服

部・神野の各パストガバナー、それに続く中心となる

実行委員会の委員長はじめ委員の面々、各分区のガ

バナー補佐はじめのロータリアン、インターアクトター

の応援等を得て当地区内外一丸となったポリオ撲滅

の募金等のイベント等々、当地区の一等地の真ん中

において、RI会長より日本ロータリーデーの名称まで

得て、当地区挙げての秋の恒例大奉仕活動事業に

なったことです。この十年を越えて長く語り継ぐべく

立てた記念碑と思います。

司会 ▶▶こうしたロータリークラブの取り組みが国の

行事にもなってますね？

片山 ▶▶そう、そう。思い出します。もう50年近くにな

るでしょうか、当地区豊橋のロータリークラブ（豊橋

北RC）から始まった5月30日を中心になされるごみゼ

ロ運動、地区の奉仕活動行事として日本に最たる行

事、日本全ロータリーばかりでなく、日本全国の環境

保全運動として定着しています。日本政府の提案に

より国連は毎年6月5日を国連環境の日と定め、日本

も同様環境の日と定めています。当地区は5月30日～

6月5日迄の1週間を強調するために、地区設定特別週

間として「環境保全週間」を設定することにしていま

すが、パストガバナーの皆さんは設定されましたかね。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーはインターアクトの活動

にも力入れていらっしゃいましたね。次世代を育てる

大切な活動ですね。

松前 ▶▶ 1987年に地区インターアクト委員となり、イン

ターアクトクラブの活動を推進しました。1990年には

地区インターアクト委員長となり、2760地区のインター

アクト活動で海外研修を始める事に致しました。毎年

夏休みにハワイ島に約30名を引率してホームステイを

行い大変喜ばれました。要望があった長野県のイン

ターアクトクラブも一緒のハワイ研修でした。各イン

タークラブより2名を選出、2ヵ月の勉強会の後、各地

域の高校の先生方が海外研修を推進して下さいまし

た。参加した部員からは、ハワイの研修でアメリカの

文化や語学研修が大変勉強になった、雄大なハワイ

の景色に感動した！と喜ばれ、毎年の実施を望む多く

の声があがりました。これを機に様々な高校でイン

ターアクトクラブが設立されましたが、愛知県立千種

高等学校、阿久比高等学校と進学校が参加して厚み

が増しました。その後、研修地はオーストラリアに変わ

りましたが、二十数回と継続し、発展している姿を見て、

海外研修に初めて取り組んだ私は感激しております。

司会▶▶田嶋パストガバナーは、公共イメージには何

が必要だと思われますか？

田嶋 ▶▶ 公共イメージって言うとついイベントに偏り

がちなんだけど、私がもっと強調しないといけないと

は思うのは、ロータリアンの質。もっと周知させるとか。

たまたま私はある俳句の結社に老人になって入って、

そこで仲間の人たちも会員になってもらったら、凄く

ロータリーに対する信頼っていうのをアピールしてく

れ、非常にまじめで、皆さんちゃんと実行してくれる。

約束したら実行してくれる。そういうロータリーの質

の良さをもっと知らせれば、会員増強もっと簡単にで

きると思うんです。

司会 ▶▶はじめに片山先生が俳句を読まれましたけ

ど、いろんなところで俳句のことを話されてますよね。

田嶋 ▶▶そういう面で公共イメージっていうのは、も

うちょっと補強しないといけないんじゃないかって気

がします。

田中 ▶▶そうするとクラブの中のロータリアンの質の

良さという原点に戻っちゃいますね。みんな集まって

フェスタをしたりするのにも、「ロータリアンの自覚」

とか、あんまり難しく言うとやめたってなっちゃう。

やっぱり、飴と鞭みたいに楽しいことがなければね。

田嶋 ▶▶クラブがいろんな人に働きかけて、ゲストで

呼んだりいろいろしないと、会員は増えないし、クラ

ブ会長が会員増強って言わないと絶対増えない。

やっぱりトップになる人が自覚してやらないといけな

いし、ガバナーとかガバナー補佐も会員増強って常に

言い続けないと会員は増えない。

司会 ▶▶どうなんでしょう、本音の話なんですが、日

本は女性ロータリアンが少ないですよね。心からもっ

と増えればよいと思っていらっしゃるのでしょうか？

田嶋 ▶▶私は増やしたいと思ってます。だって女性中

心で本来女性だけのクラブを作ろうとアイリスを作ろ

うと思ったんだけど、その話がたまたま東京の司葉子

さんの耳に入って、司葉子さんが盛田さんに、「女性

だけのクラブはダメよ。」って言ったものだから、盛

田さんも、「お前、まずいらしいよ、男入れよ」って。

結局、男性も入れたんだけど、やっぱり女性と男性を

比べると、女性の方が優秀。これはオフレコにしてほ

しいけど、完全に女性の方が質が高い。

司会 ▶▶私は名東ロータリークラブってところの初め

ての女性会員で、女性2人で一緒に入ったんですね。

絶対に1人はダメです。もうひとりがすぐ辞めてしまっ

たので、次に女性会員が入った時、とても気を使いま

した。私がいるからやめるみたいなことになったら大

変だと思って。なので、女性会員を入れられるなら

やっぱり複数から始められた方がいいと思います。

食事のスピードも違いますし、結構大変でした。

神野 ▶▶私も金沢東RCで女性2人に入ってもらった

んですけど、齢を重ねられた今でも頑張ってくれてま

す。今、女性の比率は1割かな、90、100人近くのうち

の9人です。

田 中 ▶▶ 都市は良いんですよ。経営者が多いから。

郊外は経営者が少ないんですよ。

千田▶▶女の人入れるには、男もいい男を入れないと

いけない。（笑）

司会▶▶いい女の人が入ってくると、けっこう男性がお

しゃれになる。出席率もよくなる。明るくなるし、いい

こともあります。だから、女性ロータリアンばっかり

じゃダメっていうのもわかるような気がします。

田中▶▶ 韓国にもあるね、女性だけのロータリアン。

田嶋 ▶▶日本もありますよ。

司会 ▶▶それでは、時間の関係で希望の風について

伺います。被災して消防士を目指す方などいろいろな

方がいるのですが、これはどのくらい続けようとお考

えですか？

近 藤 ▶▶ 基本的に田嶋年度の時に震災が起きて、

さっき田嶋さんも言われましたが、みんな最初、ガバ

ナー会を通して寄付したんだけど、そこから問題が出

て、寄付金を返せっていう地区と、使い道を考えてや

ろうという地区と分かれまして、その結果、10地区が

ファンドみたいにして、震災時にお腹の子も含めて、0

歳の子供が短大とか大学を出るまで奨学金を出そう

という話に決まりました。その時からずっとやっている

ので2011年から22年間のロングランです。だから私は

基本的に青少年奉仕事業じゃないかと思うんです。

千 田 ▶▶もしかして、そういうこともあるけれども、

やっぱり年はきっとかないといかんな、災害はどこか

でだんだんと出てくるし。

田嶋 ▶▶あのね、今ね、希望のファンドは資本金が4

億あるんです。地区が出した4億、それが減ってない

んです。毎年払うお金はその年度で寄付頂いたもの

で回っているんです。これをずっと続けてお金を貯め

ておいて、次の震災が起こった時にそれを拡大して

支援しようと言ってるのですが、ただ、希望の風を

作った時にいろいろ問題があって、ほんとにロータ

リーってこんなひどいこと言うかってことまで言われ

たのがあって、当時の人がまだ頑張っているわけ。8

年前の人がまだ頑張っているわけ。私は早くから近

藤さんにバトンタッチして、今度神野さんに。やっぱり

そうしないと長く続く組織は続かないよ。

神野 ▶▶でも、この前、2010年度組の皆さんが大いに反

省されながら、相当変えようという発言をされましたよ。

田嶋 ▶▶やっとですよ。私は最初から変えようと言っ

ているのに。

神野 ▶▶私が口火を切ったみたいだったんですけどね。

司会▶▶ 客観的に見ていると、さすがロータリアン、素

晴らしいことだなとしか思い浮かばなかったのですが。

田 嶋 ▶▶ いやー、ひどかったよ。集めたお金をガバ

ナーが山分けするとか、ありもしないようなことを言わ

れちゃって。あの時会長だった東京のガバナーは本当

に可哀想だった。集中的に叩かれたのがその人個人で。

神野 ▶▶ガバナー月信に昨日原稿を出し、今度載せ

てもらうことにしてあるので。こないだ僕はさっきの

ガバナーじゃないけど、わけわからず副委員長に代わ

れって言われて、代わったんですが、今おっしゃった

ように、あと正確には1億2千万です。私は2億と言っ

てるのですが、2億あれば33年までいけるのですよ、

今のペースで行くと。ただ、お話があったように、この

後ひょっとして大規模な、片親か両親がなくなっちゃ

うような震災があった時にそれをまた使えばいいじゃ

ないかと、何も正式名だけ変えればいいじゃないか

という声もあるし、今からエンディングを考えてやる

必要はないよっていう話にはなっているのです。で、

ルール・規則・制度が少しいい加減ってものも結構

あったので、この1年で相当変えて頂くっていうお題

いができ、さらに今年度の2580のガバナー会議長の

松坂さんも来てくれていたので、ガバナー会でも取り

上げてくれと。去年は17/34、今までに26/34地区が

この7年強の間に参加しているのですが、去年はちょ

うど半分の17ですね。あと17地区がほんの僅か、

さっきの1000円じゃないけど出してくれれば、十分に

やっていけれるし、もっと広い範囲でこういうことが

できるかもしれないという見方もあると思います。

田嶋 ▶▶だから、最初の人たちは変わって、どんどん

新しい人たちが新しい組織にしていけばいいんですよ。

片山▶▶財団になってる？

田嶋 ▶▶ 財団になってない。財団にすればいいよね。

明らかに公益性があるからね。

田中▶▶それで、米山とか同じような方向でもってい

けばね。

司会▶▶他に何か言い足らない事、こんなテーマなど

ございますか？お時間も少 と々なりました。

神野▶▶さっき私も地区の体制を変えた、強化したつ

もりだって申し上げたのですが、さっき片山先生が

おっしゃたように、ガバナー出せないと、千田さんみ

たいに2000万自分で出してもいいよって方は良いけ

ど、私もあとで気が付いたんですが、地区の予算を見

るとガバナーの活動経費みたいなのが、ほとんどな

いわけですよ。私は幸いクラブも支援してくれたから

よかったですが、小さいクラブからも平等に出しても

らおう、いい人を出してもらおうと思うと、そのあたり

を変えていかないとね。

司会▶▶そうですよね。

田嶋 ▶▶でも、実際ガバナー出してもお金なんてかか

らないよ、お金がかかるって言うのが信じらない。

神野 ▶▶ 事務局経費をガバナー事務所で持つでしょ。

それをクラブで結構持たないといけない。

田嶋 ▶▶ 事務局経費だって、ノミニー時代の事務局経

費がガバナーの負担になるだけであって、あとは間に

合いますよ。今度からノミニーも経費が出るようになっ

たでしょう、だから、ほとんどお金なんかかからないよ。

近藤 ▶▶片山先生がガバナーを務められた時に地区

副幹事、スタッフを親クラブ、兄弟クラブから出して

欲しいという依頼があり、私も地区副幹事で出向し

たんですが、あれも1つの手だと思うんですね。今も

松坂さんの話が出ましたけど、第2580地区全体の事

は分かりませんが、ガバナーと地区幹事と地区副幹

事が違うクラブに所属しているんですね。神野さんと、

ここの地区ではそんなこと考えられないなと話してい

たのですが、そういう地区も実際あるんです。だから、

もう少し実態を調べていくと意外とガバナーと他の

人達が違うクラブ、つまり、本当に地区で優秀な人達

を引っ張ってくるっていうんですかね、基本的にはそ

うだと思うんだけど、今本人だけじゃなくってクラブが

後押ししないといけないというルールがありますよね。

だから、さっきの加藤さんじゃないけど、実際、有能な

人はいるけど、クラブが駄目って言ったらガバナーに

なれないので、そのあたりの仕組みっていうか、考え

方をかえなければいけないかもしれないですね。それ

で、私も有能な人がガバナーになって、それを取り巻く

地区幹事とか地区副幹事がまた優秀な人が出てくる。

優秀というか、やる気というか、非常に前向きというの

ですかね。すごいですよね、第2580地区というのは。

田 嶋 ▶▶すごい成功しているんですよね。若いガバ

ナーが出るようになって。

千田 ▶▶ただ、その地区の人がやってくれないといか

んよね。パストガバナーがちゃんと責任もって、バック

アップとか出すのも。

田嶋 ▶▶クラブで潰しちゃう。早く名前が出ると潰し

ちゃうんだよ。

田中▶▶でも、クラブの推薦がないと困るよね。

司会▶▶そりゃそうですよね。でも、小さいクラブが2

つでガバナーを出すっていうのはどうなんでしょうね。

神野 ▶▶どっちも小さければ難しいと思いますよ。ガ

バナー補佐の選出の仕方も結構大きな課題になって

ると思うんですよね。

田中 ▶▶ 他の地区と違うね。他の地区はガバナーが

推薦して組織作っちゃうもんね。

千田 ▶▶ガバナー補佐ってもうちょっと、ガバナーの

意向が反映するようにすると楽だわな。各地区からき

て、その人にいろいろお願いしないといけないし。

神野▶▶でも、それはね、4、5年かかりますよ。

司会▶▶ 時間も来ましたので、そろそろ締めを・・。平

成最後の10年間の最初のパストガバナーとして、片山

パストガバナー、10年を総括していただけますか。

片山 ▶▶それは少々荷が重いので、私の独断の感想

4点ほど述べさせていただきます。1つ目ですが、現在

までの30年間を振り返りますと、ちょうど平成30年間

とほぼ重なっています。この30年間を10年ごとに3分

割してロータリーの変化を見てみますと、平成10年ま

でロータリーは右肩上がりでした。しかし、平成後半

の20年間は右肩下がりで受難の時期でした。そのよ

うな中、RIは職業保持の原点を外し、会員に会員増

強と寄付・年会費の増強を絶えず求め、遂には職業

奉仕を事実上5大奉仕部門から下ろし、社会奉仕部

門に合流させるという話も聞き、私のガバナー年度の

地区方針でもあった「持続可能な前進」のまさに逆

を行っているように感じられました。2つ目は、斎藤直

美（豊田RC）2006年度パストガバナーを2016年度・

2017年度のRI理事として当地区から初めて輩出した

という、2760地区ロータリー愛知85にとって重要な

出来事がありました。当地区の将来にとって、計り知

れない啓蒙的な影響をもたらし、永く記憶されるべ

き出来事だと思われます。それ以外にも、5年ほど前

に名古屋から始まり、年々盛大に開催されている

WFF、50年前に豊橋から始まり、定着したゴミゼロ

運動、この2つの奉仕活動を一対として春期・秋期の

2大奉仕イベントとして将来に受け継がれるようにし

なければならないと思います。3つ目として、反対に残

念なのがポリオ撲滅運動のことです。1987年に当地

区でポリオプラスというプログラムが採り上げられ、

委員会が設置されました。私の年度に、ポリオ撲滅

の為に今後3年間に同額の寄付を提出することを条

件にゲイツ財団から1億ドルを受け取り、全会員に寄

付を再度求めてきました。しかし、最初の同額寄付か

ら10年経った現在でもその決着がついておりません。

いずれ数年のうちに撲滅宣言が出せると信じていま

すが、次の10年に申し送りをしなければならない事

は、私にとって本当に忍びない事です。4つ目は、ロー

タリーの組織・権限の問題です。組織は大きくなれ

ばなるほど、権限の集中が必要です。しかし、ロータ

リーの基礎は、クラブとその会員が底辺にあり、地域

と密着したクラブの独立自存があればこそです。RI

は権限の一部をガバナーあるいは地区に、ガバナー

はガバナー補佐に委任・譲渡する事が必要ではない

かと思います。私もガバナー補佐に一部権限委譲・ガ

バナー補佐の推薦事項・分区運営要領などを地区便

覧に記載し、口頭でも定着を推奨しました。しかし、

ガバナーは単年度官なのでなかなか難しく、本来は

地区大会で出来ると良いのですが、それも難しい問

題があります。近藤年度に「地区審議会」が活動でき

るようになりましたので今後は地区審議会を活用し、

大いに議論したいと思っています。

司会▶▶貴重なお話ありがとうございました。大変勉

強になりました。

近藤 雄亮 パストガバナー

田中 正規 パストガバナー
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司会▶▶本日はお忙しい中、誠にありがとうございま

す。この座談会は2008年～2017年の10年間の中でガ

バナーをお務めになった皆様にご参加頂きました。

担当された年度の順に、取り組まれた事や課題など

について忌憚のないご意見を伺いたいと思います。貴

重なご意見からこれからの10年に向けての指針が見

えてくるかと存じます。それでは、まず2008年から

2009年度のガバナー、片山パストガバナーからお願

い致します。

片 山 ▶▶ RI会長の

テーマ“夢をかたち

に”それを受けて、

私の方は“持続可

能な前進！”という

地区方針で、サブと

して“ロータリーに

心を”という歌を作

りました。読んだ人

からは、とても良い歌だと好評を頂きました。“ロータ

リーに心を注ぎ　ロータリーに心を開く　ロータリー

を心に受け止め　ロータリーを心に住まわす　ロー

タリーの心をみんなで考え　ロータリーの心を静か

に思う　ロータリーの心は我等の心　ロータリーの

心は世界の心”という内容をテーマにした歌でした。

司会▶▶歌を通すとロータリーの理念が心にスーッと

入ってきますね。ところで、地区大会の時、私も関係

者だったのですが、ゲストは小泉純一郎さんでしたね。

片山 ▶▶ 名古屋名東クラブさんのお世話で、小泉さ

んに来て頂いたからあれだけの会員が地区大会に集

まってくれました。

司会▶▶本当に多くの会員が参加されましたね。

片山▶▶大いに盛り上がり良かったです。

司会 ▶▶この地区大会は悲しい出来事があり、片山

パストガバナーも心を痛められた事でしょう。

片山 ▶▶忘れもしません、RI会長代理とロータリー

ミーティングの特別講演のためお越し頂くことになっ

ていた佐藤千壽さん（東京東RC）の突然の訃報です。

地区大会の4週間くらい前に2回ほど東京でお目にか

かりました。当時佐藤さんは90歳でこれからヨーロッ

パ旅行に行くと伺い、「元気で行って来てください

ね」と、笑顔で挨拶を交わしました。ところが、地区

大会の20日くらい前、突然訃報が入りました。クルー

ズの最中にドクターがいなくて助からなかったとお聞

きしました。ロータリーミーティングの特別講演は、そ

の講演原稿が親友の圡屋亮平パストガバナー（松戸

RC）に託され、圡屋さんが代読されました。今でも忘

れられない出来事でした。

司会▶▶また、ロータリー愛知81にちなんでの昼食会

は皆さんに喜ばれましたね。

片山▶▶そうですね。公式訪問に行く多くのクラブで、

古参会員の方々が心なしか、さみしいお顔をしておら

れるのを見かけるものですから、この機会にと思って

第１日目のRI会長代理を囲む昼食会に招待した訳で

す。「ロータリー愛知81」にちなんでと言われるのは、

RIが事務的に当地区に付けた名称は「RI第2760地

区」ですが、私は当初より当地区が胸を張って自称

できる当地区の名前を「ロータリー愛知81」としまし

た。この名前を、ガバナー月信をその巻頭言として発

行した地区誌にも使いました。これは地区の機関誌

の役割と地区内各クラブ間の親睦誌の役割を担う双

方向の雑誌です。81という数字はその年度の当地区

全クラブの数です。招待しました古参会員の年が81

歳以上というのは、これ未満の歳では、該当者が多

過ぎてこの81を借りたのです。

司会 ▶▶ロータリーの方は若 し々いので81歳以上の

会員の皆様が元気に沢山お越し下さいました。片山

パストガバナーありがとうございました。次は2009年

大澤年度ですが大澤輝秀パストガバナー（豊川RC）

は、平成16年９月に逝去されています。ご冥福をお祈

り申し上げます。それでは、続きまして、クールビズを

提唱されました、２010年から2011年度のガバナー、

田嶋パストガバナー、お願い致します。

田 嶋 ▶▶ 私の時の

RI会長は、レイ・ク

リンギンスミスさん

というアメリカの方

でした。会長のテー

マは“地域を育み、

大陸をつなぐ”でし

た。私の年度の特

徴は3つあります。1

つは、ロータリー財団のフューチャービジョンが始

まった年です。当地区がパイロット地区になっていま

した。もう1つは、戦略計画ストラテージックプランを

日本では「長期計画」と訳していましたが、試行錯誤

を経て、今の戦略計画という名称に変更し、始まりま

した。最後の１つは東日本大地震が起きた年という

ことです。

司会▶▶あの東日本大地震が起きた年ですね。

田嶋 ▶▶最初は未来の夢計画という名前で始まっ

たのですが、夢という表現に異論も多く、協議を重

ねた末、フューチャービジョンという名前になりまし

た。私の頃は、RIの表現をアメリカはアメリカで直し、

日本は日本で直すスタイルで、日本流は受け入れやす

い表現に変えているのではないか？という指摘も多く、

本場アメリカの表現に戻したということです。フュー

チャービジョンでは、新しい地区補助金について皆さ

んのご理解を頂き、いかに活用して頂くかということ

を一番大きな目標としていました。

司会▶▶ 確かに日本語に直すと本来の意味が曖昧に

なる場合もありますね。また、医療支援にも熱心に取

り組まれてましたね。

田嶋 ▶▶ 深谷地区財団委員長と一生懸命取り組んだ

のが、グローバル補助金を使った医療支援です。アメ

リカのヒューストンと交流したのが当地区の医療支援

の始まりで、しかも、グローバル補助金を使った医療

支援というのは、当時本当にまれで、この地区の大き

な成果の1つだったと思います。それから、戦略計画

については、公式訪問でお話してもほとんど何も知ら

ない人ばかりという状況の中で、いかに皆さんに存在

を知って頂くかが課題でした。

司会 ▶▶そして、この年度は日本は未曾有の出来事

がありました。

田嶋 ▶▶そうです、東日本大地震が1番の問題でした。

地区としてはいずれも1人1,000円以上という形で1次

支援、2次支援を行いました。諮問委員会では1,000

円では金額が少ないんじゃないのか？という意見も出

ましたが、会員の皆様が企業でも多額の義援金を出

されて、個人でもロータリー以外に寄付されている事

を考えて出した金額という趣旨を説明し、この金額で

やりましょうということになりました。最初、2,000万

円ほど集まり、希望の風奨学金に全額協賛致しまし

た。２次支援では宮城岩手の地区と千葉県の地区と

もう１か所に配分致しました。その他、ヘリコプター

の支援も致しました。これは、地区大会をやって頂い

た「あまクラブ」が余った1,000万円を地区に返却して

くれたので、そのままヘリコプターの支援金に使いま

した。孤立した所に食料を運んだり、薬を運んだり、

１ヵ月くらい活用されました。それでもまだ余りが出て

いたので、軽トラックを買いたいという支援組織に活

用致しました。

司会 ▶▶田嶋パストガバナーありがとうございました。

東日本大地震が起きてからのガバナーの取り組み方

は、本当に心を打たれるものがありました。それでは、

引き続き、松前パストガバナーお願い致します。松前

パストガバナーは、2011年から2012年までガバナーを

お努めになりました。震災後の大変な年でしたが、

ロータリークラブの力、絆の強さを再認識されたので

はないでしょうか。RC会員歴が半世紀以上と伺いま

した。色 な々思い出がおありかと存じます。

松前 ▶▶ 私は、1967年に一宮北RCに35才で入会し、

この50年間で、1990年には一宮中央RCの初代会長

として設立に尽力

出来たこと、そして、

2011年～2012年に

は2760地区のガバ

ナーとしてお務めが

出来た事を嬉しく思

います。

司会 ▶▶ 松前パスト

ガバナーのご経歴

を伺いますとすべてに「初」が付き、意欲的な取り組

みが伝わって参ります。2760地区にロータリー・リー

ダーシップ研究委員会（RLI）を導入されたのも初め

ての試みでしたね。

松 前 ▶▶ ロータリー・リーダーシップ研究委員会

（RLI）は新会員と未来のクラブリーダーの研修の

ためにアメリカで草の根運動として開発されたプログ

ラムです。日本でも各地区で急速に採用されつつあり、

双方向性とディスカッションリーダーDLに特徴があり

ます。私がガバナーに就任して最初の諮問委員会で

導入を諮り、認められて誕生しました。全国では6番

目の導入でしたが、RLIはまだ馴染のない時代でした。

ロータリー・リーダーシップ研究会の目的は、ロータ

リーの理解を深め、クラブを活性化すること。目的達

成の為に、日本では15地区でRLIの研修が行われ、

成果が上がっています。講義による教育ではなくディ

スカッション方式でリーダーの知識、考え方、創造性

を引き出します。

司会▶▶ 埼玉の中村先生には私も熱心にご指導を頂

きました。度々お越し頂いていますね。

松前 ▶▶ 2760地区は中村靖治国際ロータリー研修

リーダーが熱心にご指導下さり、地区研修の方が真

剣に勉強された結果、多数の方がディスカッション

リーダーになっています。私もガバナーエレクトの時、

妻久子とアメリカ・サンディエゴで1週間、コの字型の

RLI方式で飛び交う質問に、絞られました。現在

2760地区ではこのRLI方式に磨きをかけ改善し、有

用な研修として成果を上げていると聞いております。

この研修でロータリーへの理解が深まり、クラブが

活性化することが期待されます。ロータリーをより理

解し、ロータリーを心から愛するロータリアンが増え、

今後の100年もロータリーが益々発展する事を願って

おります。

司会▶▶ 4430地区ブラジルを訪問されましたね。

松前 ▶▶ 1988年度以降永く中断していた研究グルー

プ交換GSEを1997年度犬飼パストガバナーが再開さ

れ､私が委員長に任命され、当時の犬飼ガバナー、

片山地区幹事（片山パストガバナー）と総勢10名で

GSE研究グループの派遣先であるブラジル4430地区

を激励訪問いたしました。懐かしい思い出です。ちょ

うどこの年は、ブラジルへの移民90周年という節目

の年でした。そこで、各クラブから寄付された書籍１

トンを船便で送りました。この訪問はブラジル日本文

化協会に寄付する贈呈式もかねていたのです。24時

間を費やし、一行がサンパウロ空港に降り立ったのが、

5月13日早朝4時30分。訪問先クラブの会長や多くの

方々に迎えられてホテルに向かいましたが、GSE研究

生として来ていたサンパウロ軍事警察大尉ルイス君

の装甲車に前後を守られ、赤色灯を回転しながらの

移動。ガバナー一行への配慮に感謝しております。

司会▶▶疲れも飛んでしまう歓迎ぶり、嬉しいですね。

他でも熱いもてなしを受けたそうですね。

松前 ▶▶ 仮眠の後、日本人街に例会場を持つ日系ク

ラブ会員の多いリベルターデRCを訪問し、熱い歓迎

を受けました。その後文化協会に赴き、日本文化協

会山内会長に犬飼ガバナーから図書一式贈呈の目

録が渡されました。翌日は、サンパウロ・レステRCを

訪問しここでも熱い歓迎を受け、4430地区大会会場

に移動し、前夜祭を楽しみました。当時の4430地区

ガバナーは日系2世のKazuhiro Moriガバナーでした。

大会当日、我々一行は日本国旗を振りながら入場。大

きな拍手を今も覚えています。各クラブが順に旗を掲

げて入場行進する姿にも力強い息吹を感じました。

翌日はMoriガバナーよりレセプションに招かれ、一連

の行事終了の安堵感もあり、とても和やかな時間を

過ごしたことを鮮明に覚えています。その後、イグア

スの滝観光に向かいました。ブラジルとアルゼンチン

にまたがる落差80M、幅4キロの景観は圧巻でした。

最終日は、リオデジャネイロにも足を延ばしました。

2016年のリオ・オリンピックでコルコバードのキリスト

像が映し出されるたびにブラジル訪問を思い出して

おりました。往復2日間以上という10日間はハードで

したが、ブラジル訪問は実り多く思い出深い旅のひと

つとなりました。

司会▶▶そういえば、松前パストガバナーはある数字

に深いご縁があるそうですね

松前 ▶▶私は母校の大阪歯科大学の学籍番号が22

番でした。そして、一宮北RCの22代目の会長を務め

ました。ガバナーセミナーに指名されたのが2009年3

月22日でした。第2760地区の第22回インターアクト大

会に出席し挨拶の機会を頂きました。インターアクト

クラブは私の心の故郷であります。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーありがとうございました。

それでは、2012年から2013年度のガバナーでいらっ

しゃいました、千田毅パストガバナー、お願い致します。

千 田 ▶▶ 私の時は、

たまたま幸いなこと

に国際ロータリー

会長が田中作次さ

んで、R Iテーマが

“Peace Through 

Service 奉仕を通

じて平和を”でした。

司 会 ▶▶ 田中作次

RI会長との思い出で印象に残っている事は何でしょうか。

千田 ▶▶一番の思い出は、ロータリーの世界大会の

時のことです。ガバナー会をやろうという事になりま

したが、一番の問題は田中RI会長が参加してくれる

かどうかでした。そこで、全権を握っているRI秘書の

ベティさんという女性に交渉したのですが、直前まで

参加が不明のまま…。ところが、当日、田中RI会長が

来られて、皆びっくり！しかも、財団委員長なども連れ

てお越こしになったので、椅子が足りずバタバタと大

慌てして準備したのが印象に残っています。私共は

150人くらいで参加しましたが、田中RI会長は感激し、

喜んでお帰りになられました。また、同期のガバナー

が年1回集まって日本各地を廻るのですが、3回目の

時に田中RI会長が、「2012年度の会だから私も参加

する」と言われ、その会費を求めたところ、「これぞ

ロータリー」と言って、喜んで払って下さいました。

司会 ▶▶千田さんがガバナーになられた年は、震災

の翌年でしたね。

千田 ▶▶そうです、大震災の翌年でした。1月の研修

会で行った、カナダのトロントの方に一緒にやろうと

声をかけていただき、VTTの時に参加して頂きまし

た。その時、たまたま隣に座っていたのが、2750地区

の宮城・岩手の小野寺さんでした。その際、「お金を

集めるのは誰でもできる、我々はちゃんと震災孤児に

手渡したい」と小野寺さんにお願い致しました。あの

時は現地も混乱して色々大変だったのを被災地に視

察に行った時に実感致しました。30人の子供たちが

高校を卒業するまでにかかる4,800万円という金額を

集める為に、毎週500円ずつ集める提案をしましたが、

はじめはうまくいかず、幹事などに足りない分はガバ

ナーがもたないといけないと脅されました（笑）結果、

全額集まりましたが色々大変でした。

司会▶▶地区の目標など6つ挙げていらっしゃいます

が、沢山達成されていますよね。その中の高校生支

援で、甲子園に出場を果たした、仙台育英高校の球

児の中に孤児がいました。両親は他界し、お祖父さ

んの所から高校に通い、甲子園で3番打者として活躍

しました。1回戦で負けてしまったのですが、千田さ

んの応援が陰でありました。

千田 ▶▶地区と地区との交流では、抽選の結果、名

古屋クラブと奥三河クラブがメークアップする事にな

り、中日新聞の大島さんから「千田さん、えらいこと

になった！」と電話で心配を頂くほど、離れた地区の

クラブが交流することとなりましたが、その交流は2

～３年続けることができました。

司 会 ▶▶千田パストガバナーありがとうござました。

続いて、2013年度ガバナー田中正規パストガバナー

お願い致します。

田中▶▶会長になっ

ても知らないことば

かりで、地区に入っ

て改めて、凄い！と

驚くことばかりでし

た。ノミニーとして、

「お前また来たか！」

と言われるほどしつ

こく千田さんの後に

くっついて見聞きしている間に分かることがありまし

た。それは、ロータリーでは“はい”と“YES”しかな

いということです。「やろうよ！」と言った事は情報を

集めてやらないといけない、それが皆が前を向く事、

止めたらそれで終わり。私も思った事をとりあえず

やってみようと思いました。ある時、公共イメージの

コーディネーター「ロータリーの友」編集長の二神さ

んとお話しする機会があり、その時の話題から、地区

全体でやれるフェスタ、日本で初めてのロータリーの

ワールドフェスタを開催しよう！と私は思いました。皆

さんの協力のもと、思った以上に素晴らしいフェスタ

を開催できました。その後、近藤さんが形を作ってく

ださり、日本のロータリーでできました。そのきっかけ

に少しでもなれたのが良かったと思います。最後に、

任期の終盤に色 な々国に行きましたが、それが楽しい

思い出になっています。

司会▶▶どんなところに行かれましたか？

田中▶▶ベトナム、タイ、フィリピンは2回、隠れてモン

ゴル。つい最近はラオスに行きました。皆さんの友情

の支えもあり、色々な国へ行くことができ、非常に充

実した年度だったと思います。もう１つ印象的な出来

事として、同期のガバナーがEクラブを教えてくれた

事です。会費も安く、例会をホームページで行えるEク

ラブは、若い人も多く、クラブのイメージを変えたクラ

ブで面白かったです。

司会 ▶▶やはりイベントをやらないと、テレビ局や新

聞社の方々はあまり来てくださらないですよね。

田中▶▶私がテレビ局等に行ったのは最初の挨拶ぐ

らいだけでしたが、色々な人を引っ張りだすことは良

いことだと思います。たまに顔を出すと、ロータリーは

こんなことをやっているのか…とロータリーの活動を

改めて知って頂けました。

司会 ▶▶はじめのうち、ロータリーのことはあまりPR

してはいけないと教えられたのですが…。

田中 ▶▶それで、公共イメージコーディネーター補佐

としてお話させて頂きました。

司会▶▶希望の風などはどうですか？

田中▶▶希望の風は私ではなく、田嶋さんが担当してい

ます。希望の風は今も続いていて素晴らしいと思います。

司 会 ▶▶ 学生さんの喜びの声や手紙を拝見すると

ロータリアンになって良かったとしみじみ思います。

クラブでもお弁当箱支援といって、お弁当箱に色 な々

ものを詰めて、被災者の方に送り、そのお礼に折り紙

の花やお手紙をいただいたりしました。田中パストガ

バナーありがとうございました。それでは、2014年度

のガバナー、近藤雄亮パストガバナーお願いいたしま

す。パストガバナーの年度のガバナー月信の7月号は

熱田神宮ですよね。

近 藤 ▶▶たまたまう

ちのクラブに熱田

神宮の宮司さんがお

られ、写真を使わせ

てくださいと頼み、

毎回、熱田神宮に関

連する何かの写真

を使わせて頂きまし

て、最初から最後ま

でシリーズで載せました。私の時のRI会長は、ゲイ

リーC.K.ホァンさんという台湾の方でした。彼の考え

方のベースになっていたのが「儒教・孔子の教えです。

ロータリーがSNSを含めデジタル化していく中、アナ

ログ的なものを大切にされる方で、そういったところ

に私も共感しました。彼は“ロータリーに輝きを”とい

うテーマと5つの強調事項、つまり、“地域社会でロー

タリーの存在感を高めること・会員増強・ポリオ撲

滅・クラブの強化・ロータリーデーの実施”で始めま

した。この強調事項は今でもずっと続いています。当

時の私にとって歴代ガバナーの皆さんは雲の上の存

在。ガバナーノミニーに指名される場に臨んだ時、近

寄りがたい雰囲気がありました。そのような思いから、

もう少し目線を下げてロータリアンの中に入りたい、

堅苦しいことはやめて、メークアップに来たメンバー

のような近い距離感で本当の姿を見たいという思い

から色々考え、計画を立てました。結果、例えば「単

独でガバナーの公式訪問を初めて受けました」とか

「親クラブと一緒だとなかなか本音で話すことがで

きない」といったような声を聞くことが出来ました。

司会▶▶ 確か近藤パストガバナーの時、クラブをまとめ

て回るのではなく、ひとつひとつ訪問されたのですよね。

近藤 ▶▶はい、地区内全84クラブを個別に公式訪問

をしました。メンバーの数が少ないクラブも多いクラ

ブも皆さん本当に一生懸命ロータリー活動をされて

いて、素晴らしいと感じました。色々大変な面もある

けれども、この地区のクラブは本当に良くやってくれ

ています。何でもそうなのですが、一旦外に出てみる

と、中では分からない事が見えてくる。素晴らしさが

良くわかる様になる。ゲイリーC.K.ホァンさんのアナ

ログ的思考というか、情といいますか、それが地方に

あるんじゃないかなと思います。私はロータリーとい

うのは、ひと言でいえば…感動、感動をシェアするこ

とだと思うのです。こういうことをずっと言って回った

わけです。いろんな理屈やロジックを立てても感動

がない。そういったものだったら誰もついて来ないし、

仮にその場でついて来ても後は知らないという形に

なってしまいます。感動があれば、自分も仲間に入り

たい、これぐらいのお金を出してもいいなという気持

ちになります。そういう風になっていくといいなと思い

ます。先ほど田中さんが「自分は人が色々言ったこと

を取り上げた」と仰ってました。その中の１つ、WFF

(ワールドフードふれ愛フェスタ)を引き継ぎ、我々の時

は最初からやろうと組織を作り取り組みました。そう

したら、タイミングよく、ゲイリーC.K.ホァンさんの強

調事項の１つ“ロータリーデーの実施”というのがあ

りました。当時のRI理事の北さんからも昨年第2760

地区のプレゼンを見たら素晴らしいことをやっている

ので、是非ロータリーデーをジャパンロータリーデー

愛知として実施をしてくれないかという話を頂きまし

た。シニアリーダーは自分がまとめるからお前は同期

ガバナーをまとめろという事になったのです。結局、

100人以上のシニアリーダーの方々がWFFに参加を

してくれました。田中さんが始めた事を2年目である
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程度形ができたかなと思います。

司 会 ▶▶ロータリー

デーというのは、その

時から始まったので

すか？

近藤 ▶▶そうです。ゲ

イリーC.K.ホァンさ

んが自分の強調事項

で提唱したのです。

世界中に、クラブ単

位でもいいし、地区単位でもいいし、あるいは国単位

でもいいから、とにかくやってくれと。私は各クラブ単

位で是非やって下さい。これはガバナー賞の対象に

します！とやったのです。地区単位ではせっかく田中

さんが地区の大きなイベントをやってくれたので、そ

れをジャパンロータリーデーに育てる決心をしました。

ゲイリーC.K.ホァンさんの強調事項、北RI理事の薦

めもあり、ちょうどタイミングが合ったのですね。それ

からもう1つ。“ロータリーは何だ？”とか陰で色々文

句を言う声もありますが、言いたいことがあるのなら、

RIには3年に1度開催される規定審議会というのがあ

るので、そこへ第2760地区から物申す！と、意見を出

したらいいんじゃないのか、その為の規定審議会で

すから。そして地区内クラブに立法案提出のお願い

をしました。地区の色々な問題を取り上げて会長さん

たちに諮る地区審議会と立法案審議委員会というの

を作り、片山先生、田嶋先生と相談しながら3人で地

区審議会規約を作りました。それが今実行されています。

司会 ▶▶もう１つ、IT委員会で地区で初めてHPを作

られたとか。

近藤 ▶▶ホームページは前からありました。尾本さん

が非常に熱心に取り組んでくれていました。地区で

形に出来たのは、いきなり出来たのではなくて、思い

とか色々な下準備があったからです。尾本さんの不

断の努力のお陰だと思っています。私のような者でも

ガバナーを務めることが出来たのはゲイリーC.K.ホァ

ンさんの「儒教・孔子の教えの下、アナログ思考でや

る」この理念があればこそです。また、片山先生がガ

バナーをお務めになられた時、ガバナー補佐としての

私をご指導して頂いたこと、その後も色 ご々指導を頂
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いたお陰と片山先生には大変感謝致しております。

計算で繋がっているのではなくて、情で繋がってい

る関係は素晴らしい力になると私は思います。

司会 ▶▶近藤パストガバナーありがとうございました。

では、2015年度のガバナーでいらっしゃいました加

藤陽一パストガバナーお願いします。

加 藤 ▶▶ 私の時は、

スリランカのK .R .

ラビンドランさんと

いう方がRI会長で

した。英語で“Be 

a gift to the world”

サンディエゴでの国

際協議会で“世界

へのプレゼントにな

ろう”と訳されましたが、はっきり言って何を仰ってい

るのか分かりませんでした。同期のガバナー連中とこ

れは何を言ってるのだ？？と色々話し、プレゼントは、

たぶん奉仕のことだろうなと、同期のガバナーとそう

解釈しようということになり、サンディエゴから帰って

きました。K.R.ラビンドランさんは、アジアの中でのは

じめてのスリランカの方ですから、どうもイメージが

湧かず、このRIテーマも皆さんにどうお伝えしようか

…とちょっと苦労しました。

司会 ▶▶加藤パストガバナーは、お父様もロータリア

ンだったのですね。

加藤 ▶▶そうです、親父も瀬戸クラブで会長をやって

いました。その頃、斎藤先生が仰っていた「原点回

帰」の話に感銘を受けました。最近ロータリーが原点

というか根本がわからなくなってきたのではないか…

という私自身の心情もあり、見直しをという意味で、

早速先生にお話しして了解を頂き、原点に帰りたいと

お話を申し上げて、ずっと講習をやったのです。

司会▶▶ガバナー時代、思い出に残ることを教えてく

ださい。

加藤 ▶▶田中さんの資料を基に34クラブ訪問いたし

ました。クラブとの交流、私自身の交流もそこそこや

らせて頂いたつもりでおります。WFFに関しては、田

中さんから近藤さんに受け継がれ、私の時はだんだ

ん形になってきました。私の時から企業協賛にも力を

入れて、600万か800万円を頂戴し、去年が1,000万円

くらいでした。ロータリーを世間に広めるという意味

もあり、だんだん大きくなっています。特にエンドポリ

オに関しては、売り上げもだいぶ上がってきています。

たまたま国際奉仕委員会の方と一緒にVTTでインド

ネシアに行く機会があり、ジャカルタの劣悪な環境に

いる子どもたちを訪ねました。学校も行けず勉強もで

きないヒンズー系の子供たちを援助していたのは、イ

ンドネシアの方達。この出会いを機に私たちもやって

いこう！と、ポリオ500万円、あと400万円プラス地区

のクラブから拠出されたお金を使って、やり始めたの

です。ぼちぼち卒業しないとと思っているのですが、

今もWFFの実行委員長をやらせて頂いております。

WFFを通じて、ロータリーは世間に、そして日本中に

広がったのではないかと思っております。ガバナーと

して小難しいことはやった覚えはありませんが、

WFFが私にとっては一番の思い出かなと思っています。

司会▶▶やはりそういう努力があって、いろんな学生さ

んの支援などが出来るのですね。先ほど、千田パストガ

バナーの時にお話した、仙台育英高校の千田君の記

事は加藤パストガバナーの時の月信9月号に出ておりま

して、「花巻東高硬式野球部の千田京平君、亡き母と

「再会」信じ」という風に書いてありました。加藤パス

トガバナーありがとうございました。それでは、2016年

度ガバナー、服部良男パストガバナーお願いします。

服 部 ▶▶ 2 0 1 6年度はジョン・ジャームRI会長の

“Rotary Serving Humanity”というRIテーマでス

タートしました。丁度この年はロータリー財団100周年

という記念すべき年。100年前にアトランタで開催し

た国際大会を100年後にもう一度アトランタで！という

大きなテーマがありました。もう１つのテーマは、RI

の戦略計画を当地区にどのように持ってくるか。当地

区にはRIの戦略計画がありませんでした。従って当

地区の良いところと課題を分析し、良いところは、そ

のまま伸ばし、課題に関しては戦略計画を立て持続

可能にすることがテーマでした。一番の基本は、10

年後もこの地区が輝き続けるために1年間何をすれ

ばいいのかという事です。そこでまず、地区の戦略を

作るため戦略計画委員会を作りました。そしてもう１

つ、広報、ITを一緒にして、公共イメージ向上委員会

を設立させ、戦略計

画の中でも大きな部

分であるロータリー

の認知度と公共イ

メージの向上を図り

ました。それからも

う１つ。研修委員会

を再度新設し、その

下にRI実行委員会

を分けて、研修をさせて頂きました。これが大きな地

区に対する戦略計画です。あとは、地区としての財団

の取り組みがしっかりしていた為、未来の夢計画に

始まる延長の100年を是非！ということで、大変高い

数字を掲げました。一人180ドルを財団に寄付し、結

果、目標を達成することができました。ジョン・ジャー

ムさんは、ポリオ、財団の経験が非常に深い方です。

そういう意味でも皆様方に大変感謝しております。ア

トランタで100周年を祝おう！をテーマにした大変忙

しい年でしたが、皆さんと一緒に色んなことをさせて

頂きました。深く感謝申し上げます。もうひとつ良かっ

た事は、2750地区と会員が良い競い合いをした結果、

最後に１つ新しいクラブが出来た事です。結果的に

34地区の中で一番多く会員が増えた事も皆さま方と

の１つの成果だったと考えています。

司会▶▶ 服部パストガバナーありがとうございました。

それでは、まだ記憶も新しい、2017年度ガバナー、神

野重行パストガバナーお願いします。

神野 ▶▶私がロータリーに入ったのは金沢東でした。

石川・富山地区の金沢ですが、2610地区のガバナー

という方がどういう存在か、ロータリアンとして全く意

識せずに6年いました。それで、名古屋に戻ってもう

一度名駅ロータリーに入った年が2008年7月。今考え

ますと片山ガバナーの年度で、2760地区で再入会し

ガバナーという存在があるということをはじめて知っ

たぐらいで、全く知らずに6年いたなという思いがしま

した。ガバナーの公式訪問は、西クラブと一緒に受

けていましたが、自分のクラブに来られたという感じ

が薄く、公式訪問に対してもあまり意識しておりませ

んでした。まして地区への出向や、ガバナー補佐を引

き受ける事も、クラブ幹事の経験もなく、ロータリー

の地区の動きも全く知らずにいた私が、いきなりガバ

ナーということで大変驚きました。なので、先輩たち

とはずいぶん感覚が違うと思っております。私は千田

パストガバナーには学生時代からご指導頂いており

ます。また、両親の関係で存じ上げている方ばかりで

す。しかし、ガバナーという意識で拝見したのは、私

がクラブ会長の時の田中ガバナーが初めてでした。

公式訪問の時にガバナーの存在を目の当たりにして、

凄い人なのだと思いました。親の西クラブと一緒だっ

たのですが、大きな先輩、親クラブでありながら、結

構ガバナーというのはビシビシ言われるなと。私ども

は子クラブにも関わらず、大変褒めて頂いて恐縮した

ものです。ガバナーは、凄い存在なのだということを

初めて肌で知りました。そんな頃です、私の高校の同

級生の近藤さんがガバナーをどうも引き受けるようだ

と話を聞いて、よくそんなことをやるな～と言ってし

まった覚えがあるのです。そういった中で、去年ガバ

ナーを引き受ける事となったのです。イアン H.S ライ

ズリーさんは“変化をもたらす”をテーマに、確か

ロータリーそのものが大きく変わったというお話をさ

れていたのを聞き、変化の時代だから、何かをやろう

と考えて出来ないだろうかと思いました。一番に思っ

たのは、ロータリーのイアン H.S ライズリーさんのこ

の言葉です。「ロータリーとは何か。何をしているのか

ということをもっと世の中に知らしめてほしい。」そこ

で、公共イメージ向上というものについて、自分がで

きる範囲でやってみようと思ったのです。1つはマスコ

ミや地域の皆さんへの働きかけ。もうひとつは、地区

ガバナーとロータリアンの距離感というのをできるだ

け縮めるという事を考えました。ガバナーは一般ロー

タリアンにとって遠い存在というか、私自身近寄りが

たい存在と思っていました。そこで、一年かけてクラ

ブの訪問以外にも、いろいろと接する機会をつくり、

距離を縮める試みをしたつもりです。服部さんは、地

区の戦略委員会で非常に改革的な事もやって下さい

ました。村井さんからはそんなに急にやっても無理な

んじゃないかとご心配頂きましたが、やっぱり自分な

りにやってもらいたいし、やってみたいということで、

全クラブに戦略委員会のような類のものを設置して

頂いたというのが、一番の私の思い出です。それから

もう１つ、諮問委員会で、先輩諸氏にお許しを頂き、

地区の体質の強化を図る取り組みを始めました。１つ

は、青少年対策の危機管理基金、これを1,000万円積

み立てさせて頂きました。それから、愛知県と防災協

定を結んで、地域の皆さんと一緒に勉強して、万が一

のときはどういった事ができるかということを考える

態勢を作らせて頂きました。これは先輩諸氏にも認

めて頂き、地区大会で結ぶことができました。

司会▶▶地区大会の思い出はいかがでしょう。

神野▶▶そうですね、

思い出がいっぱい

あるのですが、よも

や、D.K.リーさんが

来るとは想像もして

おらず、8月15日の

メールを開けてびっ

くり！片山パストガ

バナーがちょうど同

期だとの事でお願いできて本当に助かりました。大

先輩からも良くやったと言って頂いたのは先輩のおか

げです。今年は神奈川へ行かれるそうで、ガバナー

がとても焦っておられたと、村井さんから聞きました。

村井ガバナーから力になってあげてと言われて、気楽

に笑っていられるのが幸せです。最後に、６月の最後

にクロスプロモーションの青少年と学友の交流フェス

タ、これが出来たのも思い出です。ご出席の皆さんに

もいろいろ無理を申し上げました。それから、昨年度

だけになってしまったのですが、イアン H.S ライズリー

さんの植樹のお話につきましても、それぞれ分区やク

ラブで、個人的にもやって頂いたおかげで、8000本と

いう、一人一本の植樹目標を達成できました。「ガバ

ナーというのは言ったことを何でもできる」と言われ

たことをいい事に、先輩諸氏に無理を言い、それに

応えて頂いた事に感謝しております。WFFも晴れ男

で頑張ってくださいと言うだけで、今年度に相当資金

的余裕をもってお渡し出来ました。細かく言いますと

１時間では終わりませんが、これで終わりたいと思い

ます。ご指導頂いて、本当にありがとうございました。

司会 ▶▶ 神野パストガバナー、ありがとうございまし

た。こういった素晴らしいガバナーたちが10年間、努

力されたおかげで、第2760地区は本当にキラキラと

輝いていたのだと思います。どうもありがとうござい

ました。

司会▶▶片山先生いかがでしょう？

片山▶▶そうですね。ガバナーの視点というより私個

人の職業上の視点からのことを先に言いますと、そ

の頃地区大会での決議は大会決議と名付けられて、

ＲＩ会長・ＲＩ会長代理に感謝する。現ガバナーに感

謝する。地区大会ホストクラブに感謝するなど、決議

でなくても、ガバナーから口頭でお礼申し上げますと

言われれば済むことばかり。のどかな風景でした。そ

れまで、地区大会で審議・決議していた必要的決議

案件は、前年度の地区決算の承認、次年度地区大会

開催場所と日時の決定・承認くらいのことでした。そ

こで、ロータリーを法曹出のガバナーの目から見て、

地区大会の決議機関部分を整備しました。それは地

区大会における必要的決議案件の決議といわゆる大

会決議案と称していた案件とを区別し、必要決議案

件は各クラブの議決権票数を有する会長・幹事・副

会長等が出席する地区大会１日目に審議・決議し、

大会２日目にはその報告とし、大会決議案は１日目は

大会決議委員会からの決議案の内容の報告とし、大

会２日目の地区内全会員が参加する会議に大会決議

案を上程し採決するとしたことです。その年度の必要

的決議案件は、ガバナーノミニーの選出方法として指

名委員会方式の採択と指名委員会委員の選任の件・

2010年開催の規定審議会提出案件承認の件（当地

区初めての規定審議会提出案件）・ロータリー財団

未来の夢計画パイロット地区候補申請の件の3件で

した。現在においても、その流れが継続しているのは、

うれしいことです。それから、もう一つはガバナー選

任の地域的配慮のことです。パストガバナーの皆さん

が思っておられるでしょうが、全地区内、尾張も名古

屋も三河もどの地域にも一様にパストガバナーがでん

としておられ、しかも各分区にも元気なパストガバ

ナーがいることです。しかし、色 な々事情により、その

ようにはいかないのです。特に、分区でガバナー補佐

が分区内事業をする時あるいは分区内で事が起きた

時などに、どの分区にも、身近に相談ができるパスト

ガバナーが常にいるというのがいい訳です。地域の

関係では名古屋５・三河４・尾張３の比率で候補を選

任し、各地域内分区の順番は各地域関係のパストガ

バナーの相談によるという方針はできていますが、そ

れでも、地域の事情により万遍なく一様にとはいかな

いという実情ですね。その事情の一番大きいのが、う

ちのクラブの人数では、引き受けられませんという断

りです。その対処の１つの方法として、私のガバナー

年度に親子兄弟クラブにお願いして、監事・副幹事・

スタッフ等２人位ほどご協力をいただき、率先垂範し

た積もりです。偶然この時、近藤パストガバナーも西

名古屋担当のガバナー補佐で入って来られました。

司会▶▶だから先生の時は、他のクラブのスタッフが

5～6人入っていたのですね。

片山▶▶そうです。そういうことをやったのです。

加藤 ▶▶尾張3分区では大変申し訳ないと思っており

ます。去年ですが、南尾張分区でペケ、西尾張分区

でペケ、たまたま東尾張分区はその時にパストガバ

ナーが3人いらっしゃったのです。だから、僕を入れて

4人いたわけです。結局、尾張分区からしか出すとこ

ろがなくて、たまたま、犬山さんが今まで出していな

かったわけです。犬山が出るといったのでこれは良い

と安心していたら、委員会の前日に断ってきた。びっ

くりして田中先生にどうしよう…と。それで江南の福

田さんに急遽電話申し上げたら、「大丈夫だよ。うち

におるから」との返事。それでご本人と話をして、OK

ということになったのですが現役の会長さんなので

す。現役の会長さんは本来ダメなのです。それでRIの

方に問い合わせて、許可を得て伊藤さんがガバナーノ

ミニーに決まったのです。

片山▶▶だから、小さなクラブが一緒になって協力し

て出さねばね。

加藤 ▶▶ 今は東海と常滑なんかは出せます。しかる

べき人間もいます。今、片山先生が言われた小島先

生などもいるのですが、たまたま小島先生が病院を

建て替えて忙しいということだったのです。

司会▶▶できれば、9人で話し合うと盛り上がるような

テーマをあげて頂いてお話して頂けるとありがたいな

と思います。

神野 ▶▶これって、10年の思い出が皆さんにあります

よね。そして、これからの10年に向けての皆さんの期

待とか想いとか、この2つにしたらどうでしょうか?

田嶋 ▶▶地区大会のゲスト、会長代理を昔みたいに

自分たちで推薦させてもらえないかという意見が割

と今、いろんな地区から出ているじゃないですか？

神野 ▶▶ 出ていますね。全然来ると思ってなかった

D.K.リーさんが韓国から来られたし。

加藤 ▶▶ 僕の時も1か月前ですよ。それではなんとも

ならないですよ、こっちの準備も。だからもっと早く決

めてほしい。誰がどういう風に決めるかわからないで

すけどね。

田嶋 ▶▶大澤さんの時代までは地区が候補者を推薦

していたのですよね。

加藤 ▶▶ 要望は出せるけど、それに対しての返答もな

く、無視ですね。

田嶋 ▶▶ 私の時はRIが会長代理を呼ばなくていい。

お金がないのだから。協議会でもRIの職員がお金が

ないから来ない。日本の旅行者が行ったのだもん。ツ

アーが案内した人たちがその職員を代行してやって

いたのです。だから、日本事務局からは誰も行かない。

本当にひどい話です。

片山▶▶田島年度に同地区の中からRI会長代理を出

したのは意表を突いた人選でしたね。

神野▶▶それが最近全然でていない。

田嶋 ▶▶豊島さんから未だに言われます、あの時俺

はタダ働きだと。あの時、RIから地区で負担すること

はまかりならん、その代わり、会長代理で呼んだ場合

には一人いくら出すっていうような約束があったので

すが、一切払ってもらえなくて。こっちもすっかり忘れ

ちゃってましたが、日当も何もなく、未だに顔を合わ

すとそのことを言われます。

司会▶▶ 外国の方が来られると大変でしたよね。

加藤 ▶▶ 結局、通訳がいるでしょう。たまたま、米山

の子たちがやってくれたのですが、それからいろいろ

お話して頂くにしても、通訳を通すと時間が倍になっ

ちゃう。初めから文章を頂戴といって、文章をもらっ

たことはいいけど、読めないでしょう、だから、米山

の子に頼んで全部日本語に直してもらって、それをス

クリーンに投影して、それで通訳なしでやりましたけ

どね。しかも、決まったのが一カ月前でしょう。もう慌

てましたよね。

神野▶▶その教えを、D.K.リーさんの時には活かさせ

て頂いた部分もありますね。米山と福田君とか通訳

も含めて。

加藤 ▶▶日本のパストガバナーが来ていただくのが一

番いいですよね。

神野 ▶▶ D.K.リーさんは、みんな私の方を見ずにパ

ワーポイントを見る、だから、そういうのは嫌いだと

おっしゃって、以前のようなパワーポイントで出す事

ができなくて、30分でちゃんと収めるというのが、50

分以上になって、ちょっと大変でした。やっぱり国内

で来ていただくとありがたいですね。

司会 ▶▶あと、どうでしょう。一生懸命取り組んでい

らっしゃったWFF、これからどのようにして、あと何

年続けようかとかお思いでしょうか？

田中 ▶▶やれるかな？と思うんですよね。会場のこと

とか。

神野 ▶▶会場は大丈夫。エンゼル公園の方へ移します。

田中▶▶それならいいよね。できたら、日本の看板に

なるかもしれないから、少しずついいものに変えて

いっているから、同じものだとみんな飽きちゃうから

ね。近藤さんに頑張って頂いたよ。

神野▶▶ロータリーデー。

近藤 ▶▶タイミングでね。

神野▶▶こないだ、ジュディオングさんとご一緒したの

で、また確認して頼んでおきました。ポリオもう少しだ

から、楽しみですとおっしゃってました。

近 藤 ▶▶あれも、最初の仕掛人の福田さんが頑張っ

てくれて。ワールドフードでしょ、インターナショナル

で、フィリピンのロータリアンの参加者が多いのです

が、今では韓国、インドネシア、ネパール、パキスタン

からのロータリアンも加わり、ますますワールドになっ

ていて、そういう意味でなかなか大変ですが、少しず

つ変わりながらいいものに発展しているなと思います。

あれ、すごいよね、公共イメージアップにはね。

司 会 ▶▶やはり、イベントは少しずつ変化を求めて

やっていくのが良いですね。

千田 ▶▶名古屋ロータリーの福田君がはじめて来て、

私はこういう事をやりました、やりたいけどどうでしょ

う？そのような事を日本でやるのはどうだろうって提

案されました。その前に和合ロータリー。

田中▶▶ 和合の中でも、お金もそうなんですが、僕の

ところに泣きが入り、福田君がそれで和合をやめたら

西尾RCに入会したいと言っていましたが、和合の鷲

塚会長もやる気がでてきました。

実はその後ガバナーノミニーの指名に南尾張ができ

ない時に和合はどうだ？って聞いたのですが、事業

が重なりもう一年待ってくれと言われた。大きいクラ

ブだからやれないことではないと思うのですが。

司会▶▶結局、和合ロータリーと相乗りみたいになっ

たんでしょうか？

田中▶▶ちょうど、ワールドフードフェスタっていうの

は、そういったものが前の年にちょっと意見が出たん

だよね。千田さんの時に提案されたんだけど、実にな

らなくて、僕の時に同じように提案され、ちょうどその

日、公共イメージの先輩の方が、こういうのがあるけ

ど、プランもだいたいできてるし、勧誘もできてるから、

どうだろうと。和合でやりたいという話だったけど、

和合でやるなら名古屋市で、名古屋市でやるなら愛

知県全体でやろうよと、話がとんとん拍子に進んで。

それで、ほとんどいろんなところに声掛けて進めて、

すべてのクラブが協力するってことで何とかやれた。

全体2760地区でできたんじゃないかと思います。実

際に食べものの選択も良かったですもんね。ワールド

フードだから、名古屋でも珍しいものを作りたいって

ことで、地元のものはほとんど出さなかった。出店す

る方も初めてなのでリスクがあるのね。ただ最初の

公共イメージの費用もあり、なるべくテナント料を安く

して、あとは水道・施設費がちょっとかかるんだけど、

それも地区とかが応援してくれてやれたから良かった

けどね、お金の算段もできたから。でも、最初の250

万がなかったらちょっとやばかったかもね。

司会 ▶▶公共イメージのアップだけじゃなかったです

よね。

田中 ▶▶その中に、クロスプロモーションじゃないけ

ど、インターアクト、ローターアクト入れて、米山入れ

るっていうのは、最初から構想はありました。

司会 ▶▶近藤パストガバナーを始め、神野パストガバ

ナーにいたる歴代の方々が志を引き継いで下さいま

したね。

片山 ▶▶発案の福田さん、地区開催の決断と拡大の

田中・近藤両パストガバナー、承継・充実の加藤・服

部・神野の各パストガバナー、それに続く中心となる

実行委員会の委員長はじめ委員の面々、各分区のガ

バナー補佐はじめのロータリアン、インターアクトター

の応援等を得て当地区内外一丸となったポリオ撲滅

の募金等のイベント等々、当地区の一等地の真ん中

において、RI会長より日本ロータリーデーの名称まで

得て、当地区挙げての秋の恒例大奉仕活動事業に

なったことです。この十年を越えて長く語り継ぐべく

立てた記念碑と思います。

司会 ▶▶こうしたロータリークラブの取り組みが国の

行事にもなってますね？

片山 ▶▶そう、そう。思い出します。もう50年近くにな

るでしょうか、当地区豊橋のロータリークラブ（豊橋

北RC）から始まった5月30日を中心になされるごみゼ

ロ運動、地区の奉仕活動行事として日本に最たる行

事、日本全ロータリーばかりでなく、日本全国の環境

保全運動として定着しています。日本政府の提案に

より国連は毎年6月5日を国連環境の日と定め、日本

も同様環境の日と定めています。当地区は5月30日～

6月5日迄の1週間を強調するために、地区設定特別週

間として「環境保全週間」を設定することにしていま

すが、パストガバナーの皆さんは設定されましたかね。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーはインターアクトの活動

にも力入れていらっしゃいましたね。次世代を育てる

大切な活動ですね。

松前 ▶▶ 1987年に地区インターアクト委員となり、イン

ターアクトクラブの活動を推進しました。1990年には

地区インターアクト委員長となり、2760地区のインター

アクト活動で海外研修を始める事に致しました。毎年

夏休みにハワイ島に約30名を引率してホームステイを

行い大変喜ばれました。要望があった長野県のイン

ターアクトクラブも一緒のハワイ研修でした。各イン

タークラブより2名を選出、2ヵ月の勉強会の後、各地

域の高校の先生方が海外研修を推進して下さいまし

た。参加した部員からは、ハワイの研修でアメリカの

文化や語学研修が大変勉強になった、雄大なハワイ

の景色に感動した！と喜ばれ、毎年の実施を望む多く

の声があがりました。これを機に様々な高校でイン

ターアクトクラブが設立されましたが、愛知県立千種

高等学校、阿久比高等学校と進学校が参加して厚み

が増しました。その後、研修地はオーストラリアに変わ

りましたが、二十数回と継続し、発展している姿を見て、

海外研修に初めて取り組んだ私は感激しております。

司会▶▶田嶋パストガバナーは、公共イメージには何

が必要だと思われますか？

田嶋 ▶▶ 公共イメージって言うとついイベントに偏り

がちなんだけど、私がもっと強調しないといけないと

は思うのは、ロータリアンの質。もっと周知させるとか。

たまたま私はある俳句の結社に老人になって入って、

そこで仲間の人たちも会員になってもらったら、凄く

ロータリーに対する信頼っていうのをアピールしてく

れ、非常にまじめで、皆さんちゃんと実行してくれる。

約束したら実行してくれる。そういうロータリーの質

の良さをもっと知らせれば、会員増強もっと簡単にで

きると思うんです。

司会 ▶▶はじめに片山先生が俳句を読まれましたけ

ど、いろんなところで俳句のことを話されてますよね。

田嶋 ▶▶そういう面で公共イメージっていうのは、も

うちょっと補強しないといけないんじゃないかって気

がします。

田中 ▶▶そうするとクラブの中のロータリアンの質の

良さという原点に戻っちゃいますね。みんな集まって

フェスタをしたりするのにも、「ロータリアンの自覚」

とか、あんまり難しく言うとやめたってなっちゃう。

やっぱり、飴と鞭みたいに楽しいことがなければね。

田嶋 ▶▶クラブがいろんな人に働きかけて、ゲストで

呼んだりいろいろしないと、会員は増えないし、クラ

ブ会長が会員増強って言わないと絶対増えない。

やっぱりトップになる人が自覚してやらないといけな

いし、ガバナーとかガバナー補佐も会員増強って常に

言い続けないと会員は増えない。

司会 ▶▶どうなんでしょう、本音の話なんですが、日

本は女性ロータリアンが少ないですよね。心からもっ

と増えればよいと思っていらっしゃるのでしょうか？

田嶋 ▶▶私は増やしたいと思ってます。だって女性中

心で本来女性だけのクラブを作ろうとアイリスを作ろ

うと思ったんだけど、その話がたまたま東京の司葉子

さんの耳に入って、司葉子さんが盛田さんに、「女性

だけのクラブはダメよ。」って言ったものだから、盛

田さんも、「お前、まずいらしいよ、男入れよ」って。

結局、男性も入れたんだけど、やっぱり女性と男性を

比べると、女性の方が優秀。これはオフレコにしてほ

しいけど、完全に女性の方が質が高い。

司会 ▶▶私は名東ロータリークラブってところの初め

ての女性会員で、女性2人で一緒に入ったんですね。

絶対に1人はダメです。もうひとりがすぐ辞めてしまっ

たので、次に女性会員が入った時、とても気を使いま

した。私がいるからやめるみたいなことになったら大

変だと思って。なので、女性会員を入れられるなら

やっぱり複数から始められた方がいいと思います。

食事のスピードも違いますし、結構大変でした。

神野 ▶▶私も金沢東RCで女性2人に入ってもらった

んですけど、齢を重ねられた今でも頑張ってくれてま

す。今、女性の比率は1割かな、90、100人近くのうち

の9人です。

田 中 ▶▶ 都市は良いんですよ。経営者が多いから。

郊外は経営者が少ないんですよ。

千田▶▶女の人入れるには、男もいい男を入れないと

いけない。（笑）

司会▶▶いい女の人が入ってくると、けっこう男性がお

しゃれになる。出席率もよくなる。明るくなるし、いい

こともあります。だから、女性ロータリアンばっかり

じゃダメっていうのもわかるような気がします。

田中▶▶ 韓国にもあるね、女性だけのロータリアン。

田嶋 ▶▶日本もありますよ。

司会 ▶▶それでは、時間の関係で希望の風について

伺います。被災して消防士を目指す方などいろいろな

方がいるのですが、これはどのくらい続けようとお考

えですか？

近 藤 ▶▶ 基本的に田嶋年度の時に震災が起きて、

さっき田嶋さんも言われましたが、みんな最初、ガバ

ナー会を通して寄付したんだけど、そこから問題が出

て、寄付金を返せっていう地区と、使い道を考えてや

ろうという地区と分かれまして、その結果、10地区が

ファンドみたいにして、震災時にお腹の子も含めて、0

歳の子供が短大とか大学を出るまで奨学金を出そう

という話に決まりました。その時からずっとやっている

ので2011年から22年間のロングランです。だから私は

基本的に青少年奉仕事業じゃないかと思うんです。

千 田 ▶▶もしかして、そういうこともあるけれども、

やっぱり年はきっとかないといかんな、災害はどこか

でだんだんと出てくるし。

田嶋 ▶▶あのね、今ね、希望のファンドは資本金が4

億あるんです。地区が出した4億、それが減ってない

んです。毎年払うお金はその年度で寄付頂いたもの

で回っているんです。これをずっと続けてお金を貯め

ておいて、次の震災が起こった時にそれを拡大して

支援しようと言ってるのですが、ただ、希望の風を

作った時にいろいろ問題があって、ほんとにロータ

リーってこんなひどいこと言うかってことまで言われ

たのがあって、当時の人がまだ頑張っているわけ。8

年前の人がまだ頑張っているわけ。私は早くから近

藤さんにバトンタッチして、今度神野さんに。やっぱり

そうしないと長く続く組織は続かないよ。

神野 ▶▶でも、この前、2010年度組の皆さんが大いに反

省されながら、相当変えようという発言をされましたよ。

田嶋 ▶▶やっとですよ。私は最初から変えようと言っ

ているのに。

神野 ▶▶私が口火を切ったみたいだったんですけどね。

司会▶▶ 客観的に見ていると、さすがロータリアン、素

晴らしいことだなとしか思い浮かばなかったのですが。

田 嶋 ▶▶ いやー、ひどかったよ。集めたお金をガバ

ナーが山分けするとか、ありもしないようなことを言わ

れちゃって。あの時会長だった東京のガバナーは本当

に可哀想だった。集中的に叩かれたのがその人個人で。

神野 ▶▶ガバナー月信に昨日原稿を出し、今度載せ

てもらうことにしてあるので。こないだ僕はさっきの

ガバナーじゃないけど、わけわからず副委員長に代わ

れって言われて、代わったんですが、今おっしゃった

ように、あと正確には1億2千万です。私は2億と言っ

てるのですが、2億あれば33年までいけるのですよ、

今のペースで行くと。ただ、お話があったように、この

後ひょっとして大規模な、片親か両親がなくなっちゃ

うような震災があった時にそれをまた使えばいいじゃ

ないかと、何も正式名だけ変えればいいじゃないか

という声もあるし、今からエンディングを考えてやる

必要はないよっていう話にはなっているのです。で、

ルール・規則・制度が少しいい加減ってものも結構

あったので、この1年で相当変えて頂くっていうお題

いができ、さらに今年度の2580のガバナー会議長の

松坂さんも来てくれていたので、ガバナー会でも取り

上げてくれと。去年は17/34、今までに26/34地区が

この7年強の間に参加しているのですが、去年はちょ

うど半分の17ですね。あと17地区がほんの僅か、

さっきの1000円じゃないけど出してくれれば、十分に

やっていけれるし、もっと広い範囲でこういうことが

できるかもしれないという見方もあると思います。

田嶋 ▶▶だから、最初の人たちは変わって、どんどん

新しい人たちが新しい組織にしていけばいいんですよ。

片山▶▶財団になってる？

田嶋 ▶▶ 財団になってない。財団にすればいいよね。

明らかに公益性があるからね。

田中▶▶それで、米山とか同じような方向でもってい

けばね。

司会▶▶他に何か言い足らない事、こんなテーマなど

ございますか？お時間も少 と々なりました。

神野▶▶さっき私も地区の体制を変えた、強化したつ

もりだって申し上げたのですが、さっき片山先生が

おっしゃたように、ガバナー出せないと、千田さんみ

たいに2000万自分で出してもいいよって方は良いけ

ど、私もあとで気が付いたんですが、地区の予算を見

るとガバナーの活動経費みたいなのが、ほとんどな

いわけですよ。私は幸いクラブも支援してくれたから

よかったですが、小さいクラブからも平等に出しても

らおう、いい人を出してもらおうと思うと、そのあたり

を変えていかないとね。

司会▶▶そうですよね。

田嶋 ▶▶でも、実際ガバナー出してもお金なんてかか

らないよ、お金がかかるって言うのが信じらない。

神野 ▶▶ 事務局経費をガバナー事務所で持つでしょ。

それをクラブで結構持たないといけない。

田嶋 ▶▶ 事務局経費だって、ノミニー時代の事務局経

費がガバナーの負担になるだけであって、あとは間に

合いますよ。今度からノミニーも経費が出るようになっ

たでしょう、だから、ほとんどお金なんかかからないよ。

近藤 ▶▶片山先生がガバナーを務められた時に地区

副幹事、スタッフを親クラブ、兄弟クラブから出して

欲しいという依頼があり、私も地区副幹事で出向し

たんですが、あれも1つの手だと思うんですね。今も

松坂さんの話が出ましたけど、第2580地区全体の事

は分かりませんが、ガバナーと地区幹事と地区副幹

事が違うクラブに所属しているんですね。神野さんと、

ここの地区ではそんなこと考えられないなと話してい

たのですが、そういう地区も実際あるんです。だから、

もう少し実態を調べていくと意外とガバナーと他の

人達が違うクラブ、つまり、本当に地区で優秀な人達

を引っ張ってくるっていうんですかね、基本的にはそ

うだと思うんだけど、今本人だけじゃなくってクラブが

後押ししないといけないというルールがありますよね。

だから、さっきの加藤さんじゃないけど、実際、有能な

人はいるけど、クラブが駄目って言ったらガバナーに

なれないので、そのあたりの仕組みっていうか、考え

方をかえなければいけないかもしれないですね。それ

で、私も有能な人がガバナーになって、それを取り巻く

地区幹事とか地区副幹事がまた優秀な人が出てくる。

優秀というか、やる気というか、非常に前向きというの

ですかね。すごいですよね、第2580地区というのは。

田 嶋 ▶▶すごい成功しているんですよね。若いガバ

ナーが出るようになって。

千田 ▶▶ただ、その地区の人がやってくれないといか

んよね。パストガバナーがちゃんと責任もって、バック

アップとか出すのも。

田嶋 ▶▶クラブで潰しちゃう。早く名前が出ると潰し

ちゃうんだよ。

田中▶▶でも、クラブの推薦がないと困るよね。

司会▶▶そりゃそうですよね。でも、小さいクラブが2

つでガバナーを出すっていうのはどうなんでしょうね。

神野 ▶▶どっちも小さければ難しいと思いますよ。ガ

バナー補佐の選出の仕方も結構大きな課題になって

ると思うんですよね。

田中 ▶▶ 他の地区と違うね。他の地区はガバナーが

推薦して組織作っちゃうもんね。

千田 ▶▶ガバナー補佐ってもうちょっと、ガバナーの

意向が反映するようにすると楽だわな。各地区からき

て、その人にいろいろお願いしないといけないし。

神野▶▶でも、それはね、4、5年かかりますよ。

司会▶▶ 時間も来ましたので、そろそろ締めを・・。平

成最後の10年間の最初のパストガバナーとして、片山

パストガバナー、10年を総括していただけますか。

片山 ▶▶それは少々荷が重いので、私の独断の感想

4点ほど述べさせていただきます。1つ目ですが、現在

までの30年間を振り返りますと、ちょうど平成30年間

とほぼ重なっています。この30年間を10年ごとに3分

割してロータリーの変化を見てみますと、平成10年ま

でロータリーは右肩上がりでした。しかし、平成後半

の20年間は右肩下がりで受難の時期でした。そのよ

うな中、RIは職業保持の原点を外し、会員に会員増

強と寄付・年会費の増強を絶えず求め、遂には職業

奉仕を事実上5大奉仕部門から下ろし、社会奉仕部

門に合流させるという話も聞き、私のガバナー年度の

地区方針でもあった「持続可能な前進」のまさに逆

を行っているように感じられました。2つ目は、斎藤直

美（豊田RC）2006年度パストガバナーを2016年度・

2017年度のRI理事として当地区から初めて輩出した

という、2760地区ロータリー愛知85にとって重要な

出来事がありました。当地区の将来にとって、計り知

れない啓蒙的な影響をもたらし、永く記憶されるべ

き出来事だと思われます。それ以外にも、5年ほど前

に名古屋から始まり、年々盛大に開催されている

WFF、50年前に豊橋から始まり、定着したゴミゼロ

運動、この2つの奉仕活動を一対として春期・秋期の

2大奉仕イベントとして将来に受け継がれるようにし

なければならないと思います。3つ目として、反対に残

念なのがポリオ撲滅運動のことです。1987年に当地

区でポリオプラスというプログラムが採り上げられ、

委員会が設置されました。私の年度に、ポリオ撲滅

の為に今後3年間に同額の寄付を提出することを条

件にゲイツ財団から1億ドルを受け取り、全会員に寄

付を再度求めてきました。しかし、最初の同額寄付か

ら10年経った現在でもその決着がついておりません。

いずれ数年のうちに撲滅宣言が出せると信じていま

すが、次の10年に申し送りをしなければならない事

は、私にとって本当に忍びない事です。4つ目は、ロー

タリーの組織・権限の問題です。組織は大きくなれ

ばなるほど、権限の集中が必要です。しかし、ロータ

リーの基礎は、クラブとその会員が底辺にあり、地域

と密着したクラブの独立自存があればこそです。RI

は権限の一部をガバナーあるいは地区に、ガバナー

はガバナー補佐に委任・譲渡する事が必要ではない

かと思います。私もガバナー補佐に一部権限委譲・ガ

バナー補佐の推薦事項・分区運営要領などを地区便

覧に記載し、口頭でも定着を推奨しました。しかし、

ガバナーは単年度官なのでなかなか難しく、本来は

地区大会で出来ると良いのですが、それも難しい問

題があります。近藤年度に「地区審議会」が活動でき

るようになりましたので今後は地区審議会を活用し、

大いに議論したいと思っています。

司会▶▶貴重なお話ありがとうございました。大変勉

強になりました。

[司会] 津川 聖子

座
談
会

司会▶▶本日はお忙しい中、誠にありがとうございま

す。この座談会は2008年～2017年の10年間の中でガ

バナーをお務めになった皆様にご参加頂きました。

担当された年度の順に、取り組まれた事や課題など

について忌憚のないご意見を伺いたいと思います。貴

重なご意見からこれからの10年に向けての指針が見

えてくるかと存じます。それでは、まず2008年から

2009年度のガバナー、片山パストガバナーからお願

い致します。

片 山 ▶▶ RI会長の

テーマ“夢をかたち

に”それを受けて、

私の方は“持続可

能な前進！”という

地区方針で、サブと

して“ロータリーに

心を”という歌を作

りました。読んだ人

からは、とても良い歌だと好評を頂きました。“ロータ

リーに心を注ぎ　ロータリーに心を開く　ロータリー

を心に受け止め　ロータリーを心に住まわす　ロー

タリーの心をみんなで考え　ロータリーの心を静か

に思う　ロータリーの心は我等の心　ロータリーの

心は世界の心”という内容をテーマにした歌でした。

司会▶▶歌を通すとロータリーの理念が心にスーッと

入ってきますね。ところで、地区大会の時、私も関係

者だったのですが、ゲストは小泉純一郎さんでしたね。

片山 ▶▶ 名古屋名東クラブさんのお世話で、小泉さ

んに来て頂いたからあれだけの会員が地区大会に集

まってくれました。

司会▶▶本当に多くの会員が参加されましたね。

片山▶▶大いに盛り上がり良かったです。

司会 ▶▶この地区大会は悲しい出来事があり、片山

パストガバナーも心を痛められた事でしょう。

片山 ▶▶忘れもしません、RI会長代理とロータリー

ミーティングの特別講演のためお越し頂くことになっ

ていた佐藤千壽さん（東京東RC）の突然の訃報です。

地区大会の4週間くらい前に2回ほど東京でお目にか

かりました。当時佐藤さんは90歳でこれからヨーロッ

パ旅行に行くと伺い、「元気で行って来てください

ね」と、笑顔で挨拶を交わしました。ところが、地区

大会の20日くらい前、突然訃報が入りました。クルー

ズの最中にドクターがいなくて助からなかったとお聞

きしました。ロータリーミーティングの特別講演は、そ

の講演原稿が親友の圡屋亮平パストガバナー（松戸

RC）に託され、圡屋さんが代読されました。今でも忘

れられない出来事でした。

司会▶▶また、ロータリー愛知81にちなんでの昼食会

は皆さんに喜ばれましたね。

片山▶▶そうですね。公式訪問に行く多くのクラブで、

古参会員の方々が心なしか、さみしいお顔をしておら

れるのを見かけるものですから、この機会にと思って

第１日目のRI会長代理を囲む昼食会に招待した訳で

す。「ロータリー愛知81」にちなんでと言われるのは、

RIが事務的に当地区に付けた名称は「RI第2760地

区」ですが、私は当初より当地区が胸を張って自称

できる当地区の名前を「ロータリー愛知81」としまし

た。この名前を、ガバナー月信をその巻頭言として発

行した地区誌にも使いました。これは地区の機関誌

の役割と地区内各クラブ間の親睦誌の役割を担う双

方向の雑誌です。81という数字はその年度の当地区

全クラブの数です。招待しました古参会員の年が81

歳以上というのは、これ未満の歳では、該当者が多

過ぎてこの81を借りたのです。

司会 ▶▶ロータリーの方は若 し々いので81歳以上の

会員の皆様が元気に沢山お越し下さいました。片山

パストガバナーありがとうございました。次は2009年

大澤年度ですが大澤輝秀パストガバナー（豊川RC）

は、平成16年９月に逝去されています。ご冥福をお祈

り申し上げます。それでは、続きまして、クールビズを

提唱されました、２010年から2011年度のガバナー、

田嶋パストガバナー、お願い致します。

田 嶋 ▶▶ 私の時の

RI会長は、レイ・ク

リンギンスミスさん

というアメリカの方

でした。会長のテー

マは“地域を育み、

大陸をつなぐ”でし

た。私の年度の特

徴は3つあります。1

つは、ロータリー財団のフューチャービジョンが始

まった年です。当地区がパイロット地区になっていま

した。もう1つは、戦略計画ストラテージックプランを

日本では「長期計画」と訳していましたが、試行錯誤

を経て、今の戦略計画という名称に変更し、始まりま

した。最後の１つは東日本大地震が起きた年という

ことです。

司会▶▶あの東日本大地震が起きた年ですね。

田嶋 ▶▶最初は未来の夢計画という名前で始まっ

たのですが、夢という表現に異論も多く、協議を重

ねた末、フューチャービジョンという名前になりまし

た。私の頃は、RIの表現をアメリカはアメリカで直し、

日本は日本で直すスタイルで、日本流は受け入れやす

い表現に変えているのではないか？という指摘も多く、

本場アメリカの表現に戻したということです。フュー

チャービジョンでは、新しい地区補助金について皆さ

んのご理解を頂き、いかに活用して頂くかということ

を一番大きな目標としていました。

司会▶▶ 確かに日本語に直すと本来の意味が曖昧に

なる場合もありますね。また、医療支援にも熱心に取

り組まれてましたね。

田嶋 ▶▶ 深谷地区財団委員長と一生懸命取り組んだ

のが、グローバル補助金を使った医療支援です。アメ

リカのヒューストンと交流したのが当地区の医療支援

の始まりで、しかも、グローバル補助金を使った医療

支援というのは、当時本当にまれで、この地区の大き

な成果の1つだったと思います。それから、戦略計画

については、公式訪問でお話してもほとんど何も知ら

ない人ばかりという状況の中で、いかに皆さんに存在

を知って頂くかが課題でした。

司会 ▶▶そして、この年度は日本は未曾有の出来事

がありました。

田嶋 ▶▶そうです、東日本大地震が1番の問題でした。

地区としてはいずれも1人1,000円以上という形で1次

支援、2次支援を行いました。諮問委員会では1,000

円では金額が少ないんじゃないのか？という意見も出

ましたが、会員の皆様が企業でも多額の義援金を出

されて、個人でもロータリー以外に寄付されている事

を考えて出した金額という趣旨を説明し、この金額で

やりましょうということになりました。最初、2,000万

円ほど集まり、希望の風奨学金に全額協賛致しまし

た。２次支援では宮城岩手の地区と千葉県の地区と

もう１か所に配分致しました。その他、ヘリコプター

の支援も致しました。これは、地区大会をやって頂い

た「あまクラブ」が余った1,000万円を地区に返却して

くれたので、そのままヘリコプターの支援金に使いま

した。孤立した所に食料を運んだり、薬を運んだり、

１ヵ月くらい活用されました。それでもまだ余りが出て

いたので、軽トラックを買いたいという支援組織に活

用致しました。

司会 ▶▶田嶋パストガバナーありがとうございました。

東日本大地震が起きてからのガバナーの取り組み方

は、本当に心を打たれるものがありました。それでは、

引き続き、松前パストガバナーお願い致します。松前

パストガバナーは、2011年から2012年までガバナーを

お努めになりました。震災後の大変な年でしたが、

ロータリークラブの力、絆の強さを再認識されたので

はないでしょうか。RC会員歴が半世紀以上と伺いま

した。色 な々思い出がおありかと存じます。

松前 ▶▶ 私は、1967年に一宮北RCに35才で入会し、

この50年間で、1990年には一宮中央RCの初代会長

として設立に尽力

出来たこと、そして、

2011年～2012年に

は2760地区のガバ

ナーとしてお務めが

出来た事を嬉しく思

います。

司会 ▶▶ 松前パスト

ガバナーのご経歴

を伺いますとすべてに「初」が付き、意欲的な取り組

みが伝わって参ります。2760地区にロータリー・リー

ダーシップ研究委員会（RLI）を導入されたのも初め

ての試みでしたね。

松 前 ▶▶ ロータリー・リーダーシップ研究委員会

（RLI）は新会員と未来のクラブリーダーの研修の

ためにアメリカで草の根運動として開発されたプログ

ラムです。日本でも各地区で急速に採用されつつあり、

双方向性とディスカッションリーダーDLに特徴があり

ます。私がガバナーに就任して最初の諮問委員会で

導入を諮り、認められて誕生しました。全国では6番

目の導入でしたが、RLIはまだ馴染のない時代でした。

ロータリー・リーダーシップ研究会の目的は、ロータ

リーの理解を深め、クラブを活性化すること。目的達

成の為に、日本では15地区でRLIの研修が行われ、

成果が上がっています。講義による教育ではなくディ

スカッション方式でリーダーの知識、考え方、創造性

を引き出します。

司会▶▶ 埼玉の中村先生には私も熱心にご指導を頂

きました。度々お越し頂いていますね。

松前 ▶▶ 2760地区は中村靖治国際ロータリー研修

リーダーが熱心にご指導下さり、地区研修の方が真

剣に勉強された結果、多数の方がディスカッション

リーダーになっています。私もガバナーエレクトの時、

妻久子とアメリカ・サンディエゴで1週間、コの字型の

RLI方式で飛び交う質問に、絞られました。現在

2760地区ではこのRLI方式に磨きをかけ改善し、有

用な研修として成果を上げていると聞いております。

この研修でロータリーへの理解が深まり、クラブが

活性化することが期待されます。ロータリーをより理

解し、ロータリーを心から愛するロータリアンが増え、

今後の100年もロータリーが益々発展する事を願って

おります。

司会▶▶ 4430地区ブラジルを訪問されましたね。

松前 ▶▶ 1988年度以降永く中断していた研究グルー

プ交換GSEを1997年度犬飼パストガバナーが再開さ

れ､私が委員長に任命され、当時の犬飼ガバナー、

片山地区幹事（片山パストガバナー）と総勢10名で

GSE研究グループの派遣先であるブラジル4430地区

を激励訪問いたしました。懐かしい思い出です。ちょ

うどこの年は、ブラジルへの移民90周年という節目

の年でした。そこで、各クラブから寄付された書籍１

トンを船便で送りました。この訪問はブラジル日本文

化協会に寄付する贈呈式もかねていたのです。24時

間を費やし、一行がサンパウロ空港に降り立ったのが、

5月13日早朝4時30分。訪問先クラブの会長や多くの

方々に迎えられてホテルに向かいましたが、GSE研究

生として来ていたサンパウロ軍事警察大尉ルイス君

の装甲車に前後を守られ、赤色灯を回転しながらの

移動。ガバナー一行への配慮に感謝しております。

司会▶▶疲れも飛んでしまう歓迎ぶり、嬉しいですね。

他でも熱いもてなしを受けたそうですね。

松前 ▶▶ 仮眠の後、日本人街に例会場を持つ日系ク

ラブ会員の多いリベルターデRCを訪問し、熱い歓迎

を受けました。その後文化協会に赴き、日本文化協

会山内会長に犬飼ガバナーから図書一式贈呈の目

録が渡されました。翌日は、サンパウロ・レステRCを

訪問しここでも熱い歓迎を受け、4430地区大会会場

に移動し、前夜祭を楽しみました。当時の4430地区

ガバナーは日系2世のKazuhiro Moriガバナーでした。

大会当日、我々一行は日本国旗を振りながら入場。大

きな拍手を今も覚えています。各クラブが順に旗を掲

げて入場行進する姿にも力強い息吹を感じました。

翌日はMoriガバナーよりレセプションに招かれ、一連

の行事終了の安堵感もあり、とても和やかな時間を

過ごしたことを鮮明に覚えています。その後、イグア

スの滝観光に向かいました。ブラジルとアルゼンチン

にまたがる落差80M、幅4キロの景観は圧巻でした。

最終日は、リオデジャネイロにも足を延ばしました。

2016年のリオ・オリンピックでコルコバードのキリスト

像が映し出されるたびにブラジル訪問を思い出して

おりました。往復2日間以上という10日間はハードで

したが、ブラジル訪問は実り多く思い出深い旅のひと

つとなりました。

司会▶▶そういえば、松前パストガバナーはある数字

に深いご縁があるそうですね

松前 ▶▶私は母校の大阪歯科大学の学籍番号が22

番でした。そして、一宮北RCの22代目の会長を務め

ました。ガバナーセミナーに指名されたのが2009年3

月22日でした。第2760地区の第22回インターアクト大

会に出席し挨拶の機会を頂きました。インターアクト

クラブは私の心の故郷であります。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーありがとうございました。

それでは、2012年から2013年度のガバナーでいらっ

しゃいました、千田毅パストガバナー、お願い致します。

千 田 ▶▶ 私の時は、

たまたま幸いなこと

に国際ロータリー

会長が田中作次さ

んで、R Iテーマが

“Peace Through 

Service 奉仕を通

じて平和を”でした。

司 会 ▶▶ 田中作次

RI会長との思い出で印象に残っている事は何でしょうか。

千田 ▶▶一番の思い出は、ロータリーの世界大会の

時のことです。ガバナー会をやろうという事になりま

したが、一番の問題は田中RI会長が参加してくれる

かどうかでした。そこで、全権を握っているRI秘書の

ベティさんという女性に交渉したのですが、直前まで

参加が不明のまま…。ところが、当日、田中RI会長が

来られて、皆びっくり！しかも、財団委員長なども連れ

てお越こしになったので、椅子が足りずバタバタと大

慌てして準備したのが印象に残っています。私共は

150人くらいで参加しましたが、田中RI会長は感激し、

喜んでお帰りになられました。また、同期のガバナー

が年1回集まって日本各地を廻るのですが、3回目の

時に田中RI会長が、「2012年度の会だから私も参加

する」と言われ、その会費を求めたところ、「これぞ

ロータリー」と言って、喜んで払って下さいました。

司会 ▶▶千田さんがガバナーになられた年は、震災

の翌年でしたね。

千田 ▶▶そうです、大震災の翌年でした。1月の研修

会で行った、カナダのトロントの方に一緒にやろうと

声をかけていただき、VTTの時に参加して頂きまし

た。その時、たまたま隣に座っていたのが、2750地区

の宮城・岩手の小野寺さんでした。その際、「お金を

集めるのは誰でもできる、我々はちゃんと震災孤児に

手渡したい」と小野寺さんにお願い致しました。あの

時は現地も混乱して色々大変だったのを被災地に視

察に行った時に実感致しました。30人の子供たちが

高校を卒業するまでにかかる4,800万円という金額を

集める為に、毎週500円ずつ集める提案をしましたが、

はじめはうまくいかず、幹事などに足りない分はガバ

ナーがもたないといけないと脅されました（笑）結果、

全額集まりましたが色々大変でした。

司会▶▶地区の目標など6つ挙げていらっしゃいます

が、沢山達成されていますよね。その中の高校生支

援で、甲子園に出場を果たした、仙台育英高校の球

児の中に孤児がいました。両親は他界し、お祖父さ

んの所から高校に通い、甲子園で3番打者として活躍

しました。1回戦で負けてしまったのですが、千田さ

んの応援が陰でありました。

千田 ▶▶地区と地区との交流では、抽選の結果、名

古屋クラブと奥三河クラブがメークアップする事にな

り、中日新聞の大島さんから「千田さん、えらいこと

になった！」と電話で心配を頂くほど、離れた地区の

クラブが交流することとなりましたが、その交流は2

～３年続けることができました。

司 会 ▶▶千田パストガバナーありがとうござました。

続いて、2013年度ガバナー田中正規パストガバナー

お願い致します。

田中▶▶会長になっ

ても知らないことば

かりで、地区に入っ

て改めて、凄い！と

驚くことばかりでし

た。ノミニーとして、

「お前また来たか！」

と言われるほどしつ

こく千田さんの後に

くっついて見聞きしている間に分かることがありまし

た。それは、ロータリーでは“はい”と“YES”しかな

いということです。「やろうよ！」と言った事は情報を

集めてやらないといけない、それが皆が前を向く事、

止めたらそれで終わり。私も思った事をとりあえず

やってみようと思いました。ある時、公共イメージの

コーディネーター「ロータリーの友」編集長の二神さ

んとお話しする機会があり、その時の話題から、地区

全体でやれるフェスタ、日本で初めてのロータリーの

ワールドフェスタを開催しよう！と私は思いました。皆

さんの協力のもと、思った以上に素晴らしいフェスタ

を開催できました。その後、近藤さんが形を作ってく

ださり、日本のロータリーでできました。そのきっかけ

に少しでもなれたのが良かったと思います。最後に、

任期の終盤に色 な々国に行きましたが、それが楽しい

思い出になっています。

司会▶▶どんなところに行かれましたか？

田中▶▶ベトナム、タイ、フィリピンは2回、隠れてモン

ゴル。つい最近はラオスに行きました。皆さんの友情

の支えもあり、色々な国へ行くことができ、非常に充

実した年度だったと思います。もう１つ印象的な出来

事として、同期のガバナーがEクラブを教えてくれた

事です。会費も安く、例会をホームページで行えるEク

ラブは、若い人も多く、クラブのイメージを変えたクラ

ブで面白かったです。

司会 ▶▶やはりイベントをやらないと、テレビ局や新

聞社の方々はあまり来てくださらないですよね。

田中▶▶私がテレビ局等に行ったのは最初の挨拶ぐ

らいだけでしたが、色々な人を引っ張りだすことは良

いことだと思います。たまに顔を出すと、ロータリーは

こんなことをやっているのか…とロータリーの活動を

改めて知って頂けました。

司会 ▶▶はじめのうち、ロータリーのことはあまりPR

してはいけないと教えられたのですが…。

田中 ▶▶それで、公共イメージコーディネーター補佐

としてお話させて頂きました。

司会▶▶希望の風などはどうですか？

田中▶▶希望の風は私ではなく、田嶋さんが担当してい

ます。希望の風は今も続いていて素晴らしいと思います。

司 会 ▶▶ 学生さんの喜びの声や手紙を拝見すると

ロータリアンになって良かったとしみじみ思います。

クラブでもお弁当箱支援といって、お弁当箱に色 な々

ものを詰めて、被災者の方に送り、そのお礼に折り紙

の花やお手紙をいただいたりしました。田中パストガ

バナーありがとうございました。それでは、2014年度

のガバナー、近藤雄亮パストガバナーお願いいたしま

す。パストガバナーの年度のガバナー月信の7月号は

熱田神宮ですよね。

近 藤 ▶▶たまたまう

ちのクラブに熱田

神宮の宮司さんがお

られ、写真を使わせ

てくださいと頼み、

毎回、熱田神宮に関

連する何かの写真

を使わせて頂きまし

て、最初から最後ま

でシリーズで載せました。私の時のRI会長は、ゲイ

リーC.K.ホァンさんという台湾の方でした。彼の考え

方のベースになっていたのが「儒教・孔子の教えです。

ロータリーがSNSを含めデジタル化していく中、アナ

ログ的なものを大切にされる方で、そういったところ

に私も共感しました。彼は“ロータリーに輝きを”とい

うテーマと5つの強調事項、つまり、“地域社会でロー

タリーの存在感を高めること・会員増強・ポリオ撲

滅・クラブの強化・ロータリーデーの実施”で始めま

した。この強調事項は今でもずっと続いています。当

時の私にとって歴代ガバナーの皆さんは雲の上の存

在。ガバナーノミニーに指名される場に臨んだ時、近

寄りがたい雰囲気がありました。そのような思いから、

もう少し目線を下げてロータリアンの中に入りたい、

堅苦しいことはやめて、メークアップに来たメンバー

のような近い距離感で本当の姿を見たいという思い

から色々考え、計画を立てました。結果、例えば「単

独でガバナーの公式訪問を初めて受けました」とか

「親クラブと一緒だとなかなか本音で話すことがで

きない」といったような声を聞くことが出来ました。

司会▶▶ 確か近藤パストガバナーの時、クラブをまとめ

て回るのではなく、ひとつひとつ訪問されたのですよね。

近藤 ▶▶はい、地区内全84クラブを個別に公式訪問

をしました。メンバーの数が少ないクラブも多いクラ

ブも皆さん本当に一生懸命ロータリー活動をされて

いて、素晴らしいと感じました。色々大変な面もある

けれども、この地区のクラブは本当に良くやってくれ

ています。何でもそうなのですが、一旦外に出てみる

と、中では分からない事が見えてくる。素晴らしさが

良くわかる様になる。ゲイリーC.K.ホァンさんのアナ

ログ的思考というか、情といいますか、それが地方に

あるんじゃないかなと思います。私はロータリーとい

うのは、ひと言でいえば…感動、感動をシェアするこ

とだと思うのです。こういうことをずっと言って回った

わけです。いろんな理屈やロジックを立てても感動

がない。そういったものだったら誰もついて来ないし、

仮にその場でついて来ても後は知らないという形に

なってしまいます。感動があれば、自分も仲間に入り

たい、これぐらいのお金を出してもいいなという気持

ちになります。そういう風になっていくといいなと思い

ます。先ほど田中さんが「自分は人が色々言ったこと

を取り上げた」と仰ってました。その中の１つ、WFF

(ワールドフードふれ愛フェスタ)を引き継ぎ、我々の時

は最初からやろうと組織を作り取り組みました。そう

したら、タイミングよく、ゲイリーC.K.ホァンさんの強

調事項の１つ“ロータリーデーの実施”というのがあ

りました。当時のRI理事の北さんからも昨年第2760

地区のプレゼンを見たら素晴らしいことをやっている

ので、是非ロータリーデーをジャパンロータリーデー

愛知として実施をしてくれないかという話を頂きまし

た。シニアリーダーは自分がまとめるからお前は同期

ガバナーをまとめろという事になったのです。結局、

100人以上のシニアリーダーの方々がWFFに参加を

してくれました。田中さんが始めた事を2年目である

程度形ができたかなと思います。

司 会 ▶▶ロータリー

デーというのは、その

時から始まったので

すか？

近藤 ▶▶そうです。ゲ

イリーC.K.ホァンさ

んが自分の強調事項

で提唱したのです。

世界中に、クラブ単

位でもいいし、地区単位でもいいし、あるいは国単位

でもいいから、とにかくやってくれと。私は各クラブ単

位で是非やって下さい。これはガバナー賞の対象に

します！とやったのです。地区単位ではせっかく田中

さんが地区の大きなイベントをやってくれたので、そ

れをジャパンロータリーデーに育てる決心をしました。

ゲイリーC.K.ホァンさんの強調事項、北RI理事の薦

めもあり、ちょうどタイミングが合ったのですね。それ

からもう1つ。“ロータリーは何だ？”とか陰で色々文

句を言う声もありますが、言いたいことがあるのなら、

RIには3年に1度開催される規定審議会というのがあ

るので、そこへ第2760地区から物申す！と、意見を出

したらいいんじゃないのか、その為の規定審議会で

すから。そして地区内クラブに立法案提出のお願い

をしました。地区の色々な問題を取り上げて会長さん

たちに諮る地区審議会と立法案審議委員会というの

を作り、片山先生、田嶋先生と相談しながら3人で地

区審議会規約を作りました。それが今実行されています。

司会 ▶▶もう１つ、IT委員会で地区で初めてHPを作

られたとか。

近藤 ▶▶ホームページは前からありました。尾本さん

が非常に熱心に取り組んでくれていました。地区で

形に出来たのは、いきなり出来たのではなくて、思い

とか色々な下準備があったからです。尾本さんの不

断の努力のお陰だと思っています。私のような者でも

ガバナーを務めることが出来たのはゲイリーC.K.ホァ

ンさんの「儒教・孔子の教えの下、アナログ思考でや

る」この理念があればこそです。また、片山先生がガ

バナーをお務めになられた時、ガバナー補佐としての

私をご指導して頂いたこと、その後も色 ご々指導を頂

いたお陰と片山先生には大変感謝致しております。

計算で繋がっているのではなくて、情で繋がってい

る関係は素晴らしい力になると私は思います。

司会 ▶▶近藤パストガバナーありがとうございました。

では、2015年度のガバナーでいらっしゃいました加

藤陽一パストガバナーお願いします。

加 藤 ▶▶ 私の時は、

スリランカのK .R .

ラビンドランさんと

いう方がRI会長で

した。英語で“Be 

a gift to the world”

サンディエゴでの国

際協議会で“世界

へのプレゼントにな

ろう”と訳されましたが、はっきり言って何を仰ってい

るのか分かりませんでした。同期のガバナー連中とこ

れは何を言ってるのだ？？と色々話し、プレゼントは、

たぶん奉仕のことだろうなと、同期のガバナーとそう

解釈しようということになり、サンディエゴから帰って

きました。K.R.ラビンドランさんは、アジアの中でのは

じめてのスリランカの方ですから、どうもイメージが

湧かず、このRIテーマも皆さんにどうお伝えしようか

…とちょっと苦労しました。

司会 ▶▶加藤パストガバナーは、お父様もロータリア

ンだったのですね。

加藤 ▶▶そうです、親父も瀬戸クラブで会長をやって

いました。その頃、斎藤先生が仰っていた「原点回

帰」の話に感銘を受けました。最近ロータリーが原点

というか根本がわからなくなってきたのではないか…

という私自身の心情もあり、見直しをという意味で、

早速先生にお話しして了解を頂き、原点に帰りたいと

お話を申し上げて、ずっと講習をやったのです。

司会▶▶ガバナー時代、思い出に残ることを教えてく

ださい。

加藤 ▶▶田中さんの資料を基に34クラブ訪問いたし

ました。クラブとの交流、私自身の交流もそこそこや

らせて頂いたつもりでおります。WFFに関しては、田

中さんから近藤さんに受け継がれ、私の時はだんだ

ん形になってきました。私の時から企業協賛にも力を

入れて、600万か800万円を頂戴し、去年が1,000万円

くらいでした。ロータリーを世間に広めるという意味

もあり、だんだん大きくなっています。特にエンドポリ

オに関しては、売り上げもだいぶ上がってきています。

たまたま国際奉仕委員会の方と一緒にVTTでインド

ネシアに行く機会があり、ジャカルタの劣悪な環境に

いる子どもたちを訪ねました。学校も行けず勉強もで

きないヒンズー系の子供たちを援助していたのは、イ

ンドネシアの方達。この出会いを機に私たちもやって

いこう！と、ポリオ500万円、あと400万円プラス地区

のクラブから拠出されたお金を使って、やり始めたの

です。ぼちぼち卒業しないとと思っているのですが、

今もWFFの実行委員長をやらせて頂いております。

WFFを通じて、ロータリーは世間に、そして日本中に

広がったのではないかと思っております。ガバナーと

して小難しいことはやった覚えはありませんが、

WFFが私にとっては一番の思い出かなと思っています。

司会▶▶やはりそういう努力があって、いろんな学生さ

んの支援などが出来るのですね。先ほど、千田パストガ

バナーの時にお話した、仙台育英高校の千田君の記

事は加藤パストガバナーの時の月信9月号に出ておりま

して、「花巻東高硬式野球部の千田京平君、亡き母と

「再会」信じ」という風に書いてありました。加藤パス

トガバナーありがとうございました。それでは、2016年

度ガバナー、服部良男パストガバナーお願いします。

服 部 ▶▶ 2 0 1 6年度はジョン・ジャームRI会長の

“Rotary Serving Humanity”というRIテーマでス

タートしました。丁度この年はロータリー財団100周年

という記念すべき年。100年前にアトランタで開催し

た国際大会を100年後にもう一度アトランタで！という

大きなテーマがありました。もう１つのテーマは、RI

の戦略計画を当地区にどのように持ってくるか。当地

区にはRIの戦略計画がありませんでした。従って当

地区の良いところと課題を分析し、良いところは、そ

のまま伸ばし、課題に関しては戦略計画を立て持続

可能にすることがテーマでした。一番の基本は、10

年後もこの地区が輝き続けるために1年間何をすれ

ばいいのかという事です。そこでまず、地区の戦略を

作るため戦略計画委員会を作りました。そしてもう１

つ、広報、ITを一緒にして、公共イメージ向上委員会

を設立させ、戦略計

画の中でも大きな部

分であるロータリー

の認知度と公共イ

メージの向上を図り

ました。それからも

う１つ。研修委員会

を再度新設し、その

下にRI実行委員会

を分けて、研修をさせて頂きました。これが大きな地

区に対する戦略計画です。あとは、地区としての財団

の取り組みがしっかりしていた為、未来の夢計画に

始まる延長の100年を是非！ということで、大変高い

数字を掲げました。一人180ドルを財団に寄付し、結

果、目標を達成することができました。ジョン・ジャー

ムさんは、ポリオ、財団の経験が非常に深い方です。

そういう意味でも皆様方に大変感謝しております。ア

トランタで100周年を祝おう！をテーマにした大変忙

しい年でしたが、皆さんと一緒に色んなことをさせて

頂きました。深く感謝申し上げます。もうひとつ良かっ

た事は、2750地区と会員が良い競い合いをした結果、

最後に１つ新しいクラブが出来た事です。結果的に

34地区の中で一番多く会員が増えた事も皆さま方と

の１つの成果だったと考えています。

司会 ▶▶ 服部パストガバナーありがとうございました。

それでは、まだ記憶も新しい、2017年度ガバナー、神

野重行パストガバナーお願いします。

神野 ▶▶私がロータリーに入ったのは金沢東でした。

石川・富山地区の金沢ですが、2610地区のガバナー

という方がどういう存在か、ロータリアンとして全く意

識せずに6年いました。それで、名古屋に戻ってもう

一度名駅ロータリーに入った年が2008年7月。今考え

ますと片山ガバナーの年度で、2760地区で再入会し

ガバナーという存在があるということをはじめて知っ

たぐらいで、全く知らずに6年いたなという思いがしま

した。ガバナーの公式訪問は、西クラブと一緒に受

けていましたが、自分のクラブに来られたという感じ

が薄く、公式訪問に対してもあまり意識しておりませ

んでした。まして地区への出向や、ガバナー補佐を引

き受ける事も、クラブ幹事の経験もなく、ロータリー

の地区の動きも全く知らずにいた私が、いきなりガバ

ナーということで大変驚きました。なので、先輩たち

とはずいぶん感覚が違うと思っております。私は千田

パストガバナーには学生時代からご指導頂いており

ます。また、両親の関係で存じ上げている方ばかりで

す。しかし、ガバナーという意識で拝見したのは、私

がクラブ会長の時の田中ガバナーが初めてでした。

公式訪問の時にガバナーの存在を目の当たりにして、

凄い人なのだと思いました。親の西クラブと一緒だっ

たのですが、大きな先輩、親クラブでありながら、結

構ガバナーというのはビシビシ言われるなと。私ども

は子クラブにも関わらず、大変褒めて頂いて恐縮した

ものです。ガバナーは、凄い存在なのだということを

初めて肌で知りました。そんな頃です、私の高校の同

級生の近藤さんがガバナーをどうも引き受けるようだ

と話を聞いて、よくそんなことをやるな～と言ってし

まった覚えがあるのです。そういった中で、去年ガバ

ナーを引き受ける事となったのです。イアン H.S ライ

ズリーさんは“変化をもたらす”をテーマに、確か

ロータリーそのものが大きく変わったというお話をさ

れていたのを聞き、変化の時代だから、何かをやろう

と考えて出来ないだろうかと思いました。一番に思っ

たのは、ロータリーのイアン H.S ライズリーさんのこ

の言葉です。「ロータリーとは何か。何をしているのか

ということをもっと世の中に知らしめてほしい。」そこ

で、公共イメージ向上というものについて、自分がで

きる範囲でやってみようと思ったのです。1つはマスコ

ミや地域の皆さんへの働きかけ。もうひとつは、地区

ガバナーとロータリアンの距離感というのをできるだ

け縮めるという事を考えました。ガバナーは一般ロー

タリアンにとって遠い存在というか、私自身近寄りが

たい存在と思っていました。そこで、一年かけてクラ

ブの訪問以外にも、いろいろと接する機会をつくり、

距離を縮める試みをしたつもりです。服部さんは、地

区の戦略委員会で非常に改革的な事もやって下さい

ました。村井さんからはそんなに急にやっても無理な

んじゃないかとご心配頂きましたが、やっぱり自分な

りにやってもらいたいし、やってみたいということで、

全クラブに戦略委員会のような類のものを設置して

頂いたというのが、一番の私の思い出です。それから

もう１つ、諮問委員会で、先輩諸氏にお許しを頂き、

地区の体質の強化を図る取り組みを始めました。１つ

は、青少年対策の危機管理基金、これを1,000万円積

み立てさせて頂きました。それから、愛知県と防災協

定を結んで、地域の皆さんと一緒に勉強して、万が一

のときはどういった事ができるかということを考える

態勢を作らせて頂きました。これは先輩諸氏にも認

めて頂き、地区大会で結ぶことができました。

司会▶▶地区大会の思い出はいかがでしょう。

神野▶▶そうですね、

思い出がいっぱい

あるのですが、よも

や、D.K.リーさんが

来るとは想像もして

おらず、8月15日の

メールを開けてびっ

くり！片山パストガ

バナーがちょうど同

期だとの事でお願いできて本当に助かりました。大

先輩からも良くやったと言って頂いたのは先輩のおか

げです。今年は神奈川へ行かれるそうで、ガバナー

がとても焦っておられたと、村井さんから聞きました。

村井ガバナーから力になってあげてと言われて、気楽

に笑っていられるのが幸せです。最後に、６月の最後

にクロスプロモーションの青少年と学友の交流フェス

タ、これが出来たのも思い出です。ご出席の皆さんに

もいろいろ無理を申し上げました。それから、昨年度

だけになってしまったのですが、イアン H.S ライズリー

さんの植樹のお話につきましても、それぞれ分区やク

ラブで、個人的にもやって頂いたおかげで、8000本と

いう、一人一本の植樹目標を達成できました。「ガバ

ナーというのは言ったことを何でもできる」と言われ

たことをいい事に、先輩諸氏に無理を言い、それに

応えて頂いた事に感謝しております。WFFも晴れ男

で頑張ってくださいと言うだけで、今年度に相当資金

的余裕をもってお渡し出来ました。細かく言いますと

１時間では終わりませんが、これで終わりたいと思い

ます。ご指導頂いて、本当にありがとうございました。

司会 ▶▶ 神野パストガバナー、ありがとうございまし

た。こういった素晴らしいガバナーたちが10年間、努

力されたおかげで、第2760地区は本当にキラキラと

輝いていたのだと思います。どうもありがとうござい

ました。

司会▶▶片山先生いかがでしょう？

片山▶▶そうですね。ガバナーの視点というより私個

人の職業上の視点からのことを先に言いますと、そ

の頃地区大会での決議は大会決議と名付けられて、

ＲＩ会長・ＲＩ会長代理に感謝する。現ガバナーに感

謝する。地区大会ホストクラブに感謝するなど、決議

でなくても、ガバナーから口頭でお礼申し上げますと

言われれば済むことばかり。のどかな風景でした。そ

れまで、地区大会で審議・決議していた必要的決議

案件は、前年度の地区決算の承認、次年度地区大会

開催場所と日時の決定・承認くらいのことでした。そ

こで、ロータリーを法曹出のガバナーの目から見て、

地区大会の決議機関部分を整備しました。それは地

区大会における必要的決議案件の決議といわゆる大

会決議案と称していた案件とを区別し、必要決議案

件は各クラブの議決権票数を有する会長・幹事・副

会長等が出席する地区大会１日目に審議・決議し、

大会２日目にはその報告とし、大会決議案は１日目は

大会決議委員会からの決議案の内容の報告とし、大

会２日目の地区内全会員が参加する会議に大会決議

案を上程し採決するとしたことです。その年度の必要

的決議案件は、ガバナーノミニーの選出方法として指

名委員会方式の採択と指名委員会委員の選任の件・

2010年開催の規定審議会提出案件承認の件（当地

区初めての規定審議会提出案件）・ロータリー財団

未来の夢計画パイロット地区候補申請の件の3件で

した。現在においても、その流れが継続しているのは、

うれしいことです。それから、もう一つはガバナー選

任の地域的配慮のことです。パストガバナーの皆さん

が思っておられるでしょうが、全地区内、尾張も名古

屋も三河もどの地域にも一様にパストガバナーがでん

としておられ、しかも各分区にも元気なパストガバ

ナーがいることです。しかし、色 な々事情により、その

ようにはいかないのです。特に、分区でガバナー補佐
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が分区内事業をする時あるいは分区内で事が起きた

時などに、どの分区にも、身近に相談ができるパスト

ガバナーが常にいるというのがいい訳です。地域の

関係では名古屋５・三河４・尾張３の比率で候補を選

任し、各地域内分区の順番は各地域関係のパストガ

バナーの相談によるという方針はできていますが、そ

れでも、地域の事情により万遍なく一様にとはいかな

いという実情ですね。その事情の一番大きいのが、う

ちのクラブの人数では、引き受けられませんという断

りです。その対処の１つの方法として、私のガバナー

年度に親子兄弟クラブにお願いして、監事・副幹事・

スタッフ等２人位ほどご協力をいただき、率先垂範し

た積もりです。偶然この時、近藤パストガバナーも西

名古屋担当のガバナー補佐で入って来られました。

司会▶▶だから先生の時は、他のクラブのスタッフが

5～6人入っていたのですね。

片山▶▶そうです。そういうことをやったのです。

加藤 ▶▶尾張3分区では大変申し訳ないと思っており

ます。去年ですが、南尾張分区でペケ、西尾張分区

でペケ、たまたま東尾張分区はその時にパストガバ

ナーが3人いらっしゃったのです。だから、僕を入れて

4人いたわけです。結局、尾張分区からしか出すとこ

ろがなくて、たまたま、犬山さんが今まで出していな

かったわけです。犬山が出るといったのでこれは良い

と安心していたら、委員会の前日に断ってきた。びっ

くりして田中先生にどうしよう…と。それで江南の福

田さんに急遽電話申し上げたら、「大丈夫だよ。うち

におるから」との返事。それでご本人と話をして、OK

ということになったのですが現役の会長さんなので

す。現役の会長さんは本来ダメなのです。それでRIの

方に問い合わせて、許可を得て伊藤さんがガバナーノ

ミニーに決まったのです。

片山▶▶だから、小さなクラブが一緒になって協力し

て出さねばね。

加藤 ▶▶ 今は東海と常滑なんかは出せます。しかる

べき人間もいます。今、片山先生が言われた小島先

生などもいるのですが、たまたま小島先生が病院を

建て替えて忙しいということだったのです。

司会▶▶できれば、9人で話し合うと盛り上がるような

テーマをあげて頂いてお話して頂けるとありがたいな

と思います。

神野 ▶▶これって、10年の思い出が皆さんにあります

よね。そして、これからの10年に向けての皆さんの期

待とか想いとか、この2つにしたらどうでしょうか?

田嶋 ▶▶地区大会のゲスト、会長代理を昔みたいに

自分たちで推薦させてもらえないかという意見が割

と今、いろんな地区から出ているじゃないですか？

神野 ▶▶ 出ていますね。全然来ると思ってなかった

D.K.リーさんが韓国から来られたし。

加藤 ▶▶ 僕の時も1か月前ですよ。それではなんとも

ならないですよ、こっちの準備も。だからもっと早く決

めてほしい。誰がどういう風に決めるかわからないで

すけどね。

田嶋 ▶▶大澤さんの時代までは地区が候補者を推薦

していたのですよね。

加藤 ▶▶ 要望は出せるけど、それに対しての返答もな

く、無視ですね。

田嶋 ▶▶ 私の時はRIが会長代理を呼ばなくていい。

お金がないのだから。協議会でもRIの職員がお金が

ないから来ない。日本の旅行者が行ったのだもん。ツ

アーが案内した人たちがその職員を代行してやって

いたのです。だから、日本事務局からは誰も行かない。

本当にひどい話です。

片山▶▶田島年度に同地区の中からRI会長代理を出

したのは意表を突いた人選でしたね。

神野▶▶それが最近全然でていない。

田嶋 ▶▶豊島さんから未だに言われます、あの時俺

はタダ働きだと。あの時、RIから地区で負担すること

はまかりならん、その代わり、会長代理で呼んだ場合

には一人いくら出すっていうような約束があったので

すが、一切払ってもらえなくて。こっちもすっかり忘れ

ちゃってましたが、日当も何もなく、未だに顔を合わ

すとそのことを言われます。

司会▶▶ 外国の方が来られると大変でしたよね。

加藤 ▶▶ 結局、通訳がいるでしょう。たまたま、米山

の子たちがやってくれたのですが、それからいろいろ

お話して頂くにしても、通訳を通すと時間が倍になっ

ちゃう。初めから文章を頂戴といって、文章をもらっ

たことはいいけど、読めないでしょう、だから、米山

の子に頼んで全部日本語に直してもらって、それをス

クリーンに投影して、それで通訳なしでやりましたけ

どね。しかも、決まったのが一カ月前でしょう。もう慌

てましたよね。

神野▶▶その教えを、D.K.リーさんの時には活かさせ

て頂いた部分もありますね。米山と福田君とか通訳

も含めて。

加藤 ▶▶日本のパストガバナーが来ていただくのが一

番いいですよね。

神野 ▶▶ D.K.リーさんは、みんな私の方を見ずにパ

ワーポイントを見る、だから、そういうのは嫌いだと

おっしゃって、以前のようなパワーポイントで出す事

ができなくて、30分でちゃんと収めるというのが、50

分以上になって、ちょっと大変でした。やっぱり国内

で来ていただくとありがたいですね。

司会 ▶▶あと、どうでしょう。一生懸命取り組んでい

らっしゃったWFF、これからどのようにして、あと何

年続けようかとかお思いでしょうか？

田中 ▶▶やれるかな？と思うんですよね。会場のこと

とか。

神野 ▶▶会場は大丈夫。エンゼル公園の方へ移します。

田中▶▶それならいいよね。できたら、日本の看板に

なるかもしれないから、少しずついいものに変えて

いっているから、同じものだとみんな飽きちゃうから

ね。近藤さんに頑張って頂いたよ。

神野▶▶ロータリーデー。

近藤 ▶▶タイミングでね。

神野▶▶こないだ、ジュディオングさんとご一緒したの

で、また確認して頼んでおきました。ポリオもう少しだ

から、楽しみですとおっしゃってました。

近 藤 ▶▶あれも、最初の仕掛人の福田さんが頑張っ

てくれて。ワールドフードでしょ、インターナショナル

で、フィリピンのロータリアンの参加者が多いのです

が、今では韓国、インドネシア、ネパール、パキスタン

からのロータリアンも加わり、ますますワールドになっ

ていて、そういう意味でなかなか大変ですが、少しず

つ変わりながらいいものに発展しているなと思います。

あれ、すごいよね、公共イメージアップにはね。

司 会 ▶▶やはり、イベントは少しずつ変化を求めて

やっていくのが良いですね。

千田 ▶▶名古屋ロータリーの福田君がはじめて来て、

私はこういう事をやりました、やりたいけどどうでしょ

う？そのような事を日本でやるのはどうだろうって提

案されました。その前に和合ロータリー。

田中▶▶ 和合の中でも、お金もそうなんですが、僕の

ところに泣きが入り、福田君がそれで和合をやめたら

西尾RCに入会したいと言っていましたが、和合の鷲

塚会長もやる気がでてきました。

実はその後ガバナーノミニーの指名に南尾張ができ

ない時に和合はどうだ？って聞いたのですが、事業

が重なりもう一年待ってくれと言われた。大きいクラ

ブだからやれないことではないと思うのですが。

司会▶▶結局、和合ロータリーと相乗りみたいになっ

たんでしょうか？

田中▶▶ちょうど、ワールドフードフェスタっていうの

は、そういったものが前の年にちょっと意見が出たん

だよね。千田さんの時に提案されたんだけど、実にな

らなくて、僕の時に同じように提案され、ちょうどその

日、公共イメージの先輩の方が、こういうのがあるけ

ど、プランもだいたいできてるし、勧誘もできてるから、

どうだろうと。和合でやりたいという話だったけど、

和合でやるなら名古屋市で、名古屋市でやるなら愛

知県全体でやろうよと、話がとんとん拍子に進んで。

それで、ほとんどいろんなところに声掛けて進めて、

すべてのクラブが協力するってことで何とかやれた。

全体2760地区でできたんじゃないかと思います。実

際に食べものの選択も良かったですもんね。ワールド

フードだから、名古屋でも珍しいものを作りたいって

ことで、地元のものはほとんど出さなかった。出店す

る方も初めてなのでリスクがあるのね。ただ最初の

公共イメージの費用もあり、なるべくテナント料を安く

して、あとは水道・施設費がちょっとかかるんだけど、

それも地区とかが応援してくれてやれたから良かった

けどね、お金の算段もできたから。でも、最初の250

万がなかったらちょっとやばかったかもね。

司会 ▶▶公共イメージのアップだけじゃなかったです

よね。

田中 ▶▶その中に、クロスプロモーションじゃないけ

ど、インターアクト、ローターアクト入れて、米山入れ

るっていうのは、最初から構想はありました。

司会 ▶▶近藤パストガバナーを始め、神野パストガバ

ナーにいたる歴代の方々が志を引き継いで下さいま

したね。

片山 ▶▶発案の福田さん、地区開催の決断と拡大の

田中・近藤両パストガバナー、承継・充実の加藤・服

部・神野の各パストガバナー、それに続く中心となる

実行委員会の委員長はじめ委員の面々、各分区のガ

バナー補佐はじめのロータリアン、インターアクトター

の応援等を得て当地区内外一丸となったポリオ撲滅

の募金等のイベント等々、当地区の一等地の真ん中

において、RI会長より日本ロータリーデーの名称まで

得て、当地区挙げての秋の恒例大奉仕活動事業に

なったことです。この十年を越えて長く語り継ぐべく

立てた記念碑と思います。

司会 ▶▶こうしたロータリークラブの取り組みが国の

行事にもなってますね？

片山 ▶▶そう、そう。思い出します。もう50年近くにな

るでしょうか、当地区豊橋のロータリークラブ（豊橋

北RC）から始まった5月30日を中心になされるごみゼ

ロ運動、地区の奉仕活動行事として日本に最たる行

事、日本全ロータリーばかりでなく、日本全国の環境

保全運動として定着しています。日本政府の提案に

より国連は毎年6月5日を国連環境の日と定め、日本

も同様環境の日と定めています。当地区は5月30日～

6月5日迄の1週間を強調するために、地区設定特別週

間として「環境保全週間」を設定することにしていま

すが、パストガバナーの皆さんは設定されましたかね。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーはインターアクトの活動

にも力入れていらっしゃいましたね。次世代を育てる

大切な活動ですね。

松前 ▶▶ 1987年に地区インターアクト委員となり、イン

ターアクトクラブの活動を推進しました。1990年には

地区インターアクト委員長となり、2760地区のインター

アクト活動で海外研修を始める事に致しました。毎年

夏休みにハワイ島に約30名を引率してホームステイを

行い大変喜ばれました。要望があった長野県のイン

ターアクトクラブも一緒のハワイ研修でした。各イン

タークラブより2名を選出、2ヵ月の勉強会の後、各地

域の高校の先生方が海外研修を推進して下さいまし

た。参加した部員からは、ハワイの研修でアメリカの

文化や語学研修が大変勉強になった、雄大なハワイ

の景色に感動した！と喜ばれ、毎年の実施を望む多く

の声があがりました。これを機に様々な高校でイン

ターアクトクラブが設立されましたが、愛知県立千種

高等学校、阿久比高等学校と進学校が参加して厚み

が増しました。その後、研修地はオーストラリアに変わ

りましたが、二十数回と継続し、発展している姿を見て、

海外研修に初めて取り組んだ私は感激しております。

司会▶▶田嶋パストガバナーは、公共イメージには何

が必要だと思われますか？

田嶋 ▶▶ 公共イメージって言うとついイベントに偏り

がちなんだけど、私がもっと強調しないといけないと

は思うのは、ロータリアンの質。もっと周知させるとか。

たまたま私はある俳句の結社に老人になって入って、

そこで仲間の人たちも会員になってもらったら、凄く

ロータリーに対する信頼っていうのをアピールしてく

れ、非常にまじめで、皆さんちゃんと実行してくれる。

約束したら実行してくれる。そういうロータリーの質

の良さをもっと知らせれば、会員増強もっと簡単にで

きると思うんです。

司会 ▶▶はじめに片山先生が俳句を読まれましたけ

ど、いろんなところで俳句のことを話されてますよね。

田嶋 ▶▶そういう面で公共イメージっていうのは、も

うちょっと補強しないといけないんじゃないかって気

がします。

田中 ▶▶そうするとクラブの中のロータリアンの質の

良さという原点に戻っちゃいますね。みんな集まって

フェスタをしたりするのにも、「ロータリアンの自覚」

とか、あんまり難しく言うとやめたってなっちゃう。

やっぱり、飴と鞭みたいに楽しいことがなければね。

田嶋 ▶▶クラブがいろんな人に働きかけて、ゲストで

呼んだりいろいろしないと、会員は増えないし、クラ

ブ会長が会員増強って言わないと絶対増えない。

やっぱりトップになる人が自覚してやらないといけな

いし、ガバナーとかガバナー補佐も会員増強って常に

言い続けないと会員は増えない。

司会 ▶▶どうなんでしょう、本音の話なんですが、日

本は女性ロータリアンが少ないですよね。心からもっ

と増えればよいと思っていらっしゃるのでしょうか？

田嶋 ▶▶私は増やしたいと思ってます。だって女性中

心で本来女性だけのクラブを作ろうとアイリスを作ろ

うと思ったんだけど、その話がたまたま東京の司葉子

さんの耳に入って、司葉子さんが盛田さんに、「女性

だけのクラブはダメよ。」って言ったものだから、盛

田さんも、「お前、まずいらしいよ、男入れよ」って。

結局、男性も入れたんだけど、やっぱり女性と男性を

比べると、女性の方が優秀。これはオフレコにしてほ

しいけど、完全に女性の方が質が高い。

司会 ▶▶私は名東ロータリークラブってところの初め

ての女性会員で、女性2人で一緒に入ったんですね。

絶対に1人はダメです。もうひとりがすぐ辞めてしまっ

たので、次に女性会員が入った時、とても気を使いま

した。私がいるからやめるみたいなことになったら大

変だと思って。なので、女性会員を入れられるなら

やっぱり複数から始められた方がいいと思います。

食事のスピードも違いますし、結構大変でした。

神野 ▶▶私も金沢東RCで女性2人に入ってもらった

んですけど、齢を重ねられた今でも頑張ってくれてま

す。今、女性の比率は1割かな、90、100人近くのうち

の9人です。

田 中 ▶▶ 都市は良いんですよ。経営者が多いから。

郊外は経営者が少ないんですよ。

千田▶▶女の人入れるには、男もいい男を入れないと

いけない。（笑）

司会▶▶いい女の人が入ってくると、けっこう男性がお

しゃれになる。出席率もよくなる。明るくなるし、いい

こともあります。だから、女性ロータリアンばっかり

じゃダメっていうのもわかるような気がします。

田中▶▶ 韓国にもあるね、女性だけのロータリアン。

田嶋 ▶▶日本もありますよ。

司会 ▶▶それでは、時間の関係で希望の風について

伺います。被災して消防士を目指す方などいろいろな

方がいるのですが、これはどのくらい続けようとお考

えですか？

近 藤 ▶▶ 基本的に田嶋年度の時に震災が起きて、

さっき田嶋さんも言われましたが、みんな最初、ガバ

ナー会を通して寄付したんだけど、そこから問題が出

て、寄付金を返せっていう地区と、使い道を考えてや

ろうという地区と分かれまして、その結果、10地区が

ファンドみたいにして、震災時にお腹の子も含めて、0

歳の子供が短大とか大学を出るまで奨学金を出そう

という話に決まりました。その時からずっとやっている

ので2011年から22年間のロングランです。だから私は

基本的に青少年奉仕事業じゃないかと思うんです。

千 田 ▶▶もしかして、そういうこともあるけれども、

やっぱり年はきっとかないといかんな、災害はどこか

でだんだんと出てくるし。

田嶋 ▶▶あのね、今ね、希望のファンドは資本金が4

億あるんです。地区が出した4億、それが減ってない

んです。毎年払うお金はその年度で寄付頂いたもの

で回っているんです。これをずっと続けてお金を貯め

ておいて、次の震災が起こった時にそれを拡大して

支援しようと言ってるのですが、ただ、希望の風を

作った時にいろいろ問題があって、ほんとにロータ

リーってこんなひどいこと言うかってことまで言われ

たのがあって、当時の人がまだ頑張っているわけ。8

年前の人がまだ頑張っているわけ。私は早くから近

藤さんにバトンタッチして、今度神野さんに。やっぱり

そうしないと長く続く組織は続かないよ。

神野 ▶▶でも、この前、2010年度組の皆さんが大いに反

省されながら、相当変えようという発言をされましたよ。

田嶋 ▶▶やっとですよ。私は最初から変えようと言っ

ているのに。

神野 ▶▶私が口火を切ったみたいだったんですけどね。

司会▶▶ 客観的に見ていると、さすがロータリアン、素

晴らしいことだなとしか思い浮かばなかったのですが。

田 嶋 ▶▶ いやー、ひどかったよ。集めたお金をガバ

ナーが山分けするとか、ありもしないようなことを言わ

れちゃって。あの時会長だった東京のガバナーは本当

に可哀想だった。集中的に叩かれたのがその人個人で。

神野 ▶▶ガバナー月信に昨日原稿を出し、今度載せ

てもらうことにしてあるので。こないだ僕はさっきの

ガバナーじゃないけど、わけわからず副委員長に代わ

れって言われて、代わったんですが、今おっしゃった

ように、あと正確には1億2千万です。私は2億と言っ

てるのですが、2億あれば33年までいけるのですよ、

今のペースで行くと。ただ、お話があったように、この

後ひょっとして大規模な、片親か両親がなくなっちゃ

うような震災があった時にそれをまた使えばいいじゃ

ないかと、何も正式名だけ変えればいいじゃないか

という声もあるし、今からエンディングを考えてやる

必要はないよっていう話にはなっているのです。で、

ルール・規則・制度が少しいい加減ってものも結構

あったので、この1年で相当変えて頂くっていうお題

いができ、さらに今年度の2580のガバナー会議長の

松坂さんも来てくれていたので、ガバナー会でも取り

上げてくれと。去年は17/34、今までに26/34地区が

この7年強の間に参加しているのですが、去年はちょ

うど半分の17ですね。あと17地区がほんの僅か、

さっきの1000円じゃないけど出してくれれば、十分に

やっていけれるし、もっと広い範囲でこういうことが

できるかもしれないという見方もあると思います。

田嶋 ▶▶だから、最初の人たちは変わって、どんどん

新しい人たちが新しい組織にしていけばいいんですよ。

片山▶▶財団になってる？

田嶋 ▶▶ 財団になってない。財団にすればいいよね。

明らかに公益性があるからね。

田中▶▶それで、米山とか同じような方向でもってい

けばね。

司会▶▶他に何か言い足らない事、こんなテーマなど

ございますか？お時間も少 と々なりました。

神野▶▶さっき私も地区の体制を変えた、強化したつ

もりだって申し上げたのですが、さっき片山先生が

おっしゃたように、ガバナー出せないと、千田さんみ

たいに2000万自分で出してもいいよって方は良いけ

ど、私もあとで気が付いたんですが、地区の予算を見

るとガバナーの活動経費みたいなのが、ほとんどな

いわけですよ。私は幸いクラブも支援してくれたから

よかったですが、小さいクラブからも平等に出しても

らおう、いい人を出してもらおうと思うと、そのあたり

を変えていかないとね。

司会▶▶そうですよね。

田嶋 ▶▶でも、実際ガバナー出してもお金なんてかか

らないよ、お金がかかるって言うのが信じらない。

神野 ▶▶ 事務局経費をガバナー事務所で持つでしょ。

それをクラブで結構持たないといけない。

田嶋 ▶▶ 事務局経費だって、ノミニー時代の事務局経

費がガバナーの負担になるだけであって、あとは間に

合いますよ。今度からノミニーも経費が出るようになっ

たでしょう、だから、ほとんどお金なんかかからないよ。

近藤 ▶▶片山先生がガバナーを務められた時に地区

副幹事、スタッフを親クラブ、兄弟クラブから出して

欲しいという依頼があり、私も地区副幹事で出向し

たんですが、あれも1つの手だと思うんですね。今も

松坂さんの話が出ましたけど、第2580地区全体の事

は分かりませんが、ガバナーと地区幹事と地区副幹

事が違うクラブに所属しているんですね。神野さんと、

ここの地区ではそんなこと考えられないなと話してい

たのですが、そういう地区も実際あるんです。だから、

もう少し実態を調べていくと意外とガバナーと他の

人達が違うクラブ、つまり、本当に地区で優秀な人達

を引っ張ってくるっていうんですかね、基本的にはそ

うだと思うんだけど、今本人だけじゃなくってクラブが

後押ししないといけないというルールがありますよね。

だから、さっきの加藤さんじゃないけど、実際、有能な

人はいるけど、クラブが駄目って言ったらガバナーに

なれないので、そのあたりの仕組みっていうか、考え

方をかえなければいけないかもしれないですね。それ

で、私も有能な人がガバナーになって、それを取り巻く

地区幹事とか地区副幹事がまた優秀な人が出てくる。

優秀というか、やる気というか、非常に前向きというの

ですかね。すごいですよね、第2580地区というのは。

田 嶋 ▶▶すごい成功しているんですよね。若いガバ

ナーが出るようになって。

千田 ▶▶ただ、その地区の人がやってくれないといか

んよね。パストガバナーがちゃんと責任もって、バック

アップとか出すのも。

田嶋 ▶▶クラブで潰しちゃう。早く名前が出ると潰し

ちゃうんだよ。

田中▶▶でも、クラブの推薦がないと困るよね。

司会▶▶そりゃそうですよね。でも、小さいクラブが2

つでガバナーを出すっていうのはどうなんでしょうね。

神野 ▶▶どっちも小さければ難しいと思いますよ。ガ

バナー補佐の選出の仕方も結構大きな課題になって

ると思うんですよね。

田中 ▶▶ 他の地区と違うね。他の地区はガバナーが

推薦して組織作っちゃうもんね。

千田 ▶▶ガバナー補佐ってもうちょっと、ガバナーの

意向が反映するようにすると楽だわな。各地区からき

て、その人にいろいろお願いしないといけないし。

神野▶▶でも、それはね、4、5年かかりますよ。

司会▶▶ 時間も来ましたので、そろそろ締めを・・。平

成最後の10年間の最初のパストガバナーとして、片山

パストガバナー、10年を総括していただけますか。

片山 ▶▶それは少々荷が重いので、私の独断の感想

4点ほど述べさせていただきます。1つ目ですが、現在

までの30年間を振り返りますと、ちょうど平成30年間

とほぼ重なっています。この30年間を10年ごとに3分

割してロータリーの変化を見てみますと、平成10年ま

でロータリーは右肩上がりでした。しかし、平成後半

の20年間は右肩下がりで受難の時期でした。そのよ

うな中、RIは職業保持の原点を外し、会員に会員増

強と寄付・年会費の増強を絶えず求め、遂には職業

奉仕を事実上5大奉仕部門から下ろし、社会奉仕部

門に合流させるという話も聞き、私のガバナー年度の

地区方針でもあった「持続可能な前進」のまさに逆

を行っているように感じられました。2つ目は、斎藤直

美（豊田RC）2006年度パストガバナーを2016年度・

2017年度のRI理事として当地区から初めて輩出した

という、2760地区ロータリー愛知85にとって重要な

出来事がありました。当地区の将来にとって、計り知

れない啓蒙的な影響をもたらし、永く記憶されるべ

き出来事だと思われます。それ以外にも、5年ほど前

に名古屋から始まり、年々盛大に開催されている

WFF、50年前に豊橋から始まり、定着したゴミゼロ

運動、この2つの奉仕活動を一対として春期・秋期の

2大奉仕イベントとして将来に受け継がれるようにし

なければならないと思います。3つ目として、反対に残

念なのがポリオ撲滅運動のことです。1987年に当地

区でポリオプラスというプログラムが採り上げられ、

委員会が設置されました。私の年度に、ポリオ撲滅

の為に今後3年間に同額の寄付を提出することを条

件にゲイツ財団から1億ドルを受け取り、全会員に寄

付を再度求めてきました。しかし、最初の同額寄付か

ら10年経った現在でもその決着がついておりません。

いずれ数年のうちに撲滅宣言が出せると信じていま

すが、次の10年に申し送りをしなければならない事

は、私にとって本当に忍びない事です。4つ目は、ロー

タリーの組織・権限の問題です。組織は大きくなれ

ばなるほど、権限の集中が必要です。しかし、ロータ

リーの基礎は、クラブとその会員が底辺にあり、地域

と密着したクラブの独立自存があればこそです。RI

は権限の一部をガバナーあるいは地区に、ガバナー

はガバナー補佐に委任・譲渡する事が必要ではない

かと思います。私もガバナー補佐に一部権限委譲・ガ

バナー補佐の推薦事項・分区運営要領などを地区便

覧に記載し、口頭でも定着を推奨しました。しかし、

ガバナーは単年度官なのでなかなか難しく、本来は

地区大会で出来ると良いのですが、それも難しい問

題があります。近藤年度に「地区審議会」が活動でき

るようになりましたので今後は地区審議会を活用し、

大いに議論したいと思っています。

司会▶▶貴重なお話ありがとうございました。大変勉

強になりました。

加藤 陽一 パストガバナー
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司会▶▶本日はお忙しい中、誠にありがとうございま

す。この座談会は2008年～2017年の10年間の中でガ

バナーをお務めになった皆様にご参加頂きました。

担当された年度の順に、取り組まれた事や課題など

について忌憚のないご意見を伺いたいと思います。貴

重なご意見からこれからの10年に向けての指針が見

えてくるかと存じます。それでは、まず2008年から

2009年度のガバナー、片山パストガバナーからお願

い致します。

片 山 ▶▶ RI会長の

テーマ“夢をかたち

に”それを受けて、

私の方は“持続可

能な前進！”という

地区方針で、サブと

して“ロータリーに

心を”という歌を作

りました。読んだ人

からは、とても良い歌だと好評を頂きました。“ロータ

リーに心を注ぎ　ロータリーに心を開く　ロータリー

を心に受け止め　ロータリーを心に住まわす　ロー

タリーの心をみんなで考え　ロータリーの心を静か

に思う　ロータリーの心は我等の心　ロータリーの

心は世界の心”という内容をテーマにした歌でした。

司会▶▶歌を通すとロータリーの理念が心にスーッと

入ってきますね。ところで、地区大会の時、私も関係

者だったのですが、ゲストは小泉純一郎さんでしたね。

片山 ▶▶ 名古屋名東クラブさんのお世話で、小泉さ

んに来て頂いたからあれだけの会員が地区大会に集

まってくれました。

司会▶▶本当に多くの会員が参加されましたね。

片山▶▶大いに盛り上がり良かったです。

司会 ▶▶この地区大会は悲しい出来事があり、片山

パストガバナーも心を痛められた事でしょう。

片山 ▶▶忘れもしません、RI会長代理とロータリー

ミーティングの特別講演のためお越し頂くことになっ

ていた佐藤千壽さん（東京東RC）の突然の訃報です。

地区大会の4週間くらい前に2回ほど東京でお目にか

かりました。当時佐藤さんは90歳でこれからヨーロッ

パ旅行に行くと伺い、「元気で行って来てください

ね」と、笑顔で挨拶を交わしました。ところが、地区

大会の20日くらい前、突然訃報が入りました。クルー

ズの最中にドクターがいなくて助からなかったとお聞

きしました。ロータリーミーティングの特別講演は、そ

の講演原稿が親友の圡屋亮平パストガバナー（松戸

RC）に託され、圡屋さんが代読されました。今でも忘

れられない出来事でした。

司会▶▶また、ロータリー愛知81にちなんでの昼食会

は皆さんに喜ばれましたね。

片山▶▶そうですね。公式訪問に行く多くのクラブで、

古参会員の方々が心なしか、さみしいお顔をしておら

れるのを見かけるものですから、この機会にと思って

第１日目のRI会長代理を囲む昼食会に招待した訳で

す。「ロータリー愛知81」にちなんでと言われるのは、

RIが事務的に当地区に付けた名称は「RI第2760地

区」ですが、私は当初より当地区が胸を張って自称

できる当地区の名前を「ロータリー愛知81」としまし

た。この名前を、ガバナー月信をその巻頭言として発

行した地区誌にも使いました。これは地区の機関誌

の役割と地区内各クラブ間の親睦誌の役割を担う双

方向の雑誌です。81という数字はその年度の当地区

全クラブの数です。招待しました古参会員の年が81

歳以上というのは、これ未満の歳では、該当者が多

過ぎてこの81を借りたのです。

司会 ▶▶ロータリーの方は若 し々いので81歳以上の

会員の皆様が元気に沢山お越し下さいました。片山

パストガバナーありがとうございました。次は2009年

大澤年度ですが大澤輝秀パストガバナー（豊川RC）

は、平成16年９月に逝去されています。ご冥福をお祈

り申し上げます。それでは、続きまして、クールビズを

提唱されました、２010年から2011年度のガバナー、

田嶋パストガバナー、お願い致します。

田 嶋 ▶▶ 私の時の

RI会長は、レイ・ク

リンギンスミスさん

というアメリカの方

でした。会長のテー

マは“地域を育み、

大陸をつなぐ”でし

た。私の年度の特

徴は3つあります。1

つは、ロータリー財団のフューチャービジョンが始

まった年です。当地区がパイロット地区になっていま

した。もう1つは、戦略計画ストラテージックプランを

日本では「長期計画」と訳していましたが、試行錯誤

を経て、今の戦略計画という名称に変更し、始まりま

した。最後の１つは東日本大地震が起きた年という

ことです。

司会▶▶あの東日本大地震が起きた年ですね。

田嶋 ▶▶最初は未来の夢計画という名前で始まっ

たのですが、夢という表現に異論も多く、協議を重

ねた末、フューチャービジョンという名前になりまし

た。私の頃は、RIの表現をアメリカはアメリカで直し、

日本は日本で直すスタイルで、日本流は受け入れやす

い表現に変えているのではないか？という指摘も多く、

本場アメリカの表現に戻したということです。フュー

チャービジョンでは、新しい地区補助金について皆さ

んのご理解を頂き、いかに活用して頂くかということ

を一番大きな目標としていました。

司会▶▶ 確かに日本語に直すと本来の意味が曖昧に

なる場合もありますね。また、医療支援にも熱心に取

り組まれてましたね。

田嶋 ▶▶ 深谷地区財団委員長と一生懸命取り組んだ

のが、グローバル補助金を使った医療支援です。アメ

リカのヒューストンと交流したのが当地区の医療支援

の始まりで、しかも、グローバル補助金を使った医療

支援というのは、当時本当にまれで、この地区の大き

な成果の1つだったと思います。それから、戦略計画

については、公式訪問でお話してもほとんど何も知ら

ない人ばかりという状況の中で、いかに皆さんに存在

を知って頂くかが課題でした。

司会 ▶▶そして、この年度は日本は未曾有の出来事

がありました。

田嶋 ▶▶そうです、東日本大地震が1番の問題でした。

地区としてはいずれも1人1,000円以上という形で1次

支援、2次支援を行いました。諮問委員会では1,000

円では金額が少ないんじゃないのか？という意見も出

ましたが、会員の皆様が企業でも多額の義援金を出

されて、個人でもロータリー以外に寄付されている事

を考えて出した金額という趣旨を説明し、この金額で

やりましょうということになりました。最初、2,000万

円ほど集まり、希望の風奨学金に全額協賛致しまし

た。２次支援では宮城岩手の地区と千葉県の地区と

もう１か所に配分致しました。その他、ヘリコプター

の支援も致しました。これは、地区大会をやって頂い

た「あまクラブ」が余った1,000万円を地区に返却して

くれたので、そのままヘリコプターの支援金に使いま

した。孤立した所に食料を運んだり、薬を運んだり、

１ヵ月くらい活用されました。それでもまだ余りが出て

いたので、軽トラックを買いたいという支援組織に活

用致しました。

司会 ▶▶田嶋パストガバナーありがとうございました。

東日本大地震が起きてからのガバナーの取り組み方

は、本当に心を打たれるものがありました。それでは、

引き続き、松前パストガバナーお願い致します。松前

パストガバナーは、2011年から2012年までガバナーを

お努めになりました。震災後の大変な年でしたが、

ロータリークラブの力、絆の強さを再認識されたので

はないでしょうか。RC会員歴が半世紀以上と伺いま

した。色 な々思い出がおありかと存じます。

松前 ▶▶ 私は、1967年に一宮北RCに35才で入会し、

この50年間で、1990年には一宮中央RCの初代会長

として設立に尽力

出来たこと、そして、

2011年～2012年に

は2760地区のガバ

ナーとしてお務めが

出来た事を嬉しく思

います。

司会 ▶▶ 松前パスト

ガバナーのご経歴

を伺いますとすべてに「初」が付き、意欲的な取り組

みが伝わって参ります。2760地区にロータリー・リー

ダーシップ研究委員会（RLI）を導入されたのも初め

ての試みでしたね。

松 前 ▶▶ ロータリー・リーダーシップ研究委員会

（RLI）は新会員と未来のクラブリーダーの研修の

ためにアメリカで草の根運動として開発されたプログ

ラムです。日本でも各地区で急速に採用されつつあり、

双方向性とディスカッションリーダーDLに特徴があり

ます。私がガバナーに就任して最初の諮問委員会で

導入を諮り、認められて誕生しました。全国では6番

目の導入でしたが、RLIはまだ馴染のない時代でした。

ロータリー・リーダーシップ研究会の目的は、ロータ

リーの理解を深め、クラブを活性化すること。目的達

成の為に、日本では15地区でRLIの研修が行われ、

成果が上がっています。講義による教育ではなくディ

スカッション方式でリーダーの知識、考え方、創造性

を引き出します。

司会▶▶ 埼玉の中村先生には私も熱心にご指導を頂

きました。度々お越し頂いていますね。

松前 ▶▶ 2760地区は中村靖治国際ロータリー研修

リーダーが熱心にご指導下さり、地区研修の方が真

剣に勉強された結果、多数の方がディスカッション

リーダーになっています。私もガバナーエレクトの時、

妻久子とアメリカ・サンディエゴで1週間、コの字型の

RLI方式で飛び交う質問に、絞られました。現在

2760地区ではこのRLI方式に磨きをかけ改善し、有

用な研修として成果を上げていると聞いております。

この研修でロータリーへの理解が深まり、クラブが

活性化することが期待されます。ロータリーをより理

解し、ロータリーを心から愛するロータリアンが増え、

今後の100年もロータリーが益々発展する事を願って

おります。

司会▶▶ 4430地区ブラジルを訪問されましたね。

松前 ▶▶ 1988年度以降永く中断していた研究グルー

プ交換GSEを1997年度犬飼パストガバナーが再開さ

れ､私が委員長に任命され、当時の犬飼ガバナー、

片山地区幹事（片山パストガバナー）と総勢10名で

GSE研究グループの派遣先であるブラジル4430地区

を激励訪問いたしました。懐かしい思い出です。ちょ

うどこの年は、ブラジルへの移民90周年という節目

の年でした。そこで、各クラブから寄付された書籍１

トンを船便で送りました。この訪問はブラジル日本文

化協会に寄付する贈呈式もかねていたのです。24時

間を費やし、一行がサンパウロ空港に降り立ったのが、

5月13日早朝4時30分。訪問先クラブの会長や多くの

方々に迎えられてホテルに向かいましたが、GSE研究

生として来ていたサンパウロ軍事警察大尉ルイス君

の装甲車に前後を守られ、赤色灯を回転しながらの

移動。ガバナー一行への配慮に感謝しております。

司会▶▶疲れも飛んでしまう歓迎ぶり、嬉しいですね。

他でも熱いもてなしを受けたそうですね。

松前 ▶▶ 仮眠の後、日本人街に例会場を持つ日系ク

ラブ会員の多いリベルターデRCを訪問し、熱い歓迎

を受けました。その後文化協会に赴き、日本文化協

会山内会長に犬飼ガバナーから図書一式贈呈の目

録が渡されました。翌日は、サンパウロ・レステRCを

訪問しここでも熱い歓迎を受け、4430地区大会会場

に移動し、前夜祭を楽しみました。当時の4430地区

ガバナーは日系2世のKazuhiro Moriガバナーでした。

大会当日、我々一行は日本国旗を振りながら入場。大

きな拍手を今も覚えています。各クラブが順に旗を掲

げて入場行進する姿にも力強い息吹を感じました。

翌日はMoriガバナーよりレセプションに招かれ、一連

の行事終了の安堵感もあり、とても和やかな時間を

過ごしたことを鮮明に覚えています。その後、イグア

スの滝観光に向かいました。ブラジルとアルゼンチン

にまたがる落差80M、幅4キロの景観は圧巻でした。

最終日は、リオデジャネイロにも足を延ばしました。

2016年のリオ・オリンピックでコルコバードのキリスト

像が映し出されるたびにブラジル訪問を思い出して

おりました。往復2日間以上という10日間はハードで

したが、ブラジル訪問は実り多く思い出深い旅のひと

つとなりました。

司会▶▶そういえば、松前パストガバナーはある数字

に深いご縁があるそうですね

松前 ▶▶私は母校の大阪歯科大学の学籍番号が22

番でした。そして、一宮北RCの22代目の会長を務め

ました。ガバナーセミナーに指名されたのが2009年3

月22日でした。第2760地区の第22回インターアクト大

会に出席し挨拶の機会を頂きました。インターアクト

クラブは私の心の故郷であります。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーありがとうございました。

それでは、2012年から2013年度のガバナーでいらっ

しゃいました、千田毅パストガバナー、お願い致します。

千 田 ▶▶ 私の時は、

たまたま幸いなこと

に国際ロータリー

会長が田中作次さ

んで、R Iテーマが

“Peace Through 

Service 奉仕を通

じて平和を”でした。

司 会 ▶▶ 田中作次

RI会長との思い出で印象に残っている事は何でしょうか。

千田 ▶▶一番の思い出は、ロータリーの世界大会の

時のことです。ガバナー会をやろうという事になりま

したが、一番の問題は田中RI会長が参加してくれる

かどうかでした。そこで、全権を握っているRI秘書の

ベティさんという女性に交渉したのですが、直前まで

参加が不明のまま…。ところが、当日、田中RI会長が

来られて、皆びっくり！しかも、財団委員長なども連れ

てお越こしになったので、椅子が足りずバタバタと大

慌てして準備したのが印象に残っています。私共は

150人くらいで参加しましたが、田中RI会長は感激し、

喜んでお帰りになられました。また、同期のガバナー

が年1回集まって日本各地を廻るのですが、3回目の

時に田中RI会長が、「2012年度の会だから私も参加

する」と言われ、その会費を求めたところ、「これぞ

ロータリー」と言って、喜んで払って下さいました。

司会 ▶▶千田さんがガバナーになられた年は、震災

の翌年でしたね。

千田 ▶▶そうです、大震災の翌年でした。1月の研修

会で行った、カナダのトロントの方に一緒にやろうと

声をかけていただき、VTTの時に参加して頂きまし

た。その時、たまたま隣に座っていたのが、2750地区

の宮城・岩手の小野寺さんでした。その際、「お金を

集めるのは誰でもできる、我々はちゃんと震災孤児に

手渡したい」と小野寺さんにお願い致しました。あの

時は現地も混乱して色々大変だったのを被災地に視

察に行った時に実感致しました。30人の子供たちが

高校を卒業するまでにかかる4,800万円という金額を

集める為に、毎週500円ずつ集める提案をしましたが、

はじめはうまくいかず、幹事などに足りない分はガバ

ナーがもたないといけないと脅されました（笑）結果、

全額集まりましたが色々大変でした。

司会▶▶地区の目標など6つ挙げていらっしゃいます

が、沢山達成されていますよね。その中の高校生支

援で、甲子園に出場を果たした、仙台育英高校の球

児の中に孤児がいました。両親は他界し、お祖父さ

んの所から高校に通い、甲子園で3番打者として活躍

しました。1回戦で負けてしまったのですが、千田さ

んの応援が陰でありました。

千田 ▶▶地区と地区との交流では、抽選の結果、名

古屋クラブと奥三河クラブがメークアップする事にな

り、中日新聞の大島さんから「千田さん、えらいこと

になった！」と電話で心配を頂くほど、離れた地区の

クラブが交流することとなりましたが、その交流は2

～３年続けることができました。

司 会 ▶▶千田パストガバナーありがとうござました。

続いて、2013年度ガバナー田中正規パストガバナー

お願い致します。

田中▶▶会長になっ

ても知らないことば

かりで、地区に入っ

て改めて、凄い！と

驚くことばかりでし

た。ノミニーとして、

「お前また来たか！」

と言われるほどしつ

こく千田さんの後に

くっついて見聞きしている間に分かることがありまし

た。それは、ロータリーでは“はい”と“YES”しかな

いということです。「やろうよ！」と言った事は情報を

集めてやらないといけない、それが皆が前を向く事、

止めたらそれで終わり。私も思った事をとりあえず

やってみようと思いました。ある時、公共イメージの

コーディネーター「ロータリーの友」編集長の二神さ

んとお話しする機会があり、その時の話題から、地区

全体でやれるフェスタ、日本で初めてのロータリーの

ワールドフェスタを開催しよう！と私は思いました。皆

さんの協力のもと、思った以上に素晴らしいフェスタ

を開催できました。その後、近藤さんが形を作ってく

ださり、日本のロータリーでできました。そのきっかけ

に少しでもなれたのが良かったと思います。最後に、

任期の終盤に色 な々国に行きましたが、それが楽しい

思い出になっています。

司会▶▶どんなところに行かれましたか？

田中▶▶ベトナム、タイ、フィリピンは2回、隠れてモン

ゴル。つい最近はラオスに行きました。皆さんの友情

の支えもあり、色々な国へ行くことができ、非常に充

実した年度だったと思います。もう１つ印象的な出来

事として、同期のガバナーがEクラブを教えてくれた

事です。会費も安く、例会をホームページで行えるEク

ラブは、若い人も多く、クラブのイメージを変えたクラ

ブで面白かったです。

司会 ▶▶やはりイベントをやらないと、テレビ局や新

聞社の方々はあまり来てくださらないですよね。

田中▶▶私がテレビ局等に行ったのは最初の挨拶ぐ

らいだけでしたが、色々な人を引っ張りだすことは良

いことだと思います。たまに顔を出すと、ロータリーは

こんなことをやっているのか…とロータリーの活動を

改めて知って頂けました。

司会 ▶▶はじめのうち、ロータリーのことはあまりPR

してはいけないと教えられたのですが…。

田中 ▶▶それで、公共イメージコーディネーター補佐

としてお話させて頂きました。

司会▶▶希望の風などはどうですか？

田中▶▶希望の風は私ではなく、田嶋さんが担当してい

ます。希望の風は今も続いていて素晴らしいと思います。

司 会 ▶▶ 学生さんの喜びの声や手紙を拝見すると

ロータリアンになって良かったとしみじみ思います。

クラブでもお弁当箱支援といって、お弁当箱に色 な々

ものを詰めて、被災者の方に送り、そのお礼に折り紙

の花やお手紙をいただいたりしました。田中パストガ

バナーありがとうございました。それでは、2014年度

のガバナー、近藤雄亮パストガバナーお願いいたしま

す。パストガバナーの年度のガバナー月信の7月号は

熱田神宮ですよね。

近 藤 ▶▶たまたまう

ちのクラブに熱田

神宮の宮司さんがお

られ、写真を使わせ

てくださいと頼み、

毎回、熱田神宮に関

連する何かの写真

を使わせて頂きまし

て、最初から最後ま

でシリーズで載せました。私の時のRI会長は、ゲイ

リーC.K.ホァンさんという台湾の方でした。彼の考え

方のベースになっていたのが「儒教・孔子の教えです。

ロータリーがSNSを含めデジタル化していく中、アナ

ログ的なものを大切にされる方で、そういったところ

に私も共感しました。彼は“ロータリーに輝きを”とい

うテーマと5つの強調事項、つまり、“地域社会でロー

タリーの存在感を高めること・会員増強・ポリオ撲

滅・クラブの強化・ロータリーデーの実施”で始めま

した。この強調事項は今でもずっと続いています。当

時の私にとって歴代ガバナーの皆さんは雲の上の存

在。ガバナーノミニーに指名される場に臨んだ時、近

寄りがたい雰囲気がありました。そのような思いから、

もう少し目線を下げてロータリアンの中に入りたい、

堅苦しいことはやめて、メークアップに来たメンバー

のような近い距離感で本当の姿を見たいという思い

から色々考え、計画を立てました。結果、例えば「単

独でガバナーの公式訪問を初めて受けました」とか

「親クラブと一緒だとなかなか本音で話すことがで

きない」といったような声を聞くことが出来ました。

司会▶▶ 確か近藤パストガバナーの時、クラブをまとめ

て回るのではなく、ひとつひとつ訪問されたのですよね。

近藤 ▶▶はい、地区内全84クラブを個別に公式訪問

をしました。メンバーの数が少ないクラブも多いクラ

ブも皆さん本当に一生懸命ロータリー活動をされて

いて、素晴らしいと感じました。色々大変な面もある

けれども、この地区のクラブは本当に良くやってくれ

ています。何でもそうなのですが、一旦外に出てみる

と、中では分からない事が見えてくる。素晴らしさが

良くわかる様になる。ゲイリーC.K.ホァンさんのアナ

ログ的思考というか、情といいますか、それが地方に

あるんじゃないかなと思います。私はロータリーとい

うのは、ひと言でいえば…感動、感動をシェアするこ

とだと思うのです。こういうことをずっと言って回った

わけです。いろんな理屈やロジックを立てても感動

がない。そういったものだったら誰もついて来ないし、

仮にその場でついて来ても後は知らないという形に

なってしまいます。感動があれば、自分も仲間に入り

たい、これぐらいのお金を出してもいいなという気持

ちになります。そういう風になっていくといいなと思い

ます。先ほど田中さんが「自分は人が色々言ったこと

を取り上げた」と仰ってました。その中の１つ、WFF

(ワールドフードふれ愛フェスタ)を引き継ぎ、我々の時

は最初からやろうと組織を作り取り組みました。そう

したら、タイミングよく、ゲイリーC.K.ホァンさんの強

調事項の１つ“ロータリーデーの実施”というのがあ

りました。当時のRI理事の北さんからも昨年第2760

地区のプレゼンを見たら素晴らしいことをやっている

ので、是非ロータリーデーをジャパンロータリーデー

愛知として実施をしてくれないかという話を頂きまし

た。シニアリーダーは自分がまとめるからお前は同期

ガバナーをまとめろという事になったのです。結局、

100人以上のシニアリーダーの方々がWFFに参加を

してくれました。田中さんが始めた事を2年目である
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程度形ができたかなと思います。

司 会 ▶▶ロータリー

デーというのは、その

時から始まったので

すか？

近藤 ▶▶そうです。ゲ

イリーC.K.ホァンさ

んが自分の強調事項

で提唱したのです。

世界中に、クラブ単

位でもいいし、地区単位でもいいし、あるいは国単位

でもいいから、とにかくやってくれと。私は各クラブ単

位で是非やって下さい。これはガバナー賞の対象に

します！とやったのです。地区単位ではせっかく田中

さんが地区の大きなイベントをやってくれたので、そ

れをジャパンロータリーデーに育てる決心をしました。

ゲイリーC.K.ホァンさんの強調事項、北RI理事の薦

めもあり、ちょうどタイミングが合ったのですね。それ

からもう1つ。“ロータリーは何だ？”とか陰で色々文

句を言う声もありますが、言いたいことがあるのなら、

RIには3年に1度開催される規定審議会というのがあ

るので、そこへ第2760地区から物申す！と、意見を出

したらいいんじゃないのか、その為の規定審議会で

すから。そして地区内クラブに立法案提出のお願い

をしました。地区の色々な問題を取り上げて会長さん

たちに諮る地区審議会と立法案審議委員会というの

を作り、片山先生、田嶋先生と相談しながら3人で地

区審議会規約を作りました。それが今実行されています。

司会 ▶▶もう１つ、IT委員会で地区で初めてHPを作

られたとか。

近藤 ▶▶ホームページは前からありました。尾本さん

が非常に熱心に取り組んでくれていました。地区で

形に出来たのは、いきなり出来たのではなくて、思い

とか色々な下準備があったからです。尾本さんの不

断の努力のお陰だと思っています。私のような者でも

ガバナーを務めることが出来たのはゲイリーC.K.ホァ

ンさんの「儒教・孔子の教えの下、アナログ思考でや

る」この理念があればこそです。また、片山先生がガ

バナーをお務めになられた時、ガバナー補佐としての

私をご指導して頂いたこと、その後も色 ご々指導を頂
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いたお陰と片山先生には大変感謝致しております。

計算で繋がっているのではなくて、情で繋がってい

る関係は素晴らしい力になると私は思います。

司会 ▶▶近藤パストガバナーありがとうございました。

では、2015年度のガバナーでいらっしゃいました加

藤陽一パストガバナーお願いします。

加 藤 ▶▶ 私の時は、

スリランカのK .R .

ラビンドランさんと

いう方がRI会長で

した。英語で“Be 

a gift to the world”

サンディエゴでの国

際協議会で“世界

へのプレゼントにな

ろう”と訳されましたが、はっきり言って何を仰ってい

るのか分かりませんでした。同期のガバナー連中とこ

れは何を言ってるのだ？？と色々話し、プレゼントは、

たぶん奉仕のことだろうなと、同期のガバナーとそう

解釈しようということになり、サンディエゴから帰って

きました。K.R.ラビンドランさんは、アジアの中でのは

じめてのスリランカの方ですから、どうもイメージが

湧かず、このRIテーマも皆さんにどうお伝えしようか

…とちょっと苦労しました。

司会 ▶▶加藤パストガバナーは、お父様もロータリア

ンだったのですね。

加藤 ▶▶そうです、親父も瀬戸クラブで会長をやって

いました。その頃、斎藤先生が仰っていた「原点回

帰」の話に感銘を受けました。最近ロータリーが原点

というか根本がわからなくなってきたのではないか…

という私自身の心情もあり、見直しをという意味で、

早速先生にお話しして了解を頂き、原点に帰りたいと

お話を申し上げて、ずっと講習をやったのです。

司会▶▶ガバナー時代、思い出に残ることを教えてく

ださい。

加藤 ▶▶田中さんの資料を基に34クラブ訪問いたし

ました。クラブとの交流、私自身の交流もそこそこや

らせて頂いたつもりでおります。WFFに関しては、田

中さんから近藤さんに受け継がれ、私の時はだんだ

ん形になってきました。私の時から企業協賛にも力を

入れて、600万か800万円を頂戴し、去年が1,000万円

くらいでした。ロータリーを世間に広めるという意味

もあり、だんだん大きくなっています。特にエンドポリ

オに関しては、売り上げもだいぶ上がってきています。

たまたま国際奉仕委員会の方と一緒にVTTでインド

ネシアに行く機会があり、ジャカルタの劣悪な環境に

いる子どもたちを訪ねました。学校も行けず勉強もで

きないヒンズー系の子供たちを援助していたのは、イ

ンドネシアの方達。この出会いを機に私たちもやって

いこう！と、ポリオ500万円、あと400万円プラス地区

のクラブから拠出されたお金を使って、やり始めたの

です。ぼちぼち卒業しないとと思っているのですが、

今もWFFの実行委員長をやらせて頂いております。

WFFを通じて、ロータリーは世間に、そして日本中に

広がったのではないかと思っております。ガバナーと

して小難しいことはやった覚えはありませんが、

WFFが私にとっては一番の思い出かなと思っています。

司会▶▶やはりそういう努力があって、いろんな学生さ

んの支援などが出来るのですね。先ほど、千田パストガ

バナーの時にお話した、仙台育英高校の千田君の記

事は加藤パストガバナーの時の月信9月号に出ておりま

して、「花巻東高硬式野球部の千田京平君、亡き母と

「再会」信じ」という風に書いてありました。加藤パス

トガバナーありがとうございました。それでは、2016年

度ガバナー、服部良男パストガバナーお願いします。

服 部 ▶▶ 2 0 1 6年度はジョン・ジャームRI会長の

“Rotary Serving Humanity”というRIテーマでス

タートしました。丁度この年はロータリー財団100周年

という記念すべき年。100年前にアトランタで開催し

た国際大会を100年後にもう一度アトランタで！という

大きなテーマがありました。もう１つのテーマは、RI

の戦略計画を当地区にどのように持ってくるか。当地

区にはRIの戦略計画がありませんでした。従って当

地区の良いところと課題を分析し、良いところは、そ

のまま伸ばし、課題に関しては戦略計画を立て持続

可能にすることがテーマでした。一番の基本は、10

年後もこの地区が輝き続けるために1年間何をすれ

ばいいのかという事です。そこでまず、地区の戦略を

作るため戦略計画委員会を作りました。そしてもう１

つ、広報、ITを一緒にして、公共イメージ向上委員会

を設立させ、戦略計

画の中でも大きな部

分であるロータリー

の認知度と公共イ

メージの向上を図り

ました。それからも

う１つ。研修委員会

を再度新設し、その

下にRI実行委員会

を分けて、研修をさせて頂きました。これが大きな地

区に対する戦略計画です。あとは、地区としての財団

の取り組みがしっかりしていた為、未来の夢計画に

始まる延長の100年を是非！ということで、大変高い

数字を掲げました。一人180ドルを財団に寄付し、結

果、目標を達成することができました。ジョン・ジャー

ムさんは、ポリオ、財団の経験が非常に深い方です。

そういう意味でも皆様方に大変感謝しております。ア

トランタで100周年を祝おう！をテーマにした大変忙

しい年でしたが、皆さんと一緒に色んなことをさせて

頂きました。深く感謝申し上げます。もうひとつ良かっ

た事は、2750地区と会員が良い競い合いをした結果、

最後に１つ新しいクラブが出来た事です。結果的に

34地区の中で一番多く会員が増えた事も皆さま方と

の１つの成果だったと考えています。

司会▶▶ 服部パストガバナーありがとうございました。

それでは、まだ記憶も新しい、2017年度ガバナー、神

野重行パストガバナーお願いします。

神野 ▶▶私がロータリーに入ったのは金沢東でした。

石川・富山地区の金沢ですが、2610地区のガバナー

という方がどういう存在か、ロータリアンとして全く意

識せずに6年いました。それで、名古屋に戻ってもう

一度名駅ロータリーに入った年が2008年7月。今考え

ますと片山ガバナーの年度で、2760地区で再入会し

ガバナーという存在があるということをはじめて知っ

たぐらいで、全く知らずに6年いたなという思いがしま

した。ガバナーの公式訪問は、西クラブと一緒に受

けていましたが、自分のクラブに来られたという感じ

が薄く、公式訪問に対してもあまり意識しておりませ

んでした。まして地区への出向や、ガバナー補佐を引

き受ける事も、クラブ幹事の経験もなく、ロータリー

の地区の動きも全く知らずにいた私が、いきなりガバ

ナーということで大変驚きました。なので、先輩たち

とはずいぶん感覚が違うと思っております。私は千田

パストガバナーには学生時代からご指導頂いており

ます。また、両親の関係で存じ上げている方ばかりで

す。しかし、ガバナーという意識で拝見したのは、私

がクラブ会長の時の田中ガバナーが初めてでした。

公式訪問の時にガバナーの存在を目の当たりにして、

凄い人なのだと思いました。親の西クラブと一緒だっ

たのですが、大きな先輩、親クラブでありながら、結

構ガバナーというのはビシビシ言われるなと。私ども

は子クラブにも関わらず、大変褒めて頂いて恐縮した

ものです。ガバナーは、凄い存在なのだということを

初めて肌で知りました。そんな頃です、私の高校の同

級生の近藤さんがガバナーをどうも引き受けるようだ

と話を聞いて、よくそんなことをやるな～と言ってし

まった覚えがあるのです。そういった中で、去年ガバ

ナーを引き受ける事となったのです。イアン H.S ライ

ズリーさんは“変化をもたらす”をテーマに、確か

ロータリーそのものが大きく変わったというお話をさ

れていたのを聞き、変化の時代だから、何かをやろう

と考えて出来ないだろうかと思いました。一番に思っ

たのは、ロータリーのイアン H.S ライズリーさんのこ

の言葉です。「ロータリーとは何か。何をしているのか

ということをもっと世の中に知らしめてほしい。」そこ

で、公共イメージ向上というものについて、自分がで

きる範囲でやってみようと思ったのです。1つはマスコ

ミや地域の皆さんへの働きかけ。もうひとつは、地区

ガバナーとロータリアンの距離感というのをできるだ

け縮めるという事を考えました。ガバナーは一般ロー

タリアンにとって遠い存在というか、私自身近寄りが

たい存在と思っていました。そこで、一年かけてクラ

ブの訪問以外にも、いろいろと接する機会をつくり、

距離を縮める試みをしたつもりです。服部さんは、地

区の戦略委員会で非常に改革的な事もやって下さい

ました。村井さんからはそんなに急にやっても無理な

んじゃないかとご心配頂きましたが、やっぱり自分な

りにやってもらいたいし、やってみたいということで、

全クラブに戦略委員会のような類のものを設置して

頂いたというのが、一番の私の思い出です。それから

もう１つ、諮問委員会で、先輩諸氏にお許しを頂き、

地区の体質の強化を図る取り組みを始めました。１つ

は、青少年対策の危機管理基金、これを1,000万円積

み立てさせて頂きました。それから、愛知県と防災協

定を結んで、地域の皆さんと一緒に勉強して、万が一

のときはどういった事ができるかということを考える

態勢を作らせて頂きました。これは先輩諸氏にも認

めて頂き、地区大会で結ぶことができました。

司会▶▶地区大会の思い出はいかがでしょう。

神野▶▶そうですね、

思い出がいっぱい

あるのですが、よも

や、D.K.リーさんが

来るとは想像もして

おらず、8月15日の

メールを開けてびっ

くり！片山パストガ

バナーがちょうど同

期だとの事でお願いできて本当に助かりました。大

先輩からも良くやったと言って頂いたのは先輩のおか

げです。今年は神奈川へ行かれるそうで、ガバナー

がとても焦っておられたと、村井さんから聞きました。

村井ガバナーから力になってあげてと言われて、気楽

に笑っていられるのが幸せです。最後に、６月の最後

にクロスプロモーションの青少年と学友の交流フェス

タ、これが出来たのも思い出です。ご出席の皆さんに

もいろいろ無理を申し上げました。それから、昨年度

だけになってしまったのですが、イアン H.S ライズリー

さんの植樹のお話につきましても、それぞれ分区やク

ラブで、個人的にもやって頂いたおかげで、8000本と

いう、一人一本の植樹目標を達成できました。「ガバ

ナーというのは言ったことを何でもできる」と言われ

たことをいい事に、先輩諸氏に無理を言い、それに

応えて頂いた事に感謝しております。WFFも晴れ男

で頑張ってくださいと言うだけで、今年度に相当資金

的余裕をもってお渡し出来ました。細かく言いますと

１時間では終わりませんが、これで終わりたいと思い

ます。ご指導頂いて、本当にありがとうございました。

司会 ▶▶ 神野パストガバナー、ありがとうございまし

た。こういった素晴らしいガバナーたちが10年間、努

力されたおかげで、第2760地区は本当にキラキラと

輝いていたのだと思います。どうもありがとうござい

ました。

司会▶▶片山先生いかがでしょう？

片山▶▶そうですね。ガバナーの視点というより私個

人の職業上の視点からのことを先に言いますと、そ

の頃地区大会での決議は大会決議と名付けられて、

ＲＩ会長・ＲＩ会長代理に感謝する。現ガバナーに感

謝する。地区大会ホストクラブに感謝するなど、決議

でなくても、ガバナーから口頭でお礼申し上げますと

言われれば済むことばかり。のどかな風景でした。そ

れまで、地区大会で審議・決議していた必要的決議

案件は、前年度の地区決算の承認、次年度地区大会

開催場所と日時の決定・承認くらいのことでした。そ

こで、ロータリーを法曹出のガバナーの目から見て、

地区大会の決議機関部分を整備しました。それは地

区大会における必要的決議案件の決議といわゆる大

会決議案と称していた案件とを区別し、必要決議案

件は各クラブの議決権票数を有する会長・幹事・副

会長等が出席する地区大会１日目に審議・決議し、

大会２日目にはその報告とし、大会決議案は１日目は

大会決議委員会からの決議案の内容の報告とし、大

会２日目の地区内全会員が参加する会議に大会決議

案を上程し採決するとしたことです。その年度の必要

的決議案件は、ガバナーノミニーの選出方法として指

名委員会方式の採択と指名委員会委員の選任の件・

2010年開催の規定審議会提出案件承認の件（当地

区初めての規定審議会提出案件）・ロータリー財団

未来の夢計画パイロット地区候補申請の件の3件で

した。現在においても、その流れが継続しているのは、

うれしいことです。それから、もう一つはガバナー選

任の地域的配慮のことです。パストガバナーの皆さん

が思っておられるでしょうが、全地区内、尾張も名古

屋も三河もどの地域にも一様にパストガバナーがでん

としておられ、しかも各分区にも元気なパストガバ

ナーがいることです。しかし、色 な々事情により、その

ようにはいかないのです。特に、分区でガバナー補佐

が分区内事業をする時あるいは分区内で事が起きた

時などに、どの分区にも、身近に相談ができるパスト

ガバナーが常にいるというのがいい訳です。地域の

関係では名古屋５・三河４・尾張３の比率で候補を選

任し、各地域内分区の順番は各地域関係のパストガ

バナーの相談によるという方針はできていますが、そ

れでも、地域の事情により万遍なく一様にとはいかな

いという実情ですね。その事情の一番大きいのが、う

ちのクラブの人数では、引き受けられませんという断

りです。その対処の１つの方法として、私のガバナー

年度に親子兄弟クラブにお願いして、監事・副幹事・

スタッフ等２人位ほどご協力をいただき、率先垂範し

た積もりです。偶然この時、近藤パストガバナーも西

名古屋担当のガバナー補佐で入って来られました。

司会▶▶だから先生の時は、他のクラブのスタッフが

5～6人入っていたのですね。

片山▶▶そうです。そういうことをやったのです。

加藤 ▶▶尾張3分区では大変申し訳ないと思っており

ます。去年ですが、南尾張分区でペケ、西尾張分区

でペケ、たまたま東尾張分区はその時にパストガバ

ナーが3人いらっしゃったのです。だから、僕を入れて

4人いたわけです。結局、尾張分区からしか出すとこ

ろがなくて、たまたま、犬山さんが今まで出していな

かったわけです。犬山が出るといったのでこれは良い

と安心していたら、委員会の前日に断ってきた。びっ

くりして田中先生にどうしよう…と。それで江南の福

田さんに急遽電話申し上げたら、「大丈夫だよ。うち

におるから」との返事。それでご本人と話をして、OK

ということになったのですが現役の会長さんなので

す。現役の会長さんは本来ダメなのです。それでRIの

方に問い合わせて、許可を得て伊藤さんがガバナーノ

ミニーに決まったのです。

片山▶▶だから、小さなクラブが一緒になって協力し

て出さねばね。

加藤 ▶▶ 今は東海と常滑なんかは出せます。しかる

べき人間もいます。今、片山先生が言われた小島先

生などもいるのですが、たまたま小島先生が病院を

建て替えて忙しいということだったのです。

司会▶▶できれば、9人で話し合うと盛り上がるような

テーマをあげて頂いてお話して頂けるとありがたいな

と思います。

神野 ▶▶これって、10年の思い出が皆さんにあります

よね。そして、これからの10年に向けての皆さんの期

待とか想いとか、この2つにしたらどうでしょうか?

田嶋 ▶▶地区大会のゲスト、会長代理を昔みたいに

自分たちで推薦させてもらえないかという意見が割

と今、いろんな地区から出ているじゃないですか？

神野 ▶▶ 出ていますね。全然来ると思ってなかった

D.K.リーさんが韓国から来られたし。

加藤 ▶▶ 僕の時も1か月前ですよ。それではなんとも

ならないですよ、こっちの準備も。だからもっと早く決

めてほしい。誰がどういう風に決めるかわからないで

すけどね。

田嶋 ▶▶大澤さんの時代までは地区が候補者を推薦

していたのですよね。

加藤 ▶▶ 要望は出せるけど、それに対しての返答もな

く、無視ですね。

田嶋 ▶▶ 私の時はRIが会長代理を呼ばなくていい。

お金がないのだから。協議会でもRIの職員がお金が

ないから来ない。日本の旅行者が行ったのだもん。ツ

アーが案内した人たちがその職員を代行してやって

いたのです。だから、日本事務局からは誰も行かない。

本当にひどい話です。

片山▶▶田島年度に同地区の中からRI会長代理を出

したのは意表を突いた人選でしたね。

神野▶▶それが最近全然でていない。

田嶋 ▶▶豊島さんから未だに言われます、あの時俺

はタダ働きだと。あの時、RIから地区で負担すること

はまかりならん、その代わり、会長代理で呼んだ場合

には一人いくら出すっていうような約束があったので

すが、一切払ってもらえなくて。こっちもすっかり忘れ

ちゃってましたが、日当も何もなく、未だに顔を合わ

すとそのことを言われます。

司会▶▶ 外国の方が来られると大変でしたよね。

加藤 ▶▶ 結局、通訳がいるでしょう。たまたま、米山

の子たちがやってくれたのですが、それからいろいろ

お話して頂くにしても、通訳を通すと時間が倍になっ

ちゃう。初めから文章を頂戴といって、文章をもらっ

たことはいいけど、読めないでしょう、だから、米山

の子に頼んで全部日本語に直してもらって、それをス

クリーンに投影して、それで通訳なしでやりましたけ

どね。しかも、決まったのが一カ月前でしょう。もう慌

てましたよね。

神野▶▶その教えを、D.K.リーさんの時には活かさせ

て頂いた部分もありますね。米山と福田君とか通訳

も含めて。

加藤 ▶▶日本のパストガバナーが来ていただくのが一

番いいですよね。

神野 ▶▶ D.K.リーさんは、みんな私の方を見ずにパ

ワーポイントを見る、だから、そういうのは嫌いだと

おっしゃって、以前のようなパワーポイントで出す事

ができなくて、30分でちゃんと収めるというのが、50

分以上になって、ちょっと大変でした。やっぱり国内

で来ていただくとありがたいですね。

司会 ▶▶あと、どうでしょう。一生懸命取り組んでい

らっしゃったWFF、これからどのようにして、あと何

年続けようかとかお思いでしょうか？

田中 ▶▶やれるかな？と思うんですよね。会場のこと

とか。

神野 ▶▶会場は大丈夫。エンゼル公園の方へ移します。

田中▶▶それならいいよね。できたら、日本の看板に

なるかもしれないから、少しずついいものに変えて

いっているから、同じものだとみんな飽きちゃうから

ね。近藤さんに頑張って頂いたよ。

神野▶▶ロータリーデー。

近藤 ▶▶タイミングでね。

神野▶▶こないだ、ジュディオングさんとご一緒したの

で、また確認して頼んでおきました。ポリオもう少しだ

から、楽しみですとおっしゃってました。

近 藤 ▶▶あれも、最初の仕掛人の福田さんが頑張っ

てくれて。ワールドフードでしょ、インターナショナル

で、フィリピンのロータリアンの参加者が多いのです

が、今では韓国、インドネシア、ネパール、パキスタン

からのロータリアンも加わり、ますますワールドになっ

ていて、そういう意味でなかなか大変ですが、少しず

つ変わりながらいいものに発展しているなと思います。

あれ、すごいよね、公共イメージアップにはね。

司 会 ▶▶やはり、イベントは少しずつ変化を求めて

やっていくのが良いですね。

千田 ▶▶名古屋ロータリーの福田君がはじめて来て、

私はこういう事をやりました、やりたいけどどうでしょ

う？そのような事を日本でやるのはどうだろうって提

案されました。その前に和合ロータリー。

田中▶▶ 和合の中でも、お金もそうなんですが、僕の

ところに泣きが入り、福田君がそれで和合をやめたら

西尾RCに入会したいと言っていましたが、和合の鷲

塚会長もやる気がでてきました。

実はその後ガバナーノミニーの指名に南尾張ができ

ない時に和合はどうだ？って聞いたのですが、事業

が重なりもう一年待ってくれと言われた。大きいクラ

ブだからやれないことではないと思うのですが。

司会▶▶結局、和合ロータリーと相乗りみたいになっ

たんでしょうか？

田中▶▶ちょうど、ワールドフードフェスタっていうの

は、そういったものが前の年にちょっと意見が出たん

だよね。千田さんの時に提案されたんだけど、実にな

らなくて、僕の時に同じように提案され、ちょうどその

日、公共イメージの先輩の方が、こういうのがあるけ

ど、プランもだいたいできてるし、勧誘もできてるから、

どうだろうと。和合でやりたいという話だったけど、

和合でやるなら名古屋市で、名古屋市でやるなら愛

知県全体でやろうよと、話がとんとん拍子に進んで。

それで、ほとんどいろんなところに声掛けて進めて、

すべてのクラブが協力するってことで何とかやれた。

全体2760地区でできたんじゃないかと思います。実

際に食べものの選択も良かったですもんね。ワールド

フードだから、名古屋でも珍しいものを作りたいって

ことで、地元のものはほとんど出さなかった。出店す

る方も初めてなのでリスクがあるのね。ただ最初の

公共イメージの費用もあり、なるべくテナント料を安く

して、あとは水道・施設費がちょっとかかるんだけど、

それも地区とかが応援してくれてやれたから良かった

けどね、お金の算段もできたから。でも、最初の250

万がなかったらちょっとやばかったかもね。

司会 ▶▶公共イメージのアップだけじゃなかったです

よね。

田中 ▶▶その中に、クロスプロモーションじゃないけ

ど、インターアクト、ローターアクト入れて、米山入れ

るっていうのは、最初から構想はありました。

司会 ▶▶近藤パストガバナーを始め、神野パストガバ

ナーにいたる歴代の方々が志を引き継いで下さいま

したね。

片山 ▶▶発案の福田さん、地区開催の決断と拡大の

田中・近藤両パストガバナー、承継・充実の加藤・服

部・神野の各パストガバナー、それに続く中心となる

実行委員会の委員長はじめ委員の面々、各分区のガ

バナー補佐はじめのロータリアン、インターアクトター

の応援等を得て当地区内外一丸となったポリオ撲滅

の募金等のイベント等々、当地区の一等地の真ん中

において、RI会長より日本ロータリーデーの名称まで

得て、当地区挙げての秋の恒例大奉仕活動事業に

なったことです。この十年を越えて長く語り継ぐべく

立てた記念碑と思います。

司会 ▶▶こうしたロータリークラブの取り組みが国の

行事にもなってますね？

片山 ▶▶そう、そう。思い出します。もう50年近くにな

るでしょうか、当地区豊橋のロータリークラブ（豊橋

北RC）から始まった5月30日を中心になされるごみゼ

ロ運動、地区の奉仕活動行事として日本に最たる行

事、日本全ロータリーばかりでなく、日本全国の環境

保全運動として定着しています。日本政府の提案に

より国連は毎年6月5日を国連環境の日と定め、日本

も同様環境の日と定めています。当地区は5月30日～

6月5日迄の1週間を強調するために、地区設定特別週

間として「環境保全週間」を設定することにしていま

すが、パストガバナーの皆さんは設定されましたかね。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーはインターアクトの活動

にも力入れていらっしゃいましたね。次世代を育てる

大切な活動ですね。

松前 ▶▶ 1987年に地区インターアクト委員となり、イン

ターアクトクラブの活動を推進しました。1990年には

地区インターアクト委員長となり、2760地区のインター

アクト活動で海外研修を始める事に致しました。毎年

夏休みにハワイ島に約30名を引率してホームステイを

行い大変喜ばれました。要望があった長野県のイン

ターアクトクラブも一緒のハワイ研修でした。各イン

タークラブより2名を選出、2ヵ月の勉強会の後、各地

域の高校の先生方が海外研修を推進して下さいまし

た。参加した部員からは、ハワイの研修でアメリカの

文化や語学研修が大変勉強になった、雄大なハワイ

の景色に感動した！と喜ばれ、毎年の実施を望む多く

の声があがりました。これを機に様々な高校でイン

ターアクトクラブが設立されましたが、愛知県立千種

高等学校、阿久比高等学校と進学校が参加して厚み

が増しました。その後、研修地はオーストラリアに変わ

りましたが、二十数回と継続し、発展している姿を見て、

海外研修に初めて取り組んだ私は感激しております。

司会▶▶田嶋パストガバナーは、公共イメージには何

が必要だと思われますか？

田嶋 ▶▶ 公共イメージって言うとついイベントに偏り

がちなんだけど、私がもっと強調しないといけないと

は思うのは、ロータリアンの質。もっと周知させるとか。

たまたま私はある俳句の結社に老人になって入って、

そこで仲間の人たちも会員になってもらったら、凄く

ロータリーに対する信頼っていうのをアピールしてく

れ、非常にまじめで、皆さんちゃんと実行してくれる。

約束したら実行してくれる。そういうロータリーの質

の良さをもっと知らせれば、会員増強もっと簡単にで

きると思うんです。

司会 ▶▶はじめに片山先生が俳句を読まれましたけ

ど、いろんなところで俳句のことを話されてますよね。

田嶋 ▶▶そういう面で公共イメージっていうのは、も

うちょっと補強しないといけないんじゃないかって気

がします。

田中 ▶▶そうするとクラブの中のロータリアンの質の

良さという原点に戻っちゃいますね。みんな集まって

フェスタをしたりするのにも、「ロータリアンの自覚」

とか、あんまり難しく言うとやめたってなっちゃう。

やっぱり、飴と鞭みたいに楽しいことがなければね。

田嶋 ▶▶クラブがいろんな人に働きかけて、ゲストで

呼んだりいろいろしないと、会員は増えないし、クラ

ブ会長が会員増強って言わないと絶対増えない。

やっぱりトップになる人が自覚してやらないといけな

いし、ガバナーとかガバナー補佐も会員増強って常に

言い続けないと会員は増えない。

司会 ▶▶どうなんでしょう、本音の話なんですが、日

本は女性ロータリアンが少ないですよね。心からもっ

と増えればよいと思っていらっしゃるのでしょうか？

田嶋 ▶▶私は増やしたいと思ってます。だって女性中

心で本来女性だけのクラブを作ろうとアイリスを作ろ

うと思ったんだけど、その話がたまたま東京の司葉子

さんの耳に入って、司葉子さんが盛田さんに、「女性

だけのクラブはダメよ。」って言ったものだから、盛

田さんも、「お前、まずいらしいよ、男入れよ」って。

結局、男性も入れたんだけど、やっぱり女性と男性を

比べると、女性の方が優秀。これはオフレコにしてほ

しいけど、完全に女性の方が質が高い。

司会 ▶▶私は名東ロータリークラブってところの初め

ての女性会員で、女性2人で一緒に入ったんですね。

絶対に1人はダメです。もうひとりがすぐ辞めてしまっ

たので、次に女性会員が入った時、とても気を使いま

した。私がいるからやめるみたいなことになったら大

変だと思って。なので、女性会員を入れられるなら

やっぱり複数から始められた方がいいと思います。

食事のスピードも違いますし、結構大変でした。

神野 ▶▶私も金沢東RCで女性2人に入ってもらった

んですけど、齢を重ねられた今でも頑張ってくれてま

す。今、女性の比率は1割かな、90、100人近くのうち

の9人です。

田 中 ▶▶ 都市は良いんですよ。経営者が多いから。

郊外は経営者が少ないんですよ。

千田▶▶女の人入れるには、男もいい男を入れないと

いけない。（笑）

司会▶▶いい女の人が入ってくると、けっこう男性がお

しゃれになる。出席率もよくなる。明るくなるし、いい

こともあります。だから、女性ロータリアンばっかり

じゃダメっていうのもわかるような気がします。

田中▶▶ 韓国にもあるね、女性だけのロータリアン。

田嶋 ▶▶日本もありますよ。

司会 ▶▶それでは、時間の関係で希望の風について

伺います。被災して消防士を目指す方などいろいろな

方がいるのですが、これはどのくらい続けようとお考

えですか？

近 藤 ▶▶ 基本的に田嶋年度の時に震災が起きて、

さっき田嶋さんも言われましたが、みんな最初、ガバ

ナー会を通して寄付したんだけど、そこから問題が出

て、寄付金を返せっていう地区と、使い道を考えてや

ろうという地区と分かれまして、その結果、10地区が

ファンドみたいにして、震災時にお腹の子も含めて、0

歳の子供が短大とか大学を出るまで奨学金を出そう

という話に決まりました。その時からずっとやっている

ので2011年から22年間のロングランです。だから私は

基本的に青少年奉仕事業じゃないかと思うんです。

千 田 ▶▶もしかして、そういうこともあるけれども、

やっぱり年はきっとかないといかんな、災害はどこか

でだんだんと出てくるし。

田嶋 ▶▶あのね、今ね、希望のファンドは資本金が4

億あるんです。地区が出した4億、それが減ってない

んです。毎年払うお金はその年度で寄付頂いたもの

で回っているんです。これをずっと続けてお金を貯め

ておいて、次の震災が起こった時にそれを拡大して

支援しようと言ってるのですが、ただ、希望の風を

作った時にいろいろ問題があって、ほんとにロータ

リーってこんなひどいこと言うかってことまで言われ

たのがあって、当時の人がまだ頑張っているわけ。8

年前の人がまだ頑張っているわけ。私は早くから近

藤さんにバトンタッチして、今度神野さんに。やっぱり

そうしないと長く続く組織は続かないよ。

神野 ▶▶でも、この前、2010年度組の皆さんが大いに反

省されながら、相当変えようという発言をされましたよ。

田嶋 ▶▶やっとですよ。私は最初から変えようと言っ

ているのに。

神野 ▶▶私が口火を切ったみたいだったんですけどね。

司会▶▶ 客観的に見ていると、さすがロータリアン、素

晴らしいことだなとしか思い浮かばなかったのですが。

田 嶋 ▶▶ いやー、ひどかったよ。集めたお金をガバ

ナーが山分けするとか、ありもしないようなことを言わ

れちゃって。あの時会長だった東京のガバナーは本当

に可哀想だった。集中的に叩かれたのがその人個人で。

神野 ▶▶ガバナー月信に昨日原稿を出し、今度載せ

てもらうことにしてあるので。こないだ僕はさっきの

ガバナーじゃないけど、わけわからず副委員長に代わ

れって言われて、代わったんですが、今おっしゃった

ように、あと正確には1億2千万です。私は2億と言っ

てるのですが、2億あれば33年までいけるのですよ、

今のペースで行くと。ただ、お話があったように、この

後ひょっとして大規模な、片親か両親がなくなっちゃ

うような震災があった時にそれをまた使えばいいじゃ

ないかと、何も正式名だけ変えればいいじゃないか

という声もあるし、今からエンディングを考えてやる

必要はないよっていう話にはなっているのです。で、

ルール・規則・制度が少しいい加減ってものも結構

あったので、この1年で相当変えて頂くっていうお題

いができ、さらに今年度の2580のガバナー会議長の

松坂さんも来てくれていたので、ガバナー会でも取り

上げてくれと。去年は17/34、今までに26/34地区が

この7年強の間に参加しているのですが、去年はちょ

うど半分の17ですね。あと17地区がほんの僅か、

さっきの1000円じゃないけど出してくれれば、十分に

やっていけれるし、もっと広い範囲でこういうことが

できるかもしれないという見方もあると思います。

田嶋 ▶▶だから、最初の人たちは変わって、どんどん

新しい人たちが新しい組織にしていけばいいんですよ。

片山▶▶財団になってる？

田嶋 ▶▶ 財団になってない。財団にすればいいよね。

明らかに公益性があるからね。

田中▶▶それで、米山とか同じような方向でもってい

けばね。

司会▶▶他に何か言い足らない事、こんなテーマなど

ございますか？お時間も少 と々なりました。

神野▶▶さっき私も地区の体制を変えた、強化したつ

もりだって申し上げたのですが、さっき片山先生が

おっしゃたように、ガバナー出せないと、千田さんみ

たいに2000万自分で出してもいいよって方は良いけ

ど、私もあとで気が付いたんですが、地区の予算を見

るとガバナーの活動経費みたいなのが、ほとんどな

いわけですよ。私は幸いクラブも支援してくれたから

よかったですが、小さいクラブからも平等に出しても

らおう、いい人を出してもらおうと思うと、そのあたり

を変えていかないとね。

司会▶▶そうですよね。

田嶋 ▶▶でも、実際ガバナー出してもお金なんてかか

らないよ、お金がかかるって言うのが信じらない。

神野 ▶▶ 事務局経費をガバナー事務所で持つでしょ。

それをクラブで結構持たないといけない。

田嶋 ▶▶ 事務局経費だって、ノミニー時代の事務局経

費がガバナーの負担になるだけであって、あとは間に

合いますよ。今度からノミニーも経費が出るようになっ

たでしょう、だから、ほとんどお金なんかかからないよ。

近藤 ▶▶片山先生がガバナーを務められた時に地区

副幹事、スタッフを親クラブ、兄弟クラブから出して

欲しいという依頼があり、私も地区副幹事で出向し

たんですが、あれも1つの手だと思うんですね。今も

松坂さんの話が出ましたけど、第2580地区全体の事

は分かりませんが、ガバナーと地区幹事と地区副幹

事が違うクラブに所属しているんですね。神野さんと、

ここの地区ではそんなこと考えられないなと話してい

たのですが、そういう地区も実際あるんです。だから、

もう少し実態を調べていくと意外とガバナーと他の

人達が違うクラブ、つまり、本当に地区で優秀な人達

を引っ張ってくるっていうんですかね、基本的にはそ

うだと思うんだけど、今本人だけじゃなくってクラブが

後押ししないといけないというルールがありますよね。

だから、さっきの加藤さんじゃないけど、実際、有能な

人はいるけど、クラブが駄目って言ったらガバナーに

なれないので、そのあたりの仕組みっていうか、考え

方をかえなければいけないかもしれないですね。それ

で、私も有能な人がガバナーになって、それを取り巻く

地区幹事とか地区副幹事がまた優秀な人が出てくる。

優秀というか、やる気というか、非常に前向きというの

ですかね。すごいですよね、第2580地区というのは。

田 嶋 ▶▶すごい成功しているんですよね。若いガバ

ナーが出るようになって。

千田 ▶▶ただ、その地区の人がやってくれないといか

んよね。パストガバナーがちゃんと責任もって、バック

アップとか出すのも。

田嶋 ▶▶クラブで潰しちゃう。早く名前が出ると潰し

ちゃうんだよ。

田中▶▶でも、クラブの推薦がないと困るよね。

司会▶▶そりゃそうですよね。でも、小さいクラブが2

つでガバナーを出すっていうのはどうなんでしょうね。

神野 ▶▶どっちも小さければ難しいと思いますよ。ガ

バナー補佐の選出の仕方も結構大きな課題になって

ると思うんですよね。

田中 ▶▶ 他の地区と違うね。他の地区はガバナーが

推薦して組織作っちゃうもんね。

千田 ▶▶ガバナー補佐ってもうちょっと、ガバナーの

意向が反映するようにすると楽だわな。各地区からき

て、その人にいろいろお願いしないといけないし。

神野▶▶でも、それはね、4、5年かかりますよ。

司会▶▶ 時間も来ましたので、そろそろ締めを・・。平

成最後の10年間の最初のパストガバナーとして、片山

パストガバナー、10年を総括していただけますか。

片山 ▶▶それは少々荷が重いので、私の独断の感想

4点ほど述べさせていただきます。1つ目ですが、現在

までの30年間を振り返りますと、ちょうど平成30年間

とほぼ重なっています。この30年間を10年ごとに3分

割してロータリーの変化を見てみますと、平成10年ま

でロータリーは右肩上がりでした。しかし、平成後半

の20年間は右肩下がりで受難の時期でした。そのよ

うな中、RIは職業保持の原点を外し、会員に会員増

強と寄付・年会費の増強を絶えず求め、遂には職業

奉仕を事実上5大奉仕部門から下ろし、社会奉仕部

門に合流させるという話も聞き、私のガバナー年度の

地区方針でもあった「持続可能な前進」のまさに逆

を行っているように感じられました。2つ目は、斎藤直

美（豊田RC）2006年度パストガバナーを2016年度・

2017年度のRI理事として当地区から初めて輩出した

という、2760地区ロータリー愛知85にとって重要な

出来事がありました。当地区の将来にとって、計り知

れない啓蒙的な影響をもたらし、永く記憶されるべ

き出来事だと思われます。それ以外にも、5年ほど前

に名古屋から始まり、年々盛大に開催されている

WFF、50年前に豊橋から始まり、定着したゴミゼロ

運動、この2つの奉仕活動を一対として春期・秋期の

2大奉仕イベントとして将来に受け継がれるようにし

なければならないと思います。3つ目として、反対に残

念なのがポリオ撲滅運動のことです。1987年に当地

区でポリオプラスというプログラムが採り上げられ、

委員会が設置されました。私の年度に、ポリオ撲滅

の為に今後3年間に同額の寄付を提出することを条

件にゲイツ財団から1億ドルを受け取り、全会員に寄

付を再度求めてきました。しかし、最初の同額寄付か

ら10年経った現在でもその決着がついておりません。

いずれ数年のうちに撲滅宣言が出せると信じていま

すが、次の10年に申し送りをしなければならない事

は、私にとって本当に忍びない事です。4つ目は、ロー

タリーの組織・権限の問題です。組織は大きくなれ

ばなるほど、権限の集中が必要です。しかし、ロータ

リーの基礎は、クラブとその会員が底辺にあり、地域

と密着したクラブの独立自存があればこそです。RI

は権限の一部をガバナーあるいは地区に、ガバナー

はガバナー補佐に委任・譲渡する事が必要ではない

かと思います。私もガバナー補佐に一部権限委譲・ガ

バナー補佐の推薦事項・分区運営要領などを地区便

覧に記載し、口頭でも定着を推奨しました。しかし、

ガバナーは単年度官なのでなかなか難しく、本来は

地区大会で出来ると良いのですが、それも難しい問

題があります。近藤年度に「地区審議会」が活動でき

るようになりましたので今後は地区審議会を活用し、

大いに議論したいと思っています。

司会▶▶貴重なお話ありがとうございました。大変勉

強になりました。

[司会] 津川 聖子

座
談
会

司会▶▶本日はお忙しい中、誠にありがとうございま

す。この座談会は2008年～2017年の10年間の中でガ

バナーをお務めになった皆様にご参加頂きました。

担当された年度の順に、取り組まれた事や課題など

について忌憚のないご意見を伺いたいと思います。貴

重なご意見からこれからの10年に向けての指針が見

えてくるかと存じます。それでは、まず2008年から

2009年度のガバナー、片山パストガバナーからお願

い致します。

片 山 ▶▶ RI会長の

テーマ“夢をかたち

に”それを受けて、

私の方は“持続可

能な前進！”という

地区方針で、サブと

して“ロータリーに

心を”という歌を作

りました。読んだ人

からは、とても良い歌だと好評を頂きました。“ロータ

リーに心を注ぎ　ロータリーに心を開く　ロータリー

を心に受け止め　ロータリーを心に住まわす　ロー

タリーの心をみんなで考え　ロータリーの心を静か

に思う　ロータリーの心は我等の心　ロータリーの

心は世界の心”という内容をテーマにした歌でした。

司会▶▶歌を通すとロータリーの理念が心にスーッと

入ってきますね。ところで、地区大会の時、私も関係

者だったのですが、ゲストは小泉純一郎さんでしたね。

片山 ▶▶ 名古屋名東クラブさんのお世話で、小泉さ

んに来て頂いたからあれだけの会員が地区大会に集

まってくれました。

司会▶▶本当に多くの会員が参加されましたね。

片山▶▶大いに盛り上がり良かったです。

司会 ▶▶この地区大会は悲しい出来事があり、片山

パストガバナーも心を痛められた事でしょう。

片山 ▶▶忘れもしません、RI会長代理とロータリー

ミーティングの特別講演のためお越し頂くことになっ

ていた佐藤千壽さん（東京東RC）の突然の訃報です。

地区大会の4週間くらい前に2回ほど東京でお目にか

かりました。当時佐藤さんは90歳でこれからヨーロッ

パ旅行に行くと伺い、「元気で行って来てください

ね」と、笑顔で挨拶を交わしました。ところが、地区

大会の20日くらい前、突然訃報が入りました。クルー

ズの最中にドクターがいなくて助からなかったとお聞

きしました。ロータリーミーティングの特別講演は、そ

の講演原稿が親友の圡屋亮平パストガバナー（松戸

RC）に託され、圡屋さんが代読されました。今でも忘

れられない出来事でした。

司会▶▶また、ロータリー愛知81にちなんでの昼食会

は皆さんに喜ばれましたね。

片山▶▶そうですね。公式訪問に行く多くのクラブで、

古参会員の方々が心なしか、さみしいお顔をしておら

れるのを見かけるものですから、この機会にと思って

第１日目のRI会長代理を囲む昼食会に招待した訳で

す。「ロータリー愛知81」にちなんでと言われるのは、

RIが事務的に当地区に付けた名称は「RI第2760地

区」ですが、私は当初より当地区が胸を張って自称

できる当地区の名前を「ロータリー愛知81」としまし

た。この名前を、ガバナー月信をその巻頭言として発

行した地区誌にも使いました。これは地区の機関誌

の役割と地区内各クラブ間の親睦誌の役割を担う双

方向の雑誌です。81という数字はその年度の当地区

全クラブの数です。招待しました古参会員の年が81

歳以上というのは、これ未満の歳では、該当者が多

過ぎてこの81を借りたのです。

司会 ▶▶ロータリーの方は若 し々いので81歳以上の

会員の皆様が元気に沢山お越し下さいました。片山

パストガバナーありがとうございました。次は2009年

大澤年度ですが大澤輝秀パストガバナー（豊川RC）

は、平成16年９月に逝去されています。ご冥福をお祈

り申し上げます。それでは、続きまして、クールビズを

提唱されました、２010年から2011年度のガバナー、

田嶋パストガバナー、お願い致します。

田 嶋 ▶▶ 私の時の

RI会長は、レイ・ク

リンギンスミスさん

というアメリカの方

でした。会長のテー

マは“地域を育み、

大陸をつなぐ”でし

た。私の年度の特

徴は3つあります。1

つは、ロータリー財団のフューチャービジョンが始

まった年です。当地区がパイロット地区になっていま

した。もう1つは、戦略計画ストラテージックプランを

日本では「長期計画」と訳していましたが、試行錯誤

を経て、今の戦略計画という名称に変更し、始まりま

した。最後の１つは東日本大地震が起きた年という

ことです。

司会▶▶あの東日本大地震が起きた年ですね。

田嶋 ▶▶最初は未来の夢計画という名前で始まっ

たのですが、夢という表現に異論も多く、協議を重

ねた末、フューチャービジョンという名前になりまし

た。私の頃は、RIの表現をアメリカはアメリカで直し、

日本は日本で直すスタイルで、日本流は受け入れやす

い表現に変えているのではないか？という指摘も多く、

本場アメリカの表現に戻したということです。フュー

チャービジョンでは、新しい地区補助金について皆さ

んのご理解を頂き、いかに活用して頂くかということ

を一番大きな目標としていました。

司会▶▶ 確かに日本語に直すと本来の意味が曖昧に

なる場合もありますね。また、医療支援にも熱心に取

り組まれてましたね。

田嶋 ▶▶ 深谷地区財団委員長と一生懸命取り組んだ

のが、グローバル補助金を使った医療支援です。アメ

リカのヒューストンと交流したのが当地区の医療支援

の始まりで、しかも、グローバル補助金を使った医療

支援というのは、当時本当にまれで、この地区の大き

な成果の1つだったと思います。それから、戦略計画

については、公式訪問でお話してもほとんど何も知ら

ない人ばかりという状況の中で、いかに皆さんに存在

を知って頂くかが課題でした。

司会 ▶▶そして、この年度は日本は未曾有の出来事

がありました。

田嶋 ▶▶そうです、東日本大地震が1番の問題でした。

地区としてはいずれも1人1,000円以上という形で1次

支援、2次支援を行いました。諮問委員会では1,000

円では金額が少ないんじゃないのか？という意見も出

ましたが、会員の皆様が企業でも多額の義援金を出

されて、個人でもロータリー以外に寄付されている事

を考えて出した金額という趣旨を説明し、この金額で

やりましょうということになりました。最初、2,000万

円ほど集まり、希望の風奨学金に全額協賛致しまし

た。２次支援では宮城岩手の地区と千葉県の地区と

もう１か所に配分致しました。その他、ヘリコプター

の支援も致しました。これは、地区大会をやって頂い

た「あまクラブ」が余った1,000万円を地区に返却して

くれたので、そのままヘリコプターの支援金に使いま

した。孤立した所に食料を運んだり、薬を運んだり、

１ヵ月くらい活用されました。それでもまだ余りが出て

いたので、軽トラックを買いたいという支援組織に活

用致しました。

司会 ▶▶田嶋パストガバナーありがとうございました。

東日本大地震が起きてからのガバナーの取り組み方

は、本当に心を打たれるものがありました。それでは、

引き続き、松前パストガバナーお願い致します。松前

パストガバナーは、2011年から2012年までガバナーを

お努めになりました。震災後の大変な年でしたが、

ロータリークラブの力、絆の強さを再認識されたので

はないでしょうか。RC会員歴が半世紀以上と伺いま

した。色 な々思い出がおありかと存じます。

松前 ▶▶ 私は、1967年に一宮北RCに35才で入会し、

この50年間で、1990年には一宮中央RCの初代会長

として設立に尽力

出来たこと、そして、

2011年～2012年に

は2760地区のガバ

ナーとしてお務めが

出来た事を嬉しく思

います。

司会 ▶▶ 松前パスト

ガバナーのご経歴

を伺いますとすべてに「初」が付き、意欲的な取り組

みが伝わって参ります。2760地区にロータリー・リー

ダーシップ研究委員会（RLI）を導入されたのも初め

ての試みでしたね。

松 前 ▶▶ ロータリー・リーダーシップ研究委員会

（RLI）は新会員と未来のクラブリーダーの研修の

ためにアメリカで草の根運動として開発されたプログ

ラムです。日本でも各地区で急速に採用されつつあり、

双方向性とディスカッションリーダーDLに特徴があり

ます。私がガバナーに就任して最初の諮問委員会で

導入を諮り、認められて誕生しました。全国では6番

目の導入でしたが、RLIはまだ馴染のない時代でした。

ロータリー・リーダーシップ研究会の目的は、ロータ

リーの理解を深め、クラブを活性化すること。目的達

成の為に、日本では15地区でRLIの研修が行われ、

成果が上がっています。講義による教育ではなくディ

スカッション方式でリーダーの知識、考え方、創造性

を引き出します。

司会▶▶ 埼玉の中村先生には私も熱心にご指導を頂

きました。度々お越し頂いていますね。

松前 ▶▶ 2760地区は中村靖治国際ロータリー研修

リーダーが熱心にご指導下さり、地区研修の方が真

剣に勉強された結果、多数の方がディスカッション

リーダーになっています。私もガバナーエレクトの時、

妻久子とアメリカ・サンディエゴで1週間、コの字型の

RLI方式で飛び交う質問に、絞られました。現在

2760地区ではこのRLI方式に磨きをかけ改善し、有

用な研修として成果を上げていると聞いております。

この研修でロータリーへの理解が深まり、クラブが

活性化することが期待されます。ロータリーをより理

解し、ロータリーを心から愛するロータリアンが増え、

今後の100年もロータリーが益々発展する事を願って

おります。

司会▶▶ 4430地区ブラジルを訪問されましたね。

松前 ▶▶ 1988年度以降永く中断していた研究グルー

プ交換GSEを1997年度犬飼パストガバナーが再開さ

れ､私が委員長に任命され、当時の犬飼ガバナー、

片山地区幹事（片山パストガバナー）と総勢10名で

GSE研究グループの派遣先であるブラジル4430地区

を激励訪問いたしました。懐かしい思い出です。ちょ

うどこの年は、ブラジルへの移民90周年という節目

の年でした。そこで、各クラブから寄付された書籍１

トンを船便で送りました。この訪問はブラジル日本文

化協会に寄付する贈呈式もかねていたのです。24時

間を費やし、一行がサンパウロ空港に降り立ったのが、

5月13日早朝4時30分。訪問先クラブの会長や多くの

方々に迎えられてホテルに向かいましたが、GSE研究

生として来ていたサンパウロ軍事警察大尉ルイス君

の装甲車に前後を守られ、赤色灯を回転しながらの

移動。ガバナー一行への配慮に感謝しております。

司会▶▶疲れも飛んでしまう歓迎ぶり、嬉しいですね。

他でも熱いもてなしを受けたそうですね。

松前 ▶▶ 仮眠の後、日本人街に例会場を持つ日系ク

ラブ会員の多いリベルターデRCを訪問し、熱い歓迎

を受けました。その後文化協会に赴き、日本文化協

会山内会長に犬飼ガバナーから図書一式贈呈の目

録が渡されました。翌日は、サンパウロ・レステRCを

訪問しここでも熱い歓迎を受け、4430地区大会会場

に移動し、前夜祭を楽しみました。当時の4430地区

ガバナーは日系2世のKazuhiro Moriガバナーでした。

大会当日、我々一行は日本国旗を振りながら入場。大

きな拍手を今も覚えています。各クラブが順に旗を掲

げて入場行進する姿にも力強い息吹を感じました。

翌日はMoriガバナーよりレセプションに招かれ、一連

の行事終了の安堵感もあり、とても和やかな時間を

過ごしたことを鮮明に覚えています。その後、イグア

スの滝観光に向かいました。ブラジルとアルゼンチン

にまたがる落差80M、幅4キロの景観は圧巻でした。

最終日は、リオデジャネイロにも足を延ばしました。

2016年のリオ・オリンピックでコルコバードのキリスト

像が映し出されるたびにブラジル訪問を思い出して

おりました。往復2日間以上という10日間はハードで

したが、ブラジル訪問は実り多く思い出深い旅のひと

つとなりました。

司会▶▶そういえば、松前パストガバナーはある数字

に深いご縁があるそうですね

松前 ▶▶私は母校の大阪歯科大学の学籍番号が22

番でした。そして、一宮北RCの22代目の会長を務め

ました。ガバナーセミナーに指名されたのが2009年3

月22日でした。第2760地区の第22回インターアクト大

会に出席し挨拶の機会を頂きました。インターアクト

クラブは私の心の故郷であります。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーありがとうございました。

それでは、2012年から2013年度のガバナーでいらっ

しゃいました、千田毅パストガバナー、お願い致します。

千 田 ▶▶ 私の時は、

たまたま幸いなこと

に国際ロータリー

会長が田中作次さ

んで、R Iテーマが

“Peace Through 

Service 奉仕を通

じて平和を”でした。

司 会 ▶▶ 田中作次

RI会長との思い出で印象に残っている事は何でしょうか。

千田 ▶▶一番の思い出は、ロータリーの世界大会の

時のことです。ガバナー会をやろうという事になりま

したが、一番の問題は田中RI会長が参加してくれる

かどうかでした。そこで、全権を握っているRI秘書の

ベティさんという女性に交渉したのですが、直前まで

参加が不明のまま…。ところが、当日、田中RI会長が

来られて、皆びっくり！しかも、財団委員長なども連れ

てお越こしになったので、椅子が足りずバタバタと大

慌てして準備したのが印象に残っています。私共は

150人くらいで参加しましたが、田中RI会長は感激し、

喜んでお帰りになられました。また、同期のガバナー

が年1回集まって日本各地を廻るのですが、3回目の

時に田中RI会長が、「2012年度の会だから私も参加

する」と言われ、その会費を求めたところ、「これぞ

ロータリー」と言って、喜んで払って下さいました。

司会 ▶▶千田さんがガバナーになられた年は、震災

の翌年でしたね。

千田 ▶▶そうです、大震災の翌年でした。1月の研修

会で行った、カナダのトロントの方に一緒にやろうと

声をかけていただき、VTTの時に参加して頂きまし

た。その時、たまたま隣に座っていたのが、2750地区

の宮城・岩手の小野寺さんでした。その際、「お金を

集めるのは誰でもできる、我々はちゃんと震災孤児に

手渡したい」と小野寺さんにお願い致しました。あの

時は現地も混乱して色々大変だったのを被災地に視

察に行った時に実感致しました。30人の子供たちが

高校を卒業するまでにかかる4,800万円という金額を

集める為に、毎週500円ずつ集める提案をしましたが、

はじめはうまくいかず、幹事などに足りない分はガバ

ナーがもたないといけないと脅されました（笑）結果、

全額集まりましたが色々大変でした。

司会▶▶地区の目標など6つ挙げていらっしゃいます

が、沢山達成されていますよね。その中の高校生支

援で、甲子園に出場を果たした、仙台育英高校の球

児の中に孤児がいました。両親は他界し、お祖父さ

んの所から高校に通い、甲子園で3番打者として活躍

しました。1回戦で負けてしまったのですが、千田さ

んの応援が陰でありました。

千田 ▶▶地区と地区との交流では、抽選の結果、名

古屋クラブと奥三河クラブがメークアップする事にな

り、中日新聞の大島さんから「千田さん、えらいこと

になった！」と電話で心配を頂くほど、離れた地区の

クラブが交流することとなりましたが、その交流は2

～３年続けることができました。

司 会 ▶▶千田パストガバナーありがとうござました。

続いて、2013年度ガバナー田中正規パストガバナー

お願い致します。

田中▶▶会長になっ

ても知らないことば

かりで、地区に入っ

て改めて、凄い！と

驚くことばかりでし

た。ノミニーとして、

「お前また来たか！」

と言われるほどしつ

こく千田さんの後に

くっついて見聞きしている間に分かることがありまし

た。それは、ロータリーでは“はい”と“YES”しかな

いということです。「やろうよ！」と言った事は情報を

集めてやらないといけない、それが皆が前を向く事、

止めたらそれで終わり。私も思った事をとりあえず

やってみようと思いました。ある時、公共イメージの

コーディネーター「ロータリーの友」編集長の二神さ

んとお話しする機会があり、その時の話題から、地区

全体でやれるフェスタ、日本で初めてのロータリーの

ワールドフェスタを開催しよう！と私は思いました。皆

さんの協力のもと、思った以上に素晴らしいフェスタ

を開催できました。その後、近藤さんが形を作ってく

ださり、日本のロータリーでできました。そのきっかけ

に少しでもなれたのが良かったと思います。最後に、

任期の終盤に色 な々国に行きましたが、それが楽しい

思い出になっています。

司会▶▶どんなところに行かれましたか？

田中▶▶ベトナム、タイ、フィリピンは2回、隠れてモン

ゴル。つい最近はラオスに行きました。皆さんの友情

の支えもあり、色々な国へ行くことができ、非常に充

実した年度だったと思います。もう１つ印象的な出来

事として、同期のガバナーがEクラブを教えてくれた

事です。会費も安く、例会をホームページで行えるEク

ラブは、若い人も多く、クラブのイメージを変えたクラ

ブで面白かったです。

司会 ▶▶やはりイベントをやらないと、テレビ局や新

聞社の方々はあまり来てくださらないですよね。

田中▶▶私がテレビ局等に行ったのは最初の挨拶ぐ

らいだけでしたが、色々な人を引っ張りだすことは良

いことだと思います。たまに顔を出すと、ロータリーは

こんなことをやっているのか…とロータリーの活動を

改めて知って頂けました。

司会 ▶▶はじめのうち、ロータリーのことはあまりPR

してはいけないと教えられたのですが…。

田中 ▶▶それで、公共イメージコーディネーター補佐

としてお話させて頂きました。

司会▶▶希望の風などはどうですか？

田中▶▶希望の風は私ではなく、田嶋さんが担当してい

ます。希望の風は今も続いていて素晴らしいと思います。

司 会 ▶▶ 学生さんの喜びの声や手紙を拝見すると

ロータリアンになって良かったとしみじみ思います。

クラブでもお弁当箱支援といって、お弁当箱に色 な々

ものを詰めて、被災者の方に送り、そのお礼に折り紙

の花やお手紙をいただいたりしました。田中パストガ

バナーありがとうございました。それでは、2014年度

のガバナー、近藤雄亮パストガバナーお願いいたしま

す。パストガバナーの年度のガバナー月信の7月号は

熱田神宮ですよね。

近 藤 ▶▶たまたまう

ちのクラブに熱田

神宮の宮司さんがお

られ、写真を使わせ

てくださいと頼み、

毎回、熱田神宮に関

連する何かの写真

を使わせて頂きまし

て、最初から最後ま

でシリーズで載せました。私の時のRI会長は、ゲイ

リーC.K.ホァンさんという台湾の方でした。彼の考え

方のベースになっていたのが「儒教・孔子の教えです。

ロータリーがSNSを含めデジタル化していく中、アナ

ログ的なものを大切にされる方で、そういったところ

に私も共感しました。彼は“ロータリーに輝きを”とい

うテーマと5つの強調事項、つまり、“地域社会でロー

タリーの存在感を高めること・会員増強・ポリオ撲

滅・クラブの強化・ロータリーデーの実施”で始めま

した。この強調事項は今でもずっと続いています。当

時の私にとって歴代ガバナーの皆さんは雲の上の存

在。ガバナーノミニーに指名される場に臨んだ時、近

寄りがたい雰囲気がありました。そのような思いから、

もう少し目線を下げてロータリアンの中に入りたい、

堅苦しいことはやめて、メークアップに来たメンバー

のような近い距離感で本当の姿を見たいという思い

から色々考え、計画を立てました。結果、例えば「単

独でガバナーの公式訪問を初めて受けました」とか

「親クラブと一緒だとなかなか本音で話すことがで

きない」といったような声を聞くことが出来ました。

司会▶▶ 確か近藤パストガバナーの時、クラブをまとめ

て回るのではなく、ひとつひとつ訪問されたのですよね。

近藤 ▶▶はい、地区内全84クラブを個別に公式訪問

をしました。メンバーの数が少ないクラブも多いクラ

ブも皆さん本当に一生懸命ロータリー活動をされて

いて、素晴らしいと感じました。色々大変な面もある

けれども、この地区のクラブは本当に良くやってくれ

ています。何でもそうなのですが、一旦外に出てみる

と、中では分からない事が見えてくる。素晴らしさが

良くわかる様になる。ゲイリーC.K.ホァンさんのアナ

ログ的思考というか、情といいますか、それが地方に

あるんじゃないかなと思います。私はロータリーとい

うのは、ひと言でいえば…感動、感動をシェアするこ

とだと思うのです。こういうことをずっと言って回った

わけです。いろんな理屈やロジックを立てても感動

がない。そういったものだったら誰もついて来ないし、

仮にその場でついて来ても後は知らないという形に

なってしまいます。感動があれば、自分も仲間に入り

たい、これぐらいのお金を出してもいいなという気持

ちになります。そういう風になっていくといいなと思い

ます。先ほど田中さんが「自分は人が色々言ったこと

を取り上げた」と仰ってました。その中の１つ、WFF

(ワールドフードふれ愛フェスタ)を引き継ぎ、我々の時

は最初からやろうと組織を作り取り組みました。そう

したら、タイミングよく、ゲイリーC.K.ホァンさんの強

調事項の１つ“ロータリーデーの実施”というのがあ

りました。当時のRI理事の北さんからも昨年第2760

地区のプレゼンを見たら素晴らしいことをやっている

ので、是非ロータリーデーをジャパンロータリーデー

愛知として実施をしてくれないかという話を頂きまし

た。シニアリーダーは自分がまとめるからお前は同期

ガバナーをまとめろという事になったのです。結局、

100人以上のシニアリーダーの方々がWFFに参加を

してくれました。田中さんが始めた事を2年目である

程度形ができたかなと思います。

司 会 ▶▶ロータリー

デーというのは、その

時から始まったので

すか？

近藤 ▶▶そうです。ゲ

イリーC.K.ホァンさ

んが自分の強調事項

で提唱したのです。

世界中に、クラブ単

位でもいいし、地区単位でもいいし、あるいは国単位

でもいいから、とにかくやってくれと。私は各クラブ単

位で是非やって下さい。これはガバナー賞の対象に

します！とやったのです。地区単位ではせっかく田中

さんが地区の大きなイベントをやってくれたので、そ

れをジャパンロータリーデーに育てる決心をしました。

ゲイリーC.K.ホァンさんの強調事項、北RI理事の薦

めもあり、ちょうどタイミングが合ったのですね。それ

からもう1つ。“ロータリーは何だ？”とか陰で色々文

句を言う声もありますが、言いたいことがあるのなら、

RIには3年に1度開催される規定審議会というのがあ

るので、そこへ第2760地区から物申す！と、意見を出

したらいいんじゃないのか、その為の規定審議会で

すから。そして地区内クラブに立法案提出のお願い

をしました。地区の色々な問題を取り上げて会長さん

たちに諮る地区審議会と立法案審議委員会というの

を作り、片山先生、田嶋先生と相談しながら3人で地

区審議会規約を作りました。それが今実行されています。

司会 ▶▶もう１つ、IT委員会で地区で初めてHPを作

られたとか。

近藤 ▶▶ホームページは前からありました。尾本さん

が非常に熱心に取り組んでくれていました。地区で

形に出来たのは、いきなり出来たのではなくて、思い

とか色々な下準備があったからです。尾本さんの不

断の努力のお陰だと思っています。私のような者でも

ガバナーを務めることが出来たのはゲイリーC.K.ホァ

ンさんの「儒教・孔子の教えの下、アナログ思考でや

る」この理念があればこそです。また、片山先生がガ

バナーをお務めになられた時、ガバナー補佐としての

私をご指導して頂いたこと、その後も色 ご々指導を頂

いたお陰と片山先生には大変感謝致しております。

計算で繋がっているのではなくて、情で繋がってい

る関係は素晴らしい力になると私は思います。

司会 ▶▶近藤パストガバナーありがとうございました。

では、2015年度のガバナーでいらっしゃいました加

藤陽一パストガバナーお願いします。

加 藤 ▶▶ 私の時は、

スリランカのK .R .

ラビンドランさんと

いう方がRI会長で

した。英語で“Be 

a gift to the world”

サンディエゴでの国

際協議会で“世界

へのプレゼントにな

ろう”と訳されましたが、はっきり言って何を仰ってい

るのか分かりませんでした。同期のガバナー連中とこ

れは何を言ってるのだ？？と色々話し、プレゼントは、

たぶん奉仕のことだろうなと、同期のガバナーとそう

解釈しようということになり、サンディエゴから帰って

きました。K.R.ラビンドランさんは、アジアの中でのは

じめてのスリランカの方ですから、どうもイメージが

湧かず、このRIテーマも皆さんにどうお伝えしようか

…とちょっと苦労しました。

司会 ▶▶加藤パストガバナーは、お父様もロータリア

ンだったのですね。

加藤 ▶▶そうです、親父も瀬戸クラブで会長をやって

いました。その頃、斎藤先生が仰っていた「原点回

帰」の話に感銘を受けました。最近ロータリーが原点

というか根本がわからなくなってきたのではないか…

という私自身の心情もあり、見直しをという意味で、

早速先生にお話しして了解を頂き、原点に帰りたいと

お話を申し上げて、ずっと講習をやったのです。

司会▶▶ガバナー時代、思い出に残ることを教えてく

ださい。

加藤 ▶▶田中さんの資料を基に34クラブ訪問いたし

ました。クラブとの交流、私自身の交流もそこそこや

らせて頂いたつもりでおります。WFFに関しては、田

中さんから近藤さんに受け継がれ、私の時はだんだ

ん形になってきました。私の時から企業協賛にも力を

入れて、600万か800万円を頂戴し、去年が1,000万円

くらいでした。ロータリーを世間に広めるという意味

もあり、だんだん大きくなっています。特にエンドポリ

オに関しては、売り上げもだいぶ上がってきています。

たまたま国際奉仕委員会の方と一緒にVTTでインド

ネシアに行く機会があり、ジャカルタの劣悪な環境に

いる子どもたちを訪ねました。学校も行けず勉強もで

きないヒンズー系の子供たちを援助していたのは、イ

ンドネシアの方達。この出会いを機に私たちもやって

いこう！と、ポリオ500万円、あと400万円プラス地区

のクラブから拠出されたお金を使って、やり始めたの

です。ぼちぼち卒業しないとと思っているのですが、

今もWFFの実行委員長をやらせて頂いております。

WFFを通じて、ロータリーは世間に、そして日本中に

広がったのではないかと思っております。ガバナーと

して小難しいことはやった覚えはありませんが、

WFFが私にとっては一番の思い出かなと思っています。

司会▶▶やはりそういう努力があって、いろんな学生さ

んの支援などが出来るのですね。先ほど、千田パストガ

バナーの時にお話した、仙台育英高校の千田君の記

事は加藤パストガバナーの時の月信9月号に出ておりま

して、「花巻東高硬式野球部の千田京平君、亡き母と

「再会」信じ」という風に書いてありました。加藤パス

トガバナーありがとうございました。それでは、2016年

度ガバナー、服部良男パストガバナーお願いします。

服 部 ▶▶ 2 0 1 6年度はジョン・ジャームRI会長の

“Rotary Serving Humanity”というRIテーマでス

タートしました。丁度この年はロータリー財団100周年

という記念すべき年。100年前にアトランタで開催し

た国際大会を100年後にもう一度アトランタで！という

大きなテーマがありました。もう１つのテーマは、RI

の戦略計画を当地区にどのように持ってくるか。当地

区にはRIの戦略計画がありませんでした。従って当

地区の良いところと課題を分析し、良いところは、そ

のまま伸ばし、課題に関しては戦略計画を立て持続

可能にすることがテーマでした。一番の基本は、10

年後もこの地区が輝き続けるために1年間何をすれ

ばいいのかという事です。そこでまず、地区の戦略を

作るため戦略計画委員会を作りました。そしてもう１

つ、広報、ITを一緒にして、公共イメージ向上委員会

を設立させ、戦略計

画の中でも大きな部

分であるロータリー

の認知度と公共イ

メージの向上を図り

ました。それからも

う１つ。研修委員会

を再度新設し、その

下にRI実行委員会

を分けて、研修をさせて頂きました。これが大きな地

区に対する戦略計画です。あとは、地区としての財団

の取り組みがしっかりしていた為、未来の夢計画に

始まる延長の100年を是非！ということで、大変高い

数字を掲げました。一人180ドルを財団に寄付し、結

果、目標を達成することができました。ジョン・ジャー

ムさんは、ポリオ、財団の経験が非常に深い方です。

そういう意味でも皆様方に大変感謝しております。ア

トランタで100周年を祝おう！をテーマにした大変忙

しい年でしたが、皆さんと一緒に色んなことをさせて

頂きました。深く感謝申し上げます。もうひとつ良かっ

た事は、2750地区と会員が良い競い合いをした結果、

最後に１つ新しいクラブが出来た事です。結果的に

34地区の中で一番多く会員が増えた事も皆さま方と

の１つの成果だったと考えています。

司会 ▶▶ 服部パストガバナーありがとうございました。

それでは、まだ記憶も新しい、2017年度ガバナー、神

野重行パストガバナーお願いします。

神野 ▶▶私がロータリーに入ったのは金沢東でした。

石川・富山地区の金沢ですが、2610地区のガバナー

という方がどういう存在か、ロータリアンとして全く意

識せずに6年いました。それで、名古屋に戻ってもう

一度名駅ロータリーに入った年が2008年7月。今考え

ますと片山ガバナーの年度で、2760地区で再入会し

ガバナーという存在があるということをはじめて知っ

たぐらいで、全く知らずに6年いたなという思いがしま

した。ガバナーの公式訪問は、西クラブと一緒に受

けていましたが、自分のクラブに来られたという感じ

が薄く、公式訪問に対してもあまり意識しておりませ

んでした。まして地区への出向や、ガバナー補佐を引

き受ける事も、クラブ幹事の経験もなく、ロータリー

の地区の動きも全く知らずにいた私が、いきなりガバ

ナーということで大変驚きました。なので、先輩たち

とはずいぶん感覚が違うと思っております。私は千田

パストガバナーには学生時代からご指導頂いており

ます。また、両親の関係で存じ上げている方ばかりで

す。しかし、ガバナーという意識で拝見したのは、私

がクラブ会長の時の田中ガバナーが初めてでした。

公式訪問の時にガバナーの存在を目の当たりにして、

凄い人なのだと思いました。親の西クラブと一緒だっ

たのですが、大きな先輩、親クラブでありながら、結

構ガバナーというのはビシビシ言われるなと。私ども

は子クラブにも関わらず、大変褒めて頂いて恐縮した

ものです。ガバナーは、凄い存在なのだということを

初めて肌で知りました。そんな頃です、私の高校の同

級生の近藤さんがガバナーをどうも引き受けるようだ

と話を聞いて、よくそんなことをやるな～と言ってし

まった覚えがあるのです。そういった中で、去年ガバ

ナーを引き受ける事となったのです。イアン H.S ライ

ズリーさんは“変化をもたらす”をテーマに、確か

ロータリーそのものが大きく変わったというお話をさ

れていたのを聞き、変化の時代だから、何かをやろう

と考えて出来ないだろうかと思いました。一番に思っ

たのは、ロータリーのイアン H.S ライズリーさんのこ

の言葉です。「ロータリーとは何か。何をしているのか

ということをもっと世の中に知らしめてほしい。」そこ

で、公共イメージ向上というものについて、自分がで

きる範囲でやってみようと思ったのです。1つはマスコ

ミや地域の皆さんへの働きかけ。もうひとつは、地区

ガバナーとロータリアンの距離感というのをできるだ

け縮めるという事を考えました。ガバナーは一般ロー

タリアンにとって遠い存在というか、私自身近寄りが

たい存在と思っていました。そこで、一年かけてクラ

ブの訪問以外にも、いろいろと接する機会をつくり、

距離を縮める試みをしたつもりです。服部さんは、地

区の戦略委員会で非常に改革的な事もやって下さい

ました。村井さんからはそんなに急にやっても無理な

んじゃないかとご心配頂きましたが、やっぱり自分な

りにやってもらいたいし、やってみたいということで、

全クラブに戦略委員会のような類のものを設置して

頂いたというのが、一番の私の思い出です。それから

もう１つ、諮問委員会で、先輩諸氏にお許しを頂き、

地区の体質の強化を図る取り組みを始めました。１つ

は、青少年対策の危機管理基金、これを1,000万円積

み立てさせて頂きました。それから、愛知県と防災協

定を結んで、地域の皆さんと一緒に勉強して、万が一

のときはどういった事ができるかということを考える

態勢を作らせて頂きました。これは先輩諸氏にも認

めて頂き、地区大会で結ぶことができました。

司会▶▶地区大会の思い出はいかがでしょう。

神野▶▶そうですね、

思い出がいっぱい

あるのですが、よも

や、D.K.リーさんが

来るとは想像もして

おらず、8月15日の

メールを開けてびっ

くり！片山パストガ

バナーがちょうど同

期だとの事でお願いできて本当に助かりました。大

先輩からも良くやったと言って頂いたのは先輩のおか

げです。今年は神奈川へ行かれるそうで、ガバナー

がとても焦っておられたと、村井さんから聞きました。

村井ガバナーから力になってあげてと言われて、気楽

に笑っていられるのが幸せです。最後に、６月の最後

にクロスプロモーションの青少年と学友の交流フェス

タ、これが出来たのも思い出です。ご出席の皆さんに

もいろいろ無理を申し上げました。それから、昨年度

だけになってしまったのですが、イアン H.S ライズリー

さんの植樹のお話につきましても、それぞれ分区やク

ラブで、個人的にもやって頂いたおかげで、8000本と

いう、一人一本の植樹目標を達成できました。「ガバ

ナーというのは言ったことを何でもできる」と言われ

たことをいい事に、先輩諸氏に無理を言い、それに

応えて頂いた事に感謝しております。WFFも晴れ男

で頑張ってくださいと言うだけで、今年度に相当資金

的余裕をもってお渡し出来ました。細かく言いますと

１時間では終わりませんが、これで終わりたいと思い

ます。ご指導頂いて、本当にありがとうございました。

司会 ▶▶ 神野パストガバナー、ありがとうございまし

た。こういった素晴らしいガバナーたちが10年間、努

力されたおかげで、第2760地区は本当にキラキラと

輝いていたのだと思います。どうもありがとうござい

ました。

司会▶▶片山先生いかがでしょう？

片山▶▶そうですね。ガバナーの視点というより私個

人の職業上の視点からのことを先に言いますと、そ

の頃地区大会での決議は大会決議と名付けられて、

ＲＩ会長・ＲＩ会長代理に感謝する。現ガバナーに感

謝する。地区大会ホストクラブに感謝するなど、決議

でなくても、ガバナーから口頭でお礼申し上げますと

言われれば済むことばかり。のどかな風景でした。そ

れまで、地区大会で審議・決議していた必要的決議

案件は、前年度の地区決算の承認、次年度地区大会

開催場所と日時の決定・承認くらいのことでした。そ

こで、ロータリーを法曹出のガバナーの目から見て、

地区大会の決議機関部分を整備しました。それは地

区大会における必要的決議案件の決議といわゆる大

会決議案と称していた案件とを区別し、必要決議案

件は各クラブの議決権票数を有する会長・幹事・副

会長等が出席する地区大会１日目に審議・決議し、

大会２日目にはその報告とし、大会決議案は１日目は

大会決議委員会からの決議案の内容の報告とし、大

会２日目の地区内全会員が参加する会議に大会決議

案を上程し採決するとしたことです。その年度の必要

的決議案件は、ガバナーノミニーの選出方法として指

名委員会方式の採択と指名委員会委員の選任の件・

2010年開催の規定審議会提出案件承認の件（当地

区初めての規定審議会提出案件）・ロータリー財団

未来の夢計画パイロット地区候補申請の件の3件で

した。現在においても、その流れが継続しているのは、

うれしいことです。それから、もう一つはガバナー選

任の地域的配慮のことです。パストガバナーの皆さん

が思っておられるでしょうが、全地区内、尾張も名古

屋も三河もどの地域にも一様にパストガバナーがでん

としておられ、しかも各分区にも元気なパストガバ

ナーがいることです。しかし、色 な々事情により、その

ようにはいかないのです。特に、分区でガバナー補佐
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が分区内事業をする時あるいは分区内で事が起きた

時などに、どの分区にも、身近に相談ができるパスト

ガバナーが常にいるというのがいい訳です。地域の

関係では名古屋５・三河４・尾張３の比率で候補を選

任し、各地域内分区の順番は各地域関係のパストガ

バナーの相談によるという方針はできていますが、そ

れでも、地域の事情により万遍なく一様にとはいかな

いという実情ですね。その事情の一番大きいのが、う

ちのクラブの人数では、引き受けられませんという断

りです。その対処の１つの方法として、私のガバナー

年度に親子兄弟クラブにお願いして、監事・副幹事・

スタッフ等２人位ほどご協力をいただき、率先垂範し

た積もりです。偶然この時、近藤パストガバナーも西

名古屋担当のガバナー補佐で入って来られました。

司会▶▶だから先生の時は、他のクラブのスタッフが

5～6人入っていたのですね。

片山▶▶そうです。そういうことをやったのです。

加藤 ▶▶尾張3分区では大変申し訳ないと思っており

ます。去年ですが、南尾張分区でペケ、西尾張分区

でペケ、たまたま東尾張分区はその時にパストガバ

ナーが3人いらっしゃったのです。だから、僕を入れて

4人いたわけです。結局、尾張分区からしか出すとこ

ろがなくて、たまたま、犬山さんが今まで出していな

かったわけです。犬山が出るといったのでこれは良い

と安心していたら、委員会の前日に断ってきた。びっ

くりして田中先生にどうしよう…と。それで江南の福

田さんに急遽電話申し上げたら、「大丈夫だよ。うち

におるから」との返事。それでご本人と話をして、OK

ということになったのですが現役の会長さんなので

す。現役の会長さんは本来ダメなのです。それでRIの

方に問い合わせて、許可を得て伊藤さんがガバナーノ

ミニーに決まったのです。

片山▶▶だから、小さなクラブが一緒になって協力し

て出さねばね。

加藤 ▶▶ 今は東海と常滑なんかは出せます。しかる

べき人間もいます。今、片山先生が言われた小島先

生などもいるのですが、たまたま小島先生が病院を

建て替えて忙しいということだったのです。

司会▶▶できれば、9人で話し合うと盛り上がるような

テーマをあげて頂いてお話して頂けるとありがたいな

と思います。

神野 ▶▶これって、10年の思い出が皆さんにあります

よね。そして、これからの10年に向けての皆さんの期

待とか想いとか、この2つにしたらどうでしょうか?

田嶋 ▶▶地区大会のゲスト、会長代理を昔みたいに

自分たちで推薦させてもらえないかという意見が割

と今、いろんな地区から出ているじゃないですか？

神野 ▶▶ 出ていますね。全然来ると思ってなかった

D.K.リーさんが韓国から来られたし。

加藤 ▶▶ 僕の時も1か月前ですよ。それではなんとも

ならないですよ、こっちの準備も。だからもっと早く決

めてほしい。誰がどういう風に決めるかわからないで

すけどね。

田嶋 ▶▶大澤さんの時代までは地区が候補者を推薦

していたのですよね。

加藤 ▶▶ 要望は出せるけど、それに対しての返答もな

く、無視ですね。

田嶋 ▶▶ 私の時はRIが会長代理を呼ばなくていい。

お金がないのだから。協議会でもRIの職員がお金が

ないから来ない。日本の旅行者が行ったのだもん。ツ

アーが案内した人たちがその職員を代行してやって

いたのです。だから、日本事務局からは誰も行かない。

本当にひどい話です。

片山▶▶田島年度に同地区の中からRI会長代理を出

したのは意表を突いた人選でしたね。

神野▶▶それが最近全然でていない。

田嶋 ▶▶豊島さんから未だに言われます、あの時俺

はタダ働きだと。あの時、RIから地区で負担すること

はまかりならん、その代わり、会長代理で呼んだ場合

には一人いくら出すっていうような約束があったので

すが、一切払ってもらえなくて。こっちもすっかり忘れ

ちゃってましたが、日当も何もなく、未だに顔を合わ

すとそのことを言われます。

司会▶▶ 外国の方が来られると大変でしたよね。

加藤 ▶▶ 結局、通訳がいるでしょう。たまたま、米山

の子たちがやってくれたのですが、それからいろいろ

お話して頂くにしても、通訳を通すと時間が倍になっ

ちゃう。初めから文章を頂戴といって、文章をもらっ

たことはいいけど、読めないでしょう、だから、米山

の子に頼んで全部日本語に直してもらって、それをス

クリーンに投影して、それで通訳なしでやりましたけ

どね。しかも、決まったのが一カ月前でしょう。もう慌

てましたよね。

神野▶▶その教えを、D.K.リーさんの時には活かさせ

て頂いた部分もありますね。米山と福田君とか通訳

も含めて。

加藤 ▶▶日本のパストガバナーが来ていただくのが一

番いいですよね。

神野 ▶▶ D.K.リーさんは、みんな私の方を見ずにパ

ワーポイントを見る、だから、そういうのは嫌いだと

おっしゃって、以前のようなパワーポイントで出す事

ができなくて、30分でちゃんと収めるというのが、50

分以上になって、ちょっと大変でした。やっぱり国内

で来ていただくとありがたいですね。

司会 ▶▶あと、どうでしょう。一生懸命取り組んでい

らっしゃったWFF、これからどのようにして、あと何

年続けようかとかお思いでしょうか？

田中 ▶▶やれるかな？と思うんですよね。会場のこと

とか。

神野 ▶▶会場は大丈夫。エンゼル公園の方へ移します。

田中▶▶それならいいよね。できたら、日本の看板に

なるかもしれないから、少しずついいものに変えて

いっているから、同じものだとみんな飽きちゃうから

ね。近藤さんに頑張って頂いたよ。

神野▶▶ロータリーデー。

近藤 ▶▶タイミングでね。

神野▶▶こないだ、ジュディオングさんとご一緒したの

で、また確認して頼んでおきました。ポリオもう少しだ

から、楽しみですとおっしゃってました。

近 藤 ▶▶あれも、最初の仕掛人の福田さんが頑張っ

てくれて。ワールドフードでしょ、インターナショナル

で、フィリピンのロータリアンの参加者が多いのです

が、今では韓国、インドネシア、ネパール、パキスタン

からのロータリアンも加わり、ますますワールドになっ

ていて、そういう意味でなかなか大変ですが、少しず

つ変わりながらいいものに発展しているなと思います。

あれ、すごいよね、公共イメージアップにはね。

司 会 ▶▶やはり、イベントは少しずつ変化を求めて

やっていくのが良いですね。

千田 ▶▶名古屋ロータリーの福田君がはじめて来て、

私はこういう事をやりました、やりたいけどどうでしょ

う？そのような事を日本でやるのはどうだろうって提

案されました。その前に和合ロータリー。

田中▶▶ 和合の中でも、お金もそうなんですが、僕の

ところに泣きが入り、福田君がそれで和合をやめたら

西尾RCに入会したいと言っていましたが、和合の鷲

塚会長もやる気がでてきました。

実はその後ガバナーノミニーの指名に南尾張ができ

ない時に和合はどうだ？って聞いたのですが、事業

が重なりもう一年待ってくれと言われた。大きいクラ

ブだからやれないことではないと思うのですが。

司会▶▶結局、和合ロータリーと相乗りみたいになっ

たんでしょうか？

田中▶▶ちょうど、ワールドフードフェスタっていうの

は、そういったものが前の年にちょっと意見が出たん

だよね。千田さんの時に提案されたんだけど、実にな

らなくて、僕の時に同じように提案され、ちょうどその

日、公共イメージの先輩の方が、こういうのがあるけ

ど、プランもだいたいできてるし、勧誘もできてるから、

どうだろうと。和合でやりたいという話だったけど、

和合でやるなら名古屋市で、名古屋市でやるなら愛

知県全体でやろうよと、話がとんとん拍子に進んで。

それで、ほとんどいろんなところに声掛けて進めて、

すべてのクラブが協力するってことで何とかやれた。

全体2760地区でできたんじゃないかと思います。実

際に食べものの選択も良かったですもんね。ワールド

フードだから、名古屋でも珍しいものを作りたいって

ことで、地元のものはほとんど出さなかった。出店す

る方も初めてなのでリスクがあるのね。ただ最初の

公共イメージの費用もあり、なるべくテナント料を安く

して、あとは水道・施設費がちょっとかかるんだけど、

それも地区とかが応援してくれてやれたから良かった

けどね、お金の算段もできたから。でも、最初の250

万がなかったらちょっとやばかったかもね。

司会 ▶▶公共イメージのアップだけじゃなかったです

よね。

田中 ▶▶その中に、クロスプロモーションじゃないけ

ど、インターアクト、ローターアクト入れて、米山入れ

るっていうのは、最初から構想はありました。

司会 ▶▶近藤パストガバナーを始め、神野パストガバ

ナーにいたる歴代の方々が志を引き継いで下さいま

したね。

片山 ▶▶発案の福田さん、地区開催の決断と拡大の

田中・近藤両パストガバナー、承継・充実の加藤・服

部・神野の各パストガバナー、それに続く中心となる

実行委員会の委員長はじめ委員の面々、各分区のガ

バナー補佐はじめのロータリアン、インターアクトター

の応援等を得て当地区内外一丸となったポリオ撲滅

の募金等のイベント等々、当地区の一等地の真ん中

において、RI会長より日本ロータリーデーの名称まで

得て、当地区挙げての秋の恒例大奉仕活動事業に

なったことです。この十年を越えて長く語り継ぐべく

立てた記念碑と思います。

司会 ▶▶こうしたロータリークラブの取り組みが国の

行事にもなってますね？

片山 ▶▶そう、そう。思い出します。もう50年近くにな

るでしょうか、当地区豊橋のロータリークラブ（豊橋

北RC）から始まった5月30日を中心になされるごみゼ

ロ運動、地区の奉仕活動行事として日本に最たる行

事、日本全ロータリーばかりでなく、日本全国の環境

保全運動として定着しています。日本政府の提案に

より国連は毎年6月5日を国連環境の日と定め、日本

も同様環境の日と定めています。当地区は5月30日～

6月5日迄の1週間を強調するために、地区設定特別週

間として「環境保全週間」を設定することにしていま

すが、パストガバナーの皆さんは設定されましたかね。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーはインターアクトの活動

にも力入れていらっしゃいましたね。次世代を育てる

大切な活動ですね。

松前 ▶▶ 1987年に地区インターアクト委員となり、イン

ターアクトクラブの活動を推進しました。1990年には

地区インターアクト委員長となり、2760地区のインター

アクト活動で海外研修を始める事に致しました。毎年

夏休みにハワイ島に約30名を引率してホームステイを

行い大変喜ばれました。要望があった長野県のイン

ターアクトクラブも一緒のハワイ研修でした。各イン

タークラブより2名を選出、2ヵ月の勉強会の後、各地

域の高校の先生方が海外研修を推進して下さいまし

た。参加した部員からは、ハワイの研修でアメリカの

文化や語学研修が大変勉強になった、雄大なハワイ

の景色に感動した！と喜ばれ、毎年の実施を望む多く

の声があがりました。これを機に様々な高校でイン

ターアクトクラブが設立されましたが、愛知県立千種

高等学校、阿久比高等学校と進学校が参加して厚み

が増しました。その後、研修地はオーストラリアに変わ

りましたが、二十数回と継続し、発展している姿を見て、

海外研修に初めて取り組んだ私は感激しております。

司会▶▶田嶋パストガバナーは、公共イメージには何

が必要だと思われますか？

田嶋 ▶▶ 公共イメージって言うとついイベントに偏り

がちなんだけど、私がもっと強調しないといけないと

は思うのは、ロータリアンの質。もっと周知させるとか。

たまたま私はある俳句の結社に老人になって入って、

そこで仲間の人たちも会員になってもらったら、凄く

ロータリーに対する信頼っていうのをアピールしてく

れ、非常にまじめで、皆さんちゃんと実行してくれる。

約束したら実行してくれる。そういうロータリーの質

の良さをもっと知らせれば、会員増強もっと簡単にで

きると思うんです。

司会 ▶▶はじめに片山先生が俳句を読まれましたけ

ど、いろんなところで俳句のことを話されてますよね。

田嶋 ▶▶そういう面で公共イメージっていうのは、も

うちょっと補強しないといけないんじゃないかって気

がします。

田中 ▶▶そうするとクラブの中のロータリアンの質の

良さという原点に戻っちゃいますね。みんな集まって

フェスタをしたりするのにも、「ロータリアンの自覚」

とか、あんまり難しく言うとやめたってなっちゃう。

やっぱり、飴と鞭みたいに楽しいことがなければね。

田嶋 ▶▶クラブがいろんな人に働きかけて、ゲストで

呼んだりいろいろしないと、会員は増えないし、クラ

ブ会長が会員増強って言わないと絶対増えない。

やっぱりトップになる人が自覚してやらないといけな

いし、ガバナーとかガバナー補佐も会員増強って常に

言い続けないと会員は増えない。

司会 ▶▶どうなんでしょう、本音の話なんですが、日

本は女性ロータリアンが少ないですよね。心からもっ

と増えればよいと思っていらっしゃるのでしょうか？

田嶋 ▶▶私は増やしたいと思ってます。だって女性中

心で本来女性だけのクラブを作ろうとアイリスを作ろ

うと思ったんだけど、その話がたまたま東京の司葉子

さんの耳に入って、司葉子さんが盛田さんに、「女性

だけのクラブはダメよ。」って言ったものだから、盛

田さんも、「お前、まずいらしいよ、男入れよ」って。

結局、男性も入れたんだけど、やっぱり女性と男性を

比べると、女性の方が優秀。これはオフレコにしてほ

しいけど、完全に女性の方が質が高い。

司会 ▶▶私は名東ロータリークラブってところの初め

ての女性会員で、女性2人で一緒に入ったんですね。

絶対に1人はダメです。もうひとりがすぐ辞めてしまっ

たので、次に女性会員が入った時、とても気を使いま

した。私がいるからやめるみたいなことになったら大

変だと思って。なので、女性会員を入れられるなら

やっぱり複数から始められた方がいいと思います。

食事のスピードも違いますし、結構大変でした。

神野 ▶▶私も金沢東RCで女性2人に入ってもらった

んですけど、齢を重ねられた今でも頑張ってくれてま

す。今、女性の比率は1割かな、90、100人近くのうち

の9人です。

田 中 ▶▶ 都市は良いんですよ。経営者が多いから。

郊外は経営者が少ないんですよ。

千田▶▶女の人入れるには、男もいい男を入れないと

いけない。（笑）

司会▶▶いい女の人が入ってくると、けっこう男性がお

しゃれになる。出席率もよくなる。明るくなるし、いい

こともあります。だから、女性ロータリアンばっかり

じゃダメっていうのもわかるような気がします。

田中▶▶ 韓国にもあるね、女性だけのロータリアン。

田嶋 ▶▶日本もありますよ。

司会 ▶▶それでは、時間の関係で希望の風について

伺います。被災して消防士を目指す方などいろいろな

方がいるのですが、これはどのくらい続けようとお考

えですか？

近 藤 ▶▶ 基本的に田嶋年度の時に震災が起きて、

さっき田嶋さんも言われましたが、みんな最初、ガバ

ナー会を通して寄付したんだけど、そこから問題が出

て、寄付金を返せっていう地区と、使い道を考えてや

ろうという地区と分かれまして、その結果、10地区が

ファンドみたいにして、震災時にお腹の子も含めて、0

歳の子供が短大とか大学を出るまで奨学金を出そう

という話に決まりました。その時からずっとやっている

ので2011年から22年間のロングランです。だから私は

基本的に青少年奉仕事業じゃないかと思うんです。

千 田 ▶▶もしかして、そういうこともあるけれども、

やっぱり年はきっとかないといかんな、災害はどこか

でだんだんと出てくるし。

田嶋 ▶▶あのね、今ね、希望のファンドは資本金が4

億あるんです。地区が出した4億、それが減ってない

んです。毎年払うお金はその年度で寄付頂いたもの

で回っているんです。これをずっと続けてお金を貯め

ておいて、次の震災が起こった時にそれを拡大して

支援しようと言ってるのですが、ただ、希望の風を

作った時にいろいろ問題があって、ほんとにロータ

リーってこんなひどいこと言うかってことまで言われ

たのがあって、当時の人がまだ頑張っているわけ。8

年前の人がまだ頑張っているわけ。私は早くから近

藤さんにバトンタッチして、今度神野さんに。やっぱり

そうしないと長く続く組織は続かないよ。

神野 ▶▶でも、この前、2010年度組の皆さんが大いに反

省されながら、相当変えようという発言をされましたよ。

田嶋 ▶▶やっとですよ。私は最初から変えようと言っ

ているのに。

神野 ▶▶私が口火を切ったみたいだったんですけどね。

司会▶▶ 客観的に見ていると、さすがロータリアン、素

晴らしいことだなとしか思い浮かばなかったのですが。

田 嶋 ▶▶ いやー、ひどかったよ。集めたお金をガバ

ナーが山分けするとか、ありもしないようなことを言わ

れちゃって。あの時会長だった東京のガバナーは本当

に可哀想だった。集中的に叩かれたのがその人個人で。

神野 ▶▶ガバナー月信に昨日原稿を出し、今度載せ

てもらうことにしてあるので。こないだ僕はさっきの

ガバナーじゃないけど、わけわからず副委員長に代わ

れって言われて、代わったんですが、今おっしゃった

ように、あと正確には1億2千万です。私は2億と言っ

てるのですが、2億あれば33年までいけるのですよ、

今のペースで行くと。ただ、お話があったように、この

後ひょっとして大規模な、片親か両親がなくなっちゃ

うような震災があった時にそれをまた使えばいいじゃ

ないかと、何も正式名だけ変えればいいじゃないか

という声もあるし、今からエンディングを考えてやる

必要はないよっていう話にはなっているのです。で、

ルール・規則・制度が少しいい加減ってものも結構

あったので、この1年で相当変えて頂くっていうお題

いができ、さらに今年度の2580のガバナー会議長の

松坂さんも来てくれていたので、ガバナー会でも取り

上げてくれと。去年は17/34、今までに26/34地区が

この7年強の間に参加しているのですが、去年はちょ

うど半分の17ですね。あと17地区がほんの僅か、

さっきの1000円じゃないけど出してくれれば、十分に

やっていけれるし、もっと広い範囲でこういうことが

できるかもしれないという見方もあると思います。

田嶋 ▶▶だから、最初の人たちは変わって、どんどん

新しい人たちが新しい組織にしていけばいいんですよ。

片山▶▶財団になってる？

田嶋 ▶▶ 財団になってない。財団にすればいいよね。

明らかに公益性があるからね。

田中▶▶それで、米山とか同じような方向でもってい

けばね。

司会▶▶他に何か言い足らない事、こんなテーマなど

ございますか？お時間も少 と々なりました。

神野▶▶さっき私も地区の体制を変えた、強化したつ

もりだって申し上げたのですが、さっき片山先生が

おっしゃたように、ガバナー出せないと、千田さんみ

たいに2000万自分で出してもいいよって方は良いけ

ど、私もあとで気が付いたんですが、地区の予算を見

るとガバナーの活動経費みたいなのが、ほとんどな

いわけですよ。私は幸いクラブも支援してくれたから

よかったですが、小さいクラブからも平等に出しても

らおう、いい人を出してもらおうと思うと、そのあたり

を変えていかないとね。

司会▶▶そうですよね。

田嶋 ▶▶でも、実際ガバナー出してもお金なんてかか

らないよ、お金がかかるって言うのが信じらない。

神野 ▶▶ 事務局経費をガバナー事務所で持つでしょ。

それをクラブで結構持たないといけない。

田嶋 ▶▶ 事務局経費だって、ノミニー時代の事務局経

費がガバナーの負担になるだけであって、あとは間に

合いますよ。今度からノミニーも経費が出るようになっ

たでしょう、だから、ほとんどお金なんかかからないよ。

近藤 ▶▶片山先生がガバナーを務められた時に地区

副幹事、スタッフを親クラブ、兄弟クラブから出して

欲しいという依頼があり、私も地区副幹事で出向し

たんですが、あれも1つの手だと思うんですね。今も

松坂さんの話が出ましたけど、第2580地区全体の事

は分かりませんが、ガバナーと地区幹事と地区副幹

事が違うクラブに所属しているんですね。神野さんと、

ここの地区ではそんなこと考えられないなと話してい

たのですが、そういう地区も実際あるんです。だから、

もう少し実態を調べていくと意外とガバナーと他の

人達が違うクラブ、つまり、本当に地区で優秀な人達

を引っ張ってくるっていうんですかね、基本的にはそ

うだと思うんだけど、今本人だけじゃなくってクラブが

後押ししないといけないというルールがありますよね。

だから、さっきの加藤さんじゃないけど、実際、有能な

人はいるけど、クラブが駄目って言ったらガバナーに

なれないので、そのあたりの仕組みっていうか、考え

方をかえなければいけないかもしれないですね。それ

で、私も有能な人がガバナーになって、それを取り巻く

地区幹事とか地区副幹事がまた優秀な人が出てくる。

優秀というか、やる気というか、非常に前向きというの

ですかね。すごいですよね、第2580地区というのは。

田 嶋 ▶▶すごい成功しているんですよね。若いガバ

ナーが出るようになって。

千田 ▶▶ただ、その地区の人がやってくれないといか

んよね。パストガバナーがちゃんと責任もって、バック

アップとか出すのも。

田嶋 ▶▶クラブで潰しちゃう。早く名前が出ると潰し

ちゃうんだよ。

田中▶▶でも、クラブの推薦がないと困るよね。

司会▶▶そりゃそうですよね。でも、小さいクラブが2

つでガバナーを出すっていうのはどうなんでしょうね。

神野 ▶▶どっちも小さければ難しいと思いますよ。ガ

バナー補佐の選出の仕方も結構大きな課題になって

ると思うんですよね。

田中 ▶▶ 他の地区と違うね。他の地区はガバナーが

推薦して組織作っちゃうもんね。

千田 ▶▶ガバナー補佐ってもうちょっと、ガバナーの

意向が反映するようにすると楽だわな。各地区からき

て、その人にいろいろお願いしないといけないし。

神野▶▶でも、それはね、4、5年かかりますよ。

司会▶▶ 時間も来ましたので、そろそろ締めを・・。平

成最後の10年間の最初のパストガバナーとして、片山

パストガバナー、10年を総括していただけますか。

片山 ▶▶それは少々荷が重いので、私の独断の感想

4点ほど述べさせていただきます。1つ目ですが、現在

までの30年間を振り返りますと、ちょうど平成30年間

とほぼ重なっています。この30年間を10年ごとに3分

割してロータリーの変化を見てみますと、平成10年ま

でロータリーは右肩上がりでした。しかし、平成後半

の20年間は右肩下がりで受難の時期でした。そのよ

うな中、RIは職業保持の原点を外し、会員に会員増

強と寄付・年会費の増強を絶えず求め、遂には職業

奉仕を事実上5大奉仕部門から下ろし、社会奉仕部

門に合流させるという話も聞き、私のガバナー年度の

地区方針でもあった「持続可能な前進」のまさに逆

を行っているように感じられました。2つ目は、斎藤直

美（豊田RC）2006年度パストガバナーを2016年度・

2017年度のRI理事として当地区から初めて輩出した

という、2760地区ロータリー愛知85にとって重要な

出来事がありました。当地区の将来にとって、計り知

れない啓蒙的な影響をもたらし、永く記憶されるべ

き出来事だと思われます。それ以外にも、5年ほど前

に名古屋から始まり、年々盛大に開催されている

WFF、50年前に豊橋から始まり、定着したゴミゼロ

運動、この2つの奉仕活動を一対として春期・秋期の

2大奉仕イベントとして将来に受け継がれるようにし

なければならないと思います。3つ目として、反対に残

念なのがポリオ撲滅運動のことです。1987年に当地

区でポリオプラスというプログラムが採り上げられ、

委員会が設置されました。私の年度に、ポリオ撲滅

の為に今後3年間に同額の寄付を提出することを条

件にゲイツ財団から1億ドルを受け取り、全会員に寄

付を再度求めてきました。しかし、最初の同額寄付か

ら10年経った現在でもその決着がついておりません。

いずれ数年のうちに撲滅宣言が出せると信じていま

すが、次の10年に申し送りをしなければならない事

は、私にとって本当に忍びない事です。4つ目は、ロー

タリーの組織・権限の問題です。組織は大きくなれ

ばなるほど、権限の集中が必要です。しかし、ロータ

リーの基礎は、クラブとその会員が底辺にあり、地域

と密着したクラブの独立自存があればこそです。RI

は権限の一部をガバナーあるいは地区に、ガバナー

はガバナー補佐に委任・譲渡する事が必要ではない

かと思います。私もガバナー補佐に一部権限委譲・ガ

バナー補佐の推薦事項・分区運営要領などを地区便

覧に記載し、口頭でも定着を推奨しました。しかし、

ガバナーは単年度官なのでなかなか難しく、本来は

地区大会で出来ると良いのですが、それも難しい問

題があります。近藤年度に「地区審議会」が活動でき

るようになりましたので今後は地区審議会を活用し、

大いに議論したいと思っています。

司会▶▶貴重なお話ありがとうございました。大変勉

強になりました。

加藤 陽一 パストガバナー
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司会▶▶本日はお忙しい中、誠にありがとうございま

す。この座談会は2008年～2017年の10年間の中でガ

バナーをお務めになった皆様にご参加頂きました。

担当された年度の順に、取り組まれた事や課題など

について忌憚のないご意見を伺いたいと思います。貴

重なご意見からこれからの10年に向けての指針が見

えてくるかと存じます。それでは、まず2008年から

2009年度のガバナー、片山パストガバナーからお願

い致します。

片 山 ▶▶ RI会長の

テーマ“夢をかたち

に”それを受けて、

私の方は“持続可

能な前進！”という

地区方針で、サブと

して“ロータリーに

心を”という歌を作

りました。読んだ人

からは、とても良い歌だと好評を頂きました。“ロータ

リーに心を注ぎ　ロータリーに心を開く　ロータリー

を心に受け止め　ロータリーを心に住まわす　ロー

タリーの心をみんなで考え　ロータリーの心を静か

に思う　ロータリーの心は我等の心　ロータリーの

心は世界の心”という内容をテーマにした歌でした。

司会▶▶歌を通すとロータリーの理念が心にスーッと

入ってきますね。ところで、地区大会の時、私も関係

者だったのですが、ゲストは小泉純一郎さんでしたね。

片山 ▶▶ 名古屋名東クラブさんのお世話で、小泉さ

んに来て頂いたからあれだけの会員が地区大会に集

まってくれました。

司会▶▶本当に多くの会員が参加されましたね。

片山▶▶大いに盛り上がり良かったです。

司会 ▶▶この地区大会は悲しい出来事があり、片山

パストガバナーも心を痛められた事でしょう。

片山 ▶▶忘れもしません、RI会長代理とロータリー

ミーティングの特別講演のためお越し頂くことになっ

ていた佐藤千壽さん（東京東RC）の突然の訃報です。

地区大会の4週間くらい前に2回ほど東京でお目にか

かりました。当時佐藤さんは90歳でこれからヨーロッ

パ旅行に行くと伺い、「元気で行って来てください

ね」と、笑顔で挨拶を交わしました。ところが、地区

大会の20日くらい前、突然訃報が入りました。クルー

ズの最中にドクターがいなくて助からなかったとお聞

きしました。ロータリーミーティングの特別講演は、そ

の講演原稿が親友の圡屋亮平パストガバナー（松戸

RC）に託され、圡屋さんが代読されました。今でも忘

れられない出来事でした。

司会▶▶また、ロータリー愛知81にちなんでの昼食会

は皆さんに喜ばれましたね。

片山▶▶そうですね。公式訪問に行く多くのクラブで、

古参会員の方々が心なしか、さみしいお顔をしておら

れるのを見かけるものですから、この機会にと思って

第１日目のRI会長代理を囲む昼食会に招待した訳で

す。「ロータリー愛知81」にちなんでと言われるのは、

RIが事務的に当地区に付けた名称は「RI第2760地

区」ですが、私は当初より当地区が胸を張って自称

できる当地区の名前を「ロータリー愛知81」としまし

た。この名前を、ガバナー月信をその巻頭言として発

行した地区誌にも使いました。これは地区の機関誌

の役割と地区内各クラブ間の親睦誌の役割を担う双

方向の雑誌です。81という数字はその年度の当地区

全クラブの数です。招待しました古参会員の年が81

歳以上というのは、これ未満の歳では、該当者が多

過ぎてこの81を借りたのです。

司会 ▶▶ロータリーの方は若 し々いので81歳以上の

会員の皆様が元気に沢山お越し下さいました。片山

パストガバナーありがとうございました。次は2009年

大澤年度ですが大澤輝秀パストガバナー（豊川RC）

は、平成16年９月に逝去されています。ご冥福をお祈

り申し上げます。それでは、続きまして、クールビズを

提唱されました、２010年から2011年度のガバナー、

田嶋パストガバナー、お願い致します。

田 嶋 ▶▶ 私の時の

RI会長は、レイ・ク

リンギンスミスさん

というアメリカの方

でした。会長のテー

マは“地域を育み、

大陸をつなぐ”でし

た。私の年度の特

徴は3つあります。1

つは、ロータリー財団のフューチャービジョンが始

まった年です。当地区がパイロット地区になっていま

した。もう1つは、戦略計画ストラテージックプランを

日本では「長期計画」と訳していましたが、試行錯誤

を経て、今の戦略計画という名称に変更し、始まりま

した。最後の１つは東日本大地震が起きた年という

ことです。

司会▶▶あの東日本大地震が起きた年ですね。

田嶋 ▶▶最初は未来の夢計画という名前で始まっ

たのですが、夢という表現に異論も多く、協議を重

ねた末、フューチャービジョンという名前になりまし

た。私の頃は、RIの表現をアメリカはアメリカで直し、

日本は日本で直すスタイルで、日本流は受け入れやす

い表現に変えているのではないか？という指摘も多く、

本場アメリカの表現に戻したということです。フュー

チャービジョンでは、新しい地区補助金について皆さ

んのご理解を頂き、いかに活用して頂くかということ

を一番大きな目標としていました。

司会▶▶ 確かに日本語に直すと本来の意味が曖昧に

なる場合もありますね。また、医療支援にも熱心に取

り組まれてましたね。

田嶋 ▶▶ 深谷地区財団委員長と一生懸命取り組んだ

のが、グローバル補助金を使った医療支援です。アメ

リカのヒューストンと交流したのが当地区の医療支援

の始まりで、しかも、グローバル補助金を使った医療

支援というのは、当時本当にまれで、この地区の大き

な成果の1つだったと思います。それから、戦略計画

については、公式訪問でお話してもほとんど何も知ら

ない人ばかりという状況の中で、いかに皆さんに存在

を知って頂くかが課題でした。

司会 ▶▶そして、この年度は日本は未曾有の出来事

がありました。

田嶋 ▶▶そうです、東日本大地震が1番の問題でした。

地区としてはいずれも1人1,000円以上という形で1次

支援、2次支援を行いました。諮問委員会では1,000

円では金額が少ないんじゃないのか？という意見も出

ましたが、会員の皆様が企業でも多額の義援金を出

されて、個人でもロータリー以外に寄付されている事

を考えて出した金額という趣旨を説明し、この金額で

やりましょうということになりました。最初、2,000万

円ほど集まり、希望の風奨学金に全額協賛致しまし

た。２次支援では宮城岩手の地区と千葉県の地区と

もう１か所に配分致しました。その他、ヘリコプター

の支援も致しました。これは、地区大会をやって頂い

た「あまクラブ」が余った1,000万円を地区に返却して

くれたので、そのままヘリコプターの支援金に使いま

した。孤立した所に食料を運んだり、薬を運んだり、

１ヵ月くらい活用されました。それでもまだ余りが出て

いたので、軽トラックを買いたいという支援組織に活

用致しました。

司会 ▶▶田嶋パストガバナーありがとうございました。

東日本大地震が起きてからのガバナーの取り組み方

は、本当に心を打たれるものがありました。それでは、

引き続き、松前パストガバナーお願い致します。松前

パストガバナーは、2011年から2012年までガバナーを

お努めになりました。震災後の大変な年でしたが、

ロータリークラブの力、絆の強さを再認識されたので

はないでしょうか。RC会員歴が半世紀以上と伺いま

した。色 な々思い出がおありかと存じます。

松前 ▶▶ 私は、1967年に一宮北RCに35才で入会し、

この50年間で、1990年には一宮中央RCの初代会長

として設立に尽力

出来たこと、そして、

2011年～2012年に

は2760地区のガバ

ナーとしてお務めが

出来た事を嬉しく思

います。

司会 ▶▶ 松前パスト

ガバナーのご経歴

を伺いますとすべてに「初」が付き、意欲的な取り組

みが伝わって参ります。2760地区にロータリー・リー

ダーシップ研究委員会（RLI）を導入されたのも初め

ての試みでしたね。

松 前 ▶▶ ロータリー・リーダーシップ研究委員会

（RLI）は新会員と未来のクラブリーダーの研修の

ためにアメリカで草の根運動として開発されたプログ

ラムです。日本でも各地区で急速に採用されつつあり、

双方向性とディスカッションリーダーDLに特徴があり

ます。私がガバナーに就任して最初の諮問委員会で

導入を諮り、認められて誕生しました。全国では6番

目の導入でしたが、RLIはまだ馴染のない時代でした。

ロータリー・リーダーシップ研究会の目的は、ロータ

リーの理解を深め、クラブを活性化すること。目的達

成の為に、日本では15地区でRLIの研修が行われ、

成果が上がっています。講義による教育ではなくディ

スカッション方式でリーダーの知識、考え方、創造性

を引き出します。

司会▶▶ 埼玉の中村先生には私も熱心にご指導を頂

きました。度々お越し頂いていますね。

松前 ▶▶ 2760地区は中村靖治国際ロータリー研修

リーダーが熱心にご指導下さり、地区研修の方が真

剣に勉強された結果、多数の方がディスカッション

リーダーになっています。私もガバナーエレクトの時、

妻久子とアメリカ・サンディエゴで1週間、コの字型の

RLI方式で飛び交う質問に、絞られました。現在

2760地区ではこのRLI方式に磨きをかけ改善し、有

用な研修として成果を上げていると聞いております。

この研修でロータリーへの理解が深まり、クラブが

活性化することが期待されます。ロータリーをより理

解し、ロータリーを心から愛するロータリアンが増え、

今後の100年もロータリーが益々発展する事を願って

おります。

司会▶▶ 4430地区ブラジルを訪問されましたね。

松前 ▶▶ 1988年度以降永く中断していた研究グルー

プ交換GSEを1997年度犬飼パストガバナーが再開さ

れ､私が委員長に任命され、当時の犬飼ガバナー、

片山地区幹事（片山パストガバナー）と総勢10名で

GSE研究グループの派遣先であるブラジル4430地区

を激励訪問いたしました。懐かしい思い出です。ちょ

うどこの年は、ブラジルへの移民90周年という節目

の年でした。そこで、各クラブから寄付された書籍１

トンを船便で送りました。この訪問はブラジル日本文

化協会に寄付する贈呈式もかねていたのです。24時

間を費やし、一行がサンパウロ空港に降り立ったのが、

5月13日早朝4時30分。訪問先クラブの会長や多くの

方々に迎えられてホテルに向かいましたが、GSE研究

生として来ていたサンパウロ軍事警察大尉ルイス君

の装甲車に前後を守られ、赤色灯を回転しながらの

移動。ガバナー一行への配慮に感謝しております。

司会▶▶疲れも飛んでしまう歓迎ぶり、嬉しいですね。

他でも熱いもてなしを受けたそうですね。

松前 ▶▶ 仮眠の後、日本人街に例会場を持つ日系ク

ラブ会員の多いリベルターデRCを訪問し、熱い歓迎

を受けました。その後文化協会に赴き、日本文化協

会山内会長に犬飼ガバナーから図書一式贈呈の目

録が渡されました。翌日は、サンパウロ・レステRCを

訪問しここでも熱い歓迎を受け、4430地区大会会場

に移動し、前夜祭を楽しみました。当時の4430地区

ガバナーは日系2世のKazuhiro Moriガバナーでした。

大会当日、我々一行は日本国旗を振りながら入場。大

きな拍手を今も覚えています。各クラブが順に旗を掲

げて入場行進する姿にも力強い息吹を感じました。

翌日はMoriガバナーよりレセプションに招かれ、一連

の行事終了の安堵感もあり、とても和やかな時間を

過ごしたことを鮮明に覚えています。その後、イグア

スの滝観光に向かいました。ブラジルとアルゼンチン

にまたがる落差80M、幅4キロの景観は圧巻でした。

最終日は、リオデジャネイロにも足を延ばしました。

2016年のリオ・オリンピックでコルコバードのキリスト

像が映し出されるたびにブラジル訪問を思い出して

おりました。往復2日間以上という10日間はハードで

したが、ブラジル訪問は実り多く思い出深い旅のひと

つとなりました。

司会▶▶そういえば、松前パストガバナーはある数字

に深いご縁があるそうですね

松前 ▶▶私は母校の大阪歯科大学の学籍番号が22

番でした。そして、一宮北RCの22代目の会長を務め

ました。ガバナーセミナーに指名されたのが2009年3

月22日でした。第2760地区の第22回インターアクト大

会に出席し挨拶の機会を頂きました。インターアクト

クラブは私の心の故郷であります。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーありがとうございました。

それでは、2012年から2013年度のガバナーでいらっ

しゃいました、千田毅パストガバナー、お願い致します。

千 田 ▶▶ 私の時は、

たまたま幸いなこと

に国際ロータリー

会長が田中作次さ

んで、R Iテーマが

“Peace Through 

Service 奉仕を通

じて平和を”でした。

司 会 ▶▶ 田中作次

RI会長との思い出で印象に残っている事は何でしょうか。

千田 ▶▶一番の思い出は、ロータリーの世界大会の

時のことです。ガバナー会をやろうという事になりま

したが、一番の問題は田中RI会長が参加してくれる

かどうかでした。そこで、全権を握っているRI秘書の

ベティさんという女性に交渉したのですが、直前まで

参加が不明のまま…。ところが、当日、田中RI会長が

来られて、皆びっくり！しかも、財団委員長なども連れ

てお越こしになったので、椅子が足りずバタバタと大

慌てして準備したのが印象に残っています。私共は

150人くらいで参加しましたが、田中RI会長は感激し、

喜んでお帰りになられました。また、同期のガバナー

が年1回集まって日本各地を廻るのですが、3回目の

時に田中RI会長が、「2012年度の会だから私も参加

する」と言われ、その会費を求めたところ、「これぞ

ロータリー」と言って、喜んで払って下さいました。

司会 ▶▶千田さんがガバナーになられた年は、震災

の翌年でしたね。

千田 ▶▶そうです、大震災の翌年でした。1月の研修

会で行った、カナダのトロントの方に一緒にやろうと

声をかけていただき、VTTの時に参加して頂きまし

た。その時、たまたま隣に座っていたのが、2750地区

の宮城・岩手の小野寺さんでした。その際、「お金を

集めるのは誰でもできる、我々はちゃんと震災孤児に

手渡したい」と小野寺さんにお願い致しました。あの

時は現地も混乱して色々大変だったのを被災地に視

察に行った時に実感致しました。30人の子供たちが

高校を卒業するまでにかかる4,800万円という金額を

集める為に、毎週500円ずつ集める提案をしましたが、

はじめはうまくいかず、幹事などに足りない分はガバ

ナーがもたないといけないと脅されました（笑）結果、

全額集まりましたが色々大変でした。

司会▶▶地区の目標など6つ挙げていらっしゃいます

が、沢山達成されていますよね。その中の高校生支

援で、甲子園に出場を果たした、仙台育英高校の球

児の中に孤児がいました。両親は他界し、お祖父さ

んの所から高校に通い、甲子園で3番打者として活躍

しました。1回戦で負けてしまったのですが、千田さ

んの応援が陰でありました。

千田 ▶▶地区と地区との交流では、抽選の結果、名

古屋クラブと奥三河クラブがメークアップする事にな

り、中日新聞の大島さんから「千田さん、えらいこと

になった！」と電話で心配を頂くほど、離れた地区の

クラブが交流することとなりましたが、その交流は2

～３年続けることができました。

司 会 ▶▶千田パストガバナーありがとうござました。

続いて、2013年度ガバナー田中正規パストガバナー

お願い致します。

田中▶▶会長になっ

ても知らないことば

かりで、地区に入っ

て改めて、凄い！と

驚くことばかりでし

た。ノミニーとして、

「お前また来たか！」

と言われるほどしつ

こく千田さんの後に

くっついて見聞きしている間に分かることがありまし

た。それは、ロータリーでは“はい”と“YES”しかな

いということです。「やろうよ！」と言った事は情報を

集めてやらないといけない、それが皆が前を向く事、

止めたらそれで終わり。私も思った事をとりあえず

やってみようと思いました。ある時、公共イメージの

コーディネーター「ロータリーの友」編集長の二神さ

んとお話しする機会があり、その時の話題から、地区

全体でやれるフェスタ、日本で初めてのロータリーの

ワールドフェスタを開催しよう！と私は思いました。皆

さんの協力のもと、思った以上に素晴らしいフェスタ

を開催できました。その後、近藤さんが形を作ってく

ださり、日本のロータリーでできました。そのきっかけ

に少しでもなれたのが良かったと思います。最後に、

任期の終盤に色 な々国に行きましたが、それが楽しい

思い出になっています。

司会▶▶どんなところに行かれましたか？

田中▶▶ベトナム、タイ、フィリピンは2回、隠れてモン

ゴル。つい最近はラオスに行きました。皆さんの友情

の支えもあり、色々な国へ行くことができ、非常に充

実した年度だったと思います。もう１つ印象的な出来

事として、同期のガバナーがEクラブを教えてくれた

事です。会費も安く、例会をホームページで行えるEク

ラブは、若い人も多く、クラブのイメージを変えたクラ

ブで面白かったです。

司会 ▶▶やはりイベントをやらないと、テレビ局や新

聞社の方々はあまり来てくださらないですよね。

田中▶▶私がテレビ局等に行ったのは最初の挨拶ぐ

らいだけでしたが、色々な人を引っ張りだすことは良

いことだと思います。たまに顔を出すと、ロータリーは

こんなことをやっているのか…とロータリーの活動を

改めて知って頂けました。

司会 ▶▶はじめのうち、ロータリーのことはあまりPR

してはいけないと教えられたのですが…。

田中 ▶▶それで、公共イメージコーディネーター補佐

としてお話させて頂きました。

司会▶▶希望の風などはどうですか？

田中▶▶希望の風は私ではなく、田嶋さんが担当してい

ます。希望の風は今も続いていて素晴らしいと思います。

司 会 ▶▶ 学生さんの喜びの声や手紙を拝見すると

ロータリアンになって良かったとしみじみ思います。

クラブでもお弁当箱支援といって、お弁当箱に色 な々

ものを詰めて、被災者の方に送り、そのお礼に折り紙

の花やお手紙をいただいたりしました。田中パストガ

バナーありがとうございました。それでは、2014年度

のガバナー、近藤雄亮パストガバナーお願いいたしま

す。パストガバナーの年度のガバナー月信の7月号は

熱田神宮ですよね。

近 藤 ▶▶たまたまう

ちのクラブに熱田

神宮の宮司さんがお

られ、写真を使わせ

てくださいと頼み、

毎回、熱田神宮に関

連する何かの写真

を使わせて頂きまし

て、最初から最後ま

でシリーズで載せました。私の時のRI会長は、ゲイ

リーC.K.ホァンさんという台湾の方でした。彼の考え

方のベースになっていたのが「儒教・孔子の教えです。

ロータリーがSNSを含めデジタル化していく中、アナ

ログ的なものを大切にされる方で、そういったところ

に私も共感しました。彼は“ロータリーに輝きを”とい

うテーマと5つの強調事項、つまり、“地域社会でロー

タリーの存在感を高めること・会員増強・ポリオ撲

滅・クラブの強化・ロータリーデーの実施”で始めま

した。この強調事項は今でもずっと続いています。当

時の私にとって歴代ガバナーの皆さんは雲の上の存

在。ガバナーノミニーに指名される場に臨んだ時、近

寄りがたい雰囲気がありました。そのような思いから、

もう少し目線を下げてロータリアンの中に入りたい、

堅苦しいことはやめて、メークアップに来たメンバー

のような近い距離感で本当の姿を見たいという思い

から色々考え、計画を立てました。結果、例えば「単

独でガバナーの公式訪問を初めて受けました」とか

「親クラブと一緒だとなかなか本音で話すことがで

きない」といったような声を聞くことが出来ました。

司会▶▶ 確か近藤パストガバナーの時、クラブをまとめ

て回るのではなく、ひとつひとつ訪問されたのですよね。

近藤 ▶▶はい、地区内全84クラブを個別に公式訪問

をしました。メンバーの数が少ないクラブも多いクラ

ブも皆さん本当に一生懸命ロータリー活動をされて

いて、素晴らしいと感じました。色々大変な面もある

けれども、この地区のクラブは本当に良くやってくれ

ています。何でもそうなのですが、一旦外に出てみる

と、中では分からない事が見えてくる。素晴らしさが

良くわかる様になる。ゲイリーC.K.ホァンさんのアナ

ログ的思考というか、情といいますか、それが地方に

あるんじゃないかなと思います。私はロータリーとい

うのは、ひと言でいえば…感動、感動をシェアするこ

とだと思うのです。こういうことをずっと言って回った

わけです。いろんな理屈やロジックを立てても感動

がない。そういったものだったら誰もついて来ないし、

仮にその場でついて来ても後は知らないという形に

なってしまいます。感動があれば、自分も仲間に入り

たい、これぐらいのお金を出してもいいなという気持

ちになります。そういう風になっていくといいなと思い

ます。先ほど田中さんが「自分は人が色々言ったこと

を取り上げた」と仰ってました。その中の１つ、WFF

(ワールドフードふれ愛フェスタ)を引き継ぎ、我々の時

は最初からやろうと組織を作り取り組みました。そう

したら、タイミングよく、ゲイリーC.K.ホァンさんの強

調事項の１つ“ロータリーデーの実施”というのがあ

りました。当時のRI理事の北さんからも昨年第2760

地区のプレゼンを見たら素晴らしいことをやっている

ので、是非ロータリーデーをジャパンロータリーデー

愛知として実施をしてくれないかという話を頂きまし

た。シニアリーダーは自分がまとめるからお前は同期

ガバナーをまとめろという事になったのです。結局、

100人以上のシニアリーダーの方々がWFFに参加を

してくれました。田中さんが始めた事を2年目である

程度形ができたかなと思います。

司 会 ▶▶ロータリー

デーというのは、その

時から始まったので

すか？

近藤 ▶▶そうです。ゲ

イリーC.K.ホァンさ

んが自分の強調事項

で提唱したのです。

世界中に、クラブ単

位でもいいし、地区単位でもいいし、あるいは国単位

でもいいから、とにかくやってくれと。私は各クラブ単

位で是非やって下さい。これはガバナー賞の対象に

します！とやったのです。地区単位ではせっかく田中

さんが地区の大きなイベントをやってくれたので、そ

れをジャパンロータリーデーに育てる決心をしました。

ゲイリーC.K.ホァンさんの強調事項、北RI理事の薦

めもあり、ちょうどタイミングが合ったのですね。それ

からもう1つ。“ロータリーは何だ？”とか陰で色々文

句を言う声もありますが、言いたいことがあるのなら、

RIには3年に1度開催される規定審議会というのがあ

るので、そこへ第2760地区から物申す！と、意見を出

したらいいんじゃないのか、その為の規定審議会で

すから。そして地区内クラブに立法案提出のお願い

をしました。地区の色々な問題を取り上げて会長さん

たちに諮る地区審議会と立法案審議委員会というの

を作り、片山先生、田嶋先生と相談しながら3人で地

区審議会規約を作りました。それが今実行されています。

司会 ▶▶もう１つ、IT委員会で地区で初めてHPを作

られたとか。

近藤 ▶▶ホームページは前からありました。尾本さん

が非常に熱心に取り組んでくれていました。地区で

形に出来たのは、いきなり出来たのではなくて、思い

とか色々な下準備があったからです。尾本さんの不

断の努力のお陰だと思っています。私のような者でも

ガバナーを務めることが出来たのはゲイリーC.K.ホァ

ンさんの「儒教・孔子の教えの下、アナログ思考でや

る」この理念があればこそです。また、片山先生がガ

バナーをお務めになられた時、ガバナー補佐としての

私をご指導して頂いたこと、その後も色 ご々指導を頂

いたお陰と片山先生には大変感謝致しております。

計算で繋がっているのではなくて、情で繋がってい

る関係は素晴らしい力になると私は思います。

司会 ▶▶近藤パストガバナーありがとうございました。

では、2015年度のガバナーでいらっしゃいました加

藤陽一パストガバナーお願いします。

加 藤 ▶▶ 私の時は、

スリランカのK .R .

ラビンドランさんと

いう方がRI会長で

した。英語で“Be 

a gift to the world”

サンディエゴでの国

際協議会で“世界

へのプレゼントにな

ろう”と訳されましたが、はっきり言って何を仰ってい

るのか分かりませんでした。同期のガバナー連中とこ

れは何を言ってるのだ？？と色々話し、プレゼントは、

たぶん奉仕のことだろうなと、同期のガバナーとそう

解釈しようということになり、サンディエゴから帰って

きました。K.R.ラビンドランさんは、アジアの中でのは

じめてのスリランカの方ですから、どうもイメージが

湧かず、このRIテーマも皆さんにどうお伝えしようか

…とちょっと苦労しました。

司会 ▶▶加藤パストガバナーは、お父様もロータリア

ンだったのですね。

加藤 ▶▶そうです、親父も瀬戸クラブで会長をやって

いました。その頃、斎藤先生が仰っていた「原点回

帰」の話に感銘を受けました。最近ロータリーが原点

というか根本がわからなくなってきたのではないか…

という私自身の心情もあり、見直しをという意味で、

早速先生にお話しして了解を頂き、原点に帰りたいと

お話を申し上げて、ずっと講習をやったのです。

司会▶▶ガバナー時代、思い出に残ることを教えてく

ださい。

加藤 ▶▶田中さんの資料を基に34クラブ訪問いたし

ました。クラブとの交流、私自身の交流もそこそこや

らせて頂いたつもりでおります。WFFに関しては、田

中さんから近藤さんに受け継がれ、私の時はだんだ

ん形になってきました。私の時から企業協賛にも力を

入れて、600万か800万円を頂戴し、去年が1,000万円

くらいでした。ロータリーを世間に広めるという意味

もあり、だんだん大きくなっています。特にエンドポリ

オに関しては、売り上げもだいぶ上がってきています。

たまたま国際奉仕委員会の方と一緒にVTTでインド

ネシアに行く機会があり、ジャカルタの劣悪な環境に

いる子どもたちを訪ねました。学校も行けず勉強もで

きないヒンズー系の子供たちを援助していたのは、イ

ンドネシアの方達。この出会いを機に私たちもやって

いこう！と、ポリオ500万円、あと400万円プラス地区

のクラブから拠出されたお金を使って、やり始めたの

です。ぼちぼち卒業しないとと思っているのですが、

今もWFFの実行委員長をやらせて頂いております。

WFFを通じて、ロータリーは世間に、そして日本中に

広がったのではないかと思っております。ガバナーと

して小難しいことはやった覚えはありませんが、

WFFが私にとっては一番の思い出かなと思っています。

司会▶▶やはりそういう努力があって、いろんな学生さ

んの支援などが出来るのですね。先ほど、千田パストガ

バナーの時にお話した、仙台育英高校の千田君の記

事は加藤パストガバナーの時の月信9月号に出ておりま

して、「花巻東高硬式野球部の千田京平君、亡き母と

「再会」信じ」という風に書いてありました。加藤パス

トガバナーありがとうございました。それでは、2016年

度ガバナー、服部良男パストガバナーお願いします。

服 部 ▶▶ 2 0 1 6年度はジョン・ジャームRI会長の

“Rotary Serving Humanity”というRIテーマでス

タートしました。丁度この年はロータリー財団100周年

という記念すべき年。100年前にアトランタで開催し

た国際大会を100年後にもう一度アトランタで！という

大きなテーマがありました。もう１つのテーマは、RI

の戦略計画を当地区にどのように持ってくるか。当地

区にはRIの戦略計画がありませんでした。従って当

地区の良いところと課題を分析し、良いところは、そ

のまま伸ばし、課題に関しては戦略計画を立て持続

可能にすることがテーマでした。一番の基本は、10

年後もこの地区が輝き続けるために1年間何をすれ

ばいいのかという事です。そこでまず、地区の戦略を

作るため戦略計画委員会を作りました。そしてもう１

つ、広報、ITを一緒にして、公共イメージ向上委員会

を設立させ、戦略計

画の中でも大きな部

分であるロータリー

の認知度と公共イ

メージの向上を図り

ました。それからも

う１つ。研修委員会

を再度新設し、その

下にRI実行委員会

を分けて、研修をさせて頂きました。これが大きな地

区に対する戦略計画です。あとは、地区としての財団

の取り組みがしっかりしていた為、未来の夢計画に

始まる延長の100年を是非！ということで、大変高い

数字を掲げました。一人180ドルを財団に寄付し、結

果、目標を達成することができました。ジョン・ジャー

ムさんは、ポリオ、財団の経験が非常に深い方です。

そういう意味でも皆様方に大変感謝しております。ア

トランタで100周年を祝おう！をテーマにした大変忙

しい年でしたが、皆さんと一緒に色んなことをさせて

頂きました。深く感謝申し上げます。もうひとつ良かっ

た事は、2750地区と会員が良い競い合いをした結果、

最後に１つ新しいクラブが出来た事です。結果的に

34地区の中で一番多く会員が増えた事も皆さま方と

の１つの成果だったと考えています。

司会 ▶▶ 服部パストガバナーありがとうございました。

それでは、まだ記憶も新しい、2017年度ガバナー、神

野重行パストガバナーお願いします。

神野 ▶▶私がロータリーに入ったのは金沢東でした。

石川・富山地区の金沢ですが、2610地区のガバナー

という方がどういう存在か、ロータリアンとして全く意

識せずに6年いました。それで、名古屋に戻ってもう

一度名駅ロータリーに入った年が2008年7月。今考え

ますと片山ガバナーの年度で、2760地区で再入会し

ガバナーという存在があるということをはじめて知っ

たぐらいで、全く知らずに6年いたなという思いがしま

した。ガバナーの公式訪問は、西クラブと一緒に受

けていましたが、自分のクラブに来られたという感じ

が薄く、公式訪問に対してもあまり意識しておりませ

んでした。まして地区への出向や、ガバナー補佐を引

き受ける事も、クラブ幹事の経験もなく、ロータリー

座談会
［Symposium］

委員会のあゆみ
［History of the committee］

クラブのあゆみ
［History of the club］

ガバナー年度
［Governor year］

参考資料
［Reference material］

編集後記
［Editor's note after editing］

の地区の動きも全く知らずにいた私が、いきなりガバ

ナーということで大変驚きました。なので、先輩たち

とはずいぶん感覚が違うと思っております。私は千田

パストガバナーには学生時代からご指導頂いており

ます。また、両親の関係で存じ上げている方ばかりで

す。しかし、ガバナーという意識で拝見したのは、私

がクラブ会長の時の田中ガバナーが初めてでした。

公式訪問の時にガバナーの存在を目の当たりにして、

凄い人なのだと思いました。親の西クラブと一緒だっ

たのですが、大きな先輩、親クラブでありながら、結

構ガバナーというのはビシビシ言われるなと。私ども

は子クラブにも関わらず、大変褒めて頂いて恐縮した

ものです。ガバナーは、凄い存在なのだということを

初めて肌で知りました。そんな頃です、私の高校の同

級生の近藤さんがガバナーをどうも引き受けるようだ

と話を聞いて、よくそんなことをやるな～と言ってし

まった覚えがあるのです。そういった中で、去年ガバ

ナーを引き受ける事となったのです。イアン H.S ライ

ズリーさんは“変化をもたらす”をテーマに、確か

ロータリーそのものが大きく変わったというお話をさ

れていたのを聞き、変化の時代だから、何かをやろう

と考えて出来ないだろうかと思いました。一番に思っ

たのは、ロータリーのイアン H.S ライズリーさんのこ

の言葉です。「ロータリーとは何か。何をしているのか

ということをもっと世の中に知らしめてほしい。」そこ

で、公共イメージ向上というものについて、自分がで

きる範囲でやってみようと思ったのです。1つはマスコ

ミや地域の皆さんへの働きかけ。もうひとつは、地区

ガバナーとロータリアンの距離感というのをできるだ

け縮めるという事を考えました。ガバナーは一般ロー

タリアンにとって遠い存在というか、私自身近寄りが

たい存在と思っていました。そこで、一年かけてクラ

ブの訪問以外にも、いろいろと接する機会をつくり、

距離を縮める試みをしたつもりです。服部さんは、地

区の戦略委員会で非常に改革的な事もやって下さい

ました。村井さんからはそんなに急にやっても無理な

んじゃないかとご心配頂きましたが、やっぱり自分な

りにやってもらいたいし、やってみたいということで、

全クラブに戦略委員会のような類のものを設置して

頂いたというのが、一番の私の思い出です。それから
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もう１つ、諮問委員会で、先輩諸氏にお許しを頂き、

地区の体質の強化を図る取り組みを始めました。１つ

は、青少年対策の危機管理基金、これを1,000万円積

み立てさせて頂きました。それから、愛知県と防災協

定を結んで、地域の皆さんと一緒に勉強して、万が一

のときはどういった事ができるかということを考える

態勢を作らせて頂きました。これは先輩諸氏にも認

めて頂き、地区大会で結ぶことができました。

司会▶▶地区大会の思い出はいかがでしょう。

神野▶▶そうですね、

思い出がいっぱい

あるのですが、よも

や、D.K.リーさんが

来るとは想像もして

おらず、8月15日の

メールを開けてびっ

くり！片山パストガ

バナーがちょうど同

期だとの事でお願いできて本当に助かりました。大

先輩からも良くやったと言って頂いたのは先輩のおか

げです。今年は神奈川へ行かれるそうで、ガバナー

がとても焦っておられたと、村井さんから聞きました。

村井ガバナーから力になってあげてと言われて、気楽

に笑っていられるのが幸せです。最後に、６月の最後

にクロスプロモーションの青少年と学友の交流フェス

タ、これが出来たのも思い出です。ご出席の皆さんに

もいろいろ無理を申し上げました。それから、昨年度

だけになってしまったのですが、イアン H.S ライズリー

さんの植樹のお話につきましても、それぞれ分区やク

ラブで、個人的にもやって頂いたおかげで、8000本と

いう、一人一本の植樹目標を達成できました。「ガバ

ナーというのは言ったことを何でもできる」と言われ

たことをいい事に、先輩諸氏に無理を言い、それに

応えて頂いた事に感謝しております。WFFも晴れ男

で頑張ってくださいと言うだけで、今年度に相当資金

的余裕をもってお渡し出来ました。細かく言いますと

１時間では終わりませんが、これで終わりたいと思い

ます。ご指導頂いて、本当にありがとうございました。

司会 ▶▶ 神野パストガバナー、ありがとうございまし

た。こういった素晴らしいガバナーたちが10年間、努

力されたおかげで、第2760地区は本当にキラキラと

輝いていたのだと思います。どうもありがとうござい

ました。

司会▶▶片山先生いかがでしょう？

片山▶▶そうですね。ガバナーの視点というより私個

人の職業上の視点からのことを先に言いますと、そ

の頃地区大会での決議は大会決議と名付けられて、

ＲＩ会長・ＲＩ会長代理に感謝する。現ガバナーに感

謝する。地区大会ホストクラブに感謝するなど、決議

でなくても、ガバナーから口頭でお礼申し上げますと

言われれば済むことばかり。のどかな風景でした。そ

れまで、地区大会で審議・決議していた必要的決議

案件は、前年度の地区決算の承認、次年度地区大会

開催場所と日時の決定・承認くらいのことでした。そ

こで、ロータリーを法曹出のガバナーの目から見て、

地区大会の決議機関部分を整備しました。それは地

区大会における必要的決議案件の決議といわゆる大

会決議案と称していた案件とを区別し、必要決議案

件は各クラブの議決権票数を有する会長・幹事・副

会長等が出席する地区大会１日目に審議・決議し、

大会２日目にはその報告とし、大会決議案は１日目は

大会決議委員会からの決議案の内容の報告とし、大

会２日目の地区内全会員が参加する会議に大会決議

案を上程し採決するとしたことです。その年度の必要

的決議案件は、ガバナーノミニーの選出方法として指

名委員会方式の採択と指名委員会委員の選任の件・

2010年開催の規定審議会提出案件承認の件（当地

区初めての規定審議会提出案件）・ロータリー財団

未来の夢計画パイロット地区候補申請の件の3件で

した。現在においても、その流れが継続しているのは、

うれしいことです。それから、もう一つはガバナー選

任の地域的配慮のことです。パストガバナーの皆さん

が思っておられるでしょうが、全地区内、尾張も名古

屋も三河もどの地域にも一様にパストガバナーがでん

としておられ、しかも各分区にも元気なパストガバ

ナーがいることです。しかし、色 な々事情により、その

ようにはいかないのです。特に、分区でガバナー補佐

が分区内事業をする時あるいは分区内で事が起きた

時などに、どの分区にも、身近に相談ができるパスト

ガバナーが常にいるというのがいい訳です。地域の

関係では名古屋５・三河４・尾張３の比率で候補を選

任し、各地域内分区の順番は各地域関係のパストガ

バナーの相談によるという方針はできていますが、そ

れでも、地域の事情により万遍なく一様にとはいかな

いという実情ですね。その事情の一番大きいのが、う

ちのクラブの人数では、引き受けられませんという断

りです。その対処の１つの方法として、私のガバナー

年度に親子兄弟クラブにお願いして、監事・副幹事・

スタッフ等２人位ほどご協力をいただき、率先垂範し

た積もりです。偶然この時、近藤パストガバナーも西

名古屋担当のガバナー補佐で入って来られました。

司会▶▶だから先生の時は、他のクラブのスタッフが

5～6人入っていたのですね。

片山▶▶そうです。そういうことをやったのです。

加藤 ▶▶尾張3分区では大変申し訳ないと思っており

ます。去年ですが、南尾張分区でペケ、西尾張分区

でペケ、たまたま東尾張分区はその時にパストガバ

ナーが3人いらっしゃったのです。だから、僕を入れて

4人いたわけです。結局、尾張分区からしか出すとこ

ろがなくて、たまたま、犬山さんが今まで出していな

かったわけです。犬山が出るといったのでこれは良い

と安心していたら、委員会の前日に断ってきた。びっ

くりして田中先生にどうしよう…と。それで江南の福

田さんに急遽電話申し上げたら、「大丈夫だよ。うち

におるから」との返事。それでご本人と話をして、OK

ということになったのですが現役の会長さんなので

す。現役の会長さんは本来ダメなのです。それでRIの

方に問い合わせて、許可を得て伊藤さんがガバナーノ

ミニーに決まったのです。

片山▶▶だから、小さなクラブが一緒になって協力し

て出さねばね。

加藤 ▶▶ 今は東海と常滑なんかは出せます。しかる

べき人間もいます。今、片山先生が言われた小島先

生などもいるのですが、たまたま小島先生が病院を

建て替えて忙しいということだったのです。

司会▶▶できれば、9人で話し合うと盛り上がるような

テーマをあげて頂いてお話して頂けるとありがたいな

と思います。

神野 ▶▶これって、10年の思い出が皆さんにあります

よね。そして、これからの10年に向けての皆さんの期

待とか想いとか、この2つにしたらどうでしょうか?

田嶋 ▶▶地区大会のゲスト、会長代理を昔みたいに

自分たちで推薦させてもらえないかという意見が割

と今、いろんな地区から出ているじゃないですか？

神野 ▶▶ 出ていますね。全然来ると思ってなかった

D.K.リーさんが韓国から来られたし。

加藤 ▶▶ 僕の時も1か月前ですよ。それではなんとも

ならないですよ、こっちの準備も。だからもっと早く決

めてほしい。誰がどういう風に決めるかわからないで

すけどね。

田嶋 ▶▶大澤さんの時代までは地区が候補者を推薦

していたのですよね。

加藤 ▶▶ 要望は出せるけど、それに対しての返答もな

く、無視ですね。

田嶋 ▶▶ 私の時はRIが会長代理を呼ばなくていい。

お金がないのだから。協議会でもRIの職員がお金が

ないから来ない。日本の旅行者が行ったのだもん。ツ

アーが案内した人たちがその職員を代行してやって

いたのです。だから、日本事務局からは誰も行かない。

本当にひどい話です。

片山▶▶田島年度に同地区の中からRI会長代理を出

したのは意表を突いた人選でしたね。

神野▶▶それが最近全然でていない。

田嶋 ▶▶豊島さんから未だに言われます、あの時俺

はタダ働きだと。あの時、RIから地区で負担すること

はまかりならん、その代わり、会長代理で呼んだ場合

には一人いくら出すっていうような約束があったので

すが、一切払ってもらえなくて。こっちもすっかり忘れ

ちゃってましたが、日当も何もなく、未だに顔を合わ

すとそのことを言われます。

司会▶▶ 外国の方が来られると大変でしたよね。

加藤 ▶▶ 結局、通訳がいるでしょう。たまたま、米山

の子たちがやってくれたのですが、それからいろいろ

お話して頂くにしても、通訳を通すと時間が倍になっ

ちゃう。初めから文章を頂戴といって、文章をもらっ

たことはいいけど、読めないでしょう、だから、米山

の子に頼んで全部日本語に直してもらって、それをス

クリーンに投影して、それで通訳なしでやりましたけ

どね。しかも、決まったのが一カ月前でしょう。もう慌

てましたよね。

神野▶▶その教えを、D.K.リーさんの時には活かさせ

て頂いた部分もありますね。米山と福田君とか通訳

も含めて。

加藤 ▶▶日本のパストガバナーが来ていただくのが一

番いいですよね。

神野 ▶▶ D.K.リーさんは、みんな私の方を見ずにパ

ワーポイントを見る、だから、そういうのは嫌いだと

おっしゃって、以前のようなパワーポイントで出す事

ができなくて、30分でちゃんと収めるというのが、50

分以上になって、ちょっと大変でした。やっぱり国内

で来ていただくとありがたいですね。

司会 ▶▶あと、どうでしょう。一生懸命取り組んでい

らっしゃったWFF、これからどのようにして、あと何

年続けようかとかお思いでしょうか？

田中 ▶▶やれるかな？と思うんですよね。会場のこと

とか。

神野 ▶▶会場は大丈夫。エンゼル公園の方へ移します。

田中▶▶それならいいよね。できたら、日本の看板に

なるかもしれないから、少しずついいものに変えて

いっているから、同じものだとみんな飽きちゃうから

ね。近藤さんに頑張って頂いたよ。

神野▶▶ロータリーデー。

近藤 ▶▶タイミングでね。

神野▶▶こないだ、ジュディオングさんとご一緒したの

で、また確認して頼んでおきました。ポリオもう少しだ

から、楽しみですとおっしゃってました。

近 藤 ▶▶あれも、最初の仕掛人の福田さんが頑張っ

てくれて。ワールドフードでしょ、インターナショナル

で、フィリピンのロータリアンの参加者が多いのです

が、今では韓国、インドネシア、ネパール、パキスタン

からのロータリアンも加わり、ますますワールドになっ

ていて、そういう意味でなかなか大変ですが、少しず

つ変わりながらいいものに発展しているなと思います。

あれ、すごいよね、公共イメージアップにはね。

司 会 ▶▶やはり、イベントは少しずつ変化を求めて

やっていくのが良いですね。

千田 ▶▶名古屋ロータリーの福田君がはじめて来て、

私はこういう事をやりました、やりたいけどどうでしょ

う？そのような事を日本でやるのはどうだろうって提

案されました。その前に和合ロータリー。

田中▶▶ 和合の中でも、お金もそうなんですが、僕の

ところに泣きが入り、福田君がそれで和合をやめたら

西尾RCに入会したいと言っていましたが、和合の鷲

塚会長もやる気がでてきました。

実はその後ガバナーノミニーの指名に南尾張ができ

ない時に和合はどうだ？って聞いたのですが、事業

が重なりもう一年待ってくれと言われた。大きいクラ

ブだからやれないことではないと思うのですが。

司会▶▶結局、和合ロータリーと相乗りみたいになっ

たんでしょうか？

田中▶▶ちょうど、ワールドフードフェスタっていうの

は、そういったものが前の年にちょっと意見が出たん

だよね。千田さんの時に提案されたんだけど、実にな

らなくて、僕の時に同じように提案され、ちょうどその

日、公共イメージの先輩の方が、こういうのがあるけ

ど、プランもだいたいできてるし、勧誘もできてるから、

どうだろうと。和合でやりたいという話だったけど、

和合でやるなら名古屋市で、名古屋市でやるなら愛

知県全体でやろうよと、話がとんとん拍子に進んで。

それで、ほとんどいろんなところに声掛けて進めて、

すべてのクラブが協力するってことで何とかやれた。

全体2760地区でできたんじゃないかと思います。実

際に食べものの選択も良かったですもんね。ワールド

フードだから、名古屋でも珍しいものを作りたいって

ことで、地元のものはほとんど出さなかった。出店す

る方も初めてなのでリスクがあるのね。ただ最初の

公共イメージの費用もあり、なるべくテナント料を安く

して、あとは水道・施設費がちょっとかかるんだけど、

それも地区とかが応援してくれてやれたから良かった

けどね、お金の算段もできたから。でも、最初の250

万がなかったらちょっとやばかったかもね。

司会 ▶▶公共イメージのアップだけじゃなかったです

よね。

田中 ▶▶その中に、クロスプロモーションじゃないけ

ど、インターアクト、ローターアクト入れて、米山入れ

るっていうのは、最初から構想はありました。

司会 ▶▶近藤パストガバナーを始め、神野パストガバ

ナーにいたる歴代の方々が志を引き継いで下さいま

したね。

片山 ▶▶発案の福田さん、地区開催の決断と拡大の

田中・近藤両パストガバナー、承継・充実の加藤・服

部・神野の各パストガバナー、それに続く中心となる

実行委員会の委員長はじめ委員の面々、各分区のガ

バナー補佐はじめのロータリアン、インターアクトター

の応援等を得て当地区内外一丸となったポリオ撲滅

の募金等のイベント等々、当地区の一等地の真ん中

において、RI会長より日本ロータリーデーの名称まで

得て、当地区挙げての秋の恒例大奉仕活動事業に

なったことです。この十年を越えて長く語り継ぐべく

立てた記念碑と思います。

司会 ▶▶こうしたロータリークラブの取り組みが国の

行事にもなってますね？

片山 ▶▶そう、そう。思い出します。もう50年近くにな

るでしょうか、当地区豊橋のロータリークラブ（豊橋

北RC）から始まった5月30日を中心になされるごみゼ

ロ運動、地区の奉仕活動行事として日本に最たる行

事、日本全ロータリーばかりでなく、日本全国の環境

保全運動として定着しています。日本政府の提案に

より国連は毎年6月5日を国連環境の日と定め、日本

も同様環境の日と定めています。当地区は5月30日～

6月5日迄の1週間を強調するために、地区設定特別週

間として「環境保全週間」を設定することにしていま

すが、パストガバナーの皆さんは設定されましたかね。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーはインターアクトの活動

にも力入れていらっしゃいましたね。次世代を育てる

大切な活動ですね。

松前 ▶▶ 1987年に地区インターアクト委員となり、イン

ターアクトクラブの活動を推進しました。1990年には

地区インターアクト委員長となり、2760地区のインター

アクト活動で海外研修を始める事に致しました。毎年

夏休みにハワイ島に約30名を引率してホームステイを

行い大変喜ばれました。要望があった長野県のイン

ターアクトクラブも一緒のハワイ研修でした。各イン

タークラブより2名を選出、2ヵ月の勉強会の後、各地

域の高校の先生方が海外研修を推進して下さいまし

た。参加した部員からは、ハワイの研修でアメリカの

文化や語学研修が大変勉強になった、雄大なハワイ

の景色に感動した！と喜ばれ、毎年の実施を望む多く

の声があがりました。これを機に様々な高校でイン

ターアクトクラブが設立されましたが、愛知県立千種

高等学校、阿久比高等学校と進学校が参加して厚み

が増しました。その後、研修地はオーストラリアに変わ

りましたが、二十数回と継続し、発展している姿を見て、

海外研修に初めて取り組んだ私は感激しております。

司会▶▶田嶋パストガバナーは、公共イメージには何

が必要だと思われますか？

田嶋 ▶▶ 公共イメージって言うとついイベントに偏り

がちなんだけど、私がもっと強調しないといけないと

は思うのは、ロータリアンの質。もっと周知させるとか。

たまたま私はある俳句の結社に老人になって入って、

そこで仲間の人たちも会員になってもらったら、凄く

ロータリーに対する信頼っていうのをアピールしてく

れ、非常にまじめで、皆さんちゃんと実行してくれる。

約束したら実行してくれる。そういうロータリーの質

の良さをもっと知らせれば、会員増強もっと簡単にで

きると思うんです。

司会 ▶▶はじめに片山先生が俳句を読まれましたけ

ど、いろんなところで俳句のことを話されてますよね。

田嶋 ▶▶そういう面で公共イメージっていうのは、も

うちょっと補強しないといけないんじゃないかって気

がします。

田中 ▶▶そうするとクラブの中のロータリアンの質の

良さという原点に戻っちゃいますね。みんな集まって

フェスタをしたりするのにも、「ロータリアンの自覚」

とか、あんまり難しく言うとやめたってなっちゃう。

やっぱり、飴と鞭みたいに楽しいことがなければね。

田嶋 ▶▶クラブがいろんな人に働きかけて、ゲストで

呼んだりいろいろしないと、会員は増えないし、クラ

ブ会長が会員増強って言わないと絶対増えない。

やっぱりトップになる人が自覚してやらないといけな

いし、ガバナーとかガバナー補佐も会員増強って常に

言い続けないと会員は増えない。

司会 ▶▶どうなんでしょう、本音の話なんですが、日

本は女性ロータリアンが少ないですよね。心からもっ

と増えればよいと思っていらっしゃるのでしょうか？

田嶋 ▶▶私は増やしたいと思ってます。だって女性中

心で本来女性だけのクラブを作ろうとアイリスを作ろ

うと思ったんだけど、その話がたまたま東京の司葉子

さんの耳に入って、司葉子さんが盛田さんに、「女性

だけのクラブはダメよ。」って言ったものだから、盛

田さんも、「お前、まずいらしいよ、男入れよ」って。

結局、男性も入れたんだけど、やっぱり女性と男性を

比べると、女性の方が優秀。これはオフレコにしてほ

しいけど、完全に女性の方が質が高い。

司会 ▶▶私は名東ロータリークラブってところの初め

ての女性会員で、女性2人で一緒に入ったんですね。

絶対に1人はダメです。もうひとりがすぐ辞めてしまっ

たので、次に女性会員が入った時、とても気を使いま

した。私がいるからやめるみたいなことになったら大

変だと思って。なので、女性会員を入れられるなら

やっぱり複数から始められた方がいいと思います。

食事のスピードも違いますし、結構大変でした。

神野 ▶▶私も金沢東RCで女性2人に入ってもらった

んですけど、齢を重ねられた今でも頑張ってくれてま

す。今、女性の比率は1割かな、90、100人近くのうち

の9人です。

田 中 ▶▶ 都市は良いんですよ。経営者が多いから。

郊外は経営者が少ないんですよ。

千田▶▶女の人入れるには、男もいい男を入れないと

いけない。（笑）

司会▶▶いい女の人が入ってくると、けっこう男性がお

しゃれになる。出席率もよくなる。明るくなるし、いい

こともあります。だから、女性ロータリアンばっかり

じゃダメっていうのもわかるような気がします。

田中▶▶ 韓国にもあるね、女性だけのロータリアン。

田嶋 ▶▶日本もありますよ。

司会 ▶▶それでは、時間の関係で希望の風について

伺います。被災して消防士を目指す方などいろいろな

方がいるのですが、これはどのくらい続けようとお考

えですか？

近 藤 ▶▶ 基本的に田嶋年度の時に震災が起きて、

さっき田嶋さんも言われましたが、みんな最初、ガバ

ナー会を通して寄付したんだけど、そこから問題が出

て、寄付金を返せっていう地区と、使い道を考えてや

ろうという地区と分かれまして、その結果、10地区が

ファンドみたいにして、震災時にお腹の子も含めて、0

歳の子供が短大とか大学を出るまで奨学金を出そう

という話に決まりました。その時からずっとやっている

ので2011年から22年間のロングランです。だから私は

基本的に青少年奉仕事業じゃないかと思うんです。

千 田 ▶▶もしかして、そういうこともあるけれども、

やっぱり年はきっとかないといかんな、災害はどこか

でだんだんと出てくるし。

田嶋 ▶▶あのね、今ね、希望のファンドは資本金が4

億あるんです。地区が出した4億、それが減ってない

んです。毎年払うお金はその年度で寄付頂いたもの

で回っているんです。これをずっと続けてお金を貯め

ておいて、次の震災が起こった時にそれを拡大して

支援しようと言ってるのですが、ただ、希望の風を

作った時にいろいろ問題があって、ほんとにロータ

リーってこんなひどいこと言うかってことまで言われ

たのがあって、当時の人がまだ頑張っているわけ。8

年前の人がまだ頑張っているわけ。私は早くから近

藤さんにバトンタッチして、今度神野さんに。やっぱり

そうしないと長く続く組織は続かないよ。

神野 ▶▶でも、この前、2010年度組の皆さんが大いに反

省されながら、相当変えようという発言をされましたよ。

田嶋 ▶▶やっとですよ。私は最初から変えようと言っ

ているのに。

神野 ▶▶私が口火を切ったみたいだったんですけどね。

司会▶▶ 客観的に見ていると、さすがロータリアン、素

晴らしいことだなとしか思い浮かばなかったのですが。

田 嶋 ▶▶ いやー、ひどかったよ。集めたお金をガバ

ナーが山分けするとか、ありもしないようなことを言わ

れちゃって。あの時会長だった東京のガバナーは本当

に可哀想だった。集中的に叩かれたのがその人個人で。

神野 ▶▶ガバナー月信に昨日原稿を出し、今度載せ

てもらうことにしてあるので。こないだ僕はさっきの

ガバナーじゃないけど、わけわからず副委員長に代わ

れって言われて、代わったんですが、今おっしゃった

ように、あと正確には1億2千万です。私は2億と言っ

てるのですが、2億あれば33年までいけるのですよ、

今のペースで行くと。ただ、お話があったように、この

後ひょっとして大規模な、片親か両親がなくなっちゃ

うような震災があった時にそれをまた使えばいいじゃ

ないかと、何も正式名だけ変えればいいじゃないか

という声もあるし、今からエンディングを考えてやる

必要はないよっていう話にはなっているのです。で、

ルール・規則・制度が少しいい加減ってものも結構

あったので、この1年で相当変えて頂くっていうお題

いができ、さらに今年度の2580のガバナー会議長の

松坂さんも来てくれていたので、ガバナー会でも取り

上げてくれと。去年は17/34、今までに26/34地区が

この7年強の間に参加しているのですが、去年はちょ

うど半分の17ですね。あと17地区がほんの僅か、

さっきの1000円じゃないけど出してくれれば、十分に

やっていけれるし、もっと広い範囲でこういうことが

できるかもしれないという見方もあると思います。

田嶋 ▶▶だから、最初の人たちは変わって、どんどん

新しい人たちが新しい組織にしていけばいいんですよ。

片山▶▶財団になってる？

田嶋 ▶▶ 財団になってない。財団にすればいいよね。

明らかに公益性があるからね。

田中▶▶それで、米山とか同じような方向でもってい

けばね。

司会▶▶他に何か言い足らない事、こんなテーマなど

ございますか？お時間も少 と々なりました。

神野▶▶さっき私も地区の体制を変えた、強化したつ

もりだって申し上げたのですが、さっき片山先生が

おっしゃたように、ガバナー出せないと、千田さんみ

たいに2000万自分で出してもいいよって方は良いけ

ど、私もあとで気が付いたんですが、地区の予算を見

るとガバナーの活動経費みたいなのが、ほとんどな

いわけですよ。私は幸いクラブも支援してくれたから

よかったですが、小さいクラブからも平等に出しても

らおう、いい人を出してもらおうと思うと、そのあたり

を変えていかないとね。

司会▶▶そうですよね。

田嶋 ▶▶でも、実際ガバナー出してもお金なんてかか

らないよ、お金がかかるって言うのが信じらない。

神野 ▶▶ 事務局経費をガバナー事務所で持つでしょ。

それをクラブで結構持たないといけない。

田嶋 ▶▶ 事務局経費だって、ノミニー時代の事務局経

費がガバナーの負担になるだけであって、あとは間に

合いますよ。今度からノミニーも経費が出るようになっ

たでしょう、だから、ほとんどお金なんかかからないよ。

近藤 ▶▶片山先生がガバナーを務められた時に地区

副幹事、スタッフを親クラブ、兄弟クラブから出して

欲しいという依頼があり、私も地区副幹事で出向し

たんですが、あれも1つの手だと思うんですね。今も

松坂さんの話が出ましたけど、第2580地区全体の事

は分かりませんが、ガバナーと地区幹事と地区副幹

事が違うクラブに所属しているんですね。神野さんと、

ここの地区ではそんなこと考えられないなと話してい

たのですが、そういう地区も実際あるんです。だから、

もう少し実態を調べていくと意外とガバナーと他の

人達が違うクラブ、つまり、本当に地区で優秀な人達

を引っ張ってくるっていうんですかね、基本的にはそ

うだと思うんだけど、今本人だけじゃなくってクラブが

後押ししないといけないというルールがありますよね。

だから、さっきの加藤さんじゃないけど、実際、有能な

人はいるけど、クラブが駄目って言ったらガバナーに

なれないので、そのあたりの仕組みっていうか、考え

方をかえなければいけないかもしれないですね。それ

で、私も有能な人がガバナーになって、それを取り巻く

地区幹事とか地区副幹事がまた優秀な人が出てくる。

優秀というか、やる気というか、非常に前向きというの

ですかね。すごいですよね、第2580地区というのは。

田 嶋 ▶▶すごい成功しているんですよね。若いガバ

ナーが出るようになって。

千田 ▶▶ただ、その地区の人がやってくれないといか

んよね。パストガバナーがちゃんと責任もって、バック

アップとか出すのも。

田嶋 ▶▶クラブで潰しちゃう。早く名前が出ると潰し

ちゃうんだよ。

田中▶▶でも、クラブの推薦がないと困るよね。

司会▶▶そりゃそうですよね。でも、小さいクラブが2

つでガバナーを出すっていうのはどうなんでしょうね。

神野 ▶▶どっちも小さければ難しいと思いますよ。ガ

バナー補佐の選出の仕方も結構大きな課題になって

ると思うんですよね。

田中 ▶▶ 他の地区と違うね。他の地区はガバナーが

推薦して組織作っちゃうもんね。

千田 ▶▶ガバナー補佐ってもうちょっと、ガバナーの

意向が反映するようにすると楽だわな。各地区からき

て、その人にいろいろお願いしないといけないし。

神野▶▶でも、それはね、4、5年かかりますよ。

司会▶▶ 時間も来ましたので、そろそろ締めを・・。平

成最後の10年間の最初のパストガバナーとして、片山

パストガバナー、10年を総括していただけますか。

片山 ▶▶それは少々荷が重いので、私の独断の感想

4点ほど述べさせていただきます。1つ目ですが、現在

までの30年間を振り返りますと、ちょうど平成30年間

とほぼ重なっています。この30年間を10年ごとに3分

割してロータリーの変化を見てみますと、平成10年ま

でロータリーは右肩上がりでした。しかし、平成後半

の20年間は右肩下がりで受難の時期でした。そのよ

うな中、RIは職業保持の原点を外し、会員に会員増

強と寄付・年会費の増強を絶えず求め、遂には職業

奉仕を事実上5大奉仕部門から下ろし、社会奉仕部

門に合流させるという話も聞き、私のガバナー年度の

地区方針でもあった「持続可能な前進」のまさに逆

を行っているように感じられました。2つ目は、斎藤直

美（豊田RC）2006年度パストガバナーを2016年度・

2017年度のRI理事として当地区から初めて輩出した

という、2760地区ロータリー愛知85にとって重要な

出来事がありました。当地区の将来にとって、計り知

れない啓蒙的な影響をもたらし、永く記憶されるべ

き出来事だと思われます。それ以外にも、5年ほど前

に名古屋から始まり、年々盛大に開催されている

WFF、50年前に豊橋から始まり、定着したゴミゼロ

運動、この2つの奉仕活動を一対として春期・秋期の

2大奉仕イベントとして将来に受け継がれるようにし

なければならないと思います。3つ目として、反対に残

念なのがポリオ撲滅運動のことです。1987年に当地

区でポリオプラスというプログラムが採り上げられ、

委員会が設置されました。私の年度に、ポリオ撲滅

の為に今後3年間に同額の寄付を提出することを条

件にゲイツ財団から1億ドルを受け取り、全会員に寄

付を再度求めてきました。しかし、最初の同額寄付か

ら10年経った現在でもその決着がついておりません。

いずれ数年のうちに撲滅宣言が出せると信じていま

すが、次の10年に申し送りをしなければならない事

は、私にとって本当に忍びない事です。4つ目は、ロー

タリーの組織・権限の問題です。組織は大きくなれ

ばなるほど、権限の集中が必要です。しかし、ロータ

リーの基礎は、クラブとその会員が底辺にあり、地域

と密着したクラブの独立自存があればこそです。RI

は権限の一部をガバナーあるいは地区に、ガバナー

はガバナー補佐に委任・譲渡する事が必要ではない

かと思います。私もガバナー補佐に一部権限委譲・ガ

バナー補佐の推薦事項・分区運営要領などを地区便

覧に記載し、口頭でも定着を推奨しました。しかし、

ガバナーは単年度官なのでなかなか難しく、本来は

地区大会で出来ると良いのですが、それも難しい問

題があります。近藤年度に「地区審議会」が活動でき

るようになりましたので今後は地区審議会を活用し、

大いに議論したいと思っています。

司会▶▶貴重なお話ありがとうございました。大変勉

強になりました。

服部 良男 パストガバナー

座
談
会

司会▶▶本日はお忙しい中、誠にありがとうございま

す。この座談会は2008年～2017年の10年間の中でガ

バナーをお務めになった皆様にご参加頂きました。

担当された年度の順に、取り組まれた事や課題など

について忌憚のないご意見を伺いたいと思います。貴

重なご意見からこれからの10年に向けての指針が見

えてくるかと存じます。それでは、まず2008年から

2009年度のガバナー、片山パストガバナーからお願

い致します。

片 山 ▶▶ RI会長の

テーマ“夢をかたち

に”それを受けて、

私の方は“持続可

能な前進！”という

地区方針で、サブと

して“ロータリーに

心を”という歌を作

りました。読んだ人

からは、とても良い歌だと好評を頂きました。“ロータ

リーに心を注ぎ　ロータリーに心を開く　ロータリー

を心に受け止め　ロータリーを心に住まわす　ロー

タリーの心をみんなで考え　ロータリーの心を静か

に思う　ロータリーの心は我等の心　ロータリーの

心は世界の心”という内容をテーマにした歌でした。

司会▶▶歌を通すとロータリーの理念が心にスーッと

入ってきますね。ところで、地区大会の時、私も関係

者だったのですが、ゲストは小泉純一郎さんでしたね。

片山 ▶▶ 名古屋名東クラブさんのお世話で、小泉さ

んに来て頂いたからあれだけの会員が地区大会に集

まってくれました。

司会▶▶本当に多くの会員が参加されましたね。

片山▶▶大いに盛り上がり良かったです。

司会 ▶▶この地区大会は悲しい出来事があり、片山

パストガバナーも心を痛められた事でしょう。

片山 ▶▶忘れもしません、RI会長代理とロータリー

ミーティングの特別講演のためお越し頂くことになっ

ていた佐藤千壽さん（東京東RC）の突然の訃報です。

地区大会の4週間くらい前に2回ほど東京でお目にか

かりました。当時佐藤さんは90歳でこれからヨーロッ

パ旅行に行くと伺い、「元気で行って来てください

ね」と、笑顔で挨拶を交わしました。ところが、地区

大会の20日くらい前、突然訃報が入りました。クルー

ズの最中にドクターがいなくて助からなかったとお聞

きしました。ロータリーミーティングの特別講演は、そ

の講演原稿が親友の圡屋亮平パストガバナー（松戸

RC）に託され、圡屋さんが代読されました。今でも忘

れられない出来事でした。

司会▶▶また、ロータリー愛知81にちなんでの昼食会

は皆さんに喜ばれましたね。

片山▶▶そうですね。公式訪問に行く多くのクラブで、

古参会員の方々が心なしか、さみしいお顔をしておら

れるのを見かけるものですから、この機会にと思って

第１日目のRI会長代理を囲む昼食会に招待した訳で

す。「ロータリー愛知81」にちなんでと言われるのは、

RIが事務的に当地区に付けた名称は「RI第2760地

区」ですが、私は当初より当地区が胸を張って自称

できる当地区の名前を「ロータリー愛知81」としまし

た。この名前を、ガバナー月信をその巻頭言として発

行した地区誌にも使いました。これは地区の機関誌

の役割と地区内各クラブ間の親睦誌の役割を担う双

方向の雑誌です。81という数字はその年度の当地区

全クラブの数です。招待しました古参会員の年が81

歳以上というのは、これ未満の歳では、該当者が多

過ぎてこの81を借りたのです。

司会 ▶▶ロータリーの方は若 し々いので81歳以上の

会員の皆様が元気に沢山お越し下さいました。片山

パストガバナーありがとうございました。次は2009年

大澤年度ですが大澤輝秀パストガバナー（豊川RC）

は、平成16年９月に逝去されています。ご冥福をお祈

り申し上げます。それでは、続きまして、クールビズを

提唱されました、２010年から2011年度のガバナー、

田嶋パストガバナー、お願い致します。

田 嶋 ▶▶ 私の時の

RI会長は、レイ・ク

リンギンスミスさん

というアメリカの方

でした。会長のテー

マは“地域を育み、

大陸をつなぐ”でし

た。私の年度の特

徴は3つあります。1

つは、ロータリー財団のフューチャービジョンが始

まった年です。当地区がパイロット地区になっていま

した。もう1つは、戦略計画ストラテージックプランを

日本では「長期計画」と訳していましたが、試行錯誤

を経て、今の戦略計画という名称に変更し、始まりま

した。最後の１つは東日本大地震が起きた年という

ことです。

司会▶▶あの東日本大地震が起きた年ですね。

田嶋 ▶▶最初は未来の夢計画という名前で始まっ

たのですが、夢という表現に異論も多く、協議を重

ねた末、フューチャービジョンという名前になりまし

た。私の頃は、RIの表現をアメリカはアメリカで直し、

日本は日本で直すスタイルで、日本流は受け入れやす

い表現に変えているのではないか？という指摘も多く、

本場アメリカの表現に戻したということです。フュー

チャービジョンでは、新しい地区補助金について皆さ

んのご理解を頂き、いかに活用して頂くかということ

を一番大きな目標としていました。

司会▶▶ 確かに日本語に直すと本来の意味が曖昧に

なる場合もありますね。また、医療支援にも熱心に取

り組まれてましたね。

田嶋 ▶▶ 深谷地区財団委員長と一生懸命取り組んだ

のが、グローバル補助金を使った医療支援です。アメ

リカのヒューストンと交流したのが当地区の医療支援

の始まりで、しかも、グローバル補助金を使った医療

支援というのは、当時本当にまれで、この地区の大き

な成果の1つだったと思います。それから、戦略計画

については、公式訪問でお話してもほとんど何も知ら

ない人ばかりという状況の中で、いかに皆さんに存在

を知って頂くかが課題でした。

司会 ▶▶そして、この年度は日本は未曾有の出来事

がありました。

田嶋 ▶▶そうです、東日本大地震が1番の問題でした。

地区としてはいずれも1人1,000円以上という形で1次

支援、2次支援を行いました。諮問委員会では1,000

円では金額が少ないんじゃないのか？という意見も出

ましたが、会員の皆様が企業でも多額の義援金を出

されて、個人でもロータリー以外に寄付されている事

を考えて出した金額という趣旨を説明し、この金額で

やりましょうということになりました。最初、2,000万

円ほど集まり、希望の風奨学金に全額協賛致しまし

た。２次支援では宮城岩手の地区と千葉県の地区と

もう１か所に配分致しました。その他、ヘリコプター

の支援も致しました。これは、地区大会をやって頂い

た「あまクラブ」が余った1,000万円を地区に返却して

くれたので、そのままヘリコプターの支援金に使いま

した。孤立した所に食料を運んだり、薬を運んだり、

１ヵ月くらい活用されました。それでもまだ余りが出て

いたので、軽トラックを買いたいという支援組織に活

用致しました。

司会 ▶▶田嶋パストガバナーありがとうございました。

東日本大地震が起きてからのガバナーの取り組み方

は、本当に心を打たれるものがありました。それでは、

引き続き、松前パストガバナーお願い致します。松前

パストガバナーは、2011年から2012年までガバナーを

お努めになりました。震災後の大変な年でしたが、

ロータリークラブの力、絆の強さを再認識されたので

はないでしょうか。RC会員歴が半世紀以上と伺いま

した。色 な々思い出がおありかと存じます。

松前 ▶▶ 私は、1967年に一宮北RCに35才で入会し、

この50年間で、1990年には一宮中央RCの初代会長

として設立に尽力

出来たこと、そして、

2011年～2012年に

は2760地区のガバ

ナーとしてお務めが

出来た事を嬉しく思

います。

司会 ▶▶ 松前パスト

ガバナーのご経歴

を伺いますとすべてに「初」が付き、意欲的な取り組

みが伝わって参ります。2760地区にロータリー・リー

ダーシップ研究委員会（RLI）を導入されたのも初め

ての試みでしたね。

松 前 ▶▶ ロータリー・リーダーシップ研究委員会

（RLI）は新会員と未来のクラブリーダーの研修の

ためにアメリカで草の根運動として開発されたプログ

ラムです。日本でも各地区で急速に採用されつつあり、

双方向性とディスカッションリーダーDLに特徴があり

ます。私がガバナーに就任して最初の諮問委員会で

導入を諮り、認められて誕生しました。全国では6番

目の導入でしたが、RLIはまだ馴染のない時代でした。

ロータリー・リーダーシップ研究会の目的は、ロータ

リーの理解を深め、クラブを活性化すること。目的達

成の為に、日本では15地区でRLIの研修が行われ、

成果が上がっています。講義による教育ではなくディ

スカッション方式でリーダーの知識、考え方、創造性

を引き出します。

司会▶▶ 埼玉の中村先生には私も熱心にご指導を頂

きました。度々お越し頂いていますね。

松前 ▶▶ 2760地区は中村靖治国際ロータリー研修

リーダーが熱心にご指導下さり、地区研修の方が真

剣に勉強された結果、多数の方がディスカッション

リーダーになっています。私もガバナーエレクトの時、

妻久子とアメリカ・サンディエゴで1週間、コの字型の

RLI方式で飛び交う質問に、絞られました。現在

2760地区ではこのRLI方式に磨きをかけ改善し、有

用な研修として成果を上げていると聞いております。

この研修でロータリーへの理解が深まり、クラブが

活性化することが期待されます。ロータリーをより理

解し、ロータリーを心から愛するロータリアンが増え、

今後の100年もロータリーが益々発展する事を願って

おります。

司会▶▶ 4430地区ブラジルを訪問されましたね。

松前 ▶▶ 1988年度以降永く中断していた研究グルー

プ交換GSEを1997年度犬飼パストガバナーが再開さ

れ､私が委員長に任命され、当時の犬飼ガバナー、

片山地区幹事（片山パストガバナー）と総勢10名で

GSE研究グループの派遣先であるブラジル4430地区

を激励訪問いたしました。懐かしい思い出です。ちょ

うどこの年は、ブラジルへの移民90周年という節目

の年でした。そこで、各クラブから寄付された書籍１

トンを船便で送りました。この訪問はブラジル日本文

化協会に寄付する贈呈式もかねていたのです。24時

間を費やし、一行がサンパウロ空港に降り立ったのが、

5月13日早朝4時30分。訪問先クラブの会長や多くの

方々に迎えられてホテルに向かいましたが、GSE研究

生として来ていたサンパウロ軍事警察大尉ルイス君

の装甲車に前後を守られ、赤色灯を回転しながらの

移動。ガバナー一行への配慮に感謝しております。

司会▶▶疲れも飛んでしまう歓迎ぶり、嬉しいですね。

他でも熱いもてなしを受けたそうですね。

松前 ▶▶ 仮眠の後、日本人街に例会場を持つ日系ク

ラブ会員の多いリベルターデRCを訪問し、熱い歓迎

を受けました。その後文化協会に赴き、日本文化協

会山内会長に犬飼ガバナーから図書一式贈呈の目

録が渡されました。翌日は、サンパウロ・レステRCを

訪問しここでも熱い歓迎を受け、4430地区大会会場

に移動し、前夜祭を楽しみました。当時の4430地区

ガバナーは日系2世のKazuhiro Moriガバナーでした。

大会当日、我々一行は日本国旗を振りながら入場。大

きな拍手を今も覚えています。各クラブが順に旗を掲

げて入場行進する姿にも力強い息吹を感じました。

翌日はMoriガバナーよりレセプションに招かれ、一連

の行事終了の安堵感もあり、とても和やかな時間を

過ごしたことを鮮明に覚えています。その後、イグア

スの滝観光に向かいました。ブラジルとアルゼンチン

にまたがる落差80M、幅4キロの景観は圧巻でした。

最終日は、リオデジャネイロにも足を延ばしました。

2016年のリオ・オリンピックでコルコバードのキリスト

像が映し出されるたびにブラジル訪問を思い出して

おりました。往復2日間以上という10日間はハードで

したが、ブラジル訪問は実り多く思い出深い旅のひと

つとなりました。

司会▶▶そういえば、松前パストガバナーはある数字

に深いご縁があるそうですね

松前 ▶▶私は母校の大阪歯科大学の学籍番号が22

番でした。そして、一宮北RCの22代目の会長を務め

ました。ガバナーセミナーに指名されたのが2009年3

月22日でした。第2760地区の第22回インターアクト大

会に出席し挨拶の機会を頂きました。インターアクト

クラブは私の心の故郷であります。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーありがとうございました。

それでは、2012年から2013年度のガバナーでいらっ

しゃいました、千田毅パストガバナー、お願い致します。

千 田 ▶▶ 私の時は、

たまたま幸いなこと

に国際ロータリー

会長が田中作次さ

んで、R Iテーマが

“Peace Through 

Service 奉仕を通

じて平和を”でした。

司 会 ▶▶ 田中作次

RI会長との思い出で印象に残っている事は何でしょうか。

千田 ▶▶一番の思い出は、ロータリーの世界大会の

時のことです。ガバナー会をやろうという事になりま

したが、一番の問題は田中RI会長が参加してくれる

かどうかでした。そこで、全権を握っているRI秘書の

ベティさんという女性に交渉したのですが、直前まで

参加が不明のまま…。ところが、当日、田中RI会長が

来られて、皆びっくり！しかも、財団委員長なども連れ

てお越こしになったので、椅子が足りずバタバタと大

慌てして準備したのが印象に残っています。私共は

150人くらいで参加しましたが、田中RI会長は感激し、

喜んでお帰りになられました。また、同期のガバナー

が年1回集まって日本各地を廻るのですが、3回目の

時に田中RI会長が、「2012年度の会だから私も参加

する」と言われ、その会費を求めたところ、「これぞ

ロータリー」と言って、喜んで払って下さいました。

司会 ▶▶千田さんがガバナーになられた年は、震災

の翌年でしたね。

千田 ▶▶そうです、大震災の翌年でした。1月の研修

会で行った、カナダのトロントの方に一緒にやろうと

声をかけていただき、VTTの時に参加して頂きまし

た。その時、たまたま隣に座っていたのが、2750地区

の宮城・岩手の小野寺さんでした。その際、「お金を

集めるのは誰でもできる、我々はちゃんと震災孤児に

手渡したい」と小野寺さんにお願い致しました。あの

時は現地も混乱して色々大変だったのを被災地に視

察に行った時に実感致しました。30人の子供たちが

高校を卒業するまでにかかる4,800万円という金額を

集める為に、毎週500円ずつ集める提案をしましたが、

はじめはうまくいかず、幹事などに足りない分はガバ

ナーがもたないといけないと脅されました（笑）結果、

全額集まりましたが色々大変でした。

司会▶▶地区の目標など6つ挙げていらっしゃいます

が、沢山達成されていますよね。その中の高校生支

援で、甲子園に出場を果たした、仙台育英高校の球

児の中に孤児がいました。両親は他界し、お祖父さ

んの所から高校に通い、甲子園で3番打者として活躍

しました。1回戦で負けてしまったのですが、千田さ

んの応援が陰でありました。

千田 ▶▶地区と地区との交流では、抽選の結果、名

古屋クラブと奥三河クラブがメークアップする事にな

り、中日新聞の大島さんから「千田さん、えらいこと

になった！」と電話で心配を頂くほど、離れた地区の

クラブが交流することとなりましたが、その交流は2

～３年続けることができました。

司 会 ▶▶千田パストガバナーありがとうござました。

続いて、2013年度ガバナー田中正規パストガバナー

お願い致します。

田中▶▶会長になっ

ても知らないことば

かりで、地区に入っ

て改めて、凄い！と

驚くことばかりでし

た。ノミニーとして、

「お前また来たか！」

と言われるほどしつ

こく千田さんの後に

くっついて見聞きしている間に分かることがありまし

た。それは、ロータリーでは“はい”と“YES”しかな

いということです。「やろうよ！」と言った事は情報を

集めてやらないといけない、それが皆が前を向く事、

止めたらそれで終わり。私も思った事をとりあえず

やってみようと思いました。ある時、公共イメージの

コーディネーター「ロータリーの友」編集長の二神さ

んとお話しする機会があり、その時の話題から、地区

全体でやれるフェスタ、日本で初めてのロータリーの

ワールドフェスタを開催しよう！と私は思いました。皆

さんの協力のもと、思った以上に素晴らしいフェスタ

を開催できました。その後、近藤さんが形を作ってく

ださり、日本のロータリーでできました。そのきっかけ

に少しでもなれたのが良かったと思います。最後に、

任期の終盤に色 な々国に行きましたが、それが楽しい

思い出になっています。

司会▶▶どんなところに行かれましたか？

田中▶▶ベトナム、タイ、フィリピンは2回、隠れてモン

ゴル。つい最近はラオスに行きました。皆さんの友情

の支えもあり、色々な国へ行くことができ、非常に充

実した年度だったと思います。もう１つ印象的な出来

事として、同期のガバナーがEクラブを教えてくれた

事です。会費も安く、例会をホームページで行えるEク

ラブは、若い人も多く、クラブのイメージを変えたクラ

ブで面白かったです。

司会 ▶▶やはりイベントをやらないと、テレビ局や新

聞社の方々はあまり来てくださらないですよね。

田中▶▶私がテレビ局等に行ったのは最初の挨拶ぐ

らいだけでしたが、色々な人を引っ張りだすことは良

いことだと思います。たまに顔を出すと、ロータリーは

こんなことをやっているのか…とロータリーの活動を

改めて知って頂けました。

司会 ▶▶はじめのうち、ロータリーのことはあまりPR

してはいけないと教えられたのですが…。

田中 ▶▶それで、公共イメージコーディネーター補佐

としてお話させて頂きました。

司会▶▶希望の風などはどうですか？

田中▶▶希望の風は私ではなく、田嶋さんが担当してい

ます。希望の風は今も続いていて素晴らしいと思います。

司 会 ▶▶ 学生さんの喜びの声や手紙を拝見すると

ロータリアンになって良かったとしみじみ思います。

クラブでもお弁当箱支援といって、お弁当箱に色 な々

ものを詰めて、被災者の方に送り、そのお礼に折り紙

の花やお手紙をいただいたりしました。田中パストガ

バナーありがとうございました。それでは、2014年度

のガバナー、近藤雄亮パストガバナーお願いいたしま

す。パストガバナーの年度のガバナー月信の7月号は

熱田神宮ですよね。

近 藤 ▶▶たまたまう

ちのクラブに熱田

神宮の宮司さんがお

られ、写真を使わせ

てくださいと頼み、

毎回、熱田神宮に関

連する何かの写真

を使わせて頂きまし

て、最初から最後ま

でシリーズで載せました。私の時のRI会長は、ゲイ

リーC.K.ホァンさんという台湾の方でした。彼の考え

方のベースになっていたのが「儒教・孔子の教えです。

ロータリーがSNSを含めデジタル化していく中、アナ

ログ的なものを大切にされる方で、そういったところ

に私も共感しました。彼は“ロータリーに輝きを”とい

うテーマと5つの強調事項、つまり、“地域社会でロー

タリーの存在感を高めること・会員増強・ポリオ撲

滅・クラブの強化・ロータリーデーの実施”で始めま

した。この強調事項は今でもずっと続いています。当

時の私にとって歴代ガバナーの皆さんは雲の上の存

在。ガバナーノミニーに指名される場に臨んだ時、近

寄りがたい雰囲気がありました。そのような思いから、

もう少し目線を下げてロータリアンの中に入りたい、

堅苦しいことはやめて、メークアップに来たメンバー

のような近い距離感で本当の姿を見たいという思い

から色々考え、計画を立てました。結果、例えば「単

独でガバナーの公式訪問を初めて受けました」とか

「親クラブと一緒だとなかなか本音で話すことがで

きない」といったような声を聞くことが出来ました。

司会▶▶ 確か近藤パストガバナーの時、クラブをまとめ

て回るのではなく、ひとつひとつ訪問されたのですよね。

近藤 ▶▶はい、地区内全84クラブを個別に公式訪問

をしました。メンバーの数が少ないクラブも多いクラ

ブも皆さん本当に一生懸命ロータリー活動をされて

いて、素晴らしいと感じました。色々大変な面もある

けれども、この地区のクラブは本当に良くやってくれ

ています。何でもそうなのですが、一旦外に出てみる

と、中では分からない事が見えてくる。素晴らしさが

良くわかる様になる。ゲイリーC.K.ホァンさんのアナ

ログ的思考というか、情といいますか、それが地方に

あるんじゃないかなと思います。私はロータリーとい

うのは、ひと言でいえば…感動、感動をシェアするこ

とだと思うのです。こういうことをずっと言って回った

わけです。いろんな理屈やロジックを立てても感動

がない。そういったものだったら誰もついて来ないし、

仮にその場でついて来ても後は知らないという形に

なってしまいます。感動があれば、自分も仲間に入り

たい、これぐらいのお金を出してもいいなという気持

ちになります。そういう風になっていくといいなと思い

ます。先ほど田中さんが「自分は人が色々言ったこと

を取り上げた」と仰ってました。その中の１つ、WFF

(ワールドフードふれ愛フェスタ)を引き継ぎ、我々の時

は最初からやろうと組織を作り取り組みました。そう

したら、タイミングよく、ゲイリーC.K.ホァンさんの強

調事項の１つ“ロータリーデーの実施”というのがあ

りました。当時のRI理事の北さんからも昨年第2760

地区のプレゼンを見たら素晴らしいことをやっている

ので、是非ロータリーデーをジャパンロータリーデー

愛知として実施をしてくれないかという話を頂きまし

た。シニアリーダーは自分がまとめるからお前は同期

ガバナーをまとめろという事になったのです。結局、

100人以上のシニアリーダーの方々がWFFに参加を

してくれました。田中さんが始めた事を2年目である

程度形ができたかなと思います。

司 会 ▶▶ロータリー

デーというのは、その

時から始まったので

すか？

近藤 ▶▶そうです。ゲ

イリーC.K.ホァンさ

んが自分の強調事項

で提唱したのです。

世界中に、クラブ単

位でもいいし、地区単位でもいいし、あるいは国単位

でもいいから、とにかくやってくれと。私は各クラブ単

位で是非やって下さい。これはガバナー賞の対象に

します！とやったのです。地区単位ではせっかく田中

さんが地区の大きなイベントをやってくれたので、そ

れをジャパンロータリーデーに育てる決心をしました。

ゲイリーC.K.ホァンさんの強調事項、北RI理事の薦

めもあり、ちょうどタイミングが合ったのですね。それ

からもう1つ。“ロータリーは何だ？”とか陰で色々文

句を言う声もありますが、言いたいことがあるのなら、

RIには3年に1度開催される規定審議会というのがあ

るので、そこへ第2760地区から物申す！と、意見を出

したらいいんじゃないのか、その為の規定審議会で

すから。そして地区内クラブに立法案提出のお願い

をしました。地区の色々な問題を取り上げて会長さん

たちに諮る地区審議会と立法案審議委員会というの

を作り、片山先生、田嶋先生と相談しながら3人で地

区審議会規約を作りました。それが今実行されています。

司会 ▶▶もう１つ、IT委員会で地区で初めてHPを作

られたとか。

近藤 ▶▶ホームページは前からありました。尾本さん

が非常に熱心に取り組んでくれていました。地区で

形に出来たのは、いきなり出来たのではなくて、思い

とか色々な下準備があったからです。尾本さんの不

断の努力のお陰だと思っています。私のような者でも

ガバナーを務めることが出来たのはゲイリーC.K.ホァ

ンさんの「儒教・孔子の教えの下、アナログ思考でや

る」この理念があればこそです。また、片山先生がガ

バナーをお務めになられた時、ガバナー補佐としての

私をご指導して頂いたこと、その後も色 ご々指導を頂

いたお陰と片山先生には大変感謝致しております。

計算で繋がっているのではなくて、情で繋がってい

る関係は素晴らしい力になると私は思います。

司会 ▶▶近藤パストガバナーありがとうございました。

では、2015年度のガバナーでいらっしゃいました加

藤陽一パストガバナーお願いします。

加 藤 ▶▶ 私の時は、

スリランカのK .R .

ラビンドランさんと

いう方がRI会長で

した。英語で“Be 

a gift to the world”

サンディエゴでの国

際協議会で“世界

へのプレゼントにな

ろう”と訳されましたが、はっきり言って何を仰ってい

るのか分かりませんでした。同期のガバナー連中とこ

れは何を言ってるのだ？？と色々話し、プレゼントは、

たぶん奉仕のことだろうなと、同期のガバナーとそう

解釈しようということになり、サンディエゴから帰って

きました。K.R.ラビンドランさんは、アジアの中でのは

じめてのスリランカの方ですから、どうもイメージが

湧かず、このRIテーマも皆さんにどうお伝えしようか

…とちょっと苦労しました。

司会 ▶▶加藤パストガバナーは、お父様もロータリア

ンだったのですね。

加藤 ▶▶そうです、親父も瀬戸クラブで会長をやって

いました。その頃、斎藤先生が仰っていた「原点回

帰」の話に感銘を受けました。最近ロータリーが原点

というか根本がわからなくなってきたのではないか…

という私自身の心情もあり、見直しをという意味で、

早速先生にお話しして了解を頂き、原点に帰りたいと

お話を申し上げて、ずっと講習をやったのです。

司会▶▶ガバナー時代、思い出に残ることを教えてく

ださい。

加藤 ▶▶田中さんの資料を基に34クラブ訪問いたし

ました。クラブとの交流、私自身の交流もそこそこや

らせて頂いたつもりでおります。WFFに関しては、田

中さんから近藤さんに受け継がれ、私の時はだんだ

ん形になってきました。私の時から企業協賛にも力を

入れて、600万か800万円を頂戴し、去年が1,000万円

くらいでした。ロータリーを世間に広めるという意味

もあり、だんだん大きくなっています。特にエンドポリ

オに関しては、売り上げもだいぶ上がってきています。

たまたま国際奉仕委員会の方と一緒にVTTでインド

ネシアに行く機会があり、ジャカルタの劣悪な環境に

いる子どもたちを訪ねました。学校も行けず勉強もで

きないヒンズー系の子供たちを援助していたのは、イ

ンドネシアの方達。この出会いを機に私たちもやって

いこう！と、ポリオ500万円、あと400万円プラス地区

のクラブから拠出されたお金を使って、やり始めたの

です。ぼちぼち卒業しないとと思っているのですが、

今もWFFの実行委員長をやらせて頂いております。

WFFを通じて、ロータリーは世間に、そして日本中に

広がったのではないかと思っております。ガバナーと

して小難しいことはやった覚えはありませんが、

WFFが私にとっては一番の思い出かなと思っています。

司会▶▶やはりそういう努力があって、いろんな学生さ

んの支援などが出来るのですね。先ほど、千田パストガ

バナーの時にお話した、仙台育英高校の千田君の記

事は加藤パストガバナーの時の月信9月号に出ておりま

して、「花巻東高硬式野球部の千田京平君、亡き母と

「再会」信じ」という風に書いてありました。加藤パス

トガバナーありがとうございました。それでは、2016年

度ガバナー、服部良男パストガバナーお願いします。

服 部 ▶▶ 2 0 1 6年度はジョン・ジャームRI会長の

“Rotary Serving Humanity”というRIテーマでス

タートしました。丁度この年はロータリー財団100周年

という記念すべき年。100年前にアトランタで開催し

た国際大会を100年後にもう一度アトランタで！という

大きなテーマがありました。もう１つのテーマは、RI

の戦略計画を当地区にどのように持ってくるか。当地

区にはRIの戦略計画がありませんでした。従って当

地区の良いところと課題を分析し、良いところは、そ

のまま伸ばし、課題に関しては戦略計画を立て持続

可能にすることがテーマでした。一番の基本は、10

年後もこの地区が輝き続けるために1年間何をすれ

ばいいのかという事です。そこでまず、地区の戦略を

作るため戦略計画委員会を作りました。そしてもう１

つ、広報、ITを一緒にして、公共イメージ向上委員会

を設立させ、戦略計

画の中でも大きな部

分であるロータリー

の認知度と公共イ

メージの向上を図り

ました。それからも

う１つ。研修委員会

を再度新設し、その

下にRI実行委員会

を分けて、研修をさせて頂きました。これが大きな地

区に対する戦略計画です。あとは、地区としての財団

の取り組みがしっかりしていた為、未来の夢計画に

始まる延長の100年を是非！ということで、大変高い

数字を掲げました。一人180ドルを財団に寄付し、結

果、目標を達成することができました。ジョン・ジャー

ムさんは、ポリオ、財団の経験が非常に深い方です。

そういう意味でも皆様方に大変感謝しております。ア

トランタで100周年を祝おう！をテーマにした大変忙

しい年でしたが、皆さんと一緒に色んなことをさせて

頂きました。深く感謝申し上げます。もうひとつ良かっ

た事は、2750地区と会員が良い競い合いをした結果、

最後に１つ新しいクラブが出来た事です。結果的に

34地区の中で一番多く会員が増えた事も皆さま方と

の１つの成果だったと考えています。

司会 ▶▶ 服部パストガバナーありがとうございました。

それでは、まだ記憶も新しい、2017年度ガバナー、神

野重行パストガバナーお願いします。

神野 ▶▶私がロータリーに入ったのは金沢東でした。

石川・富山地区の金沢ですが、2610地区のガバナー

という方がどういう存在か、ロータリアンとして全く意

識せずに6年いました。それで、名古屋に戻ってもう

一度名駅ロータリーに入った年が2008年7月。今考え

ますと片山ガバナーの年度で、2760地区で再入会し

ガバナーという存在があるということをはじめて知っ

たぐらいで、全く知らずに6年いたなという思いがしま

した。ガバナーの公式訪問は、西クラブと一緒に受

けていましたが、自分のクラブに来られたという感じ

が薄く、公式訪問に対してもあまり意識しておりませ

んでした。まして地区への出向や、ガバナー補佐を引

き受ける事も、クラブ幹事の経験もなく、ロータリー

の地区の動きも全く知らずにいた私が、いきなりガバ

ナーということで大変驚きました。なので、先輩たち

とはずいぶん感覚が違うと思っております。私は千田

パストガバナーには学生時代からご指導頂いており

ます。また、両親の関係で存じ上げている方ばかりで

す。しかし、ガバナーという意識で拝見したのは、私

がクラブ会長の時の田中ガバナーが初めてでした。

公式訪問の時にガバナーの存在を目の当たりにして、

凄い人なのだと思いました。親の西クラブと一緒だっ

たのですが、大きな先輩、親クラブでありながら、結

構ガバナーというのはビシビシ言われるなと。私ども

は子クラブにも関わらず、大変褒めて頂いて恐縮した

ものです。ガバナーは、凄い存在なのだということを

初めて肌で知りました。そんな頃です、私の高校の同

級生の近藤さんがガバナーをどうも引き受けるようだ

と話を聞いて、よくそんなことをやるな～と言ってし

まった覚えがあるのです。そういった中で、去年ガバ

ナーを引き受ける事となったのです。イアン H.S ライ

ズリーさんは“変化をもたらす”をテーマに、確か

ロータリーそのものが大きく変わったというお話をさ

れていたのを聞き、変化の時代だから、何かをやろう

と考えて出来ないだろうかと思いました。一番に思っ

たのは、ロータリーのイアン H.S ライズリーさんのこ

の言葉です。「ロータリーとは何か。何をしているのか

ということをもっと世の中に知らしめてほしい。」そこ

で、公共イメージ向上というものについて、自分がで

きる範囲でやってみようと思ったのです。1つはマスコ

ミや地域の皆さんへの働きかけ。もうひとつは、地区

ガバナーとロータリアンの距離感というのをできるだ

け縮めるという事を考えました。ガバナーは一般ロー

タリアンにとって遠い存在というか、私自身近寄りが

たい存在と思っていました。そこで、一年かけてクラ

ブの訪問以外にも、いろいろと接する機会をつくり、

距離を縮める試みをしたつもりです。服部さんは、地

区の戦略委員会で非常に改革的な事もやって下さい

ました。村井さんからはそんなに急にやっても無理な

んじゃないかとご心配頂きましたが、やっぱり自分な

りにやってもらいたいし、やってみたいということで、

全クラブに戦略委員会のような類のものを設置して

頂いたというのが、一番の私の思い出です。それから

もう１つ、諮問委員会で、先輩諸氏にお許しを頂き、

地区の体質の強化を図る取り組みを始めました。１つ

は、青少年対策の危機管理基金、これを1,000万円積

み立てさせて頂きました。それから、愛知県と防災協

定を結んで、地域の皆さんと一緒に勉強して、万が一

のときはどういった事ができるかということを考える

態勢を作らせて頂きました。これは先輩諸氏にも認

めて頂き、地区大会で結ぶことができました。

司会▶▶地区大会の思い出はいかがでしょう。

神野▶▶そうですね、

思い出がいっぱい

あるのですが、よも

や、D.K.リーさんが

来るとは想像もして

おらず、8月15日の

メールを開けてびっ

くり！片山パストガ

バナーがちょうど同

期だとの事でお願いできて本当に助かりました。大

先輩からも良くやったと言って頂いたのは先輩のおか

げです。今年は神奈川へ行かれるそうで、ガバナー

がとても焦っておられたと、村井さんから聞きました。

村井ガバナーから力になってあげてと言われて、気楽

に笑っていられるのが幸せです。最後に、６月の最後

にクロスプロモーションの青少年と学友の交流フェス

タ、これが出来たのも思い出です。ご出席の皆さんに

もいろいろ無理を申し上げました。それから、昨年度

だけになってしまったのですが、イアン H.S ライズリー

さんの植樹のお話につきましても、それぞれ分区やク

ラブで、個人的にもやって頂いたおかげで、8000本と

いう、一人一本の植樹目標を達成できました。「ガバ

ナーというのは言ったことを何でもできる」と言われ

たことをいい事に、先輩諸氏に無理を言い、それに

応えて頂いた事に感謝しております。WFFも晴れ男

で頑張ってくださいと言うだけで、今年度に相当資金

的余裕をもってお渡し出来ました。細かく言いますと

１時間では終わりませんが、これで終わりたいと思い

ます。ご指導頂いて、本当にありがとうございました。

司会 ▶▶ 神野パストガバナー、ありがとうございまし

た。こういった素晴らしいガバナーたちが10年間、努

力されたおかげで、第2760地区は本当にキラキラと

輝いていたのだと思います。どうもありがとうござい

ました。

司会▶▶片山先生いかがでしょう？

片山▶▶そうですね。ガバナーの視点というより私個

人の職業上の視点からのことを先に言いますと、そ

の頃地区大会での決議は大会決議と名付けられて、

ＲＩ会長・ＲＩ会長代理に感謝する。現ガバナーに感

謝する。地区大会ホストクラブに感謝するなど、決議

でなくても、ガバナーから口頭でお礼申し上げますと

言われれば済むことばかり。のどかな風景でした。そ

れまで、地区大会で審議・決議していた必要的決議

案件は、前年度の地区決算の承認、次年度地区大会

開催場所と日時の決定・承認くらいのことでした。そ

こで、ロータリーを法曹出のガバナーの目から見て、

地区大会の決議機関部分を整備しました。それは地

区大会における必要的決議案件の決議といわゆる大

会決議案と称していた案件とを区別し、必要決議案

件は各クラブの議決権票数を有する会長・幹事・副

会長等が出席する地区大会１日目に審議・決議し、

大会２日目にはその報告とし、大会決議案は１日目は

大会決議委員会からの決議案の内容の報告とし、大

会２日目の地区内全会員が参加する会議に大会決議

案を上程し採決するとしたことです。その年度の必要

的決議案件は、ガバナーノミニーの選出方法として指

名委員会方式の採択と指名委員会委員の選任の件・

2010年開催の規定審議会提出案件承認の件（当地

区初めての規定審議会提出案件）・ロータリー財団

未来の夢計画パイロット地区候補申請の件の3件で

した。現在においても、その流れが継続しているのは、

うれしいことです。それから、もう一つはガバナー選

任の地域的配慮のことです。パストガバナーの皆さん

が思っておられるでしょうが、全地区内、尾張も名古

屋も三河もどの地域にも一様にパストガバナーがでん

としておられ、しかも各分区にも元気なパストガバ

ナーがいることです。しかし、色 な々事情により、その

ようにはいかないのです。特に、分区でガバナー補佐
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が分区内事業をする時あるいは分区内で事が起きた

時などに、どの分区にも、身近に相談ができるパスト

ガバナーが常にいるというのがいい訳です。地域の

関係では名古屋５・三河４・尾張３の比率で候補を選

任し、各地域内分区の順番は各地域関係のパストガ

バナーの相談によるという方針はできていますが、そ

れでも、地域の事情により万遍なく一様にとはいかな

いという実情ですね。その事情の一番大きいのが、う

ちのクラブの人数では、引き受けられませんという断

りです。その対処の１つの方法として、私のガバナー

年度に親子兄弟クラブにお願いして、監事・副幹事・

スタッフ等２人位ほどご協力をいただき、率先垂範し

た積もりです。偶然この時、近藤パストガバナーも西

名古屋担当のガバナー補佐で入って来られました。

司会▶▶だから先生の時は、他のクラブのスタッフが

5～6人入っていたのですね。

片山▶▶そうです。そういうことをやったのです。

加藤 ▶▶尾張3分区では大変申し訳ないと思っており

ます。去年ですが、南尾張分区でペケ、西尾張分区

でペケ、たまたま東尾張分区はその時にパストガバ

ナーが3人いらっしゃったのです。だから、僕を入れて

4人いたわけです。結局、尾張分区からしか出すとこ

ろがなくて、たまたま、犬山さんが今まで出していな

かったわけです。犬山が出るといったのでこれは良い

と安心していたら、委員会の前日に断ってきた。びっ

くりして田中先生にどうしよう…と。それで江南の福

田さんに急遽電話申し上げたら、「大丈夫だよ。うち

におるから」との返事。それでご本人と話をして、OK

ということになったのですが現役の会長さんなので

す。現役の会長さんは本来ダメなのです。それでRIの

方に問い合わせて、許可を得て伊藤さんがガバナーノ

ミニーに決まったのです。

片山▶▶だから、小さなクラブが一緒になって協力し

て出さねばね。

加藤 ▶▶ 今は東海と常滑なんかは出せます。しかる

べき人間もいます。今、片山先生が言われた小島先

生などもいるのですが、たまたま小島先生が病院を

建て替えて忙しいということだったのです。

司会▶▶できれば、9人で話し合うと盛り上がるような

テーマをあげて頂いてお話して頂けるとありがたいな

と思います。

神野 ▶▶これって、10年の思い出が皆さんにあります

よね。そして、これからの10年に向けての皆さんの期

待とか想いとか、この2つにしたらどうでしょうか?

田嶋 ▶▶地区大会のゲスト、会長代理を昔みたいに

自分たちで推薦させてもらえないかという意見が割

と今、いろんな地区から出ているじゃないですか？

神野 ▶▶ 出ていますね。全然来ると思ってなかった

D.K.リーさんが韓国から来られたし。

加藤 ▶▶ 僕の時も1か月前ですよ。それではなんとも

ならないですよ、こっちの準備も。だからもっと早く決

めてほしい。誰がどういう風に決めるかわからないで

すけどね。

田嶋 ▶▶大澤さんの時代までは地区が候補者を推薦

していたのですよね。

加藤 ▶▶ 要望は出せるけど、それに対しての返答もな

く、無視ですね。

田嶋 ▶▶ 私の時はRIが会長代理を呼ばなくていい。

お金がないのだから。協議会でもRIの職員がお金が

ないから来ない。日本の旅行者が行ったのだもん。ツ

アーが案内した人たちがその職員を代行してやって

いたのです。だから、日本事務局からは誰も行かない。

本当にひどい話です。

片山▶▶田島年度に同地区の中からRI会長代理を出

したのは意表を突いた人選でしたね。

神野▶▶それが最近全然でていない。

田嶋 ▶▶豊島さんから未だに言われます、あの時俺

はタダ働きだと。あの時、RIから地区で負担すること

はまかりならん、その代わり、会長代理で呼んだ場合

には一人いくら出すっていうような約束があったので

すが、一切払ってもらえなくて。こっちもすっかり忘れ

ちゃってましたが、日当も何もなく、未だに顔を合わ

すとそのことを言われます。

司会▶▶ 外国の方が来られると大変でしたよね。

加藤 ▶▶ 結局、通訳がいるでしょう。たまたま、米山

の子たちがやってくれたのですが、それからいろいろ

お話して頂くにしても、通訳を通すと時間が倍になっ

ちゃう。初めから文章を頂戴といって、文章をもらっ

たことはいいけど、読めないでしょう、だから、米山

の子に頼んで全部日本語に直してもらって、それをス

クリーンに投影して、それで通訳なしでやりましたけ

どね。しかも、決まったのが一カ月前でしょう。もう慌

てましたよね。

神野▶▶その教えを、D.K.リーさんの時には活かさせ

て頂いた部分もありますね。米山と福田君とか通訳

も含めて。

加藤 ▶▶日本のパストガバナーが来ていただくのが一

番いいですよね。

神野 ▶▶ D.K.リーさんは、みんな私の方を見ずにパ

ワーポイントを見る、だから、そういうのは嫌いだと

おっしゃって、以前のようなパワーポイントで出す事

ができなくて、30分でちゃんと収めるというのが、50

分以上になって、ちょっと大変でした。やっぱり国内

で来ていただくとありがたいですね。

司会 ▶▶あと、どうでしょう。一生懸命取り組んでい

らっしゃったWFF、これからどのようにして、あと何

年続けようかとかお思いでしょうか？

田中 ▶▶やれるかな？と思うんですよね。会場のこと

とか。

神野 ▶▶会場は大丈夫。エンゼル公園の方へ移します。

田中▶▶それならいいよね。できたら、日本の看板に

なるかもしれないから、少しずついいものに変えて

いっているから、同じものだとみんな飽きちゃうから

ね。近藤さんに頑張って頂いたよ。

神野▶▶ロータリーデー。

近藤 ▶▶タイミングでね。

神野▶▶こないだ、ジュディオングさんとご一緒したの

で、また確認して頼んでおきました。ポリオもう少しだ

から、楽しみですとおっしゃってました。

近 藤 ▶▶あれも、最初の仕掛人の福田さんが頑張っ

てくれて。ワールドフードでしょ、インターナショナル

で、フィリピンのロータリアンの参加者が多いのです

が、今では韓国、インドネシア、ネパール、パキスタン

からのロータリアンも加わり、ますますワールドになっ

ていて、そういう意味でなかなか大変ですが、少しず

つ変わりながらいいものに発展しているなと思います。

あれ、すごいよね、公共イメージアップにはね。

司 会 ▶▶やはり、イベントは少しずつ変化を求めて

やっていくのが良いですね。

千田 ▶▶名古屋ロータリーの福田君がはじめて来て、

私はこういう事をやりました、やりたいけどどうでしょ

う？そのような事を日本でやるのはどうだろうって提

案されました。その前に和合ロータリー。

田中▶▶ 和合の中でも、お金もそうなんですが、僕の

ところに泣きが入り、福田君がそれで和合をやめたら

西尾RCに入会したいと言っていましたが、和合の鷲

塚会長もやる気がでてきました。

実はその後ガバナーノミニーの指名に南尾張ができ

ない時に和合はどうだ？って聞いたのですが、事業

が重なりもう一年待ってくれと言われた。大きいクラ

ブだからやれないことではないと思うのですが。

司会▶▶結局、和合ロータリーと相乗りみたいになっ

たんでしょうか？

田中▶▶ちょうど、ワールドフードフェスタっていうの

は、そういったものが前の年にちょっと意見が出たん

だよね。千田さんの時に提案されたんだけど、実にな

らなくて、僕の時に同じように提案され、ちょうどその

日、公共イメージの先輩の方が、こういうのがあるけ

ど、プランもだいたいできてるし、勧誘もできてるから、

どうだろうと。和合でやりたいという話だったけど、

和合でやるなら名古屋市で、名古屋市でやるなら愛

知県全体でやろうよと、話がとんとん拍子に進んで。

それで、ほとんどいろんなところに声掛けて進めて、

すべてのクラブが協力するってことで何とかやれた。

全体2760地区でできたんじゃないかと思います。実

際に食べものの選択も良かったですもんね。ワールド

フードだから、名古屋でも珍しいものを作りたいって

ことで、地元のものはほとんど出さなかった。出店す

る方も初めてなのでリスクがあるのね。ただ最初の

公共イメージの費用もあり、なるべくテナント料を安く

して、あとは水道・施設費がちょっとかかるんだけど、

それも地区とかが応援してくれてやれたから良かった

けどね、お金の算段もできたから。でも、最初の250

万がなかったらちょっとやばかったかもね。

司会 ▶▶公共イメージのアップだけじゃなかったです

よね。

田中 ▶▶その中に、クロスプロモーションじゃないけ

ど、インターアクト、ローターアクト入れて、米山入れ

るっていうのは、最初から構想はありました。

司会 ▶▶近藤パストガバナーを始め、神野パストガバ

ナーにいたる歴代の方々が志を引き継いで下さいま

したね。

片山 ▶▶発案の福田さん、地区開催の決断と拡大の

田中・近藤両パストガバナー、承継・充実の加藤・服

部・神野の各パストガバナー、それに続く中心となる

実行委員会の委員長はじめ委員の面々、各分区のガ

バナー補佐はじめのロータリアン、インターアクトター

の応援等を得て当地区内外一丸となったポリオ撲滅

の募金等のイベント等々、当地区の一等地の真ん中

において、RI会長より日本ロータリーデーの名称まで

得て、当地区挙げての秋の恒例大奉仕活動事業に

なったことです。この十年を越えて長く語り継ぐべく

立てた記念碑と思います。

司会 ▶▶こうしたロータリークラブの取り組みが国の

行事にもなってますね？

片山 ▶▶そう、そう。思い出します。もう50年近くにな

るでしょうか、当地区豊橋のロータリークラブ（豊橋

北RC）から始まった5月30日を中心になされるごみゼ

ロ運動、地区の奉仕活動行事として日本に最たる行

事、日本全ロータリーばかりでなく、日本全国の環境

保全運動として定着しています。日本政府の提案に

より国連は毎年6月5日を国連環境の日と定め、日本

も同様環境の日と定めています。当地区は5月30日～

6月5日迄の1週間を強調するために、地区設定特別週

間として「環境保全週間」を設定することにしていま

すが、パストガバナーの皆さんは設定されましたかね。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーはインターアクトの活動

にも力入れていらっしゃいましたね。次世代を育てる

大切な活動ですね。

松前 ▶▶ 1987年に地区インターアクト委員となり、イン

ターアクトクラブの活動を推進しました。1990年には

地区インターアクト委員長となり、2760地区のインター

アクト活動で海外研修を始める事に致しました。毎年

夏休みにハワイ島に約30名を引率してホームステイを

行い大変喜ばれました。要望があった長野県のイン

ターアクトクラブも一緒のハワイ研修でした。各イン

タークラブより2名を選出、2ヵ月の勉強会の後、各地

域の高校の先生方が海外研修を推進して下さいまし

た。参加した部員からは、ハワイの研修でアメリカの

文化や語学研修が大変勉強になった、雄大なハワイ

の景色に感動した！と喜ばれ、毎年の実施を望む多く

の声があがりました。これを機に様々な高校でイン

ターアクトクラブが設立されましたが、愛知県立千種

高等学校、阿久比高等学校と進学校が参加して厚み

が増しました。その後、研修地はオーストラリアに変わ

りましたが、二十数回と継続し、発展している姿を見て、

海外研修に初めて取り組んだ私は感激しております。

司会▶▶田嶋パストガバナーは、公共イメージには何

が必要だと思われますか？

田嶋 ▶▶ 公共イメージって言うとついイベントに偏り

がちなんだけど、私がもっと強調しないといけないと

は思うのは、ロータリアンの質。もっと周知させるとか。

たまたま私はある俳句の結社に老人になって入って、

そこで仲間の人たちも会員になってもらったら、凄く

ロータリーに対する信頼っていうのをアピールしてく

れ、非常にまじめで、皆さんちゃんと実行してくれる。

約束したら実行してくれる。そういうロータリーの質

の良さをもっと知らせれば、会員増強もっと簡単にで

きると思うんです。

司会 ▶▶はじめに片山先生が俳句を読まれましたけ

ど、いろんなところで俳句のことを話されてますよね。

田嶋 ▶▶そういう面で公共イメージっていうのは、も

うちょっと補強しないといけないんじゃないかって気

がします。

田中 ▶▶そうするとクラブの中のロータリアンの質の

良さという原点に戻っちゃいますね。みんな集まって

フェスタをしたりするのにも、「ロータリアンの自覚」

とか、あんまり難しく言うとやめたってなっちゃう。

やっぱり、飴と鞭みたいに楽しいことがなければね。

田嶋 ▶▶クラブがいろんな人に働きかけて、ゲストで

呼んだりいろいろしないと、会員は増えないし、クラ

ブ会長が会員増強って言わないと絶対増えない。

やっぱりトップになる人が自覚してやらないといけな

いし、ガバナーとかガバナー補佐も会員増強って常に

言い続けないと会員は増えない。

司会 ▶▶どうなんでしょう、本音の話なんですが、日

本は女性ロータリアンが少ないですよね。心からもっ

と増えればよいと思っていらっしゃるのでしょうか？

田嶋 ▶▶私は増やしたいと思ってます。だって女性中

心で本来女性だけのクラブを作ろうとアイリスを作ろ

うと思ったんだけど、その話がたまたま東京の司葉子

さんの耳に入って、司葉子さんが盛田さんに、「女性

だけのクラブはダメよ。」って言ったものだから、盛

田さんも、「お前、まずいらしいよ、男入れよ」って。

結局、男性も入れたんだけど、やっぱり女性と男性を

比べると、女性の方が優秀。これはオフレコにしてほ

しいけど、完全に女性の方が質が高い。

司会 ▶▶私は名東ロータリークラブってところの初め

ての女性会員で、女性2人で一緒に入ったんですね。

絶対に1人はダメです。もうひとりがすぐ辞めてしまっ

たので、次に女性会員が入った時、とても気を使いま

した。私がいるからやめるみたいなことになったら大

変だと思って。なので、女性会員を入れられるなら

やっぱり複数から始められた方がいいと思います。

食事のスピードも違いますし、結構大変でした。

神野 ▶▶私も金沢東RCで女性2人に入ってもらった

んですけど、齢を重ねられた今でも頑張ってくれてま

す。今、女性の比率は1割かな、90、100人近くのうち

の9人です。

田 中 ▶▶ 都市は良いんですよ。経営者が多いから。

郊外は経営者が少ないんですよ。

千田▶▶女の人入れるには、男もいい男を入れないと

いけない。（笑）

司会▶▶いい女の人が入ってくると、けっこう男性がお

しゃれになる。出席率もよくなる。明るくなるし、いい

こともあります。だから、女性ロータリアンばっかり

じゃダメっていうのもわかるような気がします。

田中▶▶ 韓国にもあるね、女性だけのロータリアン。

田嶋 ▶▶日本もありますよ。

司会 ▶▶それでは、時間の関係で希望の風について

伺います。被災して消防士を目指す方などいろいろな

方がいるのですが、これはどのくらい続けようとお考

えですか？

近 藤 ▶▶ 基本的に田嶋年度の時に震災が起きて、

さっき田嶋さんも言われましたが、みんな最初、ガバ

ナー会を通して寄付したんだけど、そこから問題が出

て、寄付金を返せっていう地区と、使い道を考えてや

ろうという地区と分かれまして、その結果、10地区が

ファンドみたいにして、震災時にお腹の子も含めて、0

歳の子供が短大とか大学を出るまで奨学金を出そう

という話に決まりました。その時からずっとやっている

ので2011年から22年間のロングランです。だから私は

基本的に青少年奉仕事業じゃないかと思うんです。

千 田 ▶▶もしかして、そういうこともあるけれども、

やっぱり年はきっとかないといかんな、災害はどこか

でだんだんと出てくるし。

田嶋 ▶▶あのね、今ね、希望のファンドは資本金が4

億あるんです。地区が出した4億、それが減ってない

んです。毎年払うお金はその年度で寄付頂いたもの

で回っているんです。これをずっと続けてお金を貯め

ておいて、次の震災が起こった時にそれを拡大して

支援しようと言ってるのですが、ただ、希望の風を

作った時にいろいろ問題があって、ほんとにロータ

リーってこんなひどいこと言うかってことまで言われ

たのがあって、当時の人がまだ頑張っているわけ。8

年前の人がまだ頑張っているわけ。私は早くから近

藤さんにバトンタッチして、今度神野さんに。やっぱり

そうしないと長く続く組織は続かないよ。

神野 ▶▶でも、この前、2010年度組の皆さんが大いに反

省されながら、相当変えようという発言をされましたよ。

田嶋 ▶▶やっとですよ。私は最初から変えようと言っ

ているのに。

神野 ▶▶私が口火を切ったみたいだったんですけどね。

司会▶▶ 客観的に見ていると、さすがロータリアン、素

晴らしいことだなとしか思い浮かばなかったのですが。

田 嶋 ▶▶ いやー、ひどかったよ。集めたお金をガバ

ナーが山分けするとか、ありもしないようなことを言わ

れちゃって。あの時会長だった東京のガバナーは本当

に可哀想だった。集中的に叩かれたのがその人個人で。

神野 ▶▶ガバナー月信に昨日原稿を出し、今度載せ

てもらうことにしてあるので。こないだ僕はさっきの

ガバナーじゃないけど、わけわからず副委員長に代わ

れって言われて、代わったんですが、今おっしゃった

ように、あと正確には1億2千万です。私は2億と言っ

てるのですが、2億あれば33年までいけるのですよ、

今のペースで行くと。ただ、お話があったように、この

後ひょっとして大規模な、片親か両親がなくなっちゃ

うような震災があった時にそれをまた使えばいいじゃ

ないかと、何も正式名だけ変えればいいじゃないか

という声もあるし、今からエンディングを考えてやる

必要はないよっていう話にはなっているのです。で、

ルール・規則・制度が少しいい加減ってものも結構

あったので、この1年で相当変えて頂くっていうお題

いができ、さらに今年度の2580のガバナー会議長の

松坂さんも来てくれていたので、ガバナー会でも取り

上げてくれと。去年は17/34、今までに26/34地区が

この7年強の間に参加しているのですが、去年はちょ

うど半分の17ですね。あと17地区がほんの僅か、

さっきの1000円じゃないけど出してくれれば、十分に

やっていけれるし、もっと広い範囲でこういうことが

できるかもしれないという見方もあると思います。

田嶋 ▶▶だから、最初の人たちは変わって、どんどん

新しい人たちが新しい組織にしていけばいいんですよ。

片山▶▶財団になってる？

田嶋 ▶▶ 財団になってない。財団にすればいいよね。

明らかに公益性があるからね。

田中▶▶それで、米山とか同じような方向でもってい

けばね。

司会▶▶他に何か言い足らない事、こんなテーマなど

ございますか？お時間も少 と々なりました。

神野▶▶さっき私も地区の体制を変えた、強化したつ

もりだって申し上げたのですが、さっき片山先生が

おっしゃたように、ガバナー出せないと、千田さんみ

たいに2000万自分で出してもいいよって方は良いけ

ど、私もあとで気が付いたんですが、地区の予算を見

るとガバナーの活動経費みたいなのが、ほとんどな

いわけですよ。私は幸いクラブも支援してくれたから

よかったですが、小さいクラブからも平等に出しても

らおう、いい人を出してもらおうと思うと、そのあたり

を変えていかないとね。

司会▶▶そうですよね。

田嶋 ▶▶でも、実際ガバナー出してもお金なんてかか

らないよ、お金がかかるって言うのが信じらない。

神野 ▶▶ 事務局経費をガバナー事務所で持つでしょ。

それをクラブで結構持たないといけない。

田嶋 ▶▶ 事務局経費だって、ノミニー時代の事務局経

費がガバナーの負担になるだけであって、あとは間に

合いますよ。今度からノミニーも経費が出るようになっ

たでしょう、だから、ほとんどお金なんかかからないよ。

近藤 ▶▶片山先生がガバナーを務められた時に地区

副幹事、スタッフを親クラブ、兄弟クラブから出して

欲しいという依頼があり、私も地区副幹事で出向し

たんですが、あれも1つの手だと思うんですね。今も

松坂さんの話が出ましたけど、第2580地区全体の事

は分かりませんが、ガバナーと地区幹事と地区副幹

事が違うクラブに所属しているんですね。神野さんと、

ここの地区ではそんなこと考えられないなと話してい

たのですが、そういう地区も実際あるんです。だから、

もう少し実態を調べていくと意外とガバナーと他の

人達が違うクラブ、つまり、本当に地区で優秀な人達

を引っ張ってくるっていうんですかね、基本的にはそ

うだと思うんだけど、今本人だけじゃなくってクラブが

後押ししないといけないというルールがありますよね。

だから、さっきの加藤さんじゃないけど、実際、有能な

人はいるけど、クラブが駄目って言ったらガバナーに

なれないので、そのあたりの仕組みっていうか、考え

方をかえなければいけないかもしれないですね。それ

で、私も有能な人がガバナーになって、それを取り巻く

地区幹事とか地区副幹事がまた優秀な人が出てくる。

優秀というか、やる気というか、非常に前向きというの

ですかね。すごいですよね、第2580地区というのは。

田 嶋 ▶▶すごい成功しているんですよね。若いガバ

ナーが出るようになって。

千田 ▶▶ただ、その地区の人がやってくれないといか

んよね。パストガバナーがちゃんと責任もって、バック

アップとか出すのも。

田嶋 ▶▶クラブで潰しちゃう。早く名前が出ると潰し

ちゃうんだよ。

田中▶▶でも、クラブの推薦がないと困るよね。

司会▶▶そりゃそうですよね。でも、小さいクラブが2

つでガバナーを出すっていうのはどうなんでしょうね。

神野 ▶▶どっちも小さければ難しいと思いますよ。ガ

バナー補佐の選出の仕方も結構大きな課題になって

ると思うんですよね。

田中 ▶▶ 他の地区と違うね。他の地区はガバナーが

推薦して組織作っちゃうもんね。

千田 ▶▶ガバナー補佐ってもうちょっと、ガバナーの

意向が反映するようにすると楽だわな。各地区からき

て、その人にいろいろお願いしないといけないし。

神野▶▶でも、それはね、4、5年かかりますよ。

司会▶▶ 時間も来ましたので、そろそろ締めを・・。平

成最後の10年間の最初のパストガバナーとして、片山

パストガバナー、10年を総括していただけますか。

片山 ▶▶それは少々荷が重いので、私の独断の感想

4点ほど述べさせていただきます。1つ目ですが、現在

までの30年間を振り返りますと、ちょうど平成30年間

とほぼ重なっています。この30年間を10年ごとに3分

割してロータリーの変化を見てみますと、平成10年ま

でロータリーは右肩上がりでした。しかし、平成後半

の20年間は右肩下がりで受難の時期でした。そのよ

うな中、RIは職業保持の原点を外し、会員に会員増

強と寄付・年会費の増強を絶えず求め、遂には職業

奉仕を事実上5大奉仕部門から下ろし、社会奉仕部

門に合流させるという話も聞き、私のガバナー年度の

地区方針でもあった「持続可能な前進」のまさに逆

を行っているように感じられました。2つ目は、斎藤直

美（豊田RC）2006年度パストガバナーを2016年度・

2017年度のRI理事として当地区から初めて輩出した

という、2760地区ロータリー愛知85にとって重要な

出来事がありました。当地区の将来にとって、計り知

れない啓蒙的な影響をもたらし、永く記憶されるべ

き出来事だと思われます。それ以外にも、5年ほど前

に名古屋から始まり、年々盛大に開催されている

WFF、50年前に豊橋から始まり、定着したゴミゼロ

運動、この2つの奉仕活動を一対として春期・秋期の

2大奉仕イベントとして将来に受け継がれるようにし

なければならないと思います。3つ目として、反対に残

念なのがポリオ撲滅運動のことです。1987年に当地

区でポリオプラスというプログラムが採り上げられ、

委員会が設置されました。私の年度に、ポリオ撲滅

の為に今後3年間に同額の寄付を提出することを条

件にゲイツ財団から1億ドルを受け取り、全会員に寄

付を再度求めてきました。しかし、最初の同額寄付か

ら10年経った現在でもその決着がついておりません。

いずれ数年のうちに撲滅宣言が出せると信じていま

すが、次の10年に申し送りをしなければならない事

は、私にとって本当に忍びない事です。4つ目は、ロー

タリーの組織・権限の問題です。組織は大きくなれ

ばなるほど、権限の集中が必要です。しかし、ロータ

リーの基礎は、クラブとその会員が底辺にあり、地域

と密着したクラブの独立自存があればこそです。RI

は権限の一部をガバナーあるいは地区に、ガバナー

はガバナー補佐に委任・譲渡する事が必要ではない

かと思います。私もガバナー補佐に一部権限委譲・ガ

バナー補佐の推薦事項・分区運営要領などを地区便

覧に記載し、口頭でも定着を推奨しました。しかし、

ガバナーは単年度官なのでなかなか難しく、本来は

地区大会で出来ると良いのですが、それも難しい問

題があります。近藤年度に「地区審議会」が活動でき

るようになりましたので今後は地区審議会を活用し、

大いに議論したいと思っています。

司会▶▶貴重なお話ありがとうございました。大変勉

強になりました。

神野 重行 パストガバナー

ガバナーの視点から
見えたもの、見たい未来
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司会▶▶本日はお忙しい中、誠にありがとうございま

す。この座談会は2008年～2017年の10年間の中でガ

バナーをお務めになった皆様にご参加頂きました。

担当された年度の順に、取り組まれた事や課題など

について忌憚のないご意見を伺いたいと思います。貴

重なご意見からこれからの10年に向けての指針が見

えてくるかと存じます。それでは、まず2008年から

2009年度のガバナー、片山パストガバナーからお願

い致します。

片 山 ▶▶ RI会長の

テーマ“夢をかたち

に”それを受けて、

私の方は“持続可

能な前進！”という

地区方針で、サブと

して“ロータリーに

心を”という歌を作

りました。読んだ人

からは、とても良い歌だと好評を頂きました。“ロータ

リーに心を注ぎ　ロータリーに心を開く　ロータリー

を心に受け止め　ロータリーを心に住まわす　ロー

タリーの心をみんなで考え　ロータリーの心を静か

に思う　ロータリーの心は我等の心　ロータリーの

心は世界の心”という内容をテーマにした歌でした。

司会▶▶歌を通すとロータリーの理念が心にスーッと

入ってきますね。ところで、地区大会の時、私も関係

者だったのですが、ゲストは小泉純一郎さんでしたね。

片山 ▶▶ 名古屋名東クラブさんのお世話で、小泉さ

んに来て頂いたからあれだけの会員が地区大会に集

まってくれました。

司会▶▶本当に多くの会員が参加されましたね。

片山▶▶大いに盛り上がり良かったです。

司会 ▶▶この地区大会は悲しい出来事があり、片山

パストガバナーも心を痛められた事でしょう。

片山 ▶▶忘れもしません、RI会長代理とロータリー

ミーティングの特別講演のためお越し頂くことになっ

ていた佐藤千壽さん（東京東RC）の突然の訃報です。

地区大会の4週間くらい前に2回ほど東京でお目にか

かりました。当時佐藤さんは90歳でこれからヨーロッ

パ旅行に行くと伺い、「元気で行って来てください

ね」と、笑顔で挨拶を交わしました。ところが、地区

大会の20日くらい前、突然訃報が入りました。クルー

ズの最中にドクターがいなくて助からなかったとお聞

きしました。ロータリーミーティングの特別講演は、そ

の講演原稿が親友の圡屋亮平パストガバナー（松戸

RC）に託され、圡屋さんが代読されました。今でも忘

れられない出来事でした。

司会▶▶また、ロータリー愛知81にちなんでの昼食会

は皆さんに喜ばれましたね。

片山▶▶そうですね。公式訪問に行く多くのクラブで、

古参会員の方々が心なしか、さみしいお顔をしておら

れるのを見かけるものですから、この機会にと思って

第１日目のRI会長代理を囲む昼食会に招待した訳で

す。「ロータリー愛知81」にちなんでと言われるのは、

RIが事務的に当地区に付けた名称は「RI第2760地

区」ですが、私は当初より当地区が胸を張って自称

できる当地区の名前を「ロータリー愛知81」としまし

た。この名前を、ガバナー月信をその巻頭言として発

行した地区誌にも使いました。これは地区の機関誌

の役割と地区内各クラブ間の親睦誌の役割を担う双

方向の雑誌です。81という数字はその年度の当地区

全クラブの数です。招待しました古参会員の年が81

歳以上というのは、これ未満の歳では、該当者が多

過ぎてこの81を借りたのです。

司会 ▶▶ロータリーの方は若 し々いので81歳以上の

会員の皆様が元気に沢山お越し下さいました。片山

パストガバナーありがとうございました。次は2009年

大澤年度ですが大澤輝秀パストガバナー（豊川RC）

は、平成16年９月に逝去されています。ご冥福をお祈

り申し上げます。それでは、続きまして、クールビズを

提唱されました、２010年から2011年度のガバナー、

田嶋パストガバナー、お願い致します。

田 嶋 ▶▶ 私の時の

RI会長は、レイ・ク

リンギンスミスさん

というアメリカの方

でした。会長のテー

マは“地域を育み、

大陸をつなぐ”でし

た。私の年度の特

徴は3つあります。1

つは、ロータリー財団のフューチャービジョンが始

まった年です。当地区がパイロット地区になっていま

した。もう1つは、戦略計画ストラテージックプランを

日本では「長期計画」と訳していましたが、試行錯誤

を経て、今の戦略計画という名称に変更し、始まりま

した。最後の１つは東日本大地震が起きた年という

ことです。

司会▶▶あの東日本大地震が起きた年ですね。

田嶋 ▶▶最初は未来の夢計画という名前で始まっ

たのですが、夢という表現に異論も多く、協議を重

ねた末、フューチャービジョンという名前になりまし

た。私の頃は、RIの表現をアメリカはアメリカで直し、

日本は日本で直すスタイルで、日本流は受け入れやす

い表現に変えているのではないか？という指摘も多く、

本場アメリカの表現に戻したということです。フュー

チャービジョンでは、新しい地区補助金について皆さ

んのご理解を頂き、いかに活用して頂くかということ

を一番大きな目標としていました。

司会▶▶ 確かに日本語に直すと本来の意味が曖昧に

なる場合もありますね。また、医療支援にも熱心に取

り組まれてましたね。

田嶋 ▶▶ 深谷地区財団委員長と一生懸命取り組んだ

のが、グローバル補助金を使った医療支援です。アメ

リカのヒューストンと交流したのが当地区の医療支援

の始まりで、しかも、グローバル補助金を使った医療

支援というのは、当時本当にまれで、この地区の大き

な成果の1つだったと思います。それから、戦略計画

については、公式訪問でお話してもほとんど何も知ら

ない人ばかりという状況の中で、いかに皆さんに存在

を知って頂くかが課題でした。

司会 ▶▶そして、この年度は日本は未曾有の出来事

がありました。

田嶋 ▶▶そうです、東日本大地震が1番の問題でした。

地区としてはいずれも1人1,000円以上という形で1次

支援、2次支援を行いました。諮問委員会では1,000

円では金額が少ないんじゃないのか？という意見も出

ましたが、会員の皆様が企業でも多額の義援金を出

されて、個人でもロータリー以外に寄付されている事

を考えて出した金額という趣旨を説明し、この金額で

やりましょうということになりました。最初、2,000万

円ほど集まり、希望の風奨学金に全額協賛致しまし

た。２次支援では宮城岩手の地区と千葉県の地区と

もう１か所に配分致しました。その他、ヘリコプター

の支援も致しました。これは、地区大会をやって頂い

た「あまクラブ」が余った1,000万円を地区に返却して

くれたので、そのままヘリコプターの支援金に使いま

した。孤立した所に食料を運んだり、薬を運んだり、

１ヵ月くらい活用されました。それでもまだ余りが出て

いたので、軽トラックを買いたいという支援組織に活

用致しました。

司会 ▶▶田嶋パストガバナーありがとうございました。

東日本大地震が起きてからのガバナーの取り組み方

は、本当に心を打たれるものがありました。それでは、

引き続き、松前パストガバナーお願い致します。松前

パストガバナーは、2011年から2012年までガバナーを

お努めになりました。震災後の大変な年でしたが、

ロータリークラブの力、絆の強さを再認識されたので

はないでしょうか。RC会員歴が半世紀以上と伺いま

した。色 な々思い出がおありかと存じます。

松前 ▶▶ 私は、1967年に一宮北RCに35才で入会し、

この50年間で、1990年には一宮中央RCの初代会長

として設立に尽力

出来たこと、そして、

2011年～2012年に

は2760地区のガバ

ナーとしてお務めが

出来た事を嬉しく思

います。

司会 ▶▶ 松前パスト

ガバナーのご経歴

を伺いますとすべてに「初」が付き、意欲的な取り組

みが伝わって参ります。2760地区にロータリー・リー

ダーシップ研究委員会（RLI）を導入されたのも初め

ての試みでしたね。

松 前 ▶▶ ロータリー・リーダーシップ研究委員会

（RLI）は新会員と未来のクラブリーダーの研修の

ためにアメリカで草の根運動として開発されたプログ

ラムです。日本でも各地区で急速に採用されつつあり、

双方向性とディスカッションリーダーDLに特徴があり

ます。私がガバナーに就任して最初の諮問委員会で

導入を諮り、認められて誕生しました。全国では6番

目の導入でしたが、RLIはまだ馴染のない時代でした。

ロータリー・リーダーシップ研究会の目的は、ロータ

リーの理解を深め、クラブを活性化すること。目的達

成の為に、日本では15地区でRLIの研修が行われ、

成果が上がっています。講義による教育ではなくディ

スカッション方式でリーダーの知識、考え方、創造性

を引き出します。

司会▶▶ 埼玉の中村先生には私も熱心にご指導を頂

きました。度々お越し頂いていますね。

松前 ▶▶ 2760地区は中村靖治国際ロータリー研修

リーダーが熱心にご指導下さり、地区研修の方が真

剣に勉強された結果、多数の方がディスカッション

リーダーになっています。私もガバナーエレクトの時、

妻久子とアメリカ・サンディエゴで1週間、コの字型の

RLI方式で飛び交う質問に、絞られました。現在

2760地区ではこのRLI方式に磨きをかけ改善し、有

用な研修として成果を上げていると聞いております。

この研修でロータリーへの理解が深まり、クラブが

活性化することが期待されます。ロータリーをより理

解し、ロータリーを心から愛するロータリアンが増え、

今後の100年もロータリーが益々発展する事を願って

おります。

司会▶▶ 4430地区ブラジルを訪問されましたね。

松前 ▶▶ 1988年度以降永く中断していた研究グルー

プ交換GSEを1997年度犬飼パストガバナーが再開さ

れ､私が委員長に任命され、当時の犬飼ガバナー、

片山地区幹事（片山パストガバナー）と総勢10名で

GSE研究グループの派遣先であるブラジル4430地区

を激励訪問いたしました。懐かしい思い出です。ちょ

うどこの年は、ブラジルへの移民90周年という節目

の年でした。そこで、各クラブから寄付された書籍１

トンを船便で送りました。この訪問はブラジル日本文

化協会に寄付する贈呈式もかねていたのです。24時

間を費やし、一行がサンパウロ空港に降り立ったのが、

5月13日早朝4時30分。訪問先クラブの会長や多くの

方々に迎えられてホテルに向かいましたが、GSE研究

生として来ていたサンパウロ軍事警察大尉ルイス君

の装甲車に前後を守られ、赤色灯を回転しながらの

移動。ガバナー一行への配慮に感謝しております。

司会▶▶疲れも飛んでしまう歓迎ぶり、嬉しいですね。

他でも熱いもてなしを受けたそうですね。

松前 ▶▶ 仮眠の後、日本人街に例会場を持つ日系ク

ラブ会員の多いリベルターデRCを訪問し、熱い歓迎

を受けました。その後文化協会に赴き、日本文化協

会山内会長に犬飼ガバナーから図書一式贈呈の目

録が渡されました。翌日は、サンパウロ・レステRCを

訪問しここでも熱い歓迎を受け、4430地区大会会場

に移動し、前夜祭を楽しみました。当時の4430地区

ガバナーは日系2世のKazuhiro Moriガバナーでした。

大会当日、我々一行は日本国旗を振りながら入場。大

きな拍手を今も覚えています。各クラブが順に旗を掲

げて入場行進する姿にも力強い息吹を感じました。

翌日はMoriガバナーよりレセプションに招かれ、一連

の行事終了の安堵感もあり、とても和やかな時間を

過ごしたことを鮮明に覚えています。その後、イグア

スの滝観光に向かいました。ブラジルとアルゼンチン

にまたがる落差80M、幅4キロの景観は圧巻でした。

最終日は、リオデジャネイロにも足を延ばしました。

2016年のリオ・オリンピックでコルコバードのキリスト

像が映し出されるたびにブラジル訪問を思い出して

おりました。往復2日間以上という10日間はハードで

したが、ブラジル訪問は実り多く思い出深い旅のひと

つとなりました。

司会▶▶そういえば、松前パストガバナーはある数字

に深いご縁があるそうですね

松前 ▶▶私は母校の大阪歯科大学の学籍番号が22

番でした。そして、一宮北RCの22代目の会長を務め

ました。ガバナーセミナーに指名されたのが2009年3

月22日でした。第2760地区の第22回インターアクト大

会に出席し挨拶の機会を頂きました。インターアクト

クラブは私の心の故郷であります。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーありがとうございました。

それでは、2012年から2013年度のガバナーでいらっ

しゃいました、千田毅パストガバナー、お願い致します。

千 田 ▶▶ 私の時は、

たまたま幸いなこと

に国際ロータリー

会長が田中作次さ

んで、R Iテーマが

“Peace Through 

Service 奉仕を通

じて平和を”でした。

司 会 ▶▶ 田中作次

RI会長との思い出で印象に残っている事は何でしょうか。

千田 ▶▶一番の思い出は、ロータリーの世界大会の

時のことです。ガバナー会をやろうという事になりま

したが、一番の問題は田中RI会長が参加してくれる

かどうかでした。そこで、全権を握っているRI秘書の

ベティさんという女性に交渉したのですが、直前まで

参加が不明のまま…。ところが、当日、田中RI会長が

来られて、皆びっくり！しかも、財団委員長なども連れ

てお越こしになったので、椅子が足りずバタバタと大

慌てして準備したのが印象に残っています。私共は

150人くらいで参加しましたが、田中RI会長は感激し、

喜んでお帰りになられました。また、同期のガバナー

が年1回集まって日本各地を廻るのですが、3回目の

時に田中RI会長が、「2012年度の会だから私も参加

する」と言われ、その会費を求めたところ、「これぞ

ロータリー」と言って、喜んで払って下さいました。

司会 ▶▶千田さんがガバナーになられた年は、震災

の翌年でしたね。

千田 ▶▶そうです、大震災の翌年でした。1月の研修

会で行った、カナダのトロントの方に一緒にやろうと

声をかけていただき、VTTの時に参加して頂きまし

た。その時、たまたま隣に座っていたのが、2750地区

の宮城・岩手の小野寺さんでした。その際、「お金を

集めるのは誰でもできる、我々はちゃんと震災孤児に

手渡したい」と小野寺さんにお願い致しました。あの

時は現地も混乱して色々大変だったのを被災地に視

察に行った時に実感致しました。30人の子供たちが

高校を卒業するまでにかかる4,800万円という金額を

集める為に、毎週500円ずつ集める提案をしましたが、

はじめはうまくいかず、幹事などに足りない分はガバ

ナーがもたないといけないと脅されました（笑）結果、

全額集まりましたが色々大変でした。

司会▶▶地区の目標など6つ挙げていらっしゃいます

が、沢山達成されていますよね。その中の高校生支

援で、甲子園に出場を果たした、仙台育英高校の球

児の中に孤児がいました。両親は他界し、お祖父さ

んの所から高校に通い、甲子園で3番打者として活躍

しました。1回戦で負けてしまったのですが、千田さ

んの応援が陰でありました。

千田 ▶▶地区と地区との交流では、抽選の結果、名

古屋クラブと奥三河クラブがメークアップする事にな

り、中日新聞の大島さんから「千田さん、えらいこと

になった！」と電話で心配を頂くほど、離れた地区の

クラブが交流することとなりましたが、その交流は2

～３年続けることができました。

司 会 ▶▶千田パストガバナーありがとうござました。

続いて、2013年度ガバナー田中正規パストガバナー

お願い致します。

田中▶▶会長になっ

ても知らないことば

かりで、地区に入っ

て改めて、凄い！と

驚くことばかりでし

た。ノミニーとして、

「お前また来たか！」

と言われるほどしつ

こく千田さんの後に

くっついて見聞きしている間に分かることがありまし

た。それは、ロータリーでは“はい”と“YES”しかな

いということです。「やろうよ！」と言った事は情報を

集めてやらないといけない、それが皆が前を向く事、

止めたらそれで終わり。私も思った事をとりあえず

やってみようと思いました。ある時、公共イメージの

コーディネーター「ロータリーの友」編集長の二神さ

んとお話しする機会があり、その時の話題から、地区

全体でやれるフェスタ、日本で初めてのロータリーの

ワールドフェスタを開催しよう！と私は思いました。皆

さんの協力のもと、思った以上に素晴らしいフェスタ

を開催できました。その後、近藤さんが形を作ってく

ださり、日本のロータリーでできました。そのきっかけ

に少しでもなれたのが良かったと思います。最後に、

任期の終盤に色 な々国に行きましたが、それが楽しい

思い出になっています。

司会▶▶どんなところに行かれましたか？

田中▶▶ベトナム、タイ、フィリピンは2回、隠れてモン

ゴル。つい最近はラオスに行きました。皆さんの友情

の支えもあり、色々な国へ行くことができ、非常に充

実した年度だったと思います。もう１つ印象的な出来

事として、同期のガバナーがEクラブを教えてくれた

事です。会費も安く、例会をホームページで行えるEク

ラブは、若い人も多く、クラブのイメージを変えたクラ

ブで面白かったです。

司会 ▶▶やはりイベントをやらないと、テレビ局や新

聞社の方々はあまり来てくださらないですよね。

田中▶▶私がテレビ局等に行ったのは最初の挨拶ぐ

らいだけでしたが、色々な人を引っ張りだすことは良

いことだと思います。たまに顔を出すと、ロータリーは

こんなことをやっているのか…とロータリーの活動を

改めて知って頂けました。

司会 ▶▶はじめのうち、ロータリーのことはあまりPR

してはいけないと教えられたのですが…。

田中 ▶▶それで、公共イメージコーディネーター補佐

としてお話させて頂きました。

司会▶▶希望の風などはどうですか？

田中▶▶希望の風は私ではなく、田嶋さんが担当してい

ます。希望の風は今も続いていて素晴らしいと思います。

司 会 ▶▶ 学生さんの喜びの声や手紙を拝見すると

ロータリアンになって良かったとしみじみ思います。

クラブでもお弁当箱支援といって、お弁当箱に色 な々

ものを詰めて、被災者の方に送り、そのお礼に折り紙

の花やお手紙をいただいたりしました。田中パストガ

バナーありがとうございました。それでは、2014年度

のガバナー、近藤雄亮パストガバナーお願いいたしま

す。パストガバナーの年度のガバナー月信の7月号は

熱田神宮ですよね。

近 藤 ▶▶たまたまう

ちのクラブに熱田

神宮の宮司さんがお

られ、写真を使わせ

てくださいと頼み、

毎回、熱田神宮に関

連する何かの写真

を使わせて頂きまし

て、最初から最後ま

でシリーズで載せました。私の時のRI会長は、ゲイ

リーC.K.ホァンさんという台湾の方でした。彼の考え

方のベースになっていたのが「儒教・孔子の教えです。

ロータリーがSNSを含めデジタル化していく中、アナ

ログ的なものを大切にされる方で、そういったところ

に私も共感しました。彼は“ロータリーに輝きを”とい

うテーマと5つの強調事項、つまり、“地域社会でロー

タリーの存在感を高めること・会員増強・ポリオ撲

滅・クラブの強化・ロータリーデーの実施”で始めま

した。この強調事項は今でもずっと続いています。当

時の私にとって歴代ガバナーの皆さんは雲の上の存

在。ガバナーノミニーに指名される場に臨んだ時、近

寄りがたい雰囲気がありました。そのような思いから、

もう少し目線を下げてロータリアンの中に入りたい、

堅苦しいことはやめて、メークアップに来たメンバー

のような近い距離感で本当の姿を見たいという思い

から色々考え、計画を立てました。結果、例えば「単

独でガバナーの公式訪問を初めて受けました」とか

「親クラブと一緒だとなかなか本音で話すことがで

きない」といったような声を聞くことが出来ました。

司会▶▶ 確か近藤パストガバナーの時、クラブをまとめ

て回るのではなく、ひとつひとつ訪問されたのですよね。

近藤 ▶▶はい、地区内全84クラブを個別に公式訪問

をしました。メンバーの数が少ないクラブも多いクラ

ブも皆さん本当に一生懸命ロータリー活動をされて

いて、素晴らしいと感じました。色々大変な面もある

けれども、この地区のクラブは本当に良くやってくれ

ています。何でもそうなのですが、一旦外に出てみる

と、中では分からない事が見えてくる。素晴らしさが

良くわかる様になる。ゲイリーC.K.ホァンさんのアナ

ログ的思考というか、情といいますか、それが地方に

あるんじゃないかなと思います。私はロータリーとい

うのは、ひと言でいえば…感動、感動をシェアするこ

とだと思うのです。こういうことをずっと言って回った

わけです。いろんな理屈やロジックを立てても感動

がない。そういったものだったら誰もついて来ないし、

仮にその場でついて来ても後は知らないという形に

なってしまいます。感動があれば、自分も仲間に入り

たい、これぐらいのお金を出してもいいなという気持

ちになります。そういう風になっていくといいなと思い

ます。先ほど田中さんが「自分は人が色々言ったこと

を取り上げた」と仰ってました。その中の１つ、WFF

(ワールドフードふれ愛フェスタ)を引き継ぎ、我々の時

は最初からやろうと組織を作り取り組みました。そう

したら、タイミングよく、ゲイリーC.K.ホァンさんの強

調事項の１つ“ロータリーデーの実施”というのがあ

りました。当時のRI理事の北さんからも昨年第2760

地区のプレゼンを見たら素晴らしいことをやっている

ので、是非ロータリーデーをジャパンロータリーデー

愛知として実施をしてくれないかという話を頂きまし

た。シニアリーダーは自分がまとめるからお前は同期

ガバナーをまとめろという事になったのです。結局、

100人以上のシニアリーダーの方々がWFFに参加を

してくれました。田中さんが始めた事を2年目である

程度形ができたかなと思います。

司 会 ▶▶ロータリー

デーというのは、その

時から始まったので

すか？

近藤 ▶▶そうです。ゲ

イリーC.K.ホァンさ

んが自分の強調事項

で提唱したのです。

世界中に、クラブ単

位でもいいし、地区単位でもいいし、あるいは国単位

でもいいから、とにかくやってくれと。私は各クラブ単

位で是非やって下さい。これはガバナー賞の対象に

します！とやったのです。地区単位ではせっかく田中

さんが地区の大きなイベントをやってくれたので、そ

れをジャパンロータリーデーに育てる決心をしました。

ゲイリーC.K.ホァンさんの強調事項、北RI理事の薦

めもあり、ちょうどタイミングが合ったのですね。それ

からもう1つ。“ロータリーは何だ？”とか陰で色々文

句を言う声もありますが、言いたいことがあるのなら、

RIには3年に1度開催される規定審議会というのがあ

るので、そこへ第2760地区から物申す！と、意見を出

したらいいんじゃないのか、その為の規定審議会で

すから。そして地区内クラブに立法案提出のお願い

をしました。地区の色々な問題を取り上げて会長さん

たちに諮る地区審議会と立法案審議委員会というの

を作り、片山先生、田嶋先生と相談しながら3人で地

区審議会規約を作りました。それが今実行されています。

司会 ▶▶もう１つ、IT委員会で地区で初めてHPを作

られたとか。

近藤 ▶▶ホームページは前からありました。尾本さん

が非常に熱心に取り組んでくれていました。地区で

形に出来たのは、いきなり出来たのではなくて、思い

とか色々な下準備があったからです。尾本さんの不

断の努力のお陰だと思っています。私のような者でも

ガバナーを務めることが出来たのはゲイリーC.K.ホァ

ンさんの「儒教・孔子の教えの下、アナログ思考でや

る」この理念があればこそです。また、片山先生がガ

バナーをお務めになられた時、ガバナー補佐としての

私をご指導して頂いたこと、その後も色 ご々指導を頂

いたお陰と片山先生には大変感謝致しております。

計算で繋がっているのではなくて、情で繋がってい

る関係は素晴らしい力になると私は思います。

司会 ▶▶近藤パストガバナーありがとうございました。

では、2015年度のガバナーでいらっしゃいました加

藤陽一パストガバナーお願いします。

加 藤 ▶▶ 私の時は、

スリランカのK .R .

ラビンドランさんと

いう方がRI会長で

した。英語で“Be 

a gift to the world”

サンディエゴでの国

際協議会で“世界

へのプレゼントにな

ろう”と訳されましたが、はっきり言って何を仰ってい

るのか分かりませんでした。同期のガバナー連中とこ

れは何を言ってるのだ？？と色々話し、プレゼントは、

たぶん奉仕のことだろうなと、同期のガバナーとそう

解釈しようということになり、サンディエゴから帰って

きました。K.R.ラビンドランさんは、アジアの中でのは

じめてのスリランカの方ですから、どうもイメージが

湧かず、このRIテーマも皆さんにどうお伝えしようか

…とちょっと苦労しました。

司会 ▶▶加藤パストガバナーは、お父様もロータリア

ンだったのですね。

加藤 ▶▶そうです、親父も瀬戸クラブで会長をやって

いました。その頃、斎藤先生が仰っていた「原点回

帰」の話に感銘を受けました。最近ロータリーが原点

というか根本がわからなくなってきたのではないか…

という私自身の心情もあり、見直しをという意味で、

早速先生にお話しして了解を頂き、原点に帰りたいと

お話を申し上げて、ずっと講習をやったのです。

司会▶▶ガバナー時代、思い出に残ることを教えてく

ださい。

加藤 ▶▶田中さんの資料を基に34クラブ訪問いたし

ました。クラブとの交流、私自身の交流もそこそこや

らせて頂いたつもりでおります。WFFに関しては、田

中さんから近藤さんに受け継がれ、私の時はだんだ

ん形になってきました。私の時から企業協賛にも力を

入れて、600万か800万円を頂戴し、去年が1,000万円

くらいでした。ロータリーを世間に広めるという意味

もあり、だんだん大きくなっています。特にエンドポリ

オに関しては、売り上げもだいぶ上がってきています。

たまたま国際奉仕委員会の方と一緒にVTTでインド

ネシアに行く機会があり、ジャカルタの劣悪な環境に

いる子どもたちを訪ねました。学校も行けず勉強もで

きないヒンズー系の子供たちを援助していたのは、イ

ンドネシアの方達。この出会いを機に私たちもやって

いこう！と、ポリオ500万円、あと400万円プラス地区

のクラブから拠出されたお金を使って、やり始めたの

です。ぼちぼち卒業しないとと思っているのですが、

今もWFFの実行委員長をやらせて頂いております。

WFFを通じて、ロータリーは世間に、そして日本中に

広がったのではないかと思っております。ガバナーと

して小難しいことはやった覚えはありませんが、

WFFが私にとっては一番の思い出かなと思っています。

司会▶▶やはりそういう努力があって、いろんな学生さ

んの支援などが出来るのですね。先ほど、千田パストガ

バナーの時にお話した、仙台育英高校の千田君の記

事は加藤パストガバナーの時の月信9月号に出ておりま

して、「花巻東高硬式野球部の千田京平君、亡き母と

「再会」信じ」という風に書いてありました。加藤パス

トガバナーありがとうございました。それでは、2016年

度ガバナー、服部良男パストガバナーお願いします。

服 部 ▶▶ 2 0 1 6年度はジョン・ジャームRI会長の

“Rotary Serving Humanity”というRIテーマでス

タートしました。丁度この年はロータリー財団100周年

という記念すべき年。100年前にアトランタで開催し

た国際大会を100年後にもう一度アトランタで！という

大きなテーマがありました。もう１つのテーマは、RI

の戦略計画を当地区にどのように持ってくるか。当地

区にはRIの戦略計画がありませんでした。従って当

地区の良いところと課題を分析し、良いところは、そ

のまま伸ばし、課題に関しては戦略計画を立て持続

可能にすることがテーマでした。一番の基本は、10

年後もこの地区が輝き続けるために1年間何をすれ

ばいいのかという事です。そこでまず、地区の戦略を

作るため戦略計画委員会を作りました。そしてもう１

つ、広報、ITを一緒にして、公共イメージ向上委員会

を設立させ、戦略計

画の中でも大きな部

分であるロータリー

の認知度と公共イ

メージの向上を図り

ました。それからも

う１つ。研修委員会

を再度新設し、その

下にRI実行委員会

を分けて、研修をさせて頂きました。これが大きな地

区に対する戦略計画です。あとは、地区としての財団

の取り組みがしっかりしていた為、未来の夢計画に

始まる延長の100年を是非！ということで、大変高い

数字を掲げました。一人180ドルを財団に寄付し、結

果、目標を達成することができました。ジョン・ジャー

ムさんは、ポリオ、財団の経験が非常に深い方です。

そういう意味でも皆様方に大変感謝しております。ア

トランタで100周年を祝おう！をテーマにした大変忙

しい年でしたが、皆さんと一緒に色んなことをさせて

頂きました。深く感謝申し上げます。もうひとつ良かっ

た事は、2750地区と会員が良い競い合いをした結果、

最後に１つ新しいクラブが出来た事です。結果的に

34地区の中で一番多く会員が増えた事も皆さま方と

の１つの成果だったと考えています。

司会 ▶▶ 服部パストガバナーありがとうございました。

それでは、まだ記憶も新しい、2017年度ガバナー、神

野重行パストガバナーお願いします。

神野 ▶▶私がロータリーに入ったのは金沢東でした。

石川・富山地区の金沢ですが、2610地区のガバナー

という方がどういう存在か、ロータリアンとして全く意

識せずに6年いました。それで、名古屋に戻ってもう

一度名駅ロータリーに入った年が2008年7月。今考え

ますと片山ガバナーの年度で、2760地区で再入会し

ガバナーという存在があるということをはじめて知っ

たぐらいで、全く知らずに6年いたなという思いがしま

した。ガバナーの公式訪問は、西クラブと一緒に受

けていましたが、自分のクラブに来られたという感じ

が薄く、公式訪問に対してもあまり意識しておりませ

んでした。まして地区への出向や、ガバナー補佐を引

き受ける事も、クラブ幹事の経験もなく、ロータリー
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の地区の動きも全く知らずにいた私が、いきなりガバ

ナーということで大変驚きました。なので、先輩たち

とはずいぶん感覚が違うと思っております。私は千田

パストガバナーには学生時代からご指導頂いており

ます。また、両親の関係で存じ上げている方ばかりで

す。しかし、ガバナーという意識で拝見したのは、私

がクラブ会長の時の田中ガバナーが初めてでした。

公式訪問の時にガバナーの存在を目の当たりにして、

凄い人なのだと思いました。親の西クラブと一緒だっ

たのですが、大きな先輩、親クラブでありながら、結

構ガバナーというのはビシビシ言われるなと。私ども

は子クラブにも関わらず、大変褒めて頂いて恐縮した

ものです。ガバナーは、凄い存在なのだということを

初めて肌で知りました。そんな頃です、私の高校の同

級生の近藤さんがガバナーをどうも引き受けるようだ

と話を聞いて、よくそんなことをやるな～と言ってし

まった覚えがあるのです。そういった中で、去年ガバ

ナーを引き受ける事となったのです。イアン H.S ライ

ズリーさんは“変化をもたらす”をテーマに、確か

ロータリーそのものが大きく変わったというお話をさ

れていたのを聞き、変化の時代だから、何かをやろう

と考えて出来ないだろうかと思いました。一番に思っ

たのは、ロータリーのイアン H.S ライズリーさんのこ

の言葉です。「ロータリーとは何か。何をしているのか

ということをもっと世の中に知らしめてほしい。」そこ

で、公共イメージ向上というものについて、自分がで

きる範囲でやってみようと思ったのです。1つはマスコ

ミや地域の皆さんへの働きかけ。もうひとつは、地区

ガバナーとロータリアンの距離感というのをできるだ

け縮めるという事を考えました。ガバナーは一般ロー

タリアンにとって遠い存在というか、私自身近寄りが

たい存在と思っていました。そこで、一年かけてクラ

ブの訪問以外にも、いろいろと接する機会をつくり、

距離を縮める試みをしたつもりです。服部さんは、地

区の戦略委員会で非常に改革的な事もやって下さい

ました。村井さんからはそんなに急にやっても無理な

んじゃないかとご心配頂きましたが、やっぱり自分な

りにやってもらいたいし、やってみたいということで、

全クラブに戦略委員会のような類のものを設置して

頂いたというのが、一番の私の思い出です。それから
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もう１つ、諮問委員会で、先輩諸氏にお許しを頂き、

地区の体質の強化を図る取り組みを始めました。１つ

は、青少年対策の危機管理基金、これを1,000万円積

み立てさせて頂きました。それから、愛知県と防災協

定を結んで、地域の皆さんと一緒に勉強して、万が一

のときはどういった事ができるかということを考える

態勢を作らせて頂きました。これは先輩諸氏にも認

めて頂き、地区大会で結ぶことができました。

司会▶▶地区大会の思い出はいかがでしょう。

神野▶▶そうですね、

思い出がいっぱい

あるのですが、よも

や、D.K.リーさんが

来るとは想像もして

おらず、8月15日の

メールを開けてびっ

くり！片山パストガ

バナーがちょうど同

期だとの事でお願いできて本当に助かりました。大

先輩からも良くやったと言って頂いたのは先輩のおか

げです。今年は神奈川へ行かれるそうで、ガバナー

がとても焦っておられたと、村井さんから聞きました。

村井ガバナーから力になってあげてと言われて、気楽

に笑っていられるのが幸せです。最後に、６月の最後

にクロスプロモーションの青少年と学友の交流フェス

タ、これが出来たのも思い出です。ご出席の皆さんに

もいろいろ無理を申し上げました。それから、昨年度

だけになってしまったのですが、イアン H.S ライズリー

さんの植樹のお話につきましても、それぞれ分区やク

ラブで、個人的にもやって頂いたおかげで、8000本と

いう、一人一本の植樹目標を達成できました。「ガバ

ナーというのは言ったことを何でもできる」と言われ

たことをいい事に、先輩諸氏に無理を言い、それに

応えて頂いた事に感謝しております。WFFも晴れ男

で頑張ってくださいと言うだけで、今年度に相当資金

的余裕をもってお渡し出来ました。細かく言いますと

１時間では終わりませんが、これで終わりたいと思い

ます。ご指導頂いて、本当にありがとうございました。

司会 ▶▶ 神野パストガバナー、ありがとうございまし

た。こういった素晴らしいガバナーたちが10年間、努

力されたおかげで、第2760地区は本当にキラキラと

輝いていたのだと思います。どうもありがとうござい

ました。

司会▶▶片山先生いかがでしょう？

片山▶▶そうですね。ガバナーの視点というより私個

人の職業上の視点からのことを先に言いますと、そ

の頃地区大会での決議は大会決議と名付けられて、

ＲＩ会長・ＲＩ会長代理に感謝する。現ガバナーに感

謝する。地区大会ホストクラブに感謝するなど、決議

でなくても、ガバナーから口頭でお礼申し上げますと

言われれば済むことばかり。のどかな風景でした。そ

れまで、地区大会で審議・決議していた必要的決議

案件は、前年度の地区決算の承認、次年度地区大会

開催場所と日時の決定・承認くらいのことでした。そ

こで、ロータリーを法曹出のガバナーの目から見て、

地区大会の決議機関部分を整備しました。それは地

区大会における必要的決議案件の決議といわゆる大

会決議案と称していた案件とを区別し、必要決議案

件は各クラブの議決権票数を有する会長・幹事・副

会長等が出席する地区大会１日目に審議・決議し、

大会２日目にはその報告とし、大会決議案は１日目は

大会決議委員会からの決議案の内容の報告とし、大

会２日目の地区内全会員が参加する会議に大会決議

案を上程し採決するとしたことです。その年度の必要

的決議案件は、ガバナーノミニーの選出方法として指

名委員会方式の採択と指名委員会委員の選任の件・

2010年開催の規定審議会提出案件承認の件（当地

区初めての規定審議会提出案件）・ロータリー財団

未来の夢計画パイロット地区候補申請の件の3件で

した。現在においても、その流れが継続しているのは、

うれしいことです。それから、もう一つはガバナー選

任の地域的配慮のことです。パストガバナーの皆さん

が思っておられるでしょうが、全地区内、尾張も名古

屋も三河もどの地域にも一様にパストガバナーがでん

としておられ、しかも各分区にも元気なパストガバ

ナーがいることです。しかし、色 な々事情により、その

ようにはいかないのです。特に、分区でガバナー補佐

が分区内事業をする時あるいは分区内で事が起きた

時などに、どの分区にも、身近に相談ができるパスト

ガバナーが常にいるというのがいい訳です。地域の

関係では名古屋５・三河４・尾張３の比率で候補を選

任し、各地域内分区の順番は各地域関係のパストガ

バナーの相談によるという方針はできていますが、そ

れでも、地域の事情により万遍なく一様にとはいかな

いという実情ですね。その事情の一番大きいのが、う

ちのクラブの人数では、引き受けられませんという断

りです。その対処の１つの方法として、私のガバナー

年度に親子兄弟クラブにお願いして、監事・副幹事・

スタッフ等２人位ほどご協力をいただき、率先垂範し

た積もりです。偶然この時、近藤パストガバナーも西

名古屋担当のガバナー補佐で入って来られました。

司会▶▶だから先生の時は、他のクラブのスタッフが

5～6人入っていたのですね。

片山▶▶そうです。そういうことをやったのです。

加藤 ▶▶尾張3分区では大変申し訳ないと思っており

ます。去年ですが、南尾張分区でペケ、西尾張分区

でペケ、たまたま東尾張分区はその時にパストガバ

ナーが3人いらっしゃったのです。だから、僕を入れて

4人いたわけです。結局、尾張分区からしか出すとこ

ろがなくて、たまたま、犬山さんが今まで出していな

かったわけです。犬山が出るといったのでこれは良い

と安心していたら、委員会の前日に断ってきた。びっ

くりして田中先生にどうしよう…と。それで江南の福

田さんに急遽電話申し上げたら、「大丈夫だよ。うち

におるから」との返事。それでご本人と話をして、OK

ということになったのですが現役の会長さんなので

す。現役の会長さんは本来ダメなのです。それでRIの

方に問い合わせて、許可を得て伊藤さんがガバナーノ

ミニーに決まったのです。

片山▶▶だから、小さなクラブが一緒になって協力し

て出さねばね。

加藤 ▶▶ 今は東海と常滑なんかは出せます。しかる

べき人間もいます。今、片山先生が言われた小島先

生などもいるのですが、たまたま小島先生が病院を

建て替えて忙しいということだったのです。

司会▶▶できれば、9人で話し合うと盛り上がるような

テーマをあげて頂いてお話して頂けるとありがたいな

と思います。

神野 ▶▶これって、10年の思い出が皆さんにあります

よね。そして、これからの10年に向けての皆さんの期

待とか想いとか、この2つにしたらどうでしょうか?

田嶋 ▶▶地区大会のゲスト、会長代理を昔みたいに

自分たちで推薦させてもらえないかという意見が割

と今、いろんな地区から出ているじゃないですか？

神野 ▶▶ 出ていますね。全然来ると思ってなかった

D.K.リーさんが韓国から来られたし。

加藤 ▶▶ 僕の時も1か月前ですよ。それではなんとも

ならないですよ、こっちの準備も。だからもっと早く決

めてほしい。誰がどういう風に決めるかわからないで

すけどね。

田嶋 ▶▶大澤さんの時代までは地区が候補者を推薦

していたのですよね。

加藤 ▶▶ 要望は出せるけど、それに対しての返答もな

く、無視ですね。

田嶋 ▶▶ 私の時はRIが会長代理を呼ばなくていい。

お金がないのだから。協議会でもRIの職員がお金が

ないから来ない。日本の旅行者が行ったのだもん。ツ

アーが案内した人たちがその職員を代行してやって

いたのです。だから、日本事務局からは誰も行かない。

本当にひどい話です。

片山▶▶田島年度に同地区の中からRI会長代理を出

したのは意表を突いた人選でしたね。

神野▶▶それが最近全然でていない。

田嶋 ▶▶豊島さんから未だに言われます、あの時俺

はタダ働きだと。あの時、RIから地区で負担すること

はまかりならん、その代わり、会長代理で呼んだ場合

には一人いくら出すっていうような約束があったので

すが、一切払ってもらえなくて。こっちもすっかり忘れ

ちゃってましたが、日当も何もなく、未だに顔を合わ

すとそのことを言われます。

司会▶▶ 外国の方が来られると大変でしたよね。

加藤 ▶▶ 結局、通訳がいるでしょう。たまたま、米山

の子たちがやってくれたのですが、それからいろいろ

お話して頂くにしても、通訳を通すと時間が倍になっ

ちゃう。初めから文章を頂戴といって、文章をもらっ

たことはいいけど、読めないでしょう、だから、米山

の子に頼んで全部日本語に直してもらって、それをス

クリーンに投影して、それで通訳なしでやりましたけ

どね。しかも、決まったのが一カ月前でしょう。もう慌

てましたよね。

神野▶▶その教えを、D.K.リーさんの時には活かさせ

て頂いた部分もありますね。米山と福田君とか通訳

も含めて。

加藤 ▶▶日本のパストガバナーが来ていただくのが一

番いいですよね。

神野 ▶▶ D.K.リーさんは、みんな私の方を見ずにパ

ワーポイントを見る、だから、そういうのは嫌いだと

おっしゃって、以前のようなパワーポイントで出す事

ができなくて、30分でちゃんと収めるというのが、50

分以上になって、ちょっと大変でした。やっぱり国内

で来ていただくとありがたいですね。

司会 ▶▶あと、どうでしょう。一生懸命取り組んでい

らっしゃったWFF、これからどのようにして、あと何

年続けようかとかお思いでしょうか？

田中 ▶▶やれるかな？と思うんですよね。会場のこと

とか。

神野 ▶▶会場は大丈夫。エンゼル公園の方へ移します。

田中▶▶それならいいよね。できたら、日本の看板に

なるかもしれないから、少しずついいものに変えて

いっているから、同じものだとみんな飽きちゃうから

ね。近藤さんに頑張って頂いたよ。

神野▶▶ロータリーデー。

近藤 ▶▶タイミングでね。

神野▶▶こないだ、ジュディオングさんとご一緒したの

で、また確認して頼んでおきました。ポリオもう少しだ

から、楽しみですとおっしゃってました。

近 藤 ▶▶あれも、最初の仕掛人の福田さんが頑張っ

てくれて。ワールドフードでしょ、インターナショナル

で、フィリピンのロータリアンの参加者が多いのです

が、今では韓国、インドネシア、ネパール、パキスタン

からのロータリアンも加わり、ますますワールドになっ

ていて、そういう意味でなかなか大変ですが、少しず

つ変わりながらいいものに発展しているなと思います。

あれ、すごいよね、公共イメージアップにはね。

司 会 ▶▶やはり、イベントは少しずつ変化を求めて

やっていくのが良いですね。

千田 ▶▶名古屋ロータリーの福田君がはじめて来て、

私はこういう事をやりました、やりたいけどどうでしょ

う？そのような事を日本でやるのはどうだろうって提

案されました。その前に和合ロータリー。

田中▶▶ 和合の中でも、お金もそうなんですが、僕の

ところに泣きが入り、福田君がそれで和合をやめたら

西尾RCに入会したいと言っていましたが、和合の鷲

塚会長もやる気がでてきました。

実はその後ガバナーノミニーの指名に南尾張ができ

ない時に和合はどうだ？って聞いたのですが、事業

が重なりもう一年待ってくれと言われた。大きいクラ

ブだからやれないことではないと思うのですが。

司会▶▶結局、和合ロータリーと相乗りみたいになっ

たんでしょうか？

田中▶▶ちょうど、ワールドフードフェスタっていうの

は、そういったものが前の年にちょっと意見が出たん

だよね。千田さんの時に提案されたんだけど、実にな

らなくて、僕の時に同じように提案され、ちょうどその

日、公共イメージの先輩の方が、こういうのがあるけ

ど、プランもだいたいできてるし、勧誘もできてるから、

どうだろうと。和合でやりたいという話だったけど、

和合でやるなら名古屋市で、名古屋市でやるなら愛

知県全体でやろうよと、話がとんとん拍子に進んで。

それで、ほとんどいろんなところに声掛けて進めて、

すべてのクラブが協力するってことで何とかやれた。

全体2760地区でできたんじゃないかと思います。実

際に食べものの選択も良かったですもんね。ワールド

フードだから、名古屋でも珍しいものを作りたいって

ことで、地元のものはほとんど出さなかった。出店す

る方も初めてなのでリスクがあるのね。ただ最初の

公共イメージの費用もあり、なるべくテナント料を安く

して、あとは水道・施設費がちょっとかかるんだけど、

それも地区とかが応援してくれてやれたから良かった

けどね、お金の算段もできたから。でも、最初の250

万がなかったらちょっとやばかったかもね。

司会 ▶▶公共イメージのアップだけじゃなかったです

よね。

田中 ▶▶その中に、クロスプロモーションじゃないけ

ど、インターアクト、ローターアクト入れて、米山入れ

るっていうのは、最初から構想はありました。

司会 ▶▶近藤パストガバナーを始め、神野パストガバ

ナーにいたる歴代の方々が志を引き継いで下さいま

したね。

片山 ▶▶発案の福田さん、地区開催の決断と拡大の

田中・近藤両パストガバナー、承継・充実の加藤・服

部・神野の各パストガバナー、それに続く中心となる

実行委員会の委員長はじめ委員の面々、各分区のガ

バナー補佐はじめのロータリアン、インターアクトター

の応援等を得て当地区内外一丸となったポリオ撲滅

の募金等のイベント等々、当地区の一等地の真ん中

において、RI会長より日本ロータリーデーの名称まで

得て、当地区挙げての秋の恒例大奉仕活動事業に

なったことです。この十年を越えて長く語り継ぐべく

立てた記念碑と思います。

司会 ▶▶こうしたロータリークラブの取り組みが国の

行事にもなってますね？

片山 ▶▶そう、そう。思い出します。もう50年近くにな

るでしょうか、当地区豊橋のロータリークラブ（豊橋

北RC）から始まった5月30日を中心になされるごみゼ

ロ運動、地区の奉仕活動行事として日本に最たる行

事、日本全ロータリーばかりでなく、日本全国の環境

保全運動として定着しています。日本政府の提案に

より国連は毎年6月5日を国連環境の日と定め、日本

も同様環境の日と定めています。当地区は5月30日～

6月5日迄の1週間を強調するために、地区設定特別週

間として「環境保全週間」を設定することにしていま

すが、パストガバナーの皆さんは設定されましたかね。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーはインターアクトの活動

にも力入れていらっしゃいましたね。次世代を育てる

大切な活動ですね。

松前 ▶▶ 1987年に地区インターアクト委員となり、イン

ターアクトクラブの活動を推進しました。1990年には

地区インターアクト委員長となり、2760地区のインター

アクト活動で海外研修を始める事に致しました。毎年

夏休みにハワイ島に約30名を引率してホームステイを

行い大変喜ばれました。要望があった長野県のイン

ターアクトクラブも一緒のハワイ研修でした。各イン

タークラブより2名を選出、2ヵ月の勉強会の後、各地

域の高校の先生方が海外研修を推進して下さいまし

た。参加した部員からは、ハワイの研修でアメリカの

文化や語学研修が大変勉強になった、雄大なハワイ

の景色に感動した！と喜ばれ、毎年の実施を望む多く

の声があがりました。これを機に様々な高校でイン

ターアクトクラブが設立されましたが、愛知県立千種

高等学校、阿久比高等学校と進学校が参加して厚み

が増しました。その後、研修地はオーストラリアに変わ

りましたが、二十数回と継続し、発展している姿を見て、

海外研修に初めて取り組んだ私は感激しております。

司会▶▶田嶋パストガバナーは、公共イメージには何

が必要だと思われますか？

田嶋 ▶▶ 公共イメージって言うとついイベントに偏り

がちなんだけど、私がもっと強調しないといけないと

は思うのは、ロータリアンの質。もっと周知させるとか。

たまたま私はある俳句の結社に老人になって入って、

そこで仲間の人たちも会員になってもらったら、凄く

ロータリーに対する信頼っていうのをアピールしてく

れ、非常にまじめで、皆さんちゃんと実行してくれる。

約束したら実行してくれる。そういうロータリーの質

の良さをもっと知らせれば、会員増強もっと簡単にで

きると思うんです。

司会 ▶▶はじめに片山先生が俳句を読まれましたけ

ど、いろんなところで俳句のことを話されてますよね。

田嶋 ▶▶そういう面で公共イメージっていうのは、も

うちょっと補強しないといけないんじゃないかって気

がします。

田中 ▶▶そうするとクラブの中のロータリアンの質の

良さという原点に戻っちゃいますね。みんな集まって

フェスタをしたりするのにも、「ロータリアンの自覚」

とか、あんまり難しく言うとやめたってなっちゃう。

やっぱり、飴と鞭みたいに楽しいことがなければね。

田嶋 ▶▶クラブがいろんな人に働きかけて、ゲストで

呼んだりいろいろしないと、会員は増えないし、クラ

ブ会長が会員増強って言わないと絶対増えない。

やっぱりトップになる人が自覚してやらないといけな

いし、ガバナーとかガバナー補佐も会員増強って常に

言い続けないと会員は増えない。

司会 ▶▶どうなんでしょう、本音の話なんですが、日

本は女性ロータリアンが少ないですよね。心からもっ

と増えればよいと思っていらっしゃるのでしょうか？

田嶋 ▶▶私は増やしたいと思ってます。だって女性中

心で本来女性だけのクラブを作ろうとアイリスを作ろ

うと思ったんだけど、その話がたまたま東京の司葉子

さんの耳に入って、司葉子さんが盛田さんに、「女性

だけのクラブはダメよ。」って言ったものだから、盛

田さんも、「お前、まずいらしいよ、男入れよ」って。

結局、男性も入れたんだけど、やっぱり女性と男性を

比べると、女性の方が優秀。これはオフレコにしてほ

しいけど、完全に女性の方が質が高い。

司会 ▶▶私は名東ロータリークラブってところの初め

ての女性会員で、女性2人で一緒に入ったんですね。

絶対に1人はダメです。もうひとりがすぐ辞めてしまっ

たので、次に女性会員が入った時、とても気を使いま

した。私がいるからやめるみたいなことになったら大

変だと思って。なので、女性会員を入れられるなら

やっぱり複数から始められた方がいいと思います。

食事のスピードも違いますし、結構大変でした。

神野 ▶▶私も金沢東RCで女性2人に入ってもらった

んですけど、齢を重ねられた今でも頑張ってくれてま

す。今、女性の比率は1割かな、90、100人近くのうち

の9人です。

田 中 ▶▶ 都市は良いんですよ。経営者が多いから。

郊外は経営者が少ないんですよ。

千田▶▶女の人入れるには、男もいい男を入れないと

いけない。（笑）

司会▶▶いい女の人が入ってくると、けっこう男性がお

しゃれになる。出席率もよくなる。明るくなるし、いい

こともあります。だから、女性ロータリアンばっかり

じゃダメっていうのもわかるような気がします。

田中▶▶ 韓国にもあるね、女性だけのロータリアン。

田嶋 ▶▶日本もありますよ。

司会 ▶▶それでは、時間の関係で希望の風について

伺います。被災して消防士を目指す方などいろいろな

方がいるのですが、これはどのくらい続けようとお考

えですか？

近 藤 ▶▶ 基本的に田嶋年度の時に震災が起きて、

さっき田嶋さんも言われましたが、みんな最初、ガバ

ナー会を通して寄付したんだけど、そこから問題が出

て、寄付金を返せっていう地区と、使い道を考えてや

ろうという地区と分かれまして、その結果、10地区が

ファンドみたいにして、震災時にお腹の子も含めて、0

歳の子供が短大とか大学を出るまで奨学金を出そう

という話に決まりました。その時からずっとやっている

ので2011年から22年間のロングランです。だから私は

基本的に青少年奉仕事業じゃないかと思うんです。

千 田 ▶▶もしかして、そういうこともあるけれども、

やっぱり年はきっとかないといかんな、災害はどこか

でだんだんと出てくるし。

田嶋 ▶▶あのね、今ね、希望のファンドは資本金が4

億あるんです。地区が出した4億、それが減ってない

んです。毎年払うお金はその年度で寄付頂いたもの

で回っているんです。これをずっと続けてお金を貯め

ておいて、次の震災が起こった時にそれを拡大して

支援しようと言ってるのですが、ただ、希望の風を

作った時にいろいろ問題があって、ほんとにロータ

リーってこんなひどいこと言うかってことまで言われ

たのがあって、当時の人がまだ頑張っているわけ。8

年前の人がまだ頑張っているわけ。私は早くから近

藤さんにバトンタッチして、今度神野さんに。やっぱり

そうしないと長く続く組織は続かないよ。

神野 ▶▶でも、この前、2010年度組の皆さんが大いに反

省されながら、相当変えようという発言をされましたよ。

田嶋 ▶▶やっとですよ。私は最初から変えようと言っ

ているのに。

神野 ▶▶私が口火を切ったみたいだったんですけどね。

司会▶▶ 客観的に見ていると、さすがロータリアン、素

晴らしいことだなとしか思い浮かばなかったのですが。

田 嶋 ▶▶ いやー、ひどかったよ。集めたお金をガバ

ナーが山分けするとか、ありもしないようなことを言わ

れちゃって。あの時会長だった東京のガバナーは本当

に可哀想だった。集中的に叩かれたのがその人個人で。

神野 ▶▶ガバナー月信に昨日原稿を出し、今度載せ

てもらうことにしてあるので。こないだ僕はさっきの

ガバナーじゃないけど、わけわからず副委員長に代わ

れって言われて、代わったんですが、今おっしゃった

ように、あと正確には1億2千万です。私は2億と言っ

てるのですが、2億あれば33年までいけるのですよ、

今のペースで行くと。ただ、お話があったように、この

後ひょっとして大規模な、片親か両親がなくなっちゃ

うような震災があった時にそれをまた使えばいいじゃ

ないかと、何も正式名だけ変えればいいじゃないか

という声もあるし、今からエンディングを考えてやる

必要はないよっていう話にはなっているのです。で、

ルール・規則・制度が少しいい加減ってものも結構

あったので、この1年で相当変えて頂くっていうお題

いができ、さらに今年度の2580のガバナー会議長の

松坂さんも来てくれていたので、ガバナー会でも取り

上げてくれと。去年は17/34、今までに26/34地区が

この7年強の間に参加しているのですが、去年はちょ

うど半分の17ですね。あと17地区がほんの僅か、

さっきの1000円じゃないけど出してくれれば、十分に

やっていけれるし、もっと広い範囲でこういうことが

できるかもしれないという見方もあると思います。

田嶋 ▶▶だから、最初の人たちは変わって、どんどん

新しい人たちが新しい組織にしていけばいいんですよ。

片山▶▶財団になってる？

田嶋 ▶▶ 財団になってない。財団にすればいいよね。

明らかに公益性があるからね。

田中▶▶それで、米山とか同じような方向でもってい

けばね。

司会▶▶他に何か言い足らない事、こんなテーマなど

ございますか？お時間も少 と々なりました。

神野▶▶さっき私も地区の体制を変えた、強化したつ

もりだって申し上げたのですが、さっき片山先生が

おっしゃたように、ガバナー出せないと、千田さんみ

たいに2000万自分で出してもいいよって方は良いけ

ど、私もあとで気が付いたんですが、地区の予算を見

るとガバナーの活動経費みたいなのが、ほとんどな

いわけですよ。私は幸いクラブも支援してくれたから

よかったですが、小さいクラブからも平等に出しても

らおう、いい人を出してもらおうと思うと、そのあたり

を変えていかないとね。

司会▶▶そうですよね。

田嶋 ▶▶でも、実際ガバナー出してもお金なんてかか

らないよ、お金がかかるって言うのが信じらない。

神野 ▶▶ 事務局経費をガバナー事務所で持つでしょ。

それをクラブで結構持たないといけない。

田嶋 ▶▶ 事務局経費だって、ノミニー時代の事務局経

費がガバナーの負担になるだけであって、あとは間に

合いますよ。今度からノミニーも経費が出るようになっ

たでしょう、だから、ほとんどお金なんかかからないよ。

近藤 ▶▶片山先生がガバナーを務められた時に地区

副幹事、スタッフを親クラブ、兄弟クラブから出して

欲しいという依頼があり、私も地区副幹事で出向し

たんですが、あれも1つの手だと思うんですね。今も

松坂さんの話が出ましたけど、第2580地区全体の事

は分かりませんが、ガバナーと地区幹事と地区副幹

事が違うクラブに所属しているんですね。神野さんと、

ここの地区ではそんなこと考えられないなと話してい

たのですが、そういう地区も実際あるんです。だから、

もう少し実態を調べていくと意外とガバナーと他の

人達が違うクラブ、つまり、本当に地区で優秀な人達

を引っ張ってくるっていうんですかね、基本的にはそ

うだと思うんだけど、今本人だけじゃなくってクラブが

後押ししないといけないというルールがありますよね。

だから、さっきの加藤さんじゃないけど、実際、有能な

人はいるけど、クラブが駄目って言ったらガバナーに

なれないので、そのあたりの仕組みっていうか、考え

方をかえなければいけないかもしれないですね。それ

で、私も有能な人がガバナーになって、それを取り巻く

地区幹事とか地区副幹事がまた優秀な人が出てくる。

優秀というか、やる気というか、非常に前向きというの

ですかね。すごいですよね、第2580地区というのは。

田 嶋 ▶▶すごい成功しているんですよね。若いガバ

ナーが出るようになって。

千田 ▶▶ただ、その地区の人がやってくれないといか

んよね。パストガバナーがちゃんと責任もって、バック

アップとか出すのも。

田嶋 ▶▶クラブで潰しちゃう。早く名前が出ると潰し

ちゃうんだよ。

田中▶▶でも、クラブの推薦がないと困るよね。

司会▶▶そりゃそうですよね。でも、小さいクラブが2

つでガバナーを出すっていうのはどうなんでしょうね。

神野 ▶▶どっちも小さければ難しいと思いますよ。ガ

バナー補佐の選出の仕方も結構大きな課題になって

ると思うんですよね。

田中 ▶▶ 他の地区と違うね。他の地区はガバナーが

推薦して組織作っちゃうもんね。

千田 ▶▶ガバナー補佐ってもうちょっと、ガバナーの

意向が反映するようにすると楽だわな。各地区からき

て、その人にいろいろお願いしないといけないし。

神野▶▶でも、それはね、4、5年かかりますよ。

司会▶▶ 時間も来ましたので、そろそろ締めを・・。平

成最後の10年間の最初のパストガバナーとして、片山

パストガバナー、10年を総括していただけますか。

片山 ▶▶それは少々荷が重いので、私の独断の感想

4点ほど述べさせていただきます。1つ目ですが、現在

までの30年間を振り返りますと、ちょうど平成30年間

とほぼ重なっています。この30年間を10年ごとに3分

割してロータリーの変化を見てみますと、平成10年ま

でロータリーは右肩上がりでした。しかし、平成後半

の20年間は右肩下がりで受難の時期でした。そのよ

うな中、RIは職業保持の原点を外し、会員に会員増

強と寄付・年会費の増強を絶えず求め、遂には職業

奉仕を事実上5大奉仕部門から下ろし、社会奉仕部

門に合流させるという話も聞き、私のガバナー年度の

地区方針でもあった「持続可能な前進」のまさに逆

を行っているように感じられました。2つ目は、斎藤直

美（豊田RC）2006年度パストガバナーを2016年度・

2017年度のRI理事として当地区から初めて輩出した

という、2760地区ロータリー愛知85にとって重要な

出来事がありました。当地区の将来にとって、計り知

れない啓蒙的な影響をもたらし、永く記憶されるべ

き出来事だと思われます。それ以外にも、5年ほど前

に名古屋から始まり、年々盛大に開催されている

WFF、50年前に豊橋から始まり、定着したゴミゼロ

運動、この2つの奉仕活動を一対として春期・秋期の

2大奉仕イベントとして将来に受け継がれるようにし

なければならないと思います。3つ目として、反対に残

念なのがポリオ撲滅運動のことです。1987年に当地

区でポリオプラスというプログラムが採り上げられ、

委員会が設置されました。私の年度に、ポリオ撲滅

の為に今後3年間に同額の寄付を提出することを条

件にゲイツ財団から1億ドルを受け取り、全会員に寄

付を再度求めてきました。しかし、最初の同額寄付か

ら10年経った現在でもその決着がついておりません。

いずれ数年のうちに撲滅宣言が出せると信じていま

すが、次の10年に申し送りをしなければならない事

は、私にとって本当に忍びない事です。4つ目は、ロー

タリーの組織・権限の問題です。組織は大きくなれ

ばなるほど、権限の集中が必要です。しかし、ロータ

リーの基礎は、クラブとその会員が底辺にあり、地域

と密着したクラブの独立自存があればこそです。RI

は権限の一部をガバナーあるいは地区に、ガバナー

はガバナー補佐に委任・譲渡する事が必要ではない

かと思います。私もガバナー補佐に一部権限委譲・ガ

バナー補佐の推薦事項・分区運営要領などを地区便

覧に記載し、口頭でも定着を推奨しました。しかし、

ガバナーは単年度官なのでなかなか難しく、本来は

地区大会で出来ると良いのですが、それも難しい問

題があります。近藤年度に「地区審議会」が活動でき

るようになりましたので今後は地区審議会を活用し、

大いに議論したいと思っています。

司会▶▶貴重なお話ありがとうございました。大変勉

強になりました。

服部 良男 パストガバナー

座
談
会

司会▶▶本日はお忙しい中、誠にありがとうございま

す。この座談会は2008年～2017年の10年間の中でガ

バナーをお務めになった皆様にご参加頂きました。

担当された年度の順に、取り組まれた事や課題など

について忌憚のないご意見を伺いたいと思います。貴

重なご意見からこれからの10年に向けての指針が見

えてくるかと存じます。それでは、まず2008年から

2009年度のガバナー、片山パストガバナーからお願

い致します。

片 山 ▶▶ RI会長の

テーマ“夢をかたち

に”それを受けて、

私の方は“持続可

能な前進！”という

地区方針で、サブと

して“ロータリーに

心を”という歌を作

りました。読んだ人

からは、とても良い歌だと好評を頂きました。“ロータ

リーに心を注ぎ　ロータリーに心を開く　ロータリー

を心に受け止め　ロータリーを心に住まわす　ロー

タリーの心をみんなで考え　ロータリーの心を静か

に思う　ロータリーの心は我等の心　ロータリーの

心は世界の心”という内容をテーマにした歌でした。

司会▶▶歌を通すとロータリーの理念が心にスーッと

入ってきますね。ところで、地区大会の時、私も関係

者だったのですが、ゲストは小泉純一郎さんでしたね。

片山 ▶▶ 名古屋名東クラブさんのお世話で、小泉さ

んに来て頂いたからあれだけの会員が地区大会に集

まってくれました。

司会▶▶本当に多くの会員が参加されましたね。

片山▶▶大いに盛り上がり良かったです。

司会 ▶▶この地区大会は悲しい出来事があり、片山

パストガバナーも心を痛められた事でしょう。

片山 ▶▶忘れもしません、RI会長代理とロータリー

ミーティングの特別講演のためお越し頂くことになっ

ていた佐藤千壽さん（東京東RC）の突然の訃報です。

地区大会の4週間くらい前に2回ほど東京でお目にか

かりました。当時佐藤さんは90歳でこれからヨーロッ

パ旅行に行くと伺い、「元気で行って来てください

ね」と、笑顔で挨拶を交わしました。ところが、地区

大会の20日くらい前、突然訃報が入りました。クルー

ズの最中にドクターがいなくて助からなかったとお聞

きしました。ロータリーミーティングの特別講演は、そ

の講演原稿が親友の圡屋亮平パストガバナー（松戸

RC）に託され、圡屋さんが代読されました。今でも忘

れられない出来事でした。

司会▶▶また、ロータリー愛知81にちなんでの昼食会

は皆さんに喜ばれましたね。

片山▶▶そうですね。公式訪問に行く多くのクラブで、

古参会員の方々が心なしか、さみしいお顔をしておら

れるのを見かけるものですから、この機会にと思って

第１日目のRI会長代理を囲む昼食会に招待した訳で

す。「ロータリー愛知81」にちなんでと言われるのは、

RIが事務的に当地区に付けた名称は「RI第2760地

区」ですが、私は当初より当地区が胸を張って自称

できる当地区の名前を「ロータリー愛知81」としまし

た。この名前を、ガバナー月信をその巻頭言として発

行した地区誌にも使いました。これは地区の機関誌

の役割と地区内各クラブ間の親睦誌の役割を担う双

方向の雑誌です。81という数字はその年度の当地区

全クラブの数です。招待しました古参会員の年が81

歳以上というのは、これ未満の歳では、該当者が多

過ぎてこの81を借りたのです。

司会 ▶▶ロータリーの方は若 し々いので81歳以上の

会員の皆様が元気に沢山お越し下さいました。片山

パストガバナーありがとうございました。次は2009年

大澤年度ですが大澤輝秀パストガバナー（豊川RC）

は、平成16年９月に逝去されています。ご冥福をお祈

り申し上げます。それでは、続きまして、クールビズを

提唱されました、２010年から2011年度のガバナー、

田嶋パストガバナー、お願い致します。

田 嶋 ▶▶ 私の時の

RI会長は、レイ・ク

リンギンスミスさん

というアメリカの方

でした。会長のテー

マは“地域を育み、

大陸をつなぐ”でし

た。私の年度の特

徴は3つあります。1

つは、ロータリー財団のフューチャービジョンが始

まった年です。当地区がパイロット地区になっていま

した。もう1つは、戦略計画ストラテージックプランを

日本では「長期計画」と訳していましたが、試行錯誤

を経て、今の戦略計画という名称に変更し、始まりま

した。最後の１つは東日本大地震が起きた年という

ことです。

司会▶▶あの東日本大地震が起きた年ですね。

田嶋 ▶▶最初は未来の夢計画という名前で始まっ

たのですが、夢という表現に異論も多く、協議を重

ねた末、フューチャービジョンという名前になりまし

た。私の頃は、RIの表現をアメリカはアメリカで直し、

日本は日本で直すスタイルで、日本流は受け入れやす

い表現に変えているのではないか？という指摘も多く、

本場アメリカの表現に戻したということです。フュー

チャービジョンでは、新しい地区補助金について皆さ

んのご理解を頂き、いかに活用して頂くかということ

を一番大きな目標としていました。

司会▶▶ 確かに日本語に直すと本来の意味が曖昧に

なる場合もありますね。また、医療支援にも熱心に取

り組まれてましたね。

田嶋 ▶▶ 深谷地区財団委員長と一生懸命取り組んだ

のが、グローバル補助金を使った医療支援です。アメ

リカのヒューストンと交流したのが当地区の医療支援

の始まりで、しかも、グローバル補助金を使った医療

支援というのは、当時本当にまれで、この地区の大き

な成果の1つだったと思います。それから、戦略計画

については、公式訪問でお話してもほとんど何も知ら

ない人ばかりという状況の中で、いかに皆さんに存在

を知って頂くかが課題でした。

司会 ▶▶そして、この年度は日本は未曾有の出来事

がありました。

田嶋 ▶▶そうです、東日本大地震が1番の問題でした。

地区としてはいずれも1人1,000円以上という形で1次

支援、2次支援を行いました。諮問委員会では1,000

円では金額が少ないんじゃないのか？という意見も出

ましたが、会員の皆様が企業でも多額の義援金を出

されて、個人でもロータリー以外に寄付されている事

を考えて出した金額という趣旨を説明し、この金額で

やりましょうということになりました。最初、2,000万

円ほど集まり、希望の風奨学金に全額協賛致しまし

た。２次支援では宮城岩手の地区と千葉県の地区と

もう１か所に配分致しました。その他、ヘリコプター

の支援も致しました。これは、地区大会をやって頂い

た「あまクラブ」が余った1,000万円を地区に返却して

くれたので、そのままヘリコプターの支援金に使いま

した。孤立した所に食料を運んだり、薬を運んだり、

１ヵ月くらい活用されました。それでもまだ余りが出て

いたので、軽トラックを買いたいという支援組織に活

用致しました。

司会 ▶▶田嶋パストガバナーありがとうございました。

東日本大地震が起きてからのガバナーの取り組み方

は、本当に心を打たれるものがありました。それでは、

引き続き、松前パストガバナーお願い致します。松前

パストガバナーは、2011年から2012年までガバナーを

お努めになりました。震災後の大変な年でしたが、

ロータリークラブの力、絆の強さを再認識されたので

はないでしょうか。RC会員歴が半世紀以上と伺いま

した。色 な々思い出がおありかと存じます。

松前 ▶▶ 私は、1967年に一宮北RCに35才で入会し、

この50年間で、1990年には一宮中央RCの初代会長

として設立に尽力

出来たこと、そして、

2011年～2012年に

は2760地区のガバ

ナーとしてお務めが

出来た事を嬉しく思

います。

司会 ▶▶ 松前パスト

ガバナーのご経歴

を伺いますとすべてに「初」が付き、意欲的な取り組

みが伝わって参ります。2760地区にロータリー・リー

ダーシップ研究委員会（RLI）を導入されたのも初め

ての試みでしたね。

松 前 ▶▶ ロータリー・リーダーシップ研究委員会

（RLI）は新会員と未来のクラブリーダーの研修の

ためにアメリカで草の根運動として開発されたプログ

ラムです。日本でも各地区で急速に採用されつつあり、

双方向性とディスカッションリーダーDLに特徴があり

ます。私がガバナーに就任して最初の諮問委員会で

導入を諮り、認められて誕生しました。全国では6番

目の導入でしたが、RLIはまだ馴染のない時代でした。

ロータリー・リーダーシップ研究会の目的は、ロータ

リーの理解を深め、クラブを活性化すること。目的達

成の為に、日本では15地区でRLIの研修が行われ、

成果が上がっています。講義による教育ではなくディ

スカッション方式でリーダーの知識、考え方、創造性

を引き出します。

司会▶▶ 埼玉の中村先生には私も熱心にご指導を頂

きました。度々お越し頂いていますね。

松前 ▶▶ 2760地区は中村靖治国際ロータリー研修

リーダーが熱心にご指導下さり、地区研修の方が真

剣に勉強された結果、多数の方がディスカッション

リーダーになっています。私もガバナーエレクトの時、

妻久子とアメリカ・サンディエゴで1週間、コの字型の

RLI方式で飛び交う質問に、絞られました。現在

2760地区ではこのRLI方式に磨きをかけ改善し、有

用な研修として成果を上げていると聞いております。

この研修でロータリーへの理解が深まり、クラブが

活性化することが期待されます。ロータリーをより理

解し、ロータリーを心から愛するロータリアンが増え、

今後の100年もロータリーが益々発展する事を願って

おります。

司会▶▶ 4430地区ブラジルを訪問されましたね。

松前 ▶▶ 1988年度以降永く中断していた研究グルー

プ交換GSEを1997年度犬飼パストガバナーが再開さ

れ､私が委員長に任命され、当時の犬飼ガバナー、

片山地区幹事（片山パストガバナー）と総勢10名で

GSE研究グループの派遣先であるブラジル4430地区

を激励訪問いたしました。懐かしい思い出です。ちょ

うどこの年は、ブラジルへの移民90周年という節目

の年でした。そこで、各クラブから寄付された書籍１

トンを船便で送りました。この訪問はブラジル日本文

化協会に寄付する贈呈式もかねていたのです。24時

間を費やし、一行がサンパウロ空港に降り立ったのが、

5月13日早朝4時30分。訪問先クラブの会長や多くの

方々に迎えられてホテルに向かいましたが、GSE研究

生として来ていたサンパウロ軍事警察大尉ルイス君

の装甲車に前後を守られ、赤色灯を回転しながらの

移動。ガバナー一行への配慮に感謝しております。

司会▶▶疲れも飛んでしまう歓迎ぶり、嬉しいですね。

他でも熱いもてなしを受けたそうですね。

松前 ▶▶ 仮眠の後、日本人街に例会場を持つ日系ク

ラブ会員の多いリベルターデRCを訪問し、熱い歓迎

を受けました。その後文化協会に赴き、日本文化協

会山内会長に犬飼ガバナーから図書一式贈呈の目

録が渡されました。翌日は、サンパウロ・レステRCを

訪問しここでも熱い歓迎を受け、4430地区大会会場

に移動し、前夜祭を楽しみました。当時の4430地区

ガバナーは日系2世のKazuhiro Moriガバナーでした。

大会当日、我々一行は日本国旗を振りながら入場。大

きな拍手を今も覚えています。各クラブが順に旗を掲

げて入場行進する姿にも力強い息吹を感じました。

翌日はMoriガバナーよりレセプションに招かれ、一連

の行事終了の安堵感もあり、とても和やかな時間を

過ごしたことを鮮明に覚えています。その後、イグア

スの滝観光に向かいました。ブラジルとアルゼンチン

にまたがる落差80M、幅4キロの景観は圧巻でした。

最終日は、リオデジャネイロにも足を延ばしました。

2016年のリオ・オリンピックでコルコバードのキリスト

像が映し出されるたびにブラジル訪問を思い出して

おりました。往復2日間以上という10日間はハードで

したが、ブラジル訪問は実り多く思い出深い旅のひと

つとなりました。

司会▶▶そういえば、松前パストガバナーはある数字

に深いご縁があるそうですね

松前 ▶▶私は母校の大阪歯科大学の学籍番号が22

番でした。そして、一宮北RCの22代目の会長を務め

ました。ガバナーセミナーに指名されたのが2009年3

月22日でした。第2760地区の第22回インターアクト大

会に出席し挨拶の機会を頂きました。インターアクト

クラブは私の心の故郷であります。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーありがとうございました。

それでは、2012年から2013年度のガバナーでいらっ

しゃいました、千田毅パストガバナー、お願い致します。

千 田 ▶▶ 私の時は、

たまたま幸いなこと

に国際ロータリー

会長が田中作次さ

んで、R Iテーマが

“Peace Through 

Service 奉仕を通

じて平和を”でした。

司 会 ▶▶ 田中作次

RI会長との思い出で印象に残っている事は何でしょうか。

千田 ▶▶一番の思い出は、ロータリーの世界大会の

時のことです。ガバナー会をやろうという事になりま

したが、一番の問題は田中RI会長が参加してくれる

かどうかでした。そこで、全権を握っているRI秘書の

ベティさんという女性に交渉したのですが、直前まで

参加が不明のまま…。ところが、当日、田中RI会長が

来られて、皆びっくり！しかも、財団委員長なども連れ

てお越こしになったので、椅子が足りずバタバタと大

慌てして準備したのが印象に残っています。私共は

150人くらいで参加しましたが、田中RI会長は感激し、

喜んでお帰りになられました。また、同期のガバナー

が年1回集まって日本各地を廻るのですが、3回目の

時に田中RI会長が、「2012年度の会だから私も参加

する」と言われ、その会費を求めたところ、「これぞ

ロータリー」と言って、喜んで払って下さいました。

司会 ▶▶千田さんがガバナーになられた年は、震災

の翌年でしたね。

千田 ▶▶そうです、大震災の翌年でした。1月の研修

会で行った、カナダのトロントの方に一緒にやろうと

声をかけていただき、VTTの時に参加して頂きまし

た。その時、たまたま隣に座っていたのが、2750地区

の宮城・岩手の小野寺さんでした。その際、「お金を

集めるのは誰でもできる、我々はちゃんと震災孤児に

手渡したい」と小野寺さんにお願い致しました。あの

時は現地も混乱して色々大変だったのを被災地に視

察に行った時に実感致しました。30人の子供たちが

高校を卒業するまでにかかる4,800万円という金額を

集める為に、毎週500円ずつ集める提案をしましたが、

はじめはうまくいかず、幹事などに足りない分はガバ

ナーがもたないといけないと脅されました（笑）結果、

全額集まりましたが色々大変でした。

司会▶▶地区の目標など6つ挙げていらっしゃいます

が、沢山達成されていますよね。その中の高校生支

援で、甲子園に出場を果たした、仙台育英高校の球

児の中に孤児がいました。両親は他界し、お祖父さ

んの所から高校に通い、甲子園で3番打者として活躍

しました。1回戦で負けてしまったのですが、千田さ

んの応援が陰でありました。

千田 ▶▶地区と地区との交流では、抽選の結果、名

古屋クラブと奥三河クラブがメークアップする事にな

り、中日新聞の大島さんから「千田さん、えらいこと

になった！」と電話で心配を頂くほど、離れた地区の

クラブが交流することとなりましたが、その交流は2

～３年続けることができました。

司 会 ▶▶千田パストガバナーありがとうござました。

続いて、2013年度ガバナー田中正規パストガバナー

お願い致します。

田中▶▶会長になっ

ても知らないことば

かりで、地区に入っ

て改めて、凄い！と

驚くことばかりでし

た。ノミニーとして、

「お前また来たか！」

と言われるほどしつ

こく千田さんの後に

くっついて見聞きしている間に分かることがありまし

た。それは、ロータリーでは“はい”と“YES”しかな

いということです。「やろうよ！」と言った事は情報を

集めてやらないといけない、それが皆が前を向く事、

止めたらそれで終わり。私も思った事をとりあえず

やってみようと思いました。ある時、公共イメージの

コーディネーター「ロータリーの友」編集長の二神さ

んとお話しする機会があり、その時の話題から、地区

全体でやれるフェスタ、日本で初めてのロータリーの

ワールドフェスタを開催しよう！と私は思いました。皆

さんの協力のもと、思った以上に素晴らしいフェスタ

を開催できました。その後、近藤さんが形を作ってく

ださり、日本のロータリーでできました。そのきっかけ

に少しでもなれたのが良かったと思います。最後に、

任期の終盤に色 な々国に行きましたが、それが楽しい

思い出になっています。

司会▶▶どんなところに行かれましたか？

田中▶▶ベトナム、タイ、フィリピンは2回、隠れてモン

ゴル。つい最近はラオスに行きました。皆さんの友情

の支えもあり、色々な国へ行くことができ、非常に充

実した年度だったと思います。もう１つ印象的な出来

事として、同期のガバナーがEクラブを教えてくれた

事です。会費も安く、例会をホームページで行えるEク

ラブは、若い人も多く、クラブのイメージを変えたクラ

ブで面白かったです。

司会 ▶▶やはりイベントをやらないと、テレビ局や新

聞社の方々はあまり来てくださらないですよね。

田中▶▶私がテレビ局等に行ったのは最初の挨拶ぐ

らいだけでしたが、色々な人を引っ張りだすことは良

いことだと思います。たまに顔を出すと、ロータリーは

こんなことをやっているのか…とロータリーの活動を

改めて知って頂けました。

司会 ▶▶はじめのうち、ロータリーのことはあまりPR

してはいけないと教えられたのですが…。

田中 ▶▶それで、公共イメージコーディネーター補佐

としてお話させて頂きました。

司会▶▶希望の風などはどうですか？

田中▶▶希望の風は私ではなく、田嶋さんが担当してい

ます。希望の風は今も続いていて素晴らしいと思います。

司 会 ▶▶ 学生さんの喜びの声や手紙を拝見すると

ロータリアンになって良かったとしみじみ思います。

クラブでもお弁当箱支援といって、お弁当箱に色 な々

ものを詰めて、被災者の方に送り、そのお礼に折り紙

の花やお手紙をいただいたりしました。田中パストガ

バナーありがとうございました。それでは、2014年度

のガバナー、近藤雄亮パストガバナーお願いいたしま

す。パストガバナーの年度のガバナー月信の7月号は

熱田神宮ですよね。

近 藤 ▶▶たまたまう

ちのクラブに熱田

神宮の宮司さんがお

られ、写真を使わせ

てくださいと頼み、

毎回、熱田神宮に関

連する何かの写真

を使わせて頂きまし

て、最初から最後ま

でシリーズで載せました。私の時のRI会長は、ゲイ

リーC.K.ホァンさんという台湾の方でした。彼の考え

方のベースになっていたのが「儒教・孔子の教えです。

ロータリーがSNSを含めデジタル化していく中、アナ

ログ的なものを大切にされる方で、そういったところ

に私も共感しました。彼は“ロータリーに輝きを”とい

うテーマと5つの強調事項、つまり、“地域社会でロー

タリーの存在感を高めること・会員増強・ポリオ撲

滅・クラブの強化・ロータリーデーの実施”で始めま

した。この強調事項は今でもずっと続いています。当

時の私にとって歴代ガバナーの皆さんは雲の上の存

在。ガバナーノミニーに指名される場に臨んだ時、近

寄りがたい雰囲気がありました。そのような思いから、

もう少し目線を下げてロータリアンの中に入りたい、

堅苦しいことはやめて、メークアップに来たメンバー

のような近い距離感で本当の姿を見たいという思い

から色々考え、計画を立てました。結果、例えば「単

独でガバナーの公式訪問を初めて受けました」とか

「親クラブと一緒だとなかなか本音で話すことがで

きない」といったような声を聞くことが出来ました。

司会▶▶ 確か近藤パストガバナーの時、クラブをまとめ

て回るのではなく、ひとつひとつ訪問されたのですよね。

近藤 ▶▶はい、地区内全84クラブを個別に公式訪問

をしました。メンバーの数が少ないクラブも多いクラ

ブも皆さん本当に一生懸命ロータリー活動をされて

いて、素晴らしいと感じました。色々大変な面もある

けれども、この地区のクラブは本当に良くやってくれ

ています。何でもそうなのですが、一旦外に出てみる

と、中では分からない事が見えてくる。素晴らしさが

良くわかる様になる。ゲイリーC.K.ホァンさんのアナ

ログ的思考というか、情といいますか、それが地方に

あるんじゃないかなと思います。私はロータリーとい

うのは、ひと言でいえば…感動、感動をシェアするこ

とだと思うのです。こういうことをずっと言って回った

わけです。いろんな理屈やロジックを立てても感動

がない。そういったものだったら誰もついて来ないし、

仮にその場でついて来ても後は知らないという形に

なってしまいます。感動があれば、自分も仲間に入り

たい、これぐらいのお金を出してもいいなという気持

ちになります。そういう風になっていくといいなと思い

ます。先ほど田中さんが「自分は人が色々言ったこと

を取り上げた」と仰ってました。その中の１つ、WFF

(ワールドフードふれ愛フェスタ)を引き継ぎ、我々の時

は最初からやろうと組織を作り取り組みました。そう

したら、タイミングよく、ゲイリーC.K.ホァンさんの強

調事項の１つ“ロータリーデーの実施”というのがあ

りました。当時のRI理事の北さんからも昨年第2760

地区のプレゼンを見たら素晴らしいことをやっている

ので、是非ロータリーデーをジャパンロータリーデー

愛知として実施をしてくれないかという話を頂きまし

た。シニアリーダーは自分がまとめるからお前は同期

ガバナーをまとめろという事になったのです。結局、

100人以上のシニアリーダーの方々がWFFに参加を

してくれました。田中さんが始めた事を2年目である

程度形ができたかなと思います。

司 会 ▶▶ロータリー

デーというのは、その

時から始まったので

すか？

近藤 ▶▶そうです。ゲ

イリーC.K.ホァンさ

んが自分の強調事項

で提唱したのです。

世界中に、クラブ単

位でもいいし、地区単位でもいいし、あるいは国単位

でもいいから、とにかくやってくれと。私は各クラブ単

位で是非やって下さい。これはガバナー賞の対象に

します！とやったのです。地区単位ではせっかく田中

さんが地区の大きなイベントをやってくれたので、そ

れをジャパンロータリーデーに育てる決心をしました。

ゲイリーC.K.ホァンさんの強調事項、北RI理事の薦

めもあり、ちょうどタイミングが合ったのですね。それ

からもう1つ。“ロータリーは何だ？”とか陰で色々文

句を言う声もありますが、言いたいことがあるのなら、

RIには3年に1度開催される規定審議会というのがあ

るので、そこへ第2760地区から物申す！と、意見を出

したらいいんじゃないのか、その為の規定審議会で

すから。そして地区内クラブに立法案提出のお願い

をしました。地区の色々な問題を取り上げて会長さん

たちに諮る地区審議会と立法案審議委員会というの

を作り、片山先生、田嶋先生と相談しながら3人で地

区審議会規約を作りました。それが今実行されています。

司会 ▶▶もう１つ、IT委員会で地区で初めてHPを作

られたとか。

近藤 ▶▶ホームページは前からありました。尾本さん

が非常に熱心に取り組んでくれていました。地区で

形に出来たのは、いきなり出来たのではなくて、思い

とか色々な下準備があったからです。尾本さんの不

断の努力のお陰だと思っています。私のような者でも

ガバナーを務めることが出来たのはゲイリーC.K.ホァ

ンさんの「儒教・孔子の教えの下、アナログ思考でや

る」この理念があればこそです。また、片山先生がガ

バナーをお務めになられた時、ガバナー補佐としての

私をご指導して頂いたこと、その後も色 ご々指導を頂

いたお陰と片山先生には大変感謝致しております。

計算で繋がっているのではなくて、情で繋がってい

る関係は素晴らしい力になると私は思います。

司会 ▶▶近藤パストガバナーありがとうございました。

では、2015年度のガバナーでいらっしゃいました加

藤陽一パストガバナーお願いします。

加 藤 ▶▶ 私の時は、

スリランカのK .R .

ラビンドランさんと

いう方がRI会長で

した。英語で“Be 

a gift to the world”

サンディエゴでの国

際協議会で“世界

へのプレゼントにな

ろう”と訳されましたが、はっきり言って何を仰ってい

るのか分かりませんでした。同期のガバナー連中とこ

れは何を言ってるのだ？？と色々話し、プレゼントは、

たぶん奉仕のことだろうなと、同期のガバナーとそう

解釈しようということになり、サンディエゴから帰って

きました。K.R.ラビンドランさんは、アジアの中でのは

じめてのスリランカの方ですから、どうもイメージが

湧かず、このRIテーマも皆さんにどうお伝えしようか

…とちょっと苦労しました。

司会 ▶▶加藤パストガバナーは、お父様もロータリア

ンだったのですね。

加藤 ▶▶そうです、親父も瀬戸クラブで会長をやって

いました。その頃、斎藤先生が仰っていた「原点回

帰」の話に感銘を受けました。最近ロータリーが原点

というか根本がわからなくなってきたのではないか…

という私自身の心情もあり、見直しをという意味で、

早速先生にお話しして了解を頂き、原点に帰りたいと

お話を申し上げて、ずっと講習をやったのです。

司会▶▶ガバナー時代、思い出に残ることを教えてく

ださい。

加藤 ▶▶田中さんの資料を基に34クラブ訪問いたし

ました。クラブとの交流、私自身の交流もそこそこや

らせて頂いたつもりでおります。WFFに関しては、田

中さんから近藤さんに受け継がれ、私の時はだんだ

ん形になってきました。私の時から企業協賛にも力を

入れて、600万か800万円を頂戴し、去年が1,000万円

くらいでした。ロータリーを世間に広めるという意味

もあり、だんだん大きくなっています。特にエンドポリ

オに関しては、売り上げもだいぶ上がってきています。

たまたま国際奉仕委員会の方と一緒にVTTでインド

ネシアに行く機会があり、ジャカルタの劣悪な環境に

いる子どもたちを訪ねました。学校も行けず勉強もで

きないヒンズー系の子供たちを援助していたのは、イ

ンドネシアの方達。この出会いを機に私たちもやって

いこう！と、ポリオ500万円、あと400万円プラス地区

のクラブから拠出されたお金を使って、やり始めたの

です。ぼちぼち卒業しないとと思っているのですが、

今もWFFの実行委員長をやらせて頂いております。

WFFを通じて、ロータリーは世間に、そして日本中に

広がったのではないかと思っております。ガバナーと

して小難しいことはやった覚えはありませんが、

WFFが私にとっては一番の思い出かなと思っています。

司会▶▶やはりそういう努力があって、いろんな学生さ

んの支援などが出来るのですね。先ほど、千田パストガ

バナーの時にお話した、仙台育英高校の千田君の記

事は加藤パストガバナーの時の月信9月号に出ておりま

して、「花巻東高硬式野球部の千田京平君、亡き母と

「再会」信じ」という風に書いてありました。加藤パス

トガバナーありがとうございました。それでは、2016年

度ガバナー、服部良男パストガバナーお願いします。

服 部 ▶▶ 2 0 1 6年度はジョン・ジャームRI会長の

“Rotary Serving Humanity”というRIテーマでス

タートしました。丁度この年はロータリー財団100周年

という記念すべき年。100年前にアトランタで開催し

た国際大会を100年後にもう一度アトランタで！という

大きなテーマがありました。もう１つのテーマは、RI

の戦略計画を当地区にどのように持ってくるか。当地

区にはRIの戦略計画がありませんでした。従って当

地区の良いところと課題を分析し、良いところは、そ

のまま伸ばし、課題に関しては戦略計画を立て持続

可能にすることがテーマでした。一番の基本は、10

年後もこの地区が輝き続けるために1年間何をすれ

ばいいのかという事です。そこでまず、地区の戦略を

作るため戦略計画委員会を作りました。そしてもう１

つ、広報、ITを一緒にして、公共イメージ向上委員会

を設立させ、戦略計

画の中でも大きな部

分であるロータリー

の認知度と公共イ

メージの向上を図り

ました。それからも

う１つ。研修委員会

を再度新設し、その

下にRI実行委員会

を分けて、研修をさせて頂きました。これが大きな地

区に対する戦略計画です。あとは、地区としての財団

の取り組みがしっかりしていた為、未来の夢計画に

始まる延長の100年を是非！ということで、大変高い

数字を掲げました。一人180ドルを財団に寄付し、結

果、目標を達成することができました。ジョン・ジャー

ムさんは、ポリオ、財団の経験が非常に深い方です。

そういう意味でも皆様方に大変感謝しております。ア

トランタで100周年を祝おう！をテーマにした大変忙

しい年でしたが、皆さんと一緒に色んなことをさせて

頂きました。深く感謝申し上げます。もうひとつ良かっ

た事は、2750地区と会員が良い競い合いをした結果、

最後に１つ新しいクラブが出来た事です。結果的に

34地区の中で一番多く会員が増えた事も皆さま方と

の１つの成果だったと考えています。

司会 ▶▶ 服部パストガバナーありがとうございました。

それでは、まだ記憶も新しい、2017年度ガバナー、神

野重行パストガバナーお願いします。

神野 ▶▶私がロータリーに入ったのは金沢東でした。

石川・富山地区の金沢ですが、2610地区のガバナー

という方がどういう存在か、ロータリアンとして全く意

識せずに6年いました。それで、名古屋に戻ってもう

一度名駅ロータリーに入った年が2008年7月。今考え

ますと片山ガバナーの年度で、2760地区で再入会し

ガバナーという存在があるということをはじめて知っ

たぐらいで、全く知らずに6年いたなという思いがしま

した。ガバナーの公式訪問は、西クラブと一緒に受

けていましたが、自分のクラブに来られたという感じ

が薄く、公式訪問に対してもあまり意識しておりませ

んでした。まして地区への出向や、ガバナー補佐を引

き受ける事も、クラブ幹事の経験もなく、ロータリー

の地区の動きも全く知らずにいた私が、いきなりガバ

ナーということで大変驚きました。なので、先輩たち

とはずいぶん感覚が違うと思っております。私は千田

パストガバナーには学生時代からご指導頂いており

ます。また、両親の関係で存じ上げている方ばかりで

す。しかし、ガバナーという意識で拝見したのは、私

がクラブ会長の時の田中ガバナーが初めてでした。

公式訪問の時にガバナーの存在を目の当たりにして、

凄い人なのだと思いました。親の西クラブと一緒だっ

たのですが、大きな先輩、親クラブでありながら、結

構ガバナーというのはビシビシ言われるなと。私ども

は子クラブにも関わらず、大変褒めて頂いて恐縮した

ものです。ガバナーは、凄い存在なのだということを

初めて肌で知りました。そんな頃です、私の高校の同

級生の近藤さんがガバナーをどうも引き受けるようだ

と話を聞いて、よくそんなことをやるな～と言ってし

まった覚えがあるのです。そういった中で、去年ガバ

ナーを引き受ける事となったのです。イアン H.S ライ

ズリーさんは“変化をもたらす”をテーマに、確か

ロータリーそのものが大きく変わったというお話をさ

れていたのを聞き、変化の時代だから、何かをやろう

と考えて出来ないだろうかと思いました。一番に思っ

たのは、ロータリーのイアン H.S ライズリーさんのこ

の言葉です。「ロータリーとは何か。何をしているのか

ということをもっと世の中に知らしめてほしい。」そこ

で、公共イメージ向上というものについて、自分がで

きる範囲でやってみようと思ったのです。1つはマスコ

ミや地域の皆さんへの働きかけ。もうひとつは、地区

ガバナーとロータリアンの距離感というのをできるだ

け縮めるという事を考えました。ガバナーは一般ロー

タリアンにとって遠い存在というか、私自身近寄りが

たい存在と思っていました。そこで、一年かけてクラ

ブの訪問以外にも、いろいろと接する機会をつくり、

距離を縮める試みをしたつもりです。服部さんは、地

区の戦略委員会で非常に改革的な事もやって下さい

ました。村井さんからはそんなに急にやっても無理な

んじゃないかとご心配頂きましたが、やっぱり自分な

りにやってもらいたいし、やってみたいということで、

全クラブに戦略委員会のような類のものを設置して

頂いたというのが、一番の私の思い出です。それから

もう１つ、諮問委員会で、先輩諸氏にお許しを頂き、

地区の体質の強化を図る取り組みを始めました。１つ

は、青少年対策の危機管理基金、これを1,000万円積

み立てさせて頂きました。それから、愛知県と防災協

定を結んで、地域の皆さんと一緒に勉強して、万が一

のときはどういった事ができるかということを考える

態勢を作らせて頂きました。これは先輩諸氏にも認

めて頂き、地区大会で結ぶことができました。

司会▶▶地区大会の思い出はいかがでしょう。

神野▶▶そうですね、

思い出がいっぱい

あるのですが、よも

や、D.K.リーさんが

来るとは想像もして

おらず、8月15日の

メールを開けてびっ

くり！片山パストガ

バナーがちょうど同

期だとの事でお願いできて本当に助かりました。大

先輩からも良くやったと言って頂いたのは先輩のおか

げです。今年は神奈川へ行かれるそうで、ガバナー

がとても焦っておられたと、村井さんから聞きました。

村井ガバナーから力になってあげてと言われて、気楽

に笑っていられるのが幸せです。最後に、６月の最後

にクロスプロモーションの青少年と学友の交流フェス

タ、これが出来たのも思い出です。ご出席の皆さんに

もいろいろ無理を申し上げました。それから、昨年度

だけになってしまったのですが、イアン H.S ライズリー

さんの植樹のお話につきましても、それぞれ分区やク

ラブで、個人的にもやって頂いたおかげで、8000本と

いう、一人一本の植樹目標を達成できました。「ガバ

ナーというのは言ったことを何でもできる」と言われ

たことをいい事に、先輩諸氏に無理を言い、それに

応えて頂いた事に感謝しております。WFFも晴れ男

で頑張ってくださいと言うだけで、今年度に相当資金

的余裕をもってお渡し出来ました。細かく言いますと

１時間では終わりませんが、これで終わりたいと思い

ます。ご指導頂いて、本当にありがとうございました。

司会 ▶▶ 神野パストガバナー、ありがとうございまし

た。こういった素晴らしいガバナーたちが10年間、努

力されたおかげで、第2760地区は本当にキラキラと

輝いていたのだと思います。どうもありがとうござい

ました。

司会▶▶片山先生いかがでしょう？

片山▶▶そうですね。ガバナーの視点というより私個

人の職業上の視点からのことを先に言いますと、そ

の頃地区大会での決議は大会決議と名付けられて、

ＲＩ会長・ＲＩ会長代理に感謝する。現ガバナーに感

謝する。地区大会ホストクラブに感謝するなど、決議

でなくても、ガバナーから口頭でお礼申し上げますと

言われれば済むことばかり。のどかな風景でした。そ

れまで、地区大会で審議・決議していた必要的決議

案件は、前年度の地区決算の承認、次年度地区大会

開催場所と日時の決定・承認くらいのことでした。そ

こで、ロータリーを法曹出のガバナーの目から見て、

地区大会の決議機関部分を整備しました。それは地

区大会における必要的決議案件の決議といわゆる大

会決議案と称していた案件とを区別し、必要決議案

件は各クラブの議決権票数を有する会長・幹事・副

会長等が出席する地区大会１日目に審議・決議し、

大会２日目にはその報告とし、大会決議案は１日目は

大会決議委員会からの決議案の内容の報告とし、大

会２日目の地区内全会員が参加する会議に大会決議

案を上程し採決するとしたことです。その年度の必要

的決議案件は、ガバナーノミニーの選出方法として指

名委員会方式の採択と指名委員会委員の選任の件・

2010年開催の規定審議会提出案件承認の件（当地

区初めての規定審議会提出案件）・ロータリー財団

未来の夢計画パイロット地区候補申請の件の3件で

した。現在においても、その流れが継続しているのは、

うれしいことです。それから、もう一つはガバナー選

任の地域的配慮のことです。パストガバナーの皆さん

が思っておられるでしょうが、全地区内、尾張も名古

屋も三河もどの地域にも一様にパストガバナーがでん

としておられ、しかも各分区にも元気なパストガバ

ナーがいることです。しかし、色 な々事情により、その

ようにはいかないのです。特に、分区でガバナー補佐
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が分区内事業をする時あるいは分区内で事が起きた

時などに、どの分区にも、身近に相談ができるパスト

ガバナーが常にいるというのがいい訳です。地域の

関係では名古屋５・三河４・尾張３の比率で候補を選

任し、各地域内分区の順番は各地域関係のパストガ

バナーの相談によるという方針はできていますが、そ

れでも、地域の事情により万遍なく一様にとはいかな

いという実情ですね。その事情の一番大きいのが、う

ちのクラブの人数では、引き受けられませんという断

りです。その対処の１つの方法として、私のガバナー

年度に親子兄弟クラブにお願いして、監事・副幹事・

スタッフ等２人位ほどご協力をいただき、率先垂範し

た積もりです。偶然この時、近藤パストガバナーも西

名古屋担当のガバナー補佐で入って来られました。

司会▶▶だから先生の時は、他のクラブのスタッフが

5～6人入っていたのですね。

片山▶▶そうです。そういうことをやったのです。

加藤 ▶▶尾張3分区では大変申し訳ないと思っており

ます。去年ですが、南尾張分区でペケ、西尾張分区

でペケ、たまたま東尾張分区はその時にパストガバ

ナーが3人いらっしゃったのです。だから、僕を入れて

4人いたわけです。結局、尾張分区からしか出すとこ

ろがなくて、たまたま、犬山さんが今まで出していな

かったわけです。犬山が出るといったのでこれは良い

と安心していたら、委員会の前日に断ってきた。びっ

くりして田中先生にどうしよう…と。それで江南の福

田さんに急遽電話申し上げたら、「大丈夫だよ。うち

におるから」との返事。それでご本人と話をして、OK

ということになったのですが現役の会長さんなので

す。現役の会長さんは本来ダメなのです。それでRIの

方に問い合わせて、許可を得て伊藤さんがガバナーノ

ミニーに決まったのです。

片山▶▶だから、小さなクラブが一緒になって協力し

て出さねばね。

加藤 ▶▶ 今は東海と常滑なんかは出せます。しかる

べき人間もいます。今、片山先生が言われた小島先

生などもいるのですが、たまたま小島先生が病院を

建て替えて忙しいということだったのです。

司会▶▶できれば、9人で話し合うと盛り上がるような

テーマをあげて頂いてお話して頂けるとありがたいな

と思います。

神野 ▶▶これって、10年の思い出が皆さんにあります

よね。そして、これからの10年に向けての皆さんの期

待とか想いとか、この2つにしたらどうでしょうか?

田嶋 ▶▶地区大会のゲスト、会長代理を昔みたいに

自分たちで推薦させてもらえないかという意見が割

と今、いろんな地区から出ているじゃないですか？

神野 ▶▶ 出ていますね。全然来ると思ってなかった

D.K.リーさんが韓国から来られたし。

加藤 ▶▶ 僕の時も1か月前ですよ。それではなんとも

ならないですよ、こっちの準備も。だからもっと早く決

めてほしい。誰がどういう風に決めるかわからないで

すけどね。

田嶋 ▶▶大澤さんの時代までは地区が候補者を推薦

していたのですよね。

加藤 ▶▶ 要望は出せるけど、それに対しての返答もな

く、無視ですね。

田嶋 ▶▶ 私の時はRIが会長代理を呼ばなくていい。

お金がないのだから。協議会でもRIの職員がお金が

ないから来ない。日本の旅行者が行ったのだもん。ツ

アーが案内した人たちがその職員を代行してやって

いたのです。だから、日本事務局からは誰も行かない。

本当にひどい話です。

片山▶▶田島年度に同地区の中からRI会長代理を出

したのは意表を突いた人選でしたね。

神野▶▶それが最近全然でていない。

田嶋 ▶▶豊島さんから未だに言われます、あの時俺

はタダ働きだと。あの時、RIから地区で負担すること

はまかりならん、その代わり、会長代理で呼んだ場合

には一人いくら出すっていうような約束があったので

すが、一切払ってもらえなくて。こっちもすっかり忘れ

ちゃってましたが、日当も何もなく、未だに顔を合わ

すとそのことを言われます。

司会▶▶ 外国の方が来られると大変でしたよね。

加藤 ▶▶ 結局、通訳がいるでしょう。たまたま、米山

の子たちがやってくれたのですが、それからいろいろ

お話して頂くにしても、通訳を通すと時間が倍になっ

ちゃう。初めから文章を頂戴といって、文章をもらっ

たことはいいけど、読めないでしょう、だから、米山

の子に頼んで全部日本語に直してもらって、それをス

クリーンに投影して、それで通訳なしでやりましたけ

どね。しかも、決まったのが一カ月前でしょう。もう慌

てましたよね。

神野▶▶その教えを、D.K.リーさんの時には活かさせ

て頂いた部分もありますね。米山と福田君とか通訳

も含めて。

加藤 ▶▶日本のパストガバナーが来ていただくのが一

番いいですよね。

神野 ▶▶ D.K.リーさんは、みんな私の方を見ずにパ

ワーポイントを見る、だから、そういうのは嫌いだと

おっしゃって、以前のようなパワーポイントで出す事

ができなくて、30分でちゃんと収めるというのが、50

分以上になって、ちょっと大変でした。やっぱり国内

で来ていただくとありがたいですね。

司会 ▶▶あと、どうでしょう。一生懸命取り組んでい

らっしゃったWFF、これからどのようにして、あと何

年続けようかとかお思いでしょうか？

田中 ▶▶やれるかな？と思うんですよね。会場のこと

とか。

神野 ▶▶会場は大丈夫。エンゼル公園の方へ移します。

田中▶▶それならいいよね。できたら、日本の看板に

なるかもしれないから、少しずついいものに変えて

いっているから、同じものだとみんな飽きちゃうから

ね。近藤さんに頑張って頂いたよ。

神野▶▶ロータリーデー。

近藤 ▶▶タイミングでね。

神野▶▶こないだ、ジュディオングさんとご一緒したの

で、また確認して頼んでおきました。ポリオもう少しだ

から、楽しみですとおっしゃってました。

近 藤 ▶▶あれも、最初の仕掛人の福田さんが頑張っ

てくれて。ワールドフードでしょ、インターナショナル

で、フィリピンのロータリアンの参加者が多いのです

が、今では韓国、インドネシア、ネパール、パキスタン

からのロータリアンも加わり、ますますワールドになっ

ていて、そういう意味でなかなか大変ですが、少しず

つ変わりながらいいものに発展しているなと思います。

あれ、すごいよね、公共イメージアップにはね。

司 会 ▶▶やはり、イベントは少しずつ変化を求めて

やっていくのが良いですね。

千田 ▶▶名古屋ロータリーの福田君がはじめて来て、

私はこういう事をやりました、やりたいけどどうでしょ

う？そのような事を日本でやるのはどうだろうって提

案されました。その前に和合ロータリー。

田中▶▶ 和合の中でも、お金もそうなんですが、僕の

ところに泣きが入り、福田君がそれで和合をやめたら

西尾RCに入会したいと言っていましたが、和合の鷲

塚会長もやる気がでてきました。

実はその後ガバナーノミニーの指名に南尾張ができ

ない時に和合はどうだ？って聞いたのですが、事業

が重なりもう一年待ってくれと言われた。大きいクラ

ブだからやれないことではないと思うのですが。

司会▶▶結局、和合ロータリーと相乗りみたいになっ

たんでしょうか？

田中▶▶ちょうど、ワールドフードフェスタっていうの

は、そういったものが前の年にちょっと意見が出たん

だよね。千田さんの時に提案されたんだけど、実にな

らなくて、僕の時に同じように提案され、ちょうどその

日、公共イメージの先輩の方が、こういうのがあるけ

ど、プランもだいたいできてるし、勧誘もできてるから、

どうだろうと。和合でやりたいという話だったけど、

和合でやるなら名古屋市で、名古屋市でやるなら愛

知県全体でやろうよと、話がとんとん拍子に進んで。

それで、ほとんどいろんなところに声掛けて進めて、

すべてのクラブが協力するってことで何とかやれた。

全体2760地区でできたんじゃないかと思います。実

際に食べものの選択も良かったですもんね。ワールド

フードだから、名古屋でも珍しいものを作りたいって

ことで、地元のものはほとんど出さなかった。出店す

る方も初めてなのでリスクがあるのね。ただ最初の

公共イメージの費用もあり、なるべくテナント料を安く

して、あとは水道・施設費がちょっとかかるんだけど、

それも地区とかが応援してくれてやれたから良かった

けどね、お金の算段もできたから。でも、最初の250

万がなかったらちょっとやばかったかもね。

司会 ▶▶公共イメージのアップだけじゃなかったです

よね。

田中 ▶▶その中に、クロスプロモーションじゃないけ

ど、インターアクト、ローターアクト入れて、米山入れ

るっていうのは、最初から構想はありました。

司会 ▶▶近藤パストガバナーを始め、神野パストガバ

ナーにいたる歴代の方々が志を引き継いで下さいま

したね。

片山 ▶▶発案の福田さん、地区開催の決断と拡大の

田中・近藤両パストガバナー、承継・充実の加藤・服

部・神野の各パストガバナー、それに続く中心となる

実行委員会の委員長はじめ委員の面々、各分区のガ

バナー補佐はじめのロータリアン、インターアクトター

の応援等を得て当地区内外一丸となったポリオ撲滅

の募金等のイベント等々、当地区の一等地の真ん中

において、RI会長より日本ロータリーデーの名称まで

得て、当地区挙げての秋の恒例大奉仕活動事業に

なったことです。この十年を越えて長く語り継ぐべく

立てた記念碑と思います。

司会 ▶▶こうしたロータリークラブの取り組みが国の

行事にもなってますね？

片山 ▶▶そう、そう。思い出します。もう50年近くにな

るでしょうか、当地区豊橋のロータリークラブ（豊橋

北RC）から始まった5月30日を中心になされるごみゼ

ロ運動、地区の奉仕活動行事として日本に最たる行

事、日本全ロータリーばかりでなく、日本全国の環境

保全運動として定着しています。日本政府の提案に

より国連は毎年6月5日を国連環境の日と定め、日本

も同様環境の日と定めています。当地区は5月30日～

6月5日迄の1週間を強調するために、地区設定特別週

間として「環境保全週間」を設定することにしていま

すが、パストガバナーの皆さんは設定されましたかね。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーはインターアクトの活動

にも力入れていらっしゃいましたね。次世代を育てる

大切な活動ですね。

松前 ▶▶ 1987年に地区インターアクト委員となり、イン

ターアクトクラブの活動を推進しました。1990年には

地区インターアクト委員長となり、2760地区のインター

アクト活動で海外研修を始める事に致しました。毎年

夏休みにハワイ島に約30名を引率してホームステイを

行い大変喜ばれました。要望があった長野県のイン

ターアクトクラブも一緒のハワイ研修でした。各イン

タークラブより2名を選出、2ヵ月の勉強会の後、各地

域の高校の先生方が海外研修を推進して下さいまし

た。参加した部員からは、ハワイの研修でアメリカの

文化や語学研修が大変勉強になった、雄大なハワイ

の景色に感動した！と喜ばれ、毎年の実施を望む多く

の声があがりました。これを機に様々な高校でイン

ターアクトクラブが設立されましたが、愛知県立千種

高等学校、阿久比高等学校と進学校が参加して厚み

が増しました。その後、研修地はオーストラリアに変わ

りましたが、二十数回と継続し、発展している姿を見て、

海外研修に初めて取り組んだ私は感激しております。

司会▶▶田嶋パストガバナーは、公共イメージには何

が必要だと思われますか？

田嶋 ▶▶ 公共イメージって言うとついイベントに偏り

がちなんだけど、私がもっと強調しないといけないと

は思うのは、ロータリアンの質。もっと周知させるとか。

たまたま私はある俳句の結社に老人になって入って、

そこで仲間の人たちも会員になってもらったら、凄く

ロータリーに対する信頼っていうのをアピールしてく

れ、非常にまじめで、皆さんちゃんと実行してくれる。

約束したら実行してくれる。そういうロータリーの質

の良さをもっと知らせれば、会員増強もっと簡単にで

きると思うんです。

司会 ▶▶はじめに片山先生が俳句を読まれましたけ

ど、いろんなところで俳句のことを話されてますよね。

田嶋 ▶▶そういう面で公共イメージっていうのは、も

うちょっと補強しないといけないんじゃないかって気

がします。

田中 ▶▶そうするとクラブの中のロータリアンの質の

良さという原点に戻っちゃいますね。みんな集まって

フェスタをしたりするのにも、「ロータリアンの自覚」

とか、あんまり難しく言うとやめたってなっちゃう。

やっぱり、飴と鞭みたいに楽しいことがなければね。

田嶋 ▶▶クラブがいろんな人に働きかけて、ゲストで

呼んだりいろいろしないと、会員は増えないし、クラ

ブ会長が会員増強って言わないと絶対増えない。

やっぱりトップになる人が自覚してやらないといけな

いし、ガバナーとかガバナー補佐も会員増強って常に

言い続けないと会員は増えない。

司会 ▶▶どうなんでしょう、本音の話なんですが、日

本は女性ロータリアンが少ないですよね。心からもっ

と増えればよいと思っていらっしゃるのでしょうか？

田嶋 ▶▶私は増やしたいと思ってます。だって女性中

心で本来女性だけのクラブを作ろうとアイリスを作ろ

うと思ったんだけど、その話がたまたま東京の司葉子

さんの耳に入って、司葉子さんが盛田さんに、「女性

だけのクラブはダメよ。」って言ったものだから、盛

田さんも、「お前、まずいらしいよ、男入れよ」って。

結局、男性も入れたんだけど、やっぱり女性と男性を

比べると、女性の方が優秀。これはオフレコにしてほ

しいけど、完全に女性の方が質が高い。

司会 ▶▶私は名東ロータリークラブってところの初め

ての女性会員で、女性2人で一緒に入ったんですね。

絶対に1人はダメです。もうひとりがすぐ辞めてしまっ

たので、次に女性会員が入った時、とても気を使いま

した。私がいるからやめるみたいなことになったら大

変だと思って。なので、女性会員を入れられるなら

やっぱり複数から始められた方がいいと思います。

食事のスピードも違いますし、結構大変でした。

神野 ▶▶私も金沢東RCで女性2人に入ってもらった

んですけど、齢を重ねられた今でも頑張ってくれてま

す。今、女性の比率は1割かな、90、100人近くのうち

の9人です。

田 中 ▶▶ 都市は良いんですよ。経営者が多いから。

郊外は経営者が少ないんですよ。

千田▶▶女の人入れるには、男もいい男を入れないと

いけない。（笑）

司会▶▶いい女の人が入ってくると、けっこう男性がお

しゃれになる。出席率もよくなる。明るくなるし、いい

こともあります。だから、女性ロータリアンばっかり

じゃダメっていうのもわかるような気がします。

田中▶▶ 韓国にもあるね、女性だけのロータリアン。

田嶋 ▶▶日本もありますよ。

司会 ▶▶それでは、時間の関係で希望の風について

伺います。被災して消防士を目指す方などいろいろな

方がいるのですが、これはどのくらい続けようとお考

えですか？

近 藤 ▶▶ 基本的に田嶋年度の時に震災が起きて、

さっき田嶋さんも言われましたが、みんな最初、ガバ

ナー会を通して寄付したんだけど、そこから問題が出

て、寄付金を返せっていう地区と、使い道を考えてや

ろうという地区と分かれまして、その結果、10地区が

ファンドみたいにして、震災時にお腹の子も含めて、0

歳の子供が短大とか大学を出るまで奨学金を出そう

という話に決まりました。その時からずっとやっている

ので2011年から22年間のロングランです。だから私は

基本的に青少年奉仕事業じゃないかと思うんです。

千 田 ▶▶もしかして、そういうこともあるけれども、

やっぱり年はきっとかないといかんな、災害はどこか

でだんだんと出てくるし。

田嶋 ▶▶あのね、今ね、希望のファンドは資本金が4

億あるんです。地区が出した4億、それが減ってない

んです。毎年払うお金はその年度で寄付頂いたもの

で回っているんです。これをずっと続けてお金を貯め

ておいて、次の震災が起こった時にそれを拡大して

支援しようと言ってるのですが、ただ、希望の風を

作った時にいろいろ問題があって、ほんとにロータ

リーってこんなひどいこと言うかってことまで言われ

たのがあって、当時の人がまだ頑張っているわけ。8

年前の人がまだ頑張っているわけ。私は早くから近

藤さんにバトンタッチして、今度神野さんに。やっぱり

そうしないと長く続く組織は続かないよ。

神野 ▶▶でも、この前、2010年度組の皆さんが大いに反

省されながら、相当変えようという発言をされましたよ。

田嶋 ▶▶やっとですよ。私は最初から変えようと言っ

ているのに。

神野 ▶▶私が口火を切ったみたいだったんですけどね。

司会▶▶ 客観的に見ていると、さすがロータリアン、素

晴らしいことだなとしか思い浮かばなかったのですが。

田 嶋 ▶▶ いやー、ひどかったよ。集めたお金をガバ

ナーが山分けするとか、ありもしないようなことを言わ

れちゃって。あの時会長だった東京のガバナーは本当

に可哀想だった。集中的に叩かれたのがその人個人で。

神野 ▶▶ガバナー月信に昨日原稿を出し、今度載せ

てもらうことにしてあるので。こないだ僕はさっきの

ガバナーじゃないけど、わけわからず副委員長に代わ

れって言われて、代わったんですが、今おっしゃった

ように、あと正確には1億2千万です。私は2億と言っ

てるのですが、2億あれば33年までいけるのですよ、

今のペースで行くと。ただ、お話があったように、この

後ひょっとして大規模な、片親か両親がなくなっちゃ

うような震災があった時にそれをまた使えばいいじゃ

ないかと、何も正式名だけ変えればいいじゃないか

という声もあるし、今からエンディングを考えてやる

必要はないよっていう話にはなっているのです。で、

ルール・規則・制度が少しいい加減ってものも結構

あったので、この1年で相当変えて頂くっていうお題

いができ、さらに今年度の2580のガバナー会議長の

松坂さんも来てくれていたので、ガバナー会でも取り

上げてくれと。去年は17/34、今までに26/34地区が

この7年強の間に参加しているのですが、去年はちょ

うど半分の17ですね。あと17地区がほんの僅か、

さっきの1000円じゃないけど出してくれれば、十分に

やっていけれるし、もっと広い範囲でこういうことが

できるかもしれないという見方もあると思います。

田嶋 ▶▶だから、最初の人たちは変わって、どんどん

新しい人たちが新しい組織にしていけばいいんですよ。

片山▶▶財団になってる？

田嶋 ▶▶ 財団になってない。財団にすればいいよね。

明らかに公益性があるからね。

田中▶▶それで、米山とか同じような方向でもってい

けばね。

司会▶▶他に何か言い足らない事、こんなテーマなど

ございますか？お時間も少 と々なりました。

神野▶▶さっき私も地区の体制を変えた、強化したつ

もりだって申し上げたのですが、さっき片山先生が

おっしゃたように、ガバナー出せないと、千田さんみ

たいに2000万自分で出してもいいよって方は良いけ

ど、私もあとで気が付いたんですが、地区の予算を見

るとガバナーの活動経費みたいなのが、ほとんどな

いわけですよ。私は幸いクラブも支援してくれたから

よかったですが、小さいクラブからも平等に出しても

らおう、いい人を出してもらおうと思うと、そのあたり

を変えていかないとね。

司会▶▶そうですよね。

田嶋 ▶▶でも、実際ガバナー出してもお金なんてかか

らないよ、お金がかかるって言うのが信じらない。

神野 ▶▶ 事務局経費をガバナー事務所で持つでしょ。

それをクラブで結構持たないといけない。

田嶋 ▶▶ 事務局経費だって、ノミニー時代の事務局経

費がガバナーの負担になるだけであって、あとは間に

合いますよ。今度からノミニーも経費が出るようになっ

たでしょう、だから、ほとんどお金なんかかからないよ。

近藤 ▶▶片山先生がガバナーを務められた時に地区

副幹事、スタッフを親クラブ、兄弟クラブから出して

欲しいという依頼があり、私も地区副幹事で出向し

たんですが、あれも1つの手だと思うんですね。今も

松坂さんの話が出ましたけど、第2580地区全体の事

は分かりませんが、ガバナーと地区幹事と地区副幹

事が違うクラブに所属しているんですね。神野さんと、

ここの地区ではそんなこと考えられないなと話してい

たのですが、そういう地区も実際あるんです。だから、

もう少し実態を調べていくと意外とガバナーと他の

人達が違うクラブ、つまり、本当に地区で優秀な人達

を引っ張ってくるっていうんですかね、基本的にはそ

うだと思うんだけど、今本人だけじゃなくってクラブが

後押ししないといけないというルールがありますよね。

だから、さっきの加藤さんじゃないけど、実際、有能な

人はいるけど、クラブが駄目って言ったらガバナーに

なれないので、そのあたりの仕組みっていうか、考え

方をかえなければいけないかもしれないですね。それ

で、私も有能な人がガバナーになって、それを取り巻く

地区幹事とか地区副幹事がまた優秀な人が出てくる。

優秀というか、やる気というか、非常に前向きというの

ですかね。すごいですよね、第2580地区というのは。

田 嶋 ▶▶すごい成功しているんですよね。若いガバ

ナーが出るようになって。

千田 ▶▶ただ、その地区の人がやってくれないといか

んよね。パストガバナーがちゃんと責任もって、バック

アップとか出すのも。

田嶋 ▶▶クラブで潰しちゃう。早く名前が出ると潰し

ちゃうんだよ。

田中▶▶でも、クラブの推薦がないと困るよね。

司会▶▶そりゃそうですよね。でも、小さいクラブが2

つでガバナーを出すっていうのはどうなんでしょうね。

神野 ▶▶どっちも小さければ難しいと思いますよ。ガ

バナー補佐の選出の仕方も結構大きな課題になって

ると思うんですよね。

田中 ▶▶ 他の地区と違うね。他の地区はガバナーが

推薦して組織作っちゃうもんね。

千田 ▶▶ガバナー補佐ってもうちょっと、ガバナーの

意向が反映するようにすると楽だわな。各地区からき

て、その人にいろいろお願いしないといけないし。

神野▶▶でも、それはね、4、5年かかりますよ。

司会▶▶ 時間も来ましたので、そろそろ締めを・・。平

成最後の10年間の最初のパストガバナーとして、片山

パストガバナー、10年を総括していただけますか。

片山 ▶▶それは少々荷が重いので、私の独断の感想

4点ほど述べさせていただきます。1つ目ですが、現在

までの30年間を振り返りますと、ちょうど平成30年間

とほぼ重なっています。この30年間を10年ごとに3分

割してロータリーの変化を見てみますと、平成10年ま

でロータリーは右肩上がりでした。しかし、平成後半

の20年間は右肩下がりで受難の時期でした。そのよ

うな中、RIは職業保持の原点を外し、会員に会員増

強と寄付・年会費の増強を絶えず求め、遂には職業

奉仕を事実上5大奉仕部門から下ろし、社会奉仕部

門に合流させるという話も聞き、私のガバナー年度の

地区方針でもあった「持続可能な前進」のまさに逆

を行っているように感じられました。2つ目は、斎藤直

美（豊田RC）2006年度パストガバナーを2016年度・

2017年度のRI理事として当地区から初めて輩出した

という、2760地区ロータリー愛知85にとって重要な

出来事がありました。当地区の将来にとって、計り知

れない啓蒙的な影響をもたらし、永く記憶されるべ

き出来事だと思われます。それ以外にも、5年ほど前

に名古屋から始まり、年々盛大に開催されている

WFF、50年前に豊橋から始まり、定着したゴミゼロ

運動、この2つの奉仕活動を一対として春期・秋期の

2大奉仕イベントとして将来に受け継がれるようにし

なければならないと思います。3つ目として、反対に残

念なのがポリオ撲滅運動のことです。1987年に当地

区でポリオプラスというプログラムが採り上げられ、

委員会が設置されました。私の年度に、ポリオ撲滅

の為に今後3年間に同額の寄付を提出することを条

件にゲイツ財団から1億ドルを受け取り、全会員に寄

付を再度求めてきました。しかし、最初の同額寄付か

ら10年経った現在でもその決着がついておりません。

いずれ数年のうちに撲滅宣言が出せると信じていま

すが、次の10年に申し送りをしなければならない事

は、私にとって本当に忍びない事です。4つ目は、ロー

タリーの組織・権限の問題です。組織は大きくなれ

ばなるほど、権限の集中が必要です。しかし、ロータ

リーの基礎は、クラブとその会員が底辺にあり、地域

と密着したクラブの独立自存があればこそです。RI

は権限の一部をガバナーあるいは地区に、ガバナー

はガバナー補佐に委任・譲渡する事が必要ではない

かと思います。私もガバナー補佐に一部権限委譲・ガ

バナー補佐の推薦事項・分区運営要領などを地区便

覧に記載し、口頭でも定着を推奨しました。しかし、

ガバナーは単年度官なのでなかなか難しく、本来は

地区大会で出来ると良いのですが、それも難しい問

題があります。近藤年度に「地区審議会」が活動でき

るようになりましたので今後は地区審議会を活用し、

大いに議論したいと思っています。

司会▶▶貴重なお話ありがとうございました。大変勉

強になりました。

神野 重行 パストガバナー

ガバナーの視点から
見えたもの、見たい未来
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司会▶▶本日はお忙しい中、誠にありがとうございま

す。この座談会は2008年～2017年の10年間の中でガ

バナーをお務めになった皆様にご参加頂きました。

担当された年度の順に、取り組まれた事や課題など

について忌憚のないご意見を伺いたいと思います。貴

重なご意見からこれからの10年に向けての指針が見

えてくるかと存じます。それでは、まず2008年から

2009年度のガバナー、片山パストガバナーからお願

い致します。

片 山 ▶▶ RI会長の

テーマ“夢をかたち

に”それを受けて、

私の方は“持続可

能な前進！”という

地区方針で、サブと

して“ロータリーに

心を”という歌を作

りました。読んだ人

からは、とても良い歌だと好評を頂きました。“ロータ

リーに心を注ぎ　ロータリーに心を開く　ロータリー

を心に受け止め　ロータリーを心に住まわす　ロー

タリーの心をみんなで考え　ロータリーの心を静か

に思う　ロータリーの心は我等の心　ロータリーの

心は世界の心”という内容をテーマにした歌でした。

司会▶▶歌を通すとロータリーの理念が心にスーッと

入ってきますね。ところで、地区大会の時、私も関係

者だったのですが、ゲストは小泉純一郎さんでしたね。

片山 ▶▶ 名古屋名東クラブさんのお世話で、小泉さ

んに来て頂いたからあれだけの会員が地区大会に集

まってくれました。

司会▶▶本当に多くの会員が参加されましたね。

片山▶▶大いに盛り上がり良かったです。

司会 ▶▶この地区大会は悲しい出来事があり、片山

パストガバナーも心を痛められた事でしょう。

片山 ▶▶忘れもしません、RI会長代理とロータリー

ミーティングの特別講演のためお越し頂くことになっ

ていた佐藤千壽さん（東京東RC）の突然の訃報です。

地区大会の4週間くらい前に2回ほど東京でお目にか

かりました。当時佐藤さんは90歳でこれからヨーロッ

パ旅行に行くと伺い、「元気で行って来てください

ね」と、笑顔で挨拶を交わしました。ところが、地区

大会の20日くらい前、突然訃報が入りました。クルー

ズの最中にドクターがいなくて助からなかったとお聞

きしました。ロータリーミーティングの特別講演は、そ

の講演原稿が親友の圡屋亮平パストガバナー（松戸

RC）に託され、圡屋さんが代読されました。今でも忘

れられない出来事でした。

司会▶▶また、ロータリー愛知81にちなんでの昼食会

は皆さんに喜ばれましたね。

片山▶▶そうですね。公式訪問に行く多くのクラブで、

古参会員の方々が心なしか、さみしいお顔をしておら

れるのを見かけるものですから、この機会にと思って

第１日目のRI会長代理を囲む昼食会に招待した訳で

す。「ロータリー愛知81」にちなんでと言われるのは、

RIが事務的に当地区に付けた名称は「RI第2760地

区」ですが、私は当初より当地区が胸を張って自称

できる当地区の名前を「ロータリー愛知81」としまし

た。この名前を、ガバナー月信をその巻頭言として発

行した地区誌にも使いました。これは地区の機関誌

の役割と地区内各クラブ間の親睦誌の役割を担う双

方向の雑誌です。81という数字はその年度の当地区

全クラブの数です。招待しました古参会員の年が81

歳以上というのは、これ未満の歳では、該当者が多

過ぎてこの81を借りたのです。

司会 ▶▶ロータリーの方は若 し々いので81歳以上の

会員の皆様が元気に沢山お越し下さいました。片山

パストガバナーありがとうございました。次は2009年

大澤年度ですが大澤輝秀パストガバナー（豊川RC）

は、平成16年９月に逝去されています。ご冥福をお祈

り申し上げます。それでは、続きまして、クールビズを

提唱されました、２010年から2011年度のガバナー、

田嶋パストガバナー、お願い致します。

田 嶋 ▶▶ 私の時の

RI会長は、レイ・ク

リンギンスミスさん

というアメリカの方

でした。会長のテー

マは“地域を育み、

大陸をつなぐ”でし

た。私の年度の特

徴は3つあります。1

つは、ロータリー財団のフューチャービジョンが始

まった年です。当地区がパイロット地区になっていま

した。もう1つは、戦略計画ストラテージックプランを

日本では「長期計画」と訳していましたが、試行錯誤

を経て、今の戦略計画という名称に変更し、始まりま

した。最後の１つは東日本大地震が起きた年という

ことです。

司会▶▶あの東日本大地震が起きた年ですね。

田嶋 ▶▶最初は未来の夢計画という名前で始まっ

たのですが、夢という表現に異論も多く、協議を重

ねた末、フューチャービジョンという名前になりまし

た。私の頃は、RIの表現をアメリカはアメリカで直し、

日本は日本で直すスタイルで、日本流は受け入れやす

い表現に変えているのではないか？という指摘も多く、

本場アメリカの表現に戻したということです。フュー

チャービジョンでは、新しい地区補助金について皆さ

んのご理解を頂き、いかに活用して頂くかということ

を一番大きな目標としていました。

司会▶▶ 確かに日本語に直すと本来の意味が曖昧に

なる場合もありますね。また、医療支援にも熱心に取

り組まれてましたね。

田嶋 ▶▶ 深谷地区財団委員長と一生懸命取り組んだ

のが、グローバル補助金を使った医療支援です。アメ

リカのヒューストンと交流したのが当地区の医療支援

の始まりで、しかも、グローバル補助金を使った医療

支援というのは、当時本当にまれで、この地区の大き

な成果の1つだったと思います。それから、戦略計画

については、公式訪問でお話してもほとんど何も知ら

ない人ばかりという状況の中で、いかに皆さんに存在

を知って頂くかが課題でした。

司会 ▶▶そして、この年度は日本は未曾有の出来事

がありました。

田嶋 ▶▶そうです、東日本大地震が1番の問題でした。

地区としてはいずれも1人1,000円以上という形で1次

支援、2次支援を行いました。諮問委員会では1,000

円では金額が少ないんじゃないのか？という意見も出

ましたが、会員の皆様が企業でも多額の義援金を出

されて、個人でもロータリー以外に寄付されている事

を考えて出した金額という趣旨を説明し、この金額で

やりましょうということになりました。最初、2,000万

円ほど集まり、希望の風奨学金に全額協賛致しまし

た。２次支援では宮城岩手の地区と千葉県の地区と

もう１か所に配分致しました。その他、ヘリコプター

の支援も致しました。これは、地区大会をやって頂い

た「あまクラブ」が余った1,000万円を地区に返却して

くれたので、そのままヘリコプターの支援金に使いま

した。孤立した所に食料を運んだり、薬を運んだり、

１ヵ月くらい活用されました。それでもまだ余りが出て

いたので、軽トラックを買いたいという支援組織に活

用致しました。

司会 ▶▶田嶋パストガバナーありがとうございました。

東日本大地震が起きてからのガバナーの取り組み方

は、本当に心を打たれるものがありました。それでは、

引き続き、松前パストガバナーお願い致します。松前

パストガバナーは、2011年から2012年までガバナーを

お努めになりました。震災後の大変な年でしたが、

ロータリークラブの力、絆の強さを再認識されたので

はないでしょうか。RC会員歴が半世紀以上と伺いま

した。色 な々思い出がおありかと存じます。

松前 ▶▶ 私は、1967年に一宮北RCに35才で入会し、

この50年間で、1990年には一宮中央RCの初代会長

として設立に尽力

出来たこと、そして、

2011年～2012年に

は2760地区のガバ

ナーとしてお務めが

出来た事を嬉しく思

います。

司会 ▶▶ 松前パスト

ガバナーのご経歴

を伺いますとすべてに「初」が付き、意欲的な取り組

みが伝わって参ります。2760地区にロータリー・リー

ダーシップ研究委員会（RLI）を導入されたのも初め

ての試みでしたね。

松 前 ▶▶ ロータリー・リーダーシップ研究委員会

（RLI）は新会員と未来のクラブリーダーの研修の

ためにアメリカで草の根運動として開発されたプログ

ラムです。日本でも各地区で急速に採用されつつあり、

双方向性とディスカッションリーダーDLに特徴があり

ます。私がガバナーに就任して最初の諮問委員会で

導入を諮り、認められて誕生しました。全国では6番

目の導入でしたが、RLIはまだ馴染のない時代でした。

ロータリー・リーダーシップ研究会の目的は、ロータ

リーの理解を深め、クラブを活性化すること。目的達

成の為に、日本では15地区でRLIの研修が行われ、

成果が上がっています。講義による教育ではなくディ

スカッション方式でリーダーの知識、考え方、創造性

を引き出します。

司会▶▶ 埼玉の中村先生には私も熱心にご指導を頂

きました。度々お越し頂いていますね。

松前 ▶▶ 2760地区は中村靖治国際ロータリー研修

リーダーが熱心にご指導下さり、地区研修の方が真

剣に勉強された結果、多数の方がディスカッション

リーダーになっています。私もガバナーエレクトの時、

妻久子とアメリカ・サンディエゴで1週間、コの字型の

RLI方式で飛び交う質問に、絞られました。現在

2760地区ではこのRLI方式に磨きをかけ改善し、有

用な研修として成果を上げていると聞いております。

この研修でロータリーへの理解が深まり、クラブが

活性化することが期待されます。ロータリーをより理

解し、ロータリーを心から愛するロータリアンが増え、

今後の100年もロータリーが益々発展する事を願って

おります。

司会▶▶ 4430地区ブラジルを訪問されましたね。

松前 ▶▶ 1988年度以降永く中断していた研究グルー

プ交換GSEを1997年度犬飼パストガバナーが再開さ

れ､私が委員長に任命され、当時の犬飼ガバナー、

片山地区幹事（片山パストガバナー）と総勢10名で

GSE研究グループの派遣先であるブラジル4430地区

を激励訪問いたしました。懐かしい思い出です。ちょ

うどこの年は、ブラジルへの移民90周年という節目

の年でした。そこで、各クラブから寄付された書籍１

トンを船便で送りました。この訪問はブラジル日本文

化協会に寄付する贈呈式もかねていたのです。24時

間を費やし、一行がサンパウロ空港に降り立ったのが、

5月13日早朝4時30分。訪問先クラブの会長や多くの

方々に迎えられてホテルに向かいましたが、GSE研究

生として来ていたサンパウロ軍事警察大尉ルイス君

の装甲車に前後を守られ、赤色灯を回転しながらの

移動。ガバナー一行への配慮に感謝しております。

司会▶▶疲れも飛んでしまう歓迎ぶり、嬉しいですね。

他でも熱いもてなしを受けたそうですね。

松前 ▶▶ 仮眠の後、日本人街に例会場を持つ日系ク

ラブ会員の多いリベルターデRCを訪問し、熱い歓迎

を受けました。その後文化協会に赴き、日本文化協

会山内会長に犬飼ガバナーから図書一式贈呈の目

録が渡されました。翌日は、サンパウロ・レステRCを

訪問しここでも熱い歓迎を受け、4430地区大会会場

に移動し、前夜祭を楽しみました。当時の4430地区

ガバナーは日系2世のKazuhiro Moriガバナーでした。

大会当日、我々一行は日本国旗を振りながら入場。大

きな拍手を今も覚えています。各クラブが順に旗を掲

げて入場行進する姿にも力強い息吹を感じました。

翌日はMoriガバナーよりレセプションに招かれ、一連

の行事終了の安堵感もあり、とても和やかな時間を

過ごしたことを鮮明に覚えています。その後、イグア

スの滝観光に向かいました。ブラジルとアルゼンチン

にまたがる落差80M、幅4キロの景観は圧巻でした。

最終日は、リオデジャネイロにも足を延ばしました。

2016年のリオ・オリンピックでコルコバードのキリスト

像が映し出されるたびにブラジル訪問を思い出して

おりました。往復2日間以上という10日間はハードで

したが、ブラジル訪問は実り多く思い出深い旅のひと

つとなりました。

司会▶▶そういえば、松前パストガバナーはある数字

に深いご縁があるそうですね

松前 ▶▶私は母校の大阪歯科大学の学籍番号が22

番でした。そして、一宮北RCの22代目の会長を務め

ました。ガバナーセミナーに指名されたのが2009年3

月22日でした。第2760地区の第22回インターアクト大

会に出席し挨拶の機会を頂きました。インターアクト

クラブは私の心の故郷であります。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーありがとうございました。

それでは、2012年から2013年度のガバナーでいらっ

しゃいました、千田毅パストガバナー、お願い致します。

千 田 ▶▶ 私の時は、

たまたま幸いなこと

に国際ロータリー

会長が田中作次さ

んで、R Iテーマが

“Peace Through 

Service 奉仕を通

じて平和を”でした。

司 会 ▶▶ 田中作次

RI会長との思い出で印象に残っている事は何でしょうか。

千田 ▶▶一番の思い出は、ロータリーの世界大会の

時のことです。ガバナー会をやろうという事になりま

したが、一番の問題は田中RI会長が参加してくれる

かどうかでした。そこで、全権を握っているRI秘書の

ベティさんという女性に交渉したのですが、直前まで

参加が不明のまま…。ところが、当日、田中RI会長が

来られて、皆びっくり！しかも、財団委員長なども連れ

てお越こしになったので、椅子が足りずバタバタと大

慌てして準備したのが印象に残っています。私共は

150人くらいで参加しましたが、田中RI会長は感激し、

喜んでお帰りになられました。また、同期のガバナー

が年1回集まって日本各地を廻るのですが、3回目の

時に田中RI会長が、「2012年度の会だから私も参加

する」と言われ、その会費を求めたところ、「これぞ

ロータリー」と言って、喜んで払って下さいました。

司会 ▶▶千田さんがガバナーになられた年は、震災

の翌年でしたね。

千田 ▶▶そうです、大震災の翌年でした。1月の研修

会で行った、カナダのトロントの方に一緒にやろうと

声をかけていただき、VTTの時に参加して頂きまし

た。その時、たまたま隣に座っていたのが、2750地区

の宮城・岩手の小野寺さんでした。その際、「お金を

集めるのは誰でもできる、我々はちゃんと震災孤児に

手渡したい」と小野寺さんにお願い致しました。あの

時は現地も混乱して色々大変だったのを被災地に視

察に行った時に実感致しました。30人の子供たちが

高校を卒業するまでにかかる4,800万円という金額を

集める為に、毎週500円ずつ集める提案をしましたが、

はじめはうまくいかず、幹事などに足りない分はガバ

ナーがもたないといけないと脅されました（笑）結果、

全額集まりましたが色々大変でした。

司会▶▶地区の目標など6つ挙げていらっしゃいます

が、沢山達成されていますよね。その中の高校生支

援で、甲子園に出場を果たした、仙台育英高校の球

児の中に孤児がいました。両親は他界し、お祖父さ

んの所から高校に通い、甲子園で3番打者として活躍

しました。1回戦で負けてしまったのですが、千田さ

んの応援が陰でありました。

千田 ▶▶地区と地区との交流では、抽選の結果、名

古屋クラブと奥三河クラブがメークアップする事にな

り、中日新聞の大島さんから「千田さん、えらいこと

になった！」と電話で心配を頂くほど、離れた地区の

クラブが交流することとなりましたが、その交流は2

～３年続けることができました。

司 会 ▶▶千田パストガバナーありがとうござました。

続いて、2013年度ガバナー田中正規パストガバナー

お願い致します。

田中▶▶会長になっ

ても知らないことば

かりで、地区に入っ

て改めて、凄い！と

驚くことばかりでし

た。ノミニーとして、

「お前また来たか！」

と言われるほどしつ

こく千田さんの後に

くっついて見聞きしている間に分かることがありまし

た。それは、ロータリーでは“はい”と“YES”しかな

いということです。「やろうよ！」と言った事は情報を

集めてやらないといけない、それが皆が前を向く事、

止めたらそれで終わり。私も思った事をとりあえず

やってみようと思いました。ある時、公共イメージの

コーディネーター「ロータリーの友」編集長の二神さ

んとお話しする機会があり、その時の話題から、地区

全体でやれるフェスタ、日本で初めてのロータリーの

ワールドフェスタを開催しよう！と私は思いました。皆

さんの協力のもと、思った以上に素晴らしいフェスタ

を開催できました。その後、近藤さんが形を作ってく

ださり、日本のロータリーでできました。そのきっかけ

に少しでもなれたのが良かったと思います。最後に、

任期の終盤に色 な々国に行きましたが、それが楽しい

思い出になっています。

司会▶▶どんなところに行かれましたか？

田中▶▶ベトナム、タイ、フィリピンは2回、隠れてモン

ゴル。つい最近はラオスに行きました。皆さんの友情

の支えもあり、色々な国へ行くことができ、非常に充

実した年度だったと思います。もう１つ印象的な出来

事として、同期のガバナーがEクラブを教えてくれた

事です。会費も安く、例会をホームページで行えるEク

ラブは、若い人も多く、クラブのイメージを変えたクラ

ブで面白かったです。

司会 ▶▶やはりイベントをやらないと、テレビ局や新

聞社の方々はあまり来てくださらないですよね。

田中▶▶私がテレビ局等に行ったのは最初の挨拶ぐ

らいだけでしたが、色々な人を引っ張りだすことは良

いことだと思います。たまに顔を出すと、ロータリーは

こんなことをやっているのか…とロータリーの活動を

改めて知って頂けました。

司会 ▶▶はじめのうち、ロータリーのことはあまりPR

してはいけないと教えられたのですが…。

田中 ▶▶それで、公共イメージコーディネーター補佐

としてお話させて頂きました。

司会▶▶希望の風などはどうですか？

田中▶▶希望の風は私ではなく、田嶋さんが担当してい

ます。希望の風は今も続いていて素晴らしいと思います。

司 会 ▶▶ 学生さんの喜びの声や手紙を拝見すると

ロータリアンになって良かったとしみじみ思います。

クラブでもお弁当箱支援といって、お弁当箱に色 な々

ものを詰めて、被災者の方に送り、そのお礼に折り紙

の花やお手紙をいただいたりしました。田中パストガ

バナーありがとうございました。それでは、2014年度

のガバナー、近藤雄亮パストガバナーお願いいたしま

す。パストガバナーの年度のガバナー月信の7月号は

熱田神宮ですよね。

近 藤 ▶▶たまたまう

ちのクラブに熱田

神宮の宮司さんがお

られ、写真を使わせ

てくださいと頼み、

毎回、熱田神宮に関

連する何かの写真

を使わせて頂きまし

て、最初から最後ま

でシリーズで載せました。私の時のRI会長は、ゲイ

リーC.K.ホァンさんという台湾の方でした。彼の考え

方のベースになっていたのが「儒教・孔子の教えです。

ロータリーがSNSを含めデジタル化していく中、アナ

ログ的なものを大切にされる方で、そういったところ

に私も共感しました。彼は“ロータリーに輝きを”とい

うテーマと5つの強調事項、つまり、“地域社会でロー

タリーの存在感を高めること・会員増強・ポリオ撲

滅・クラブの強化・ロータリーデーの実施”で始めま

した。この強調事項は今でもずっと続いています。当

時の私にとって歴代ガバナーの皆さんは雲の上の存

在。ガバナーノミニーに指名される場に臨んだ時、近

寄りがたい雰囲気がありました。そのような思いから、

もう少し目線を下げてロータリアンの中に入りたい、

堅苦しいことはやめて、メークアップに来たメンバー

のような近い距離感で本当の姿を見たいという思い

から色々考え、計画を立てました。結果、例えば「単

独でガバナーの公式訪問を初めて受けました」とか

「親クラブと一緒だとなかなか本音で話すことがで

きない」といったような声を聞くことが出来ました。

司会▶▶ 確か近藤パストガバナーの時、クラブをまとめ

て回るのではなく、ひとつひとつ訪問されたのですよね。

近藤 ▶▶はい、地区内全84クラブを個別に公式訪問

をしました。メンバーの数が少ないクラブも多いクラ

ブも皆さん本当に一生懸命ロータリー活動をされて

いて、素晴らしいと感じました。色々大変な面もある

けれども、この地区のクラブは本当に良くやってくれ

ています。何でもそうなのですが、一旦外に出てみる

と、中では分からない事が見えてくる。素晴らしさが

良くわかる様になる。ゲイリーC.K.ホァンさんのアナ

ログ的思考というか、情といいますか、それが地方に

あるんじゃないかなと思います。私はロータリーとい

うのは、ひと言でいえば…感動、感動をシェアするこ

とだと思うのです。こういうことをずっと言って回った

わけです。いろんな理屈やロジックを立てても感動

がない。そういったものだったら誰もついて来ないし、

仮にその場でついて来ても後は知らないという形に

なってしまいます。感動があれば、自分も仲間に入り

たい、これぐらいのお金を出してもいいなという気持

ちになります。そういう風になっていくといいなと思い

ます。先ほど田中さんが「自分は人が色々言ったこと

を取り上げた」と仰ってました。その中の１つ、WFF

(ワールドフードふれ愛フェスタ)を引き継ぎ、我々の時

は最初からやろうと組織を作り取り組みました。そう

したら、タイミングよく、ゲイリーC.K.ホァンさんの強

調事項の１つ“ロータリーデーの実施”というのがあ

りました。当時のRI理事の北さんからも昨年第2760

地区のプレゼンを見たら素晴らしいことをやっている

ので、是非ロータリーデーをジャパンロータリーデー

愛知として実施をしてくれないかという話を頂きまし

た。シニアリーダーは自分がまとめるからお前は同期

ガバナーをまとめろという事になったのです。結局、

100人以上のシニアリーダーの方々がWFFに参加を

してくれました。田中さんが始めた事を2年目である

程度形ができたかなと思います。

司 会 ▶▶ロータリー

デーというのは、その

時から始まったので

すか？

近藤 ▶▶そうです。ゲ

イリーC.K.ホァンさ

んが自分の強調事項

で提唱したのです。

世界中に、クラブ単

位でもいいし、地区単位でもいいし、あるいは国単位

でもいいから、とにかくやってくれと。私は各クラブ単

位で是非やって下さい。これはガバナー賞の対象に

します！とやったのです。地区単位ではせっかく田中

さんが地区の大きなイベントをやってくれたので、そ

れをジャパンロータリーデーに育てる決心をしました。

ゲイリーC.K.ホァンさんの強調事項、北RI理事の薦

めもあり、ちょうどタイミングが合ったのですね。それ

からもう1つ。“ロータリーは何だ？”とか陰で色々文

句を言う声もありますが、言いたいことがあるのなら、

RIには3年に1度開催される規定審議会というのがあ

るので、そこへ第2760地区から物申す！と、意見を出

したらいいんじゃないのか、その為の規定審議会で

すから。そして地区内クラブに立法案提出のお願い

をしました。地区の色々な問題を取り上げて会長さん

たちに諮る地区審議会と立法案審議委員会というの

を作り、片山先生、田嶋先生と相談しながら3人で地

区審議会規約を作りました。それが今実行されています。

司会 ▶▶もう１つ、IT委員会で地区で初めてHPを作

られたとか。

近藤 ▶▶ホームページは前からありました。尾本さん

が非常に熱心に取り組んでくれていました。地区で

形に出来たのは、いきなり出来たのではなくて、思い

とか色々な下準備があったからです。尾本さんの不

断の努力のお陰だと思っています。私のような者でも

ガバナーを務めることが出来たのはゲイリーC.K.ホァ

ンさんの「儒教・孔子の教えの下、アナログ思考でや

る」この理念があればこそです。また、片山先生がガ

バナーをお務めになられた時、ガバナー補佐としての

私をご指導して頂いたこと、その後も色 ご々指導を頂

いたお陰と片山先生には大変感謝致しております。

計算で繋がっているのではなくて、情で繋がってい

る関係は素晴らしい力になると私は思います。

司会 ▶▶近藤パストガバナーありがとうございました。

では、2015年度のガバナーでいらっしゃいました加

藤陽一パストガバナーお願いします。

加 藤 ▶▶ 私の時は、

スリランカのK .R .

ラビンドランさんと

いう方がRI会長で

した。英語で“Be 

a gift to the world”

サンディエゴでの国

際協議会で“世界

へのプレゼントにな

ろう”と訳されましたが、はっきり言って何を仰ってい

るのか分かりませんでした。同期のガバナー連中とこ

れは何を言ってるのだ？？と色々話し、プレゼントは、

たぶん奉仕のことだろうなと、同期のガバナーとそう

解釈しようということになり、サンディエゴから帰って

きました。K.R.ラビンドランさんは、アジアの中でのは

じめてのスリランカの方ですから、どうもイメージが

湧かず、このRIテーマも皆さんにどうお伝えしようか

…とちょっと苦労しました。

司会 ▶▶加藤パストガバナーは、お父様もロータリア

ンだったのですね。

加藤 ▶▶そうです、親父も瀬戸クラブで会長をやって

いました。その頃、斎藤先生が仰っていた「原点回

帰」の話に感銘を受けました。最近ロータリーが原点

というか根本がわからなくなってきたのではないか…

という私自身の心情もあり、見直しをという意味で、

早速先生にお話しして了解を頂き、原点に帰りたいと

お話を申し上げて、ずっと講習をやったのです。

司会▶▶ガバナー時代、思い出に残ることを教えてく

ださい。

加藤 ▶▶田中さんの資料を基に34クラブ訪問いたし

ました。クラブとの交流、私自身の交流もそこそこや

らせて頂いたつもりでおります。WFFに関しては、田

中さんから近藤さんに受け継がれ、私の時はだんだ

ん形になってきました。私の時から企業協賛にも力を

入れて、600万か800万円を頂戴し、去年が1,000万円

くらいでした。ロータリーを世間に広めるという意味

もあり、だんだん大きくなっています。特にエンドポリ

オに関しては、売り上げもだいぶ上がってきています。

たまたま国際奉仕委員会の方と一緒にVTTでインド

ネシアに行く機会があり、ジャカルタの劣悪な環境に

いる子どもたちを訪ねました。学校も行けず勉強もで

きないヒンズー系の子供たちを援助していたのは、イ

ンドネシアの方達。この出会いを機に私たちもやって

いこう！と、ポリオ500万円、あと400万円プラス地区

のクラブから拠出されたお金を使って、やり始めたの

です。ぼちぼち卒業しないとと思っているのですが、

今もWFFの実行委員長をやらせて頂いております。

WFFを通じて、ロータリーは世間に、そして日本中に

広がったのではないかと思っております。ガバナーと

して小難しいことはやった覚えはありませんが、

WFFが私にとっては一番の思い出かなと思っています。

司会▶▶やはりそういう努力があって、いろんな学生さ

んの支援などが出来るのですね。先ほど、千田パストガ

バナーの時にお話した、仙台育英高校の千田君の記

事は加藤パストガバナーの時の月信9月号に出ておりま

して、「花巻東高硬式野球部の千田京平君、亡き母と

「再会」信じ」という風に書いてありました。加藤パス

トガバナーありがとうございました。それでは、2016年

度ガバナー、服部良男パストガバナーお願いします。

服 部 ▶▶ 2 0 1 6年度はジョン・ジャームRI会長の

“Rotary Serving Humanity”というRIテーマでス

タートしました。丁度この年はロータリー財団100周年

という記念すべき年。100年前にアトランタで開催し

た国際大会を100年後にもう一度アトランタで！という

大きなテーマがありました。もう１つのテーマは、RI

の戦略計画を当地区にどのように持ってくるか。当地

区にはRIの戦略計画がありませんでした。従って当

地区の良いところと課題を分析し、良いところは、そ

のまま伸ばし、課題に関しては戦略計画を立て持続

可能にすることがテーマでした。一番の基本は、10

年後もこの地区が輝き続けるために1年間何をすれ

ばいいのかという事です。そこでまず、地区の戦略を

作るため戦略計画委員会を作りました。そしてもう１

つ、広報、ITを一緒にして、公共イメージ向上委員会

を設立させ、戦略計

画の中でも大きな部

分であるロータリー

の認知度と公共イ

メージの向上を図り

ました。それからも

う１つ。研修委員会

を再度新設し、その

下にRI実行委員会

を分けて、研修をさせて頂きました。これが大きな地

区に対する戦略計画です。あとは、地区としての財団

の取り組みがしっかりしていた為、未来の夢計画に

始まる延長の100年を是非！ということで、大変高い

数字を掲げました。一人180ドルを財団に寄付し、結

果、目標を達成することができました。ジョン・ジャー

ムさんは、ポリオ、財団の経験が非常に深い方です。

そういう意味でも皆様方に大変感謝しております。ア

トランタで100周年を祝おう！をテーマにした大変忙

しい年でしたが、皆さんと一緒に色んなことをさせて

頂きました。深く感謝申し上げます。もうひとつ良かっ

た事は、2750地区と会員が良い競い合いをした結果、

最後に１つ新しいクラブが出来た事です。結果的に

34地区の中で一番多く会員が増えた事も皆さま方と

の１つの成果だったと考えています。

司会 ▶▶ 服部パストガバナーありがとうございました。

それでは、まだ記憶も新しい、2017年度ガバナー、神

野重行パストガバナーお願いします。

神野 ▶▶私がロータリーに入ったのは金沢東でした。

石川・富山地区の金沢ですが、2610地区のガバナー

という方がどういう存在か、ロータリアンとして全く意

識せずに6年いました。それで、名古屋に戻ってもう

一度名駅ロータリーに入った年が2008年7月。今考え

ますと片山ガバナーの年度で、2760地区で再入会し

ガバナーという存在があるということをはじめて知っ

たぐらいで、全く知らずに6年いたなという思いがしま

した。ガバナーの公式訪問は、西クラブと一緒に受

けていましたが、自分のクラブに来られたという感じ

が薄く、公式訪問に対してもあまり意識しておりませ

んでした。まして地区への出向や、ガバナー補佐を引

き受ける事も、クラブ幹事の経験もなく、ロータリー

の地区の動きも全く知らずにいた私が、いきなりガバ

ナーということで大変驚きました。なので、先輩たち

とはずいぶん感覚が違うと思っております。私は千田

パストガバナーには学生時代からご指導頂いており

ます。また、両親の関係で存じ上げている方ばかりで

す。しかし、ガバナーという意識で拝見したのは、私

がクラブ会長の時の田中ガバナーが初めてでした。

公式訪問の時にガバナーの存在を目の当たりにして、

凄い人なのだと思いました。親の西クラブと一緒だっ

たのですが、大きな先輩、親クラブでありながら、結

構ガバナーというのはビシビシ言われるなと。私ども

は子クラブにも関わらず、大変褒めて頂いて恐縮した

ものです。ガバナーは、凄い存在なのだということを

初めて肌で知りました。そんな頃です、私の高校の同

級生の近藤さんがガバナーをどうも引き受けるようだ

と話を聞いて、よくそんなことをやるな～と言ってし

まった覚えがあるのです。そういった中で、去年ガバ

ナーを引き受ける事となったのです。イアン H.S ライ

ズリーさんは“変化をもたらす”をテーマに、確か

ロータリーそのものが大きく変わったというお話をさ

れていたのを聞き、変化の時代だから、何かをやろう

と考えて出来ないだろうかと思いました。一番に思っ

たのは、ロータリーのイアン H.S ライズリーさんのこ

の言葉です。「ロータリーとは何か。何をしているのか

ということをもっと世の中に知らしめてほしい。」そこ

で、公共イメージ向上というものについて、自分がで

きる範囲でやってみようと思ったのです。1つはマスコ

ミや地域の皆さんへの働きかけ。もうひとつは、地区

ガバナーとロータリアンの距離感というのをできるだ

け縮めるという事を考えました。ガバナーは一般ロー

タリアンにとって遠い存在というか、私自身近寄りが

たい存在と思っていました。そこで、一年かけてクラ

ブの訪問以外にも、いろいろと接する機会をつくり、

距離を縮める試みをしたつもりです。服部さんは、地

区の戦略委員会で非常に改革的な事もやって下さい

ました。村井さんからはそんなに急にやっても無理な

んじゃないかとご心配頂きましたが、やっぱり自分な

りにやってもらいたいし、やってみたいということで、

全クラブに戦略委員会のような類のものを設置して

頂いたというのが、一番の私の思い出です。それから

もう１つ、諮問委員会で、先輩諸氏にお許しを頂き、

地区の体質の強化を図る取り組みを始めました。１つ

は、青少年対策の危機管理基金、これを1,000万円積

み立てさせて頂きました。それから、愛知県と防災協

定を結んで、地域の皆さんと一緒に勉強して、万が一

のときはどういった事ができるかということを考える

態勢を作らせて頂きました。これは先輩諸氏にも認

めて頂き、地区大会で結ぶことができました。

司会▶▶地区大会の思い出はいかがでしょう。

神野▶▶そうですね、

思い出がいっぱい

あるのですが、よも

や、D.K.リーさんが

来るとは想像もして

おらず、8月15日の

メールを開けてびっ

くり！片山パストガ

バナーがちょうど同

期だとの事でお願いできて本当に助かりました。大

先輩からも良くやったと言って頂いたのは先輩のおか

げです。今年は神奈川へ行かれるそうで、ガバナー

がとても焦っておられたと、村井さんから聞きました。

村井ガバナーから力になってあげてと言われて、気楽

に笑っていられるのが幸せです。最後に、６月の最後

にクロスプロモーションの青少年と学友の交流フェス

タ、これが出来たのも思い出です。ご出席の皆さんに

もいろいろ無理を申し上げました。それから、昨年度

だけになってしまったのですが、イアン H.S ライズリー

さんの植樹のお話につきましても、それぞれ分区やク

ラブで、個人的にもやって頂いたおかげで、8000本と

いう、一人一本の植樹目標を達成できました。「ガバ

ナーというのは言ったことを何でもできる」と言われ

たことをいい事に、先輩諸氏に無理を言い、それに

応えて頂いた事に感謝しております。WFFも晴れ男

で頑張ってくださいと言うだけで、今年度に相当資金

的余裕をもってお渡し出来ました。細かく言いますと

１時間では終わりませんが、これで終わりたいと思い

ます。ご指導頂いて、本当にありがとうございました。

司会 ▶▶ 神野パストガバナー、ありがとうございまし

た。こういった素晴らしいガバナーたちが10年間、努

力されたおかげで、第2760地区は本当にキラキラと

輝いていたのだと思います。どうもありがとうござい

ました。

司会▶▶片山先生いかがでしょう？

片山▶▶そうですね。ガバナーの視点というより私個

人の職業上の視点からのことを先に言いますと、そ

の頃地区大会での決議は大会決議と名付けられて、

ＲＩ会長・ＲＩ会長代理に感謝する。現ガバナーに感

謝する。地区大会ホストクラブに感謝するなど、決議

でなくても、ガバナーから口頭でお礼申し上げますと

言われれば済むことばかり。のどかな風景でした。そ

れまで、地区大会で審議・決議していた必要的決議

案件は、前年度の地区決算の承認、次年度地区大会

開催場所と日時の決定・承認くらいのことでした。そ

こで、ロータリーを法曹出のガバナーの目から見て、

地区大会の決議機関部分を整備しました。それは地

区大会における必要的決議案件の決議といわゆる大

会決議案と称していた案件とを区別し、必要決議案

件は各クラブの議決権票数を有する会長・幹事・副

会長等が出席する地区大会１日目に審議・決議し、

大会２日目にはその報告とし、大会決議案は１日目は

大会決議委員会からの決議案の内容の報告とし、大

会２日目の地区内全会員が参加する会議に大会決議

案を上程し採決するとしたことです。その年度の必要

的決議案件は、ガバナーノミニーの選出方法として指

名委員会方式の採択と指名委員会委員の選任の件・

2010年開催の規定審議会提出案件承認の件（当地

区初めての規定審議会提出案件）・ロータリー財団

未来の夢計画パイロット地区候補申請の件の3件で

した。現在においても、その流れが継続しているのは、

うれしいことです。それから、もう一つはガバナー選

任の地域的配慮のことです。パストガバナーの皆さん

が思っておられるでしょうが、全地区内、尾張も名古

屋も三河もどの地域にも一様にパストガバナーがでん

としておられ、しかも各分区にも元気なパストガバ

ナーがいることです。しかし、色 な々事情により、その

ようにはいかないのです。特に、分区でガバナー補佐

が分区内事業をする時あるいは分区内で事が起きた

時などに、どの分区にも、身近に相談ができるパスト

ガバナーが常にいるというのがいい訳です。地域の

関係では名古屋５・三河４・尾張３の比率で候補を選

任し、各地域内分区の順番は各地域関係のパストガ

バナーの相談によるという方針はできていますが、そ

れでも、地域の事情により万遍なく一様にとはいかな

いという実情ですね。その事情の一番大きいのが、う

ちのクラブの人数では、引き受けられませんという断

りです。その対処の１つの方法として、私のガバナー

年度に親子兄弟クラブにお願いして、監事・副幹事・

スタッフ等２人位ほどご協力をいただき、率先垂範し

た積もりです。偶然この時、近藤パストガバナーも西

名古屋担当のガバナー補佐で入って来られました。

司会▶▶だから先生の時は、他のクラブのスタッフが

5～6人入っていたのですね。

片山▶▶そうです。そういうことをやったのです。

加藤 ▶▶尾張3分区では大変申し訳ないと思っており

ます。去年ですが、南尾張分区でペケ、西尾張分区

でペケ、たまたま東尾張分区はその時にパストガバ

ナーが3人いらっしゃったのです。だから、僕を入れて

4人いたわけです。結局、尾張分区からしか出すとこ

ろがなくて、たまたま、犬山さんが今まで出していな

かったわけです。犬山が出るといったのでこれは良い

と安心していたら、委員会の前日に断ってきた。びっ

くりして田中先生にどうしよう…と。それで江南の福

田さんに急遽電話申し上げたら、「大丈夫だよ。うち

におるから」との返事。それでご本人と話をして、OK

ということになったのですが現役の会長さんなので

す。現役の会長さんは本来ダメなのです。それでRIの

方に問い合わせて、許可を得て伊藤さんがガバナーノ

ミニーに決まったのです。

片山▶▶だから、小さなクラブが一緒になって協力し

て出さねばね。

加藤 ▶▶ 今は東海と常滑なんかは出せます。しかる

べき人間もいます。今、片山先生が言われた小島先

生などもいるのですが、たまたま小島先生が病院を

建て替えて忙しいということだったのです。

司会▶▶できれば、9人で話し合うと盛り上がるような

テーマをあげて頂いてお話して頂けるとありがたいな
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と思います。

神野 ▶▶これって、10年の思い出が皆さんにあります

よね。そして、これからの10年に向けての皆さんの期

待とか想いとか、この2つにしたらどうでしょうか?

田嶋 ▶▶地区大会のゲスト、会長代理を昔みたいに

自分たちで推薦させてもらえないかという意見が割

と今、いろんな地区から出ているじゃないですか？

神野 ▶▶ 出ていますね。全然来ると思ってなかった

D.K.リーさんが韓国から来られたし。

加藤 ▶▶ 僕の時も1か月前ですよ。それではなんとも

ならないですよ、こっちの準備も。だからもっと早く決

めてほしい。誰がどういう風に決めるかわからないで

すけどね。

田嶋 ▶▶大澤さんの時代までは地区が候補者を推薦

していたのですよね。

加藤 ▶▶ 要望は出せるけど、それに対しての返答もな

く、無視ですね。

田嶋 ▶▶ 私の時はRIが会長代理を呼ばなくていい。

お金がないのだから。協議会でもRIの職員がお金が

ないから来ない。日本の旅行者が行ったのだもん。ツ

アーが案内した人たちがその職員を代行してやって

いたのです。だから、日本事務局からは誰も行かない。

本当にひどい話です。

片山▶▶田島年度に同地区の中からRI会長代理を出

したのは意表を突いた人選でしたね。

神野▶▶それが最近全然でていない。

田嶋 ▶▶豊島さんから未だに言われます、あの時俺

はタダ働きだと。あの時、RIから地区で負担すること

はまかりならん、その代わり、会長代理で呼んだ場合

には一人いくら出すっていうような約束があったので

すが、一切払ってもらえなくて。こっちもすっかり忘れ
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ちゃってましたが、日当も何もなく、未だに顔を合わ

すとそのことを言われます。

司会▶▶ 外国の方が来られると大変でしたよね。

加藤 ▶▶ 結局、通訳がいるでしょう。たまたま、米山

の子たちがやってくれたのですが、それからいろいろ

お話して頂くにしても、通訳を通すと時間が倍になっ

ちゃう。初めから文章を頂戴といって、文章をもらっ

たことはいいけど、読めないでしょう、だから、米山

の子に頼んで全部日本語に直してもらって、それをス

クリーンに投影して、それで通訳なしでやりましたけ

どね。しかも、決まったのが一カ月前でしょう。もう慌

てましたよね。

神野▶▶その教えを、D.K.リーさんの時には活かさせ

て頂いた部分もありますね。米山と福田君とか通訳

も含めて。

加藤 ▶▶日本のパストガバナーが来ていただくのが一

番いいですよね。

神野 ▶▶ D.K.リーさんは、みんな私の方を見ずにパ

ワーポイントを見る、だから、そういうのは嫌いだと

おっしゃって、以前のようなパワーポイントで出す事

ができなくて、30分でちゃんと収めるというのが、50

分以上になって、ちょっと大変でした。やっぱり国内

で来ていただくとありがたいですね。

司会 ▶▶あと、どうでしょう。一生懸命取り組んでい

らっしゃったWFF、これからどのようにして、あと何

年続けようかとかお思いでしょうか？

田中 ▶▶やれるかな？と思うんですよね。会場のこと

とか。

神野 ▶▶会場は大丈夫。エンゼル公園の方へ移します。

田中▶▶それならいいよね。できたら、日本の看板に

なるかもしれないから、少しずついいものに変えて

いっているから、同じものだとみんな飽きちゃうから

ね。近藤さんに頑張って頂いたよ。

神野▶▶ロータリーデー。

近藤 ▶▶タイミングでね。

神野▶▶こないだ、ジュディオングさんとご一緒したの

で、また確認して頼んでおきました。ポリオもう少しだ

から、楽しみですとおっしゃってました。

近 藤 ▶▶あれも、最初の仕掛人の福田さんが頑張っ

てくれて。ワールドフードでしょ、インターナショナル

で、フィリピンのロータリアンの参加者が多いのです

が、今では韓国、インドネシア、ネパール、パキスタン

からのロータリアンも加わり、ますますワールドになっ

ていて、そういう意味でなかなか大変ですが、少しず

つ変わりながらいいものに発展しているなと思います。

あれ、すごいよね、公共イメージアップにはね。

司 会 ▶▶やはり、イベントは少しずつ変化を求めて

やっていくのが良いですね。

千田 ▶▶名古屋ロータリーの福田君がはじめて来て、

私はこういう事をやりました、やりたいけどどうでしょ

う？そのような事を日本でやるのはどうだろうって提

案されました。その前に和合ロータリー。

田中▶▶ 和合の中でも、お金もそうなんですが、僕の

ところに泣きが入り、福田君がそれで和合をやめたら

西尾RCに入会したいと言っていましたが、和合の鷲

塚会長もやる気がでてきました。

実はその後ガバナーノミニーの指名に南尾張ができ

ない時に和合はどうだ？って聞いたのですが、事業

が重なりもう一年待ってくれと言われた。大きいクラ

ブだからやれないことではないと思うのですが。

司会▶▶結局、和合ロータリーと相乗りみたいになっ

たんでしょうか？

田中▶▶ちょうど、ワールドフードフェスタっていうの

は、そういったものが前の年にちょっと意見が出たん

だよね。千田さんの時に提案されたんだけど、実にな

らなくて、僕の時に同じように提案され、ちょうどその

日、公共イメージの先輩の方が、こういうのがあるけ

ど、プランもだいたいできてるし、勧誘もできてるから、

どうだろうと。和合でやりたいという話だったけど、

和合でやるなら名古屋市で、名古屋市でやるなら愛

知県全体でやろうよと、話がとんとん拍子に進んで。

それで、ほとんどいろんなところに声掛けて進めて、

すべてのクラブが協力するってことで何とかやれた。

全体2760地区でできたんじゃないかと思います。実

際に食べものの選択も良かったですもんね。ワールド

フードだから、名古屋でも珍しいものを作りたいって

ことで、地元のものはほとんど出さなかった。出店す

る方も初めてなのでリスクがあるのね。ただ最初の

公共イメージの費用もあり、なるべくテナント料を安く

して、あとは水道・施設費がちょっとかかるんだけど、

それも地区とかが応援してくれてやれたから良かった

けどね、お金の算段もできたから。でも、最初の250

万がなかったらちょっとやばかったかもね。

司会 ▶▶公共イメージのアップだけじゃなかったです

よね。

田中 ▶▶その中に、クロスプロモーションじゃないけ

ど、インターアクト、ローターアクト入れて、米山入れ

るっていうのは、最初から構想はありました。

司会 ▶▶近藤パストガバナーを始め、神野パストガバ

ナーにいたる歴代の方々が志を引き継いで下さいま

したね。

片山 ▶▶発案の福田さん、地区開催の決断と拡大の

田中・近藤両パストガバナー、承継・充実の加藤・服

部・神野の各パストガバナー、それに続く中心となる

実行委員会の委員長はじめ委員の面々、各分区のガ

バナー補佐はじめのロータリアン、インターアクトター

の応援等を得て当地区内外一丸となったポリオ撲滅

の募金等のイベント等々、当地区の一等地の真ん中

において、RI会長より日本ロータリーデーの名称まで

得て、当地区挙げての秋の恒例大奉仕活動事業に

なったことです。この十年を越えて長く語り継ぐべく

立てた記念碑と思います。

司会 ▶▶こうしたロータリークラブの取り組みが国の

行事にもなってますね？

片山 ▶▶そう、そう。思い出します。もう50年近くにな

るでしょうか、当地区豊橋のロータリークラブ（豊橋

北RC）から始まった5月30日を中心になされるごみゼ

ロ運動、地区の奉仕活動行事として日本に最たる行

事、日本全ロータリーばかりでなく、日本全国の環境

保全運動として定着しています。日本政府の提案に

より国連は毎年6月5日を国連環境の日と定め、日本

も同様環境の日と定めています。当地区は5月30日～

6月5日迄の1週間を強調するために、地区設定特別週

間として「環境保全週間」を設定することにしていま

すが、パストガバナーの皆さんは設定されましたかね。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーはインターアクトの活動

にも力入れていらっしゃいましたね。次世代を育てる

大切な活動ですね。

松前 ▶▶ 1987年に地区インターアクト委員となり、イン

ターアクトクラブの活動を推進しました。1990年には

地区インターアクト委員長となり、2760地区のインター

アクト活動で海外研修を始める事に致しました。毎年

夏休みにハワイ島に約30名を引率してホームステイを

行い大変喜ばれました。要望があった長野県のイン

ターアクトクラブも一緒のハワイ研修でした。各イン

タークラブより2名を選出、2ヵ月の勉強会の後、各地

域の高校の先生方が海外研修を推進して下さいまし

た。参加した部員からは、ハワイの研修でアメリカの

文化や語学研修が大変勉強になった、雄大なハワイ

の景色に感動した！と喜ばれ、毎年の実施を望む多く

の声があがりました。これを機に様々な高校でイン

ターアクトクラブが設立されましたが、愛知県立千種

高等学校、阿久比高等学校と進学校が参加して厚み

が増しました。その後、研修地はオーストラリアに変わ

りましたが、二十数回と継続し、発展している姿を見て、

海外研修に初めて取り組んだ私は感激しております。

司会▶▶田嶋パストガバナーは、公共イメージには何

が必要だと思われますか？

田嶋 ▶▶ 公共イメージって言うとついイベントに偏り

がちなんだけど、私がもっと強調しないといけないと

は思うのは、ロータリアンの質。もっと周知させるとか。

たまたま私はある俳句の結社に老人になって入って、

そこで仲間の人たちも会員になってもらったら、凄く

ロータリーに対する信頼っていうのをアピールしてく

れ、非常にまじめで、皆さんちゃんと実行してくれる。

約束したら実行してくれる。そういうロータリーの質

の良さをもっと知らせれば、会員増強もっと簡単にで

きると思うんです。

司会 ▶▶はじめに片山先生が俳句を読まれましたけ

ど、いろんなところで俳句のことを話されてますよね。

田嶋 ▶▶そういう面で公共イメージっていうのは、も

うちょっと補強しないといけないんじゃないかって気

がします。

田中 ▶▶そうするとクラブの中のロータリアンの質の

良さという原点に戻っちゃいますね。みんな集まって

フェスタをしたりするのにも、「ロータリアンの自覚」

とか、あんまり難しく言うとやめたってなっちゃう。

やっぱり、飴と鞭みたいに楽しいことがなければね。

田嶋 ▶▶クラブがいろんな人に働きかけて、ゲストで

呼んだりいろいろしないと、会員は増えないし、クラ

ブ会長が会員増強って言わないと絶対増えない。

やっぱりトップになる人が自覚してやらないといけな

いし、ガバナーとかガバナー補佐も会員増強って常に

言い続けないと会員は増えない。

司会 ▶▶どうなんでしょう、本音の話なんですが、日

本は女性ロータリアンが少ないですよね。心からもっ

と増えればよいと思っていらっしゃるのでしょうか？

田嶋 ▶▶私は増やしたいと思ってます。だって女性中

心で本来女性だけのクラブを作ろうとアイリスを作ろ

うと思ったんだけど、その話がたまたま東京の司葉子

さんの耳に入って、司葉子さんが盛田さんに、「女性

だけのクラブはダメよ。」って言ったものだから、盛

田さんも、「お前、まずいらしいよ、男入れよ」って。

結局、男性も入れたんだけど、やっぱり女性と男性を

比べると、女性の方が優秀。これはオフレコにしてほ

しいけど、完全に女性の方が質が高い。

司会 ▶▶私は名東ロータリークラブってところの初め

ての女性会員で、女性2人で一緒に入ったんですね。

絶対に1人はダメです。もうひとりがすぐ辞めてしまっ

たので、次に女性会員が入った時、とても気を使いま

した。私がいるからやめるみたいなことになったら大

変だと思って。なので、女性会員を入れられるなら

やっぱり複数から始められた方がいいと思います。

食事のスピードも違いますし、結構大変でした。

神野 ▶▶私も金沢東RCで女性2人に入ってもらった

んですけど、齢を重ねられた今でも頑張ってくれてま

す。今、女性の比率は1割かな、90、100人近くのうち

の9人です。

田 中 ▶▶ 都市は良いんですよ。経営者が多いから。

郊外は経営者が少ないんですよ。

千田▶▶女の人入れるには、男もいい男を入れないと

いけない。（笑）

司会▶▶いい女の人が入ってくると、けっこう男性がお

しゃれになる。出席率もよくなる。明るくなるし、いい

こともあります。だから、女性ロータリアンばっかり

じゃダメっていうのもわかるような気がします。

田中▶▶ 韓国にもあるね、女性だけのロータリアン。

田嶋 ▶▶日本もありますよ。

司会 ▶▶それでは、時間の関係で希望の風について

伺います。被災して消防士を目指す方などいろいろな

方がいるのですが、これはどのくらい続けようとお考

えですか？

近 藤 ▶▶ 基本的に田嶋年度の時に震災が起きて、

さっき田嶋さんも言われましたが、みんな最初、ガバ

ナー会を通して寄付したんだけど、そこから問題が出

て、寄付金を返せっていう地区と、使い道を考えてや

ろうという地区と分かれまして、その結果、10地区が

ファンドみたいにして、震災時にお腹の子も含めて、0

歳の子供が短大とか大学を出るまで奨学金を出そう

という話に決まりました。その時からずっとやっている

ので2011年から22年間のロングランです。だから私は

基本的に青少年奉仕事業じゃないかと思うんです。

千 田 ▶▶もしかして、そういうこともあるけれども、

やっぱり年はきっとかないといかんな、災害はどこか

でだんだんと出てくるし。

田嶋 ▶▶あのね、今ね、希望のファンドは資本金が4

億あるんです。地区が出した4億、それが減ってない

んです。毎年払うお金はその年度で寄付頂いたもの

で回っているんです。これをずっと続けてお金を貯め

ておいて、次の震災が起こった時にそれを拡大して

支援しようと言ってるのですが、ただ、希望の風を

作った時にいろいろ問題があって、ほんとにロータ

リーってこんなひどいこと言うかってことまで言われ

たのがあって、当時の人がまだ頑張っているわけ。8

年前の人がまだ頑張っているわけ。私は早くから近

藤さんにバトンタッチして、今度神野さんに。やっぱり

そうしないと長く続く組織は続かないよ。

神野 ▶▶でも、この前、2010年度組の皆さんが大いに反

省されながら、相当変えようという発言をされましたよ。

田嶋 ▶▶やっとですよ。私は最初から変えようと言っ

ているのに。

神野 ▶▶私が口火を切ったみたいだったんですけどね。

司会▶▶ 客観的に見ていると、さすがロータリアン、素

晴らしいことだなとしか思い浮かばなかったのですが。

田 嶋 ▶▶ いやー、ひどかったよ。集めたお金をガバ

ナーが山分けするとか、ありもしないようなことを言わ

れちゃって。あの時会長だった東京のガバナーは本当

に可哀想だった。集中的に叩かれたのがその人個人で。

神野 ▶▶ガバナー月信に昨日原稿を出し、今度載せ

てもらうことにしてあるので。こないだ僕はさっきの

ガバナーじゃないけど、わけわからず副委員長に代わ

れって言われて、代わったんですが、今おっしゃった

ように、あと正確には1億2千万です。私は2億と言っ

てるのですが、2億あれば33年までいけるのですよ、

今のペースで行くと。ただ、お話があったように、この

後ひょっとして大規模な、片親か両親がなくなっちゃ

うような震災があった時にそれをまた使えばいいじゃ

ないかと、何も正式名だけ変えればいいじゃないか

という声もあるし、今からエンディングを考えてやる

必要はないよっていう話にはなっているのです。で、

ルール・規則・制度が少しいい加減ってものも結構

あったので、この1年で相当変えて頂くっていうお題

いができ、さらに今年度の2580のガバナー会議長の

松坂さんも来てくれていたので、ガバナー会でも取り

上げてくれと。去年は17/34、今までに26/34地区が

この7年強の間に参加しているのですが、去年はちょ

うど半分の17ですね。あと17地区がほんの僅か、

さっきの1000円じゃないけど出してくれれば、十分に

やっていけれるし、もっと広い範囲でこういうことが

できるかもしれないという見方もあると思います。

田嶋 ▶▶だから、最初の人たちは変わって、どんどん

新しい人たちが新しい組織にしていけばいいんですよ。

片山▶▶財団になってる？

田嶋 ▶▶ 財団になってない。財団にすればいいよね。

明らかに公益性があるからね。

田中▶▶それで、米山とか同じような方向でもってい

けばね。

司会▶▶他に何か言い足らない事、こんなテーマなど

ございますか？お時間も少 と々なりました。

神野▶▶さっき私も地区の体制を変えた、強化したつ

もりだって申し上げたのですが、さっき片山先生が

おっしゃたように、ガバナー出せないと、千田さんみ

たいに2000万自分で出してもいいよって方は良いけ

ど、私もあとで気が付いたんですが、地区の予算を見

るとガバナーの活動経費みたいなのが、ほとんどな

いわけですよ。私は幸いクラブも支援してくれたから

よかったですが、小さいクラブからも平等に出しても

らおう、いい人を出してもらおうと思うと、そのあたり

を変えていかないとね。

司会▶▶そうですよね。

田嶋 ▶▶でも、実際ガバナー出してもお金なんてかか

らないよ、お金がかかるって言うのが信じらない。

神野 ▶▶ 事務局経費をガバナー事務所で持つでしょ。

それをクラブで結構持たないといけない。

田嶋 ▶▶ 事務局経費だって、ノミニー時代の事務局経

費がガバナーの負担になるだけであって、あとは間に

合いますよ。今度からノミニーも経費が出るようになっ

たでしょう、だから、ほとんどお金なんかかからないよ。

近藤 ▶▶片山先生がガバナーを務められた時に地区

副幹事、スタッフを親クラブ、兄弟クラブから出して

欲しいという依頼があり、私も地区副幹事で出向し

たんですが、あれも1つの手だと思うんですね。今も

松坂さんの話が出ましたけど、第2580地区全体の事

は分かりませんが、ガバナーと地区幹事と地区副幹

事が違うクラブに所属しているんですね。神野さんと、

ここの地区ではそんなこと考えられないなと話してい

たのですが、そういう地区も実際あるんです。だから、

もう少し実態を調べていくと意外とガバナーと他の

人達が違うクラブ、つまり、本当に地区で優秀な人達

を引っ張ってくるっていうんですかね、基本的にはそ

うだと思うんだけど、今本人だけじゃなくってクラブが

後押ししないといけないというルールがありますよね。

だから、さっきの加藤さんじゃないけど、実際、有能な

人はいるけど、クラブが駄目って言ったらガバナーに

なれないので、そのあたりの仕組みっていうか、考え

方をかえなければいけないかもしれないですね。それ

で、私も有能な人がガバナーになって、それを取り巻く

地区幹事とか地区副幹事がまた優秀な人が出てくる。

優秀というか、やる気というか、非常に前向きというの

ですかね。すごいですよね、第2580地区というのは。

田 嶋 ▶▶すごい成功しているんですよね。若いガバ

ナーが出るようになって。

千田 ▶▶ただ、その地区の人がやってくれないといか

んよね。パストガバナーがちゃんと責任もって、バック

アップとか出すのも。

田嶋 ▶▶クラブで潰しちゃう。早く名前が出ると潰し

ちゃうんだよ。

田中▶▶でも、クラブの推薦がないと困るよね。

司会▶▶そりゃそうですよね。でも、小さいクラブが2

つでガバナーを出すっていうのはどうなんでしょうね。

神野 ▶▶どっちも小さければ難しいと思いますよ。ガ

バナー補佐の選出の仕方も結構大きな課題になって

ると思うんですよね。

田中 ▶▶ 他の地区と違うね。他の地区はガバナーが

推薦して組織作っちゃうもんね。

千田 ▶▶ガバナー補佐ってもうちょっと、ガバナーの

意向が反映するようにすると楽だわな。各地区からき

て、その人にいろいろお願いしないといけないし。

神野▶▶でも、それはね、4、5年かかりますよ。

司会▶▶ 時間も来ましたので、そろそろ締めを・・。平

成最後の10年間の最初のパストガバナーとして、片山

パストガバナー、10年を総括していただけますか。

片山 ▶▶それは少々荷が重いので、私の独断の感想

4点ほど述べさせていただきます。1つ目ですが、現在

までの30年間を振り返りますと、ちょうど平成30年間

とほぼ重なっています。この30年間を10年ごとに3分

割してロータリーの変化を見てみますと、平成10年ま

でロータリーは右肩上がりでした。しかし、平成後半

の20年間は右肩下がりで受難の時期でした。そのよ

うな中、RIは職業保持の原点を外し、会員に会員増

強と寄付・年会費の増強を絶えず求め、遂には職業

奉仕を事実上5大奉仕部門から下ろし、社会奉仕部

門に合流させるという話も聞き、私のガバナー年度の

地区方針でもあった「持続可能な前進」のまさに逆

を行っているように感じられました。2つ目は、斎藤直

美（豊田RC）2006年度パストガバナーを2016年度・

2017年度のRI理事として当地区から初めて輩出した

という、2760地区ロータリー愛知85にとって重要な

出来事がありました。当地区の将来にとって、計り知

れない啓蒙的な影響をもたらし、永く記憶されるべ

き出来事だと思われます。それ以外にも、5年ほど前

に名古屋から始まり、年々盛大に開催されている

WFF、50年前に豊橋から始まり、定着したゴミゼロ

運動、この2つの奉仕活動を一対として春期・秋期の

2大奉仕イベントとして将来に受け継がれるようにし

なければならないと思います。3つ目として、反対に残

念なのがポリオ撲滅運動のことです。1987年に当地

区でポリオプラスというプログラムが採り上げられ、

委員会が設置されました。私の年度に、ポリオ撲滅

の為に今後3年間に同額の寄付を提出することを条

件にゲイツ財団から1億ドルを受け取り、全会員に寄

付を再度求めてきました。しかし、最初の同額寄付か

ら10年経った現在でもその決着がついておりません。

いずれ数年のうちに撲滅宣言が出せると信じていま

すが、次の10年に申し送りをしなければならない事

は、私にとって本当に忍びない事です。4つ目は、ロー

タリーの組織・権限の問題です。組織は大きくなれ

ばなるほど、権限の集中が必要です。しかし、ロータ

リーの基礎は、クラブとその会員が底辺にあり、地域

と密着したクラブの独立自存があればこそです。RI

は権限の一部をガバナーあるいは地区に、ガバナー

はガバナー補佐に委任・譲渡する事が必要ではない

かと思います。私もガバナー補佐に一部権限委譲・ガ

バナー補佐の推薦事項・分区運営要領などを地区便

覧に記載し、口頭でも定着を推奨しました。しかし、

ガバナーは単年度官なのでなかなか難しく、本来は

地区大会で出来ると良いのですが、それも難しい問

題があります。近藤年度に「地区審議会」が活動でき

るようになりましたので今後は地区審議会を活用し、

大いに議論したいと思っています。

司会▶▶貴重なお話ありがとうございました。大変勉

強になりました。

座
談
会

司会▶▶本日はお忙しい中、誠にありがとうございま

す。この座談会は2008年～2017年の10年間の中でガ

バナーをお務めになった皆様にご参加頂きました。

担当された年度の順に、取り組まれた事や課題など

について忌憚のないご意見を伺いたいと思います。貴

重なご意見からこれからの10年に向けての指針が見

えてくるかと存じます。それでは、まず2008年から

2009年度のガバナー、片山パストガバナーからお願

い致します。

片 山 ▶▶ RI会長の

テーマ“夢をかたち

に”それを受けて、

私の方は“持続可

能な前進！”という

地区方針で、サブと

して“ロータリーに

心を”という歌を作

りました。読んだ人

からは、とても良い歌だと好評を頂きました。“ロータ

リーに心を注ぎ　ロータリーに心を開く　ロータリー

を心に受け止め　ロータリーを心に住まわす　ロー

タリーの心をみんなで考え　ロータリーの心を静か

に思う　ロータリーの心は我等の心　ロータリーの

心は世界の心”という内容をテーマにした歌でした。

司会▶▶歌を通すとロータリーの理念が心にスーッと

入ってきますね。ところで、地区大会の時、私も関係

者だったのですが、ゲストは小泉純一郎さんでしたね。

片山 ▶▶ 名古屋名東クラブさんのお世話で、小泉さ

んに来て頂いたからあれだけの会員が地区大会に集

まってくれました。

司会▶▶本当に多くの会員が参加されましたね。

片山▶▶大いに盛り上がり良かったです。

司会 ▶▶この地区大会は悲しい出来事があり、片山

パストガバナーも心を痛められた事でしょう。

片山 ▶▶忘れもしません、RI会長代理とロータリー

ミーティングの特別講演のためお越し頂くことになっ

ていた佐藤千壽さん（東京東RC）の突然の訃報です。

地区大会の4週間くらい前に2回ほど東京でお目にか

かりました。当時佐藤さんは90歳でこれからヨーロッ

パ旅行に行くと伺い、「元気で行って来てください

ね」と、笑顔で挨拶を交わしました。ところが、地区

大会の20日くらい前、突然訃報が入りました。クルー

ズの最中にドクターがいなくて助からなかったとお聞

きしました。ロータリーミーティングの特別講演は、そ

の講演原稿が親友の圡屋亮平パストガバナー（松戸

RC）に託され、圡屋さんが代読されました。今でも忘

れられない出来事でした。

司会▶▶また、ロータリー愛知81にちなんでの昼食会

は皆さんに喜ばれましたね。

片山▶▶そうですね。公式訪問に行く多くのクラブで、

古参会員の方々が心なしか、さみしいお顔をしておら

れるのを見かけるものですから、この機会にと思って

第１日目のRI会長代理を囲む昼食会に招待した訳で

す。「ロータリー愛知81」にちなんでと言われるのは、

RIが事務的に当地区に付けた名称は「RI第2760地

区」ですが、私は当初より当地区が胸を張って自称

できる当地区の名前を「ロータリー愛知81」としまし

た。この名前を、ガバナー月信をその巻頭言として発

行した地区誌にも使いました。これは地区の機関誌

の役割と地区内各クラブ間の親睦誌の役割を担う双

方向の雑誌です。81という数字はその年度の当地区

全クラブの数です。招待しました古参会員の年が81

歳以上というのは、これ未満の歳では、該当者が多

過ぎてこの81を借りたのです。

司会 ▶▶ロータリーの方は若 し々いので81歳以上の

会員の皆様が元気に沢山お越し下さいました。片山

パストガバナーありがとうございました。次は2009年

大澤年度ですが大澤輝秀パストガバナー（豊川RC）

は、平成16年９月に逝去されています。ご冥福をお祈

り申し上げます。それでは、続きまして、クールビズを

提唱されました、２010年から2011年度のガバナー、

田嶋パストガバナー、お願い致します。

田 嶋 ▶▶ 私の時の

RI会長は、レイ・ク

リンギンスミスさん

というアメリカの方

でした。会長のテー

マは“地域を育み、

大陸をつなぐ”でし

た。私の年度の特

徴は3つあります。1

つは、ロータリー財団のフューチャービジョンが始

まった年です。当地区がパイロット地区になっていま

した。もう1つは、戦略計画ストラテージックプランを

日本では「長期計画」と訳していましたが、試行錯誤

を経て、今の戦略計画という名称に変更し、始まりま

した。最後の１つは東日本大地震が起きた年という

ことです。

司会▶▶あの東日本大地震が起きた年ですね。

田嶋 ▶▶最初は未来の夢計画という名前で始まっ

たのですが、夢という表現に異論も多く、協議を重

ねた末、フューチャービジョンという名前になりまし

た。私の頃は、RIの表現をアメリカはアメリカで直し、

日本は日本で直すスタイルで、日本流は受け入れやす

い表現に変えているのではないか？という指摘も多く、

本場アメリカの表現に戻したということです。フュー

チャービジョンでは、新しい地区補助金について皆さ

んのご理解を頂き、いかに活用して頂くかということ

を一番大きな目標としていました。

司会▶▶ 確かに日本語に直すと本来の意味が曖昧に

なる場合もありますね。また、医療支援にも熱心に取

り組まれてましたね。

田嶋 ▶▶ 深谷地区財団委員長と一生懸命取り組んだ

のが、グローバル補助金を使った医療支援です。アメ

リカのヒューストンと交流したのが当地区の医療支援

の始まりで、しかも、グローバル補助金を使った医療

支援というのは、当時本当にまれで、この地区の大き

な成果の1つだったと思います。それから、戦略計画

については、公式訪問でお話してもほとんど何も知ら

ない人ばかりという状況の中で、いかに皆さんに存在

を知って頂くかが課題でした。

司会 ▶▶そして、この年度は日本は未曾有の出来事

がありました。

田嶋 ▶▶そうです、東日本大地震が1番の問題でした。

地区としてはいずれも1人1,000円以上という形で1次

支援、2次支援を行いました。諮問委員会では1,000

円では金額が少ないんじゃないのか？という意見も出

ましたが、会員の皆様が企業でも多額の義援金を出

されて、個人でもロータリー以外に寄付されている事

を考えて出した金額という趣旨を説明し、この金額で

やりましょうということになりました。最初、2,000万

円ほど集まり、希望の風奨学金に全額協賛致しまし

た。２次支援では宮城岩手の地区と千葉県の地区と

もう１か所に配分致しました。その他、ヘリコプター

の支援も致しました。これは、地区大会をやって頂い

た「あまクラブ」が余った1,000万円を地区に返却して

くれたので、そのままヘリコプターの支援金に使いま

した。孤立した所に食料を運んだり、薬を運んだり、

１ヵ月くらい活用されました。それでもまだ余りが出て

いたので、軽トラックを買いたいという支援組織に活

用致しました。

司会 ▶▶田嶋パストガバナーありがとうございました。

東日本大地震が起きてからのガバナーの取り組み方

は、本当に心を打たれるものがありました。それでは、

引き続き、松前パストガバナーお願い致します。松前

パストガバナーは、2011年から2012年までガバナーを

お努めになりました。震災後の大変な年でしたが、

ロータリークラブの力、絆の強さを再認識されたので

はないでしょうか。RC会員歴が半世紀以上と伺いま

した。色 な々思い出がおありかと存じます。

松前 ▶▶ 私は、1967年に一宮北RCに35才で入会し、

この50年間で、1990年には一宮中央RCの初代会長

として設立に尽力

出来たこと、そして、

2011年～2012年に

は2760地区のガバ

ナーとしてお務めが

出来た事を嬉しく思

います。

司会 ▶▶ 松前パスト

ガバナーのご経歴

を伺いますとすべてに「初」が付き、意欲的な取り組

みが伝わって参ります。2760地区にロータリー・リー

ダーシップ研究委員会（RLI）を導入されたのも初め

ての試みでしたね。

松 前 ▶▶ ロータリー・リーダーシップ研究委員会

（RLI）は新会員と未来のクラブリーダーの研修の

ためにアメリカで草の根運動として開発されたプログ

ラムです。日本でも各地区で急速に採用されつつあり、

双方向性とディスカッションリーダーDLに特徴があり

ます。私がガバナーに就任して最初の諮問委員会で

導入を諮り、認められて誕生しました。全国では6番

目の導入でしたが、RLIはまだ馴染のない時代でした。

ロータリー・リーダーシップ研究会の目的は、ロータ

リーの理解を深め、クラブを活性化すること。目的達

成の為に、日本では15地区でRLIの研修が行われ、

成果が上がっています。講義による教育ではなくディ

スカッション方式でリーダーの知識、考え方、創造性

を引き出します。

司会▶▶ 埼玉の中村先生には私も熱心にご指導を頂

きました。度々お越し頂いていますね。

松前 ▶▶ 2760地区は中村靖治国際ロータリー研修

リーダーが熱心にご指導下さり、地区研修の方が真

剣に勉強された結果、多数の方がディスカッション

リーダーになっています。私もガバナーエレクトの時、

妻久子とアメリカ・サンディエゴで1週間、コの字型の

RLI方式で飛び交う質問に、絞られました。現在

2760地区ではこのRLI方式に磨きをかけ改善し、有

用な研修として成果を上げていると聞いております。

この研修でロータリーへの理解が深まり、クラブが

活性化することが期待されます。ロータリーをより理

解し、ロータリーを心から愛するロータリアンが増え、

今後の100年もロータリーが益々発展する事を願って

おります。

司会▶▶ 4430地区ブラジルを訪問されましたね。

松前 ▶▶ 1988年度以降永く中断していた研究グルー

プ交換GSEを1997年度犬飼パストガバナーが再開さ

れ､私が委員長に任命され、当時の犬飼ガバナー、

片山地区幹事（片山パストガバナー）と総勢10名で

GSE研究グループの派遣先であるブラジル4430地区

を激励訪問いたしました。懐かしい思い出です。ちょ

うどこの年は、ブラジルへの移民90周年という節目

の年でした。そこで、各クラブから寄付された書籍１

トンを船便で送りました。この訪問はブラジル日本文

化協会に寄付する贈呈式もかねていたのです。24時

間を費やし、一行がサンパウロ空港に降り立ったのが、

5月13日早朝4時30分。訪問先クラブの会長や多くの

方々に迎えられてホテルに向かいましたが、GSE研究

生として来ていたサンパウロ軍事警察大尉ルイス君

の装甲車に前後を守られ、赤色灯を回転しながらの

移動。ガバナー一行への配慮に感謝しております。

司会▶▶疲れも飛んでしまう歓迎ぶり、嬉しいですね。

他でも熱いもてなしを受けたそうですね。

松前 ▶▶ 仮眠の後、日本人街に例会場を持つ日系ク

ラブ会員の多いリベルターデRCを訪問し、熱い歓迎

を受けました。その後文化協会に赴き、日本文化協

会山内会長に犬飼ガバナーから図書一式贈呈の目

録が渡されました。翌日は、サンパウロ・レステRCを

訪問しここでも熱い歓迎を受け、4430地区大会会場

に移動し、前夜祭を楽しみました。当時の4430地区

ガバナーは日系2世のKazuhiro Moriガバナーでした。

大会当日、我々一行は日本国旗を振りながら入場。大

きな拍手を今も覚えています。各クラブが順に旗を掲

げて入場行進する姿にも力強い息吹を感じました。

翌日はMoriガバナーよりレセプションに招かれ、一連

の行事終了の安堵感もあり、とても和やかな時間を

過ごしたことを鮮明に覚えています。その後、イグア

スの滝観光に向かいました。ブラジルとアルゼンチン

にまたがる落差80M、幅4キロの景観は圧巻でした。

最終日は、リオデジャネイロにも足を延ばしました。

2016年のリオ・オリンピックでコルコバードのキリスト

像が映し出されるたびにブラジル訪問を思い出して

おりました。往復2日間以上という10日間はハードで

したが、ブラジル訪問は実り多く思い出深い旅のひと

つとなりました。

司会▶▶そういえば、松前パストガバナーはある数字

に深いご縁があるそうですね

松前 ▶▶私は母校の大阪歯科大学の学籍番号が22

番でした。そして、一宮北RCの22代目の会長を務め

ました。ガバナーセミナーに指名されたのが2009年3

月22日でした。第2760地区の第22回インターアクト大

会に出席し挨拶の機会を頂きました。インターアクト

クラブは私の心の故郷であります。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーありがとうございました。

それでは、2012年から2013年度のガバナーでいらっ

しゃいました、千田毅パストガバナー、お願い致します。

千 田 ▶▶ 私の時は、

たまたま幸いなこと

に国際ロータリー

会長が田中作次さ

んで、R Iテーマが

“Peace Through 

Service 奉仕を通

じて平和を”でした。

司 会 ▶▶ 田中作次

RI会長との思い出で印象に残っている事は何でしょうか。

千田 ▶▶一番の思い出は、ロータリーの世界大会の

時のことです。ガバナー会をやろうという事になりま

したが、一番の問題は田中RI会長が参加してくれる

かどうかでした。そこで、全権を握っているRI秘書の

ベティさんという女性に交渉したのですが、直前まで

参加が不明のまま…。ところが、当日、田中RI会長が

来られて、皆びっくり！しかも、財団委員長なども連れ

てお越こしになったので、椅子が足りずバタバタと大

慌てして準備したのが印象に残っています。私共は

150人くらいで参加しましたが、田中RI会長は感激し、

喜んでお帰りになられました。また、同期のガバナー

が年1回集まって日本各地を廻るのですが、3回目の

時に田中RI会長が、「2012年度の会だから私も参加

する」と言われ、その会費を求めたところ、「これぞ

ロータリー」と言って、喜んで払って下さいました。

司会 ▶▶千田さんがガバナーになられた年は、震災

の翌年でしたね。

千田 ▶▶そうです、大震災の翌年でした。1月の研修

会で行った、カナダのトロントの方に一緒にやろうと

声をかけていただき、VTTの時に参加して頂きまし

た。その時、たまたま隣に座っていたのが、2750地区

の宮城・岩手の小野寺さんでした。その際、「お金を

集めるのは誰でもできる、我々はちゃんと震災孤児に

手渡したい」と小野寺さんにお願い致しました。あの

時は現地も混乱して色々大変だったのを被災地に視

察に行った時に実感致しました。30人の子供たちが

高校を卒業するまでにかかる4,800万円という金額を

集める為に、毎週500円ずつ集める提案をしましたが、

はじめはうまくいかず、幹事などに足りない分はガバ

ナーがもたないといけないと脅されました（笑）結果、

全額集まりましたが色々大変でした。

司会▶▶地区の目標など6つ挙げていらっしゃいます

が、沢山達成されていますよね。その中の高校生支

援で、甲子園に出場を果たした、仙台育英高校の球

児の中に孤児がいました。両親は他界し、お祖父さ

んの所から高校に通い、甲子園で3番打者として活躍

しました。1回戦で負けてしまったのですが、千田さ

んの応援が陰でありました。

千田 ▶▶地区と地区との交流では、抽選の結果、名

古屋クラブと奥三河クラブがメークアップする事にな

り、中日新聞の大島さんから「千田さん、えらいこと

になった！」と電話で心配を頂くほど、離れた地区の

クラブが交流することとなりましたが、その交流は2

～３年続けることができました。

司 会 ▶▶千田パストガバナーありがとうござました。

続いて、2013年度ガバナー田中正規パストガバナー

お願い致します。

田中▶▶会長になっ

ても知らないことば

かりで、地区に入っ

て改めて、凄い！と

驚くことばかりでし

た。ノミニーとして、

「お前また来たか！」

と言われるほどしつ

こく千田さんの後に

くっついて見聞きしている間に分かることがありまし

た。それは、ロータリーでは“はい”と“YES”しかな

いということです。「やろうよ！」と言った事は情報を

集めてやらないといけない、それが皆が前を向く事、

止めたらそれで終わり。私も思った事をとりあえず

やってみようと思いました。ある時、公共イメージの

コーディネーター「ロータリーの友」編集長の二神さ

んとお話しする機会があり、その時の話題から、地区

全体でやれるフェスタ、日本で初めてのロータリーの

ワールドフェスタを開催しよう！と私は思いました。皆

さんの協力のもと、思った以上に素晴らしいフェスタ

を開催できました。その後、近藤さんが形を作ってく

ださり、日本のロータリーでできました。そのきっかけ

に少しでもなれたのが良かったと思います。最後に、

任期の終盤に色 な々国に行きましたが、それが楽しい

思い出になっています。

司会▶▶どんなところに行かれましたか？

田中▶▶ベトナム、タイ、フィリピンは2回、隠れてモン

ゴル。つい最近はラオスに行きました。皆さんの友情

の支えもあり、色々な国へ行くことができ、非常に充

実した年度だったと思います。もう１つ印象的な出来

事として、同期のガバナーがEクラブを教えてくれた

事です。会費も安く、例会をホームページで行えるEク

ラブは、若い人も多く、クラブのイメージを変えたクラ

ブで面白かったです。

司会 ▶▶やはりイベントをやらないと、テレビ局や新

聞社の方々はあまり来てくださらないですよね。

田中▶▶私がテレビ局等に行ったのは最初の挨拶ぐ

らいだけでしたが、色々な人を引っ張りだすことは良

いことだと思います。たまに顔を出すと、ロータリーは

こんなことをやっているのか…とロータリーの活動を

改めて知って頂けました。

司会 ▶▶はじめのうち、ロータリーのことはあまりPR

してはいけないと教えられたのですが…。

田中 ▶▶それで、公共イメージコーディネーター補佐

としてお話させて頂きました。

司会▶▶希望の風などはどうですか？

田中▶▶希望の風は私ではなく、田嶋さんが担当してい

ます。希望の風は今も続いていて素晴らしいと思います。

司 会 ▶▶ 学生さんの喜びの声や手紙を拝見すると

ロータリアンになって良かったとしみじみ思います。

クラブでもお弁当箱支援といって、お弁当箱に色 な々

ものを詰めて、被災者の方に送り、そのお礼に折り紙

の花やお手紙をいただいたりしました。田中パストガ

バナーありがとうございました。それでは、2014年度

のガバナー、近藤雄亮パストガバナーお願いいたしま

す。パストガバナーの年度のガバナー月信の7月号は

熱田神宮ですよね。

近 藤 ▶▶たまたまう

ちのクラブに熱田

神宮の宮司さんがお

られ、写真を使わせ

てくださいと頼み、

毎回、熱田神宮に関

連する何かの写真

を使わせて頂きまし

て、最初から最後ま

でシリーズで載せました。私の時のRI会長は、ゲイ

リーC.K.ホァンさんという台湾の方でした。彼の考え

方のベースになっていたのが「儒教・孔子の教えです。

ロータリーがSNSを含めデジタル化していく中、アナ

ログ的なものを大切にされる方で、そういったところ

に私も共感しました。彼は“ロータリーに輝きを”とい

うテーマと5つの強調事項、つまり、“地域社会でロー

タリーの存在感を高めること・会員増強・ポリオ撲

滅・クラブの強化・ロータリーデーの実施”で始めま

した。この強調事項は今でもずっと続いています。当

時の私にとって歴代ガバナーの皆さんは雲の上の存

在。ガバナーノミニーに指名される場に臨んだ時、近

寄りがたい雰囲気がありました。そのような思いから、

もう少し目線を下げてロータリアンの中に入りたい、

堅苦しいことはやめて、メークアップに来たメンバー

のような近い距離感で本当の姿を見たいという思い

から色々考え、計画を立てました。結果、例えば「単

独でガバナーの公式訪問を初めて受けました」とか

「親クラブと一緒だとなかなか本音で話すことがで

きない」といったような声を聞くことが出来ました。

司会▶▶ 確か近藤パストガバナーの時、クラブをまとめ

て回るのではなく、ひとつひとつ訪問されたのですよね。

近藤 ▶▶はい、地区内全84クラブを個別に公式訪問

をしました。メンバーの数が少ないクラブも多いクラ

ブも皆さん本当に一生懸命ロータリー活動をされて

いて、素晴らしいと感じました。色々大変な面もある

けれども、この地区のクラブは本当に良くやってくれ

ています。何でもそうなのですが、一旦外に出てみる

と、中では分からない事が見えてくる。素晴らしさが

良くわかる様になる。ゲイリーC.K.ホァンさんのアナ

ログ的思考というか、情といいますか、それが地方に

あるんじゃないかなと思います。私はロータリーとい

うのは、ひと言でいえば…感動、感動をシェアするこ

とだと思うのです。こういうことをずっと言って回った

わけです。いろんな理屈やロジックを立てても感動

がない。そういったものだったら誰もついて来ないし、

仮にその場でついて来ても後は知らないという形に

なってしまいます。感動があれば、自分も仲間に入り

たい、これぐらいのお金を出してもいいなという気持

ちになります。そういう風になっていくといいなと思い

ます。先ほど田中さんが「自分は人が色々言ったこと

を取り上げた」と仰ってました。その中の１つ、WFF

(ワールドフードふれ愛フェスタ)を引き継ぎ、我々の時

は最初からやろうと組織を作り取り組みました。そう

したら、タイミングよく、ゲイリーC.K.ホァンさんの強

調事項の１つ“ロータリーデーの実施”というのがあ

りました。当時のRI理事の北さんからも昨年第2760

地区のプレゼンを見たら素晴らしいことをやっている

ので、是非ロータリーデーをジャパンロータリーデー

愛知として実施をしてくれないかという話を頂きまし

た。シニアリーダーは自分がまとめるからお前は同期

ガバナーをまとめろという事になったのです。結局、

100人以上のシニアリーダーの方々がWFFに参加を

してくれました。田中さんが始めた事を2年目である

程度形ができたかなと思います。

司 会 ▶▶ロータリー

デーというのは、その

時から始まったので

すか？

近藤 ▶▶そうです。ゲ

イリーC.K.ホァンさ

んが自分の強調事項

で提唱したのです。

世界中に、クラブ単

位でもいいし、地区単位でもいいし、あるいは国単位

でもいいから、とにかくやってくれと。私は各クラブ単

位で是非やって下さい。これはガバナー賞の対象に

します！とやったのです。地区単位ではせっかく田中

さんが地区の大きなイベントをやってくれたので、そ

れをジャパンロータリーデーに育てる決心をしました。

ゲイリーC.K.ホァンさんの強調事項、北RI理事の薦

めもあり、ちょうどタイミングが合ったのですね。それ

からもう1つ。“ロータリーは何だ？”とか陰で色々文

句を言う声もありますが、言いたいことがあるのなら、

RIには3年に1度開催される規定審議会というのがあ

るので、そこへ第2760地区から物申す！と、意見を出

したらいいんじゃないのか、その為の規定審議会で

すから。そして地区内クラブに立法案提出のお願い

をしました。地区の色々な問題を取り上げて会長さん

たちに諮る地区審議会と立法案審議委員会というの

を作り、片山先生、田嶋先生と相談しながら3人で地

区審議会規約を作りました。それが今実行されています。

司会 ▶▶もう１つ、IT委員会で地区で初めてHPを作

られたとか。

近藤 ▶▶ホームページは前からありました。尾本さん

が非常に熱心に取り組んでくれていました。地区で

形に出来たのは、いきなり出来たのではなくて、思い

とか色々な下準備があったからです。尾本さんの不

断の努力のお陰だと思っています。私のような者でも

ガバナーを務めることが出来たのはゲイリーC.K.ホァ

ンさんの「儒教・孔子の教えの下、アナログ思考でや

る」この理念があればこそです。また、片山先生がガ

バナーをお務めになられた時、ガバナー補佐としての

私をご指導して頂いたこと、その後も色 ご々指導を頂

いたお陰と片山先生には大変感謝致しております。

計算で繋がっているのではなくて、情で繋がってい

る関係は素晴らしい力になると私は思います。

司会 ▶▶近藤パストガバナーありがとうございました。

では、2015年度のガバナーでいらっしゃいました加

藤陽一パストガバナーお願いします。

加 藤 ▶▶ 私の時は、

スリランカのK .R .

ラビンドランさんと

いう方がRI会長で

した。英語で“Be 

a gift to the world”

サンディエゴでの国

際協議会で“世界

へのプレゼントにな

ろう”と訳されましたが、はっきり言って何を仰ってい

るのか分かりませんでした。同期のガバナー連中とこ

れは何を言ってるのだ？？と色々話し、プレゼントは、

たぶん奉仕のことだろうなと、同期のガバナーとそう

解釈しようということになり、サンディエゴから帰って

きました。K.R.ラビンドランさんは、アジアの中でのは

じめてのスリランカの方ですから、どうもイメージが

湧かず、このRIテーマも皆さんにどうお伝えしようか

…とちょっと苦労しました。

司会 ▶▶加藤パストガバナーは、お父様もロータリア

ンだったのですね。

加藤 ▶▶そうです、親父も瀬戸クラブで会長をやって

いました。その頃、斎藤先生が仰っていた「原点回

帰」の話に感銘を受けました。最近ロータリーが原点

というか根本がわからなくなってきたのではないか…

という私自身の心情もあり、見直しをという意味で、

早速先生にお話しして了解を頂き、原点に帰りたいと

お話を申し上げて、ずっと講習をやったのです。

司会▶▶ガバナー時代、思い出に残ることを教えてく

ださい。

加藤 ▶▶田中さんの資料を基に34クラブ訪問いたし

ました。クラブとの交流、私自身の交流もそこそこや

らせて頂いたつもりでおります。WFFに関しては、田

中さんから近藤さんに受け継がれ、私の時はだんだ

ん形になってきました。私の時から企業協賛にも力を

入れて、600万か800万円を頂戴し、去年が1,000万円

くらいでした。ロータリーを世間に広めるという意味

もあり、だんだん大きくなっています。特にエンドポリ

オに関しては、売り上げもだいぶ上がってきています。

たまたま国際奉仕委員会の方と一緒にVTTでインド

ネシアに行く機会があり、ジャカルタの劣悪な環境に

いる子どもたちを訪ねました。学校も行けず勉強もで

きないヒンズー系の子供たちを援助していたのは、イ

ンドネシアの方達。この出会いを機に私たちもやって

いこう！と、ポリオ500万円、あと400万円プラス地区

のクラブから拠出されたお金を使って、やり始めたの

です。ぼちぼち卒業しないとと思っているのですが、

今もWFFの実行委員長をやらせて頂いております。

WFFを通じて、ロータリーは世間に、そして日本中に

広がったのではないかと思っております。ガバナーと

して小難しいことはやった覚えはありませんが、

WFFが私にとっては一番の思い出かなと思っています。

司会▶▶やはりそういう努力があって、いろんな学生さ

んの支援などが出来るのですね。先ほど、千田パストガ

バナーの時にお話した、仙台育英高校の千田君の記

事は加藤パストガバナーの時の月信9月号に出ておりま

して、「花巻東高硬式野球部の千田京平君、亡き母と

「再会」信じ」という風に書いてありました。加藤パス

トガバナーありがとうございました。それでは、2016年

度ガバナー、服部良男パストガバナーお願いします。

服 部 ▶▶ 2 0 1 6年度はジョン・ジャームRI会長の

“Rotary Serving Humanity”というRIテーマでス

タートしました。丁度この年はロータリー財団100周年

という記念すべき年。100年前にアトランタで開催し

た国際大会を100年後にもう一度アトランタで！という

大きなテーマがありました。もう１つのテーマは、RI

の戦略計画を当地区にどのように持ってくるか。当地

区にはRIの戦略計画がありませんでした。従って当

地区の良いところと課題を分析し、良いところは、そ

のまま伸ばし、課題に関しては戦略計画を立て持続

可能にすることがテーマでした。一番の基本は、10

年後もこの地区が輝き続けるために1年間何をすれ

ばいいのかという事です。そこでまず、地区の戦略を

作るため戦略計画委員会を作りました。そしてもう１

つ、広報、ITを一緒にして、公共イメージ向上委員会

を設立させ、戦略計

画の中でも大きな部

分であるロータリー

の認知度と公共イ

メージの向上を図り

ました。それからも

う１つ。研修委員会

を再度新設し、その

下にRI実行委員会

を分けて、研修をさせて頂きました。これが大きな地

区に対する戦略計画です。あとは、地区としての財団

の取り組みがしっかりしていた為、未来の夢計画に

始まる延長の100年を是非！ということで、大変高い

数字を掲げました。一人180ドルを財団に寄付し、結

果、目標を達成することができました。ジョン・ジャー

ムさんは、ポリオ、財団の経験が非常に深い方です。

そういう意味でも皆様方に大変感謝しております。ア

トランタで100周年を祝おう！をテーマにした大変忙

しい年でしたが、皆さんと一緒に色んなことをさせて

頂きました。深く感謝申し上げます。もうひとつ良かっ

た事は、2750地区と会員が良い競い合いをした結果、

最後に１つ新しいクラブが出来た事です。結果的に

34地区の中で一番多く会員が増えた事も皆さま方と

の１つの成果だったと考えています。

司会 ▶▶ 服部パストガバナーありがとうございました。

それでは、まだ記憶も新しい、2017年度ガバナー、神

野重行パストガバナーお願いします。

神野 ▶▶私がロータリーに入ったのは金沢東でした。

石川・富山地区の金沢ですが、2610地区のガバナー

という方がどういう存在か、ロータリアンとして全く意

識せずに6年いました。それで、名古屋に戻ってもう

一度名駅ロータリーに入った年が2008年7月。今考え

ますと片山ガバナーの年度で、2760地区で再入会し

ガバナーという存在があるということをはじめて知っ

たぐらいで、全く知らずに6年いたなという思いがしま

した。ガバナーの公式訪問は、西クラブと一緒に受

けていましたが、自分のクラブに来られたという感じ

が薄く、公式訪問に対してもあまり意識しておりませ

んでした。まして地区への出向や、ガバナー補佐を引

き受ける事も、クラブ幹事の経験もなく、ロータリー

の地区の動きも全く知らずにいた私が、いきなりガバ

ナーということで大変驚きました。なので、先輩たち

とはずいぶん感覚が違うと思っております。私は千田

パストガバナーには学生時代からご指導頂いており

ます。また、両親の関係で存じ上げている方ばかりで

す。しかし、ガバナーという意識で拝見したのは、私

がクラブ会長の時の田中ガバナーが初めてでした。

公式訪問の時にガバナーの存在を目の当たりにして、

凄い人なのだと思いました。親の西クラブと一緒だっ

たのですが、大きな先輩、親クラブでありながら、結

構ガバナーというのはビシビシ言われるなと。私ども

は子クラブにも関わらず、大変褒めて頂いて恐縮した

ものです。ガバナーは、凄い存在なのだということを

初めて肌で知りました。そんな頃です、私の高校の同

級生の近藤さんがガバナーをどうも引き受けるようだ

と話を聞いて、よくそんなことをやるな～と言ってし

まった覚えがあるのです。そういった中で、去年ガバ

ナーを引き受ける事となったのです。イアン H.S ライ

ズリーさんは“変化をもたらす”をテーマに、確か

ロータリーそのものが大きく変わったというお話をさ

れていたのを聞き、変化の時代だから、何かをやろう

と考えて出来ないだろうかと思いました。一番に思っ

たのは、ロータリーのイアン H.S ライズリーさんのこ

の言葉です。「ロータリーとは何か。何をしているのか

ということをもっと世の中に知らしめてほしい。」そこ

で、公共イメージ向上というものについて、自分がで

きる範囲でやってみようと思ったのです。1つはマスコ

ミや地域の皆さんへの働きかけ。もうひとつは、地区

ガバナーとロータリアンの距離感というのをできるだ

け縮めるという事を考えました。ガバナーは一般ロー

タリアンにとって遠い存在というか、私自身近寄りが

たい存在と思っていました。そこで、一年かけてクラ

ブの訪問以外にも、いろいろと接する機会をつくり、

距離を縮める試みをしたつもりです。服部さんは、地

区の戦略委員会で非常に改革的な事もやって下さい

ました。村井さんからはそんなに急にやっても無理な

んじゃないかとご心配頂きましたが、やっぱり自分な

りにやってもらいたいし、やってみたいということで、

全クラブに戦略委員会のような類のものを設置して

頂いたというのが、一番の私の思い出です。それから

もう１つ、諮問委員会で、先輩諸氏にお許しを頂き、

地区の体質の強化を図る取り組みを始めました。１つ

は、青少年対策の危機管理基金、これを1,000万円積

み立てさせて頂きました。それから、愛知県と防災協

定を結んで、地域の皆さんと一緒に勉強して、万が一

のときはどういった事ができるかということを考える

態勢を作らせて頂きました。これは先輩諸氏にも認

めて頂き、地区大会で結ぶことができました。

司会▶▶地区大会の思い出はいかがでしょう。

神野▶▶そうですね、

思い出がいっぱい

あるのですが、よも

や、D.K.リーさんが

来るとは想像もして

おらず、8月15日の

メールを開けてびっ

くり！片山パストガ

バナーがちょうど同

期だとの事でお願いできて本当に助かりました。大

先輩からも良くやったと言って頂いたのは先輩のおか

げです。今年は神奈川へ行かれるそうで、ガバナー

がとても焦っておられたと、村井さんから聞きました。

村井ガバナーから力になってあげてと言われて、気楽

に笑っていられるのが幸せです。最後に、６月の最後

にクロスプロモーションの青少年と学友の交流フェス

タ、これが出来たのも思い出です。ご出席の皆さんに

もいろいろ無理を申し上げました。それから、昨年度

だけになってしまったのですが、イアン H.S ライズリー

さんの植樹のお話につきましても、それぞれ分区やク

ラブで、個人的にもやって頂いたおかげで、8000本と

いう、一人一本の植樹目標を達成できました。「ガバ

ナーというのは言ったことを何でもできる」と言われ

たことをいい事に、先輩諸氏に無理を言い、それに

応えて頂いた事に感謝しております。WFFも晴れ男

で頑張ってくださいと言うだけで、今年度に相当資金

的余裕をもってお渡し出来ました。細かく言いますと

１時間では終わりませんが、これで終わりたいと思い

ます。ご指導頂いて、本当にありがとうございました。

司会 ▶▶ 神野パストガバナー、ありがとうございまし

た。こういった素晴らしいガバナーたちが10年間、努

力されたおかげで、第2760地区は本当にキラキラと

輝いていたのだと思います。どうもありがとうござい

ました。

司会▶▶片山先生いかがでしょう？

片山▶▶そうですね。ガバナーの視点というより私個

人の職業上の視点からのことを先に言いますと、そ

の頃地区大会での決議は大会決議と名付けられて、

ＲＩ会長・ＲＩ会長代理に感謝する。現ガバナーに感

謝する。地区大会ホストクラブに感謝するなど、決議

でなくても、ガバナーから口頭でお礼申し上げますと

言われれば済むことばかり。のどかな風景でした。そ

れまで、地区大会で審議・決議していた必要的決議

案件は、前年度の地区決算の承認、次年度地区大会

開催場所と日時の決定・承認くらいのことでした。そ

こで、ロータリーを法曹出のガバナーの目から見て、

地区大会の決議機関部分を整備しました。それは地

区大会における必要的決議案件の決議といわゆる大

会決議案と称していた案件とを区別し、必要決議案

件は各クラブの議決権票数を有する会長・幹事・副

会長等が出席する地区大会１日目に審議・決議し、

大会２日目にはその報告とし、大会決議案は１日目は

大会決議委員会からの決議案の内容の報告とし、大

会２日目の地区内全会員が参加する会議に大会決議

案を上程し採決するとしたことです。その年度の必要

的決議案件は、ガバナーノミニーの選出方法として指

名委員会方式の採択と指名委員会委員の選任の件・

2010年開催の規定審議会提出案件承認の件（当地

区初めての規定審議会提出案件）・ロータリー財団

未来の夢計画パイロット地区候補申請の件の3件で

した。現在においても、その流れが継続しているのは、

うれしいことです。それから、もう一つはガバナー選

任の地域的配慮のことです。パストガバナーの皆さん

が思っておられるでしょうが、全地区内、尾張も名古

屋も三河もどの地域にも一様にパストガバナーがでん

としておられ、しかも各分区にも元気なパストガバ

ナーがいることです。しかし、色 な々事情により、その

ようにはいかないのです。特に、分区でガバナー補佐

が分区内事業をする時あるいは分区内で事が起きた

時などに、どの分区にも、身近に相談ができるパスト

ガバナーが常にいるというのがいい訳です。地域の

関係では名古屋５・三河４・尾張３の比率で候補を選

任し、各地域内分区の順番は各地域関係のパストガ

バナーの相談によるという方針はできていますが、そ

れでも、地域の事情により万遍なく一様にとはいかな

いという実情ですね。その事情の一番大きいのが、う

ちのクラブの人数では、引き受けられませんという断

りです。その対処の１つの方法として、私のガバナー

年度に親子兄弟クラブにお願いして、監事・副幹事・

スタッフ等２人位ほどご協力をいただき、率先垂範し

た積もりです。偶然この時、近藤パストガバナーも西

名古屋担当のガバナー補佐で入って来られました。

司会▶▶だから先生の時は、他のクラブのスタッフが

5～6人入っていたのですね。

片山▶▶そうです。そういうことをやったのです。

加藤 ▶▶尾張3分区では大変申し訳ないと思っており

ます。去年ですが、南尾張分区でペケ、西尾張分区

でペケ、たまたま東尾張分区はその時にパストガバ

ナーが3人いらっしゃったのです。だから、僕を入れて

4人いたわけです。結局、尾張分区からしか出すとこ

ろがなくて、たまたま、犬山さんが今まで出していな

かったわけです。犬山が出るといったのでこれは良い

と安心していたら、委員会の前日に断ってきた。びっ

くりして田中先生にどうしよう…と。それで江南の福

田さんに急遽電話申し上げたら、「大丈夫だよ。うち

におるから」との返事。それでご本人と話をして、OK

ということになったのですが現役の会長さんなので

す。現役の会長さんは本来ダメなのです。それでRIの

方に問い合わせて、許可を得て伊藤さんがガバナーノ

ミニーに決まったのです。

片山▶▶だから、小さなクラブが一緒になって協力し

て出さねばね。

加藤 ▶▶ 今は東海と常滑なんかは出せます。しかる

べき人間もいます。今、片山先生が言われた小島先

生などもいるのですが、たまたま小島先生が病院を

建て替えて忙しいということだったのです。

司会▶▶できれば、9人で話し合うと盛り上がるような

テーマをあげて頂いてお話して頂けるとありがたいな

と思います。

神野 ▶▶これって、10年の思い出が皆さんにあります

よね。そして、これからの10年に向けての皆さんの期

待とか想いとか、この2つにしたらどうでしょうか?

田嶋 ▶▶地区大会のゲスト、会長代理を昔みたいに

自分たちで推薦させてもらえないかという意見が割

と今、いろんな地区から出ているじゃないですか？

神野 ▶▶ 出ていますね。全然来ると思ってなかった

D.K.リーさんが韓国から来られたし。

加藤 ▶▶ 僕の時も1か月前ですよ。それではなんとも

ならないですよ、こっちの準備も。だからもっと早く決

めてほしい。誰がどういう風に決めるかわからないで

すけどね。

田嶋 ▶▶大澤さんの時代までは地区が候補者を推薦

していたのですよね。

加藤 ▶▶ 要望は出せるけど、それに対しての返答もな

く、無視ですね。

田嶋 ▶▶ 私の時はRIが会長代理を呼ばなくていい。

お金がないのだから。協議会でもRIの職員がお金が

ないから来ない。日本の旅行者が行ったのだもん。ツ

アーが案内した人たちがその職員を代行してやって

いたのです。だから、日本事務局からは誰も行かない。

本当にひどい話です。

片山▶▶田島年度に同地区の中からRI会長代理を出

したのは意表を突いた人選でしたね。

神野▶▶それが最近全然でていない。

田嶋 ▶▶豊島さんから未だに言われます、あの時俺

はタダ働きだと。あの時、RIから地区で負担すること

はまかりならん、その代わり、会長代理で呼んだ場合

には一人いくら出すっていうような約束があったので

すが、一切払ってもらえなくて。こっちもすっかり忘れ

ちゃってましたが、日当も何もなく、未だに顔を合わ

すとそのことを言われます。

司会▶▶ 外国の方が来られると大変でしたよね。

加藤 ▶▶ 結局、通訳がいるでしょう。たまたま、米山

の子たちがやってくれたのですが、それからいろいろ

お話して頂くにしても、通訳を通すと時間が倍になっ

ちゃう。初めから文章を頂戴といって、文章をもらっ

たことはいいけど、読めないでしょう、だから、米山

の子に頼んで全部日本語に直してもらって、それをス

クリーンに投影して、それで通訳なしでやりましたけ

どね。しかも、決まったのが一カ月前でしょう。もう慌

てましたよね。

神野▶▶その教えを、D.K.リーさんの時には活かさせ

て頂いた部分もありますね。米山と福田君とか通訳

も含めて。

加藤 ▶▶日本のパストガバナーが来ていただくのが一

番いいですよね。

神野 ▶▶ D.K.リーさんは、みんな私の方を見ずにパ

ワーポイントを見る、だから、そういうのは嫌いだと

おっしゃって、以前のようなパワーポイントで出す事

ができなくて、30分でちゃんと収めるというのが、50

分以上になって、ちょっと大変でした。やっぱり国内

で来ていただくとありがたいですね。

司会 ▶▶あと、どうでしょう。一生懸命取り組んでい

らっしゃったWFF、これからどのようにして、あと何

年続けようかとかお思いでしょうか？

田中 ▶▶やれるかな？と思うんですよね。会場のこと

とか。

神野 ▶▶会場は大丈夫。エンゼル公園の方へ移します。

田中▶▶それならいいよね。できたら、日本の看板に

なるかもしれないから、少しずついいものに変えて

いっているから、同じものだとみんな飽きちゃうから

ね。近藤さんに頑張って頂いたよ。

神野▶▶ロータリーデー。

近藤 ▶▶タイミングでね。

神野▶▶こないだ、ジュディオングさんとご一緒したの

で、また確認して頼んでおきました。ポリオもう少しだ

から、楽しみですとおっしゃってました。

近 藤 ▶▶あれも、最初の仕掛人の福田さんが頑張っ

てくれて。ワールドフードでしょ、インターナショナル

で、フィリピンのロータリアンの参加者が多いのです

が、今では韓国、インドネシア、ネパール、パキスタン

からのロータリアンも加わり、ますますワールドになっ

ていて、そういう意味でなかなか大変ですが、少しず

つ変わりながらいいものに発展しているなと思います。

あれ、すごいよね、公共イメージアップにはね。

司 会 ▶▶やはり、イベントは少しずつ変化を求めて

やっていくのが良いですね。

千田 ▶▶名古屋ロータリーの福田君がはじめて来て、

私はこういう事をやりました、やりたいけどどうでしょ

う？そのような事を日本でやるのはどうだろうって提

案されました。その前に和合ロータリー。

田中▶▶ 和合の中でも、お金もそうなんですが、僕の

ところに泣きが入り、福田君がそれで和合をやめたら

西尾RCに入会したいと言っていましたが、和合の鷲

塚会長もやる気がでてきました。

実はその後ガバナーノミニーの指名に南尾張ができ

ない時に和合はどうだ？って聞いたのですが、事業

が重なりもう一年待ってくれと言われた。大きいクラ

ブだからやれないことではないと思うのですが。

司会▶▶結局、和合ロータリーと相乗りみたいになっ

たんでしょうか？

田中▶▶ちょうど、ワールドフードフェスタっていうの

は、そういったものが前の年にちょっと意見が出たん

だよね。千田さんの時に提案されたんだけど、実にな

らなくて、僕の時に同じように提案され、ちょうどその

日、公共イメージの先輩の方が、こういうのがあるけ

ど、プランもだいたいできてるし、勧誘もできてるから、

どうだろうと。和合でやりたいという話だったけど、

和合でやるなら名古屋市で、名古屋市でやるなら愛

知県全体でやろうよと、話がとんとん拍子に進んで。

それで、ほとんどいろんなところに声掛けて進めて、

すべてのクラブが協力するってことで何とかやれた。

全体2760地区でできたんじゃないかと思います。実

際に食べものの選択も良かったですもんね。ワールド

フードだから、名古屋でも珍しいものを作りたいって

ことで、地元のものはほとんど出さなかった。出店す

る方も初めてなのでリスクがあるのね。ただ最初の

公共イメージの費用もあり、なるべくテナント料を安く

して、あとは水道・施設費がちょっとかかるんだけど、
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それも地区とかが応援してくれてやれたから良かった

けどね、お金の算段もできたから。でも、最初の250

万がなかったらちょっとやばかったかもね。

司会▶▶公共イメージのアップだけじゃなかったです

よね。

田中 ▶▶その中に、クロスプロモーションじゃないけ

ど、インターアクト、ローターアクト入れて、米山入れ

るっていうのは、最初から構想はありました。

司会 ▶▶近藤パストガバナーを始め、神野パストガバ

ナーにいたる歴代の方々が志を引き継いで下さいま

したね。

片山 ▶▶発案の福田さん、地区開催の決断と拡大の

田中・近藤両パストガバナー、承継・充実の加藤・服

部・神野の各パストガバナー、それに続く中心となる

実行委員会の委員長はじめ委員の面々、各分区のガ

バナー補佐はじめのロータリアン、インターアクトター

の応援等を得て当地区内外一丸となったポリオ撲滅

の募金等のイベント等々、当地区の一等地の真ん中

において、RI会長より日本ロータリーデーの名称まで

得て、当地区挙げての秋の恒例大奉仕活動事業に

なったことです。この十年を越えて長く語り継ぐべく

立てた記念碑と思います。

司会 ▶▶こうしたロータリークラブの取り組みが国の

行事にもなってますね？

片山 ▶▶そう、そう。思い出します。もう50年近くにな

るでしょうか、当地区豊橋のロータリークラブ（豊橋

北RC）から始まった5月30日を中心になされるごみゼ

ロ運動、地区の奉仕活動行事として日本に最たる行

事、日本全ロータリーばかりでなく、日本全国の環境

保全運動として定着しています。日本政府の提案に

より国連は毎年6月5日を国連環境の日と定め、日本

も同様環境の日と定めています。当地区は5月30日～

6月5日迄の1週間を強調するために、地区設定特別週

間として「環境保全週間」を設定することにしていま

すが、パストガバナーの皆さんは設定されましたかね。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーはインターアクトの活動

にも力入れていらっしゃいましたね。次世代を育てる

大切な活動ですね。

松前 ▶▶ 1987年に地区インターアクト委員となり、イン

ターアクトクラブの活動を推進しました。1990年には

地区インターアクト委員長となり、2760地区のインター

アクト活動で海外研修を始める事に致しました。毎年

夏休みにハワイ島に約30名を引率してホームステイを

行い大変喜ばれました。要望があった長野県のイン

ターアクトクラブも一緒のハワイ研修でした。各イン

タークラブより2名を選出、2ヵ月の勉強会の後、各地

域の高校の先生方が海外研修を推進して下さいまし

た。参加した部員からは、ハワイの研修でアメリカの

文化や語学研修が大変勉強になった、雄大なハワイ

の景色に感動した！と喜ばれ、毎年の実施を望む多く

の声があがりました。これを機に様々な高校でイン

ターアクトクラブが設立されましたが、愛知県立千種

高等学校、阿久比高等学校と進学校が参加して厚み

が増しました。その後、研修地はオーストラリアに変わ

りましたが、二十数回と継続し、発展している姿を見て、

海外研修に初めて取り組んだ私は感激しております。

司会▶▶田嶋パストガバナーは、公共イメージには何

が必要だと思われますか？

田嶋 ▶▶ 公共イメージって言うとついイベントに偏り

がちなんだけど、私がもっと強調しないといけないと

は思うのは、ロータリアンの質。もっと周知させるとか。

たまたま私はある俳句の結社に老人になって入って、

そこで仲間の人たちも会員になってもらったら、凄く

ロータリーに対する信頼っていうのをアピールしてく

れ、非常にまじめで、皆さんちゃんと実行してくれる。

約束したら実行してくれる。そういうロータリーの質

の良さをもっと知らせれば、会員増強もっと簡単にで

きると思うんです。

司会 ▶▶はじめに片山先生が俳句を読まれましたけ

ど、いろんなところで俳句のことを話されてますよね。

田嶋 ▶▶そういう面で公共イメージっていうのは、も

うちょっと補強しないといけないんじゃないかって気

がします。

田中 ▶▶そうするとクラブの中のロータリアンの質の

良さという原点に戻っちゃいますね。みんな集まって

フェスタをしたりするのにも、「ロータリアンの自覚」

とか、あんまり難しく言うとやめたってなっちゃう。

やっぱり、飴と鞭みたいに楽しいことがなければね。

田嶋 ▶▶クラブがいろんな人に働きかけて、ゲストで

呼んだりいろいろしないと、会員は増えないし、クラ

ブ会長が会員増強って言わないと絶対増えない。

やっぱりトップになる人が自覚してやらないといけな

いし、ガバナーとかガバナー補佐も会員増強って常に

言い続けないと会員は増えない。

司会 ▶▶どうなんでしょう、本音の話なんですが、日

本は女性ロータリアンが少ないですよね。心からもっ

と増えればよいと思っていらっしゃるのでしょうか？

田嶋 ▶▶私は増やしたいと思ってます。だって女性中

心で本来女性だけのクラブを作ろうとアイリスを作ろ

うと思ったんだけど、その話がたまたま東京の司葉子

さんの耳に入って、司葉子さんが盛田さんに、「女性

だけのクラブはダメよ。」って言ったものだから、盛

田さんも、「お前、まずいらしいよ、男入れよ」って。

結局、男性も入れたんだけど、やっぱり女性と男性を

比べると、女性の方が優秀。これはオフレコにしてほ

しいけど、完全に女性の方が質が高い。

司会 ▶▶私は名東ロータリークラブってところの初め

ての女性会員で、女性2人で一緒に入ったんですね。

絶対に1人はダメです。もうひとりがすぐ辞めてしまっ

たので、次に女性会員が入った時、とても気を使いま

した。私がいるからやめるみたいなことになったら大

変だと思って。なので、女性会員を入れられるなら

やっぱり複数から始められた方がいいと思います。

食事のスピードも違いますし、結構大変でした。

神野 ▶▶私も金沢東RCで女性2人に入ってもらった

んですけど、齢を重ねられた今でも頑張ってくれてま

す。今、女性の比率は1割かな、90、100人近くのうち

の9人です。

田 中 ▶▶ 都市は良いんですよ。経営者が多いから。

郊外は経営者が少ないんですよ。

千田▶▶女の人入れるには、男もいい男を入れないと

いけない。（笑）

司会▶▶いい女の人が入ってくると、けっこう男性がお

しゃれになる。出席率もよくなる。明るくなるし、いい

こともあります。だから、女性ロータリアンばっかり

じゃダメっていうのもわかるような気がします。

田中▶▶ 韓国にもあるね、女性だけのロータリアン。

田嶋 ▶▶日本もありますよ。

司会 ▶▶それでは、時間の関係で希望の風について

伺います。被災して消防士を目指す方などいろいろな

方がいるのですが、これはどのくらい続けようとお考

えですか？

近 藤 ▶▶ 基本的に田嶋年度の時に震災が起きて、

さっき田嶋さんも言われましたが、みんな最初、ガバ

ナー会を通して寄付したんだけど、そこから問題が出

て、寄付金を返せっていう地区と、使い道を考えてや

ろうという地区と分かれまして、その結果、10地区が

ファンドみたいにして、震災時にお腹の子も含めて、0

歳の子供が短大とか大学を出るまで奨学金を出そう

という話に決まりました。その時からずっとやっている

ので2011年から22年間のロングランです。だから私は

基本的に青少年奉仕事業じゃないかと思うんです。

千 田 ▶▶もしかして、そういうこともあるけれども、

やっぱり年はきっとかないといかんな、災害はどこか

でだんだんと出てくるし。

田嶋 ▶▶あのね、今ね、希望のファンドは資本金が4

億あるんです。地区が出した4億、それが減ってない

んです。毎年払うお金はその年度で寄付頂いたもの

で回っているんです。これをずっと続けてお金を貯め

ておいて、次の震災が起こった時にそれを拡大して

支援しようと言ってるのですが、ただ、希望の風を

作った時にいろいろ問題があって、ほんとにロータ

リーってこんなひどいこと言うかってことまで言われ

たのがあって、当時の人がまだ頑張っているわけ。8

年前の人がまだ頑張っているわけ。私は早くから近

藤さんにバトンタッチして、今度神野さんに。やっぱり

そうしないと長く続く組織は続かないよ。

神野 ▶▶でも、この前、2010年度組の皆さんが大いに反

省されながら、相当変えようという発言をされましたよ。

田嶋 ▶▶やっとですよ。私は最初から変えようと言っ

ているのに。

神野 ▶▶私が口火を切ったみたいだったんですけどね。

司会▶▶ 客観的に見ていると、さすがロータリアン、素

晴らしいことだなとしか思い浮かばなかったのですが。

田 嶋 ▶▶ いやー、ひどかったよ。集めたお金をガバ

ナーが山分けするとか、ありもしないようなことを言わ

れちゃって。あの時会長だった東京のガバナーは本当

に可哀想だった。集中的に叩かれたのがその人個人で。

神野 ▶▶ガバナー月信に昨日原稿を出し、今度載せ

てもらうことにしてあるので。こないだ僕はさっきの

ガバナーじゃないけど、わけわからず副委員長に代わ

れって言われて、代わったんですが、今おっしゃった

ように、あと正確には1億2千万です。私は2億と言っ

てるのですが、2億あれば33年までいけるのですよ、

今のペースで行くと。ただ、お話があったように、この

後ひょっとして大規模な、片親か両親がなくなっちゃ

うような震災があった時にそれをまた使えばいいじゃ

ないかと、何も正式名だけ変えればいいじゃないか

という声もあるし、今からエンディングを考えてやる

必要はないよっていう話にはなっているのです。で、

ルール・規則・制度が少しいい加減ってものも結構

あったので、この1年で相当変えて頂くっていうお題

いができ、さらに今年度の2580のガバナー会議長の

松坂さんも来てくれていたので、ガバナー会でも取り

上げてくれと。去年は17/34、今までに26/34地区が

この7年強の間に参加しているのですが、去年はちょ

うど半分の17ですね。あと17地区がほんの僅か、

さっきの1000円じゃないけど出してくれれば、十分に

やっていけれるし、もっと広い範囲でこういうことが

できるかもしれないという見方もあると思います。

田嶋 ▶▶だから、最初の人たちは変わって、どんどん

新しい人たちが新しい組織にしていけばいいんですよ。

片山▶▶財団になってる？

田嶋 ▶▶ 財団になってない。財団にすればいいよね。

明らかに公益性があるからね。

田中▶▶それで、米山とか同じような方向でもってい

けばね。

司会▶▶他に何か言い足らない事、こんなテーマなど

ございますか？お時間も少 と々なりました。

神野▶▶さっき私も地区の体制を変えた、強化したつ

もりだって申し上げたのですが、さっき片山先生が

おっしゃたように、ガバナー出せないと、千田さんみ

たいに2000万自分で出してもいいよって方は良いけ

ど、私もあとで気が付いたんですが、地区の予算を見

るとガバナーの活動経費みたいなのが、ほとんどな

いわけですよ。私は幸いクラブも支援してくれたから

よかったですが、小さいクラブからも平等に出しても

らおう、いい人を出してもらおうと思うと、そのあたり

を変えていかないとね。

司会▶▶そうですよね。

田嶋 ▶▶でも、実際ガバナー出してもお金なんてかか

らないよ、お金がかかるって言うのが信じらない。

神野 ▶▶ 事務局経費をガバナー事務所で持つでしょ。

それをクラブで結構持たないといけない。

田嶋 ▶▶ 事務局経費だって、ノミニー時代の事務局経

費がガバナーの負担になるだけであって、あとは間に

合いますよ。今度からノミニーも経費が出るようになっ

たでしょう、だから、ほとんどお金なんかかからないよ。

近藤 ▶▶片山先生がガバナーを務められた時に地区

副幹事、スタッフを親クラブ、兄弟クラブから出して

欲しいという依頼があり、私も地区副幹事で出向し

たんですが、あれも1つの手だと思うんですね。今も

松坂さんの話が出ましたけど、第2580地区全体の事

は分かりませんが、ガバナーと地区幹事と地区副幹

事が違うクラブに所属しているんですね。神野さんと、

ここの地区ではそんなこと考えられないなと話してい

たのですが、そういう地区も実際あるんです。だから、

もう少し実態を調べていくと意外とガバナーと他の

人達が違うクラブ、つまり、本当に地区で優秀な人達

を引っ張ってくるっていうんですかね、基本的にはそ

うだと思うんだけど、今本人だけじゃなくってクラブが

後押ししないといけないというルールがありますよね。

だから、さっきの加藤さんじゃないけど、実際、有能な

人はいるけど、クラブが駄目って言ったらガバナーに

なれないので、そのあたりの仕組みっていうか、考え

方をかえなければいけないかもしれないですね。それ

で、私も有能な人がガバナーになって、それを取り巻く

地区幹事とか地区副幹事がまた優秀な人が出てくる。

優秀というか、やる気というか、非常に前向きというの

ですかね。すごいですよね、第2580地区というのは。

田 嶋 ▶▶すごい成功しているんですよね。若いガバ

ナーが出るようになって。

千田 ▶▶ただ、その地区の人がやってくれないといか

んよね。パストガバナーがちゃんと責任もって、バック

アップとか出すのも。

田嶋 ▶▶クラブで潰しちゃう。早く名前が出ると潰し

ちゃうんだよ。

田中▶▶でも、クラブの推薦がないと困るよね。

司会▶▶そりゃそうですよね。でも、小さいクラブが2

つでガバナーを出すっていうのはどうなんでしょうね。

神野 ▶▶どっちも小さければ難しいと思いますよ。ガ

バナー補佐の選出の仕方も結構大きな課題になって

ると思うんですよね。

田中 ▶▶ 他の地区と違うね。他の地区はガバナーが

推薦して組織作っちゃうもんね。

千田 ▶▶ガバナー補佐ってもうちょっと、ガバナーの

意向が反映するようにすると楽だわな。各地区からき

て、その人にいろいろお願いしないといけないし。

神野▶▶でも、それはね、4、5年かかりますよ。

司会▶▶ 時間も来ましたので、そろそろ締めを・・。平

成最後の10年間の最初のパストガバナーとして、片山

パストガバナー、10年を総括していただけますか。

片山 ▶▶それは少々荷が重いので、私の独断の感想

4点ほど述べさせていただきます。1つ目ですが、現在

までの30年間を振り返りますと、ちょうど平成30年間

とほぼ重なっています。この30年間を10年ごとに3分

割してロータリーの変化を見てみますと、平成10年ま

でロータリーは右肩上がりでした。しかし、平成後半

の20年間は右肩下がりで受難の時期でした。そのよ

うな中、RIは職業保持の原点を外し、会員に会員増

強と寄付・年会費の増強を絶えず求め、遂には職業

奉仕を事実上5大奉仕部門から下ろし、社会奉仕部

門に合流させるという話も聞き、私のガバナー年度の

地区方針でもあった「持続可能な前進」のまさに逆

を行っているように感じられました。2つ目は、斎藤直

美（豊田RC）2006年度パストガバナーを2016年度・

2017年度のRI理事として当地区から初めて輩出した

という、2760地区ロータリー愛知85にとって重要な

出来事がありました。当地区の将来にとって、計り知

れない啓蒙的な影響をもたらし、永く記憶されるべ

き出来事だと思われます。それ以外にも、5年ほど前

に名古屋から始まり、年々盛大に開催されている

WFF、50年前に豊橋から始まり、定着したゴミゼロ

運動、この2つの奉仕活動を一対として春期・秋期の

2大奉仕イベントとして将来に受け継がれるようにし

なければならないと思います。3つ目として、反対に残

念なのがポリオ撲滅運動のことです。1987年に当地

区でポリオプラスというプログラムが採り上げられ、

委員会が設置されました。私の年度に、ポリオ撲滅

の為に今後3年間に同額の寄付を提出することを条

件にゲイツ財団から1億ドルを受け取り、全会員に寄

付を再度求めてきました。しかし、最初の同額寄付か

ら10年経った現在でもその決着がついておりません。

いずれ数年のうちに撲滅宣言が出せると信じていま

すが、次の10年に申し送りをしなければならない事

は、私にとって本当に忍びない事です。4つ目は、ロー

タリーの組織・権限の問題です。組織は大きくなれ

ばなるほど、権限の集中が必要です。しかし、ロータ

リーの基礎は、クラブとその会員が底辺にあり、地域

と密着したクラブの独立自存があればこそです。RI

は権限の一部をガバナーあるいは地区に、ガバナー

はガバナー補佐に委任・譲渡する事が必要ではない

かと思います。私もガバナー補佐に一部権限委譲・ガ

バナー補佐の推薦事項・分区運営要領などを地区便

覧に記載し、口頭でも定着を推奨しました。しかし、

ガバナーは単年度官なのでなかなか難しく、本来は

地区大会で出来ると良いのですが、それも難しい問

題があります。近藤年度に「地区審議会」が活動でき

るようになりましたので今後は地区審議会を活用し、

大いに議論したいと思っています。

司会▶▶貴重なお話ありがとうございました。大変勉

強になりました。
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司会▶▶本日はお忙しい中、誠にありがとうございま

す。この座談会は2008年～2017年の10年間の中でガ

バナーをお務めになった皆様にご参加頂きました。

担当された年度の順に、取り組まれた事や課題など

について忌憚のないご意見を伺いたいと思います。貴

重なご意見からこれからの10年に向けての指針が見

えてくるかと存じます。それでは、まず2008年から

2009年度のガバナー、片山パストガバナーからお願

い致します。

片 山 ▶▶ RI会長の

テーマ“夢をかたち

に”それを受けて、

私の方は“持続可

能な前進！”という

地区方針で、サブと

して“ロータリーに

心を”という歌を作

りました。読んだ人

からは、とても良い歌だと好評を頂きました。“ロータ

リーに心を注ぎ　ロータリーに心を開く　ロータリー

を心に受け止め　ロータリーを心に住まわす　ロー

タリーの心をみんなで考え　ロータリーの心を静か

に思う　ロータリーの心は我等の心　ロータリーの

心は世界の心”という内容をテーマにした歌でした。

司会▶▶歌を通すとロータリーの理念が心にスーッと

入ってきますね。ところで、地区大会の時、私も関係

者だったのですが、ゲストは小泉純一郎さんでしたね。

片山 ▶▶ 名古屋名東クラブさんのお世話で、小泉さ

んに来て頂いたからあれだけの会員が地区大会に集

まってくれました。

司会▶▶本当に多くの会員が参加されましたね。

片山▶▶大いに盛り上がり良かったです。

司会 ▶▶この地区大会は悲しい出来事があり、片山

パストガバナーも心を痛められた事でしょう。

片山 ▶▶忘れもしません、RI会長代理とロータリー

ミーティングの特別講演のためお越し頂くことになっ

ていた佐藤千壽さん（東京東RC）の突然の訃報です。

地区大会の4週間くらい前に2回ほど東京でお目にか

かりました。当時佐藤さんは90歳でこれからヨーロッ

パ旅行に行くと伺い、「元気で行って来てください

ね」と、笑顔で挨拶を交わしました。ところが、地区

大会の20日くらい前、突然訃報が入りました。クルー

ズの最中にドクターがいなくて助からなかったとお聞

きしました。ロータリーミーティングの特別講演は、そ

の講演原稿が親友の圡屋亮平パストガバナー（松戸

RC）に託され、圡屋さんが代読されました。今でも忘

れられない出来事でした。

司会▶▶また、ロータリー愛知81にちなんでの昼食会

は皆さんに喜ばれましたね。

片山▶▶そうですね。公式訪問に行く多くのクラブで、

古参会員の方々が心なしか、さみしいお顔をしておら

れるのを見かけるものですから、この機会にと思って

第１日目のRI会長代理を囲む昼食会に招待した訳で

す。「ロータリー愛知81」にちなんでと言われるのは、

RIが事務的に当地区に付けた名称は「RI第2760地

区」ですが、私は当初より当地区が胸を張って自称

できる当地区の名前を「ロータリー愛知81」としまし

た。この名前を、ガバナー月信をその巻頭言として発

行した地区誌にも使いました。これは地区の機関誌

の役割と地区内各クラブ間の親睦誌の役割を担う双

方向の雑誌です。81という数字はその年度の当地区

全クラブの数です。招待しました古参会員の年が81

歳以上というのは、これ未満の歳では、該当者が多

過ぎてこの81を借りたのです。

司会 ▶▶ロータリーの方は若 し々いので81歳以上の

会員の皆様が元気に沢山お越し下さいました。片山

パストガバナーありがとうございました。次は2009年

大澤年度ですが大澤輝秀パストガバナー（豊川RC）

は、平成16年９月に逝去されています。ご冥福をお祈

り申し上げます。それでは、続きまして、クールビズを

提唱されました、２010年から2011年度のガバナー、

田嶋パストガバナー、お願い致します。

田 嶋 ▶▶ 私の時の

RI会長は、レイ・ク

リンギンスミスさん

というアメリカの方

でした。会長のテー

マは“地域を育み、

大陸をつなぐ”でし

た。私の年度の特

徴は3つあります。1

つは、ロータリー財団のフューチャービジョンが始

まった年です。当地区がパイロット地区になっていま

した。もう1つは、戦略計画ストラテージックプランを

日本では「長期計画」と訳していましたが、試行錯誤

を経て、今の戦略計画という名称に変更し、始まりま

した。最後の１つは東日本大地震が起きた年という

ことです。

司会▶▶あの東日本大地震が起きた年ですね。

田嶋 ▶▶最初は未来の夢計画という名前で始まっ

たのですが、夢という表現に異論も多く、協議を重

ねた末、フューチャービジョンという名前になりまし

た。私の頃は、RIの表現をアメリカはアメリカで直し、

日本は日本で直すスタイルで、日本流は受け入れやす

い表現に変えているのではないか？という指摘も多く、

本場アメリカの表現に戻したということです。フュー

チャービジョンでは、新しい地区補助金について皆さ

んのご理解を頂き、いかに活用して頂くかということ

を一番大きな目標としていました。

司会▶▶ 確かに日本語に直すと本来の意味が曖昧に

なる場合もありますね。また、医療支援にも熱心に取

り組まれてましたね。

田嶋 ▶▶ 深谷地区財団委員長と一生懸命取り組んだ

のが、グローバル補助金を使った医療支援です。アメ

リカのヒューストンと交流したのが当地区の医療支援

の始まりで、しかも、グローバル補助金を使った医療

支援というのは、当時本当にまれで、この地区の大き

な成果の1つだったと思います。それから、戦略計画

については、公式訪問でお話してもほとんど何も知ら

ない人ばかりという状況の中で、いかに皆さんに存在

を知って頂くかが課題でした。

司会 ▶▶そして、この年度は日本は未曾有の出来事

がありました。

田嶋 ▶▶そうです、東日本大地震が1番の問題でした。

地区としてはいずれも1人1,000円以上という形で1次

支援、2次支援を行いました。諮問委員会では1,000

円では金額が少ないんじゃないのか？という意見も出

ましたが、会員の皆様が企業でも多額の義援金を出

されて、個人でもロータリー以外に寄付されている事

を考えて出した金額という趣旨を説明し、この金額で

やりましょうということになりました。最初、2,000万

円ほど集まり、希望の風奨学金に全額協賛致しまし

た。２次支援では宮城岩手の地区と千葉県の地区と

もう１か所に配分致しました。その他、ヘリコプター

の支援も致しました。これは、地区大会をやって頂い

た「あまクラブ」が余った1,000万円を地区に返却して

くれたので、そのままヘリコプターの支援金に使いま

した。孤立した所に食料を運んだり、薬を運んだり、

１ヵ月くらい活用されました。それでもまだ余りが出て

いたので、軽トラックを買いたいという支援組織に活

用致しました。

司会 ▶▶田嶋パストガバナーありがとうございました。

東日本大地震が起きてからのガバナーの取り組み方

は、本当に心を打たれるものがありました。それでは、

引き続き、松前パストガバナーお願い致します。松前

パストガバナーは、2011年から2012年までガバナーを

お努めになりました。震災後の大変な年でしたが、

ロータリークラブの力、絆の強さを再認識されたので

はないでしょうか。RC会員歴が半世紀以上と伺いま

した。色 な々思い出がおありかと存じます。

松前 ▶▶ 私は、1967年に一宮北RCに35才で入会し、

この50年間で、1990年には一宮中央RCの初代会長

として設立に尽力

出来たこと、そして、

2011年～2012年に

は2760地区のガバ

ナーとしてお務めが

出来た事を嬉しく思

います。

司会 ▶▶ 松前パスト

ガバナーのご経歴

を伺いますとすべてに「初」が付き、意欲的な取り組

みが伝わって参ります。2760地区にロータリー・リー

ダーシップ研究委員会（RLI）を導入されたのも初め

ての試みでしたね。

松 前 ▶▶ ロータリー・リーダーシップ研究委員会

（RLI）は新会員と未来のクラブリーダーの研修の

ためにアメリカで草の根運動として開発されたプログ

ラムです。日本でも各地区で急速に採用されつつあり、

双方向性とディスカッションリーダーDLに特徴があり

ます。私がガバナーに就任して最初の諮問委員会で

導入を諮り、認められて誕生しました。全国では6番

目の導入でしたが、RLIはまだ馴染のない時代でした。

ロータリー・リーダーシップ研究会の目的は、ロータ

リーの理解を深め、クラブを活性化すること。目的達

成の為に、日本では15地区でRLIの研修が行われ、

成果が上がっています。講義による教育ではなくディ

スカッション方式でリーダーの知識、考え方、創造性

を引き出します。

司会▶▶ 埼玉の中村先生には私も熱心にご指導を頂

きました。度々お越し頂いていますね。

松前 ▶▶ 2760地区は中村靖治国際ロータリー研修

リーダーが熱心にご指導下さり、地区研修の方が真

剣に勉強された結果、多数の方がディスカッション

リーダーになっています。私もガバナーエレクトの時、

妻久子とアメリカ・サンディエゴで1週間、コの字型の

RLI方式で飛び交う質問に、絞られました。現在

2760地区ではこのRLI方式に磨きをかけ改善し、有

用な研修として成果を上げていると聞いております。

この研修でロータリーへの理解が深まり、クラブが

活性化することが期待されます。ロータリーをより理

解し、ロータリーを心から愛するロータリアンが増え、

今後の100年もロータリーが益々発展する事を願って

おります。

司会▶▶ 4430地区ブラジルを訪問されましたね。

松前 ▶▶ 1988年度以降永く中断していた研究グルー

プ交換GSEを1997年度犬飼パストガバナーが再開さ

れ､私が委員長に任命され、当時の犬飼ガバナー、

片山地区幹事（片山パストガバナー）と総勢10名で

GSE研究グループの派遣先であるブラジル4430地区

を激励訪問いたしました。懐かしい思い出です。ちょ

うどこの年は、ブラジルへの移民90周年という節目

の年でした。そこで、各クラブから寄付された書籍１

トンを船便で送りました。この訪問はブラジル日本文

化協会に寄付する贈呈式もかねていたのです。24時

間を費やし、一行がサンパウロ空港に降り立ったのが、

5月13日早朝4時30分。訪問先クラブの会長や多くの

方々に迎えられてホテルに向かいましたが、GSE研究

生として来ていたサンパウロ軍事警察大尉ルイス君

の装甲車に前後を守られ、赤色灯を回転しながらの

移動。ガバナー一行への配慮に感謝しております。

司会▶▶疲れも飛んでしまう歓迎ぶり、嬉しいですね。

他でも熱いもてなしを受けたそうですね。

松前 ▶▶ 仮眠の後、日本人街に例会場を持つ日系ク

ラブ会員の多いリベルターデRCを訪問し、熱い歓迎

を受けました。その後文化協会に赴き、日本文化協

会山内会長に犬飼ガバナーから図書一式贈呈の目

録が渡されました。翌日は、サンパウロ・レステRCを

訪問しここでも熱い歓迎を受け、4430地区大会会場

に移動し、前夜祭を楽しみました。当時の4430地区

ガバナーは日系2世のKazuhiro Moriガバナーでした。

大会当日、我々一行は日本国旗を振りながら入場。大

きな拍手を今も覚えています。各クラブが順に旗を掲

げて入場行進する姿にも力強い息吹を感じました。

翌日はMoriガバナーよりレセプションに招かれ、一連

の行事終了の安堵感もあり、とても和やかな時間を

過ごしたことを鮮明に覚えています。その後、イグア

スの滝観光に向かいました。ブラジルとアルゼンチン

にまたがる落差80M、幅4キロの景観は圧巻でした。

最終日は、リオデジャネイロにも足を延ばしました。

2016年のリオ・オリンピックでコルコバードのキリスト

像が映し出されるたびにブラジル訪問を思い出して

おりました。往復2日間以上という10日間はハードで

したが、ブラジル訪問は実り多く思い出深い旅のひと

つとなりました。

司会▶▶そういえば、松前パストガバナーはある数字

に深いご縁があるそうですね

松前 ▶▶私は母校の大阪歯科大学の学籍番号が22

番でした。そして、一宮北RCの22代目の会長を務め

ました。ガバナーセミナーに指名されたのが2009年3

月22日でした。第2760地区の第22回インターアクト大

会に出席し挨拶の機会を頂きました。インターアクト

クラブは私の心の故郷であります。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーありがとうございました。

それでは、2012年から2013年度のガバナーでいらっ

しゃいました、千田毅パストガバナー、お願い致します。

千 田 ▶▶ 私の時は、

たまたま幸いなこと

に国際ロータリー

会長が田中作次さ

んで、R Iテーマが

“Peace Through 

Service 奉仕を通

じて平和を”でした。

司 会 ▶▶ 田中作次

RI会長との思い出で印象に残っている事は何でしょうか。

千田 ▶▶一番の思い出は、ロータリーの世界大会の

時のことです。ガバナー会をやろうという事になりま

したが、一番の問題は田中RI会長が参加してくれる

かどうかでした。そこで、全権を握っているRI秘書の

ベティさんという女性に交渉したのですが、直前まで

参加が不明のまま…。ところが、当日、田中RI会長が

来られて、皆びっくり！しかも、財団委員長なども連れ

てお越こしになったので、椅子が足りずバタバタと大

慌てして準備したのが印象に残っています。私共は

150人くらいで参加しましたが、田中RI会長は感激し、

喜んでお帰りになられました。また、同期のガバナー

が年1回集まって日本各地を廻るのですが、3回目の

時に田中RI会長が、「2012年度の会だから私も参加

する」と言われ、その会費を求めたところ、「これぞ

ロータリー」と言って、喜んで払って下さいました。

司会 ▶▶千田さんがガバナーになられた年は、震災

の翌年でしたね。

千田 ▶▶そうです、大震災の翌年でした。1月の研修

会で行った、カナダのトロントの方に一緒にやろうと

声をかけていただき、VTTの時に参加して頂きまし

た。その時、たまたま隣に座っていたのが、2750地区

の宮城・岩手の小野寺さんでした。その際、「お金を

集めるのは誰でもできる、我々はちゃんと震災孤児に

手渡したい」と小野寺さんにお願い致しました。あの

時は現地も混乱して色々大変だったのを被災地に視

察に行った時に実感致しました。30人の子供たちが

高校を卒業するまでにかかる4,800万円という金額を

集める為に、毎週500円ずつ集める提案をしましたが、

はじめはうまくいかず、幹事などに足りない分はガバ

ナーがもたないといけないと脅されました（笑）結果、

全額集まりましたが色々大変でした。

司会▶▶地区の目標など6つ挙げていらっしゃいます

が、沢山達成されていますよね。その中の高校生支

援で、甲子園に出場を果たした、仙台育英高校の球

児の中に孤児がいました。両親は他界し、お祖父さ

んの所から高校に通い、甲子園で3番打者として活躍

しました。1回戦で負けてしまったのですが、千田さ

んの応援が陰でありました。

千田 ▶▶地区と地区との交流では、抽選の結果、名

古屋クラブと奥三河クラブがメークアップする事にな

り、中日新聞の大島さんから「千田さん、えらいこと

になった！」と電話で心配を頂くほど、離れた地区の

クラブが交流することとなりましたが、その交流は2

～３年続けることができました。

司 会 ▶▶千田パストガバナーありがとうござました。

続いて、2013年度ガバナー田中正規パストガバナー

お願い致します。

田中▶▶会長になっ

ても知らないことば

かりで、地区に入っ

て改めて、凄い！と

驚くことばかりでし

た。ノミニーとして、

「お前また来たか！」

と言われるほどしつ

こく千田さんの後に

くっついて見聞きしている間に分かることがありまし

た。それは、ロータリーでは“はい”と“YES”しかな

いということです。「やろうよ！」と言った事は情報を

集めてやらないといけない、それが皆が前を向く事、

止めたらそれで終わり。私も思った事をとりあえず

やってみようと思いました。ある時、公共イメージの

コーディネーター「ロータリーの友」編集長の二神さ

んとお話しする機会があり、その時の話題から、地区

全体でやれるフェスタ、日本で初めてのロータリーの

ワールドフェスタを開催しよう！と私は思いました。皆

さんの協力のもと、思った以上に素晴らしいフェスタ

を開催できました。その後、近藤さんが形を作ってく

ださり、日本のロータリーでできました。そのきっかけ

に少しでもなれたのが良かったと思います。最後に、

任期の終盤に色 な々国に行きましたが、それが楽しい

思い出になっています。

司会▶▶どんなところに行かれましたか？

田中▶▶ベトナム、タイ、フィリピンは2回、隠れてモン

ゴル。つい最近はラオスに行きました。皆さんの友情

の支えもあり、色々な国へ行くことができ、非常に充

実した年度だったと思います。もう１つ印象的な出来

事として、同期のガバナーがEクラブを教えてくれた

事です。会費も安く、例会をホームページで行えるEク

ラブは、若い人も多く、クラブのイメージを変えたクラ

ブで面白かったです。

司会 ▶▶やはりイベントをやらないと、テレビ局や新

聞社の方々はあまり来てくださらないですよね。

田中▶▶私がテレビ局等に行ったのは最初の挨拶ぐ

らいだけでしたが、色々な人を引っ張りだすことは良

いことだと思います。たまに顔を出すと、ロータリーは

こんなことをやっているのか…とロータリーの活動を

改めて知って頂けました。

司会 ▶▶はじめのうち、ロータリーのことはあまりPR

してはいけないと教えられたのですが…。

田中 ▶▶それで、公共イメージコーディネーター補佐

としてお話させて頂きました。

司会▶▶希望の風などはどうですか？

田中▶▶希望の風は私ではなく、田嶋さんが担当してい

ます。希望の風は今も続いていて素晴らしいと思います。

司 会 ▶▶ 学生さんの喜びの声や手紙を拝見すると

ロータリアンになって良かったとしみじみ思います。

クラブでもお弁当箱支援といって、お弁当箱に色 な々

ものを詰めて、被災者の方に送り、そのお礼に折り紙

の花やお手紙をいただいたりしました。田中パストガ

バナーありがとうございました。それでは、2014年度

のガバナー、近藤雄亮パストガバナーお願いいたしま

す。パストガバナーの年度のガバナー月信の7月号は

熱田神宮ですよね。

近 藤 ▶▶たまたまう

ちのクラブに熱田

神宮の宮司さんがお

られ、写真を使わせ

てくださいと頼み、

毎回、熱田神宮に関

連する何かの写真

を使わせて頂きまし

て、最初から最後ま

でシリーズで載せました。私の時のRI会長は、ゲイ

リーC.K.ホァンさんという台湾の方でした。彼の考え

方のベースになっていたのが「儒教・孔子の教えです。

ロータリーがSNSを含めデジタル化していく中、アナ

ログ的なものを大切にされる方で、そういったところ

に私も共感しました。彼は“ロータリーに輝きを”とい

うテーマと5つの強調事項、つまり、“地域社会でロー

タリーの存在感を高めること・会員増強・ポリオ撲

滅・クラブの強化・ロータリーデーの実施”で始めま

した。この強調事項は今でもずっと続いています。当

時の私にとって歴代ガバナーの皆さんは雲の上の存

在。ガバナーノミニーに指名される場に臨んだ時、近

寄りがたい雰囲気がありました。そのような思いから、

もう少し目線を下げてロータリアンの中に入りたい、

堅苦しいことはやめて、メークアップに来たメンバー

のような近い距離感で本当の姿を見たいという思い

から色々考え、計画を立てました。結果、例えば「単

独でガバナーの公式訪問を初めて受けました」とか

「親クラブと一緒だとなかなか本音で話すことがで

きない」といったような声を聞くことが出来ました。

司会▶▶ 確か近藤パストガバナーの時、クラブをまとめ

て回るのではなく、ひとつひとつ訪問されたのですよね。

近藤 ▶▶はい、地区内全84クラブを個別に公式訪問

をしました。メンバーの数が少ないクラブも多いクラ

ブも皆さん本当に一生懸命ロータリー活動をされて

いて、素晴らしいと感じました。色々大変な面もある

けれども、この地区のクラブは本当に良くやってくれ

ています。何でもそうなのですが、一旦外に出てみる

と、中では分からない事が見えてくる。素晴らしさが

良くわかる様になる。ゲイリーC.K.ホァンさんのアナ

ログ的思考というか、情といいますか、それが地方に

あるんじゃないかなと思います。私はロータリーとい

うのは、ひと言でいえば…感動、感動をシェアするこ

とだと思うのです。こういうことをずっと言って回った

わけです。いろんな理屈やロジックを立てても感動

がない。そういったものだったら誰もついて来ないし、

仮にその場でついて来ても後は知らないという形に

なってしまいます。感動があれば、自分も仲間に入り

たい、これぐらいのお金を出してもいいなという気持

ちになります。そういう風になっていくといいなと思い

ます。先ほど田中さんが「自分は人が色々言ったこと

を取り上げた」と仰ってました。その中の１つ、WFF

(ワールドフードふれ愛フェスタ)を引き継ぎ、我々の時

は最初からやろうと組織を作り取り組みました。そう

したら、タイミングよく、ゲイリーC.K.ホァンさんの強

調事項の１つ“ロータリーデーの実施”というのがあ

りました。当時のRI理事の北さんからも昨年第2760

地区のプレゼンを見たら素晴らしいことをやっている

ので、是非ロータリーデーをジャパンロータリーデー

愛知として実施をしてくれないかという話を頂きまし

た。シニアリーダーは自分がまとめるからお前は同期

ガバナーをまとめろという事になったのです。結局、

100人以上のシニアリーダーの方々がWFFに参加を

してくれました。田中さんが始めた事を2年目である

程度形ができたかなと思います。

司 会 ▶▶ロータリー

デーというのは、その

時から始まったので

すか？

近藤 ▶▶そうです。ゲ

イリーC.K.ホァンさ

んが自分の強調事項

で提唱したのです。

世界中に、クラブ単

位でもいいし、地区単位でもいいし、あるいは国単位

でもいいから、とにかくやってくれと。私は各クラブ単

位で是非やって下さい。これはガバナー賞の対象に

します！とやったのです。地区単位ではせっかく田中

さんが地区の大きなイベントをやってくれたので、そ

れをジャパンロータリーデーに育てる決心をしました。

ゲイリーC.K.ホァンさんの強調事項、北RI理事の薦

めもあり、ちょうどタイミングが合ったのですね。それ

からもう1つ。“ロータリーは何だ？”とか陰で色々文

句を言う声もありますが、言いたいことがあるのなら、

RIには3年に1度開催される規定審議会というのがあ

るので、そこへ第2760地区から物申す！と、意見を出

したらいいんじゃないのか、その為の規定審議会で

すから。そして地区内クラブに立法案提出のお願い

をしました。地区の色々な問題を取り上げて会長さん

たちに諮る地区審議会と立法案審議委員会というの

を作り、片山先生、田嶋先生と相談しながら3人で地

区審議会規約を作りました。それが今実行されています。

司会 ▶▶もう１つ、IT委員会で地区で初めてHPを作

られたとか。

近藤 ▶▶ホームページは前からありました。尾本さん

が非常に熱心に取り組んでくれていました。地区で

形に出来たのは、いきなり出来たのではなくて、思い

とか色々な下準備があったからです。尾本さんの不

断の努力のお陰だと思っています。私のような者でも

ガバナーを務めることが出来たのはゲイリーC.K.ホァ

ンさんの「儒教・孔子の教えの下、アナログ思考でや

る」この理念があればこそです。また、片山先生がガ

バナーをお務めになられた時、ガバナー補佐としての

私をご指導して頂いたこと、その後も色 ご々指導を頂

いたお陰と片山先生には大変感謝致しております。

計算で繋がっているのではなくて、情で繋がってい

る関係は素晴らしい力になると私は思います。

司会 ▶▶近藤パストガバナーありがとうございました。

では、2015年度のガバナーでいらっしゃいました加

藤陽一パストガバナーお願いします。

加 藤 ▶▶ 私の時は、

スリランカのK .R .

ラビンドランさんと

いう方がRI会長で

した。英語で“Be 

a gift to the world”

サンディエゴでの国

際協議会で“世界

へのプレゼントにな

ろう”と訳されましたが、はっきり言って何を仰ってい

るのか分かりませんでした。同期のガバナー連中とこ

れは何を言ってるのだ？？と色々話し、プレゼントは、

たぶん奉仕のことだろうなと、同期のガバナーとそう

解釈しようということになり、サンディエゴから帰って

きました。K.R.ラビンドランさんは、アジアの中でのは

じめてのスリランカの方ですから、どうもイメージが

湧かず、このRIテーマも皆さんにどうお伝えしようか

…とちょっと苦労しました。

司会 ▶▶加藤パストガバナーは、お父様もロータリア

ンだったのですね。

加藤 ▶▶そうです、親父も瀬戸クラブで会長をやって

いました。その頃、斎藤先生が仰っていた「原点回

帰」の話に感銘を受けました。最近ロータリーが原点

というか根本がわからなくなってきたのではないか…

という私自身の心情もあり、見直しをという意味で、

早速先生にお話しして了解を頂き、原点に帰りたいと

お話を申し上げて、ずっと講習をやったのです。

司会▶▶ガバナー時代、思い出に残ることを教えてく

ださい。

加藤 ▶▶田中さんの資料を基に34クラブ訪問いたし

ました。クラブとの交流、私自身の交流もそこそこや

らせて頂いたつもりでおります。WFFに関しては、田

中さんから近藤さんに受け継がれ、私の時はだんだ

ん形になってきました。私の時から企業協賛にも力を

入れて、600万か800万円を頂戴し、去年が1,000万円

くらいでした。ロータリーを世間に広めるという意味

もあり、だんだん大きくなっています。特にエンドポリ

オに関しては、売り上げもだいぶ上がってきています。

たまたま国際奉仕委員会の方と一緒にVTTでインド

ネシアに行く機会があり、ジャカルタの劣悪な環境に

いる子どもたちを訪ねました。学校も行けず勉強もで

きないヒンズー系の子供たちを援助していたのは、イ

ンドネシアの方達。この出会いを機に私たちもやって

いこう！と、ポリオ500万円、あと400万円プラス地区

のクラブから拠出されたお金を使って、やり始めたの

です。ぼちぼち卒業しないとと思っているのですが、

今もWFFの実行委員長をやらせて頂いております。

WFFを通じて、ロータリーは世間に、そして日本中に

広がったのではないかと思っております。ガバナーと

して小難しいことはやった覚えはありませんが、

WFFが私にとっては一番の思い出かなと思っています。

司会▶▶やはりそういう努力があって、いろんな学生さ

んの支援などが出来るのですね。先ほど、千田パストガ

バナーの時にお話した、仙台育英高校の千田君の記

事は加藤パストガバナーの時の月信9月号に出ておりま

して、「花巻東高硬式野球部の千田京平君、亡き母と

「再会」信じ」という風に書いてありました。加藤パス

トガバナーありがとうございました。それでは、2016年

度ガバナー、服部良男パストガバナーお願いします。

服 部 ▶▶ 2 0 1 6年度はジョン・ジャームRI会長の

“Rotary Serving Humanity”というRIテーマでス

タートしました。丁度この年はロータリー財団100周年

という記念すべき年。100年前にアトランタで開催し

た国際大会を100年後にもう一度アトランタで！という

大きなテーマがありました。もう１つのテーマは、RI

の戦略計画を当地区にどのように持ってくるか。当地

区にはRIの戦略計画がありませんでした。従って当

地区の良いところと課題を分析し、良いところは、そ

のまま伸ばし、課題に関しては戦略計画を立て持続

可能にすることがテーマでした。一番の基本は、10

年後もこの地区が輝き続けるために1年間何をすれ

ばいいのかという事です。そこでまず、地区の戦略を

作るため戦略計画委員会を作りました。そしてもう１

つ、広報、ITを一緒にして、公共イメージ向上委員会

を設立させ、戦略計

画の中でも大きな部

分であるロータリー

の認知度と公共イ

メージの向上を図り

ました。それからも

う１つ。研修委員会

を再度新設し、その

下にRI実行委員会

を分けて、研修をさせて頂きました。これが大きな地

区に対する戦略計画です。あとは、地区としての財団

の取り組みがしっかりしていた為、未来の夢計画に

始まる延長の100年を是非！ということで、大変高い

数字を掲げました。一人180ドルを財団に寄付し、結

果、目標を達成することができました。ジョン・ジャー

ムさんは、ポリオ、財団の経験が非常に深い方です。

そういう意味でも皆様方に大変感謝しております。ア

トランタで100周年を祝おう！をテーマにした大変忙

しい年でしたが、皆さんと一緒に色んなことをさせて

頂きました。深く感謝申し上げます。もうひとつ良かっ

た事は、2750地区と会員が良い競い合いをした結果、

最後に１つ新しいクラブが出来た事です。結果的に

34地区の中で一番多く会員が増えた事も皆さま方と

の１つの成果だったと考えています。

司会 ▶▶ 服部パストガバナーありがとうございました。

それでは、まだ記憶も新しい、2017年度ガバナー、神

野重行パストガバナーお願いします。

神野 ▶▶私がロータリーに入ったのは金沢東でした。

石川・富山地区の金沢ですが、2610地区のガバナー

という方がどういう存在か、ロータリアンとして全く意

識せずに6年いました。それで、名古屋に戻ってもう

一度名駅ロータリーに入った年が2008年7月。今考え

ますと片山ガバナーの年度で、2760地区で再入会し

ガバナーという存在があるということをはじめて知っ

たぐらいで、全く知らずに6年いたなという思いがしま

した。ガバナーの公式訪問は、西クラブと一緒に受

けていましたが、自分のクラブに来られたという感じ

が薄く、公式訪問に対してもあまり意識しておりませ

んでした。まして地区への出向や、ガバナー補佐を引

き受ける事も、クラブ幹事の経験もなく、ロータリー

の地区の動きも全く知らずにいた私が、いきなりガバ

ナーということで大変驚きました。なので、先輩たち

とはずいぶん感覚が違うと思っております。私は千田

パストガバナーには学生時代からご指導頂いており

ます。また、両親の関係で存じ上げている方ばかりで

す。しかし、ガバナーという意識で拝見したのは、私

がクラブ会長の時の田中ガバナーが初めてでした。

公式訪問の時にガバナーの存在を目の当たりにして、

凄い人なのだと思いました。親の西クラブと一緒だっ

たのですが、大きな先輩、親クラブでありながら、結

構ガバナーというのはビシビシ言われるなと。私ども

は子クラブにも関わらず、大変褒めて頂いて恐縮した

ものです。ガバナーは、凄い存在なのだということを

初めて肌で知りました。そんな頃です、私の高校の同

級生の近藤さんがガバナーをどうも引き受けるようだ

と話を聞いて、よくそんなことをやるな～と言ってし

まった覚えがあるのです。そういった中で、去年ガバ

ナーを引き受ける事となったのです。イアン H.S ライ

ズリーさんは“変化をもたらす”をテーマに、確か

ロータリーそのものが大きく変わったというお話をさ

れていたのを聞き、変化の時代だから、何かをやろう

と考えて出来ないだろうかと思いました。一番に思っ

たのは、ロータリーのイアン H.S ライズリーさんのこ

の言葉です。「ロータリーとは何か。何をしているのか

ということをもっと世の中に知らしめてほしい。」そこ

で、公共イメージ向上というものについて、自分がで

きる範囲でやってみようと思ったのです。1つはマスコ

ミや地域の皆さんへの働きかけ。もうひとつは、地区

ガバナーとロータリアンの距離感というのをできるだ

け縮めるという事を考えました。ガバナーは一般ロー

タリアンにとって遠い存在というか、私自身近寄りが

たい存在と思っていました。そこで、一年かけてクラ

ブの訪問以外にも、いろいろと接する機会をつくり、

距離を縮める試みをしたつもりです。服部さんは、地

区の戦略委員会で非常に改革的な事もやって下さい

ました。村井さんからはそんなに急にやっても無理な

んじゃないかとご心配頂きましたが、やっぱり自分な

りにやってもらいたいし、やってみたいということで、

全クラブに戦略委員会のような類のものを設置して

頂いたというのが、一番の私の思い出です。それから

もう１つ、諮問委員会で、先輩諸氏にお許しを頂き、

地区の体質の強化を図る取り組みを始めました。１つ

は、青少年対策の危機管理基金、これを1,000万円積

み立てさせて頂きました。それから、愛知県と防災協

定を結んで、地域の皆さんと一緒に勉強して、万が一

のときはどういった事ができるかということを考える

態勢を作らせて頂きました。これは先輩諸氏にも認

めて頂き、地区大会で結ぶことができました。

司会▶▶地区大会の思い出はいかがでしょう。

神野▶▶そうですね、

思い出がいっぱい

あるのですが、よも

や、D.K.リーさんが

来るとは想像もして

おらず、8月15日の

メールを開けてびっ

くり！片山パストガ

バナーがちょうど同

期だとの事でお願いできて本当に助かりました。大

先輩からも良くやったと言って頂いたのは先輩のおか

げです。今年は神奈川へ行かれるそうで、ガバナー

がとても焦っておられたと、村井さんから聞きました。

村井ガバナーから力になってあげてと言われて、気楽

に笑っていられるのが幸せです。最後に、６月の最後

にクロスプロモーションの青少年と学友の交流フェス

タ、これが出来たのも思い出です。ご出席の皆さんに

もいろいろ無理を申し上げました。それから、昨年度

だけになってしまったのですが、イアン H.S ライズリー

さんの植樹のお話につきましても、それぞれ分区やク

ラブで、個人的にもやって頂いたおかげで、8000本と

いう、一人一本の植樹目標を達成できました。「ガバ

ナーというのは言ったことを何でもできる」と言われ

たことをいい事に、先輩諸氏に無理を言い、それに

応えて頂いた事に感謝しております。WFFも晴れ男

で頑張ってくださいと言うだけで、今年度に相当資金

的余裕をもってお渡し出来ました。細かく言いますと

１時間では終わりませんが、これで終わりたいと思い

ます。ご指導頂いて、本当にありがとうございました。

司会 ▶▶ 神野パストガバナー、ありがとうございまし

た。こういった素晴らしいガバナーたちが10年間、努

力されたおかげで、第2760地区は本当にキラキラと

輝いていたのだと思います。どうもありがとうござい

ました。

司会▶▶片山先生いかがでしょう？

片山▶▶そうですね。ガバナーの視点というより私個

人の職業上の視点からのことを先に言いますと、そ

の頃地区大会での決議は大会決議と名付けられて、

ＲＩ会長・ＲＩ会長代理に感謝する。現ガバナーに感

謝する。地区大会ホストクラブに感謝するなど、決議

でなくても、ガバナーから口頭でお礼申し上げますと

言われれば済むことばかり。のどかな風景でした。そ

れまで、地区大会で審議・決議していた必要的決議

案件は、前年度の地区決算の承認、次年度地区大会

開催場所と日時の決定・承認くらいのことでした。そ

こで、ロータリーを法曹出のガバナーの目から見て、

地区大会の決議機関部分を整備しました。それは地

区大会における必要的決議案件の決議といわゆる大

会決議案と称していた案件とを区別し、必要決議案

件は各クラブの議決権票数を有する会長・幹事・副

会長等が出席する地区大会１日目に審議・決議し、

大会２日目にはその報告とし、大会決議案は１日目は

大会決議委員会からの決議案の内容の報告とし、大

会２日目の地区内全会員が参加する会議に大会決議

案を上程し採決するとしたことです。その年度の必要

的決議案件は、ガバナーノミニーの選出方法として指

名委員会方式の採択と指名委員会委員の選任の件・

2010年開催の規定審議会提出案件承認の件（当地

区初めての規定審議会提出案件）・ロータリー財団

未来の夢計画パイロット地区候補申請の件の3件で

した。現在においても、その流れが継続しているのは、

うれしいことです。それから、もう一つはガバナー選

任の地域的配慮のことです。パストガバナーの皆さん

が思っておられるでしょうが、全地区内、尾張も名古

屋も三河もどの地域にも一様にパストガバナーがでん

としておられ、しかも各分区にも元気なパストガバ

ナーがいることです。しかし、色 な々事情により、その

ようにはいかないのです。特に、分区でガバナー補佐

が分区内事業をする時あるいは分区内で事が起きた

時などに、どの分区にも、身近に相談ができるパスト

ガバナーが常にいるというのがいい訳です。地域の

関係では名古屋５・三河４・尾張３の比率で候補を選

任し、各地域内分区の順番は各地域関係のパストガ

バナーの相談によるという方針はできていますが、そ

れでも、地域の事情により万遍なく一様にとはいかな

いという実情ですね。その事情の一番大きいのが、う

ちのクラブの人数では、引き受けられませんという断

りです。その対処の１つの方法として、私のガバナー

年度に親子兄弟クラブにお願いして、監事・副幹事・

スタッフ等２人位ほどご協力をいただき、率先垂範し

た積もりです。偶然この時、近藤パストガバナーも西

名古屋担当のガバナー補佐で入って来られました。

司会▶▶だから先生の時は、他のクラブのスタッフが

5～6人入っていたのですね。

片山▶▶そうです。そういうことをやったのです。

加藤 ▶▶尾張3分区では大変申し訳ないと思っており

ます。去年ですが、南尾張分区でペケ、西尾張分区

でペケ、たまたま東尾張分区はその時にパストガバ

ナーが3人いらっしゃったのです。だから、僕を入れて

4人いたわけです。結局、尾張分区からしか出すとこ

ろがなくて、たまたま、犬山さんが今まで出していな

かったわけです。犬山が出るといったのでこれは良い

と安心していたら、委員会の前日に断ってきた。びっ

くりして田中先生にどうしよう…と。それで江南の福

田さんに急遽電話申し上げたら、「大丈夫だよ。うち

におるから」との返事。それでご本人と話をして、OK

ということになったのですが現役の会長さんなので

す。現役の会長さんは本来ダメなのです。それでRIの

方に問い合わせて、許可を得て伊藤さんがガバナーノ

ミニーに決まったのです。

片山▶▶だから、小さなクラブが一緒になって協力し

て出さねばね。

加藤 ▶▶ 今は東海と常滑なんかは出せます。しかる

べき人間もいます。今、片山先生が言われた小島先

生などもいるのですが、たまたま小島先生が病院を

建て替えて忙しいということだったのです。

司会▶▶できれば、9人で話し合うと盛り上がるような

テーマをあげて頂いてお話して頂けるとありがたいな
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と思います。

神野 ▶▶これって、10年の思い出が皆さんにあります

よね。そして、これからの10年に向けての皆さんの期

待とか想いとか、この2つにしたらどうでしょうか?

田嶋 ▶▶地区大会のゲスト、会長代理を昔みたいに

自分たちで推薦させてもらえないかという意見が割

と今、いろんな地区から出ているじゃないですか？

神野 ▶▶ 出ていますね。全然来ると思ってなかった

D.K.リーさんが韓国から来られたし。

加藤 ▶▶ 僕の時も1か月前ですよ。それではなんとも

ならないですよ、こっちの準備も。だからもっと早く決

めてほしい。誰がどういう風に決めるかわからないで

すけどね。

田嶋 ▶▶大澤さんの時代までは地区が候補者を推薦

していたのですよね。

加藤 ▶▶ 要望は出せるけど、それに対しての返答もな

く、無視ですね。

田嶋 ▶▶ 私の時はRIが会長代理を呼ばなくていい。

お金がないのだから。協議会でもRIの職員がお金が

ないから来ない。日本の旅行者が行ったのだもん。ツ

アーが案内した人たちがその職員を代行してやって

いたのです。だから、日本事務局からは誰も行かない。

本当にひどい話です。

片山▶▶田島年度に同地区の中からRI会長代理を出

したのは意表を突いた人選でしたね。

神野▶▶それが最近全然でていない。

田嶋 ▶▶豊島さんから未だに言われます、あの時俺

はタダ働きだと。あの時、RIから地区で負担すること

はまかりならん、その代わり、会長代理で呼んだ場合

には一人いくら出すっていうような約束があったので

すが、一切払ってもらえなくて。こっちもすっかり忘れ
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ちゃってましたが、日当も何もなく、未だに顔を合わ

すとそのことを言われます。

司会▶▶ 外国の方が来られると大変でしたよね。

加藤 ▶▶ 結局、通訳がいるでしょう。たまたま、米山

の子たちがやってくれたのですが、それからいろいろ

お話して頂くにしても、通訳を通すと時間が倍になっ

ちゃう。初めから文章を頂戴といって、文章をもらっ

たことはいいけど、読めないでしょう、だから、米山

の子に頼んで全部日本語に直してもらって、それをス

クリーンに投影して、それで通訳なしでやりましたけ

どね。しかも、決まったのが一カ月前でしょう。もう慌

てましたよね。

神野▶▶その教えを、D.K.リーさんの時には活かさせ

て頂いた部分もありますね。米山と福田君とか通訳

も含めて。

加藤 ▶▶日本のパストガバナーが来ていただくのが一

番いいですよね。

神野 ▶▶ D.K.リーさんは、みんな私の方を見ずにパ

ワーポイントを見る、だから、そういうのは嫌いだと

おっしゃって、以前のようなパワーポイントで出す事

ができなくて、30分でちゃんと収めるというのが、50

分以上になって、ちょっと大変でした。やっぱり国内

で来ていただくとありがたいですね。

司会 ▶▶あと、どうでしょう。一生懸命取り組んでい

らっしゃったWFF、これからどのようにして、あと何

年続けようかとかお思いでしょうか？

田中 ▶▶やれるかな？と思うんですよね。会場のこと

とか。

神野 ▶▶会場は大丈夫。エンゼル公園の方へ移します。

田中▶▶それならいいよね。できたら、日本の看板に

なるかもしれないから、少しずついいものに変えて

いっているから、同じものだとみんな飽きちゃうから

ね。近藤さんに頑張って頂いたよ。

神野▶▶ロータリーデー。

近藤 ▶▶タイミングでね。

神野▶▶こないだ、ジュディオングさんとご一緒したの

で、また確認して頼んでおきました。ポリオもう少しだ

から、楽しみですとおっしゃってました。

近 藤 ▶▶あれも、最初の仕掛人の福田さんが頑張っ

てくれて。ワールドフードでしょ、インターナショナル

で、フィリピンのロータリアンの参加者が多いのです

が、今では韓国、インドネシア、ネパール、パキスタン

からのロータリアンも加わり、ますますワールドになっ

ていて、そういう意味でなかなか大変ですが、少しず

つ変わりながらいいものに発展しているなと思います。

あれ、すごいよね、公共イメージアップにはね。

司 会 ▶▶やはり、イベントは少しずつ変化を求めて

やっていくのが良いですね。

千田 ▶▶名古屋ロータリーの福田君がはじめて来て、

私はこういう事をやりました、やりたいけどどうでしょ

う？そのような事を日本でやるのはどうだろうって提

案されました。その前に和合ロータリー。

田中▶▶ 和合の中でも、お金もそうなんですが、僕の

ところに泣きが入り、福田君がそれで和合をやめたら

西尾RCに入会したいと言っていましたが、和合の鷲

塚会長もやる気がでてきました。

実はその後ガバナーノミニーの指名に南尾張ができ

ない時に和合はどうだ？って聞いたのですが、事業

が重なりもう一年待ってくれと言われた。大きいクラ

ブだからやれないことではないと思うのですが。

司会▶▶結局、和合ロータリーと相乗りみたいになっ

たんでしょうか？

田中▶▶ちょうど、ワールドフードフェスタっていうの

は、そういったものが前の年にちょっと意見が出たん

だよね。千田さんの時に提案されたんだけど、実にな

らなくて、僕の時に同じように提案され、ちょうどその

日、公共イメージの先輩の方が、こういうのがあるけ

ど、プランもだいたいできてるし、勧誘もできてるから、

どうだろうと。和合でやりたいという話だったけど、

和合でやるなら名古屋市で、名古屋市でやるなら愛

知県全体でやろうよと、話がとんとん拍子に進んで。

それで、ほとんどいろんなところに声掛けて進めて、

すべてのクラブが協力するってことで何とかやれた。

全体2760地区でできたんじゃないかと思います。実

際に食べものの選択も良かったですもんね。ワールド

フードだから、名古屋でも珍しいものを作りたいって

ことで、地元のものはほとんど出さなかった。出店す

る方も初めてなのでリスクがあるのね。ただ最初の

公共イメージの費用もあり、なるべくテナント料を安く

して、あとは水道・施設費がちょっとかかるんだけど、

それも地区とかが応援してくれてやれたから良かった

けどね、お金の算段もできたから。でも、最初の250

万がなかったらちょっとやばかったかもね。

司会 ▶▶公共イメージのアップだけじゃなかったです

よね。

田中 ▶▶その中に、クロスプロモーションじゃないけ

ど、インターアクト、ローターアクト入れて、米山入れ

るっていうのは、最初から構想はありました。

司会 ▶▶近藤パストガバナーを始め、神野パストガバ

ナーにいたる歴代の方々が志を引き継いで下さいま

したね。

片山 ▶▶発案の福田さん、地区開催の決断と拡大の

田中・近藤両パストガバナー、承継・充実の加藤・服

部・神野の各パストガバナー、それに続く中心となる

実行委員会の委員長はじめ委員の面々、各分区のガ

バナー補佐はじめのロータリアン、インターアクトター

の応援等を得て当地区内外一丸となったポリオ撲滅

の募金等のイベント等々、当地区の一等地の真ん中

において、RI会長より日本ロータリーデーの名称まで

得て、当地区挙げての秋の恒例大奉仕活動事業に

なったことです。この十年を越えて長く語り継ぐべく

立てた記念碑と思います。

司会 ▶▶こうしたロータリークラブの取り組みが国の

行事にもなってますね？

片山 ▶▶そう、そう。思い出します。もう50年近くにな

るでしょうか、当地区豊橋のロータリークラブ（豊橋

北RC）から始まった5月30日を中心になされるごみゼ

ロ運動、地区の奉仕活動行事として日本に最たる行

事、日本全ロータリーばかりでなく、日本全国の環境

保全運動として定着しています。日本政府の提案に

より国連は毎年6月5日を国連環境の日と定め、日本

も同様環境の日と定めています。当地区は5月30日～

6月5日迄の1週間を強調するために、地区設定特別週

間として「環境保全週間」を設定することにしていま

すが、パストガバナーの皆さんは設定されましたかね。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーはインターアクトの活動

にも力入れていらっしゃいましたね。次世代を育てる

大切な活動ですね。

松前 ▶▶ 1987年に地区インターアクト委員となり、イン

ターアクトクラブの活動を推進しました。1990年には

地区インターアクト委員長となり、2760地区のインター

アクト活動で海外研修を始める事に致しました。毎年

夏休みにハワイ島に約30名を引率してホームステイを

行い大変喜ばれました。要望があった長野県のイン

ターアクトクラブも一緒のハワイ研修でした。各イン

タークラブより2名を選出、2ヵ月の勉強会の後、各地

域の高校の先生方が海外研修を推進して下さいまし

た。参加した部員からは、ハワイの研修でアメリカの

文化や語学研修が大変勉強になった、雄大なハワイ

の景色に感動した！と喜ばれ、毎年の実施を望む多く

の声があがりました。これを機に様々な高校でイン

ターアクトクラブが設立されましたが、愛知県立千種

高等学校、阿久比高等学校と進学校が参加して厚み

が増しました。その後、研修地はオーストラリアに変わ

りましたが、二十数回と継続し、発展している姿を見て、

海外研修に初めて取り組んだ私は感激しております。

司会▶▶田嶋パストガバナーは、公共イメージには何

が必要だと思われますか？

田嶋 ▶▶ 公共イメージって言うとついイベントに偏り

がちなんだけど、私がもっと強調しないといけないと

は思うのは、ロータリアンの質。もっと周知させるとか。

たまたま私はある俳句の結社に老人になって入って、

そこで仲間の人たちも会員になってもらったら、凄く

ロータリーに対する信頼っていうのをアピールしてく

れ、非常にまじめで、皆さんちゃんと実行してくれる。

約束したら実行してくれる。そういうロータリーの質

の良さをもっと知らせれば、会員増強もっと簡単にで

きると思うんです。

司会 ▶▶はじめに片山先生が俳句を読まれましたけ

ど、いろんなところで俳句のことを話されてますよね。

田嶋 ▶▶そういう面で公共イメージっていうのは、も

うちょっと補強しないといけないんじゃないかって気

がします。

田中 ▶▶そうするとクラブの中のロータリアンの質の

良さという原点に戻っちゃいますね。みんな集まって

フェスタをしたりするのにも、「ロータリアンの自覚」

とか、あんまり難しく言うとやめたってなっちゃう。

やっぱり、飴と鞭みたいに楽しいことがなければね。

田嶋 ▶▶クラブがいろんな人に働きかけて、ゲストで

呼んだりいろいろしないと、会員は増えないし、クラ

ブ会長が会員増強って言わないと絶対増えない。

やっぱりトップになる人が自覚してやらないといけな

いし、ガバナーとかガバナー補佐も会員増強って常に

言い続けないと会員は増えない。

司会 ▶▶どうなんでしょう、本音の話なんですが、日

本は女性ロータリアンが少ないですよね。心からもっ

と増えればよいと思っていらっしゃるのでしょうか？

田嶋 ▶▶私は増やしたいと思ってます。だって女性中

心で本来女性だけのクラブを作ろうとアイリスを作ろ

うと思ったんだけど、その話がたまたま東京の司葉子

さんの耳に入って、司葉子さんが盛田さんに、「女性

だけのクラブはダメよ。」って言ったものだから、盛

田さんも、「お前、まずいらしいよ、男入れよ」って。

結局、男性も入れたんだけど、やっぱり女性と男性を

比べると、女性の方が優秀。これはオフレコにしてほ

しいけど、完全に女性の方が質が高い。

司会 ▶▶私は名東ロータリークラブってところの初め

ての女性会員で、女性2人で一緒に入ったんですね。

絶対に1人はダメです。もうひとりがすぐ辞めてしまっ

たので、次に女性会員が入った時、とても気を使いま

した。私がいるからやめるみたいなことになったら大

変だと思って。なので、女性会員を入れられるなら

やっぱり複数から始められた方がいいと思います。

食事のスピードも違いますし、結構大変でした。

神野 ▶▶私も金沢東RCで女性2人に入ってもらった

んですけど、齢を重ねられた今でも頑張ってくれてま

す。今、女性の比率は1割かな、90、100人近くのうち

の9人です。

田 中 ▶▶ 都市は良いんですよ。経営者が多いから。

郊外は経営者が少ないんですよ。

千田▶▶女の人入れるには、男もいい男を入れないと

いけない。（笑）

司会▶▶いい女の人が入ってくると、けっこう男性がお

しゃれになる。出席率もよくなる。明るくなるし、いい

こともあります。だから、女性ロータリアンばっかり

じゃダメっていうのもわかるような気がします。

田中▶▶ 韓国にもあるね、女性だけのロータリアン。

田嶋 ▶▶日本もありますよ。

司会 ▶▶それでは、時間の関係で希望の風について

伺います。被災して消防士を目指す方などいろいろな

方がいるのですが、これはどのくらい続けようとお考

えですか？

近 藤 ▶▶ 基本的に田嶋年度の時に震災が起きて、

さっき田嶋さんも言われましたが、みんな最初、ガバ

ナー会を通して寄付したんだけど、そこから問題が出

て、寄付金を返せっていう地区と、使い道を考えてや

ろうという地区と分かれまして、その結果、10地区が

ファンドみたいにして、震災時にお腹の子も含めて、0

歳の子供が短大とか大学を出るまで奨学金を出そう

という話に決まりました。その時からずっとやっている

ので2011年から22年間のロングランです。だから私は

基本的に青少年奉仕事業じゃないかと思うんです。

千 田 ▶▶もしかして、そういうこともあるけれども、

やっぱり年はきっとかないといかんな、災害はどこか

でだんだんと出てくるし。

田嶋 ▶▶あのね、今ね、希望のファンドは資本金が4

億あるんです。地区が出した4億、それが減ってない

んです。毎年払うお金はその年度で寄付頂いたもの

で回っているんです。これをずっと続けてお金を貯め

ておいて、次の震災が起こった時にそれを拡大して

支援しようと言ってるのですが、ただ、希望の風を

作った時にいろいろ問題があって、ほんとにロータ

リーってこんなひどいこと言うかってことまで言われ

たのがあって、当時の人がまだ頑張っているわけ。8

年前の人がまだ頑張っているわけ。私は早くから近

藤さんにバトンタッチして、今度神野さんに。やっぱり

そうしないと長く続く組織は続かないよ。

神野 ▶▶でも、この前、2010年度組の皆さんが大いに反

省されながら、相当変えようという発言をされましたよ。

田嶋 ▶▶やっとですよ。私は最初から変えようと言っ

ているのに。

神野 ▶▶私が口火を切ったみたいだったんですけどね。

司会▶▶ 客観的に見ていると、さすがロータリアン、素

晴らしいことだなとしか思い浮かばなかったのですが。

田 嶋 ▶▶ いやー、ひどかったよ。集めたお金をガバ

ナーが山分けするとか、ありもしないようなことを言わ

れちゃって。あの時会長だった東京のガバナーは本当

に可哀想だった。集中的に叩かれたのがその人個人で。

神野 ▶▶ガバナー月信に昨日原稿を出し、今度載せ

てもらうことにしてあるので。こないだ僕はさっきの

ガバナーじゃないけど、わけわからず副委員長に代わ

れって言われて、代わったんですが、今おっしゃった

ように、あと正確には1億2千万です。私は2億と言っ

てるのですが、2億あれば33年までいけるのですよ、

今のペースで行くと。ただ、お話があったように、この

後ひょっとして大規模な、片親か両親がなくなっちゃ

うような震災があった時にそれをまた使えばいいじゃ

ないかと、何も正式名だけ変えればいいじゃないか

という声もあるし、今からエンディングを考えてやる

必要はないよっていう話にはなっているのです。で、

ルール・規則・制度が少しいい加減ってものも結構

あったので、この1年で相当変えて頂くっていうお題

いができ、さらに今年度の2580のガバナー会議長の

松坂さんも来てくれていたので、ガバナー会でも取り

上げてくれと。去年は17/34、今までに26/34地区が

この7年強の間に参加しているのですが、去年はちょ

うど半分の17ですね。あと17地区がほんの僅か、

さっきの1000円じゃないけど出してくれれば、十分に

やっていけれるし、もっと広い範囲でこういうことが

できるかもしれないという見方もあると思います。

田嶋 ▶▶だから、最初の人たちは変わって、どんどん

新しい人たちが新しい組織にしていけばいいんですよ。

片山▶▶財団になってる？

田嶋 ▶▶ 財団になってない。財団にすればいいよね。

明らかに公益性があるからね。

田中▶▶それで、米山とか同じような方向でもってい

けばね。

司会▶▶他に何か言い足らない事、こんなテーマなど

ございますか？お時間も少 と々なりました。

神野▶▶さっき私も地区の体制を変えた、強化したつ

もりだって申し上げたのですが、さっき片山先生が

おっしゃたように、ガバナー出せないと、千田さんみ

たいに2000万自分で出してもいいよって方は良いけ

ど、私もあとで気が付いたんですが、地区の予算を見

るとガバナーの活動経費みたいなのが、ほとんどな

いわけですよ。私は幸いクラブも支援してくれたから

よかったですが、小さいクラブからも平等に出しても

らおう、いい人を出してもらおうと思うと、そのあたり

を変えていかないとね。

司会▶▶そうですよね。

田嶋 ▶▶でも、実際ガバナー出してもお金なんてかか

らないよ、お金がかかるって言うのが信じらない。

神野 ▶▶ 事務局経費をガバナー事務所で持つでしょ。

それをクラブで結構持たないといけない。

田嶋 ▶▶ 事務局経費だって、ノミニー時代の事務局経

費がガバナーの負担になるだけであって、あとは間に

合いますよ。今度からノミニーも経費が出るようになっ

たでしょう、だから、ほとんどお金なんかかからないよ。

近藤 ▶▶片山先生がガバナーを務められた時に地区

副幹事、スタッフを親クラブ、兄弟クラブから出して

欲しいという依頼があり、私も地区副幹事で出向し

たんですが、あれも1つの手だと思うんですね。今も

松坂さんの話が出ましたけど、第2580地区全体の事

は分かりませんが、ガバナーと地区幹事と地区副幹

事が違うクラブに所属しているんですね。神野さんと、

ここの地区ではそんなこと考えられないなと話してい

たのですが、そういう地区も実際あるんです。だから、

もう少し実態を調べていくと意外とガバナーと他の

人達が違うクラブ、つまり、本当に地区で優秀な人達

を引っ張ってくるっていうんですかね、基本的にはそ

うだと思うんだけど、今本人だけじゃなくってクラブが

後押ししないといけないというルールがありますよね。

だから、さっきの加藤さんじゃないけど、実際、有能な

人はいるけど、クラブが駄目って言ったらガバナーに

なれないので、そのあたりの仕組みっていうか、考え

方をかえなければいけないかもしれないですね。それ

で、私も有能な人がガバナーになって、それを取り巻く

地区幹事とか地区副幹事がまた優秀な人が出てくる。

優秀というか、やる気というか、非常に前向きというの

ですかね。すごいですよね、第2580地区というのは。

田 嶋 ▶▶すごい成功しているんですよね。若いガバ

ナーが出るようになって。

千田 ▶▶ただ、その地区の人がやってくれないといか

んよね。パストガバナーがちゃんと責任もって、バック

アップとか出すのも。

田嶋 ▶▶クラブで潰しちゃう。早く名前が出ると潰し

ちゃうんだよ。

田中▶▶でも、クラブの推薦がないと困るよね。

司会▶▶そりゃそうですよね。でも、小さいクラブが2

つでガバナーを出すっていうのはどうなんでしょうね。

神野 ▶▶どっちも小さければ難しいと思いますよ。ガ

バナー補佐の選出の仕方も結構大きな課題になって

ると思うんですよね。

田中 ▶▶ 他の地区と違うね。他の地区はガバナーが

推薦して組織作っちゃうもんね。

千田 ▶▶ガバナー補佐ってもうちょっと、ガバナーの

意向が反映するようにすると楽だわな。各地区からき

て、その人にいろいろお願いしないといけないし。

神野▶▶でも、それはね、4、5年かかりますよ。

司会▶▶ 時間も来ましたので、そろそろ締めを・・。平

成最後の10年間の最初のパストガバナーとして、片山

パストガバナー、10年を総括していただけますか。

片山 ▶▶それは少々荷が重いので、私の独断の感想

4点ほど述べさせていただきます。1つ目ですが、現在

までの30年間を振り返りますと、ちょうど平成30年間

とほぼ重なっています。この30年間を10年ごとに3分

割してロータリーの変化を見てみますと、平成10年ま

でロータリーは右肩上がりでした。しかし、平成後半

の20年間は右肩下がりで受難の時期でした。そのよ

うな中、RIは職業保持の原点を外し、会員に会員増

強と寄付・年会費の増強を絶えず求め、遂には職業

奉仕を事実上5大奉仕部門から下ろし、社会奉仕部

門に合流させるという話も聞き、私のガバナー年度の

地区方針でもあった「持続可能な前進」のまさに逆

を行っているように感じられました。2つ目は、斎藤直

美（豊田RC）2006年度パストガバナーを2016年度・

2017年度のRI理事として当地区から初めて輩出した

という、2760地区ロータリー愛知85にとって重要な

出来事がありました。当地区の将来にとって、計り知

れない啓蒙的な影響をもたらし、永く記憶されるべ

き出来事だと思われます。それ以外にも、5年ほど前

に名古屋から始まり、年々盛大に開催されている

WFF、50年前に豊橋から始まり、定着したゴミゼロ

運動、この2つの奉仕活動を一対として春期・秋期の

2大奉仕イベントとして将来に受け継がれるようにし

なければならないと思います。3つ目として、反対に残

念なのがポリオ撲滅運動のことです。1987年に当地

区でポリオプラスというプログラムが採り上げられ、

委員会が設置されました。私の年度に、ポリオ撲滅

の為に今後3年間に同額の寄付を提出することを条

件にゲイツ財団から1億ドルを受け取り、全会員に寄

付を再度求めてきました。しかし、最初の同額寄付か

ら10年経った現在でもその決着がついておりません。

いずれ数年のうちに撲滅宣言が出せると信じていま

すが、次の10年に申し送りをしなければならない事

は、私にとって本当に忍びない事です。4つ目は、ロー

タリーの組織・権限の問題です。組織は大きくなれ

ばなるほど、権限の集中が必要です。しかし、ロータ

リーの基礎は、クラブとその会員が底辺にあり、地域

と密着したクラブの独立自存があればこそです。RI

は権限の一部をガバナーあるいは地区に、ガバナー

はガバナー補佐に委任・譲渡する事が必要ではない

かと思います。私もガバナー補佐に一部権限委譲・ガ

バナー補佐の推薦事項・分区運営要領などを地区便

覧に記載し、口頭でも定着を推奨しました。しかし、

ガバナーは単年度官なのでなかなか難しく、本来は

地区大会で出来ると良いのですが、それも難しい問

題があります。近藤年度に「地区審議会」が活動でき

るようになりましたので今後は地区審議会を活用し、

大いに議論したいと思っています。

司会▶▶貴重なお話ありがとうございました。大変勉

強になりました。

座
談
会

司会▶▶本日はお忙しい中、誠にありがとうございま

す。この座談会は2008年～2017年の10年間の中でガ

バナーをお務めになった皆様にご参加頂きました。

担当された年度の順に、取り組まれた事や課題など

について忌憚のないご意見を伺いたいと思います。貴

重なご意見からこれからの10年に向けての指針が見

えてくるかと存じます。それでは、まず2008年から

2009年度のガバナー、片山パストガバナーからお願

い致します。

片 山 ▶▶ RI会長の

テーマ“夢をかたち

に”それを受けて、

私の方は“持続可

能な前進！”という

地区方針で、サブと

して“ロータリーに

心を”という歌を作

りました。読んだ人

からは、とても良い歌だと好評を頂きました。“ロータ

リーに心を注ぎ　ロータリーに心を開く　ロータリー

を心に受け止め　ロータリーを心に住まわす　ロー

タリーの心をみんなで考え　ロータリーの心を静か

に思う　ロータリーの心は我等の心　ロータリーの

心は世界の心”という内容をテーマにした歌でした。

司会▶▶歌を通すとロータリーの理念が心にスーッと

入ってきますね。ところで、地区大会の時、私も関係

者だったのですが、ゲストは小泉純一郎さんでしたね。

片山 ▶▶ 名古屋名東クラブさんのお世話で、小泉さ

んに来て頂いたからあれだけの会員が地区大会に集

まってくれました。

司会▶▶本当に多くの会員が参加されましたね。

片山▶▶大いに盛り上がり良かったです。

司会 ▶▶この地区大会は悲しい出来事があり、片山

パストガバナーも心を痛められた事でしょう。

片山 ▶▶忘れもしません、RI会長代理とロータリー

ミーティングの特別講演のためお越し頂くことになっ

ていた佐藤千壽さん（東京東RC）の突然の訃報です。

地区大会の4週間くらい前に2回ほど東京でお目にか

かりました。当時佐藤さんは90歳でこれからヨーロッ

パ旅行に行くと伺い、「元気で行って来てください

ね」と、笑顔で挨拶を交わしました。ところが、地区

大会の20日くらい前、突然訃報が入りました。クルー

ズの最中にドクターがいなくて助からなかったとお聞

きしました。ロータリーミーティングの特別講演は、そ

の講演原稿が親友の圡屋亮平パストガバナー（松戸

RC）に託され、圡屋さんが代読されました。今でも忘

れられない出来事でした。

司会▶▶また、ロータリー愛知81にちなんでの昼食会

は皆さんに喜ばれましたね。

片山▶▶そうですね。公式訪問に行く多くのクラブで、

古参会員の方々が心なしか、さみしいお顔をしておら

れるのを見かけるものですから、この機会にと思って

第１日目のRI会長代理を囲む昼食会に招待した訳で

す。「ロータリー愛知81」にちなんでと言われるのは、

RIが事務的に当地区に付けた名称は「RI第2760地

区」ですが、私は当初より当地区が胸を張って自称

できる当地区の名前を「ロータリー愛知81」としまし

た。この名前を、ガバナー月信をその巻頭言として発

行した地区誌にも使いました。これは地区の機関誌

の役割と地区内各クラブ間の親睦誌の役割を担う双

方向の雑誌です。81という数字はその年度の当地区

全クラブの数です。招待しました古参会員の年が81

歳以上というのは、これ未満の歳では、該当者が多

過ぎてこの81を借りたのです。

司会 ▶▶ロータリーの方は若 し々いので81歳以上の

会員の皆様が元気に沢山お越し下さいました。片山

パストガバナーありがとうございました。次は2009年

大澤年度ですが大澤輝秀パストガバナー（豊川RC）

は、平成16年９月に逝去されています。ご冥福をお祈

り申し上げます。それでは、続きまして、クールビズを

提唱されました、２010年から2011年度のガバナー、

田嶋パストガバナー、お願い致します。

田 嶋 ▶▶ 私の時の

RI会長は、レイ・ク

リンギンスミスさん

というアメリカの方

でした。会長のテー

マは“地域を育み、

大陸をつなぐ”でし

た。私の年度の特

徴は3つあります。1

つは、ロータリー財団のフューチャービジョンが始

まった年です。当地区がパイロット地区になっていま

した。もう1つは、戦略計画ストラテージックプランを

日本では「長期計画」と訳していましたが、試行錯誤

を経て、今の戦略計画という名称に変更し、始まりま

した。最後の１つは東日本大地震が起きた年という

ことです。

司会▶▶あの東日本大地震が起きた年ですね。

田嶋 ▶▶最初は未来の夢計画という名前で始まっ

たのですが、夢という表現に異論も多く、協議を重

ねた末、フューチャービジョンという名前になりまし

た。私の頃は、RIの表現をアメリカはアメリカで直し、

日本は日本で直すスタイルで、日本流は受け入れやす

い表現に変えているのではないか？という指摘も多く、

本場アメリカの表現に戻したということです。フュー

チャービジョンでは、新しい地区補助金について皆さ

んのご理解を頂き、いかに活用して頂くかということ

を一番大きな目標としていました。

司会▶▶ 確かに日本語に直すと本来の意味が曖昧に

なる場合もありますね。また、医療支援にも熱心に取

り組まれてましたね。

田嶋 ▶▶ 深谷地区財団委員長と一生懸命取り組んだ

のが、グローバル補助金を使った医療支援です。アメ

リカのヒューストンと交流したのが当地区の医療支援

の始まりで、しかも、グローバル補助金を使った医療

支援というのは、当時本当にまれで、この地区の大き

な成果の1つだったと思います。それから、戦略計画

については、公式訪問でお話してもほとんど何も知ら

ない人ばかりという状況の中で、いかに皆さんに存在

を知って頂くかが課題でした。

司会 ▶▶そして、この年度は日本は未曾有の出来事

がありました。

田嶋 ▶▶そうです、東日本大地震が1番の問題でした。

地区としてはいずれも1人1,000円以上という形で1次

支援、2次支援を行いました。諮問委員会では1,000

円では金額が少ないんじゃないのか？という意見も出

ましたが、会員の皆様が企業でも多額の義援金を出

されて、個人でもロータリー以外に寄付されている事

を考えて出した金額という趣旨を説明し、この金額で

やりましょうということになりました。最初、2,000万

円ほど集まり、希望の風奨学金に全額協賛致しまし

た。２次支援では宮城岩手の地区と千葉県の地区と

もう１か所に配分致しました。その他、ヘリコプター

の支援も致しました。これは、地区大会をやって頂い

た「あまクラブ」が余った1,000万円を地区に返却して

くれたので、そのままヘリコプターの支援金に使いま

した。孤立した所に食料を運んだり、薬を運んだり、

１ヵ月くらい活用されました。それでもまだ余りが出て

いたので、軽トラックを買いたいという支援組織に活

用致しました。

司会 ▶▶田嶋パストガバナーありがとうございました。

東日本大地震が起きてからのガバナーの取り組み方

は、本当に心を打たれるものがありました。それでは、

引き続き、松前パストガバナーお願い致します。松前

パストガバナーは、2011年から2012年までガバナーを

お努めになりました。震災後の大変な年でしたが、

ロータリークラブの力、絆の強さを再認識されたので

はないでしょうか。RC会員歴が半世紀以上と伺いま

した。色 な々思い出がおありかと存じます。

松前 ▶▶ 私は、1967年に一宮北RCに35才で入会し、

この50年間で、1990年には一宮中央RCの初代会長

として設立に尽力

出来たこと、そして、

2011年～2012年に

は2760地区のガバ

ナーとしてお務めが

出来た事を嬉しく思

います。

司会 ▶▶ 松前パスト

ガバナーのご経歴

を伺いますとすべてに「初」が付き、意欲的な取り組

みが伝わって参ります。2760地区にロータリー・リー

ダーシップ研究委員会（RLI）を導入されたのも初め

ての試みでしたね。

松 前 ▶▶ ロータリー・リーダーシップ研究委員会

（RLI）は新会員と未来のクラブリーダーの研修の

ためにアメリカで草の根運動として開発されたプログ

ラムです。日本でも各地区で急速に採用されつつあり、

双方向性とディスカッションリーダーDLに特徴があり

ます。私がガバナーに就任して最初の諮問委員会で

導入を諮り、認められて誕生しました。全国では6番

目の導入でしたが、RLIはまだ馴染のない時代でした。

ロータリー・リーダーシップ研究会の目的は、ロータ

リーの理解を深め、クラブを活性化すること。目的達

成の為に、日本では15地区でRLIの研修が行われ、

成果が上がっています。講義による教育ではなくディ

スカッション方式でリーダーの知識、考え方、創造性

を引き出します。

司会▶▶ 埼玉の中村先生には私も熱心にご指導を頂

きました。度々お越し頂いていますね。

松前 ▶▶ 2760地区は中村靖治国際ロータリー研修

リーダーが熱心にご指導下さり、地区研修の方が真

剣に勉強された結果、多数の方がディスカッション

リーダーになっています。私もガバナーエレクトの時、

妻久子とアメリカ・サンディエゴで1週間、コの字型の

RLI方式で飛び交う質問に、絞られました。現在

2760地区ではこのRLI方式に磨きをかけ改善し、有

用な研修として成果を上げていると聞いております。

この研修でロータリーへの理解が深まり、クラブが

活性化することが期待されます。ロータリーをより理

解し、ロータリーを心から愛するロータリアンが増え、

今後の100年もロータリーが益々発展する事を願って

おります。

司会▶▶ 4430地区ブラジルを訪問されましたね。

松前 ▶▶ 1988年度以降永く中断していた研究グルー

プ交換GSEを1997年度犬飼パストガバナーが再開さ

れ､私が委員長に任命され、当時の犬飼ガバナー、

片山地区幹事（片山パストガバナー）と総勢10名で

GSE研究グループの派遣先であるブラジル4430地区

を激励訪問いたしました。懐かしい思い出です。ちょ

うどこの年は、ブラジルへの移民90周年という節目

の年でした。そこで、各クラブから寄付された書籍１

トンを船便で送りました。この訪問はブラジル日本文

化協会に寄付する贈呈式もかねていたのです。24時

間を費やし、一行がサンパウロ空港に降り立ったのが、

5月13日早朝4時30分。訪問先クラブの会長や多くの

方々に迎えられてホテルに向かいましたが、GSE研究

生として来ていたサンパウロ軍事警察大尉ルイス君

の装甲車に前後を守られ、赤色灯を回転しながらの

移動。ガバナー一行への配慮に感謝しております。

司会▶▶疲れも飛んでしまう歓迎ぶり、嬉しいですね。

他でも熱いもてなしを受けたそうですね。

松前 ▶▶ 仮眠の後、日本人街に例会場を持つ日系ク

ラブ会員の多いリベルターデRCを訪問し、熱い歓迎

を受けました。その後文化協会に赴き、日本文化協

会山内会長に犬飼ガバナーから図書一式贈呈の目

録が渡されました。翌日は、サンパウロ・レステRCを

訪問しここでも熱い歓迎を受け、4430地区大会会場

に移動し、前夜祭を楽しみました。当時の4430地区

ガバナーは日系2世のKazuhiro Moriガバナーでした。

大会当日、我々一行は日本国旗を振りながら入場。大

きな拍手を今も覚えています。各クラブが順に旗を掲

げて入場行進する姿にも力強い息吹を感じました。

翌日はMoriガバナーよりレセプションに招かれ、一連

の行事終了の安堵感もあり、とても和やかな時間を

過ごしたことを鮮明に覚えています。その後、イグア

スの滝観光に向かいました。ブラジルとアルゼンチン

にまたがる落差80M、幅4キロの景観は圧巻でした。

最終日は、リオデジャネイロにも足を延ばしました。

2016年のリオ・オリンピックでコルコバードのキリスト

像が映し出されるたびにブラジル訪問を思い出して

おりました。往復2日間以上という10日間はハードで

したが、ブラジル訪問は実り多く思い出深い旅のひと

つとなりました。

司会▶▶そういえば、松前パストガバナーはある数字

に深いご縁があるそうですね

松前 ▶▶私は母校の大阪歯科大学の学籍番号が22

番でした。そして、一宮北RCの22代目の会長を務め

ました。ガバナーセミナーに指名されたのが2009年3

月22日でした。第2760地区の第22回インターアクト大

会に出席し挨拶の機会を頂きました。インターアクト

クラブは私の心の故郷であります。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーありがとうございました。

それでは、2012年から2013年度のガバナーでいらっ

しゃいました、千田毅パストガバナー、お願い致します。

千 田 ▶▶ 私の時は、

たまたま幸いなこと

に国際ロータリー

会長が田中作次さ

んで、R Iテーマが

“Peace Through 

Service 奉仕を通

じて平和を”でした。

司 会 ▶▶ 田中作次

RI会長との思い出で印象に残っている事は何でしょうか。

千田 ▶▶一番の思い出は、ロータリーの世界大会の

時のことです。ガバナー会をやろうという事になりま

したが、一番の問題は田中RI会長が参加してくれる

かどうかでした。そこで、全権を握っているRI秘書の

ベティさんという女性に交渉したのですが、直前まで

参加が不明のまま…。ところが、当日、田中RI会長が

来られて、皆びっくり！しかも、財団委員長なども連れ

てお越こしになったので、椅子が足りずバタバタと大

慌てして準備したのが印象に残っています。私共は

150人くらいで参加しましたが、田中RI会長は感激し、

喜んでお帰りになられました。また、同期のガバナー

が年1回集まって日本各地を廻るのですが、3回目の

時に田中RI会長が、「2012年度の会だから私も参加

する」と言われ、その会費を求めたところ、「これぞ

ロータリー」と言って、喜んで払って下さいました。

司会 ▶▶千田さんがガバナーになられた年は、震災

の翌年でしたね。

千田 ▶▶そうです、大震災の翌年でした。1月の研修

会で行った、カナダのトロントの方に一緒にやろうと

声をかけていただき、VTTの時に参加して頂きまし

た。その時、たまたま隣に座っていたのが、2750地区

の宮城・岩手の小野寺さんでした。その際、「お金を

集めるのは誰でもできる、我々はちゃんと震災孤児に

手渡したい」と小野寺さんにお願い致しました。あの

時は現地も混乱して色々大変だったのを被災地に視

察に行った時に実感致しました。30人の子供たちが

高校を卒業するまでにかかる4,800万円という金額を

集める為に、毎週500円ずつ集める提案をしましたが、

はじめはうまくいかず、幹事などに足りない分はガバ

ナーがもたないといけないと脅されました（笑）結果、

全額集まりましたが色々大変でした。

司会▶▶地区の目標など6つ挙げていらっしゃいます

が、沢山達成されていますよね。その中の高校生支

援で、甲子園に出場を果たした、仙台育英高校の球

児の中に孤児がいました。両親は他界し、お祖父さ

んの所から高校に通い、甲子園で3番打者として活躍

しました。1回戦で負けてしまったのですが、千田さ

んの応援が陰でありました。

千田 ▶▶地区と地区との交流では、抽選の結果、名

古屋クラブと奥三河クラブがメークアップする事にな

り、中日新聞の大島さんから「千田さん、えらいこと

になった！」と電話で心配を頂くほど、離れた地区の

クラブが交流することとなりましたが、その交流は2

～３年続けることができました。

司 会 ▶▶千田パストガバナーありがとうござました。

続いて、2013年度ガバナー田中正規パストガバナー

お願い致します。

田中▶▶会長になっ

ても知らないことば

かりで、地区に入っ

て改めて、凄い！と

驚くことばかりでし

た。ノミニーとして、

「お前また来たか！」

と言われるほどしつ

こく千田さんの後に

くっついて見聞きしている間に分かることがありまし

た。それは、ロータリーでは“はい”と“YES”しかな

いということです。「やろうよ！」と言った事は情報を

集めてやらないといけない、それが皆が前を向く事、

止めたらそれで終わり。私も思った事をとりあえず

やってみようと思いました。ある時、公共イメージの

コーディネーター「ロータリーの友」編集長の二神さ

んとお話しする機会があり、その時の話題から、地区

全体でやれるフェスタ、日本で初めてのロータリーの

ワールドフェスタを開催しよう！と私は思いました。皆

さんの協力のもと、思った以上に素晴らしいフェスタ

を開催できました。その後、近藤さんが形を作ってく

ださり、日本のロータリーでできました。そのきっかけ

に少しでもなれたのが良かったと思います。最後に、

任期の終盤に色 な々国に行きましたが、それが楽しい

思い出になっています。

司会▶▶どんなところに行かれましたか？

田中▶▶ベトナム、タイ、フィリピンは2回、隠れてモン

ゴル。つい最近はラオスに行きました。皆さんの友情

の支えもあり、色々な国へ行くことができ、非常に充

実した年度だったと思います。もう１つ印象的な出来

事として、同期のガバナーがEクラブを教えてくれた

事です。会費も安く、例会をホームページで行えるEク

ラブは、若い人も多く、クラブのイメージを変えたクラ

ブで面白かったです。

司会 ▶▶やはりイベントをやらないと、テレビ局や新

聞社の方々はあまり来てくださらないですよね。

田中▶▶私がテレビ局等に行ったのは最初の挨拶ぐ

らいだけでしたが、色々な人を引っ張りだすことは良

いことだと思います。たまに顔を出すと、ロータリーは

こんなことをやっているのか…とロータリーの活動を

改めて知って頂けました。

司会 ▶▶はじめのうち、ロータリーのことはあまりPR

してはいけないと教えられたのですが…。

田中 ▶▶それで、公共イメージコーディネーター補佐

としてお話させて頂きました。

司会▶▶希望の風などはどうですか？

田中▶▶希望の風は私ではなく、田嶋さんが担当してい

ます。希望の風は今も続いていて素晴らしいと思います。

司 会 ▶▶ 学生さんの喜びの声や手紙を拝見すると

ロータリアンになって良かったとしみじみ思います。

クラブでもお弁当箱支援といって、お弁当箱に色 な々

ものを詰めて、被災者の方に送り、そのお礼に折り紙

の花やお手紙をいただいたりしました。田中パストガ

バナーありがとうございました。それでは、2014年度

のガバナー、近藤雄亮パストガバナーお願いいたしま

す。パストガバナーの年度のガバナー月信の7月号は

熱田神宮ですよね。

近 藤 ▶▶たまたまう

ちのクラブに熱田

神宮の宮司さんがお

られ、写真を使わせ

てくださいと頼み、

毎回、熱田神宮に関

連する何かの写真

を使わせて頂きまし

て、最初から最後ま

でシリーズで載せました。私の時のRI会長は、ゲイ

リーC.K.ホァンさんという台湾の方でした。彼の考え

方のベースになっていたのが「儒教・孔子の教えです。

ロータリーがSNSを含めデジタル化していく中、アナ

ログ的なものを大切にされる方で、そういったところ

に私も共感しました。彼は“ロータリーに輝きを”とい

うテーマと5つの強調事項、つまり、“地域社会でロー

タリーの存在感を高めること・会員増強・ポリオ撲

滅・クラブの強化・ロータリーデーの実施”で始めま

した。この強調事項は今でもずっと続いています。当

時の私にとって歴代ガバナーの皆さんは雲の上の存

在。ガバナーノミニーに指名される場に臨んだ時、近

寄りがたい雰囲気がありました。そのような思いから、

もう少し目線を下げてロータリアンの中に入りたい、

堅苦しいことはやめて、メークアップに来たメンバー

のような近い距離感で本当の姿を見たいという思い

から色々考え、計画を立てました。結果、例えば「単

独でガバナーの公式訪問を初めて受けました」とか

「親クラブと一緒だとなかなか本音で話すことがで

きない」といったような声を聞くことが出来ました。

司会▶▶ 確か近藤パストガバナーの時、クラブをまとめ

て回るのではなく、ひとつひとつ訪問されたのですよね。

近藤 ▶▶はい、地区内全84クラブを個別に公式訪問

をしました。メンバーの数が少ないクラブも多いクラ

ブも皆さん本当に一生懸命ロータリー活動をされて

いて、素晴らしいと感じました。色々大変な面もある

けれども、この地区のクラブは本当に良くやってくれ

ています。何でもそうなのですが、一旦外に出てみる

と、中では分からない事が見えてくる。素晴らしさが

良くわかる様になる。ゲイリーC.K.ホァンさんのアナ

ログ的思考というか、情といいますか、それが地方に

あるんじゃないかなと思います。私はロータリーとい

うのは、ひと言でいえば…感動、感動をシェアするこ

とだと思うのです。こういうことをずっと言って回った

わけです。いろんな理屈やロジックを立てても感動

がない。そういったものだったら誰もついて来ないし、

仮にその場でついて来ても後は知らないという形に

なってしまいます。感動があれば、自分も仲間に入り

たい、これぐらいのお金を出してもいいなという気持

ちになります。そういう風になっていくといいなと思い

ます。先ほど田中さんが「自分は人が色々言ったこと

を取り上げた」と仰ってました。その中の１つ、WFF

(ワールドフードふれ愛フェスタ)を引き継ぎ、我々の時

は最初からやろうと組織を作り取り組みました。そう

したら、タイミングよく、ゲイリーC.K.ホァンさんの強

調事項の１つ“ロータリーデーの実施”というのがあ

りました。当時のRI理事の北さんからも昨年第2760

地区のプレゼンを見たら素晴らしいことをやっている

ので、是非ロータリーデーをジャパンロータリーデー

愛知として実施をしてくれないかという話を頂きまし

た。シニアリーダーは自分がまとめるからお前は同期

ガバナーをまとめろという事になったのです。結局、

100人以上のシニアリーダーの方々がWFFに参加を

してくれました。田中さんが始めた事を2年目である

程度形ができたかなと思います。

司 会 ▶▶ロータリー

デーというのは、その

時から始まったので

すか？

近藤 ▶▶そうです。ゲ

イリーC.K.ホァンさ

んが自分の強調事項

で提唱したのです。

世界中に、クラブ単

位でもいいし、地区単位でもいいし、あるいは国単位

でもいいから、とにかくやってくれと。私は各クラブ単

位で是非やって下さい。これはガバナー賞の対象に

します！とやったのです。地区単位ではせっかく田中

さんが地区の大きなイベントをやってくれたので、そ

れをジャパンロータリーデーに育てる決心をしました。

ゲイリーC.K.ホァンさんの強調事項、北RI理事の薦

めもあり、ちょうどタイミングが合ったのですね。それ

からもう1つ。“ロータリーは何だ？”とか陰で色々文

句を言う声もありますが、言いたいことがあるのなら、

RIには3年に1度開催される規定審議会というのがあ

るので、そこへ第2760地区から物申す！と、意見を出

したらいいんじゃないのか、その為の規定審議会で

すから。そして地区内クラブに立法案提出のお願い

をしました。地区の色々な問題を取り上げて会長さん

たちに諮る地区審議会と立法案審議委員会というの

を作り、片山先生、田嶋先生と相談しながら3人で地

区審議会規約を作りました。それが今実行されています。

司会 ▶▶もう１つ、IT委員会で地区で初めてHPを作

られたとか。

近藤 ▶▶ホームページは前からありました。尾本さん

が非常に熱心に取り組んでくれていました。地区で

形に出来たのは、いきなり出来たのではなくて、思い

とか色々な下準備があったからです。尾本さんの不

断の努力のお陰だと思っています。私のような者でも

ガバナーを務めることが出来たのはゲイリーC.K.ホァ

ンさんの「儒教・孔子の教えの下、アナログ思考でや

る」この理念があればこそです。また、片山先生がガ

バナーをお務めになられた時、ガバナー補佐としての

私をご指導して頂いたこと、その後も色 ご々指導を頂

いたお陰と片山先生には大変感謝致しております。

計算で繋がっているのではなくて、情で繋がってい

る関係は素晴らしい力になると私は思います。

司会 ▶▶近藤パストガバナーありがとうございました。

では、2015年度のガバナーでいらっしゃいました加

藤陽一パストガバナーお願いします。

加 藤 ▶▶ 私の時は、

スリランカのK .R .

ラビンドランさんと

いう方がRI会長で

した。英語で“Be 

a gift to the world”

サンディエゴでの国

際協議会で“世界

へのプレゼントにな

ろう”と訳されましたが、はっきり言って何を仰ってい

るのか分かりませんでした。同期のガバナー連中とこ

れは何を言ってるのだ？？と色々話し、プレゼントは、

たぶん奉仕のことだろうなと、同期のガバナーとそう

解釈しようということになり、サンディエゴから帰って

きました。K.R.ラビンドランさんは、アジアの中でのは

じめてのスリランカの方ですから、どうもイメージが

湧かず、このRIテーマも皆さんにどうお伝えしようか

…とちょっと苦労しました。

司会 ▶▶加藤パストガバナーは、お父様もロータリア

ンだったのですね。

加藤 ▶▶そうです、親父も瀬戸クラブで会長をやって

いました。その頃、斎藤先生が仰っていた「原点回

帰」の話に感銘を受けました。最近ロータリーが原点

というか根本がわからなくなってきたのではないか…

という私自身の心情もあり、見直しをという意味で、

早速先生にお話しして了解を頂き、原点に帰りたいと

お話を申し上げて、ずっと講習をやったのです。

司会▶▶ガバナー時代、思い出に残ることを教えてく

ださい。

加藤 ▶▶田中さんの資料を基に34クラブ訪問いたし

ました。クラブとの交流、私自身の交流もそこそこや

らせて頂いたつもりでおります。WFFに関しては、田

中さんから近藤さんに受け継がれ、私の時はだんだ

ん形になってきました。私の時から企業協賛にも力を

入れて、600万か800万円を頂戴し、去年が1,000万円

くらいでした。ロータリーを世間に広めるという意味

もあり、だんだん大きくなっています。特にエンドポリ

オに関しては、売り上げもだいぶ上がってきています。

たまたま国際奉仕委員会の方と一緒にVTTでインド

ネシアに行く機会があり、ジャカルタの劣悪な環境に

いる子どもたちを訪ねました。学校も行けず勉強もで

きないヒンズー系の子供たちを援助していたのは、イ

ンドネシアの方達。この出会いを機に私たちもやって

いこう！と、ポリオ500万円、あと400万円プラス地区

のクラブから拠出されたお金を使って、やり始めたの

です。ぼちぼち卒業しないとと思っているのですが、

今もWFFの実行委員長をやらせて頂いております。

WFFを通じて、ロータリーは世間に、そして日本中に

広がったのではないかと思っております。ガバナーと

して小難しいことはやった覚えはありませんが、

WFFが私にとっては一番の思い出かなと思っています。

司会▶▶やはりそういう努力があって、いろんな学生さ

んの支援などが出来るのですね。先ほど、千田パストガ

バナーの時にお話した、仙台育英高校の千田君の記

事は加藤パストガバナーの時の月信9月号に出ておりま

して、「花巻東高硬式野球部の千田京平君、亡き母と

「再会」信じ」という風に書いてありました。加藤パス

トガバナーありがとうございました。それでは、2016年

度ガバナー、服部良男パストガバナーお願いします。

服 部 ▶▶ 2 0 1 6年度はジョン・ジャームRI会長の

“Rotary Serving Humanity”というRIテーマでス

タートしました。丁度この年はロータリー財団100周年

という記念すべき年。100年前にアトランタで開催し

た国際大会を100年後にもう一度アトランタで！という

大きなテーマがありました。もう１つのテーマは、RI

の戦略計画を当地区にどのように持ってくるか。当地

区にはRIの戦略計画がありませんでした。従って当

地区の良いところと課題を分析し、良いところは、そ

のまま伸ばし、課題に関しては戦略計画を立て持続

可能にすることがテーマでした。一番の基本は、10

年後もこの地区が輝き続けるために1年間何をすれ

ばいいのかという事です。そこでまず、地区の戦略を

作るため戦略計画委員会を作りました。そしてもう１

つ、広報、ITを一緒にして、公共イメージ向上委員会

を設立させ、戦略計

画の中でも大きな部

分であるロータリー

の認知度と公共イ

メージの向上を図り

ました。それからも

う１つ。研修委員会

を再度新設し、その

下にRI実行委員会

を分けて、研修をさせて頂きました。これが大きな地

区に対する戦略計画です。あとは、地区としての財団

の取り組みがしっかりしていた為、未来の夢計画に

始まる延長の100年を是非！ということで、大変高い

数字を掲げました。一人180ドルを財団に寄付し、結

果、目標を達成することができました。ジョン・ジャー

ムさんは、ポリオ、財団の経験が非常に深い方です。

そういう意味でも皆様方に大変感謝しております。ア

トランタで100周年を祝おう！をテーマにした大変忙

しい年でしたが、皆さんと一緒に色んなことをさせて

頂きました。深く感謝申し上げます。もうひとつ良かっ

た事は、2750地区と会員が良い競い合いをした結果、

最後に１つ新しいクラブが出来た事です。結果的に

34地区の中で一番多く会員が増えた事も皆さま方と

の１つの成果だったと考えています。

司会 ▶▶ 服部パストガバナーありがとうございました。

それでは、まだ記憶も新しい、2017年度ガバナー、神

野重行パストガバナーお願いします。

神野 ▶▶私がロータリーに入ったのは金沢東でした。

石川・富山地区の金沢ですが、2610地区のガバナー

という方がどういう存在か、ロータリアンとして全く意

識せずに6年いました。それで、名古屋に戻ってもう

一度名駅ロータリーに入った年が2008年7月。今考え

ますと片山ガバナーの年度で、2760地区で再入会し

ガバナーという存在があるということをはじめて知っ

たぐらいで、全く知らずに6年いたなという思いがしま

した。ガバナーの公式訪問は、西クラブと一緒に受

けていましたが、自分のクラブに来られたという感じ

が薄く、公式訪問に対してもあまり意識しておりませ

んでした。まして地区への出向や、ガバナー補佐を引

き受ける事も、クラブ幹事の経験もなく、ロータリー

の地区の動きも全く知らずにいた私が、いきなりガバ

ナーということで大変驚きました。なので、先輩たち

とはずいぶん感覚が違うと思っております。私は千田

パストガバナーには学生時代からご指導頂いており

ます。また、両親の関係で存じ上げている方ばかりで

す。しかし、ガバナーという意識で拝見したのは、私

がクラブ会長の時の田中ガバナーが初めてでした。

公式訪問の時にガバナーの存在を目の当たりにして、

凄い人なのだと思いました。親の西クラブと一緒だっ

たのですが、大きな先輩、親クラブでありながら、結

構ガバナーというのはビシビシ言われるなと。私ども

は子クラブにも関わらず、大変褒めて頂いて恐縮した

ものです。ガバナーは、凄い存在なのだということを

初めて肌で知りました。そんな頃です、私の高校の同

級生の近藤さんがガバナーをどうも引き受けるようだ

と話を聞いて、よくそんなことをやるな～と言ってし

まった覚えがあるのです。そういった中で、去年ガバ

ナーを引き受ける事となったのです。イアン H.S ライ

ズリーさんは“変化をもたらす”をテーマに、確か

ロータリーそのものが大きく変わったというお話をさ

れていたのを聞き、変化の時代だから、何かをやろう

と考えて出来ないだろうかと思いました。一番に思っ

たのは、ロータリーのイアン H.S ライズリーさんのこ

の言葉です。「ロータリーとは何か。何をしているのか

ということをもっと世の中に知らしめてほしい。」そこ

で、公共イメージ向上というものについて、自分がで

きる範囲でやってみようと思ったのです。1つはマスコ

ミや地域の皆さんへの働きかけ。もうひとつは、地区

ガバナーとロータリアンの距離感というのをできるだ

け縮めるという事を考えました。ガバナーは一般ロー

タリアンにとって遠い存在というか、私自身近寄りが

たい存在と思っていました。そこで、一年かけてクラ

ブの訪問以外にも、いろいろと接する機会をつくり、

距離を縮める試みをしたつもりです。服部さんは、地

区の戦略委員会で非常に改革的な事もやって下さい

ました。村井さんからはそんなに急にやっても無理な

んじゃないかとご心配頂きましたが、やっぱり自分な

りにやってもらいたいし、やってみたいということで、

全クラブに戦略委員会のような類のものを設置して

頂いたというのが、一番の私の思い出です。それから

もう１つ、諮問委員会で、先輩諸氏にお許しを頂き、

地区の体質の強化を図る取り組みを始めました。１つ

は、青少年対策の危機管理基金、これを1,000万円積

み立てさせて頂きました。それから、愛知県と防災協

定を結んで、地域の皆さんと一緒に勉強して、万が一

のときはどういった事ができるかということを考える

態勢を作らせて頂きました。これは先輩諸氏にも認

めて頂き、地区大会で結ぶことができました。

司会▶▶地区大会の思い出はいかがでしょう。

神野▶▶そうですね、

思い出がいっぱい

あるのですが、よも

や、D.K.リーさんが

来るとは想像もして

おらず、8月15日の

メールを開けてびっ

くり！片山パストガ

バナーがちょうど同

期だとの事でお願いできて本当に助かりました。大

先輩からも良くやったと言って頂いたのは先輩のおか

げです。今年は神奈川へ行かれるそうで、ガバナー

がとても焦っておられたと、村井さんから聞きました。

村井ガバナーから力になってあげてと言われて、気楽

に笑っていられるのが幸せです。最後に、６月の最後

にクロスプロモーションの青少年と学友の交流フェス

タ、これが出来たのも思い出です。ご出席の皆さんに

もいろいろ無理を申し上げました。それから、昨年度

だけになってしまったのですが、イアン H.S ライズリー

さんの植樹のお話につきましても、それぞれ分区やク

ラブで、個人的にもやって頂いたおかげで、8000本と

いう、一人一本の植樹目標を達成できました。「ガバ

ナーというのは言ったことを何でもできる」と言われ

たことをいい事に、先輩諸氏に無理を言い、それに

応えて頂いた事に感謝しております。WFFも晴れ男

で頑張ってくださいと言うだけで、今年度に相当資金

的余裕をもってお渡し出来ました。細かく言いますと

１時間では終わりませんが、これで終わりたいと思い

ます。ご指導頂いて、本当にありがとうございました。

司会 ▶▶ 神野パストガバナー、ありがとうございまし

た。こういった素晴らしいガバナーたちが10年間、努

力されたおかげで、第2760地区は本当にキラキラと

輝いていたのだと思います。どうもありがとうござい

ました。

司会▶▶片山先生いかがでしょう？

片山▶▶そうですね。ガバナーの視点というより私個

人の職業上の視点からのことを先に言いますと、そ

の頃地区大会での決議は大会決議と名付けられて、

ＲＩ会長・ＲＩ会長代理に感謝する。現ガバナーに感

謝する。地区大会ホストクラブに感謝するなど、決議

でなくても、ガバナーから口頭でお礼申し上げますと

言われれば済むことばかり。のどかな風景でした。そ

れまで、地区大会で審議・決議していた必要的決議

案件は、前年度の地区決算の承認、次年度地区大会

開催場所と日時の決定・承認くらいのことでした。そ

こで、ロータリーを法曹出のガバナーの目から見て、

地区大会の決議機関部分を整備しました。それは地

区大会における必要的決議案件の決議といわゆる大

会決議案と称していた案件とを区別し、必要決議案

件は各クラブの議決権票数を有する会長・幹事・副

会長等が出席する地区大会１日目に審議・決議し、

大会２日目にはその報告とし、大会決議案は１日目は

大会決議委員会からの決議案の内容の報告とし、大

会２日目の地区内全会員が参加する会議に大会決議

案を上程し採決するとしたことです。その年度の必要

的決議案件は、ガバナーノミニーの選出方法として指

名委員会方式の採択と指名委員会委員の選任の件・

2010年開催の規定審議会提出案件承認の件（当地

区初めての規定審議会提出案件）・ロータリー財団

未来の夢計画パイロット地区候補申請の件の3件で

した。現在においても、その流れが継続しているのは、

うれしいことです。それから、もう一つはガバナー選

任の地域的配慮のことです。パストガバナーの皆さん

が思っておられるでしょうが、全地区内、尾張も名古

屋も三河もどの地域にも一様にパストガバナーがでん

としておられ、しかも各分区にも元気なパストガバ

ナーがいることです。しかし、色 な々事情により、その

ようにはいかないのです。特に、分区でガバナー補佐

が分区内事業をする時あるいは分区内で事が起きた

時などに、どの分区にも、身近に相談ができるパスト

ガバナーが常にいるというのがいい訳です。地域の

関係では名古屋５・三河４・尾張３の比率で候補を選

任し、各地域内分区の順番は各地域関係のパストガ

バナーの相談によるという方針はできていますが、そ

れでも、地域の事情により万遍なく一様にとはいかな

いという実情ですね。その事情の一番大きいのが、う

ちのクラブの人数では、引き受けられませんという断

りです。その対処の１つの方法として、私のガバナー

年度に親子兄弟クラブにお願いして、監事・副幹事・

スタッフ等２人位ほどご協力をいただき、率先垂範し

た積もりです。偶然この時、近藤パストガバナーも西

名古屋担当のガバナー補佐で入って来られました。

司会▶▶だから先生の時は、他のクラブのスタッフが

5～6人入っていたのですね。

片山▶▶そうです。そういうことをやったのです。

加藤 ▶▶尾張3分区では大変申し訳ないと思っており

ます。去年ですが、南尾張分区でペケ、西尾張分区

でペケ、たまたま東尾張分区はその時にパストガバ

ナーが3人いらっしゃったのです。だから、僕を入れて

4人いたわけです。結局、尾張分区からしか出すとこ

ろがなくて、たまたま、犬山さんが今まで出していな

かったわけです。犬山が出るといったのでこれは良い

と安心していたら、委員会の前日に断ってきた。びっ

くりして田中先生にどうしよう…と。それで江南の福

田さんに急遽電話申し上げたら、「大丈夫だよ。うち

におるから」との返事。それでご本人と話をして、OK

ということになったのですが現役の会長さんなので

す。現役の会長さんは本来ダメなのです。それでRIの

方に問い合わせて、許可を得て伊藤さんがガバナーノ

ミニーに決まったのです。

片山▶▶だから、小さなクラブが一緒になって協力し

て出さねばね。

加藤 ▶▶ 今は東海と常滑なんかは出せます。しかる

べき人間もいます。今、片山先生が言われた小島先

生などもいるのですが、たまたま小島先生が病院を

建て替えて忙しいということだったのです。

司会▶▶できれば、9人で話し合うと盛り上がるような

テーマをあげて頂いてお話して頂けるとありがたいな

と思います。

神野 ▶▶これって、10年の思い出が皆さんにあります

よね。そして、これからの10年に向けての皆さんの期

待とか想いとか、この2つにしたらどうでしょうか?

田嶋 ▶▶地区大会のゲスト、会長代理を昔みたいに

自分たちで推薦させてもらえないかという意見が割

と今、いろんな地区から出ているじゃないですか？

神野 ▶▶ 出ていますね。全然来ると思ってなかった

D.K.リーさんが韓国から来られたし。

加藤 ▶▶ 僕の時も1か月前ですよ。それではなんとも

ならないですよ、こっちの準備も。だからもっと早く決

めてほしい。誰がどういう風に決めるかわからないで

すけどね。

田嶋 ▶▶大澤さんの時代までは地区が候補者を推薦

していたのですよね。

加藤 ▶▶ 要望は出せるけど、それに対しての返答もな

く、無視ですね。

田嶋 ▶▶ 私の時はRIが会長代理を呼ばなくていい。

お金がないのだから。協議会でもRIの職員がお金が

ないから来ない。日本の旅行者が行ったのだもん。ツ

アーが案内した人たちがその職員を代行してやって

いたのです。だから、日本事務局からは誰も行かない。

本当にひどい話です。

片山▶▶田島年度に同地区の中からRI会長代理を出

したのは意表を突いた人選でしたね。

神野▶▶それが最近全然でていない。

田嶋 ▶▶豊島さんから未だに言われます、あの時俺

はタダ働きだと。あの時、RIから地区で負担すること

はまかりならん、その代わり、会長代理で呼んだ場合

には一人いくら出すっていうような約束があったので

すが、一切払ってもらえなくて。こっちもすっかり忘れ

ちゃってましたが、日当も何もなく、未だに顔を合わ

すとそのことを言われます。

司会▶▶ 外国の方が来られると大変でしたよね。

加藤 ▶▶ 結局、通訳がいるでしょう。たまたま、米山

の子たちがやってくれたのですが、それからいろいろ

お話して頂くにしても、通訳を通すと時間が倍になっ

ちゃう。初めから文章を頂戴といって、文章をもらっ

たことはいいけど、読めないでしょう、だから、米山

の子に頼んで全部日本語に直してもらって、それをス

クリーンに投影して、それで通訳なしでやりましたけ

どね。しかも、決まったのが一カ月前でしょう。もう慌

てましたよね。

神野▶▶その教えを、D.K.リーさんの時には活かさせ

て頂いた部分もありますね。米山と福田君とか通訳

も含めて。

加藤 ▶▶日本のパストガバナーが来ていただくのが一

番いいですよね。

神野 ▶▶ D.K.リーさんは、みんな私の方を見ずにパ

ワーポイントを見る、だから、そういうのは嫌いだと

おっしゃって、以前のようなパワーポイントで出す事

ができなくて、30分でちゃんと収めるというのが、50

分以上になって、ちょっと大変でした。やっぱり国内

で来ていただくとありがたいですね。

司会 ▶▶あと、どうでしょう。一生懸命取り組んでい

らっしゃったWFF、これからどのようにして、あと何

年続けようかとかお思いでしょうか？

田中 ▶▶やれるかな？と思うんですよね。会場のこと

とか。

神野 ▶▶会場は大丈夫。エンゼル公園の方へ移します。

田中▶▶それならいいよね。できたら、日本の看板に

なるかもしれないから、少しずついいものに変えて

いっているから、同じものだとみんな飽きちゃうから

ね。近藤さんに頑張って頂いたよ。

神野▶▶ロータリーデー。

近藤 ▶▶タイミングでね。

神野▶▶こないだ、ジュディオングさんとご一緒したの

で、また確認して頼んでおきました。ポリオもう少しだ

から、楽しみですとおっしゃってました。

近 藤 ▶▶あれも、最初の仕掛人の福田さんが頑張っ

てくれて。ワールドフードでしょ、インターナショナル

で、フィリピンのロータリアンの参加者が多いのです

が、今では韓国、インドネシア、ネパール、パキスタン

からのロータリアンも加わり、ますますワールドになっ

ていて、そういう意味でなかなか大変ですが、少しず

つ変わりながらいいものに発展しているなと思います。

あれ、すごいよね、公共イメージアップにはね。

司 会 ▶▶やはり、イベントは少しずつ変化を求めて

やっていくのが良いですね。

千田 ▶▶名古屋ロータリーの福田君がはじめて来て、

私はこういう事をやりました、やりたいけどどうでしょ

う？そのような事を日本でやるのはどうだろうって提

案されました。その前に和合ロータリー。

田中▶▶ 和合の中でも、お金もそうなんですが、僕の

ところに泣きが入り、福田君がそれで和合をやめたら

西尾RCに入会したいと言っていましたが、和合の鷲

塚会長もやる気がでてきました。

実はその後ガバナーノミニーの指名に南尾張ができ

ない時に和合はどうだ？って聞いたのですが、事業

が重なりもう一年待ってくれと言われた。大きいクラ

ブだからやれないことではないと思うのですが。

司会▶▶結局、和合ロータリーと相乗りみたいになっ

たんでしょうか？

田中▶▶ちょうど、ワールドフードフェスタっていうの

は、そういったものが前の年にちょっと意見が出たん

だよね。千田さんの時に提案されたんだけど、実にな

らなくて、僕の時に同じように提案され、ちょうどその

日、公共イメージの先輩の方が、こういうのがあるけ

ど、プランもだいたいできてるし、勧誘もできてるから、

どうだろうと。和合でやりたいという話だったけど、

和合でやるなら名古屋市で、名古屋市でやるなら愛

知県全体でやろうよと、話がとんとん拍子に進んで。

それで、ほとんどいろんなところに声掛けて進めて、

すべてのクラブが協力するってことで何とかやれた。

全体2760地区でできたんじゃないかと思います。実

際に食べものの選択も良かったですもんね。ワールド

フードだから、名古屋でも珍しいものを作りたいって

ことで、地元のものはほとんど出さなかった。出店す

る方も初めてなのでリスクがあるのね。ただ最初の

公共イメージの費用もあり、なるべくテナント料を安く

して、あとは水道・施設費がちょっとかかるんだけど、
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それも地区とかが応援してくれてやれたから良かった

けどね、お金の算段もできたから。でも、最初の250

万がなかったらちょっとやばかったかもね。

司会▶▶公共イメージのアップだけじゃなかったです

よね。

田中 ▶▶その中に、クロスプロモーションじゃないけ

ど、インターアクト、ローターアクト入れて、米山入れ

るっていうのは、最初から構想はありました。

司会 ▶▶近藤パストガバナーを始め、神野パストガバ

ナーにいたる歴代の方々が志を引き継いで下さいま

したね。

片山 ▶▶発案の福田さん、地区開催の決断と拡大の

田中・近藤両パストガバナー、承継・充実の加藤・服

部・神野の各パストガバナー、それに続く中心となる

実行委員会の委員長はじめ委員の面々、各分区のガ

バナー補佐はじめのロータリアン、インターアクトター

の応援等を得て当地区内外一丸となったポリオ撲滅

の募金等のイベント等々、当地区の一等地の真ん中

において、RI会長より日本ロータリーデーの名称まで

得て、当地区挙げての秋の恒例大奉仕活動事業に

なったことです。この十年を越えて長く語り継ぐべく

立てた記念碑と思います。

司会 ▶▶こうしたロータリークラブの取り組みが国の

行事にもなってますね？

片山 ▶▶そう、そう。思い出します。もう50年近くにな

るでしょうか、当地区豊橋のロータリークラブ（豊橋

北RC）から始まった5月30日を中心になされるごみゼ

ロ運動、地区の奉仕活動行事として日本に最たる行

事、日本全ロータリーばかりでなく、日本全国の環境

保全運動として定着しています。日本政府の提案に

より国連は毎年6月5日を国連環境の日と定め、日本

も同様環境の日と定めています。当地区は5月30日～

6月5日迄の1週間を強調するために、地区設定特別週

間として「環境保全週間」を設定することにしていま

すが、パストガバナーの皆さんは設定されましたかね。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーはインターアクトの活動

にも力入れていらっしゃいましたね。次世代を育てる

大切な活動ですね。

松前 ▶▶ 1987年に地区インターアクト委員となり、イン

ターアクトクラブの活動を推進しました。1990年には

地区インターアクト委員長となり、2760地区のインター

アクト活動で海外研修を始める事に致しました。毎年

夏休みにハワイ島に約30名を引率してホームステイを

行い大変喜ばれました。要望があった長野県のイン

ターアクトクラブも一緒のハワイ研修でした。各イン

タークラブより2名を選出、2ヵ月の勉強会の後、各地

域の高校の先生方が海外研修を推進して下さいまし

た。参加した部員からは、ハワイの研修でアメリカの

文化や語学研修が大変勉強になった、雄大なハワイ

の景色に感動した！と喜ばれ、毎年の実施を望む多く

の声があがりました。これを機に様々な高校でイン

ターアクトクラブが設立されましたが、愛知県立千種

高等学校、阿久比高等学校と進学校が参加して厚み

が増しました。その後、研修地はオーストラリアに変わ

りましたが、二十数回と継続し、発展している姿を見て、

海外研修に初めて取り組んだ私は感激しております。

司会▶▶田嶋パストガバナーは、公共イメージには何

が必要だと思われますか？

田嶋 ▶▶ 公共イメージって言うとついイベントに偏り

がちなんだけど、私がもっと強調しないといけないと

は思うのは、ロータリアンの質。もっと周知させるとか。

たまたま私はある俳句の結社に老人になって入って、

そこで仲間の人たちも会員になってもらったら、凄く

ロータリーに対する信頼っていうのをアピールしてく

れ、非常にまじめで、皆さんちゃんと実行してくれる。

約束したら実行してくれる。そういうロータリーの質

の良さをもっと知らせれば、会員増強もっと簡単にで

きると思うんです。

司会 ▶▶はじめに片山先生が俳句を読まれましたけ

ど、いろんなところで俳句のことを話されてますよね。

田嶋 ▶▶そういう面で公共イメージっていうのは、も

うちょっと補強しないといけないんじゃないかって気

がします。

田中 ▶▶そうするとクラブの中のロータリアンの質の

良さという原点に戻っちゃいますね。みんな集まって

フェスタをしたりするのにも、「ロータリアンの自覚」

とか、あんまり難しく言うとやめたってなっちゃう。

やっぱり、飴と鞭みたいに楽しいことがなければね。

田嶋 ▶▶クラブがいろんな人に働きかけて、ゲストで

呼んだりいろいろしないと、会員は増えないし、クラ

ブ会長が会員増強って言わないと絶対増えない。

やっぱりトップになる人が自覚してやらないといけな

いし、ガバナーとかガバナー補佐も会員増強って常に

言い続けないと会員は増えない。

司会 ▶▶どうなんでしょう、本音の話なんですが、日

本は女性ロータリアンが少ないですよね。心からもっ

と増えればよいと思っていらっしゃるのでしょうか？

田嶋 ▶▶私は増やしたいと思ってます。だって女性中

心で本来女性だけのクラブを作ろうとアイリスを作ろ

うと思ったんだけど、その話がたまたま東京の司葉子

さんの耳に入って、司葉子さんが盛田さんに、「女性

だけのクラブはダメよ。」って言ったものだから、盛

田さんも、「お前、まずいらしいよ、男入れよ」って。

結局、男性も入れたんだけど、やっぱり女性と男性を

比べると、女性の方が優秀。これはオフレコにしてほ

しいけど、完全に女性の方が質が高い。

司会 ▶▶私は名東ロータリークラブってところの初め

ての女性会員で、女性2人で一緒に入ったんですね。

絶対に1人はダメです。もうひとりがすぐ辞めてしまっ

たので、次に女性会員が入った時、とても気を使いま

した。私がいるからやめるみたいなことになったら大

変だと思って。なので、女性会員を入れられるなら

やっぱり複数から始められた方がいいと思います。

食事のスピードも違いますし、結構大変でした。

神野 ▶▶私も金沢東RCで女性2人に入ってもらった

んですけど、齢を重ねられた今でも頑張ってくれてま

す。今、女性の比率は1割かな、90、100人近くのうち

の9人です。

田 中 ▶▶ 都市は良いんですよ。経営者が多いから。

郊外は経営者が少ないんですよ。

千田▶▶女の人入れるには、男もいい男を入れないと

いけない。（笑）

司会▶▶いい女の人が入ってくると、けっこう男性がお

しゃれになる。出席率もよくなる。明るくなるし、いい

こともあります。だから、女性ロータリアンばっかり

じゃダメっていうのもわかるような気がします。

田中▶▶ 韓国にもあるね、女性だけのロータリアン。

田嶋 ▶▶日本もありますよ。

司会 ▶▶それでは、時間の関係で希望の風について

伺います。被災して消防士を目指す方などいろいろな

方がいるのですが、これはどのくらい続けようとお考

えですか？

近 藤 ▶▶ 基本的に田嶋年度の時に震災が起きて、

さっき田嶋さんも言われましたが、みんな最初、ガバ

ナー会を通して寄付したんだけど、そこから問題が出

て、寄付金を返せっていう地区と、使い道を考えてや

ろうという地区と分かれまして、その結果、10地区が

ファンドみたいにして、震災時にお腹の子も含めて、0

歳の子供が短大とか大学を出るまで奨学金を出そう

という話に決まりました。その時からずっとやっている

ので2011年から22年間のロングランです。だから私は

基本的に青少年奉仕事業じゃないかと思うんです。

千 田 ▶▶もしかして、そういうこともあるけれども、

やっぱり年はきっとかないといかんな、災害はどこか

でだんだんと出てくるし。

田嶋 ▶▶あのね、今ね、希望のファンドは資本金が4

億あるんです。地区が出した4億、それが減ってない

んです。毎年払うお金はその年度で寄付頂いたもの

で回っているんです。これをずっと続けてお金を貯め

ておいて、次の震災が起こった時にそれを拡大して

支援しようと言ってるのですが、ただ、希望の風を

作った時にいろいろ問題があって、ほんとにロータ

リーってこんなひどいこと言うかってことまで言われ

たのがあって、当時の人がまだ頑張っているわけ。8

年前の人がまだ頑張っているわけ。私は早くから近

藤さんにバトンタッチして、今度神野さんに。やっぱり

そうしないと長く続く組織は続かないよ。

神野 ▶▶でも、この前、2010年度組の皆さんが大いに反

省されながら、相当変えようという発言をされましたよ。

田嶋 ▶▶やっとですよ。私は最初から変えようと言っ

ているのに。

神野 ▶▶私が口火を切ったみたいだったんですけどね。

司会▶▶ 客観的に見ていると、さすがロータリアン、素

晴らしいことだなとしか思い浮かばなかったのですが。

田 嶋 ▶▶ いやー、ひどかったよ。集めたお金をガバ

ナーが山分けするとか、ありもしないようなことを言わ

れちゃって。あの時会長だった東京のガバナーは本当

に可哀想だった。集中的に叩かれたのがその人個人で。

神野 ▶▶ガバナー月信に昨日原稿を出し、今度載せ

てもらうことにしてあるので。こないだ僕はさっきの

ガバナーじゃないけど、わけわからず副委員長に代わ

れって言われて、代わったんですが、今おっしゃった

ように、あと正確には1億2千万です。私は2億と言っ

てるのですが、2億あれば33年までいけるのですよ、

今のペースで行くと。ただ、お話があったように、この

後ひょっとして大規模な、片親か両親がなくなっちゃ

うような震災があった時にそれをまた使えばいいじゃ

ないかと、何も正式名だけ変えればいいじゃないか

という声もあるし、今からエンディングを考えてやる

必要はないよっていう話にはなっているのです。で、

ルール・規則・制度が少しいい加減ってものも結構

あったので、この1年で相当変えて頂くっていうお題

いができ、さらに今年度の2580のガバナー会議長の

松坂さんも来てくれていたので、ガバナー会でも取り

上げてくれと。去年は17/34、今までに26/34地区が

この7年強の間に参加しているのですが、去年はちょ

うど半分の17ですね。あと17地区がほんの僅か、

さっきの1000円じゃないけど出してくれれば、十分に

やっていけれるし、もっと広い範囲でこういうことが

できるかもしれないという見方もあると思います。

田嶋 ▶▶だから、最初の人たちは変わって、どんどん

新しい人たちが新しい組織にしていけばいいんですよ。

片山▶▶財団になってる？

田嶋 ▶▶ 財団になってない。財団にすればいいよね。

明らかに公益性があるからね。

田中▶▶それで、米山とか同じような方向でもってい

けばね。

司会▶▶他に何か言い足らない事、こんなテーマなど

ございますか？お時間も少 と々なりました。

神野▶▶さっき私も地区の体制を変えた、強化したつ

もりだって申し上げたのですが、さっき片山先生が

おっしゃたように、ガバナー出せないと、千田さんみ

たいに2000万自分で出してもいいよって方は良いけ

ど、私もあとで気が付いたんですが、地区の予算を見

るとガバナーの活動経費みたいなのが、ほとんどな

いわけですよ。私は幸いクラブも支援してくれたから

よかったですが、小さいクラブからも平等に出しても

らおう、いい人を出してもらおうと思うと、そのあたり

を変えていかないとね。

司会▶▶そうですよね。

田嶋 ▶▶でも、実際ガバナー出してもお金なんてかか

らないよ、お金がかかるって言うのが信じらない。

神野 ▶▶ 事務局経費をガバナー事務所で持つでしょ。

それをクラブで結構持たないといけない。

田嶋 ▶▶ 事務局経費だって、ノミニー時代の事務局経

費がガバナーの負担になるだけであって、あとは間に

合いますよ。今度からノミニーも経費が出るようになっ

たでしょう、だから、ほとんどお金なんかかからないよ。

近藤 ▶▶片山先生がガバナーを務められた時に地区

副幹事、スタッフを親クラブ、兄弟クラブから出して

欲しいという依頼があり、私も地区副幹事で出向し

たんですが、あれも1つの手だと思うんですね。今も

松坂さんの話が出ましたけど、第2580地区全体の事

は分かりませんが、ガバナーと地区幹事と地区副幹

事が違うクラブに所属しているんですね。神野さんと、

ここの地区ではそんなこと考えられないなと話してい

たのですが、そういう地区も実際あるんです。だから、

もう少し実態を調べていくと意外とガバナーと他の

人達が違うクラブ、つまり、本当に地区で優秀な人達

を引っ張ってくるっていうんですかね、基本的にはそ

うだと思うんだけど、今本人だけじゃなくってクラブが

後押ししないといけないというルールがありますよね。

だから、さっきの加藤さんじゃないけど、実際、有能な

人はいるけど、クラブが駄目って言ったらガバナーに

なれないので、そのあたりの仕組みっていうか、考え

方をかえなければいけないかもしれないですね。それ

で、私も有能な人がガバナーになって、それを取り巻く

地区幹事とか地区副幹事がまた優秀な人が出てくる。

優秀というか、やる気というか、非常に前向きというの

ですかね。すごいですよね、第2580地区というのは。

田 嶋 ▶▶すごい成功しているんですよね。若いガバ

ナーが出るようになって。

千田 ▶▶ただ、その地区の人がやってくれないといか

んよね。パストガバナーがちゃんと責任もって、バック

アップとか出すのも。

田嶋 ▶▶クラブで潰しちゃう。早く名前が出ると潰し

ちゃうんだよ。

田中▶▶でも、クラブの推薦がないと困るよね。

司会▶▶そりゃそうですよね。でも、小さいクラブが2

つでガバナーを出すっていうのはどうなんでしょうね。

神野 ▶▶どっちも小さければ難しいと思いますよ。ガ

バナー補佐の選出の仕方も結構大きな課題になって

ると思うんですよね。

田中 ▶▶ 他の地区と違うね。他の地区はガバナーが

推薦して組織作っちゃうもんね。

千田 ▶▶ガバナー補佐ってもうちょっと、ガバナーの

意向が反映するようにすると楽だわな。各地区からき

て、その人にいろいろお願いしないといけないし。

神野▶▶でも、それはね、4、5年かかりますよ。

司会▶▶ 時間も来ましたので、そろそろ締めを・・。平

成最後の10年間の最初のパストガバナーとして、片山

パストガバナー、10年を総括していただけますか。

片山 ▶▶それは少々荷が重いので、私の独断の感想

4点ほど述べさせていただきます。1つ目ですが、現在

までの30年間を振り返りますと、ちょうど平成30年間

とほぼ重なっています。この30年間を10年ごとに3分

割してロータリーの変化を見てみますと、平成10年ま

でロータリーは右肩上がりでした。しかし、平成後半

の20年間は右肩下がりで受難の時期でした。そのよ

うな中、RIは職業保持の原点を外し、会員に会員増

強と寄付・年会費の増強を絶えず求め、遂には職業

奉仕を事実上5大奉仕部門から下ろし、社会奉仕部

門に合流させるという話も聞き、私のガバナー年度の

地区方針でもあった「持続可能な前進」のまさに逆

を行っているように感じられました。2つ目は、斎藤直

美（豊田RC）2006年度パストガバナーを2016年度・

2017年度のRI理事として当地区から初めて輩出した

という、2760地区ロータリー愛知85にとって重要な

出来事がありました。当地区の将来にとって、計り知

れない啓蒙的な影響をもたらし、永く記憶されるべ

き出来事だと思われます。それ以外にも、5年ほど前

に名古屋から始まり、年々盛大に開催されている

WFF、50年前に豊橋から始まり、定着したゴミゼロ

運動、この2つの奉仕活動を一対として春期・秋期の

2大奉仕イベントとして将来に受け継がれるようにし

なければならないと思います。3つ目として、反対に残

念なのがポリオ撲滅運動のことです。1987年に当地

区でポリオプラスというプログラムが採り上げられ、

委員会が設置されました。私の年度に、ポリオ撲滅

の為に今後3年間に同額の寄付を提出することを条

件にゲイツ財団から1億ドルを受け取り、全会員に寄

付を再度求めてきました。しかし、最初の同額寄付か

ら10年経った現在でもその決着がついておりません。

いずれ数年のうちに撲滅宣言が出せると信じていま

すが、次の10年に申し送りをしなければならない事

は、私にとって本当に忍びない事です。4つ目は、ロー

タリーの組織・権限の問題です。組織は大きくなれ

ばなるほど、権限の集中が必要です。しかし、ロータ

リーの基礎は、クラブとその会員が底辺にあり、地域

と密着したクラブの独立自存があればこそです。RI

は権限の一部をガバナーあるいは地区に、ガバナー

はガバナー補佐に委任・譲渡する事が必要ではない

かと思います。私もガバナー補佐に一部権限委譲・ガ

バナー補佐の推薦事項・分区運営要領などを地区便

覧に記載し、口頭でも定着を推奨しました。しかし、

ガバナーは単年度官なのでなかなか難しく、本来は

地区大会で出来ると良いのですが、それも難しい問

題があります。近藤年度に「地区審議会」が活動でき

るようになりましたので今後は地区審議会を活用し、

大いに議論したいと思っています。

司会▶▶貴重なお話ありがとうございました。大変勉

強になりました。
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司会▶▶本日はお忙しい中、誠にありがとうございま

す。この座談会は2008年～2017年の10年間の中でガ

バナーをお務めになった皆様にご参加頂きました。

担当された年度の順に、取り組まれた事や課題など

について忌憚のないご意見を伺いたいと思います。貴

重なご意見からこれからの10年に向けての指針が見

えてくるかと存じます。それでは、まず2008年から

2009年度のガバナー、片山パストガバナーからお願

い致します。

片 山 ▶▶ RI会長の

テーマ“夢をかたち

に”それを受けて、

私の方は“持続可

能な前進！”という

地区方針で、サブと

して“ロータリーに

心を”という歌を作

りました。読んだ人

からは、とても良い歌だと好評を頂きました。“ロータ

リーに心を注ぎ　ロータリーに心を開く　ロータリー

を心に受け止め　ロータリーを心に住まわす　ロー

タリーの心をみんなで考え　ロータリーの心を静か

に思う　ロータリーの心は我等の心　ロータリーの

心は世界の心”という内容をテーマにした歌でした。

司会▶▶歌を通すとロータリーの理念が心にスーッと

入ってきますね。ところで、地区大会の時、私も関係

者だったのですが、ゲストは小泉純一郎さんでしたね。

片山 ▶▶ 名古屋名東クラブさんのお世話で、小泉さ

んに来て頂いたからあれだけの会員が地区大会に集

まってくれました。

司会▶▶本当に多くの会員が参加されましたね。

片山▶▶大いに盛り上がり良かったです。

司会 ▶▶この地区大会は悲しい出来事があり、片山

パストガバナーも心を痛められた事でしょう。

片山 ▶▶忘れもしません、RI会長代理とロータリー

ミーティングの特別講演のためお越し頂くことになっ

ていた佐藤千壽さん（東京東RC）の突然の訃報です。

地区大会の4週間くらい前に2回ほど東京でお目にか

かりました。当時佐藤さんは90歳でこれからヨーロッ

パ旅行に行くと伺い、「元気で行って来てください

ね」と、笑顔で挨拶を交わしました。ところが、地区

大会の20日くらい前、突然訃報が入りました。クルー

ズの最中にドクターがいなくて助からなかったとお聞

きしました。ロータリーミーティングの特別講演は、そ

の講演原稿が親友の圡屋亮平パストガバナー（松戸

RC）に託され、圡屋さんが代読されました。今でも忘

れられない出来事でした。

司会▶▶また、ロータリー愛知81にちなんでの昼食会

は皆さんに喜ばれましたね。

片山▶▶そうですね。公式訪問に行く多くのクラブで、

古参会員の方々が心なしか、さみしいお顔をしておら

れるのを見かけるものですから、この機会にと思って

第１日目のRI会長代理を囲む昼食会に招待した訳で

す。「ロータリー愛知81」にちなんでと言われるのは、

RIが事務的に当地区に付けた名称は「RI第2760地

区」ですが、私は当初より当地区が胸を張って自称

できる当地区の名前を「ロータリー愛知81」としまし

た。この名前を、ガバナー月信をその巻頭言として発

行した地区誌にも使いました。これは地区の機関誌

の役割と地区内各クラブ間の親睦誌の役割を担う双

方向の雑誌です。81という数字はその年度の当地区

全クラブの数です。招待しました古参会員の年が81

歳以上というのは、これ未満の歳では、該当者が多

過ぎてこの81を借りたのです。

司会 ▶▶ロータリーの方は若 し々いので81歳以上の

会員の皆様が元気に沢山お越し下さいました。片山

パストガバナーありがとうございました。次は2009年

大澤年度ですが大澤輝秀パストガバナー（豊川RC）

は、平成16年９月に逝去されています。ご冥福をお祈

り申し上げます。それでは、続きまして、クールビズを

提唱されました、２010年から2011年度のガバナー、

田嶋パストガバナー、お願い致します。

田 嶋 ▶▶ 私の時の

RI会長は、レイ・ク

リンギンスミスさん

というアメリカの方

でした。会長のテー

マは“地域を育み、

大陸をつなぐ”でし

た。私の年度の特

徴は3つあります。1

つは、ロータリー財団のフューチャービジョンが始

まった年です。当地区がパイロット地区になっていま

した。もう1つは、戦略計画ストラテージックプランを

日本では「長期計画」と訳していましたが、試行錯誤

を経て、今の戦略計画という名称に変更し、始まりま

した。最後の１つは東日本大地震が起きた年という

ことです。

司会▶▶あの東日本大地震が起きた年ですね。

田嶋 ▶▶最初は未来の夢計画という名前で始まっ

たのですが、夢という表現に異論も多く、協議を重

ねた末、フューチャービジョンという名前になりまし

た。私の頃は、RIの表現をアメリカはアメリカで直し、

日本は日本で直すスタイルで、日本流は受け入れやす

い表現に変えているのではないか？という指摘も多く、

本場アメリカの表現に戻したということです。フュー

チャービジョンでは、新しい地区補助金について皆さ

んのご理解を頂き、いかに活用して頂くかということ

を一番大きな目標としていました。

司会▶▶ 確かに日本語に直すと本来の意味が曖昧に

なる場合もありますね。また、医療支援にも熱心に取

り組まれてましたね。

田嶋 ▶▶ 深谷地区財団委員長と一生懸命取り組んだ

のが、グローバル補助金を使った医療支援です。アメ

リカのヒューストンと交流したのが当地区の医療支援

の始まりで、しかも、グローバル補助金を使った医療

支援というのは、当時本当にまれで、この地区の大き

な成果の1つだったと思います。それから、戦略計画

については、公式訪問でお話してもほとんど何も知ら

ない人ばかりという状況の中で、いかに皆さんに存在

を知って頂くかが課題でした。

司会 ▶▶そして、この年度は日本は未曾有の出来事

がありました。

田嶋 ▶▶そうです、東日本大地震が1番の問題でした。

地区としてはいずれも1人1,000円以上という形で1次

支援、2次支援を行いました。諮問委員会では1,000

円では金額が少ないんじゃないのか？という意見も出

ましたが、会員の皆様が企業でも多額の義援金を出

されて、個人でもロータリー以外に寄付されている事

を考えて出した金額という趣旨を説明し、この金額で

やりましょうということになりました。最初、2,000万

円ほど集まり、希望の風奨学金に全額協賛致しまし

た。２次支援では宮城岩手の地区と千葉県の地区と

もう１か所に配分致しました。その他、ヘリコプター

の支援も致しました。これは、地区大会をやって頂い

た「あまクラブ」が余った1,000万円を地区に返却して

くれたので、そのままヘリコプターの支援金に使いま

した。孤立した所に食料を運んだり、薬を運んだり、

１ヵ月くらい活用されました。それでもまだ余りが出て

いたので、軽トラックを買いたいという支援組織に活

用致しました。

司会 ▶▶田嶋パストガバナーありがとうございました。

東日本大地震が起きてからのガバナーの取り組み方

は、本当に心を打たれるものがありました。それでは、

引き続き、松前パストガバナーお願い致します。松前

パストガバナーは、2011年から2012年までガバナーを

お努めになりました。震災後の大変な年でしたが、

ロータリークラブの力、絆の強さを再認識されたので

はないでしょうか。RC会員歴が半世紀以上と伺いま

した。色 な々思い出がおありかと存じます。

松前 ▶▶ 私は、1967年に一宮北RCに35才で入会し、

この50年間で、1990年には一宮中央RCの初代会長

として設立に尽力

出来たこと、そして、

2011年～2012年に

は2760地区のガバ

ナーとしてお務めが

出来た事を嬉しく思

います。

司会 ▶▶ 松前パスト

ガバナーのご経歴

を伺いますとすべてに「初」が付き、意欲的な取り組

みが伝わって参ります。2760地区にロータリー・リー

ダーシップ研究委員会（RLI）を導入されたのも初め

ての試みでしたね。

松 前 ▶▶ ロータリー・リーダーシップ研究委員会

（RLI）は新会員と未来のクラブリーダーの研修の

ためにアメリカで草の根運動として開発されたプログ

ラムです。日本でも各地区で急速に採用されつつあり、

双方向性とディスカッションリーダーDLに特徴があり

ます。私がガバナーに就任して最初の諮問委員会で

導入を諮り、認められて誕生しました。全国では6番

目の導入でしたが、RLIはまだ馴染のない時代でした。

ロータリー・リーダーシップ研究会の目的は、ロータ

リーの理解を深め、クラブを活性化すること。目的達

成の為に、日本では15地区でRLIの研修が行われ、

成果が上がっています。講義による教育ではなくディ

スカッション方式でリーダーの知識、考え方、創造性

を引き出します。

司会▶▶ 埼玉の中村先生には私も熱心にご指導を頂

きました。度々お越し頂いていますね。

松前 ▶▶ 2760地区は中村靖治国際ロータリー研修

リーダーが熱心にご指導下さり、地区研修の方が真

剣に勉強された結果、多数の方がディスカッション

リーダーになっています。私もガバナーエレクトの時、

妻久子とアメリカ・サンディエゴで1週間、コの字型の

RLI方式で飛び交う質問に、絞られました。現在

2760地区ではこのRLI方式に磨きをかけ改善し、有

用な研修として成果を上げていると聞いております。

この研修でロータリーへの理解が深まり、クラブが

活性化することが期待されます。ロータリーをより理

解し、ロータリーを心から愛するロータリアンが増え、

今後の100年もロータリーが益々発展する事を願って

おります。

司会▶▶ 4430地区ブラジルを訪問されましたね。

松前 ▶▶ 1988年度以降永く中断していた研究グルー

プ交換GSEを1997年度犬飼パストガバナーが再開さ

れ､私が委員長に任命され、当時の犬飼ガバナー、

片山地区幹事（片山パストガバナー）と総勢10名で

GSE研究グループの派遣先であるブラジル4430地区

を激励訪問いたしました。懐かしい思い出です。ちょ

うどこの年は、ブラジルへの移民90周年という節目

の年でした。そこで、各クラブから寄付された書籍１

トンを船便で送りました。この訪問はブラジル日本文

化協会に寄付する贈呈式もかねていたのです。24時

間を費やし、一行がサンパウロ空港に降り立ったのが、

5月13日早朝4時30分。訪問先クラブの会長や多くの

方々に迎えられてホテルに向かいましたが、GSE研究

生として来ていたサンパウロ軍事警察大尉ルイス君

の装甲車に前後を守られ、赤色灯を回転しながらの

移動。ガバナー一行への配慮に感謝しております。

司会▶▶疲れも飛んでしまう歓迎ぶり、嬉しいですね。

他でも熱いもてなしを受けたそうですね。

松前 ▶▶ 仮眠の後、日本人街に例会場を持つ日系ク

ラブ会員の多いリベルターデRCを訪問し、熱い歓迎

を受けました。その後文化協会に赴き、日本文化協

会山内会長に犬飼ガバナーから図書一式贈呈の目

録が渡されました。翌日は、サンパウロ・レステRCを

訪問しここでも熱い歓迎を受け、4430地区大会会場

に移動し、前夜祭を楽しみました。当時の4430地区

ガバナーは日系2世のKazuhiro Moriガバナーでした。

大会当日、我々一行は日本国旗を振りながら入場。大

きな拍手を今も覚えています。各クラブが順に旗を掲

げて入場行進する姿にも力強い息吹を感じました。

翌日はMoriガバナーよりレセプションに招かれ、一連

の行事終了の安堵感もあり、とても和やかな時間を

過ごしたことを鮮明に覚えています。その後、イグア

スの滝観光に向かいました。ブラジルとアルゼンチン

にまたがる落差80M、幅4キロの景観は圧巻でした。

最終日は、リオデジャネイロにも足を延ばしました。

2016年のリオ・オリンピックでコルコバードのキリスト

像が映し出されるたびにブラジル訪問を思い出して

おりました。往復2日間以上という10日間はハードで

したが、ブラジル訪問は実り多く思い出深い旅のひと

つとなりました。

司会▶▶そういえば、松前パストガバナーはある数字

に深いご縁があるそうですね

松前 ▶▶私は母校の大阪歯科大学の学籍番号が22

番でした。そして、一宮北RCの22代目の会長を務め

ました。ガバナーセミナーに指名されたのが2009年3

月22日でした。第2760地区の第22回インターアクト大

会に出席し挨拶の機会を頂きました。インターアクト

クラブは私の心の故郷であります。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーありがとうございました。

それでは、2012年から2013年度のガバナーでいらっ

しゃいました、千田毅パストガバナー、お願い致します。

千 田 ▶▶ 私の時は、

たまたま幸いなこと

に国際ロータリー

会長が田中作次さ

んで、R Iテーマが

“Peace Through 

Service 奉仕を通

じて平和を”でした。

司 会 ▶▶ 田中作次

RI会長との思い出で印象に残っている事は何でしょうか。

千田 ▶▶一番の思い出は、ロータリーの世界大会の

時のことです。ガバナー会をやろうという事になりま

したが、一番の問題は田中RI会長が参加してくれる

かどうかでした。そこで、全権を握っているRI秘書の

ベティさんという女性に交渉したのですが、直前まで

参加が不明のまま…。ところが、当日、田中RI会長が

来られて、皆びっくり！しかも、財団委員長なども連れ

てお越こしになったので、椅子が足りずバタバタと大

慌てして準備したのが印象に残っています。私共は

150人くらいで参加しましたが、田中RI会長は感激し、

喜んでお帰りになられました。また、同期のガバナー

が年1回集まって日本各地を廻るのですが、3回目の

時に田中RI会長が、「2012年度の会だから私も参加

する」と言われ、その会費を求めたところ、「これぞ

ロータリー」と言って、喜んで払って下さいました。

司会 ▶▶千田さんがガバナーになられた年は、震災

の翌年でしたね。

千田 ▶▶そうです、大震災の翌年でした。1月の研修

会で行った、カナダのトロントの方に一緒にやろうと

声をかけていただき、VTTの時に参加して頂きまし

た。その時、たまたま隣に座っていたのが、2750地区

の宮城・岩手の小野寺さんでした。その際、「お金を

集めるのは誰でもできる、我々はちゃんと震災孤児に

手渡したい」と小野寺さんにお願い致しました。あの

時は現地も混乱して色々大変だったのを被災地に視

察に行った時に実感致しました。30人の子供たちが

高校を卒業するまでにかかる4,800万円という金額を

集める為に、毎週500円ずつ集める提案をしましたが、

はじめはうまくいかず、幹事などに足りない分はガバ

ナーがもたないといけないと脅されました（笑）結果、

全額集まりましたが色々大変でした。

司会▶▶地区の目標など6つ挙げていらっしゃいます

が、沢山達成されていますよね。その中の高校生支

援で、甲子園に出場を果たした、仙台育英高校の球

児の中に孤児がいました。両親は他界し、お祖父さ

んの所から高校に通い、甲子園で3番打者として活躍

しました。1回戦で負けてしまったのですが、千田さ

んの応援が陰でありました。

千田 ▶▶地区と地区との交流では、抽選の結果、名

古屋クラブと奥三河クラブがメークアップする事にな

り、中日新聞の大島さんから「千田さん、えらいこと

になった！」と電話で心配を頂くほど、離れた地区の

クラブが交流することとなりましたが、その交流は2

～３年続けることができました。

司 会 ▶▶千田パストガバナーありがとうござました。

続いて、2013年度ガバナー田中正規パストガバナー

お願い致します。

田中▶▶会長になっ

ても知らないことば

かりで、地区に入っ

て改めて、凄い！と

驚くことばかりでし

た。ノミニーとして、

「お前また来たか！」

と言われるほどしつ

こく千田さんの後に

くっついて見聞きしている間に分かることがありまし

た。それは、ロータリーでは“はい”と“YES”しかな

いということです。「やろうよ！」と言った事は情報を

集めてやらないといけない、それが皆が前を向く事、

止めたらそれで終わり。私も思った事をとりあえず

やってみようと思いました。ある時、公共イメージの

コーディネーター「ロータリーの友」編集長の二神さ

んとお話しする機会があり、その時の話題から、地区

全体でやれるフェスタ、日本で初めてのロータリーの

ワールドフェスタを開催しよう！と私は思いました。皆

さんの協力のもと、思った以上に素晴らしいフェスタ

を開催できました。その後、近藤さんが形を作ってく

ださり、日本のロータリーでできました。そのきっかけ

に少しでもなれたのが良かったと思います。最後に、

任期の終盤に色 な々国に行きましたが、それが楽しい

思い出になっています。

司会▶▶どんなところに行かれましたか？

田中▶▶ベトナム、タイ、フィリピンは2回、隠れてモン

ゴル。つい最近はラオスに行きました。皆さんの友情

の支えもあり、色々な国へ行くことができ、非常に充

実した年度だったと思います。もう１つ印象的な出来

事として、同期のガバナーがEクラブを教えてくれた

事です。会費も安く、例会をホームページで行えるEク

ラブは、若い人も多く、クラブのイメージを変えたクラ

ブで面白かったです。

司会 ▶▶やはりイベントをやらないと、テレビ局や新

聞社の方々はあまり来てくださらないですよね。

田中▶▶私がテレビ局等に行ったのは最初の挨拶ぐ

らいだけでしたが、色々な人を引っ張りだすことは良

いことだと思います。たまに顔を出すと、ロータリーは

こんなことをやっているのか…とロータリーの活動を

改めて知って頂けました。

司会 ▶▶はじめのうち、ロータリーのことはあまりPR

してはいけないと教えられたのですが…。

田中 ▶▶それで、公共イメージコーディネーター補佐

としてお話させて頂きました。

司会▶▶希望の風などはどうですか？

田中▶▶希望の風は私ではなく、田嶋さんが担当してい

ます。希望の風は今も続いていて素晴らしいと思います。

司 会 ▶▶ 学生さんの喜びの声や手紙を拝見すると

ロータリアンになって良かったとしみじみ思います。

クラブでもお弁当箱支援といって、お弁当箱に色 な々

ものを詰めて、被災者の方に送り、そのお礼に折り紙

の花やお手紙をいただいたりしました。田中パストガ

バナーありがとうございました。それでは、2014年度

のガバナー、近藤雄亮パストガバナーお願いいたしま

す。パストガバナーの年度のガバナー月信の7月号は

熱田神宮ですよね。

近 藤 ▶▶たまたまう

ちのクラブに熱田

神宮の宮司さんがお

られ、写真を使わせ

てくださいと頼み、

毎回、熱田神宮に関

連する何かの写真

を使わせて頂きまし

て、最初から最後ま

でシリーズで載せました。私の時のRI会長は、ゲイ

リーC.K.ホァンさんという台湾の方でした。彼の考え

方のベースになっていたのが「儒教・孔子の教えです。

ロータリーがSNSを含めデジタル化していく中、アナ

ログ的なものを大切にされる方で、そういったところ

に私も共感しました。彼は“ロータリーに輝きを”とい

うテーマと5つの強調事項、つまり、“地域社会でロー

タリーの存在感を高めること・会員増強・ポリオ撲

滅・クラブの強化・ロータリーデーの実施”で始めま

した。この強調事項は今でもずっと続いています。当

時の私にとって歴代ガバナーの皆さんは雲の上の存

在。ガバナーノミニーに指名される場に臨んだ時、近

寄りがたい雰囲気がありました。そのような思いから、

もう少し目線を下げてロータリアンの中に入りたい、

堅苦しいことはやめて、メークアップに来たメンバー

のような近い距離感で本当の姿を見たいという思い

から色々考え、計画を立てました。結果、例えば「単

独でガバナーの公式訪問を初めて受けました」とか

「親クラブと一緒だとなかなか本音で話すことがで

きない」といったような声を聞くことが出来ました。

司会▶▶ 確か近藤パストガバナーの時、クラブをまとめ

て回るのではなく、ひとつひとつ訪問されたのですよね。

近藤 ▶▶はい、地区内全84クラブを個別に公式訪問

をしました。メンバーの数が少ないクラブも多いクラ

ブも皆さん本当に一生懸命ロータリー活動をされて

いて、素晴らしいと感じました。色々大変な面もある

けれども、この地区のクラブは本当に良くやってくれ

ています。何でもそうなのですが、一旦外に出てみる

と、中では分からない事が見えてくる。素晴らしさが

良くわかる様になる。ゲイリーC.K.ホァンさんのアナ

ログ的思考というか、情といいますか、それが地方に

あるんじゃないかなと思います。私はロータリーとい

うのは、ひと言でいえば…感動、感動をシェアするこ

とだと思うのです。こういうことをずっと言って回った

わけです。いろんな理屈やロジックを立てても感動

がない。そういったものだったら誰もついて来ないし、

仮にその場でついて来ても後は知らないという形に

なってしまいます。感動があれば、自分も仲間に入り

たい、これぐらいのお金を出してもいいなという気持

ちになります。そういう風になっていくといいなと思い

ます。先ほど田中さんが「自分は人が色々言ったこと

を取り上げた」と仰ってました。その中の１つ、WFF

(ワールドフードふれ愛フェスタ)を引き継ぎ、我々の時

は最初からやろうと組織を作り取り組みました。そう

したら、タイミングよく、ゲイリーC.K.ホァンさんの強

調事項の１つ“ロータリーデーの実施”というのがあ

りました。当時のRI理事の北さんからも昨年第2760

地区のプレゼンを見たら素晴らしいことをやっている

ので、是非ロータリーデーをジャパンロータリーデー

愛知として実施をしてくれないかという話を頂きまし

た。シニアリーダーは自分がまとめるからお前は同期

ガバナーをまとめろという事になったのです。結局、

100人以上のシニアリーダーの方々がWFFに参加を

してくれました。田中さんが始めた事を2年目である

程度形ができたかなと思います。

司 会 ▶▶ロータリー

デーというのは、その

時から始まったので

すか？

近藤 ▶▶そうです。ゲ

イリーC.K.ホァンさ

んが自分の強調事項

で提唱したのです。

世界中に、クラブ単

位でもいいし、地区単位でもいいし、あるいは国単位

でもいいから、とにかくやってくれと。私は各クラブ単

位で是非やって下さい。これはガバナー賞の対象に

します！とやったのです。地区単位ではせっかく田中

さんが地区の大きなイベントをやってくれたので、そ

れをジャパンロータリーデーに育てる決心をしました。

ゲイリーC.K.ホァンさんの強調事項、北RI理事の薦

めもあり、ちょうどタイミングが合ったのですね。それ

からもう1つ。“ロータリーは何だ？”とか陰で色々文

句を言う声もありますが、言いたいことがあるのなら、

RIには3年に1度開催される規定審議会というのがあ

るので、そこへ第2760地区から物申す！と、意見を出

したらいいんじゃないのか、その為の規定審議会で

すから。そして地区内クラブに立法案提出のお願い

をしました。地区の色々な問題を取り上げて会長さん

たちに諮る地区審議会と立法案審議委員会というの

を作り、片山先生、田嶋先生と相談しながら3人で地

区審議会規約を作りました。それが今実行されています。

司会 ▶▶もう１つ、IT委員会で地区で初めてHPを作

られたとか。

近藤 ▶▶ホームページは前からありました。尾本さん

が非常に熱心に取り組んでくれていました。地区で

形に出来たのは、いきなり出来たのではなくて、思い

とか色々な下準備があったからです。尾本さんの不

断の努力のお陰だと思っています。私のような者でも

ガバナーを務めることが出来たのはゲイリーC.K.ホァ

ンさんの「儒教・孔子の教えの下、アナログ思考でや

る」この理念があればこそです。また、片山先生がガ

バナーをお務めになられた時、ガバナー補佐としての

私をご指導して頂いたこと、その後も色 ご々指導を頂

いたお陰と片山先生には大変感謝致しております。

計算で繋がっているのではなくて、情で繋がってい

る関係は素晴らしい力になると私は思います。

司会 ▶▶近藤パストガバナーありがとうございました。

では、2015年度のガバナーでいらっしゃいました加

藤陽一パストガバナーお願いします。

加 藤 ▶▶ 私の時は、

スリランカのK .R .

ラビンドランさんと

いう方がRI会長で

した。英語で“Be 

a gift to the world”

サンディエゴでの国

際協議会で“世界

へのプレゼントにな

ろう”と訳されましたが、はっきり言って何を仰ってい

るのか分かりませんでした。同期のガバナー連中とこ

れは何を言ってるのだ？？と色々話し、プレゼントは、

たぶん奉仕のことだろうなと、同期のガバナーとそう

解釈しようということになり、サンディエゴから帰って

きました。K.R.ラビンドランさんは、アジアの中でのは

じめてのスリランカの方ですから、どうもイメージが

湧かず、このRIテーマも皆さんにどうお伝えしようか

…とちょっと苦労しました。

司会 ▶▶加藤パストガバナーは、お父様もロータリア

ンだったのですね。

加藤 ▶▶そうです、親父も瀬戸クラブで会長をやって

いました。その頃、斎藤先生が仰っていた「原点回

帰」の話に感銘を受けました。最近ロータリーが原点

というか根本がわからなくなってきたのではないか…

という私自身の心情もあり、見直しをという意味で、

早速先生にお話しして了解を頂き、原点に帰りたいと

お話を申し上げて、ずっと講習をやったのです。

司会▶▶ガバナー時代、思い出に残ることを教えてく

ださい。

加藤 ▶▶田中さんの資料を基に34クラブ訪問いたし

ました。クラブとの交流、私自身の交流もそこそこや

らせて頂いたつもりでおります。WFFに関しては、田

中さんから近藤さんに受け継がれ、私の時はだんだ

ん形になってきました。私の時から企業協賛にも力を

入れて、600万か800万円を頂戴し、去年が1,000万円

くらいでした。ロータリーを世間に広めるという意味

もあり、だんだん大きくなっています。特にエンドポリ

オに関しては、売り上げもだいぶ上がってきています。

たまたま国際奉仕委員会の方と一緒にVTTでインド

ネシアに行く機会があり、ジャカルタの劣悪な環境に

いる子どもたちを訪ねました。学校も行けず勉強もで

きないヒンズー系の子供たちを援助していたのは、イ

ンドネシアの方達。この出会いを機に私たちもやって

いこう！と、ポリオ500万円、あと400万円プラス地区

のクラブから拠出されたお金を使って、やり始めたの

です。ぼちぼち卒業しないとと思っているのですが、

今もWFFの実行委員長をやらせて頂いております。

WFFを通じて、ロータリーは世間に、そして日本中に

広がったのではないかと思っております。ガバナーと

して小難しいことはやった覚えはありませんが、

WFFが私にとっては一番の思い出かなと思っています。

司会▶▶やはりそういう努力があって、いろんな学生さ

んの支援などが出来るのですね。先ほど、千田パストガ

バナーの時にお話した、仙台育英高校の千田君の記

事は加藤パストガバナーの時の月信9月号に出ておりま

して、「花巻東高硬式野球部の千田京平君、亡き母と

「再会」信じ」という風に書いてありました。加藤パス

トガバナーありがとうございました。それでは、2016年

度ガバナー、服部良男パストガバナーお願いします。

服 部 ▶▶ 2 0 1 6年度はジョン・ジャームRI会長の

“Rotary Serving Humanity”というRIテーマでス

タートしました。丁度この年はロータリー財団100周年

という記念すべき年。100年前にアトランタで開催し

た国際大会を100年後にもう一度アトランタで！という

大きなテーマがありました。もう１つのテーマは、RI

の戦略計画を当地区にどのように持ってくるか。当地

区にはRIの戦略計画がありませんでした。従って当

地区の良いところと課題を分析し、良いところは、そ

のまま伸ばし、課題に関しては戦略計画を立て持続

可能にすることがテーマでした。一番の基本は、10

年後もこの地区が輝き続けるために1年間何をすれ

ばいいのかという事です。そこでまず、地区の戦略を

作るため戦略計画委員会を作りました。そしてもう１

つ、広報、ITを一緒にして、公共イメージ向上委員会

を設立させ、戦略計

画の中でも大きな部

分であるロータリー

の認知度と公共イ

メージの向上を図り

ました。それからも

う１つ。研修委員会

を再度新設し、その

下にRI実行委員会

を分けて、研修をさせて頂きました。これが大きな地

区に対する戦略計画です。あとは、地区としての財団

の取り組みがしっかりしていた為、未来の夢計画に

始まる延長の100年を是非！ということで、大変高い

数字を掲げました。一人180ドルを財団に寄付し、結

果、目標を達成することができました。ジョン・ジャー

ムさんは、ポリオ、財団の経験が非常に深い方です。

そういう意味でも皆様方に大変感謝しております。ア

トランタで100周年を祝おう！をテーマにした大変忙

しい年でしたが、皆さんと一緒に色んなことをさせて

頂きました。深く感謝申し上げます。もうひとつ良かっ

た事は、2750地区と会員が良い競い合いをした結果、

最後に１つ新しいクラブが出来た事です。結果的に

34地区の中で一番多く会員が増えた事も皆さま方と

の１つの成果だったと考えています。

司会 ▶▶ 服部パストガバナーありがとうございました。

それでは、まだ記憶も新しい、2017年度ガバナー、神

野重行パストガバナーお願いします。

神野 ▶▶私がロータリーに入ったのは金沢東でした。

石川・富山地区の金沢ですが、2610地区のガバナー

という方がどういう存在か、ロータリアンとして全く意

識せずに6年いました。それで、名古屋に戻ってもう

一度名駅ロータリーに入った年が2008年7月。今考え

ますと片山ガバナーの年度で、2760地区で再入会し

ガバナーという存在があるということをはじめて知っ

たぐらいで、全く知らずに6年いたなという思いがしま

した。ガバナーの公式訪問は、西クラブと一緒に受

けていましたが、自分のクラブに来られたという感じ

が薄く、公式訪問に対してもあまり意識しておりませ

んでした。まして地区への出向や、ガバナー補佐を引

き受ける事も、クラブ幹事の経験もなく、ロータリー

の地区の動きも全く知らずにいた私が、いきなりガバ

ナーということで大変驚きました。なので、先輩たち

とはずいぶん感覚が違うと思っております。私は千田

パストガバナーには学生時代からご指導頂いており

ます。また、両親の関係で存じ上げている方ばかりで

す。しかし、ガバナーという意識で拝見したのは、私

がクラブ会長の時の田中ガバナーが初めてでした。

公式訪問の時にガバナーの存在を目の当たりにして、

凄い人なのだと思いました。親の西クラブと一緒だっ

たのですが、大きな先輩、親クラブでありながら、結

構ガバナーというのはビシビシ言われるなと。私ども

は子クラブにも関わらず、大変褒めて頂いて恐縮した

ものです。ガバナーは、凄い存在なのだということを

初めて肌で知りました。そんな頃です、私の高校の同

級生の近藤さんがガバナーをどうも引き受けるようだ

と話を聞いて、よくそんなことをやるな～と言ってし

まった覚えがあるのです。そういった中で、去年ガバ

ナーを引き受ける事となったのです。イアン H.S ライ

ズリーさんは“変化をもたらす”をテーマに、確か

ロータリーそのものが大きく変わったというお話をさ

れていたのを聞き、変化の時代だから、何かをやろう

と考えて出来ないだろうかと思いました。一番に思っ

たのは、ロータリーのイアン H.S ライズリーさんのこ

の言葉です。「ロータリーとは何か。何をしているのか

ということをもっと世の中に知らしめてほしい。」そこ

で、公共イメージ向上というものについて、自分がで

きる範囲でやってみようと思ったのです。1つはマスコ

ミや地域の皆さんへの働きかけ。もうひとつは、地区

ガバナーとロータリアンの距離感というのをできるだ

け縮めるという事を考えました。ガバナーは一般ロー

タリアンにとって遠い存在というか、私自身近寄りが

たい存在と思っていました。そこで、一年かけてクラ

ブの訪問以外にも、いろいろと接する機会をつくり、

距離を縮める試みをしたつもりです。服部さんは、地

区の戦略委員会で非常に改革的な事もやって下さい

ました。村井さんからはそんなに急にやっても無理な

んじゃないかとご心配頂きましたが、やっぱり自分な

りにやってもらいたいし、やってみたいということで、

全クラブに戦略委員会のような類のものを設置して

頂いたというのが、一番の私の思い出です。それから

もう１つ、諮問委員会で、先輩諸氏にお許しを頂き、

地区の体質の強化を図る取り組みを始めました。１つ

は、青少年対策の危機管理基金、これを1,000万円積

み立てさせて頂きました。それから、愛知県と防災協

定を結んで、地域の皆さんと一緒に勉強して、万が一

のときはどういった事ができるかということを考える

態勢を作らせて頂きました。これは先輩諸氏にも認

めて頂き、地区大会で結ぶことができました。

司会▶▶地区大会の思い出はいかがでしょう。

神野▶▶そうですね、

思い出がいっぱい

あるのですが、よも

や、D.K.リーさんが

来るとは想像もして

おらず、8月15日の

メールを開けてびっ

くり！片山パストガ

バナーがちょうど同

期だとの事でお願いできて本当に助かりました。大

先輩からも良くやったと言って頂いたのは先輩のおか

げです。今年は神奈川へ行かれるそうで、ガバナー

がとても焦っておられたと、村井さんから聞きました。

村井ガバナーから力になってあげてと言われて、気楽

に笑っていられるのが幸せです。最後に、６月の最後

にクロスプロモーションの青少年と学友の交流フェス

タ、これが出来たのも思い出です。ご出席の皆さんに

もいろいろ無理を申し上げました。それから、昨年度

だけになってしまったのですが、イアン H.S ライズリー

さんの植樹のお話につきましても、それぞれ分区やク

ラブで、個人的にもやって頂いたおかげで、8000本と

いう、一人一本の植樹目標を達成できました。「ガバ

ナーというのは言ったことを何でもできる」と言われ

たことをいい事に、先輩諸氏に無理を言い、それに

応えて頂いた事に感謝しております。WFFも晴れ男

で頑張ってくださいと言うだけで、今年度に相当資金

的余裕をもってお渡し出来ました。細かく言いますと

１時間では終わりませんが、これで終わりたいと思い

ます。ご指導頂いて、本当にありがとうございました。

司会 ▶▶ 神野パストガバナー、ありがとうございまし

た。こういった素晴らしいガバナーたちが10年間、努

力されたおかげで、第2760地区は本当にキラキラと

輝いていたのだと思います。どうもありがとうござい

ました。

司会▶▶片山先生いかがでしょう？

片山▶▶そうですね。ガバナーの視点というより私個

人の職業上の視点からのことを先に言いますと、そ

の頃地区大会での決議は大会決議と名付けられて、

ＲＩ会長・ＲＩ会長代理に感謝する。現ガバナーに感

謝する。地区大会ホストクラブに感謝するなど、決議

でなくても、ガバナーから口頭でお礼申し上げますと

言われれば済むことばかり。のどかな風景でした。そ

れまで、地区大会で審議・決議していた必要的決議

案件は、前年度の地区決算の承認、次年度地区大会

開催場所と日時の決定・承認くらいのことでした。そ

こで、ロータリーを法曹出のガバナーの目から見て、

地区大会の決議機関部分を整備しました。それは地

区大会における必要的決議案件の決議といわゆる大

会決議案と称していた案件とを区別し、必要決議案

件は各クラブの議決権票数を有する会長・幹事・副

会長等が出席する地区大会１日目に審議・決議し、

大会２日目にはその報告とし、大会決議案は１日目は

大会決議委員会からの決議案の内容の報告とし、大

会２日目の地区内全会員が参加する会議に大会決議

案を上程し採決するとしたことです。その年度の必要

的決議案件は、ガバナーノミニーの選出方法として指

名委員会方式の採択と指名委員会委員の選任の件・

2010年開催の規定審議会提出案件承認の件（当地

区初めての規定審議会提出案件）・ロータリー財団

未来の夢計画パイロット地区候補申請の件の3件で

した。現在においても、その流れが継続しているのは、

うれしいことです。それから、もう一つはガバナー選

任の地域的配慮のことです。パストガバナーの皆さん

が思っておられるでしょうが、全地区内、尾張も名古

屋も三河もどの地域にも一様にパストガバナーがでん

としておられ、しかも各分区にも元気なパストガバ

ナーがいることです。しかし、色 な々事情により、その

ようにはいかないのです。特に、分区でガバナー補佐

が分区内事業をする時あるいは分区内で事が起きた

時などに、どの分区にも、身近に相談ができるパスト

ガバナーが常にいるというのがいい訳です。地域の

関係では名古屋５・三河４・尾張３の比率で候補を選

任し、各地域内分区の順番は各地域関係のパストガ

バナーの相談によるという方針はできていますが、そ

れでも、地域の事情により万遍なく一様にとはいかな

いという実情ですね。その事情の一番大きいのが、う

ちのクラブの人数では、引き受けられませんという断

りです。その対処の１つの方法として、私のガバナー

年度に親子兄弟クラブにお願いして、監事・副幹事・

スタッフ等２人位ほどご協力をいただき、率先垂範し

た積もりです。偶然この時、近藤パストガバナーも西

名古屋担当のガバナー補佐で入って来られました。

司会▶▶だから先生の時は、他のクラブのスタッフが

5～6人入っていたのですね。

片山▶▶そうです。そういうことをやったのです。

加藤 ▶▶尾張3分区では大変申し訳ないと思っており

ます。去年ですが、南尾張分区でペケ、西尾張分区

でペケ、たまたま東尾張分区はその時にパストガバ

ナーが3人いらっしゃったのです。だから、僕を入れて

4人いたわけです。結局、尾張分区からしか出すとこ

ろがなくて、たまたま、犬山さんが今まで出していな

かったわけです。犬山が出るといったのでこれは良い

と安心していたら、委員会の前日に断ってきた。びっ

くりして田中先生にどうしよう…と。それで江南の福

田さんに急遽電話申し上げたら、「大丈夫だよ。うち

におるから」との返事。それでご本人と話をして、OK

ということになったのですが現役の会長さんなので

す。現役の会長さんは本来ダメなのです。それでRIの

方に問い合わせて、許可を得て伊藤さんがガバナーノ

ミニーに決まったのです。

片山▶▶だから、小さなクラブが一緒になって協力し

て出さねばね。

加藤 ▶▶ 今は東海と常滑なんかは出せます。しかる

べき人間もいます。今、片山先生が言われた小島先

生などもいるのですが、たまたま小島先生が病院を

建て替えて忙しいということだったのです。

司会▶▶できれば、9人で話し合うと盛り上がるような

テーマをあげて頂いてお話して頂けるとありがたいな

と思います。

神野 ▶▶これって、10年の思い出が皆さんにあります

よね。そして、これからの10年に向けての皆さんの期

待とか想いとか、この2つにしたらどうでしょうか?

田嶋 ▶▶地区大会のゲスト、会長代理を昔みたいに

自分たちで推薦させてもらえないかという意見が割

と今、いろんな地区から出ているじゃないですか？

神野 ▶▶ 出ていますね。全然来ると思ってなかった

D.K.リーさんが韓国から来られたし。

加藤 ▶▶ 僕の時も1か月前ですよ。それではなんとも

ならないですよ、こっちの準備も。だからもっと早く決

めてほしい。誰がどういう風に決めるかわからないで

すけどね。

田嶋 ▶▶大澤さんの時代までは地区が候補者を推薦

していたのですよね。

加藤 ▶▶ 要望は出せるけど、それに対しての返答もな

く、無視ですね。

田嶋 ▶▶ 私の時はRIが会長代理を呼ばなくていい。

お金がないのだから。協議会でもRIの職員がお金が

ないから来ない。日本の旅行者が行ったのだもん。ツ

アーが案内した人たちがその職員を代行してやって

いたのです。だから、日本事務局からは誰も行かない。

本当にひどい話です。

片山▶▶田島年度に同地区の中からRI会長代理を出

したのは意表を突いた人選でしたね。

神野▶▶それが最近全然でていない。

田嶋 ▶▶豊島さんから未だに言われます、あの時俺

はタダ働きだと。あの時、RIから地区で負担すること

はまかりならん、その代わり、会長代理で呼んだ場合

には一人いくら出すっていうような約束があったので

すが、一切払ってもらえなくて。こっちもすっかり忘れ

ちゃってましたが、日当も何もなく、未だに顔を合わ

すとそのことを言われます。

司会▶▶ 外国の方が来られると大変でしたよね。

加藤 ▶▶ 結局、通訳がいるでしょう。たまたま、米山

の子たちがやってくれたのですが、それからいろいろ

お話して頂くにしても、通訳を通すと時間が倍になっ

ちゃう。初めから文章を頂戴といって、文章をもらっ

たことはいいけど、読めないでしょう、だから、米山

の子に頼んで全部日本語に直してもらって、それをス

クリーンに投影して、それで通訳なしでやりましたけ

どね。しかも、決まったのが一カ月前でしょう。もう慌

てましたよね。

神野▶▶その教えを、D.K.リーさんの時には活かさせ

て頂いた部分もありますね。米山と福田君とか通訳

も含めて。

加藤 ▶▶日本のパストガバナーが来ていただくのが一

番いいですよね。

神野 ▶▶ D.K.リーさんは、みんな私の方を見ずにパ

ワーポイントを見る、だから、そういうのは嫌いだと

おっしゃって、以前のようなパワーポイントで出す事

ができなくて、30分でちゃんと収めるというのが、50

分以上になって、ちょっと大変でした。やっぱり国内

で来ていただくとありがたいですね。

司会 ▶▶あと、どうでしょう。一生懸命取り組んでい

らっしゃったWFF、これからどのようにして、あと何

年続けようかとかお思いでしょうか？

田中 ▶▶やれるかな？と思うんですよね。会場のこと

とか。

神野 ▶▶会場は大丈夫。エンゼル公園の方へ移します。

田中▶▶それならいいよね。できたら、日本の看板に

なるかもしれないから、少しずついいものに変えて

いっているから、同じものだとみんな飽きちゃうから

ね。近藤さんに頑張って頂いたよ。

神野▶▶ロータリーデー。

近藤 ▶▶タイミングでね。

神野▶▶こないだ、ジュディオングさんとご一緒したの

で、また確認して頼んでおきました。ポリオもう少しだ

から、楽しみですとおっしゃってました。

近 藤 ▶▶あれも、最初の仕掛人の福田さんが頑張っ

てくれて。ワールドフードでしょ、インターナショナル

で、フィリピンのロータリアンの参加者が多いのです

が、今では韓国、インドネシア、ネパール、パキスタン

からのロータリアンも加わり、ますますワールドになっ

ていて、そういう意味でなかなか大変ですが、少しず

つ変わりながらいいものに発展しているなと思います。

あれ、すごいよね、公共イメージアップにはね。

司 会 ▶▶やはり、イベントは少しずつ変化を求めて

やっていくのが良いですね。

千田 ▶▶名古屋ロータリーの福田君がはじめて来て、

私はこういう事をやりました、やりたいけどどうでしょ

う？そのような事を日本でやるのはどうだろうって提

案されました。その前に和合ロータリー。

田中▶▶ 和合の中でも、お金もそうなんですが、僕の

ところに泣きが入り、福田君がそれで和合をやめたら

西尾RCに入会したいと言っていましたが、和合の鷲

塚会長もやる気がでてきました。

実はその後ガバナーノミニーの指名に南尾張ができ

ない時に和合はどうだ？って聞いたのですが、事業

が重なりもう一年待ってくれと言われた。大きいクラ

ブだからやれないことではないと思うのですが。

司会▶▶結局、和合ロータリーと相乗りみたいになっ

たんでしょうか？

田中▶▶ちょうど、ワールドフードフェスタっていうの

は、そういったものが前の年にちょっと意見が出たん

だよね。千田さんの時に提案されたんだけど、実にな

らなくて、僕の時に同じように提案され、ちょうどその

日、公共イメージの先輩の方が、こういうのがあるけ

ど、プランもだいたいできてるし、勧誘もできてるから、

どうだろうと。和合でやりたいという話だったけど、

和合でやるなら名古屋市で、名古屋市でやるなら愛

知県全体でやろうよと、話がとんとん拍子に進んで。

それで、ほとんどいろんなところに声掛けて進めて、

すべてのクラブが協力するってことで何とかやれた。

全体2760地区でできたんじゃないかと思います。実

際に食べものの選択も良かったですもんね。ワールド

フードだから、名古屋でも珍しいものを作りたいって

ことで、地元のものはほとんど出さなかった。出店す

る方も初めてなのでリスクがあるのね。ただ最初の

公共イメージの費用もあり、なるべくテナント料を安く

して、あとは水道・施設費がちょっとかかるんだけど、

それも地区とかが応援してくれてやれたから良かった

けどね、お金の算段もできたから。でも、最初の250

万がなかったらちょっとやばかったかもね。

司会▶▶公共イメージのアップだけじゃなかったです

よね。

田中 ▶▶その中に、クロスプロモーションじゃないけ

ど、インターアクト、ローターアクト入れて、米山入れ

るっていうのは、最初から構想はありました。

司会 ▶▶近藤パストガバナーを始め、神野パストガバ

ナーにいたる歴代の方々が志を引き継いで下さいま

したね。

片山 ▶▶発案の福田さん、地区開催の決断と拡大の

田中・近藤両パストガバナー、承継・充実の加藤・服

部・神野の各パストガバナー、それに続く中心となる

実行委員会の委員長はじめ委員の面々、各分区のガ

バナー補佐はじめのロータリアン、インターアクトター

の応援等を得て当地区内外一丸となったポリオ撲滅

の募金等のイベント等々、当地区の一等地の真ん中

において、RI会長より日本ロータリーデーの名称まで

得て、当地区挙げての秋の恒例大奉仕活動事業に

なったことです。この十年を越えて長く語り継ぐべく

立てた記念碑と思います。

司会 ▶▶こうしたロータリークラブの取り組みが国の

行事にもなってますね？

片山 ▶▶そう、そう。思い出します。もう50年近くにな

るでしょうか、当地区豊橋のロータリークラブ（豊橋

北RC）から始まった5月30日を中心になされるごみゼ

ロ運動、地区の奉仕活動行事として日本に最たる行

事、日本全ロータリーばかりでなく、日本全国の環境

保全運動として定着しています。日本政府の提案に

より国連は毎年6月5日を国連環境の日と定め、日本
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も同様環境の日と定めています。当地区は5月30日～

6月5日迄の1週間を強調するために、地区設定特別週

間として「環境保全週間」を設定することにしていま

すが、パストガバナーの皆さんは設定されましたかね。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーはインターアクトの活動

にも力入れていらっしゃいましたね。次世代を育てる

大切な活動ですね。

松前 ▶▶ 1987年に地区インターアクト委員となり、イン

ターアクトクラブの活動を推進しました。1990年には

地区インターアクト委員長となり、2760地区のインター

アクト活動で海外研修を始める事に致しました。毎年

夏休みにハワイ島に約30名を引率してホームステイを

行い大変喜ばれました。要望があった長野県のイン

ターアクトクラブも一緒のハワイ研修でした。各イン

タークラブより2名を選出、2ヵ月の勉強会の後、各地

域の高校の先生方が海外研修を推進して下さいまし

た。参加した部員からは、ハワイの研修でアメリカの

文化や語学研修が大変勉強になった、雄大なハワイ

の景色に感動した！と喜ばれ、毎年の実施を望む多く

の声があがりました。これを機に様々な高校でイン

ターアクトクラブが設立されましたが、愛知県立千種

高等学校、阿久比高等学校と進学校が参加して厚み

が増しました。その後、研修地はオーストラリアに変わ

りましたが、二十数回と継続し、発展している姿を見て、

海外研修に初めて取り組んだ私は感激しております。

司会▶▶田嶋パストガバナーは、公共イメージには何

が必要だと思われますか？

田嶋 ▶▶ 公共イメージって言うとついイベントに偏り

がちなんだけど、私がもっと強調しないといけないと

は思うのは、ロータリアンの質。もっと周知させるとか。

たまたま私はある俳句の結社に老人になって入って、

そこで仲間の人たちも会員になってもらったら、凄く

ロータリーに対する信頼っていうのをアピールしてく

れ、非常にまじめで、皆さんちゃんと実行してくれる。

約束したら実行してくれる。そういうロータリーの質

の良さをもっと知らせれば、会員増強もっと簡単にで

きると思うんです。

司会 ▶▶はじめに片山先生が俳句を読まれましたけ

ど、いろんなところで俳句のことを話されてますよね。

田嶋 ▶▶そういう面で公共イメージっていうのは、も
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うちょっと補強しないといけないんじゃないかって気

がします。

田中 ▶▶そうするとクラブの中のロータリアンの質の

良さという原点に戻っちゃいますね。みんな集まって

フェスタをしたりするのにも、「ロータリアンの自覚」

とか、あんまり難しく言うとやめたってなっちゃう。

やっぱり、飴と鞭みたいに楽しいことがなければね。

田嶋 ▶▶クラブがいろんな人に働きかけて、ゲストで

呼んだりいろいろしないと、会員は増えないし、クラ

ブ会長が会員増強って言わないと絶対増えない。

やっぱりトップになる人が自覚してやらないといけな

いし、ガバナーとかガバナー補佐も会員増強って常に

言い続けないと会員は増えない。

司会 ▶▶どうなんでしょう、本音の話なんですが、日

本は女性ロータリアンが少ないですよね。心からもっ

と増えればよいと思っていらっしゃるのでしょうか？

田嶋 ▶▶私は増やしたいと思ってます。だって女性中

心で本来女性だけのクラブを作ろうとアイリスを作ろ

うと思ったんだけど、その話がたまたま東京の司葉子

さんの耳に入って、司葉子さんが盛田さんに、「女性

だけのクラブはダメよ。」って言ったものだから、盛

田さんも、「お前、まずいらしいよ、男入れよ」って。

結局、男性も入れたんだけど、やっぱり女性と男性を

比べると、女性の方が優秀。これはオフレコにしてほ

しいけど、完全に女性の方が質が高い。

司会 ▶▶私は名東ロータリークラブってところの初め

ての女性会員で、女性2人で一緒に入ったんですね。

絶対に1人はダメです。もうひとりがすぐ辞めてしまっ

たので、次に女性会員が入った時、とても気を使いま

した。私がいるからやめるみたいなことになったら大

変だと思って。なので、女性会員を入れられるなら

やっぱり複数から始められた方がいいと思います。

食事のスピードも違いますし、結構大変でした。

神野 ▶▶私も金沢東RCで女性2人に入ってもらった

んですけど、齢を重ねられた今でも頑張ってくれてま

す。今、女性の比率は1割かな、90、100人近くのうち

の9人です。

田 中 ▶▶ 都市は良いんですよ。経営者が多いから。

郊外は経営者が少ないんですよ。

千田▶▶女の人入れるには、男もいい男を入れないと

いけない。（笑）

司会▶▶いい女の人が入ってくると、けっこう男性がお

しゃれになる。出席率もよくなる。明るくなるし、いい

こともあります。だから、女性ロータリアンばっかり

じゃダメっていうのもわかるような気がします。

田中▶▶ 韓国にもあるね、女性だけのロータリアン。

田嶋 ▶▶日本もありますよ。

司会 ▶▶それでは、時間の関係で希望の風について

伺います。被災して消防士を目指す方などいろいろな

方がいるのですが、これはどのくらい続けようとお考

えですか？

近 藤 ▶▶ 基本的に田嶋年度の時に震災が起きて、

さっき田嶋さんも言われましたが、みんな最初、ガバ

ナー会を通して寄付したんだけど、そこから問題が出

て、寄付金を返せっていう地区と、使い道を考えてや

ろうという地区と分かれまして、その結果、10地区が

ファンドみたいにして、震災時にお腹の子も含めて、0

歳の子供が短大とか大学を出るまで奨学金を出そう

という話に決まりました。その時からずっとやっている

ので2011年から22年間のロングランです。だから私は

基本的に青少年奉仕事業じゃないかと思うんです。

千 田 ▶▶もしかして、そういうこともあるけれども、

やっぱり年はきっとかないといかんな、災害はどこか

でだんだんと出てくるし。

田嶋 ▶▶あのね、今ね、希望のファンドは資本金が4

億あるんです。地区が出した4億、それが減ってない

んです。毎年払うお金はその年度で寄付頂いたもの

で回っているんです。これをずっと続けてお金を貯め

ておいて、次の震災が起こった時にそれを拡大して

支援しようと言ってるのですが、ただ、希望の風を

作った時にいろいろ問題があって、ほんとにロータ

リーってこんなひどいこと言うかってことまで言われ

たのがあって、当時の人がまだ頑張っているわけ。8

年前の人がまだ頑張っているわけ。私は早くから近

藤さんにバトンタッチして、今度神野さんに。やっぱり

そうしないと長く続く組織は続かないよ。

神野 ▶▶でも、この前、2010年度組の皆さんが大いに反

省されながら、相当変えようという発言をされましたよ。

田嶋 ▶▶やっとですよ。私は最初から変えようと言っ

ているのに。

神野 ▶▶私が口火を切ったみたいだったんですけどね。

司会▶▶ 客観的に見ていると、さすがロータリアン、素

晴らしいことだなとしか思い浮かばなかったのですが。

田 嶋 ▶▶ いやー、ひどかったよ。集めたお金をガバ

ナーが山分けするとか、ありもしないようなことを言わ

れちゃって。あの時会長だった東京のガバナーは本当

に可哀想だった。集中的に叩かれたのがその人個人で。

神野 ▶▶ガバナー月信に昨日原稿を出し、今度載せ

てもらうことにしてあるので。こないだ僕はさっきの

ガバナーじゃないけど、わけわからず副委員長に代わ

れって言われて、代わったんですが、今おっしゃった

ように、あと正確には1億2千万です。私は2億と言っ

てるのですが、2億あれば33年までいけるのですよ、

今のペースで行くと。ただ、お話があったように、この

後ひょっとして大規模な、片親か両親がなくなっちゃ

うような震災があった時にそれをまた使えばいいじゃ

ないかと、何も正式名だけ変えればいいじゃないか

という声もあるし、今からエンディングを考えてやる

必要はないよっていう話にはなっているのです。で、

ルール・規則・制度が少しいい加減ってものも結構

あったので、この1年で相当変えて頂くっていうお題

いができ、さらに今年度の2580のガバナー会議長の

松坂さんも来てくれていたので、ガバナー会でも取り

上げてくれと。去年は17/34、今までに26/34地区が

この7年強の間に参加しているのですが、去年はちょ

うど半分の17ですね。あと17地区がほんの僅か、

さっきの1000円じゃないけど出してくれれば、十分に

やっていけれるし、もっと広い範囲でこういうことが

できるかもしれないという見方もあると思います。

田嶋 ▶▶だから、最初の人たちは変わって、どんどん

新しい人たちが新しい組織にしていけばいいんですよ。

片山▶▶財団になってる？

田嶋 ▶▶ 財団になってない。財団にすればいいよね。

明らかに公益性があるからね。

田中▶▶それで、米山とか同じような方向でもってい

けばね。

司会▶▶他に何か言い足らない事、こんなテーマなど

ございますか？お時間も少 と々なりました。

神野▶▶さっき私も地区の体制を変えた、強化したつ

もりだって申し上げたのですが、さっき片山先生が

おっしゃたように、ガバナー出せないと、千田さんみ

たいに2000万自分で出してもいいよって方は良いけ

ど、私もあとで気が付いたんですが、地区の予算を見

るとガバナーの活動経費みたいなのが、ほとんどな

いわけですよ。私は幸いクラブも支援してくれたから

よかったですが、小さいクラブからも平等に出しても

らおう、いい人を出してもらおうと思うと、そのあたり

を変えていかないとね。

司会▶▶そうですよね。

田嶋 ▶▶でも、実際ガバナー出してもお金なんてかか

らないよ、お金がかかるって言うのが信じらない。

神野 ▶▶ 事務局経費をガバナー事務所で持つでしょ。

それをクラブで結構持たないといけない。

田嶋 ▶▶ 事務局経費だって、ノミニー時代の事務局経

費がガバナーの負担になるだけであって、あとは間に

合いますよ。今度からノミニーも経費が出るようになっ

たでしょう、だから、ほとんどお金なんかかからないよ。

近藤 ▶▶片山先生がガバナーを務められた時に地区

副幹事、スタッフを親クラブ、兄弟クラブから出して

欲しいという依頼があり、私も地区副幹事で出向し

たんですが、あれも1つの手だと思うんですね。今も

松坂さんの話が出ましたけど、第2580地区全体の事

は分かりませんが、ガバナーと地区幹事と地区副幹

事が違うクラブに所属しているんですね。神野さんと、

ここの地区ではそんなこと考えられないなと話してい

たのですが、そういう地区も実際あるんです。だから、

もう少し実態を調べていくと意外とガバナーと他の

人達が違うクラブ、つまり、本当に地区で優秀な人達

を引っ張ってくるっていうんですかね、基本的にはそ

うだと思うんだけど、今本人だけじゃなくってクラブが

後押ししないといけないというルールがありますよね。

だから、さっきの加藤さんじゃないけど、実際、有能な

人はいるけど、クラブが駄目って言ったらガバナーに

なれないので、そのあたりの仕組みっていうか、考え

方をかえなければいけないかもしれないですね。それ

で、私も有能な人がガバナーになって、それを取り巻く

地区幹事とか地区副幹事がまた優秀な人が出てくる。

優秀というか、やる気というか、非常に前向きというの

ですかね。すごいですよね、第2580地区というのは。

田 嶋 ▶▶すごい成功しているんですよね。若いガバ

ナーが出るようになって。

千田 ▶▶ただ、その地区の人がやってくれないといか

んよね。パストガバナーがちゃんと責任もって、バック

アップとか出すのも。

田嶋 ▶▶クラブで潰しちゃう。早く名前が出ると潰し

ちゃうんだよ。

田中▶▶でも、クラブの推薦がないと困るよね。

司会▶▶そりゃそうですよね。でも、小さいクラブが2

つでガバナーを出すっていうのはどうなんでしょうね。

神野 ▶▶どっちも小さければ難しいと思いますよ。ガ

バナー補佐の選出の仕方も結構大きな課題になって

ると思うんですよね。

田中 ▶▶ 他の地区と違うね。他の地区はガバナーが

推薦して組織作っちゃうもんね。

千田 ▶▶ガバナー補佐ってもうちょっと、ガバナーの

意向が反映するようにすると楽だわな。各地区からき

て、その人にいろいろお願いしないといけないし。

神野▶▶でも、それはね、4、5年かかりますよ。

司会▶▶ 時間も来ましたので、そろそろ締めを・・。平

成最後の10年間の最初のパストガバナーとして、片山

パストガバナー、10年を総括していただけますか。

片山 ▶▶それは少々荷が重いので、私の独断の感想

4点ほど述べさせていただきます。1つ目ですが、現在

までの30年間を振り返りますと、ちょうど平成30年間

とほぼ重なっています。この30年間を10年ごとに3分

割してロータリーの変化を見てみますと、平成10年ま

でロータリーは右肩上がりでした。しかし、平成後半

の20年間は右肩下がりで受難の時期でした。そのよ

うな中、RIは職業保持の原点を外し、会員に会員増

強と寄付・年会費の増強を絶えず求め、遂には職業

奉仕を事実上5大奉仕部門から下ろし、社会奉仕部

門に合流させるという話も聞き、私のガバナー年度の

地区方針でもあった「持続可能な前進」のまさに逆

を行っているように感じられました。2つ目は、斎藤直

美（豊田RC）2006年度パストガバナーを2016年度・

2017年度のRI理事として当地区から初めて輩出した

という、2760地区ロータリー愛知85にとって重要な

出来事がありました。当地区の将来にとって、計り知

れない啓蒙的な影響をもたらし、永く記憶されるべ

き出来事だと思われます。それ以外にも、5年ほど前

に名古屋から始まり、年々盛大に開催されている

WFF、50年前に豊橋から始まり、定着したゴミゼロ

運動、この2つの奉仕活動を一対として春期・秋期の

2大奉仕イベントとして将来に受け継がれるようにし

なければならないと思います。3つ目として、反対に残

念なのがポリオ撲滅運動のことです。1987年に当地

区でポリオプラスというプログラムが採り上げられ、

委員会が設置されました。私の年度に、ポリオ撲滅

の為に今後3年間に同額の寄付を提出することを条

件にゲイツ財団から1億ドルを受け取り、全会員に寄

付を再度求めてきました。しかし、最初の同額寄付か

ら10年経った現在でもその決着がついておりません。

いずれ数年のうちに撲滅宣言が出せると信じていま

すが、次の10年に申し送りをしなければならない事

は、私にとって本当に忍びない事です。4つ目は、ロー

タリーの組織・権限の問題です。組織は大きくなれ

ばなるほど、権限の集中が必要です。しかし、ロータ

リーの基礎は、クラブとその会員が底辺にあり、地域

と密着したクラブの独立自存があればこそです。RI

は権限の一部をガバナーあるいは地区に、ガバナー

はガバナー補佐に委任・譲渡する事が必要ではない

かと思います。私もガバナー補佐に一部権限委譲・ガ

バナー補佐の推薦事項・分区運営要領などを地区便

覧に記載し、口頭でも定着を推奨しました。しかし、

ガバナーは単年度官なのでなかなか難しく、本来は

地区大会で出来ると良いのですが、それも難しい問

題があります。近藤年度に「地区審議会」が活動でき

るようになりましたので今後は地区審議会を活用し、

大いに議論したいと思っています。

司会▶▶貴重なお話ありがとうございました。大変勉

強になりました。

座
談
会

司会▶▶本日はお忙しい中、誠にありがとうございま

す。この座談会は2008年～2017年の10年間の中でガ

バナーをお務めになった皆様にご参加頂きました。

担当された年度の順に、取り組まれた事や課題など

について忌憚のないご意見を伺いたいと思います。貴

重なご意見からこれからの10年に向けての指針が見

えてくるかと存じます。それでは、まず2008年から

2009年度のガバナー、片山パストガバナーからお願

い致します。

片 山 ▶▶ RI会長の

テーマ“夢をかたち

に”それを受けて、

私の方は“持続可

能な前進！”という

地区方針で、サブと

して“ロータリーに

心を”という歌を作

りました。読んだ人

からは、とても良い歌だと好評を頂きました。“ロータ

リーに心を注ぎ　ロータリーに心を開く　ロータリー

を心に受け止め　ロータリーを心に住まわす　ロー

タリーの心をみんなで考え　ロータリーの心を静か

に思う　ロータリーの心は我等の心　ロータリーの

心は世界の心”という内容をテーマにした歌でした。

司会▶▶歌を通すとロータリーの理念が心にスーッと

入ってきますね。ところで、地区大会の時、私も関係

者だったのですが、ゲストは小泉純一郎さんでしたね。

片山 ▶▶ 名古屋名東クラブさんのお世話で、小泉さ

んに来て頂いたからあれだけの会員が地区大会に集

まってくれました。

司会▶▶本当に多くの会員が参加されましたね。

片山▶▶大いに盛り上がり良かったです。

司会 ▶▶この地区大会は悲しい出来事があり、片山

パストガバナーも心を痛められた事でしょう。

片山 ▶▶忘れもしません、RI会長代理とロータリー

ミーティングの特別講演のためお越し頂くことになっ

ていた佐藤千壽さん（東京東RC）の突然の訃報です。

地区大会の4週間くらい前に2回ほど東京でお目にか

かりました。当時佐藤さんは90歳でこれからヨーロッ

パ旅行に行くと伺い、「元気で行って来てください

ね」と、笑顔で挨拶を交わしました。ところが、地区

大会の20日くらい前、突然訃報が入りました。クルー

ズの最中にドクターがいなくて助からなかったとお聞

きしました。ロータリーミーティングの特別講演は、そ

の講演原稿が親友の圡屋亮平パストガバナー（松戸

RC）に託され、圡屋さんが代読されました。今でも忘

れられない出来事でした。

司会▶▶また、ロータリー愛知81にちなんでの昼食会

は皆さんに喜ばれましたね。

片山▶▶そうですね。公式訪問に行く多くのクラブで、

古参会員の方々が心なしか、さみしいお顔をしておら

れるのを見かけるものですから、この機会にと思って

第１日目のRI会長代理を囲む昼食会に招待した訳で

す。「ロータリー愛知81」にちなんでと言われるのは、

RIが事務的に当地区に付けた名称は「RI第2760地

区」ですが、私は当初より当地区が胸を張って自称

できる当地区の名前を「ロータリー愛知81」としまし

た。この名前を、ガバナー月信をその巻頭言として発

行した地区誌にも使いました。これは地区の機関誌

の役割と地区内各クラブ間の親睦誌の役割を担う双

方向の雑誌です。81という数字はその年度の当地区

全クラブの数です。招待しました古参会員の年が81

歳以上というのは、これ未満の歳では、該当者が多

過ぎてこの81を借りたのです。

司会 ▶▶ロータリーの方は若 し々いので81歳以上の

会員の皆様が元気に沢山お越し下さいました。片山

パストガバナーありがとうございました。次は2009年

大澤年度ですが大澤輝秀パストガバナー（豊川RC）

は、平成16年９月に逝去されています。ご冥福をお祈

り申し上げます。それでは、続きまして、クールビズを

提唱されました、２010年から2011年度のガバナー、

田嶋パストガバナー、お願い致します。

田 嶋 ▶▶ 私の時の

RI会長は、レイ・ク

リンギンスミスさん

というアメリカの方

でした。会長のテー

マは“地域を育み、

大陸をつなぐ”でし

た。私の年度の特

徴は3つあります。1

つは、ロータリー財団のフューチャービジョンが始

まった年です。当地区がパイロット地区になっていま

した。もう1つは、戦略計画ストラテージックプランを

日本では「長期計画」と訳していましたが、試行錯誤

を経て、今の戦略計画という名称に変更し、始まりま

した。最後の１つは東日本大地震が起きた年という

ことです。

司会▶▶あの東日本大地震が起きた年ですね。

田嶋 ▶▶最初は未来の夢計画という名前で始まっ

たのですが、夢という表現に異論も多く、協議を重

ねた末、フューチャービジョンという名前になりまし

た。私の頃は、RIの表現をアメリカはアメリカで直し、

日本は日本で直すスタイルで、日本流は受け入れやす

い表現に変えているのではないか？という指摘も多く、

本場アメリカの表現に戻したということです。フュー

チャービジョンでは、新しい地区補助金について皆さ

んのご理解を頂き、いかに活用して頂くかということ

を一番大きな目標としていました。

司会▶▶ 確かに日本語に直すと本来の意味が曖昧に

なる場合もありますね。また、医療支援にも熱心に取

り組まれてましたね。

田嶋 ▶▶ 深谷地区財団委員長と一生懸命取り組んだ

のが、グローバル補助金を使った医療支援です。アメ

リカのヒューストンと交流したのが当地区の医療支援

の始まりで、しかも、グローバル補助金を使った医療

支援というのは、当時本当にまれで、この地区の大き

な成果の1つだったと思います。それから、戦略計画

については、公式訪問でお話してもほとんど何も知ら

ない人ばかりという状況の中で、いかに皆さんに存在

を知って頂くかが課題でした。

司会 ▶▶そして、この年度は日本は未曾有の出来事

がありました。

田嶋 ▶▶そうです、東日本大地震が1番の問題でした。

地区としてはいずれも1人1,000円以上という形で1次

支援、2次支援を行いました。諮問委員会では1,000

円では金額が少ないんじゃないのか？という意見も出

ましたが、会員の皆様が企業でも多額の義援金を出

されて、個人でもロータリー以外に寄付されている事

を考えて出した金額という趣旨を説明し、この金額で

やりましょうということになりました。最初、2,000万

円ほど集まり、希望の風奨学金に全額協賛致しまし

た。２次支援では宮城岩手の地区と千葉県の地区と

もう１か所に配分致しました。その他、ヘリコプター

の支援も致しました。これは、地区大会をやって頂い

た「あまクラブ」が余った1,000万円を地区に返却して

くれたので、そのままヘリコプターの支援金に使いま

した。孤立した所に食料を運んだり、薬を運んだり、

１ヵ月くらい活用されました。それでもまだ余りが出て

いたので、軽トラックを買いたいという支援組織に活

用致しました。

司会 ▶▶田嶋パストガバナーありがとうございました。

東日本大地震が起きてからのガバナーの取り組み方

は、本当に心を打たれるものがありました。それでは、

引き続き、松前パストガバナーお願い致します。松前

パストガバナーは、2011年から2012年までガバナーを

お努めになりました。震災後の大変な年でしたが、

ロータリークラブの力、絆の強さを再認識されたので

はないでしょうか。RC会員歴が半世紀以上と伺いま

した。色 な々思い出がおありかと存じます。

松前 ▶▶ 私は、1967年に一宮北RCに35才で入会し、

この50年間で、1990年には一宮中央RCの初代会長

として設立に尽力

出来たこと、そして、

2011年～2012年に

は2760地区のガバ

ナーとしてお務めが

出来た事を嬉しく思

います。

司会 ▶▶ 松前パスト

ガバナーのご経歴

を伺いますとすべてに「初」が付き、意欲的な取り組

みが伝わって参ります。2760地区にロータリー・リー

ダーシップ研究委員会（RLI）を導入されたのも初め

ての試みでしたね。

松 前 ▶▶ ロータリー・リーダーシップ研究委員会

（RLI）は新会員と未来のクラブリーダーの研修の

ためにアメリカで草の根運動として開発されたプログ

ラムです。日本でも各地区で急速に採用されつつあり、

双方向性とディスカッションリーダーDLに特徴があり

ます。私がガバナーに就任して最初の諮問委員会で

導入を諮り、認められて誕生しました。全国では6番

目の導入でしたが、RLIはまだ馴染のない時代でした。

ロータリー・リーダーシップ研究会の目的は、ロータ

リーの理解を深め、クラブを活性化すること。目的達

成の為に、日本では15地区でRLIの研修が行われ、

成果が上がっています。講義による教育ではなくディ

スカッション方式でリーダーの知識、考え方、創造性

を引き出します。

司会▶▶ 埼玉の中村先生には私も熱心にご指導を頂

きました。度々お越し頂いていますね。

松前 ▶▶ 2760地区は中村靖治国際ロータリー研修

リーダーが熱心にご指導下さり、地区研修の方が真

剣に勉強された結果、多数の方がディスカッション

リーダーになっています。私もガバナーエレクトの時、

妻久子とアメリカ・サンディエゴで1週間、コの字型の

RLI方式で飛び交う質問に、絞られました。現在

2760地区ではこのRLI方式に磨きをかけ改善し、有

用な研修として成果を上げていると聞いております。

この研修でロータリーへの理解が深まり、クラブが

活性化することが期待されます。ロータリーをより理

解し、ロータリーを心から愛するロータリアンが増え、

今後の100年もロータリーが益々発展する事を願って

おります。

司会▶▶ 4430地区ブラジルを訪問されましたね。

松前 ▶▶ 1988年度以降永く中断していた研究グルー

プ交換GSEを1997年度犬飼パストガバナーが再開さ

れ､私が委員長に任命され、当時の犬飼ガバナー、

片山地区幹事（片山パストガバナー）と総勢10名で

GSE研究グループの派遣先であるブラジル4430地区

を激励訪問いたしました。懐かしい思い出です。ちょ

うどこの年は、ブラジルへの移民90周年という節目

の年でした。そこで、各クラブから寄付された書籍１

トンを船便で送りました。この訪問はブラジル日本文

化協会に寄付する贈呈式もかねていたのです。24時

間を費やし、一行がサンパウロ空港に降り立ったのが、

5月13日早朝4時30分。訪問先クラブの会長や多くの

方々に迎えられてホテルに向かいましたが、GSE研究

生として来ていたサンパウロ軍事警察大尉ルイス君

の装甲車に前後を守られ、赤色灯を回転しながらの

移動。ガバナー一行への配慮に感謝しております。

司会▶▶疲れも飛んでしまう歓迎ぶり、嬉しいですね。

他でも熱いもてなしを受けたそうですね。

松前 ▶▶ 仮眠の後、日本人街に例会場を持つ日系ク

ラブ会員の多いリベルターデRCを訪問し、熱い歓迎

を受けました。その後文化協会に赴き、日本文化協

会山内会長に犬飼ガバナーから図書一式贈呈の目

録が渡されました。翌日は、サンパウロ・レステRCを

訪問しここでも熱い歓迎を受け、4430地区大会会場

に移動し、前夜祭を楽しみました。当時の4430地区

ガバナーは日系2世のKazuhiro Moriガバナーでした。

大会当日、我々一行は日本国旗を振りながら入場。大

きな拍手を今も覚えています。各クラブが順に旗を掲

げて入場行進する姿にも力強い息吹を感じました。

翌日はMoriガバナーよりレセプションに招かれ、一連

の行事終了の安堵感もあり、とても和やかな時間を

過ごしたことを鮮明に覚えています。その後、イグア

スの滝観光に向かいました。ブラジルとアルゼンチン

にまたがる落差80M、幅4キロの景観は圧巻でした。

最終日は、リオデジャネイロにも足を延ばしました。

2016年のリオ・オリンピックでコルコバードのキリスト

像が映し出されるたびにブラジル訪問を思い出して

おりました。往復2日間以上という10日間はハードで

したが、ブラジル訪問は実り多く思い出深い旅のひと

つとなりました。

司会▶▶そういえば、松前パストガバナーはある数字

に深いご縁があるそうですね

松前 ▶▶私は母校の大阪歯科大学の学籍番号が22

番でした。そして、一宮北RCの22代目の会長を務め

ました。ガバナーセミナーに指名されたのが2009年3

月22日でした。第2760地区の第22回インターアクト大

会に出席し挨拶の機会を頂きました。インターアクト

クラブは私の心の故郷であります。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーありがとうございました。

それでは、2012年から2013年度のガバナーでいらっ

しゃいました、千田毅パストガバナー、お願い致します。

千 田 ▶▶ 私の時は、

たまたま幸いなこと

に国際ロータリー

会長が田中作次さ

んで、R Iテーマが

“Peace Through 

Service 奉仕を通

じて平和を”でした。

司 会 ▶▶ 田中作次

RI会長との思い出で印象に残っている事は何でしょうか。

千田 ▶▶一番の思い出は、ロータリーの世界大会の

時のことです。ガバナー会をやろうという事になりま

したが、一番の問題は田中RI会長が参加してくれる

かどうかでした。そこで、全権を握っているRI秘書の

ベティさんという女性に交渉したのですが、直前まで

参加が不明のまま…。ところが、当日、田中RI会長が

来られて、皆びっくり！しかも、財団委員長なども連れ

てお越こしになったので、椅子が足りずバタバタと大

慌てして準備したのが印象に残っています。私共は

150人くらいで参加しましたが、田中RI会長は感激し、

喜んでお帰りになられました。また、同期のガバナー

が年1回集まって日本各地を廻るのですが、3回目の

時に田中RI会長が、「2012年度の会だから私も参加

する」と言われ、その会費を求めたところ、「これぞ

ロータリー」と言って、喜んで払って下さいました。

司会 ▶▶千田さんがガバナーになられた年は、震災

の翌年でしたね。

千田 ▶▶そうです、大震災の翌年でした。1月の研修

会で行った、カナダのトロントの方に一緒にやろうと

声をかけていただき、VTTの時に参加して頂きまし

た。その時、たまたま隣に座っていたのが、2750地区

の宮城・岩手の小野寺さんでした。その際、「お金を

集めるのは誰でもできる、我々はちゃんと震災孤児に

手渡したい」と小野寺さんにお願い致しました。あの

時は現地も混乱して色々大変だったのを被災地に視

察に行った時に実感致しました。30人の子供たちが

高校を卒業するまでにかかる4,800万円という金額を

集める為に、毎週500円ずつ集める提案をしましたが、

はじめはうまくいかず、幹事などに足りない分はガバ

ナーがもたないといけないと脅されました（笑）結果、

全額集まりましたが色々大変でした。

司会▶▶地区の目標など6つ挙げていらっしゃいます

が、沢山達成されていますよね。その中の高校生支

援で、甲子園に出場を果たした、仙台育英高校の球

児の中に孤児がいました。両親は他界し、お祖父さ

んの所から高校に通い、甲子園で3番打者として活躍

しました。1回戦で負けてしまったのですが、千田さ

んの応援が陰でありました。

千田 ▶▶地区と地区との交流では、抽選の結果、名

古屋クラブと奥三河クラブがメークアップする事にな

り、中日新聞の大島さんから「千田さん、えらいこと

になった！」と電話で心配を頂くほど、離れた地区の

クラブが交流することとなりましたが、その交流は2

～３年続けることができました。

司 会 ▶▶千田パストガバナーありがとうござました。

続いて、2013年度ガバナー田中正規パストガバナー

お願い致します。

田中▶▶会長になっ

ても知らないことば

かりで、地区に入っ

て改めて、凄い！と

驚くことばかりでし

た。ノミニーとして、

「お前また来たか！」

と言われるほどしつ

こく千田さんの後に

くっついて見聞きしている間に分かることがありまし

た。それは、ロータリーでは“はい”と“YES”しかな

いということです。「やろうよ！」と言った事は情報を

集めてやらないといけない、それが皆が前を向く事、

止めたらそれで終わり。私も思った事をとりあえず

やってみようと思いました。ある時、公共イメージの

コーディネーター「ロータリーの友」編集長の二神さ

んとお話しする機会があり、その時の話題から、地区

全体でやれるフェスタ、日本で初めてのロータリーの

ワールドフェスタを開催しよう！と私は思いました。皆

さんの協力のもと、思った以上に素晴らしいフェスタ

を開催できました。その後、近藤さんが形を作ってく

ださり、日本のロータリーでできました。そのきっかけ

に少しでもなれたのが良かったと思います。最後に、

任期の終盤に色 な々国に行きましたが、それが楽しい

思い出になっています。

司会▶▶どんなところに行かれましたか？

田中▶▶ベトナム、タイ、フィリピンは2回、隠れてモン

ゴル。つい最近はラオスに行きました。皆さんの友情

の支えもあり、色々な国へ行くことができ、非常に充

実した年度だったと思います。もう１つ印象的な出来

事として、同期のガバナーがEクラブを教えてくれた

事です。会費も安く、例会をホームページで行えるEク

ラブは、若い人も多く、クラブのイメージを変えたクラ

ブで面白かったです。

司会 ▶▶やはりイベントをやらないと、テレビ局や新

聞社の方々はあまり来てくださらないですよね。

田中▶▶私がテレビ局等に行ったのは最初の挨拶ぐ

らいだけでしたが、色々な人を引っ張りだすことは良

いことだと思います。たまに顔を出すと、ロータリーは

こんなことをやっているのか…とロータリーの活動を

改めて知って頂けました。

司会 ▶▶はじめのうち、ロータリーのことはあまりPR

してはいけないと教えられたのですが…。

田中 ▶▶それで、公共イメージコーディネーター補佐

としてお話させて頂きました。

司会▶▶希望の風などはどうですか？

田中▶▶希望の風は私ではなく、田嶋さんが担当してい

ます。希望の風は今も続いていて素晴らしいと思います。

司 会 ▶▶ 学生さんの喜びの声や手紙を拝見すると

ロータリアンになって良かったとしみじみ思います。

クラブでもお弁当箱支援といって、お弁当箱に色 な々

ものを詰めて、被災者の方に送り、そのお礼に折り紙

の花やお手紙をいただいたりしました。田中パストガ

バナーありがとうございました。それでは、2014年度

のガバナー、近藤雄亮パストガバナーお願いいたしま

す。パストガバナーの年度のガバナー月信の7月号は

熱田神宮ですよね。

近 藤 ▶▶たまたまう

ちのクラブに熱田

神宮の宮司さんがお

られ、写真を使わせ

てくださいと頼み、

毎回、熱田神宮に関

連する何かの写真

を使わせて頂きまし

て、最初から最後ま

でシリーズで載せました。私の時のRI会長は、ゲイ

リーC.K.ホァンさんという台湾の方でした。彼の考え

方のベースになっていたのが「儒教・孔子の教えです。

ロータリーがSNSを含めデジタル化していく中、アナ

ログ的なものを大切にされる方で、そういったところ

に私も共感しました。彼は“ロータリーに輝きを”とい

うテーマと5つの強調事項、つまり、“地域社会でロー

タリーの存在感を高めること・会員増強・ポリオ撲

滅・クラブの強化・ロータリーデーの実施”で始めま

した。この強調事項は今でもずっと続いています。当

時の私にとって歴代ガバナーの皆さんは雲の上の存

在。ガバナーノミニーに指名される場に臨んだ時、近

寄りがたい雰囲気がありました。そのような思いから、

もう少し目線を下げてロータリアンの中に入りたい、

堅苦しいことはやめて、メークアップに来たメンバー

のような近い距離感で本当の姿を見たいという思い

から色々考え、計画を立てました。結果、例えば「単

独でガバナーの公式訪問を初めて受けました」とか

「親クラブと一緒だとなかなか本音で話すことがで

きない」といったような声を聞くことが出来ました。

司会▶▶ 確か近藤パストガバナーの時、クラブをまとめ

て回るのではなく、ひとつひとつ訪問されたのですよね。

近藤 ▶▶はい、地区内全84クラブを個別に公式訪問

をしました。メンバーの数が少ないクラブも多いクラ

ブも皆さん本当に一生懸命ロータリー活動をされて

いて、素晴らしいと感じました。色々大変な面もある

けれども、この地区のクラブは本当に良くやってくれ

ています。何でもそうなのですが、一旦外に出てみる

と、中では分からない事が見えてくる。素晴らしさが

良くわかる様になる。ゲイリーC.K.ホァンさんのアナ

ログ的思考というか、情といいますか、それが地方に

あるんじゃないかなと思います。私はロータリーとい

うのは、ひと言でいえば…感動、感動をシェアするこ

とだと思うのです。こういうことをずっと言って回った

わけです。いろんな理屈やロジックを立てても感動

がない。そういったものだったら誰もついて来ないし、

仮にその場でついて来ても後は知らないという形に

なってしまいます。感動があれば、自分も仲間に入り

たい、これぐらいのお金を出してもいいなという気持

ちになります。そういう風になっていくといいなと思い

ます。先ほど田中さんが「自分は人が色々言ったこと

を取り上げた」と仰ってました。その中の１つ、WFF

(ワールドフードふれ愛フェスタ)を引き継ぎ、我々の時

は最初からやろうと組織を作り取り組みました。そう

したら、タイミングよく、ゲイリーC.K.ホァンさんの強

調事項の１つ“ロータリーデーの実施”というのがあ

りました。当時のRI理事の北さんからも昨年第2760

地区のプレゼンを見たら素晴らしいことをやっている

ので、是非ロータリーデーをジャパンロータリーデー

愛知として実施をしてくれないかという話を頂きまし

た。シニアリーダーは自分がまとめるからお前は同期

ガバナーをまとめろという事になったのです。結局、

100人以上のシニアリーダーの方々がWFFに参加を

してくれました。田中さんが始めた事を2年目である

程度形ができたかなと思います。

司 会 ▶▶ロータリー

デーというのは、その

時から始まったので

すか？

近藤 ▶▶そうです。ゲ

イリーC.K.ホァンさ

んが自分の強調事項

で提唱したのです。

世界中に、クラブ単

位でもいいし、地区単位でもいいし、あるいは国単位

でもいいから、とにかくやってくれと。私は各クラブ単

位で是非やって下さい。これはガバナー賞の対象に

します！とやったのです。地区単位ではせっかく田中

さんが地区の大きなイベントをやってくれたので、そ

れをジャパンロータリーデーに育てる決心をしました。

ゲイリーC.K.ホァンさんの強調事項、北RI理事の薦

めもあり、ちょうどタイミングが合ったのですね。それ

からもう1つ。“ロータリーは何だ？”とか陰で色々文

句を言う声もありますが、言いたいことがあるのなら、

RIには3年に1度開催される規定審議会というのがあ

るので、そこへ第2760地区から物申す！と、意見を出

したらいいんじゃないのか、その為の規定審議会で

すから。そして地区内クラブに立法案提出のお願い

をしました。地区の色々な問題を取り上げて会長さん

たちに諮る地区審議会と立法案審議委員会というの

を作り、片山先生、田嶋先生と相談しながら3人で地

区審議会規約を作りました。それが今実行されています。

司会 ▶▶もう１つ、IT委員会で地区で初めてHPを作

られたとか。

近藤 ▶▶ホームページは前からありました。尾本さん

が非常に熱心に取り組んでくれていました。地区で

形に出来たのは、いきなり出来たのではなくて、思い

とか色々な下準備があったからです。尾本さんの不

断の努力のお陰だと思っています。私のような者でも

ガバナーを務めることが出来たのはゲイリーC.K.ホァ

ンさんの「儒教・孔子の教えの下、アナログ思考でや

る」この理念があればこそです。また、片山先生がガ

バナーをお務めになられた時、ガバナー補佐としての

私をご指導して頂いたこと、その後も色 ご々指導を頂

いたお陰と片山先生には大変感謝致しております。

計算で繋がっているのではなくて、情で繋がってい

る関係は素晴らしい力になると私は思います。

司会 ▶▶近藤パストガバナーありがとうございました。

では、2015年度のガバナーでいらっしゃいました加

藤陽一パストガバナーお願いします。

加 藤 ▶▶ 私の時は、

スリランカのK .R .

ラビンドランさんと

いう方がRI会長で

した。英語で“Be 

a gift to the world”

サンディエゴでの国

際協議会で“世界

へのプレゼントにな

ろう”と訳されましたが、はっきり言って何を仰ってい

るのか分かりませんでした。同期のガバナー連中とこ

れは何を言ってるのだ？？と色々話し、プレゼントは、

たぶん奉仕のことだろうなと、同期のガバナーとそう

解釈しようということになり、サンディエゴから帰って

きました。K.R.ラビンドランさんは、アジアの中でのは

じめてのスリランカの方ですから、どうもイメージが

湧かず、このRIテーマも皆さんにどうお伝えしようか

…とちょっと苦労しました。

司会 ▶▶加藤パストガバナーは、お父様もロータリア

ンだったのですね。

加藤 ▶▶そうです、親父も瀬戸クラブで会長をやって

いました。その頃、斎藤先生が仰っていた「原点回

帰」の話に感銘を受けました。最近ロータリーが原点

というか根本がわからなくなってきたのではないか…

という私自身の心情もあり、見直しをという意味で、

早速先生にお話しして了解を頂き、原点に帰りたいと

お話を申し上げて、ずっと講習をやったのです。

司会▶▶ガバナー時代、思い出に残ることを教えてく

ださい。

加藤 ▶▶田中さんの資料を基に34クラブ訪問いたし

ました。クラブとの交流、私自身の交流もそこそこや

らせて頂いたつもりでおります。WFFに関しては、田

中さんから近藤さんに受け継がれ、私の時はだんだ

ん形になってきました。私の時から企業協賛にも力を

入れて、600万か800万円を頂戴し、去年が1,000万円

くらいでした。ロータリーを世間に広めるという意味

もあり、だんだん大きくなっています。特にエンドポリ

オに関しては、売り上げもだいぶ上がってきています。

たまたま国際奉仕委員会の方と一緒にVTTでインド

ネシアに行く機会があり、ジャカルタの劣悪な環境に

いる子どもたちを訪ねました。学校も行けず勉強もで

きないヒンズー系の子供たちを援助していたのは、イ

ンドネシアの方達。この出会いを機に私たちもやって

いこう！と、ポリオ500万円、あと400万円プラス地区

のクラブから拠出されたお金を使って、やり始めたの

です。ぼちぼち卒業しないとと思っているのですが、

今もWFFの実行委員長をやらせて頂いております。

WFFを通じて、ロータリーは世間に、そして日本中に

広がったのではないかと思っております。ガバナーと

して小難しいことはやった覚えはありませんが、

WFFが私にとっては一番の思い出かなと思っています。

司会▶▶やはりそういう努力があって、いろんな学生さ

んの支援などが出来るのですね。先ほど、千田パストガ

バナーの時にお話した、仙台育英高校の千田君の記

事は加藤パストガバナーの時の月信9月号に出ておりま

して、「花巻東高硬式野球部の千田京平君、亡き母と

「再会」信じ」という風に書いてありました。加藤パス

トガバナーありがとうございました。それでは、2016年

度ガバナー、服部良男パストガバナーお願いします。

服 部 ▶▶ 2 0 1 6年度はジョン・ジャームRI会長の

“Rotary Serving Humanity”というRIテーマでス

タートしました。丁度この年はロータリー財団100周年

という記念すべき年。100年前にアトランタで開催し

た国際大会を100年後にもう一度アトランタで！という

大きなテーマがありました。もう１つのテーマは、RI

の戦略計画を当地区にどのように持ってくるか。当地

区にはRIの戦略計画がありませんでした。従って当

地区の良いところと課題を分析し、良いところは、そ

のまま伸ばし、課題に関しては戦略計画を立て持続

可能にすることがテーマでした。一番の基本は、10

年後もこの地区が輝き続けるために1年間何をすれ

ばいいのかという事です。そこでまず、地区の戦略を

作るため戦略計画委員会を作りました。そしてもう１

つ、広報、ITを一緒にして、公共イメージ向上委員会

を設立させ、戦略計

画の中でも大きな部

分であるロータリー

の認知度と公共イ

メージの向上を図り

ました。それからも

う１つ。研修委員会

を再度新設し、その

下にRI実行委員会

を分けて、研修をさせて頂きました。これが大きな地

区に対する戦略計画です。あとは、地区としての財団

の取り組みがしっかりしていた為、未来の夢計画に

始まる延長の100年を是非！ということで、大変高い

数字を掲げました。一人180ドルを財団に寄付し、結

果、目標を達成することができました。ジョン・ジャー

ムさんは、ポリオ、財団の経験が非常に深い方です。

そういう意味でも皆様方に大変感謝しております。ア

トランタで100周年を祝おう！をテーマにした大変忙

しい年でしたが、皆さんと一緒に色んなことをさせて

頂きました。深く感謝申し上げます。もうひとつ良かっ

た事は、2750地区と会員が良い競い合いをした結果、

最後に１つ新しいクラブが出来た事です。結果的に

34地区の中で一番多く会員が増えた事も皆さま方と

の１つの成果だったと考えています。

司会 ▶▶ 服部パストガバナーありがとうございました。

それでは、まだ記憶も新しい、2017年度ガバナー、神

野重行パストガバナーお願いします。

神野 ▶▶私がロータリーに入ったのは金沢東でした。

石川・富山地区の金沢ですが、2610地区のガバナー

という方がどういう存在か、ロータリアンとして全く意

識せずに6年いました。それで、名古屋に戻ってもう

一度名駅ロータリーに入った年が2008年7月。今考え

ますと片山ガバナーの年度で、2760地区で再入会し

ガバナーという存在があるということをはじめて知っ

たぐらいで、全く知らずに6年いたなという思いがしま

した。ガバナーの公式訪問は、西クラブと一緒に受

けていましたが、自分のクラブに来られたという感じ

が薄く、公式訪問に対してもあまり意識しておりませ

んでした。まして地区への出向や、ガバナー補佐を引

き受ける事も、クラブ幹事の経験もなく、ロータリー

の地区の動きも全く知らずにいた私が、いきなりガバ

ナーということで大変驚きました。なので、先輩たち

とはずいぶん感覚が違うと思っております。私は千田

パストガバナーには学生時代からご指導頂いており

ます。また、両親の関係で存じ上げている方ばかりで

す。しかし、ガバナーという意識で拝見したのは、私

がクラブ会長の時の田中ガバナーが初めてでした。

公式訪問の時にガバナーの存在を目の当たりにして、

凄い人なのだと思いました。親の西クラブと一緒だっ

たのですが、大きな先輩、親クラブでありながら、結

構ガバナーというのはビシビシ言われるなと。私ども

は子クラブにも関わらず、大変褒めて頂いて恐縮した

ものです。ガバナーは、凄い存在なのだということを

初めて肌で知りました。そんな頃です、私の高校の同

級生の近藤さんがガバナーをどうも引き受けるようだ

と話を聞いて、よくそんなことをやるな～と言ってし

まった覚えがあるのです。そういった中で、去年ガバ

ナーを引き受ける事となったのです。イアン H.S ライ

ズリーさんは“変化をもたらす”をテーマに、確か

ロータリーそのものが大きく変わったというお話をさ

れていたのを聞き、変化の時代だから、何かをやろう

と考えて出来ないだろうかと思いました。一番に思っ

たのは、ロータリーのイアン H.S ライズリーさんのこ

の言葉です。「ロータリーとは何か。何をしているのか

ということをもっと世の中に知らしめてほしい。」そこ

で、公共イメージ向上というものについて、自分がで

きる範囲でやってみようと思ったのです。1つはマスコ

ミや地域の皆さんへの働きかけ。もうひとつは、地区

ガバナーとロータリアンの距離感というのをできるだ

け縮めるという事を考えました。ガバナーは一般ロー

タリアンにとって遠い存在というか、私自身近寄りが

たい存在と思っていました。そこで、一年かけてクラ

ブの訪問以外にも、いろいろと接する機会をつくり、

距離を縮める試みをしたつもりです。服部さんは、地

区の戦略委員会で非常に改革的な事もやって下さい

ました。村井さんからはそんなに急にやっても無理な

んじゃないかとご心配頂きましたが、やっぱり自分な

りにやってもらいたいし、やってみたいということで、

全クラブに戦略委員会のような類のものを設置して

頂いたというのが、一番の私の思い出です。それから

もう１つ、諮問委員会で、先輩諸氏にお許しを頂き、

地区の体質の強化を図る取り組みを始めました。１つ

は、青少年対策の危機管理基金、これを1,000万円積

み立てさせて頂きました。それから、愛知県と防災協

定を結んで、地域の皆さんと一緒に勉強して、万が一

のときはどういった事ができるかということを考える

態勢を作らせて頂きました。これは先輩諸氏にも認

めて頂き、地区大会で結ぶことができました。

司会▶▶地区大会の思い出はいかがでしょう。

神野▶▶そうですね、

思い出がいっぱい

あるのですが、よも

や、D.K.リーさんが

来るとは想像もして

おらず、8月15日の

メールを開けてびっ

くり！片山パストガ

バナーがちょうど同

期だとの事でお願いできて本当に助かりました。大

先輩からも良くやったと言って頂いたのは先輩のおか

げです。今年は神奈川へ行かれるそうで、ガバナー

がとても焦っておられたと、村井さんから聞きました。

村井ガバナーから力になってあげてと言われて、気楽

に笑っていられるのが幸せです。最後に、６月の最後

にクロスプロモーションの青少年と学友の交流フェス

タ、これが出来たのも思い出です。ご出席の皆さんに

もいろいろ無理を申し上げました。それから、昨年度

だけになってしまったのですが、イアン H.S ライズリー

さんの植樹のお話につきましても、それぞれ分区やク

ラブで、個人的にもやって頂いたおかげで、8000本と

いう、一人一本の植樹目標を達成できました。「ガバ

ナーというのは言ったことを何でもできる」と言われ

たことをいい事に、先輩諸氏に無理を言い、それに

応えて頂いた事に感謝しております。WFFも晴れ男

で頑張ってくださいと言うだけで、今年度に相当資金

的余裕をもってお渡し出来ました。細かく言いますと

１時間では終わりませんが、これで終わりたいと思い

ます。ご指導頂いて、本当にありがとうございました。

司会 ▶▶ 神野パストガバナー、ありがとうございまし

た。こういった素晴らしいガバナーたちが10年間、努

力されたおかげで、第2760地区は本当にキラキラと

輝いていたのだと思います。どうもありがとうござい

ました。

司会▶▶片山先生いかがでしょう？

片山▶▶そうですね。ガバナーの視点というより私個

人の職業上の視点からのことを先に言いますと、そ

の頃地区大会での決議は大会決議と名付けられて、

ＲＩ会長・ＲＩ会長代理に感謝する。現ガバナーに感

謝する。地区大会ホストクラブに感謝するなど、決議

でなくても、ガバナーから口頭でお礼申し上げますと

言われれば済むことばかり。のどかな風景でした。そ

れまで、地区大会で審議・決議していた必要的決議

案件は、前年度の地区決算の承認、次年度地区大会

開催場所と日時の決定・承認くらいのことでした。そ

こで、ロータリーを法曹出のガバナーの目から見て、

地区大会の決議機関部分を整備しました。それは地

区大会における必要的決議案件の決議といわゆる大

会決議案と称していた案件とを区別し、必要決議案

件は各クラブの議決権票数を有する会長・幹事・副

会長等が出席する地区大会１日目に審議・決議し、

大会２日目にはその報告とし、大会決議案は１日目は

大会決議委員会からの決議案の内容の報告とし、大

会２日目の地区内全会員が参加する会議に大会決議

案を上程し採決するとしたことです。その年度の必要

的決議案件は、ガバナーノミニーの選出方法として指

名委員会方式の採択と指名委員会委員の選任の件・

2010年開催の規定審議会提出案件承認の件（当地

区初めての規定審議会提出案件）・ロータリー財団

未来の夢計画パイロット地区候補申請の件の3件で

した。現在においても、その流れが継続しているのは、

うれしいことです。それから、もう一つはガバナー選

任の地域的配慮のことです。パストガバナーの皆さん

が思っておられるでしょうが、全地区内、尾張も名古

屋も三河もどの地域にも一様にパストガバナーがでん

としておられ、しかも各分区にも元気なパストガバ

ナーがいることです。しかし、色 な々事情により、その

ようにはいかないのです。特に、分区でガバナー補佐
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が分区内事業をする時あるいは分区内で事が起きた

時などに、どの分区にも、身近に相談ができるパスト

ガバナーが常にいるというのがいい訳です。地域の

関係では名古屋５・三河４・尾張３の比率で候補を選

任し、各地域内分区の順番は各地域関係のパストガ

バナーの相談によるという方針はできていますが、そ

れでも、地域の事情により万遍なく一様にとはいかな

いという実情ですね。その事情の一番大きいのが、う

ちのクラブの人数では、引き受けられませんという断

りです。その対処の１つの方法として、私のガバナー

年度に親子兄弟クラブにお願いして、監事・副幹事・

スタッフ等２人位ほどご協力をいただき、率先垂範し

た積もりです。偶然この時、近藤パストガバナーも西

名古屋担当のガバナー補佐で入って来られました。

司会▶▶だから先生の時は、他のクラブのスタッフが

5～6人入っていたのですね。

片山▶▶そうです。そういうことをやったのです。

加藤 ▶▶尾張3分区では大変申し訳ないと思っており

ます。去年ですが、南尾張分区でペケ、西尾張分区

でペケ、たまたま東尾張分区はその時にパストガバ

ナーが3人いらっしゃったのです。だから、僕を入れて

4人いたわけです。結局、尾張分区からしか出すとこ

ろがなくて、たまたま、犬山さんが今まで出していな

かったわけです。犬山が出るといったのでこれは良い

と安心していたら、委員会の前日に断ってきた。びっ

くりして田中先生にどうしよう…と。それで江南の福

田さんに急遽電話申し上げたら、「大丈夫だよ。うち

におるから」との返事。それでご本人と話をして、OK

ということになったのですが現役の会長さんなので

す。現役の会長さんは本来ダメなのです。それでRIの

方に問い合わせて、許可を得て伊藤さんがガバナーノ

ミニーに決まったのです。

片山▶▶だから、小さなクラブが一緒になって協力し

て出さねばね。

加藤 ▶▶ 今は東海と常滑なんかは出せます。しかる

べき人間もいます。今、片山先生が言われた小島先

生などもいるのですが、たまたま小島先生が病院を

建て替えて忙しいということだったのです。

司会▶▶できれば、9人で話し合うと盛り上がるような

テーマをあげて頂いてお話して頂けるとありがたいな

と思います。

神野 ▶▶これって、10年の思い出が皆さんにあります

よね。そして、これからの10年に向けての皆さんの期

待とか想いとか、この2つにしたらどうでしょうか?

田嶋 ▶▶地区大会のゲスト、会長代理を昔みたいに

自分たちで推薦させてもらえないかという意見が割

と今、いろんな地区から出ているじゃないですか？

神野 ▶▶ 出ていますね。全然来ると思ってなかった

D.K.リーさんが韓国から来られたし。

加藤 ▶▶ 僕の時も1か月前ですよ。それではなんとも

ならないですよ、こっちの準備も。だからもっと早く決

めてほしい。誰がどういう風に決めるかわからないで

すけどね。

田嶋 ▶▶大澤さんの時代までは地区が候補者を推薦

していたのですよね。

加藤 ▶▶ 要望は出せるけど、それに対しての返答もな

く、無視ですね。

田嶋 ▶▶ 私の時はRIが会長代理を呼ばなくていい。

お金がないのだから。協議会でもRIの職員がお金が

ないから来ない。日本の旅行者が行ったのだもん。ツ

アーが案内した人たちがその職員を代行してやって

いたのです。だから、日本事務局からは誰も行かない。

本当にひどい話です。

片山▶▶田島年度に同地区の中からRI会長代理を出

したのは意表を突いた人選でしたね。

神野▶▶それが最近全然でていない。

田嶋 ▶▶豊島さんから未だに言われます、あの時俺

はタダ働きだと。あの時、RIから地区で負担すること

はまかりならん、その代わり、会長代理で呼んだ場合

には一人いくら出すっていうような約束があったので

すが、一切払ってもらえなくて。こっちもすっかり忘れ

ちゃってましたが、日当も何もなく、未だに顔を合わ

すとそのことを言われます。

司会▶▶ 外国の方が来られると大変でしたよね。

加藤 ▶▶ 結局、通訳がいるでしょう。たまたま、米山

の子たちがやってくれたのですが、それからいろいろ

お話して頂くにしても、通訳を通すと時間が倍になっ

ちゃう。初めから文章を頂戴といって、文章をもらっ

たことはいいけど、読めないでしょう、だから、米山

の子に頼んで全部日本語に直してもらって、それをス

クリーンに投影して、それで通訳なしでやりましたけ

どね。しかも、決まったのが一カ月前でしょう。もう慌

てましたよね。

神野▶▶その教えを、D.K.リーさんの時には活かさせ

て頂いた部分もありますね。米山と福田君とか通訳

も含めて。

加藤 ▶▶日本のパストガバナーが来ていただくのが一

番いいですよね。

神野 ▶▶ D.K.リーさんは、みんな私の方を見ずにパ

ワーポイントを見る、だから、そういうのは嫌いだと

おっしゃって、以前のようなパワーポイントで出す事

ができなくて、30分でちゃんと収めるというのが、50

分以上になって、ちょっと大変でした。やっぱり国内

で来ていただくとありがたいですね。

司会 ▶▶あと、どうでしょう。一生懸命取り組んでい

らっしゃったWFF、これからどのようにして、あと何

年続けようかとかお思いでしょうか？

田中 ▶▶やれるかな？と思うんですよね。会場のこと

とか。

神野 ▶▶会場は大丈夫。エンゼル公園の方へ移します。

田中▶▶それならいいよね。できたら、日本の看板に

なるかもしれないから、少しずついいものに変えて

いっているから、同じものだとみんな飽きちゃうから

ね。近藤さんに頑張って頂いたよ。

神野▶▶ロータリーデー。

近藤 ▶▶タイミングでね。

神野▶▶こないだ、ジュディオングさんとご一緒したの

で、また確認して頼んでおきました。ポリオもう少しだ

から、楽しみですとおっしゃってました。

近 藤 ▶▶あれも、最初の仕掛人の福田さんが頑張っ

てくれて。ワールドフードでしょ、インターナショナル

で、フィリピンのロータリアンの参加者が多いのです

が、今では韓国、インドネシア、ネパール、パキスタン

からのロータリアンも加わり、ますますワールドになっ

ていて、そういう意味でなかなか大変ですが、少しず

つ変わりながらいいものに発展しているなと思います。

あれ、すごいよね、公共イメージアップにはね。

司 会 ▶▶やはり、イベントは少しずつ変化を求めて

やっていくのが良いですね。

千田 ▶▶名古屋ロータリーの福田君がはじめて来て、

私はこういう事をやりました、やりたいけどどうでしょ

う？そのような事を日本でやるのはどうだろうって提

案されました。その前に和合ロータリー。

田中▶▶ 和合の中でも、お金もそうなんですが、僕の

ところに泣きが入り、福田君がそれで和合をやめたら

西尾RCに入会したいと言っていましたが、和合の鷲

塚会長もやる気がでてきました。

実はその後ガバナーノミニーの指名に南尾張ができ

ない時に和合はどうだ？って聞いたのですが、事業

が重なりもう一年待ってくれと言われた。大きいクラ

ブだからやれないことではないと思うのですが。

司会▶▶結局、和合ロータリーと相乗りみたいになっ

たんでしょうか？

田中▶▶ちょうど、ワールドフードフェスタっていうの

は、そういったものが前の年にちょっと意見が出たん

だよね。千田さんの時に提案されたんだけど、実にな

らなくて、僕の時に同じように提案され、ちょうどその

日、公共イメージの先輩の方が、こういうのがあるけ

ど、プランもだいたいできてるし、勧誘もできてるから、

どうだろうと。和合でやりたいという話だったけど、

和合でやるなら名古屋市で、名古屋市でやるなら愛

知県全体でやろうよと、話がとんとん拍子に進んで。

それで、ほとんどいろんなところに声掛けて進めて、

すべてのクラブが協力するってことで何とかやれた。

全体2760地区でできたんじゃないかと思います。実

際に食べものの選択も良かったですもんね。ワールド

フードだから、名古屋でも珍しいものを作りたいって

ことで、地元のものはほとんど出さなかった。出店す

る方も初めてなのでリスクがあるのね。ただ最初の

公共イメージの費用もあり、なるべくテナント料を安く

して、あとは水道・施設費がちょっとかかるんだけど、

それも地区とかが応援してくれてやれたから良かった

けどね、お金の算段もできたから。でも、最初の250

万がなかったらちょっとやばかったかもね。

司会 ▶▶公共イメージのアップだけじゃなかったです

よね。

田中 ▶▶その中に、クロスプロモーションじゃないけ

ど、インターアクト、ローターアクト入れて、米山入れ

るっていうのは、最初から構想はありました。

司会 ▶▶近藤パストガバナーを始め、神野パストガバ

ナーにいたる歴代の方々が志を引き継いで下さいま

したね。

片山 ▶▶発案の福田さん、地区開催の決断と拡大の

田中・近藤両パストガバナー、承継・充実の加藤・服

部・神野の各パストガバナー、それに続く中心となる

実行委員会の委員長はじめ委員の面々、各分区のガ

バナー補佐はじめのロータリアン、インターアクトター

の応援等を得て当地区内外一丸となったポリオ撲滅

の募金等のイベント等々、当地区の一等地の真ん中

において、RI会長より日本ロータリーデーの名称まで

得て、当地区挙げての秋の恒例大奉仕活動事業に

なったことです。この十年を越えて長く語り継ぐべく

立てた記念碑と思います。

司会 ▶▶こうしたロータリークラブの取り組みが国の

行事にもなってますね？

片山 ▶▶そう、そう。思い出します。もう50年近くにな

るでしょうか、当地区豊橋のロータリークラブ（豊橋

北RC）から始まった5月30日を中心になされるごみゼ

ロ運動、地区の奉仕活動行事として日本に最たる行

事、日本全ロータリーばかりでなく、日本全国の環境

保全運動として定着しています。日本政府の提案に

より国連は毎年6月5日を国連環境の日と定め、日本

も同様環境の日と定めています。当地区は5月30日～

6月5日迄の1週間を強調するために、地区設定特別週

間として「環境保全週間」を設定することにしていま

すが、パストガバナーの皆さんは設定されましたかね。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーはインターアクトの活動

にも力入れていらっしゃいましたね。次世代を育てる

大切な活動ですね。

松前 ▶▶ 1987年に地区インターアクト委員となり、イン

ターアクトクラブの活動を推進しました。1990年には

地区インターアクト委員長となり、2760地区のインター

アクト活動で海外研修を始める事に致しました。毎年

夏休みにハワイ島に約30名を引率してホームステイを

行い大変喜ばれました。要望があった長野県のイン

ターアクトクラブも一緒のハワイ研修でした。各イン

タークラブより2名を選出、2ヵ月の勉強会の後、各地

域の高校の先生方が海外研修を推進して下さいまし

た。参加した部員からは、ハワイの研修でアメリカの

文化や語学研修が大変勉強になった、雄大なハワイ

の景色に感動した！と喜ばれ、毎年の実施を望む多く

の声があがりました。これを機に様々な高校でイン

ターアクトクラブが設立されましたが、愛知県立千種

高等学校、阿久比高等学校と進学校が参加して厚み

が増しました。その後、研修地はオーストラリアに変わ

りましたが、二十数回と継続し、発展している姿を見て、

海外研修に初めて取り組んだ私は感激しております。

司会▶▶田嶋パストガバナーは、公共イメージには何

が必要だと思われますか？

田嶋 ▶▶ 公共イメージって言うとついイベントに偏り

がちなんだけど、私がもっと強調しないといけないと

は思うのは、ロータリアンの質。もっと周知させるとか。

たまたま私はある俳句の結社に老人になって入って、

そこで仲間の人たちも会員になってもらったら、凄く

ロータリーに対する信頼っていうのをアピールしてく

れ、非常にまじめで、皆さんちゃんと実行してくれる。

約束したら実行してくれる。そういうロータリーの質

の良さをもっと知らせれば、会員増強もっと簡単にで

きると思うんです。

司会 ▶▶はじめに片山先生が俳句を読まれましたけ

ど、いろんなところで俳句のことを話されてますよね。

田嶋 ▶▶そういう面で公共イメージっていうのは、も

うちょっと補強しないといけないんじゃないかって気

がします。

田中 ▶▶そうするとクラブの中のロータリアンの質の

良さという原点に戻っちゃいますね。みんな集まって

フェスタをしたりするのにも、「ロータリアンの自覚」

とか、あんまり難しく言うとやめたってなっちゃう。

やっぱり、飴と鞭みたいに楽しいことがなければね。

田嶋 ▶▶クラブがいろんな人に働きかけて、ゲストで

呼んだりいろいろしないと、会員は増えないし、クラ

ブ会長が会員増強って言わないと絶対増えない。

やっぱりトップになる人が自覚してやらないといけな

いし、ガバナーとかガバナー補佐も会員増強って常に

言い続けないと会員は増えない。

司会 ▶▶どうなんでしょう、本音の話なんですが、日

本は女性ロータリアンが少ないですよね。心からもっ

と増えればよいと思っていらっしゃるのでしょうか？

田嶋 ▶▶私は増やしたいと思ってます。だって女性中

心で本来女性だけのクラブを作ろうとアイリスを作ろ

うと思ったんだけど、その話がたまたま東京の司葉子

さんの耳に入って、司葉子さんが盛田さんに、「女性

だけのクラブはダメよ。」って言ったものだから、盛

田さんも、「お前、まずいらしいよ、男入れよ」って。

結局、男性も入れたんだけど、やっぱり女性と男性を

比べると、女性の方が優秀。これはオフレコにしてほ

しいけど、完全に女性の方が質が高い。

司会 ▶▶私は名東ロータリークラブってところの初め

ての女性会員で、女性2人で一緒に入ったんですね。

絶対に1人はダメです。もうひとりがすぐ辞めてしまっ

たので、次に女性会員が入った時、とても気を使いま

した。私がいるからやめるみたいなことになったら大

変だと思って。なので、女性会員を入れられるなら

やっぱり複数から始められた方がいいと思います。

食事のスピードも違いますし、結構大変でした。

神野 ▶▶私も金沢東RCで女性2人に入ってもらった

んですけど、齢を重ねられた今でも頑張ってくれてま

す。今、女性の比率は1割かな、90、100人近くのうち

の9人です。

田 中 ▶▶ 都市は良いんですよ。経営者が多いから。

郊外は経営者が少ないんですよ。

千田▶▶女の人入れるには、男もいい男を入れないと

いけない。（笑）

司会▶▶いい女の人が入ってくると、けっこう男性がお

しゃれになる。出席率もよくなる。明るくなるし、いい

こともあります。だから、女性ロータリアンばっかり

じゃダメっていうのもわかるような気がします。

田中▶▶ 韓国にもあるね、女性だけのロータリアン。

田嶋 ▶▶日本もありますよ。

司会 ▶▶それでは、時間の関係で希望の風について

伺います。被災して消防士を目指す方などいろいろな

方がいるのですが、これはどのくらい続けようとお考

えですか？

近 藤 ▶▶ 基本的に田嶋年度の時に震災が起きて、

さっき田嶋さんも言われましたが、みんな最初、ガバ

ナー会を通して寄付したんだけど、そこから問題が出

て、寄付金を返せっていう地区と、使い道を考えてや

ろうという地区と分かれまして、その結果、10地区が

ファンドみたいにして、震災時にお腹の子も含めて、0

歳の子供が短大とか大学を出るまで奨学金を出そう

という話に決まりました。その時からずっとやっている

ので2011年から22年間のロングランです。だから私は

基本的に青少年奉仕事業じゃないかと思うんです。

千 田 ▶▶もしかして、そういうこともあるけれども、

やっぱり年はきっとかないといかんな、災害はどこか

でだんだんと出てくるし。

田嶋 ▶▶あのね、今ね、希望のファンドは資本金が4

億あるんです。地区が出した4億、それが減ってない

んです。毎年払うお金はその年度で寄付頂いたもの

で回っているんです。これをずっと続けてお金を貯め

ておいて、次の震災が起こった時にそれを拡大して

支援しようと言ってるのですが、ただ、希望の風を

作った時にいろいろ問題があって、ほんとにロータ

リーってこんなひどいこと言うかってことまで言われ

たのがあって、当時の人がまだ頑張っているわけ。8

年前の人がまだ頑張っているわけ。私は早くから近

藤さんにバトンタッチして、今度神野さんに。やっぱり

そうしないと長く続く組織は続かないよ。

神野 ▶▶でも、この前、2010年度組の皆さんが大いに反

省されながら、相当変えようという発言をされましたよ。

田嶋 ▶▶やっとですよ。私は最初から変えようと言っ

ているのに。

神野 ▶▶私が口火を切ったみたいだったんですけどね。

司会▶▶ 客観的に見ていると、さすがロータリアン、素

晴らしいことだなとしか思い浮かばなかったのですが。

田 嶋 ▶▶ いやー、ひどかったよ。集めたお金をガバ

ナーが山分けするとか、ありもしないようなことを言わ

れちゃって。あの時会長だった東京のガバナーは本当

に可哀想だった。集中的に叩かれたのがその人個人で。

神野 ▶▶ガバナー月信に昨日原稿を出し、今度載せ

てもらうことにしてあるので。こないだ僕はさっきの

ガバナーじゃないけど、わけわからず副委員長に代わ

れって言われて、代わったんですが、今おっしゃった

ように、あと正確には1億2千万です。私は2億と言っ

てるのですが、2億あれば33年までいけるのですよ、

今のペースで行くと。ただ、お話があったように、この

後ひょっとして大規模な、片親か両親がなくなっちゃ

うような震災があった時にそれをまた使えばいいじゃ

ないかと、何も正式名だけ変えればいいじゃないか

という声もあるし、今からエンディングを考えてやる

必要はないよっていう話にはなっているのです。で、

ルール・規則・制度が少しいい加減ってものも結構

あったので、この1年で相当変えて頂くっていうお題

いができ、さらに今年度の2580のガバナー会議長の

松坂さんも来てくれていたので、ガバナー会でも取り

上げてくれと。去年は17/34、今までに26/34地区が

この7年強の間に参加しているのですが、去年はちょ

うど半分の17ですね。あと17地区がほんの僅か、

さっきの1000円じゃないけど出してくれれば、十分に

やっていけれるし、もっと広い範囲でこういうことが

できるかもしれないという見方もあると思います。

田嶋 ▶▶だから、最初の人たちは変わって、どんどん

新しい人たちが新しい組織にしていけばいいんですよ。

片山▶▶財団になってる？

田嶋 ▶▶ 財団になってない。財団にすればいいよね。

明らかに公益性があるからね。

田中▶▶それで、米山とか同じような方向でもってい

けばね。

司会▶▶他に何か言い足らない事、こんなテーマなど

ございますか？お時間も少 と々なりました。

神野▶▶さっき私も地区の体制を変えた、強化したつ

もりだって申し上げたのですが、さっき片山先生が

おっしゃたように、ガバナー出せないと、千田さんみ

たいに2000万自分で出してもいいよって方は良いけ

ど、私もあとで気が付いたんですが、地区の予算を見

るとガバナーの活動経費みたいなのが、ほとんどな

いわけですよ。私は幸いクラブも支援してくれたから

よかったですが、小さいクラブからも平等に出しても

らおう、いい人を出してもらおうと思うと、そのあたり

を変えていかないとね。

司会▶▶そうですよね。

田嶋 ▶▶でも、実際ガバナー出してもお金なんてかか

らないよ、お金がかかるって言うのが信じらない。

神野 ▶▶ 事務局経費をガバナー事務所で持つでしょ。

それをクラブで結構持たないといけない。

田嶋 ▶▶ 事務局経費だって、ノミニー時代の事務局経

費がガバナーの負担になるだけであって、あとは間に

合いますよ。今度からノミニーも経費が出るようになっ

たでしょう、だから、ほとんどお金なんかかからないよ。

近藤 ▶▶片山先生がガバナーを務められた時に地区

副幹事、スタッフを親クラブ、兄弟クラブから出して

欲しいという依頼があり、私も地区副幹事で出向し

たんですが、あれも1つの手だと思うんですね。今も

松坂さんの話が出ましたけど、第2580地区全体の事

は分かりませんが、ガバナーと地区幹事と地区副幹

事が違うクラブに所属しているんですね。神野さんと、

ここの地区ではそんなこと考えられないなと話してい

たのですが、そういう地区も実際あるんです。だから、

もう少し実態を調べていくと意外とガバナーと他の

人達が違うクラブ、つまり、本当に地区で優秀な人達

を引っ張ってくるっていうんですかね、基本的にはそ

うだと思うんだけど、今本人だけじゃなくってクラブが

後押ししないといけないというルールがありますよね。

だから、さっきの加藤さんじゃないけど、実際、有能な

人はいるけど、クラブが駄目って言ったらガバナーに

なれないので、そのあたりの仕組みっていうか、考え

方をかえなければいけないかもしれないですね。それ

で、私も有能な人がガバナーになって、それを取り巻く

地区幹事とか地区副幹事がまた優秀な人が出てくる。

優秀というか、やる気というか、非常に前向きというの

ですかね。すごいですよね、第2580地区というのは。

田 嶋 ▶▶すごい成功しているんですよね。若いガバ

ナーが出るようになって。

千田 ▶▶ただ、その地区の人がやってくれないといか

んよね。パストガバナーがちゃんと責任もって、バック

アップとか出すのも。

田嶋 ▶▶クラブで潰しちゃう。早く名前が出ると潰し

ちゃうんだよ。

田中▶▶でも、クラブの推薦がないと困るよね。

司会▶▶そりゃそうですよね。でも、小さいクラブが2

つでガバナーを出すっていうのはどうなんでしょうね。

神野 ▶▶どっちも小さければ難しいと思いますよ。ガ

バナー補佐の選出の仕方も結構大きな課題になって

ると思うんですよね。

田中 ▶▶ 他の地区と違うね。他の地区はガバナーが

推薦して組織作っちゃうもんね。

千田 ▶▶ガバナー補佐ってもうちょっと、ガバナーの

意向が反映するようにすると楽だわな。各地区からき

て、その人にいろいろお願いしないといけないし。

神野▶▶でも、それはね、4、5年かかりますよ。

司会▶▶ 時間も来ましたので、そろそろ締めを・・。平

成最後の10年間の最初のパストガバナーとして、片山

パストガバナー、10年を総括していただけますか。

片山 ▶▶それは少々荷が重いので、私の独断の感想

4点ほど述べさせていただきます。1つ目ですが、現在

までの30年間を振り返りますと、ちょうど平成30年間

とほぼ重なっています。この30年間を10年ごとに3分

割してロータリーの変化を見てみますと、平成10年ま

でロータリーは右肩上がりでした。しかし、平成後半

の20年間は右肩下がりで受難の時期でした。そのよ

うな中、RIは職業保持の原点を外し、会員に会員増

強と寄付・年会費の増強を絶えず求め、遂には職業

奉仕を事実上5大奉仕部門から下ろし、社会奉仕部

門に合流させるという話も聞き、私のガバナー年度の

地区方針でもあった「持続可能な前進」のまさに逆

を行っているように感じられました。2つ目は、斎藤直

美（豊田RC）2006年度パストガバナーを2016年度・

2017年度のRI理事として当地区から初めて輩出した

という、2760地区ロータリー愛知85にとって重要な

出来事がありました。当地区の将来にとって、計り知

れない啓蒙的な影響をもたらし、永く記憶されるべ

き出来事だと思われます。それ以外にも、5年ほど前

に名古屋から始まり、年々盛大に開催されている

WFF、50年前に豊橋から始まり、定着したゴミゼロ

運動、この2つの奉仕活動を一対として春期・秋期の

2大奉仕イベントとして将来に受け継がれるようにし

なければならないと思います。3つ目として、反対に残

念なのがポリオ撲滅運動のことです。1987年に当地

区でポリオプラスというプログラムが採り上げられ、

委員会が設置されました。私の年度に、ポリオ撲滅

の為に今後3年間に同額の寄付を提出することを条

件にゲイツ財団から1億ドルを受け取り、全会員に寄

付を再度求めてきました。しかし、最初の同額寄付か

ら10年経った現在でもその決着がついておりません。

いずれ数年のうちに撲滅宣言が出せると信じていま

すが、次の10年に申し送りをしなければならない事

は、私にとって本当に忍びない事です。4つ目は、ロー

タリーの組織・権限の問題です。組織は大きくなれ

ばなるほど、権限の集中が必要です。しかし、ロータ

リーの基礎は、クラブとその会員が底辺にあり、地域

と密着したクラブの独立自存があればこそです。RI

は権限の一部をガバナーあるいは地区に、ガバナー

はガバナー補佐に委任・譲渡する事が必要ではない

かと思います。私もガバナー補佐に一部権限委譲・ガ

バナー補佐の推薦事項・分区運営要領などを地区便

覧に記載し、口頭でも定着を推奨しました。しかし、

ガバナーは単年度官なのでなかなか難しく、本来は

地区大会で出来ると良いのですが、それも難しい問

題があります。近藤年度に「地区審議会」が活動でき

るようになりましたので今後は地区審議会を活用し、

大いに議論したいと思っています。

司会▶▶貴重なお話ありがとうございました。大変勉

強になりました。
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司会▶▶本日はお忙しい中、誠にありがとうございま

す。この座談会は2008年～2017年の10年間の中でガ

バナーをお務めになった皆様にご参加頂きました。

担当された年度の順に、取り組まれた事や課題など

について忌憚のないご意見を伺いたいと思います。貴

重なご意見からこれからの10年に向けての指針が見

えてくるかと存じます。それでは、まず2008年から

2009年度のガバナー、片山パストガバナーからお願

い致します。

片 山 ▶▶ RI会長の

テーマ“夢をかたち

に”それを受けて、

私の方は“持続可

能な前進！”という

地区方針で、サブと

して“ロータリーに

心を”という歌を作

りました。読んだ人

からは、とても良い歌だと好評を頂きました。“ロータ

リーに心を注ぎ　ロータリーに心を開く　ロータリー

を心に受け止め　ロータリーを心に住まわす　ロー

タリーの心をみんなで考え　ロータリーの心を静か

に思う　ロータリーの心は我等の心　ロータリーの

心は世界の心”という内容をテーマにした歌でした。

司会▶▶歌を通すとロータリーの理念が心にスーッと

入ってきますね。ところで、地区大会の時、私も関係

者だったのですが、ゲストは小泉純一郎さんでしたね。

片山 ▶▶ 名古屋名東クラブさんのお世話で、小泉さ

んに来て頂いたからあれだけの会員が地区大会に集

まってくれました。

司会▶▶本当に多くの会員が参加されましたね。

片山▶▶大いに盛り上がり良かったです。

司会 ▶▶この地区大会は悲しい出来事があり、片山

パストガバナーも心を痛められた事でしょう。

片山 ▶▶忘れもしません、RI会長代理とロータリー

ミーティングの特別講演のためお越し頂くことになっ

ていた佐藤千壽さん（東京東RC）の突然の訃報です。

地区大会の4週間くらい前に2回ほど東京でお目にか

かりました。当時佐藤さんは90歳でこれからヨーロッ

パ旅行に行くと伺い、「元気で行って来てください

ね」と、笑顔で挨拶を交わしました。ところが、地区

大会の20日くらい前、突然訃報が入りました。クルー

ズの最中にドクターがいなくて助からなかったとお聞

きしました。ロータリーミーティングの特別講演は、そ

の講演原稿が親友の圡屋亮平パストガバナー（松戸

RC）に託され、圡屋さんが代読されました。今でも忘

れられない出来事でした。

司会▶▶また、ロータリー愛知81にちなんでの昼食会

は皆さんに喜ばれましたね。

片山▶▶そうですね。公式訪問に行く多くのクラブで、

古参会員の方々が心なしか、さみしいお顔をしておら

れるのを見かけるものですから、この機会にと思って

第１日目のRI会長代理を囲む昼食会に招待した訳で

す。「ロータリー愛知81」にちなんでと言われるのは、

RIが事務的に当地区に付けた名称は「RI第2760地

区」ですが、私は当初より当地区が胸を張って自称

できる当地区の名前を「ロータリー愛知81」としまし

た。この名前を、ガバナー月信をその巻頭言として発

行した地区誌にも使いました。これは地区の機関誌

の役割と地区内各クラブ間の親睦誌の役割を担う双

方向の雑誌です。81という数字はその年度の当地区

全クラブの数です。招待しました古参会員の年が81

歳以上というのは、これ未満の歳では、該当者が多

過ぎてこの81を借りたのです。

司会 ▶▶ロータリーの方は若 し々いので81歳以上の

会員の皆様が元気に沢山お越し下さいました。片山

パストガバナーありがとうございました。次は2009年

大澤年度ですが大澤輝秀パストガバナー（豊川RC）

は、平成16年９月に逝去されています。ご冥福をお祈

り申し上げます。それでは、続きまして、クールビズを

提唱されました、２010年から2011年度のガバナー、

田嶋パストガバナー、お願い致します。

田 嶋 ▶▶ 私の時の

RI会長は、レイ・ク

リンギンスミスさん

というアメリカの方

でした。会長のテー

マは“地域を育み、

大陸をつなぐ”でし

た。私の年度の特

徴は3つあります。1

つは、ロータリー財団のフューチャービジョンが始

まった年です。当地区がパイロット地区になっていま

した。もう1つは、戦略計画ストラテージックプランを

日本では「長期計画」と訳していましたが、試行錯誤

を経て、今の戦略計画という名称に変更し、始まりま

した。最後の１つは東日本大地震が起きた年という

ことです。

司会▶▶あの東日本大地震が起きた年ですね。

田嶋 ▶▶最初は未来の夢計画という名前で始まっ

たのですが、夢という表現に異論も多く、協議を重

ねた末、フューチャービジョンという名前になりまし

た。私の頃は、RIの表現をアメリカはアメリカで直し、

日本は日本で直すスタイルで、日本流は受け入れやす

い表現に変えているのではないか？という指摘も多く、

本場アメリカの表現に戻したということです。フュー

チャービジョンでは、新しい地区補助金について皆さ

んのご理解を頂き、いかに活用して頂くかということ

を一番大きな目標としていました。

司会▶▶ 確かに日本語に直すと本来の意味が曖昧に

なる場合もありますね。また、医療支援にも熱心に取

り組まれてましたね。

田嶋 ▶▶ 深谷地区財団委員長と一生懸命取り組んだ

のが、グローバル補助金を使った医療支援です。アメ

リカのヒューストンと交流したのが当地区の医療支援

の始まりで、しかも、グローバル補助金を使った医療

支援というのは、当時本当にまれで、この地区の大き

な成果の1つだったと思います。それから、戦略計画

については、公式訪問でお話してもほとんど何も知ら

ない人ばかりという状況の中で、いかに皆さんに存在

を知って頂くかが課題でした。

司会 ▶▶そして、この年度は日本は未曾有の出来事

がありました。

田嶋 ▶▶そうです、東日本大地震が1番の問題でした。

地区としてはいずれも1人1,000円以上という形で1次

支援、2次支援を行いました。諮問委員会では1,000

円では金額が少ないんじゃないのか？という意見も出

ましたが、会員の皆様が企業でも多額の義援金を出

されて、個人でもロータリー以外に寄付されている事

を考えて出した金額という趣旨を説明し、この金額で

やりましょうということになりました。最初、2,000万

円ほど集まり、希望の風奨学金に全額協賛致しまし

た。２次支援では宮城岩手の地区と千葉県の地区と

もう１か所に配分致しました。その他、ヘリコプター

の支援も致しました。これは、地区大会をやって頂い

た「あまクラブ」が余った1,000万円を地区に返却して

くれたので、そのままヘリコプターの支援金に使いま

した。孤立した所に食料を運んだり、薬を運んだり、

１ヵ月くらい活用されました。それでもまだ余りが出て

いたので、軽トラックを買いたいという支援組織に活

用致しました。

司会 ▶▶田嶋パストガバナーありがとうございました。

東日本大地震が起きてからのガバナーの取り組み方

は、本当に心を打たれるものがありました。それでは、

引き続き、松前パストガバナーお願い致します。松前

パストガバナーは、2011年から2012年までガバナーを

お努めになりました。震災後の大変な年でしたが、

ロータリークラブの力、絆の強さを再認識されたので

はないでしょうか。RC会員歴が半世紀以上と伺いま

した。色 な々思い出がおありかと存じます。

松前 ▶▶ 私は、1967年に一宮北RCに35才で入会し、

この50年間で、1990年には一宮中央RCの初代会長

として設立に尽力

出来たこと、そして、

2011年～2012年に

は2760地区のガバ

ナーとしてお務めが

出来た事を嬉しく思

います。

司会 ▶▶ 松前パスト

ガバナーのご経歴

を伺いますとすべてに「初」が付き、意欲的な取り組

みが伝わって参ります。2760地区にロータリー・リー

ダーシップ研究委員会（RLI）を導入されたのも初め

ての試みでしたね。

松 前 ▶▶ ロータリー・リーダーシップ研究委員会

（RLI）は新会員と未来のクラブリーダーの研修の

ためにアメリカで草の根運動として開発されたプログ

ラムです。日本でも各地区で急速に採用されつつあり、

双方向性とディスカッションリーダーDLに特徴があり

ます。私がガバナーに就任して最初の諮問委員会で

導入を諮り、認められて誕生しました。全国では6番

目の導入でしたが、RLIはまだ馴染のない時代でした。

ロータリー・リーダーシップ研究会の目的は、ロータ

リーの理解を深め、クラブを活性化すること。目的達

成の為に、日本では15地区でRLIの研修が行われ、

成果が上がっています。講義による教育ではなくディ

スカッション方式でリーダーの知識、考え方、創造性

を引き出します。

司会▶▶ 埼玉の中村先生には私も熱心にご指導を頂

きました。度々お越し頂いていますね。

松前 ▶▶ 2760地区は中村靖治国際ロータリー研修

リーダーが熱心にご指導下さり、地区研修の方が真

剣に勉強された結果、多数の方がディスカッション

リーダーになっています。私もガバナーエレクトの時、

妻久子とアメリカ・サンディエゴで1週間、コの字型の

RLI方式で飛び交う質問に、絞られました。現在

2760地区ではこのRLI方式に磨きをかけ改善し、有

用な研修として成果を上げていると聞いております。

この研修でロータリーへの理解が深まり、クラブが

活性化することが期待されます。ロータリーをより理

解し、ロータリーを心から愛するロータリアンが増え、

今後の100年もロータリーが益々発展する事を願って

おります。

司会▶▶ 4430地区ブラジルを訪問されましたね。

松前 ▶▶ 1988年度以降永く中断していた研究グルー

プ交換GSEを1997年度犬飼パストガバナーが再開さ

れ､私が委員長に任命され、当時の犬飼ガバナー、

片山地区幹事（片山パストガバナー）と総勢10名で

GSE研究グループの派遣先であるブラジル4430地区

を激励訪問いたしました。懐かしい思い出です。ちょ

うどこの年は、ブラジルへの移民90周年という節目

の年でした。そこで、各クラブから寄付された書籍１

トンを船便で送りました。この訪問はブラジル日本文

化協会に寄付する贈呈式もかねていたのです。24時

間を費やし、一行がサンパウロ空港に降り立ったのが、

5月13日早朝4時30分。訪問先クラブの会長や多くの

方々に迎えられてホテルに向かいましたが、GSE研究

生として来ていたサンパウロ軍事警察大尉ルイス君

の装甲車に前後を守られ、赤色灯を回転しながらの

移動。ガバナー一行への配慮に感謝しております。

司会▶▶疲れも飛んでしまう歓迎ぶり、嬉しいですね。

他でも熱いもてなしを受けたそうですね。

松前 ▶▶ 仮眠の後、日本人街に例会場を持つ日系ク

ラブ会員の多いリベルターデRCを訪問し、熱い歓迎

を受けました。その後文化協会に赴き、日本文化協

会山内会長に犬飼ガバナーから図書一式贈呈の目

録が渡されました。翌日は、サンパウロ・レステRCを

訪問しここでも熱い歓迎を受け、4430地区大会会場

に移動し、前夜祭を楽しみました。当時の4430地区

ガバナーは日系2世のKazuhiro Moriガバナーでした。

大会当日、我々一行は日本国旗を振りながら入場。大

きな拍手を今も覚えています。各クラブが順に旗を掲

げて入場行進する姿にも力強い息吹を感じました。

翌日はMoriガバナーよりレセプションに招かれ、一連

の行事終了の安堵感もあり、とても和やかな時間を

過ごしたことを鮮明に覚えています。その後、イグア

スの滝観光に向かいました。ブラジルとアルゼンチン

にまたがる落差80M、幅4キロの景観は圧巻でした。

最終日は、リオデジャネイロにも足を延ばしました。

2016年のリオ・オリンピックでコルコバードのキリスト

像が映し出されるたびにブラジル訪問を思い出して

おりました。往復2日間以上という10日間はハードで

したが、ブラジル訪問は実り多く思い出深い旅のひと

つとなりました。

司会▶▶そういえば、松前パストガバナーはある数字

に深いご縁があるそうですね

松前 ▶▶私は母校の大阪歯科大学の学籍番号が22

番でした。そして、一宮北RCの22代目の会長を務め

ました。ガバナーセミナーに指名されたのが2009年3

月22日でした。第2760地区の第22回インターアクト大

会に出席し挨拶の機会を頂きました。インターアクト

クラブは私の心の故郷であります。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーありがとうございました。

それでは、2012年から2013年度のガバナーでいらっ

しゃいました、千田毅パストガバナー、お願い致します。

千 田 ▶▶ 私の時は、

たまたま幸いなこと

に国際ロータリー

会長が田中作次さ

んで、R Iテーマが

“Peace Through 

Service 奉仕を通

じて平和を”でした。

司 会 ▶▶ 田中作次

RI会長との思い出で印象に残っている事は何でしょうか。

千田 ▶▶一番の思い出は、ロータリーの世界大会の

時のことです。ガバナー会をやろうという事になりま

したが、一番の問題は田中RI会長が参加してくれる

かどうかでした。そこで、全権を握っているRI秘書の

ベティさんという女性に交渉したのですが、直前まで

参加が不明のまま…。ところが、当日、田中RI会長が

来られて、皆びっくり！しかも、財団委員長なども連れ

てお越こしになったので、椅子が足りずバタバタと大

慌てして準備したのが印象に残っています。私共は

150人くらいで参加しましたが、田中RI会長は感激し、

喜んでお帰りになられました。また、同期のガバナー

が年1回集まって日本各地を廻るのですが、3回目の

時に田中RI会長が、「2012年度の会だから私も参加

する」と言われ、その会費を求めたところ、「これぞ

ロータリー」と言って、喜んで払って下さいました。

司会 ▶▶千田さんがガバナーになられた年は、震災

の翌年でしたね。

千田 ▶▶そうです、大震災の翌年でした。1月の研修

会で行った、カナダのトロントの方に一緒にやろうと

声をかけていただき、VTTの時に参加して頂きまし

た。その時、たまたま隣に座っていたのが、2750地区

の宮城・岩手の小野寺さんでした。その際、「お金を

集めるのは誰でもできる、我々はちゃんと震災孤児に

手渡したい」と小野寺さんにお願い致しました。あの

時は現地も混乱して色々大変だったのを被災地に視

察に行った時に実感致しました。30人の子供たちが

高校を卒業するまでにかかる4,800万円という金額を

集める為に、毎週500円ずつ集める提案をしましたが、

はじめはうまくいかず、幹事などに足りない分はガバ

ナーがもたないといけないと脅されました（笑）結果、

全額集まりましたが色々大変でした。

司会▶▶地区の目標など6つ挙げていらっしゃいます

が、沢山達成されていますよね。その中の高校生支

援で、甲子園に出場を果たした、仙台育英高校の球

児の中に孤児がいました。両親は他界し、お祖父さ

んの所から高校に通い、甲子園で3番打者として活躍

しました。1回戦で負けてしまったのですが、千田さ

んの応援が陰でありました。

千田 ▶▶地区と地区との交流では、抽選の結果、名

古屋クラブと奥三河クラブがメークアップする事にな

り、中日新聞の大島さんから「千田さん、えらいこと

になった！」と電話で心配を頂くほど、離れた地区の

クラブが交流することとなりましたが、その交流は2

～３年続けることができました。

司 会 ▶▶千田パストガバナーありがとうござました。

続いて、2013年度ガバナー田中正規パストガバナー

お願い致します。

田中▶▶会長になっ

ても知らないことば

かりで、地区に入っ

て改めて、凄い！と

驚くことばかりでし

た。ノミニーとして、

「お前また来たか！」

と言われるほどしつ

こく千田さんの後に

くっついて見聞きしている間に分かることがありまし

た。それは、ロータリーでは“はい”と“YES”しかな

いということです。「やろうよ！」と言った事は情報を

集めてやらないといけない、それが皆が前を向く事、

止めたらそれで終わり。私も思った事をとりあえず

やってみようと思いました。ある時、公共イメージの

コーディネーター「ロータリーの友」編集長の二神さ

んとお話しする機会があり、その時の話題から、地区

全体でやれるフェスタ、日本で初めてのロータリーの

ワールドフェスタを開催しよう！と私は思いました。皆

さんの協力のもと、思った以上に素晴らしいフェスタ

を開催できました。その後、近藤さんが形を作ってく

ださり、日本のロータリーでできました。そのきっかけ

に少しでもなれたのが良かったと思います。最後に、

任期の終盤に色 な々国に行きましたが、それが楽しい

思い出になっています。

司会▶▶どんなところに行かれましたか？

田中▶▶ベトナム、タイ、フィリピンは2回、隠れてモン

ゴル。つい最近はラオスに行きました。皆さんの友情

の支えもあり、色々な国へ行くことができ、非常に充

実した年度だったと思います。もう１つ印象的な出来

事として、同期のガバナーがEクラブを教えてくれた

事です。会費も安く、例会をホームページで行えるEク

ラブは、若い人も多く、クラブのイメージを変えたクラ

ブで面白かったです。

司会 ▶▶やはりイベントをやらないと、テレビ局や新

聞社の方々はあまり来てくださらないですよね。

田中▶▶私がテレビ局等に行ったのは最初の挨拶ぐ

らいだけでしたが、色々な人を引っ張りだすことは良

いことだと思います。たまに顔を出すと、ロータリーは

こんなことをやっているのか…とロータリーの活動を

改めて知って頂けました。

司会 ▶▶はじめのうち、ロータリーのことはあまりPR

してはいけないと教えられたのですが…。

田中 ▶▶それで、公共イメージコーディネーター補佐

としてお話させて頂きました。

司会▶▶希望の風などはどうですか？

田中▶▶希望の風は私ではなく、田嶋さんが担当してい

ます。希望の風は今も続いていて素晴らしいと思います。

司 会 ▶▶ 学生さんの喜びの声や手紙を拝見すると

ロータリアンになって良かったとしみじみ思います。

クラブでもお弁当箱支援といって、お弁当箱に色 な々

ものを詰めて、被災者の方に送り、そのお礼に折り紙

の花やお手紙をいただいたりしました。田中パストガ

バナーありがとうございました。それでは、2014年度

のガバナー、近藤雄亮パストガバナーお願いいたしま

す。パストガバナーの年度のガバナー月信の7月号は

熱田神宮ですよね。

近 藤 ▶▶たまたまう

ちのクラブに熱田

神宮の宮司さんがお

られ、写真を使わせ

てくださいと頼み、

毎回、熱田神宮に関

連する何かの写真

を使わせて頂きまし

て、最初から最後ま

でシリーズで載せました。私の時のRI会長は、ゲイ

リーC.K.ホァンさんという台湾の方でした。彼の考え

方のベースになっていたのが「儒教・孔子の教えです。

ロータリーがSNSを含めデジタル化していく中、アナ

ログ的なものを大切にされる方で、そういったところ

に私も共感しました。彼は“ロータリーに輝きを”とい

うテーマと5つの強調事項、つまり、“地域社会でロー

タリーの存在感を高めること・会員増強・ポリオ撲

滅・クラブの強化・ロータリーデーの実施”で始めま

した。この強調事項は今でもずっと続いています。当

時の私にとって歴代ガバナーの皆さんは雲の上の存

在。ガバナーノミニーに指名される場に臨んだ時、近

寄りがたい雰囲気がありました。そのような思いから、

もう少し目線を下げてロータリアンの中に入りたい、

堅苦しいことはやめて、メークアップに来たメンバー

のような近い距離感で本当の姿を見たいという思い

から色々考え、計画を立てました。結果、例えば「単

独でガバナーの公式訪問を初めて受けました」とか

「親クラブと一緒だとなかなか本音で話すことがで

きない」といったような声を聞くことが出来ました。

司会▶▶ 確か近藤パストガバナーの時、クラブをまとめ

て回るのではなく、ひとつひとつ訪問されたのですよね。

近藤 ▶▶はい、地区内全84クラブを個別に公式訪問

をしました。メンバーの数が少ないクラブも多いクラ

ブも皆さん本当に一生懸命ロータリー活動をされて

いて、素晴らしいと感じました。色々大変な面もある

けれども、この地区のクラブは本当に良くやってくれ

ています。何でもそうなのですが、一旦外に出てみる

と、中では分からない事が見えてくる。素晴らしさが

良くわかる様になる。ゲイリーC.K.ホァンさんのアナ

ログ的思考というか、情といいますか、それが地方に

あるんじゃないかなと思います。私はロータリーとい

うのは、ひと言でいえば…感動、感動をシェアするこ

とだと思うのです。こういうことをずっと言って回った

わけです。いろんな理屈やロジックを立てても感動

がない。そういったものだったら誰もついて来ないし、

仮にその場でついて来ても後は知らないという形に

なってしまいます。感動があれば、自分も仲間に入り

たい、これぐらいのお金を出してもいいなという気持

ちになります。そういう風になっていくといいなと思い

ます。先ほど田中さんが「自分は人が色々言ったこと

を取り上げた」と仰ってました。その中の１つ、WFF

(ワールドフードふれ愛フェスタ)を引き継ぎ、我々の時

は最初からやろうと組織を作り取り組みました。そう

したら、タイミングよく、ゲイリーC.K.ホァンさんの強

調事項の１つ“ロータリーデーの実施”というのがあ

りました。当時のRI理事の北さんからも昨年第2760

地区のプレゼンを見たら素晴らしいことをやっている

ので、是非ロータリーデーをジャパンロータリーデー

愛知として実施をしてくれないかという話を頂きまし

た。シニアリーダーは自分がまとめるからお前は同期

ガバナーをまとめろという事になったのです。結局、

100人以上のシニアリーダーの方々がWFFに参加を

してくれました。田中さんが始めた事を2年目である

程度形ができたかなと思います。

司 会 ▶▶ロータリー

デーというのは、その

時から始まったので

すか？

近藤 ▶▶そうです。ゲ

イリーC.K.ホァンさ

んが自分の強調事項

で提唱したのです。

世界中に、クラブ単

位でもいいし、地区単位でもいいし、あるいは国単位

でもいいから、とにかくやってくれと。私は各クラブ単

位で是非やって下さい。これはガバナー賞の対象に

します！とやったのです。地区単位ではせっかく田中

さんが地区の大きなイベントをやってくれたので、そ

れをジャパンロータリーデーに育てる決心をしました。

ゲイリーC.K.ホァンさんの強調事項、北RI理事の薦

めもあり、ちょうどタイミングが合ったのですね。それ

からもう1つ。“ロータリーは何だ？”とか陰で色々文

句を言う声もありますが、言いたいことがあるのなら、

RIには3年に1度開催される規定審議会というのがあ

るので、そこへ第2760地区から物申す！と、意見を出

したらいいんじゃないのか、その為の規定審議会で

すから。そして地区内クラブに立法案提出のお願い

をしました。地区の色々な問題を取り上げて会長さん

たちに諮る地区審議会と立法案審議委員会というの

を作り、片山先生、田嶋先生と相談しながら3人で地

区審議会規約を作りました。それが今実行されています。

司会 ▶▶もう１つ、IT委員会で地区で初めてHPを作

られたとか。

近藤 ▶▶ホームページは前からありました。尾本さん

が非常に熱心に取り組んでくれていました。地区で

形に出来たのは、いきなり出来たのではなくて、思い

とか色々な下準備があったからです。尾本さんの不

断の努力のお陰だと思っています。私のような者でも

ガバナーを務めることが出来たのはゲイリーC.K.ホァ

ンさんの「儒教・孔子の教えの下、アナログ思考でや

る」この理念があればこそです。また、片山先生がガ

バナーをお務めになられた時、ガバナー補佐としての

私をご指導して頂いたこと、その後も色 ご々指導を頂

いたお陰と片山先生には大変感謝致しております。

計算で繋がっているのではなくて、情で繋がってい

る関係は素晴らしい力になると私は思います。

司会 ▶▶近藤パストガバナーありがとうございました。

では、2015年度のガバナーでいらっしゃいました加

藤陽一パストガバナーお願いします。

加 藤 ▶▶ 私の時は、

スリランカのK .R .

ラビンドランさんと

いう方がRI会長で

した。英語で“Be 

a gift to the world”

サンディエゴでの国

際協議会で“世界

へのプレゼントにな

ろう”と訳されましたが、はっきり言って何を仰ってい

るのか分かりませんでした。同期のガバナー連中とこ

れは何を言ってるのだ？？と色々話し、プレゼントは、

たぶん奉仕のことだろうなと、同期のガバナーとそう

解釈しようということになり、サンディエゴから帰って

きました。K.R.ラビンドランさんは、アジアの中でのは

じめてのスリランカの方ですから、どうもイメージが

湧かず、このRIテーマも皆さんにどうお伝えしようか

…とちょっと苦労しました。

司会 ▶▶加藤パストガバナーは、お父様もロータリア

ンだったのですね。

加藤 ▶▶そうです、親父も瀬戸クラブで会長をやって

いました。その頃、斎藤先生が仰っていた「原点回

帰」の話に感銘を受けました。最近ロータリーが原点

というか根本がわからなくなってきたのではないか…

という私自身の心情もあり、見直しをという意味で、

早速先生にお話しして了解を頂き、原点に帰りたいと

お話を申し上げて、ずっと講習をやったのです。

司会▶▶ガバナー時代、思い出に残ることを教えてく

ださい。

加藤 ▶▶田中さんの資料を基に34クラブ訪問いたし

ました。クラブとの交流、私自身の交流もそこそこや

らせて頂いたつもりでおります。WFFに関しては、田

中さんから近藤さんに受け継がれ、私の時はだんだ

ん形になってきました。私の時から企業協賛にも力を

入れて、600万か800万円を頂戴し、去年が1,000万円

くらいでした。ロータリーを世間に広めるという意味

もあり、だんだん大きくなっています。特にエンドポリ

オに関しては、売り上げもだいぶ上がってきています。

たまたま国際奉仕委員会の方と一緒にVTTでインド

ネシアに行く機会があり、ジャカルタの劣悪な環境に

いる子どもたちを訪ねました。学校も行けず勉強もで

きないヒンズー系の子供たちを援助していたのは、イ

ンドネシアの方達。この出会いを機に私たちもやって

いこう！と、ポリオ500万円、あと400万円プラス地区

のクラブから拠出されたお金を使って、やり始めたの

です。ぼちぼち卒業しないとと思っているのですが、

今もWFFの実行委員長をやらせて頂いております。

WFFを通じて、ロータリーは世間に、そして日本中に

広がったのではないかと思っております。ガバナーと

して小難しいことはやった覚えはありませんが、

WFFが私にとっては一番の思い出かなと思っています。

司会▶▶やはりそういう努力があって、いろんな学生さ

んの支援などが出来るのですね。先ほど、千田パストガ

バナーの時にお話した、仙台育英高校の千田君の記

事は加藤パストガバナーの時の月信9月号に出ておりま

して、「花巻東高硬式野球部の千田京平君、亡き母と

「再会」信じ」という風に書いてありました。加藤パス

トガバナーありがとうございました。それでは、2016年

度ガバナー、服部良男パストガバナーお願いします。

服 部 ▶▶ 2 0 1 6年度はジョン・ジャームRI会長の

“Rotary Serving Humanity”というRIテーマでス

タートしました。丁度この年はロータリー財団100周年

という記念すべき年。100年前にアトランタで開催し

た国際大会を100年後にもう一度アトランタで！という

大きなテーマがありました。もう１つのテーマは、RI

の戦略計画を当地区にどのように持ってくるか。当地

区にはRIの戦略計画がありませんでした。従って当

地区の良いところと課題を分析し、良いところは、そ

のまま伸ばし、課題に関しては戦略計画を立て持続

可能にすることがテーマでした。一番の基本は、10

年後もこの地区が輝き続けるために1年間何をすれ

ばいいのかという事です。そこでまず、地区の戦略を

作るため戦略計画委員会を作りました。そしてもう１

つ、広報、ITを一緒にして、公共イメージ向上委員会

を設立させ、戦略計

画の中でも大きな部

分であるロータリー

の認知度と公共イ

メージの向上を図り

ました。それからも

う１つ。研修委員会

を再度新設し、その

下にRI実行委員会

を分けて、研修をさせて頂きました。これが大きな地

区に対する戦略計画です。あとは、地区としての財団

の取り組みがしっかりしていた為、未来の夢計画に

始まる延長の100年を是非！ということで、大変高い

数字を掲げました。一人180ドルを財団に寄付し、結

果、目標を達成することができました。ジョン・ジャー

ムさんは、ポリオ、財団の経験が非常に深い方です。

そういう意味でも皆様方に大変感謝しております。ア

トランタで100周年を祝おう！をテーマにした大変忙

しい年でしたが、皆さんと一緒に色んなことをさせて

頂きました。深く感謝申し上げます。もうひとつ良かっ

た事は、2750地区と会員が良い競い合いをした結果、

最後に１つ新しいクラブが出来た事です。結果的に

34地区の中で一番多く会員が増えた事も皆さま方と

の１つの成果だったと考えています。

司会 ▶▶ 服部パストガバナーありがとうございました。

それでは、まだ記憶も新しい、2017年度ガバナー、神

野重行パストガバナーお願いします。

神野 ▶▶私がロータリーに入ったのは金沢東でした。

石川・富山地区の金沢ですが、2610地区のガバナー

という方がどういう存在か、ロータリアンとして全く意

識せずに6年いました。それで、名古屋に戻ってもう

一度名駅ロータリーに入った年が2008年7月。今考え

ますと片山ガバナーの年度で、2760地区で再入会し

ガバナーという存在があるということをはじめて知っ

たぐらいで、全く知らずに6年いたなという思いがしま

した。ガバナーの公式訪問は、西クラブと一緒に受

けていましたが、自分のクラブに来られたという感じ

が薄く、公式訪問に対してもあまり意識しておりませ

んでした。まして地区への出向や、ガバナー補佐を引

き受ける事も、クラブ幹事の経験もなく、ロータリー

の地区の動きも全く知らずにいた私が、いきなりガバ

ナーということで大変驚きました。なので、先輩たち

とはずいぶん感覚が違うと思っております。私は千田

パストガバナーには学生時代からご指導頂いており

ます。また、両親の関係で存じ上げている方ばかりで

す。しかし、ガバナーという意識で拝見したのは、私

がクラブ会長の時の田中ガバナーが初めてでした。

公式訪問の時にガバナーの存在を目の当たりにして、

凄い人なのだと思いました。親の西クラブと一緒だっ

たのですが、大きな先輩、親クラブでありながら、結

構ガバナーというのはビシビシ言われるなと。私ども

は子クラブにも関わらず、大変褒めて頂いて恐縮した

ものです。ガバナーは、凄い存在なのだということを

初めて肌で知りました。そんな頃です、私の高校の同

級生の近藤さんがガバナーをどうも引き受けるようだ

と話を聞いて、よくそんなことをやるな～と言ってし

まった覚えがあるのです。そういった中で、去年ガバ

ナーを引き受ける事となったのです。イアン H.S ライ

ズリーさんは“変化をもたらす”をテーマに、確か

ロータリーそのものが大きく変わったというお話をさ

れていたのを聞き、変化の時代だから、何かをやろう

と考えて出来ないだろうかと思いました。一番に思っ

たのは、ロータリーのイアン H.S ライズリーさんのこ

の言葉です。「ロータリーとは何か。何をしているのか

ということをもっと世の中に知らしめてほしい。」そこ

で、公共イメージ向上というものについて、自分がで

きる範囲でやってみようと思ったのです。1つはマスコ

ミや地域の皆さんへの働きかけ。もうひとつは、地区

ガバナーとロータリアンの距離感というのをできるだ

け縮めるという事を考えました。ガバナーは一般ロー

タリアンにとって遠い存在というか、私自身近寄りが

たい存在と思っていました。そこで、一年かけてクラ

ブの訪問以外にも、いろいろと接する機会をつくり、

距離を縮める試みをしたつもりです。服部さんは、地

区の戦略委員会で非常に改革的な事もやって下さい

ました。村井さんからはそんなに急にやっても無理な

んじゃないかとご心配頂きましたが、やっぱり自分な

りにやってもらいたいし、やってみたいということで、

全クラブに戦略委員会のような類のものを設置して

頂いたというのが、一番の私の思い出です。それから

もう１つ、諮問委員会で、先輩諸氏にお許しを頂き、

地区の体質の強化を図る取り組みを始めました。１つ

は、青少年対策の危機管理基金、これを1,000万円積

み立てさせて頂きました。それから、愛知県と防災協

定を結んで、地域の皆さんと一緒に勉強して、万が一

のときはどういった事ができるかということを考える

態勢を作らせて頂きました。これは先輩諸氏にも認

めて頂き、地区大会で結ぶことができました。

司会▶▶地区大会の思い出はいかがでしょう。

神野▶▶そうですね、

思い出がいっぱい

あるのですが、よも

や、D.K.リーさんが

来るとは想像もして

おらず、8月15日の

メールを開けてびっ

くり！片山パストガ

バナーがちょうど同

期だとの事でお願いできて本当に助かりました。大

先輩からも良くやったと言って頂いたのは先輩のおか

げです。今年は神奈川へ行かれるそうで、ガバナー

がとても焦っておられたと、村井さんから聞きました。

村井ガバナーから力になってあげてと言われて、気楽

に笑っていられるのが幸せです。最後に、６月の最後

にクロスプロモーションの青少年と学友の交流フェス

タ、これが出来たのも思い出です。ご出席の皆さんに

もいろいろ無理を申し上げました。それから、昨年度

だけになってしまったのですが、イアン H.S ライズリー

さんの植樹のお話につきましても、それぞれ分区やク

ラブで、個人的にもやって頂いたおかげで、8000本と

いう、一人一本の植樹目標を達成できました。「ガバ

ナーというのは言ったことを何でもできる」と言われ

たことをいい事に、先輩諸氏に無理を言い、それに

応えて頂いた事に感謝しております。WFFも晴れ男

で頑張ってくださいと言うだけで、今年度に相当資金

的余裕をもってお渡し出来ました。細かく言いますと

１時間では終わりませんが、これで終わりたいと思い

ます。ご指導頂いて、本当にありがとうございました。

司会 ▶▶ 神野パストガバナー、ありがとうございまし

た。こういった素晴らしいガバナーたちが10年間、努

力されたおかげで、第2760地区は本当にキラキラと

輝いていたのだと思います。どうもありがとうござい

ました。

司会▶▶片山先生いかがでしょう？

片山▶▶そうですね。ガバナーの視点というより私個

人の職業上の視点からのことを先に言いますと、そ

の頃地区大会での決議は大会決議と名付けられて、

ＲＩ会長・ＲＩ会長代理に感謝する。現ガバナーに感

謝する。地区大会ホストクラブに感謝するなど、決議

でなくても、ガバナーから口頭でお礼申し上げますと

言われれば済むことばかり。のどかな風景でした。そ

れまで、地区大会で審議・決議していた必要的決議

案件は、前年度の地区決算の承認、次年度地区大会

開催場所と日時の決定・承認くらいのことでした。そ

こで、ロータリーを法曹出のガバナーの目から見て、

地区大会の決議機関部分を整備しました。それは地

区大会における必要的決議案件の決議といわゆる大

会決議案と称していた案件とを区別し、必要決議案

件は各クラブの議決権票数を有する会長・幹事・副

会長等が出席する地区大会１日目に審議・決議し、

大会２日目にはその報告とし、大会決議案は１日目は

大会決議委員会からの決議案の内容の報告とし、大

会２日目の地区内全会員が参加する会議に大会決議

案を上程し採決するとしたことです。その年度の必要

的決議案件は、ガバナーノミニーの選出方法として指

名委員会方式の採択と指名委員会委員の選任の件・

2010年開催の規定審議会提出案件承認の件（当地

区初めての規定審議会提出案件）・ロータリー財団

未来の夢計画パイロット地区候補申請の件の3件で

した。現在においても、その流れが継続しているのは、

うれしいことです。それから、もう一つはガバナー選

任の地域的配慮のことです。パストガバナーの皆さん

が思っておられるでしょうが、全地区内、尾張も名古

屋も三河もどの地域にも一様にパストガバナーがでん

としておられ、しかも各分区にも元気なパストガバ

ナーがいることです。しかし、色 な々事情により、その

ようにはいかないのです。特に、分区でガバナー補佐

が分区内事業をする時あるいは分区内で事が起きた

時などに、どの分区にも、身近に相談ができるパスト

ガバナーが常にいるというのがいい訳です。地域の

関係では名古屋５・三河４・尾張３の比率で候補を選

任し、各地域内分区の順番は各地域関係のパストガ

バナーの相談によるという方針はできていますが、そ

れでも、地域の事情により万遍なく一様にとはいかな

いという実情ですね。その事情の一番大きいのが、う

ちのクラブの人数では、引き受けられませんという断

りです。その対処の１つの方法として、私のガバナー

年度に親子兄弟クラブにお願いして、監事・副幹事・

スタッフ等２人位ほどご協力をいただき、率先垂範し

た積もりです。偶然この時、近藤パストガバナーも西

名古屋担当のガバナー補佐で入って来られました。

司会▶▶だから先生の時は、他のクラブのスタッフが

5～6人入っていたのですね。

片山▶▶そうです。そういうことをやったのです。

加藤 ▶▶尾張3分区では大変申し訳ないと思っており

ます。去年ですが、南尾張分区でペケ、西尾張分区

でペケ、たまたま東尾張分区はその時にパストガバ

ナーが3人いらっしゃったのです。だから、僕を入れて

4人いたわけです。結局、尾張分区からしか出すとこ

ろがなくて、たまたま、犬山さんが今まで出していな

かったわけです。犬山が出るといったのでこれは良い

と安心していたら、委員会の前日に断ってきた。びっ

くりして田中先生にどうしよう…と。それで江南の福

田さんに急遽電話申し上げたら、「大丈夫だよ。うち

におるから」との返事。それでご本人と話をして、OK

ということになったのですが現役の会長さんなので

す。現役の会長さんは本来ダメなのです。それでRIの

方に問い合わせて、許可を得て伊藤さんがガバナーノ

ミニーに決まったのです。

片山▶▶だから、小さなクラブが一緒になって協力し

て出さねばね。

加藤 ▶▶ 今は東海と常滑なんかは出せます。しかる

べき人間もいます。今、片山先生が言われた小島先

生などもいるのですが、たまたま小島先生が病院を

建て替えて忙しいということだったのです。

司会▶▶できれば、9人で話し合うと盛り上がるような

テーマをあげて頂いてお話して頂けるとありがたいな

と思います。

神野 ▶▶これって、10年の思い出が皆さんにあります

よね。そして、これからの10年に向けての皆さんの期

待とか想いとか、この2つにしたらどうでしょうか?

田嶋 ▶▶地区大会のゲスト、会長代理を昔みたいに

自分たちで推薦させてもらえないかという意見が割

と今、いろんな地区から出ているじゃないですか？

神野 ▶▶ 出ていますね。全然来ると思ってなかった

D.K.リーさんが韓国から来られたし。

加藤 ▶▶ 僕の時も1か月前ですよ。それではなんとも

ならないですよ、こっちの準備も。だからもっと早く決

めてほしい。誰がどういう風に決めるかわからないで

すけどね。

田嶋 ▶▶大澤さんの時代までは地区が候補者を推薦

していたのですよね。

加藤 ▶▶ 要望は出せるけど、それに対しての返答もな

く、無視ですね。

田嶋 ▶▶ 私の時はRIが会長代理を呼ばなくていい。

お金がないのだから。協議会でもRIの職員がお金が

ないから来ない。日本の旅行者が行ったのだもん。ツ

アーが案内した人たちがその職員を代行してやって

いたのです。だから、日本事務局からは誰も行かない。

本当にひどい話です。

片山▶▶田島年度に同地区の中からRI会長代理を出

したのは意表を突いた人選でしたね。

神野▶▶それが最近全然でていない。

田嶋 ▶▶豊島さんから未だに言われます、あの時俺

はタダ働きだと。あの時、RIから地区で負担すること

はまかりならん、その代わり、会長代理で呼んだ場合

には一人いくら出すっていうような約束があったので

すが、一切払ってもらえなくて。こっちもすっかり忘れ

ちゃってましたが、日当も何もなく、未だに顔を合わ

すとそのことを言われます。

司会▶▶ 外国の方が来られると大変でしたよね。

加藤 ▶▶ 結局、通訳がいるでしょう。たまたま、米山

の子たちがやってくれたのですが、それからいろいろ

お話して頂くにしても、通訳を通すと時間が倍になっ

ちゃう。初めから文章を頂戴といって、文章をもらっ

たことはいいけど、読めないでしょう、だから、米山

の子に頼んで全部日本語に直してもらって、それをス

クリーンに投影して、それで通訳なしでやりましたけ

どね。しかも、決まったのが一カ月前でしょう。もう慌

てましたよね。

神野▶▶その教えを、D.K.リーさんの時には活かさせ

て頂いた部分もありますね。米山と福田君とか通訳

も含めて。

加藤 ▶▶日本のパストガバナーが来ていただくのが一

番いいですよね。

神野 ▶▶ D.K.リーさんは、みんな私の方を見ずにパ

ワーポイントを見る、だから、そういうのは嫌いだと

おっしゃって、以前のようなパワーポイントで出す事

ができなくて、30分でちゃんと収めるというのが、50

分以上になって、ちょっと大変でした。やっぱり国内

で来ていただくとありがたいですね。

司会 ▶▶あと、どうでしょう。一生懸命取り組んでい

らっしゃったWFF、これからどのようにして、あと何

年続けようかとかお思いでしょうか？

田中 ▶▶やれるかな？と思うんですよね。会場のこと

とか。

神野 ▶▶会場は大丈夫。エンゼル公園の方へ移します。

田中▶▶それならいいよね。できたら、日本の看板に

なるかもしれないから、少しずついいものに変えて

いっているから、同じものだとみんな飽きちゃうから

ね。近藤さんに頑張って頂いたよ。

神野▶▶ロータリーデー。

近藤 ▶▶タイミングでね。

神野▶▶こないだ、ジュディオングさんとご一緒したの

で、また確認して頼んでおきました。ポリオもう少しだ

から、楽しみですとおっしゃってました。

近 藤 ▶▶あれも、最初の仕掛人の福田さんが頑張っ

てくれて。ワールドフードでしょ、インターナショナル

で、フィリピンのロータリアンの参加者が多いのです

が、今では韓国、インドネシア、ネパール、パキスタン

からのロータリアンも加わり、ますますワールドになっ

ていて、そういう意味でなかなか大変ですが、少しず

つ変わりながらいいものに発展しているなと思います。

あれ、すごいよね、公共イメージアップにはね。

司 会 ▶▶やはり、イベントは少しずつ変化を求めて

やっていくのが良いですね。

千田 ▶▶名古屋ロータリーの福田君がはじめて来て、

私はこういう事をやりました、やりたいけどどうでしょ

う？そのような事を日本でやるのはどうだろうって提

案されました。その前に和合ロータリー。

田中▶▶ 和合の中でも、お金もそうなんですが、僕の

ところに泣きが入り、福田君がそれで和合をやめたら

西尾RCに入会したいと言っていましたが、和合の鷲

塚会長もやる気がでてきました。

実はその後ガバナーノミニーの指名に南尾張ができ

ない時に和合はどうだ？って聞いたのですが、事業

が重なりもう一年待ってくれと言われた。大きいクラ

ブだからやれないことではないと思うのですが。

司会▶▶結局、和合ロータリーと相乗りみたいになっ

たんでしょうか？

田中▶▶ちょうど、ワールドフードフェスタっていうの

は、そういったものが前の年にちょっと意見が出たん

だよね。千田さんの時に提案されたんだけど、実にな

らなくて、僕の時に同じように提案され、ちょうどその

日、公共イメージの先輩の方が、こういうのがあるけ

ど、プランもだいたいできてるし、勧誘もできてるから、

どうだろうと。和合でやりたいという話だったけど、

和合でやるなら名古屋市で、名古屋市でやるなら愛

知県全体でやろうよと、話がとんとん拍子に進んで。

それで、ほとんどいろんなところに声掛けて進めて、

すべてのクラブが協力するってことで何とかやれた。

全体2760地区でできたんじゃないかと思います。実

際に食べものの選択も良かったですもんね。ワールド

フードだから、名古屋でも珍しいものを作りたいって

ことで、地元のものはほとんど出さなかった。出店す

る方も初めてなのでリスクがあるのね。ただ最初の

公共イメージの費用もあり、なるべくテナント料を安く

して、あとは水道・施設費がちょっとかかるんだけど、

それも地区とかが応援してくれてやれたから良かった

けどね、お金の算段もできたから。でも、最初の250

万がなかったらちょっとやばかったかもね。

司会▶▶公共イメージのアップだけじゃなかったです

よね。

田中 ▶▶その中に、クロスプロモーションじゃないけ

ど、インターアクト、ローターアクト入れて、米山入れ

るっていうのは、最初から構想はありました。

司会 ▶▶近藤パストガバナーを始め、神野パストガバ

ナーにいたる歴代の方々が志を引き継いで下さいま

したね。

片山 ▶▶発案の福田さん、地区開催の決断と拡大の

田中・近藤両パストガバナー、承継・充実の加藤・服

部・神野の各パストガバナー、それに続く中心となる

実行委員会の委員長はじめ委員の面々、各分区のガ

バナー補佐はじめのロータリアン、インターアクトター

の応援等を得て当地区内外一丸となったポリオ撲滅

の募金等のイベント等々、当地区の一等地の真ん中

において、RI会長より日本ロータリーデーの名称まで

得て、当地区挙げての秋の恒例大奉仕活動事業に

なったことです。この十年を越えて長く語り継ぐべく

立てた記念碑と思います。

司会 ▶▶こうしたロータリークラブの取り組みが国の

行事にもなってますね？

片山 ▶▶そう、そう。思い出します。もう50年近くにな

るでしょうか、当地区豊橋のロータリークラブ（豊橋

北RC）から始まった5月30日を中心になされるごみゼ

ロ運動、地区の奉仕活動行事として日本に最たる行

事、日本全ロータリーばかりでなく、日本全国の環境

保全運動として定着しています。日本政府の提案に

より国連は毎年6月5日を国連環境の日と定め、日本
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も同様環境の日と定めています。当地区は5月30日～

6月5日迄の1週間を強調するために、地区設定特別週

間として「環境保全週間」を設定することにしていま

すが、パストガバナーの皆さんは設定されましたかね。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーはインターアクトの活動

にも力入れていらっしゃいましたね。次世代を育てる

大切な活動ですね。

松前 ▶▶ 1987年に地区インターアクト委員となり、イン

ターアクトクラブの活動を推進しました。1990年には

地区インターアクト委員長となり、2760地区のインター

アクト活動で海外研修を始める事に致しました。毎年

夏休みにハワイ島に約30名を引率してホームステイを

行い大変喜ばれました。要望があった長野県のイン

ターアクトクラブも一緒のハワイ研修でした。各イン

タークラブより2名を選出、2ヵ月の勉強会の後、各地

域の高校の先生方が海外研修を推進して下さいまし

た。参加した部員からは、ハワイの研修でアメリカの

文化や語学研修が大変勉強になった、雄大なハワイ

の景色に感動した！と喜ばれ、毎年の実施を望む多く

の声があがりました。これを機に様々な高校でイン

ターアクトクラブが設立されましたが、愛知県立千種

高等学校、阿久比高等学校と進学校が参加して厚み

が増しました。その後、研修地はオーストラリアに変わ

りましたが、二十数回と継続し、発展している姿を見て、

海外研修に初めて取り組んだ私は感激しております。

司会▶▶田嶋パストガバナーは、公共イメージには何

が必要だと思われますか？

田嶋 ▶▶ 公共イメージって言うとついイベントに偏り

がちなんだけど、私がもっと強調しないといけないと

は思うのは、ロータリアンの質。もっと周知させるとか。

たまたま私はある俳句の結社に老人になって入って、

そこで仲間の人たちも会員になってもらったら、凄く

ロータリーに対する信頼っていうのをアピールしてく

れ、非常にまじめで、皆さんちゃんと実行してくれる。

約束したら実行してくれる。そういうロータリーの質

の良さをもっと知らせれば、会員増強もっと簡単にで

きると思うんです。

司会 ▶▶はじめに片山先生が俳句を読まれましたけ

ど、いろんなところで俳句のことを話されてますよね。

田嶋 ▶▶そういう面で公共イメージっていうのは、も
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うちょっと補強しないといけないんじゃないかって気

がします。

田中 ▶▶そうするとクラブの中のロータリアンの質の

良さという原点に戻っちゃいますね。みんな集まって

フェスタをしたりするのにも、「ロータリアンの自覚」

とか、あんまり難しく言うとやめたってなっちゃう。

やっぱり、飴と鞭みたいに楽しいことがなければね。

田嶋 ▶▶クラブがいろんな人に働きかけて、ゲストで

呼んだりいろいろしないと、会員は増えないし、クラ

ブ会長が会員増強って言わないと絶対増えない。

やっぱりトップになる人が自覚してやらないといけな

いし、ガバナーとかガバナー補佐も会員増強って常に

言い続けないと会員は増えない。

司会 ▶▶どうなんでしょう、本音の話なんですが、日

本は女性ロータリアンが少ないですよね。心からもっ

と増えればよいと思っていらっしゃるのでしょうか？

田嶋 ▶▶私は増やしたいと思ってます。だって女性中

心で本来女性だけのクラブを作ろうとアイリスを作ろ

うと思ったんだけど、その話がたまたま東京の司葉子

さんの耳に入って、司葉子さんが盛田さんに、「女性

だけのクラブはダメよ。」って言ったものだから、盛

田さんも、「お前、まずいらしいよ、男入れよ」って。

結局、男性も入れたんだけど、やっぱり女性と男性を

比べると、女性の方が優秀。これはオフレコにしてほ

しいけど、完全に女性の方が質が高い。

司会 ▶▶私は名東ロータリークラブってところの初め

ての女性会員で、女性2人で一緒に入ったんですね。

絶対に1人はダメです。もうひとりがすぐ辞めてしまっ

たので、次に女性会員が入った時、とても気を使いま

した。私がいるからやめるみたいなことになったら大

変だと思って。なので、女性会員を入れられるなら

やっぱり複数から始められた方がいいと思います。

食事のスピードも違いますし、結構大変でした。

神野 ▶▶私も金沢東RCで女性2人に入ってもらった

んですけど、齢を重ねられた今でも頑張ってくれてま

す。今、女性の比率は1割かな、90、100人近くのうち

の9人です。

田 中 ▶▶ 都市は良いんですよ。経営者が多いから。

郊外は経営者が少ないんですよ。

千田▶▶女の人入れるには、男もいい男を入れないと

いけない。（笑）

司会▶▶いい女の人が入ってくると、けっこう男性がお

しゃれになる。出席率もよくなる。明るくなるし、いい

こともあります。だから、女性ロータリアンばっかり

じゃダメっていうのもわかるような気がします。

田中▶▶ 韓国にもあるね、女性だけのロータリアン。

田嶋 ▶▶日本もありますよ。

司会 ▶▶それでは、時間の関係で希望の風について

伺います。被災して消防士を目指す方などいろいろな

方がいるのですが、これはどのくらい続けようとお考

えですか？

近 藤 ▶▶ 基本的に田嶋年度の時に震災が起きて、

さっき田嶋さんも言われましたが、みんな最初、ガバ

ナー会を通して寄付したんだけど、そこから問題が出

て、寄付金を返せっていう地区と、使い道を考えてや

ろうという地区と分かれまして、その結果、10地区が

ファンドみたいにして、震災時にお腹の子も含めて、0

歳の子供が短大とか大学を出るまで奨学金を出そう

という話に決まりました。その時からずっとやっている

ので2011年から22年間のロングランです。だから私は

基本的に青少年奉仕事業じゃないかと思うんです。

千 田 ▶▶もしかして、そういうこともあるけれども、

やっぱり年はきっとかないといかんな、災害はどこか

でだんだんと出てくるし。

田嶋 ▶▶あのね、今ね、希望のファンドは資本金が4

億あるんです。地区が出した4億、それが減ってない

んです。毎年払うお金はその年度で寄付頂いたもの

で回っているんです。これをずっと続けてお金を貯め

ておいて、次の震災が起こった時にそれを拡大して

支援しようと言ってるのですが、ただ、希望の風を

作った時にいろいろ問題があって、ほんとにロータ

リーってこんなひどいこと言うかってことまで言われ

たのがあって、当時の人がまだ頑張っているわけ。8

年前の人がまだ頑張っているわけ。私は早くから近

藤さんにバトンタッチして、今度神野さんに。やっぱり

そうしないと長く続く組織は続かないよ。

神野 ▶▶でも、この前、2010年度組の皆さんが大いに反

省されながら、相当変えようという発言をされましたよ。

田嶋 ▶▶やっとですよ。私は最初から変えようと言っ

ているのに。

神野 ▶▶私が口火を切ったみたいだったんですけどね。

司会▶▶ 客観的に見ていると、さすがロータリアン、素

晴らしいことだなとしか思い浮かばなかったのですが。

田 嶋 ▶▶ いやー、ひどかったよ。集めたお金をガバ

ナーが山分けするとか、ありもしないようなことを言わ

れちゃって。あの時会長だった東京のガバナーは本当

に可哀想だった。集中的に叩かれたのがその人個人で。

神野 ▶▶ガバナー月信に昨日原稿を出し、今度載せ

てもらうことにしてあるので。こないだ僕はさっきの

ガバナーじゃないけど、わけわからず副委員長に代わ

れって言われて、代わったんですが、今おっしゃった

ように、あと正確には1億2千万です。私は2億と言っ

てるのですが、2億あれば33年までいけるのですよ、

今のペースで行くと。ただ、お話があったように、この

後ひょっとして大規模な、片親か両親がなくなっちゃ

うような震災があった時にそれをまた使えばいいじゃ

ないかと、何も正式名だけ変えればいいじゃないか

という声もあるし、今からエンディングを考えてやる

必要はないよっていう話にはなっているのです。で、

ルール・規則・制度が少しいい加減ってものも結構

あったので、この1年で相当変えて頂くっていうお題

いができ、さらに今年度の2580のガバナー会議長の

松坂さんも来てくれていたので、ガバナー会でも取り

上げてくれと。去年は17/34、今までに26/34地区が

この7年強の間に参加しているのですが、去年はちょ

うど半分の17ですね。あと17地区がほんの僅か、

さっきの1000円じゃないけど出してくれれば、十分に

やっていけれるし、もっと広い範囲でこういうことが

できるかもしれないという見方もあると思います。

田嶋 ▶▶だから、最初の人たちは変わって、どんどん

新しい人たちが新しい組織にしていけばいいんですよ。

片山▶▶財団になってる？

田嶋 ▶▶ 財団になってない。財団にすればいいよね。

明らかに公益性があるからね。

田中▶▶それで、米山とか同じような方向でもってい

けばね。

司会▶▶他に何か言い足らない事、こんなテーマなど

ございますか？お時間も少 と々なりました。

神野▶▶さっき私も地区の体制を変えた、強化したつ

もりだって申し上げたのですが、さっき片山先生が

おっしゃたように、ガバナー出せないと、千田さんみ

たいに2000万自分で出してもいいよって方は良いけ

ど、私もあとで気が付いたんですが、地区の予算を見

るとガバナーの活動経費みたいなのが、ほとんどな

いわけですよ。私は幸いクラブも支援してくれたから

よかったですが、小さいクラブからも平等に出しても

らおう、いい人を出してもらおうと思うと、そのあたり

を変えていかないとね。

司会▶▶そうですよね。

田嶋 ▶▶でも、実際ガバナー出してもお金なんてかか

らないよ、お金がかかるって言うのが信じらない。

神野 ▶▶ 事務局経費をガバナー事務所で持つでしょ。

それをクラブで結構持たないといけない。

田嶋 ▶▶ 事務局経費だって、ノミニー時代の事務局経

費がガバナーの負担になるだけであって、あとは間に

合いますよ。今度からノミニーも経費が出るようになっ

たでしょう、だから、ほとんどお金なんかかからないよ。

近藤 ▶▶片山先生がガバナーを務められた時に地区

副幹事、スタッフを親クラブ、兄弟クラブから出して

欲しいという依頼があり、私も地区副幹事で出向し

たんですが、あれも1つの手だと思うんですね。今も

松坂さんの話が出ましたけど、第2580地区全体の事

は分かりませんが、ガバナーと地区幹事と地区副幹

事が違うクラブに所属しているんですね。神野さんと、

ここの地区ではそんなこと考えられないなと話してい

たのですが、そういう地区も実際あるんです。だから、

もう少し実態を調べていくと意外とガバナーと他の

人達が違うクラブ、つまり、本当に地区で優秀な人達

を引っ張ってくるっていうんですかね、基本的にはそ

うだと思うんだけど、今本人だけじゃなくってクラブが

後押ししないといけないというルールがありますよね。

だから、さっきの加藤さんじゃないけど、実際、有能な

人はいるけど、クラブが駄目って言ったらガバナーに

なれないので、そのあたりの仕組みっていうか、考え

方をかえなければいけないかもしれないですね。それ

で、私も有能な人がガバナーになって、それを取り巻く

地区幹事とか地区副幹事がまた優秀な人が出てくる。

優秀というか、やる気というか、非常に前向きというの

ですかね。すごいですよね、第2580地区というのは。

田 嶋 ▶▶すごい成功しているんですよね。若いガバ

ナーが出るようになって。

千田 ▶▶ただ、その地区の人がやってくれないといか

んよね。パストガバナーがちゃんと責任もって、バック

アップとか出すのも。

田嶋 ▶▶クラブで潰しちゃう。早く名前が出ると潰し

ちゃうんだよ。

田中▶▶でも、クラブの推薦がないと困るよね。

司会▶▶そりゃそうですよね。でも、小さいクラブが2

つでガバナーを出すっていうのはどうなんでしょうね。

神野 ▶▶どっちも小さければ難しいと思いますよ。ガ

バナー補佐の選出の仕方も結構大きな課題になって

ると思うんですよね。

田中 ▶▶ 他の地区と違うね。他の地区はガバナーが

推薦して組織作っちゃうもんね。

千田 ▶▶ガバナー補佐ってもうちょっと、ガバナーの

意向が反映するようにすると楽だわな。各地区からき

て、その人にいろいろお願いしないといけないし。

神野▶▶でも、それはね、4、5年かかりますよ。

司会▶▶ 時間も来ましたので、そろそろ締めを・・。平

成最後の10年間の最初のパストガバナーとして、片山

パストガバナー、10年を総括していただけますか。

片山 ▶▶それは少々荷が重いので、私の独断の感想

4点ほど述べさせていただきます。1つ目ですが、現在

までの30年間を振り返りますと、ちょうど平成30年間

とほぼ重なっています。この30年間を10年ごとに3分

割してロータリーの変化を見てみますと、平成10年ま

でロータリーは右肩上がりでした。しかし、平成後半

の20年間は右肩下がりで受難の時期でした。そのよ

うな中、RIは職業保持の原点を外し、会員に会員増

強と寄付・年会費の増強を絶えず求め、遂には職業

奉仕を事実上5大奉仕部門から下ろし、社会奉仕部

門に合流させるという話も聞き、私のガバナー年度の

地区方針でもあった「持続可能な前進」のまさに逆

を行っているように感じられました。2つ目は、斎藤直

美（豊田RC）2006年度パストガバナーを2016年度・

2017年度のRI理事として当地区から初めて輩出した

という、2760地区ロータリー愛知85にとって重要な

出来事がありました。当地区の将来にとって、計り知

れない啓蒙的な影響をもたらし、永く記憶されるべ

き出来事だと思われます。それ以外にも、5年ほど前

に名古屋から始まり、年々盛大に開催されている

WFF、50年前に豊橋から始まり、定着したゴミゼロ

運動、この2つの奉仕活動を一対として春期・秋期の

2大奉仕イベントとして将来に受け継がれるようにし

なければならないと思います。3つ目として、反対に残

念なのがポリオ撲滅運動のことです。1987年に当地

区でポリオプラスというプログラムが採り上げられ、

委員会が設置されました。私の年度に、ポリオ撲滅

の為に今後3年間に同額の寄付を提出することを条

件にゲイツ財団から1億ドルを受け取り、全会員に寄

付を再度求めてきました。しかし、最初の同額寄付か

ら10年経った現在でもその決着がついておりません。

いずれ数年のうちに撲滅宣言が出せると信じていま

すが、次の10年に申し送りをしなければならない事

は、私にとって本当に忍びない事です。4つ目は、ロー

タリーの組織・権限の問題です。組織は大きくなれ

ばなるほど、権限の集中が必要です。しかし、ロータ

リーの基礎は、クラブとその会員が底辺にあり、地域

と密着したクラブの独立自存があればこそです。RI

は権限の一部をガバナーあるいは地区に、ガバナー

はガバナー補佐に委任・譲渡する事が必要ではない

かと思います。私もガバナー補佐に一部権限委譲・ガ

バナー補佐の推薦事項・分区運営要領などを地区便

覧に記載し、口頭でも定着を推奨しました。しかし、

ガバナーは単年度官なのでなかなか難しく、本来は

地区大会で出来ると良いのですが、それも難しい問

題があります。近藤年度に「地区審議会」が活動でき

るようになりましたので今後は地区審議会を活用し、

大いに議論したいと思っています。

司会▶▶貴重なお話ありがとうございました。大変勉

強になりました。

座
談
会

司会▶▶本日はお忙しい中、誠にありがとうございま

す。この座談会は2008年～2017年の10年間の中でガ

バナーをお務めになった皆様にご参加頂きました。

担当された年度の順に、取り組まれた事や課題など

について忌憚のないご意見を伺いたいと思います。貴

重なご意見からこれからの10年に向けての指針が見

えてくるかと存じます。それでは、まず2008年から

2009年度のガバナー、片山パストガバナーからお願

い致します。

片 山 ▶▶ RI会長の

テーマ“夢をかたち

に”それを受けて、

私の方は“持続可

能な前進！”という

地区方針で、サブと

して“ロータリーに

心を”という歌を作

りました。読んだ人

からは、とても良い歌だと好評を頂きました。“ロータ

リーに心を注ぎ　ロータリーに心を開く　ロータリー

を心に受け止め　ロータリーを心に住まわす　ロー

タリーの心をみんなで考え　ロータリーの心を静か

に思う　ロータリーの心は我等の心　ロータリーの

心は世界の心”という内容をテーマにした歌でした。

司会▶▶歌を通すとロータリーの理念が心にスーッと

入ってきますね。ところで、地区大会の時、私も関係

者だったのですが、ゲストは小泉純一郎さんでしたね。

片山 ▶▶ 名古屋名東クラブさんのお世話で、小泉さ

んに来て頂いたからあれだけの会員が地区大会に集

まってくれました。

司会▶▶本当に多くの会員が参加されましたね。

片山▶▶大いに盛り上がり良かったです。

司会 ▶▶この地区大会は悲しい出来事があり、片山

パストガバナーも心を痛められた事でしょう。

片山 ▶▶忘れもしません、RI会長代理とロータリー

ミーティングの特別講演のためお越し頂くことになっ

ていた佐藤千壽さん（東京東RC）の突然の訃報です。

地区大会の4週間くらい前に2回ほど東京でお目にか

かりました。当時佐藤さんは90歳でこれからヨーロッ

パ旅行に行くと伺い、「元気で行って来てください

ね」と、笑顔で挨拶を交わしました。ところが、地区

大会の20日くらい前、突然訃報が入りました。クルー

ズの最中にドクターがいなくて助からなかったとお聞

きしました。ロータリーミーティングの特別講演は、そ

の講演原稿が親友の圡屋亮平パストガバナー（松戸

RC）に託され、圡屋さんが代読されました。今でも忘

れられない出来事でした。

司会▶▶また、ロータリー愛知81にちなんでの昼食会

は皆さんに喜ばれましたね。

片山▶▶そうですね。公式訪問に行く多くのクラブで、

古参会員の方々が心なしか、さみしいお顔をしておら

れるのを見かけるものですから、この機会にと思って

第１日目のRI会長代理を囲む昼食会に招待した訳で

す。「ロータリー愛知81」にちなんでと言われるのは、

RIが事務的に当地区に付けた名称は「RI第2760地

区」ですが、私は当初より当地区が胸を張って自称

できる当地区の名前を「ロータリー愛知81」としまし

た。この名前を、ガバナー月信をその巻頭言として発

行した地区誌にも使いました。これは地区の機関誌

の役割と地区内各クラブ間の親睦誌の役割を担う双

方向の雑誌です。81という数字はその年度の当地区

全クラブの数です。招待しました古参会員の年が81

歳以上というのは、これ未満の歳では、該当者が多

過ぎてこの81を借りたのです。

司会 ▶▶ロータリーの方は若 し々いので81歳以上の

会員の皆様が元気に沢山お越し下さいました。片山

パストガバナーありがとうございました。次は2009年

大澤年度ですが大澤輝秀パストガバナー（豊川RC）

は、平成16年９月に逝去されています。ご冥福をお祈

り申し上げます。それでは、続きまして、クールビズを

提唱されました、２010年から2011年度のガバナー、

田嶋パストガバナー、お願い致します。

田 嶋 ▶▶ 私の時の

RI会長は、レイ・ク

リンギンスミスさん

というアメリカの方

でした。会長のテー

マは“地域を育み、

大陸をつなぐ”でし

た。私の年度の特

徴は3つあります。1

つは、ロータリー財団のフューチャービジョンが始

まった年です。当地区がパイロット地区になっていま

した。もう1つは、戦略計画ストラテージックプランを

日本では「長期計画」と訳していましたが、試行錯誤

を経て、今の戦略計画という名称に変更し、始まりま

した。最後の１つは東日本大地震が起きた年という

ことです。

司会▶▶あの東日本大地震が起きた年ですね。

田嶋 ▶▶最初は未来の夢計画という名前で始まっ

たのですが、夢という表現に異論も多く、協議を重

ねた末、フューチャービジョンという名前になりまし

た。私の頃は、RIの表現をアメリカはアメリカで直し、

日本は日本で直すスタイルで、日本流は受け入れやす

い表現に変えているのではないか？という指摘も多く、

本場アメリカの表現に戻したということです。フュー

チャービジョンでは、新しい地区補助金について皆さ

んのご理解を頂き、いかに活用して頂くかということ

を一番大きな目標としていました。

司会▶▶ 確かに日本語に直すと本来の意味が曖昧に

なる場合もありますね。また、医療支援にも熱心に取

り組まれてましたね。

田嶋 ▶▶ 深谷地区財団委員長と一生懸命取り組んだ

のが、グローバル補助金を使った医療支援です。アメ

リカのヒューストンと交流したのが当地区の医療支援

の始まりで、しかも、グローバル補助金を使った医療

支援というのは、当時本当にまれで、この地区の大き

な成果の1つだったと思います。それから、戦略計画

については、公式訪問でお話してもほとんど何も知ら

ない人ばかりという状況の中で、いかに皆さんに存在

を知って頂くかが課題でした。

司会 ▶▶そして、この年度は日本は未曾有の出来事

がありました。

田嶋 ▶▶そうです、東日本大地震が1番の問題でした。

地区としてはいずれも1人1,000円以上という形で1次

支援、2次支援を行いました。諮問委員会では1,000

円では金額が少ないんじゃないのか？という意見も出

ましたが、会員の皆様が企業でも多額の義援金を出

されて、個人でもロータリー以外に寄付されている事

を考えて出した金額という趣旨を説明し、この金額で

やりましょうということになりました。最初、2,000万

円ほど集まり、希望の風奨学金に全額協賛致しまし

た。２次支援では宮城岩手の地区と千葉県の地区と

もう１か所に配分致しました。その他、ヘリコプター

の支援も致しました。これは、地区大会をやって頂い

た「あまクラブ」が余った1,000万円を地区に返却して

くれたので、そのままヘリコプターの支援金に使いま

した。孤立した所に食料を運んだり、薬を運んだり、

１ヵ月くらい活用されました。それでもまだ余りが出て

いたので、軽トラックを買いたいという支援組織に活

用致しました。

司会 ▶▶田嶋パストガバナーありがとうございました。

東日本大地震が起きてからのガバナーの取り組み方

は、本当に心を打たれるものがありました。それでは、

引き続き、松前パストガバナーお願い致します。松前

パストガバナーは、2011年から2012年までガバナーを

お努めになりました。震災後の大変な年でしたが、

ロータリークラブの力、絆の強さを再認識されたので

はないでしょうか。RC会員歴が半世紀以上と伺いま

した。色 な々思い出がおありかと存じます。

松前 ▶▶ 私は、1967年に一宮北RCに35才で入会し、

この50年間で、1990年には一宮中央RCの初代会長

として設立に尽力

出来たこと、そして、

2011年～2012年に

は2760地区のガバ

ナーとしてお務めが

出来た事を嬉しく思

います。

司会 ▶▶ 松前パスト

ガバナーのご経歴

を伺いますとすべてに「初」が付き、意欲的な取り組

みが伝わって参ります。2760地区にロータリー・リー

ダーシップ研究委員会（RLI）を導入されたのも初め

ての試みでしたね。

松 前 ▶▶ ロータリー・リーダーシップ研究委員会

（RLI）は新会員と未来のクラブリーダーの研修の

ためにアメリカで草の根運動として開発されたプログ

ラムです。日本でも各地区で急速に採用されつつあり、

双方向性とディスカッションリーダーDLに特徴があり

ます。私がガバナーに就任して最初の諮問委員会で

導入を諮り、認められて誕生しました。全国では6番

目の導入でしたが、RLIはまだ馴染のない時代でした。

ロータリー・リーダーシップ研究会の目的は、ロータ

リーの理解を深め、クラブを活性化すること。目的達

成の為に、日本では15地区でRLIの研修が行われ、

成果が上がっています。講義による教育ではなくディ

スカッション方式でリーダーの知識、考え方、創造性

を引き出します。

司会▶▶ 埼玉の中村先生には私も熱心にご指導を頂

きました。度々お越し頂いていますね。

松前 ▶▶ 2760地区は中村靖治国際ロータリー研修

リーダーが熱心にご指導下さり、地区研修の方が真

剣に勉強された結果、多数の方がディスカッション

リーダーになっています。私もガバナーエレクトの時、

妻久子とアメリカ・サンディエゴで1週間、コの字型の

RLI方式で飛び交う質問に、絞られました。現在

2760地区ではこのRLI方式に磨きをかけ改善し、有

用な研修として成果を上げていると聞いております。

この研修でロータリーへの理解が深まり、クラブが

活性化することが期待されます。ロータリーをより理

解し、ロータリーを心から愛するロータリアンが増え、

今後の100年もロータリーが益々発展する事を願って

おります。

司会▶▶ 4430地区ブラジルを訪問されましたね。

松前 ▶▶ 1988年度以降永く中断していた研究グルー

プ交換GSEを1997年度犬飼パストガバナーが再開さ

れ､私が委員長に任命され、当時の犬飼ガバナー、

片山地区幹事（片山パストガバナー）と総勢10名で

GSE研究グループの派遣先であるブラジル4430地区

を激励訪問いたしました。懐かしい思い出です。ちょ

うどこの年は、ブラジルへの移民90周年という節目

の年でした。そこで、各クラブから寄付された書籍１

トンを船便で送りました。この訪問はブラジル日本文

化協会に寄付する贈呈式もかねていたのです。24時

間を費やし、一行がサンパウロ空港に降り立ったのが、

5月13日早朝4時30分。訪問先クラブの会長や多くの

方々に迎えられてホテルに向かいましたが、GSE研究

生として来ていたサンパウロ軍事警察大尉ルイス君

の装甲車に前後を守られ、赤色灯を回転しながらの

移動。ガバナー一行への配慮に感謝しております。

司会▶▶疲れも飛んでしまう歓迎ぶり、嬉しいですね。

他でも熱いもてなしを受けたそうですね。

松前 ▶▶ 仮眠の後、日本人街に例会場を持つ日系ク

ラブ会員の多いリベルターデRCを訪問し、熱い歓迎

を受けました。その後文化協会に赴き、日本文化協

会山内会長に犬飼ガバナーから図書一式贈呈の目

録が渡されました。翌日は、サンパウロ・レステRCを

訪問しここでも熱い歓迎を受け、4430地区大会会場

に移動し、前夜祭を楽しみました。当時の4430地区

ガバナーは日系2世のKazuhiro Moriガバナーでした。

大会当日、我々一行は日本国旗を振りながら入場。大

きな拍手を今も覚えています。各クラブが順に旗を掲

げて入場行進する姿にも力強い息吹を感じました。

翌日はMoriガバナーよりレセプションに招かれ、一連

の行事終了の安堵感もあり、とても和やかな時間を

過ごしたことを鮮明に覚えています。その後、イグア

スの滝観光に向かいました。ブラジルとアルゼンチン

にまたがる落差80M、幅4キロの景観は圧巻でした。

最終日は、リオデジャネイロにも足を延ばしました。

2016年のリオ・オリンピックでコルコバードのキリスト

像が映し出されるたびにブラジル訪問を思い出して

おりました。往復2日間以上という10日間はハードで

したが、ブラジル訪問は実り多く思い出深い旅のひと

つとなりました。

司会▶▶そういえば、松前パストガバナーはある数字

に深いご縁があるそうですね

松前 ▶▶私は母校の大阪歯科大学の学籍番号が22

番でした。そして、一宮北RCの22代目の会長を務め

ました。ガバナーセミナーに指名されたのが2009年3

月22日でした。第2760地区の第22回インターアクト大

会に出席し挨拶の機会を頂きました。インターアクト

クラブは私の心の故郷であります。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーありがとうございました。

それでは、2012年から2013年度のガバナーでいらっ

しゃいました、千田毅パストガバナー、お願い致します。

千 田 ▶▶ 私の時は、

たまたま幸いなこと

に国際ロータリー

会長が田中作次さ

んで、R Iテーマが

“Peace Through 

Service 奉仕を通

じて平和を”でした。

司 会 ▶▶ 田中作次

RI会長との思い出で印象に残っている事は何でしょうか。

千田 ▶▶一番の思い出は、ロータリーの世界大会の

時のことです。ガバナー会をやろうという事になりま

したが、一番の問題は田中RI会長が参加してくれる

かどうかでした。そこで、全権を握っているRI秘書の

ベティさんという女性に交渉したのですが、直前まで

参加が不明のまま…。ところが、当日、田中RI会長が

来られて、皆びっくり！しかも、財団委員長なども連れ

てお越こしになったので、椅子が足りずバタバタと大

慌てして準備したのが印象に残っています。私共は

150人くらいで参加しましたが、田中RI会長は感激し、

喜んでお帰りになられました。また、同期のガバナー

が年1回集まって日本各地を廻るのですが、3回目の

時に田中RI会長が、「2012年度の会だから私も参加

する」と言われ、その会費を求めたところ、「これぞ

ロータリー」と言って、喜んで払って下さいました。

司会 ▶▶千田さんがガバナーになられた年は、震災

の翌年でしたね。

千田 ▶▶そうです、大震災の翌年でした。1月の研修

会で行った、カナダのトロントの方に一緒にやろうと

声をかけていただき、VTTの時に参加して頂きまし

た。その時、たまたま隣に座っていたのが、2750地区

の宮城・岩手の小野寺さんでした。その際、「お金を

集めるのは誰でもできる、我々はちゃんと震災孤児に

手渡したい」と小野寺さんにお願い致しました。あの

時は現地も混乱して色々大変だったのを被災地に視

察に行った時に実感致しました。30人の子供たちが

高校を卒業するまでにかかる4,800万円という金額を

集める為に、毎週500円ずつ集める提案をしましたが、

はじめはうまくいかず、幹事などに足りない分はガバ

ナーがもたないといけないと脅されました（笑）結果、

全額集まりましたが色々大変でした。

司会▶▶地区の目標など6つ挙げていらっしゃいます

が、沢山達成されていますよね。その中の高校生支

援で、甲子園に出場を果たした、仙台育英高校の球

児の中に孤児がいました。両親は他界し、お祖父さ

んの所から高校に通い、甲子園で3番打者として活躍

しました。1回戦で負けてしまったのですが、千田さ

んの応援が陰でありました。

千田 ▶▶地区と地区との交流では、抽選の結果、名

古屋クラブと奥三河クラブがメークアップする事にな

り、中日新聞の大島さんから「千田さん、えらいこと

になった！」と電話で心配を頂くほど、離れた地区の

クラブが交流することとなりましたが、その交流は2

～３年続けることができました。

司 会 ▶▶千田パストガバナーありがとうござました。

続いて、2013年度ガバナー田中正規パストガバナー

お願い致します。

田中▶▶会長になっ

ても知らないことば

かりで、地区に入っ

て改めて、凄い！と

驚くことばかりでし

た。ノミニーとして、

「お前また来たか！」

と言われるほどしつ

こく千田さんの後に

くっついて見聞きしている間に分かることがありまし

た。それは、ロータリーでは“はい”と“YES”しかな

いということです。「やろうよ！」と言った事は情報を

集めてやらないといけない、それが皆が前を向く事、

止めたらそれで終わり。私も思った事をとりあえず

やってみようと思いました。ある時、公共イメージの

コーディネーター「ロータリーの友」編集長の二神さ

んとお話しする機会があり、その時の話題から、地区

全体でやれるフェスタ、日本で初めてのロータリーの

ワールドフェスタを開催しよう！と私は思いました。皆

さんの協力のもと、思った以上に素晴らしいフェスタ

を開催できました。その後、近藤さんが形を作ってく

ださり、日本のロータリーでできました。そのきっかけ

に少しでもなれたのが良かったと思います。最後に、

任期の終盤に色 な々国に行きましたが、それが楽しい

思い出になっています。

司会▶▶どんなところに行かれましたか？

田中▶▶ベトナム、タイ、フィリピンは2回、隠れてモン

ゴル。つい最近はラオスに行きました。皆さんの友情

の支えもあり、色々な国へ行くことができ、非常に充

実した年度だったと思います。もう１つ印象的な出来

事として、同期のガバナーがEクラブを教えてくれた

事です。会費も安く、例会をホームページで行えるEク

ラブは、若い人も多く、クラブのイメージを変えたクラ

ブで面白かったです。

司会 ▶▶やはりイベントをやらないと、テレビ局や新

聞社の方々はあまり来てくださらないですよね。

田中▶▶私がテレビ局等に行ったのは最初の挨拶ぐ

らいだけでしたが、色々な人を引っ張りだすことは良

いことだと思います。たまに顔を出すと、ロータリーは

こんなことをやっているのか…とロータリーの活動を

改めて知って頂けました。

司会 ▶▶はじめのうち、ロータリーのことはあまりPR

してはいけないと教えられたのですが…。

田中 ▶▶それで、公共イメージコーディネーター補佐

としてお話させて頂きました。

司会▶▶希望の風などはどうですか？

田中▶▶希望の風は私ではなく、田嶋さんが担当してい

ます。希望の風は今も続いていて素晴らしいと思います。

司 会 ▶▶ 学生さんの喜びの声や手紙を拝見すると

ロータリアンになって良かったとしみじみ思います。

クラブでもお弁当箱支援といって、お弁当箱に色 な々

ものを詰めて、被災者の方に送り、そのお礼に折り紙

の花やお手紙をいただいたりしました。田中パストガ

バナーありがとうございました。それでは、2014年度

のガバナー、近藤雄亮パストガバナーお願いいたしま

す。パストガバナーの年度のガバナー月信の7月号は

熱田神宮ですよね。

近 藤 ▶▶たまたまう

ちのクラブに熱田

神宮の宮司さんがお

られ、写真を使わせ

てくださいと頼み、

毎回、熱田神宮に関

連する何かの写真

を使わせて頂きまし

て、最初から最後ま

でシリーズで載せました。私の時のRI会長は、ゲイ

リーC.K.ホァンさんという台湾の方でした。彼の考え

方のベースになっていたのが「儒教・孔子の教えです。

ロータリーがSNSを含めデジタル化していく中、アナ

ログ的なものを大切にされる方で、そういったところ

に私も共感しました。彼は“ロータリーに輝きを”とい

うテーマと5つの強調事項、つまり、“地域社会でロー

タリーの存在感を高めること・会員増強・ポリオ撲

滅・クラブの強化・ロータリーデーの実施”で始めま

した。この強調事項は今でもずっと続いています。当

時の私にとって歴代ガバナーの皆さんは雲の上の存

在。ガバナーノミニーに指名される場に臨んだ時、近

寄りがたい雰囲気がありました。そのような思いから、

もう少し目線を下げてロータリアンの中に入りたい、

堅苦しいことはやめて、メークアップに来たメンバー

のような近い距離感で本当の姿を見たいという思い

から色々考え、計画を立てました。結果、例えば「単

独でガバナーの公式訪問を初めて受けました」とか

「親クラブと一緒だとなかなか本音で話すことがで

きない」といったような声を聞くことが出来ました。

司会▶▶ 確か近藤パストガバナーの時、クラブをまとめ

て回るのではなく、ひとつひとつ訪問されたのですよね。

近藤 ▶▶はい、地区内全84クラブを個別に公式訪問

をしました。メンバーの数が少ないクラブも多いクラ

ブも皆さん本当に一生懸命ロータリー活動をされて

いて、素晴らしいと感じました。色々大変な面もある

けれども、この地区のクラブは本当に良くやってくれ

ています。何でもそうなのですが、一旦外に出てみる

と、中では分からない事が見えてくる。素晴らしさが

良くわかる様になる。ゲイリーC.K.ホァンさんのアナ

ログ的思考というか、情といいますか、それが地方に

あるんじゃないかなと思います。私はロータリーとい

うのは、ひと言でいえば…感動、感動をシェアするこ

とだと思うのです。こういうことをずっと言って回った

わけです。いろんな理屈やロジックを立てても感動

がない。そういったものだったら誰もついて来ないし、

仮にその場でついて来ても後は知らないという形に

なってしまいます。感動があれば、自分も仲間に入り

たい、これぐらいのお金を出してもいいなという気持

ちになります。そういう風になっていくといいなと思い

ます。先ほど田中さんが「自分は人が色々言ったこと

を取り上げた」と仰ってました。その中の１つ、WFF

(ワールドフードふれ愛フェスタ)を引き継ぎ、我々の時

は最初からやろうと組織を作り取り組みました。そう

したら、タイミングよく、ゲイリーC.K.ホァンさんの強

調事項の１つ“ロータリーデーの実施”というのがあ

りました。当時のRI理事の北さんからも昨年第2760

地区のプレゼンを見たら素晴らしいことをやっている

ので、是非ロータリーデーをジャパンロータリーデー

愛知として実施をしてくれないかという話を頂きまし

た。シニアリーダーは自分がまとめるからお前は同期

ガバナーをまとめろという事になったのです。結局、

100人以上のシニアリーダーの方々がWFFに参加を

してくれました。田中さんが始めた事を2年目である

程度形ができたかなと思います。

司 会 ▶▶ロータリー

デーというのは、その

時から始まったので

すか？

近藤 ▶▶そうです。ゲ

イリーC.K.ホァンさ

んが自分の強調事項

で提唱したのです。

世界中に、クラブ単

位でもいいし、地区単位でもいいし、あるいは国単位

でもいいから、とにかくやってくれと。私は各クラブ単

位で是非やって下さい。これはガバナー賞の対象に

します！とやったのです。地区単位ではせっかく田中

さんが地区の大きなイベントをやってくれたので、そ

れをジャパンロータリーデーに育てる決心をしました。

ゲイリーC.K.ホァンさんの強調事項、北RI理事の薦

めもあり、ちょうどタイミングが合ったのですね。それ

からもう1つ。“ロータリーは何だ？”とか陰で色々文

句を言う声もありますが、言いたいことがあるのなら、

RIには3年に1度開催される規定審議会というのがあ

るので、そこへ第2760地区から物申す！と、意見を出

したらいいんじゃないのか、その為の規定審議会で

すから。そして地区内クラブに立法案提出のお願い

をしました。地区の色々な問題を取り上げて会長さん

たちに諮る地区審議会と立法案審議委員会というの

を作り、片山先生、田嶋先生と相談しながら3人で地

区審議会規約を作りました。それが今実行されています。

司会 ▶▶もう１つ、IT委員会で地区で初めてHPを作

られたとか。

近藤 ▶▶ホームページは前からありました。尾本さん

が非常に熱心に取り組んでくれていました。地区で

形に出来たのは、いきなり出来たのではなくて、思い

とか色々な下準備があったからです。尾本さんの不

断の努力のお陰だと思っています。私のような者でも

ガバナーを務めることが出来たのはゲイリーC.K.ホァ

ンさんの「儒教・孔子の教えの下、アナログ思考でや

る」この理念があればこそです。また、片山先生がガ

バナーをお務めになられた時、ガバナー補佐としての

私をご指導して頂いたこと、その後も色 ご々指導を頂

いたお陰と片山先生には大変感謝致しております。

計算で繋がっているのではなくて、情で繋がってい

る関係は素晴らしい力になると私は思います。

司会 ▶▶近藤パストガバナーありがとうございました。

では、2015年度のガバナーでいらっしゃいました加

藤陽一パストガバナーお願いします。

加 藤 ▶▶ 私の時は、

スリランカのK .R .

ラビンドランさんと

いう方がRI会長で

した。英語で“Be 

a gift to the world”

サンディエゴでの国

際協議会で“世界

へのプレゼントにな

ろう”と訳されましたが、はっきり言って何を仰ってい

るのか分かりませんでした。同期のガバナー連中とこ

れは何を言ってるのだ？？と色々話し、プレゼントは、

たぶん奉仕のことだろうなと、同期のガバナーとそう

解釈しようということになり、サンディエゴから帰って

きました。K.R.ラビンドランさんは、アジアの中でのは

じめてのスリランカの方ですから、どうもイメージが

湧かず、このRIテーマも皆さんにどうお伝えしようか

…とちょっと苦労しました。

司会 ▶▶加藤パストガバナーは、お父様もロータリア

ンだったのですね。

加藤 ▶▶そうです、親父も瀬戸クラブで会長をやって

いました。その頃、斎藤先生が仰っていた「原点回

帰」の話に感銘を受けました。最近ロータリーが原点

というか根本がわからなくなってきたのではないか…

という私自身の心情もあり、見直しをという意味で、

早速先生にお話しして了解を頂き、原点に帰りたいと

お話を申し上げて、ずっと講習をやったのです。

司会▶▶ガバナー時代、思い出に残ることを教えてく

ださい。

加藤 ▶▶田中さんの資料を基に34クラブ訪問いたし

ました。クラブとの交流、私自身の交流もそこそこや

らせて頂いたつもりでおります。WFFに関しては、田

中さんから近藤さんに受け継がれ、私の時はだんだ

ん形になってきました。私の時から企業協賛にも力を

入れて、600万か800万円を頂戴し、去年が1,000万円

くらいでした。ロータリーを世間に広めるという意味

もあり、だんだん大きくなっています。特にエンドポリ

オに関しては、売り上げもだいぶ上がってきています。

たまたま国際奉仕委員会の方と一緒にVTTでインド

ネシアに行く機会があり、ジャカルタの劣悪な環境に

いる子どもたちを訪ねました。学校も行けず勉強もで

きないヒンズー系の子供たちを援助していたのは、イ

ンドネシアの方達。この出会いを機に私たちもやって

いこう！と、ポリオ500万円、あと400万円プラス地区

のクラブから拠出されたお金を使って、やり始めたの

です。ぼちぼち卒業しないとと思っているのですが、

今もWFFの実行委員長をやらせて頂いております。

WFFを通じて、ロータリーは世間に、そして日本中に

広がったのではないかと思っております。ガバナーと

して小難しいことはやった覚えはありませんが、

WFFが私にとっては一番の思い出かなと思っています。

司会▶▶やはりそういう努力があって、いろんな学生さ

んの支援などが出来るのですね。先ほど、千田パストガ

バナーの時にお話した、仙台育英高校の千田君の記

事は加藤パストガバナーの時の月信9月号に出ておりま

して、「花巻東高硬式野球部の千田京平君、亡き母と

「再会」信じ」という風に書いてありました。加藤パス

トガバナーありがとうございました。それでは、2016年

度ガバナー、服部良男パストガバナーお願いします。

服 部 ▶▶ 2 0 1 6年度はジョン・ジャームRI会長の

“Rotary Serving Humanity”というRIテーマでス

タートしました。丁度この年はロータリー財団100周年

という記念すべき年。100年前にアトランタで開催し

た国際大会を100年後にもう一度アトランタで！という

大きなテーマがありました。もう１つのテーマは、RI

の戦略計画を当地区にどのように持ってくるか。当地

区にはRIの戦略計画がありませんでした。従って当

地区の良いところと課題を分析し、良いところは、そ

のまま伸ばし、課題に関しては戦略計画を立て持続

可能にすることがテーマでした。一番の基本は、10

年後もこの地区が輝き続けるために1年間何をすれ

ばいいのかという事です。そこでまず、地区の戦略を

作るため戦略計画委員会を作りました。そしてもう１

つ、広報、ITを一緒にして、公共イメージ向上委員会

を設立させ、戦略計

画の中でも大きな部

分であるロータリー

の認知度と公共イ

メージの向上を図り

ました。それからも

う１つ。研修委員会

を再度新設し、その

下にRI実行委員会

を分けて、研修をさせて頂きました。これが大きな地

区に対する戦略計画です。あとは、地区としての財団

の取り組みがしっかりしていた為、未来の夢計画に

始まる延長の100年を是非！ということで、大変高い

数字を掲げました。一人180ドルを財団に寄付し、結

果、目標を達成することができました。ジョン・ジャー

ムさんは、ポリオ、財団の経験が非常に深い方です。

そういう意味でも皆様方に大変感謝しております。ア

トランタで100周年を祝おう！をテーマにした大変忙

しい年でしたが、皆さんと一緒に色んなことをさせて

頂きました。深く感謝申し上げます。もうひとつ良かっ

た事は、2750地区と会員が良い競い合いをした結果、

最後に１つ新しいクラブが出来た事です。結果的に

34地区の中で一番多く会員が増えた事も皆さま方と

の１つの成果だったと考えています。

司会 ▶▶ 服部パストガバナーありがとうございました。

それでは、まだ記憶も新しい、2017年度ガバナー、神

野重行パストガバナーお願いします。

神野 ▶▶私がロータリーに入ったのは金沢東でした。

石川・富山地区の金沢ですが、2610地区のガバナー

という方がどういう存在か、ロータリアンとして全く意

識せずに6年いました。それで、名古屋に戻ってもう

一度名駅ロータリーに入った年が2008年7月。今考え

ますと片山ガバナーの年度で、2760地区で再入会し

ガバナーという存在があるということをはじめて知っ

たぐらいで、全く知らずに6年いたなという思いがしま

した。ガバナーの公式訪問は、西クラブと一緒に受

けていましたが、自分のクラブに来られたという感じ

が薄く、公式訪問に対してもあまり意識しておりませ

んでした。まして地区への出向や、ガバナー補佐を引

き受ける事も、クラブ幹事の経験もなく、ロータリー

の地区の動きも全く知らずにいた私が、いきなりガバ

ナーということで大変驚きました。なので、先輩たち

とはずいぶん感覚が違うと思っております。私は千田

パストガバナーには学生時代からご指導頂いており

ます。また、両親の関係で存じ上げている方ばかりで

す。しかし、ガバナーという意識で拝見したのは、私

がクラブ会長の時の田中ガバナーが初めてでした。

公式訪問の時にガバナーの存在を目の当たりにして、

凄い人なのだと思いました。親の西クラブと一緒だっ

たのですが、大きな先輩、親クラブでありながら、結

構ガバナーというのはビシビシ言われるなと。私ども

は子クラブにも関わらず、大変褒めて頂いて恐縮した

ものです。ガバナーは、凄い存在なのだということを

初めて肌で知りました。そんな頃です、私の高校の同

級生の近藤さんがガバナーをどうも引き受けるようだ

と話を聞いて、よくそんなことをやるな～と言ってし

まった覚えがあるのです。そういった中で、去年ガバ

ナーを引き受ける事となったのです。イアン H.S ライ

ズリーさんは“変化をもたらす”をテーマに、確か

ロータリーそのものが大きく変わったというお話をさ

れていたのを聞き、変化の時代だから、何かをやろう

と考えて出来ないだろうかと思いました。一番に思っ

たのは、ロータリーのイアン H.S ライズリーさんのこ

の言葉です。「ロータリーとは何か。何をしているのか

ということをもっと世の中に知らしめてほしい。」そこ

で、公共イメージ向上というものについて、自分がで

きる範囲でやってみようと思ったのです。1つはマスコ

ミや地域の皆さんへの働きかけ。もうひとつは、地区

ガバナーとロータリアンの距離感というのをできるだ

け縮めるという事を考えました。ガバナーは一般ロー

タリアンにとって遠い存在というか、私自身近寄りが

たい存在と思っていました。そこで、一年かけてクラ

ブの訪問以外にも、いろいろと接する機会をつくり、

距離を縮める試みをしたつもりです。服部さんは、地

区の戦略委員会で非常に改革的な事もやって下さい

ました。村井さんからはそんなに急にやっても無理な

んじゃないかとご心配頂きましたが、やっぱり自分な

りにやってもらいたいし、やってみたいということで、

全クラブに戦略委員会のような類のものを設置して

頂いたというのが、一番の私の思い出です。それから

もう１つ、諮問委員会で、先輩諸氏にお許しを頂き、

地区の体質の強化を図る取り組みを始めました。１つ

は、青少年対策の危機管理基金、これを1,000万円積

み立てさせて頂きました。それから、愛知県と防災協

定を結んで、地域の皆さんと一緒に勉強して、万が一

のときはどういった事ができるかということを考える

態勢を作らせて頂きました。これは先輩諸氏にも認

めて頂き、地区大会で結ぶことができました。

司会▶▶地区大会の思い出はいかがでしょう。

神野▶▶そうですね、

思い出がいっぱい

あるのですが、よも

や、D.K.リーさんが

来るとは想像もして

おらず、8月15日の

メールを開けてびっ

くり！片山パストガ

バナーがちょうど同

期だとの事でお願いできて本当に助かりました。大

先輩からも良くやったと言って頂いたのは先輩のおか

げです。今年は神奈川へ行かれるそうで、ガバナー

がとても焦っておられたと、村井さんから聞きました。

村井ガバナーから力になってあげてと言われて、気楽

に笑っていられるのが幸せです。最後に、６月の最後

にクロスプロモーションの青少年と学友の交流フェス

タ、これが出来たのも思い出です。ご出席の皆さんに

もいろいろ無理を申し上げました。それから、昨年度

だけになってしまったのですが、イアン H.S ライズリー

さんの植樹のお話につきましても、それぞれ分区やク

ラブで、個人的にもやって頂いたおかげで、8000本と

いう、一人一本の植樹目標を達成できました。「ガバ

ナーというのは言ったことを何でもできる」と言われ

たことをいい事に、先輩諸氏に無理を言い、それに

応えて頂いた事に感謝しております。WFFも晴れ男

で頑張ってくださいと言うだけで、今年度に相当資金

的余裕をもってお渡し出来ました。細かく言いますと

１時間では終わりませんが、これで終わりたいと思い

ます。ご指導頂いて、本当にありがとうございました。

司会 ▶▶ 神野パストガバナー、ありがとうございまし

た。こういった素晴らしいガバナーたちが10年間、努

力されたおかげで、第2760地区は本当にキラキラと

輝いていたのだと思います。どうもありがとうござい

ました。

司会▶▶片山先生いかがでしょう？

片山▶▶そうですね。ガバナーの視点というより私個

人の職業上の視点からのことを先に言いますと、そ

の頃地区大会での決議は大会決議と名付けられて、

ＲＩ会長・ＲＩ会長代理に感謝する。現ガバナーに感

謝する。地区大会ホストクラブに感謝するなど、決議

でなくても、ガバナーから口頭でお礼申し上げますと

言われれば済むことばかり。のどかな風景でした。そ

れまで、地区大会で審議・決議していた必要的決議

案件は、前年度の地区決算の承認、次年度地区大会

開催場所と日時の決定・承認くらいのことでした。そ

こで、ロータリーを法曹出のガバナーの目から見て、

地区大会の決議機関部分を整備しました。それは地

区大会における必要的決議案件の決議といわゆる大

会決議案と称していた案件とを区別し、必要決議案

件は各クラブの議決権票数を有する会長・幹事・副

会長等が出席する地区大会１日目に審議・決議し、

大会２日目にはその報告とし、大会決議案は１日目は

大会決議委員会からの決議案の内容の報告とし、大

会２日目の地区内全会員が参加する会議に大会決議

案を上程し採決するとしたことです。その年度の必要

的決議案件は、ガバナーノミニーの選出方法として指

名委員会方式の採択と指名委員会委員の選任の件・

2010年開催の規定審議会提出案件承認の件（当地

区初めての規定審議会提出案件）・ロータリー財団

未来の夢計画パイロット地区候補申請の件の3件で

した。現在においても、その流れが継続しているのは、

うれしいことです。それから、もう一つはガバナー選

任の地域的配慮のことです。パストガバナーの皆さん

が思っておられるでしょうが、全地区内、尾張も名古

屋も三河もどの地域にも一様にパストガバナーがでん

としておられ、しかも各分区にも元気なパストガバ

ナーがいることです。しかし、色 な々事情により、その

ようにはいかないのです。特に、分区でガバナー補佐
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が分区内事業をする時あるいは分区内で事が起きた

時などに、どの分区にも、身近に相談ができるパスト

ガバナーが常にいるというのがいい訳です。地域の

関係では名古屋５・三河４・尾張３の比率で候補を選

任し、各地域内分区の順番は各地域関係のパストガ

バナーの相談によるという方針はできていますが、そ

れでも、地域の事情により万遍なく一様にとはいかな

いという実情ですね。その事情の一番大きいのが、う

ちのクラブの人数では、引き受けられませんという断

りです。その対処の１つの方法として、私のガバナー

年度に親子兄弟クラブにお願いして、監事・副幹事・

スタッフ等２人位ほどご協力をいただき、率先垂範し

た積もりです。偶然この時、近藤パストガバナーも西

名古屋担当のガバナー補佐で入って来られました。

司会▶▶だから先生の時は、他のクラブのスタッフが

5～6人入っていたのですね。

片山▶▶そうです。そういうことをやったのです。

加藤 ▶▶尾張3分区では大変申し訳ないと思っており

ます。去年ですが、南尾張分区でペケ、西尾張分区

でペケ、たまたま東尾張分区はその時にパストガバ

ナーが3人いらっしゃったのです。だから、僕を入れて

4人いたわけです。結局、尾張分区からしか出すとこ

ろがなくて、たまたま、犬山さんが今まで出していな

かったわけです。犬山が出るといったのでこれは良い

と安心していたら、委員会の前日に断ってきた。びっ

くりして田中先生にどうしよう…と。それで江南の福

田さんに急遽電話申し上げたら、「大丈夫だよ。うち

におるから」との返事。それでご本人と話をして、OK

ということになったのですが現役の会長さんなので

す。現役の会長さんは本来ダメなのです。それでRIの

方に問い合わせて、許可を得て伊藤さんがガバナーノ

ミニーに決まったのです。

片山▶▶だから、小さなクラブが一緒になって協力し

て出さねばね。

加藤 ▶▶ 今は東海と常滑なんかは出せます。しかる

べき人間もいます。今、片山先生が言われた小島先

生などもいるのですが、たまたま小島先生が病院を

建て替えて忙しいということだったのです。

司会▶▶できれば、9人で話し合うと盛り上がるような

テーマをあげて頂いてお話して頂けるとありがたいな

と思います。

神野 ▶▶これって、10年の思い出が皆さんにあります

よね。そして、これからの10年に向けての皆さんの期

待とか想いとか、この2つにしたらどうでしょうか?

田嶋 ▶▶地区大会のゲスト、会長代理を昔みたいに

自分たちで推薦させてもらえないかという意見が割

と今、いろんな地区から出ているじゃないですか？

神野 ▶▶ 出ていますね。全然来ると思ってなかった

D.K.リーさんが韓国から来られたし。

加藤 ▶▶ 僕の時も1か月前ですよ。それではなんとも

ならないですよ、こっちの準備も。だからもっと早く決

めてほしい。誰がどういう風に決めるかわからないで

すけどね。

田嶋 ▶▶大澤さんの時代までは地区が候補者を推薦

していたのですよね。

加藤 ▶▶ 要望は出せるけど、それに対しての返答もな

く、無視ですね。

田嶋 ▶▶ 私の時はRIが会長代理を呼ばなくていい。

お金がないのだから。協議会でもRIの職員がお金が

ないから来ない。日本の旅行者が行ったのだもん。ツ

アーが案内した人たちがその職員を代行してやって

いたのです。だから、日本事務局からは誰も行かない。

本当にひどい話です。

片山▶▶田島年度に同地区の中からRI会長代理を出

したのは意表を突いた人選でしたね。

神野▶▶それが最近全然でていない。

田嶋 ▶▶豊島さんから未だに言われます、あの時俺

はタダ働きだと。あの時、RIから地区で負担すること

はまかりならん、その代わり、会長代理で呼んだ場合

には一人いくら出すっていうような約束があったので

すが、一切払ってもらえなくて。こっちもすっかり忘れ

ちゃってましたが、日当も何もなく、未だに顔を合わ

すとそのことを言われます。

司会▶▶ 外国の方が来られると大変でしたよね。

加藤 ▶▶ 結局、通訳がいるでしょう。たまたま、米山

の子たちがやってくれたのですが、それからいろいろ

お話して頂くにしても、通訳を通すと時間が倍になっ

ちゃう。初めから文章を頂戴といって、文章をもらっ

たことはいいけど、読めないでしょう、だから、米山

の子に頼んで全部日本語に直してもらって、それをス

クリーンに投影して、それで通訳なしでやりましたけ

どね。しかも、決まったのが一カ月前でしょう。もう慌

てましたよね。

神野▶▶その教えを、D.K.リーさんの時には活かさせ

て頂いた部分もありますね。米山と福田君とか通訳

も含めて。

加藤 ▶▶日本のパストガバナーが来ていただくのが一

番いいですよね。

神野 ▶▶ D.K.リーさんは、みんな私の方を見ずにパ

ワーポイントを見る、だから、そういうのは嫌いだと

おっしゃって、以前のようなパワーポイントで出す事

ができなくて、30分でちゃんと収めるというのが、50

分以上になって、ちょっと大変でした。やっぱり国内

で来ていただくとありがたいですね。

司会 ▶▶あと、どうでしょう。一生懸命取り組んでい

らっしゃったWFF、これからどのようにして、あと何

年続けようかとかお思いでしょうか？

田中 ▶▶やれるかな？と思うんですよね。会場のこと

とか。

神野 ▶▶会場は大丈夫。エンゼル公園の方へ移します。

田中▶▶それならいいよね。できたら、日本の看板に

なるかもしれないから、少しずついいものに変えて

いっているから、同じものだとみんな飽きちゃうから

ね。近藤さんに頑張って頂いたよ。

神野▶▶ロータリーデー。

近藤 ▶▶タイミングでね。

神野▶▶こないだ、ジュディオングさんとご一緒したの

で、また確認して頼んでおきました。ポリオもう少しだ

から、楽しみですとおっしゃってました。

近 藤 ▶▶あれも、最初の仕掛人の福田さんが頑張っ

てくれて。ワールドフードでしょ、インターナショナル

で、フィリピンのロータリアンの参加者が多いのです

が、今では韓国、インドネシア、ネパール、パキスタン

からのロータリアンも加わり、ますますワールドになっ

ていて、そういう意味でなかなか大変ですが、少しず

つ変わりながらいいものに発展しているなと思います。

あれ、すごいよね、公共イメージアップにはね。

司 会 ▶▶やはり、イベントは少しずつ変化を求めて

やっていくのが良いですね。

千田 ▶▶名古屋ロータリーの福田君がはじめて来て、

私はこういう事をやりました、やりたいけどどうでしょ

う？そのような事を日本でやるのはどうだろうって提

案されました。その前に和合ロータリー。

田中▶▶ 和合の中でも、お金もそうなんですが、僕の

ところに泣きが入り、福田君がそれで和合をやめたら

西尾RCに入会したいと言っていましたが、和合の鷲

塚会長もやる気がでてきました。

実はその後ガバナーノミニーの指名に南尾張ができ

ない時に和合はどうだ？って聞いたのですが、事業

が重なりもう一年待ってくれと言われた。大きいクラ

ブだからやれないことではないと思うのですが。

司会▶▶結局、和合ロータリーと相乗りみたいになっ

たんでしょうか？

田中▶▶ちょうど、ワールドフードフェスタっていうの

は、そういったものが前の年にちょっと意見が出たん

だよね。千田さんの時に提案されたんだけど、実にな

らなくて、僕の時に同じように提案され、ちょうどその

日、公共イメージの先輩の方が、こういうのがあるけ

ど、プランもだいたいできてるし、勧誘もできてるから、

どうだろうと。和合でやりたいという話だったけど、

和合でやるなら名古屋市で、名古屋市でやるなら愛

知県全体でやろうよと、話がとんとん拍子に進んで。

それで、ほとんどいろんなところに声掛けて進めて、

すべてのクラブが協力するってことで何とかやれた。

全体2760地区でできたんじゃないかと思います。実

際に食べものの選択も良かったですもんね。ワールド

フードだから、名古屋でも珍しいものを作りたいって

ことで、地元のものはほとんど出さなかった。出店す

る方も初めてなのでリスクがあるのね。ただ最初の

公共イメージの費用もあり、なるべくテナント料を安く

して、あとは水道・施設費がちょっとかかるんだけど、

それも地区とかが応援してくれてやれたから良かった

けどね、お金の算段もできたから。でも、最初の250

万がなかったらちょっとやばかったかもね。

司会 ▶▶公共イメージのアップだけじゃなかったです

よね。

田中 ▶▶その中に、クロスプロモーションじゃないけ

ど、インターアクト、ローターアクト入れて、米山入れ

るっていうのは、最初から構想はありました。

司会 ▶▶近藤パストガバナーを始め、神野パストガバ

ナーにいたる歴代の方々が志を引き継いで下さいま

したね。

片山 ▶▶発案の福田さん、地区開催の決断と拡大の

田中・近藤両パストガバナー、承継・充実の加藤・服

部・神野の各パストガバナー、それに続く中心となる

実行委員会の委員長はじめ委員の面々、各分区のガ

バナー補佐はじめのロータリアン、インターアクトター

の応援等を得て当地区内外一丸となったポリオ撲滅

の募金等のイベント等々、当地区の一等地の真ん中

において、RI会長より日本ロータリーデーの名称まで

得て、当地区挙げての秋の恒例大奉仕活動事業に

なったことです。この十年を越えて長く語り継ぐべく

立てた記念碑と思います。

司会 ▶▶こうしたロータリークラブの取り組みが国の

行事にもなってますね？

片山 ▶▶そう、そう。思い出します。もう50年近くにな

るでしょうか、当地区豊橋のロータリークラブ（豊橋

北RC）から始まった5月30日を中心になされるごみゼ

ロ運動、地区の奉仕活動行事として日本に最たる行

事、日本全ロータリーばかりでなく、日本全国の環境

保全運動として定着しています。日本政府の提案に

より国連は毎年6月5日を国連環境の日と定め、日本

も同様環境の日と定めています。当地区は5月30日～

6月5日迄の1週間を強調するために、地区設定特別週

間として「環境保全週間」を設定することにしていま

すが、パストガバナーの皆さんは設定されましたかね。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーはインターアクトの活動

にも力入れていらっしゃいましたね。次世代を育てる

大切な活動ですね。

松前 ▶▶ 1987年に地区インターアクト委員となり、イン

ターアクトクラブの活動を推進しました。1990年には

地区インターアクト委員長となり、2760地区のインター

アクト活動で海外研修を始める事に致しました。毎年

夏休みにハワイ島に約30名を引率してホームステイを

行い大変喜ばれました。要望があった長野県のイン

ターアクトクラブも一緒のハワイ研修でした。各イン

タークラブより2名を選出、2ヵ月の勉強会の後、各地

域の高校の先生方が海外研修を推進して下さいまし

た。参加した部員からは、ハワイの研修でアメリカの

文化や語学研修が大変勉強になった、雄大なハワイ

の景色に感動した！と喜ばれ、毎年の実施を望む多く

の声があがりました。これを機に様々な高校でイン

ターアクトクラブが設立されましたが、愛知県立千種

高等学校、阿久比高等学校と進学校が参加して厚み

が増しました。その後、研修地はオーストラリアに変わ

りましたが、二十数回と継続し、発展している姿を見て、

海外研修に初めて取り組んだ私は感激しております。

司会▶▶田嶋パストガバナーは、公共イメージには何

が必要だと思われますか？

田嶋 ▶▶ 公共イメージって言うとついイベントに偏り

がちなんだけど、私がもっと強調しないといけないと

は思うのは、ロータリアンの質。もっと周知させるとか。

たまたま私はある俳句の結社に老人になって入って、

そこで仲間の人たちも会員になってもらったら、凄く

ロータリーに対する信頼っていうのをアピールしてく

れ、非常にまじめで、皆さんちゃんと実行してくれる。

約束したら実行してくれる。そういうロータリーの質

の良さをもっと知らせれば、会員増強もっと簡単にで

きると思うんです。

司会 ▶▶はじめに片山先生が俳句を読まれましたけ

ど、いろんなところで俳句のことを話されてますよね。

田嶋 ▶▶そういう面で公共イメージっていうのは、も

うちょっと補強しないといけないんじゃないかって気

がします。

田中 ▶▶そうするとクラブの中のロータリアンの質の

良さという原点に戻っちゃいますね。みんな集まって

フェスタをしたりするのにも、「ロータリアンの自覚」

とか、あんまり難しく言うとやめたってなっちゃう。

やっぱり、飴と鞭みたいに楽しいことがなければね。

田嶋 ▶▶クラブがいろんな人に働きかけて、ゲストで

呼んだりいろいろしないと、会員は増えないし、クラ

ブ会長が会員増強って言わないと絶対増えない。

やっぱりトップになる人が自覚してやらないといけな

いし、ガバナーとかガバナー補佐も会員増強って常に

言い続けないと会員は増えない。

司会 ▶▶どうなんでしょう、本音の話なんですが、日

本は女性ロータリアンが少ないですよね。心からもっ

と増えればよいと思っていらっしゃるのでしょうか？

田嶋 ▶▶私は増やしたいと思ってます。だって女性中

心で本来女性だけのクラブを作ろうとアイリスを作ろ

うと思ったんだけど、その話がたまたま東京の司葉子

さんの耳に入って、司葉子さんが盛田さんに、「女性

だけのクラブはダメよ。」って言ったものだから、盛

田さんも、「お前、まずいらしいよ、男入れよ」って。

結局、男性も入れたんだけど、やっぱり女性と男性を

比べると、女性の方が優秀。これはオフレコにしてほ

しいけど、完全に女性の方が質が高い。

司会 ▶▶私は名東ロータリークラブってところの初め

ての女性会員で、女性2人で一緒に入ったんですね。

絶対に1人はダメです。もうひとりがすぐ辞めてしまっ

たので、次に女性会員が入った時、とても気を使いま

した。私がいるからやめるみたいなことになったら大

変だと思って。なので、女性会員を入れられるなら

やっぱり複数から始められた方がいいと思います。

食事のスピードも違いますし、結構大変でした。

神野 ▶▶私も金沢東RCで女性2人に入ってもらった

んですけど、齢を重ねられた今でも頑張ってくれてま

す。今、女性の比率は1割かな、90、100人近くのうち

の9人です。

田 中 ▶▶ 都市は良いんですよ。経営者が多いから。

郊外は経営者が少ないんですよ。

千田▶▶女の人入れるには、男もいい男を入れないと

いけない。（笑）

司会▶▶いい女の人が入ってくると、けっこう男性がお

しゃれになる。出席率もよくなる。明るくなるし、いい

こともあります。だから、女性ロータリアンばっかり

じゃダメっていうのもわかるような気がします。

田中▶▶ 韓国にもあるね、女性だけのロータリアン。

田嶋 ▶▶日本もありますよ。

司会 ▶▶それでは、時間の関係で希望の風について

伺います。被災して消防士を目指す方などいろいろな

方がいるのですが、これはどのくらい続けようとお考

えですか？

近 藤 ▶▶ 基本的に田嶋年度の時に震災が起きて、

さっき田嶋さんも言われましたが、みんな最初、ガバ

ナー会を通して寄付したんだけど、そこから問題が出

て、寄付金を返せっていう地区と、使い道を考えてや

ろうという地区と分かれまして、その結果、10地区が

ファンドみたいにして、震災時にお腹の子も含めて、0

歳の子供が短大とか大学を出るまで奨学金を出そう

という話に決まりました。その時からずっとやっている

ので2011年から22年間のロングランです。だから私は

基本的に青少年奉仕事業じゃないかと思うんです。

千 田 ▶▶もしかして、そういうこともあるけれども、

やっぱり年はきっとかないといかんな、災害はどこか

でだんだんと出てくるし。

田嶋 ▶▶あのね、今ね、希望のファンドは資本金が4

億あるんです。地区が出した4億、それが減ってない

んです。毎年払うお金はその年度で寄付頂いたもの

で回っているんです。これをずっと続けてお金を貯め

ておいて、次の震災が起こった時にそれを拡大して

支援しようと言ってるのですが、ただ、希望の風を

作った時にいろいろ問題があって、ほんとにロータ

リーってこんなひどいこと言うかってことまで言われ

たのがあって、当時の人がまだ頑張っているわけ。8

年前の人がまだ頑張っているわけ。私は早くから近

藤さんにバトンタッチして、今度神野さんに。やっぱり

そうしないと長く続く組織は続かないよ。

神野 ▶▶でも、この前、2010年度組の皆さんが大いに反

省されながら、相当変えようという発言をされましたよ。

田嶋 ▶▶やっとですよ。私は最初から変えようと言っ

ているのに。

神野 ▶▶私が口火を切ったみたいだったんですけどね。

司会▶▶ 客観的に見ていると、さすがロータリアン、素

晴らしいことだなとしか思い浮かばなかったのですが。

田 嶋 ▶▶ いやー、ひどかったよ。集めたお金をガバ

ナーが山分けするとか、ありもしないようなことを言わ

れちゃって。あの時会長だった東京のガバナーは本当

に可哀想だった。集中的に叩かれたのがその人個人で。

神野 ▶▶ガバナー月信に昨日原稿を出し、今度載せ

てもらうことにしてあるので。こないだ僕はさっきの

ガバナーじゃないけど、わけわからず副委員長に代わ

れって言われて、代わったんですが、今おっしゃった

ように、あと正確には1億2千万です。私は2億と言っ

てるのですが、2億あれば33年までいけるのですよ、

今のペースで行くと。ただ、お話があったように、この

後ひょっとして大規模な、片親か両親がなくなっちゃ

うような震災があった時にそれをまた使えばいいじゃ

ないかと、何も正式名だけ変えればいいじゃないか

という声もあるし、今からエンディングを考えてやる

必要はないよっていう話にはなっているのです。で、

ルール・規則・制度が少しいい加減ってものも結構

あったので、この1年で相当変えて頂くっていうお題

いができ、さらに今年度の2580のガバナー会議長の

松坂さんも来てくれていたので、ガバナー会でも取り

上げてくれと。去年は17/34、今までに26/34地区が

この7年強の間に参加しているのですが、去年はちょ

うど半分の17ですね。あと17地区がほんの僅か、

さっきの1000円じゃないけど出してくれれば、十分に

やっていけれるし、もっと広い範囲でこういうことが

できるかもしれないという見方もあると思います。

田嶋 ▶▶だから、最初の人たちは変わって、どんどん

新しい人たちが新しい組織にしていけばいいんですよ。

片山▶▶財団になってる？

田嶋 ▶▶ 財団になってない。財団にすればいいよね。

明らかに公益性があるからね。

田中▶▶それで、米山とか同じような方向でもってい

けばね。

司会▶▶他に何か言い足らない事、こんなテーマなど

ございますか？お時間も少 と々なりました。

神野▶▶さっき私も地区の体制を変えた、強化したつ

もりだって申し上げたのですが、さっき片山先生が

おっしゃたように、ガバナー出せないと、千田さんみ

たいに2000万自分で出してもいいよって方は良いけ

ど、私もあとで気が付いたんですが、地区の予算を見

るとガバナーの活動経費みたいなのが、ほとんどな

いわけですよ。私は幸いクラブも支援してくれたから

よかったですが、小さいクラブからも平等に出しても

らおう、いい人を出してもらおうと思うと、そのあたり

を変えていかないとね。

司会▶▶そうですよね。

田嶋 ▶▶でも、実際ガバナー出してもお金なんてかか

らないよ、お金がかかるって言うのが信じらない。

神野 ▶▶ 事務局経費をガバナー事務所で持つでしょ。

それをクラブで結構持たないといけない。

田嶋 ▶▶ 事務局経費だって、ノミニー時代の事務局経

費がガバナーの負担になるだけであって、あとは間に

合いますよ。今度からノミニーも経費が出るようになっ

たでしょう、だから、ほとんどお金なんかかからないよ。

近藤 ▶▶片山先生がガバナーを務められた時に地区

副幹事、スタッフを親クラブ、兄弟クラブから出して

欲しいという依頼があり、私も地区副幹事で出向し

たんですが、あれも1つの手だと思うんですね。今も

松坂さんの話が出ましたけど、第2580地区全体の事

は分かりませんが、ガバナーと地区幹事と地区副幹

事が違うクラブに所属しているんですね。神野さんと、

ここの地区ではそんなこと考えられないなと話してい

たのですが、そういう地区も実際あるんです。だから、

もう少し実態を調べていくと意外とガバナーと他の

人達が違うクラブ、つまり、本当に地区で優秀な人達

を引っ張ってくるっていうんですかね、基本的にはそ

うだと思うんだけど、今本人だけじゃなくってクラブが

後押ししないといけないというルールがありますよね。

だから、さっきの加藤さんじゃないけど、実際、有能な

人はいるけど、クラブが駄目って言ったらガバナーに

なれないので、そのあたりの仕組みっていうか、考え

方をかえなければいけないかもしれないですね。それ

で、私も有能な人がガバナーになって、それを取り巻く

地区幹事とか地区副幹事がまた優秀な人が出てくる。

優秀というか、やる気というか、非常に前向きというの

ですかね。すごいですよね、第2580地区というのは。

田 嶋 ▶▶すごい成功しているんですよね。若いガバ

ナーが出るようになって。

千田 ▶▶ただ、その地区の人がやってくれないといか

んよね。パストガバナーがちゃんと責任もって、バック

アップとか出すのも。

田嶋 ▶▶クラブで潰しちゃう。早く名前が出ると潰し

ちゃうんだよ。

田中▶▶でも、クラブの推薦がないと困るよね。

司会▶▶そりゃそうですよね。でも、小さいクラブが2

つでガバナーを出すっていうのはどうなんでしょうね。

神野 ▶▶どっちも小さければ難しいと思いますよ。ガ

バナー補佐の選出の仕方も結構大きな課題になって

ると思うんですよね。

田中 ▶▶ 他の地区と違うね。他の地区はガバナーが

推薦して組織作っちゃうもんね。

千田 ▶▶ガバナー補佐ってもうちょっと、ガバナーの

意向が反映するようにすると楽だわな。各地区からき

て、その人にいろいろお願いしないといけないし。

神野▶▶でも、それはね、4、5年かかりますよ。

司会▶▶ 時間も来ましたので、そろそろ締めを・・。平

成最後の10年間の最初のパストガバナーとして、片山

パストガバナー、10年を総括していただけますか。

片山 ▶▶それは少々荷が重いので、私の独断の感想

4点ほど述べさせていただきます。1つ目ですが、現在

までの30年間を振り返りますと、ちょうど平成30年間

とほぼ重なっています。この30年間を10年ごとに3分

割してロータリーの変化を見てみますと、平成10年ま

でロータリーは右肩上がりでした。しかし、平成後半

の20年間は右肩下がりで受難の時期でした。そのよ

うな中、RIは職業保持の原点を外し、会員に会員増

強と寄付・年会費の増強を絶えず求め、遂には職業

奉仕を事実上5大奉仕部門から下ろし、社会奉仕部

門に合流させるという話も聞き、私のガバナー年度の

地区方針でもあった「持続可能な前進」のまさに逆

を行っているように感じられました。2つ目は、斎藤直

美（豊田RC）2006年度パストガバナーを2016年度・

2017年度のRI理事として当地区から初めて輩出した

という、2760地区ロータリー愛知85にとって重要な

出来事がありました。当地区の将来にとって、計り知

れない啓蒙的な影響をもたらし、永く記憶されるべ

き出来事だと思われます。それ以外にも、5年ほど前

に名古屋から始まり、年々盛大に開催されている

WFF、50年前に豊橋から始まり、定着したゴミゼロ

運動、この2つの奉仕活動を一対として春期・秋期の

2大奉仕イベントとして将来に受け継がれるようにし

なければならないと思います。3つ目として、反対に残

念なのがポリオ撲滅運動のことです。1987年に当地

区でポリオプラスというプログラムが採り上げられ、

委員会が設置されました。私の年度に、ポリオ撲滅

の為に今後3年間に同額の寄付を提出することを条

件にゲイツ財団から1億ドルを受け取り、全会員に寄

付を再度求めてきました。しかし、最初の同額寄付か

ら10年経った現在でもその決着がついておりません。

いずれ数年のうちに撲滅宣言が出せると信じていま

すが、次の10年に申し送りをしなければならない事

は、私にとって本当に忍びない事です。4つ目は、ロー

タリーの組織・権限の問題です。組織は大きくなれ

ばなるほど、権限の集中が必要です。しかし、ロータ

リーの基礎は、クラブとその会員が底辺にあり、地域

と密着したクラブの独立自存があればこそです。RI

は権限の一部をガバナーあるいは地区に、ガバナー

はガバナー補佐に委任・譲渡する事が必要ではない

かと思います。私もガバナー補佐に一部権限委譲・ガ

バナー補佐の推薦事項・分区運営要領などを地区便

覧に記載し、口頭でも定着を推奨しました。しかし、

ガバナーは単年度官なのでなかなか難しく、本来は

地区大会で出来ると良いのですが、それも難しい問

題があります。近藤年度に「地区審議会」が活動でき

るようになりましたので今後は地区審議会を活用し、

大いに議論したいと思っています。

司会▶▶貴重なお話ありがとうございました。大変勉

強になりました。
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司会▶▶本日はお忙しい中、誠にありがとうございま

す。この座談会は2008年～2017年の10年間の中でガ

バナーをお務めになった皆様にご参加頂きました。

担当された年度の順に、取り組まれた事や課題など

について忌憚のないご意見を伺いたいと思います。貴

重なご意見からこれからの10年に向けての指針が見

えてくるかと存じます。それでは、まず2008年から

2009年度のガバナー、片山パストガバナーからお願

い致します。

片 山 ▶▶ RI会長の

テーマ“夢をかたち

に”それを受けて、

私の方は“持続可

能な前進！”という

地区方針で、サブと

して“ロータリーに

心を”という歌を作

りました。読んだ人

からは、とても良い歌だと好評を頂きました。“ロータ

リーに心を注ぎ　ロータリーに心を開く　ロータリー

を心に受け止め　ロータリーを心に住まわす　ロー

タリーの心をみんなで考え　ロータリーの心を静か

に思う　ロータリーの心は我等の心　ロータリーの

心は世界の心”という内容をテーマにした歌でした。

司会▶▶歌を通すとロータリーの理念が心にスーッと

入ってきますね。ところで、地区大会の時、私も関係

者だったのですが、ゲストは小泉純一郎さんでしたね。

片山 ▶▶ 名古屋名東クラブさんのお世話で、小泉さ

んに来て頂いたからあれだけの会員が地区大会に集

まってくれました。

司会▶▶本当に多くの会員が参加されましたね。

片山▶▶大いに盛り上がり良かったです。

司会 ▶▶この地区大会は悲しい出来事があり、片山

パストガバナーも心を痛められた事でしょう。

片山 ▶▶忘れもしません、RI会長代理とロータリー

ミーティングの特別講演のためお越し頂くことになっ

ていた佐藤千壽さん（東京東RC）の突然の訃報です。

地区大会の4週間くらい前に2回ほど東京でお目にか

かりました。当時佐藤さんは90歳でこれからヨーロッ

パ旅行に行くと伺い、「元気で行って来てください

ね」と、笑顔で挨拶を交わしました。ところが、地区

大会の20日くらい前、突然訃報が入りました。クルー

ズの最中にドクターがいなくて助からなかったとお聞

きしました。ロータリーミーティングの特別講演は、そ

の講演原稿が親友の圡屋亮平パストガバナー（松戸

RC）に託され、圡屋さんが代読されました。今でも忘

れられない出来事でした。

司会▶▶また、ロータリー愛知81にちなんでの昼食会

は皆さんに喜ばれましたね。

片山▶▶そうですね。公式訪問に行く多くのクラブで、

古参会員の方々が心なしか、さみしいお顔をしておら

れるのを見かけるものですから、この機会にと思って

第１日目のRI会長代理を囲む昼食会に招待した訳で

す。「ロータリー愛知81」にちなんでと言われるのは、

RIが事務的に当地区に付けた名称は「RI第2760地

区」ですが、私は当初より当地区が胸を張って自称

できる当地区の名前を「ロータリー愛知81」としまし

た。この名前を、ガバナー月信をその巻頭言として発

行した地区誌にも使いました。これは地区の機関誌

の役割と地区内各クラブ間の親睦誌の役割を担う双

方向の雑誌です。81という数字はその年度の当地区

全クラブの数です。招待しました古参会員の年が81

歳以上というのは、これ未満の歳では、該当者が多

過ぎてこの81を借りたのです。

司会 ▶▶ロータリーの方は若 し々いので81歳以上の

会員の皆様が元気に沢山お越し下さいました。片山

パストガバナーありがとうございました。次は2009年

大澤年度ですが大澤輝秀パストガバナー（豊川RC）

は、平成16年９月に逝去されています。ご冥福をお祈

り申し上げます。それでは、続きまして、クールビズを

提唱されました、２010年から2011年度のガバナー、

田嶋パストガバナー、お願い致します。

田 嶋 ▶▶ 私の時の

RI会長は、レイ・ク

リンギンスミスさん

というアメリカの方

でした。会長のテー

マは“地域を育み、

大陸をつなぐ”でし

た。私の年度の特

徴は3つあります。1

つは、ロータリー財団のフューチャービジョンが始

まった年です。当地区がパイロット地区になっていま

した。もう1つは、戦略計画ストラテージックプランを

日本では「長期計画」と訳していましたが、試行錯誤

を経て、今の戦略計画という名称に変更し、始まりま

した。最後の１つは東日本大地震が起きた年という

ことです。

司会▶▶あの東日本大地震が起きた年ですね。

田嶋 ▶▶最初は未来の夢計画という名前で始まっ

たのですが、夢という表現に異論も多く、協議を重

ねた末、フューチャービジョンという名前になりまし

た。私の頃は、RIの表現をアメリカはアメリカで直し、

日本は日本で直すスタイルで、日本流は受け入れやす

い表現に変えているのではないか？という指摘も多く、

本場アメリカの表現に戻したということです。フュー

チャービジョンでは、新しい地区補助金について皆さ

んのご理解を頂き、いかに活用して頂くかということ

を一番大きな目標としていました。

司会▶▶ 確かに日本語に直すと本来の意味が曖昧に

なる場合もありますね。また、医療支援にも熱心に取

り組まれてましたね。

田嶋 ▶▶ 深谷地区財団委員長と一生懸命取り組んだ

のが、グローバル補助金を使った医療支援です。アメ

リカのヒューストンと交流したのが当地区の医療支援

の始まりで、しかも、グローバル補助金を使った医療

支援というのは、当時本当にまれで、この地区の大き

な成果の1つだったと思います。それから、戦略計画

については、公式訪問でお話してもほとんど何も知ら

ない人ばかりという状況の中で、いかに皆さんに存在

を知って頂くかが課題でした。

司会 ▶▶そして、この年度は日本は未曾有の出来事

がありました。

田嶋 ▶▶そうです、東日本大地震が1番の問題でした。

地区としてはいずれも1人1,000円以上という形で1次

支援、2次支援を行いました。諮問委員会では1,000

円では金額が少ないんじゃないのか？という意見も出

ましたが、会員の皆様が企業でも多額の義援金を出

されて、個人でもロータリー以外に寄付されている事

を考えて出した金額という趣旨を説明し、この金額で

やりましょうということになりました。最初、2,000万

円ほど集まり、希望の風奨学金に全額協賛致しまし

た。２次支援では宮城岩手の地区と千葉県の地区と

もう１か所に配分致しました。その他、ヘリコプター

の支援も致しました。これは、地区大会をやって頂い

た「あまクラブ」が余った1,000万円を地区に返却して

くれたので、そのままヘリコプターの支援金に使いま

した。孤立した所に食料を運んだり、薬を運んだり、

１ヵ月くらい活用されました。それでもまだ余りが出て

いたので、軽トラックを買いたいという支援組織に活

用致しました。

司会 ▶▶田嶋パストガバナーありがとうございました。

東日本大地震が起きてからのガバナーの取り組み方

は、本当に心を打たれるものがありました。それでは、

引き続き、松前パストガバナーお願い致します。松前

パストガバナーは、2011年から2012年までガバナーを

お努めになりました。震災後の大変な年でしたが、

ロータリークラブの力、絆の強さを再認識されたので

はないでしょうか。RC会員歴が半世紀以上と伺いま

した。色 な々思い出がおありかと存じます。

松前 ▶▶ 私は、1967年に一宮北RCに35才で入会し、

この50年間で、1990年には一宮中央RCの初代会長

として設立に尽力

出来たこと、そして、

2011年～2012年に

は2760地区のガバ

ナーとしてお務めが

出来た事を嬉しく思

います。

司会 ▶▶ 松前パスト

ガバナーのご経歴

を伺いますとすべてに「初」が付き、意欲的な取り組

みが伝わって参ります。2760地区にロータリー・リー

ダーシップ研究委員会（RLI）を導入されたのも初め

ての試みでしたね。

松 前 ▶▶ ロータリー・リーダーシップ研究委員会

（RLI）は新会員と未来のクラブリーダーの研修の

ためにアメリカで草の根運動として開発されたプログ

ラムです。日本でも各地区で急速に採用されつつあり、

双方向性とディスカッションリーダーDLに特徴があり

ます。私がガバナーに就任して最初の諮問委員会で

導入を諮り、認められて誕生しました。全国では6番

目の導入でしたが、RLIはまだ馴染のない時代でした。

ロータリー・リーダーシップ研究会の目的は、ロータ

リーの理解を深め、クラブを活性化すること。目的達

成の為に、日本では15地区でRLIの研修が行われ、

成果が上がっています。講義による教育ではなくディ

スカッション方式でリーダーの知識、考え方、創造性

を引き出します。

司会▶▶ 埼玉の中村先生には私も熱心にご指導を頂

きました。度々お越し頂いていますね。

松前 ▶▶ 2760地区は中村靖治国際ロータリー研修

リーダーが熱心にご指導下さり、地区研修の方が真

剣に勉強された結果、多数の方がディスカッション

リーダーになっています。私もガバナーエレクトの時、

妻久子とアメリカ・サンディエゴで1週間、コの字型の

RLI方式で飛び交う質問に、絞られました。現在

2760地区ではこのRLI方式に磨きをかけ改善し、有

用な研修として成果を上げていると聞いております。

この研修でロータリーへの理解が深まり、クラブが

活性化することが期待されます。ロータリーをより理

解し、ロータリーを心から愛するロータリアンが増え、

今後の100年もロータリーが益々発展する事を願って

おります。

司会▶▶ 4430地区ブラジルを訪問されましたね。

松前 ▶▶ 1988年度以降永く中断していた研究グルー

プ交換GSEを1997年度犬飼パストガバナーが再開さ

れ､私が委員長に任命され、当時の犬飼ガバナー、

片山地区幹事（片山パストガバナー）と総勢10名で

GSE研究グループの派遣先であるブラジル4430地区

を激励訪問いたしました。懐かしい思い出です。ちょ

うどこの年は、ブラジルへの移民90周年という節目

の年でした。そこで、各クラブから寄付された書籍１

トンを船便で送りました。この訪問はブラジル日本文

化協会に寄付する贈呈式もかねていたのです。24時

間を費やし、一行がサンパウロ空港に降り立ったのが、

5月13日早朝4時30分。訪問先クラブの会長や多くの

方々に迎えられてホテルに向かいましたが、GSE研究

生として来ていたサンパウロ軍事警察大尉ルイス君

の装甲車に前後を守られ、赤色灯を回転しながらの

移動。ガバナー一行への配慮に感謝しております。

司会▶▶疲れも飛んでしまう歓迎ぶり、嬉しいですね。

他でも熱いもてなしを受けたそうですね。

松前 ▶▶ 仮眠の後、日本人街に例会場を持つ日系ク

ラブ会員の多いリベルターデRCを訪問し、熱い歓迎

を受けました。その後文化協会に赴き、日本文化協

会山内会長に犬飼ガバナーから図書一式贈呈の目

録が渡されました。翌日は、サンパウロ・レステRCを

訪問しここでも熱い歓迎を受け、4430地区大会会場

に移動し、前夜祭を楽しみました。当時の4430地区

ガバナーは日系2世のKazuhiro Moriガバナーでした。

大会当日、我々一行は日本国旗を振りながら入場。大

きな拍手を今も覚えています。各クラブが順に旗を掲

げて入場行進する姿にも力強い息吹を感じました。

翌日はMoriガバナーよりレセプションに招かれ、一連

の行事終了の安堵感もあり、とても和やかな時間を

過ごしたことを鮮明に覚えています。その後、イグア

スの滝観光に向かいました。ブラジルとアルゼンチン

にまたがる落差80M、幅4キロの景観は圧巻でした。

最終日は、リオデジャネイロにも足を延ばしました。

2016年のリオ・オリンピックでコルコバードのキリスト

像が映し出されるたびにブラジル訪問を思い出して

おりました。往復2日間以上という10日間はハードで

したが、ブラジル訪問は実り多く思い出深い旅のひと

つとなりました。

司会▶▶そういえば、松前パストガバナーはある数字

に深いご縁があるそうですね

松前 ▶▶私は母校の大阪歯科大学の学籍番号が22

番でした。そして、一宮北RCの22代目の会長を務め

ました。ガバナーセミナーに指名されたのが2009年3

月22日でした。第2760地区の第22回インターアクト大

会に出席し挨拶の機会を頂きました。インターアクト

クラブは私の心の故郷であります。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーありがとうございました。

それでは、2012年から2013年度のガバナーでいらっ

しゃいました、千田毅パストガバナー、お願い致します。

千 田 ▶▶ 私の時は、

たまたま幸いなこと

に国際ロータリー

会長が田中作次さ

んで、R Iテーマが

“Peace Through 

Service 奉仕を通

じて平和を”でした。

司 会 ▶▶ 田中作次

RI会長との思い出で印象に残っている事は何でしょうか。

千田 ▶▶一番の思い出は、ロータリーの世界大会の

時のことです。ガバナー会をやろうという事になりま

したが、一番の問題は田中RI会長が参加してくれる

かどうかでした。そこで、全権を握っているRI秘書の

ベティさんという女性に交渉したのですが、直前まで

参加が不明のまま…。ところが、当日、田中RI会長が

来られて、皆びっくり！しかも、財団委員長なども連れ

てお越こしになったので、椅子が足りずバタバタと大

慌てして準備したのが印象に残っています。私共は

150人くらいで参加しましたが、田中RI会長は感激し、

喜んでお帰りになられました。また、同期のガバナー

が年1回集まって日本各地を廻るのですが、3回目の

時に田中RI会長が、「2012年度の会だから私も参加

する」と言われ、その会費を求めたところ、「これぞ

ロータリー」と言って、喜んで払って下さいました。

司会 ▶▶千田さんがガバナーになられた年は、震災

の翌年でしたね。

千田 ▶▶そうです、大震災の翌年でした。1月の研修

会で行った、カナダのトロントの方に一緒にやろうと

声をかけていただき、VTTの時に参加して頂きまし

た。その時、たまたま隣に座っていたのが、2750地区

の宮城・岩手の小野寺さんでした。その際、「お金を

集めるのは誰でもできる、我々はちゃんと震災孤児に

手渡したい」と小野寺さんにお願い致しました。あの

時は現地も混乱して色々大変だったのを被災地に視

察に行った時に実感致しました。30人の子供たちが

高校を卒業するまでにかかる4,800万円という金額を

集める為に、毎週500円ずつ集める提案をしましたが、

はじめはうまくいかず、幹事などに足りない分はガバ

ナーがもたないといけないと脅されました（笑）結果、

全額集まりましたが色々大変でした。

司会▶▶地区の目標など6つ挙げていらっしゃいます

が、沢山達成されていますよね。その中の高校生支

援で、甲子園に出場を果たした、仙台育英高校の球

児の中に孤児がいました。両親は他界し、お祖父さ

んの所から高校に通い、甲子園で3番打者として活躍

しました。1回戦で負けてしまったのですが、千田さ

んの応援が陰でありました。

千田 ▶▶地区と地区との交流では、抽選の結果、名

古屋クラブと奥三河クラブがメークアップする事にな

り、中日新聞の大島さんから「千田さん、えらいこと

になった！」と電話で心配を頂くほど、離れた地区の

クラブが交流することとなりましたが、その交流は2

～３年続けることができました。

司 会 ▶▶千田パストガバナーありがとうござました。

続いて、2013年度ガバナー田中正規パストガバナー

お願い致します。

田中▶▶会長になっ

ても知らないことば

かりで、地区に入っ

て改めて、凄い！と

驚くことばかりでし

た。ノミニーとして、

「お前また来たか！」

と言われるほどしつ

こく千田さんの後に

くっついて見聞きしている間に分かることがありまし

た。それは、ロータリーでは“はい”と“YES”しかな

いということです。「やろうよ！」と言った事は情報を

集めてやらないといけない、それが皆が前を向く事、

止めたらそれで終わり。私も思った事をとりあえず

やってみようと思いました。ある時、公共イメージの

コーディネーター「ロータリーの友」編集長の二神さ

んとお話しする機会があり、その時の話題から、地区

全体でやれるフェスタ、日本で初めてのロータリーの

ワールドフェスタを開催しよう！と私は思いました。皆

さんの協力のもと、思った以上に素晴らしいフェスタ

を開催できました。その後、近藤さんが形を作ってく

ださり、日本のロータリーでできました。そのきっかけ

に少しでもなれたのが良かったと思います。最後に、

任期の終盤に色 な々国に行きましたが、それが楽しい

思い出になっています。

司会▶▶どんなところに行かれましたか？

田中▶▶ベトナム、タイ、フィリピンは2回、隠れてモン

ゴル。つい最近はラオスに行きました。皆さんの友情

の支えもあり、色々な国へ行くことができ、非常に充

実した年度だったと思います。もう１つ印象的な出来

事として、同期のガバナーがEクラブを教えてくれた

事です。会費も安く、例会をホームページで行えるEク

ラブは、若い人も多く、クラブのイメージを変えたクラ

ブで面白かったです。

司会 ▶▶やはりイベントをやらないと、テレビ局や新

聞社の方々はあまり来てくださらないですよね。

田中▶▶私がテレビ局等に行ったのは最初の挨拶ぐ

らいだけでしたが、色々な人を引っ張りだすことは良

いことだと思います。たまに顔を出すと、ロータリーは

こんなことをやっているのか…とロータリーの活動を

改めて知って頂けました。

司会 ▶▶はじめのうち、ロータリーのことはあまりPR

してはいけないと教えられたのですが…。

田中 ▶▶それで、公共イメージコーディネーター補佐

としてお話させて頂きました。

司会▶▶希望の風などはどうですか？

田中▶▶希望の風は私ではなく、田嶋さんが担当してい

ます。希望の風は今も続いていて素晴らしいと思います。

司 会 ▶▶ 学生さんの喜びの声や手紙を拝見すると

ロータリアンになって良かったとしみじみ思います。

クラブでもお弁当箱支援といって、お弁当箱に色 な々

ものを詰めて、被災者の方に送り、そのお礼に折り紙

の花やお手紙をいただいたりしました。田中パストガ

バナーありがとうございました。それでは、2014年度

のガバナー、近藤雄亮パストガバナーお願いいたしま

す。パストガバナーの年度のガバナー月信の7月号は

熱田神宮ですよね。

近 藤 ▶▶たまたまう

ちのクラブに熱田

神宮の宮司さんがお

られ、写真を使わせ

てくださいと頼み、

毎回、熱田神宮に関

連する何かの写真

を使わせて頂きまし

て、最初から最後ま

でシリーズで載せました。私の時のRI会長は、ゲイ

リーC.K.ホァンさんという台湾の方でした。彼の考え

方のベースになっていたのが「儒教・孔子の教えです。

ロータリーがSNSを含めデジタル化していく中、アナ

ログ的なものを大切にされる方で、そういったところ

に私も共感しました。彼は“ロータリーに輝きを”とい

うテーマと5つの強調事項、つまり、“地域社会でロー

タリーの存在感を高めること・会員増強・ポリオ撲

滅・クラブの強化・ロータリーデーの実施”で始めま

した。この強調事項は今でもずっと続いています。当

時の私にとって歴代ガバナーの皆さんは雲の上の存

在。ガバナーノミニーに指名される場に臨んだ時、近

寄りがたい雰囲気がありました。そのような思いから、

もう少し目線を下げてロータリアンの中に入りたい、

堅苦しいことはやめて、メークアップに来たメンバー

のような近い距離感で本当の姿を見たいという思い

から色々考え、計画を立てました。結果、例えば「単

独でガバナーの公式訪問を初めて受けました」とか

「親クラブと一緒だとなかなか本音で話すことがで

きない」といったような声を聞くことが出来ました。

司会▶▶ 確か近藤パストガバナーの時、クラブをまとめ

て回るのではなく、ひとつひとつ訪問されたのですよね。

近藤 ▶▶はい、地区内全84クラブを個別に公式訪問

をしました。メンバーの数が少ないクラブも多いクラ

ブも皆さん本当に一生懸命ロータリー活動をされて

いて、素晴らしいと感じました。色々大変な面もある

けれども、この地区のクラブは本当に良くやってくれ

ています。何でもそうなのですが、一旦外に出てみる

と、中では分からない事が見えてくる。素晴らしさが

良くわかる様になる。ゲイリーC.K.ホァンさんのアナ

ログ的思考というか、情といいますか、それが地方に

あるんじゃないかなと思います。私はロータリーとい

うのは、ひと言でいえば…感動、感動をシェアするこ

とだと思うのです。こういうことをずっと言って回った

わけです。いろんな理屈やロジックを立てても感動

がない。そういったものだったら誰もついて来ないし、

仮にその場でついて来ても後は知らないという形に

なってしまいます。感動があれば、自分も仲間に入り

たい、これぐらいのお金を出してもいいなという気持

ちになります。そういう風になっていくといいなと思い

ます。先ほど田中さんが「自分は人が色々言ったこと

を取り上げた」と仰ってました。その中の１つ、WFF

(ワールドフードふれ愛フェスタ)を引き継ぎ、我々の時

は最初からやろうと組織を作り取り組みました。そう

したら、タイミングよく、ゲイリーC.K.ホァンさんの強

調事項の１つ“ロータリーデーの実施”というのがあ

りました。当時のRI理事の北さんからも昨年第2760

地区のプレゼンを見たら素晴らしいことをやっている

ので、是非ロータリーデーをジャパンロータリーデー

愛知として実施をしてくれないかという話を頂きまし

た。シニアリーダーは自分がまとめるからお前は同期

ガバナーをまとめろという事になったのです。結局、

100人以上のシニアリーダーの方々がWFFに参加を

してくれました。田中さんが始めた事を2年目である

程度形ができたかなと思います。

司 会 ▶▶ロータリー

デーというのは、その

時から始まったので

すか？

近藤 ▶▶そうです。ゲ

イリーC.K.ホァンさ

んが自分の強調事項

で提唱したのです。

世界中に、クラブ単

位でもいいし、地区単位でもいいし、あるいは国単位

でもいいから、とにかくやってくれと。私は各クラブ単

位で是非やって下さい。これはガバナー賞の対象に

します！とやったのです。地区単位ではせっかく田中

さんが地区の大きなイベントをやってくれたので、そ

れをジャパンロータリーデーに育てる決心をしました。

ゲイリーC.K.ホァンさんの強調事項、北RI理事の薦

めもあり、ちょうどタイミングが合ったのですね。それ

からもう1つ。“ロータリーは何だ？”とか陰で色々文

句を言う声もありますが、言いたいことがあるのなら、

RIには3年に1度開催される規定審議会というのがあ

るので、そこへ第2760地区から物申す！と、意見を出

したらいいんじゃないのか、その為の規定審議会で

すから。そして地区内クラブに立法案提出のお願い

をしました。地区の色々な問題を取り上げて会長さん

たちに諮る地区審議会と立法案審議委員会というの

を作り、片山先生、田嶋先生と相談しながら3人で地

区審議会規約を作りました。それが今実行されています。

司会 ▶▶もう１つ、IT委員会で地区で初めてHPを作

られたとか。

近藤 ▶▶ホームページは前からありました。尾本さん

が非常に熱心に取り組んでくれていました。地区で

形に出来たのは、いきなり出来たのではなくて、思い

とか色々な下準備があったからです。尾本さんの不

断の努力のお陰だと思っています。私のような者でも

ガバナーを務めることが出来たのはゲイリーC.K.ホァ

ンさんの「儒教・孔子の教えの下、アナログ思考でや

る」この理念があればこそです。また、片山先生がガ

バナーをお務めになられた時、ガバナー補佐としての

私をご指導して頂いたこと、その後も色 ご々指導を頂

いたお陰と片山先生には大変感謝致しております。

計算で繋がっているのではなくて、情で繋がってい

る関係は素晴らしい力になると私は思います。

司会 ▶▶近藤パストガバナーありがとうございました。

では、2015年度のガバナーでいらっしゃいました加

藤陽一パストガバナーお願いします。

加 藤 ▶▶ 私の時は、

スリランカのK .R .

ラビンドランさんと

いう方がRI会長で

した。英語で“Be 

a gift to the world”

サンディエゴでの国

際協議会で“世界

へのプレゼントにな

ろう”と訳されましたが、はっきり言って何を仰ってい

るのか分かりませんでした。同期のガバナー連中とこ

れは何を言ってるのだ？？と色々話し、プレゼントは、

たぶん奉仕のことだろうなと、同期のガバナーとそう

解釈しようということになり、サンディエゴから帰って

きました。K.R.ラビンドランさんは、アジアの中でのは

じめてのスリランカの方ですから、どうもイメージが

湧かず、このRIテーマも皆さんにどうお伝えしようか

…とちょっと苦労しました。

司会 ▶▶加藤パストガバナーは、お父様もロータリア

ンだったのですね。

加藤 ▶▶そうです、親父も瀬戸クラブで会長をやって

いました。その頃、斎藤先生が仰っていた「原点回

帰」の話に感銘を受けました。最近ロータリーが原点

というか根本がわからなくなってきたのではないか…

という私自身の心情もあり、見直しをという意味で、

早速先生にお話しして了解を頂き、原点に帰りたいと

お話を申し上げて、ずっと講習をやったのです。

司会▶▶ガバナー時代、思い出に残ることを教えてく

ださい。

加藤 ▶▶田中さんの資料を基に34クラブ訪問いたし

ました。クラブとの交流、私自身の交流もそこそこや

らせて頂いたつもりでおります。WFFに関しては、田

中さんから近藤さんに受け継がれ、私の時はだんだ

ん形になってきました。私の時から企業協賛にも力を

入れて、600万か800万円を頂戴し、去年が1,000万円

くらいでした。ロータリーを世間に広めるという意味

もあり、だんだん大きくなっています。特にエンドポリ

オに関しては、売り上げもだいぶ上がってきています。

たまたま国際奉仕委員会の方と一緒にVTTでインド

ネシアに行く機会があり、ジャカルタの劣悪な環境に

いる子どもたちを訪ねました。学校も行けず勉強もで

きないヒンズー系の子供たちを援助していたのは、イ

ンドネシアの方達。この出会いを機に私たちもやって

いこう！と、ポリオ500万円、あと400万円プラス地区

のクラブから拠出されたお金を使って、やり始めたの

です。ぼちぼち卒業しないとと思っているのですが、

今もWFFの実行委員長をやらせて頂いております。

WFFを通じて、ロータリーは世間に、そして日本中に

広がったのではないかと思っております。ガバナーと

して小難しいことはやった覚えはありませんが、

WFFが私にとっては一番の思い出かなと思っています。

司会▶▶やはりそういう努力があって、いろんな学生さ

んの支援などが出来るのですね。先ほど、千田パストガ

バナーの時にお話した、仙台育英高校の千田君の記

事は加藤パストガバナーの時の月信9月号に出ておりま

して、「花巻東高硬式野球部の千田京平君、亡き母と

「再会」信じ」という風に書いてありました。加藤パス

トガバナーありがとうございました。それでは、2016年

度ガバナー、服部良男パストガバナーお願いします。

服 部 ▶▶ 2 0 1 6年度はジョン・ジャームRI会長の

“Rotary Serving Humanity”というRIテーマでス

タートしました。丁度この年はロータリー財団100周年

という記念すべき年。100年前にアトランタで開催し

た国際大会を100年後にもう一度アトランタで！という

大きなテーマがありました。もう１つのテーマは、RI

の戦略計画を当地区にどのように持ってくるか。当地

区にはRIの戦略計画がありませんでした。従って当

地区の良いところと課題を分析し、良いところは、そ

のまま伸ばし、課題に関しては戦略計画を立て持続

可能にすることがテーマでした。一番の基本は、10

年後もこの地区が輝き続けるために1年間何をすれ

ばいいのかという事です。そこでまず、地区の戦略を

作るため戦略計画委員会を作りました。そしてもう１

つ、広報、ITを一緒にして、公共イメージ向上委員会

を設立させ、戦略計

画の中でも大きな部

分であるロータリー

の認知度と公共イ

メージの向上を図り

ました。それからも

う１つ。研修委員会

を再度新設し、その

下にRI実行委員会

を分けて、研修をさせて頂きました。これが大きな地

区に対する戦略計画です。あとは、地区としての財団

の取り組みがしっかりしていた為、未来の夢計画に

始まる延長の100年を是非！ということで、大変高い

数字を掲げました。一人180ドルを財団に寄付し、結

果、目標を達成することができました。ジョン・ジャー

ムさんは、ポリオ、財団の経験が非常に深い方です。

そういう意味でも皆様方に大変感謝しております。ア

トランタで100周年を祝おう！をテーマにした大変忙

しい年でしたが、皆さんと一緒に色んなことをさせて

頂きました。深く感謝申し上げます。もうひとつ良かっ

た事は、2750地区と会員が良い競い合いをした結果、

最後に１つ新しいクラブが出来た事です。結果的に

34地区の中で一番多く会員が増えた事も皆さま方と

の１つの成果だったと考えています。

司会 ▶▶ 服部パストガバナーありがとうございました。

それでは、まだ記憶も新しい、2017年度ガバナー、神

野重行パストガバナーお願いします。

神野 ▶▶私がロータリーに入ったのは金沢東でした。

石川・富山地区の金沢ですが、2610地区のガバナー

という方がどういう存在か、ロータリアンとして全く意

識せずに6年いました。それで、名古屋に戻ってもう

一度名駅ロータリーに入った年が2008年7月。今考え

ますと片山ガバナーの年度で、2760地区で再入会し

ガバナーという存在があるということをはじめて知っ

たぐらいで、全く知らずに6年いたなという思いがしま

した。ガバナーの公式訪問は、西クラブと一緒に受

けていましたが、自分のクラブに来られたという感じ

が薄く、公式訪問に対してもあまり意識しておりませ

んでした。まして地区への出向や、ガバナー補佐を引

き受ける事も、クラブ幹事の経験もなく、ロータリー

の地区の動きも全く知らずにいた私が、いきなりガバ

ナーということで大変驚きました。なので、先輩たち

とはずいぶん感覚が違うと思っております。私は千田

パストガバナーには学生時代からご指導頂いており

ます。また、両親の関係で存じ上げている方ばかりで

す。しかし、ガバナーという意識で拝見したのは、私

がクラブ会長の時の田中ガバナーが初めてでした。

公式訪問の時にガバナーの存在を目の当たりにして、

凄い人なのだと思いました。親の西クラブと一緒だっ

たのですが、大きな先輩、親クラブでありながら、結

構ガバナーというのはビシビシ言われるなと。私ども

は子クラブにも関わらず、大変褒めて頂いて恐縮した

ものです。ガバナーは、凄い存在なのだということを

初めて肌で知りました。そんな頃です、私の高校の同

級生の近藤さんがガバナーをどうも引き受けるようだ

と話を聞いて、よくそんなことをやるな～と言ってし

まった覚えがあるのです。そういった中で、去年ガバ

ナーを引き受ける事となったのです。イアン H.S ライ

ズリーさんは“変化をもたらす”をテーマに、確か

ロータリーそのものが大きく変わったというお話をさ

れていたのを聞き、変化の時代だから、何かをやろう

と考えて出来ないだろうかと思いました。一番に思っ

たのは、ロータリーのイアン H.S ライズリーさんのこ

の言葉です。「ロータリーとは何か。何をしているのか

ということをもっと世の中に知らしめてほしい。」そこ

で、公共イメージ向上というものについて、自分がで

きる範囲でやってみようと思ったのです。1つはマスコ

ミや地域の皆さんへの働きかけ。もうひとつは、地区

ガバナーとロータリアンの距離感というのをできるだ

け縮めるという事を考えました。ガバナーは一般ロー

タリアンにとって遠い存在というか、私自身近寄りが

たい存在と思っていました。そこで、一年かけてクラ

ブの訪問以外にも、いろいろと接する機会をつくり、

距離を縮める試みをしたつもりです。服部さんは、地

区の戦略委員会で非常に改革的な事もやって下さい

ました。村井さんからはそんなに急にやっても無理な

んじゃないかとご心配頂きましたが、やっぱり自分な

りにやってもらいたいし、やってみたいということで、

全クラブに戦略委員会のような類のものを設置して

頂いたというのが、一番の私の思い出です。それから

もう１つ、諮問委員会で、先輩諸氏にお許しを頂き、

地区の体質の強化を図る取り組みを始めました。１つ

は、青少年対策の危機管理基金、これを1,000万円積

み立てさせて頂きました。それから、愛知県と防災協

定を結んで、地域の皆さんと一緒に勉強して、万が一

のときはどういった事ができるかということを考える

態勢を作らせて頂きました。これは先輩諸氏にも認

めて頂き、地区大会で結ぶことができました。

司会▶▶地区大会の思い出はいかがでしょう。

神野▶▶そうですね、

思い出がいっぱい

あるのですが、よも

や、D.K.リーさんが

来るとは想像もして

おらず、8月15日の

メールを開けてびっ

くり！片山パストガ

バナーがちょうど同

期だとの事でお願いできて本当に助かりました。大

先輩からも良くやったと言って頂いたのは先輩のおか

げです。今年は神奈川へ行かれるそうで、ガバナー

がとても焦っておられたと、村井さんから聞きました。

村井ガバナーから力になってあげてと言われて、気楽

に笑っていられるのが幸せです。最後に、６月の最後

にクロスプロモーションの青少年と学友の交流フェス

タ、これが出来たのも思い出です。ご出席の皆さんに

もいろいろ無理を申し上げました。それから、昨年度

だけになってしまったのですが、イアン H.S ライズリー

さんの植樹のお話につきましても、それぞれ分区やク

ラブで、個人的にもやって頂いたおかげで、8000本と

いう、一人一本の植樹目標を達成できました。「ガバ

ナーというのは言ったことを何でもできる」と言われ

たことをいい事に、先輩諸氏に無理を言い、それに

応えて頂いた事に感謝しております。WFFも晴れ男

で頑張ってくださいと言うだけで、今年度に相当資金

的余裕をもってお渡し出来ました。細かく言いますと

１時間では終わりませんが、これで終わりたいと思い

ます。ご指導頂いて、本当にありがとうございました。

司会 ▶▶ 神野パストガバナー、ありがとうございまし

た。こういった素晴らしいガバナーたちが10年間、努

力されたおかげで、第2760地区は本当にキラキラと

輝いていたのだと思います。どうもありがとうござい

ました。

司会▶▶片山先生いかがでしょう？

片山▶▶そうですね。ガバナーの視点というより私個

人の職業上の視点からのことを先に言いますと、そ

の頃地区大会での決議は大会決議と名付けられて、

ＲＩ会長・ＲＩ会長代理に感謝する。現ガバナーに感

謝する。地区大会ホストクラブに感謝するなど、決議

でなくても、ガバナーから口頭でお礼申し上げますと

言われれば済むことばかり。のどかな風景でした。そ

れまで、地区大会で審議・決議していた必要的決議

案件は、前年度の地区決算の承認、次年度地区大会

開催場所と日時の決定・承認くらいのことでした。そ

こで、ロータリーを法曹出のガバナーの目から見て、

地区大会の決議機関部分を整備しました。それは地

区大会における必要的決議案件の決議といわゆる大

会決議案と称していた案件とを区別し、必要決議案

件は各クラブの議決権票数を有する会長・幹事・副

会長等が出席する地区大会１日目に審議・決議し、

大会２日目にはその報告とし、大会決議案は１日目は

大会決議委員会からの決議案の内容の報告とし、大

会２日目の地区内全会員が参加する会議に大会決議

案を上程し採決するとしたことです。その年度の必要

的決議案件は、ガバナーノミニーの選出方法として指

名委員会方式の採択と指名委員会委員の選任の件・

2010年開催の規定審議会提出案件承認の件（当地

区初めての規定審議会提出案件）・ロータリー財団

未来の夢計画パイロット地区候補申請の件の3件で

した。現在においても、その流れが継続しているのは、

うれしいことです。それから、もう一つはガバナー選

任の地域的配慮のことです。パストガバナーの皆さん

が思っておられるでしょうが、全地区内、尾張も名古

屋も三河もどの地域にも一様にパストガバナーがでん

としておられ、しかも各分区にも元気なパストガバ

ナーがいることです。しかし、色 な々事情により、その

ようにはいかないのです。特に、分区でガバナー補佐

が分区内事業をする時あるいは分区内で事が起きた

時などに、どの分区にも、身近に相談ができるパスト

ガバナーが常にいるというのがいい訳です。地域の

関係では名古屋５・三河４・尾張３の比率で候補を選

任し、各地域内分区の順番は各地域関係のパストガ

バナーの相談によるという方針はできていますが、そ

れでも、地域の事情により万遍なく一様にとはいかな

いという実情ですね。その事情の一番大きいのが、う

ちのクラブの人数では、引き受けられませんという断

りです。その対処の１つの方法として、私のガバナー

年度に親子兄弟クラブにお願いして、監事・副幹事・

スタッフ等２人位ほどご協力をいただき、率先垂範し

た積もりです。偶然この時、近藤パストガバナーも西

名古屋担当のガバナー補佐で入って来られました。

司会▶▶だから先生の時は、他のクラブのスタッフが

5～6人入っていたのですね。

片山▶▶そうです。そういうことをやったのです。

加藤 ▶▶尾張3分区では大変申し訳ないと思っており

ます。去年ですが、南尾張分区でペケ、西尾張分区

でペケ、たまたま東尾張分区はその時にパストガバ

ナーが3人いらっしゃったのです。だから、僕を入れて

4人いたわけです。結局、尾張分区からしか出すとこ

ろがなくて、たまたま、犬山さんが今まで出していな

かったわけです。犬山が出るといったのでこれは良い

と安心していたら、委員会の前日に断ってきた。びっ

くりして田中先生にどうしよう…と。それで江南の福

田さんに急遽電話申し上げたら、「大丈夫だよ。うち

におるから」との返事。それでご本人と話をして、OK

ということになったのですが現役の会長さんなので

す。現役の会長さんは本来ダメなのです。それでRIの

方に問い合わせて、許可を得て伊藤さんがガバナーノ

ミニーに決まったのです。

片山▶▶だから、小さなクラブが一緒になって協力し

て出さねばね。

加藤 ▶▶ 今は東海と常滑なんかは出せます。しかる

べき人間もいます。今、片山先生が言われた小島先

生などもいるのですが、たまたま小島先生が病院を

建て替えて忙しいということだったのです。

司会▶▶できれば、9人で話し合うと盛り上がるような

テーマをあげて頂いてお話して頂けるとありがたいな

と思います。

神野 ▶▶これって、10年の思い出が皆さんにあります

よね。そして、これからの10年に向けての皆さんの期

待とか想いとか、この2つにしたらどうでしょうか?

田嶋 ▶▶地区大会のゲスト、会長代理を昔みたいに

自分たちで推薦させてもらえないかという意見が割

と今、いろんな地区から出ているじゃないですか？

神野 ▶▶ 出ていますね。全然来ると思ってなかった

D.K.リーさんが韓国から来られたし。

加藤 ▶▶ 僕の時も1か月前ですよ。それではなんとも

ならないですよ、こっちの準備も。だからもっと早く決

めてほしい。誰がどういう風に決めるかわからないで

すけどね。

田嶋 ▶▶大澤さんの時代までは地区が候補者を推薦

していたのですよね。

加藤 ▶▶ 要望は出せるけど、それに対しての返答もな

く、無視ですね。

田嶋 ▶▶ 私の時はRIが会長代理を呼ばなくていい。

お金がないのだから。協議会でもRIの職員がお金が

ないから来ない。日本の旅行者が行ったのだもん。ツ

アーが案内した人たちがその職員を代行してやって

いたのです。だから、日本事務局からは誰も行かない。

本当にひどい話です。

片山▶▶田島年度に同地区の中からRI会長代理を出

したのは意表を突いた人選でしたね。

神野▶▶それが最近全然でていない。

田嶋 ▶▶豊島さんから未だに言われます、あの時俺

はタダ働きだと。あの時、RIから地区で負担すること

はまかりならん、その代わり、会長代理で呼んだ場合

には一人いくら出すっていうような約束があったので

すが、一切払ってもらえなくて。こっちもすっかり忘れ

ちゃってましたが、日当も何もなく、未だに顔を合わ

すとそのことを言われます。

司会▶▶ 外国の方が来られると大変でしたよね。

加藤 ▶▶ 結局、通訳がいるでしょう。たまたま、米山

の子たちがやってくれたのですが、それからいろいろ

お話して頂くにしても、通訳を通すと時間が倍になっ

ちゃう。初めから文章を頂戴といって、文章をもらっ

たことはいいけど、読めないでしょう、だから、米山

の子に頼んで全部日本語に直してもらって、それをス

クリーンに投影して、それで通訳なしでやりましたけ

どね。しかも、決まったのが一カ月前でしょう。もう慌

てましたよね。

神野▶▶その教えを、D.K.リーさんの時には活かさせ

て頂いた部分もありますね。米山と福田君とか通訳

も含めて。

加藤 ▶▶日本のパストガバナーが来ていただくのが一

番いいですよね。

神野 ▶▶ D.K.リーさんは、みんな私の方を見ずにパ

ワーポイントを見る、だから、そういうのは嫌いだと

おっしゃって、以前のようなパワーポイントで出す事

ができなくて、30分でちゃんと収めるというのが、50

分以上になって、ちょっと大変でした。やっぱり国内

で来ていただくとありがたいですね。

司会 ▶▶あと、どうでしょう。一生懸命取り組んでい

らっしゃったWFF、これからどのようにして、あと何

年続けようかとかお思いでしょうか？

田中 ▶▶やれるかな？と思うんですよね。会場のこと

とか。

神野 ▶▶会場は大丈夫。エンゼル公園の方へ移します。

田中▶▶それならいいよね。できたら、日本の看板に

なるかもしれないから、少しずついいものに変えて

いっているから、同じものだとみんな飽きちゃうから

ね。近藤さんに頑張って頂いたよ。

神野▶▶ロータリーデー。

近藤 ▶▶タイミングでね。

神野▶▶こないだ、ジュディオングさんとご一緒したの

で、また確認して頼んでおきました。ポリオもう少しだ

から、楽しみですとおっしゃってました。

近 藤 ▶▶あれも、最初の仕掛人の福田さんが頑張っ

てくれて。ワールドフードでしょ、インターナショナル

で、フィリピンのロータリアンの参加者が多いのです

が、今では韓国、インドネシア、ネパール、パキスタン

からのロータリアンも加わり、ますますワールドになっ

ていて、そういう意味でなかなか大変ですが、少しず

つ変わりながらいいものに発展しているなと思います。

あれ、すごいよね、公共イメージアップにはね。

司 会 ▶▶やはり、イベントは少しずつ変化を求めて

やっていくのが良いですね。

千田 ▶▶名古屋ロータリーの福田君がはじめて来て、

私はこういう事をやりました、やりたいけどどうでしょ

う？そのような事を日本でやるのはどうだろうって提

案されました。その前に和合ロータリー。

田中▶▶ 和合の中でも、お金もそうなんですが、僕の

ところに泣きが入り、福田君がそれで和合をやめたら

西尾RCに入会したいと言っていましたが、和合の鷲

塚会長もやる気がでてきました。

実はその後ガバナーノミニーの指名に南尾張ができ

ない時に和合はどうだ？って聞いたのですが、事業

が重なりもう一年待ってくれと言われた。大きいクラ

ブだからやれないことではないと思うのですが。

司会▶▶結局、和合ロータリーと相乗りみたいになっ

たんでしょうか？

田中▶▶ちょうど、ワールドフードフェスタっていうの

は、そういったものが前の年にちょっと意見が出たん

だよね。千田さんの時に提案されたんだけど、実にな

らなくて、僕の時に同じように提案され、ちょうどその

日、公共イメージの先輩の方が、こういうのがあるけ

ど、プランもだいたいできてるし、勧誘もできてるから、

どうだろうと。和合でやりたいという話だったけど、

和合でやるなら名古屋市で、名古屋市でやるなら愛

知県全体でやろうよと、話がとんとん拍子に進んで。

それで、ほとんどいろんなところに声掛けて進めて、

すべてのクラブが協力するってことで何とかやれた。

全体2760地区でできたんじゃないかと思います。実

際に食べものの選択も良かったですもんね。ワールド

フードだから、名古屋でも珍しいものを作りたいって

ことで、地元のものはほとんど出さなかった。出店す

る方も初めてなのでリスクがあるのね。ただ最初の

公共イメージの費用もあり、なるべくテナント料を安く

して、あとは水道・施設費がちょっとかかるんだけど、

それも地区とかが応援してくれてやれたから良かった

けどね、お金の算段もできたから。でも、最初の250

万がなかったらちょっとやばかったかもね。

司会 ▶▶公共イメージのアップだけじゃなかったです

よね。

田中 ▶▶その中に、クロスプロモーションじゃないけ

ど、インターアクト、ローターアクト入れて、米山入れ

るっていうのは、最初から構想はありました。

司会 ▶▶近藤パストガバナーを始め、神野パストガバ

ナーにいたる歴代の方々が志を引き継いで下さいま

したね。

片山 ▶▶発案の福田さん、地区開催の決断と拡大の

田中・近藤両パストガバナー、承継・充実の加藤・服

部・神野の各パストガバナー、それに続く中心となる

実行委員会の委員長はじめ委員の面々、各分区のガ

バナー補佐はじめのロータリアン、インターアクトター

の応援等を得て当地区内外一丸となったポリオ撲滅

の募金等のイベント等々、当地区の一等地の真ん中

において、RI会長より日本ロータリーデーの名称まで

得て、当地区挙げての秋の恒例大奉仕活動事業に

なったことです。この十年を越えて長く語り継ぐべく

立てた記念碑と思います。

司会 ▶▶こうしたロータリークラブの取り組みが国の

行事にもなってますね？

片山 ▶▶そう、そう。思い出します。もう50年近くにな

るでしょうか、当地区豊橋のロータリークラブ（豊橋

北RC）から始まった5月30日を中心になされるごみゼ

ロ運動、地区の奉仕活動行事として日本に最たる行

事、日本全ロータリーばかりでなく、日本全国の環境

保全運動として定着しています。日本政府の提案に

より国連は毎年6月5日を国連環境の日と定め、日本

も同様環境の日と定めています。当地区は5月30日～

6月5日迄の1週間を強調するために、地区設定特別週

間として「環境保全週間」を設定することにしていま

すが、パストガバナーの皆さんは設定されましたかね。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーはインターアクトの活動

にも力入れていらっしゃいましたね。次世代を育てる

大切な活動ですね。

松前 ▶▶ 1987年に地区インターアクト委員となり、イン

ターアクトクラブの活動を推進しました。1990年には

地区インターアクト委員長となり、2760地区のインター

アクト活動で海外研修を始める事に致しました。毎年

夏休みにハワイ島に約30名を引率してホームステイを

行い大変喜ばれました。要望があった長野県のイン

ターアクトクラブも一緒のハワイ研修でした。各イン

タークラブより2名を選出、2ヵ月の勉強会の後、各地

域の高校の先生方が海外研修を推進して下さいまし

た。参加した部員からは、ハワイの研修でアメリカの

文化や語学研修が大変勉強になった、雄大なハワイ

の景色に感動した！と喜ばれ、毎年の実施を望む多く

の声があがりました。これを機に様々な高校でイン

ターアクトクラブが設立されましたが、愛知県立千種

高等学校、阿久比高等学校と進学校が参加して厚み

が増しました。その後、研修地はオーストラリアに変わ

りましたが、二十数回と継続し、発展している姿を見て、

海外研修に初めて取り組んだ私は感激しております。

司会▶▶田嶋パストガバナーは、公共イメージには何

が必要だと思われますか？

田嶋 ▶▶ 公共イメージって言うとついイベントに偏り

がちなんだけど、私がもっと強調しないといけないと

は思うのは、ロータリアンの質。もっと周知させるとか。

たまたま私はある俳句の結社に老人になって入って、

そこで仲間の人たちも会員になってもらったら、凄く

ロータリーに対する信頼っていうのをアピールしてく

れ、非常にまじめで、皆さんちゃんと実行してくれる。

約束したら実行してくれる。そういうロータリーの質

の良さをもっと知らせれば、会員増強もっと簡単にで

きると思うんです。

司会 ▶▶はじめに片山先生が俳句を読まれましたけ

ど、いろんなところで俳句のことを話されてますよね。

田嶋 ▶▶そういう面で公共イメージっていうのは、も

うちょっと補強しないといけないんじゃないかって気

がします。

田中 ▶▶そうするとクラブの中のロータリアンの質の

良さという原点に戻っちゃいますね。みんな集まって

フェスタをしたりするのにも、「ロータリアンの自覚」

とか、あんまり難しく言うとやめたってなっちゃう。

やっぱり、飴と鞭みたいに楽しいことがなければね。

田嶋 ▶▶クラブがいろんな人に働きかけて、ゲストで

呼んだりいろいろしないと、会員は増えないし、クラ

ブ会長が会員増強って言わないと絶対増えない。

やっぱりトップになる人が自覚してやらないといけな

いし、ガバナーとかガバナー補佐も会員増強って常に

言い続けないと会員は増えない。

司会 ▶▶どうなんでしょう、本音の話なんですが、日

本は女性ロータリアンが少ないですよね。心からもっ

と増えればよいと思っていらっしゃるのでしょうか？

田嶋 ▶▶私は増やしたいと思ってます。だって女性中

心で本来女性だけのクラブを作ろうとアイリスを作ろ

うと思ったんだけど、その話がたまたま東京の司葉子

さんの耳に入って、司葉子さんが盛田さんに、「女性

だけのクラブはダメよ。」って言ったものだから、盛

田さんも、「お前、まずいらしいよ、男入れよ」って。

結局、男性も入れたんだけど、やっぱり女性と男性を

比べると、女性の方が優秀。これはオフレコにしてほ

しいけど、完全に女性の方が質が高い。

司会 ▶▶私は名東ロータリークラブってところの初め

ての女性会員で、女性2人で一緒に入ったんですね。

絶対に1人はダメです。もうひとりがすぐ辞めてしまっ

たので、次に女性会員が入った時、とても気を使いま

した。私がいるからやめるみたいなことになったら大

変だと思って。なので、女性会員を入れられるなら

やっぱり複数から始められた方がいいと思います。

食事のスピードも違いますし、結構大変でした。

神野 ▶▶私も金沢東RCで女性2人に入ってもらった

んですけど、齢を重ねられた今でも頑張ってくれてま

す。今、女性の比率は1割かな、90、100人近くのうち

の9人です。

田 中 ▶▶ 都市は良いんですよ。経営者が多いから。

郊外は経営者が少ないんですよ。

千田▶▶女の人入れるには、男もいい男を入れないと

いけない。（笑）

司会▶▶いい女の人が入ってくると、けっこう男性がお

しゃれになる。出席率もよくなる。明るくなるし、いい

こともあります。だから、女性ロータリアンばっかり

じゃダメっていうのもわかるような気がします。

田中▶▶ 韓国にもあるね、女性だけのロータリアン。

田嶋 ▶▶日本もありますよ。

司会 ▶▶それでは、時間の関係で希望の風について

伺います。被災して消防士を目指す方などいろいろな

方がいるのですが、これはどのくらい続けようとお考

えですか？

近 藤 ▶▶ 基本的に田嶋年度の時に震災が起きて、

さっき田嶋さんも言われましたが、みんな最初、ガバ

ナー会を通して寄付したんだけど、そこから問題が出

て、寄付金を返せっていう地区と、使い道を考えてや

ろうという地区と分かれまして、その結果、10地区が

ファンドみたいにして、震災時にお腹の子も含めて、0

歳の子供が短大とか大学を出るまで奨学金を出そう

という話に決まりました。その時からずっとやっている

ので2011年から22年間のロングランです。だから私は

基本的に青少年奉仕事業じゃないかと思うんです。

千 田 ▶▶もしかして、そういうこともあるけれども、

やっぱり年はきっとかないといかんな、災害はどこか

でだんだんと出てくるし。

田嶋 ▶▶あのね、今ね、希望のファンドは資本金が4

億あるんです。地区が出した4億、それが減ってない

んです。毎年払うお金はその年度で寄付頂いたもの

で回っているんです。これをずっと続けてお金を貯め

ておいて、次の震災が起こった時にそれを拡大して

支援しようと言ってるのですが、ただ、希望の風を

作った時にいろいろ問題があって、ほんとにロータ

リーってこんなひどいこと言うかってことまで言われ

たのがあって、当時の人がまだ頑張っているわけ。8

年前の人がまだ頑張っているわけ。私は早くから近

藤さんにバトンタッチして、今度神野さんに。やっぱり

そうしないと長く続く組織は続かないよ。

神野 ▶▶でも、この前、2010年度組の皆さんが大いに反

省されながら、相当変えようという発言をされましたよ。

田嶋 ▶▶やっとですよ。私は最初から変えようと言っ

ているのに。
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神野 ▶▶私が口火を切ったみたいだったんですけどね。

司会▶▶ 客観的に見ていると、さすがロータリアン、素

晴らしいことだなとしか思い浮かばなかったのですが。

田 嶋 ▶▶ いやー、ひどかったよ。集めたお金をガバ

ナーが山分けするとか、ありもしないようなことを言わ

れちゃって。あの時会長だった東京のガバナーは本当

に可哀想だった。集中的に叩かれたのがその人個人で。

神野 ▶▶ガバナー月信に昨日原稿を出し、今度載せ

てもらうことにしてあるので。こないだ僕はさっきの

ガバナーじゃないけど、わけわからず副委員長に代わ

れって言われて、代わったんですが、今おっしゃった

ように、あと正確には1億2千万です。私は2億と言っ

てるのですが、2億あれば33年までいけるのですよ、

今のペースで行くと。ただ、お話があったように、この

後ひょっとして大規模な、片親か両親がなくなっちゃ

うような震災があった時にそれをまた使えばいいじゃ

ないかと、何も正式名だけ変えればいいじゃないか

という声もあるし、今からエンディングを考えてやる

必要はないよっていう話にはなっているのです。で、

ルール・規則・制度が少しいい加減ってものも結構

あったので、この1年で相当変えて頂くっていうお題

いができ、さらに今年度の2580のガバナー会議長の

松坂さんも来てくれていたので、ガバナー会でも取り

上げてくれと。去年は17/34、今までに26/34地区が

この7年強の間に参加しているのですが、去年はちょ

うど半分の17ですね。あと17地区がほんの僅か、

さっきの1000円じゃないけど出してくれれば、十分に

やっていけれるし、もっと広い範囲でこういうことが

できるかもしれないという見方もあると思います。

田嶋 ▶▶だから、最初の人たちは変わって、どんどん

新しい人たちが新しい組織にしていけばいいんですよ。

片山▶▶財団になってる？

田嶋 ▶▶ 財団になってない。財団にすればいいよね。

明らかに公益性があるからね。

田中▶▶それで、米山とか同じような方向でもってい

けばね。

司会▶▶他に何か言い足らない事、こんなテーマなど

ございますか？お時間も少 と々なりました。

神野▶▶さっき私も地区の体制を変えた、強化したつ

もりだって申し上げたのですが、さっき片山先生が

おっしゃたように、ガバナー出せないと、千田さんみ

たいに2000万自分で出してもいいよって方は良いけ

ど、私もあとで気が付いたんですが、地区の予算を見

るとガバナーの活動経費みたいなのが、ほとんどな

いわけですよ。私は幸いクラブも支援してくれたから

よかったですが、小さいクラブからも平等に出しても

らおう、いい人を出してもらおうと思うと、そのあたり

を変えていかないとね。

司会▶▶そうですよね。

田嶋 ▶▶でも、実際ガバナー出してもお金なんてかか

らないよ、お金がかかるって言うのが信じらない。

神野 ▶▶ 事務局経費をガバナー事務所で持つでしょ。

それをクラブで結構持たないといけない。

田嶋 ▶▶ 事務局経費だって、ノミニー時代の事務局経

費がガバナーの負担になるだけであって、あとは間に

合いますよ。今度からノミニーも経費が出るようになっ

たでしょう、だから、ほとんどお金なんかかからないよ。

近藤 ▶▶片山先生がガバナーを務められた時に地区

副幹事、スタッフを親クラブ、兄弟クラブから出して

欲しいという依頼があり、私も地区副幹事で出向し

たんですが、あれも1つの手だと思うんですね。今も

松坂さんの話が出ましたけど、第2580地区全体の事

は分かりませんが、ガバナーと地区幹事と地区副幹

事が違うクラブに所属しているんですね。神野さんと、

ここの地区ではそんなこと考えられないなと話してい

たのですが、そういう地区も実際あるんです。だから、

もう少し実態を調べていくと意外とガバナーと他の

人達が違うクラブ、つまり、本当に地区で優秀な人達

を引っ張ってくるっていうんですかね、基本的にはそ

うだと思うんだけど、今本人だけじゃなくってクラブが

後押ししないといけないというルールがありますよね。

だから、さっきの加藤さんじゃないけど、実際、有能な

人はいるけど、クラブが駄目って言ったらガバナーに

なれないので、そのあたりの仕組みっていうか、考え

方をかえなければいけないかもしれないですね。それ

で、私も有能な人がガバナーになって、それを取り巻く

地区幹事とか地区副幹事がまた優秀な人が出てくる。

優秀というか、やる気というか、非常に前向きというの

ですかね。すごいですよね、第2580地区というのは。

田 嶋 ▶▶すごい成功しているんですよね。若いガバ
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ナーが出るようになって。

千田 ▶▶ただ、その地区の人がやってくれないといか

んよね。パストガバナーがちゃんと責任もって、バック

アップとか出すのも。

田嶋 ▶▶クラブで潰しちゃう。早く名前が出ると潰し

ちゃうんだよ。

田中▶▶でも、クラブの推薦がないと困るよね。

司会▶▶そりゃそうですよね。でも、小さいクラブが2

つでガバナーを出すっていうのはどうなんでしょうね。

神野 ▶▶どっちも小さければ難しいと思いますよ。ガ

バナー補佐の選出の仕方も結構大きな課題になって

ると思うんですよね。

田中 ▶▶ 他の地区と違うね。他の地区はガバナーが

推薦して組織作っちゃうもんね。

千田 ▶▶ガバナー補佐ってもうちょっと、ガバナーの

意向が反映するようにすると楽だわな。各地区からき

て、その人にいろいろお願いしないといけないし。

神野▶▶でも、それはね、4、5年かかりますよ。

司会▶▶ 時間も来ましたので、そろそろ締めを・・。平

成最後の10年間の最初のパストガバナーとして、片山

パストガバナー、10年を総括していただけますか。

片山 ▶▶それは少々荷が重いので、私の独断の感想

4点ほど述べさせていただきます。1つ目ですが、現在

までの30年間を振り返りますと、ちょうど平成30年間

とほぼ重なっています。この30年間を10年ごとに3分

割してロータリーの変化を見てみますと、平成10年ま

でロータリーは右肩上がりでした。しかし、平成後半

の20年間は右肩下がりで受難の時期でした。そのよ

うな中、RIは職業保持の原点を外し、会員に会員増

強と寄付・年会費の増強を絶えず求め、遂には職業

奉仕を事実上5大奉仕部門から下ろし、社会奉仕部

門に合流させるという話も聞き、私のガバナー年度の

地区方針でもあった「持続可能な前進」のまさに逆

を行っているように感じられました。2つ目は、斎藤直

美（豊田RC）2006年度パストガバナーを2016年度・

2017年度のRI理事として当地区から初めて輩出した

という、2760地区ロータリー愛知85にとって重要な

出来事がありました。当地区の将来にとって、計り知

れない啓蒙的な影響をもたらし、永く記憶されるべ

き出来事だと思われます。それ以外にも、5年ほど前

に名古屋から始まり、年々盛大に開催されている

WFF、50年前に豊橋から始まり、定着したゴミゼロ

運動、この2つの奉仕活動を一対として春期・秋期の

2大奉仕イベントとして将来に受け継がれるようにし

なければならないと思います。3つ目として、反対に残

念なのがポリオ撲滅運動のことです。1987年に当地

区でポリオプラスというプログラムが採り上げられ、

委員会が設置されました。私の年度に、ポリオ撲滅

の為に今後3年間に同額の寄付を提出することを条

件にゲイツ財団から1億ドルを受け取り、全会員に寄

付を再度求めてきました。しかし、最初の同額寄付か

ら10年経った現在でもその決着がついておりません。

いずれ数年のうちに撲滅宣言が出せると信じていま

すが、次の10年に申し送りをしなければならない事

は、私にとって本当に忍びない事です。4つ目は、ロー

タリーの組織・権限の問題です。組織は大きくなれ

ばなるほど、権限の集中が必要です。しかし、ロータ

リーの基礎は、クラブとその会員が底辺にあり、地域

と密着したクラブの独立自存があればこそです。RI

は権限の一部をガバナーあるいは地区に、ガバナー

はガバナー補佐に委任・譲渡する事が必要ではない

かと思います。私もガバナー補佐に一部権限委譲・ガ

バナー補佐の推薦事項・分区運営要領などを地区便

覧に記載し、口頭でも定着を推奨しました。しかし、

ガバナーは単年度官なのでなかなか難しく、本来は

地区大会で出来ると良いのですが、それも難しい問

題があります。近藤年度に「地区審議会」が活動でき

るようになりましたので今後は地区審議会を活用し、

大いに議論したいと思っています。

司会▶▶貴重なお話ありがとうございました。大変勉

強になりました。

座
談
会

司会▶▶本日はお忙しい中、誠にありがとうございま

す。この座談会は2008年～2017年の10年間の中でガ

バナーをお務めになった皆様にご参加頂きました。

担当された年度の順に、取り組まれた事や課題など

について忌憚のないご意見を伺いたいと思います。貴

重なご意見からこれからの10年に向けての指針が見

えてくるかと存じます。それでは、まず2008年から

2009年度のガバナー、片山パストガバナーからお願

い致します。

片 山 ▶▶ RI会長の

テーマ“夢をかたち

に”それを受けて、

私の方は“持続可

能な前進！”という

地区方針で、サブと

して“ロータリーに

心を”という歌を作

りました。読んだ人

からは、とても良い歌だと好評を頂きました。“ロータ

リーに心を注ぎ　ロータリーに心を開く　ロータリー

を心に受け止め　ロータリーを心に住まわす　ロー

タリーの心をみんなで考え　ロータリーの心を静か

に思う　ロータリーの心は我等の心　ロータリーの

心は世界の心”という内容をテーマにした歌でした。

司会▶▶歌を通すとロータリーの理念が心にスーッと

入ってきますね。ところで、地区大会の時、私も関係

者だったのですが、ゲストは小泉純一郎さんでしたね。

片山 ▶▶ 名古屋名東クラブさんのお世話で、小泉さ

んに来て頂いたからあれだけの会員が地区大会に集

まってくれました。

司会▶▶本当に多くの会員が参加されましたね。

片山▶▶大いに盛り上がり良かったです。

司会 ▶▶この地区大会は悲しい出来事があり、片山

パストガバナーも心を痛められた事でしょう。

片山 ▶▶忘れもしません、RI会長代理とロータリー

ミーティングの特別講演のためお越し頂くことになっ

ていた佐藤千壽さん（東京東RC）の突然の訃報です。

地区大会の4週間くらい前に2回ほど東京でお目にか

かりました。当時佐藤さんは90歳でこれからヨーロッ

パ旅行に行くと伺い、「元気で行って来てください

ね」と、笑顔で挨拶を交わしました。ところが、地区

大会の20日くらい前、突然訃報が入りました。クルー

ズの最中にドクターがいなくて助からなかったとお聞

きしました。ロータリーミーティングの特別講演は、そ

の講演原稿が親友の圡屋亮平パストガバナー（松戸

RC）に託され、圡屋さんが代読されました。今でも忘

れられない出来事でした。

司会▶▶また、ロータリー愛知81にちなんでの昼食会

は皆さんに喜ばれましたね。

片山▶▶そうですね。公式訪問に行く多くのクラブで、

古参会員の方々が心なしか、さみしいお顔をしておら

れるのを見かけるものですから、この機会にと思って

第１日目のRI会長代理を囲む昼食会に招待した訳で

す。「ロータリー愛知81」にちなんでと言われるのは、

RIが事務的に当地区に付けた名称は「RI第2760地

区」ですが、私は当初より当地区が胸を張って自称

できる当地区の名前を「ロータリー愛知81」としまし

た。この名前を、ガバナー月信をその巻頭言として発

行した地区誌にも使いました。これは地区の機関誌

の役割と地区内各クラブ間の親睦誌の役割を担う双

方向の雑誌です。81という数字はその年度の当地区

全クラブの数です。招待しました古参会員の年が81

歳以上というのは、これ未満の歳では、該当者が多

過ぎてこの81を借りたのです。

司会 ▶▶ロータリーの方は若 し々いので81歳以上の

会員の皆様が元気に沢山お越し下さいました。片山

パストガバナーありがとうございました。次は2009年

大澤年度ですが大澤輝秀パストガバナー（豊川RC）

は、平成16年９月に逝去されています。ご冥福をお祈

り申し上げます。それでは、続きまして、クールビズを

提唱されました、２010年から2011年度のガバナー、

田嶋パストガバナー、お願い致します。

田 嶋 ▶▶ 私の時の

RI会長は、レイ・ク

リンギンスミスさん

というアメリカの方

でした。会長のテー

マは“地域を育み、

大陸をつなぐ”でし

た。私の年度の特

徴は3つあります。1

つは、ロータリー財団のフューチャービジョンが始

まった年です。当地区がパイロット地区になっていま

した。もう1つは、戦略計画ストラテージックプランを

日本では「長期計画」と訳していましたが、試行錯誤

を経て、今の戦略計画という名称に変更し、始まりま

した。最後の１つは東日本大地震が起きた年という

ことです。

司会▶▶あの東日本大地震が起きた年ですね。

田嶋 ▶▶最初は未来の夢計画という名前で始まっ

たのですが、夢という表現に異論も多く、協議を重

ねた末、フューチャービジョンという名前になりまし

た。私の頃は、RIの表現をアメリカはアメリカで直し、

日本は日本で直すスタイルで、日本流は受け入れやす

い表現に変えているのではないか？という指摘も多く、

本場アメリカの表現に戻したということです。フュー

チャービジョンでは、新しい地区補助金について皆さ

んのご理解を頂き、いかに活用して頂くかということ

を一番大きな目標としていました。

司会▶▶ 確かに日本語に直すと本来の意味が曖昧に

なる場合もありますね。また、医療支援にも熱心に取

り組まれてましたね。

田嶋 ▶▶ 深谷地区財団委員長と一生懸命取り組んだ

のが、グローバル補助金を使った医療支援です。アメ

リカのヒューストンと交流したのが当地区の医療支援

の始まりで、しかも、グローバル補助金を使った医療

支援というのは、当時本当にまれで、この地区の大き

な成果の1つだったと思います。それから、戦略計画

については、公式訪問でお話してもほとんど何も知ら

ない人ばかりという状況の中で、いかに皆さんに存在

を知って頂くかが課題でした。

司会 ▶▶そして、この年度は日本は未曾有の出来事

がありました。

田嶋 ▶▶そうです、東日本大地震が1番の問題でした。

地区としてはいずれも1人1,000円以上という形で1次

支援、2次支援を行いました。諮問委員会では1,000

円では金額が少ないんじゃないのか？という意見も出

ましたが、会員の皆様が企業でも多額の義援金を出

されて、個人でもロータリー以外に寄付されている事

を考えて出した金額という趣旨を説明し、この金額で

やりましょうということになりました。最初、2,000万

円ほど集まり、希望の風奨学金に全額協賛致しまし

た。２次支援では宮城岩手の地区と千葉県の地区と

もう１か所に配分致しました。その他、ヘリコプター

の支援も致しました。これは、地区大会をやって頂い

た「あまクラブ」が余った1,000万円を地区に返却して

くれたので、そのままヘリコプターの支援金に使いま

した。孤立した所に食料を運んだり、薬を運んだり、

１ヵ月くらい活用されました。それでもまだ余りが出て

いたので、軽トラックを買いたいという支援組織に活

用致しました。

司会 ▶▶田嶋パストガバナーありがとうございました。

東日本大地震が起きてからのガバナーの取り組み方

は、本当に心を打たれるものがありました。それでは、

引き続き、松前パストガバナーお願い致します。松前

パストガバナーは、2011年から2012年までガバナーを

お努めになりました。震災後の大変な年でしたが、

ロータリークラブの力、絆の強さを再認識されたので

はないでしょうか。RC会員歴が半世紀以上と伺いま

した。色 な々思い出がおありかと存じます。

松前 ▶▶ 私は、1967年に一宮北RCに35才で入会し、

この50年間で、1990年には一宮中央RCの初代会長

として設立に尽力

出来たこと、そして、

2011年～2012年に

は2760地区のガバ

ナーとしてお務めが

出来た事を嬉しく思

います。

司会 ▶▶ 松前パスト

ガバナーのご経歴

を伺いますとすべてに「初」が付き、意欲的な取り組

みが伝わって参ります。2760地区にロータリー・リー

ダーシップ研究委員会（RLI）を導入されたのも初め

ての試みでしたね。

松 前 ▶▶ ロータリー・リーダーシップ研究委員会

（RLI）は新会員と未来のクラブリーダーの研修の

ためにアメリカで草の根運動として開発されたプログ

ラムです。日本でも各地区で急速に採用されつつあり、

双方向性とディスカッションリーダーDLに特徴があり

ます。私がガバナーに就任して最初の諮問委員会で

導入を諮り、認められて誕生しました。全国では6番

目の導入でしたが、RLIはまだ馴染のない時代でした。

ロータリー・リーダーシップ研究会の目的は、ロータ

リーの理解を深め、クラブを活性化すること。目的達

成の為に、日本では15地区でRLIの研修が行われ、

成果が上がっています。講義による教育ではなくディ

スカッション方式でリーダーの知識、考え方、創造性

を引き出します。

司会▶▶ 埼玉の中村先生には私も熱心にご指導を頂

きました。度々お越し頂いていますね。

松前 ▶▶ 2760地区は中村靖治国際ロータリー研修

リーダーが熱心にご指導下さり、地区研修の方が真

剣に勉強された結果、多数の方がディスカッション

リーダーになっています。私もガバナーエレクトの時、

妻久子とアメリカ・サンディエゴで1週間、コの字型の

RLI方式で飛び交う質問に、絞られました。現在

2760地区ではこのRLI方式に磨きをかけ改善し、有

用な研修として成果を上げていると聞いております。

この研修でロータリーへの理解が深まり、クラブが

活性化することが期待されます。ロータリーをより理

解し、ロータリーを心から愛するロータリアンが増え、

今後の100年もロータリーが益々発展する事を願って

おります。

司会▶▶ 4430地区ブラジルを訪問されましたね。

松前 ▶▶ 1988年度以降永く中断していた研究グルー

プ交換GSEを1997年度犬飼パストガバナーが再開さ

れ､私が委員長に任命され、当時の犬飼ガバナー、

片山地区幹事（片山パストガバナー）と総勢10名で

GSE研究グループの派遣先であるブラジル4430地区

を激励訪問いたしました。懐かしい思い出です。ちょ

うどこの年は、ブラジルへの移民90周年という節目

の年でした。そこで、各クラブから寄付された書籍１

トンを船便で送りました。この訪問はブラジル日本文

化協会に寄付する贈呈式もかねていたのです。24時

間を費やし、一行がサンパウロ空港に降り立ったのが、

5月13日早朝4時30分。訪問先クラブの会長や多くの

方々に迎えられてホテルに向かいましたが、GSE研究

生として来ていたサンパウロ軍事警察大尉ルイス君

の装甲車に前後を守られ、赤色灯を回転しながらの

移動。ガバナー一行への配慮に感謝しております。

司会▶▶疲れも飛んでしまう歓迎ぶり、嬉しいですね。

他でも熱いもてなしを受けたそうですね。

松前 ▶▶ 仮眠の後、日本人街に例会場を持つ日系ク

ラブ会員の多いリベルターデRCを訪問し、熱い歓迎

を受けました。その後文化協会に赴き、日本文化協

会山内会長に犬飼ガバナーから図書一式贈呈の目

録が渡されました。翌日は、サンパウロ・レステRCを

訪問しここでも熱い歓迎を受け、4430地区大会会場

に移動し、前夜祭を楽しみました。当時の4430地区

ガバナーは日系2世のKazuhiro Moriガバナーでした。

大会当日、我々一行は日本国旗を振りながら入場。大

きな拍手を今も覚えています。各クラブが順に旗を掲

げて入場行進する姿にも力強い息吹を感じました。

翌日はMoriガバナーよりレセプションに招かれ、一連

の行事終了の安堵感もあり、とても和やかな時間を

過ごしたことを鮮明に覚えています。その後、イグア

スの滝観光に向かいました。ブラジルとアルゼンチン

にまたがる落差80M、幅4キロの景観は圧巻でした。

最終日は、リオデジャネイロにも足を延ばしました。

2016年のリオ・オリンピックでコルコバードのキリスト

像が映し出されるたびにブラジル訪問を思い出して

おりました。往復2日間以上という10日間はハードで

したが、ブラジル訪問は実り多く思い出深い旅のひと

つとなりました。

司会▶▶そういえば、松前パストガバナーはある数字

に深いご縁があるそうですね

松前 ▶▶私は母校の大阪歯科大学の学籍番号が22

番でした。そして、一宮北RCの22代目の会長を務め

ました。ガバナーセミナーに指名されたのが2009年3

月22日でした。第2760地区の第22回インターアクト大

会に出席し挨拶の機会を頂きました。インターアクト

クラブは私の心の故郷であります。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーありがとうございました。

それでは、2012年から2013年度のガバナーでいらっ

しゃいました、千田毅パストガバナー、お願い致します。

千 田 ▶▶ 私の時は、

たまたま幸いなこと

に国際ロータリー

会長が田中作次さ

んで、R Iテーマが

“Peace Through 

Service 奉仕を通

じて平和を”でした。

司 会 ▶▶ 田中作次

RI会長との思い出で印象に残っている事は何でしょうか。

千田 ▶▶一番の思い出は、ロータリーの世界大会の

時のことです。ガバナー会をやろうという事になりま

したが、一番の問題は田中RI会長が参加してくれる

かどうかでした。そこで、全権を握っているRI秘書の

ベティさんという女性に交渉したのですが、直前まで

参加が不明のまま…。ところが、当日、田中RI会長が

来られて、皆びっくり！しかも、財団委員長なども連れ

てお越こしになったので、椅子が足りずバタバタと大

慌てして準備したのが印象に残っています。私共は

150人くらいで参加しましたが、田中RI会長は感激し、

喜んでお帰りになられました。また、同期のガバナー

が年1回集まって日本各地を廻るのですが、3回目の

時に田中RI会長が、「2012年度の会だから私も参加

する」と言われ、その会費を求めたところ、「これぞ

ロータリー」と言って、喜んで払って下さいました。

司会 ▶▶千田さんがガバナーになられた年は、震災

の翌年でしたね。

千田 ▶▶そうです、大震災の翌年でした。1月の研修

会で行った、カナダのトロントの方に一緒にやろうと

声をかけていただき、VTTの時に参加して頂きまし

た。その時、たまたま隣に座っていたのが、2750地区

の宮城・岩手の小野寺さんでした。その際、「お金を

集めるのは誰でもできる、我々はちゃんと震災孤児に

手渡したい」と小野寺さんにお願い致しました。あの

時は現地も混乱して色々大変だったのを被災地に視

察に行った時に実感致しました。30人の子供たちが

高校を卒業するまでにかかる4,800万円という金額を

集める為に、毎週500円ずつ集める提案をしましたが、

はじめはうまくいかず、幹事などに足りない分はガバ

ナーがもたないといけないと脅されました（笑）結果、

全額集まりましたが色々大変でした。

司会▶▶地区の目標など6つ挙げていらっしゃいます

が、沢山達成されていますよね。その中の高校生支

援で、甲子園に出場を果たした、仙台育英高校の球

児の中に孤児がいました。両親は他界し、お祖父さ

んの所から高校に通い、甲子園で3番打者として活躍

しました。1回戦で負けてしまったのですが、千田さ

んの応援が陰でありました。

千田 ▶▶地区と地区との交流では、抽選の結果、名

古屋クラブと奥三河クラブがメークアップする事にな

り、中日新聞の大島さんから「千田さん、えらいこと

になった！」と電話で心配を頂くほど、離れた地区の

クラブが交流することとなりましたが、その交流は2

～３年続けることができました。

司 会 ▶▶千田パストガバナーありがとうござました。

続いて、2013年度ガバナー田中正規パストガバナー

お願い致します。

田中▶▶会長になっ

ても知らないことば

かりで、地区に入っ

て改めて、凄い！と

驚くことばかりでし

た。ノミニーとして、

「お前また来たか！」

と言われるほどしつ

こく千田さんの後に

くっついて見聞きしている間に分かることがありまし

た。それは、ロータリーでは“はい”と“YES”しかな

いということです。「やろうよ！」と言った事は情報を

集めてやらないといけない、それが皆が前を向く事、

止めたらそれで終わり。私も思った事をとりあえず

やってみようと思いました。ある時、公共イメージの

コーディネーター「ロータリーの友」編集長の二神さ

んとお話しする機会があり、その時の話題から、地区

全体でやれるフェスタ、日本で初めてのロータリーの

ワールドフェスタを開催しよう！と私は思いました。皆

さんの協力のもと、思った以上に素晴らしいフェスタ

を開催できました。その後、近藤さんが形を作ってく

ださり、日本のロータリーでできました。そのきっかけ

に少しでもなれたのが良かったと思います。最後に、

任期の終盤に色 な々国に行きましたが、それが楽しい

思い出になっています。

司会▶▶どんなところに行かれましたか？

田中▶▶ベトナム、タイ、フィリピンは2回、隠れてモン

ゴル。つい最近はラオスに行きました。皆さんの友情

の支えもあり、色々な国へ行くことができ、非常に充

実した年度だったと思います。もう１つ印象的な出来

事として、同期のガバナーがEクラブを教えてくれた

事です。会費も安く、例会をホームページで行えるEク

ラブは、若い人も多く、クラブのイメージを変えたクラ

ブで面白かったです。

司会 ▶▶やはりイベントをやらないと、テレビ局や新

聞社の方々はあまり来てくださらないですよね。

田中▶▶私がテレビ局等に行ったのは最初の挨拶ぐ

らいだけでしたが、色々な人を引っ張りだすことは良

いことだと思います。たまに顔を出すと、ロータリーは

こんなことをやっているのか…とロータリーの活動を

改めて知って頂けました。

司会 ▶▶はじめのうち、ロータリーのことはあまりPR

してはいけないと教えられたのですが…。

田中 ▶▶それで、公共イメージコーディネーター補佐

としてお話させて頂きました。

司会▶▶希望の風などはどうですか？

田中▶▶希望の風は私ではなく、田嶋さんが担当してい

ます。希望の風は今も続いていて素晴らしいと思います。

司 会 ▶▶ 学生さんの喜びの声や手紙を拝見すると

ロータリアンになって良かったとしみじみ思います。

クラブでもお弁当箱支援といって、お弁当箱に色 な々

ものを詰めて、被災者の方に送り、そのお礼に折り紙

の花やお手紙をいただいたりしました。田中パストガ

バナーありがとうございました。それでは、2014年度

のガバナー、近藤雄亮パストガバナーお願いいたしま

す。パストガバナーの年度のガバナー月信の7月号は

熱田神宮ですよね。

近 藤 ▶▶たまたまう

ちのクラブに熱田

神宮の宮司さんがお

られ、写真を使わせ

てくださいと頼み、

毎回、熱田神宮に関

連する何かの写真

を使わせて頂きまし

て、最初から最後ま

でシリーズで載せました。私の時のRI会長は、ゲイ

リーC.K.ホァンさんという台湾の方でした。彼の考え

方のベースになっていたのが「儒教・孔子の教えです。

ロータリーがSNSを含めデジタル化していく中、アナ

ログ的なものを大切にされる方で、そういったところ

に私も共感しました。彼は“ロータリーに輝きを”とい

うテーマと5つの強調事項、つまり、“地域社会でロー

タリーの存在感を高めること・会員増強・ポリオ撲

滅・クラブの強化・ロータリーデーの実施”で始めま

した。この強調事項は今でもずっと続いています。当

時の私にとって歴代ガバナーの皆さんは雲の上の存

在。ガバナーノミニーに指名される場に臨んだ時、近

寄りがたい雰囲気がありました。そのような思いから、

もう少し目線を下げてロータリアンの中に入りたい、

堅苦しいことはやめて、メークアップに来たメンバー

のような近い距離感で本当の姿を見たいという思い

から色々考え、計画を立てました。結果、例えば「単

独でガバナーの公式訪問を初めて受けました」とか

「親クラブと一緒だとなかなか本音で話すことがで

きない」といったような声を聞くことが出来ました。

司会▶▶ 確か近藤パストガバナーの時、クラブをまとめ

て回るのではなく、ひとつひとつ訪問されたのですよね。

近藤 ▶▶はい、地区内全84クラブを個別に公式訪問

をしました。メンバーの数が少ないクラブも多いクラ

ブも皆さん本当に一生懸命ロータリー活動をされて

いて、素晴らしいと感じました。色々大変な面もある

けれども、この地区のクラブは本当に良くやってくれ

ています。何でもそうなのですが、一旦外に出てみる

と、中では分からない事が見えてくる。素晴らしさが

良くわかる様になる。ゲイリーC.K.ホァンさんのアナ

ログ的思考というか、情といいますか、それが地方に

あるんじゃないかなと思います。私はロータリーとい

うのは、ひと言でいえば…感動、感動をシェアするこ

とだと思うのです。こういうことをずっと言って回った

わけです。いろんな理屈やロジックを立てても感動

がない。そういったものだったら誰もついて来ないし、

仮にその場でついて来ても後は知らないという形に

なってしまいます。感動があれば、自分も仲間に入り

たい、これぐらいのお金を出してもいいなという気持

ちになります。そういう風になっていくといいなと思い

ます。先ほど田中さんが「自分は人が色々言ったこと

を取り上げた」と仰ってました。その中の１つ、WFF

(ワールドフードふれ愛フェスタ)を引き継ぎ、我々の時

は最初からやろうと組織を作り取り組みました。そう

したら、タイミングよく、ゲイリーC.K.ホァンさんの強

調事項の１つ“ロータリーデーの実施”というのがあ

りました。当時のRI理事の北さんからも昨年第2760

地区のプレゼンを見たら素晴らしいことをやっている

ので、是非ロータリーデーをジャパンロータリーデー

愛知として実施をしてくれないかという話を頂きまし

た。シニアリーダーは自分がまとめるからお前は同期

ガバナーをまとめろという事になったのです。結局、

100人以上のシニアリーダーの方々がWFFに参加を

してくれました。田中さんが始めた事を2年目である

程度形ができたかなと思います。

司 会 ▶▶ロータリー

デーというのは、その

時から始まったので

すか？

近藤 ▶▶そうです。ゲ

イリーC.K.ホァンさ

んが自分の強調事項

で提唱したのです。

世界中に、クラブ単

位でもいいし、地区単位でもいいし、あるいは国単位

でもいいから、とにかくやってくれと。私は各クラブ単

位で是非やって下さい。これはガバナー賞の対象に

します！とやったのです。地区単位ではせっかく田中

さんが地区の大きなイベントをやってくれたので、そ

れをジャパンロータリーデーに育てる決心をしました。

ゲイリーC.K.ホァンさんの強調事項、北RI理事の薦

めもあり、ちょうどタイミングが合ったのですね。それ

からもう1つ。“ロータリーは何だ？”とか陰で色々文

句を言う声もありますが、言いたいことがあるのなら、

RIには3年に1度開催される規定審議会というのがあ

るので、そこへ第2760地区から物申す！と、意見を出

したらいいんじゃないのか、その為の規定審議会で

すから。そして地区内クラブに立法案提出のお願い

をしました。地区の色々な問題を取り上げて会長さん

たちに諮る地区審議会と立法案審議委員会というの

を作り、片山先生、田嶋先生と相談しながら3人で地

区審議会規約を作りました。それが今実行されています。

司会 ▶▶もう１つ、IT委員会で地区で初めてHPを作

られたとか。

近藤 ▶▶ホームページは前からありました。尾本さん

が非常に熱心に取り組んでくれていました。地区で

形に出来たのは、いきなり出来たのではなくて、思い

とか色々な下準備があったからです。尾本さんの不

断の努力のお陰だと思っています。私のような者でも

ガバナーを務めることが出来たのはゲイリーC.K.ホァ

ンさんの「儒教・孔子の教えの下、アナログ思考でや

る」この理念があればこそです。また、片山先生がガ

バナーをお務めになられた時、ガバナー補佐としての

私をご指導して頂いたこと、その後も色 ご々指導を頂

いたお陰と片山先生には大変感謝致しております。

計算で繋がっているのではなくて、情で繋がってい

る関係は素晴らしい力になると私は思います。

司会 ▶▶近藤パストガバナーありがとうございました。

では、2015年度のガバナーでいらっしゃいました加

藤陽一パストガバナーお願いします。

加 藤 ▶▶ 私の時は、

スリランカのK .R .

ラビンドランさんと

いう方がRI会長で

した。英語で“Be 

a gift to the world”

サンディエゴでの国

際協議会で“世界

へのプレゼントにな

ろう”と訳されましたが、はっきり言って何を仰ってい

るのか分かりませんでした。同期のガバナー連中とこ

れは何を言ってるのだ？？と色々話し、プレゼントは、

たぶん奉仕のことだろうなと、同期のガバナーとそう

解釈しようということになり、サンディエゴから帰って

きました。K.R.ラビンドランさんは、アジアの中でのは

じめてのスリランカの方ですから、どうもイメージが

湧かず、このRIテーマも皆さんにどうお伝えしようか

…とちょっと苦労しました。

司会 ▶▶加藤パストガバナーは、お父様もロータリア

ンだったのですね。

加藤 ▶▶そうです、親父も瀬戸クラブで会長をやって

いました。その頃、斎藤先生が仰っていた「原点回

帰」の話に感銘を受けました。最近ロータリーが原点

というか根本がわからなくなってきたのではないか…

という私自身の心情もあり、見直しをという意味で、

早速先生にお話しして了解を頂き、原点に帰りたいと

お話を申し上げて、ずっと講習をやったのです。

司会▶▶ガバナー時代、思い出に残ることを教えてく

ださい。

加藤 ▶▶田中さんの資料を基に34クラブ訪問いたし

ました。クラブとの交流、私自身の交流もそこそこや

らせて頂いたつもりでおります。WFFに関しては、田

中さんから近藤さんに受け継がれ、私の時はだんだ

ん形になってきました。私の時から企業協賛にも力を

入れて、600万か800万円を頂戴し、去年が1,000万円

くらいでした。ロータリーを世間に広めるという意味

もあり、だんだん大きくなっています。特にエンドポリ

オに関しては、売り上げもだいぶ上がってきています。

たまたま国際奉仕委員会の方と一緒にVTTでインド

ネシアに行く機会があり、ジャカルタの劣悪な環境に

いる子どもたちを訪ねました。学校も行けず勉強もで

きないヒンズー系の子供たちを援助していたのは、イ

ンドネシアの方達。この出会いを機に私たちもやって

いこう！と、ポリオ500万円、あと400万円プラス地区

のクラブから拠出されたお金を使って、やり始めたの

です。ぼちぼち卒業しないとと思っているのですが、

今もWFFの実行委員長をやらせて頂いております。

WFFを通じて、ロータリーは世間に、そして日本中に

広がったのではないかと思っております。ガバナーと

して小難しいことはやった覚えはありませんが、

WFFが私にとっては一番の思い出かなと思っています。

司会▶▶やはりそういう努力があって、いろんな学生さ

んの支援などが出来るのですね。先ほど、千田パストガ

バナーの時にお話した、仙台育英高校の千田君の記

事は加藤パストガバナーの時の月信9月号に出ておりま

して、「花巻東高硬式野球部の千田京平君、亡き母と

「再会」信じ」という風に書いてありました。加藤パス

トガバナーありがとうございました。それでは、2016年

度ガバナー、服部良男パストガバナーお願いします。

服 部 ▶▶ 2 0 1 6年度はジョン・ジャームRI会長の

“Rotary Serving Humanity”というRIテーマでス

タートしました。丁度この年はロータリー財団100周年

という記念すべき年。100年前にアトランタで開催し

た国際大会を100年後にもう一度アトランタで！という

大きなテーマがありました。もう１つのテーマは、RI

の戦略計画を当地区にどのように持ってくるか。当地

区にはRIの戦略計画がありませんでした。従って当

地区の良いところと課題を分析し、良いところは、そ

のまま伸ばし、課題に関しては戦略計画を立て持続

可能にすることがテーマでした。一番の基本は、10

年後もこの地区が輝き続けるために1年間何をすれ

ばいいのかという事です。そこでまず、地区の戦略を

作るため戦略計画委員会を作りました。そしてもう１

つ、広報、ITを一緒にして、公共イメージ向上委員会

を設立させ、戦略計

画の中でも大きな部

分であるロータリー

の認知度と公共イ

メージの向上を図り

ました。それからも

う１つ。研修委員会

を再度新設し、その

下にRI実行委員会

を分けて、研修をさせて頂きました。これが大きな地

区に対する戦略計画です。あとは、地区としての財団

の取り組みがしっかりしていた為、未来の夢計画に

始まる延長の100年を是非！ということで、大変高い

数字を掲げました。一人180ドルを財団に寄付し、結

果、目標を達成することができました。ジョン・ジャー

ムさんは、ポリオ、財団の経験が非常に深い方です。

そういう意味でも皆様方に大変感謝しております。ア

トランタで100周年を祝おう！をテーマにした大変忙

しい年でしたが、皆さんと一緒に色んなことをさせて

頂きました。深く感謝申し上げます。もうひとつ良かっ

た事は、2750地区と会員が良い競い合いをした結果、

最後に１つ新しいクラブが出来た事です。結果的に

34地区の中で一番多く会員が増えた事も皆さま方と

の１つの成果だったと考えています。

司会 ▶▶ 服部パストガバナーありがとうございました。

それでは、まだ記憶も新しい、2017年度ガバナー、神

野重行パストガバナーお願いします。

神野 ▶▶私がロータリーに入ったのは金沢東でした。

石川・富山地区の金沢ですが、2610地区のガバナー

という方がどういう存在か、ロータリアンとして全く意

識せずに6年いました。それで、名古屋に戻ってもう

一度名駅ロータリーに入った年が2008年7月。今考え

ますと片山ガバナーの年度で、2760地区で再入会し

ガバナーという存在があるということをはじめて知っ

たぐらいで、全く知らずに6年いたなという思いがしま

した。ガバナーの公式訪問は、西クラブと一緒に受

けていましたが、自分のクラブに来られたという感じ

が薄く、公式訪問に対してもあまり意識しておりませ

んでした。まして地区への出向や、ガバナー補佐を引

き受ける事も、クラブ幹事の経験もなく、ロータリー

の地区の動きも全く知らずにいた私が、いきなりガバ

ナーということで大変驚きました。なので、先輩たち

とはずいぶん感覚が違うと思っております。私は千田

パストガバナーには学生時代からご指導頂いており

ます。また、両親の関係で存じ上げている方ばかりで

す。しかし、ガバナーという意識で拝見したのは、私

がクラブ会長の時の田中ガバナーが初めてでした。

公式訪問の時にガバナーの存在を目の当たりにして、

凄い人なのだと思いました。親の西クラブと一緒だっ

たのですが、大きな先輩、親クラブでありながら、結

構ガバナーというのはビシビシ言われるなと。私ども

は子クラブにも関わらず、大変褒めて頂いて恐縮した

ものです。ガバナーは、凄い存在なのだということを

初めて肌で知りました。そんな頃です、私の高校の同

級生の近藤さんがガバナーをどうも引き受けるようだ

と話を聞いて、よくそんなことをやるな～と言ってし

まった覚えがあるのです。そういった中で、去年ガバ

ナーを引き受ける事となったのです。イアン H.S ライ

ズリーさんは“変化をもたらす”をテーマに、確か

ロータリーそのものが大きく変わったというお話をさ

れていたのを聞き、変化の時代だから、何かをやろう

と考えて出来ないだろうかと思いました。一番に思っ

たのは、ロータリーのイアン H.S ライズリーさんのこ

の言葉です。「ロータリーとは何か。何をしているのか

ということをもっと世の中に知らしめてほしい。」そこ

で、公共イメージ向上というものについて、自分がで

きる範囲でやってみようと思ったのです。1つはマスコ

ミや地域の皆さんへの働きかけ。もうひとつは、地区

ガバナーとロータリアンの距離感というのをできるだ

け縮めるという事を考えました。ガバナーは一般ロー

タリアンにとって遠い存在というか、私自身近寄りが

たい存在と思っていました。そこで、一年かけてクラ

ブの訪問以外にも、いろいろと接する機会をつくり、

距離を縮める試みをしたつもりです。服部さんは、地

区の戦略委員会で非常に改革的な事もやって下さい

ました。村井さんからはそんなに急にやっても無理な

んじゃないかとご心配頂きましたが、やっぱり自分な

りにやってもらいたいし、やってみたいということで、

全クラブに戦略委員会のような類のものを設置して

頂いたというのが、一番の私の思い出です。それから

もう１つ、諮問委員会で、先輩諸氏にお許しを頂き、

地区の体質の強化を図る取り組みを始めました。１つ

は、青少年対策の危機管理基金、これを1,000万円積

み立てさせて頂きました。それから、愛知県と防災協

定を結んで、地域の皆さんと一緒に勉強して、万が一

のときはどういった事ができるかということを考える

態勢を作らせて頂きました。これは先輩諸氏にも認

めて頂き、地区大会で結ぶことができました。

司会▶▶地区大会の思い出はいかがでしょう。

神野▶▶そうですね、

思い出がいっぱい

あるのですが、よも

や、D.K.リーさんが

来るとは想像もして

おらず、8月15日の

メールを開けてびっ

くり！片山パストガ

バナーがちょうど同

期だとの事でお願いできて本当に助かりました。大

先輩からも良くやったと言って頂いたのは先輩のおか

げです。今年は神奈川へ行かれるそうで、ガバナー

がとても焦っておられたと、村井さんから聞きました。

村井ガバナーから力になってあげてと言われて、気楽

に笑っていられるのが幸せです。最後に、６月の最後

にクロスプロモーションの青少年と学友の交流フェス

タ、これが出来たのも思い出です。ご出席の皆さんに

もいろいろ無理を申し上げました。それから、昨年度

だけになってしまったのですが、イアン H.S ライズリー

さんの植樹のお話につきましても、それぞれ分区やク

ラブで、個人的にもやって頂いたおかげで、8000本と

いう、一人一本の植樹目標を達成できました。「ガバ

ナーというのは言ったことを何でもできる」と言われ

たことをいい事に、先輩諸氏に無理を言い、それに

応えて頂いた事に感謝しております。WFFも晴れ男

で頑張ってくださいと言うだけで、今年度に相当資金

的余裕をもってお渡し出来ました。細かく言いますと

１時間では終わりませんが、これで終わりたいと思い

ます。ご指導頂いて、本当にありがとうございました。

司会 ▶▶ 神野パストガバナー、ありがとうございまし

た。こういった素晴らしいガバナーたちが10年間、努

力されたおかげで、第2760地区は本当にキラキラと

輝いていたのだと思います。どうもありがとうござい

ました。

司会▶▶片山先生いかがでしょう？

片山▶▶そうですね。ガバナーの視点というより私個

人の職業上の視点からのことを先に言いますと、そ

の頃地区大会での決議は大会決議と名付けられて、

ＲＩ会長・ＲＩ会長代理に感謝する。現ガバナーに感

謝する。地区大会ホストクラブに感謝するなど、決議

でなくても、ガバナーから口頭でお礼申し上げますと

言われれば済むことばかり。のどかな風景でした。そ

れまで、地区大会で審議・決議していた必要的決議

案件は、前年度の地区決算の承認、次年度地区大会

開催場所と日時の決定・承認くらいのことでした。そ

こで、ロータリーを法曹出のガバナーの目から見て、

地区大会の決議機関部分を整備しました。それは地

区大会における必要的決議案件の決議といわゆる大

会決議案と称していた案件とを区別し、必要決議案

件は各クラブの議決権票数を有する会長・幹事・副

会長等が出席する地区大会１日目に審議・決議し、

大会２日目にはその報告とし、大会決議案は１日目は

大会決議委員会からの決議案の内容の報告とし、大

会２日目の地区内全会員が参加する会議に大会決議

案を上程し採決するとしたことです。その年度の必要

的決議案件は、ガバナーノミニーの選出方法として指

名委員会方式の採択と指名委員会委員の選任の件・

2010年開催の規定審議会提出案件承認の件（当地

区初めての規定審議会提出案件）・ロータリー財団

未来の夢計画パイロット地区候補申請の件の3件で

した。現在においても、その流れが継続しているのは、

うれしいことです。それから、もう一つはガバナー選

任の地域的配慮のことです。パストガバナーの皆さん

が思っておられるでしょうが、全地区内、尾張も名古

屋も三河もどの地域にも一様にパストガバナーがでん

としておられ、しかも各分区にも元気なパストガバ

ナーがいることです。しかし、色 な々事情により、その

ようにはいかないのです。特に、分区でガバナー補佐

が分区内事業をする時あるいは分区内で事が起きた

時などに、どの分区にも、身近に相談ができるパスト

ガバナーが常にいるというのがいい訳です。地域の

関係では名古屋５・三河４・尾張３の比率で候補を選

任し、各地域内分区の順番は各地域関係のパストガ

バナーの相談によるという方針はできていますが、そ

れでも、地域の事情により万遍なく一様にとはいかな

いという実情ですね。その事情の一番大きいのが、う

ちのクラブの人数では、引き受けられませんという断

りです。その対処の１つの方法として、私のガバナー

年度に親子兄弟クラブにお願いして、監事・副幹事・

スタッフ等２人位ほどご協力をいただき、率先垂範し

た積もりです。偶然この時、近藤パストガバナーも西

名古屋担当のガバナー補佐で入って来られました。

司会▶▶だから先生の時は、他のクラブのスタッフが

5～6人入っていたのですね。

片山▶▶そうです。そういうことをやったのです。

加藤 ▶▶尾張3分区では大変申し訳ないと思っており

ます。去年ですが、南尾張分区でペケ、西尾張分区

でペケ、たまたま東尾張分区はその時にパストガバ

ナーが3人いらっしゃったのです。だから、僕を入れて

4人いたわけです。結局、尾張分区からしか出すとこ

ろがなくて、たまたま、犬山さんが今まで出していな

かったわけです。犬山が出るといったのでこれは良い

と安心していたら、委員会の前日に断ってきた。びっ

くりして田中先生にどうしよう…と。それで江南の福

田さんに急遽電話申し上げたら、「大丈夫だよ。うち

におるから」との返事。それでご本人と話をして、OK

ということになったのですが現役の会長さんなので

す。現役の会長さんは本来ダメなのです。それでRIの

方に問い合わせて、許可を得て伊藤さんがガバナーノ

ミニーに決まったのです。

片山▶▶だから、小さなクラブが一緒になって協力し

て出さねばね。

加藤 ▶▶ 今は東海と常滑なんかは出せます。しかる

べき人間もいます。今、片山先生が言われた小島先

生などもいるのですが、たまたま小島先生が病院を

建て替えて忙しいということだったのです。

司会▶▶できれば、9人で話し合うと盛り上がるような

テーマをあげて頂いてお話して頂けるとありがたいな

と思います。

神野 ▶▶これって、10年の思い出が皆さんにあります

よね。そして、これからの10年に向けての皆さんの期

待とか想いとか、この2つにしたらどうでしょうか?

田嶋 ▶▶地区大会のゲスト、会長代理を昔みたいに

自分たちで推薦させてもらえないかという意見が割

と今、いろんな地区から出ているじゃないですか？

神野 ▶▶ 出ていますね。全然来ると思ってなかった

D.K.リーさんが韓国から来られたし。

加藤 ▶▶ 僕の時も1か月前ですよ。それではなんとも

ならないですよ、こっちの準備も。だからもっと早く決

めてほしい。誰がどういう風に決めるかわからないで

すけどね。

田嶋 ▶▶大澤さんの時代までは地区が候補者を推薦

していたのですよね。

加藤 ▶▶ 要望は出せるけど、それに対しての返答もな

く、無視ですね。

田嶋 ▶▶ 私の時はRIが会長代理を呼ばなくていい。

お金がないのだから。協議会でもRIの職員がお金が

ないから来ない。日本の旅行者が行ったのだもん。ツ

アーが案内した人たちがその職員を代行してやって

いたのです。だから、日本事務局からは誰も行かない。

本当にひどい話です。

片山▶▶田島年度に同地区の中からRI会長代理を出

したのは意表を突いた人選でしたね。

神野▶▶それが最近全然でていない。

田嶋 ▶▶豊島さんから未だに言われます、あの時俺

はタダ働きだと。あの時、RIから地区で負担すること

はまかりならん、その代わり、会長代理で呼んだ場合

には一人いくら出すっていうような約束があったので

すが、一切払ってもらえなくて。こっちもすっかり忘れ

ちゃってましたが、日当も何もなく、未だに顔を合わ

すとそのことを言われます。

司会▶▶ 外国の方が来られると大変でしたよね。

加藤 ▶▶ 結局、通訳がいるでしょう。たまたま、米山

の子たちがやってくれたのですが、それからいろいろ

お話して頂くにしても、通訳を通すと時間が倍になっ

ちゃう。初めから文章を頂戴といって、文章をもらっ

たことはいいけど、読めないでしょう、だから、米山

の子に頼んで全部日本語に直してもらって、それをス

クリーンに投影して、それで通訳なしでやりましたけ

どね。しかも、決まったのが一カ月前でしょう。もう慌

てましたよね。

神野▶▶その教えを、D.K.リーさんの時には活かさせ

て頂いた部分もありますね。米山と福田君とか通訳

も含めて。

加藤 ▶▶日本のパストガバナーが来ていただくのが一

番いいですよね。

神野 ▶▶ D.K.リーさんは、みんな私の方を見ずにパ

ワーポイントを見る、だから、そういうのは嫌いだと

おっしゃって、以前のようなパワーポイントで出す事

ができなくて、30分でちゃんと収めるというのが、50

分以上になって、ちょっと大変でした。やっぱり国内

で来ていただくとありがたいですね。

司会 ▶▶あと、どうでしょう。一生懸命取り組んでい

らっしゃったWFF、これからどのようにして、あと何

年続けようかとかお思いでしょうか？

田中 ▶▶やれるかな？と思うんですよね。会場のこと

とか。

神野 ▶▶会場は大丈夫。エンゼル公園の方へ移します。

田中▶▶それならいいよね。できたら、日本の看板に

なるかもしれないから、少しずついいものに変えて

いっているから、同じものだとみんな飽きちゃうから

ね。近藤さんに頑張って頂いたよ。

神野▶▶ロータリーデー。

近藤 ▶▶タイミングでね。

神野▶▶こないだ、ジュディオングさんとご一緒したの

で、また確認して頼んでおきました。ポリオもう少しだ

から、楽しみですとおっしゃってました。

近 藤 ▶▶あれも、最初の仕掛人の福田さんが頑張っ

てくれて。ワールドフードでしょ、インターナショナル

で、フィリピンのロータリアンの参加者が多いのです

が、今では韓国、インドネシア、ネパール、パキスタン

からのロータリアンも加わり、ますますワールドになっ

ていて、そういう意味でなかなか大変ですが、少しず

つ変わりながらいいものに発展しているなと思います。

あれ、すごいよね、公共イメージアップにはね。

司 会 ▶▶やはり、イベントは少しずつ変化を求めて

やっていくのが良いですね。

千田 ▶▶名古屋ロータリーの福田君がはじめて来て、

私はこういう事をやりました、やりたいけどどうでしょ

う？そのような事を日本でやるのはどうだろうって提

案されました。その前に和合ロータリー。

田中▶▶ 和合の中でも、お金もそうなんですが、僕の

ところに泣きが入り、福田君がそれで和合をやめたら

西尾RCに入会したいと言っていましたが、和合の鷲

塚会長もやる気がでてきました。

実はその後ガバナーノミニーの指名に南尾張ができ

ない時に和合はどうだ？って聞いたのですが、事業

が重なりもう一年待ってくれと言われた。大きいクラ

ブだからやれないことではないと思うのですが。

司会▶▶結局、和合ロータリーと相乗りみたいになっ

たんでしょうか？

田中▶▶ちょうど、ワールドフードフェスタっていうの

は、そういったものが前の年にちょっと意見が出たん

だよね。千田さんの時に提案されたんだけど、実にな

らなくて、僕の時に同じように提案され、ちょうどその

日、公共イメージの先輩の方が、こういうのがあるけ

ど、プランもだいたいできてるし、勧誘もできてるから、

どうだろうと。和合でやりたいという話だったけど、

和合でやるなら名古屋市で、名古屋市でやるなら愛

知県全体でやろうよと、話がとんとん拍子に進んで。

それで、ほとんどいろんなところに声掛けて進めて、

すべてのクラブが協力するってことで何とかやれた。

全体2760地区でできたんじゃないかと思います。実

際に食べものの選択も良かったですもんね。ワールド

フードだから、名古屋でも珍しいものを作りたいって

ことで、地元のものはほとんど出さなかった。出店す

る方も初めてなのでリスクがあるのね。ただ最初の

公共イメージの費用もあり、なるべくテナント料を安く

して、あとは水道・施設費がちょっとかかるんだけど、

それも地区とかが応援してくれてやれたから良かった

けどね、お金の算段もできたから。でも、最初の250

万がなかったらちょっとやばかったかもね。

司会 ▶▶公共イメージのアップだけじゃなかったです

よね。

田中 ▶▶その中に、クロスプロモーションじゃないけ

ど、インターアクト、ローターアクト入れて、米山入れ

るっていうのは、最初から構想はありました。

司会 ▶▶近藤パストガバナーを始め、神野パストガバ

ナーにいたる歴代の方々が志を引き継いで下さいま

したね。

片山 ▶▶発案の福田さん、地区開催の決断と拡大の

田中・近藤両パストガバナー、承継・充実の加藤・服

部・神野の各パストガバナー、それに続く中心となる

実行委員会の委員長はじめ委員の面々、各分区のガ

バナー補佐はじめのロータリアン、インターアクトター

の応援等を得て当地区内外一丸となったポリオ撲滅

の募金等のイベント等々、当地区の一等地の真ん中

において、RI会長より日本ロータリーデーの名称まで

得て、当地区挙げての秋の恒例大奉仕活動事業に

なったことです。この十年を越えて長く語り継ぐべく

立てた記念碑と思います。

司会 ▶▶こうしたロータリークラブの取り組みが国の

行事にもなってますね？

片山 ▶▶そう、そう。思い出します。もう50年近くにな

るでしょうか、当地区豊橋のロータリークラブ（豊橋

北RC）から始まった5月30日を中心になされるごみゼ

ロ運動、地区の奉仕活動行事として日本に最たる行

事、日本全ロータリーばかりでなく、日本全国の環境

保全運動として定着しています。日本政府の提案に

より国連は毎年6月5日を国連環境の日と定め、日本

も同様環境の日と定めています。当地区は5月30日～

6月5日迄の1週間を強調するために、地区設定特別週

間として「環境保全週間」を設定することにしていま

すが、パストガバナーの皆さんは設定されましたかね。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーはインターアクトの活動

にも力入れていらっしゃいましたね。次世代を育てる

大切な活動ですね。

松前 ▶▶ 1987年に地区インターアクト委員となり、イン

ターアクトクラブの活動を推進しました。1990年には

地区インターアクト委員長となり、2760地区のインター

アクト活動で海外研修を始める事に致しました。毎年

夏休みにハワイ島に約30名を引率してホームステイを

行い大変喜ばれました。要望があった長野県のイン

ターアクトクラブも一緒のハワイ研修でした。各イン

タークラブより2名を選出、2ヵ月の勉強会の後、各地

域の高校の先生方が海外研修を推進して下さいまし

た。参加した部員からは、ハワイの研修でアメリカの

文化や語学研修が大変勉強になった、雄大なハワイ

の景色に感動した！と喜ばれ、毎年の実施を望む多く

の声があがりました。これを機に様々な高校でイン

ターアクトクラブが設立されましたが、愛知県立千種

高等学校、阿久比高等学校と進学校が参加して厚み

が増しました。その後、研修地はオーストラリアに変わ

りましたが、二十数回と継続し、発展している姿を見て、

海外研修に初めて取り組んだ私は感激しております。

司会▶▶田嶋パストガバナーは、公共イメージには何

が必要だと思われますか？

田嶋 ▶▶ 公共イメージって言うとついイベントに偏り

がちなんだけど、私がもっと強調しないといけないと

は思うのは、ロータリアンの質。もっと周知させるとか。

たまたま私はある俳句の結社に老人になって入って、

そこで仲間の人たちも会員になってもらったら、凄く

ロータリーに対する信頼っていうのをアピールしてく

れ、非常にまじめで、皆さんちゃんと実行してくれる。

約束したら実行してくれる。そういうロータリーの質

の良さをもっと知らせれば、会員増強もっと簡単にで

きると思うんです。

司会 ▶▶はじめに片山先生が俳句を読まれましたけ

ど、いろんなところで俳句のことを話されてますよね。

田嶋 ▶▶そういう面で公共イメージっていうのは、も

うちょっと補強しないといけないんじゃないかって気

がします。

田中 ▶▶そうするとクラブの中のロータリアンの質の

良さという原点に戻っちゃいますね。みんな集まって

フェスタをしたりするのにも、「ロータリアンの自覚」

とか、あんまり難しく言うとやめたってなっちゃう。

やっぱり、飴と鞭みたいに楽しいことがなければね。

田嶋 ▶▶クラブがいろんな人に働きかけて、ゲストで

呼んだりいろいろしないと、会員は増えないし、クラ

ブ会長が会員増強って言わないと絶対増えない。

やっぱりトップになる人が自覚してやらないといけな

いし、ガバナーとかガバナー補佐も会員増強って常に

言い続けないと会員は増えない。

司会 ▶▶どうなんでしょう、本音の話なんですが、日

本は女性ロータリアンが少ないですよね。心からもっ

と増えればよいと思っていらっしゃるのでしょうか？

田嶋 ▶▶私は増やしたいと思ってます。だって女性中

心で本来女性だけのクラブを作ろうとアイリスを作ろ

うと思ったんだけど、その話がたまたま東京の司葉子

さんの耳に入って、司葉子さんが盛田さんに、「女性

だけのクラブはダメよ。」って言ったものだから、盛

田さんも、「お前、まずいらしいよ、男入れよ」って。

結局、男性も入れたんだけど、やっぱり女性と男性を

比べると、女性の方が優秀。これはオフレコにしてほ

しいけど、完全に女性の方が質が高い。

司会 ▶▶私は名東ロータリークラブってところの初め

ての女性会員で、女性2人で一緒に入ったんですね。

絶対に1人はダメです。もうひとりがすぐ辞めてしまっ

たので、次に女性会員が入った時、とても気を使いま

した。私がいるからやめるみたいなことになったら大

変だと思って。なので、女性会員を入れられるなら

やっぱり複数から始められた方がいいと思います。

食事のスピードも違いますし、結構大変でした。

神野 ▶▶私も金沢東RCで女性2人に入ってもらった

んですけど、齢を重ねられた今でも頑張ってくれてま

す。今、女性の比率は1割かな、90、100人近くのうち

の9人です。

田 中 ▶▶ 都市は良いんですよ。経営者が多いから。

郊外は経営者が少ないんですよ。

千田▶▶女の人入れるには、男もいい男を入れないと

いけない。（笑）

司会▶▶いい女の人が入ってくると、けっこう男性がお

しゃれになる。出席率もよくなる。明るくなるし、いい

こともあります。だから、女性ロータリアンばっかり

じゃダメっていうのもわかるような気がします。

田中▶▶ 韓国にもあるね、女性だけのロータリアン。

田嶋 ▶▶日本もありますよ。

司会 ▶▶それでは、時間の関係で希望の風について

伺います。被災して消防士を目指す方などいろいろな

方がいるのですが、これはどのくらい続けようとお考

えですか？

近 藤 ▶▶ 基本的に田嶋年度の時に震災が起きて、

さっき田嶋さんも言われましたが、みんな最初、ガバ

ナー会を通して寄付したんだけど、そこから問題が出

て、寄付金を返せっていう地区と、使い道を考えてや

ろうという地区と分かれまして、その結果、10地区が

ファンドみたいにして、震災時にお腹の子も含めて、0

歳の子供が短大とか大学を出るまで奨学金を出そう

という話に決まりました。その時からずっとやっている

ので2011年から22年間のロングランです。だから私は

基本的に青少年奉仕事業じゃないかと思うんです。

千 田 ▶▶もしかして、そういうこともあるけれども、

やっぱり年はきっとかないといかんな、災害はどこか

でだんだんと出てくるし。

田嶋 ▶▶あのね、今ね、希望のファンドは資本金が4

億あるんです。地区が出した4億、それが減ってない

んです。毎年払うお金はその年度で寄付頂いたもの

で回っているんです。これをずっと続けてお金を貯め

ておいて、次の震災が起こった時にそれを拡大して

支援しようと言ってるのですが、ただ、希望の風を

作った時にいろいろ問題があって、ほんとにロータ

リーってこんなひどいこと言うかってことまで言われ

たのがあって、当時の人がまだ頑張っているわけ。8

年前の人がまだ頑張っているわけ。私は早くから近

藤さんにバトンタッチして、今度神野さんに。やっぱり

そうしないと長く続く組織は続かないよ。

神野 ▶▶でも、この前、2010年度組の皆さんが大いに反

省されながら、相当変えようという発言をされましたよ。

田嶋 ▶▶やっとですよ。私は最初から変えようと言っ

ているのに。

神野 ▶▶私が口火を切ったみたいだったんですけどね。

司会▶▶ 客観的に見ていると、さすがロータリアン、素

晴らしいことだなとしか思い浮かばなかったのですが。

田 嶋 ▶▶ いやー、ひどかったよ。集めたお金をガバ

ナーが山分けするとか、ありもしないようなことを言わ

れちゃって。あの時会長だった東京のガバナーは本当

に可哀想だった。集中的に叩かれたのがその人個人で。

神野 ▶▶ガバナー月信に昨日原稿を出し、今度載せ

てもらうことにしてあるので。こないだ僕はさっきの

ガバナーじゃないけど、わけわからず副委員長に代わ

れって言われて、代わったんですが、今おっしゃった

ように、あと正確には1億2千万です。私は2億と言っ

てるのですが、2億あれば33年までいけるのですよ、

今のペースで行くと。ただ、お話があったように、この

後ひょっとして大規模な、片親か両親がなくなっちゃ

うような震災があった時にそれをまた使えばいいじゃ

ないかと、何も正式名だけ変えればいいじゃないか

という声もあるし、今からエンディングを考えてやる

必要はないよっていう話にはなっているのです。で、

ルール・規則・制度が少しいい加減ってものも結構

あったので、この1年で相当変えて頂くっていうお題

いができ、さらに今年度の2580のガバナー会議長の

松坂さんも来てくれていたので、ガバナー会でも取り

上げてくれと。去年は17/34、今までに26/34地区が

この7年強の間に参加しているのですが、去年はちょ

うど半分の17ですね。あと17地区がほんの僅か、

さっきの1000円じゃないけど出してくれれば、十分に

やっていけれるし、もっと広い範囲でこういうことが

できるかもしれないという見方もあると思います。

田嶋 ▶▶だから、最初の人たちは変わって、どんどん

新しい人たちが新しい組織にしていけばいいんですよ。

片山▶▶財団になってる？

田嶋 ▶▶ 財団になってない。財団にすればいいよね。

明らかに公益性があるからね。

田中▶▶それで、米山とか同じような方向でもってい

けばね。

司会▶▶他に何か言い足らない事、こんなテーマなど

ございますか？お時間も少 と々なりました。

神野▶▶さっき私も地区の体制を変えた、強化したつ

もりだって申し上げたのですが、さっき片山先生が

おっしゃたように、ガバナー出せないと、千田さんみ

たいに2000万自分で出してもいいよって方は良いけ

ど、私もあとで気が付いたんですが、地区の予算を見

るとガバナーの活動経費みたいなのが、ほとんどな

いわけですよ。私は幸いクラブも支援してくれたから

よかったですが、小さいクラブからも平等に出しても

らおう、いい人を出してもらおうと思うと、そのあたり

を変えていかないとね。

司会▶▶そうですよね。

田嶋 ▶▶でも、実際ガバナー出してもお金なんてかか

らないよ、お金がかかるって言うのが信じらない。

神野 ▶▶ 事務局経費をガバナー事務所で持つでしょ。

それをクラブで結構持たないといけない。

田嶋 ▶▶ 事務局経費だって、ノミニー時代の事務局経

費がガバナーの負担になるだけであって、あとは間に

合いますよ。今度からノミニーも経費が出るようになっ

たでしょう、だから、ほとんどお金なんかかからないよ。

近藤 ▶▶片山先生がガバナーを務められた時に地区

副幹事、スタッフを親クラブ、兄弟クラブから出して

欲しいという依頼があり、私も地区副幹事で出向し

たんですが、あれも1つの手だと思うんですね。今も

松坂さんの話が出ましたけど、第2580地区全体の事

は分かりませんが、ガバナーと地区幹事と地区副幹

事が違うクラブに所属しているんですね。神野さんと、

ここの地区ではそんなこと考えられないなと話してい

たのですが、そういう地区も実際あるんです。だから、

もう少し実態を調べていくと意外とガバナーと他の

人達が違うクラブ、つまり、本当に地区で優秀な人達

を引っ張ってくるっていうんですかね、基本的にはそ

うだと思うんだけど、今本人だけじゃなくってクラブが

後押ししないといけないというルールがありますよね。

だから、さっきの加藤さんじゃないけど、実際、有能な

人はいるけど、クラブが駄目って言ったらガバナーに

なれないので、そのあたりの仕組みっていうか、考え

方をかえなければいけないかもしれないですね。それ

で、私も有能な人がガバナーになって、それを取り巻く

地区幹事とか地区副幹事がまた優秀な人が出てくる。

優秀というか、やる気というか、非常に前向きというの

ですかね。すごいですよね、第2580地区というのは。

田 嶋 ▶▶すごい成功しているんですよね。若いガバ
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ナーが出るようになって。

千田 ▶▶ただ、その地区の人がやってくれないといか

んよね。パストガバナーがちゃんと責任もって、バック

アップとか出すのも。

田嶋 ▶▶クラブで潰しちゃう。早く名前が出ると潰し

ちゃうんだよ。

田中▶▶でも、クラブの推薦がないと困るよね。

司会▶▶そりゃそうですよね。でも、小さいクラブが2

つでガバナーを出すっていうのはどうなんでしょうね。

神野 ▶▶どっちも小さければ難しいと思いますよ。ガ

バナー補佐の選出の仕方も結構大きな課題になって

ると思うんですよね。

田中 ▶▶ 他の地区と違うね。他の地区はガバナーが

推薦して組織作っちゃうもんね。

千田 ▶▶ガバナー補佐ってもうちょっと、ガバナーの

意向が反映するようにすると楽だわな。各地区からき

て、その人にいろいろお願いしないといけないし。

神野▶▶でも、それはね、4、5年かかりますよ。

司会▶▶ 時間も来ましたので、そろそろ締めを・・。平

成最後の10年間の最初のパストガバナーとして、片山

パストガバナー、10年を総括していただけますか。

片山 ▶▶それは少々荷が重いので、私の独断の感想

4点ほど述べさせていただきます。1つ目ですが、現在

までの30年間を振り返りますと、ちょうど平成30年間

とほぼ重なっています。この30年間を10年ごとに3分

割してロータリーの変化を見てみますと、平成10年ま

でロータリーは右肩上がりでした。しかし、平成後半

の20年間は右肩下がりで受難の時期でした。そのよ

うな中、RIは職業保持の原点を外し、会員に会員増

強と寄付・年会費の増強を絶えず求め、遂には職業

奉仕を事実上5大奉仕部門から下ろし、社会奉仕部

門に合流させるという話も聞き、私のガバナー年度の

地区方針でもあった「持続可能な前進」のまさに逆

を行っているように感じられました。2つ目は、斎藤直

美（豊田RC）2006年度パストガバナーを2016年度・

2017年度のRI理事として当地区から初めて輩出した

という、2760地区ロータリー愛知85にとって重要な

出来事がありました。当地区の将来にとって、計り知

れない啓蒙的な影響をもたらし、永く記憶されるべ

き出来事だと思われます。それ以外にも、5年ほど前

に名古屋から始まり、年々盛大に開催されている

WFF、50年前に豊橋から始まり、定着したゴミゼロ

運動、この2つの奉仕活動を一対として春期・秋期の

2大奉仕イベントとして将来に受け継がれるようにし

なければならないと思います。3つ目として、反対に残

念なのがポリオ撲滅運動のことです。1987年に当地

区でポリオプラスというプログラムが採り上げられ、

委員会が設置されました。私の年度に、ポリオ撲滅

の為に今後3年間に同額の寄付を提出することを条

件にゲイツ財団から1億ドルを受け取り、全会員に寄

付を再度求めてきました。しかし、最初の同額寄付か

ら10年経った現在でもその決着がついておりません。

いずれ数年のうちに撲滅宣言が出せると信じていま

すが、次の10年に申し送りをしなければならない事

は、私にとって本当に忍びない事です。4つ目は、ロー

タリーの組織・権限の問題です。組織は大きくなれ

ばなるほど、権限の集中が必要です。しかし、ロータ

リーの基礎は、クラブとその会員が底辺にあり、地域

と密着したクラブの独立自存があればこそです。RI

は権限の一部をガバナーあるいは地区に、ガバナー

はガバナー補佐に委任・譲渡する事が必要ではない

かと思います。私もガバナー補佐に一部権限委譲・ガ

バナー補佐の推薦事項・分区運営要領などを地区便

覧に記載し、口頭でも定着を推奨しました。しかし、

ガバナーは単年度官なのでなかなか難しく、本来は

地区大会で出来ると良いのですが、それも難しい問

題があります。近藤年度に「地区審議会」が活動でき

るようになりましたので今後は地区審議会を活用し、

大いに議論したいと思っています。

司会▶▶貴重なお話ありがとうございました。大変勉

強になりました。
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司会▶▶本日はお忙しい中、誠にありがとうございま

す。この座談会は2008年～2017年の10年間の中でガ

バナーをお務めになった皆様にご参加頂きました。

担当された年度の順に、取り組まれた事や課題など

について忌憚のないご意見を伺いたいと思います。貴

重なご意見からこれからの10年に向けての指針が見

えてくるかと存じます。それでは、まず2008年から

2009年度のガバナー、片山パストガバナーからお願

い致します。

片 山 ▶▶ RI会長の

テーマ“夢をかたち

に”それを受けて、

私の方は“持続可

能な前進！”という

地区方針で、サブと

して“ロータリーに

心を”という歌を作

りました。読んだ人

からは、とても良い歌だと好評を頂きました。“ロータ

リーに心を注ぎ　ロータリーに心を開く　ロータリー

を心に受け止め　ロータリーを心に住まわす　ロー

タリーの心をみんなで考え　ロータリーの心を静か

に思う　ロータリーの心は我等の心　ロータリーの

心は世界の心”という内容をテーマにした歌でした。

司会▶▶歌を通すとロータリーの理念が心にスーッと

入ってきますね。ところで、地区大会の時、私も関係

者だったのですが、ゲストは小泉純一郎さんでしたね。

片山 ▶▶ 名古屋名東クラブさんのお世話で、小泉さ

んに来て頂いたからあれだけの会員が地区大会に集

まってくれました。

司会▶▶本当に多くの会員が参加されましたね。

片山▶▶大いに盛り上がり良かったです。

司会 ▶▶この地区大会は悲しい出来事があり、片山

パストガバナーも心を痛められた事でしょう。

片山 ▶▶忘れもしません、RI会長代理とロータリー

ミーティングの特別講演のためお越し頂くことになっ

ていた佐藤千壽さん（東京東RC）の突然の訃報です。

地区大会の4週間くらい前に2回ほど東京でお目にか

かりました。当時佐藤さんは90歳でこれからヨーロッ

パ旅行に行くと伺い、「元気で行って来てください

ね」と、笑顔で挨拶を交わしました。ところが、地区

大会の20日くらい前、突然訃報が入りました。クルー

ズの最中にドクターがいなくて助からなかったとお聞

きしました。ロータリーミーティングの特別講演は、そ

の講演原稿が親友の圡屋亮平パストガバナー（松戸

RC）に託され、圡屋さんが代読されました。今でも忘

れられない出来事でした。

司会▶▶また、ロータリー愛知81にちなんでの昼食会

は皆さんに喜ばれましたね。

片山▶▶そうですね。公式訪問に行く多くのクラブで、

古参会員の方々が心なしか、さみしいお顔をしておら

れるのを見かけるものですから、この機会にと思って

第１日目のRI会長代理を囲む昼食会に招待した訳で

す。「ロータリー愛知81」にちなんでと言われるのは、

RIが事務的に当地区に付けた名称は「RI第2760地

区」ですが、私は当初より当地区が胸を張って自称

できる当地区の名前を「ロータリー愛知81」としまし

た。この名前を、ガバナー月信をその巻頭言として発

行した地区誌にも使いました。これは地区の機関誌

の役割と地区内各クラブ間の親睦誌の役割を担う双

方向の雑誌です。81という数字はその年度の当地区

全クラブの数です。招待しました古参会員の年が81

歳以上というのは、これ未満の歳では、該当者が多

過ぎてこの81を借りたのです。

司会 ▶▶ロータリーの方は若 し々いので81歳以上の

会員の皆様が元気に沢山お越し下さいました。片山

パストガバナーありがとうございました。次は2009年

大澤年度ですが大澤輝秀パストガバナー（豊川RC）

は、平成16年９月に逝去されています。ご冥福をお祈

り申し上げます。それでは、続きまして、クールビズを

提唱されました、２010年から2011年度のガバナー、

田嶋パストガバナー、お願い致します。

田 嶋 ▶▶ 私の時の

RI会長は、レイ・ク

リンギンスミスさん

というアメリカの方

でした。会長のテー

マは“地域を育み、

大陸をつなぐ”でし

た。私の年度の特

徴は3つあります。1

つは、ロータリー財団のフューチャービジョンが始

まった年です。当地区がパイロット地区になっていま

した。もう1つは、戦略計画ストラテージックプランを

日本では「長期計画」と訳していましたが、試行錯誤

を経て、今の戦略計画という名称に変更し、始まりま

した。最後の１つは東日本大地震が起きた年という

ことです。

司会▶▶あの東日本大地震が起きた年ですね。

田嶋 ▶▶最初は未来の夢計画という名前で始まっ

たのですが、夢という表現に異論も多く、協議を重

ねた末、フューチャービジョンという名前になりまし

た。私の頃は、RIの表現をアメリカはアメリカで直し、

日本は日本で直すスタイルで、日本流は受け入れやす

い表現に変えているのではないか？という指摘も多く、

本場アメリカの表現に戻したということです。フュー

チャービジョンでは、新しい地区補助金について皆さ

んのご理解を頂き、いかに活用して頂くかということ

を一番大きな目標としていました。

司会▶▶ 確かに日本語に直すと本来の意味が曖昧に

なる場合もありますね。また、医療支援にも熱心に取

り組まれてましたね。

田嶋 ▶▶ 深谷地区財団委員長と一生懸命取り組んだ

のが、グローバル補助金を使った医療支援です。アメ

リカのヒューストンと交流したのが当地区の医療支援

の始まりで、しかも、グローバル補助金を使った医療

支援というのは、当時本当にまれで、この地区の大き

な成果の1つだったと思います。それから、戦略計画

については、公式訪問でお話してもほとんど何も知ら

ない人ばかりという状況の中で、いかに皆さんに存在

を知って頂くかが課題でした。

司会 ▶▶そして、この年度は日本は未曾有の出来事

がありました。

田嶋 ▶▶そうです、東日本大地震が1番の問題でした。

地区としてはいずれも1人1,000円以上という形で1次

支援、2次支援を行いました。諮問委員会では1,000

円では金額が少ないんじゃないのか？という意見も出

ましたが、会員の皆様が企業でも多額の義援金を出

されて、個人でもロータリー以外に寄付されている事

を考えて出した金額という趣旨を説明し、この金額で

やりましょうということになりました。最初、2,000万

円ほど集まり、希望の風奨学金に全額協賛致しまし

た。２次支援では宮城岩手の地区と千葉県の地区と

もう１か所に配分致しました。その他、ヘリコプター

の支援も致しました。これは、地区大会をやって頂い

た「あまクラブ」が余った1,000万円を地区に返却して

くれたので、そのままヘリコプターの支援金に使いま

した。孤立した所に食料を運んだり、薬を運んだり、

１ヵ月くらい活用されました。それでもまだ余りが出て

いたので、軽トラックを買いたいという支援組織に活

用致しました。

司会 ▶▶田嶋パストガバナーありがとうございました。

東日本大地震が起きてからのガバナーの取り組み方

は、本当に心を打たれるものがありました。それでは、

引き続き、松前パストガバナーお願い致します。松前

パストガバナーは、2011年から2012年までガバナーを

お努めになりました。震災後の大変な年でしたが、

ロータリークラブの力、絆の強さを再認識されたので

はないでしょうか。RC会員歴が半世紀以上と伺いま

した。色 な々思い出がおありかと存じます。

松前 ▶▶ 私は、1967年に一宮北RCに35才で入会し、

この50年間で、1990年には一宮中央RCの初代会長

として設立に尽力

出来たこと、そして、

2011年～2012年に

は2760地区のガバ

ナーとしてお務めが

出来た事を嬉しく思

います。

司会 ▶▶ 松前パスト

ガバナーのご経歴

を伺いますとすべてに「初」が付き、意欲的な取り組

みが伝わって参ります。2760地区にロータリー・リー

ダーシップ研究委員会（RLI）を導入されたのも初め

ての試みでしたね。

松 前 ▶▶ ロータリー・リーダーシップ研究委員会

（RLI）は新会員と未来のクラブリーダーの研修の

ためにアメリカで草の根運動として開発されたプログ

ラムです。日本でも各地区で急速に採用されつつあり、

双方向性とディスカッションリーダーDLに特徴があり

ます。私がガバナーに就任して最初の諮問委員会で

導入を諮り、認められて誕生しました。全国では6番

目の導入でしたが、RLIはまだ馴染のない時代でした。

ロータリー・リーダーシップ研究会の目的は、ロータ

リーの理解を深め、クラブを活性化すること。目的達

成の為に、日本では15地区でRLIの研修が行われ、

成果が上がっています。講義による教育ではなくディ

スカッション方式でリーダーの知識、考え方、創造性

を引き出します。

司会▶▶ 埼玉の中村先生には私も熱心にご指導を頂

きました。度々お越し頂いていますね。

松前 ▶▶ 2760地区は中村靖治国際ロータリー研修

リーダーが熱心にご指導下さり、地区研修の方が真

剣に勉強された結果、多数の方がディスカッション

リーダーになっています。私もガバナーエレクトの時、

妻久子とアメリカ・サンディエゴで1週間、コの字型の

RLI方式で飛び交う質問に、絞られました。現在

2760地区ではこのRLI方式に磨きをかけ改善し、有

用な研修として成果を上げていると聞いております。

この研修でロータリーへの理解が深まり、クラブが

活性化することが期待されます。ロータリーをより理

解し、ロータリーを心から愛するロータリアンが増え、

今後の100年もロータリーが益々発展する事を願って

おります。

司会▶▶ 4430地区ブラジルを訪問されましたね。

松前 ▶▶ 1988年度以降永く中断していた研究グルー

プ交換GSEを1997年度犬飼パストガバナーが再開さ

れ､私が委員長に任命され、当時の犬飼ガバナー、

片山地区幹事（片山パストガバナー）と総勢10名で

GSE研究グループの派遣先であるブラジル4430地区

を激励訪問いたしました。懐かしい思い出です。ちょ

うどこの年は、ブラジルへの移民90周年という節目

の年でした。そこで、各クラブから寄付された書籍１

トンを船便で送りました。この訪問はブラジル日本文

化協会に寄付する贈呈式もかねていたのです。24時

間を費やし、一行がサンパウロ空港に降り立ったのが、

5月13日早朝4時30分。訪問先クラブの会長や多くの

方々に迎えられてホテルに向かいましたが、GSE研究

生として来ていたサンパウロ軍事警察大尉ルイス君

の装甲車に前後を守られ、赤色灯を回転しながらの

移動。ガバナー一行への配慮に感謝しております。

司会▶▶疲れも飛んでしまう歓迎ぶり、嬉しいですね。

他でも熱いもてなしを受けたそうですね。

松前 ▶▶ 仮眠の後、日本人街に例会場を持つ日系ク

ラブ会員の多いリベルターデRCを訪問し、熱い歓迎

を受けました。その後文化協会に赴き、日本文化協

会山内会長に犬飼ガバナーから図書一式贈呈の目

録が渡されました。翌日は、サンパウロ・レステRCを

訪問しここでも熱い歓迎を受け、4430地区大会会場

に移動し、前夜祭を楽しみました。当時の4430地区

ガバナーは日系2世のKazuhiro Moriガバナーでした。

大会当日、我々一行は日本国旗を振りながら入場。大

きな拍手を今も覚えています。各クラブが順に旗を掲

げて入場行進する姿にも力強い息吹を感じました。

翌日はMoriガバナーよりレセプションに招かれ、一連

の行事終了の安堵感もあり、とても和やかな時間を

過ごしたことを鮮明に覚えています。その後、イグア

スの滝観光に向かいました。ブラジルとアルゼンチン

にまたがる落差80M、幅4キロの景観は圧巻でした。

最終日は、リオデジャネイロにも足を延ばしました。

2016年のリオ・オリンピックでコルコバードのキリスト

像が映し出されるたびにブラジル訪問を思い出して

おりました。往復2日間以上という10日間はハードで

したが、ブラジル訪問は実り多く思い出深い旅のひと

つとなりました。

司会▶▶そういえば、松前パストガバナーはある数字

に深いご縁があるそうですね

松前 ▶▶私は母校の大阪歯科大学の学籍番号が22

番でした。そして、一宮北RCの22代目の会長を務め

ました。ガバナーセミナーに指名されたのが2009年3

月22日でした。第2760地区の第22回インターアクト大

会に出席し挨拶の機会を頂きました。インターアクト

クラブは私の心の故郷であります。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーありがとうございました。

それでは、2012年から2013年度のガバナーでいらっ

しゃいました、千田毅パストガバナー、お願い致します。

千 田 ▶▶ 私の時は、

たまたま幸いなこと

に国際ロータリー

会長が田中作次さ

んで、R Iテーマが

“Peace Through 

Service 奉仕を通

じて平和を”でした。

司 会 ▶▶ 田中作次

RI会長との思い出で印象に残っている事は何でしょうか。

千田 ▶▶一番の思い出は、ロータリーの世界大会の

時のことです。ガバナー会をやろうという事になりま

したが、一番の問題は田中RI会長が参加してくれる

かどうかでした。そこで、全権を握っているRI秘書の

ベティさんという女性に交渉したのですが、直前まで

参加が不明のまま…。ところが、当日、田中RI会長が

来られて、皆びっくり！しかも、財団委員長なども連れ

てお越こしになったので、椅子が足りずバタバタと大

慌てして準備したのが印象に残っています。私共は

150人くらいで参加しましたが、田中RI会長は感激し、

喜んでお帰りになられました。また、同期のガバナー

が年1回集まって日本各地を廻るのですが、3回目の

時に田中RI会長が、「2012年度の会だから私も参加

する」と言われ、その会費を求めたところ、「これぞ

ロータリー」と言って、喜んで払って下さいました。

司会 ▶▶千田さんがガバナーになられた年は、震災

の翌年でしたね。

千田 ▶▶そうです、大震災の翌年でした。1月の研修

会で行った、カナダのトロントの方に一緒にやろうと

声をかけていただき、VTTの時に参加して頂きまし

た。その時、たまたま隣に座っていたのが、2750地区

の宮城・岩手の小野寺さんでした。その際、「お金を

集めるのは誰でもできる、我々はちゃんと震災孤児に

手渡したい」と小野寺さんにお願い致しました。あの

時は現地も混乱して色々大変だったのを被災地に視

察に行った時に実感致しました。30人の子供たちが

高校を卒業するまでにかかる4,800万円という金額を

集める為に、毎週500円ずつ集める提案をしましたが、

はじめはうまくいかず、幹事などに足りない分はガバ

ナーがもたないといけないと脅されました（笑）結果、

全額集まりましたが色々大変でした。

司会▶▶地区の目標など6つ挙げていらっしゃいます

が、沢山達成されていますよね。その中の高校生支

援で、甲子園に出場を果たした、仙台育英高校の球

児の中に孤児がいました。両親は他界し、お祖父さ

んの所から高校に通い、甲子園で3番打者として活躍

しました。1回戦で負けてしまったのですが、千田さ

んの応援が陰でありました。

千田 ▶▶地区と地区との交流では、抽選の結果、名

古屋クラブと奥三河クラブがメークアップする事にな

り、中日新聞の大島さんから「千田さん、えらいこと

になった！」と電話で心配を頂くほど、離れた地区の

クラブが交流することとなりましたが、その交流は2

～３年続けることができました。

司 会 ▶▶千田パストガバナーありがとうござました。

続いて、2013年度ガバナー田中正規パストガバナー

お願い致します。

田中▶▶会長になっ

ても知らないことば

かりで、地区に入っ

て改めて、凄い！と

驚くことばかりでし

た。ノミニーとして、

「お前また来たか！」

と言われるほどしつ

こく千田さんの後に

くっついて見聞きしている間に分かることがありまし

た。それは、ロータリーでは“はい”と“YES”しかな

いということです。「やろうよ！」と言った事は情報を

集めてやらないといけない、それが皆が前を向く事、

止めたらそれで終わり。私も思った事をとりあえず

やってみようと思いました。ある時、公共イメージの

コーディネーター「ロータリーの友」編集長の二神さ

んとお話しする機会があり、その時の話題から、地区

全体でやれるフェスタ、日本で初めてのロータリーの

ワールドフェスタを開催しよう！と私は思いました。皆

さんの協力のもと、思った以上に素晴らしいフェスタ

を開催できました。その後、近藤さんが形を作ってく

ださり、日本のロータリーでできました。そのきっかけ

に少しでもなれたのが良かったと思います。最後に、

任期の終盤に色 な々国に行きましたが、それが楽しい

思い出になっています。

司会▶▶どんなところに行かれましたか？

田中▶▶ベトナム、タイ、フィリピンは2回、隠れてモン

ゴル。つい最近はラオスに行きました。皆さんの友情

の支えもあり、色々な国へ行くことができ、非常に充

実した年度だったと思います。もう１つ印象的な出来

事として、同期のガバナーがEクラブを教えてくれた

事です。会費も安く、例会をホームページで行えるEク

ラブは、若い人も多く、クラブのイメージを変えたクラ

ブで面白かったです。

司会 ▶▶やはりイベントをやらないと、テレビ局や新

聞社の方々はあまり来てくださらないですよね。

田中▶▶私がテレビ局等に行ったのは最初の挨拶ぐ

らいだけでしたが、色々な人を引っ張りだすことは良

いことだと思います。たまに顔を出すと、ロータリーは

こんなことをやっているのか…とロータリーの活動を

改めて知って頂けました。

司会 ▶▶はじめのうち、ロータリーのことはあまりPR

してはいけないと教えられたのですが…。

田中 ▶▶それで、公共イメージコーディネーター補佐

としてお話させて頂きました。

司会▶▶希望の風などはどうですか？

田中▶▶希望の風は私ではなく、田嶋さんが担当してい

ます。希望の風は今も続いていて素晴らしいと思います。

司 会 ▶▶ 学生さんの喜びの声や手紙を拝見すると

ロータリアンになって良かったとしみじみ思います。

クラブでもお弁当箱支援といって、お弁当箱に色 な々

ものを詰めて、被災者の方に送り、そのお礼に折り紙

の花やお手紙をいただいたりしました。田中パストガ

バナーありがとうございました。それでは、2014年度

のガバナー、近藤雄亮パストガバナーお願いいたしま

す。パストガバナーの年度のガバナー月信の7月号は

熱田神宮ですよね。

近 藤 ▶▶たまたまう

ちのクラブに熱田

神宮の宮司さんがお

られ、写真を使わせ

てくださいと頼み、

毎回、熱田神宮に関

連する何かの写真

を使わせて頂きまし

て、最初から最後ま

でシリーズで載せました。私の時のRI会長は、ゲイ

リーC.K.ホァンさんという台湾の方でした。彼の考え

方のベースになっていたのが「儒教・孔子の教えです。

ロータリーがSNSを含めデジタル化していく中、アナ

ログ的なものを大切にされる方で、そういったところ

に私も共感しました。彼は“ロータリーに輝きを”とい

うテーマと5つの強調事項、つまり、“地域社会でロー

タリーの存在感を高めること・会員増強・ポリオ撲

滅・クラブの強化・ロータリーデーの実施”で始めま

した。この強調事項は今でもずっと続いています。当

時の私にとって歴代ガバナーの皆さんは雲の上の存

在。ガバナーノミニーに指名される場に臨んだ時、近

寄りがたい雰囲気がありました。そのような思いから、

もう少し目線を下げてロータリアンの中に入りたい、

堅苦しいことはやめて、メークアップに来たメンバー

のような近い距離感で本当の姿を見たいという思い

から色々考え、計画を立てました。結果、例えば「単

独でガバナーの公式訪問を初めて受けました」とか

「親クラブと一緒だとなかなか本音で話すことがで

きない」といったような声を聞くことが出来ました。

司会▶▶ 確か近藤パストガバナーの時、クラブをまとめ

て回るのではなく、ひとつひとつ訪問されたのですよね。

近藤 ▶▶はい、地区内全84クラブを個別に公式訪問

をしました。メンバーの数が少ないクラブも多いクラ

ブも皆さん本当に一生懸命ロータリー活動をされて

いて、素晴らしいと感じました。色々大変な面もある

けれども、この地区のクラブは本当に良くやってくれ

ています。何でもそうなのですが、一旦外に出てみる

と、中では分からない事が見えてくる。素晴らしさが

良くわかる様になる。ゲイリーC.K.ホァンさんのアナ

ログ的思考というか、情といいますか、それが地方に

あるんじゃないかなと思います。私はロータリーとい

うのは、ひと言でいえば…感動、感動をシェアするこ

とだと思うのです。こういうことをずっと言って回った

わけです。いろんな理屈やロジックを立てても感動

がない。そういったものだったら誰もついて来ないし、

仮にその場でついて来ても後は知らないという形に

なってしまいます。感動があれば、自分も仲間に入り

たい、これぐらいのお金を出してもいいなという気持

ちになります。そういう風になっていくといいなと思い

ます。先ほど田中さんが「自分は人が色々言ったこと

を取り上げた」と仰ってました。その中の１つ、WFF

(ワールドフードふれ愛フェスタ)を引き継ぎ、我々の時

は最初からやろうと組織を作り取り組みました。そう

したら、タイミングよく、ゲイリーC.K.ホァンさんの強

調事項の１つ“ロータリーデーの実施”というのがあ

りました。当時のRI理事の北さんからも昨年第2760

地区のプレゼンを見たら素晴らしいことをやっている

ので、是非ロータリーデーをジャパンロータリーデー

愛知として実施をしてくれないかという話を頂きまし

た。シニアリーダーは自分がまとめるからお前は同期

ガバナーをまとめろという事になったのです。結局、

100人以上のシニアリーダーの方々がWFFに参加を

してくれました。田中さんが始めた事を2年目である

程度形ができたかなと思います。

司 会 ▶▶ロータリー

デーというのは、その

時から始まったので

すか？

近藤 ▶▶そうです。ゲ

イリーC.K.ホァンさ

んが自分の強調事項

で提唱したのです。

世界中に、クラブ単

位でもいいし、地区単位でもいいし、あるいは国単位

でもいいから、とにかくやってくれと。私は各クラブ単

位で是非やって下さい。これはガバナー賞の対象に

します！とやったのです。地区単位ではせっかく田中

さんが地区の大きなイベントをやってくれたので、そ

れをジャパンロータリーデーに育てる決心をしました。

ゲイリーC.K.ホァンさんの強調事項、北RI理事の薦

めもあり、ちょうどタイミングが合ったのですね。それ

からもう1つ。“ロータリーは何だ？”とか陰で色々文

句を言う声もありますが、言いたいことがあるのなら、

RIには3年に1度開催される規定審議会というのがあ

るので、そこへ第2760地区から物申す！と、意見を出

したらいいんじゃないのか、その為の規定審議会で

すから。そして地区内クラブに立法案提出のお願い

をしました。地区の色々な問題を取り上げて会長さん

たちに諮る地区審議会と立法案審議委員会というの

を作り、片山先生、田嶋先生と相談しながら3人で地

区審議会規約を作りました。それが今実行されています。

司会 ▶▶もう１つ、IT委員会で地区で初めてHPを作

られたとか。

近藤 ▶▶ホームページは前からありました。尾本さん

が非常に熱心に取り組んでくれていました。地区で

形に出来たのは、いきなり出来たのではなくて、思い

とか色々な下準備があったからです。尾本さんの不

断の努力のお陰だと思っています。私のような者でも

ガバナーを務めることが出来たのはゲイリーC.K.ホァ

ンさんの「儒教・孔子の教えの下、アナログ思考でや

る」この理念があればこそです。また、片山先生がガ

バナーをお務めになられた時、ガバナー補佐としての

私をご指導して頂いたこと、その後も色 ご々指導を頂

いたお陰と片山先生には大変感謝致しております。

計算で繋がっているのではなくて、情で繋がってい

る関係は素晴らしい力になると私は思います。

司会 ▶▶近藤パストガバナーありがとうございました。

では、2015年度のガバナーでいらっしゃいました加

藤陽一パストガバナーお願いします。

加 藤 ▶▶ 私の時は、

スリランカのK .R .

ラビンドランさんと

いう方がRI会長で

した。英語で“Be 

a gift to the world”

サンディエゴでの国

際協議会で“世界

へのプレゼントにな

ろう”と訳されましたが、はっきり言って何を仰ってい

るのか分かりませんでした。同期のガバナー連中とこ

れは何を言ってるのだ？？と色々話し、プレゼントは、

たぶん奉仕のことだろうなと、同期のガバナーとそう

解釈しようということになり、サンディエゴから帰って

きました。K.R.ラビンドランさんは、アジアの中でのは

じめてのスリランカの方ですから、どうもイメージが

湧かず、このRIテーマも皆さんにどうお伝えしようか

…とちょっと苦労しました。

司会 ▶▶加藤パストガバナーは、お父様もロータリア

ンだったのですね。

加藤 ▶▶そうです、親父も瀬戸クラブで会長をやって

いました。その頃、斎藤先生が仰っていた「原点回

帰」の話に感銘を受けました。最近ロータリーが原点

というか根本がわからなくなってきたのではないか…

という私自身の心情もあり、見直しをという意味で、

早速先生にお話しして了解を頂き、原点に帰りたいと

お話を申し上げて、ずっと講習をやったのです。

司会▶▶ガバナー時代、思い出に残ることを教えてく

ださい。

加藤 ▶▶田中さんの資料を基に34クラブ訪問いたし

ました。クラブとの交流、私自身の交流もそこそこや

らせて頂いたつもりでおります。WFFに関しては、田

中さんから近藤さんに受け継がれ、私の時はだんだ

ん形になってきました。私の時から企業協賛にも力を

入れて、600万か800万円を頂戴し、去年が1,000万円

くらいでした。ロータリーを世間に広めるという意味

もあり、だんだん大きくなっています。特にエンドポリ

オに関しては、売り上げもだいぶ上がってきています。

たまたま国際奉仕委員会の方と一緒にVTTでインド

ネシアに行く機会があり、ジャカルタの劣悪な環境に

いる子どもたちを訪ねました。学校も行けず勉強もで

きないヒンズー系の子供たちを援助していたのは、イ

ンドネシアの方達。この出会いを機に私たちもやって

いこう！と、ポリオ500万円、あと400万円プラス地区

のクラブから拠出されたお金を使って、やり始めたの

です。ぼちぼち卒業しないとと思っているのですが、

今もWFFの実行委員長をやらせて頂いております。

WFFを通じて、ロータリーは世間に、そして日本中に

広がったのではないかと思っております。ガバナーと

して小難しいことはやった覚えはありませんが、

WFFが私にとっては一番の思い出かなと思っています。

司会▶▶やはりそういう努力があって、いろんな学生さ

んの支援などが出来るのですね。先ほど、千田パストガ

バナーの時にお話した、仙台育英高校の千田君の記

事は加藤パストガバナーの時の月信9月号に出ておりま

して、「花巻東高硬式野球部の千田京平君、亡き母と

「再会」信じ」という風に書いてありました。加藤パス

トガバナーありがとうございました。それでは、2016年

度ガバナー、服部良男パストガバナーお願いします。

服 部 ▶▶ 2 0 1 6年度はジョン・ジャームRI会長の

“Rotary Serving Humanity”というRIテーマでス

タートしました。丁度この年はロータリー財団100周年

という記念すべき年。100年前にアトランタで開催し

た国際大会を100年後にもう一度アトランタで！という

大きなテーマがありました。もう１つのテーマは、RI

の戦略計画を当地区にどのように持ってくるか。当地

区にはRIの戦略計画がありませんでした。従って当

地区の良いところと課題を分析し、良いところは、そ

のまま伸ばし、課題に関しては戦略計画を立て持続

可能にすることがテーマでした。一番の基本は、10

年後もこの地区が輝き続けるために1年間何をすれ

ばいいのかという事です。そこでまず、地区の戦略を

作るため戦略計画委員会を作りました。そしてもう１

つ、広報、ITを一緒にして、公共イメージ向上委員会

を設立させ、戦略計

画の中でも大きな部

分であるロータリー

の認知度と公共イ

メージの向上を図り

ました。それからも

う１つ。研修委員会

を再度新設し、その

下にRI実行委員会

を分けて、研修をさせて頂きました。これが大きな地

区に対する戦略計画です。あとは、地区としての財団

の取り組みがしっかりしていた為、未来の夢計画に

始まる延長の100年を是非！ということで、大変高い

数字を掲げました。一人180ドルを財団に寄付し、結

果、目標を達成することができました。ジョン・ジャー

ムさんは、ポリオ、財団の経験が非常に深い方です。

そういう意味でも皆様方に大変感謝しております。ア

トランタで100周年を祝おう！をテーマにした大変忙

しい年でしたが、皆さんと一緒に色んなことをさせて

頂きました。深く感謝申し上げます。もうひとつ良かっ

た事は、2750地区と会員が良い競い合いをした結果、

最後に１つ新しいクラブが出来た事です。結果的に

34地区の中で一番多く会員が増えた事も皆さま方と

の１つの成果だったと考えています。

司会 ▶▶ 服部パストガバナーありがとうございました。

それでは、まだ記憶も新しい、2017年度ガバナー、神

野重行パストガバナーお願いします。

神野 ▶▶私がロータリーに入ったのは金沢東でした。

石川・富山地区の金沢ですが、2610地区のガバナー

という方がどういう存在か、ロータリアンとして全く意

識せずに6年いました。それで、名古屋に戻ってもう

一度名駅ロータリーに入った年が2008年7月。今考え

ますと片山ガバナーの年度で、2760地区で再入会し

ガバナーという存在があるということをはじめて知っ

たぐらいで、全く知らずに6年いたなという思いがしま

した。ガバナーの公式訪問は、西クラブと一緒に受

けていましたが、自分のクラブに来られたという感じ

が薄く、公式訪問に対してもあまり意識しておりませ

んでした。まして地区への出向や、ガバナー補佐を引

き受ける事も、クラブ幹事の経験もなく、ロータリー

の地区の動きも全く知らずにいた私が、いきなりガバ

ナーということで大変驚きました。なので、先輩たち

とはずいぶん感覚が違うと思っております。私は千田

パストガバナーには学生時代からご指導頂いており

ます。また、両親の関係で存じ上げている方ばかりで

す。しかし、ガバナーという意識で拝見したのは、私

がクラブ会長の時の田中ガバナーが初めてでした。

公式訪問の時にガバナーの存在を目の当たりにして、

凄い人なのだと思いました。親の西クラブと一緒だっ

たのですが、大きな先輩、親クラブでありながら、結

構ガバナーというのはビシビシ言われるなと。私ども

は子クラブにも関わらず、大変褒めて頂いて恐縮した

ものです。ガバナーは、凄い存在なのだということを

初めて肌で知りました。そんな頃です、私の高校の同

級生の近藤さんがガバナーをどうも引き受けるようだ

と話を聞いて、よくそんなことをやるな～と言ってし

まった覚えがあるのです。そういった中で、去年ガバ

ナーを引き受ける事となったのです。イアン H.S ライ

ズリーさんは“変化をもたらす”をテーマに、確か

ロータリーそのものが大きく変わったというお話をさ

れていたのを聞き、変化の時代だから、何かをやろう

と考えて出来ないだろうかと思いました。一番に思っ

たのは、ロータリーのイアン H.S ライズリーさんのこ

の言葉です。「ロータリーとは何か。何をしているのか

ということをもっと世の中に知らしめてほしい。」そこ

で、公共イメージ向上というものについて、自分がで

きる範囲でやってみようと思ったのです。1つはマスコ

ミや地域の皆さんへの働きかけ。もうひとつは、地区

ガバナーとロータリアンの距離感というのをできるだ

け縮めるという事を考えました。ガバナーは一般ロー

タリアンにとって遠い存在というか、私自身近寄りが

たい存在と思っていました。そこで、一年かけてクラ

ブの訪問以外にも、いろいろと接する機会をつくり、

距離を縮める試みをしたつもりです。服部さんは、地

区の戦略委員会で非常に改革的な事もやって下さい

ました。村井さんからはそんなに急にやっても無理な

んじゃないかとご心配頂きましたが、やっぱり自分な

りにやってもらいたいし、やってみたいということで、

全クラブに戦略委員会のような類のものを設置して

頂いたというのが、一番の私の思い出です。それから

もう１つ、諮問委員会で、先輩諸氏にお許しを頂き、

地区の体質の強化を図る取り組みを始めました。１つ

は、青少年対策の危機管理基金、これを1,000万円積

み立てさせて頂きました。それから、愛知県と防災協

定を結んで、地域の皆さんと一緒に勉強して、万が一

のときはどういった事ができるかということを考える

態勢を作らせて頂きました。これは先輩諸氏にも認

めて頂き、地区大会で結ぶことができました。

司会▶▶地区大会の思い出はいかがでしょう。

神野▶▶そうですね、

思い出がいっぱい

あるのですが、よも

や、D.K.リーさんが

来るとは想像もして

おらず、8月15日の

メールを開けてびっ

くり！片山パストガ

バナーがちょうど同

期だとの事でお願いできて本当に助かりました。大

先輩からも良くやったと言って頂いたのは先輩のおか

げです。今年は神奈川へ行かれるそうで、ガバナー

がとても焦っておられたと、村井さんから聞きました。

村井ガバナーから力になってあげてと言われて、気楽

に笑っていられるのが幸せです。最後に、６月の最後

にクロスプロモーションの青少年と学友の交流フェス

タ、これが出来たのも思い出です。ご出席の皆さんに

もいろいろ無理を申し上げました。それから、昨年度

だけになってしまったのですが、イアン H.S ライズリー

さんの植樹のお話につきましても、それぞれ分区やク

ラブで、個人的にもやって頂いたおかげで、8000本と

いう、一人一本の植樹目標を達成できました。「ガバ

ナーというのは言ったことを何でもできる」と言われ

たことをいい事に、先輩諸氏に無理を言い、それに

応えて頂いた事に感謝しております。WFFも晴れ男

で頑張ってくださいと言うだけで、今年度に相当資金

的余裕をもってお渡し出来ました。細かく言いますと

１時間では終わりませんが、これで終わりたいと思い

ます。ご指導頂いて、本当にありがとうございました。

司会 ▶▶ 神野パストガバナー、ありがとうございまし

た。こういった素晴らしいガバナーたちが10年間、努

力されたおかげで、第2760地区は本当にキラキラと

輝いていたのだと思います。どうもありがとうござい

ました。

司会▶▶片山先生いかがでしょう？

片山▶▶そうですね。ガバナーの視点というより私個

人の職業上の視点からのことを先に言いますと、そ

の頃地区大会での決議は大会決議と名付けられて、

ＲＩ会長・ＲＩ会長代理に感謝する。現ガバナーに感

謝する。地区大会ホストクラブに感謝するなど、決議

でなくても、ガバナーから口頭でお礼申し上げますと

言われれば済むことばかり。のどかな風景でした。そ

れまで、地区大会で審議・決議していた必要的決議

案件は、前年度の地区決算の承認、次年度地区大会

開催場所と日時の決定・承認くらいのことでした。そ

こで、ロータリーを法曹出のガバナーの目から見て、

地区大会の決議機関部分を整備しました。それは地

区大会における必要的決議案件の決議といわゆる大

会決議案と称していた案件とを区別し、必要決議案

件は各クラブの議決権票数を有する会長・幹事・副

会長等が出席する地区大会１日目に審議・決議し、

大会２日目にはその報告とし、大会決議案は１日目は

大会決議委員会からの決議案の内容の報告とし、大

会２日目の地区内全会員が参加する会議に大会決議

案を上程し採決するとしたことです。その年度の必要

的決議案件は、ガバナーノミニーの選出方法として指

名委員会方式の採択と指名委員会委員の選任の件・

2010年開催の規定審議会提出案件承認の件（当地

区初めての規定審議会提出案件）・ロータリー財団

未来の夢計画パイロット地区候補申請の件の3件で

した。現在においても、その流れが継続しているのは、

うれしいことです。それから、もう一つはガバナー選

任の地域的配慮のことです。パストガバナーの皆さん

が思っておられるでしょうが、全地区内、尾張も名古

屋も三河もどの地域にも一様にパストガバナーがでん

としておられ、しかも各分区にも元気なパストガバ

ナーがいることです。しかし、色 な々事情により、その

ようにはいかないのです。特に、分区でガバナー補佐

が分区内事業をする時あるいは分区内で事が起きた

時などに、どの分区にも、身近に相談ができるパスト

ガバナーが常にいるというのがいい訳です。地域の

関係では名古屋５・三河４・尾張３の比率で候補を選

任し、各地域内分区の順番は各地域関係のパストガ

バナーの相談によるという方針はできていますが、そ

れでも、地域の事情により万遍なく一様にとはいかな

いという実情ですね。その事情の一番大きいのが、う

ちのクラブの人数では、引き受けられませんという断

りです。その対処の１つの方法として、私のガバナー

年度に親子兄弟クラブにお願いして、監事・副幹事・

スタッフ等２人位ほどご協力をいただき、率先垂範し

た積もりです。偶然この時、近藤パストガバナーも西

名古屋担当のガバナー補佐で入って来られました。

司会▶▶だから先生の時は、他のクラブのスタッフが

5～6人入っていたのですね。

片山▶▶そうです。そういうことをやったのです。

加藤 ▶▶尾張3分区では大変申し訳ないと思っており

ます。去年ですが、南尾張分区でペケ、西尾張分区

でペケ、たまたま東尾張分区はその時にパストガバ

ナーが3人いらっしゃったのです。だから、僕を入れて

4人いたわけです。結局、尾張分区からしか出すとこ

ろがなくて、たまたま、犬山さんが今まで出していな

かったわけです。犬山が出るといったのでこれは良い

と安心していたら、委員会の前日に断ってきた。びっ

くりして田中先生にどうしよう…と。それで江南の福

田さんに急遽電話申し上げたら、「大丈夫だよ。うち

におるから」との返事。それでご本人と話をして、OK

ということになったのですが現役の会長さんなので

す。現役の会長さんは本来ダメなのです。それでRIの

方に問い合わせて、許可を得て伊藤さんがガバナーノ

ミニーに決まったのです。

片山▶▶だから、小さなクラブが一緒になって協力し

て出さねばね。

加藤 ▶▶ 今は東海と常滑なんかは出せます。しかる

べき人間もいます。今、片山先生が言われた小島先

生などもいるのですが、たまたま小島先生が病院を

建て替えて忙しいということだったのです。

司会▶▶できれば、9人で話し合うと盛り上がるような

テーマをあげて頂いてお話して頂けるとありがたいな

と思います。

神野 ▶▶これって、10年の思い出が皆さんにあります

よね。そして、これからの10年に向けての皆さんの期

待とか想いとか、この2つにしたらどうでしょうか?

田嶋 ▶▶地区大会のゲスト、会長代理を昔みたいに

自分たちで推薦させてもらえないかという意見が割

と今、いろんな地区から出ているじゃないですか？

神野 ▶▶ 出ていますね。全然来ると思ってなかった

D.K.リーさんが韓国から来られたし。

加藤 ▶▶ 僕の時も1か月前ですよ。それではなんとも

ならないですよ、こっちの準備も。だからもっと早く決

めてほしい。誰がどういう風に決めるかわからないで

すけどね。

田嶋 ▶▶大澤さんの時代までは地区が候補者を推薦

していたのですよね。

加藤 ▶▶ 要望は出せるけど、それに対しての返答もな

く、無視ですね。

田嶋 ▶▶ 私の時はRIが会長代理を呼ばなくていい。

お金がないのだから。協議会でもRIの職員がお金が

ないから来ない。日本の旅行者が行ったのだもん。ツ

アーが案内した人たちがその職員を代行してやって

いたのです。だから、日本事務局からは誰も行かない。

本当にひどい話です。

片山▶▶田島年度に同地区の中からRI会長代理を出

したのは意表を突いた人選でしたね。

神野▶▶それが最近全然でていない。

田嶋 ▶▶豊島さんから未だに言われます、あの時俺

はタダ働きだと。あの時、RIから地区で負担すること

はまかりならん、その代わり、会長代理で呼んだ場合

には一人いくら出すっていうような約束があったので

すが、一切払ってもらえなくて。こっちもすっかり忘れ

ちゃってましたが、日当も何もなく、未だに顔を合わ

すとそのことを言われます。

司会▶▶ 外国の方が来られると大変でしたよね。

加藤 ▶▶ 結局、通訳がいるでしょう。たまたま、米山

の子たちがやってくれたのですが、それからいろいろ

お話して頂くにしても、通訳を通すと時間が倍になっ

ちゃう。初めから文章を頂戴といって、文章をもらっ

たことはいいけど、読めないでしょう、だから、米山

の子に頼んで全部日本語に直してもらって、それをス

クリーンに投影して、それで通訳なしでやりましたけ

どね。しかも、決まったのが一カ月前でしょう。もう慌

てましたよね。

神野▶▶その教えを、D.K.リーさんの時には活かさせ

て頂いた部分もありますね。米山と福田君とか通訳

も含めて。

加藤 ▶▶日本のパストガバナーが来ていただくのが一

番いいですよね。

神野 ▶▶ D.K.リーさんは、みんな私の方を見ずにパ

ワーポイントを見る、だから、そういうのは嫌いだと

おっしゃって、以前のようなパワーポイントで出す事

ができなくて、30分でちゃんと収めるというのが、50

分以上になって、ちょっと大変でした。やっぱり国内

で来ていただくとありがたいですね。

司会 ▶▶あと、どうでしょう。一生懸命取り組んでい

らっしゃったWFF、これからどのようにして、あと何

年続けようかとかお思いでしょうか？

田中 ▶▶やれるかな？と思うんですよね。会場のこと

とか。

神野 ▶▶会場は大丈夫。エンゼル公園の方へ移します。

田中▶▶それならいいよね。できたら、日本の看板に

なるかもしれないから、少しずついいものに変えて

いっているから、同じものだとみんな飽きちゃうから

ね。近藤さんに頑張って頂いたよ。

神野▶▶ロータリーデー。

近藤 ▶▶タイミングでね。

神野▶▶こないだ、ジュディオングさんとご一緒したの

で、また確認して頼んでおきました。ポリオもう少しだ

から、楽しみですとおっしゃってました。

近 藤 ▶▶あれも、最初の仕掛人の福田さんが頑張っ

てくれて。ワールドフードでしょ、インターナショナル

で、フィリピンのロータリアンの参加者が多いのです

が、今では韓国、インドネシア、ネパール、パキスタン

からのロータリアンも加わり、ますますワールドになっ

ていて、そういう意味でなかなか大変ですが、少しず

つ変わりながらいいものに発展しているなと思います。

あれ、すごいよね、公共イメージアップにはね。

司 会 ▶▶やはり、イベントは少しずつ変化を求めて

やっていくのが良いですね。

千田 ▶▶名古屋ロータリーの福田君がはじめて来て、

私はこういう事をやりました、やりたいけどどうでしょ

う？そのような事を日本でやるのはどうだろうって提

案されました。その前に和合ロータリー。

田中▶▶ 和合の中でも、お金もそうなんですが、僕の

ところに泣きが入り、福田君がそれで和合をやめたら

西尾RCに入会したいと言っていましたが、和合の鷲

塚会長もやる気がでてきました。

実はその後ガバナーノミニーの指名に南尾張ができ

ない時に和合はどうだ？って聞いたのですが、事業

が重なりもう一年待ってくれと言われた。大きいクラ

ブだからやれないことではないと思うのですが。

司会▶▶結局、和合ロータリーと相乗りみたいになっ

たんでしょうか？

田中▶▶ちょうど、ワールドフードフェスタっていうの

は、そういったものが前の年にちょっと意見が出たん

だよね。千田さんの時に提案されたんだけど、実にな

らなくて、僕の時に同じように提案され、ちょうどその

日、公共イメージの先輩の方が、こういうのがあるけ

ど、プランもだいたいできてるし、勧誘もできてるから、

どうだろうと。和合でやりたいという話だったけど、

和合でやるなら名古屋市で、名古屋市でやるなら愛

知県全体でやろうよと、話がとんとん拍子に進んで。

それで、ほとんどいろんなところに声掛けて進めて、

すべてのクラブが協力するってことで何とかやれた。

全体2760地区でできたんじゃないかと思います。実

際に食べものの選択も良かったですもんね。ワールド

フードだから、名古屋でも珍しいものを作りたいって

ことで、地元のものはほとんど出さなかった。出店す

る方も初めてなのでリスクがあるのね。ただ最初の

公共イメージの費用もあり、なるべくテナント料を安く

して、あとは水道・施設費がちょっとかかるんだけど、

それも地区とかが応援してくれてやれたから良かった

けどね、お金の算段もできたから。でも、最初の250

万がなかったらちょっとやばかったかもね。

司会 ▶▶公共イメージのアップだけじゃなかったです

よね。

田中 ▶▶その中に、クロスプロモーションじゃないけ

ど、インターアクト、ローターアクト入れて、米山入れ

るっていうのは、最初から構想はありました。

司会 ▶▶近藤パストガバナーを始め、神野パストガバ

ナーにいたる歴代の方々が志を引き継いで下さいま

したね。

片山 ▶▶発案の福田さん、地区開催の決断と拡大の

田中・近藤両パストガバナー、承継・充実の加藤・服

部・神野の各パストガバナー、それに続く中心となる

実行委員会の委員長はじめ委員の面々、各分区のガ

バナー補佐はじめのロータリアン、インターアクトター

の応援等を得て当地区内外一丸となったポリオ撲滅

の募金等のイベント等々、当地区の一等地の真ん中

において、RI会長より日本ロータリーデーの名称まで

得て、当地区挙げての秋の恒例大奉仕活動事業に

なったことです。この十年を越えて長く語り継ぐべく

立てた記念碑と思います。

司会 ▶▶こうしたロータリークラブの取り組みが国の

行事にもなってますね？

片山 ▶▶そう、そう。思い出します。もう50年近くにな

るでしょうか、当地区豊橋のロータリークラブ（豊橋

北RC）から始まった5月30日を中心になされるごみゼ

ロ運動、地区の奉仕活動行事として日本に最たる行

事、日本全ロータリーばかりでなく、日本全国の環境

保全運動として定着しています。日本政府の提案に

より国連は毎年6月5日を国連環境の日と定め、日本

も同様環境の日と定めています。当地区は5月30日～

6月5日迄の1週間を強調するために、地区設定特別週

間として「環境保全週間」を設定することにしていま

すが、パストガバナーの皆さんは設定されましたかね。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーはインターアクトの活動

にも力入れていらっしゃいましたね。次世代を育てる

大切な活動ですね。

松前 ▶▶ 1987年に地区インターアクト委員となり、イン

ターアクトクラブの活動を推進しました。1990年には

地区インターアクト委員長となり、2760地区のインター

アクト活動で海外研修を始める事に致しました。毎年

夏休みにハワイ島に約30名を引率してホームステイを

行い大変喜ばれました。要望があった長野県のイン

ターアクトクラブも一緒のハワイ研修でした。各イン

タークラブより2名を選出、2ヵ月の勉強会の後、各地

域の高校の先生方が海外研修を推進して下さいまし

た。参加した部員からは、ハワイの研修でアメリカの

文化や語学研修が大変勉強になった、雄大なハワイ

の景色に感動した！と喜ばれ、毎年の実施を望む多く

の声があがりました。これを機に様々な高校でイン

ターアクトクラブが設立されましたが、愛知県立千種

高等学校、阿久比高等学校と進学校が参加して厚み

が増しました。その後、研修地はオーストラリアに変わ

りましたが、二十数回と継続し、発展している姿を見て、

海外研修に初めて取り組んだ私は感激しております。

司会▶▶田嶋パストガバナーは、公共イメージには何

が必要だと思われますか？

田嶋 ▶▶ 公共イメージって言うとついイベントに偏り

がちなんだけど、私がもっと強調しないといけないと

は思うのは、ロータリアンの質。もっと周知させるとか。

たまたま私はある俳句の結社に老人になって入って、

そこで仲間の人たちも会員になってもらったら、凄く

ロータリーに対する信頼っていうのをアピールしてく

れ、非常にまじめで、皆さんちゃんと実行してくれる。

約束したら実行してくれる。そういうロータリーの質

の良さをもっと知らせれば、会員増強もっと簡単にで

きると思うんです。

司会 ▶▶はじめに片山先生が俳句を読まれましたけ

ど、いろんなところで俳句のことを話されてますよね。

田嶋 ▶▶そういう面で公共イメージっていうのは、も

うちょっと補強しないといけないんじゃないかって気

がします。

田中 ▶▶そうするとクラブの中のロータリアンの質の

良さという原点に戻っちゃいますね。みんな集まって

フェスタをしたりするのにも、「ロータリアンの自覚」

とか、あんまり難しく言うとやめたってなっちゃう。

やっぱり、飴と鞭みたいに楽しいことがなければね。

田嶋 ▶▶クラブがいろんな人に働きかけて、ゲストで

呼んだりいろいろしないと、会員は増えないし、クラ

ブ会長が会員増強って言わないと絶対増えない。

やっぱりトップになる人が自覚してやらないといけな

いし、ガバナーとかガバナー補佐も会員増強って常に

言い続けないと会員は増えない。

司会 ▶▶どうなんでしょう、本音の話なんですが、日

本は女性ロータリアンが少ないですよね。心からもっ

と増えればよいと思っていらっしゃるのでしょうか？

田嶋 ▶▶私は増やしたいと思ってます。だって女性中

心で本来女性だけのクラブを作ろうとアイリスを作ろ

うと思ったんだけど、その話がたまたま東京の司葉子

さんの耳に入って、司葉子さんが盛田さんに、「女性

だけのクラブはダメよ。」って言ったものだから、盛

田さんも、「お前、まずいらしいよ、男入れよ」って。

結局、男性も入れたんだけど、やっぱり女性と男性を

比べると、女性の方が優秀。これはオフレコにしてほ

しいけど、完全に女性の方が質が高い。

司会 ▶▶私は名東ロータリークラブってところの初め

ての女性会員で、女性2人で一緒に入ったんですね。

絶対に1人はダメです。もうひとりがすぐ辞めてしまっ

たので、次に女性会員が入った時、とても気を使いま

した。私がいるからやめるみたいなことになったら大

変だと思って。なので、女性会員を入れられるなら

やっぱり複数から始められた方がいいと思います。

食事のスピードも違いますし、結構大変でした。

神野 ▶▶私も金沢東RCで女性2人に入ってもらった

んですけど、齢を重ねられた今でも頑張ってくれてま

す。今、女性の比率は1割かな、90、100人近くのうち

の9人です。

田 中 ▶▶ 都市は良いんですよ。経営者が多いから。

郊外は経営者が少ないんですよ。

千田▶▶女の人入れるには、男もいい男を入れないと

いけない。（笑）

司会▶▶いい女の人が入ってくると、けっこう男性がお

しゃれになる。出席率もよくなる。明るくなるし、いい

こともあります。だから、女性ロータリアンばっかり

じゃダメっていうのもわかるような気がします。

田中▶▶ 韓国にもあるね、女性だけのロータリアン。

田嶋 ▶▶日本もありますよ。

司会 ▶▶それでは、時間の関係で希望の風について

伺います。被災して消防士を目指す方などいろいろな

方がいるのですが、これはどのくらい続けようとお考

えですか？

近 藤 ▶▶ 基本的に田嶋年度の時に震災が起きて、

さっき田嶋さんも言われましたが、みんな最初、ガバ

ナー会を通して寄付したんだけど、そこから問題が出

て、寄付金を返せっていう地区と、使い道を考えてや

ろうという地区と分かれまして、その結果、10地区が

ファンドみたいにして、震災時にお腹の子も含めて、0

歳の子供が短大とか大学を出るまで奨学金を出そう

という話に決まりました。その時からずっとやっている

ので2011年から22年間のロングランです。だから私は

基本的に青少年奉仕事業じゃないかと思うんです。

千 田 ▶▶もしかして、そういうこともあるけれども、

やっぱり年はきっとかないといかんな、災害はどこか

でだんだんと出てくるし。

田嶋 ▶▶あのね、今ね、希望のファンドは資本金が4

億あるんです。地区が出した4億、それが減ってない

んです。毎年払うお金はその年度で寄付頂いたもの

で回っているんです。これをずっと続けてお金を貯め

ておいて、次の震災が起こった時にそれを拡大して

支援しようと言ってるのですが、ただ、希望の風を

作った時にいろいろ問題があって、ほんとにロータ

リーってこんなひどいこと言うかってことまで言われ

たのがあって、当時の人がまだ頑張っているわけ。8

年前の人がまだ頑張っているわけ。私は早くから近

藤さんにバトンタッチして、今度神野さんに。やっぱり

そうしないと長く続く組織は続かないよ。

神野 ▶▶でも、この前、2010年度組の皆さんが大いに反

省されながら、相当変えようという発言をされましたよ。

田嶋 ▶▶やっとですよ。私は最初から変えようと言っ

ているのに。
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神野 ▶▶私が口火を切ったみたいだったんですけどね。

司会▶▶ 客観的に見ていると、さすがロータリアン、素

晴らしいことだなとしか思い浮かばなかったのですが。

田 嶋 ▶▶ いやー、ひどかったよ。集めたお金をガバ

ナーが山分けするとか、ありもしないようなことを言わ

れちゃって。あの時会長だった東京のガバナーは本当

に可哀想だった。集中的に叩かれたのがその人個人で。

神野 ▶▶ガバナー月信に昨日原稿を出し、今度載せ

てもらうことにしてあるので。こないだ僕はさっきの

ガバナーじゃないけど、わけわからず副委員長に代わ

れって言われて、代わったんですが、今おっしゃった

ように、あと正確には1億2千万です。私は2億と言っ

てるのですが、2億あれば33年までいけるのですよ、

今のペースで行くと。ただ、お話があったように、この

後ひょっとして大規模な、片親か両親がなくなっちゃ

うような震災があった時にそれをまた使えばいいじゃ

ないかと、何も正式名だけ変えればいいじゃないか

という声もあるし、今からエンディングを考えてやる

必要はないよっていう話にはなっているのです。で、

ルール・規則・制度が少しいい加減ってものも結構

あったので、この1年で相当変えて頂くっていうお題

いができ、さらに今年度の2580のガバナー会議長の

松坂さんも来てくれていたので、ガバナー会でも取り

上げてくれと。去年は17/34、今までに26/34地区が

この7年強の間に参加しているのですが、去年はちょ

うど半分の17ですね。あと17地区がほんの僅か、

さっきの1000円じゃないけど出してくれれば、十分に

やっていけれるし、もっと広い範囲でこういうことが

できるかもしれないという見方もあると思います。

田嶋 ▶▶だから、最初の人たちは変わって、どんどん

新しい人たちが新しい組織にしていけばいいんですよ。

片山▶▶財団になってる？

田嶋 ▶▶ 財団になってない。財団にすればいいよね。

明らかに公益性があるからね。

田中▶▶それで、米山とか同じような方向でもってい

けばね。

司会▶▶他に何か言い足らない事、こんなテーマなど

ございますか？お時間も少 と々なりました。

神野▶▶さっき私も地区の体制を変えた、強化したつ

もりだって申し上げたのですが、さっき片山先生が

おっしゃたように、ガバナー出せないと、千田さんみ

たいに2000万自分で出してもいいよって方は良いけ

ど、私もあとで気が付いたんですが、地区の予算を見

るとガバナーの活動経費みたいなのが、ほとんどな

いわけですよ。私は幸いクラブも支援してくれたから

よかったですが、小さいクラブからも平等に出しても

らおう、いい人を出してもらおうと思うと、そのあたり

を変えていかないとね。

司会▶▶そうですよね。

田嶋 ▶▶でも、実際ガバナー出してもお金なんてかか

らないよ、お金がかかるって言うのが信じらない。

神野 ▶▶ 事務局経費をガバナー事務所で持つでしょ。

それをクラブで結構持たないといけない。

田嶋 ▶▶ 事務局経費だって、ノミニー時代の事務局経

費がガバナーの負担になるだけであって、あとは間に

合いますよ。今度からノミニーも経費が出るようになっ

たでしょう、だから、ほとんどお金なんかかからないよ。

近藤 ▶▶片山先生がガバナーを務められた時に地区

副幹事、スタッフを親クラブ、兄弟クラブから出して

欲しいという依頼があり、私も地区副幹事で出向し

たんですが、あれも1つの手だと思うんですね。今も

松坂さんの話が出ましたけど、第2580地区全体の事

は分かりませんが、ガバナーと地区幹事と地区副幹

事が違うクラブに所属しているんですね。神野さんと、

ここの地区ではそんなこと考えられないなと話してい

たのですが、そういう地区も実際あるんです。だから、

もう少し実態を調べていくと意外とガバナーと他の

人達が違うクラブ、つまり、本当に地区で優秀な人達

を引っ張ってくるっていうんですかね、基本的にはそ

うだと思うんだけど、今本人だけじゃなくってクラブが

後押ししないといけないというルールがありますよね。

だから、さっきの加藤さんじゃないけど、実際、有能な

人はいるけど、クラブが駄目って言ったらガバナーに

なれないので、そのあたりの仕組みっていうか、考え

方をかえなければいけないかもしれないですね。それ

で、私も有能な人がガバナーになって、それを取り巻く

地区幹事とか地区副幹事がまた優秀な人が出てくる。

優秀というか、やる気というか、非常に前向きというの

ですかね。すごいですよね、第2580地区というのは。

田 嶋 ▶▶すごい成功しているんですよね。若いガバ
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ナーが出るようになって。

千田 ▶▶ただ、その地区の人がやってくれないといか

んよね。パストガバナーがちゃんと責任もって、バック

アップとか出すのも。

田嶋 ▶▶クラブで潰しちゃう。早く名前が出ると潰し

ちゃうんだよ。

田中▶▶でも、クラブの推薦がないと困るよね。

司会▶▶そりゃそうですよね。でも、小さいクラブが2

つでガバナーを出すっていうのはどうなんでしょうね。

神野 ▶▶どっちも小さければ難しいと思いますよ。ガ

バナー補佐の選出の仕方も結構大きな課題になって

ると思うんですよね。

田中 ▶▶ 他の地区と違うね。他の地区はガバナーが

推薦して組織作っちゃうもんね。

千田 ▶▶ガバナー補佐ってもうちょっと、ガバナーの

意向が反映するようにすると楽だわな。各地区からき

て、その人にいろいろお願いしないといけないし。

神野▶▶でも、それはね、4、5年かかりますよ。

司会▶▶ 時間も来ましたので、そろそろ締めを・・。平

成最後の10年間の最初のパストガバナーとして、片山

パストガバナー、10年を総括していただけますか。

片山 ▶▶それは少々荷が重いので、私の独断の感想

4点ほど述べさせていただきます。1つ目ですが、現在

までの30年間を振り返りますと、ちょうど平成30年間

とほぼ重なっています。この30年間を10年ごとに3分

割してロータリーの変化を見てみますと、平成10年ま

でロータリーは右肩上がりでした。しかし、平成後半

の20年間は右肩下がりで受難の時期でした。そのよ

うな中、RIは職業保持の原点を外し、会員に会員増

強と寄付・年会費の増強を絶えず求め、遂には職業

奉仕を事実上5大奉仕部門から下ろし、社会奉仕部

門に合流させるという話も聞き、私のガバナー年度の

地区方針でもあった「持続可能な前進」のまさに逆

を行っているように感じられました。2つ目は、斎藤直

美（豊田RC）2006年度パストガバナーを2016年度・

2017年度のRI理事として当地区から初めて輩出した

という、2760地区ロータリー愛知85にとって重要な

出来事がありました。当地区の将来にとって、計り知

れない啓蒙的な影響をもたらし、永く記憶されるべ

き出来事だと思われます。それ以外にも、5年ほど前

に名古屋から始まり、年々盛大に開催されている

WFF、50年前に豊橋から始まり、定着したゴミゼロ

運動、この2つの奉仕活動を一対として春期・秋期の

2大奉仕イベントとして将来に受け継がれるようにし

なければならないと思います。3つ目として、反対に残

念なのがポリオ撲滅運動のことです。1987年に当地

区でポリオプラスというプログラムが採り上げられ、

委員会が設置されました。私の年度に、ポリオ撲滅

の為に今後3年間に同額の寄付を提出することを条

件にゲイツ財団から1億ドルを受け取り、全会員に寄

付を再度求めてきました。しかし、最初の同額寄付か

ら10年経った現在でもその決着がついておりません。

いずれ数年のうちに撲滅宣言が出せると信じていま

すが、次の10年に申し送りをしなければならない事

は、私にとって本当に忍びない事です。4つ目は、ロー

タリーの組織・権限の問題です。組織は大きくなれ

ばなるほど、権限の集中が必要です。しかし、ロータ

リーの基礎は、クラブとその会員が底辺にあり、地域

と密着したクラブの独立自存があればこそです。RI

は権限の一部をガバナーあるいは地区に、ガバナー

はガバナー補佐に委任・譲渡する事が必要ではない

かと思います。私もガバナー補佐に一部権限委譲・ガ

バナー補佐の推薦事項・分区運営要領などを地区便

覧に記載し、口頭でも定着を推奨しました。しかし、

ガバナーは単年度官なのでなかなか難しく、本来は

地区大会で出来ると良いのですが、それも難しい問

題があります。近藤年度に「地区審議会」が活動でき

るようになりましたので今後は地区審議会を活用し、

大いに議論したいと思っています。

司会▶▶貴重なお話ありがとうございました。大変勉

強になりました。

座
談
会

司会▶▶本日はお忙しい中、誠にありがとうございま

す。この座談会は2008年～2017年の10年間の中でガ

バナーをお務めになった皆様にご参加頂きました。

担当された年度の順に、取り組まれた事や課題など

について忌憚のないご意見を伺いたいと思います。貴

重なご意見からこれからの10年に向けての指針が見

えてくるかと存じます。それでは、まず2008年から

2009年度のガバナー、片山パストガバナーからお願

い致します。

片 山 ▶▶ RI会長の

テーマ“夢をかたち

に”それを受けて、

私の方は“持続可

能な前進！”という

地区方針で、サブと

して“ロータリーに

心を”という歌を作

りました。読んだ人

からは、とても良い歌だと好評を頂きました。“ロータ

リーに心を注ぎ　ロータリーに心を開く　ロータリー

を心に受け止め　ロータリーを心に住まわす　ロー

タリーの心をみんなで考え　ロータリーの心を静か

に思う　ロータリーの心は我等の心　ロータリーの

心は世界の心”という内容をテーマにした歌でした。

司会▶▶歌を通すとロータリーの理念が心にスーッと

入ってきますね。ところで、地区大会の時、私も関係

者だったのですが、ゲストは小泉純一郎さんでしたね。

片山 ▶▶ 名古屋名東クラブさんのお世話で、小泉さ

んに来て頂いたからあれだけの会員が地区大会に集

まってくれました。

司会▶▶本当に多くの会員が参加されましたね。

片山▶▶大いに盛り上がり良かったです。

司会 ▶▶この地区大会は悲しい出来事があり、片山

パストガバナーも心を痛められた事でしょう。

片山 ▶▶忘れもしません、RI会長代理とロータリー

ミーティングの特別講演のためお越し頂くことになっ

ていた佐藤千壽さん（東京東RC）の突然の訃報です。

地区大会の4週間くらい前に2回ほど東京でお目にか

かりました。当時佐藤さんは90歳でこれからヨーロッ

パ旅行に行くと伺い、「元気で行って来てください

ね」と、笑顔で挨拶を交わしました。ところが、地区

大会の20日くらい前、突然訃報が入りました。クルー

ズの最中にドクターがいなくて助からなかったとお聞

きしました。ロータリーミーティングの特別講演は、そ

の講演原稿が親友の圡屋亮平パストガバナー（松戸

RC）に託され、圡屋さんが代読されました。今でも忘

れられない出来事でした。

司会▶▶また、ロータリー愛知81にちなんでの昼食会

は皆さんに喜ばれましたね。

片山▶▶そうですね。公式訪問に行く多くのクラブで、

古参会員の方々が心なしか、さみしいお顔をしておら

れるのを見かけるものですから、この機会にと思って

第１日目のRI会長代理を囲む昼食会に招待した訳で

す。「ロータリー愛知81」にちなんでと言われるのは、

RIが事務的に当地区に付けた名称は「RI第2760地

区」ですが、私は当初より当地区が胸を張って自称

できる当地区の名前を「ロータリー愛知81」としまし

た。この名前を、ガバナー月信をその巻頭言として発

行した地区誌にも使いました。これは地区の機関誌

の役割と地区内各クラブ間の親睦誌の役割を担う双

方向の雑誌です。81という数字はその年度の当地区

全クラブの数です。招待しました古参会員の年が81

歳以上というのは、これ未満の歳では、該当者が多

過ぎてこの81を借りたのです。

司会 ▶▶ロータリーの方は若 し々いので81歳以上の

会員の皆様が元気に沢山お越し下さいました。片山

パストガバナーありがとうございました。次は2009年

大澤年度ですが大澤輝秀パストガバナー（豊川RC）

は、平成16年９月に逝去されています。ご冥福をお祈

り申し上げます。それでは、続きまして、クールビズを

提唱されました、２010年から2011年度のガバナー、

田嶋パストガバナー、お願い致します。

田 嶋 ▶▶ 私の時の

RI会長は、レイ・ク

リンギンスミスさん

というアメリカの方

でした。会長のテー

マは“地域を育み、

大陸をつなぐ”でし

た。私の年度の特

徴は3つあります。1

つは、ロータリー財団のフューチャービジョンが始

まった年です。当地区がパイロット地区になっていま

した。もう1つは、戦略計画ストラテージックプランを

日本では「長期計画」と訳していましたが、試行錯誤

を経て、今の戦略計画という名称に変更し、始まりま

した。最後の１つは東日本大地震が起きた年という

ことです。

司会▶▶あの東日本大地震が起きた年ですね。

田嶋 ▶▶最初は未来の夢計画という名前で始まっ

たのですが、夢という表現に異論も多く、協議を重

ねた末、フューチャービジョンという名前になりまし

た。私の頃は、RIの表現をアメリカはアメリカで直し、

日本は日本で直すスタイルで、日本流は受け入れやす

い表現に変えているのではないか？という指摘も多く、

本場アメリカの表現に戻したということです。フュー

チャービジョンでは、新しい地区補助金について皆さ

んのご理解を頂き、いかに活用して頂くかということ

を一番大きな目標としていました。

司会▶▶ 確かに日本語に直すと本来の意味が曖昧に

なる場合もありますね。また、医療支援にも熱心に取

り組まれてましたね。

田嶋 ▶▶ 深谷地区財団委員長と一生懸命取り組んだ

のが、グローバル補助金を使った医療支援です。アメ

リカのヒューストンと交流したのが当地区の医療支援

の始まりで、しかも、グローバル補助金を使った医療

支援というのは、当時本当にまれで、この地区の大き

な成果の1つだったと思います。それから、戦略計画

については、公式訪問でお話してもほとんど何も知ら

ない人ばかりという状況の中で、いかに皆さんに存在

を知って頂くかが課題でした。

司会 ▶▶そして、この年度は日本は未曾有の出来事

がありました。

田嶋 ▶▶そうです、東日本大地震が1番の問題でした。

地区としてはいずれも1人1,000円以上という形で1次

支援、2次支援を行いました。諮問委員会では1,000

円では金額が少ないんじゃないのか？という意見も出

ましたが、会員の皆様が企業でも多額の義援金を出

されて、個人でもロータリー以外に寄付されている事

を考えて出した金額という趣旨を説明し、この金額で

やりましょうということになりました。最初、2,000万

円ほど集まり、希望の風奨学金に全額協賛致しまし

た。２次支援では宮城岩手の地区と千葉県の地区と

もう１か所に配分致しました。その他、ヘリコプター

の支援も致しました。これは、地区大会をやって頂い

た「あまクラブ」が余った1,000万円を地区に返却して

くれたので、そのままヘリコプターの支援金に使いま

した。孤立した所に食料を運んだり、薬を運んだり、

１ヵ月くらい活用されました。それでもまだ余りが出て

いたので、軽トラックを買いたいという支援組織に活

用致しました。

司会 ▶▶田嶋パストガバナーありがとうございました。

東日本大地震が起きてからのガバナーの取り組み方

は、本当に心を打たれるものがありました。それでは、

引き続き、松前パストガバナーお願い致します。松前

パストガバナーは、2011年から2012年までガバナーを

お努めになりました。震災後の大変な年でしたが、

ロータリークラブの力、絆の強さを再認識されたので

はないでしょうか。RC会員歴が半世紀以上と伺いま

した。色 な々思い出がおありかと存じます。

松前 ▶▶ 私は、1967年に一宮北RCに35才で入会し、

この50年間で、1990年には一宮中央RCの初代会長

として設立に尽力

出来たこと、そして、

2011年～2012年に

は2760地区のガバ

ナーとしてお務めが

出来た事を嬉しく思

います。

司会 ▶▶ 松前パスト

ガバナーのご経歴

を伺いますとすべてに「初」が付き、意欲的な取り組

みが伝わって参ります。2760地区にロータリー・リー

ダーシップ研究委員会（RLI）を導入されたのも初め

ての試みでしたね。

松 前 ▶▶ ロータリー・リーダーシップ研究委員会

（RLI）は新会員と未来のクラブリーダーの研修の

ためにアメリカで草の根運動として開発されたプログ

ラムです。日本でも各地区で急速に採用されつつあり、

双方向性とディスカッションリーダーDLに特徴があり

ます。私がガバナーに就任して最初の諮問委員会で

導入を諮り、認められて誕生しました。全国では6番

目の導入でしたが、RLIはまだ馴染のない時代でした。

ロータリー・リーダーシップ研究会の目的は、ロータ

リーの理解を深め、クラブを活性化すること。目的達

成の為に、日本では15地区でRLIの研修が行われ、

成果が上がっています。講義による教育ではなくディ

スカッション方式でリーダーの知識、考え方、創造性

を引き出します。

司会▶▶ 埼玉の中村先生には私も熱心にご指導を頂

きました。度々お越し頂いていますね。

松前 ▶▶ 2760地区は中村靖治国際ロータリー研修

リーダーが熱心にご指導下さり、地区研修の方が真

剣に勉強された結果、多数の方がディスカッション

リーダーになっています。私もガバナーエレクトの時、

妻久子とアメリカ・サンディエゴで1週間、コの字型の

RLI方式で飛び交う質問に、絞られました。現在

2760地区ではこのRLI方式に磨きをかけ改善し、有

用な研修として成果を上げていると聞いております。

この研修でロータリーへの理解が深まり、クラブが

活性化することが期待されます。ロータリーをより理

解し、ロータリーを心から愛するロータリアンが増え、

今後の100年もロータリーが益々発展する事を願って

おります。

司会▶▶ 4430地区ブラジルを訪問されましたね。

松前 ▶▶ 1988年度以降永く中断していた研究グルー

プ交換GSEを1997年度犬飼パストガバナーが再開さ

れ､私が委員長に任命され、当時の犬飼ガバナー、

片山地区幹事（片山パストガバナー）と総勢10名で

GSE研究グループの派遣先であるブラジル4430地区

を激励訪問いたしました。懐かしい思い出です。ちょ

うどこの年は、ブラジルへの移民90周年という節目

の年でした。そこで、各クラブから寄付された書籍１

トンを船便で送りました。この訪問はブラジル日本文

化協会に寄付する贈呈式もかねていたのです。24時

間を費やし、一行がサンパウロ空港に降り立ったのが、

5月13日早朝4時30分。訪問先クラブの会長や多くの

方々に迎えられてホテルに向かいましたが、GSE研究

生として来ていたサンパウロ軍事警察大尉ルイス君

の装甲車に前後を守られ、赤色灯を回転しながらの

移動。ガバナー一行への配慮に感謝しております。

司会▶▶疲れも飛んでしまう歓迎ぶり、嬉しいですね。

他でも熱いもてなしを受けたそうですね。

松前 ▶▶ 仮眠の後、日本人街に例会場を持つ日系ク

ラブ会員の多いリベルターデRCを訪問し、熱い歓迎

を受けました。その後文化協会に赴き、日本文化協

会山内会長に犬飼ガバナーから図書一式贈呈の目

録が渡されました。翌日は、サンパウロ・レステRCを

訪問しここでも熱い歓迎を受け、4430地区大会会場

に移動し、前夜祭を楽しみました。当時の4430地区

ガバナーは日系2世のKazuhiro Moriガバナーでした。

大会当日、我々一行は日本国旗を振りながら入場。大

きな拍手を今も覚えています。各クラブが順に旗を掲

げて入場行進する姿にも力強い息吹を感じました。

翌日はMoriガバナーよりレセプションに招かれ、一連

の行事終了の安堵感もあり、とても和やかな時間を

過ごしたことを鮮明に覚えています。その後、イグア

スの滝観光に向かいました。ブラジルとアルゼンチン

にまたがる落差80M、幅4キロの景観は圧巻でした。

最終日は、リオデジャネイロにも足を延ばしました。

2016年のリオ・オリンピックでコルコバードのキリスト

像が映し出されるたびにブラジル訪問を思い出して

おりました。往復2日間以上という10日間はハードで

したが、ブラジル訪問は実り多く思い出深い旅のひと

つとなりました。

司会▶▶そういえば、松前パストガバナーはある数字

に深いご縁があるそうですね

松前 ▶▶私は母校の大阪歯科大学の学籍番号が22

番でした。そして、一宮北RCの22代目の会長を務め

ました。ガバナーセミナーに指名されたのが2009年3

月22日でした。第2760地区の第22回インターアクト大

会に出席し挨拶の機会を頂きました。インターアクト

クラブは私の心の故郷であります。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーありがとうございました。

それでは、2012年から2013年度のガバナーでいらっ

しゃいました、千田毅パストガバナー、お願い致します。

千 田 ▶▶ 私の時は、

たまたま幸いなこと

に国際ロータリー

会長が田中作次さ

んで、R Iテーマが

“Peace Through 

Service 奉仕を通

じて平和を”でした。

司 会 ▶▶ 田中作次

RI会長との思い出で印象に残っている事は何でしょうか。

千田 ▶▶一番の思い出は、ロータリーの世界大会の

時のことです。ガバナー会をやろうという事になりま

したが、一番の問題は田中RI会長が参加してくれる

かどうかでした。そこで、全権を握っているRI秘書の

ベティさんという女性に交渉したのですが、直前まで

参加が不明のまま…。ところが、当日、田中RI会長が

来られて、皆びっくり！しかも、財団委員長なども連れ

てお越こしになったので、椅子が足りずバタバタと大

慌てして準備したのが印象に残っています。私共は

150人くらいで参加しましたが、田中RI会長は感激し、

喜んでお帰りになられました。また、同期のガバナー

が年1回集まって日本各地を廻るのですが、3回目の

時に田中RI会長が、「2012年度の会だから私も参加

する」と言われ、その会費を求めたところ、「これぞ

ロータリー」と言って、喜んで払って下さいました。

司会 ▶▶千田さんがガバナーになられた年は、震災

の翌年でしたね。

千田 ▶▶そうです、大震災の翌年でした。1月の研修

会で行った、カナダのトロントの方に一緒にやろうと

声をかけていただき、VTTの時に参加して頂きまし

た。その時、たまたま隣に座っていたのが、2750地区

の宮城・岩手の小野寺さんでした。その際、「お金を

集めるのは誰でもできる、我々はちゃんと震災孤児に

手渡したい」と小野寺さんにお願い致しました。あの

時は現地も混乱して色々大変だったのを被災地に視

察に行った時に実感致しました。30人の子供たちが

高校を卒業するまでにかかる4,800万円という金額を

集める為に、毎週500円ずつ集める提案をしましたが、

はじめはうまくいかず、幹事などに足りない分はガバ

ナーがもたないといけないと脅されました（笑）結果、

全額集まりましたが色々大変でした。

司会▶▶地区の目標など6つ挙げていらっしゃいます

が、沢山達成されていますよね。その中の高校生支

援で、甲子園に出場を果たした、仙台育英高校の球

児の中に孤児がいました。両親は他界し、お祖父さ

んの所から高校に通い、甲子園で3番打者として活躍

しました。1回戦で負けてしまったのですが、千田さ

んの応援が陰でありました。

千田 ▶▶地区と地区との交流では、抽選の結果、名

古屋クラブと奥三河クラブがメークアップする事にな

り、中日新聞の大島さんから「千田さん、えらいこと

になった！」と電話で心配を頂くほど、離れた地区の

クラブが交流することとなりましたが、その交流は2

～３年続けることができました。

司 会 ▶▶千田パストガバナーありがとうござました。

続いて、2013年度ガバナー田中正規パストガバナー

お願い致します。

田中▶▶会長になっ

ても知らないことば

かりで、地区に入っ

て改めて、凄い！と

驚くことばかりでし

た。ノミニーとして、

「お前また来たか！」

と言われるほどしつ

こく千田さんの後に

くっついて見聞きしている間に分かることがありまし

た。それは、ロータリーでは“はい”と“YES”しかな

いということです。「やろうよ！」と言った事は情報を

集めてやらないといけない、それが皆が前を向く事、

止めたらそれで終わり。私も思った事をとりあえず

やってみようと思いました。ある時、公共イメージの

コーディネーター「ロータリーの友」編集長の二神さ

んとお話しする機会があり、その時の話題から、地区

全体でやれるフェスタ、日本で初めてのロータリーの

ワールドフェスタを開催しよう！と私は思いました。皆

さんの協力のもと、思った以上に素晴らしいフェスタ

を開催できました。その後、近藤さんが形を作ってく

ださり、日本のロータリーでできました。そのきっかけ

に少しでもなれたのが良かったと思います。最後に、

任期の終盤に色 な々国に行きましたが、それが楽しい

思い出になっています。

司会▶▶どんなところに行かれましたか？

田中▶▶ベトナム、タイ、フィリピンは2回、隠れてモン

ゴル。つい最近はラオスに行きました。皆さんの友情

の支えもあり、色々な国へ行くことができ、非常に充

実した年度だったと思います。もう１つ印象的な出来

事として、同期のガバナーがEクラブを教えてくれた

事です。会費も安く、例会をホームページで行えるEク

ラブは、若い人も多く、クラブのイメージを変えたクラ

ブで面白かったです。

司会 ▶▶やはりイベントをやらないと、テレビ局や新

聞社の方々はあまり来てくださらないですよね。

田中▶▶私がテレビ局等に行ったのは最初の挨拶ぐ

らいだけでしたが、色々な人を引っ張りだすことは良

いことだと思います。たまに顔を出すと、ロータリーは

こんなことをやっているのか…とロータリーの活動を

改めて知って頂けました。

司会 ▶▶はじめのうち、ロータリーのことはあまりPR

してはいけないと教えられたのですが…。

田中 ▶▶それで、公共イメージコーディネーター補佐

としてお話させて頂きました。

司会▶▶希望の風などはどうですか？

田中▶▶希望の風は私ではなく、田嶋さんが担当してい

ます。希望の風は今も続いていて素晴らしいと思います。

司 会 ▶▶ 学生さんの喜びの声や手紙を拝見すると

ロータリアンになって良かったとしみじみ思います。

クラブでもお弁当箱支援といって、お弁当箱に色 な々

ものを詰めて、被災者の方に送り、そのお礼に折り紙

の花やお手紙をいただいたりしました。田中パストガ

バナーありがとうございました。それでは、2014年度

のガバナー、近藤雄亮パストガバナーお願いいたしま

す。パストガバナーの年度のガバナー月信の7月号は

熱田神宮ですよね。

近 藤 ▶▶たまたまう

ちのクラブに熱田

神宮の宮司さんがお

られ、写真を使わせ

てくださいと頼み、

毎回、熱田神宮に関

連する何かの写真

を使わせて頂きまし

て、最初から最後ま

でシリーズで載せました。私の時のRI会長は、ゲイ

リーC.K.ホァンさんという台湾の方でした。彼の考え

方のベースになっていたのが「儒教・孔子の教えです。

ロータリーがSNSを含めデジタル化していく中、アナ

ログ的なものを大切にされる方で、そういったところ

に私も共感しました。彼は“ロータリーに輝きを”とい

うテーマと5つの強調事項、つまり、“地域社会でロー

タリーの存在感を高めること・会員増強・ポリオ撲

滅・クラブの強化・ロータリーデーの実施”で始めま

した。この強調事項は今でもずっと続いています。当

時の私にとって歴代ガバナーの皆さんは雲の上の存

在。ガバナーノミニーに指名される場に臨んだ時、近

寄りがたい雰囲気がありました。そのような思いから、

もう少し目線を下げてロータリアンの中に入りたい、

堅苦しいことはやめて、メークアップに来たメンバー

のような近い距離感で本当の姿を見たいという思い

から色々考え、計画を立てました。結果、例えば「単

独でガバナーの公式訪問を初めて受けました」とか

「親クラブと一緒だとなかなか本音で話すことがで

きない」といったような声を聞くことが出来ました。

司会▶▶ 確か近藤パストガバナーの時、クラブをまとめ

て回るのではなく、ひとつひとつ訪問されたのですよね。

近藤 ▶▶はい、地区内全84クラブを個別に公式訪問

をしました。メンバーの数が少ないクラブも多いクラ

ブも皆さん本当に一生懸命ロータリー活動をされて

いて、素晴らしいと感じました。色々大変な面もある

けれども、この地区のクラブは本当に良くやってくれ

ています。何でもそうなのですが、一旦外に出てみる

と、中では分からない事が見えてくる。素晴らしさが

良くわかる様になる。ゲイリーC.K.ホァンさんのアナ

ログ的思考というか、情といいますか、それが地方に

あるんじゃないかなと思います。私はロータリーとい

うのは、ひと言でいえば…感動、感動をシェアするこ

とだと思うのです。こういうことをずっと言って回った

わけです。いろんな理屈やロジックを立てても感動

がない。そういったものだったら誰もついて来ないし、

仮にその場でついて来ても後は知らないという形に

なってしまいます。感動があれば、自分も仲間に入り

たい、これぐらいのお金を出してもいいなという気持

ちになります。そういう風になっていくといいなと思い

ます。先ほど田中さんが「自分は人が色々言ったこと

を取り上げた」と仰ってました。その中の１つ、WFF

(ワールドフードふれ愛フェスタ)を引き継ぎ、我々の時

は最初からやろうと組織を作り取り組みました。そう

したら、タイミングよく、ゲイリーC.K.ホァンさんの強

調事項の１つ“ロータリーデーの実施”というのがあ

りました。当時のRI理事の北さんからも昨年第2760

地区のプレゼンを見たら素晴らしいことをやっている

ので、是非ロータリーデーをジャパンロータリーデー

愛知として実施をしてくれないかという話を頂きまし

た。シニアリーダーは自分がまとめるからお前は同期

ガバナーをまとめろという事になったのです。結局、

100人以上のシニアリーダーの方々がWFFに参加を

してくれました。田中さんが始めた事を2年目である

程度形ができたかなと思います。

司 会 ▶▶ロータリー

デーというのは、その

時から始まったので

すか？

近藤 ▶▶そうです。ゲ

イリーC.K.ホァンさ

んが自分の強調事項

で提唱したのです。

世界中に、クラブ単

位でもいいし、地区単位でもいいし、あるいは国単位

でもいいから、とにかくやってくれと。私は各クラブ単

位で是非やって下さい。これはガバナー賞の対象に

します！とやったのです。地区単位ではせっかく田中

さんが地区の大きなイベントをやってくれたので、そ

れをジャパンロータリーデーに育てる決心をしました。

ゲイリーC.K.ホァンさんの強調事項、北RI理事の薦

めもあり、ちょうどタイミングが合ったのですね。それ

からもう1つ。“ロータリーは何だ？”とか陰で色々文

句を言う声もありますが、言いたいことがあるのなら、

RIには3年に1度開催される規定審議会というのがあ

るので、そこへ第2760地区から物申す！と、意見を出

したらいいんじゃないのか、その為の規定審議会で

すから。そして地区内クラブに立法案提出のお願い

をしました。地区の色々な問題を取り上げて会長さん

たちに諮る地区審議会と立法案審議委員会というの

を作り、片山先生、田嶋先生と相談しながら3人で地

区審議会規約を作りました。それが今実行されています。

司会 ▶▶もう１つ、IT委員会で地区で初めてHPを作

られたとか。

近藤 ▶▶ホームページは前からありました。尾本さん

が非常に熱心に取り組んでくれていました。地区で

形に出来たのは、いきなり出来たのではなくて、思い

とか色々な下準備があったからです。尾本さんの不

断の努力のお陰だと思っています。私のような者でも

ガバナーを務めることが出来たのはゲイリーC.K.ホァ

ンさんの「儒教・孔子の教えの下、アナログ思考でや

る」この理念があればこそです。また、片山先生がガ

バナーをお務めになられた時、ガバナー補佐としての

私をご指導して頂いたこと、その後も色 ご々指導を頂

いたお陰と片山先生には大変感謝致しております。

計算で繋がっているのではなくて、情で繋がってい

る関係は素晴らしい力になると私は思います。

司会 ▶▶近藤パストガバナーありがとうございました。

では、2015年度のガバナーでいらっしゃいました加

藤陽一パストガバナーお願いします。

加 藤 ▶▶ 私の時は、

スリランカのK .R .

ラビンドランさんと

いう方がRI会長で

した。英語で“Be 

a gift to the world”

サンディエゴでの国

際協議会で“世界

へのプレゼントにな

ろう”と訳されましたが、はっきり言って何を仰ってい

るのか分かりませんでした。同期のガバナー連中とこ

れは何を言ってるのだ？？と色々話し、プレゼントは、

たぶん奉仕のことだろうなと、同期のガバナーとそう

解釈しようということになり、サンディエゴから帰って

きました。K.R.ラビンドランさんは、アジアの中でのは

じめてのスリランカの方ですから、どうもイメージが

湧かず、このRIテーマも皆さんにどうお伝えしようか

…とちょっと苦労しました。

司会 ▶▶加藤パストガバナーは、お父様もロータリア

ンだったのですね。

加藤 ▶▶そうです、親父も瀬戸クラブで会長をやって

いました。その頃、斎藤先生が仰っていた「原点回

帰」の話に感銘を受けました。最近ロータリーが原点

というか根本がわからなくなってきたのではないか…

という私自身の心情もあり、見直しをという意味で、

早速先生にお話しして了解を頂き、原点に帰りたいと

お話を申し上げて、ずっと講習をやったのです。

司会▶▶ガバナー時代、思い出に残ることを教えてく

ださい。

加藤 ▶▶田中さんの資料を基に34クラブ訪問いたし

ました。クラブとの交流、私自身の交流もそこそこや

らせて頂いたつもりでおります。WFFに関しては、田

中さんから近藤さんに受け継がれ、私の時はだんだ

ん形になってきました。私の時から企業協賛にも力を

入れて、600万か800万円を頂戴し、去年が1,000万円

くらいでした。ロータリーを世間に広めるという意味

もあり、だんだん大きくなっています。特にエンドポリ

オに関しては、売り上げもだいぶ上がってきています。

たまたま国際奉仕委員会の方と一緒にVTTでインド

ネシアに行く機会があり、ジャカルタの劣悪な環境に

いる子どもたちを訪ねました。学校も行けず勉強もで

きないヒンズー系の子供たちを援助していたのは、イ

ンドネシアの方達。この出会いを機に私たちもやって

いこう！と、ポリオ500万円、あと400万円プラス地区

のクラブから拠出されたお金を使って、やり始めたの

です。ぼちぼち卒業しないとと思っているのですが、

今もWFFの実行委員長をやらせて頂いております。

WFFを通じて、ロータリーは世間に、そして日本中に

広がったのではないかと思っております。ガバナーと

して小難しいことはやった覚えはありませんが、

WFFが私にとっては一番の思い出かなと思っています。

司会▶▶やはりそういう努力があって、いろんな学生さ

んの支援などが出来るのですね。先ほど、千田パストガ

バナーの時にお話した、仙台育英高校の千田君の記

事は加藤パストガバナーの時の月信9月号に出ておりま

して、「花巻東高硬式野球部の千田京平君、亡き母と

「再会」信じ」という風に書いてありました。加藤パス

トガバナーありがとうございました。それでは、2016年

度ガバナー、服部良男パストガバナーお願いします。

服 部 ▶▶ 2 0 1 6年度はジョン・ジャームRI会長の

“Rotary Serving Humanity”というRIテーマでス

タートしました。丁度この年はロータリー財団100周年

という記念すべき年。100年前にアトランタで開催し

た国際大会を100年後にもう一度アトランタで！という

大きなテーマがありました。もう１つのテーマは、RI

の戦略計画を当地区にどのように持ってくるか。当地

区にはRIの戦略計画がありませんでした。従って当

地区の良いところと課題を分析し、良いところは、そ

のまま伸ばし、課題に関しては戦略計画を立て持続

可能にすることがテーマでした。一番の基本は、10

年後もこの地区が輝き続けるために1年間何をすれ

ばいいのかという事です。そこでまず、地区の戦略を

作るため戦略計画委員会を作りました。そしてもう１

つ、広報、ITを一緒にして、公共イメージ向上委員会

を設立させ、戦略計

画の中でも大きな部

分であるロータリー

の認知度と公共イ

メージの向上を図り

ました。それからも

う１つ。研修委員会

を再度新設し、その

下にRI実行委員会

を分けて、研修をさせて頂きました。これが大きな地

区に対する戦略計画です。あとは、地区としての財団

の取り組みがしっかりしていた為、未来の夢計画に

始まる延長の100年を是非！ということで、大変高い

数字を掲げました。一人180ドルを財団に寄付し、結

果、目標を達成することができました。ジョン・ジャー

ムさんは、ポリオ、財団の経験が非常に深い方です。

そういう意味でも皆様方に大変感謝しております。ア

トランタで100周年を祝おう！をテーマにした大変忙

しい年でしたが、皆さんと一緒に色んなことをさせて

頂きました。深く感謝申し上げます。もうひとつ良かっ

た事は、2750地区と会員が良い競い合いをした結果、

最後に１つ新しいクラブが出来た事です。結果的に

34地区の中で一番多く会員が増えた事も皆さま方と

の１つの成果だったと考えています。

司会 ▶▶ 服部パストガバナーありがとうございました。

それでは、まだ記憶も新しい、2017年度ガバナー、神

野重行パストガバナーお願いします。

神野 ▶▶私がロータリーに入ったのは金沢東でした。

石川・富山地区の金沢ですが、2610地区のガバナー

という方がどういう存在か、ロータリアンとして全く意

識せずに6年いました。それで、名古屋に戻ってもう

一度名駅ロータリーに入った年が2008年7月。今考え

ますと片山ガバナーの年度で、2760地区で再入会し

ガバナーという存在があるということをはじめて知っ

たぐらいで、全く知らずに6年いたなという思いがしま

した。ガバナーの公式訪問は、西クラブと一緒に受

けていましたが、自分のクラブに来られたという感じ

が薄く、公式訪問に対してもあまり意識しておりませ

んでした。まして地区への出向や、ガバナー補佐を引

き受ける事も、クラブ幹事の経験もなく、ロータリー

の地区の動きも全く知らずにいた私が、いきなりガバ

ナーということで大変驚きました。なので、先輩たち

とはずいぶん感覚が違うと思っております。私は千田

パストガバナーには学生時代からご指導頂いており

ます。また、両親の関係で存じ上げている方ばかりで

す。しかし、ガバナーという意識で拝見したのは、私

がクラブ会長の時の田中ガバナーが初めてでした。

公式訪問の時にガバナーの存在を目の当たりにして、

凄い人なのだと思いました。親の西クラブと一緒だっ

たのですが、大きな先輩、親クラブでありながら、結

構ガバナーというのはビシビシ言われるなと。私ども

は子クラブにも関わらず、大変褒めて頂いて恐縮した

ものです。ガバナーは、凄い存在なのだということを

初めて肌で知りました。そんな頃です、私の高校の同

級生の近藤さんがガバナーをどうも引き受けるようだ

と話を聞いて、よくそんなことをやるな～と言ってし

まった覚えがあるのです。そういった中で、去年ガバ

ナーを引き受ける事となったのです。イアン H.S ライ

ズリーさんは“変化をもたらす”をテーマに、確か

ロータリーそのものが大きく変わったというお話をさ

れていたのを聞き、変化の時代だから、何かをやろう

と考えて出来ないだろうかと思いました。一番に思っ

たのは、ロータリーのイアン H.S ライズリーさんのこ

の言葉です。「ロータリーとは何か。何をしているのか

ということをもっと世の中に知らしめてほしい。」そこ

で、公共イメージ向上というものについて、自分がで

きる範囲でやってみようと思ったのです。1つはマスコ

ミや地域の皆さんへの働きかけ。もうひとつは、地区

ガバナーとロータリアンの距離感というのをできるだ

け縮めるという事を考えました。ガバナーは一般ロー

タリアンにとって遠い存在というか、私自身近寄りが

たい存在と思っていました。そこで、一年かけてクラ

ブの訪問以外にも、いろいろと接する機会をつくり、

距離を縮める試みをしたつもりです。服部さんは、地

区の戦略委員会で非常に改革的な事もやって下さい

ました。村井さんからはそんなに急にやっても無理な

んじゃないかとご心配頂きましたが、やっぱり自分な

りにやってもらいたいし、やってみたいということで、

全クラブに戦略委員会のような類のものを設置して

頂いたというのが、一番の私の思い出です。それから

もう１つ、諮問委員会で、先輩諸氏にお許しを頂き、

地区の体質の強化を図る取り組みを始めました。１つ

は、青少年対策の危機管理基金、これを1,000万円積

み立てさせて頂きました。それから、愛知県と防災協

定を結んで、地域の皆さんと一緒に勉強して、万が一

のときはどういった事ができるかということを考える

態勢を作らせて頂きました。これは先輩諸氏にも認

めて頂き、地区大会で結ぶことができました。

司会▶▶地区大会の思い出はいかがでしょう。

神野▶▶そうですね、

思い出がいっぱい

あるのですが、よも

や、D.K.リーさんが

来るとは想像もして

おらず、8月15日の

メールを開けてびっ

くり！片山パストガ

バナーがちょうど同

期だとの事でお願いできて本当に助かりました。大

先輩からも良くやったと言って頂いたのは先輩のおか

げです。今年は神奈川へ行かれるそうで、ガバナー

がとても焦っておられたと、村井さんから聞きました。

村井ガバナーから力になってあげてと言われて、気楽

に笑っていられるのが幸せです。最後に、６月の最後

にクロスプロモーションの青少年と学友の交流フェス

タ、これが出来たのも思い出です。ご出席の皆さんに

もいろいろ無理を申し上げました。それから、昨年度

だけになってしまったのですが、イアン H.S ライズリー

さんの植樹のお話につきましても、それぞれ分区やク

ラブで、個人的にもやって頂いたおかげで、8000本と

いう、一人一本の植樹目標を達成できました。「ガバ

ナーというのは言ったことを何でもできる」と言われ

たことをいい事に、先輩諸氏に無理を言い、それに

応えて頂いた事に感謝しております。WFFも晴れ男

で頑張ってくださいと言うだけで、今年度に相当資金

的余裕をもってお渡し出来ました。細かく言いますと

１時間では終わりませんが、これで終わりたいと思い

ます。ご指導頂いて、本当にありがとうございました。

司会 ▶▶ 神野パストガバナー、ありがとうございまし

た。こういった素晴らしいガバナーたちが10年間、努

力されたおかげで、第2760地区は本当にキラキラと

輝いていたのだと思います。どうもありがとうござい

ました。

司会▶▶片山先生いかがでしょう？

片山▶▶そうですね。ガバナーの視点というより私個

人の職業上の視点からのことを先に言いますと、そ

の頃地区大会での決議は大会決議と名付けられて、

ＲＩ会長・ＲＩ会長代理に感謝する。現ガバナーに感

謝する。地区大会ホストクラブに感謝するなど、決議

でなくても、ガバナーから口頭でお礼申し上げますと

言われれば済むことばかり。のどかな風景でした。そ

れまで、地区大会で審議・決議していた必要的決議

案件は、前年度の地区決算の承認、次年度地区大会

開催場所と日時の決定・承認くらいのことでした。そ

こで、ロータリーを法曹出のガバナーの目から見て、

地区大会の決議機関部分を整備しました。それは地

区大会における必要的決議案件の決議といわゆる大

会決議案と称していた案件とを区別し、必要決議案

件は各クラブの議決権票数を有する会長・幹事・副

会長等が出席する地区大会１日目に審議・決議し、

大会２日目にはその報告とし、大会決議案は１日目は

大会決議委員会からの決議案の内容の報告とし、大

会２日目の地区内全会員が参加する会議に大会決議

案を上程し採決するとしたことです。その年度の必要

的決議案件は、ガバナーノミニーの選出方法として指

名委員会方式の採択と指名委員会委員の選任の件・

2010年開催の規定審議会提出案件承認の件（当地

区初めての規定審議会提出案件）・ロータリー財団

未来の夢計画パイロット地区候補申請の件の3件で

した。現在においても、その流れが継続しているのは、

うれしいことです。それから、もう一つはガバナー選

任の地域的配慮のことです。パストガバナーの皆さん

が思っておられるでしょうが、全地区内、尾張も名古

屋も三河もどの地域にも一様にパストガバナーがでん

としておられ、しかも各分区にも元気なパストガバ

ナーがいることです。しかし、色 な々事情により、その

ようにはいかないのです。特に、分区でガバナー補佐

が分区内事業をする時あるいは分区内で事が起きた

時などに、どの分区にも、身近に相談ができるパスト

ガバナーが常にいるというのがいい訳です。地域の

関係では名古屋５・三河４・尾張３の比率で候補を選

任し、各地域内分区の順番は各地域関係のパストガ

バナーの相談によるという方針はできていますが、そ

れでも、地域の事情により万遍なく一様にとはいかな

いという実情ですね。その事情の一番大きいのが、う

ちのクラブの人数では、引き受けられませんという断

りです。その対処の１つの方法として、私のガバナー

年度に親子兄弟クラブにお願いして、監事・副幹事・

スタッフ等２人位ほどご協力をいただき、率先垂範し

た積もりです。偶然この時、近藤パストガバナーも西

名古屋担当のガバナー補佐で入って来られました。

司会▶▶だから先生の時は、他のクラブのスタッフが

5～6人入っていたのですね。

片山▶▶そうです。そういうことをやったのです。

加藤 ▶▶尾張3分区では大変申し訳ないと思っており

ます。去年ですが、南尾張分区でペケ、西尾張分区

でペケ、たまたま東尾張分区はその時にパストガバ

ナーが3人いらっしゃったのです。だから、僕を入れて

4人いたわけです。結局、尾張分区からしか出すとこ

ろがなくて、たまたま、犬山さんが今まで出していな

かったわけです。犬山が出るといったのでこれは良い

と安心していたら、委員会の前日に断ってきた。びっ

くりして田中先生にどうしよう…と。それで江南の福

田さんに急遽電話申し上げたら、「大丈夫だよ。うち

におるから」との返事。それでご本人と話をして、OK

ということになったのですが現役の会長さんなので

す。現役の会長さんは本来ダメなのです。それでRIの

方に問い合わせて、許可を得て伊藤さんがガバナーノ

ミニーに決まったのです。

片山▶▶だから、小さなクラブが一緒になって協力し

て出さねばね。

加藤 ▶▶ 今は東海と常滑なんかは出せます。しかる

べき人間もいます。今、片山先生が言われた小島先

生などもいるのですが、たまたま小島先生が病院を

建て替えて忙しいということだったのです。

司会▶▶できれば、9人で話し合うと盛り上がるような

テーマをあげて頂いてお話して頂けるとありがたいな

と思います。

神野 ▶▶これって、10年の思い出が皆さんにあります

よね。そして、これからの10年に向けての皆さんの期

待とか想いとか、この2つにしたらどうでしょうか?

田嶋 ▶▶地区大会のゲスト、会長代理を昔みたいに

自分たちで推薦させてもらえないかという意見が割

と今、いろんな地区から出ているじゃないですか？

神野 ▶▶ 出ていますね。全然来ると思ってなかった

D.K.リーさんが韓国から来られたし。

加藤 ▶▶ 僕の時も1か月前ですよ。それではなんとも

ならないですよ、こっちの準備も。だからもっと早く決

めてほしい。誰がどういう風に決めるかわからないで

すけどね。

田嶋 ▶▶大澤さんの時代までは地区が候補者を推薦

していたのですよね。

加藤 ▶▶ 要望は出せるけど、それに対しての返答もな

く、無視ですね。

田嶋 ▶▶ 私の時はRIが会長代理を呼ばなくていい。

お金がないのだから。協議会でもRIの職員がお金が

ないから来ない。日本の旅行者が行ったのだもん。ツ

アーが案内した人たちがその職員を代行してやって

いたのです。だから、日本事務局からは誰も行かない。

本当にひどい話です。

片山▶▶田島年度に同地区の中からRI会長代理を出

したのは意表を突いた人選でしたね。

神野▶▶それが最近全然でていない。

田嶋 ▶▶豊島さんから未だに言われます、あの時俺

はタダ働きだと。あの時、RIから地区で負担すること

はまかりならん、その代わり、会長代理で呼んだ場合

には一人いくら出すっていうような約束があったので

すが、一切払ってもらえなくて。こっちもすっかり忘れ

ちゃってましたが、日当も何もなく、未だに顔を合わ

すとそのことを言われます。

司会▶▶ 外国の方が来られると大変でしたよね。

加藤 ▶▶ 結局、通訳がいるでしょう。たまたま、米山

の子たちがやってくれたのですが、それからいろいろ

お話して頂くにしても、通訳を通すと時間が倍になっ

ちゃう。初めから文章を頂戴といって、文章をもらっ

たことはいいけど、読めないでしょう、だから、米山

の子に頼んで全部日本語に直してもらって、それをス

クリーンに投影して、それで通訳なしでやりましたけ

どね。しかも、決まったのが一カ月前でしょう。もう慌

てましたよね。

神野▶▶その教えを、D.K.リーさんの時には活かさせ

て頂いた部分もありますね。米山と福田君とか通訳

も含めて。

加藤 ▶▶日本のパストガバナーが来ていただくのが一

番いいですよね。

神野 ▶▶ D.K.リーさんは、みんな私の方を見ずにパ

ワーポイントを見る、だから、そういうのは嫌いだと

おっしゃって、以前のようなパワーポイントで出す事

ができなくて、30分でちゃんと収めるというのが、50

分以上になって、ちょっと大変でした。やっぱり国内

で来ていただくとありがたいですね。

司会 ▶▶あと、どうでしょう。一生懸命取り組んでい

らっしゃったWFF、これからどのようにして、あと何

年続けようかとかお思いでしょうか？

田中 ▶▶やれるかな？と思うんですよね。会場のこと

とか。

神野 ▶▶会場は大丈夫。エンゼル公園の方へ移します。

田中▶▶それならいいよね。できたら、日本の看板に

なるかもしれないから、少しずついいものに変えて

いっているから、同じものだとみんな飽きちゃうから

ね。近藤さんに頑張って頂いたよ。

神野▶▶ロータリーデー。

近藤 ▶▶タイミングでね。

神野▶▶こないだ、ジュディオングさんとご一緒したの

で、また確認して頼んでおきました。ポリオもう少しだ

から、楽しみですとおっしゃってました。

近 藤 ▶▶あれも、最初の仕掛人の福田さんが頑張っ

てくれて。ワールドフードでしょ、インターナショナル

で、フィリピンのロータリアンの参加者が多いのです

が、今では韓国、インドネシア、ネパール、パキスタン

からのロータリアンも加わり、ますますワールドになっ

ていて、そういう意味でなかなか大変ですが、少しず

つ変わりながらいいものに発展しているなと思います。

あれ、すごいよね、公共イメージアップにはね。

司 会 ▶▶やはり、イベントは少しずつ変化を求めて

やっていくのが良いですね。

千田 ▶▶名古屋ロータリーの福田君がはじめて来て、

私はこういう事をやりました、やりたいけどどうでしょ

う？そのような事を日本でやるのはどうだろうって提

案されました。その前に和合ロータリー。

田中▶▶ 和合の中でも、お金もそうなんですが、僕の

ところに泣きが入り、福田君がそれで和合をやめたら

西尾RCに入会したいと言っていましたが、和合の鷲

塚会長もやる気がでてきました。

実はその後ガバナーノミニーの指名に南尾張ができ

ない時に和合はどうだ？って聞いたのですが、事業

が重なりもう一年待ってくれと言われた。大きいクラ

ブだからやれないことではないと思うのですが。

司会▶▶結局、和合ロータリーと相乗りみたいになっ

たんでしょうか？

田中▶▶ちょうど、ワールドフードフェスタっていうの

は、そういったものが前の年にちょっと意見が出たん

だよね。千田さんの時に提案されたんだけど、実にな

らなくて、僕の時に同じように提案され、ちょうどその

日、公共イメージの先輩の方が、こういうのがあるけ

ど、プランもだいたいできてるし、勧誘もできてるから、

どうだろうと。和合でやりたいという話だったけど、

和合でやるなら名古屋市で、名古屋市でやるなら愛

知県全体でやろうよと、話がとんとん拍子に進んで。

それで、ほとんどいろんなところに声掛けて進めて、

すべてのクラブが協力するってことで何とかやれた。

全体2760地区でできたんじゃないかと思います。実

際に食べものの選択も良かったですもんね。ワールド

フードだから、名古屋でも珍しいものを作りたいって

ことで、地元のものはほとんど出さなかった。出店す

る方も初めてなのでリスクがあるのね。ただ最初の

公共イメージの費用もあり、なるべくテナント料を安く

して、あとは水道・施設費がちょっとかかるんだけど、

それも地区とかが応援してくれてやれたから良かった

けどね、お金の算段もできたから。でも、最初の250

万がなかったらちょっとやばかったかもね。

司会 ▶▶公共イメージのアップだけじゃなかったです

よね。

田中 ▶▶その中に、クロスプロモーションじゃないけ

ど、インターアクト、ローターアクト入れて、米山入れ

るっていうのは、最初から構想はありました。

司会 ▶▶近藤パストガバナーを始め、神野パストガバ

ナーにいたる歴代の方々が志を引き継いで下さいま

したね。

片山 ▶▶発案の福田さん、地区開催の決断と拡大の

田中・近藤両パストガバナー、承継・充実の加藤・服

部・神野の各パストガバナー、それに続く中心となる

実行委員会の委員長はじめ委員の面々、各分区のガ

バナー補佐はじめのロータリアン、インターアクトター

の応援等を得て当地区内外一丸となったポリオ撲滅

の募金等のイベント等々、当地区の一等地の真ん中

において、RI会長より日本ロータリーデーの名称まで

得て、当地区挙げての秋の恒例大奉仕活動事業に

なったことです。この十年を越えて長く語り継ぐべく

立てた記念碑と思います。

司会 ▶▶こうしたロータリークラブの取り組みが国の

行事にもなってますね？

片山 ▶▶そう、そう。思い出します。もう50年近くにな

るでしょうか、当地区豊橋のロータリークラブ（豊橋

北RC）から始まった5月30日を中心になされるごみゼ

ロ運動、地区の奉仕活動行事として日本に最たる行

事、日本全ロータリーばかりでなく、日本全国の環境

保全運動として定着しています。日本政府の提案に

より国連は毎年6月5日を国連環境の日と定め、日本

も同様環境の日と定めています。当地区は5月30日～

6月5日迄の1週間を強調するために、地区設定特別週

間として「環境保全週間」を設定することにしていま

すが、パストガバナーの皆さんは設定されましたかね。

司会 ▶▶ 松前パストガバナーはインターアクトの活動

にも力入れていらっしゃいましたね。次世代を育てる

大切な活動ですね。

松前 ▶▶ 1987年に地区インターアクト委員となり、イン

ターアクトクラブの活動を推進しました。1990年には

地区インターアクト委員長となり、2760地区のインター

アクト活動で海外研修を始める事に致しました。毎年

夏休みにハワイ島に約30名を引率してホームステイを

行い大変喜ばれました。要望があった長野県のイン

ターアクトクラブも一緒のハワイ研修でした。各イン

タークラブより2名を選出、2ヵ月の勉強会の後、各地

域の高校の先生方が海外研修を推進して下さいまし

た。参加した部員からは、ハワイの研修でアメリカの

文化や語学研修が大変勉強になった、雄大なハワイ

の景色に感動した！と喜ばれ、毎年の実施を望む多く

の声があがりました。これを機に様々な高校でイン

ターアクトクラブが設立されましたが、愛知県立千種

高等学校、阿久比高等学校と進学校が参加して厚み

が増しました。その後、研修地はオーストラリアに変わ

りましたが、二十数回と継続し、発展している姿を見て、

海外研修に初めて取り組んだ私は感激しております。

司会▶▶田嶋パストガバナーは、公共イメージには何

が必要だと思われますか？

田嶋 ▶▶ 公共イメージって言うとついイベントに偏り

がちなんだけど、私がもっと強調しないといけないと

は思うのは、ロータリアンの質。もっと周知させるとか。

たまたま私はある俳句の結社に老人になって入って、

そこで仲間の人たちも会員になってもらったら、凄く

ロータリーに対する信頼っていうのをアピールしてく

れ、非常にまじめで、皆さんちゃんと実行してくれる。

約束したら実行してくれる。そういうロータリーの質

の良さをもっと知らせれば、会員増強もっと簡単にで

きると思うんです。

司会 ▶▶はじめに片山先生が俳句を読まれましたけ

ど、いろんなところで俳句のことを話されてますよね。

田嶋 ▶▶そういう面で公共イメージっていうのは、も

うちょっと補強しないといけないんじゃないかって気

がします。

田中 ▶▶そうするとクラブの中のロータリアンの質の

良さという原点に戻っちゃいますね。みんな集まって

フェスタをしたりするのにも、「ロータリアンの自覚」

とか、あんまり難しく言うとやめたってなっちゃう。

やっぱり、飴と鞭みたいに楽しいことがなければね。

田嶋 ▶▶クラブがいろんな人に働きかけて、ゲストで

呼んだりいろいろしないと、会員は増えないし、クラ

ブ会長が会員増強って言わないと絶対増えない。

やっぱりトップになる人が自覚してやらないといけな

いし、ガバナーとかガバナー補佐も会員増強って常に

言い続けないと会員は増えない。

司会 ▶▶どうなんでしょう、本音の話なんですが、日

本は女性ロータリアンが少ないですよね。心からもっ

と増えればよいと思っていらっしゃるのでしょうか？

田嶋 ▶▶私は増やしたいと思ってます。だって女性中

心で本来女性だけのクラブを作ろうとアイリスを作ろ

うと思ったんだけど、その話がたまたま東京の司葉子

さんの耳に入って、司葉子さんが盛田さんに、「女性

だけのクラブはダメよ。」って言ったものだから、盛

田さんも、「お前、まずいらしいよ、男入れよ」って。

結局、男性も入れたんだけど、やっぱり女性と男性を

比べると、女性の方が優秀。これはオフレコにしてほ

しいけど、完全に女性の方が質が高い。

司会 ▶▶私は名東ロータリークラブってところの初め

ての女性会員で、女性2人で一緒に入ったんですね。

絶対に1人はダメです。もうひとりがすぐ辞めてしまっ

たので、次に女性会員が入った時、とても気を使いま

した。私がいるからやめるみたいなことになったら大

変だと思って。なので、女性会員を入れられるなら

やっぱり複数から始められた方がいいと思います。

食事のスピードも違いますし、結構大変でした。

神野 ▶▶私も金沢東RCで女性2人に入ってもらった

んですけど、齢を重ねられた今でも頑張ってくれてま

す。今、女性の比率は1割かな、90、100人近くのうち

の9人です。

田 中 ▶▶ 都市は良いんですよ。経営者が多いから。

郊外は経営者が少ないんですよ。

千田▶▶女の人入れるには、男もいい男を入れないと

いけない。（笑）

司会▶▶いい女の人が入ってくると、けっこう男性がお

しゃれになる。出席率もよくなる。明るくなるし、いい

こともあります。だから、女性ロータリアンばっかり

じゃダメっていうのもわかるような気がします。

田中▶▶ 韓国にもあるね、女性だけのロータリアン。

田嶋 ▶▶日本もありますよ。

司会 ▶▶それでは、時間の関係で希望の風について

伺います。被災して消防士を目指す方などいろいろな

方がいるのですが、これはどのくらい続けようとお考

えですか？

近 藤 ▶▶ 基本的に田嶋年度の時に震災が起きて、

さっき田嶋さんも言われましたが、みんな最初、ガバ

ナー会を通して寄付したんだけど、そこから問題が出

て、寄付金を返せっていう地区と、使い道を考えてや

ろうという地区と分かれまして、その結果、10地区が

ファンドみたいにして、震災時にお腹の子も含めて、0

歳の子供が短大とか大学を出るまで奨学金を出そう

という話に決まりました。その時からずっとやっている

ので2011年から22年間のロングランです。だから私は

基本的に青少年奉仕事業じゃないかと思うんです。

千 田 ▶▶もしかして、そういうこともあるけれども、

やっぱり年はきっとかないといかんな、災害はどこか

でだんだんと出てくるし。

田嶋 ▶▶あのね、今ね、希望のファンドは資本金が4

億あるんです。地区が出した4億、それが減ってない

んです。毎年払うお金はその年度で寄付頂いたもの

で回っているんです。これをずっと続けてお金を貯め

ておいて、次の震災が起こった時にそれを拡大して

支援しようと言ってるのですが、ただ、希望の風を

作った時にいろいろ問題があって、ほんとにロータ

リーってこんなひどいこと言うかってことまで言われ

たのがあって、当時の人がまだ頑張っているわけ。8

年前の人がまだ頑張っているわけ。私は早くから近

藤さんにバトンタッチして、今度神野さんに。やっぱり

そうしないと長く続く組織は続かないよ。

神野 ▶▶でも、この前、2010年度組の皆さんが大いに反

省されながら、相当変えようという発言をされましたよ。

田嶋 ▶▶やっとですよ。私は最初から変えようと言っ

ているのに。

神野 ▶▶私が口火を切ったみたいだったんですけどね。

司会▶▶ 客観的に見ていると、さすがロータリアン、素

晴らしいことだなとしか思い浮かばなかったのですが。

田 嶋 ▶▶ いやー、ひどかったよ。集めたお金をガバ

ナーが山分けするとか、ありもしないようなことを言わ

れちゃって。あの時会長だった東京のガバナーは本当

に可哀想だった。集中的に叩かれたのがその人個人で。

神野 ▶▶ガバナー月信に昨日原稿を出し、今度載せ

てもらうことにしてあるので。こないだ僕はさっきの

ガバナーじゃないけど、わけわからず副委員長に代わ

れって言われて、代わったんですが、今おっしゃった

ように、あと正確には1億2千万です。私は2億と言っ

てるのですが、2億あれば33年までいけるのですよ、

今のペースで行くと。ただ、お話があったように、この

後ひょっとして大規模な、片親か両親がなくなっちゃ

うような震災があった時にそれをまた使えばいいじゃ

ないかと、何も正式名だけ変えればいいじゃないか

という声もあるし、今からエンディングを考えてやる

必要はないよっていう話にはなっているのです。で、

ルール・規則・制度が少しいい加減ってものも結構

あったので、この1年で相当変えて頂くっていうお題

いができ、さらに今年度の2580のガバナー会議長の

松坂さんも来てくれていたので、ガバナー会でも取り

上げてくれと。去年は17/34、今までに26/34地区が

この7年強の間に参加しているのですが、去年はちょ

うど半分の17ですね。あと17地区がほんの僅か、

さっきの1000円じゃないけど出してくれれば、十分に

やっていけれるし、もっと広い範囲でこういうことが

できるかもしれないという見方もあると思います。

田嶋 ▶▶だから、最初の人たちは変わって、どんどん

新しい人たちが新しい組織にしていけばいいんですよ。

片山▶▶財団になってる？

田嶋 ▶▶ 財団になってない。財団にすればいいよね。

明らかに公益性があるからね。

田中▶▶それで、米山とか同じような方向でもってい

けばね。

司会▶▶他に何か言い足らない事、こんなテーマなど

ございますか？お時間も少 と々なりました。

神野▶▶さっき私も地区の体制を変えた、強化したつ

もりだって申し上げたのですが、さっき片山先生が

おっしゃたように、ガバナー出せないと、千田さんみ

たいに2000万自分で出してもいいよって方は良いけ

ど、私もあとで気が付いたんですが、地区の予算を見

るとガバナーの活動経費みたいなのが、ほとんどな

いわけですよ。私は幸いクラブも支援してくれたから

よかったですが、小さいクラブからも平等に出しても

らおう、いい人を出してもらおうと思うと、そのあたり

を変えていかないとね。

司会▶▶そうですよね。

田嶋 ▶▶でも、実際ガバナー出してもお金なんてかか

らないよ、お金がかかるって言うのが信じらない。

神野 ▶▶ 事務局経費をガバナー事務所で持つでしょ。

それをクラブで結構持たないといけない。

田嶋 ▶▶ 事務局経費だって、ノミニー時代の事務局経

費がガバナーの負担になるだけであって、あとは間に

合いますよ。今度からノミニーも経費が出るようになっ

たでしょう、だから、ほとんどお金なんかかからないよ。

近藤 ▶▶片山先生がガバナーを務められた時に地区

副幹事、スタッフを親クラブ、兄弟クラブから出して

欲しいという依頼があり、私も地区副幹事で出向し

たんですが、あれも1つの手だと思うんですね。今も

松坂さんの話が出ましたけど、第2580地区全体の事

は分かりませんが、ガバナーと地区幹事と地区副幹

事が違うクラブに所属しているんですね。神野さんと、

ここの地区ではそんなこと考えられないなと話してい

たのですが、そういう地区も実際あるんです。だから、

もう少し実態を調べていくと意外とガバナーと他の

人達が違うクラブ、つまり、本当に地区で優秀な人達

を引っ張ってくるっていうんですかね、基本的にはそ

うだと思うんだけど、今本人だけじゃなくってクラブが

後押ししないといけないというルールがありますよね。

だから、さっきの加藤さんじゃないけど、実際、有能な

人はいるけど、クラブが駄目って言ったらガバナーに

なれないので、そのあたりの仕組みっていうか、考え

方をかえなければいけないかもしれないですね。それ

で、私も有能な人がガバナーになって、それを取り巻く

地区幹事とか地区副幹事がまた優秀な人が出てくる。

優秀というか、やる気というか、非常に前向きというの

ですかね。すごいですよね、第2580地区というのは。

田 嶋 ▶▶すごい成功しているんですよね。若いガバ
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ナーが出るようになって。

千田 ▶▶ただ、その地区の人がやってくれないといか

んよね。パストガバナーがちゃんと責任もって、バック

アップとか出すのも。

田嶋 ▶▶クラブで潰しちゃう。早く名前が出ると潰し

ちゃうんだよ。

田中▶▶でも、クラブの推薦がないと困るよね。

司会▶▶そりゃそうですよね。でも、小さいクラブが2

つでガバナーを出すっていうのはどうなんでしょうね。

神野 ▶▶どっちも小さければ難しいと思いますよ。ガ

バナー補佐の選出の仕方も結構大きな課題になって

ると思うんですよね。

田中 ▶▶ 他の地区と違うね。他の地区はガバナーが

推薦して組織作っちゃうもんね。

千田 ▶▶ガバナー補佐ってもうちょっと、ガバナーの

意向が反映するようにすると楽だわな。各地区からき

て、その人にいろいろお願いしないといけないし。

神野▶▶でも、それはね、4、5年かかりますよ。

司会▶▶ 時間も来ましたので、そろそろ締めを・・。平

成最後の10年間の最初のパストガバナーとして、片山

パストガバナー、10年を総括していただけますか。

片山 ▶▶それは少々荷が重いので、私の独断の感想

4点ほど述べさせていただきます。1つ目ですが、現在

までの30年間を振り返りますと、ちょうど平成30年間

とほぼ重なっています。この30年間を10年ごとに3分

割してロータリーの変化を見てみますと、平成10年ま

でロータリーは右肩上がりでした。しかし、平成後半

の20年間は右肩下がりで受難の時期でした。そのよ

うな中、RIは職業保持の原点を外し、会員に会員増

強と寄付・年会費の増強を絶えず求め、遂には職業

奉仕を事実上5大奉仕部門から下ろし、社会奉仕部

門に合流させるという話も聞き、私のガバナー年度の

地区方針でもあった「持続可能な前進」のまさに逆

を行っているように感じられました。2つ目は、斎藤直

美（豊田RC）2006年度パストガバナーを2016年度・

2017年度のRI理事として当地区から初めて輩出した

という、2760地区ロータリー愛知85にとって重要な

出来事がありました。当地区の将来にとって、計り知

れない啓蒙的な影響をもたらし、永く記憶されるべ

き出来事だと思われます。それ以外にも、5年ほど前

に名古屋から始まり、年々盛大に開催されている

WFF、50年前に豊橋から始まり、定着したゴミゼロ

運動、この2つの奉仕活動を一対として春期・秋期の

2大奉仕イベントとして将来に受け継がれるようにし

なければならないと思います。3つ目として、反対に残

念なのがポリオ撲滅運動のことです。1987年に当地

区でポリオプラスというプログラムが採り上げられ、

委員会が設置されました。私の年度に、ポリオ撲滅

の為に今後3年間に同額の寄付を提出することを条

件にゲイツ財団から1億ドルを受け取り、全会員に寄

付を再度求めてきました。しかし、最初の同額寄付か

ら10年経った現在でもその決着がついておりません。

いずれ数年のうちに撲滅宣言が出せると信じていま

すが、次の10年に申し送りをしなければならない事

は、私にとって本当に忍びない事です。4つ目は、ロー

タリーの組織・権限の問題です。組織は大きくなれ

ばなるほど、権限の集中が必要です。しかし、ロータ

リーの基礎は、クラブとその会員が底辺にあり、地域

と密着したクラブの独立自存があればこそです。RI

は権限の一部をガバナーあるいは地区に、ガバナー

はガバナー補佐に委任・譲渡する事が必要ではない

かと思います。私もガバナー補佐に一部権限委譲・ガ

バナー補佐の推薦事項・分区運営要領などを地区便

覧に記載し、口頭でも定着を推奨しました。しかし、

ガバナーは単年度官なのでなかなか難しく、本来は

地区大会で出来ると良いのですが、それも難しい問

題があります。近藤年度に「地区審議会」が活動でき

るようになりましたので今後は地区審議会を活用し、

大いに議論したいと思っています。

司会▶▶貴重なお話ありがとうございました。大変勉

強になりました。
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2015年
　理事という大任に、愛知から「選ばれた」というより「担ぎ出された」

と考える。頭が真っ白というか震えに近いものが全身にあふれた。

　6月6日～10日、サンパウロ世界大会参加のため、カタール航空にてド

バイ経由サンパウロ行に乗った。せっかく南米の地に来たからとイグア

スの滝、アコンカグア山の見物のためブエノスアイレスに宿泊した。この

街には、世界三大オペラハウスの1つがあると聞いた。その見学ツアーに

参加したり、アルゼンチンタンゴのディナーツアーに出掛けたり、アルゼ

ンチン一番のワインの里　メンドーサに足を伸ばしたりした。

　サンパウロの大会会場に登録に行くと、同期のガバナー鐘ヶ江さん

と、RI通訳部の寺尾栄子さんにお会いした。会場では大先輩の元RI

理事　小沢一彦さん、オンツーアトランタの大島さん、RI-RYLAの副委

員長　御手洗さん等にお会い出来た。大会1日目2016～18年度理事と

して、会場でアナウンスされた。“ホントに俺やるの?”と実感（写真①、

②）。

　6月25日　第45回ロータリー研究会は名古屋市にて11月28～12月1日と決めた。

　7月1日　ガバナー・元・次期ガバナー懇談会にて理事エレクト就任

　7月22日～28日　スイスモンブランへ、フランスの同期Gerard Allonneau理事を訪ねる旅。「Mt.モンブランを

見てないのか」と、初対面の時笑われた悔しさから。

　9月4日　第13回日韓親善会議

　9月25日　WHOナイジェリアのポリオゼロ宣言。アフリカよりポリオ

撲滅。

　12月1日～4日　第44回ロータリー研究会（歓迎パーティー527名。ホ

テルニッコーお台場）。この研究会に運営研修の為、豊田ロータリーク

ラブの準備委員会のメンバーが多数参加した（写真③、④）。

2016年

　1月16日　ガバナー時代（2006～07年度）のRI会長ビル・ボイドさん

と再会（写真⑤）。

　1月17～23日　サンディエゴ国際協議会。ジョン・ジャーム会長テーマ:

「人類に奉仕するロータリー」。2670地区ガバナーエレクト服部ご夫妻

の入場光景が、手を繋がれていて印象的だった（写真⑥）。

　1月26日　帰路アトランタ市に立ち寄る。6月国際大会のガバナーナイ

第２７６０地区１０年史に寄せて

元RI理事　第2760地区パストガバナー
豊田ロータリークラブ　斎藤直美
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ト、日本人朝食会会場を視察

する。シカゴ・オヘア空港に下

車してワンロータリーセンター

の見学をする。案内は通訳部

の加藤君がしてくれた。

　3月7日～10日　理事エレクト

オリエンテイション（理事紹介

用顔写真撮影を行う）

　4月10日～15日　規定審議会に出席。日本のロータリーが大切にしてきたロータリーの基準が否定。クラブ運

営の柔軟性と会員基盤の多様性が可決された。地区代表議員　岡部快圓PGと元RI会長　田中作次さんとカキ

料理の店へ。

　4月11日～18日　理事会（オブザーバー）

　5月26日～27日　理事会（オブザーバー、ソウル市）。小沢一彦、イアン・ライズリーの大会共同主催のスピー

チ。

理事引継式:杉谷さんの先導で杉谷席へ案内され、着席。

　5月29日～6月1日　国際大会（写真⑦）（イアン・ライズリーエレクト

と会長引継ぎ、閉会式にて“ロータリーの潮目が変わった”とジョン・

ジャーム会長）。

　6月3日～5日　京都・奈良観光へ同期生3組の夫妻来日（Dean 

Rohrs夫妻、Mikael Ahlberg夫妻、Jorge　Aufranc夫妻）（写真⑧）。

犬山RC岡田君、豊田RC孕石君、名古屋アイリスRC落合君らが応援

に駆けつけてくれる。奈良の大仏様を台座に上って見学。“Rotary-

Something!”と悦に入った。

　6月20日　石黒RI理事ノミニーを祝う会へ出席（鶴岡市）

　8月22日　電話会議（エバンストン⇄日本）「ゾーン再編について」

　9月15日～22日　理事会

　9月15日　ノエル理事とゾーン再編について「日本の主張は考慮する

が、1ゾーン35,000人という基準が。」と冷たい反応、アドバイスもなし。

　9月16日　ジョン・ヒューコ事務総長とゾーン再編について日本の立場

を主張する僕に、ニコニコ笑顔で対応してくれた。そして日本のロータリーの協力に感謝、と言ってくれたが、どこ

まで納得してくれたか。

　9月30日～10月1日　第2830地区大会（八戸市）　会長代理出席。エイドは大先輩　元RI理事　黒田先生。

恐縮至極でした。

　11月24日　豊田ロータリークラブ例会にて総決起大会（第45回ロータリー研究会の成功を祈って）

　11月27日　ジョン・ジャーム会長、名古屋入り。ジュディ夫人をご案内して、エイドの田中直前ガバナー及び夫人と。

　11月28日～12月1日　第45回ロータリー研究会招集者として開催（名古屋市）。参加者672名。

海外参加者:D.K.Lee元RI会長、田中作次元RI会長、ゲーリー・ファン元RI会長、Sangkoo Yun元RI理事、蔡熙

秉元RI理事。研究会基調講演:「LEDは世界を照らす」ノーベル物理学賞受賞　天野浩　名古屋大学教授。
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2017年

　1月15日　ジョイントミーティング:財団管理委員との合同会議・研修会（13:30～15:30）

　1月15日～21日　国際協議会（サンディエゴ市）。イアン・ライズリー会長テーマ:「ロータリー:変化をもたら

す」。

開会式に先立つグランドオープン行進に参加する神野ガバナーエレクト。

　1月22日　ガバナンストレーニング（理事研修会）

　1月23日～26日　理事会

　1月24日　ジョン・ヒューコ事務総長とゾーン再編及びロータリー文献の和訳について特別許可の依頼をする

（13:30）。

　1月26日　ノエル理事とゾーン再編について話し合う。1ゾーン35,000名のロータリアンの基準を盾に0.5ゾーン

減少と言われる。ゾーン1Aとなるらしい。

　3月13日　RI会長夫妻（ジョン&ジュディ・ジャーム）へ礼状を書く。日本語で書いて秘書の山口美保子嬢が英

語へ訳し、さらに通訳部の寺尾栄子さん校正とする（永久保存のため）。

　4月25日　伊勢ロータリークラブ65周年記念例会に出席。JC時代から親友の外科医　河口通宏氏の招待にて

出掛ける。

　5月3日　電話会議（平和会議）。22～23:30間の、通訳を入れての会議。疲れる。

　5月22日　ゾーン1Aと分割後、RRFC、RC、RPIC、EMGA、研修リーダーを独自に持つことを調整する（6月

の理事会に向けて）。

　6月5日～8日　理事会

　6月8日　理事交代セレモニー実施

　6月10日～14日　アトランタ国際大会。2年目理事として壇上にて紹介

される（写真⑨、⑩）。

　6月10日　日本人朝食会（ホテルハイアットリージェンシーアトラン

タ）。780名の登録あり。領事館関係、当日受付、RI本部関係など含め

800人と実行員会より報告。ジョン・ジャーム会長、ポール・ネッツ財団管

理委員長、ジョン・ヒューコ事務総長、小沢一彦RIポリオ委員会委員、

会長エイドらの参加。RIに100万円、財団に70万円寄付。

　6月17～18日　理事会（バーンスレイリゾートにて。イアン・ライズリー

会長が元ガバナーの夫人と相談しながら進行するシーンが微笑まし

い。）

　6月25日　豊田広域ローターアクトクラブ創立10周年（特別代表を務

めている）。

　8月14日～15日　平和フェロー大口寄付推進活動委員会（エバンスト

ン）。（ヒロシマ被爆の木の植樹、平和フェローの派遣国はアメリカに次

いで上位、との報告あり。）

　8月14日　ジョン・ヒューコ事務総長と国際大会を名古屋市へ誘致について相談

　9月25～28日　理事会（2023、24、25年国際大会都市が決定される）

　10月5日　紋別市の田巻明男PDGのお墓参り。

　10月6～7日　RID2500地区大会（網走市）　会長代理出席。基調講演は、七代目柿右衛門氏。友好地区のタ

イより参加者10名弱あり。
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　10月27日　深夜の電話会議（23:00～25:00）。アンドリュー信子さん

通訳。

　11月14日　深夜の電話会議（23:00～25:00）。アンドリュー信子さん

通訳。

　11月20日～23日　第46回　ロータリー研究会招集者（東京お台場）

（写真⑪）

2018年

　1月14日～20日　国際協議

会（サンディエゴ）。バリー・ラ

シン会長テーマ:「インスピレー

ションになろう」。

　1月22日～25日　理事会

　1月26日～31日　グァテマ

ラシティRC訪問（同期Jorge 

Aufranc理事、Mikael Ahlberg理事（スウェーデン）、Gerard Allonneau理事（フランス）と一緒に4組の夫婦

で、グァテマラの自然を楽しむ。ロータリーとは?を語りながら旅をする（写真⑫、⑬）。

　2月4日　（公財）ロータリー米山記念財団設立50周年式典（東京・グランドニッコー台場）

　4月14日　ジョイントミーティング

　4月15日　理事研修会

　4月16～19日　理事会（文理事、日・韓通訳部4人と焼肉ディナー）

　4月19日　ジョン・ヒューコ事務総長と話し合い。ロータリー重要文献（ロータリー章典、ロータリー財団章典、

理事会議事録、財団管理委員会議事録、監査済会計報告）等の和訳について条件つき許可の承認を求める。

　4月28日　RI会長主催世界平和会議（伊ターラント市）出席。ターラントの地下には、埋蔵文化遺産が多数あ

る。発掘中とのこと。

　5月16日　平和フェロー電話会議（22:30～24:00）。アンドリュー信子さんの通訳。

　6月21日　理事会さよならディナー（トロント）

　6月23日　豊田ナイト（トロント）。豊田RCより9人の参加、焼肉各種

を楽しむ（写真⑭）。

　6月24日～27日（トロント国際大会）

　6月25日　壇上にて理事交代セレモニー

　6月30日　日本ロータリー翻訳委員会　設立（日本ロータリーの悲願

だった。元RI理事　渡辺好政氏のアドバイスを基に順調）。

　7月1日　ガバナー・元・次期ガバナー懇談会出席（石黒、三木理事

の代理として）

　7月4日　元RI理事　千玄室さんと面談（日本のロータリー100周年について）

　8月1日　元RI理事　小沢一彦さんと対談（米山記念奨学会理事長就任にあたり）

　9月18日～10月2日　南仏列車の旅。同期のRI理事（仏）を訪ねて。

　10月12日　第2780地区役員の方と歓迎夕食会（鎌倉パークホテル）

　10月13日～14日　RID2780地区大会　会長代理出席
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ロータリー歴
2007-08年度 国際ロータリー会長エレクト
2003-07年度 ロータリー財団管理委員
2002-03年度 国際ロータリー財務長
2001-03年度 国際ロータリー理事
2004-05年度 会長主催祝賀会議

（地域社会問題）委員長
1995-96年度 地区ガバナー

強調事項
●水保全
●保健・飢餓救済
●職字率向上

李　東 建
2008-2009年度国際ロータリー会長

韓国、ソウル

RIテーマ

夢をかたちに

2008～2009年度

親愛なる朋友ロータリアンの皆さん
　ロータリー奉仕の最たる特質は、一貫して、やる
べきことは成し遂げるというロータリアンの固い志
に表れています。私たちは日々、何千、何万という
地域社会の中で、周囲を見回し、どこで、どのよう
な形で人々を助けるのがベストかに思いを巡らせ
ています。
　私たちが行う支援活動はさまざまな状況に対応
するものであり、その方法もまた多種多様です。ク
ラブのレベルでは、学校に本を寄贈したり、身体障
害者の世話をしたり、職業プログラムでボランティ
アをするなどの活動があります。クラブ同士が協力
し合えば、単一クラブでは実現できないようなプロ
ジェクトも可能になります。さらには、ロータリー財
団の支援の下に、世界中の全クラブが一体となっ
たとき、最も遠大かつ重要な目標である「世界から
のポリオ撲滅」に渾身の力で取り組むことさえ可
能になりました。
　奉仕プロジェクトを選ぶにあたって、私たちは最
大の成果が期待でき、後々まで恩恵が残されるも
のを実施するよう最善を尽くします。しかし、素晴
らしい世界を後世に残すためには、まず、最も若い
世代に焦点を当てなければなりません。ですから、
2008-09年度、私は世界中のロータリアンの皆さん
に地域社会の最も大切な資源である「子供たち」

に光を当てていただきたいのです。
　健康を享受する機会は、すべての子供に与えら
れて当然のものです。しかしながら、毎日、避けら
れるはずの原因で命を落とす5歳未満の子供の数
が3万人を超えているのが現状です。この数字を初
めて知ったとき、私は、そんな馬鹿な、何かの間違
いに違いないと思ったものです。しかし、その数字
に誤りはありませんでした。悲しいかな、世界では
毎日のように、肺炎やはしか、マラリアといった治療
可能な病気で死んでいく子供たちが後を絶たない
のです。最も基本的な資源であるきれいな水が手
に入らないために死んでいく人々も一日に何千人と
います。栄養失調や貧困も、ほかの要因と絡み合っ
て、多くの人々の命を奪う主な原因となっています。
　今後1年間の私の希望は、子供の死亡率の低下
をクラブと地区の奉仕プロジェクトの主要目標にし
ていただくことです。
　この思いから、私は2008-09年度のRIテーマを
「夢をかたちに」としました。食料と水、保健と就
学、充実した人生を送り、寿命をまっとうすること
……、これは（今現在）多くの子供たちにとって見
果てぬ夢に過ぎません。2008-09年度、このような
子供たちとその家族のために、どうか「夢をかたち
に」してくださるようお願いいたします。そして、幸
せと健康に恵まれた平和な世界を築くというロータ

リーの夢に向かって、私とともに歩み、活動してく
ださい。
　子供の死亡のほとんどは開発途上国で起きてい
るため、ここに私たちは力を注がなければなりませ
ん。一方、それぞれのロータリークラブも地元地域
の子供たちの安全と健康に寄与することで、責任を
果たすことができます。最も豊かな国においてさえ、
医療サービスを受けることのできない子供たちがい
ます。火災警報器、自転車用ヘルメット、子供用安
全シートといった、ごく単純な器具がないために、毎
日、子供が死んでいるのです。そして、世界のあらゆ
る場所で、子供たちはいまだポリオの脅威にさらさ
れており、私たちが約束どおりポリオのない世界を
築くまで、その脅威から免れることはありません。
　私も人の親であればこそ、わが子や孫たちの存
在がいかに大切なものであるかが理解できます。
私たちは子供をかわいがり、育て、全力をもって彼
らの身を守ろうとします。ロータリアンである私た
ちは、さらに、地元地域のみならず、世界中の子供
たちをかわいがり、育て、守り抜く責任があると私
は信じております。
　ここ数年の間、RI会長は、同じ奉仕の強調事項
を引き継いで掲げ、毎年、保健と飢餓追放、水、職
字率向上を主眼とするプロジェクトに力を注いでき
ました。この決定にはしかるべき理由があります。
これらの強調事項は、ロータリーのリソースを最大
限に生かして、目に見える進歩が期待できる分野だ
からです。また、莫大なニーズをはらむこれらの分
野でロータリアンが発揮できる力も十分にあります。
　この3つの強調事項を、私もまた引き継いでいく
所存です。その中で、私がロータリー家族全員にお
願い申し上げるのは、今ロータリー年度、子供たち
の生活をより良くするプロジェクトに焦点を当てるよ
う特別に努力していただくことです。目標を達成す
るにあたり、3つの強調事項のそれぞれの分野は、
相互に密接につながっています。水系感染の疾病
で死亡する子供の数は1日あたり6,000人です。安
全な水があれば、この数字を直ちに、しかも劇的に
減らすことができるのです。栄養が十分であれば、
子供は健全な発育を遂げ、病気への抵抗力も増し
ます。そして、読み書きの能力を備えた子供は、将
来、自らが家庭を築くようになったとき、豊かな環
境の中で健全な育児を営むことができる確率が高
まるでしょう。
　ロータリーは、まさに地球規模のボランティアた
ちのネットワークです。ですから、世界中のクラブが

協力し合い、私たちがもてる技能と資材のすべてを
結集させるなら、絶妙なタイミングで、ここぞという
場所に、これぞという援助を提供することができる
のです。私たちが一丸となったとき、子供の死亡率
を低下させるという果敢な目標さえ取り組みが可能
になります。これが類まれな私たちの組織の資質で
す。私たちがあらん限りのリソースを生かし、各クラ
ブとロータリー財団のリソースをも駆使するなら、真
の意味で変化をもたらし、世界の子供たちのために
「夢をかたちに」することができるでしょう。

2008-2009年度　国際ロータリーのテーマ

親愛なる朋友ロータリアンの皆さん
　ロータリー奉仕の最たる特質は、一貫して、やる
べきことは成し遂げるというロータリアンの固い志
に表れています。私たちは日々、何千、何万という
地域社会の中で、周囲を見回し、どこで、どのよう
な形で人々を助けるのがベストかに思いを巡らせ
ています。
　私たちが行う支援活動はさまざまな状況に対応
するものであり、その方法もまた多種多様です。ク
ラブのレベルでは、学校に本を寄贈したり、身体障
害者の世話をしたり、職業プログラムでボランティ
アをするなどの活動があります。クラブ同士が協力
し合えば、単一クラブでは実現できないようなプロ
ジェクトも可能になります。さらには、ロータリー財
団の支援の下に、世界中の全クラブが一体となっ
たとき、最も遠大かつ重要な目標である「世界から
のポリオ撲滅」に渾身の力で取り組むことさえ可
能になりました。
　奉仕プロジェクトを選ぶにあたって、私たちは最
大の成果が期待でき、後々まで恩恵が残されるも
のを実施するよう最善を尽くします。しかし、素晴
らしい世界を後世に残すためには、まず、最も若い
世代に焦点を当てなければなりません。ですから、
2008-09年度、私は世界中のロータリアンの皆さん
に地域社会の最も大切な資源である「子供たち」

に光を当てていただきたいのです。
　健康を享受する機会は、すべての子供に与えら
れて当然のものです。しかしながら、毎日、避けら
れるはずの原因で命を落とす5歳未満の子供の数
が3万人を超えているのが現状です。この数字を初
めて知ったとき、私は、そんな馬鹿な、何かの間違
いに違いないと思ったものです。しかし、その数字
に誤りはありませんでした。悲しいかな、世界では
毎日のように、肺炎やはしか、マラリアといった治療
可能な病気で死んでいく子供たちが後を絶たない
のです。最も基本的な資源であるきれいな水が手
に入らないために死んでいく人々も一日に何千人と
います。栄養失調や貧困も、ほかの要因と絡み合っ
て、多くの人々の命を奪う主な原因となっています。
　今後1年間の私の希望は、子供の死亡率の低下
をクラブと地区の奉仕プロジェクトの主要目標にし
ていただくことです。
　この思いから、私は2008-09年度のRIテーマを
「夢をかたちに」としました。食料と水、保健と就
学、充実した人生を送り、寿命をまっとうすること
……、これは（今現在）多くの子供たちにとって見
果てぬ夢に過ぎません。2008-09年度、このような
子供たちとその家族のために、どうか「夢をかたち
に」してくださるようお願いいたします。そして、幸
せと健康に恵まれた平和な世界を築くというロータ

2008-09年度国際ロータリー会長　李 東建

リーの夢に向かって、私とともに歩み、活動してく
ださい。
　子供の死亡のほとんどは開発途上国で起きてい
るため、ここに私たちは力を注がなければなりませ
ん。一方、それぞれのロータリークラブも地元地域
の子供たちの安全と健康に寄与することで、責任を
果たすことができます。最も豊かな国においてさえ、
医療サービスを受けることのできない子供たちがい
ます。火災警報器、自転車用ヘルメット、子供用安
全シートといった、ごく単純な器具がないために、毎
日、子供が死んでいるのです。そして、世界のあらゆ
る場所で、子供たちはいまだポリオの脅威にさらさ
れており、私たちが約束どおりポリオのない世界を
築くまで、その脅威から免れることはありません。
　私も人の親であればこそ、わが子や孫たちの存
在がいかに大切なものであるかが理解できます。
私たちは子供をかわいがり、育て、全力をもって彼
らの身を守ろうとします。ロータリアンである私た
ちは、さらに、地元地域のみならず、世界中の子供
たちをかわいがり、育て、守り抜く責任があると私
は信じております。
　ここ数年の間、RI会長は、同じ奉仕の強調事項
を引き継いで掲げ、毎年、保健と飢餓追放、水、職
字率向上を主眼とするプロジェクトに力を注いでき
ました。この決定にはしかるべき理由があります。
これらの強調事項は、ロータリーのリソースを最大
限に生かして、目に見える進歩が期待できる分野だ
からです。また、莫大なニーズをはらむこれらの分
野でロータリアンが発揮できる力も十分にあります。
　この3つの強調事項を、私もまた引き継いでいく
所存です。その中で、私がロータリー家族全員にお
願い申し上げるのは、今ロータリー年度、子供たち
の生活をより良くするプロジェクトに焦点を当てるよ
う特別に努力していただくことです。目標を達成す
るにあたり、3つの強調事項のそれぞれの分野は、
相互に密接につながっています。水系感染の疾病
で死亡する子供の数は1日あたり6,000人です。安
全な水があれば、この数字を直ちに、しかも劇的に
減らすことができるのです。栄養が十分であれば、
子供は健全な発育を遂げ、病気への抵抗力も増し
ます。そして、読み書きの能力を備えた子供は、将
来、自らが家庭を築くようになったとき、豊かな環
境の中で健全な育児を営むことができる確率が高
まるでしょう。
　ロータリーは、まさに地球規模のボランティアた
ちのネットワークです。ですから、世界中のクラブが

協力し合い、私たちがもてる技能と資材のすべてを
結集させるなら、絶妙なタイミングで、ここぞという
場所に、これぞという援助を提供することができる
のです。私たちが一丸となったとき、子供の死亡率
を低下させるという果敢な目標さえ取り組みが可能
になります。これが類まれな私たちの組織の資質で
す。私たちがあらん限りのリソースを生かし、各クラ
ブとロータリー財団のリソースをも駆使するなら、真
の意味で変化をもたらし、世界の子供たちのために
「夢をかたちに」することができるでしょう。
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ロータリー歴
2007-08年度 国際ロータリー会長エレクト
2003-07年度 ロータリー財団管理委員
2002-03年度 国際ロータリー財務長
2001-03年度 国際ロータリー理事
2004-05年度 会長主催祝賀会議

（地域社会問題）委員長
1995-96年度 地区ガバナー

強調事項
●水保全
●保健・飢餓救済
●職字率向上

李　東 建
2008-2009年度国際ロータリー会長

韓国、ソウル

RIテーマ

夢をかたちに

2008～2009年度

親愛なる朋友ロータリアンの皆さん
　ロータリー奉仕の最たる特質は、一貫して、やる
べきことは成し遂げるというロータリアンの固い志
に表れています。私たちは日々、何千、何万という
地域社会の中で、周囲を見回し、どこで、どのよう
な形で人々を助けるのがベストかに思いを巡らせ
ています。
　私たちが行う支援活動はさまざまな状況に対応
するものであり、その方法もまた多種多様です。ク
ラブのレベルでは、学校に本を寄贈したり、身体障
害者の世話をしたり、職業プログラムでボランティ
アをするなどの活動があります。クラブ同士が協力
し合えば、単一クラブでは実現できないようなプロ
ジェクトも可能になります。さらには、ロータリー財
団の支援の下に、世界中の全クラブが一体となっ
たとき、最も遠大かつ重要な目標である「世界から
のポリオ撲滅」に渾身の力で取り組むことさえ可
能になりました。
　奉仕プロジェクトを選ぶにあたって、私たちは最
大の成果が期待でき、後々まで恩恵が残されるも
のを実施するよう最善を尽くします。しかし、素晴
らしい世界を後世に残すためには、まず、最も若い
世代に焦点を当てなければなりません。ですから、
2008-09年度、私は世界中のロータリアンの皆さん
に地域社会の最も大切な資源である「子供たち」

に光を当てていただきたいのです。
　健康を享受する機会は、すべての子供に与えら
れて当然のものです。しかしながら、毎日、避けら
れるはずの原因で命を落とす5歳未満の子供の数
が3万人を超えているのが現状です。この数字を初
めて知ったとき、私は、そんな馬鹿な、何かの間違
いに違いないと思ったものです。しかし、その数字
に誤りはありませんでした。悲しいかな、世界では
毎日のように、肺炎やはしか、マラリアといった治療
可能な病気で死んでいく子供たちが後を絶たない
のです。最も基本的な資源であるきれいな水が手
に入らないために死んでいく人々も一日に何千人と
います。栄養失調や貧困も、ほかの要因と絡み合っ
て、多くの人々の命を奪う主な原因となっています。
　今後1年間の私の希望は、子供の死亡率の低下
をクラブと地区の奉仕プロジェクトの主要目標にし
ていただくことです。
　この思いから、私は2008-09年度のRIテーマを
「夢をかたちに」としました。食料と水、保健と就
学、充実した人生を送り、寿命をまっとうすること
……、これは（今現在）多くの子供たちにとって見
果てぬ夢に過ぎません。2008-09年度、このような
子供たちとその家族のために、どうか「夢をかたち
に」してくださるようお願いいたします。そして、幸
せと健康に恵まれた平和な世界を築くというロータ

リーの夢に向かって、私とともに歩み、活動してく
ださい。
　子供の死亡のほとんどは開発途上国で起きてい
るため、ここに私たちは力を注がなければなりませ
ん。一方、それぞれのロータリークラブも地元地域
の子供たちの安全と健康に寄与することで、責任を
果たすことができます。最も豊かな国においてさえ、
医療サービスを受けることのできない子供たちがい
ます。火災警報器、自転車用ヘルメット、子供用安
全シートといった、ごく単純な器具がないために、毎
日、子供が死んでいるのです。そして、世界のあらゆ
る場所で、子供たちはいまだポリオの脅威にさらさ
れており、私たちが約束どおりポリオのない世界を
築くまで、その脅威から免れることはありません。
　私も人の親であればこそ、わが子や孫たちの存
在がいかに大切なものであるかが理解できます。
私たちは子供をかわいがり、育て、全力をもって彼
らの身を守ろうとします。ロータリアンである私た
ちは、さらに、地元地域のみならず、世界中の子供
たちをかわいがり、育て、守り抜く責任があると私
は信じております。
　ここ数年の間、RI会長は、同じ奉仕の強調事項
を引き継いで掲げ、毎年、保健と飢餓追放、水、職
字率向上を主眼とするプロジェクトに力を注いでき
ました。この決定にはしかるべき理由があります。
これらの強調事項は、ロータリーのリソースを最大
限に生かして、目に見える進歩が期待できる分野だ
からです。また、莫大なニーズをはらむこれらの分
野でロータリアンが発揮できる力も十分にあります。
　この3つの強調事項を、私もまた引き継いでいく
所存です。その中で、私がロータリー家族全員にお
願い申し上げるのは、今ロータリー年度、子供たち
の生活をより良くするプロジェクトに焦点を当てるよ
う特別に努力していただくことです。目標を達成す
るにあたり、3つの強調事項のそれぞれの分野は、
相互に密接につながっています。水系感染の疾病
で死亡する子供の数は1日あたり6,000人です。安
全な水があれば、この数字を直ちに、しかも劇的に
減らすことができるのです。栄養が十分であれば、
子供は健全な発育を遂げ、病気への抵抗力も増し
ます。そして、読み書きの能力を備えた子供は、将
来、自らが家庭を築くようになったとき、豊かな環
境の中で健全な育児を営むことができる確率が高
まるでしょう。
　ロータリーは、まさに地球規模のボランティアた
ちのネットワークです。ですから、世界中のクラブが

協力し合い、私たちがもてる技能と資材のすべてを
結集させるなら、絶妙なタイミングで、ここぞという
場所に、これぞという援助を提供することができる
のです。私たちが一丸となったとき、子供の死亡率
を低下させるという果敢な目標さえ取り組みが可能
になります。これが類まれな私たちの組織の資質で
す。私たちがあらん限りのリソースを生かし、各クラ
ブとロータリー財団のリソースをも駆使するなら、真
の意味で変化をもたらし、世界の子供たちのために
「夢をかたちに」することができるでしょう。
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親愛なる朋友ロータリアンの皆さん
　ロータリー奉仕の最たる特質は、一貫して、やる
べきことは成し遂げるというロータリアンの固い志
に表れています。私たちは日々、何千、何万という
地域社会の中で、周囲を見回し、どこで、どのよう
な形で人々を助けるのがベストかに思いを巡らせ
ています。
　私たちが行う支援活動はさまざまな状況に対応
するものであり、その方法もまた多種多様です。ク
ラブのレベルでは、学校に本を寄贈したり、身体障
害者の世話をしたり、職業プログラムでボランティ
アをするなどの活動があります。クラブ同士が協力
し合えば、単一クラブでは実現できないようなプロ
ジェクトも可能になります。さらには、ロータリー財
団の支援の下に、世界中の全クラブが一体となっ
たとき、最も遠大かつ重要な目標である「世界から
のポリオ撲滅」に渾身の力で取り組むことさえ可
能になりました。
　奉仕プロジェクトを選ぶにあたって、私たちは最
大の成果が期待でき、後々まで恩恵が残されるも
のを実施するよう最善を尽くします。しかし、素晴
らしい世界を後世に残すためには、まず、最も若い
世代に焦点を当てなければなりません。ですから、
2008-09年度、私は世界中のロータリアンの皆さん
に地域社会の最も大切な資源である「子供たち」

に光を当てていただきたいのです。
　健康を享受する機会は、すべての子供に与えら
れて当然のものです。しかしながら、毎日、避けら
れるはずの原因で命を落とす5歳未満の子供の数
が3万人を超えているのが現状です。この数字を初
めて知ったとき、私は、そんな馬鹿な、何かの間違
いに違いないと思ったものです。しかし、その数字
に誤りはありませんでした。悲しいかな、世界では
毎日のように、肺炎やはしか、マラリアといった治療
可能な病気で死んでいく子供たちが後を絶たない
のです。最も基本的な資源であるきれいな水が手
に入らないために死んでいく人々も一日に何千人と
います。栄養失調や貧困も、ほかの要因と絡み合っ
て、多くの人々の命を奪う主な原因となっています。
　今後1年間の私の希望は、子供の死亡率の低下
をクラブと地区の奉仕プロジェクトの主要目標にし
ていただくことです。
　この思いから、私は2008-09年度のRIテーマを
「夢をかたちに」としました。食料と水、保健と就
学、充実した人生を送り、寿命をまっとうすること
……、これは（今現在）多くの子供たちにとって見
果てぬ夢に過ぎません。2008-09年度、このような
子供たちとその家族のために、どうか「夢をかたち
に」してくださるようお願いいたします。そして、幸
せと健康に恵まれた平和な世界を築くというロータ

2008-09年度国際ロータリー会長　李 東建

リーの夢に向かって、私とともに歩み、活動してく
ださい。
　子供の死亡のほとんどは開発途上国で起きてい
るため、ここに私たちは力を注がなければなりませ
ん。一方、それぞれのロータリークラブも地元地域
の子供たちの安全と健康に寄与することで、責任を
果たすことができます。最も豊かな国においてさえ、
医療サービスを受けることのできない子供たちがい
ます。火災警報器、自転車用ヘルメット、子供用安
全シートといった、ごく単純な器具がないために、毎
日、子供が死んでいるのです。そして、世界のあらゆ
る場所で、子供たちはいまだポリオの脅威にさらさ
れており、私たちが約束どおりポリオのない世界を
築くまで、その脅威から免れることはありません。
　私も人の親であればこそ、わが子や孫たちの存
在がいかに大切なものであるかが理解できます。
私たちは子供をかわいがり、育て、全力をもって彼
らの身を守ろうとします。ロータリアンである私た
ちは、さらに、地元地域のみならず、世界中の子供
たちをかわいがり、育て、守り抜く責任があると私
は信じております。
　ここ数年の間、RI会長は、同じ奉仕の強調事項
を引き継いで掲げ、毎年、保健と飢餓追放、水、職
字率向上を主眼とするプロジェクトに力を注いでき
ました。この決定にはしかるべき理由があります。
これらの強調事項は、ロータリーのリソースを最大
限に生かして、目に見える進歩が期待できる分野だ
からです。また、莫大なニーズをはらむこれらの分
野でロータリアンが発揮できる力も十分にあります。
　この3つの強調事項を、私もまた引き継いでいく
所存です。その中で、私がロータリー家族全員にお
願い申し上げるのは、今ロータリー年度、子供たち
の生活をより良くするプロジェクトに焦点を当てるよ
う特別に努力していただくことです。目標を達成す
るにあたり、3つの強調事項のそれぞれの分野は、
相互に密接につながっています。水系感染の疾病
で死亡する子供の数は1日あたり6,000人です。安
全な水があれば、この数字を直ちに、しかも劇的に
減らすことができるのです。栄養が十分であれば、
子供は健全な発育を遂げ、病気への抵抗力も増し
ます。そして、読み書きの能力を備えた子供は、将
来、自らが家庭を築くようになったとき、豊かな環
境の中で健全な育児を営むことができる確率が高
まるでしょう。
　ロータリーは、まさに地球規模のボランティアた
ちのネットワークです。ですから、世界中のクラブが

協力し合い、私たちがもてる技能と資材のすべてを
結集させるなら、絶妙なタイミングで、ここぞという
場所に、これぞという援助を提供することができる
のです。私たちが一丸となったとき、子供の死亡率
を低下させるという果敢な目標さえ取り組みが可能
になります。これが類まれな私たちの組織の資質で
す。私たちがあらん限りのリソースを生かし、各クラ
ブとロータリー財団のリソースをも駆使するなら、真
の意味で変化をもたらし、世界の子供たちのために
「夢をかたちに」することができるでしょう。
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経 歴

国際協議会でのRI会長の挨拶

　国際ロータリーの会長として指名を受けたとき
のあの瞬間は、私の人生において最も喜ばしく輝
かしいものでした。歴代のRI会長をはじめ、ロータ
リーの役員にはじめて選ばれた方なら、誰しも私と
同じような体験をされたのではないかと思います。
その体験とは、大きな喜びと栄誉、そして期待を伴
うものです。また、わが人生が永久に塗り替えられ
るであろうと予測されるものでもあります。長期的
に考えますと、会長としての経験によって、私は自
分自身が深く変わることを承知しております。短期
的な視点から考えれば、私がこれから会長として
直面する責務は、これまでの私の経験と想像を超
越するものであることを理解しております。

　これは、新しく地区ガバナーとなられる皆さんに
とっても同じです。ロータリアンとして、私たち一人
ひとりにできることは数多くあります。ロータリー歴
の長い私たちは、ロータリーの力をよく理解してい
ます。一人の力が及ぶ範囲は、ささやかな形で細々
とした変化をもたらし、せいぜい数人、あるいは数
十人の人々を助けることです。しかし、結束すれば、
私たちの力は強まります。力を合わせれば、地球規
模で長期的な変化をもたらすことが可能になりま
す。私たちが一体となるとき、成し得ないことなど
何もありません。
　しかし、ロータリーを通じて私たちにもたらせる
力の意味を真摯に受け止めるなら、このような無限

の可能性にはそれに匹敵する責務が伴うことも理
解しねくてはなりません。毎年、各クラブにおいて、
私たち会員は持てる時間と技能と資金をどのように
生かすのが最善であるかを決めます。この決断は、
必ずしも簡単明瞭なものではありません。是非を問
うような単純な問題ではないからです。これは、助
けを最も必要としているのは誰か、私たちが最大の
力を発揮できる対象となるのは誰かといった複雑
な問いに基づく決断です。私たちはリソースを効果
的に用い、奉仕の及ぶ範囲を最大限に広げたいと
考えます。心に訴えかけるようなニーズは、私たち
の関心を引きますが、その中でも、私たちは常にバ
ランスを念頭に置き、ロータリーの投資に対して最
大の恩恵が期待できるプロジェクトを探します。賢
明な判断の下に、ニーズを調査し、よく理解した上
で、リソースを慎重に用いるなら、私たちは最大の
力を発揮し、最大の善を成すことができるでしょう。
　最大の善を成し、ほかのロータリアンにも同じこ
とを実現してもらうよう意欲を喚起すること、これ
がロータリーのリーダーとしての責務です。窮極の
ところ、奉仕プロジェクトを成功させる責務は、
個々のクラブにあるのです。地区ガバナーやシニ
ア・リーダーの仕事は、クラブが賢明な形で奉仕活
動に集中できるよう、導き、やる気を起こさせ、励ま
すことです。そして会長エレクトとしての私の責務
は、就任年度にやるべき仕事を定義するため、年
度のテーマと奉仕の強調事項を選ぶことです。
　ここのクラブが実施するプロジェクトを決めるの
と同様に、会長エレクトが強調事項を決める仕事
も大変重要な決断を迫られるものです。私はこれ
に何カ月も費やしました。過去の会長の強調事項
を慎重に検討し、このような強調事項から派生し
たプロジェクトのうちいくつかに焦点を当ててみま
した。水、職字率向上、保健と飢餓救済、これらは、
ここ数年にわたって永らえてきたロータリー奉仕の
分野です。その理由は、これらの分野が、地元の
ロータリー・クラブが個々に、あるいはほかのクラ
ブと協同でプロジェクトを行うのに最適なものであ
るからです。また、これらの分野に関して、私たち
はこれまで蓄積してきた豊富な経験と専門知識が
あります。従って、ロータリーが投資する賢明な分
野であると言えます。つまりは、既にあるリソースを
最大限に生かす分野なのです。これらの強調事項
は継続していくべきものであると私は頭の中で知り
ながら、一方で、私の心はほかの方向に引き付けら
れていきました。それは、強調事項の候補を検討し

ているときに、ある数字に遭遇したのがきっかけ
でした。それは3万という数字です。毎日、避けら
れるはずの原因で命を落とす5歳未満の子供の数
でした。最初、私は、そんな馬鹿な、一桁か二桁、
間違って追加されたものに違いないと思いました。
もしかしたら、一日ではなく、一カ月か一年の間違
いかもしれないとも考えました。この21世紀にあっ
て、貴い子供の命が毎日3万も無駄にされているな
どということは、到底信じられないことでした。し
かし、その数字が間違いではないと知ったとき、な
ぜこのような事実が存在するのかと自問せざるを
得なかったのです。
　その答えは数字よりもっと残酷なものでした。子
供たちは、医薬品やワクチンや蚊帳などの基本的
な物資がないために、肺炎やはしか、マラリアとい
う治療可能な病気で死んでいくというのです。ある
いは、一袋10セントで購入できる経口保水塩がな
いばかりに、下痢性の疾患で死んでいくというので
す。飲むにも、体を洗うにも、汚水しかないために、
毎日、何千人もの子供たちが、死んでいくというの
です。治療可能なはずの病気も、不衛生な環境と
栄養失調とが相まって、子供たちの命を奪う不治
の病となります。教育を受けられないがために極
貧の連鎖を断ち切ることができない家族にもとに
生まれたばかりに、生きながらえない子供たちもい
ます。これらの子供たちは、水、保健と飢餓救済、
職字率の向上の分野のニーズが満たされてないが
ゆえに、命を失っています。
　これが理解でき、この愕然たる数字の裏にある
問題の根源を理解できたとき、私にやるべきことが
見えてきました。2008-09年度、ロータリーは、過去
何年間にも及んで継続されてきた奉仕の強調事項
を引き継ぎます。その強調事項とは、私たちが着実
に知識と経験を積み重ねてきた、水、保健と飢餓
救済、職字率向上です。しかし、皆さんの就任年度
に私がお願いするのは、これらの各分野において
子供たちに光を当て、世界の子供の凄まじい死亡
率を低下させる活動に力を注いでいただくことです。
2008-09年度、どうか世界中の子供たちの「夢をか
たちに」していただけるようお願いいたします。こ
れが私のテーマであり、皆さんへの挑戦です。
　将来への希望とチャンスを子供たちに与えるこ
とによって、彼らの「夢をかたちに」していくのです。
私たちは、地域社会にきれいな水を供給すること
で、「夢をかたちに」することができます。安全な
飲み水を提供するだけにとどまらず、子供たちの保

李 東建 夫妻

　李東建氏は、ソウルにある製造会社、ブバン株
式会社ならびにブバン・テクロン株式会社の会長
を務めています。延世大学で政治学と外交学の学
位を取得した李氏は、現在、釜山情報大学の理事
を務め、過去には、母校の高校と大学の学友会会
長を務めたこともあります。また、ソウル銀行の理
事を務め、韓国のイタリア領事館において名誉領
事を務めた経歴の持ち主です。2005年には、韓国
大統領によって国際親善大使に任命されました。
　李氏は、1971年にソウル漢江ロータリー・クラブ
に加わり、これまでにRI理事、財務長、管理委員、
地区ガバナー、および国際協議会の研修リーダー
を務めてきました。また、ロータリー財団地域コー
ディネーター、ゾーンならびに地域の会員増強コー
ディネーターも務めたことがあります。李氏は、財
団の功労表彰状を受けています。1996年には、地
区ガバナーとして32の新たなクラブを結成し、
1800人近くの新会員を入会させ、李氏の地区は、
同年度の、ロータリー世界のリーダーとなりました。
第87回国際大会では、会員増強活動におけるその
最高の功績を称えられ「カルガリー・チャレンジ」
の受賞者として表彰されました。
　韓国、ソウルに在住する李氏とヨン・ジャ夫人と
の間には、4人成人したお子さんと、4人のお孫さん
がいます。

健に取り組む衛生プロジェクトを実施するのです。
公衆トイレの設置も飲み水の供給と同様に誇れる
奉仕です。なぜなら、衛生設備の改善によって、水
の汚染を防ぎ、水に関連する死亡率を低下させる
ことが可能になるからです。
　環境を整え、保健医療のサービスを受けられる
ようにすれば、子供たちは健康を得るチャンスを手
にできます。これも夢をかたちにするに等しいので
す。蚊帳、経口保水塩、ビタミン、ワクチンといった
実に基本的な物資が、子供たちの健康を守る上で、
どれだけ大きな役割を果たせるか計り知れません。
それに、専門の助産師、簡易診療所、学校給食、
看護師の訪問検診を加えることができれば、どれ
ほどの改善につながることでしょう。このように誠
に簡単な援助で、子供たちの命が救われるのです。

2008-09年度、一人でも多くの子供が学校へ通
えるよう助けることによって、私たちは彼らの「夢
をかたちに」します。命をも奪うほどの赤貧の連
鎖を断ち切る方法は、教育をおいてほかにはあり
ません。
　子供の死亡率が開発途上国において最も高い
のは事実ですが、どのロータリー地区のどのクラブ
も、子供の命を救うことができます。シートベルト
や煙探知機がないばかりに、毎日、世界のどこか
で子供が死亡しています。安全な遊び場がないた
めに、死亡する子供もいます。医療サービスを受け
られないほどの貧しさゆえに、死ぬ子供もいます。
誰も助けられないから死ぬのではなく、誰も助け
ないから死ぬというケースのなんと多いことでしょ
う。しかし、ロータリアンである皆さんと私にとって、
助けることは得意分野です。
　さすれば、地元をはじめ遠く離れた地域社会も
含めて、このようなニーズに目を見開くことは、私た
ちの使命です。私たちの仕事は、必要な助けを提
供するために、クラブ同士が協力し合うことです。
私たちの仕事は、「夢をかたちに」することです。
私たちは、安全で幸せな子供時代、健康が損なわ
れることなく続く子供時代、その頃の彼らの「夢を
かたちに」してやるのです。なぜなら、世界の子供
はわれらの子供だからです。私たちの仕事は簡単
なものです。心と知恵と魂とを注ぎ、命を救うこと
です。2008-09年度、私たち一人ひとりがこの仕事
を全うするなら、年度の幕が降りるとき、私たちは
素晴らしいことを達成しているに違いありません。

　国際ロータリーの会長として指名を受けたとき
のあの瞬間は、私の人生において最も喜ばしく輝
かしいものでした。歴代のRI会長をはじめ、ロータ
リーの役員にはじめて選ばれた方なら、誰しも私と
同じような体験をされたのではないかと思います。
その体験とは、大きな喜びと栄誉、そして期待を伴
うものです。また、わが人生が永久に塗り替えられ
るであろうと予測されるものでもあります。長期的
に考えますと、会長としての経験によって、私は自
分自身が深く変わることを承知しております。短期
的な視点から考えれば、私がこれから会長として
直面する責務は、これまでの私の経験と想像を超
越するものであることを理解しております。

　これは、新しく地区ガバナーとなられる皆さんに
とっても同じです。ロータリアンとして、私たち一人
ひとりにできることは数多くあります。ロータリー歴
の長い私たちは、ロータリーの力をよく理解してい
ます。一人の力が及ぶ範囲は、ささやかな形で細々
とした変化をもたらし、せいぜい数人、あるいは数
十人の人々を助けることです。しかし、結束すれば、
私たちの力は強まります。力を合わせれば、地球規
模で長期的な変化をもたらすことが可能になりま
す。私たちが一体となるとき、成し得ないことなど
何もありません。
　しかし、ロータリーを通じて私たちにもたらせる
力の意味を真摯に受け止めるなら、このような無限

の可能性にはそれに匹敵する責務が伴うことも理
解しねくてはなりません。毎年、各クラブにおいて、
私たち会員は持てる時間と技能と資金をどのように
生かすのが最善であるかを決めます。この決断は、
必ずしも簡単明瞭なものではありません。是非を問
うような単純な問題ではないからです。これは、助
けを最も必要としているのは誰か、私たちが最大の
力を発揮できる対象となるのは誰かといった複雑
な問いに基づく決断です。私たちはリソースを効果
的に用い、奉仕の及ぶ範囲を最大限に広げたいと
考えます。心に訴えかけるようなニーズは、私たち
の関心を引きますが、その中でも、私たちは常にバ
ランスを念頭に置き、ロータリーの投資に対して最
大の恩恵が期待できるプロジェクトを探します。賢
明な判断の下に、ニーズを調査し、よく理解した上
で、リソースを慎重に用いるなら、私たちは最大の
力を発揮し、最大の善を成すことができるでしょう。
　最大の善を成し、ほかのロータリアンにも同じこ
とを実現してもらうよう意欲を喚起すること、これ
がロータリーのリーダーとしての責務です。窮極の
ところ、奉仕プロジェクトを成功させる責務は、
個々のクラブにあるのです。地区ガバナーやシニ
ア・リーダーの仕事は、クラブが賢明な形で奉仕活
動に集中できるよう、導き、やる気を起こさせ、励ま
すことです。そして会長エレクトとしての私の責務
は、就任年度にやるべき仕事を定義するため、年
度のテーマと奉仕の強調事項を選ぶことです。
　ここのクラブが実施するプロジェクトを決めるの
と同様に、会長エレクトが強調事項を決める仕事
も大変重要な決断を迫られるものです。私はこれ
に何カ月も費やしました。過去の会長の強調事項
を慎重に検討し、このような強調事項から派生し
たプロジェクトのうちいくつかに焦点を当ててみま
した。水、職字率向上、保健と飢餓救済、これらは、
ここ数年にわたって永らえてきたロータリー奉仕の
分野です。その理由は、これらの分野が、地元の
ロータリー・クラブが個々に、あるいはほかのクラ
ブと協同でプロジェクトを行うのに最適なものであ
るからです。また、これらの分野に関して、私たち
はこれまで蓄積してきた豊富な経験と専門知識が
あります。従って、ロータリーが投資する賢明な分
野であると言えます。つまりは、既にあるリソースを
最大限に生かす分野なのです。これらの強調事項
は継続していくべきものであると私は頭の中で知り
ながら、一方で、私の心はほかの方向に引き付けら
れていきました。それは、強調事項の候補を検討し

ているときに、ある数字に遭遇したのがきっかけ
でした。それは3万という数字です。毎日、避けら
れるはずの原因で命を落とす5歳未満の子供の数
でした。最初、私は、そんな馬鹿な、一桁か二桁、
間違って追加されたものに違いないと思いました。
もしかしたら、一日ではなく、一カ月か一年の間違
いかもしれないとも考えました。この21世紀にあっ
て、貴い子供の命が毎日3万も無駄にされているな
どということは、到底信じられないことでした。し
かし、その数字が間違いではないと知ったとき、な
ぜこのような事実が存在するのかと自問せざるを
得なかったのです。
　その答えは数字よりもっと残酷なものでした。子
供たちは、医薬品やワクチンや蚊帳などの基本的
な物資がないために、肺炎やはしか、マラリアとい
う治療可能な病気で死んでいくというのです。ある
いは、一袋10セントで購入できる経口保水塩がな
いばかりに、下痢性の疾患で死んでいくというので
す。飲むにも、体を洗うにも、汚水しかないために、
毎日、何千人もの子供たちが、死んでいくというの
です。治療可能なはずの病気も、不衛生な環境と
栄養失調とが相まって、子供たちの命を奪う不治
の病となります。教育を受けられないがために極
貧の連鎖を断ち切ることができない家族にもとに
生まれたばかりに、生きながらえない子供たちもい
ます。これらの子供たちは、水、保健と飢餓救済、
職字率の向上の分野のニーズが満たされてないが
ゆえに、命を失っています。
　これが理解でき、この愕然たる数字の裏にある
問題の根源を理解できたとき、私にやるべきことが
見えてきました。2008-09年度、ロータリーは、過去
何年間にも及んで継続されてきた奉仕の強調事項
を引き継ぎます。その強調事項とは、私たちが着実
に知識と経験を積み重ねてきた、水、保健と飢餓
救済、職字率向上です。しかし、皆さんの就任年度
に私がお願いするのは、これらの各分野において
子供たちに光を当て、世界の子供の凄まじい死亡
率を低下させる活動に力を注いでいただくことです。
2008-09年度、どうか世界中の子供たちの「夢をか
たちに」していただけるようお願いいたします。こ
れが私のテーマであり、皆さんへの挑戦です。
　将来への希望とチャンスを子供たちに与えるこ
とによって、彼らの「夢をかたちに」していくのです。
私たちは、地域社会にきれいな水を供給すること
で、「夢をかたちに」することができます。安全な
飲み水を提供するだけにとどまらず、子供たちの保

健に取り組む衛生プロジェクトを実施するのです。
公衆トイレの設置も飲み水の供給と同様に誇れる
奉仕です。なぜなら、衛生設備の改善によって、水
の汚染を防ぎ、水に関連する死亡率を低下させる
ことが可能になるからです。
　環境を整え、保健医療のサービスを受けられる
ようにすれば、子供たちは健康を得るチャンスを手
にできます。これも夢をかたちにするに等しいので
す。蚊帳、経口保水塩、ビタミン、ワクチンといった
実に基本的な物資が、子供たちの健康を守る上で、
どれだけ大きな役割を果たせるか計り知れません。
それに、専門の助産師、簡易診療所、学校給食、
看護師の訪問検診を加えることができれば、どれ
ほどの改善につながることでしょう。このように誠
に簡単な援助で、子供たちの命が救われるのです。

2008-09年度、一人でも多くの子供が学校へ通
えるよう助けることによって、私たちは彼らの「夢
をかたちに」します。命をも奪うほどの赤貧の連
鎖を断ち切る方法は、教育をおいてほかにはあり
ません。
　子供の死亡率が開発途上国において最も高い
のは事実ですが、どのロータリー地区のどのクラブ
も、子供の命を救うことができます。シートベルト
や煙探知機がないばかりに、毎日、世界のどこか
で子供が死亡しています。安全な遊び場がないた
めに、死亡する子供もいます。医療サービスを受け
られないほどの貧しさゆえに、死ぬ子供もいます。
誰も助けられないから死ぬのではなく、誰も助け
ないから死ぬというケースのなんと多いことでしょ
う。しかし、ロータリアンである皆さんと私にとって、
助けることは得意分野です。
　さすれば、地元をはじめ遠く離れた地域社会も
含めて、このようなニーズに目を見開くことは、私た
ちの使命です。私たちの仕事は、必要な助けを提
供するために、クラブ同士が協力し合うことです。
私たちの仕事は、「夢をかたちに」することです。
私たちは、安全で幸せな子供時代、健康が損なわ
れることなく続く子供時代、その頃の彼らの「夢を
かたちに」してやるのです。なぜなら、世界の子供
はわれらの子供だからです。私たちの仕事は簡単
なものです。心と知恵と魂とを注ぎ、命を救うこと
です。2008-09年度、私たち一人ひとりがこの仕事
を全うするなら、年度の幕が降りるとき、私たちは
素晴らしいことを達成しているに違いありません。
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経 歴

国際協議会でのRI会長の挨拶

　国際ロータリーの会長として指名を受けたとき
のあの瞬間は、私の人生において最も喜ばしく輝
かしいものでした。歴代のRI会長をはじめ、ロータ
リーの役員にはじめて選ばれた方なら、誰しも私と
同じような体験をされたのではないかと思います。
その体験とは、大きな喜びと栄誉、そして期待を伴
うものです。また、わが人生が永久に塗り替えられ
るであろうと予測されるものでもあります。長期的
に考えますと、会長としての経験によって、私は自
分自身が深く変わることを承知しております。短期
的な視点から考えれば、私がこれから会長として
直面する責務は、これまでの私の経験と想像を超
越するものであることを理解しております。

　これは、新しく地区ガバナーとなられる皆さんに
とっても同じです。ロータリアンとして、私たち一人
ひとりにできることは数多くあります。ロータリー歴
の長い私たちは、ロータリーの力をよく理解してい
ます。一人の力が及ぶ範囲は、ささやかな形で細々
とした変化をもたらし、せいぜい数人、あるいは数
十人の人々を助けることです。しかし、結束すれば、
私たちの力は強まります。力を合わせれば、地球規
模で長期的な変化をもたらすことが可能になりま
す。私たちが一体となるとき、成し得ないことなど
何もありません。
　しかし、ロータリーを通じて私たちにもたらせる
力の意味を真摯に受け止めるなら、このような無限

の可能性にはそれに匹敵する責務が伴うことも理
解しねくてはなりません。毎年、各クラブにおいて、
私たち会員は持てる時間と技能と資金をどのように
生かすのが最善であるかを決めます。この決断は、
必ずしも簡単明瞭なものではありません。是非を問
うような単純な問題ではないからです。これは、助
けを最も必要としているのは誰か、私たちが最大の
力を発揮できる対象となるのは誰かといった複雑
な問いに基づく決断です。私たちはリソースを効果
的に用い、奉仕の及ぶ範囲を最大限に広げたいと
考えます。心に訴えかけるようなニーズは、私たち
の関心を引きますが、その中でも、私たちは常にバ
ランスを念頭に置き、ロータリーの投資に対して最
大の恩恵が期待できるプロジェクトを探します。賢
明な判断の下に、ニーズを調査し、よく理解した上
で、リソースを慎重に用いるなら、私たちは最大の
力を発揮し、最大の善を成すことができるでしょう。
　最大の善を成し、ほかのロータリアンにも同じこ
とを実現してもらうよう意欲を喚起すること、これ
がロータリーのリーダーとしての責務です。窮極の
ところ、奉仕プロジェクトを成功させる責務は、
個々のクラブにあるのです。地区ガバナーやシニ
ア・リーダーの仕事は、クラブが賢明な形で奉仕活
動に集中できるよう、導き、やる気を起こさせ、励ま
すことです。そして会長エレクトとしての私の責務
は、就任年度にやるべき仕事を定義するため、年
度のテーマと奉仕の強調事項を選ぶことです。
　ここのクラブが実施するプロジェクトを決めるの
と同様に、会長エレクトが強調事項を決める仕事
も大変重要な決断を迫られるものです。私はこれ
に何カ月も費やしました。過去の会長の強調事項
を慎重に検討し、このような強調事項から派生し
たプロジェクトのうちいくつかに焦点を当ててみま
した。水、職字率向上、保健と飢餓救済、これらは、
ここ数年にわたって永らえてきたロータリー奉仕の
分野です。その理由は、これらの分野が、地元の
ロータリー・クラブが個々に、あるいはほかのクラ
ブと協同でプロジェクトを行うのに最適なものであ
るからです。また、これらの分野に関して、私たち
はこれまで蓄積してきた豊富な経験と専門知識が
あります。従って、ロータリーが投資する賢明な分
野であると言えます。つまりは、既にあるリソースを
最大限に生かす分野なのです。これらの強調事項
は継続していくべきものであると私は頭の中で知り
ながら、一方で、私の心はほかの方向に引き付けら
れていきました。それは、強調事項の候補を検討し

ているときに、ある数字に遭遇したのがきっかけ
でした。それは3万という数字です。毎日、避けら
れるはずの原因で命を落とす5歳未満の子供の数
でした。最初、私は、そんな馬鹿な、一桁か二桁、
間違って追加されたものに違いないと思いました。
もしかしたら、一日ではなく、一カ月か一年の間違
いかもしれないとも考えました。この21世紀にあっ
て、貴い子供の命が毎日3万も無駄にされているな
どということは、到底信じられないことでした。し
かし、その数字が間違いではないと知ったとき、な
ぜこのような事実が存在するのかと自問せざるを
得なかったのです。
　その答えは数字よりもっと残酷なものでした。子
供たちは、医薬品やワクチンや蚊帳などの基本的
な物資がないために、肺炎やはしか、マラリアとい
う治療可能な病気で死んでいくというのです。ある
いは、一袋10セントで購入できる経口保水塩がな
いばかりに、下痢性の疾患で死んでいくというので
す。飲むにも、体を洗うにも、汚水しかないために、
毎日、何千人もの子供たちが、死んでいくというの
です。治療可能なはずの病気も、不衛生な環境と
栄養失調とが相まって、子供たちの命を奪う不治
の病となります。教育を受けられないがために極
貧の連鎖を断ち切ることができない家族にもとに
生まれたばかりに、生きながらえない子供たちもい
ます。これらの子供たちは、水、保健と飢餓救済、
職字率の向上の分野のニーズが満たされてないが
ゆえに、命を失っています。
　これが理解でき、この愕然たる数字の裏にある
問題の根源を理解できたとき、私にやるべきことが
見えてきました。2008-09年度、ロータリーは、過去
何年間にも及んで継続されてきた奉仕の強調事項
を引き継ぎます。その強調事項とは、私たちが着実
に知識と経験を積み重ねてきた、水、保健と飢餓
救済、職字率向上です。しかし、皆さんの就任年度
に私がお願いするのは、これらの各分野において
子供たちに光を当て、世界の子供の凄まじい死亡
率を低下させる活動に力を注いでいただくことです。
2008-09年度、どうか世界中の子供たちの「夢をか
たちに」していただけるようお願いいたします。こ
れが私のテーマであり、皆さんへの挑戦です。
　将来への希望とチャンスを子供たちに与えるこ
とによって、彼らの「夢をかたちに」していくのです。
私たちは、地域社会にきれいな水を供給すること
で、「夢をかたちに」することができます。安全な
飲み水を提供するだけにとどまらず、子供たちの保

李 東建 夫妻

　李東建氏は、ソウルにある製造会社、ブバン株
式会社ならびにブバン・テクロン株式会社の会長
を務めています。延世大学で政治学と外交学の学
位を取得した李氏は、現在、釜山情報大学の理事
を務め、過去には、母校の高校と大学の学友会会
長を務めたこともあります。また、ソウル銀行の理
事を務め、韓国のイタリア領事館において名誉領
事を務めた経歴の持ち主です。2005年には、韓国
大統領によって国際親善大使に任命されました。
　李氏は、1971年にソウル漢江ロータリー・クラブ
に加わり、これまでにRI理事、財務長、管理委員、
地区ガバナー、および国際協議会の研修リーダー
を務めてきました。また、ロータリー財団地域コー
ディネーター、ゾーンならびに地域の会員増強コー
ディネーターも務めたことがあります。李氏は、財
団の功労表彰状を受けています。1996年には、地
区ガバナーとして32の新たなクラブを結成し、
1800人近くの新会員を入会させ、李氏の地区は、
同年度の、ロータリー世界のリーダーとなりました。
第87回国際大会では、会員増強活動におけるその
最高の功績を称えられ「カルガリー・チャレンジ」
の受賞者として表彰されました。
　韓国、ソウルに在住する李氏とヨン・ジャ夫人と
の間には、4人成人したお子さんと、4人のお孫さん
がいます。

健に取り組む衛生プロジェクトを実施するのです。
公衆トイレの設置も飲み水の供給と同様に誇れる
奉仕です。なぜなら、衛生設備の改善によって、水
の汚染を防ぎ、水に関連する死亡率を低下させる
ことが可能になるからです。
　環境を整え、保健医療のサービスを受けられる
ようにすれば、子供たちは健康を得るチャンスを手
にできます。これも夢をかたちにするに等しいので
す。蚊帳、経口保水塩、ビタミン、ワクチンといった
実に基本的な物資が、子供たちの健康を守る上で、
どれだけ大きな役割を果たせるか計り知れません。
それに、専門の助産師、簡易診療所、学校給食、
看護師の訪問検診を加えることができれば、どれ
ほどの改善につながることでしょう。このように誠
に簡単な援助で、子供たちの命が救われるのです。

2008-09年度、一人でも多くの子供が学校へ通
えるよう助けることによって、私たちは彼らの「夢
をかたちに」します。命をも奪うほどの赤貧の連
鎖を断ち切る方法は、教育をおいてほかにはあり
ません。
　子供の死亡率が開発途上国において最も高い
のは事実ですが、どのロータリー地区のどのクラブ
も、子供の命を救うことができます。シートベルト
や煙探知機がないばかりに、毎日、世界のどこか
で子供が死亡しています。安全な遊び場がないた
めに、死亡する子供もいます。医療サービスを受け
られないほどの貧しさゆえに、死ぬ子供もいます。
誰も助けられないから死ぬのではなく、誰も助け
ないから死ぬというケースのなんと多いことでしょ
う。しかし、ロータリアンである皆さんと私にとって、
助けることは得意分野です。
　さすれば、地元をはじめ遠く離れた地域社会も
含めて、このようなニーズに目を見開くことは、私た
ちの使命です。私たちの仕事は、必要な助けを提
供するために、クラブ同士が協力し合うことです。
私たちの仕事は、「夢をかたちに」することです。
私たちは、安全で幸せな子供時代、健康が損なわ
れることなく続く子供時代、その頃の彼らの「夢を
かたちに」してやるのです。なぜなら、世界の子供
はわれらの子供だからです。私たちの仕事は簡単
なものです。心と知恵と魂とを注ぎ、命を救うこと
です。2008-09年度、私たち一人ひとりがこの仕事
を全うするなら、年度の幕が降りるとき、私たちは
素晴らしいことを達成しているに違いありません。
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　国際ロータリーの会長として指名を受けたとき
のあの瞬間は、私の人生において最も喜ばしく輝
かしいものでした。歴代のRI会長をはじめ、ロータ
リーの役員にはじめて選ばれた方なら、誰しも私と
同じような体験をされたのではないかと思います。
その体験とは、大きな喜びと栄誉、そして期待を伴
うものです。また、わが人生が永久に塗り替えられ
るであろうと予測されるものでもあります。長期的
に考えますと、会長としての経験によって、私は自
分自身が深く変わることを承知しております。短期
的な視点から考えれば、私がこれから会長として
直面する責務は、これまでの私の経験と想像を超
越するものであることを理解しております。

　これは、新しく地区ガバナーとなられる皆さんに
とっても同じです。ロータリアンとして、私たち一人
ひとりにできることは数多くあります。ロータリー歴
の長い私たちは、ロータリーの力をよく理解してい
ます。一人の力が及ぶ範囲は、ささやかな形で細々
とした変化をもたらし、せいぜい数人、あるいは数
十人の人々を助けることです。しかし、結束すれば、
私たちの力は強まります。力を合わせれば、地球規
模で長期的な変化をもたらすことが可能になりま
す。私たちが一体となるとき、成し得ないことなど
何もありません。
　しかし、ロータリーを通じて私たちにもたらせる
力の意味を真摯に受け止めるなら、このような無限

の可能性にはそれに匹敵する責務が伴うことも理
解しねくてはなりません。毎年、各クラブにおいて、
私たち会員は持てる時間と技能と資金をどのように
生かすのが最善であるかを決めます。この決断は、
必ずしも簡単明瞭なものではありません。是非を問
うような単純な問題ではないからです。これは、助
けを最も必要としているのは誰か、私たちが最大の
力を発揮できる対象となるのは誰かといった複雑
な問いに基づく決断です。私たちはリソースを効果
的に用い、奉仕の及ぶ範囲を最大限に広げたいと
考えます。心に訴えかけるようなニーズは、私たち
の関心を引きますが、その中でも、私たちは常にバ
ランスを念頭に置き、ロータリーの投資に対して最
大の恩恵が期待できるプロジェクトを探します。賢
明な判断の下に、ニーズを調査し、よく理解した上
で、リソースを慎重に用いるなら、私たちは最大の
力を発揮し、最大の善を成すことができるでしょう。
　最大の善を成し、ほかのロータリアンにも同じこ
とを実現してもらうよう意欲を喚起すること、これ
がロータリーのリーダーとしての責務です。窮極の
ところ、奉仕プロジェクトを成功させる責務は、
個々のクラブにあるのです。地区ガバナーやシニ
ア・リーダーの仕事は、クラブが賢明な形で奉仕活
動に集中できるよう、導き、やる気を起こさせ、励ま
すことです。そして会長エレクトとしての私の責務
は、就任年度にやるべき仕事を定義するため、年
度のテーマと奉仕の強調事項を選ぶことです。
　ここのクラブが実施するプロジェクトを決めるの
と同様に、会長エレクトが強調事項を決める仕事
も大変重要な決断を迫られるものです。私はこれ
に何カ月も費やしました。過去の会長の強調事項
を慎重に検討し、このような強調事項から派生し
たプロジェクトのうちいくつかに焦点を当ててみま
した。水、職字率向上、保健と飢餓救済、これらは、
ここ数年にわたって永らえてきたロータリー奉仕の
分野です。その理由は、これらの分野が、地元の
ロータリー・クラブが個々に、あるいはほかのクラ
ブと協同でプロジェクトを行うのに最適なものであ
るからです。また、これらの分野に関して、私たち
はこれまで蓄積してきた豊富な経験と専門知識が
あります。従って、ロータリーが投資する賢明な分
野であると言えます。つまりは、既にあるリソースを
最大限に生かす分野なのです。これらの強調事項
は継続していくべきものであると私は頭の中で知り
ながら、一方で、私の心はほかの方向に引き付けら
れていきました。それは、強調事項の候補を検討し

ているときに、ある数字に遭遇したのがきっかけ
でした。それは3万という数字です。毎日、避けら
れるはずの原因で命を落とす5歳未満の子供の数
でした。最初、私は、そんな馬鹿な、一桁か二桁、
間違って追加されたものに違いないと思いました。
もしかしたら、一日ではなく、一カ月か一年の間違
いかもしれないとも考えました。この21世紀にあっ
て、貴い子供の命が毎日3万も無駄にされているな
どということは、到底信じられないことでした。し
かし、その数字が間違いではないと知ったとき、な
ぜこのような事実が存在するのかと自問せざるを
得なかったのです。
　その答えは数字よりもっと残酷なものでした。子
供たちは、医薬品やワクチンや蚊帳などの基本的
な物資がないために、肺炎やはしか、マラリアとい
う治療可能な病気で死んでいくというのです。ある
いは、一袋10セントで購入できる経口保水塩がな
いばかりに、下痢性の疾患で死んでいくというので
す。飲むにも、体を洗うにも、汚水しかないために、
毎日、何千人もの子供たちが、死んでいくというの
です。治療可能なはずの病気も、不衛生な環境と
栄養失調とが相まって、子供たちの命を奪う不治
の病となります。教育を受けられないがために極
貧の連鎖を断ち切ることができない家族にもとに
生まれたばかりに、生きながらえない子供たちもい
ます。これらの子供たちは、水、保健と飢餓救済、
職字率の向上の分野のニーズが満たされてないが
ゆえに、命を失っています。
　これが理解でき、この愕然たる数字の裏にある
問題の根源を理解できたとき、私にやるべきことが
見えてきました。2008-09年度、ロータリーは、過去
何年間にも及んで継続されてきた奉仕の強調事項
を引き継ぎます。その強調事項とは、私たちが着実
に知識と経験を積み重ねてきた、水、保健と飢餓
救済、職字率向上です。しかし、皆さんの就任年度
に私がお願いするのは、これらの各分野において
子供たちに光を当て、世界の子供の凄まじい死亡
率を低下させる活動に力を注いでいただくことです。
2008-09年度、どうか世界中の子供たちの「夢をか
たちに」していただけるようお願いいたします。こ
れが私のテーマであり、皆さんへの挑戦です。
　将来への希望とチャンスを子供たちに与えるこ
とによって、彼らの「夢をかたちに」していくのです。
私たちは、地域社会にきれいな水を供給すること
で、「夢をかたちに」することができます。安全な
飲み水を提供するだけにとどまらず、子供たちの保

健に取り組む衛生プロジェクトを実施するのです。
公衆トイレの設置も飲み水の供給と同様に誇れる
奉仕です。なぜなら、衛生設備の改善によって、水
の汚染を防ぎ、水に関連する死亡率を低下させる
ことが可能になるからです。
　環境を整え、保健医療のサービスを受けられる
ようにすれば、子供たちは健康を得るチャンスを手
にできます。これも夢をかたちにするに等しいので
す。蚊帳、経口保水塩、ビタミン、ワクチンといった
実に基本的な物資が、子供たちの健康を守る上で、
どれだけ大きな役割を果たせるか計り知れません。
それに、専門の助産師、簡易診療所、学校給食、
看護師の訪問検診を加えることができれば、どれ
ほどの改善につながることでしょう。このように誠
に簡単な援助で、子供たちの命が救われるのです。

2008-09年度、一人でも多くの子供が学校へ通
えるよう助けることによって、私たちは彼らの「夢
をかたちに」します。命をも奪うほどの赤貧の連
鎖を断ち切る方法は、教育をおいてほかにはあり
ません。
　子供の死亡率が開発途上国において最も高い
のは事実ですが、どのロータリー地区のどのクラブ
も、子供の命を救うことができます。シートベルト
や煙探知機がないばかりに、毎日、世界のどこか
で子供が死亡しています。安全な遊び場がないた
めに、死亡する子供もいます。医療サービスを受け
られないほどの貧しさゆえに、死ぬ子供もいます。
誰も助けられないから死ぬのではなく、誰も助け
ないから死ぬというケースのなんと多いことでしょ
う。しかし、ロータリアンである皆さんと私にとって、
助けることは得意分野です。
　さすれば、地元をはじめ遠く離れた地域社会も
含めて、このようなニーズに目を見開くことは、私た
ちの使命です。私たちの仕事は、必要な助けを提
供するために、クラブ同士が協力し合うことです。
私たちの仕事は、「夢をかたちに」することです。
私たちは、安全で幸せな子供時代、健康が損なわ
れることなく続く子供時代、その頃の彼らの「夢を
かたちに」してやるのです。なぜなら、世界の子供
はわれらの子供だからです。私たちの仕事は簡単
なものです。心と知恵と魂とを注ぎ、命を救うこと
です。2008-09年度、私たち一人ひとりがこの仕事
を全うするなら、年度の幕が降りるとき、私たちは
素晴らしいことを達成しているに違いありません。
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　国際ロータリーの会長として指名を受けたとき
のあの瞬間は、私の人生において最も喜ばしく輝
かしいものでした。歴代のRI会長をはじめ、ロータ
リーの役員にはじめて選ばれた方なら、誰しも私と
同じような体験をされたのではないかと思います。
その体験とは、大きな喜びと栄誉、そして期待を伴
うものです。また、わが人生が永久に塗り替えられ
るであろうと予測されるものでもあります。長期的
に考えますと、会長としての経験によって、私は自
分自身が深く変わることを承知しております。短期
的な視点から考えれば、私がこれから会長として
直面する責務は、これまでの私の経験と想像を超
越するものであることを理解しております。

　これは、新しく地区ガバナーとなられる皆さんに
とっても同じです。ロータリアンとして、私たち一人
ひとりにできることは数多くあります。ロータリー歴
の長い私たちは、ロータリーの力をよく理解してい
ます。一人の力が及ぶ範囲は、ささやかな形で細々
とした変化をもたらし、せいぜい数人、あるいは数
十人の人々を助けることです。しかし、結束すれば、
私たちの力は強まります。力を合わせれば、地球規
模で長期的な変化をもたらすことが可能になりま
す。私たちが一体となるとき、成し得ないことなど
何もありません。
　しかし、ロータリーを通じて私たちにもたらせる
力の意味を真摯に受け止めるなら、このような無限

の可能性にはそれに匹敵する責務が伴うことも理
解しねくてはなりません。毎年、各クラブにおいて、
私たち会員は持てる時間と技能と資金をどのように
生かすのが最善であるかを決めます。この決断は、
必ずしも簡単明瞭なものではありません。是非を問
うような単純な問題ではないからです。これは、助
けを最も必要としているのは誰か、私たちが最大の
力を発揮できる対象となるのは誰かといった複雑
な問いに基づく決断です。私たちはリソースを効果
的に用い、奉仕の及ぶ範囲を最大限に広げたいと
考えます。心に訴えかけるようなニーズは、私たち
の関心を引きますが、その中でも、私たちは常にバ
ランスを念頭に置き、ロータリーの投資に対して最
大の恩恵が期待できるプロジェクトを探します。賢
明な判断の下に、ニーズを調査し、よく理解した上
で、リソースを慎重に用いるなら、私たちは最大の
力を発揮し、最大の善を成すことができるでしょう。
　最大の善を成し、ほかのロータリアンにも同じこ
とを実現してもらうよう意欲を喚起すること、これ
がロータリーのリーダーとしての責務です。窮極の
ところ、奉仕プロジェクトを成功させる責務は、
個々のクラブにあるのです。地区ガバナーやシニ
ア・リーダーの仕事は、クラブが賢明な形で奉仕活
動に集中できるよう、導き、やる気を起こさせ、励ま
すことです。そして会長エレクトとしての私の責務
は、就任年度にやるべき仕事を定義するため、年
度のテーマと奉仕の強調事項を選ぶことです。
　ここのクラブが実施するプロジェクトを決めるの
と同様に、会長エレクトが強調事項を決める仕事
も大変重要な決断を迫られるものです。私はこれ
に何カ月も費やしました。過去の会長の強調事項
を慎重に検討し、このような強調事項から派生し
たプロジェクトのうちいくつかに焦点を当ててみま
した。水、職字率向上、保健と飢餓救済、これらは、
ここ数年にわたって永らえてきたロータリー奉仕の
分野です。その理由は、これらの分野が、地元の
ロータリー・クラブが個々に、あるいはほかのクラ
ブと協同でプロジェクトを行うのに最適なものであ
るからです。また、これらの分野に関して、私たち
はこれまで蓄積してきた豊富な経験と専門知識が
あります。従って、ロータリーが投資する賢明な分
野であると言えます。つまりは、既にあるリソースを
最大限に生かす分野なのです。これらの強調事項
は継続していくべきものであると私は頭の中で知り
ながら、一方で、私の心はほかの方向に引き付けら
れていきました。それは、強調事項の候補を検討し

ているときに、ある数字に遭遇したのがきっかけ
でした。それは3万という数字です。毎日、避けら
れるはずの原因で命を落とす5歳未満の子供の数
でした。最初、私は、そんな馬鹿な、一桁か二桁、
間違って追加されたものに違いないと思いました。
もしかしたら、一日ではなく、一カ月か一年の間違
いかもしれないとも考えました。この21世紀にあっ
て、貴い子供の命が毎日3万も無駄にされているな
どということは、到底信じられないことでした。し
かし、その数字が間違いではないと知ったとき、な
ぜこのような事実が存在するのかと自問せざるを
得なかったのです。
　その答えは数字よりもっと残酷なものでした。子
供たちは、医薬品やワクチンや蚊帳などの基本的
な物資がないために、肺炎やはしか、マラリアとい
う治療可能な病気で死んでいくというのです。ある
いは、一袋10セントで購入できる経口保水塩がな
いばかりに、下痢性の疾患で死んでいくというので
す。飲むにも、体を洗うにも、汚水しかないために、
毎日、何千人もの子供たちが、死んでいくというの
です。治療可能なはずの病気も、不衛生な環境と
栄養失調とが相まって、子供たちの命を奪う不治
の病となります。教育を受けられないがために極
貧の連鎖を断ち切ることができない家族にもとに
生まれたばかりに、生きながらえない子供たちもい
ます。これらの子供たちは、水、保健と飢餓救済、
職字率の向上の分野のニーズが満たされてないが
ゆえに、命を失っています。
　これが理解でき、この愕然たる数字の裏にある
問題の根源を理解できたとき、私にやるべきことが
見えてきました。2008-09年度、ロータリーは、過去
何年間にも及んで継続されてきた奉仕の強調事項
を引き継ぎます。その強調事項とは、私たちが着実
に知識と経験を積み重ねてきた、水、保健と飢餓
救済、職字率向上です。しかし、皆さんの就任年度
に私がお願いするのは、これらの各分野において
子供たちに光を当て、世界の子供の凄まじい死亡
率を低下させる活動に力を注いでいただくことです。
2008-09年度、どうか世界中の子供たちの「夢をか
たちに」していただけるようお願いいたします。こ
れが私のテーマであり、皆さんへの挑戦です。
　将来への希望とチャンスを子供たちに与えるこ
とによって、彼らの「夢をかたちに」していくのです。
私たちは、地域社会にきれいな水を供給すること
で、「夢をかたちに」することができます。安全な
飲み水を提供するだけにとどまらず、子供たちの保

健に取り組む衛生プロジェクトを実施するのです。
公衆トイレの設置も飲み水の供給と同様に誇れる
奉仕です。なぜなら、衛生設備の改善によって、水
の汚染を防ぎ、水に関連する死亡率を低下させる
ことが可能になるからです。
　環境を整え、保健医療のサービスを受けられる
ようにすれば、子供たちは健康を得るチャンスを手
にできます。これも夢をかたちにするに等しいので
す。蚊帳、経口保水塩、ビタミン、ワクチンといった
実に基本的な物資が、子供たちの健康を守る上で、
どれだけ大きな役割を果たせるか計り知れません。
それに、専門の助産師、簡易診療所、学校給食、
看護師の訪問検診を加えることができれば、どれ
ほどの改善につながることでしょう。このように誠
に簡単な援助で、子供たちの命が救われるのです。

2008-09年度、一人でも多くの子供が学校へ通
えるよう助けることによって、私たちは彼らの「夢
をかたちに」します。命をも奪うほどの赤貧の連
鎖を断ち切る方法は、教育をおいてほかにはあり
ません。
　子供の死亡率が開発途上国において最も高い
のは事実ですが、どのロータリー地区のどのクラブ
も、子供の命を救うことができます。シートベルト
や煙探知機がないばかりに、毎日、世界のどこか
で子供が死亡しています。安全な遊び場がないた
めに、死亡する子供もいます。医療サービスを受け
られないほどの貧しさゆえに、死ぬ子供もいます。
誰も助けられないから死ぬのではなく、誰も助け
ないから死ぬというケースのなんと多いことでしょ
う。しかし、ロータリアンである皆さんと私にとって、
助けることは得意分野です。
　さすれば、地元をはじめ遠く離れた地域社会も
含めて、このようなニーズに目を見開くことは、私た
ちの使命です。私たちの仕事は、必要な助けを提
供するために、クラブ同士が協力し合うことです。
私たちの仕事は、「夢をかたちに」することです。
私たちは、安全で幸せな子供時代、健康が損なわ
れることなく続く子供時代、その頃の彼らの「夢を
かたちに」してやるのです。なぜなら、世界の子供
はわれらの子供だからです。私たちの仕事は簡単
なものです。心と知恵と魂とを注ぎ、命を救うこと
です。2008-09年度、私たち一人ひとりがこの仕事
を全うするなら、年度の幕が降りるとき、私たちは
素晴らしいことを達成しているに違いありません。
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1964年3月 名古屋大学法学部卒業
1968年 弁護士登録
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1997年度 地区幹事（犬飼ガバナー）
2001年度 地区資金委員長
2002-03年度 地区クラブ奉仕委員長
2006年度 ガバナー補佐（西名古屋分区）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
ベネファクター
米山功労者

国際ロータリー第2760地区 2008-2009年度ガバナー

片 山  主 水 （かたやま もんど）
生 年 月 日 1939年（昭和14年）11月17日
所属クラブ 名古屋東南ロータリークラブ
職 業 分 類 弁護士
役 職 片山主水法律事務所 所長
勤 務 地 名古屋市中区丸の内3丁目5番36号
住 所 名古屋市瑞穂区弥富町上山194番地の9

《地区目標》

■ 地区方針 持続可能な前進!!
組織運営で・奉仕活動で・会員増強で…

■ 重点事項 ① ロータリーの綱領（目的）の再確認
② 地区 分区 クラブの管理運営機構の整備
③ 調和の奉仕
④ 人的・物的資源の維持強化
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　国際ロータリーの会長として指名を受けたとき
のあの瞬間は、私の人生において最も喜ばしく輝
かしいものでした。歴代のRI会長をはじめ、ロータ
リーの役員にはじめて選ばれた方なら、誰しも私と
同じような体験をされたのではないかと思います。
その体験とは、大きな喜びと栄誉、そして期待を伴
うものです。また、わが人生が永久に塗り替えられ
るであろうと予測されるものでもあります。長期的
に考えますと、会長としての経験によって、私は自
分自身が深く変わることを承知しております。短期
的な視点から考えれば、私がこれから会長として
直面する責務は、これまでの私の経験と想像を超
越するものであることを理解しております。

　これは、新しく地区ガバナーとなられる皆さんに
とっても同じです。ロータリアンとして、私たち一人
ひとりにできることは数多くあります。ロータリー歴
の長い私たちは、ロータリーの力をよく理解してい
ます。一人の力が及ぶ範囲は、ささやかな形で細々
とした変化をもたらし、せいぜい数人、あるいは数
十人の人々を助けることです。しかし、結束すれば、
私たちの力は強まります。力を合わせれば、地球規
模で長期的な変化をもたらすことが可能になりま
す。私たちが一体となるとき、成し得ないことなど
何もありません。
　しかし、ロータリーを通じて私たちにもたらせる
力の意味を真摯に受け止めるなら、このような無限

の可能性にはそれに匹敵する責務が伴うことも理
解しねくてはなりません。毎年、各クラブにおいて、
私たち会員は持てる時間と技能と資金をどのように
生かすのが最善であるかを決めます。この決断は、
必ずしも簡単明瞭なものではありません。是非を問
うような単純な問題ではないからです。これは、助
けを最も必要としているのは誰か、私たちが最大の
力を発揮できる対象となるのは誰かといった複雑
な問いに基づく決断です。私たちはリソースを効果
的に用い、奉仕の及ぶ範囲を最大限に広げたいと
考えます。心に訴えかけるようなニーズは、私たち
の関心を引きますが、その中でも、私たちは常にバ
ランスを念頭に置き、ロータリーの投資に対して最
大の恩恵が期待できるプロジェクトを探します。賢
明な判断の下に、ニーズを調査し、よく理解した上
で、リソースを慎重に用いるなら、私たちは最大の
力を発揮し、最大の善を成すことができるでしょう。
　最大の善を成し、ほかのロータリアンにも同じこ
とを実現してもらうよう意欲を喚起すること、これ
がロータリーのリーダーとしての責務です。窮極の
ところ、奉仕プロジェクトを成功させる責務は、
個々のクラブにあるのです。地区ガバナーやシニ
ア・リーダーの仕事は、クラブが賢明な形で奉仕活
動に集中できるよう、導き、やる気を起こさせ、励ま
すことです。そして会長エレクトとしての私の責務
は、就任年度にやるべき仕事を定義するため、年
度のテーマと奉仕の強調事項を選ぶことです。
　ここのクラブが実施するプロジェクトを決めるの
と同様に、会長エレクトが強調事項を決める仕事
も大変重要な決断を迫られるものです。私はこれ
に何カ月も費やしました。過去の会長の強調事項
を慎重に検討し、このような強調事項から派生し
たプロジェクトのうちいくつかに焦点を当ててみま
した。水、職字率向上、保健と飢餓救済、これらは、
ここ数年にわたって永らえてきたロータリー奉仕の
分野です。その理由は、これらの分野が、地元の
ロータリー・クラブが個々に、あるいはほかのクラ
ブと協同でプロジェクトを行うのに最適なものであ
るからです。また、これらの分野に関して、私たち
はこれまで蓄積してきた豊富な経験と専門知識が
あります。従って、ロータリーが投資する賢明な分
野であると言えます。つまりは、既にあるリソースを
最大限に生かす分野なのです。これらの強調事項
は継続していくべきものであると私は頭の中で知り
ながら、一方で、私の心はほかの方向に引き付けら
れていきました。それは、強調事項の候補を検討し

ているときに、ある数字に遭遇したのがきっかけ
でした。それは3万という数字です。毎日、避けら
れるはずの原因で命を落とす5歳未満の子供の数
でした。最初、私は、そんな馬鹿な、一桁か二桁、
間違って追加されたものに違いないと思いました。
もしかしたら、一日ではなく、一カ月か一年の間違
いかもしれないとも考えました。この21世紀にあっ
て、貴い子供の命が毎日3万も無駄にされているな
どということは、到底信じられないことでした。し
かし、その数字が間違いではないと知ったとき、な
ぜこのような事実が存在するのかと自問せざるを
得なかったのです。
　その答えは数字よりもっと残酷なものでした。子
供たちは、医薬品やワクチンや蚊帳などの基本的
な物資がないために、肺炎やはしか、マラリアとい
う治療可能な病気で死んでいくというのです。ある
いは、一袋10セントで購入できる経口保水塩がな
いばかりに、下痢性の疾患で死んでいくというので
す。飲むにも、体を洗うにも、汚水しかないために、
毎日、何千人もの子供たちが、死んでいくというの
です。治療可能なはずの病気も、不衛生な環境と
栄養失調とが相まって、子供たちの命を奪う不治
の病となります。教育を受けられないがために極
貧の連鎖を断ち切ることができない家族にもとに
生まれたばかりに、生きながらえない子供たちもい
ます。これらの子供たちは、水、保健と飢餓救済、
職字率の向上の分野のニーズが満たされてないが
ゆえに、命を失っています。
　これが理解でき、この愕然たる数字の裏にある
問題の根源を理解できたとき、私にやるべきことが
見えてきました。2008-09年度、ロータリーは、過去
何年間にも及んで継続されてきた奉仕の強調事項
を引き継ぎます。その強調事項とは、私たちが着実
に知識と経験を積み重ねてきた、水、保健と飢餓
救済、職字率向上です。しかし、皆さんの就任年度
に私がお願いするのは、これらの各分野において
子供たちに光を当て、世界の子供の凄まじい死亡
率を低下させる活動に力を注いでいただくことです。
2008-09年度、どうか世界中の子供たちの「夢をか
たちに」していただけるようお願いいたします。こ
れが私のテーマであり、皆さんへの挑戦です。
　将来への希望とチャンスを子供たちに与えるこ
とによって、彼らの「夢をかたちに」していくのです。
私たちは、地域社会にきれいな水を供給すること
で、「夢をかたちに」することができます。安全な
飲み水を提供するだけにとどまらず、子供たちの保

健に取り組む衛生プロジェクトを実施するのです。
公衆トイレの設置も飲み水の供給と同様に誇れる
奉仕です。なぜなら、衛生設備の改善によって、水
の汚染を防ぎ、水に関連する死亡率を低下させる
ことが可能になるからです。
　環境を整え、保健医療のサービスを受けられる
ようにすれば、子供たちは健康を得るチャンスを手
にできます。これも夢をかたちにするに等しいので
す。蚊帳、経口保水塩、ビタミン、ワクチンといった
実に基本的な物資が、子供たちの健康を守る上で、
どれだけ大きな役割を果たせるか計り知れません。
それに、専門の助産師、簡易診療所、学校給食、
看護師の訪問検診を加えることができれば、どれ
ほどの改善につながることでしょう。このように誠
に簡単な援助で、子供たちの命が救われるのです。

2008-09年度、一人でも多くの子供が学校へ通
えるよう助けることによって、私たちは彼らの「夢
をかたちに」します。命をも奪うほどの赤貧の連
鎖を断ち切る方法は、教育をおいてほかにはあり
ません。
　子供の死亡率が開発途上国において最も高い
のは事実ですが、どのロータリー地区のどのクラブ
も、子供の命を救うことができます。シートベルト
や煙探知機がないばかりに、毎日、世界のどこか
で子供が死亡しています。安全な遊び場がないた
めに、死亡する子供もいます。医療サービスを受け
られないほどの貧しさゆえに、死ぬ子供もいます。
誰も助けられないから死ぬのではなく、誰も助け
ないから死ぬというケースのなんと多いことでしょ
う。しかし、ロータリアンである皆さんと私にとって、
助けることは得意分野です。
　さすれば、地元をはじめ遠く離れた地域社会も
含めて、このようなニーズに目を見開くことは、私た
ちの使命です。私たちの仕事は、必要な助けを提
供するために、クラブ同士が協力し合うことです。
私たちの仕事は、「夢をかたちに」することです。
私たちは、安全で幸せな子供時代、健康が損なわ
れることなく続く子供時代、その頃の彼らの「夢を
かたちに」してやるのです。なぜなら、世界の子供
はわれらの子供だからです。私たちの仕事は簡単
なものです。心と知恵と魂とを注ぎ、命を救うこと
です。2008-09年度、私たち一人ひとりがこの仕事
を全うするなら、年度の幕が降りるとき、私たちは
素晴らしいことを達成しているに違いありません。
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経　歴
1964年3月 名古屋大学法学部卒業
1968年 弁護士登録
1985年 名古屋弁護士会

（現愛知県弁護士会）副会長
1988年～ 名古屋地方・簡易裁判所調停委員
1994年～2000年
 愛知県公害審査委員会 会長

1999年～2001年
愛知県事業評価監視委員会 委員・長

2001年～ 愛知県公務災害補償審査会 会長

ロータリー歴
1972年3月 名古屋東南ＲＣ入会
1990-91年度 地区国際友好委員長
1992-93年度 地区世界社会奉仕委員長
1994年度 地区環境保全委員長
1995年度 クラブ会長
1997年度 地区幹事（犬飼ガバナー）
2001年度 地区資金委員長
2002-03年度 地区クラブ奉仕委員長
2006年度 ガバナー補佐（西名古屋分区）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
ベネファクター
米山功労者

国際ロータリー第2760地区 2008-2009年度ガバナー

片 山  主 水 （かたやま もんど）
生 年 月 日 1939年（昭和14年）11月17日
所属クラブ 名古屋東南ロータリークラブ
職 業 分 類 弁護士
役 職 片山主水法律事務所 所長
勤 務 地 名古屋市中区丸の内3丁目5番36号
住 所 名古屋市瑞穂区弥富町上山194番地の9

《地区目標》

■ 地区方針 持続可能な前進!!
組織運営で・奉仕活動で・会員増強で…

■ 重点事項 ① ロータリーの綱領（目的）の再確認
② 地区 分区 クラブの管理運営機構の整備
③ 調和の奉仕
④ 人的・物的資源の維持強化
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ロータリー歴
2009-10年度 国際ロータリー会長
2007-08年度 2008年ロサンゼルス国際大会

推進委員会副委員長
2000-04年度 ロータリー財団管理委員
1996-97年度 国際ロータリー執行委員会委員長
1995-97年度 国際ロータリー理事
1992-93年度 RIBI会長
1991-92年度 RIBI副会長
1984-85年度 地区ガバナー

ジョン・ケニー
2009-2010年度国際ロータリー会長

スコットランド、グランジマウス

RIテーマ

ロータリーの未来は あなたの手の中に

2009～2010年度

親愛なる朋友ロータリアンの皆さん
　一世紀余りにわたり発展し続けてきたロータ
リーの奉仕を振り返るとき、私たちの未来は、苦境
にある人々に希望をもたらし、争いの絶えない世界
に平和をもたらす幾世代ものロータリアンによって
末永く確かなものとなるに違いないと胸を張って
言えます。私たち一人ひとりは、いわば過去を未来
へとつなぐ鎖の輪のような存在で、大いなるロータ
リーという伝統の一部を成しているとたとえること
ができます。
　この鎖が解けることなく永続していくためには、
個々の輪が強くなくてはなりません。ロータリーの
未来への鎖を堅固なものに鍛え上げることは、私
の責務であり、皆さんの責務です。今年より来年、
また、来年より再来年、さらにロータリーを強くし
ていくことは、私たちの責務です。また、ロータ
リーが、明日、次の新たなチャレンジに取りかかれ
るよう、今日、ポリオのない世界を築くという約束
を果たすことも、私たちの責務なのです。
　マハトマ・ガンジーは、かつてこのように言いま
した。「未来は、私たちが現在成すことによって決
まる」第二世紀においてもロータリーの発展を望
むのであれば、現状に甘んじているだけでは十分

とは言えません。これからの長い道程に備えて地
図が必要となりますが、私たちはその地図をすで
に携えています。
　国際ロータリーは確かな未来を築くため、世界
中のロータリアンから協力を得て、7つの優先項目
を掲げた長期計画を立てました。今、この計画を実
行に移すときがやってきたのです。

●「ポリオを撲滅する」が、私たちの最優先事項
です。募金のチャレンジを通じて、この重要な仕
事を完遂し、世界に対して約束を果たすために、
私たちはリソースの提供というかたちで力になる
ことができます。

●「ロータリーに対する内外の認識と公共イメー
ジを高める」は、ロータリーが新会員を引きつけ、
他団体からの協力を得ることにつながります。ポ
リオ・プラスでロータリーは世界の表舞台で活
躍するようになりました。今後は、地元と世界に
おける奉仕活動をメディアと地域社会に広め、
国際的な地位を築いていくときがやってきたの
です。

●「他者に奉仕するロータリーの能力の増大を図
る」は、ロータリーの使命の核心に触れるもので
す。四大奉仕部門に沿って時間と才能と熱意を
これまでより少しだけ多く捧げるなら、すべての
ロータリアンがこの目標に向けて貢献できます。
2009-10年度も、近年、クラブが取り組み続けて
いる重要な問題、すなわち、水、保健と飢餓救
済、職字率向上の分野における奉仕活動に専念
するよう、ロータリアンに呼びかけていきます。

●「質的にも量的にも会員組織を世界的に拡大す
る」は、重要な優先事項です。これは、ロータ
リーが達成すべき目標のすべてが会員をよりど
ころとしているからです。資格ある新会員をもた
らすことは、私たち一人ひとりの責務です。しか
しながら、この責務を果たしているロータリアン
はわずかです。ほかの人々にクラブへの入会を勧
め、会員を増やすことができるのはロータリアン
しかいないのです。

●「ロータリー独特の職業奉仕への取り組みを強
調する」は、ほかの奉仕団体や人道団体とロー
タリーとの違いを明確に分けるものです。職業倫
理への高い水準を保ち、日々実践することによっ
て、私たちは同僚や従業員、顧客はもちろんのこ
と、競争相手に対しても模範を示すことができ
ます。

●「国際ロータリー内の指導的才能を最大限に
活用し、育成する」は、ロータリーの未来にとっ
て欠かせない要素です。私たち一人ひとりが、な
んらかのかたちで指導的役割を担うべきです。
クラブレベルで委員会の委員長や奉仕プロジェ
クトの委員を務めたり、地区レベル、国際レベル
で活躍するなど、さまざまな役割があります。す
べてのロータリアンは職業において指導的な立
場にある人々ですから、ロータリーにおいてもこ
の指導力を発揮すべきです。

●「組織全体を通じて継続性と一貫性を保つため
に、長期計画の手順を完全に実施する」は、ク
ラブ、地区、国際レベルで毎年指導者が交代す
る際に、引継ぎが効果的に行えるようにすること
が目的です。

　この長期計画はRI理事会が承認したものではあ

りますが、これを実施するのは皆さんです。RI会長
が、皆さんのクラブに入会するようにと新しい会員
を誘うことはできません。また、RI理事会が、ポリ
オ撲滅の支援に向けて、皆さんの地域での募金活
動を企画したり実施したりすることもできません。同
様にシニア・リーダーが、皆さんの職場でロータリー
の倫理規範を実践することもかないません。すべて
は、皆さん自身が実行しなければならないのです。
ロータリーの未来はあなたの手の中にあります。
　一人ひとりのロータリアンに自らの責務を胸に刻
んでいただくために、この真実を2009-10年度の
テーマとして選びました。かのウィンストン・チャー
チル卿は、「偉大さの代償は責任だ」と述べていま
す。ロータリーは偉大な組織です。私たち一人ひと
りが課題に立ち向かい、未来に対する責任を果た
すなら、ロータリーはさらに素晴らしい組織へと発
展する可能性を秘めているのです。
　ロータリーにおいては、「ロータリアン」という肩
書きの下、各会員に仕事が与えられています。私た
ちの任務は、地元と国際社会において必要とされ
る奉仕を提供すること、そして、事業と専門職務に
携わるリーダーを新会員として誘い、地域社会で
好ましいイメージを築きながら、クラブの器を広げ
ていくことです。ロータリアンとしての私たちの職
務には、職場と私生活において倫理的行動の規範
を示し、クラブと地域社会においてリーダーの役
割を務め、ロータリーの最優先事項であるポリオ
撲滅を全面的に支援することも含まれています。
　ロータリアンという仕事には、計り知れない恩典
があります。私たちは、かけがいのない親睦を享受
し、他者のために尽くすという個人的な生きがいを
得ることができます。皆さんがロータリーとその力
を信じるのであれば、今こそ立ち上がり、全身全霊
でロータリアンとしての仕事に全力投球するときで
す。ロータリーの未来はあなたの手の中にあるの
です。

2010-2011年度
国際ロータリーの
テーマ

強調事項

親愛なる朋友ロータリアンの皆さん
　一世紀余りにわたり発展し続けてきたロータ
リーの奉仕を振り返るとき、私たちの未来は、苦境
にある人々に希望をもたらし、争いの絶えない世界
に平和をもたらす幾世代ものロータリアンによって
末永く確かなものとなるに違いないと胸を張って
言えます。私たち一人ひとりは、いわば過去を未来
へとつなぐ鎖の輪のような存在で、大いなるロータ
リーという伝統の一部を成しているとたとえること
ができます。
　この鎖が解けることなく永続していくためには、
個々の輪が強くなくてはなりません。ロータリーの
未来への鎖を堅固なものに鍛え上げることは、私
の責務であり、皆さんの責務です。今年より来年、
また、来年より再来年、さらにロータリーを強くし
ていくことは、私たちの責務です。また、ロータ
リーが、明日、次の新たなチャレンジに取りかかれ
るよう、今日、ポリオのない世界を築くという約束
を果たすことも、私たちの責務なのです。
　マハトマ・ガンジーは、かつてこのように言いま
した。「未来は、私たちが現在成すことによって決
まる」第二世紀においてもロータリーの発展を望
むのであれば、現状に甘んじているだけでは十分

とは言えません。これからの長い道程に備えて地
図が必要となりますが、私たちはその地図をすで
に携えています。
　国際ロータリーは確かな未来を築くため、世界
中のロータリアンから協力を得て、7つの優先項目
を掲げた長期計画を立てました。今、この計画を実
行に移すときがやってきたのです。

●「ポリオを撲滅する」が、私たちの最優先事項
です。募金のチャレンジを通じて、この重要な仕
事を完遂し、世界に対して約束を果たすために、
私たちはリソースの提供というかたちで力になる
ことができます。

●「ロータリーに対する内外の認識と公共イメー
ジを高める」は、ロータリーが新会員を引きつけ、
他団体からの協力を得ることにつながります。ポ
リオ・プラスでロータリーは世界の表舞台で活
躍するようになりました。今後は、地元と世界に
おける奉仕活動をメディアと地域社会に広め、
国際的な地位を築いていくときがやってきたの
です。

2009-10年度国際ロータリー会長
ジョン・ケニー

●「他者に奉仕するロータリーの能力の増大を図
る」は、ロータリーの使命の核心に触れるもので
す。四大奉仕部門に沿って時間と才能と熱意を
これまでより少しだけ多く捧げるなら、すべての
ロータリアンがこの目標に向けて貢献できます。
2009-10年度も、近年、クラブが取り組み続けて
いる重要な問題、すなわち、水、保健と飢餓救
済、職字率向上の分野における奉仕活動に専念
するよう、ロータリアンに呼びかけていきます。

●「質的にも量的にも会員組織を世界的に拡大す
る」は、重要な優先事項です。これは、ロータ
リーが達成すべき目標のすべてが会員をよりど
ころとしているからです。資格ある新会員をもた
らすことは、私たち一人ひとりの責務です。しか
しながら、この責務を果たしているロータリアン
はわずかです。ほかの人々にクラブへの入会を勧
め、会員を増やすことができるのはロータリアン
しかいないのです。

●「ロータリー独特の職業奉仕への取り組みを強
調する」は、ほかの奉仕団体や人道団体とロー
タリーとの違いを明確に分けるものです。職業倫
理への高い水準を保ち、日々実践することによっ
て、私たちは同僚や従業員、顧客はもちろんのこ
と、競争相手に対しても模範を示すことができ
ます。

●「国際ロータリー内の指導的才能を最大限に
活用し、育成する」は、ロータリーの未来にとっ
て欠かせない要素です。私たち一人ひとりが、な
んらかのかたちで指導的役割を担うべきです。
クラブレベルで委員会の委員長や奉仕プロジェ
クトの委員を務めたり、地区レベル、国際レベル
で活躍するなど、さまざまな役割があります。す
べてのロータリアンは職業において指導的な立
場にある人々ですから、ロータリーにおいてもこ
の指導力を発揮すべきです。

●「組織全体を通じて継続性と一貫性を保つため
に、長期計画の手順を完全に実施する」は、ク
ラブ、地区、国際レベルで毎年指導者が交代す
る際に、引継ぎが効果的に行えるようにすること
が目的です。

　この長期計画はRI理事会が承認したものではあ

りますが、これを実施するのは皆さんです。RI会長
が、皆さんのクラブに入会するようにと新しい会員
を誘うことはできません。また、RI理事会が、ポリ
オ撲滅の支援に向けて、皆さんの地域での募金活
動を企画したり実施したりすることもできません。同
様にシニア・リーダーが、皆さんの職場でロータリー
の倫理規範を実践することもかないません。すべて
は、皆さん自身が実行しなければならないのです。
ロータリーの未来はあなたの手の中にあります。
　一人ひとりのロータリアンに自らの責務を胸に刻
んでいただくために、この真実を2009-10年度の
テーマとして選びました。かのウィンストン・チャー
チル卿は、「偉大さの代償は責任だ」と述べていま
す。ロータリーは偉大な組織です。私たち一人ひと
りが課題に立ち向かい、未来に対する責任を果た
すなら、ロータリーはさらに素晴らしい組織へと発
展する可能性を秘めているのです。
　ロータリーにおいては、「ロータリアン」という肩
書きの下、各会員に仕事が与えられています。私た
ちの任務は、地元と国際社会において必要とされ
る奉仕を提供すること、そして、事業と専門職務に
携わるリーダーを新会員として誘い、地域社会で
好ましいイメージを築きながら、クラブの器を広げ
ていくことです。ロータリアンとしての私たちの職
務には、職場と私生活において倫理的行動の規範
を示し、クラブと地域社会においてリーダーの役
割を務め、ロータリーの最優先事項であるポリオ
撲滅を全面的に支援することも含まれています。
　ロータリアンという仕事には、計り知れない恩典
があります。私たちは、かけがいのない親睦を享受
し、他者のために尽くすという個人的な生きがいを
得ることができます。皆さんがロータリーとその力
を信じるのであれば、今こそ立ち上がり、全身全霊
でロータリアンとしての仕事に全力投球するときで
す。ロータリーの未来はあなたの手の中にあるの
です。
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ロータリー歴
2009-10年度 国際ロータリー会長
2007-08年度 2008年ロサンゼルス国際大会

推進委員会副委員長
2000-04年度 ロータリー財団管理委員
1996-97年度 国際ロータリー執行委員会委員長
1995-97年度 国際ロータリー理事
1992-93年度 RIBI会長
1991-92年度 RIBI副会長
1984-85年度 地区ガバナー

ジョン・ケニー
2009-2010年度国際ロータリー会長

スコットランド、グランジマウス

RIテーマ

ロータリーの未来は あなたの手の中に

2009～2010年度

親愛なる朋友ロータリアンの皆さん
　一世紀余りにわたり発展し続けてきたロータ
リーの奉仕を振り返るとき、私たちの未来は、苦境
にある人々に希望をもたらし、争いの絶えない世界
に平和をもたらす幾世代ものロータリアンによって
末永く確かなものとなるに違いないと胸を張って
言えます。私たち一人ひとりは、いわば過去を未来
へとつなぐ鎖の輪のような存在で、大いなるロータ
リーという伝統の一部を成しているとたとえること
ができます。
　この鎖が解けることなく永続していくためには、
個々の輪が強くなくてはなりません。ロータリーの
未来への鎖を堅固なものに鍛え上げることは、私
の責務であり、皆さんの責務です。今年より来年、
また、来年より再来年、さらにロータリーを強くし
ていくことは、私たちの責務です。また、ロータ
リーが、明日、次の新たなチャレンジに取りかかれ
るよう、今日、ポリオのない世界を築くという約束
を果たすことも、私たちの責務なのです。
　マハトマ・ガンジーは、かつてこのように言いま
した。「未来は、私たちが現在成すことによって決
まる」第二世紀においてもロータリーの発展を望
むのであれば、現状に甘んじているだけでは十分

とは言えません。これからの長い道程に備えて地
図が必要となりますが、私たちはその地図をすで
に携えています。
　国際ロータリーは確かな未来を築くため、世界
中のロータリアンから協力を得て、7つの優先項目
を掲げた長期計画を立てました。今、この計画を実
行に移すときがやってきたのです。

●「ポリオを撲滅する」が、私たちの最優先事項
です。募金のチャレンジを通じて、この重要な仕
事を完遂し、世界に対して約束を果たすために、
私たちはリソースの提供というかたちで力になる
ことができます。

●「ロータリーに対する内外の認識と公共イメー
ジを高める」は、ロータリーが新会員を引きつけ、
他団体からの協力を得ることにつながります。ポ
リオ・プラスでロータリーは世界の表舞台で活
躍するようになりました。今後は、地元と世界に
おける奉仕活動をメディアと地域社会に広め、
国際的な地位を築いていくときがやってきたの
です。

●「他者に奉仕するロータリーの能力の増大を図
る」は、ロータリーの使命の核心に触れるもので
す。四大奉仕部門に沿って時間と才能と熱意を
これまでより少しだけ多く捧げるなら、すべての
ロータリアンがこの目標に向けて貢献できます。
2009-10年度も、近年、クラブが取り組み続けて
いる重要な問題、すなわち、水、保健と飢餓救
済、職字率向上の分野における奉仕活動に専念
するよう、ロータリアンに呼びかけていきます。

●「質的にも量的にも会員組織を世界的に拡大す
る」は、重要な優先事項です。これは、ロータ
リーが達成すべき目標のすべてが会員をよりど
ころとしているからです。資格ある新会員をもた
らすことは、私たち一人ひとりの責務です。しか
しながら、この責務を果たしているロータリアン
はわずかです。ほかの人々にクラブへの入会を勧
め、会員を増やすことができるのはロータリアン
しかいないのです。

●「ロータリー独特の職業奉仕への取り組みを強
調する」は、ほかの奉仕団体や人道団体とロー
タリーとの違いを明確に分けるものです。職業倫
理への高い水準を保ち、日々実践することによっ
て、私たちは同僚や従業員、顧客はもちろんのこ
と、競争相手に対しても模範を示すことができ
ます。

●「国際ロータリー内の指導的才能を最大限に
活用し、育成する」は、ロータリーの未来にとっ
て欠かせない要素です。私たち一人ひとりが、な
んらかのかたちで指導的役割を担うべきです。
クラブレベルで委員会の委員長や奉仕プロジェ
クトの委員を務めたり、地区レベル、国際レベル
で活躍するなど、さまざまな役割があります。す
べてのロータリアンは職業において指導的な立
場にある人々ですから、ロータリーにおいてもこ
の指導力を発揮すべきです。

●「組織全体を通じて継続性と一貫性を保つため
に、長期計画の手順を完全に実施する」は、ク
ラブ、地区、国際レベルで毎年指導者が交代す
る際に、引継ぎが効果的に行えるようにすること
が目的です。

　この長期計画はRI理事会が承認したものではあ

りますが、これを実施するのは皆さんです。RI会長
が、皆さんのクラブに入会するようにと新しい会員
を誘うことはできません。また、RI理事会が、ポリ
オ撲滅の支援に向けて、皆さんの地域での募金活
動を企画したり実施したりすることもできません。同
様にシニア・リーダーが、皆さんの職場でロータリー
の倫理規範を実践することもかないません。すべて
は、皆さん自身が実行しなければならないのです。
ロータリーの未来はあなたの手の中にあります。
　一人ひとりのロータリアンに自らの責務を胸に刻
んでいただくために、この真実を2009-10年度の
テーマとして選びました。かのウィンストン・チャー
チル卿は、「偉大さの代償は責任だ」と述べていま
す。ロータリーは偉大な組織です。私たち一人ひと
りが課題に立ち向かい、未来に対する責任を果た
すなら、ロータリーはさらに素晴らしい組織へと発
展する可能性を秘めているのです。
　ロータリーにおいては、「ロータリアン」という肩
書きの下、各会員に仕事が与えられています。私た
ちの任務は、地元と国際社会において必要とされ
る奉仕を提供すること、そして、事業と専門職務に
携わるリーダーを新会員として誘い、地域社会で
好ましいイメージを築きながら、クラブの器を広げ
ていくことです。ロータリアンとしての私たちの職
務には、職場と私生活において倫理的行動の規範
を示し、クラブと地域社会においてリーダーの役
割を務め、ロータリーの最優先事項であるポリオ
撲滅を全面的に支援することも含まれています。
　ロータリアンという仕事には、計り知れない恩典
があります。私たちは、かけがいのない親睦を享受
し、他者のために尽くすという個人的な生きがいを
得ることができます。皆さんがロータリーとその力
を信じるのであれば、今こそ立ち上がり、全身全霊
でロータリアンとしての仕事に全力投球するときで
す。ロータリーの未来はあなたの手の中にあるの
です。

2010-2011年度
国際ロータリーの
テーマ

強調事項
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親愛なる朋友ロータリアンの皆さん
　一世紀余りにわたり発展し続けてきたロータ
リーの奉仕を振り返るとき、私たちの未来は、苦境
にある人々に希望をもたらし、争いの絶えない世界
に平和をもたらす幾世代ものロータリアンによって
末永く確かなものとなるに違いないと胸を張って
言えます。私たち一人ひとりは、いわば過去を未来
へとつなぐ鎖の輪のような存在で、大いなるロータ
リーという伝統の一部を成しているとたとえること
ができます。
　この鎖が解けることなく永続していくためには、
個々の輪が強くなくてはなりません。ロータリーの
未来への鎖を堅固なものに鍛え上げることは、私
の責務であり、皆さんの責務です。今年より来年、
また、来年より再来年、さらにロータリーを強くし
ていくことは、私たちの責務です。また、ロータ
リーが、明日、次の新たなチャレンジに取りかかれ
るよう、今日、ポリオのない世界を築くという約束
を果たすことも、私たちの責務なのです。
　マハトマ・ガンジーは、かつてこのように言いま
した。「未来は、私たちが現在成すことによって決
まる」第二世紀においてもロータリーの発展を望
むのであれば、現状に甘んじているだけでは十分

とは言えません。これからの長い道程に備えて地
図が必要となりますが、私たちはその地図をすで
に携えています。
　国際ロータリーは確かな未来を築くため、世界
中のロータリアンから協力を得て、7つの優先項目
を掲げた長期計画を立てました。今、この計画を実
行に移すときがやってきたのです。

●「ポリオを撲滅する」が、私たちの最優先事項
です。募金のチャレンジを通じて、この重要な仕
事を完遂し、世界に対して約束を果たすために、
私たちはリソースの提供というかたちで力になる
ことができます。

●「ロータリーに対する内外の認識と公共イメー
ジを高める」は、ロータリーが新会員を引きつけ、
他団体からの協力を得ることにつながります。ポ
リオ・プラスでロータリーは世界の表舞台で活
躍するようになりました。今後は、地元と世界に
おける奉仕活動をメディアと地域社会に広め、
国際的な地位を築いていくときがやってきたの
です。

2009-10年度国際ロータリー会長
ジョン・ケニー

●「他者に奉仕するロータリーの能力の増大を図
る」は、ロータリーの使命の核心に触れるもので
す。四大奉仕部門に沿って時間と才能と熱意を
これまでより少しだけ多く捧げるなら、すべての
ロータリアンがこの目標に向けて貢献できます。
2009-10年度も、近年、クラブが取り組み続けて
いる重要な問題、すなわち、水、保健と飢餓救
済、職字率向上の分野における奉仕活動に専念
するよう、ロータリアンに呼びかけていきます。

●「質的にも量的にも会員組織を世界的に拡大す
る」は、重要な優先事項です。これは、ロータ
リーが達成すべき目標のすべてが会員をよりど
ころとしているからです。資格ある新会員をもた
らすことは、私たち一人ひとりの責務です。しか
しながら、この責務を果たしているロータリアン
はわずかです。ほかの人々にクラブへの入会を勧
め、会員を増やすことができるのはロータリアン
しかいないのです。

●「ロータリー独特の職業奉仕への取り組みを強
調する」は、ほかの奉仕団体や人道団体とロー
タリーとの違いを明確に分けるものです。職業倫
理への高い水準を保ち、日々実践することによっ
て、私たちは同僚や従業員、顧客はもちろんのこ
と、競争相手に対しても模範を示すことができ
ます。

●「国際ロータリー内の指導的才能を最大限に
活用し、育成する」は、ロータリーの未来にとっ
て欠かせない要素です。私たち一人ひとりが、な
んらかのかたちで指導的役割を担うべきです。
クラブレベルで委員会の委員長や奉仕プロジェ
クトの委員を務めたり、地区レベル、国際レベル
で活躍するなど、さまざまな役割があります。す
べてのロータリアンは職業において指導的な立
場にある人々ですから、ロータリーにおいてもこ
の指導力を発揮すべきです。

●「組織全体を通じて継続性と一貫性を保つため
に、長期計画の手順を完全に実施する」は、ク
ラブ、地区、国際レベルで毎年指導者が交代す
る際に、引継ぎが効果的に行えるようにすること
が目的です。

　この長期計画はRI理事会が承認したものではあ

りますが、これを実施するのは皆さんです。RI会長
が、皆さんのクラブに入会するようにと新しい会員
を誘うことはできません。また、RI理事会が、ポリ
オ撲滅の支援に向けて、皆さんの地域での募金活
動を企画したり実施したりすることもできません。同
様にシニア・リーダーが、皆さんの職場でロータリー
の倫理規範を実践することもかないません。すべて
は、皆さん自身が実行しなければならないのです。
ロータリーの未来はあなたの手の中にあります。
　一人ひとりのロータリアンに自らの責務を胸に刻
んでいただくために、この真実を2009-10年度の
テーマとして選びました。かのウィンストン・チャー
チル卿は、「偉大さの代償は責任だ」と述べていま
す。ロータリーは偉大な組織です。私たち一人ひと
りが課題に立ち向かい、未来に対する責任を果た
すなら、ロータリーはさらに素晴らしい組織へと発
展する可能性を秘めているのです。
　ロータリーにおいては、「ロータリアン」という肩
書きの下、各会員に仕事が与えられています。私た
ちの任務は、地元と国際社会において必要とされ
る奉仕を提供すること、そして、事業と専門職務に
携わるリーダーを新会員として誘い、地域社会で
好ましいイメージを築きながら、クラブの器を広げ
ていくことです。ロータリアンとしての私たちの職
務には、職場と私生活において倫理的行動の規範
を示し、クラブと地域社会においてリーダーの役
割を務め、ロータリーの最優先事項であるポリオ
撲滅を全面的に支援することも含まれています。
　ロータリアンという仕事には、計り知れない恩典
があります。私たちは、かけがいのない親睦を享受
し、他者のために尽くすという個人的な生きがいを
得ることができます。皆さんがロータリーとその力
を信じるのであれば、今こそ立ち上がり、全身全霊
でロータリアンとしての仕事に全力投球するときで
す。ロータリーの未来はあなたの手の中にあるの
です。
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ただいま、この会場を見渡し、私が目にしている
のは未来、ロータリーの未来です。地球上にくまなく
存在する3万3千の地域社会の未来です。私には、そ
の未来が、そしてよりよい世界への希望が見えます。
　95年前の1913年、ニューヨークのバッファローで
開かれたロータリー大会で、ポール・ハリスはこのよ
うに言いました。「よきロータリアンとなるには、昨
日より今日のほうが多くの努力を伴います。そして、
今日より明日のほうがもっと多くの努力を求められ
るでしょう」皆さんがそのロータリアンです。ロータ
リーの明日のリーダーです。1913年にポール・ハリ
スがロータリアンに向かって発したこの言葉が、今、
皆さんに向けられています。
　毎年、ロータリー指導者のバトンが次期ロータ
リー指導者へと引き継がれます。ポール・ハリスが
後継者に渡したバトンが、私たちに回ってきたので
す。私たちは、バトンを渡し続けてきた過去の指導

者たち、そしてすべてのロータリアンに対して、その
信頼を裏切ることなく務めをまっとうする責任を
担っています。
　そのために、私たちはここサンディエゴに集まっ
たのです。皆さんは、今週の目標を高らかに謳う
「入りて学び、出でて奉仕せよ」のバナーをご覧に
なったでしょうか。
　私たちは、知識と経験を分かち合うために、世
界の各地から集まってきました。幾世代にもわたっ
て受け継がれてきたロータリー指導者の伝統の一
部となるため、新しい考えと熱意をもたらし、先人
の功績を土台として、よりよい地区と堅固なクラブ
を築き、後継者のためにそれを残すことができるよ
う、私たちはここに集まっています。「私たちは自
分が持っていると感じる能力によって自分自身の
価値を判断するが、他人は、私たちの業績に基づ
いて私たちを判断する」という詩人ロングフェロー

の言葉を信じて、私たちはやってきたのです。
　104年前、ロータリーは、明確な理念に基づき創
設されました。それは、知性と道徳観念を備えた善
良な人々が集まれば、一人でやるよりはるかに多く
を達成できるという考えでした。ロータリーとは決
して普遍的な概念ではなく、誰かに入会を認める
かを厳選する組織であり、それが私たちのあるべ
き姿です。ロータリアンとは、賢明な判断力と優れ
た技量を備え、誠実さをもって立派な行いをする気
骨ある人間でなければならないのです。
　私が常に思うのは、ロータリーがボランティアに
よる団体であり、その会員すべてが指導的立場に
ある人々であることを忘れてはならない点です。そ
のような人々を前に話すとき、説き伏せたり、要求
したりすべきではないと思っております。すべての
ロータリー・クラブは自立した存在であるべきで
あって、国際ロータリーのシニアリーダーの役割は
統制することではなく、意欲を喚起し、導くことで
す。私たちは、世界中のロータリアンとロータリー・
クラブに仕えるために、ここにやって来たのです。
信頼を寄せてくださったロータリアンの皆さんに、
私たちもまた信頼を託さなくてはなりません。
　地区ガバナーとして、皆さんは今、人生の中でも
最も実り多くやりがいのある年を迎えようとしてい
ます。地区は皆さんに何を期待しているのでしょう
か。まず第一に求められ、また発揮しなければな
らないのが、リーダーシップです。それぞれの地区
でロータリーのリーダーとなる皆さんには、当然の
ことながら大きな責務が課せられます。
　ロータリーの要はクラブですから、皆さんは地
区内のクラブ会長に対して責任があります。私たち
が成すこと、達成することのすべては、クラブから
始まります。優れたクラブ会長のいるところには、
必ず優れたクラブがあります。地区における皆さん
の責務はクラブ会長とともに始まるのです。
　また、皆さんがボランティアとして地区ガバナー
という職務に就くことを選んだように、地区の全ク
ラブのロータリアン一人ひとりもロータリアンとなる
ことを自ら選んだボランティアであることを忘れて
はなりません。ボランティアと接するとき、命令する
ことはできません。
　だとすれば、皆さんの権限は一体どこにあるので
しょうか。それは意欲を駆り立て、導く、皆さん自身
の力にあります。皆さんの考え方や機転、人の話に耳
を傾ける力、意思の疎通を図る力にあるのです。行
動をもってこそ、周囲から敬意が寄せられるのです。

　ドワイト・アイゼンハワー元米国大統領は、かつ
てこのように言いました。「指導者としての最高の
資質とは、紛れもなく高潔さである。この資質なし
に、本当の成功はありえない」ロータリーでは、皆、
この言葉が真実であると知っています。ロータリア
ンとして、私たちはその価値観を高らかに宣言し、
それに忠実に生きなければなりません。
　皆さん一人ひとりが、まもなく地区ガバナーになら
れます。しかし、ガバナーである前に、皆さんはロー
タリアンなのです。ロータリーでの役職は毎年変わ
りますが、ロータリアンは変わらずロータリアンです。
　ロータリアンである私たちは、皆、この素晴らし
い組織に対して責任があります。ニュートンの言葉
をご紹介しましょう。「私が（ほかの人より）遠くを
見ることができたとするなら、それは私が巨人たち
の肩の上に立っているからにほかならない」幾世代
ものロータリアンの肩の上に立っている私たちには、
ロータリーの未来を決定する責務があります。
　この理由を持って、私は2009-10年度のテーマを
「ロータリーの未来はあなたの手の中に」としました。
　ロータリーの未来はエバンストンにあるRI本部
で形づくられるのではなく、個々のロータリー・ク
ラブによって形成されるのです。強いロータリーを
守り抜くために行うことが、ロータリアンとして、私
たち一人ひとりのためになります。みんなのために
ロータリーの針路を決めるのは、私たち自身の日
頃の行動であり決定です。
　「ロータリーの未来はあなたの手の中に」あります。
　会員増強分野においては、来るロータリー年度、
私は新しいプログラムを設けたり、現実的ではない
目標を新たに設けたりすることはいたしません。代
わりに、年度末には年度初めに比べ、会費を納め
ている正会員が増えているものと、責任感あるロー
タリアンの皆さんに信頼を託すのみです。また、会
員の維持が勧誘と同様に重要であることを踏まえ、
皆さんが新会員の世話を十分に行ってくださるもの
と信じております。
　ロータリーでは、すべてがクラブに始まり、クラ
ブで終わります。クラブは協力し合うことを知って
います。所属地区との協力はもちろん、財団からの
支援の下、ほかのクラブや地区とも力を合わせて
います。しかし、究極的には、私たちが達成するこ
とはすべてクラブの力のなせる業であると言えるで
しょう。ですから、クラブは、どこでどのように奉仕
するのがベストかを決める自治権を持たなくてはな
りません。私たちの仕事は、ある年度に決められ

国際協議会でのRI会長の挨拶

　スコットランドのグランジマウス・ロータリー・ク
ラブに所属するジョン・ケニー氏は、地元の法務学
部長、裁判官、公証人を務めた経歴の持ち主です。
スカウト活動では、東欧における新しいスカウト・
グループの結成に貢献し、その努力が認められて
功労賞を受賞しています。スコットランド教会では
長老の役目をはじめ、セッション・クラーク、長老
会長老を務めてきました。ケニー氏はまた、女王エ
リザベス二世より地区の副知事に任命されました。
フォースバレー青年商工会議所およびスコットラン
ド青年商工会議所連盟では会長を、国際青年会
議所では総弁護人を務めました。
　1970年にロータリアンとなってからは、グレー
ト・ブリテンおよびアイルランドの国際ロータリー
（RIBI）の会長と副会長を務めました。そのほか、
RIにおいては、理事、執行委員会委員長、ロータ
リー財団管理委員、研究会モデレーター、地区ガ
バナー、国際大会委員会副委員長、グループリー
ダー、会長代理、各種委員会委員長ならびに委員
を歴任してきました。また、規定審議会には、代表
議員、委員、議事運営手続の専門家として出席し

ジョン・ケニー 夫妻

た分野の奉仕のみを行うべきだとクラブに押し付
けることではないのです。
　しかし、私たちはまた、発展し続けるために、奉
仕における継続性を目指します。強調事項を掲げ、
ロータリーの奉仕を最も必要とし、その奉仕から
最も多くを得られるさまざまな分野にエネルギーを
向けるようクラブを奨励するのはこのためです。水、
保健と飢餓救済、職字率向上は、今後も強調事項
として掲げられていくことでしょう。新しいロータ
リー年度、私は皆さんに経験から学び成功を積み
重ねていくようお願いいたします。子供たちだけで
なく大人も含む家族の健康と福利のために、どう
か奉仕を続けていってください。
　水が第一の強調事項とされているのは、人間が
第一に必要とするものだからです。石油がなくても
なんとか生き延びられるかもしれませんが、水なし
に生きることはできません。私たちは水のないとこ
ろにきれいな水をもたらし、また現在水が使われ
ているところでもその安全性を確かめる必要があ
ります。私はこの分野の重要性を強く感じ、過去
20年間にわたって、力を注いでまいりました。この
経験から言えることは、水プロジェクトには、衛生
に取り組むプロジェクトが不可欠だということです。
十分に衛生的な環境がなければ、せっかくの努力
が水泡に帰してしまう恐れがあるからです。
　保健と飢餓救済は、多くのロータリー奉仕を含
む分野です。この分野にかかわるとき、私たちは平
和という大きな目標に向かっていることを忘れては
なりません。一日中何も食べずに空腹のまま床に就
く人々が大勢いる限り、世界に平和がもたらされる
ことはありません。
　職字率向上も私たちの強調するところです。「将
来、指導的立場に立つ者に教育がなされていない
国が成功することはありえない」というネルソン・マ
ンデラ前大統領の言葉どおりです。
　ロータリーが21世紀にふさわしくあるには、水、
保健と飢餓救済、職字率向上の問題に取り組み、
末永く継続していかなければなりません。これを実
現するため、クラブと地区の考えを聞いた末に理事
会が採択したのが、国際ロータリー長期計画です。
　この計画は、「奉仕」「親睦」「多様性」「高潔
さ」「リーダーシップ」というロータリーの中核とな
る価値観を強化し、これを宣言するものです。「奉
仕」は、私たちの第一標語が「超我の奉仕」であ
ることと私たちの存在理由であることから選ばれ
ました。「親睦」は、ロータリーが創設された理由

そのものであると同時に、今日も1905年当初と変
わらず重要な意義を持ち続けています。常にクラブ
例会やロータリーの各行事を待ち望むロータリア
ンがいてはじめて、ロータリーには明日があると言
えるのです。「多様性」は、私たちの力です。
　「高潔さ」は、事業と私生活において高い道徳
的水準を保つことがロータリーの真髄であること
から重要な価値観です。ロータリアンは、事業にお
いても日々の営みの中でも尊厳と誠意を実践しな
ければなりません。
　これは、世界中のすべてのロータリアン一人ひと
りが実践しなければならないことです。生涯かけ
て築いた信頼が一瞬にして失われてしまうことがあ
るように、全ロータリアンの評価も一握りのロータ
リアンによって汚されてしまう危険性があるからで
す。「リーダーシップ」は、「偉大さの代償とは責任
である」というウィンストン・チャーチル卿の言葉ど
おり、ロータリーの責任は皆さんのものであるとい
う理由に基づき、選ばれました。
　「ロータリーの未来はあなたの手の中に」あるか
らです。
　ロータリーが繁栄するか低迷するか、その奉仕
が影響を及ぼすのは多数か少数か、その名が敬意
とともに広まっていくか過去の遺物として忘れ去ら
れるかは、すべて皆さん次第です。「ロータリーの
未来はあなたの手の中に」あるのです。
　私がよく引用するスコットランドのことわざに「自
分の庭の外に目を向けよ」というものがあります。
自分の家庭や地域社会を超えて物事を考えなけ
ればならないという意味です。自分たちのニーズは
世界中の国々に存在する数多くの地域社会のニー
ズの一つなのだと、私たちは悟るべきです。
　それぞれの地域社会には、なすべき仕事が待ち
受けています。ロータリアンとして、座視しているわ
けにはいきません。私たちは、責任を引き受けます。
必ずできる、そしてやらねばならないのです。
　朋友の皆さん、先人が私たちのために敷いてく
れたレールに沿って、この素晴らしいロータリーを
より強き組織へと導き、平和に満ちて健全な、より
よき世界を築いていく上で、皆さんからご支援いた
だけるものと期待しております。私一人ではできま
せん。皆さんの助けが必要です。この組織をこよな
く愛する皆さんが、期待を裏切るはずがないと私
は信じます。ロータリーの未来は、皆さん次第です。
　「ロータリーの未来はあなたの手の中に」あるの
です。

た経験があります。
　ロータリー財団の大口寄付者ならびに遺贈友の
会会員であるケニー氏は、功労表彰状と特別功労
賞の受賞者でもあります。
　ケニー氏は1965年にジューン夫人と結婚しました。
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ものロータリアンの肩の上に立っている私たちには、
ロータリーの未来を決定する責務があります。
　この理由を持って、私は2009-10年度のテーマを
「ロータリーの未来はあなたの手の中に」としました。
　ロータリーの未来はエバンストンにあるRI本部
で形づくられるのではなく、個々のロータリー・ク
ラブによって形成されるのです。強いロータリーを
守り抜くために行うことが、ロータリアンとして、私
たち一人ひとりのためになります。みんなのために
ロータリーの針路を決めるのは、私たち自身の日
頃の行動であり決定です。
　「ロータリーの未来はあなたの手の中に」あります。
　会員増強分野においては、来るロータリー年度、
私は新しいプログラムを設けたり、現実的ではない
目標を新たに設けたりすることはいたしません。代
わりに、年度末には年度初めに比べ、会費を納め
ている正会員が増えているものと、責任感あるロー
タリアンの皆さんに信頼を託すのみです。また、会
員の維持が勧誘と同様に重要であることを踏まえ、
皆さんが新会員の世話を十分に行ってくださるもの
と信じております。
　ロータリーでは、すべてがクラブに始まり、クラ
ブで終わります。クラブは協力し合うことを知って
います。所属地区との協力はもちろん、財団からの
支援の下、ほかのクラブや地区とも力を合わせて
います。しかし、究極的には、私たちが達成するこ
とはすべてクラブの力のなせる業であると言えるで
しょう。ですから、クラブは、どこでどのように奉仕
するのがベストかを決める自治権を持たなくてはな
りません。私たちの仕事は、ある年度に決められ

た分野の奉仕のみを行うべきだとクラブに押し付
けることではないのです。
　しかし、私たちはまた、発展し続けるために、奉
仕における継続性を目指します。強調事項を掲げ、
ロータリーの奉仕を最も必要とし、その奉仕から
最も多くを得られるさまざまな分野にエネルギーを
向けるようクラブを奨励するのはこのためです。水、
保健と飢餓救済、職字率向上は、今後も強調事項
として掲げられていくことでしょう。新しいロータ
リー年度、私は皆さんに経験から学び成功を積み
重ねていくようお願いいたします。子供たちだけで
なく大人も含む家族の健康と福利のために、どう
か奉仕を続けていってください。
　水が第一の強調事項とされているのは、人間が
第一に必要とするものだからです。石油がなくても
なんとか生き延びられるかもしれませんが、水なし
に生きることはできません。私たちは水のないとこ
ろにきれいな水をもたらし、また現在水が使われ
ているところでもその安全性を確かめる必要があ
ります。私はこの分野の重要性を強く感じ、過去
20年間にわたって、力を注いでまいりました。この
経験から言えることは、水プロジェクトには、衛生
に取り組むプロジェクトが不可欠だということです。
十分に衛生的な環境がなければ、せっかくの努力
が水泡に帰してしまう恐れがあるからです。
　保健と飢餓救済は、多くのロータリー奉仕を含
む分野です。この分野にかかわるとき、私たちは平
和という大きな目標に向かっていることを忘れては
なりません。一日中何も食べずに空腹のまま床に就
く人々が大勢いる限り、世界に平和がもたらされる
ことはありません。
　職字率向上も私たちの強調するところです。「将
来、指導的立場に立つ者に教育がなされていない
国が成功することはありえない」というネルソン・マ
ンデラ前大統領の言葉どおりです。
　ロータリーが21世紀にふさわしくあるには、水、
保健と飢餓救済、職字率向上の問題に取り組み、
末永く継続していかなければなりません。これを実
現するため、クラブと地区の考えを聞いた末に理事
会が採択したのが、国際ロータリー長期計画です。
　この計画は、「奉仕」「親睦」「多様性」「高潔
さ」「リーダーシップ」というロータリーの中核とな
る価値観を強化し、これを宣言するものです。「奉
仕」は、私たちの第一標語が「超我の奉仕」であ
ることと私たちの存在理由であることから選ばれ
ました。「親睦」は、ロータリーが創設された理由

そのものであると同時に、今日も1905年当初と変
わらず重要な意義を持ち続けています。常にクラブ
例会やロータリーの各行事を待ち望むロータリア
ンがいてはじめて、ロータリーには明日があると言
えるのです。「多様性」は、私たちの力です。
　「高潔さ」は、事業と私生活において高い道徳
的水準を保つことがロータリーの真髄であること
から重要な価値観です。ロータリアンは、事業にお
いても日々の営みの中でも尊厳と誠意を実践しな
ければなりません。
　これは、世界中のすべてのロータリアン一人ひと
りが実践しなければならないことです。生涯かけ
て築いた信頼が一瞬にして失われてしまうことがあ
るように、全ロータリアンの評価も一握りのロータ
リアンによって汚されてしまう危険性があるからで
す。「リーダーシップ」は、「偉大さの代償とは責任
である」というウィンストン・チャーチル卿の言葉ど
おり、ロータリーの責任は皆さんのものであるとい
う理由に基づき、選ばれました。
　「ロータリーの未来はあなたの手の中に」あるか
らです。
　ロータリーが繁栄するか低迷するか、その奉仕
が影響を及ぼすのは多数か少数か、その名が敬意
とともに広まっていくか過去の遺物として忘れ去ら
れるかは、すべて皆さん次第です。「ロータリーの
未来はあなたの手の中に」あるのです。
　私がよく引用するスコットランドのことわざに「自
分の庭の外に目を向けよ」というものがあります。
自分の家庭や地域社会を超えて物事を考えなけ
ればならないという意味です。自分たちのニーズは
世界中の国々に存在する数多くの地域社会のニー
ズの一つなのだと、私たちは悟るべきです。
　それぞれの地域社会には、なすべき仕事が待ち
受けています。ロータリアンとして、座視しているわ
けにはいきません。私たちは、責任を引き受けます。
必ずできる、そしてやらねばならないのです。
　朋友の皆さん、先人が私たちのために敷いてく
れたレールに沿って、この素晴らしいロータリーを
より強き組織へと導き、平和に満ちて健全な、より
よき世界を築いていく上で、皆さんからご支援いた
だけるものと期待しております。私一人ではできま
せん。皆さんの助けが必要です。この組織をこよな
く愛する皆さんが、期待を裏切るはずがないと私
は信じます。ロータリーの未来は、皆さん次第です。
　「ロータリーの未来はあなたの手の中に」あるの
です。
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ただいま、この会場を見渡し、私が目にしている
のは未来、ロータリーの未来です。地球上にくまなく
存在する3万3千の地域社会の未来です。私には、そ
の未来が、そしてよりよい世界への希望が見えます。
　95年前の1913年、ニューヨークのバッファローで
開かれたロータリー大会で、ポール・ハリスはこのよ
うに言いました。「よきロータリアンとなるには、昨
日より今日のほうが多くの努力を伴います。そして、
今日より明日のほうがもっと多くの努力を求められ
るでしょう」皆さんがそのロータリアンです。ロータ
リーの明日のリーダーです。1913年にポール・ハリ
スがロータリアンに向かって発したこの言葉が、今、
皆さんに向けられています。
　毎年、ロータリー指導者のバトンが次期ロータ
リー指導者へと引き継がれます。ポール・ハリスが
後継者に渡したバトンが、私たちに回ってきたので
す。私たちは、バトンを渡し続けてきた過去の指導

者たち、そしてすべてのロータリアンに対して、その
信頼を裏切ることなく務めをまっとうする責任を
担っています。
　そのために、私たちはここサンディエゴに集まっ
たのです。皆さんは、今週の目標を高らかに謳う
「入りて学び、出でて奉仕せよ」のバナーをご覧に
なったでしょうか。
　私たちは、知識と経験を分かち合うために、世
界の各地から集まってきました。幾世代にもわたっ
て受け継がれてきたロータリー指導者の伝統の一
部となるため、新しい考えと熱意をもたらし、先人
の功績を土台として、よりよい地区と堅固なクラブ
を築き、後継者のためにそれを残すことができるよ
う、私たちはここに集まっています。「私たちは自
分が持っていると感じる能力によって自分自身の
価値を判断するが、他人は、私たちの業績に基づ
いて私たちを判断する」という詩人ロングフェロー

の言葉を信じて、私たちはやってきたのです。
　104年前、ロータリーは、明確な理念に基づき創
設されました。それは、知性と道徳観念を備えた善
良な人々が集まれば、一人でやるよりはるかに多く
を達成できるという考えでした。ロータリーとは決
して普遍的な概念ではなく、誰かに入会を認める
かを厳選する組織であり、それが私たちのあるべ
き姿です。ロータリアンとは、賢明な判断力と優れ
た技量を備え、誠実さをもって立派な行いをする気
骨ある人間でなければならないのです。
　私が常に思うのは、ロータリーがボランティアに
よる団体であり、その会員すべてが指導的立場に
ある人々であることを忘れてはならない点です。そ
のような人々を前に話すとき、説き伏せたり、要求
したりすべきではないと思っております。すべての
ロータリー・クラブは自立した存在であるべきで
あって、国際ロータリーのシニアリーダーの役割は
統制することではなく、意欲を喚起し、導くことで
す。私たちは、世界中のロータリアンとロータリー・
クラブに仕えるために、ここにやって来たのです。
信頼を寄せてくださったロータリアンの皆さんに、
私たちもまた信頼を託さなくてはなりません。
　地区ガバナーとして、皆さんは今、人生の中でも
最も実り多くやりがいのある年を迎えようとしてい
ます。地区は皆さんに何を期待しているのでしょう
か。まず第一に求められ、また発揮しなければな
らないのが、リーダーシップです。それぞれの地区
でロータリーのリーダーとなる皆さんには、当然の
ことながら大きな責務が課せられます。
　ロータリーの要はクラブですから、皆さんは地
区内のクラブ会長に対して責任があります。私たち
が成すこと、達成することのすべては、クラブから
始まります。優れたクラブ会長のいるところには、
必ず優れたクラブがあります。地区における皆さん
の責務はクラブ会長とともに始まるのです。
　また、皆さんがボランティアとして地区ガバナー
という職務に就くことを選んだように、地区の全ク
ラブのロータリアン一人ひとりもロータリアンとなる
ことを自ら選んだボランティアであることを忘れて
はなりません。ボランティアと接するとき、命令する
ことはできません。
　だとすれば、皆さんの権限は一体どこにあるので
しょうか。それは意欲を駆り立て、導く、皆さん自身
の力にあります。皆さんの考え方や機転、人の話に耳
を傾ける力、意思の疎通を図る力にあるのです。行
動をもってこそ、周囲から敬意が寄せられるのです。

　ドワイト・アイゼンハワー元米国大統領は、かつ
てこのように言いました。「指導者としての最高の
資質とは、紛れもなく高潔さである。この資質なし
に、本当の成功はありえない」ロータリーでは、皆、
この言葉が真実であると知っています。ロータリア
ンとして、私たちはその価値観を高らかに宣言し、
それに忠実に生きなければなりません。
　皆さん一人ひとりが、まもなく地区ガバナーになら
れます。しかし、ガバナーである前に、皆さんはロー
タリアンなのです。ロータリーでの役職は毎年変わ
りますが、ロータリアンは変わらずロータリアンです。
　ロータリアンである私たちは、皆、この素晴らし
い組織に対して責任があります。ニュートンの言葉
をご紹介しましょう。「私が（ほかの人より）遠くを
見ることができたとするなら、それは私が巨人たち
の肩の上に立っているからにほかならない」幾世代
ものロータリアンの肩の上に立っている私たちには、
ロータリーの未来を決定する責務があります。
　この理由を持って、私は2009-10年度のテーマを
「ロータリーの未来はあなたの手の中に」としました。
　ロータリーの未来はエバンストンにあるRI本部
で形づくられるのではなく、個々のロータリー・ク
ラブによって形成されるのです。強いロータリーを
守り抜くために行うことが、ロータリアンとして、私
たち一人ひとりのためになります。みんなのために
ロータリーの針路を決めるのは、私たち自身の日
頃の行動であり決定です。
　「ロータリーの未来はあなたの手の中に」あります。
　会員増強分野においては、来るロータリー年度、
私は新しいプログラムを設けたり、現実的ではない
目標を新たに設けたりすることはいたしません。代
わりに、年度末には年度初めに比べ、会費を納め
ている正会員が増えているものと、責任感あるロー
タリアンの皆さんに信頼を託すのみです。また、会
員の維持が勧誘と同様に重要であることを踏まえ、
皆さんが新会員の世話を十分に行ってくださるもの
と信じております。
　ロータリーでは、すべてがクラブに始まり、クラ
ブで終わります。クラブは協力し合うことを知って
います。所属地区との協力はもちろん、財団からの
支援の下、ほかのクラブや地区とも力を合わせて
います。しかし、究極的には、私たちが達成するこ
とはすべてクラブの力のなせる業であると言えるで
しょう。ですから、クラブは、どこでどのように奉仕
するのがベストかを決める自治権を持たなくてはな
りません。私たちの仕事は、ある年度に決められ
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　スコットランドのグランジマウス・ロータリー・ク
ラブに所属するジョン・ケニー氏は、地元の法務学
部長、裁判官、公証人を務めた経歴の持ち主です。
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フォースバレー青年商工会議所およびスコットラン
ド青年商工会議所連盟では会長を、国際青年会
議所では総弁護人を務めました。
　1970年にロータリアンとなってからは、グレー
ト・ブリテンおよびアイルランドの国際ロータリー
（RIBI）の会長と副会長を務めました。そのほか、
RIにおいては、理事、執行委員会委員長、ロータ
リー財団管理委員、研究会モデレーター、地区ガ
バナー、国際大会委員会副委員長、グループリー
ダー、会長代理、各種委員会委員長ならびに委員
を歴任してきました。また、規定審議会には、代表
議員、委員、議事運営手続の専門家として出席し
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なく大人も含む家族の健康と福利のために、どう
か奉仕を続けていってください。
　水が第一の強調事項とされているのは、人間が
第一に必要とするものだからです。石油がなくても
なんとか生き延びられるかもしれませんが、水なし
に生きることはできません。私たちは水のないとこ
ろにきれいな水をもたらし、また現在水が使われ
ているところでもその安全性を確かめる必要があ
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む分野です。この分野にかかわるとき、私たちは平
和という大きな目標に向かっていることを忘れては
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て築いた信頼が一瞬にして失われてしまうことがあ
るように、全ロータリアンの評価も一握りのロータ
リアンによって汚されてしまう危険性があるからで
す。「リーダーシップ」は、「偉大さの代償とは責任
である」というウィンストン・チャーチル卿の言葉ど
おり、ロータリーの責任は皆さんのものであるとい
う理由に基づき、選ばれました。
　「ロータリーの未来はあなたの手の中に」あるか
らです。
　ロータリーが繁栄するか低迷するか、その奉仕
が影響を及ぼすのは多数か少数か、その名が敬意
とともに広まっていくか過去の遺物として忘れ去ら
れるかは、すべて皆さん次第です。「ロータリーの
未来はあなたの手の中に」あるのです。
　私がよく引用するスコットランドのことわざに「自
分の庭の外に目を向けよ」というものがあります。
自分の家庭や地域社会を超えて物事を考えなけ
ればならないという意味です。自分たちのニーズは
世界中の国々に存在する数多くの地域社会のニー
ズの一つなのだと、私たちは悟るべきです。
　それぞれの地域社会には、なすべき仕事が待ち
受けています。ロータリアンとして、座視しているわ
けにはいきません。私たちは、責任を引き受けます。
必ずできる、そしてやらねばならないのです。
　朋友の皆さん、先人が私たちのために敷いてく
れたレールに沿って、この素晴らしいロータリーを
より強き組織へと導き、平和に満ちて健全な、より
よき世界を築いていく上で、皆さんからご支援いた
だけるものと期待しております。私一人ではできま
せん。皆さんの助けが必要です。この組織をこよな
く愛する皆さんが、期待を裏切るはずがないと私
は信じます。ロータリーの未来は、皆さん次第です。
　「ロータリーの未来はあなたの手の中に」あるの
です。

た経験があります。
　ロータリー財団の大口寄付者ならびに遺贈友の
会会員であるケニー氏は、功労表彰状と特別功労
賞の受賞者でもあります。
　ケニー氏は1965年にジューン夫人と結婚しました。
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ただいま、この会場を見渡し、私が目にしている
のは未来、ロータリーの未来です。地球上にくまなく
存在する3万3千の地域社会の未来です。私には、そ
の未来が、そしてよりよい世界への希望が見えます。
　95年前の1913年、ニューヨークのバッファローで
開かれたロータリー大会で、ポール・ハリスはこのよ
うに言いました。「よきロータリアンとなるには、昨
日より今日のほうが多くの努力を伴います。そして、
今日より明日のほうがもっと多くの努力を求められ
るでしょう」皆さんがそのロータリアンです。ロータ
リーの明日のリーダーです。1913年にポール・ハリ
スがロータリアンに向かって発したこの言葉が、今、
皆さんに向けられています。
　毎年、ロータリー指導者のバトンが次期ロータ
リー指導者へと引き継がれます。ポール・ハリスが
後継者に渡したバトンが、私たちに回ってきたので
す。私たちは、バトンを渡し続けてきた過去の指導

者たち、そしてすべてのロータリアンに対して、その
信頼を裏切ることなく務めをまっとうする責任を
担っています。
　そのために、私たちはここサンディエゴに集まっ
たのです。皆さんは、今週の目標を高らかに謳う
「入りて学び、出でて奉仕せよ」のバナーをご覧に
なったでしょうか。
　私たちは、知識と経験を分かち合うために、世
界の各地から集まってきました。幾世代にもわたっ
て受け継がれてきたロータリー指導者の伝統の一
部となるため、新しい考えと熱意をもたらし、先人
の功績を土台として、よりよい地区と堅固なクラブ
を築き、後継者のためにそれを残すことができるよ
う、私たちはここに集まっています。「私たちは自
分が持っていると感じる能力によって自分自身の
価値を判断するが、他人は、私たちの業績に基づ
いて私たちを判断する」という詩人ロングフェロー

の言葉を信じて、私たちはやってきたのです。
　104年前、ロータリーは、明確な理念に基づき創
設されました。それは、知性と道徳観念を備えた善
良な人々が集まれば、一人でやるよりはるかに多く
を達成できるという考えでした。ロータリーとは決
して普遍的な概念ではなく、誰かに入会を認める
かを厳選する組織であり、それが私たちのあるべ
き姿です。ロータリアンとは、賢明な判断力と優れ
た技量を備え、誠実さをもって立派な行いをする気
骨ある人間でなければならないのです。
　私が常に思うのは、ロータリーがボランティアに
よる団体であり、その会員すべてが指導的立場に
ある人々であることを忘れてはならない点です。そ
のような人々を前に話すとき、説き伏せたり、要求
したりすべきではないと思っております。すべての
ロータリー・クラブは自立した存在であるべきで
あって、国際ロータリーのシニアリーダーの役割は
統制することではなく、意欲を喚起し、導くことで
す。私たちは、世界中のロータリアンとロータリー・
クラブに仕えるために、ここにやって来たのです。
信頼を寄せてくださったロータリアンの皆さんに、
私たちもまた信頼を託さなくてはなりません。
　地区ガバナーとして、皆さんは今、人生の中でも
最も実り多くやりがいのある年を迎えようとしてい
ます。地区は皆さんに何を期待しているのでしょう
か。まず第一に求められ、また発揮しなければな
らないのが、リーダーシップです。それぞれの地区
でロータリーのリーダーとなる皆さんには、当然の
ことながら大きな責務が課せられます。
　ロータリーの要はクラブですから、皆さんは地
区内のクラブ会長に対して責任があります。私たち
が成すこと、達成することのすべては、クラブから
始まります。優れたクラブ会長のいるところには、
必ず優れたクラブがあります。地区における皆さん
の責務はクラブ会長とともに始まるのです。
　また、皆さんがボランティアとして地区ガバナー
という職務に就くことを選んだように、地区の全ク
ラブのロータリアン一人ひとりもロータリアンとなる
ことを自ら選んだボランティアであることを忘れて
はなりません。ボランティアと接するとき、命令する
ことはできません。
　だとすれば、皆さんの権限は一体どこにあるので
しょうか。それは意欲を駆り立て、導く、皆さん自身
の力にあります。皆さんの考え方や機転、人の話に耳
を傾ける力、意思の疎通を図る力にあるのです。行
動をもってこそ、周囲から敬意が寄せられるのです。

　ドワイト・アイゼンハワー元米国大統領は、かつ
てこのように言いました。「指導者としての最高の
資質とは、紛れもなく高潔さである。この資質なし
に、本当の成功はありえない」ロータリーでは、皆、
この言葉が真実であると知っています。ロータリア
ンとして、私たちはその価値観を高らかに宣言し、
それに忠実に生きなければなりません。
　皆さん一人ひとりが、まもなく地区ガバナーになら
れます。しかし、ガバナーである前に、皆さんはロー
タリアンなのです。ロータリーでの役職は毎年変わ
りますが、ロータリアンは変わらずロータリアンです。
　ロータリアンである私たちは、皆、この素晴らし
い組織に対して責任があります。ニュートンの言葉
をご紹介しましょう。「私が（ほかの人より）遠くを
見ることができたとするなら、それは私が巨人たち
の肩の上に立っているからにほかならない」幾世代
ものロータリアンの肩の上に立っている私たちには、
ロータリーの未来を決定する責務があります。
　この理由を持って、私は2009-10年度のテーマを
「ロータリーの未来はあなたの手の中に」としました。
　ロータリーの未来はエバンストンにあるRI本部
で形づくられるのではなく、個々のロータリー・ク
ラブによって形成されるのです。強いロータリーを
守り抜くために行うことが、ロータリアンとして、私
たち一人ひとりのためになります。みんなのために
ロータリーの針路を決めるのは、私たち自身の日
頃の行動であり決定です。
　「ロータリーの未来はあなたの手の中に」あります。
　会員増強分野においては、来るロータリー年度、
私は新しいプログラムを設けたり、現実的ではない
目標を新たに設けたりすることはいたしません。代
わりに、年度末には年度初めに比べ、会費を納め
ている正会員が増えているものと、責任感あるロー
タリアンの皆さんに信頼を託すのみです。また、会
員の維持が勧誘と同様に重要であることを踏まえ、
皆さんが新会員の世話を十分に行ってくださるもの
と信じております。
　ロータリーでは、すべてがクラブに始まり、クラ
ブで終わります。クラブは協力し合うことを知って
います。所属地区との協力はもちろん、財団からの
支援の下、ほかのクラブや地区とも力を合わせて
います。しかし、究極的には、私たちが達成するこ
とはすべてクラブの力のなせる業であると言えるで
しょう。ですから、クラブは、どこでどのように奉仕
するのがベストかを決める自治権を持たなくてはな
りません。私たちの仕事は、ある年度に決められ

た分野の奉仕のみを行うべきだとクラブに押し付
けることではないのです。
　しかし、私たちはまた、発展し続けるために、奉
仕における継続性を目指します。強調事項を掲げ、
ロータリーの奉仕を最も必要とし、その奉仕から
最も多くを得られるさまざまな分野にエネルギーを
向けるようクラブを奨励するのはこのためです。水、
保健と飢餓救済、職字率向上は、今後も強調事項
として掲げられていくことでしょう。新しいロータ
リー年度、私は皆さんに経験から学び成功を積み
重ねていくようお願いいたします。子供たちだけで
なく大人も含む家族の健康と福利のために、どう
か奉仕を続けていってください。
　水が第一の強調事項とされているのは、人間が
第一に必要とするものだからです。石油がなくても
なんとか生き延びられるかもしれませんが、水なし
に生きることはできません。私たちは水のないとこ
ろにきれいな水をもたらし、また現在水が使われ
ているところでもその安全性を確かめる必要があ
ります。私はこの分野の重要性を強く感じ、過去
20年間にわたって、力を注いでまいりました。この
経験から言えることは、水プロジェクトには、衛生
に取り組むプロジェクトが不可欠だということです。
十分に衛生的な環境がなければ、せっかくの努力
が水泡に帰してしまう恐れがあるからです。
　保健と飢餓救済は、多くのロータリー奉仕を含
む分野です。この分野にかかわるとき、私たちは平
和という大きな目標に向かっていることを忘れては
なりません。一日中何も食べずに空腹のまま床に就
く人々が大勢いる限り、世界に平和がもたらされる
ことはありません。
　職字率向上も私たちの強調するところです。「将
来、指導的立場に立つ者に教育がなされていない
国が成功することはありえない」というネルソン・マ
ンデラ前大統領の言葉どおりです。
　ロータリーが21世紀にふさわしくあるには、水、
保健と飢餓救済、職字率向上の問題に取り組み、
末永く継続していかなければなりません。これを実
現するため、クラブと地区の考えを聞いた末に理事
会が採択したのが、国際ロータリー長期計画です。
　この計画は、「奉仕」「親睦」「多様性」「高潔
さ」「リーダーシップ」というロータリーの中核とな
る価値観を強化し、これを宣言するものです。「奉
仕」は、私たちの第一標語が「超我の奉仕」であ
ることと私たちの存在理由であることから選ばれ
ました。「親睦」は、ロータリーが創設された理由

そのものであると同時に、今日も1905年当初と変
わらず重要な意義を持ち続けています。常にクラブ
例会やロータリーの各行事を待ち望むロータリア
ンがいてはじめて、ロータリーには明日があると言
えるのです。「多様性」は、私たちの力です。
　「高潔さ」は、事業と私生活において高い道徳
的水準を保つことがロータリーの真髄であること
から重要な価値観です。ロータリアンは、事業にお
いても日々の営みの中でも尊厳と誠意を実践しな
ければなりません。
　これは、世界中のすべてのロータリアン一人ひと
りが実践しなければならないことです。生涯かけ
て築いた信頼が一瞬にして失われてしまうことがあ
るように、全ロータリアンの評価も一握りのロータ
リアンによって汚されてしまう危険性があるからで
す。「リーダーシップ」は、「偉大さの代償とは責任
である」というウィンストン・チャーチル卿の言葉ど
おり、ロータリーの責任は皆さんのものであるとい
う理由に基づき、選ばれました。
　「ロータリーの未来はあなたの手の中に」あるか
らです。
　ロータリーが繁栄するか低迷するか、その奉仕
が影響を及ぼすのは多数か少数か、その名が敬意
とともに広まっていくか過去の遺物として忘れ去ら
れるかは、すべて皆さん次第です。「ロータリーの
未来はあなたの手の中に」あるのです。
　私がよく引用するスコットランドのことわざに「自
分の庭の外に目を向けよ」というものがあります。
自分の家庭や地域社会を超えて物事を考えなけ
ればならないという意味です。自分たちのニーズは
世界中の国々に存在する数多くの地域社会のニー
ズの一つなのだと、私たちは悟るべきです。
　それぞれの地域社会には、なすべき仕事が待ち
受けています。ロータリアンとして、座視しているわ
けにはいきません。私たちは、責任を引き受けます。
必ずできる、そしてやらねばならないのです。
　朋友の皆さん、先人が私たちのために敷いてく
れたレールに沿って、この素晴らしいロータリーを
より強き組織へと導き、平和に満ちて健全な、より
よき世界を築いていく上で、皆さんからご支援いた
だけるものと期待しております。私一人ではできま
せん。皆さんの助けが必要です。この組織をこよな
く愛する皆さんが、期待を裏切るはずがないと私
は信じます。ロータリーの未来は、皆さん次第です。
　「ロータリーの未来はあなたの手の中に」あるの
です。
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ただいま、この会場を見渡し、私が目にしている
のは未来、ロータリーの未来です。地球上にくまなく
存在する3万3千の地域社会の未来です。私には、そ
の未来が、そしてよりよい世界への希望が見えます。
　95年前の1913年、ニューヨークのバッファローで
開かれたロータリー大会で、ポール・ハリスはこのよ
うに言いました。「よきロータリアンとなるには、昨
日より今日のほうが多くの努力を伴います。そして、
今日より明日のほうがもっと多くの努力を求められ
るでしょう」皆さんがそのロータリアンです。ロータ
リーの明日のリーダーです。1913年にポール・ハリ
スがロータリアンに向かって発したこの言葉が、今、
皆さんに向けられています。
　毎年、ロータリー指導者のバトンが次期ロータ
リー指導者へと引き継がれます。ポール・ハリスが
後継者に渡したバトンが、私たちに回ってきたので
す。私たちは、バトンを渡し続けてきた過去の指導

者たち、そしてすべてのロータリアンに対して、その
信頼を裏切ることなく務めをまっとうする責任を
担っています。
　そのために、私たちはここサンディエゴに集まっ
たのです。皆さんは、今週の目標を高らかに謳う
「入りて学び、出でて奉仕せよ」のバナーをご覧に
なったでしょうか。
　私たちは、知識と経験を分かち合うために、世
界の各地から集まってきました。幾世代にもわたっ
て受け継がれてきたロータリー指導者の伝統の一
部となるため、新しい考えと熱意をもたらし、先人
の功績を土台として、よりよい地区と堅固なクラブ
を築き、後継者のためにそれを残すことができるよ
う、私たちはここに集まっています。「私たちは自
分が持っていると感じる能力によって自分自身の
価値を判断するが、他人は、私たちの業績に基づ
いて私たちを判断する」という詩人ロングフェロー

の言葉を信じて、私たちはやってきたのです。
　104年前、ロータリーは、明確な理念に基づき創
設されました。それは、知性と道徳観念を備えた善
良な人々が集まれば、一人でやるよりはるかに多く
を達成できるという考えでした。ロータリーとは決
して普遍的な概念ではなく、誰かに入会を認める
かを厳選する組織であり、それが私たちのあるべ
き姿です。ロータリアンとは、賢明な判断力と優れ
た技量を備え、誠実さをもって立派な行いをする気
骨ある人間でなければならないのです。
　私が常に思うのは、ロータリーがボランティアに
よる団体であり、その会員すべてが指導的立場に
ある人々であることを忘れてはならない点です。そ
のような人々を前に話すとき、説き伏せたり、要求
したりすべきではないと思っております。すべての
ロータリー・クラブは自立した存在であるべきで
あって、国際ロータリーのシニアリーダーの役割は
統制することではなく、意欲を喚起し、導くことで
す。私たちは、世界中のロータリアンとロータリー・
クラブに仕えるために、ここにやって来たのです。
信頼を寄せてくださったロータリアンの皆さんに、
私たちもまた信頼を託さなくてはなりません。
　地区ガバナーとして、皆さんは今、人生の中でも
最も実り多くやりがいのある年を迎えようとしてい
ます。地区は皆さんに何を期待しているのでしょう
か。まず第一に求められ、また発揮しなければな
らないのが、リーダーシップです。それぞれの地区
でロータリーのリーダーとなる皆さんには、当然の
ことながら大きな責務が課せられます。
　ロータリーの要はクラブですから、皆さんは地
区内のクラブ会長に対して責任があります。私たち
が成すこと、達成することのすべては、クラブから
始まります。優れたクラブ会長のいるところには、
必ず優れたクラブがあります。地区における皆さん
の責務はクラブ会長とともに始まるのです。
　また、皆さんがボランティアとして地区ガバナー
という職務に就くことを選んだように、地区の全ク
ラブのロータリアン一人ひとりもロータリアンとなる
ことを自ら選んだボランティアであることを忘れて
はなりません。ボランティアと接するとき、命令する
ことはできません。
　だとすれば、皆さんの権限は一体どこにあるので
しょうか。それは意欲を駆り立て、導く、皆さん自身
の力にあります。皆さんの考え方や機転、人の話に耳
を傾ける力、意思の疎通を図る力にあるのです。行
動をもってこそ、周囲から敬意が寄せられるのです。

　ドワイト・アイゼンハワー元米国大統領は、かつ
てこのように言いました。「指導者としての最高の
資質とは、紛れもなく高潔さである。この資質なし
に、本当の成功はありえない」ロータリーでは、皆、
この言葉が真実であると知っています。ロータリア
ンとして、私たちはその価値観を高らかに宣言し、
それに忠実に生きなければなりません。
　皆さん一人ひとりが、まもなく地区ガバナーになら
れます。しかし、ガバナーである前に、皆さんはロー
タリアンなのです。ロータリーでの役職は毎年変わ
りますが、ロータリアンは変わらずロータリアンです。
　ロータリアンである私たちは、皆、この素晴らし
い組織に対して責任があります。ニュートンの言葉
をご紹介しましょう。「私が（ほかの人より）遠くを
見ることができたとするなら、それは私が巨人たち
の肩の上に立っているからにほかならない」幾世代
ものロータリアンの肩の上に立っている私たちには、
ロータリーの未来を決定する責務があります。
　この理由を持って、私は2009-10年度のテーマを
「ロータリーの未来はあなたの手の中に」としました。
　ロータリーの未来はエバンストンにあるRI本部
で形づくられるのではなく、個々のロータリー・ク
ラブによって形成されるのです。強いロータリーを
守り抜くために行うことが、ロータリアンとして、私
たち一人ひとりのためになります。みんなのために
ロータリーの針路を決めるのは、私たち自身の日
頃の行動であり決定です。
　「ロータリーの未来はあなたの手の中に」あります。
　会員増強分野においては、来るロータリー年度、
私は新しいプログラムを設けたり、現実的ではない
目標を新たに設けたりすることはいたしません。代
わりに、年度末には年度初めに比べ、会費を納め
ている正会員が増えているものと、責任感あるロー
タリアンの皆さんに信頼を託すのみです。また、会
員の維持が勧誘と同様に重要であることを踏まえ、
皆さんが新会員の世話を十分に行ってくださるもの
と信じております。
　ロータリーでは、すべてがクラブに始まり、クラ
ブで終わります。クラブは協力し合うことを知って
います。所属地区との協力はもちろん、財団からの
支援の下、ほかのクラブや地区とも力を合わせて
います。しかし、究極的には、私たちが達成するこ
とはすべてクラブの力のなせる業であると言えるで
しょう。ですから、クラブは、どこでどのように奉仕
するのがベストかを決める自治権を持たなくてはな
りません。私たちの仕事は、ある年度に決められ

た分野の奉仕のみを行うべきだとクラブに押し付
けることではないのです。
　しかし、私たちはまた、発展し続けるために、奉
仕における継続性を目指します。強調事項を掲げ、
ロータリーの奉仕を最も必要とし、その奉仕から
最も多くを得られるさまざまな分野にエネルギーを
向けるようクラブを奨励するのはこのためです。水、
保健と飢餓救済、職字率向上は、今後も強調事項
として掲げられていくことでしょう。新しいロータ
リー年度、私は皆さんに経験から学び成功を積み
重ねていくようお願いいたします。子供たちだけで
なく大人も含む家族の健康と福利のために、どう
か奉仕を続けていってください。
　水が第一の強調事項とされているのは、人間が
第一に必要とするものだからです。石油がなくても
なんとか生き延びられるかもしれませんが、水なし
に生きることはできません。私たちは水のないとこ
ろにきれいな水をもたらし、また現在水が使われ
ているところでもその安全性を確かめる必要があ
ります。私はこの分野の重要性を強く感じ、過去
20年間にわたって、力を注いでまいりました。この
経験から言えることは、水プロジェクトには、衛生
に取り組むプロジェクトが不可欠だということです。
十分に衛生的な環境がなければ、せっかくの努力
が水泡に帰してしまう恐れがあるからです。
　保健と飢餓救済は、多くのロータリー奉仕を含
む分野です。この分野にかかわるとき、私たちは平
和という大きな目標に向かっていることを忘れては
なりません。一日中何も食べずに空腹のまま床に就
く人々が大勢いる限り、世界に平和がもたらされる
ことはありません。
　職字率向上も私たちの強調するところです。「将
来、指導的立場に立つ者に教育がなされていない
国が成功することはありえない」というネルソン・マ
ンデラ前大統領の言葉どおりです。
　ロータリーが21世紀にふさわしくあるには、水、
保健と飢餓救済、職字率向上の問題に取り組み、
末永く継続していかなければなりません。これを実
現するため、クラブと地区の考えを聞いた末に理事
会が採択したのが、国際ロータリー長期計画です。
　この計画は、「奉仕」「親睦」「多様性」「高潔
さ」「リーダーシップ」というロータリーの中核とな
る価値観を強化し、これを宣言するものです。「奉
仕」は、私たちの第一標語が「超我の奉仕」であ
ることと私たちの存在理由であることから選ばれ
ました。「親睦」は、ロータリーが創設された理由

そのものであると同時に、今日も1905年当初と変
わらず重要な意義を持ち続けています。常にクラブ
例会やロータリーの各行事を待ち望むロータリア
ンがいてはじめて、ロータリーには明日があると言
えるのです。「多様性」は、私たちの力です。
　「高潔さ」は、事業と私生活において高い道徳
的水準を保つことがロータリーの真髄であること
から重要な価値観です。ロータリアンは、事業にお
いても日々の営みの中でも尊厳と誠意を実践しな
ければなりません。
　これは、世界中のすべてのロータリアン一人ひと
りが実践しなければならないことです。生涯かけ
て築いた信頼が一瞬にして失われてしまうことがあ
るように、全ロータリアンの評価も一握りのロータ
リアンによって汚されてしまう危険性があるからで
す。「リーダーシップ」は、「偉大さの代償とは責任
である」というウィンストン・チャーチル卿の言葉ど
おり、ロータリーの責任は皆さんのものであるとい
う理由に基づき、選ばれました。
　「ロータリーの未来はあなたの手の中に」あるか
らです。
　ロータリーが繁栄するか低迷するか、その奉仕
が影響を及ぼすのは多数か少数か、その名が敬意
とともに広まっていくか過去の遺物として忘れ去ら
れるかは、すべて皆さん次第です。「ロータリーの
未来はあなたの手の中に」あるのです。
　私がよく引用するスコットランドのことわざに「自
分の庭の外に目を向けよ」というものがあります。
自分の家庭や地域社会を超えて物事を考えなけ
ればならないという意味です。自分たちのニーズは
世界中の国々に存在する数多くの地域社会のニー
ズの一つなのだと、私たちは悟るべきです。
　それぞれの地域社会には、なすべき仕事が待ち
受けています。ロータリアンとして、座視しているわ
けにはいきません。私たちは、責任を引き受けます。
必ずできる、そしてやらねばならないのです。
　朋友の皆さん、先人が私たちのために敷いてく
れたレールに沿って、この素晴らしいロータリーを
より強き組織へと導き、平和に満ちて健全な、より
よき世界を築いていく上で、皆さんからご支援いた
だけるものと期待しております。私一人ではできま
せん。皆さんの助けが必要です。この組織をこよな
く愛する皆さんが、期待を裏切るはずがないと私
は信じます。ロータリーの未来は、皆さん次第です。
　「ロータリーの未来はあなたの手の中に」あるの
です。
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『ロータリーの未来は あなたの手の中に』
職業奉仕がロータリーの基盤
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ただいま、この会場を見渡し、私が目にしている
のは未来、ロータリーの未来です。地球上にくまなく
存在する3万3千の地域社会の未来です。私には、そ
の未来が、そしてよりよい世界への希望が見えます。
　95年前の1913年、ニューヨークのバッファローで
開かれたロータリー大会で、ポール・ハリスはこのよ
うに言いました。「よきロータリアンとなるには、昨
日より今日のほうが多くの努力を伴います。そして、
今日より明日のほうがもっと多くの努力を求められ
るでしょう」皆さんがそのロータリアンです。ロータ
リーの明日のリーダーです。1913年にポール・ハリ
スがロータリアンに向かって発したこの言葉が、今、
皆さんに向けられています。
　毎年、ロータリー指導者のバトンが次期ロータ
リー指導者へと引き継がれます。ポール・ハリスが
後継者に渡したバトンが、私たちに回ってきたので
す。私たちは、バトンを渡し続けてきた過去の指導

者たち、そしてすべてのロータリアンに対して、その
信頼を裏切ることなく務めをまっとうする責任を
担っています。
　そのために、私たちはここサンディエゴに集まっ
たのです。皆さんは、今週の目標を高らかに謳う
「入りて学び、出でて奉仕せよ」のバナーをご覧に
なったでしょうか。
　私たちは、知識と経験を分かち合うために、世
界の各地から集まってきました。幾世代にもわたっ
て受け継がれてきたロータリー指導者の伝統の一
部となるため、新しい考えと熱意をもたらし、先人
の功績を土台として、よりよい地区と堅固なクラブ
を築き、後継者のためにそれを残すことができるよ
う、私たちはここに集まっています。「私たちは自
分が持っていると感じる能力によって自分自身の
価値を判断するが、他人は、私たちの業績に基づ
いて私たちを判断する」という詩人ロングフェロー

の言葉を信じて、私たちはやってきたのです。
　104年前、ロータリーは、明確な理念に基づき創
設されました。それは、知性と道徳観念を備えた善
良な人々が集まれば、一人でやるよりはるかに多く
を達成できるという考えでした。ロータリーとは決
して普遍的な概念ではなく、誰かに入会を認める
かを厳選する組織であり、それが私たちのあるべ
き姿です。ロータリアンとは、賢明な判断力と優れ
た技量を備え、誠実さをもって立派な行いをする気
骨ある人間でなければならないのです。
　私が常に思うのは、ロータリーがボランティアに
よる団体であり、その会員すべてが指導的立場に
ある人々であることを忘れてはならない点です。そ
のような人々を前に話すとき、説き伏せたり、要求
したりすべきではないと思っております。すべての
ロータリー・クラブは自立した存在であるべきで
あって、国際ロータリーのシニアリーダーの役割は
統制することではなく、意欲を喚起し、導くことで
す。私たちは、世界中のロータリアンとロータリー・
クラブに仕えるために、ここにやって来たのです。
信頼を寄せてくださったロータリアンの皆さんに、
私たちもまた信頼を託さなくてはなりません。
　地区ガバナーとして、皆さんは今、人生の中でも
最も実り多くやりがいのある年を迎えようとしてい
ます。地区は皆さんに何を期待しているのでしょう
か。まず第一に求められ、また発揮しなければな
らないのが、リーダーシップです。それぞれの地区
でロータリーのリーダーとなる皆さんには、当然の
ことながら大きな責務が課せられます。
　ロータリーの要はクラブですから、皆さんは地
区内のクラブ会長に対して責任があります。私たち
が成すこと、達成することのすべては、クラブから
始まります。優れたクラブ会長のいるところには、
必ず優れたクラブがあります。地区における皆さん
の責務はクラブ会長とともに始まるのです。
　また、皆さんがボランティアとして地区ガバナー
という職務に就くことを選んだように、地区の全ク
ラブのロータリアン一人ひとりもロータリアンとなる
ことを自ら選んだボランティアであることを忘れて
はなりません。ボランティアと接するとき、命令する
ことはできません。
　だとすれば、皆さんの権限は一体どこにあるので
しょうか。それは意欲を駆り立て、導く、皆さん自身
の力にあります。皆さんの考え方や機転、人の話に耳
を傾ける力、意思の疎通を図る力にあるのです。行
動をもってこそ、周囲から敬意が寄せられるのです。

　ドワイト・アイゼンハワー元米国大統領は、かつ
てこのように言いました。「指導者としての最高の
資質とは、紛れもなく高潔さである。この資質なし
に、本当の成功はありえない」ロータリーでは、皆、
この言葉が真実であると知っています。ロータリア
ンとして、私たちはその価値観を高らかに宣言し、
それに忠実に生きなければなりません。
　皆さん一人ひとりが、まもなく地区ガバナーになら
れます。しかし、ガバナーである前に、皆さんはロー
タリアンなのです。ロータリーでの役職は毎年変わ
りますが、ロータリアンは変わらずロータリアンです。
　ロータリアンである私たちは、皆、この素晴らし
い組織に対して責任があります。ニュートンの言葉
をご紹介しましょう。「私が（ほかの人より）遠くを
見ることができたとするなら、それは私が巨人たち
の肩の上に立っているからにほかならない」幾世代
ものロータリアンの肩の上に立っている私たちには、
ロータリーの未来を決定する責務があります。
　この理由を持って、私は2009-10年度のテーマを
「ロータリーの未来はあなたの手の中に」としました。
　ロータリーの未来はエバンストンにあるRI本部
で形づくられるのではなく、個々のロータリー・ク
ラブによって形成されるのです。強いロータリーを
守り抜くために行うことが、ロータリアンとして、私
たち一人ひとりのためになります。みんなのために
ロータリーの針路を決めるのは、私たち自身の日
頃の行動であり決定です。
　「ロータリーの未来はあなたの手の中に」あります。
　会員増強分野においては、来るロータリー年度、
私は新しいプログラムを設けたり、現実的ではない
目標を新たに設けたりすることはいたしません。代
わりに、年度末には年度初めに比べ、会費を納め
ている正会員が増えているものと、責任感あるロー
タリアンの皆さんに信頼を託すのみです。また、会
員の維持が勧誘と同様に重要であることを踏まえ、
皆さんが新会員の世話を十分に行ってくださるもの
と信じております。
　ロータリーでは、すべてがクラブに始まり、クラ
ブで終わります。クラブは協力し合うことを知って
います。所属地区との協力はもちろん、財団からの
支援の下、ほかのクラブや地区とも力を合わせて
います。しかし、究極的には、私たちが達成するこ
とはすべてクラブの力のなせる業であると言えるで
しょう。ですから、クラブは、どこでどのように奉仕
するのがベストかを決める自治権を持たなくてはな
りません。私たちの仕事は、ある年度に決められ

た分野の奉仕のみを行うべきだとクラブに押し付
けることではないのです。
　しかし、私たちはまた、発展し続けるために、奉
仕における継続性を目指します。強調事項を掲げ、
ロータリーの奉仕を最も必要とし、その奉仕から
最も多くを得られるさまざまな分野にエネルギーを
向けるようクラブを奨励するのはこのためです。水、
保健と飢餓救済、職字率向上は、今後も強調事項
として掲げられていくことでしょう。新しいロータ
リー年度、私は皆さんに経験から学び成功を積み
重ねていくようお願いいたします。子供たちだけで
なく大人も含む家族の健康と福利のために、どう
か奉仕を続けていってください。
　水が第一の強調事項とされているのは、人間が
第一に必要とするものだからです。石油がなくても
なんとか生き延びられるかもしれませんが、水なし
に生きることはできません。私たちは水のないとこ
ろにきれいな水をもたらし、また現在水が使われ
ているところでもその安全性を確かめる必要があ
ります。私はこの分野の重要性を強く感じ、過去
20年間にわたって、力を注いでまいりました。この
経験から言えることは、水プロジェクトには、衛生
に取り組むプロジェクトが不可欠だということです。
十分に衛生的な環境がなければ、せっかくの努力
が水泡に帰してしまう恐れがあるからです。
　保健と飢餓救済は、多くのロータリー奉仕を含
む分野です。この分野にかかわるとき、私たちは平
和という大きな目標に向かっていることを忘れては
なりません。一日中何も食べずに空腹のまま床に就
く人々が大勢いる限り、世界に平和がもたらされる
ことはありません。
　職字率向上も私たちの強調するところです。「将
来、指導的立場に立つ者に教育がなされていない
国が成功することはありえない」というネルソン・マ
ンデラ前大統領の言葉どおりです。
　ロータリーが21世紀にふさわしくあるには、水、
保健と飢餓救済、職字率向上の問題に取り組み、
末永く継続していかなければなりません。これを実
現するため、クラブと地区の考えを聞いた末に理事
会が採択したのが、国際ロータリー長期計画です。
　この計画は、「奉仕」「親睦」「多様性」「高潔
さ」「リーダーシップ」というロータリーの中核とな
る価値観を強化し、これを宣言するものです。「奉
仕」は、私たちの第一標語が「超我の奉仕」であ
ることと私たちの存在理由であることから選ばれ
ました。「親睦」は、ロータリーが創設された理由

そのものであると同時に、今日も1905年当初と変
わらず重要な意義を持ち続けています。常にクラブ
例会やロータリーの各行事を待ち望むロータリア
ンがいてはじめて、ロータリーには明日があると言
えるのです。「多様性」は、私たちの力です。
　「高潔さ」は、事業と私生活において高い道徳
的水準を保つことがロータリーの真髄であること
から重要な価値観です。ロータリアンは、事業にお
いても日々の営みの中でも尊厳と誠意を実践しな
ければなりません。
　これは、世界中のすべてのロータリアン一人ひと
りが実践しなければならないことです。生涯かけ
て築いた信頼が一瞬にして失われてしまうことがあ
るように、全ロータリアンの評価も一握りのロータ
リアンによって汚されてしまう危険性があるからで
す。「リーダーシップ」は、「偉大さの代償とは責任
である」というウィンストン・チャーチル卿の言葉ど
おり、ロータリーの責任は皆さんのものであるとい
う理由に基づき、選ばれました。
　「ロータリーの未来はあなたの手の中に」あるか
らです。
　ロータリーが繁栄するか低迷するか、その奉仕
が影響を及ぼすのは多数か少数か、その名が敬意
とともに広まっていくか過去の遺物として忘れ去ら
れるかは、すべて皆さん次第です。「ロータリーの
未来はあなたの手の中に」あるのです。
　私がよく引用するスコットランドのことわざに「自
分の庭の外に目を向けよ」というものがあります。
自分の家庭や地域社会を超えて物事を考えなけ
ればならないという意味です。自分たちのニーズは
世界中の国々に存在する数多くの地域社会のニー
ズの一つなのだと、私たちは悟るべきです。
　それぞれの地域社会には、なすべき仕事が待ち
受けています。ロータリアンとして、座視しているわ
けにはいきません。私たちは、責任を引き受けます。
必ずできる、そしてやらねばならないのです。
　朋友の皆さん、先人が私たちのために敷いてく
れたレールに沿って、この素晴らしいロータリーを
より強き組織へと導き、平和に満ちて健全な、より
よき世界を築いていく上で、皆さんからご支援いた
だけるものと期待しております。私一人ではできま
せん。皆さんの助けが必要です。この組織をこよな
く愛する皆さんが、期待を裏切るはずがないと私
は信じます。ロータリーの未来は、皆さん次第です。
　「ロータリーの未来はあなたの手の中に」あるの
です。
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経　歴
1961年3月 早稲田大学商学部卒業
1961年 オーエスジー株式会社入社
1968年 OSG Tap and Die,Inc. 取締役社長
1977年 オーエスジー販株式会社 代表取締役社長
1992年 オーエスジー株式会社 代表取締役社長
1999年 オーエスジー株式会社 代表取締役会長兼CEO
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
公 職
豊川市国際交流協会 会長
財団法人 三豊科学技術振興会 理事
豊川市体育協会 会長
財団法人 大澤科学技術振興財団 理事長
愛知県立時習館高等学校同窓会　会長
東海カントリークラブ 理事長
豊川商工会議所会頭

ロータリー歴
1975年7月 豊川ＲＣ入会
1998-99年 クラブ会長
1992-93年 東三河分区IM実行委員長
2007-08年 ガバナーノミニー
2008-09年 ガバナーエレクト

クラブ創立50周年実行委員長
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
マルチブル・ポール・ハリス・フェロー
ベネファクター
米山功労者

国際ロータリー第2760地区 2009-2010年度ガバナー

大 澤  輝 秀 （おおさわ てるひで）
生 年 月 日 1938年（昭和13年）2月3日
所属クラブ 豊川RC
職 業 分 類 精密切削工具の製造および販売
勤務先・役職 オーエスジー株式会社 代表取締役会長兼CEO
所 在 地 〒442-8543 豊川市本野ヶ原3-22

《2009-2010年度　ガバナー方針》

『ロータリーの未来は あなたの手の中に』
職業奉仕がロータリーの基盤
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ロータリー歴
2009-10年度 国際ロータリー会長エレクト
2005-06年度 ロータリー財団副管理委員長
2002-06年度 ロータリー財団管理委員
1985-87年度 国際ロータリー理事
1975-76年度 地区ガバナー

強調事項
●ポリオの撲滅
●青少年プログラムの推進
●人道的プロジェクトの推進
●平和と紛争の予防／紛争解決　●疾病予防と治療
●水と衛生設備　●母子の健康
●基本的教育と識字率向上　●経済と地域社会の発展

レイ・クリンギンスミス
2010-2011年度国際ロータリー会長

米国ミズーリ州カークスビル

RIテーマ

地域を育み、大陸をつなぐ

2010～2011年度

親愛なる朋友ロータリアンの皆さん
　ロータリーとは何か。ロータリー・クラブとは何を
する団体なのか。ロータリアンは、会員候補者や
ロータリーに関心を持っている人々からこういった
質問をよく受けますが、簡潔に数分で、しかも効果
的に答えるのは難しいものです。
　ロータリーの第一標語である「超我の奉仕」は
私たちの利他的な性質をとらえてはいますが、先
の2つの質問に答えてくれるものではありません。
そこで私は、「ロータリアン以外の人々にロータ
リーの目的を説明すること」と「ロータリアンにロー
タリーの原則の重要性を再確認してもらうこと」、
この2つの目標を満たす簡潔なテーマを探す決心
をいたしました。
　そして適切な言葉を探す上で、四大奉仕部門を
再検討していたところ、クラブ奉仕と職業奉仕は
どちらも人生を謳歌し、善き市民となるよう私たち
を導いてくれるものであると気づいたのです。また、
社会奉仕と職業奉仕を合わせるなら、地元の地域
社会をより住みやすく、働きやすい場所にすること
ができるでしょう。一方、国際奉仕は、国や大陸を
異にする海外のクラブと協力し、世界理解、親善、
平和を広め、世界をより良い場所にするための機
会を、私たちに与えるものです。
　ロータリーが、ロータリー・クラブの連合体であ
ると同時に、奉仕の精神から成り立っていることを
忘れてはなりません。私たちは、「奉仕」「親睦」

「多様性」「高潔性」「リーダーシップ」というロー
タリーの中核となる価値観を分かち合う必要があ
るのです。
　ロータリーの真髄を表す多くの語句を検討した
結果、ロータリーの現在の使命を表し、私たちの
業績を強調するために、私たちが得意とすること、
すなわち、次のテーマを最終的に選びました。

地域を育み、大陸をつなぐ
　この簡潔な語句が、ロータリアンとしての私たち
の存在と私たちの活動を的確に言い表すものであ
ると賛同していただけることを願っております。ロー
タリーは世界でも比類のない優れた組織です。私
たちは、地元地域社会の精神とリソースを育んでい
ます。また、住みやすく働きやすい世界をつくるた
めに、世界中の人々の善意をつないで協力と支援
を得ることにかけては、世界でも私たちの右に出る
団体はないでしょう。エド・カドマン元会長の言葉
どおり、「ロータリーは、画一化ではなく、結束であ
る」のです。ロータリアンである私たちは、誠に恵
まれています。

2010-11年度国際ロータリー会長　レイ・クリンギンスミス

2011-2012年度　国際ロータリーのテーマ

国際協議会でのRI会長の挨拶

地域を育み、大陸をつなぐ
　カリフォルニア、ヒア・アイ・カム」という歌をご存
知の方も多いのではないでしょうか。昨年からこの
集いを夢に描き、思いを馳せてきた私たちの心を
歌ったような懐かしのメロディーです。時が来て、
今はすでに「カリフォルニア、ヒア・アイ・カム」では
なく、「カリフォルニア、ウィー・アー・ヒア」すなわち、
「私たちはカリフォルニアにいる」に変わりました。
新たなロータリーの指導者チームが、満を持して

やって来たのです。
　ロータリー・ボランティアの才能が結集された
ネットワークには、目を見張るものがあります。私が
壇上に上がる際に流れた音楽は、ロサンゼルスで
のロータリー年次大会を推進する目的で、トルーマ
ン州立大学の学生16名により、カークスビルという
小さな町でレコーディングされたものです。この曲
のアレンジとバンドの指揮は、わがロータリー・ク
ラブ会員であるランディー・スミス氏が担当しまし

た。あの音楽は、彼らの才能と超我の奉仕の精神
の結晶です。
　そして、今お聴きいただいている懐かしの曲はメ
アリー・サリーさんの演奏によるもので、この1週間、
彼女はご自身の時間と才能を捧げてくださいます。
音楽には人間の精気を奮い立たせる力があります
ので、この協議会を通じて随所でメアリーさんの音
楽の才能の恩恵にあずかることができるでしょう。
米国オクラホマ州出身のロータリアンであるメア
リーさんは、ロータリー奨学生としてウイーンで音
楽を学んだ経験の持ち主です。ロータリー財団の申
し子、メアリー・サリーさんに拍手をお願いします。
　お話ししたいことが山ほどありますので、まずは、
地区ガバナーが特に高い関心を寄せている来年度
のテーマ・ブレザーから始めましょう。はじめて
テーマ・ブレザーを採用したのはポール・ハリスだ
とお思いの方もいらっしゃるかもしれませんが、実
は、この伝統が始まったのは25年前です。
　テーマ・ブレザーが導入されたのは、カルロス・
カンセコ氏がRI会長を務めた1984-85年度のこと
でした。
　その発起人となったのが、当時、私の地区のガ
バナーを務めていたジム・フィッシャー氏で、これを
伝統として受け継いでいくことにも力を注いだ人物
です。弟さんとともにスポーツ用品店を経営してい
たジムさんは、「ロータリーの国際大会で仲間がす
ぐに見分けられるように、鮮やかな色のブレザー
が欲しい」と同期のガバナーが話しているのを聞き、
その年のガバナー・チームのために鮮やかな黄色
のブレザーを大量に注文したのです。この黄色い
ジャケットは、「スズメバチ」の異名をとり、すぐさ
まロータリアンの間で話題となり、カンザスシ
ティーで開かれた1985年の国際大会では注目の的
となりました。
　このブレザーが大人気を博したことを受けて、
M.A.T.カパラス1986-87年度RI会長が、1986年
ナッシュビルで開催された国際協議会で販売する
ため、「ハーバード・クリムゾン」の名にふさわしい
深紅のブレザーを作ってくれと、ジムさんに注文し
ました。ブレザーの人気は大変なもので、ジムさん
は以来長年にわたり、会長が変わるたびに新しい
色のブレザーを提供することになりました。その後
のことは私がお話しするまでもありませんが、ここ
で、テーマ・ブレザーをロータリーの伝統へと昇華
させた二人のヒーローに敬意を表したいと思います。
　セントルイス出身のジム・フィッシャー・パスト地

区ガバナー、そして、フィリピン出身のM.A.T.カパラ
ス元RI会長のお二方です。
　来年度のブレザーの色については、皆さんご存
知のとおり、バーミンガム大会中、ガバナー・ノミ
ニー会議で赤紫と既に発表いたしました。今回、
私たちのブレザーは、事前購入できるようにしたこ
とによって、価格を半分に抑えることができました。
価格の面だけではなく、それよりもっと重要な教訓
も得ることができました。従来どおりのやり方を見
直すことで、よい良い方法が見つかったのです。こ
れを機に、クラブや地区で既に時代遅れになって
しまっているやり方など、ロータリーに存在するほ
かの慣習も見直してみたいものです。肝心なのは、
伝統的な慣習のすべてを見直し、明らかにもっと
良い別の方法があれば、新しい伝統を始めるべき
だということです。
　さあ、それでは、次期地区ガバナーの2番目の関
心事項であるRIのテーマに焦点を移したいと思いま
す。適切なテーマを選ぶにあたって、私はじっくりと
考えを巡らせました。その過程で歴代RI会長のテー
マをすべて参照し、種類別に分けてみることにした
のです。最新版の「公式名簿（Off icial Directory）」
に載っている最初のテーマは、1949-50年度のもので、
初期のほかのテーマ同様、目標を連ねた非常に長い
テーマとなっています。
　私たちが今日テーマと呼んでいる形のものは、3
つのキーワードから成る短いテーマで、1950年代
に始まりました。「ロータリーは活動する希望」、
「我等の資源を開發しよう」、「将来を造るに助力
しましょう」が、この例です。
　もう少し新しいテーマになりますと「真心の行動、
慈愛の奉仕、平和に挺身」や「ロータリーの心を あ
なたの住むところ 私たちの世界 そこに住むすべて
の人々に」、「行動 行動に努めよ 理解に途を求め
よ 指導力を高めよ」など、長いものも出てきます。
また、「参加し敢行しよう！」、「手をさし伸べよう
…」、「ロータリーは分かちあいの心」といった短い
ものもあります。
　動詞から始まり、行動を促すテーマとしては、「友
達になろう」、「手を貸そう」、「率先しよう」など
があります。
　ほかには、要点を強調するテーマもあります。「あ
なたが鍵です」、「人類が私たちの仕事」、「まこと
の幸福は人助けから」がその例です。テーマの中
に「ロータリー」という言葉が含まれているものが、
16ありました。「ロータリーに生きよう」、「ロータ

リーを楽しもう！」、「ロータリーは分かちあいの
心」、「ロータリーを祝おう」、「ロータリーは希望
をもたらす」などです。
　奉仕という言葉が含まれているテーマは、「超我
の奉仕」、「奉仕の灯で道を照らそう」、「ロータリ
アン──奉仕に結束─平和に献身」の3つです。
英語の「bridge」という言葉が含まれているテーマ
は、「隔りを取り除こう」、「生気を与えよ 身につけ
よ 友愛の橋をかけよ」、「人類はひとつ 世界中に
友情の橋をかけよう」の3つです。
　こうしてロータリーのテーマを見ていく過程で、も
う1つの重要な面が見えてきました。それは、ほとん
どのテーマがロータリアンだけに呼びかけるもの
で、ロータリアン以外の人々を対象としていない点
です。この両者に呼びかけるテーマを考えるとき、
脳裏に浮かんだのが、ロータリーのスーパー営業マ
ンであるフランク・デブリン氏の勧告でした。エレ
ベーターに乗り込んだ瞬間から降りるまでの短い
間に、ロータリアンではない人々にロータリーのこ
とを売り込む簡潔なメッセージを、私たちの誰もが
用意しておくべきだと、デブリン氏は言っています。
そこで私は、「ロータリアン以外の人々にロータ
リーの目的を説明すること」と「ロータリアンに自分
たちの活動の意義を再認識してもらうこと」、この2
つの目標を満たす簡潔なテーマを探す決心をいた
しました。
　そして適切な言葉を探す上で、四大奉仕部門を
再検討していたところ、クラブ奉仕と職業奉仕は
どちらも人生を謳歌し、善き市民となるよう私たち
を導いてくれるものであると気づいたのです。また、
社会奉仕と職業奉仕を合わせるなら、地元の地域
社会をより住みやすく、働きやすい場所にすること
ができるでしょう。一方、国際奉仕は、国や大陸を
異にする海外のクラブと協力し、世界理解、親善、
平和を広め、世界をより良い場所にするための機会
を、私たちに与えてくれます。そこで、海外と地元地
域の両方で活躍するロータリアンのユニークな存
在をどのように表現すればよいのかと、考えあぐね
ました。
　次に、ジェームズ・コリンズの名著「ビジョナ
リー・カンパニー2」に書かれている非営利団体へ
の助言について考えてみました。コリンズの助言は、
将来の針路を見極めるために次の3点を考えよとい
うものです。1）会員が情熱を抱いているものは何
か。2）あなたの団体が世界一と誇れるものは何か。
3）団体のリソースをつき動かすものは何か。

　これら3つの問いは、ロータリー財団の未来の夢
計画を立てる際の指針となりました。私も、ロータ
リアンの情熱、独創性、寛大さを的確にとらえた
言葉を探る上で、この3つの問いを振り返ることに
なったのです。ここで少し立ち止まってみましょう。
ロータリーを的確に表す3つないし4つの言葉を、
皆さんも考えてみてください。
　ロータリーの外にいる人々にも私たちの目的が
分かり、ロータリアンにとっても会員であることを
誇りに思えるような言葉です。
　適切な言葉を探す過程で、ロータリーが、ロータ
リー・クラブの連合体であると同時に、奉仕の精
神から成り立っていることを忘れてはなりません。
私たちは、「奉仕」「親睦」「多様性」「高潔性」
「リーダーシップ」というロータリーの中核となる価
値観を分かち合う必要があるのです。さあ、ロータ
リーの真髄に迫る魔法の言葉は何でしょうか。
　昨年、この場でジョン・ケニー会長が思慮に富ん
だテーマを発表されてからというもの、私は数多く
の言葉や語句を検討してきました。その結果、ロー
タリーの現在の使命を表し、私たちが得意とする
ことに焦点を当て、最終的に次のテーマを選びま
した。「地域を育み、大陸をつなぐ」
　この簡潔な語句が、ロータリアンとしての私たち
の存在と私たちの活動を的確に言い表すものであ
ると賛同していただけることを願っております。ロー
タリーは世界でも比類のない優れた組織です。私
たちは、地域社会の精神とリソースを築いています。
このことを、わが地区の昨年度のガバナー、エリザ
ベス・ウソヴィッチ氏が、次のように見事に語ってく
れました。「クラブに前向きな意欲がみなぎると、
地元地域をも元気にすることができる。そして私た
ちの存在と奉仕によって地域社会が活性化される
と、新しい会員がもたらされる。こうして素晴らし
い相乗効果が生じるのだ」、と。
　ロータリーの奉仕の精神を実現できれば、私た
ちはクラブと地域社会の両方を動かすことができ
るというウソヴィッチガバナーの言葉は、真実です。
私たちロータリアンの間で、地域社会づくりにおい
てロータリーが世界で最も秀でているという考え
は浸透していますが、ロータリーの外では必ずしも
認められている考えとは言えません。しかし、大陸
をつなぐことに関して言えば、親善によって世界中
の人々を結びつけ、世界をもっと住みやすく働きや
すい場所にするために協力と支援を結集させるこ
とにかけては、ロータリーが世界一であることを疑

う人は少ないでしょう。エド・カドマン元会長の言
葉どおり、「ロータリーは、画一化ではなく、結束に
ある」のです。この目的に向けた結束こそが、私た
ちを世界最良の組織に成し得る要素です。ロータ
リアンである私たちは、誠に恵まれています。
　ロータリー・クラブと地区の功績、そしてロータ
リーの華 し々い成功を祝う今、忘れてならないのは、
ロータリーを世界の桧舞台に送り出すために惜し
みない努力を払ってきた無数のロータリアンの遺
産の上に、今の私たちがあるという事実です。私た
ちにはロータリアン諸先輩という模範があります。
国際協議会では、元会長や元役員に出会う機会
があります。皆さん、私がロータリーの例会に出席
してきたこの50年間、率先して活動してこられた方
ばかりです。
　そうです、ロータリー奨学生となったときからさ
かのぼって、ロータリー歴50年と言えることを、私
は誇りに感じています。故郷ミズーリ州の小さな町、
ユニオンビルのクラブの賢明にして寛大な計らい
によって、奨学金申請の推薦を受けてから南アフリ
カへの留学に向けて出国する日まで、私は無料で
すべての例会に出席させていただくことができま
した。私が生まれ故郷初の留学生となれたのは、
ひとえにロータリーのおかげです。
　これまで5万人近くの奨学生が私と同じ機会を
享受し、およそ6万人のGSEチームメンバーが別の
国、あるいは別の大陸で学ぶ機会を得てきました。
それだけではありません。10万人以上のロータリー
青少年交換学生が、母国を離れ、海外のホスト
ファミリーのもとで暮らしてきました。また、ポリオ
という身体の自由を奪う病の感染者数の減少に
ロータリーが大きく貢献してきた事実についても考
えてみましょう。昨年の感染者は2千人以下で、
1979年の50万人という数字と比べると、世界的に
99.9パーセント減少しています。今、私たちは世界
史上最も悲惨な病気の一つに数えられるポリオを
撲滅しようとしているのです。さらに、クラブとその
会員は、毎年、ロータリー財団へ行う寄付の推定
10倍の資金を地元地域のプロジェクトに費やして
いることも、忘れてはなりません。社会奉仕プロ
ジェクトの年間支出は、何十億ドルという金額にな
るはずです。
　こうした驚異的な数字を思えば、今現在、ロータ
リアンであることの素晴らしさを誰もが実感するこ
とでしょう。実際、世界を本当によりよい場所にす
るために時間と才能を捧げるのに、ロータリーほど

ふさわしい組織がほかにあるでしょうか。ともに
ロータリーに対する誇りを確かめ合う一方で、皆さ
んの責務が大きく変わることにも目を向けてくださ
い。皆さんは、間もなくロータリーの新ガバナーと
なられます。わずか5カ月後には、最も優れた組織
としてのロータリーの地位を保ち続けるだけでなく、
さらなる高みへと引き上げていく責務を、私たちは
共有することになります。成功は、皆さん一人ひとり
がどれだけの時間と才能を捧げ、地区内のクラブ
のために、友として、相談相手として、また応援団
長として力になる覚悟があるかに、大きくかかって
きます。船団は最もスピードの遅い船に合わせて進
みますが、ロータリーにも同じことが当てはまりま
す。ですから、ここにいらっしゃる地区ガバナー・エ
レクト全員が全力で進んでいく必要があるのです。
百年前の1910年8月に初のロータリー・クラブ大会
を開催した国際ロータリーが奉仕の新世紀に乗り
出す中、遅れを取り、ロータリーという船団の速度
を落とさせるようなことがないようにしなければな
りません。
　リーダーの素質を備えた皆さんに、リーダーとな
る意志があるならば、必ずやロータリーにさらなる
栄華がもたらされることでしょう。時間と労力とい
う代償を払う覚悟が私たちにあるなら、きっとでき
ます。120万というロータリーの会員数は、世界人口
が60億人であることを考えれば、小さな数字かもし
れません。しかし、著名な文化人類学者、マーガ
レット・ミードの貴重な助言を思い起こしてください。
「思慮と熱意のある少人数の人々に世界を変える
ことなどできないとみくびってはいけない。実際に
は、それが世界を変える唯一の方法なのだから」
　そうです、私たちは世界を良い方向へと変えてき
たのです。そして、今後も変え続けていくのです。
現在のような不況下にあっても、さらに良い変化を
もたらすことができるでしょうか。「イエス・ウィー・
キャン」、私たちにはできます。そうです、私たちは
ともにやり遂げます。やり方はシンプルです。来る
年度を成功へと導くために必要なのは、ロータリア
ンが熱意を抱き、世界一得意としていること、すな
わち「地域を育み、大陸をつなぐ」ことに専念する
よう、力の限り、クラブと地区を励ましていくこと、
それだけなのです。

経 歴

　レイ・クリンギンスミス氏は米国ミズーリ州カー
クスビルの弁護士で、主に、商法、会社法、不動産
法、遺産計画法を専門としています。22年間勤務し
たカークスビルのトルーマン州立大学（旧ノース
イースト・ミズーリ大学）では、総合弁護士および
経営学の教授としての職を最後に1995年8月に退
職しました。大学が一般教養と科学を軸とする教
育機関へ移行した5年間に、管理学部長を務めた
経験もあります。大学の職務を退職後は、2001年
から2004年までの4年間、アデア郡政委員となりま
した。
　1971年からメーコン・アトランタ州立銀行の理
事、1989年にミズーリ州議会が設立したミズーリ・
ファミリー・トラストの初代管理委員を務めました。
シャリトン・バレー障害者協会では1982年の設立
当初から会長に就任し、1988年にミズーリ州知的
障害者のための計画審議会から保護者・介護者
賞を授与されました。ボーイスカウト米国連盟グ
レートリバー支部の理事を務めた経験もあり、成
人ボランティアとしてシルバー・ビーバー賞を受賞し
ています。カークスビルの統一メソジスト教会に所
属しており、教会でもリーダー的役割を任されてき
ました。
　1961年にロータリアンとなって以来、地区ガバ
ナーを経て、1998年規定審議会（インド、ニューデ
リーで開催）ならびに2008年ロサンゼルス国際大
会委員会の委員長として、RIに奉仕してきました。
1985-87年度にRI理事となり、1986-87年度には理
事会執行委員会の委員長を務めました。2002年に

はロータリー財団管理委員、2005-06年度には副
委員長、また2005年から2008年まで未来の夢委員
を務めました。また、大口寄付者でもあり、財団の
功労表彰状と特別功労賞を受賞しています。
　配偶者のジュリー夫人は、メーコンとカークスビ
ルの小学校で教鞭をとっていました。また、カーク
スビル地域の職業センターで子供の発育を支援す
るプログラムのコンサルタントも務めていました。ク
リンギンスミス夫妻にはレイさんとカートさんの2人
の子供と、モルガンさん、グラントさん、シドニーさ
んの3人の孫がいます。

レイ・クリンギンスミス夫妻
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ロータリー歴
2009-10年度 国際ロータリー会長エレクト
2005-06年度 ロータリー財団副管理委員長
2002-06年度 ロータリー財団管理委員
1985-87年度 国際ロータリー理事
1975-76年度 地区ガバナー

強調事項
●ポリオの撲滅
●青少年プログラムの推進
●人道的プロジェクトの推進
●平和と紛争の予防／紛争解決　●疾病予防と治療
●水と衛生設備　●母子の健康
●基本的教育と識字率向上　●経済と地域社会の発展

レイ・クリンギンスミス
2010-2011年度国際ロータリー会長

米国ミズーリ州カークスビル

RIテーマ

地域を育み、大陸をつなぐ

2010～2011年度

親愛なる朋友ロータリアンの皆さん
　ロータリーとは何か。ロータリー・クラブとは何を
する団体なのか。ロータリアンは、会員候補者や
ロータリーに関心を持っている人々からこういった
質問をよく受けますが、簡潔に数分で、しかも効果
的に答えるのは難しいものです。
　ロータリーの第一標語である「超我の奉仕」は
私たちの利他的な性質をとらえてはいますが、先
の2つの質問に答えてくれるものではありません。
そこで私は、「ロータリアン以外の人々にロータ
リーの目的を説明すること」と「ロータリアンにロー
タリーの原則の重要性を再確認してもらうこと」、
この2つの目標を満たす簡潔なテーマを探す決心
をいたしました。
　そして適切な言葉を探す上で、四大奉仕部門を
再検討していたところ、クラブ奉仕と職業奉仕は
どちらも人生を謳歌し、善き市民となるよう私たち
を導いてくれるものであると気づいたのです。また、
社会奉仕と職業奉仕を合わせるなら、地元の地域
社会をより住みやすく、働きやすい場所にすること
ができるでしょう。一方、国際奉仕は、国や大陸を
異にする海外のクラブと協力し、世界理解、親善、
平和を広め、世界をより良い場所にするための機
会を、私たちに与えるものです。
　ロータリーが、ロータリー・クラブの連合体であ
ると同時に、奉仕の精神から成り立っていることを
忘れてはなりません。私たちは、「奉仕」「親睦」

「多様性」「高潔性」「リーダーシップ」というロー
タリーの中核となる価値観を分かち合う必要があ
るのです。
　ロータリーの真髄を表す多くの語句を検討した
結果、ロータリーの現在の使命を表し、私たちの
業績を強調するために、私たちが得意とすること、
すなわち、次のテーマを最終的に選びました。

地域を育み、大陸をつなぐ
　この簡潔な語句が、ロータリアンとしての私たち
の存在と私たちの活動を的確に言い表すものであ
ると賛同していただけることを願っております。ロー
タリーは世界でも比類のない優れた組織です。私
たちは、地元地域社会の精神とリソースを育んでい
ます。また、住みやすく働きやすい世界をつくるた
めに、世界中の人々の善意をつないで協力と支援
を得ることにかけては、世界でも私たちの右に出る
団体はないでしょう。エド・カドマン元会長の言葉
どおり、「ロータリーは、画一化ではなく、結束であ
る」のです。ロータリアンである私たちは、誠に恵
まれています。

2010-11年度国際ロータリー会長　レイ・クリンギンスミス

2011-2012年度　国際ロータリーのテーマ
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国際協議会でのRI会長の挨拶

地域を育み、大陸をつなぐ
　カリフォルニア、ヒア・アイ・カム」という歌をご存
知の方も多いのではないでしょうか。昨年からこの
集いを夢に描き、思いを馳せてきた私たちの心を
歌ったような懐かしのメロディーです。時が来て、
今はすでに「カリフォルニア、ヒア・アイ・カム」では
なく、「カリフォルニア、ウィー・アー・ヒア」すなわち、
「私たちはカリフォルニアにいる」に変わりました。
新たなロータリーの指導者チームが、満を持して

やって来たのです。
　ロータリー・ボランティアの才能が結集された
ネットワークには、目を見張るものがあります。私が
壇上に上がる際に流れた音楽は、ロサンゼルスで
のロータリー年次大会を推進する目的で、トルーマ
ン州立大学の学生16名により、カークスビルという
小さな町でレコーディングされたものです。この曲
のアレンジとバンドの指揮は、わがロータリー・ク
ラブ会員であるランディー・スミス氏が担当しまし

た。あの音楽は、彼らの才能と超我の奉仕の精神
の結晶です。
　そして、今お聴きいただいている懐かしの曲はメ
アリー・サリーさんの演奏によるもので、この1週間、
彼女はご自身の時間と才能を捧げてくださいます。
音楽には人間の精気を奮い立たせる力があります
ので、この協議会を通じて随所でメアリーさんの音
楽の才能の恩恵にあずかることができるでしょう。
米国オクラホマ州出身のロータリアンであるメア
リーさんは、ロータリー奨学生としてウイーンで音
楽を学んだ経験の持ち主です。ロータリー財団の申
し子、メアリー・サリーさんに拍手をお願いします。
　お話ししたいことが山ほどありますので、まずは、
地区ガバナーが特に高い関心を寄せている来年度
のテーマ・ブレザーから始めましょう。はじめて
テーマ・ブレザーを採用したのはポール・ハリスだ
とお思いの方もいらっしゃるかもしれませんが、実
は、この伝統が始まったのは25年前です。
　テーマ・ブレザーが導入されたのは、カルロス・
カンセコ氏がRI会長を務めた1984-85年度のこと
でした。
　その発起人となったのが、当時、私の地区のガ
バナーを務めていたジム・フィッシャー氏で、これを
伝統として受け継いでいくことにも力を注いだ人物
です。弟さんとともにスポーツ用品店を経営してい
たジムさんは、「ロータリーの国際大会で仲間がす
ぐに見分けられるように、鮮やかな色のブレザー
が欲しい」と同期のガバナーが話しているのを聞き、
その年のガバナー・チームのために鮮やかな黄色
のブレザーを大量に注文したのです。この黄色い
ジャケットは、「スズメバチ」の異名をとり、すぐさ
まロータリアンの間で話題となり、カンザスシ
ティーで開かれた1985年の国際大会では注目の的
となりました。
　このブレザーが大人気を博したことを受けて、
M.A.T.カパラス1986-87年度RI会長が、1986年
ナッシュビルで開催された国際協議会で販売する
ため、「ハーバード・クリムゾン」の名にふさわしい
深紅のブレザーを作ってくれと、ジムさんに注文し
ました。ブレザーの人気は大変なもので、ジムさん
は以来長年にわたり、会長が変わるたびに新しい
色のブレザーを提供することになりました。その後
のことは私がお話しするまでもありませんが、ここ
で、テーマ・ブレザーをロータリーの伝統へと昇華
させた二人のヒーローに敬意を表したいと思います。
　セントルイス出身のジム・フィッシャー・パスト地

区ガバナー、そして、フィリピン出身のM.A.T.カパラ
ス元RI会長のお二方です。
　来年度のブレザーの色については、皆さんご存
知のとおり、バーミンガム大会中、ガバナー・ノミ
ニー会議で赤紫と既に発表いたしました。今回、
私たちのブレザーは、事前購入できるようにしたこ
とによって、価格を半分に抑えることができました。
価格の面だけではなく、それよりもっと重要な教訓
も得ることができました。従来どおりのやり方を見
直すことで、よい良い方法が見つかったのです。こ
れを機に、クラブや地区で既に時代遅れになって
しまっているやり方など、ロータリーに存在するほ
かの慣習も見直してみたいものです。肝心なのは、
伝統的な慣習のすべてを見直し、明らかにもっと
良い別の方法があれば、新しい伝統を始めるべき
だということです。
　さあ、それでは、次期地区ガバナーの2番目の関
心事項であるRIのテーマに焦点を移したいと思いま
す。適切なテーマを選ぶにあたって、私はじっくりと
考えを巡らせました。その過程で歴代RI会長のテー
マをすべて参照し、種類別に分けてみることにした
のです。最新版の「公式名簿（Off icial Directory）」
に載っている最初のテーマは、1949-50年度のもので、
初期のほかのテーマ同様、目標を連ねた非常に長い
テーマとなっています。
　私たちが今日テーマと呼んでいる形のものは、3
つのキーワードから成る短いテーマで、1950年代
に始まりました。「ロータリーは活動する希望」、
「我等の資源を開發しよう」、「将来を造るに助力
しましょう」が、この例です。
　もう少し新しいテーマになりますと「真心の行動、
慈愛の奉仕、平和に挺身」や「ロータリーの心を あ
なたの住むところ 私たちの世界 そこに住むすべて
の人々に」、「行動 行動に努めよ 理解に途を求め
よ 指導力を高めよ」など、長いものも出てきます。
また、「参加し敢行しよう！」、「手をさし伸べよう
…」、「ロータリーは分かちあいの心」といった短い
ものもあります。
　動詞から始まり、行動を促すテーマとしては、「友
達になろう」、「手を貸そう」、「率先しよう」など
があります。
　ほかには、要点を強調するテーマもあります。「あ
なたが鍵です」、「人類が私たちの仕事」、「まこと
の幸福は人助けから」がその例です。テーマの中
に「ロータリー」という言葉が含まれているものが、
16ありました。「ロータリーに生きよう」、「ロータ

リーを楽しもう！」、「ロータリーは分かちあいの
心」、「ロータリーを祝おう」、「ロータリーは希望
をもたらす」などです。
　奉仕という言葉が含まれているテーマは、「超我
の奉仕」、「奉仕の灯で道を照らそう」、「ロータリ
アン──奉仕に結束─平和に献身」の3つです。
英語の「bridge」という言葉が含まれているテーマ
は、「隔りを取り除こう」、「生気を与えよ 身につけ
よ 友愛の橋をかけよ」、「人類はひとつ 世界中に
友情の橋をかけよう」の3つです。
　こうしてロータリーのテーマを見ていく過程で、も
う1つの重要な面が見えてきました。それは、ほとん
どのテーマがロータリアンだけに呼びかけるもの
で、ロータリアン以外の人々を対象としていない点
です。この両者に呼びかけるテーマを考えるとき、
脳裏に浮かんだのが、ロータリーのスーパー営業マ
ンであるフランク・デブリン氏の勧告でした。エレ
ベーターに乗り込んだ瞬間から降りるまでの短い
間に、ロータリアンではない人々にロータリーのこ
とを売り込む簡潔なメッセージを、私たちの誰もが
用意しておくべきだと、デブリン氏は言っています。
そこで私は、「ロータリアン以外の人々にロータ
リーの目的を説明すること」と「ロータリアンに自分
たちの活動の意義を再認識してもらうこと」、この2
つの目標を満たす簡潔なテーマを探す決心をいた
しました。
　そして適切な言葉を探す上で、四大奉仕部門を
再検討していたところ、クラブ奉仕と職業奉仕は
どちらも人生を謳歌し、善き市民となるよう私たち
を導いてくれるものであると気づいたのです。また、
社会奉仕と職業奉仕を合わせるなら、地元の地域
社会をより住みやすく、働きやすい場所にすること
ができるでしょう。一方、国際奉仕は、国や大陸を
異にする海外のクラブと協力し、世界理解、親善、
平和を広め、世界をより良い場所にするための機会
を、私たちに与えてくれます。そこで、海外と地元地
域の両方で活躍するロータリアンのユニークな存
在をどのように表現すればよいのかと、考えあぐね
ました。
　次に、ジェームズ・コリンズの名著「ビジョナ
リー・カンパニー2」に書かれている非営利団体へ
の助言について考えてみました。コリンズの助言は、
将来の針路を見極めるために次の3点を考えよとい
うものです。1）会員が情熱を抱いているものは何
か。2）あなたの団体が世界一と誇れるものは何か。
3）団体のリソースをつき動かすものは何か。

　これら3つの問いは、ロータリー財団の未来の夢
計画を立てる際の指針となりました。私も、ロータ
リアンの情熱、独創性、寛大さを的確にとらえた
言葉を探る上で、この3つの問いを振り返ることに
なったのです。ここで少し立ち止まってみましょう。
ロータリーを的確に表す3つないし4つの言葉を、
皆さんも考えてみてください。
　ロータリーの外にいる人々にも私たちの目的が
分かり、ロータリアンにとっても会員であることを
誇りに思えるような言葉です。
　適切な言葉を探す過程で、ロータリーが、ロータ
リー・クラブの連合体であると同時に、奉仕の精
神から成り立っていることを忘れてはなりません。
私たちは、「奉仕」「親睦」「多様性」「高潔性」
「リーダーシップ」というロータリーの中核となる価
値観を分かち合う必要があるのです。さあ、ロータ
リーの真髄に迫る魔法の言葉は何でしょうか。
　昨年、この場でジョン・ケニー会長が思慮に富ん
だテーマを発表されてからというもの、私は数多く
の言葉や語句を検討してきました。その結果、ロー
タリーの現在の使命を表し、私たちが得意とする
ことに焦点を当て、最終的に次のテーマを選びま
した。「地域を育み、大陸をつなぐ」
　この簡潔な語句が、ロータリアンとしての私たち
の存在と私たちの活動を的確に言い表すものであ
ると賛同していただけることを願っております。ロー
タリーは世界でも比類のない優れた組織です。私
たちは、地域社会の精神とリソースを築いています。
このことを、わが地区の昨年度のガバナー、エリザ
ベス・ウソヴィッチ氏が、次のように見事に語ってく
れました。「クラブに前向きな意欲がみなぎると、
地元地域をも元気にすることができる。そして私た
ちの存在と奉仕によって地域社会が活性化される
と、新しい会員がもたらされる。こうして素晴らし
い相乗効果が生じるのだ」、と。
　ロータリーの奉仕の精神を実現できれば、私た
ちはクラブと地域社会の両方を動かすことができ
るというウソヴィッチガバナーの言葉は、真実です。
私たちロータリアンの間で、地域社会づくりにおい
てロータリーが世界で最も秀でているという考え
は浸透していますが、ロータリーの外では必ずしも
認められている考えとは言えません。しかし、大陸
をつなぐことに関して言えば、親善によって世界中
の人々を結びつけ、世界をもっと住みやすく働きや
すい場所にするために協力と支援を結集させるこ
とにかけては、ロータリーが世界一であることを疑

う人は少ないでしょう。エド・カドマン元会長の言
葉どおり、「ロータリーは、画一化ではなく、結束に
ある」のです。この目的に向けた結束こそが、私た
ちを世界最良の組織に成し得る要素です。ロータ
リアンである私たちは、誠に恵まれています。
　ロータリー・クラブと地区の功績、そしてロータ
リーの華 し々い成功を祝う今、忘れてならないのは、
ロータリーを世界の桧舞台に送り出すために惜し
みない努力を払ってきた無数のロータリアンの遺
産の上に、今の私たちがあるという事実です。私た
ちにはロータリアン諸先輩という模範があります。
国際協議会では、元会長や元役員に出会う機会
があります。皆さん、私がロータリーの例会に出席
してきたこの50年間、率先して活動してこられた方
ばかりです。
　そうです、ロータリー奨学生となったときからさ
かのぼって、ロータリー歴50年と言えることを、私
は誇りに感じています。故郷ミズーリ州の小さな町、
ユニオンビルのクラブの賢明にして寛大な計らい
によって、奨学金申請の推薦を受けてから南アフリ
カへの留学に向けて出国する日まで、私は無料で
すべての例会に出席させていただくことができま
した。私が生まれ故郷初の留学生となれたのは、
ひとえにロータリーのおかげです。
　これまで5万人近くの奨学生が私と同じ機会を
享受し、およそ6万人のGSEチームメンバーが別の
国、あるいは別の大陸で学ぶ機会を得てきました。
それだけではありません。10万人以上のロータリー
青少年交換学生が、母国を離れ、海外のホスト
ファミリーのもとで暮らしてきました。また、ポリオ
という身体の自由を奪う病の感染者数の減少に
ロータリーが大きく貢献してきた事実についても考
えてみましょう。昨年の感染者は2千人以下で、
1979年の50万人という数字と比べると、世界的に
99.9パーセント減少しています。今、私たちは世界
史上最も悲惨な病気の一つに数えられるポリオを
撲滅しようとしているのです。さらに、クラブとその
会員は、毎年、ロータリー財団へ行う寄付の推定
10倍の資金を地元地域のプロジェクトに費やして
いることも、忘れてはなりません。社会奉仕プロ
ジェクトの年間支出は、何十億ドルという金額にな
るはずです。
　こうした驚異的な数字を思えば、今現在、ロータ
リアンであることの素晴らしさを誰もが実感するこ
とでしょう。実際、世界を本当によりよい場所にす
るために時間と才能を捧げるのに、ロータリーほど

ふさわしい組織がほかにあるでしょうか。ともに
ロータリーに対する誇りを確かめ合う一方で、皆さ
んの責務が大きく変わることにも目を向けてくださ
い。皆さんは、間もなくロータリーの新ガバナーと
なられます。わずか5カ月後には、最も優れた組織
としてのロータリーの地位を保ち続けるだけでなく、
さらなる高みへと引き上げていく責務を、私たちは
共有することになります。成功は、皆さん一人ひとり
がどれだけの時間と才能を捧げ、地区内のクラブ
のために、友として、相談相手として、また応援団
長として力になる覚悟があるかに、大きくかかって
きます。船団は最もスピードの遅い船に合わせて進
みますが、ロータリーにも同じことが当てはまりま
す。ですから、ここにいらっしゃる地区ガバナー・エ
レクト全員が全力で進んでいく必要があるのです。
百年前の1910年8月に初のロータリー・クラブ大会
を開催した国際ロータリーが奉仕の新世紀に乗り
出す中、遅れを取り、ロータリーという船団の速度
を落とさせるようなことがないようにしなければな
りません。
　リーダーの素質を備えた皆さんに、リーダーとな
る意志があるならば、必ずやロータリーにさらなる
栄華がもたらされることでしょう。時間と労力とい
う代償を払う覚悟が私たちにあるなら、きっとでき
ます。120万というロータリーの会員数は、世界人口
が60億人であることを考えれば、小さな数字かもし
れません。しかし、著名な文化人類学者、マーガ
レット・ミードの貴重な助言を思い起こしてください。
「思慮と熱意のある少人数の人々に世界を変える
ことなどできないとみくびってはいけない。実際に
は、それが世界を変える唯一の方法なのだから」
　そうです、私たちは世界を良い方向へと変えてき
たのです。そして、今後も変え続けていくのです。
現在のような不況下にあっても、さらに良い変化を
もたらすことができるでしょうか。「イエス・ウィー・
キャン」、私たちにはできます。そうです、私たちは
ともにやり遂げます。やり方はシンプルです。来る
年度を成功へと導くために必要なのは、ロータリア
ンが熱意を抱き、世界一得意としていること、すな
わち「地域を育み、大陸をつなぐ」ことに専念する
よう、力の限り、クラブと地区を励ましていくこと、
それだけなのです。

経 歴

　レイ・クリンギンスミス氏は米国ミズーリ州カー
クスビルの弁護士で、主に、商法、会社法、不動産
法、遺産計画法を専門としています。22年間勤務し
たカークスビルのトルーマン州立大学（旧ノース
イースト・ミズーリ大学）では、総合弁護士および
経営学の教授としての職を最後に1995年8月に退
職しました。大学が一般教養と科学を軸とする教
育機関へ移行した5年間に、管理学部長を務めた
経験もあります。大学の職務を退職後は、2001年
から2004年までの4年間、アデア郡政委員となりま
した。
　1971年からメーコン・アトランタ州立銀行の理
事、1989年にミズーリ州議会が設立したミズーリ・
ファミリー・トラストの初代管理委員を務めました。
シャリトン・バレー障害者協会では1982年の設立
当初から会長に就任し、1988年にミズーリ州知的
障害者のための計画審議会から保護者・介護者
賞を授与されました。ボーイスカウト米国連盟グ
レートリバー支部の理事を務めた経験もあり、成
人ボランティアとしてシルバー・ビーバー賞を受賞し
ています。カークスビルの統一メソジスト教会に所
属しており、教会でもリーダー的役割を任されてき
ました。
　1961年にロータリアンとなって以来、地区ガバ
ナーを経て、1998年規定審議会（インド、ニューデ
リーで開催）ならびに2008年ロサンゼルス国際大
会委員会の委員長として、RIに奉仕してきました。
1985-87年度にRI理事となり、1986-87年度には理
事会執行委員会の委員長を務めました。2002年に

はロータリー財団管理委員、2005-06年度には副
委員長、また2005年から2008年まで未来の夢委員
を務めました。また、大口寄付者でもあり、財団の
功労表彰状と特別功労賞を受賞しています。
　配偶者のジュリー夫人は、メーコンとカークスビ
ルの小学校で教鞭をとっていました。また、カーク
スビル地域の職業センターで子供の発育を支援す
るプログラムのコンサルタントも務めていました。ク
リンギンスミス夫妻にはレイさんとカートさんの2人
の子供と、モルガンさん、グラントさん、シドニーさ
んの3人の孫がいます。

レイ・クリンギンスミス夫妻
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地域を育み、大陸をつなぐ
　カリフォルニア、ヒア・アイ・カム」という歌をご存
知の方も多いのではないでしょうか。昨年からこの
集いを夢に描き、思いを馳せてきた私たちの心を
歌ったような懐かしのメロディーです。時が来て、
今はすでに「カリフォルニア、ヒア・アイ・カム」では
なく、「カリフォルニア、ウィー・アー・ヒア」すなわち、
「私たちはカリフォルニアにいる」に変わりました。
新たなロータリーの指導者チームが、満を持して

やって来たのです。
　ロータリー・ボランティアの才能が結集された
ネットワークには、目を見張るものがあります。私が
壇上に上がる際に流れた音楽は、ロサンゼルスで
のロータリー年次大会を推進する目的で、トルーマ
ン州立大学の学生16名により、カークスビルという
小さな町でレコーディングされたものです。この曲
のアレンジとバンドの指揮は、わがロータリー・ク
ラブ会員であるランディー・スミス氏が担当しまし

た。あの音楽は、彼らの才能と超我の奉仕の精神
の結晶です。
　そして、今お聴きいただいている懐かしの曲はメ
アリー・サリーさんの演奏によるもので、この1週間、
彼女はご自身の時間と才能を捧げてくださいます。
音楽には人間の精気を奮い立たせる力があります
ので、この協議会を通じて随所でメアリーさんの音
楽の才能の恩恵にあずかることができるでしょう。
米国オクラホマ州出身のロータリアンであるメア
リーさんは、ロータリー奨学生としてウイーンで音
楽を学んだ経験の持ち主です。ロータリー財団の申
し子、メアリー・サリーさんに拍手をお願いします。
　お話ししたいことが山ほどありますので、まずは、
地区ガバナーが特に高い関心を寄せている来年度
のテーマ・ブレザーから始めましょう。はじめて
テーマ・ブレザーを採用したのはポール・ハリスだ
とお思いの方もいらっしゃるかもしれませんが、実
は、この伝統が始まったのは25年前です。
　テーマ・ブレザーが導入されたのは、カルロス・
カンセコ氏がRI会長を務めた1984-85年度のこと
でした。
　その発起人となったのが、当時、私の地区のガ
バナーを務めていたジム・フィッシャー氏で、これを
伝統として受け継いでいくことにも力を注いだ人物
です。弟さんとともにスポーツ用品店を経営してい
たジムさんは、「ロータリーの国際大会で仲間がす
ぐに見分けられるように、鮮やかな色のブレザー
が欲しい」と同期のガバナーが話しているのを聞き、
その年のガバナー・チームのために鮮やかな黄色
のブレザーを大量に注文したのです。この黄色い
ジャケットは、「スズメバチ」の異名をとり、すぐさ
まロータリアンの間で話題となり、カンザスシ
ティーで開かれた1985年の国際大会では注目の的
となりました。
　このブレザーが大人気を博したことを受けて、
M.A.T.カパラス1986-87年度RI会長が、1986年
ナッシュビルで開催された国際協議会で販売する
ため、「ハーバード・クリムゾン」の名にふさわしい
深紅のブレザーを作ってくれと、ジムさんに注文し
ました。ブレザーの人気は大変なもので、ジムさん
は以来長年にわたり、会長が変わるたびに新しい
色のブレザーを提供することになりました。その後
のことは私がお話しするまでもありませんが、ここ
で、テーマ・ブレザーをロータリーの伝統へと昇華
させた二人のヒーローに敬意を表したいと思います。
　セントルイス出身のジム・フィッシャー・パスト地

区ガバナー、そして、フィリピン出身のM.A.T.カパラ
ス元RI会長のお二方です。
　来年度のブレザーの色については、皆さんご存
知のとおり、バーミンガム大会中、ガバナー・ノミ
ニー会議で赤紫と既に発表いたしました。今回、
私たちのブレザーは、事前購入できるようにしたこ
とによって、価格を半分に抑えることができました。
価格の面だけではなく、それよりもっと重要な教訓
も得ることができました。従来どおりのやり方を見
直すことで、よい良い方法が見つかったのです。こ
れを機に、クラブや地区で既に時代遅れになって
しまっているやり方など、ロータリーに存在するほ
かの慣習も見直してみたいものです。肝心なのは、
伝統的な慣習のすべてを見直し、明らかにもっと
良い別の方法があれば、新しい伝統を始めるべき
だということです。
　さあ、それでは、次期地区ガバナーの2番目の関
心事項であるRIのテーマに焦点を移したいと思いま
す。適切なテーマを選ぶにあたって、私はじっくりと
考えを巡らせました。その過程で歴代RI会長のテー
マをすべて参照し、種類別に分けてみることにした
のです。最新版の「公式名簿（Off icial Directory）」
に載っている最初のテーマは、1949-50年度のもので、
初期のほかのテーマ同様、目標を連ねた非常に長い
テーマとなっています。
　私たちが今日テーマと呼んでいる形のものは、3
つのキーワードから成る短いテーマで、1950年代
に始まりました。「ロータリーは活動する希望」、
「我等の資源を開發しよう」、「将来を造るに助力
しましょう」が、この例です。
　もう少し新しいテーマになりますと「真心の行動、
慈愛の奉仕、平和に挺身」や「ロータリーの心を あ
なたの住むところ 私たちの世界 そこに住むすべて
の人々に」、「行動 行動に努めよ 理解に途を求め
よ 指導力を高めよ」など、長いものも出てきます。
また、「参加し敢行しよう！」、「手をさし伸べよう
…」、「ロータリーは分かちあいの心」といった短い
ものもあります。
　動詞から始まり、行動を促すテーマとしては、「友
達になろう」、「手を貸そう」、「率先しよう」など
があります。
　ほかには、要点を強調するテーマもあります。「あ
なたが鍵です」、「人類が私たちの仕事」、「まこと
の幸福は人助けから」がその例です。テーマの中
に「ロータリー」という言葉が含まれているものが、
16ありました。「ロータリーに生きよう」、「ロータ

リーを楽しもう！」、「ロータリーは分かちあいの
心」、「ロータリーを祝おう」、「ロータリーは希望
をもたらす」などです。
　奉仕という言葉が含まれているテーマは、「超我
の奉仕」、「奉仕の灯で道を照らそう」、「ロータリ
アン──奉仕に結束─平和に献身」の3つです。
英語の「bridge」という言葉が含まれているテーマ
は、「隔りを取り除こう」、「生気を与えよ 身につけ
よ 友愛の橋をかけよ」、「人類はひとつ 世界中に
友情の橋をかけよう」の3つです。
　こうしてロータリーのテーマを見ていく過程で、も
う1つの重要な面が見えてきました。それは、ほとん
どのテーマがロータリアンだけに呼びかけるもの
で、ロータリアン以外の人々を対象としていない点
です。この両者に呼びかけるテーマを考えるとき、
脳裏に浮かんだのが、ロータリーのスーパー営業マ
ンであるフランク・デブリン氏の勧告でした。エレ
ベーターに乗り込んだ瞬間から降りるまでの短い
間に、ロータリアンではない人々にロータリーのこ
とを売り込む簡潔なメッセージを、私たちの誰もが
用意しておくべきだと、デブリン氏は言っています。
そこで私は、「ロータリアン以外の人々にロータ
リーの目的を説明すること」と「ロータリアンに自分
たちの活動の意義を再認識してもらうこと」、この2
つの目標を満たす簡潔なテーマを探す決心をいた
しました。
　そして適切な言葉を探す上で、四大奉仕部門を
再検討していたところ、クラブ奉仕と職業奉仕は
どちらも人生を謳歌し、善き市民となるよう私たち
を導いてくれるものであると気づいたのです。また、
社会奉仕と職業奉仕を合わせるなら、地元の地域
社会をより住みやすく、働きやすい場所にすること
ができるでしょう。一方、国際奉仕は、国や大陸を
異にする海外のクラブと協力し、世界理解、親善、
平和を広め、世界をより良い場所にするための機会
を、私たちに与えてくれます。そこで、海外と地元地
域の両方で活躍するロータリアンのユニークな存
在をどのように表現すればよいのかと、考えあぐね
ました。
　次に、ジェームズ・コリンズの名著「ビジョナ
リー・カンパニー2」に書かれている非営利団体へ
の助言について考えてみました。コリンズの助言は、
将来の針路を見極めるために次の3点を考えよとい
うものです。1）会員が情熱を抱いているものは何
か。2）あなたの団体が世界一と誇れるものは何か。
3）団体のリソースをつき動かすものは何か。

　これら3つの問いは、ロータリー財団の未来の夢
計画を立てる際の指針となりました。私も、ロータ
リアンの情熱、独創性、寛大さを的確にとらえた
言葉を探る上で、この3つの問いを振り返ることに
なったのです。ここで少し立ち止まってみましょう。
ロータリーを的確に表す3つないし4つの言葉を、
皆さんも考えてみてください。
　ロータリーの外にいる人々にも私たちの目的が
分かり、ロータリアンにとっても会員であることを
誇りに思えるような言葉です。
　適切な言葉を探す過程で、ロータリーが、ロータ
リー・クラブの連合体であると同時に、奉仕の精
神から成り立っていることを忘れてはなりません。
私たちは、「奉仕」「親睦」「多様性」「高潔性」
「リーダーシップ」というロータリーの中核となる価
値観を分かち合う必要があるのです。さあ、ロータ
リーの真髄に迫る魔法の言葉は何でしょうか。
　昨年、この場でジョン・ケニー会長が思慮に富ん
だテーマを発表されてからというもの、私は数多く
の言葉や語句を検討してきました。その結果、ロー
タリーの現在の使命を表し、私たちが得意とする
ことに焦点を当て、最終的に次のテーマを選びま
した。「地域を育み、大陸をつなぐ」
　この簡潔な語句が、ロータリアンとしての私たち
の存在と私たちの活動を的確に言い表すものであ
ると賛同していただけることを願っております。ロー
タリーは世界でも比類のない優れた組織です。私
たちは、地域社会の精神とリソースを築いています。
このことを、わが地区の昨年度のガバナー、エリザ
ベス・ウソヴィッチ氏が、次のように見事に語ってく
れました。「クラブに前向きな意欲がみなぎると、
地元地域をも元気にすることができる。そして私た
ちの存在と奉仕によって地域社会が活性化される
と、新しい会員がもたらされる。こうして素晴らし
い相乗効果が生じるのだ」、と。
　ロータリーの奉仕の精神を実現できれば、私た
ちはクラブと地域社会の両方を動かすことができ
るというウソヴィッチガバナーの言葉は、真実です。
私たちロータリアンの間で、地域社会づくりにおい
てロータリーが世界で最も秀でているという考え
は浸透していますが、ロータリーの外では必ずしも
認められている考えとは言えません。しかし、大陸
をつなぐことに関して言えば、親善によって世界中
の人々を結びつけ、世界をもっと住みやすく働きや
すい場所にするために協力と支援を結集させるこ
とにかけては、ロータリーが世界一であることを疑

う人は少ないでしょう。エド・カドマン元会長の言
葉どおり、「ロータリーは、画一化ではなく、結束に
ある」のです。この目的に向けた結束こそが、私た
ちを世界最良の組織に成し得る要素です。ロータ
リアンである私たちは、誠に恵まれています。
　ロータリー・クラブと地区の功績、そしてロータ
リーの華 し々い成功を祝う今、忘れてならないのは、
ロータリーを世界の桧舞台に送り出すために惜し
みない努力を払ってきた無数のロータリアンの遺
産の上に、今の私たちがあるという事実です。私た
ちにはロータリアン諸先輩という模範があります。
国際協議会では、元会長や元役員に出会う機会
があります。皆さん、私がロータリーの例会に出席
してきたこの50年間、率先して活動してこられた方
ばかりです。
　そうです、ロータリー奨学生となったときからさ
かのぼって、ロータリー歴50年と言えることを、私
は誇りに感じています。故郷ミズーリ州の小さな町、
ユニオンビルのクラブの賢明にして寛大な計らい
によって、奨学金申請の推薦を受けてから南アフリ
カへの留学に向けて出国する日まで、私は無料で
すべての例会に出席させていただくことができま
した。私が生まれ故郷初の留学生となれたのは、
ひとえにロータリーのおかげです。
　これまで5万人近くの奨学生が私と同じ機会を
享受し、およそ6万人のGSEチームメンバーが別の
国、あるいは別の大陸で学ぶ機会を得てきました。
それだけではありません。10万人以上のロータリー
青少年交換学生が、母国を離れ、海外のホスト
ファミリーのもとで暮らしてきました。また、ポリオ
という身体の自由を奪う病の感染者数の減少に
ロータリーが大きく貢献してきた事実についても考
えてみましょう。昨年の感染者は2千人以下で、
1979年の50万人という数字と比べると、世界的に
99.9パーセント減少しています。今、私たちは世界
史上最も悲惨な病気の一つに数えられるポリオを
撲滅しようとしているのです。さらに、クラブとその
会員は、毎年、ロータリー財団へ行う寄付の推定
10倍の資金を地元地域のプロジェクトに費やして
いることも、忘れてはなりません。社会奉仕プロ
ジェクトの年間支出は、何十億ドルという金額にな
るはずです。
　こうした驚異的な数字を思えば、今現在、ロータ
リアンであることの素晴らしさを誰もが実感するこ
とでしょう。実際、世界を本当によりよい場所にす
るために時間と才能を捧げるのに、ロータリーほど

ふさわしい組織がほかにあるでしょうか。ともに
ロータリーに対する誇りを確かめ合う一方で、皆さ
んの責務が大きく変わることにも目を向けてくださ
い。皆さんは、間もなくロータリーの新ガバナーと
なられます。わずか5カ月後には、最も優れた組織
としてのロータリーの地位を保ち続けるだけでなく、
さらなる高みへと引き上げていく責務を、私たちは
共有することになります。成功は、皆さん一人ひとり
がどれだけの時間と才能を捧げ、地区内のクラブ
のために、友として、相談相手として、また応援団
長として力になる覚悟があるかに、大きくかかって
きます。船団は最もスピードの遅い船に合わせて進
みますが、ロータリーにも同じことが当てはまりま
す。ですから、ここにいらっしゃる地区ガバナー・エ
レクト全員が全力で進んでいく必要があるのです。
百年前の1910年8月に初のロータリー・クラブ大会
を開催した国際ロータリーが奉仕の新世紀に乗り
出す中、遅れを取り、ロータリーという船団の速度
を落とさせるようなことがないようにしなければな
りません。
　リーダーの素質を備えた皆さんに、リーダーとな
る意志があるならば、必ずやロータリーにさらなる
栄華がもたらされることでしょう。時間と労力とい
う代償を払う覚悟が私たちにあるなら、きっとでき
ます。120万というロータリーの会員数は、世界人口
が60億人であることを考えれば、小さな数字かもし
れません。しかし、著名な文化人類学者、マーガ
レット・ミードの貴重な助言を思い起こしてください。
「思慮と熱意のある少人数の人々に世界を変える
ことなどできないとみくびってはいけない。実際に
は、それが世界を変える唯一の方法なのだから」
　そうです、私たちは世界を良い方向へと変えてき
たのです。そして、今後も変え続けていくのです。
現在のような不況下にあっても、さらに良い変化を
もたらすことができるでしょうか。「イエス・ウィー・
キャン」、私たちにはできます。そうです、私たちは
ともにやり遂げます。やり方はシンプルです。来る
年度を成功へと導くために必要なのは、ロータリア
ンが熱意を抱き、世界一得意としていること、すな
わち「地域を育み、大陸をつなぐ」ことに専念する
よう、力の限り、クラブと地区を励ましていくこと、
それだけなのです。

地域を育み、大陸をつなぐ
　カリフォルニア、ヒア・アイ・カム」という歌をご存
知の方も多いのではないでしょうか。昨年からこの
集いを夢に描き、思いを馳せてきた私たちの心を
歌ったような懐かしのメロディーです。時が来て、
今はすでに「カリフォルニア、ヒア・アイ・カム」では
なく、「カリフォルニア、ウィー・アー・ヒア」すなわち、
「私たちはカリフォルニアにいる」に変わりました。
新たなロータリーの指導者チームが、満を持して

やって来たのです。
　ロータリー・ボランティアの才能が結集された
ネットワークには、目を見張るものがあります。私が
壇上に上がる際に流れた音楽は、ロサンゼルスで
のロータリー年次大会を推進する目的で、トルーマ
ン州立大学の学生16名により、カークスビルという
小さな町でレコーディングされたものです。この曲
のアレンジとバンドの指揮は、わがロータリー・ク
ラブ会員であるランディー・スミス氏が担当しまし

た。あの音楽は、彼らの才能と超我の奉仕の精神
の結晶です。
　そして、今お聴きいただいている懐かしの曲はメ
アリー・サリーさんの演奏によるもので、この1週間、
彼女はご自身の時間と才能を捧げてくださいます。
音楽には人間の精気を奮い立たせる力があります
ので、この協議会を通じて随所でメアリーさんの音
楽の才能の恩恵にあずかることができるでしょう。
米国オクラホマ州出身のロータリアンであるメア
リーさんは、ロータリー奨学生としてウイーンで音
楽を学んだ経験の持ち主です。ロータリー財団の申
し子、メアリー・サリーさんに拍手をお願いします。
　お話ししたいことが山ほどありますので、まずは、
地区ガバナーが特に高い関心を寄せている来年度
のテーマ・ブレザーから始めましょう。はじめて
テーマ・ブレザーを採用したのはポール・ハリスだ
とお思いの方もいらっしゃるかもしれませんが、実
は、この伝統が始まったのは25年前です。
　テーマ・ブレザーが導入されたのは、カルロス・
カンセコ氏がRI会長を務めた1984-85年度のこと
でした。
　その発起人となったのが、当時、私の地区のガ
バナーを務めていたジム・フィッシャー氏で、これを
伝統として受け継いでいくことにも力を注いだ人物
です。弟さんとともにスポーツ用品店を経営してい
たジムさんは、「ロータリーの国際大会で仲間がす
ぐに見分けられるように、鮮やかな色のブレザー
が欲しい」と同期のガバナーが話しているのを聞き、
その年のガバナー・チームのために鮮やかな黄色
のブレザーを大量に注文したのです。この黄色い
ジャケットは、「スズメバチ」の異名をとり、すぐさ
まロータリアンの間で話題となり、カンザスシ
ティーで開かれた1985年の国際大会では注目の的
となりました。
　このブレザーが大人気を博したことを受けて、
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は以来長年にわたり、会長が変わるたびに新しい
色のブレザーを提供することになりました。その後
のことは私がお話しするまでもありませんが、ここ
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させた二人のヒーローに敬意を表したいと思います。
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知のとおり、バーミンガム大会中、ガバナー・ノミ
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価格の面だけではなく、それよりもっと重要な教訓
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かの慣習も見直してみたいものです。肝心なのは、
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良い別の方法があれば、新しい伝統を始めるべき
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心事項であるRIのテーマに焦点を移したいと思いま
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テーマとなっています。
　私たちが今日テーマと呼んでいる形のものは、3
つのキーワードから成る短いテーマで、1950年代
に始まりました。「ロータリーは活動する希望」、
「我等の資源を開發しよう」、「将来を造るに助力
しましょう」が、この例です。
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慈愛の奉仕、平和に挺身」や「ロータリーの心を あ
なたの住むところ 私たちの世界 そこに住むすべて
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よ 指導力を高めよ」など、長いものも出てきます。
また、「参加し敢行しよう！」、「手をさし伸べよう
…」、「ロータリーは分かちあいの心」といった短い
ものもあります。
　動詞から始まり、行動を促すテーマとしては、「友
達になろう」、「手を貸そう」、「率先しよう」など
があります。
　ほかには、要点を強調するテーマもあります。「あ
なたが鍵です」、「人類が私たちの仕事」、「まこと
の幸福は人助けから」がその例です。テーマの中
に「ロータリー」という言葉が含まれているものが、
16ありました。「ロータリーに生きよう」、「ロータ

リーを楽しもう！」、「ロータリーは分かちあいの
心」、「ロータリーを祝おう」、「ロータリーは希望
をもたらす」などです。
　奉仕という言葉が含まれているテーマは、「超我
の奉仕」、「奉仕の灯で道を照らそう」、「ロータリ
アン──奉仕に結束─平和に献身」の3つです。
英語の「bridge」という言葉が含まれているテーマ
は、「隔りを取り除こう」、「生気を与えよ 身につけ
よ 友愛の橋をかけよ」、「人類はひとつ 世界中に
友情の橋をかけよう」の3つです。
　こうしてロータリーのテーマを見ていく過程で、も
う1つの重要な面が見えてきました。それは、ほとん
どのテーマがロータリアンだけに呼びかけるもの
で、ロータリアン以外の人々を対象としていない点
です。この両者に呼びかけるテーマを考えるとき、
脳裏に浮かんだのが、ロータリーのスーパー営業マ
ンであるフランク・デブリン氏の勧告でした。エレ
ベーターに乗り込んだ瞬間から降りるまでの短い
間に、ロータリアンではない人々にロータリーのこ
とを売り込む簡潔なメッセージを、私たちの誰もが
用意しておくべきだと、デブリン氏は言っています。
そこで私は、「ロータリアン以外の人々にロータ
リーの目的を説明すること」と「ロータリアンに自分
たちの活動の意義を再認識してもらうこと」、この2
つの目標を満たす簡潔なテーマを探す決心をいた
しました。
　そして適切な言葉を探す上で、四大奉仕部門を
再検討していたところ、クラブ奉仕と職業奉仕は
どちらも人生を謳歌し、善き市民となるよう私たち
を導いてくれるものであると気づいたのです。また、
社会奉仕と職業奉仕を合わせるなら、地元の地域
社会をより住みやすく、働きやすい場所にすること
ができるでしょう。一方、国際奉仕は、国や大陸を
異にする海外のクラブと協力し、世界理解、親善、
平和を広め、世界をより良い場所にするための機会
を、私たちに与えてくれます。そこで、海外と地元地
域の両方で活躍するロータリアンのユニークな存
在をどのように表現すればよいのかと、考えあぐね
ました。
　次に、ジェームズ・コリンズの名著「ビジョナ
リー・カンパニー2」に書かれている非営利団体へ
の助言について考えてみました。コリンズの助言は、
将来の針路を見極めるために次の3点を考えよとい
うものです。1）会員が情熱を抱いているものは何
か。2）あなたの団体が世界一と誇れるものは何か。
3）団体のリソースをつき動かすものは何か。

　これら3つの問いは、ロータリー財団の未来の夢
計画を立てる際の指針となりました。私も、ロータ
リアンの情熱、独創性、寛大さを的確にとらえた
言葉を探る上で、この3つの問いを振り返ることに
なったのです。ここで少し立ち止まってみましょう。
ロータリーを的確に表す3つないし4つの言葉を、
皆さんも考えてみてください。
　ロータリーの外にいる人々にも私たちの目的が
分かり、ロータリアンにとっても会員であることを
誇りに思えるような言葉です。
　適切な言葉を探す過程で、ロータリーが、ロータ
リー・クラブの連合体であると同時に、奉仕の精
神から成り立っていることを忘れてはなりません。
私たちは、「奉仕」「親睦」「多様性」「高潔性」
「リーダーシップ」というロータリーの中核となる価
値観を分かち合う必要があるのです。さあ、ロータ
リーの真髄に迫る魔法の言葉は何でしょうか。
　昨年、この場でジョン・ケニー会長が思慮に富ん
だテーマを発表されてからというもの、私は数多く
の言葉や語句を検討してきました。その結果、ロー
タリーの現在の使命を表し、私たちが得意とする
ことに焦点を当て、最終的に次のテーマを選びま
した。「地域を育み、大陸をつなぐ」
　この簡潔な語句が、ロータリアンとしての私たち
の存在と私たちの活動を的確に言い表すものであ
ると賛同していただけることを願っております。ロー
タリーは世界でも比類のない優れた組織です。私
たちは、地域社会の精神とリソースを築いています。
このことを、わが地区の昨年度のガバナー、エリザ
ベス・ウソヴィッチ氏が、次のように見事に語ってく
れました。「クラブに前向きな意欲がみなぎると、
地元地域をも元気にすることができる。そして私た
ちの存在と奉仕によって地域社会が活性化される
と、新しい会員がもたらされる。こうして素晴らし
い相乗効果が生じるのだ」、と。
　ロータリーの奉仕の精神を実現できれば、私た
ちはクラブと地域社会の両方を動かすことができ
るというウソヴィッチガバナーの言葉は、真実です。
私たちロータリアンの間で、地域社会づくりにおい
てロータリーが世界で最も秀でているという考え
は浸透していますが、ロータリーの外では必ずしも
認められている考えとは言えません。しかし、大陸
をつなぐことに関して言えば、親善によって世界中
の人々を結びつけ、世界をもっと住みやすく働きや
すい場所にするために協力と支援を結集させるこ
とにかけては、ロータリーが世界一であることを疑

う人は少ないでしょう。エド・カドマン元会長の言
葉どおり、「ロータリーは、画一化ではなく、結束に
ある」のです。この目的に向けた結束こそが、私た
ちを世界最良の組織に成し得る要素です。ロータ
リアンである私たちは、誠に恵まれています。
　ロータリー・クラブと地区の功績、そしてロータ
リーの華 し々い成功を祝う今、忘れてならないのは、
ロータリーを世界の桧舞台に送り出すために惜し
みない努力を払ってきた無数のロータリアンの遺
産の上に、今の私たちがあるという事実です。私た
ちにはロータリアン諸先輩という模範があります。
国際協議会では、元会長や元役員に出会う機会
があります。皆さん、私がロータリーの例会に出席
してきたこの50年間、率先して活動してこられた方
ばかりです。
　そうです、ロータリー奨学生となったときからさ
かのぼって、ロータリー歴50年と言えることを、私
は誇りに感じています。故郷ミズーリ州の小さな町、
ユニオンビルのクラブの賢明にして寛大な計らい
によって、奨学金申請の推薦を受けてから南アフリ
カへの留学に向けて出国する日まで、私は無料で
すべての例会に出席させていただくことができま
した。私が生まれ故郷初の留学生となれたのは、
ひとえにロータリーのおかげです。
　これまで5万人近くの奨学生が私と同じ機会を
享受し、およそ6万人のGSEチームメンバーが別の
国、あるいは別の大陸で学ぶ機会を得てきました。
それだけではありません。10万人以上のロータリー
青少年交換学生が、母国を離れ、海外のホスト
ファミリーのもとで暮らしてきました。また、ポリオ
という身体の自由を奪う病の感染者数の減少に
ロータリーが大きく貢献してきた事実についても考
えてみましょう。昨年の感染者は2千人以下で、
1979年の50万人という数字と比べると、世界的に
99.9パーセント減少しています。今、私たちは世界
史上最も悲惨な病気の一つに数えられるポリオを
撲滅しようとしているのです。さらに、クラブとその
会員は、毎年、ロータリー財団へ行う寄付の推定
10倍の資金を地元地域のプロジェクトに費やして
いることも、忘れてはなりません。社会奉仕プロ
ジェクトの年間支出は、何十億ドルという金額にな
るはずです。
　こうした驚異的な数字を思えば、今現在、ロータ
リアンであることの素晴らしさを誰もが実感するこ
とでしょう。実際、世界を本当によりよい場所にす
るために時間と才能を捧げるのに、ロータリーほど

ふさわしい組織がほかにあるでしょうか。ともに
ロータリーに対する誇りを確かめ合う一方で、皆さ
んの責務が大きく変わることにも目を向けてくださ
い。皆さんは、間もなくロータリーの新ガバナーと
なられます。わずか5カ月後には、最も優れた組織
としてのロータリーの地位を保ち続けるだけでなく、
さらなる高みへと引き上げていく責務を、私たちは
共有することになります。成功は、皆さん一人ひとり
がどれだけの時間と才能を捧げ、地区内のクラブ
のために、友として、相談相手として、また応援団
長として力になる覚悟があるかに、大きくかかって
きます。船団は最もスピードの遅い船に合わせて進
みますが、ロータリーにも同じことが当てはまりま
す。ですから、ここにいらっしゃる地区ガバナー・エ
レクト全員が全力で進んでいく必要があるのです。
百年前の1910年8月に初のロータリー・クラブ大会
を開催した国際ロータリーが奉仕の新世紀に乗り
出す中、遅れを取り、ロータリーという船団の速度
を落とさせるようなことがないようにしなければな
りません。
　リーダーの素質を備えた皆さんに、リーダーとな
る意志があるならば、必ずやロータリーにさらなる
栄華がもたらされることでしょう。時間と労力とい
う代償を払う覚悟が私たちにあるなら、きっとでき
ます。120万というロータリーの会員数は、世界人口
が60億人であることを考えれば、小さな数字かもし
れません。しかし、著名な文化人類学者、マーガ
レット・ミードの貴重な助言を思い起こしてください。
「思慮と熱意のある少人数の人々に世界を変える
ことなどできないとみくびってはいけない。実際に
は、それが世界を変える唯一の方法なのだから」
　そうです、私たちは世界を良い方向へと変えてき
たのです。そして、今後も変え続けていくのです。
現在のような不況下にあっても、さらに良い変化を
もたらすことができるでしょうか。「イエス・ウィー・
キャン」、私たちにはできます。そうです、私たちは
ともにやり遂げます。やり方はシンプルです。来る
年度を成功へと導くために必要なのは、ロータリア
ンが熱意を抱き、世界一得意としていること、すな
わち「地域を育み、大陸をつなぐ」ことに専念する
よう、力の限り、クラブと地区を励ましていくこと、
それだけなのです。
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地域を育み、大陸をつなぐ
　カリフォルニア、ヒア・アイ・カム」という歌をご存
知の方も多いのではないでしょうか。昨年からこの
集いを夢に描き、思いを馳せてきた私たちの心を
歌ったような懐かしのメロディーです。時が来て、
今はすでに「カリフォルニア、ヒア・アイ・カム」では
なく、「カリフォルニア、ウィー・アー・ヒア」すなわち、
「私たちはカリフォルニアにいる」に変わりました。
新たなロータリーの指導者チームが、満を持して

やって来たのです。
　ロータリー・ボランティアの才能が結集された
ネットワークには、目を見張るものがあります。私が
壇上に上がる際に流れた音楽は、ロサンゼルスで
のロータリー年次大会を推進する目的で、トルーマ
ン州立大学の学生16名により、カークスビルという
小さな町でレコーディングされたものです。この曲
のアレンジとバンドの指揮は、わがロータリー・ク
ラブ会員であるランディー・スミス氏が担当しまし

た。あの音楽は、彼らの才能と超我の奉仕の精神
の結晶です。
　そして、今お聴きいただいている懐かしの曲はメ
アリー・サリーさんの演奏によるもので、この1週間、
彼女はご自身の時間と才能を捧げてくださいます。
音楽には人間の精気を奮い立たせる力があります
ので、この協議会を通じて随所でメアリーさんの音
楽の才能の恩恵にあずかることができるでしょう。
米国オクラホマ州出身のロータリアンであるメア
リーさんは、ロータリー奨学生としてウイーンで音
楽を学んだ経験の持ち主です。ロータリー財団の申
し子、メアリー・サリーさんに拍手をお願いします。
　お話ししたいことが山ほどありますので、まずは、
地区ガバナーが特に高い関心を寄せている来年度
のテーマ・ブレザーから始めましょう。はじめて
テーマ・ブレザーを採用したのはポール・ハリスだ
とお思いの方もいらっしゃるかもしれませんが、実
は、この伝統が始まったのは25年前です。
　テーマ・ブレザーが導入されたのは、カルロス・
カンセコ氏がRI会長を務めた1984-85年度のこと
でした。
　その発起人となったのが、当時、私の地区のガ
バナーを務めていたジム・フィッシャー氏で、これを
伝統として受け継いでいくことにも力を注いだ人物
です。弟さんとともにスポーツ用品店を経営してい
たジムさんは、「ロータリーの国際大会で仲間がす
ぐに見分けられるように、鮮やかな色のブレザー
が欲しい」と同期のガバナーが話しているのを聞き、
その年のガバナー・チームのために鮮やかな黄色
のブレザーを大量に注文したのです。この黄色い
ジャケットは、「スズメバチ」の異名をとり、すぐさ
まロータリアンの間で話題となり、カンザスシ
ティーで開かれた1985年の国際大会では注目の的
となりました。
　このブレザーが大人気を博したことを受けて、
M.A.T.カパラス1986-87年度RI会長が、1986年
ナッシュビルで開催された国際協議会で販売する
ため、「ハーバード・クリムゾン」の名にふさわしい
深紅のブレザーを作ってくれと、ジムさんに注文し
ました。ブレザーの人気は大変なもので、ジムさん
は以来長年にわたり、会長が変わるたびに新しい
色のブレザーを提供することになりました。その後
のことは私がお話しするまでもありませんが、ここ
で、テーマ・ブレザーをロータリーの伝統へと昇華
させた二人のヒーローに敬意を表したいと思います。
　セントルイス出身のジム・フィッシャー・パスト地

区ガバナー、そして、フィリピン出身のM.A.T.カパラ
ス元RI会長のお二方です。
　来年度のブレザーの色については、皆さんご存
知のとおり、バーミンガム大会中、ガバナー・ノミ
ニー会議で赤紫と既に発表いたしました。今回、
私たちのブレザーは、事前購入できるようにしたこ
とによって、価格を半分に抑えることができました。
価格の面だけではなく、それよりもっと重要な教訓
も得ることができました。従来どおりのやり方を見
直すことで、よい良い方法が見つかったのです。こ
れを機に、クラブや地区で既に時代遅れになって
しまっているやり方など、ロータリーに存在するほ
かの慣習も見直してみたいものです。肝心なのは、
伝統的な慣習のすべてを見直し、明らかにもっと
良い別の方法があれば、新しい伝統を始めるべき
だということです。
　さあ、それでは、次期地区ガバナーの2番目の関
心事項であるRIのテーマに焦点を移したいと思いま
す。適切なテーマを選ぶにあたって、私はじっくりと
考えを巡らせました。その過程で歴代RI会長のテー
マをすべて参照し、種類別に分けてみることにした
のです。最新版の「公式名簿（Off icial Directory）」
に載っている最初のテーマは、1949-50年度のもので、
初期のほかのテーマ同様、目標を連ねた非常に長い
テーマとなっています。
　私たちが今日テーマと呼んでいる形のものは、3
つのキーワードから成る短いテーマで、1950年代
に始まりました。「ロータリーは活動する希望」、
「我等の資源を開發しよう」、「将来を造るに助力
しましょう」が、この例です。
　もう少し新しいテーマになりますと「真心の行動、
慈愛の奉仕、平和に挺身」や「ロータリーの心を あ
なたの住むところ 私たちの世界 そこに住むすべて
の人々に」、「行動 行動に努めよ 理解に途を求め
よ 指導力を高めよ」など、長いものも出てきます。
また、「参加し敢行しよう！」、「手をさし伸べよう
…」、「ロータリーは分かちあいの心」といった短い
ものもあります。
　動詞から始まり、行動を促すテーマとしては、「友
達になろう」、「手を貸そう」、「率先しよう」など
があります。
　ほかには、要点を強調するテーマもあります。「あ
なたが鍵です」、「人類が私たちの仕事」、「まこと
の幸福は人助けから」がその例です。テーマの中
に「ロータリー」という言葉が含まれているものが、
16ありました。「ロータリーに生きよう」、「ロータ

リーを楽しもう！」、「ロータリーは分かちあいの
心」、「ロータリーを祝おう」、「ロータリーは希望
をもたらす」などです。
　奉仕という言葉が含まれているテーマは、「超我
の奉仕」、「奉仕の灯で道を照らそう」、「ロータリ
アン──奉仕に結束─平和に献身」の3つです。
英語の「bridge」という言葉が含まれているテーマ
は、「隔りを取り除こう」、「生気を与えよ 身につけ
よ 友愛の橋をかけよ」、「人類はひとつ 世界中に
友情の橋をかけよう」の3つです。
　こうしてロータリーのテーマを見ていく過程で、も
う1つの重要な面が見えてきました。それは、ほとん
どのテーマがロータリアンだけに呼びかけるもの
で、ロータリアン以外の人々を対象としていない点
です。この両者に呼びかけるテーマを考えるとき、
脳裏に浮かんだのが、ロータリーのスーパー営業マ
ンであるフランク・デブリン氏の勧告でした。エレ
ベーターに乗り込んだ瞬間から降りるまでの短い
間に、ロータリアンではない人々にロータリーのこ
とを売り込む簡潔なメッセージを、私たちの誰もが
用意しておくべきだと、デブリン氏は言っています。
そこで私は、「ロータリアン以外の人々にロータ
リーの目的を説明すること」と「ロータリアンに自分
たちの活動の意義を再認識してもらうこと」、この2
つの目標を満たす簡潔なテーマを探す決心をいた
しました。
　そして適切な言葉を探す上で、四大奉仕部門を
再検討していたところ、クラブ奉仕と職業奉仕は
どちらも人生を謳歌し、善き市民となるよう私たち
を導いてくれるものであると気づいたのです。また、
社会奉仕と職業奉仕を合わせるなら、地元の地域
社会をより住みやすく、働きやすい場所にすること
ができるでしょう。一方、国際奉仕は、国や大陸を
異にする海外のクラブと協力し、世界理解、親善、
平和を広め、世界をより良い場所にするための機会
を、私たちに与えてくれます。そこで、海外と地元地
域の両方で活躍するロータリアンのユニークな存
在をどのように表現すればよいのかと、考えあぐね
ました。
　次に、ジェームズ・コリンズの名著「ビジョナ
リー・カンパニー2」に書かれている非営利団体へ
の助言について考えてみました。コリンズの助言は、
将来の針路を見極めるために次の3点を考えよとい
うものです。1）会員が情熱を抱いているものは何
か。2）あなたの団体が世界一と誇れるものは何か。
3）団体のリソースをつき動かすものは何か。

　これら3つの問いは、ロータリー財団の未来の夢
計画を立てる際の指針となりました。私も、ロータ
リアンの情熱、独創性、寛大さを的確にとらえた
言葉を探る上で、この3つの問いを振り返ることに
なったのです。ここで少し立ち止まってみましょう。
ロータリーを的確に表す3つないし4つの言葉を、
皆さんも考えてみてください。
　ロータリーの外にいる人々にも私たちの目的が
分かり、ロータリアンにとっても会員であることを
誇りに思えるような言葉です。
　適切な言葉を探す過程で、ロータリーが、ロータ
リー・クラブの連合体であると同時に、奉仕の精
神から成り立っていることを忘れてはなりません。
私たちは、「奉仕」「親睦」「多様性」「高潔性」
「リーダーシップ」というロータリーの中核となる価
値観を分かち合う必要があるのです。さあ、ロータ
リーの真髄に迫る魔法の言葉は何でしょうか。
　昨年、この場でジョン・ケニー会長が思慮に富ん
だテーマを発表されてからというもの、私は数多く
の言葉や語句を検討してきました。その結果、ロー
タリーの現在の使命を表し、私たちが得意とする
ことに焦点を当て、最終的に次のテーマを選びま
した。「地域を育み、大陸をつなぐ」
　この簡潔な語句が、ロータリアンとしての私たち
の存在と私たちの活動を的確に言い表すものであ
ると賛同していただけることを願っております。ロー
タリーは世界でも比類のない優れた組織です。私
たちは、地域社会の精神とリソースを築いています。
このことを、わが地区の昨年度のガバナー、エリザ
ベス・ウソヴィッチ氏が、次のように見事に語ってく
れました。「クラブに前向きな意欲がみなぎると、
地元地域をも元気にすることができる。そして私た
ちの存在と奉仕によって地域社会が活性化される
と、新しい会員がもたらされる。こうして素晴らし
い相乗効果が生じるのだ」、と。
　ロータリーの奉仕の精神を実現できれば、私た
ちはクラブと地域社会の両方を動かすことができ
るというウソヴィッチガバナーの言葉は、真実です。
私たちロータリアンの間で、地域社会づくりにおい
てロータリーが世界で最も秀でているという考え
は浸透していますが、ロータリーの外では必ずしも
認められている考えとは言えません。しかし、大陸
をつなぐことに関して言えば、親善によって世界中
の人々を結びつけ、世界をもっと住みやすく働きや
すい場所にするために協力と支援を結集させるこ
とにかけては、ロータリーが世界一であることを疑

う人は少ないでしょう。エド・カドマン元会長の言
葉どおり、「ロータリーは、画一化ではなく、結束に
ある」のです。この目的に向けた結束こそが、私た
ちを世界最良の組織に成し得る要素です。ロータ
リアンである私たちは、誠に恵まれています。
　ロータリー・クラブと地区の功績、そしてロータ
リーの華 し々い成功を祝う今、忘れてならないのは、
ロータリーを世界の桧舞台に送り出すために惜し
みない努力を払ってきた無数のロータリアンの遺
産の上に、今の私たちがあるという事実です。私た
ちにはロータリアン諸先輩という模範があります。
国際協議会では、元会長や元役員に出会う機会
があります。皆さん、私がロータリーの例会に出席
してきたこの50年間、率先して活動してこられた方
ばかりです。
　そうです、ロータリー奨学生となったときからさ
かのぼって、ロータリー歴50年と言えることを、私
は誇りに感じています。故郷ミズーリ州の小さな町、
ユニオンビルのクラブの賢明にして寛大な計らい
によって、奨学金申請の推薦を受けてから南アフリ
カへの留学に向けて出国する日まで、私は無料で
すべての例会に出席させていただくことができま
した。私が生まれ故郷初の留学生となれたのは、
ひとえにロータリーのおかげです。
　これまで5万人近くの奨学生が私と同じ機会を
享受し、およそ6万人のGSEチームメンバーが別の
国、あるいは別の大陸で学ぶ機会を得てきました。
それだけではありません。10万人以上のロータリー
青少年交換学生が、母国を離れ、海外のホスト
ファミリーのもとで暮らしてきました。また、ポリオ
という身体の自由を奪う病の感染者数の減少に
ロータリーが大きく貢献してきた事実についても考
えてみましょう。昨年の感染者は2千人以下で、
1979年の50万人という数字と比べると、世界的に
99.9パーセント減少しています。今、私たちは世界
史上最も悲惨な病気の一つに数えられるポリオを
撲滅しようとしているのです。さらに、クラブとその
会員は、毎年、ロータリー財団へ行う寄付の推定
10倍の資金を地元地域のプロジェクトに費やして
いることも、忘れてはなりません。社会奉仕プロ
ジェクトの年間支出は、何十億ドルという金額にな
るはずです。
　こうした驚異的な数字を思えば、今現在、ロータ
リアンであることの素晴らしさを誰もが実感するこ
とでしょう。実際、世界を本当によりよい場所にす
るために時間と才能を捧げるのに、ロータリーほど

ふさわしい組織がほかにあるでしょうか。ともに
ロータリーに対する誇りを確かめ合う一方で、皆さ
んの責務が大きく変わることにも目を向けてくださ
い。皆さんは、間もなくロータリーの新ガバナーと
なられます。わずか5カ月後には、最も優れた組織
としてのロータリーの地位を保ち続けるだけでなく、
さらなる高みへと引き上げていく責務を、私たちは
共有することになります。成功は、皆さん一人ひとり
がどれだけの時間と才能を捧げ、地区内のクラブ
のために、友として、相談相手として、また応援団
長として力になる覚悟があるかに、大きくかかって
きます。船団は最もスピードの遅い船に合わせて進
みますが、ロータリーにも同じことが当てはまりま
す。ですから、ここにいらっしゃる地区ガバナー・エ
レクト全員が全力で進んでいく必要があるのです。
百年前の1910年8月に初のロータリー・クラブ大会
を開催した国際ロータリーが奉仕の新世紀に乗り
出す中、遅れを取り、ロータリーという船団の速度
を落とさせるようなことがないようにしなければな
りません。
　リーダーの素質を備えた皆さんに、リーダーとな
る意志があるならば、必ずやロータリーにさらなる
栄華がもたらされることでしょう。時間と労力とい
う代償を払う覚悟が私たちにあるなら、きっとでき
ます。120万というロータリーの会員数は、世界人口
が60億人であることを考えれば、小さな数字かもし
れません。しかし、著名な文化人類学者、マーガ
レット・ミードの貴重な助言を思い起こしてください。
「思慮と熱意のある少人数の人々に世界を変える
ことなどできないとみくびってはいけない。実際に
は、それが世界を変える唯一の方法なのだから」
　そうです、私たちは世界を良い方向へと変えてき
たのです。そして、今後も変え続けていくのです。
現在のような不況下にあっても、さらに良い変化を
もたらすことができるでしょうか。「イエス・ウィー・
キャン」、私たちにはできます。そうです、私たちは
ともにやり遂げます。やり方はシンプルです。来る
年度を成功へと導くために必要なのは、ロータリア
ンが熱意を抱き、世界一得意としていること、すな
わち「地域を育み、大陸をつなぐ」ことに専念する
よう、力の限り、クラブと地区を励ましていくこと、
それだけなのです。
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地域を育み、大陸をつなぐ
　カリフォルニア、ヒア・アイ・カム」という歌をご存
知の方も多いのではないでしょうか。昨年からこの
集いを夢に描き、思いを馳せてきた私たちの心を
歌ったような懐かしのメロディーです。時が来て、
今はすでに「カリフォルニア、ヒア・アイ・カム」では
なく、「カリフォルニア、ウィー・アー・ヒア」すなわち、
「私たちはカリフォルニアにいる」に変わりました。
新たなロータリーの指導者チームが、満を持して

やって来たのです。
　ロータリー・ボランティアの才能が結集された
ネットワークには、目を見張るものがあります。私が
壇上に上がる際に流れた音楽は、ロサンゼルスで
のロータリー年次大会を推進する目的で、トルーマ
ン州立大学の学生16名により、カークスビルという
小さな町でレコーディングされたものです。この曲
のアレンジとバンドの指揮は、わがロータリー・ク
ラブ会員であるランディー・スミス氏が担当しまし

た。あの音楽は、彼らの才能と超我の奉仕の精神
の結晶です。
　そして、今お聴きいただいている懐かしの曲はメ
アリー・サリーさんの演奏によるもので、この1週間、
彼女はご自身の時間と才能を捧げてくださいます。
音楽には人間の精気を奮い立たせる力があります
ので、この協議会を通じて随所でメアリーさんの音
楽の才能の恩恵にあずかることができるでしょう。
米国オクラホマ州出身のロータリアンであるメア
リーさんは、ロータリー奨学生としてウイーンで音
楽を学んだ経験の持ち主です。ロータリー財団の申
し子、メアリー・サリーさんに拍手をお願いします。
　お話ししたいことが山ほどありますので、まずは、
地区ガバナーが特に高い関心を寄せている来年度
のテーマ・ブレザーから始めましょう。はじめて
テーマ・ブレザーを採用したのはポール・ハリスだ
とお思いの方もいらっしゃるかもしれませんが、実
は、この伝統が始まったのは25年前です。
　テーマ・ブレザーが導入されたのは、カルロス・
カンセコ氏がRI会長を務めた1984-85年度のこと
でした。
　その発起人となったのが、当時、私の地区のガ
バナーを務めていたジム・フィッシャー氏で、これを
伝統として受け継いでいくことにも力を注いだ人物
です。弟さんとともにスポーツ用品店を経営してい
たジムさんは、「ロータリーの国際大会で仲間がす
ぐに見分けられるように、鮮やかな色のブレザー
が欲しい」と同期のガバナーが話しているのを聞き、
その年のガバナー・チームのために鮮やかな黄色
のブレザーを大量に注文したのです。この黄色い
ジャケットは、「スズメバチ」の異名をとり、すぐさ
まロータリアンの間で話題となり、カンザスシ
ティーで開かれた1985年の国際大会では注目の的
となりました。
　このブレザーが大人気を博したことを受けて、
M.A.T.カパラス1986-87年度RI会長が、1986年
ナッシュビルで開催された国際協議会で販売する
ため、「ハーバード・クリムゾン」の名にふさわしい
深紅のブレザーを作ってくれと、ジムさんに注文し
ました。ブレザーの人気は大変なもので、ジムさん
は以来長年にわたり、会長が変わるたびに新しい
色のブレザーを提供することになりました。その後
のことは私がお話しするまでもありませんが、ここ
で、テーマ・ブレザーをロータリーの伝統へと昇華
させた二人のヒーローに敬意を表したいと思います。
　セントルイス出身のジム・フィッシャー・パスト地

区ガバナー、そして、フィリピン出身のM.A.T.カパラ
ス元RI会長のお二方です。
　来年度のブレザーの色については、皆さんご存
知のとおり、バーミンガム大会中、ガバナー・ノミ
ニー会議で赤紫と既に発表いたしました。今回、
私たちのブレザーは、事前購入できるようにしたこ
とによって、価格を半分に抑えることができました。
価格の面だけではなく、それよりもっと重要な教訓
も得ることができました。従来どおりのやり方を見
直すことで、よい良い方法が見つかったのです。こ
れを機に、クラブや地区で既に時代遅れになって
しまっているやり方など、ロータリーに存在するほ
かの慣習も見直してみたいものです。肝心なのは、
伝統的な慣習のすべてを見直し、明らかにもっと
良い別の方法があれば、新しい伝統を始めるべき
だということです。
　さあ、それでは、次期地区ガバナーの2番目の関
心事項であるRIのテーマに焦点を移したいと思いま
す。適切なテーマを選ぶにあたって、私はじっくりと
考えを巡らせました。その過程で歴代RI会長のテー
マをすべて参照し、種類別に分けてみることにした
のです。最新版の「公式名簿（Off icial Directory）」
に載っている最初のテーマは、1949-50年度のもので、
初期のほかのテーマ同様、目標を連ねた非常に長い
テーマとなっています。
　私たちが今日テーマと呼んでいる形のものは、3
つのキーワードから成る短いテーマで、1950年代
に始まりました。「ロータリーは活動する希望」、
「我等の資源を開發しよう」、「将来を造るに助力
しましょう」が、この例です。
　もう少し新しいテーマになりますと「真心の行動、
慈愛の奉仕、平和に挺身」や「ロータリーの心を あ
なたの住むところ 私たちの世界 そこに住むすべて
の人々に」、「行動 行動に努めよ 理解に途を求め
よ 指導力を高めよ」など、長いものも出てきます。
また、「参加し敢行しよう！」、「手をさし伸べよう
…」、「ロータリーは分かちあいの心」といった短い
ものもあります。
　動詞から始まり、行動を促すテーマとしては、「友
達になろう」、「手を貸そう」、「率先しよう」など
があります。
　ほかには、要点を強調するテーマもあります。「あ
なたが鍵です」、「人類が私たちの仕事」、「まこと
の幸福は人助けから」がその例です。テーマの中
に「ロータリー」という言葉が含まれているものが、
16ありました。「ロータリーに生きよう」、「ロータ

リーを楽しもう！」、「ロータリーは分かちあいの
心」、「ロータリーを祝おう」、「ロータリーは希望
をもたらす」などです。
　奉仕という言葉が含まれているテーマは、「超我
の奉仕」、「奉仕の灯で道を照らそう」、「ロータリ
アン──奉仕に結束─平和に献身」の3つです。
英語の「bridge」という言葉が含まれているテーマ
は、「隔りを取り除こう」、「生気を与えよ 身につけ
よ 友愛の橋をかけよ」、「人類はひとつ 世界中に
友情の橋をかけよう」の3つです。
　こうしてロータリーのテーマを見ていく過程で、も
う1つの重要な面が見えてきました。それは、ほとん
どのテーマがロータリアンだけに呼びかけるもの
で、ロータリアン以外の人々を対象としていない点
です。この両者に呼びかけるテーマを考えるとき、
脳裏に浮かんだのが、ロータリーのスーパー営業マ
ンであるフランク・デブリン氏の勧告でした。エレ
ベーターに乗り込んだ瞬間から降りるまでの短い
間に、ロータリアンではない人々にロータリーのこ
とを売り込む簡潔なメッセージを、私たちの誰もが
用意しておくべきだと、デブリン氏は言っています。
そこで私は、「ロータリアン以外の人々にロータ
リーの目的を説明すること」と「ロータリアンに自分
たちの活動の意義を再認識してもらうこと」、この2
つの目標を満たす簡潔なテーマを探す決心をいた
しました。
　そして適切な言葉を探す上で、四大奉仕部門を
再検討していたところ、クラブ奉仕と職業奉仕は
どちらも人生を謳歌し、善き市民となるよう私たち
を導いてくれるものであると気づいたのです。また、
社会奉仕と職業奉仕を合わせるなら、地元の地域
社会をより住みやすく、働きやすい場所にすること
ができるでしょう。一方、国際奉仕は、国や大陸を
異にする海外のクラブと協力し、世界理解、親善、
平和を広め、世界をより良い場所にするための機会
を、私たちに与えてくれます。そこで、海外と地元地
域の両方で活躍するロータリアンのユニークな存
在をどのように表現すればよいのかと、考えあぐね
ました。
　次に、ジェームズ・コリンズの名著「ビジョナ
リー・カンパニー2」に書かれている非営利団体へ
の助言について考えてみました。コリンズの助言は、
将来の針路を見極めるために次の3点を考えよとい
うものです。1）会員が情熱を抱いているものは何
か。2）あなたの団体が世界一と誇れるものは何か。
3）団体のリソースをつき動かすものは何か。

　これら3つの問いは、ロータリー財団の未来の夢
計画を立てる際の指針となりました。私も、ロータ
リアンの情熱、独創性、寛大さを的確にとらえた
言葉を探る上で、この3つの問いを振り返ることに
なったのです。ここで少し立ち止まってみましょう。
ロータリーを的確に表す3つないし4つの言葉を、
皆さんも考えてみてください。
　ロータリーの外にいる人々にも私たちの目的が
分かり、ロータリアンにとっても会員であることを
誇りに思えるような言葉です。
　適切な言葉を探す過程で、ロータリーが、ロータ
リー・クラブの連合体であると同時に、奉仕の精
神から成り立っていることを忘れてはなりません。
私たちは、「奉仕」「親睦」「多様性」「高潔性」
「リーダーシップ」というロータリーの中核となる価
値観を分かち合う必要があるのです。さあ、ロータ
リーの真髄に迫る魔法の言葉は何でしょうか。
　昨年、この場でジョン・ケニー会長が思慮に富ん
だテーマを発表されてからというもの、私は数多く
の言葉や語句を検討してきました。その結果、ロー
タリーの現在の使命を表し、私たちが得意とする
ことに焦点を当て、最終的に次のテーマを選びま
した。「地域を育み、大陸をつなぐ」
　この簡潔な語句が、ロータリアンとしての私たち
の存在と私たちの活動を的確に言い表すものであ
ると賛同していただけることを願っております。ロー
タリーは世界でも比類のない優れた組織です。私
たちは、地域社会の精神とリソースを築いています。
このことを、わが地区の昨年度のガバナー、エリザ
ベス・ウソヴィッチ氏が、次のように見事に語ってく
れました。「クラブに前向きな意欲がみなぎると、
地元地域をも元気にすることができる。そして私た
ちの存在と奉仕によって地域社会が活性化される
と、新しい会員がもたらされる。こうして素晴らし
い相乗効果が生じるのだ」、と。
　ロータリーの奉仕の精神を実現できれば、私た
ちはクラブと地域社会の両方を動かすことができ
るというウソヴィッチガバナーの言葉は、真実です。
私たちロータリアンの間で、地域社会づくりにおい
てロータリーが世界で最も秀でているという考え
は浸透していますが、ロータリーの外では必ずしも
認められている考えとは言えません。しかし、大陸
をつなぐことに関して言えば、親善によって世界中
の人々を結びつけ、世界をもっと住みやすく働きや
すい場所にするために協力と支援を結集させるこ
とにかけては、ロータリーが世界一であることを疑

う人は少ないでしょう。エド・カドマン元会長の言
葉どおり、「ロータリーは、画一化ではなく、結束に
ある」のです。この目的に向けた結束こそが、私た
ちを世界最良の組織に成し得る要素です。ロータ
リアンである私たちは、誠に恵まれています。
　ロータリー・クラブと地区の功績、そしてロータ
リーの華 し々い成功を祝う今、忘れてならないのは、
ロータリーを世界の桧舞台に送り出すために惜し
みない努力を払ってきた無数のロータリアンの遺
産の上に、今の私たちがあるという事実です。私た
ちにはロータリアン諸先輩という模範があります。
国際協議会では、元会長や元役員に出会う機会
があります。皆さん、私がロータリーの例会に出席
してきたこの50年間、率先して活動してこられた方
ばかりです。
　そうです、ロータリー奨学生となったときからさ
かのぼって、ロータリー歴50年と言えることを、私
は誇りに感じています。故郷ミズーリ州の小さな町、
ユニオンビルのクラブの賢明にして寛大な計らい
によって、奨学金申請の推薦を受けてから南アフリ
カへの留学に向けて出国する日まで、私は無料で
すべての例会に出席させていただくことができま
した。私が生まれ故郷初の留学生となれたのは、
ひとえにロータリーのおかげです。
　これまで5万人近くの奨学生が私と同じ機会を
享受し、およそ6万人のGSEチームメンバーが別の
国、あるいは別の大陸で学ぶ機会を得てきました。
それだけではありません。10万人以上のロータリー
青少年交換学生が、母国を離れ、海外のホスト
ファミリーのもとで暮らしてきました。また、ポリオ
という身体の自由を奪う病の感染者数の減少に
ロータリーが大きく貢献してきた事実についても考
えてみましょう。昨年の感染者は2千人以下で、
1979年の50万人という数字と比べると、世界的に
99.9パーセント減少しています。今、私たちは世界
史上最も悲惨な病気の一つに数えられるポリオを
撲滅しようとしているのです。さらに、クラブとその
会員は、毎年、ロータリー財団へ行う寄付の推定
10倍の資金を地元地域のプロジェクトに費やして
いることも、忘れてはなりません。社会奉仕プロ
ジェクトの年間支出は、何十億ドルという金額にな
るはずです。
　こうした驚異的な数字を思えば、今現在、ロータ
リアンであることの素晴らしさを誰もが実感するこ
とでしょう。実際、世界を本当によりよい場所にす
るために時間と才能を捧げるのに、ロータリーほど

ふさわしい組織がほかにあるでしょうか。ともに
ロータリーに対する誇りを確かめ合う一方で、皆さ
んの責務が大きく変わることにも目を向けてくださ
い。皆さんは、間もなくロータリーの新ガバナーと
なられます。わずか5カ月後には、最も優れた組織
としてのロータリーの地位を保ち続けるだけでなく、
さらなる高みへと引き上げていく責務を、私たちは
共有することになります。成功は、皆さん一人ひとり
がどれだけの時間と才能を捧げ、地区内のクラブ
のために、友として、相談相手として、また応援団
長として力になる覚悟があるかに、大きくかかって
きます。船団は最もスピードの遅い船に合わせて進
みますが、ロータリーにも同じことが当てはまりま
す。ですから、ここにいらっしゃる地区ガバナー・エ
レクト全員が全力で進んでいく必要があるのです。
百年前の1910年8月に初のロータリー・クラブ大会
を開催した国際ロータリーが奉仕の新世紀に乗り
出す中、遅れを取り、ロータリーという船団の速度
を落とさせるようなことがないようにしなければな
りません。
　リーダーの素質を備えた皆さんに、リーダーとな
る意志があるならば、必ずやロータリーにさらなる
栄華がもたらされることでしょう。時間と労力とい
う代償を払う覚悟が私たちにあるなら、きっとでき
ます。120万というロータリーの会員数は、世界人口
が60億人であることを考えれば、小さな数字かもし
れません。しかし、著名な文化人類学者、マーガ
レット・ミードの貴重な助言を思い起こしてください。
「思慮と熱意のある少人数の人々に世界を変える
ことなどできないとみくびってはいけない。実際に
は、それが世界を変える唯一の方法なのだから」
　そうです、私たちは世界を良い方向へと変えてき
たのです。そして、今後も変え続けていくのです。
現在のような不況下にあっても、さらに良い変化を
もたらすことができるでしょうか。「イエス・ウィー・
キャン」、私たちにはできます。そうです、私たちは
ともにやり遂げます。やり方はシンプルです。来る
年度を成功へと導くために必要なのは、ロータリア
ンが熱意を抱き、世界一得意としていること、すな
わち「地域を育み、大陸をつなぐ」ことに専念する
よう、力の限り、クラブと地区を励ましていくこと、
それだけなのです。

54



委員会のあゆみ
［History of the committee］

参考資料
［Reference material］ガバナー年度

［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

ガ
バ
ナ
ー
年
度

55

［History of the committeeHistory of the committee］ ［Reference material］ガバナー年度
［Governor year］

［History of the club］ ［Editor's note after editing］

真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

ガ
バ
ナ
ー
年
度

ガ
バ
ナ
ー
年
度

ガ
バ
ナ
ー
年
度

ガ
バ
ナ
ー
年
度

ガ
バ
ナ
ー
年
度

ガ
バ
ナ
ー
年
度

ガ
バ
ナ
ー
年
度

ガ
バ
ナ
ー
年
度

ガ
バ
ナ
ー
年
度

ガ
バ
ナ
ー
年
度

ガ
バ
ナ
ー
年
度

ガ
バ
ナ
ー
年
度

ガ
バ
ナ
ー
年
度

ガ
バ
ナ
ー
年
度

地域を育み、大陸をつなぐ
　カリフォルニア、ヒア・アイ・カム」という歌をご存
知の方も多いのではないでしょうか。昨年からこの
集いを夢に描き、思いを馳せてきた私たちの心を
歌ったような懐かしのメロディーです。時が来て、
今はすでに「カリフォルニア、ヒア・アイ・カム」では
なく、「カリフォルニア、ウィー・アー・ヒア」すなわち、
「私たちはカリフォルニアにいる」に変わりました。
新たなロータリーの指導者チームが、満を持して

やって来たのです。
　ロータリー・ボランティアの才能が結集された
ネットワークには、目を見張るものがあります。私が
壇上に上がる際に流れた音楽は、ロサンゼルスで
のロータリー年次大会を推進する目的で、トルーマ
ン州立大学の学生16名により、カークスビルという
小さな町でレコーディングされたものです。この曲
のアレンジとバンドの指揮は、わがロータリー・ク
ラブ会員であるランディー・スミス氏が担当しまし

た。あの音楽は、彼らの才能と超我の奉仕の精神
の結晶です。
　そして、今お聴きいただいている懐かしの曲はメ
アリー・サリーさんの演奏によるもので、この1週間、
彼女はご自身の時間と才能を捧げてくださいます。
音楽には人間の精気を奮い立たせる力があります
ので、この協議会を通じて随所でメアリーさんの音
楽の才能の恩恵にあずかることができるでしょう。
米国オクラホマ州出身のロータリアンであるメア
リーさんは、ロータリー奨学生としてウイーンで音
楽を学んだ経験の持ち主です。ロータリー財団の申
し子、メアリー・サリーさんに拍手をお願いします。
　お話ししたいことが山ほどありますので、まずは、
地区ガバナーが特に高い関心を寄せている来年度
のテーマ・ブレザーから始めましょう。はじめて
テーマ・ブレザーを採用したのはポール・ハリスだ
とお思いの方もいらっしゃるかもしれませんが、実
は、この伝統が始まったのは25年前です。
　テーマ・ブレザーが導入されたのは、カルロス・
カンセコ氏がRI会長を務めた1984-85年度のこと
でした。
　その発起人となったのが、当時、私の地区のガ
バナーを務めていたジム・フィッシャー氏で、これを
伝統として受け継いでいくことにも力を注いだ人物
です。弟さんとともにスポーツ用品店を経営してい
たジムさんは、「ロータリーの国際大会で仲間がす
ぐに見分けられるように、鮮やかな色のブレザー
が欲しい」と同期のガバナーが話しているのを聞き、
その年のガバナー・チームのために鮮やかな黄色
のブレザーを大量に注文したのです。この黄色い
ジャケットは、「スズメバチ」の異名をとり、すぐさ
まロータリアンの間で話題となり、カンザスシ
ティーで開かれた1985年の国際大会では注目の的
となりました。
　このブレザーが大人気を博したことを受けて、
M.A.T.カパラス1986-87年度RI会長が、1986年
ナッシュビルで開催された国際協議会で販売する
ため、「ハーバード・クリムゾン」の名にふさわしい
深紅のブレザーを作ってくれと、ジムさんに注文し
ました。ブレザーの人気は大変なもので、ジムさん
は以来長年にわたり、会長が変わるたびに新しい
色のブレザーを提供することになりました。その後
のことは私がお話しするまでもありませんが、ここ
で、テーマ・ブレザーをロータリーの伝統へと昇華
させた二人のヒーローに敬意を表したいと思います。
　セントルイス出身のジム・フィッシャー・パスト地

区ガバナー、そして、フィリピン出身のM.A.T.カパラ
ス元RI会長のお二方です。
　来年度のブレザーの色については、皆さんご存
知のとおり、バーミンガム大会中、ガバナー・ノミ
ニー会議で赤紫と既に発表いたしました。今回、
私たちのブレザーは、事前購入できるようにしたこ
とによって、価格を半分に抑えることができました。
価格の面だけではなく、それよりもっと重要な教訓
も得ることができました。従来どおりのやり方を見
直すことで、よい良い方法が見つかったのです。こ
れを機に、クラブや地区で既に時代遅れになって
しまっているやり方など、ロータリーに存在するほ
かの慣習も見直してみたいものです。肝心なのは、
伝統的な慣習のすべてを見直し、明らかにもっと
良い別の方法があれば、新しい伝統を始めるべき
だということです。
　さあ、それでは、次期地区ガバナーの2番目の関
心事項であるRIのテーマに焦点を移したいと思いま
す。適切なテーマを選ぶにあたって、私はじっくりと
考えを巡らせました。その過程で歴代RI会長のテー
マをすべて参照し、種類別に分けてみることにした
のです。最新版の「公式名簿（Off icial Directory）」
に載っている最初のテーマは、1949-50年度のもので、
初期のほかのテーマ同様、目標を連ねた非常に長い
テーマとなっています。
　私たちが今日テーマと呼んでいる形のものは、3
つのキーワードから成る短いテーマで、1950年代
に始まりました。「ロータリーは活動する希望」、
「我等の資源を開發しよう」、「将来を造るに助力
しましょう」が、この例です。
　もう少し新しいテーマになりますと「真心の行動、
慈愛の奉仕、平和に挺身」や「ロータリーの心を あ
なたの住むところ 私たちの世界 そこに住むすべて
の人々に」、「行動 行動に努めよ 理解に途を求め
よ 指導力を高めよ」など、長いものも出てきます。
また、「参加し敢行しよう！」、「手をさし伸べよう
…」、「ロータリーは分かちあいの心」といった短い
ものもあります。
　動詞から始まり、行動を促すテーマとしては、「友
達になろう」、「手を貸そう」、「率先しよう」など
があります。
　ほかには、要点を強調するテーマもあります。「あ
なたが鍵です」、「人類が私たちの仕事」、「まこと
の幸福は人助けから」がその例です。テーマの中
に「ロータリー」という言葉が含まれているものが、
16ありました。「ロータリーに生きよう」、「ロータ

リーを楽しもう！」、「ロータリーは分かちあいの
心」、「ロータリーを祝おう」、「ロータリーは希望
をもたらす」などです。
　奉仕という言葉が含まれているテーマは、「超我
の奉仕」、「奉仕の灯で道を照らそう」、「ロータリ
アン──奉仕に結束─平和に献身」の3つです。
英語の「bridge」という言葉が含まれているテーマ
は、「隔りを取り除こう」、「生気を与えよ 身につけ
よ 友愛の橋をかけよ」、「人類はひとつ 世界中に
友情の橋をかけよう」の3つです。
　こうしてロータリーのテーマを見ていく過程で、も
う1つの重要な面が見えてきました。それは、ほとん
どのテーマがロータリアンだけに呼びかけるもの
で、ロータリアン以外の人々を対象としていない点
です。この両者に呼びかけるテーマを考えるとき、
脳裏に浮かんだのが、ロータリーのスーパー営業マ
ンであるフランク・デブリン氏の勧告でした。エレ
ベーターに乗り込んだ瞬間から降りるまでの短い
間に、ロータリアンではない人々にロータリーのこ
とを売り込む簡潔なメッセージを、私たちの誰もが
用意しておくべきだと、デブリン氏は言っています。
そこで私は、「ロータリアン以外の人々にロータ
リーの目的を説明すること」と「ロータリアンに自分
たちの活動の意義を再認識してもらうこと」、この2
つの目標を満たす簡潔なテーマを探す決心をいた
しました。
　そして適切な言葉を探す上で、四大奉仕部門を
再検討していたところ、クラブ奉仕と職業奉仕は
どちらも人生を謳歌し、善き市民となるよう私たち
を導いてくれるものであると気づいたのです。また、
社会奉仕と職業奉仕を合わせるなら、地元の地域
社会をより住みやすく、働きやすい場所にすること
ができるでしょう。一方、国際奉仕は、国や大陸を
異にする海外のクラブと協力し、世界理解、親善、
平和を広め、世界をより良い場所にするための機会
を、私たちに与えてくれます。そこで、海外と地元地
域の両方で活躍するロータリアンのユニークな存
在をどのように表現すればよいのかと、考えあぐね
ました。
　次に、ジェームズ・コリンズの名著「ビジョナ
リー・カンパニー2」に書かれている非営利団体へ
の助言について考えてみました。コリンズの助言は、
将来の針路を見極めるために次の3点を考えよとい
うものです。1）会員が情熱を抱いているものは何
か。2）あなたの団体が世界一と誇れるものは何か。
3）団体のリソースをつき動かすものは何か。

　これら3つの問いは、ロータリー財団の未来の夢
計画を立てる際の指針となりました。私も、ロータ
リアンの情熱、独創性、寛大さを的確にとらえた
言葉を探る上で、この3つの問いを振り返ることに
なったのです。ここで少し立ち止まってみましょう。
ロータリーを的確に表す3つないし4つの言葉を、
皆さんも考えてみてください。
　ロータリーの外にいる人々にも私たちの目的が
分かり、ロータリアンにとっても会員であることを
誇りに思えるような言葉です。
　適切な言葉を探す過程で、ロータリーが、ロータ
リー・クラブの連合体であると同時に、奉仕の精
神から成り立っていることを忘れてはなりません。
私たちは、「奉仕」「親睦」「多様性」「高潔性」
「リーダーシップ」というロータリーの中核となる価
値観を分かち合う必要があるのです。さあ、ロータ
リーの真髄に迫る魔法の言葉は何でしょうか。
　昨年、この場でジョン・ケニー会長が思慮に富ん
だテーマを発表されてからというもの、私は数多く
の言葉や語句を検討してきました。その結果、ロー
タリーの現在の使命を表し、私たちが得意とする
ことに焦点を当て、最終的に次のテーマを選びま
した。「地域を育み、大陸をつなぐ」
　この簡潔な語句が、ロータリアンとしての私たち
の存在と私たちの活動を的確に言い表すものであ
ると賛同していただけることを願っております。ロー
タリーは世界でも比類のない優れた組織です。私
たちは、地域社会の精神とリソースを築いています。
このことを、わが地区の昨年度のガバナー、エリザ
ベス・ウソヴィッチ氏が、次のように見事に語ってく
れました。「クラブに前向きな意欲がみなぎると、
地元地域をも元気にすることができる。そして私た
ちの存在と奉仕によって地域社会が活性化される
と、新しい会員がもたらされる。こうして素晴らし
い相乗効果が生じるのだ」、と。
　ロータリーの奉仕の精神を実現できれば、私た
ちはクラブと地域社会の両方を動かすことができ
るというウソヴィッチガバナーの言葉は、真実です。
私たちロータリアンの間で、地域社会づくりにおい
てロータリーが世界で最も秀でているという考え
は浸透していますが、ロータリーの外では必ずしも
認められている考えとは言えません。しかし、大陸
をつなぐことに関して言えば、親善によって世界中
の人々を結びつけ、世界をもっと住みやすく働きや
すい場所にするために協力と支援を結集させるこ
とにかけては、ロータリーが世界一であることを疑

う人は少ないでしょう。エド・カドマン元会長の言
葉どおり、「ロータリーは、画一化ではなく、結束に
ある」のです。この目的に向けた結束こそが、私た
ちを世界最良の組織に成し得る要素です。ロータ
リアンである私たちは、誠に恵まれています。
　ロータリー・クラブと地区の功績、そしてロータ
リーの華 し々い成功を祝う今、忘れてならないのは、
ロータリーを世界の桧舞台に送り出すために惜し
みない努力を払ってきた無数のロータリアンの遺
産の上に、今の私たちがあるという事実です。私た
ちにはロータリアン諸先輩という模範があります。
国際協議会では、元会長や元役員に出会う機会
があります。皆さん、私がロータリーの例会に出席
してきたこの50年間、率先して活動してこられた方
ばかりです。
　そうです、ロータリー奨学生となったときからさ
かのぼって、ロータリー歴50年と言えることを、私
は誇りに感じています。故郷ミズーリ州の小さな町、
ユニオンビルのクラブの賢明にして寛大な計らい
によって、奨学金申請の推薦を受けてから南アフリ
カへの留学に向けて出国する日まで、私は無料で
すべての例会に出席させていただくことができま
した。私が生まれ故郷初の留学生となれたのは、
ひとえにロータリーのおかげです。
　これまで5万人近くの奨学生が私と同じ機会を
享受し、およそ6万人のGSEチームメンバーが別の
国、あるいは別の大陸で学ぶ機会を得てきました。
それだけではありません。10万人以上のロータリー
青少年交換学生が、母国を離れ、海外のホスト
ファミリーのもとで暮らしてきました。また、ポリオ
という身体の自由を奪う病の感染者数の減少に
ロータリーが大きく貢献してきた事実についても考
えてみましょう。昨年の感染者は2千人以下で、
1979年の50万人という数字と比べると、世界的に
99.9パーセント減少しています。今、私たちは世界
史上最も悲惨な病気の一つに数えられるポリオを
撲滅しようとしているのです。さらに、クラブとその
会員は、毎年、ロータリー財団へ行う寄付の推定
10倍の資金を地元地域のプロジェクトに費やして
いることも、忘れてはなりません。社会奉仕プロ
ジェクトの年間支出は、何十億ドルという金額にな
るはずです。
　こうした驚異的な数字を思えば、今現在、ロータ
リアンであることの素晴らしさを誰もが実感するこ
とでしょう。実際、世界を本当によりよい場所にす
るために時間と才能を捧げるのに、ロータリーほど

ふさわしい組織がほかにあるでしょうか。ともに
ロータリーに対する誇りを確かめ合う一方で、皆さ
んの責務が大きく変わることにも目を向けてくださ
い。皆さんは、間もなくロータリーの新ガバナーと
なられます。わずか5カ月後には、最も優れた組織
としてのロータリーの地位を保ち続けるだけでなく、
さらなる高みへと引き上げていく責務を、私たちは
共有することになります。成功は、皆さん一人ひとり
がどれだけの時間と才能を捧げ、地区内のクラブ
のために、友として、相談相手として、また応援団
長として力になる覚悟があるかに、大きくかかって
きます。船団は最もスピードの遅い船に合わせて進
みますが、ロータリーにも同じことが当てはまりま
す。ですから、ここにいらっしゃる地区ガバナー・エ
レクト全員が全力で進んでいく必要があるのです。
百年前の1910年8月に初のロータリー・クラブ大会
を開催した国際ロータリーが奉仕の新世紀に乗り
出す中、遅れを取り、ロータリーという船団の速度
を落とさせるようなことがないようにしなければな
りません。
　リーダーの素質を備えた皆さんに、リーダーとな
る意志があるならば、必ずやロータリーにさらなる
栄華がもたらされることでしょう。時間と労力とい
う代償を払う覚悟が私たちにあるなら、きっとでき
ます。120万というロータリーの会員数は、世界人口
が60億人であることを考えれば、小さな数字かもし
れません。しかし、著名な文化人類学者、マーガ
レット・ミードの貴重な助言を思い起こしてください。
「思慮と熱意のある少人数の人々に世界を変える
ことなどできないとみくびってはいけない。実際に
は、それが世界を変える唯一の方法なのだから」
　そうです、私たちは世界を良い方向へと変えてき
たのです。そして、今後も変え続けていくのです。
現在のような不況下にあっても、さらに良い変化を
もたらすことができるでしょうか。「イエス・ウィー・
キャン」、私たちにはできます。そうです、私たちは
ともにやり遂げます。やり方はシンプルです。来る
年度を成功へと導くために必要なのは、ロータリア
ンが熱意を抱き、世界一得意としていること、すな
わち「地域を育み、大陸をつなぐ」ことに専念する
よう、力の限り、クラブと地区を励ましていくこと、
それだけなのです。
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地域を育み、大陸をつなぐ
　カリフォルニア、ヒア・アイ・カム」という歌をご存
知の方も多いのではないでしょうか。昨年からこの
集いを夢に描き、思いを馳せてきた私たちの心を
歌ったような懐かしのメロディーです。時が来て、
今はすでに「カリフォルニア、ヒア・アイ・カム」では
なく、「カリフォルニア、ウィー・アー・ヒア」すなわち、
「私たちはカリフォルニアにいる」に変わりました。
新たなロータリーの指導者チームが、満を持して

やって来たのです。
　ロータリー・ボランティアの才能が結集された
ネットワークには、目を見張るものがあります。私が
壇上に上がる際に流れた音楽は、ロサンゼルスで
のロータリー年次大会を推進する目的で、トルーマ
ン州立大学の学生16名により、カークスビルという
小さな町でレコーディングされたものです。この曲
のアレンジとバンドの指揮は、わがロータリー・ク
ラブ会員であるランディー・スミス氏が担当しまし

た。あの音楽は、彼らの才能と超我の奉仕の精神
の結晶です。
　そして、今お聴きいただいている懐かしの曲はメ
アリー・サリーさんの演奏によるもので、この1週間、
彼女はご自身の時間と才能を捧げてくださいます。
音楽には人間の精気を奮い立たせる力があります
ので、この協議会を通じて随所でメアリーさんの音
楽の才能の恩恵にあずかることができるでしょう。
米国オクラホマ州出身のロータリアンであるメア
リーさんは、ロータリー奨学生としてウイーンで音
楽を学んだ経験の持ち主です。ロータリー財団の申
し子、メアリー・サリーさんに拍手をお願いします。
　お話ししたいことが山ほどありますので、まずは、
地区ガバナーが特に高い関心を寄せている来年度
のテーマ・ブレザーから始めましょう。はじめて
テーマ・ブレザーを採用したのはポール・ハリスだ
とお思いの方もいらっしゃるかもしれませんが、実
は、この伝統が始まったのは25年前です。
　テーマ・ブレザーが導入されたのは、カルロス・
カンセコ氏がRI会長を務めた1984-85年度のこと
でした。
　その発起人となったのが、当時、私の地区のガ
バナーを務めていたジム・フィッシャー氏で、これを
伝統として受け継いでいくことにも力を注いだ人物
です。弟さんとともにスポーツ用品店を経営してい
たジムさんは、「ロータリーの国際大会で仲間がす
ぐに見分けられるように、鮮やかな色のブレザー
が欲しい」と同期のガバナーが話しているのを聞き、
その年のガバナー・チームのために鮮やかな黄色
のブレザーを大量に注文したのです。この黄色い
ジャケットは、「スズメバチ」の異名をとり、すぐさ
まロータリアンの間で話題となり、カンザスシ
ティーで開かれた1985年の国際大会では注目の的
となりました。
　このブレザーが大人気を博したことを受けて、
M.A.T.カパラス1986-87年度RI会長が、1986年
ナッシュビルで開催された国際協議会で販売する
ため、「ハーバード・クリムゾン」の名にふさわしい
深紅のブレザーを作ってくれと、ジムさんに注文し
ました。ブレザーの人気は大変なもので、ジムさん
は以来長年にわたり、会長が変わるたびに新しい
色のブレザーを提供することになりました。その後
のことは私がお話しするまでもありませんが、ここ
で、テーマ・ブレザーをロータリーの伝統へと昇華
させた二人のヒーローに敬意を表したいと思います。
　セントルイス出身のジム・フィッシャー・パスト地

区ガバナー、そして、フィリピン出身のM.A.T.カパラ
ス元RI会長のお二方です。
　来年度のブレザーの色については、皆さんご存
知のとおり、バーミンガム大会中、ガバナー・ノミ
ニー会議で赤紫と既に発表いたしました。今回、
私たちのブレザーは、事前購入できるようにしたこ
とによって、価格を半分に抑えることができました。
価格の面だけではなく、それよりもっと重要な教訓
も得ることができました。従来どおりのやり方を見
直すことで、よい良い方法が見つかったのです。こ
れを機に、クラブや地区で既に時代遅れになって
しまっているやり方など、ロータリーに存在するほ
かの慣習も見直してみたいものです。肝心なのは、
伝統的な慣習のすべてを見直し、明らかにもっと
良い別の方法があれば、新しい伝統を始めるべき
だということです。
　さあ、それでは、次期地区ガバナーの2番目の関
心事項であるRIのテーマに焦点を移したいと思いま
す。適切なテーマを選ぶにあたって、私はじっくりと
考えを巡らせました。その過程で歴代RI会長のテー
マをすべて参照し、種類別に分けてみることにした
のです。最新版の「公式名簿（Off icial Directory）」
に載っている最初のテーマは、1949-50年度のもので、
初期のほかのテーマ同様、目標を連ねた非常に長い
テーマとなっています。
　私たちが今日テーマと呼んでいる形のものは、3
つのキーワードから成る短いテーマで、1950年代
に始まりました。「ロータリーは活動する希望」、
「我等の資源を開發しよう」、「将来を造るに助力
しましょう」が、この例です。
　もう少し新しいテーマになりますと「真心の行動、
慈愛の奉仕、平和に挺身」や「ロータリーの心を あ
なたの住むところ 私たちの世界 そこに住むすべて
の人々に」、「行動 行動に努めよ 理解に途を求め
よ 指導力を高めよ」など、長いものも出てきます。
また、「参加し敢行しよう！」、「手をさし伸べよう
…」、「ロータリーは分かちあいの心」といった短い
ものもあります。
　動詞から始まり、行動を促すテーマとしては、「友
達になろう」、「手を貸そう」、「率先しよう」など
があります。
　ほかには、要点を強調するテーマもあります。「あ
なたが鍵です」、「人類が私たちの仕事」、「まこと
の幸福は人助けから」がその例です。テーマの中
に「ロータリー」という言葉が含まれているものが、
16ありました。「ロータリーに生きよう」、「ロータ

リーを楽しもう！」、「ロータリーは分かちあいの
心」、「ロータリーを祝おう」、「ロータリーは希望
をもたらす」などです。
　奉仕という言葉が含まれているテーマは、「超我
の奉仕」、「奉仕の灯で道を照らそう」、「ロータリ
アン──奉仕に結束─平和に献身」の3つです。
英語の「bridge」という言葉が含まれているテーマ
は、「隔りを取り除こう」、「生気を与えよ 身につけ
よ 友愛の橋をかけよ」、「人類はひとつ 世界中に
友情の橋をかけよう」の3つです。
　こうしてロータリーのテーマを見ていく過程で、も
う1つの重要な面が見えてきました。それは、ほとん
どのテーマがロータリアンだけに呼びかけるもの
で、ロータリアン以外の人々を対象としていない点
です。この両者に呼びかけるテーマを考えるとき、
脳裏に浮かんだのが、ロータリーのスーパー営業マ
ンであるフランク・デブリン氏の勧告でした。エレ
ベーターに乗り込んだ瞬間から降りるまでの短い
間に、ロータリアンではない人々にロータリーのこ
とを売り込む簡潔なメッセージを、私たちの誰もが
用意しておくべきだと、デブリン氏は言っています。
そこで私は、「ロータリアン以外の人々にロータ
リーの目的を説明すること」と「ロータリアンに自分
たちの活動の意義を再認識してもらうこと」、この2
つの目標を満たす簡潔なテーマを探す決心をいた
しました。
　そして適切な言葉を探す上で、四大奉仕部門を
再検討していたところ、クラブ奉仕と職業奉仕は
どちらも人生を謳歌し、善き市民となるよう私たち
を導いてくれるものであると気づいたのです。また、
社会奉仕と職業奉仕を合わせるなら、地元の地域
社会をより住みやすく、働きやすい場所にすること
ができるでしょう。一方、国際奉仕は、国や大陸を
異にする海外のクラブと協力し、世界理解、親善、
平和を広め、世界をより良い場所にするための機会
を、私たちに与えてくれます。そこで、海外と地元地
域の両方で活躍するロータリアンのユニークな存
在をどのように表現すればよいのかと、考えあぐね
ました。
　次に、ジェームズ・コリンズの名著「ビジョナ
リー・カンパニー2」に書かれている非営利団体へ
の助言について考えてみました。コリンズの助言は、
将来の針路を見極めるために次の3点を考えよとい
うものです。1）会員が情熱を抱いているものは何
か。2）あなたの団体が世界一と誇れるものは何か。
3）団体のリソースをつき動かすものは何か。

　これら3つの問いは、ロータリー財団の未来の夢
計画を立てる際の指針となりました。私も、ロータ
リアンの情熱、独創性、寛大さを的確にとらえた
言葉を探る上で、この3つの問いを振り返ることに
なったのです。ここで少し立ち止まってみましょう。
ロータリーを的確に表す3つないし4つの言葉を、
皆さんも考えてみてください。
　ロータリーの外にいる人々にも私たちの目的が
分かり、ロータリアンにとっても会員であることを
誇りに思えるような言葉です。
　適切な言葉を探す過程で、ロータリーが、ロータ
リー・クラブの連合体であると同時に、奉仕の精
神から成り立っていることを忘れてはなりません。
私たちは、「奉仕」「親睦」「多様性」「高潔性」
「リーダーシップ」というロータリーの中核となる価
値観を分かち合う必要があるのです。さあ、ロータ
リーの真髄に迫る魔法の言葉は何でしょうか。
　昨年、この場でジョン・ケニー会長が思慮に富ん
だテーマを発表されてからというもの、私は数多く
の言葉や語句を検討してきました。その結果、ロー
タリーの現在の使命を表し、私たちが得意とする
ことに焦点を当て、最終的に次のテーマを選びま
した。「地域を育み、大陸をつなぐ」
　この簡潔な語句が、ロータリアンとしての私たち
の存在と私たちの活動を的確に言い表すものであ
ると賛同していただけることを願っております。ロー
タリーは世界でも比類のない優れた組織です。私
たちは、地域社会の精神とリソースを築いています。
このことを、わが地区の昨年度のガバナー、エリザ
ベス・ウソヴィッチ氏が、次のように見事に語ってく
れました。「クラブに前向きな意欲がみなぎると、
地元地域をも元気にすることができる。そして私た
ちの存在と奉仕によって地域社会が活性化される
と、新しい会員がもたらされる。こうして素晴らし
い相乗効果が生じるのだ」、と。
　ロータリーの奉仕の精神を実現できれば、私た
ちはクラブと地域社会の両方を動かすことができ
るというウソヴィッチガバナーの言葉は、真実です。
私たちロータリアンの間で、地域社会づくりにおい
てロータリーが世界で最も秀でているという考え
は浸透していますが、ロータリーの外では必ずしも
認められている考えとは言えません。しかし、大陸
をつなぐことに関して言えば、親善によって世界中
の人々を結びつけ、世界をもっと住みやすく働きや
すい場所にするために協力と支援を結集させるこ
とにかけては、ロータリーが世界一であることを疑

う人は少ないでしょう。エド・カドマン元会長の言
葉どおり、「ロータリーは、画一化ではなく、結束に
ある」のです。この目的に向けた結束こそが、私た
ちを世界最良の組織に成し得る要素です。ロータ
リアンである私たちは、誠に恵まれています。
　ロータリー・クラブと地区の功績、そしてロータ
リーの華 し々い成功を祝う今、忘れてならないのは、
ロータリーを世界の桧舞台に送り出すために惜し
みない努力を払ってきた無数のロータリアンの遺
産の上に、今の私たちがあるという事実です。私た
ちにはロータリアン諸先輩という模範があります。
国際協議会では、元会長や元役員に出会う機会
があります。皆さん、私がロータリーの例会に出席
してきたこの50年間、率先して活動してこられた方
ばかりです。
　そうです、ロータリー奨学生となったときからさ
かのぼって、ロータリー歴50年と言えることを、私
は誇りに感じています。故郷ミズーリ州の小さな町、
ユニオンビルのクラブの賢明にして寛大な計らい
によって、奨学金申請の推薦を受けてから南アフリ
カへの留学に向けて出国する日まで、私は無料で
すべての例会に出席させていただくことができま
した。私が生まれ故郷初の留学生となれたのは、
ひとえにロータリーのおかげです。
　これまで5万人近くの奨学生が私と同じ機会を
享受し、およそ6万人のGSEチームメンバーが別の
国、あるいは別の大陸で学ぶ機会を得てきました。
それだけではありません。10万人以上のロータリー
青少年交換学生が、母国を離れ、海外のホスト
ファミリーのもとで暮らしてきました。また、ポリオ
という身体の自由を奪う病の感染者数の減少に
ロータリーが大きく貢献してきた事実についても考
えてみましょう。昨年の感染者は2千人以下で、
1979年の50万人という数字と比べると、世界的に
99.9パーセント減少しています。今、私たちは世界
史上最も悲惨な病気の一つに数えられるポリオを
撲滅しようとしているのです。さらに、クラブとその
会員は、毎年、ロータリー財団へ行う寄付の推定
10倍の資金を地元地域のプロジェクトに費やして
いることも、忘れてはなりません。社会奉仕プロ
ジェクトの年間支出は、何十億ドルという金額にな
るはずです。
　こうした驚異的な数字を思えば、今現在、ロータ
リアンであることの素晴らしさを誰もが実感するこ
とでしょう。実際、世界を本当によりよい場所にす
るために時間と才能を捧げるのに、ロータリーほど

ふさわしい組織がほかにあるでしょうか。ともに
ロータリーに対する誇りを確かめ合う一方で、皆さ
んの責務が大きく変わることにも目を向けてくださ
い。皆さんは、間もなくロータリーの新ガバナーと
なられます。わずか5カ月後には、最も優れた組織
としてのロータリーの地位を保ち続けるだけでなく、
さらなる高みへと引き上げていく責務を、私たちは
共有することになります。成功は、皆さん一人ひとり
がどれだけの時間と才能を捧げ、地区内のクラブ
のために、友として、相談相手として、また応援団
長として力になる覚悟があるかに、大きくかかって
きます。船団は最もスピードの遅い船に合わせて進
みますが、ロータリーにも同じことが当てはまりま
す。ですから、ここにいらっしゃる地区ガバナー・エ
レクト全員が全力で進んでいく必要があるのです。
百年前の1910年8月に初のロータリー・クラブ大会
を開催した国際ロータリーが奉仕の新世紀に乗り
出す中、遅れを取り、ロータリーという船団の速度
を落とさせるようなことがないようにしなければな
りません。
　リーダーの素質を備えた皆さんに、リーダーとな
る意志があるならば、必ずやロータリーにさらなる
栄華がもたらされることでしょう。時間と労力とい
う代償を払う覚悟が私たちにあるなら、きっとでき
ます。120万というロータリーの会員数は、世界人口
が60億人であることを考えれば、小さな数字かもし
れません。しかし、著名な文化人類学者、マーガ
レット・ミードの貴重な助言を思い起こしてください。
「思慮と熱意のある少人数の人々に世界を変える
ことなどできないとみくびってはいけない。実際に
は、それが世界を変える唯一の方法なのだから」
　そうです、私たちは世界を良い方向へと変えてき
たのです。そして、今後も変え続けていくのです。
現在のような不況下にあっても、さらに良い変化を
もたらすことができるでしょうか。「イエス・ウィー・
キャン」、私たちにはできます。そうです、私たちは
ともにやり遂げます。やり方はシンプルです。来る
年度を成功へと導くために必要なのは、ロータリア
ンが熱意を抱き、世界一得意としていること、すな
わち「地域を育み、大陸をつなぐ」ことに専念する
よう、力の限り、クラブと地区を励ましていくこと、
それだけなのです。
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1961年3月 中央大学法学部卒業
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国際ロータリー第2760地区
2010-2011年度ガバナー

田 嶋  好 博 （たじま よしひろ）
生 年 月 日 1939年（昭和14年）3月1日
所属クラブ 名古屋北RC
職 業 分 類 民事弁護士
勤務先・役職 田嶋・水谷法律事務所 弁護士
所 在 地 〒451-0044 名古屋市西区菊井2-4-5

《2010-2011年度　ガバナー方針》

『クラブに夢と活力を』
●毎日が職業奉仕● ITの活用●メークアップは例会に出席して●
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2011-12年度 国際ロータリー会長
2001-05年度 ロータリー財団管理委員
2008-09年度 ロータリアン行動グループ委員会

委員長
1995-97年度 国際ロータリー理事
1980-81年度 地区ガバナー

強調事項
●家族
●継続
●変化

カルヤン・バネルジー
2011-2012年度国際ロータリー会長

インド、グジャラート

RIテーマ

こころの中を見つめよう 博愛を広げるために

2011～2012年度

　2011-12年度には、まず自分自身を見つめ直すこ
と、すなわち「こころの中を見つめよう、博愛を広げ
るために」のテーマを実践していただきたいという
のが、ロータリアンの皆さまへの私からのお願いで
す。深く自己を省みることによって、人類が皆、同じ
夢、同じ希望、同じ願望、同じ問題を分かち合って
いることを、理解していただきたいのです。誰であ
ろうと、どこに住んでいようと、私たちはそれぞれ、
同じように平和と充足を願い、充実した毎日を送り
たいと望んでいます。人に何かを与えようとするな
ら、まず自分自身にそれを与えることです。なぜな
ら、自らが抱く望みを理解せずして、人々の望みを
理解することはできないからです。
　全世界で平和について語る前に、まずは自分か
ら始め、その後で外に目を向ける必要があります。
心に平和を見出してこそ、家の中に平和をもたらし、
家族に平和をもたらし、そして地域社会に平和をも
たらすことができるのです。同様に、全世界で平和
を築こうとする前に、まず自分の家庭で平和を築き、
全世界で友情と寛容の心を育もうとする前に、まず
自分の周りの人々に対してそれを実践しなければ
なりません。言い換えれば、心が平和であれば、家
庭が平和になり、この平和をほかの人 と々分かち合
うことができるということです。愛する人、大切な

人と一緒にいることに喜びと満足を感じるように、
私たちは、他者を大切にすることができるのです。
　自分が強くなれば、共に生きる人々や家族も強く
なります。そして、強い家族を土台として、前進して
いくことができるのです。うちに強さを秘めた人々
が協力すれば、人類にもより良く奉仕することがで
きます。これこそ、私たちがロータリーで行ってい
ることです。
　次年度には、ロータリーの奉仕において3つの強
調事項に力を注いでいきたいと思います。第一に、
強い家族を築くこと、第二に、私たちが一番得意と
することを継続していくこと、最後に、変える必要
があることは変えるということです。
　年度の第一の強調事項は、「家族」です。万事
は家族から始まります。私たちが行う奉仕すべて、
また世界で成し遂げたいと望むことすべての出発
点は、家族にあります。そして、あらゆる家族の中
心を成しているのが、母と子です。ここから始めて
こそ、人々の生活や地域社会全体を通じて、世界を
より良くしていくことができるのです。
　第二の強調事項は、「継続」です。私たちが得意
とすることは何かを知り、それを継続しながら次の
レベルへと高めていくことです。私たちは皆、ロー
タリーの奉仕で成功を収めてきました。これらの

成功を土台に、今後もさらに多くの人々に手を差し
伸べていくことができるでしょう。ですから、きれ
いで安全な水の提供、疾病の予防、識字力の普及、
新世代のための活動や新世代との協力、平和への
努力といった活動を、これからも続けていかなけれ
ばなりません。
　同時に、改善できること、変えるべきことがある
ことを、私たちは知っています。こうした事実を勇
気をもって見据え、変えるべきことは何かを見定め、
必要な変化をもたらしていくために行動していか
なければなりません。
　マハトマ・ガンジーはかつて次のように述べまし
た。「世界の変化を望むなら、あなた自身がその変
化にならなければならない」。ロータリーにおいて
は、私たちは、友情と親善を分かち合い、あらゆる
人々の真の価値を見極めるために、倫理的に、誠
実に生きようと努力しています。ロータリアンは並
みのことには満足しません。なぜならロータリーは
非凡な組織であり、ロータリアンは類まれな人々だ
からです。私たちが自分自身を高めることによって、
世界を高めようと取り組むのは、このためなのです。
　私たちは皆、ロータリーを通じて世界を変えたい
と望んでいます。ロータリアンとなる理由は、まさに
これに尽きるのではないでしょうか。幸せと健康と
平和にあふれた世界をつくることができる、過去よ

りも明るい未来を築くことができると、私たちは信
じています。理想主義者である私たちは、ロータ
リーの奉仕を通じてこの理想を実現しているのです。
　2011-12年度の第三の強調事項を「変化」とした
のは、このためです。世界に望んでいる変化に、ま
ず私たち自身がなることです。平和を望むなら、家
庭に、地域社会に、自分自身の生活に平和をもたら
すことから始めるのです。ポリオやほかの病気を世
界からなくし、環境破壊に歯止めをかけ、子どもの
死亡率を減らし、識字率を高め、飢えを減らしたい
と望むなら、自分自身がこの変化の担い手とならな
ければなりません。それには、まず自分の中にこそ
変化を起こすことの必要性を認識しなければなら
ないのです。
　「こころの中を見つめよう、博愛を広げるために」。
平和、調和、そして友情の精神の中で変化をもたら
し、すべての人々のために、さらに喜びある世界を
築いていこうではありませんか。

2011-2012年度　国際ロータリーのテーマ

　2011-12年度には、まず自分自身を見つめ直すこ
と、すなわち「こころの中を見つめよう、博愛を広げ
るために」のテーマを実践していただきたいという
のが、ロータリアンの皆さまへの私からのお願いで
す。深く自己を省みることによって、人類が皆、同じ
夢、同じ希望、同じ願望、同じ問題を分かち合って
いることを、理解していただきたいのです。誰であ
ろうと、どこに住んでいようと、私たちはそれぞれ、
同じように平和と充足を願い、充実した毎日を送り
たいと望んでいます。人に何かを与えようとするな
ら、まず自分自身にそれを与えることです。なぜな
ら、自らが抱く望みを理解せずして、人々の望みを
理解することはできないからです。
　全世界で平和について語る前に、まずは自分か
ら始め、その後で外に目を向ける必要があります。
心に平和を見出してこそ、家の中に平和をもたらし、
家族に平和をもたらし、そして地域社会に平和をも
たらすことができるのです。同様に、全世界で平和
を築こうとする前に、まず自分の家庭で平和を築き、
全世界で友情と寛容の心を育もうとする前に、まず
自分の周りの人々に対してそれを実践しなければ
なりません。言い換えれば、心が平和であれば、家
庭が平和になり、この平和をほかの人 と々分かち合
うことができるということです。愛する人、大切な

人と一緒にいることに喜びと満足を感じるように、
私たちは、他者を大切にすることができるのです。
　自分が強くなれば、共に生きる人々や家族も強く
なります。そして、強い家族を土台として、前進して
いくことができるのです。うちに強さを秘めた人々
が協力すれば、人類にもより良く奉仕することがで
きます。これこそ、私たちがロータリーで行ってい
ることです。
　次年度には、ロータリーの奉仕において3つの強
調事項に力を注いでいきたいと思います。第一に、
強い家族を築くこと、第二に、私たちが一番得意と
することを継続していくこと、最後に、変える必要
があることは変えるということです。
　年度の第一の強調事項は、「家族」です。万事
は家族から始まります。私たちが行う奉仕すべて、
また世界で成し遂げたいと望むことすべての出発
点は、家族にあります。そして、あらゆる家族の中
心を成しているのが、母と子です。ここから始めて
こそ、人々の生活や地域社会全体を通じて、世界を
より良くしていくことができるのです。
　第二の強調事項は、「継続」です。私たちが得意
とすることは何かを知り、それを継続しながら次の
レベルへと高めていくことです。私たちは皆、ロー
タリーの奉仕で成功を収めてきました。これらの

2011-12年度国際ロータリー会長
カルヤン・バネルジー

経 歴

成功を土台に、今後もさらに多くの人々に手を差し
伸べていくことができるでしょう。ですから、きれ
いで安全な水の提供、疾病の予防、識字力の普及、
新世代のための活動や新世代との協力、平和への
努力といった活動を、これからも続けていかなけれ
ばなりません。
　同時に、改善できること、変えるべきことがある
ことを、私たちは知っています。こうした事実を勇
気をもって見据え、変えるべきことは何かを見定め、
必要な変化をもたらしていくために行動していか
なければなりません。
　マハトマ・ガンジーはかつて次のように述べまし
た。「世界の変化を望むなら、あなた自身がその変
化にならなければならない」。ロータリーにおいて
は、私たちは、友情と親善を分かち合い、あらゆる
人々の真の価値を見極めるために、倫理的に、誠
実に生きようと努力しています。ロータリアンは並
みのことには満足しません。なぜならロータリーは
非凡な組織であり、ロータリアンは類まれな人々だ
からです。私たちが自分自身を高めることによって、
世界を高めようと取り組むのは、このためなのです。
　私たちは皆、ロータリーを通じて世界を変えたい
と望んでいます。ロータリアンとなる理由は、まさに
これに尽きるのではないでしょうか。幸せと健康と
平和にあふれた世界をつくることができる、過去よ

りも明るい未来を築くことができると、私たちは信
じています。理想主義者である私たちは、ロータ
リーの奉仕を通じてこの理想を実現しているのです。
　2011-12年度の第三の強調事項を「変化」とした
のは、このためです。世界に望んでいる変化に、ま
ず私たち自身がなることです。平和を望むなら、家
庭に、地域社会に、自分自身の生活に平和をもたら
すことから始めるのです。ポリオやほかの病気を世
界からなくし、環境破壊に歯止めをかけ、子どもの
死亡率を減らし、識字率を高め、飢えを減らしたい
と望むなら、自分自身がこの変化の担い手とならな
ければなりません。それには、まず自分の中にこそ
変化を起こすことの必要性を認識しなければなら
ないのです。
　「こころの中を見つめよう、博愛を広げるために」。
平和、調和、そして友情の精神の中で変化をもたら
し、すべての人々のために、さらに喜びある世界を
築いていこうではありませんか。

カルヤン・バネルジー氏は、Uniphos Agro Industries 
Limitedの国内最大の農薬メーカーであるUnited 
Phosphorus Limited社の理事、ならびに同社バング
ラデシュ支社の会長を務めています。1942年、イン
ドのカルカッタで生まれたバネルジー氏は、インド工
科大学カラグプル校で化学工学を専門に学び、
1964年に卒業しました。現在はインド最大規模の工
業都市であるグジャラート州のバピに居住し、これ
までに保健と教育の分野におけるインフラ整備に
深く関与して発展に大きく貢献してきました。
　1972年にバピ・ロータリー・クラブ会員となって
以来、ロータリーのありとあらゆるレベルで活躍し
てきました1975年に同クラブの会長となり、1980
年には地区ガバナーを務めました。
　1995年には国際ロータリーの理事に選出され、

国際レベルで活躍し始めました。1997年に貧困お
よび飢餓緩和グループでゼネラル・コーディネー
ターに任命され、2001年にはロータリー財団の管
理委員を務めました。その後、インターナショナル・
ポリオ・プラス委員会委員（2008-09）、東南アジ
ア・ポリオ・プラス委員会委員長（2009-10）、アフリ
カ支援委員会委員（2009-10）、リーダーシップ教
育・研修委員会委員（2009-10）、インド恒久基金
委員会委員（2008-09）、子供の死亡率低下強調委
員会委員（2008-09）などに加え、その他さまざま
な委員会を通じて経験を積んできました。
　バネルジー氏はまた、アメリカ化学会（American 
Chemical Society）やインド化学工学会（Indian 
Institute of Chemical Engineers）で活躍し、ヴィ
シュヴァ・バーラティ大学では評議員を務めています。

また、バピ工業協会（Vapi Industries Association）
の会長を2回、インド産業同盟（Confederation of 
Indian Industry）のグジャラート支部長を務めた経
歴もあります。さらに、ジャイ研究財団（Jai Research 
Foundation）とロータリー人道賞基金（Rotary 
Awards for Humanity Trust）などの団体の管理
委員を務めています。
　配偶者のビノタ夫人は活発に社会活動を行って
おり、夫妻には2人のお子さんと4人のお孫さんがい
ます。
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ロータリー歴
2011-12年度 国際ロータリー会長
2001-05年度 ロータリー財団管理委員
2008-09年度 ロータリアン行動グループ委員会

委員長
1995-97年度 国際ロータリー理事
1980-81年度 地区ガバナー

強調事項
●家族
●継続
●変化

カルヤン・バネルジー
2011-2012年度国際ロータリー会長

インド、グジャラート

RIテーマ

こころの中を見つめよう 博愛を広げるために

2011～2012年度

　2011-12年度には、まず自分自身を見つめ直すこ
と、すなわち「こころの中を見つめよう、博愛を広げ
るために」のテーマを実践していただきたいという
のが、ロータリアンの皆さまへの私からのお願いで
す。深く自己を省みることによって、人類が皆、同じ
夢、同じ希望、同じ願望、同じ問題を分かち合って
いることを、理解していただきたいのです。誰であ
ろうと、どこに住んでいようと、私たちはそれぞれ、
同じように平和と充足を願い、充実した毎日を送り
たいと望んでいます。人に何かを与えようとするな
ら、まず自分自身にそれを与えることです。なぜな
ら、自らが抱く望みを理解せずして、人々の望みを
理解することはできないからです。
　全世界で平和について語る前に、まずは自分か
ら始め、その後で外に目を向ける必要があります。
心に平和を見出してこそ、家の中に平和をもたらし、
家族に平和をもたらし、そして地域社会に平和をも
たらすことができるのです。同様に、全世界で平和
を築こうとする前に、まず自分の家庭で平和を築き、
全世界で友情と寛容の心を育もうとする前に、まず
自分の周りの人々に対してそれを実践しなければ
なりません。言い換えれば、心が平和であれば、家
庭が平和になり、この平和をほかの人 と々分かち合
うことができるということです。愛する人、大切な

人と一緒にいることに喜びと満足を感じるように、
私たちは、他者を大切にすることができるのです。
　自分が強くなれば、共に生きる人々や家族も強く
なります。そして、強い家族を土台として、前進して
いくことができるのです。うちに強さを秘めた人々
が協力すれば、人類にもより良く奉仕することがで
きます。これこそ、私たちがロータリーで行ってい
ることです。
　次年度には、ロータリーの奉仕において3つの強
調事項に力を注いでいきたいと思います。第一に、
強い家族を築くこと、第二に、私たちが一番得意と
することを継続していくこと、最後に、変える必要
があることは変えるということです。
　年度の第一の強調事項は、「家族」です。万事
は家族から始まります。私たちが行う奉仕すべて、
また世界で成し遂げたいと望むことすべての出発
点は、家族にあります。そして、あらゆる家族の中
心を成しているのが、母と子です。ここから始めて
こそ、人々の生活や地域社会全体を通じて、世界を
より良くしていくことができるのです。
　第二の強調事項は、「継続」です。私たちが得意
とすることは何かを知り、それを継続しながら次の
レベルへと高めていくことです。私たちは皆、ロー
タリーの奉仕で成功を収めてきました。これらの

成功を土台に、今後もさらに多くの人々に手を差し
伸べていくことができるでしょう。ですから、きれ
いで安全な水の提供、疾病の予防、識字力の普及、
新世代のための活動や新世代との協力、平和への
努力といった活動を、これからも続けていかなけれ
ばなりません。
　同時に、改善できること、変えるべきことがある
ことを、私たちは知っています。こうした事実を勇
気をもって見据え、変えるべきことは何かを見定め、
必要な変化をもたらしていくために行動していか
なければなりません。
　マハトマ・ガンジーはかつて次のように述べまし
た。「世界の変化を望むなら、あなた自身がその変
化にならなければならない」。ロータリーにおいて
は、私たちは、友情と親善を分かち合い、あらゆる
人々の真の価値を見極めるために、倫理的に、誠
実に生きようと努力しています。ロータリアンは並
みのことには満足しません。なぜならロータリーは
非凡な組織であり、ロータリアンは類まれな人々だ
からです。私たちが自分自身を高めることによって、
世界を高めようと取り組むのは、このためなのです。
　私たちは皆、ロータリーを通じて世界を変えたい
と望んでいます。ロータリアンとなる理由は、まさに
これに尽きるのではないでしょうか。幸せと健康と
平和にあふれた世界をつくることができる、過去よ

りも明るい未来を築くことができると、私たちは信
じています。理想主義者である私たちは、ロータ
リーの奉仕を通じてこの理想を実現しているのです。
　2011-12年度の第三の強調事項を「変化」とした
のは、このためです。世界に望んでいる変化に、ま
ず私たち自身がなることです。平和を望むなら、家
庭に、地域社会に、自分自身の生活に平和をもたら
すことから始めるのです。ポリオやほかの病気を世
界からなくし、環境破壊に歯止めをかけ、子どもの
死亡率を減らし、識字率を高め、飢えを減らしたい
と望むなら、自分自身がこの変化の担い手とならな
ければなりません。それには、まず自分の中にこそ
変化を起こすことの必要性を認識しなければなら
ないのです。
　「こころの中を見つめよう、博愛を広げるために」。
平和、調和、そして友情の精神の中で変化をもたら
し、すべての人々のために、さらに喜びある世界を
築いていこうではありませんか。

2011-2012年度　国際ロータリーのテーマ
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　2011-12年度には、まず自分自身を見つめ直すこ
と、すなわち「こころの中を見つめよう、博愛を広げ
るために」のテーマを実践していただきたいという
のが、ロータリアンの皆さまへの私からのお願いで
す。深く自己を省みることによって、人類が皆、同じ
夢、同じ希望、同じ願望、同じ問題を分かち合って
いることを、理解していただきたいのです。誰であ
ろうと、どこに住んでいようと、私たちはそれぞれ、
同じように平和と充足を願い、充実した毎日を送り
たいと望んでいます。人に何かを与えようとするな
ら、まず自分自身にそれを与えることです。なぜな
ら、自らが抱く望みを理解せずして、人々の望みを
理解することはできないからです。
　全世界で平和について語る前に、まずは自分か
ら始め、その後で外に目を向ける必要があります。
心に平和を見出してこそ、家の中に平和をもたらし、
家族に平和をもたらし、そして地域社会に平和をも
たらすことができるのです。同様に、全世界で平和
を築こうとする前に、まず自分の家庭で平和を築き、
全世界で友情と寛容の心を育もうとする前に、まず
自分の周りの人々に対してそれを実践しなければ
なりません。言い換えれば、心が平和であれば、家
庭が平和になり、この平和をほかの人 と々分かち合
うことができるということです。愛する人、大切な

人と一緒にいることに喜びと満足を感じるように、
私たちは、他者を大切にすることができるのです。
　自分が強くなれば、共に生きる人々や家族も強く
なります。そして、強い家族を土台として、前進して
いくことができるのです。うちに強さを秘めた人々
が協力すれば、人類にもより良く奉仕することがで
きます。これこそ、私たちがロータリーで行ってい
ることです。
　次年度には、ロータリーの奉仕において3つの強
調事項に力を注いでいきたいと思います。第一に、
強い家族を築くこと、第二に、私たちが一番得意と
することを継続していくこと、最後に、変える必要
があることは変えるということです。
　年度の第一の強調事項は、「家族」です。万事
は家族から始まります。私たちが行う奉仕すべて、
また世界で成し遂げたいと望むことすべての出発
点は、家族にあります。そして、あらゆる家族の中
心を成しているのが、母と子です。ここから始めて
こそ、人々の生活や地域社会全体を通じて、世界を
より良くしていくことができるのです。
　第二の強調事項は、「継続」です。私たちが得意
とすることは何かを知り、それを継続しながら次の
レベルへと高めていくことです。私たちは皆、ロー
タリーの奉仕で成功を収めてきました。これらの

2011-12年度国際ロータリー会長
カルヤン・バネルジー

経 歴

成功を土台に、今後もさらに多くの人々に手を差し
伸べていくことができるでしょう。ですから、きれ
いで安全な水の提供、疾病の予防、識字力の普及、
新世代のための活動や新世代との協力、平和への
努力といった活動を、これからも続けていかなけれ
ばなりません。
　同時に、改善できること、変えるべきことがある
ことを、私たちは知っています。こうした事実を勇
気をもって見据え、変えるべきことは何かを見定め、
必要な変化をもたらしていくために行動していか
なければなりません。
　マハトマ・ガンジーはかつて次のように述べまし
た。「世界の変化を望むなら、あなた自身がその変
化にならなければならない」。ロータリーにおいて
は、私たちは、友情と親善を分かち合い、あらゆる
人々の真の価値を見極めるために、倫理的に、誠
実に生きようと努力しています。ロータリアンは並
みのことには満足しません。なぜならロータリーは
非凡な組織であり、ロータリアンは類まれな人々だ
からです。私たちが自分自身を高めることによって、
世界を高めようと取り組むのは、このためなのです。
　私たちは皆、ロータリーを通じて世界を変えたい
と望んでいます。ロータリアンとなる理由は、まさに
これに尽きるのではないでしょうか。幸せと健康と
平和にあふれた世界をつくることができる、過去よ

りも明るい未来を築くことができると、私たちは信
じています。理想主義者である私たちは、ロータ
リーの奉仕を通じてこの理想を実現しているのです。
　2011-12年度の第三の強調事項を「変化」とした
のは、このためです。世界に望んでいる変化に、ま
ず私たち自身がなることです。平和を望むなら、家
庭に、地域社会に、自分自身の生活に平和をもたら
すことから始めるのです。ポリオやほかの病気を世
界からなくし、環境破壊に歯止めをかけ、子どもの
死亡率を減らし、識字率を高め、飢えを減らしたい
と望むなら、自分自身がこの変化の担い手とならな
ければなりません。それには、まず自分の中にこそ
変化を起こすことの必要性を認識しなければなら
ないのです。
　「こころの中を見つめよう、博愛を広げるために」。
平和、調和、そして友情の精神の中で変化をもたら
し、すべての人々のために、さらに喜びある世界を
築いていこうではありませんか。

カルヤン・バネルジー氏は、Uniphos Agro Industries 
Limitedの国内最大の農薬メーカーであるUnited 
Phosphorus Limited社の理事、ならびに同社バング
ラデシュ支社の会長を務めています。1942年、イン
ドのカルカッタで生まれたバネルジー氏は、インド工
科大学カラグプル校で化学工学を専門に学び、
1964年に卒業しました。現在はインド最大規模の工
業都市であるグジャラート州のバピに居住し、これ
までに保健と教育の分野におけるインフラ整備に
深く関与して発展に大きく貢献してきました。
　1972年にバピ・ロータリー・クラブ会員となって
以来、ロータリーのありとあらゆるレベルで活躍し
てきました1975年に同クラブの会長となり、1980
年には地区ガバナーを務めました。
　1995年には国際ロータリーの理事に選出され、

国際レベルで活躍し始めました。1997年に貧困お
よび飢餓緩和グループでゼネラル・コーディネー
ターに任命され、2001年にはロータリー財団の管
理委員を務めました。その後、インターナショナル・
ポリオ・プラス委員会委員（2008-09）、東南アジ
ア・ポリオ・プラス委員会委員長（2009-10）、アフリ
カ支援委員会委員（2009-10）、リーダーシップ教
育・研修委員会委員（2009-10）、インド恒久基金
委員会委員（2008-09）、子供の死亡率低下強調委
員会委員（2008-09）などに加え、その他さまざま
な委員会を通じて経験を積んできました。
　バネルジー氏はまた、アメリカ化学会（American 
Chemical Society）やインド化学工学会（Indian 
Institute of Chemical Engineers）で活躍し、ヴィ
シュヴァ・バーラティ大学では評議員を務めています。

また、バピ工業協会（Vapi Industries Association）
の会長を2回、インド産業同盟（Confederation of 
Indian Industry）のグジャラート支部長を務めた経
歴もあります。さらに、ジャイ研究財団（Jai Research 
Foundation）とロータリー人道賞基金（Rotary 
Awards for Humanity Trust）などの団体の管理
委員を務めています。
　配偶者のビノタ夫人は活発に社会活動を行って
おり、夫妻には2人のお子さんと4人のお孫さんがい
ます。
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国際協議会でのRI会長の挨拶

地域を育み、大陸をつなぐ
　カリフォルニア、ヒア・アイ・カム」という歌をご存
知の方も多いのではないでしょうか。昨年からこの
集いを夢に描き、思いを馳せてきた私たちの心を
歌ったような懐かしのメロディーです。時が来て、
今はすでに「カリフォルニア、ヒア・アイ・カム」では
なく、「カリフォルニア、ウィー・アー・ヒア」すなわち、
「私たちはカリフォルニアにいる」に変わりました。
新たなロータリーの指導者チームが、満を持して
やって来たのです。
　ロータリー・ボランティアの才能が結集された
ネットワークには、目を見張るものがあります。私
が壇上に上がる際に流れた音楽は、ロサンゼルス
でのロータリー年次大会を推進する目的で、トルー
マン州立大学の学生16名により、カークスビルとい
う小さな町でレコーディングされたものです。この
曲のアレンジとバンドの指揮は、わがロータリー・
クラブ会員であるランディー・スミス氏が担当しま
した。あの音楽は、彼らの才能と超我の奉仕の精
神の結晶です。
　そして、今お聴きいただいている懐かしの曲はメ
アリー・サリーさんの演奏によるもので、この1週間、

彼女はご自身の時間と才能を捧げてくださいます。
音楽には人間の精気を奮い立たせる力があります
ので、この協議会を通じて随所でメアリーさんの音
楽の才能の恩恵にあずかることができるでしょう。
米国オクラホマ州出身のロータリアンであるメア
リーさんは、ロータリー奨学生としてウイーンで音
楽を学んだ経験の持ち主です。ロータリー財団の申
し子、メアリー・サリーさんに拍手をお願いします。
　お話ししたいことが山ほどありますので、まずは、
地区ガバナーが特に高い関心を寄せている来年度
のテーマ・ブレザーから始めましょう。はじめて
テーマ・ブレザーを採用したのはポール・ハリスだ
とお思いの方もいらっしゃるかもしれませんが、実
は、この伝統が始まったのは25年前です。
　テーマ・ブレザーが導入されたのは、カルロス・
カンセコ氏がRI会長を務めた1984-85年度のこと
でした。
　その発起人となったのが、当時、私の地区のガ
バナーを務めていたジム・フィッシャー氏で、これを
伝統として受け継いでいくことにも力を注いだ人物
です。弟さんとともにスポーツ用品店を経営してい
たジムさんは、「ロータリーの国際大会で仲間がす

ぐに見分けられるように、鮮やかな色のブレザー
が欲しい」と同期のガバナーが話しているのを聞き、
その年のガバナー・チームのために鮮やかな黄色
のブレザーを大量に注文したのです。この黄色い
ジャケットは、「スズメバチ」の異名をとり、すぐさ
まロータリアンの間で話題となり、カンザスシ
ティーで開かれた1985年の国際大会では注目の的
となりました。
　このブレザーが大人気を博したことを受けて、
M.A.T.カパラス1986-87年度RI会長が、1986年
ナッシュビルで開催された国際協議会で販売する
ため、「ハーバード・クリムゾン」の名にふさわしい
深紅のブレザーを作ってくれと、ジムさんに注文し
ました。ブレザーの人気は大変なもので、ジムさん
は以来長年にわたり、会長が変わるたびに新しい
色のブレザーを提供することになりました。その後
のことは私がお話しするまでもありませんが、ここ
で、テーマ・ブレザーをロータリーの伝統へと昇華
させた二人のヒーローに敬意を表したいと思います。
　セントルイス出身のジム・フィッシャー・パスト地
区ガバナー、そして、フィリピン出身のM.A.T.カパラ
ス元RI会長のお二方です。
　来年度のブレザーの色については、皆さんご存
知のとおり、バーミンガム大会中、ガバナー・ノミ
ニー会議で赤紫と既に発表いたしました。今回、
私たちのブレザーは、事前購入できるようにしたこ
とによって、価格を半分に抑えることができました。
価格の面だけではなく、それよりもっと重要な教訓
も得ることができました。従来どおりのやり方を見
直すことで、よい良い方法が見つかったのです。こ
れを機に、クラブや地区で既に時代遅れになって
しまっているやり方など、ロータリーに存在するほ
かの慣習も見直してみたいものです。肝心なのは、
伝統的な慣習のすべてを見直し、明らかにもっと
良い別の方法があれば、新しい伝統を始めるべき
だということです。
　さあ、それでは、次期地区ガバナーの2番目の関
心事項であるRIのテーマに焦点を移したいと思いま
す。適切なテーマを選ぶにあたって、私はじっくりと
考えを巡らせました。その過程で歴代RI会長のテー
マをすべて参照し、種類別に分けてみることにした
のです。最新版の「公式名簿（Off icial Directory）」
に載っている最初のテーマは、1949-50年度のもので、
初期のほかのテーマ同様、目標を連ねた非常に長い
テーマとなっています。
　私たちが今日テーマと呼んでいる形のものは、3

つのキーワードから成る短いテーマで、1950年代
に始まりました。「ロータリーは活動する希望」、
「我等の資源を開發しよう」、「将来を造るに助力
しましょう」が、この例です。
　もう少し新しいテーマになりますと「真心の行動、
慈愛の奉仕、平和に挺身」や「ロータリーの心を あ
なたの住むところ 私たちの世界 そこに住むすべて
の人々に」、「行動 行動に努めよ 理解に途を求め
よ 指導力を高めよ」など、長いものも出てきます。
また、「参加し敢行しよう！」、「手をさし伸べよう
…」、「ロータリーは分かちあいの心」といった短い
ものもあります。
　動詞から始まり、行動を促すテーマとしては、「友
達になろう」、「手を貸そう」、「率先しよう」など
があります。
　ほかには、要点を強調するテーマもあります。「あ
なたが鍵です」、「人類が私たちの仕事」、「まこと
の幸福は人助けから」がその例です。テーマの中
に「ロータリー」という言葉が含まれているものが、
16ありました。「ロータリーに生きよう」、「ロータ
リーを楽しもう！」、「ロータリーは分かちあいの
心」、「ロータリーを祝おう」、「ロータリーは希望
をもたらす」などです。
　奉仕という言葉が含まれているテーマは、「超我
の奉仕」、「奉仕の灯で道を照らそう」、「ロータリ
アン──奉仕に結束─平和に献身」の3つです。
英語の「bridge」という言葉が含まれているテーマ
は、「隔りを取り除こう」、「生気を与えよ 身につけ
よ 友愛の橋をかけよ」、「人類はひとつ 世界中に
友情の橋をかけよう」の3つです。
　こうしてロータリーのテーマを見ていく過程で、も
う1つの重要な面が見えてきました。それは、ほとん
どのテーマがロータリアンだけに呼びかけるもの
で、ロータリアン以外の人々を対象としていない点
です。この両者に呼びかけるテーマを考えるとき、
脳裏に浮かんだのが、ロータリーのスーパー営業マ
ンであるフランク・デブリン氏の勧告でした。エレ
ベーターに乗り込んだ瞬間から降りるまでの短い
間に、ロータリアンではない人々にロータリーのこ
とを売り込む簡潔なメッセージを、私たちの誰もが
用意しておくべきだと、デブリン氏は言っています。
そこで私は、「ロータリアン以外の人々にロータ
リーの目的を説明すること」と「ロータリアンに自分
たちの活動の意義を再認識してもらうこと」、この2
つの目標を満たす簡潔なテーマを探す決心をいた
しました。

　そして適切な言葉を探す上で、四大奉仕部門を
再検討していたところ、クラブ奉仕と職業奉仕は
どちらも人生を謳歌し、善き市民となるよう私たち
を導いてくれるものであると気づいたのです。また、
社会奉仕と職業奉仕を合わせるなら、地元の地域
社会をより住みやすく、働きやすい場所にすること
ができるでしょう。一方、国際奉仕は、国や大陸を
異にする海外のクラブと協力し、世界理解、親善、
平和を広め、世界をより良い場所にするための機会
を、私たちに与えてくれます。そこで、海外と地元地
域の両方で活躍するロータリアンのユニークな存
在をどのように表現すればよいのかと、考えあぐね
ました。
　次に、ジェームズ・コリンズの名著「ビジョナ
リー・カンパニー2」に書かれている非営利団体へ
の助言について考えてみました。コリンズの助言は、
将来の針路を見極めるために次の3点を考えよとい
うものです。1）会員が情熱を抱いているものは何
か。2）あなたの団体が世界一と誇れるものは何か。
3）団体のリソースをつき動かすものは何か。
　これら3つの問いは、ロータリー財団の未来の夢
計画を立てる際の指針となりました。私も、ロータ
リアンの情熱、独創性、寛大さを的確にとらえた
言葉を探る上で、この3つの問いを振り返ることに
なったのです。ここで少し立ち止まってみましょう。
ロータリーを的確に表す3つないし4つの言葉を、
皆さんも考えてみてください。
　ロータリーの外にいる人々にも私たちの目的が
分かり、ロータリアンにとっても会員であることを
誇りに思えるような言葉です。
　適切な言葉を探す過程で、ロータリーが、ロータ
リー・クラブの連合体であると同時に、奉仕の精
神から成り立っていることを忘れてはなりません。
私たちは、「奉仕」「親睦」「多様性」「高潔性」
「リーダーシップ」というロータリーの中核となる価
値観を分かち合う必要があるのです。さあ、ロータ
リーの真髄に迫る魔法の言葉は何でしょうか。
　昨年、この場でジョン・ケニー会長が思慮に富ん
だテーマを発表されてからというもの、私は数多く
の言葉や語句を検討してきました。その結果、ロー
タリーの現在の使命を表し、私たちが得意とする
ことに焦点を当て、最終的に次のテーマを選びま
した。「地域を育み、大陸をつなぐ」
　この簡潔な語句が、ロータリアンとしての私たち
の存在と私たちの活動を的確に言い表すものであ
ると賛同していただけることを願っております。ロー

タリーは世界でも比類のない優れた組織です。私
たちは、地域社会の精神とリソースを築いています。
このことを、わが地区の昨年度のガバナー、エリザ
ベス・ウソヴィッチ氏が、次のように見事に語ってく
れました。「クラブに前向きな意欲がみなぎると、
地元地域をも元気にすることができる。そして私た
ちの存在と奉仕によって地域社会が活性化される
と、新しい会員がもたらされる。こうして素晴らし
い相乗効果が生じるのだ」、と。
　ロータリーの奉仕の精神を実現できれば、私た
ちはクラブと地域社会の両方を動かすことができ
るというウソヴィッチガバナーの言葉は、真実です。
私たちロータリアンの間で、地域社会づくりにおい
てロータリーが世界で最も秀でているという考え
は浸透していますが、ロータリーの外では必ずしも
認められている考えとは言えません。しかし、大陸
をつなぐことに関して言えば、親善によって世界中
の人々を結びつけ、世界をもっと住みやすく働きや
すい場所にするために協力と支援を結集させるこ
とにかけては、ロータリーが世界一であることを疑
う人は少ないでしょう。エド・カドマン元会長の言
葉どおり、「ロータリーは、画一化ではなく、結束に
ある」のです。この目的に向けた結束こそが、私た
ちを世界最良の組織に成し得る要素です。ロータ
リアンである私たちは、誠に恵まれています。
　ロータリー・クラブと地区の功績、そしてロータ
リーの華 し々い成功を祝う今、忘れてならないのは、
ロータリーを世界の桧舞台に送り出すために惜し
みない努力を払ってきた無数のロータリアンの遺
産の上に、今の私たちがあるという事実です。私た
ちにはロータリアン諸先輩という模範があります。
国際協議会では、元会長や元役員に出会う機会
があります。皆さん、私がロータリーの例会に出席
してきたこの50年間、率先して活動してこられた方
ばかりです。
　そうです、ロータリー奨学生となったときからさ
かのぼって、ロータリー歴50年と言えることを、私
は誇りに感じています。故郷ミズーリ州の小さな町、
ユニオンビルのクラブの賢明にして寛大な計らい
によって、奨学金申請の推薦を受けてから南アフリ
カへの留学に向けて出国する日まで、私は無料で
すべての例会に出席させていただくことができま
した。私が生まれ故郷初の留学生となれたのは、
ひとえにロータリーのおかげです。
　これまで5万人近くの奨学生が私と同じ機会を
享受し、およそ6万人のGSEチームメンバーが別の

国、あるいは別の大陸で学ぶ機会を得てきました。
それだけではありません。10万人以上のロータリー
青少年交換学生が、母国を離れ、海外のホスト
ファミリーのもとで暮らしてきました。また、ポリオ
という身体の自由を奪う病の感染者数の減少に
ロータリーが大きく貢献してきた事実についても考
えてみましょう。昨年の感染者は2千人以下で、
1979年の50万人という数字と比べると、世界的に
99.9パーセント減少しています。今、私たちは世界
史上最も悲惨な病気の一つに数えられるポリオを
撲滅しようとしているのです。さらに、クラブとその
会員は、毎年、ロータリー財団へ行う寄付の推定
10倍の資金を地元地域のプロジェクトに費やして
いることも、忘れてはなりません。社会奉仕プロ
ジェクトの年間支出は、何十億ドルという金額にな
るはずです。
　こうした驚異的な数字を思えば、今現在、ロータ
リアンであることの素晴らしさを誰もが実感するこ
とでしょう。実際、世界を本当によりよい場所にす
るために時間と才能を捧げるのに、ロータリーほど
ふさわしい組織がほかにあるでしょうか。ともに
ロータリーに対する誇りを確かめ合う一方で、皆さ
んの責務が大きく変わることにも目を向けてくださ
い。皆さんは、間もなくロータリーの新ガバナーと
なられます。わずか5カ月後には、最も優れた組織
としてのロータリーの地位を保ち続けるだけでなく、
さらなる高みへと引き上げていく責務を、私たちは
共有することになります。成功は、皆さん一人ひとり
がどれだけの時間と才能を捧げ、地区内のクラブ
のために、友として、相談相手として、また応援団
長として力になる覚悟があるかに、大きくかかって
きます。船団は最もスピードの遅い船に合わせて進
みますが、ロータリーにも同じことが当てはまりま
す。ですから、ここにいらっしゃる地区ガバナー・エ
レクト全員が全力で進んでいく必要があるのです。
百年前の1910年8月に初のロータリー・クラブ大会
を開催した国際ロータリーが奉仕の新世紀に乗り
出す中、遅れを取り、ロータリーという船団の速度
を落とさせるようなことがないようにしなければな
りません。
　リーダーの素質を備えた皆さんに、リーダーとな
る意志があるならば、必ずやロータリーにさらなる
栄華がもたらされることでしょう。時間と労力とい
う代償を払う覚悟が私たちにあるなら、きっとでき
ます。120万というロータリーの会員数は、世界人口
が60億人であることを考えれば、小さな数字かもし

れません。しかし、著名な文化人類学者、マーガ
レット・ミードの貴重な助言を思い起こしてください。
「思慮と熱意のある少人数の人々に世界を変える
ことなどできないとみくびってはいけない。実際に
は、それが世界を変える唯一の方法なのだから」
　そうです、私たちは世界を良い方向へと変えてき
たのです。そして、今後も変え続けていくのです。
現在のような不況下にあっても、さらに良い変化を
もたらすことができるでしょうか。「イエス・ウィー・
キャン」、私たちにはできます。そうです、私たちは
ともにやり遂げます。やり方はシンプルです。来る
年度を成功へと導くために必要なのは、ロータリア
ンが熱意を抱き、世界一得意としていること、すな
わち「地域を育み、大陸をつなぐ」ことに専念する
よう、力の限り、クラブと地区を励ましていくこと、
それだけなのです。

カルヤン・バネルジー夫妻

カルヤン・バネルジー氏は、Uniphos Agro Industries 
Limitedの国内最大の農薬メーカーであるUnited 
Phosphorus Limited社の理事、ならびに同社バング
ラデシュ支社の会長を務めています。1942年、イン
ドのカルカッタで生まれたバネルジー氏は、インド工
科大学カラグプル校で化学工学を専門に学び、
1964年に卒業しました。現在はインド最大規模の工
業都市であるグジャラート州のバピに居住し、これ
までに保健と教育の分野におけるインフラ整備に
深く関与して発展に大きく貢献してきました。
　1972年にバピ・ロータリー・クラブ会員となって
以来、ロータリーのありとあらゆるレベルで活躍し
てきました1975年に同クラブの会長となり、1980
年には地区ガバナーを務めました。
　1995年には国際ロータリーの理事に選出され、

国際レベルで活躍し始めました。1997年に貧困お
よび飢餓緩和グループでゼネラル・コーディネー
ターに任命され、2001年にはロータリー財団の管
理委員を務めました。その後、インターナショナル・
ポリオ・プラス委員会委員（2008-09）、東南アジ
ア・ポリオ・プラス委員会委員長（2009-10）、アフリ
カ支援委員会委員（2009-10）、リーダーシップ教
育・研修委員会委員（2009-10）、インド恒久基金
委員会委員（2008-09）、子供の死亡率低下強調委
員会委員（2008-09）などに加え、その他さまざま
な委員会を通じて経験を積んできました。
　バネルジー氏はまた、アメリカ化学会（American 
Chemical Society）やインド化学工学会（Indian 
Institute of Chemical Engineers）で活躍し、ヴィ
シュヴァ・バーラティ大学では評議員を務めています。

また、バピ工業協会（Vapi Industries Association）
の会長を2回、インド産業同盟（Confederation of 
Indian Industry）のグジャラート支部長を務めた経
歴もあります。さらに、ジャイ研究財団（Jai Research 
Foundation）とロータリー人道賞基金（Rotary 
Awards for Humanity Trust）などの団体の管理
委員を務めています。
　配偶者のビノタ夫人は活発に社会活動を行って
おり、夫妻には2人のお子さんと4人のお孫さんがい
ます。

地域を育み、大陸をつなぐ
　カリフォルニア、ヒア・アイ・カム」という歌をご存
知の方も多いのではないでしょうか。昨年からこの
集いを夢に描き、思いを馳せてきた私たちの心を
歌ったような懐かしのメロディーです。時が来て、
今はすでに「カリフォルニア、ヒア・アイ・カム」では
なく、「カリフォルニア、ウィー・アー・ヒア」すなわち、
「私たちはカリフォルニアにいる」に変わりました。
新たなロータリーの指導者チームが、満を持して
やって来たのです。
　ロータリー・ボランティアの才能が結集された
ネットワークには、目を見張るものがあります。私
が壇上に上がる際に流れた音楽は、ロサンゼルス
でのロータリー年次大会を推進する目的で、トルー
マン州立大学の学生16名により、カークスビルとい
う小さな町でレコーディングされたものです。この
曲のアレンジとバンドの指揮は、わがロータリー・
クラブ会員であるランディー・スミス氏が担当しま
した。あの音楽は、彼らの才能と超我の奉仕の精
神の結晶です。
　そして、今お聴きいただいている懐かしの曲はメ
アリー・サリーさんの演奏によるもので、この1週間、

彼女はご自身の時間と才能を捧げてくださいます。
音楽には人間の精気を奮い立たせる力があります
ので、この協議会を通じて随所でメアリーさんの音
楽の才能の恩恵にあずかることができるでしょう。
米国オクラホマ州出身のロータリアンであるメア
リーさんは、ロータリー奨学生としてウイーンで音
楽を学んだ経験の持ち主です。ロータリー財団の申
し子、メアリー・サリーさんに拍手をお願いします。
　お話ししたいことが山ほどありますので、まずは、
地区ガバナーが特に高い関心を寄せている来年度
のテーマ・ブレザーから始めましょう。はじめて
テーマ・ブレザーを採用したのはポール・ハリスだ
とお思いの方もいらっしゃるかもしれませんが、実
は、この伝統が始まったのは25年前です。
　テーマ・ブレザーが導入されたのは、カルロス・
カンセコ氏がRI会長を務めた1984-85年度のこと
でした。
　その発起人となったのが、当時、私の地区のガ
バナーを務めていたジム・フィッシャー氏で、これを
伝統として受け継いでいくことにも力を注いだ人物
です。弟さんとともにスポーツ用品店を経営してい
たジムさんは、「ロータリーの国際大会で仲間がす

ぐに見分けられるように、鮮やかな色のブレザー
が欲しい」と同期のガバナーが話しているのを聞き、
その年のガバナー・チームのために鮮やかな黄色
のブレザーを大量に注文したのです。この黄色い
ジャケットは、「スズメバチ」の異名をとり、すぐさ
まロータリアンの間で話題となり、カンザスシ
ティーで開かれた1985年の国際大会では注目の的
となりました。
　このブレザーが大人気を博したことを受けて、
M.A.T.カパラス1986-87年度RI会長が、1986年
ナッシュビルで開催された国際協議会で販売する
ため、「ハーバード・クリムゾン」の名にふさわしい
深紅のブレザーを作ってくれと、ジムさんに注文し
ました。ブレザーの人気は大変なもので、ジムさん
は以来長年にわたり、会長が変わるたびに新しい
色のブレザーを提供することになりました。その後
のことは私がお話しするまでもありませんが、ここ
で、テーマ・ブレザーをロータリーの伝統へと昇華
させた二人のヒーローに敬意を表したいと思います。
　セントルイス出身のジム・フィッシャー・パスト地
区ガバナー、そして、フィリピン出身のM.A.T.カパラ
ス元RI会長のお二方です。
　来年度のブレザーの色については、皆さんご存
知のとおり、バーミンガム大会中、ガバナー・ノミ
ニー会議で赤紫と既に発表いたしました。今回、
私たちのブレザーは、事前購入できるようにしたこ
とによって、価格を半分に抑えることができました。
価格の面だけではなく、それよりもっと重要な教訓
も得ることができました。従来どおりのやり方を見
直すことで、よい良い方法が見つかったのです。こ
れを機に、クラブや地区で既に時代遅れになって
しまっているやり方など、ロータリーに存在するほ
かの慣習も見直してみたいものです。肝心なのは、
伝統的な慣習のすべてを見直し、明らかにもっと
良い別の方法があれば、新しい伝統を始めるべき
だということです。
　さあ、それでは、次期地区ガバナーの2番目の関
心事項であるRIのテーマに焦点を移したいと思いま
す。適切なテーマを選ぶにあたって、私はじっくりと
考えを巡らせました。その過程で歴代RI会長のテー
マをすべて参照し、種類別に分けてみることにした
のです。最新版の「公式名簿（Off icial Directory）」
に載っている最初のテーマは、1949-50年度のもので、
初期のほかのテーマ同様、目標を連ねた非常に長い
テーマとなっています。
　私たちが今日テーマと呼んでいる形のものは、3

つのキーワードから成る短いテーマで、1950年代
に始まりました。「ロータリーは活動する希望」、
「我等の資源を開發しよう」、「将来を造るに助力
しましょう」が、この例です。
　もう少し新しいテーマになりますと「真心の行動、
慈愛の奉仕、平和に挺身」や「ロータリーの心を あ
なたの住むところ 私たちの世界 そこに住むすべて
の人々に」、「行動 行動に努めよ 理解に途を求め
よ 指導力を高めよ」など、長いものも出てきます。
また、「参加し敢行しよう！」、「手をさし伸べよう
…」、「ロータリーは分かちあいの心」といった短い
ものもあります。
　動詞から始まり、行動を促すテーマとしては、「友
達になろう」、「手を貸そう」、「率先しよう」など
があります。
　ほかには、要点を強調するテーマもあります。「あ
なたが鍵です」、「人類が私たちの仕事」、「まこと
の幸福は人助けから」がその例です。テーマの中
に「ロータリー」という言葉が含まれているものが、
16ありました。「ロータリーに生きよう」、「ロータ
リーを楽しもう！」、「ロータリーは分かちあいの
心」、「ロータリーを祝おう」、「ロータリーは希望
をもたらす」などです。
　奉仕という言葉が含まれているテーマは、「超我
の奉仕」、「奉仕の灯で道を照らそう」、「ロータリ
アン──奉仕に結束─平和に献身」の3つです。
英語の「bridge」という言葉が含まれているテーマ
は、「隔りを取り除こう」、「生気を与えよ 身につけ
よ 友愛の橋をかけよ」、「人類はひとつ 世界中に
友情の橋をかけよう」の3つです。
　こうしてロータリーのテーマを見ていく過程で、も
う1つの重要な面が見えてきました。それは、ほとん
どのテーマがロータリアンだけに呼びかけるもの
で、ロータリアン以外の人々を対象としていない点
です。この両者に呼びかけるテーマを考えるとき、
脳裏に浮かんだのが、ロータリーのスーパー営業マ
ンであるフランク・デブリン氏の勧告でした。エレ
ベーターに乗り込んだ瞬間から降りるまでの短い
間に、ロータリアンではない人々にロータリーのこ
とを売り込む簡潔なメッセージを、私たちの誰もが
用意しておくべきだと、デブリン氏は言っています。
そこで私は、「ロータリアン以外の人々にロータ
リーの目的を説明すること」と「ロータリアンに自分
たちの活動の意義を再認識してもらうこと」、この2
つの目標を満たす簡潔なテーマを探す決心をいた
しました。

　そして適切な言葉を探す上で、四大奉仕部門を
再検討していたところ、クラブ奉仕と職業奉仕は
どちらも人生を謳歌し、善き市民となるよう私たち
を導いてくれるものであると気づいたのです。また、
社会奉仕と職業奉仕を合わせるなら、地元の地域
社会をより住みやすく、働きやすい場所にすること
ができるでしょう。一方、国際奉仕は、国や大陸を
異にする海外のクラブと協力し、世界理解、親善、
平和を広め、世界をより良い場所にするための機会
を、私たちに与えてくれます。そこで、海外と地元地
域の両方で活躍するロータリアンのユニークな存
在をどのように表現すればよいのかと、考えあぐね
ました。
　次に、ジェームズ・コリンズの名著「ビジョナ
リー・カンパニー2」に書かれている非営利団体へ
の助言について考えてみました。コリンズの助言は、
将来の針路を見極めるために次の3点を考えよとい
うものです。1）会員が情熱を抱いているものは何
か。2）あなたの団体が世界一と誇れるものは何か。
3）団体のリソースをつき動かすものは何か。
　これら3つの問いは、ロータリー財団の未来の夢
計画を立てる際の指針となりました。私も、ロータ
リアンの情熱、独創性、寛大さを的確にとらえた
言葉を探る上で、この3つの問いを振り返ることに
なったのです。ここで少し立ち止まってみましょう。
ロータリーを的確に表す3つないし4つの言葉を、
皆さんも考えてみてください。
　ロータリーの外にいる人々にも私たちの目的が
分かり、ロータリアンにとっても会員であることを
誇りに思えるような言葉です。
　適切な言葉を探す過程で、ロータリーが、ロータ
リー・クラブの連合体であると同時に、奉仕の精
神から成り立っていることを忘れてはなりません。
私たちは、「奉仕」「親睦」「多様性」「高潔性」
「リーダーシップ」というロータリーの中核となる価
値観を分かち合う必要があるのです。さあ、ロータ
リーの真髄に迫る魔法の言葉は何でしょうか。
　昨年、この場でジョン・ケニー会長が思慮に富ん
だテーマを発表されてからというもの、私は数多く
の言葉や語句を検討してきました。その結果、ロー
タリーの現在の使命を表し、私たちが得意とする
ことに焦点を当て、最終的に次のテーマを選びま
した。「地域を育み、大陸をつなぐ」
　この簡潔な語句が、ロータリアンとしての私たち
の存在と私たちの活動を的確に言い表すものであ
ると賛同していただけることを願っております。ロー

タリーは世界でも比類のない優れた組織です。私
たちは、地域社会の精神とリソースを築いています。
このことを、わが地区の昨年度のガバナー、エリザ
ベス・ウソヴィッチ氏が、次のように見事に語ってく
れました。「クラブに前向きな意欲がみなぎると、
地元地域をも元気にすることができる。そして私た
ちの存在と奉仕によって地域社会が活性化される
と、新しい会員がもたらされる。こうして素晴らし
い相乗効果が生じるのだ」、と。
　ロータリーの奉仕の精神を実現できれば、私た
ちはクラブと地域社会の両方を動かすことができ
るというウソヴィッチガバナーの言葉は、真実です。
私たちロータリアンの間で、地域社会づくりにおい
てロータリーが世界で最も秀でているという考え
は浸透していますが、ロータリーの外では必ずしも
認められている考えとは言えません。しかし、大陸
をつなぐことに関して言えば、親善によって世界中
の人々を結びつけ、世界をもっと住みやすく働きや
すい場所にするために協力と支援を結集させるこ
とにかけては、ロータリーが世界一であることを疑
う人は少ないでしょう。エド・カドマン元会長の言
葉どおり、「ロータリーは、画一化ではなく、結束に
ある」のです。この目的に向けた結束こそが、私た
ちを世界最良の組織に成し得る要素です。ロータ
リアンである私たちは、誠に恵まれています。
　ロータリー・クラブと地区の功績、そしてロータ
リーの華 し々い成功を祝う今、忘れてならないのは、
ロータリーを世界の桧舞台に送り出すために惜し
みない努力を払ってきた無数のロータリアンの遺
産の上に、今の私たちがあるという事実です。私た
ちにはロータリアン諸先輩という模範があります。
国際協議会では、元会長や元役員に出会う機会
があります。皆さん、私がロータリーの例会に出席
してきたこの50年間、率先して活動してこられた方
ばかりです。
　そうです、ロータリー奨学生となったときからさ
かのぼって、ロータリー歴50年と言えることを、私
は誇りに感じています。故郷ミズーリ州の小さな町、
ユニオンビルのクラブの賢明にして寛大な計らい
によって、奨学金申請の推薦を受けてから南アフリ
カへの留学に向けて出国する日まで、私は無料で
すべての例会に出席させていただくことができま
した。私が生まれ故郷初の留学生となれたのは、
ひとえにロータリーのおかげです。
　これまで5万人近くの奨学生が私と同じ機会を
享受し、およそ6万人のGSEチームメンバーが別の

国、あるいは別の大陸で学ぶ機会を得てきました。
それだけではありません。10万人以上のロータリー
青少年交換学生が、母国を離れ、海外のホスト
ファミリーのもとで暮らしてきました。また、ポリオ
という身体の自由を奪う病の感染者数の減少に
ロータリーが大きく貢献してきた事実についても考
えてみましょう。昨年の感染者は2千人以下で、
1979年の50万人という数字と比べると、世界的に
99.9パーセント減少しています。今、私たちは世界
史上最も悲惨な病気の一つに数えられるポリオを
撲滅しようとしているのです。さらに、クラブとその
会員は、毎年、ロータリー財団へ行う寄付の推定
10倍の資金を地元地域のプロジェクトに費やして
いることも、忘れてはなりません。社会奉仕プロ
ジェクトの年間支出は、何十億ドルという金額にな
るはずです。
　こうした驚異的な数字を思えば、今現在、ロータ
リアンであることの素晴らしさを誰もが実感するこ
とでしょう。実際、世界を本当によりよい場所にす
るために時間と才能を捧げるのに、ロータリーほど
ふさわしい組織がほかにあるでしょうか。ともに
ロータリーに対する誇りを確かめ合う一方で、皆さ
んの責務が大きく変わることにも目を向けてくださ
い。皆さんは、間もなくロータリーの新ガバナーと
なられます。わずか5カ月後には、最も優れた組織
としてのロータリーの地位を保ち続けるだけでなく、
さらなる高みへと引き上げていく責務を、私たちは
共有することになります。成功は、皆さん一人ひとり
がどれだけの時間と才能を捧げ、地区内のクラブ
のために、友として、相談相手として、また応援団
長として力になる覚悟があるかに、大きくかかって
きます。船団は最もスピードの遅い船に合わせて進
みますが、ロータリーにも同じことが当てはまりま
す。ですから、ここにいらっしゃる地区ガバナー・エ
レクト全員が全力で進んでいく必要があるのです。
百年前の1910年8月に初のロータリー・クラブ大会
を開催した国際ロータリーが奉仕の新世紀に乗り
出す中、遅れを取り、ロータリーという船団の速度
を落とさせるようなことがないようにしなければな
りません。
　リーダーの素質を備えた皆さんに、リーダーとな
る意志があるならば、必ずやロータリーにさらなる
栄華がもたらされることでしょう。時間と労力とい
う代償を払う覚悟が私たちにあるなら、きっとでき
ます。120万というロータリーの会員数は、世界人口
が60億人であることを考えれば、小さな数字かもし

れません。しかし、著名な文化人類学者、マーガ
レット・ミードの貴重な助言を思い起こしてください。
「思慮と熱意のある少人数の人々に世界を変える
ことなどできないとみくびってはいけない。実際に
は、それが世界を変える唯一の方法なのだから」
　そうです、私たちは世界を良い方向へと変えてき
たのです。そして、今後も変え続けていくのです。
現在のような不況下にあっても、さらに良い変化を
もたらすことができるでしょうか。「イエス・ウィー・
キャン」、私たちにはできます。そうです、私たちは
ともにやり遂げます。やり方はシンプルです。来る
年度を成功へと導くために必要なのは、ロータリア
ンが熱意を抱き、世界一得意としていること、すな
わち「地域を育み、大陸をつなぐ」ことに専念する
よう、力の限り、クラブと地区を励ましていくこと、
それだけなのです。
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国際協議会でのRI会長の挨拶

地域を育み、大陸をつなぐ
　カリフォルニア、ヒア・アイ・カム」という歌をご存
知の方も多いのではないでしょうか。昨年からこの
集いを夢に描き、思いを馳せてきた私たちの心を
歌ったような懐かしのメロディーです。時が来て、
今はすでに「カリフォルニア、ヒア・アイ・カム」では
なく、「カリフォルニア、ウィー・アー・ヒア」すなわち、
「私たちはカリフォルニアにいる」に変わりました。
新たなロータリーの指導者チームが、満を持して
やって来たのです。
　ロータリー・ボランティアの才能が結集された
ネットワークには、目を見張るものがあります。私
が壇上に上がる際に流れた音楽は、ロサンゼルス
でのロータリー年次大会を推進する目的で、トルー
マン州立大学の学生16名により、カークスビルとい
う小さな町でレコーディングされたものです。この
曲のアレンジとバンドの指揮は、わがロータリー・
クラブ会員であるランディー・スミス氏が担当しま
した。あの音楽は、彼らの才能と超我の奉仕の精
神の結晶です。
　そして、今お聴きいただいている懐かしの曲はメ
アリー・サリーさんの演奏によるもので、この1週間、

彼女はご自身の時間と才能を捧げてくださいます。
音楽には人間の精気を奮い立たせる力があります
ので、この協議会を通じて随所でメアリーさんの音
楽の才能の恩恵にあずかることができるでしょう。
米国オクラホマ州出身のロータリアンであるメア
リーさんは、ロータリー奨学生としてウイーンで音
楽を学んだ経験の持ち主です。ロータリー財団の申
し子、メアリー・サリーさんに拍手をお願いします。
　お話ししたいことが山ほどありますので、まずは、
地区ガバナーが特に高い関心を寄せている来年度
のテーマ・ブレザーから始めましょう。はじめて
テーマ・ブレザーを採用したのはポール・ハリスだ
とお思いの方もいらっしゃるかもしれませんが、実
は、この伝統が始まったのは25年前です。
　テーマ・ブレザーが導入されたのは、カルロス・
カンセコ氏がRI会長を務めた1984-85年度のこと
でした。
　その発起人となったのが、当時、私の地区のガ
バナーを務めていたジム・フィッシャー氏で、これを
伝統として受け継いでいくことにも力を注いだ人物
です。弟さんとともにスポーツ用品店を経営してい
たジムさんは、「ロータリーの国際大会で仲間がす

ぐに見分けられるように、鮮やかな色のブレザー
が欲しい」と同期のガバナーが話しているのを聞き、
その年のガバナー・チームのために鮮やかな黄色
のブレザーを大量に注文したのです。この黄色い
ジャケットは、「スズメバチ」の異名をとり、すぐさ
まロータリアンの間で話題となり、カンザスシ
ティーで開かれた1985年の国際大会では注目の的
となりました。
　このブレザーが大人気を博したことを受けて、
M.A.T.カパラス1986-87年度RI会長が、1986年
ナッシュビルで開催された国際協議会で販売する
ため、「ハーバード・クリムゾン」の名にふさわしい
深紅のブレザーを作ってくれと、ジムさんに注文し
ました。ブレザーの人気は大変なもので、ジムさん
は以来長年にわたり、会長が変わるたびに新しい
色のブレザーを提供することになりました。その後
のことは私がお話しするまでもありませんが、ここ
で、テーマ・ブレザーをロータリーの伝統へと昇華
させた二人のヒーローに敬意を表したいと思います。
　セントルイス出身のジム・フィッシャー・パスト地
区ガバナー、そして、フィリピン出身のM.A.T.カパラ
ス元RI会長のお二方です。
　来年度のブレザーの色については、皆さんご存
知のとおり、バーミンガム大会中、ガバナー・ノミ
ニー会議で赤紫と既に発表いたしました。今回、
私たちのブレザーは、事前購入できるようにしたこ
とによって、価格を半分に抑えることができました。
価格の面だけではなく、それよりもっと重要な教訓
も得ることができました。従来どおりのやり方を見
直すことで、よい良い方法が見つかったのです。こ
れを機に、クラブや地区で既に時代遅れになって
しまっているやり方など、ロータリーに存在するほ
かの慣習も見直してみたいものです。肝心なのは、
伝統的な慣習のすべてを見直し、明らかにもっと
良い別の方法があれば、新しい伝統を始めるべき
だということです。
　さあ、それでは、次期地区ガバナーの2番目の関
心事項であるRIのテーマに焦点を移したいと思いま
す。適切なテーマを選ぶにあたって、私はじっくりと
考えを巡らせました。その過程で歴代RI会長のテー
マをすべて参照し、種類別に分けてみることにした
のです。最新版の「公式名簿（Off icial Directory）」
に載っている最初のテーマは、1949-50年度のもので、
初期のほかのテーマ同様、目標を連ねた非常に長い
テーマとなっています。
　私たちが今日テーマと呼んでいる形のものは、3

つのキーワードから成る短いテーマで、1950年代
に始まりました。「ロータリーは活動する希望」、
「我等の資源を開發しよう」、「将来を造るに助力
しましょう」が、この例です。
　もう少し新しいテーマになりますと「真心の行動、
慈愛の奉仕、平和に挺身」や「ロータリーの心を あ
なたの住むところ 私たちの世界 そこに住むすべて
の人々に」、「行動 行動に努めよ 理解に途を求め
よ 指導力を高めよ」など、長いものも出てきます。
また、「参加し敢行しよう！」、「手をさし伸べよう
…」、「ロータリーは分かちあいの心」といった短い
ものもあります。
　動詞から始まり、行動を促すテーマとしては、「友
達になろう」、「手を貸そう」、「率先しよう」など
があります。
　ほかには、要点を強調するテーマもあります。「あ
なたが鍵です」、「人類が私たちの仕事」、「まこと
の幸福は人助けから」がその例です。テーマの中
に「ロータリー」という言葉が含まれているものが、
16ありました。「ロータリーに生きよう」、「ロータ
リーを楽しもう！」、「ロータリーは分かちあいの
心」、「ロータリーを祝おう」、「ロータリーは希望
をもたらす」などです。
　奉仕という言葉が含まれているテーマは、「超我
の奉仕」、「奉仕の灯で道を照らそう」、「ロータリ
アン──奉仕に結束─平和に献身」の3つです。
英語の「bridge」という言葉が含まれているテーマ
は、「隔りを取り除こう」、「生気を与えよ 身につけ
よ 友愛の橋をかけよ」、「人類はひとつ 世界中に
友情の橋をかけよう」の3つです。
　こうしてロータリーのテーマを見ていく過程で、も
う1つの重要な面が見えてきました。それは、ほとん
どのテーマがロータリアンだけに呼びかけるもの
で、ロータリアン以外の人々を対象としていない点
です。この両者に呼びかけるテーマを考えるとき、
脳裏に浮かんだのが、ロータリーのスーパー営業マ
ンであるフランク・デブリン氏の勧告でした。エレ
ベーターに乗り込んだ瞬間から降りるまでの短い
間に、ロータリアンではない人々にロータリーのこ
とを売り込む簡潔なメッセージを、私たちの誰もが
用意しておくべきだと、デブリン氏は言っています。
そこで私は、「ロータリアン以外の人々にロータ
リーの目的を説明すること」と「ロータリアンに自分
たちの活動の意義を再認識してもらうこと」、この2
つの目標を満たす簡潔なテーマを探す決心をいた
しました。

　そして適切な言葉を探す上で、四大奉仕部門を
再検討していたところ、クラブ奉仕と職業奉仕は
どちらも人生を謳歌し、善き市民となるよう私たち
を導いてくれるものであると気づいたのです。また、
社会奉仕と職業奉仕を合わせるなら、地元の地域
社会をより住みやすく、働きやすい場所にすること
ができるでしょう。一方、国際奉仕は、国や大陸を
異にする海外のクラブと協力し、世界理解、親善、
平和を広め、世界をより良い場所にするための機会
を、私たちに与えてくれます。そこで、海外と地元地
域の両方で活躍するロータリアンのユニークな存
在をどのように表現すればよいのかと、考えあぐね
ました。
　次に、ジェームズ・コリンズの名著「ビジョナ
リー・カンパニー2」に書かれている非営利団体へ
の助言について考えてみました。コリンズの助言は、
将来の針路を見極めるために次の3点を考えよとい
うものです。1）会員が情熱を抱いているものは何
か。2）あなたの団体が世界一と誇れるものは何か。
3）団体のリソースをつき動かすものは何か。
　これら3つの問いは、ロータリー財団の未来の夢
計画を立てる際の指針となりました。私も、ロータ
リアンの情熱、独創性、寛大さを的確にとらえた
言葉を探る上で、この3つの問いを振り返ることに
なったのです。ここで少し立ち止まってみましょう。
ロータリーを的確に表す3つないし4つの言葉を、
皆さんも考えてみてください。
　ロータリーの外にいる人々にも私たちの目的が
分かり、ロータリアンにとっても会員であることを
誇りに思えるような言葉です。
　適切な言葉を探す過程で、ロータリーが、ロータ
リー・クラブの連合体であると同時に、奉仕の精
神から成り立っていることを忘れてはなりません。
私たちは、「奉仕」「親睦」「多様性」「高潔性」
「リーダーシップ」というロータリーの中核となる価
値観を分かち合う必要があるのです。さあ、ロータ
リーの真髄に迫る魔法の言葉は何でしょうか。
　昨年、この場でジョン・ケニー会長が思慮に富ん
だテーマを発表されてからというもの、私は数多く
の言葉や語句を検討してきました。その結果、ロー
タリーの現在の使命を表し、私たちが得意とする
ことに焦点を当て、最終的に次のテーマを選びま
した。「地域を育み、大陸をつなぐ」
　この簡潔な語句が、ロータリアンとしての私たち
の存在と私たちの活動を的確に言い表すものであ
ると賛同していただけることを願っております。ロー

タリーは世界でも比類のない優れた組織です。私
たちは、地域社会の精神とリソースを築いています。
このことを、わが地区の昨年度のガバナー、エリザ
ベス・ウソヴィッチ氏が、次のように見事に語ってく
れました。「クラブに前向きな意欲がみなぎると、
地元地域をも元気にすることができる。そして私た
ちの存在と奉仕によって地域社会が活性化される
と、新しい会員がもたらされる。こうして素晴らし
い相乗効果が生じるのだ」、と。
　ロータリーの奉仕の精神を実現できれば、私た
ちはクラブと地域社会の両方を動かすことができ
るというウソヴィッチガバナーの言葉は、真実です。
私たちロータリアンの間で、地域社会づくりにおい
てロータリーが世界で最も秀でているという考え
は浸透していますが、ロータリーの外では必ずしも
認められている考えとは言えません。しかし、大陸
をつなぐことに関して言えば、親善によって世界中
の人々を結びつけ、世界をもっと住みやすく働きや
すい場所にするために協力と支援を結集させるこ
とにかけては、ロータリーが世界一であることを疑
う人は少ないでしょう。エド・カドマン元会長の言
葉どおり、「ロータリーは、画一化ではなく、結束に
ある」のです。この目的に向けた結束こそが、私た
ちを世界最良の組織に成し得る要素です。ロータ
リアンである私たちは、誠に恵まれています。
　ロータリー・クラブと地区の功績、そしてロータ
リーの華 し々い成功を祝う今、忘れてならないのは、
ロータリーを世界の桧舞台に送り出すために惜し
みない努力を払ってきた無数のロータリアンの遺
産の上に、今の私たちがあるという事実です。私た
ちにはロータリアン諸先輩という模範があります。
国際協議会では、元会長や元役員に出会う機会
があります。皆さん、私がロータリーの例会に出席
してきたこの50年間、率先して活動してこられた方
ばかりです。
　そうです、ロータリー奨学生となったときからさ
かのぼって、ロータリー歴50年と言えることを、私
は誇りに感じています。故郷ミズーリ州の小さな町、
ユニオンビルのクラブの賢明にして寛大な計らい
によって、奨学金申請の推薦を受けてから南アフリ
カへの留学に向けて出国する日まで、私は無料で
すべての例会に出席させていただくことができま
した。私が生まれ故郷初の留学生となれたのは、
ひとえにロータリーのおかげです。
　これまで5万人近くの奨学生が私と同じ機会を
享受し、およそ6万人のGSEチームメンバーが別の

国、あるいは別の大陸で学ぶ機会を得てきました。
それだけではありません。10万人以上のロータリー
青少年交換学生が、母国を離れ、海外のホスト
ファミリーのもとで暮らしてきました。また、ポリオ
という身体の自由を奪う病の感染者数の減少に
ロータリーが大きく貢献してきた事実についても考
えてみましょう。昨年の感染者は2千人以下で、
1979年の50万人という数字と比べると、世界的に
99.9パーセント減少しています。今、私たちは世界
史上最も悲惨な病気の一つに数えられるポリオを
撲滅しようとしているのです。さらに、クラブとその
会員は、毎年、ロータリー財団へ行う寄付の推定
10倍の資金を地元地域のプロジェクトに費やして
いることも、忘れてはなりません。社会奉仕プロ
ジェクトの年間支出は、何十億ドルという金額にな
るはずです。
　こうした驚異的な数字を思えば、今現在、ロータ
リアンであることの素晴らしさを誰もが実感するこ
とでしょう。実際、世界を本当によりよい場所にす
るために時間と才能を捧げるのに、ロータリーほど
ふさわしい組織がほかにあるでしょうか。ともに
ロータリーに対する誇りを確かめ合う一方で、皆さ
んの責務が大きく変わることにも目を向けてくださ
い。皆さんは、間もなくロータリーの新ガバナーと
なられます。わずか5カ月後には、最も優れた組織
としてのロータリーの地位を保ち続けるだけでなく、
さらなる高みへと引き上げていく責務を、私たちは
共有することになります。成功は、皆さん一人ひとり
がどれだけの時間と才能を捧げ、地区内のクラブ
のために、友として、相談相手として、また応援団
長として力になる覚悟があるかに、大きくかかって
きます。船団は最もスピードの遅い船に合わせて進
みますが、ロータリーにも同じことが当てはまりま
す。ですから、ここにいらっしゃる地区ガバナー・エ
レクト全員が全力で進んでいく必要があるのです。
百年前の1910年8月に初のロータリー・クラブ大会
を開催した国際ロータリーが奉仕の新世紀に乗り
出す中、遅れを取り、ロータリーという船団の速度
を落とさせるようなことがないようにしなければな
りません。
　リーダーの素質を備えた皆さんに、リーダーとな
る意志があるならば、必ずやロータリーにさらなる
栄華がもたらされることでしょう。時間と労力とい
う代償を払う覚悟が私たちにあるなら、きっとでき
ます。120万というロータリーの会員数は、世界人口
が60億人であることを考えれば、小さな数字かもし

れません。しかし、著名な文化人類学者、マーガ
レット・ミードの貴重な助言を思い起こしてください。
「思慮と熱意のある少人数の人々に世界を変える
ことなどできないとみくびってはいけない。実際に
は、それが世界を変える唯一の方法なのだから」
　そうです、私たちは世界を良い方向へと変えてき
たのです。そして、今後も変え続けていくのです。
現在のような不況下にあっても、さらに良い変化を
もたらすことができるでしょうか。「イエス・ウィー・
キャン」、私たちにはできます。そうです、私たちは
ともにやり遂げます。やり方はシンプルです。来る
年度を成功へと導くために必要なのは、ロータリア
ンが熱意を抱き、世界一得意としていること、すな
わち「地域を育み、大陸をつなぐ」ことに専念する
よう、力の限り、クラブと地区を励ましていくこと、
それだけなのです。

カルヤン・バネルジー夫妻

カルヤン・バネルジー氏は、Uniphos Agro Industries 
Limitedの国内最大の農薬メーカーであるUnited 
Phosphorus Limited社の理事、ならびに同社バング
ラデシュ支社の会長を務めています。1942年、イン
ドのカルカッタで生まれたバネルジー氏は、インド工
科大学カラグプル校で化学工学を専門に学び、
1964年に卒業しました。現在はインド最大規模の工
業都市であるグジャラート州のバピに居住し、これ
までに保健と教育の分野におけるインフラ整備に
深く関与して発展に大きく貢献してきました。
　1972年にバピ・ロータリー・クラブ会員となって
以来、ロータリーのありとあらゆるレベルで活躍し
てきました1975年に同クラブの会長となり、1980
年には地区ガバナーを務めました。
　1995年には国際ロータリーの理事に選出され、

国際レベルで活躍し始めました。1997年に貧困お
よび飢餓緩和グループでゼネラル・コーディネー
ターに任命され、2001年にはロータリー財団の管
理委員を務めました。その後、インターナショナル・
ポリオ・プラス委員会委員（2008-09）、東南アジ
ア・ポリオ・プラス委員会委員長（2009-10）、アフリ
カ支援委員会委員（2009-10）、リーダーシップ教
育・研修委員会委員（2009-10）、インド恒久基金
委員会委員（2008-09）、子供の死亡率低下強調委
員会委員（2008-09）などに加え、その他さまざま
な委員会を通じて経験を積んできました。
　バネルジー氏はまた、アメリカ化学会（American 
Chemical Society）やインド化学工学会（Indian 
Institute of Chemical Engineers）で活躍し、ヴィ
シュヴァ・バーラティ大学では評議員を務めています。

また、バピ工業協会（Vapi Industries Association）
の会長を2回、インド産業同盟（Confederation of 
Indian Industry）のグジャラート支部長を務めた経
歴もあります。さらに、ジャイ研究財団（Jai Research 
Foundation）とロータリー人道賞基金（Rotary 
Awards for Humanity Trust）などの団体の管理
委員を務めています。
　配偶者のビノタ夫人は活発に社会活動を行って
おり、夫妻には2人のお子さんと4人のお孫さんがい
ます。
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地域を育み、大陸をつなぐ
　カリフォルニア、ヒア・アイ・カム」という歌をご存
知の方も多いのではないでしょうか。昨年からこの
集いを夢に描き、思いを馳せてきた私たちの心を
歌ったような懐かしのメロディーです。時が来て、
今はすでに「カリフォルニア、ヒア・アイ・カム」では
なく、「カリフォルニア、ウィー・アー・ヒア」すなわち、
「私たちはカリフォルニアにいる」に変わりました。
新たなロータリーの指導者チームが、満を持して
やって来たのです。
　ロータリー・ボランティアの才能が結集された
ネットワークには、目を見張るものがあります。私
が壇上に上がる際に流れた音楽は、ロサンゼルス
でのロータリー年次大会を推進する目的で、トルー
マン州立大学の学生16名により、カークスビルとい
う小さな町でレコーディングされたものです。この
曲のアレンジとバンドの指揮は、わがロータリー・
クラブ会員であるランディー・スミス氏が担当しま
した。あの音楽は、彼らの才能と超我の奉仕の精
神の結晶です。
　そして、今お聴きいただいている懐かしの曲はメ
アリー・サリーさんの演奏によるもので、この1週間、

彼女はご自身の時間と才能を捧げてくださいます。
音楽には人間の精気を奮い立たせる力があります
ので、この協議会を通じて随所でメアリーさんの音
楽の才能の恩恵にあずかることができるでしょう。
米国オクラホマ州出身のロータリアンであるメア
リーさんは、ロータリー奨学生としてウイーンで音
楽を学んだ経験の持ち主です。ロータリー財団の申
し子、メアリー・サリーさんに拍手をお願いします。
　お話ししたいことが山ほどありますので、まずは、
地区ガバナーが特に高い関心を寄せている来年度
のテーマ・ブレザーから始めましょう。はじめて
テーマ・ブレザーを採用したのはポール・ハリスだ
とお思いの方もいらっしゃるかもしれませんが、実
は、この伝統が始まったのは25年前です。
　テーマ・ブレザーが導入されたのは、カルロス・
カンセコ氏がRI会長を務めた1984-85年度のこと
でした。
　その発起人となったのが、当時、私の地区のガ
バナーを務めていたジム・フィッシャー氏で、これを
伝統として受け継いでいくことにも力を注いだ人物
です。弟さんとともにスポーツ用品店を経営してい
たジムさんは、「ロータリーの国際大会で仲間がす

ぐに見分けられるように、鮮やかな色のブレザー
が欲しい」と同期のガバナーが話しているのを聞き、
その年のガバナー・チームのために鮮やかな黄色
のブレザーを大量に注文したのです。この黄色い
ジャケットは、「スズメバチ」の異名をとり、すぐさ
まロータリアンの間で話題となり、カンザスシ
ティーで開かれた1985年の国際大会では注目の的
となりました。
　このブレザーが大人気を博したことを受けて、
M.A.T.カパラス1986-87年度RI会長が、1986年
ナッシュビルで開催された国際協議会で販売する
ため、「ハーバード・クリムゾン」の名にふさわしい
深紅のブレザーを作ってくれと、ジムさんに注文し
ました。ブレザーの人気は大変なもので、ジムさん
は以来長年にわたり、会長が変わるたびに新しい
色のブレザーを提供することになりました。その後
のことは私がお話しするまでもありませんが、ここ
で、テーマ・ブレザーをロータリーの伝統へと昇華
させた二人のヒーローに敬意を表したいと思います。
　セントルイス出身のジム・フィッシャー・パスト地
区ガバナー、そして、フィリピン出身のM.A.T.カパラ
ス元RI会長のお二方です。
　来年度のブレザーの色については、皆さんご存
知のとおり、バーミンガム大会中、ガバナー・ノミ
ニー会議で赤紫と既に発表いたしました。今回、
私たちのブレザーは、事前購入できるようにしたこ
とによって、価格を半分に抑えることができました。
価格の面だけではなく、それよりもっと重要な教訓
も得ることができました。従来どおりのやり方を見
直すことで、よい良い方法が見つかったのです。こ
れを機に、クラブや地区で既に時代遅れになって
しまっているやり方など、ロータリーに存在するほ
かの慣習も見直してみたいものです。肝心なのは、
伝統的な慣習のすべてを見直し、明らかにもっと
良い別の方法があれば、新しい伝統を始めるべき
だということです。
　さあ、それでは、次期地区ガバナーの2番目の関
心事項であるRIのテーマに焦点を移したいと思いま
す。適切なテーマを選ぶにあたって、私はじっくりと
考えを巡らせました。その過程で歴代RI会長のテー
マをすべて参照し、種類別に分けてみることにした
のです。最新版の「公式名簿（Off icial Directory）」
に載っている最初のテーマは、1949-50年度のもので、
初期のほかのテーマ同様、目標を連ねた非常に長い
テーマとなっています。
　私たちが今日テーマと呼んでいる形のものは、3

つのキーワードから成る短いテーマで、1950年代
に始まりました。「ロータリーは活動する希望」、
「我等の資源を開發しよう」、「将来を造るに助力
しましょう」が、この例です。
　もう少し新しいテーマになりますと「真心の行動、
慈愛の奉仕、平和に挺身」や「ロータリーの心を あ
なたの住むところ 私たちの世界 そこに住むすべて
の人々に」、「行動 行動に努めよ 理解に途を求め
よ 指導力を高めよ」など、長いものも出てきます。
また、「参加し敢行しよう！」、「手をさし伸べよう
…」、「ロータリーは分かちあいの心」といった短い
ものもあります。
　動詞から始まり、行動を促すテーマとしては、「友
達になろう」、「手を貸そう」、「率先しよう」など
があります。
　ほかには、要点を強調するテーマもあります。「あ
なたが鍵です」、「人類が私たちの仕事」、「まこと
の幸福は人助けから」がその例です。テーマの中
に「ロータリー」という言葉が含まれているものが、
16ありました。「ロータリーに生きよう」、「ロータ
リーを楽しもう！」、「ロータリーは分かちあいの
心」、「ロータリーを祝おう」、「ロータリーは希望
をもたらす」などです。
　奉仕という言葉が含まれているテーマは、「超我
の奉仕」、「奉仕の灯で道を照らそう」、「ロータリ
アン──奉仕に結束─平和に献身」の3つです。
英語の「bridge」という言葉が含まれているテーマ
は、「隔りを取り除こう」、「生気を与えよ 身につけ
よ 友愛の橋をかけよ」、「人類はひとつ 世界中に
友情の橋をかけよう」の3つです。
　こうしてロータリーのテーマを見ていく過程で、も
う1つの重要な面が見えてきました。それは、ほとん
どのテーマがロータリアンだけに呼びかけるもの
で、ロータリアン以外の人々を対象としていない点
です。この両者に呼びかけるテーマを考えるとき、
脳裏に浮かんだのが、ロータリーのスーパー営業マ
ンであるフランク・デブリン氏の勧告でした。エレ
ベーターに乗り込んだ瞬間から降りるまでの短い
間に、ロータリアンではない人々にロータリーのこ
とを売り込む簡潔なメッセージを、私たちの誰もが
用意しておくべきだと、デブリン氏は言っています。
そこで私は、「ロータリアン以外の人々にロータ
リーの目的を説明すること」と「ロータリアンに自分
たちの活動の意義を再認識してもらうこと」、この2
つの目標を満たす簡潔なテーマを探す決心をいた
しました。

　そして適切な言葉を探す上で、四大奉仕部門を
再検討していたところ、クラブ奉仕と職業奉仕は
どちらも人生を謳歌し、善き市民となるよう私たち
を導いてくれるものであると気づいたのです。また、
社会奉仕と職業奉仕を合わせるなら、地元の地域
社会をより住みやすく、働きやすい場所にすること
ができるでしょう。一方、国際奉仕は、国や大陸を
異にする海外のクラブと協力し、世界理解、親善、
平和を広め、世界をより良い場所にするための機会
を、私たちに与えてくれます。そこで、海外と地元地
域の両方で活躍するロータリアンのユニークな存
在をどのように表現すればよいのかと、考えあぐね
ました。
　次に、ジェームズ・コリンズの名著「ビジョナ
リー・カンパニー2」に書かれている非営利団体へ
の助言について考えてみました。コリンズの助言は、
将来の針路を見極めるために次の3点を考えよとい
うものです。1）会員が情熱を抱いているものは何
か。2）あなたの団体が世界一と誇れるものは何か。
3）団体のリソースをつき動かすものは何か。
　これら3つの問いは、ロータリー財団の未来の夢
計画を立てる際の指針となりました。私も、ロータ
リアンの情熱、独創性、寛大さを的確にとらえた
言葉を探る上で、この3つの問いを振り返ることに
なったのです。ここで少し立ち止まってみましょう。
ロータリーを的確に表す3つないし4つの言葉を、
皆さんも考えてみてください。
　ロータリーの外にいる人々にも私たちの目的が
分かり、ロータリアンにとっても会員であることを
誇りに思えるような言葉です。
　適切な言葉を探す過程で、ロータリーが、ロータ
リー・クラブの連合体であると同時に、奉仕の精
神から成り立っていることを忘れてはなりません。
私たちは、「奉仕」「親睦」「多様性」「高潔性」
「リーダーシップ」というロータリーの中核となる価
値観を分かち合う必要があるのです。さあ、ロータ
リーの真髄に迫る魔法の言葉は何でしょうか。
　昨年、この場でジョン・ケニー会長が思慮に富ん
だテーマを発表されてからというもの、私は数多く
の言葉や語句を検討してきました。その結果、ロー
タリーの現在の使命を表し、私たちが得意とする
ことに焦点を当て、最終的に次のテーマを選びま
した。「地域を育み、大陸をつなぐ」
　この簡潔な語句が、ロータリアンとしての私たち
の存在と私たちの活動を的確に言い表すものであ
ると賛同していただけることを願っております。ロー

タリーは世界でも比類のない優れた組織です。私
たちは、地域社会の精神とリソースを築いています。
このことを、わが地区の昨年度のガバナー、エリザ
ベス・ウソヴィッチ氏が、次のように見事に語ってく
れました。「クラブに前向きな意欲がみなぎると、
地元地域をも元気にすることができる。そして私た
ちの存在と奉仕によって地域社会が活性化される
と、新しい会員がもたらされる。こうして素晴らし
い相乗効果が生じるのだ」、と。
　ロータリーの奉仕の精神を実現できれば、私た
ちはクラブと地域社会の両方を動かすことができ
るというウソヴィッチガバナーの言葉は、真実です。
私たちロータリアンの間で、地域社会づくりにおい
てロータリーが世界で最も秀でているという考え
は浸透していますが、ロータリーの外では必ずしも
認められている考えとは言えません。しかし、大陸
をつなぐことに関して言えば、親善によって世界中
の人々を結びつけ、世界をもっと住みやすく働きや
すい場所にするために協力と支援を結集させるこ
とにかけては、ロータリーが世界一であることを疑
う人は少ないでしょう。エド・カドマン元会長の言
葉どおり、「ロータリーは、画一化ではなく、結束に
ある」のです。この目的に向けた結束こそが、私た
ちを世界最良の組織に成し得る要素です。ロータ
リアンである私たちは、誠に恵まれています。
　ロータリー・クラブと地区の功績、そしてロータ
リーの華 し々い成功を祝う今、忘れてならないのは、
ロータリーを世界の桧舞台に送り出すために惜し
みない努力を払ってきた無数のロータリアンの遺
産の上に、今の私たちがあるという事実です。私た
ちにはロータリアン諸先輩という模範があります。
国際協議会では、元会長や元役員に出会う機会
があります。皆さん、私がロータリーの例会に出席
してきたこの50年間、率先して活動してこられた方
ばかりです。
　そうです、ロータリー奨学生となったときからさ
かのぼって、ロータリー歴50年と言えることを、私
は誇りに感じています。故郷ミズーリ州の小さな町、
ユニオンビルのクラブの賢明にして寛大な計らい
によって、奨学金申請の推薦を受けてから南アフリ
カへの留学に向けて出国する日まで、私は無料で
すべての例会に出席させていただくことができま
した。私が生まれ故郷初の留学生となれたのは、
ひとえにロータリーのおかげです。
　これまで5万人近くの奨学生が私と同じ機会を
享受し、およそ6万人のGSEチームメンバーが別の

国、あるいは別の大陸で学ぶ機会を得てきました。
それだけではありません。10万人以上のロータリー
青少年交換学生が、母国を離れ、海外のホスト
ファミリーのもとで暮らしてきました。また、ポリオ
という身体の自由を奪う病の感染者数の減少に
ロータリーが大きく貢献してきた事実についても考
えてみましょう。昨年の感染者は2千人以下で、
1979年の50万人という数字と比べると、世界的に
99.9パーセント減少しています。今、私たちは世界
史上最も悲惨な病気の一つに数えられるポリオを
撲滅しようとしているのです。さらに、クラブとその
会員は、毎年、ロータリー財団へ行う寄付の推定
10倍の資金を地元地域のプロジェクトに費やして
いることも、忘れてはなりません。社会奉仕プロ
ジェクトの年間支出は、何十億ドルという金額にな
るはずです。
　こうした驚異的な数字を思えば、今現在、ロータ
リアンであることの素晴らしさを誰もが実感するこ
とでしょう。実際、世界を本当によりよい場所にす
るために時間と才能を捧げるのに、ロータリーほど
ふさわしい組織がほかにあるでしょうか。ともに
ロータリーに対する誇りを確かめ合う一方で、皆さ
んの責務が大きく変わることにも目を向けてくださ
い。皆さんは、間もなくロータリーの新ガバナーと
なられます。わずか5カ月後には、最も優れた組織
としてのロータリーの地位を保ち続けるだけでなく、
さらなる高みへと引き上げていく責務を、私たちは
共有することになります。成功は、皆さん一人ひとり
がどれだけの時間と才能を捧げ、地区内のクラブ
のために、友として、相談相手として、また応援団
長として力になる覚悟があるかに、大きくかかって
きます。船団は最もスピードの遅い船に合わせて進
みますが、ロータリーにも同じことが当てはまりま
す。ですから、ここにいらっしゃる地区ガバナー・エ
レクト全員が全力で進んでいく必要があるのです。
百年前の1910年8月に初のロータリー・クラブ大会
を開催した国際ロータリーが奉仕の新世紀に乗り
出す中、遅れを取り、ロータリーという船団の速度
を落とさせるようなことがないようにしなければな
りません。
　リーダーの素質を備えた皆さんに、リーダーとな
る意志があるならば、必ずやロータリーにさらなる
栄華がもたらされることでしょう。時間と労力とい
う代償を払う覚悟が私たちにあるなら、きっとでき
ます。120万というロータリーの会員数は、世界人口
が60億人であることを考えれば、小さな数字かもし

れません。しかし、著名な文化人類学者、マーガ
レット・ミードの貴重な助言を思い起こしてください。
「思慮と熱意のある少人数の人々に世界を変える
ことなどできないとみくびってはいけない。実際に
は、それが世界を変える唯一の方法なのだから」
　そうです、私たちは世界を良い方向へと変えてき
たのです。そして、今後も変え続けていくのです。
現在のような不況下にあっても、さらに良い変化を
もたらすことができるでしょうか。「イエス・ウィー・
キャン」、私たちにはできます。そうです、私たちは
ともにやり遂げます。やり方はシンプルです。来る
年度を成功へと導くために必要なのは、ロータリア
ンが熱意を抱き、世界一得意としていること、すな
わち「地域を育み、大陸をつなぐ」ことに専念する
よう、力の限り、クラブと地区を励ましていくこと、
それだけなのです。
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地域を育み、大陸をつなぐ
　カリフォルニア、ヒア・アイ・カム」という歌をご存
知の方も多いのではないでしょうか。昨年からこの
集いを夢に描き、思いを馳せてきた私たちの心を
歌ったような懐かしのメロディーです。時が来て、
今はすでに「カリフォルニア、ヒア・アイ・カム」では
なく、「カリフォルニア、ウィー・アー・ヒア」すなわち、
「私たちはカリフォルニアにいる」に変わりました。
新たなロータリーの指導者チームが、満を持して
やって来たのです。
　ロータリー・ボランティアの才能が結集された
ネットワークには、目を見張るものがあります。私
が壇上に上がる際に流れた音楽は、ロサンゼルス
でのロータリー年次大会を推進する目的で、トルー
マン州立大学の学生16名により、カークスビルとい
う小さな町でレコーディングされたものです。この
曲のアレンジとバンドの指揮は、わがロータリー・
クラブ会員であるランディー・スミス氏が担当しま
した。あの音楽は、彼らの才能と超我の奉仕の精
神の結晶です。
　そして、今お聴きいただいている懐かしの曲はメ
アリー・サリーさんの演奏によるもので、この1週間、

彼女はご自身の時間と才能を捧げてくださいます。
音楽には人間の精気を奮い立たせる力があります
ので、この協議会を通じて随所でメアリーさんの音
楽の才能の恩恵にあずかることができるでしょう。
米国オクラホマ州出身のロータリアンであるメア
リーさんは、ロータリー奨学生としてウイーンで音
楽を学んだ経験の持ち主です。ロータリー財団の申
し子、メアリー・サリーさんに拍手をお願いします。
　お話ししたいことが山ほどありますので、まずは、
地区ガバナーが特に高い関心を寄せている来年度
のテーマ・ブレザーから始めましょう。はじめて
テーマ・ブレザーを採用したのはポール・ハリスだ
とお思いの方もいらっしゃるかもしれませんが、実
は、この伝統が始まったのは25年前です。
　テーマ・ブレザーが導入されたのは、カルロス・
カンセコ氏がRI会長を務めた1984-85年度のこと
でした。
　その発起人となったのが、当時、私の地区のガ
バナーを務めていたジム・フィッシャー氏で、これを
伝統として受け継いでいくことにも力を注いだ人物
です。弟さんとともにスポーツ用品店を経営してい
たジムさんは、「ロータリーの国際大会で仲間がす

ぐに見分けられるように、鮮やかな色のブレザー
が欲しい」と同期のガバナーが話しているのを聞き、
その年のガバナー・チームのために鮮やかな黄色
のブレザーを大量に注文したのです。この黄色い
ジャケットは、「スズメバチ」の異名をとり、すぐさ
まロータリアンの間で話題となり、カンザスシ
ティーで開かれた1985年の国際大会では注目の的
となりました。
　このブレザーが大人気を博したことを受けて、
M.A.T.カパラス1986-87年度RI会長が、1986年
ナッシュビルで開催された国際協議会で販売する
ため、「ハーバード・クリムゾン」の名にふさわしい
深紅のブレザーを作ってくれと、ジムさんに注文し
ました。ブレザーの人気は大変なもので、ジムさん
は以来長年にわたり、会長が変わるたびに新しい
色のブレザーを提供することになりました。その後
のことは私がお話しするまでもありませんが、ここ
で、テーマ・ブレザーをロータリーの伝統へと昇華
させた二人のヒーローに敬意を表したいと思います。
　セントルイス出身のジム・フィッシャー・パスト地
区ガバナー、そして、フィリピン出身のM.A.T.カパラ
ス元RI会長のお二方です。
　来年度のブレザーの色については、皆さんご存
知のとおり、バーミンガム大会中、ガバナー・ノミ
ニー会議で赤紫と既に発表いたしました。今回、
私たちのブレザーは、事前購入できるようにしたこ
とによって、価格を半分に抑えることができました。
価格の面だけではなく、それよりもっと重要な教訓
も得ることができました。従来どおりのやり方を見
直すことで、よい良い方法が見つかったのです。こ
れを機に、クラブや地区で既に時代遅れになって
しまっているやり方など、ロータリーに存在するほ
かの慣習も見直してみたいものです。肝心なのは、
伝統的な慣習のすべてを見直し、明らかにもっと
良い別の方法があれば、新しい伝統を始めるべき
だということです。
　さあ、それでは、次期地区ガバナーの2番目の関
心事項であるRIのテーマに焦点を移したいと思いま
す。適切なテーマを選ぶにあたって、私はじっくりと
考えを巡らせました。その過程で歴代RI会長のテー
マをすべて参照し、種類別に分けてみることにした
のです。最新版の「公式名簿（Off icial Directory）」
に載っている最初のテーマは、1949-50年度のもので、
初期のほかのテーマ同様、目標を連ねた非常に長い
テーマとなっています。
　私たちが今日テーマと呼んでいる形のものは、3

つのキーワードから成る短いテーマで、1950年代
に始まりました。「ロータリーは活動する希望」、
「我等の資源を開發しよう」、「将来を造るに助力
しましょう」が、この例です。
　もう少し新しいテーマになりますと「真心の行動、
慈愛の奉仕、平和に挺身」や「ロータリーの心を あ
なたの住むところ 私たちの世界 そこに住むすべて
の人々に」、「行動 行動に努めよ 理解に途を求め
よ 指導力を高めよ」など、長いものも出てきます。
また、「参加し敢行しよう！」、「手をさし伸べよう
…」、「ロータリーは分かちあいの心」といった短い
ものもあります。
　動詞から始まり、行動を促すテーマとしては、「友
達になろう」、「手を貸そう」、「率先しよう」など
があります。
　ほかには、要点を強調するテーマもあります。「あ
なたが鍵です」、「人類が私たちの仕事」、「まこと
の幸福は人助けから」がその例です。テーマの中
に「ロータリー」という言葉が含まれているものが、
16ありました。「ロータリーに生きよう」、「ロータ
リーを楽しもう！」、「ロータリーは分かちあいの
心」、「ロータリーを祝おう」、「ロータリーは希望
をもたらす」などです。
　奉仕という言葉が含まれているテーマは、「超我
の奉仕」、「奉仕の灯で道を照らそう」、「ロータリ
アン──奉仕に結束─平和に献身」の3つです。
英語の「bridge」という言葉が含まれているテーマ
は、「隔りを取り除こう」、「生気を与えよ 身につけ
よ 友愛の橋をかけよ」、「人類はひとつ 世界中に
友情の橋をかけよう」の3つです。
　こうしてロータリーのテーマを見ていく過程で、も
う1つの重要な面が見えてきました。それは、ほとん
どのテーマがロータリアンだけに呼びかけるもの
で、ロータリアン以外の人々を対象としていない点
です。この両者に呼びかけるテーマを考えるとき、
脳裏に浮かんだのが、ロータリーのスーパー営業マ
ンであるフランク・デブリン氏の勧告でした。エレ
ベーターに乗り込んだ瞬間から降りるまでの短い
間に、ロータリアンではない人々にロータリーのこ
とを売り込む簡潔なメッセージを、私たちの誰もが
用意しておくべきだと、デブリン氏は言っています。
そこで私は、「ロータリアン以外の人々にロータ
リーの目的を説明すること」と「ロータリアンに自分
たちの活動の意義を再認識してもらうこと」、この2
つの目標を満たす簡潔なテーマを探す決心をいた
しました。

　そして適切な言葉を探す上で、四大奉仕部門を
再検討していたところ、クラブ奉仕と職業奉仕は
どちらも人生を謳歌し、善き市民となるよう私たち
を導いてくれるものであると気づいたのです。また、
社会奉仕と職業奉仕を合わせるなら、地元の地域
社会をより住みやすく、働きやすい場所にすること
ができるでしょう。一方、国際奉仕は、国や大陸を
異にする海外のクラブと協力し、世界理解、親善、
平和を広め、世界をより良い場所にするための機会
を、私たちに与えてくれます。そこで、海外と地元地
域の両方で活躍するロータリアンのユニークな存
在をどのように表現すればよいのかと、考えあぐね
ました。
　次に、ジェームズ・コリンズの名著「ビジョナ
リー・カンパニー2」に書かれている非営利団体へ
の助言について考えてみました。コリンズの助言は、
将来の針路を見極めるために次の3点を考えよとい
うものです。1）会員が情熱を抱いているものは何
か。2）あなたの団体が世界一と誇れるものは何か。
3）団体のリソースをつき動かすものは何か。
　これら3つの問いは、ロータリー財団の未来の夢
計画を立てる際の指針となりました。私も、ロータ
リアンの情熱、独創性、寛大さを的確にとらえた
言葉を探る上で、この3つの問いを振り返ることに
なったのです。ここで少し立ち止まってみましょう。
ロータリーを的確に表す3つないし4つの言葉を、
皆さんも考えてみてください。
　ロータリーの外にいる人々にも私たちの目的が
分かり、ロータリアンにとっても会員であることを
誇りに思えるような言葉です。
　適切な言葉を探す過程で、ロータリーが、ロータ
リー・クラブの連合体であると同時に、奉仕の精
神から成り立っていることを忘れてはなりません。
私たちは、「奉仕」「親睦」「多様性」「高潔性」
「リーダーシップ」というロータリーの中核となる価
値観を分かち合う必要があるのです。さあ、ロータ
リーの真髄に迫る魔法の言葉は何でしょうか。
　昨年、この場でジョン・ケニー会長が思慮に富ん
だテーマを発表されてからというもの、私は数多く
の言葉や語句を検討してきました。その結果、ロー
タリーの現在の使命を表し、私たちが得意とする
ことに焦点を当て、最終的に次のテーマを選びま
した。「地域を育み、大陸をつなぐ」
　この簡潔な語句が、ロータリアンとしての私たち
の存在と私たちの活動を的確に言い表すものであ
ると賛同していただけることを願っております。ロー

タリーは世界でも比類のない優れた組織です。私
たちは、地域社会の精神とリソースを築いています。
このことを、わが地区の昨年度のガバナー、エリザ
ベス・ウソヴィッチ氏が、次のように見事に語ってく
れました。「クラブに前向きな意欲がみなぎると、
地元地域をも元気にすることができる。そして私た
ちの存在と奉仕によって地域社会が活性化される
と、新しい会員がもたらされる。こうして素晴らし
い相乗効果が生じるのだ」、と。
　ロータリーの奉仕の精神を実現できれば、私た
ちはクラブと地域社会の両方を動かすことができ
るというウソヴィッチガバナーの言葉は、真実です。
私たちロータリアンの間で、地域社会づくりにおい
てロータリーが世界で最も秀でているという考え
は浸透していますが、ロータリーの外では必ずしも
認められている考えとは言えません。しかし、大陸
をつなぐことに関して言えば、親善によって世界中
の人々を結びつけ、世界をもっと住みやすく働きや
すい場所にするために協力と支援を結集させるこ
とにかけては、ロータリーが世界一であることを疑
う人は少ないでしょう。エド・カドマン元会長の言
葉どおり、「ロータリーは、画一化ではなく、結束に
ある」のです。この目的に向けた結束こそが、私た
ちを世界最良の組織に成し得る要素です。ロータ
リアンである私たちは、誠に恵まれています。
　ロータリー・クラブと地区の功績、そしてロータ
リーの華 し々い成功を祝う今、忘れてならないのは、
ロータリーを世界の桧舞台に送り出すために惜し
みない努力を払ってきた無数のロータリアンの遺
産の上に、今の私たちがあるという事実です。私た
ちにはロータリアン諸先輩という模範があります。
国際協議会では、元会長や元役員に出会う機会
があります。皆さん、私がロータリーの例会に出席
してきたこの50年間、率先して活動してこられた方
ばかりです。
　そうです、ロータリー奨学生となったときからさ
かのぼって、ロータリー歴50年と言えることを、私
は誇りに感じています。故郷ミズーリ州の小さな町、
ユニオンビルのクラブの賢明にして寛大な計らい
によって、奨学金申請の推薦を受けてから南アフリ
カへの留学に向けて出国する日まで、私は無料で
すべての例会に出席させていただくことができま
した。私が生まれ故郷初の留学生となれたのは、
ひとえにロータリーのおかげです。
　これまで5万人近くの奨学生が私と同じ機会を
享受し、およそ6万人のGSEチームメンバーが別の

国、あるいは別の大陸で学ぶ機会を得てきました。
それだけではありません。10万人以上のロータリー
青少年交換学生が、母国を離れ、海外のホスト
ファミリーのもとで暮らしてきました。また、ポリオ
という身体の自由を奪う病の感染者数の減少に
ロータリーが大きく貢献してきた事実についても考
えてみましょう。昨年の感染者は2千人以下で、
1979年の50万人という数字と比べると、世界的に
99.9パーセント減少しています。今、私たちは世界
史上最も悲惨な病気の一つに数えられるポリオを
撲滅しようとしているのです。さらに、クラブとその
会員は、毎年、ロータリー財団へ行う寄付の推定
10倍の資金を地元地域のプロジェクトに費やして
いることも、忘れてはなりません。社会奉仕プロ
ジェクトの年間支出は、何十億ドルという金額にな
るはずです。
　こうした驚異的な数字を思えば、今現在、ロータ
リアンであることの素晴らしさを誰もが実感するこ
とでしょう。実際、世界を本当によりよい場所にす
るために時間と才能を捧げるのに、ロータリーほど
ふさわしい組織がほかにあるでしょうか。ともに
ロータリーに対する誇りを確かめ合う一方で、皆さ
んの責務が大きく変わることにも目を向けてくださ
い。皆さんは、間もなくロータリーの新ガバナーと
なられます。わずか5カ月後には、最も優れた組織
としてのロータリーの地位を保ち続けるだけでなく、
さらなる高みへと引き上げていく責務を、私たちは
共有することになります。成功は、皆さん一人ひとり
がどれだけの時間と才能を捧げ、地区内のクラブ
のために、友として、相談相手として、また応援団
長として力になる覚悟があるかに、大きくかかって
きます。船団は最もスピードの遅い船に合わせて進
みますが、ロータリーにも同じことが当てはまりま
す。ですから、ここにいらっしゃる地区ガバナー・エ
レクト全員が全力で進んでいく必要があるのです。
百年前の1910年8月に初のロータリー・クラブ大会
を開催した国際ロータリーが奉仕の新世紀に乗り
出す中、遅れを取り、ロータリーという船団の速度
を落とさせるようなことがないようにしなければな
りません。
　リーダーの素質を備えた皆さんに、リーダーとな
る意志があるならば、必ずやロータリーにさらなる
栄華がもたらされることでしょう。時間と労力とい
う代償を払う覚悟が私たちにあるなら、きっとでき
ます。120万というロータリーの会員数は、世界人口
が60億人であることを考えれば、小さな数字かもし

れません。しかし、著名な文化人類学者、マーガ
レット・ミードの貴重な助言を思い起こしてください。
「思慮と熱意のある少人数の人々に世界を変える
ことなどできないとみくびってはいけない。実際に
は、それが世界を変える唯一の方法なのだから」
　そうです、私たちは世界を良い方向へと変えてき
たのです。そして、今後も変え続けていくのです。
現在のような不況下にあっても、さらに良い変化を
もたらすことができるでしょうか。「イエス・ウィー・
キャン」、私たちにはできます。そうです、私たちは
ともにやり遂げます。やり方はシンプルです。来る
年度を成功へと導くために必要なのは、ロータリア
ンが熱意を抱き、世界一得意としていること、すな
わち「地域を育み、大陸をつなぐ」ことに専念する
よう、力の限り、クラブと地区を励ましていくこと、
それだけなのです。

地域を育み、大陸をつなぐ
　カリフォルニア、ヒア・アイ・カム」という歌をご存
知の方も多いのではないでしょうか。昨年からこの
集いを夢に描き、思いを馳せてきた私たちの心を
歌ったような懐かしのメロディーです。時が来て、
今はすでに「カリフォルニア、ヒア・アイ・カム」では
なく、「カリフォルニア、ウィー・アー・ヒア」すなわち、
「私たちはカリフォルニアにいる」に変わりました。
新たなロータリーの指導者チームが、満を持して
やって来たのです。
　ロータリー・ボランティアの才能が結集された
ネットワークには、目を見張るものがあります。私
が壇上に上がる際に流れた音楽は、ロサンゼルス
でのロータリー年次大会を推進する目的で、トルー
マン州立大学の学生16名により、カークスビルとい
う小さな町でレコーディングされたものです。この
曲のアレンジとバンドの指揮は、わがロータリー・
クラブ会員であるランディー・スミス氏が担当しま
した。あの音楽は、彼らの才能と超我の奉仕の精
神の結晶です。
　そして、今お聴きいただいている懐かしの曲はメ
アリー・サリーさんの演奏によるもので、この1週間、

彼女はご自身の時間と才能を捧げてくださいます。
音楽には人間の精気を奮い立たせる力があります
ので、この協議会を通じて随所でメアリーさんの音
楽の才能の恩恵にあずかることができるでしょう。
米国オクラホマ州出身のロータリアンであるメア
リーさんは、ロータリー奨学生としてウイーンで音
楽を学んだ経験の持ち主です。ロータリー財団の申
し子、メアリー・サリーさんに拍手をお願いします。
　お話ししたいことが山ほどありますので、まずは、
地区ガバナーが特に高い関心を寄せている来年度
のテーマ・ブレザーから始めましょう。はじめて
テーマ・ブレザーを採用したのはポール・ハリスだ
とお思いの方もいらっしゃるかもしれませんが、実
は、この伝統が始まったのは25年前です。
　テーマ・ブレザーが導入されたのは、カルロス・
カンセコ氏がRI会長を務めた1984-85年度のこと
でした。
　その発起人となったのが、当時、私の地区のガ
バナーを務めていたジム・フィッシャー氏で、これを
伝統として受け継いでいくことにも力を注いだ人物
です。弟さんとともにスポーツ用品店を経営してい
たジムさんは、「ロータリーの国際大会で仲間がす

ぐに見分けられるように、鮮やかな色のブレザー
が欲しい」と同期のガバナーが話しているのを聞き、
その年のガバナー・チームのために鮮やかな黄色
のブレザーを大量に注文したのです。この黄色い
ジャケットは、「スズメバチ」の異名をとり、すぐさ
まロータリアンの間で話題となり、カンザスシ
ティーで開かれた1985年の国際大会では注目の的
となりました。
　このブレザーが大人気を博したことを受けて、
M.A.T.カパラス1986-87年度RI会長が、1986年
ナッシュビルで開催された国際協議会で販売する
ため、「ハーバード・クリムゾン」の名にふさわしい
深紅のブレザーを作ってくれと、ジムさんに注文し
ました。ブレザーの人気は大変なもので、ジムさん
は以来長年にわたり、会長が変わるたびに新しい
色のブレザーを提供することになりました。その後
のことは私がお話しするまでもありませんが、ここ
で、テーマ・ブレザーをロータリーの伝統へと昇華
させた二人のヒーローに敬意を表したいと思います。
　セントルイス出身のジム・フィッシャー・パスト地
区ガバナー、そして、フィリピン出身のM.A.T.カパラ
ス元RI会長のお二方です。
　来年度のブレザーの色については、皆さんご存
知のとおり、バーミンガム大会中、ガバナー・ノミ
ニー会議で赤紫と既に発表いたしました。今回、
私たちのブレザーは、事前購入できるようにしたこ
とによって、価格を半分に抑えることができました。
価格の面だけではなく、それよりもっと重要な教訓
も得ることができました。従来どおりのやり方を見
直すことで、よい良い方法が見つかったのです。こ
れを機に、クラブや地区で既に時代遅れになって
しまっているやり方など、ロータリーに存在するほ
かの慣習も見直してみたいものです。肝心なのは、
伝統的な慣習のすべてを見直し、明らかにもっと
良い別の方法があれば、新しい伝統を始めるべき
だということです。
　さあ、それでは、次期地区ガバナーの2番目の関
心事項であるRIのテーマに焦点を移したいと思いま
す。適切なテーマを選ぶにあたって、私はじっくりと
考えを巡らせました。その過程で歴代RI会長のテー
マをすべて参照し、種類別に分けてみることにした
のです。最新版の「公式名簿（Off icial Directory）」
に載っている最初のテーマは、1949-50年度のもので、
初期のほかのテーマ同様、目標を連ねた非常に長い
テーマとなっています。
　私たちが今日テーマと呼んでいる形のものは、3

つのキーワードから成る短いテーマで、1950年代
に始まりました。「ロータリーは活動する希望」、
「我等の資源を開發しよう」、「将来を造るに助力
しましょう」が、この例です。
　もう少し新しいテーマになりますと「真心の行動、
慈愛の奉仕、平和に挺身」や「ロータリーの心を あ
なたの住むところ 私たちの世界 そこに住むすべて
の人々に」、「行動 行動に努めよ 理解に途を求め
よ 指導力を高めよ」など、長いものも出てきます。
また、「参加し敢行しよう！」、「手をさし伸べよう
…」、「ロータリーは分かちあいの心」といった短い
ものもあります。
　動詞から始まり、行動を促すテーマとしては、「友
達になろう」、「手を貸そう」、「率先しよう」など
があります。
　ほかには、要点を強調するテーマもあります。「あ
なたが鍵です」、「人類が私たちの仕事」、「まこと
の幸福は人助けから」がその例です。テーマの中
に「ロータリー」という言葉が含まれているものが、
16ありました。「ロータリーに生きよう」、「ロータ
リーを楽しもう！」、「ロータリーは分かちあいの
心」、「ロータリーを祝おう」、「ロータリーは希望
をもたらす」などです。
　奉仕という言葉が含まれているテーマは、「超我
の奉仕」、「奉仕の灯で道を照らそう」、「ロータリ
アン──奉仕に結束─平和に献身」の3つです。
英語の「bridge」という言葉が含まれているテーマ
は、「隔りを取り除こう」、「生気を与えよ 身につけ
よ 友愛の橋をかけよ」、「人類はひとつ 世界中に
友情の橋をかけよう」の3つです。
　こうしてロータリーのテーマを見ていく過程で、も
う1つの重要な面が見えてきました。それは、ほとん
どのテーマがロータリアンだけに呼びかけるもの
で、ロータリアン以外の人々を対象としていない点
です。この両者に呼びかけるテーマを考えるとき、
脳裏に浮かんだのが、ロータリーのスーパー営業マ
ンであるフランク・デブリン氏の勧告でした。エレ
ベーターに乗り込んだ瞬間から降りるまでの短い
間に、ロータリアンではない人々にロータリーのこ
とを売り込む簡潔なメッセージを、私たちの誰もが
用意しておくべきだと、デブリン氏は言っています。
そこで私は、「ロータリアン以外の人々にロータ
リーの目的を説明すること」と「ロータリアンに自分
たちの活動の意義を再認識してもらうこと」、この2
つの目標を満たす簡潔なテーマを探す決心をいた
しました。

　そして適切な言葉を探す上で、四大奉仕部門を
再検討していたところ、クラブ奉仕と職業奉仕は
どちらも人生を謳歌し、善き市民となるよう私たち
を導いてくれるものであると気づいたのです。また、
社会奉仕と職業奉仕を合わせるなら、地元の地域
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タリーの現在の使命を表し、私たちが得意とする
ことに焦点を当て、最終的に次のテーマを選びま
した。「地域を育み、大陸をつなぐ」
　この簡潔な語句が、ロータリアンとしての私たち
の存在と私たちの活動を的確に言い表すものであ
ると賛同していただけることを願っております。ロー

タリーは世界でも比類のない優れた組織です。私
たちは、地域社会の精神とリソースを築いています。
このことを、わが地区の昨年度のガバナー、エリザ
ベス・ウソヴィッチ氏が、次のように見事に語ってく
れました。「クラブに前向きな意欲がみなぎると、
地元地域をも元気にすることができる。そして私た
ちの存在と奉仕によって地域社会が活性化される
と、新しい会員がもたらされる。こうして素晴らし
い相乗効果が生じるのだ」、と。
　ロータリーの奉仕の精神を実現できれば、私た
ちはクラブと地域社会の両方を動かすことができ
るというウソヴィッチガバナーの言葉は、真実です。
私たちロータリアンの間で、地域社会づくりにおい
てロータリーが世界で最も秀でているという考え
は浸透していますが、ロータリーの外では必ずしも
認められている考えとは言えません。しかし、大陸
をつなぐことに関して言えば、親善によって世界中
の人々を結びつけ、世界をもっと住みやすく働きや
すい場所にするために協力と支援を結集させるこ
とにかけては、ロータリーが世界一であることを疑
う人は少ないでしょう。エド・カドマン元会長の言
葉どおり、「ロータリーは、画一化ではなく、結束に
ある」のです。この目的に向けた結束こそが、私た
ちを世界最良の組織に成し得る要素です。ロータ
リアンである私たちは、誠に恵まれています。
　ロータリー・クラブと地区の功績、そしてロータ
リーの華 し々い成功を祝う今、忘れてならないのは、
ロータリーを世界の桧舞台に送り出すために惜し
みない努力を払ってきた無数のロータリアンの遺
産の上に、今の私たちがあるという事実です。私た
ちにはロータリアン諸先輩という模範があります。
国際協議会では、元会長や元役員に出会う機会
があります。皆さん、私がロータリーの例会に出席
してきたこの50年間、率先して活動してこられた方
ばかりです。
　そうです、ロータリー奨学生となったときからさ
かのぼって、ロータリー歴50年と言えることを、私
は誇りに感じています。故郷ミズーリ州の小さな町、
ユニオンビルのクラブの賢明にして寛大な計らい
によって、奨学金申請の推薦を受けてから南アフリ
カへの留学に向けて出国する日まで、私は無料で
すべての例会に出席させていただくことができま
した。私が生まれ故郷初の留学生となれたのは、
ひとえにロータリーのおかげです。
　これまで5万人近くの奨学生が私と同じ機会を
享受し、およそ6万人のGSEチームメンバーが別の

国、あるいは別の大陸で学ぶ機会を得てきました。
それだけではありません。10万人以上のロータリー
青少年交換学生が、母国を離れ、海外のホスト
ファミリーのもとで暮らしてきました。また、ポリオ
という身体の自由を奪う病の感染者数の減少に
ロータリーが大きく貢献してきた事実についても考
えてみましょう。昨年の感染者は2千人以下で、
1979年の50万人という数字と比べると、世界的に
99.9パーセント減少しています。今、私たちは世界
史上最も悲惨な病気の一つに数えられるポリオを
撲滅しようとしているのです。さらに、クラブとその
会員は、毎年、ロータリー財団へ行う寄付の推定
10倍の資金を地元地域のプロジェクトに費やして
いることも、忘れてはなりません。社会奉仕プロ
ジェクトの年間支出は、何十億ドルという金額にな
るはずです。
　こうした驚異的な数字を思えば、今現在、ロータ
リアンであることの素晴らしさを誰もが実感するこ
とでしょう。実際、世界を本当によりよい場所にす
るために時間と才能を捧げるのに、ロータリーほど
ふさわしい組織がほかにあるでしょうか。ともに
ロータリーに対する誇りを確かめ合う一方で、皆さ
んの責務が大きく変わることにも目を向けてくださ
い。皆さんは、間もなくロータリーの新ガバナーと
なられます。わずか5カ月後には、最も優れた組織
としてのロータリーの地位を保ち続けるだけでなく、
さらなる高みへと引き上げていく責務を、私たちは
共有することになります。成功は、皆さん一人ひとり
がどれだけの時間と才能を捧げ、地区内のクラブ
のために、友として、相談相手として、また応援団
長として力になる覚悟があるかに、大きくかかって
きます。船団は最もスピードの遅い船に合わせて進
みますが、ロータリーにも同じことが当てはまりま
す。ですから、ここにいらっしゃる地区ガバナー・エ
レクト全員が全力で進んでいく必要があるのです。
百年前の1910年8月に初のロータリー・クラブ大会
を開催した国際ロータリーが奉仕の新世紀に乗り
出す中、遅れを取り、ロータリーという船団の速度
を落とさせるようなことがないようにしなければな
りません。
　リーダーの素質を備えた皆さんに、リーダーとな
る意志があるならば、必ずやロータリーにさらなる
栄華がもたらされることでしょう。時間と労力とい
う代償を払う覚悟が私たちにあるなら、きっとでき
ます。120万というロータリーの会員数は、世界人口
が60億人であることを考えれば、小さな数字かもし

れません。しかし、著名な文化人類学者、マーガ
レット・ミードの貴重な助言を思い起こしてください。
「思慮と熱意のある少人数の人々に世界を変える
ことなどできないとみくびってはいけない。実際に
は、それが世界を変える唯一の方法なのだから」
　そうです、私たちは世界を良い方向へと変えてき
たのです。そして、今後も変え続けていくのです。
現在のような不況下にあっても、さらに良い変化を
もたらすことができるでしょうか。「イエス・ウィー・
キャン」、私たちにはできます。そうです、私たちは
ともにやり遂げます。やり方はシンプルです。来る
年度を成功へと導くために必要なのは、ロータリア
ンが熱意を抱き、世界一得意としていること、すな
わち「地域を育み、大陸をつなぐ」ことに専念する
よう、力の限り、クラブと地区を励ましていくこと、
それだけなのです。
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地域を育み、大陸をつなぐ
　カリフォルニア、ヒア・アイ・カム」という歌をご存
知の方も多いのではないでしょうか。昨年からこの
集いを夢に描き、思いを馳せてきた私たちの心を
歌ったような懐かしのメロディーです。時が来て、
今はすでに「カリフォルニア、ヒア・アイ・カム」では
なく、「カリフォルニア、ウィー・アー・ヒア」すなわち、
「私たちはカリフォルニアにいる」に変わりました。
新たなロータリーの指導者チームが、満を持して
やって来たのです。
　ロータリー・ボランティアの才能が結集された
ネットワークには、目を見張るものがあります。私
が壇上に上がる際に流れた音楽は、ロサンゼルス
でのロータリー年次大会を推進する目的で、トルー
マン州立大学の学生16名により、カークスビルとい
う小さな町でレコーディングされたものです。この
曲のアレンジとバンドの指揮は、わがロータリー・
クラブ会員であるランディー・スミス氏が担当しま
した。あの音楽は、彼らの才能と超我の奉仕の精
神の結晶です。
　そして、今お聴きいただいている懐かしの曲はメ
アリー・サリーさんの演奏によるもので、この1週間、

彼女はご自身の時間と才能を捧げてくださいます。
音楽には人間の精気を奮い立たせる力があります
ので、この協議会を通じて随所でメアリーさんの音
楽の才能の恩恵にあずかることができるでしょう。
米国オクラホマ州出身のロータリアンであるメア
リーさんは、ロータリー奨学生としてウイーンで音
楽を学んだ経験の持ち主です。ロータリー財団の申
し子、メアリー・サリーさんに拍手をお願いします。
　お話ししたいことが山ほどありますので、まずは、
地区ガバナーが特に高い関心を寄せている来年度
のテーマ・ブレザーから始めましょう。はじめて
テーマ・ブレザーを採用したのはポール・ハリスだ
とお思いの方もいらっしゃるかもしれませんが、実
は、この伝統が始まったのは25年前です。
　テーマ・ブレザーが導入されたのは、カルロス・
カンセコ氏がRI会長を務めた1984-85年度のこと
でした。
　その発起人となったのが、当時、私の地区のガ
バナーを務めていたジム・フィッシャー氏で、これを
伝統として受け継いでいくことにも力を注いだ人物
です。弟さんとともにスポーツ用品店を経営してい
たジムさんは、「ロータリーの国際大会で仲間がす

ぐに見分けられるように、鮮やかな色のブレザー
が欲しい」と同期のガバナーが話しているのを聞き、
その年のガバナー・チームのために鮮やかな黄色
のブレザーを大量に注文したのです。この黄色い
ジャケットは、「スズメバチ」の異名をとり、すぐさ
まロータリアンの間で話題となり、カンザスシ
ティーで開かれた1985年の国際大会では注目の的
となりました。
　このブレザーが大人気を博したことを受けて、
M.A.T.カパラス1986-87年度RI会長が、1986年
ナッシュビルで開催された国際協議会で販売する
ため、「ハーバード・クリムゾン」の名にふさわしい
深紅のブレザーを作ってくれと、ジムさんに注文し
ました。ブレザーの人気は大変なもので、ジムさん
は以来長年にわたり、会長が変わるたびに新しい
色のブレザーを提供することになりました。その後
のことは私がお話しするまでもありませんが、ここ
で、テーマ・ブレザーをロータリーの伝統へと昇華
させた二人のヒーローに敬意を表したいと思います。
　セントルイス出身のジム・フィッシャー・パスト地
区ガバナー、そして、フィリピン出身のM.A.T.カパラ
ス元RI会長のお二方です。
　来年度のブレザーの色については、皆さんご存
知のとおり、バーミンガム大会中、ガバナー・ノミ
ニー会議で赤紫と既に発表いたしました。今回、
私たちのブレザーは、事前購入できるようにしたこ
とによって、価格を半分に抑えることができました。
価格の面だけではなく、それよりもっと重要な教訓
も得ることができました。従来どおりのやり方を見
直すことで、よい良い方法が見つかったのです。こ
れを機に、クラブや地区で既に時代遅れになって
しまっているやり方など、ロータリーに存在するほ
かの慣習も見直してみたいものです。肝心なのは、
伝統的な慣習のすべてを見直し、明らかにもっと
良い別の方法があれば、新しい伝統を始めるべき
だということです。
　さあ、それでは、次期地区ガバナーの2番目の関
心事項であるRIのテーマに焦点を移したいと思いま
す。適切なテーマを選ぶにあたって、私はじっくりと
考えを巡らせました。その過程で歴代RI会長のテー
マをすべて参照し、種類別に分けてみることにした
のです。最新版の「公式名簿（Off icial Directory）」
に載っている最初のテーマは、1949-50年度のもので、
初期のほかのテーマ同様、目標を連ねた非常に長い
テーマとなっています。
　私たちが今日テーマと呼んでいる形のものは、3

つのキーワードから成る短いテーマで、1950年代
に始まりました。「ロータリーは活動する希望」、
「我等の資源を開發しよう」、「将来を造るに助力
しましょう」が、この例です。
　もう少し新しいテーマになりますと「真心の行動、
慈愛の奉仕、平和に挺身」や「ロータリーの心を あ
なたの住むところ 私たちの世界 そこに住むすべて
の人々に」、「行動 行動に努めよ 理解に途を求め
よ 指導力を高めよ」など、長いものも出てきます。
また、「参加し敢行しよう！」、「手をさし伸べよう
…」、「ロータリーは分かちあいの心」といった短い
ものもあります。
　動詞から始まり、行動を促すテーマとしては、「友
達になろう」、「手を貸そう」、「率先しよう」など
があります。
　ほかには、要点を強調するテーマもあります。「あ
なたが鍵です」、「人類が私たちの仕事」、「まこと
の幸福は人助けから」がその例です。テーマの中
に「ロータリー」という言葉が含まれているものが、
16ありました。「ロータリーに生きよう」、「ロータ
リーを楽しもう！」、「ロータリーは分かちあいの
心」、「ロータリーを祝おう」、「ロータリーは希望
をもたらす」などです。
　奉仕という言葉が含まれているテーマは、「超我
の奉仕」、「奉仕の灯で道を照らそう」、「ロータリ
アン──奉仕に結束─平和に献身」の3つです。
英語の「bridge」という言葉が含まれているテーマ
は、「隔りを取り除こう」、「生気を与えよ 身につけ
よ 友愛の橋をかけよ」、「人類はひとつ 世界中に
友情の橋をかけよう」の3つです。
　こうしてロータリーのテーマを見ていく過程で、も
う1つの重要な面が見えてきました。それは、ほとん
どのテーマがロータリアンだけに呼びかけるもの
で、ロータリアン以外の人々を対象としていない点
です。この両者に呼びかけるテーマを考えるとき、
脳裏に浮かんだのが、ロータリーのスーパー営業マ
ンであるフランク・デブリン氏の勧告でした。エレ
ベーターに乗り込んだ瞬間から降りるまでの短い
間に、ロータリアンではない人々にロータリーのこ
とを売り込む簡潔なメッセージを、私たちの誰もが
用意しておくべきだと、デブリン氏は言っています。
そこで私は、「ロータリアン以外の人々にロータ
リーの目的を説明すること」と「ロータリアンに自分
たちの活動の意義を再認識してもらうこと」、この2
つの目標を満たす簡潔なテーマを探す決心をいた
しました。

　そして適切な言葉を探す上で、四大奉仕部門を
再検討していたところ、クラブ奉仕と職業奉仕は
どちらも人生を謳歌し、善き市民となるよう私たち
を導いてくれるものであると気づいたのです。また、
社会奉仕と職業奉仕を合わせるなら、地元の地域
社会をより住みやすく、働きやすい場所にすること
ができるでしょう。一方、国際奉仕は、国や大陸を
異にする海外のクラブと協力し、世界理解、親善、
平和を広め、世界をより良い場所にするための機会
を、私たちに与えてくれます。そこで、海外と地元地
域の両方で活躍するロータリアンのユニークな存
在をどのように表現すればよいのかと、考えあぐね
ました。
　次に、ジェームズ・コリンズの名著「ビジョナ
リー・カンパニー2」に書かれている非営利団体へ
の助言について考えてみました。コリンズの助言は、
将来の針路を見極めるために次の3点を考えよとい
うものです。1）会員が情熱を抱いているものは何
か。2）あなたの団体が世界一と誇れるものは何か。
3）団体のリソースをつき動かすものは何か。
　これら3つの問いは、ロータリー財団の未来の夢
計画を立てる際の指針となりました。私も、ロータ
リアンの情熱、独創性、寛大さを的確にとらえた
言葉を探る上で、この3つの問いを振り返ることに
なったのです。ここで少し立ち止まってみましょう。
ロータリーを的確に表す3つないし4つの言葉を、
皆さんも考えてみてください。
　ロータリーの外にいる人々にも私たちの目的が
分かり、ロータリアンにとっても会員であることを
誇りに思えるような言葉です。
　適切な言葉を探す過程で、ロータリーが、ロータ
リー・クラブの連合体であると同時に、奉仕の精
神から成り立っていることを忘れてはなりません。
私たちは、「奉仕」「親睦」「多様性」「高潔性」
「リーダーシップ」というロータリーの中核となる価
値観を分かち合う必要があるのです。さあ、ロータ
リーの真髄に迫る魔法の言葉は何でしょうか。
　昨年、この場でジョン・ケニー会長が思慮に富ん
だテーマを発表されてからというもの、私は数多く
の言葉や語句を検討してきました。その結果、ロー
タリーの現在の使命を表し、私たちが得意とする
ことに焦点を当て、最終的に次のテーマを選びま
した。「地域を育み、大陸をつなぐ」
　この簡潔な語句が、ロータリアンとしての私たち
の存在と私たちの活動を的確に言い表すものであ
ると賛同していただけることを願っております。ロー

タリーは世界でも比類のない優れた組織です。私
たちは、地域社会の精神とリソースを築いています。
このことを、わが地区の昨年度のガバナー、エリザ
ベス・ウソヴィッチ氏が、次のように見事に語ってく
れました。「クラブに前向きな意欲がみなぎると、
地元地域をも元気にすることができる。そして私た
ちの存在と奉仕によって地域社会が活性化される
と、新しい会員がもたらされる。こうして素晴らし
い相乗効果が生じるのだ」、と。
　ロータリーの奉仕の精神を実現できれば、私た
ちはクラブと地域社会の両方を動かすことができ
るというウソヴィッチガバナーの言葉は、真実です。
私たちロータリアンの間で、地域社会づくりにおい
てロータリーが世界で最も秀でているという考え
は浸透していますが、ロータリーの外では必ずしも
認められている考えとは言えません。しかし、大陸
をつなぐことに関して言えば、親善によって世界中
の人々を結びつけ、世界をもっと住みやすく働きや
すい場所にするために協力と支援を結集させるこ
とにかけては、ロータリーが世界一であることを疑
う人は少ないでしょう。エド・カドマン元会長の言
葉どおり、「ロータリーは、画一化ではなく、結束に
ある」のです。この目的に向けた結束こそが、私た
ちを世界最良の組織に成し得る要素です。ロータ
リアンである私たちは、誠に恵まれています。
　ロータリー・クラブと地区の功績、そしてロータ
リーの華 し々い成功を祝う今、忘れてならないのは、
ロータリーを世界の桧舞台に送り出すために惜し
みない努力を払ってきた無数のロータリアンの遺
産の上に、今の私たちがあるという事実です。私た
ちにはロータリアン諸先輩という模範があります。
国際協議会では、元会長や元役員に出会う機会
があります。皆さん、私がロータリーの例会に出席
してきたこの50年間、率先して活動してこられた方
ばかりです。
　そうです、ロータリー奨学生となったときからさ
かのぼって、ロータリー歴50年と言えることを、私
は誇りに感じています。故郷ミズーリ州の小さな町、
ユニオンビルのクラブの賢明にして寛大な計らい
によって、奨学金申請の推薦を受けてから南アフリ
カへの留学に向けて出国する日まで、私は無料で
すべての例会に出席させていただくことができま
した。私が生まれ故郷初の留学生となれたのは、
ひとえにロータリーのおかげです。
　これまで5万人近くの奨学生が私と同じ機会を
享受し、およそ6万人のGSEチームメンバーが別の

国、あるいは別の大陸で学ぶ機会を得てきました。
それだけではありません。10万人以上のロータリー
青少年交換学生が、母国を離れ、海外のホスト
ファミリーのもとで暮らしてきました。また、ポリオ
という身体の自由を奪う病の感染者数の減少に
ロータリーが大きく貢献してきた事実についても考
えてみましょう。昨年の感染者は2千人以下で、
1979年の50万人という数字と比べると、世界的に
99.9パーセント減少しています。今、私たちは世界
史上最も悲惨な病気の一つに数えられるポリオを
撲滅しようとしているのです。さらに、クラブとその
会員は、毎年、ロータリー財団へ行う寄付の推定
10倍の資金を地元地域のプロジェクトに費やして
いることも、忘れてはなりません。社会奉仕プロ
ジェクトの年間支出は、何十億ドルという金額にな
るはずです。
　こうした驚異的な数字を思えば、今現在、ロータ
リアンであることの素晴らしさを誰もが実感するこ
とでしょう。実際、世界を本当によりよい場所にす
るために時間と才能を捧げるのに、ロータリーほど
ふさわしい組織がほかにあるでしょうか。ともに
ロータリーに対する誇りを確かめ合う一方で、皆さ
んの責務が大きく変わることにも目を向けてくださ
い。皆さんは、間もなくロータリーの新ガバナーと
なられます。わずか5カ月後には、最も優れた組織
としてのロータリーの地位を保ち続けるだけでなく、
さらなる高みへと引き上げていく責務を、私たちは
共有することになります。成功は、皆さん一人ひとり
がどれだけの時間と才能を捧げ、地区内のクラブ
のために、友として、相談相手として、また応援団
長として力になる覚悟があるかに、大きくかかって
きます。船団は最もスピードの遅い船に合わせて進
みますが、ロータリーにも同じことが当てはまりま
す。ですから、ここにいらっしゃる地区ガバナー・エ
レクト全員が全力で進んでいく必要があるのです。
百年前の1910年8月に初のロータリー・クラブ大会
を開催した国際ロータリーが奉仕の新世紀に乗り
出す中、遅れを取り、ロータリーという船団の速度
を落とさせるようなことがないようにしなければな
りません。
　リーダーの素質を備えた皆さんに、リーダーとな
る意志があるならば、必ずやロータリーにさらなる
栄華がもたらされることでしょう。時間と労力とい
う代償を払う覚悟が私たちにあるなら、きっとでき
ます。120万というロータリーの会員数は、世界人口
が60億人であることを考えれば、小さな数字かもし

れません。しかし、著名な文化人類学者、マーガ
レット・ミードの貴重な助言を思い起こしてください。
「思慮と熱意のある少人数の人々に世界を変える
ことなどできないとみくびってはいけない。実際に
は、それが世界を変える唯一の方法なのだから」
　そうです、私たちは世界を良い方向へと変えてき
たのです。そして、今後も変え続けていくのです。
現在のような不況下にあっても、さらに良い変化を
もたらすことができるでしょうか。「イエス・ウィー・
キャン」、私たちにはできます。そうです、私たちは
ともにやり遂げます。やり方はシンプルです。来る
年度を成功へと導くために必要なのは、ロータリア
ンが熱意を抱き、世界一得意としていること、すな
わち「地域を育み、大陸をつなぐ」ことに専念する
よう、力の限り、クラブと地区を励ましていくこと、
それだけなのです。
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地域を育み、大陸をつなぐ
　カリフォルニア、ヒア・アイ・カム」という歌をご存
知の方も多いのではないでしょうか。昨年からこの
集いを夢に描き、思いを馳せてきた私たちの心を
歌ったような懐かしのメロディーです。時が来て、
今はすでに「カリフォルニア、ヒア・アイ・カム」では
なく、「カリフォルニア、ウィー・アー・ヒア」すなわち、
「私たちはカリフォルニアにいる」に変わりました。
新たなロータリーの指導者チームが、満を持して
やって来たのです。
　ロータリー・ボランティアの才能が結集された
ネットワークには、目を見張るものがあります。私
が壇上に上がる際に流れた音楽は、ロサンゼルス
でのロータリー年次大会を推進する目的で、トルー
マン州立大学の学生16名により、カークスビルとい
う小さな町でレコーディングされたものです。この
曲のアレンジとバンドの指揮は、わがロータリー・
クラブ会員であるランディー・スミス氏が担当しま
した。あの音楽は、彼らの才能と超我の奉仕の精
神の結晶です。
　そして、今お聴きいただいている懐かしの曲はメ
アリー・サリーさんの演奏によるもので、この1週間、

彼女はご自身の時間と才能を捧げてくださいます。
音楽には人間の精気を奮い立たせる力があります
ので、この協議会を通じて随所でメアリーさんの音
楽の才能の恩恵にあずかることができるでしょう。
米国オクラホマ州出身のロータリアンであるメア
リーさんは、ロータリー奨学生としてウイーンで音
楽を学んだ経験の持ち主です。ロータリー財団の申
し子、メアリー・サリーさんに拍手をお願いします。
　お話ししたいことが山ほどありますので、まずは、
地区ガバナーが特に高い関心を寄せている来年度
のテーマ・ブレザーから始めましょう。はじめて
テーマ・ブレザーを採用したのはポール・ハリスだ
とお思いの方もいらっしゃるかもしれませんが、実
は、この伝統が始まったのは25年前です。
　テーマ・ブレザーが導入されたのは、カルロス・
カンセコ氏がRI会長を務めた1984-85年度のこと
でした。
　その発起人となったのが、当時、私の地区のガ
バナーを務めていたジム・フィッシャー氏で、これを
伝統として受け継いでいくことにも力を注いだ人物
です。弟さんとともにスポーツ用品店を経営してい
たジムさんは、「ロータリーの国際大会で仲間がす

ぐに見分けられるように、鮮やかな色のブレザー
が欲しい」と同期のガバナーが話しているのを聞き、
その年のガバナー・チームのために鮮やかな黄色
のブレザーを大量に注文したのです。この黄色い
ジャケットは、「スズメバチ」の異名をとり、すぐさ
まロータリアンの間で話題となり、カンザスシ
ティーで開かれた1985年の国際大会では注目の的
となりました。
　このブレザーが大人気を博したことを受けて、
M.A.T.カパラス1986-87年度RI会長が、1986年
ナッシュビルで開催された国際協議会で販売する
ため、「ハーバード・クリムゾン」の名にふさわしい
深紅のブレザーを作ってくれと、ジムさんに注文し
ました。ブレザーの人気は大変なもので、ジムさん
は以来長年にわたり、会長が変わるたびに新しい
色のブレザーを提供することになりました。その後
のことは私がお話しするまでもありませんが、ここ
で、テーマ・ブレザーをロータリーの伝統へと昇華
させた二人のヒーローに敬意を表したいと思います。
　セントルイス出身のジム・フィッシャー・パスト地
区ガバナー、そして、フィリピン出身のM.A.T.カパラ
ス元RI会長のお二方です。
　来年度のブレザーの色については、皆さんご存
知のとおり、バーミンガム大会中、ガバナー・ノミ
ニー会議で赤紫と既に発表いたしました。今回、
私たちのブレザーは、事前購入できるようにしたこ
とによって、価格を半分に抑えることができました。
価格の面だけではなく、それよりもっと重要な教訓
も得ることができました。従来どおりのやり方を見
直すことで、よい良い方法が見つかったのです。こ
れを機に、クラブや地区で既に時代遅れになって
しまっているやり方など、ロータリーに存在するほ
かの慣習も見直してみたいものです。肝心なのは、
伝統的な慣習のすべてを見直し、明らかにもっと
良い別の方法があれば、新しい伝統を始めるべき
だということです。
　さあ、それでは、次期地区ガバナーの2番目の関
心事項であるRIのテーマに焦点を移したいと思いま
す。適切なテーマを選ぶにあたって、私はじっくりと
考えを巡らせました。その過程で歴代RI会長のテー
マをすべて参照し、種類別に分けてみることにした
のです。最新版の「公式名簿（Off icial Directory）」
に載っている最初のテーマは、1949-50年度のもので、
初期のほかのテーマ同様、目標を連ねた非常に長い
テーマとなっています。
　私たちが今日テーマと呼んでいる形のものは、3

つのキーワードから成る短いテーマで、1950年代
に始まりました。「ロータリーは活動する希望」、
「我等の資源を開發しよう」、「将来を造るに助力
しましょう」が、この例です。
　もう少し新しいテーマになりますと「真心の行動、
慈愛の奉仕、平和に挺身」や「ロータリーの心を あ
なたの住むところ 私たちの世界 そこに住むすべて
の人々に」、「行動 行動に努めよ 理解に途を求め
よ 指導力を高めよ」など、長いものも出てきます。
また、「参加し敢行しよう！」、「手をさし伸べよう
…」、「ロータリーは分かちあいの心」といった短い
ものもあります。
　動詞から始まり、行動を促すテーマとしては、「友
達になろう」、「手を貸そう」、「率先しよう」など
があります。
　ほかには、要点を強調するテーマもあります。「あ
なたが鍵です」、「人類が私たちの仕事」、「まこと
の幸福は人助けから」がその例です。テーマの中
に「ロータリー」という言葉が含まれているものが、
16ありました。「ロータリーに生きよう」、「ロータ
リーを楽しもう！」、「ロータリーは分かちあいの
心」、「ロータリーを祝おう」、「ロータリーは希望
をもたらす」などです。
　奉仕という言葉が含まれているテーマは、「超我
の奉仕」、「奉仕の灯で道を照らそう」、「ロータリ
アン──奉仕に結束─平和に献身」の3つです。
英語の「bridge」という言葉が含まれているテーマ
は、「隔りを取り除こう」、「生気を与えよ 身につけ
よ 友愛の橋をかけよ」、「人類はひとつ 世界中に
友情の橋をかけよう」の3つです。
　こうしてロータリーのテーマを見ていく過程で、も
う1つの重要な面が見えてきました。それは、ほとん
どのテーマがロータリアンだけに呼びかけるもの
で、ロータリアン以外の人々を対象としていない点
です。この両者に呼びかけるテーマを考えるとき、
脳裏に浮かんだのが、ロータリーのスーパー営業マ
ンであるフランク・デブリン氏の勧告でした。エレ
ベーターに乗り込んだ瞬間から降りるまでの短い
間に、ロータリアンではない人々にロータリーのこ
とを売り込む簡潔なメッセージを、私たちの誰もが
用意しておくべきだと、デブリン氏は言っています。
そこで私は、「ロータリアン以外の人々にロータ
リーの目的を説明すること」と「ロータリアンに自分
たちの活動の意義を再認識してもらうこと」、この2
つの目標を満たす簡潔なテーマを探す決心をいた
しました。

　そして適切な言葉を探す上で、四大奉仕部門を
再検討していたところ、クラブ奉仕と職業奉仕は
どちらも人生を謳歌し、善き市民となるよう私たち
を導いてくれるものであると気づいたのです。また、
社会奉仕と職業奉仕を合わせるなら、地元の地域
社会をより住みやすく、働きやすい場所にすること
ができるでしょう。一方、国際奉仕は、国や大陸を
異にする海外のクラブと協力し、世界理解、親善、
平和を広め、世界をより良い場所にするための機会
を、私たちに与えてくれます。そこで、海外と地元地
域の両方で活躍するロータリアンのユニークな存
在をどのように表現すればよいのかと、考えあぐね
ました。
　次に、ジェームズ・コリンズの名著「ビジョナ
リー・カンパニー2」に書かれている非営利団体へ
の助言について考えてみました。コリンズの助言は、
将来の針路を見極めるために次の3点を考えよとい
うものです。1）会員が情熱を抱いているものは何
か。2）あなたの団体が世界一と誇れるものは何か。
3）団体のリソースをつき動かすものは何か。
　これら3つの問いは、ロータリー財団の未来の夢
計画を立てる際の指針となりました。私も、ロータ
リアンの情熱、独創性、寛大さを的確にとらえた
言葉を探る上で、この3つの問いを振り返ることに
なったのです。ここで少し立ち止まってみましょう。
ロータリーを的確に表す3つないし4つの言葉を、
皆さんも考えてみてください。
　ロータリーの外にいる人々にも私たちの目的が
分かり、ロータリアンにとっても会員であることを
誇りに思えるような言葉です。
　適切な言葉を探す過程で、ロータリーが、ロータ
リー・クラブの連合体であると同時に、奉仕の精
神から成り立っていることを忘れてはなりません。
私たちは、「奉仕」「親睦」「多様性」「高潔性」
「リーダーシップ」というロータリーの中核となる価
値観を分かち合う必要があるのです。さあ、ロータ
リーの真髄に迫る魔法の言葉は何でしょうか。
　昨年、この場でジョン・ケニー会長が思慮に富ん
だテーマを発表されてからというもの、私は数多く
の言葉や語句を検討してきました。その結果、ロー
タリーの現在の使命を表し、私たちが得意とする
ことに焦点を当て、最終的に次のテーマを選びま
した。「地域を育み、大陸をつなぐ」
　この簡潔な語句が、ロータリアンとしての私たち
の存在と私たちの活動を的確に言い表すものであ
ると賛同していただけることを願っております。ロー

タリーは世界でも比類のない優れた組織です。私
たちは、地域社会の精神とリソースを築いています。
このことを、わが地区の昨年度のガバナー、エリザ
ベス・ウソヴィッチ氏が、次のように見事に語ってく
れました。「クラブに前向きな意欲がみなぎると、
地元地域をも元気にすることができる。そして私た
ちの存在と奉仕によって地域社会が活性化される
と、新しい会員がもたらされる。こうして素晴らし
い相乗効果が生じるのだ」、と。
　ロータリーの奉仕の精神を実現できれば、私た
ちはクラブと地域社会の両方を動かすことができ
るというウソヴィッチガバナーの言葉は、真実です。
私たちロータリアンの間で、地域社会づくりにおい
てロータリーが世界で最も秀でているという考え
は浸透していますが、ロータリーの外では必ずしも
認められている考えとは言えません。しかし、大陸
をつなぐことに関して言えば、親善によって世界中
の人々を結びつけ、世界をもっと住みやすく働きや
すい場所にするために協力と支援を結集させるこ
とにかけては、ロータリーが世界一であることを疑
う人は少ないでしょう。エド・カドマン元会長の言
葉どおり、「ロータリーは、画一化ではなく、結束に
ある」のです。この目的に向けた結束こそが、私た
ちを世界最良の組織に成し得る要素です。ロータ
リアンである私たちは、誠に恵まれています。
　ロータリー・クラブと地区の功績、そしてロータ
リーの華 し々い成功を祝う今、忘れてならないのは、
ロータリーを世界の桧舞台に送り出すために惜し
みない努力を払ってきた無数のロータリアンの遺
産の上に、今の私たちがあるという事実です。私た
ちにはロータリアン諸先輩という模範があります。
国際協議会では、元会長や元役員に出会う機会
があります。皆さん、私がロータリーの例会に出席
してきたこの50年間、率先して活動してこられた方
ばかりです。
　そうです、ロータリー奨学生となったときからさ
かのぼって、ロータリー歴50年と言えることを、私
は誇りに感じています。故郷ミズーリ州の小さな町、
ユニオンビルのクラブの賢明にして寛大な計らい
によって、奨学金申請の推薦を受けてから南アフリ
カへの留学に向けて出国する日まで、私は無料で
すべての例会に出席させていただくことができま
した。私が生まれ故郷初の留学生となれたのは、
ひとえにロータリーのおかげです。
　これまで5万人近くの奨学生が私と同じ機会を
享受し、およそ6万人のGSEチームメンバーが別の

国、あるいは別の大陸で学ぶ機会を得てきました。
それだけではありません。10万人以上のロータリー
青少年交換学生が、母国を離れ、海外のホスト
ファミリーのもとで暮らしてきました。また、ポリオ
という身体の自由を奪う病の感染者数の減少に
ロータリーが大きく貢献してきた事実についても考
えてみましょう。昨年の感染者は2千人以下で、
1979年の50万人という数字と比べると、世界的に
99.9パーセント減少しています。今、私たちは世界
史上最も悲惨な病気の一つに数えられるポリオを
撲滅しようとしているのです。さらに、クラブとその
会員は、毎年、ロータリー財団へ行う寄付の推定
10倍の資金を地元地域のプロジェクトに費やして
いることも、忘れてはなりません。社会奉仕プロ
ジェクトの年間支出は、何十億ドルという金額にな
るはずです。
　こうした驚異的な数字を思えば、今現在、ロータ
リアンであることの素晴らしさを誰もが実感するこ
とでしょう。実際、世界を本当によりよい場所にす
るために時間と才能を捧げるのに、ロータリーほど
ふさわしい組織がほかにあるでしょうか。ともに
ロータリーに対する誇りを確かめ合う一方で、皆さ
んの責務が大きく変わることにも目を向けてくださ
い。皆さんは、間もなくロータリーの新ガバナーと
なられます。わずか5カ月後には、最も優れた組織
としてのロータリーの地位を保ち続けるだけでなく、
さらなる高みへと引き上げていく責務を、私たちは
共有することになります。成功は、皆さん一人ひとり
がどれだけの時間と才能を捧げ、地区内のクラブ
のために、友として、相談相手として、また応援団
長として力になる覚悟があるかに、大きくかかって
きます。船団は最もスピードの遅い船に合わせて進
みますが、ロータリーにも同じことが当てはまりま
す。ですから、ここにいらっしゃる地区ガバナー・エ
レクト全員が全力で進んでいく必要があるのです。
百年前の1910年8月に初のロータリー・クラブ大会
を開催した国際ロータリーが奉仕の新世紀に乗り
出す中、遅れを取り、ロータリーという船団の速度
を落とさせるようなことがないようにしなければな
りません。
　リーダーの素質を備えた皆さんに、リーダーとな
る意志があるならば、必ずやロータリーにさらなる
栄華がもたらされることでしょう。時間と労力とい
う代償を払う覚悟が私たちにあるなら、きっとでき
ます。120万というロータリーの会員数は、世界人口
が60億人であることを考えれば、小さな数字かもし

れません。しかし、著名な文化人類学者、マーガ
レット・ミードの貴重な助言を思い起こしてください。
「思慮と熱意のある少人数の人々に世界を変える
ことなどできないとみくびってはいけない。実際に
は、それが世界を変える唯一の方法なのだから」
　そうです、私たちは世界を良い方向へと変えてき
たのです。そして、今後も変え続けていくのです。
現在のような不況下にあっても、さらに良い変化を
もたらすことができるでしょうか。「イエス・ウィー・
キャン」、私たちにはできます。そうです、私たちは
ともにやり遂げます。やり方はシンプルです。来る
年度を成功へと導くために必要なのは、ロータリア
ンが熱意を抱き、世界一得意としていること、すな
わち「地域を育み、大陸をつなぐ」ことに専念する
よう、力の限り、クラブと地区を励ましていくこと、
それだけなのです。
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経　歴
1956年 大阪歯科大学卒業
1956年 岐阜大学医学部歯科口腔外科研究科
1965年2月 岐阜大学医学部より医学博士
1965年 松前歯科医院長
2005年 有限会社さくらハーティーケア

さくら苑（介護付有料老人ホーム）
代表取締役社長

2008年 医療法人 愛礼会 副理事長
松前内科医院
小規模多機能ホーム 花梨
有料老人ホーム 花みずき苑
小規模多機能ホーム 金木犀

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
公　職
1993年 岐阜県立岐阜工業高等学校同窓会長
2009年 一宮歯科医師会監事

ロータリー歴
1967年9月 一宮北ロータリークラブ入会
1984-85年 一宮北ロータリークラブ会長
1990年8月 一宮中央ロータリークラブに移籍
1990-92年 一宮中央ロータリークラブ初代会長
1990-95年 地区I.A.委員長
1995-96年 西尾張分区代理
1997-99年 地区G.S.E委員長
2003-07年 ロータリーの友地区委員
2009-10年 ガバナーノミニー
2010-11年 ガバナーエレクト
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
ベネファクター
大口寄付者
米山功労者

国際ロータリー第2760地区
2011-2012年度ガバナー

松 前  憲 典 （まつまえ けんすけ）
生 年 月 日 1931年（昭和6年）1月3日
所属クラブ 一宮中央RC
職 業 分 類 歯科医
勤務先・役職 松前歯科医院 院長
所 在 地 〒491-0851 一宮市大江2-9-11

《2011-2012年度　ガバナー方針》

『会員増強とクラブの活性化』
●社会貢献をする●ゆったりとおおらかに生きる●

ロータリー歴
2012-13年度 国際ロータリー会長
2006-10年度 ロータリー財団管理委員
2003-05年度 国際ロータリー理事
1994-95年度 地区ガバナー

強調事項
●ロータリー・クラブと地区による平和活動
1. クラブや地区の平和フォーラムを開催する
2. 地域平和フォーラムを開催する
3. 国際双子クラブによる協力関係を結ぶ
4. ロータリー平和フェローを推薦する
5. 紛争の根底にある原因に取り組む奉仕プロジェクトを支援する

●2012-13年度ロータリー世界平和フォーラムの推進
開催都市： ベルリン（ドイツ）
 　国境のない平和　2012年11月30日～12月2日
 ホノルル（米国ハワイ）
 　平和にいたる緑の道　2013年1月25日～27日
 広島（日本）
 　平和はあなたから始まる　2013年5月17日～18日

田 中  作 次
2012-2013年度国際ロータリー会長

埼玉県、八潮市

RIテーマ

奉仕を通じて 平和を

2012～2013年度

　平和という概念は、人によって、文化によって異
なります。心の平安や家族の幸せ、満足感を指す
場合もあるでしょうし、人間の基本的ニーズが満た
された安全な状態を指すこともあるでしょう。平和
をどのように定義するにせよ、それは奉仕を通じて
達成できる目標です。
　ロータリーにおいて、奉仕とは、片手間にするこ
とでも、たまに取り組んでみることでもありません。
奉仕とは生き方です。それは、思いやりの心を重ん
じることであり、調和へといたる道です。生活のあ
らゆる場面で奉仕を実践することによって、私たち
は分かち合いの精神を育み、友好を見出し、平和
の道を選ぶことができます。
　2012-13ロータリー年度には、平和が私たちの焦
点、そして目標となり、ロータリアンの皆様には、
「奉仕を通じて平和を」もたらすため、積極的に
活動していただくようお願いいたします。平和に向
けた努力は、すべての人、家族、クラブ、地区、地
域、そして国から始まると思います。
　ロータリーの中核にあるのは、奉仕の力に対す
る信念です。奉仕を優先すれば、自分よりも他者
のニーズが優先され、考え方ががらりと変わり、
人々が抱える困難に対し、深い同情の心が生まれ

ます。人々を助けよう、人々がもっと幸せになるよう
自分にできることをしよう、という気持ちがさらに
湧き上がります。自分の時間やリソースを惜しみな
く与え、新しい考え方に対してもさらに心を開くこ
とができます。それは、他人を変えようとするので
はなく、すべての人やものが自分に何かを教えてく
れること、毎日、新たな成長の機会が与えられるこ
とを認識することになります。奉仕を通じて、私た
ちは、違いに対して寛容になり、周囲の人に対して
感謝の気持ちを抱くようになります。感謝の気持ち
を持てば、もっと相手を理解でき、あらゆる人の中
に善を見出せるようになります。こうした理解を深
めることで、他者への尊重の念が高まり、互いに対
する尊重の念があれば、人々は平和に暮らすこと
ができると思います。
　ロータリーの奉仕は、さまざまなかたちで平和を
助長します。私たちは、クラブと地区で、世界中の地
域社会に健康、安全、人間の尊厳をもたらすために
活動し、競争よりも協力、自分の儲けよりも公益に
価値を置こうという気持ちが、私たち一人ひとりの
中に生まれます。自分を見つめることを通じて、私た
ちは、完璧な人間などいないということ、そして誰も
が人から何かを学べるということを理解します。

　ロータリー独自の標語、「超我の奉仕」は、奉仕
の最高のかたちを表しています。このような奉仕こ
そ、私たちが歩むべき道であると、私は信じていま
す。この道はロータリアンが築いた道であり、世界
のすべての人々が歩むことのできる道です。さらに
深い思いやり、満足、寛容、理解へといたる道です。
　「奉仕を通じて平和を」を標榜するなら、私たち
は、自分たち、そして世界のために、さらなる平和
へ向けて邁進していくことができるでしょう。

2012-13年度 ロータリー世界平和フォーラム
　国際理解、親善、平和の推進は、ロータリー運
動の礎です。200以上の国と地域でロータリーが活
発に活動し、その存在感を示すことは、「奉仕を通
じて平和を」築く世界的リーダーとしてのロータ
リーの存在を確立するためにも重要です。ロータ
リーは、その歴史の中で、これらの分野において多
くの功績を残してきました。しかし、将来にも目を
向け、ロータリーの未来と世界平和の進展が今日
の若者たちにかかっていることを認識する必要が
あります。より良い世界を後世に残していくには、
意義ある活動に若者たちに参加してもらい、将来

に向けてロータリーの平和構築運動を続けていく
ための力を与えなければなりません。
　2012 -13年度、国際ロータリーは3回にわたり
「ロータリー世界平和フォーラム」を開催します。そ
れぞれ3日間のフォーラムでは。ロータリアンや地
域のリーダーとともに平和への決意を固めます。ベ
ルリンでのフォーラムは「民主主義と自由」という
価値をテーマとします。ホノルルと広島でのフォー
ラムは「若者」に焦点を当て、ロータリーアクター、
インターアクター、青少年交換学生、ライラリアン、
国際親善奨学生、ロータリー平和フェロー、学友、
若きロータリアンのリーダーなど、新世代プログラ
ムの参加者を交えて行われます。全地区から少な
くとも2名の若者（上記に該当）が出席できるよう、
各地区に援助していただけることを願っています。
また、相互に対話が可能な中継放送を通じて、遠
隔地よりフォーラムに参加できる機会も設けられま
す。詳細は、www.rotary.orgをご参照ください。

2012-2013年度
国際ロータリーのテーマ
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経　歴
1956年 大阪歯科大学卒業
1956年 岐阜大学医学部歯科口腔外科研究科
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1965年 松前歯科医院長
2005年 有限会社さくらハーティーケア
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2008年 医療法人 愛礼会 副理事長
松前内科医院
小規模多機能ホーム 花梨
有料老人ホーム 花みずき苑
小規模多機能ホーム 金木犀

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
公　職
1993年 岐阜県立岐阜工業高等学校同窓会長
2009年 一宮歯科医師会監事

ロータリー歴
1967年9月 一宮北ロータリークラブ入会
1984-85年 一宮北ロータリークラブ会長
1990年8月 一宮中央ロータリークラブに移籍
1990-92年 一宮中央ロータリークラブ初代会長
1990-95年 地区I.A.委員長
1995-96年 西尾張分区代理
1997-99年 地区G.S.E委員長
2003-07年 ロータリーの友地区委員
2009-10年 ガバナーノミニー
2010-11年 ガバナーエレクト
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
ベネファクター
大口寄付者
米山功労者
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松 前  憲 典 （まつまえ けんすけ）
生 年 月 日 1931年（昭和6年）1月3日
所属クラブ 一宮中央RC
職 業 分 類 歯科医
勤務先・役職 松前歯科医院 院長
所 在 地 〒491-0851 一宮市大江2-9-11
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ロータリー歴
2012-13年度 国際ロータリー会長
2006-10年度 ロータリー財団管理委員
2003-05年度 国際ロータリー理事
1994-95年度 地区ガバナー

強調事項
●ロータリー・クラブと地区による平和活動
1. クラブや地区の平和フォーラムを開催する
2. 地域平和フォーラムを開催する
3. 国際双子クラブによる協力関係を結ぶ
4. ロータリー平和フェローを推薦する
5. 紛争の根底にある原因に取り組む奉仕プロジェクトを支援する

●2012-13年度ロータリー世界平和フォーラムの推進
開催都市： ベルリン（ドイツ）
 　国境のない平和　2012年11月30日～12月2日
 ホノルル（米国ハワイ）
 　平和にいたる緑の道　2013年1月25日～27日
 広島（日本）
 　平和はあなたから始まる　2013年5月17日～18日

田 中  作 次
2012-2013年度国際ロータリー会長

埼玉県、八潮市

RIテーマ

奉仕を通じて 平和を

2012～2013年度

　平和という概念は、人によって、文化によって異
なります。心の平安や家族の幸せ、満足感を指す
場合もあるでしょうし、人間の基本的ニーズが満た
された安全な状態を指すこともあるでしょう。平和
をどのように定義するにせよ、それは奉仕を通じて
達成できる目標です。
　ロータリーにおいて、奉仕とは、片手間にするこ
とでも、たまに取り組んでみることでもありません。
奉仕とは生き方です。それは、思いやりの心を重ん
じることであり、調和へといたる道です。生活のあ
らゆる場面で奉仕を実践することによって、私たち
は分かち合いの精神を育み、友好を見出し、平和
の道を選ぶことができます。
　2012-13ロータリー年度には、平和が私たちの焦
点、そして目標となり、ロータリアンの皆様には、
「奉仕を通じて平和を」もたらすため、積極的に
活動していただくようお願いいたします。平和に向
けた努力は、すべての人、家族、クラブ、地区、地
域、そして国から始まると思います。
　ロータリーの中核にあるのは、奉仕の力に対す
る信念です。奉仕を優先すれば、自分よりも他者
のニーズが優先され、考え方ががらりと変わり、
人々が抱える困難に対し、深い同情の心が生まれ

ます。人々を助けよう、人々がもっと幸せになるよう
自分にできることをしよう、という気持ちがさらに
湧き上がります。自分の時間やリソースを惜しみな
く与え、新しい考え方に対してもさらに心を開くこ
とができます。それは、他人を変えようとするので
はなく、すべての人やものが自分に何かを教えてく
れること、毎日、新たな成長の機会が与えられるこ
とを認識することになります。奉仕を通じて、私た
ちは、違いに対して寛容になり、周囲の人に対して
感謝の気持ちを抱くようになります。感謝の気持ち
を持てば、もっと相手を理解でき、あらゆる人の中
に善を見出せるようになります。こうした理解を深
めることで、他者への尊重の念が高まり、互いに対
する尊重の念があれば、人々は平和に暮らすこと
ができると思います。
　ロータリーの奉仕は、さまざまなかたちで平和を
助長します。私たちは、クラブと地区で、世界中の地
域社会に健康、安全、人間の尊厳をもたらすために
活動し、競争よりも協力、自分の儲けよりも公益に
価値を置こうという気持ちが、私たち一人ひとりの
中に生まれます。自分を見つめることを通じて、私た
ちは、完璧な人間などいないということ、そして誰も
が人から何かを学べるということを理解します。

　ロータリー独自の標語、「超我の奉仕」は、奉仕
の最高のかたちを表しています。このような奉仕こ
そ、私たちが歩むべき道であると、私は信じていま
す。この道はロータリアンが築いた道であり、世界
のすべての人々が歩むことのできる道です。さらに
深い思いやり、満足、寛容、理解へといたる道です。
　「奉仕を通じて平和を」を標榜するなら、私たち
は、自分たち、そして世界のために、さらなる平和
へ向けて邁進していくことができるでしょう。

2012-13年度 ロータリー世界平和フォーラム
　国際理解、親善、平和の推進は、ロータリー運
動の礎です。200以上の国と地域でロータリーが活
発に活動し、その存在感を示すことは、「奉仕を通
じて平和を」築く世界的リーダーとしてのロータ
リーの存在を確立するためにも重要です。ロータ
リーは、その歴史の中で、これらの分野において多
くの功績を残してきました。しかし、将来にも目を
向け、ロータリーの未来と世界平和の進展が今日
の若者たちにかかっていることを認識する必要が
あります。より良い世界を後世に残していくには、
意義ある活動に若者たちに参加してもらい、将来

に向けてロータリーの平和構築運動を続けていく
ための力を与えなければなりません。
　2012 -13年度、国際ロータリーは3回にわたり
「ロータリー世界平和フォーラム」を開催します。そ
れぞれ3日間のフォーラムでは。ロータリアンや地
域のリーダーとともに平和への決意を固めます。ベ
ルリンでのフォーラムは「民主主義と自由」という
価値をテーマとします。ホノルルと広島でのフォー
ラムは「若者」に焦点を当て、ロータリーアクター、
インターアクター、青少年交換学生、ライラリアン、
国際親善奨学生、ロータリー平和フェロー、学友、
若きロータリアンのリーダーなど、新世代プログラ
ムの参加者を交えて行われます。全地区から少な
くとも2名の若者（上記に該当）が出席できるよう、
各地区に援助していただけることを願っています。
また、相互に対話が可能な中継放送を通じて、遠
隔地よりフォーラムに参加できる機会も設けられま
す。詳細は、www.rotary.orgをご参照ください。

2012-2013年度
国際ロータリーのテーマ
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　平和という概念は、人によって、文化によって異
なります。心の平安や家族の幸せ、満足感を指す
場合もあるでしょうし、人間の基本的ニーズが満た
された安全な状態を指すこともあるでしょう。平和
をどのように定義するにせよ、それは奉仕を通じて
達成できる目標です。
　ロータリーにおいて、奉仕とは、片手間にするこ
とでも、たまに取り組んでみることでもありません。
奉仕とは生き方です。それは、思いやりの心を重ん
じることであり、調和へといたる道です。生活のあ
らゆる場面で奉仕を実践することによって、私たち
は分かち合いの精神を育み、友好を見出し、平和
の道を選ぶことができます。
　2012-13ロータリー年度には、平和が私たちの焦
点、そして目標となり、ロータリアンの皆様には、
「奉仕を通じて平和を」もたらすため、積極的に
活動していただくようお願いいたします。平和に向
けた努力は、すべての人、家族、クラブ、地区、地
域、そして国から始まると思います。
　ロータリーの中核にあるのは、奉仕の力に対す
る信念です。奉仕を優先すれば、自分よりも他者
のニーズが優先され、考え方ががらりと変わり、
人々が抱える困難に対し、深い同情の心が生まれ

ます。人々を助けよう、人々がもっと幸せになるよう
自分にできることをしよう、という気持ちがさらに
湧き上がります。自分の時間やリソースを惜しみな
く与え、新しい考え方に対してもさらに心を開くこ
とができます。それは、他人を変えようとするので
はなく、すべての人やものが自分に何かを教えてく
れること、毎日、新たな成長の機会が与えられるこ
とを認識することになります。奉仕を通じて、私た
ちは、違いに対して寛容になり、周囲の人に対して
感謝の気持ちを抱くようになります。感謝の気持ち
を持てば、もっと相手を理解でき、あらゆる人の中
に善を見出せるようになります。こうした理解を深
めることで、他者への尊重の念が高まり、互いに対
する尊重の念があれば、人々は平和に暮らすこと
ができると思います。
　ロータリーの奉仕は、さまざまなかたちで平和を
助長します。私たちは、クラブと地区で、世界中の地
域社会に健康、安全、人間の尊厳をもたらすために
活動し、競争よりも協力、自分の儲けよりも公益に
価値を置こうという気持ちが、私たち一人ひとりの
中に生まれます。自分を見つめることを通じて、私た
ちは、完璧な人間などいないということ、そして誰も
が人から何かを学べるということを理解します。

2012-13年度国際ロータリー会長　田中作次

経 歴

田中作次夫妻

　ロータリー独自の標語、「超我の奉仕」は、奉仕
の最高のかたちを表しています。このような奉仕こ
そ、私たちが歩むべき道であると、私は信じていま
す。この道はロータリアンが築いた道であり、世界
のすべての人々が歩むことのできる道です。さらに
深い思いやり、満足、寛容、理解へといたる道です。
　「奉仕を通じて平和を」を標榜するなら、私たち
は、自分たち、そして世界のために、さらなる平和
へ向けて邁進していくことができるでしょう。

2012-13年度 ロータリー世界平和フォーラム
　国際理解、親善、平和の推進は、ロータリー運
動の礎です。200以上の国と地域でロータリーが活
発に活動し、その存在感を示すことは、「奉仕を通
じて平和を」築く世界的リーダーとしてのロータ
リーの存在を確立するためにも重要です。ロータ
リーは、その歴史の中で、これらの分野において多
くの功績を残してきました。しかし、将来にも目を
向け、ロータリーの未来と世界平和の進展が今日
の若者たちにかかっていることを認識する必要が
あります。より良い世界を後世に残していくには、
意義ある活動に若者たちに参加してもらい、将来

に向けてロータリーの平和構築運動を続けていく
ための力を与えなければなりません。
　2012 -13年度、国際ロータリーは3回にわたり
「ロータリー世界平和フォーラム」を開催します。そ
れぞれ3日間のフォーラムでは。ロータリアンや地
域のリーダーとともに平和への決意を固めます。ベ
ルリンでのフォーラムは「民主主義と自由」という
価値をテーマとします。ホノルルと広島でのフォー
ラムは「若者」に焦点を当て、ロータリーアクター、
インターアクター、青少年交換学生、ライラリアン、
国際親善奨学生、ロータリー平和フェロー、学友、
若きロータリアンのリーダーなど、新世代プログラ
ムの参加者を交えて行われます。全地区から少な
くとも2名の若者（上記に該当）が出席できるよう、
各地区に援助していただけることを願っています。
また、相互に対話が可能な中継放送を通じて、遠
隔地よりフォーラムに参加できる機会も設けられま
す。詳細は、www.rotary.orgをご参照ください。

　田中作次氏は、株式会社ダイカ会長、全国家庭
紙同業界連合会会長、八潮市商工会副会長を務
められました。
　1975年に八潮（やしお）ロータリー・クラブ創立
会員としてロータリーに入会して以来、RI理事、
ロータリー財団管理委員のほか、2009年バーミン
ガム国際大会委員長をはじめとする各種委員会の
委員と委員長、ロータリー財団地域コーディネー
ター、地区ガバナー、研修リーダーを歴任されまし
た。自身が所属する地区では、バングラディッシュ
に学校を建設する活動に献身されました。
　RI超我の奉仕賞およびロータリー財団の功労
表彰状と特別功労賞を受賞された田中氏は、京子
夫人とともにポール・ハリス・フェロー、恒久基金ベ
ネファクター、大口寄付者、そしてアーチ・クラン
フ・ソサエティーのメンバーとなっています。このほ
かにも、ロータリー平和フェローシップ基金を設立
されました。

　京子夫人とは1963年にご結婚され、現在、埼玉
県八潮市にお住まいです。3人のお子さんと6人の
お孫さんがいらっしゃいます。

国際協議会でのRI会長の挨拶

　皆さま、おはようございます。
　この度は、2012-13年度ガバナーとなられる皆さ
まにお話をさせていただきますことを、誠に光栄に
感じております。
　長年、ロータリーは、私にとって人生の中心と
なってまいりましたが、1975年にロータリーへ入会
した当初、それから私の人生がまったく違った方向
に向かっていくとは、思ってもみませんでした。
　ロータリーに入るまで、私の人生観はとても狭い
ものでした。貧しい家の8人兄弟の4番目として生ま
れた私を取り巻く人たちも、ほとんどが貧しい境遇
にいました。週に一度、母と私は、市場まで20キロ
の道を、歩いて野菜を売りに行ったものです。日本
人以外の方 と々は、一度もお会いしたことがなく、
あの村が私の全世界でした。
　ですから、私はいつも、旅することを夢に見てお
りました。遠くの町や国を夢見ながら、どんな所な
のだろうと想像したものです。
　それ以来、幸いにも、頻繁に旅をする機会があ
り、自分で思いもよらないほど、世界のあちこちを
見ることができました。しかし、ロータリーでの経
験ほど私の視野を広げてくれたものはありません。
　ロータリアンになるまで、私の目に入っていたも
のと言えば、仕事、家族、顧客、競争相手など、身
近なものばかりでした。旅に出ても、お決まりのも
のしか見ていませんでした。
　その背景にあるもの、自分と関わりがないと思う
ものには、気にも留めていませんでした。
　しかし、私はある日、推薦を受けて八潮ロータ
リー・クラブに入会しました。それから2年後、ある
方が例会に来て、職業奉仕についてお話をしてくだ
さったのです。私は、その日から少しずつ変わって
いきました。収入や、売り上げを増やすことや、自
分の会社をほかの会社よりも良くすることだけで
なく、人として、職業人として、もっとよい、もっと高
い目的を持って人生を送りたいと思うようになった
のです。そしてそのために、ほかの人たちの役に立
つことが、私にとって人生で最も大切だと思うよう
になりました。
　さらに私は、どんな些細なことでも、人を助ける
ことがいずれは平和につながることに気づきました。
　「平和」というのはよく耳にする言葉です。
ニュースでも、日常会話でも良く聞きますし、ロー
タリーでも頻繁に口にする言葉ですが、私たちは、

「平和」とは何なのか、どういうことなのかを、あま
り考えることはありません。
　一番簡単なのは、「平和」でない状態がどのよう
なものかを語ることでしょう。つまり、戦争や暴力
や恐ることのない状態のことです。飢餓や、弾圧や、
貧困を恐ることのない状態です。
　また逆に、平和を、それが何であるか、どういう
可能性を秘めているのかで定義することもできます。
そういう意味では「平和」は、発言と選択の自由で
あり、自己決定の権利であると定義できます。安全
で安心できる未来を意味し、安定した社会での人
生と家庭を意味するとも言えます。
　そしてもっと抽象的に言うと、「平和」とは幸福
感や心の平穏、静けさであるとも言えます。
　ですから、「平和」が何を意味しているのかは、
人によって違うのです。どの定義が正しいとか、間
違っているとかということではなく、自分にとって
「平和」が意味すること、それがまさに平和なのです。
　どのような意味でこの言葉を使うにしても、ロー
タリーでそれを実現することができます。
　ロータリーは、保健、衛生、食糧、教育などの
人々の基本的なニーズに、最も必要とされている地
域で応えることができます。
　そして、友情、つながり、思いやりといった、私た
ちの心のニーズにも応えることができます。
　さらに、国や民族間の友情と寛容を推進するこ
とで、ロータリーは、最も伝統的な意味での「平
和」を、つまり、互いを理解し合う後押しをしてくれ
るのです。
　ロータリーの奉仕を通じて、私たちは、大きな問
題のように見えることでも、力を合わせれば、すぐ
に解決できることを学びます。人を思いやることを
学びます。自分と違った環境の人 と々知り合うこと
で、人はみな同じであると理解できます。
　ロータリーの奉仕を通じて、私たちは、何かを達
成しようとするなら、対立より協力を選ぶのが得策
であることを知ります。ほかの人の、長所と短所、
両方を尊重することを理解します。そして、どんな
人からも必ず得るものがあり、教えられるものがあ
ることを学びます。
　私は、「超我の奉仕」は単なる標語ではないと考
えております。それは、誰の人生も、さらに豊かで、有
意義なものにする、生き方を示していると思います。
　ロータリアンは、自分よりも、ほかの人のニーズを

重視します。自分のためだけではなく、社会全体の
ためを考えます。「超我の奉仕」という言葉は、人
生で本当に大切なこと、エネルギーを注ぐべきこと
は何なのかを、私たちに教えてくれる言葉です。そ
うすることで、より平和な世界の基盤を築くことが
できると考えます。
　そこで私は、2012-13年度のロータリーのテーマ
を、「奉仕を通じて平和を」といたしました。
　それは、「平和」をどのように定義するにしても、
私たちは奉仕を通じて、平和をもっと現実に近づけ
ることができるからです。
　また、「超我の奉仕」は、人はみな自分だけでは
生きていけないということを教えてくれます。人と
の関わりのない人生は、空しく、つまらないもので
すが、家族、地域社会、そして人類全体における自
分の役割を常に意識して、つまり、人のために生き
ることで、この世界における自分の役割がはっきり
と見えてくるのです。
　私の世代は、戦後に日本で育った最初の世代で
した。ですから、私たちが、それほど平和を重視す
るのは、当たり前かもしれません。日本で軍国主義
の台頭の結果を経験した私たちの世代は、自分た
ちの考え方を変え、平和を選ぶ大きな決断をし、そ
の結果、目覚ましい経済発展を目にしました。
　この決断があってこそ、日本は成長と繁栄を遂げ
ることができたと思います。これによって、次世代の
子供たちが安全な暮らしを送り、教育を受け、暮ら
しを向上させることができたのです。この決断は、日
本人の世界に対する見方と、自由に対する見方を根
本的に変えました。日本人は心を開き、寛容を学び、
もっと深く世界を理解するようになりました。
　さらに、平和を選択したことによって、私たちは
より前向きな目標に力を注げるようになりました。
個人のニーズより、社会のニーズを重視するのは、
日本の文化と切り離せない、伝統的な価値観です。
2011年3月の大地震と災害後の苦しみを乗り越え、
復興に努力できたのも、この価値観があったから
です。
　これは、日本以外の国々にとっても、良い教訓で
あると感じております。他者のニーズが、自分の
ニーズよりも大切だと思え、社会全体のための共通
の目標に向かって力を合わせることができるように
なれば、世界に対する見方、関わり方、価値観など、
すべてが変わるようになります。
　そして何よりも、平和というものに対する考え方
が変わります。

　私は、「奉仕を通じて平和を」という概念に、難
しい哲学はないと思っています。私は、哲学者では
ありません。一介のビジネスマンです。ただ、ビジネ
スマンとしての長年の経験から、私は、事業を成功
させるには、顧客の満足を追求する以外にないと
いう結論に達しました。顧客に喜んでもらえれば、
事業も成長します。そうすれば私自身も幸せになれ
る。しかし、それは事業が成功しているからだけで
はなく、人を幸せにしてあげることができたという
認識があるからです。
　事業においても、人生においても、目標を達成し
たいなら、まず方向性を定めなければなりません。
ロータリーは、RI戦略計画の目標と優先項目を、
組織全体のロードマップとする決断を下しました。
　2012-13年度には、地区内のクラブにおいて「ク
ラブのサポートと強化」、「人道的奉仕の重点化と
増加」、「公共イメージと認知度の向上」という、
RI戦略計画の3つの優先項目に、一層の力を注い
でいただくよう、皆さまにお願いしたいと思います。
　また、広島、ベルリン、ホノルルで開かれる3回の
ロータリー世界平和フォーラムの推進にも、ご協力
をお願いいたします。本協議会中に、この重要な行
事について皆さまに情報が提供されます。皆さまの
多くが推進に関与されるとともに、優先してご出席
いただけることを願っております。
　ロータリーのビジネスは、利益の追求ではなく、
平和の追求です。ですから私たちにとって、報酬は
お金を手に入れることではなく、自分の努力によっ
てより良い、より平和な世界が実現するのを見届け
ることにあります。
　皆さま、本年度、「奉仕を通じて平和を」を、ロー
タリー活動の最重点としていただくようお願いいた
します。
　また、どのように定義するにせよ、「平和」がロー
タリーにとって究極の、そして実現可能な目標であ
ることをご理解ください。平和は、協定や、政府や、
大胆な闘争だけで達成するものではなく、日常の
簡単な方法の積み重ねによって成し遂げるもので
あります。
　ガバナーとしての一年間、「奉仕を通じて平和
を」の精神を持って、ロータリーの究極の目標であ
る平和な世界に向けて邁進していただくようお願
い申し上げます。
　ご清聴ありがとうございました。
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　平和という概念は、人によって、文化によって異
なります。心の平安や家族の幸せ、満足感を指す
場合もあるでしょうし、人間の基本的ニーズが満た
された安全な状態を指すこともあるでしょう。平和
をどのように定義するにせよ、それは奉仕を通じて
達成できる目標です。
　ロータリーにおいて、奉仕とは、片手間にするこ
とでも、たまに取り組んでみることでもありません。
奉仕とは生き方です。それは、思いやりの心を重ん
じることであり、調和へといたる道です。生活のあ
らゆる場面で奉仕を実践することによって、私たち
は分かち合いの精神を育み、友好を見出し、平和
の道を選ぶことができます。
　2012-13ロータリー年度には、平和が私たちの焦
点、そして目標となり、ロータリアンの皆様には、
「奉仕を通じて平和を」もたらすため、積極的に
活動していただくようお願いいたします。平和に向
けた努力は、すべての人、家族、クラブ、地区、地
域、そして国から始まると思います。
　ロータリーの中核にあるのは、奉仕の力に対す
る信念です。奉仕を優先すれば、自分よりも他者
のニーズが優先され、考え方ががらりと変わり、
人々が抱える困難に対し、深い同情の心が生まれ

ます。人々を助けよう、人々がもっと幸せになるよう
自分にできることをしよう、という気持ちがさらに
湧き上がります。自分の時間やリソースを惜しみな
く与え、新しい考え方に対してもさらに心を開くこ
とができます。それは、他人を変えようとするので
はなく、すべての人やものが自分に何かを教えてく
れること、毎日、新たな成長の機会が与えられるこ
とを認識することになります。奉仕を通じて、私た
ちは、違いに対して寛容になり、周囲の人に対して
感謝の気持ちを抱くようになります。感謝の気持ち
を持てば、もっと相手を理解でき、あらゆる人の中
に善を見出せるようになります。こうした理解を深
めることで、他者への尊重の念が高まり、互いに対
する尊重の念があれば、人々は平和に暮らすこと
ができると思います。
　ロータリーの奉仕は、さまざまなかたちで平和を
助長します。私たちは、クラブと地区で、世界中の地
域社会に健康、安全、人間の尊厳をもたらすために
活動し、競争よりも協力、自分の儲けよりも公益に
価値を置こうという気持ちが、私たち一人ひとりの
中に生まれます。自分を見つめることを通じて、私た
ちは、完璧な人間などいないということ、そして誰も
が人から何かを学べるということを理解します。

2012-13年度国際ロータリー会長　田中作次

経 歴

田中作次夫妻

　ロータリー独自の標語、「超我の奉仕」は、奉仕
の最高のかたちを表しています。このような奉仕こ
そ、私たちが歩むべき道であると、私は信じていま
す。この道はロータリアンが築いた道であり、世界
のすべての人々が歩むことのできる道です。さらに
深い思いやり、満足、寛容、理解へといたる道です。
　「奉仕を通じて平和を」を標榜するなら、私たち
は、自分たち、そして世界のために、さらなる平和
へ向けて邁進していくことができるでしょう。

2012-13年度 ロータリー世界平和フォーラム
　国際理解、親善、平和の推進は、ロータリー運
動の礎です。200以上の国と地域でロータリーが活
発に活動し、その存在感を示すことは、「奉仕を通
じて平和を」築く世界的リーダーとしてのロータ
リーの存在を確立するためにも重要です。ロータ
リーは、その歴史の中で、これらの分野において多
くの功績を残してきました。しかし、将来にも目を
向け、ロータリーの未来と世界平和の進展が今日
の若者たちにかかっていることを認識する必要が
あります。より良い世界を後世に残していくには、
意義ある活動に若者たちに参加してもらい、将来

に向けてロータリーの平和構築運動を続けていく
ための力を与えなければなりません。
　2012 -13年度、国際ロータリーは3回にわたり
「ロータリー世界平和フォーラム」を開催します。そ
れぞれ3日間のフォーラムでは。ロータリアンや地
域のリーダーとともに平和への決意を固めます。ベ
ルリンでのフォーラムは「民主主義と自由」という
価値をテーマとします。ホノルルと広島でのフォー
ラムは「若者」に焦点を当て、ロータリーアクター、
インターアクター、青少年交換学生、ライラリアン、
国際親善奨学生、ロータリー平和フェロー、学友、
若きロータリアンのリーダーなど、新世代プログラ
ムの参加者を交えて行われます。全地区から少な
くとも2名の若者（上記に該当）が出席できるよう、
各地区に援助していただけることを願っています。
また、相互に対話が可能な中継放送を通じて、遠
隔地よりフォーラムに参加できる機会も設けられま
す。詳細は、www.rotary.orgをご参照ください。

　田中作次氏は、株式会社ダイカ会長、全国家庭
紙同業界連合会会長、八潮市商工会副会長を務
められました。
　1975年に八潮（やしお）ロータリー・クラブ創立
会員としてロータリーに入会して以来、RI理事、
ロータリー財団管理委員のほか、2009年バーミン
ガム国際大会委員長をはじめとする各種委員会の
委員と委員長、ロータリー財団地域コーディネー
ター、地区ガバナー、研修リーダーを歴任されまし
た。自身が所属する地区では、バングラディッシュ
に学校を建設する活動に献身されました。
　RI超我の奉仕賞およびロータリー財団の功労
表彰状と特別功労賞を受賞された田中氏は、京子
夫人とともにポール・ハリス・フェロー、恒久基金ベ
ネファクター、大口寄付者、そしてアーチ・クラン
フ・ソサエティーのメンバーとなっています。このほ
かにも、ロータリー平和フェローシップ基金を設立
されました。

　京子夫人とは1963年にご結婚され、現在、埼玉
県八潮市にお住まいです。3人のお子さんと6人の
お孫さんがいらっしゃいます。
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国際協議会でのRI会長の挨拶

　皆さま、おはようございます。
　この度は、2012-13年度ガバナーとなられる皆さ
まにお話をさせていただきますことを、誠に光栄に
感じております。
　長年、ロータリーは、私にとって人生の中心と
なってまいりましたが、1975年にロータリーへ入会
した当初、それから私の人生がまったく違った方向
に向かっていくとは、思ってもみませんでした。
　ロータリーに入るまで、私の人生観はとても狭い
ものでした。貧しい家の8人兄弟の4番目として生ま
れた私を取り巻く人たちも、ほとんどが貧しい境遇
にいました。週に一度、母と私は、市場まで20キロ
の道を、歩いて野菜を売りに行ったものです。日本
人以外の方 と々は、一度もお会いしたことがなく、
あの村が私の全世界でした。
　ですから、私はいつも、旅することを夢に見てお
りました。遠くの町や国を夢見ながら、どんな所な
のだろうと想像したものです。
　それ以来、幸いにも、頻繁に旅をする機会があ
り、自分で思いもよらないほど、世界のあちこちを
見ることができました。しかし、ロータリーでの経
験ほど私の視野を広げてくれたものはありません。
　ロータリアンになるまで、私の目に入っていたも
のと言えば、仕事、家族、顧客、競争相手など、身
近なものばかりでした。旅に出ても、お決まりのも
のしか見ていませんでした。
　その背景にあるもの、自分と関わりがないと思う
ものには、気にも留めていませんでした。
　しかし、私はある日、推薦を受けて八潮ロータ
リー・クラブに入会しました。それから2年後、ある
方が例会に来て、職業奉仕についてお話をしてくだ
さったのです。私は、その日から少しずつ変わって
いきました。収入や、売り上げを増やすことや、自
分の会社をほかの会社よりも良くすることだけで
なく、人として、職業人として、もっとよい、もっと高
い目的を持って人生を送りたいと思うようになった
のです。そしてそのために、ほかの人たちの役に立
つことが、私にとって人生で最も大切だと思うよう
になりました。
　さらに私は、どんな些細なことでも、人を助ける
ことがいずれは平和につながることに気づきました。
　「平和」というのはよく耳にする言葉です。
ニュースでも、日常会話でも良く聞きますし、ロー
タリーでも頻繁に口にする言葉ですが、私たちは、

「平和」とは何なのか、どういうことなのかを、あま
り考えることはありません。
　一番簡単なのは、「平和」でない状態がどのよう
なものかを語ることでしょう。つまり、戦争や暴力
や恐ることのない状態のことです。飢餓や、弾圧や、
貧困を恐ることのない状態です。
　また逆に、平和を、それが何であるか、どういう
可能性を秘めているのかで定義することもできます。
そういう意味では「平和」は、発言と選択の自由で
あり、自己決定の権利であると定義できます。安全
で安心できる未来を意味し、安定した社会での人
生と家庭を意味するとも言えます。
　そしてもっと抽象的に言うと、「平和」とは幸福
感や心の平穏、静けさであるとも言えます。
　ですから、「平和」が何を意味しているのかは、
人によって違うのです。どの定義が正しいとか、間
違っているとかということではなく、自分にとって
「平和」が意味すること、それがまさに平和なのです。
　どのような意味でこの言葉を使うにしても、ロー
タリーでそれを実現することができます。
　ロータリーは、保健、衛生、食糧、教育などの
人々の基本的なニーズに、最も必要とされている地
域で応えることができます。
　そして、友情、つながり、思いやりといった、私た
ちの心のニーズにも応えることができます。
　さらに、国や民族間の友情と寛容を推進するこ
とで、ロータリーは、最も伝統的な意味での「平
和」を、つまり、互いを理解し合う後押しをしてくれ
るのです。
　ロータリーの奉仕を通じて、私たちは、大きな問
題のように見えることでも、力を合わせれば、すぐ
に解決できることを学びます。人を思いやることを
学びます。自分と違った環境の人 と々知り合うこと
で、人はみな同じであると理解できます。
　ロータリーの奉仕を通じて、私たちは、何かを達
成しようとするなら、対立より協力を選ぶのが得策
であることを知ります。ほかの人の、長所と短所、
両方を尊重することを理解します。そして、どんな
人からも必ず得るものがあり、教えられるものがあ
ることを学びます。
　私は、「超我の奉仕」は単なる標語ではないと考
えております。それは、誰の人生も、さらに豊かで、有
意義なものにする、生き方を示していると思います。
　ロータリアンは、自分よりも、ほかの人のニーズを

重視します。自分のためだけではなく、社会全体の
ためを考えます。「超我の奉仕」という言葉は、人
生で本当に大切なこと、エネルギーを注ぐべきこと
は何なのかを、私たちに教えてくれる言葉です。そ
うすることで、より平和な世界の基盤を築くことが
できると考えます。
　そこで私は、2012-13年度のロータリーのテーマ
を、「奉仕を通じて平和を」といたしました。
　それは、「平和」をどのように定義するにしても、
私たちは奉仕を通じて、平和をもっと現実に近づけ
ることができるからです。
　また、「超我の奉仕」は、人はみな自分だけでは
生きていけないということを教えてくれます。人と
の関わりのない人生は、空しく、つまらないもので
すが、家族、地域社会、そして人類全体における自
分の役割を常に意識して、つまり、人のために生き
ることで、この世界における自分の役割がはっきり
と見えてくるのです。
　私の世代は、戦後に日本で育った最初の世代で
した。ですから、私たちが、それほど平和を重視す
るのは、当たり前かもしれません。日本で軍国主義
の台頭の結果を経験した私たちの世代は、自分た
ちの考え方を変え、平和を選ぶ大きな決断をし、そ
の結果、目覚ましい経済発展を目にしました。
　この決断があってこそ、日本は成長と繁栄を遂げ
ることができたと思います。これによって、次世代の
子供たちが安全な暮らしを送り、教育を受け、暮ら
しを向上させることができたのです。この決断は、日
本人の世界に対する見方と、自由に対する見方を根
本的に変えました。日本人は心を開き、寛容を学び、
もっと深く世界を理解するようになりました。
　さらに、平和を選択したことによって、私たちは
より前向きな目標に力を注げるようになりました。
個人のニーズより、社会のニーズを重視するのは、
日本の文化と切り離せない、伝統的な価値観です。
2011年3月の大地震と災害後の苦しみを乗り越え、
復興に努力できたのも、この価値観があったから
です。
　これは、日本以外の国々にとっても、良い教訓で
あると感じております。他者のニーズが、自分の
ニーズよりも大切だと思え、社会全体のための共通
の目標に向かって力を合わせることができるように
なれば、世界に対する見方、関わり方、価値観など、
すべてが変わるようになります。
　そして何よりも、平和というものに対する考え方
が変わります。

　私は、「奉仕を通じて平和を」という概念に、難
しい哲学はないと思っています。私は、哲学者では
ありません。一介のビジネスマンです。ただ、ビジネ
スマンとしての長年の経験から、私は、事業を成功
させるには、顧客の満足を追求する以外にないと
いう結論に達しました。顧客に喜んでもらえれば、
事業も成長します。そうすれば私自身も幸せになれ
る。しかし、それは事業が成功しているからだけで
はなく、人を幸せにしてあげることができたという
認識があるからです。
　事業においても、人生においても、目標を達成し
たいなら、まず方向性を定めなければなりません。
ロータリーは、RI戦略計画の目標と優先項目を、
組織全体のロードマップとする決断を下しました。
　2012-13年度には、地区内のクラブにおいて「ク
ラブのサポートと強化」、「人道的奉仕の重点化と
増加」、「公共イメージと認知度の向上」という、
RI戦略計画の3つの優先項目に、一層の力を注い
でいただくよう、皆さまにお願いしたいと思います。
　また、広島、ベルリン、ホノルルで開かれる3回の
ロータリー世界平和フォーラムの推進にも、ご協力
をお願いいたします。本協議会中に、この重要な行
事について皆さまに情報が提供されます。皆さまの
多くが推進に関与されるとともに、優先してご出席
いただけることを願っております。
　ロータリーのビジネスは、利益の追求ではなく、
平和の追求です。ですから私たちにとって、報酬は
お金を手に入れることではなく、自分の努力によっ
てより良い、より平和な世界が実現するのを見届け
ることにあります。
　皆さま、本年度、「奉仕を通じて平和を」を、ロー
タリー活動の最重点としていただくようお願いいた
します。
　また、どのように定義するにせよ、「平和」がロー
タリーにとって究極の、そして実現可能な目標であ
ることをご理解ください。平和は、協定や、政府や、
大胆な闘争だけで達成するものではなく、日常の
簡単な方法の積み重ねによって成し遂げるもので
あります。
　ガバナーとしての一年間、「奉仕を通じて平和
を」の精神を持って、ロータリーの究極の目標であ
る平和な世界に向けて邁進していただくようお願
い申し上げます。
　ご清聴ありがとうございました。
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　皆さま、おはようございます。
　この度は、2012-13年度ガバナーとなられる皆さ
まにお話をさせていただきますことを、誠に光栄に
感じております。
　長年、ロータリーは、私にとって人生の中心と
なってまいりましたが、1975年にロータリーへ入会
した当初、それから私の人生がまったく違った方向
に向かっていくとは、思ってもみませんでした。
　ロータリーに入るまで、私の人生観はとても狭い
ものでした。貧しい家の8人兄弟の4番目として生ま
れた私を取り巻く人たちも、ほとんどが貧しい境遇
にいました。週に一度、母と私は、市場まで20キロ
の道を、歩いて野菜を売りに行ったものです。日本
人以外の方 と々は、一度もお会いしたことがなく、
あの村が私の全世界でした。
　ですから、私はいつも、旅することを夢に見てお
りました。遠くの町や国を夢見ながら、どんな所な
のだろうと想像したものです。
　それ以来、幸いにも、頻繁に旅をする機会があ
り、自分で思いもよらないほど、世界のあちこちを
見ることができました。しかし、ロータリーでの経
験ほど私の視野を広げてくれたものはありません。
　ロータリアンになるまで、私の目に入っていたも
のと言えば、仕事、家族、顧客、競争相手など、身
近なものばかりでした。旅に出ても、お決まりのも
のしか見ていませんでした。
　その背景にあるもの、自分と関わりがないと思う
ものには、気にも留めていませんでした。
　しかし、私はある日、推薦を受けて八潮ロータ
リー・クラブに入会しました。それから2年後、ある
方が例会に来て、職業奉仕についてお話をしてくだ
さったのです。私は、その日から少しずつ変わって
いきました。収入や、売り上げを増やすことや、自
分の会社をほかの会社よりも良くすることだけで
なく、人として、職業人として、もっとよい、もっと高
い目的を持って人生を送りたいと思うようになった
のです。そしてそのために、ほかの人たちの役に立
つことが、私にとって人生で最も大切だと思うよう
になりました。
　さらに私は、どんな些細なことでも、人を助ける
ことがいずれは平和につながることに気づきました。
　「平和」というのはよく耳にする言葉です。
ニュースでも、日常会話でも良く聞きますし、ロー
タリーでも頻繁に口にする言葉ですが、私たちは、

「平和」とは何なのか、どういうことなのかを、あま
り考えることはありません。
　一番簡単なのは、「平和」でない状態がどのよう
なものかを語ることでしょう。つまり、戦争や暴力
や恐ることのない状態のことです。飢餓や、弾圧や、
貧困を恐ることのない状態です。
　また逆に、平和を、それが何であるか、どういう
可能性を秘めているのかで定義することもできます。
そういう意味では「平和」は、発言と選択の自由で
あり、自己決定の権利であると定義できます。安全
で安心できる未来を意味し、安定した社会での人
生と家庭を意味するとも言えます。
　そしてもっと抽象的に言うと、「平和」とは幸福
感や心の平穏、静けさであるとも言えます。
　ですから、「平和」が何を意味しているのかは、
人によって違うのです。どの定義が正しいとか、間
違っているとかということではなく、自分にとって
「平和」が意味すること、それがまさに平和なのです。
　どのような意味でこの言葉を使うにしても、ロー
タリーでそれを実現することができます。
　ロータリーは、保健、衛生、食糧、教育などの
人々の基本的なニーズに、最も必要とされている地
域で応えることができます。
　そして、友情、つながり、思いやりといった、私た
ちの心のニーズにも応えることができます。
　さらに、国や民族間の友情と寛容を推進するこ
とで、ロータリーは、最も伝統的な意味での「平
和」を、つまり、互いを理解し合う後押しをしてくれ
るのです。
　ロータリーの奉仕を通じて、私たちは、大きな問
題のように見えることでも、力を合わせれば、すぐ
に解決できることを学びます。人を思いやることを
学びます。自分と違った環境の人 と々知り合うこと
で、人はみな同じであると理解できます。
　ロータリーの奉仕を通じて、私たちは、何かを達
成しようとするなら、対立より協力を選ぶのが得策
であることを知ります。ほかの人の、長所と短所、
両方を尊重することを理解します。そして、どんな
人からも必ず得るものがあり、教えられるものがあ
ることを学びます。
　私は、「超我の奉仕」は単なる標語ではないと考
えております。それは、誰の人生も、さらに豊かで、有
意義なものにする、生き方を示していると思います。
　ロータリアンは、自分よりも、ほかの人のニーズを

重視します。自分のためだけではなく、社会全体の
ためを考えます。「超我の奉仕」という言葉は、人
生で本当に大切なこと、エネルギーを注ぐべきこと
は何なのかを、私たちに教えてくれる言葉です。そ
うすることで、より平和な世界の基盤を築くことが
できると考えます。
　そこで私は、2012-13年度のロータリーのテーマ
を、「奉仕を通じて平和を」といたしました。
　それは、「平和」をどのように定義するにしても、
私たちは奉仕を通じて、平和をもっと現実に近づけ
ることができるからです。
　また、「超我の奉仕」は、人はみな自分だけでは
生きていけないということを教えてくれます。人と
の関わりのない人生は、空しく、つまらないもので
すが、家族、地域社会、そして人類全体における自
分の役割を常に意識して、つまり、人のために生き
ることで、この世界における自分の役割がはっきり
と見えてくるのです。
　私の世代は、戦後に日本で育った最初の世代で
した。ですから、私たちが、それほど平和を重視す
るのは、当たり前かもしれません。日本で軍国主義
の台頭の結果を経験した私たちの世代は、自分た
ちの考え方を変え、平和を選ぶ大きな決断をし、そ
の結果、目覚ましい経済発展を目にしました。
　この決断があってこそ、日本は成長と繁栄を遂げ
ることができたと思います。これによって、次世代の
子供たちが安全な暮らしを送り、教育を受け、暮ら
しを向上させることができたのです。この決断は、日
本人の世界に対する見方と、自由に対する見方を根
本的に変えました。日本人は心を開き、寛容を学び、
もっと深く世界を理解するようになりました。
　さらに、平和を選択したことによって、私たちは
より前向きな目標に力を注げるようになりました。
個人のニーズより、社会のニーズを重視するのは、
日本の文化と切り離せない、伝統的な価値観です。
2011年3月の大地震と災害後の苦しみを乗り越え、
復興に努力できたのも、この価値観があったから
です。
　これは、日本以外の国々にとっても、良い教訓で
あると感じております。他者のニーズが、自分の
ニーズよりも大切だと思え、社会全体のための共通
の目標に向かって力を合わせることができるように
なれば、世界に対する見方、関わり方、価値観など、
すべてが変わるようになります。
　そして何よりも、平和というものに対する考え方
が変わります。

　私は、「奉仕を通じて平和を」という概念に、難
しい哲学はないと思っています。私は、哲学者では
ありません。一介のビジネスマンです。ただ、ビジネ
スマンとしての長年の経験から、私は、事業を成功
させるには、顧客の満足を追求する以外にないと
いう結論に達しました。顧客に喜んでもらえれば、
事業も成長します。そうすれば私自身も幸せになれ
る。しかし、それは事業が成功しているからだけで
はなく、人を幸せにしてあげることができたという
認識があるからです。
　事業においても、人生においても、目標を達成し
たいなら、まず方向性を定めなければなりません。
ロータリーは、RI戦略計画の目標と優先項目を、
組織全体のロードマップとする決断を下しました。
　2012-13年度には、地区内のクラブにおいて「ク
ラブのサポートと強化」、「人道的奉仕の重点化と
増加」、「公共イメージと認知度の向上」という、
RI戦略計画の3つの優先項目に、一層の力を注い
でいただくよう、皆さまにお願いしたいと思います。
　また、広島、ベルリン、ホノルルで開かれる3回の
ロータリー世界平和フォーラムの推進にも、ご協力
をお願いいたします。本協議会中に、この重要な行
事について皆さまに情報が提供されます。皆さまの
多くが推進に関与されるとともに、優先してご出席
いただけることを願っております。
　ロータリーのビジネスは、利益の追求ではなく、
平和の追求です。ですから私たちにとって、報酬は
お金を手に入れることではなく、自分の努力によっ
てより良い、より平和な世界が実現するのを見届け
ることにあります。
　皆さま、本年度、「奉仕を通じて平和を」を、ロー
タリー活動の最重点としていただくようお願いいた
します。
　また、どのように定義するにせよ、「平和」がロー
タリーにとって究極の、そして実現可能な目標であ
ることをご理解ください。平和は、協定や、政府や、
大胆な闘争だけで達成するものではなく、日常の
簡単な方法の積み重ねによって成し遂げるもので
あります。
　ガバナーとしての一年間、「奉仕を通じて平和
を」の精神を持って、ロータリーの究極の目標であ
る平和な世界に向けて邁進していただくようお願
い申し上げます。
　ご清聴ありがとうございました。
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～Touch the Rotary～
ふれあい、思いたり、そして握手
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　皆さま、おはようございます。
　この度は、2012-13年度ガバナーとなられる皆さ
まにお話をさせていただきますことを、誠に光栄に
感じております。
　長年、ロータリーは、私にとって人生の中心と
なってまいりましたが、1975年にロータリーへ入会
した当初、それから私の人生がまったく違った方向
に向かっていくとは、思ってもみませんでした。
　ロータリーに入るまで、私の人生観はとても狭い
ものでした。貧しい家の8人兄弟の4番目として生ま
れた私を取り巻く人たちも、ほとんどが貧しい境遇
にいました。週に一度、母と私は、市場まで20キロ
の道を、歩いて野菜を売りに行ったものです。日本
人以外の方 と々は、一度もお会いしたことがなく、
あの村が私の全世界でした。
　ですから、私はいつも、旅することを夢に見てお
りました。遠くの町や国を夢見ながら、どんな所な
のだろうと想像したものです。
　それ以来、幸いにも、頻繁に旅をする機会があ
り、自分で思いもよらないほど、世界のあちこちを
見ることができました。しかし、ロータリーでの経
験ほど私の視野を広げてくれたものはありません。
　ロータリアンになるまで、私の目に入っていたも
のと言えば、仕事、家族、顧客、競争相手など、身
近なものばかりでした。旅に出ても、お決まりのも
のしか見ていませんでした。
　その背景にあるもの、自分と関わりがないと思う
ものには、気にも留めていませんでした。
　しかし、私はある日、推薦を受けて八潮ロータ
リー・クラブに入会しました。それから2年後、ある
方が例会に来て、職業奉仕についてお話をしてくだ
さったのです。私は、その日から少しずつ変わって
いきました。収入や、売り上げを増やすことや、自
分の会社をほかの会社よりも良くすることだけで
なく、人として、職業人として、もっとよい、もっと高
い目的を持って人生を送りたいと思うようになった
のです。そしてそのために、ほかの人たちの役に立
つことが、私にとって人生で最も大切だと思うよう
になりました。
　さらに私は、どんな些細なことでも、人を助ける
ことがいずれは平和につながることに気づきました。
　「平和」というのはよく耳にする言葉です。
ニュースでも、日常会話でも良く聞きますし、ロー
タリーでも頻繁に口にする言葉ですが、私たちは、

「平和」とは何なのか、どういうことなのかを、あま
り考えることはありません。
　一番簡単なのは、「平和」でない状態がどのよう
なものかを語ることでしょう。つまり、戦争や暴力
や恐ることのない状態のことです。飢餓や、弾圧や、
貧困を恐ることのない状態です。
　また逆に、平和を、それが何であるか、どういう
可能性を秘めているのかで定義することもできます。
そういう意味では「平和」は、発言と選択の自由で
あり、自己決定の権利であると定義できます。安全
で安心できる未来を意味し、安定した社会での人
生と家庭を意味するとも言えます。
　そしてもっと抽象的に言うと、「平和」とは幸福
感や心の平穏、静けさであるとも言えます。
　ですから、「平和」が何を意味しているのかは、
人によって違うのです。どの定義が正しいとか、間
違っているとかということではなく、自分にとって
「平和」が意味すること、それがまさに平和なのです。
　どのような意味でこの言葉を使うにしても、ロー
タリーでそれを実現することができます。
　ロータリーは、保健、衛生、食糧、教育などの
人々の基本的なニーズに、最も必要とされている地
域で応えることができます。
　そして、友情、つながり、思いやりといった、私た
ちの心のニーズにも応えることができます。
　さらに、国や民族間の友情と寛容を推進するこ
とで、ロータリーは、最も伝統的な意味での「平
和」を、つまり、互いを理解し合う後押しをしてくれ
るのです。
　ロータリーの奉仕を通じて、私たちは、大きな問
題のように見えることでも、力を合わせれば、すぐ
に解決できることを学びます。人を思いやることを
学びます。自分と違った環境の人 と々知り合うこと
で、人はみな同じであると理解できます。
　ロータリーの奉仕を通じて、私たちは、何かを達
成しようとするなら、対立より協力を選ぶのが得策
であることを知ります。ほかの人の、長所と短所、
両方を尊重することを理解します。そして、どんな
人からも必ず得るものがあり、教えられるものがあ
ることを学びます。
　私は、「超我の奉仕」は単なる標語ではないと考
えております。それは、誰の人生も、さらに豊かで、有
意義なものにする、生き方を示していると思います。
　ロータリアンは、自分よりも、ほかの人のニーズを

重視します。自分のためだけではなく、社会全体の
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の台頭の結果を経験した私たちの世代は、自分た
ちの考え方を変え、平和を選ぶ大きな決断をし、そ
の結果、目覚ましい経済発展を目にしました。
　この決断があってこそ、日本は成長と繁栄を遂げ
ることができたと思います。これによって、次世代の
子供たちが安全な暮らしを送り、教育を受け、暮ら
しを向上させることができたのです。この決断は、日
本人の世界に対する見方と、自由に対する見方を根
本的に変えました。日本人は心を開き、寛容を学び、
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2011年3月の大地震と災害後の苦しみを乗り越え、
復興に努力できたのも、この価値観があったから
です。
　これは、日本以外の国々にとっても、良い教訓で
あると感じております。他者のニーズが、自分の
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事について皆さまに情報が提供されます。皆さまの
多くが推進に関与されるとともに、優先してご出席
いただけることを願っております。
　ロータリーのビジネスは、利益の追求ではなく、
平和の追求です。ですから私たちにとって、報酬は
お金を手に入れることではなく、自分の努力によっ
てより良い、より平和な世界が実現するのを見届け
ることにあります。
　皆さま、本年度、「奉仕を通じて平和を」を、ロー
タリー活動の最重点としていただくようお願いいた
します。
　また、どのように定義するにせよ、「平和」がロー
タリーにとって究極の、そして実現可能な目標であ
ることをご理解ください。平和は、協定や、政府や、
大胆な闘争だけで達成するものではなく、日常の
簡単な方法の積み重ねによって成し遂げるもので
あります。
　ガバナーとしての一年間、「奉仕を通じて平和
を」の精神を持って、ロータリーの究極の目標であ
る平和な世界に向けて邁進していただくようお願
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1984年 名古屋東ロータリークラブ 幹事
1996年 名古屋東ロータリークラブ 会長
2000年 地区社会奉仕委員会 委員長
2006年 東名古屋分区ガバナー 補佐
2010年 ガナバーノミニー
2011年 ガバナーエレクト
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
ベネファクター
米山功労者

国際ロータリー第2760地区
2012-2013年度ガバナー

千 田　毅 （せんだ つよし）
生 年 月 日 1936年（昭和11年）8月8日
所属クラブ 名古屋東RC
職 業 分 類 建　築
勤務先・役職 名古屋建商株式会社 代表取締役
所 在 地 〒464-0851 名古屋市千種区今池南29-23

《2012-2013年度　ガバナー方針》

～Touch the Rotary～
ふれあい、思いたり、そして握手
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ロータリー歴
2013-14年度 国際ロータリー会長
1998-00年度 国際ロータリー理事
2008-09年度 ロータリー財団管理委員会

副委員長
2006-10年度 管理委員

強調事項
1. 会員増強の推進
2. ロータリー財団を通じた人道的奉仕の充実
3. ロータリー・ファミリーを通じたネットワークの強化

ロン D. バートン
2013-2014年度国際ロータリー会長

韓国、ソウル

RIテーマ

ロータリーを実践し みんなに豊かな人生を

2013～2014年度

　今日のロータリー・クラブの例会風景は、一見し
て、50年前の例会とは大分様子が違っています。
また、34,000あるクラブすべてを訪れれば、さまざ
まな経歴を持つ人々が、世界のありとあらゆる言語
を話し、地元レベルから国際レベルまで、実に多様
な奉仕プロジェクトを行っている姿を目にするで
しょう。週末に近所の公園にある遊具を修理して
いるクラブや、ほかのクラブと協力して何千キロも
離れた学校の衛生設備を整えているクラブなど、
大小さまざまな方法で、この世界をより良くするた
めにロータリアンは活動しています。
　今日、ロータリーで目にすることの多くは、昔とは
違います。しかし、ロータリーの土台は変わってい
ません。私たちの土台は、これまでと同じように、
ロータリーの中核的価値観、すなわち、奉仕、親睦、
多様性、高潔性、リーダーシップです。これらの価
値観こそが、ロータリアンとして私たちを定義づけ
るものです。私たちは、これらの価値観に従って生
き、地域社会にこれらの価値観を広めようと努力
しています。
　私たちは、推薦され、その推薦を受諾すること
を選択してロータリーに入会しました。そして、入
会した後にも、日々、選択を行っています。それは、
ロータリー・クラブの単なる一会員でいるか、真の
ロータリアンとなるか、の選択です。
　ロータリアンであるということは、週に1度例会
に出席するよりも、ずっと大きな責任です。それは、
独特な方法で、世界を見ること、そして、その世界
における自分の役割を見ることです。地域社会の

問題を自分自身の責任として受け止め、それに基
づいて行動し、イニシアチブを発揮し、最善の努力
をすること、簡単な道ではなく、正しい道を歩むこ
とを意味します。
　私たちは皆、世界をより良くする活動に自ら参加
するために、ロータリーに入会しました。人生にお
けるあらゆる物事と同じように、ロータリーの奉仕
では、努力すればするほど、多くを得ることができ
ます。形だけの努力だけなら、大した成果は上がり
ませんし、本当の満足感は得られないでしょう。し
かし、ロータリーを真に実践し、ロータリーの奉仕
と価値観を日々活かす決意をすれば、自分がいか
に素晴らしい影響をもたらすことができるかが見え
てくるでしょう。そうして初めて、人々の人生を真に
豊かにしようというインスピレーション、やる気、パ
ワーが沸くのです。そして何よりも、あなた自身の人
生が一番豊かになるはずです。
　2013-14年度のロータリーのテーマ、そして私か
ら皆さんへのチャレンジは、「ロータリーを実践し 
みんなに豊かな人生を」です。
　皆さんは、ロータリーの襟ピンを身につけること
を選択しました。これからどうするかは、皆さん次
第です。

2013-2014年度　国際ロータリーのテーマ

ロータリーを実践し
みんなに豊かな人生を

2013-14年度国際ロータリー会長
ロン D. バートン

国際協議会でのRI会長の挨拶

経 歴

　おはようございます。ロータリーの2013年国際協
議会へようこそお越しくだしました。
　本日、こうしてここに立つと、26年前にテネシー
州ナッシュビルで、ガバナー・エレクトとして国際
協議会に出席したときのことを思い出します。その
時の経験は本当に素晴らしいものでしたが、この
協議会も皆さんにとって素晴らしいものとなること
を願っております。実は、1987年の協議会と、2013

年の協議会には、ロン・バートンが出席している、
ということ以外に、もう一つの共通点があります。
　26年前、私は同期のガバナー・エレクトと一緒に、
次年度の就任準備に加え、ロータリーの歴史上、最
も壮大かつチャレンジに満ちたプログラムに乗り
出す準備をしていました。それは、ポリオ・プラスで
す。「地球上からポリオを撲滅する」というプログ
ラムは、ロータリー史上初めての募金キャンペーン

であり、ロータリーが公言した約束としては、かつ
てないほど大きなものでしたが、私たちにはこれ
に取り組む心構えが整っていました。
　当時でさえ、これはすぐに実現できるような簡単
なことではないと分かっていました。しかし、2013
年になってもまだ活動が続いていると知っていれ
ば、そのときガバナーになりたくないと言う人が出
ていたかもしれません。しかし当時、そして今も、
撲滅は可能であることを、私たちは知っていました。
世界中の子どもたちとそれに続く世代、そして、私
たちの成功によって勇気づけられ、意欲を燃やす
次世代のロータリアンにとって、この成功が何を意
味するかは、当時も分かっていました。
　26年前、同期ガバナーたちとともに、この協議会
で、ポリオ撲滅という仕事が始まったのです。そし
て今日、この仕事を終らせるガバナーとなる皆さま
の前に、私は立っています。
　ナッシュビルでのあの1週間に、ポリオについて
多くのことを学び、さらに、それ以来も多くのことを
学んでまいりました。しかし、私が、そして私たち全
員が学んだ一番大切なことは、30年間ポリオが発
生していない国であれ、月に数千人の感染者が出
ている国であれ、どこに住んでいようと、何かがで
きるということです。車椅子や松葉杖で生活して
いる子どもや、地面を這っている子どもたちを救う
ことができる。ロータリーを通じて、彼らの人生を
変えることができる。そのことに、私たちは気づき
ました。人々の人生を変える、という言葉はそれま
でにも聞いたことがありましたが、あの一週間に、
それが一気に現実味を帯びたものとなり、大きな
意味を持つようになりました。
　あの時、私たち全員にとって、ロータリーに対す
る見方が大きく変わったと思います。
　私やガバナーとなる皆さん、また、クラブ会長な
ど、あらゆるレベルのロータリーのリーダーにとって
の課題は、すべてのロータリアンが、あのようなひ
らめきの体験、つまり、ロータリーとは何か、ロータ
リーはどんな可能性を開いてくれるのか、ロータリ
アンであることがどれほど栄誉であるかを、実感す
る経験が持てるようにすることです。
　現在は、ロータリアンにとって興奮に満ちた時で
す。ロータリーの全盛期がこれからやってくると私
は信じています。ポリオの撲滅がかつてないほど
実現に近づいている今、私たちは、ロータリーの歴
史における一つの章の終わりのページを書こうとし
ています。そして、未来の夢計画の開始とともに、

新たな章の第一ページを書き出そうとしています。
　未来の夢は、ロータリー財団の新たな時代の幕
開けです。ロータリーの素晴らしさをすべて取り入
れた未来の夢は、さらに大きく、持続可能な国際プ
ロジェクトを促すと同時に、地域社会のニーズに応
える地元プロジェクトでの柔軟性を高めることに
よって、ロータリーを新しい次元へと昇華させるも
のです。従来のやり方を大きく変えることになりま
すが、新システムへの移行においてクラブを援助
することは、皆さんの仕事の大きな部分です。地区
ロータリー財団委員長と協力しながら、未来の夢
や変化の恩恵についてクラブが理解し、活動の中
でリソースを最大活用できるよう支援することが、
ガバナーである皆さんの仕事です。
　私の故郷、オクラホマ州では、偉そうに話す人が
いたら、言葉だけでなくお金を出せ、と言うことがあ
りますが、私もロータリー財団について偉そうに話す
ことがありますので、寄付をするようにしています。
すべてのロータリアンは、寄付先として財団を第一
に選ぶべきだと思います。ロータリー役員なら、なお
さらです。誰かに寄付をお願いするなら、まず自分
が寄付をし、「模範を示して導く」必要があります。
財団に個人的に寄付するよう、協議会の前に私から
皆さま全員にお願いしたのは、この理由からです。そ
して今日、皆さま全員、そしてRI理事会と財団管理
委員会の全員が、これを実行してくださったことをご
報告でき、大変嬉しく思います。これによって、総額
675,000ドルの寄付が集まりました。
　もし私が寄付をお願いしていなければ、これだ
けの寄付は集まらなかったのではないかと思いま
す。これは、今日ここにいる私たち全員が心得てお
くべきことだと思います。誰かに何かをしてもらい
たいとき、相手がそれに気づいて自発的に行動す
るのを待つか、お願いするか、二つの選択肢があ
りますが、後者の方がずっと理に適っているのでは
ないでしょうか。
　高校時代、私はキー・クラブに所属して活発に
活動していました。「キー・クラブ」が国際ロータ
リーの青少年プログラムではないことは、皆さまな
らおそらくご存知だと思います。これは、ほかの奉
仕団体、国際キワニスの青少年プログラムです。当
時、自分はいつの日かキワニアンになるだろうと
思っていました。
　しかし今日、国際キワニスの会長エレクトではな
く、国際ロータリーの会長エレクトとしてここに立
ち、次期役員の研修を行っています。これはなぜ

ロン D. バートン 夫妻

　ロン D. バートン氏は、2007年、オクラホマ大学
財団会長の職を最後に引退しました。米国連邦最
高裁判所弁護士協会、オクラホマ州弁護士協会、
クリーブランド郡弁護士協会の会員、米国弁護士
会の会員として、非課税法人委員会、米国弁護士
会慈善組織のための不動産・遺言検認・信託委員
会の委員も務める同氏は、米国ボーイスカウトのラ
スト・フロンティア・カウンシルの副会長を務め、シ
ルバー・ビーバー賞を受賞しています。また、ノーマ
ン・ユナイテッド・ウェイのジュニアリーグ・ボラン
ティア最優秀市民賞も受賞しています。
　1979年以来のロータリアンであるバートン氏は、
米国オクラホマ州ノーマン・ロータリー・クラブの
元会長で、現会員です。これまでに、地区ガバナー、
規定審議会代表議員（1992年および1995年）、国
際協議会グループ討論リーダーとモデレーター、
ゾーン研修リーダー、ロータリー情報カウンセラー、
委員会やタスクフォース・メンバー、RI会長代理、
RI会長のエイド、2011年ニューオーリンズ国際大
会委員長を歴任しました。また、理事会では、執行
委員会、運営委員会、監査委員会の委員も務めま
した。
　さらに、ロータリー財団開発委員会のコンサルタ
ント、恒久基金米国アドバイザー、ロータリー財団
地域コーディネーター、インターナショナル・ポリ
オ・プラス委員会委員、恒久基金リーダーシップ
チームのメンバー、ポリオ・プラス広宣部メンバー、
ロータリー財団地域コーディネーター研修プログラ
ムのモデレーターを務めた経験もあります。
2006-10年度はロータリー財団管理委員、2008-09

年度は財団管理委員会副委員長、また、未来の夢
委員会委員および副委員長も務めています。
　そして、2013-14年度、バートン氏は国際ロータ
リー会長に就任します。
　RI超我の奉仕賞、ロータリー財団功労表彰状、
ロータリー財団特別功労賞、ポリオのない世界を
目指す奉仕賞の受賞者でもあるバートン氏は、ジェ
タ夫人と共に、ポール・ハリス・フェロー、ベネファク
ター、大口寄付者、ポール・ハリス・ソサエティ、遺
贈友の会、アーチ C. クランフ・ソサエティの会員で
もあります。

だかお分かりでしょうか。
　その理由は、誰も私をキワニス・クラブに入会す
るよう誘ってくれなかったからです。一方、私を入
会に誘ってくれたのは、オクラホマにあるノーマン・
ロータリー・クラブでした。今日ここにいるのは、そ
の時に入会を頼まれたからです。
　ですから、まずはお願いすることが重要です。隣
に座っている人や、会員増強委員や、勧誘が得意そ
うな人や、時間がありそうな人にやってもらうのでは
なく、皆さん自身がお願いしなけれがなりません。会
員増強は、他人事ではなく、私の責務であり、皆さん
自身の責務であり、ロータリアン全員の機会です。
　お願いしなければなりません。入会の誘いを
待っている人であれ、ロータリーへの入会を考えた
ことのない人であれ、候補者を探し出し、クラブに
入会してもらえるようお願いする必要があるのです。
勧誘が成功し、入会をOKしてもらい、その人が会
員となっても、皆さんの仕事がそれで終わるわけで
はありません。むしろ、仕事はそこから始まります。
新会員を指導し、彼らがクラブで重要な役割を担
い、ロータリーで満足感を得られるようにしなけれ
ばなりません。
　ロータリーに入会した新会員全員を維持できれ
ば、会員増強など問題にならないはずです。毎年、
ロータリーには、およそ12万人という大勢の人が入
会します。しかし毎年、ほぼ同じ数の会員が退会し
ています。15年以上にわたり会員数が約120万人に
とどまり、会員数が横ばいとなっているのは、この
ためです。
　本腰を入れなければならない時が来ています。
ただ問題について話し合うのではなく、行動を起
こさなければなりません。最初にすべきことは、退
会者に目を向け、退会理由は何なのか、また、それ
について私たちにできることがあるかを考えること
です。私たちは、2015年までにロータリーの会員数
を130万人まで増やすことを目標として掲げていま
す。これは、十分に達成可能な目標です。しかし、
正面玄関から入会して来た人たちが、すぐに裏口
から出て行ってしまうのはなぜか、その理由を突き
止める必要があります。1987年、ロータリーは女性
に入会の門戸を開きました。それは、ロータリーに
とって記念すべき日でした。しかし、回りを見回し
てすぐ分かるように、今日この会場にもっと多くの
女性がいなければならないことは明らかです。次
期ガバナーの半数が女性であってはならない理由
はありません。

　これは、私たちが取り組むべき課題です。さらに、
ロータリーに若い会員を迎え入れ、現在のローター
アクター、インターアクター、ライラリアン、青少年交
換学生、財団奨学生、GSEチームメンバーに、明日
のロータリアンになってもらえるよう努める必要が
あります。
　場合によっては、クラブの規則や伝統に関して少
し柔軟になるようクラブに奨励しなければならな
いこともあります。すべてを変えるわけではなく、
ロータリーが生き残るには、時代の変化とともに自
分たちも変わる努力をしなければならないというこ
とです。例会時間や例会場を変えたり、新クラブの
形態の見直すなど、大切なのは、クラブの現状を見
据え、柔軟に適応する努力をすることです。
　ロータリアンなら誰しも、「自分だったら今日こ
のクラブに入会したいと思うだろうか」と自問して
みるべきです。その答えが「ノー」なら、その理由を
考えてみてください。ご自分のクラブをもっと魅力
的にし、誇りとできるようにするには、何を変える
必要があるでしょうか。
　ロータリアンは十人十色です。ロータリーに入会
した理由も、人それぞれです。ロータリーに入会し
た理由と、ロータリーにとどまり続ける理由が違う
場合もあります。しかし、ここにいる私たち全員、そ
して、ロータリーでリーダーの役職を引き受けた方
全員が、ロータリーに打ち込むきっかけとなる何か
をロータリーで見つけた体験をお持ちだと思います。
　皆さんにとってそれが何であれ、生涯ロータリア
ンであり続けたいと思ったきっかけが何であれ、そ
れをほかの人 と々分かち合い、彼らもそのきっかけ
が見出せるよう手伝ってあげてください。ロータリア
ンがかかわれば、また、ロータリアンが積極的にな
れば、人々の人生を豊かにすることができるのです。
　これからガバナーとなる皆さん、この理由から、
私は2013-14年度のテーマを、「ロータリーを実践
し みんなに豊かな人生を」といたしました。
　2013-14年度のガバナーとなる皆さんの役目は、
ロータリアンに意欲を与え、積極的な参加を促し、
より良い世界を築く力の一部となる機会を分かち
合うことです。ロータリーを通じて会員一人ひとりに
与えられる可能性を、皆さん自身が模範となって示
してください。それぞれの会員がロータリーで何を
したいのかを考え、ロータリーで何かを見出し、
ロータリーの奉仕が持つ力に目覚め、意欲を燃や
すことができるよう、会員を導いてください。
　ロータリーの未来のために私たちにできる一番

重要なことは、すべてのロータリアンが積極的に参
加し、最大限に自己を生かせるよう支援することで
す。ロータリーの奉仕の発展を心から願うならば、
今、ここにいる私たちが抱いているのと同じ気持ち
を、すべてのロータリアンに抱いてもらわなければ
なりません。すべてのロータリアンが重要な役割を
果たすと同時に、その貢献を称えることが必要で
す。それが実現すれば、正面玄関から入った人が
すぐに裏口から出てしまうようなことはなくなるで
しょう。彼らはロータリーにとどまり続け、真のロー
タリアンとなり、新たな会員を見つけ、変化をもたら
していくでしょう。会員増強の活動は、新会員を入
会させたときに終わるのではありません。その新会
員がロータリーに積極的に参加し、ロータリーに
よって意欲を高め、ロータリーの奉仕のパワーで
人々の人生を豊かにできるようになって初めて、仕
事が終わったことになるのです。
　皆さんは選ばれた方々です。クラブの会員として
選ばれ、ガバナーとして選ばれました。皆さん一人
ひとりは、ロータリーのリーダーとなる責任を引き受
けることを選びました。地区がどれだけのことを成
し遂げるか、何人のロータリアンが意欲を高めるか、
何人のロータリアンが誰かの人生を変えることにな
るかは、皆さんの熱意と献身、そして新しいアイデ
アを受け容れる意思にかかっています。時には、
「危険を冒して枝の先まで行く」勇気を持たなけ
ればません。なぜなら、「そこには実がなっている
から」です。
　一つだけ、皆さんにお約束できることがあります。
それは、皆さんがどれほどの達成を遂げようと、次
年度にどのような奉仕を行おうと、一番豊かになる
のは、皆さん自身の人生だということです。
　さあ、今、その時がやってきました。私たちはとも
にこの旅に出発します。力を合わせて、ロータリーを
より良い未来へと導き、「ロータリーを実践し…み
んなに豊かな人生を」もたらしていきましょう。
　ご清聴ありがとうございました。
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ロータリー歴
2013-14年度 国際ロータリー会長
1998-00年度 国際ロータリー理事
2008-09年度 ロータリー財団管理委員会

副委員長
2006-10年度 管理委員

強調事項
1. 会員増強の推進
2. ロータリー財団を通じた人道的奉仕の充実
3. ロータリー・ファミリーを通じたネットワークの強化

ロン D. バートン
2013-2014年度国際ロータリー会長

韓国、ソウル

RIテーマ

ロータリーを実践し みんなに豊かな人生を

2013～2014年度

　今日のロータリー・クラブの例会風景は、一見し
て、50年前の例会とは大分様子が違っています。
また、34,000あるクラブすべてを訪れれば、さまざ
まな経歴を持つ人々が、世界のありとあらゆる言語
を話し、地元レベルから国際レベルまで、実に多様
な奉仕プロジェクトを行っている姿を目にするで
しょう。週末に近所の公園にある遊具を修理して
いるクラブや、ほかのクラブと協力して何千キロも
離れた学校の衛生設備を整えているクラブなど、
大小さまざまな方法で、この世界をより良くするた
めにロータリアンは活動しています。
　今日、ロータリーで目にすることの多くは、昔とは
違います。しかし、ロータリーの土台は変わってい
ません。私たちの土台は、これまでと同じように、
ロータリーの中核的価値観、すなわち、奉仕、親睦、
多様性、高潔性、リーダーシップです。これらの価
値観こそが、ロータリアンとして私たちを定義づけ
るものです。私たちは、これらの価値観に従って生
き、地域社会にこれらの価値観を広めようと努力
しています。
　私たちは、推薦され、その推薦を受諾すること
を選択してロータリーに入会しました。そして、入
会した後にも、日々、選択を行っています。それは、
ロータリー・クラブの単なる一会員でいるか、真の
ロータリアンとなるか、の選択です。
　ロータリアンであるということは、週に1度例会
に出席するよりも、ずっと大きな責任です。それは、
独特な方法で、世界を見ること、そして、その世界
における自分の役割を見ることです。地域社会の

問題を自分自身の責任として受け止め、それに基
づいて行動し、イニシアチブを発揮し、最善の努力
をすること、簡単な道ではなく、正しい道を歩むこ
とを意味します。
　私たちは皆、世界をより良くする活動に自ら参加
するために、ロータリーに入会しました。人生にお
けるあらゆる物事と同じように、ロータリーの奉仕
では、努力すればするほど、多くを得ることができ
ます。形だけの努力だけなら、大した成果は上がり
ませんし、本当の満足感は得られないでしょう。し
かし、ロータリーを真に実践し、ロータリーの奉仕
と価値観を日々活かす決意をすれば、自分がいか
に素晴らしい影響をもたらすことができるかが見え
てくるでしょう。そうして初めて、人々の人生を真に
豊かにしようというインスピレーション、やる気、パ
ワーが沸くのです。そして何よりも、あなた自身の人
生が一番豊かになるはずです。
　2013-14年度のロータリーのテーマ、そして私か
ら皆さんへのチャレンジは、「ロータリーを実践し 
みんなに豊かな人生を」です。
　皆さんは、ロータリーの襟ピンを身につけること
を選択しました。これからどうするかは、皆さん次
第です。

2013-2014年度　国際ロータリーのテーマ

ロータリーを実践し
みんなに豊かな人生を

2013-14年度国際ロータリー会長
ロン D. バートン
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国際協議会でのRI会長の挨拶

経 歴

　おはようございます。ロータリーの2013年国際協
議会へようこそお越しくだしました。
　本日、こうしてここに立つと、26年前にテネシー
州ナッシュビルで、ガバナー・エレクトとして国際
協議会に出席したときのことを思い出します。その
時の経験は本当に素晴らしいものでしたが、この
協議会も皆さんにとって素晴らしいものとなること
を願っております。実は、1987年の協議会と、2013

年の協議会には、ロン・バートンが出席している、
ということ以外に、もう一つの共通点があります。
　26年前、私は同期のガバナー・エレクトと一緒に、
次年度の就任準備に加え、ロータリーの歴史上、最
も壮大かつチャレンジに満ちたプログラムに乗り
出す準備をしていました。それは、ポリオ・プラスで
す。「地球上からポリオを撲滅する」というプログ
ラムは、ロータリー史上初めての募金キャンペーン

であり、ロータリーが公言した約束としては、かつ
てないほど大きなものでしたが、私たちにはこれ
に取り組む心構えが整っていました。
　当時でさえ、これはすぐに実現できるような簡単
なことではないと分かっていました。しかし、2013
年になってもまだ活動が続いていると知っていれ
ば、そのときガバナーになりたくないと言う人が出
ていたかもしれません。しかし当時、そして今も、
撲滅は可能であることを、私たちは知っていました。
世界中の子どもたちとそれに続く世代、そして、私
たちの成功によって勇気づけられ、意欲を燃やす
次世代のロータリアンにとって、この成功が何を意
味するかは、当時も分かっていました。
　26年前、同期ガバナーたちとともに、この協議会
で、ポリオ撲滅という仕事が始まったのです。そし
て今日、この仕事を終らせるガバナーとなる皆さま
の前に、私は立っています。
　ナッシュビルでのあの1週間に、ポリオについて
多くのことを学び、さらに、それ以来も多くのことを
学んでまいりました。しかし、私が、そして私たち全
員が学んだ一番大切なことは、30年間ポリオが発
生していない国であれ、月に数千人の感染者が出
ている国であれ、どこに住んでいようと、何かがで
きるということです。車椅子や松葉杖で生活して
いる子どもや、地面を這っている子どもたちを救う
ことができる。ロータリーを通じて、彼らの人生を
変えることができる。そのことに、私たちは気づき
ました。人々の人生を変える、という言葉はそれま
でにも聞いたことがありましたが、あの一週間に、
それが一気に現実味を帯びたものとなり、大きな
意味を持つようになりました。
　あの時、私たち全員にとって、ロータリーに対す
る見方が大きく変わったと思います。
　私やガバナーとなる皆さん、また、クラブ会長な
ど、あらゆるレベルのロータリーのリーダーにとって
の課題は、すべてのロータリアンが、あのようなひ
らめきの体験、つまり、ロータリーとは何か、ロータ
リーはどんな可能性を開いてくれるのか、ロータリ
アンであることがどれほど栄誉であるかを、実感す
る経験が持てるようにすることです。
　現在は、ロータリアンにとって興奮に満ちた時で
す。ロータリーの全盛期がこれからやってくると私
は信じています。ポリオの撲滅がかつてないほど
実現に近づいている今、私たちは、ロータリーの歴
史における一つの章の終わりのページを書こうとし
ています。そして、未来の夢計画の開始とともに、

新たな章の第一ページを書き出そうとしています。
　未来の夢は、ロータリー財団の新たな時代の幕
開けです。ロータリーの素晴らしさをすべて取り入
れた未来の夢は、さらに大きく、持続可能な国際プ
ロジェクトを促すと同時に、地域社会のニーズに応
える地元プロジェクトでの柔軟性を高めることに
よって、ロータリーを新しい次元へと昇華させるも
のです。従来のやり方を大きく変えることになりま
すが、新システムへの移行においてクラブを援助
することは、皆さんの仕事の大きな部分です。地区
ロータリー財団委員長と協力しながら、未来の夢
や変化の恩恵についてクラブが理解し、活動の中
でリソースを最大活用できるよう支援することが、
ガバナーである皆さんの仕事です。
　私の故郷、オクラホマ州では、偉そうに話す人が
いたら、言葉だけでなくお金を出せ、と言うことがあ
りますが、私もロータリー財団について偉そうに話す
ことがありますので、寄付をするようにしています。
すべてのロータリアンは、寄付先として財団を第一
に選ぶべきだと思います。ロータリー役員なら、なお
さらです。誰かに寄付をお願いするなら、まず自分
が寄付をし、「模範を示して導く」必要があります。
財団に個人的に寄付するよう、協議会の前に私から
皆さま全員にお願いしたのは、この理由からです。そ
して今日、皆さま全員、そしてRI理事会と財団管理
委員会の全員が、これを実行してくださったことをご
報告でき、大変嬉しく思います。これによって、総額
675,000ドルの寄付が集まりました。
　もし私が寄付をお願いしていなければ、これだ
けの寄付は集まらなかったのではないかと思いま
す。これは、今日ここにいる私たち全員が心得てお
くべきことだと思います。誰かに何かをしてもらい
たいとき、相手がそれに気づいて自発的に行動す
るのを待つか、お願いするか、二つの選択肢があ
りますが、後者の方がずっと理に適っているのでは
ないでしょうか。
　高校時代、私はキー・クラブに所属して活発に
活動していました。「キー・クラブ」が国際ロータ
リーの青少年プログラムではないことは、皆さまな
らおそらくご存知だと思います。これは、ほかの奉
仕団体、国際キワニスの青少年プログラムです。当
時、自分はいつの日かキワニアンになるだろうと
思っていました。
　しかし今日、国際キワニスの会長エレクトではな
く、国際ロータリーの会長エレクトとしてここに立
ち、次期役員の研修を行っています。これはなぜ

ロン D. バートン 夫妻

　ロン D. バートン氏は、2007年、オクラホマ大学
財団会長の職を最後に引退しました。米国連邦最
高裁判所弁護士協会、オクラホマ州弁護士協会、
クリーブランド郡弁護士協会の会員、米国弁護士
会の会員として、非課税法人委員会、米国弁護士
会慈善組織のための不動産・遺言検認・信託委員
会の委員も務める同氏は、米国ボーイスカウトのラ
スト・フロンティア・カウンシルの副会長を務め、シ
ルバー・ビーバー賞を受賞しています。また、ノーマ
ン・ユナイテッド・ウェイのジュニアリーグ・ボラン
ティア最優秀市民賞も受賞しています。
　1979年以来のロータリアンであるバートン氏は、
米国オクラホマ州ノーマン・ロータリー・クラブの
元会長で、現会員です。これまでに、地区ガバナー、
規定審議会代表議員（1992年および1995年）、国
際協議会グループ討論リーダーとモデレーター、
ゾーン研修リーダー、ロータリー情報カウンセラー、
委員会やタスクフォース・メンバー、RI会長代理、
RI会長のエイド、2011年ニューオーリンズ国際大
会委員長を歴任しました。また、理事会では、執行
委員会、運営委員会、監査委員会の委員も務めま
した。
　さらに、ロータリー財団開発委員会のコンサルタ
ント、恒久基金米国アドバイザー、ロータリー財団
地域コーディネーター、インターナショナル・ポリ
オ・プラス委員会委員、恒久基金リーダーシップ
チームのメンバー、ポリオ・プラス広宣部メンバー、
ロータリー財団地域コーディネーター研修プログラ
ムのモデレーターを務めた経験もあります。
2006-10年度はロータリー財団管理委員、2008-09

年度は財団管理委員会副委員長、また、未来の夢
委員会委員および副委員長も務めています。
　そして、2013-14年度、バートン氏は国際ロータ
リー会長に就任します。
　RI超我の奉仕賞、ロータリー財団功労表彰状、
ロータリー財団特別功労賞、ポリオのない世界を
目指す奉仕賞の受賞者でもあるバートン氏は、ジェ
タ夫人と共に、ポール・ハリス・フェロー、ベネファク
ター、大口寄付者、ポール・ハリス・ソサエティ、遺
贈友の会、アーチ C. クランフ・ソサエティの会員で
もあります。

だかお分かりでしょうか。
　その理由は、誰も私をキワニス・クラブに入会す
るよう誘ってくれなかったからです。一方、私を入
会に誘ってくれたのは、オクラホマにあるノーマン・
ロータリー・クラブでした。今日ここにいるのは、そ
の時に入会を頼まれたからです。
　ですから、まずはお願いすることが重要です。隣
に座っている人や、会員増強委員や、勧誘が得意そ
うな人や、時間がありそうな人にやってもらうのでは
なく、皆さん自身がお願いしなけれがなりません。会
員増強は、他人事ではなく、私の責務であり、皆さん
自身の責務であり、ロータリアン全員の機会です。
　お願いしなければなりません。入会の誘いを
待っている人であれ、ロータリーへの入会を考えた
ことのない人であれ、候補者を探し出し、クラブに
入会してもらえるようお願いする必要があるのです。
勧誘が成功し、入会をOKしてもらい、その人が会
員となっても、皆さんの仕事がそれで終わるわけで
はありません。むしろ、仕事はそこから始まります。
新会員を指導し、彼らがクラブで重要な役割を担
い、ロータリーで満足感を得られるようにしなけれ
ばなりません。
　ロータリーに入会した新会員全員を維持できれ
ば、会員増強など問題にならないはずです。毎年、
ロータリーには、およそ12万人という大勢の人が入
会します。しかし毎年、ほぼ同じ数の会員が退会し
ています。15年以上にわたり会員数が約120万人に
とどまり、会員数が横ばいとなっているのは、この
ためです。
　本腰を入れなければならない時が来ています。
ただ問題について話し合うのではなく、行動を起
こさなければなりません。最初にすべきことは、退
会者に目を向け、退会理由は何なのか、また、それ
について私たちにできることがあるかを考えること
です。私たちは、2015年までにロータリーの会員数
を130万人まで増やすことを目標として掲げていま
す。これは、十分に達成可能な目標です。しかし、
正面玄関から入会して来た人たちが、すぐに裏口
から出て行ってしまうのはなぜか、その理由を突き
止める必要があります。1987年、ロータリーは女性
に入会の門戸を開きました。それは、ロータリーに
とって記念すべき日でした。しかし、回りを見回し
てすぐ分かるように、今日この会場にもっと多くの
女性がいなければならないことは明らかです。次
期ガバナーの半数が女性であってはならない理由
はありません。

　これは、私たちが取り組むべき課題です。さらに、
ロータリーに若い会員を迎え入れ、現在のローター
アクター、インターアクター、ライラリアン、青少年交
換学生、財団奨学生、GSEチームメンバーに、明日
のロータリアンになってもらえるよう努める必要が
あります。
　場合によっては、クラブの規則や伝統に関して少
し柔軟になるようクラブに奨励しなければならな
いこともあります。すべてを変えるわけではなく、
ロータリーが生き残るには、時代の変化とともに自
分たちも変わる努力をしなければならないというこ
とです。例会時間や例会場を変えたり、新クラブの
形態の見直すなど、大切なのは、クラブの現状を見
据え、柔軟に適応する努力をすることです。
　ロータリアンなら誰しも、「自分だったら今日こ
のクラブに入会したいと思うだろうか」と自問して
みるべきです。その答えが「ノー」なら、その理由を
考えてみてください。ご自分のクラブをもっと魅力
的にし、誇りとできるようにするには、何を変える
必要があるでしょうか。
　ロータリアンは十人十色です。ロータリーに入会
した理由も、人それぞれです。ロータリーに入会し
た理由と、ロータリーにとどまり続ける理由が違う
場合もあります。しかし、ここにいる私たち全員、そ
して、ロータリーでリーダーの役職を引き受けた方
全員が、ロータリーに打ち込むきっかけとなる何か
をロータリーで見つけた体験をお持ちだと思います。
　皆さんにとってそれが何であれ、生涯ロータリア
ンであり続けたいと思ったきっかけが何であれ、そ
れをほかの人 と々分かち合い、彼らもそのきっかけ
が見出せるよう手伝ってあげてください。ロータリア
ンがかかわれば、また、ロータリアンが積極的にな
れば、人々の人生を豊かにすることができるのです。
　これからガバナーとなる皆さん、この理由から、
私は2013-14年度のテーマを、「ロータリーを実践
し みんなに豊かな人生を」といたしました。
　2013-14年度のガバナーとなる皆さんの役目は、
ロータリアンに意欲を与え、積極的な参加を促し、
より良い世界を築く力の一部となる機会を分かち
合うことです。ロータリーを通じて会員一人ひとりに
与えられる可能性を、皆さん自身が模範となって示
してください。それぞれの会員がロータリーで何を
したいのかを考え、ロータリーで何かを見出し、
ロータリーの奉仕が持つ力に目覚め、意欲を燃や
すことができるよう、会員を導いてください。
　ロータリーの未来のために私たちにできる一番

重要なことは、すべてのロータリアンが積極的に参
加し、最大限に自己を生かせるよう支援することで
す。ロータリーの奉仕の発展を心から願うならば、
今、ここにいる私たちが抱いているのと同じ気持ち
を、すべてのロータリアンに抱いてもらわなければ
なりません。すべてのロータリアンが重要な役割を
果たすと同時に、その貢献を称えることが必要で
す。それが実現すれば、正面玄関から入った人が
すぐに裏口から出てしまうようなことはなくなるで
しょう。彼らはロータリーにとどまり続け、真のロー
タリアンとなり、新たな会員を見つけ、変化をもたら
していくでしょう。会員増強の活動は、新会員を入
会させたときに終わるのではありません。その新会
員がロータリーに積極的に参加し、ロータリーに
よって意欲を高め、ロータリーの奉仕のパワーで
人々の人生を豊かにできるようになって初めて、仕
事が終わったことになるのです。
　皆さんは選ばれた方々です。クラブの会員として
選ばれ、ガバナーとして選ばれました。皆さん一人
ひとりは、ロータリーのリーダーとなる責任を引き受
けることを選びました。地区がどれだけのことを成
し遂げるか、何人のロータリアンが意欲を高めるか、
何人のロータリアンが誰かの人生を変えることにな
るかは、皆さんの熱意と献身、そして新しいアイデ
アを受け容れる意思にかかっています。時には、
「危険を冒して枝の先まで行く」勇気を持たなけ
ればません。なぜなら、「そこには実がなっている
から」です。
　一つだけ、皆さんにお約束できることがあります。
それは、皆さんがどれほどの達成を遂げようと、次
年度にどのような奉仕を行おうと、一番豊かになる
のは、皆さん自身の人生だということです。
　さあ、今、その時がやってきました。私たちはとも
にこの旅に出発します。力を合わせて、ロータリーを
より良い未来へと導き、「ロータリーを実践し…み
んなに豊かな人生を」もたらしていきましょう。
　ご清聴ありがとうございました。
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　おはようございます。ロータリーの2013年国際協
議会へようこそお越しくだしました。
　本日、こうしてここに立つと、26年前にテネシー
州ナッシュビルで、ガバナー・エレクトとして国際
協議会に出席したときのことを思い出します。その
時の経験は本当に素晴らしいものでしたが、この
協議会も皆さんにとって素晴らしいものとなること
を願っております。実は、1987年の協議会と、2013

年の協議会には、ロン・バートンが出席している、
ということ以外に、もう一つの共通点があります。
　26年前、私は同期のガバナー・エレクトと一緒に、
次年度の就任準備に加え、ロータリーの歴史上、最
も壮大かつチャレンジに満ちたプログラムに乗り
出す準備をしていました。それは、ポリオ・プラスで
す。「地球上からポリオを撲滅する」というプログ
ラムは、ロータリー史上初めての募金キャンペーン

であり、ロータリーが公言した約束としては、かつ
てないほど大きなものでしたが、私たちにはこれ
に取り組む心構えが整っていました。
　当時でさえ、これはすぐに実現できるような簡単
なことではないと分かっていました。しかし、2013
年になってもまだ活動が続いていると知っていれ
ば、そのときガバナーになりたくないと言う人が出
ていたかもしれません。しかし当時、そして今も、
撲滅は可能であることを、私たちは知っていました。
世界中の子どもたちとそれに続く世代、そして、私
たちの成功によって勇気づけられ、意欲を燃やす
次世代のロータリアンにとって、この成功が何を意
味するかは、当時も分かっていました。
　26年前、同期ガバナーたちとともに、この協議会
で、ポリオ撲滅という仕事が始まったのです。そし
て今日、この仕事を終らせるガバナーとなる皆さま
の前に、私は立っています。
　ナッシュビルでのあの1週間に、ポリオについて
多くのことを学び、さらに、それ以来も多くのことを
学んでまいりました。しかし、私が、そして私たち全
員が学んだ一番大切なことは、30年間ポリオが発
生していない国であれ、月に数千人の感染者が出
ている国であれ、どこに住んでいようと、何かがで
きるということです。車椅子や松葉杖で生活して
いる子どもや、地面を這っている子どもたちを救う
ことができる。ロータリーを通じて、彼らの人生を
変えることができる。そのことに、私たちは気づき
ました。人々の人生を変える、という言葉はそれま
でにも聞いたことがありましたが、あの一週間に、
それが一気に現実味を帯びたものとなり、大きな
意味を持つようになりました。
　あの時、私たち全員にとって、ロータリーに対す
る見方が大きく変わったと思います。
　私やガバナーとなる皆さん、また、クラブ会長な
ど、あらゆるレベルのロータリーのリーダーにとって
の課題は、すべてのロータリアンが、あのようなひ
らめきの体験、つまり、ロータリーとは何か、ロータ
リーはどんな可能性を開いてくれるのか、ロータリ
アンであることがどれほど栄誉であるかを、実感す
る経験が持てるようにすることです。
　現在は、ロータリアンにとって興奮に満ちた時で
す。ロータリーの全盛期がこれからやってくると私
は信じています。ポリオの撲滅がかつてないほど
実現に近づいている今、私たちは、ロータリーの歴
史における一つの章の終わりのページを書こうとし
ています。そして、未来の夢計画の開始とともに、

新たな章の第一ページを書き出そうとしています。
　未来の夢は、ロータリー財団の新たな時代の幕
開けです。ロータリーの素晴らしさをすべて取り入
れた未来の夢は、さらに大きく、持続可能な国際プ
ロジェクトを促すと同時に、地域社会のニーズに応
える地元プロジェクトでの柔軟性を高めることに
よって、ロータリーを新しい次元へと昇華させるも
のです。従来のやり方を大きく変えることになりま
すが、新システムへの移行においてクラブを援助
することは、皆さんの仕事の大きな部分です。地区
ロータリー財団委員長と協力しながら、未来の夢
や変化の恩恵についてクラブが理解し、活動の中
でリソースを最大活用できるよう支援することが、
ガバナーである皆さんの仕事です。
　私の故郷、オクラホマ州では、偉そうに話す人が
いたら、言葉だけでなくお金を出せ、と言うことがあ
りますが、私もロータリー財団について偉そうに話す
ことがありますので、寄付をするようにしています。
すべてのロータリアンは、寄付先として財団を第一
に選ぶべきだと思います。ロータリー役員なら、なお
さらです。誰かに寄付をお願いするなら、まず自分
が寄付をし、「模範を示して導く」必要があります。
財団に個人的に寄付するよう、協議会の前に私から
皆さま全員にお願いしたのは、この理由からです。そ
して今日、皆さま全員、そしてRI理事会と財団管理
委員会の全員が、これを実行してくださったことをご
報告でき、大変嬉しく思います。これによって、総額
675,000ドルの寄付が集まりました。
　もし私が寄付をお願いしていなければ、これだ
けの寄付は集まらなかったのではないかと思いま
す。これは、今日ここにいる私たち全員が心得てお
くべきことだと思います。誰かに何かをしてもらい
たいとき、相手がそれに気づいて自発的に行動す
るのを待つか、お願いするか、二つの選択肢があ
りますが、後者の方がずっと理に適っているのでは
ないでしょうか。
　高校時代、私はキー・クラブに所属して活発に
活動していました。「キー・クラブ」が国際ロータ
リーの青少年プログラムではないことは、皆さまな
らおそらくご存知だと思います。これは、ほかの奉
仕団体、国際キワニスの青少年プログラムです。当
時、自分はいつの日かキワニアンになるだろうと
思っていました。
　しかし今日、国際キワニスの会長エレクトではな
く、国際ロータリーの会長エレクトとしてここに立
ち、次期役員の研修を行っています。これはなぜ

だかお分かりでしょうか。
　その理由は、誰も私をキワニス・クラブに入会す
るよう誘ってくれなかったからです。一方、私を入
会に誘ってくれたのは、オクラホマにあるノーマン・
ロータリー・クラブでした。今日ここにいるのは、そ
の時に入会を頼まれたからです。
　ですから、まずはお願いすることが重要です。隣
に座っている人や、会員増強委員や、勧誘が得意そ
うな人や、時間がありそうな人にやってもらうのでは
なく、皆さん自身がお願いしなけれがなりません。会
員増強は、他人事ではなく、私の責務であり、皆さん
自身の責務であり、ロータリアン全員の機会です。
　お願いしなければなりません。入会の誘いを
待っている人であれ、ロータリーへの入会を考えた
ことのない人であれ、候補者を探し出し、クラブに
入会してもらえるようお願いする必要があるのです。
勧誘が成功し、入会をOKしてもらい、その人が会
員となっても、皆さんの仕事がそれで終わるわけで
はありません。むしろ、仕事はそこから始まります。
新会員を指導し、彼らがクラブで重要な役割を担
い、ロータリーで満足感を得られるようにしなけれ
ばなりません。
　ロータリーに入会した新会員全員を維持できれ
ば、会員増強など問題にならないはずです。毎年、
ロータリーには、およそ12万人という大勢の人が入
会します。しかし毎年、ほぼ同じ数の会員が退会し
ています。15年以上にわたり会員数が約120万人に
とどまり、会員数が横ばいとなっているのは、この
ためです。
　本腰を入れなければならない時が来ています。
ただ問題について話し合うのではなく、行動を起
こさなければなりません。最初にすべきことは、退
会者に目を向け、退会理由は何なのか、また、それ
について私たちにできることがあるかを考えること
です。私たちは、2015年までにロータリーの会員数
を130万人まで増やすことを目標として掲げていま
す。これは、十分に達成可能な目標です。しかし、
正面玄関から入会して来た人たちが、すぐに裏口
から出て行ってしまうのはなぜか、その理由を突き
止める必要があります。1987年、ロータリーは女性
に入会の門戸を開きました。それは、ロータリーに
とって記念すべき日でした。しかし、回りを見回し
てすぐ分かるように、今日この会場にもっと多くの
女性がいなければならないことは明らかです。次
期ガバナーの半数が女性であってはならない理由
はありません。

　これは、私たちが取り組むべき課題です。さらに、
ロータリーに若い会員を迎え入れ、現在のローター
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のクラブに入会したいと思うだろうか」と自問して
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考えてみてください。ご自分のクラブをもっと魅力
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事が終わったことになるのです。
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選ばれ、ガバナーとして選ばれました。皆さん一人
ひとりは、ロータリーのリーダーとなる責任を引き受
けることを選びました。地区がどれだけのことを成
し遂げるか、何人のロータリアンが意欲を高めるか、
何人のロータリアンが誰かの人生を変えることにな
るかは、皆さんの熱意と献身、そして新しいアイデ
アを受け容れる意思にかかっています。時には、
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それは、皆さんがどれほどの達成を遂げようと、次
年度にどのような奉仕を行おうと、一番豊かになる
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たちの成功によって勇気づけられ、意欲を燃やす
次世代のロータリアンにとって、この成功が何を意
味するかは、当時も分かっていました。
　26年前、同期ガバナーたちとともに、この協議会
で、ポリオ撲滅という仕事が始まったのです。そし
て今日、この仕事を終らせるガバナーとなる皆さま
の前に、私は立っています。
　ナッシュビルでのあの1週間に、ポリオについて
多くのことを学び、さらに、それ以来も多くのことを
学んでまいりました。しかし、私が、そして私たち全
員が学んだ一番大切なことは、30年間ポリオが発
生していない国であれ、月に数千人の感染者が出
ている国であれ、どこに住んでいようと、何かがで
きるということです。車椅子や松葉杖で生活して
いる子どもや、地面を這っている子どもたちを救う
ことができる。ロータリーを通じて、彼らの人生を
変えることができる。そのことに、私たちは気づき
ました。人々の人生を変える、という言葉はそれま
でにも聞いたことがありましたが、あの一週間に、
それが一気に現実味を帯びたものとなり、大きな
意味を持つようになりました。
　あの時、私たち全員にとって、ロータリーに対す
る見方が大きく変わったと思います。
　私やガバナーとなる皆さん、また、クラブ会長な
ど、あらゆるレベルのロータリーのリーダーにとって
の課題は、すべてのロータリアンが、あのようなひ
らめきの体験、つまり、ロータリーとは何か、ロータ
リーはどんな可能性を開いてくれるのか、ロータリ
アンであることがどれほど栄誉であるかを、実感す
る経験が持てるようにすることです。
　現在は、ロータリアンにとって興奮に満ちた時で
す。ロータリーの全盛期がこれからやってくると私
は信じています。ポリオの撲滅がかつてないほど
実現に近づいている今、私たちは、ロータリーの歴
史における一つの章の終わりのページを書こうとし
ています。そして、未来の夢計画の開始とともに、

新たな章の第一ページを書き出そうとしています。
　未来の夢は、ロータリー財団の新たな時代の幕
開けです。ロータリーの素晴らしさをすべて取り入
れた未来の夢は、さらに大きく、持続可能な国際プ
ロジェクトを促すと同時に、地域社会のニーズに応
える地元プロジェクトでの柔軟性を高めることに
よって、ロータリーを新しい次元へと昇華させるも
のです。従来のやり方を大きく変えることになりま
すが、新システムへの移行においてクラブを援助
することは、皆さんの仕事の大きな部分です。地区
ロータリー財団委員長と協力しながら、未来の夢
や変化の恩恵についてクラブが理解し、活動の中
でリソースを最大活用できるよう支援することが、
ガバナーである皆さんの仕事です。
　私の故郷、オクラホマ州では、偉そうに話す人が
いたら、言葉だけでなくお金を出せ、と言うことがあ
りますが、私もロータリー財団について偉そうに話す
ことがありますので、寄付をするようにしています。
すべてのロータリアンは、寄付先として財団を第一
に選ぶべきだと思います。ロータリー役員なら、なお
さらです。誰かに寄付をお願いするなら、まず自分
が寄付をし、「模範を示して導く」必要があります。
財団に個人的に寄付するよう、協議会の前に私から
皆さま全員にお願いしたのは、この理由からです。そ
して今日、皆さま全員、そしてRI理事会と財団管理
委員会の全員が、これを実行してくださったことをご
報告でき、大変嬉しく思います。これによって、総額
675,000ドルの寄付が集まりました。
　もし私が寄付をお願いしていなければ、これだ
けの寄付は集まらなかったのではないかと思いま
す。これは、今日ここにいる私たち全員が心得てお
くべきことだと思います。誰かに何かをしてもらい
たいとき、相手がそれに気づいて自発的に行動す
るのを待つか、お願いするか、二つの選択肢があ
りますが、後者の方がずっと理に適っているのでは
ないでしょうか。
　高校時代、私はキー・クラブに所属して活発に
活動していました。「キー・クラブ」が国際ロータ
リーの青少年プログラムではないことは、皆さまな
らおそらくご存知だと思います。これは、ほかの奉
仕団体、国際キワニスの青少年プログラムです。当
時、自分はいつの日かキワニアンになるだろうと
思っていました。
　しかし今日、国際キワニスの会長エレクトではな
く、国際ロータリーの会長エレクトとしてここに立
ち、次期役員の研修を行っています。これはなぜ

だかお分かりでしょうか。
　その理由は、誰も私をキワニス・クラブに入会す
るよう誘ってくれなかったからです。一方、私を入
会に誘ってくれたのは、オクラホマにあるノーマン・
ロータリー・クラブでした。今日ここにいるのは、そ
の時に入会を頼まれたからです。
　ですから、まずはお願いすることが重要です。隣
に座っている人や、会員増強委員や、勧誘が得意そ
うな人や、時間がありそうな人にやってもらうのでは
なく、皆さん自身がお願いしなけれがなりません。会
員増強は、他人事ではなく、私の責務であり、皆さん
自身の責務であり、ロータリアン全員の機会です。
　お願いしなければなりません。入会の誘いを
待っている人であれ、ロータリーへの入会を考えた
ことのない人であれ、候補者を探し出し、クラブに
入会してもらえるようお願いする必要があるのです。
勧誘が成功し、入会をOKしてもらい、その人が会
員となっても、皆さんの仕事がそれで終わるわけで
はありません。むしろ、仕事はそこから始まります。
新会員を指導し、彼らがクラブで重要な役割を担
い、ロータリーで満足感を得られるようにしなけれ
ばなりません。
　ロータリーに入会した新会員全員を維持できれ
ば、会員増強など問題にならないはずです。毎年、
ロータリーには、およそ12万人という大勢の人が入
会します。しかし毎年、ほぼ同じ数の会員が退会し
ています。15年以上にわたり会員数が約120万人に
とどまり、会員数が横ばいとなっているのは、この
ためです。
　本腰を入れなければならない時が来ています。
ただ問題について話し合うのではなく、行動を起
こさなければなりません。最初にすべきことは、退
会者に目を向け、退会理由は何なのか、また、それ
について私たちにできることがあるかを考えること
です。私たちは、2015年までにロータリーの会員数
を130万人まで増やすことを目標として掲げていま
す。これは、十分に達成可能な目標です。しかし、
正面玄関から入会して来た人たちが、すぐに裏口
から出て行ってしまうのはなぜか、その理由を突き
止める必要があります。1987年、ロータリーは女性
に入会の門戸を開きました。それは、ロータリーに
とって記念すべき日でした。しかし、回りを見回し
てすぐ分かるように、今日この会場にもっと多くの
女性がいなければならないことは明らかです。次
期ガバナーの半数が女性であってはならない理由
はありません。

　これは、私たちが取り組むべき課題です。さらに、
ロータリーに若い会員を迎え入れ、現在のローター
アクター、インターアクター、ライラリアン、青少年交
換学生、財団奨学生、GSEチームメンバーに、明日
のロータリアンになってもらえるよう努める必要が
あります。
　場合によっては、クラブの規則や伝統に関して少
し柔軟になるようクラブに奨励しなければならな
いこともあります。すべてを変えるわけではなく、
ロータリーが生き残るには、時代の変化とともに自
分たちも変わる努力をしなければならないというこ
とです。例会時間や例会場を変えたり、新クラブの
形態の見直すなど、大切なのは、クラブの現状を見
据え、柔軟に適応する努力をすることです。
　ロータリアンなら誰しも、「自分だったら今日こ
のクラブに入会したいと思うだろうか」と自問して
みるべきです。その答えが「ノー」なら、その理由を
考えてみてください。ご自分のクラブをもっと魅力
的にし、誇りとできるようにするには、何を変える
必要があるでしょうか。
　ロータリアンは十人十色です。ロータリーに入会
した理由も、人それぞれです。ロータリーに入会し
た理由と、ロータリーにとどまり続ける理由が違う
場合もあります。しかし、ここにいる私たち全員、そ
して、ロータリーでリーダーの役職を引き受けた方
全員が、ロータリーに打ち込むきっかけとなる何か
をロータリーで見つけた体験をお持ちだと思います。
　皆さんにとってそれが何であれ、生涯ロータリア
ンであり続けたいと思ったきっかけが何であれ、そ
れをほかの人 と々分かち合い、彼らもそのきっかけ
が見出せるよう手伝ってあげてください。ロータリア
ンがかかわれば、また、ロータリアンが積極的にな
れば、人々の人生を豊かにすることができるのです。
　これからガバナーとなる皆さん、この理由から、
私は2013-14年度のテーマを、「ロータリーを実践
し みんなに豊かな人生を」といたしました。
　2013-14年度のガバナーとなる皆さんの役目は、
ロータリアンに意欲を与え、積極的な参加を促し、
より良い世界を築く力の一部となる機会を分かち
合うことです。ロータリーを通じて会員一人ひとりに
与えられる可能性を、皆さん自身が模範となって示
してください。それぞれの会員がロータリーで何を
したいのかを考え、ロータリーで何かを見出し、
ロータリーの奉仕が持つ力に目覚め、意欲を燃や
すことができるよう、会員を導いてください。
　ロータリーの未来のために私たちにできる一番

重要なことは、すべてのロータリアンが積極的に参
加し、最大限に自己を生かせるよう支援することで
す。ロータリーの奉仕の発展を心から願うならば、
今、ここにいる私たちが抱いているのと同じ気持ち
を、すべてのロータリアンに抱いてもらわなければ
なりません。すべてのロータリアンが重要な役割を
果たすと同時に、その貢献を称えることが必要で
す。それが実現すれば、正面玄関から入った人が
すぐに裏口から出てしまうようなことはなくなるで
しょう。彼らはロータリーにとどまり続け、真のロー
タリアンとなり、新たな会員を見つけ、変化をもたら
していくでしょう。会員増強の活動は、新会員を入
会させたときに終わるのではありません。その新会
員がロータリーに積極的に参加し、ロータリーに
よって意欲を高め、ロータリーの奉仕のパワーで
人々の人生を豊かにできるようになって初めて、仕
事が終わったことになるのです。
　皆さんは選ばれた方々です。クラブの会員として
選ばれ、ガバナーとして選ばれました。皆さん一人
ひとりは、ロータリーのリーダーとなる責任を引き受
けることを選びました。地区がどれだけのことを成
し遂げるか、何人のロータリアンが意欲を高めるか、
何人のロータリアンが誰かの人生を変えることにな
るかは、皆さんの熱意と献身、そして新しいアイデ
アを受け容れる意思にかかっています。時には、
「危険を冒して枝の先まで行く」勇気を持たなけ
ればません。なぜなら、「そこには実がなっている
から」です。
　一つだけ、皆さんにお約束できることがあります。
それは、皆さんがどれほどの達成を遂げようと、次
年度にどのような奉仕を行おうと、一番豊かになる
のは、皆さん自身の人生だということです。
　さあ、今、その時がやってきました。私たちはとも
にこの旅に出発します。力を合わせて、ロータリーを
より良い未来へと導き、「ロータリーを実践し…み
んなに豊かな人生を」もたらしていきましょう。
　ご清聴ありがとうございました。
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　おはようございます。ロータリーの2013年国際協
議会へようこそお越しくだしました。
　本日、こうしてここに立つと、26年前にテネシー
州ナッシュビルで、ガバナー・エレクトとして国際
協議会に出席したときのことを思い出します。その
時の経験は本当に素晴らしいものでしたが、この
協議会も皆さんにとって素晴らしいものとなること
を願っております。実は、1987年の協議会と、2013

年の協議会には、ロン・バートンが出席している、
ということ以外に、もう一つの共通点があります。
　26年前、私は同期のガバナー・エレクトと一緒に、
次年度の就任準備に加え、ロータリーの歴史上、最
も壮大かつチャレンジに満ちたプログラムに乗り
出す準備をしていました。それは、ポリオ・プラスで
す。「地球上からポリオを撲滅する」というプログ
ラムは、ロータリー史上初めての募金キャンペーン

であり、ロータリーが公言した約束としては、かつ
てないほど大きなものでしたが、私たちにはこれ
に取り組む心構えが整っていました。
　当時でさえ、これはすぐに実現できるような簡単
なことではないと分かっていました。しかし、2013
年になってもまだ活動が続いていると知っていれ
ば、そのときガバナーになりたくないと言う人が出
ていたかもしれません。しかし当時、そして今も、
撲滅は可能であることを、私たちは知っていました。
世界中の子どもたちとそれに続く世代、そして、私
たちの成功によって勇気づけられ、意欲を燃やす
次世代のロータリアンにとって、この成功が何を意
味するかは、当時も分かっていました。
　26年前、同期ガバナーたちとともに、この協議会
で、ポリオ撲滅という仕事が始まったのです。そし
て今日、この仕事を終らせるガバナーとなる皆さま
の前に、私は立っています。
　ナッシュビルでのあの1週間に、ポリオについて
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いる子どもや、地面を這っている子どもたちを救う
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でにも聞いたことがありましたが、あの一週間に、
それが一気に現実味を帯びたものとなり、大きな
意味を持つようになりました。
　あの時、私たち全員にとって、ロータリーに対す
る見方が大きく変わったと思います。
　私やガバナーとなる皆さん、また、クラブ会長な
ど、あらゆるレベルのロータリーのリーダーにとって
の課題は、すべてのロータリアンが、あのようなひ
らめきの体験、つまり、ロータリーとは何か、ロータ
リーはどんな可能性を開いてくれるのか、ロータリ
アンであることがどれほど栄誉であるかを、実感す
る経験が持てるようにすることです。
　現在は、ロータリアンにとって興奮に満ちた時で
す。ロータリーの全盛期がこれからやってくると私
は信じています。ポリオの撲滅がかつてないほど
実現に近づいている今、私たちは、ロータリーの歴
史における一つの章の終わりのページを書こうとし
ています。そして、未来の夢計画の開始とともに、
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委員会の全員が、これを実行してくださったことをご
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す。これは、今日ここにいる私たち全員が心得てお
くべきことだと思います。誰かに何かをしてもらい
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りますが、後者の方がずっと理に適っているのでは
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　高校時代、私はキー・クラブに所属して活発に
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なく、皆さん自身がお願いしなけれがなりません。会
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員となっても、皆さんの仕事がそれで終わるわけで
はありません。むしろ、仕事はそこから始まります。
新会員を指導し、彼らがクラブで重要な役割を担
い、ロータリーで満足感を得られるようにしなけれ
ばなりません。
　ロータリーに入会した新会員全員を維持できれ
ば、会員増強など問題にならないはずです。毎年、
ロータリーには、およそ12万人という大勢の人が入
会します。しかし毎年、ほぼ同じ数の会員が退会し
ています。15年以上にわたり会員数が約120万人に
とどまり、会員数が横ばいとなっているのは、この
ためです。
　本腰を入れなければならない時が来ています。
ただ問題について話し合うのではなく、行動を起
こさなければなりません。最初にすべきことは、退
会者に目を向け、退会理由は何なのか、また、それ
について私たちにできることがあるかを考えること
です。私たちは、2015年までにロータリーの会員数
を130万人まで増やすことを目標として掲げていま
す。これは、十分に達成可能な目標です。しかし、
正面玄関から入会して来た人たちが、すぐに裏口
から出て行ってしまうのはなぜか、その理由を突き
止める必要があります。1987年、ロータリーは女性
に入会の門戸を開きました。それは、ロータリーに
とって記念すべき日でした。しかし、回りを見回し
てすぐ分かるように、今日この会場にもっと多くの
女性がいなければならないことは明らかです。次
期ガバナーの半数が女性であってはならない理由
はありません。

　これは、私たちが取り組むべき課題です。さらに、
ロータリーに若い会員を迎え入れ、現在のローター
アクター、インターアクター、ライラリアン、青少年交
換学生、財団奨学生、GSEチームメンバーに、明日
のロータリアンになってもらえるよう努める必要が
あります。
　場合によっては、クラブの規則や伝統に関して少
し柔軟になるようクラブに奨励しなければならな
いこともあります。すべてを変えるわけではなく、
ロータリーが生き残るには、時代の変化とともに自
分たちも変わる努力をしなければならないというこ
とです。例会時間や例会場を変えたり、新クラブの
形態の見直すなど、大切なのは、クラブの現状を見
据え、柔軟に適応する努力をすることです。
　ロータリアンなら誰しも、「自分だったら今日こ
のクラブに入会したいと思うだろうか」と自問して
みるべきです。その答えが「ノー」なら、その理由を
考えてみてください。ご自分のクラブをもっと魅力
的にし、誇りとできるようにするには、何を変える
必要があるでしょうか。
　ロータリアンは十人十色です。ロータリーに入会
した理由も、人それぞれです。ロータリーに入会し
た理由と、ロータリーにとどまり続ける理由が違う
場合もあります。しかし、ここにいる私たち全員、そ
して、ロータリーでリーダーの役職を引き受けた方
全員が、ロータリーに打ち込むきっかけとなる何か
をロータリーで見つけた体験をお持ちだと思います。
　皆さんにとってそれが何であれ、生涯ロータリア
ンであり続けたいと思ったきっかけが何であれ、そ
れをほかの人 と々分かち合い、彼らもそのきっかけ
が見出せるよう手伝ってあげてください。ロータリア
ンがかかわれば、また、ロータリアンが積極的にな
れば、人々の人生を豊かにすることができるのです。
　これからガバナーとなる皆さん、この理由から、
私は2013-14年度のテーマを、「ロータリーを実践
し みんなに豊かな人生を」といたしました。
　2013-14年度のガバナーとなる皆さんの役目は、
ロータリアンに意欲を与え、積極的な参加を促し、
より良い世界を築く力の一部となる機会を分かち
合うことです。ロータリーを通じて会員一人ひとりに
与えられる可能性を、皆さん自身が模範となって示
してください。それぞれの会員がロータリーで何を
したいのかを考え、ロータリーで何かを見出し、
ロータリーの奉仕が持つ力に目覚め、意欲を燃や
すことができるよう、会員を導いてください。
　ロータリーの未来のために私たちにできる一番

重要なことは、すべてのロータリアンが積極的に参
加し、最大限に自己を生かせるよう支援することで
す。ロータリーの奉仕の発展を心から願うならば、
今、ここにいる私たちが抱いているのと同じ気持ち
を、すべてのロータリアンに抱いてもらわなければ
なりません。すべてのロータリアンが重要な役割を
果たすと同時に、その貢献を称えることが必要で
す。それが実現すれば、正面玄関から入った人が
すぐに裏口から出てしまうようなことはなくなるで
しょう。彼らはロータリーにとどまり続け、真のロー
タリアンとなり、新たな会員を見つけ、変化をもたら
していくでしょう。会員増強の活動は、新会員を入
会させたときに終わるのではありません。その新会
員がロータリーに積極的に参加し、ロータリーに
よって意欲を高め、ロータリーの奉仕のパワーで
人々の人生を豊かにできるようになって初めて、仕
事が終わったことになるのです。
　皆さんは選ばれた方々です。クラブの会員として
選ばれ、ガバナーとして選ばれました。皆さん一人
ひとりは、ロータリーのリーダーとなる責任を引き受
けることを選びました。地区がどれだけのことを成
し遂げるか、何人のロータリアンが意欲を高めるか、
何人のロータリアンが誰かの人生を変えることにな
るかは、皆さんの熱意と献身、そして新しいアイデ
アを受け容れる意思にかかっています。時には、
「危険を冒して枝の先まで行く」勇気を持たなけ
ればません。なぜなら、「そこには実がなっている
から」です。
　一つだけ、皆さんにお約束できることがあります。
それは、皆さんがどれほどの達成を遂げようと、次
年度にどのような奉仕を行おうと、一番豊かになる
のは、皆さん自身の人生だということです。
　さあ、今、その時がやってきました。私たちはとも
にこの旅に出発します。力を合わせて、ロータリーを
より良い未来へと導き、「ロータリーを実践し…み
んなに豊かな人生を」もたらしていきましょう。
　ご清聴ありがとうございました。
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　おはようございます。ロータリーの2013年国際協
議会へようこそお越しくだしました。
　本日、こうしてここに立つと、26年前にテネシー
州ナッシュビルで、ガバナー・エレクトとして国際
協議会に出席したときのことを思い出します。その
時の経験は本当に素晴らしいものでしたが、この
協議会も皆さんにとって素晴らしいものとなること
を願っております。実は、1987年の協議会と、2013

年の協議会には、ロン・バートンが出席している、
ということ以外に、もう一つの共通点があります。
　26年前、私は同期のガバナー・エレクトと一緒に、
次年度の就任準備に加え、ロータリーの歴史上、最
も壮大かつチャレンジに満ちたプログラムに乗り
出す準備をしていました。それは、ポリオ・プラスで
す。「地球上からポリオを撲滅する」というプログ
ラムは、ロータリー史上初めての募金キャンペーン

であり、ロータリーが公言した約束としては、かつ
てないほど大きなものでしたが、私たちにはこれ
に取り組む心構えが整っていました。
　当時でさえ、これはすぐに実現できるような簡単
なことではないと分かっていました。しかし、2013
年になってもまだ活動が続いていると知っていれ
ば、そのときガバナーになりたくないと言う人が出
ていたかもしれません。しかし当時、そして今も、
撲滅は可能であることを、私たちは知っていました。
世界中の子どもたちとそれに続く世代、そして、私
たちの成功によって勇気づけられ、意欲を燃やす
次世代のロータリアンにとって、この成功が何を意
味するかは、当時も分かっていました。
　26年前、同期ガバナーたちとともに、この協議会
で、ポリオ撲滅という仕事が始まったのです。そし
て今日、この仕事を終らせるガバナーとなる皆さま
の前に、私は立っています。
　ナッシュビルでのあの1週間に、ポリオについて
多くのことを学び、さらに、それ以来も多くのことを
学んでまいりました。しかし、私が、そして私たち全
員が学んだ一番大切なことは、30年間ポリオが発
生していない国であれ、月に数千人の感染者が出
ている国であれ、どこに住んでいようと、何かがで
きるということです。車椅子や松葉杖で生活して
いる子どもや、地面を這っている子どもたちを救う
ことができる。ロータリーを通じて、彼らの人生を
変えることができる。そのことに、私たちは気づき
ました。人々の人生を変える、という言葉はそれま
でにも聞いたことがありましたが、あの一週間に、
それが一気に現実味を帯びたものとなり、大きな
意味を持つようになりました。
　あの時、私たち全員にとって、ロータリーに対す
る見方が大きく変わったと思います。
　私やガバナーとなる皆さん、また、クラブ会長な
ど、あらゆるレベルのロータリーのリーダーにとって
の課題は、すべてのロータリアンが、あのようなひ
らめきの体験、つまり、ロータリーとは何か、ロータ
リーはどんな可能性を開いてくれるのか、ロータリ
アンであることがどれほど栄誉であるかを、実感す
る経験が持てるようにすることです。
　現在は、ロータリアンにとって興奮に満ちた時で
す。ロータリーの全盛期がこれからやってくると私
は信じています。ポリオの撲滅がかつてないほど
実現に近づいている今、私たちは、ロータリーの歴
史における一つの章の終わりのページを書こうとし
ています。そして、未来の夢計画の開始とともに、

新たな章の第一ページを書き出そうとしています。
　未来の夢は、ロータリー財団の新たな時代の幕
開けです。ロータリーの素晴らしさをすべて取り入
れた未来の夢は、さらに大きく、持続可能な国際プ
ロジェクトを促すと同時に、地域社会のニーズに応
える地元プロジェクトでの柔軟性を高めることに
よって、ロータリーを新しい次元へと昇華させるも
のです。従来のやり方を大きく変えることになりま
すが、新システムへの移行においてクラブを援助
することは、皆さんの仕事の大きな部分です。地区
ロータリー財団委員長と協力しながら、未来の夢
や変化の恩恵についてクラブが理解し、活動の中
でリソースを最大活用できるよう支援することが、
ガバナーである皆さんの仕事です。
　私の故郷、オクラホマ州では、偉そうに話す人が
いたら、言葉だけでなくお金を出せ、と言うことがあ
りますが、私もロータリー財団について偉そうに話す
ことがありますので、寄付をするようにしています。
すべてのロータリアンは、寄付先として財団を第一
に選ぶべきだと思います。ロータリー役員なら、なお
さらです。誰かに寄付をお願いするなら、まず自分
が寄付をし、「模範を示して導く」必要があります。
財団に個人的に寄付するよう、協議会の前に私から
皆さま全員にお願いしたのは、この理由からです。そ
して今日、皆さま全員、そしてRI理事会と財団管理
委員会の全員が、これを実行してくださったことをご
報告でき、大変嬉しく思います。これによって、総額
675,000ドルの寄付が集まりました。
　もし私が寄付をお願いしていなければ、これだ
けの寄付は集まらなかったのではないかと思いま
す。これは、今日ここにいる私たち全員が心得てお
くべきことだと思います。誰かに何かをしてもらい
たいとき、相手がそれに気づいて自発的に行動す
るのを待つか、お願いするか、二つの選択肢があ
りますが、後者の方がずっと理に適っているのでは
ないでしょうか。
　高校時代、私はキー・クラブに所属して活発に
活動していました。「キー・クラブ」が国際ロータ
リーの青少年プログラムではないことは、皆さまな
らおそらくご存知だと思います。これは、ほかの奉
仕団体、国際キワニスの青少年プログラムです。当
時、自分はいつの日かキワニアンになるだろうと
思っていました。
　しかし今日、国際キワニスの会長エレクトではな
く、国際ロータリーの会長エレクトとしてここに立
ち、次期役員の研修を行っています。これはなぜ

だかお分かりでしょうか。
　その理由は、誰も私をキワニス・クラブに入会す
るよう誘ってくれなかったからです。一方、私を入
会に誘ってくれたのは、オクラホマにあるノーマン・
ロータリー・クラブでした。今日ここにいるのは、そ
の時に入会を頼まれたからです。
　ですから、まずはお願いすることが重要です。隣
に座っている人や、会員増強委員や、勧誘が得意そ
うな人や、時間がありそうな人にやってもらうのでは
なく、皆さん自身がお願いしなけれがなりません。会
員増強は、他人事ではなく、私の責務であり、皆さん
自身の責務であり、ロータリアン全員の機会です。
　お願いしなければなりません。入会の誘いを
待っている人であれ、ロータリーへの入会を考えた
ことのない人であれ、候補者を探し出し、クラブに
入会してもらえるようお願いする必要があるのです。
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ばなりません。
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ば、会員増強など問題にならないはずです。毎年、
ロータリーには、およそ12万人という大勢の人が入
会します。しかし毎年、ほぼ同じ数の会員が退会し
ています。15年以上にわたり会員数が約120万人に
とどまり、会員数が横ばいとなっているのは、この
ためです。
　本腰を入れなければならない時が来ています。
ただ問題について話し合うのではなく、行動を起
こさなければなりません。最初にすべきことは、退
会者に目を向け、退会理由は何なのか、また、それ
について私たちにできることがあるかを考えること
です。私たちは、2015年までにロータリーの会員数
を130万人まで増やすことを目標として掲げていま
す。これは、十分に達成可能な目標です。しかし、
正面玄関から入会して来た人たちが、すぐに裏口
から出て行ってしまうのはなぜか、その理由を突き
止める必要があります。1987年、ロータリーは女性
に入会の門戸を開きました。それは、ロータリーに
とって記念すべき日でした。しかし、回りを見回し
てすぐ分かるように、今日この会場にもっと多くの
女性がいなければならないことは明らかです。次
期ガバナーの半数が女性であってはならない理由
はありません。
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アを受け容れる意思にかかっています。時には、
「危険を冒して枝の先まで行く」勇気を持たなけ
ればません。なぜなら、「そこには実がなっている
から」です。
　一つだけ、皆さんにお約束できることがあります。
それは、皆さんがどれほどの達成を遂げようと、次
年度にどのような奉仕を行おうと、一番豊かになる
のは、皆さん自身の人生だということです。
　さあ、今、その時がやってきました。私たちはとも
にこの旅に出発します。力を合わせて、ロータリーを
より良い未来へと導き、「ロータリーを実践し…み
んなに豊かな人生を」もたらしていきましょう。
　ご清聴ありがとうございました。
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　おはようございます。ロータリーの2013年国際協
議会へようこそお越しくだしました。
　本日、こうしてここに立つと、26年前にテネシー
州ナッシュビルで、ガバナー・エレクトとして国際
協議会に出席したときのことを思い出します。その
時の経験は本当に素晴らしいものでしたが、この
協議会も皆さんにとって素晴らしいものとなること
を願っております。実は、1987年の協議会と、2013

年の協議会には、ロン・バートンが出席している、
ということ以外に、もう一つの共通点があります。
　26年前、私は同期のガバナー・エレクトと一緒に、
次年度の就任準備に加え、ロータリーの歴史上、最
も壮大かつチャレンジに満ちたプログラムに乗り
出す準備をしていました。それは、ポリオ・プラスで
す。「地球上からポリオを撲滅する」というプログ
ラムは、ロータリー史上初めての募金キャンペーン

であり、ロータリーが公言した約束としては、かつ
てないほど大きなものでしたが、私たちにはこれ
に取り組む心構えが整っていました。
　当時でさえ、これはすぐに実現できるような簡単
なことではないと分かっていました。しかし、2013
年になってもまだ活動が続いていると知っていれ
ば、そのときガバナーになりたくないと言う人が出
ていたかもしれません。しかし当時、そして今も、
撲滅は可能であることを、私たちは知っていました。
世界中の子どもたちとそれに続く世代、そして、私
たちの成功によって勇気づけられ、意欲を燃やす
次世代のロータリアンにとって、この成功が何を意
味するかは、当時も分かっていました。
　26年前、同期ガバナーたちとともに、この協議会
で、ポリオ撲滅という仕事が始まったのです。そし
て今日、この仕事を終らせるガバナーとなる皆さま
の前に、私は立っています。
　ナッシュビルでのあの1週間に、ポリオについて
多くのことを学び、さらに、それ以来も多くのことを
学んでまいりました。しかし、私が、そして私たち全
員が学んだ一番大切なことは、30年間ポリオが発
生していない国であれ、月に数千人の感染者が出
ている国であれ、どこに住んでいようと、何かがで
きるということです。車椅子や松葉杖で生活して
いる子どもや、地面を這っている子どもたちを救う
ことができる。ロータリーを通じて、彼らの人生を
変えることができる。そのことに、私たちは気づき
ました。人々の人生を変える、という言葉はそれま
でにも聞いたことがありましたが、あの一週間に、
それが一気に現実味を帯びたものとなり、大きな
意味を持つようになりました。
　あの時、私たち全員にとって、ロータリーに対す
る見方が大きく変わったと思います。
　私やガバナーとなる皆さん、また、クラブ会長な
ど、あらゆるレベルのロータリーのリーダーにとって
の課題は、すべてのロータリアンが、あのようなひ
らめきの体験、つまり、ロータリーとは何か、ロータ
リーはどんな可能性を開いてくれるのか、ロータリ
アンであることがどれほど栄誉であるかを、実感す
る経験が持てるようにすることです。
　現在は、ロータリアンにとって興奮に満ちた時で
す。ロータリーの全盛期がこれからやってくると私
は信じています。ポリオの撲滅がかつてないほど
実現に近づいている今、私たちは、ロータリーの歴
史における一つの章の終わりのページを書こうとし
ています。そして、未来の夢計画の開始とともに、

新たな章の第一ページを書き出そうとしています。
　未来の夢は、ロータリー財団の新たな時代の幕
開けです。ロータリーの素晴らしさをすべて取り入
れた未来の夢は、さらに大きく、持続可能な国際プ
ロジェクトを促すと同時に、地域社会のニーズに応
える地元プロジェクトでの柔軟性を高めることに
よって、ロータリーを新しい次元へと昇華させるも
のです。従来のやり方を大きく変えることになりま
すが、新システムへの移行においてクラブを援助
することは、皆さんの仕事の大きな部分です。地区
ロータリー財団委員長と協力しながら、未来の夢
や変化の恩恵についてクラブが理解し、活動の中
でリソースを最大活用できるよう支援することが、
ガバナーである皆さんの仕事です。
　私の故郷、オクラホマ州では、偉そうに話す人が
いたら、言葉だけでなくお金を出せ、と言うことがあ
りますが、私もロータリー財団について偉そうに話す
ことがありますので、寄付をするようにしています。
すべてのロータリアンは、寄付先として財団を第一
に選ぶべきだと思います。ロータリー役員なら、なお
さらです。誰かに寄付をお願いするなら、まず自分
が寄付をし、「模範を示して導く」必要があります。
財団に個人的に寄付するよう、協議会の前に私から
皆さま全員にお願いしたのは、この理由からです。そ
して今日、皆さま全員、そしてRI理事会と財団管理
委員会の全員が、これを実行してくださったことをご
報告でき、大変嬉しく思います。これによって、総額
675,000ドルの寄付が集まりました。
　もし私が寄付をお願いしていなければ、これだ
けの寄付は集まらなかったのではないかと思いま
す。これは、今日ここにいる私たち全員が心得てお
くべきことだと思います。誰かに何かをしてもらい
たいとき、相手がそれに気づいて自発的に行動す
るのを待つか、お願いするか、二つの選択肢があ
りますが、後者の方がずっと理に適っているのでは
ないでしょうか。
　高校時代、私はキー・クラブに所属して活発に
活動していました。「キー・クラブ」が国際ロータ
リーの青少年プログラムではないことは、皆さまな
らおそらくご存知だと思います。これは、ほかの奉
仕団体、国際キワニスの青少年プログラムです。当
時、自分はいつの日かキワニアンになるだろうと
思っていました。
　しかし今日、国際キワニスの会長エレクトではな
く、国際ロータリーの会長エレクトとしてここに立
ち、次期役員の研修を行っています。これはなぜ

だかお分かりでしょうか。
　その理由は、誰も私をキワニス・クラブに入会す
るよう誘ってくれなかったからです。一方、私を入
会に誘ってくれたのは、オクラホマにあるノーマン・
ロータリー・クラブでした。今日ここにいるのは、そ
の時に入会を頼まれたからです。
　ですから、まずはお願いすることが重要です。隣
に座っている人や、会員増強委員や、勧誘が得意そ
うな人や、時間がありそうな人にやってもらうのでは
なく、皆さん自身がお願いしなけれがなりません。会
員増強は、他人事ではなく、私の責務であり、皆さん
自身の責務であり、ロータリアン全員の機会です。
　お願いしなければなりません。入会の誘いを
待っている人であれ、ロータリーへの入会を考えた
ことのない人であれ、候補者を探し出し、クラブに
入会してもらえるようお願いする必要があるのです。
勧誘が成功し、入会をOKしてもらい、その人が会
員となっても、皆さんの仕事がそれで終わるわけで
はありません。むしろ、仕事はそこから始まります。
新会員を指導し、彼らがクラブで重要な役割を担
い、ロータリーで満足感を得られるようにしなけれ
ばなりません。
　ロータリーに入会した新会員全員を維持できれ
ば、会員増強など問題にならないはずです。毎年、
ロータリーには、およそ12万人という大勢の人が入
会します。しかし毎年、ほぼ同じ数の会員が退会し
ています。15年以上にわたり会員数が約120万人に
とどまり、会員数が横ばいとなっているのは、この
ためです。
　本腰を入れなければならない時が来ています。
ただ問題について話し合うのではなく、行動を起
こさなければなりません。最初にすべきことは、退
会者に目を向け、退会理由は何なのか、また、それ
について私たちにできることがあるかを考えること
です。私たちは、2015年までにロータリーの会員数
を130万人まで増やすことを目標として掲げていま
す。これは、十分に達成可能な目標です。しかし、
正面玄関から入会して来た人たちが、すぐに裏口
から出て行ってしまうのはなぜか、その理由を突き
止める必要があります。1987年、ロータリーは女性
に入会の門戸を開きました。それは、ロータリーに
とって記念すべき日でした。しかし、回りを見回し
てすぐ分かるように、今日この会場にもっと多くの
女性がいなければならないことは明らかです。次
期ガバナーの半数が女性であってはならない理由
はありません。

　これは、私たちが取り組むべき課題です。さらに、
ロータリーに若い会員を迎え入れ、現在のローター
アクター、インターアクター、ライラリアン、青少年交
換学生、財団奨学生、GSEチームメンバーに、明日
のロータリアンになってもらえるよう努める必要が
あります。
　場合によっては、クラブの規則や伝統に関して少
し柔軟になるようクラブに奨励しなければならな
いこともあります。すべてを変えるわけではなく、
ロータリーが生き残るには、時代の変化とともに自
分たちも変わる努力をしなければならないというこ
とです。例会時間や例会場を変えたり、新クラブの
形態の見直すなど、大切なのは、クラブの現状を見
据え、柔軟に適応する努力をすることです。
　ロータリアンなら誰しも、「自分だったら今日こ
のクラブに入会したいと思うだろうか」と自問して
みるべきです。その答えが「ノー」なら、その理由を
考えてみてください。ご自分のクラブをもっと魅力
的にし、誇りとできるようにするには、何を変える
必要があるでしょうか。
　ロータリアンは十人十色です。ロータリーに入会
した理由も、人それぞれです。ロータリーに入会し
た理由と、ロータリーにとどまり続ける理由が違う
場合もあります。しかし、ここにいる私たち全員、そ
して、ロータリーでリーダーの役職を引き受けた方
全員が、ロータリーに打ち込むきっかけとなる何か
をロータリーで見つけた体験をお持ちだと思います。
　皆さんにとってそれが何であれ、生涯ロータリア
ンであり続けたいと思ったきっかけが何であれ、そ
れをほかの人 と々分かち合い、彼らもそのきっかけ
が見出せるよう手伝ってあげてください。ロータリア
ンがかかわれば、また、ロータリアンが積極的にな
れば、人々の人生を豊かにすることができるのです。
　これからガバナーとなる皆さん、この理由から、
私は2013-14年度のテーマを、「ロータリーを実践
し みんなに豊かな人生を」といたしました。
　2013-14年度のガバナーとなる皆さんの役目は、
ロータリアンに意欲を与え、積極的な参加を促し、
より良い世界を築く力の一部となる機会を分かち
合うことです。ロータリーを通じて会員一人ひとりに
与えられる可能性を、皆さん自身が模範となって示
してください。それぞれの会員がロータリーで何を
したいのかを考え、ロータリーで何かを見出し、
ロータリーの奉仕が持つ力に目覚め、意欲を燃や
すことができるよう、会員を導いてください。
　ロータリーの未来のために私たちにできる一番

重要なことは、すべてのロータリアンが積極的に参
加し、最大限に自己を生かせるよう支援することで
す。ロータリーの奉仕の発展を心から願うならば、
今、ここにいる私たちが抱いているのと同じ気持ち
を、すべてのロータリアンに抱いてもらわなければ
なりません。すべてのロータリアンが重要な役割を
果たすと同時に、その貢献を称えることが必要で
す。それが実現すれば、正面玄関から入った人が
すぐに裏口から出てしまうようなことはなくなるで
しょう。彼らはロータリーにとどまり続け、真のロー
タリアンとなり、新たな会員を見つけ、変化をもたら
していくでしょう。会員増強の活動は、新会員を入
会させたときに終わるのではありません。その新会
員がロータリーに積極的に参加し、ロータリーに
よって意欲を高め、ロータリーの奉仕のパワーで
人々の人生を豊かにできるようになって初めて、仕
事が終わったことになるのです。
　皆さんは選ばれた方々です。クラブの会員として
選ばれ、ガバナーとして選ばれました。皆さん一人
ひとりは、ロータリーのリーダーとなる責任を引き受
けることを選びました。地区がどれだけのことを成
し遂げるか、何人のロータリアンが意欲を高めるか、
何人のロータリアンが誰かの人生を変えることにな
るかは、皆さんの熱意と献身、そして新しいアイデ
アを受け容れる意思にかかっています。時には、
「危険を冒して枝の先まで行く」勇気を持たなけ
ればません。なぜなら、「そこには実がなっている
から」です。
　一つだけ、皆さんにお約束できることがあります。
それは、皆さんがどれほどの達成を遂げようと、次
年度にどのような奉仕を行おうと、一番豊かになる
のは、皆さん自身の人生だということです。
　さあ、今、その時がやってきました。私たちはとも
にこの旅に出発します。力を合わせて、ロータリーを
より良い未来へと導き、「ロータリーを実践し…み
んなに豊かな人生を」もたらしていきましょう。
　ご清聴ありがとうございました。
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マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
ベネファクター
米山功労者
米山功労法人

国際ロータリー第2760地区 2013-2014年度ガバナー

田 中  正 規 （たなか まさのり）
生 年 月 日 1948年（昭和23年）7月25日
所属クラブ 西尾RC
職 業 分 類 病　院
勤務先・役職 医療法人 西尾病院 理事長
所 在 地 〒445-0824 西尾市和泉町22

《2013-2014年度　ガバナー方針》

●会員の意思向上●クラブのパワーアップ●

●地区の改革●会員増強●

～磨いて 輝こう～
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　おはようございます。ロータリーの2013年国際協
議会へようこそお越しくだしました。
　本日、こうしてここに立つと、26年前にテネシー
州ナッシュビルで、ガバナー・エレクトとして国際
協議会に出席したときのことを思い出します。その
時の経験は本当に素晴らしいものでしたが、この
協議会も皆さんにとって素晴らしいものとなること
を願っております。実は、1987年の協議会と、2013

年の協議会には、ロン・バートンが出席している、
ということ以外に、もう一つの共通点があります。
　26年前、私は同期のガバナー・エレクトと一緒に、
次年度の就任準備に加え、ロータリーの歴史上、最
も壮大かつチャレンジに満ちたプログラムに乗り
出す準備をしていました。それは、ポリオ・プラスで
す。「地球上からポリオを撲滅する」というプログ
ラムは、ロータリー史上初めての募金キャンペーン

であり、ロータリーが公言した約束としては、かつ
てないほど大きなものでしたが、私たちにはこれ
に取り組む心構えが整っていました。
　当時でさえ、これはすぐに実現できるような簡単
なことではないと分かっていました。しかし、2013
年になってもまだ活動が続いていると知っていれ
ば、そのときガバナーになりたくないと言う人が出
ていたかもしれません。しかし当時、そして今も、
撲滅は可能であることを、私たちは知っていました。
世界中の子どもたちとそれに続く世代、そして、私
たちの成功によって勇気づけられ、意欲を燃やす
次世代のロータリアンにとって、この成功が何を意
味するかは、当時も分かっていました。
　26年前、同期ガバナーたちとともに、この協議会
で、ポリオ撲滅という仕事が始まったのです。そし
て今日、この仕事を終らせるガバナーとなる皆さま
の前に、私は立っています。
　ナッシュビルでのあの1週間に、ポリオについて
多くのことを学び、さらに、それ以来も多くのことを
学んでまいりました。しかし、私が、そして私たち全
員が学んだ一番大切なことは、30年間ポリオが発
生していない国であれ、月に数千人の感染者が出
ている国であれ、どこに住んでいようと、何かがで
きるということです。車椅子や松葉杖で生活して
いる子どもや、地面を這っている子どもたちを救う
ことができる。ロータリーを通じて、彼らの人生を
変えることができる。そのことに、私たちは気づき
ました。人々の人生を変える、という言葉はそれま
でにも聞いたことがありましたが、あの一週間に、
それが一気に現実味を帯びたものとなり、大きな
意味を持つようになりました。
　あの時、私たち全員にとって、ロータリーに対す
る見方が大きく変わったと思います。
　私やガバナーとなる皆さん、また、クラブ会長な
ど、あらゆるレベルのロータリーのリーダーにとって
の課題は、すべてのロータリアンが、あのようなひ
らめきの体験、つまり、ロータリーとは何か、ロータ
リーはどんな可能性を開いてくれるのか、ロータリ
アンであることがどれほど栄誉であるかを、実感す
る経験が持てるようにすることです。
　現在は、ロータリアンにとって興奮に満ちた時で
す。ロータリーの全盛期がこれからやってくると私
は信じています。ポリオの撲滅がかつてないほど
実現に近づいている今、私たちは、ロータリーの歴
史における一つの章の終わりのページを書こうとし
ています。そして、未来の夢計画の開始とともに、

新たな章の第一ページを書き出そうとしています。
　未来の夢は、ロータリー財団の新たな時代の幕
開けです。ロータリーの素晴らしさをすべて取り入
れた未来の夢は、さらに大きく、持続可能な国際プ
ロジェクトを促すと同時に、地域社会のニーズに応
える地元プロジェクトでの柔軟性を高めることに
よって、ロータリーを新しい次元へと昇華させるも
のです。従来のやり方を大きく変えることになりま
すが、新システムへの移行においてクラブを援助
することは、皆さんの仕事の大きな部分です。地区
ロータリー財団委員長と協力しながら、未来の夢
や変化の恩恵についてクラブが理解し、活動の中
でリソースを最大活用できるよう支援することが、
ガバナーである皆さんの仕事です。
　私の故郷、オクラホマ州では、偉そうに話す人が
いたら、言葉だけでなくお金を出せ、と言うことがあ
りますが、私もロータリー財団について偉そうに話す
ことがありますので、寄付をするようにしています。
すべてのロータリアンは、寄付先として財団を第一
に選ぶべきだと思います。ロータリー役員なら、なお
さらです。誰かに寄付をお願いするなら、まず自分
が寄付をし、「模範を示して導く」必要があります。
財団に個人的に寄付するよう、協議会の前に私から
皆さま全員にお願いしたのは、この理由からです。そ
して今日、皆さま全員、そしてRI理事会と財団管理
委員会の全員が、これを実行してくださったことをご
報告でき、大変嬉しく思います。これによって、総額
675,000ドルの寄付が集まりました。
　もし私が寄付をお願いしていなければ、これだ
けの寄付は集まらなかったのではないかと思いま
す。これは、今日ここにいる私たち全員が心得てお
くべきことだと思います。誰かに何かをしてもらい
たいとき、相手がそれに気づいて自発的に行動す
るのを待つか、お願いするか、二つの選択肢があ
りますが、後者の方がずっと理に適っているのでは
ないでしょうか。
　高校時代、私はキー・クラブに所属して活発に
活動していました。「キー・クラブ」が国際ロータ
リーの青少年プログラムではないことは、皆さまな
らおそらくご存知だと思います。これは、ほかの奉
仕団体、国際キワニスの青少年プログラムです。当
時、自分はいつの日かキワニアンになるだろうと
思っていました。
　しかし今日、国際キワニスの会長エレクトではな
く、国際ロータリーの会長エレクトとしてここに立
ち、次期役員の研修を行っています。これはなぜ

だかお分かりでしょうか。
　その理由は、誰も私をキワニス・クラブに入会す
るよう誘ってくれなかったからです。一方、私を入
会に誘ってくれたのは、オクラホマにあるノーマン・
ロータリー・クラブでした。今日ここにいるのは、そ
の時に入会を頼まれたからです。
　ですから、まずはお願いすることが重要です。隣
に座っている人や、会員増強委員や、勧誘が得意そ
うな人や、時間がありそうな人にやってもらうのでは
なく、皆さん自身がお願いしなけれがなりません。会
員増強は、他人事ではなく、私の責務であり、皆さん
自身の責務であり、ロータリアン全員の機会です。
　お願いしなければなりません。入会の誘いを
待っている人であれ、ロータリーへの入会を考えた
ことのない人であれ、候補者を探し出し、クラブに
入会してもらえるようお願いする必要があるのです。
勧誘が成功し、入会をOKしてもらい、その人が会
員となっても、皆さんの仕事がそれで終わるわけで
はありません。むしろ、仕事はそこから始まります。
新会員を指導し、彼らがクラブで重要な役割を担
い、ロータリーで満足感を得られるようにしなけれ
ばなりません。
　ロータリーに入会した新会員全員を維持できれ
ば、会員増強など問題にならないはずです。毎年、
ロータリーには、およそ12万人という大勢の人が入
会します。しかし毎年、ほぼ同じ数の会員が退会し
ています。15年以上にわたり会員数が約120万人に
とどまり、会員数が横ばいとなっているのは、この
ためです。
　本腰を入れなければならない時が来ています。
ただ問題について話し合うのではなく、行動を起
こさなければなりません。最初にすべきことは、退
会者に目を向け、退会理由は何なのか、また、それ
について私たちにできることがあるかを考えること
です。私たちは、2015年までにロータリーの会員数
を130万人まで増やすことを目標として掲げていま
す。これは、十分に達成可能な目標です。しかし、
正面玄関から入会して来た人たちが、すぐに裏口
から出て行ってしまうのはなぜか、その理由を突き
止める必要があります。1987年、ロータリーは女性
に入会の門戸を開きました。それは、ロータリーに
とって記念すべき日でした。しかし、回りを見回し
てすぐ分かるように、今日この会場にもっと多くの
女性がいなければならないことは明らかです。次
期ガバナーの半数が女性であってはならない理由
はありません。

　これは、私たちが取り組むべき課題です。さらに、
ロータリーに若い会員を迎え入れ、現在のローター
アクター、インターアクター、ライラリアン、青少年交
換学生、財団奨学生、GSEチームメンバーに、明日
のロータリアンになってもらえるよう努める必要が
あります。
　場合によっては、クラブの規則や伝統に関して少
し柔軟になるようクラブに奨励しなければならな
いこともあります。すべてを変えるわけではなく、
ロータリーが生き残るには、時代の変化とともに自
分たちも変わる努力をしなければならないというこ
とです。例会時間や例会場を変えたり、新クラブの
形態の見直すなど、大切なのは、クラブの現状を見
据え、柔軟に適応する努力をすることです。
　ロータリアンなら誰しも、「自分だったら今日こ
のクラブに入会したいと思うだろうか」と自問して
みるべきです。その答えが「ノー」なら、その理由を
考えてみてください。ご自分のクラブをもっと魅力
的にし、誇りとできるようにするには、何を変える
必要があるでしょうか。
　ロータリアンは十人十色です。ロータリーに入会
した理由も、人それぞれです。ロータリーに入会し
た理由と、ロータリーにとどまり続ける理由が違う
場合もあります。しかし、ここにいる私たち全員、そ
して、ロータリーでリーダーの役職を引き受けた方
全員が、ロータリーに打ち込むきっかけとなる何か
をロータリーで見つけた体験をお持ちだと思います。
　皆さんにとってそれが何であれ、生涯ロータリア
ンであり続けたいと思ったきっかけが何であれ、そ
れをほかの人 と々分かち合い、彼らもそのきっかけ
が見出せるよう手伝ってあげてください。ロータリア
ンがかかわれば、また、ロータリアンが積極的にな
れば、人々の人生を豊かにすることができるのです。
　これからガバナーとなる皆さん、この理由から、
私は2013-14年度のテーマを、「ロータリーを実践
し みんなに豊かな人生を」といたしました。
　2013-14年度のガバナーとなる皆さんの役目は、
ロータリアンに意欲を与え、積極的な参加を促し、
より良い世界を築く力の一部となる機会を分かち
合うことです。ロータリーを通じて会員一人ひとりに
与えられる可能性を、皆さん自身が模範となって示
してください。それぞれの会員がロータリーで何を
したいのかを考え、ロータリーで何かを見出し、
ロータリーの奉仕が持つ力に目覚め、意欲を燃や
すことができるよう、会員を導いてください。
　ロータリーの未来のために私たちにできる一番

重要なことは、すべてのロータリアンが積極的に参
加し、最大限に自己を生かせるよう支援することで
す。ロータリーの奉仕の発展を心から願うならば、
今、ここにいる私たちが抱いているのと同じ気持ち
を、すべてのロータリアンに抱いてもらわなければ
なりません。すべてのロータリアンが重要な役割を
果たすと同時に、その貢献を称えることが必要で
す。それが実現すれば、正面玄関から入った人が
すぐに裏口から出てしまうようなことはなくなるで
しょう。彼らはロータリーにとどまり続け、真のロー
タリアンとなり、新たな会員を見つけ、変化をもたら
していくでしょう。会員増強の活動は、新会員を入
会させたときに終わるのではありません。その新会
員がロータリーに積極的に参加し、ロータリーに
よって意欲を高め、ロータリーの奉仕のパワーで
人々の人生を豊かにできるようになって初めて、仕
事が終わったことになるのです。
　皆さんは選ばれた方々です。クラブの会員として
選ばれ、ガバナーとして選ばれました。皆さん一人
ひとりは、ロータリーのリーダーとなる責任を引き受
けることを選びました。地区がどれだけのことを成
し遂げるか、何人のロータリアンが意欲を高めるか、
何人のロータリアンが誰かの人生を変えることにな
るかは、皆さんの熱意と献身、そして新しいアイデ
アを受け容れる意思にかかっています。時には、
「危険を冒して枝の先まで行く」勇気を持たなけ
ればません。なぜなら、「そこには実がなっている
から」です。
　一つだけ、皆さんにお約束できることがあります。
それは、皆さんがどれほどの達成を遂げようと、次
年度にどのような奉仕を行おうと、一番豊かになる
のは、皆さん自身の人生だということです。
　さあ、今、その時がやってきました。私たちはとも
にこの旅に出発します。力を合わせて、ロータリーを
より良い未来へと導き、「ロータリーを実践し…み
んなに豊かな人生を」もたらしていきましょう。
　ご清聴ありがとうございました。
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1973年 久留米大学医学部 卒業

名古屋大学医学部 第2外科入局
1980年 医学博士

聖霊病院 外科勤務
1983年 医療法人 田中会 西尾病院 外科勤務
1986年 医療法人 田中会 西尾病院 院長
1992年 医療法人 田中会 西尾病院 理事長
2009年 社会福祉法人 誠正会 理事長
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
公　職
2006年 西尾幡豆医師会 会長

ロータリー歴
1991年4月 西尾ＲＣ入会
2000-01年度 第43代クラブ 幹事
2007-08年度 第50代クラブ 会長
2002-05年度 地区財団奨学委員会 委員
2005-06年度 地区財団奨学委員会 副委員長
2010-11年度 西三河分区I.M.実行委員長
2011-12年度 ガバナーノミニー
2012-13年度 ガバナーエレクト
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
ベネファクター
米山功労者
米山功労法人

国際ロータリー第2760地区 2013-2014年度ガバナー

田 中  正 規 （たなか まさのり）
生 年 月 日 1948年（昭和23年）7月25日
所属クラブ 西尾RC
職 業 分 類 病　院
勤務先・役職 医療法人 西尾病院 理事長
所 在 地 〒445-0824 西尾市和泉町22

《2013-2014年度　ガバナー方針》

●会員の意思向上●クラブのパワーアップ●

●地区の改革●会員増強●

～磨いて 輝こう～
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ロータリー歴
2014-15年度 国際ロータリー 会長
2004-06年度 ロータリー財団管理委員
2001-02年度 国際ロータリー 副会長
2000-01年度 国際ロータリー 理事

強調事項
●地域社会でロータリーの存在感を高めること
●会員増強
●ポリオ撲滅
●クラブの強化
●ロータリーデーの実施

ゲイリー C.K. ホァン
2014-2015年度国際ロータリー会長

韓国、ソウル

RIテーマ

ロータリーに輝きを

2014～2015年度 2014-2015年度
国際ロータリーのテーマ

　ロータリーは、誰にでも何かをもたらしてくれま
す。ロータリアンは、1世紀以上にわたり、奉仕する
ことを目的として、世界中の地域社会で集ってきま
した。創立以来、大勢のロータリアンが、ローター
アクト、インターアクト、ロータリー地域社会共同隊、
青少年交換や、その他多くのプログラムへの参加
を通じて、ロータリーの奉仕の喜びを発見してきま
した。
　私たちは皆、ロータリーファミリーの一員であり、
ロータリーの奉仕の経験から多くを得ています。
ロータリーを通じて私たちは、友情を育み、地元に
貢献し、また、より良く、より安全で健康な世界を
実現するために力を尽くしてきました。そして、真に
国際的なボランティアのネットワークを形づくった
だけでなく、人々が互いの違いを乗り越えて手を
つなげば、驚くべきことが達成できることを、実証
してきました。
　ロータリアンが大切にしてきた考え方や価値観
の多くは、ロータリーに限られたものではありませ
ん。私自身がロータリーに深く共鳴するのも、ロー
タリーの価値観に、奉仕や責任の重視、家族や他
者の尊重といった中華的価値観と重なるところが
あるからだと思います。
　ですからロータリーの奉仕において、私はよく孔

子の教えを指針とします。孔子は、私にとって「元
祖ロータリアン」だと言ってもいいかもしれません。
ポール・ハリスが誕生する2,000年以上前、孔子は
こう述べています：

まず自分の行いを正しくし、次に家庭を整え、
次に国家を治めてこそ、天下が平和となる。

　ロータリアンは、超我の奉仕の理念によって自ら
を律しますが、奉仕において高い目標を掲げるため
には、ロータリー自体に対する手入れを怠らず、ロー
タリーファミリーを拡大していくことが必要です。
　2014-15年度には、ロータリーの奉仕を人びとと
分かちあい、クラブをより強力なものとし、地域社
会でロータリーの存在感を高めることで、「ロータ
リーに輝きを」もたらしていただけるようお願いい
たします。
　本ロータリー年度、新会員を引き付けるとともに、
現会員を維持し、会員数130万人という目標を達成
することによって、ロータリーを輝かせてください。
そのためには、新しいアプローチとアイデアをもっ
て会員増強に取り組まなければなりません。例えば、
地元で「ロータリーデー」を開催してロータリーを
知ってもらいましょう。ロータリーはそれ自体がファ
ミリーであり、家族のためのものですから、配偶者
をはじめご家族に入会を検討するよう勧めるととも

に、青少年交換の元参加者や財団学友にも声をか
けましょう。クラブの現状を直視して、新会員の入
会理由と、既存会員の退会理由を検討しましょう。
そして、多忙な職業人やまだ幼い子供がいる人た
ちにとって、ロータリーを魅力的で興味をそそるも
のにするために何をできるか考えてみましょう。
　さらには、ポリオを撲滅して「ロータリーに輝き
を」もたらし、歴史に１ページを刻みましょう。ロー
タリアンのこれまでの勢いをもってすれば、今後数
年以内にポリオを世界からなくすことは、明らかに
可能です。ポリオ撲滅を実現することの重要性を、
今こそ、ご友人、同僚、地元の議員や政府関係者
に伝えてください。ポリオプラス基金に寄付し、ほ
かの方々にもそれを勧めてください。ビル・アンド・
メリンダ・ゲイツ財団からの新しいチャレンジに応

えることで、ロータリアンの資金を3倍生かすことが
できます。この史上最大の、公共・民間のパート
ナーシップに、ぜひともご参加いただき、ポリオな
い世界が実現した際には、世界中の人たちと誇りと
喜びを分かち合いましょう。
　2014-15年度、34,000を超える地域社会で、クラ
ブを強化し、「ロータリーに輝きを」もたらせば、
ロータリーの奉仕で世界に輝きをもたらすことが
できるでしょう。

ロータリーに
輝きを

経 歴

2013-14年度国際ロータリー会長
ロン D. バートン

ゲイリー C.K. ホァン 夫妻

　ゲイリーC.K.ホァン氏は、中国の南部に生まれ、
台湾で育ち、米国のイースタン・ミシガン大学を卒
業した後、ニューヨーク州の保険大学でMBA取得
されました。ホァン氏は、マラヤ華僑保険会社の社
長を務めた後、現在は新光セキュリティー会社の
名誉会長となっておられます。
　台湾非営利連盟から台湾市民奉仕賞、台湾内
務省より卓越した社会奉仕貢献賞を受賞され、
2001年のロータリーの国際大会では、米国テキサ
ス州サンアントニオ市から「名誉市長」と言う称号
を贈られました。
　1976年以来のロータリアンであるホァン氏は、台
北ロータリークラブの会員で、地区ガバナー、RIの
理事、副会長、財団管理委員、ならびにその他数
多くの委員会やタスクフォースの委員ならびに委員
長を歴任されました。
　氏は、アジアにおけるロータリーの会員増強に多
大な貢献をされたほか、ロータリーの100周年記念
には、ロータリー財団管理委員として、台湾に100
名の新しいメジャードナーを誕生させる目標を立て
ました。その結果、2005年には106名、2006年に
は103名のメジャードナーが生まれ、当時の年次プ
ログラム基金に200万米ドルを超える寄付を集め
たことに成功しました。
　ビジネスとロータリーでの経験をつづった著書

『Finding Solutions, Not Excuses』を出版し、RI
超我の奉仕賞、会長賞、ロータリー財団功労表彰
状と特別功労賞を受賞されたホァン氏は、コリーナ
夫人との間に、息子さんが1人、娘さんが2人おられ、
全員がロータリー財団のメジャードナーです。

　ロータリーは、誰にでも何かをもたらしてくれま
す。ロータリアンは、1世紀以上にわたり、奉仕する
ことを目的として、世界中の地域社会で集ってきま
した。創立以来、大勢のロータリアンが、ローター
アクト、インターアクト、ロータリー地域社会共同隊、
青少年交換や、その他多くのプログラムへの参加
を通じて、ロータリーの奉仕の喜びを発見してきま
した。
　私たちは皆、ロータリーファミリーの一員であり、
ロータリーの奉仕の経験から多くを得ています。
ロータリーを通じて私たちは、友情を育み、地元に
貢献し、また、より良く、より安全で健康な世界を
実現するために力を尽くしてきました。そして、真に
国際的なボランティアのネットワークを形づくった
だけでなく、人々が互いの違いを乗り越えて手を
つなげば、驚くべきことが達成できることを、実証
してきました。
　ロータリアンが大切にしてきた考え方や価値観
の多くは、ロータリーに限られたものではありませ
ん。私自身がロータリーに深く共鳴するのも、ロー
タリーの価値観に、奉仕や責任の重視、家族や他
者の尊重といった中華的価値観と重なるところが
あるからだと思います。
　ですからロータリーの奉仕において、私はよく孔

子の教えを指針とします。孔子は、私にとって「元
祖ロータリアン」だと言ってもいいかもしれません。
ポール・ハリスが誕生する2,000年以上前、孔子は
こう述べています：

まず自分の行いを正しくし、次に家庭を整え、
次に国家を治めてこそ、天下が平和となる。

　ロータリアンは、超我の奉仕の理念によって自ら
を律しますが、奉仕において高い目標を掲げるため
には、ロータリー自体に対する手入れを怠らず、ロー
タリーファミリーを拡大していくことが必要です。
　2014-15年度には、ロータリーの奉仕を人びとと
分かちあい、クラブをより強力なものとし、地域社
会でロータリーの存在感を高めることで、「ロータ
リーに輝きを」もたらしていただけるようお願いい
たします。
　本ロータリー年度、新会員を引き付けるとともに、
現会員を維持し、会員数130万人という目標を達成
することによって、ロータリーを輝かせてください。
そのためには、新しいアプローチとアイデアをもっ
て会員増強に取り組まなければなりません。例えば、
地元で「ロータリーデー」を開催してロータリーを
知ってもらいましょう。ロータリーはそれ自体がファ
ミリーであり、家族のためのものですから、配偶者
をはじめご家族に入会を検討するよう勧めるととも

に、青少年交換の元参加者や財団学友にも声をか
けましょう。クラブの現状を直視して、新会員の入
会理由と、既存会員の退会理由を検討しましょう。
そして、多忙な職業人やまだ幼い子供がいる人た
ちにとって、ロータリーを魅力的で興味をそそるも
のにするために何をできるか考えてみましょう。
　さらには、ポリオを撲滅して「ロータリーに輝き
を」もたらし、歴史に１ページを刻みましょう。ロー
タリアンのこれまでの勢いをもってすれば、今後数
年以内にポリオを世界からなくすことは、明らかに
可能です。ポリオ撲滅を実現することの重要性を、
今こそ、ご友人、同僚、地元の議員や政府関係者
に伝えてください。ポリオプラス基金に寄付し、ほ
かの方々にもそれを勧めてください。ビル・アンド・
メリンダ・ゲイツ財団からの新しいチャレンジに応

えることで、ロータリアンの資金を3倍生かすことが
できます。この史上最大の、公共・民間のパート
ナーシップに、ぜひともご参加いただき、ポリオな
い世界が実現した際には、世界中の人たちと誇りと
喜びを分かち合いましょう。
　2014-15年度、34,000を超える地域社会で、クラ
ブを強化し、「ロータリーに輝きを」もたらせば、
ロータリーの奉仕で世界に輝きをもたらすことが
できるでしょう。
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ロータリー歴
2014-15年度 国際ロータリー 会長
2004-06年度 ロータリー財団管理委員
2001-02年度 国際ロータリー 副会長
2000-01年度 国際ロータリー 理事

強調事項
●地域社会でロータリーの存在感を高めること
●会員増強
●ポリオ撲滅
●クラブの強化
●ロータリーデーの実施

ゲイリー C.K. ホァン
2014-2015年度国際ロータリー会長

韓国、ソウル

RIテーマ

ロータリーに輝きを

2014～2015年度 2014-2015年度
国際ロータリーのテーマ

　ロータリーは、誰にでも何かをもたらしてくれま
す。ロータリアンは、1世紀以上にわたり、奉仕する
ことを目的として、世界中の地域社会で集ってきま
した。創立以来、大勢のロータリアンが、ローター
アクト、インターアクト、ロータリー地域社会共同隊、
青少年交換や、その他多くのプログラムへの参加
を通じて、ロータリーの奉仕の喜びを発見してきま
した。
　私たちは皆、ロータリーファミリーの一員であり、
ロータリーの奉仕の経験から多くを得ています。
ロータリーを通じて私たちは、友情を育み、地元に
貢献し、また、より良く、より安全で健康な世界を
実現するために力を尽くしてきました。そして、真に
国際的なボランティアのネットワークを形づくった
だけでなく、人々が互いの違いを乗り越えて手を
つなげば、驚くべきことが達成できることを、実証
してきました。
　ロータリアンが大切にしてきた考え方や価値観
の多くは、ロータリーに限られたものではありませ
ん。私自身がロータリーに深く共鳴するのも、ロー
タリーの価値観に、奉仕や責任の重視、家族や他
者の尊重といった中華的価値観と重なるところが
あるからだと思います。
　ですからロータリーの奉仕において、私はよく孔

子の教えを指針とします。孔子は、私にとって「元
祖ロータリアン」だと言ってもいいかもしれません。
ポール・ハリスが誕生する2,000年以上前、孔子は
こう述べています：

まず自分の行いを正しくし、次に家庭を整え、
次に国家を治めてこそ、天下が平和となる。

　ロータリアンは、超我の奉仕の理念によって自ら
を律しますが、奉仕において高い目標を掲げるため
には、ロータリー自体に対する手入れを怠らず、ロー
タリーファミリーを拡大していくことが必要です。
　2014-15年度には、ロータリーの奉仕を人びとと
分かちあい、クラブをより強力なものとし、地域社
会でロータリーの存在感を高めることで、「ロータ
リーに輝きを」もたらしていただけるようお願いい
たします。
　本ロータリー年度、新会員を引き付けるとともに、
現会員を維持し、会員数130万人という目標を達成
することによって、ロータリーを輝かせてください。
そのためには、新しいアプローチとアイデアをもっ
て会員増強に取り組まなければなりません。例えば、
地元で「ロータリーデー」を開催してロータリーを
知ってもらいましょう。ロータリーはそれ自体がファ
ミリーであり、家族のためのものですから、配偶者
をはじめご家族に入会を検討するよう勧めるととも

に、青少年交換の元参加者や財団学友にも声をか
けましょう。クラブの現状を直視して、新会員の入
会理由と、既存会員の退会理由を検討しましょう。
そして、多忙な職業人やまだ幼い子供がいる人た
ちにとって、ロータリーを魅力的で興味をそそるも
のにするために何をできるか考えてみましょう。
　さらには、ポリオを撲滅して「ロータリーに輝き
を」もたらし、歴史に１ページを刻みましょう。ロー
タリアンのこれまでの勢いをもってすれば、今後数
年以内にポリオを世界からなくすことは、明らかに
可能です。ポリオ撲滅を実現することの重要性を、
今こそ、ご友人、同僚、地元の議員や政府関係者
に伝えてください。ポリオプラス基金に寄付し、ほ
かの方々にもそれを勧めてください。ビル・アンド・
メリンダ・ゲイツ財団からの新しいチャレンジに応

えることで、ロータリアンの資金を3倍生かすことが
できます。この史上最大の、公共・民間のパート
ナーシップに、ぜひともご参加いただき、ポリオな
い世界が実現した際には、世界中の人たちと誇りと
喜びを分かち合いましょう。
　2014-15年度、34,000を超える地域社会で、クラ
ブを強化し、「ロータリーに輝きを」もたらせば、
ロータリーの奉仕で世界に輝きをもたらすことが
できるでしょう。
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経 歴

2013-14年度国際ロータリー会長
ロン D. バートン

ゲイリー C.K. ホァン 夫妻

　ゲイリーC.K.ホァン氏は、中国の南部に生まれ、
台湾で育ち、米国のイースタン・ミシガン大学を卒
業した後、ニューヨーク州の保険大学でMBA取得
されました。ホァン氏は、マラヤ華僑保険会社の社
長を務めた後、現在は新光セキュリティー会社の
名誉会長となっておられます。
　台湾非営利連盟から台湾市民奉仕賞、台湾内
務省より卓越した社会奉仕貢献賞を受賞され、
2001年のロータリーの国際大会では、米国テキサ
ス州サンアントニオ市から「名誉市長」と言う称号
を贈られました。
　1976年以来のロータリアンであるホァン氏は、台
北ロータリークラブの会員で、地区ガバナー、RIの
理事、副会長、財団管理委員、ならびにその他数
多くの委員会やタスクフォースの委員ならびに委員
長を歴任されました。
　氏は、アジアにおけるロータリーの会員増強に多
大な貢献をされたほか、ロータリーの100周年記念
には、ロータリー財団管理委員として、台湾に100
名の新しいメジャードナーを誕生させる目標を立て
ました。その結果、2005年には106名、2006年に
は103名のメジャードナーが生まれ、当時の年次プ
ログラム基金に200万米ドルを超える寄付を集め
たことに成功しました。
　ビジネスとロータリーでの経験をつづった著書

『Finding Solutions, Not Excuses』を出版し、RI
超我の奉仕賞、会長賞、ロータリー財団功労表彰
状と特別功労賞を受賞されたホァン氏は、コリーナ
夫人との間に、息子さんが1人、娘さんが2人おられ、
全員がロータリー財団のメジャードナーです。

　ロータリーは、誰にでも何かをもたらしてくれま
す。ロータリアンは、1世紀以上にわたり、奉仕する
ことを目的として、世界中の地域社会で集ってきま
した。創立以来、大勢のロータリアンが、ローター
アクト、インターアクト、ロータリー地域社会共同隊、
青少年交換や、その他多くのプログラムへの参加
を通じて、ロータリーの奉仕の喜びを発見してきま
した。
　私たちは皆、ロータリーファミリーの一員であり、
ロータリーの奉仕の経験から多くを得ています。
ロータリーを通じて私たちは、友情を育み、地元に
貢献し、また、より良く、より安全で健康な世界を
実現するために力を尽くしてきました。そして、真に
国際的なボランティアのネットワークを形づくった
だけでなく、人々が互いの違いを乗り越えて手を
つなげば、驚くべきことが達成できることを、実証
してきました。
　ロータリアンが大切にしてきた考え方や価値観
の多くは、ロータリーに限られたものではありませ
ん。私自身がロータリーに深く共鳴するのも、ロー
タリーの価値観に、奉仕や責任の重視、家族や他
者の尊重といった中華的価値観と重なるところが
あるからだと思います。
　ですからロータリーの奉仕において、私はよく孔

子の教えを指針とします。孔子は、私にとって「元
祖ロータリアン」だと言ってもいいかもしれません。
ポール・ハリスが誕生する2,000年以上前、孔子は
こう述べています：

まず自分の行いを正しくし、次に家庭を整え、
次に国家を治めてこそ、天下が平和となる。

　ロータリアンは、超我の奉仕の理念によって自ら
を律しますが、奉仕において高い目標を掲げるため
には、ロータリー自体に対する手入れを怠らず、ロー
タリーファミリーを拡大していくことが必要です。
　2014-15年度には、ロータリーの奉仕を人びとと
分かちあい、クラブをより強力なものとし、地域社
会でロータリーの存在感を高めることで、「ロータ
リーに輝きを」もたらしていただけるようお願いい
たします。
　本ロータリー年度、新会員を引き付けるとともに、
現会員を維持し、会員数130万人という目標を達成
することによって、ロータリーを輝かせてください。
そのためには、新しいアプローチとアイデアをもっ
て会員増強に取り組まなければなりません。例えば、
地元で「ロータリーデー」を開催してロータリーを
知ってもらいましょう。ロータリーはそれ自体がファ
ミリーであり、家族のためのものですから、配偶者
をはじめご家族に入会を検討するよう勧めるととも

に、青少年交換の元参加者や財団学友にも声をか
けましょう。クラブの現状を直視して、新会員の入
会理由と、既存会員の退会理由を検討しましょう。
そして、多忙な職業人やまだ幼い子供がいる人た
ちにとって、ロータリーを魅力的で興味をそそるも
のにするために何をできるか考えてみましょう。
　さらには、ポリオを撲滅して「ロータリーに輝き
を」もたらし、歴史に１ページを刻みましょう。ロー
タリアンのこれまでの勢いをもってすれば、今後数
年以内にポリオを世界からなくすことは、明らかに
可能です。ポリオ撲滅を実現することの重要性を、
今こそ、ご友人、同僚、地元の議員や政府関係者
に伝えてください。ポリオプラス基金に寄付し、ほ
かの方々にもそれを勧めてください。ビル・アンド・
メリンダ・ゲイツ財団からの新しいチャレンジに応

えることで、ロータリアンの資金を3倍生かすことが
できます。この史上最大の、公共・民間のパート
ナーシップに、ぜひともご参加いただき、ポリオな
い世界が実現した際には、世界中の人たちと誇りと
喜びを分かち合いましょう。
　2014-15年度、34,000を超える地域社会で、クラ
ブを強化し、「ロータリーに輝きを」もたらせば、
ロータリーの奉仕で世界に輝きをもたらすことが
できるでしょう。
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国際協議会でのRI会長の挨拶

　皆さん、おはようございます。你好!
　もう一度、全員でご一緒に。你好!
　皆さん、中国語がお上手ですね。これなら台湾
や中国に旅行しても大丈夫そうです。皆さんの努力
に全員で拍手を送りましょう。
　朋友ロータリアンの皆さん、2014年ロータリー国
際協議会にようこそ!この素晴らしい年度の門出に
あたり、皆さんも心を躍らせていることでしょう。
　今朝、私は早起きしてテレビのニュースを見てお
りました。ニュースを見るたびに、助けを必要とし
ている人びとが世界にいかに大勢いるかを思い知
らされます。
　しかし本日は、世界中から537人の方々にこうして
お集まりいただきました。皆さんとご一緒に、こうし
た問題について考察し、どう解決できるかを考えて
いきたいと思います。私たちが月曜の早朝からここ
サンディエゴに集まっているのは、このためです。こ
こで行動を開始し、悪いニュースを良いニュースに
変える。こうした見方で、次ロータリー年度の私た
ちの仕事をとらえるのも良いのではないでしょうか。
　私たちの仕事は、世界のニュースを少しずつ、よ
り良く、より明るく、希望にあふれたものとすること
です。また、良いニュースを生み出すだけでなく、
これらの良いニュースが報道されるようにすること
も、私たちの仕事です。今ロータリー年度は誠に
素晴らしい年度ですが、来年度、つまり私たちの
年度は、さらに上を目指したいと考えております。
来年度は、ロータリー創立110周年です。
　私たちは皆、ロータリーを誇りとしています。ロー
タリーが世界に大きな影響を生み出せる団体で
あってほしいと願っています。もちろん、偉大なこ
とは何もせずに自ずと起きるわけではなく、勤勉
な努力、活発なクラブ、そしてロータリーを愛する
ロータリアンがあってはじめて可能となります。
　長年、会員増強が話題となっていますが、次年
度が終わるまでに全世界の会員数を130万人にす
るという目標については、皆さんもよくご存じだと
思います。この目標については、今週多くの話し合
いが行われる予定です。また、ロータリーにもっと
若い人びとや女性を迎え入れることの重要性につ
いても話し合います。この部屋を見回しますと、美
男美女がおそろいですが、この中で何人の方が
ロータリアンでしょうか。ロータリアンではない配
偶者の方は、何人おられますか?

　ここで、一つ提案があります。この部屋におられ
る方全員が、ロータリアンであるべきだと思うので
す。ロータリアンは皆、自分の配偶者をロータリー
入会へと誘うべきです。ロータリーを家族全員のも
のとしていただきたいのです。このアイデアを台湾
で実践し始めたときのことをお話ししましょう。私
たちは、自分よりも妻のほうが友達づきあいが多い
ことに気付きました。
　妻がロータリーに入会すれば、友人たちをロータ
リーに誘ってくれる。それで、その友人はロータリー
が男性だけの団体ではないことを知り、「じゃあ、
入会するわ!」となるわけです。クラブに男女両会員
がいれば、活気が高まり、活動も活発になります。
会員数がただ2倍になるのではなく、それ以上の恩
恵が生まれ、奉仕のレベルもずっと向上します。皆
さん全員がやってみるべきだと、私は考えています。
　私は『言い訳ではなく、解決策を見つけよう』と
いう題の本を中国語で執筆いたしましたが、誰も
がこれを実践する必要があると考えています。「な
ぜできないか」を説明するのではなく、正しい方法
を見つけて行動に移すことが大切です。
　活気あるクラブを築くために、私たちが率先す
る必要があります。そのためには、まず新会員を迎
え入れることから始めようではありませんか。
　ロータリー財団のためにイニシアチブをとること
も必要です。そのためには、まず自分で寄付するこ
とから始めてみましょう。ロータリー財団は、私た
ちロータリアンの財団です。ロータリーでは全員が
財団を利用できますが、そのためには全員が財団
を支援する必要があるのです。
　皆さんは、ロータリアンを指導し、イニシアチブ
を発揮する方法を知っているリーダーです。
　仕事をほかのロータリアンに押し付けて、自分は
何もしないという方などここにはおられないでしょ
う。同様に、人にはロータリー財団への寄付をお願
いする一方で、自分のお金は銀行に残したまま、と
いう方はおられないでしょう。
　ロータリーのリーダーでありたいと思うなら、模
範を示して導く必要があるのです。
　ロン・バートン会長が、今年度のガバナー全員
にロータリー財団への寄付をお願いし、「ファース
トクラス(一番の年度)」となることを目指したのは、
このためです。そして彼らは見事にこれを実現し
て、「ファーストクラス」としての確固たる地位を築

きました。
　バートン会長はこれを大変な誇りとしておられま
す。そして、昨年の協議会の後、会長は私に、次の
ようなチャレンジを投げかけてきました。「ゲイリー、
君には、今年度の私たちの記録を打ち破ってほし
い。あなたの年度のガバナーが私の年度よりもさら
に多くの寄付を寄せてくださるよう、がんばってほ
しい」、と。
　私は台湾人です。ご存じの方もおられるかもしれ
ませんが、台湾人はとても競争心が強いのです。で
すから私は、「オッケー!」と返事をし、このチャレン
ジを受けて立つことにいたしました。しかし、一つ
問題がありました。バートン会長の年度は「ファー
ストクラス」でしたが、私の年度は何と呼べばいい
でしょうか。「セカンドクラスになってください」と
お願いするわけにはいきません。「セカンドクラス」
になりたい人などいません。
　そこで、ファーストクラスならぬ「ベストクラス(最
高の同期)」となって、今年度の記録、750,000ドル
を塗り替えていただけるよう、皆さんのご協力をぜ
ひお願いしたいと思います。
　皆さん全員に、次年度ガバナーのクラスがこれ
までで最高の「ベストクラス」であることを、ロータ
リーの世界に実証していただきたいのです。
　中国の思想家、孔子の名前は聞いたことがある
と思いますが、私はときどき、孔子を「世界で最初
のロータリアン」と呼ぶことがあります。孔子はロー
タリー設立のずっと前、2千5百年前に亡くなった人
物ですが、その思想はロータリーの考え方に非常
に近いものがあります。彼の言葉に、次のようなも
のがあります「與其抱怨,不如改變」これに相当す
る英語の格言は、次の言葉です。
　「ただ座って暗闇を呪うよりも、ロウソクを灯した
ほうがいい」(It is better to light a single candle, 
than to sit and curse the darkness)
　この言葉は、ロータリーの考え方を端的に言い
表していると言えます。
　世界には問題が山積みとなっており、大勢の人
が助けを必要としています。
　しかし、「自分にできることはない」と言って、何
もせずにただ座っている人が大勢います。これで
は、何もかも暗闇のままです。
　しかし、ロータリーは違います。ロータリーの考
え方は、孔子と同じです。ロウソクを灯すのがロー
タリーです。私が一本、あなたが一本。こうして、
120万人全員がロウソクを灯します。

力を合わせれば、世界を光で輝かせることができ
るのです。
　私が皆さんにお願いしたいのは、まさにこのこと
です。すなわち、「ロータリーに輝きを」与えること
です。「ロータリーに輝きを」これが私たちの年度
のテーマであり、私から皆さんへのチャレンジです。
　ロータリーをどう輝かせるか、ご自分のロウソク
をどう灯すかは、皆さん次第です。自分が何を得意
とするかは、ご自身がよくご存じのはずです。地元
地域社会が何を必要としているか、どう支援でき
るかは、皆さんご自身のほうがお分かりになるで
しょう。
　ロータリーを輝かせる方法は、数多くあります。
ロータリーは何か、どのような活動をしているのか
を地域社会の人々に知ってもらえるよう、「ロータ
リーデー」を開催してくださることを願っています。
奉仕活動にローターアクトやインターアクトに参加
してもらい、ロータリーの新世代の若者たちがいつ
の日かロータリーに入会してくれるよう、彼らを導
いてください。
　「ロータリーに輝きを」もたらすためにできる一
番重要なこと、それはおそらく、私たちが四半世紀
以上にわたって取り組んでいる仕事を完遂するこ
とでしょう。
　もちろん、ポリオの撲滅です。
　目下の目標は、2018年までにポリオを完全に撲
滅することです。これが実現したら、私たち全員に
とって素晴らしいことです。しかし、私たちが闘い
続け、引き続き勢いを保たなければ、この目標は達
成できません。ポリオのエンドゲーム戦略計画のた
めの資金不足を埋めなければなりません。
　ポリオを撲滅すれば(必ずや撲滅は達成できま
す)、ロータリーが偉業を成し遂げる力を備えた組
織であることが実証されるでしょう。また、ポリオ
の次に取り組むチャレンジのための土台が整えら
れるでしょう。何より重要なのは、永遠に続くプレ
ゼントを世界に贈れるということです。
　その瞬間を現実とすることは、ほかでもない私た
ちの責務です。
　朋友の皆さん、私の望みは、力強く明 と々輝く
ロータリーを目にすることです。
　私たちが放つ輝きは、温かみがあり、思わず近
づきたくなるような、その一部となりたくなるような
輝きです。一人の人間に何ができるか、また、みん
なで力を合わせれば何ができるかを示すものです。
　「ロータリーに輝きを」これが次年度のテーマで

すが、これにはテーマ以上の意味があります。
　私たちがロータリーでどう生き、どう考え、感じ、
活動するかが、この言葉に込められています。
　すべてのクラブ、地区、そして活動するすべての
国で、日々、人々のために何ができるかを表してい
ます。
　明 と々した光で「ロータリーに輝きを」与えること
ができるのは、ほかでもない私たち自身です。世界
には思いやりある人びとがいること、より良い地域
社会を築く力のある人びとがいることを、身をもっ
て示すのです。
　私たちは、暗闇の中で座っているだけではダメ
だと声を上げ、じっと座っている代わりに、120万人
全員の力を合わせてロータリーを輝かせます。
　「ロータリーに輝きを」これが私たちの仕事であ
り、チャレンジです。
　新しいロータリー年度、私たちの年度には、ロー
タリーをこれまでよりもっと力強く、明 と々輝かせよ
うではありませんか。
　ご清聴ありがとうございました。

　皆さん、おはようございます。你好!
　もう一度、全員でご一緒に。你好!
　皆さん、中国語がお上手ですね。これなら台湾
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りました。ニュースを見るたびに、助けを必要とし
ている人びとが世界にいかに大勢いるかを思い知
らされます。
　しかし本日は、世界中から537人の方々にこうして
お集まりいただきました。皆さんとご一緒に、こうし
た問題について考察し、どう解決できるかを考えて
いきたいと思います。私たちが月曜の早朝からここ
サンディエゴに集まっているのは、このためです。こ
こで行動を開始し、悪いニュースを良いニュースに
変える。こうした見方で、次ロータリー年度の私た
ちの仕事をとらえるのも良いのではないでしょうか。
　私たちの仕事は、世界のニュースを少しずつ、よ
り良く、より明るく、希望にあふれたものとすること
です。また、良いニュースを生み出すだけでなく、
これらの良いニュースが報道されるようにすること
も、私たちの仕事です。今ロータリー年度は誠に
素晴らしい年度ですが、来年度、つまり私たちの
年度は、さらに上を目指したいと考えております。
来年度は、ロータリー創立110周年です。
　私たちは皆、ロータリーを誇りとしています。ロー
タリーが世界に大きな影響を生み出せる団体で
あってほしいと願っています。もちろん、偉大なこ
とは何もせずに自ずと起きるわけではなく、勤勉
な努力、活発なクラブ、そしてロータリーを愛する
ロータリアンがあってはじめて可能となります。
　長年、会員増強が話題となっていますが、次年
度が終わるまでに全世界の会員数を130万人にす
るという目標については、皆さんもよくご存じだと
思います。この目標については、今週多くの話し合
いが行われる予定です。また、ロータリーにもっと
若い人びとや女性を迎え入れることの重要性につ
いても話し合います。この部屋を見回しますと、美
男美女がおそろいですが、この中で何人の方が
ロータリアンでしょうか。ロータリアンではない配
偶者の方は、何人おられますか?

　ここで、一つ提案があります。この部屋におられ
る方全員が、ロータリアンであるべきだと思うので
す。ロータリアンは皆、自分の配偶者をロータリー
入会へと誘うべきです。ロータリーを家族全員のも
のとしていただきたいのです。このアイデアを台湾
で実践し始めたときのことをお話ししましょう。私
たちは、自分よりも妻のほうが友達づきあいが多い
ことに気付きました。
　妻がロータリーに入会すれば、友人たちをロータ
リーに誘ってくれる。それで、その友人はロータリー
が男性だけの団体ではないことを知り、「じゃあ、
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がいれば、活気が高まり、活動も活発になります。
会員数がただ2倍になるのではなく、それ以上の恩
恵が生まれ、奉仕のレベルもずっと向上します。皆
さん全員がやってみるべきだと、私は考えています。
　私は『言い訳ではなく、解決策を見つけよう』と
いう題の本を中国語で執筆いたしましたが、誰も
がこれを実践する必要があると考えています。「な
ぜできないか」を説明するのではなく、正しい方法
を見つけて行動に移すことが大切です。
　活気あるクラブを築くために、私たちが率先す
る必要があります。そのためには、まず新会員を迎
え入れることから始めようではありませんか。
　ロータリー財団のためにイニシアチブをとること
も必要です。そのためには、まず自分で寄付するこ
とから始めてみましょう。ロータリー財団は、私た
ちロータリアンの財団です。ロータリーでは全員が
財団を利用できますが、そのためには全員が財団
を支援する必要があるのです。
　皆さんは、ロータリアンを指導し、イニシアチブ
を発揮する方法を知っているリーダーです。
　仕事をほかのロータリアンに押し付けて、自分は
何もしないという方などここにはおられないでしょ
う。同様に、人にはロータリー財団への寄付をお願
いする一方で、自分のお金は銀行に残したまま、と
いう方はおられないでしょう。
　ロータリーのリーダーでありたいと思うなら、模
範を示して導く必要があるのです。
　ロン・バートン会長が、今年度のガバナー全員
にロータリー財団への寄付をお願いし、「ファース
トクラス(一番の年度)」となることを目指したのは、
このためです。そして彼らは見事にこれを実現し
て、「ファーストクラス」としての確固たる地位を築

きました。
　バートン会長はこれを大変な誇りとしておられま
す。そして、昨年の協議会の後、会長は私に、次の
ようなチャレンジを投げかけてきました。「ゲイリー、
君には、今年度の私たちの記録を打ち破ってほし
い。あなたの年度のガバナーが私の年度よりもさら
に多くの寄付を寄せてくださるよう、がんばってほ
しい」、と。
　私は台湾人です。ご存じの方もおられるかもしれ
ませんが、台湾人はとても競争心が強いのです。で
すから私は、「オッケー!」と返事をし、このチャレン
ジを受けて立つことにいたしました。しかし、一つ
問題がありました。バートン会長の年度は「ファー
ストクラス」でしたが、私の年度は何と呼べばいい
でしょうか。「セカンドクラスになってください」と
お願いするわけにはいきません。「セカンドクラス」
になりたい人などいません。
　そこで、ファーストクラスならぬ「ベストクラス(最
高の同期)」となって、今年度の記録、750,000ドル
を塗り替えていただけるよう、皆さんのご協力をぜ
ひお願いしたいと思います。
　皆さん全員に、次年度ガバナーのクラスがこれ
までで最高の「ベストクラス」であることを、ロータ
リーの世界に実証していただきたいのです。
　中国の思想家、孔子の名前は聞いたことがある
と思いますが、私はときどき、孔子を「世界で最初
のロータリアン」と呼ぶことがあります。孔子はロー
タリー設立のずっと前、2千5百年前に亡くなった人
物ですが、その思想はロータリーの考え方に非常
に近いものがあります。彼の言葉に、次のようなも
のがあります「與其抱怨,不如改變」これに相当す
る英語の格言は、次の言葉です。
　「ただ座って暗闇を呪うよりも、ロウソクを灯した
ほうがいい」(It is better to light a single candle, 
than to sit and curse the darkness)
　この言葉は、ロータリーの考え方を端的に言い
表していると言えます。
　世界には問題が山積みとなっており、大勢の人
が助けを必要としています。
　しかし、「自分にできることはない」と言って、何
もせずにただ座っている人が大勢います。これで
は、何もかも暗闇のままです。
　しかし、ロータリーは違います。ロータリーの考
え方は、孔子と同じです。ロウソクを灯すのがロー
タリーです。私が一本、あなたが一本。こうして、
120万人全員がロウソクを灯します。

力を合わせれば、世界を光で輝かせることができ
るのです。
　私が皆さんにお願いしたいのは、まさにこのこと
です。すなわち、「ロータリーに輝きを」与えること
です。「ロータリーに輝きを」これが私たちの年度
のテーマであり、私から皆さんへのチャレンジです。
　ロータリーをどう輝かせるか、ご自分のロウソク
をどう灯すかは、皆さん次第です。自分が何を得意
とするかは、ご自身がよくご存じのはずです。地元
地域社会が何を必要としているか、どう支援でき
るかは、皆さんご自身のほうがお分かりになるで
しょう。
　ロータリーを輝かせる方法は、数多くあります。
ロータリーは何か、どのような活動をしているのか
を地域社会の人々に知ってもらえるよう、「ロータ
リーデー」を開催してくださることを願っています。
奉仕活動にローターアクトやインターアクトに参加
してもらい、ロータリーの新世代の若者たちがいつ
の日かロータリーに入会してくれるよう、彼らを導
いてください。
　「ロータリーに輝きを」もたらすためにできる一
番重要なこと、それはおそらく、私たちが四半世紀
以上にわたって取り組んでいる仕事を完遂するこ
とでしょう。
　もちろん、ポリオの撲滅です。
　目下の目標は、2018年までにポリオを完全に撲
滅することです。これが実現したら、私たち全員に
とって素晴らしいことです。しかし、私たちが闘い
続け、引き続き勢いを保たなければ、この目標は達
成できません。ポリオのエンドゲーム戦略計画のた
めの資金不足を埋めなければなりません。
　ポリオを撲滅すれば(必ずや撲滅は達成できま
す)、ロータリーが偉業を成し遂げる力を備えた組
織であることが実証されるでしょう。また、ポリオ
の次に取り組むチャレンジのための土台が整えら
れるでしょう。何より重要なのは、永遠に続くプレ
ゼントを世界に贈れるということです。
　その瞬間を現実とすることは、ほかでもない私た
ちの責務です。
　朋友の皆さん、私の望みは、力強く明 と々輝く
ロータリーを目にすることです。
　私たちが放つ輝きは、温かみがあり、思わず近
づきたくなるような、その一部となりたくなるような
輝きです。一人の人間に何ができるか、また、みん
なで力を合わせれば何ができるかを示すものです。
　「ロータリーに輝きを」これが次年度のテーマで

すが、これにはテーマ以上の意味があります。
　私たちがロータリーでどう生き、どう考え、感じ、
活動するかが、この言葉に込められています。
　すべてのクラブ、地区、そして活動するすべての
国で、日々、人々のために何ができるかを表してい
ます。
　明 と々した光で「ロータリーに輝きを」与えること
ができるのは、ほかでもない私たち自身です。世界
には思いやりある人びとがいること、より良い地域
社会を築く力のある人びとがいることを、身をもっ
て示すのです。
　私たちは、暗闇の中で座っているだけではダメ
だと声を上げ、じっと座っている代わりに、120万人
全員の力を合わせてロータリーを輝かせます。
　「ロータリーに輝きを」これが私たちの仕事であ
り、チャレンジです。
　新しいロータリー年度、私たちの年度には、ロー
タリーをこれまでよりもっと力強く、明 と々輝かせよ
うではありませんか。
　ご清聴ありがとうございました。
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国際協議会でのRI会長の挨拶

　皆さん、おはようございます。你好!
　もう一度、全員でご一緒に。你好!
　皆さん、中国語がお上手ですね。これなら台湾
や中国に旅行しても大丈夫そうです。皆さんの努力
に全員で拍手を送りましょう。
　朋友ロータリアンの皆さん、2014年ロータリー国
際協議会にようこそ!この素晴らしい年度の門出に
あたり、皆さんも心を躍らせていることでしょう。
　今朝、私は早起きしてテレビのニュースを見てお
りました。ニュースを見るたびに、助けを必要とし
ている人びとが世界にいかに大勢いるかを思い知
らされます。
　しかし本日は、世界中から537人の方々にこうして
お集まりいただきました。皆さんとご一緒に、こうし
た問題について考察し、どう解決できるかを考えて
いきたいと思います。私たちが月曜の早朝からここ
サンディエゴに集まっているのは、このためです。こ
こで行動を開始し、悪いニュースを良いニュースに
変える。こうした見方で、次ロータリー年度の私た
ちの仕事をとらえるのも良いのではないでしょうか。
　私たちの仕事は、世界のニュースを少しずつ、よ
り良く、より明るく、希望にあふれたものとすること
です。また、良いニュースを生み出すだけでなく、
これらの良いニュースが報道されるようにすること
も、私たちの仕事です。今ロータリー年度は誠に
素晴らしい年度ですが、来年度、つまり私たちの
年度は、さらに上を目指したいと考えております。
来年度は、ロータリー創立110周年です。
　私たちは皆、ロータリーを誇りとしています。ロー
タリーが世界に大きな影響を生み出せる団体で
あってほしいと願っています。もちろん、偉大なこ
とは何もせずに自ずと起きるわけではなく、勤勉
な努力、活発なクラブ、そしてロータリーを愛する
ロータリアンがあってはじめて可能となります。
　長年、会員増強が話題となっていますが、次年
度が終わるまでに全世界の会員数を130万人にす
るという目標については、皆さんもよくご存じだと
思います。この目標については、今週多くの話し合
いが行われる予定です。また、ロータリーにもっと
若い人びとや女性を迎え入れることの重要性につ
いても話し合います。この部屋を見回しますと、美
男美女がおそろいですが、この中で何人の方が
ロータリアンでしょうか。ロータリアンではない配
偶者の方は、何人おられますか?

　ここで、一つ提案があります。この部屋におられ
る方全員が、ロータリアンであるべきだと思うので
す。ロータリアンは皆、自分の配偶者をロータリー
入会へと誘うべきです。ロータリーを家族全員のも
のとしていただきたいのです。このアイデアを台湾
で実践し始めたときのことをお話ししましょう。私
たちは、自分よりも妻のほうが友達づきあいが多い
ことに気付きました。
　妻がロータリーに入会すれば、友人たちをロータ
リーに誘ってくれる。それで、その友人はロータリー
が男性だけの団体ではないことを知り、「じゃあ、
入会するわ!」となるわけです。クラブに男女両会員
がいれば、活気が高まり、活動も活発になります。
会員数がただ2倍になるのではなく、それ以上の恩
恵が生まれ、奉仕のレベルもずっと向上します。皆
さん全員がやってみるべきだと、私は考えています。
　私は『言い訳ではなく、解決策を見つけよう』と
いう題の本を中国語で執筆いたしましたが、誰も
がこれを実践する必要があると考えています。「な
ぜできないか」を説明するのではなく、正しい方法
を見つけて行動に移すことが大切です。
　活気あるクラブを築くために、私たちが率先す
る必要があります。そのためには、まず新会員を迎
え入れることから始めようではありませんか。
　ロータリー財団のためにイニシアチブをとること
も必要です。そのためには、まず自分で寄付するこ
とから始めてみましょう。ロータリー財団は、私た
ちロータリアンの財団です。ロータリーでは全員が
財団を利用できますが、そのためには全員が財団
を支援する必要があるのです。
　皆さんは、ロータリアンを指導し、イニシアチブ
を発揮する方法を知っているリーダーです。
　仕事をほかのロータリアンに押し付けて、自分は
何もしないという方などここにはおられないでしょ
う。同様に、人にはロータリー財団への寄付をお願
いする一方で、自分のお金は銀行に残したまま、と
いう方はおられないでしょう。
　ロータリーのリーダーでありたいと思うなら、模
範を示して導く必要があるのです。
　ロン・バートン会長が、今年度のガバナー全員
にロータリー財団への寄付をお願いし、「ファース
トクラス(一番の年度)」となることを目指したのは、
このためです。そして彼らは見事にこれを実現し
て、「ファーストクラス」としての確固たる地位を築

きました。
　バートン会長はこれを大変な誇りとしておられま
す。そして、昨年の協議会の後、会長は私に、次の
ようなチャレンジを投げかけてきました。「ゲイリー、
君には、今年度の私たちの記録を打ち破ってほし
い。あなたの年度のガバナーが私の年度よりもさら
に多くの寄付を寄せてくださるよう、がんばってほ
しい」、と。
　私は台湾人です。ご存じの方もおられるかもしれ
ませんが、台湾人はとても競争心が強いのです。で
すから私は、「オッケー!」と返事をし、このチャレン
ジを受けて立つことにいたしました。しかし、一つ
問題がありました。バートン会長の年度は「ファー
ストクラス」でしたが、私の年度は何と呼べばいい
でしょうか。「セカンドクラスになってください」と
お願いするわけにはいきません。「セカンドクラス」
になりたい人などいません。
　そこで、ファーストクラスならぬ「ベストクラス(最
高の同期)」となって、今年度の記録、750,000ドル
を塗り替えていただけるよう、皆さんのご協力をぜ
ひお願いしたいと思います。
　皆さん全員に、次年度ガバナーのクラスがこれ
までで最高の「ベストクラス」であることを、ロータ
リーの世界に実証していただきたいのです。
　中国の思想家、孔子の名前は聞いたことがある
と思いますが、私はときどき、孔子を「世界で最初
のロータリアン」と呼ぶことがあります。孔子はロー
タリー設立のずっと前、2千5百年前に亡くなった人
物ですが、その思想はロータリーの考え方に非常
に近いものがあります。彼の言葉に、次のようなも
のがあります「與其抱怨,不如改變」これに相当す
る英語の格言は、次の言葉です。
　「ただ座って暗闇を呪うよりも、ロウソクを灯した
ほうがいい」(It is better to light a single candle, 
than to sit and curse the darkness)
　この言葉は、ロータリーの考え方を端的に言い
表していると言えます。
　世界には問題が山積みとなっており、大勢の人
が助けを必要としています。
　しかし、「自分にできることはない」と言って、何
もせずにただ座っている人が大勢います。これで
は、何もかも暗闇のままです。
　しかし、ロータリーは違います。ロータリーの考
え方は、孔子と同じです。ロウソクを灯すのがロー
タリーです。私が一本、あなたが一本。こうして、
120万人全員がロウソクを灯します。

力を合わせれば、世界を光で輝かせることができ
るのです。
　私が皆さんにお願いしたいのは、まさにこのこと
です。すなわち、「ロータリーに輝きを」与えること
です。「ロータリーに輝きを」これが私たちの年度
のテーマであり、私から皆さんへのチャレンジです。
　ロータリーをどう輝かせるか、ご自分のロウソク
をどう灯すかは、皆さん次第です。自分が何を得意
とするかは、ご自身がよくご存じのはずです。地元
地域社会が何を必要としているか、どう支援でき
るかは、皆さんご自身のほうがお分かりになるで
しょう。
　ロータリーを輝かせる方法は、数多くあります。
ロータリーは何か、どのような活動をしているのか
を地域社会の人々に知ってもらえるよう、「ロータ
リーデー」を開催してくださることを願っています。
奉仕活動にローターアクトやインターアクトに参加
してもらい、ロータリーの新世代の若者たちがいつ
の日かロータリーに入会してくれるよう、彼らを導
いてください。
　「ロータリーに輝きを」もたらすためにできる一
番重要なこと、それはおそらく、私たちが四半世紀
以上にわたって取り組んでいる仕事を完遂するこ
とでしょう。
　もちろん、ポリオの撲滅です。
　目下の目標は、2018年までにポリオを完全に撲
滅することです。これが実現したら、私たち全員に
とって素晴らしいことです。しかし、私たちが闘い
続け、引き続き勢いを保たなければ、この目標は達
成できません。ポリオのエンドゲーム戦略計画のた
めの資金不足を埋めなければなりません。
　ポリオを撲滅すれば(必ずや撲滅は達成できま
す)、ロータリーが偉業を成し遂げる力を備えた組
織であることが実証されるでしょう。また、ポリオ
の次に取り組むチャレンジのための土台が整えら
れるでしょう。何より重要なのは、永遠に続くプレ
ゼントを世界に贈れるということです。
　その瞬間を現実とすることは、ほかでもない私た
ちの責務です。
　朋友の皆さん、私の望みは、力強く明 と々輝く
ロータリーを目にすることです。
　私たちが放つ輝きは、温かみがあり、思わず近
づきたくなるような、その一部となりたくなるような
輝きです。一人の人間に何ができるか、また、みん
なで力を合わせれば何ができるかを示すものです。
　「ロータリーに輝きを」これが次年度のテーマで

すが、これにはテーマ以上の意味があります。
　私たちがロータリーでどう生き、どう考え、感じ、
活動するかが、この言葉に込められています。
　すべてのクラブ、地区、そして活動するすべての
国で、日々、人々のために何ができるかを表してい
ます。
　明 と々した光で「ロータリーに輝きを」与えること
ができるのは、ほかでもない私たち自身です。世界
には思いやりある人びとがいること、より良い地域
社会を築く力のある人びとがいることを、身をもっ
て示すのです。
　私たちは、暗闇の中で座っているだけではダメ
だと声を上げ、じっと座っている代わりに、120万人
全員の力を合わせてロータリーを輝かせます。
　「ロータリーに輝きを」これが私たちの仕事であ
り、チャレンジです。
　新しいロータリー年度、私たちの年度には、ロー
タリーをこれまでよりもっと力強く、明 と々輝かせよ
うではありませんか。
　ご清聴ありがとうございました。
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　皆さん、おはようございます。你好!
　もう一度、全員でご一緒に。你好!
　皆さん、中国語がお上手ですね。これなら台湾
や中国に旅行しても大丈夫そうです。皆さんの努力
に全員で拍手を送りましょう。
　朋友ロータリアンの皆さん、2014年ロータリー国
際協議会にようこそ!この素晴らしい年度の門出に
あたり、皆さんも心を躍らせていることでしょう。
　今朝、私は早起きしてテレビのニュースを見てお
りました。ニュースを見るたびに、助けを必要とし
ている人びとが世界にいかに大勢いるかを思い知
らされます。
　しかし本日は、世界中から537人の方々にこうして
お集まりいただきました。皆さんとご一緒に、こうし
た問題について考察し、どう解決できるかを考えて
いきたいと思います。私たちが月曜の早朝からここ
サンディエゴに集まっているのは、このためです。こ
こで行動を開始し、悪いニュースを良いニュースに
変える。こうした見方で、次ロータリー年度の私た
ちの仕事をとらえるのも良いのではないでしょうか。
　私たちの仕事は、世界のニュースを少しずつ、よ
り良く、より明るく、希望にあふれたものとすること
です。また、良いニュースを生み出すだけでなく、
これらの良いニュースが報道されるようにすること
も、私たちの仕事です。今ロータリー年度は誠に
素晴らしい年度ですが、来年度、つまり私たちの
年度は、さらに上を目指したいと考えております。
来年度は、ロータリー創立110周年です。
　私たちは皆、ロータリーを誇りとしています。ロー
タリーが世界に大きな影響を生み出せる団体で
あってほしいと願っています。もちろん、偉大なこ
とは何もせずに自ずと起きるわけではなく、勤勉
な努力、活発なクラブ、そしてロータリーを愛する
ロータリアンがあってはじめて可能となります。
　長年、会員増強が話題となっていますが、次年
度が終わるまでに全世界の会員数を130万人にす
るという目標については、皆さんもよくご存じだと
思います。この目標については、今週多くの話し合
いが行われる予定です。また、ロータリーにもっと
若い人びとや女性を迎え入れることの重要性につ
いても話し合います。この部屋を見回しますと、美
男美女がおそろいですが、この中で何人の方が
ロータリアンでしょうか。ロータリアンではない配
偶者の方は、何人おられますか?

　ここで、一つ提案があります。この部屋におられ
る方全員が、ロータリアンであるべきだと思うので
す。ロータリアンは皆、自分の配偶者をロータリー
入会へと誘うべきです。ロータリーを家族全員のも
のとしていただきたいのです。このアイデアを台湾
で実践し始めたときのことをお話ししましょう。私
たちは、自分よりも妻のほうが友達づきあいが多い
ことに気付きました。
　妻がロータリーに入会すれば、友人たちをロータ
リーに誘ってくれる。それで、その友人はロータリー
が男性だけの団体ではないことを知り、「じゃあ、
入会するわ!」となるわけです。クラブに男女両会員
がいれば、活気が高まり、活動も活発になります。
会員数がただ2倍になるのではなく、それ以上の恩
恵が生まれ、奉仕のレベルもずっと向上します。皆
さん全員がやってみるべきだと、私は考えています。
　私は『言い訳ではなく、解決策を見つけよう』と
いう題の本を中国語で執筆いたしましたが、誰も
がこれを実践する必要があると考えています。「な
ぜできないか」を説明するのではなく、正しい方法
を見つけて行動に移すことが大切です。
　活気あるクラブを築くために、私たちが率先す
る必要があります。そのためには、まず新会員を迎
え入れることから始めようではありませんか。
　ロータリー財団のためにイニシアチブをとること
も必要です。そのためには、まず自分で寄付するこ
とから始めてみましょう。ロータリー財団は、私た
ちロータリアンの財団です。ロータリーでは全員が
財団を利用できますが、そのためには全員が財団
を支援する必要があるのです。
　皆さんは、ロータリアンを指導し、イニシアチブ
を発揮する方法を知っているリーダーです。
　仕事をほかのロータリアンに押し付けて、自分は
何もしないという方などここにはおられないでしょ
う。同様に、人にはロータリー財団への寄付をお願
いする一方で、自分のお金は銀行に残したまま、と
いう方はおられないでしょう。
　ロータリーのリーダーでありたいと思うなら、模
範を示して導く必要があるのです。
　ロン・バートン会長が、今年度のガバナー全員
にロータリー財団への寄付をお願いし、「ファース
トクラス(一番の年度)」となることを目指したのは、
このためです。そして彼らは見事にこれを実現し
て、「ファーストクラス」としての確固たる地位を築

きました。
　バートン会長はこれを大変な誇りとしておられま
す。そして、昨年の協議会の後、会長は私に、次の
ようなチャレンジを投げかけてきました。「ゲイリー、
君には、今年度の私たちの記録を打ち破ってほし
い。あなたの年度のガバナーが私の年度よりもさら
に多くの寄付を寄せてくださるよう、がんばってほ
しい」、と。
　私は台湾人です。ご存じの方もおられるかもしれ
ませんが、台湾人はとても競争心が強いのです。で
すから私は、「オッケー!」と返事をし、このチャレン
ジを受けて立つことにいたしました。しかし、一つ
問題がありました。バートン会長の年度は「ファー
ストクラス」でしたが、私の年度は何と呼べばいい
でしょうか。「セカンドクラスになってください」と
お願いするわけにはいきません。「セカンドクラス」
になりたい人などいません。
　そこで、ファーストクラスならぬ「ベストクラス(最
高の同期)」となって、今年度の記録、750,000ドル
を塗り替えていただけるよう、皆さんのご協力をぜ
ひお願いしたいと思います。
　皆さん全員に、次年度ガバナーのクラスがこれ
までで最高の「ベストクラス」であることを、ロータ
リーの世界に実証していただきたいのです。
　中国の思想家、孔子の名前は聞いたことがある
と思いますが、私はときどき、孔子を「世界で最初
のロータリアン」と呼ぶことがあります。孔子はロー
タリー設立のずっと前、2千5百年前に亡くなった人
物ですが、その思想はロータリーの考え方に非常
に近いものがあります。彼の言葉に、次のようなも
のがあります「與其抱怨,不如改變」これに相当す
る英語の格言は、次の言葉です。
　「ただ座って暗闇を呪うよりも、ロウソクを灯した
ほうがいい」(It is better to light a single candle, 
than to sit and curse the darkness)
　この言葉は、ロータリーの考え方を端的に言い
表していると言えます。
　世界には問題が山積みとなっており、大勢の人
が助けを必要としています。
　しかし、「自分にできることはない」と言って、何
もせずにただ座っている人が大勢います。これで
は、何もかも暗闇のままです。
　しかし、ロータリーは違います。ロータリーの考
え方は、孔子と同じです。ロウソクを灯すのがロー
タリーです。私が一本、あなたが一本。こうして、
120万人全員がロウソクを灯します。

力を合わせれば、世界を光で輝かせることができ
るのです。
　私が皆さんにお願いしたいのは、まさにこのこと
です。すなわち、「ロータリーに輝きを」与えること
です。「ロータリーに輝きを」これが私たちの年度
のテーマであり、私から皆さんへのチャレンジです。
　ロータリーをどう輝かせるか、ご自分のロウソク
をどう灯すかは、皆さん次第です。自分が何を得意
とするかは、ご自身がよくご存じのはずです。地元
地域社会が何を必要としているか、どう支援でき
るかは、皆さんご自身のほうがお分かりになるで
しょう。
　ロータリーを輝かせる方法は、数多くあります。
ロータリーは何か、どのような活動をしているのか
を地域社会の人々に知ってもらえるよう、「ロータ
リーデー」を開催してくださることを願っています。
奉仕活動にローターアクトやインターアクトに参加
してもらい、ロータリーの新世代の若者たちがいつ
の日かロータリーに入会してくれるよう、彼らを導
いてください。
　「ロータリーに輝きを」もたらすためにできる一
番重要なこと、それはおそらく、私たちが四半世紀
以上にわたって取り組んでいる仕事を完遂するこ
とでしょう。
　もちろん、ポリオの撲滅です。
　目下の目標は、2018年までにポリオを完全に撲
滅することです。これが実現したら、私たち全員に
とって素晴らしいことです。しかし、私たちが闘い
続け、引き続き勢いを保たなければ、この目標は達
成できません。ポリオのエンドゲーム戦略計画のた
めの資金不足を埋めなければなりません。
　ポリオを撲滅すれば(必ずや撲滅は達成できま
す)、ロータリーが偉業を成し遂げる力を備えた組
織であることが実証されるでしょう。また、ポリオ
の次に取り組むチャレンジのための土台が整えら
れるでしょう。何より重要なのは、永遠に続くプレ
ゼントを世界に贈れるということです。
　その瞬間を現実とすることは、ほかでもない私た
ちの責務です。
　朋友の皆さん、私の望みは、力強く明 と々輝く
ロータリーを目にすることです。
　私たちが放つ輝きは、温かみがあり、思わず近
づきたくなるような、その一部となりたくなるような
輝きです。一人の人間に何ができるか、また、みん
なで力を合わせれば何ができるかを示すものです。
　「ロータリーに輝きを」これが次年度のテーマで

すが、これにはテーマ以上の意味があります。
　私たちがロータリーでどう生き、どう考え、感じ、
活動するかが、この言葉に込められています。
　すべてのクラブ、地区、そして活動するすべての
国で、日々、人々のために何ができるかを表してい
ます。
　明 と々した光で「ロータリーに輝きを」与えること
ができるのは、ほかでもない私たち自身です。世界
には思いやりある人びとがいること、より良い地域
社会を築く力のある人びとがいることを、身をもっ
て示すのです。
　私たちは、暗闇の中で座っているだけではダメ
だと声を上げ、じっと座っている代わりに、120万人
全員の力を合わせてロータリーを輝かせます。
　「ロータリーに輝きを」これが私たちの仕事であ
り、チャレンジです。
　新しいロータリー年度、私たちの年度には、ロー
タリーをこれまでよりもっと力強く、明 と々輝かせよ
うではありませんか。
　ご清聴ありがとうございました。
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　皆さん、おはようございます。你好!
　もう一度、全員でご一緒に。你好!
　皆さん、中国語がお上手ですね。これなら台湾
や中国に旅行しても大丈夫そうです。皆さんの努力
に全員で拍手を送りましょう。
　朋友ロータリアンの皆さん、2014年ロータリー国
際協議会にようこそ!この素晴らしい年度の門出に
あたり、皆さんも心を躍らせていることでしょう。
　今朝、私は早起きしてテレビのニュースを見てお
りました。ニュースを見るたびに、助けを必要とし
ている人びとが世界にいかに大勢いるかを思い知
らされます。
　しかし本日は、世界中から537人の方々にこうして
お集まりいただきました。皆さんとご一緒に、こうし
た問題について考察し、どう解決できるかを考えて
いきたいと思います。私たちが月曜の早朝からここ
サンディエゴに集まっているのは、このためです。こ
こで行動を開始し、悪いニュースを良いニュースに
変える。こうした見方で、次ロータリー年度の私た
ちの仕事をとらえるのも良いのではないでしょうか。
　私たちの仕事は、世界のニュースを少しずつ、よ
り良く、より明るく、希望にあふれたものとすること
です。また、良いニュースを生み出すだけでなく、
これらの良いニュースが報道されるようにすること
も、私たちの仕事です。今ロータリー年度は誠に
素晴らしい年度ですが、来年度、つまり私たちの
年度は、さらに上を目指したいと考えております。
来年度は、ロータリー創立110周年です。
　私たちは皆、ロータリーを誇りとしています。ロー
タリーが世界に大きな影響を生み出せる団体で
あってほしいと願っています。もちろん、偉大なこ
とは何もせずに自ずと起きるわけではなく、勤勉
な努力、活発なクラブ、そしてロータリーを愛する
ロータリアンがあってはじめて可能となります。
　長年、会員増強が話題となっていますが、次年
度が終わるまでに全世界の会員数を130万人にす
るという目標については、皆さんもよくご存じだと
思います。この目標については、今週多くの話し合
いが行われる予定です。また、ロータリーにもっと
若い人びとや女性を迎え入れることの重要性につ
いても話し合います。この部屋を見回しますと、美
男美女がおそろいですが、この中で何人の方が
ロータリアンでしょうか。ロータリアンではない配
偶者の方は、何人おられますか?

　ここで、一つ提案があります。この部屋におられ
る方全員が、ロータリアンであるべきだと思うので
す。ロータリアンは皆、自分の配偶者をロータリー
入会へと誘うべきです。ロータリーを家族全員のも
のとしていただきたいのです。このアイデアを台湾
で実践し始めたときのことをお話ししましょう。私
たちは、自分よりも妻のほうが友達づきあいが多い
ことに気付きました。
　妻がロータリーに入会すれば、友人たちをロータ
リーに誘ってくれる。それで、その友人はロータリー
が男性だけの団体ではないことを知り、「じゃあ、
入会するわ!」となるわけです。クラブに男女両会員
がいれば、活気が高まり、活動も活発になります。
会員数がただ2倍になるのではなく、それ以上の恩
恵が生まれ、奉仕のレベルもずっと向上します。皆
さん全員がやってみるべきだと、私は考えています。
　私は『言い訳ではなく、解決策を見つけよう』と
いう題の本を中国語で執筆いたしましたが、誰も
がこれを実践する必要があると考えています。「な
ぜできないか」を説明するのではなく、正しい方法
を見つけて行動に移すことが大切です。
　活気あるクラブを築くために、私たちが率先す
る必要があります。そのためには、まず新会員を迎
え入れることから始めようではありませんか。
　ロータリー財団のためにイニシアチブをとること
も必要です。そのためには、まず自分で寄付するこ
とから始めてみましょう。ロータリー財団は、私た
ちロータリアンの財団です。ロータリーでは全員が
財団を利用できますが、そのためには全員が財団
を支援する必要があるのです。
　皆さんは、ロータリアンを指導し、イニシアチブ
を発揮する方法を知っているリーダーです。
　仕事をほかのロータリアンに押し付けて、自分は
何もしないという方などここにはおられないでしょ
う。同様に、人にはロータリー財団への寄付をお願
いする一方で、自分のお金は銀行に残したまま、と
いう方はおられないでしょう。
　ロータリーのリーダーでありたいと思うなら、模
範を示して導く必要があるのです。
　ロン・バートン会長が、今年度のガバナー全員
にロータリー財団への寄付をお願いし、「ファース
トクラス(一番の年度)」となることを目指したのは、
このためです。そして彼らは見事にこれを実現し
て、「ファーストクラス」としての確固たる地位を築

きました。
　バートン会長はこれを大変な誇りとしておられま
す。そして、昨年の協議会の後、会長は私に、次の
ようなチャレンジを投げかけてきました。「ゲイリー、
君には、今年度の私たちの記録を打ち破ってほし
い。あなたの年度のガバナーが私の年度よりもさら
に多くの寄付を寄せてくださるよう、がんばってほ
しい」、と。
　私は台湾人です。ご存じの方もおられるかもしれ
ませんが、台湾人はとても競争心が強いのです。で
すから私は、「オッケー!」と返事をし、このチャレン
ジを受けて立つことにいたしました。しかし、一つ
問題がありました。バートン会長の年度は「ファー
ストクラス」でしたが、私の年度は何と呼べばいい
でしょうか。「セカンドクラスになってください」と
お願いするわけにはいきません。「セカンドクラス」
になりたい人などいません。
　そこで、ファーストクラスならぬ「ベストクラス(最
高の同期)」となって、今年度の記録、750,000ドル
を塗り替えていただけるよう、皆さんのご協力をぜ
ひお願いしたいと思います。
　皆さん全員に、次年度ガバナーのクラスがこれ
までで最高の「ベストクラス」であることを、ロータ
リーの世界に実証していただきたいのです。
　中国の思想家、孔子の名前は聞いたことがある
と思いますが、私はときどき、孔子を「世界で最初
のロータリアン」と呼ぶことがあります。孔子はロー
タリー設立のずっと前、2千5百年前に亡くなった人
物ですが、その思想はロータリーの考え方に非常
に近いものがあります。彼の言葉に、次のようなも
のがあります「與其抱怨,不如改變」これに相当す
る英語の格言は、次の言葉です。
　「ただ座って暗闇を呪うよりも、ロウソクを灯した
ほうがいい」(It is better to light a single candle, 
than to sit and curse the darkness)
　この言葉は、ロータリーの考え方を端的に言い
表していると言えます。
　世界には問題が山積みとなっており、大勢の人
が助けを必要としています。
　しかし、「自分にできることはない」と言って、何
もせずにただ座っている人が大勢います。これで
は、何もかも暗闇のままです。
　しかし、ロータリーは違います。ロータリーの考
え方は、孔子と同じです。ロウソクを灯すのがロー
タリーです。私が一本、あなたが一本。こうして、
120万人全員がロウソクを灯します。

力を合わせれば、世界を光で輝かせることができ
るのです。
　私が皆さんにお願いしたいのは、まさにこのこと
です。すなわち、「ロータリーに輝きを」与えること
です。「ロータリーに輝きを」これが私たちの年度
のテーマであり、私から皆さんへのチャレンジです。
　ロータリーをどう輝かせるか、ご自分のロウソク
をどう灯すかは、皆さん次第です。自分が何を得意
とするかは、ご自身がよくご存じのはずです。地元
地域社会が何を必要としているか、どう支援でき
るかは、皆さんご自身のほうがお分かりになるで
しょう。
　ロータリーを輝かせる方法は、数多くあります。
ロータリーは何か、どのような活動をしているのか
を地域社会の人々に知ってもらえるよう、「ロータ
リーデー」を開催してくださることを願っています。
奉仕活動にローターアクトやインターアクトに参加
してもらい、ロータリーの新世代の若者たちがいつ
の日かロータリーに入会してくれるよう、彼らを導
いてください。
　「ロータリーに輝きを」もたらすためにできる一
番重要なこと、それはおそらく、私たちが四半世紀
以上にわたって取り組んでいる仕事を完遂するこ
とでしょう。
　もちろん、ポリオの撲滅です。
　目下の目標は、2018年までにポリオを完全に撲
滅することです。これが実現したら、私たち全員に
とって素晴らしいことです。しかし、私たちが闘い
続け、引き続き勢いを保たなければ、この目標は達
成できません。ポリオのエンドゲーム戦略計画のた
めの資金不足を埋めなければなりません。
　ポリオを撲滅すれば(必ずや撲滅は達成できま
す)、ロータリーが偉業を成し遂げる力を備えた組
織であることが実証されるでしょう。また、ポリオ
の次に取り組むチャレンジのための土台が整えら
れるでしょう。何より重要なのは、永遠に続くプレ
ゼントを世界に贈れるということです。
　その瞬間を現実とすることは、ほかでもない私た
ちの責務です。
　朋友の皆さん、私の望みは、力強く明 と々輝く
ロータリーを目にすることです。
　私たちが放つ輝きは、温かみがあり、思わず近
づきたくなるような、その一部となりたくなるような
輝きです。一人の人間に何ができるか、また、みん
なで力を合わせれば何ができるかを示すものです。
　「ロータリーに輝きを」これが次年度のテーマで

すが、これにはテーマ以上の意味があります。
　私たちがロータリーでどう生き、どう考え、感じ、
活動するかが、この言葉に込められています。
　すべてのクラブ、地区、そして活動するすべての
国で、日々、人々のために何ができるかを表してい
ます。
　明 と々した光で「ロータリーに輝きを」与えること
ができるのは、ほかでもない私たち自身です。世界
には思いやりある人びとがいること、より良い地域
社会を築く力のある人びとがいることを、身をもっ
て示すのです。
　私たちは、暗闇の中で座っているだけではダメ
だと声を上げ、じっと座っている代わりに、120万人
全員の力を合わせてロータリーを輝かせます。
　「ロータリーに輝きを」これが私たちの仕事であ
り、チャレンジです。
　新しいロータリー年度、私たちの年度には、ロー
タリーをこれまでよりもっと力強く、明 と々輝かせよ
うではありませんか。
　ご清聴ありがとうございました。
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　皆さん、おはようございます。你好!
　もう一度、全員でご一緒に。你好!
　皆さん、中国語がお上手ですね。これなら台湾
や中国に旅行しても大丈夫そうです。皆さんの努力
に全員で拍手を送りましょう。
　朋友ロータリアンの皆さん、2014年ロータリー国
際協議会にようこそ!この素晴らしい年度の門出に
あたり、皆さんも心を躍らせていることでしょう。
　今朝、私は早起きしてテレビのニュースを見てお
りました。ニュースを見るたびに、助けを必要とし
ている人びとが世界にいかに大勢いるかを思い知
らされます。
　しかし本日は、世界中から537人の方々にこうして
お集まりいただきました。皆さんとご一緒に、こうし
た問題について考察し、どう解決できるかを考えて
いきたいと思います。私たちが月曜の早朝からここ
サンディエゴに集まっているのは、このためです。こ
こで行動を開始し、悪いニュースを良いニュースに
変える。こうした見方で、次ロータリー年度の私た
ちの仕事をとらえるのも良いのではないでしょうか。
　私たちの仕事は、世界のニュースを少しずつ、よ
り良く、より明るく、希望にあふれたものとすること
です。また、良いニュースを生み出すだけでなく、
これらの良いニュースが報道されるようにすること
も、私たちの仕事です。今ロータリー年度は誠に
素晴らしい年度ですが、来年度、つまり私たちの
年度は、さらに上を目指したいと考えております。
来年度は、ロータリー創立110周年です。
　私たちは皆、ロータリーを誇りとしています。ロー
タリーが世界に大きな影響を生み出せる団体で
あってほしいと願っています。もちろん、偉大なこ
とは何もせずに自ずと起きるわけではなく、勤勉
な努力、活発なクラブ、そしてロータリーを愛する
ロータリアンがあってはじめて可能となります。
　長年、会員増強が話題となっていますが、次年
度が終わるまでに全世界の会員数を130万人にす
るという目標については、皆さんもよくご存じだと
思います。この目標については、今週多くの話し合
いが行われる予定です。また、ロータリーにもっと
若い人びとや女性を迎え入れることの重要性につ
いても話し合います。この部屋を見回しますと、美
男美女がおそろいですが、この中で何人の方が
ロータリアンでしょうか。ロータリアンではない配
偶者の方は、何人おられますか?

　ここで、一つ提案があります。この部屋におられ
る方全員が、ロータリアンであるべきだと思うので
す。ロータリアンは皆、自分の配偶者をロータリー
入会へと誘うべきです。ロータリーを家族全員のも
のとしていただきたいのです。このアイデアを台湾
で実践し始めたときのことをお話ししましょう。私
たちは、自分よりも妻のほうが友達づきあいが多い
ことに気付きました。
　妻がロータリーに入会すれば、友人たちをロータ
リーに誘ってくれる。それで、その友人はロータリー
が男性だけの団体ではないことを知り、「じゃあ、
入会するわ!」となるわけです。クラブに男女両会員
がいれば、活気が高まり、活動も活発になります。
会員数がただ2倍になるのではなく、それ以上の恩
恵が生まれ、奉仕のレベルもずっと向上します。皆
さん全員がやってみるべきだと、私は考えています。
　私は『言い訳ではなく、解決策を見つけよう』と
いう題の本を中国語で執筆いたしましたが、誰も
がこれを実践する必要があると考えています。「な
ぜできないか」を説明するのではなく、正しい方法
を見つけて行動に移すことが大切です。
　活気あるクラブを築くために、私たちが率先す
る必要があります。そのためには、まず新会員を迎
え入れることから始めようではありませんか。
　ロータリー財団のためにイニシアチブをとること
も必要です。そのためには、まず自分で寄付するこ
とから始めてみましょう。ロータリー財団は、私た
ちロータリアンの財団です。ロータリーでは全員が
財団を利用できますが、そのためには全員が財団
を支援する必要があるのです。
　皆さんは、ロータリアンを指導し、イニシアチブ
を発揮する方法を知っているリーダーです。
　仕事をほかのロータリアンに押し付けて、自分は
何もしないという方などここにはおられないでしょ
う。同様に、人にはロータリー財団への寄付をお願
いする一方で、自分のお金は銀行に残したまま、と
いう方はおられないでしょう。
　ロータリーのリーダーでありたいと思うなら、模
範を示して導く必要があるのです。
　ロン・バートン会長が、今年度のガバナー全員
にロータリー財団への寄付をお願いし、「ファース
トクラス(一番の年度)」となることを目指したのは、
このためです。そして彼らは見事にこれを実現し
て、「ファーストクラス」としての確固たる地位を築

きました。
　バートン会長はこれを大変な誇りとしておられま
す。そして、昨年の協議会の後、会長は私に、次の
ようなチャレンジを投げかけてきました。「ゲイリー、
君には、今年度の私たちの記録を打ち破ってほし
い。あなたの年度のガバナーが私の年度よりもさら
に多くの寄付を寄せてくださるよう、がんばってほ
しい」、と。
　私は台湾人です。ご存じの方もおられるかもしれ
ませんが、台湾人はとても競争心が強いのです。で
すから私は、「オッケー!」と返事をし、このチャレン
ジを受けて立つことにいたしました。しかし、一つ
問題がありました。バートン会長の年度は「ファー
ストクラス」でしたが、私の年度は何と呼べばいい
でしょうか。「セカンドクラスになってください」と
お願いするわけにはいきません。「セカンドクラス」
になりたい人などいません。
　そこで、ファーストクラスならぬ「ベストクラス(最
高の同期)」となって、今年度の記録、750,000ドル
を塗り替えていただけるよう、皆さんのご協力をぜ
ひお願いしたいと思います。
　皆さん全員に、次年度ガバナーのクラスがこれ
までで最高の「ベストクラス」であることを、ロータ
リーの世界に実証していただきたいのです。
　中国の思想家、孔子の名前は聞いたことがある
と思いますが、私はときどき、孔子を「世界で最初
のロータリアン」と呼ぶことがあります。孔子はロー
タリー設立のずっと前、2千5百年前に亡くなった人
物ですが、その思想はロータリーの考え方に非常
に近いものがあります。彼の言葉に、次のようなも
のがあります「與其抱怨,不如改變」これに相当す
る英語の格言は、次の言葉です。
　「ただ座って暗闇を呪うよりも、ロウソクを灯した
ほうがいい」(It is better to light a single candle, 
than to sit and curse the darkness)
　この言葉は、ロータリーの考え方を端的に言い
表していると言えます。
　世界には問題が山積みとなっており、大勢の人
が助けを必要としています。
　しかし、「自分にできることはない」と言って、何
もせずにただ座っている人が大勢います。これで
は、何もかも暗闇のままです。
　しかし、ロータリーは違います。ロータリーの考
え方は、孔子と同じです。ロウソクを灯すのがロー
タリーです。私が一本、あなたが一本。こうして、
120万人全員がロウソクを灯します。

力を合わせれば、世界を光で輝かせることができ
るのです。
　私が皆さんにお願いしたいのは、まさにこのこと
です。すなわち、「ロータリーに輝きを」与えること
です。「ロータリーに輝きを」これが私たちの年度
のテーマであり、私から皆さんへのチャレンジです。
　ロータリーをどう輝かせるか、ご自分のロウソク
をどう灯すかは、皆さん次第です。自分が何を得意
とするかは、ご自身がよくご存じのはずです。地元
地域社会が何を必要としているか、どう支援でき
るかは、皆さんご自身のほうがお分かりになるで
しょう。
　ロータリーを輝かせる方法は、数多くあります。
ロータリーは何か、どのような活動をしているのか
を地域社会の人々に知ってもらえるよう、「ロータ
リーデー」を開催してくださることを願っています。
奉仕活動にローターアクトやインターアクトに参加
してもらい、ロータリーの新世代の若者たちがいつ
の日かロータリーに入会してくれるよう、彼らを導
いてください。
　「ロータリーに輝きを」もたらすためにできる一
番重要なこと、それはおそらく、私たちが四半世紀
以上にわたって取り組んでいる仕事を完遂するこ
とでしょう。
　もちろん、ポリオの撲滅です。
　目下の目標は、2018年までにポリオを完全に撲
滅することです。これが実現したら、私たち全員に
とって素晴らしいことです。しかし、私たちが闘い
続け、引き続き勢いを保たなければ、この目標は達
成できません。ポリオのエンドゲーム戦略計画のた
めの資金不足を埋めなければなりません。
　ポリオを撲滅すれば(必ずや撲滅は達成できま
す)、ロータリーが偉業を成し遂げる力を備えた組
織であることが実証されるでしょう。また、ポリオ
の次に取り組むチャレンジのための土台が整えら
れるでしょう。何より重要なのは、永遠に続くプレ
ゼントを世界に贈れるということです。
　その瞬間を現実とすることは、ほかでもない私た
ちの責務です。
　朋友の皆さん、私の望みは、力強く明 と々輝く
ロータリーを目にすることです。
　私たちが放つ輝きは、温かみがあり、思わず近
づきたくなるような、その一部となりたくなるような
輝きです。一人の人間に何ができるか、また、みん
なで力を合わせれば何ができるかを示すものです。
　「ロータリーに輝きを」これが次年度のテーマで

すが、これにはテーマ以上の意味があります。
　私たちがロータリーでどう生き、どう考え、感じ、
活動するかが、この言葉に込められています。
　すべてのクラブ、地区、そして活動するすべての
国で、日々、人々のために何ができるかを表してい
ます。
　明 と々した光で「ロータリーに輝きを」与えること
ができるのは、ほかでもない私たち自身です。世界
には思いやりある人びとがいること、より良い地域
社会を築く力のある人びとがいることを、身をもっ
て示すのです。
　私たちは、暗闇の中で座っているだけではダメ
だと声を上げ、じっと座っている代わりに、120万人
全員の力を合わせてロータリーを輝かせます。
　「ロータリーに輝きを」これが私たちの仕事であ
り、チャレンジです。
　新しいロータリー年度、私たちの年度には、ロー
タリーをこれまでよりもっと力強く、明 と々輝かせよ
うではありませんか。
　ご清聴ありがとうございました。

真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

経　歴
1970年 名古屋工業大学電気工学科 卒業
1972年 名古屋工業大学電気工学科

修士課程 修了
1976年 三明電機株式会社 取締役 就任
1980年 三明電機株式会社

代表取締役社長 就任
2013年 三明電機株式会社

代表取締役会長 就任

ロータリー歴
1981年10月 名古屋瑞穂ロータリークラブ入会
1991-92年 クラブ幹事
2001-02年 地区ローターアクト委員長
2002-03年 クラブ会長
2008-09年 西名古屋分区 ガバナー補佐
2012年 ガバナーノミニー
2013年 ガバナーエレクト
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
ベネファクター
米山功労者

国際ロータリー第2760地区 2014-2015年度ガバナー

近 藤  雄 亮 （こんどう ゆうすけ）
生 年 月 日 1947年（昭和22年）9月20日
所属クラブ 名古屋瑞穂RC
職 業 分 類 電磁応用製品製造
勤務先・役職 三明電機株式会社 代表取締役会長
所 在 地 〒467-0863 名古屋市瑞穂区牛巻町6-10

《地区方針》

《地区行動指針》

●行事への積極的参加●多様性の再認識●

●奉仕の理想と実践●会員増強●

集まろう・語ろう・楽しもう
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ロータリー歴強調事項
●ポリオ撲滅
●人道的奉仕を高める
●ロータリーのイメージと認識を高める
●オンラインツールの利用

K.R.“ラビ”ラビンドラン
2015-2016年度国際ロータリー会長

韓国、ソウル

RIテーマ

世界へのプレゼントになろう

2015～2016年度

　私たちの人生には、いつか終わりが訪れます。し
かも、終わりは思ったより早く来るものです。この
限られた人生をどのように過ごしたらいいのでしょ
うか。世界が良い場所となるよう、人のために何か
しますか。それとも、インドの著名な詩人、ラビンド
ラナート・タゴールの言葉のように、「楽器の弦の
張替えばかりしていて、肝心な歌を歌わずに」毎日
を過ごしますか。ロータリーの栄光は、まさにその
「歌を歌う」道を見つける手助けをしてくれること
にあります。人生で本当に大切なことに目を向け、
私たち自身が世界への贈り物となる方法を見つけ
ることで、より充実した意義 ある人生を送れるよう、
私たちを導いてくれるのです。 
　友人に何を求めるかを考えると、ほとんどの人は、
高潔性、信頼性、思いやり、相性を挙げるでしょう。
私たちが求める友人とは、必ずしも自分と似通った
人ではなく、自分にないものを持っている人、自分
のいいところを引き出してくれる人です。私は、ロー
タリーがその特徴を備えていると思います。 
　ロータリーは、私たちの資質を引き出し、それを
人生で生かす道を見つけてくれます。私たちは往々
にして、あまり意味のないことに捕らわれて毎日を
過ごし、物を手に入れるために身をやつします。し
かし、私たちがこの世を去った後、人が思い起こ
すのは、私たちが生前乗っていた車でも、着てい
た服でも、肩書きでも、役職でもありません。より
大きな資産や、より高い地位を得ようと払った努力
のことでもありません。結局のところ、私たちの人
生の価値は、どれほど得たかではなく、どれほど

与えたかによって判断されるのです。 
　ですから、苦しんでいる人から目を背けずに、そ
の苦しみを和らげてあげましょう。同情の言葉をか
けるだけでなく、実際に何かしてあげましょう。社
会から享受するだ けでなく、社会に貢献しましょう。 
　2015-16年度の私たちのテーマは「世界へのプレ
ゼントになろう」です。地位や身の上にかかわらず、
才能、知識、能力、努力、そして献身と熱意など、
誰でも与えることのできる何かをもっているはずで
す。私たちは、ロータリーを通じて、これらを世界に
プレゼントすることで、誰かの人生に、そして世界
に、真の変化を起こすことができるはずです。「人
は手を閉じて生まれ、手を開いて世を去る」、また
「己の才能は、天から授かったもの」と言われます。
ですから私たちは、その授かりものをお返しするの
です。 
　私たちは皆、この世に生まれ、何でもつかみ取ろ
うとしますが、この世を去るときにはすべてを残し
ていきます。ロータリーを通じて私たちは、いつま
でも続く、本物の何かを残すことができるでしょう。
私たちに与えられた時間は今です。この機会は二
度と訪れるものではありません。 
　「世界へのプレゼントになろう」

2015-2016年度　国際ロータリーのテーマ

2013-14年度国際ロータリー会長
K.R.“ラビ”ラビンドラン

国際協議会でのRI会長の挨拶

経 歴

　「ワールドクラス」のガバナーの皆さん、この素晴
らしき組織のリーダーとなる準備を整えるために、
私たちはここに集まりました。皆さんと過ごすこの
ひと時は、私 にとって喜びであるだけでなく、おそ
らく人生で最も大切なときとなるでしょう。 
　人生には、物事を一変させるような、極めて重要
な瞬間というものがあります。その後のあらゆる経
験は、この瞬間を基軸として測られることになりま
す。自分の人生を形づくった出来事を振り返るとき、
私たちは、その出来事が起こる「前」と「後」に分
けて考えます。「あのときにすべてが変わった」と
言えるような瞬間です。 
　今晩ここにおられる皆さんにとって、まさに今が
そのときだと思います。 
　自宅、職場、家庭、クラブなど、世界はいつもと
変わりなく存在しています。しかし、ここサンディエ
ゴで、私たちの世界は変わりつつあります。私たち
のビジョンが形を成し、理解、大志、意欲が広が
りつつあります。 

　今週、ロータリーという組織の幅と深さ、そして、
それを取り巻く複雑さをご理解いただけるでしょう。
これまでは、ロータリーを批判的に論じることが
あったかもしれません。今、私たちには、ロータリー
において改めるべき点を正そうと努める特権、 そ
して重要な責任があります。 
　目の前に広大な地平線が広がっていますが、限
りがないわけではありません。私たちがリーダーで
いられるのは1年間だけです。7月からの366日間、
一日一日が限られた貴重な時間であり、この時間
は二度と訪れません。 
　時間が限られていると知れば、その時間は一層
貴重なものとなります。何かを成し遂げ、創造し、
「自分は大切な存在としてここにいた」という証を
残したいという気持ちが、ますます強まります。だ
からこそ、多くの方が、ロータリー役員としての1年
を、その証を残す一生に一度のチャンスだと考える
のです。 
　しかし、私はこう申し上げます。もし本当に変化

をもたらしたいなら、自分の存在の証をロータリー
に残すのではなく、ロータリーの活動を一番に優先
して、ロータリーの存在の証を世界に残すためにこ
の1年を捧げてください、と。 
　私たちの命は永遠ではなく、人生にはいつか終
わりが訪れます。しかし、そのことを忘れがちです。
インドの詩人、タゴールの言葉のように、「楽器の
弦の張替えばかりをしていて、肝心な歌を歌わず
に」毎日を過ごしています。 
　毎時間、毎日、毎年が、自分に与えられたもので
あり、貴重で、あっという間になくなり、かけがえの
ない時間であると、私たちはどうしたら気づくで
しょうか。 
　生まれると同時に、私たちはいろいろなものを
授かります。最初に授かるのは、命です。そして、愛、
思いやり、家族を授かり、教育、健康を授かり、学
びを通じて才能と能力を授かります。人生において、
親、友人、伴侶、子ども、生計手段、物質的な豊か
さなどは、どれも私たちに授けられたプレゼントで
す。ありがたさに感謝の気持ちでいっぱいになるこ
ともあるでしょう。私は、数カ月前に初孫が生まれ
たとき、そして、皆さんと過ごす今晩も、そのような
気持ちです。 
　今皆さんはこうお思いでしょう。このようなあり
がたいプレゼントに、一体いくつ 恵まれてきただろ
うか、と。私は自分に、そして皆さんに、次のように
問います。ど うしたらその恩返しができるでしょう
か?人生の終わりを迎えるとき、与えられたものを
無駄にし、後世に何も残さなかったと悟るのでしょ
うか。それとも、人生を振り返り、この世を去るとき
に自分の善き行いが後世に生き続けると知るので
しょうか。人生は1度しかありません。そして、
2015-16年度のチャンスも1度しかありま せん。その
時間はあまりに短く、成すべきことはあまりに多く
あります。 
　私たちの第一の課題、そして最も重要な課題は、
ポリオの撲滅です。 
　25年以上前に私たちがポリオ撲滅の誓いを立て
たとき、125カ国にポリオが常在し、毎日1,000人以
上の子どもがポリオによる麻痺（まひ）障害を患っ
ていました。 
　現在、ポリオ常在国は3カ国、そして昨年のポリ
オ症例数はわずか333件となりました。 
　そのほとんどは、パキスタン一国から報告された
ものです。この国で私たちが闘う相手は、ポリオウ
イルスだけでなく、無知、残忍さ、抑圧の力です。

私たちの課題は、ワクチンを子どもの口に届けるだ
けでなく、殺戮者たちから予防接種従事者を守る
ことでもあります。タリバンが、幼子の予防接種に
向かう女性たちをオートバイから銃撃し、罪のない
子どもたちを教室で殺害するという残忍な手段に
訴える中、パキスタン政府と市民は、ロータリーとと
もに、ポリオのない未来を実現するために力を尽 
くしています。 
　このような事態になるとは、25年前には誰も想
像できませんでした。しかし、25年分の活動、そし
て何百万という人たちの信念、献身、信頼が、卑劣
な敵によっておとしめられることはありません。私
たちは闘い続け、必ずや勝利します。なぜなら、私 
たちは、ポリオのない未来をプレゼントすると世界
の子どもたちに約束したからです。私たちは必ずや、
このプレゼントを子どもたちに贈ります。 
　ロータリーは膨大な可能性を秘めています。しか
し、多くのクラブや地区の現実に目を向けると、
ロータリーのあるべき姿が映し出されていません。 
　当組織を形づくった基本に立ち返る方法を見つ
ける必要があります。それは、人生のあらゆる場で
の高い倫理基準、そして、各クラブに会員の多様
性をもたらす職業分 類です。 
　これらは、会員増強の足を引っぱる障害にすぎ
ないと見られることがあまりに多いのが現実です。
しかし、これらはロータリーの成功に欠かせない要
素であり、なおざりにすれば、自らの存在を危うく
することになるでしょう。一度決めたことをやり抜く
ための豊富な知識とスキルを備えた、誠実な会員
がいるクラブこそ、真の「プレゼント」となるのです。 
　しかし、ご承知とは思いますが、今日のロータ
リーを一世紀前と同じように語りながら、それと同
時にロータリーの成長を期待することはできません。
私たちは今、新しい現実に生きています。ブラン
ディングの新たな取り組みは、確かに必要なことな 
のです。世界の多くの地域で薄れつつあるロータ
リーのイメージをあらためて明確 に打ち出す必要
があります。 
　時に、リーダーとしての私たちのロータリーの見
方と、クラブのロータリアンの見方との間に隔たり
があることがあります。 
　ロータリー財団への寄付をもっと奨励し、もっと
多くの善いことを行いたいと考える一方で、しつこ
くお願いしたり、あまりに高額な寄付をお願いした
りすれば、会員は離れてしまいます。 
　若い会員を迎え入れたいと考える一方で、ロータ

K.R.“ラビ”ラビンドラン 夫妻

　ティーバッグの製造で世界をリードする上場企
業、Printcare PLC の創設者・CEO。
　このほかにも複数の企業と慈善団体の理事、お
よびスリランカ最大の麻薬防止団体であるSri 
Lanka Anti Narcotics Association の創立会長。 
　1974年にロータリークラブに入会。RI理事、財
務長、財団管理委員、委員会委員・ 副委員長・委
員長、タスクフォースメンバー、RI研修リーダー、地
区ガバナーを歴任。
 スリランカのポリオプラス委員長として、政府関係
者、ユニセフ、ロータリーのメンバーから成るタスク
フォースの委員長としてユニセフと協力し、同国北
部を領域 とする武装組織との交渉を通じて、全国
一斉予防接種活動中の一時停戦を実現。また、 
スリランカで津波によって破壊された 25校を再建
するプロジェクトの委員長として、 15,000人の生徒
を支援。

リーの基幹を成す年配の会員を遠ざけたり、まだ
大いに貢献できる、最近退職した会員たちを見過
ごしたりするべきではありません。 
　クラブのレベルを超えた活動に参加し、ロータ
リーのネットワークにもっとかかわるよう会員に奨
励したいと考える一方で、時間や寄付を要求しすぎ
て負担をかけたくはありません。 
　これらの課題を解決できる簡単な答えはありま
せん。しかし、何とかして答えを見 つける必要があ
ります。それを見つけるのは、ほかでもない私たち
です。 
　皆さんはロータリーの現場を知る方々です。クラ
ブが何を必要とするか、クラブに何ができるかを、
皆さんは心得ておられます。ロータリーをまとめ、そ
の可能性を引き出し、みんなで一緒に前進できる
よう導くのは、皆さんです。 
　今後私は、皆さんに多くのことをお願いしていき
ます。信念、情熱、傾倒、思いやりを捧げるよう、お
願いいたします。これらだけでなく、もっともっと多
くを捧げてください。なぜなら、次年度には、自ら
を世界へのプレゼントとして捧げていただきたい
からです。 
　ロータリーで私たちは、善き行いを目指していま
す。人類に大きなプレゼントを残した、歴史上の偉
大な人たちを尊敬し、称えます。大勢の人に人間の
尊厳を与えたアブラハム・リンカーン。疎外された
人たちに慈悲の心を捧げたマザー・テレサ。虐げ 
られた人たちに平和的な変化を与えたマハトマ・ガ
ンジー。 
　彼らは皆、人びとのために人生を捧げ、自らが世
界へのプレゼントとなって、自分自身を捧げました。 
　もちろん、私たちは彼らと同じではありませんし、
同じ人生を歩みたいとは望んでいないかもしれま
せん。しかし、これら歴史上の人物から刺激を受け、
模範とすることはできます。この人生において、自
分が大切にする諸々の責任をおろそかにせずに、
どうしたら自らを世界へのプレゼントとして捧げら
れるだろうか、と。 
　それは可能なことであり、私たちはそれを実行し
ます。なぜなら、私たちは一体となってこのチャレ
ンジに挑むからです。「世界へのプレゼントになろ
う」。これが、私から皆さんにお願いすることであ
り、私たちを導いていくテーマです。 
　ロータリーで私たちはリソースを捧げますが、何
よりも大切なことは、自分自身を捧げることです。
ただ「手渡す」のと「手を差し伸べる」のには大き

な違いがありま す。特に、思いやりの心をもった温
かい手であればなおさらです。幼い頃、思いやりと
愛のこもったささやかなプレゼントは、気持ちのこ
もっていない高価なプレゼントよりも貴重であると、
誰もが子ども心にも理解していたと思います。 
　ここサンディエゴでも、人のために何かするとき
には、全身全霊を込めてはじめて価値があるとい
うことを、私たちは理解しています。 
　だからこそ、皆さんにお願いします。「世界への
プレゼントになろう」、と。 
　このテーマを考えているとき、ヒンドゥー教を通
じて私が学んだある教訓を思い出しました。ここで、
スダマの物語を皆さんにご紹介したいと思います。 
　非常に貧しい少年スダマは、神の化身として王
家の一族に生まれたクリシュナの親友でした。2人
の少年は、成長するにつれて少しずつ疎遠になり、
クリシュナが軍を率いる名高き王となった一方で、
村人スダマはつつましく、どちらかというと貧しい 
暮らしをしていました。何年も経った頃、スダマは
生活に困り、子どもに食事を与える十分なお金さえ
なくなってしまいました。妻は、幼い頃に親しくして
いたクリシュナに助けを求めるよう提案しました。
最初は躊躇していたスダマも結局同意し、手ぶらで
は申し訳ないと、いくらかの米を布に包んで持って
いきました。 
　スダマを見たクリシュナは大喜びし、親切に愛情
をもって迎えました。その高貴な 生活ぶりに圧倒さ
れたスダマは、恥ずかしさのあまり持参した米を差
し出すことができません。クリシュナは「何を隠し
ているのか」と尋ね、布を開いて中の米を見ると、
喜んでこれを食べました。数時間後、変わらぬ友情
に感激したスダマは、助けをお願いすることをすっ
かり忘れてクリシュナの元を去りました。 
　帰り道、スダマは、当初の目的を忘れていたこと
に気づき、子どもたちがまだ腹を空かせていること
を思い出しました。しかし、自宅に着くと、そこに
あったのは、彼が出たときと同じ小屋ではなく、美
しい家でした。家の前にはきれいな服を着た家族 
が立っています。十分な食事を済ませた家族は、ス
ダマを出迎えようと待っていたの です。 
　これはなぜでしょうか?クリシュナは、スダマが
自分のためにプレゼントをもってきてくれたこと、
ありったけの米を自分にくれたことが分かっていた
からです。そのお返しに、クリシュナは、スダマが
必要とするすべてを与えたのです。 
　この逸話の教訓は、受け手にとって大切なのは、

その物質的な価値ではなく、贈り主の心がどれだ
け込められているか、ということです。私たちには
選択肢があります。授けられたものを自分の元だ
けにとどめるか、またはそれを生かして自らが「世
界へ のプレゼント」となるか、です。 
　私からの皆さんへのお願いは、授けられたもの
を、入念に、賢明に、そして惜しみなく生かすこと
です。授けられたものを生かして、今は家で座って
いるだけの少女が、誇らしげに歩き、来年には学
校に通えるようにしてあげることです。 
　灌漑設備のない不毛な土地が、来春には農作物
で青 と々なるようにすることです。 
　貧困の輪を断ち切って、貧しい人たちを救い、社
会の底辺に生きる人たちに希望というプレゼント
を与えることです。 
　ここにおられる皆さんは、多くを授けられた方々
です。そして今、皆さんに最高のプレゼントが与え
られようとしています。それは、授けられた才能と
持ちうる力の限りを尽くして、「世界へのプレゼン
ト」となることのできる1年です。 
　可能性を現実にするために皆さんに与えられた
時間は1年でのクラブを導き、人びとの人生を変え
るために与えられた時間は1年です。永遠に続くモ
ニュメントを築くために与えられた時間は1年です。
このモニュメントは、御影石や大理石に彫られる
のではなく、今後何世代にもわたって人びとの人生
と心に刻まれるものです。 
　この機会は二度と訪れません。今を逃さずに生
かそうではありませんか。 
　世界へのプレゼントになりましょう。 
　ご清聴ありがとうございました。
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ロータリー歴強調事項
●ポリオ撲滅
●人道的奉仕を高める
●ロータリーのイメージと認識を高める
●オンラインツールの利用

K.R.“ラビ”ラビンドラン
2015-2016年度国際ロータリー会長

韓国、ソウル

RIテーマ

世界へのプレゼントになろう

2015～2016年度

　私たちの人生には、いつか終わりが訪れます。し
かも、終わりは思ったより早く来るものです。この
限られた人生をどのように過ごしたらいいのでしょ
うか。世界が良い場所となるよう、人のために何か
しますか。それとも、インドの著名な詩人、ラビンド
ラナート・タゴールの言葉のように、「楽器の弦の
張替えばかりしていて、肝心な歌を歌わずに」毎日
を過ごしますか。ロータリーの栄光は、まさにその
「歌を歌う」道を見つける手助けをしてくれること
にあります。人生で本当に大切なことに目を向け、
私たち自身が世界への贈り物となる方法を見つけ
ることで、より充実した意義 ある人生を送れるよう、
私たちを導いてくれるのです。 
　友人に何を求めるかを考えると、ほとんどの人は、
高潔性、信頼性、思いやり、相性を挙げるでしょう。
私たちが求める友人とは、必ずしも自分と似通った
人ではなく、自分にないものを持っている人、自分
のいいところを引き出してくれる人です。私は、ロー
タリーがその特徴を備えていると思います。 
　ロータリーは、私たちの資質を引き出し、それを
人生で生かす道を見つけてくれます。私たちは往々
にして、あまり意味のないことに捕らわれて毎日を
過ごし、物を手に入れるために身をやつします。し
かし、私たちがこの世を去った後、人が思い起こ
すのは、私たちが生前乗っていた車でも、着てい
た服でも、肩書きでも、役職でもありません。より
大きな資産や、より高い地位を得ようと払った努力
のことでもありません。結局のところ、私たちの人
生の価値は、どれほど得たかではなく、どれほど

与えたかによって判断されるのです。 
　ですから、苦しんでいる人から目を背けずに、そ
の苦しみを和らげてあげましょう。同情の言葉をか
けるだけでなく、実際に何かしてあげましょう。社
会から享受するだ けでなく、社会に貢献しましょう。 
　2015-16年度の私たちのテーマは「世界へのプレ
ゼントになろう」です。地位や身の上にかかわらず、
才能、知識、能力、努力、そして献身と熱意など、
誰でも与えることのできる何かをもっているはずで
す。私たちは、ロータリーを通じて、これらを世界に
プレゼントすることで、誰かの人生に、そして世界
に、真の変化を起こすことができるはずです。「人
は手を閉じて生まれ、手を開いて世を去る」、また
「己の才能は、天から授かったもの」と言われます。
ですから私たちは、その授かりものをお返しするの
です。 
　私たちは皆、この世に生まれ、何でもつかみ取ろ
うとしますが、この世を去るときにはすべてを残し
ていきます。ロータリーを通じて私たちは、いつま
でも続く、本物の何かを残すことができるでしょう。
私たちに与えられた時間は今です。この機会は二
度と訪れるものではありません。 
　「世界へのプレゼントになろう」

2015-2016年度　国際ロータリーのテーマ

2013-14年度国際ロータリー会長
K.R.“ラビ”ラビンドラン
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国際協議会でのRI会長の挨拶

経 歴

　「ワールドクラス」のガバナーの皆さん、この素晴
らしき組織のリーダーとなる準備を整えるために、
私たちはここに集まりました。皆さんと過ごすこの
ひと時は、私 にとって喜びであるだけでなく、おそ
らく人生で最も大切なときとなるでしょう。 
　人生には、物事を一変させるような、極めて重要
な瞬間というものがあります。その後のあらゆる経
験は、この瞬間を基軸として測られることになりま
す。自分の人生を形づくった出来事を振り返るとき、
私たちは、その出来事が起こる「前」と「後」に分
けて考えます。「あのときにすべてが変わった」と
言えるような瞬間です。 
　今晩ここにおられる皆さんにとって、まさに今が
そのときだと思います。 
　自宅、職場、家庭、クラブなど、世界はいつもと
変わりなく存在しています。しかし、ここサンディエ
ゴで、私たちの世界は変わりつつあります。私たち
のビジョンが形を成し、理解、大志、意欲が広が
りつつあります。 

　今週、ロータリーという組織の幅と深さ、そして、
それを取り巻く複雑さをご理解いただけるでしょう。
これまでは、ロータリーを批判的に論じることが
あったかもしれません。今、私たちには、ロータリー
において改めるべき点を正そうと努める特権、 そ
して重要な責任があります。 
　目の前に広大な地平線が広がっていますが、限
りがないわけではありません。私たちがリーダーで
いられるのは1年間だけです。7月からの366日間、
一日一日が限られた貴重な時間であり、この時間
は二度と訪れません。 
　時間が限られていると知れば、その時間は一層
貴重なものとなります。何かを成し遂げ、創造し、
「自分は大切な存在としてここにいた」という証を
残したいという気持ちが、ますます強まります。だ
からこそ、多くの方が、ロータリー役員としての1年
を、その証を残す一生に一度のチャンスだと考える
のです。 
　しかし、私はこう申し上げます。もし本当に変化

をもたらしたいなら、自分の存在の証をロータリー
に残すのではなく、ロータリーの活動を一番に優先
して、ロータリーの存在の証を世界に残すためにこ
の1年を捧げてください、と。 
　私たちの命は永遠ではなく、人生にはいつか終
わりが訪れます。しかし、そのことを忘れがちです。
インドの詩人、タゴールの言葉のように、「楽器の
弦の張替えばかりをしていて、肝心な歌を歌わず
に」毎日を過ごしています。 
　毎時間、毎日、毎年が、自分に与えられたもので
あり、貴重で、あっという間になくなり、かけがえの
ない時間であると、私たちはどうしたら気づくで
しょうか。 
　生まれると同時に、私たちはいろいろなものを
授かります。最初に授かるのは、命です。そして、愛、
思いやり、家族を授かり、教育、健康を授かり、学
びを通じて才能と能力を授かります。人生において、
親、友人、伴侶、子ども、生計手段、物質的な豊か
さなどは、どれも私たちに授けられたプレゼントで
す。ありがたさに感謝の気持ちでいっぱいになるこ
ともあるでしょう。私は、数カ月前に初孫が生まれ
たとき、そして、皆さんと過ごす今晩も、そのような
気持ちです。 
　今皆さんはこうお思いでしょう。このようなあり
がたいプレゼントに、一体いくつ 恵まれてきただろ
うか、と。私は自分に、そして皆さんに、次のように
問います。ど うしたらその恩返しができるでしょう
か?人生の終わりを迎えるとき、与えられたものを
無駄にし、後世に何も残さなかったと悟るのでしょ
うか。それとも、人生を振り返り、この世を去るとき
に自分の善き行いが後世に生き続けると知るので
しょうか。人生は1度しかありません。そして、
2015-16年度のチャンスも1度しかありま せん。その
時間はあまりに短く、成すべきことはあまりに多く
あります。 
　私たちの第一の課題、そして最も重要な課題は、
ポリオの撲滅です。 
　25年以上前に私たちがポリオ撲滅の誓いを立て
たとき、125カ国にポリオが常在し、毎日1,000人以
上の子どもがポリオによる麻痺（まひ）障害を患っ
ていました。 
　現在、ポリオ常在国は3カ国、そして昨年のポリ
オ症例数はわずか333件となりました。 
　そのほとんどは、パキスタン一国から報告された
ものです。この国で私たちが闘う相手は、ポリオウ
イルスだけでなく、無知、残忍さ、抑圧の力です。

私たちの課題は、ワクチンを子どもの口に届けるだ
けでなく、殺戮者たちから予防接種従事者を守る
ことでもあります。タリバンが、幼子の予防接種に
向かう女性たちをオートバイから銃撃し、罪のない
子どもたちを教室で殺害するという残忍な手段に
訴える中、パキスタン政府と市民は、ロータリーとと
もに、ポリオのない未来を実現するために力を尽 
くしています。 
　このような事態になるとは、25年前には誰も想
像できませんでした。しかし、25年分の活動、そし
て何百万という人たちの信念、献身、信頼が、卑劣
な敵によっておとしめられることはありません。私
たちは闘い続け、必ずや勝利します。なぜなら、私 
たちは、ポリオのない未来をプレゼントすると世界
の子どもたちに約束したからです。私たちは必ずや、
このプレゼントを子どもたちに贈ります。 
　ロータリーは膨大な可能性を秘めています。しか
し、多くのクラブや地区の現実に目を向けると、
ロータリーのあるべき姿が映し出されていません。 
　当組織を形づくった基本に立ち返る方法を見つ
ける必要があります。それは、人生のあらゆる場で
の高い倫理基準、そして、各クラブに会員の多様
性をもたらす職業分 類です。 
　これらは、会員増強の足を引っぱる障害にすぎ
ないと見られることがあまりに多いのが現実です。
しかし、これらはロータリーの成功に欠かせない要
素であり、なおざりにすれば、自らの存在を危うく
することになるでしょう。一度決めたことをやり抜く
ための豊富な知識とスキルを備えた、誠実な会員
がいるクラブこそ、真の「プレゼント」となるのです。 
　しかし、ご承知とは思いますが、今日のロータ
リーを一世紀前と同じように語りながら、それと同
時にロータリーの成長を期待することはできません。
私たちは今、新しい現実に生きています。ブラン
ディングの新たな取り組みは、確かに必要なことな 
のです。世界の多くの地域で薄れつつあるロータ
リーのイメージをあらためて明確 に打ち出す必要
があります。 
　時に、リーダーとしての私たちのロータリーの見
方と、クラブのロータリアンの見方との間に隔たり
があることがあります。 
　ロータリー財団への寄付をもっと奨励し、もっと
多くの善いことを行いたいと考える一方で、しつこ
くお願いしたり、あまりに高額な寄付をお願いした
りすれば、会員は離れてしまいます。 
　若い会員を迎え入れたいと考える一方で、ロータ
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　ティーバッグの製造で世界をリードする上場企
業、Printcare PLC の創設者・CEO。
　このほかにも複数の企業と慈善団体の理事、お
よびスリランカ最大の麻薬防止団体であるSri 
Lanka Anti Narcotics Association の創立会長。 
　1974年にロータリークラブに入会。RI理事、財
務長、財団管理委員、委員会委員・ 副委員長・委
員長、タスクフォースメンバー、RI研修リーダー、地
区ガバナーを歴任。
 スリランカのポリオプラス委員長として、政府関係
者、ユニセフ、ロータリーのメンバーから成るタスク
フォースの委員長としてユニセフと協力し、同国北
部を領域 とする武装組織との交渉を通じて、全国
一斉予防接種活動中の一時停戦を実現。また、 
スリランカで津波によって破壊された 25校を再建
するプロジェクトの委員長として、 15,000人の生徒
を支援。

リーの基幹を成す年配の会員を遠ざけたり、まだ
大いに貢献できる、最近退職した会員たちを見過
ごしたりするべきではありません。 
　クラブのレベルを超えた活動に参加し、ロータ
リーのネットワークにもっとかかわるよう会員に奨
励したいと考える一方で、時間や寄付を要求しすぎ
て負担をかけたくはありません。 
　これらの課題を解決できる簡単な答えはありま
せん。しかし、何とかして答えを見 つける必要があ
ります。それを見つけるのは、ほかでもない私たち
です。 
　皆さんはロータリーの現場を知る方々です。クラ
ブが何を必要とするか、クラブに何ができるかを、
皆さんは心得ておられます。ロータリーをまとめ、そ
の可能性を引き出し、みんなで一緒に前進できる
よう導くのは、皆さんです。 
　今後私は、皆さんに多くのことをお願いしていき
ます。信念、情熱、傾倒、思いやりを捧げるよう、お
願いいたします。これらだけでなく、もっともっと多
くを捧げてください。なぜなら、次年度には、自ら
を世界へのプレゼントとして捧げていただきたい
からです。 
　ロータリーで私たちは、善き行いを目指していま
す。人類に大きなプレゼントを残した、歴史上の偉
大な人たちを尊敬し、称えます。大勢の人に人間の
尊厳を与えたアブラハム・リンカーン。疎外された
人たちに慈悲の心を捧げたマザー・テレサ。虐げ 
られた人たちに平和的な変化を与えたマハトマ・ガ
ンジー。 
　彼らは皆、人びとのために人生を捧げ、自らが世
界へのプレゼントとなって、自分自身を捧げました。 
　もちろん、私たちは彼らと同じではありませんし、
同じ人生を歩みたいとは望んでいないかもしれま
せん。しかし、これら歴史上の人物から刺激を受け、
模範とすることはできます。この人生において、自
分が大切にする諸々の責任をおろそかにせずに、
どうしたら自らを世界へのプレゼントとして捧げら
れるだろうか、と。 
　それは可能なことであり、私たちはそれを実行し
ます。なぜなら、私たちは一体となってこのチャレ
ンジに挑むからです。「世界へのプレゼントになろ
う」。これが、私から皆さんにお願いすることであ
り、私たちを導いていくテーマです。 
　ロータリーで私たちはリソースを捧げますが、何
よりも大切なことは、自分自身を捧げることです。
ただ「手渡す」のと「手を差し伸べる」のには大き

な違いがありま す。特に、思いやりの心をもった温
かい手であればなおさらです。幼い頃、思いやりと
愛のこもったささやかなプレゼントは、気持ちのこ
もっていない高価なプレゼントよりも貴重であると、
誰もが子ども心にも理解していたと思います。 
　ここサンディエゴでも、人のために何かするとき
には、全身全霊を込めてはじめて価値があるとい
うことを、私たちは理解しています。 
　だからこそ、皆さんにお願いします。「世界への
プレゼントになろう」、と。 
　このテーマを考えているとき、ヒンドゥー教を通
じて私が学んだある教訓を思い出しました。ここで、
スダマの物語を皆さんにご紹介したいと思います。 
　非常に貧しい少年スダマは、神の化身として王
家の一族に生まれたクリシュナの親友でした。2人
の少年は、成長するにつれて少しずつ疎遠になり、
クリシュナが軍を率いる名高き王となった一方で、
村人スダマはつつましく、どちらかというと貧しい 
暮らしをしていました。何年も経った頃、スダマは
生活に困り、子どもに食事を与える十分なお金さえ
なくなってしまいました。妻は、幼い頃に親しくして
いたクリシュナに助けを求めるよう提案しました。
最初は躊躇していたスダマも結局同意し、手ぶらで
は申し訳ないと、いくらかの米を布に包んで持って
いきました。 
　スダマを見たクリシュナは大喜びし、親切に愛情
をもって迎えました。その高貴な 生活ぶりに圧倒さ
れたスダマは、恥ずかしさのあまり持参した米を差
し出すことができません。クリシュナは「何を隠し
ているのか」と尋ね、布を開いて中の米を見ると、
喜んでこれを食べました。数時間後、変わらぬ友情
に感激したスダマは、助けをお願いすることをすっ
かり忘れてクリシュナの元を去りました。 
　帰り道、スダマは、当初の目的を忘れていたこと
に気づき、子どもたちがまだ腹を空かせていること
を思い出しました。しかし、自宅に着くと、そこに
あったのは、彼が出たときと同じ小屋ではなく、美
しい家でした。家の前にはきれいな服を着た家族 
が立っています。十分な食事を済ませた家族は、ス
ダマを出迎えようと待っていたの です。 
　これはなぜでしょうか?クリシュナは、スダマが
自分のためにプレゼントをもってきてくれたこと、
ありったけの米を自分にくれたことが分かっていた
からです。そのお返しに、クリシュナは、スダマが
必要とするすべてを与えたのです。 
　この逸話の教訓は、受け手にとって大切なのは、

その物質的な価値ではなく、贈り主の心がどれだ
け込められているか、ということです。私たちには
選択肢があります。授けられたものを自分の元だ
けにとどめるか、またはそれを生かして自らが「世
界へ のプレゼント」となるか、です。 
　私からの皆さんへのお願いは、授けられたもの
を、入念に、賢明に、そして惜しみなく生かすこと
です。授けられたものを生かして、今は家で座って
いるだけの少女が、誇らしげに歩き、来年には学
校に通えるようにしてあげることです。 
　灌漑設備のない不毛な土地が、来春には農作物
で青 と々なるようにすることです。 
　貧困の輪を断ち切って、貧しい人たちを救い、社
会の底辺に生きる人たちに希望というプレゼント
を与えることです。 
　ここにおられる皆さんは、多くを授けられた方々
です。そして今、皆さんに最高のプレゼントが与え
られようとしています。それは、授けられた才能と
持ちうる力の限りを尽くして、「世界へのプレゼン
ト」となることのできる1年です。 
　可能性を現実にするために皆さんに与えられた
時間は1年でのクラブを導き、人びとの人生を変え
るために与えられた時間は1年です。永遠に続くモ
ニュメントを築くために与えられた時間は1年です。
このモニュメントは、御影石や大理石に彫られる
のではなく、今後何世代にもわたって人びとの人生
と心に刻まれるものです。 
　この機会は二度と訪れません。今を逃さずに生
かそうではありませんか。 
　世界へのプレゼントになりましょう。 
　ご清聴ありがとうございました。
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　「ワールドクラス」のガバナーの皆さん、この素晴
らしき組織のリーダーとなる準備を整えるために、
私たちはここに集まりました。皆さんと過ごすこの
ひと時は、私 にとって喜びであるだけでなく、おそ
らく人生で最も大切なときとなるでしょう。 
　人生には、物事を一変させるような、極めて重要
な瞬間というものがあります。その後のあらゆる経
験は、この瞬間を基軸として測られることになりま
す。自分の人生を形づくった出来事を振り返るとき、
私たちは、その出来事が起こる「前」と「後」に分
けて考えます。「あのときにすべてが変わった」と
言えるような瞬間です。 
　今晩ここにおられる皆さんにとって、まさに今が
そのときだと思います。 
　自宅、職場、家庭、クラブなど、世界はいつもと
変わりなく存在しています。しかし、ここサンディエ
ゴで、私たちの世界は変わりつつあります。私たち
のビジョンが形を成し、理解、大志、意欲が広が
りつつあります。 

　今週、ロータリーという組織の幅と深さ、そして、
それを取り巻く複雑さをご理解いただけるでしょう。
これまでは、ロータリーを批判的に論じることが
あったかもしれません。今、私たちには、ロータリー
において改めるべき点を正そうと努める特権、 そ
して重要な責任があります。 
　目の前に広大な地平線が広がっていますが、限
りがないわけではありません。私たちがリーダーで
いられるのは1年間だけです。7月からの366日間、
一日一日が限られた貴重な時間であり、この時間
は二度と訪れません。 
　時間が限られていると知れば、その時間は一層
貴重なものとなります。何かを成し遂げ、創造し、
「自分は大切な存在としてここにいた」という証を
残したいという気持ちが、ますます強まります。だ
からこそ、多くの方が、ロータリー役員としての1年
を、その証を残す一生に一度のチャンスだと考える
のです。 
　しかし、私はこう申し上げます。もし本当に変化

をもたらしたいなら、自分の存在の証をロータリー
に残すのではなく、ロータリーの活動を一番に優先
して、ロータリーの存在の証を世界に残すためにこ
の1年を捧げてください、と。 
　私たちの命は永遠ではなく、人生にはいつか終
わりが訪れます。しかし、そのことを忘れがちです。
インドの詩人、タゴールの言葉のように、「楽器の
弦の張替えばかりをしていて、肝心な歌を歌わず
に」毎日を過ごしています。 
　毎時間、毎日、毎年が、自分に与えられたもので
あり、貴重で、あっという間になくなり、かけがえの
ない時間であると、私たちはどうしたら気づくで
しょうか。 
　生まれると同時に、私たちはいろいろなものを
授かります。最初に授かるのは、命です。そして、愛、
思いやり、家族を授かり、教育、健康を授かり、学
びを通じて才能と能力を授かります。人生において、
親、友人、伴侶、子ども、生計手段、物質的な豊か
さなどは、どれも私たちに授けられたプレゼントで
す。ありがたさに感謝の気持ちでいっぱいになるこ
ともあるでしょう。私は、数カ月前に初孫が生まれ
たとき、そして、皆さんと過ごす今晩も、そのような
気持ちです。 
　今皆さんはこうお思いでしょう。このようなあり
がたいプレゼントに、一体いくつ 恵まれてきただろ
うか、と。私は自分に、そして皆さんに、次のように
問います。ど うしたらその恩返しができるでしょう
か?人生の終わりを迎えるとき、与えられたものを
無駄にし、後世に何も残さなかったと悟るのでしょ
うか。それとも、人生を振り返り、この世を去るとき
に自分の善き行いが後世に生き続けると知るので
しょうか。人生は1度しかありません。そして、
2015-16年度のチャンスも1度しかありま せん。その
時間はあまりに短く、成すべきことはあまりに多く
あります。 
　私たちの第一の課題、そして最も重要な課題は、
ポリオの撲滅です。 
　25年以上前に私たちがポリオ撲滅の誓いを立て
たとき、125カ国にポリオが常在し、毎日1,000人以
上の子どもがポリオによる麻痺（まひ）障害を患っ
ていました。 
　現在、ポリオ常在国は3カ国、そして昨年のポリ
オ症例数はわずか333件となりました。 
　そのほとんどは、パキスタン一国から報告された
ものです。この国で私たちが闘う相手は、ポリオウ
イルスだけでなく、無知、残忍さ、抑圧の力です。
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もに、ポリオのない未来を実現するために力を尽 
くしています。 
　このような事態になるとは、25年前には誰も想
像できませんでした。しかし、25年分の活動、そし
て何百万という人たちの信念、献身、信頼が、卑劣
な敵によっておとしめられることはありません。私
たちは闘い続け、必ずや勝利します。なぜなら、私 
たちは、ポリオのない未来をプレゼントすると世界
の子どもたちに約束したからです。私たちは必ずや、
このプレゼントを子どもたちに贈ります。 
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し、多くのクラブや地区の現実に目を向けると、
ロータリーのあるべき姿が映し出されていません。 
　当組織を形づくった基本に立ち返る方法を見つ
ける必要があります。それは、人生のあらゆる場で
の高い倫理基準、そして、各クラブに会員の多様
性をもたらす職業分 類です。 
　これらは、会員増強の足を引っぱる障害にすぎ
ないと見られることがあまりに多いのが現実です。
しかし、これらはロータリーの成功に欠かせない要
素であり、なおざりにすれば、自らの存在を危うく
することになるでしょう。一度決めたことをやり抜く
ための豊富な知識とスキルを備えた、誠実な会員
がいるクラブこそ、真の「プレゼント」となるのです。 
　しかし、ご承知とは思いますが、今日のロータ
リーを一世紀前と同じように語りながら、それと同
時にロータリーの成長を期待することはできません。
私たちは今、新しい現実に生きています。ブラン
ディングの新たな取り組みは、確かに必要なことな 
のです。世界の多くの地域で薄れつつあるロータ
リーのイメージをあらためて明確 に打ち出す必要
があります。 
　時に、リーダーとしての私たちのロータリーの見
方と、クラブのロータリアンの見方との間に隔たり
があることがあります。 
　ロータリー財団への寄付をもっと奨励し、もっと
多くの善いことを行いたいと考える一方で、しつこ
くお願いしたり、あまりに高額な寄付をお願いした
りすれば、会員は離れてしまいます。 
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励したいと考える一方で、時間や寄付を要求しすぎ
て負担をかけたくはありません。 
　これらの課題を解決できる簡単な答えはありま
せん。しかし、何とかして答えを見 つける必要があ
ります。それを見つけるのは、ほかでもない私たち
です。 
　皆さんはロータリーの現場を知る方々です。クラ
ブが何を必要とするか、クラブに何ができるかを、
皆さんは心得ておられます。ロータリーをまとめ、そ
の可能性を引き出し、みんなで一緒に前進できる
よう導くのは、皆さんです。 
　今後私は、皆さんに多くのことをお願いしていき
ます。信念、情熱、傾倒、思いやりを捧げるよう、お
願いいたします。これらだけでなく、もっともっと多
くを捧げてください。なぜなら、次年度には、自ら
を世界へのプレゼントとして捧げていただきたい
からです。 
　ロータリーで私たちは、善き行いを目指していま
す。人類に大きなプレゼントを残した、歴史上の偉
大な人たちを尊敬し、称えます。大勢の人に人間の
尊厳を与えたアブラハム・リンカーン。疎外された
人たちに慈悲の心を捧げたマザー・テレサ。虐げ 
られた人たちに平和的な変化を与えたマハトマ・ガ
ンジー。 
　彼らは皆、人びとのために人生を捧げ、自らが世
界へのプレゼントとなって、自分自身を捧げました。 
　もちろん、私たちは彼らと同じではありませんし、
同じ人生を歩みたいとは望んでいないかもしれま
せん。しかし、これら歴史上の人物から刺激を受け、
模範とすることはできます。この人生において、自
分が大切にする諸々の責任をおろそかにせずに、
どうしたら自らを世界へのプレゼントとして捧げら
れるだろうか、と。 
　それは可能なことであり、私たちはそれを実行し
ます。なぜなら、私たちは一体となってこのチャレ
ンジに挑むからです。「世界へのプレゼントになろ
う」。これが、私から皆さんにお願いすることであ
り、私たちを導いていくテーマです。 
　ロータリーで私たちはリソースを捧げますが、何
よりも大切なことは、自分自身を捧げることです。
ただ「手渡す」のと「手を差し伸べる」のには大き

な違いがありま す。特に、思いやりの心をもった温
かい手であればなおさらです。幼い頃、思いやりと
愛のこもったささやかなプレゼントは、気持ちのこ
もっていない高価なプレゼントよりも貴重であると、
誰もが子ども心にも理解していたと思います。 
　ここサンディエゴでも、人のために何かするとき
には、全身全霊を込めてはじめて価値があるとい
うことを、私たちは理解しています。 
　だからこそ、皆さんにお願いします。「世界への
プレゼントになろう」、と。 
　このテーマを考えているとき、ヒンドゥー教を通
じて私が学んだある教訓を思い出しました。ここで、
スダマの物語を皆さんにご紹介したいと思います。 
　非常に貧しい少年スダマは、神の化身として王
家の一族に生まれたクリシュナの親友でした。2人
の少年は、成長するにつれて少しずつ疎遠になり、
クリシュナが軍を率いる名高き王となった一方で、
村人スダマはつつましく、どちらかというと貧しい 
暮らしをしていました。何年も経った頃、スダマは
生活に困り、子どもに食事を与える十分なお金さえ
なくなってしまいました。妻は、幼い頃に親しくして
いたクリシュナに助けを求めるよう提案しました。
最初は躊躇していたスダマも結局同意し、手ぶらで
は申し訳ないと、いくらかの米を布に包んで持って
いきました。 
　スダマを見たクリシュナは大喜びし、親切に愛情
をもって迎えました。その高貴な 生活ぶりに圧倒さ
れたスダマは、恥ずかしさのあまり持参した米を差
し出すことができません。クリシュナは「何を隠し
ているのか」と尋ね、布を開いて中の米を見ると、
喜んでこれを食べました。数時間後、変わらぬ友情
に感激したスダマは、助けをお願いすることをすっ
かり忘れてクリシュナの元を去りました。 
　帰り道、スダマは、当初の目的を忘れていたこと
に気づき、子どもたちがまだ腹を空かせていること
を思い出しました。しかし、自宅に着くと、そこに
あったのは、彼が出たときと同じ小屋ではなく、美
しい家でした。家の前にはきれいな服を着た家族 
が立っています。十分な食事を済ませた家族は、ス
ダマを出迎えようと待っていたの です。 
　これはなぜでしょうか?クリシュナは、スダマが
自分のためにプレゼントをもってきてくれたこと、
ありったけの米を自分にくれたことが分かっていた
からです。そのお返しに、クリシュナは、スダマが
必要とするすべてを与えたのです。 
　この逸話の教訓は、受け手にとって大切なのは、

その物質的な価値ではなく、贈り主の心がどれだ
け込められているか、ということです。私たちには
選択肢があります。授けられたものを自分の元だ
けにとどめるか、またはそれを生かして自らが「世
界へ のプレゼント」となるか、です。 
　私からの皆さんへのお願いは、授けられたもの
を、入念に、賢明に、そして惜しみなく生かすこと
です。授けられたものを生かして、今は家で座って
いるだけの少女が、誇らしげに歩き、来年には学
校に通えるようにしてあげることです。 
　灌漑設備のない不毛な土地が、来春には農作物
で青 と々なるようにすることです。 
　貧困の輪を断ち切って、貧しい人たちを救い、社
会の底辺に生きる人たちに希望というプレゼント
を与えることです。 
　ここにおられる皆さんは、多くを授けられた方々
です。そして今、皆さんに最高のプレゼントが与え
られようとしています。それは、授けられた才能と
持ちうる力の限りを尽くして、「世界へのプレゼン
ト」となることのできる1年です。 
　可能性を現実にするために皆さんに与えられた
時間は1年でのクラブを導き、人びとの人生を変え
るために与えられた時間は1年です。永遠に続くモ
ニュメントを築くために与えられた時間は1年です。
このモニュメントは、御影石や大理石に彫られる
のではなく、今後何世代にもわたって人びとの人生
と心に刻まれるものです。 
　この機会は二度と訪れません。今を逃さずに生
かそうではありませんか。 
　世界へのプレゼントになりましょう。 
　ご清聴ありがとうございました。
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このモニュメントは、御影石や大理石に彫られる
のではなく、今後何世代にもわたって人びとの人生
と心に刻まれるものです。 
　この機会は二度と訪れません。今を逃さずに生
かそうではありませんか。 
　世界へのプレゼントになりましょう。 
　ご清聴ありがとうございました。
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　「ワールドクラス」のガバナーの皆さん、この素晴
らしき組織のリーダーとなる準備を整えるために、
私たちはここに集まりました。皆さんと過ごすこの
ひと時は、私 にとって喜びであるだけでなく、おそ
らく人生で最も大切なときとなるでしょう。 
　人生には、物事を一変させるような、極めて重要
な瞬間というものがあります。その後のあらゆる経
験は、この瞬間を基軸として測られることになりま
す。自分の人生を形づくった出来事を振り返るとき、
私たちは、その出来事が起こる「前」と「後」に分
けて考えます。「あのときにすべてが変わった」と
言えるような瞬間です。 
　今晩ここにおられる皆さんにとって、まさに今が
そのときだと思います。 
　自宅、職場、家庭、クラブなど、世界はいつもと
変わりなく存在しています。しかし、ここサンディエ
ゴで、私たちの世界は変わりつつあります。私たち
のビジョンが形を成し、理解、大志、意欲が広が
りつつあります。 

　今週、ロータリーという組織の幅と深さ、そして、
それを取り巻く複雑さをご理解いただけるでしょう。
これまでは、ロータリーを批判的に論じることが
あったかもしれません。今、私たちには、ロータリー
において改めるべき点を正そうと努める特権、 そ
して重要な責任があります。 
　目の前に広大な地平線が広がっていますが、限
りがないわけではありません。私たちがリーダーで
いられるのは1年間だけです。7月からの366日間、
一日一日が限られた貴重な時間であり、この時間
は二度と訪れません。 
　時間が限られていると知れば、その時間は一層
貴重なものとなります。何かを成し遂げ、創造し、
「自分は大切な存在としてここにいた」という証を
残したいという気持ちが、ますます強まります。だ
からこそ、多くの方が、ロータリー役員としての1年
を、その証を残す一生に一度のチャンスだと考える
のです。 
　しかし、私はこう申し上げます。もし本当に変化

をもたらしたいなら、自分の存在の証をロータリー
に残すのではなく、ロータリーの活動を一番に優先
して、ロータリーの存在の証を世界に残すためにこ
の1年を捧げてください、と。 
　私たちの命は永遠ではなく、人生にはいつか終
わりが訪れます。しかし、そのことを忘れがちです。
インドの詩人、タゴールの言葉のように、「楽器の
弦の張替えばかりをしていて、肝心な歌を歌わず
に」毎日を過ごしています。 
　毎時間、毎日、毎年が、自分に与えられたもので
あり、貴重で、あっという間になくなり、かけがえの
ない時間であると、私たちはどうしたら気づくで
しょうか。 
　生まれると同時に、私たちはいろいろなものを
授かります。最初に授かるのは、命です。そして、愛、
思いやり、家族を授かり、教育、健康を授かり、学
びを通じて才能と能力を授かります。人生において、
親、友人、伴侶、子ども、生計手段、物質的な豊か
さなどは、どれも私たちに授けられたプレゼントで
す。ありがたさに感謝の気持ちでいっぱいになるこ
ともあるでしょう。私は、数カ月前に初孫が生まれ
たとき、そして、皆さんと過ごす今晩も、そのような
気持ちです。 
　今皆さんはこうお思いでしょう。このようなあり
がたいプレゼントに、一体いくつ 恵まれてきただろ
うか、と。私は自分に、そして皆さんに、次のように
問います。ど うしたらその恩返しができるでしょう
か?人生の終わりを迎えるとき、与えられたものを
無駄にし、後世に何も残さなかったと悟るのでしょ
うか。それとも、人生を振り返り、この世を去るとき
に自分の善き行いが後世に生き続けると知るので
しょうか。人生は1度しかありません。そして、
2015-16年度のチャンスも1度しかありま せん。その
時間はあまりに短く、成すべきことはあまりに多く
あります。 
　私たちの第一の課題、そして最も重要な課題は、
ポリオの撲滅です。 
　25年以上前に私たちがポリオ撲滅の誓いを立て
たとき、125カ国にポリオが常在し、毎日1,000人以
上の子どもがポリオによる麻痺（まひ）障害を患っ
ていました。 
　現在、ポリオ常在国は3カ国、そして昨年のポリ
オ症例数はわずか333件となりました。 
　そのほとんどは、パキスタン一国から報告された
ものです。この国で私たちが闘う相手は、ポリオウ
イルスだけでなく、無知、残忍さ、抑圧の力です。

私たちの課題は、ワクチンを子どもの口に届けるだ
けでなく、殺戮者たちから予防接種従事者を守る
ことでもあります。タリバンが、幼子の予防接種に
向かう女性たちをオートバイから銃撃し、罪のない
子どもたちを教室で殺害するという残忍な手段に
訴える中、パキスタン政府と市民は、ロータリーとと
もに、ポリオのない未来を実現するために力を尽 
くしています。 
　このような事態になるとは、25年前には誰も想
像できませんでした。しかし、25年分の活動、そし
て何百万という人たちの信念、献身、信頼が、卑劣
な敵によっておとしめられることはありません。私
たちは闘い続け、必ずや勝利します。なぜなら、私 
たちは、ポリオのない未来をプレゼントすると世界
の子どもたちに約束したからです。私たちは必ずや、
このプレゼントを子どもたちに贈ります。 
　ロータリーは膨大な可能性を秘めています。しか
し、多くのクラブや地区の現実に目を向けると、
ロータリーのあるべき姿が映し出されていません。 
　当組織を形づくった基本に立ち返る方法を見つ
ける必要があります。それは、人生のあらゆる場で
の高い倫理基準、そして、各クラブに会員の多様
性をもたらす職業分 類です。 
　これらは、会員増強の足を引っぱる障害にすぎ
ないと見られることがあまりに多いのが現実です。
しかし、これらはロータリーの成功に欠かせない要
素であり、なおざりにすれば、自らの存在を危うく
することになるでしょう。一度決めたことをやり抜く
ための豊富な知識とスキルを備えた、誠実な会員
がいるクラブこそ、真の「プレゼント」となるのです。 
　しかし、ご承知とは思いますが、今日のロータ
リーを一世紀前と同じように語りながら、それと同
時にロータリーの成長を期待することはできません。
私たちは今、新しい現実に生きています。ブラン
ディングの新たな取り組みは、確かに必要なことな 
のです。世界の多くの地域で薄れつつあるロータ
リーのイメージをあらためて明確 に打ち出す必要
があります。 
　時に、リーダーとしての私たちのロータリーの見
方と、クラブのロータリアンの見方との間に隔たり
があることがあります。 
　ロータリー財団への寄付をもっと奨励し、もっと
多くの善いことを行いたいと考える一方で、しつこ
くお願いしたり、あまりに高額な寄付をお願いした
りすれば、会員は離れてしまいます。 
　若い会員を迎え入れたいと考える一方で、ロータ

リーの基幹を成す年配の会員を遠ざけたり、まだ
大いに貢献できる、最近退職した会員たちを見過
ごしたりするべきではありません。 
　クラブのレベルを超えた活動に参加し、ロータ
リーのネットワークにもっとかかわるよう会員に奨
励したいと考える一方で、時間や寄付を要求しすぎ
て負担をかけたくはありません。 
　これらの課題を解決できる簡単な答えはありま
せん。しかし、何とかして答えを見 つける必要があ
ります。それを見つけるのは、ほかでもない私たち
です。 
　皆さんはロータリーの現場を知る方々です。クラ
ブが何を必要とするか、クラブに何ができるかを、
皆さんは心得ておられます。ロータリーをまとめ、そ
の可能性を引き出し、みんなで一緒に前進できる
よう導くのは、皆さんです。 
　今後私は、皆さんに多くのことをお願いしていき
ます。信念、情熱、傾倒、思いやりを捧げるよう、お
願いいたします。これらだけでなく、もっともっと多
くを捧げてください。なぜなら、次年度には、自ら
を世界へのプレゼントとして捧げていただきたい
からです。 
　ロータリーで私たちは、善き行いを目指していま
す。人類に大きなプレゼントを残した、歴史上の偉
大な人たちを尊敬し、称えます。大勢の人に人間の
尊厳を与えたアブラハム・リンカーン。疎外された
人たちに慈悲の心を捧げたマザー・テレサ。虐げ 
られた人たちに平和的な変化を与えたマハトマ・ガ
ンジー。 
　彼らは皆、人びとのために人生を捧げ、自らが世
界へのプレゼントとなって、自分自身を捧げました。 
　もちろん、私たちは彼らと同じではありませんし、
同じ人生を歩みたいとは望んでいないかもしれま
せん。しかし、これら歴史上の人物から刺激を受け、
模範とすることはできます。この人生において、自
分が大切にする諸々の責任をおろそかにせずに、
どうしたら自らを世界へのプレゼントとして捧げら
れるだろうか、と。 
　それは可能なことであり、私たちはそれを実行し
ます。なぜなら、私たちは一体となってこのチャレ
ンジに挑むからです。「世界へのプレゼントになろ
う」。これが、私から皆さんにお願いすることであ
り、私たちを導いていくテーマです。 
　ロータリーで私たちはリソースを捧げますが、何
よりも大切なことは、自分自身を捧げることです。
ただ「手渡す」のと「手を差し伸べる」のには大き

な違いがありま す。特に、思いやりの心をもった温
かい手であればなおさらです。幼い頃、思いやりと
愛のこもったささやかなプレゼントは、気持ちのこ
もっていない高価なプレゼントよりも貴重であると、
誰もが子ども心にも理解していたと思います。 
　ここサンディエゴでも、人のために何かするとき
には、全身全霊を込めてはじめて価値があるとい
うことを、私たちは理解しています。 
　だからこそ、皆さんにお願いします。「世界への
プレゼントになろう」、と。 
　このテーマを考えているとき、ヒンドゥー教を通
じて私が学んだある教訓を思い出しました。ここで、
スダマの物語を皆さんにご紹介したいと思います。 
　非常に貧しい少年スダマは、神の化身として王
家の一族に生まれたクリシュナの親友でした。2人
の少年は、成長するにつれて少しずつ疎遠になり、
クリシュナが軍を率いる名高き王となった一方で、
村人スダマはつつましく、どちらかというと貧しい 
暮らしをしていました。何年も経った頃、スダマは
生活に困り、子どもに食事を与える十分なお金さえ
なくなってしまいました。妻は、幼い頃に親しくして
いたクリシュナに助けを求めるよう提案しました。
最初は躊躇していたスダマも結局同意し、手ぶらで
は申し訳ないと、いくらかの米を布に包んで持って
いきました。 
　スダマを見たクリシュナは大喜びし、親切に愛情
をもって迎えました。その高貴な 生活ぶりに圧倒さ
れたスダマは、恥ずかしさのあまり持参した米を差
し出すことができません。クリシュナは「何を隠し
ているのか」と尋ね、布を開いて中の米を見ると、
喜んでこれを食べました。数時間後、変わらぬ友情
に感激したスダマは、助けをお願いすることをすっ
かり忘れてクリシュナの元を去りました。 
　帰り道、スダマは、当初の目的を忘れていたこと
に気づき、子どもたちがまだ腹を空かせていること
を思い出しました。しかし、自宅に着くと、そこに
あったのは、彼が出たときと同じ小屋ではなく、美
しい家でした。家の前にはきれいな服を着た家族 
が立っています。十分な食事を済ませた家族は、ス
ダマを出迎えようと待っていたの です。 
　これはなぜでしょうか?クリシュナは、スダマが
自分のためにプレゼントをもってきてくれたこと、
ありったけの米を自分にくれたことが分かっていた
からです。そのお返しに、クリシュナは、スダマが
必要とするすべてを与えたのです。 
　この逸話の教訓は、受け手にとって大切なのは、

その物質的な価値ではなく、贈り主の心がどれだ
け込められているか、ということです。私たちには
選択肢があります。授けられたものを自分の元だ
けにとどめるか、またはそれを生かして自らが「世
界へ のプレゼント」となるか、です。 
　私からの皆さんへのお願いは、授けられたもの
を、入念に、賢明に、そして惜しみなく生かすこと
です。授けられたものを生かして、今は家で座って
いるだけの少女が、誇らしげに歩き、来年には学
校に通えるようにしてあげることです。 
　灌漑設備のない不毛な土地が、来春には農作物
で青 と々なるようにすることです。 
　貧困の輪を断ち切って、貧しい人たちを救い、社
会の底辺に生きる人たちに希望というプレゼント
を与えることです。 
　ここにおられる皆さんは、多くを授けられた方々
です。そして今、皆さんに最高のプレゼントが与え
られようとしています。それは、授けられた才能と
持ちうる力の限りを尽くして、「世界へのプレゼン
ト」となることのできる1年です。 
　可能性を現実にするために皆さんに与えられた
時間は1年でのクラブを導き、人びとの人生を変え
るために与えられた時間は1年です。永遠に続くモ
ニュメントを築くために与えられた時間は1年です。
このモニュメントは、御影石や大理石に彫られる
のではなく、今後何世代にもわたって人びとの人生
と心に刻まれるものです。 
　この機会は二度と訪れません。今を逃さずに生
かそうではありませんか。 
　世界へのプレゼントになりましょう。 
　ご清聴ありがとうございました。
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　「ワールドクラス」のガバナーの皆さん、この素晴
らしき組織のリーダーとなる準備を整えるために、
私たちはここに集まりました。皆さんと過ごすこの
ひと時は、私 にとって喜びであるだけでなく、おそ
らく人生で最も大切なときとなるでしょう。 
　人生には、物事を一変させるような、極めて重要
な瞬間というものがあります。その後のあらゆる経
験は、この瞬間を基軸として測られることになりま
す。自分の人生を形づくった出来事を振り返るとき、
私たちは、その出来事が起こる「前」と「後」に分
けて考えます。「あのときにすべてが変わった」と
言えるような瞬間です。 
　今晩ここにおられる皆さんにとって、まさに今が
そのときだと思います。 
　自宅、職場、家庭、クラブなど、世界はいつもと
変わりなく存在しています。しかし、ここサンディエ
ゴで、私たちの世界は変わりつつあります。私たち
のビジョンが形を成し、理解、大志、意欲が広が
りつつあります。 

　今週、ロータリーという組織の幅と深さ、そして、
それを取り巻く複雑さをご理解いただけるでしょう。
これまでは、ロータリーを批判的に論じることが
あったかもしれません。今、私たちには、ロータリー
において改めるべき点を正そうと努める特権、 そ
して重要な責任があります。 
　目の前に広大な地平線が広がっていますが、限
りがないわけではありません。私たちがリーダーで
いられるのは1年間だけです。7月からの366日間、
一日一日が限られた貴重な時間であり、この時間
は二度と訪れません。 
　時間が限られていると知れば、その時間は一層
貴重なものとなります。何かを成し遂げ、創造し、
「自分は大切な存在としてここにいた」という証を
残したいという気持ちが、ますます強まります。だ
からこそ、多くの方が、ロータリー役員としての1年
を、その証を残す一生に一度のチャンスだと考える
のです。 
　しかし、私はこう申し上げます。もし本当に変化

をもたらしたいなら、自分の存在の証をロータリー
に残すのではなく、ロータリーの活動を一番に優先
して、ロータリーの存在の証を世界に残すためにこ
の1年を捧げてください、と。 
　私たちの命は永遠ではなく、人生にはいつか終
わりが訪れます。しかし、そのことを忘れがちです。
インドの詩人、タゴールの言葉のように、「楽器の
弦の張替えばかりをしていて、肝心な歌を歌わず
に」毎日を過ごしています。 
　毎時間、毎日、毎年が、自分に与えられたもので
あり、貴重で、あっという間になくなり、かけがえの
ない時間であると、私たちはどうしたら気づくで
しょうか。 
　生まれると同時に、私たちはいろいろなものを
授かります。最初に授かるのは、命です。そして、愛、
思いやり、家族を授かり、教育、健康を授かり、学
びを通じて才能と能力を授かります。人生において、
親、友人、伴侶、子ども、生計手段、物質的な豊か
さなどは、どれも私たちに授けられたプレゼントで
す。ありがたさに感謝の気持ちでいっぱいになるこ
ともあるでしょう。私は、数カ月前に初孫が生まれ
たとき、そして、皆さんと過ごす今晩も、そのような
気持ちです。 
　今皆さんはこうお思いでしょう。このようなあり
がたいプレゼントに、一体いくつ 恵まれてきただろ
うか、と。私は自分に、そして皆さんに、次のように
問います。ど うしたらその恩返しができるでしょう
か?人生の終わりを迎えるとき、与えられたものを
無駄にし、後世に何も残さなかったと悟るのでしょ
うか。それとも、人生を振り返り、この世を去るとき
に自分の善き行いが後世に生き続けると知るので
しょうか。人生は1度しかありません。そして、
2015-16年度のチャンスも1度しかありま せん。その
時間はあまりに短く、成すべきことはあまりに多く
あります。 
　私たちの第一の課題、そして最も重要な課題は、
ポリオの撲滅です。 
　25年以上前に私たちがポリオ撲滅の誓いを立て
たとき、125カ国にポリオが常在し、毎日1,000人以
上の子どもがポリオによる麻痺（まひ）障害を患っ
ていました。 
　現在、ポリオ常在国は3カ国、そして昨年のポリ
オ症例数はわずか333件となりました。 
　そのほとんどは、パキスタン一国から報告された
ものです。この国で私たちが闘う相手は、ポリオウ
イルスだけでなく、無知、残忍さ、抑圧の力です。

私たちの課題は、ワクチンを子どもの口に届けるだ
けでなく、殺戮者たちから予防接種従事者を守る
ことでもあります。タリバンが、幼子の予防接種に
向かう女性たちをオートバイから銃撃し、罪のない
子どもたちを教室で殺害するという残忍な手段に
訴える中、パキスタン政府と市民は、ロータリーとと
もに、ポリオのない未来を実現するために力を尽 
くしています。 
　このような事態になるとは、25年前には誰も想
像できませんでした。しかし、25年分の活動、そし
て何百万という人たちの信念、献身、信頼が、卑劣
な敵によっておとしめられることはありません。私
たちは闘い続け、必ずや勝利します。なぜなら、私 
たちは、ポリオのない未来をプレゼントすると世界
の子どもたちに約束したからです。私たちは必ずや、
このプレゼントを子どもたちに贈ります。 
　ロータリーは膨大な可能性を秘めています。しか
し、多くのクラブや地区の現実に目を向けると、
ロータリーのあるべき姿が映し出されていません。 
　当組織を形づくった基本に立ち返る方法を見つ
ける必要があります。それは、人生のあらゆる場で
の高い倫理基準、そして、各クラブに会員の多様
性をもたらす職業分 類です。 
　これらは、会員増強の足を引っぱる障害にすぎ
ないと見られることがあまりに多いのが現実です。
しかし、これらはロータリーの成功に欠かせない要
素であり、なおざりにすれば、自らの存在を危うく
することになるでしょう。一度決めたことをやり抜く
ための豊富な知識とスキルを備えた、誠実な会員
がいるクラブこそ、真の「プレゼント」となるのです。 
　しかし、ご承知とは思いますが、今日のロータ
リーを一世紀前と同じように語りながら、それと同
時にロータリーの成長を期待することはできません。
私たちは今、新しい現実に生きています。ブラン
ディングの新たな取り組みは、確かに必要なことな 
のです。世界の多くの地域で薄れつつあるロータ
リーのイメージをあらためて明確 に打ち出す必要
があります。 
　時に、リーダーとしての私たちのロータリーの見
方と、クラブのロータリアンの見方との間に隔たり
があることがあります。 
　ロータリー財団への寄付をもっと奨励し、もっと
多くの善いことを行いたいと考える一方で、しつこ
くお願いしたり、あまりに高額な寄付をお願いした
りすれば、会員は離れてしまいます。 
　若い会員を迎え入れたいと考える一方で、ロータ

リーの基幹を成す年配の会員を遠ざけたり、まだ
大いに貢献できる、最近退職した会員たちを見過
ごしたりするべきではありません。 
　クラブのレベルを超えた活動に参加し、ロータ
リーのネットワークにもっとかかわるよう会員に奨
励したいと考える一方で、時間や寄付を要求しすぎ
て負担をかけたくはありません。 
　これらの課題を解決できる簡単な答えはありま
せん。しかし、何とかして答えを見 つける必要があ
ります。それを見つけるのは、ほかでもない私たち
です。 
　皆さんはロータリーの現場を知る方々です。クラ
ブが何を必要とするか、クラブに何ができるかを、
皆さんは心得ておられます。ロータリーをまとめ、そ
の可能性を引き出し、みんなで一緒に前進できる
よう導くのは、皆さんです。 
　今後私は、皆さんに多くのことをお願いしていき
ます。信念、情熱、傾倒、思いやりを捧げるよう、お
願いいたします。これらだけでなく、もっともっと多
くを捧げてください。なぜなら、次年度には、自ら
を世界へのプレゼントとして捧げていただきたい
からです。 
　ロータリーで私たちは、善き行いを目指していま
す。人類に大きなプレゼントを残した、歴史上の偉
大な人たちを尊敬し、称えます。大勢の人に人間の
尊厳を与えたアブラハム・リンカーン。疎外された
人たちに慈悲の心を捧げたマザー・テレサ。虐げ 
られた人たちに平和的な変化を与えたマハトマ・ガ
ンジー。 
　彼らは皆、人びとのために人生を捧げ、自らが世
界へのプレゼントとなって、自分自身を捧げました。 
　もちろん、私たちは彼らと同じではありませんし、
同じ人生を歩みたいとは望んでいないかもしれま
せん。しかし、これら歴史上の人物から刺激を受け、
模範とすることはできます。この人生において、自
分が大切にする諸々の責任をおろそかにせずに、
どうしたら自らを世界へのプレゼントとして捧げら
れるだろうか、と。 
　それは可能なことであり、私たちはそれを実行し
ます。なぜなら、私たちは一体となってこのチャレ
ンジに挑むからです。「世界へのプレゼントになろ
う」。これが、私から皆さんにお願いすることであ
り、私たちを導いていくテーマです。 
　ロータリーで私たちはリソースを捧げますが、何
よりも大切なことは、自分自身を捧げることです。
ただ「手渡す」のと「手を差し伸べる」のには大き

な違いがありま す。特に、思いやりの心をもった温
かい手であればなおさらです。幼い頃、思いやりと
愛のこもったささやかなプレゼントは、気持ちのこ
もっていない高価なプレゼントよりも貴重であると、
誰もが子ども心にも理解していたと思います。 
　ここサンディエゴでも、人のために何かするとき
には、全身全霊を込めてはじめて価値があるとい
うことを、私たちは理解しています。 
　だからこそ、皆さんにお願いします。「世界への
プレゼントになろう」、と。 
　このテーマを考えているとき、ヒンドゥー教を通
じて私が学んだある教訓を思い出しました。ここで、
スダマの物語を皆さんにご紹介したいと思います。 
　非常に貧しい少年スダマは、神の化身として王
家の一族に生まれたクリシュナの親友でした。2人
の少年は、成長するにつれて少しずつ疎遠になり、
クリシュナが軍を率いる名高き王となった一方で、
村人スダマはつつましく、どちらかというと貧しい 
暮らしをしていました。何年も経った頃、スダマは
生活に困り、子どもに食事を与える十分なお金さえ
なくなってしまいました。妻は、幼い頃に親しくして
いたクリシュナに助けを求めるよう提案しました。
最初は躊躇していたスダマも結局同意し、手ぶらで
は申し訳ないと、いくらかの米を布に包んで持って
いきました。 
　スダマを見たクリシュナは大喜びし、親切に愛情
をもって迎えました。その高貴な 生活ぶりに圧倒さ
れたスダマは、恥ずかしさのあまり持参した米を差
し出すことができません。クリシュナは「何を隠し
ているのか」と尋ね、布を開いて中の米を見ると、
喜んでこれを食べました。数時間後、変わらぬ友情
に感激したスダマは、助けをお願いすることをすっ
かり忘れてクリシュナの元を去りました。 
　帰り道、スダマは、当初の目的を忘れていたこと
に気づき、子どもたちがまだ腹を空かせていること
を思い出しました。しかし、自宅に着くと、そこに
あったのは、彼が出たときと同じ小屋ではなく、美
しい家でした。家の前にはきれいな服を着た家族 
が立っています。十分な食事を済ませた家族は、ス
ダマを出迎えようと待っていたの です。 
　これはなぜでしょうか?クリシュナは、スダマが
自分のためにプレゼントをもってきてくれたこと、
ありったけの米を自分にくれたことが分かっていた
からです。そのお返しに、クリシュナは、スダマが
必要とするすべてを与えたのです。 
　この逸話の教訓は、受け手にとって大切なのは、

その物質的な価値ではなく、贈り主の心がどれだ
け込められているか、ということです。私たちには
選択肢があります。授けられたものを自分の元だ
けにとどめるか、またはそれを生かして自らが「世
界へ のプレゼント」となるか、です。 
　私からの皆さんへのお願いは、授けられたもの
を、入念に、賢明に、そして惜しみなく生かすこと
です。授けられたものを生かして、今は家で座って
いるだけの少女が、誇らしげに歩き、来年には学
校に通えるようにしてあげることです。 
　灌漑設備のない不毛な土地が、来春には農作物
で青 と々なるようにすることです。 
　貧困の輪を断ち切って、貧しい人たちを救い、社
会の底辺に生きる人たちに希望というプレゼント
を与えることです。 
　ここにおられる皆さんは、多くを授けられた方々
です。そして今、皆さんに最高のプレゼントが与え
られようとしています。それは、授けられた才能と
持ちうる力の限りを尽くして、「世界へのプレゼン
ト」となることのできる1年です。 
　可能性を現実にするために皆さんに与えられた
時間は1年でのクラブを導き、人びとの人生を変え
るために与えられた時間は1年です。永遠に続くモ
ニュメントを築くために与えられた時間は1年です。
このモニュメントは、御影石や大理石に彫られる
のではなく、今後何世代にもわたって人びとの人生
と心に刻まれるものです。 
　この機会は二度と訪れません。今を逃さずに生
かそうではありませんか。 
　世界へのプレゼントになりましょう。 
　ご清聴ありがとうございました。
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　「ワールドクラス」のガバナーの皆さん、この素晴
らしき組織のリーダーとなる準備を整えるために、
私たちはここに集まりました。皆さんと過ごすこの
ひと時は、私 にとって喜びであるだけでなく、おそ
らく人生で最も大切なときとなるでしょう。 
　人生には、物事を一変させるような、極めて重要
な瞬間というものがあります。その後のあらゆる経
験は、この瞬間を基軸として測られることになりま
す。自分の人生を形づくった出来事を振り返るとき、
私たちは、その出来事が起こる「前」と「後」に分
けて考えます。「あのときにすべてが変わった」と
言えるような瞬間です。 
　今晩ここにおられる皆さんにとって、まさに今が
そのときだと思います。 
　自宅、職場、家庭、クラブなど、世界はいつもと
変わりなく存在しています。しかし、ここサンディエ
ゴで、私たちの世界は変わりつつあります。私たち
のビジョンが形を成し、理解、大志、意欲が広が
りつつあります。 

　今週、ロータリーという組織の幅と深さ、そして、
それを取り巻く複雑さをご理解いただけるでしょう。
これまでは、ロータリーを批判的に論じることが
あったかもしれません。今、私たちには、ロータリー
において改めるべき点を正そうと努める特権、 そ
して重要な責任があります。 
　目の前に広大な地平線が広がっていますが、限
りがないわけではありません。私たちがリーダーで
いられるのは1年間だけです。7月からの366日間、
一日一日が限られた貴重な時間であり、この時間
は二度と訪れません。 
　時間が限られていると知れば、その時間は一層
貴重なものとなります。何かを成し遂げ、創造し、
「自分は大切な存在としてここにいた」という証を
残したいという気持ちが、ますます強まります。だ
からこそ、多くの方が、ロータリー役員としての1年
を、その証を残す一生に一度のチャンスだと考える
のです。 
　しかし、私はこう申し上げます。もし本当に変化

をもたらしたいなら、自分の存在の証をロータリー
に残すのではなく、ロータリーの活動を一番に優先
して、ロータリーの存在の証を世界に残すためにこ
の1年を捧げてください、と。 
　私たちの命は永遠ではなく、人生にはいつか終
わりが訪れます。しかし、そのことを忘れがちです。
インドの詩人、タゴールの言葉のように、「楽器の
弦の張替えばかりをしていて、肝心な歌を歌わず
に」毎日を過ごしています。 
　毎時間、毎日、毎年が、自分に与えられたもので
あり、貴重で、あっという間になくなり、かけがえの
ない時間であると、私たちはどうしたら気づくで
しょうか。 
　生まれると同時に、私たちはいろいろなものを
授かります。最初に授かるのは、命です。そして、愛、
思いやり、家族を授かり、教育、健康を授かり、学
びを通じて才能と能力を授かります。人生において、
親、友人、伴侶、子ども、生計手段、物質的な豊か
さなどは、どれも私たちに授けられたプレゼントで
す。ありがたさに感謝の気持ちでいっぱいになるこ
ともあるでしょう。私は、数カ月前に初孫が生まれ
たとき、そして、皆さんと過ごす今晩も、そのような
気持ちです。 
　今皆さんはこうお思いでしょう。このようなあり
がたいプレゼントに、一体いくつ 恵まれてきただろ
うか、と。私は自分に、そして皆さんに、次のように
問います。ど うしたらその恩返しができるでしょう
か?人生の終わりを迎えるとき、与えられたものを
無駄にし、後世に何も残さなかったと悟るのでしょ
うか。それとも、人生を振り返り、この世を去るとき
に自分の善き行いが後世に生き続けると知るので
しょうか。人生は1度しかありません。そして、
2015-16年度のチャンスも1度しかありま せん。その
時間はあまりに短く、成すべきことはあまりに多く
あります。 
　私たちの第一の課題、そして最も重要な課題は、
ポリオの撲滅です。 
　25年以上前に私たちがポリオ撲滅の誓いを立て
たとき、125カ国にポリオが常在し、毎日1,000人以
上の子どもがポリオによる麻痺（まひ）障害を患っ
ていました。 
　現在、ポリオ常在国は3カ国、そして昨年のポリ
オ症例数はわずか333件となりました。 
　そのほとんどは、パキスタン一国から報告された
ものです。この国で私たちが闘う相手は、ポリオウ
イルスだけでなく、無知、残忍さ、抑圧の力です。

私たちの課題は、ワクチンを子どもの口に届けるだ
けでなく、殺戮者たちから予防接種従事者を守る
ことでもあります。タリバンが、幼子の予防接種に
向かう女性たちをオートバイから銃撃し、罪のない
子どもたちを教室で殺害するという残忍な手段に
訴える中、パキスタン政府と市民は、ロータリーとと
もに、ポリオのない未来を実現するために力を尽 
くしています。 
　このような事態になるとは、25年前には誰も想
像できませんでした。しかし、25年分の活動、そし
て何百万という人たちの信念、献身、信頼が、卑劣
な敵によっておとしめられることはありません。私
たちは闘い続け、必ずや勝利します。なぜなら、私 
たちは、ポリオのない未来をプレゼントすると世界
の子どもたちに約束したからです。私たちは必ずや、
このプレゼントを子どもたちに贈ります。 
　ロータリーは膨大な可能性を秘めています。しか
し、多くのクラブや地区の現実に目を向けると、
ロータリーのあるべき姿が映し出されていません。 
　当組織を形づくった基本に立ち返る方法を見つ
ける必要があります。それは、人生のあらゆる場で
の高い倫理基準、そして、各クラブに会員の多様
性をもたらす職業分 類です。 
　これらは、会員増強の足を引っぱる障害にすぎ
ないと見られることがあまりに多いのが現実です。
しかし、これらはロータリーの成功に欠かせない要
素であり、なおざりにすれば、自らの存在を危うく
することになるでしょう。一度決めたことをやり抜く
ための豊富な知識とスキルを備えた、誠実な会員
がいるクラブこそ、真の「プレゼント」となるのです。 
　しかし、ご承知とは思いますが、今日のロータ
リーを一世紀前と同じように語りながら、それと同
時にロータリーの成長を期待することはできません。
私たちは今、新しい現実に生きています。ブラン
ディングの新たな取り組みは、確かに必要なことな 
のです。世界の多くの地域で薄れつつあるロータ
リーのイメージをあらためて明確 に打ち出す必要
があります。 
　時に、リーダーとしての私たちのロータリーの見
方と、クラブのロータリアンの見方との間に隔たり
があることがあります。 
　ロータリー財団への寄付をもっと奨励し、もっと
多くの善いことを行いたいと考える一方で、しつこ
くお願いしたり、あまりに高額な寄付をお願いした
りすれば、会員は離れてしまいます。 
　若い会員を迎え入れたいと考える一方で、ロータ

リーの基幹を成す年配の会員を遠ざけたり、まだ
大いに貢献できる、最近退職した会員たちを見過
ごしたりするべきではありません。 
　クラブのレベルを超えた活動に参加し、ロータ
リーのネットワークにもっとかかわるよう会員に奨
励したいと考える一方で、時間や寄付を要求しすぎ
て負担をかけたくはありません。 
　これらの課題を解決できる簡単な答えはありま
せん。しかし、何とかして答えを見 つける必要があ
ります。それを見つけるのは、ほかでもない私たち
です。 
　皆さんはロータリーの現場を知る方々です。クラ
ブが何を必要とするか、クラブに何ができるかを、
皆さんは心得ておられます。ロータリーをまとめ、そ
の可能性を引き出し、みんなで一緒に前進できる
よう導くのは、皆さんです。 
　今後私は、皆さんに多くのことをお願いしていき
ます。信念、情熱、傾倒、思いやりを捧げるよう、お
願いいたします。これらだけでなく、もっともっと多
くを捧げてください。なぜなら、次年度には、自ら
を世界へのプレゼントとして捧げていただきたい
からです。 
　ロータリーで私たちは、善き行いを目指していま
す。人類に大きなプレゼントを残した、歴史上の偉
大な人たちを尊敬し、称えます。大勢の人に人間の
尊厳を与えたアブラハム・リンカーン。疎外された
人たちに慈悲の心を捧げたマザー・テレサ。虐げ 
られた人たちに平和的な変化を与えたマハトマ・ガ
ンジー。 
　彼らは皆、人びとのために人生を捧げ、自らが世
界へのプレゼントとなって、自分自身を捧げました。 
　もちろん、私たちは彼らと同じではありませんし、
同じ人生を歩みたいとは望んでいないかもしれま
せん。しかし、これら歴史上の人物から刺激を受け、
模範とすることはできます。この人生において、自
分が大切にする諸々の責任をおろそかにせずに、
どうしたら自らを世界へのプレゼントとして捧げら
れるだろうか、と。 
　それは可能なことであり、私たちはそれを実行し
ます。なぜなら、私たちは一体となってこのチャレ
ンジに挑むからです。「世界へのプレゼントになろ
う」。これが、私から皆さんにお願いすることであ
り、私たちを導いていくテーマです。 
　ロータリーで私たちはリソースを捧げますが、何
よりも大切なことは、自分自身を捧げることです。
ただ「手渡す」のと「手を差し伸べる」のには大き

な違いがありま す。特に、思いやりの心をもった温
かい手であればなおさらです。幼い頃、思いやりと
愛のこもったささやかなプレゼントは、気持ちのこ
もっていない高価なプレゼントよりも貴重であると、
誰もが子ども心にも理解していたと思います。 
　ここサンディエゴでも、人のために何かするとき
には、全身全霊を込めてはじめて価値があるとい
うことを、私たちは理解しています。 
　だからこそ、皆さんにお願いします。「世界への
プレゼントになろう」、と。 
　このテーマを考えているとき、ヒンドゥー教を通
じて私が学んだある教訓を思い出しました。ここで、
スダマの物語を皆さんにご紹介したいと思います。 
　非常に貧しい少年スダマは、神の化身として王
家の一族に生まれたクリシュナの親友でした。2人
の少年は、成長するにつれて少しずつ疎遠になり、
クリシュナが軍を率いる名高き王となった一方で、
村人スダマはつつましく、どちらかというと貧しい 
暮らしをしていました。何年も経った頃、スダマは
生活に困り、子どもに食事を与える十分なお金さえ
なくなってしまいました。妻は、幼い頃に親しくして
いたクリシュナに助けを求めるよう提案しました。
最初は躊躇していたスダマも結局同意し、手ぶらで
は申し訳ないと、いくらかの米を布に包んで持って
いきました。 
　スダマを見たクリシュナは大喜びし、親切に愛情
をもって迎えました。その高貴な 生活ぶりに圧倒さ
れたスダマは、恥ずかしさのあまり持参した米を差
し出すことができません。クリシュナは「何を隠し
ているのか」と尋ね、布を開いて中の米を見ると、
喜んでこれを食べました。数時間後、変わらぬ友情
に感激したスダマは、助けをお願いすることをすっ
かり忘れてクリシュナの元を去りました。 
　帰り道、スダマは、当初の目的を忘れていたこと
に気づき、子どもたちがまだ腹を空かせていること
を思い出しました。しかし、自宅に着くと、そこに
あったのは、彼が出たときと同じ小屋ではなく、美
しい家でした。家の前にはきれいな服を着た家族 
が立っています。十分な食事を済ませた家族は、ス
ダマを出迎えようと待っていたの です。 
　これはなぜでしょうか?クリシュナは、スダマが
自分のためにプレゼントをもってきてくれたこと、
ありったけの米を自分にくれたことが分かっていた
からです。そのお返しに、クリシュナは、スダマが
必要とするすべてを与えたのです。 
　この逸話の教訓は、受け手にとって大切なのは、

その物質的な価値ではなく、贈り主の心がどれだ
け込められているか、ということです。私たちには
選択肢があります。授けられたものを自分の元だ
けにとどめるか、またはそれを生かして自らが「世
界へ のプレゼント」となるか、です。 
　私からの皆さんへのお願いは、授けられたもの
を、入念に、賢明に、そして惜しみなく生かすこと
です。授けられたものを生かして、今は家で座って
いるだけの少女が、誇らしげに歩き、来年には学
校に通えるようにしてあげることです。 
　灌漑設備のない不毛な土地が、来春には農作物
で青 と々なるようにすることです。 
　貧困の輪を断ち切って、貧しい人たちを救い、社
会の底辺に生きる人たちに希望というプレゼント
を与えることです。 
　ここにおられる皆さんは、多くを授けられた方々
です。そして今、皆さんに最高のプレゼントが与え
られようとしています。それは、授けられた才能と
持ちうる力の限りを尽くして、「世界へのプレゼン
ト」となることのできる1年です。 
　可能性を現実にするために皆さんに与えられた
時間は1年でのクラブを導き、人びとの人生を変え
るために与えられた時間は1年です。永遠に続くモ
ニュメントを築くために与えられた時間は1年です。
このモニュメントは、御影石や大理石に彫られる
のではなく、今後何世代にもわたって人びとの人生
と心に刻まれるものです。 
　この機会は二度と訪れません。今を逃さずに生
かそうではありませんか。 
　世界へのプレゼントになりましょう。 
　ご清聴ありがとうございました。
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《地区方針》

《地区行動指針》
●高潔なロータリアンを目指し、常にバッジを着用する●

●例会に積極的に出席し、ロータリー活動を楽しむ●

●自主的クラブの運営●会員増強・退会防止●地区の改善・改革●

ロータリーの原点に学ぶ
～友情と寛容の輪を拡げよう～
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　「ワールドクラス」のガバナーの皆さん、この素晴
らしき組織のリーダーとなる準備を整えるために、
私たちはここに集まりました。皆さんと過ごすこの
ひと時は、私 にとって喜びであるだけでなく、おそ
らく人生で最も大切なときとなるでしょう。 
　人生には、物事を一変させるような、極めて重要
な瞬間というものがあります。その後のあらゆる経
験は、この瞬間を基軸として測られることになりま
す。自分の人生を形づくった出来事を振り返るとき、
私たちは、その出来事が起こる「前」と「後」に分
けて考えます。「あのときにすべてが変わった」と
言えるような瞬間です。 
　今晩ここにおられる皆さんにとって、まさに今が
そのときだと思います。 
　自宅、職場、家庭、クラブなど、世界はいつもと
変わりなく存在しています。しかし、ここサンディエ
ゴで、私たちの世界は変わりつつあります。私たち
のビジョンが形を成し、理解、大志、意欲が広が
りつつあります。 

　今週、ロータリーという組織の幅と深さ、そして、
それを取り巻く複雑さをご理解いただけるでしょう。
これまでは、ロータリーを批判的に論じることが
あったかもしれません。今、私たちには、ロータリー
において改めるべき点を正そうと努める特権、 そ
して重要な責任があります。 
　目の前に広大な地平線が広がっていますが、限
りがないわけではありません。私たちがリーダーで
いられるのは1年間だけです。7月からの366日間、
一日一日が限られた貴重な時間であり、この時間
は二度と訪れません。 
　時間が限られていると知れば、その時間は一層
貴重なものとなります。何かを成し遂げ、創造し、
「自分は大切な存在としてここにいた」という証を
残したいという気持ちが、ますます強まります。だ
からこそ、多くの方が、ロータリー役員としての1年
を、その証を残す一生に一度のチャンスだと考える
のです。 
　しかし、私はこう申し上げます。もし本当に変化

をもたらしたいなら、自分の存在の証をロータリー
に残すのではなく、ロータリーの活動を一番に優先
して、ロータリーの存在の証を世界に残すためにこ
の1年を捧げてください、と。 
　私たちの命は永遠ではなく、人生にはいつか終
わりが訪れます。しかし、そのことを忘れがちです。
インドの詩人、タゴールの言葉のように、「楽器の
弦の張替えばかりをしていて、肝心な歌を歌わず
に」毎日を過ごしています。 
　毎時間、毎日、毎年が、自分に与えられたもので
あり、貴重で、あっという間になくなり、かけがえの
ない時間であると、私たちはどうしたら気づくで
しょうか。 
　生まれると同時に、私たちはいろいろなものを
授かります。最初に授かるのは、命です。そして、愛、
思いやり、家族を授かり、教育、健康を授かり、学
びを通じて才能と能力を授かります。人生において、
親、友人、伴侶、子ども、生計手段、物質的な豊か
さなどは、どれも私たちに授けられたプレゼントで
す。ありがたさに感謝の気持ちでいっぱいになるこ
ともあるでしょう。私は、数カ月前に初孫が生まれ
たとき、そして、皆さんと過ごす今晩も、そのような
気持ちです。 
　今皆さんはこうお思いでしょう。このようなあり
がたいプレゼントに、一体いくつ 恵まれてきただろ
うか、と。私は自分に、そして皆さんに、次のように
問います。ど うしたらその恩返しができるでしょう
か?人生の終わりを迎えるとき、与えられたものを
無駄にし、後世に何も残さなかったと悟るのでしょ
うか。それとも、人生を振り返り、この世を去るとき
に自分の善き行いが後世に生き続けると知るので
しょうか。人生は1度しかありません。そして、
2015-16年度のチャンスも1度しかありま せん。その
時間はあまりに短く、成すべきことはあまりに多く
あります。 
　私たちの第一の課題、そして最も重要な課題は、
ポリオの撲滅です。 
　25年以上前に私たちがポリオ撲滅の誓いを立て
たとき、125カ国にポリオが常在し、毎日1,000人以
上の子どもがポリオによる麻痺（まひ）障害を患っ
ていました。 
　現在、ポリオ常在国は3カ国、そして昨年のポリ
オ症例数はわずか333件となりました。 
　そのほとんどは、パキスタン一国から報告された
ものです。この国で私たちが闘う相手は、ポリオウ
イルスだけでなく、無知、残忍さ、抑圧の力です。

私たちの課題は、ワクチンを子どもの口に届けるだ
けでなく、殺戮者たちから予防接種従事者を守る
ことでもあります。タリバンが、幼子の予防接種に
向かう女性たちをオートバイから銃撃し、罪のない
子どもたちを教室で殺害するという残忍な手段に
訴える中、パキスタン政府と市民は、ロータリーとと
もに、ポリオのない未来を実現するために力を尽 
くしています。 
　このような事態になるとは、25年前には誰も想
像できませんでした。しかし、25年分の活動、そし
て何百万という人たちの信念、献身、信頼が、卑劣
な敵によっておとしめられることはありません。私
たちは闘い続け、必ずや勝利します。なぜなら、私 
たちは、ポリオのない未来をプレゼントすると世界
の子どもたちに約束したからです。私たちは必ずや、
このプレゼントを子どもたちに贈ります。 
　ロータリーは膨大な可能性を秘めています。しか
し、多くのクラブや地区の現実に目を向けると、
ロータリーのあるべき姿が映し出されていません。 
　当組織を形づくった基本に立ち返る方法を見つ
ける必要があります。それは、人生のあらゆる場で
の高い倫理基準、そして、各クラブに会員の多様
性をもたらす職業分 類です。 
　これらは、会員増強の足を引っぱる障害にすぎ
ないと見られることがあまりに多いのが現実です。
しかし、これらはロータリーの成功に欠かせない要
素であり、なおざりにすれば、自らの存在を危うく
することになるでしょう。一度決めたことをやり抜く
ための豊富な知識とスキルを備えた、誠実な会員
がいるクラブこそ、真の「プレゼント」となるのです。 
　しかし、ご承知とは思いますが、今日のロータ
リーを一世紀前と同じように語りながら、それと同
時にロータリーの成長を期待することはできません。
私たちは今、新しい現実に生きています。ブラン
ディングの新たな取り組みは、確かに必要なことな 
のです。世界の多くの地域で薄れつつあるロータ
リーのイメージをあらためて明確 に打ち出す必要
があります。 
　時に、リーダーとしての私たちのロータリーの見
方と、クラブのロータリアンの見方との間に隔たり
があることがあります。 
　ロータリー財団への寄付をもっと奨励し、もっと
多くの善いことを行いたいと考える一方で、しつこ
くお願いしたり、あまりに高額な寄付をお願いした
りすれば、会員は離れてしまいます。 
　若い会員を迎え入れたいと考える一方で、ロータ

リーの基幹を成す年配の会員を遠ざけたり、まだ
大いに貢献できる、最近退職した会員たちを見過
ごしたりするべきではありません。 
　クラブのレベルを超えた活動に参加し、ロータ
リーのネットワークにもっとかかわるよう会員に奨
励したいと考える一方で、時間や寄付を要求しすぎ
て負担をかけたくはありません。 
　これらの課題を解決できる簡単な答えはありま
せん。しかし、何とかして答えを見 つける必要があ
ります。それを見つけるのは、ほかでもない私たち
です。 
　皆さんはロータリーの現場を知る方々です。クラ
ブが何を必要とするか、クラブに何ができるかを、
皆さんは心得ておられます。ロータリーをまとめ、そ
の可能性を引き出し、みんなで一緒に前進できる
よう導くのは、皆さんです。 
　今後私は、皆さんに多くのことをお願いしていき
ます。信念、情熱、傾倒、思いやりを捧げるよう、お
願いいたします。これらだけでなく、もっともっと多
くを捧げてください。なぜなら、次年度には、自ら
を世界へのプレゼントとして捧げていただきたい
からです。 
　ロータリーで私たちは、善き行いを目指していま
す。人類に大きなプレゼントを残した、歴史上の偉
大な人たちを尊敬し、称えます。大勢の人に人間の
尊厳を与えたアブラハム・リンカーン。疎外された
人たちに慈悲の心を捧げたマザー・テレサ。虐げ 
られた人たちに平和的な変化を与えたマハトマ・ガ
ンジー。 
　彼らは皆、人びとのために人生を捧げ、自らが世
界へのプレゼントとなって、自分自身を捧げました。 
　もちろん、私たちは彼らと同じではありませんし、
同じ人生を歩みたいとは望んでいないかもしれま
せん。しかし、これら歴史上の人物から刺激を受け、
模範とすることはできます。この人生において、自
分が大切にする諸々の責任をおろそかにせずに、
どうしたら自らを世界へのプレゼントとして捧げら
れるだろうか、と。 
　それは可能なことであり、私たちはそれを実行し
ます。なぜなら、私たちは一体となってこのチャレ
ンジに挑むからです。「世界へのプレゼントになろ
う」。これが、私から皆さんにお願いすることであ
り、私たちを導いていくテーマです。 
　ロータリーで私たちはリソースを捧げますが、何
よりも大切なことは、自分自身を捧げることです。
ただ「手渡す」のと「手を差し伸べる」のには大き

な違いがありま す。特に、思いやりの心をもった温
かい手であればなおさらです。幼い頃、思いやりと
愛のこもったささやかなプレゼントは、気持ちのこ
もっていない高価なプレゼントよりも貴重であると、
誰もが子ども心にも理解していたと思います。 
　ここサンディエゴでも、人のために何かするとき
には、全身全霊を込めてはじめて価値があるとい
うことを、私たちは理解しています。 
　だからこそ、皆さんにお願いします。「世界への
プレゼントになろう」、と。 
　このテーマを考えているとき、ヒンドゥー教を通
じて私が学んだある教訓を思い出しました。ここで、
スダマの物語を皆さんにご紹介したいと思います。 
　非常に貧しい少年スダマは、神の化身として王
家の一族に生まれたクリシュナの親友でした。2人
の少年は、成長するにつれて少しずつ疎遠になり、
クリシュナが軍を率いる名高き王となった一方で、
村人スダマはつつましく、どちらかというと貧しい 
暮らしをしていました。何年も経った頃、スダマは
生活に困り、子どもに食事を与える十分なお金さえ
なくなってしまいました。妻は、幼い頃に親しくして
いたクリシュナに助けを求めるよう提案しました。
最初は躊躇していたスダマも結局同意し、手ぶらで
は申し訳ないと、いくらかの米を布に包んで持って
いきました。 
　スダマを見たクリシュナは大喜びし、親切に愛情
をもって迎えました。その高貴な 生活ぶりに圧倒さ
れたスダマは、恥ずかしさのあまり持参した米を差
し出すことができません。クリシュナは「何を隠し
ているのか」と尋ね、布を開いて中の米を見ると、
喜んでこれを食べました。数時間後、変わらぬ友情
に感激したスダマは、助けをお願いすることをすっ
かり忘れてクリシュナの元を去りました。 
　帰り道、スダマは、当初の目的を忘れていたこと
に気づき、子どもたちがまだ腹を空かせていること
を思い出しました。しかし、自宅に着くと、そこに
あったのは、彼が出たときと同じ小屋ではなく、美
しい家でした。家の前にはきれいな服を着た家族 
が立っています。十分な食事を済ませた家族は、ス
ダマを出迎えようと待っていたの です。 
　これはなぜでしょうか?クリシュナは、スダマが
自分のためにプレゼントをもってきてくれたこと、
ありったけの米を自分にくれたことが分かっていた
からです。そのお返しに、クリシュナは、スダマが
必要とするすべてを与えたのです。 
　この逸話の教訓は、受け手にとって大切なのは、

その物質的な価値ではなく、贈り主の心がどれだ
け込められているか、ということです。私たちには
選択肢があります。授けられたものを自分の元だ
けにとどめるか、またはそれを生かして自らが「世
界へ のプレゼント」となるか、です。 
　私からの皆さんへのお願いは、授けられたもの
を、入念に、賢明に、そして惜しみなく生かすこと
です。授けられたものを生かして、今は家で座って
いるだけの少女が、誇らしげに歩き、来年には学
校に通えるようにしてあげることです。 
　灌漑設備のない不毛な土地が、来春には農作物
で青 と々なるようにすることです。 
　貧困の輪を断ち切って、貧しい人たちを救い、社
会の底辺に生きる人たちに希望というプレゼント
を与えることです。 
　ここにおられる皆さんは、多くを授けられた方々
です。そして今、皆さんに最高のプレゼントが与え
られようとしています。それは、授けられた才能と
持ちうる力の限りを尽くして、「世界へのプレゼン
ト」となることのできる1年です。 
　可能性を現実にするために皆さんに与えられた
時間は1年でのクラブを導き、人びとの人生を変え
るために与えられた時間は1年です。永遠に続くモ
ニュメントを築くために与えられた時間は1年です。
このモニュメントは、御影石や大理石に彫られる
のではなく、今後何世代にもわたって人びとの人生
と心に刻まれるものです。 
　この機会は二度と訪れません。今を逃さずに生
かそうではありませんか。 
　世界へのプレゼントになりましょう。 
　ご清聴ありがとうございました。

真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

経　歴
1968年 慶應義塾大学商学部 卒業
1986年 ヤマキ電器株式会社
 代表取締役社長 就任
2001年 瀬戸旭法人会副会長 就任
2005年 愛知県法人会連合会理事 就任
2007年 瀬戸商工会議所副会頭 就任
2012年 ヤマキ電器株式会社
 代表取締役会長 就任

ロータリー歴
1996年7月 瀬戸ＲＣ入会
2001-02年 クラブ幹事
2008-09年 クラブ会長
2013-14年 ガバナーモニニー

地区会員増強委員長
2014-15年 ガバナーエレクト
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
ベネファクター
米山功労者

国際ロータリー第2760地区 2015-2016年度ガバナー

加 藤  陽 一 （かとう よういち）
生 年 月 日 1944年（昭和19年）4月8日
所属クラブ 瀬戸RC
職 業 分 類 電気絶縁物製造
勤務先・役職 ヤマキ電器株式会社 代表取締役会長
所 在 地 〒489-0074 瀬戸市宮脇町4

《地区方針》

《地区行動指針》
●高潔なロータリアンを目指し、常にバッジを着用する●

●例会に積極的に出席し、ロータリー活動を楽しむ●

●自主的クラブの運営●会員増強・退会防止●地区の改善・改革●

ロータリーの原点に学ぶ
～友情と寛容の輪を拡げよう～
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ロータリー歴強調事項
●奉仕の率先躬行
●ポリオ撲滅の最終章
●ロータリーブランドの認識と実行

ジョンF．ジャーム
2016-2017年度国際ロータリー会長

米国、テネシー州

RIテーマ

人類に奉仕するロータリー

2016～2017年度

　111年の歴史の中で、ロータリーは多くの人に多く
の意味を持ってきました。会員は、ロータリーを通
じて友人と出会い、地域社会とつながり、目的意
識を持ち、人びととの絆を育み、キャリアを築き、
ほかでは味わえない貴重な経験をしてきました。毎
週、世界34,000以上のクラブのロータリアンが、語
らい、笑い、アイデアを分かち合うために集います。
しかし、私たちが集う一番の理由は、最も大切な目
標、すなわち「奉仕」のためです。
　ロータリーの初期から、人類への奉仕はロータ
リーの礎であり、主な存在理由となってきました。
今日の世界で意義ある奉仕を行う最善の道はロー
タリー会員になることであると、私は信じています。
また、世界に確かな変化をもたらすために、ロータ
リーほど優位な立場にある団体はないと考えてい
ます。さまざまな分野から熱心で有能な職業人が
集まり、壮大な目標を実現できる団体も、ほかにあ
りません。ロータリーには、世界を変える力、ネット
ワーク、知識の結集があります。ロータリーに限界
があるとしたら、それは私たちが自分自身に設け
ている限界にすぎません。
　現在、ロータリーはとても大事なときを迎えてい
ます。今はいろいろな意味で今後を決定づける歴
史的な節目です。私たちは力を合わせ、世界に重
要な奉仕を行ってきました。そして、今、世界の行く
末は、私たちのさらなる奉仕にかかっています。世
界でもっと大きな「よいこと」の推進力となるため
に、固い決意と熱意でポリオ撲滅を成し遂げ、勢い
をつけてロータリーをさらに前進させながら、これ
までの成功をバネに飛躍するときが来たのです。

　ポリオ撲滅から私たちが学んだ多くのことの中
で、最も大切ながら最もシンプルなこと、それは、
ロータリー全体の発展を望むなら全員が同じ方向
に進まなければならないということです。クラブ、
地区、RIのレベルにおけるリーダーシップの継続は、
ロータリーを繁栄させ、その秘めたる可能性を最
大限に発揮する唯一の方法です。新会員の入会や
新クラブの結成だけでは十分ではありません。私
たちが目指すのは、単にロータリアンの数を増やす
ことではなく、ロータリーによる善き活動をより多く
実現させ、将来にロータリーのリーダーとなれる
ロータリアンを増やすことです。
　ポール・ハリスは晩年、ロータリー設立の経緯に
ついて振り返り、次のようにつづっています。「個人
の努力は個々のニーズに向けることができます。し
かし、大勢の努力の結晶は、人類の奉仕に捧げな
ければなりません。結集された努力に限界というも
のはありません」。いつの日か120万人以上のロー
タリアンが一体となり、ロータリー財団や各自のリ
ソースを駆使して人類への奉仕に取り組むことにな
ろうとは、ハリスも想像しなかったでしょう。そのよ
うなロータリーに対してハリスがどんな奉仕を期待
するのか、私たちは想像するしかありません。「人
類に奉仕するロータリー」の伝統を継承する名誉
を授けられた私たちには、このような奉仕を行って
いく責務があるのです。
心を込めて

2015-2016年度　国際ロータリーのテーマ

2016-17年度国際ロータリー会長
ジョンF．ジャーム

国際協議会でのRI会長の挨拶

経 歴

　2016‐17年度地区ガバナーをはじめとする朋友
ロータリアンの皆さん。
　本国際協議会へようこそお越しくださいました。
　古代ギリシャのある哲学者がこう書き残してい
ます。「偉大な事業は小さな機会から始まるもので
ある」
　なるほどと思える言葉かもしれませんが、真実は
そうではないと私は思います。
　私は、偉大な事業は小さな機会から始まるので
はなく、大きな機会から始まると思います。ただ、
大きな機会は時として小さく見えるというだけです。
　私たちには皆、大きな機会が与えられました。た
だしそれは、地区ガバナーを務める機会でも、私
のように国際ロータリー会長を務める機会でもあ
りません。私の言う大きな機会とは、皆さんがここ
にいたったきっかけのことです。
　その機会は、ガバナー指名を知らせる電話から始
まったものではありません。それよりもずっと前、あ
るロータリアンから「私のロータリークラブの例会

に来ませんか」と誘われたときに始まったものです。
　そのときはさほど大きな機会とは思わなかった
かもしれません。しかし、理由はともあれ、例会に
出席させてもらうのも悪くはないと誰もが感じたの
ではないでしょうか。素晴らしい人たちと出会い、
人のために役立つことをし、しかも楽しそうだ、と。
　今振り返れば、それは決して小さな機会ではな
く、ロータリーを通じて社会に貢献する大きな機会
であったことが分かると思います。その機会をつか
んだことで、ロータリーという偉大な事業に参加で
きるようになったわけです。
　ですから、本日に限らず、明日、そして来年度に
向けて認識すべきなのは、小さいと思える機会も、
それを生かすことで大きな機会にできるということ
です。
　私たちが今週サンディエゴに来たのは、機会を
与えられたからです。それはクラブがより良く、より
効果的で、より野心的な奉仕活動に取り組めるよ
うにする機会です。

　この機会をどう生かすかは、私たち一人ひとりに
かかっています。ただし、私たちが下す決断の影
響を受けるのは私たち自身だけではありません。
　その影響は、決して顔を合わせることがなくとも、
ロータリーのおかげで人生が変わる世界中の人び
とにも及びます。
　今まさに世界のあちこちで、水汲みのために頭
に容器を載せ、徒歩で一時間もかかる汚染された
川に行き、水を運ばなければならない女性たちが
います。でも来年度、ロータリーが井戸を掘れば、
その必要はなくなります。
　インドには、学校にトイレがないために、12～13
歳になると学校に行けなくなる少女たちがいます。
でもロータリーがトイレを設置すれば、授業を受け
続けられるのです。
　パキスタンとアフガニスタンでは毎日、ポリオ感
染による身体麻痺の危険に脅かされながら生活し
ている子どもがいます。でも来年度、予防接種を行
き渡らせれば、子どもたちを恐れから解放し、近い
将来に世界からポリオをなくすことができます。
　しかしそのためには、ガバナーとなる皆さんだけ
でなく、クラブ会長やすべての会員に、ロータリー
への入会がいかに大きな機会があったかを認識し
てもらわなければなりません。その機会は、人類の
ためのロータリー奉仕を通じて、より良い世界を築
く機会です。
　ロータリーは今、岐路に立っています。来年度は、
世界で最後のポリオ症例が報告される年となるか
もしれません。そうなれば、ロータリーの歴史にお
いて最も重要な年となります。
　ポリオ撲滅の実現まで本当にあと少しです。目
標達成にこれほど近づいたことはありません。南ア
ジア全域、アフリカ全域がすでにポリオフリーと
なっています。野生型ウイルスの温床となっている
最後の地域は、アフガニスタンとパキスタンにまた
がっており、ポリオ常在国はこれら2ヵ国を残すの
みとなっています。両国はロータリーのあらゆる支
援を活用して、今年がポリオ発症の最後の年となる
よう、全力を尽くしています。
　ロータリーは30年以上、ポリオと闘い続け、一度
もあきらめたことはありません。その間に、25億人
の子どもが予防接種を受けました。私たちは必ず
や、ポリオ撲滅を成し遂げます。
　また、いずれ撲滅が実現した時について、今から
考え、準備しておく必要があります。ポリオ撲滅に
おけるロータリーの貢献を十分認識してもらうには

どうしたらいいか。この成功を、その後数十年にわ
たって、他団体との協力、会員増強、より野心的な
奉仕活動にどうつなげていくか、ということです。
　ポリオのない世界の実現においてロータリーが
果たした役割をすべての人びとに知ってもらうこと、
これが極めて重要です。なぜなら、ロータリーの功
績を知る人が増えれば、パートナー団体、資金、そ
してなによりも、さらに多くの達成を担っていく会
員が増えるからです。
　ロータリーがしかるべき評価を受けるために、私
たちは全力を尽くしています。しかし、エバンストン
の世界本部で何もかもできるわけではありません。
ロータリーとは何か、何に取り組んでいるのかを、
クラブを通じて地域社会に情報を広げていただく
必要があります。
　ですから、ポリオ撲滅が成し遂げられた時に、そ
の機会を生かす用意がクラブにできていなければ
なりません。社会貢献をしたい人たちが、ロータ
リー入会こそが世界を変える方法だと考えるように
すること。そのためには、クラブにその機会を提供
する用意がなければならないのです。
　新会員を入会させるだけでなく、ロータリー奉仕
に積極的に参加できるクラブ。新会員を温かく迎
え入れ、活気があり、「四つのテスト」を真に実践
するクラブ。このようなクラブが必要です。ポール・
ハリスが111年前にロータリーを創設した目的、す
なわち、「価値観を分かち合える人を見つける」と
いうことは、今日も人びとがロータリーに入会する
理由となっています。誠実さ、多様性、寛容、友情、
平和を信じ、人生の最大の目的は人類のために奉
仕することだと信じている人びとと出会うことです。
　ロータリーは変革を遂げ、時代の変化に対応し、
前進しています。しかし、その活動が子どもに本を
読んで聞かせることであっても、血液バンクを設立
することであっても、仮設の歯科クリニックを設け
ることであっても、ロータリアンをロータリアンたら
しめる真髄が変わることはありません。
　多様性を強みとするロータリーは、今も職業分類
を基本としています。高い倫理基準は時代を超え
た価値観であると信じる私たちは、今も「四つのテ
スト」を壁に掲げています。そして何よりも、ポー
ル・ハリスが信じたのと同じように、人生の最大の
目的は人類に奉仕することだと信じています。
　このような理由から、2016‐17年度のロータリー
のテーマはシンプルに「人類に奉仕するロータ
リー」といたしました。

ジョンF．ジャーム 夫妻

エンジニアリングのコンサルティング会社、Campbell 
and Associates社の理事兼CEO。同社に入社前は
空軍に4年間在籍。Public Education Foundation、
Orange Grove Center、Blood Assuranceの理事長、
Chattanooga State Technical Community College 
Foundationの創設者および財務長、Tennessee 
Jaycee財団の会長。
　1976年にロータリー入会。RI副会長、理事、財
団管理委員と副管理委員長、財団管理委員長エイ
ド、ロータリー2億ドルのチャレンジ委員長、RI理
事会執行委員、RI会長エイド、会員増強ゾーンコー
ディネーター、委員会委員と委員長、実行グループ
ゾーンおよびエリアコーディネーター、RI研修リー
ダー、地区ガバナーを歴任。
　RI超我の奉仕賞、ロータリー財団功労表彰状、
特別功労賞を受賞。ジュディ夫人とともにアーチ・
クランフ・ソサエティ会員。

　朋友の皆さん、ロータリーはすでに驚くほどの功
績を成し遂げました。妻ジュディーと私も本年度そ
の多くを目にしました。しかし、ロータリーはもっと
成し遂げることができると私は考えます。
　ロータリーがさらに前進するには、意欲と思いや
りと知恵にあふれた人たちがもっと必要です。さら
に、若い人たち、退職後間もない人たち、現役で仕
事している人たちが皆、ロータリーに入会して活動
したいと感じるような、柔軟性のあるクラブが必要
です。新たなパートナーシップを模索し、ほかの団
体との協力関係を切り開き、協力を通じてもっと多
くを達成すべきです。リーダーシップの継続性もさ
らに重視する必要もあります。これは、ポリオ撲滅
活動から学んだように、最大限の成果を得るには、
皆が共通の方向に進む必要があるからです。人類
に奉仕しなければなりません。
　これは、私たち全員にあてはまることです。私た
ちは一つのチームであり、一人の達成はチーム全体
の達成でもあります。しかも、達成そのものだけで
なく、達成に向けて助け合うことも大切です。なぜ
ならロータリーのリーダーシップは、奉仕活動と同
様、協力が基本となるからです。
　これまで、地区ガバナーは「ファーストクラス」、
「ベストクラス」、「ワールドクラス」などと呼ばれて
きましたが、来年度は、ロータリアン全員を一つの
チームとして、「ロータリーチーム」と呼びたいと思
います。このチームは、より良い世界という共通の
目標に向けて、共に活動し、共に奉仕し、共にがん
ばる、120万人のロータリアンのチームです。
　それがロータリーのあるべき姿です。ただし、今
日ここにいらっしゃる皆さんは、その中でも特別な
方々です。ロータリーチームのレギュラーメンバーで
はなく、選ばれた最高のメンバーであり、「ロータ
リーオールスター」と呼んでもいいでしょう。
　助けを最も必要とす人びとの人生を変えるような
活動をしているロータリアンのリーダーとして選び
抜かれた皆さんを、ロータリーは必要としています。
　ロータリアンが井戸を掘り、学校を建て、ポリオ
を撲滅するのを、世界中の人びとが待っています。
　ロータリアンにとっては、毎日が人びとの人生を
変える機会です。それが小さな機会に思えること
もあるかもしれませんし、自分には大したことはで
きないと思うかも知れません。
　しかしそれらの機会は、決して小さなものではあ
りません。皆さんが手を差し伸べる人たち、愛する
人たちにとって、そして、今の世代だけでなく、これ

から何世代にわたり、皆さんが行うことが違いを生
んでいきます。今よいことをすれば、後世により良
い世界を遺すことができるのです。
　よいことを、毎日一つずつ行う。それだけで違い
が生まれます。
　それが、私たちがロータリーにいる理由であり、
まさにロータリー奉仕です。そして来年度、ロータ
リー奉仕が効果的に行われるかどうかは、皆さま
の肩にかかっています。
　ロータリーが最善を尽くして人類に奉仕し、でき
る限り多くの人びとの人生をより良くできるようにす
ることが、皆さんの役割です。
　今も、重い水容器を頭に載せて運ばなければな
らない母親たち、学校教育をあきらめなければな
らない少女たち、ポリオにおびえながら生きている
子どもたちにとって、来年度は世界がより良いところ
となるように。「人類に奉仕するロータリー」がこれ
を実現できるようにすることが、皆さんの役割です。
　皆さん一人ひとりがロータリーという大きな機会
を見い出し、この機会をつかんだからこそ、実現で
きることなのです。
ご清聴ありがとうございました。
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ロータリー歴強調事項
●奉仕の率先躬行
●ポリオ撲滅の最終章
●ロータリーブランドの認識と実行

ジョンF．ジャーム
2016-2017年度国際ロータリー会長

米国、テネシー州

RIテーマ

人類に奉仕するロータリー

2016～2017年度

　111年の歴史の中で、ロータリーは多くの人に多く
の意味を持ってきました。会員は、ロータリーを通
じて友人と出会い、地域社会とつながり、目的意
識を持ち、人びととの絆を育み、キャリアを築き、
ほかでは味わえない貴重な経験をしてきました。毎
週、世界34,000以上のクラブのロータリアンが、語
らい、笑い、アイデアを分かち合うために集います。
しかし、私たちが集う一番の理由は、最も大切な目
標、すなわち「奉仕」のためです。
　ロータリーの初期から、人類への奉仕はロータ
リーの礎であり、主な存在理由となってきました。
今日の世界で意義ある奉仕を行う最善の道はロー
タリー会員になることであると、私は信じています。
また、世界に確かな変化をもたらすために、ロータ
リーほど優位な立場にある団体はないと考えてい
ます。さまざまな分野から熱心で有能な職業人が
集まり、壮大な目標を実現できる団体も、ほかにあ
りません。ロータリーには、世界を変える力、ネット
ワーク、知識の結集があります。ロータリーに限界
があるとしたら、それは私たちが自分自身に設け
ている限界にすぎません。
　現在、ロータリーはとても大事なときを迎えてい
ます。今はいろいろな意味で今後を決定づける歴
史的な節目です。私たちは力を合わせ、世界に重
要な奉仕を行ってきました。そして、今、世界の行く
末は、私たちのさらなる奉仕にかかっています。世
界でもっと大きな「よいこと」の推進力となるため
に、固い決意と熱意でポリオ撲滅を成し遂げ、勢い
をつけてロータリーをさらに前進させながら、これ
までの成功をバネに飛躍するときが来たのです。

　ポリオ撲滅から私たちが学んだ多くのことの中
で、最も大切ながら最もシンプルなこと、それは、
ロータリー全体の発展を望むなら全員が同じ方向
に進まなければならないということです。クラブ、
地区、RIのレベルにおけるリーダーシップの継続は、
ロータリーを繁栄させ、その秘めたる可能性を最
大限に発揮する唯一の方法です。新会員の入会や
新クラブの結成だけでは十分ではありません。私
たちが目指すのは、単にロータリアンの数を増やす
ことではなく、ロータリーによる善き活動をより多く
実現させ、将来にロータリーのリーダーとなれる
ロータリアンを増やすことです。
　ポール・ハリスは晩年、ロータリー設立の経緯に
ついて振り返り、次のようにつづっています。「個人
の努力は個々のニーズに向けることができます。し
かし、大勢の努力の結晶は、人類の奉仕に捧げな
ければなりません。結集された努力に限界というも
のはありません」。いつの日か120万人以上のロー
タリアンが一体となり、ロータリー財団や各自のリ
ソースを駆使して人類への奉仕に取り組むことにな
ろうとは、ハリスも想像しなかったでしょう。そのよ
うなロータリーに対してハリスがどんな奉仕を期待
するのか、私たちは想像するしかありません。「人
類に奉仕するロータリー」の伝統を継承する名誉
を授けられた私たちには、このような奉仕を行って
いく責務があるのです。
心を込めて

2015-2016年度　国際ロータリーのテーマ

2016-17年度国際ロータリー会長
ジョンF．ジャーム
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国際協議会でのRI会長の挨拶

経 歴

　2016‐17年度地区ガバナーをはじめとする朋友
ロータリアンの皆さん。
　本国際協議会へようこそお越しくださいました。
　古代ギリシャのある哲学者がこう書き残してい
ます。「偉大な事業は小さな機会から始まるもので
ある」
　なるほどと思える言葉かもしれませんが、真実は
そうではないと私は思います。
　私は、偉大な事業は小さな機会から始まるので
はなく、大きな機会から始まると思います。ただ、
大きな機会は時として小さく見えるというだけです。
　私たちには皆、大きな機会が与えられました。た
だしそれは、地区ガバナーを務める機会でも、私
のように国際ロータリー会長を務める機会でもあ
りません。私の言う大きな機会とは、皆さんがここ
にいたったきっかけのことです。
　その機会は、ガバナー指名を知らせる電話から始
まったものではありません。それよりもずっと前、あ
るロータリアンから「私のロータリークラブの例会

に来ませんか」と誘われたときに始まったものです。
　そのときはさほど大きな機会とは思わなかった
かもしれません。しかし、理由はともあれ、例会に
出席させてもらうのも悪くはないと誰もが感じたの
ではないでしょうか。素晴らしい人たちと出会い、
人のために役立つことをし、しかも楽しそうだ、と。
　今振り返れば、それは決して小さな機会ではな
く、ロータリーを通じて社会に貢献する大きな機会
であったことが分かると思います。その機会をつか
んだことで、ロータリーという偉大な事業に参加で
きるようになったわけです。
　ですから、本日に限らず、明日、そして来年度に
向けて認識すべきなのは、小さいと思える機会も、
それを生かすことで大きな機会にできるということ
です。
　私たちが今週サンディエゴに来たのは、機会を
与えられたからです。それはクラブがより良く、より
効果的で、より野心的な奉仕活動に取り組めるよ
うにする機会です。

　この機会をどう生かすかは、私たち一人ひとりに
かかっています。ただし、私たちが下す決断の影
響を受けるのは私たち自身だけではありません。
　その影響は、決して顔を合わせることがなくとも、
ロータリーのおかげで人生が変わる世界中の人び
とにも及びます。
　今まさに世界のあちこちで、水汲みのために頭
に容器を載せ、徒歩で一時間もかかる汚染された
川に行き、水を運ばなければならない女性たちが
います。でも来年度、ロータリーが井戸を掘れば、
その必要はなくなります。
　インドには、学校にトイレがないために、12～13
歳になると学校に行けなくなる少女たちがいます。
でもロータリーがトイレを設置すれば、授業を受け
続けられるのです。
　パキスタンとアフガニスタンでは毎日、ポリオ感
染による身体麻痺の危険に脅かされながら生活し
ている子どもがいます。でも来年度、予防接種を行
き渡らせれば、子どもたちを恐れから解放し、近い
将来に世界からポリオをなくすことができます。
　しかしそのためには、ガバナーとなる皆さんだけ
でなく、クラブ会長やすべての会員に、ロータリー
への入会がいかに大きな機会があったかを認識し
てもらわなければなりません。その機会は、人類の
ためのロータリー奉仕を通じて、より良い世界を築
く機会です。
　ロータリーは今、岐路に立っています。来年度は、
世界で最後のポリオ症例が報告される年となるか
もしれません。そうなれば、ロータリーの歴史にお
いて最も重要な年となります。
　ポリオ撲滅の実現まで本当にあと少しです。目
標達成にこれほど近づいたことはありません。南ア
ジア全域、アフリカ全域がすでにポリオフリーと
なっています。野生型ウイルスの温床となっている
最後の地域は、アフガニスタンとパキスタンにまた
がっており、ポリオ常在国はこれら2ヵ国を残すの
みとなっています。両国はロータリーのあらゆる支
援を活用して、今年がポリオ発症の最後の年となる
よう、全力を尽くしています。
　ロータリーは30年以上、ポリオと闘い続け、一度
もあきらめたことはありません。その間に、25億人
の子どもが予防接種を受けました。私たちは必ず
や、ポリオ撲滅を成し遂げます。
　また、いずれ撲滅が実現した時について、今から
考え、準備しておく必要があります。ポリオ撲滅に
おけるロータリーの貢献を十分認識してもらうには

どうしたらいいか。この成功を、その後数十年にわ
たって、他団体との協力、会員増強、より野心的な
奉仕活動にどうつなげていくか、ということです。
　ポリオのない世界の実現においてロータリーが
果たした役割をすべての人びとに知ってもらうこと、
これが極めて重要です。なぜなら、ロータリーの功
績を知る人が増えれば、パートナー団体、資金、そ
してなによりも、さらに多くの達成を担っていく会
員が増えるからです。
　ロータリーがしかるべき評価を受けるために、私
たちは全力を尽くしています。しかし、エバンストン
の世界本部で何もかもできるわけではありません。
ロータリーとは何か、何に取り組んでいるのかを、
クラブを通じて地域社会に情報を広げていただく
必要があります。
　ですから、ポリオ撲滅が成し遂げられた時に、そ
の機会を生かす用意がクラブにできていなければ
なりません。社会貢献をしたい人たちが、ロータ
リー入会こそが世界を変える方法だと考えるように
すること。そのためには、クラブにその機会を提供
する用意がなければならないのです。
　新会員を入会させるだけでなく、ロータリー奉仕
に積極的に参加できるクラブ。新会員を温かく迎
え入れ、活気があり、「四つのテスト」を真に実践
するクラブ。このようなクラブが必要です。ポール・
ハリスが111年前にロータリーを創設した目的、す
なわち、「価値観を分かち合える人を見つける」と
いうことは、今日も人びとがロータリーに入会する
理由となっています。誠実さ、多様性、寛容、友情、
平和を信じ、人生の最大の目的は人類のために奉
仕することだと信じている人びとと出会うことです。
　ロータリーは変革を遂げ、時代の変化に対応し、
前進しています。しかし、その活動が子どもに本を
読んで聞かせることであっても、血液バンクを設立
することであっても、仮設の歯科クリニックを設け
ることであっても、ロータリアンをロータリアンたら
しめる真髄が変わることはありません。
　多様性を強みとするロータリーは、今も職業分類
を基本としています。高い倫理基準は時代を超え
た価値観であると信じる私たちは、今も「四つのテ
スト」を壁に掲げています。そして何よりも、ポー
ル・ハリスが信じたのと同じように、人生の最大の
目的は人類に奉仕することだと信じています。
　このような理由から、2016‐17年度のロータリー
のテーマはシンプルに「人類に奉仕するロータ
リー」といたしました。

ジョンF．ジャーム 夫妻

エンジニアリングのコンサルティング会社、Campbell 
and Associates社の理事兼CEO。同社に入社前は
空軍に4年間在籍。Public Education Foundation、
Orange Grove Center、Blood Assuranceの理事長、
Chattanooga State Technical Community College 
Foundationの創設者および財務長、Tennessee 
Jaycee財団の会長。
　1976年にロータリー入会。RI副会長、理事、財
団管理委員と副管理委員長、財団管理委員長エイ
ド、ロータリー2億ドルのチャレンジ委員長、RI理
事会執行委員、RI会長エイド、会員増強ゾーンコー
ディネーター、委員会委員と委員長、実行グループ
ゾーンおよびエリアコーディネーター、RI研修リー
ダー、地区ガバナーを歴任。
　RI超我の奉仕賞、ロータリー財団功労表彰状、
特別功労賞を受賞。ジュディ夫人とともにアーチ・
クランフ・ソサエティ会員。

　朋友の皆さん、ロータリーはすでに驚くほどの功
績を成し遂げました。妻ジュディーと私も本年度そ
の多くを目にしました。しかし、ロータリーはもっと
成し遂げることができると私は考えます。
　ロータリーがさらに前進するには、意欲と思いや
りと知恵にあふれた人たちがもっと必要です。さら
に、若い人たち、退職後間もない人たち、現役で仕
事している人たちが皆、ロータリーに入会して活動
したいと感じるような、柔軟性のあるクラブが必要
です。新たなパートナーシップを模索し、ほかの団
体との協力関係を切り開き、協力を通じてもっと多
くを達成すべきです。リーダーシップの継続性もさ
らに重視する必要もあります。これは、ポリオ撲滅
活動から学んだように、最大限の成果を得るには、
皆が共通の方向に進む必要があるからです。人類
に奉仕しなければなりません。
　これは、私たち全員にあてはまることです。私た
ちは一つのチームであり、一人の達成はチーム全体
の達成でもあります。しかも、達成そのものだけで
なく、達成に向けて助け合うことも大切です。なぜ
ならロータリーのリーダーシップは、奉仕活動と同
様、協力が基本となるからです。
　これまで、地区ガバナーは「ファーストクラス」、
「ベストクラス」、「ワールドクラス」などと呼ばれて
きましたが、来年度は、ロータリアン全員を一つの
チームとして、「ロータリーチーム」と呼びたいと思
います。このチームは、より良い世界という共通の
目標に向けて、共に活動し、共に奉仕し、共にがん
ばる、120万人のロータリアンのチームです。
　それがロータリーのあるべき姿です。ただし、今
日ここにいらっしゃる皆さんは、その中でも特別な
方々です。ロータリーチームのレギュラーメンバーで
はなく、選ばれた最高のメンバーであり、「ロータ
リーオールスター」と呼んでもいいでしょう。
　助けを最も必要とす人びとの人生を変えるような
活動をしているロータリアンのリーダーとして選び
抜かれた皆さんを、ロータリーは必要としています。
　ロータリアンが井戸を掘り、学校を建て、ポリオ
を撲滅するのを、世界中の人びとが待っています。
　ロータリアンにとっては、毎日が人びとの人生を
変える機会です。それが小さな機会に思えること
もあるかもしれませんし、自分には大したことはで
きないと思うかも知れません。
　しかしそれらの機会は、決して小さなものではあ
りません。皆さんが手を差し伸べる人たち、愛する
人たちにとって、そして、今の世代だけでなく、これ

から何世代にわたり、皆さんが行うことが違いを生
んでいきます。今よいことをすれば、後世により良
い世界を遺すことができるのです。
　よいことを、毎日一つずつ行う。それだけで違い
が生まれます。
　それが、私たちがロータリーにいる理由であり、
まさにロータリー奉仕です。そして来年度、ロータ
リー奉仕が効果的に行われるかどうかは、皆さま
の肩にかかっています。
　ロータリーが最善を尽くして人類に奉仕し、でき
る限り多くの人びとの人生をより良くできるようにす
ることが、皆さんの役割です。
　今も、重い水容器を頭に載せて運ばなければな
らない母親たち、学校教育をあきらめなければな
らない少女たち、ポリオにおびえながら生きている
子どもたちにとって、来年度は世界がより良いところ
となるように。「人類に奉仕するロータリー」がこれ
を実現できるようにすることが、皆さんの役割です。
　皆さん一人ひとりがロータリーという大きな機会
を見い出し、この機会をつかんだからこそ、実現で
きることなのです。
ご清聴ありがとうございました。
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　2016‐17年度地区ガバナーをはじめとする朋友
ロータリアンの皆さん。
　本国際協議会へようこそお越しくださいました。
　古代ギリシャのある哲学者がこう書き残してい
ます。「偉大な事業は小さな機会から始まるもので
ある」
　なるほどと思える言葉かもしれませんが、真実は
そうではないと私は思います。
　私は、偉大な事業は小さな機会から始まるので
はなく、大きな機会から始まると思います。ただ、
大きな機会は時として小さく見えるというだけです。
　私たちには皆、大きな機会が与えられました。た
だしそれは、地区ガバナーを務める機会でも、私
のように国際ロータリー会長を務める機会でもあ
りません。私の言う大きな機会とは、皆さんがここ
にいたったきっかけのことです。
　その機会は、ガバナー指名を知らせる電話から始
まったものではありません。それよりもずっと前、あ
るロータリアンから「私のロータリークラブの例会

に来ませんか」と誘われたときに始まったものです。
　そのときはさほど大きな機会とは思わなかった
かもしれません。しかし、理由はともあれ、例会に
出席させてもらうのも悪くはないと誰もが感じたの
ではないでしょうか。素晴らしい人たちと出会い、
人のために役立つことをし、しかも楽しそうだ、と。
　今振り返れば、それは決して小さな機会ではな
く、ロータリーを通じて社会に貢献する大きな機会
であったことが分かると思います。その機会をつか
んだことで、ロータリーという偉大な事業に参加で
きるようになったわけです。
　ですから、本日に限らず、明日、そして来年度に
向けて認識すべきなのは、小さいと思える機会も、
それを生かすことで大きな機会にできるということ
です。
　私たちが今週サンディエゴに来たのは、機会を
与えられたからです。それはクラブがより良く、より
効果的で、より野心的な奉仕活動に取り組めるよ
うにする機会です。

　この機会をどう生かすかは、私たち一人ひとりに
かかっています。ただし、私たちが下す決断の影
響を受けるのは私たち自身だけではありません。
　その影響は、決して顔を合わせることがなくとも、
ロータリーのおかげで人生が変わる世界中の人び
とにも及びます。
　今まさに世界のあちこちで、水汲みのために頭
に容器を載せ、徒歩で一時間もかかる汚染された
川に行き、水を運ばなければならない女性たちが
います。でも来年度、ロータリーが井戸を掘れば、
その必要はなくなります。
　インドには、学校にトイレがないために、12～13
歳になると学校に行けなくなる少女たちがいます。
でもロータリーがトイレを設置すれば、授業を受け
続けられるのです。
　パキスタンとアフガニスタンでは毎日、ポリオ感
染による身体麻痺の危険に脅かされながら生活し
ている子どもがいます。でも来年度、予防接種を行
き渡らせれば、子どもたちを恐れから解放し、近い
将来に世界からポリオをなくすことができます。
　しかしそのためには、ガバナーとなる皆さんだけ
でなく、クラブ会長やすべての会員に、ロータリー
への入会がいかに大きな機会があったかを認識し
てもらわなければなりません。その機会は、人類の
ためのロータリー奉仕を通じて、より良い世界を築
く機会です。
　ロータリーは今、岐路に立っています。来年度は、
世界で最後のポリオ症例が報告される年となるか
もしれません。そうなれば、ロータリーの歴史にお
いて最も重要な年となります。
　ポリオ撲滅の実現まで本当にあと少しです。目
標達成にこれほど近づいたことはありません。南ア
ジア全域、アフリカ全域がすでにポリオフリーと
なっています。野生型ウイルスの温床となっている
最後の地域は、アフガニスタンとパキスタンにまた
がっており、ポリオ常在国はこれら2ヵ国を残すの
みとなっています。両国はロータリーのあらゆる支
援を活用して、今年がポリオ発症の最後の年となる
よう、全力を尽くしています。
　ロータリーは30年以上、ポリオと闘い続け、一度
もあきらめたことはありません。その間に、25億人
の子どもが予防接種を受けました。私たちは必ず
や、ポリオ撲滅を成し遂げます。
　また、いずれ撲滅が実現した時について、今から
考え、準備しておく必要があります。ポリオ撲滅に
おけるロータリーの貢献を十分認識してもらうには

どうしたらいいか。この成功を、その後数十年にわ
たって、他団体との協力、会員増強、より野心的な
奉仕活動にどうつなげていくか、ということです。
　ポリオのない世界の実現においてロータリーが
果たした役割をすべての人びとに知ってもらうこと、
これが極めて重要です。なぜなら、ロータリーの功
績を知る人が増えれば、パートナー団体、資金、そ
してなによりも、さらに多くの達成を担っていく会
員が増えるからです。
　ロータリーがしかるべき評価を受けるために、私
たちは全力を尽くしています。しかし、エバンストン
の世界本部で何もかもできるわけではありません。
ロータリーとは何か、何に取り組んでいるのかを、
クラブを通じて地域社会に情報を広げていただく
必要があります。
　ですから、ポリオ撲滅が成し遂げられた時に、そ
の機会を生かす用意がクラブにできていなければ
なりません。社会貢献をしたい人たちが、ロータ
リー入会こそが世界を変える方法だと考えるように
すること。そのためには、クラブにその機会を提供
する用意がなければならないのです。
　新会員を入会させるだけでなく、ロータリー奉仕
に積極的に参加できるクラブ。新会員を温かく迎
え入れ、活気があり、「四つのテスト」を真に実践
するクラブ。このようなクラブが必要です。ポール・
ハリスが111年前にロータリーを創設した目的、す
なわち、「価値観を分かち合える人を見つける」と
いうことは、今日も人びとがロータリーに入会する
理由となっています。誠実さ、多様性、寛容、友情、
平和を信じ、人生の最大の目的は人類のために奉
仕することだと信じている人びとと出会うことです。
　ロータリーは変革を遂げ、時代の変化に対応し、
前進しています。しかし、その活動が子どもに本を
読んで聞かせることであっても、血液バンクを設立
することであっても、仮設の歯科クリニックを設け
ることであっても、ロータリアンをロータリアンたら
しめる真髄が変わることはありません。
　多様性を強みとするロータリーは、今も職業分類
を基本としています。高い倫理基準は時代を超え
た価値観であると信じる私たちは、今も「四つのテ
スト」を壁に掲げています。そして何よりも、ポー
ル・ハリスが信じたのと同じように、人生の最大の
目的は人類に奉仕することだと信じています。
　このような理由から、2016‐17年度のロータリー
のテーマはシンプルに「人類に奉仕するロータ
リー」といたしました。

　朋友の皆さん、ロータリーはすでに驚くほどの功
績を成し遂げました。妻ジュディーと私も本年度そ
の多くを目にしました。しかし、ロータリーはもっと
成し遂げることができると私は考えます。
　ロータリーがさらに前進するには、意欲と思いや
りと知恵にあふれた人たちがもっと必要です。さら
に、若い人たち、退職後間もない人たち、現役で仕
事している人たちが皆、ロータリーに入会して活動
したいと感じるような、柔軟性のあるクラブが必要
です。新たなパートナーシップを模索し、ほかの団
体との協力関係を切り開き、協力を通じてもっと多
くを達成すべきです。リーダーシップの継続性もさ
らに重視する必要もあります。これは、ポリオ撲滅
活動から学んだように、最大限の成果を得るには、
皆が共通の方向に進む必要があるからです。人類
に奉仕しなければなりません。
　これは、私たち全員にあてはまることです。私た
ちは一つのチームであり、一人の達成はチーム全体
の達成でもあります。しかも、達成そのものだけで
なく、達成に向けて助け合うことも大切です。なぜ
ならロータリーのリーダーシップは、奉仕活動と同
様、協力が基本となるからです。
　これまで、地区ガバナーは「ファーストクラス」、
「ベストクラス」、「ワールドクラス」などと呼ばれて
きましたが、来年度は、ロータリアン全員を一つの
チームとして、「ロータリーチーム」と呼びたいと思
います。このチームは、より良い世界という共通の
目標に向けて、共に活動し、共に奉仕し、共にがん
ばる、120万人のロータリアンのチームです。
　それがロータリーのあるべき姿です。ただし、今
日ここにいらっしゃる皆さんは、その中でも特別な
方々です。ロータリーチームのレギュラーメンバーで
はなく、選ばれた最高のメンバーであり、「ロータ
リーオールスター」と呼んでもいいでしょう。
　助けを最も必要とす人びとの人生を変えるような
活動をしているロータリアンのリーダーとして選び
抜かれた皆さんを、ロータリーは必要としています。
　ロータリアンが井戸を掘り、学校を建て、ポリオ
を撲滅するのを、世界中の人びとが待っています。
　ロータリアンにとっては、毎日が人びとの人生を
変える機会です。それが小さな機会に思えること
もあるかもしれませんし、自分には大したことはで
きないと思うかも知れません。
　しかしそれらの機会は、決して小さなものではあ
りません。皆さんが手を差し伸べる人たち、愛する
人たちにとって、そして、今の世代だけでなく、これ

から何世代にわたり、皆さんが行うことが違いを生
んでいきます。今よいことをすれば、後世により良
い世界を遺すことができるのです。
　よいことを、毎日一つずつ行う。それだけで違い
が生まれます。
　それが、私たちがロータリーにいる理由であり、
まさにロータリー奉仕です。そして来年度、ロータ
リー奉仕が効果的に行われるかどうかは、皆さま
の肩にかかっています。
　ロータリーが最善を尽くして人類に奉仕し、でき
る限り多くの人びとの人生をより良くできるようにす
ることが、皆さんの役割です。
　今も、重い水容器を頭に載せて運ばなければな
らない母親たち、学校教育をあきらめなければな
らない少女たち、ポリオにおびえながら生きている
子どもたちにとって、来年度は世界がより良いところ
となるように。「人類に奉仕するロータリー」がこれ
を実現できるようにすることが、皆さんの役割です。
　皆さん一人ひとりがロータリーという大きな機会
を見い出し、この機会をつかんだからこそ、実現で
きることなのです。
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子どもたちにとって、来年度は世界がより良いところ
となるように。「人類に奉仕するロータリー」がこれ
を実現できるようにすることが、皆さんの役割です。
　皆さん一人ひとりがロータリーという大きな機会
を見い出し、この機会をつかんだからこそ、実現で
きることなのです。
ご清聴ありがとうございました。
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　2016‐17年度地区ガバナーをはじめとする朋友
ロータリアンの皆さん。
　本国際協議会へようこそお越しくださいました。
　古代ギリシャのある哲学者がこう書き残してい
ます。「偉大な事業は小さな機会から始まるもので
ある」
　なるほどと思える言葉かもしれませんが、真実は
そうではないと私は思います。
　私は、偉大な事業は小さな機会から始まるので
はなく、大きな機会から始まると思います。ただ、
大きな機会は時として小さく見えるというだけです。
　私たちには皆、大きな機会が与えられました。た
だしそれは、地区ガバナーを務める機会でも、私
のように国際ロータリー会長を務める機会でもあ
りません。私の言う大きな機会とは、皆さんがここ
にいたったきっかけのことです。
　その機会は、ガバナー指名を知らせる電話から始
まったものではありません。それよりもずっと前、あ
るロータリアンから「私のロータリークラブの例会

に来ませんか」と誘われたときに始まったものです。
　そのときはさほど大きな機会とは思わなかった
かもしれません。しかし、理由はともあれ、例会に
出席させてもらうのも悪くはないと誰もが感じたの
ではないでしょうか。素晴らしい人たちと出会い、
人のために役立つことをし、しかも楽しそうだ、と。
　今振り返れば、それは決して小さな機会ではな
く、ロータリーを通じて社会に貢献する大きな機会
であったことが分かると思います。その機会をつか
んだことで、ロータリーという偉大な事業に参加で
きるようになったわけです。
　ですから、本日に限らず、明日、そして来年度に
向けて認識すべきなのは、小さいと思える機会も、
それを生かすことで大きな機会にできるということ
です。
　私たちが今週サンディエゴに来たのは、機会を
与えられたからです。それはクラブがより良く、より
効果的で、より野心的な奉仕活動に取り組めるよ
うにする機会です。

　この機会をどう生かすかは、私たち一人ひとりに
かかっています。ただし、私たちが下す決断の影
響を受けるのは私たち自身だけではありません。
　その影響は、決して顔を合わせることがなくとも、
ロータリーのおかげで人生が変わる世界中の人び
とにも及びます。
　今まさに世界のあちこちで、水汲みのために頭
に容器を載せ、徒歩で一時間もかかる汚染された
川に行き、水を運ばなければならない女性たちが
います。でも来年度、ロータリーが井戸を掘れば、
その必要はなくなります。
　インドには、学校にトイレがないために、12～13
歳になると学校に行けなくなる少女たちがいます。
でもロータリーがトイレを設置すれば、授業を受け
続けられるのです。
　パキスタンとアフガニスタンでは毎日、ポリオ感
染による身体麻痺の危険に脅かされながら生活し
ている子どもがいます。でも来年度、予防接種を行
き渡らせれば、子どもたちを恐れから解放し、近い
将来に世界からポリオをなくすことができます。
　しかしそのためには、ガバナーとなる皆さんだけ
でなく、クラブ会長やすべての会員に、ロータリー
への入会がいかに大きな機会があったかを認識し
てもらわなければなりません。その機会は、人類の
ためのロータリー奉仕を通じて、より良い世界を築
く機会です。
　ロータリーは今、岐路に立っています。来年度は、
世界で最後のポリオ症例が報告される年となるか
もしれません。そうなれば、ロータリーの歴史にお
いて最も重要な年となります。
　ポリオ撲滅の実現まで本当にあと少しです。目
標達成にこれほど近づいたことはありません。南ア
ジア全域、アフリカ全域がすでにポリオフリーと
なっています。野生型ウイルスの温床となっている
最後の地域は、アフガニスタンとパキスタンにまた
がっており、ポリオ常在国はこれら2ヵ国を残すの
みとなっています。両国はロータリーのあらゆる支
援を活用して、今年がポリオ発症の最後の年となる
よう、全力を尽くしています。
　ロータリーは30年以上、ポリオと闘い続け、一度
もあきらめたことはありません。その間に、25億人
の子どもが予防接種を受けました。私たちは必ず
や、ポリオ撲滅を成し遂げます。
　また、いずれ撲滅が実現した時について、今から
考え、準備しておく必要があります。ポリオ撲滅に
おけるロータリーの貢献を十分認識してもらうには

どうしたらいいか。この成功を、その後数十年にわ
たって、他団体との協力、会員増強、より野心的な
奉仕活動にどうつなげていくか、ということです。
　ポリオのない世界の実現においてロータリーが
果たした役割をすべての人びとに知ってもらうこと、
これが極めて重要です。なぜなら、ロータリーの功
績を知る人が増えれば、パートナー団体、資金、そ
してなによりも、さらに多くの達成を担っていく会
員が増えるからです。
　ロータリーがしかるべき評価を受けるために、私
たちは全力を尽くしています。しかし、エバンストン
の世界本部で何もかもできるわけではありません。
ロータリーとは何か、何に取り組んでいるのかを、
クラブを通じて地域社会に情報を広げていただく
必要があります。
　ですから、ポリオ撲滅が成し遂げられた時に、そ
の機会を生かす用意がクラブにできていなければ
なりません。社会貢献をしたい人たちが、ロータ
リー入会こそが世界を変える方法だと考えるように
すること。そのためには、クラブにその機会を提供
する用意がなければならないのです。
　新会員を入会させるだけでなく、ロータリー奉仕
に積極的に参加できるクラブ。新会員を温かく迎
え入れ、活気があり、「四つのテスト」を真に実践
するクラブ。このようなクラブが必要です。ポール・
ハリスが111年前にロータリーを創設した目的、す
なわち、「価値観を分かち合える人を見つける」と
いうことは、今日も人びとがロータリーに入会する
理由となっています。誠実さ、多様性、寛容、友情、
平和を信じ、人生の最大の目的は人類のために奉
仕することだと信じている人びとと出会うことです。
　ロータリーは変革を遂げ、時代の変化に対応し、
前進しています。しかし、その活動が子どもに本を
読んで聞かせることであっても、血液バンクを設立
することであっても、仮設の歯科クリニックを設け
ることであっても、ロータリアンをロータリアンたら
しめる真髄が変わることはありません。
　多様性を強みとするロータリーは、今も職業分類
を基本としています。高い倫理基準は時代を超え
た価値観であると信じる私たちは、今も「四つのテ
スト」を壁に掲げています。そして何よりも、ポー
ル・ハリスが信じたのと同じように、人生の最大の
目的は人類に奉仕することだと信じています。
　このような理由から、2016‐17年度のロータリー
のテーマはシンプルに「人類に奉仕するロータ
リー」といたしました。

　朋友の皆さん、ロータリーはすでに驚くほどの功
績を成し遂げました。妻ジュディーと私も本年度そ
の多くを目にしました。しかし、ロータリーはもっと
成し遂げることができると私は考えます。
　ロータリーがさらに前進するには、意欲と思いや
りと知恵にあふれた人たちがもっと必要です。さら
に、若い人たち、退職後間もない人たち、現役で仕
事している人たちが皆、ロータリーに入会して活動
したいと感じるような、柔軟性のあるクラブが必要
です。新たなパートナーシップを模索し、ほかの団
体との協力関係を切り開き、協力を通じてもっと多
くを達成すべきです。リーダーシップの継続性もさ
らに重視する必要もあります。これは、ポリオ撲滅
活動から学んだように、最大限の成果を得るには、
皆が共通の方向に進む必要があるからです。人類
に奉仕しなければなりません。
　これは、私たち全員にあてはまることです。私た
ちは一つのチームであり、一人の達成はチーム全体
の達成でもあります。しかも、達成そのものだけで
なく、達成に向けて助け合うことも大切です。なぜ
ならロータリーのリーダーシップは、奉仕活動と同
様、協力が基本となるからです。
　これまで、地区ガバナーは「ファーストクラス」、
「ベストクラス」、「ワールドクラス」などと呼ばれて
きましたが、来年度は、ロータリアン全員を一つの
チームとして、「ロータリーチーム」と呼びたいと思
います。このチームは、より良い世界という共通の
目標に向けて、共に活動し、共に奉仕し、共にがん
ばる、120万人のロータリアンのチームです。
　それがロータリーのあるべき姿です。ただし、今
日ここにいらっしゃる皆さんは、その中でも特別な
方々です。ロータリーチームのレギュラーメンバーで
はなく、選ばれた最高のメンバーであり、「ロータ
リーオールスター」と呼んでもいいでしょう。
　助けを最も必要とす人びとの人生を変えるような
活動をしているロータリアンのリーダーとして選び
抜かれた皆さんを、ロータリーは必要としています。
　ロータリアンが井戸を掘り、学校を建て、ポリオ
を撲滅するのを、世界中の人びとが待っています。
　ロータリアンにとっては、毎日が人びとの人生を
変える機会です。それが小さな機会に思えること
もあるかもしれませんし、自分には大したことはで
きないと思うかも知れません。
　しかしそれらの機会は、決して小さなものではあ
りません。皆さんが手を差し伸べる人たち、愛する
人たちにとって、そして、今の世代だけでなく、これ

から何世代にわたり、皆さんが行うことが違いを生
んでいきます。今よいことをすれば、後世により良
い世界を遺すことができるのです。
　よいことを、毎日一つずつ行う。それだけで違い
が生まれます。
　それが、私たちがロータリーにいる理由であり、
まさにロータリー奉仕です。そして来年度、ロータ
リー奉仕が効果的に行われるかどうかは、皆さま
の肩にかかっています。
　ロータリーが最善を尽くして人類に奉仕し、でき
る限り多くの人びとの人生をより良くできるようにす
ることが、皆さんの役割です。
　今も、重い水容器を頭に載せて運ばなければな
らない母親たち、学校教育をあきらめなければな
らない少女たち、ポリオにおびえながら生きている
子どもたちにとって、来年度は世界がより良いところ
となるように。「人類に奉仕するロータリー」がこれ
を実現できるようにすることが、皆さんの役割です。
　皆さん一人ひとりがロータリーという大きな機会
を見い出し、この機会をつかんだからこそ、実現で
きることなのです。
ご清聴ありがとうございました。
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　2016‐17年度地区ガバナーをはじめとする朋友
ロータリアンの皆さん。
　本国際協議会へようこそお越しくださいました。
　古代ギリシャのある哲学者がこう書き残してい
ます。「偉大な事業は小さな機会から始まるもので
ある」
　なるほどと思える言葉かもしれませんが、真実は
そうではないと私は思います。
　私は、偉大な事業は小さな機会から始まるので
はなく、大きな機会から始まると思います。ただ、
大きな機会は時として小さく見えるというだけです。
　私たちには皆、大きな機会が与えられました。た
だしそれは、地区ガバナーを務める機会でも、私
のように国際ロータリー会長を務める機会でもあ
りません。私の言う大きな機会とは、皆さんがここ
にいたったきっかけのことです。
　その機会は、ガバナー指名を知らせる電話から始
まったものではありません。それよりもずっと前、あ
るロータリアンから「私のロータリークラブの例会

に来ませんか」と誘われたときに始まったものです。
　そのときはさほど大きな機会とは思わなかった
かもしれません。しかし、理由はともあれ、例会に
出席させてもらうのも悪くはないと誰もが感じたの
ではないでしょうか。素晴らしい人たちと出会い、
人のために役立つことをし、しかも楽しそうだ、と。
　今振り返れば、それは決して小さな機会ではな
く、ロータリーを通じて社会に貢献する大きな機会
であったことが分かると思います。その機会をつか
んだことで、ロータリーという偉大な事業に参加で
きるようになったわけです。
　ですから、本日に限らず、明日、そして来年度に
向けて認識すべきなのは、小さいと思える機会も、
それを生かすことで大きな機会にできるということ
です。
　私たちが今週サンディエゴに来たのは、機会を
与えられたからです。それはクラブがより良く、より
効果的で、より野心的な奉仕活動に取り組めるよ
うにする機会です。

　この機会をどう生かすかは、私たち一人ひとりに
かかっています。ただし、私たちが下す決断の影
響を受けるのは私たち自身だけではありません。
　その影響は、決して顔を合わせることがなくとも、
ロータリーのおかげで人生が変わる世界中の人び
とにも及びます。
　今まさに世界のあちこちで、水汲みのために頭
に容器を載せ、徒歩で一時間もかかる汚染された
川に行き、水を運ばなければならない女性たちが
います。でも来年度、ロータリーが井戸を掘れば、
その必要はなくなります。
　インドには、学校にトイレがないために、12～13
歳になると学校に行けなくなる少女たちがいます。
でもロータリーがトイレを設置すれば、授業を受け
続けられるのです。
　パキスタンとアフガニスタンでは毎日、ポリオ感
染による身体麻痺の危険に脅かされながら生活し
ている子どもがいます。でも来年度、予防接種を行
き渡らせれば、子どもたちを恐れから解放し、近い
将来に世界からポリオをなくすことができます。
　しかしそのためには、ガバナーとなる皆さんだけ
でなく、クラブ会長やすべての会員に、ロータリー
への入会がいかに大きな機会があったかを認識し
てもらわなければなりません。その機会は、人類の
ためのロータリー奉仕を通じて、より良い世界を築
く機会です。
　ロータリーは今、岐路に立っています。来年度は、
世界で最後のポリオ症例が報告される年となるか
もしれません。そうなれば、ロータリーの歴史にお
いて最も重要な年となります。
　ポリオ撲滅の実現まで本当にあと少しです。目
標達成にこれほど近づいたことはありません。南ア
ジア全域、アフリカ全域がすでにポリオフリーと
なっています。野生型ウイルスの温床となっている
最後の地域は、アフガニスタンとパキスタンにまた
がっており、ポリオ常在国はこれら2ヵ国を残すの
みとなっています。両国はロータリーのあらゆる支
援を活用して、今年がポリオ発症の最後の年となる
よう、全力を尽くしています。
　ロータリーは30年以上、ポリオと闘い続け、一度
もあきらめたことはありません。その間に、25億人
の子どもが予防接種を受けました。私たちは必ず
や、ポリオ撲滅を成し遂げます。
　また、いずれ撲滅が実現した時について、今から
考え、準備しておく必要があります。ポリオ撲滅に
おけるロータリーの貢献を十分認識してもらうには

どうしたらいいか。この成功を、その後数十年にわ
たって、他団体との協力、会員増強、より野心的な
奉仕活動にどうつなげていくか、ということです。
　ポリオのない世界の実現においてロータリーが
果たした役割をすべての人びとに知ってもらうこと、
これが極めて重要です。なぜなら、ロータリーの功
績を知る人が増えれば、パートナー団体、資金、そ
してなによりも、さらに多くの達成を担っていく会
員が増えるからです。
　ロータリーがしかるべき評価を受けるために、私
たちは全力を尽くしています。しかし、エバンストン
の世界本部で何もかもできるわけではありません。
ロータリーとは何か、何に取り組んでいるのかを、
クラブを通じて地域社会に情報を広げていただく
必要があります。
　ですから、ポリオ撲滅が成し遂げられた時に、そ
の機会を生かす用意がクラブにできていなければ
なりません。社会貢献をしたい人たちが、ロータ
リー入会こそが世界を変える方法だと考えるように
すること。そのためには、クラブにその機会を提供
する用意がなければならないのです。
　新会員を入会させるだけでなく、ロータリー奉仕
に積極的に参加できるクラブ。新会員を温かく迎
え入れ、活気があり、「四つのテスト」を真に実践
するクラブ。このようなクラブが必要です。ポール・
ハリスが111年前にロータリーを創設した目的、す
なわち、「価値観を分かち合える人を見つける」と
いうことは、今日も人びとがロータリーに入会する
理由となっています。誠実さ、多様性、寛容、友情、
平和を信じ、人生の最大の目的は人類のために奉
仕することだと信じている人びとと出会うことです。
　ロータリーは変革を遂げ、時代の変化に対応し、
前進しています。しかし、その活動が子どもに本を
読んで聞かせることであっても、血液バンクを設立
することであっても、仮設の歯科クリニックを設け
ることであっても、ロータリアンをロータリアンたら
しめる真髄が変わることはありません。
　多様性を強みとするロータリーは、今も職業分類
を基本としています。高い倫理基準は時代を超え
た価値観であると信じる私たちは、今も「四つのテ
スト」を壁に掲げています。そして何よりも、ポー
ル・ハリスが信じたのと同じように、人生の最大の
目的は人類に奉仕することだと信じています。
　このような理由から、2016‐17年度のロータリー
のテーマはシンプルに「人類に奉仕するロータ
リー」といたしました。

　朋友の皆さん、ロータリーはすでに驚くほどの功
績を成し遂げました。妻ジュディーと私も本年度そ
の多くを目にしました。しかし、ロータリーはもっと
成し遂げることができると私は考えます。
　ロータリーがさらに前進するには、意欲と思いや
りと知恵にあふれた人たちがもっと必要です。さら
に、若い人たち、退職後間もない人たち、現役で仕
事している人たちが皆、ロータリーに入会して活動
したいと感じるような、柔軟性のあるクラブが必要
です。新たなパートナーシップを模索し、ほかの団
体との協力関係を切り開き、協力を通じてもっと多
くを達成すべきです。リーダーシップの継続性もさ
らに重視する必要もあります。これは、ポリオ撲滅
活動から学んだように、最大限の成果を得るには、
皆が共通の方向に進む必要があるからです。人類
に奉仕しなければなりません。
　これは、私たち全員にあてはまることです。私た
ちは一つのチームであり、一人の達成はチーム全体
の達成でもあります。しかも、達成そのものだけで
なく、達成に向けて助け合うことも大切です。なぜ
ならロータリーのリーダーシップは、奉仕活動と同
様、協力が基本となるからです。
　これまで、地区ガバナーは「ファーストクラス」、
「ベストクラス」、「ワールドクラス」などと呼ばれて
きましたが、来年度は、ロータリアン全員を一つの
チームとして、「ロータリーチーム」と呼びたいと思
います。このチームは、より良い世界という共通の
目標に向けて、共に活動し、共に奉仕し、共にがん
ばる、120万人のロータリアンのチームです。
　それがロータリーのあるべき姿です。ただし、今
日ここにいらっしゃる皆さんは、その中でも特別な
方々です。ロータリーチームのレギュラーメンバーで
はなく、選ばれた最高のメンバーであり、「ロータ
リーオールスター」と呼んでもいいでしょう。
　助けを最も必要とす人びとの人生を変えるような
活動をしているロータリアンのリーダーとして選び
抜かれた皆さんを、ロータリーは必要としています。
　ロータリアンが井戸を掘り、学校を建て、ポリオ
を撲滅するのを、世界中の人びとが待っています。
　ロータリアンにとっては、毎日が人びとの人生を
変える機会です。それが小さな機会に思えること
もあるかもしれませんし、自分には大したことはで
きないと思うかも知れません。
　しかしそれらの機会は、決して小さなものではあ
りません。皆さんが手を差し伸べる人たち、愛する
人たちにとって、そして、今の世代だけでなく、これ

から何世代にわたり、皆さんが行うことが違いを生
んでいきます。今よいことをすれば、後世により良
い世界を遺すことができるのです。
　よいことを、毎日一つずつ行う。それだけで違い
が生まれます。
　それが、私たちがロータリーにいる理由であり、
まさにロータリー奉仕です。そして来年度、ロータ
リー奉仕が効果的に行われるかどうかは、皆さま
の肩にかかっています。
　ロータリーが最善を尽くして人類に奉仕し、でき
る限り多くの人びとの人生をより良くできるようにす
ることが、皆さんの役割です。
　今も、重い水容器を頭に載せて運ばなければな
らない母親たち、学校教育をあきらめなければな
らない少女たち、ポリオにおびえながら生きている
子どもたちにとって、来年度は世界がより良いところ
となるように。「人類に奉仕するロータリー」がこれ
を実現できるようにすることが、皆さんの役割です。
　皆さん一人ひとりがロータリーという大きな機会
を見い出し、この機会をつかんだからこそ、実現で
きることなのです。
ご清聴ありがとうございました。
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経　歴
1975年3月 早稲田大学理工学部 卒業
1979年6月 ノースウェスタン大学大学院 卒業

服部工業株式会社 代表取締役
（学）服部学園理事長
（公財）服部公益財団 理事長

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
公　職
岡崎商工会議所 副会頭
岡崎法人会 副会長、愛知県法人連合会 理事
岡崎地区安全運転管理連絡協議会 会長
公益財団法人日本電信電話ユーザー協会
愛知支部 副支部長

ロータリー歴
1989年1月 岡崎ロータリークラブ入会
2000-07年 地区ローターアクト委員
2004-05年 クラブ幹事
2006-07年 地区ローターアクト委員長
2010-11年 クラブ会長
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
ベネファクター
メジャードナー
米山功労者

国際ロータリー第2760地区 2016-2017年度ガバナー

服 部  良 男 （はっとり よしお）
生 年 月 日 1952年（昭和27年）2月11日
所属クラブ 岡崎RC
職 業 分 類 厨房機器製造
勤務先・役職 服部工業株式会社 代表取締役
所 在 地 〒444-8691 岡崎市羽根町字若宮30

《地区方針》

Be The Rotarian, Find A Rotarian
～真のロータリアンになろう、ロータリアンを見つけよう～

ロータリー歴
2012-13年度 国際ロータリー会長
2006-10年度 ロータリー財団管理委員
2003-05年度 国際ロータリー理事
1994-95年度 地区ガバナー

強調事項
●ロータリー・クラブと地区による平和活動
1. クラブや地区の平和フォーラムを開催する
2. 地域平和フォーラムを開催する
3. 国際双子クラブによる協力関係を結ぶ
4. ロータリー平和フェローを推薦する
5. 紛争の根底にある原因に取り組む奉仕プロジェクトを
支援する

●2012-13年度ロータリー世界平和フォーラムの推進
開催都市：
ベルリン（ドイツ）
　国境のない平和　2012年11月30日～12月2日
ホノルル（米国ハワイ）
　平和にいたる緑の道　2013年1月25日～27日
広島（日本）
　平和はあなたから始まる　2013年5月17日～18日

イアン H.S. ライズリー
2017-2018年度国際ロータリー会長

オーストラリア、ビクトリア州

RIテーマ

ロータリー：変化をもたらす

2017～2018年度

　数年前、知り合った人からある質問をされまし
た：「ロータリーとは何ですか？」シンプルであるは
ずのこの質問に答えようと口を開きかけたところで、
思わず止まってしまいました。どこから説明してよ
いか分からなかったのです。ロータリーとは何かを、
私が知らなかったわけではありません。問題は、
ロータリーがあまりに大きく、複雑すぎて、簡単に
説明できないことでした。ロータリーとは、会員制
の団体、クラブを基盤とした団体、奉仕を行う団
体であり、町ごと、地域ごと、そして全世界で活動
する団体です。その会員は、地域社会のメンバー、
事業人、職業人であり、現役で仕事をする人もいれ
ば、定年退職した人もいます。そして、世界のほぼ
すべての国で活動しています。120万人の会員一人
ひとりが、独自の目標と優先を掲げ、一味違った経
験をしています。一人ひとりが、ロータリーを独自
の解釈で理解しているのです。
　私にとってロータリーとは、「どのような団体か」
ではなく、「何をしているか」で定義されます。
　すなわち、ロータリーが私たちに与えてくれる可

能性、そして、その可能性を有意義かつ持続可能
な奉仕によって実現する方法によって、定義される
のです。ロータリーには、112年の豊かな歴史があ
ります。この間にロータリーは、徐々に成長し、成
熟し、会員と地域社会の変わりゆくニーズに対応し
ながら、ある意味で大きく変わりました。しかし、そ
の根底にあるものは同じです。
　それは、地域社会と世界に変化を生みだしたい
という願い、そして、ロータリーを通じてそれを実現
できるようになった人が集まった組織だということ
です。「ロータリーとは何ですか」という問いに、私
たちは行動をもって答えます。奉仕を通じて変化を
もたらすことによって。
　組織として、私たちは、ロータリーとは何か、何を
するのかを世界に理解してもらうことが、いかに重
要であるかを認識しています。同時に、各クラブが
ロータリー奉仕を独自に定義することが、かつてな
いほど重要であると自覚しています。ロータリアン
である私たちは、これまでよりも柔軟に、クラブの
例会、活動、発展の方法を決定でき、また、もっと

多くの女性や多様な会員を迎え入れて、地域社会
の特色をクラブに映し出すことに力を注いでいます。
長期の計画、持続可能な奉仕、全レベルでのリー
ダーシップの継続性を重視することで、ロータリー
が世界有数のボランティア組織であり続けるよう
努力しています。
　2017-18年度、「ロータリーとは何ですか」という
問いに、私たちは「ロータリー：変化をもたらす」と
いうテーマで答えます。それぞれどのような方法で
奉仕することを選んだとしても、その理由は、奉仕
を通じて人びとの人生に変化をもたらせると信じて
いるからです。新しい遊び場や学校をつくる、医療
や衛生設備を改善する、紛争仲裁者や助産師を研
修するなど、私たちはその活動が、人数が多かろう
が少なかろうが、誰かの人生をより良くしているの
だと知っています。ロータリー入会のきっかけが何
であれ、私たちがロータリーにとどまり続けるのは、
ロータリーで充実感を得ることができるからです。

この充実感は、毎週、毎年、「変化をもたらす」
ロータリーの一員であることから湧き出てくるもの
なのです。

2017-2018年度
国際ロータリーのテーマ
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岡崎地区安全運転管理連絡協議会 会長
公益財団法人日本電信電話ユーザー協会
愛知支部 副支部長

ロータリー歴
1989年1月 岡崎ロータリークラブ入会
2000-07年 地区ローターアクト委員
2004-05年 クラブ幹事
2006-07年 地区ローターアクト委員長
2010-11年 クラブ会長
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マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
ベネファクター
メジャードナー
米山功労者

国際ロータリー第2760地区 2016-2017年度ガバナー

服 部  良 男 （はっとり よしお）
生 年 月 日 1952年（昭和27年）2月11日
所属クラブ 岡崎RC
職 業 分 類 厨房機器製造
勤務先・役職 服部工業株式会社 代表取締役
所 在 地 〒444-8691 岡崎市羽根町字若宮30

《地区方針》

Be The Rotarian, Find A Rotarian
～真のロータリアンになろう、ロータリアンを見つけよう～

真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017 92

ガ
バ
ナ
ー
年
度

ガ
バ
ナ
ー
年
度

ガ
バ
ナ
ー
年
度

ガ
バ
ナ
ー
年
度

ガ
バ
ナ
ー
年
度

ガ
バ
ナ
ー
年
度

ガ
バ
ナ
ー
年
度

ガ
バ
ナ
ー
年
度

ガ
バ
ナ
ー
年
度

ガ
バ
ナ
ー
年
度

ガ
バ
ナ
ー
年
度

ガ
バ
ナ
ー
年
度

ガ
バ
ナ
ー
年
度

ガ
バ
ナ
ー
年
度

ガ
バ
ナ
ー
年
度

参考資料
［Reference material］

クラブのあゆみ
History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

ロータリー歴
2012-13年度 国際ロータリー会長
2006-10年度 ロータリー財団管理委員
2003-05年度 国際ロータリー理事
1994-95年度 地区ガバナー

強調事項
●ロータリー・クラブと地区による平和活動
1. クラブや地区の平和フォーラムを開催する
2. 地域平和フォーラムを開催する
3. 国際双子クラブによる協力関係を結ぶ
4. ロータリー平和フェローを推薦する
5. 紛争の根底にある原因に取り組む奉仕プロジェクトを
支援する

●2012-13年度ロータリー世界平和フォーラムの推進
開催都市：
ベルリン（ドイツ）
　国境のない平和　2012年11月30日～12月2日
ホノルル（米国ハワイ）
　平和にいたる緑の道　2013年1月25日～27日
広島（日本）
　平和はあなたから始まる　2013年5月17日～18日

イアン H.S. ライズリー
2017-2018年度国際ロータリー会長

オーストラリア、ビクトリア州

RIテーマ

ロータリー：変化をもたらす

2017～2018年度

　数年前、知り合った人からある質問をされまし
た：「ロータリーとは何ですか？」シンプルであるは
ずのこの質問に答えようと口を開きかけたところで、
思わず止まってしまいました。どこから説明してよ
いか分からなかったのです。ロータリーとは何かを、
私が知らなかったわけではありません。問題は、
ロータリーがあまりに大きく、複雑すぎて、簡単に
説明できないことでした。ロータリーとは、会員制
の団体、クラブを基盤とした団体、奉仕を行う団
体であり、町ごと、地域ごと、そして全世界で活動
する団体です。その会員は、地域社会のメンバー、
事業人、職業人であり、現役で仕事をする人もいれ
ば、定年退職した人もいます。そして、世界のほぼ
すべての国で活動しています。120万人の会員一人
ひとりが、独自の目標と優先を掲げ、一味違った経
験をしています。一人ひとりが、ロータリーを独自
の解釈で理解しているのです。
　私にとってロータリーとは、「どのような団体か」
ではなく、「何をしているか」で定義されます。
　すなわち、ロータリーが私たちに与えてくれる可

能性、そして、その可能性を有意義かつ持続可能
な奉仕によって実現する方法によって、定義される
のです。ロータリーには、112年の豊かな歴史があ
ります。この間にロータリーは、徐々に成長し、成
熟し、会員と地域社会の変わりゆくニーズに対応し
ながら、ある意味で大きく変わりました。しかし、そ
の根底にあるものは同じです。
　それは、地域社会と世界に変化を生みだしたい
という願い、そして、ロータリーを通じてそれを実現
できるようになった人が集まった組織だということ
です。「ロータリーとは何ですか」という問いに、私
たちは行動をもって答えます。奉仕を通じて変化を
もたらすことによって。
　組織として、私たちは、ロータリーとは何か、何を
するのかを世界に理解してもらうことが、いかに重
要であるかを認識しています。同時に、各クラブが
ロータリー奉仕を独自に定義することが、かつてな
いほど重要であると自覚しています。ロータリアン
である私たちは、これまでよりも柔軟に、クラブの
例会、活動、発展の方法を決定でき、また、もっと

多くの女性や多様な会員を迎え入れて、地域社会
の特色をクラブに映し出すことに力を注いでいます。
長期の計画、持続可能な奉仕、全レベルでのリー
ダーシップの継続性を重視することで、ロータリー
が世界有数のボランティア組織であり続けるよう
努力しています。
　2017-18年度、「ロータリーとは何ですか」という
問いに、私たちは「ロータリー：変化をもたらす」と
いうテーマで答えます。それぞれどのような方法で
奉仕することを選んだとしても、その理由は、奉仕
を通じて人びとの人生に変化をもたらせると信じて
いるからです。新しい遊び場や学校をつくる、医療
や衛生設備を改善する、紛争仲裁者や助産師を研
修するなど、私たちはその活動が、人数が多かろう
が少なかろうが、誰かの人生をより良くしているの
だと知っています。ロータリー入会のきっかけが何
であれ、私たちがロータリーにとどまり続けるのは、
ロータリーで充実感を得ることができるからです。

この充実感は、毎週、毎年、「変化をもたらす」
ロータリーの一員であることから湧き出てくるもの
なのです。

2017-2018年度
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　数年前、知り合った人からある質問をされまし
た：「ロータリーとは何ですか？」シンプルであるは
ずのこの質問に答えようと口を開きかけたところで、
思わず止まってしまいました。どこから説明してよ
いか分からなかったのです。ロータリーとは何かを、
私が知らなかったわけではありません。問題は、
ロータリーがあまりに大きく、複雑すぎて、簡単に
説明できないことでした。ロータリーとは、会員制
の団体、クラブを基盤とした団体、奉仕を行う団
体であり、町ごと、地域ごと、そして全世界で活動
する団体です。その会員は、地域社会のメンバー、
事業人、職業人であり、現役で仕事をする人もいれ
ば、定年退職した人もいます。そして、世界のほぼ
すべての国で活動しています。120万人の会員一人
ひとりが、独自の目標と優先を掲げ、一味違った経
験をしています。一人ひとりが、ロータリーを独自
の解釈で理解しているのです。
　私にとってロータリーとは、「どのような団体か」
ではなく、「何をしているか」で定義されます。
　すなわち、ロータリーが私たちに与えてくれる可

能性、そして、その可能性を有意義かつ持続可能
な奉仕によって実現する方法によって、定義される
のです。ロータリーには、112年の豊かな歴史があ
ります。この間にロータリーは、徐々に成長し、成
熟し、会員と地域社会の変わりゆくニーズに対応し
ながら、ある意味で大きく変わりました。しかし、そ
の根底にあるものは同じです。
　それは、地域社会と世界に変化を生みだしたい
という願い、そして、ロータリーを通じてそれを実現
できるようになった人が集まった組織だということ
です。「ロータリーとは何ですか」という問いに、私
たちは行動をもって答えます。奉仕を通じて変化を
もたらすことによって。
　組織として、私たちは、ロータリーとは何か、何を
するのかを世界に理解してもらうことが、いかに重
要であるかを認識しています。同時に、各クラブが
ロータリー奉仕を独自に定義することが、かつてな
いほど重要であると自覚しています。ロータリアン
である私たちは、これまでよりも柔軟に、クラブの
例会、活動、発展の方法を決定でき、また、もっと

経 歴

イアン H.S. ライズリー 夫妻

多くの女性や多様な会員を迎え入れて、地域社会
の特色をクラブに映し出すことに力を注いでいます。
長期の計画、持続可能な奉仕、全レベルでのリー
ダーシップの継続性を重視することで、ロータリー
が世界有数のボランティア組織であり続けるよう
努力しています。
　2017-18年度、「ロータリーとは何ですか」という
問いに、私たちは「ロータリー：変化をもたらす」と
いうテーマで答えます。それぞれどのような方法で
奉仕することを選んだとしても、その理由は、奉仕
を通じて人びとの人生に変化をもたらせると信じて
いるからです。新しい遊び場や学校をつくる、医療
や衛生設備を改善する、紛争仲裁者や助産師を研
修するなど、私たちはその活動が、人数が多かろう
が少なかろうが、誰かの人生をより良くしているの
だと知っています。ロータリー入会のきっかけが何
であれ、私たちがロータリーにとどまり続けるのは、
ロータリーで充実感を得ることができるからです。

この充実感は、毎週、毎年、「変化をもたらす」
ロータリーの一員であることから湧き出てくるもの
なのです。

　公認会計士。1976年に自身が設立したIan Riseley
& Co. の社長。同社設立以前は、大手会計事務所や
企業の監査及び経営コンサルティング部門に勤務。
　私立・公立学校の理事、サンドリンガム市諮問グ
ループのメンバー、Beaumaris Sea Scouts Group 
の会長、Langi-Taanスキークラブの会長などを務
めた経験があり、現在は多くの慈善団体で名誉監
査人やアドバイザーを務めている。
　東チモールでの活動を称えられてオーストラリア
政府より「AusAID Peacebuilder Award」を受賞。
オーストラリアの地域社会への貢献が認められて
オーストラリア勲章を受勲。また、ロータリー財団
からは「ポリオのない世界のための奉仕賞」の地
域賞を受賞。
　1978年にロータリークラブ入会。RI財務長、理
事、数々のRI及び財団委員会の委員長と委員など
を歴任。
　パストガバナーであるジュリエット夫人とともに、
メジャードナー及びロータリー財団遺贈友の会会
員。お二人のお子さんと4人のお孫さんがおり、ムア
ルーダックにある自宅の7ヘクタールの敷地では、
持続可能で有機的な生活哲学を実践している。

2017-18年度国際ロータリー会長
イアン H.S. ライズリー

国際協議会でのRI会長の挨拶

　おはようございます。
　昨晩は晩餐会を存分に楽しんでいただけたこと
を願っています。皆さん、ぐっすりとお休みになりま
したか？
　仕事にとりかかる準備は整っていますか？
　2017-18年度国際ロータリー地区ガバナーの皆さ
んを正式に国際協議会にお迎えでき、とても嬉し
く思います。
　歴代の会長エレクトも同じだったと思いますが、
こうして皆さんの前に立つと、20 年ほど前、ここか
らそう遠くないアナハイムで（ガバナーエレクトとし
て）出席した国際協議会を思い出します。
　あの協議会の数カ月前、当時のガバナーから、
国際協議会は人生を変えるような経験であり、
ロータリーで得られる最高の体験になるはずだと
言われました。何度も言うので、正直言って少しう
んざりしていました。確かに国際協議会はとても楽
しく、研修に励み、開眼させられるような経験にな
るだろうと感じていましたが、人生を変えるほどと
は考えていませんでした。
　私の予想が正しかったと言ったら、皆さんは
ショックを受けるかもしれません。国際協議会は、
私の人生を変えませんでした。
　とても楽しく、研修に励んで多くを学び、新しい
情報を頭に詰め込んで帰国しましたし、生涯の友
も得られました。今年モデレーターとして活躍中の
スチュワート・ヒールさんもその一人です。
　本当に素晴らしい経験でしたが、人生を変える
経験ではありませんでした。
　人生を変えたのは、その後の1年間です。
　国際協議会でガバナーエレクトたちとホテルで
過ごした7日間ではなく、ロータリアンの仲間たち
と過ごした365日が私の人生を変えたのです。その
1年間に、ロータリーの奉仕によって可能となった
変化を目の当たりにし、自分がしっかりと役目を果
たせば地区が人びとの人生に変化をもたらせると
知りました。今、私たちは大きなことに乗り出そう
としています。大小さまざまな方法で、自分の人生
を変えるような経験に乗り出そうとしています。こ
の経験は、私たちの知らない、おそらく決して会う
ことのない無数の人びとの人生さえも変えることに
なるでしょう。
　実際、ここを去った後に私たちが行うことが、真
の変化をもたらすのです。

　今週ここに集まったのは、私たちが大切にする
ロータリーが、これからの1年間、そして自分が生き
ている間だけでなく、その後もずっと奉仕を続け、
成長していけるようにするためです。
　ロータリーが末永く存続し、その重点分野と計
画立案において持続可能性と継続性を保てるよう
にするために、私たちはここに来たのです。
　ですから、次年度を考えるときには、リーダーと
なる「自分の」年度としてではなく、「ロータリー
の」年度として見なければなりません。自分が輝く
ためにロータリーが与えてくれた1年ではなく、自分
がロータリーに与える1年とし、ロータリーが一層明
るく輝けるようにしなければなりません。
　私たちの仕事は、国際ロータリー理事会がロー
タリー全体のために現在の戦略計画で定めた3つ
の戦略的優先事項によって導かれます。

•クラブのサポートと強化
•人道的奉仕の重点化と増加
•そして、ロータリー公共イメージと認知度の向上
です。

どうしたらクラブをサポートし、強化できるでしょ
うか。まず、クラブが成功するための手段を提供す
ることから始めましょう。
　最近、会費増額が承認されたおかげで、各種の
オンラインツールを大幅に改善し、クラブをより良
くサポートするための数々の大きな変更が導入され
ることになります。特に、新しくなったRotary.org

（ロータリーウェブサイト）、シンプルになったロー
タリー財団補助金の手続き、My ROTARYの改善
に加え、全クラブにとって不可欠なツール「ロータ
リークラブ・セントラル」が再構築されて、より効果
的でスピードが速くなり、使いやすく、スマホでも見
やすくなります。これらは、ロータリーの貴重なリ
ソースの重要な活用であると言えます。
　私たちが取り組むべきクラブの具体的な課題に
ついて考えると、2つのことが頭に浮かびます。一
つは男女会員のバランス、もう一つはロータリアン
の平均年齢です。
　規定審議会がロータリーに女性の入会を認める
ことを採択してから、28年が経ちます。しかし、女
性会員の割合は、10年前の約13パーセントよりは
増えたものの、わずか20パーセント強にすぎません。
このペースだと、ロータリーのあるべき姿である「男
女均等」を実現するまでに、あと30年かかってしま

います。
　私たちの住む世界を反映したロータリーを実現
するために、30年も待っていられません。今、これ
に優先して取りかかる必要があります。
　539名の次年度ガバナーのうち、103名が女性で
す。これらの皆さんは、ロータリーが必要とする女
性の素晴らしい模範です。地域社会のすべての人
とつながり、すべての人を代表し、支援するために
リーダーシップを発揮できる女性を、ロータリーは
必要としています。つまり、ここにいる皆さんのよう
な方々です。
　会員属性に関する2つ目の重要課題は、年齢です。
1905年にシカゴで初めてロータリーの例会を開い
たとき、ポール・ハリスは36歳でした。今日、40歳
未満の会員は、報告済み会員のわずか5パーセント
しかいません。たったの5パーセントです。会員の
大半は60歳以上です。しかもこれは、全体のわず
か半数にあたる、年齢について報告した会員だけ
を基にした統計であり、年齢を明かしていない会
員は含まれていません。
　若い会員の入会促進に真剣に取り組まなかった
ら、10年後、20年後にロータリーがどうなっている
かを想像してみてください。若い会員の入会と参加
を絶えず促していくための新しく、より効果的な方
法を、何としても見つけなくてはなりません。そのよ
うな方法があれば、次世代の会員とリーダーを継
続的に生み出すことができるでしょう。これは、組
織の繁栄にとって極めて重要なことです。
　人道的奉仕の重点化と増加という、戦略計画の
2つ目の戦略的優先事項についてはどうでしょうか。
　ロータリーには6つの重点分野があります。その
すべてに不可欠な要素の一つが、「持続可能性」
です。私たちは井戸を掘っただけで立ち去ったりし
ません。これらの井戸を地域社会が維持し、修理
できるように必ず見届けます。クリニックを建てた
ら、ロータリーが支援し続けなくても自力で運営し
ていけるようにします。ポリオについて言えば、活
動の目的はウイルスを封じ込めることではなく、撲
滅することです。
　ポリオ撲滅は、持続可能な奉仕の究極と言えま
す。その投資が世界的な規模で生み出す恩恵は、
長期的であるだけでなく、恒久的です。
　もちろん、ポリオ撲滅はロータリーの歴史におい
て独特なものですが、ロータリーが成し得ることの
可能性を示しています。ポリオ撲滅活動は、ロータ
リーのあらゆる奉仕のモデルとなるべきであり、奉

仕のインパクトを大きくする最善の方法は「持続可
能性」を高めることで、多くの場合、他団体とパー
トナーシップを組むことであると、世界に対して強
調するものであるべきなのです。
　3つ目の優先事項は、公共イメージと認知度の向
上で、これは自ずとほかの2つの目標と結びつきま
す。私たちは今週、新しい公共イメージキャンペー
ンの予告を目にする機会があり、一貫したブランド
を伝えることの重要性と、ロータリーのストーリーを
より効果的に伝える方法について話し合います。
ロータリーとは何か、どんな活動をしているのかを
より良く伝えられれば、ロータリーにふさわしい新
会員の入会を増やすことができるでしょうし、ロータ
リーの奉仕でより大きな成果を上げるために協力す
るパートナー団体を増やすことができるでしょう。
　これらの優先事項をすべてまとめると、一つの
言葉になります。それは「持続可能性」です。
　持続可能性には、あらゆることを支えるもう一つ
の側面がありますが、この側面はロータリーでほと
んど語られません。この側面について、私たちの責
任ではないとしてこれ以上棚上げすることはできま
せん。
　それは、この地球の持続可能性です。
　1990年、当時のパウロ・コスタRI会長は、すべて
のロータリアンに地球の環境保全を呼びかけまし
た。こう強調することで、コスタ会長はロータリーの
「環境に対する良心」を呼び起こしたいと願ってい
ました。地球に貢献することで、未来への貢献に
対する誓いを新たにしたのだと、コスタ会長はおっ
しゃいました。
　今日、環境の悪化と気候変動は全人類への脅威
となっています。影響を最も受けやすいのは弱い
立場にある人たちであり、そのような人たちこそ、
ロータリーが助けていく必要があります。それにも
かかわらず、環境問題がロータリーで議題に上が
ることはほとんどありません。
　環境の持続可能性がロータリーの懸念分野で
はないと言えたのは、昔の話です。今や、環境問題
はあらゆる人にとって懸念すべきことです。
　そこで私は、新ロータリー年度開始から2018年4 
月22日の「アースデイ」までの間に、各会員につき少
なくとも1本の植樹をするよう、すべてのロータリー
クラブにお願いしたいと思います。この取り組みで
120万本の新しい樹木が植えられ、環境への良い
影響があるでしょう。ただ、私はそれよりもっと大
きな影響があると願っています。それは、この取り

組みを通じて、この地球に住む人だけでなく、私た
ちが住み、頼っている地球そのものを救う責任が
ロータリーにあると、私たちが気づくことです。こ
れを、2017-18年度のロータリーの取り組みとするこ
とができます。
　このスピーチのはじめに、人生を変えるロータ
リーの経験について触れましたが、最後のしめくく
りとして、人生を変えた私自身の経験についてお話
ししたいと思います。これは、私の奉仕とロータ
リーへの熱意を形づくることとなった経験です。
31年近く前の1986年4月26日、チェルノブイリ原子
力発電所の4号炉で事故がありました。日付まで
覚えているのは、その日が私の39歳の誕生日だっ
たからです。この事故で、ウクライナと隣国のベラ
ルーシ、そしてヨーロッパ全体にも甚大な問題を引
き起こしたことは、今や誰もが知っています。
　その後の数年間、オーストラリア政府は、チェル
ノブイリの子どもたちが太陽ときれいな空気の中
で過ごせるように、大勢の子どもを短期休暇のた
めにオーストラリアに招くプログラムを実施しまし
た。私たちのロータリークラブは、ある週末にバス
一台に子どもを乗せ、サンドリンガムのビーチに連
れていって世話をすることを申し出ました。その
ビーチにはたまたま、数年前にクラブが建設した
素晴らしい遊び場がありました。
　子どもたちと一緒に楽しいひと時を過ごしました
が、彼らは皆、本来よりも少し痩せ気味で、顔色も
よくないようでした。彼らが去った翌週、地元新聞
の一面に、クラブがつくった遊び場で鉄棒に逆さ
まにぶらさがる幼い少女の写真がありました。満
面の笑みを浮かべ、薄すぎる髪が風にたなびいて
いる写真でした。その隣には、木製の支柱に刻ま
れたロータリーの歯車が写っていました。
　その写真を見たとき、その少女とロータリーの歯
車を見たとき、私たちが日々経験するロータリーの
力に気づきました。助けを必要とする人たちのため
に変化をもたらすロータリーの力を。
　「変化をもたらす」とは、ロータリーでいつも耳に
する表現です。変化をもたらすことは、私たちに与
えられた機会であり、私たちが活動を通じて行っ
ていることです。
　だからこそ、私たちはこの国際協議会にやって
来たのです。世界に、地域社会に、人びとの人生に
「変化をもたらす」ために。これは2017-18年度の目
標であるだけでなく、テーマとなります。
「ロータリー：変化をもたらす」各クラブとロータリ

アンがどのような変化をもたらすことを選ぶかは、
それぞれが決めることです。しかし、私たちはロー
タリーという組織とその共通理念、すなわち、倫理
の重視と「超我の奉仕」への献身によって結ばれ
ています。
　チェルノブイリの子どもたちを助けるために、個
人として、私に、そしてほかの人たちに何ができた
でしょうか。
　どこから始めればよいのか、見当さえつかな
かったでしょう。しかし、ロータリーを通じたからこ
そ、サンドリンガムにある私の小さなクラブでさえ、
変化をもたらすことができたのです。
　ロータリーでは、一人ではできないことも力を合
わせれば実現できると、私たちは知っています。こ
のことが、ロータリーのあらゆるレベルに当てはま
る、奉仕の土台となる理念です。今週ここにいる私
たちは皆、昨晩申し上げたように、一つのチームと
ならなくてはいけません。私たちを結び付けてい
るのは、ロータリーを前進させ、その未来を末永く
守るという共通目標です。このチームワークと協力
の精神を忘れずに、地区に戻って実践してください。
　次年度が、リーダーとなる「自分の」年度ではな
いということを、もう一度申し上げます。私たちの仕
事は、ロータリーが輝ける年度とすることです。
　ロータリーでの奉仕に、全員で全力を尽くす年
度です。より良く、持続可能な方法で奉仕できる強
くて活気あるクラブを築きながら変化をもたらして
いくのは、ロータリーです。ロータリーが奉仕活動
で知られ、成長・存続し、ますます力をつけながら
地域社会に、国に、そして世界に「変化をもたら
す」ことができると信じることです。
　「ロータリー：変化をもたらす」。これが、次年度
に私たちが成し遂げることなのです。
　ご清聴ありがとうございました。
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　数年前、知り合った人からある質問をされまし
た：「ロータリーとは何ですか？」シンプルであるは
ずのこの質問に答えようと口を開きかけたところで、
思わず止まってしまいました。どこから説明してよ
いか分からなかったのです。ロータリーとは何かを、
私が知らなかったわけではありません。問題は、
ロータリーがあまりに大きく、複雑すぎて、簡単に
説明できないことでした。ロータリーとは、会員制
の団体、クラブを基盤とした団体、奉仕を行う団
体であり、町ごと、地域ごと、そして全世界で活動
する団体です。その会員は、地域社会のメンバー、
事業人、職業人であり、現役で仕事をする人もいれ
ば、定年退職した人もいます。そして、世界のほぼ
すべての国で活動しています。120万人の会員一人
ひとりが、独自の目標と優先を掲げ、一味違った経
験をしています。一人ひとりが、ロータリーを独自
の解釈で理解しているのです。
　私にとってロータリーとは、「どのような団体か」
ではなく、「何をしているか」で定義されます。
　すなわち、ロータリーが私たちに与えてくれる可

能性、そして、その可能性を有意義かつ持続可能
な奉仕によって実現する方法によって、定義される
のです。ロータリーには、112年の豊かな歴史があ
ります。この間にロータリーは、徐々に成長し、成
熟し、会員と地域社会の変わりゆくニーズに対応し
ながら、ある意味で大きく変わりました。しかし、そ
の根底にあるものは同じです。
　それは、地域社会と世界に変化を生みだしたい
という願い、そして、ロータリーを通じてそれを実現
できるようになった人が集まった組織だということ
です。「ロータリーとは何ですか」という問いに、私
たちは行動をもって答えます。奉仕を通じて変化を
もたらすことによって。
　組織として、私たちは、ロータリーとは何か、何を
するのかを世界に理解してもらうことが、いかに重
要であるかを認識しています。同時に、各クラブが
ロータリー奉仕を独自に定義することが、かつてな
いほど重要であると自覚しています。ロータリアン
である私たちは、これまでよりも柔軟に、クラブの
例会、活動、発展の方法を決定でき、また、もっと

経 歴

イアン H.S. ライズリー 夫妻

多くの女性や多様な会員を迎え入れて、地域社会
の特色をクラブに映し出すことに力を注いでいます。
長期の計画、持続可能な奉仕、全レベルでのリー
ダーシップの継続性を重視することで、ロータリー
が世界有数のボランティア組織であり続けるよう
努力しています。
　2017-18年度、「ロータリーとは何ですか」という
問いに、私たちは「ロータリー：変化をもたらす」と
いうテーマで答えます。それぞれどのような方法で
奉仕することを選んだとしても、その理由は、奉仕
を通じて人びとの人生に変化をもたらせると信じて
いるからです。新しい遊び場や学校をつくる、医療
や衛生設備を改善する、紛争仲裁者や助産師を研
修するなど、私たちはその活動が、人数が多かろう
が少なかろうが、誰かの人生をより良くしているの
だと知っています。ロータリー入会のきっかけが何
であれ、私たちがロータリーにとどまり続けるのは、
ロータリーで充実感を得ることができるからです。

この充実感は、毎週、毎年、「変化をもたらす」
ロータリーの一員であることから湧き出てくるもの
なのです。

　公認会計士。1976年に自身が設立したIan Riseley
& Co. の社長。同社設立以前は、大手会計事務所や
企業の監査及び経営コンサルティング部門に勤務。
　私立・公立学校の理事、サンドリンガム市諮問グ
ループのメンバー、Beaumaris Sea Scouts Group 
の会長、Langi-Taanスキークラブの会長などを務
めた経験があり、現在は多くの慈善団体で名誉監
査人やアドバイザーを務めている。
　東チモールでの活動を称えられてオーストラリア
政府より「AusAID Peacebuilder Award」を受賞。
オーストラリアの地域社会への貢献が認められて
オーストラリア勲章を受勲。また、ロータリー財団
からは「ポリオのない世界のための奉仕賞」の地
域賞を受賞。
　1978年にロータリークラブ入会。RI財務長、理
事、数々のRI及び財団委員会の委員長と委員など
を歴任。
　パストガバナーであるジュリエット夫人とともに、
メジャードナー及びロータリー財団遺贈友の会会
員。お二人のお子さんと4人のお孫さんがおり、ムア
ルーダックにある自宅の7ヘクタールの敷地では、
持続可能で有機的な生活哲学を実践している。

2017-18年度国際ロータリー会長
イアン H.S. ライズリー
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国際協議会でのRI会長の挨拶

　おはようございます。
　昨晩は晩餐会を存分に楽しんでいただけたこと
を願っています。皆さん、ぐっすりとお休みになりま
したか？
　仕事にとりかかる準備は整っていますか？
　2017-18年度国際ロータリー地区ガバナーの皆さ
んを正式に国際協議会にお迎えでき、とても嬉し
く思います。
　歴代の会長エレクトも同じだったと思いますが、
こうして皆さんの前に立つと、20 年ほど前、ここか
らそう遠くないアナハイムで（ガバナーエレクトとし
て）出席した国際協議会を思い出します。
　あの協議会の数カ月前、当時のガバナーから、
国際協議会は人生を変えるような経験であり、
ロータリーで得られる最高の体験になるはずだと
言われました。何度も言うので、正直言って少しう
んざりしていました。確かに国際協議会はとても楽
しく、研修に励み、開眼させられるような経験にな
るだろうと感じていましたが、人生を変えるほどと
は考えていませんでした。
　私の予想が正しかったと言ったら、皆さんは
ショックを受けるかもしれません。国際協議会は、
私の人生を変えませんでした。
　とても楽しく、研修に励んで多くを学び、新しい
情報を頭に詰め込んで帰国しましたし、生涯の友
も得られました。今年モデレーターとして活躍中の
スチュワート・ヒールさんもその一人です。
　本当に素晴らしい経験でしたが、人生を変える
経験ではありませんでした。
　人生を変えたのは、その後の1年間です。
　国際協議会でガバナーエレクトたちとホテルで
過ごした7日間ではなく、ロータリアンの仲間たち
と過ごした365日が私の人生を変えたのです。その
1年間に、ロータリーの奉仕によって可能となった
変化を目の当たりにし、自分がしっかりと役目を果
たせば地区が人びとの人生に変化をもたらせると
知りました。今、私たちは大きなことに乗り出そう
としています。大小さまざまな方法で、自分の人生
を変えるような経験に乗り出そうとしています。こ
の経験は、私たちの知らない、おそらく決して会う
ことのない無数の人びとの人生さえも変えることに
なるでしょう。
　実際、ここを去った後に私たちが行うことが、真
の変化をもたらすのです。

　今週ここに集まったのは、私たちが大切にする
ロータリーが、これからの1年間、そして自分が生き
ている間だけでなく、その後もずっと奉仕を続け、
成長していけるようにするためです。
　ロータリーが末永く存続し、その重点分野と計
画立案において持続可能性と継続性を保てるよう
にするために、私たちはここに来たのです。
　ですから、次年度を考えるときには、リーダーと
なる「自分の」年度としてではなく、「ロータリー
の」年度として見なければなりません。自分が輝く
ためにロータリーが与えてくれた1年ではなく、自分
がロータリーに与える1年とし、ロータリーが一層明
るく輝けるようにしなければなりません。
　私たちの仕事は、国際ロータリー理事会がロー
タリー全体のために現在の戦略計画で定めた3つ
の戦略的優先事項によって導かれます。

•クラブのサポートと強化
•人道的奉仕の重点化と増加
•そして、ロータリー公共イメージと認知度の向上
です。

どうしたらクラブをサポートし、強化できるでしょ
うか。まず、クラブが成功するための手段を提供す
ることから始めましょう。
　最近、会費増額が承認されたおかげで、各種の
オンラインツールを大幅に改善し、クラブをより良
くサポートするための数々の大きな変更が導入され
ることになります。特に、新しくなったRotary.org

（ロータリーウェブサイト）、シンプルになったロー
タリー財団補助金の手続き、My ROTARYの改善
に加え、全クラブにとって不可欠なツール「ロータ
リークラブ・セントラル」が再構築されて、より効果
的でスピードが速くなり、使いやすく、スマホでも見
やすくなります。これらは、ロータリーの貴重なリ
ソースの重要な活用であると言えます。
　私たちが取り組むべきクラブの具体的な課題に
ついて考えると、2つのことが頭に浮かびます。一
つは男女会員のバランス、もう一つはロータリアン
の平均年齢です。
　規定審議会がロータリーに女性の入会を認める
ことを採択してから、28年が経ちます。しかし、女
性会員の割合は、10年前の約13パーセントよりは
増えたものの、わずか20パーセント強にすぎません。
このペースだと、ロータリーのあるべき姿である「男
女均等」を実現するまでに、あと30年かかってしま

います。
　私たちの住む世界を反映したロータリーを実現
するために、30年も待っていられません。今、これ
に優先して取りかかる必要があります。
　539名の次年度ガバナーのうち、103名が女性で
す。これらの皆さんは、ロータリーが必要とする女
性の素晴らしい模範です。地域社会のすべての人
とつながり、すべての人を代表し、支援するために
リーダーシップを発揮できる女性を、ロータリーは
必要としています。つまり、ここにいる皆さんのよう
な方々です。
　会員属性に関する2つ目の重要課題は、年齢です。
1905年にシカゴで初めてロータリーの例会を開い
たとき、ポール・ハリスは36歳でした。今日、40歳
未満の会員は、報告済み会員のわずか5パーセント
しかいません。たったの5パーセントです。会員の
大半は60歳以上です。しかもこれは、全体のわず
か半数にあたる、年齢について報告した会員だけ
を基にした統計であり、年齢を明かしていない会
員は含まれていません。
　若い会員の入会促進に真剣に取り組まなかった
ら、10年後、20年後にロータリーがどうなっている
かを想像してみてください。若い会員の入会と参加
を絶えず促していくための新しく、より効果的な方
法を、何としても見つけなくてはなりません。そのよ
うな方法があれば、次世代の会員とリーダーを継
続的に生み出すことができるでしょう。これは、組
織の繁栄にとって極めて重要なことです。
　人道的奉仕の重点化と増加という、戦略計画の
2つ目の戦略的優先事項についてはどうでしょうか。
　ロータリーには6つの重点分野があります。その
すべてに不可欠な要素の一つが、「持続可能性」
です。私たちは井戸を掘っただけで立ち去ったりし
ません。これらの井戸を地域社会が維持し、修理
できるように必ず見届けます。クリニックを建てた
ら、ロータリーが支援し続けなくても自力で運営し
ていけるようにします。ポリオについて言えば、活
動の目的はウイルスを封じ込めることではなく、撲
滅することです。
　ポリオ撲滅は、持続可能な奉仕の究極と言えま
す。その投資が世界的な規模で生み出す恩恵は、
長期的であるだけでなく、恒久的です。
　もちろん、ポリオ撲滅はロータリーの歴史におい
て独特なものですが、ロータリーが成し得ることの
可能性を示しています。ポリオ撲滅活動は、ロータ
リーのあらゆる奉仕のモデルとなるべきであり、奉

仕のインパクトを大きくする最善の方法は「持続可
能性」を高めることで、多くの場合、他団体とパー
トナーシップを組むことであると、世界に対して強
調するものであるべきなのです。
　3つ目の優先事項は、公共イメージと認知度の向
上で、これは自ずとほかの2つの目標と結びつきま
す。私たちは今週、新しい公共イメージキャンペー
ンの予告を目にする機会があり、一貫したブランド
を伝えることの重要性と、ロータリーのストーリーを
より効果的に伝える方法について話し合います。
ロータリーとは何か、どんな活動をしているのかを
より良く伝えられれば、ロータリーにふさわしい新
会員の入会を増やすことができるでしょうし、ロータ
リーの奉仕でより大きな成果を上げるために協力す
るパートナー団体を増やすことができるでしょう。
　これらの優先事項をすべてまとめると、一つの
言葉になります。それは「持続可能性」です。
　持続可能性には、あらゆることを支えるもう一つ
の側面がありますが、この側面はロータリーでほと
んど語られません。この側面について、私たちの責
任ではないとしてこれ以上棚上げすることはできま
せん。
　それは、この地球の持続可能性です。
　1990年、当時のパウロ・コスタRI会長は、すべて
のロータリアンに地球の環境保全を呼びかけまし
た。こう強調することで、コスタ会長はロータリーの
「環境に対する良心」を呼び起こしたいと願ってい
ました。地球に貢献することで、未来への貢献に
対する誓いを新たにしたのだと、コスタ会長はおっ
しゃいました。
　今日、環境の悪化と気候変動は全人類への脅威
となっています。影響を最も受けやすいのは弱い
立場にある人たちであり、そのような人たちこそ、
ロータリーが助けていく必要があります。それにも
かかわらず、環境問題がロータリーで議題に上が
ることはほとんどありません。
　環境の持続可能性がロータリーの懸念分野で
はないと言えたのは、昔の話です。今や、環境問題
はあらゆる人にとって懸念すべきことです。
　そこで私は、新ロータリー年度開始から2018年4 
月22日の「アースデイ」までの間に、各会員につき少
なくとも1本の植樹をするよう、すべてのロータリー
クラブにお願いしたいと思います。この取り組みで
120万本の新しい樹木が植えられ、環境への良い
影響があるでしょう。ただ、私はそれよりもっと大
きな影響があると願っています。それは、この取り

組みを通じて、この地球に住む人だけでなく、私た
ちが住み、頼っている地球そのものを救う責任が
ロータリーにあると、私たちが気づくことです。こ
れを、2017-18年度のロータリーの取り組みとするこ
とができます。
　このスピーチのはじめに、人生を変えるロータ
リーの経験について触れましたが、最後のしめくく
りとして、人生を変えた私自身の経験についてお話
ししたいと思います。これは、私の奉仕とロータ
リーへの熱意を形づくることとなった経験です。
31年近く前の1986年4月26日、チェルノブイリ原子
力発電所の4号炉で事故がありました。日付まで
覚えているのは、その日が私の39歳の誕生日だっ
たからです。この事故で、ウクライナと隣国のベラ
ルーシ、そしてヨーロッパ全体にも甚大な問題を引
き起こしたことは、今や誰もが知っています。
　その後の数年間、オーストラリア政府は、チェル
ノブイリの子どもたちが太陽ときれいな空気の中
で過ごせるように、大勢の子どもを短期休暇のた
めにオーストラリアに招くプログラムを実施しまし
た。私たちのロータリークラブは、ある週末にバス
一台に子どもを乗せ、サンドリンガムのビーチに連
れていって世話をすることを申し出ました。その
ビーチにはたまたま、数年前にクラブが建設した
素晴らしい遊び場がありました。
　子どもたちと一緒に楽しいひと時を過ごしました
が、彼らは皆、本来よりも少し痩せ気味で、顔色も
よくないようでした。彼らが去った翌週、地元新聞
の一面に、クラブがつくった遊び場で鉄棒に逆さ
まにぶらさがる幼い少女の写真がありました。満
面の笑みを浮かべ、薄すぎる髪が風にたなびいて
いる写真でした。その隣には、木製の支柱に刻ま
れたロータリーの歯車が写っていました。
　その写真を見たとき、その少女とロータリーの歯
車を見たとき、私たちが日々経験するロータリーの
力に気づきました。助けを必要とする人たちのため
に変化をもたらすロータリーの力を。
　「変化をもたらす」とは、ロータリーでいつも耳に
する表現です。変化をもたらすことは、私たちに与
えられた機会であり、私たちが活動を通じて行っ
ていることです。
　だからこそ、私たちはこの国際協議会にやって
来たのです。世界に、地域社会に、人びとの人生に
「変化をもたらす」ために。これは2017-18年度の目
標であるだけでなく、テーマとなります。
「ロータリー：変化をもたらす」各クラブとロータリ

アンがどのような変化をもたらすことを選ぶかは、
それぞれが決めることです。しかし、私たちはロー
タリーという組織とその共通理念、すなわち、倫理
の重視と「超我の奉仕」への献身によって結ばれ
ています。
　チェルノブイリの子どもたちを助けるために、個
人として、私に、そしてほかの人たちに何ができた
でしょうか。
　どこから始めればよいのか、見当さえつかな
かったでしょう。しかし、ロータリーを通じたからこ
そ、サンドリンガムにある私の小さなクラブでさえ、
変化をもたらすことができたのです。
　ロータリーでは、一人ではできないことも力を合
わせれば実現できると、私たちは知っています。こ
のことが、ロータリーのあらゆるレベルに当てはま
る、奉仕の土台となる理念です。今週ここにいる私
たちは皆、昨晩申し上げたように、一つのチームと
ならなくてはいけません。私たちを結び付けてい
るのは、ロータリーを前進させ、その未来を末永く
守るという共通目標です。このチームワークと協力
の精神を忘れずに、地区に戻って実践してください。
　次年度が、リーダーとなる「自分の」年度ではな
いということを、もう一度申し上げます。私たちの仕
事は、ロータリーが輝ける年度とすることです。
　ロータリーでの奉仕に、全員で全力を尽くす年
度です。より良く、持続可能な方法で奉仕できる強
くて活気あるクラブを築きながら変化をもたらして
いくのは、ロータリーです。ロータリーが奉仕活動
で知られ、成長・存続し、ますます力をつけながら
地域社会に、国に、そして世界に「変化をもたら
す」ことができると信じることです。
　「ロータリー：変化をもたらす」。これが、次年度
に私たちが成し遂げることなのです。
　ご清聴ありがとうございました。
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　おはようございます。
　昨晩は晩餐会を存分に楽しんでいただけたこと
を願っています。皆さん、ぐっすりとお休みになりま
したか？
　仕事にとりかかる準備は整っていますか？
　2017-18年度国際ロータリー地区ガバナーの皆さ
んを正式に国際協議会にお迎えでき、とても嬉し
く思います。
　歴代の会長エレクトも同じだったと思いますが、
こうして皆さんの前に立つと、20 年ほど前、ここか
らそう遠くないアナハイムで（ガバナーエレクトとし
て）出席した国際協議会を思い出します。
　あの協議会の数カ月前、当時のガバナーから、
国際協議会は人生を変えるような経験であり、
ロータリーで得られる最高の体験になるはずだと
言われました。何度も言うので、正直言って少しう
んざりしていました。確かに国際協議会はとても楽
しく、研修に励み、開眼させられるような経験にな
るだろうと感じていましたが、人生を変えるほどと
は考えていませんでした。
　私の予想が正しかったと言ったら、皆さんは
ショックを受けるかもしれません。国際協議会は、
私の人生を変えませんでした。
　とても楽しく、研修に励んで多くを学び、新しい
情報を頭に詰め込んで帰国しましたし、生涯の友
も得られました。今年モデレーターとして活躍中の
スチュワート・ヒールさんもその一人です。
　本当に素晴らしい経験でしたが、人生を変える
経験ではありませんでした。
　人生を変えたのは、その後の1年間です。
　国際協議会でガバナーエレクトたちとホテルで
過ごした7日間ではなく、ロータリアンの仲間たち
と過ごした365日が私の人生を変えたのです。その
1年間に、ロータリーの奉仕によって可能となった
変化を目の当たりにし、自分がしっかりと役目を果
たせば地区が人びとの人生に変化をもたらせると
知りました。今、私たちは大きなことに乗り出そう
としています。大小さまざまな方法で、自分の人生
を変えるような経験に乗り出そうとしています。こ
の経験は、私たちの知らない、おそらく決して会う
ことのない無数の人びとの人生さえも変えることに
なるでしょう。
　実際、ここを去った後に私たちが行うことが、真
の変化をもたらすのです。

　今週ここに集まったのは、私たちが大切にする
ロータリーが、これからの1年間、そして自分が生き
ている間だけでなく、その後もずっと奉仕を続け、
成長していけるようにするためです。
　ロータリーが末永く存続し、その重点分野と計
画立案において持続可能性と継続性を保てるよう
にするために、私たちはここに来たのです。
　ですから、次年度を考えるときには、リーダーと
なる「自分の」年度としてではなく、「ロータリー
の」年度として見なければなりません。自分が輝く
ためにロータリーが与えてくれた1年ではなく、自分
がロータリーに与える1年とし、ロータリーが一層明
るく輝けるようにしなければなりません。
　私たちの仕事は、国際ロータリー理事会がロー
タリー全体のために現在の戦略計画で定めた3つ
の戦略的優先事項によって導かれます。

•クラブのサポートと強化
•人道的奉仕の重点化と増加
•そして、ロータリー公共イメージと認知度の向上
です。

どうしたらクラブをサポートし、強化できるでしょ
うか。まず、クラブが成功するための手段を提供す
ることから始めましょう。
　最近、会費増額が承認されたおかげで、各種の
オンラインツールを大幅に改善し、クラブをより良
くサポートするための数々の大きな変更が導入され
ることになります。特に、新しくなったRotary.org

（ロータリーウェブサイト）、シンプルになったロー
タリー財団補助金の手続き、My ROTARYの改善
に加え、全クラブにとって不可欠なツール「ロータ
リークラブ・セントラル」が再構築されて、より効果
的でスピードが速くなり、使いやすく、スマホでも見
やすくなります。これらは、ロータリーの貴重なリ
ソースの重要な活用であると言えます。
　私たちが取り組むべきクラブの具体的な課題に
ついて考えると、2つのことが頭に浮かびます。一
つは男女会員のバランス、もう一つはロータリアン
の平均年齢です。
　規定審議会がロータリーに女性の入会を認める
ことを採択してから、28年が経ちます。しかし、女
性会員の割合は、10年前の約13パーセントよりは
増えたものの、わずか20パーセント強にすぎません。
このペースだと、ロータリーのあるべき姿である「男
女均等」を実現するまでに、あと30年かかってしま

います。
　私たちの住む世界を反映したロータリーを実現
するために、30年も待っていられません。今、これ
に優先して取りかかる必要があります。
　539名の次年度ガバナーのうち、103名が女性で
す。これらの皆さんは、ロータリーが必要とする女
性の素晴らしい模範です。地域社会のすべての人
とつながり、すべての人を代表し、支援するために
リーダーシップを発揮できる女性を、ロータリーは
必要としています。つまり、ここにいる皆さんのよう
な方々です。
　会員属性に関する2つ目の重要課題は、年齢です。
1905年にシカゴで初めてロータリーの例会を開い
たとき、ポール・ハリスは36歳でした。今日、40歳
未満の会員は、報告済み会員のわずか5パーセント
しかいません。たったの5パーセントです。会員の
大半は60歳以上です。しかもこれは、全体のわず
か半数にあたる、年齢について報告した会員だけ
を基にした統計であり、年齢を明かしていない会
員は含まれていません。
　若い会員の入会促進に真剣に取り組まなかった
ら、10年後、20年後にロータリーがどうなっている
かを想像してみてください。若い会員の入会と参加
を絶えず促していくための新しく、より効果的な方
法を、何としても見つけなくてはなりません。そのよ
うな方法があれば、次世代の会員とリーダーを継
続的に生み出すことができるでしょう。これは、組
織の繁栄にとって極めて重要なことです。
　人道的奉仕の重点化と増加という、戦略計画の
2つ目の戦略的優先事項についてはどうでしょうか。
　ロータリーには6つの重点分野があります。その
すべてに不可欠な要素の一つが、「持続可能性」
です。私たちは井戸を掘っただけで立ち去ったりし
ません。これらの井戸を地域社会が維持し、修理
できるように必ず見届けます。クリニックを建てた
ら、ロータリーが支援し続けなくても自力で運営し
ていけるようにします。ポリオについて言えば、活
動の目的はウイルスを封じ込めることではなく、撲
滅することです。
　ポリオ撲滅は、持続可能な奉仕の究極と言えま
す。その投資が世界的な規模で生み出す恩恵は、
長期的であるだけでなく、恒久的です。
　もちろん、ポリオ撲滅はロータリーの歴史におい
て独特なものですが、ロータリーが成し得ることの
可能性を示しています。ポリオ撲滅活動は、ロータ
リーのあらゆる奉仕のモデルとなるべきであり、奉

仕のインパクトを大きくする最善の方法は「持続可
能性」を高めることで、多くの場合、他団体とパー
トナーシップを組むことであると、世界に対して強
調するものであるべきなのです。
　3つ目の優先事項は、公共イメージと認知度の向
上で、これは自ずとほかの2つの目標と結びつきま
す。私たちは今週、新しい公共イメージキャンペー
ンの予告を目にする機会があり、一貫したブランド
を伝えることの重要性と、ロータリーのストーリーを
より効果的に伝える方法について話し合います。
ロータリーとは何か、どんな活動をしているのかを
より良く伝えられれば、ロータリーにふさわしい新
会員の入会を増やすことができるでしょうし、ロータ
リーの奉仕でより大きな成果を上げるために協力す
るパートナー団体を増やすことができるでしょう。
　これらの優先事項をすべてまとめると、一つの
言葉になります。それは「持続可能性」です。
　持続可能性には、あらゆることを支えるもう一つ
の側面がありますが、この側面はロータリーでほと
んど語られません。この側面について、私たちの責
任ではないとしてこれ以上棚上げすることはできま
せん。
　それは、この地球の持続可能性です。
　1990年、当時のパウロ・コスタRI会長は、すべて
のロータリアンに地球の環境保全を呼びかけまし
た。こう強調することで、コスタ会長はロータリーの
「環境に対する良心」を呼び起こしたいと願ってい
ました。地球に貢献することで、未来への貢献に
対する誓いを新たにしたのだと、コスタ会長はおっ
しゃいました。
　今日、環境の悪化と気候変動は全人類への脅威
となっています。影響を最も受けやすいのは弱い
立場にある人たちであり、そのような人たちこそ、
ロータリーが助けていく必要があります。それにも
かかわらず、環境問題がロータリーで議題に上が
ることはほとんどありません。
　環境の持続可能性がロータリーの懸念分野で
はないと言えたのは、昔の話です。今や、環境問題
はあらゆる人にとって懸念すべきことです。
　そこで私は、新ロータリー年度開始から2018年4 
月22日の「アースデイ」までの間に、各会員につき少
なくとも1本の植樹をするよう、すべてのロータリー
クラブにお願いしたいと思います。この取り組みで
120万本の新しい樹木が植えられ、環境への良い
影響があるでしょう。ただ、私はそれよりもっと大
きな影響があると願っています。それは、この取り

組みを通じて、この地球に住む人だけでなく、私た
ちが住み、頼っている地球そのものを救う責任が
ロータリーにあると、私たちが気づくことです。こ
れを、2017-18年度のロータリーの取り組みとするこ
とができます。
　このスピーチのはじめに、人生を変えるロータ
リーの経験について触れましたが、最後のしめくく
りとして、人生を変えた私自身の経験についてお話
ししたいと思います。これは、私の奉仕とロータ
リーへの熱意を形づくることとなった経験です。
31年近く前の1986年4月26日、チェルノブイリ原子
力発電所の4号炉で事故がありました。日付まで
覚えているのは、その日が私の39歳の誕生日だっ
たからです。この事故で、ウクライナと隣国のベラ
ルーシ、そしてヨーロッパ全体にも甚大な問題を引
き起こしたことは、今や誰もが知っています。
　その後の数年間、オーストラリア政府は、チェル
ノブイリの子どもたちが太陽ときれいな空気の中
で過ごせるように、大勢の子どもを短期休暇のた
めにオーストラリアに招くプログラムを実施しまし
た。私たちのロータリークラブは、ある週末にバス
一台に子どもを乗せ、サンドリンガムのビーチに連
れていって世話をすることを申し出ました。その
ビーチにはたまたま、数年前にクラブが建設した
素晴らしい遊び場がありました。
　子どもたちと一緒に楽しいひと時を過ごしました
が、彼らは皆、本来よりも少し痩せ気味で、顔色も
よくないようでした。彼らが去った翌週、地元新聞
の一面に、クラブがつくった遊び場で鉄棒に逆さ
まにぶらさがる幼い少女の写真がありました。満
面の笑みを浮かべ、薄すぎる髪が風にたなびいて
いる写真でした。その隣には、木製の支柱に刻ま
れたロータリーの歯車が写っていました。
　その写真を見たとき、その少女とロータリーの歯
車を見たとき、私たちが日々経験するロータリーの
力に気づきました。助けを必要とする人たちのため
に変化をもたらすロータリーの力を。
　「変化をもたらす」とは、ロータリーでいつも耳に
する表現です。変化をもたらすことは、私たちに与
えられた機会であり、私たちが活動を通じて行っ
ていることです。
　だからこそ、私たちはこの国際協議会にやって
来たのです。世界に、地域社会に、人びとの人生に
「変化をもたらす」ために。これは2017-18年度の目
標であるだけでなく、テーマとなります。
「ロータリー：変化をもたらす」各クラブとロータリ

アンがどのような変化をもたらすことを選ぶかは、
それぞれが決めることです。しかし、私たちはロー
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の重視と「超我の奉仕」への献身によって結ばれ
ています。
　チェルノブイリの子どもたちを助けるために、個
人として、私に、そしてほかの人たちに何ができた
でしょうか。
　どこから始めればよいのか、見当さえつかな
かったでしょう。しかし、ロータリーを通じたからこ
そ、サンドリンガムにある私の小さなクラブでさえ、
変化をもたらすことができたのです。
　ロータリーでは、一人ではできないことも力を合
わせれば実現できると、私たちは知っています。こ
のことが、ロータリーのあらゆるレベルに当てはま
る、奉仕の土台となる理念です。今週ここにいる私
たちは皆、昨晩申し上げたように、一つのチームと
ならなくてはいけません。私たちを結び付けてい
るのは、ロータリーを前進させ、その未来を末永く
守るという共通目標です。このチームワークと協力
の精神を忘れずに、地区に戻って実践してください。
　次年度が、リーダーとなる「自分の」年度ではな
いということを、もう一度申し上げます。私たちの仕
事は、ロータリーが輝ける年度とすることです。
　ロータリーでの奉仕に、全員で全力を尽くす年
度です。より良く、持続可能な方法で奉仕できる強
くて活気あるクラブを築きながら変化をもたらして
いくのは、ロータリーです。ロータリーが奉仕活動
で知られ、成長・存続し、ますます力をつけながら
地域社会に、国に、そして世界に「変化をもたら
す」ことができると信じることです。
　「ロータリー：変化をもたらす」。これが、次年度
に私たちが成し遂げることなのです。
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やすくなります。これらは、ロータリーの貴重なリ
ソースの重要な活用であると言えます。
　私たちが取り組むべきクラブの具体的な課題に
ついて考えると、2つのことが頭に浮かびます。一
つは男女会員のバランス、もう一つはロータリアン
の平均年齢です。
　規定審議会がロータリーに女性の入会を認める
ことを採択してから、28年が経ちます。しかし、女
性会員の割合は、10年前の約13パーセントよりは
増えたものの、わずか20パーセント強にすぎません。
このペースだと、ロータリーのあるべき姿である「男
女均等」を実現するまでに、あと30年かかってしま

います。
　私たちの住む世界を反映したロータリーを実現
するために、30年も待っていられません。今、これ
に優先して取りかかる必要があります。
　539名の次年度ガバナーのうち、103名が女性で
す。これらの皆さんは、ロータリーが必要とする女
性の素晴らしい模範です。地域社会のすべての人
とつながり、すべての人を代表し、支援するために
リーダーシップを発揮できる女性を、ロータリーは
必要としています。つまり、ここにいる皆さんのよう
な方々です。
　会員属性に関する2つ目の重要課題は、年齢です。
1905年にシカゴで初めてロータリーの例会を開い
たとき、ポール・ハリスは36歳でした。今日、40歳
未満の会員は、報告済み会員のわずか5パーセント
しかいません。たったの5パーセントです。会員の
大半は60歳以上です。しかもこれは、全体のわず
か半数にあたる、年齢について報告した会員だけ
を基にした統計であり、年齢を明かしていない会
員は含まれていません。
　若い会員の入会促進に真剣に取り組まなかった
ら、10年後、20年後にロータリーがどうなっている
かを想像してみてください。若い会員の入会と参加
を絶えず促していくための新しく、より効果的な方
法を、何としても見つけなくてはなりません。そのよ
うな方法があれば、次世代の会員とリーダーを継
続的に生み出すことができるでしょう。これは、組
織の繁栄にとって極めて重要なことです。
　人道的奉仕の重点化と増加という、戦略計画の
2つ目の戦略的優先事項についてはどうでしょうか。
　ロータリーには6つの重点分野があります。その
すべてに不可欠な要素の一つが、「持続可能性」
です。私たちは井戸を掘っただけで立ち去ったりし
ません。これらの井戸を地域社会が維持し、修理
できるように必ず見届けます。クリニックを建てた
ら、ロータリーが支援し続けなくても自力で運営し
ていけるようにします。ポリオについて言えば、活
動の目的はウイルスを封じ込めることではなく、撲
滅することです。
　ポリオ撲滅は、持続可能な奉仕の究極と言えま
す。その投資が世界的な規模で生み出す恩恵は、
長期的であるだけでなく、恒久的です。
　もちろん、ポリオ撲滅はロータリーの歴史におい
て独特なものですが、ロータリーが成し得ることの
可能性を示しています。ポリオ撲滅活動は、ロータ
リーのあらゆる奉仕のモデルとなるべきであり、奉

仕のインパクトを大きくする最善の方法は「持続可
能性」を高めることで、多くの場合、他団体とパー
トナーシップを組むことであると、世界に対して強
調するものであるべきなのです。
　3つ目の優先事項は、公共イメージと認知度の向
上で、これは自ずとほかの2つの目標と結びつきま
す。私たちは今週、新しい公共イメージキャンペー
ンの予告を目にする機会があり、一貫したブランド
を伝えることの重要性と、ロータリーのストーリーを
より効果的に伝える方法について話し合います。
ロータリーとは何か、どんな活動をしているのかを
より良く伝えられれば、ロータリーにふさわしい新
会員の入会を増やすことができるでしょうし、ロータ
リーの奉仕でより大きな成果を上げるために協力す
るパートナー団体を増やすことができるでしょう。
　これらの優先事項をすべてまとめると、一つの
言葉になります。それは「持続可能性」です。
　持続可能性には、あらゆることを支えるもう一つ
の側面がありますが、この側面はロータリーでほと
んど語られません。この側面について、私たちの責
任ではないとしてこれ以上棚上げすることはできま
せん。
　それは、この地球の持続可能性です。
　1990年、当時のパウロ・コスタRI会長は、すべて
のロータリアンに地球の環境保全を呼びかけまし
た。こう強調することで、コスタ会長はロータリーの
「環境に対する良心」を呼び起こしたいと願ってい
ました。地球に貢献することで、未来への貢献に
対する誓いを新たにしたのだと、コスタ会長はおっ
しゃいました。
　今日、環境の悪化と気候変動は全人類への脅威
となっています。影響を最も受けやすいのは弱い
立場にある人たちであり、そのような人たちこそ、
ロータリーが助けていく必要があります。それにも
かかわらず、環境問題がロータリーで議題に上が
ることはほとんどありません。
　環境の持続可能性がロータリーの懸念分野で
はないと言えたのは、昔の話です。今や、環境問題
はあらゆる人にとって懸念すべきことです。
　そこで私は、新ロータリー年度開始から2018年4 
月22日の「アースデイ」までの間に、各会員につき少
なくとも1本の植樹をするよう、すべてのロータリー
クラブにお願いしたいと思います。この取り組みで
120万本の新しい樹木が植えられ、環境への良い
影響があるでしょう。ただ、私はそれよりもっと大
きな影響があると願っています。それは、この取り

組みを通じて、この地球に住む人だけでなく、私た
ちが住み、頼っている地球そのものを救う責任が
ロータリーにあると、私たちが気づくことです。こ
れを、2017-18年度のロータリーの取り組みとするこ
とができます。
　このスピーチのはじめに、人生を変えるロータ
リーの経験について触れましたが、最後のしめくく
りとして、人生を変えた私自身の経験についてお話
ししたいと思います。これは、私の奉仕とロータ
リーへの熱意を形づくることとなった経験です。
31年近く前の1986年4月26日、チェルノブイリ原子
力発電所の4号炉で事故がありました。日付まで
覚えているのは、その日が私の39歳の誕生日だっ
たからです。この事故で、ウクライナと隣国のベラ
ルーシ、そしてヨーロッパ全体にも甚大な問題を引
き起こしたことは、今や誰もが知っています。
　その後の数年間、オーストラリア政府は、チェル
ノブイリの子どもたちが太陽ときれいな空気の中
で過ごせるように、大勢の子どもを短期休暇のた
めにオーストラリアに招くプログラムを実施しまし
た。私たちのロータリークラブは、ある週末にバス
一台に子どもを乗せ、サンドリンガムのビーチに連
れていって世話をすることを申し出ました。その
ビーチにはたまたま、数年前にクラブが建設した
素晴らしい遊び場がありました。
　子どもたちと一緒に楽しいひと時を過ごしました
が、彼らは皆、本来よりも少し痩せ気味で、顔色も
よくないようでした。彼らが去った翌週、地元新聞
の一面に、クラブがつくった遊び場で鉄棒に逆さ
まにぶらさがる幼い少女の写真がありました。満
面の笑みを浮かべ、薄すぎる髪が風にたなびいて
いる写真でした。その隣には、木製の支柱に刻ま
れたロータリーの歯車が写っていました。
　その写真を見たとき、その少女とロータリーの歯
車を見たとき、私たちが日々経験するロータリーの
力に気づきました。助けを必要とする人たちのため
に変化をもたらすロータリーの力を。
　「変化をもたらす」とは、ロータリーでいつも耳に
する表現です。変化をもたらすことは、私たちに与
えられた機会であり、私たちが活動を通じて行っ
ていることです。
　だからこそ、私たちはこの国際協議会にやって
来たのです。世界に、地域社会に、人びとの人生に
「変化をもたらす」ために。これは2017-18年度の目
標であるだけでなく、テーマとなります。
「ロータリー：変化をもたらす」各クラブとロータリ

アンがどのような変化をもたらすことを選ぶかは、
それぞれが決めることです。しかし、私たちはロー
タリーという組織とその共通理念、すなわち、倫理
の重視と「超我の奉仕」への献身によって結ばれ
ています。
　チェルノブイリの子どもたちを助けるために、個
人として、私に、そしてほかの人たちに何ができた
でしょうか。
　どこから始めればよいのか、見当さえつかな
かったでしょう。しかし、ロータリーを通じたからこ
そ、サンドリンガムにある私の小さなクラブでさえ、
変化をもたらすことができたのです。
　ロータリーでは、一人ではできないことも力を合
わせれば実現できると、私たちは知っています。こ
のことが、ロータリーのあらゆるレベルに当てはま
る、奉仕の土台となる理念です。今週ここにいる私
たちは皆、昨晩申し上げたように、一つのチームと
ならなくてはいけません。私たちを結び付けてい
るのは、ロータリーを前進させ、その未来を末永く
守るという共通目標です。このチームワークと協力
の精神を忘れずに、地区に戻って実践してください。
　次年度が、リーダーとなる「自分の」年度ではな
いということを、もう一度申し上げます。私たちの仕
事は、ロータリーが輝ける年度とすることです。
　ロータリーでの奉仕に、全員で全力を尽くす年
度です。より良く、持続可能な方法で奉仕できる強
くて活気あるクラブを築きながら変化をもたらして
いくのは、ロータリーです。ロータリーが奉仕活動
で知られ、成長・存続し、ますます力をつけながら
地域社会に、国に、そして世界に「変化をもたら
す」ことができると信じることです。
　「ロータリー：変化をもたらす」。これが、次年度
に私たちが成し遂げることなのです。
　ご清聴ありがとうございました。
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　おはようございます。
　昨晩は晩餐会を存分に楽しんでいただけたこと
を願っています。皆さん、ぐっすりとお休みになりま
したか？
　仕事にとりかかる準備は整っていますか？
　2017-18年度国際ロータリー地区ガバナーの皆さ
んを正式に国際協議会にお迎えでき、とても嬉し
く思います。
　歴代の会長エレクトも同じだったと思いますが、
こうして皆さんの前に立つと、20 年ほど前、ここか
らそう遠くないアナハイムで（ガバナーエレクトとし
て）出席した国際協議会を思い出します。
　あの協議会の数カ月前、当時のガバナーから、
国際協議会は人生を変えるような経験であり、
ロータリーで得られる最高の体験になるはずだと
言われました。何度も言うので、正直言って少しう
んざりしていました。確かに国際協議会はとても楽
しく、研修に励み、開眼させられるような経験にな
るだろうと感じていましたが、人生を変えるほどと
は考えていませんでした。
　私の予想が正しかったと言ったら、皆さんは
ショックを受けるかもしれません。国際協議会は、
私の人生を変えませんでした。
　とても楽しく、研修に励んで多くを学び、新しい
情報を頭に詰め込んで帰国しましたし、生涯の友
も得られました。今年モデレーターとして活躍中の
スチュワート・ヒールさんもその一人です。
　本当に素晴らしい経験でしたが、人生を変える
経験ではありませんでした。
　人生を変えたのは、その後の1年間です。
　国際協議会でガバナーエレクトたちとホテルで
過ごした7日間ではなく、ロータリアンの仲間たち
と過ごした365日が私の人生を変えたのです。その
1年間に、ロータリーの奉仕によって可能となった
変化を目の当たりにし、自分がしっかりと役目を果
たせば地区が人びとの人生に変化をもたらせると
知りました。今、私たちは大きなことに乗り出そう
としています。大小さまざまな方法で、自分の人生
を変えるような経験に乗り出そうとしています。こ
の経験は、私たちの知らない、おそらく決して会う
ことのない無数の人びとの人生さえも変えることに
なるでしょう。
　実際、ここを去った後に私たちが行うことが、真
の変化をもたらすのです。

　今週ここに集まったのは、私たちが大切にする
ロータリーが、これからの1年間、そして自分が生き
ている間だけでなく、その後もずっと奉仕を続け、
成長していけるようにするためです。
　ロータリーが末永く存続し、その重点分野と計
画立案において持続可能性と継続性を保てるよう
にするために、私たちはここに来たのです。
　ですから、次年度を考えるときには、リーダーと
なる「自分の」年度としてではなく、「ロータリー
の」年度として見なければなりません。自分が輝く
ためにロータリーが与えてくれた1年ではなく、自分
がロータリーに与える1年とし、ロータリーが一層明
るく輝けるようにしなければなりません。
　私たちの仕事は、国際ロータリー理事会がロー
タリー全体のために現在の戦略計画で定めた3つ
の戦略的優先事項によって導かれます。

•クラブのサポートと強化
•人道的奉仕の重点化と増加
•そして、ロータリー公共イメージと認知度の向上
です。

どうしたらクラブをサポートし、強化できるでしょ
うか。まず、クラブが成功するための手段を提供す
ることから始めましょう。
　最近、会費増額が承認されたおかげで、各種の
オンラインツールを大幅に改善し、クラブをより良
くサポートするための数々の大きな変更が導入され
ることになります。特に、新しくなったRotary.org

（ロータリーウェブサイト）、シンプルになったロー
タリー財団補助金の手続き、My ROTARYの改善
に加え、全クラブにとって不可欠なツール「ロータ
リークラブ・セントラル」が再構築されて、より効果
的でスピードが速くなり、使いやすく、スマホでも見
やすくなります。これらは、ロータリーの貴重なリ
ソースの重要な活用であると言えます。
　私たちが取り組むべきクラブの具体的な課題に
ついて考えると、2つのことが頭に浮かびます。一
つは男女会員のバランス、もう一つはロータリアン
の平均年齢です。
　規定審議会がロータリーに女性の入会を認める
ことを採択してから、28年が経ちます。しかし、女
性会員の割合は、10年前の約13パーセントよりは
増えたものの、わずか20パーセント強にすぎません。
このペースだと、ロータリーのあるべき姿である「男
女均等」を実現するまでに、あと30年かかってしま

います。
　私たちの住む世界を反映したロータリーを実現
するために、30年も待っていられません。今、これ
に優先して取りかかる必要があります。
　539名の次年度ガバナーのうち、103名が女性で
す。これらの皆さんは、ロータリーが必要とする女
性の素晴らしい模範です。地域社会のすべての人
とつながり、すべての人を代表し、支援するために
リーダーシップを発揮できる女性を、ロータリーは
必要としています。つまり、ここにいる皆さんのよう
な方々です。
　会員属性に関する2つ目の重要課題は、年齢です。
1905年にシカゴで初めてロータリーの例会を開い
たとき、ポール・ハリスは36歳でした。今日、40歳
未満の会員は、報告済み会員のわずか5パーセント
しかいません。たったの5パーセントです。会員の
大半は60歳以上です。しかもこれは、全体のわず
か半数にあたる、年齢について報告した会員だけ
を基にした統計であり、年齢を明かしていない会
員は含まれていません。
　若い会員の入会促進に真剣に取り組まなかった
ら、10年後、20年後にロータリーがどうなっている
かを想像してみてください。若い会員の入会と参加
を絶えず促していくための新しく、より効果的な方
法を、何としても見つけなくてはなりません。そのよ
うな方法があれば、次世代の会員とリーダーを継
続的に生み出すことができるでしょう。これは、組
織の繁栄にとって極めて重要なことです。
　人道的奉仕の重点化と増加という、戦略計画の
2つ目の戦略的優先事項についてはどうでしょうか。
　ロータリーには6つの重点分野があります。その
すべてに不可欠な要素の一つが、「持続可能性」
です。私たちは井戸を掘っただけで立ち去ったりし
ません。これらの井戸を地域社会が維持し、修理
できるように必ず見届けます。クリニックを建てた
ら、ロータリーが支援し続けなくても自力で運営し
ていけるようにします。ポリオについて言えば、活
動の目的はウイルスを封じ込めることではなく、撲
滅することです。
　ポリオ撲滅は、持続可能な奉仕の究極と言えま
す。その投資が世界的な規模で生み出す恩恵は、
長期的であるだけでなく、恒久的です。
　もちろん、ポリオ撲滅はロータリーの歴史におい
て独特なものですが、ロータリーが成し得ることの
可能性を示しています。ポリオ撲滅活動は、ロータ
リーのあらゆる奉仕のモデルとなるべきであり、奉

仕のインパクトを大きくする最善の方法は「持続可
能性」を高めることで、多くの場合、他団体とパー
トナーシップを組むことであると、世界に対して強
調するものであるべきなのです。
　3つ目の優先事項は、公共イメージと認知度の向
上で、これは自ずとほかの2つの目標と結びつきま
す。私たちは今週、新しい公共イメージキャンペー
ンの予告を目にする機会があり、一貫したブランド
を伝えることの重要性と、ロータリーのストーリーを
より効果的に伝える方法について話し合います。
ロータリーとは何か、どんな活動をしているのかを
より良く伝えられれば、ロータリーにふさわしい新
会員の入会を増やすことができるでしょうし、ロータ
リーの奉仕でより大きな成果を上げるために協力す
るパートナー団体を増やすことができるでしょう。
　これらの優先事項をすべてまとめると、一つの
言葉になります。それは「持続可能性」です。
　持続可能性には、あらゆることを支えるもう一つ
の側面がありますが、この側面はロータリーでほと
んど語られません。この側面について、私たちの責
任ではないとしてこれ以上棚上げすることはできま
せん。
　それは、この地球の持続可能性です。
　1990年、当時のパウロ・コスタRI会長は、すべて
のロータリアンに地球の環境保全を呼びかけまし
た。こう強調することで、コスタ会長はロータリーの
「環境に対する良心」を呼び起こしたいと願ってい
ました。地球に貢献することで、未来への貢献に
対する誓いを新たにしたのだと、コスタ会長はおっ
しゃいました。
　今日、環境の悪化と気候変動は全人類への脅威
となっています。影響を最も受けやすいのは弱い
立場にある人たちであり、そのような人たちこそ、
ロータリーが助けていく必要があります。それにも
かかわらず、環境問題がロータリーで議題に上が
ることはほとんどありません。
　環境の持続可能性がロータリーの懸念分野で
はないと言えたのは、昔の話です。今や、環境問題
はあらゆる人にとって懸念すべきことです。
　そこで私は、新ロータリー年度開始から2018年4 
月22日の「アースデイ」までの間に、各会員につき少
なくとも1本の植樹をするよう、すべてのロータリー
クラブにお願いしたいと思います。この取り組みで
120万本の新しい樹木が植えられ、環境への良い
影響があるでしょう。ただ、私はそれよりもっと大
きな影響があると願っています。それは、この取り

組みを通じて、この地球に住む人だけでなく、私た
ちが住み、頼っている地球そのものを救う責任が
ロータリーにあると、私たちが気づくことです。こ
れを、2017-18年度のロータリーの取り組みとするこ
とができます。
　このスピーチのはじめに、人生を変えるロータ
リーの経験について触れましたが、最後のしめくく
りとして、人生を変えた私自身の経験についてお話
ししたいと思います。これは、私の奉仕とロータ
リーへの熱意を形づくることとなった経験です。
31年近く前の1986年4月26日、チェルノブイリ原子
力発電所の4号炉で事故がありました。日付まで
覚えているのは、その日が私の39歳の誕生日だっ
たからです。この事故で、ウクライナと隣国のベラ
ルーシ、そしてヨーロッパ全体にも甚大な問題を引
き起こしたことは、今や誰もが知っています。
　その後の数年間、オーストラリア政府は、チェル
ノブイリの子どもたちが太陽ときれいな空気の中
で過ごせるように、大勢の子どもを短期休暇のた
めにオーストラリアに招くプログラムを実施しまし
た。私たちのロータリークラブは、ある週末にバス
一台に子どもを乗せ、サンドリンガムのビーチに連
れていって世話をすることを申し出ました。その
ビーチにはたまたま、数年前にクラブが建設した
素晴らしい遊び場がありました。
　子どもたちと一緒に楽しいひと時を過ごしました
が、彼らは皆、本来よりも少し痩せ気味で、顔色も
よくないようでした。彼らが去った翌週、地元新聞
の一面に、クラブがつくった遊び場で鉄棒に逆さ
まにぶらさがる幼い少女の写真がありました。満
面の笑みを浮かべ、薄すぎる髪が風にたなびいて
いる写真でした。その隣には、木製の支柱に刻ま
れたロータリーの歯車が写っていました。
　その写真を見たとき、その少女とロータリーの歯
車を見たとき、私たちが日々経験するロータリーの
力に気づきました。助けを必要とする人たちのため
に変化をもたらすロータリーの力を。
　「変化をもたらす」とは、ロータリーでいつも耳に
する表現です。変化をもたらすことは、私たちに与
えられた機会であり、私たちが活動を通じて行っ
ていることです。
　だからこそ、私たちはこの国際協議会にやって
来たのです。世界に、地域社会に、人びとの人生に
「変化をもたらす」ために。これは2017-18年度の目
標であるだけでなく、テーマとなります。
「ロータリー：変化をもたらす」各クラブとロータリ

アンがどのような変化をもたらすことを選ぶかは、
それぞれが決めることです。しかし、私たちはロー
タリーという組織とその共通理念、すなわち、倫理
の重視と「超我の奉仕」への献身によって結ばれ
ています。
　チェルノブイリの子どもたちを助けるために、個
人として、私に、そしてほかの人たちに何ができた
でしょうか。
　どこから始めればよいのか、見当さえつかな
かったでしょう。しかし、ロータリーを通じたからこ
そ、サンドリンガムにある私の小さなクラブでさえ、
変化をもたらすことができたのです。
　ロータリーでは、一人ではできないことも力を合
わせれば実現できると、私たちは知っています。こ
のことが、ロータリーのあらゆるレベルに当てはま
る、奉仕の土台となる理念です。今週ここにいる私
たちは皆、昨晩申し上げたように、一つのチームと
ならなくてはいけません。私たちを結び付けてい
るのは、ロータリーを前進させ、その未来を末永く
守るという共通目標です。このチームワークと協力
の精神を忘れずに、地区に戻って実践してください。
　次年度が、リーダーとなる「自分の」年度ではな
いということを、もう一度申し上げます。私たちの仕
事は、ロータリーが輝ける年度とすることです。
　ロータリーでの奉仕に、全員で全力を尽くす年
度です。より良く、持続可能な方法で奉仕できる強
くて活気あるクラブを築きながら変化をもたらして
いくのは、ロータリーです。ロータリーが奉仕活動
で知られ、成長・存続し、ますます力をつけながら
地域社会に、国に、そして世界に「変化をもたら
す」ことができると信じることです。
　「ロータリー：変化をもたらす」。これが、次年度
に私たちが成し遂げることなのです。
　ご清聴ありがとうございました。
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　おはようございます。
　昨晩は晩餐会を存分に楽しんでいただけたこと
を願っています。皆さん、ぐっすりとお休みになりま
したか？
　仕事にとりかかる準備は整っていますか？
　2017-18年度国際ロータリー地区ガバナーの皆さ
んを正式に国際協議会にお迎えでき、とても嬉し
く思います。
　歴代の会長エレクトも同じだったと思いますが、
こうして皆さんの前に立つと、20 年ほど前、ここか
らそう遠くないアナハイムで（ガバナーエレクトとし
て）出席した国際協議会を思い出します。
　あの協議会の数カ月前、当時のガバナーから、
国際協議会は人生を変えるような経験であり、
ロータリーで得られる最高の体験になるはずだと
言われました。何度も言うので、正直言って少しう
んざりしていました。確かに国際協議会はとても楽
しく、研修に励み、開眼させられるような経験にな
るだろうと感じていましたが、人生を変えるほどと
は考えていませんでした。
　私の予想が正しかったと言ったら、皆さんは
ショックを受けるかもしれません。国際協議会は、
私の人生を変えませんでした。
　とても楽しく、研修に励んで多くを学び、新しい
情報を頭に詰め込んで帰国しましたし、生涯の友
も得られました。今年モデレーターとして活躍中の
スチュワート・ヒールさんもその一人です。
　本当に素晴らしい経験でしたが、人生を変える
経験ではありませんでした。
　人生を変えたのは、その後の1年間です。
　国際協議会でガバナーエレクトたちとホテルで
過ごした7日間ではなく、ロータリアンの仲間たち
と過ごした365日が私の人生を変えたのです。その
1年間に、ロータリーの奉仕によって可能となった
変化を目の当たりにし、自分がしっかりと役目を果
たせば地区が人びとの人生に変化をもたらせると
知りました。今、私たちは大きなことに乗り出そう
としています。大小さまざまな方法で、自分の人生
を変えるような経験に乗り出そうとしています。こ
の経験は、私たちの知らない、おそらく決して会う
ことのない無数の人びとの人生さえも変えることに
なるでしょう。
　実際、ここを去った後に私たちが行うことが、真
の変化をもたらすのです。

　今週ここに集まったのは、私たちが大切にする
ロータリーが、これからの1年間、そして自分が生き
ている間だけでなく、その後もずっと奉仕を続け、
成長していけるようにするためです。
　ロータリーが末永く存続し、その重点分野と計
画立案において持続可能性と継続性を保てるよう
にするために、私たちはここに来たのです。
　ですから、次年度を考えるときには、リーダーと
なる「自分の」年度としてではなく、「ロータリー
の」年度として見なければなりません。自分が輝く
ためにロータリーが与えてくれた1年ではなく、自分
がロータリーに与える1年とし、ロータリーが一層明
るく輝けるようにしなければなりません。
　私たちの仕事は、国際ロータリー理事会がロー
タリー全体のために現在の戦略計画で定めた3つ
の戦略的優先事項によって導かれます。

•クラブのサポートと強化
•人道的奉仕の重点化と増加
•そして、ロータリー公共イメージと認知度の向上
です。

どうしたらクラブをサポートし、強化できるでしょ
うか。まず、クラブが成功するための手段を提供す
ることから始めましょう。
　最近、会費増額が承認されたおかげで、各種の
オンラインツールを大幅に改善し、クラブをより良
くサポートするための数々の大きな変更が導入され
ることになります。特に、新しくなったRotary.org

（ロータリーウェブサイト）、シンプルになったロー
タリー財団補助金の手続き、My ROTARYの改善
に加え、全クラブにとって不可欠なツール「ロータ
リークラブ・セントラル」が再構築されて、より効果
的でスピードが速くなり、使いやすく、スマホでも見
やすくなります。これらは、ロータリーの貴重なリ
ソースの重要な活用であると言えます。
　私たちが取り組むべきクラブの具体的な課題に
ついて考えると、2つのことが頭に浮かびます。一
つは男女会員のバランス、もう一つはロータリアン
の平均年齢です。
　規定審議会がロータリーに女性の入会を認める
ことを採択してから、28年が経ちます。しかし、女
性会員の割合は、10年前の約13パーセントよりは
増えたものの、わずか20パーセント強にすぎません。
このペースだと、ロータリーのあるべき姿である「男
女均等」を実現するまでに、あと30年かかってしま

います。
　私たちの住む世界を反映したロータリーを実現
するために、30年も待っていられません。今、これ
に優先して取りかかる必要があります。
　539名の次年度ガバナーのうち、103名が女性で
す。これらの皆さんは、ロータリーが必要とする女
性の素晴らしい模範です。地域社会のすべての人
とつながり、すべての人を代表し、支援するために
リーダーシップを発揮できる女性を、ロータリーは
必要としています。つまり、ここにいる皆さんのよう
な方々です。
　会員属性に関する2つ目の重要課題は、年齢です。
1905年にシカゴで初めてロータリーの例会を開い
たとき、ポール・ハリスは36歳でした。今日、40歳
未満の会員は、報告済み会員のわずか5パーセント
しかいません。たったの5パーセントです。会員の
大半は60歳以上です。しかもこれは、全体のわず
か半数にあたる、年齢について報告した会員だけ
を基にした統計であり、年齢を明かしていない会
員は含まれていません。
　若い会員の入会促進に真剣に取り組まなかった
ら、10年後、20年後にロータリーがどうなっている
かを想像してみてください。若い会員の入会と参加
を絶えず促していくための新しく、より効果的な方
法を、何としても見つけなくてはなりません。そのよ
うな方法があれば、次世代の会員とリーダーを継
続的に生み出すことができるでしょう。これは、組
織の繁栄にとって極めて重要なことです。
　人道的奉仕の重点化と増加という、戦略計画の
2つ目の戦略的優先事項についてはどうでしょうか。
　ロータリーには6つの重点分野があります。その
すべてに不可欠な要素の一つが、「持続可能性」
です。私たちは井戸を掘っただけで立ち去ったりし
ません。これらの井戸を地域社会が維持し、修理
できるように必ず見届けます。クリニックを建てた
ら、ロータリーが支援し続けなくても自力で運営し
ていけるようにします。ポリオについて言えば、活
動の目的はウイルスを封じ込めることではなく、撲
滅することです。
　ポリオ撲滅は、持続可能な奉仕の究極と言えま
す。その投資が世界的な規模で生み出す恩恵は、
長期的であるだけでなく、恒久的です。
　もちろん、ポリオ撲滅はロータリーの歴史におい
て独特なものですが、ロータリーが成し得ることの
可能性を示しています。ポリオ撲滅活動は、ロータ
リーのあらゆる奉仕のモデルとなるべきであり、奉

仕のインパクトを大きくする最善の方法は「持続可
能性」を高めることで、多くの場合、他団体とパー
トナーシップを組むことであると、世界に対して強
調するものであるべきなのです。
　3つ目の優先事項は、公共イメージと認知度の向
上で、これは自ずとほかの2つの目標と結びつきま
す。私たちは今週、新しい公共イメージキャンペー
ンの予告を目にする機会があり、一貫したブランド
を伝えることの重要性と、ロータリーのストーリーを
より効果的に伝える方法について話し合います。
ロータリーとは何か、どんな活動をしているのかを
より良く伝えられれば、ロータリーにふさわしい新
会員の入会を増やすことができるでしょうし、ロータ
リーの奉仕でより大きな成果を上げるために協力す
るパートナー団体を増やすことができるでしょう。
　これらの優先事項をすべてまとめると、一つの
言葉になります。それは「持続可能性」です。
　持続可能性には、あらゆることを支えるもう一つ
の側面がありますが、この側面はロータリーでほと
んど語られません。この側面について、私たちの責
任ではないとしてこれ以上棚上げすることはできま
せん。
　それは、この地球の持続可能性です。
　1990年、当時のパウロ・コスタRI会長は、すべて
のロータリアンに地球の環境保全を呼びかけまし
た。こう強調することで、コスタ会長はロータリーの
「環境に対する良心」を呼び起こしたいと願ってい
ました。地球に貢献することで、未来への貢献に
対する誓いを新たにしたのだと、コスタ会長はおっ
しゃいました。
　今日、環境の悪化と気候変動は全人類への脅威
となっています。影響を最も受けやすいのは弱い
立場にある人たちであり、そのような人たちこそ、
ロータリーが助けていく必要があります。それにも
かかわらず、環境問題がロータリーで議題に上が
ることはほとんどありません。
　環境の持続可能性がロータリーの懸念分野で
はないと言えたのは、昔の話です。今や、環境問題
はあらゆる人にとって懸念すべきことです。
　そこで私は、新ロータリー年度開始から2018年4 
月22日の「アースデイ」までの間に、各会員につき少
なくとも1本の植樹をするよう、すべてのロータリー
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120万本の新しい樹木が植えられ、環境への良い
影響があるでしょう。ただ、私はそれよりもっと大
きな影響があると願っています。それは、この取り

組みを通じて、この地球に住む人だけでなく、私た
ちが住み、頼っている地球そのものを救う責任が
ロータリーにあると、私たちが気づくことです。こ
れを、2017-18年度のロータリーの取り組みとするこ
とができます。
　このスピーチのはじめに、人生を変えるロータ
リーの経験について触れましたが、最後のしめくく
りとして、人生を変えた私自身の経験についてお話
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力発電所の4号炉で事故がありました。日付まで
覚えているのは、その日が私の39歳の誕生日だっ
たからです。この事故で、ウクライナと隣国のベラ
ルーシ、そしてヨーロッパ全体にも甚大な問題を引
き起こしたことは、今や誰もが知っています。
　その後の数年間、オーストラリア政府は、チェル
ノブイリの子どもたちが太陽ときれいな空気の中
で過ごせるように、大勢の子どもを短期休暇のた
めにオーストラリアに招くプログラムを実施しまし
た。私たちのロータリークラブは、ある週末にバス
一台に子どもを乗せ、サンドリンガムのビーチに連
れていって世話をすることを申し出ました。その
ビーチにはたまたま、数年前にクラブが建設した
素晴らしい遊び場がありました。
　子どもたちと一緒に楽しいひと時を過ごしました
が、彼らは皆、本来よりも少し痩せ気味で、顔色も
よくないようでした。彼らが去った翌週、地元新聞
の一面に、クラブがつくった遊び場で鉄棒に逆さ
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いる写真でした。その隣には、木製の支柱に刻ま
れたロータリーの歯車が写っていました。
　その写真を見たとき、その少女とロータリーの歯
車を見たとき、私たちが日々経験するロータリーの
力に気づきました。助けを必要とする人たちのため
に変化をもたらすロータリーの力を。
　「変化をもたらす」とは、ロータリーでいつも耳に
する表現です。変化をもたらすことは、私たちに与
えられた機会であり、私たちが活動を通じて行っ
ていることです。
　だからこそ、私たちはこの国際協議会にやって
来たのです。世界に、地域社会に、人びとの人生に
「変化をもたらす」ために。これは2017-18年度の目
標であるだけでなく、テーマとなります。
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アンがどのような変化をもたらすことを選ぶかは、
それぞれが決めることです。しかし、私たちはロー
タリーという組織とその共通理念、すなわち、倫理
の重視と「超我の奉仕」への献身によって結ばれ
ています。
　チェルノブイリの子どもたちを助けるために、個
人として、私に、そしてほかの人たちに何ができた
でしょうか。
　どこから始めればよいのか、見当さえつかな
かったでしょう。しかし、ロータリーを通じたからこ
そ、サンドリンガムにある私の小さなクラブでさえ、
変化をもたらすことができたのです。
　ロータリーでは、一人ではできないことも力を合
わせれば実現できると、私たちは知っています。こ
のことが、ロータリーのあらゆるレベルに当てはま
る、奉仕の土台となる理念です。今週ここにいる私
たちは皆、昨晩申し上げたように、一つのチームと
ならなくてはいけません。私たちを結び付けてい
るのは、ロータリーを前進させ、その未来を末永く
守るという共通目標です。このチームワークと協力
の精神を忘れずに、地区に戻って実践してください。
　次年度が、リーダーとなる「自分の」年度ではな
いということを、もう一度申し上げます。私たちの仕
事は、ロータリーが輝ける年度とすることです。
　ロータリーでの奉仕に、全員で全力を尽くす年
度です。より良く、持続可能な方法で奉仕できる強
くて活気あるクラブを築きながら変化をもたらして
いくのは、ロータリーです。ロータリーが奉仕活動
で知られ、成長・存続し、ますます力をつけながら
地域社会に、国に、そして世界に「変化をもたら
す」ことができると信じることです。
　「ロータリー：変化をもたらす」。これが、次年度
に私たちが成し遂げることなのです。
　ご清聴ありがとうございました。
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「10年後20年後も地区の輝きが持続可能であること」
― そのためにはクラブが輝いていることが必要 ―

経歴・公職
1970年 慶応義塾大学経済学部 卒業
 名古屋鉄道株式会社 入社
2000年 同社 取締役
2002年 株式会社金沢名鉄丸越百貨店
 代表取締役社長（～2007年）
2007年 名古屋鉄道株式会社 専務取締役
2008年 同社 代表取締役副社長
 株式会社名鉄百貨店
 代表取締役副社長
2009年 株式会社名鉄百貨店 代表取締役社長
2012年 中部経済同友会 常任幹事
 中部百貨店協会 会長（～2014年）
 株式会社名鉄百貨店 取締役相談役
2013年 株式会社名鉄百貨店 相談役
2014年 株式会社名鉄百貨店 顧問（～2015年）
 三重産業株式会社 代表取締役

ロータリー歴
2001年7月 金沢東ロータリークラブ 入会
2003-04年度 環境保全・人間尊重委員長 理事
2004-05年度 親睦委員長 理事
2005-06年度 職業奉仕委員長 理事
2006-07年度 プログラム委員長 理事
2007年5月 金沢東ロータリークラブ 退会
2008年7月 名古屋名駅ロータリークラブ 入会
2010-11年度 会員増強委員長 理事
2011-12年度 副会長、クラブ奉仕委員長 役員
2012-13年度 会長エレクト、役員
2013-14年度 会長、役員
2014-15年度 直前会長、役員
2015-16年度 ロータリー情報委員長 理事
2016-17年度 第2760地区 ガバナーエレクト
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
米山功労者（メジャードナー）
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
メジャードナー
ベネファクター

国際ロータリー第2760地区
2017-2018年度ガバナー

神 野  重 行 （かみの しげゆき）
生 年 月 日 1947年（昭和22年）5月23日
所属クラブ 名古屋名駅RC
職 業 分 類 山林業
勤務先・役職 三重産業株式会社 代表取締役
所 在 地 〒466-0827 名古屋市昭和区川名山町3

《地区方針》

《地区のビジョン》

「今日からのロータリーを楽しもう！」
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History of the committee］

［History of the club

2008-’09年度
奥谷　博俊（尾張旭）
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
加納　 泉 （名古屋中）
神戸　正治（あま）
宮地　信尚（豊川）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
太田賢太郎（岡崎）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）

2009-’10年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
加納　 泉 （名古屋中）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
太田賢太郎（岡崎）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）

2010-’11年度
福田　浩三（名古屋空港）

地区諮問委員会 盛田　和昭（名古屋）
加納　 泉 （名古屋中）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
太田賢太郎（岡崎）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）

2011-’12年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
加納　 泉 （名古屋中）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
太田賢太郎（岡崎）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）

2012-’13年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
加納　 泉 （名古屋中）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）

片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）
田中　正規（西尾）

2013-’14年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
加納　 泉 （名古屋中）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）
田中　正規（西尾）
近藤　雄亮（名古屋瑞穂）

2014-’15年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）
田中　正規（西尾）
近藤　雄亮（名古屋瑞穂）
加藤　陽一（瀬戸）

2015-’16年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）

松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）
田中　正規（西尾）
近藤　雄亮（名古屋瑞穂）
加藤　陽一（瀬戸）
服部　良男（岡崎）

2016-’17年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）
田中　正規（西尾）
近藤　雄亮（名古屋瑞穂）
加藤　陽一（瀬戸）
服部　良男（岡崎）
神野　重行（名古屋名駅）

2017-’18年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）

片山　主水（名古屋東南）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）
田中　正規（西尾）
近藤　雄亮（名古屋瑞穂）
加藤　陽一（瀬戸）
服部　良男（岡崎）
神野　重行（名古屋名駅）
村井總一郎（豊橋）

委員会概要 》
　2013年手続き要覧第2章地区パストガバナー
の項目より各地区は、地区内のロータリークラブ
の会員であるパストガバナー全員によって構成
される諮問委員会を設置する。ガバナーは、ガバ
ナーエレクトが、国際協議会で討議され、発表さ
れた事項を、協議会後1ヶ月以内にガバナーとパ
ストガバナーに報告する上で助言する。パストガ
バナーの助言または行動により、ガバナーの権
限や責務が少しでも損なわれたり、妨げられる
ようなことがあってはならない（ロータリー章典
19.090.2）。
　ガバナーは、拡大活動、次期ガバナーの指導、
国際大会の推進、ロータリー情報の提供、援助
を必要とするクラブへの直接的な支援（クラブ会
長とガバナーの招請によりクラブ理事会の特別
メンバーとして）において、諮問委員会の援助を
仰ぐよう強く奨励されている（ロータリー章典
19.090.1）。
　当地区も当年度ガバナーが議長になり資料を
提出し、内容について説明を行う。

2008-’09年度
奥谷　博俊（尾張旭）
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
加納　 泉 （名古屋中）
神戸　正治（あま）
宮地　信尚（豊川）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
太田賢太郎（岡崎）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）

2009-’10年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
加納　 泉 （名古屋中）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
太田賢太郎（岡崎）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）

2010-’11年度
福田　浩三（名古屋空港）

盛田　和昭（名古屋）
加納　 泉 （名古屋中）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
太田賢太郎（岡崎）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）

2011-’12年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
加納　 泉 （名古屋中）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
太田賢太郎（岡崎）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）

2012-’13年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
加納　 泉 （名古屋中）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）

片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）
田中　正規（西尾）

2013-’14年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
加納　 泉 （名古屋中）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）
田中　正規（西尾）
近藤　雄亮（名古屋瑞穂）

2014-’15年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）
田中　正規（西尾）
近藤　雄亮（名古屋瑞穂）
加藤　陽一（瀬戸）

2015-’16年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）

松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）
田中　正規（西尾）
近藤　雄亮（名古屋瑞穂）
加藤　陽一（瀬戸）
服部　良男（岡崎）

2016-’17年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）
田中　正規（西尾）
近藤　雄亮（名古屋瑞穂）
加藤　陽一（瀬戸）
服部　良男（岡崎）
神野　重行（名古屋名駅）

2017-’18年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）

片山　主水（名古屋東南）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）
田中　正規（西尾）
近藤　雄亮（名古屋瑞穂）
加藤　陽一（瀬戸）
服部　良男（岡崎）
神野　重行（名古屋名駅）
村井總一郎（豊橋）

委員会概要 》
　2013年手続き要覧第2章地区パストガバナー
の項目より各地区は、地区内のロータリークラブ
の会員であるパストガバナー全員によって構成
される諮問委員会を設置する。ガバナーは、ガバ
ナーエレクトが、国際協議会で討議され、発表さ
れた事項を、協議会後1ヶ月以内にガバナーとパ
ストガバナーに報告する上で助言する。パストガ
バナーの助言または行動により、ガバナーの権
限や責務が少しでも損なわれたり、妨げられる
ようなことがあってはならない（ロータリー章典
19.090.2）。
　ガバナーは、拡大活動、次期ガバナーの指導、
国際大会の推進、ロータリー情報の提供、援助
を必要とするクラブへの直接的な支援（クラブ会
長とガバナーの招請によりクラブ理事会の特別
メンバーとして）において、諮問委員会の援助を
仰ぐよう強く奨励されている（ロータリー章典
19.090.1）。
　当地区も当年度ガバナーが議長になり資料を
提出し、内容について説明を行う。
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2008-’09年度
奥谷　博俊（尾張旭）
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
加納　 泉 （名古屋中）
神戸　正治（あま）
宮地　信尚（豊川）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
太田賢太郎（岡崎）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）

2009-’10年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
加納　 泉 （名古屋中）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
太田賢太郎（岡崎）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）

2010-’11年度
福田　浩三（名古屋空港）

地区諮問委員会 盛田　和昭（名古屋）
加納　 泉 （名古屋中）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
太田賢太郎（岡崎）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）

2011-’12年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
加納　 泉 （名古屋中）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
太田賢太郎（岡崎）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）

2012-’13年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
加納　 泉 （名古屋中）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）

片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）
田中　正規（西尾）

2013-’14年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
加納　 泉 （名古屋中）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）
田中　正規（西尾）
近藤　雄亮（名古屋瑞穂）

2014-’15年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）
田中　正規（西尾）
近藤　雄亮（名古屋瑞穂）
加藤　陽一（瀬戸）

2015-’16年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）

松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）
田中　正規（西尾）
近藤　雄亮（名古屋瑞穂）
加藤　陽一（瀬戸）
服部　良男（岡崎）

2016-’17年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）
田中　正規（西尾）
近藤　雄亮（名古屋瑞穂）
加藤　陽一（瀬戸）
服部　良男（岡崎）
神野　重行（名古屋名駅）

2017-’18年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）

片山　主水（名古屋東南）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）
田中　正規（西尾）
近藤　雄亮（名古屋瑞穂）
加藤　陽一（瀬戸）
服部　良男（岡崎）
神野　重行（名古屋名駅）
村井總一郎（豊橋）

委員会概要 》
　2013年手続き要覧第2章地区パストガバナー
の項目より各地区は、地区内のロータリークラブ
の会員であるパストガバナー全員によって構成
される諮問委員会を設置する。ガバナーは、ガバ
ナーエレクトが、国際協議会で討議され、発表さ
れた事項を、協議会後1ヶ月以内にガバナーとパ
ストガバナーに報告する上で助言する。パストガ
バナーの助言または行動により、ガバナーの権
限や責務が少しでも損なわれたり、妨げられる
ようなことがあってはならない（ロータリー章典
19.090.2）。
　ガバナーは、拡大活動、次期ガバナーの指導、
国際大会の推進、ロータリー情報の提供、援助
を必要とするクラブへの直接的な支援（クラブ会
長とガバナーの招請によりクラブ理事会の特別
メンバーとして）において、諮問委員会の援助を
仰ぐよう強く奨励されている（ロータリー章典
19.090.1）。
　当地区も当年度ガバナーが議長になり資料を
提出し、内容について説明を行う。
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委員会のあゆみ
History of the committee］

［History of the clubHistory of the club

2008-’09年度
奥谷　博俊（尾張旭）
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
加納　 泉 （名古屋中）
神戸　正治（あま）
宮地　信尚（豊川）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
太田賢太郎（岡崎）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）

2009-’10年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
加納　 泉 （名古屋中）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
太田賢太郎（岡崎）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）

2010-’11年度
福田　浩三（名古屋空港）

盛田　和昭（名古屋）
加納　 泉 （名古屋中）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
太田賢太郎（岡崎）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）

2011-’12年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
加納　 泉 （名古屋中）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
太田賢太郎（岡崎）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）

2012-’13年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
加納　 泉 （名古屋中）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）

片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）
田中　正規（西尾）

2013-’14年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
加納　 泉 （名古屋中）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）
田中　正規（西尾）
近藤　雄亮（名古屋瑞穂）

2014-’15年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）
田中　正規（西尾）
近藤　雄亮（名古屋瑞穂）
加藤　陽一（瀬戸）

2015-’16年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）

松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）
田中　正規（西尾）
近藤　雄亮（名古屋瑞穂）
加藤　陽一（瀬戸）
服部　良男（岡崎）

2016-’17年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）
田中　正規（西尾）
近藤　雄亮（名古屋瑞穂）
加藤　陽一（瀬戸）
服部　良男（岡崎）
神野　重行（名古屋名駅）

2017-’18年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）

片山　主水（名古屋東南）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）
田中　正規（西尾）
近藤　雄亮（名古屋瑞穂）
加藤　陽一（瀬戸）
服部　良男（岡崎）
神野　重行（名古屋名駅）
村井總一郎（豊橋）

委員会概要 》
　2013年手続き要覧第2章地区パストガバナー
の項目より各地区は、地区内のロータリークラブ
の会員であるパストガバナー全員によって構成
される諮問委員会を設置する。ガバナーは、ガバ
ナーエレクトが、国際協議会で討議され、発表さ
れた事項を、協議会後1ヶ月以内にガバナーとパ
ストガバナーに報告する上で助言する。パストガ
バナーの助言または行動により、ガバナーの権
限や責務が少しでも損なわれたり、妨げられる
ようなことがあってはならない（ロータリー章典
19.090.2）。
　ガバナーは、拡大活動、次期ガバナーの指導、
国際大会の推進、ロータリー情報の提供、援助
を必要とするクラブへの直接的な支援（クラブ会
長とガバナーの招請によりクラブ理事会の特別
メンバーとして）において、諮問委員会の援助を
仰ぐよう強く奨励されている（ロータリー章典
19.090.1）。
　当地区も当年度ガバナーが議長になり資料を
提出し、内容について説明を行う。
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History of the committee］

［History of the club

真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

2008-’09年度
奥谷　博俊（尾張旭）
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
加納　 泉 （名古屋中）
神戸　正治（あま）
宮地　信尚（豊川）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
太田賢太郎（岡崎）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）

2009-’10年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
加納　 泉 （名古屋中）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
太田賢太郎（岡崎）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）

2010-’11年度
福田　浩三（名古屋空港）

地区指名委員会

盛田　和昭（名古屋）
加納　 泉 （名古屋中）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
太田賢太郎（岡崎）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）

2011-’12年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
加納　 泉 （名古屋中）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
太田賢太郎（岡崎）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）

2012-’13年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
加納　 泉 （名古屋中）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）

片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）
田中　正規（西尾）

2013-’14年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
加納　 泉 （名古屋中）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）
田中　正規（西尾）
近藤　雄亮（名古屋瑞穂）

2014-’15年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）
田中　正規（西尾）
近藤　雄亮（名古屋瑞穂）
加藤　陽一（瀬戸）

2015-’16年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）

松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）
田中　正規（西尾）
近藤　雄亮（名古屋瑞穂）
加藤　陽一（瀬戸）
服部　良男（岡崎）

2016-’17年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）
田中　正規（西尾）
近藤　雄亮（名古屋瑞穂）
加藤　陽一（瀬戸）
服部　良男（岡崎）
神野　重行（名古屋名駅）

2017-’18年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）

片山　主水（名古屋東南）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）
田中　正規（西尾）
近藤　雄亮（名古屋瑞穂）
加藤　陽一（瀬戸）
服部　良男（岡崎）
神野　重行（名古屋名駅）
村井總一郎（豊橋）

委員会概要 》
　2013年手続き要覧第2章地区パストガバナー
の項目より各地区は、地区内のロータリークラブ
の会員であるパストガバナー全員によって構成
される諮問委員会を設置する。ガバナーは、ガバ
ナーエレクトが、国際協議会で討議され、発表さ
れた事項を、協議会後1ヶ月以内にガバナーとパ
ストガバナーに報告する上で助言する。パストガ
バナーの助言または行動により、ガバナーの権
限や責務が少しでも損なわれたり、妨げられる
ようなことがあってはならない（ロータリー章典
19.090.2）。
　ガバナーは、拡大活動、次期ガバナーの指導、
国際大会の推進、ロータリー情報の提供、援助
を必要とするクラブへの直接的な支援（クラブ会
長とガバナーの招請によりクラブ理事会の特別
メンバーとして）において、諮問委員会の援助を
仰ぐよう強く奨励されている（ロータリー章典
19.090.1）。
　当地区も当年度ガバナーが議長になり資料を
提出し、内容について説明を行う。

歴代委員長 》
2008-’09年度 高橋　治朗（名古屋西）
2009-’10年度 斎藤　直美（豊田）
2010-’11年度 江崎　柳節（小牧）
2011-’12年度 片山　主水（名古屋東南）
2012-’13年度 大澤　輝秀（豊川）
2013-’14年度 田嶋　好博（名古屋北）
2014-’15年度 松前　憲典（一宮中央）
2015-’16年度 千田　 毅 （名古屋東）

地区研修リーダー
歴代委員長 》
2008-’09年度 大島　宏彦（名古屋）
2009-’10年度 高橋　治朗（名古屋西）

斎藤　直美（豊田）
2010-’11年度 江崎　柳節（小牧）
2011-’12年度 片山　主水（名古屋東南）
2012-’13年度 石川　和昌（豊橋）

大澤　輝秀（豊川）
2013-’14年度 田嶋　好博（名古屋北）
2014-’15年度 松前　憲典（一宮中央）
2015-’16年度 千田　 毅 （名古屋東）
2016-’17年度 田中　正規（西尾）
2017-’18年度 近藤　雄亮（名古屋瑞穂）
委員会概要 》
　1996年国際ロータリー理事会で採択されたDLP
（地区リーダーシッププラン）でその責務が明確に
示された。
　主な役割は、クラブと地区の次年度リーダーの研
修でガバナーエレクトを支援し、ロータリアンへの
継続教育において現ガバナーを支援すること。

地区研修委員会
歴代委員長 》
2008-’10年度 鈴木　孝則（あま）
2010-’11年度 榊原　 肇 （半田南）
2011-’14年度 関口　宗男（名古屋みなと）
2014-’16年度 江崎　柳節（小牧）
2016-’17年度 田中　正規（西尾）
2017-’18年度 近藤　雄亮（名古屋瑞穂）
委員会概要 》
　地区研修委員会の責務はガバナー、ガバナーエレ
クト、研修リーダーの指導の下、地区内各種セミ
ナー、研修を計画し、実行することである。RIも研

2016-’17年度 田中　正規（西尾）
2017-’18年度 近藤　雄亮（名古屋瑞穂）
委員会概要 》
　第2760地区はガバナーノミニーの選出に当たり国
際ロータリー細則第14条に定める指名委員会手続
きによる方法を採用。直近のパストガバナー5名を
もって構成される。
　2013-14年度以後はガバナーノミニー候補および
次年度副ガバナーを指名する。

立法案審議委員会
歴代委員長 》
2014-’15年度 近藤　雄亮（名古屋瑞穂）
2015-’16年度 加藤　陽一（瀬戸）
2016-’17年度 服部　良男（岡崎）
2017-’18年度 神野　重行（名古屋名駅）

修の重要さを痛感し1996年RI理事会でDLP（地区
リーダーシッププラン）を採択し、地区に研修リー
ダー、研修委員会を設置することを要望し、その責
務を決めました。2014-15年度から地区協議会を改
め地区研修・協議会になりました。如何に研修を重
要視しているかということである。そういったRIの戦
略計画の流れの中で当地区歴代地区研修委員長が
どのような思い、考え方で地区運営をしたかを以下
にまとめた。
　特筆されるのは地区研修リーダー、研修委員会の
ご努力で第2760地区の研修にRLI（ロータリーリー
ダーシップ研究会）の手法を取り入れたことである。
　ディスカションリーダーを育成し運営の仕方をマ
ニュアル化し、一方的な講義方式から“自ら考え発言
し、知識の共有を図る”という方式に変わった訳で
ある。

地区財務委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 川島　 誠 （名古屋西）
2009-’10年度 藤井　伸三（豊田）
2010-’11年度 河村　嘉男（小牧）
2011-’12年度 宮崎　 薫 （名古屋東南）
2012-’13年度 岩瀬淳一郎（豊川）
2013-’14年度 水野 𠮷𠮷紹（名古屋北）
2014-’15年度 長谷川正己（一宮中央）
2015-’16年度 桝澤　幸輝（名古屋東）
2016-’17年度 榊原　勝俊（西尾）
2017-’18年度 髙須　洋志（中部名古屋みらい）
委員会概要 》
　財務委員会の役割は、地区運営に関わる費用の
収支及び予算建ての健全性を担保することに在り
ます。地区幹事の重要な役割の一つにガバナー年
度の執行予算編成が有りますが、ここ何年かに亘り
持ち越されてきた課題として、ガバナー事務所運営
経費が足りないという問題が有ります。特にエレク
ト年度の不足額は大幅なものとなり、必然クラブ負
担が膨らみます。地区予算からの補助金繰り入れの
タイミングと金額、それらへの目配りの為、予算編
成の実務に当たった歴代の地区幹事が「財務委員
会」を担当しています。

ロータリー未来委員会
歴代委員長 》
2008-’10年度　杉浦　壽康（岡崎）

歴代委員長 》
2008-’10年度 鈴木　孝則（あま）
2010-’11年度 榊原　 肇 （半田南）
2011-’14年度 関口　宗男（名古屋みなと）
2014-’16年度 江崎　柳節（小牧）
2016-’17年度 田中　正規（西尾）
2017-’18年度 近藤　雄亮（名古屋瑞穂）
委員会概要 》
　地区研修委員会の責務はガバナー、ガバナーエレ
クト、研修リーダーの指導の下、地区内各種セミ
ナー、研修を計画し、実行することである。RIも研

会員増強リーダー
歴代委員長 》
2008-’11年度 山内 登 （尾西）
2011-’13年度 伊藤　秀雄（名古屋東南）
2013-’14年度 小山　愼介（名古屋名南）
委員会概要 》
　地区会員増強委員会にご協力いただきありがと
うございます。
　田中作次RI会長のもと全国34地区のガバナー会・
RI理事等にて「サクセスジャパン（SAKUJI）作戦」が決
意されました。田中正規ガバナーも引き続き参加致
します。又地区も「会員増強・退会防止・女性会員増
員」に会員皆様のご協力を合わせてお願い致します。
　なお、会員自ら会員一名以上の入会にご協力お
願い申し上げます。

地区戦略委員会
歴代委員長 》
2016-’17年度 服部　良男（岡崎）
2017-’18年度 神野　重行（名古屋名駅）

会員増強委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 伊藤　秀雄（名古屋東南）
2009-’13年度 小山　愼介（名古屋名南）
2013-’14年度 加藤　陽一（瀬戸）
2014-’15年度 石川　勝彦（半田南）
2015-’18年度 光岡　新吾（豊田）

研修実行委員会
歴代委員長 》
2017-’18年度 早川　和男（名古屋東山）

修の重要さを痛感し1996年RI理事会でDLP（地区
リーダーシッププラン）を採択し、地区に研修リー
ダー、研修委員会を設置することを要望し、その責
務を決めました。2014-15年度から地区協議会を改
め地区研修・協議会になりました。如何に研修を重
要視しているかということである。そういったRIの戦
略計画の流れの中で当地区歴代地区研修委員長が
どのような思い、考え方で地区運営をしたかを以下
にまとめた。
　特筆されるのは地区研修リーダー、研修委員会の
ご努力で第2760地区の研修にRLI（ロータリーリー
ダーシップ研究会）の手法を取り入れたことである。
　ディスカションリーダーを育成し運営の仕方をマ
ニュアル化し、一方的な講義方式から“自ら考え発言
し、知識の共有を図る”という方式に変わった訳で
ある。

委員会概要 》
　会員増強とは文字どおり、増やすことと、強くす
ることです。増やす方は皆様方の協力のおかげで
毎年、300名以上の方に入会いただいています。
　問題は強くする方です。強いとは、人が簡単には
辞めない組織です。楽しく、魅力があり、やりがい
があって、共通の目的があれば人は集まり、辞めま
せん。
　特に力を入れていくのは退会防止です。入会者が
あればかならず、例会だけではなく同好会にもは
いってもらう、ベテランの方には再度お役につく、
地区に出て活躍していただく等。退会防止は、一緒
に学び、遊び、汗（奉仕活動に参加等）をかくこと
が大切です。ご協力よろしくお願いします。

2010-’13年度　宮崎　 薫 （名古屋東南）
委員会概要 》
　ロータリー未来委員会は、得体の知れない委員会
で一体何をやっているのかと疑問をお持ちの方も多
いんではないでしょうか？そもそも当委員会の活動
は主にガバナーや指導的立場の方々より提案された
課題に対し、それらを実現するため又は具体的活動
に結びつけるための方法などを検討し助言するのが
主たる役割と思っています。
　課題は「クラブをいかに活性化するか」でした。そ
して浮かび上がった問題点は、１）クラブの例会が基
本であり、例会の運営面における工夫２）地区の主た
る活動行事の運営の見直しと工夫３）クラブの持つ
良い特徴が維持継続されているか４）若年層の登用
や、新世代との交流がしっかりとなされているかなど
の事項を中心に検討を進めようと取り組みを開始し
たところです。しかしまだ具体的な行動計画にはい
たっておりません。一方2012-2013年度千田ガバナー
より新年度に向けて「肥大化する地区委員会組織の
スリム化」という新たな問題を提起されました。この
ことはクラブにとっても地区にとっても会員減少傾
向に対応するとともに、活性化にも大いに役立つこ
とでもあり、本年度の重点テーマとして取り組む所存
です。皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。
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2008-’09年度
奥谷　博俊（尾張旭）
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
加納　 泉 （名古屋中）
神戸　正治（あま）
宮地　信尚（豊川）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
太田賢太郎（岡崎）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）

2009-’10年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
加納　 泉 （名古屋中）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
太田賢太郎（岡崎）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）

2010-’11年度
福田　浩三（名古屋空港）

地区指名委員会

盛田　和昭（名古屋）
加納　 泉 （名古屋中）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
太田賢太郎（岡崎）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）

2011-’12年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
加納　 泉 （名古屋中）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
太田賢太郎（岡崎）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）

2012-’13年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
加納　 泉 （名古屋中）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）

片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）
田中　正規（西尾）

2013-’14年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
加納　 泉 （名古屋中）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）
田中　正規（西尾）
近藤　雄亮（名古屋瑞穂）

2014-’15年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）
田中　正規（西尾）
近藤　雄亮（名古屋瑞穂）
加藤　陽一（瀬戸）

2015-’16年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）

松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）
田中　正規（西尾）
近藤　雄亮（名古屋瑞穂）
加藤　陽一（瀬戸）
服部　良男（岡崎）

2016-’17年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
神戸　正治（あま）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
内藤　明人（名古屋西）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）
片山　主水（名古屋東南）
大澤　輝秀（豊川）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）
田中　正規（西尾）
近藤　雄亮（名古屋瑞穂）
加藤　陽一（瀬戸）
服部　良男（岡崎）
神野　重行（名古屋名駅）

2017-’18年度
福田　浩三（名古屋空港）
盛田　和昭（名古屋）
石川　和昌（豊橋）
松本　 宏 （半田）
野村　重彦（刈谷）
福田　清成（江南）
岡部　快圓（名古屋大須）
豊島　德三（一宮北）
大島　宏彦（名古屋）
髙橋　治朗（名古屋西）
斎藤　直美（豊田）
江崎　柳節（小牧）

片山　主水（名古屋東南）
田嶋　好博（名古屋北）
松前　憲典（一宮中央）
千田　 毅 （名古屋東）
田中　正規（西尾）
近藤　雄亮（名古屋瑞穂）
加藤　陽一（瀬戸）
服部　良男（岡崎）
神野　重行（名古屋名駅）
村井總一郎（豊橋）

委員会概要 》
　2013年手続き要覧第2章地区パストガバナー
の項目より各地区は、地区内のロータリークラブ
の会員であるパストガバナー全員によって構成
される諮問委員会を設置する。ガバナーは、ガバ
ナーエレクトが、国際協議会で討議され、発表さ
れた事項を、協議会後1ヶ月以内にガバナーとパ
ストガバナーに報告する上で助言する。パストガ
バナーの助言または行動により、ガバナーの権
限や責務が少しでも損なわれたり、妨げられる
ようなことがあってはならない（ロータリー章典
19.090.2）。
　ガバナーは、拡大活動、次期ガバナーの指導、
国際大会の推進、ロータリー情報の提供、援助
を必要とするクラブへの直接的な支援（クラブ会
長とガバナーの招請によりクラブ理事会の特別
メンバーとして）において、諮問委員会の援助を
仰ぐよう強く奨励されている（ロータリー章典
19.090.1）。
　当地区も当年度ガバナーが議長になり資料を
提出し、内容について説明を行う。

歴代委員長 》
2008-’09年度 高橋　治朗（名古屋西）
2009-’10年度 斎藤　直美（豊田）
2010-’11年度 江崎　柳節（小牧）
2011-’12年度 片山　主水（名古屋東南）
2012-’13年度 大澤　輝秀（豊川）
2013-’14年度 田嶋　好博（名古屋北）
2014-’15年度 松前　憲典（一宮中央）
2015-’16年度 千田　 毅 （名古屋東）

地区研修リーダー
歴代委員長 》
2008-’09年度 大島　宏彦（名古屋）
2009-’10年度 高橋　治朗（名古屋西）

斎藤　直美（豊田）
2010-’11年度 江崎　柳節（小牧）
2011-’12年度 片山　主水（名古屋東南）
2012-’13年度 石川　和昌（豊橋）

大澤　輝秀（豊川）
2013-’14年度 田嶋　好博（名古屋北）
2014-’15年度 松前　憲典（一宮中央）
2015-’16年度 千田　 毅 （名古屋東）
2016-’17年度 田中　正規（西尾）
2017-’18年度 近藤　雄亮（名古屋瑞穂）
委員会概要 》
　1996年国際ロータリー理事会で採択されたDLP
（地区リーダーシッププラン）でその責務が明確に
示された。
　主な役割は、クラブと地区の次年度リーダーの研
修でガバナーエレクトを支援し、ロータリアンへの
継続教育において現ガバナーを支援すること。

地区研修委員会
歴代委員長 》
2008-’10年度 鈴木　孝則（あま）
2010-’11年度 榊原　 肇 （半田南）
2011-’14年度 関口　宗男（名古屋みなと）
2014-’16年度 江崎　柳節（小牧）
2016-’17年度 田中　正規（西尾）
2017-’18年度 近藤　雄亮（名古屋瑞穂）
委員会概要 》
　地区研修委員会の責務はガバナー、ガバナーエレ
クト、研修リーダーの指導の下、地区内各種セミ
ナー、研修を計画し、実行することである。RIも研

2016-’17年度 田中　正規（西尾）
2017-’18年度 近藤　雄亮（名古屋瑞穂）
委員会概要 》
　第2760地区はガバナーノミニーの選出に当たり国
際ロータリー細則第14条に定める指名委員会手続
きによる方法を採用。直近のパストガバナー5名を
もって構成される。
　2013-14年度以後はガバナーノミニー候補および
次年度副ガバナーを指名する。

立法案審議委員会
歴代委員長 》
2014-’15年度 近藤　雄亮（名古屋瑞穂）
2015-’16年度 加藤　陽一（瀬戸）
2016-’17年度 服部　良男（岡崎）
2017-’18年度 神野　重行（名古屋名駅）

修の重要さを痛感し1996年RI理事会でDLP（地区
リーダーシッププラン）を採択し、地区に研修リー
ダー、研修委員会を設置することを要望し、その責
務を決めました。2014-15年度から地区協議会を改
め地区研修・協議会になりました。如何に研修を重
要視しているかということである。そういったRIの戦
略計画の流れの中で当地区歴代地区研修委員長が
どのような思い、考え方で地区運営をしたかを以下
にまとめた。
　特筆されるのは地区研修リーダー、研修委員会の
ご努力で第2760地区の研修にRLI（ロータリーリー
ダーシップ研究会）の手法を取り入れたことである。
　ディスカションリーダーを育成し運営の仕方をマ
ニュアル化し、一方的な講義方式から“自ら考え発言
し、知識の共有を図る”という方式に変わった訳で
ある。

委員会のあゆみ
［History of the committee

［Governor year］ History of the club］ ［Reference material］ ［Editor's note after editing］
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地区財務委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 川島　 誠 （名古屋西）
2009-’10年度 藤井　伸三（豊田）
2010-’11年度 河村　嘉男（小牧）
2011-’12年度 宮崎　 薫 （名古屋東南）
2012-’13年度 岩瀬淳一郎（豊川）
2013-’14年度 水野 𠮷𠮷紹（名古屋北）
2014-’15年度 長谷川正己（一宮中央）
2015-’16年度 桝澤　幸輝（名古屋東）
2016-’17年度 榊原　勝俊（西尾）
2017-’18年度 髙須　洋志（中部名古屋みらい）
委員会概要 》
　財務委員会の役割は、地区運営に関わる費用の
収支及び予算建ての健全性を担保することに在り
ます。地区幹事の重要な役割の一つにガバナー年
度の執行予算編成が有りますが、ここ何年かに亘り
持ち越されてきた課題として、ガバナー事務所運営
経費が足りないという問題が有ります。特にエレク
ト年度の不足額は大幅なものとなり、必然クラブ負
担が膨らみます。地区予算からの補助金繰り入れの
タイミングと金額、それらへの目配りの為、予算編
成の実務に当たった歴代の地区幹事が「財務委員
会」を担当しています。

ロータリー未来委員会
歴代委員長 》
2008-’10年度　杉浦　壽康（岡崎）

歴代委員長 》
2008-’10年度 鈴木　孝則（あま）
2010-’11年度 榊原　 肇 （半田南）
2011-’14年度 関口　宗男（名古屋みなと）
2014-’16年度 江崎　柳節（小牧）
2016-’17年度 田中　正規（西尾）
2017-’18年度 近藤　雄亮（名古屋瑞穂）
委員会概要 》
　地区研修委員会の責務はガバナー、ガバナーエレ
クト、研修リーダーの指導の下、地区内各種セミ
ナー、研修を計画し、実行することである。RIも研

会員増強リーダー
歴代委員長 》
2008-’11年度 山内 登 （尾西）
2011-’13年度 伊藤　秀雄（名古屋東南）
2013-’14年度 小山　愼介（名古屋名南）
委員会概要 》
　地区会員増強委員会にご協力いただきありがと
うございます。
　田中作次RI会長のもと全国34地区のガバナー会・
RI理事等にて「サクセスジャパン（SAKUJI）作戦」が決
意されました。田中正規ガバナーも引き続き参加致
します。又地区も「会員増強・退会防止・女性会員増
員」に会員皆様のご協力を合わせてお願い致します。
　なお、会員自ら会員一名以上の入会にご協力お
願い申し上げます。

地区戦略委員会
歴代委員長 》
2016-’17年度 服部　良男（岡崎）
2017-’18年度 神野　重行（名古屋名駅）

会員増強委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 伊藤　秀雄（名古屋東南）
2009-’13年度 小山　愼介（名古屋名南）
2013-’14年度 加藤　陽一（瀬戸）
2014-’15年度 石川　勝彦（半田南）
2015-’18年度 光岡　新吾（豊田）

研修実行委員会
歴代委員長 》
2017-’18年度 早川　和男（名古屋東山）

修の重要さを痛感し1996年RI理事会でDLP（地区
リーダーシッププラン）を採択し、地区に研修リー
ダー、研修委員会を設置することを要望し、その責
務を決めました。2014-15年度から地区協議会を改
め地区研修・協議会になりました。如何に研修を重
要視しているかということである。そういったRIの戦
略計画の流れの中で当地区歴代地区研修委員長が
どのような思い、考え方で地区運営をしたかを以下
にまとめた。
　特筆されるのは地区研修リーダー、研修委員会の
ご努力で第2760地区の研修にRLI（ロータリーリー
ダーシップ研究会）の手法を取り入れたことである。
　ディスカションリーダーを育成し運営の仕方をマ
ニュアル化し、一方的な講義方式から“自ら考え発言
し、知識の共有を図る”という方式に変わった訳で
ある。

委員会概要 》
　会員増強とは文字どおり、増やすことと、強くす
ることです。増やす方は皆様方の協力のおかげで
毎年、300名以上の方に入会いただいています。
　問題は強くする方です。強いとは、人が簡単には
辞めない組織です。楽しく、魅力があり、やりがい
があって、共通の目的があれば人は集まり、辞めま
せん。
　特に力を入れていくのは退会防止です。入会者が
あればかならず、例会だけではなく同好会にもは
いってもらう、ベテランの方には再度お役につく、
地区に出て活躍していただく等。退会防止は、一緒
に学び、遊び、汗（奉仕活動に参加等）をかくこと
が大切です。ご協力よろしくお願いします。

2010-’13年度　宮崎　 薫 （名古屋東南）
委員会概要 》
　ロータリー未来委員会は、得体の知れない委員会
で一体何をやっているのかと疑問をお持ちの方も多
いんではないでしょうか？そもそも当委員会の活動
は主にガバナーや指導的立場の方々より提案された
課題に対し、それらを実現するため又は具体的活動
に結びつけるための方法などを検討し助言するのが
主たる役割と思っています。
　課題は「クラブをいかに活性化するか」でした。そ
して浮かび上がった問題点は、１）クラブの例会が基
本であり、例会の運営面における工夫２）地区の主た
る活動行事の運営の見直しと工夫３）クラブの持つ
良い特徴が維持継続されているか４）若年層の登用
や、新世代との交流がしっかりとなされているかなど
の事項を中心に検討を進めようと取り組みを開始し
たところです。しかしまだ具体的な行動計画にはい
たっておりません。一方2012-2013年度千田ガバナー
より新年度に向けて「肥大化する地区委員会組織の
スリム化」という新たな問題を提起されました。この
ことはクラブにとっても地区にとっても会員減少傾
向に対応するとともに、活性化にも大いに役立つこ
とでもあり、本年度の重点テーマとして取り組む所存
です。皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。
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［History of the club

歴代委員長 》
2008-’10年度　杉浦　壽康（岡崎）

拡大委員会

地区規則細則委員会

歴代委員長 》
2008-’10年度 松尾　隆徳（春日井）
2010-’11年度 杉浦　壽康（岡崎）
2011-’13年度 豊島 德三（一宮北）
2013-’15年度 斎藤 直美（豊田）
2015-’17年度 千田　 毅 （名古屋東）
2017-’18年度 服部　良男（岡崎）
委員会概要 》
　当地は、84番目の新クラブが久しぶりに認証され
ました。
　国際ロータリーは、規定審議会で、柔軟性と多様
性をもってクラブ運営をすることに認めました。また、
ローターアクターがロータリークラブの会員になる
ことも認めました。当地区もそのような国際ロータ
リーの戦略に沿った新しいクラブの設立の可能性を
調査し、設立を企画していきます。

歴代委員長 》
2008-’09年度 草野　勝彦（名古屋大須）
2009-’11年度 榊原　章夫（名古屋城北）

地区総務委員会
歴代委員長 》
2008-’11年度 馬場　研治（名古屋南）

IT委員会
歴代委員長 》
2009-’13年度 杉浦　令淑（名古屋大須）
2014-’16年度 尾本　和弘（名古屋東南）
委員会概要 》
　広報委員会から分離し単独委員会となりました。
これを機に地区ガバナーホームページをRIの主審に
準じ、リニューアルして運営・管理をしていきます。
今まではガバナー月信・ガバナー報告が主でしたが、
地区委員会・83クラブ参加できるようになります。
コンセプトはスマートホーンから見やすくなり、TOP
ページ下部のTOPICS、地区・クラブ活動紹介欄を確
認すれば、ホームページの最新情報が入手できます。
　資料ダウンロードではRI・ガバナー・地区委員会
の資料、特に委員会における会議での資料を事前
配布が可能になり、83クラブ事務局・会員の皆様が
閲覧できます。また、ガバナーの歩みを「2760文
庫」と名称を変え過去の資料収集、掲載をしていき
ます。
　ロータリアンの著書も順次掲載をして行きますの
で、掲載許可できるものをご提供ください。

クラブ奉仕委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 藤原　研一（名古屋名北）
2009-’10年度 井上 穂 （豊橋ゴールデン）
2010-’11年度 藤原　研一（名古屋名北）
2011-’13年度 重冨　 亮 （名古屋守山）

委員会概要 》
　都合5回の地区クラブ奉仕委員会を開催。地区
クラブ奉仕委員長会議は、名鉄ニューグランドホ
テルにて開催。千田ガバナー、大橋ガバナー補佐、

2010-’13年度　宮崎　 薫 （名古屋東南）
委員会概要 》
　ロータリー未来委員会は、得体の知れない委員会
で一体何をやっているのかと疑問をお持ちの方も多
いんではないでしょうか？そもそも当委員会の活動
は主にガバナーや指導的立場の方々より提案された
課題に対し、それらを実現するため又は具体的活動
に結びつけるための方法などを検討し助言するのが
主たる役割と思っています。
　課題は「クラブをいかに活性化するか」でした。そ
して浮かび上がった問題点は、１）クラブの例会が基
本であり、例会の運営面における工夫２）地区の主た
る活動行事の運営の見直しと工夫３）クラブの持つ
良い特徴が維持継続されているか４）若年層の登用
や、新世代との交流がしっかりとなされているかなど
の事項を中心に検討を進めようと取り組みを開始し
たところです。しかしまだ具体的な行動計画にはい
たっておりません。一方2012-2013年度千田ガバナー
より新年度に向けて「肥大化する地区委員会組織の
スリム化」という新たな問題を提起されました。この
ことはクラブにとっても地区にとっても会員減少傾
向に対応するとともに、活性化にも大いに役立つこ
とでもあり、本年度の重点テーマとして取り組む所存
です。皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

2012-’13年度 渡辺　 均 （あま）
委員会概要 》
　総務委員会は、組織形態を継続して、IT委員会と
規則細則委員会をぶら下げて統括する形をとります。
総務委員会独自の活動としては、ガバナー分室を機
動的かつ合理的に運営して地区の各委員会活動等
をサポートすることや、必要とされる資料を整理保
管することで、地区内の各クラブや会員の皆様方に
とって役立つ書庫としての機能を充実させていきた
いと考えています。

広報委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 青木　勇作（岡崎）
2009-’13年度 硲　　伸夫（豊田西）
2013-’14年度 尾本　和弘（名古屋東南）
2014-’17年度 篭橋　美久（名古屋中）
委員会概要 》
　皆様ご承知のとおり、RI戦略計画のひとつであり
ます「公共イメージと認知度の向上」を大きな目的
として、第3回ワールドフード＋ふれ愛フェスタを実
施致します。このイベントは、ロータリアン一人ひと
りの活動力の集積を図り、ロータリーを地域社会へ
広く知って頂くために、開催されるものであります。
また、これらのイベントを通じ、クラブとクラブの交

公共イメージ向上委員会
歴代委員長 》
2016-’17年度 篭橋　美久（名古屋中）
2017-’18年度 池森　由幸（名古屋千種）
委員会概要 》
　地区公共イメージ向上委員会では、（1）地区内ク
ラブ会員へ「公共イメージ向上」に関する情報提供
と協力のご依頼を卓話等を通じて行います。（2）今
期の新事業として、地区内クラブの公益事業と地区
委員会活動の情報を地区内マスコミにニュースリ
リース発信し、プレスセミナーの開催も計画してい
ます。（3）My Rotary登録促進を継続し、My Rotary
で「何が出来るのか」をご案内します。（4）地区ホー
ムページの強化、ガバナーFacebookによるガバ
ナー活動報告発信等、Webによる公共イメージ向
上活動を継続します。各クラブの皆様には、公益事
業等の情報をいち早くお知らせ下さい。ご協力をお
願い致します。

職業奉仕委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 成田　洋之（名古屋港）
2009-’10年度 丹羽　司一（愛知長久手）
2010-’12年度 國友　昌大（名古屋中）
2012-’14年度 村井總一郎（豊橋）
2014-’16年度 早川　和男（名古屋東山）
2016-’18年度 匹田　雅久（豊橋北）

委員会概要 》
　職業奉仕委員会は2016年度のRI規定審議会で大
きな改革を迫られることになりました。
　ロータリーの標語　その①はフランク・コリンズ
の提唱したservice above self超我の奉仕　その②
はシェルドンの提唱したHeprofits most serves 
best 最も多く奉仕するもの、最も多く報われるこの
2本の柱を元にロータリークラブは奉仕の理想に向
かって発展を続けてきました。しかし、RIから第1標

流の促進、各クラブ委員会の横なるつながりを図り、
今までより一層の懇親を深め、各地区にて開催され
るイベントにロータリアンが気軽に参加し、地域社
会の方々との懇親を深めることが可能となるような
イベントが出来ればとの思いで開催したいと思いま
す。今年度は、昨年よりもロータリーアンが参加でき
るような趣向も計画してますので、是非、ご協力の
程お願い致します。この様なことを踏まえ、広報委
員会が要となり推進いたして参ります。また、従来
の広報活動においても、これらのイベントの機会を
利用しながら、地域社会へアピールできますように、
マスコミ、地域発行誌、公共施設等を活用動しなが
らイメージ向上に努めて参る所存で御座います。一
年間大変お世話になりますが、皆様のご支援、ご協
力を頂きます様お願い申し上げます。

栁澤地区幹事、浜地区副幹事をご来賓に迎え、地
区82クラブのクラブ奉仕委員長にご参集いただき
ました。
　岡田地区クラブ奉仕副委員長により田中作次
RI会長の「心に残るロータリー体験」についての
基調講演が行われました。基調講演の中で、グル
ープ討議の進め方について説明後、各委員長に前
以って作成していただいた「私の心に残るロータ
リー体験」をもとに、9グループに分かれ、各グル
ープの司会、書記・発表者を決めグループ討議が
行われました。その後、グループ代表より、多彩な
私のロータリー体験について報告が述べられ、短
い時間でしたが有意義な会議となりました。
　最後に、大橋ガバナー補佐より、本日のこの会
議の成果を持ち帰って、各クラブの活性化にご尽
力いただけることを期待しています、との講評を
いただき閉会となりました。
　ご協力いただきました皆様に心より感謝申し上
げます。
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歴代委員長 》
2008-’10年度　杉浦　壽康（岡崎）

拡大委員会

地区規則細則委員会

歴代委員長 》
2008-’10年度 松尾　隆徳（春日井）
2010-’11年度 杉浦　壽康（岡崎）
2011-’13年度 豊島 德三（一宮北）
2013-’15年度 斎藤 直美（豊田）
2015-’17年度 千田　 毅 （名古屋東）
2017-’18年度 服部　良男（岡崎）
委員会概要 》
　当地は、84番目の新クラブが久しぶりに認証され
ました。
　国際ロータリーは、規定審議会で、柔軟性と多様
性をもってクラブ運営をすることに認めました。また、
ローターアクターがロータリークラブの会員になる
ことも認めました。当地区もそのような国際ロータ
リーの戦略に沿った新しいクラブの設立の可能性を
調査し、設立を企画していきます。

歴代委員長 》
2008-’09年度 草野　勝彦（名古屋大須）
2009-’11年度 榊原　章夫（名古屋城北）

地区総務委員会
歴代委員長 》
2008-’11年度 馬場　研治（名古屋南）

IT委員会
歴代委員長 》
2009-’13年度 杉浦　令淑（名古屋大須）
2014-’16年度 尾本　和弘（名古屋東南）
委員会概要 》
　広報委員会から分離し単独委員会となりました。
これを機に地区ガバナーホームページをRIの主審に
準じ、リニューアルして運営・管理をしていきます。
今まではガバナー月信・ガバナー報告が主でしたが、
地区委員会・83クラブ参加できるようになります。
コンセプトはスマートホーンから見やすくなり、TOP
ページ下部のTOPICS、地区・クラブ活動紹介欄を確
認すれば、ホームページの最新情報が入手できます。
　資料ダウンロードではRI・ガバナー・地区委員会
の資料、特に委員会における会議での資料を事前
配布が可能になり、83クラブ事務局・会員の皆様が
閲覧できます。また、ガバナーの歩みを「2760文
庫」と名称を変え過去の資料収集、掲載をしていき
ます。
　ロータリアンの著書も順次掲載をして行きますの
で、掲載許可できるものをご提供ください。

クラブ奉仕委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 藤原　研一（名古屋名北）
2009-’10年度 井上 穂 （豊橋ゴールデン）
2010-’11年度 藤原　研一（名古屋名北）
2011-’13年度 重冨　 亮 （名古屋守山）

委員会概要 》
　都合5回の地区クラブ奉仕委員会を開催。地区
クラブ奉仕委員長会議は、名鉄ニューグランドホ
テルにて開催。千田ガバナー、大橋ガバナー補佐、

2010-’13年度　宮崎　 薫 （名古屋東南）
委員会概要 》
　ロータリー未来委員会は、得体の知れない委員会
で一体何をやっているのかと疑問をお持ちの方も多
いんではないでしょうか？そもそも当委員会の活動
は主にガバナーや指導的立場の方々より提案された
課題に対し、それらを実現するため又は具体的活動
に結びつけるための方法などを検討し助言するのが
主たる役割と思っています。
　課題は「クラブをいかに活性化するか」でした。そ
して浮かび上がった問題点は、１）クラブの例会が基
本であり、例会の運営面における工夫２）地区の主た
る活動行事の運営の見直しと工夫３）クラブの持つ
良い特徴が維持継続されているか４）若年層の登用
や、新世代との交流がしっかりとなされているかなど
の事項を中心に検討を進めようと取り組みを開始し
たところです。しかしまだ具体的な行動計画にはい
たっておりません。一方2012-2013年度千田ガバナー
より新年度に向けて「肥大化する地区委員会組織の
スリム化」という新たな問題を提起されました。この
ことはクラブにとっても地区にとっても会員減少傾
向に対応するとともに、活性化にも大いに役立つこ
とでもあり、本年度の重点テーマとして取り組む所存
です。皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

2012-’13年度 渡辺　 均 （あま）
委員会概要 》
　総務委員会は、組織形態を継続して、IT委員会と
規則細則委員会をぶら下げて統括する形をとります。
総務委員会独自の活動としては、ガバナー分室を機
動的かつ合理的に運営して地区の各委員会活動等
をサポートすることや、必要とされる資料を整理保
管することで、地区内の各クラブや会員の皆様方に
とって役立つ書庫としての機能を充実させていきた
いと考えています。

委員会のあゆみ
［History of the committee

［Governor year］

真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017
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委員会のあゆみ
History of the committee］

［History of the clubHistory of the club

広報委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 青木　勇作（岡崎）
2009-’13年度 硲　　伸夫（豊田西）
2013-’14年度 尾本　和弘（名古屋東南）
2014-’17年度 篭橋　美久（名古屋中）
委員会概要 》
　皆様ご承知のとおり、RI戦略計画のひとつであり
ます「公共イメージと認知度の向上」を大きな目的
として、第3回ワールドフード＋ふれ愛フェスタを実
施致します。このイベントは、ロータリアン一人ひと
りの活動力の集積を図り、ロータリーを地域社会へ
広く知って頂くために、開催されるものであります。
また、これらのイベントを通じ、クラブとクラブの交

公共イメージ向上委員会
歴代委員長 》
2016-’17年度 篭橋　美久（名古屋中）
2017-’18年度 池森　由幸（名古屋千種）
委員会概要 》
　地区公共イメージ向上委員会では、（1）地区内ク
ラブ会員へ「公共イメージ向上」に関する情報提供
と協力のご依頼を卓話等を通じて行います。（2）今
期の新事業として、地区内クラブの公益事業と地区
委員会活動の情報を地区内マスコミにニュースリ
リース発信し、プレスセミナーの開催も計画してい
ます。（3）My Rotary登録促進を継続し、My Rotary
で「何が出来るのか」をご案内します。（4）地区ホー
ムページの強化、ガバナーFacebookによるガバ
ナー活動報告発信等、Webによる公共イメージ向
上活動を継続します。各クラブの皆様には、公益事
業等の情報をいち早くお知らせ下さい。ご協力をお
願い致します。

職業奉仕委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 成田　洋之（名古屋港）
2009-’10年度 丹羽　司一（愛知長久手）
2010-’12年度 國友　昌大（名古屋中）
2012-’14年度 村井總一郎（豊橋）
2014-’16年度 早川　和男（名古屋東山）
2016-’18年度 匹田　雅久（豊橋北）

委員会概要 》
　職業奉仕委員会は2016年度のRI規定審議会で大
きな改革を迫られることになりました。
　ロータリーの標語　その①はフランク・コリンズ
の提唱したservice above self超我の奉仕　その②
はシェルドンの提唱したHeprofits most serves 
best 最も多く奉仕するもの、最も多く報われるこの
2本の柱を元にロータリークラブは奉仕の理想に向
かって発展を続けてきました。しかし、RIから第1標

流の促進、各クラブ委員会の横なるつながりを図り、
今までより一層の懇親を深め、各地区にて開催され
るイベントにロータリアンが気軽に参加し、地域社
会の方々との懇親を深めることが可能となるような
イベントが出来ればとの思いで開催したいと思いま
す。今年度は、昨年よりもロータリーアンが参加でき
るような趣向も計画してますので、是非、ご協力の
程お願い致します。この様なことを踏まえ、広報委
員会が要となり推進いたして参ります。また、従来
の広報活動においても、これらのイベントの機会を
利用しながら、地域社会へアピールできますように、
マスコミ、地域発行誌、公共施設等を活用動しなが
らイメージ向上に努めて参る所存で御座います。一
年間大変お世話になりますが、皆様のご支援、ご協
力を頂きます様お願い申し上げます。

栁澤地区幹事、浜地区副幹事をご来賓に迎え、地
区82クラブのクラブ奉仕委員長にご参集いただき
ました。
　岡田地区クラブ奉仕副委員長により田中作次
RI会長の「心に残るロータリー体験」についての
基調講演が行われました。基調講演の中で、グル
ープ討議の進め方について説明後、各委員長に前
以って作成していただいた「私の心に残るロータ
リー体験」をもとに、9グループに分かれ、各グル
ープの司会、書記・発表者を決めグループ討議が
行われました。その後、グループ代表より、多彩な
私のロータリー体験について報告が述べられ、短
い時間でしたが有意義な会議となりました。
　最後に、大橋ガバナー補佐より、本日のこの会
議の成果を持ち帰って、各クラブの活性化にご尽
力いただけることを期待しています、との講評を
いただき閉会となりました。
　ご協力いただきました皆様に心より感謝申し上
げます。
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［History of the club

環境保全委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 長瀬　 論 （名古屋大須）
2009-’10年度 服部　 滋 （名古屋和合）
2010-’12年度 鈴木　元弘（豊田）
2012-’13年度 筒井　信之（名古屋南）
2013-’14年度 高橋　豊彦（豊橋）

委員会概要 》
　愛知県は、2005年の愛・地球博から始まり、2010
年のCOP10（生物多様性条約第10回締結国会議）
そして、2014年に行われますESD（持続発展教育）
ユネスコ世界会議と、「環境というキーワードに大
きく関心を持っているという地域特性があります。
　このような流れをふまえたなかで、2760地区内の
それぞれのクラブを中心となり「持続可能な社会」
をつくっていくことが大切かと考えます。
　そのために、委員会として情報の共有・提供を積
極的に行っていきたいと思いますのでよろしくお願
いいたします。

RCC委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 縣　　政行（豊橋）
2009-’12年度 松崎美都子（名古屋守山）
2012-’14年度 永谷　文人（安城）

社会奉仕委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 西脇　良一（名古屋名北）
2009-’10年度 深田　利幸（豊田東）
2010-’11年度 西脇　良一（名古屋名北）
2011-’14年度 長瀬輝代之（名古屋守山）
2014-’17年度 鈴村與左衛門（あま）
2017-’18年度 杉浦　文雄（刈谷）

委員会概要 》
　地区社会奉仕委員会を担当します杉浦でござい
ます。当委員会は各クラブの社会奉仕委員長様、環
境保全委員長様、RCC委員長様とひじょうに多くの
方々との繋がりを有する委員会となります。
　まずわ年2回予定されてます委員長会議の開催、
ガバナー地区方針を伝えること、各クラブに少しで
も役立てる情報を伝えること、そして2回目の委員
長会議には積極的な社会奉仕活動をされてみえる
クラブの活動を広く紹介させていただきたいと考え
ております。
　また、愛知県との関わりが特に防災、環境につい
てわ長年築かれております、社会奉仕活動に役立つ
部分は積極的に情報をお伝えしてまいります。
　ご支援、ご協力賜わりますようお願い申し上げます。

語を強く推進することの通達がありました。日本の
ロータリアンにはシェルドンの考えが浸透し、「奉
仕の心を持って貴方の職業を営みなさい」を実行し
てきた経過があります。我々はRIが求めるコリンズ
の言う「弱者を助ける人道的活動の理念」優先する
のか？舵取りが必要な時期がきたと感じてます。当
委員会は、この二つの事をを一年掛けて勉強し、各
地区とも連携を取りながらガバナー・エレクト・ノミ
ニーのご意見をお聞きして、報告できるよう全員で
努力したいと考えます。

委員会概要 》
「RCC」とは？と聞かれて、すぐに答えることのでき
る会員は、何割くらいでしょうか？正式には、「地域
共同隊」という厳めしい名称です。簡単にいえば、
「地域奉仕活動をしている団体に支援・協力する組
織」と言っていいでしょう。ですから、規約もあり、構
成員もきっちり決めます。活動の主体は、あくまでも
「共同隊」です。RCはその活動を、サポートするのです。
　2760地区には、RCCの組織が13あります。（2013
年4月現在）地区RCCとしては、この数をより多くし
て、RCの活動をより広汎なものにしていきたいと思
います。
　会員の皆様の、ご理解ご協力をお願いいたします。

国際奉仕委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 鈴木　吉男（津島）
2009-’11年度 黒田　勝基（高浜）
2011-’14年度 佐藤　文明（愛知長久手）
2014-’16年度 杉浦　敏夫（豊田）
2016-’18年度 鈴木　宏司（半田南）

委員会概要 》
　委員会としましては、継続事業としてグローバル
補助金を使ってネパールでの事業を成功させる事が
大きな目標です。実施できましたらモデルプランとし
て各クラブさんでもグローバル補助金が活用できま
すようにご案内させていただきたいと考えています。
もう一つ第5回WFFへの協力と、その資金を使わせ
ていただき今年度はフィリピン（3780地区）へ支援
を行ないます。地区内の皆様からの資金を使わせて
いただく事業です。是非参加していただき、この機
会を生かして3780地区で奉仕事業を行なっていた
だけたら嬉しく思います。本年度もご協力お願いい
たします。

世界社会奉仕委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 篭橋　美久（名古屋中）
2009-’10年度 遠山　堯郎（名古屋瑞穂）
2010-’12年度 佐藤　文明（愛知長久手）

委員会概要 》
　ロータリーが国際的な組織であると感じられる
のは、やはり国際交流をするということだと思いま
す。200以上の国と地域3200以上のロータリークラ
ブがあります。
　まず、第一に世界大会に出席してみると、色々な
国の人々と交流ができます。そして、次に外国の地

識字率向上委員会
歴代委員長 》
2010-’13年度 鈴木　吉男（津島）
委員会概要 》
　第2760地区に職字率向上委員会ができて3年目
になりますが、前年度3月の職字率向上月間には7
ロータリーへ卓話に伺い、職字に対する認識の低さ
を感じました。この1年間は地区ロータリアンの職字
に対する啓蒙をしなければと、痛感しております。
　また、1997～98年度のゲレン・キュロスRI会長の
とき、パストRI会長であるリチャード・ウォーカー氏
の率いる職字・計算能力向上グループによるC.L.E.
（Concentrated Language Encounter’s）を使った
「ライトハウス・プロジェクト」を開発しました。これ
は職字と計算能力の向上を一緒に学ぶプログラム
であり、算数がわからないのは計算ができないから
ではなくて、そこに書かれている問題の意味を十分
に理解できないからであるという機能的職字の欠
落によるものです。子どもたちから大人まで、身近な
興味ある問題を教材として使用しており、タイを中
心としてアジア、南アフリカ等で広く活用されてい
る教育法です。
　学校を建築するハード面での世界社会奉仕から、
教職員の教育というソフト面での奉仕の紹介をして
いきたいと思います。

インターアクト委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 服部　英男（岡崎南）
2009-’12年度 大河内圭一（一宮北）
2012-’14年度 川村　荒治（豊橋）

新世代奉仕委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 遠山　堯郎（名古屋瑞穂）
2011-’15年度 秋田　敏治（田原）
2015-’17年度 寺本　善雄（名古屋みなと）
2017-’18年度 岡田　雅隆（犬山）

2014-’16年度 奥田　清仁（豊田）
2016-’18年度 佐藤　裕彦（豊橋）

委員会概要 》
　2760地区では、愛知県内の高等学校・高等専門
学校に17のインターアクトクラブが30のロータリーク
ラブにより提唱され活動しています。募金活動・障
害児や高齢者の支援活動・地域の清掃活動等、活発
に活動が行なわれています。また近年、各インターア
クトクラブ、また地区委員会との間で情報の共有を
積極的に進めてきたことにより、地区内のクラブ同
士の交流も盛んに行われるようになりました。　
　我々委員会は、その役目をしっかりと認識し、更
なる活性化の為に、情報提供と環境づくりに努めて
参ります。
　今後とも提唱ロータリー様を初めとして地区役員
の皆様、地区内の関係する全ての皆様に一層のご理
解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

区大会に参加してみることです。
　色々なやり方の地区大会があることが判ります。
そして、外国のクラブの例会に参加してみることで
す。もっと具体的に身近に国際交流を感じます。
　世界大会では、日本語の同時通訳がFMラジオで
聞くことができます。外国の地区大会では、多くの
人数で行かれて通訳を雇うといいでしょう。又、メン
バーの中に日本語の理解できる人がいるかもしれ
ません。又、WCS活動にも参加すれば、奉仕活動も
直接できます。是非1年間、2760地区のロータリア
ンの皆様海外に出られて、皆様の国際活動と又、国
際支援と協力をよろしくおねがいします。
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環境保全委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 長瀬　 論 （名古屋大須）
2009-’10年度 服部　 滋 （名古屋和合）
2010-’12年度 鈴木　元弘（豊田）
2012-’13年度 筒井　信之（名古屋南）
2013-’14年度 高橋　豊彦（豊橋）

委員会概要 》
　愛知県は、2005年の愛・地球博から始まり、2010
年のCOP10（生物多様性条約第10回締結国会議）
そして、2014年に行われますESD（持続発展教育）
ユネスコ世界会議と、「環境というキーワードに大
きく関心を持っているという地域特性があります。
　このような流れをふまえたなかで、2760地区内の
それぞれのクラブを中心となり「持続可能な社会」
をつくっていくことが大切かと考えます。
　そのために、委員会として情報の共有・提供を積
極的に行っていきたいと思いますのでよろしくお願
いいたします。

RCC委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 縣　　政行（豊橋）
2009-’12年度 松崎美都子（名古屋守山）
2012-’14年度 永谷　文人（安城）

社会奉仕委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 西脇　良一（名古屋名北）
2009-’10年度 深田　利幸（豊田東）
2010-’11年度 西脇　良一（名古屋名北）
2011-’14年度 長瀬輝代之（名古屋守山）
2014-’17年度 鈴村與左衛門（あま）
2017-’18年度 杉浦　文雄（刈谷）

委員会概要 》
　地区社会奉仕委員会を担当します杉浦でござい
ます。当委員会は各クラブの社会奉仕委員長様、環
境保全委員長様、RCC委員長様とひじょうに多くの
方々との繋がりを有する委員会となります。
　まずわ年2回予定されてます委員長会議の開催、
ガバナー地区方針を伝えること、各クラブに少しで
も役立てる情報を伝えること、そして2回目の委員
長会議には積極的な社会奉仕活動をされてみえる
クラブの活動を広く紹介させていただきたいと考え
ております。
　また、愛知県との関わりが特に防災、環境につい
てわ長年築かれております、社会奉仕活動に役立つ
部分は積極的に情報をお伝えしてまいります。
　ご支援、ご協力賜わりますようお願い申し上げます。

語を強く推進することの通達がありました。日本の
ロータリアンにはシェルドンの考えが浸透し、「奉
仕の心を持って貴方の職業を営みなさい」を実行し
てきた経過があります。我々はRIが求めるコリンズ
の言う「弱者を助ける人道的活動の理念」優先する
のか？舵取りが必要な時期がきたと感じてます。当
委員会は、この二つの事をを一年掛けて勉強し、各
地区とも連携を取りながらガバナー・エレクト・ノミ
ニーのご意見をお聞きして、報告できるよう全員で
努力したいと考えます。

委員会概要 》
「RCC」とは？と聞かれて、すぐに答えることのでき
る会員は、何割くらいでしょうか？正式には、「地域
共同隊」という厳めしい名称です。簡単にいえば、
「地域奉仕活動をしている団体に支援・協力する組
織」と言っていいでしょう。ですから、規約もあり、構
成員もきっちり決めます。活動の主体は、あくまでも
「共同隊」です。RCはその活動を、サポートするのです。
　2760地区には、RCCの組織が13あります。（2013
年4月現在）地区RCCとしては、この数をより多くし
て、RCの活動をより広汎なものにしていきたいと思
います。
　会員の皆様の、ご理解ご協力をお願いいたします。
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［History of the clubHistory of the club

国際奉仕委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 鈴木　吉男（津島）
2009-’11年度 黒田　勝基（高浜）
2011-’14年度 佐藤　文明（愛知長久手）
2014-’16年度 杉浦　敏夫（豊田）
2016-’18年度 鈴木　宏司（半田南）

委員会概要 》
　委員会としましては、継続事業としてグローバル
補助金を使ってネパールでの事業を成功させる事が
大きな目標です。実施できましたらモデルプランとし
て各クラブさんでもグローバル補助金が活用できま
すようにご案内させていただきたいと考えています。
もう一つ第5回WFFへの協力と、その資金を使わせ
ていただき今年度はフィリピン（3780地区）へ支援
を行ないます。地区内の皆様からの資金を使わせて
いただく事業です。是非参加していただき、この機
会を生かして3780地区で奉仕事業を行なっていた
だけたら嬉しく思います。本年度もご協力お願いい
たします。

世界社会奉仕委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 篭橋　美久（名古屋中）
2009-’10年度 遠山　堯郎（名古屋瑞穂）
2010-’12年度 佐藤　文明（愛知長久手）

委員会概要 》
　ロータリーが国際的な組織であると感じられる
のは、やはり国際交流をするということだと思いま
す。200以上の国と地域3200以上のロータリークラ
ブがあります。
　まず、第一に世界大会に出席してみると、色々な
国の人々と交流ができます。そして、次に外国の地

識字率向上委員会
歴代委員長 》
2010-’13年度 鈴木　吉男（津島）
委員会概要 》
　第2760地区に職字率向上委員会ができて3年目
になりますが、前年度3月の職字率向上月間には7
ロータリーへ卓話に伺い、職字に対する認識の低さ
を感じました。この1年間は地区ロータリアンの職字
に対する啓蒙をしなければと、痛感しております。
　また、1997～98年度のゲレン・キュロスRI会長の
とき、パストRI会長であるリチャード・ウォーカー氏
の率いる職字・計算能力向上グループによるC.L.E.
（Concentrated Language Encounter’s）を使った
「ライトハウス・プロジェクト」を開発しました。これ
は職字と計算能力の向上を一緒に学ぶプログラム
であり、算数がわからないのは計算ができないから
ではなくて、そこに書かれている問題の意味を十分
に理解できないからであるという機能的職字の欠
落によるものです。子どもたちから大人まで、身近な
興味ある問題を教材として使用しており、タイを中
心としてアジア、南アフリカ等で広く活用されてい
る教育法です。
　学校を建築するハード面での世界社会奉仕から、
教職員の教育というソフト面での奉仕の紹介をして
いきたいと思います。

インターアクト委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 服部　英男（岡崎南）
2009-’12年度 大河内圭一（一宮北）
2012-’14年度 川村　荒治（豊橋）

新世代奉仕委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 遠山　堯郎（名古屋瑞穂）
2011-’15年度 秋田　敏治（田原）
2015-’17年度 寺本　善雄（名古屋みなと）
2017-’18年度 岡田　雅隆（犬山）

2014-’16年度 奥田　清仁（豊田）
2016-’18年度 佐藤　裕彦（豊橋）

委員会概要 》
　2760地区では、愛知県内の高等学校・高等専門
学校に17のインターアクトクラブが30のロータリーク
ラブにより提唱され活動しています。募金活動・障
害児や高齢者の支援活動・地域の清掃活動等、活発
に活動が行なわれています。また近年、各インターア
クトクラブ、また地区委員会との間で情報の共有を
積極的に進めてきたことにより、地区内のクラブ同
士の交流も盛んに行われるようになりました。　
　我々委員会は、その役目をしっかりと認識し、更
なる活性化の為に、情報提供と環境づくりに努めて
参ります。
　今後とも提唱ロータリー様を初めとして地区役員
の皆様、地区内の関係する全ての皆様に一層のご理
解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

区大会に参加してみることです。
　色々なやり方の地区大会があることが判ります。
そして、外国のクラブの例会に参加してみることで
す。もっと具体的に身近に国際交流を感じます。
　世界大会では、日本語の同時通訳がFMラジオで
聞くことができます。外国の地区大会では、多くの
人数で行かれて通訳を雇うといいでしょう。又、メン
バーの中に日本語の理解できる人がいるかもしれ
ません。又、WCS活動にも参加すれば、奉仕活動も
直接できます。是非1年間、2760地区のロータリア
ンの皆様海外に出られて、皆様の国際活動と又、国
際支援と協力をよろしくおねがいします。
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委員会のあゆみ
［History of the committee

［Governor year］ History of the club］ ［Reference material］ ［Editor's note after editing］委員会のあゆみ
History of the committee］

［History of the club

ローターアクト委員会
歴代委員長 》
2008-’10年度 冨田　雅則（田原）
2010-’11年度 高須　洋志（名古屋瑞穂）
2011-’12年度 秋田　敏治（豊田）
2012-’14年度 寺本　善雄（名古屋みなと）
2014-’18年度 西本　一幸（名古屋南）

委員会概要 》
　2760地区のローターアクト（以下RA）の活動は、
実は他の模範といってもいいほど、特に他地区から
高く評価されております。しかしながら、そうした声
とは裏腹に会員減少や存続危機、運営費問題と
いった厳しい現実が突きつけられています。地区の
規模から考えますと現在の3倍くらいの人数がいて
もおかしくなく、本来もっと活発な地区であるはず
です。地区内83のRCのうち、約半数しかRAには関
わっておりません。地区内のどこにいてもRCの活動
拠点があるように、RAもそうでなくてはならないと
思っています。今年度は新たな目線での会員増強に
チャレンジし、RA・RCがもっともっと活性化するよ
うに委員会活動を行ってまいります。

RYLA委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 牧野　正高（岡崎城南）
2009-’11年度 犬束　敏彦（小牧）
2011-’15年度 谷山　芳和（豊田西）
2015-’18年度 竹内　幹尚（豊川）

委員会概要 》
　委員会テーマ「心の燈をともそう！」RYLAセミ
ナーで、受講生に心の燈をともす。中核的価値観と
リーダーシップは、青少年奉仕活動そのものだと
思っています。「親睦」（寝食を共にする）「奉仕」
（ロータリーの奉仕の倫理：ロータリーDNA）の心
を育みます。人から学び、「自主性」に任せます。己
の至らざるところを学び、自己研鎖、切磋琢磨して
互いに学び合います。「高潔性」「多様性」「リーダー
シップ」の実践と体験を通じ自分を見つめ直す機会
をつくります。そして、将来地域を良くするリーダー
として実践して頂ける事を期待します。

歴代委員長 》
2008-’09年度 服部　英男（岡崎南）
2009-’12年度 大河内圭一（一宮北）
2012-’14年度 川村　荒治（豊橋）

青少年交換委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 安藤　隆利（名古屋名駅）
2009-’11年度 森　　 榮 （一宮中央）
2011-’16年度 岡田　雅隆（犬山）
2016-’18年度 高木　正義（名古屋大須）

委員会概要 》
　デンマークのロータリークラブが米国の数人の少
年を受け入れてから90年、青少年を交換する事業は

2014-’16年度 奥田　清仁（豊田）
2016-’18年度 佐藤　裕彦（豊橋）

委員会概要 》
　2760地区では、愛知県内の高等学校・高等専門
学校に17のインターアクトクラブが30のロータリーク
ラブにより提唱され活動しています。募金活動・障
害児や高齢者の支援活動・地域の清掃活動等、活発
に活動が行なわれています。また近年、各インターア
クトクラブ、また地区委員会との間で情報の共有を
積極的に進めてきたことにより、地区内のクラブ同
士の交流も盛んに行われるようになりました。　
　我々委員会は、その役目をしっかりと認識し、更
なる活性化の為に、情報提供と環境づくりに努めて
参ります。
　今後とも提唱ロータリー様を初めとして地区役員
の皆様、地区内の関係する全ての皆様に一層のご理
解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

世界をカバーするプログラムに成長しました。「国
際理解、親善、世界平和」を推進するロータリーの
目的を具現する素晴らしい事業です。交換学生は国
際親善大使として海外でほぼ一年間生活し、大きく
成長して帰国します。第2760地区では最近は毎年
10名前後の高校生を派遣し、同数の高校生を海外
から受け入れています。
　2017～18年度の派遣国は6ヶ国です。青少年交換
プログラムはクラブ、ホストファミリー、学校など多
くの関係者の協力で運営されています。今後もこの
活動の継続発展ため皆様のご支援をよろしくお願
いいたします。

歴代委員長 》
2008-’09年度 安藤　隆利（名古屋名駅）
2009-’11年度 森　　 榮 （一宮中央）
2011-’16年度 岡田　雅隆（犬山）
2016-’18年度 高木　正義（名古屋大須）

委員会概要 》
　デンマークのロータリークラブが米国の数人の少
年を受け入れてから90年、青少年を交換する事業は

資金推進委員会
歴代委員長 》
2010-’11年度 山田　 猛 （江南）
2011-’13年度 朱宮　新治（犬山）
2013-’15年度 中林　正人（名古屋空港）
2015-’16年度 久米　博昭（刈谷）
2016-’18年度 松田　茂治（西尾）
委員会概要 》
　資金推進委員会は、地区における財団への寄付
の推進と、寄付者の表彰・認証を管理します。
1.年次プログラム基金（EREY）：目標一人当たり

150ドル。2.恒久基金（ベネファクター）：目標各クラ
ブ１名以上。3.メジャードナー（大口寄付）：目標地
区5名以上。4.ロータリーカードの普及推進。これら
の寄付目標を達成するために一年間活動します。皆
様からの寄付は、3年後に最大75％が地区の裁量で
使用することができ、地区補助金・グローバル補助
金の源であり、ポリオ撲滅や様々な災害復興基金に
使われます。
　重要な奉仕プロジェクトを遂行するために、皆様
のご理解、ご協力を宜しくお願い申し上げます。

年次寄付委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 吉川　正敏（岡崎）
2009-’10年度 山田　 猛 （江南）
2011-’13年度 中林　正人（名古屋空港）
委員会概要 》
　第一に行っているのが、年次基金への寄付を呼
びかける「毎年あなたも100ドルを」の推進活動で
す。第二はロータリー・カードの普及です、RI会長の
田中作次氏は「一人ひとりのロータリー・カード利
用が東日本大震災の復興を助けます！」と言われて
います。田中作次RI会長を盛り上げるためにもロー

ロータリー財団監査委員会
歴代委員長 》
2010-’13年度 川島　 誠 （名古屋西）
2013-’16年度 片山　主水（名古屋東南）
2016-’18年度 加藤　陽一（瀬戸）
委員会概要 》
　財団監査委員会では財団の補助金申請が適正
にされているか例年通りしっかり監査を実施する
所存でございます。一方、WFF（ワールドフードふ
れ愛フェスタ）実行委員会においては本年5回目
を迎え、今やジョンF.ジャーム元RI会長はじめ全国
的に認識された行事に成長し、回を重ねる度に入
場者数・規模的にも大きくなり当地区にとって大
切な行事の一つとなって参りました。今回も地区
ロータリアンと84RCのご助力を得てより充実した
WFFにしたいと委員会をあげて頑張って参ります。
是非共皆様のご参加とご協力を宜しくお願い申し
上げます。

ロータリー財団委員会
歴代委員長 》
2008-’13年度 深谷　友尋（名古屋みなと）
2013-’16年度 鈴木　文勝（小牧）
2016-’18年度 中村　公彦（名古屋名東）
委員会概要 》
　ロータリー財団100周年の記念すべき年に多くの皆様に
一人当たり180㌦の年次寄付への、ご理解とご協力を賜り
感謝申し上げます。
　当地区ロータリー財団委員会は6小委員会から5小委員
会になります。それは、ポリオ・プラス委員会とVTT（職業
研修チーム）委員会が合同での運営となりました。ロータ
リー財団委員会の使命は重点6分野を中心に101年目も変
わらぬスタンスを考えています。皆様からのロータリー財
団委員会にご理解とご支援を頂ければ幸いに存います。

資金管理委員会
歴代委員長 》
2013-’18年度 豊島　德三（一宮北）
委員会概要 》
　当委員会は、財団補助金に関し、全てを管理し、
「MOU」に則り、申請に違う事なく活用され、事業終
結後は、経理処理、領収証、写真等の保存、添付、
最終報告書提出に到る迄、確認する義務を負ってお
ります。更に、会員に補助金の主旨、遵守すべき規
約の徹底の為のセミナーを実施し、啓蒙する事も義
務付けられています。具体的に、2月補助金管理セミ
ナー（必須条件）8月Ｒ財団セミナー（必須条件）。
委員会としては、機会ある度に、補助金の全てに就
いて、徹底に努めて参りましたが、努力不足により
看過出来ぬ事例が複数発生し、残念至極。責任を
痛感しております。実情ご賢察の上、規約を厳守し、
ご協力の程、お願い申し上げます。

ロータリー財団会計長
歴代委員長 》
2011-’17年度 神谷　 研 （安城）

世界をカバーするプログラムに成長しました。「国
際理解、親善、世界平和」を推進するロータリーの
目的を具現する素晴らしい事業です。交換学生は国
際親善大使として海外でほぼ一年間生活し、大きく
成長して帰国します。第2760地区では最近は毎年
10名前後の高校生を派遣し、同数の高校生を海外
から受け入れています。
　2017～18年度の派遣国は6ヶ国です。青少年交換
プログラムはクラブ、ホストファミリー、学校など多
くの関係者の協力で運営されています。今後もこの
活動の継続発展ため皆様のご支援をよろしくお願
いいたします。

タリー・カード保有の推進も皆様にお願いします。
最後にロータリー財団の人道的・教育的プログラ
ムを支える年次プログラム基金のご協力お願いい
たします。
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ローターアクト委員会
歴代委員長 》
2008-’10年度 冨田　雅則（田原）
2010-’11年度 高須　洋志（名古屋瑞穂）
2011-’12年度 秋田　敏治（豊田）
2012-’14年度 寺本　善雄（名古屋みなと）
2014-’18年度 西本　一幸（名古屋南）

委員会概要 》
　2760地区のローターアクト（以下RA）の活動は、
実は他の模範といってもいいほど、特に他地区から
高く評価されております。しかしながら、そうした声
とは裏腹に会員減少や存続危機、運営費問題と
いった厳しい現実が突きつけられています。地区の
規模から考えますと現在の3倍くらいの人数がいて
もおかしくなく、本来もっと活発な地区であるはず
です。地区内83のRCのうち、約半数しかRAには関
わっておりません。地区内のどこにいてもRCの活動
拠点があるように、RAもそうでなくてはならないと
思っています。今年度は新たな目線での会員増強に
チャレンジし、RA・RCがもっともっと活性化するよ
うに委員会活動を行ってまいります。

RYLA委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 牧野　正高（岡崎城南）
2009-’11年度 犬束　敏彦（小牧）
2011-’15年度 谷山　芳和（豊田西）
2015-’18年度 竹内　幹尚（豊川）

委員会概要 》
　委員会テーマ「心の燈をともそう！」RYLAセミ
ナーで、受講生に心の燈をともす。中核的価値観と
リーダーシップは、青少年奉仕活動そのものだと
思っています。「親睦」（寝食を共にする）「奉仕」
（ロータリーの奉仕の倫理：ロータリーDNA）の心
を育みます。人から学び、「自主性」に任せます。己
の至らざるところを学び、自己研鎖、切磋琢磨して
互いに学び合います。「高潔性」「多様性」「リーダー
シップ」の実践と体験を通じ自分を見つめ直す機会
をつくります。そして、将来地域を良くするリーダー
として実践して頂ける事を期待します。

歴代委員長 》
2008-’09年度 服部　英男（岡崎南）
2009-’12年度 大河内圭一（一宮北）
2012-’14年度 川村　荒治（豊橋）

青少年交換委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 安藤　隆利（名古屋名駅）
2009-’11年度 森　　 榮 （一宮中央）
2011-’16年度 岡田　雅隆（犬山）
2016-’18年度 高木　正義（名古屋大須）

委員会概要 》
　デンマークのロータリークラブが米国の数人の少
年を受け入れてから90年、青少年を交換する事業は

2014-’16年度 奥田　清仁（豊田）
2016-’18年度 佐藤　裕彦（豊橋）

委員会概要 》
　2760地区では、愛知県内の高等学校・高等専門
学校に17のインターアクトクラブが30のロータリーク
ラブにより提唱され活動しています。募金活動・障
害児や高齢者の支援活動・地域の清掃活動等、活発
に活動が行なわれています。また近年、各インターア
クトクラブ、また地区委員会との間で情報の共有を
積極的に進めてきたことにより、地区内のクラブ同
士の交流も盛んに行われるようになりました。　
　我々委員会は、その役目をしっかりと認識し、更
なる活性化の為に、情報提供と環境づくりに努めて
参ります。
　今後とも提唱ロータリー様を初めとして地区役員
の皆様、地区内の関係する全ての皆様に一層のご理
解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

世界をカバーするプログラムに成長しました。「国
際理解、親善、世界平和」を推進するロータリーの
目的を具現する素晴らしい事業です。交換学生は国
際親善大使として海外でほぼ一年間生活し、大きく
成長して帰国します。第2760地区では最近は毎年
10名前後の高校生を派遣し、同数の高校生を海外
から受け入れています。
　2017～18年度の派遣国は6ヶ国です。青少年交換
プログラムはクラブ、ホストファミリー、学校など多
くの関係者の協力で運営されています。今後もこの
活動の継続発展ため皆様のご支援をよろしくお願
いいたします。
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歴代委員長 》
2008-’09年度 安藤　隆利（名古屋名駅）
2009-’11年度 森　　 榮 （一宮中央）
2011-’16年度 岡田　雅隆（犬山）
2016-’18年度 高木　正義（名古屋大須）

委員会概要 》
　デンマークのロータリークラブが米国の数人の少
年を受け入れてから90年、青少年を交換する事業は

資金推進委員会
歴代委員長 》
2010-’11年度 山田　 猛 （江南）
2011-’13年度 朱宮　新治（犬山）
2013-’15年度 中林　正人（名古屋空港）
2015-’16年度 久米　博昭（刈谷）
2016-’18年度 松田　茂治（西尾）
委員会概要 》
　資金推進委員会は、地区における財団への寄付
の推進と、寄付者の表彰・認証を管理します。
1.年次プログラム基金（EREY）：目標一人当たり

150ドル。2.恒久基金（ベネファクター）：目標各クラ
ブ１名以上。3.メジャードナー（大口寄付）：目標地
区5名以上。4.ロータリーカードの普及推進。これら
の寄付目標を達成するために一年間活動します。皆
様からの寄付は、3年後に最大75％が地区の裁量で
使用することができ、地区補助金・グローバル補助
金の源であり、ポリオ撲滅や様々な災害復興基金に
使われます。
　重要な奉仕プロジェクトを遂行するために、皆様
のご理解、ご協力を宜しくお願い申し上げます。

年次寄付委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 吉川　正敏（岡崎）
2009-’10年度 山田　 猛 （江南）
2011-’13年度 中林　正人（名古屋空港）
委員会概要 》
　第一に行っているのが、年次基金への寄付を呼
びかける「毎年あなたも100ドルを」の推進活動で
す。第二はロータリー・カードの普及です、RI会長の
田中作次氏は「一人ひとりのロータリー・カード利
用が東日本大震災の復興を助けます！」と言われて
います。田中作次RI会長を盛り上げるためにもロー

ロータリー財団監査委員会
歴代委員長 》
2010-’13年度 川島　 誠 （名古屋西）
2013-’16年度 片山　主水（名古屋東南）
2016-’18年度 加藤　陽一（瀬戸）
委員会概要 》
　財団監査委員会では財団の補助金申請が適正
にされているか例年通りしっかり監査を実施する
所存でございます。一方、WFF（ワールドフードふ
れ愛フェスタ）実行委員会においては本年5回目
を迎え、今やジョンF.ジャーム元RI会長はじめ全国
的に認識された行事に成長し、回を重ねる度に入
場者数・規模的にも大きくなり当地区にとって大
切な行事の一つとなって参りました。今回も地区
ロータリアンと84RCのご助力を得てより充実した
WFFにしたいと委員会をあげて頑張って参ります。
是非共皆様のご参加とご協力を宜しくお願い申し
上げます。

ロータリー財団委員会
歴代委員長 》
2008-’13年度 深谷　友尋（名古屋みなと）
2013-’16年度 鈴木　文勝（小牧）
2016-’18年度 中村　公彦（名古屋名東）
委員会概要 》
　ロータリー財団100周年の記念すべき年に多くの皆様に
一人当たり180㌦の年次寄付への、ご理解とご協力を賜り
感謝申し上げます。
　当地区ロータリー財団委員会は6小委員会から5小委員
会になります。それは、ポリオ・プラス委員会とVTT（職業
研修チーム）委員会が合同での運営となりました。ロータ
リー財団委員会の使命は重点6分野を中心に101年目も変
わらぬスタンスを考えています。皆様からのロータリー財
団委員会にご理解とご支援を頂ければ幸いに存います。

資金管理委員会
歴代委員長 》
2013-’18年度 豊島　德三（一宮北）
委員会概要 》
　当委員会は、財団補助金に関し、全てを管理し、
「MOU」に則り、申請に違う事なく活用され、事業終
結後は、経理処理、領収証、写真等の保存、添付、
最終報告書提出に到る迄、確認する義務を負ってお
ります。更に、会員に補助金の主旨、遵守すべき規
約の徹底の為のセミナーを実施し、啓蒙する事も義
務付けられています。具体的に、2月補助金管理セミ
ナー（必須条件）8月Ｒ財団セミナー（必須条件）。
委員会としては、機会ある度に、補助金の全てに就
いて、徹底に努めて参りましたが、努力不足により
看過出来ぬ事例が複数発生し、残念至極。責任を
痛感しております。実情ご賢察の上、規約を厳守し、
ご協力の程、お願い申し上げます。

ロータリー財団会計長
歴代委員長 》
2011-’17年度 神谷　 研 （安城）

世界をカバーするプログラムに成長しました。「国
際理解、親善、世界平和」を推進するロータリーの
目的を具現する素晴らしい事業です。交換学生は国
際親善大使として海外でほぼ一年間生活し、大きく
成長して帰国します。第2760地区では最近は毎年
10名前後の高校生を派遣し、同数の高校生を海外
から受け入れています。
　2017～18年度の派遣国は6ヶ国です。青少年交換
プログラムはクラブ、ホストファミリー、学校など多
くの関係者の協力で運営されています。今後もこの
活動の継続発展ため皆様のご支援をよろしくお願
いいたします。

タリー・カード保有の推進も皆様にお願いします。
最後にロータリー財団の人道的・教育的プログラ
ムを支える年次プログラム基金のご協力お願いい
たします。
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恒久基金・大口寄付委員会
歴代委員長 》
2011-’12年度 伊那　一郎（常滑）
委員会概要 》
　恒久基金は、寄付の元金は使わずその収益（利子
配当部分）財団のプログラムに活用する長期の活動
資金であります。
　米貨1,000ドル以上の寄付はベネファクター（後援
者）として表彰される資格を有します。その後の収
益は50パーセントがシェア・システムの対象となり
地区に還元をされます。
　大口寄付者については、合計累積寄付が米貨
10,000ドルに達した個人または夫婦は、大口寄付者
として認証されます。
地区としまして恒久基金の目標を各クラブ1名以

上で目標をたてています。今後とも恒久基金・大口
寄付へのご理解とご協力をお願い致します。

補助金委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 高山　光雄（名古屋空港）
2009-’13年度 松尾憲二郎（小牧）
2013-’16年度 櫻井　 繁 （名古屋南）
2016-’18年度 高山　景一（豊橋）
委員会概要 》
　当委員会は、各クラブ様や地区委員会様から申
請される地区補助金事業やグローバル補助金事業
が企画通りに実施できる様お手伝いし、適正に出
来あがった書類を国際ロータリー財団に申請又は
報告する委員会であります。2016-17年度地区補助
金は、申請数60件と多くの仲間に配分させていた
だきました。グローバル補助金事業も関心を持った
クラブが増えております。2017-18年度で現在、当
委員会と相談中もしくは国際ロータリー財団に申
請する段階にあるクラブ2件地区委員会1件です。
当委員会では委員会全員で各クラブの補助金事業
に対し全力でバックアップをしてまいります。引き
続き皆様のご支援ご協力を賜ります様お願い申し
上げます。

歴代委員長 》
2008-’09年度 吉川　正敏（岡崎）
2009-’10年度 山田　 猛 （江南）
2011-’13年度 中林　正人（名古屋空港）
委員会概要 》
　第一に行っているのが、年次基金への寄付を呼
びかける「毎年あなたも100ドルを」の推進活動で
す。第二はロータリー・カードの普及です、RI会長の
田中作次氏は「一人ひとりのロータリー・カード利
用が東日本大震災の復興を助けます！」と言われて
います。田中作次RI会長を盛り上げるためにもロー

新地区補助金委員会
歴代委員長 》
2010-’13年度 石田　正城（名古屋北）
委員会概要 》
　ロータリー財団「未来の夢計画・新地区補助金制
度」パイロット地区最終年度は、各クラブとも制度

グローバル補助金委員会
歴代委員長 》
2010-’13年度 篭橋　美久（名古屋中）
委員会概要 》
　ロータリー財団『未来の夢計画』を推進するに当
たり、3年間パイロット地区として、グローバル補助
金を各クラブの皆様に利用して頂く事を念頭に置き
ながら進めて参りました。
　パイロット地区としての役割を終え、これからは、
全世界において推進されていきます。
　この間、プロジェクトの計画から立案、実行まで
の問題点が多々あることが見えて参り、当委員会に
て改善策を作成し、より簡単な手続き方法を模索し
て参りました。
　また、クラブからのプロジェクト計画に対し、クラ
ブと委員会が一体となり、検討、意見等を交わし、
その他卓話、説明会等を実施して参りました。
　この様にクラブ、地区委員会が一丸となって推進
していくことが、このグローバル補助金活用には、
大変重要であり、問題点、疑問点、事業推進の解決
方法の近道と考えます。
　少しづつでは御座いますが、皆様のご理解を頂け
るようになって参り、クラブからの相談件数が増え
て参りました。
　また、この3年間には、東日本大震災というとてつ
もない災害が発生し、プロジェクト推進に対し多大
な影響を及ぼすとともに、皆様にも大変ご迷惑、ご
心配をお掛け致した3年間でも御座いました。
　この様な状況下の中でも、皆様からのプロジェク
ト計画の申し出が当委員会が予測していたよりも多
数あり、特に、各クラブからのプロジェクトの計画が
7件、地区委員会からの計画が3件御座いましたが、
これらの各プロジェクトは、大変重要且つ、大型案
件であり、実施に向けて是非、進めて頂きたいと思
い努力して参りました。
　この内一部のプロジェクトは、2013～2014年度へ

や要領もよく理解していただいており3年間の有終
の美を飾っていただきました。
　深谷財団委員長、松尾補助金委員長の強力な
リーダーシップのもとに充実した諸活動が展開され、
パイロット地区としての使命を果たせました。次年
度からオープンになり、従来の事業を参考に各クラ
ブが一層の奉仕活動を実践していただけると確信
をしています。当委員会、そして全面的に協力をして
いただきました篭橋グローバル補助金委員長を始
め、メンバーの皆様に心から御礼と感謝を申し上げ
ます。因みに2010～11年度52クラブ、2011～12年度
63クラブ、2012～13年度は59クラブと平均して7割
のクラブに活用をしていただきました。
　1999年から地区財団の委員の委嘱を受け、一時
期自クラブの会長職で中座いたしましたが、今日ま
で10数年間活動に携わることができ、多くの友人と
人間的にも成長させていただきましたこと、一生の
想い出になります。有難うございました。

タリー・カード保有の推進も皆様にお願いします。
最後にロータリー財団の人道的・教育的プログラ
ムを支える年次プログラム基金のご協力お願いい
たします。

送られることとなりました。
この様に、3年間のパイロット期間皆様には大変お
世話になり有難う御座いました。
　引続き、2013～2014年度田中年度もお世話にな
りますので、よろしくお願い申し上げます。

歴代委員長 》
2010-’13年度 篭橋　美久（名古屋中）
委員会概要 》
　ロータリー財団『未来の夢計画』を推進するに当
たり、3年間パイロット地区として、グローバル補助
金を各クラブの皆様に利用して頂く事を念頭に置き
ながら進めて参りました。
　パイロット地区としての役割を終え、これからは、
全世界において推進されていきます。
　この間、プロジェクトの計画から立案、実行まで
の問題点が多々あることが見えて参り、当委員会に
て改善策を作成し、より簡単な手続き方法を模索し
て参りました。
　また、クラブからのプロジェクト計画に対し、クラ
ブと委員会が一体となり、検討、意見等を交わし、
その他卓話、説明会等を実施して参りました。
　この様にクラブ、地区委員会が一丸となって推進
していくことが、このグローバル補助金活用には、
大変重要であり、問題点、疑問点、事業推進の解決
方法の近道と考えます。
　少しづつでは御座いますが、皆様のご理解を頂け
るようになって参り、クラブからの相談件数が増え
て参りました。
　また、この3年間には、東日本大震災というとてつ
もない災害が発生し、プロジェクト推進に対し多大
な影響を及ぼすとともに、皆様にも大変ご迷惑、ご
心配をお掛け致した3年間でも御座いました。
　この様な状況下の中でも、皆様からのプロジェク
ト計画の申し出が当委員会が予測していたよりも多
数あり、特に、各クラブからのプロジェクトの計画が
7件、地区委員会からの計画が3件御座いましたが、
これらの各プロジェクトは、大変重要且つ、大型案
件であり、実施に向けて是非、進めて頂きたいと思
い努力して参りました。
　この内一部のプロジェクトは、2013～2014年度へ

財団奨学委員会
財団プログラム委員会
歴代委員長 》
2008-’10年度 ミカエル  カルマノ（名古屋東）
2010-’11年度 朱宮　新治（犬山）
委員会概要 》
　RI財団の100周年を迎えることに伴い、財団の未
来の夢計画が始まりました。
　この財団の新しい使命に沿って、プログラムと運
営が簡素化されます。新しいシステムが地区内のク
ラブ、会員に理解されやすいように、地区財団委員
長のフォローをし、方針、指示をスムーズに浸透で
きるように、担当させていただく「奨学金」・「VTT
（職業研修チーム）」両委員会の方々と協力して務め
ていきたいと思っております。

研究グループ交換（ＧＳＥ）委員会
職業研修チーム（ＶＴＴ）委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 矢形　修己（名古屋北）
2009-’13年度 鈴木　文勝（小牧）
2013-’17年度 福田　哲三（名古屋和合）

委員会概要 》
　当委員会ではロータリー財団のグローバル補助金
を利用して医療研修チームの派遣＆受入れを行って
います。今年度はフィリピンのケソン市（3780地区）
で腹腔鏡手術の研修を行います。また現地医療関
係者を当地区に招へいしての研修も行います。ケソ
ン市立総合病院からの熱心な要請を受けて実施す
るもので、3年前に実施したプロジェクトの第2弾と
なります。
　毎年、海外の地区との共同プロジェクトという側
面から派遣＆受入れの際にはそれぞれの地区ガバ
ナーをはじめロータリアンの皆さんの強力なサポー
トを受けます。これも国際組織であるロータリーの
醍醐味です。私たちも受入れの際には海外からの研
修チームの皆さんを温かくおもてなしして、研修の

恒久基金委員会
歴代委員長 》
2008-’10年度 久野　博淳（名古屋東南）
委員会概要 》
　恒久基金委員会２回目の委員長として、今年も皆様
にご理解、ご協力を頂ける活動をしたいと思っています。
　昨年度は目標に対して100％近いご寄付をいただ
き、心より感謝申し上げます。
年次寄付と恒久基金（1000ドルでベネファクタ）の
寄付金はすべて地域レベル、全国レベル、世界的レ
ベルの人道的、教育的プログラムを通じて奉仕活動
の資源であります。
　ロータリー財団への拠金活動にご理解いただき、
各クラブに於かれましても積極的にご協力賜ります
ようお願い申し上げます。

奨学基金・学友会・
平和フェローシップ委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 大嶽　岩雄（安城）
2009-’10年度 満田　 稔 （豊橋東）
2011-’13年度 満田　 稔 （豊橋東）
2013-’16年度 小島　哲夫（豊田中）
2016-’18年度 長谷川龍伸（名古屋丸の内）

委員会概要 》
　前年度に続き、委員長を務めさせていただきま
す。「奨学基金」事業は、海外の大学院で重点6分
野について学びたい方がグローバル補助金奨学生
として留学できるようお世話をするものです。また
「平和フェローシップ」事業では、研究実績のある
方が海外にある「ロータリー平和センター」のパート
ナー大学で平和と紛争解決についてさらに研究を
深められるようお手伝いをします。「平和フェロー」
は全世界で1年に100名という狭き門ですが、当地区
は3年連続で「平和フェロー」を輩出するなど目覚ま
しい成果を上げています。
　本年度も、ロータリーが提唱する相互理解と世界
平和の実現に向けて、その人材育成に貢献したいと
考えています。

送られることとなりました。
この様に、3年間のパイロット期間皆様には大変お
世話になり有難う御座いました。
　引続き、2013～2014年度田中年度もお世話にな
りますので、よろしくお願い申し上げます。

成果の向上とともにロータリーのイメージ向上に努
めたいと思います。
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恒久基金・大口寄付委員会
歴代委員長 》
2011-’12年度 伊那　一郎（常滑）
委員会概要 》
　恒久基金は、寄付の元金は使わずその収益（利子
配当部分）財団のプログラムに活用する長期の活動
資金であります。
　米貨1,000ドル以上の寄付はベネファクター（後援
者）として表彰される資格を有します。その後の収
益は50パーセントがシェア・システムの対象となり
地区に還元をされます。
　大口寄付者については、合計累積寄付が米貨
10,000ドルに達した個人または夫婦は、大口寄付者
として認証されます。
地区としまして恒久基金の目標を各クラブ1名以

上で目標をたてています。今後とも恒久基金・大口
寄付へのご理解とご協力をお願い致します。

補助金委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 高山　光雄（名古屋空港）
2009-’13年度 松尾憲二郎（小牧）
2013-’16年度 櫻井　 繁 （名古屋南）
2016-’18年度 高山　景一（豊橋）
委員会概要 》
　当委員会は、各クラブ様や地区委員会様から申
請される地区補助金事業やグローバル補助金事業
が企画通りに実施できる様お手伝いし、適正に出
来あがった書類を国際ロータリー財団に申請又は
報告する委員会であります。2016-17年度地区補助
金は、申請数60件と多くの仲間に配分させていた
だきました。グローバル補助金事業も関心を持った
クラブが増えております。2017-18年度で現在、当
委員会と相談中もしくは国際ロータリー財団に申
請する段階にあるクラブ2件地区委員会1件です。
当委員会では委員会全員で各クラブの補助金事業
に対し全力でバックアップをしてまいります。引き
続き皆様のご支援ご協力を賜ります様お願い申し
上げます。

歴代委員長 》
2008-’09年度 吉川　正敏（岡崎）
2009-’10年度 山田　 猛 （江南）
2011-’13年度 中林　正人（名古屋空港）
委員会概要 》
　第一に行っているのが、年次基金への寄付を呼
びかける「毎年あなたも100ドルを」の推進活動で
す。第二はロータリー・カードの普及です、RI会長の
田中作次氏は「一人ひとりのロータリー・カード利
用が東日本大震災の復興を助けます！」と言われて
います。田中作次RI会長を盛り上げるためにもロー

新地区補助金委員会
歴代委員長 》
2010-’13年度 石田　正城（名古屋北）
委員会概要 》
　ロータリー財団「未来の夢計画・新地区補助金制
度」パイロット地区最終年度は、各クラブとも制度

グローバル補助金委員会
歴代委員長 》
2010-’13年度 篭橋　美久（名古屋中）
委員会概要 》
　ロータリー財団『未来の夢計画』を推進するに当
たり、3年間パイロット地区として、グローバル補助
金を各クラブの皆様に利用して頂く事を念頭に置き
ながら進めて参りました。
　パイロット地区としての役割を終え、これからは、
全世界において推進されていきます。
　この間、プロジェクトの計画から立案、実行まで
の問題点が多々あることが見えて参り、当委員会に
て改善策を作成し、より簡単な手続き方法を模索し
て参りました。
　また、クラブからのプロジェクト計画に対し、クラ
ブと委員会が一体となり、検討、意見等を交わし、
その他卓話、説明会等を実施して参りました。
　この様にクラブ、地区委員会が一丸となって推進
していくことが、このグローバル補助金活用には、
大変重要であり、問題点、疑問点、事業推進の解決
方法の近道と考えます。
　少しづつでは御座いますが、皆様のご理解を頂け
るようになって参り、クラブからの相談件数が増え
て参りました。
　また、この3年間には、東日本大震災というとてつ
もない災害が発生し、プロジェクト推進に対し多大
な影響を及ぼすとともに、皆様にも大変ご迷惑、ご
心配をお掛け致した3年間でも御座いました。
　この様な状況下の中でも、皆様からのプロジェク
ト計画の申し出が当委員会が予測していたよりも多
数あり、特に、各クラブからのプロジェクトの計画が
7件、地区委員会からの計画が3件御座いましたが、
これらの各プロジェクトは、大変重要且つ、大型案
件であり、実施に向けて是非、進めて頂きたいと思
い努力して参りました。
　この内一部のプロジェクトは、2013～2014年度へ

や要領もよく理解していただいており3年間の有終
の美を飾っていただきました。
　深谷財団委員長、松尾補助金委員長の強力な
リーダーシップのもとに充実した諸活動が展開され、
パイロット地区としての使命を果たせました。次年
度からオープンになり、従来の事業を参考に各クラ
ブが一層の奉仕活動を実践していただけると確信
をしています。当委員会、そして全面的に協力をして
いただきました篭橋グローバル補助金委員長を始
め、メンバーの皆様に心から御礼と感謝を申し上げ
ます。因みに2010～11年度52クラブ、2011～12年度
63クラブ、2012～13年度は59クラブと平均して7割
のクラブに活用をしていただきました。
　1999年から地区財団の委員の委嘱を受け、一時
期自クラブの会長職で中座いたしましたが、今日ま
で10数年間活動に携わることができ、多くの友人と
人間的にも成長させていただきましたこと、一生の
想い出になります。有難うございました。

タリー・カード保有の推進も皆様にお願いします。
最後にロータリー財団の人道的・教育的プログラ
ムを支える年次プログラム基金のご協力お願いい
たします。

送られることとなりました。
この様に、3年間のパイロット期間皆様には大変お
世話になり有難う御座いました。
　引続き、2013～2014年度田中年度もお世話にな
りますので、よろしくお願い申し上げます。
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歴代委員長 》
2010-’13年度 篭橋　美久（名古屋中）
委員会概要 》
　ロータリー財団『未来の夢計画』を推進するに当
たり、3年間パイロット地区として、グローバル補助
金を各クラブの皆様に利用して頂く事を念頭に置き
ながら進めて参りました。
　パイロット地区としての役割を終え、これからは、
全世界において推進されていきます。
　この間、プロジェクトの計画から立案、実行まで
の問題点が多々あることが見えて参り、当委員会に
て改善策を作成し、より簡単な手続き方法を模索し
て参りました。
　また、クラブからのプロジェクト計画に対し、クラ
ブと委員会が一体となり、検討、意見等を交わし、
その他卓話、説明会等を実施して参りました。
　この様にクラブ、地区委員会が一丸となって推進
していくことが、このグローバル補助金活用には、
大変重要であり、問題点、疑問点、事業推進の解決
方法の近道と考えます。
　少しづつでは御座いますが、皆様のご理解を頂け
るようになって参り、クラブからの相談件数が増え
て参りました。
　また、この3年間には、東日本大震災というとてつ
もない災害が発生し、プロジェクト推進に対し多大
な影響を及ぼすとともに、皆様にも大変ご迷惑、ご
心配をお掛け致した3年間でも御座いました。
　この様な状況下の中でも、皆様からのプロジェク
ト計画の申し出が当委員会が予測していたよりも多
数あり、特に、各クラブからのプロジェクトの計画が
7件、地区委員会からの計画が3件御座いましたが、
これらの各プロジェクトは、大変重要且つ、大型案
件であり、実施に向けて是非、進めて頂きたいと思
い努力して参りました。
　この内一部のプロジェクトは、2013～2014年度へ

財団奨学委員会
財団プログラム委員会
歴代委員長 》
2008-’10年度 ミカエル  カルマノ（名古屋東）
2010-’11年度 朱宮　新治（犬山）
委員会概要 》
　RI財団の100周年を迎えることに伴い、財団の未
来の夢計画が始まりました。
　この財団の新しい使命に沿って、プログラムと運
営が簡素化されます。新しいシステムが地区内のク
ラブ、会員に理解されやすいように、地区財団委員
長のフォローをし、方針、指示をスムーズに浸透で
きるように、担当させていただく「奨学金」・「VTT
（職業研修チーム）」両委員会の方々と協力して務め
ていきたいと思っております。

研究グループ交換（ＧＳＥ）委員会
職業研修チーム（ＶＴＴ）委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 矢形　修己（名古屋北）
2009-’13年度 鈴木　文勝（小牧）
2013-’17年度 福田　哲三（名古屋和合）

委員会概要 》
　当委員会ではロータリー財団のグローバル補助金
を利用して医療研修チームの派遣＆受入れを行って
います。今年度はフィリピンのケソン市（3780地区）
で腹腔鏡手術の研修を行います。また現地医療関
係者を当地区に招へいしての研修も行います。ケソ
ン市立総合病院からの熱心な要請を受けて実施す
るもので、3年前に実施したプロジェクトの第2弾と
なります。
　毎年、海外の地区との共同プロジェクトという側
面から派遣＆受入れの際にはそれぞれの地区ガバ
ナーをはじめロータリアンの皆さんの強力なサポー
トを受けます。これも国際組織であるロータリーの
醍醐味です。私たちも受入れの際には海外からの研
修チームの皆さんを温かくおもてなしして、研修の

恒久基金委員会
歴代委員長 》
2008-’10年度 久野　博淳（名古屋東南）
委員会概要 》
　恒久基金委員会２回目の委員長として、今年も皆様
にご理解、ご協力を頂ける活動をしたいと思っています。
　昨年度は目標に対して100％近いご寄付をいただ
き、心より感謝申し上げます。
年次寄付と恒久基金（1000ドルでベネファクタ）の
寄付金はすべて地域レベル、全国レベル、世界的レ
ベルの人道的、教育的プログラムを通じて奉仕活動
の資源であります。
　ロータリー財団への拠金活動にご理解いただき、
各クラブに於かれましても積極的にご協力賜ります
ようお願い申し上げます。

奨学基金・学友会・
平和フェローシップ委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 大嶽　岩雄（安城）
2009-’10年度 満田　 稔 （豊橋東）
2011-’13年度 満田　 稔 （豊橋東）
2013-’16年度 小島　哲夫（豊田中）
2016-’18年度 長谷川龍伸（名古屋丸の内）

委員会概要 》
　前年度に続き、委員長を務めさせていただきま
す。「奨学基金」事業は、海外の大学院で重点6分
野について学びたい方がグローバル補助金奨学生
として留学できるようお世話をするものです。また
「平和フェローシップ」事業では、研究実績のある
方が海外にある「ロータリー平和センター」のパート
ナー大学で平和と紛争解決についてさらに研究を
深められるようお手伝いをします。「平和フェロー」
は全世界で1年に100名という狭き門ですが、当地区
は3年連続で「平和フェロー」を輩出するなど目覚ま
しい成果を上げています。
　本年度も、ロータリーが提唱する相互理解と世界
平和の実現に向けて、その人材育成に貢献したいと
考えています。

送られることとなりました。
この様に、3年間のパイロット期間皆様には大変お
世話になり有難う御座いました。
　引続き、2013～2014年度田中年度もお世話にな
りますので、よろしくお願い申し上げます。

成果の向上とともにロータリーのイメージ向上に努
めたいと思います。
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History of the committee］

［History of the club

ポリオプラス委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 成田幸太郎（稲沢）
2009-’10年度 磯部　 繁 （一宮）
2010-’11年度 大西　和夫（名古屋東山）
2011-’13年度 増田　盛英（名古屋瑞穂）
2013-’14年度 岩崎　光記（名古屋名駅）
2014-’15年度 横井　 定 （稲沢）
2015-’16年度 佐々木久直（一宮）
2016-’18年度 加藤　浩一（犬山）

委員会概要 》
　1985年ポリオ撲滅は夢物語と思われていました。
実際、1988年当時のポリオは、世界125ヵ国で流行
し、実に年間感染者数は35万人にのぼっていまし
た。それが現在では、ポリオ常在国はアフガニスタ
ンとパキスタンの2ヵ国を残すのみとなりました。こ
うなることができたのも、世界中のロータリアンを
はじめ、たくさんの方々の多大なるご協力があった
からにほかなりません。実は、我が国でもポリオと
闘い、撲滅を勝ち取った歴史があります。日本では
1949年より各地で流行、1960年をピークに翌年より
急速に減少しました。これは、日本が世界から多く
の支援を受けたことにより実現しました。このこと
は忘れてはなりません。当地区のポリオ・プラス委員
会は、ここ数年インドでのNID活動（全国一斉ワク
チン接種日）を通して、2014年3月のインドポリオフ
リーに貢献してまいりました。
　今後も様々なイベント（WFF等々）や募金活動を
通じて、多くの方々にポリオを理解していただき、
2018年ポリオ撲滅の一助を担うことができれば、幸
いです。

米山奨学委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 大西　弘高（名古屋東南）
2009-’10年度 竹内　一郎（刈谷）
2010-’13年度 中島　 実 （名古屋北）

ロータリー平和フェローシップ委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 深谷　友尋（名古屋港）
2009-’13年度 石川　昌和（豊橋南）
委員会概要 》
　RI田中会長はロータリーの平和という概念につい
て、奉仕を通じて家庭の平和から世界の平和まで
語っています。千田ガバナーのご指導のもと当委員
会はこの概念をクラブや会員に理解して頂き、更に
地域の皆様に少しでも平和について啓蒙できる様
に努力します。

学友委員会
歴代委員長 》
2016-’17年度 小島　哲夫（豊田中）
2017-’18年度 池谷　 悟 （中部名古屋みらい）

委員会概要 》
　地区学友委員会委員長を拝命しました池谷と申
します。この委員会は、ロータリープログラムの終了
者は全て「ロータリーファミリー（地区学友）」であ
るという方針をベースに、その方たちがロータリアン
としての参加していただくきっかけを提供していく
事業を行います。対象者は、財団奨学生・ロータ
リー平和フェロー・GSE・VTT・米山奨学生・青少年
関連（インターアクト・ローターアクト・RYRA・青少
年交換など）のプログラム参加者です。各委員会間
の情報を共有し、学友間でSNS などを使った情報
共有の場を提供するなどして、興味を喚起しロータ
リアンへの参加を促していきます。

　特に田中会長と千田ガバナー年度は日本のロー
タリーアンとして2013年5月17日と18日に開催される
「ロータリー世界平和フォーラム広島」を絶対に成
功させねばなりません。
　日本人として3人目の田中RI会長が強い思いを込
めて「平和はあなたから始まる」をテーマに、新世
代に焦点を当て国内の全ての地区からの参加を迎
えて開催されます。全国会員は一人300円の負担で
すが、少しでも地区より更なる支援が出来ればと思
います。
　フェローシッププロブラムは、平和構築への意欲
を持つ人々に、平和と紛争解決の分野における高い
レベルの教育の機会を提供するものです。学費、旅
費、生活費、実地研修費を含む完全奨学金です。こ
の平和フェロー候補者を地区より推薦することは平
和を築く活動の一翼を担うことになります。この候
補者を見つけるためには地域の人々に募集を知らせ
るとか、ロータリーに地域の人々を招待するとか、口
コミを利用する等いろいろ考えられます。しかし毎
年この奨学金のPRが各クラブ会長に出来ていない
のが現状であり、今年はこの点を少しでも改善する
努力をする所存です。

2013-’15年度 伊藤　敦夫（豊田中）
2015-’18年度 金田　英和（名古屋東山）

委員会概要 》
　日頃からロータリアン各位の米山へのご支援に
心から感謝いたします。私が地区へ出向しました7
年ほど前は、全国で採用する学生数が700名でした
が、今年は780名になりました。当2760地区は26名
から48名採用学生数になりました。米山記念奨学
生は世界との平和の架け橋となる貴重な存在です。
一本でも多くこの愛知から平和の架け橋をかけた
いと願っております。ロータリアンの毎年の寄付だ
けで成り立っている米山記念奨学事業。まさに皆さ
んが主役です。ぜひ世話クラブ、カウンセラーをお引
き受けいただき、じかに奨学生たちとお付き合いく
ださい。卒業後も学友となり、自身が学んだロータ
リー精神を実践する機会を望んでいます。

青少年安全保護（危機管理）委員会
危機管理委員会
歴代委員長 》
2008-’11年度 國分　孝雄（名古屋和合）
2011-’14年度 高山　光雄（名古屋空港）
2014-’17年度 黒田　勝基（高浜）
2017-’18年度 高木　正義（名古屋大須）
委員会概要 》
　危機管理はロータリー活動を始め、家庭や企業
活動等あらゆる場面に必要とされますが、この委員
会はロータリー活動にとり望ましくない事態が生じ
た時に活動します。しかしその際にクラブで対処す
る事も多々あります。その対処についてご理解頂く
ための危機管理セミナーを行いますので、ご参加を
お願いします。それとは別に従前より各クラブで危
機管理についての卓話をさせて頂いてきましたが、
まだ半数近くのクラブでその機会を頂いておりませ
ん。ぜひお声掛けをお願いします。
　さて、地区に危機管理基金が設けられましたが、
これを取り崩さない事、つまりロータリーに於ける
重大な危機が起こらないことを祈念して就任のご
挨拶とさせていただきます。本年度も危機管理委員
会に対しご協力・ご支援をお願いいたします。

歴代委員長 》
2008-’09年度 大西　弘高（名古屋東南）
2009-’10年度 竹内　一郎（刈谷）
2010-’13年度 中島　 実 （名古屋北）

RLI実行委員会
歴代委員長 》
2016-’17年度 関口　宗男（名古屋みなと）

ＷＦＦ委員会
歴代委員長 》
2016-’18年度 加藤　陽一（瀬戸）

委員会概要 》
第4回ワールドフード＋ふれ愛フェスタ（WFF）が10

月22日（土）23日（日）に開催されます。
　この事業は今や日本中のロータリアンの中で有名
になり、今回も他地区より大勢のロータリアンが見
学に来られることと思います。
　当地区としても今回はWFF実行委員会を立ち上げ、
この事業を昨年にも増して強力に推し進めることにな
り、服部ガバナーより私が委員長に任命されました。
　昨年は7万人もの人々に集まっていただきました
が、本年は今まで以上に当地区が誇る素晴らしい
ファンドレイジングの事業にしようと委員会全員で
頑張る所存でございます。
　ぜひとも地区内全クラブ、全分区、全ロータリア
ンの絶大なるご協力をお願いしつつ、全員参加型の
事業、ワールドフード＋ふれ愛フェスタ、そしてロー
タリーデーin愛知を通じ、RI会長ジョン・F・ジャーム
氏の提唱するポリオ撲滅の最終章を伝え、ロータ
リーブランドの認識と実行に努めたいと思います。

2013-’15年度 伊藤　敦夫（豊田中）
2015-’18年度 金田　英和（名古屋東山）

委員会概要 》
　日頃からロータリアン各位の米山へのご支援に
心から感謝いたします。私が地区へ出向しました7
年ほど前は、全国で採用する学生数が700名でした
が、今年は780名になりました。当2760地区は26名
から48名採用学生数になりました。米山記念奨学
生は世界との平和の架け橋となる貴重な存在です。
一本でも多くこの愛知から平和の架け橋をかけた
いと願っております。ロータリアンの毎年の寄付だ
けで成り立っている米山記念奨学事業。まさに皆さ
んが主役です。ぜひ世話クラブ、カウンセラーをお引
き受けいただき、じかに奨学生たちとお付き合いく
ださい。卒業後も学友となり、自身が学んだロータ
リー精神を実践する機会を望んでいます。

委員会概要 》
　RLI（ロータリー・リーダーシップ研究会）の目的
はロータリアンの知識を啓発し、一人一人のロータ
リアンのモチベーションを高め、リーダーシップを
涵養するための全世界の地区の連合体組織です。
ロータリーの組織や活動に関して、正しく、深い知
識を持ち、高い指導能力のあるロータリアンを支援
するために活動しており、日本の「ロータリー米山
記念奨学会」と同じように、RIが承認した多地区合
同プログラムです。
　日本では2008.6にRLI日本支部が発足しました。
現在、国内34地区のうち15地区が活動を進めてい
ます。当2760地区では、2011-12年度からRLIの研修
を取り入れて、第5期が終了しました。
　受講対象者を会長エレクトとして、パートⅠ、Ⅱ、Ⅲ
の3日間を予定し、各セッションを通して、多くの
ロータリアンの意見を聴いて、参考にしながら、ご
自分のロータリー観を確立して頂き、クラブ活動に
少しでも寄与して頂ければと思いますので、皆様方
のご理解とご協力を宜しくお願い致します。
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ポリオプラス委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 成田幸太郎（稲沢）
2009-’10年度 磯部　 繁 （一宮）
2010-’11年度 大西　和夫（名古屋東山）
2011-’13年度 増田　盛英（名古屋瑞穂）
2013-’14年度 岩崎　光記（名古屋名駅）
2014-’15年度 横井　 定 （稲沢）
2015-’16年度 佐々木久直（一宮）
2016-’18年度 加藤　浩一（犬山）

委員会概要 》
　1985年ポリオ撲滅は夢物語と思われていました。
実際、1988年当時のポリオは、世界125ヵ国で流行
し、実に年間感染者数は35万人にのぼっていまし
た。それが現在では、ポリオ常在国はアフガニスタ
ンとパキスタンの2ヵ国を残すのみとなりました。こ
うなることができたのも、世界中のロータリアンを
はじめ、たくさんの方々の多大なるご協力があった
からにほかなりません。実は、我が国でもポリオと
闘い、撲滅を勝ち取った歴史があります。日本では
1949年より各地で流行、1960年をピークに翌年より
急速に減少しました。これは、日本が世界から多く
の支援を受けたことにより実現しました。このこと
は忘れてはなりません。当地区のポリオ・プラス委員
会は、ここ数年インドでのNID活動（全国一斉ワク
チン接種日）を通して、2014年3月のインドポリオフ
リーに貢献してまいりました。
　今後も様々なイベント（WFF等々）や募金活動を
通じて、多くの方々にポリオを理解していただき、
2018年ポリオ撲滅の一助を担うことができれば、幸
いです。

米山奨学委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 大西　弘高（名古屋東南）
2009-’10年度 竹内　一郎（刈谷）
2010-’13年度 中島　 実 （名古屋北）

ロータリー平和フェローシップ委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 深谷　友尋（名古屋港）
2009-’13年度 石川　昌和（豊橋南）
委員会概要 》
　RI田中会長はロータリーの平和という概念につい
て、奉仕を通じて家庭の平和から世界の平和まで
語っています。千田ガバナーのご指導のもと当委員
会はこの概念をクラブや会員に理解して頂き、更に
地域の皆様に少しでも平和について啓蒙できる様
に努力します。

学友委員会
歴代委員長 》
2016-’17年度 小島　哲夫（豊田中）
2017-’18年度 池谷　 悟 （中部名古屋みらい）

委員会概要 》
　地区学友委員会委員長を拝命しました池谷と申
します。この委員会は、ロータリープログラムの終了
者は全て「ロータリーファミリー（地区学友）」であ
るという方針をベースに、その方たちがロータリアン
としての参加していただくきっかけを提供していく
事業を行います。対象者は、財団奨学生・ロータ
リー平和フェロー・GSE・VTT・米山奨学生・青少年
関連（インターアクト・ローターアクト・RYRA・青少
年交換など）のプログラム参加者です。各委員会間
の情報を共有し、学友間でSNS などを使った情報
共有の場を提供するなどして、興味を喚起しロータ
リアンへの参加を促していきます。

　特に田中会長と千田ガバナー年度は日本のロー
タリーアンとして2013年5月17日と18日に開催される
「ロータリー世界平和フォーラム広島」を絶対に成
功させねばなりません。
　日本人として3人目の田中RI会長が強い思いを込
めて「平和はあなたから始まる」をテーマに、新世
代に焦点を当て国内の全ての地区からの参加を迎
えて開催されます。全国会員は一人300円の負担で
すが、少しでも地区より更なる支援が出来ればと思
います。
　フェローシッププロブラムは、平和構築への意欲
を持つ人々に、平和と紛争解決の分野における高い
レベルの教育の機会を提供するものです。学費、旅
費、生活費、実地研修費を含む完全奨学金です。こ
の平和フェロー候補者を地区より推薦することは平
和を築く活動の一翼を担うことになります。この候
補者を見つけるためには地域の人々に募集を知らせ
るとか、ロータリーに地域の人々を招待するとか、口
コミを利用する等いろいろ考えられます。しかし毎
年この奨学金のPRが各クラブ会長に出来ていない
のが現状であり、今年はこの点を少しでも改善する
努力をする所存です。

2013-’15年度 伊藤　敦夫（豊田中）
2015-’18年度 金田　英和（名古屋東山）

委員会概要 》
　日頃からロータリアン各位の米山へのご支援に
心から感謝いたします。私が地区へ出向しました7
年ほど前は、全国で採用する学生数が700名でした
が、今年は780名になりました。当2760地区は26名
から48名採用学生数になりました。米山記念奨学
生は世界との平和の架け橋となる貴重な存在です。
一本でも多くこの愛知から平和の架け橋をかけた
いと願っております。ロータリアンの毎年の寄付だ
けで成り立っている米山記念奨学事業。まさに皆さ
んが主役です。ぜひ世話クラブ、カウンセラーをお引
き受けいただき、じかに奨学生たちとお付き合いく
ださい。卒業後も学友となり、自身が学んだロータ
リー精神を実践する機会を望んでいます。
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青少年安全保護（危機管理）委員会
危機管理委員会
歴代委員長 》
2008-’11年度 國分　孝雄（名古屋和合）
2011-’14年度 高山　光雄（名古屋空港）
2014-’17年度 黒田　勝基（高浜）
2017-’18年度 高木　正義（名古屋大須）
委員会概要 》
　危機管理はロータリー活動を始め、家庭や企業
活動等あらゆる場面に必要とされますが、この委員
会はロータリー活動にとり望ましくない事態が生じ
た時に活動します。しかしその際にクラブで対処す
る事も多々あります。その対処についてご理解頂く
ための危機管理セミナーを行いますので、ご参加を
お願いします。それとは別に従前より各クラブで危
機管理についての卓話をさせて頂いてきましたが、
まだ半数近くのクラブでその機会を頂いておりませ
ん。ぜひお声掛けをお願いします。
　さて、地区に危機管理基金が設けられましたが、
これを取り崩さない事、つまりロータリーに於ける
重大な危機が起こらないことを祈念して就任のご
挨拶とさせていただきます。本年度も危機管理委員
会に対しご協力・ご支援をお願いいたします。

歴代委員長 》
2008-’09年度 大西　弘高（名古屋東南）
2009-’10年度 竹内　一郎（刈谷）
2010-’13年度 中島　 実 （名古屋北）

RLI実行委員会
歴代委員長 》
2016-’17年度 関口　宗男（名古屋みなと）

ＷＦＦ委員会
歴代委員長 》
2016-’18年度 加藤　陽一（瀬戸）

委員会概要 》
第4回ワールドフード＋ふれ愛フェスタ（WFF）が10

月22日（土）23日（日）に開催されます。
　この事業は今や日本中のロータリアンの中で有名
になり、今回も他地区より大勢のロータリアンが見
学に来られることと思います。
　当地区としても今回はWFF実行委員会を立ち上げ、
この事業を昨年にも増して強力に推し進めることにな
り、服部ガバナーより私が委員長に任命されました。
　昨年は7万人もの人々に集まっていただきました
が、本年は今まで以上に当地区が誇る素晴らしい
ファンドレイジングの事業にしようと委員会全員で
頑張る所存でございます。
　ぜひとも地区内全クラブ、全分区、全ロータリア
ンの絶大なるご協力をお願いしつつ、全員参加型の
事業、ワールドフード＋ふれ愛フェスタ、そしてロー
タリーデーin愛知を通じ、RI会長ジョン・F・ジャーム
氏の提唱するポリオ撲滅の最終章を伝え、ロータ
リーブランドの認識と実行に努めたいと思います。

2013-’15年度 伊藤　敦夫（豊田中）
2015-’18年度 金田　英和（名古屋東山）

委員会概要 》
　日頃からロータリアン各位の米山へのご支援に
心から感謝いたします。私が地区へ出向しました7
年ほど前は、全国で採用する学生数が700名でした
が、今年は780名になりました。当2760地区は26名
から48名採用学生数になりました。米山記念奨学
生は世界との平和の架け橋となる貴重な存在です。
一本でも多くこの愛知から平和の架け橋をかけた
いと願っております。ロータリアンの毎年の寄付だ
けで成り立っている米山記念奨学事業。まさに皆さ
んが主役です。ぜひ世話クラブ、カウンセラーをお引
き受けいただき、じかに奨学生たちとお付き合いく
ださい。卒業後も学友となり、自身が学んだロータ
リー精神を実践する機会を望んでいます。

委員会概要 》
　RLI（ロータリー・リーダーシップ研究会）の目的
はロータリアンの知識を啓発し、一人一人のロータ
リアンのモチベーションを高め、リーダーシップを
涵養するための全世界の地区の連合体組織です。
ロータリーの組織や活動に関して、正しく、深い知
識を持ち、高い指導能力のあるロータリアンを支援
するために活動しており、日本の「ロータリー米山
記念奨学会」と同じように、RIが承認した多地区合
同プログラムです。
　日本では2008.6にRLI日本支部が発足しました。
現在、国内34地区のうち15地区が活動を進めてい
ます。当2760地区では、2011-12年度からRLIの研修
を取り入れて、第5期が終了しました。
　受講対象者を会長エレクトとして、パートⅠ、Ⅱ、Ⅲ
の3日間を予定し、各セッションを通して、多くの
ロータリアンの意見を聴いて、参考にしながら、ご
自分のロータリー観を確立して頂き、クラブ活動に
少しでも寄与して頂ければと思いますので、皆様方
のご理解とご協力を宜しくお願い致します。
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地区史編纂委員会
地区10年史編纂委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 江崎　柳節（小牧）
2017-’18年度 近藤雄亮（名古屋瑞穂）
委員会概要 》
　ロータリーは今、過去どんな風だったかを歴史に
学び、現在どの様になっているかを、しっかり見据え、
そして将来どの様になっていくのか、あるいはどの
様にしていくのかを考える大事な変化点にあると思
います。そういった意味で10年を一区切りとした地
区誌を発刊することは大変意義深いことだと思い
ます。特にこの10年間国際ロータリーも大きく変化
し、戦略計画の下、規定審議会決議で規則が色々
変化する中、今回ロータリーの激動期を地区誌に残
すということは有意義なことだと思います。各クラブ
のご協力を頂きながら充実した内容にするべく委員
会一同発刊に向け頑張っていくつもりでいます。会
員の皆様方のご協力・ご支援の程宜しくお願い致し
ます。

被災高校生支援委員会
歴代委員長 》
2016-’18年度 本多　 満 （名古屋東）
委員会概要 》
　早いもので、本事業も最終年度となります。当委
員会の事業の2年目の活動について報告をいたしま
す。奨学金支援事業は33名に2回で約1200万円を
送金しました。
　心の交流事業は奨学生からの写真、手紙による
高校生活の報告がされました。
　2760地区よりは近藤ガバナー、各ロータリークラ
ブの会長他の手紙と、桜花学園高等学校インターア
クトクラブの協力で手作りアルバムのプレゼントを1
月に行いました。
　その他には当委員会事業のPR活動、WFFでの
2520地区二戸RC、仙台青葉RCとともに復興支援活
動等を行いました。本年度は奨学金支援として、9月
に約600万円を送金いたします。また心の交流事業
は来年1月にガバナー、会長メッセージの送付を予定
しています。御協力をお願いします。そして3月には
事業終了の記念行事、4月に2520地区との合同で事
業のクロージング、事業の決算を予定しています。
　ほぼ全員の奨学生が3月に卒業を予定していま
す。来年4月には進学、就職で各自が自分で決めた
進路に進むでしょう。本年は委員会の最終年度で
すが、委員会一同心を込めて事業が無事完了する
よう努力をしてまいります。

地区大会企画委員会
歴代委員長 》
2008-’09年度 片山　主水（名古屋東南）
2009-’10年度 大澤　輝秀（豊川）
2010-’11年度 田嶋　好博（名古屋北）
2011-’12年度 松前　憲典（一宮中央）
2012-’13年度 千田　 毅 （名古屋東）
2013-’14年度 田中　正規（西尾）
2014-’15年度 近藤　雄亮（名古屋瑞穂）
2015-’16年度 加藤　陽一（瀬戸）
2016-’17年度 服部　良男（岡崎）
2017-’18年度 神野　重行（名古屋名駅）

東日本大震災プロジェクト委員会
歴代委員長 》
2012-’15年度 鈴木　元弘（豊田）
委員会概要 》
　当委員会が設立されて4年目を迎えました。これ
まで被災地の復興支援委員会と連携を図り支援要
請情報、当地区の活動報告などを発信して参りまし
たが現地の復興支援委員会も閉鎖されロータリー
としての活動はごく限られて参りました。現在、国に
よる復興が急ピッチで行われておりますことは皆さ
まもご存じだと思います。が、しかし今もなお避難
されて見える方は27万人、仮設住宅では10万人の方
が暮らしておられることが現実です。当地区の支援
活動も縮小の傾向にありますが、毎回現地に行くた
びに、もっと多くのロータリアンが被災地に出かけ
てほしいと思います。
　当委員会は近い将来必ず起きるであろうとされ
ている東南海地震に備えて、当地区としての初動体
制をまとめ上げて参ります。会員の皆様には引き続
きの被災地への支援と、当委員会に対しましてのご
指導、ご協力をお願いします。
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半田ロータリークラブ
1951年6月6日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　1951年に名古屋ロータリークラブをスポンサークラブとし
て県下で4番目のクラブとして創立されました。
　2021年5月には70周年を迎えます。その間ガバナーを2
名輩出しました。
奉仕の歩み >>>>>>>

　2008年7月には「愛地球博」からの絆でブータン王国ヘ
学校教育活動支援で訪問しました。
　2011年5月には60周年記念式典等を3月の東日本大震
災を憂慮して内輪のみの創立記念例会・食事会としまし
た。記念事業としては南吉記念館へ説明パネル、市民病
院へは車椅子を贈呈しました。

特記すべき活動 >>>>>>>

　2015年2月にはクラブとして2回目の地区大会を半田・名
古屋の地で開催しました。
　2008年のブータン王国の訪問を契機に半田ブータン青
少年協会設立にも寄与し学校教育のみならず、2016年、
2018年には僻地農業支援事業として訪問しています。
　2017年3月には松本RC姉妹提携30周年記念例会を
実施し、2018年5月には松本RC65周年で松本へ訪問し
交互に交流を深めています。

1951年5月16日

1951年10月18日

名古屋ロータリークラブ

58名 （2018年6月現在）

Farm&

www.handa-rc.jp info@handa-rc.jp

〒475-0857　半田市広小路町155-3　クラシティ半田　2F
TEL（0569）24-5050　FAX（0569）24-5051

23名

南尾張分区

木曜日　12時30分～

半田商工会議所　2F

〒475-0874　半田市銀座本町1-1-1
TEL（0569）21-0301　FAX（0569）26-3100

60周年記念事業「童話の森」散策案内看板贈呈式　 松本RC・半田RC 姉妹提携30周年記念例会
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常滑ロータリークラブ
1966年6月11日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　常滑市は知多半島の西海岸の中央部に位置し、面積
は55.65平方キロメートル、東西6キロメートル、南北15キロ
メートル、海岸線19.8キロメートルの南北に細長い街であ
る。人口は59,072人、世帯数は24,464世帯（平成31年2月
現在）で年々増加傾向にある。歴史としては常滑焼は日本
六古窯の一つで平安時代後期から現代まで製造が盛ん
に行われている。産業として中部国際空港（セントレア）も
定着し、空港を利用する国内外の観光客は増加傾向にあ
る。2019年には国際展示場も開設される。近年常滑市を
取り巻く環境は目まぐるしく変化している。
常滑ロータリークラブは1966年5月30日創立以来、ガバ
ナー1名、ガバナー補佐6名を輩出しており、2016年5月8日
に50周年記念式典を開催。
奉仕の歩み >>>>>>>

　2008年地区補助金事業「ふれあい事業」として常滑中
学校へ桜の植樹と「四つのテスト」陶板の設置。2012年に

東日本大震災復興支援として、大船渡・仙台を訪問して、
ロータリアンの友情を深めた。2013年常滑市南陵中学校
創立50周年を記念してフォトタイルモニュメントの寄贈と植
樹を行った。2014年3月22,23日に常滑ロータリークラブのホ
ストで第22回RYLAセミナーを愛知県美浜少年自然の家
にて開催。
特記すべき活動 >>>>>>>

　2008.4～2010.3米山奨学生（中国）張楠さんの受入
れ。社会奉仕活動・青少年奉仕活動として、常滑市伝統
芸能囃子発表会への協賛、常滑市内児童生徒国際交
流推進協議会（TSIE）への支援、国際奉仕活動として、カ
ンボジアの復興支援、タイへ体の不自由な子供たちへ車
椅子を寄贈。孤児の救済を目的とした運営資金の援助。

1966年5月30日

1966年11月27日

半田ロータリークラブ

40名 （2018年6月現在）

あいち知多農業協同組合　本部ビル 6階

http://www.tac-net.ne.jp/̃toko-rc toko-rc@helen.ocn.ne.jp

〒479-0843　常滑市多屋字茨廻間1-111
TEL（0569）34-5555

24名

南尾張分区

金曜日　12時30分～

あいち知多農業協同組合　本部ビル 1階

〒479-0843　常滑市多屋字茨廻間1-111
TEL（0569）34-8698　FAX（0569）34-9490

50周年式典 RYLAセミナー
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東海ロータリークラブ
1969年5月09日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　「鉄と蘭の町」東海市の誕生と同時に1969年に創立承
認された東海ロータリークラブは、2019年4月に創立50周
年を迎えました。
奉仕の歩み >>>>>>>

　国際奉仕活動として1990年以降フィリピンのパサイミア
RCの給食事業を、また1992年以降カルカンノースRCの奨
学金事業の支援をしています。両クラブとは姉妹提携を結
び、毎年7月に現地に赴き支援金を手渡しています。
　1990年以降タイのシラアサナRCと姉妹提携を結び甲
状腺疾患患者の救済をはじめ、現在は近隣のウタラジット
RC、ピチャイRCと3クラブ合同で行うプロジェクトの支援を
しています。毎年11月に現地視察を行い支援金を手渡し
ています。

特記すべき活動 >>>>>>>

　青少年育成事業として1996年より市内の軟式野球クラ
ブの参加による「東海RC旗争奪少年野球大会」を毎年5
月に開催してきました。
　2002年より市内全中学校6校の参加による「東海RC旗
争奪駅伝大会」を毎年12月に開催してきました。
　1979年より市内の小中学生による少年剣道大会の支
援として「東海RC旗争奪少年剣道大会」を毎年10月に
開催しています。
　2018年より市内全小学校12校の参加による「東海RC
杯争奪サッカー大会」を11月に開催し、また「東海市ものづ
くり道場」として地元の子どもたちへ、ものづくりへの興味と
関心を育む事業に協賛しています。

1969年4月30日

1969年10月12日

名古屋港ロータリークラブ

55名 （2018年6月現在）

公園クラブ

https://tokai-rc.jp/ tokai-rc@ma.medias.ne.jp

〒476-0015　東海市東海町四丁目70-1
TEL（052）603-1009　FAX（052）603-1089

22名

南尾張分区

水曜日　12時30分～

東海市立商工センター　305号室

〒476-0013　東海市中央町四丁目2
TEL（0562）33-8255　FAX（0562）33-8257

姉妹提携を結ぶカルカンノースRCとの合同例会 東海RC杯争奪サッカー大会
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東知多ロータリークラブ
1969年6月13日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　知多半島の北東部の丘陵に戦前戦後には織物屋が
多かった。その後大府市、東浦町ではぶどう栽培が盛ん
で、阿久比では梅の栽培がされ、こうした農業やここ30年
程トヨタ自動車の関連工場が多い農業・産業の栄えた地
域に、1969年設立承認された東知多ロータリークラブは令
和1年6月7日に創立50周年を迎えた。
奉仕の歩み >>>>>>>

　1994年3月6日にインターアクトクラブ『県立阿久比高等
学校』をスポンサークラブとして創立し、当クラブ50周年に
併せ25周年を迎えた。毎年のインターアクト事業イングリッ
シュスピーチコンテスト・海外研修などの事業支援してい
る。2008年頃よりオイスカ（他団体:外国人農業技術研修）
とインターアクトクラブや交換留学生との交流事業も開催し
ました。2014年には年次大会を開催支援した。
また、古くから青少年交換の留学生の派遣そして受入なら
びに米山奨学生の受入も積極的に行っている。

　2004年頃より定期的に国際奉仕としてタイバンコクツ
リーオンクラブとタイアップして中古自転車修繕贈呈事業
や井戸施設設置事業ならびに盲学校支援事業などを支
援してまいりました。
2013年には社会奉仕事業として盲目のピアニストによる
1000人コンサート『天使の歌声』を開催し地元の子供た
ちや障害をもつ方々に勇気とやりがいを訴えた事業を行っ
た。
2019年に50周年記念事業として地域企業200名程の皆
さんにAI・ＩｏＴの講演を開催した。
特記すべき活動 >>>>>>>

東浦町社会福祉協議会の主催による『すれあい運動
会』を長年継続事業として支援している。
　また、継続事業として、エリアである大府市・東浦町・阿
久比町の小学生の野球大会『２１世紀青少年野球大会
ロータリー杯』を大府ロ－タリークラブと共に支援している。

1969年6月7日

1969年12月7日

半田ロータリークラブ

23名 （2019年5月末現在）

ル・グランジュール

http://hcrc2760.org/ higashichita.rc@gmail.com

〒470-2102　知多郡東浦町大字緒川字旭6-2
TEL（0562）85-2525　FA（0562）85-2625

30名

南尾張分区

木曜日　12時30分～

東知多ロータリークラブ

〒470-2102　知多郡東浦町大字緒川字旭６－２　イオンモール東浦別棟１階５０２区画　
TEL（0562）82-2101　FAX（0562）82-2102

2013年 社会奉事業、盲目のピアニストによる1,000人コンサート
「天使の歌声」開催

2004年頃より、定期的に国際奉仕として、タイバンコク　ツリーオンRCと
タイアップして、中古自転車修繕贈呈、井戸施設設置、盲学校支援事業の支援
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半田南ロータリークラブ
1980年2月25日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　気候温暖にしてよい環境に恵まれた知多半島で、伝統
工業としての醸造・織物をはじめ知多半島の政治経済の
中心としての半田市、港湾の拡充により臨海工業の街とし
て栄える武豊町、そして、観光を中心として一層の発展が
期待される美浜町・南知多町を地域とするクラブである。
奉仕の歩み >>>>>>>

　2008年より毎年、国際奉仕（WCS）として、バンコクのス
リウォンRCを通じて、図書支援や浄水器、リサイクル自転
車の寄付などを行っている。
　2012年、南吉の里レンタサイクル16台（含子供用3台）を
寄付した。
　2013年、南吉生誕100年に合わせ企画イベント用テント
一式を贈呈した。
　2015年、環境保全のための河川水質検査用ゴムボート
の寄付を行った。当RCで設置している半田南ロータリー

大賞により各種社会奉仕団体を表彰・奨励することにより、
地域社会への継続的な奉仕活動を行っている。
特記すべき活動 >>>>>>>

　2013年の分区内RC交流をきっかけに、名古屋名北RC
と現在も年1回の合同例会を行い、交流を深めている。
　2014年2月8日にはI.Mを名鉄グランドホテルにて開催し
た。
　2014年8月26日、会員家族、友人、同僚、地元団体など
と交流を図るロータリーデーを開催した。
　2015年は、当RC創立35周年であり、姉妹RCである
RI2600地区南佐久RCが創立40周年を迎えたため、それ
ぞれの時期に合同例会を行い、それ以降も親睦を継続し
ている。
　2012年、RIリスボン世界大会に参加して以降、毎年、RI
国際大会に参加する会員が、ガバナーナイトにも参加して
いる。

1980年2月12日

1980年2月14日

半田ロータリークラブ

35名 （2018年6月現在）

半田商工会議所　3階

http://handa-src.com/ handasrc@mist.ocn.ne.jp

〒475-0874　半田市銀座本町1-1-1
TEL（0569）21-0311　FAX（0569）23-4546

31名

南尾張分区

火曜日　12時30分～

半田商工会議所　2階

〒475-0874　半田市銀座本町1-1-1
TEL（0569）21-0324　FAX（0569）23-4546

2013年、南吉生誕100年に合わせ企画イベント用テント一式を贈呈 半田南ロータリー大賞
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知多ロータリークラブ
1988年1月8日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　毎年多くの来場者を迎える佐布里の梅林を持つ知多
市に、1988年に承認された知多RCは、2017年12月14日に
30周年を迎えた。
奉仕の歩み >>>>>>>

　1997年から青少年奉仕委員会の継続事業として支援
してきた「知多市ジュニア吹奏楽」が、2018年度を持って
解散となったため、新規事業として知多市ジュニアカップ
少年サッカー大会を支援する。初年度は地区補助金事業
として取り組み、優勝旗・盾・メダル等を表彰式にて授与す
る。
　また、知多市産業まつりでは、タイ北部、山地民の、学校
に通えない子供たちを支援するためのコーヒー栽培で収
穫された有機栽培コーヒーを販売し、売上金を支援してい
る。
特記すべき活動 >>>>>>>

　30周年を迎えた2017年には、RI会長が提唱した「ロータ
リアンが一人一本の植樹」により、佐布里緑と花のふれあ

い公園内の梅園に、23本のしだれ梅を植樹。この3月には
綺麗な花を咲かせ、来園者の目と心を楽しませた。
また、知多市の観光名所である「新舞子マリンパーク」最
寄りの名鉄新舞子駅の駅前ロータリーに、モニュメント看板
を設置し、市に寄贈。市公認キャラクターの「梅子」を描き、
知多市の観光地をアピールした。
　2010年6月、第1000回記念例会を開催。
　2011年4月、地区協議会のホストクラブを受け持ち、約
20名のメンバーで一致団結して設営を行い、南尾張分区
の協力を受け無事に開催。
　2012年11月、25周年記念例会を開催。主要駅の名鉄
朝倉駅前等にソーラー電波時計を寄贈。
　2015年10月、WFFにて南尾張分区のブースを出展。
知多を代表する商品として「ウィスキー知多」などを販売。
　2016年11月、市内岡田地区のどんぐり広場にて「どん
ぐり植樹会」を開催。緑豊かな街づくりに貢献するため、
2003年から産業まつりでどんぐりと培養土を配布してきた。

1987年12月14日

1988年3月6日

常滑ロータリークラブ

21名 （2018年6月現在）

（有）じろきん

http://www.chita-rotary.org info@chita-rotary.org

〒478-0051　知多市朝倉町299
TEL（0562）32-0111　FAX（0562）33-3591

23名

南尾張分区

月曜日　12時30分～

知多市商工会館　2F

〒478-0017　知多市新知字下森11-1
TEL（0562）55-0900　FAX（0562）55-9999

会員1人1本記念植樹 知多市ジュニアカップ少年サッカー大会 優勝チームと共に
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大府ロータリークラブ
2003年4月23日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　当クラブは東知多RCをスポンサークラブとして、2003年
に誕生し、当初は夜間例会で木曜日の19時より開催して
おりましたが、今は例会日と時間を変更して金曜日の12時
30分に開催しております。
奉仕の歩み >>>>>>>

　主な奉仕活動としては大府市手をつなぐ育成会が主
催するクリスマス会の開催支援と大府市身体障がい者福
祉協会が主催するボウリング大会の支援をしております。
また、東知多RCと協力して、東知多・大府ロータリークラブ
旗争奪21世紀少年野球大会を後援しており、この大会に
は多くの少年、少女が参加しています。他には地域に根差
した活動として、産業文化まつりに「バルーンアート」を企画
し、毎年参加しております。楽しみにしてくれている子ども達
も多く、成長が見えたり、会員と一緒に作品を作ったりと大
府市内の知名度向上に貢献しております。

　また、この10年で設立10周年、15周年を迎えることがで
きました。10周年の記念事業として、新設の大東小学校に
校訓碑を寄贈しました。15周年の記念事業としては、大府
市内の中学校と例会場にしている大府商工会議所に記
念品を寄贈しました。
特記すべき活動 >>>>>>>

　モンゴル出身の米山奨学生トモ君とは交流が続き、有
志一同でウランバートルRCの例会に参加しました。また、ウ
ランバートル116スクール盲学校にコンポストの寄贈も行い
ました。そして、会員の駐在履歴を活かして、インドのボン
ベイRCの例会にも参加しました。

2003年4月10日

2003年6月29日

東知多ロータリークラブ

22名 （2018年6月現在）

大府商工会議所　3階

https://obu-rc.org/ obu-rc@biglobe.co.jp

〒474-8503
大府市中央町五丁目70番地

28名

南尾張分区

金曜日　12時30分～

大府商工会議所　2階

〒474-8503　大府市中央町五丁目70番地
TEL（0562）44-6210　FAX（0562）44-6280

創立10周年記念式典 最終例会
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一宮ロータリークラブ
1949年12月31日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　1949年11月、戦後日本に新しく誕生した第1番目のクラ
ブとして創立された一宮RCは、2019年11月7日に70周年
を迎える。
奉仕の歩み >>>>>>>

　2009～10　クラブ創立60周年記念式典、記念事業と
して真清田神社記念碑除幕式・新地区補助金申請事業
「留学生交流例会」開催。
　2010～11　3000回記念例会開催。青少年交換学生
の派遣と受入。新地区補助金申請事業「地場産業の研
修と伝統文化の体験」開催。
　2011～12　新地区補助金事業「市民団体と企業社
会貢献とマッチングフェスタ」開催。
　2012～13　「ワクチン講演会」中野貴司教授・感染症
から命を守ることの重要性を講演。
　2013～14　「在宅医療、介護保険と認知症」と題する
講演会を開催。
　2014～15　ガバナー補佐輩出、西尾張分区IMをホス
ト。西尾張分区ゴルフ大会を開催。クラブ創立65周年記

念例会、そして記念事業「真清田神社ポールハリスの記
念碑移設式」開催。地区RYLAセミナー”思いやりの心を
育もう”をホスト。
　2015～16　地区補助金事業「織姫像移設除幕式」開
催。例会場を新しく建設された商工会議所ビル内に移転。
　2016～17　ロータリー財団100周年記念事業として
「浅野公園史跡案内板」を9基設置。
　2018～19　地区補助金申請事業「児童養護施設の
子供たちとの交流会」をレゴランドで開催。
特記すべき活動 >>>>>>>

　2008～09より会員増強の拡大に力を注ぎ、2008年7月
当初、79名から2016年4月7日には会員数100名に到達し、
2018年6月末106名になる。
　2011～12年には鷹司尚武氏（伊勢神宮大宮司）をお
迎えし、ビジター46名の方 を々加えた総勢114名参加の卓
話例会を開催。
　2018年11月には一宮の諸団体と共同して始めたグラウ
ンドワーク「大江川クリーン作戦」は、ローターアクトの協力
も得て、20周年を迎えた。

1949年11月7日

1950年4月12日

名古屋ロータリークラブ

107名 （2018年6月現在）

一宮商工会議所ビル　3階大ホール

https://rc138.org rc138@lily.ocn.ne.jp

〒491-0858　一宮市栄1-4-8
TEL（0586）72-4611

22名

西尾張分区

木曜日　12時30分～

一宮商工会議所　5階

〒491-0858　一宮市栄1-4-8
TEL（0586）24-1931　FAX（0586）71-4390

3000回記念例会 RYLAセミナーホスト
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津島ロータリークラブ
1953年6月22日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　尾張津島天王祭は500年以上の伝統があり、2016年に
はユネスコ無形文化遺産に登録された。この歴史と伝統の
町に、1953年6月、津島市と愛西市をテリトリーとして、第2760
地区で6番目の津島RCが創立され、昨年65周年を迎えた。
奉仕の歩み >>>>>>>

　2007-09年度、2010-11年度、2013-14年度、2015-16年
度、米山奨学生の世話クラブを務める。2013年、10年前に
津島RCが世話クラブとなった米山学友の尤銘煌さんが
初の全国米山親善大使となる。
　2013-14年度（カナダ）、2015-16年度（アメリカ）、青少年
交換の派遣及び受入。
　2001年から毎年、小学生のための夏休みを利用した
「天王子ども塾」を開催し、地域の歴史や文化を学ぶ1日
として、現在第18回まで開催している。
　2010-11年度西尾張分区ガバナー補佐事務所をつと
め、分区大会では金田一秀穂先生の講演を実施した。
　毎年申請している地区補助金事業では、地域の歴史
や文化をテーマにした講演会、ご当地検定、大茶会等を
開催するとともに、地元の学芸員等に協力していただき、

『海部津島人名事典（2010年）』『海部津島芸能祭礼事
典（2011年）』『津島のお茶室探訪（2018年）』など、地域
の歴史と文化を記録した冊子をこれまでに6種発行して、
地域の学校や図書館等に寄贈している。
　2011年の東日本大震災後、いち早く新聞社へ義援金を
届けた。また、岩手県大槌町の被災高校生支援に参加。
　2012年11月、創立60周年で尾張津島天王祭観光船の
ための救命クッションを、テリトリー内の2駅に太陽電池時
計を寄贈。職業奉仕として津島神社水路改修事業費を

提供した。
　2016年、台湾の姉妹クラブ・台北滬尾RCと共同で台湾
の一滴水和平公園に青楓を植樹。
特記すべき活動 >>>>>>>

　20年以上続く活動として、津島市と愛西市の図書館へ
地域に関わる資料や図書を寄贈している。
　2010-12年に第2760地区初の平和フェロー（第9期生）
のスポンサーになり、以後、歓迎会や家族での天王祭見
物等、帰国する都度ロータリアンとの交流を続けている。
　2014年に愛知県立津島東高校IACを提唱、設立に協力
し、年次大会、ライラセミナー、海外派遣研修等への参加を
支援するほか、津島RCが開催する地区補助金事業でのポ
リオ募金やイベントスタッフとして、一緒に活動している。
　2014年11月、地域の歴史や文化を織り込んだクラブソン
グ「津島ロータリークラブの歌」が会員の作詞・作曲により
制作され、例会で随時歌っている。
　2016-18年、姉妹クラブ・台北滬尾RCとのグローバル補
助金事業で「先住民への教育支援」を行う。台湾の山奥
にある桃園復興区高義國小学校にデジタル設備を寄贈
し、教師を育成して学習基盤を整えた。2018年4月に、日本
の会員が訪台し、視察・贈呈式を行った。

1953年6月5日

1953年10月18日

一宮ロータリークラブ

67名 （2018年6月現在）

ツシマウール会館

http://www.tsushima-rc.org/ info@tsushima-rc.org

〒496-0044　津島市立込町3-26-2
TEL（0567）26-1600　FAX（0567）26-1661

22名

西尾張分区

金曜日　12時30分～

ツシマウール会館

〒496-0044　津島市立込町3-26-2
TEL（0567）26-1600　FAX（0567）26-1661

グローバル補助金事業 視察時の関係者グローバル補助金事業 高義國小学校授業風景
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尾西ロータリークラブ
1955年12月17日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　尾西RCは1955年に設立され、2018年11月18日設立63
周年を迎える。2005年4月1日一宮市・尾西市・木曽川町の
2市1町が合併され、尾西市から一宮市となる。ガバナー補
佐としては3名を輩出している。

奉仕の歩み >>>>>>>

　2011年米山奨学生樊珊霞さんを受入れ。
　2017年10月一宮市尾西庁舎駐車場に設置してある時
計が古くなり文字盤が見にくくなったため、新しい時計を設
置し贈呈式を行った。
　2016年に国際平和フェローに辻坂文子さんを推薦、
2018年9月よりスウェーデン・ウプサラ大学にて平和と紛争
解決学を学んでいる。

特記すべき活動 >>>>>>>

　1979年に姉妹締結を結んだ台湾・水里RCとは来年に
は40周年を迎える。2008-2009年度はホテルナゴヤキャッ
スルにて、2014-2015年度には台湾を訪ねてというように、5
年毎に締結継続をしており、一年おきに相互のクラブを訪
問している。
　2012年田中作次氏がRI会長を務めるRIリスボン世界
大会に2名参加
　2014年11月創立60周年記念式典をホテルナゴヤキャッ
スルにて開催。
　職業奉仕の一環として「優良社員表彰」を創立まもな
い頃から継続して開催している。
　地域イベント「尾西まつり」に、歯科検診やロコモ度テス
トなどで永年にわたり協賛、地域との交流を進めている。

1955年11月18日

1956年10月28日

一宮ロータリークラブ、名古屋ロータリークラブ

19名 （2018年6月現在）

尾西信用金庫本店

http//bisai-rc.org bisai-rc@owari.ne.jp

〒494-0002　一宮市篭屋1丁目4番3号
TEL（0586）47-6300　FAX（0586）47-6101

26名

西尾張分区

月曜日　12時30分～

尾西信用金庫本店内

〒494-0002　一宮市篭屋1丁目4番3号
TEL（0586）47-6300　FAX（0586）47-6101

台湾・水里RCとの交流 尾西まつり 協賛中
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一宮北ロータリークラブ
1963年6月30日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　濃尾平野の真ん中に位置する一宮市は物流の拠点と
して、また名古屋市のベッドタウンとして近年人口が増加
し、尾張の中核都市としての地位を占めるまでになった。た
だ、基幹産業と言われた繊維産業が衰退してからこれと
いった産業が育っていないのが残念である。当クラブのメ
ンバーは当初こそ繊維関係の企業人が多かったが、現在
はメンバーの職業も多岐にわたっている。
　一宮北RCは2018年3月15日で創立55周年を迎えた。そ
の間ガバナー1名、ガバナー補佐2名を輩出した。会員数
は決して多くないが、和気あいあいとした例会を開催して
いる。
　女性会員数は2017年に6名（うち名誉会員1名）となり、
女性が輝く時代の実現に少なからず貢献していると自負
している。
奉仕の歩み >>>>>>>

　2008～13年、県立木曽川高校ブラスバンド部を支援
　2011年以降、4名の米山奨学生の世話クラブ
　2015～17年、ロータリー財団グローバル補助金奨学生
のスポンサークラブ。彼女を後に当クラブ名誉会員として

迎える。
　2017年、地区研修・協議会のホストを担当
　2018年、創立55周年記念事業として一宮市の老人施
設にカラオケ機器・マッサージ機を寄贈
特記すべき活動 >>>>>>>

　2013年に創立50周年を迎え、50周年記念事業としてス
タートした花水木賞が定着した。この事業は豊島PDGの
発案により、地域の発展や文化の向上に寄与した一宮市
内在住の個人または団体を金一封をもって表彰するもの
である。
　これまでの表彰の対象者は
第1回　フォーラム21少年少女合唱団、さんさん会
第2回　一宮市無形民俗文化財　島文楽保存会
第3回　冨田小冬（小学6年生）、チアフル・ママ　
第4回　一宮歩こう会、一宮ラグビークラブ
第5回　女子ラグビー選手 兼松由香、ごきげんなおはなしや
第6回　のわみ相談所
　また当クラブはIAC・RACの提唱クラブであり（一宮・尾
西・一宮中央の4RC共同）、修文女子高校IACの主管ク
ラブである。

1963年3月15日

1964年3月14日

一宮ロータリークラブ

40名 （2018年6月現在）

一宮商工会議所　3階ホール

http://rc138n.sakura.ne.jp rc138n@minos.ocn.ne.jp

〒491-0858　一宮市栄4-6-8
TEL（0586）72-4611

30名

西尾張分区

金曜日　12時30分～

一宮商工会議所　5階

〒491-0858　一宮市栄4-6-8
TEL（0586）24-1961　FAX（0586）71-4390

花水木賞受賞団体　フォーラム21少年少女合唱団 修文女子高等学校インターアクトクラブ出席例会
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稲沢ロータリークラブ
1963年12月6日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　稲沢市は大化の改新（645年）以降に尾張の国府が置
かれ政治の中心地となった。奈良時代から平安時代にか
けて尾張国衙が置かれるようになり、政治、文化の中心地
として歴史を重ね、尾張大國霊神社（国府宮）が尾張総
社として祀られ、767年を起源とする儺追神事（通称「国
府宮はだか祭」）は日本三大奇祭の一つとして数えられ
る。
　クラブは、1963年に創立、2013年に創立50周年記念式
典及び祝賀会を盛大に開催した。
奉仕の歩み >>>>>>>

　2008年9月、創立45周年を記念して稲沢市役所玄関ロ
ビーに稲沢市のマスコットキャラクター「いなッピー」像を贈
呈した。
　2009年5月20日、当クラブが提唱して愛知啓成高等学
校インターアクトクラブを創立。
　2011-2012年度から7年連続で、ロータリー財団地区補
助金を活用して稲沢市へ自動体外式除細動器（AED）
贈呈を行ってきた。

　2013-2014年度、創立50周年記念事業として、稲沢市
へブロンズ像「祈り」贈呈、国際友好姉妹クラブ豪州・カウ
ラRCと韓国・蔚山江南RCへ「ロータリーの鐘」贈呈、｠ロー
タリー日本財団とロータリー米山記念奨学会、愛知啓成
高等学校インターアクトクラブへの寄付を行った。
特記すべき活動 >>>>>>>

　国際友好姉妹クラブであるRI第9700地区豪州・カウラ
RCが東京・成蹊高校とカウラ高校との交換留学のサポー
トをしている縁で留学高校生を稲沢市へ招き、短期間の
受け入れを行い、中部地方の小旅行に連れて行ってい
る。この長年続く活動がカウラRCと交流を深めることにもつ
ながっており、留学生が両クラブの懸け橋になっている。
　RI第3721地区韓国・蔚山江南RCとは、1997-1998年
度に当クラブ会員がカウンセリングをした米山記念奨学生　
金 炫秀君のご縁で1999年4月14日に姉妹クラブ提携し
た。毎年の如く双方を相互訪問して親睦を深めている。
　青少年交換留学生のホストとスポンサー、米山記念奨
学生のカウンセリングに留まらず、国際友好クラブとの交流
も盛んに行われている。

1963年7月10日

1964年3月14日

一宮ロータリークラブ

47名 （2018年6月現在）

尾張大國霊神社（国府宮）

http://www.inazawa-rc.org/ rcinazawa@gmail.com

〒492-8137　稲沢市国府宮一丁目1番1号
TEL（0587）23-2121　FAX（0587）23-2122

30名

西尾張分区

水曜日　12時30分～

創立45周年 いなッピー像を贈呈 創立50周年 ブロンズ像「祈り」贈呈

〒492-8213
稲沢市高御堂一丁目2番1号　林商事ビル1階
TEL（0587）24-0740　FAX（0587）89-0265
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あまロータリークラブ
1969年6月23日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　1969年当時の愛知県海部郡12か町村の内8か町村を
テリトリーとして発足した。当地にゆかりの無い方には「海
部」を「あま」となかなか読んでいただけないこと等から「あ
まロータリークラブ」となる。2019年6月16日に50周年を迎え
る。
奉仕の歩み >>>>>>>

　2009年より蟹江町学戸ホタルの会へ作業用の水道を
寄贈。以降ほぼ毎年にわたり作業用ベスト、看板、水中ポ
ンプなどの支援を継続。
　2010年タイチェンマイのプラカチャセム小学校支援。
　2011年蟹江警察へ防犯カメラを寄贈。2019年には50
周年記念として津島・蟹江両警察に防犯カメラ寄贈。
　2011年大船渡西RCを通じて東日本大震災災害支援と
して老人ホームへエアコン設置。

　2012年モンゴルのフレーRCを通じて小学校の増築を
支援。以降、教育支援や砂漠化防止対策支援を行う。
　2015年フィリピン路上生活児の支援を行う。
　2017年ブータン王国にて児童就学率向上のために通
学用靴・文具などの提供を行う。
　2018年より子どものいじめ撲滅を目指すNPО団体ハッ
ピートークアカデミー協会への支援を開始する。
特記すべき活動 >>>>>>>

　2010年地区大会を主管。名古屋キャッスルホテルにて
開催する。
　2013年海部郡誕生100周年を記念して海部津島歴史
検定試験を実施する。
　2019年創立50周年記念式典他の記念行事を開催す
る。

1969年6月16日

1970年3月19日

津島ロータリークラブ

78名 （2018年6月現在）

名鉄グランドホテル

http://www.ama-rotary.jp/ kk01-ama@eos.ocn.ne.jp

〒450-0002　名古屋市中村区名駅1-2-4
TEL（052）582-2211

25名

西尾張分区

月曜日　12時30分～

あまロータリークラブ

〒450-0002　名古屋市中村区名駅1-2-4
TEL（052）451-6617　FAX（052）451-6710

フィリピン・ケソン市内ドロップインセンターにてテープカット モンゴル国トゥブ県アルガラント村砂漠への植樹
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名古屋清須ロータリークラブ （2006年度より西春日井RCから名称変更）

1975年11月03日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

 清洲は織田信長により城下一体は日本の中心地として
栄えました。その地に1975年に西春日井RCを設立・承認さ
れ、2020年に45周年を迎えます。
その間ガバナー補佐5名（この10年間は2名）を排出してい
ます。
奉仕の歩み >>>>>>>

・社会を明るくする運動にクラブ創立当初から参加し啓
発品を贈呈している。

・2001年から2017年までの18年間、地元の子供会を対象
に〝マスの掴み取り〟と五条川堤防の清掃を行ってきた。

・2008年以降、社会奉仕〝グリーンプロジェクト〟として清
洲公園、市役所、福祉センター等へ毎年植樹を行なっ
ている。

特記すべき活動 >>>>>>>

　1978年に台湾の永和RCと姉妹クラブとして、1993年に
四国の阿波池田RCと友好クラブとして提携をして、各クラ
ブ5年間隔の周年にお互い訪問しあい親睦と奉仕活動を
しています。
　また、グローバル補助金を活用してインドの小学校と中
学校9校に清潔な飲料水の提供、トイレなどの設備を整
備。以下3回の訪問を行いました。
・2017.8月　現地視察に6名参加
・2018.7月　事業立会式に5名参加
・2019.2月　完成確認と式典に7名参加
2019－20年度は地区大会のホストクラブを務めます。

1975年10月14日

1976年4月11日

稲沢ロータリークラブ

34名 （2018年6月現在）

名古屋マリオットアソシアホテル

http://www.nagoyakiyosu-rc.jp info@nagoyakiyosu-rc.jp

〒450-6002　名古屋市中村区名駅一丁目1番4号名古屋　マリオットアソシアホテル17階ルピナス
TEL（052）584-1111

9名

西尾張分区

火曜日　12時30分～

姉妹クラブとの姉妹締結式

16-17年度 青少年交換学生受入 17-18年度 グローバル補助金プロジェクト（インド訪問） 18-19年度 グローバル補助金プロジェクト（インド訪問）

子ども会に鱒1300匹の寄付「マスの掴み取り大会」

名古屋マリオットアソシアホテル

〒450-6002　名古屋市中村区名駅一丁目1番4号名古屋　マリオットアソシアホテル2225号室
TEL（052）533-8521　FAX（052）533-8545
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尾張中央ロータリークラブ

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　愛知県の北部に位置し、濃尾平野のほぼ中心にあり米
所と養蚕の盛んな土地であったが、名古屋の経済圏とし
て産業とベッドタウンとして急速に発展した。高速道路網、
鉄道、名古屋空港など交通の利便性が高いところから、同
クラブの中心的な北名古屋市は住宅都市として色彩がま
すます強くなり、緑の町と太陽の町として都市と田園が共
存する若さあふれる発展途上の地域となる。
奉仕の歩み >>>>>>>

　毎年11月に北名古屋商工祭に参加し、ロータリークラブ
のPR活動を行っています。身障者支援事業として北名古
屋市のセルプ師勝様ひまわり作業所様をお招きし、2019
年度「サイエンスショー」2018年度「ボーリング大会」2017
年度「人形劇鑑賞」等行っています。身障者と友に楽しく
サポートしながら交流し、みなさんに喜んで頂いています。
又毎年日々 作業向上の為の品 も々贈呈しています。身障
者の方々からは製造販売している、手作りクッキーを頂い
ています。5月には北名古屋市のゴミゼロ運動に参加し清

掃活動しています。
　又北名古屋市「社会を明るくする運動」にも参加し啓
蒙活動に使われる団扇を寄付させて頂いてます。
特記すべき活動 >>>>>>>

　2013年には創立30周年を迎え北名古屋市文化勤労
会館にて、記念講演・助成金贈呈式が開催されました。総
勢300名を超える参加をして頂きました。国際奉仕事業とし
ては2014年からラオスでの支援事業に参加・寄付をして
います。2016年ラオス、ボンスン村水道施設寄付並びに植
樹式,2019年ラオス、ナートン村簡易水道支援に参加致し
ました。
　2019年3月21日尾張中央RC提唱クラブとして名古屋芸
術大学ローターアクトクラブが設立致しました。設立・加盟
認証伝達式式典にはガバナーはじめ、地区役員、地区ク
ラブ、各地区RAC役員約90名程ご参加頂き開催致しまし
た。多種多様な学生が芸術・教育の研究する学生ならで
はの地域、社会貢献が今後楽しみです。

1984年5月6日

名古屋清須ロータリークラブ

33名 （2018年6月現在）

名鉄グランドホテル　第2・3　　CBC自動車学校　第1・4

http://owarichuo-rc.jpn.org/ kita2a-owarichuo-rc@rhythm.ocn.ne.jp

〒450-0002　愛知県名古屋市中村区名駅一丁目2番4号　名鉄バスターミナルビル 　11F～18F
TEL（052）582-2211（代）　FAX（052）582-2230

30名

西尾張分区

水曜日　12時30分～

尾張中央ロータリークラブ

〒481-0004　愛知県北名古屋市鹿田坂巻5－1
TEL（0568）25-4701 FAX（0568）25-4702

社会を明るくする運動 名古屋芸術大学ＲＡＣ加盟認証伝達式

1984年12月22日1983年12月22日
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一宮中央ロータリークラブ
1990年11月16日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　1990年10月31日毛織物の町一宮市に2760地区初の
女性会員3名を含む61名にて創立され、11月16日国際ロー
タリーに加盟が承認された。夜間例会そして女性会員6
名の特性を生かして会員相互の親睦を深め、ガバナー1
名、ガバナー補佐2名を輩出した。
奉仕の歩み >>>>>>>

　2008年第1回サッカー大会を開催。2009年阪神・淡路
大震災の支援を機に第2680地区津名RCと友好クラブ
締結。2010年青少年による「高校生留学の夢を語る会」
を開催。また提唱RACである一宮RACが地区代表を輩
出、地区運営を担う。2011～12年度ガバナーを輩出。2012
年カンボジア国際奉仕活動始まる。2013～14年度年ガバ
ナー補佐を輩出。2015年10月創立25周年を迎え、式典を
盛大に開催、記念事業を行う。2010年、2012年、2017年に
は青少年交換学生を受け入れる。

2つの特記すべき活動 >>>>>>>

「ロータリーカップ・サッカー大会」
2008～09年度に地域の子供達に”夢と希望を”と計画し、
第1回ロータリーサッカー大会を2008年9月23日一宮市光
明寺公園球技場にて開催。約200名の子供が参加。以
後毎年開催を重ね、今年度で10回目となる。一心不乱に
ボールを追う姿、勝利の笑顔は、ロータリアンの奉仕に対す
る最高のプレゼントである。
　「カンボジア・シェムリアップ国際奉仕活動」
2012～13年度に”恵まれない子供達に愛の手を”をテーマ
に会員6名にて第1回奉仕活動にカンボジアへ向う。当時
のRA地区代表の紹介で現地の奉仕団体代表と面会、
貧しい子供達の為に中学校を建設したいと協力の要請を
受ける。毎年検証も兼ね、6年間に亘り活動に出向く。支援
は物資だけではなく、調理場の整備や炊き出し、2016年教
育者の研修受入、2017年健康診断・体力測定、「ロータリ
アンが一人一本の植樹」を行う。

1990年10月31日

1991年5月19日

一宮北ロータリークラブ

45名 （2018年6月現在）

一宮商工会議所ビル　3Fホール

http://www.138crc.com icrc@alpha.ocn.ne.jp

〒491-0858　一宮市栄4-6-8
TEL（0586）72-4611

61名

西尾張分区

水曜日　18時～

一宮商工会議所ビル　5F

〒491-0858　一宮市栄4-6-8
TEL（0586）24-1959　FAX（0586）71-4390

サッカー大会 カンボジア国際奉仕活動
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瀬戸ロータリークラブ

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　千年以上の歴史と伝統を有するやきものの産地である
瀬戸市で、1959年に設立認証され、2009年8月には50周
年を迎えた。これまでにガバナー1名、分区代理3名、ガバ
ナー補佐2名を輩出した。
奉仕の歩み >>>>>>>

・隔年で地区青少年交換学生の派遣と受入を行なっ
た。毎年RYLAセミナーへの高校生を推薦している。米
山奨学生は6名を受け入れた。

・さくらんぼ学園（瀬戸市立瀬戸特別支援学校〔旧：瀬戸
養護学校〕）

　2009-10年度には福祉車両を寄付、2011-12年度には
大型テレビ一式の寄付、自立支援の一環として陶芸教
室の開催・地元企業への社会見学を実施した。2014-15
年度には児童・生徒による陶器絵付および地元のお祭り
での販売体験、2017-18年度には「花いっぱいプロジェク
ト」でオリジナル植木鉢の作成と地元のお祭りで苗木と
セットにした販売を行なった。

・地域に貢献できる国際奉仕活動として、2017-18年度に

識字率向上のため「ロータリー文庫」を設置し日本語初
期指導教室へ外国語図書を寄贈、市内在住の外国人
親子を対象としたプレ母語教室を開催した。

・毎年、地域の方への職業表彰を実施。
特記すべき活動 >>>>>>>

　2013年-2016年まで韓国のヨンジュRC（釜山）と米山奨
学生を交え交流した。2016年ソウル国際大会期間中「瀬
戸ナイト」を開催した。
　2013年7月24日例会で「さくらんぼ育成会RCC」認証伝
達式・結成式を行った。この年度よりRCCの活動のサポー
トを継続している。
　2014-15年度「瀬戸ロータリーデー」として、地元のお祭
り2日間で、会員によるポリオ撲滅の募金活動での寄付金
と、さくらんぼ学園の児童による販売活動の売上金をポリ
オプラスへ寄付した。この活動により「RI意義ある業績賞」
を受賞した。
　2015-16年度にはガバナーを輩出した。
　2018年3月開催のRYLAセミナーのホストを担当した。

1960年5月15日

名古屋ロータリークラブ

59名 （2018年6月現在）

瀬戸商工会議所

https://www.setorotary.com/ setorc@titan.ocn.ne.jp

〒489-8511　瀬戸市見付町38-2
TEL（0561）82-3123　FAX（0561）83-5204

22名

東尾張分区

水曜日　12時30分～

瀬戸商工会議所内

〒489-8511　瀬戸市見付町38-2
TEL（0561）84-1160　FAX（0561）84-0116

2014-15年度 瀬戸ロータリーデー 2017-18年度 第26回 RYLAセミナー

1959年9月11日1959年8月26日
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開催。地域の環境問題に取り組んでいる個人・団体が活動状況
を発表した。奉仕を通じて平和を築く為の多大な努力を称えRI
会長賞受賞。
　2013-14年度は国際奉仕委員会と青少年奉仕委員会が中心
となり、姉妹締結している台湾・草屯扶輪社との交流を継続。草
屯市にAEDを寄贈し講習会を行った。海外青少年交流に関す
る派遣事業を開催することで更なる友情を深め、地域の国際化
と発展に貢献した。RI会長賞受賞。
　2017-18年度は社会奉仕委員会・国際奉仕委員会・青少年奉
仕委員会の合同事業「子どもの未来応援団」にて基調講演等
開催。各団体の現状報告、またパネルディスカッションを行い、今
後の地域の子供に未来を託す環境を推進した。
　2018-19年度は社会奉仕委員会が在宅要介護者支援事業
として例年寄贈している大判タオルと共に子供達からのメッセー
ジカードを添える事業を行った。高齢者や在宅要介護者はもちろ
ん、協力してくれた子供たちへもロータリークラブの存在意義を示
した。
青少年国際交流事業について >>>>>>>
　次代を担う青少年に国際感覚を身につけてもらおうと姉妹提携
クラブの台湾草屯扶輪社と協力し1982年に始まった。1年毎に犬
山市・扶桑町のボーイスカウト・ガールスカウト派遣と草屯童子軍の
受入れを行っており2018-19年度で33回目を迎えた。

犬山ロータリークラブ

青少年国際交流事業／
台湾草屯派遣（2017-18年度）

地域先輩の出前授業
（2010-11年度）

1961年11月6日

地域とクラブの特色 >>>>>>>
　国宝犬山城を中心として城下町が形成され、現在も江戸時代
の街並みが残る「総構え」の城下町、城下では江戸時代から町
衆により受け継がれてきた「犬山祭」が開催され、歴史的町並み
と併せて犬山の重要な歴史的風致を形成している。2016年10
月29日に創立55周年記念式典が開催された。
奉仕の歩み >>>>>>>
　2008-09年度は社会奉仕委員会が「こどもエコ壁新聞展/
巡回展示」を開催。こども目線でのエコを考え直してセッションを
行った。「夢をかたちに」するための貢献を果たした功労を称え、
RI会長賞受賞。
　2010-11年度は職業奉仕委員会が地域の中学生を対象とした
「地域先輩の出前授業」を開催。キャリア教育の充実を図った。
意義ある業績賞受賞。
　2011-12年度は創立50周年記念式典及び記念講演会を開
催。講演会ではアグネス・チャン様に講演して頂いた。
　2014-15年度は社会奉仕・環境保全委員会が「オレンジリング
認知症サポーター推進運動」として「認知症サポーター養成講
座」を主催。受講した方にオレンジリングを配布。ガバナー賞受賞。
　2015-16年度は社会奉仕・環境保全委員会が地域コミュニ
ティである犬山ポタリングクラブへLEDフラッシュライトを寄贈。交
通安全活動への協力と交通安全・防犯への啓蒙活動を行った。
　2016-17年度は創立55周年記念式典を開催。迎える60周年
への記念すべき節目となった。ガバナー賞受賞、ロータリー財団
特別表彰受賞。
特記すべき活動 >>>>>>>

2009-10年度は職業奉仕委員会と社会奉仕委員会合同で
「よろず相談」を開催。様々な分野で地域住民の方々へ安心し
て日常生活が送れる様に無料相談会を行った。識IT率向上推
進賞としてガバナー賞受賞。
　2012-13年度は環境保全委員会が「環境保全フォーラム」を

1961年8月8日

1962年6月3日

一宮ロータリークラブ

54名 （2018年6月現在）

名鉄犬山ホテル

http://www.inuyama-rc.org info@inuiyama-rc.org

〒484-0082　犬山市大字犬山字北古券107-1
TEL（0568）61-2211　FAX（0568）62-5750

28名

東尾張分区

火曜日　12時30分～

〒484-0081
犬山市大字犬山字西畑22-5
TEL（0568）61-5219　FAX（0568）61-5523
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江南ロータリークラブ

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　木曽川の清流にはぐくまれた濃尾平野の北部に位置す
る江南市と大口町を区域として、江南RCは1965年創立
承認され、今年度54周年を迎えます。その間、ガバナー福
田清成君、ガバナーエレクト伊藤靖祐君、ガバナー補佐岩
井正彦君、古田嘉且君を輩出しています。
奉仕の歩み >>>>>>>

　2008年 小学四年生に「我が家の環境美化へのアイ
デア」の作品を募集し、夢の環境へのメッセージ展を開催。
（ガバナー賞受賞）　
　2009年 創立45周年記念として朝日山動物園名誉園
長小菅正夫氏講演会を開催。
　2010年 メンバーによる「地域市民へのよろず相談室」
を開催。（ガバナー賞受賞）
　2011年 心身障碍者支援介護施設への支援事業
　2012年 中学生のキャリア教育支援事業の開催。
　2013年 中学生の防災教育事業の開催。
　2014年 創立50周年記念として池上彰氏講演会の開催。 

　2015年 地域社会で子供たちの「食育」を考える事業
の開催。
　2016年 ニュートンのリンゴの木の苗木を植樹するプロ
ジェクトの開催。
　2017年 ちびっこ警察官による交通安全啓発事業の開
催。　
　2018年 中学生を対象に命について考える事業「生命
誕生、そしてつながり」の開催。　
特記すべき活動 >>>>>>>

　米山奨学生として
　2008年 リトル・アーロン・コーナー君　
　2011年 林開顔君　
　2012～2013年 金碩浩君　
　2015～2016年 胡斯楞君　
　2017年 張于喆君を受け入れ。　
　2014年 第2760地区に初めて愛知ロータリーEクラブが
創立し、東尾張分区第12番目のクラブでメインスポンサーと
して、その発展に協力。

1965年11月21日

一宮ロータリークラブ

44名 （2018年6月現在）

江南商工会館　1階大ホール

http://www.kounan-rc.com/ kounanrc@beach.ocn.ne.jp

〒483-8205　江南市古知野町小金112番地
TEL（0587）54-8132

27名

東尾張分区

木曜日　12時30分～

江南商工会館　別館1階

〒483-8205　江南市古知野町小金112番地
TEL（0587）55-6554　FAX（0587）59-7720

創立50周年記念事業 池上彰氏講演会 中学2年生を対象に命の大切さを講演

1965年6月25日1965年5月22日
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　2017-18年度には、障がい者自立支援事業として、小牧
ワイナリーへのぶどうの苗の植樹を行いました。
特記すべき活動 >>>>>>>

　米山奨学生の支援、財団奨学生の支援等を継続的に
行っています。又、友好クラブとしてオーストラリア カランド
ラＲＣと交流も実施しており、オーストラリアでのＪａｐａｎ ｆｅｓｔ
ｉｖａｌへの協賛やカランドラＲＣのメンバーが来日し人的交
流も積極的に行っています。小牧ＲＣが提唱している誉高
等学校インターアクトクラブは、毎年海外留学へ送り出すと
共に、前述した通りインターアクトクラブメンバーが中心とな
り年次大会を立派にホストとして成し遂げました。そして今
夏、誉高等学校野球
部は見事甲子園出
場を果たし大いに盛
り上がりました。
　今後とも青少年の
健全育成支援に力
を注いで参ります。

小牧ロータリークラブ

2008-09年度 サッカー教室 2014-15年度 タイムカプセル開封式

2008-09年度 絆の樹のモニュメント

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　人口15万都市小牧市は、名神･東名･中央･名古屋高
速の4つのハイウェイターミナルと空の玄関口名古屋空港
を有し、輸送中核都市として発展しています。
　小牧ＲＣは、1968年1月24日に創立以来52年目を迎え
ました。2007-08年度には江崎柳節ガバナーを輩出し、ガ
バナー補佐2名を輩出しました。2010-11年度ＲＹＬＡセミ
ナー、2016-17年度地区大会、2018-19年度インターアクトク
ラブ年次大会と数々のビッグイベントのホストクラブを担当し
成功を収めた行動力のあるクラブと自負しています。
奉仕の歩み >>>>>>>

　2008-09年度には、小牧に在住および小牧に働く多くの
外国人と小牧市民との心の絆を深める事業として「在住
外国人家族と小牧市民の絆の樹」を開催し、小牧パーク
アリーナに350名もの外国人と小牧市民が参加して、植樹
とモニュメントを設置し、サッカー教室を開催しました。
　2014-15年度には、成人の節目に10年前に自分へのメッ
セージを入れたタイムカプセルを開封する年度にあたり、
「20歳の自分へのメッセージ」タイムカプセル開封式を行
い、青少年健全育成の記念すべき事業となりました。

1968年6月9日

犬山ロータリークラブ・名古屋守山ロータリークラブ

31名 （2018年6月現在）

名鉄小牧ホテル

https://www.komaki-rc.jp/ info@komaki-rc.jp

〒485-0029
小牧中央一丁目260

35名

東尾張分区

水曜日

小牧商工会議所会館　5階

〒485-0041
小牧市小牧5丁目253

1968年2月1日1968年1月24日
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春日井ロータリークラブ
1969年5月01日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　市制75周年を迎えた春日井市は、「サボテンのまち」
「書のまち」「剣道のまち」として全国に名を馳せている。
1969年にスタートした春日井RCは来年創立50周年を迎え
る。姉妹クラブ：韓国・南釜山RC、台湾・東港RC、フィリピン・
セブRCそしてカナダとフィリピン・マニラの友好クラブと交流
を続けている。これまで分区代理2名、ガバナー補佐1名を
輩出した。
奉仕の歩み >>>>>>>

　2008年10月、平尾誠二氏をお迎えし、800人の市民を集
め創立40周年記念講演会を開催した。
　2009年4月、創立40周年を記念し、春日井市民プールに
テレビを寄贈した。
　2013年11月、市制70周年を記念して、春日井市少年自
然の家に「ニュートンの実験器具」を寄贈した。
　2014年2月、創立45周年を記念し、セブ島のシモンア
ユーダ小学校に水洗トイレを寄贈した。
　2015年10月、春日井高校で、スタントマンを使った交通
安全教室を開催した。

特記すべき活動 >>>>>>>

　社会奉仕活動として、創立25周年に造成した「ロータ
リーの森」を維持管理し、春にはロータリーの森例会を開
催している。2012年から「福祉のつどい」で、来場した実
生サボテンの鉢植えを体験してもらい、配布を続けている。
青少年奉仕活動として、創立当初からガールスカウト活動
の支援を行っている。東日本大震災で被災した子供たち
を招待する「雨にも負けず」プロジェクトの支援を行ってい
る。20年以上にわたり、春日井ロータリー旗サッカー大会を
開催している。
　職業奉仕活動としては、毎年職場例会を開催し、警察
署員と消防署員表彰を毎年続けている。
　国際奉仕活動としては、セブRCと協力しセブ島の中学
生に奨学金を授与する「あしながおじさん事業」を継続し
ている。春日井まつりに来日する姉妹都市ケローナ市のミス
ケローナを例会に招き交流を行っている。タンザニアにおい
て眼科医療活動を続けている市内の眼科医の支援を始
めた。

1969年4月28日

1969年11月03日

小牧ロータリークラブ

53名 （2018年6月現在）

ホテルプラザ勝川

http://www.kasugai-rc.jp/ ksgi-rc@gaea.ocn.ne.jp

〒486-0913　春日井市松新町1-5
TEL（0568）36-2311　FAX（0568）36-2310

34名

東尾張分区

金曜日　12時30分～

春日井商工会議所

〒486-0844　春日井市鳥居松町5-45
TEL（0568）81-8498　FAX（0568）82-0265

ロータリーの森例会 春日井ロータリー旗サッカー大会
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尾張旭ロータリークラブ
1971年2月11日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　尾張旭市は、名古屋市のベッドタウンとして、住宅及び
商業地区が混在する小都市である。市の北部には広大
な県立森林公園を有し、本年6月2日には、天皇皇后両陛
下をお迎えして第70回全国植樹祭が盛大に行われた。
　尾張旭ロータリークラブは、2021年2月に50周年を迎え
る。その間ガバナー1名、ガバナー補佐4名を輩出した。
奉仕の歩み >>>>>>>

　1991年より「尾張旭ロータリークラブ国際・地域青少年
育成基金制度」（略称OFDY基金）を設け、教育・文化・ス
ポーツの国際的な振興を図るため、わが国と海外の国と
の架け橋となる青少年並びに尾張旭市と隣接地域に居
住する青少年の健全なる育成を目的としている。原則とし
て、青少年奉仕事業を主としているがすべての奉仕事業
を対象としている。毎年9月と3月に基金月間として会員か
らの寄付を受け付け、現在に至っている。
特記すべき活動 >>>>>>>

　1992年より市民祭において苗木の配布の実施。
　1985年、国際ロータリークラブの規定審議会において
浜松東ロータリークラブより提唱された「地域に緑をふや

し、より良い環境をつくるため会員1名につき10本の苗木を
毎年地域に植えていこう運動」という提案が採択された。
この趣旨に賛同して現在も苗木配布（毎年約300本）を続
けている。
　2002年より2010年「ヤングミュージックin尾張旭」開催。
市内の小学校2校、中学校3校、県立高校、児童合唱団
が参加して市文化会館にて毎年盛大に発表会が行われ
た。
　2011年からは、市内中学校、県立高校、児童合唱団に
対して発表会や部活動に対して協賛を続けている。
　2012年から「東日本大震災復興支援事業」の実施。
宮城県松島第二幼稚園、福島県三春町にある富岡町立
幼小中学校（仮設校舎）へ直接訪問し、学用品・タオル等
を贈呈している。また、松島RC、三春RC、仙台青葉RCへ
訪問し友好を深め現在に至っている。
　毎年、ミニスポーツ、なわとび、サッカー、剣道の各大会に
メダルを贈呈。また、市内の県立高校新1年生にワイヤー
ロックキーの贈呈、市内の保育施設等へ絵本・備品（地区
補助金申請事業）を贈呈している。

1971年1月22日

1971年6月20日

瀬戸ロータリークラブ

24名 （2018年6月現在）

尾張旭市商工会館

http://owariasahi-rc.org jimu@owariasahi-rc.org

〒488-0801　尾張旭市東大道町原田2570-3
TEL（0561）54-1263　FAX（0561）54-8945

24名

東尾張分区

金曜日　12時30分～

尾張旭市商工会館

〒488-0801　尾張旭市東大道町原田2570-3　尾張旭市商工会館内
TEL（0561）54-1263　FAX（0561）54-8945

市民祭に於いての苗木配布 幼稚園児に学用品、タオル等を贈呈
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名古屋空港ロータリークラブ
1974年8月31日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　名古屋空港のある西春日井郡豊山町周辺をテリトリー
とするクラブ。2019年1月に2000回記念例会を行った。
2019年10月には45周年を迎える。
奉仕の歩み >>>>>>>

　2006年より毎年豊山町小学校新入学生に防犯ブザー
を寄贈。（中高校生になっても使用してると評判が良い。）
毎年豊山町の子供たちを応援。サッカー部=プロ選手に
よる教室開催、発表会の設営・ユニフォーム、ゴール寄贈。
ブラスバンド部=発表会の設営・ユニフォーム及び楽器
寄贈。バトン部=発表会の設営・ユニフォーム及び用具寄
贈。2018年はロータリーディも合わせて開催し、エンドポリ
オのDVDを流し募金を集めた。毎年「社会を明るくする
運動」に参加、地元の方と街角に立ち、コットンバック・うち
わ・ティシュ等を配り犯罪のない町の啓発をしている。1992
年より毎年フィリピンマカティ市立大学へ奨学基金を積み
立て多くの卒業生を輩出。
特記すべき活動 >>>>>>>

　1996年より当クラブが発起クラブとなり「全国空港RC
フォーラム」を国内の空港と名の付くクラブ（8RC）と毎年日
本各地で開催している。2018年には、第23回目となり、旭

川空港RC担当で北海道で開催。当クラブは、ホストとして
3回開催した。
　海外姉妹クラブが1978年クーロンウエストRC（香港）、
1981年マカティウエストRC（フィリピン）、1990年チャンパー
クチェンマイRC（タイ）、2013年ウエストホノルル（アメリカ）
と4つのクラブがあり、マカティウエストRCへは毎年会長交
代式に訪問している。
　国内姉妹クラブとして松本空港RC（1994年提携）と毎
年交互に合同例会を行っている。
　2011年の東北大震災に関して、会員家族を含め27名
にて東北復興支援ツアーを実施、宮古RCと宮古東RCと
交流し被災者に農工具寄贈。2017年第2弾、陸前高田
RC・宮古東RCと合同例会開催。
　2014年にクラブ創立40周年の記念事業。国内・海外姉
妹クラブ、空港フォーラムの8RC、親クラブ、子クラブ等多く
のロータリアンが参加（総勢168名）し盛大な記念事業と
なった。
　ゴルフ部の活動が盛んで毎月コンペを開催し年1回の
海外遠征コンペも開催。写真部、グルメ同好会もある。
　会員の奥様の会「すみれ会」があり、独自で会合・旅行
の企画をして家族をまじえての親睦も盛ん。

1974年7月29日

1974年11月3日

春日井ロータリークラブ

50名 （2018年6月現在）

キャッスルプラザ

http://www.rcngoapt.com rongoapt@mta.biglobe.ne.jp

〒450-0002　名古屋市中村区名駅4-3-25
TEL（052）582-2121

37名

東尾張分区

月曜日　12時30分～

東海ビル　606号室

〒450-0002　名古屋市中村区名駅4-3-10
TEL（052）561-2405　FAX（052）571-2867

東北復興支援ツアー 補助金事業 サッカー教室
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瀬戸北ロータリークラブ
1978年12月07日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　1,300年余りの歴史と伝統を持つ瀬戸物の町に1978年
設立承認された瀬戸北RCは2018年10月31日に40周年を
迎える。その間にガバナー補佐を2名輩出した。
奉仕の歩み >>>>>>>

　2008年より青少年交換の留学生派遣と受入、ロータ
リー財団国際親善奨学生の派遣、RYLAセミナーも継続
事業で推進した。
　2009年新地区補助事業として、「瀬戸染付焼伝統技
法の体験事業」に取り組み、工芸士会への寄付も行った。
2011年4月、2泊3日の日程で東日本大震災地を訪問し、現
地の学校へ瀬戸染付焼伝統技法の花瓶を贈呈した。
　2012年「瀬戸やきもの文化教室」小学生の親子100組
200名を対象に粘土で狛犬作製し陶祖祭で深川神社で
展示した。
　2014年瀬戸特別支援学校さくらんぼ学園中高等部の生
徒全員と、光陵中学校在校生全員が陶板に将来の夢を文
字や絵で染付をして焼き上げ、校舎の壁に取付け事業を
11月に完「夢・希望・未来」のタイトルで除幕式を行った。

特記すべき活動 >>>>>>>

　2008年より10年間継続して瀬戸市内外の外国人対象
に、NIHONGOスピーチコンテストを開催し、インドネシア、
フィリピン、ベトナム、ペルー、米国、ブラジル、フランス、中
国、韓国など多文化共生社会の実現に向け支援してい
る。
　2012年RIリスボン世界大会に当クラブから8名が参加
し、田中作次RI会長を称賛、応援した。
　2013年アビュータスロータリークラブからビル･ボーライさ
んが訪問され姉妹提携して30年目になり、歓迎例会を盛
大に開催した。
　2014年5月13日第2760地区に初めて愛知ロータリーE
クラブが創立し、東尾張分区第12番目のクラブで、スポン
サークラブとして、その発展に協力する。
　2015年韓国ソウルでのRI国際大会、ガバナーナイトにも
参加した。
　2016年9月3日RI2600地区あづみ野RC、2610地区七
尾みなとRC共に30周年で、瀬戸北RCと3クラブ友好提携
の調印式を行い、親睦・奉仕活動を継続する。

1978年10月31日

1979年5月20日

瀬戸ロータリークラブ

52名 （2018年6月現在）

瀬戸商工会議所内

http://www.seto-north-rc.com/ info@seto-north-rc.com

〒489-8511　瀬戸市見付町38-2
TEL（0561）82-3123

28名

東尾張分区

火曜日

瀬戸商工会議所内　3階

〒489-8511　瀬戸市見付町38-2
TEL（0561）84-1170　FAX（0561）84-1219

3クラブ友好提携調印式 NIHONGOスピーチコンテスト
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岩倉ロータリークラブ
1979年5月18日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　人口約4万8000人、面積約10㎢というコンパクトな岩
倉市で、隣接市にある江南RCをスポンサークラブとして、
1979年4月18日に創立し、5月18日に創立承認されました。
奉仕の歩み >>>>>>>

　コンパクトな町であることを生かし、地域に密着し、地域
を応援する様 な々奉仕活動を行っています。
2011年度には、「認知症講演会とよろず相談」と題して、
認知症専門家による講演と、メンバーが各自の専門分野
を生かし認知症対応に関する個別相談を実施しました。
　2012年度には、防犯啓発看板を作成し、市内の小学校
に設置しました。
　各周年には、市内のホールにて、一般市民向けに記念
講演会を開催し、2008年度の創立30周年時には、藤原正
彦氏をお招きしての「日本のこれから日本人のこれから」と
題する講演会、2013年度の創立35周年時には、裏千家
15代家元千玄室氏をお招きしての「平和と奉仕」と題する

講演会、本年度の創立40周年では、竹田恒泰氏をお招き
しての「『古事記』からひもとく『日本人のこころ』」と題する
講演会、いずれも多数の方 に々ご来場いただきました。
　また、本年度には、周年記念事業として「ヨーヨーのまち・
いわくら」創生プロジェクトを開始しました。
特記すべき活動 >>>>>>>

　2003年には、市内を北から南へ流れる五条川の一角を
管理区域として、「岩倉市公共施設アダプトプログラム」に
登録し、現在まで継続しています。
　そして、その五条川の両岸を彩る桜並木をさらに引き立
て、五条川と町の美化の一端を担うべく、五条川沿いに設
置した「ロータリー・ふれ愛の広場」の整備活動を続けてい
ます。2004年と2010年にはアジサイ植樹、2011年にはベン
チ設置、2014年には枝垂れ桜植樹、2015年からはテーブ
ル・ベンチ設置、枝垂れ梅・アジサイ植樹、市内の高校と協
力しての岩倉桜まつり案内板の設置などを実現し、今後
は高速道路下での壁画制作も計画しています。

1979年4月18日

1979年11月17日

江南ロータリークラブ

12名 （2018年6月現在）

岩倉市生涯学習センター

iwkr-rc@abelia.ocn.ne.jp

〒482-0043　岩倉市本町神明西20番地
TEL（0587）38-0100　FAX（0587）38-0555

24名

東尾張分区

火曜日　12時30分～

〒482-0022
岩倉市栄町2-77　ロータリーヒーロー　4階　404号
TEL（0587）37-5152　FAX（0587）37-5147

岩倉桜まつり案内板 ヨーヨー体験例会
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名古屋城北ロータリークラブ （2006年度より豊山・城北RCから名称変更）

1986年3月24日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　当クラブは名古屋空港RCを親クラブとして昭和61年3
月11日に創立している。その間ガバナー補佐を2名輩出し、
豊山町への地域貢献および名古屋城での奉仕活動に注
力した。
奉仕の歩み >>>>>>>

補助金事業
　2009-10年度　豊山町にて杉山佳寿子（ハイジ役声
優）さんによる気持ちを伝える話し方の講演および児童書
寄贈のための古本収集等
　2010-011年度　豊山町児童クラブへ児童書寄贈およ
び折り紙教室開催
　2011-12年度　同上クラブへ児童書寄贈およびお菓子
教室開催
　2012-13年度　豊山中学校吹奏楽部と中部フィルハー
モニー指導による合同演奏会開催

　2015-16年度　プロチームアイシンシ-ホース三河の指
導による豊山町小学校3校向けバスケットボールクリニック
開催および試合用ユニフォームの寄贈
　2017-18年度　豊山町子供会のリーダー研修を春日井
自然の家デイキャンプ場にて開催
特記すべき活動 >>>>>>>

　豊山中学吹奏楽部へのクラブTシャツ寄贈、名古屋城
本丸御殿建設に寄付金授与を毎年行ってきた。
　姉妹提携クラブに関しては、飯田東RCと毎年共同で飯
田市近郊の山道にロータリーロードと銘打って植樹活動を
継続している。更に海外姉妹提携クラブ台北仁愛RCへ
は、各年度ごと記念例会にメンバーを派遣し、国際交流に
務めた。

1986年3月11日

1986年6月29日

名古屋空港ロータリークラブ

27名 （2018年6月現在）

名古屋栄東急REIホテル

http://www.nagoyajyohokurc.org/ t-jrc@ceres.ocn.ne.jp

〒460-0008　愛知県名古屋市中区栄三丁目1-8
TEL（052）251-0109　FAX（052）251-0299

27名

東尾張分区

火曜日　12時30分～

〒460-0008　
愛知県名古屋市中区栄二丁目4-1　チサンマンション広小路　906号
TEL（052）201-1141　FAX（052）201-5679

2010年から行っている、ロータリーロード植樹（飯田東RCと合同事業）の様子 2015-16年度開催の地区補助金事業「バスケットボールクリニック」の様子
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愛知長久手ロータリークラブ

台北中原RCとの姉妹提携締結式

2002年6月28日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　「すみたいまち」「すみやすいまち」に毎年上位に選ばれ
る長久手市。
　平均年齢も若く、子どもの数も増加状況にあります。
　クラブも長久手市同様、平均年齢が若く女性会員が多
いので、いつも若 し々く明るい雰囲気のクラブです。
奉仕の歩み >>>>>>>

　クラブ設立当初より、長久手市内に桜の植樹をつづけ
てまいりましたが、近年では場所を失い、車椅子の寄贈、
交通安全看板の設置、リニモ駅に時計を設置、市役所前
に温度計を設置するなど、その年の市のニーズに合わせ
た活動を行っています。

特記すべき活動 >>>>>>>

　台北中原RCと姉妹提携をし、書道コンクールを各所で
開き交流を行っています。

2002年6月25日

2003年2月1日

瀬戸ロータリークラブ

17名 （2018年6月現在）

トヨタ博物館　小ホール

http://www.nagakuterc.com/ a.nagakuterc@aurora.ocn.ne.jp

〒480-1118 愛知県長久手市横道41-100

22名

東尾張分区

火曜日　12時30分～

〒480-1103
愛知県長久手市岩作寺山51　マンション浅井102

2011年12月 温度計贈呈式
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愛知ロータリーEクラブ
2014年5月21日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　1.直接顔を合わせるよりも、主にインターネッ上で例会を
開くことを基本に出発したクラブであります。それでも通常の
ロータリークラブと同様に、奉仕プロジェクト、寄付、親睦の
活動に取り組み、権利と義務を有するクラブでもあります。
　2014年設立承認された愛知ロータリーEクラブは、2019
年5月13日に5周年を迎えました。
　江南ロータリークラブ・瀬戸北ロータリークラブ・西尾ロー
タリークラブがスポンサークラブとして、ご指導をいただきま
した。通常、毎週の例会をインターネット上で開催している
都合上、会員同士がお会いできる機会が少ないのが実情
ですが、クラブフォーラム・理事会・親睦会などで月1回は必
ず会う機会をもつことの重要性をこの5年間で学び実践し
てきました。
奉仕の歩み >>>>>>>

　2015～16年度　国際奉仕事業であるインド・リシケシュ
の小学校への物資支援

　2015年6月 インド・リシケシュRC（RI第3080地区）と姉妹
クラブ提携
　2015年9月～11月 支援物資の集め
　2015年10月 プロジェクトチームを結成し、インド渡航日程
を決定
　2015年11月～12月 支援物資の整理・包装・発送
　2016年1月11日インド渡航、現地で支援物資の配付、姉
妹クラブとの交流
　翌年の2016～17年度、翌々年の2017～18年度の国際
奉仕事業としてインドの小学生物資支援の地域を変更し
ながら3年間継続いたしました。
　2018年～19年度は、兵庫国際交流会館での留学生支
援バザーへの協力をいたしました。
特記すべき活動 >>>>>>>

　2015年愛知県岡崎市で開催された世界少年野球大
会での通訳として、日本にいる米山留学生を中心に通訳
者を集め、運営の協力支援をしました。

2014年5月13日

2014年7月20日

江南RC　瀬戸北RC　西尾RC

22名 （2018年6月現在）

ウェブサイト　http://aichi-eclub.jp/

http://aichi-eclub.jp info@aichi-eclub.jp

23名

東尾張分区

毎週水曜0時より、翌週火曜24時まで

〒460-0008　
名古屋市中区栄2-3-32　アマノビル3F　株式会社メディアアート内　

2017年 インド渡航現地支援風景 2015年 世界少年野球大会

142



ク
ラ
ブ
の
あ
ゆ
み

クラブのあゆみ
［History of the club］

ガバナー年度
［Governor year］

委員会のあゆみ
［History of the committee］

参考資料
［Reference material］

編集後記
［Editor's note after editing］

クラブ名

創　立

会員数

例会場

事務局

URL mail

チャーター
ナイト

スポンサー
クラブ

承　認

チャーター
メンバー

分　区

例会日時

真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

 名古屋ロータリークラブ
1925年2月7日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　名古屋RCは日本で３番目に創立され、当2760地区で最
も古い歴史のあるクラブである。2025年に創立100周年を
迎える当クラブはこの10年間に創立85周年、90周年、更に
は2009年度に再承認後通算3000回の記念例会を執り行
い、歴史を積み重ねてきた。
奉仕の歩み >>>>>>>

　歴史の古いクラブであることから現在行われている奉
仕活動にも「歴史」がある。この10年間を顧みれば国際奉
仕の面で交流が挙げられる。
　名古屋ＲＣでは毎年9月にロサンゼルス・デーを設け、姉
妹都市であるロサンゼルスＲＣに関連ある講師を招聘し卓
話を行っているが、2012年にはロサンゼルスＲＣと姉妹ＲＣ
提携50周年記念事業を行った。
　2012年8月9日～14日、名古屋ＲＣの当時会長大島寅夫
夫妻、同幹事水野一樹夫妻が渡米、ロサンゼルスＲＣで
記念例会に参加。大島会長が英語の記念スピーチを行
いスタンディングオベーションを受けた。これに対しロサンゼ

ルスからはロサンゼルスＲＣジェイ・A・リチャードソン会長が
来名。名古屋まつりにてロータリーマークが施されたフロー
トに乗り、ロータリークラブを広く一般に知っていただくよう
に企画した。
　2012年10月23日ロザンゼルスRC歓迎例会を開催。ジェ
イ会長より『これからも国際プロジェクトなど、両都市が共に
協力し合い、世界に貢献できることを感謝します』と日本語
で感謝された。
特記すべき活動 >>>>>>>

地域と連携し、弱者を支える青少年奉仕
　名古屋ロータリークラブは市内中学生バスケットボール
大会を名古屋 YMCAと共催し、ロータリーマークの入っ
たメダルを授与し、地域の青少年の育成に尽力している。
　また、小児糖尿病や障がいを持つ子供達を育成する
様 な々角度からの活動支援も継続してきた。
　近年はいじめに対するピンクシャツ運動の啓蒙や、就
学支援児童を含む小学生のキャンプなど社会問題化して
いる弱者にも光が当たるよう支援活動を続けている。

1924年12月17日

1925年4月26日

東京ロータリークラブ

182名 （2018年6月現在）

名古屋観光ホテル

rotary_nagoya@nyc.odn.ne.jp

〒460-0003　名古屋市中区錦1-19-30
TEL（052）231-7711

25名

西名古屋分区

火曜日　12時30分～

フロートに乗るLARCジェイ会長と名古屋RCメンバー

名古屋観光ホテル

〒460-0003　名古屋市中区錦1-19-30
TEL（052）219-1361　FAX（052）219-1362

ピンクシャツ運動を奨めるYMCAを支援
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名古屋西ロータリークラブ
1954年2月5日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　当クラブは創立当初、名古屋市西区・中村区をテリトリー
としていたこともあり地元企業経営者と名古屋駐在員の
会員構成となっている。
　初代会長に豊田通商・副社長の小室健夫氏が就任。
小室健夫氏は日本のロータリークラブ設立に尽力した三
井物産での海外勤務や海外ロータリークラブでの経験も
長く、「自由闊達」な気風を尊重した。この「自由闊達」な
気風は今も当クラブに受け継がれている。
奉仕の歩み >>>>>>>

　2011年3月・東日本大震災・被災者支援
　名古屋市福祉協議会を通じて寄付（活動・後述）
　2013-2014年度・60周年記念事業

1：陸前高田市と名古屋市との交流事業の活動資金寄付
1：中学 2 年生の相互訪問交流
2：教育シンポジューム

2：名古屋市中村区へ帰宅困難者支援防災倉庫及び備
品一式寄贈

特記すべき活動 >>>>>>>

1：2011 年から毎年 12月に名古屋市に避難している東
日本大震災被災者世帯へ名古屋市福祉協議会を通
じてグルメカードやクオカードを寄贈。2018 年で8 年目
となる。

2：名古屋駅地区街づくり協議会と協同で「おもてなし花
だん」として、名古屋駅前に花植え。
名古屋駅地区の緑化（環境保全活動）に協力。

1953年12月10日

1954年6月7日

名古屋ロータリークラブ

91名 （2018年6月現在）

名古屋マリオットアソシアホテル

n-west@triton.ocn.ne.jp

〒450-6002　名古屋市中村区名駅1-1-4
TEL（052）584-1111　FAX（052）584-1112

27名

西名古屋分区

木曜日　12時30分～

名古屋市中村区へ地域防災支援倉庫寄贈

名古屋マリオットアソシアホテル　2223

〒450-6002　名古屋市中村区名駅1-1-4
TEL（052）581-4715　FAX（052）581-7800

おもてなし花だん
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名古屋南ロータリークラブ
1957年4月1日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　2017年2月に創立60周年を迎え、10の趣味の会活動を
はじめ、充実した親睦が確立されています。また、1992（平
成4）年発足された「長期ビジョン協議会」では、中長期的
な視点から、クラブのあり方、運営、活動について議論され
続けています。
奉仕の歩み >>>>>>>

　地区補助金を活用し、老人介護施設マオ・ブランカへ
医療支援、2013年2月、姉妹提携先のサンパウロ南RC
へ、総勢16名で訪問、寄贈式典に参加。
　2015年グローバル補助金事業のコソボの小学校に水
道・衛生設備・公衆衛生教育を提供する事業を支援。
　ロータリー財団100周年記念の年に、グローバル補助金
奨学生「早瀬さん」の米国留学支援。
　2016年に地区補助金を活用し、「忘れない3.11～」東日
本大震災に学ぶと題し、陸前高田の戸羽市長を招き、講
演会を開催。将来起こるかもしれない大震災に対する心
構えなどを参加者に伝えた。

　毎年、年末には、趣味の会のSKGと社会奉仕委員会
が中心となり、だいどうクリニックにて、クリスマスコンサートを
開催、また会員がサンタとなり、病院に訪れる子や入院して
いる子たちにプレゼントを渡している。
特記すべき活動 >>>>>>>

　2014年4月、アメリカ・ハワイ州のコナ・サンライズRCと姉妹
提携締結。
　2013-15年、「60周年を迎えるに当たって、クラブとして変
えてはならないことと、変えなくてはならないこととの峻別に
ついて」をテーマとして、長期ビジョン協議会が議論を行い、
クラブの組織や活動など全般にわたって棚卸し（40ページ
の答申書）を実施。
　2017年4月5日（水）名古屋観光ホテルに於いて、創立60
周年記念式典を開催、関係者180余名が出席し60周年を
祝した。
　記念事業として、ロータリー財団・米山記念奨学会へ寄
付、瑞穂公園にソーラーモニュメント灯を寄贈。

1957年2月20日

1957年6月28日

名古屋ロータリークラブ

110名 （2018年6月現在）

名古屋観光ホテル

https://www.nagoyasouth-rc.jp info@nagoyasouth-rc.jp

〒460-8608　名古屋市中区錦1-19-30
TEL（052）231-7711　FAX（052）231-7719

21名

西名古屋分区

水曜日　12時30分～

60周年記念式典「永年在籍者表彰」を受けられた皆様

名古屋観光ホテル内

〒460-8608　名古屋市中区錦1-19-30
TEL（052）221-6533　FAX（052）222-3626

60周年記念事業「ソーラーモニュメント灯」贈呈式

145



ク
ラ
ブ
の
あ
ゆ
み

クラブのあゆみ
［History of the club］

ガバナー年度
［Governor year］

委員会のあゆみ
［History of the committee］

参考資料
［Reference material］

編集後記
［Editor's note after editing］

クラブ名

創　立

会員数

例会場

事務局

URL mail

チャーター
ナイト

スポンサー
クラブ

承　認

チャーター
メンバー

分　区

例会日時

真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

ク
ラ
ブ
の
あ
ゆ
み

ク
ラ
ブ
の
あ
ゆ
み

クラブのあゆみ
［History of the club］

ガバナー年度
［Governor year］

委員会のあゆみ
［History of the committee］

参考資料
［Reference material］

編集後記
［Editor's note after editing］

クラブ名

創　立

会員数

例会場

事務局

URL mail

チャーター
ナイト

スポンサー
クラブ

承　認

チャーター
メンバー

分　区

例会日時

真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

名古屋みなとロータリークラブ
1966年5月12日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　名古屋港を中心とした港区と中川区をテリトリーとして
1966年に設立承認され、2016年4月21日に50周年を迎え
た。
奉仕の歩み >>>>>>>

　2012年まで昭和橋作業所、海洋少年団、ユニオンワー
クスへの活動資金の援助を継続して実施した。
　2013年より名古屋市立西養護学校で毎年12月に「音
楽会」を開催し、中国琵琶・ソプラノ・テノール・ピアノの演奏
を生徒たちに届けている。
　2015年10月に東北復興支援として東松島市海岸防災
林「みなと友愛の森」再生事業を実施し、仙台レインボー
RCの協力も得て総勢40名で1700本の黒松を植樹した。
　2016年11月にネパール被災地支援として現地の
Lalitpur RCの案内でカトマンズの三つの公立小学校を
訪れ、PC環境の構築と生徒への使い方指導を実施した。
また私立の女子高校では防災時の被害縮小のための防
災セミナーを開催した。

特記すべき活動 >>>>>>>

　2016年3月21日に名古屋みなとRC創立50周年記念式
典を開催した。1966年にチャーターナイトが「伊良湖丸」船
上で催されたことにちなみ、名古屋港に停泊中の「にっぽ
ん丸」船上で来賓はじめ約270名が出席して盛大に祝い、
今後も良き伝統を引き継ぎ、未来に向かってより良い奉仕
活動に取り組み、地域の発展と国際的貢献に一層努めて
いくことを誓った。
　2017年3月24日に名古屋東急ホテルにおいて西名古屋
分区インターシティーミーテイングをホストクラブとして開催し
た。
　2017年10月と12月に名古屋能楽堂と名古屋市立内山
小学校において、3つの青少年育成事業（ミートアップ・ビデ
オコンテスト・スクールビジット）を開催し、世界中から名古屋
を訪れている若者から地元の小学生まで幅広い分野の青
少年に対し、名古屋・日本をさらに好きになるきっかけを提示
した。

1966年4月21日

1966年4月21日

名古屋西ロータリークラブ

70名 （2018年6月現在）

名古屋マリオットアソシアホテル

http://portnagoya-rc.com offi  ce@portnagoya-rc.com

〒450-6002　名古屋市中村区名駅1丁目2-4　名古屋マリオットアソシアホテル17階
TEL（052）584-1111　FAX（052）581-1125

26名

西名古屋分区

金曜日　12時30分～

仙台東松島市「友愛の森」松苗の植樹

名古屋マリオットアソシアホテル　2222号室

〒450-6002　名古屋市中村区名駅1丁目2-4名古屋　マリオットアソシアホテル2222号
TEL（052）586-2955　FAX（052）586-2956

創立50周年記念式典

146



ク
ラ
ブ
の
あ
ゆ
み

クラブのあゆみ
［History of the club］

ガバナー年度
［Governor year］

委員会のあゆみ
［History of the committee］

参考資料
［Reference material］

編集後記
［Editor's note after editing］

クラブ名

創　立

会員数

例会場

事務局

URL mail

チャーター
ナイト

スポンサー
クラブ

承　認

チャーター
メンバー

分　区

例会日時

真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

名古屋東南ロータリークラブ
1969年3月12日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　名古屋南ＲＣの子クラブとして1969年（昭和44年）3月6
日に創立、テリトリは鳴海・有松絞りの伝統、名古屋市南部
の工場地帯の緑区、南区で発足しました。現在は名古屋
市内及び周辺と成りました。犬飼栄輝（1997-98）片山主水

（2008-09）、２人のガバナー輩出クラブです。
　創立40周年式典と記念事業として名古屋に初めて誘
致した、第15回「全国ロータリークラブ親睦合唱祭」をホス
ト開催し思い出に残る年度でもあった。2017-18年度は宮
崎薫ガバナー補佐を輩出しホストクラブとしてIMを開催し
ました。
奉仕の歩み >>>>>>>

　多くの奉仕活動の中、海外奉仕事業はOISCAに協力
をし、マーレシア・コタキナバル、フィジー島に植樹事業とし
て現地訪問をした。ラオス人民民主共和国に「水と衛生」
「母子の健康」事業として簡易水道事業に参加、「基本
的教育と識字率向上」として校舎建設をした。

　社会奉仕事業は児童養護施設・中央有鄰学院、更生
保護法人立正園に訪問活動、寄贈した。
　青少年奉仕活動として、名古屋熱田ローターアクトクラ
ブと合同例会を実施、活動支援している。
特記すべき活動 >>>>>>>

　片山主水（2008-09）ガバナー年度に新会員13名入会、
退会防止策として20を超えるクラブ同好会・友の会を多数
作り会員、家族に複数入会を頂き親睦交流を図っている。
　創立45周年事業として、国内第9号目として名古屋大学
医学部附属病院構内に建てられた。公益財団法人 ドナル
ド・マクドナルド・ハウス・チャリティーズの「なごやハウス」建
設資金を寄贈した、最後に、愛知県大高緑地公園に創立
20周年記念事業として、「和風庭園・友愛の庭」を寄贈、創
立30周年記念事業「時計台」を寄贈、毎年「530運動」例
会を大高緑地公園で開催、「友愛の庭」の草刈、清掃活動
を実施している。

1969年3月6日

1969年6月1日

名古屋南ロータリークラブ

84名 （2018年6月現在）

名古屋マリオットアソシアホテル

http://www.rc-nagoya-southeast.com serc@h3.dion.ne.jp

〒450-6002　名古屋市中村区名駅一丁目1番4号
TEL （052）584-1111  FAX （052）584-1112

26名

西名古屋分区

水曜日　12時30分～

当地区で初めて開催した全日本ロータリークラブ親睦合唱祭 「530運動」大高緑地公園にて毎年実施

〒450-6002　名古屋市中村区名駅一丁目1番4号
名古屋マリオットアソシアホテル　2203号室
TEL（052）583-0010　FAX（052）583-0009
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名古屋中ロータリークラブ
1969年10月13日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　名古屋中ロータリークラブは1969年10月13日に名古屋
ロータリークラブより地域分割を受け設立された。130名余
のメンバーは多種多様な職業人が集まり平均年齢は現
在62.66歳である。クラブの特色としてはおそらく全国トップ
クラスの例会出席率86.76%、修正出席率 99.30%である。
これこそがロータリー活動の第一歩である。名古屋中ロー
タリークラブの伝統とこれがクラブ奉仕の根っことなる例会
出席の大切さであると確信します。その為には常に会員
が楽しい例会、趣向を凝らした親睦例会、会員家族も多
数参加される小旅行等、大変深い交流を持つ。「若さと品
格そして楽しいクラブ」が名古屋中ロータリークラブのモッ
トーである。 
奉仕の歩み >>>>>>>

　2008-10　社会奉仕事業として東日本大震災義捐金を
積極的に会員全員で第2530地区ガバナー 
事務所へ寄付。また石巻市立門脇小学校
へ義捐金を直接届ける。RYLAセミナー参
加。国際奉仕事業：タイ洪水被害について、
ガバナー会会員全員からの寄付。

　2013 　広島平和フォーラムへ全員登録を実施。ポル
トガルリスボン国際大会へ出席。 

　2014 　鬼怒川水害義捐金協力。 
　2017-18 社会奉仕事業として名古屋西養護学校へ

会員全員により寄付。 国際奉仕事業として
久屋大通公園のWFF（ワ ールドフード+ふ
れ愛フェスタ）に会員全員による寄付。米山
奨学生の積極的な受け入れ、卒業後、会員
の会社への就職が決定。 

特記すべき活動 >>>>>>>

　2011-12 バンコク開催、第103回ロータリー国際大会
へ出席

　2016 愛知ロータリーEクラブとバナー交換
　2018-19 第2760地区西名古屋分区において名古屋

中ロータリークラブから渡邉一平ガバナー補
佐を輩出。ホストクラブとしてIM（インターシ
ティミーティング） 開催。740名が登録。講師
に大阪大学栄誉教授 石黒浩氏による記念
講演。前年度分区事業を引継ぎ東山植物
園に山桜を2年にわたり100本を植樹。 桜の
回廊と名付けられ記念碑も建立。 

1969年10月6日

1970年4月5日

名古屋ロータリークラブ

133名 （2018年6月現在）

名古屋観光ホテル

http://www.nagoyanaka-rc.org info@nagoyanaka-rc.org

〒460-0003　名古屋市中区錦1-19-30
TEL（052）231-7711

24名

西名古屋分区

月曜日　12時30分～

中長期ビジョン策定会議（クラブ戦略委員会）メンバー ２年にわたる「なごや・よりどころサポート事業」への支援

名古屋観光ホテル内

〒460-0003　名古屋市中区錦1-19-30
TEL（052）231-1687　FAX（052）202-1703
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名古屋瑞穂ロータリークラブ
1980年1月21日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　奉仕と友愛を基本理念として1980年1月に当クラブは
創立し、来年2020年に40周年を迎える。
　2008-09年にガバナー補佐を、2014‐15年にガバナーを
輩出し、2019-20年にはガバナー補佐を輩出する。
奉仕の歩み >>>>>>>

　2012年東日本大震災復興支援事業として「森の防波
堤プロジェクト」が発足した。
　会員が各家庭でどんぐりの苗を育て植樹祭に参加し
た。
　2018年4月22日の宮城県仙台地区植樹事業に参加し
終了した。
　名古屋市瑞穂図書館新館開館に伴い2015年に車い
す、2016年に本棚を寄贈した。
　米山奨学生を1981年から、韓国4名、中国4名、台湾4
名、ブラジル1名、ベトナム1名受け入れている。

特記すべき活動 >>>>>>>

　名古屋熱田RACを提唱し毎月2回例会に会員が出席し
ている。
　1987年より姉妹提携をしている台北延平RCと2016年11
月、調印式を行い引き続き友好を深めている。
　1992年より福岡西RCと1994年より札幌手稲RCと友好
関係を結んでおり引き続き友好関係を継続する。
　2013年リスボン国際大会に13名が参加した。
　2014年8月より1年間スイスより交換留学生を1名受け入
れた。又、愛知淑徳高校の学生1名をスイスに派遣した。
　2015年サンパウロ国際大会に8名が参加した。
　2015年7月に青少年育成プランとして愛知県立瑞陵高
校IACを提唱し、毎月1回例会に出席している。又、オースト
ラリア研修への旅費の支援をしている。

1980年1月10日

1980年5月10日

名古屋南ロータリークラブ

65名 （2018年6月現在）

ヒルトン名古屋

http://www.mizuho-rc.jp/ 2760_nagoya@mizuho-rc.jp

〒460-0008　名古屋市中区栄1-3-3
TEL（052）212-1111

34名

西名古屋分区

木曜日　12時30分～

2015年5月 植樹祭 2016年11月 調印式

AMMNATビル　7F

〒460-0008　名古屋市中区栄1-3-3
TEL（052）211-3803　FAX（052）211-2623
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名古屋大須ロータリークラブ
1985年2月12日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　創立35周年を迎えた当クラブは、「大須」の町と積極
的に関わり、地域社会との共生を軸に、国際交流・社会奉
仕・青少年育成に取り組んできました。
　創立以来ガバナー1名、ガバナー補佐（分区代理）3名
を輩出しています。
奉仕の歩み >>>>>>>

　1987年に開始した青少年交換留学事業は、39名の派
遣と36名の受入れ実績があり、この10年間も毎年行ってい
ます。
　また地区補助金を活用した奉仕事業も毎年実施してお
り、2009年11月三ヵ国語MAP「大須生活図鑑」の製作
配布、2013年11月大須小学校とネパールの児童を繋ぐ「イ
ンターネット交流会」を開催、2016年3月には愛知県警東
警察署協力のもと地域の治安維持や若年層への働きか
けを目的とした「危険ドラッグ撲滅キャンペーン」を栄オアシ
ス21にて開催しました。
　2018-19年度は「ミャンマー内戦孤児を守るために」とい
うテーマのもと、中学生を対象とした国際理解教室の開催
と、現地での飲料水不足を解消する濾過装置設置及び
食堂建設の支援を行っています。

特記すべき活動 >>>>>>>

　2016年11月更生施設の青少年が制作した茶碗や懐紙
を使用して「大須大茶会」を開催し「RI意義ある業績賞」
を受賞しました。約800名の市民と外国人が茶席に参加し、
ロータリーの五大奉仕を体感することができました。
　大須の町では他にも「大須なうフォトコンテスト」を2012年
から開催しており、毎年多くの一般公募作品が寄せられて
います。
　2017年12月にはクラブ初となるグローバル補助金事業
に取り組み、桃園西門RC（台湾）と協力し桃園市復興区
上巴陵部落へ浄水システムを寄贈しました。桃園市や地
元住民から大きな反応があり、国境を超えた有意義な交
流となりました。
　主幹クラブを務めた2014年「第19回全日本RC親睦合
唱祭」では全国のロータリアンが名古屋に集い、合唱と友
情の輪を広げました。
　またホストクラブを務めた「2017-18年度地区大会」では
企画運営のすべてをクラブ会員全員で行い、皆さんを歓
迎しました。池上彰氏の記念講演も多くの方に聞いていた
だき、無事に役目を終えることができました。

1985年2月7日

1985年5月26日

名古屋中ロータリークラブ

58名 （2018年6月現在）

名古屋東急ホテル

http://www.nagoya-osu.org offi  ce@nagoya-osu.org

〒460-0008　名古屋市中区栄4-6-8
TEL（052）251-2411　FAX（052）251-2422

40名

西名古屋分区

木曜日　12時30分～

和っと大須 大須大茶会（大須観音境内） 桃園西門RC（台湾）とのグローバル補助金事業

〒460-0008
名古屋市中区栄4-6-5　丸越ビル　6F
TEL（052）251-0181　FAX（052）251-0337
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名古屋栄ロータリークラブ
1990年5月1日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　名古屋RCをスポンサーに、名古屋中RCと名古屋大須
RCをコ・ホストとして1990年4月に創立した、名古屋市内16
番目で、市内初の夜間例会クラブある。
奉仕の歩み >>>>>>>

　2009年より地区補助金を拝受し、初年度は、鹿児島県
屋久島へ観光資源保護のために、簡易トイレの寄贈。
　2010年～2013年には、国際文化交流および教育を目的
とし、バングラデシュの小学校のインフラ整備や図書の寄
付、また、現地の教育者を日本に招待し、日本の教育現場
の視察や日本の子供達とのふれあい文化交流を図った。
　2013年から市内2か所の児童養護施設の子供たちと
の野外活動とYACAチャリティランへの参加を続けてい
る。

特記すべき活動 >>>>>>>

　2010年5月に創立20周年を迎え、クラブ関係はもちろん
の事、栄RC元会員や会員の友人のロータリアンも招待し、
祝典を行った。
　2010～2011年度には、ガバナー補佐を輩出し、IMも開
催。
　2008年に、広報活動の一環として、名古屋まるはちのイ
ベントに、栄RCオリジナルのうちわを作成し、街頭にて一般
の方に配布。現在は地区補助金事業の一環として行って
いるチャリティーランへも開催当初より継続的に参加協力し
ている

1990年4月16日

1990年6月16日

名古屋RC（コ・ホスト：名古屋中RC、名古屋大須RC）

103名 （2018年6月現在）

名古屋クレストンホテル

http://nagoya-sakae-rc.org/ info@nagoya-sakae-rc.org

〒460.-0008　名古屋市中区栄3-29-1
TEL（052）264-8000　FAX（052）264-8002

53名

西名古屋分区

月曜日　18時～

バングラデシュへの井戸の寄贈 児童養護施設の子供達との野外活動

サンテアビタシオン　503号室

〒460-0008　名古屋市中区栄3-31-25
TEL（052）242-6848　FAX（052）242-6208
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名古屋名南ロータリークラブ
1991年3月8日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　当初は名古屋市南区と緑区を所在地域として、名古
屋東南RCの子クラブとして、1991年に創立されたクラブで
す。名古屋市内で17番目に誕生したクラブであり、創立当
時から女性会員を有しているクラブであります。
奉仕の歩み >>>>>>>

　米山奨学生の受入をしております。地区補助金事業と
して、名古屋市内の主に3児童養護施設の子どもたちへ、
教育的支援としてパソコンを寄贈したり、ソフトボールのユ
ニフォームの寄贈、フットサルの試合の開催や、最近では、
中高生向けに料理教室を開催しております。

特記すべき活動 >>>>>>>

　2011年2月当RC創立20周年記念の際に、台北ミレニア
ムRCの会員に来訪いただき、姉妹クラブとして締結いたし
ました。その後起こった東日本大震災への支援としまして、
台北ミレニアムRCとともに、大船渡市と気仙沼市の養護施
設の再建のサポートをいたしました。以後3年に一度、共同
事業で第三国に対しての奉仕活動を行っております。
　2015-16年度の創立25周年の際には、名古屋市内の3
児童養護施設へ寄付金を贈呈いたしました。
　2011-12年度に、2001-02年度に続き、二人目の西名古屋
分区ガバナー補佐を輩出いたしました。

1991年2月19日

1991年5月12日

名古屋東南ロータリークラブ

55名 （2018年6月現在）

名古屋マリオットアソシアホテル 

http://www.meinan-rotary.com/ info@meinan-rotary.com

〒450.-6002　名古屋市中村区名駅1-1-4
TEL（052）584-1111　FAX（052）584-1112

58名

西名古屋分区

火曜日　18時30分～

地区補助金事業 台北ミレニアムRC姉妹クラブ提携

名古屋マリオットアソシアホテル　2202

〒450.-6002　名古屋市中村区名駅1-1-4
TE（052）586-2043　FAX（052）586-2054

152



ク
ラ
ブ
の
あ
ゆ
み

クラブのあゆみ
［History of the club］

ガバナー年度
［Governor year］

委員会のあゆみ
［History of the committee］

参考資料
［Reference material］

編集後記
［Editor's note after editing］

クラブ名

創　立

会員数

例会場

事務局

URL mail

チャーター
ナイト

スポンサー
クラブ

承　認

チャーター
メンバー

分　区

例会日時

真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

名古屋名駅ロータリークラブ

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　発展著しい名古屋の玄関口「名駅」の椿町に位置する
名古屋名駅ロータリークラブは2021年に30周年を迎える。
　ロータリー基本理念を基に「名駅から世界へ」のクラブ
理念を掲げ活動している。
奉仕の歩み >>>>>>>

　五大奉仕を均等に遂行している。創立時より続く「椿
賞」はこの10年で9名1団体を表彰した。また名駅内に拠
点をおく鉄道警察等20名に対して職業顕彰を実施した。
駅前広場で開催している「名古屋名駅薪能」（2002年
～）、「全国学生能楽コンクール」（2009年～）を積極的に
支援運営協力している。
　2007年友好クラブとなった台北建成ロータリークラブと
2012年に姉妹提携を締結。毎年交互に訪問し交流親睦
を深めている。また姉妹提携記念事業としてバングラデ
シュにサイクロンシェルター建設を計画し、2017年に完成。
　その後ロータリーグローバル補助金を活用してシェル
ターで看護助士の医療トレーニング等を実施し、母子はじ

め現地住民の医療にも貢献。青少年交換学生の派遣と
受入れはこの10年で各5名。また、米山奨学生7名の世話
クラブとなった。2016年より（一社）中川運河キャナルアート
「コスモスプロジェクト」支援事業を開始。中川運河の環
境保全にも取り組んでいる。
特記すべき活動 >>>>>>>

　2011年20周年を迎え「二十才（はたち）に乾杯」をテー
マに4月23日に記念事業を計画。直前に発生した東日本大
震災により式典は縮小し、記念イベントは追悼・復興祈念と
して名フィルや椿賞受賞者らによる「希望の光・コンサート」
を開催した。
　また愛知県を通じ被災地へ義援金を届けた他、公募で
無料招待した市民にも義援金の協力を頂いた。
　2016年4月25周年記念例会では、俳優・竹下景子さん、
椿賞受賞者などを招いて「名駅から世界へ」をテーマに
トークショーを開催した。
　2008-09年度地区研修・協議会ホストクラブ。2012-13年
度西名古屋分区大橋昭治ガバナー補佐を輩出。2017-18
年度には当地区神野重行ガバナーを輩出し、多くの当クラ
ブ会員が地区運営に協力した。

1991年6月1日

名古屋西ロータリークラブ

86名 （2018年6月現在）

名鉄ニューグランドホテル

http://www.nagoya-meiekirc.com meiekirc@f5.dion.ne.jp

〒453-0015　名古屋市中村区椿町6-9
TEL（052）452-5511

66名

西名古屋分区

水曜日　12時30分～

創立25周年記念トークショー 会員集合写真

名鉄ニューグランドホテル内　（8階）

〒453-0015　名古屋市中村区椿町6-9
TEL（052）453-0808（直通）　FAX（052）453-0800

1991年4月17日1991年4月3日
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名古屋丸の内ロータリークラブ
1995年3月28日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　当クラブは、名古屋みなとロータリークラブの子クラブとし
て1995年3月に創立され名古屋市の西南をテリトリーとし
て当初は「名古屋西南ロータリークラブ」の名称で活動し
ておりましたが、その後会員増強と、おしゃれな名前という
事で2009年に「名古屋丸の内ロータリークラブ」に名称変
更をしました。2760地区では珍しい経緯を歩み、今は若い
会員の多いクラブとして活動しています。
奉仕の歩み >>>>>>>

　設立当初より「名古屋中央ローターアクトクラブ」のスポ
ンサーになり活動のサポートをしており、例会場は同じ場所
を使用しています。また在籍者にはローターアクトのOBもい
ます。
　ロータリー財団につきましては少人数クラブの割には1人
当たりの寄付額も上位に位置され、大口寄付者もいます。
また、愛知県立名古屋聾学校への支援もしており、毎年
家族忘年会にも招待して交流を深めています。

特記すべき活動 >>>>>>>

　2003年よりカンボジア国カンポット州の小学校中学校の
教育支援を16年継続して行っております。（医療支援は14
年間）支援をはじめた経緯ですが当クラブの会員が単独
活動をしていたものをクラブとして引継いだ形として現在に
至っています。
　支援している学校には750名の生徒さんが在籍しており
毎年ノート・鉛筆・定規のセットを一人、一人、に手渡しで配
布しております。嬉しそうな顔をみていると来て良かったと
何度でも感じます。職員室も会員有志の寄付により三棟建
築して先生方にも喜ばれています。
　ここ数年電気も通り、昨年、今年、と教室に天井扇風機
を10台設置して快適な授業を受けれる様になって来まし
た。2760地区では多くのクラブが国際奉仕をされてます
が、16年間にわたり支援しているクラブは少ないかと思い
ます。それゆえに、この活動を充実させる事が大切であり、
ひいてはクラブの「親睦」「向上奉仕に繋がる事と確信を
しております。

1995年3月9日

1995年5月25日

名古屋みなとロータリークラブ

47名 （2018年6月現在）

名古屋クレストンホテル　9階

http://www.nagoya-marunouchi-rc.org/ seinan1@fancy.ocn.ne.jp

〒460-0008　名古屋市中区栄3-29-1
TEL（052）264-8000　FAX（052）264-8190

41名

西名古屋分区

木曜日　12時30分～

2019年1月23日 「藤田螺子工業　職場見学」 2019年2月13日 カンボジア カンポットにて

名古屋クレストンホテル　1007号

〒460-0008　名古屋市中区栄3-29-1
TEL（052）263-1324　FAX（052）263-0730
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中部名古屋みらいロータリークラブ
2009年3月27日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　奨学生やGSEなどの学友会メンバーを中心に愛知岐
阜三重の3県の広い地域から集結した。
　学友会委員長（2017-2019）・青少年交換員会副委員長

（2010ー2019）・財団委員会・ポリオ委員会など地区出向
者が多い。
奉仕の歩み >>>>>>>

　2009年7月1日マッチン・ググランド：かながわ湘南RC,大
阪ネクストRC、神戸北RC、及び第2760地区と第3220地
区との共同支援事業。現地ロータリーはMandaluyaon-
Pasig SanJuanRC。中部名古屋みらいRCは1,000$、第
2760地区は2,000$を拠出し合計24,900$の教育支援を行
う。市内15の小学校と6つの中学校に教育備品を支援。
　2009年11月14日（土）慈善演奏会「カンタータクラブバッ
ハカンタータ200曲演奏」を開催し、「日本国際飢饉対策機
構：ウガンダに学校を」のためにコンサートの後援をする。会
員による演奏も行う。
　2011年11月12日（土）環境講演会「クマともりとひと」日
本クマ森協会会長の森山まり子氏を迎えウインクあいちに

て講演会を開催。
　2014年5月18日（日）国際奉仕講演会「カンボジアとの25
年ーAHIの歩みとアジアの人 と々の交流」講師にアジア
保健研究会の宇井志緒利氏を迎えて、途上国支援にお
ける人材育成の重要性を考えるための講演会開催。会
場はウインクあいち会議室。
　2014年～2016年社会奉仕活動で、ひきこもりを支援する
団体「草の根ささえあいプロジェクト」への寄付を行う。
　2016年12月6日社会福祉法人ほっとはむにて「ふれあい
コンサート　みんなと楽しくクリスマス」を開催。会員の声
楽家・ヴァイオリン奏者による演奏。（写真左）
　2018年4月14日（土）ウインクあいちにて減災セミナー「つ
なごう!被災から学ぶこと　地域から考える地震リスク」を
開催。（写真右）
　熊本地震の発生から約2年を迎え、今後の災害に備え
ハザードマップのあり方や災害時の医療体制について考
えるためのセミナー。セミナーでは阪神大震災や東日本大
震災で医療活動に携わった愛知医科大の中川隆名誉
教授（災害医学）が講演。

2009年1月16日

2009年5月24日

豊田ロータリークラブ、岐阜西ロータリークラブ

24名 （2018年6月現在）

国際ロータリー第2760地区ガバナー事務所内　会議室

http://chubunagoyamirai.jp/ info@chubunagoyamirai.jp

〒446-0003　愛知県名古屋市中区錦2丁目15-15　豊島ビル3F
TEL（090）8376-1656　FAX（052）211-0230

27名

西名古屋分区

第1・3水曜日　19時30分～

国際ロータリー第2760地区ガバナー事務所内　会議室

〒446-0003　愛知県名古屋市中区錦2丁目15-15　豊島ビル3F
TEL（090）8376-1656　FAX（052）211-0230

ふれあいコンサート みんなと楽しくクリスマス つなごう!被災から学ぶこと 地域から考える地震リスク
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名古屋北ロータリークラブ
1959年6月17日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　名古屋市の中心部東区・北区に1959年に名古屋市
内4番目に設立承認され2019年5月21日に創立60周年を
迎える。その間ガバナー1名、ガバナー補佐6名を輩出し、
2020年度にはガバナーを輩出予定である。
奉仕の歩み >>>>>>>

・ 社会奉仕活動として児童養護施設「慈友学園」の子供 
たちを山や海に連れていき体験学習を毎年継続し自然
体験を行っている。

・ 市民生活を守る職業の方への感謝状贈呈を愛知県東
警察署の警察官、名古屋市東消防署の職員、名古屋
拘置所の職員へ行っている。

・ 米山奨学生の受入れ、青少年交換学生の派遣と受け
入れを継続実施している。

・ 金城学院大学 国際情報学部の学生がカンボジア女性
と共同制作し、アクセサリーブランドを企画、デザイン、制
作、販売する支援を継続して行っている。

・ 東日本大震災で親の亡くした子供たちの支援である
「ロータリー希望の風奨学金」への寄付を継続して
行っている。

・ 2014年から愛知県主催の自殺予防街頭キャンペーンへ
参加し、JR名古屋駅前でウエットティッシュの配布を行っ
ている。
特記すべき活動 >>>>>>>

・ 2016年3月26日（土）～27日（日）の2日間にわたり第24回
の地区RYLAセミナーのホストクラブを務めました。受講
生114名含む総勢260名で「ロータリーとRYLA～友情
と寛容の輪を拡げよう～」のテーマのもと熱心な討議や
奉仕活動が開催されました。

・ 2010年～11年度に地区ガバナーとして当クラブ田嶋好
博会員を輩出し、クラブ一丸となりサポートした。

1959年5月21日

1960年3月6日

名古屋ロータリークラブ

107名 （2018年6月現在）

名古屋東急ホテル

http://nagoyakita-rc.com nnorthrc@poppy.ocn.ne.jp

〒460-0008　名古屋市中区栄4丁目6番8号
ＴＥＬ（052）251-2411　ＦＡＸ（052）251-2422

23名

東名古屋分区

金曜日　12時30分～

名古屋北ロータリークラブ事務局

〒460-0008　名古屋市中区栄4-6-15フォーティーンヒルズセンタービル604号
ＴＥＬ（052）262-7580　ＦＡＸ（052）262-7810

慈友学園の子供たちとの自然体験や工房体験 第24回RYLAセミナー
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名古屋東ロータリークラブ
1959年6月30日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　名古屋東ロータリークラブは昭和34年、ちょうど伊勢湾
台風の年に市内5番目のクラブとして承認されました。本年
はクラブ創立60周年を迎え、様 な々記念行事も開催し、伝
統と歴史あるクラブとして活動をしています。
奉仕の歩み >>>>>>>

　青少年奉仕活動として、2008年度～2018年度の10年
に亘り、米山奨学生の受入れを継続的に行っています。
2017年度には青少年交換として派遣及び受入れを行いま
した。
　社会奉仕活動は職業奉仕事業として2016年度に渋澤
健氏（渋澤栄一の五代目）を招き講演会を開催。“渋澤栄
一の『論語と算盤』で未来を拓く”をテーマに、他クラブ会
員を含め172名の方に参加いただきました。
　国際奉仕活動としては2012年度よりインド「あしたの会」
への寄付を当クラブ単独で実施。その後、ロータリー財団
グローバル補助金事業になっています。
特記すべき活動 >>>>>>>

　2012年度には当クラブの千田毅君がRI第2760地区ガ

バナーに選出されました。RI第2520地区との協力し、東日
本大震災の復興支援活動を行い高校生を支援。また、リ
スボンで開催された世界大会でも当クラブはリーダーシッ
プを発揮しました。
　2013年度は新たな取り組みとして、グローバル補助金を
活用し、インド・プネー市郊外でタブレットの支給、寄付しIT
教育支援活動を行いました。その後、RI財団委員会の承
認を受け、3年間の支援活動も継続しています。
　2017年度はホストクラブとして11年ぶりに東名古屋分
区のIM（インターシティミーティング）を開催。インドの「あし
たの会」代表のアーミン・モディ氏を招き基調講演、分区内
ロータリークラブによる事例発表を実施。盛況のうちに終了
しました。
　2018年度は60周年を迎えました。10月には記念式典・
祝宴を盛大に開催。各同好会の記念イベント、大会の実
施。記念事業の取り組みで東山植物園「椿園 冠木門」、
鶴舞公園菖蒲池を改修。改修式と共に公会堂で例会も
開催。

1959年5月21日

1960年3月6日

名古屋ロータリークラブ

94名 （2018年6月現在）

ホテルナゴヤキャッスル

https://higashi-rc.nagoya/ rc.e.ngo@aioros.ocn.ne.jp

〒451-8551　名古屋市西区樋の口町3-19
TEL（052）521-2121　FAX（052）531-3313

27名

東名古屋分区

月曜日　12時30分～

千田ガバナーを囲む会 創立60周年記念式典

名古屋東ロータリークラブ事務局

〒460-0003　名古屋市錦三丁目14-25　アサヒビル6F
TEL（052）971-8686　FAX（052）971-8855
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名古屋守山ロータリークラブ
1965年5月7日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　1963（昭和38）年、守山市と名古屋市が合併し、守山
区が誕生した。その翌年に名古屋守山RCは創立し、守
山区とともに発展、2019年2月に55周年を迎える。その間ガ
バナー補佐を4名輩出している。
奉仕の歩み >>>>>>>

　社会奉仕活動の一環として、守山警察署と守山消防
署の優良職員に対する表彰を長期に渡り継続的に行っ
てきた。今年度はさらに自衛隊守山駐屯地の優良隊員表
彰にも取り組み、守山区の防犯、防災への貢献を深めてい
る。その他にも、名古屋守山RCCに対する支援や守山区
子ども会育成連絡協議会への青少年育成支援等、名古
屋守山RCはこの10年間、様 な々守山区の機関や団体と
共に歩んできた。
　また海外のRCと友好関係を構築するために、昨年より
台湾のRCと親睦を深め、友好クラブ提携に向け取り組ん
でいる。クラブの国際奉仕活動充実への足掛かりとした
い。

特記すべき活動 >>>>>>>

　名古屋守山RCが提唱する名古屋守山RCCは、様 な々
17のボランティア団体（①守山給食ボランティア②ひまわり
③ひばり④MVC⑤くすのき会⑥守山つくしの会⑦木守の
会⑧まごの手⑨おもちゃ病院どんぐり⑩あやとり⑪ふれん
ど⑫龍の手⑬防災ボラネット守山⑭守山鯱城会⑮フェイ
ストゥフェイス⑯冒険遊び場の会⑰ぴんころ男会）の集合
体で、約1000名の方が守山区を中心にボランティア活動を
行っている。当クラブは1996年のRCC発足以来、補助金贈
呈だけでなく、毎月のRCC会議や毎年開催される守山区
福祉祭りなどにも積極的に参加し理解を深めつつ長く支援
を行っている。毎年開催するアサヒビール名古屋工場での
IDMにはRCCの隊員を約20名招待して親睦を深めてい
る。地域と密接にかかわり信頼関係を築いてきた活動は、
当クラブが最も誇れる奉仕活動である。
　また、会員増強においては、2016-2019の約3年間で27名
の会員増強に成功し、今年度を新たな出発の年と位置付
けている。

1964年2月29日

1964年5月9日

名古屋北ロータリークラブ

47名 （2018年6月現在）

名古屋マリオットアソシアホテル

http://business4.plala.or.jp/moriyama/ myrotary1964@bz01.plala.or.jp

〒450-6002　名古屋市中村区名駅1-1-4
TEL（052）584-1111　FAX（052）584-1125

26名

東名古屋分区

水曜日　12時30分～

RCC20周年記念式典 RCC助成金・20周年お祝儀贈呈式

名古屋マリオットアソシアホテル　2221号室

〒450-6002　名古屋市中村区名駅1-1-4　名古屋マリオットアソシアホテル2221号室
TEL（052）561-7559　FAX（052）561-1590
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名古屋和合ロータリークラブ
1972年4月2日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　桶狭間の戦いの舞台として知られている豊明市、大規
模な住宅も増加している天白区、学園田園都市として人
口増加している日進市、住宅地開発を中心に人口4万人
を超える東郷町をテリトリーとし今年度47年を迎えました。
奉仕の歩み >>>>>>>

　社会奉仕活動として永年継続しておりますのが、愛知
署、天白署の優良警察官表彰と交通用具の寄付です。ま
た青少年奉仕活動としましては豊明市にあります豊ヶ岡
学園への優良図書寄贈です。園内では「和合文庫」と命
名されております。
　地区の補助金を使っての奉仕活動は2011～12年度、
地域防犯活動の推進を目的に和合クラブの地域内の警
察へ防犯グッズを寄贈し地元出身のレーサーの方に一日
署長をやっていただきました。東日本大震災へは被災地
復興のために必要な大工道具を提供し被災した地域の
大工さん達に支援をしました。海外への奉仕活動としまし

てはカンボジアシェムリープ市郊外での簡易水道の設置
を実施、水汲みから開放され子供の就学率を高め衛生的
な生活を過ごすことに貢献しました。
　昨年はノリタケの森ギャラリーにてハワイ在住の脳性麻
痺の画家、浅井力也さんの作品とともに名古屋市内の知
的障害者の皆さんの絵画を展示しました。来場される方々
に出展作品の「こころの表現」を通して障害者の方への
理解を深めてもらい障害者の皆さんが社会への参加を後
押ししてもらえるように啓蒙を目的で実施し、河村名古屋市
長もかけつけてくださいました。
特記すべき活動 >>>>>>>

　当クラブの企画で2013年より始まった「ワールドフード+ふ
れ愛フェスタ」は「エンドポリオ」、「ロータリーの公共イメージ
向上」を図ることを目的としています。この様な一般市民を
巻き込んでのイベントは日本のロータリー活動としては珍し
く初の試みでした。毎年、多くの方が会場に足を運んでくだ
さっています。

1972年3月15日

1972年5月5日

名古屋東ロータリークラブ

87名 （2018年6月現在）

ホテルナゴヤキャッスル

www.nagoya‐wago-rc.org wago-rc@infonia.ne.jp

〒451-0034　名古屋市西区樋の口町3-19
TEL（052）521-2121　FAX（052）531-3313

30名

東名古屋分区

水曜日　12時30分～

知的障害者の皆さんの絵画展

財形久屋セントラルハイツ

〒460-0002　名古屋市中区丸の内3-19-14
TEL（052）-684-6591　FAX（052）684-6592

被災地復興のために
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名古屋名東ロータリークラブ
1978年6月30日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　1978年6月20日に名古屋和合クラブを親クラブとして創
立、2018年6月20日には40周年を迎えました。歴史あるクラ
ブとしては珍しく女性会員が総クラブメンバーの15%所属
しています。
奉仕の歩み >>>>>>>

　2013年にはバリ・タマンロータリークラブと共同でこの地
区初めてのグローバル補助金を活用した「水プロジェクト」
を国際奉仕事業の一環として行った。
　2015年12月には東日本大震災で被災された方々へま
だ十分ではなかった支援物資を送る奉仕活動として地区
補助金を活用した「ごはん応援箱」と題した社会奉仕活
動を行った。
　2016年5月28日～6月1日にわたって韓国・ソウルにて行
われたロータリー国際大会にて、姉妹クラブのソウル普信
閣ロータリークラブとの合同例会が行われ日本からも多くの
メンバーが出席した。

特記すべき活動 >>>>>>>

　名古屋市名東区内小中学校の音楽の部活動の児童
生徒に発表の場を作る「名東区小中学校連合音楽会」
を日本特殊陶業市民会館（金山市民会館）で毎年行い
2017年には30周年を迎え、各学校の先生方、また父兄の
方々からは大変楽しみにしている奉仕事業となりました。今
後もこの奉仕活動は続けてまいります。
　青少年奉仕活動として毎年当クラブの支援している「愛
知県立千種高等学校」の生徒たちを海外留学させる活動
に協力して、インターアクトクラブで当クラブ会員が毎年ミニ
講演会を開いています。
　2018年から新たにRCC委員会を立ち上げて「あいち子
ども食堂ネットワークRCC」に協力をして、名古屋市の全学
区にこども食堂を作る計画で活動しています。

1978年6月20日

1978年10月29日

名古屋和合ロータリークラブ

60名 （2018年6月現在）

名古屋国際ホテル

http://meito-rc.org/ nmrc@nifty.com

〒460-0003　名古屋市中区錦三丁目23番3号

30名

東名古屋分区

火曜日　12時30分～

名東区小中学校連合音楽会

名古屋国際ホテル　1214号室

〒460-0003　名古屋市中区錦三丁目23番3号
TEL（052）962-9216　FAX（052）962-9207

水プロジェクト水槽前
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名古屋名北ロータリークラブ

姉妹クラブ シンガポールラッフルズシティRCとの合同例会及び懇親会 名古屋名北RC音楽奨学金授与式

1981年3月26日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　昭和56年3月に名古屋北ロータリークラブをスポンサーと
して、名古屋で13番目のクラブとして34名のチャーターメン
バーで発足した。家族的雰囲気を有し、親睦活動も盛ん
である。
奉仕の歩み >>>>>>>

・ 北区暴力追放協議会への協力（賛助金）
・ 市内25RCの共同事業への参加及び事業提案
・ 優良警察官の表彰（愛知県北警察署）
・ 優良消防署員の表彰（名古屋市北消防署）
・ ＣＢＣチャリティ募金への協力
・ 北区子ども会育成連絡協議会への協力（名古屋名北

RC賞）
・ 市内12ロータリークラブと名城ローターアクトクラブを支援・ 
・ 名古屋名北ＲＣ音楽奨学金

・ 名古屋市北図書館・楠図書館への図書贈呈
・ シンガポール・ラッフルズシティロータリークラブとの姉妹提携

地域に密着した活動を心掛けている。
特記すべき活動 >>>>>>>

　2016-17年度より社会奉仕および青少年育成事業とし
て、新進気鋭の音楽演奏者を育成するために名古屋名
北ロータリークラブ音楽奨学金（20万円）を設けた。
　音楽奨学金は、これから世界に羽ばたく可能性のある
優れた愛知県立芸術大学及び大学院在校生のうち大
学に推薦された、声楽・ピアノ・弦楽器・管打楽器を専攻し
ているものを対象とし、国際・国内コンクールにおいて優秀
な成績を収める可能性のあるものに対して音楽奨学金を
贈る。毎年3月に開催される当クラブの創立記念例会にて
「音楽奨学金授与式」を行い、奨学金を授与された学生
は演奏を披露する。

1981年3月4日

1981年6月27日

名古屋北ロータリークラブ

35名 （2018年6月現在）

名古屋東急ホテル

http://www.meihoku-rc.org meihokrc@beach.ocn.ne.jp

〒460-0008　名古屋市中区栄4丁目6-8
ＴＥＬ（052）251-2411　ＦＡＸ（052）252-8642

34名

東名古屋分区

水曜日　12時30分～

〒460-0008
名古屋市中区栄4丁目6-40　岡崎ビル2F　2A号室
ＴＥＬ（052）253-9075　ＦＡＸ（052）253-9076
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名古屋千種ロータリークラブ
1982年8月24日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　名古屋市千種区・昭和区を区域とし、名古屋大学を始
め、多くの大学・高校が集まる名古屋屈指の文教地区と、
日本最大級の動植物園である東山総合公園をその地域
内に擁している。
　クラブは2017年に創立35周年を迎え、世代交代も進ん
でいる。
奉仕の歩み >>>>>>>

　地区補助金事業として、第二日赤AED（2010）、東山
動物園音声機器（2010）、東山植物園タイムカプセル事
業（2010）、東山公園ベンチ等（2011）、東山植物園花
いっぱい事業（2012）、東山植物園耕耘機（2013）、東山
動物園ワイヤレスアンプ（2014）、東山植物園視聴覚機器

（2015）、東山植物園見本園（2016）、カンボジア小学校
トイレ（2017）の各支援活動を行っている。名古屋25RC
社会奉仕事業として、東山動物園ペイント（2018）支援を
行っている。
　米山奨学生へは、ベトナム（2008）、中国（2010・2012）、
モンゴル（2014）、ベトナム（2015）、韓国（2018）学生のホ

ストを行っている。財団奨学生は、デンマーク（2008）、米国
（2009）への留学生カウンセラーとして、また青少年交換
学生へは米国（2017）学生のホストを行っている。
　RACは東名古屋分区構成RCとして名古屋名城RAC
を提唱している。IACは桜花学園高等学校IACを東RC、
昭和RCとの3RCで提唱し、2016年のIAC年次大会には
ホストRCとして支援した。
　RCCは、2010年～2017年に樹木医カシナガ消防団を
提唱した。
　2012年にガバナー補佐・IMホスト・地区協議会ホストを
担当した。
　優良職員表彰（警察署・消防署等）、歳末助け合い募
金、地域の優良従業員表彰を継続して行っている。
　創立30周年（2012）には東日本大震災支援を行ってい
る。
　2017年に、米山功労クラブ感謝状を受章した。
特記すべき活動 >>>>>>>

クラブ・会員個人共に、キャンヘルプタイランド（タイ・カン
ボジア支援団体）への協力を継続している。創立35周年
（2017）にはカンボジアの小学校への井戸支援を行った。

1982年8月16日

1982年8月24日

名古屋東ロータリークラブ

35名 （2018年6月現在）

名古屋東急ホテル

http://www.chikusa-rc.jp chikusa_rc@hkg.odn.ne.jp

〒460-0008　名古屋市中区栄4-6-8
TEL（052）251-2411

1名

東名古屋分区

火曜日　12時30分～

東山植物園見本園[植栽]支援活動 クラブ創立35周年記念式典

〒464-0067
名古屋市千種区池下1-4-15　泰明ビル　3A
TEL（052）763-5110　FAX（052）763-5121
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名古屋昭和ロータリークラブ
1992年5月29日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　所在地域となる名古屋市昭和区及び千種区は、文化、
教育、医療機関が集まる名古屋随一の文教地区である。
　当クラブは名古屋東RCにスポンサードして頂き、1992年

（平成4年）5月、地区内で72番目のクラブとして誕生し、
27年を迎える。
　2019年3月現在、会員は82歳から39歳迄の54名、内女
性会員は4名。平均年齢は61.8歳。
　在籍年数では、チャーターメンバー8名を含め25年以上
15名（28%）、5年未満13名（24%）、5年～15年未満19名

（35%）、15年～25年未満7名（13%）とバランスがよく、アッ
トホームなクラブである。直近3年度の平均出席率、99%
台達成はその証しといえる。
奉仕の歩み >>>>>>>

　2010-11年度：環境をテーマに作品募集した［夢カプセ
ル2025］を川名公園内に埋設
　2011-12年度：創立20周年記念―川名公園時計塔を
設置、寄贈/「自転車安全運転フォーラム」を実施
　2012-13年度：［昭和区のまち自慢フィルムコンテスト］を
開催
　2013-14年度：市内25RC社会奉仕委員会・主管、東名
古屋分区12RC合同RA委員会・主管

　2015-16年度：川名公園森づくり隊に作業用具、器具庫
を寄贈/Dhaka Mahanagar RC（バングラデシュ）へ介護
用ベッドを寄贈
　2016-17年度：創立25周年記念
①昭和文化小劇場開館にあたり、子供用クッションを寄贈
②昭和区役所へ区内空撮写真パネルを寄贈
③ロータリー財団100周年を機に1万米ドル寄附
　2017-18年度：［ぶらり昭和区MAP］の制作に協賛/社
会奉仕事業「ウォーキングクリーン昭和」実施（「ロータリー
の友」2018年9月号に掲載）
特記すべき活動 >>>>>>>

　この10年の間に2012-13年度東名古屋分区IM、2013-
14年度地区大会、そして2017-18年度には2018-19年度
地区研修・協議会の主管を務める。
　これらの経験は、会員がロータリーをより深く知る機会と
なり、無形の財産として次なるロータリー活動へのエネル
ギーとなっている。
　2012年には創立20周年、2017年には25周年を祝うことも
出来た。2022年には創立30周年を迎えるが、これからも親睦
を図り、地域社会に貢献する奉仕活動を続けていきたい。

1992年5月14日

1992年6月30日

名古屋東ロータリークラブ

51名 （2018年6月現在）

名古屋東急ホテル

http://www.nagoyashowa-rc.org info@nagoyashowa-rc.org

〒460-0008　名古屋市中区栄4-6-8
TEL（052）251-2411

65名

東名古屋分区

月曜日　12時30分～

｢夢カプセル2025（川名公園）」2010年10月30日 創立25周年記念例会」2017年5月15日

〒460-0008
名古屋市中区栄4-6-5　丸越ビル　6階
TEL（052）241-7522　FAX（052）241-7521
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名古屋錦ロータリークラブ

農業体験 稲刈

1996年4月23日

めぐりあい交流花見会

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　名古屋市東区及び北区をエリアとして活動してい　
る。創立以来常時10名前後の女性会員を擁し、女性比
率が非常に高い。女性会長も4名輩出しており、性別にこ
だわることなく、両性が生き生きと自由に活動できる家庭的
で温かい雰囲気のクラブである。創立22年のまだ若いクラ
ブで、近年40代の入会が増加している。会員数36名と小
規模ではあるが、最近2年間で10名が入会し、ますます元
気に活動を続けている。
奉仕の歩み・特記すべき活動 >>>>>>>

　会員の職業や社会的活動に根ざした知恵と経験と人
脈を駆使し、「継続は力なり」を合い言葉にきらりと光るユ
ニークな奉仕活動を繰り広げている。
①名古屋市北区と岡崎市山間部の小学校を繋ぐ田植・

稲刈・交流事業
　創立10周年記念奉仕事業である小学生田植体験を
継続発展させてきた。この10年間で約800名の小学生が

田植・稲刈を体験している。発足時点では、単なる小学生
の農業体験であったが、山間部の小規模小学校の全校
児童を名古屋の小学校に招いての学年別授業体験、小
学校で例会を開催し地域住民を招いてのロータリークラ
ブ公共イメージ向上活動等、着 と々新たな活動を加えてい
る。近年は毎年テーマを決め、防災教育・異世代交流等
の切り口を設けてマンネリ化を防ぎ、PTAや地域住民を巻
き込んでの大きな流れに発展している。
②東日本大震災被災地支援活動
　創立20周年記念奉仕事業として、被災地である岩手
県陸前高田市愛宕神社に、旧御園座屋上社殿を寄贈
した。これを原点に、陸前高田応援ツアー（毎年継続開
催）、陸前高田市内の小学校への植樹活動、めぐりあい
サロン（被災者が語り合う談話室）の開設支援、めぐりあい
交流花見会（東海地区への避難者と支援者をつなぐ花
見会）開催支援等、被災地のニーズに応える活動を展開
している。

1996年4月16日

1996年6月18日

名古屋名北ロータリークラブ

36名 （2018年6月現在）

名古屋ガーデンパレス

http://rcnishiki.org/ n.s.k.rc@crux.ocn.ne.jp

〒460-0003　名古屋市中区栄三丁目11番13号
TEL（052）957-1022

53名

東名古屋分区

火曜日　12時30分～

第一錦エステードビル　4階 A号

〒460-0003　名古屋市中区栄三丁目10番28号
TEL（052）971-3005　FAX（052）971－3006
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名古屋東山ロータリークラブ
1996年10月10日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　私共のクラブのバナーに映っている”東山スカイタワー”
は、東山動植物園に隣接しています。私共、東山RCはこ
の東山近郊を活動拠点としております。
奉仕の歩み >>>>>>>

　2010-2011年度は、青少年奉仕事業としまして、市内の
養護施設の”鳴海聖園天使園”へのTV・文具等の支援
事業。
　2012-2013年度は、国際奉仕事業として”ベトナムの養
護施設”への援助活動。
　2014-2015年度は、社会奉仕事業としまして、”身体障が
い者介助犬育成”への普及活動。
　2017-2018年度は、国際奉仕、社会奉仕事業として、ラ
オス・ビエンチャン県、ポンカン村への”簡易水道の設置”
支援事業。
　そして、今年度2018-2019は、”東山動物園絶滅危惧種
保全”の啓蒙事業を行いました。

特記すべき活動 >>>>>>>

　1996年10月に、名古屋和合ロータリークラブ会員の皆
様のご尽力により産声を上げて以来、23年目となりました。
当初は47名の会員数でしたが、現在では31名と減少して
おります。しかしながら、少数精鋭のクラブであると自負して
おります。
　20周年記念事業として、名古屋東山動植物園にデジタ
ルサイネージ設備一式を寄付しました。動物園には今まで
もいろいろと支援させていただきましたが、動物園80周年
ということもあり、園内のリニューアルされた休憩所に、70イ
ンチのモニター2台と映像設備一式を寄付させていただき
ました。動物園を訪れたお客様にいろいろな園の情報提
供や、ロータリークラブ活動を広く市民の皆様に知っていた
だくことを期待しています。
　今後も私たち名古屋東山ロータリークラブは、地域に根
差した奉仕活動を通して、地域社会の発展と充実に貢献
していきたいと考えております。

1996年9月19日

1997年3月25日

名古屋和合ロータリークラブ

32名 （2018年6月現在）

ストリングスホテル名古屋

http://higashiyama-rc.com/ n-higashiyama@ray.ocn.ne.jp

〒453-0872　名古屋市中村区平池町4-60-7
TEL（052）589-0787　FAX（052）589-0569

47名

東名古屋分区

木曜日　12時30分～

〒453-0015
名古屋市中村区椿町16-4　しらさぎビル5B
TEL（052）526-9850　FAX（052）526-9851

創立20周年記念例会 ラオス・ビエンチャン県、ポンカン村への簡易水道の設置
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名古屋葵ロータリークラブ
2005年6月08日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　当クラブの例会場がある名古屋市東区は、企業の本
社・支社など経済活動の拠点と芸術文化や歴史に関す
る施設の多い地域である。当クラブは、当地区初めての
朝例会を特徴として、ロータリー100年を記念して創立され
た。
奉仕の歩み >>>>>>>

　少人数のクラブではあるが、名古屋市東区と連携し、地
域の伝統文化を青少年に伝えることを目的として、東区区
民祭でのブース開設、徳川美術館で開催される山車揃
え、東区文化のみち事業にパネル作成や着物を着て参加
するなど、さまざまな協力や連携に取り組んできた。
　また、地区補助金を活用して愛知商業高校ユネスコク
ラブが震災復興に取り組む陸前高田市のりんごをつかっ
た「希望のはちみつりんごアイス」をつくるための養蜂分離
器を支援した。
特記すべき活動 >>>>>>>

　名古屋市東区制110周年事業である宵の山車揃えと

同時に行われた「宵の折り紙プロジェクト」に協力し、大学
生の企画したデザインに区民の皆さんが折り紙を折って作
りあげる企画にあたり、専用の折り紙を提供した。また、毎
年文化の日に実施される「東区文化のみち」への協力や、
10月第3日曜日に開催される東区区民祭にブースの出展、
6月第一日曜日に徳川美術館で開催される天王祭の山車
揃えへの協賛など、東区と連携した事業を行ってきた。
　青少年奉仕では、東名古屋分区全12クラブで名古屋
名城ローターアクトクラブを提唱・支援している。
　また、分区内のクラブとの親睦活動や合同例会など、分
区内交流の機会が多くあることも当クラブの持つ特色の
一つである。
　これまで国際奉仕の分野ではクラブの規模が小さいこ
とから直接的な活動に取り組むことが難しかったが、今年
度からバナナペーパーを使用した名刺にSDGsの17の持
続可能な開発目標を記載しPRするなど小さな取り組みか
ら始めている。

2005年5月23日

2005年6月29日

名古屋北ロータリークラブ

18名 （2018年6月現在）

カトリック布池教会聖ヨゼフ館

http://www.nagoya-aoi.com rc@nagoya-aoi.com

〒461-0004　名古屋市東区葵1丁目12-23
TEL（052）-935-7790　FAX（052）-936-1382

22名

東名古屋分区

木曜日　8時00分～　毎月第1週19：00～

愛知商業高校ユネスコクラブに養蜂分離器を贈呈 東区区民まつりで区の歴史・文化を伝える取り組み

〒490-1221
愛知県あま市金岩枝村36番地　美和こども園内
TEL（052）-462-0030　FAX（052）-444-1735
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名古屋アイリスロータリークラブ
2013年6月18日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　金山総合駅のＡＮＡクラウンプラザホテルで例会してお
りますので、付近の「金山商店街」や「学校」など地域との
関係づくりが今後の課題だと考えています。
奉仕の歩み >>>>>>>

①2014～15年（補助金なし・会費のみ）鶴舞図書館の点
字ボランティア団体に「パソコン」3台寄贈

②2015～16年（補助金なし・会費のみ）名大病院小児科
病棟支援、物品支援（おもちゃ・お菓子・文具・本）

③2016～17年（補助金あり）2017年３月２８日名大病院小
児科病棟支援イベント「髭男爵とお侍ちゃんのお笑いお
花見会」。小児がん等難病患者、長期入院患者など外
出ができない児童、保護者及び看護師にアイリスRC会
員によるお花見とプロ芸人髭男爵とお侍ちゃんの演技
の提供。イベント会場お花見の飾りつけ・ゲームや会場
に来れない入院児童の病棟慰問（プレゼント）

④2017～18年（補助金あり）2017年2月27日名古屋小児
がん基金事務所移転開設を手伝い。事務所で使用す
る組み立て式オフィス用家具を購入組み立て、設置。

同基金の広報活動、チラシパンプレットの配布（小児ガ
ン研究・教育・診療・治療の向上への支援につなげる）

⑤2018～19年（補助金あり）2018年12/3～4での2日間。
名大病院小児科病棟入院患者に移動プラネタリウムと
クリスマス会・写真撮影・プレゼント品

　「星つむぎの村」の高橋代表チームと会議室にプラネタ
リウム設置、また病室・ＮＩＣＵの天井にも星空や宇宙を投
影し、闘病中の子供たち・親御さん・病院関係者に体験し
ていただいた。「感動」「感謝」の言葉を沢山いただく。名
城アクトメンバーのサンタと写真撮影・クリスマスプレゼント

（本・お菓子・赤ちゃん用品・癒しグッズ・双眼鏡など）を楽し
んでいただきました。
特記すべき活動 >>>>>>>

・社会奉仕活動として、名大小児科病棟への支援
　名大病院小児科は全国15か所の小児がん「拠点病
院」の一つであり，入院患者も難病治療で長期化している
子供が多いです。今後も入院患者や小児がん基金等へ
の継続的な支援を続けたいと考えています。

2013年6月5日

2013年10月30日

名古屋北ロータリークラブ

38名 （2018年6月現在）

ANAクラウンプラザホテルグランコート名古屋

http://nagoya-iris-rc.jp offi  ce@nagoya-iris-rc.jp

〒460-0023　名古屋市中区金山町1-1-1

30名

東名古屋分区

水曜日　13時～

2017～18年 最終例会にて 2018～19年 名大病院移動プラネタリウム 社会奉仕活動
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豊橋ロータリークラブ

〒440-0075
豊橋市花田町石塚42-1　豊橋商工会議所内
TEL（0532）53-3774　FAX（0532）56-6006

1950年8月26日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　古来より東海道の要所である豊橋（吉田）で1950年
に創立した豊橋RCは、2010年に創立60周年を迎えた。
2008-09年度～2017-18年度までにガバナー補佐を1名輩
出。2009年11月、地区大会を当クラブ伝統の「手作りの精
神」でホストする。
奉仕の歩み >>>>>>>

　2009年2月東三河分区IMホストを務める。
　2010年2月豊橋RAC35周年記念式典
　2010年8月創立60周年を迎え、同11月タイ国ベンジャシ
リRCと姉妹クラブ調印式が行われた。
　2011年3月東日本大震災発生、春の家族会を中止し、
義捐金とした。
　2012年 11月タイ国訪問時タイ国ベンジャシリRCと姉妹
クラブ継続調印式が行われた。
　2012年3月ロータリー読本（2011～2012年度版）発行、
定款及び細則の改訂が行われた。
　2013年10月豊橋ゴールデンRC創立25周年記念式典
合同例会

　2015年3月豊橋RAC40周年記念式典
　2016年2月豊橋商業高校IAC創立50周年記念式典が
行われた。
　2018年5月RAC地区年次大会が行われた。
特記すべき活動 >>>>>>>

　1998年より毎年会員が視察に訪れる、タイ国での「タイ
の焼畑農民に対する定住化への支援」というこの活動
も2018年に20年を迎えた。きっかけは、1996年タイ・WCS　
RIアジア地域大会にて、豊橋RCの会員12名がプラティー
プ博士の講演を聴き、大変感銘を受け、博士の人柄に惚
れ込んだ事によるものである。
　定住化に必要な事は、青少年に教育を行うこと、環境を
大切にすること、自給自足の生活からお金を稼ぐ方法を教
える事と考え、様 な々支援を行ってきた。この活動も20年を
迎え、タイ北部は、まだまだ貧しく支援も必要であるが、成果
も出てきており、支援の質も変化している。姉妹クラブであ
る、ベンジャシリRCの協力を頂きながら、継続していきたい。
また、入会から歴の浅い会員も先輩方に、この訪問に連れ
ていってもらい、ロータリーの国際奉仕を実感できる研修の
場にもなっている。

1950年8月10日

1951年3月17日

名古屋ロータリークラブ

114名 （2018年6月現在）

ホテルアークリッシュ豊橋

http://www.toyohashi-rc.jp info@toyohashi-rc.jp

〒440-0888　豊橋市駅前大通1-55
TEL（0532）51-1111　FAX（0532）51-1112

22名

東三河分区

木曜日　12時30分～

ベンジャシリRCとの姉妹友好クラブ締結に向けて 食品加工機設置の様子
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蒲郡ロータリークラブ
1954年3月31日

1954年6月15日

豊橋ロータリークラブ

63名 （2018年6月現在）

蒲郡クラシックホテル

http://www.gamagori-rc.jp gama_rc@sk.aitai.ne.jp

〒443-0031　愛知県蒲郡市竹島町15-1
TEL（0533）68-1111　FAX（0533）68-1199

1954年4月22日

26名

東三河分区

金曜日　12時30分～

蒲郡商工会議所内

〒443-1020　愛知県蒲郡市港町18-23
TEL（0533）69-1020　FAX（0533）69-2160

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　私どもクラブは、日本が産業基盤等を含めまして、戦後
復興を成し遂げつつあった、昭和29年3月31日くしくも蒲郡
市が誕生しました前日ですが、豊橋クラブをスポンサーとし
て創立総会を開催、県内9番目のクラブとして国際ロータ
リーより承認を受け、活動をスタートしました。
　創立時の3原則であるGOOD SPEECH、GOOD 
MEAL、GOOD ATMOSPHEREを大切にしている。
奉仕の歩み >>>>>>>

　新世代の育成の一環として毎年、小学校、中学校にて
皆勤表彰、体育表彰。
　社会奉仕として毎年、地元小学生と共に稚鮎の放流事業。
　2010年東日本大震災に際し、蒲郡市を通して会員より
寄付金200万円を被災地に送る。
　2011年小学校6ヵ年、中学校3ヵ年の皆勤表彰してきま
したが、小中9ヵ年皆勤賞の創設。
　2013年は当クラブの創立60周年記念にあたり、元米山
奨学生のカンボジアの郊外の村に3つ井戸寄贈。シェムリ
アップの中学校建設支援。プノンペン市に救急車寄贈。
蒲郡市社会福祉協議会に軽自動車寄贈。蒲郡市形原町
の公園に総合遊具寄贈。
　2014年神倉公園に記念植樹してあった桜の木の再生

事業を行った。
　2016年より社会福祉協議会祭典に参加。
特記すべき活動 >>>>>>>

　2008年姉妹提携を結んでいる台湾の基隆南RCとの交
流形態の見直しを図り、毎年行っていた基隆南RCの創
立記念例会への訪問を、姉妹クラブ締盟書の更新年を3
年から5年へ変更することが出来、ほぼ1年おきで相互訪
問を確立。
　2009年東三河分区IMのホスト、東三河の他12クラブの
会員に喜んで頂けるおもてなしと、記念講演は伊藤忠商
事の丹羽宇一郎会長で開催した。
　2011年料理教室グルメの会発足し夫人間の交流を深める。
　2012年ガバナーの地区方針として名古屋南RCと交流
が始まり現在も継続中。
　2013年当クラブ60周年記念式典、浅田次郎氏による記
念講演会開催。
　2015年韓国ソウルでのRI国際大会、ガバナーナイトに
多数参加。
　2018年第2760地区、地区大会のホスト。蒲郡市民会
館、蒲郡商工会議所、蒲郡クラッシックホテルにて開催。

プノンペン市に救急車寄贈 2018年 第2760地区 地区大会
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豊橋北ロータリークラブ

豊橋商工会議所内

〒440-0075　豊橋市花田町石塚42-1
TEL（0532）53-1000　FAX（0532）53-6447

1957年5月20日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　クラブ創立以来、植樹活動・少年野球の支援・530運動
の実践と啓蒙に取り組み続けている。
　2010-11年度、鈴木茂久ガバナー補佐を輩出。
クラブ創立60周年記念事業として2017年2月25日に記念
コンサートを開催し、同5月7日にクラブ創立60周年を迎え
た。
　2019年2月19日には通算3000回の例会を積み重ねるこ
とができた。
奉仕の歩み >>>>>>>

　2015-16年度に青少年交換学生の受け入れを行った。
また地区補助金事業として、以下の事業を行った。
・ 2008年　市民公開講座「北原照久トークショー」
・ 2010年　「ECO・ACT2010」

水越武写真展・記念講演・ECOウォーク
・ 2011-12年度　「フィリピン・サンデワアン幼稚園栄養給

食プログラム」
有志の会員によって現在も継続

・ 2013年　障害者支援施設でのコンサート
・ 2015年　豊橋市立くすのき特別支援学校での植樹

開校に伴い、シンボルツリーであるクスノキを植樹　
530例会を同校で開催

・ 2015年　障害者施設対抗「ゴロバレー大会」
・ 2018年11月　汐川干潟清掃活動

豊橋市と田原市にまたがる汐川干潟の清掃を530運動
環境協議会や干潟を守る会と共に実施、成果として冬
には白鳥が４羽飛来したという報告を受けた
特記すべき活動 >>>>>>>

　60周年記念事業として、豊橋技術科学大学の留学生
を毎年2名、10年間支援する「サンクス奨学金事業」が追
加された。巣立っていった留学生は「サンクス大使」として
任命し、卒業後も継続的なつながりを持ち、母国、豊橋、豊
橋北ロータリークラブ、母校の懸け橋になってもらうようにお
願いしている。
　2019年、一時期止まっていたボーイスカウトへの支援が
再開された。

1957年5月7日

1957年6月30日

豊橋ロータリークラブ

66名 （2018年6月現在）

ホテルアークリッシュ豊橋

http://www.ty-n-rc.com/ ty-n-rc@ty-n-rc.com

〒440-0888　豊橋市駅前大通1-55
TEL（0532）51-1120　FAX（0532）51-1121

22名

東三河分区

火曜日　12時30分～

汐川干潟清掃活動 3000回例会
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豊川ロータリークラブ

豊川商工会議所会館内

〒442-8540　豊川市豊川町辺通4-4
TEL（0533）86-2100　FAX（0533）86-8889

1959年3月12日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　東三河のほぼ中央に位置し、戦後、海軍工廠跡地を
中心に工業都市として発展。旧宝飯郡との合併により人
口は現在約18万人。山、川、海と自然に恵まれた地域であ
る。2019年2月に創立60周年を迎え、その間ガバナー2名
を輩出した。
奉仕の歩み >>>>>>>

　2008年地区補助金事業実施。児童養護施設の子ども
達をボーリングと食事に招待。
　2009年地区GSEメンバーとして1名派遣。米山奨学生を
クラブ支援奨学生として支援。
　2010年地区GSEメンバーとして2名派遣。台湾岡山
RC、佐賀西RC、和歌山南RCとマッチンググランドを実施。
福祉車輛贈呈。
　2011年東日本大震災が発生し気仙沼市に義援金100
万円を贈呈。
　2012年新地区補助金事業で小学校に農園栽培支援
のため耕運機寄贈。

　2014年11月豊川高校IACが創立50周年を迎え式典と
講演会を開催。ロータリーデー開催。
　2016年豊川高校IACと豊橋商業高校IACとの交流が
始まり、現在も交流は継続し支援している。米山奨学生を
クラブ支援奨学生として支援。
　2017年地区補助金事業実施①高校生と児童養護施
設の子ども達の交流を支援②和太鼓部の高校生のたくさ
んの観客の前で演奏するという夢をかなえる。①②を目的
として実施。
特記すべき活動 >>>>>>>

　2008年　創立50周年記念式典　於：妙厳寺
　2009年　大澤輝秀ガバナーを擁立
　2011年　岩瀬淳一郎ガバナー補佐を擁立
　2014年　創立55周年記念例会　於：妙厳寺
　当クラブの大きな柱として青少年奉仕と国際奉仕があ
げられる。豊川高校IAC、地域の子ども達への支援の継
続、台湾岡山RCと韓国大邱達西RCの2つの姉妹締結ク
ラブとの交流を今後も継続していきたい。

1959年2月9日

1959年6月7日

豊橋北ロータリークラブ

68名 （2018年6月現在）

豊川商工会議所会館 <第２例会のみ>東海カントリークラブ

http://www.toyokawa-rc.jp/ tyrc@sala.or.jp

〒442-8540　豊川市豊川町辺通4-4
TEL（0533）86-4101　FAX（0533）84-1808

〒442-0863　豊川市平尾町糠川11-31
TEL（0533）87-2101　 FAX（0533）88-2587

20名

東三河分区

水曜日　12時30分～

多くのご来賓の皆様を迎えて 台湾岡山RC来訪 2013.3.25 於：ホテルアソシア豊橋
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田原ロータリークラブ
1961年4月20日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　田原クラブは、地域に密着した奉仕活動を目標に活動
を進めてきました。
奉仕の歩み >>>>>>>

　奉仕活動を通じて地域の発展、人材育成。ローターアク
ト、米山奨学生等の青少年育成活動に実施してまいりま
した。
特記すべき活動 >>>>>>>

　2009年2月22日蒲郡信用金庫田原支店竣工記念例会
開催。
　2009～10年度RI第2760地区RAC第20回地区年次大
会開催。
　2010～11年度　創立50周年　東日本大震災勃発によ
り記念式典中止してその予算を震災被災者への義捐金
に充てる。
　2012～13年度RI第2760地区東三河分区IM開催。
　同年RI第2760地区第21回RYLAセミナー開催。

　蔵王山権現の森清掃例会を継続実施。
　田原RC、田原パシフィックRC、田原ローターアクトクラブ
との3クラブ合同例会を継続実施。
　2003～04年度の豊橋市民病院　口腔外科部長　山
本忠医師のベトナムでの「口唇口蓋裂医療援助活動」の
卓話が契機となりクラブとしての援助開始し継続事業。
　2006～07年度　ガバナー賞を受賞。
　2012～13年度6月ベトナム政府から田原RCへの感謝
状授与。
　2016年3月14日　第44回医療功労賞【海外部門】　山
本　忠氏　天皇、皇后両陛下より表彰

1961年3月24日

1961年11月05日

豊橋ロータリークラブ

43名 （2018年6月現在）

蒲郡信用金庫　田原支店 2階

http://tahararc.com/ http://tahararc.com/

〒441-3421　田原市田原町稗田76-1
TEL（0531）22-1131　FAX（0531）22-3298

22名

東三河分区

木曜日12時30分～

崋山会館内

〒441-3421　田原市田原町巴江12-1
TEL（0531）22-0831　FAX（0531）23-1216

ベトナム政府からの感謝状 医療功労賞を受賞し平成天皇、皇后両陛下と謁見
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豊橋南ロータリークラブ
1966年5月12日1966年4月4日

1966年6月21日

豊橋ロータリークラブ

55名 （2018年6月現在）

ホテルアソシア豊橋

ｔｙ373-ｒｃ@arrow.ocn.ne.jp

〒440-0075　豊橋市花田町西宿梨番地
TEL（0532）56-8888　FAX（0532）57-1077

21名

月曜日　12時30分～

豊橋商工会議所内

〒440-0075　豊橋市花田町石塚42-1
TEL（0532）55-9329　FAX（0532）39-7521

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　緑豊かで温暖な気候、そして三河港に面した地形に恵
まれ農業と工業で発展をし続けてきた豊橋の街で、1966
年4月に豊橋ロータリークラブをスポンサークラブとして市内
３番目のクラブとして創立された。
奉仕の歩み >>>>>>>

　2010-2011年度に地区補助金事業「表浜ブルーウォー
ク・ファミリーＤＡＹ」と題し、地元の学生を中心とした参加
者達と共に表浜海岸清掃活動に汗を流した。
　2011-2012年度には地区補助金事業として豊橋の伝
統である「豊橋祇園祭」の会場に仮設トイレを設置し、観
客や地域住民がより良く豊橋祇園祭を楽しんでもらえるよう
な事業を行った。
　韓国慶尚大学校から留学生を招請し、滞在の間支援
する国際奉仕事業を長年にわたり毎年続けてきたが、20
回目に当たる2014-2015年度を節目としてひと区切りをつけ
た。新たな交流の形を探る段階に入り、より良い国際奉仕
活動について模索している。
　豊橋市と連携し「明るい家庭づくり推進大会」の開催や
「豊橋少年柔道大会豊橋南ロータリークラブ杯」を毎年
開催し、青少年の健全育成に力を入れている。

特記すべき活動 >>>>>>>

　2013-2014年度は東三河分区ガバナー補佐として擁立
した赤井知久会員のもとに「東三河分区インターシティー・
ミーティング」を開催した。講師に観世流シテ方東京藝術
大学音楽部名誉教授の野村四郎先生をお迎えし、「東
三河の誇れる文化遺産として豊橋に保存されている貴重
な能装束と面」について講演会と演能の実演がされ、多く
の会員に出席いただいた。
　2015-2016年度にクラブの創立50周年を迎え、2016年4
月2日に記念式典例会・祝賀会を行った。
　当日は多くのご来賓・ご招待者を迎えての記念式典、会
員の奥様を交えての盛大な祝宴、お茶会を催した。記念
行事にはアグネス・チャンさんを講師としてお呼びし、乳が
んについての啓蒙を市民の皆様に促す事を目的とした「ピ
ンクリボンセミナー」を開催した。
　その他にも特別支援学校に長胴太鼓一台を寄贈、子
供の発表の場である「キッズカルチャーフェスティバル」を
開催し、未来ある少年少女たちの健全な育成の一助とな
るよう事業を行った。今後もロータリークラブの発展に寄与
できるよう活動を続けていく。

創立５０周年記念式典例会 創立５０周年記念講演

東三河分区
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新城ロータリークラブ
1967年5月24日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　新城市は、新東名のインターチェンジとパーキングエリア
があり、昔は荷を運ぶため信濃と新城を行き来する馬と豊
川を利用しての吉田（豊橋）からの川舟の中継地として賑
わったところ（山湊馬浪）、史跡長篠設楽原古戦場があり
ます。クラブは皆が互いをよく知る家族的雰囲気の中で活
動しております。
奉仕の歩み >>>>>>>

①30年間に及ぶ韓国大邱嶺南RCとの姉妹クラブ協約当
クラブからは毎年訪韓し海外例会（大邱嶺南RC例会
出席）韓国大邱嶺南RC来訪（2012年および2017）

②新城市内中学校校と韓国慶北大付属中学校の交流
支援　30数年でざっと2000人以上が交流、当クラブと
しても毎年韓国慶北大付属中学訪問、韓国慶北大付
属中学訪日派遣団歓迎会開催。

③ガールスカウト支援（資金援助、活動現場訪問激励毎
年実施）ロータリーカップサッカー大会主催（小学生及び
中学生、毎年実施）新城中学剣道大会支援。

④米山奨学生の受入け（2008～10および2014～16）

⑤障害者就労支援施設へテント、空調装置等を寄贈（地
区補助金事業2010）

⑥青少年交換の学生の派遣と受け入れ（2017年より）
特記すべき活動 >>>>>>>

①創立45周年事業として設楽原古戦場へ案内板、標柱
等の新設、更改（2012）

②当クラブホストの2014～2015IM（新城市出身の航空評論
家小林宏之氏の講演「演題：大空から教えられたこと」）

③新東名長篠設楽原PAへ記念植樹（2016）
④50周年記念事業（主なもの2017）

（1）「子供は国の宝、次世代を担う子供たちに聞いてもら
いたい」という会長方針に基づき、市内中学1,2年生831
人を招待しての池上彰氏の講演「演題：地域に学び世
界を知る」）（市民文化講座と共催、1300席満席）

（2）新城ゆかりの幕末の外交官で横浜開港の提唱者で
ある岩瀬忠成公の足跡をたどる横浜バスツアー（市内
の小中学生15名参加、横浜開港資料館、本覚寺等）と
その感想作文コンクール　

（3）新城市へ市民憲章石碑建立寄贈（旧石碑を新装）

1967年4月28日

1968年4月14日

豊橋北ロータリークラブ

47名 （2018年6月現在）

新城市商工会　3F

http://www.shinshiro-rc.sakura.ne.jp shinshiro-rc@coda.ocn.ne.jp

〒441-1326　新城市字中野15番地10
TEL（0536）22-1778

22名

東三河分区

金曜日　12時30分～

新城市商工会　2F

〒441-1326　新城市字中野15番地10
TEL（0536）23-2354　FAX（0536）23-4844

韓国大邱嶺南RCとの協約調印式 50周年事業 池上彰氏 記念講演
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渥美ロータリークラブ
1969年4月26日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　渥美ＲＣは愛知県の最南端、渥美半島の先端に位置
し、恵まれた自然条件と豊川用水の水利により発展してい
る地域にある。2019年4月創立50周年を迎えた。
奉仕の歩み >>>>>>>

　2004年-2005年ロータリー100周年プロジェクトとして田
原市福江町に流れる免々田川沿いに300本ほどの河津桜
を植樹して15年目を迎えた。
　2007年-2008年渥美クラブ創立40周年記念事業として
「桜まつり」を開催し、その後毎年桜まつりを開催するよう
になったが1日だけの桜まつりでは桜の開花時期から外れ
ることもあり、2014-2015年の桜まつりのとき地域活性化も
考え、桜まつり期間（3週間ほど）を設け、その間の土日にイ
ベントを開催するようになった。地域団体・学校等の協力も
得、年を追うごとにメディアや旅行社等からも取り上げても
らえるようになり、賑やかさを増している。毎年それに合わ
せて雑草刈り・剪定・菜の花種まき河川の清掃など環境整
備も行っている。この河津桜が田原市の観光名所となり更

なる地域活性化となるよう継続していきたいと思っている。
　当クラブでは2015年-2016年からタイ国ピチット県にある
バンムンラックウィッタヤコン小学校に奨学金の寄付をして
いる。2015年‐2016年小学校訪問後、日本のランドセルを
送ったらどうかとの案が出て、2016年-2017年訪問するとき
はランドセルを全員に送り、現在は新入生の数だけ持って
訪問している。2019年5月訪問した際には日本の歌「翼をく
ださい」で歓迎された。
　子供たちの笑顔のためにもできる限り継続して支援して
いきたい。
特記すべき活動 >>>>>>>

　当クラブの中ではやはり「桜保全作業」が重要である。
草刈りで始まり草刈りで終わる、桜の管理から菜の花の種
まきそして桜まつり。菜の花の種まきは地元保育園児、小
学生にも参加してもらっている。天候にも左右されることの
なので例会日以外にずれ込むこともあり、メンバー達が額
に汗し頑張っている。

1969年4月21日

1969年11月05日

田原ロータリークラブ

38名 （2018年6月現在）

蒲郡信用金庫渥美支店　２階

atsumi-rc@tees.jp

〒441-3617　田原市福江町堂前50-6
TEL（0531）32-1251　FAX（0531）32-1251

27名

東三河分区

水曜日　12時30分～

免々田川 菜の花・桜まつり タイ小学校へ奨学金とランドセル寄贈

蒲郡信用金庫渥美支店内

〒441-3617　田原市福江町堂前50-6
TEL（0531）32-1251　FAX（0531）32-1251

https//www.atsumirc.com
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奥三河ロータリークラブ
1970年6月15日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　北設全域にわたっており、極めて広い地域で名古屋市
の約2倍の面積である。極端に老齢化が進んでいる。寒さ
を利用して、ハウス花栽培、トマト、愛知県下随一の茶臼
山スキー場、オートキャンプ場等いろいろな施設も増えて来
ている。2015年6月、惜しまれつつもクラブは解散となった。
奉仕の歩み >>>>>>>

　奥三河ロータリー創立から45年間、530運動を続けた。
郡内各地区を廻り活動、報道関係へのPRにも努めた。ま
た、職場例会を年2回続け、例会時はマイ箸運動を行っ
た。
　東三河分区、渥美、田原ロータリークラブとの姉妹提携
をし、交流を深めた。
特記すべき活動 >>>>>>>

　国際奉仕活動として、スリランカに奥三河幼稚園を設立
青少年奉仕活動として、中学校の剣道大会、バレーボー

ル大会、テニス大会への賞品、賞状を出した。
　社会奉仕活動として、郡内バレーボール大会協賛。
　郡内小学生を招き、米村でんじろう　サイエンスショーを
行った。
　会員の「和」「親睦」を目標とし、年度の会長方針に沿っ
て会を進めた。
　終結に当り、手持ち資金で郡内学校に文庫。書籍を寄
贈した。
　奥三河ロータリークラブは、2015年6月に解散、ロータリー
クラブ脱会となりました。
　時代の流れにともない、このような結果となりましたが、
ロータリーで学んだ「四つのテスト」「奉仕の理想」は、職
業人として引き継いで参ります。長い間ありがとうございまし
た。

“感謝”

1970年5月16日

1971年6月6日

豊橋北ロータリークラブ

13名 （2015年6月現在）

奥三河総合センター

okumikawa-rc@eos,ne.jp

〒441-2301　北設楽郡設楽町田口字向木屋2-10
TEL（0536）62-0100

24名

東三河分区

水曜日　12時30分～

米村でんじろう サイエンスショー 最終例会

〒441-2301
北設楽郡設楽町田口字向木屋1-7
TEL（0536）62-1246　FAX（0536）62-1246
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豊川宝飯ロータリークラブ
1986年1月21日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　1985年の設立以来、常に地域の活性化のための活動
をして来ました。
奉仕の歩み >>>>>>>

　2007年4月に高校生ボランティア活動連絡協議会を設
立。
　2008年頃より交流が活発になり、高校生の活動の情報
提供や交流の機会の一助になっている。
　2010年の創立25周年事業で、地元の陸上アスリートを
応援する会「豊川アスリートサポーターズクラブ」を設立。
地元で開催される陸上の公式大会、シティマラソン、リレー
マラソンにノボリや横断幕で大会を盛り上げ応援サポート
をして選手の皆さんを応援している。
　2015年から3年間、90年前に日米の親善交流のために
海を渡った答礼人形の里帰り展開催に向けたサポート事
業を行った。小学校での出張授業、中京大学でのシンポジ

ウム、青い目の人形の90年目の同窓会開催を行い、2017
年7月に愛知県内4か所で開催された「答礼人形ミス愛知
の里帰り展」の成功に協力した。
　2018年6月に豊川市が戦争遺産整備事業として開園し
た「豊川海軍工廠平和公園」に桜の木をはじめとする250
本の木を植樹。また開園後に多くの市民に「平和公園」を
知ってもらうためのPR事業を豊川市教育委員会生涯学
習課とタイアップ事業を展開し多くの市民に平和公園を
PRすることができた。
特記すべき活動 >>>>>>>

　2014年3月に台湾の台中松竹RCと姉妹締結を行い毎
年双方を訪問して国際交流を開始した。2016年には桜
の交換植樹を行い日本と台湾で桜の植樹を行った。今年
2019年3月に姉妹締結の更新を行い今後も国際交流を
深めて行きます。

1985年12月24日

1986年5月10日

豊川ロータリークラブ

66名 （2018年6月現在）

豊川商工会議所

hoirc@sala.or.jp

〒442-0033　豊川市豊川町辺通4-4
TEL（0533）86-4104　FAX（0533）84-1808

39名

東三河分区

火曜日　12時30分～

青い目の人形90年目の同窓会 台湾台中松竹RC訪問

豊川商工会議所　3階

〒442-0033　豊川市豊川町辺通4-4
TEL（0533）86-2535　FAX（0533）86-8889

http://toyokawahoi.tank.jp/
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豊橋ゴールデンロータリークラブ
1992年11月18日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　地域は、江戸時代に東海道五十三次の吉田宿･二川
宿の宿場町、吉田藩の城下町として栄え、交通の要所とし
て発展。2017年、クラブから3人目のガバナー補佐を輩出。
2018～19年度、創立30周年を迎えた。
奉仕の歩み >>>>>>>

　200９年、創立20周年を迎え、記念事業としてオペラ『カ
ルメン』を三河市民オペラと共催公演。
　2011年、3.11東日本大震災に義援金百万円を贈呈。
　2013年、創立25周年を迎え、記念式典･記念品に深川
純一氏の卓話集を作成、贈呈。新地区補助金事業、「高
校生が主催するプレゼンIN ＴＯＹＯＨＡＳＨＩ輝こう故郷豊
橋! 」を市民公開事業として実施。
　2017年、青少年と国際の合同奉仕プロジェクトとして、
高校生ボランティア・ハート・ネットワーク（ＶＨＮＷ）交流会を
豊橋技術科学大学のキャンバスで「つながる心、ひろがる
世界」をテーマに実施。
　2018年、「今を生きる」をテーマに、創立30周年記念式
典を行い、会員が未来の善き先人になることを確認した。

特記すべき活動 >>>>>>>

　1993～94年に提唱した高校生VHNWも市内12校が
参加しボランティア活動を25周年継続支援してきたが、昨
年度RCCを終結、本年度ロータリープログラムから地域へ
の移行を目指して、「とよはし高校生ボランティア活動支援
協議会」を立ち上げその支援に努めている。
　2013年～14年、創立25周年を迎えクラブの節目としてク
ラブ内に諮問委員会を設けクラブの在り方について答申
をする。クラブ是として「我がクラブの志」を作成した。

創始の心として
　1.お互いがお互いを認めあう仲間の集い！
ロータリーの基本理念として
　2.ロータリーで心を磨き、奉仕を志す仲間の集い！
ロータリーの特性理念として
　3.職業奉仕を学ぶ良き職業人の集い！ 

　2019年、創立30周年記念事業『街づくりは人づくり』を
テーマに豊橋のアリーナ構想を含めた地域の問題を提起
した市民公開シンポジウムを開催した。

1988年10月28日

1989年3月19日

豊橋ロータリークラブ

63名 （2018年6月現在）

ロワジールホテル豊橋

http://www.toyohashi-golden-rc.gr.jp golden@toyohashi-golden-rc.gr.jp

〒441-8061　豊橋市藤沢町141
ＴＥＬ（0532）4-3131　ＦＡＸ（0532）46-6672

45名

東三河分区

金曜日　12時30分～

ロワジールホテル豊橋　本館 9階 926号室

〒441-8061　豊橋市藤沢町141　ロワジールホテル豊橋 本館 9階 926号室
ＴＥＬ（0532）35-9973　ＦＡＸ（0532）39-3743

高校生ＶＨＮＷと留学生との交流会 創立30周年記念式典での記念写真
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田原パシフィックロータリークラブ
1990年7月24日

1991年3月23日

田原ロータリークラブ

45名 （2018年6月現在）

崋山会館

https//www.facebook.com/taharaprc tprc0724@gmail.com

〒441-3421 田原市田原町巴江12-1
TEL（0531）22-1700

1990年8月20日

41名

東三河分区

火曜日　19時～

〒441-3421
田原市田原町巴江12-1
TEL（0531）22-5955　FAX（0531）22-7120

10年の歩み >>>>>>>

　この10年の活動を振り返ってみると、各年度ともに特色
ある活動を実施してきたが、14年ほど前から地区補助金
を利用してのDDF事業が社会奉仕事業の主体となり、各
年度の主力事業になっていました。
　中でも2012年秋に実施された「さんまフェスin田原」は
前年の東日本大震災で大きな被害を受け、更に続く風評
被害によって苦境にあった被災地を支援するイベントとし
て開催されたものであります。以前から交流があり、サン
マの漁獲量全国第5位の岩手県大船渡市から前日水揚
げされたサンマ3400尾を買い入れ、サンテパルクたはらの
ドームでサンマを焼き、市民約5000人に無料配布しまし
た。
　「食べることから始めよう!復興支援の輪」を合言葉に始
めた事業ではありますが、数千尾のサンマを焼くにはどのく
らいの準備をしなくてはならないのか?お客さんは集まって
くれるだろうか?　と心配しつつの準備でした。結果は晴
天に恵まれたこともあって延べ5000人の市民に3400尾を
すべて食べていただくことができました。

　当日は大船渡市周辺の地元新聞・東海新報社の木下
繁喜さんの講演のほか和太鼓演奏、キッズダンス、フラメン
コなどで会場を盛り上げていただき、市民の皆さんに被災
地の復興に関心を持っていただくことができました。
　なお、この事業は2012-2013年度2760地区「意義ある
業績賞」を受賞しました。

さんまフェスin田原 ポスター 朝日新聞 掲載記事 2012年 さんまフェスin田原 
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豊橋東ロータリークラブ
1996年2月6日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　2018年市制110周年を迎えた豊橋市において5番目の
ロータリークラブとして1996年1月24日に豊橋南ロータリー
クラブを親クラブとし、青少年を対象として、教育・スポーツ
活動を通して国際交流を図り、世界平和に貢献するという
大きな創立精神のもと豊橋東ロータリークラブは誕生しまし
た。
奉仕の歩み >>>>>>>

　2007年以前より行っている継続事業として韓国中央大
学校の学生の短期ホームステイ推進した。
　2008年日伯交流事業として子ども豊橋市こども未来館
ココニコにて「もちつき大会」を行った。
　2010年創立15記念事業として地元小学生を招待し
「子供たちが学ぶ　自然と人の課外授業」を子ども未来
館ココニコで行った。
　2013年8月、東三河全ての高校から総勢120名で震災
2年目の気仙沼を訪れ、海岸清掃、仮設住宅慰問。震災
の恐ろしさを体感すると共に不自由な生活の皆さんと心の

こもった交流活動実施。
　2017年国際奉仕事業として「ネパール地震復興支援
子供空手大会」を現地にて実施した。
特記すべき活動 >>>>>>>

　設立当初より青少年育成事業に注力してまいりました。
その一環の奉仕事業として現在も継続しております事業
が、韓国中央大学校の学生による短期ホームステイです。
韓国中央大学校日本語クラスを専攻する学生二名を夏
休みに招き、半月の間、当クラブ会員の経営する職場のス
タッフの自宅にホームステイをさせ、彼らと共に職場で働き、
人と人との絆や異文化をより理解してもらおうという趣旨の
事業です。寝食は勿論のこと一日中共に生活することで
深まる信頼感、そして何より生で体感する”日本”を経験で
きる企画だと非常に感謝をされております。またインターン
シップとして働いたご褒美のお小遣いを利用し、自らがスケ
ジューリングした日本国内小旅行を行い、半月のインターン
シップと旅行の経験談をクラブメンバーに卓話頂くという奉
仕事業を行っております。

1996年1月24日

1996年4月8日

豊橋南ロータリークラブ

43名 （2018年6月現在）

ホテルアークリッシュ豊橋

http://www.toyohashi-east-rc.jp ty-e-rc@arrow.ocn.ne.jp

〒440-0888　豊橋市駅前大通1-55
TEL（0532）51-1120　FAX（0532）51-1121

30名

東三河分区

水曜日　12時30分～

豊橋商工会議所内

〒440-0075　豊橋市花田町石塚42-1
TEL（0532）56-8566　FAX（0532）39-7520

2013-14年度「復興支援in気仙沼」出発式 2015-16年度「韓国中央大学校表敬訪問」
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岡崎ロータリークラブ
1951年6月8日

1951年11月18日

豊橋ロータリークラブ

83名 （2019年5月現在）

岡崎市竜美丘会館

http://www.okazaki-rc.org rc-okazaki@gol.com

〒444-0863　岡崎市東明大寺町5-1
TEL（0564）25-2213

1951年6月18日

25名

西三河中分区

水曜日　12時30分～

〒444-0863
岡崎市東明大寺町16-2　明和荘2　102号室
TEL（0564）22-0088　FAX（0564）22-0188

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　1951年6月に設立され、2021年には70周年を迎える。こ
の間、3人のガバナーを輩出している。和やかにして風格あ
るクラブを目指している。
奉仕の歩み >>>>>>>

　2011年、創立60周年を記念し岡崎市立中央図書館
の「家康文庫」に50万円を寄付。ロータリー財団に2000
ドル、米山記念奨学会に30万円を寄付。「家康文庫」は　
1965年、当クラブの寄付金をきっかけに設立された。
　2012年2月3日、4日、東日本大震災プロジェクトとして宮城
県石巻市を会員7人が訪れ、湊中学校に学用品、大川小
学校に義援金を贈った。その後2015年まで支援を続けた。
　2014年10月26日、岡崎市東部で新たな桜の名所にしよ
うと整備が進められている「おおだの森」で桜やモミジの
苗木の周辺で下草刈りを行った。
　2015年3月19日、岡崎市立中央図書館内の「家康文
庫」に図書94冊と看板を寄贈した。
　2016年5月25日、創立65周年記念事業として「川井郁子
バイオリンコンサート」を開き、市内外の高校生を招いた。
　2017年11月3日、岡崎市東部の山頂で進められている
「天使の森プロジェクト」に参加し、苗木の植樹を行った。
特記すべき活動 >>>>>>>

　当クラブ独自の奨学基金である岡崎ロータリークラブ
奨学基金から福祉施設や学校などを支援している。岡崎
ロータリークラブ奨学基金は岡崎市の教育・文化、青少年
の健全育成を目的に1978-79年度のRI創立75周年を記
念して創設された。
　2001年から毎年、愛知教育大学附属岡崎小学校と米
国ボールステイト大学附属バリス校との相互交流を支援し

ている。
　2012年11月14日、地区内交流の一環として一宮RCよ
り10人の会員をお招きし、交流例会を開き、記念の植樹を
行った。
　2013年9月29日、当クラブと岡崎IAC、岡崎RACの合同
で米山梅吉記念館で研修を行った。
　2016-17年度に服部良男ガバナー、2017-18年度に柴
田芳孝西三河中分区ガバナー補佐を輩出した。
　2016年12月5日、当クラブがスポンサーになり名古屋宮
の杜ロータリークラブが承認された。
　2018年2月9日、当クラブがスポンサーになり岡崎市内で
は5番目の愛知三州ロータリークラブが誕生した。
　2018年2月24日、岡崎市竜美丘会館で西三河中分区イ
ンターシティーミーティングが開かれ、当クラブがホストを務
めた。テーマは「ロータリーの原点～ロータリーの過去・現
在を知って、未来を語ろう～」。

2018年2月 西三河中分区インターシティーミーティング

2012年 東日本大震災プロジェクト 湊中学校
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豊田ロータリークラブ
1960年10月28日

1961年4月8日

岡崎ロータリークラブ

95名 （2018年6月現在）

ホテルトヨタキャッスル

http://www.toyotarc.jp offi  ce@toyotarc.jp

〒471-0027　豊田市喜多町2-160
TEL（0565）31-2211　FAX（0565）31-3588

1961年1月24日

23名

西三河中分区

木曜日　12時30分～

ホテルトヨタキャッスル　801号室

〒471-0027　豊田市喜多町2-160
TEL（0565）32-5555　FAX（0565）32-5559

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　自動車産業を中心とした「ものづくりのまち」である豊田
市に、1960年設立承認された豊田RCは2020年10月に創
立60周年を迎えます。その間、ガバナー1名、ガバナー補佐
3名とRI理事1名を輩出しております。
奉仕の歩み >>>>>>>

　2008年より、米山記念奨学生の世話クラブとして5名
の受入れ、2012年には青少年交換留学生の派遣と受
入れをおこないました。
　2010年の創立50周年記念事業の一環として「豊田
ロータリー育英会事業」を設立し、豊田市内在住の中高
生を学資金によって支援する制度を毎年おこなっており
ます。

特記すべき活動 >>>>>>>

　2016-18年度の2年間、当クラブよりRI理事を輩出し、
2016年11月28日～12月1日に「第45回ロータリー研究会」
を主幹致しました。2016-17年度RI会長のジョン・F・ジャー
ム氏をはじめ、日本全国よりガバナー、パストガバナー、ガバ
ナーエレクト様ら多くの方にご参加いただき、成功裏に終え
る事ができました。
　2017年3月に「第25回RYLAセミナー」のホストを務めま
した。
　2017年6月に開催されたアトランタ国際大会ではRI理
事輩出クラブとして「日本人朝食会」を主催し、メンバー25
名が現地にて設営準備を致しました。

2016年 第45回ロータリー研究会 2017年 第25回RYLAセミナー
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岡崎南ロータリークラブ
1964年5月8日

1965年4月25日

岡崎ロータリークラブ

90名 （2018年6月現在）

岡崎ニューグランドホテル

www.okazakiminamirc.com okazakiminamirc@gol.com

〒444-0052　愛知県岡崎市康生町515-33
TEL（0564）21-511　FAX（0564）21-0109

1964年11月12日

36名

西三河中分区

火曜日　12時30分～

岡崎ニューグランドホテル　2階

〒444-0052　愛知県岡崎市康生町515-33
TEL（0564）84-5779　FAX（0564）84-5799

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　徳川家康公生誕の地岡崎市に1964年に創立され、
2019年5月に55周年を迎える。その間にガバナーを2名輩
出した。
奉仕の歩み >>>>>>>

米山奨学生受入　4名
青少年交換留学生受入　1名
グローバル補助金奨学生スポンサー　1名　
東日本大震災復興支援・・・寄付金寄贈・ボート寄贈・福島
の子どもたちの為の活動「あそびににおいでんプロジェク
ト」開催
熊本地震災害支援・・・熊本城復興支援へ寄付
愛知県災害救助犬協会、NPO法人蕗の薹へ寄付
地元 岡崎市へ・・・
・姉妹クラブ（ニューポートバルボアRC）との記念事業とし

て岡崎市中央総合公園に桜植樹・石のベンチを寄贈
・岡崎市立美合小学校へカワニナ池を寄贈
・市制100周年を記念して市内4RC合同にて桜植樹
・岡崎市内全域小中学校の体育振興の為の寄付

（スポーツタイマー・テント等の寄贈）
特記すべき活動 >>>>>>>

自然科学研究機構岡崎三研究所交流委員会活動
・研究所研究者・職員、その家族との交流バーベキュー

の継続開催
・岡崎市中央図書館に「大隅（ノーベル賞大隅教授）文

庫」の寄贈
・中学生の為の国研セミナーを開催
・小中学校理科教諭の為の国研セミナー第100回記念

セミナー・祝賀会を開催（現在第124回開催）
・IM「平和シンポジウム～青少年と共に～」研究所内に

て開催　地雷撲滅家および研究所教授の記念講演と
岡崎・豊田の中学校2校の生徒たちによる研究発表

韓国慶州ナザレ園の支援
愛ポート‘05RCCの立ち上げ
石垣RCとの親善クラブ提携調印
いわき勿来RCとの親善クラブ提携調印

大隅文庫寄贈式典 大隅文庫寄贈式典
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豊田西ロータリークラブ
1970年8月24日

1971年4月29日

豊田ロータリークラブ

106名 （2018年6月現在）

名鉄トヨタホテル

https://www.tw-rc.jp/ tw-rc@star.ocn.ne.jp

〒471-0027　豊田市喜多町1-140
TEL（0565）35-6611　FAX（0565）35-7811

1970年9月1日

29名

西三河中分区

月曜日　12時30分～

名鉄トヨタホテル内

〒471-0027　豊田市喜多町1-140　名鉄トヨタホテル6F
TEL（0565）33-1717　FAX（0565）33-6331

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　1970年豊田RC創立10周年で設立された豊田西RCは
2020年8月に創立50周年を迎える。
奉仕の歩み >>>>>>>

　06-07年度より、公益財団法人豊田市国際交流協会
（TIA）へ書籍類を寄贈。以降毎年継続。
　また、石野歌舞伎保存会と、RCCを結成。その活動を
通して、豊田市内各保存会と交流。「子ども歌舞伎」支
援を開始。以降毎年支援。
　2010年創立40周年記念事業として、公益財団法人
ロータリー日本財団、公益財団法人ロータリー米山記念
奨学会へ寄付を行う。
　12-13年度より、豊田西ロータリークラブ旗豊田軟式少
年野球新人戦大会を開催。（10年間継続）
　13-14年度より、外国籍の学校未登校児童への語学
支援を行う「NPO法人トルシーダ」への支援を開始、毎
年継続。
　16-17年度、地区補助金事業として、介助犬を必要と
されている体の不自由な方々の為に、長久手市にある介
助犬育成事業へ支援を行う。以降、クラブ事業として毎
年支援。

特記すべき活動 >>>>>>>

　07-08年度～09-10年度、国際奉仕活動としてベトナム
ホーチミン市内の幼稚園と小学校を訪問し現地の教育事
情の視察、図書教材を寄贈。
　10-11年度～12-13年度、国際奉仕活動として台湾台
北市内にある榮光育幼院へ文具一式寄贈支援。
　11-12年度より東日本大震災に対する支援活動として
桃･柿育英会に支援開始。（2020年3月、桃・柿育英会活
動終了まで毎年支援。）
　12-13年度～14-15年度、東日本大震災に対する支援
活動として「被災高校生支援ワンコインプロジェクト」へ支
援。
　2012年3泊4日の日程で東日本大震災ボランティア活動
の実施。岩手県大槌町にて河川敷のガレキの撤去・清掃
活動を行う。
　2015年創立45周年記念事業として、豊田市で開催さ
れた「第26回全国地芝居サミット」を市と共催で開催し多
くの市民が子ども歌舞伎」を観劇することで、06-07年度よ
り継続している「子ども歌舞伎」への支援を多数の市民
に周知頂き、ロータリー活動の理解を深めて頂く良い機会
となった。

子ども歌舞伎 少年野球閉会式
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岡崎東ロータリークラブ
1973年5月02日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　当クラブは1973年岡崎RCがスポンサークラブとなり岡
崎第3のクラブとして発足しました。親クラブからの移籍者
もなく、会員全員が同等でスタートしたため、今でもクラブ
内が和気藹 と々して良い雰囲気の中で奉仕活動を活発
に行っています。
奉仕の歩みと特記すべき活動 >>>>>>>

　記載しきれないほどの多くの奉仕活動を行ってきていま
す。その中の一部を紹介いたします。
社会奉仕===
・岡崎市形埜小学校水質保全活動への助成
・岡崎市河合中学校ゲンジボタル保護育成活動への助成
・おおだの森植林事業
・長瀬楽人会RCC：伝統芸能雅楽伝承への助成
（岡崎市矢作北小学校雅楽部が中心に活動しており、
毎年演奏を聴かせて頂いています）

国際奉仕活動===
・カンボジア教育支援でのティタゴイ小学校校舎建設及
び飲料水整備・学用品図書援助（カンボジアからの米山
奨学生がつないだ絆により小学校支援を行った結果、カ
ンボジアでも有数の優秀な学校となったと聞きました）

・WCSアマゾン川流域植林活動への助成（会員の兄弟
がアマゾンに存命中に植林を約14年間行ってきたが、
お亡くなりになり終結となる）
青少年奉仕活動===
・光ヶ丘女子高等学校IACへの助成
・岡崎RACへの助成
・岡崎少年野球サークルへの助成
親睦活動===
・松本東RCとの姉妹提携（毎年、活発な交流を行ってお
り、当クラブ45周年式典にも10名ご参加いただき、松本
東RC35周年記念例会に16名参加しました）

1973年4月20日

1974年5月03日

岡崎ロータリークラブ

54名 （2018年6月現在）

岡崎市竜美丘会館

http://www.okazakieastrotary.org okzk-erc@cello.ocn.ne.jp

〒444-0863　岡崎市東明大寺町5-1
TEL（0564）25-2213

26名

西三河中分区

木曜日　12時30分～

〒444-0864
岡崎市明大寺町字荒井33-1グリーンヒルズ明大寺102号
TEL（0564）23-3065　FAX（0564）26-2085

長瀬楽人会RCC 伝統芸能雅楽演奏 カンボジア小学校校舎建設・飲料水整備
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豊田東ロータリークラブ
1980年6月1日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　豊田市は豊かな森林、市域を貫く矢作川、豊かな田園
が広がる恵み多き緑と車のまち。30・35周年の節目を経
過、来る2020年創立40周年を迎える当クラブは、創立から
20世紀と21世紀をそれぞれ20年近く経験、数々の奉仕の
歴史を積み重ねてきました。
奉仕の歩み >>>>>>>

2008～09年度　GSE5名来訪、紅葉の名所香嵐渓
を満喫。米山奨学生受け入れ。2009～10年度　創立
30周年記念事業。2010～11年度　米山奨学生受け入
れ。3.11東日本大震災復興支援協力募金。弱者のための
「思いやりのベンチ」設置事業（合併による市域拡大に
伴う地域バス利用）2011～12年度　会員賀寿を祝う例会
を開始。2013～14年度　創立より4人目ガバナー補佐輩
出、IMの開催。ミャンマー教育支援。東日本大震災高校
生支援プロジェクト参加（3年計画）。2014～15年度　創
立35周年記念事業。米山奨学生受け入れ。2016～17年
度　女性会員初入会。豊田市を舞台にした映画「星めぐ
りの町」豊田5RCで協賛。2017～18年度　豊田軟式少
年野球RCC結成。グローバル奨学生世話クラブ。2019ラ
グビー・ワールドカップ・スポーツ振興に寄付。

特記すべき活動 >>>>>>>

創立30周年記念事業
　第16回豊田東ロータリークラブ杯争奪軟式少年野球記
念大会として開催。記念切手発行事業（郷土の偉人鈴木
正三顕彰会・野球大会に贈呈）。〝言の葉生きる〟美しい日
本語を聴く～豊田の民話と谷川俊太郎の世界～と題し、
市民を招待、谷川俊太郎氏とともに語り・学童参加の読み
きかせ・ソプラノ,ピアノ演奏のコラボを豊田市コンサートホー
ルにて開催した。財団・米山への記念寄付。
創立35周年記念事業
　キッズ・ファーム・チャレンジと命名し、こども園児を対象と
した食育事業の立ち上げ。街頭防犯カメラ事業への寄付
寄贈。徳川家康公400年記念祭に協賛。
継続事業：交換学生の集い（25回迄）,青少年の主張発表

（24回迄）,思いやりのベンチ3年で28基設置,ミャンマー教
育支援（5回迄）,キッズ・ファーム・チャレンジ（4回）豊田東
RC杯争奪軟式少年野球大会（25回）/クリスマス家族例
会（38回）・一泊家族例会（34回）,賀寿を祝う会（7回）。5
つの同好会でも親睦を深めている。
◇創立40周年を迎えるための準備委員会設立、地域に
一層必要とされるロータリークラブを目指す。

1980年5月7日

1980年4月5日

豊田ロータリークラブ

81名 （2018年6月現在）

ホテルトヨタキャッスル　2F

http//www.toyota-e-rc.org/ info@toyota-e-rc.org

〒471-0027　豊田市喜多町2-160
TEL（0565）31-2211　FAX（0565）31-3588

44名

西三河中分区

水曜日　12時30分～

ホテルトヨタキャッスル　807

〒471-0027　豊田市喜多町2-160
TEL（0565）34-4333　FAX（0565）34-4381

豊田東RC30周年記念事業 第24回豊田東RC杯争奪軟式少年野球大会
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岡崎城南ロータリークラブ
1989年3月22日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　岡崎市は人口37万人を超える政令指定都市で、鎌倉
時代から交通の要衝として栄えてきました。徳川家康公の
生誕地としても知られる歴史薫る住みよいまちです。
奉仕の歩みと特記すべき活動 >>>>>>>

　当クラブでは1999年よりミャンマーの教育支援活動を
行っており、2008年は道路の整備、2009年からは奨学会
を立ち上げて現地の経済的に恵まれない医学生へ奨学
金を授与する活動を続けています。私たちの援助を受け
た学生が現地で医師として活躍するまでに至っています。
岡崎市内でも小学校を対象に理科実験教室を毎年開催
しており、小学生の科学に対する関心を高めるための活
動を続けています。
　また、2012年6月5日から、岡崎市内の環境教育に力を
入れている小中学校に対して環境教育賞を授与する活
動を始め、それ以降も毎年小学校1校、中学校1校を表彰
しています。

特記すべき活動 >>>>>>>

2011年4月13日、東日本大震災で被災をした会津若松
ロータリークラブ（当クラブの姉妹クラブ）に対して100万円
の義援金を送っています。
　2012年11月27日、認証状授与式を行い、岡崎大門交
通安全RCCを設立し、毎年12月に交通安全の啓蒙活動
として特産品であるしめ縄をドライバーに配布する活動を
続けております。
　2014年10月24日から26日までミャンマーの大学生17名
を受け入れてホストファミリーのところでホームステイをして
もらいました。
　米山奨学生も受け入れており、2016年7月から陶鈺涵さ
ん（中国）、2018年5月から甘美琪（マレーシア）のお世話を
しております。
　また、創立30周年記念事業として、2019年2月11日、南
極越冬隊の隊長を務めたこともある岡田雅樹氏を招い
て、地元小学生を対象にした教育講演会を行いました。

1989年3月07日

1989年11月07日

岡崎南ロータリークラブ

65名 （2018年6月現在）

岡崎ニューグランドホテル

http://okazaki-johnan-rc.net info@okazaki-johnan-rc.net

〒444-0052　岡崎市康生町515-33
TEL（0564）21-5111　FAX（0564）21-0109

51名

西三河中分区

火曜日　18時30分～

ミャンマー訪問団 創立30周年記念事業　記念講演会

岡崎ニューグランドホテル

〒444-0052　岡崎市康生町515-33
TEL（0564）26-2666　FAX（0564）26-2667
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豊田三好ロータリークラブ
1990年6月19日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　1990年に設立承認されみよし市を中心に活動をしてお
ります。メンバー数が20名と小規模なクラブですがとても
アットホームな雰囲気のクラブです。2020年には30周年を
迎えます。
奉仕の歩み >>>>>>>

　社会奉仕事業として毎年みよし市内にある社会福祉法
人あゆみ会が主催するあゆみ祭に参加をしています。事
前にバザー品の収集や当日にはみたらし団子の販売など
のお手伝いを行っています。あゆみ祭開催当日には豊田
広域ローターアクトの方にも協力を頂いております。
　2018-19年度は地元中学校の野球チームの方にもお手
伝いを頂きボランティアの大切さを子供たちに感じて頂きま
した。そして障がい者の方々が社会の一員として自信を
持って活動する為の手助けができればと考えています。今
後この様な活動を毎年継続的に続けて行きます。

特記すべき活動 >>>>>>>

　2013年は親睦に力を入れた例会を開催。豊田三好ロー
タリークラブのメンバーだけではなく家族や友人も巻き込ん
での例会を開催。そして親睦の輪を広げ今後の活動に繋
げて行くことができました。
　2014年度には社会奉仕例会として530運動を実施しま
した。毎年行っている活動ですがこの年には他団体への
協力要請をし例会会場がある保田ヶ池センター周辺を50
名を超える参加者で清掃活動を実施しました。
　2016年にはNPO法人みよしの自然環境を守る会と協力
をしてみよし市内に在住する小学生たちへ田植えや稲刈
りの体験をして頂きました。子供たちには生きもののいのち
あふれる豊かな自然”の保全活動に携わったり、触れ親し
んだりすることのできる事業を行い、自然共生都市づくりに
寄与することを目的としています。
　2019年には2760地区西三河中分区のインターシティ
ミーティングを主管クラブとして開催しました。

1990年5月28日

1990年10月18日

豊田西ロータリークラブ

20名 （2018年6月現在）

保田ヶ池センター

http://www.hm4.aitai.ne.jp/̃tmrotary/ tmrotary@hm4.aitai.ne.jp

〒470-0224　みよし市三好町大慈山2-11
TEL（0561）34-2251　FAX（0561）34-5477

26名

西三河中分区

月曜日　19時15分～

保田ヶ池センター

〒470-0224　みよし市三好町大慈山2-11
TEL（0561）34-2251　FAX（0561）34-5477

あゆみ祭での調理販売風景 メンバーで稲刈り体験（集合写真）
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豊田中ロータリークラブ
2000年2月25日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　豊田市5番目のクラブとして、豊田東RCをスポンサークラ
ブに2000年に創立しました。設立当初より女性会員が在
籍し、現在は10名に増えました。
奉仕の歩み >>>>>>>

　とよたクリーン活動への参加から続いていた「ゴミゼロ運
動」は2017年まで、約16年間継続事業として豊田市駅周
辺で行いました。
　2015年の15周年記念事業では、学生たちのボランティ
ア団体「とよた学生プロジェクト」と共同で、豊田市の公立
こども園に絵本を寄付しました。その後は20周年までの6
年計画で順次寄贈を続け、公立こども園67園に800冊の
寄贈が完了する予定です。
　寄贈後は園長先生や「とよた学生プロジェクト」のメン
バーを例会にお呼びし、絵本を読む園児の様子を発表し
て頂くと共に、学生との交流を図っています。

特記すべき活動 >>>>>>>

　2010年、創立10周年記念事業として台湾の台中文心
RCと友好提携を締結しました。その後は両クラブの周年
事業など節目において交流を図っています。東日本大震災
のときには台中文心RCからの多額の義援金を当クラブを
通して贈ることが出来ました。
　昨年の植樹事業では足助の香嵐渓にモミジの植樹を
しました。今年度は豊田市足助支所長、市議会議長、足
助小学校長のほか、足助小学校の10人の児童たちも参
加し、香嵐渓の歴史やモミジの寿命、間伐や植樹の大切
さなど勉強してきたことを発表して頂きました。児童たちは
モミジを守るための募金活動も行い、当クラブメンバーも協
力いたしました。香嵐渓のモミジは植え替えの時期が来て
おり、今後も継続して植樹の活動を継続しく予定です。そし
て、児童の思いあふれる香嵐渓の存続に寄与していきま
す。

2000年2月25日

2000年6月23日

豊田東ロータリークラブ

53名 （2018年6月現在）

名鉄トヨタホテル

http://toyota-nakarotary.jp/ info@toyota-nakarotary.jp

〒471-0027　豊田市喜多町1-140
TEL（0565）35-6611　FAX（0565）35-7811

53名

西三河中分区

火曜日　18時～

絵本プロジェクト 足助香嵐渓植樹

〒471-0034
豊田市小坂本町1-129　グレ-ス小坂本町203号
TEL（0565）36-0057　FAX（0565）36-0067
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名古屋宮の杜ロータリークラブ
2016年12月5日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　名古屋宮の杜RCは、我が国の象徴である「宮」と「杜」
をクラブ名称にし、2016年12月に加盟認証され、創立し
た。2016年の規定審議会で大きく改訂された定款と細則
をもとに、例会は月2回とした。設立当初、平均年齢49歳
と、現役で活躍する40～50代のメンバーを中心に活動す
る。
奉仕の歩み >>>>>>>

　創立会長方針「参加・参加・参加」、2017-18年度会長
方針「ロータリーを理解し、ロータリーを楽しもう」をもとに、メ
ンバー一人ひとりが積極的にクラブに参加し、会員相互
の親睦とロータリーの理解を深め、これからの奉仕活動の
基礎を築いてきた。ロータリー経験がないメンバーばかりで
あったが、先輩ロータリアンの教えも頂きながらクラブ奉仕
に尽力した期間となった。家族会、クリスマス会では、家族
を招き、おおいに盛り上がる会となり、会員間の親睦はもち

ろん、家族にもロータリーの理解を得る機会となった。我々
メンバーと家族がロータリーの理解を深めることが、今後の
奉仕の歩みの確実な第一歩となったと考える。
特記すべき活動 >>>>>>>

創立当初にRCCを結成。現在は『子供たちの夢を乗
せて走る』をコンセプトに活動する「OKUDA弁慶号」、ス
ポーツを通じた地域活性化に貢献する女子サッカーチーム
「NGUラブリッジ名古屋」、地域コミュニティの活性化を目
的として活動する「わっしょい太鼓祭実行委員会」の3団
体となる。
2017-18年度より当時のRI会長方針であった植樹を3年
計画で行っている。環境保全活動として名古屋市熱田区
高蔵地籍の高蔵公園改修工事に合わせ、1年目は乙女
椿2本と蝋梅2本の計4本を植樹した。今後も地域のニー
ズに応えながら引き続き行っていく予定である。

2017年1月19日

2017年3月9日

岡崎ロータリークラブ

44名 （2018年6月現在）

ホテルナゴヤキャッスル

http://miyanomori-rc.jp/ aichi2760@miyanomori-rc.jp

〒451-8551　名古屋市西区樋の口町3番19号
TEL（052）521-2121　FAX（052）531-3313

43名

西三河中分区

木曜日　12時20分～

2017-18年度 クリスマス家族会 2017-18年度 植樹立ち合い（名古屋市熱田区高蔵町籍 高蔵公園）

〒460-0008
名古屋市中区栄1丁目22-16　ミナミ栄ビル402
TEL（052）253-7821　FAX（052）253-7820
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愛知三州ロータリークラブ
2018年3月08日

2018年3月22日

岡崎ロータリークラブ

30名 （2018年6月現在）

暮らしの杜　葵ホール　1階 階段教室

http://www.sanshu-rc.aichi.jp/ info@sanshu-rc.aichi.jp

〒444-0813　愛知県岡崎市羽根町字若宮30番地1
TEL（0564）64-3050　FAX（0564）64-3051

2018年2月09日

30名

西三河中分区

木曜日　18時30分～

暮らしの杜　葵ホール　2階

〒444-0813　愛知県岡崎市羽根町字若宮30番地1
TEL（0564）64-3050　FAX（0564）64-3051

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　2018年3月8日に、愛知県の中ほどに位置する岡崎市に
おいて、その5番目となるロータリークラブとして誕生しまし
た。若い世代の会員を増やすべく、例会は夜間とし、会費
もできるだけ低く抑える工夫をしています。若い力を活かし
た、地域への奉仕に力点をおいたクラブ運営を目指してい
ます。
奉仕の歩み >>>>>>>

　奉仕活動の立ち上げに向けて、他クラブの活動を学ん
だり、地域にいかなる課題があるかを調査中です。
特記すべき活動 >>>>>>>

　設立間もなく、試行錯誤の連続である為、親クラブであ
る岡崎ロータリークラブと合同例会を開催していただき、
勉強させていただきました。また、岡崎ローターアクトクラブ

（RAC）の会長経験者が4名在籍し、RACとも太いパイプ

をもって活動しています。
　そして、例会でも通常の例会場から離れ、会員のアトリ
エでの例会も開催し、和やかな雰囲気での例会開催も実
施しています。

ガバナー訪問

例会の様子
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刈谷ロータリークラブ
1954年3月30日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　トヨタ発祥の地に1954年設立承認された刈谷RCは
2019年3月8日に創立65周年を迎える。その間3クラブのス
ポンサー、ガバナーを1名、ガバナー補佐を7名輩出した。
奉仕の歩み >>>>>>>

　2009年度より5年かけて、刈谷市音楽協会の協力を得
て、刈谷市内全小学校へ訪問コンサートを実施した。こ
の年より、5ヵ年計画でタイ・チェンライで植林活動「刈谷の
森」を始める。
　2010年度3月、東日本大震災被災地へ会員からの篤志
を集め、贈りました。
　2013年度刈谷市セントラルパークにロータリーの森を寄
贈した。

　2014年度地区補助金を活用し、東日本大震災支援事
業「花いっぱいプロジェクト」を仙台RCの協力で行った。
　2017年度地区補助金を活用し、熊本地震支援事業　
「滝尾幼稚園への和太鼓贈呈と地域との交流事業」を
行った。
特記すべき活動 >>>>>>>

　2009年度より国際奉仕事業としてタイにて植林活動を
始め、2015年にはグローバル補助金を活用し、3350地区
にて「子宮頸がん予防事業」をタイ・バンコク・スワナブーム
RCと実施した。2018年には第1回アジア子供絵画展への
支援事業も行い、タイ国にて奉仕活動を継続しています。

1954年3月8日

1954年10月23日

名古屋ロータリークラブ

94名 （2018年6月現在）

刈谷商工会議所

http://www.kariya-rotary.com kariyarc@katch.ne.jp

〒448-0843　刈谷市新栄町3-26　
TEL（0566）21-0370

24名

西三河分区

月曜日　12時30分～

刈谷商工会議所内

〒448-0843　刈谷市新栄町3-26　
TEL（0566）22-2111　FAX（0566）25-2111

刈谷市内全小学校へ「訪問コンサート」 タイ・チェンライ植林活動「刈谷の森」
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安城ロータリークラブ
1958年2月6日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　1958年創立し2018年2月に創立60周年を迎えた当ク
ラブはガバナー補佐3名輩出をはじめとして、地区大会
･IAC年次大会･IMなどのホストクラブを経験し、海外へ
の奉仕活動･米山奨学生･青少年交換事業などに力を入
れて、今後更に飛躍を続けるクラブ
奉仕の歩みと特記すべき活動 >>>>>>>

・安城学園高等学校IACへの支援
・安城少年野球サークルRCCへの支援・大会主催
・安城市明祥中学校による油ヶ渕クリーン活動支援
・2011～12 カンボジア井戸掘り事業
・2012～13 カンボジア井戸掘り事業
・2013～14 米山奨学生ニー･ニー･エイさん世話クラブ
・2014～15 ミヤンマー日本語教育支援
・2015～16 青少年交換事業派遣受入（アメリカ）
・2016～17 米山奨学生王卓然さん世話クラブ
・2017～18 タイへ図書寄贈

特記すべき活動 >>>>>>>

・2011～12 ガバナー補佐輩出・IM開催、IAC年次大会
ホストクラブ

・2012～13 地区大会ホストクラブ、創立55周年記念事
業

・2013～14 安城七夕まつりにて南吉七夕飾り出店
・2014～15 安城市民参加デンパーク、「ハロウィンダンス
パーティー」開催、安城フォトコンテスト開催

・2015～16 伊丹RC深川純一先生講演会、「三河安城
駅にひかりを停めよう」署名活動、安城市在住外国人カ
ラオケ大会協賛

・2016～17 オーストラリア・ホブソンズベイRC訪問、砺波
RC交流会・

・2017～18 創立60周年記念事業・安城市へ絵画寄贈、
市民まつり開催

1958年1月10日

1958年8月6日

岡崎ロータリークラブ

55名 （2018年6月現在）

碧海信用金庫本店　3F　

http://www.anjo-rc.org anjo-rc19580206@katch.ne.jp

〒446-0032　安城市御幸本町15-1　碧信本店3F
TEL（0566）75-8866　FAX（0566）74-5678

27名

西三河分区

金曜日　12時30分～

2011-12年 インターアクトクラブ年次大会を安城学園高校と共に行う。 2018年2月10日 創立60周年を祝う。

碧海信用金庫本店　3F　

〒446-0032　安城市御幸本町15-1　碧信本店3F
TEL（0566）75-8866　FAX（0566）74-5678
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西尾ロータリークラブ
1958年6月13日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　「歴史と文化 癒やしとおもてなしのまち 西尾」が県下
14番目の市として誕生した5年後、昭和33年5月に誕生し
た西尾RCは昨年創立60周年を迎え、2013-14年度には
田中正規ガバナーを輩出。
奉仕の歩み >>>>>>>

　クラブ創立以来独自の活動としての奨学基金特別会
計を持ち、奨学生の選考、奨学金の贈呈、教育文化賞の
専横・贈呈を行い、市内の県立高校生3名に3年間奨学金
を贈り、郷土の発展と教育文化の向上に貢献している。
また、白に若草色の西尾RCの帽子と地域特産品抹茶をイ
メージしたカラーのENDPOLIOロゴ入りユニフォームで地
域清掃活動などには参加し、地域住民の方にロータリー
の存在をアピールしている。
特記すべき活動 >>>>>>>

・2008-09　二ノ沢川ほとりに紫陽花150本をメンバーで
植栽

・2009-10　アメリカ・カナダGSEチーム来西、天野会員宅
にホームステイ、会員会社訪問2社

・2010-11　西尾市小中学校校庭芝生化事業助成に財
団「未来の夢計画」新地区補助金申請、IM設営、西尾
市図書館内に外山滋比古氏コーナーを設立

・2011-12　富士山登頂隊編成、20名参加17名登頂
・2012-13　ランニングクラブ那覇マラソン参加、中学生
リーダー養成塾助成に新地区補助金申請

・2013-14　シドニー国際大会田中ガバナー他総勢38名
参加、地元中学生閖上中学校との交流活動支援

・2014-15　フィリピンネグロス島マングローブ植林と海・山
の学校訪問、ゴロドRCと交流

・2015-16　西尾市へロータリークラブロゴ入り地域安全
パトロール車青パト1台寄贈、地区補助金活用

・2016-17　地区補助金で「西尾をダンスの街に」とダン
ス祭を開催

・2017-18　60周年記念事業に於いてアウトリーチを企
画、和楽器コンサートメンバーによる保育園・小学校訪
問、周年記念事業スペリングBeeコンテスト地元バレー
ボールチーム「エアリビーズ」応援例会

1958年5月6日

1959年3月15日

蒲郡ロータリークラブ

77名 （2018年6月現在）

西尾コンベンションホール　

https://www.nishio-rotary.org nishio-rotary@katch.ne.jp

〒445-0852　西尾市花ノ木町4丁目64番地　
TEL（0563）77-3887

34名

西三河分区

火曜日　12時30分～

西尾信用金庫　中央支店

〒445-0854　西尾市永楽町3丁目45番地
TEL（0563）54-7770　FAX（0563）54-7050

2014 フィリピンネグロス島マングローブ植林 2018 米沢上杉RCと友好クラブ締結調印式
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碧南ロータリークラブ
1959年4月8日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　碧南市は愛知県のほぼ中央に位置し、北側には「油ケ
淵」、東側に「矢作川」、西側に「衣浦港」に囲まれた水と
親しみのある町です。農業、工業、水産業、港湾等を主に
発展しています。
　1959年に刈谷RC（林虎雄特別代表）をスポンサーとし
て設立し、9月27日の伊勢湾台風の翌日に認証状伝達式
を挙行、平岩慶一初代会長をはじめ24名のチャーターメ
ンバーでスタートしました。
　今年度、創立60周年を迎え諸先輩方の築かれた歴史
と伝統を踏まえながら会員相互の親睦を深め、地域に寄り
添い活動しているクラブです。
奉仕の歩み >>>>>>>

　設立以来の緑化事業を通し地域への憩いの場、環境
整備に考慮し継続的に進めています。また、青少年活動
では碧南市スカウト育成連絡協議会及び碧南市スポーツ
少年団への育成の為の助成を行っています。

特記すべき活動 >>>>>>>

2008年には創立50周年記念事業として、碧南市藤井
達吉現代美術館に碧南が生んだ近代工芸の先駆者「藤
井達吉像」を寄贈。
　2015年、加藤良邦ガバナー補佐を輩出し、西三河分区
IMを碧南の地で開催する。
　2018年1月現在、RC寄付活動として、
　　ポールハリスフェロ 116名
　　マルチプル 37名
　　べネファクター 38名
　　米山功労者  108名

1959年3月5日

1959年9月27日

刈谷ロータリークラブ

70名 （2018年6月現在）

碧南商工会議所

〒447-8501　愛知県碧南市源氏神明町90
TEL（0566）41-1100　FAX（0566）48-1100

24名

西三河分区

水曜日　12時30分～

碧南商工会議所

〒447-8501　愛知県碧南市源氏神明町90
TEL（0566）41-1100　FAX（0566）48-1100

設立以来続く緑化事業 青少年活動助成金贈呈

www.hekinan-rc.jp info＠hekinan-rc.jp
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西尾一色ロータリークラブ
1962年12月03日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　平成23年4月1日西尾市と幡豆郡3町が合併し西尾市と
してスタート。RCの名称も一色RCから西尾一色RCへ改
名。西尾市には一色産うなぎ、西尾の抹茶、三河一色えび
せんべいの地域ブランドを始め、海苔、魚介類の全国有
数の産地。日本の里百選の佐久島、日本一の大提灯、一
色さかな広場、人生劇場の著者の尾崎士郎生誕の地、
忠臣蔵の吉良上野介、吉良の仁吉の菩提寺、愛知県で
3つある国宝建造物の一つ金蓮寺があり標高360mの風
光明媚な三ヶ根山やこどもの国、天下の奇祭鳥羽の火祭
り等。まさに地場産業、観光、歴史の街である。
奉仕の歩み >>>>>>>

　2008年よりポリオ撲滅運動展開、エコキャップの回収を
始める。また同年より交通安全キャンペーンを毎年実施。
　2013年、地域・ボーイスカウトと佐久島クリーン作戦展
開。地区社会奉仕委員長賞を頂く。2014年11月商工まつ
りにてロータリーデーを開催、エコキャップのパネル展示、
ポリオ撲滅のPR。2019年2月にはエコキャップ1,110,437個

回収、ポリオワクチン1,336人分、CO2削減8,414Kgになる。
　そして観光施設等には案内板の設置、清掃等の奉仕
活動を行っている。
特記すべき活動 >>>>>>>

　2012年10月25日一色RC創立50周年記念例会を開催
し、記念事業で西尾市一色町出身の日本藝術院会員、
山本眞輔氏の彫刻展を西尾市役所一色支所で開催。
　2013年4月14日地区協議会のホストを32名の弱小クラ
ブであるが成功裡に終えることができた。
　2013年5月11日姉妹クラブのサンリアンドロRC（第5170
地区）ケン・ポン会長始め11名が来訪、歓迎例会や、伊勢
神宮参拝の小旅行を楽しむ。日本の歴史・文化に親しんで
いただき2泊3日の滞在であったが友情もより深まり次の再
会を楽しみに帰省する。
　2014年2月15日西三河分区IMホスト、ガバナー補佐神
谷正康君、講師に女優の司葉子氏をお迎えし開催。
　2017年10月19日に創立55周年記念例会を開催した。

1962年10月25日

1963年5月19日

西尾ロータリークラブ

26名 （2018年6月現在）

一色町商工会館

http://www.katch.ne.jp/̃ishikirc/ ishikirc@katch.ne.jp

〒444-0407　西尾市一色町前野新田34
TEL（0563）72-8276　FAX（0563）73-6633

30名

西三河分区

木曜日　12時30分～

一色町商工会内

〒444-0407　西尾市一色町前野新田34
TEL（0563）72-8276　FAX（0563）73-6633

サンリアンドロRC歓迎例会 愛知こどもの国へ顔出しパネル寄贈
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高浜RC杯少年サッカー大会

青少年交換学生 出迎え

高浜ロータリークラブ
1969年2月26日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　衣浦湾の高台に面した「千本桜」の大山緑地、特に
春は桜見物に大勢の人が訪れます。高浜は瓦の産地で
様々な飾り瓦を見せることができ距離4.5kmの「鬼のみ
ち」。縦4.5m横4.2mの迫力満点の巨大鬼瓦や、胴回り
8mの愛嬌たっぷりの「大たぬき」がやさしく迎え、気軽に散
歩コースとし多くの人に親しまれています。
　1969年刈谷ロータリークラブを親クラブとして名称を刈
谷南ロータリークラブとして23名の会員でスタートしました。
その4年後に高浜ロータリークラブと名称を変えました。今
年度創立50周年のお祝の年になります。
奉仕の歩み >>>>>>>

　高浜フットボールクラブ及び高浜市剣道連盟の高浜
ロータリー杯への活動支援を行いました。又たかはま夢未
来塾の活動支援もしました。これについては、2017年7月27

日にロボットによるサッカー「team Takahama Robots」が
ロボカカップ世界大会in名古屋にて優勝した実績がありま
す。
特記すべき活動 >>>>>>>

　青少年交換学生は、創立以来派遣49名、来日49名で
す。派遣先は、アメリカ、オーストラリア、カナダ、ブラジル、フラ
ンス、フィンランド、スイス。来日は、アメリカ、オーストラリア、カ
ナダ、ブラジル、フランス、フィンランド、ニュージーランドです。
この10年は、派遣先は、アメリカ、カナダ、フランス、フィンラン
ド。来日は、アメリカ、フランス、フィンランド、スイスです。

1969年2月18日

1969年5月20日

刈谷ロータリークラブ

34名 （2018年6月現在）

衣浦グランドホテル

www.takahama-rc.jp tkhm-rc@katch.ne.jp

〒447-0867　碧南市田尻町1-1-9
TEL（0566）41-7171　FAX（0566）41-7170

23名

西三河分区

火曜日　13時30分

衣浦グランドホテル　4F

〒447-0867　碧南市田尻町1-1-9
TEL（0566）46-3364　FAX（0566）46-3371

青少年交換学生 陶芸教室
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知立ロータリークラブ
1991年2月1日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　知立市は、江戸時代に東海道五十三次の39番目の宿
場町『池鯉鮒宿』として300年余にわたって繁栄してきた
町である。知立RCはこの地に1991年設立承認され、2021
年に創立30周年を迎える。その間、ガバナー補佐を3名輩
出した。
奉仕の歩み >>>>>>>

　2008年「知立市防災の日」に地域のボーイスカウトや
ガールスカウトと協力して災害時における食事、「サバイバ
ル飯」の調理講習会、アマチュア無線の実演会を実施。
　2013年知立青年会議所とともに、東日本大震災によっ
て大きな被害にあった宮城県気仙沼大島において観光
案内看板の設置や炊き出し、海岸清掃など東北復興支
援事業を実施。
　2016年愛知工業大学協力の下、子供たちを対象とした
ロボット教室を開催。イケドムなど最先端ロボットを見たり、
触ったり、試乗もして頂いた。
　2018年AED（自動体外式除細動器）の設置推進と活
用推奨事業を実施。市民にAEDへ関心、知識を持ってい

ただけるよう啓発活動を行った。また、市内循環ミニバス5
台と市内公共施設2か所にAEDを贈呈した。
特記すべき活動 >>>>>>>

　2009年タイのナコン・ラチャシーマ市の一般家庭に簡易
浄化槽設置による環境整備事業を実施。これは2005年に
創立15周年事業としてタイのコラート市でも実施しており
会員たっての希望で再開した。
　2010年創立20周年事業から2012年までの3年間、
NPO法人ピープルズ・ホープ・ジャパン（PHJ）やチェンマイ
RCなど多数の団体や施設に協力いただき、タイのチェン
マイにおいて先天性小児心疾患オペ支援事業を実施。
チェンマイ大学病院にて子供5名分のオペ費用、および小
児入院患者への漫画本を贈呈した。また、保険・医療施設
でのエイズ予防研修プログラムで使用する教材などを贈
呈した。
　2014年、2015年、2016年、そして2018年の合計4回にわ
たり、母子の健康を目的とした乳がん予防啓発事業として
働く女性でも受けやすいよう日曜日の乳がん検診を実施し
た。

1991年1月16日

1991年4月27日

刈谷ロータリークラブ

55名 （2018年6月現在）

ホテルクラウンパレス知立　3F　

http://www.chiryu-rc.jp/ offi  ce@chiryu-rc.jp

〒472-0033　知立市中町中128
TEL（0566）85-3939

31名

西三河分区

水曜日　12時30分～

ホテルクラウンパレス知立　510号室内

〒472-0033　知立市中町中128
TEL（0566）84-2760　FAX（0566）84-2761

2013年 東北・気仙沼大島復興支援事業 2010～2012年 タイ 小児 先天性心臓手術支援事業 
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西尾 KIRARAロータリークラブ
1991年7月26日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　愛知県中央部を北から南へ流れる矢作川流域の南端
にある。
　抹茶の産地として、また三河の小京都の町に設立され、
2021年には創立30周年を迎える。
　その間にガバナー補佐を3名輩出した。
奉仕の歩み >>>>>>>

　1993年より、西尾市に於いて社会奉仕、ボランティア活
動並びにひたむきな善意行動に対して「西尾KIRARA
賞」を贈呈。
　2008年より西尾市二の沢川周辺に「KIRARAの森」を
造り、市民に四季を楽しめる場所を提供し、毎年植樹・清
掃の環境活動を実施。
　2011年より、市内中学校へロータリアンを派遣し「出前
授業」を実施。
　2016年より、高校生音楽部支援や青少年に対して音楽
文化支援を実施。

特記すべき活動 >>>>>>>

2008～2009　市内中学校食育推進事業

2009～2010　タイ国マングローブ植樹実施

2010～2011　市内教員にコーチング事業

2011～2012　東日本大震災支援・訪問

「仮説住宅住民にカイロとみかんを届ける」

2012～2013　ベトナム身障者施設支援

2013～2014　東日本大震災支援・訪問

　石巻市沿岸地帯へソーラー街路灯設置」

2014～2015　西尾市内交通安全教室（幼稚園児、その

保護者、高齢者対象）

2015～2016　市内中学生文化体験の旅「小笠原諸島」派遣

フィリピン・マニラ教育施設整備支援

2016～2017　市民へ解説付JAZZライブを実施

2017～2018　市内中学生文化体験の旅「小笠原諸島」派遣

・国際大会・ガバナーナイトに参加

　2014～15　ソウル（韓国）7名

　2015～16　アトランタ（米国）1名

　2016～17　トロント（カナダ）6名

　2018～19　ハンブルグ（ドイツ）6名

1991年7月5日

1992年5月10日

西尾ロータリークラブ

54名 （2018年6月現在）

西尾信用金庫中央支店　2F　大会議室

www.kirara-rc.jp offi  ce@kirara-rc.jp

〒445-0854　西尾市永楽町3-45　西尾信用金庫中央支店 2F
TEL（0563）54-0123　FAX（0563）54-0800

51名

西三河分区

金曜日　12時30分～

西尾信用金庫中央支店　2F

〒445-0854　西尾市永楽町3-45　西尾信用金庫中央支店2F203号
TEL（0563）54-0123　FAX（0563）54-0800

ベトナム国際支援 青少年プラネタリウム見学
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三河安城ロータリークラブ
2000年1月05日

地域とクラブの特色 >>>>>>>

　立地的には日本のほぼ中心に位置する愛知県の中でも
さらに真ん中とも言える位置に三河安城は位置します。
　新幹線に三河安城と言う新駅が設けられてから勇躍
10年の年月を経た頃、親クラブである安城RCから新クラブ
として創立されたのが当クラブです。
　地場産業として豊かな自動車産業と言う裾野の広い業
種を中心に様 な々ジャンルの会員が多士済 と々集まって来
ていますが、その中でも女性の多さ、芸術家の多さは特筆
されるものではないでしょうか。
　まだ今期で人間で言えば成人に当たる20歳を迎えた当
クラブはそのまとまりの良さやリベラルな雰囲気を特長とし
て新しい歴史をさらに創って行く所存です。
奉仕の歩み >>>>>>>

　社会奉仕事業には特色のある事業を取り組んでおりそ
の一端を紹介させて頂きます。
　10年前に当たる2007年からは「ほたるの館の施設の
改良事業と鑑賞会」を行い、翌年2008年には「壁面緑化
の実施」を社会福祉法人ぬくもりの家に於いて行っていま
す。
　これはその数年前から継続されてきたEM培養液放流
に依る水質改善と脈 と々水の流れのように繋がって来てい
るものであり、地域の環境を皆で考える良い契機になった
ものと自負しています。
　その後にはフィリピンにおいて未就学児の教育施設の
建設に貢献したり、地域の枠を超えてチャレンジするような
企画も見られ、地元で有名な七夕まつりに飾り付けを手作
りで提供するなど一転して地域に目を向けたりとか、トータ
ルとして見れば時の会長の想いを反映させたりはするもの

のバランスの取れた活動を行っていると振り返っています。
特記すべき活動 >>>>>>>

　RCCでは安城私立幼稚園を巻き込んだ「ロータリー地
域社会共同体」と言うものが2013年から継続的な事業と
して立ち上がられました。
　その目的は『安城市内の私立幼稚園に通園する園児
に対し、知能・精神・身体の健全なる成長を促すためのさら
なる整備』と言うことを念頭に様 な々活動を行っています。
当初は日射病の予防でパラソルの提供でしたが最近では
大型絵本を寄贈しサポートしており、喜んでいただいている
と確信しております。
　こうした活動は一過性のものではなく、継続させることで
周囲の認知を得て、奉仕の精神を広げて行くことに繋がる
為にとても大切な取り組みであることを皆で理解している
次第です。

1999年12月21日

安城ロータリークラブ

64名 （2018年6月現在）

ホテルグランドティアラ安城

http://mikawaanjorc.assh.co.jp rc52961@katch.ne.jp

〒446-0054　安城市三河安城南町1-8-11
TEL（0566）72-1122　FAX（0566）72-0018

西三河分区

水曜日　12時30分～

ホテルグランドティアラ安城　414号室

〒446-0054　安城市三河安城南町1-8-11
TEL（0566）71-1010　FAX（0566）71-1011　

2000年5月13日 34名

2017～18年度 社会奉仕事業 「安城七夕まつり・復活！タカギヤ仕掛飾り」
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分区地図

日本のゾーン

8分区 85RC　　

My ROTARYの導入

　2013-14年度8月に、国際ロータリーのホームページ会員専用サイト”My ROTARY”が新設されました。近藤年度

に初めてMy ROTARYに登録し、活用することが推奨され、加藤年度に登録率は9％になりました。服部年度には

従来の広報及びIT委員会を公共イメージ向上委員会として統括し、My ROTARYを担当することになりました。登

録率は年間16％増加し、神野年度最終6月には28％となりました。

　今日ではロータリー賞（旧RI会長賞）は、ロータリークラブ・セントラルにクラブ目標を入力し、その進捗状況をオ

ンライン報告することにより自動的に授与されるようになりました。また、ロータリー財団グローバル補助金事業・同

奨学生、ロータリー平和フェローの申請と報告は、My ROTARYによるオンライン上の受付のみとなっています。そ

の他、規定審議会や国際協議会のライブ配信、国際大会の登録や宿泊の予約も行われ、登録記録が残るので次回

の手続きは大幅に省略することができます。クラブ幹事事務所を通さずとも、会員が直接RI情報を受け、研修するこ

とも可能です。My ROTARYに登録することで、120万人を超える世界のロータリアンと繋がることが可能となります。
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図２ My ROTARY登録率のクラブ別推移
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My ROTARYの導入

　2013-14年度8月に、国際ロータリーのホームページ会員専用サイト”My ROTARY”が新設されました。近藤年度

に初めてMy ROTARYに登録し、活用することが推奨され、加藤年度に登録率は9％になりました。服部年度には

従来の広報及びIT委員会を公共イメージ向上委員会として統括し、My ROTARYを担当することになりました。登

録率は年間16％増加し、神野年度最終6月には28％となりました。

　今日ではロータリー賞（旧RI会長賞）は、ロータリークラブ・セントラルにクラブ目標を入力し、その進捗状況をオ

ンライン報告することにより自動的に授与されるようになりました。また、ロータリー財団グローバル補助金事業・同

奨学生、ロータリー平和フェローの申請と報告は、My ROTARYによるオンライン上の受付のみとなっています。そ

の他、規定審議会や国際協議会のライブ配信、国際大会の登録や宿泊の予約も行われ、登録記録が残るので次回

の手続きは大幅に省略することができます。クラブ幹事事務所を通さずとも、会員が直接RI情報を受け、研修するこ

とも可能です。My ROTARYに登録することで、120万人を超える世界のロータリアンと繋がることが可能となります。
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図２ My ROTARY登録率のクラブ別推移
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ロータリークラブ拡大表東 京 （’21. 4. 1）

名 古 屋 （’25. 2. 7）
岐 阜 （’35. 6. 21）
四 日 市 （’36. 1. 14）
松 本 （’56. 5. 17）
津 島 （’53. 6. 22） あ ま （’69. 6. 23）
尾　　西*2 （’55. 12. 17）

犬 山 （’61. 11. 6） 小　　牧*3 （’68. 2. 1）

一宮中央 （’90. 11. 16）
名古屋清須 （’75. 11. 3）
岩 倉 （’79. 5. 18）

安 城 （’58. 2. 6）

豊 田 （’61. 1. 24）

岡 崎 東 （’73. 5. 2）

岡 崎 南 （’64. 11. 12）

名古屋宮の杜 （’16.12 . 5）

岡崎城南 （’89. 3. 22）

愛 知 三 州 （’18. 2. 9）

西 尾 （’58. 6. 13）

豊 川 （’59. 3. 12）
新 城 （’67. 5. 24）
奥 三 河 （’70. 6. 15）
渥 美 （’69. 4. 26）
田原パシフィック （’90. 8. 20）
豊 橋 東 （’96. 2. 6）

知 多 （’88. 1. 8）
大 府 （’03. 4. 23）

東 海 （’69. 5. 9）
名古屋丸の内 （’95. 3. 28）

名古屋名南 （’91. 3. 8）

名古屋錦 （’96. 4. 23）

名古屋名東 （’78. 6. 30）
名古屋東山 （’96. 10. 10）

春 日 井 （’69. 5. 1）

尾張中央 （’84. 1. 30）

愛知ロータリーE*5 （’14. 5. 21）
三河安城 （’00. 1. 5）
豊 田 西 （’70. 9. 1）

名古屋空港 （’74. 8. 31）

豊田三好 （’90. 6. 19）
豊 田 東 （’80. 6. 1）

中部名古屋みらい*4 （’09. 5. 13）

西尾一色 （’62. 12. 3）
西尾KIRARA （’91. 7. 26）
豊川宝飯 （’86. 1. 21）

豊 田 中 （’00. 3. 8）

名古屋城北 （’86. 3. 24）
一 宮 北 （’63. 6. 30）

一 宮 （’49. 12. 31）

稲 沢 （’63. 12. 6）
江 南 （’65. 6. 25）

岡　　崎*1 （’51. 6. 18）

蒲 郡 （’54. 4. 22）

豊 橋 北 （’57. 5. 20）

田 原 （’61. 4. 20）

豊 橋 （’50. 8. 26）

半 田 （’51. 6. 6）

名古屋西 （’54. 2. 5）

名古屋南 （’57. 4. 1）

刈 谷 （’54. 3. 30）

名古屋北 （’59. 6. 17）

瀬 戸 （’59. 9. 11）

名古屋東 （’59. 6. 30）

名古屋中 （’69. 10. 13）
名古屋栄 （’90. 5. 1）

飯 田 （’56. 6. 26）

豊 橋 南 （’66. 5. 12）

常 滑 （’66. 6. 11）
東 知 多 （’69. 6. 13）
半 田 南 （’80. 2. 25）

名古屋みなと （’66. 5. 12）

名古屋名駅 （’91. 4. 17）
碧 南 （’59. 4. 8）
高 浜 （’69. 2. 26）
知 立 （’91. 2. 1）
名古屋東南 （’69. 3. 12）
名古屋瑞穂 （’80. 1. 21）
名古屋守山 （’64. 5. 7）
名古屋名北 （’81. 3. 26）
名古屋葵 （’05. 6. 8）
名古屋アイリス （’13. 6. 18）
名古屋昭和 （’92. 5. 29）

名古屋和合 （’72. 4. 2）

名古屋千種 （’82. 8. 24）
尾 張 旭 （’71. 2. 11）
瀬 戸 北 （’78. 12. 7）
愛知長久手 （’02. 6. 28）
名古屋大須 （’85. 2. 12）

豊橋ゴールデン （’88. 11. 17）

 ※2015.6.30終結

※ 注１ 　　　　は、地区外クラブ 注２ 年月日は、加盟承認年月日
*1 岡崎ＲＣのスポンサー：豊橋ＲＣ（メイン）及び名古屋ＲＣ
*2 尾西ＲＣのスポンサー：一宮ＲＣ（メイン）及び名古屋ＲＣ
*3 小牧ＲＣのスポンサー：犬山ＲＣ（メイン）及び名古屋守山ＲＣ
*4 中部名古屋みらいＲＣのスポンサー：豊田ＲＣ

Ｃｏスポンサー：岐阜西ＲＣ（第2630地区）
*5 愛知ロータリーＥクラブのスポンサー：江南ＲＣ（メイン）及び西尾ＲＣ、瀬戸北ＲＣ

クラブ数と会員数の推移

年度始め
会員数クラブ数年度

2008-’09
2009-’10
2010-’11
2011-’12
2012-’13
2013-’14
2014-’15
2015-’16
2016-’17
2017-’18

82
82
82
82
83
84
84
83
84
85

5,016（’08.7.1）
4,922（’09.7.1）
4,841（’10.7.1）
4,809（’11.7.1）
4,792（’12.7.1）
4,762（’13.7.1）
4,770（’14.7.1）
4,754（’15.7.1）
4,745（’16.7.1）
4,775（’17.7.1）

4,944（’09.6.30）
4,854（’10.6.30）
4,818（’11.6.30）
4,794（’12.6.30）
4,765（’13.6.30）
4,770（’14.6.30）
4,744（’15.6.30）
4,744（’16.6.30）
4,785（’17.6.30）
4,848（’18.6.30）

年度末
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田 原 （’61. 4. 20）

豊 橋 （’50. 8. 26）

半 田 （’51. 6. 6）

名古屋西 （’54. 2. 5）

名古屋南 （’57. 4. 1）

刈 谷 （’54. 3. 30）

名古屋北 （’59. 6. 17）

瀬 戸 （’59. 9. 11）

名古屋東 （’59. 6. 30）

名古屋中 （’69. 10. 13）
名古屋栄 （’90. 5. 1）

飯 田 （’56. 6. 26）

豊 橋 南 （’66. 5. 12）

常 滑 （’66. 6. 11）
東 知 多 （’69. 6. 13）
半 田 南 （’80. 2. 25）

名古屋みなと （’66. 5. 12）

名古屋名駅 （’91. 4. 17）
碧 南 （’59. 4. 8）
高 浜 （’69. 2. 26）
知 立 （’91. 2. 1）
名古屋東南 （’69. 3. 12）
名古屋瑞穂 （’80. 1. 21）
名古屋守山 （’64. 5. 7）
名古屋名北 （’81. 3. 26）
名古屋葵 （’05. 6. 8）
名古屋アイリス （’13. 6. 18）
名古屋昭和 （’92. 5. 29）

名古屋和合 （’72. 4. 2）

名古屋千種 （’82. 8. 24）
尾 張 旭 （’71. 2. 11）
瀬 戸 北 （’78. 12. 7）
愛知長久手 （’02. 6. 28）
名古屋大須 （’85. 2. 12）

豊橋ゴールデン （’88. 11. 17）

 ※2015.6.30終結

※ 注１ 　　　　は、地区外クラブ 注２ 年月日は、加盟承認年月日
*1 岡崎ＲＣのスポンサー：豊橋ＲＣ（メイン）及び名古屋ＲＣ
*2 尾西ＲＣのスポンサー：一宮ＲＣ（メイン）及び名古屋ＲＣ
*3 小牧ＲＣのスポンサー：犬山ＲＣ（メイン）及び名古屋守山ＲＣ
*4 中部名古屋みらいＲＣのスポンサー：豊田ＲＣ

Ｃｏスポンサー：岐阜西ＲＣ（第2630地区）
*5 愛知ロータリーＥクラブのスポンサー：江南ＲＣ（メイン）及び西尾ＲＣ、瀬戸北ＲＣ
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クラブ数と会員数の推移

年度始め
会員数クラブ数年度

2008-’09
2009-’10
2010-’11
2011-’12
2012-’13
2013-’14
2014-’15
2015-’16
2016-’17
2017-’18

82
82
82
82
83
84
84
83
84
85

5,016（’08.7.1）
4,922（’09.7.1）
4,841（’10.7.1）
4,809（’11.7.1）
4,792（’12.7.1）
4,762（’13.7.1）
4,770（’14.7.1）
4,754（’15.7.1）
4,745（’16.7.1）
4,775（’17.7.1）

4,944（’09.6.30）
4,854（’10.6.30）
4,818（’11.6.30）
4,794（’12.6.30）
4,765（’13.6.30）
4,770（’14.6.30）
4,744（’15.6.30）
4,744（’16.6.30）
4,785（’17.6.30）
4,848（’18.6.30）

年度末
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地域組織図（２０１７～２０１８年度）

（期間限定）

地区決議会合
●  地区大会
●  地区審議会（随時）
●  地区研修・協議会
●  P E T S

地区諮問委員会

地区指名委員会

立法案審委員会

副 ガ バ ナ ー

地区戦略計画委員会 危 機 管 理 委 員 会

地 区 財 務 委 員 会

拡 大 委 員 会

会 員 増 強 委 員 会

職 業 奉 仕 委 員 会

社 会 奉 仕 委 員 会

国 際 奉 仕 委 員 会

青少年奉仕委員会

地区大会企画委員会

ロータリー財団委員会

学 友 委 員 会

特 別 委 員 会

米山記念奨学委員会

公共イメージ向上委員会

ロータリー財団監査委員会

インターアクト委員会

ローターアクト委員会

R Y L A 委 員 会

青少年交換委員会

資金管理委員会

資金推進委員会

補 助 金 委 員 会

WFF実行委員会

地区10年史編纂委員会

ポ リ オ ・ プ ラ ス
職業研修チーム委員会

奨 学 基 金 ・ 平 和
フェローシップ委員会

研 修 委 員 会 研修実行委員会地区研修リーダー

ガバナーエレクト

ガバナーノミニー

地 区 監 査 役

分区内クラブ

分 区 幹 事ガ
バ
ナ
ー

地区事務長

地区副会計長

地区副監事

地区副幹事
地区スタッフ地 区 幹 事

地 区 監 事

地 区 会 計 長

ガバナー補佐
（ 8 分 区 ）

ガバナー
 片 山　主 水 （名古屋東南）

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 上　茂 登 （知多）
（西尾張分区担当）
 安 藤　銑 悟 （尾張中央）
（東尾張分区担当）
 安 藤　公 爾 （尾張旭）
（西名古屋分区担当）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
（東名古屋分区担当）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
（東三河分区担当）
 松 井　章 悟 （豊橋）
（西三河中分区担当）
 福 岡　輝 夫 （豊田中）
（西三河分区担当）
 辻 村　和 美 （西尾KIRARA）

地区幹事
 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
地区筆頭副幹事
 佐久間  貞介 （名古屋東南）
地区副幹事
 成 瀬　和 男 （名古屋東南）
 山 口　剛 男 （名古屋東南）
 山 本　誠 一 （名古屋名南）
 大 島　浩 嗣 （名古屋瑞穂）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 近 藤　信 之 （名古屋東南）
 水 野　恒 平 （名古屋東南）
 白 木　良 彦 （名古屋東南）
地区会計長
 伴　　 禎 夫 （名古屋東南）
地区会計監事
 鈴 木　輝 彦 （名古屋南）
会計副監事
（ロータリー㛦ᗑജⵆ山ᵕ᫳）
 光 岡　　 朗 （あま）

ガバナーエレクト
 大 澤　輝 秀 （豊川） 
次期地区幹事
 岩瀬  淳一郎 （豊川）

地区諮問委員会
 奥 谷　博 俊 （尾張旭）
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 宮 地　信 尚 （豊川）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）

 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）

地区指名委員会
　 ◎ 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
　  江 崎　柳 節 （小牧）
　 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）

地区財務委員会
　 C 野 村　重 彦 （刈谷）
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
　 ○ 藤 井　伸 三 （豊田）
 河 村　嘉 男 （小牧）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 大 澤　輝 秀 （豊川）
　 ◎ 杉 浦　壽 康 （岡崎）
　 ○ 井 上　 　穂 （豊橋ゴールデン）
 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
 早 川　八 郎 （春日井）
 加 藤　知 成 （東知多）
 安 藤　重 良 （名古屋）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

拡大委員会
　 C 大 島　宏 彦 （名古屋）
　 C 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 松 尾　隆 徳 （春日井）
　 ○ 北 野　庸 夫 （あま）
 菊岡  深智子 （名古屋名南）
 新 美　義 博 （東知多）

地区規則細則委員会
　 ◎ 草 野　勝 彦 （名古屋大須）
　 ○ 榊 原　章 夫 （名古屋城北）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）

地区総務委員会
　 ◎ 馬 場　研 治 （名古屋南）
　 ○ 高 井　克 憙 （名古屋栄）  
　 ○ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
  市 川　幾 雄 （岡崎東）
  八 谷　潤 一 （津島）
  尾 関　和 成 （名古屋和合）
  山 口　誠 一 （東知多）
  小酒井 比呂志 （名古屋名駅）
  冨 田　佳 央 （豊橋）
  山 田　幹 雄 （名古屋空港）
　 （ᘋ区スタッフ）
 江 口　博 寿 （名古屋南）
 岡 村　達 人 （名古屋瑞穂） 
 長瀬  憲八郎 （名古屋瑞穂）
 猪 村　美 之 （名古屋名南）
 児 島　徳 和 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 神 保　成 章 （名古屋東南） 
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）

青少年安全保護委員会（危機管理）
　 ◎ 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
　 ○ 安 藤　隆 利 （名古屋名駅）
　 ○ 青 木　勇 作 （岡崎）
  鈴 木　吉 男 （津島）
  遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
  服 部　英 男 （岡崎南）
  冨 田　雅 則 （田原）
  牧 野　正 高 （岡崎城南）
  矢 形　修 己 （名古屋北）
  大 西　弘 高 （名古屋東南）
  松崎  美都子 （名古屋守山）
  黒 田　勝 基 （高浜）
  神 田　　 憲 （名古屋大須）
  柵 木　充 明 （名古屋千種）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
  成 瀬　伸 子 （弁護士）
  池 田　　 公 （医師）
  木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 大 澤　輝 秀 （豊川）
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 河 村　嘉 男 （小牧）
 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
　�（07ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
　 （07ᩏᩮᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ᩔန）
 滝　 　勝 夫 （江南）
　�（08ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 中 込　清 周 （名古屋名東）
　�（08ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ዣឰᒨ長）
 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 （08ᩏᩮᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ᩔန）
 湯 浅　勝 治 （名古屋名東）
　 （09ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 神 野　紀 郎 （豊橋）
　 （09ᩏᩮᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ᩔန）
 黒 谷　尚 弘 （豊橋）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 藤 原　研 一 （名古屋名北）
　 ○ 井 上　 　穂 （豊橋ゴールデン）
 松 本　順 子 （半田）
 水 野　聖 仁 （小牧）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 松 井　　 勇 （豊田）
 多 田　通 夫 （名古屋城北）
 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
 糸 井　　 学 （名古屋みなと）

地区研修リーダー
 大 島　宏 彦 （名古屋）
研修委員会
　 ◎ 鈴 木　孝 則 （あま）
　 ○ 前 田　孝 司 （刈谷）
　 ○ 榊 原　　 肇 （半田南）
 吉 水　正 溥 （名古屋東南）
 水 谷　　 豊 （尾西）
 真 木　　 昭 （名古屋東）
 山 田　晃 司 （瀬戸）
 小 島　啓 治  （春日井）

C：カウンセラー　A：アドバイザー　Ｆ：ファシリテーター　◎：委員長　◯：副委員長　※：兼任

●2008 年度

青少年交換委員会
　 ◎ 安 藤　隆 利 （名古屋名駅）
　 ○ 村 瀬　竜 雄 （東知多）
　 ○ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
 森　　　  榮 （一宮中央）
 岡 田　雅 隆 （犬山）
 野村  紀代彦 （刈谷）
 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
 伊 藤　秀 樹 （名古屋中）
　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 酒 井　法 丈 （豊田）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 本 間　　 毅 （岡崎南）

新世代委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　 ○ 増 井　洋 生 （小牧）
 加 藤　康 治 （一宮中央）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
 米 山　郁 生 （名古屋名東）
 沓 名　令 亨 （安城）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 松 坂　良 太 （豊橋）
 串 田　正 克 （名古屋空港）
　 ※ 服 部　英 男 （岡崎南）
　 ※ 冨 田　雅 則 （田原）
　 ※ 牧 野　正 高 （岡崎南）
　インターアクト委員会
　 ◎ 服 部　英 男 （岡崎南）
　 ○ 大河内  圭一 （一宮北）
 小 原　　 睦 （岡崎）
 松 長　浩 二 （津島）
 川 村　荒 治 （豊橋）
 内 藤　雄 功 （豊川）
 加 藤　明 宏 （名古屋）
 伊 藤　雄 介 （小牧）
　ローターアクト委員会
　 ◎ 冨 田　雅 則 （田原）
　 ○ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
　 ○ 秋 田　敬 治 （豊田）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
 堀 田　能 正 （豊橋）
 三枝樹  明道 （名古屋みなと）
 中 村　陽 公 （名古屋北）
 石 田　　 壽 （名古屋葵）
 澤 田　昌 久 （江南）
 坪 井　和 義 （名古屋和合）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 牧 野　正 高 （岡崎城南）
　 ○ 犬 束　敏 彦 （小牧）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 谷 山　芳 和 （豊田西）
 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
 小 出　三 郎 （名古屋名北）
 坪 井　良 憲 （名古屋南）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須）
 坂 田　憲 治 （名古屋東山）

環境保全委員会
　 C 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
　 ◎ 長 瀬　　 諭 （名古屋栄）
　 ○ 岡 本　　 巧 （刈谷）
　 ○ 伊 藤　一 義 （豊橋東）
 松 下　洋 一 （尾張旭）

 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 木 村　高 章 （豊橋北）

会員増強リーダー
 山 内　　 登 （尾西）
会員増強委員会
　 ◎ 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
　 ○ 太田  宗一郎 （刈谷）
 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 杉 山　仁 朗 （瀬戸北）
 塚 本　胤 男 （稲沢）
 鈴 木　清 詞 （名古屋名南）

広報委員会
　 C 大 島　宏 彦 （名古屋）
　 ◎ 青 木　勇 作 （岡崎）
　 ○ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
 野々垣　  敬 （名古屋名北）
 大 橋　完 一 （春日井）
 山 口　　 眞 （名古屋中）
 木 下　桂 一 （豊田）
 城野  八代江 （名古屋名駅）

職業奉仕委員会
　 C 石 川　和 昌 （豊橋）
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 深 谷　憲 夫 （知立）
 國 友　昌 大 （名古屋中）
 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン）
 松 波　恒 彦 （名古屋瑞穂）
 高 村　敦 夫 （東海）
 遠 藤　泰 昭 （名古屋名駅）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 村井  總一郎 （豊橋）

社会奉仕委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ○ 深 田　利 幸 （豊田東）
 新 沼　　 操 （名古屋大須）
 小 橋　忠 直 （名古屋栄）
 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 異 相　武 憲 （名古屋南）
 鈴 木　宏 司 （半田南）
 小 山　愼 介 （名古屋名南）
 川 島　悦 雄 （名古屋中）
 福 沢　省 吾 （豊橋ゴールデン）
 藤 野　和 裕 （豊川）
 山 本　裕 嗣 （知立）
　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 縣　　 政 行 （豊橋）
　 ○ 松崎  美都子 （名古屋守山）
 永 谷　文 人 （安城）
 松 本　 　淳 （春日井）

国際奉仕委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北） 
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 大 竹　一 義 （瀬戸）
　 ○ 水 谷　金 之 （名古屋北）
 平 尾　節 子 （瀬戸北）
 黒 田　勝 基 （高浜）
 近 藤　一 幸 （知立）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 名倉  裕一朗 （名古屋和合）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
　 ※ 安 藤　隆 利 （名古屋名駅）
　 ※ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　

 藤 田　雄 三 （名古屋中）
 服 部　　 滋 （名古屋和合）
 山 本　慎 治 （半田南）
 米 山　和 浩 （豊田）
 前 田　佳 男 （半田）
 都 築　義 勝 （豊田東）
 加 藤　卓 秀 （豊橋北）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
　 ○ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ※ 吉 川　正 敏 （岡崎）
　 ※ 久 野　博 淳 （名古屋東南）
　 ※ 成田  幸太郎 （稲沢）
　 ※ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ※ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ※ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ※ 大 嶽　岩 雄 （安城）
　年次寄付委員会
　 ◎ 吉 川　正 敏 （岡崎）
　 ○ 加 藤　俊 二 （刈谷）
 草 野　勝 彦 （名古屋大須）
 小早川  慶光 （名古屋東山）
 平 岩　慎 次 （尾張中央）
 小 栗　孝 久 （半田）
 中 林　正 人 （名古屋空港）
 山 田　　 猛 （江南）
　恒久基金委員会
　 ◎ 久 野　博 淳 （名古屋東南）
　 ○ 髙 山　景 一 （豊橋）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 本 多　一 義 （豊橋北）
　ポリオプラス委員会
　 ◎ 成田  幸太郎 （稲沢）
　 ○ 磯 部　　 茂 （一宮）
 近 藤　　 収 （名古屋東山）
 余 語　郁 夫 （名古屋東）
　補助金委員会
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 貴 田　永 克 （春日井）　
 新 美　建 司 （半田南）
 加 藤　憲 治 （あま）
 後 藤　正 憲 （名古屋南）
 井 上　　 健 （田原パシフィック）
 松 本　敏 春 （豊田西）
 高 村　睦 浩 （知立）
　財団奨学委員会
　 ◎ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ○ 大 矢　英 憲 （名古屋昭和） 
 長 江　克 彦 （瀬戸）
 村 上　雅 則 （豊田）
 天 野　 　卓 （西尾）
　財団学友委員会
　 ◎ 大 嶽　岩 雄 （安城）
　 ○ 満 田　　 稔 （豊橋東）
 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
 梅 村　正 明 （豊田）　
　研究グループ交換委員会
　 ◎ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○ 赤 井　俊 二 （常滑）
　 ○ 杉 本　治 彦 （犬山）  
 佐々木  利政 （豊橋）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　　
 松尾  憲二郎 （小牧）　
 髙 橋　秀 治 （犬山）　
 金 井　和 治 （名古屋空港）
 熊 澤　勝 則 （尾張中央）　

ロータリー世界平和フェローシップ
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
　 ○ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ※ 吉 川　正 敏 （岡崎）
　 ※ 久 野　博 淳 （名古屋東南）
　 ※ 成田  幸太郎 （稲沢）
　 ※ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ※ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ※ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ※ 大 嶽　岩 雄 （安城）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 ◎ 大 西　弘 高 （名古屋東南）
　 ○ 小 野　文 憲 （岡崎東）
　 ○ 竹 内　一 郎 （刈谷）
　 ○ 中 島　　 實 （名古屋北）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
 杉 浦　正 典 （豊田）

 鈴 木　和 彦 （あま）
 坂 井　則 夫 （名古屋西）
ⵆ山㖋᭭᝭ᡩၻ
　⟨န 加 納　　 泉 （名古屋中）
　㖶㙼ឰᒨ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　㖶㙼ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）

地区史編纂委員会
　㶝ᓦ 大 島　宏 彦 （名古屋）
　㶝ᓦ 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
　㶝ᓦ 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ○ 伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 岩 間　俊 夫 （名古屋西）
 内 藤　耕 造 （刈谷）
 瀧 　　義 孝 （一宮北）
 安 藤　重 良 （名古屋）
 川 島　　 誠 （名古屋西）
 藤 井　伸 三 （豊田）
 河 村　嘉 男 （小牧）
 中 野　敏 雄 （岡崎）
 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）

  内 田　栄 一 （半田）
ＲＩ青少年奉仕支援グループ
　ⱬ䈽೟ーン೔ーディ೮ーター

 神 田　　 憲 （名古屋大須）

恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）

国際ロータリー日本青少年交換委員会
　⬬ᒨ 斎 藤　直 美 （豊田）

ロータリーの友地区委員
 藤 井　伸 三 （豊田）

オンツーバーミンガム
 片 山　主 水 （名古屋東南）

地区ローターアクト代表
 村井  裕一郎 （豊橋ローターアクト）

ガバナー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 山 口　誠 一 （東知多） 
（西尾張分区担当）
 林 　　冏 成 （一宮北）
（東尾張分区担当）
 河 村　金 明 （岩倉）
（西名古屋分区担当）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
（東名古屋分区担当）
 大 口　弘 和 （名古屋千種）
（東三河分区担当）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
（西三河中分区担当）
 横 山　眞 久　 （豊田）
（西三河分区担当）
 細 井　英 治 （安城）

地区幹事
 長谷川  正己 （一宮中央）
地区副幹事
 松 岡　正 浩 （一宮中央）
 小 島　三 男 （一宮中央）
　　 森　  俊一郎 （一宮中央）
 倉 地　伸 幸 （一宮中央）
　　 石 原　稔 久 （一宮中央）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　 鹿 島　兼 一 （一宮中央）
　　 西 岡　則 男 （一宮中央）
地区会計長
 大 森　　 進 （一宮中央）
地区監事
 小野木　  宏 （一宮中央）
地区スタッフ
 加 藤　辰 己 （一宮中央） 
　　 高 井　光 信 （一宮中央） 
　　 猪 子　裕 史 （一宮中央） 
　　 長 橋　國 和 （一宮中央） 
　　 森　　　  眞 （一宮中央） 
　　 谷　　　  進 （一宮中央） 
　　 永 田　　 正 （一宮中央） 

ガバナーエレクト
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
次期地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）

 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 
地区指名委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　  斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

地区研修リーダー
 片 山　主 水 （名古屋東南）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 鈴 木　孝 則 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 小 島　啓 治  （春日井）
 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 小 川　宏 嗣 （犬山） 
 榊 原　　 肇 （半田南）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　　 北 村　隆 子 （名古屋錦）
　　 山 内　　 登 （尾西）

地区財務委員会
　  ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 岩瀬  淳一郎 （豊川）

 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 早 川　八 郎 （春日井）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 鈴 木　吉 男 （津島）
 秋 田　敬 治 （豊田）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）

ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  日 高　啓 治 （東知多）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  尾 関　和 成 （名古屋和合） 
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  田 中　粋 人 （豊川）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  原 田　隆 司 （豊田中）
  磯 貝　廣 治 （安城）
　
会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 青 木　良 浩   （豊橋）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 日 置　教 康 （名古屋栄）
　　 津 坂　守 英 （名古屋城北） 

 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 塚 本　胤 男 （稲沢）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 深 石　公 彦 （岩倉）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種  
 岡 田　邦 義 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 田 中　正 規 （西尾）  
 早 川　八 郎 （春日井）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 場々  大刀雄 （春日井） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂） 
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海） 
　　 細 井　土 夫 （名古屋栄） 
　　 神 谷　　 馨 （豊橋ゴールデン） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ※ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ※ 鈴 木　元 弘 （豊田）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 福 井　　 敬 （豊橋）
 水 越　彌 生 （刈谷）
　　 山 田　　 治 （春日井）
　　 鈴村 與左衛門 （あま）
　　 川 島　悦 雄 （名古屋中）

　環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 山 田　慎 也 （名古屋栄）
 武 田　昭 俊 （知立）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　　 筒 井　信 之 （名古屋南）
　　 大 矢　裕 慈 （名古屋中）

　　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 鈴 木　岳 嗣 （蒲郡）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
　　 川 西　裕 康 （豊橋東）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 長谷川  周義 （名古屋錦）

国際奉仕委員会
　 ◎※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）  
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 小 川　　 隆 （名古屋栄）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

新世代奉仕委員会
　 ◎※ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 　※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 　※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 石 川　義 典 （安城）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　　 杉 本　知 治 （岡崎）
　　 奥 田　清 仁 （豊田）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 杦 本　哲 一 （江南）
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 青 木　昭 憲 （名古屋葵）
　　 杉 田　　 洋 （豊橋）
 鈴 木　正 敏 （田原）
　　 南 部　　 淳 （岡崎）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須） 
 北　 　登 一 （名古屋南）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
 森 田　勝 己 （三河安城）
　　 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
　　 犬 束　敏 彦 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 伊 藤　　 人 （田原）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　　 鈴 木　隆 太 （豊田）
　　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　謹 一 （あま）
 橋 本　義 紀 （岡崎東）
　　 八 神　　 基 （名古屋栄）
　　 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　　 北 山　健 二 （西尾）
　恒久基金・大口寄付委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 　グローバル補助金委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 神 谷　　 修 （知立）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 石 川　百 代 （豊橋）

　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合） 
 加 藤　浩 一 （犬山）
 渡 辺　　 昇 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

　奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  竹 内　一 郎 （刈谷）

  加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと）
　　 水 野　憲 司 （一宮北）
　　 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）
　　 金 田　英 和 （名古屋東山）
　　 山 本　光 人 （豊橋北）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 大 口　弘 和 （名古屋千種） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 大河内  圭一 （一宮北）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 大 澤　輝 秀 （豊川）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
　　 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 

　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）

 米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　ᩝ᚟ឰᒨ長 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　㖶㙼ឰᒨ 松 前　憲 典 （一宮中央） 
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
   福 田　清 成 （江南）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター(ZCC)
  江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーバンコク
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
地区ローターアクト代表
 山 下　　 裕 （豊田広域ローターアクト）
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（期間限定）

地区決議会合
●  地区大会
●  地区審議会（随時）
●  地区研修・協議会
●  P E T S

地区諮問委員会

地区指名委員会

立法案審委員会

副 ガ バ ナ ー

地区戦略計画委員会 危 機 管 理 委 員 会

地 区 財 務 委 員 会

拡 大 委 員 会

会 員 増 強 委 員 会

職 業 奉 仕 委 員 会

社 会 奉 仕 委 員 会

国 際 奉 仕 委 員 会

青少年奉仕委員会

地区大会企画委員会

ロータリー財団委員会

学 友 委 員 会

特 別 委 員 会

米山記念奨学委員会

公共イメージ向上委員会

ロータリー財団監査委員会

インターアクト委員会

ローターアクト委員会

R Y L A 委 員 会

青少年交換委員会

資金管理委員会

資金推進委員会

補 助 金 委 員 会

WFF実行委員会

地区10年史編纂委員会

ポ リ オ ・ プ ラ ス
職業研修チーム委員会

奨 学 基 金 ・ 平 和
フェローシップ委員会

研 修 委 員 会 研修実行委員会地区研修リーダー

ガバナーエレクト

ガバナーノミニー

地 区 監 査 役

分区内クラブ

分 区 幹 事ガ
バ
ナ
ー

地区事務長

地区副会計長

地区副監事

地区副幹事
地区スタッフ地 区 幹 事

地 区 監 事

地 区 会 計 長

ガバナー補佐
（ 8 分 区 ）

ガバナー
 片 山　主 水 （名古屋東南）

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 上　茂 登 （知多）
（西尾張分区担当）
 安 藤　銑 悟 （尾張中央）
（東尾張分区担当）
 安 藤　公 爾 （尾張旭）
（西名古屋分区担当）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
（東名古屋分区担当）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
（東三河分区担当）
 松 井　章 悟 （豊橋）
（西三河中分区担当）
 福 岡　輝 夫 （豊田中）
（西三河分区担当）
 辻 村　和 美 （西尾KIRARA）

地区幹事
 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
地区筆頭副幹事
 佐久間  貞介 （名古屋東南）
地区副幹事
 成 瀬　和 男 （名古屋東南）
 山 口　剛 男 （名古屋東南）
 山 本　誠 一 （名古屋名南）
 大 島　浩 嗣 （名古屋瑞穂）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 近 藤　信 之 （名古屋東南）
 水 野　恒 平 （名古屋東南）
 白 木　良 彦 （名古屋東南）
地区会計長
 伴　　 禎 夫 （名古屋東南）
地区会計監事
 鈴 木　輝 彦 （名古屋南）
会計副監事
（ロータリー㛦ᗑജⵆ山ᵕ᫳）
 光 岡　　 朗 （あま）

ガバナーエレクト
 大 澤　輝 秀 （豊川） 
次期地区幹事
 岩瀬  淳一郎 （豊川）

地区諮問委員会
 奥 谷　博 俊 （尾張旭）
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 宮 地　信 尚 （豊川）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）

 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）

地区指名委員会
　 ◎ 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
　  江 崎　柳 節 （小牧）
　 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）

地区財務委員会
　 C 野 村　重 彦 （刈谷）
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
　 ○ 藤 井　伸 三 （豊田）
 河 村　嘉 男 （小牧）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 大 澤　輝 秀 （豊川）
　 ◎ 杉 浦　壽 康 （岡崎）
　 ○ 井 上　 　穂 （豊橋ゴールデン）
 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
 早 川　八 郎 （春日井）
 加 藤　知 成 （東知多）
 安 藤　重 良 （名古屋）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

拡大委員会
　 C 大 島　宏 彦 （名古屋）
　 C 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 松 尾　隆 徳 （春日井）
　 ○ 北 野　庸 夫 （あま）
 菊岡  深智子 （名古屋名南）
 新 美　義 博 （東知多）

地区規則細則委員会
　 ◎ 草 野　勝 彦 （名古屋大須）
　 ○ 榊 原　章 夫 （名古屋城北）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）

地区総務委員会
　 ◎ 馬 場　研 治 （名古屋南）
　 ○ 高 井　克 憙 （名古屋栄）  
　 ○ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
  市 川　幾 雄 （岡崎東）
  八 谷　潤 一 （津島）
  尾 関　和 成 （名古屋和合）
  山 口　誠 一 （東知多）
  小酒井 比呂志 （名古屋名駅）
  冨 田　佳 央 （豊橋）
  山 田　幹 雄 （名古屋空港）
　 （ᘋ区スタッフ）
 江 口　博 寿 （名古屋南）
 岡 村　達 人 （名古屋瑞穂） 
 長瀬  憲八郎 （名古屋瑞穂）
 猪 村　美 之 （名古屋名南）
 児 島　徳 和 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 神 保　成 章 （名古屋東南） 
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）

青少年安全保護委員会（危機管理）
　 ◎ 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
　 ○ 安 藤　隆 利 （名古屋名駅）
　 ○ 青 木　勇 作 （岡崎）
  鈴 木　吉 男 （津島）
  遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
  服 部　英 男 （岡崎南）
  冨 田　雅 則 （田原）
  牧 野　正 高 （岡崎城南）
  矢 形　修 己 （名古屋北）
  大 西　弘 高 （名古屋東南）
  松崎  美都子 （名古屋守山）
  黒 田　勝 基 （高浜）
  神 田　　 憲 （名古屋大須）
  柵 木　充 明 （名古屋千種）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
  成 瀬　伸 子 （弁護士）
  池 田　　 公 （医師）
  木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 大 澤　輝 秀 （豊川）
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 河 村　嘉 男 （小牧）
 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
　�（07ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
　 （07ᩏᩮᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ᩔန）
 滝　 　勝 夫 （江南）
　�（08ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 中 込　清 周 （名古屋名東）
　�（08ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ዣឰᒨ長）
 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 （08ᩏᩮᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ᩔန）
 湯 浅　勝 治 （名古屋名東）
　 （09ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 神 野　紀 郎 （豊橋）
　 （09ᩏᩮᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ᩔန）
 黒 谷　尚 弘 （豊橋）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 藤 原　研 一 （名古屋名北）
　 ○ 井 上　 　穂 （豊橋ゴールデン）
 松 本　順 子 （半田）
 水 野　聖 仁 （小牧）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 松 井　　 勇 （豊田）
 多 田　通 夫 （名古屋城北）
 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
 糸 井　　 学 （名古屋みなと）

地区研修リーダー
 大 島　宏 彦 （名古屋）
研修委員会
　 ◎ 鈴 木　孝 則 （あま）
　 ○ 前 田　孝 司 （刈谷）
　 ○ 榊 原　　 肇 （半田南）
 吉 水　正 溥 （名古屋東南）
 水 谷　　 豊 （尾西）
 真 木　　 昭 （名古屋東）
 山 田　晃 司 （瀬戸）
 小 島　啓 治  （春日井）

C：カウンセラー　A：アドバイザー　Ｆ：ファシリテーター　◎：委員長　◯：副委員長　※：兼任
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青少年交換委員会
　 ◎ 安 藤　隆 利 （名古屋名駅）
　 ○ 村 瀬　竜 雄 （東知多）
　 ○ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
 森　　　  榮 （一宮中央）
 岡 田　雅 隆 （犬山）
 野村  紀代彦 （刈谷）
 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
 伊 藤　秀 樹 （名古屋中）
　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 酒 井　法 丈 （豊田）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 本 間　　 毅 （岡崎南）

新世代委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　 ○ 増 井　洋 生 （小牧）
 加 藤　康 治 （一宮中央）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
 米 山　郁 生 （名古屋名東）
 沓 名　令 亨 （安城）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 松 坂　良 太 （豊橋）
 串 田　正 克 （名古屋空港）
　 ※ 服 部　英 男 （岡崎南）
　 ※ 冨 田　雅 則 （田原）
　 ※ 牧 野　正 高 （岡崎南）
　インターアクト委員会
　 ◎ 服 部　英 男 （岡崎南）
　 ○ 大河内  圭一 （一宮北）
 小 原　　 睦 （岡崎）
 松 長　浩 二 （津島）
 川 村　荒 治 （豊橋）
 内 藤　雄 功 （豊川）
 加 藤　明 宏 （名古屋）
 伊 藤　雄 介 （小牧）
　ローターアクト委員会
　 ◎ 冨 田　雅 則 （田原）
　 ○ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
　 ○ 秋 田　敬 治 （豊田）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
 堀 田　能 正 （豊橋）
 三枝樹  明道 （名古屋みなと）
 中 村　陽 公 （名古屋北）
 石 田　　 壽 （名古屋葵）
 澤 田　昌 久 （江南）
 坪 井　和 義 （名古屋和合）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 牧 野　正 高 （岡崎城南）
　 ○ 犬 束　敏 彦 （小牧）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 谷 山　芳 和 （豊田西）
 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
 小 出　三 郎 （名古屋名北）
 坪 井　良 憲 （名古屋南）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須）
 坂 田　憲 治 （名古屋東山）

環境保全委員会
　 C 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
　 ◎ 長 瀬　　 諭 （名古屋栄）
　 ○ 岡 本　　 巧 （刈谷）
　 ○ 伊 藤　一 義 （豊橋東）
 松 下　洋 一 （尾張旭）

 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 木 村　高 章 （豊橋北）

会員増強リーダー
 山 内　　 登 （尾西）
会員増強委員会
　 ◎ 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
　 ○ 太田  宗一郎 （刈谷）
 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 杉 山　仁 朗 （瀬戸北）
 塚 本　胤 男 （稲沢）
 鈴 木　清 詞 （名古屋名南）

広報委員会
　 C 大 島　宏 彦 （名古屋）
　 ◎ 青 木　勇 作 （岡崎）
　 ○ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
 野々垣　  敬 （名古屋名北）
 大 橋　完 一 （春日井）
 山 口　　 眞 （名古屋中）
 木 下　桂 一 （豊田）
 城野  八代江 （名古屋名駅）

職業奉仕委員会
　 C 石 川　和 昌 （豊橋）
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 深 谷　憲 夫 （知立）
 國 友　昌 大 （名古屋中）
 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン）
 松 波　恒 彦 （名古屋瑞穂）
 高 村　敦 夫 （東海）
 遠 藤　泰 昭 （名古屋名駅）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 村井  總一郎 （豊橋）

社会奉仕委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ○ 深 田　利 幸 （豊田東）
 新 沼　　 操 （名古屋大須）
 小 橋　忠 直 （名古屋栄）
 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 異 相　武 憲 （名古屋南）
 鈴 木　宏 司 （半田南）
 小 山　愼 介 （名古屋名南）
 川 島　悦 雄 （名古屋中）
 福 沢　省 吾 （豊橋ゴールデン）
 藤 野　和 裕 （豊川）
 山 本　裕 嗣 （知立）
　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 縣　　 政 行 （豊橋）
　 ○ 松崎  美都子 （名古屋守山）
 永 谷　文 人 （安城）
 松 本　 　淳 （春日井）

国際奉仕委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北） 
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 大 竹　一 義 （瀬戸）
　 ○ 水 谷　金 之 （名古屋北）
 平 尾　節 子 （瀬戸北）
 黒 田　勝 基 （高浜）
 近 藤　一 幸 （知立）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 名倉  裕一朗 （名古屋和合）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
　 ※ 安 藤　隆 利 （名古屋名駅）
　 ※ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　

 藤 田　雄 三 （名古屋中）
 服 部　　 滋 （名古屋和合）
 山 本　慎 治 （半田南）
 米 山　和 浩 （豊田）
 前 田　佳 男 （半田）
 都 築　義 勝 （豊田東）
 加 藤　卓 秀 （豊橋北）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
　 ○ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ※ 吉 川　正 敏 （岡崎）
　 ※ 久 野　博 淳 （名古屋東南）
　 ※ 成田  幸太郎 （稲沢）
　 ※ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ※ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ※ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ※ 大 嶽　岩 雄 （安城）
　年次寄付委員会
　 ◎ 吉 川　正 敏 （岡崎）
　 ○ 加 藤　俊 二 （刈谷）
 草 野　勝 彦 （名古屋大須）
 小早川  慶光 （名古屋東山）
 平 岩　慎 次 （尾張中央）
 小 栗　孝 久 （半田）
 中 林　正 人 （名古屋空港）
 山 田　　 猛 （江南）
　恒久基金委員会
　 ◎ 久 野　博 淳 （名古屋東南）
　 ○ 髙 山　景 一 （豊橋）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 本 多　一 義 （豊橋北）
　ポリオプラス委員会
　 ◎ 成田  幸太郎 （稲沢）
　 ○ 磯 部　　 茂 （一宮）
 近 藤　　 収 （名古屋東山）
 余 語　郁 夫 （名古屋東）
　補助金委員会
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 貴 田　永 克 （春日井）　
 新 美　建 司 （半田南）
 加 藤　憲 治 （あま）
 後 藤　正 憲 （名古屋南）
 井 上　　 健 （田原パシフィック）
 松 本　敏 春 （豊田西）
 高 村　睦 浩 （知立）
　財団奨学委員会
　 ◎ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ○ 大 矢　英 憲 （名古屋昭和） 
 長 江　克 彦 （瀬戸）
 村 上　雅 則 （豊田）
 天 野　 　卓 （西尾）
　財団学友委員会
　 ◎ 大 嶽　岩 雄 （安城）
　 ○ 満 田　　 稔 （豊橋東）
 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
 梅 村　正 明 （豊田）　
　研究グループ交換委員会
　 ◎ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○ 赤 井　俊 二 （常滑）
　 ○ 杉 本　治 彦 （犬山）  
 佐々木  利政 （豊橋）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　　
 松尾  憲二郎 （小牧）　
 髙 橋　秀 治 （犬山）　
 金 井　和 治 （名古屋空港）
 熊 澤　勝 則 （尾張中央）　

ロータリー世界平和フェローシップ
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
　 ○ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ※ 吉 川　正 敏 （岡崎）
　 ※ 久 野　博 淳 （名古屋東南）
　 ※ 成田  幸太郎 （稲沢）
　 ※ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ※ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ※ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ※ 大 嶽　岩 雄 （安城）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 ◎ 大 西　弘 高 （名古屋東南）
　 ○ 小 野　文 憲 （岡崎東）
　 ○ 竹 内　一 郎 （刈谷）
　 ○ 中 島　　 實 （名古屋北）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
 杉 浦　正 典 （豊田）

 鈴 木　和 彦 （あま）
 坂 井　則 夫 （名古屋西）
ⵆ山㖋᭭᝭ᡩၻ
　⟨န 加 納　　 泉 （名古屋中）
　㖶㙼ឰᒨ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　㖶㙼ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）

地区史編纂委員会
　㶝ᓦ 大 島　宏 彦 （名古屋）
　㶝ᓦ 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
　㶝ᓦ 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ○ 伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 岩 間　俊 夫 （名古屋西）
 内 藤　耕 造 （刈谷）
 瀧 　　義 孝 （一宮北）
 安 藤　重 良 （名古屋）
 川 島　　 誠 （名古屋西）
 藤 井　伸 三 （豊田）
 河 村　嘉 男 （小牧）
 中 野　敏 雄 （岡崎）
 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）

  内 田　栄 一 （半田）
ＲＩ青少年奉仕支援グループ
　ⱬ䈽೟ーン೔ーディ೮ーター

 神 田　　 憲 （名古屋大須）

恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）

国際ロータリー日本青少年交換委員会
　⬬ᒨ 斎 藤　直 美 （豊田）

ロータリーの友地区委員
 藤 井　伸 三 （豊田）

オンツーバーミンガム
 片 山　主 水 （名古屋東南）

地区ローターアクト代表
 村井  裕一郎 （豊橋ローターアクト）

ガバナー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 山 口　誠 一 （東知多） 
（西尾張分区担当）
 林 　　冏 成 （一宮北）
（東尾張分区担当）
 河 村　金 明 （岩倉）
（西名古屋分区担当）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
（東名古屋分区担当）
 大 口　弘 和 （名古屋千種）
（東三河分区担当）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
（西三河中分区担当）
 横 山　眞 久　 （豊田）
（西三河分区担当）
 細 井　英 治 （安城）

地区幹事
 長谷川  正己 （一宮中央）
地区副幹事
 松 岡　正 浩 （一宮中央）
 小 島　三 男 （一宮中央）
　　 森　  俊一郎 （一宮中央）
 倉 地　伸 幸 （一宮中央）
　　 石 原　稔 久 （一宮中央）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　 鹿 島　兼 一 （一宮中央）
　　 西 岡　則 男 （一宮中央）
地区会計長
 大 森　　 進 （一宮中央）
地区監事
 小野木　  宏 （一宮中央）
地区スタッフ
 加 藤　辰 己 （一宮中央） 
　　 高 井　光 信 （一宮中央） 
　　 猪 子　裕 史 （一宮中央） 
　　 長 橋　國 和 （一宮中央） 
　　 森　　　  眞 （一宮中央） 
　　 谷　　　  進 （一宮中央） 
　　 永 田　　 正 （一宮中央） 

ガバナーエレクト
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
次期地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）

 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 
地区指名委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　  斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

地区研修リーダー
 片 山　主 水 （名古屋東南）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 鈴 木　孝 則 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 小 島　啓 治  （春日井）
 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 小 川　宏 嗣 （犬山） 
 榊 原　　 肇 （半田南）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　　 北 村　隆 子 （名古屋錦）
　　 山 内　　 登 （尾西）

地区財務委員会
　  ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 岩瀬  淳一郎 （豊川）

 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 早 川　八 郎 （春日井）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 鈴 木　吉 男 （津島）
 秋 田　敬 治 （豊田）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）

ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  日 高　啓 治 （東知多）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  尾 関　和 成 （名古屋和合） 
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  田 中　粋 人 （豊川）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  原 田　隆 司 （豊田中）
  磯 貝　廣 治 （安城）
　
会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 青 木　良 浩   （豊橋）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 日 置　教 康 （名古屋栄）
　　 津 坂　守 英 （名古屋城北） 

 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 塚 本　胤 男 （稲沢）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 深 石　公 彦 （岩倉）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種  
 岡 田　邦 義 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 田 中　正 規 （西尾）  
 早 川　八 郎 （春日井）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 場々  大刀雄 （春日井） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂） 
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海） 
　　 細 井　土 夫 （名古屋栄） 
　　 神 谷　　 馨 （豊橋ゴールデン） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ※ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ※ 鈴 木　元 弘 （豊田）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 福 井　　 敬 （豊橋）
 水 越　彌 生 （刈谷）
　　 山 田　　 治 （春日井）
　　 鈴村 與左衛門 （あま）
　　 川 島　悦 雄 （名古屋中）

　環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 山 田　慎 也 （名古屋栄）
 武 田　昭 俊 （知立）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　　 筒 井　信 之 （名古屋南）
　　 大 矢　裕 慈 （名古屋中）

　　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 鈴 木　岳 嗣 （蒲郡）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
　　 川 西　裕 康 （豊橋東）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 長谷川  周義 （名古屋錦）

国際奉仕委員会
　 ◎※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）  
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 小 川　　 隆 （名古屋栄）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

新世代奉仕委員会
　 ◎※ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 　※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 　※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 石 川　義 典 （安城）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　　 杉 本　知 治 （岡崎）
　　 奥 田　清 仁 （豊田）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 杦 本　哲 一 （江南）
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 青 木　昭 憲 （名古屋葵）
　　 杉 田　　 洋 （豊橋）
 鈴 木　正 敏 （田原）
　　 南 部　　 淳 （岡崎）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須） 
 北　 　登 一 （名古屋南）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
 森 田　勝 己 （三河安城）
　　 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
　　 犬 束　敏 彦 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 伊 藤　　 人 （田原）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　　 鈴 木　隆 太 （豊田）
　　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　謹 一 （あま）
 橋 本　義 紀 （岡崎東）
　　 八 神　　 基 （名古屋栄）
　　 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　　 北 山　健 二 （西尾）
　恒久基金・大口寄付委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 　グローバル補助金委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 神 谷　　 修 （知立）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 石 川　百 代 （豊橋）

　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合） 
 加 藤　浩 一 （犬山）
 渡 辺　　 昇 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

　奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  竹 内　一 郎 （刈谷）

  加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと）
　　 水 野　憲 司 （一宮北）
　　 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）
　　 金 田　英 和 （名古屋東山）
　　 山 本　光 人 （豊橋北）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 大 口　弘 和 （名古屋千種） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 大河内  圭一 （一宮北）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 大 澤　輝 秀 （豊川）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
　　 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 

　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）

 米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　ᩝ᚟ឰᒨ長 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　㖶㙼ឰᒨ 松 前　憲 典 （一宮中央） 
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
   福 田　清 成 （江南）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター(ZCC)
  江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーバンコク
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
地区ローターアクト代表
 山 下　　 裕 （豊田広域ローターアクト）
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編

真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

ガバナー
 片 山　主 水 （名古屋東南）

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 上　茂 登 （知多）
（西尾張分区担当）
 安 藤　銑 悟 （尾張中央）
（東尾張分区担当）
 安 藤　公 爾 （尾張旭）
（西名古屋分区担当）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
（東名古屋分区担当）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
（東三河分区担当）
 松 井　章 悟 （豊橋）
（西三河中分区担当）
 福 岡　輝 夫 （豊田中）
（西三河分区担当）
 辻 村　和 美 （西尾KIRARA）

地区幹事
 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
地区筆頭副幹事
 佐久間  貞介 （名古屋東南）
地区副幹事
 成 瀬　和 男 （名古屋東南）
 山 口　剛 男 （名古屋東南）
 山 本　誠 一 （名古屋名南）
 大 島　浩 嗣 （名古屋瑞穂）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 近 藤　信 之 （名古屋東南）
 水 野　恒 平 （名古屋東南）
 白 木　良 彦 （名古屋東南）
地区会計長
 伴　　 禎 夫 （名古屋東南）
地区会計監事
 鈴 木　輝 彦 （名古屋南）
会計副監事
（ロータリー㛦ᗑജⵆ山ᵕ᫳）
 光 岡　　 朗 （あま）

ガバナーエレクト
 大 澤　輝 秀 （豊川） 
次期地区幹事
 岩瀬  淳一郎 （豊川）

地区諮問委員会
 奥 谷　博 俊 （尾張旭）
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 宮 地　信 尚 （豊川）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）

 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）

地区指名委員会
　 ◎ 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
　  江 崎　柳 節 （小牧）
　 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）

地区財務委員会
　 C 野 村　重 彦 （刈谷）
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
　 ○ 藤 井　伸 三 （豊田）
 河 村　嘉 男 （小牧）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 大 澤　輝 秀 （豊川）
　 ◎ 杉 浦　壽 康 （岡崎）
　 ○ 井 上　 　穂 （豊橋ゴールデン）
 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
 早 川　八 郎 （春日井）
 加 藤　知 成 （東知多）
 安 藤　重 良 （名古屋）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

拡大委員会
　 C 大 島　宏 彦 （名古屋）
　 C 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 松 尾　隆 徳 （春日井）
　 ○ 北 野　庸 夫 （あま）
 菊岡  深智子 （名古屋名南）
 新 美　義 博 （東知多）

地区規則細則委員会
　 ◎ 草 野　勝 彦 （名古屋大須）
　 ○ 榊 原　章 夫 （名古屋城北）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）

地区総務委員会
　 ◎ 馬 場　研 治 （名古屋南）
　 ○ 高 井　克 憙 （名古屋栄）  
　 ○ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
  市 川　幾 雄 （岡崎東）
  八 谷　潤 一 （津島）
  尾 関　和 成 （名古屋和合）
  山 口　誠 一 （東知多）
  小酒井 比呂志 （名古屋名駅）
  冨 田　佳 央 （豊橋）
  山 田　幹 雄 （名古屋空港）
　 （ᘋ区スタッフ）
 江 口　博 寿 （名古屋南）
 岡 村　達 人 （名古屋瑞穂） 
 長瀬  憲八郎 （名古屋瑞穂）
 猪 村　美 之 （名古屋名南）
 児 島　徳 和 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 神 保　成 章 （名古屋東南） 
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）

青少年安全保護委員会（危機管理）
　 ◎ 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
　 ○ 安 藤　隆 利 （名古屋名駅）
　 ○ 青 木　勇 作 （岡崎）
  鈴 木　吉 男 （津島）
  遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
  服 部　英 男 （岡崎南）
  冨 田　雅 則 （田原）
  牧 野　正 高 （岡崎城南）
  矢 形　修 己 （名古屋北）
  大 西　弘 高 （名古屋東南）
  松崎  美都子 （名古屋守山）
  黒 田　勝 基 （高浜）
  神 田　　 憲 （名古屋大須）
  柵 木　充 明 （名古屋千種）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
  成 瀬　伸 子 （弁護士）
  池 田　　 公 （医師）
  木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 大 澤　輝 秀 （豊川）
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 河 村　嘉 男 （小牧）
 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
　�（07ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
　 （07ᩏᩮᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ᩔန）
 滝　 　勝 夫 （江南）
　�（08ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 中 込　清 周 （名古屋名東）
　�（08ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ዣឰᒨ長）
 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 （08ᩏᩮᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ᩔန）
 湯 浅　勝 治 （名古屋名東）
　 （09ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 神 野　紀 郎 （豊橋）
　 （09ᩏᩮᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ᩔန）
 黒 谷　尚 弘 （豊橋）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 藤 原　研 一 （名古屋名北）
　 ○ 井 上　 　穂 （豊橋ゴールデン）
 松 本　順 子 （半田）
 水 野　聖 仁 （小牧）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 松 井　　 勇 （豊田）
 多 田　通 夫 （名古屋城北）
 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
 糸 井　　 学 （名古屋みなと）

地区研修リーダー
 大 島　宏 彦 （名古屋）
研修委員会
　 ◎ 鈴 木　孝 則 （あま）
　 ○ 前 田　孝 司 （刈谷）
　 ○ 榊 原　　 肇 （半田南）
 吉 水　正 溥 （名古屋東南）
 水 谷　　 豊 （尾西）
 真 木　　 昭 （名古屋東）
 山 田　晃 司 （瀬戸）
 小 島　啓 治  （春日井）

青少年交換委員会
　 ◎ 安 藤　隆 利 （名古屋名駅）
　 ○ 村 瀬　竜 雄 （東知多）
　 ○ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
 森　　　  榮 （一宮中央）
 岡 田　雅 隆 （犬山）
 野村  紀代彦 （刈谷）
 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
 伊 藤　秀 樹 （名古屋中）
　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 酒 井　法 丈 （豊田）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 本 間　　 毅 （岡崎南）

新世代委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　 ○ 増 井　洋 生 （小牧）
 加 藤　康 治 （一宮中央）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
 米 山　郁 生 （名古屋名東）
 沓 名　令 亨 （安城）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 松 坂　良 太 （豊橋）
 串 田　正 克 （名古屋空港）
　 ※ 服 部　英 男 （岡崎南）
　 ※ 冨 田　雅 則 （田原）
　 ※ 牧 野　正 高 （岡崎南）
　インターアクト委員会
　 ◎ 服 部　英 男 （岡崎南）
　 ○ 大河内  圭一 （一宮北）
 小 原　　 睦 （岡崎）
 松 長　浩 二 （津島）
 川 村　荒 治 （豊橋）
 内 藤　雄 功 （豊川）
 加 藤　明 宏 （名古屋）
 伊 藤　雄 介 （小牧）
　ローターアクト委員会
　 ◎ 冨 田　雅 則 （田原）
　 ○ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
　 ○ 秋 田　敬 治 （豊田）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
 堀 田　能 正 （豊橋）
 三枝樹  明道 （名古屋みなと）
 中 村　陽 公 （名古屋北）
 石 田　　 壽 （名古屋葵）
 澤 田　昌 久 （江南）
 坪 井　和 義 （名古屋和合）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 牧 野　正 高 （岡崎城南）
　 ○ 犬 束　敏 彦 （小牧）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 谷 山　芳 和 （豊田西）
 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
 小 出　三 郎 （名古屋名北）
 坪 井　良 憲 （名古屋南）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須）
 坂 田　憲 治 （名古屋東山）

環境保全委員会
　 C 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
　 ◎ 長 瀬　　 諭 （名古屋栄）
　 ○ 岡 本　　 巧 （刈谷）
　 ○ 伊 藤　一 義 （豊橋東）
 松 下　洋 一 （尾張旭）

 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 木 村　高 章 （豊橋北）

会員増強リーダー
 山 内　　 登 （尾西）
会員増強委員会
　 ◎ 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
　 ○ 太田  宗一郎 （刈谷）
 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 杉 山　仁 朗 （瀬戸北）
 塚 本　胤 男 （稲沢）
 鈴 木　清 詞 （名古屋名南）

広報委員会
　 C 大 島　宏 彦 （名古屋）
　 ◎ 青 木　勇 作 （岡崎）
　 ○ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
 野々垣　  敬 （名古屋名北）
 大 橋　完 一 （春日井）
 山 口　　 眞 （名古屋中）
 木 下　桂 一 （豊田）
 城野  八代江 （名古屋名駅）

職業奉仕委員会
　 C 石 川　和 昌 （豊橋）
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 深 谷　憲 夫 （知立）
 國 友　昌 大 （名古屋中）
 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン）
 松 波　恒 彦 （名古屋瑞穂）
 高 村　敦 夫 （東海）
 遠 藤　泰 昭 （名古屋名駅）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 村井  總一郎 （豊橋）

社会奉仕委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ○ 深 田　利 幸 （豊田東）
 新 沼　　 操 （名古屋大須）
 小 橋　忠 直 （名古屋栄）
 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 異 相　武 憲 （名古屋南）
 鈴 木　宏 司 （半田南）
 小 山　愼 介 （名古屋名南）
 川 島　悦 雄 （名古屋中）
 福 沢　省 吾 （豊橋ゴールデン）
 藤 野　和 裕 （豊川）
 山 本　裕 嗣 （知立）
　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 縣　　 政 行 （豊橋）
　 ○ 松崎  美都子 （名古屋守山）
 永 谷　文 人 （安城）
 松 本　 　淳 （春日井）

国際奉仕委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北） 
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 大 竹　一 義 （瀬戸）
　 ○ 水 谷　金 之 （名古屋北）
 平 尾　節 子 （瀬戸北）
 黒 田　勝 基 （高浜）
 近 藤　一 幸 （知立）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 名倉  裕一朗 （名古屋和合）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
　 ※ 安 藤　隆 利 （名古屋名駅）
　 ※ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　

 藤 田　雄 三 （名古屋中）
 服 部　　 滋 （名古屋和合）
 山 本　慎 治 （半田南）
 米 山　和 浩 （豊田）
 前 田　佳 男 （半田）
 都 築　義 勝 （豊田東）
 加 藤　卓 秀 （豊橋北）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
　 ○ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ※ 吉 川　正 敏 （岡崎）
　 ※ 久 野　博 淳 （名古屋東南）
　 ※ 成田  幸太郎 （稲沢）
　 ※ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ※ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ※ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ※ 大 嶽　岩 雄 （安城）
　年次寄付委員会
　 ◎ 吉 川　正 敏 （岡崎）
　 ○ 加 藤　俊 二 （刈谷）
 草 野　勝 彦 （名古屋大須）
 小早川  慶光 （名古屋東山）
 平 岩　慎 次 （尾張中央）
 小 栗　孝 久 （半田）
 中 林　正 人 （名古屋空港）
 山 田　　 猛 （江南）
　恒久基金委員会
　 ◎ 久 野　博 淳 （名古屋東南）
　 ○ 髙 山　景 一 （豊橋）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 本 多　一 義 （豊橋北）
　ポリオプラス委員会
　 ◎ 成田  幸太郎 （稲沢）
　 ○ 磯 部　　 茂 （一宮）
 近 藤　　 収 （名古屋東山）
 余 語　郁 夫 （名古屋東）
　補助金委員会
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 貴 田　永 克 （春日井）　
 新 美　建 司 （半田南）
 加 藤　憲 治 （あま）
 後 藤　正 憲 （名古屋南）
 井 上　　 健 （田原パシフィック）
 松 本　敏 春 （豊田西）
 高 村　睦 浩 （知立）
　財団奨学委員会
　 ◎ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ○ 大 矢　英 憲 （名古屋昭和） 
 長 江　克 彦 （瀬戸）
 村 上　雅 則 （豊田）
 天 野　 　卓 （西尾）
　財団学友委員会
　 ◎ 大 嶽　岩 雄 （安城）
　 ○ 満 田　　 稔 （豊橋東）
 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
 梅 村　正 明 （豊田）　
　研究グループ交換委員会
　 ◎ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○ 赤 井　俊 二 （常滑）
　 ○ 杉 本　治 彦 （犬山）  
 佐々木  利政 （豊橋）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　　
 松尾  憲二郎 （小牧）　
 髙 橋　秀 治 （犬山）　
 金 井　和 治 （名古屋空港）
 熊 澤　勝 則 （尾張中央）　

ロータリー世界平和フェローシップ
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
　 ○ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ※ 吉 川　正 敏 （岡崎）
　 ※ 久 野　博 淳 （名古屋東南）
　 ※ 成田  幸太郎 （稲沢）
　 ※ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ※ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ※ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ※ 大 嶽　岩 雄 （安城）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 ◎ 大 西　弘 高 （名古屋東南）
　 ○ 小 野　文 憲 （岡崎東）
　 ○ 竹 内　一 郎 （刈谷）
　 ○ 中 島　　 實 （名古屋北）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
 杉 浦　正 典 （豊田）

 鈴 木　和 彦 （あま）
 坂 井　則 夫 （名古屋西）
ⵆ山㖋᭭᝭ᡩၻ
　⟨န 加 納　　 泉 （名古屋中）
　㖶㙼ឰᒨ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　㖶㙼ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）

地区史編纂委員会
　㶝ᓦ 大 島　宏 彦 （名古屋）
　㶝ᓦ 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
　㶝ᓦ 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ○ 伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 岩 間　俊 夫 （名古屋西）
 内 藤　耕 造 （刈谷）
 瀧 　　義 孝 （一宮北）
 安 藤　重 良 （名古屋）
 川 島　　 誠 （名古屋西）
 藤 井　伸 三 （豊田）
 河 村　嘉 男 （小牧）
 中 野　敏 雄 （岡崎）
 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）

  内 田　栄 一 （半田）
ＲＩ青少年奉仕支援グループ
　ⱬ䈽೟ーン೔ーディ೮ーター

 神 田　　 憲 （名古屋大須）

恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）

国際ロータリー日本青少年交換委員会
　⬬ᒨ 斎 藤　直 美 （豊田）

ロータリーの友地区委員
 藤 井　伸 三 （豊田）

オンツーバーミンガム
 片 山　主 水 （名古屋東南）

地区ローターアクト代表
 村井  裕一郎 （豊橋ローターアクト）

ガバナー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 山 口　誠 一 （東知多） 
（西尾張分区担当）
 林 　　冏 成 （一宮北）
（東尾張分区担当）
 河 村　金 明 （岩倉）
（西名古屋分区担当）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
（東名古屋分区担当）
 大 口　弘 和 （名古屋千種）
（東三河分区担当）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
（西三河中分区担当）
 横 山　眞 久　 （豊田）
（西三河分区担当）
 細 井　英 治 （安城）

地区幹事
 長谷川  正己 （一宮中央）
地区副幹事
 松 岡　正 浩 （一宮中央）
 小 島　三 男 （一宮中央）
　　 森　  俊一郎 （一宮中央）
 倉 地　伸 幸 （一宮中央）
　　 石 原　稔 久 （一宮中央）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　 鹿 島　兼 一 （一宮中央）
　　 西 岡　則 男 （一宮中央）
地区会計長
 大 森　　 進 （一宮中央）
地区監事
 小野木　  宏 （一宮中央）
地区スタッフ
 加 藤　辰 己 （一宮中央） 
　　 高 井　光 信 （一宮中央） 
　　 猪 子　裕 史 （一宮中央） 
　　 長 橋　國 和 （一宮中央） 
　　 森　　　  眞 （一宮中央） 
　　 谷　　　  進 （一宮中央） 
　　 永 田　　 正 （一宮中央） 

ガバナーエレクト
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
次期地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）

 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 
地区指名委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　  斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

地区研修リーダー
 片 山　主 水 （名古屋東南）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 鈴 木　孝 則 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 小 島　啓 治  （春日井）
 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 小 川　宏 嗣 （犬山） 
 榊 原　　 肇 （半田南）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　　 北 村　隆 子 （名古屋錦）
　　 山 内　　 登 （尾西）

地区財務委員会
　  ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 岩瀬  淳一郎 （豊川）

 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 早 川　八 郎 （春日井）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 鈴 木　吉 男 （津島）
 秋 田　敬 治 （豊田）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）

ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  日 高　啓 治 （東知多）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  尾 関　和 成 （名古屋和合） 
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  田 中　粋 人 （豊川）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  原 田　隆 司 （豊田中）
  磯 貝　廣 治 （安城）
　
会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 青 木　良 浩   （豊橋）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 日 置　教 康 （名古屋栄）
　　 津 坂　守 英 （名古屋城北） 

 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 塚 本　胤 男 （稲沢）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 深 石　公 彦 （岩倉）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種  
 岡 田　邦 義 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 田 中　正 規 （西尾）  
 早 川　八 郎 （春日井）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 場々  大刀雄 （春日井） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂） 
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海） 
　　 細 井　土 夫 （名古屋栄） 
　　 神 谷　　 馨 （豊橋ゴールデン） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ※ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ※ 鈴 木　元 弘 （豊田）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 福 井　　 敬 （豊橋）
 水 越　彌 生 （刈谷）
　　 山 田　　 治 （春日井）
　　 鈴村 與左衛門 （あま）
　　 川 島　悦 雄 （名古屋中）

　環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 山 田　慎 也 （名古屋栄）
 武 田　昭 俊 （知立）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　　 筒 井　信 之 （名古屋南）
　　 大 矢　裕 慈 （名古屋中）

　　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 鈴 木　岳 嗣 （蒲郡）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
　　 川 西　裕 康 （豊橋東）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 長谷川  周義 （名古屋錦）

国際奉仕委員会
　 ◎※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）  
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 小 川　　 隆 （名古屋栄）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

新世代奉仕委員会
　 ◎※ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 　※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 　※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 石 川　義 典 （安城）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　　 杉 本　知 治 （岡崎）
　　 奥 田　清 仁 （豊田）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 杦 本　哲 一 （江南）
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 青 木　昭 憲 （名古屋葵）
　　 杉 田　　 洋 （豊橋）
 鈴 木　正 敏 （田原）
　　 南 部　　 淳 （岡崎）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須） 
 北　 　登 一 （名古屋南）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
 森 田　勝 己 （三河安城）
　　 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
　　 犬 束　敏 彦 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 伊 藤　　 人 （田原）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　　 鈴 木　隆 太 （豊田）
　　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　謹 一 （あま）
 橋 本　義 紀 （岡崎東）
　　 八 神　　 基 （名古屋栄）
　　 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　　 北 山　健 二 （西尾）
　恒久基金・大口寄付委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 　グローバル補助金委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 神 谷　　 修 （知立）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 石 川　百 代 （豊橋）

　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合） 
 加 藤　浩 一 （犬山）
 渡 辺　　 昇 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

　奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  竹 内　一 郎 （刈谷）

  加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと）
　　 水 野　憲 司 （一宮北）
　　 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）
　　 金 田　英 和 （名古屋東山）
　　 山 本　光 人 （豊橋北）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 大 口　弘 和 （名古屋千種） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 大河内  圭一 （一宮北）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 大 澤　輝 秀 （豊川）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
　　 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 

　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）

 米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　ᩝ᚟ឰᒨ長 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　㖶㙼ឰᒨ 松 前　憲 典 （一宮中央） 
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
   福 田　清 成 （江南）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター(ZCC)
  江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーバンコク
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
地区ローターアクト代表
 山 下　　 裕 （豊田広域ローターアクト）

 

ガバナー
 片 山　主 水 （名古屋東南）

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 上　茂 登 （知多）
（西尾張分区担当）
 安 藤　銑 悟 （尾張中央）
（東尾張分区担当）
 安 藤　公 爾 （尾張旭）
（西名古屋分区担当）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
（東名古屋分区担当）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
（東三河分区担当）
 松 井　章 悟 （豊橋）
（西三河中分区担当）
 福 岡　輝 夫 （豊田中）
（西三河分区担当）
 辻 村　和 美 （西尾KIRARA）

地区幹事
 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
地区筆頭副幹事
 佐久間  貞介 （名古屋東南）
地区副幹事
 成 瀬　和 男 （名古屋東南）
 山 口　剛 男 （名古屋東南）
 山 本　誠 一 （名古屋名南）
 大 島　浩 嗣 （名古屋瑞穂）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 近 藤　信 之 （名古屋東南）
 水 野　恒 平 （名古屋東南）
 白 木　良 彦 （名古屋東南）
地区会計長
 伴　　 禎 夫 （名古屋東南）
地区会計監事
 鈴 木　輝 彦 （名古屋南）
会計副監事
（ロータリー㛦ᗑജⵆ山ᵕ᫳）
 光 岡　　 朗 （あま）

ガバナーエレクト
 大 澤　輝 秀 （豊川） 
次期地区幹事
 岩瀬  淳一郎 （豊川）

地区諮問委員会
 奥 谷　博 俊 （尾張旭）
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 宮 地　信 尚 （豊川）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）

 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）

地区指名委員会
　 ◎ 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
　  江 崎　柳 節 （小牧）
　 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）

地区財務委員会
　 C 野 村　重 彦 （刈谷）
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
　 ○ 藤 井　伸 三 （豊田）
 河 村　嘉 男 （小牧）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 大 澤　輝 秀 （豊川）
　 ◎ 杉 浦　壽 康 （岡崎）
　 ○ 井 上　 　穂 （豊橋ゴールデン）
 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
 早 川　八 郎 （春日井）
 加 藤　知 成 （東知多）
 安 藤　重 良 （名古屋）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

拡大委員会
　 C 大 島　宏 彦 （名古屋）
　 C 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 松 尾　隆 徳 （春日井）
　 ○ 北 野　庸 夫 （あま）
 菊岡  深智子 （名古屋名南）
 新 美　義 博 （東知多）

地区規則細則委員会
　 ◎ 草 野　勝 彦 （名古屋大須）
　 ○ 榊 原　章 夫 （名古屋城北）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）

地区総務委員会
　 ◎ 馬 場　研 治 （名古屋南）
　 ○ 高 井　克 憙 （名古屋栄）  
　 ○ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
  市 川　幾 雄 （岡崎東）
  八 谷　潤 一 （津島）
  尾 関　和 成 （名古屋和合）
  山 口　誠 一 （東知多）
  小酒井 比呂志 （名古屋名駅）
  冨 田　佳 央 （豊橋）
  山 田　幹 雄 （名古屋空港）
　 （ᘋ区スタッフ）
 江 口　博 寿 （名古屋南）
 岡 村　達 人 （名古屋瑞穂） 
 長瀬  憲八郎 （名古屋瑞穂）
 猪 村　美 之 （名古屋名南）
 児 島　徳 和 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 神 保　成 章 （名古屋東南） 
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）

青少年安全保護委員会（危機管理）
　 ◎ 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
　 ○ 安 藤　隆 利 （名古屋名駅）
　 ○ 青 木　勇 作 （岡崎）
  鈴 木　吉 男 （津島）
  遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
  服 部　英 男 （岡崎南）
  冨 田　雅 則 （田原）
  牧 野　正 高 （岡崎城南）
  矢 形　修 己 （名古屋北）
  大 西　弘 高 （名古屋東南）
  松崎  美都子 （名古屋守山）
  黒 田　勝 基 （高浜）
  神 田　　 憲 （名古屋大須）
  柵 木　充 明 （名古屋千種）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
  成 瀬　伸 子 （弁護士）
  池 田　　 公 （医師）
  木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 大 澤　輝 秀 （豊川）
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 河 村　嘉 男 （小牧）
 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
　�（07ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
　 （07ᩏᩮᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ᩔန）
 滝　 　勝 夫 （江南）
　�（08ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 中 込　清 周 （名古屋名東）
　�（08ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ዣឰᒨ長）
 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 （08ᩏᩮᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ᩔန）
 湯 浅　勝 治 （名古屋名東）
　 （09ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 神 野　紀 郎 （豊橋）
　 （09ᩏᩮᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ᩔန）
 黒 谷　尚 弘 （豊橋）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 藤 原　研 一 （名古屋名北）
　 ○ 井 上　 　穂 （豊橋ゴールデン）
 松 本　順 子 （半田）
 水 野　聖 仁 （小牧）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 松 井　　 勇 （豊田）
 多 田　通 夫 （名古屋城北）
 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
 糸 井　　 学 （名古屋みなと）

地区研修リーダー
 大 島　宏 彦 （名古屋）
研修委員会
　 ◎ 鈴 木　孝 則 （あま）
　 ○ 前 田　孝 司 （刈谷）
　 ○ 榊 原　　 肇 （半田南）
 吉 水　正 溥 （名古屋東南）
 水 谷　　 豊 （尾西）
 真 木　　 昭 （名古屋東）
 山 田　晃 司 （瀬戸）
 小 島　啓 治  （春日井）

青少年交換委員会
　 ◎ 安 藤　隆 利 （名古屋名駅）
　 ○ 村 瀬　竜 雄 （東知多）
　 ○ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
 森　　　  榮 （一宮中央）
 岡 田　雅 隆 （犬山）
 野村  紀代彦 （刈谷）
 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
 伊 藤　秀 樹 （名古屋中）
　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 酒 井　法 丈 （豊田）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 本 間　　 毅 （岡崎南）

新世代委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　 ○ 増 井　洋 生 （小牧）
 加 藤　康 治 （一宮中央）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
 米 山　郁 生 （名古屋名東）
 沓 名　令 亨 （安城）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 松 坂　良 太 （豊橋）
 串 田　正 克 （名古屋空港）
　 ※ 服 部　英 男 （岡崎南）
　 ※ 冨 田　雅 則 （田原）
　 ※ 牧 野　正 高 （岡崎南）
　インターアクト委員会
　 ◎ 服 部　英 男 （岡崎南）
　 ○ 大河内  圭一 （一宮北）
 小 原　　 睦 （岡崎）
 松 長　浩 二 （津島）
 川 村　荒 治 （豊橋）
 内 藤　雄 功 （豊川）
 加 藤　明 宏 （名古屋）
 伊 藤　雄 介 （小牧）
　ローターアクト委員会
　 ◎ 冨 田　雅 則 （田原）
　 ○ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
　 ○ 秋 田　敬 治 （豊田）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
 堀 田　能 正 （豊橋）
 三枝樹  明道 （名古屋みなと）
 中 村　陽 公 （名古屋北）
 石 田　　 壽 （名古屋葵）
 澤 田　昌 久 （江南）
 坪 井　和 義 （名古屋和合）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 牧 野　正 高 （岡崎城南）
　 ○ 犬 束　敏 彦 （小牧）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 谷 山　芳 和 （豊田西）
 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
 小 出　三 郎 （名古屋名北）
 坪 井　良 憲 （名古屋南）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須）
 坂 田　憲 治 （名古屋東山）

環境保全委員会
　 C 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
　 ◎ 長 瀬　　 諭 （名古屋栄）
　 ○ 岡 本　　 巧 （刈谷）
　 ○ 伊 藤　一 義 （豊橋東）
 松 下　洋 一 （尾張旭）

 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 木 村　高 章 （豊橋北）

会員増強リーダー
 山 内　　 登 （尾西）
会員増強委員会
　 ◎ 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
　 ○ 太田  宗一郎 （刈谷）
 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 杉 山　仁 朗 （瀬戸北）
 塚 本　胤 男 （稲沢）
 鈴 木　清 詞 （名古屋名南）

広報委員会
　 C 大 島　宏 彦 （名古屋）
　 ◎ 青 木　勇 作 （岡崎）
　 ○ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
 野々垣　  敬 （名古屋名北）
 大 橋　完 一 （春日井）
 山 口　　 眞 （名古屋中）
 木 下　桂 一 （豊田）
 城野  八代江 （名古屋名駅）

職業奉仕委員会
　 C 石 川　和 昌 （豊橋）
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 深 谷　憲 夫 （知立）
 國 友　昌 大 （名古屋中）
 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン）
 松 波　恒 彦 （名古屋瑞穂）
 高 村　敦 夫 （東海）
 遠 藤　泰 昭 （名古屋名駅）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 村井  總一郎 （豊橋）

社会奉仕委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ○ 深 田　利 幸 （豊田東）
 新 沼　　 操 （名古屋大須）
 小 橋　忠 直 （名古屋栄）
 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 異 相　武 憲 （名古屋南）
 鈴 木　宏 司 （半田南）
 小 山　愼 介 （名古屋名南）
 川 島　悦 雄 （名古屋中）
 福 沢　省 吾 （豊橋ゴールデン）
 藤 野　和 裕 （豊川）
 山 本　裕 嗣 （知立）
　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 縣　　 政 行 （豊橋）
　 ○ 松崎  美都子 （名古屋守山）
 永 谷　文 人 （安城）
 松 本　 　淳 （春日井）

国際奉仕委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北） 
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 大 竹　一 義 （瀬戸）
　 ○ 水 谷　金 之 （名古屋北）
 平 尾　節 子 （瀬戸北）
 黒 田　勝 基 （高浜）
 近 藤　一 幸 （知立）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 名倉  裕一朗 （名古屋和合）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
　 ※ 安 藤　隆 利 （名古屋名駅）
　 ※ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　

 藤 田　雄 三 （名古屋中）
 服 部　　 滋 （名古屋和合）
 山 本　慎 治 （半田南）
 米 山　和 浩 （豊田）
 前 田　佳 男 （半田）
 都 築　義 勝 （豊田東）
 加 藤　卓 秀 （豊橋北）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
　 ○ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ※ 吉 川　正 敏 （岡崎）
　 ※ 久 野　博 淳 （名古屋東南）
　 ※ 成田  幸太郎 （稲沢）
　 ※ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ※ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ※ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ※ 大 嶽　岩 雄 （安城）
　年次寄付委員会
　 ◎ 吉 川　正 敏 （岡崎）
　 ○ 加 藤　俊 二 （刈谷）
 草 野　勝 彦 （名古屋大須）
 小早川  慶光 （名古屋東山）
 平 岩　慎 次 （尾張中央）
 小 栗　孝 久 （半田）
 中 林　正 人 （名古屋空港）
 山 田　　 猛 （江南）
　恒久基金委員会
　 ◎ 久 野　博 淳 （名古屋東南）
　 ○ 髙 山　景 一 （豊橋）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 本 多　一 義 （豊橋北）
　ポリオプラス委員会
　 ◎ 成田  幸太郎 （稲沢）
　 ○ 磯 部　　 茂 （一宮）
 近 藤　　 収 （名古屋東山）
 余 語　郁 夫 （名古屋東）
　補助金委員会
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 貴 田　永 克 （春日井）　
 新 美　建 司 （半田南）
 加 藤　憲 治 （あま）
 後 藤　正 憲 （名古屋南）
 井 上　　 健 （田原パシフィック）
 松 本　敏 春 （豊田西）
 高 村　睦 浩 （知立）
　財団奨学委員会
　 ◎ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ○ 大 矢　英 憲 （名古屋昭和） 
 長 江　克 彦 （瀬戸）
 村 上　雅 則 （豊田）
 天 野　 　卓 （西尾）
　財団学友委員会
　 ◎ 大 嶽　岩 雄 （安城）
　 ○ 満 田　　 稔 （豊橋東）
 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
 梅 村　正 明 （豊田）　
　研究グループ交換委員会
　 ◎ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○ 赤 井　俊 二 （常滑）
　 ○ 杉 本　治 彦 （犬山）  
 佐々木  利政 （豊橋）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　　
 松尾  憲二郎 （小牧）　
 髙 橋　秀 治 （犬山）　
 金 井　和 治 （名古屋空港）
 熊 澤　勝 則 （尾張中央）　

ロータリー世界平和フェローシップ
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
　 ○ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ※ 吉 川　正 敏 （岡崎）
　 ※ 久 野　博 淳 （名古屋東南）
　 ※ 成田  幸太郎 （稲沢）
　 ※ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ※ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ※ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ※ 大 嶽　岩 雄 （安城）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 ◎ 大 西　弘 高 （名古屋東南）
　 ○ 小 野　文 憲 （岡崎東）
　 ○ 竹 内　一 郎 （刈谷）
　 ○ 中 島　　 實 （名古屋北）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
 杉 浦　正 典 （豊田）

 鈴 木　和 彦 （あま）
 坂 井　則 夫 （名古屋西）
ⵆ山㖋᭭᝭ᡩၻ
　⟨န 加 納　　 泉 （名古屋中）
　㖶㙼ឰᒨ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　㖶㙼ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）

地区史編纂委員会
　㶝ᓦ 大 島　宏 彦 （名古屋）
　㶝ᓦ 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
　㶝ᓦ 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ○ 伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 岩 間　俊 夫 （名古屋西）
 内 藤　耕 造 （刈谷）
 瀧 　　義 孝 （一宮北）
 安 藤　重 良 （名古屋）
 川 島　　 誠 （名古屋西）
 藤 井　伸 三 （豊田）
 河 村　嘉 男 （小牧）
 中 野　敏 雄 （岡崎）
 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）

  内 田　栄 一 （半田）
ＲＩ青少年奉仕支援グループ
　ⱬ䈽೟ーン೔ーディ೮ーター

 神 田　　 憲 （名古屋大須）

恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）

国際ロータリー日本青少年交換委員会
　⬬ᒨ 斎 藤　直 美 （豊田）

ロータリーの友地区委員
 藤 井　伸 三 （豊田）

オンツーバーミンガム
 片 山　主 水 （名古屋東南）

地区ローターアクト代表
 村井  裕一郎 （豊橋ローターアクト）

ガバナー
 大 澤　輝 秀 （豊川）

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
ⵆ山᝭ᡩឰᒨၻ
 高 村　敦 夫 （東海）
（西尾張分区担当）
ᗢ㱨᝖၇ధ㳠ᣱᩏဨḌధ࿍⢶⬬ၻ᝖၇ឰᒨၻ
 保 浦　文 夫 （名古屋清須）
（東尾張分区担当）
ᵮ大ధᘋ区⸻ጴధ䉜 ⁚ధᎮ≡ⲻ⟨ឰᒨၻ
 高 山　光 雄 （名古屋空港）
（西名古屋分区担当）
⾖⇁᝖၇ឰᒨၻ
 草 野　勝 彦 （名古屋大須）
（東名古屋分区担当）
䉜㛦ᗑధᩏ⋌ᢴ၊ధᮧ久ᙾ㨅ధ೾リೋ೸ラスధ
㓎ጌ㨅ధ㛦ᗑ᝭ᡩధ⪊⯵೑ルー೸ဨḌధ㛦ᗑᡩᏪధ
䉜࿍⢶ᩎ和フೈローシッ೸ឰᒨၻ
 村 橋　泰 志 （名古屋名東）
（東三河分区担当）
クラブ᝖၇ధၻᒨᛚ᫟ధᩝ᚟ឰᒨၻ
 飯 島　 　卓 （蒲郡）
（西三河中分区担当）
新࿍ၔధインターアク೩ధローターアク೩ధ䉜䉣䉖䉋ឰᒨၻ
 堀 川　　 泰 （豊田三好）
（西三河分区担当）
⬬ၻ᝖၇ధ䉜䉍䉍ధ⡏ᛌᄆሥឰᒨၻ
 石 原　健 一 （三河安城）

地区幹事
 岩瀬　淳一郎 （豊川）
地区代表副幹事
 竹 本　尚 美 （豊川）
地区副幹事
 神 谷　親 典 （豊川）
 鈴 木　榮 一 （豊川）
 鳥 居　信 行 （豊川）
 木 下　良 夫 （豊川）
 戸 田　俊 晴 （豊川）
 山 本　信 利 （豊川）

 中 杉　和 雄 （豊川）
地区会計長
 日 比　嘉 男 （豊川）
地区監事
 石 黒　坦 史 （豊川）
地区スタッフ
 森 久　　 宏 （豊川）
 菅 沼　洋 史 （豊川）
 鈴 木　和 夫 （豊川）
 山 脇　善 典 （豊川）
 田 中　寛 孝 （豊川）
 田 中　粋 人 （豊川）
 渡 辺　稔 明 （豊川）
 牧　　 昌 夫 （豊川）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 中 村　泰 隆 （豊川）
 久 具　信 夫 （豊川）

ガバナーエレクト
 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
次期地区幹事
 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）

 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

地区指名委員会
　 ◎ 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ○ 江 崎　柳 節 （小牧）
　  大 島　宏 彦 （名古屋）
　 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 片 山　主 水 （名古屋東南）

地区研修リーダー
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
研修委員会
　 ◎ 鈴 木　孝 則 （あま）
　 ○ 前 田　孝 司 （刈谷）
　 ○ 榊 原　　 肇 （半田南）
 瀧 本　　 守 （尾張中央）
 西 岡　則 男 （一宮中央）
 山 田　晃 司 （瀬戸）
 小 島　啓 治  （春日井）
 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 木 村　高 章 （豊橋北）

地区財務委員会
　 ◎ 藤 井　伸 三 （豊田）
　 ○ 河 村　嘉 男 （小牧）
 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 杉 浦　壽 康 （岡崎）
　 ○ 井 上　 　穂 （豊橋ゴールデン）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手） 
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂） 
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
 早 川　八 郎 （春日井）
 加 藤　知 成 （東知多）

●2009 年度

 安 藤　重 良 （名古屋）
 大 野　良 之 （尾張旭）

拡大委員会
　 C 大 島　宏 彦 （名古屋）
　 ◎ 松 尾　隆 徳 （春日井）
　 ○ 北 野　庸 夫 （あま）
 新 美　義 博 （東知多）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）

地区総務委員会
　 ◎ 馬 場　研 治 （名古屋南）
　 ○ 高 井　克 憙 （名古屋栄）  
  江 口　博 寿 （名古屋南）
  市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 ※ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
　 ※ 榊 原　章 夫 （名古屋城北） 

　ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  田 中　粋 人 （豊川）
  尾 関　和 成 （名古屋和合）
  冨 田　佳 央 （豊橋）
  山 口　誠 一 （東知多）
  磯 貝　廣 治 （安城）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
　
　地区規則細則委員会
　 ◎ 榊 原　章 夫 （名古屋城北）
　 ○ 山 田　幹 雄 （名古屋空港）
 小酒井 比呂志 （名古屋名駅）

会員増強リーダー
 山 内　　 登 （尾西）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 太田  宗一郎 （刈谷）
 塚 本　胤 男 （稲沢）
 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン）
 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 竹 内　俊 介   （半田）
 槇 野　智 之  （名古屋和合）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 野々垣　  敬 （名古屋名北）
 山 口　　 眞 （名古屋中）
 木 下　桂 一 （豊田）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 青 木　勇 作 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 藤 原　研 一 （名古屋名北）
　 ○ 井 上　 　穂 （豊橋ゴールデン）
 多 田　通 夫 （名古屋城北） 
 水 野　聖 仁 （小牧）
 糸 井　　 学 （名古屋みなと） 
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
 志 賀　弘 嗣 （蒲郡）
 松 井　　 勇 （豊田）

職業奉仕委員会
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 丹 羽　司 一 （愛知長久手）

 岩 間　俊 夫 （名古屋西）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 佐 藤　正 延 （名古屋守山）
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 村井  總一郎 （豊橋）  
 風 岡　保 広 （春日井）
 大 島　浩 嗣 （名古屋瑞穂）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 渡 邉　一 平 （名古屋中）

社会奉仕委員会
　 ◎ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ○ 深 田　利 幸 （豊田東）
 鈴 木　宏 司 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）  
 川 島　悦 雄 （名古屋中）
 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂） 
 新 沼　　 操 （名古屋大須）
 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
 長谷川　周義 （名古屋錦）
 酒 井　基 裕 （蒲郡）
 藤 野　和 裕 （豊川）
　
　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
 松 本　 　淳 （春日井）
 縣　　 政 行 （豊橋）

環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 伊 藤　一 義 （豊橋東）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
 都 築　義 勝 （豊田東）
 加 藤　卓 秀 （豊橋北）
 大 矢　裕 慈 （名古屋中）
 大 岩　信 子 （半田南）
 岡 嶋　靖 雄 （春日井）
 杉 山　仁 朗 （瀬戸北）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 八 神　　 基 （名古屋栄）
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 神 谷　龍 司 （刈谷）

国際奉仕委員会
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 平 尾　節 子 （瀬戸北）
　 ○ 大 竹　一 義 （瀬戸）
 名倉  裕一朗 （名古屋和合）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 箕 輪　良 孝 （尾張旭）
 三 浦　幸 治 （名古屋栄）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
　 ※ 森　　　  榮 （一宮中央）
　 ※ 篭 橋　美 久 （名古屋中）

　青少年交換委員会
　 ◎ 森　　　  榮 （一宮中央）
　 ○ 村 瀬　竜 雄 （東知多）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
 野村  紀代彦 （刈谷）
 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
 岡 田　雅 隆 （犬山）
 伊 藤　秀 樹 （名古屋中）
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 服 部　雅 紀 （名古屋和合）
 

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）

新世代委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）
　 ◎ 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　 ○ 増 井　洋 生 （小牧）
 沓 名　令 亨 （安城）
 加 藤　康 治 （一宮中央）
 米 山　郁 生 （名古屋名東） 
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 松 坂　良 太 （豊橋）
 串 田　正 克 （名古屋空港）
　 ※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ※ 冨 田　雅 則 （田原）
　 ※ 犬 束　敏 彦 （小牧）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
 服 部　英 男 （岡崎南）
 内 藤　雄 功 （豊川）
 早 川　勝 博 （岡崎）
 谷 川　　 修 （名古屋）
 安 藤　幸 司 （岡崎南）
 石 川　義 典 （安城）
 八 谷　潤 一 （津島）
 中 島　俊 朗 （名古屋空港）

　ローターアクト委員会
　 ◎ 冨 田　雅 則 （田原）
　 ○ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
　 ○ 秋 田　敬 治 （豊田）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
 澤 田　昌 久 （江南）
 山 崎　達 也 （岡崎）
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 高 須　博 久 （豊橋）
 小 澤　幸 男 （名古屋大須）
 長 尾　秀 義 （小牧）
 高 山　光 平 （名古屋葵）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 犬 束　敏 彦 （小牧）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 谷 山　芳 和 （豊田西）
 北　 　登 一 （名古屋南）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須）
 鹿 嶌　敏 昭 （名古屋中）
 稲 垣　良 次 （西尾）
 前 田　佳 男 （半田）
 杉 本　親 保 （東海）

　ⱬ䈼䈼ᗍ全国ＲＡ研修会ᢗ㑳委員会
　ⷴᵰ委員会
　 ◎ 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　 ○ 増 井　洋 生 （小牧）
　 ※ 冨 田　雅 則 （田原）
　 ※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ※ 犬 束　敏 彦 （小牧）
　ⱬ��ᗍ全国ＲＡ研修会 ᢗ㑳委員会
　 ◎ 伊 藤　　 卓 （名古屋熱田ローターアクト）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
（㛦ᗑ᝭ᡩജ䉜࿍⢶ᩎ和フೈローシッ೸ᵕ᫳）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
（ᩏ⋌ᢴ၊ജ೾リೋ೸ラスᵕ᫳）
　 ○ 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
（䉑䉝䉏ജ㛦ᗑᡩᏪᵕ᫳）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
（ᮧ久ᙾ㨅ജ㓎ጌ㨅ᵕ᫳）
　 ○ 柴 田　憲 一 （豊橋東）
（ᩏ⋌ᢴ၊ᵕ᫳）
　 ○ 田 村　幹 洋 （新城）
　 ※ 山 田　　 猛 （江南）
　 ※ 久 野　博 淳 （名古屋東南）
　 ※ 磯 部　　 茂 （一宮）
　 ※ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ※ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ※ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ※ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　
　年次寄付委員会
　 ◎ 山 田　　 猛 （江南）
　 ○ 田 村　幹 洋 （新城）
 中 林　正 人 （名古屋空港）
 加 藤　徳 治 （東海）
 山 田　謹 一 （あま）
 藤 城　民 男 （豊橋ゴールデン）
 塚 本　幸 夫 （刈谷）
　
　恒久基金委員会
　 ◎ 久 野　博 淳 （名古屋東南）
　 ○ 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 伊 奈　一 郎 （常滑）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 磯 部　　 茂 （一宮）
　 ○ 成田  幸太郎 （稲沢）
 山 内　　 登 （尾西）
 佐々木  久直 （一宮）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 大 西　和 夫 （名古屋東山）

　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 松 本　敏 春 （豊田西）
 加 藤　憲 治 （あま）
 髙 村　睦 浩 （知立）
 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
 渡 邊　源 市 （名古屋千種）

　財団奨学委員会
　 ◎ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ○ 大 矢　英 憲 （名古屋昭和） 
 長 江　克 彦 （瀬戸）
 村 上　雅 則 （豊田）
 天 野　 　卓 （西尾）

 石 川　百 代 （豊橋）
 成 田　　 徹 （三河安城）

　研究グループ交換委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）　
　 ○ 髙 橋　秀 治 （犬山）　
  西 川　　 博 （名古屋丸の内） 
 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
 金 井　和 治 （名古屋空港）
　 小早川  慶光 （名古屋東山）
　 原 野　勝 至 （名古屋栄）　
 柏 木　博 喜 （名古屋和合）
　財団学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 梅 村　正 明 （豊田）　
 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
 羽根田  邦彦 （豊田中）
 横山  真喜男 （安城）　　

　ロータリー世界平和フェローシップ
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○ 柴 田　憲 一 （豊橋東）
　 ○ 田 村　幹 洋 （新城）
　 ※ 山 田　　 猛 （江南）
　 ※ 久 野　博 淳 （名古屋東南）
　 ※ 磯 部　　 茂 （一宮）
　 ※ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ※ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ※ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ※ 満 田　　 稔 （豊橋東）

ロータリー財団監査ᬒ
  光 岡　　 朗 （あま）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 ◎ 竹 内　一 郎 （刈谷）
　 ○ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 小 野　文 憲 （岡崎東）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  坂 井　則 夫 （名古屋西）
 鈴 木　和 彦 （あま）

危機管理委員会
　 ◎ 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
　 ○ 高 山　光 雄 （名古屋空港） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 黒 田　勝 基 （高浜）
 森　　　  榮 （一宮中央）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
 大河内  圭一 （一宮北）  
 冨 田　雅 則 （田原）
 犬 束　敏 彦 （小牧）

　

 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 竹 内　一 郎 （刈谷）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　�（ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 大 澤　輝 秀 （豊川）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
　 （08ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 中 込　清 周 （名古屋名東）
　 （08ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ዣឰᒨ長）
 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 （09ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 神 野　紀 郎 （豊橋）
　 （09ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 黒 谷　尚 弘 （豊橋）
　 （10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒 野 晃太郎 （あま）

米山記念奨学会
　⟨န 加 納　　 泉 （名古屋中）
　ᩝ᚟ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　㖶㙼ឰᒨ 大 澤　輝 秀 （豊川）

恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）

国際ロータリー日本青少年交換委員会
　⬬ᒨ 斎 藤　直 美 （豊田）

ゾーン・チャレンジ・コーディネーター
　（ⱬ䈼೟ーンᵕ᫳）
  江 崎　柳 節 （小牧）

ＲＩ青少年支援グループ 
ⱬ䈼ゾーンコーディネーター
  神 田　　 憲 （名古屋大須）

ロータリーの友地区委員
 藤 井　伸 三 （豊田）

オンツーഃントリオール
 大 澤　輝 秀 （豊川）

地区ローターアクト代表
 河 合　真 樹 （田原ローターアクト）

ガバナー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 山 口　誠 一 （東知多） 
（西尾張分区担当）
 林 　　冏 成 （一宮北）
（東尾張分区担当）
 河 村　金 明 （岩倉）
（西名古屋分区担当）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
（東名古屋分区担当）
 大 口　弘 和 （名古屋千種）
（東三河分区担当）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
（西三河中分区担当）
 横 山　眞 久　 （豊田）
（西三河分区担当）
 細 井　英 治 （安城）

地区幹事
 長谷川  正己 （一宮中央）
地区副幹事
 松 岡　正 浩 （一宮中央）
 小 島　三 男 （一宮中央）
　　 森　  俊一郎 （一宮中央）
 倉 地　伸 幸 （一宮中央）
　　 石 原　稔 久 （一宮中央）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　 鹿 島　兼 一 （一宮中央）
　　 西 岡　則 男 （一宮中央）
地区会計長
 大 森　　 進 （一宮中央）
地区監事
 小野木　  宏 （一宮中央）
地区スタッフ
 加 藤　辰 己 （一宮中央） 
　　 高 井　光 信 （一宮中央） 
　　 猪 子　裕 史 （一宮中央） 
　　 長 橋　國 和 （一宮中央） 
　　 森　　　  眞 （一宮中央） 
　　 谷　　　  進 （一宮中央） 
　　 永 田　　 正 （一宮中央） 

ガバナーエレクト
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
次期地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）

 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 
地区指名委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　  斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

地区研修リーダー
 片 山　主 水 （名古屋東南）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 鈴 木　孝 則 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 小 島　啓 治  （春日井）
 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 小 川　宏 嗣 （犬山） 
 榊 原　　 肇 （半田南）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　　 北 村　隆 子 （名古屋錦）
　　 山 内　　 登 （尾西）

地区財務委員会
　  ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 岩瀬  淳一郎 （豊川）

 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 早 川　八 郎 （春日井）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 鈴 木　吉 男 （津島）
 秋 田　敬 治 （豊田）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）

ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  日 高　啓 治 （東知多）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  尾 関　和 成 （名古屋和合） 
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  田 中　粋 人 （豊川）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  原 田　隆 司 （豊田中）
  磯 貝　廣 治 （安城）
　
会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 青 木　良 浩   （豊橋）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 日 置　教 康 （名古屋栄）
　　 津 坂　守 英 （名古屋城北） 

 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 塚 本　胤 男 （稲沢）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 深 石　公 彦 （岩倉）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種  
 岡 田　邦 義 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 田 中　正 規 （西尾）  
 早 川　八 郎 （春日井）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 場々  大刀雄 （春日井） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂） 
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海） 
　　 細 井　土 夫 （名古屋栄） 
　　 神 谷　　 馨 （豊橋ゴールデン） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ※ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ※ 鈴 木　元 弘 （豊田）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 福 井　　 敬 （豊橋）
 水 越　彌 生 （刈谷）
　　 山 田　　 治 （春日井）
　　 鈴村 與左衛門 （あま）
　　 川 島　悦 雄 （名古屋中）

　環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 山 田　慎 也 （名古屋栄）
 武 田　昭 俊 （知立）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　　 筒 井　信 之 （名古屋南）
　　 大 矢　裕 慈 （名古屋中）

　　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 鈴 木　岳 嗣 （蒲郡）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
　　 川 西　裕 康 （豊橋東）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 長谷川  周義 （名古屋錦）

国際奉仕委員会
　 ◎※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）  
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 小 川　　 隆 （名古屋栄）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

新世代奉仕委員会
　 ◎※ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 　※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 　※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 石 川　義 典 （安城）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　　 杉 本　知 治 （岡崎）
　　 奥 田　清 仁 （豊田）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 杦 本　哲 一 （江南）
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 青 木　昭 憲 （名古屋葵）
　　 杉 田　　 洋 （豊橋）
 鈴 木　正 敏 （田原）
　　 南 部　　 淳 （岡崎）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須） 
 北　 　登 一 （名古屋南）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
 森 田　勝 己 （三河安城）
　　 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
　　 犬 束　敏 彦 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 伊 藤　　 人 （田原）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　　 鈴 木　隆 太 （豊田）
　　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　謹 一 （あま）
 橋 本　義 紀 （岡崎東）
　　 八 神　　 基 （名古屋栄）
　　 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　　 北 山　健 二 （西尾）
　恒久基金・大口寄付委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 　グローバル補助金委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 神 谷　　 修 （知立）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 石 川　百 代 （豊橋）

　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合） 
 加 藤　浩 一 （犬山）
 渡 辺　　 昇 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

　奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  竹 内　一 郎 （刈谷）

  加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと）
　　 水 野　憲 司 （一宮北）
　　 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）
　　 金 田　英 和 （名古屋東山）
　　 山 本　光 人 （豊橋北）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 大 口　弘 和 （名古屋千種） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 大河内  圭一 （一宮北）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 大 澤　輝 秀 （豊川）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
　　 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 

　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）

 米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　ᩝ᚟ឰᒨ長 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　㖶㙼ឰᒨ 松 前　憲 典 （一宮中央） 
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
   福 田　清 成 （江南）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター(ZCC)
  江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーバンコク
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
地区ローターアクト代表
 山 下　　 裕 （豊田広域ローターアクト）
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ガバナー
 片 山　主 水 （名古屋東南）

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 上　茂 登 （知多）
（西尾張分区担当）
 安 藤　銑 悟 （尾張中央）
（東尾張分区担当）
 安 藤　公 爾 （尾張旭）
（西名古屋分区担当）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
（東名古屋分区担当）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
（東三河分区担当）
 松 井　章 悟 （豊橋）
（西三河中分区担当）
 福 岡　輝 夫 （豊田中）
（西三河分区担当）
 辻 村　和 美 （西尾KIRARA）

地区幹事
 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
地区筆頭副幹事
 佐久間  貞介 （名古屋東南）
地区副幹事
 成 瀬　和 男 （名古屋東南）
 山 口　剛 男 （名古屋東南）
 山 本　誠 一 （名古屋名南）
 大 島　浩 嗣 （名古屋瑞穂）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 近 藤　信 之 （名古屋東南）
 水 野　恒 平 （名古屋東南）
 白 木　良 彦 （名古屋東南）
地区会計長
 伴　　 禎 夫 （名古屋東南）
地区会計監事
 鈴 木　輝 彦 （名古屋南）
会計副監事
（ロータリー㛦ᗑജⵆ山ᵕ᫳）
 光 岡　　 朗 （あま）

ガバナーエレクト
 大 澤　輝 秀 （豊川） 
次期地区幹事
 岩瀬  淳一郎 （豊川）

地区諮問委員会
 奥 谷　博 俊 （尾張旭）
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 宮 地　信 尚 （豊川）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）

 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）

地区指名委員会
　 ◎ 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
　  江 崎　柳 節 （小牧）
　 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）

地区財務委員会
　 C 野 村　重 彦 （刈谷）
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
　 ○ 藤 井　伸 三 （豊田）
 河 村　嘉 男 （小牧）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 大 澤　輝 秀 （豊川）
　 ◎ 杉 浦　壽 康 （岡崎）
　 ○ 井 上　 　穂 （豊橋ゴールデン）
 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
 早 川　八 郎 （春日井）
 加 藤　知 成 （東知多）
 安 藤　重 良 （名古屋）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

拡大委員会
　 C 大 島　宏 彦 （名古屋）
　 C 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 松 尾　隆 徳 （春日井）
　 ○ 北 野　庸 夫 （あま）
 菊岡  深智子 （名古屋名南）
 新 美　義 博 （東知多）

地区規則細則委員会
　 ◎ 草 野　勝 彦 （名古屋大須）
　 ○ 榊 原　章 夫 （名古屋城北）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）

地区総務委員会
　 ◎ 馬 場　研 治 （名古屋南）
　 ○ 高 井　克 憙 （名古屋栄）  
　 ○ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
  市 川　幾 雄 （岡崎東）
  八 谷　潤 一 （津島）
  尾 関　和 成 （名古屋和合）
  山 口　誠 一 （東知多）
  小酒井 比呂志 （名古屋名駅）
  冨 田　佳 央 （豊橋）
  山 田　幹 雄 （名古屋空港）
　 （ᘋ区スタッフ）
 江 口　博 寿 （名古屋南）
 岡 村　達 人 （名古屋瑞穂） 
 長瀬  憲八郎 （名古屋瑞穂）
 猪 村　美 之 （名古屋名南）
 児 島　徳 和 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 神 保　成 章 （名古屋東南） 
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）

青少年安全保護委員会（危機管理）
　 ◎ 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
　 ○ 安 藤　隆 利 （名古屋名駅）
　 ○ 青 木　勇 作 （岡崎）
  鈴 木　吉 男 （津島）
  遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
  服 部　英 男 （岡崎南）
  冨 田　雅 則 （田原）
  牧 野　正 高 （岡崎城南）
  矢 形　修 己 （名古屋北）
  大 西　弘 高 （名古屋東南）
  松崎  美都子 （名古屋守山）
  黒 田　勝 基 （高浜）
  神 田　　 憲 （名古屋大須）
  柵 木　充 明 （名古屋千種）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
  成 瀬　伸 子 （弁護士）
  池 田　　 公 （医師）
  木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 大 澤　輝 秀 （豊川）
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 河 村　嘉 男 （小牧）
 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
　�（07ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
　 （07ᩏᩮᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ᩔန）
 滝　 　勝 夫 （江南）
　�（08ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 中 込　清 周 （名古屋名東）
　�（08ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ዣឰᒨ長）
 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 （08ᩏᩮᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ᩔန）
 湯 浅　勝 治 （名古屋名東）
　 （09ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 神 野　紀 郎 （豊橋）
　 （09ᩏᩮᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ᩔန）
 黒 谷　尚 弘 （豊橋）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 藤 原　研 一 （名古屋名北）
　 ○ 井 上　 　穂 （豊橋ゴールデン）
 松 本　順 子 （半田）
 水 野　聖 仁 （小牧）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 松 井　　 勇 （豊田）
 多 田　通 夫 （名古屋城北）
 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
 糸 井　　 学 （名古屋みなと）

地区研修リーダー
 大 島　宏 彦 （名古屋）
研修委員会
　 ◎ 鈴 木　孝 則 （あま）
　 ○ 前 田　孝 司 （刈谷）
　 ○ 榊 原　　 肇 （半田南）
 吉 水　正 溥 （名古屋東南）
 水 谷　　 豊 （尾西）
 真 木　　 昭 （名古屋東）
 山 田　晃 司 （瀬戸）
 小 島　啓 治  （春日井）

青少年交換委員会
　 ◎ 安 藤　隆 利 （名古屋名駅）
　 ○ 村 瀬　竜 雄 （東知多）
　 ○ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
 森　　　  榮 （一宮中央）
 岡 田　雅 隆 （犬山）
 野村  紀代彦 （刈谷）
 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
 伊 藤　秀 樹 （名古屋中）
　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 酒 井　法 丈 （豊田）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 本 間　　 毅 （岡崎南）

新世代委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　 ○ 増 井　洋 生 （小牧）
 加 藤　康 治 （一宮中央）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
 米 山　郁 生 （名古屋名東）
 沓 名　令 亨 （安城）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 松 坂　良 太 （豊橋）
 串 田　正 克 （名古屋空港）
　 ※ 服 部　英 男 （岡崎南）
　 ※ 冨 田　雅 則 （田原）
　 ※ 牧 野　正 高 （岡崎南）
　インターアクト委員会
　 ◎ 服 部　英 男 （岡崎南）
　 ○ 大河内  圭一 （一宮北）
 小 原　　 睦 （岡崎）
 松 長　浩 二 （津島）
 川 村　荒 治 （豊橋）
 内 藤　雄 功 （豊川）
 加 藤　明 宏 （名古屋）
 伊 藤　雄 介 （小牧）
　ローターアクト委員会
　 ◎ 冨 田　雅 則 （田原）
　 ○ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
　 ○ 秋 田　敬 治 （豊田）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
 堀 田　能 正 （豊橋）
 三枝樹  明道 （名古屋みなと）
 中 村　陽 公 （名古屋北）
 石 田　　 壽 （名古屋葵）
 澤 田　昌 久 （江南）
 坪 井　和 義 （名古屋和合）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 牧 野　正 高 （岡崎城南）
　 ○ 犬 束　敏 彦 （小牧）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 谷 山　芳 和 （豊田西）
 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
 小 出　三 郎 （名古屋名北）
 坪 井　良 憲 （名古屋南）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須）
 坂 田　憲 治 （名古屋東山）

環境保全委員会
　 C 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
　 ◎ 長 瀬　　 諭 （名古屋栄）
　 ○ 岡 本　　 巧 （刈谷）
　 ○ 伊 藤　一 義 （豊橋東）
 松 下　洋 一 （尾張旭）

 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 木 村　高 章 （豊橋北）

会員増強リーダー
 山 内　　 登 （尾西）
会員増強委員会
　 ◎ 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
　 ○ 太田  宗一郎 （刈谷）
 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 杉 山　仁 朗 （瀬戸北）
 塚 本　胤 男 （稲沢）
 鈴 木　清 詞 （名古屋名南）

広報委員会
　 C 大 島　宏 彦 （名古屋）
　 ◎ 青 木　勇 作 （岡崎）
　 ○ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
 野々垣　  敬 （名古屋名北）
 大 橋　完 一 （春日井）
 山 口　　 眞 （名古屋中）
 木 下　桂 一 （豊田）
 城野  八代江 （名古屋名駅）

職業奉仕委員会
　 C 石 川　和 昌 （豊橋）
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 深 谷　憲 夫 （知立）
 國 友　昌 大 （名古屋中）
 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン）
 松 波　恒 彦 （名古屋瑞穂）
 高 村　敦 夫 （東海）
 遠 藤　泰 昭 （名古屋名駅）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 村井  總一郎 （豊橋）

社会奉仕委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ○ 深 田　利 幸 （豊田東）
 新 沼　　 操 （名古屋大須）
 小 橋　忠 直 （名古屋栄）
 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 異 相　武 憲 （名古屋南）
 鈴 木　宏 司 （半田南）
 小 山　愼 介 （名古屋名南）
 川 島　悦 雄 （名古屋中）
 福 沢　省 吾 （豊橋ゴールデン）
 藤 野　和 裕 （豊川）
 山 本　裕 嗣 （知立）
　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 縣　　 政 行 （豊橋）
　 ○ 松崎  美都子 （名古屋守山）
 永 谷　文 人 （安城）
 松 本　 　淳 （春日井）

国際奉仕委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北） 
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 大 竹　一 義 （瀬戸）
　 ○ 水 谷　金 之 （名古屋北）
 平 尾　節 子 （瀬戸北）
 黒 田　勝 基 （高浜）
 近 藤　一 幸 （知立）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 名倉  裕一朗 （名古屋和合）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
　 ※ 安 藤　隆 利 （名古屋名駅）
　 ※ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　

 藤 田　雄 三 （名古屋中）
 服 部　　 滋 （名古屋和合）
 山 本　慎 治 （半田南）
 米 山　和 浩 （豊田）
 前 田　佳 男 （半田）
 都 築　義 勝 （豊田東）
 加 藤　卓 秀 （豊橋北）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
　 ○ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ※ 吉 川　正 敏 （岡崎）
　 ※ 久 野　博 淳 （名古屋東南）
　 ※ 成田  幸太郎 （稲沢）
　 ※ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ※ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ※ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ※ 大 嶽　岩 雄 （安城）
　年次寄付委員会
　 ◎ 吉 川　正 敏 （岡崎）
　 ○ 加 藤　俊 二 （刈谷）
 草 野　勝 彦 （名古屋大須）
 小早川  慶光 （名古屋東山）
 平 岩　慎 次 （尾張中央）
 小 栗　孝 久 （半田）
 中 林　正 人 （名古屋空港）
 山 田　　 猛 （江南）
　恒久基金委員会
　 ◎ 久 野　博 淳 （名古屋東南）
　 ○ 髙 山　景 一 （豊橋）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 本 多　一 義 （豊橋北）
　ポリオプラス委員会
　 ◎ 成田  幸太郎 （稲沢）
　 ○ 磯 部　　 茂 （一宮）
 近 藤　　 収 （名古屋東山）
 余 語　郁 夫 （名古屋東）
　補助金委員会
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 貴 田　永 克 （春日井）　
 新 美　建 司 （半田南）
 加 藤　憲 治 （あま）
 後 藤　正 憲 （名古屋南）
 井 上　　 健 （田原パシフィック）
 松 本　敏 春 （豊田西）
 高 村　睦 浩 （知立）
　財団奨学委員会
　 ◎ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ○ 大 矢　英 憲 （名古屋昭和） 
 長 江　克 彦 （瀬戸）
 村 上　雅 則 （豊田）
 天 野　 　卓 （西尾）
　財団学友委員会
　 ◎ 大 嶽　岩 雄 （安城）
　 ○ 満 田　　 稔 （豊橋東）
 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
 梅 村　正 明 （豊田）　
　研究グループ交換委員会
　 ◎ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○ 赤 井　俊 二 （常滑）
　 ○ 杉 本　治 彦 （犬山）  
 佐々木  利政 （豊橋）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　　
 松尾  憲二郎 （小牧）　
 髙 橋　秀 治 （犬山）　
 金 井　和 治 （名古屋空港）
 熊 澤　勝 則 （尾張中央）　

ロータリー世界平和フェローシップ
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
　 ○ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ※ 吉 川　正 敏 （岡崎）
　 ※ 久 野　博 淳 （名古屋東南）
　 ※ 成田  幸太郎 （稲沢）
　 ※ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ※ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ※ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ※ 大 嶽　岩 雄 （安城）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 ◎ 大 西　弘 高 （名古屋東南）
　 ○ 小 野　文 憲 （岡崎東）
　 ○ 竹 内　一 郎 （刈谷）
　 ○ 中 島　　 實 （名古屋北）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
 杉 浦　正 典 （豊田）

 鈴 木　和 彦 （あま）
 坂 井　則 夫 （名古屋西）
ⵆ山㖋᭭᝭ᡩၻ
　⟨န 加 納　　 泉 （名古屋中）
　㖶㙼ឰᒨ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　㖶㙼ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）

地区史編纂委員会
　㶝ᓦ 大 島　宏 彦 （名古屋）
　㶝ᓦ 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
　㶝ᓦ 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ○ 伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 岩 間　俊 夫 （名古屋西）
 内 藤　耕 造 （刈谷）
 瀧 　　義 孝 （一宮北）
 安 藤　重 良 （名古屋）
 川 島　　 誠 （名古屋西）
 藤 井　伸 三 （豊田）
 河 村　嘉 男 （小牧）
 中 野　敏 雄 （岡崎）
 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）

  内 田　栄 一 （半田）
ＲＩ青少年奉仕支援グループ
　ⱬ䈽೟ーン೔ーディ೮ーター

 神 田　　 憲 （名古屋大須）

恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）

国際ロータリー日本青少年交換委員会
　⬬ᒨ 斎 藤　直 美 （豊田）

ロータリーの友地区委員
 藤 井　伸 三 （豊田）

オンツーバーミンガム
 片 山　主 水 （名古屋東南）

地区ローターアクト代表
 村井  裕一郎 （豊橋ローターアクト）

ガバナー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 山 口　誠 一 （東知多） 
（西尾張分区担当）
 林 　　冏 成 （一宮北）
（東尾張分区担当）
 河 村　金 明 （岩倉）
（西名古屋分区担当）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
（東名古屋分区担当）
 大 口　弘 和 （名古屋千種）
（東三河分区担当）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
（西三河中分区担当）
 横 山　眞 久　 （豊田）
（西三河分区担当）
 細 井　英 治 （安城）

地区幹事
 長谷川  正己 （一宮中央）
地区副幹事
 松 岡　正 浩 （一宮中央）
 小 島　三 男 （一宮中央）
　　 森　  俊一郎 （一宮中央）
 倉 地　伸 幸 （一宮中央）
　　 石 原　稔 久 （一宮中央）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　 鹿 島　兼 一 （一宮中央）
　　 西 岡　則 男 （一宮中央）
地区会計長
 大 森　　 進 （一宮中央）
地区監事
 小野木　  宏 （一宮中央）
地区スタッフ
 加 藤　辰 己 （一宮中央） 
　　 高 井　光 信 （一宮中央） 
　　 猪 子　裕 史 （一宮中央） 
　　 長 橋　國 和 （一宮中央） 
　　 森　　　  眞 （一宮中央） 
　　 谷　　　  進 （一宮中央） 
　　 永 田　　 正 （一宮中央） 

ガバナーエレクト
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
次期地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）

 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 
地区指名委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　  斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

地区研修リーダー
 片 山　主 水 （名古屋東南）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 鈴 木　孝 則 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 小 島　啓 治  （春日井）
 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 小 川　宏 嗣 （犬山） 
 榊 原　　 肇 （半田南）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　　 北 村　隆 子 （名古屋錦）
　　 山 内　　 登 （尾西）

地区財務委員会
　  ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 岩瀬  淳一郎 （豊川）

 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 早 川　八 郎 （春日井）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 鈴 木　吉 男 （津島）
 秋 田　敬 治 （豊田）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）

ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  日 高　啓 治 （東知多）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  尾 関　和 成 （名古屋和合） 
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  田 中　粋 人 （豊川）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  原 田　隆 司 （豊田中）
  磯 貝　廣 治 （安城）
　
会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 青 木　良 浩   （豊橋）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 日 置　教 康 （名古屋栄）
　　 津 坂　守 英 （名古屋城北） 

 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 塚 本　胤 男 （稲沢）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 深 石　公 彦 （岩倉）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種  
 岡 田　邦 義 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 田 中　正 規 （西尾）  
 早 川　八 郎 （春日井）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 場々  大刀雄 （春日井） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂） 
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海） 
　　 細 井　土 夫 （名古屋栄） 
　　 神 谷　　 馨 （豊橋ゴールデン） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ※ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ※ 鈴 木　元 弘 （豊田）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 福 井　　 敬 （豊橋）
 水 越　彌 生 （刈谷）
　　 山 田　　 治 （春日井）
　　 鈴村 與左衛門 （あま）
　　 川 島　悦 雄 （名古屋中）

　環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 山 田　慎 也 （名古屋栄）
 武 田　昭 俊 （知立）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　　 筒 井　信 之 （名古屋南）
　　 大 矢　裕 慈 （名古屋中）

　　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 鈴 木　岳 嗣 （蒲郡）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
　　 川 西　裕 康 （豊橋東）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 長谷川  周義 （名古屋錦）

国際奉仕委員会
　 ◎※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）  
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 小 川　　 隆 （名古屋栄）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

新世代奉仕委員会
　 ◎※ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 　※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 　※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 石 川　義 典 （安城）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　　 杉 本　知 治 （岡崎）
　　 奥 田　清 仁 （豊田）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 杦 本　哲 一 （江南）
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 青 木　昭 憲 （名古屋葵）
　　 杉 田　　 洋 （豊橋）
 鈴 木　正 敏 （田原）
　　 南 部　　 淳 （岡崎）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須） 
 北　 　登 一 （名古屋南）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
 森 田　勝 己 （三河安城）
　　 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
　　 犬 束　敏 彦 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 伊 藤　　 人 （田原）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　　 鈴 木　隆 太 （豊田）
　　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　謹 一 （あま）
 橋 本　義 紀 （岡崎東）
　　 八 神　　 基 （名古屋栄）
　　 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　　 北 山　健 二 （西尾）
　恒久基金・大口寄付委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 　グローバル補助金委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 神 谷　　 修 （知立）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 石 川　百 代 （豊橋）

　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合） 
 加 藤　浩 一 （犬山）
 渡 辺　　 昇 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

　奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  竹 内　一 郎 （刈谷）

  加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと）
　　 水 野　憲 司 （一宮北）
　　 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）
　　 金 田　英 和 （名古屋東山）
　　 山 本　光 人 （豊橋北）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 大 口　弘 和 （名古屋千種） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 大河内  圭一 （一宮北）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 大 澤　輝 秀 （豊川）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
　　 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 

　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）

 米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　ᩝ᚟ឰᒨ長 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　㖶㙼ឰᒨ 松 前　憲 典 （一宮中央） 
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
   福 田　清 成 （江南）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター(ZCC)
  江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーバンコク
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
地区ローターアクト代表
 山 下　　 裕 （豊田広域ローターアクト）

 

ガバナー
 片 山　主 水 （名古屋東南）

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 上　茂 登 （知多）
（西尾張分区担当）
 安 藤　銑 悟 （尾張中央）
（東尾張分区担当）
 安 藤　公 爾 （尾張旭）
（西名古屋分区担当）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
（東名古屋分区担当）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
（東三河分区担当）
 松 井　章 悟 （豊橋）
（西三河中分区担当）
 福 岡　輝 夫 （豊田中）
（西三河分区担当）
 辻 村　和 美 （西尾KIRARA）

地区幹事
 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
地区筆頭副幹事
 佐久間  貞介 （名古屋東南）
地区副幹事
 成 瀬　和 男 （名古屋東南）
 山 口　剛 男 （名古屋東南）
 山 本　誠 一 （名古屋名南）
 大 島　浩 嗣 （名古屋瑞穂）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 近 藤　信 之 （名古屋東南）
 水 野　恒 平 （名古屋東南）
 白 木　良 彦 （名古屋東南）
地区会計長
 伴　　 禎 夫 （名古屋東南）
地区会計監事
 鈴 木　輝 彦 （名古屋南）
会計副監事
（ロータリー㛦ᗑജⵆ山ᵕ᫳）
 光 岡　　 朗 （あま）

ガバナーエレクト
 大 澤　輝 秀 （豊川） 
次期地区幹事
 岩瀬  淳一郎 （豊川）

地区諮問委員会
 奥 谷　博 俊 （尾張旭）
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 宮 地　信 尚 （豊川）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）

 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）

地区指名委員会
　 ◎ 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
　  江 崎　柳 節 （小牧）
　 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）

地区財務委員会
　 C 野 村　重 彦 （刈谷）
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
　 ○ 藤 井　伸 三 （豊田）
 河 村　嘉 男 （小牧）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 大 澤　輝 秀 （豊川）
　 ◎ 杉 浦　壽 康 （岡崎）
　 ○ 井 上　 　穂 （豊橋ゴールデン）
 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
 早 川　八 郎 （春日井）
 加 藤　知 成 （東知多）
 安 藤　重 良 （名古屋）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

拡大委員会
　 C 大 島　宏 彦 （名古屋）
　 C 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 松 尾　隆 徳 （春日井）
　 ○ 北 野　庸 夫 （あま）
 菊岡  深智子 （名古屋名南）
 新 美　義 博 （東知多）

地区規則細則委員会
　 ◎ 草 野　勝 彦 （名古屋大須）
　 ○ 榊 原　章 夫 （名古屋城北）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）

地区総務委員会
　 ◎ 馬 場　研 治 （名古屋南）
　 ○ 高 井　克 憙 （名古屋栄）  
　 ○ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
  市 川　幾 雄 （岡崎東）
  八 谷　潤 一 （津島）
  尾 関　和 成 （名古屋和合）
  山 口　誠 一 （東知多）
  小酒井 比呂志 （名古屋名駅）
  冨 田　佳 央 （豊橋）
  山 田　幹 雄 （名古屋空港）
　 （ᘋ区スタッフ）
 江 口　博 寿 （名古屋南）
 岡 村　達 人 （名古屋瑞穂） 
 長瀬  憲八郎 （名古屋瑞穂）
 猪 村　美 之 （名古屋名南）
 児 島　徳 和 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 神 保　成 章 （名古屋東南） 
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）

青少年安全保護委員会（危機管理）
　 ◎ 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
　 ○ 安 藤　隆 利 （名古屋名駅）
　 ○ 青 木　勇 作 （岡崎）
  鈴 木　吉 男 （津島）
  遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
  服 部　英 男 （岡崎南）
  冨 田　雅 則 （田原）
  牧 野　正 高 （岡崎城南）
  矢 形　修 己 （名古屋北）
  大 西　弘 高 （名古屋東南）
  松崎  美都子 （名古屋守山）
  黒 田　勝 基 （高浜）
  神 田　　 憲 （名古屋大須）
  柵 木　充 明 （名古屋千種）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
  成 瀬　伸 子 （弁護士）
  池 田　　 公 （医師）
  木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 大 澤　輝 秀 （豊川）
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 河 村　嘉 男 （小牧）
 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
　�（07ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
　 （07ᩏᩮᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ᩔန）
 滝　 　勝 夫 （江南）
　�（08ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 中 込　清 周 （名古屋名東）
　�（08ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ዣឰᒨ長）
 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 （08ᩏᩮᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ᩔန）
 湯 浅　勝 治 （名古屋名東）
　 （09ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 神 野　紀 郎 （豊橋）
　 （09ᩏᩮᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ᩔန）
 黒 谷　尚 弘 （豊橋）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 藤 原　研 一 （名古屋名北）
　 ○ 井 上　 　穂 （豊橋ゴールデン）
 松 本　順 子 （半田）
 水 野　聖 仁 （小牧）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 松 井　　 勇 （豊田）
 多 田　通 夫 （名古屋城北）
 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
 糸 井　　 学 （名古屋みなと）

地区研修リーダー
 大 島　宏 彦 （名古屋）
研修委員会
　 ◎ 鈴 木　孝 則 （あま）
　 ○ 前 田　孝 司 （刈谷）
　 ○ 榊 原　　 肇 （半田南）
 吉 水　正 溥 （名古屋東南）
 水 谷　　 豊 （尾西）
 真 木　　 昭 （名古屋東）
 山 田　晃 司 （瀬戸）
 小 島　啓 治  （春日井）

青少年交換委員会
　 ◎ 安 藤　隆 利 （名古屋名駅）
　 ○ 村 瀬　竜 雄 （東知多）
　 ○ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
 森　　　  榮 （一宮中央）
 岡 田　雅 隆 （犬山）
 野村  紀代彦 （刈谷）
 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
 伊 藤　秀 樹 （名古屋中）
　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 酒 井　法 丈 （豊田）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 本 間　　 毅 （岡崎南）

新世代委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　 ○ 増 井　洋 生 （小牧）
 加 藤　康 治 （一宮中央）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
 米 山　郁 生 （名古屋名東）
 沓 名　令 亨 （安城）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 松 坂　良 太 （豊橋）
 串 田　正 克 （名古屋空港）
　 ※ 服 部　英 男 （岡崎南）
　 ※ 冨 田　雅 則 （田原）
　 ※ 牧 野　正 高 （岡崎南）
　インターアクト委員会
　 ◎ 服 部　英 男 （岡崎南）
　 ○ 大河内  圭一 （一宮北）
 小 原　　 睦 （岡崎）
 松 長　浩 二 （津島）
 川 村　荒 治 （豊橋）
 内 藤　雄 功 （豊川）
 加 藤　明 宏 （名古屋）
 伊 藤　雄 介 （小牧）
　ローターアクト委員会
　 ◎ 冨 田　雅 則 （田原）
　 ○ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
　 ○ 秋 田　敬 治 （豊田）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
 堀 田　能 正 （豊橋）
 三枝樹  明道 （名古屋みなと）
 中 村　陽 公 （名古屋北）
 石 田　　 壽 （名古屋葵）
 澤 田　昌 久 （江南）
 坪 井　和 義 （名古屋和合）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 牧 野　正 高 （岡崎城南）
　 ○ 犬 束　敏 彦 （小牧）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 谷 山　芳 和 （豊田西）
 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
 小 出　三 郎 （名古屋名北）
 坪 井　良 憲 （名古屋南）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須）
 坂 田　憲 治 （名古屋東山）

環境保全委員会
　 C 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
　 ◎ 長 瀬　　 諭 （名古屋栄）
　 ○ 岡 本　　 巧 （刈谷）
　 ○ 伊 藤　一 義 （豊橋東）
 松 下　洋 一 （尾張旭）

 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 木 村　高 章 （豊橋北）

会員増強リーダー
 山 内　　 登 （尾西）
会員増強委員会
　 ◎ 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
　 ○ 太田  宗一郎 （刈谷）
 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 杉 山　仁 朗 （瀬戸北）
 塚 本　胤 男 （稲沢）
 鈴 木　清 詞 （名古屋名南）

広報委員会
　 C 大 島　宏 彦 （名古屋）
　 ◎ 青 木　勇 作 （岡崎）
　 ○ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
 野々垣　  敬 （名古屋名北）
 大 橋　完 一 （春日井）
 山 口　　 眞 （名古屋中）
 木 下　桂 一 （豊田）
 城野  八代江 （名古屋名駅）

職業奉仕委員会
　 C 石 川　和 昌 （豊橋）
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 深 谷　憲 夫 （知立）
 國 友　昌 大 （名古屋中）
 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン）
 松 波　恒 彦 （名古屋瑞穂）
 高 村　敦 夫 （東海）
 遠 藤　泰 昭 （名古屋名駅）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 村井  總一郎 （豊橋）

社会奉仕委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ○ 深 田　利 幸 （豊田東）
 新 沼　　 操 （名古屋大須）
 小 橋　忠 直 （名古屋栄）
 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 異 相　武 憲 （名古屋南）
 鈴 木　宏 司 （半田南）
 小 山　愼 介 （名古屋名南）
 川 島　悦 雄 （名古屋中）
 福 沢　省 吾 （豊橋ゴールデン）
 藤 野　和 裕 （豊川）
 山 本　裕 嗣 （知立）
　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 縣　　 政 行 （豊橋）
　 ○ 松崎  美都子 （名古屋守山）
 永 谷　文 人 （安城）
 松 本　 　淳 （春日井）

国際奉仕委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北） 
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 大 竹　一 義 （瀬戸）
　 ○ 水 谷　金 之 （名古屋北）
 平 尾　節 子 （瀬戸北）
 黒 田　勝 基 （高浜）
 近 藤　一 幸 （知立）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 名倉  裕一朗 （名古屋和合）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
　 ※ 安 藤　隆 利 （名古屋名駅）
　 ※ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　

 藤 田　雄 三 （名古屋中）
 服 部　　 滋 （名古屋和合）
 山 本　慎 治 （半田南）
 米 山　和 浩 （豊田）
 前 田　佳 男 （半田）
 都 築　義 勝 （豊田東）
 加 藤　卓 秀 （豊橋北）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
　 ○ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ※ 吉 川　正 敏 （岡崎）
　 ※ 久 野　博 淳 （名古屋東南）
　 ※ 成田  幸太郎 （稲沢）
　 ※ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ※ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ※ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ※ 大 嶽　岩 雄 （安城）
　年次寄付委員会
　 ◎ 吉 川　正 敏 （岡崎）
　 ○ 加 藤　俊 二 （刈谷）
 草 野　勝 彦 （名古屋大須）
 小早川  慶光 （名古屋東山）
 平 岩　慎 次 （尾張中央）
 小 栗　孝 久 （半田）
 中 林　正 人 （名古屋空港）
 山 田　　 猛 （江南）
　恒久基金委員会
　 ◎ 久 野　博 淳 （名古屋東南）
　 ○ 髙 山　景 一 （豊橋）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 本 多　一 義 （豊橋北）
　ポリオプラス委員会
　 ◎ 成田  幸太郎 （稲沢）
　 ○ 磯 部　　 茂 （一宮）
 近 藤　　 収 （名古屋東山）
 余 語　郁 夫 （名古屋東）
　補助金委員会
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 貴 田　永 克 （春日井）　
 新 美　建 司 （半田南）
 加 藤　憲 治 （あま）
 後 藤　正 憲 （名古屋南）
 井 上　　 健 （田原パシフィック）
 松 本　敏 春 （豊田西）
 高 村　睦 浩 （知立）
　財団奨学委員会
　 ◎ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ○ 大 矢　英 憲 （名古屋昭和） 
 長 江　克 彦 （瀬戸）
 村 上　雅 則 （豊田）
 天 野　 　卓 （西尾）
　財団学友委員会
　 ◎ 大 嶽　岩 雄 （安城）
　 ○ 満 田　　 稔 （豊橋東）
 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
 梅 村　正 明 （豊田）　
　研究グループ交換委員会
　 ◎ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○ 赤 井　俊 二 （常滑）
　 ○ 杉 本　治 彦 （犬山）  
 佐々木  利政 （豊橋）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　　
 松尾  憲二郎 （小牧）　
 髙 橋　秀 治 （犬山）　
 金 井　和 治 （名古屋空港）
 熊 澤　勝 則 （尾張中央）　

ロータリー世界平和フェローシップ
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
　 ○ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ※ 吉 川　正 敏 （岡崎）
　 ※ 久 野　博 淳 （名古屋東南）
　 ※ 成田  幸太郎 （稲沢）
　 ※ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ※ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ※ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ※ 大 嶽　岩 雄 （安城）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 ◎ 大 西　弘 高 （名古屋東南）
　 ○ 小 野　文 憲 （岡崎東）
　 ○ 竹 内　一 郎 （刈谷）
　 ○ 中 島　　 實 （名古屋北）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
 杉 浦　正 典 （豊田）

 鈴 木　和 彦 （あま）
 坂 井　則 夫 （名古屋西）
ⵆ山㖋᭭᝭ᡩၻ
　⟨န 加 納　　 泉 （名古屋中）
　㖶㙼ឰᒨ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　㖶㙼ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）

地区史編纂委員会
　㶝ᓦ 大 島　宏 彦 （名古屋）
　㶝ᓦ 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
　㶝ᓦ 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ○ 伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 岩 間　俊 夫 （名古屋西）
 内 藤　耕 造 （刈谷）
 瀧 　　義 孝 （一宮北）
 安 藤　重 良 （名古屋）
 川 島　　 誠 （名古屋西）
 藤 井　伸 三 （豊田）
 河 村　嘉 男 （小牧）
 中 野　敏 雄 （岡崎）
 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）

  内 田　栄 一 （半田）
ＲＩ青少年奉仕支援グループ
　ⱬ䈽೟ーン೔ーディ೮ーター

 神 田　　 憲 （名古屋大須）

恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）

国際ロータリー日本青少年交換委員会
　⬬ᒨ 斎 藤　直 美 （豊田）

ロータリーの友地区委員
 藤 井　伸 三 （豊田）

オンツーバーミンガム
 片 山　主 水 （名古屋東南）

地区ローターアクト代表
 村井  裕一郎 （豊橋ローターアクト）

ガバナー
 大 澤　輝 秀 （豊川）

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
ⵆ山᝭ᡩឰᒨၻ
 高 村　敦 夫 （東海）
（西尾張分区担当）
ᗢ㱨᝖၇ధ㳠ᣱᩏဨḌధ࿍⢶⬬ၻ᝖၇ឰᒨၻ
 保 浦　文 夫 （名古屋清須）
（東尾張分区担当）
ᵮ大ధᘋ区⸻ጴధ䉜 ⁚ధᎮ≡ⲻ⟨ឰᒨၻ
 高 山　光 雄 （名古屋空港）
（西名古屋分区担当）
⾖⇁᝖၇ឰᒨၻ
 草 野　勝 彦 （名古屋大須）
（東名古屋分区担当）
䉜㛦ᗑధᩏ⋌ᢴ၊ధᮧ久ᙾ㨅ధ೾リೋ೸ラスధ
㓎ጌ㨅ధ㛦ᗑ᝭ᡩధ⪊⯵೑ルー೸ဨḌధ㛦ᗑᡩᏪధ
䉜࿍⢶ᩎ和フೈローシッ೸ឰᒨၻ
 村 橋　泰 志 （名古屋名東）
（東三河分区担当）
クラブ᝖၇ధၻᒨᛚ᫟ధᩝ᚟ឰᒨၻ
 飯 島　 　卓 （蒲郡）
（西三河中分区担当）
新࿍ၔధインターアク೩ధローターアク೩ధ䉜䉣䉖䉋ឰᒨၻ
 堀 川　　 泰 （豊田三好）
（西三河分区担当）
⬬ၻ᝖၇ధ䉜䉍䉍ధ⡏ᛌᄆሥឰᒨၻ
 石 原　健 一 （三河安城）

地区幹事
 岩瀬　淳一郎 （豊川）
地区代表副幹事
 竹 本　尚 美 （豊川）
地区副幹事
 神 谷　親 典 （豊川）
 鈴 木　榮 一 （豊川）
 鳥 居　信 行 （豊川）
 木 下　良 夫 （豊川）
 戸 田　俊 晴 （豊川）
 山 本　信 利 （豊川）

 中 杉　和 雄 （豊川）
地区会計長
 日 比　嘉 男 （豊川）
地区監事
 石 黒　坦 史 （豊川）
地区スタッフ
 森 久　　 宏 （豊川）
 菅 沼　洋 史 （豊川）
 鈴 木　和 夫 （豊川）
 山 脇　善 典 （豊川）
 田 中　寛 孝 （豊川）
 田 中　粋 人 （豊川）
 渡 辺　稔 明 （豊川）
 牧　　 昌 夫 （豊川）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 中 村　泰 隆 （豊川）
 久 具　信 夫 （豊川）

ガバナーエレクト
 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
次期地区幹事
 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）

 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

地区指名委員会
　 ◎ 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ○ 江 崎　柳 節 （小牧）
　  大 島　宏 彦 （名古屋）
　 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 片 山　主 水 （名古屋東南）

地区研修リーダー
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
研修委員会
　 ◎ 鈴 木　孝 則 （あま）
　 ○ 前 田　孝 司 （刈谷）
　 ○ 榊 原　　 肇 （半田南）
 瀧 本　　 守 （尾張中央）
 西 岡　則 男 （一宮中央）
 山 田　晃 司 （瀬戸）
 小 島　啓 治  （春日井）
 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 木 村　高 章 （豊橋北）

地区財務委員会
　 ◎ 藤 井　伸 三 （豊田）
　 ○ 河 村　嘉 男 （小牧）
 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 杉 浦　壽 康 （岡崎）
　 ○ 井 上　 　穂 （豊橋ゴールデン）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手） 
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂） 
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
 早 川　八 郎 （春日井）
 加 藤　知 成 （東知多）

●2009 年度

 安 藤　重 良 （名古屋）
 大 野　良 之 （尾張旭）

拡大委員会
　 C 大 島　宏 彦 （名古屋）
　 ◎ 松 尾　隆 徳 （春日井）
　 ○ 北 野　庸 夫 （あま）
 新 美　義 博 （東知多）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）

地区総務委員会
　 ◎ 馬 場　研 治 （名古屋南）
　 ○ 高 井　克 憙 （名古屋栄）  
  江 口　博 寿 （名古屋南）
  市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 ※ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
　 ※ 榊 原　章 夫 （名古屋城北） 

　ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  田 中　粋 人 （豊川）
  尾 関　和 成 （名古屋和合）
  冨 田　佳 央 （豊橋）
  山 口　誠 一 （東知多）
  磯 貝　廣 治 （安城）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
　
　地区規則細則委員会
　 ◎ 榊 原　章 夫 （名古屋城北）
　 ○ 山 田　幹 雄 （名古屋空港）
 小酒井 比呂志 （名古屋名駅）

会員増強リーダー
 山 内　　 登 （尾西）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 太田  宗一郎 （刈谷）
 塚 本　胤 男 （稲沢）
 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン）
 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 竹 内　俊 介   （半田）
 槇 野　智 之  （名古屋和合）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 野々垣　  敬 （名古屋名北）
 山 口　　 眞 （名古屋中）
 木 下　桂 一 （豊田）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 青 木　勇 作 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 藤 原　研 一 （名古屋名北）
　 ○ 井 上　 　穂 （豊橋ゴールデン）
 多 田　通 夫 （名古屋城北） 
 水 野　聖 仁 （小牧）
 糸 井　　 学 （名古屋みなと） 
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
 志 賀　弘 嗣 （蒲郡）
 松 井　　 勇 （豊田）

職業奉仕委員会
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 丹 羽　司 一 （愛知長久手）

 岩 間　俊 夫 （名古屋西）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 佐 藤　正 延 （名古屋守山）
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 村井  總一郎 （豊橋）  
 風 岡　保 広 （春日井）
 大 島　浩 嗣 （名古屋瑞穂）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 渡 邉　一 平 （名古屋中）

社会奉仕委員会
　 ◎ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ○ 深 田　利 幸 （豊田東）
 鈴 木　宏 司 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）  
 川 島　悦 雄 （名古屋中）
 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂） 
 新 沼　　 操 （名古屋大須）
 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
 長谷川　周義 （名古屋錦）
 酒 井　基 裕 （蒲郡）
 藤 野　和 裕 （豊川）
　
　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
 松 本　 　淳 （春日井）
 縣　　 政 行 （豊橋）

環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 伊 藤　一 義 （豊橋東）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
 都 築　義 勝 （豊田東）
 加 藤　卓 秀 （豊橋北）
 大 矢　裕 慈 （名古屋中）
 大 岩　信 子 （半田南）
 岡 嶋　靖 雄 （春日井）
 杉 山　仁 朗 （瀬戸北）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 八 神　　 基 （名古屋栄）
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 神 谷　龍 司 （刈谷）

国際奉仕委員会
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 平 尾　節 子 （瀬戸北）
　 ○ 大 竹　一 義 （瀬戸）
 名倉  裕一朗 （名古屋和合）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 箕 輪　良 孝 （尾張旭）
 三 浦　幸 治 （名古屋栄）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
　 ※ 森　　　  榮 （一宮中央）
　 ※ 篭 橋　美 久 （名古屋中）

　青少年交換委員会
　 ◎ 森　　　  榮 （一宮中央）
　 ○ 村 瀬　竜 雄 （東知多）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
 野村  紀代彦 （刈谷）
 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
 岡 田　雅 隆 （犬山）
 伊 藤　秀 樹 （名古屋中）
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 服 部　雅 紀 （名古屋和合）
 

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）

新世代委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）
　 ◎ 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　 ○ 増 井　洋 生 （小牧）
 沓 名　令 亨 （安城）
 加 藤　康 治 （一宮中央）
 米 山　郁 生 （名古屋名東） 
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 松 坂　良 太 （豊橋）
 串 田　正 克 （名古屋空港）
　 ※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ※ 冨 田　雅 則 （田原）
　 ※ 犬 束　敏 彦 （小牧）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
 服 部　英 男 （岡崎南）
 内 藤　雄 功 （豊川）
 早 川　勝 博 （岡崎）
 谷 川　　 修 （名古屋）
 安 藤　幸 司 （岡崎南）
 石 川　義 典 （安城）
 八 谷　潤 一 （津島）
 中 島　俊 朗 （名古屋空港）

　ローターアクト委員会
　 ◎ 冨 田　雅 則 （田原）
　 ○ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
　 ○ 秋 田　敬 治 （豊田）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
 澤 田　昌 久 （江南）
 山 崎　達 也 （岡崎）
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 高 須　博 久 （豊橋）
 小 澤　幸 男 （名古屋大須）
 長 尾　秀 義 （小牧）
 高 山　光 平 （名古屋葵）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 犬 束　敏 彦 （小牧）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 谷 山　芳 和 （豊田西）
 北　 　登 一 （名古屋南）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須）
 鹿 嶌　敏 昭 （名古屋中）
 稲 垣　良 次 （西尾）
 前 田　佳 男 （半田）
 杉 本　親 保 （東海）

　ⱬ䈼䈼ᗍ全国ＲＡ研修会ᢗ㑳委員会
　ⷴᵰ委員会
　 ◎ 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　 ○ 増 井　洋 生 （小牧）
　 ※ 冨 田　雅 則 （田原）
　 ※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ※ 犬 束　敏 彦 （小牧）
　ⱬ��ᗍ全国ＲＡ研修会 ᢗ㑳委員会
　 ◎ 伊 藤　　 卓 （名古屋熱田ローターアクト）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
（㛦ᗑ᝭ᡩജ䉜࿍⢶ᩎ和フೈローシッ೸ᵕ᫳）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
（ᩏ⋌ᢴ၊ജ೾リೋ೸ラスᵕ᫳）
　 ○ 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
（䉑䉝䉏ജ㛦ᗑᡩᏪᵕ᫳）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
（ᮧ久ᙾ㨅ജ㓎ጌ㨅ᵕ᫳）
　 ○ 柴 田　憲 一 （豊橋東）
（ᩏ⋌ᢴ၊ᵕ᫳）
　 ○ 田 村　幹 洋 （新城）
　 ※ 山 田　　 猛 （江南）
　 ※ 久 野　博 淳 （名古屋東南）
　 ※ 磯 部　　 茂 （一宮）
　 ※ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ※ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ※ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ※ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　
　年次寄付委員会
　 ◎ 山 田　　 猛 （江南）
　 ○ 田 村　幹 洋 （新城）
 中 林　正 人 （名古屋空港）
 加 藤　徳 治 （東海）
 山 田　謹 一 （あま）
 藤 城　民 男 （豊橋ゴールデン）
 塚 本　幸 夫 （刈谷）
　
　恒久基金委員会
　 ◎ 久 野　博 淳 （名古屋東南）
　 ○ 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 伊 奈　一 郎 （常滑）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 磯 部　　 茂 （一宮）
　 ○ 成田  幸太郎 （稲沢）
 山 内　　 登 （尾西）
 佐々木  久直 （一宮）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 大 西　和 夫 （名古屋東山）

　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 松 本　敏 春 （豊田西）
 加 藤　憲 治 （あま）
 髙 村　睦 浩 （知立）
 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
 渡 邊　源 市 （名古屋千種）

　財団奨学委員会
　 ◎ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ○ 大 矢　英 憲 （名古屋昭和） 
 長 江　克 彦 （瀬戸）
 村 上　雅 則 （豊田）
 天 野　 　卓 （西尾）

 石 川　百 代 （豊橋）
 成 田　　 徹 （三河安城）

　研究グループ交換委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）　
　 ○ 髙 橋　秀 治 （犬山）　
  西 川　　 博 （名古屋丸の内） 
 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
 金 井　和 治 （名古屋空港）
　 小早川  慶光 （名古屋東山）
　 原 野　勝 至 （名古屋栄）　
 柏 木　博 喜 （名古屋和合）
　財団学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 梅 村　正 明 （豊田）　
 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
 羽根田  邦彦 （豊田中）
 横山  真喜男 （安城）　　

　ロータリー世界平和フェローシップ
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○ 柴 田　憲 一 （豊橋東）
　 ○ 田 村　幹 洋 （新城）
　 ※ 山 田　　 猛 （江南）
　 ※ 久 野　博 淳 （名古屋東南）
　 ※ 磯 部　　 茂 （一宮）
　 ※ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ※ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ※ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ※ 満 田　　 稔 （豊橋東）

ロータリー財団監査ᬒ
  光 岡　　 朗 （あま）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 ◎ 竹 内　一 郎 （刈谷）
　 ○ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 小 野　文 憲 （岡崎東）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  坂 井　則 夫 （名古屋西）
 鈴 木　和 彦 （あま）

危機管理委員会
　 ◎ 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
　 ○ 高 山　光 雄 （名古屋空港） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 黒 田　勝 基 （高浜）
 森　　　  榮 （一宮中央）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
 大河内  圭一 （一宮北）  
 冨 田　雅 則 （田原）
 犬 束　敏 彦 （小牧）

　

 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 竹 内　一 郎 （刈谷）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　�（ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 大 澤　輝 秀 （豊川）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
　 （08ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 中 込　清 周 （名古屋名東）
　 （08ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ዣឰᒨ長）
 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 （09ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 神 野　紀 郎 （豊橋）
　 （09ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 黒 谷　尚 弘 （豊橋）
　 （10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒 野 晃太郎 （あま）

米山記念奨学会
　⟨န 加 納　　 泉 （名古屋中）
　ᩝ᚟ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　㖶㙼ឰᒨ 大 澤　輝 秀 （豊川）

恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）

国際ロータリー日本青少年交換委員会
　⬬ᒨ 斎 藤　直 美 （豊田）

ゾーン・チャレンジ・コーディネーター
　（ⱬ䈼೟ーンᵕ᫳）
  江 崎　柳 節 （小牧）

ＲＩ青少年支援グループ 
ⱬ䈼ゾーンコーディネーター
  神 田　　 憲 （名古屋大須）

ロータリーの友地区委員
 藤 井　伸 三 （豊田）

オンツーഃントリオール
 大 澤　輝 秀 （豊川）

地区ローターアクト代表
 河 合　真 樹 （田原ローターアクト）

ガバナー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 山 口　誠 一 （東知多） 
（西尾張分区担当）
 林 　　冏 成 （一宮北）
（東尾張分区担当）
 河 村　金 明 （岩倉）
（西名古屋分区担当）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
（東名古屋分区担当）
 大 口　弘 和 （名古屋千種）
（東三河分区担当）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
（西三河中分区担当）
 横 山　眞 久　 （豊田）
（西三河分区担当）
 細 井　英 治 （安城）

地区幹事
 長谷川  正己 （一宮中央）
地区副幹事
 松 岡　正 浩 （一宮中央）
 小 島　三 男 （一宮中央）
　　 森　  俊一郎 （一宮中央）
 倉 地　伸 幸 （一宮中央）
　　 石 原　稔 久 （一宮中央）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　 鹿 島　兼 一 （一宮中央）
　　 西 岡　則 男 （一宮中央）
地区会計長
 大 森　　 進 （一宮中央）
地区監事
 小野木　  宏 （一宮中央）
地区スタッフ
 加 藤　辰 己 （一宮中央） 
　　 高 井　光 信 （一宮中央） 
　　 猪 子　裕 史 （一宮中央） 
　　 長 橋　國 和 （一宮中央） 
　　 森　　　  眞 （一宮中央） 
　　 谷　　　  進 （一宮中央） 
　　 永 田　　 正 （一宮中央） 

ガバナーエレクト
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
次期地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）

 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 
地区指名委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　  斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

地区研修リーダー
 片 山　主 水 （名古屋東南）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 鈴 木　孝 則 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 小 島　啓 治  （春日井）
 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 小 川　宏 嗣 （犬山） 
 榊 原　　 肇 （半田南）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　　 北 村　隆 子 （名古屋錦）
　　 山 内　　 登 （尾西）

地区財務委員会
　  ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 岩瀬  淳一郎 （豊川）

 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 早 川　八 郎 （春日井）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 鈴 木　吉 男 （津島）
 秋 田　敬 治 （豊田）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）

ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  日 高　啓 治 （東知多）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  尾 関　和 成 （名古屋和合） 
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  田 中　粋 人 （豊川）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  原 田　隆 司 （豊田中）
  磯 貝　廣 治 （安城）
　
会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 青 木　良 浩   （豊橋）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 日 置　教 康 （名古屋栄）
　　 津 坂　守 英 （名古屋城北） 

 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 塚 本　胤 男 （稲沢）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 深 石　公 彦 （岩倉）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種  
 岡 田　邦 義 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 田 中　正 規 （西尾）  
 早 川　八 郎 （春日井）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 場々  大刀雄 （春日井） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂） 
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海） 
　　 細 井　土 夫 （名古屋栄） 
　　 神 谷　　 馨 （豊橋ゴールデン） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ※ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ※ 鈴 木　元 弘 （豊田）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 福 井　　 敬 （豊橋）
 水 越　彌 生 （刈谷）
　　 山 田　　 治 （春日井）
　　 鈴村 與左衛門 （あま）
　　 川 島　悦 雄 （名古屋中）

　環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 山 田　慎 也 （名古屋栄）
 武 田　昭 俊 （知立）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　　 筒 井　信 之 （名古屋南）
　　 大 矢　裕 慈 （名古屋中）

　　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 鈴 木　岳 嗣 （蒲郡）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
　　 川 西　裕 康 （豊橋東）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 長谷川  周義 （名古屋錦）

国際奉仕委員会
　 ◎※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）  
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 小 川　　 隆 （名古屋栄）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

新世代奉仕委員会
　 ◎※ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 　※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 　※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 石 川　義 典 （安城）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　　 杉 本　知 治 （岡崎）
　　 奥 田　清 仁 （豊田）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 杦 本　哲 一 （江南）
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 青 木　昭 憲 （名古屋葵）
　　 杉 田　　 洋 （豊橋）
 鈴 木　正 敏 （田原）
　　 南 部　　 淳 （岡崎）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須） 
 北　 　登 一 （名古屋南）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
 森 田　勝 己 （三河安城）
　　 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
　　 犬 束　敏 彦 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 伊 藤　　 人 （田原）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　　 鈴 木　隆 太 （豊田）
　　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　謹 一 （あま）
 橋 本　義 紀 （岡崎東）
　　 八 神　　 基 （名古屋栄）
　　 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　　 北 山　健 二 （西尾）
　恒久基金・大口寄付委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 　グローバル補助金委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 神 谷　　 修 （知立）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 石 川　百 代 （豊橋）

　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合） 
 加 藤　浩 一 （犬山）
 渡 辺　　 昇 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

　奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  竹 内　一 郎 （刈谷）

  加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと）
　　 水 野　憲 司 （一宮北）
　　 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）
　　 金 田　英 和 （名古屋東山）
　　 山 本　光 人 （豊橋北）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 大 口　弘 和 （名古屋千種） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 大河内  圭一 （一宮北）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 大 澤　輝 秀 （豊川）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
　　 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 

　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）

 米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　ᩝ᚟ឰᒨ長 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　㖶㙼ឰᒨ 松 前　憲 典 （一宮中央） 
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
   福 田　清 成 （江南）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター(ZCC)
  江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーバンコク
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
地区ローターアクト代表
 山 下　　 裕 （豊田広域ローターアクト）
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委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

ガバナー
 大 澤　輝 秀 （豊川）

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
ⵆ山᝭ᡩឰᒨၻ
 高 村　敦 夫 （東海）
（西尾張分区担当）
ᗢ㱨᝖၇ధ㳠ᣱᩏဨḌధ࿍⢶⬬ၻ᝖၇ឰᒨၻ
 保 浦　文 夫 （名古屋清須）
（東尾張分区担当）
ᵮ大ధᘋ区⸻ጴధ䉜 ⁚ధᎮ≡ⲻ⟨ឰᒨၻ
 高 山　光 雄 （名古屋空港）
（西名古屋分区担当）
⾖⇁᝖၇ឰᒨၻ
 草 野　勝 彦 （名古屋大須）
（東名古屋分区担当）
䉜㛦ᗑధᩏ⋌ᢴ၊ధᮧ久ᙾ㨅ధ೾リೋ೸ラスధ
㓎ጌ㨅ధ㛦ᗑ᝭ᡩధ⪊⯵೑ルー೸ဨḌధ㛦ᗑᡩᏪధ
䉜࿍⢶ᩎ和フೈローシッ೸ឰᒨၻ
 村 橋　泰 志 （名古屋名東）
（東三河分区担当）
クラブ᝖၇ధၻᒨᛚ᫟ధᩝ᚟ឰᒨၻ
 飯 島　 　卓 （蒲郡）
（西三河中分区担当）
新࿍ၔధインターアク೩ధローターアク೩ధ䉜䉣䉖䉋ឰᒨၻ
 堀 川　　 泰 （豊田三好）
（西三河分区担当）
⬬ၻ᝖၇ధ䉜䉍䉍ధ⡏ᛌᄆሥឰᒨၻ
 石 原　健 一 （三河安城）

地区幹事
 岩瀬　淳一郎 （豊川）
地区代表副幹事
 竹 本　尚 美 （豊川）
地区副幹事
 神 谷　親 典 （豊川）
 鈴 木　榮 一 （豊川）
 鳥 居　信 行 （豊川）
 木 下　良 夫 （豊川）
 戸 田　俊 晴 （豊川）
 山 本　信 利 （豊川）

 中 杉　和 雄 （豊川）
地区会計長
 日 比　嘉 男 （豊川）
地区監事
 石 黒　坦 史 （豊川）
地区スタッフ
 森 久　　 宏 （豊川）
 菅 沼　洋 史 （豊川）
 鈴 木　和 夫 （豊川）
 山 脇　善 典 （豊川）
 田 中　寛 孝 （豊川）
 田 中　粋 人 （豊川）
 渡 辺　稔 明 （豊川）
 牧　　 昌 夫 （豊川）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 中 村　泰 隆 （豊川）
 久 具　信 夫 （豊川）

ガバナーエレクト
 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
次期地区幹事
 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）

 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

地区指名委員会
　 ◎ 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ○ 江 崎　柳 節 （小牧）
　  大 島　宏 彦 （名古屋）
　 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 片 山　主 水 （名古屋東南）

地区研修リーダー
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
研修委員会
　 ◎ 鈴 木　孝 則 （あま）
　 ○ 前 田　孝 司 （刈谷）
　 ○ 榊 原　　 肇 （半田南）
 瀧 本　　 守 （尾張中央）
 西 岡　則 男 （一宮中央）
 山 田　晃 司 （瀬戸）
 小 島　啓 治  （春日井）
 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 木 村　高 章 （豊橋北）

地区財務委員会
　 ◎ 藤 井　伸 三 （豊田）
　 ○ 河 村　嘉 男 （小牧）
 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 杉 浦　壽 康 （岡崎）
　 ○ 井 上　 　穂 （豊橋ゴールデン）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手） 
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂） 
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
 早 川　八 郎 （春日井）
 加 藤　知 成 （東知多）

 安 藤　重 良 （名古屋）
 大 野　良 之 （尾張旭）

拡大委員会
　 C 大 島　宏 彦 （名古屋）
　 ◎ 松 尾　隆 徳 （春日井）
　 ○ 北 野　庸 夫 （あま）
 新 美　義 博 （東知多）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）

地区総務委員会
　 ◎ 馬 場　研 治 （名古屋南）
　 ○ 高 井　克 憙 （名古屋栄）  
  江 口　博 寿 （名古屋南）
  市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 ※ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
　 ※ 榊 原　章 夫 （名古屋城北） 

　ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  田 中　粋 人 （豊川）
  尾 関　和 成 （名古屋和合）
  冨 田　佳 央 （豊橋）
  山 口　誠 一 （東知多）
  磯 貝　廣 治 （安城）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
　
　地区規則細則委員会
　 ◎ 榊 原　章 夫 （名古屋城北）
　 ○ 山 田　幹 雄 （名古屋空港）
 小酒井 比呂志 （名古屋名駅）

会員増強リーダー
 山 内　　 登 （尾西）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 太田  宗一郎 （刈谷）
 塚 本　胤 男 （稲沢）
 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン）
 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 竹 内　俊 介   （半田）
 槇 野　智 之  （名古屋和合）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 野々垣　  敬 （名古屋名北）
 山 口　　 眞 （名古屋中）
 木 下　桂 一 （豊田）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 青 木　勇 作 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 藤 原　研 一 （名古屋名北）
　 ○ 井 上　 　穂 （豊橋ゴールデン）
 多 田　通 夫 （名古屋城北） 
 水 野　聖 仁 （小牧）
 糸 井　　 学 （名古屋みなと） 
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
 志 賀　弘 嗣 （蒲郡）
 松 井　　 勇 （豊田）

職業奉仕委員会
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 丹 羽　司 一 （愛知長久手）

 岩 間　俊 夫 （名古屋西）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 佐 藤　正 延 （名古屋守山）
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 村井  總一郎 （豊橋）  
 風 岡　保 広 （春日井）
 大 島　浩 嗣 （名古屋瑞穂）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 渡 邉　一 平 （名古屋中）

社会奉仕委員会
　 ◎ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ○ 深 田　利 幸 （豊田東）
 鈴 木　宏 司 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）  
 川 島　悦 雄 （名古屋中）
 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂） 
 新 沼　　 操 （名古屋大須）
 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
 長谷川　周義 （名古屋錦）
 酒 井　基 裕 （蒲郡）
 藤 野　和 裕 （豊川）
　
　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
 松 本　 　淳 （春日井）
 縣　　 政 行 （豊橋）

環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 伊 藤　一 義 （豊橋東）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
 都 築　義 勝 （豊田東）
 加 藤　卓 秀 （豊橋北）
 大 矢　裕 慈 （名古屋中）
 大 岩　信 子 （半田南）
 岡 嶋　靖 雄 （春日井）
 杉 山　仁 朗 （瀬戸北）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 八 神　　 基 （名古屋栄）
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 神 谷　龍 司 （刈谷）

国際奉仕委員会
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 平 尾　節 子 （瀬戸北）
　 ○ 大 竹　一 義 （瀬戸）
 名倉  裕一朗 （名古屋和合）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 箕 輪　良 孝 （尾張旭）
 三 浦　幸 治 （名古屋栄）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
　 ※ 森　　　  榮 （一宮中央）
　 ※ 篭 橋　美 久 （名古屋中）

　青少年交換委員会
　 ◎ 森　　　  榮 （一宮中央）
　 ○ 村 瀬　竜 雄 （東知多）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
 野村  紀代彦 （刈谷）
 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
 岡 田　雅 隆 （犬山）
 伊 藤　秀 樹 （名古屋中）
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 服 部　雅 紀 （名古屋和合）
 

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）

新世代委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）
　 ◎ 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　 ○ 増 井　洋 生 （小牧）
 沓 名　令 亨 （安城）
 加 藤　康 治 （一宮中央）
 米 山　郁 生 （名古屋名東） 
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 松 坂　良 太 （豊橋）
 串 田　正 克 （名古屋空港）
　 ※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ※ 冨 田　雅 則 （田原）
　 ※ 犬 束　敏 彦 （小牧）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
 服 部　英 男 （岡崎南）
 内 藤　雄 功 （豊川）
 早 川　勝 博 （岡崎）
 谷 川　　 修 （名古屋）
 安 藤　幸 司 （岡崎南）
 石 川　義 典 （安城）
 八 谷　潤 一 （津島）
 中 島　俊 朗 （名古屋空港）

　ローターアクト委員会
　 ◎ 冨 田　雅 則 （田原）
　 ○ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
　 ○ 秋 田　敬 治 （豊田）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
 澤 田　昌 久 （江南）
 山 崎　達 也 （岡崎）
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 高 須　博 久 （豊橋）
 小 澤　幸 男 （名古屋大須）
 長 尾　秀 義 （小牧）
 高 山　光 平 （名古屋葵）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 犬 束　敏 彦 （小牧）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 谷 山　芳 和 （豊田西）
 北　 　登 一 （名古屋南）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須）
 鹿 嶌　敏 昭 （名古屋中）
 稲 垣　良 次 （西尾）
 前 田　佳 男 （半田）
 杉 本　親 保 （東海）

　ⱬ䈼䈼ᗍ全国ＲＡ研修会ᢗ㑳委員会
　ⷴᵰ委員会
　 ◎ 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　 ○ 増 井　洋 生 （小牧）
　 ※ 冨 田　雅 則 （田原）
　 ※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ※ 犬 束　敏 彦 （小牧）
　ⱬ��ᗍ全国ＲＡ研修会 ᢗ㑳委員会
　 ◎ 伊 藤　　 卓 （名古屋熱田ローターアクト）

 
 
 
 

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
（㛦ᗑ᝭ᡩജ䉜࿍⢶ᩎ和フೈローシッ೸ᵕ᫳）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
（ᩏ⋌ᢴ၊ജ೾リೋ೸ラスᵕ᫳）
　 ○ 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
（䉑䉝䉏ജ㛦ᗑᡩᏪᵕ᫳）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
（ᮧ久ᙾ㨅ജ㓎ጌ㨅ᵕ᫳）
　 ○ 柴 田　憲 一 （豊橋東）
（ᩏ⋌ᢴ၊ᵕ᫳）
　 ○ 田 村　幹 洋 （新城）
　 ※ 山 田　　 猛 （江南）
　 ※ 久 野　博 淳 （名古屋東南）
　 ※ 磯 部　　 茂 （一宮）
　 ※ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ※ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ※ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ※ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　
　年次寄付委員会
　 ◎ 山 田　　 猛 （江南）
　 ○ 田 村　幹 洋 （新城）
 中 林　正 人 （名古屋空港）
 加 藤　徳 治 （東海）
 山 田　謹 一 （あま）
 藤 城　民 男 （豊橋ゴールデン）
 塚 本　幸 夫 （刈谷）
　
　恒久基金委員会
　 ◎ 久 野　博 淳 （名古屋東南）
　 ○ 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 伊 奈　一 郎 （常滑）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 磯 部　　 茂 （一宮）
　 ○ 成田  幸太郎 （稲沢）
 山 内　　 登 （尾西）
 佐々木  久直 （一宮）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 大 西　和 夫 （名古屋東山）

　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 松 本　敏 春 （豊田西）
 加 藤　憲 治 （あま）
 髙 村　睦 浩 （知立）
 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
 渡 邊　源 市 （名古屋千種）

　財団奨学委員会
　 ◎ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ○ 大 矢　英 憲 （名古屋昭和） 
 長 江　克 彦 （瀬戸）
 村 上　雅 則 （豊田）
 天 野　 　卓 （西尾）

 石 川　百 代 （豊橋）
 成 田　　 徹 （三河安城）

　研究グループ交換委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）　
　 ○ 髙 橋　秀 治 （犬山）　
  西 川　　 博 （名古屋丸の内） 
 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
 金 井　和 治 （名古屋空港）
　 小早川  慶光 （名古屋東山）
　 原 野　勝 至 （名古屋栄）　
 柏 木　博 喜 （名古屋和合）
　財団学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 梅 村　正 明 （豊田）　
 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
 羽根田  邦彦 （豊田中）
 横山  真喜男 （安城）　　

　ロータリー世界平和フェローシップ
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○ 柴 田　憲 一 （豊橋東）
　 ○ 田 村　幹 洋 （新城）
　 ※ 山 田　　 猛 （江南）
　 ※ 久 野　博 淳 （名古屋東南）
　 ※ 磯 部　　 茂 （一宮）
　 ※ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ※ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ※ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ※ 満 田　　 稔 （豊橋東）

ロータリー財団監査ᬒ
  光 岡　　 朗 （あま）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 ◎ 竹 内　一 郎 （刈谷）
　 ○ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 小 野　文 憲 （岡崎東）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  坂 井　則 夫 （名古屋西）
 鈴 木　和 彦 （あま）

危機管理委員会
　 ◎ 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
　 ○ 高 山　光 雄 （名古屋空港） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 黒 田　勝 基 （高浜）
 森　　　  榮 （一宮中央）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
 大河内  圭一 （一宮北）  
 冨 田　雅 則 （田原）
 犬 束　敏 彦 （小牧）

 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 竹 内　一 郎 （刈谷）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　�（ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 大 澤　輝 秀 （豊川）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
　 （08ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 中 込　清 周 （名古屋名東）
　 （08ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ዣឰᒨ長）
 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 （09ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 神 野　紀 郎 （豊橋）
　 （09ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 黒 谷　尚 弘 （豊橋）
　 （10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒 野 晃太郎 （あま）

米山記念奨学会
　⟨န 加 納　　 泉 （名古屋中）
　ᩝ᚟ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　㖶㙼ឰᒨ 大 澤　輝 秀 （豊川）

恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）

国際ロータリー日本青少年交換委員会
　⬬ᒨ 斎 藤　直 美 （豊田）

ゾーン・チャレンジ・コーディネーター
　（ⱬ䈼೟ーンᵕ᫳）
  江 崎　柳 節 （小牧）

ＲＩ青少年支援グループ 
ⱬ䈼ゾーンコーディネーター
  神 田　　 憲 （名古屋大須）

ロータリーの友地区委員
 藤 井　伸 三 （豊田）

オンツーഃントリオール
 大 澤　輝 秀 （豊川）

地区ローターアクト代表
 河 合　真 樹 （田原ローターアクト）

ガバナー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 山 口　誠 一 （東知多） 
（西尾張分区担当）
 林 　　冏 成 （一宮北）
（東尾張分区担当）
 河 村　金 明 （岩倉）
（西名古屋分区担当）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
（東名古屋分区担当）
 大 口　弘 和 （名古屋千種）
（東三河分区担当）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
（西三河中分区担当）
 横 山　眞 久　 （豊田）
（西三河分区担当）
 細 井　英 治 （安城）

地区幹事
 長谷川  正己 （一宮中央）
地区副幹事
 松 岡　正 浩 （一宮中央）
 小 島　三 男 （一宮中央）
　　 森　  俊一郎 （一宮中央）
 倉 地　伸 幸 （一宮中央）
　　 石 原　稔 久 （一宮中央）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　 鹿 島　兼 一 （一宮中央）
　　 西 岡　則 男 （一宮中央）
地区会計長
 大 森　　 進 （一宮中央）
地区監事
 小野木　  宏 （一宮中央）
地区スタッフ
 加 藤　辰 己 （一宮中央） 
　　 高 井　光 信 （一宮中央） 
　　 猪 子　裕 史 （一宮中央） 
　　 長 橋　國 和 （一宮中央） 
　　 森　　　  眞 （一宮中央） 
　　 谷　　　  進 （一宮中央） 
　　 永 田　　 正 （一宮中央） 

ガバナーエレクト
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
次期地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）

 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 
地区指名委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　  斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

地区研修リーダー
 片 山　主 水 （名古屋東南）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 鈴 木　孝 則 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 小 島　啓 治  （春日井）
 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 小 川　宏 嗣 （犬山） 
 榊 原　　 肇 （半田南）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　　 北 村　隆 子 （名古屋錦）
　　 山 内　　 登 （尾西）

地区財務委員会
　  ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 岩瀬  淳一郎 （豊川）

 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 早 川　八 郎 （春日井）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 鈴 木　吉 男 （津島）
 秋 田　敬 治 （豊田）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）

ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  日 高　啓 治 （東知多）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  尾 関　和 成 （名古屋和合） 
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  田 中　粋 人 （豊川）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  原 田　隆 司 （豊田中）
  磯 貝　廣 治 （安城）
　
会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 青 木　良 浩   （豊橋）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 日 置　教 康 （名古屋栄）
　　 津 坂　守 英 （名古屋城北） 

 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 塚 本　胤 男 （稲沢）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 深 石　公 彦 （岩倉）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種  
 岡 田　邦 義 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 田 中　正 規 （西尾）  
 早 川　八 郎 （春日井）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 場々  大刀雄 （春日井） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂） 
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海） 
　　 細 井　土 夫 （名古屋栄） 
　　 神 谷　　 馨 （豊橋ゴールデン） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ※ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ※ 鈴 木　元 弘 （豊田）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 福 井　　 敬 （豊橋）
 水 越　彌 生 （刈谷）
　　 山 田　　 治 （春日井）
　　 鈴村 與左衛門 （あま）
　　 川 島　悦 雄 （名古屋中）

　環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 山 田　慎 也 （名古屋栄）
 武 田　昭 俊 （知立）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　　 筒 井　信 之 （名古屋南）
　　 大 矢　裕 慈 （名古屋中）

　　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 鈴 木　岳 嗣 （蒲郡）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
　　 川 西　裕 康 （豊橋東）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 長谷川  周義 （名古屋錦）

国際奉仕委員会
　 ◎※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）  
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 小 川　　 隆 （名古屋栄）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

新世代奉仕委員会
　 ◎※ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 　※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 　※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 石 川　義 典 （安城）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　　 杉 本　知 治 （岡崎）
　　 奥 田　清 仁 （豊田）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 杦 本　哲 一 （江南）
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 青 木　昭 憲 （名古屋葵）
　　 杉 田　　 洋 （豊橋）
 鈴 木　正 敏 （田原）
　　 南 部　　 淳 （岡崎）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須） 
 北　 　登 一 （名古屋南）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
 森 田　勝 己 （三河安城）
　　 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
　　 犬 束　敏 彦 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 伊 藤　　 人 （田原）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　　 鈴 木　隆 太 （豊田）
　　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　謹 一 （あま）
 橋 本　義 紀 （岡崎東）
　　 八 神　　 基 （名古屋栄）
　　 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　　 北 山　健 二 （西尾）
　恒久基金・大口寄付委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 　グローバル補助金委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 神 谷　　 修 （知立）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 石 川　百 代 （豊橋）

　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合） 
 加 藤　浩 一 （犬山）
 渡 辺　　 昇 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

　奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  竹 内　一 郎 （刈谷）

  加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと）
　　 水 野　憲 司 （一宮北）
　　 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）
　　 金 田　英 和 （名古屋東山）
　　 山 本　光 人 （豊橋北）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 大 口　弘 和 （名古屋千種） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 大河内  圭一 （一宮北）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 大 澤　輝 秀 （豊川）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
　　 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 

　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）

 米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　ᩝ᚟ឰᒨ長 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　㖶㙼ឰᒨ 松 前　憲 典 （一宮中央） 
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
   福 田　清 成 （江南）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター(ZCC)
  江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーバンコク
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
地区ローターアクト代表
 山 下　　 裕 （豊田広域ローターアクト）

 

ガバナー
 大 澤　輝 秀 （豊川）

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
ⵆ山᝭ᡩឰᒨၻ
 高 村　敦 夫 （東海）
（西尾張分区担当）
ᗢ㱨᝖၇ధ㳠ᣱᩏဨḌధ࿍⢶⬬ၻ᝖၇ឰᒨၻ
 保 浦　文 夫 （名古屋清須）
（東尾張分区担当）
ᵮ大ధᘋ区⸻ጴధ䉜 ⁚ధᎮ≡ⲻ⟨ឰᒨၻ
 高 山　光 雄 （名古屋空港）
（西名古屋分区担当）
⾖⇁᝖၇ឰᒨၻ
 草 野　勝 彦 （名古屋大須）
（東名古屋分区担当）
䉜㛦ᗑధᩏ⋌ᢴ၊ధᮧ久ᙾ㨅ధ೾リೋ೸ラスధ
㓎ጌ㨅ధ㛦ᗑ᝭ᡩధ⪊⯵೑ルー೸ဨḌధ㛦ᗑᡩᏪధ
䉜࿍⢶ᩎ和フೈローシッ೸ឰᒨၻ
 村 橋　泰 志 （名古屋名東）
（東三河分区担当）
クラブ᝖၇ధၻᒨᛚ᫟ధᩝ᚟ឰᒨၻ
 飯 島　 　卓 （蒲郡）
（西三河中分区担当）
新࿍ၔధインターアク೩ధローターアク೩ధ䉜䉣䉖䉋ឰᒨၻ
 堀 川　　 泰 （豊田三好）
（西三河分区担当）
⬬ၻ᝖၇ధ䉜䉍䉍ధ⡏ᛌᄆሥឰᒨၻ
 石 原　健 一 （三河安城）

地区幹事
 岩瀬　淳一郎 （豊川）
地区代表副幹事
 竹 本　尚 美 （豊川）
地区副幹事
 神 谷　親 典 （豊川）
 鈴 木　榮 一 （豊川）
 鳥 居　信 行 （豊川）
 木 下　良 夫 （豊川）
 戸 田　俊 晴 （豊川）
 山 本　信 利 （豊川）

 中 杉　和 雄 （豊川）
地区会計長
 日 比　嘉 男 （豊川）
地区監事
 石 黒　坦 史 （豊川）
地区スタッフ
 森 久　　 宏 （豊川）
 菅 沼　洋 史 （豊川）
 鈴 木　和 夫 （豊川）
 山 脇　善 典 （豊川）
 田 中　寛 孝 （豊川）
 田 中　粋 人 （豊川）
 渡 辺　稔 明 （豊川）
 牧　　 昌 夫 （豊川）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 中 村　泰 隆 （豊川）
 久 具　信 夫 （豊川）

ガバナーエレクト
 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
次期地区幹事
 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）

 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

地区指名委員会
　 ◎ 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ○ 江 崎　柳 節 （小牧）
　  大 島　宏 彦 （名古屋）
　 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 片 山　主 水 （名古屋東南）

地区研修リーダー
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
研修委員会
　 ◎ 鈴 木　孝 則 （あま）
　 ○ 前 田　孝 司 （刈谷）
　 ○ 榊 原　　 肇 （半田南）
 瀧 本　　 守 （尾張中央）
 西 岡　則 男 （一宮中央）
 山 田　晃 司 （瀬戸）
 小 島　啓 治  （春日井）
 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 木 村　高 章 （豊橋北）

地区財務委員会
　 ◎ 藤 井　伸 三 （豊田）
　 ○ 河 村　嘉 男 （小牧）
 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 杉 浦　壽 康 （岡崎）
　 ○ 井 上　 　穂 （豊橋ゴールデン）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手） 
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂） 
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
 早 川　八 郎 （春日井）
 加 藤　知 成 （東知多）

 安 藤　重 良 （名古屋）
 大 野　良 之 （尾張旭）

拡大委員会
　 C 大 島　宏 彦 （名古屋）
　 ◎ 松 尾　隆 徳 （春日井）
　 ○ 北 野　庸 夫 （あま）
 新 美　義 博 （東知多）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）

地区総務委員会
　 ◎ 馬 場　研 治 （名古屋南）
　 ○ 高 井　克 憙 （名古屋栄）  
  江 口　博 寿 （名古屋南）
  市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 ※ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
　 ※ 榊 原　章 夫 （名古屋城北） 

　ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  田 中　粋 人 （豊川）
  尾 関　和 成 （名古屋和合）
  冨 田　佳 央 （豊橋）
  山 口　誠 一 （東知多）
  磯 貝　廣 治 （安城）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
　
　地区規則細則委員会
　 ◎ 榊 原　章 夫 （名古屋城北）
　 ○ 山 田　幹 雄 （名古屋空港）
 小酒井 比呂志 （名古屋名駅）

会員増強リーダー
 山 内　　 登 （尾西）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 太田  宗一郎 （刈谷）
 塚 本　胤 男 （稲沢）
 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン）
 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 竹 内　俊 介   （半田）
 槇 野　智 之  （名古屋和合）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 野々垣　  敬 （名古屋名北）
 山 口　　 眞 （名古屋中）
 木 下　桂 一 （豊田）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 青 木　勇 作 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 藤 原　研 一 （名古屋名北）
　 ○ 井 上　 　穂 （豊橋ゴールデン）
 多 田　通 夫 （名古屋城北） 
 水 野　聖 仁 （小牧）
 糸 井　　 学 （名古屋みなと） 
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
 志 賀　弘 嗣 （蒲郡）
 松 井　　 勇 （豊田）

職業奉仕委員会
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 丹 羽　司 一 （愛知長久手）

 岩 間　俊 夫 （名古屋西）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 佐 藤　正 延 （名古屋守山）
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 村井  總一郎 （豊橋）  
 風 岡　保 広 （春日井）
 大 島　浩 嗣 （名古屋瑞穂）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 渡 邉　一 平 （名古屋中）

社会奉仕委員会
　 ◎ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ○ 深 田　利 幸 （豊田東）
 鈴 木　宏 司 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）  
 川 島　悦 雄 （名古屋中）
 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂） 
 新 沼　　 操 （名古屋大須）
 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
 長谷川　周義 （名古屋錦）
 酒 井　基 裕 （蒲郡）
 藤 野　和 裕 （豊川）
　
　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
 松 本　 　淳 （春日井）
 縣　　 政 行 （豊橋）

環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 伊 藤　一 義 （豊橋東）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
 都 築　義 勝 （豊田東）
 加 藤　卓 秀 （豊橋北）
 大 矢　裕 慈 （名古屋中）
 大 岩　信 子 （半田南）
 岡 嶋　靖 雄 （春日井）
 杉 山　仁 朗 （瀬戸北）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 八 神　　 基 （名古屋栄）
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 神 谷　龍 司 （刈谷）

国際奉仕委員会
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 平 尾　節 子 （瀬戸北）
　 ○ 大 竹　一 義 （瀬戸）
 名倉  裕一朗 （名古屋和合）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 箕 輪　良 孝 （尾張旭）
 三 浦　幸 治 （名古屋栄）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
　 ※ 森　　　  榮 （一宮中央）
　 ※ 篭 橋　美 久 （名古屋中）

　青少年交換委員会
　 ◎ 森　　　  榮 （一宮中央）
　 ○ 村 瀬　竜 雄 （東知多）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
 野村  紀代彦 （刈谷）
 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
 岡 田　雅 隆 （犬山）
 伊 藤　秀 樹 （名古屋中）
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 服 部　雅 紀 （名古屋和合）
 

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）

新世代委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）
　 ◎ 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　 ○ 増 井　洋 生 （小牧）
 沓 名　令 亨 （安城）
 加 藤　康 治 （一宮中央）
 米 山　郁 生 （名古屋名東） 
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 松 坂　良 太 （豊橋）
 串 田　正 克 （名古屋空港）
　 ※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ※ 冨 田　雅 則 （田原）
　 ※ 犬 束　敏 彦 （小牧）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
 服 部　英 男 （岡崎南）
 内 藤　雄 功 （豊川）
 早 川　勝 博 （岡崎）
 谷 川　　 修 （名古屋）
 安 藤　幸 司 （岡崎南）
 石 川　義 典 （安城）
 八 谷　潤 一 （津島）
 中 島　俊 朗 （名古屋空港）

　ローターアクト委員会
　 ◎ 冨 田　雅 則 （田原）
　 ○ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
　 ○ 秋 田　敬 治 （豊田）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
 澤 田　昌 久 （江南）
 山 崎　達 也 （岡崎）
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 高 須　博 久 （豊橋）
 小 澤　幸 男 （名古屋大須）
 長 尾　秀 義 （小牧）
 高 山　光 平 （名古屋葵）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 犬 束　敏 彦 （小牧）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 谷 山　芳 和 （豊田西）
 北　 　登 一 （名古屋南）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須）
 鹿 嶌　敏 昭 （名古屋中）
 稲 垣　良 次 （西尾）
 前 田　佳 男 （半田）
 杉 本　親 保 （東海）

　ⱬ䈼䈼ᗍ全国ＲＡ研修会ᢗ㑳委員会
　ⷴᵰ委員会
　 ◎ 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　 ○ 増 井　洋 生 （小牧）
　 ※ 冨 田　雅 則 （田原）
　 ※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ※ 犬 束　敏 彦 （小牧）
　ⱬ��ᗍ全国ＲＡ研修会 ᢗ㑳委員会
　 ◎ 伊 藤　　 卓 （名古屋熱田ローターアクト）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
（㛦ᗑ᝭ᡩജ䉜࿍⢶ᩎ和フೈローシッ೸ᵕ᫳）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
（ᩏ⋌ᢴ၊ജ೾リೋ೸ラスᵕ᫳）
　 ○ 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
（䉑䉝䉏ജ㛦ᗑᡩᏪᵕ᫳）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
（ᮧ久ᙾ㨅ജ㓎ጌ㨅ᵕ᫳）
　 ○ 柴 田　憲 一 （豊橋東）
（ᩏ⋌ᢴ၊ᵕ᫳）
　 ○ 田 村　幹 洋 （新城）
　 ※ 山 田　　 猛 （江南）
　 ※ 久 野　博 淳 （名古屋東南）
　 ※ 磯 部　　 茂 （一宮）
　 ※ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ※ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ※ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ※ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　
　年次寄付委員会
　 ◎ 山 田　　 猛 （江南）
　 ○ 田 村　幹 洋 （新城）
 中 林　正 人 （名古屋空港）
 加 藤　徳 治 （東海）
 山 田　謹 一 （あま）
 藤 城　民 男 （豊橋ゴールデン）
 塚 本　幸 夫 （刈谷）
　
　恒久基金委員会
　 ◎ 久 野　博 淳 （名古屋東南）
　 ○ 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 伊 奈　一 郎 （常滑）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 磯 部　　 茂 （一宮）
　 ○ 成田  幸太郎 （稲沢）
 山 内　　 登 （尾西）
 佐々木  久直 （一宮）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 大 西　和 夫 （名古屋東山）

　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 松 本　敏 春 （豊田西）
 加 藤　憲 治 （あま）
 髙 村　睦 浩 （知立）
 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
 渡 邊　源 市 （名古屋千種）

　財団奨学委員会
　 ◎ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ○ 大 矢　英 憲 （名古屋昭和） 
 長 江　克 彦 （瀬戸）
 村 上　雅 則 （豊田）
 天 野　 　卓 （西尾）

 石 川　百 代 （豊橋）
 成 田　　 徹 （三河安城）

　研究グループ交換委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）　
　 ○ 髙 橋　秀 治 （犬山）　
  西 川　　 博 （名古屋丸の内） 
 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
 金 井　和 治 （名古屋空港）
　 小早川  慶光 （名古屋東山）
　 原 野　勝 至 （名古屋栄）　
 柏 木　博 喜 （名古屋和合）
　財団学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 梅 村　正 明 （豊田）　
 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
 羽根田  邦彦 （豊田中）
 横山  真喜男 （安城）　　

　ロータリー世界平和フェローシップ
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○ 柴 田　憲 一 （豊橋東）
　 ○ 田 村　幹 洋 （新城）
　 ※ 山 田　　 猛 （江南）
　 ※ 久 野　博 淳 （名古屋東南）
　 ※ 磯 部　　 茂 （一宮）
　 ※ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ※ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ※ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ※ 満 田　　 稔 （豊橋東）

ロータリー財団監査ᬒ
  光 岡　　 朗 （あま）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 ◎ 竹 内　一 郎 （刈谷）
　 ○ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 小 野　文 憲 （岡崎東）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  坂 井　則 夫 （名古屋西）
 鈴 木　和 彦 （あま）

危機管理委員会
　 ◎ 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
　 ○ 高 山　光 雄 （名古屋空港） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 黒 田　勝 基 （高浜）
 森　　　  榮 （一宮中央）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
 大河内  圭一 （一宮北）  
 冨 田　雅 則 （田原）
 犬 束　敏 彦 （小牧）

 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 竹 内　一 郎 （刈谷）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　�（ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 大 澤　輝 秀 （豊川）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
　 （08ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 中 込　清 周 （名古屋名東）
　 （08ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ዣឰᒨ長）
 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 （09ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 神 野　紀 郎 （豊橋）
　 （09ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 黒 谷　尚 弘 （豊橋）
　 （10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒 野 晃太郎 （あま）

米山記念奨学会
　⟨န 加 納　　 泉 （名古屋中）
　ᩝ᚟ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　㖶㙼ឰᒨ 大 澤　輝 秀 （豊川）

恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）

国際ロータリー日本青少年交換委員会
　⬬ᒨ 斎 藤　直 美 （豊田）

ゾーン・チャレンジ・コーディネーター
　（ⱬ䈼೟ーンᵕ᫳）
  江 崎　柳 節 （小牧）

ＲＩ青少年支援グループ 
ⱬ䈼ゾーンコーディネーター
  神 田　　 憲 （名古屋大須）

ロータリーの友地区委員
 藤 井　伸 三 （豊田）

オンツーഃントリオール
 大 澤　輝 秀 （豊川）

地区ローターアクト代表
 河 合　真 樹 （田原ローターアクト）

ガバナー
 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 寺 田　　 諭 （大府） 
（西尾張分区担当）
 高 木　輝 和 （津島）

（東尾張分区担当）
 杉 山　仁 朗 （瀬戸北）
（西名古屋分区担当）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）
（東名古屋分区担当）
 遠 藤　友 彦 （名古屋名北）
（東三河分区担当）
 鈴 木　茂 久 （豊橋北）

（西三河中分区担当）
 杉 田　雄 男　 （岡崎東）
（西三河分区担当）
 尾 﨑　隆 爾 （西尾）

地区幹事
 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

●2010 年度

地区副幹事
 川 口　喜 朗 （名古屋北）
 岡 部　 （名古屋北）
　　 尾 関　孝 英 （名古屋北）
 田 中　正 樹 （名古屋北）
　　 伊 藤　満 琉 （名古屋北）
　　 矢 形　修 己 （名古屋北）
　　 柴 田　幸 男 （名古屋北）
　　 加 藤　和 彦 （名古屋北）
地区会計長
 上 田　圭 　 （名古屋北）
地区監事
 中 川　正 美 （名古屋北）
地区スタッフ
 江 崎　武 人 （名古屋北）
　　 古 橋　　 茂 （名古屋北）
　　 安 部　隆 俊 （名古屋北）
　　 杉 浦　秀 一 （名古屋北）
　　 青 木　秀 人 （名古屋北）
　　 伴 野　友 昭 （名古屋北）
　　 石 濱　人 樹 （名古屋北） 

ガバナーエレクト
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
次期地区幹事
 長谷川　正己 （一宮中央）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  

地区指名委員会
　 ◎ 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ○ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　  髙 橋　治 朗 （名古屋西）
　 斎 藤　直 美 （豊田）
 大 澤　輝 秀 （豊川）

地区研修リーダー
 江 崎　柳 節 （小牧）
研修委員会
　 ◎ 榊 原　　 肇 （半田南）
　 ○ 小 島　啓 治  （春日井）
　 ○ 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 伊 藤　英 毅 （あま）
 五 藤　隆 夫 （小牧）
 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 津 川　聖 子 （名古屋名東）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 岡本　 戡 紘 （刈谷）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 鈴 木　孝 則 （あま）

地区財務委員会
　  ◎ 河 村　嘉 男 （小牧）
　 ○ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 早 川　八 郎 （春日井）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 大 野　良 之 （尾張旭）
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
 村井  總一郎 （豊橋）
 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）

拡大委員会
　 C 大 島　宏 彦 （名古屋）
　 ◎ 杉 浦　壽 康 （岡崎）
　 ○ 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）
 山 本　郁 矢 （名古屋名南）

地区総務委員会
　 ◎ 馬 場　研 治 （名古屋南）
　 ○ 高 井　克 憙 （名古屋栄）  
  江 口　博 寿 （名古屋南）
  橋 本　義 紀 （岡崎東）
　 ※ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ※ 榊 原　章 夫 （名古屋城北）

　ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  田 中　粋 人 （豊川）
  尾 関　和 成 （名古屋和合）
  山 本　光 伸 （豊橋）
  山 口　誠 一 （東知多）
  磯 貝　廣 治 （安城）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  市 川　幾 雄 （岡崎東）
　
　規則細則委員会
　 ◎ 榊 原　章 夫 （名古屋城北）
　 ○ 山 田　幹 雄 （名古屋空港）

会員増強リーダー
 山 内　　 登 （尾西）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 竹 内　俊 介   （半田）  
 塚 本　胤 男 （稲沢）
 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
 光 岡　新 吾  （豊田）
 槇 野　智 之  （名古屋和合）
 澤 田　文 雄 （豊田東）
　　 谷 口　伸 夫 （尾張旭）
　　 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 深 津　幸 雄 （岡崎東）
　　 津 田　鎭 輔 （刈谷）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 野々垣　  敬 （名古屋名北）
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 岡 田　邦 義 （岡崎）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
 木 下　桂 一 （豊田）
 佐久間  武美 （豊橋北）
　　 伊 東　良 夫 （半田）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種）
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 堀 尾　明 史 （尾張中央）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 藤 原　研 一 （名古屋名北）
　 ○ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
 糸 井　　 学 （名古屋みなと） 
 水 野　聖 仁 （小牧）
 多 田　通 夫 （名古屋城北）
 清 水　敏 光 （蒲郡）
 梅 村　昌 孝 （名古屋瑞穂）
　　 田 中　暉 登 （岡崎城南）
 
職業奉仕委員会
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 風 岡　保 広 （春日井）
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 渡 邉　一 平 （名古屋中）
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂）

社会奉仕委員会
　 ◎ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ○ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
 浅 原　光 男 （名古屋南） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）
 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂） 
 新 沼　　 操 （名古屋大須）
 長谷川  周義 （名古屋錦）
 藤 野　和 裕 （豊川）
 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 水 越　彌 生 （刈谷）
 藤田  喜一郎 （蒲郡）
 鈴村 與左衛門 （あま）
　
　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
 福 井　　 敬 （豊橋）
 松 本　 　淳 （春日井）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）

環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 伊 藤　一 義 （豊橋東）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 岡 嶋　靖 雄 （春日井）
 加 藤　卓 秀 （豊橋北）
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山） 
 大 岩　信 子 （半田南）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）

 古 井　弘 二 （豊田西）
 八 神　　 基 （名古屋栄）
 大 矢　裕 慈 （名古屋中）
 富 田　清 治 （三河安城）

国際奉仕委員会
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 箕 輪　良 孝 （尾張旭）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 三 浦　幸 治 （名古屋栄）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 平 尾　節 子 （瀬戸北）
　 ※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）
 鈴 木　宏 司 （半田南）
 平 野　正 美 （名古屋東）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 名倉  裕一朗 （名古屋和合）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）

新世代委員会
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央）
　 ◎ 増 井　洋 生 （小牧）
　 ○ 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
 加 藤　康 治 （一宮中央）
 松 坂　良 太 （豊橋）
 串 田　正 克 （名古屋空港） 
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
　 ※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ※ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
　 ※ 犬 束　敏 彦 （小牧）
　 ※ 森　　　  榮 （一宮中央）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 服 部　英 男 （岡崎南）
 石 川　義 典 （安城）
 早 川　勝 博 （岡崎）
 谷 川　　 修 （名古屋）
 小 出　直 弘 （豊橋）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 稲 垣　宏 高 （津島）
　　 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
　 ○ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 長 尾　秀 義 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
 山 崎　達 也 （岡崎）
 中 村　陽 公 （名古屋北）
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 鈴 木　正 敏 （豊橋）
　　 兼 子　直 久 （豊橋）
　　　 杦 本　哲 一 （江南）
 野 村　尚 史 （名古屋葵）
　

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 犬 束　敏 彦 （小牧）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 谷 山　芳 和 （豊田西）
 北　 　登 一 （名古屋南）
 鹿 嶌　敏 昭 （名古屋中）
 小 澤　幸 男 （名古屋大須）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 杉 本　親 保 （東海）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 森　　　  榮 （一宮中央）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン） 
 服 部　雅 紀 （名古屋和合）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○　 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○※ 山 田　　 猛 （江南）
　 ○※ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○※ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○※ 大 西　和 夫 （名古屋東山）
　 ○※ 石 川　昌 和 （豊橋南）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 山 田　　 猛 （江南）
　 ○ 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
 中 林　正 人 （名古屋空港）
 山 田　謹 一 （あま）
 藤 城　民 男 （豊橋ゴールデン）
 加 藤　憲 治 （あま）
 久 米　博 明 （刈谷）
 伊 奈　一 郎 （常滑）
　
　補助金委員会
　　グローバル補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 柴 田　憲 一 （豊橋東）  
 石 川　百 代 （豊橋）
　　 金 井　和 治 （名古屋空港）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 古 橋　武 之 （中部名古屋みらい）
　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 寺 西　　 正 （名古屋錦）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　 ○ 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　　 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 横山  真喜男 （安城）
　　 倉 地　伸 幸 （一宮中央）

　財団プログラム委員会
　奨学金委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ◎ ミカエル カルマノ （名古屋東）  
　 ○ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　　 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　　 田 村　幹 洋 （新城）
　　 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 村 上　雅 則 （豊田）
　　 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 髙 橋　秀 治 （犬山）
　　 西 川　　 博 （名古屋丸の内） 
 原 野　勝 至 （名古屋栄）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 大 西　和 夫 （名古屋東山）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 磯 部　　 茂 （一宮）
 佐々木  久直 （一宮）
 山 内　　 登 （尾西）
 横 井　　 定 （稲沢）
　
　世界平和フェローシップ
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ※ 山 田　　 猛 （江南）
　 ※ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ※ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ※ 大 西　和 夫 （名古屋東山）
　 ※ 矢 形　修 己 （名古屋北）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 ◎ 竹 内　一 郎 （刈谷）
　 ○ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  杉 浦　正 典 （豊田）
 加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）

危機管理委員会
　 ◎ 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
　 ○ 杉 山　仁 朗 （瀬戸北）  
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 黒 田　勝 基 （高浜）
 森　　　  榮 （一宮中央）
 増 井　洋 生 （小牧）
 大河内  圭一 （一宮北）  
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
 犬 束　敏 彦 （小牧）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 竹 内　一 郎 （刈谷）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 高 山　光 雄 （名古屋空港）
 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　�（ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

 長谷川  正己 （一宮中央）
　�（09ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 神 野　紀 郎 （豊橋）
　�（09ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 黒 谷　尚 弘 （豊橋）
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 （10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）

米山記念奨学会
　⟨န 加 納　　 泉 （名古屋中）
　ᩝ᚟ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 大 澤　輝 秀 （豊川）　
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⬬ᒨ 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）

ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター（ZCC）
  江 崎　柳 節 （小牧）
ＲＩ研修リーダー（R,7/）
  江 崎　柳 節 （小牧）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツー೬ആーオリン೛
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
地区ローターアクト代表
 猪 子　知 里 （一宮ローターアクト）

 

ガバナー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 山 口　誠 一 （東知多） 
（西尾張分区担当）
 林 　　冏 成 （一宮北）
（東尾張分区担当）
 河 村　金 明 （岩倉）
（西名古屋分区担当）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
（東名古屋分区担当）
 大 口　弘 和 （名古屋千種）
（東三河分区担当）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
（西三河中分区担当）
 横 山　眞 久　 （豊田）
（西三河分区担当）
 細 井　英 治 （安城）

地区幹事
 長谷川  正己 （一宮中央）
地区副幹事
 松 岡　正 浩 （一宮中央）
 小 島　三 男 （一宮中央）
　　 森　  俊一郎 （一宮中央）
 倉 地　伸 幸 （一宮中央）
　　 石 原　稔 久 （一宮中央）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　 鹿 島　兼 一 （一宮中央）
　　 西 岡　則 男 （一宮中央）
地区会計長
 大 森　　 進 （一宮中央）
地区監事
 小野木　  宏 （一宮中央）
地区スタッフ
 加 藤　辰 己 （一宮中央） 
　　 高 井　光 信 （一宮中央） 
　　 猪 子　裕 史 （一宮中央） 
　　 長 橋　國 和 （一宮中央） 
　　 森　　　  眞 （一宮中央） 
　　 谷　　　  進 （一宮中央） 
　　 永 田　　 正 （一宮中央） 

ガバナーエレクト
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
次期地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）

 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 
地区指名委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　  斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

地区研修リーダー
 片 山　主 水 （名古屋東南）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 鈴 木　孝 則 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 小 島　啓 治  （春日井）
 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 小 川　宏 嗣 （犬山） 
 榊 原　　 肇 （半田南）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　　 北 村　隆 子 （名古屋錦）
　　 山 内　　 登 （尾西）

地区財務委員会
　  ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 岩瀬  淳一郎 （豊川）

 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 早 川　八 郎 （春日井）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 鈴 木　吉 男 （津島）
 秋 田　敬 治 （豊田）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）

ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  日 高　啓 治 （東知多）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  尾 関　和 成 （名古屋和合） 
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  田 中　粋 人 （豊川）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  原 田　隆 司 （豊田中）
  磯 貝　廣 治 （安城）
　
会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 青 木　良 浩   （豊橋）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 日 置　教 康 （名古屋栄）
　　 津 坂　守 英 （名古屋城北） 

 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 塚 本　胤 男 （稲沢）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 深 石　公 彦 （岩倉）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種  
 岡 田　邦 義 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 田 中　正 規 （西尾）  
 早 川　八 郎 （春日井）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 場々  大刀雄 （春日井） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂） 
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海） 
　　 細 井　土 夫 （名古屋栄） 
　　 神 谷　　 馨 （豊橋ゴールデン） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ※ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ※ 鈴 木　元 弘 （豊田）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 福 井　　 敬 （豊橋）
 水 越　彌 生 （刈谷）
　　 山 田　　 治 （春日井）
　　 鈴村 與左衛門 （あま）
　　 川 島　悦 雄 （名古屋中）

　環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 山 田　慎 也 （名古屋栄）
 武 田　昭 俊 （知立）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　　 筒 井　信 之 （名古屋南）
　　 大 矢　裕 慈 （名古屋中）

　　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 鈴 木　岳 嗣 （蒲郡）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
　　 川 西　裕 康 （豊橋東）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 長谷川  周義 （名古屋錦）

国際奉仕委員会
　 ◎※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）  
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 小 川　　 隆 （名古屋栄）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

新世代奉仕委員会
　 ◎※ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 　※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 　※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 石 川　義 典 （安城）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　　 杉 本　知 治 （岡崎）
　　 奥 田　清 仁 （豊田）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 杦 本　哲 一 （江南）
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 青 木　昭 憲 （名古屋葵）
　　 杉 田　　 洋 （豊橋）
 鈴 木　正 敏 （田原）
　　 南 部　　 淳 （岡崎）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須） 
 北　 　登 一 （名古屋南）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
 森 田　勝 己 （三河安城）
　　 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
　　 犬 束　敏 彦 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 伊 藤　　 人 （田原）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　　 鈴 木　隆 太 （豊田）
　　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　謹 一 （あま）
 橋 本　義 紀 （岡崎東）
　　 八 神　　 基 （名古屋栄）
　　 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　　 北 山　健 二 （西尾）
　恒久基金・大口寄付委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 　グローバル補助金委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 神 谷　　 修 （知立）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 石 川　百 代 （豊橋）

　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合） 
 加 藤　浩 一 （犬山）
 渡 辺　　 昇 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

　奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  竹 内　一 郎 （刈谷）

  加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと）
　　 水 野　憲 司 （一宮北）
　　 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）
　　 金 田　英 和 （名古屋東山）
　　 山 本　光 人 （豊橋北）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 大 口　弘 和 （名古屋千種） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 大河内  圭一 （一宮北）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 大 澤　輝 秀 （豊川）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
　　 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 

　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）

 米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　ᩝ᚟ឰᒨ長 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　㖶㙼ឰᒨ 松 前　憲 典 （一宮中央） 
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
   福 田　清 成 （江南）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター(ZCC)
  江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーバンコク
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
地区ローターアクト代表
 山 下　　 裕 （豊田広域ローターアクト）
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ガバナー
 大 澤　輝 秀 （豊川）

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
ⵆ山᝭ᡩឰᒨၻ
 高 村　敦 夫 （東海）
（西尾張分区担当）
ᗢ㱨᝖၇ధ㳠ᣱᩏဨḌధ࿍⢶⬬ၻ᝖၇ឰᒨၻ
 保 浦　文 夫 （名古屋清須）
（東尾張分区担当）
ᵮ大ధᘋ区⸻ጴధ䉜 ⁚ధᎮ≡ⲻ⟨ឰᒨၻ
 高 山　光 雄 （名古屋空港）
（西名古屋分区担当）
⾖⇁᝖၇ឰᒨၻ
 草 野　勝 彦 （名古屋大須）
（東名古屋分区担当）
䉜㛦ᗑధᩏ⋌ᢴ၊ధᮧ久ᙾ㨅ధ೾リೋ೸ラスధ
㓎ጌ㨅ధ㛦ᗑ᝭ᡩధ⪊⯵೑ルー೸ဨḌధ㛦ᗑᡩᏪధ
䉜࿍⢶ᩎ和フೈローシッ೸ឰᒨၻ
 村 橋　泰 志 （名古屋名東）
（東三河分区担当）
クラブ᝖၇ధၻᒨᛚ᫟ధᩝ᚟ឰᒨၻ
 飯 島　 　卓 （蒲郡）
（西三河中分区担当）
新࿍ၔధインターアク೩ధローターアク೩ధ䉜䉣䉖䉋ឰᒨၻ
 堀 川　　 泰 （豊田三好）
（西三河分区担当）
⬬ၻ᝖၇ధ䉜䉍䉍ధ⡏ᛌᄆሥឰᒨၻ
 石 原　健 一 （三河安城）

地区幹事
 岩瀬　淳一郎 （豊川）
地区代表副幹事
 竹 本　尚 美 （豊川）
地区副幹事
 神 谷　親 典 （豊川）
 鈴 木　榮 一 （豊川）
 鳥 居　信 行 （豊川）
 木 下　良 夫 （豊川）
 戸 田　俊 晴 （豊川）
 山 本　信 利 （豊川）

 中 杉　和 雄 （豊川）
地区会計長
 日 比　嘉 男 （豊川）
地区監事
 石 黒　坦 史 （豊川）
地区スタッフ
 森 久　　 宏 （豊川）
 菅 沼　洋 史 （豊川）
 鈴 木　和 夫 （豊川）
 山 脇　善 典 （豊川）
 田 中　寛 孝 （豊川）
 田 中　粋 人 （豊川）
 渡 辺　稔 明 （豊川）
 牧　　 昌 夫 （豊川）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 中 村　泰 隆 （豊川）
 久 具　信 夫 （豊川）

ガバナーエレクト
 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
次期地区幹事
 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）

 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

地区指名委員会
　 ◎ 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ○ 江 崎　柳 節 （小牧）
　  大 島　宏 彦 （名古屋）
　 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 片 山　主 水 （名古屋東南）

地区研修リーダー
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
研修委員会
　 ◎ 鈴 木　孝 則 （あま）
　 ○ 前 田　孝 司 （刈谷）
　 ○ 榊 原　　 肇 （半田南）
 瀧 本　　 守 （尾張中央）
 西 岡　則 男 （一宮中央）
 山 田　晃 司 （瀬戸）
 小 島　啓 治  （春日井）
 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 木 村　高 章 （豊橋北）

地区財務委員会
　 ◎ 藤 井　伸 三 （豊田）
　 ○ 河 村　嘉 男 （小牧）
 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 杉 浦　壽 康 （岡崎）
　 ○ 井 上　 　穂 （豊橋ゴールデン）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手） 
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂） 
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
 早 川　八 郎 （春日井）
 加 藤　知 成 （東知多）

 安 藤　重 良 （名古屋）
 大 野　良 之 （尾張旭）

拡大委員会
　 C 大 島　宏 彦 （名古屋）
　 ◎ 松 尾　隆 徳 （春日井）
　 ○ 北 野　庸 夫 （あま）
 新 美　義 博 （東知多）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）

地区総務委員会
　 ◎ 馬 場　研 治 （名古屋南）
　 ○ 高 井　克 憙 （名古屋栄）  
  江 口　博 寿 （名古屋南）
  市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 ※ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
　 ※ 榊 原　章 夫 （名古屋城北） 

　ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  田 中　粋 人 （豊川）
  尾 関　和 成 （名古屋和合）
  冨 田　佳 央 （豊橋）
  山 口　誠 一 （東知多）
  磯 貝　廣 治 （安城）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
　
　地区規則細則委員会
　 ◎ 榊 原　章 夫 （名古屋城北）
　 ○ 山 田　幹 雄 （名古屋空港）
 小酒井 比呂志 （名古屋名駅）

会員増強リーダー
 山 内　　 登 （尾西）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 太田  宗一郎 （刈谷）
 塚 本　胤 男 （稲沢）
 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン）
 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 竹 内　俊 介   （半田）
 槇 野　智 之  （名古屋和合）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 野々垣　  敬 （名古屋名北）
 山 口　　 眞 （名古屋中）
 木 下　桂 一 （豊田）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 青 木　勇 作 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 藤 原　研 一 （名古屋名北）
　 ○ 井 上　 　穂 （豊橋ゴールデン）
 多 田　通 夫 （名古屋城北） 
 水 野　聖 仁 （小牧）
 糸 井　　 学 （名古屋みなと） 
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
 志 賀　弘 嗣 （蒲郡）
 松 井　　 勇 （豊田）

職業奉仕委員会
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 丹 羽　司 一 （愛知長久手）

 岩 間　俊 夫 （名古屋西）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 佐 藤　正 延 （名古屋守山）
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 村井  總一郎 （豊橋）  
 風 岡　保 広 （春日井）
 大 島　浩 嗣 （名古屋瑞穂）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 渡 邉　一 平 （名古屋中）

社会奉仕委員会
　 ◎ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ○ 深 田　利 幸 （豊田東）
 鈴 木　宏 司 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）  
 川 島　悦 雄 （名古屋中）
 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂） 
 新 沼　　 操 （名古屋大須）
 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
 長谷川　周義 （名古屋錦）
 酒 井　基 裕 （蒲郡）
 藤 野　和 裕 （豊川）
　
　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
 松 本　 　淳 （春日井）
 縣　　 政 行 （豊橋）

環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 伊 藤　一 義 （豊橋東）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
 都 築　義 勝 （豊田東）
 加 藤　卓 秀 （豊橋北）
 大 矢　裕 慈 （名古屋中）
 大 岩　信 子 （半田南）
 岡 嶋　靖 雄 （春日井）
 杉 山　仁 朗 （瀬戸北）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 八 神　　 基 （名古屋栄）
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 神 谷　龍 司 （刈谷）

国際奉仕委員会
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 平 尾　節 子 （瀬戸北）
　 ○ 大 竹　一 義 （瀬戸）
 名倉  裕一朗 （名古屋和合）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 箕 輪　良 孝 （尾張旭）
 三 浦　幸 治 （名古屋栄）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
　 ※ 森　　　  榮 （一宮中央）
　 ※ 篭 橋　美 久 （名古屋中）

　青少年交換委員会
　 ◎ 森　　　  榮 （一宮中央）
　 ○ 村 瀬　竜 雄 （東知多）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
 野村  紀代彦 （刈谷）
 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
 岡 田　雅 隆 （犬山）
 伊 藤　秀 樹 （名古屋中）
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 服 部　雅 紀 （名古屋和合）
 

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）

新世代委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）
　 ◎ 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　 ○ 増 井　洋 生 （小牧）
 沓 名　令 亨 （安城）
 加 藤　康 治 （一宮中央）
 米 山　郁 生 （名古屋名東） 
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 松 坂　良 太 （豊橋）
 串 田　正 克 （名古屋空港）
　 ※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ※ 冨 田　雅 則 （田原）
　 ※ 犬 束　敏 彦 （小牧）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
 服 部　英 男 （岡崎南）
 内 藤　雄 功 （豊川）
 早 川　勝 博 （岡崎）
 谷 川　　 修 （名古屋）
 安 藤　幸 司 （岡崎南）
 石 川　義 典 （安城）
 八 谷　潤 一 （津島）
 中 島　俊 朗 （名古屋空港）

　ローターアクト委員会
　 ◎ 冨 田　雅 則 （田原）
　 ○ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
　 ○ 秋 田　敬 治 （豊田）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
 澤 田　昌 久 （江南）
 山 崎　達 也 （岡崎）
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 高 須　博 久 （豊橋）
 小 澤　幸 男 （名古屋大須）
 長 尾　秀 義 （小牧）
 高 山　光 平 （名古屋葵）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 犬 束　敏 彦 （小牧）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 谷 山　芳 和 （豊田西）
 北　 　登 一 （名古屋南）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須）
 鹿 嶌　敏 昭 （名古屋中）
 稲 垣　良 次 （西尾）
 前 田　佳 男 （半田）
 杉 本　親 保 （東海）

　ⱬ䈼䈼ᗍ全国ＲＡ研修会ᢗ㑳委員会
　ⷴᵰ委員会
　 ◎ 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　 ○ 増 井　洋 生 （小牧）
　 ※ 冨 田　雅 則 （田原）
　 ※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ※ 犬 束　敏 彦 （小牧）
　ⱬ��ᗍ全国ＲＡ研修会 ᢗ㑳委員会
　 ◎ 伊 藤　　 卓 （名古屋熱田ローターアクト）

 
 
 
 

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
（㛦ᗑ᝭ᡩജ䉜࿍⢶ᩎ和フೈローシッ೸ᵕ᫳）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
（ᩏ⋌ᢴ၊ജ೾リೋ೸ラスᵕ᫳）
　 ○ 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
（䉑䉝䉏ജ㛦ᗑᡩᏪᵕ᫳）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
（ᮧ久ᙾ㨅ജ㓎ጌ㨅ᵕ᫳）
　 ○ 柴 田　憲 一 （豊橋東）
（ᩏ⋌ᢴ၊ᵕ᫳）
　 ○ 田 村　幹 洋 （新城）
　 ※ 山 田　　 猛 （江南）
　 ※ 久 野　博 淳 （名古屋東南）
　 ※ 磯 部　　 茂 （一宮）
　 ※ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ※ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ※ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ※ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　
　年次寄付委員会
　 ◎ 山 田　　 猛 （江南）
　 ○ 田 村　幹 洋 （新城）
 中 林　正 人 （名古屋空港）
 加 藤　徳 治 （東海）
 山 田　謹 一 （あま）
 藤 城　民 男 （豊橋ゴールデン）
 塚 本　幸 夫 （刈谷）
　
　恒久基金委員会
　 ◎ 久 野　博 淳 （名古屋東南）
　 ○ 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 伊 奈　一 郎 （常滑）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 磯 部　　 茂 （一宮）
　 ○ 成田  幸太郎 （稲沢）
 山 内　　 登 （尾西）
 佐々木  久直 （一宮）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 大 西　和 夫 （名古屋東山）

　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 松 本　敏 春 （豊田西）
 加 藤　憲 治 （あま）
 髙 村　睦 浩 （知立）
 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
 渡 邊　源 市 （名古屋千種）

　財団奨学委員会
　 ◎ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ○ 大 矢　英 憲 （名古屋昭和） 
 長 江　克 彦 （瀬戸）
 村 上　雅 則 （豊田）
 天 野　 　卓 （西尾）

 石 川　百 代 （豊橋）
 成 田　　 徹 （三河安城）

　研究グループ交換委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）　
　 ○ 髙 橋　秀 治 （犬山）　
  西 川　　 博 （名古屋丸の内） 
 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
 金 井　和 治 （名古屋空港）
　 小早川  慶光 （名古屋東山）
　 原 野　勝 至 （名古屋栄）　
 柏 木　博 喜 （名古屋和合）
　財団学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 梅 村　正 明 （豊田）　
 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
 羽根田  邦彦 （豊田中）
 横山  真喜男 （安城）　　

　ロータリー世界平和フェローシップ
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○ 柴 田　憲 一 （豊橋東）
　 ○ 田 村　幹 洋 （新城）
　 ※ 山 田　　 猛 （江南）
　 ※ 久 野　博 淳 （名古屋東南）
　 ※ 磯 部　　 茂 （一宮）
　 ※ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ※ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ※ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ※ 満 田　　 稔 （豊橋東）

ロータリー財団監査ᬒ
  光 岡　　 朗 （あま）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 ◎ 竹 内　一 郎 （刈谷）
　 ○ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 小 野　文 憲 （岡崎東）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  坂 井　則 夫 （名古屋西）
 鈴 木　和 彦 （あま）

危機管理委員会
　 ◎ 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
　 ○ 高 山　光 雄 （名古屋空港） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 黒 田　勝 基 （高浜）
 森　　　  榮 （一宮中央）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
 大河内  圭一 （一宮北）  
 冨 田　雅 則 （田原）
 犬 束　敏 彦 （小牧）

 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 竹 内　一 郎 （刈谷）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　�（ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 大 澤　輝 秀 （豊川）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
　 （08ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 中 込　清 周 （名古屋名東）
　 （08ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ዣឰᒨ長）
 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 （09ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 神 野　紀 郎 （豊橋）
　 （09ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 黒 谷　尚 弘 （豊橋）
　 （10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒 野 晃太郎 （あま）

米山記念奨学会
　⟨န 加 納　　 泉 （名古屋中）
　ᩝ᚟ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　㖶㙼ឰᒨ 大 澤　輝 秀 （豊川）

恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）

国際ロータリー日本青少年交換委員会
　⬬ᒨ 斎 藤　直 美 （豊田）

ゾーン・チャレンジ・コーディネーター
　（ⱬ䈼೟ーンᵕ᫳）
  江 崎　柳 節 （小牧）

ＲＩ青少年支援グループ 
ⱬ䈼ゾーンコーディネーター
  神 田　　 憲 （名古屋大須）

ロータリーの友地区委員
 藤 井　伸 三 （豊田）

オンツーഃントリオール
 大 澤　輝 秀 （豊川）

地区ローターアクト代表
 河 合　真 樹 （田原ローターアクト）

ガバナー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 山 口　誠 一 （東知多） 
（西尾張分区担当）
 林 　　冏 成 （一宮北）
（東尾張分区担当）
 河 村　金 明 （岩倉）
（西名古屋分区担当）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
（東名古屋分区担当）
 大 口　弘 和 （名古屋千種）
（東三河分区担当）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
（西三河中分区担当）
 横 山　眞 久　 （豊田）
（西三河分区担当）
 細 井　英 治 （安城）

地区幹事
 長谷川  正己 （一宮中央）
地区副幹事
 松 岡　正 浩 （一宮中央）
 小 島　三 男 （一宮中央）
　　 森　  俊一郎 （一宮中央）
 倉 地　伸 幸 （一宮中央）
　　 石 原　稔 久 （一宮中央）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　 鹿 島　兼 一 （一宮中央）
　　 西 岡　則 男 （一宮中央）
地区会計長
 大 森　　 進 （一宮中央）
地区監事
 小野木　  宏 （一宮中央）
地区スタッフ
 加 藤　辰 己 （一宮中央） 
　　 高 井　光 信 （一宮中央） 
　　 猪 子　裕 史 （一宮中央） 
　　 長 橋　國 和 （一宮中央） 
　　 森　　　  眞 （一宮中央） 
　　 谷　　　  進 （一宮中央） 
　　 永 田　　 正 （一宮中央） 

ガバナーエレクト
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
次期地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）

 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 
地区指名委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　  斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

地区研修リーダー
 片 山　主 水 （名古屋東南）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 鈴 木　孝 則 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 小 島　啓 治  （春日井）
 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 小 川　宏 嗣 （犬山） 
 榊 原　　 肇 （半田南）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　　 北 村　隆 子 （名古屋錦）
　　 山 内　　 登 （尾西）

地区財務委員会
　  ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 岩瀬  淳一郎 （豊川）

 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 早 川　八 郎 （春日井）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 鈴 木　吉 男 （津島）
 秋 田　敬 治 （豊田）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）

ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  日 高　啓 治 （東知多）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  尾 関　和 成 （名古屋和合） 
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  田 中　粋 人 （豊川）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  原 田　隆 司 （豊田中）
  磯 貝　廣 治 （安城）
　
会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 青 木　良 浩   （豊橋）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 日 置　教 康 （名古屋栄）
　　 津 坂　守 英 （名古屋城北） 

 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 塚 本　胤 男 （稲沢）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 深 石　公 彦 （岩倉）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種  
 岡 田　邦 義 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 田 中　正 規 （西尾）  
 早 川　八 郎 （春日井）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 場々  大刀雄 （春日井） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂） 
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海） 
　　 細 井　土 夫 （名古屋栄） 
　　 神 谷　　 馨 （豊橋ゴールデン） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ※ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ※ 鈴 木　元 弘 （豊田）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 福 井　　 敬 （豊橋）
 水 越　彌 生 （刈谷）
　　 山 田　　 治 （春日井）
　　 鈴村 與左衛門 （あま）
　　 川 島　悦 雄 （名古屋中）

　環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 山 田　慎 也 （名古屋栄）
 武 田　昭 俊 （知立）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　　 筒 井　信 之 （名古屋南）
　　 大 矢　裕 慈 （名古屋中）

　　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 鈴 木　岳 嗣 （蒲郡）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
　　 川 西　裕 康 （豊橋東）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 長谷川  周義 （名古屋錦）

国際奉仕委員会
　 ◎※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）  
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 小 川　　 隆 （名古屋栄）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

新世代奉仕委員会
　 ◎※ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 　※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 　※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 石 川　義 典 （安城）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　　 杉 本　知 治 （岡崎）
　　 奥 田　清 仁 （豊田）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 杦 本　哲 一 （江南）
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 青 木　昭 憲 （名古屋葵）
　　 杉 田　　 洋 （豊橋）
 鈴 木　正 敏 （田原）
　　 南 部　　 淳 （岡崎）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須） 
 北　 　登 一 （名古屋南）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
 森 田　勝 己 （三河安城）
　　 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
　　 犬 束　敏 彦 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 伊 藤　　 人 （田原）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　　 鈴 木　隆 太 （豊田）
　　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　謹 一 （あま）
 橋 本　義 紀 （岡崎東）
　　 八 神　　 基 （名古屋栄）
　　 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　　 北 山　健 二 （西尾）
　恒久基金・大口寄付委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 　グローバル補助金委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 神 谷　　 修 （知立）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 石 川　百 代 （豊橋）

　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合） 
 加 藤　浩 一 （犬山）
 渡 辺　　 昇 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

　奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  竹 内　一 郎 （刈谷）

  加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと）
　　 水 野　憲 司 （一宮北）
　　 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）
　　 金 田　英 和 （名古屋東山）
　　 山 本　光 人 （豊橋北）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 大 口　弘 和 （名古屋千種） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 大河内  圭一 （一宮北）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 大 澤　輝 秀 （豊川）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
　　 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 

　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）

 米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　ᩝ᚟ឰᒨ長 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　㖶㙼ឰᒨ 松 前　憲 典 （一宮中央） 
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
   福 田　清 成 （江南）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター(ZCC)
  江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーバンコク
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
地区ローターアクト代表
 山 下　　 裕 （豊田広域ローターアクト）

 

ガバナー
 大 澤　輝 秀 （豊川）

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
ⵆ山᝭ᡩឰᒨၻ
 高 村　敦 夫 （東海）
（西尾張分区担当）
ᗢ㱨᝖၇ధ㳠ᣱᩏဨḌధ࿍⢶⬬ၻ᝖၇ឰᒨၻ
 保 浦　文 夫 （名古屋清須）
（東尾張分区担当）
ᵮ大ధᘋ区⸻ጴధ䉜 ⁚ధᎮ≡ⲻ⟨ឰᒨၻ
 高 山　光 雄 （名古屋空港）
（西名古屋分区担当）
⾖⇁᝖၇ឰᒨၻ
 草 野　勝 彦 （名古屋大須）
（東名古屋分区担当）
䉜㛦ᗑధᩏ⋌ᢴ၊ధᮧ久ᙾ㨅ధ೾リೋ೸ラスధ
㓎ጌ㨅ధ㛦ᗑ᝭ᡩధ⪊⯵೑ルー೸ဨḌధ㛦ᗑᡩᏪధ
䉜࿍⢶ᩎ和フೈローシッ೸ឰᒨၻ
 村 橋　泰 志 （名古屋名東）
（東三河分区担当）
クラブ᝖၇ధၻᒨᛚ᫟ధᩝ᚟ឰᒨၻ
 飯 島　 　卓 （蒲郡）
（西三河中分区担当）
新࿍ၔధインターアク೩ధローターアク೩ధ䉜䉣䉖䉋ឰᒨၻ
 堀 川　　 泰 （豊田三好）
（西三河分区担当）
⬬ၻ᝖၇ధ䉜䉍䉍ధ⡏ᛌᄆሥឰᒨၻ
 石 原　健 一 （三河安城）

地区幹事
 岩瀬　淳一郎 （豊川）
地区代表副幹事
 竹 本　尚 美 （豊川）
地区副幹事
 神 谷　親 典 （豊川）
 鈴 木　榮 一 （豊川）
 鳥 居　信 行 （豊川）
 木 下　良 夫 （豊川）
 戸 田　俊 晴 （豊川）
 山 本　信 利 （豊川）

 中 杉　和 雄 （豊川）
地区会計長
 日 比　嘉 男 （豊川）
地区監事
 石 黒　坦 史 （豊川）
地区スタッフ
 森 久　　 宏 （豊川）
 菅 沼　洋 史 （豊川）
 鈴 木　和 夫 （豊川）
 山 脇　善 典 （豊川）
 田 中　寛 孝 （豊川）
 田 中　粋 人 （豊川）
 渡 辺　稔 明 （豊川）
 牧　　 昌 夫 （豊川）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 中 村　泰 隆 （豊川）
 久 具　信 夫 （豊川）

ガバナーエレクト
 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
次期地区幹事
 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）

 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

地区指名委員会
　 ◎ 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ○ 江 崎　柳 節 （小牧）
　  大 島　宏 彦 （名古屋）
　 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 片 山　主 水 （名古屋東南）

地区研修リーダー
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
研修委員会
　 ◎ 鈴 木　孝 則 （あま）
　 ○ 前 田　孝 司 （刈谷）
　 ○ 榊 原　　 肇 （半田南）
 瀧 本　　 守 （尾張中央）
 西 岡　則 男 （一宮中央）
 山 田　晃 司 （瀬戸）
 小 島　啓 治  （春日井）
 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 木 村　高 章 （豊橋北）

地区財務委員会
　 ◎ 藤 井　伸 三 （豊田）
　 ○ 河 村　嘉 男 （小牧）
 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 杉 浦　壽 康 （岡崎）
　 ○ 井 上　 　穂 （豊橋ゴールデン）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手） 
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂） 
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
 早 川　八 郎 （春日井）
 加 藤　知 成 （東知多）

 安 藤　重 良 （名古屋）
 大 野　良 之 （尾張旭）

拡大委員会
　 C 大 島　宏 彦 （名古屋）
　 ◎ 松 尾　隆 徳 （春日井）
　 ○ 北 野　庸 夫 （あま）
 新 美　義 博 （東知多）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）

地区総務委員会
　 ◎ 馬 場　研 治 （名古屋南）
　 ○ 高 井　克 憙 （名古屋栄）  
  江 口　博 寿 （名古屋南）
  市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 ※ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
　 ※ 榊 原　章 夫 （名古屋城北） 

　ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  田 中　粋 人 （豊川）
  尾 関　和 成 （名古屋和合）
  冨 田　佳 央 （豊橋）
  山 口　誠 一 （東知多）
  磯 貝　廣 治 （安城）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
　
　地区規則細則委員会
　 ◎ 榊 原　章 夫 （名古屋城北）
　 ○ 山 田　幹 雄 （名古屋空港）
 小酒井 比呂志 （名古屋名駅）

会員増強リーダー
 山 内　　 登 （尾西）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 太田  宗一郎 （刈谷）
 塚 本　胤 男 （稲沢）
 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン）
 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 竹 内　俊 介   （半田）
 槇 野　智 之  （名古屋和合）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 野々垣　  敬 （名古屋名北）
 山 口　　 眞 （名古屋中）
 木 下　桂 一 （豊田）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 青 木　勇 作 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 藤 原　研 一 （名古屋名北）
　 ○ 井 上　 　穂 （豊橋ゴールデン）
 多 田　通 夫 （名古屋城北） 
 水 野　聖 仁 （小牧）
 糸 井　　 学 （名古屋みなと） 
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
 志 賀　弘 嗣 （蒲郡）
 松 井　　 勇 （豊田）

職業奉仕委員会
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 丹 羽　司 一 （愛知長久手）

 岩 間　俊 夫 （名古屋西）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 佐 藤　正 延 （名古屋守山）
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 村井  總一郎 （豊橋）  
 風 岡　保 広 （春日井）
 大 島　浩 嗣 （名古屋瑞穂）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 渡 邉　一 平 （名古屋中）

社会奉仕委員会
　 ◎ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ○ 深 田　利 幸 （豊田東）
 鈴 木　宏 司 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）  
 川 島　悦 雄 （名古屋中）
 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂） 
 新 沼　　 操 （名古屋大須）
 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
 長谷川　周義 （名古屋錦）
 酒 井　基 裕 （蒲郡）
 藤 野　和 裕 （豊川）
　
　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
 松 本　 　淳 （春日井）
 縣　　 政 行 （豊橋）

環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 伊 藤　一 義 （豊橋東）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
 都 築　義 勝 （豊田東）
 加 藤　卓 秀 （豊橋北）
 大 矢　裕 慈 （名古屋中）
 大 岩　信 子 （半田南）
 岡 嶋　靖 雄 （春日井）
 杉 山　仁 朗 （瀬戸北）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 八 神　　 基 （名古屋栄）
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 神 谷　龍 司 （刈谷）

国際奉仕委員会
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 平 尾　節 子 （瀬戸北）
　 ○ 大 竹　一 義 （瀬戸）
 名倉  裕一朗 （名古屋和合）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 箕 輪　良 孝 （尾張旭）
 三 浦　幸 治 （名古屋栄）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
　 ※ 森　　　  榮 （一宮中央）
　 ※ 篭 橋　美 久 （名古屋中）

　青少年交換委員会
　 ◎ 森　　　  榮 （一宮中央）
　 ○ 村 瀬　竜 雄 （東知多）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
 野村  紀代彦 （刈谷）
 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
 岡 田　雅 隆 （犬山）
 伊 藤　秀 樹 （名古屋中）
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 服 部　雅 紀 （名古屋和合）
 

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）

新世代委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）
　 ◎ 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　 ○ 増 井　洋 生 （小牧）
 沓 名　令 亨 （安城）
 加 藤　康 治 （一宮中央）
 米 山　郁 生 （名古屋名東） 
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 松 坂　良 太 （豊橋）
 串 田　正 克 （名古屋空港）
　 ※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ※ 冨 田　雅 則 （田原）
　 ※ 犬 束　敏 彦 （小牧）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
 服 部　英 男 （岡崎南）
 内 藤　雄 功 （豊川）
 早 川　勝 博 （岡崎）
 谷 川　　 修 （名古屋）
 安 藤　幸 司 （岡崎南）
 石 川　義 典 （安城）
 八 谷　潤 一 （津島）
 中 島　俊 朗 （名古屋空港）

　ローターアクト委員会
　 ◎ 冨 田　雅 則 （田原）
　 ○ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
　 ○ 秋 田　敬 治 （豊田）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
 澤 田　昌 久 （江南）
 山 崎　達 也 （岡崎）
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 高 須　博 久 （豊橋）
 小 澤　幸 男 （名古屋大須）
 長 尾　秀 義 （小牧）
 高 山　光 平 （名古屋葵）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 犬 束　敏 彦 （小牧）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 谷 山　芳 和 （豊田西）
 北　 　登 一 （名古屋南）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須）
 鹿 嶌　敏 昭 （名古屋中）
 稲 垣　良 次 （西尾）
 前 田　佳 男 （半田）
 杉 本　親 保 （東海）

　ⱬ䈼䈼ᗍ全国ＲＡ研修会ᢗ㑳委員会
　ⷴᵰ委員会
　 ◎ 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　 ○ 増 井　洋 生 （小牧）
　 ※ 冨 田　雅 則 （田原）
　 ※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ※ 犬 束　敏 彦 （小牧）
　ⱬ��ᗍ全国ＲＡ研修会 ᢗ㑳委員会
　 ◎ 伊 藤　　 卓 （名古屋熱田ローターアクト）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
（㛦ᗑ᝭ᡩജ䉜࿍⢶ᩎ和フೈローシッ೸ᵕ᫳）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
（ᩏ⋌ᢴ၊ജ೾リೋ೸ラスᵕ᫳）
　 ○ 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
（䉑䉝䉏ജ㛦ᗑᡩᏪᵕ᫳）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
（ᮧ久ᙾ㨅ജ㓎ጌ㨅ᵕ᫳）
　 ○ 柴 田　憲 一 （豊橋東）
（ᩏ⋌ᢴ၊ᵕ᫳）
　 ○ 田 村　幹 洋 （新城）
　 ※ 山 田　　 猛 （江南）
　 ※ 久 野　博 淳 （名古屋東南）
　 ※ 磯 部　　 茂 （一宮）
　 ※ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ※ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ※ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ※ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　
　年次寄付委員会
　 ◎ 山 田　　 猛 （江南）
　 ○ 田 村　幹 洋 （新城）
 中 林　正 人 （名古屋空港）
 加 藤　徳 治 （東海）
 山 田　謹 一 （あま）
 藤 城　民 男 （豊橋ゴールデン）
 塚 本　幸 夫 （刈谷）
　
　恒久基金委員会
　 ◎ 久 野　博 淳 （名古屋東南）
　 ○ 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 伊 奈　一 郎 （常滑）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 磯 部　　 茂 （一宮）
　 ○ 成田  幸太郎 （稲沢）
 山 内　　 登 （尾西）
 佐々木  久直 （一宮）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 大 西　和 夫 （名古屋東山）

　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 松 本　敏 春 （豊田西）
 加 藤　憲 治 （あま）
 髙 村　睦 浩 （知立）
 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
 渡 邊　源 市 （名古屋千種）

　財団奨学委員会
　 ◎ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ○ 大 矢　英 憲 （名古屋昭和） 
 長 江　克 彦 （瀬戸）
 村 上　雅 則 （豊田）
 天 野　 　卓 （西尾）

 石 川　百 代 （豊橋）
 成 田　　 徹 （三河安城）

　研究グループ交換委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）　
　 ○ 髙 橋　秀 治 （犬山）　
  西 川　　 博 （名古屋丸の内） 
 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
 金 井　和 治 （名古屋空港）
　 小早川  慶光 （名古屋東山）
　 原 野　勝 至 （名古屋栄）　
 柏 木　博 喜 （名古屋和合）
　財団学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 梅 村　正 明 （豊田）　
 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
 羽根田  邦彦 （豊田中）
 横山  真喜男 （安城）　　

　ロータリー世界平和フェローシップ
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○ 柴 田　憲 一 （豊橋東）
　 ○ 田 村　幹 洋 （新城）
　 ※ 山 田　　 猛 （江南）
　 ※ 久 野　博 淳 （名古屋東南）
　 ※ 磯 部　　 茂 （一宮）
　 ※ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ※ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ※ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ※ 満 田　　 稔 （豊橋東）

ロータリー財団監査ᬒ
  光 岡　　 朗 （あま）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 ◎ 竹 内　一 郎 （刈谷）
　 ○ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 小 野　文 憲 （岡崎東）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  坂 井　則 夫 （名古屋西）
 鈴 木　和 彦 （あま）

危機管理委員会
　 ◎ 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
　 ○ 高 山　光 雄 （名古屋空港） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 黒 田　勝 基 （高浜）
 森　　　  榮 （一宮中央）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
 大河内  圭一 （一宮北）  
 冨 田　雅 則 （田原）
 犬 束　敏 彦 （小牧）

 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 竹 内　一 郎 （刈谷）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　�（ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 大 澤　輝 秀 （豊川）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
　 （08ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 中 込　清 周 （名古屋名東）
　 （08ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ዣឰᒨ長）
 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 （09ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 神 野　紀 郎 （豊橋）
　 （09ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 黒 谷　尚 弘 （豊橋）
　 （10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒 野 晃太郎 （あま）

米山記念奨学会
　⟨န 加 納　　 泉 （名古屋中）
　ᩝ᚟ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　㖶㙼ឰᒨ 大 澤　輝 秀 （豊川）

恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）

国際ロータリー日本青少年交換委員会
　⬬ᒨ 斎 藤　直 美 （豊田）

ゾーン・チャレンジ・コーディネーター
　（ⱬ䈼೟ーンᵕ᫳）
  江 崎　柳 節 （小牧）

ＲＩ青少年支援グループ 
ⱬ䈼ゾーンコーディネーター
  神 田　　 憲 （名古屋大須）

ロータリーの友地区委員
 藤 井　伸 三 （豊田）

オンツーഃントリオール
 大 澤　輝 秀 （豊川）

地区ローターアクト代表
 河 合　真 樹 （田原ローターアクト）

ガバナー
 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 寺 田　　 諭 （大府） 
（西尾張分区担当）
 高 木　輝 和 （津島）

（東尾張分区担当）
 杉 山　仁 朗 （瀬戸北）
（西名古屋分区担当）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）
（東名古屋分区担当）
 遠 藤　友 彦 （名古屋名北）
（東三河分区担当）
 鈴 木　茂 久 （豊橋北）

（西三河中分区担当）
 杉 田　雄 男　 （岡崎東）
（西三河分区担当）
 尾 﨑　隆 爾 （西尾）

地区幹事
 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

●2010 年度

地区副幹事
 川 口　喜 朗 （名古屋北）
 岡 部　 （名古屋北）
　　 尾 関　孝 英 （名古屋北）
 田 中　正 樹 （名古屋北）
　　 伊 藤　満 琉 （名古屋北）
　　 矢 形　修 己 （名古屋北）
　　 柴 田　幸 男 （名古屋北）
　　 加 藤　和 彦 （名古屋北）
地区会計長
 上 田　圭 　 （名古屋北）
地区監事
 中 川　正 美 （名古屋北）
地区スタッフ
 江 崎　武 人 （名古屋北）
　　 古 橋　　 茂 （名古屋北）
　　 安 部　隆 俊 （名古屋北）
　　 杉 浦　秀 一 （名古屋北）
　　 青 木　秀 人 （名古屋北）
　　 伴 野　友 昭 （名古屋北）
　　 石 濱　人 樹 （名古屋北） 

ガバナーエレクト
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
次期地区幹事
 長谷川　正己 （一宮中央）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  

地区指名委員会
　 ◎ 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ○ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　  髙 橋　治 朗 （名古屋西）
　 斎 藤　直 美 （豊田）
 大 澤　輝 秀 （豊川）

地区研修リーダー
 江 崎　柳 節 （小牧）
研修委員会
　 ◎ 榊 原　　 肇 （半田南）
　 ○ 小 島　啓 治  （春日井）
　 ○ 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 伊 藤　英 毅 （あま）
 五 藤　隆 夫 （小牧）
 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 津 川　聖 子 （名古屋名東）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 岡本　 戡 紘 （刈谷）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 鈴 木　孝 則 （あま）

地区財務委員会
　  ◎ 河 村　嘉 男 （小牧）
　 ○ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 早 川　八 郎 （春日井）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 大 野　良 之 （尾張旭）
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
 村井  總一郎 （豊橋）
 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）

拡大委員会
　 C 大 島　宏 彦 （名古屋）
　 ◎ 杉 浦　壽 康 （岡崎）
　 ○ 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）
 山 本　郁 矢 （名古屋名南）

地区総務委員会
　 ◎ 馬 場　研 治 （名古屋南）
　 ○ 高 井　克 憙 （名古屋栄）  
  江 口　博 寿 （名古屋南）
  橋 本　義 紀 （岡崎東）
　 ※ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ※ 榊 原　章 夫 （名古屋城北）

　ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  田 中　粋 人 （豊川）
  尾 関　和 成 （名古屋和合）
  山 本　光 伸 （豊橋）
  山 口　誠 一 （東知多）
  磯 貝　廣 治 （安城）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  市 川　幾 雄 （岡崎東）
　
　規則細則委員会
　 ◎ 榊 原　章 夫 （名古屋城北）
　 ○ 山 田　幹 雄 （名古屋空港）

会員増強リーダー
 山 内　　 登 （尾西）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 竹 内　俊 介   （半田）  
 塚 本　胤 男 （稲沢）
 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
 光 岡　新 吾  （豊田）
 槇 野　智 之  （名古屋和合）
 澤 田　文 雄 （豊田東）
　　 谷 口　伸 夫 （尾張旭）
　　 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 深 津　幸 雄 （岡崎東）
　　 津 田　鎭 輔 （刈谷）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 野々垣　  敬 （名古屋名北）
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 岡 田　邦 義 （岡崎）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
 木 下　桂 一 （豊田）
 佐久間  武美 （豊橋北）
　　 伊 東　良 夫 （半田）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種）
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 堀 尾　明 史 （尾張中央）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 藤 原　研 一 （名古屋名北）
　 ○ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
 糸 井　　 学 （名古屋みなと） 
 水 野　聖 仁 （小牧）
 多 田　通 夫 （名古屋城北）
 清 水　敏 光 （蒲郡）
 梅 村　昌 孝 （名古屋瑞穂）
　　 田 中　暉 登 （岡崎城南）
 
職業奉仕委員会
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 風 岡　保 広 （春日井）
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 渡 邉　一 平 （名古屋中）
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂）

社会奉仕委員会
　 ◎ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ○ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
 浅 原　光 男 （名古屋南） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）
 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂） 
 新 沼　　 操 （名古屋大須）
 長谷川  周義 （名古屋錦）
 藤 野　和 裕 （豊川）
 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 水 越　彌 生 （刈谷）
 藤田  喜一郎 （蒲郡）
 鈴村 與左衛門 （あま）
　
　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
 福 井　　 敬 （豊橋）
 松 本　 　淳 （春日井）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）

環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 伊 藤　一 義 （豊橋東）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 岡 嶋　靖 雄 （春日井）
 加 藤　卓 秀 （豊橋北）
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山） 
 大 岩　信 子 （半田南）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）

 古 井　弘 二 （豊田西）
 八 神　　 基 （名古屋栄）
 大 矢　裕 慈 （名古屋中）
 富 田　清 治 （三河安城）

国際奉仕委員会
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 箕 輪　良 孝 （尾張旭）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 三 浦　幸 治 （名古屋栄）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 平 尾　節 子 （瀬戸北）
　 ※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）
 鈴 木　宏 司 （半田南）
 平 野　正 美 （名古屋東）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 名倉  裕一朗 （名古屋和合）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）

新世代委員会
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央）
　 ◎ 増 井　洋 生 （小牧）
　 ○ 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
 加 藤　康 治 （一宮中央）
 松 坂　良 太 （豊橋）
 串 田　正 克 （名古屋空港） 
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
　 ※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ※ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
　 ※ 犬 束　敏 彦 （小牧）
　 ※ 森　　　  榮 （一宮中央）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 服 部　英 男 （岡崎南）
 石 川　義 典 （安城）
 早 川　勝 博 （岡崎）
 谷 川　　 修 （名古屋）
 小 出　直 弘 （豊橋）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 稲 垣　宏 高 （津島）
　　 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
　 ○ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 長 尾　秀 義 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
 山 崎　達 也 （岡崎）
 中 村　陽 公 （名古屋北）
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 鈴 木　正 敏 （豊橋）
　　 兼 子　直 久 （豊橋）
　　　 杦 本　哲 一 （江南）
 野 村　尚 史 （名古屋葵）
　

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 犬 束　敏 彦 （小牧）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 谷 山　芳 和 （豊田西）
 北　 　登 一 （名古屋南）
 鹿 嶌　敏 昭 （名古屋中）
 小 澤　幸 男 （名古屋大須）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 杉 本　親 保 （東海）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 森　　　  榮 （一宮中央）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン） 
 服 部　雅 紀 （名古屋和合）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○　 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○※ 山 田　　 猛 （江南）
　 ○※ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○※ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○※ 大 西　和 夫 （名古屋東山）
　 ○※ 石 川　昌 和 （豊橋南）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 山 田　　 猛 （江南）
　 ○ 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
 中 林　正 人 （名古屋空港）
 山 田　謹 一 （あま）
 藤 城　民 男 （豊橋ゴールデン）
 加 藤　憲 治 （あま）
 久 米　博 明 （刈谷）
 伊 奈　一 郎 （常滑）
　
　補助金委員会
　　グローバル補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 柴 田　憲 一 （豊橋東）  
 石 川　百 代 （豊橋）
　　 金 井　和 治 （名古屋空港）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 古 橋　武 之 （中部名古屋みらい）
　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 寺 西　　 正 （名古屋錦）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　 ○ 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　　 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 横山  真喜男 （安城）
　　 倉 地　伸 幸 （一宮中央）

　財団プログラム委員会
　奨学金委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ◎ ミカエル カルマノ （名古屋東）  
　 ○ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　　 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　　 田 村　幹 洋 （新城）
　　 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 村 上　雅 則 （豊田）
　　 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 髙 橋　秀 治 （犬山）
　　 西 川　　 博 （名古屋丸の内） 
 原 野　勝 至 （名古屋栄）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 大 西　和 夫 （名古屋東山）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 磯 部　　 茂 （一宮）
 佐々木  久直 （一宮）
 山 内　　 登 （尾西）
 横 井　　 定 （稲沢）
　
　世界平和フェローシップ
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ※ 山 田　　 猛 （江南）
　 ※ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ※ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ※ 大 西　和 夫 （名古屋東山）
　 ※ 矢 形　修 己 （名古屋北）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 ◎ 竹 内　一 郎 （刈谷）
　 ○ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  杉 浦　正 典 （豊田）
 加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）

危機管理委員会
　 ◎ 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
　 ○ 杉 山　仁 朗 （瀬戸北）  
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 黒 田　勝 基 （高浜）
 森　　　  榮 （一宮中央）
 増 井　洋 生 （小牧）
 大河内  圭一 （一宮北）  
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
 犬 束　敏 彦 （小牧）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 竹 内　一 郎 （刈谷）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 高 山　光 雄 （名古屋空港）
 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　�（ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

 長谷川  正己 （一宮中央）
　�（09ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 神 野　紀 郎 （豊橋）
　�（09ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 黒 谷　尚 弘 （豊橋）
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 （10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）

米山記念奨学会
　⟨န 加 納　　 泉 （名古屋中）
　ᩝ᚟ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 大 澤　輝 秀 （豊川）　
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⬬ᒨ 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）

ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター（ZCC）
  江 崎　柳 節 （小牧）
ＲＩ研修リーダー（R,7/）
  江 崎　柳 節 （小牧）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツー೬ആーオリン೛
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
地区ローターアクト代表
 猪 子　知 里 （一宮ローターアクト）

 

ガバナー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 山 口　誠 一 （東知多） 
（西尾張分区担当）
 林 　　冏 成 （一宮北）
（東尾張分区担当）
 河 村　金 明 （岩倉）
（西名古屋分区担当）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
（東名古屋分区担当）
 大 口　弘 和 （名古屋千種）
（東三河分区担当）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
（西三河中分区担当）
 横 山　眞 久　 （豊田）
（西三河分区担当）
 細 井　英 治 （安城）

地区幹事
 長谷川  正己 （一宮中央）
地区副幹事
 松 岡　正 浩 （一宮中央）
 小 島　三 男 （一宮中央）
　　 森　  俊一郎 （一宮中央）
 倉 地　伸 幸 （一宮中央）
　　 石 原　稔 久 （一宮中央）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　 鹿 島　兼 一 （一宮中央）
　　 西 岡　則 男 （一宮中央）
地区会計長
 大 森　　 進 （一宮中央）
地区監事
 小野木　  宏 （一宮中央）
地区スタッフ
 加 藤　辰 己 （一宮中央） 
　　 高 井　光 信 （一宮中央） 
　　 猪 子　裕 史 （一宮中央） 
　　 長 橋　國 和 （一宮中央） 
　　 森　　　  眞 （一宮中央） 
　　 谷　　　  進 （一宮中央） 
　　 永 田　　 正 （一宮中央） 

ガバナーエレクト
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
次期地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）

 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 
地区指名委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　  斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

地区研修リーダー
 片 山　主 水 （名古屋東南）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 鈴 木　孝 則 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 小 島　啓 治  （春日井）
 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 小 川　宏 嗣 （犬山） 
 榊 原　　 肇 （半田南）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　　 北 村　隆 子 （名古屋錦）
　　 山 内　　 登 （尾西）

地区財務委員会
　  ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 岩瀬  淳一郎 （豊川）

 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 早 川　八 郎 （春日井）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 鈴 木　吉 男 （津島）
 秋 田　敬 治 （豊田）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）

ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  日 高　啓 治 （東知多）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  尾 関　和 成 （名古屋和合） 
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  田 中　粋 人 （豊川）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  原 田　隆 司 （豊田中）
  磯 貝　廣 治 （安城）
　
会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 青 木　良 浩   （豊橋）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 日 置　教 康 （名古屋栄）
　　 津 坂　守 英 （名古屋城北） 

 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 塚 本　胤 男 （稲沢）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 深 石　公 彦 （岩倉）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種  
 岡 田　邦 義 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 田 中　正 規 （西尾）  
 早 川　八 郎 （春日井）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 場々  大刀雄 （春日井） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂） 
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海） 
　　 細 井　土 夫 （名古屋栄） 
　　 神 谷　　 馨 （豊橋ゴールデン） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ※ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ※ 鈴 木　元 弘 （豊田）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 福 井　　 敬 （豊橋）
 水 越　彌 生 （刈谷）
　　 山 田　　 治 （春日井）
　　 鈴村 與左衛門 （あま）
　　 川 島　悦 雄 （名古屋中）

　環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 山 田　慎 也 （名古屋栄）
 武 田　昭 俊 （知立）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　　 筒 井　信 之 （名古屋南）
　　 大 矢　裕 慈 （名古屋中）

　　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 鈴 木　岳 嗣 （蒲郡）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
　　 川 西　裕 康 （豊橋東）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 長谷川  周義 （名古屋錦）

国際奉仕委員会
　 ◎※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）  
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 小 川　　 隆 （名古屋栄）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

新世代奉仕委員会
　 ◎※ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 　※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 　※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 石 川　義 典 （安城）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　　 杉 本　知 治 （岡崎）
　　 奥 田　清 仁 （豊田）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 杦 本　哲 一 （江南）
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 青 木　昭 憲 （名古屋葵）
　　 杉 田　　 洋 （豊橋）
 鈴 木　正 敏 （田原）
　　 南 部　　 淳 （岡崎）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須） 
 北　 　登 一 （名古屋南）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
 森 田　勝 己 （三河安城）
　　 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
　　 犬 束　敏 彦 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 伊 藤　　 人 （田原）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　　 鈴 木　隆 太 （豊田）
　　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　謹 一 （あま）
 橋 本　義 紀 （岡崎東）
　　 八 神　　 基 （名古屋栄）
　　 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　　 北 山　健 二 （西尾）
　恒久基金・大口寄付委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 　グローバル補助金委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 神 谷　　 修 （知立）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 石 川　百 代 （豊橋）

　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合） 
 加 藤　浩 一 （犬山）
 渡 辺　　 昇 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

　奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  竹 内　一 郎 （刈谷）

  加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと）
　　 水 野　憲 司 （一宮北）
　　 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）
　　 金 田　英 和 （名古屋東山）
　　 山 本　光 人 （豊橋北）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 大 口　弘 和 （名古屋千種） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 大河内  圭一 （一宮北）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 大 澤　輝 秀 （豊川）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
　　 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 

　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）

 米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　ᩝ᚟ឰᒨ長 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　㖶㙼ឰᒨ 松 前　憲 典 （一宮中央） 
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
   福 田　清 成 （江南）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター(ZCC)
  江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーバンコク
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
地区ローターアクト代表
 山 下　　 裕 （豊田広域ローターアクト）
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委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

ガバナー
 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 寺 田　　 諭 （大府） 
（西尾張分区担当）
 高 木　輝 和 （津島）

（東尾張分区担当）
 杉 山　仁 朗 （瀬戸北）
（西名古屋分区担当）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）
（東名古屋分区担当）
 遠 藤　友 彦 （名古屋名北）
（東三河分区担当）
 鈴 木　茂 久 （豊橋北）

（西三河中分区担当）
 杉 田　雄 男　 （岡崎東）
（西三河分区担当）
 尾 﨑　隆 爾 （西尾）

地区幹事
 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

地区副幹事
 川 口　喜 朗 （名古屋北）
 岡 部　 （名古屋北）
　　 尾 関　孝 英 （名古屋北）
 田 中　正 樹 （名古屋北）
　　 伊 藤　満 琉 （名古屋北）
　　 矢 形　修 己 （名古屋北）
　　 柴 田　幸 男 （名古屋北）
　　 加 藤　和 彦 （名古屋北）
地区会計長
 上 田　圭 　 （名古屋北）
地区監事
 中 川　正 美 （名古屋北）
地区スタッフ
 江 崎　武 人 （名古屋北）
　　 古 橋　　 茂 （名古屋北）
　　 安 部　隆 俊 （名古屋北）
　　 杉 浦　秀 一 （名古屋北）
　　 青 木　秀 人 （名古屋北）
　　 伴 野　友 昭 （名古屋北）
　　 石 濱　人 樹 （名古屋北） 

ガバナーエレクト
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
次期地区幹事
 長谷川　正己 （一宮中央）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  

地区指名委員会
　 ◎ 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ○ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　  髙 橋　治 朗 （名古屋西）
　 斎 藤　直 美 （豊田）
 大 澤　輝 秀 （豊川）

地区研修リーダー
 江 崎　柳 節 （小牧）
研修委員会
　 ◎ 榊 原　　 肇 （半田南）
　 ○ 小 島　啓 治  （春日井）
　 ○ 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 伊 藤　英 毅 （あま）
 五 藤　隆 夫 （小牧）
 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 津 川　聖 子 （名古屋名東）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 岡本　 戡 紘 （刈谷）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 鈴 木　孝 則 （あま）

地区財務委員会
　  ◎ 河 村　嘉 男 （小牧）
　 ○ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 早 川　八 郎 （春日井）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 大 野　良 之 （尾張旭）
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
 村井  總一郎 （豊橋）
 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）

拡大委員会
　 C 大 島　宏 彦 （名古屋）
　 ◎ 杉 浦　壽 康 （岡崎）
　 ○ 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）
 山 本　郁 矢 （名古屋名南）

地区総務委員会
　 ◎ 馬 場　研 治 （名古屋南）
　 ○ 高 井　克 憙 （名古屋栄）  
  江 口　博 寿 （名古屋南）
  橋 本　義 紀 （岡崎東）
　 ※ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ※ 榊 原　章 夫 （名古屋城北）

　ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  田 中　粋 人 （豊川）
  尾 関　和 成 （名古屋和合）
  山 本　光 伸 （豊橋）
  山 口　誠 一 （東知多）
  磯 貝　廣 治 （安城）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  市 川　幾 雄 （岡崎東）
　
　規則細則委員会
　 ◎ 榊 原　章 夫 （名古屋城北）
　 ○ 山 田　幹 雄 （名古屋空港）

会員増強リーダー
 山 内　　 登 （尾西）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 竹 内　俊 介   （半田）  
 塚 本　胤 男 （稲沢）
 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
 光 岡　新 吾  （豊田）
 槇 野　智 之  （名古屋和合）
 澤 田　文 雄 （豊田東）
　　 谷 口　伸 夫 （尾張旭）
　　 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 深 津　幸 雄 （岡崎東）
　　 津 田　鎭 輔 （刈谷）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 野々垣　  敬 （名古屋名北）
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 岡 田　邦 義 （岡崎）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
 木 下　桂 一 （豊田）
 佐久間  武美 （豊橋北）
　　 伊 東　良 夫 （半田）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種）
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 堀 尾　明 史 （尾張中央）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 藤 原　研 一 （名古屋名北）
　 ○ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
 糸 井　　 学 （名古屋みなと） 
 水 野　聖 仁 （小牧）
 多 田　通 夫 （名古屋城北）
 清 水　敏 光 （蒲郡）
 梅 村　昌 孝 （名古屋瑞穂）
　　 田 中　暉 登 （岡崎城南）
 
職業奉仕委員会
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 風 岡　保 広 （春日井）
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 渡 邉　一 平 （名古屋中）
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂）

社会奉仕委員会
　 ◎ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ○ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
 浅 原　光 男 （名古屋南） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）
 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂） 
 新 沼　　 操 （名古屋大須）
 長谷川  周義 （名古屋錦）
 藤 野　和 裕 （豊川）
 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 水 越　彌 生 （刈谷）
 藤田  喜一郎 （蒲郡）
 鈴村 與左衛門 （あま）
　
　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
 福 井　　 敬 （豊橋）
 松 本　 　淳 （春日井）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）

環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 伊 藤　一 義 （豊橋東）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 岡 嶋　靖 雄 （春日井）
 加 藤　卓 秀 （豊橋北）
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山） 
 大 岩　信 子 （半田南）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）

 古 井　弘 二 （豊田西）
 八 神　　 基 （名古屋栄）
 大 矢　裕 慈 （名古屋中）
 富 田　清 治 （三河安城）

国際奉仕委員会
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 箕 輪　良 孝 （尾張旭）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 三 浦　幸 治 （名古屋栄）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 平 尾　節 子 （瀬戸北）
　 ※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）
 鈴 木　宏 司 （半田南）
 平 野　正 美 （名古屋東）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 名倉  裕一朗 （名古屋和合）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）

新世代委員会
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央）
　 ◎ 増 井　洋 生 （小牧）
　 ○ 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
 加 藤　康 治 （一宮中央）
 松 坂　良 太 （豊橋）
 串 田　正 克 （名古屋空港） 
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
　 ※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ※ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
　 ※ 犬 束　敏 彦 （小牧）
　 ※ 森　　　  榮 （一宮中央）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 服 部　英 男 （岡崎南）
 石 川　義 典 （安城）
 早 川　勝 博 （岡崎）
 谷 川　　 修 （名古屋）
 小 出　直 弘 （豊橋）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 稲 垣　宏 高 （津島）
　　 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
　 ○ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 長 尾　秀 義 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
 山 崎　達 也 （岡崎）
 中 村　陽 公 （名古屋北）
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 鈴 木　正 敏 （豊橋）
　　 兼 子　直 久 （豊橋）
　　　 杦 本　哲 一 （江南）
 野 村　尚 史 （名古屋葵）
　

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 犬 束　敏 彦 （小牧）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 谷 山　芳 和 （豊田西）
 北　 　登 一 （名古屋南）
 鹿 嶌　敏 昭 （名古屋中）
 小 澤　幸 男 （名古屋大須）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 杉 本　親 保 （東海）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 森　　　  榮 （一宮中央）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン） 
 服 部　雅 紀 （名古屋和合）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○　 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○※ 山 田　　 猛 （江南）
　 ○※ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○※ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○※ 大 西　和 夫 （名古屋東山）
　 ○※ 石 川　昌 和 （豊橋南）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 山 田　　 猛 （江南）
　 ○ 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
 中 林　正 人 （名古屋空港）
 山 田　謹 一 （あま）
 藤 城　民 男 （豊橋ゴールデン）
 加 藤　憲 治 （あま）
 久 米　博 明 （刈谷）
 伊 奈　一 郎 （常滑）
　
　補助金委員会
　　グローバル補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 柴 田　憲 一 （豊橋東）  
 石 川　百 代 （豊橋）
　　 金 井　和 治 （名古屋空港）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 古 橋　武 之 （中部名古屋みらい）
　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 寺 西　　 正 （名古屋錦）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　 ○ 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　　 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 横山  真喜男 （安城）
　　 倉 地　伸 幸 （一宮中央）

　財団プログラム委員会
　奨学金委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ◎ ミカエル カルマノ （名古屋東）  
　 ○ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　　 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　　 田 村　幹 洋 （新城）
　　 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 村 上　雅 則 （豊田）
　　 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 髙 橋　秀 治 （犬山）
　　 西 川　　 博 （名古屋丸の内） 
 原 野　勝 至 （名古屋栄）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 大 西　和 夫 （名古屋東山）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 磯 部　　 茂 （一宮）
 佐々木  久直 （一宮）
 山 内　　 登 （尾西）
 横 井　　 定 （稲沢）
　
　世界平和フェローシップ
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ※ 山 田　　 猛 （江南）
　 ※ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ※ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ※ 大 西　和 夫 （名古屋東山）
　 ※ 矢 形　修 己 （名古屋北）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 ◎ 竹 内　一 郎 （刈谷）
　 ○ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  杉 浦　正 典 （豊田）
 加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）

危機管理委員会
　 ◎ 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
　 ○ 杉 山　仁 朗 （瀬戸北）  
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 黒 田　勝 基 （高浜）
 森　　　  榮 （一宮中央）
 増 井　洋 生 （小牧）
 大河内  圭一 （一宮北）  
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
 犬 束　敏 彦 （小牧）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 竹 内　一 郎 （刈谷）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 高 山　光 雄 （名古屋空港）
 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　�（ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

 長谷川  正己 （一宮中央）
　�（09ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 神 野　紀 郎 （豊橋）
　�（09ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 黒 谷　尚 弘 （豊橋）
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 （10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）

米山記念奨学会
　⟨န 加 納　　 泉 （名古屋中）
　ᩝ᚟ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 大 澤　輝 秀 （豊川）　
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⬬ᒨ 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）

ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター（ZCC）
  江 崎　柳 節 （小牧）
ＲＩ研修リーダー（R,7/）
  江 崎　柳 節 （小牧）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツー೬ആーオリン೛
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
地区ローターアクト代表
 猪 子　知 里 （一宮ローターアクト）

 

ガバナー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 山 口　誠 一 （東知多） 
（西尾張分区担当）
 林 　　冏 成 （一宮北）
（東尾張分区担当）
 河 村　金 明 （岩倉）
（西名古屋分区担当）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
（東名古屋分区担当）
 大 口　弘 和 （名古屋千種）
（東三河分区担当）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
（西三河中分区担当）
 横 山　眞 久　 （豊田）
（西三河分区担当）
 細 井　英 治 （安城）

地区幹事
 長谷川  正己 （一宮中央）
地区副幹事
 松 岡　正 浩 （一宮中央）
 小 島　三 男 （一宮中央）
　　 森　  俊一郎 （一宮中央）
 倉 地　伸 幸 （一宮中央）
　　 石 原　稔 久 （一宮中央）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　 鹿 島　兼 一 （一宮中央）
　　 西 岡　則 男 （一宮中央）
地区会計長
 大 森　　 進 （一宮中央）
地区監事
 小野木　  宏 （一宮中央）
地区スタッフ
 加 藤　辰 己 （一宮中央） 
　　 高 井　光 信 （一宮中央） 
　　 猪 子　裕 史 （一宮中央） 
　　 長 橋　國 和 （一宮中央） 
　　 森　　　  眞 （一宮中央） 
　　 谷　　　  進 （一宮中央） 
　　 永 田　　 正 （一宮中央） 

ガバナーエレクト
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
次期地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）

 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 
地区指名委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　  斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

地区研修リーダー
 片 山　主 水 （名古屋東南）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 鈴 木　孝 則 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 小 島　啓 治  （春日井）
 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 小 川　宏 嗣 （犬山） 
 榊 原　　 肇 （半田南）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　　 北 村　隆 子 （名古屋錦）
　　 山 内　　 登 （尾西）

地区財務委員会
　  ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 岩瀬  淳一郎 （豊川）

 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 早 川　八 郎 （春日井）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 鈴 木　吉 男 （津島）
 秋 田　敬 治 （豊田）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）

ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  日 高　啓 治 （東知多）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  尾 関　和 成 （名古屋和合） 
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  田 中　粋 人 （豊川）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  原 田　隆 司 （豊田中）
  磯 貝　廣 治 （安城）
　
会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 青 木　良 浩   （豊橋）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 日 置　教 康 （名古屋栄）
　　 津 坂　守 英 （名古屋城北） 

 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 塚 本　胤 男 （稲沢）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 深 石　公 彦 （岩倉）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種  
 岡 田　邦 義 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 田 中　正 規 （西尾）  
 早 川　八 郎 （春日井）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 場々  大刀雄 （春日井） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂） 
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海） 
　　 細 井　土 夫 （名古屋栄） 
　　 神 谷　　 馨 （豊橋ゴールデン） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ※ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ※ 鈴 木　元 弘 （豊田）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 福 井　　 敬 （豊橋）
 水 越　彌 生 （刈谷）
　　 山 田　　 治 （春日井）
　　 鈴村 與左衛門 （あま）
　　 川 島　悦 雄 （名古屋中）

　環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 山 田　慎 也 （名古屋栄）
 武 田　昭 俊 （知立）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　　 筒 井　信 之 （名古屋南）
　　 大 矢　裕 慈 （名古屋中）

　　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 鈴 木　岳 嗣 （蒲郡）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
　　 川 西　裕 康 （豊橋東）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 長谷川  周義 （名古屋錦）

国際奉仕委員会
　 ◎※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）  
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 小 川　　 隆 （名古屋栄）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

新世代奉仕委員会
　 ◎※ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 　※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 　※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 石 川　義 典 （安城）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　　 杉 本　知 治 （岡崎）
　　 奥 田　清 仁 （豊田）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 杦 本　哲 一 （江南）
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 青 木　昭 憲 （名古屋葵）
　　 杉 田　　 洋 （豊橋）
 鈴 木　正 敏 （田原）
　　 南 部　　 淳 （岡崎）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須） 
 北　 　登 一 （名古屋南）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
 森 田　勝 己 （三河安城）
　　 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
　　 犬 束　敏 彦 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 伊 藤　　 人 （田原）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　　 鈴 木　隆 太 （豊田）
　　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　謹 一 （あま）
 橋 本　義 紀 （岡崎東）
　　 八 神　　 基 （名古屋栄）
　　 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　　 北 山　健 二 （西尾）
　恒久基金・大口寄付委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 　グローバル補助金委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 神 谷　　 修 （知立）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 石 川　百 代 （豊橋）

　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合） 
 加 藤　浩 一 （犬山）
 渡 辺　　 昇 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

　奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  竹 内　一 郎 （刈谷）

  加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと）
　　 水 野　憲 司 （一宮北）
　　 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）
　　 金 田　英 和 （名古屋東山）
　　 山 本　光 人 （豊橋北）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 大 口　弘 和 （名古屋千種） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 大河内  圭一 （一宮北）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 大 澤　輝 秀 （豊川）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
　　 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 

　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）

 米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　ᩝ᚟ឰᒨ長 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　㖶㙼ឰᒨ 松 前　憲 典 （一宮中央） 
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
   福 田　清 成 （江南）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター(ZCC)
  江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーバンコク
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
地区ローターアクト代表
 山 下　　 裕 （豊田広域ローターアクト）

 

ガバナー
 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 寺 田　　 諭 （大府） 
（西尾張分区担当）
 高 木　輝 和 （津島）

（東尾張分区担当）
 杉 山　仁 朗 （瀬戸北）
（西名古屋分区担当）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）
（東名古屋分区担当）
 遠 藤　友 彦 （名古屋名北）
（東三河分区担当）
 鈴 木　茂 久 （豊橋北）

（西三河中分区担当）
 杉 田　雄 男　 （岡崎東）
（西三河分区担当）
 尾 﨑　隆 爾 （西尾）

地区幹事
 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

地区副幹事
 川 口　喜 朗 （名古屋北）
 岡 部　 （名古屋北）
　　 尾 関　孝 英 （名古屋北）
 田 中　正 樹 （名古屋北）
　　 伊 藤　満 琉 （名古屋北）
　　 矢 形　修 己 （名古屋北）
　　 柴 田　幸 男 （名古屋北）
　　 加 藤　和 彦 （名古屋北）
地区会計長
 上 田　圭 　 （名古屋北）
地区監事
 中 川　正 美 （名古屋北）
地区スタッフ
 江 崎　武 人 （名古屋北）
　　 古 橋　　 茂 （名古屋北）
　　 安 部　隆 俊 （名古屋北）
　　 杉 浦　秀 一 （名古屋北）
　　 青 木　秀 人 （名古屋北）
　　 伴 野　友 昭 （名古屋北）
　　 石 濱　人 樹 （名古屋北） 

ガバナーエレクト
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
次期地区幹事
 長谷川　正己 （一宮中央）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  

地区指名委員会
　 ◎ 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ○ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　  髙 橋　治 朗 （名古屋西）
　 斎 藤　直 美 （豊田）
 大 澤　輝 秀 （豊川）

地区研修リーダー
 江 崎　柳 節 （小牧）
研修委員会
　 ◎ 榊 原　　 肇 （半田南）
　 ○ 小 島　啓 治  （春日井）
　 ○ 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 伊 藤　英 毅 （あま）
 五 藤　隆 夫 （小牧）
 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 津 川　聖 子 （名古屋名東）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 岡本　 戡 紘 （刈谷）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 鈴 木　孝 則 （あま）

地区財務委員会
　  ◎ 河 村　嘉 男 （小牧）
　 ○ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 早 川　八 郎 （春日井）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 大 野　良 之 （尾張旭）
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
 村井  總一郎 （豊橋）
 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）

拡大委員会
　 C 大 島　宏 彦 （名古屋）
　 ◎ 杉 浦　壽 康 （岡崎）
　 ○ 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）
 山 本　郁 矢 （名古屋名南）

地区総務委員会
　 ◎ 馬 場　研 治 （名古屋南）
　 ○ 高 井　克 憙 （名古屋栄）  
  江 口　博 寿 （名古屋南）
  橋 本　義 紀 （岡崎東）
　 ※ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ※ 榊 原　章 夫 （名古屋城北）

　ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  田 中　粋 人 （豊川）
  尾 関　和 成 （名古屋和合）
  山 本　光 伸 （豊橋）
  山 口　誠 一 （東知多）
  磯 貝　廣 治 （安城）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  市 川　幾 雄 （岡崎東）
　
　規則細則委員会
　 ◎ 榊 原　章 夫 （名古屋城北）
　 ○ 山 田　幹 雄 （名古屋空港）

会員増強リーダー
 山 内　　 登 （尾西）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 竹 内　俊 介   （半田）  
 塚 本　胤 男 （稲沢）
 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
 光 岡　新 吾  （豊田）
 槇 野　智 之  （名古屋和合）
 澤 田　文 雄 （豊田東）
　　 谷 口　伸 夫 （尾張旭）
　　 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 深 津　幸 雄 （岡崎東）
　　 津 田　鎭 輔 （刈谷）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 野々垣　  敬 （名古屋名北）
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 岡 田　邦 義 （岡崎）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
 木 下　桂 一 （豊田）
 佐久間  武美 （豊橋北）
　　 伊 東　良 夫 （半田）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種）
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 堀 尾　明 史 （尾張中央）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 藤 原　研 一 （名古屋名北）
　 ○ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
 糸 井　　 学 （名古屋みなと） 
 水 野　聖 仁 （小牧）
 多 田　通 夫 （名古屋城北）
 清 水　敏 光 （蒲郡）
 梅 村　昌 孝 （名古屋瑞穂）
　　 田 中　暉 登 （岡崎城南）
 
職業奉仕委員会
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 風 岡　保 広 （春日井）
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 渡 邉　一 平 （名古屋中）
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂）

社会奉仕委員会
　 ◎ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ○ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
 浅 原　光 男 （名古屋南） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）
 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂） 
 新 沼　　 操 （名古屋大須）
 長谷川  周義 （名古屋錦）
 藤 野　和 裕 （豊川）
 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 水 越　彌 生 （刈谷）
 藤田  喜一郎 （蒲郡）
 鈴村 與左衛門 （あま）
　
　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
 福 井　　 敬 （豊橋）
 松 本　 　淳 （春日井）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）

環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 伊 藤　一 義 （豊橋東）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 岡 嶋　靖 雄 （春日井）
 加 藤　卓 秀 （豊橋北）
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山） 
 大 岩　信 子 （半田南）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）

 古 井　弘 二 （豊田西）
 八 神　　 基 （名古屋栄）
 大 矢　裕 慈 （名古屋中）
 富 田　清 治 （三河安城）

国際奉仕委員会
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 箕 輪　良 孝 （尾張旭）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 三 浦　幸 治 （名古屋栄）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 平 尾　節 子 （瀬戸北）
　 ※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）
 鈴 木　宏 司 （半田南）
 平 野　正 美 （名古屋東）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 名倉  裕一朗 （名古屋和合）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）

新世代委員会
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央）
　 ◎ 増 井　洋 生 （小牧）
　 ○ 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
 加 藤　康 治 （一宮中央）
 松 坂　良 太 （豊橋）
 串 田　正 克 （名古屋空港） 
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
　 ※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ※ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
　 ※ 犬 束　敏 彦 （小牧）
　 ※ 森　　　  榮 （一宮中央）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 服 部　英 男 （岡崎南）
 石 川　義 典 （安城）
 早 川　勝 博 （岡崎）
 谷 川　　 修 （名古屋）
 小 出　直 弘 （豊橋）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 稲 垣　宏 高 （津島）
　　 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
　 ○ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 長 尾　秀 義 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
 山 崎　達 也 （岡崎）
 中 村　陽 公 （名古屋北）
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 鈴 木　正 敏 （豊橋）
　　 兼 子　直 久 （豊橋）
　　　 杦 本　哲 一 （江南）
 野 村　尚 史 （名古屋葵）
　

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 犬 束　敏 彦 （小牧）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 谷 山　芳 和 （豊田西）
 北　 　登 一 （名古屋南）
 鹿 嶌　敏 昭 （名古屋中）
 小 澤　幸 男 （名古屋大須）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 杉 本　親 保 （東海）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 森　　　  榮 （一宮中央）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン） 
 服 部　雅 紀 （名古屋和合）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○　 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○※ 山 田　　 猛 （江南）
　 ○※ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○※ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○※ 大 西　和 夫 （名古屋東山）
　 ○※ 石 川　昌 和 （豊橋南）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 山 田　　 猛 （江南）
　 ○ 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
 中 林　正 人 （名古屋空港）
 山 田　謹 一 （あま）
 藤 城　民 男 （豊橋ゴールデン）
 加 藤　憲 治 （あま）
 久 米　博 明 （刈谷）
 伊 奈　一 郎 （常滑）
　
　補助金委員会
　　グローバル補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 柴 田　憲 一 （豊橋東）  
 石 川　百 代 （豊橋）
　　 金 井　和 治 （名古屋空港）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 古 橋　武 之 （中部名古屋みらい）
　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 寺 西　　 正 （名古屋錦）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　 ○ 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　　 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 横山  真喜男 （安城）
　　 倉 地　伸 幸 （一宮中央）

　財団プログラム委員会
　奨学金委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ◎ ミカエル カルマノ （名古屋東）  
　 ○ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　　 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　　 田 村　幹 洋 （新城）
　　 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 村 上　雅 則 （豊田）
　　 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 髙 橋　秀 治 （犬山）
　　 西 川　　 博 （名古屋丸の内） 
 原 野　勝 至 （名古屋栄）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 大 西　和 夫 （名古屋東山）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 磯 部　　 茂 （一宮）
 佐々木  久直 （一宮）
 山 内　　 登 （尾西）
 横 井　　 定 （稲沢）
　
　世界平和フェローシップ
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ※ 山 田　　 猛 （江南）
　 ※ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ※ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ※ 大 西　和 夫 （名古屋東山）
　 ※ 矢 形　修 己 （名古屋北）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 ◎ 竹 内　一 郎 （刈谷）
　 ○ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  杉 浦　正 典 （豊田）
 加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）

危機管理委員会
　 ◎ 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
　 ○ 杉 山　仁 朗 （瀬戸北）  
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 黒 田　勝 基 （高浜）
 森　　　  榮 （一宮中央）
 増 井　洋 生 （小牧）
 大河内  圭一 （一宮北）  
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
 犬 束　敏 彦 （小牧）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 竹 内　一 郎 （刈谷）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 高 山　光 雄 （名古屋空港）
 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　�（ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

 長谷川  正己 （一宮中央）
　�（09ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 神 野　紀 郎 （豊橋）
　�（09ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 黒 谷　尚 弘 （豊橋）
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 （10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）

米山記念奨学会
　⟨န 加 納　　 泉 （名古屋中）
　ᩝ᚟ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 大 澤　輝 秀 （豊川）　
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⬬ᒨ 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）

ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター（ZCC）
  江 崎　柳 節 （小牧）
ＲＩ研修リーダー（R,7/）
  江 崎　柳 節 （小牧）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツー೬ആーオリン೛
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
地区ローターアクト代表
 猪 子　知 里 （一宮ローターアクト）

 

ガバナー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 山 口　誠 一 （東知多） 
（西尾張分区担当）
 林 　　冏 成 （一宮北）
（東尾張分区担当）
 河 村　金 明 （岩倉）
（西名古屋分区担当）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
（東名古屋分区担当）
 大 口　弘 和 （名古屋千種）
（東三河分区担当）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
（西三河中分区担当）
 横 山　眞 久　 （豊田）
（西三河分区担当）
 細 井　英 治 （安城）

地区幹事
 長谷川  正己 （一宮中央）
地区副幹事
 松 岡　正 浩 （一宮中央）
 小 島　三 男 （一宮中央）
　　 森　  俊一郎 （一宮中央）
 倉 地　伸 幸 （一宮中央）
　　 石 原　稔 久 （一宮中央）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　 鹿 島　兼 一 （一宮中央）
　　 西 岡　則 男 （一宮中央）
地区会計長
 大 森　　 進 （一宮中央）
地区監事
 小野木　  宏 （一宮中央）
地区スタッフ
 加 藤　辰 己 （一宮中央） 
　　 高 井　光 信 （一宮中央） 
　　 猪 子　裕 史 （一宮中央） 
　　 長 橋　國 和 （一宮中央） 
　　 森　　　  眞 （一宮中央） 
　　 谷　　　  進 （一宮中央） 
　　 永 田　　 正 （一宮中央） 

ガバナーエレクト
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
次期地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）

 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 
地区指名委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　  斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

地区研修リーダー
 片 山　主 水 （名古屋東南）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 鈴 木　孝 則 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 小 島　啓 治  （春日井）
 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 小 川　宏 嗣 （犬山） 
 榊 原　　 肇 （半田南）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　　 北 村　隆 子 （名古屋錦）
　　 山 内　　 登 （尾西）

地区財務委員会
　  ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 岩瀬  淳一郎 （豊川）

 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 早 川　八 郎 （春日井）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 鈴 木　吉 男 （津島）
 秋 田　敬 治 （豊田）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）

ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  日 高　啓 治 （東知多）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  尾 関　和 成 （名古屋和合） 
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  田 中　粋 人 （豊川）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  原 田　隆 司 （豊田中）
  磯 貝　廣 治 （安城）
　
会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 青 木　良 浩   （豊橋）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 日 置　教 康 （名古屋栄）
　　 津 坂　守 英 （名古屋城北） 

 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 塚 本　胤 男 （稲沢）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 深 石　公 彦 （岩倉）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種  
 岡 田　邦 義 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 田 中　正 規 （西尾）  
 早 川　八 郎 （春日井）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 場々  大刀雄 （春日井） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂） 
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海） 
　　 細 井　土 夫 （名古屋栄） 
　　 神 谷　　 馨 （豊橋ゴールデン） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ※ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ※ 鈴 木　元 弘 （豊田）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 福 井　　 敬 （豊橋）
 水 越　彌 生 （刈谷）
　　 山 田　　 治 （春日井）
　　 鈴村 與左衛門 （あま）
　　 川 島　悦 雄 （名古屋中）

　環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 山 田　慎 也 （名古屋栄）
 武 田　昭 俊 （知立）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　　 筒 井　信 之 （名古屋南）
　　 大 矢　裕 慈 （名古屋中）

　　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 鈴 木　岳 嗣 （蒲郡）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
　　 川 西　裕 康 （豊橋東）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 長谷川  周義 （名古屋錦）

国際奉仕委員会
　 ◎※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）  
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 小 川　　 隆 （名古屋栄）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

新世代奉仕委員会
　 ◎※ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 　※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 　※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 石 川　義 典 （安城）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　　 杉 本　知 治 （岡崎）
　　 奥 田　清 仁 （豊田）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 杦 本　哲 一 （江南）
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 青 木　昭 憲 （名古屋葵）
　　 杉 田　　 洋 （豊橋）
 鈴 木　正 敏 （田原）
　　 南 部　　 淳 （岡崎）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須） 
 北　 　登 一 （名古屋南）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
 森 田　勝 己 （三河安城）
　　 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
　　 犬 束　敏 彦 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 伊 藤　　 人 （田原）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　　 鈴 木　隆 太 （豊田）
　　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　謹 一 （あま）
 橋 本　義 紀 （岡崎東）
　　 八 神　　 基 （名古屋栄）
　　 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　　 北 山　健 二 （西尾）
　恒久基金・大口寄付委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 　グローバル補助金委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 神 谷　　 修 （知立）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 石 川　百 代 （豊橋）

　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合） 
 加 藤　浩 一 （犬山）
 渡 辺　　 昇 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

　奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  竹 内　一 郎 （刈谷）

  加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと）
　　 水 野　憲 司 （一宮北）
　　 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）
　　 金 田　英 和 （名古屋東山）
　　 山 本　光 人 （豊橋北）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 大 口　弘 和 （名古屋千種） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 大河内  圭一 （一宮北）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 大 澤　輝 秀 （豊川）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
　　 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 

　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）

 米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　ᩝ᚟ឰᒨ長 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　㖶㙼ឰᒨ 松 前　憲 典 （一宮中央） 
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
   福 田　清 成 （江南）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター(ZCC)
  江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーバンコク
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
地区ローターアクト代表
 山 下　　 裕 （豊田広域ローターアクト）
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ガバナー
 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 寺 田　　 諭 （大府） 
（西尾張分区担当）
 高 木　輝 和 （津島）

（東尾張分区担当）
 杉 山　仁 朗 （瀬戸北）
（西名古屋分区担当）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）
（東名古屋分区担当）
 遠 藤　友 彦 （名古屋名北）
（東三河分区担当）
 鈴 木　茂 久 （豊橋北）

（西三河中分区担当）
 杉 田　雄 男　 （岡崎東）
（西三河分区担当）
 尾 﨑　隆 爾 （西尾）

地区幹事
 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

地区副幹事
 川 口　喜 朗 （名古屋北）
 岡 部　 （名古屋北）
　　 尾 関　孝 英 （名古屋北）
 田 中　正 樹 （名古屋北）
　　 伊 藤　満 琉 （名古屋北）
　　 矢 形　修 己 （名古屋北）
　　 柴 田　幸 男 （名古屋北）
　　 加 藤　和 彦 （名古屋北）
地区会計長
 上 田　圭 　 （名古屋北）
地区監事
 中 川　正 美 （名古屋北）
地区スタッフ
 江 崎　武 人 （名古屋北）
　　 古 橋　　 茂 （名古屋北）
　　 安 部　隆 俊 （名古屋北）
　　 杉 浦　秀 一 （名古屋北）
　　 青 木　秀 人 （名古屋北）
　　 伴 野　友 昭 （名古屋北）
　　 石 濱　人 樹 （名古屋北） 

ガバナーエレクト
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
次期地区幹事
 長谷川　正己 （一宮中央）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  

地区指名委員会
　 ◎ 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ○ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　  髙 橋　治 朗 （名古屋西）
　 斎 藤　直 美 （豊田）
 大 澤　輝 秀 （豊川）

地区研修リーダー
 江 崎　柳 節 （小牧）
研修委員会
　 ◎ 榊 原　　 肇 （半田南）
　 ○ 小 島　啓 治  （春日井）
　 ○ 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 伊 藤　英 毅 （あま）
 五 藤　隆 夫 （小牧）
 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 津 川　聖 子 （名古屋名東）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 岡本　 戡 紘 （刈谷）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 鈴 木　孝 則 （あま）

地区財務委員会
　  ◎ 河 村　嘉 男 （小牧）
　 ○ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 早 川　八 郎 （春日井）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 大 野　良 之 （尾張旭）
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
 村井  總一郎 （豊橋）
 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）

拡大委員会
　 C 大 島　宏 彦 （名古屋）
　 ◎ 杉 浦　壽 康 （岡崎）
　 ○ 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）
 山 本　郁 矢 （名古屋名南）

地区総務委員会
　 ◎ 馬 場　研 治 （名古屋南）
　 ○ 高 井　克 憙 （名古屋栄）  
  江 口　博 寿 （名古屋南）
  橋 本　義 紀 （岡崎東）
　 ※ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ※ 榊 原　章 夫 （名古屋城北）

　ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  田 中　粋 人 （豊川）
  尾 関　和 成 （名古屋和合）
  山 本　光 伸 （豊橋）
  山 口　誠 一 （東知多）
  磯 貝　廣 治 （安城）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  市 川　幾 雄 （岡崎東）
　
　規則細則委員会
　 ◎ 榊 原　章 夫 （名古屋城北）
　 ○ 山 田　幹 雄 （名古屋空港）

会員増強リーダー
 山 内　　 登 （尾西）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 竹 内　俊 介   （半田）  
 塚 本　胤 男 （稲沢）
 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
 光 岡　新 吾  （豊田）
 槇 野　智 之  （名古屋和合）
 澤 田　文 雄 （豊田東）
　　 谷 口　伸 夫 （尾張旭）
　　 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 深 津　幸 雄 （岡崎東）
　　 津 田　鎭 輔 （刈谷）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 野々垣　  敬 （名古屋名北）
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 岡 田　邦 義 （岡崎）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
 木 下　桂 一 （豊田）
 佐久間  武美 （豊橋北）
　　 伊 東　良 夫 （半田）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種）
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 堀 尾　明 史 （尾張中央）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 藤 原　研 一 （名古屋名北）
　 ○ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
 糸 井　　 学 （名古屋みなと） 
 水 野　聖 仁 （小牧）
 多 田　通 夫 （名古屋城北）
 清 水　敏 光 （蒲郡）
 梅 村　昌 孝 （名古屋瑞穂）
　　 田 中　暉 登 （岡崎城南）
 
職業奉仕委員会
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 風 岡　保 広 （春日井）
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 渡 邉　一 平 （名古屋中）
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂）

社会奉仕委員会
　 ◎ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ○ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
 浅 原　光 男 （名古屋南） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）
 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂） 
 新 沼　　 操 （名古屋大須）
 長谷川  周義 （名古屋錦）
 藤 野　和 裕 （豊川）
 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 水 越　彌 生 （刈谷）
 藤田  喜一郎 （蒲郡）
 鈴村 與左衛門 （あま）
　
　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
 福 井　　 敬 （豊橋）
 松 本　 　淳 （春日井）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）

環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 伊 藤　一 義 （豊橋東）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 岡 嶋　靖 雄 （春日井）
 加 藤　卓 秀 （豊橋北）
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山） 
 大 岩　信 子 （半田南）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）

 古 井　弘 二 （豊田西）
 八 神　　 基 （名古屋栄）
 大 矢　裕 慈 （名古屋中）
 富 田　清 治 （三河安城）

国際奉仕委員会
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 箕 輪　良 孝 （尾張旭）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 三 浦　幸 治 （名古屋栄）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 平 尾　節 子 （瀬戸北）
　 ※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）
 鈴 木　宏 司 （半田南）
 平 野　正 美 （名古屋東）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 名倉  裕一朗 （名古屋和合）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）

新世代委員会
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央）
　 ◎ 増 井　洋 生 （小牧）
　 ○ 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
 加 藤　康 治 （一宮中央）
 松 坂　良 太 （豊橋）
 串 田　正 克 （名古屋空港） 
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
　 ※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ※ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
　 ※ 犬 束　敏 彦 （小牧）
　 ※ 森　　　  榮 （一宮中央）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 服 部　英 男 （岡崎南）
 石 川　義 典 （安城）
 早 川　勝 博 （岡崎）
 谷 川　　 修 （名古屋）
 小 出　直 弘 （豊橋）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 稲 垣　宏 高 （津島）
　　 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
　 ○ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 長 尾　秀 義 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
 山 崎　達 也 （岡崎）
 中 村　陽 公 （名古屋北）
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 鈴 木　正 敏 （豊橋）
　　 兼 子　直 久 （豊橋）
　　　 杦 本　哲 一 （江南）
 野 村　尚 史 （名古屋葵）
　

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 犬 束　敏 彦 （小牧）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 谷 山　芳 和 （豊田西）
 北　 　登 一 （名古屋南）
 鹿 嶌　敏 昭 （名古屋中）
 小 澤　幸 男 （名古屋大須）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 杉 本　親 保 （東海）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 森　　　  榮 （一宮中央）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン） 
 服 部　雅 紀 （名古屋和合）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○　 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○※ 山 田　　 猛 （江南）
　 ○※ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○※ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○※ 大 西　和 夫 （名古屋東山）
　 ○※ 石 川　昌 和 （豊橋南）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 山 田　　 猛 （江南）
　 ○ 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
 中 林　正 人 （名古屋空港）
 山 田　謹 一 （あま）
 藤 城　民 男 （豊橋ゴールデン）
 加 藤　憲 治 （あま）
 久 米　博 明 （刈谷）
 伊 奈　一 郎 （常滑）
　
　補助金委員会
　　グローバル補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 柴 田　憲 一 （豊橋東）  
 石 川　百 代 （豊橋）
　　 金 井　和 治 （名古屋空港）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 古 橋　武 之 （中部名古屋みらい）
　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 寺 西　　 正 （名古屋錦）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　 ○ 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　　 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 横山  真喜男 （安城）
　　 倉 地　伸 幸 （一宮中央）

　財団プログラム委員会
　奨学金委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ◎ ミカエル カルマノ （名古屋東）  
　 ○ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　　 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　　 田 村　幹 洋 （新城）
　　 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 村 上　雅 則 （豊田）
　　 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 髙 橋　秀 治 （犬山）
　　 西 川　　 博 （名古屋丸の内） 
 原 野　勝 至 （名古屋栄）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 大 西　和 夫 （名古屋東山）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 磯 部　　 茂 （一宮）
 佐々木  久直 （一宮）
 山 内　　 登 （尾西）
 横 井　　 定 （稲沢）
　
　世界平和フェローシップ
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ※ 山 田　　 猛 （江南）
　 ※ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ※ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ※ 大 西　和 夫 （名古屋東山）
　 ※ 矢 形　修 己 （名古屋北）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 ◎ 竹 内　一 郎 （刈谷）
　 ○ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  杉 浦　正 典 （豊田）
 加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）

危機管理委員会
　 ◎ 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
　 ○ 杉 山　仁 朗 （瀬戸北）  
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 黒 田　勝 基 （高浜）
 森　　　  榮 （一宮中央）
 増 井　洋 生 （小牧）
 大河内  圭一 （一宮北）  
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
 犬 束　敏 彦 （小牧）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 竹 内　一 郎 （刈谷）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 高 山　光 雄 （名古屋空港）
 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　�（ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

 長谷川  正己 （一宮中央）
　�（09ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 神 野　紀 郎 （豊橋）
　�（09ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 黒 谷　尚 弘 （豊橋）
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 （10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）

米山記念奨学会
　⟨န 加 納　　 泉 （名古屋中）
　ᩝ᚟ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 大 澤　輝 秀 （豊川）　
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⬬ᒨ 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）

ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター（ZCC）
  江 崎　柳 節 （小牧）
ＲＩ研修リーダー（R,7/）
  江 崎　柳 節 （小牧）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツー೬ആーオリン೛
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
地区ローターアクト代表
 猪 子　知 里 （一宮ローターアクト）

 

ガバナー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 山 口　誠 一 （東知多） 
（西尾張分区担当）
 林 　　冏 成 （一宮北）
（東尾張分区担当）
 河 村　金 明 （岩倉）
（西名古屋分区担当）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
（東名古屋分区担当）
 大 口　弘 和 （名古屋千種）
（東三河分区担当）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
（西三河中分区担当）
 横 山　眞 久　 （豊田）
（西三河分区担当）
 細 井　英 治 （安城）

地区幹事
 長谷川  正己 （一宮中央）
地区副幹事
 松 岡　正 浩 （一宮中央）
 小 島　三 男 （一宮中央）
　　 森　  俊一郎 （一宮中央）
 倉 地　伸 幸 （一宮中央）
　　 石 原　稔 久 （一宮中央）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　 鹿 島　兼 一 （一宮中央）
　　 西 岡　則 男 （一宮中央）
地区会計長
 大 森　　 進 （一宮中央）
地区監事
 小野木　  宏 （一宮中央）
地区スタッフ
 加 藤　辰 己 （一宮中央） 
　　 高 井　光 信 （一宮中央） 
　　 猪 子　裕 史 （一宮中央） 
　　 長 橋　國 和 （一宮中央） 
　　 森　　　  眞 （一宮中央） 
　　 谷　　　  進 （一宮中央） 
　　 永 田　　 正 （一宮中央） 

ガバナーエレクト
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
次期地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）

 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 
地区指名委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　  斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

地区研修リーダー
 片 山　主 水 （名古屋東南）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 鈴 木　孝 則 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 小 島　啓 治  （春日井）
 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 小 川　宏 嗣 （犬山） 
 榊 原　　 肇 （半田南）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　　 北 村　隆 子 （名古屋錦）
　　 山 内　　 登 （尾西）

地区財務委員会
　  ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 岩瀬  淳一郎 （豊川）

 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 早 川　八 郎 （春日井）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 鈴 木　吉 男 （津島）
 秋 田　敬 治 （豊田）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）

ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  日 高　啓 治 （東知多）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  尾 関　和 成 （名古屋和合） 
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  田 中　粋 人 （豊川）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  原 田　隆 司 （豊田中）
  磯 貝　廣 治 （安城）
　
会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 青 木　良 浩   （豊橋）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 日 置　教 康 （名古屋栄）
　　 津 坂　守 英 （名古屋城北） 

 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 塚 本　胤 男 （稲沢）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 深 石　公 彦 （岩倉）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種  
 岡 田　邦 義 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 田 中　正 規 （西尾）  
 早 川　八 郎 （春日井）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 場々  大刀雄 （春日井） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂） 
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海） 
　　 細 井　土 夫 （名古屋栄） 
　　 神 谷　　 馨 （豊橋ゴールデン） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ※ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ※ 鈴 木　元 弘 （豊田）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 福 井　　 敬 （豊橋）
 水 越　彌 生 （刈谷）
　　 山 田　　 治 （春日井）
　　 鈴村 與左衛門 （あま）
　　 川 島　悦 雄 （名古屋中）

　環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 山 田　慎 也 （名古屋栄）
 武 田　昭 俊 （知立）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　　 筒 井　信 之 （名古屋南）
　　 大 矢　裕 慈 （名古屋中）

　　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 鈴 木　岳 嗣 （蒲郡）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
　　 川 西　裕 康 （豊橋東）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 長谷川  周義 （名古屋錦）

国際奉仕委員会
　 ◎※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）  
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 小 川　　 隆 （名古屋栄）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

新世代奉仕委員会
　 ◎※ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 　※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 　※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 石 川　義 典 （安城）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　　 杉 本　知 治 （岡崎）
　　 奥 田　清 仁 （豊田）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 杦 本　哲 一 （江南）
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 青 木　昭 憲 （名古屋葵）
　　 杉 田　　 洋 （豊橋）
 鈴 木　正 敏 （田原）
　　 南 部　　 淳 （岡崎）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須） 
 北　 　登 一 （名古屋南）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
 森 田　勝 己 （三河安城）
　　 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
　　 犬 束　敏 彦 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 伊 藤　　 人 （田原）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　　 鈴 木　隆 太 （豊田）
　　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　謹 一 （あま）
 橋 本　義 紀 （岡崎東）
　　 八 神　　 基 （名古屋栄）
　　 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　　 北 山　健 二 （西尾）
　恒久基金・大口寄付委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 　グローバル補助金委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 神 谷　　 修 （知立）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 石 川　百 代 （豊橋）

　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合） 
 加 藤　浩 一 （犬山）
 渡 辺　　 昇 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

　奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  竹 内　一 郎 （刈谷）

  加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと）
　　 水 野　憲 司 （一宮北）
　　 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）
　　 金 田　英 和 （名古屋東山）
　　 山 本　光 人 （豊橋北）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 大 口　弘 和 （名古屋千種） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 大河内  圭一 （一宮北）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 大 澤　輝 秀 （豊川）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
　　 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 

　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）

 米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　ᩝ᚟ឰᒨ長 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　㖶㙼ឰᒨ 松 前　憲 典 （一宮中央） 
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
   福 田　清 成 （江南）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター(ZCC)
  江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーバンコク
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
地区ローターアクト代表
 山 下　　 裕 （豊田広域ローターアクト）

 

ガバナー
 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 寺 田　　 諭 （大府） 
（西尾張分区担当）
 高 木　輝 和 （津島）

（東尾張分区担当）
 杉 山　仁 朗 （瀬戸北）
（西名古屋分区担当）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）
（東名古屋分区担当）
 遠 藤　友 彦 （名古屋名北）
（東三河分区担当）
 鈴 木　茂 久 （豊橋北）

（西三河中分区担当）
 杉 田　雄 男　 （岡崎東）
（西三河分区担当）
 尾 﨑　隆 爾 （西尾）

地区幹事
 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

地区副幹事
 川 口　喜 朗 （名古屋北）
 岡 部　 （名古屋北）
　　 尾 関　孝 英 （名古屋北）
 田 中　正 樹 （名古屋北）
　　 伊 藤　満 琉 （名古屋北）
　　 矢 形　修 己 （名古屋北）
　　 柴 田　幸 男 （名古屋北）
　　 加 藤　和 彦 （名古屋北）
地区会計長
 上 田　圭 　 （名古屋北）
地区監事
 中 川　正 美 （名古屋北）
地区スタッフ
 江 崎　武 人 （名古屋北）
　　 古 橋　　 茂 （名古屋北）
　　 安 部　隆 俊 （名古屋北）
　　 杉 浦　秀 一 （名古屋北）
　　 青 木　秀 人 （名古屋北）
　　 伴 野　友 昭 （名古屋北）
　　 石 濱　人 樹 （名古屋北） 

ガバナーエレクト
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
次期地区幹事
 長谷川　正己 （一宮中央）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  

地区指名委員会
　 ◎ 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ○ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　  髙 橋　治 朗 （名古屋西）
　 斎 藤　直 美 （豊田）
 大 澤　輝 秀 （豊川）

地区研修リーダー
 江 崎　柳 節 （小牧）
研修委員会
　 ◎ 榊 原　　 肇 （半田南）
　 ○ 小 島　啓 治  （春日井）
　 ○ 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 伊 藤　英 毅 （あま）
 五 藤　隆 夫 （小牧）
 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 津 川　聖 子 （名古屋名東）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 岡本　 戡 紘 （刈谷）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 鈴 木　孝 則 （あま）

地区財務委員会
　  ◎ 河 村　嘉 男 （小牧）
　 ○ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 早 川　八 郎 （春日井）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 大 野　良 之 （尾張旭）
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
 村井  總一郎 （豊橋）
 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）

拡大委員会
　 C 大 島　宏 彦 （名古屋）
　 ◎ 杉 浦　壽 康 （岡崎）
　 ○ 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）
 山 本　郁 矢 （名古屋名南）

地区総務委員会
　 ◎ 馬 場　研 治 （名古屋南）
　 ○ 高 井　克 憙 （名古屋栄）  
  江 口　博 寿 （名古屋南）
  橋 本　義 紀 （岡崎東）
　 ※ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ※ 榊 原　章 夫 （名古屋城北）

　ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  田 中　粋 人 （豊川）
  尾 関　和 成 （名古屋和合）
  山 本　光 伸 （豊橋）
  山 口　誠 一 （東知多）
  磯 貝　廣 治 （安城）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  市 川　幾 雄 （岡崎東）
　
　規則細則委員会
　 ◎ 榊 原　章 夫 （名古屋城北）
　 ○ 山 田　幹 雄 （名古屋空港）

会員増強リーダー
 山 内　　 登 （尾西）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 竹 内　俊 介   （半田）  
 塚 本　胤 男 （稲沢）
 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
 光 岡　新 吾  （豊田）
 槇 野　智 之  （名古屋和合）
 澤 田　文 雄 （豊田東）
　　 谷 口　伸 夫 （尾張旭）
　　 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 深 津　幸 雄 （岡崎東）
　　 津 田　鎭 輔 （刈谷）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 野々垣　  敬 （名古屋名北）
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 岡 田　邦 義 （岡崎）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
 木 下　桂 一 （豊田）
 佐久間  武美 （豊橋北）
　　 伊 東　良 夫 （半田）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種）
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 堀 尾　明 史 （尾張中央）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 藤 原　研 一 （名古屋名北）
　 ○ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
 糸 井　　 学 （名古屋みなと） 
 水 野　聖 仁 （小牧）
 多 田　通 夫 （名古屋城北）
 清 水　敏 光 （蒲郡）
 梅 村　昌 孝 （名古屋瑞穂）
　　 田 中　暉 登 （岡崎城南）
 
職業奉仕委員会
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 風 岡　保 広 （春日井）
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 渡 邉　一 平 （名古屋中）
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂）

社会奉仕委員会
　 ◎ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ○ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
 浅 原　光 男 （名古屋南） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）
 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂） 
 新 沼　　 操 （名古屋大須）
 長谷川  周義 （名古屋錦）
 藤 野　和 裕 （豊川）
 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 水 越　彌 生 （刈谷）
 藤田  喜一郎 （蒲郡）
 鈴村 與左衛門 （あま）
　
　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
 福 井　　 敬 （豊橋）
 松 本　 　淳 （春日井）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）

環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 伊 藤　一 義 （豊橋東）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 岡 嶋　靖 雄 （春日井）
 加 藤　卓 秀 （豊橋北）
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山） 
 大 岩　信 子 （半田南）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）

 古 井　弘 二 （豊田西）
 八 神　　 基 （名古屋栄）
 大 矢　裕 慈 （名古屋中）
 富 田　清 治 （三河安城）

国際奉仕委員会
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 箕 輪　良 孝 （尾張旭）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 三 浦　幸 治 （名古屋栄）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 平 尾　節 子 （瀬戸北）
　 ※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）
 鈴 木　宏 司 （半田南）
 平 野　正 美 （名古屋東）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 名倉  裕一朗 （名古屋和合）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）

新世代委員会
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央）
　 ◎ 増 井　洋 生 （小牧）
　 ○ 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
 加 藤　康 治 （一宮中央）
 松 坂　良 太 （豊橋）
 串 田　正 克 （名古屋空港） 
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
　 ※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ※ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
　 ※ 犬 束　敏 彦 （小牧）
　 ※ 森　　　  榮 （一宮中央）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 服 部　英 男 （岡崎南）
 石 川　義 典 （安城）
 早 川　勝 博 （岡崎）
 谷 川　　 修 （名古屋）
 小 出　直 弘 （豊橋）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 稲 垣　宏 高 （津島）
　　 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
　 ○ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 長 尾　秀 義 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
 山 崎　達 也 （岡崎）
 中 村　陽 公 （名古屋北）
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 鈴 木　正 敏 （豊橋）
　　 兼 子　直 久 （豊橋）
　　　 杦 本　哲 一 （江南）
 野 村　尚 史 （名古屋葵）
　

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 犬 束　敏 彦 （小牧）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 谷 山　芳 和 （豊田西）
 北　 　登 一 （名古屋南）
 鹿 嶌　敏 昭 （名古屋中）
 小 澤　幸 男 （名古屋大須）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 杉 本　親 保 （東海）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 森　　　  榮 （一宮中央）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン） 
 服 部　雅 紀 （名古屋和合）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○　 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○※ 山 田　　 猛 （江南）
　 ○※ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○※ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○※ 大 西　和 夫 （名古屋東山）
　 ○※ 石 川　昌 和 （豊橋南）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 山 田　　 猛 （江南）
　 ○ 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
 中 林　正 人 （名古屋空港）
 山 田　謹 一 （あま）
 藤 城　民 男 （豊橋ゴールデン）
 加 藤　憲 治 （あま）
 久 米　博 明 （刈谷）
 伊 奈　一 郎 （常滑）
　
　補助金委員会
　　グローバル補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 柴 田　憲 一 （豊橋東）  
 石 川　百 代 （豊橋）
　　 金 井　和 治 （名古屋空港）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 古 橋　武 之 （中部名古屋みらい）
　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 寺 西　　 正 （名古屋錦）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　 ○ 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　　 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 横山  真喜男 （安城）
　　 倉 地　伸 幸 （一宮中央）

　財団プログラム委員会
　奨学金委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ◎ ミカエル カルマノ （名古屋東）  
　 ○ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　　 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　　 田 村　幹 洋 （新城）
　　 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 村 上　雅 則 （豊田）
　　 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 髙 橋　秀 治 （犬山）
　　 西 川　　 博 （名古屋丸の内） 
 原 野　勝 至 （名古屋栄）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 大 西　和 夫 （名古屋東山）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 磯 部　　 茂 （一宮）
 佐々木  久直 （一宮）
 山 内　　 登 （尾西）
 横 井　　 定 （稲沢）
　
　世界平和フェローシップ
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ※ 山 田　　 猛 （江南）
　 ※ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ※ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ※ 大 西　和 夫 （名古屋東山）
　 ※ 矢 形　修 己 （名古屋北）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 ◎ 竹 内　一 郎 （刈谷）
　 ○ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  杉 浦　正 典 （豊田）
 加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）

危機管理委員会
　 ◎ 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
　 ○ 杉 山　仁 朗 （瀬戸北）  
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 黒 田　勝 基 （高浜）
 森　　　  榮 （一宮中央）
 増 井　洋 生 （小牧）
 大河内  圭一 （一宮北）  
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
 犬 束　敏 彦 （小牧）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 竹 内　一 郎 （刈谷）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 高 山　光 雄 （名古屋空港）
 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　�（ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

 長谷川  正己 （一宮中央）
　�（09ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 神 野　紀 郎 （豊橋）
　�（09ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 黒 谷　尚 弘 （豊橋）
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 （10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）

米山記念奨学会
　⟨န 加 納　　 泉 （名古屋中）
　ᩝ᚟ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 大 澤　輝 秀 （豊川）　
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⬬ᒨ 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）

ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター（ZCC）
  江 崎　柳 節 （小牧）
ＲＩ研修リーダー（R,7/）
  江 崎　柳 節 （小牧）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツー೬ആーオリン೛
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
地区ローターアクト代表
 猪 子　知 里 （一宮ローターアクト）

 

ガバナー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 山 口　誠 一 （東知多） 
（西尾張分区担当）
 林 　　冏 成 （一宮北）
（東尾張分区担当）
 河 村　金 明 （岩倉）
（西名古屋分区担当）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
（東名古屋分区担当）
 大 口　弘 和 （名古屋千種）
（東三河分区担当）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
（西三河中分区担当）
 横 山　眞 久　 （豊田）
（西三河分区担当）
 細 井　英 治 （安城）

地区幹事
 長谷川  正己 （一宮中央）
地区副幹事
 松 岡　正 浩 （一宮中央）
 小 島　三 男 （一宮中央）
　　 森　  俊一郎 （一宮中央）
 倉 地　伸 幸 （一宮中央）
　　 石 原　稔 久 （一宮中央）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　 鹿 島　兼 一 （一宮中央）
　　 西 岡　則 男 （一宮中央）
地区会計長
 大 森　　 進 （一宮中央）
地区監事
 小野木　  宏 （一宮中央）
地区スタッフ
 加 藤　辰 己 （一宮中央） 
　　 高 井　光 信 （一宮中央） 
　　 猪 子　裕 史 （一宮中央） 
　　 長 橋　國 和 （一宮中央） 
　　 森　　　  眞 （一宮中央） 
　　 谷　　　  進 （一宮中央） 
　　 永 田　　 正 （一宮中央） 

ガバナーエレクト
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
次期地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）

 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 
地区指名委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　  斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

地区研修リーダー
 片 山　主 水 （名古屋東南）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 鈴 木　孝 則 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 小 島　啓 治  （春日井）
 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 小 川　宏 嗣 （犬山） 
 榊 原　　 肇 （半田南）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　　 北 村　隆 子 （名古屋錦）
　　 山 内　　 登 （尾西）

地区財務委員会
　  ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 岩瀬  淳一郎 （豊川）

 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 早 川　八 郎 （春日井）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 鈴 木　吉 男 （津島）
 秋 田　敬 治 （豊田）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）

ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  日 高　啓 治 （東知多）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  尾 関　和 成 （名古屋和合） 
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  田 中　粋 人 （豊川）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  原 田　隆 司 （豊田中）
  磯 貝　廣 治 （安城）
　
会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 青 木　良 浩   （豊橋）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 日 置　教 康 （名古屋栄）
　　 津 坂　守 英 （名古屋城北） 

 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 塚 本　胤 男 （稲沢）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 深 石　公 彦 （岩倉）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種  
 岡 田　邦 義 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 田 中　正 規 （西尾）  
 早 川　八 郎 （春日井）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 場々  大刀雄 （春日井） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂） 
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海） 
　　 細 井　土 夫 （名古屋栄） 
　　 神 谷　　 馨 （豊橋ゴールデン） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ※ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ※ 鈴 木　元 弘 （豊田）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 福 井　　 敬 （豊橋）
 水 越　彌 生 （刈谷）
　　 山 田　　 治 （春日井）
　　 鈴村 與左衛門 （あま）
　　 川 島　悦 雄 （名古屋中）

　環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 山 田　慎 也 （名古屋栄）
 武 田　昭 俊 （知立）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　　 筒 井　信 之 （名古屋南）
　　 大 矢　裕 慈 （名古屋中）

　　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 鈴 木　岳 嗣 （蒲郡）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
　　 川 西　裕 康 （豊橋東）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 長谷川  周義 （名古屋錦）

国際奉仕委員会
　 ◎※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）  
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 小 川　　 隆 （名古屋栄）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

新世代奉仕委員会
　 ◎※ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 　※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 　※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 石 川　義 典 （安城）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　　 杉 本　知 治 （岡崎）
　　 奥 田　清 仁 （豊田）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 杦 本　哲 一 （江南）
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 青 木　昭 憲 （名古屋葵）
　　 杉 田　　 洋 （豊橋）
 鈴 木　正 敏 （田原）
　　 南 部　　 淳 （岡崎）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須） 
 北　 　登 一 （名古屋南）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
 森 田　勝 己 （三河安城）
　　 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
　　 犬 束　敏 彦 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 伊 藤　　 人 （田原）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　　 鈴 木　隆 太 （豊田）
　　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　謹 一 （あま）
 橋 本　義 紀 （岡崎東）
　　 八 神　　 基 （名古屋栄）
　　 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　　 北 山　健 二 （西尾）
　恒久基金・大口寄付委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 　グローバル補助金委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 神 谷　　 修 （知立）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 石 川　百 代 （豊橋）

　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合） 
 加 藤　浩 一 （犬山）
 渡 辺　　 昇 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

　奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  竹 内　一 郎 （刈谷）

  加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと）
　　 水 野　憲 司 （一宮北）
　　 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）
　　 金 田　英 和 （名古屋東山）
　　 山 本　光 人 （豊橋北）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 大 口　弘 和 （名古屋千種） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 大河内  圭一 （一宮北）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 大 澤　輝 秀 （豊川）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
　　 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 

　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）

 米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　ᩝ᚟ឰᒨ長 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　㖶㙼ឰᒨ 松 前　憲 典 （一宮中央） 
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
   福 田　清 成 （江南）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター(ZCC)
  江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーバンコク
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
地区ローターアクト代表
 山 下　　 裕 （豊田広域ローターアクト）
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委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

ガバナー
 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 寺 田　　 諭 （大府） 
（西尾張分区担当）
 高 木　輝 和 （津島）

（東尾張分区担当）
 杉 山　仁 朗 （瀬戸北）
（西名古屋分区担当）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）
（東名古屋分区担当）
 遠 藤　友 彦 （名古屋名北）
（東三河分区担当）
 鈴 木　茂 久 （豊橋北）

（西三河中分区担当）
 杉 田　雄 男　 （岡崎東）
（西三河分区担当）
 尾 﨑　隆 爾 （西尾）

地区幹事
 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

地区副幹事
 川 口　喜 朗 （名古屋北）
 岡 部　 （名古屋北）
　　 尾 関　孝 英 （名古屋北）
 田 中　正 樹 （名古屋北）
　　 伊 藤　満 琉 （名古屋北）
　　 矢 形　修 己 （名古屋北）
　　 柴 田　幸 男 （名古屋北）
　　 加 藤　和 彦 （名古屋北）
地区会計長
 上 田　圭 　 （名古屋北）
地区監事
 中 川　正 美 （名古屋北）
地区スタッフ
 江 崎　武 人 （名古屋北）
　　 古 橋　　 茂 （名古屋北）
　　 安 部　隆 俊 （名古屋北）
　　 杉 浦　秀 一 （名古屋北）
　　 青 木　秀 人 （名古屋北）
　　 伴 野　友 昭 （名古屋北）
　　 石 濱　人 樹 （名古屋北） 

ガバナーエレクト
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
次期地区幹事
 長谷川　正己 （一宮中央）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  

地区指名委員会
　 ◎ 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ○ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　  髙 橋　治 朗 （名古屋西）
　 斎 藤　直 美 （豊田）
 大 澤　輝 秀 （豊川）

地区研修リーダー
 江 崎　柳 節 （小牧）
研修委員会
　 ◎ 榊 原　　 肇 （半田南）
　 ○ 小 島　啓 治  （春日井）
　 ○ 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 伊 藤　英 毅 （あま）
 五 藤　隆 夫 （小牧）
 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 津 川　聖 子 （名古屋名東）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 岡本　 戡 紘 （刈谷）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 鈴 木　孝 則 （あま）

地区財務委員会
　  ◎ 河 村　嘉 男 （小牧）
　 ○ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 早 川　八 郎 （春日井）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 大 野　良 之 （尾張旭）
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
 村井  總一郎 （豊橋）
 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）

拡大委員会
　 C 大 島　宏 彦 （名古屋）
　 ◎ 杉 浦　壽 康 （岡崎）
　 ○ 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）
 山 本　郁 矢 （名古屋名南）

地区総務委員会
　 ◎ 馬 場　研 治 （名古屋南）
　 ○ 高 井　克 憙 （名古屋栄）  
  江 口　博 寿 （名古屋南）
  橋 本　義 紀 （岡崎東）
　 ※ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ※ 榊 原　章 夫 （名古屋城北）

　ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  田 中　粋 人 （豊川）
  尾 関　和 成 （名古屋和合）
  山 本　光 伸 （豊橋）
  山 口　誠 一 （東知多）
  磯 貝　廣 治 （安城）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  市 川　幾 雄 （岡崎東）
　
　規則細則委員会
　 ◎ 榊 原　章 夫 （名古屋城北）
　 ○ 山 田　幹 雄 （名古屋空港）

会員増強リーダー
 山 内　　 登 （尾西）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 竹 内　俊 介   （半田）  
 塚 本　胤 男 （稲沢）
 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
 光 岡　新 吾  （豊田）
 槇 野　智 之  （名古屋和合）
 澤 田　文 雄 （豊田東）
　　 谷 口　伸 夫 （尾張旭）
　　 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 深 津　幸 雄 （岡崎東）
　　 津 田　鎭 輔 （刈谷）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 野々垣　  敬 （名古屋名北）
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 岡 田　邦 義 （岡崎）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
 木 下　桂 一 （豊田）
 佐久間  武美 （豊橋北）
　　 伊 東　良 夫 （半田）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種）
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 堀 尾　明 史 （尾張中央）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 藤 原　研 一 （名古屋名北）
　 ○ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
 糸 井　　 学 （名古屋みなと） 
 水 野　聖 仁 （小牧）
 多 田　通 夫 （名古屋城北）
 清 水　敏 光 （蒲郡）
 梅 村　昌 孝 （名古屋瑞穂）
　　 田 中　暉 登 （岡崎城南）
 
職業奉仕委員会
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 風 岡　保 広 （春日井）
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 渡 邉　一 平 （名古屋中）
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂）

社会奉仕委員会
　 ◎ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ○ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
 浅 原　光 男 （名古屋南） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）
 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂） 
 新 沼　　 操 （名古屋大須）
 長谷川  周義 （名古屋錦）
 藤 野　和 裕 （豊川）
 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 水 越　彌 生 （刈谷）
 藤田  喜一郎 （蒲郡）
 鈴村 與左衛門 （あま）
　
　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
 福 井　　 敬 （豊橋）
 松 本　 　淳 （春日井）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）

環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 伊 藤　一 義 （豊橋東）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 岡 嶋　靖 雄 （春日井）
 加 藤　卓 秀 （豊橋北）
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山） 
 大 岩　信 子 （半田南）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）

 古 井　弘 二 （豊田西）
 八 神　　 基 （名古屋栄）
 大 矢　裕 慈 （名古屋中）
 富 田　清 治 （三河安城）

国際奉仕委員会
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 箕 輪　良 孝 （尾張旭）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 三 浦　幸 治 （名古屋栄）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 平 尾　節 子 （瀬戸北）
　 ※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）
 鈴 木　宏 司 （半田南）
 平 野　正 美 （名古屋東）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 名倉  裕一朗 （名古屋和合）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）

新世代委員会
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央）
　 ◎ 増 井　洋 生 （小牧）
　 ○ 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
 加 藤　康 治 （一宮中央）
 松 坂　良 太 （豊橋）
 串 田　正 克 （名古屋空港） 
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
　 ※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ※ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
　 ※ 犬 束　敏 彦 （小牧）
　 ※ 森　　　  榮 （一宮中央）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 服 部　英 男 （岡崎南）
 石 川　義 典 （安城）
 早 川　勝 博 （岡崎）
 谷 川　　 修 （名古屋）
 小 出　直 弘 （豊橋）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 稲 垣　宏 高 （津島）
　　 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
　 ○ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 長 尾　秀 義 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
 山 崎　達 也 （岡崎）
 中 村　陽 公 （名古屋北）
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 鈴 木　正 敏 （豊橋）
　　 兼 子　直 久 （豊橋）
　　　 杦 本　哲 一 （江南）
 野 村　尚 史 （名古屋葵）
　

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 犬 束　敏 彦 （小牧）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 谷 山　芳 和 （豊田西）
 北　 　登 一 （名古屋南）
 鹿 嶌　敏 昭 （名古屋中）
 小 澤　幸 男 （名古屋大須）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 杉 本　親 保 （東海）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 森　　　  榮 （一宮中央）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン） 
 服 部　雅 紀 （名古屋和合）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○　 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○※ 山 田　　 猛 （江南）
　 ○※ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○※ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○※ 大 西　和 夫 （名古屋東山）
　 ○※ 石 川　昌 和 （豊橋南）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 山 田　　 猛 （江南）
　 ○ 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
 中 林　正 人 （名古屋空港）
 山 田　謹 一 （あま）
 藤 城　民 男 （豊橋ゴールデン）
 加 藤　憲 治 （あま）
 久 米　博 明 （刈谷）
 伊 奈　一 郎 （常滑）
　
　補助金委員会
　　グローバル補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 柴 田　憲 一 （豊橋東）  
 石 川　百 代 （豊橋）
　　 金 井　和 治 （名古屋空港）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 古 橋　武 之 （中部名古屋みらい）
　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 寺 西　　 正 （名古屋錦）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　 ○ 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　　 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 横山  真喜男 （安城）
　　 倉 地　伸 幸 （一宮中央）

　財団プログラム委員会
　奨学金委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ◎ ミカエル カルマノ （名古屋東）  
　 ○ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　　 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　　 田 村　幹 洋 （新城）
　　 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 村 上　雅 則 （豊田）
　　 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 髙 橋　秀 治 （犬山）
　　 西 川　　 博 （名古屋丸の内） 
 原 野　勝 至 （名古屋栄）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 大 西　和 夫 （名古屋東山）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 磯 部　　 茂 （一宮）
 佐々木  久直 （一宮）
 山 内　　 登 （尾西）
 横 井　　 定 （稲沢）
　
　世界平和フェローシップ
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ※ 山 田　　 猛 （江南）
　 ※ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ※ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ※ 大 西　和 夫 （名古屋東山）
　 ※ 矢 形　修 己 （名古屋北）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 ◎ 竹 内　一 郎 （刈谷）
　 ○ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  杉 浦　正 典 （豊田）
 加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）

危機管理委員会
　 ◎ 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
　 ○ 杉 山　仁 朗 （瀬戸北）  
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 黒 田　勝 基 （高浜）
 森　　　  榮 （一宮中央）
 増 井　洋 生 （小牧）
 大河内  圭一 （一宮北）  
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
 犬 束　敏 彦 （小牧）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 竹 内　一 郎 （刈谷）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 高 山　光 雄 （名古屋空港）
 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　�（ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

 長谷川  正己 （一宮中央）
　�（09ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 神 野　紀 郎 （豊橋）
　�（09ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 黒 谷　尚 弘 （豊橋）
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 （10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）

米山記念奨学会
　⟨န 加 納　　 泉 （名古屋中）
　ᩝ᚟ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 大 澤　輝 秀 （豊川）　
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⬬ᒨ 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）

ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター（ZCC）
  江 崎　柳 節 （小牧）
ＲＩ研修リーダー（R,7/）
  江 崎　柳 節 （小牧）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツー೬ആーオリン೛
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
地区ローターアクト代表
 猪 子　知 里 （一宮ローターアクト）

 

ガバナー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 山 口　誠 一 （東知多） 
（西尾張分区担当）
 林 　　冏 成 （一宮北）
（東尾張分区担当）
 河 村　金 明 （岩倉）
（西名古屋分区担当）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
（東名古屋分区担当）
 大 口　弘 和 （名古屋千種）
（東三河分区担当）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
（西三河中分区担当）
 横 山　眞 久　 （豊田）
（西三河分区担当）
 細 井　英 治 （安城）

地区幹事
 長谷川  正己 （一宮中央）
地区副幹事
 松 岡　正 浩 （一宮中央）
 小 島　三 男 （一宮中央）
　　 森　  俊一郎 （一宮中央）
 倉 地　伸 幸 （一宮中央）
　　 石 原　稔 久 （一宮中央）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　 鹿 島　兼 一 （一宮中央）
　　 西 岡　則 男 （一宮中央）
地区会計長
 大 森　　 進 （一宮中央）
地区監事
 小野木　  宏 （一宮中央）
地区スタッフ
 加 藤　辰 己 （一宮中央） 
　　 高 井　光 信 （一宮中央） 
　　 猪 子　裕 史 （一宮中央） 
　　 長 橋　國 和 （一宮中央） 
　　 森　　　  眞 （一宮中央） 
　　 谷　　　  進 （一宮中央） 
　　 永 田　　 正 （一宮中央） 

ガバナーエレクト
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
次期地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）

 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 
地区指名委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　  斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

地区研修リーダー
 片 山　主 水 （名古屋東南）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 鈴 木　孝 則 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 小 島　啓 治  （春日井）
 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 小 川　宏 嗣 （犬山） 
 榊 原　　 肇 （半田南）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　　 北 村　隆 子 （名古屋錦）
　　 山 内　　 登 （尾西）

地区財務委員会
　  ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 岩瀬  淳一郎 （豊川）

 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 早 川　八 郎 （春日井）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 鈴 木　吉 男 （津島）
 秋 田　敬 治 （豊田）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）

ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  日 高　啓 治 （東知多）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  尾 関　和 成 （名古屋和合） 
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  田 中　粋 人 （豊川）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  原 田　隆 司 （豊田中）
  磯 貝　廣 治 （安城）
　
会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 青 木　良 浩   （豊橋）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 日 置　教 康 （名古屋栄）
　　 津 坂　守 英 （名古屋城北） 

●2011 年度

 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 塚 本　胤 男 （稲沢）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 深 石　公 彦 （岩倉）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種  
 岡 田　邦 義 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 田 中　正 規 （西尾）  
 早 川　八 郎 （春日井）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 場々  大刀雄 （春日井） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂） 
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海） 
　　 細 井　土 夫 （名古屋栄） 
　　 神 谷　　 馨 （豊橋ゴールデン） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ※ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ※ 鈴 木　元 弘 （豊田）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 福 井　　 敬 （豊橋）
 水 越　彌 生 （刈谷）
　　 山 田　　 治 （春日井）
　　 鈴村 與左衛門 （あま）
　　 川 島　悦 雄 （名古屋中）

　環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 山 田　慎 也 （名古屋栄）
 武 田　昭 俊 （知立）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　　 筒 井　信 之 （名古屋南）
　　 大 矢　裕 慈 （名古屋中）

　　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 鈴 木　岳 嗣 （蒲郡）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
　　 川 西　裕 康 （豊橋東）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 長谷川  周義 （名古屋錦）

国際奉仕委員会
　 ◎※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）  
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 小 川　　 隆 （名古屋栄）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

新世代奉仕委員会
　 ◎※ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 　※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 　※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 石 川　義 典 （安城）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　　 杉 本　知 治 （岡崎）
　　 奥 田　清 仁 （豊田）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 杦 本　哲 一 （江南）
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 青 木　昭 憲 （名古屋葵）
　　 杉 田　　 洋 （豊橋）
 鈴 木　正 敏 （田原）
　　 南 部　　 淳 （岡崎）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須） 
 北　 　登 一 （名古屋南）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
 森 田　勝 己 （三河安城）
　　 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
　　 犬 束　敏 彦 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 伊 藤　　 人 （田原）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　　 鈴 木　隆 太 （豊田）
　　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　謹 一 （あま）
 橋 本　義 紀 （岡崎東）
　　 八 神　　 基 （名古屋栄）
　　 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　　 北 山　健 二 （西尾）
　恒久基金・大口寄付委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 　グローバル補助金委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 神 谷　　 修 （知立）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 石 川　百 代 （豊橋）

　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合） 
 加 藤　浩 一 （犬山）
 渡 辺　　 昇 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

　奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  竹 内　一 郎 （刈谷）

  加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと）
　　 水 野　憲 司 （一宮北）
　　 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）
　　 金 田　英 和 （名古屋東山）
　　 山 本　光 人 （豊橋北）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 大 口　弘 和 （名古屋千種） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 大河内  圭一 （一宮北）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 大 澤　輝 秀 （豊川）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
　　 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 

　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）

 米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　ᩝ᚟ឰᒨ長 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　㖶㙼ឰᒨ 松 前　憲 典 （一宮中央） 
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
   福 田　清 成 （江南）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター(ZCC)
  江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーバンコク
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
地区ローターアクト代表
 山 下　　 裕 （豊田広域ローターアクト）

 

ガバナー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 山 口　誠 一 （東知多） 
（西尾張分区担当）
 林 　　冏 成 （一宮北）
（東尾張分区担当）
 河 村　金 明 （岩倉）
（西名古屋分区担当）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
（東名古屋分区担当）
 大 口　弘 和 （名古屋千種）
（東三河分区担当）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
（西三河中分区担当）
 横 山　眞 久　 （豊田）
（西三河分区担当）
 細 井　英 治 （安城）

地区幹事
 長谷川  正己 （一宮中央）
地区副幹事
 松 岡　正 浩 （一宮中央）
 小 島　三 男 （一宮中央）
　　 森　  俊一郎 （一宮中央）
 倉 地　伸 幸 （一宮中央）
　　 石 原　稔 久 （一宮中央）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　 鹿 島　兼 一 （一宮中央）
　　 西 岡　則 男 （一宮中央）
地区会計長
 大 森　　 進 （一宮中央）
地区監事
 小野木　  宏 （一宮中央）
地区スタッフ
 加 藤　辰 己 （一宮中央） 
　　 高 井　光 信 （一宮中央） 
　　 猪 子　裕 史 （一宮中央） 
　　 長 橋　國 和 （一宮中央） 
　　 森　　　  眞 （一宮中央） 
　　 谷　　　  進 （一宮中央） 
　　 永 田　　 正 （一宮中央） 

ガバナーエレクト
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
次期地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）

 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 
地区指名委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　  斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

地区研修リーダー
 片 山　主 水 （名古屋東南）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 鈴 木　孝 則 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 小 島　啓 治  （春日井）
 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 小 川　宏 嗣 （犬山） 
 榊 原　　 肇 （半田南）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　　 北 村　隆 子 （名古屋錦）
　　 山 内　　 登 （尾西）

地区財務委員会
　  ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 岩瀬  淳一郎 （豊川）

 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 早 川　八 郎 （春日井）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 鈴 木　吉 男 （津島）
 秋 田　敬 治 （豊田）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）

ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  日 高　啓 治 （東知多）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  尾 関　和 成 （名古屋和合） 
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  田 中　粋 人 （豊川）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  原 田　隆 司 （豊田中）
  磯 貝　廣 治 （安城）
　
会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 青 木　良 浩   （豊橋）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 日 置　教 康 （名古屋栄）
　　 津 坂　守 英 （名古屋城北） 

 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 塚 本　胤 男 （稲沢）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 深 石　公 彦 （岩倉）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種  
 岡 田　邦 義 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 田 中　正 規 （西尾）  
 早 川　八 郎 （春日井）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 場々  大刀雄 （春日井） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂） 
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海） 
　　 細 井　土 夫 （名古屋栄） 
　　 神 谷　　 馨 （豊橋ゴールデン） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ※ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ※ 鈴 木　元 弘 （豊田）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 福 井　　 敬 （豊橋）
 水 越　彌 生 （刈谷）
　　 山 田　　 治 （春日井）
　　 鈴村 與左衛門 （あま）
　　 川 島　悦 雄 （名古屋中）

　環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 山 田　慎 也 （名古屋栄）
 武 田　昭 俊 （知立）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　　 筒 井　信 之 （名古屋南）
　　 大 矢　裕 慈 （名古屋中）

　　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 鈴 木　岳 嗣 （蒲郡）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
　　 川 西　裕 康 （豊橋東）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 長谷川  周義 （名古屋錦）

国際奉仕委員会
　 ◎※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）  
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 小 川　　 隆 （名古屋栄）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

新世代奉仕委員会
　 ◎※ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 　※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 　※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 石 川　義 典 （安城）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　　 杉 本　知 治 （岡崎）
　　 奥 田　清 仁 （豊田）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 杦 本　哲 一 （江南）
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 青 木　昭 憲 （名古屋葵）
　　 杉 田　　 洋 （豊橋）
 鈴 木　正 敏 （田原）
　　 南 部　　 淳 （岡崎）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須） 
 北　 　登 一 （名古屋南）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
 森 田　勝 己 （三河安城）
　　 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
　　 犬 束　敏 彦 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 伊 藤　　 人 （田原）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　　 鈴 木　隆 太 （豊田）
　　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　謹 一 （あま）
 橋 本　義 紀 （岡崎東）
　　 八 神　　 基 （名古屋栄）
　　 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　　 北 山　健 二 （西尾）
　恒久基金・大口寄付委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 　グローバル補助金委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 神 谷　　 修 （知立）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 石 川　百 代 （豊橋）

　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合） 
 加 藤　浩 一 （犬山）
 渡 辺　　 昇 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

　奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  竹 内　一 郎 （刈谷）

  加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと）
　　 水 野　憲 司 （一宮北）
　　 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）
　　 金 田　英 和 （名古屋東山）
　　 山 本　光 人 （豊橋北）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 大 口　弘 和 （名古屋千種） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 大河内  圭一 （一宮北）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 大 澤　輝 秀 （豊川）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
　　 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 

　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）

 米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　ᩝ᚟ឰᒨ長 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　㖶㙼ឰᒨ 松 前　憲 典 （一宮中央） 
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
   福 田　清 成 （江南）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター(ZCC)
  江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーバンコク
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
地区ローターアクト代表
 山 下　　 裕 （豊田広域ローターアクト）
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ガバナー
 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 寺 田　　 諭 （大府） 
（西尾張分区担当）
 高 木　輝 和 （津島）

（東尾張分区担当）
 杉 山　仁 朗 （瀬戸北）
（西名古屋分区担当）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）
（東名古屋分区担当）
 遠 藤　友 彦 （名古屋名北）
（東三河分区担当）
 鈴 木　茂 久 （豊橋北）

（西三河中分区担当）
 杉 田　雄 男　 （岡崎東）
（西三河分区担当）
 尾 﨑　隆 爾 （西尾）

地区幹事
 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

地区副幹事
 川 口　喜 朗 （名古屋北）
 岡 部　 （名古屋北）
　　 尾 関　孝 英 （名古屋北）
 田 中　正 樹 （名古屋北）
　　 伊 藤　満 琉 （名古屋北）
　　 矢 形　修 己 （名古屋北）
　　 柴 田　幸 男 （名古屋北）
　　 加 藤　和 彦 （名古屋北）
地区会計長
 上 田　圭 　 （名古屋北）
地区監事
 中 川　正 美 （名古屋北）
地区スタッフ
 江 崎　武 人 （名古屋北）
　　 古 橋　　 茂 （名古屋北）
　　 安 部　隆 俊 （名古屋北）
　　 杉 浦　秀 一 （名古屋北）
　　 青 木　秀 人 （名古屋北）
　　 伴 野　友 昭 （名古屋北）
　　 石 濱　人 樹 （名古屋北） 

ガバナーエレクト
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
次期地区幹事
 長谷川　正己 （一宮中央）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  

地区指名委員会
　 ◎ 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ○ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　  髙 橋　治 朗 （名古屋西）
　 斎 藤　直 美 （豊田）
 大 澤　輝 秀 （豊川）

地区研修リーダー
 江 崎　柳 節 （小牧）
研修委員会
　 ◎ 榊 原　　 肇 （半田南）
　 ○ 小 島　啓 治  （春日井）
　 ○ 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 伊 藤　英 毅 （あま）
 五 藤　隆 夫 （小牧）
 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 津 川　聖 子 （名古屋名東）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 岡本　 戡 紘 （刈谷）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 鈴 木　孝 則 （あま）

地区財務委員会
　  ◎ 河 村　嘉 男 （小牧）
　 ○ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 早 川　八 郎 （春日井）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 大 野　良 之 （尾張旭）
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
 村井  總一郎 （豊橋）
 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）

拡大委員会
　 C 大 島　宏 彦 （名古屋）
　 ◎ 杉 浦　壽 康 （岡崎）
　 ○ 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）
 山 本　郁 矢 （名古屋名南）

地区総務委員会
　 ◎ 馬 場　研 治 （名古屋南）
　 ○ 高 井　克 憙 （名古屋栄）  
  江 口　博 寿 （名古屋南）
  橋 本　義 紀 （岡崎東）
　 ※ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ※ 榊 原　章 夫 （名古屋城北）

　ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  田 中　粋 人 （豊川）
  尾 関　和 成 （名古屋和合）
  山 本　光 伸 （豊橋）
  山 口　誠 一 （東知多）
  磯 貝　廣 治 （安城）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  市 川　幾 雄 （岡崎東）
　
　規則細則委員会
　 ◎ 榊 原　章 夫 （名古屋城北）
　 ○ 山 田　幹 雄 （名古屋空港）

会員増強リーダー
 山 内　　 登 （尾西）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 竹 内　俊 介   （半田）  
 塚 本　胤 男 （稲沢）
 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
 光 岡　新 吾  （豊田）
 槇 野　智 之  （名古屋和合）
 澤 田　文 雄 （豊田東）
　　 谷 口　伸 夫 （尾張旭）
　　 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 深 津　幸 雄 （岡崎東）
　　 津 田　鎭 輔 （刈谷）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 野々垣　  敬 （名古屋名北）
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 岡 田　邦 義 （岡崎）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
 木 下　桂 一 （豊田）
 佐久間  武美 （豊橋北）
　　 伊 東　良 夫 （半田）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種）
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 堀 尾　明 史 （尾張中央）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 藤 原　研 一 （名古屋名北）
　 ○ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
 糸 井　　 学 （名古屋みなと） 
 水 野　聖 仁 （小牧）
 多 田　通 夫 （名古屋城北）
 清 水　敏 光 （蒲郡）
 梅 村　昌 孝 （名古屋瑞穂）
　　 田 中　暉 登 （岡崎城南）
 
職業奉仕委員会
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 風 岡　保 広 （春日井）
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 渡 邉　一 平 （名古屋中）
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂）

社会奉仕委員会
　 ◎ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ○ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
 浅 原　光 男 （名古屋南） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）
 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂） 
 新 沼　　 操 （名古屋大須）
 長谷川  周義 （名古屋錦）
 藤 野　和 裕 （豊川）
 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 水 越　彌 生 （刈谷）
 藤田  喜一郎 （蒲郡）
 鈴村 與左衛門 （あま）
　
　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
 福 井　　 敬 （豊橋）
 松 本　 　淳 （春日井）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）

環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 伊 藤　一 義 （豊橋東）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 岡 嶋　靖 雄 （春日井）
 加 藤　卓 秀 （豊橋北）
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山） 
 大 岩　信 子 （半田南）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）

 古 井　弘 二 （豊田西）
 八 神　　 基 （名古屋栄）
 大 矢　裕 慈 （名古屋中）
 富 田　清 治 （三河安城）

国際奉仕委員会
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 箕 輪　良 孝 （尾張旭）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 三 浦　幸 治 （名古屋栄）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 平 尾　節 子 （瀬戸北）
　 ※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）
 鈴 木　宏 司 （半田南）
 平 野　正 美 （名古屋東）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 名倉  裕一朗 （名古屋和合）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）

新世代委員会
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央）
　 ◎ 増 井　洋 生 （小牧）
　 ○ 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
 加 藤　康 治 （一宮中央）
 松 坂　良 太 （豊橋）
 串 田　正 克 （名古屋空港） 
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
　 ※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ※ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
　 ※ 犬 束　敏 彦 （小牧）
　 ※ 森　　　  榮 （一宮中央）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 服 部　英 男 （岡崎南）
 石 川　義 典 （安城）
 早 川　勝 博 （岡崎）
 谷 川　　 修 （名古屋）
 小 出　直 弘 （豊橋）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 稲 垣　宏 高 （津島）
　　 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
　 ○ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 長 尾　秀 義 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
 山 崎　達 也 （岡崎）
 中 村　陽 公 （名古屋北）
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 鈴 木　正 敏 （豊橋）
　　 兼 子　直 久 （豊橋）
　　　 杦 本　哲 一 （江南）
 野 村　尚 史 （名古屋葵）
　

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 犬 束　敏 彦 （小牧）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 谷 山　芳 和 （豊田西）
 北　 　登 一 （名古屋南）
 鹿 嶌　敏 昭 （名古屋中）
 小 澤　幸 男 （名古屋大須）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 杉 本　親 保 （東海）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 森　　　  榮 （一宮中央）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン） 
 服 部　雅 紀 （名古屋和合）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○　 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○※ 山 田　　 猛 （江南）
　 ○※ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○※ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○※ 大 西　和 夫 （名古屋東山）
　 ○※ 石 川　昌 和 （豊橋南）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 山 田　　 猛 （江南）
　 ○ 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内）
 中 林　正 人 （名古屋空港）
 山 田　謹 一 （あま）
 藤 城　民 男 （豊橋ゴールデン）
 加 藤　憲 治 （あま）
 久 米　博 明 （刈谷）
 伊 奈　一 郎 （常滑）
　
　補助金委員会
　　グローバル補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 柴 田　憲 一 （豊橋東）  
 石 川　百 代 （豊橋）
　　 金 井　和 治 （名古屋空港）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 古 橋　武 之 （中部名古屋みらい）
　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 寺 西　　 正 （名古屋錦）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　 ○ 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　　 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 横山  真喜男 （安城）
　　 倉 地　伸 幸 （一宮中央）

　財団プログラム委員会
　奨学金委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ◎ ミカエル カルマノ （名古屋東）  
　 ○ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　　 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　　 田 村　幹 洋 （新城）
　　 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 村 上　雅 則 （豊田）
　　 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 髙 橋　秀 治 （犬山）
　　 西 川　　 博 （名古屋丸の内） 
 原 野　勝 至 （名古屋栄）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 大 西　和 夫 （名古屋東山）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 磯 部　　 茂 （一宮）
 佐々木  久直 （一宮）
 山 内　　 登 （尾西）
 横 井　　 定 （稲沢）
　
　世界平和フェローシップ
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ※ 山 田　　 猛 （江南）
　 ※ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ※ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ※ 大 西　和 夫 （名古屋東山）
　 ※ 矢 形　修 己 （名古屋北）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 ◎ 竹 内　一 郎 （刈谷）
　 ○ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  杉 浦　正 典 （豊田）
 加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）

危機管理委員会
　 ◎ 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
　 ○ 杉 山　仁 朗 （瀬戸北）  
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 黒 田　勝 基 （高浜）
 森　　　  榮 （一宮中央）
 増 井　洋 生 （小牧）
 大河内  圭一 （一宮北）  
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
 犬 束　敏 彦 （小牧）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 竹 内　一 郎 （刈谷）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 高 山　光 雄 （名古屋空港）
 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　�（ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

 長谷川  正己 （一宮中央）
　�（09ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 神 野　紀 郎 （豊橋）
　�（09ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 黒 谷　尚 弘 （豊橋）
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 （10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）

米山記念奨学会
　⟨န 加 納　　 泉 （名古屋中）
　ᩝ᚟ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 大 澤　輝 秀 （豊川）　
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⬬ᒨ 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）

ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター（ZCC）
  江 崎　柳 節 （小牧）
ＲＩ研修リーダー（R,7/）
  江 崎　柳 節 （小牧）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツー೬ആーオリン೛
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
地区ローターアクト代表
 猪 子　知 里 （一宮ローターアクト）

 

ガバナー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 山 口　誠 一 （東知多） 
（西尾張分区担当）
 林 　　冏 成 （一宮北）
（東尾張分区担当）
 河 村　金 明 （岩倉）
（西名古屋分区担当）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
（東名古屋分区担当）
 大 口　弘 和 （名古屋千種）
（東三河分区担当）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
（西三河中分区担当）
 横 山　眞 久　 （豊田）
（西三河分区担当）
 細 井　英 治 （安城）

地区幹事
 長谷川  正己 （一宮中央）
地区副幹事
 松 岡　正 浩 （一宮中央）
 小 島　三 男 （一宮中央）
　　 森　  俊一郎 （一宮中央）
 倉 地　伸 幸 （一宮中央）
　　 石 原　稔 久 （一宮中央）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　 鹿 島　兼 一 （一宮中央）
　　 西 岡　則 男 （一宮中央）
地区会計長
 大 森　　 進 （一宮中央）
地区監事
 小野木　  宏 （一宮中央）
地区スタッフ
 加 藤　辰 己 （一宮中央） 
　　 高 井　光 信 （一宮中央） 
　　 猪 子　裕 史 （一宮中央） 
　　 長 橋　國 和 （一宮中央） 
　　 森　　　  眞 （一宮中央） 
　　 谷　　　  進 （一宮中央） 
　　 永 田　　 正 （一宮中央） 

ガバナーエレクト
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
次期地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）

 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 
地区指名委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　  斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

地区研修リーダー
 片 山　主 水 （名古屋東南）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 鈴 木　孝 則 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 小 島　啓 治  （春日井）
 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 小 川　宏 嗣 （犬山） 
 榊 原　　 肇 （半田南）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　　 北 村　隆 子 （名古屋錦）
　　 山 内　　 登 （尾西）

地区財務委員会
　  ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 岩瀬  淳一郎 （豊川）

 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 早 川　八 郎 （春日井）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 鈴 木　吉 男 （津島）
 秋 田　敬 治 （豊田）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）

ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  日 高　啓 治 （東知多）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  尾 関　和 成 （名古屋和合） 
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  田 中　粋 人 （豊川）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  原 田　隆 司 （豊田中）
  磯 貝　廣 治 （安城）
　
会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 青 木　良 浩   （豊橋）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 日 置　教 康 （名古屋栄）
　　 津 坂　守 英 （名古屋城北） 

●2011 年度

 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 塚 本　胤 男 （稲沢）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 深 石　公 彦 （岩倉）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種  
 岡 田　邦 義 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 田 中　正 規 （西尾）  
 早 川　八 郎 （春日井）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 場々  大刀雄 （春日井） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂） 
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海） 
　　 細 井　土 夫 （名古屋栄） 
　　 神 谷　　 馨 （豊橋ゴールデン） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ※ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ※ 鈴 木　元 弘 （豊田）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 福 井　　 敬 （豊橋）
 水 越　彌 生 （刈谷）
　　 山 田　　 治 （春日井）
　　 鈴村 與左衛門 （あま）
　　 川 島　悦 雄 （名古屋中）

　環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 山 田　慎 也 （名古屋栄）
 武 田　昭 俊 （知立）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　　 筒 井　信 之 （名古屋南）
　　 大 矢　裕 慈 （名古屋中）

　　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 鈴 木　岳 嗣 （蒲郡）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
　　 川 西　裕 康 （豊橋東）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 長谷川  周義 （名古屋錦）

国際奉仕委員会
　 ◎※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）  
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 小 川　　 隆 （名古屋栄）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

新世代奉仕委員会
　 ◎※ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 　※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 　※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 石 川　義 典 （安城）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　　 杉 本　知 治 （岡崎）
　　 奥 田　清 仁 （豊田）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 杦 本　哲 一 （江南）
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 青 木　昭 憲 （名古屋葵）
　　 杉 田　　 洋 （豊橋）
 鈴 木　正 敏 （田原）
　　 南 部　　 淳 （岡崎）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須） 
 北　 　登 一 （名古屋南）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
 森 田　勝 己 （三河安城）
　　 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
　　 犬 束　敏 彦 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 伊 藤　　 人 （田原）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　　 鈴 木　隆 太 （豊田）
　　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　謹 一 （あま）
 橋 本　義 紀 （岡崎東）
　　 八 神　　 基 （名古屋栄）
　　 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　　 北 山　健 二 （西尾）
　恒久基金・大口寄付委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 　グローバル補助金委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 神 谷　　 修 （知立）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 石 川　百 代 （豊橋）

　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合） 
 加 藤　浩 一 （犬山）
 渡 辺　　 昇 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

　奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  竹 内　一 郎 （刈谷）

  加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと）
　　 水 野　憲 司 （一宮北）
　　 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）
　　 金 田　英 和 （名古屋東山）
　　 山 本　光 人 （豊橋北）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 大 口　弘 和 （名古屋千種） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 大河内  圭一 （一宮北）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 大 澤　輝 秀 （豊川）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
　　 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 

　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）

 米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　ᩝ᚟ឰᒨ長 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　㖶㙼ឰᒨ 松 前　憲 典 （一宮中央） 
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
   福 田　清 成 （江南）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター(ZCC)
  江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーバンコク
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
地区ローターアクト代表
 山 下　　 裕 （豊田広域ローターアクト）

 

ガバナー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 山 口　誠 一 （東知多） 
（西尾張分区担当）
 林 　　冏 成 （一宮北）
（東尾張分区担当）
 河 村　金 明 （岩倉）
（西名古屋分区担当）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
（東名古屋分区担当）
 大 口　弘 和 （名古屋千種）
（東三河分区担当）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
（西三河中分区担当）
 横 山　眞 久　 （豊田）
（西三河分区担当）
 細 井　英 治 （安城）

地区幹事
 長谷川  正己 （一宮中央）
地区副幹事
 松 岡　正 浩 （一宮中央）
 小 島　三 男 （一宮中央）
　　 森　  俊一郎 （一宮中央）
 倉 地　伸 幸 （一宮中央）
　　 石 原　稔 久 （一宮中央）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　 鹿 島　兼 一 （一宮中央）
　　 西 岡　則 男 （一宮中央）
地区会計長
 大 森　　 進 （一宮中央）
地区監事
 小野木　  宏 （一宮中央）
地区スタッフ
 加 藤　辰 己 （一宮中央） 
　　 高 井　光 信 （一宮中央） 
　　 猪 子　裕 史 （一宮中央） 
　　 長 橋　國 和 （一宮中央） 
　　 森　　　  眞 （一宮中央） 
　　 谷　　　  進 （一宮中央） 
　　 永 田　　 正 （一宮中央） 

ガバナーエレクト
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
次期地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）

 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 
地区指名委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　  斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

地区研修リーダー
 片 山　主 水 （名古屋東南）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 鈴 木　孝 則 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 小 島　啓 治  （春日井）
 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 小 川　宏 嗣 （犬山） 
 榊 原　　 肇 （半田南）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　　 北 村　隆 子 （名古屋錦）
　　 山 内　　 登 （尾西）

地区財務委員会
　  ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 岩瀬  淳一郎 （豊川）

 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 早 川　八 郎 （春日井）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 鈴 木　吉 男 （津島）
 秋 田　敬 治 （豊田）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）

ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  日 高　啓 治 （東知多）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  尾 関　和 成 （名古屋和合） 
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  田 中　粋 人 （豊川）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  原 田　隆 司 （豊田中）
  磯 貝　廣 治 （安城）
　
会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 青 木　良 浩   （豊橋）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 日 置　教 康 （名古屋栄）
　　 津 坂　守 英 （名古屋城北） 

 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 塚 本　胤 男 （稲沢）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 深 石　公 彦 （岩倉）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種  
 岡 田　邦 義 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 田 中　正 規 （西尾）  
 早 川　八 郎 （春日井）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 場々  大刀雄 （春日井） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂） 
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海） 
　　 細 井　土 夫 （名古屋栄） 
　　 神 谷　　 馨 （豊橋ゴールデン） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ※ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ※ 鈴 木　元 弘 （豊田）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 福 井　　 敬 （豊橋）
 水 越　彌 生 （刈谷）
　　 山 田　　 治 （春日井）
　　 鈴村 與左衛門 （あま）
　　 川 島　悦 雄 （名古屋中）

　環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 山 田　慎 也 （名古屋栄）
 武 田　昭 俊 （知立）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　　 筒 井　信 之 （名古屋南）
　　 大 矢　裕 慈 （名古屋中）

　　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 鈴 木　岳 嗣 （蒲郡）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
　　 川 西　裕 康 （豊橋東）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 長谷川  周義 （名古屋錦）

国際奉仕委員会
　 ◎※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）  
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 小 川　　 隆 （名古屋栄）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

新世代奉仕委員会
　 ◎※ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 　※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 　※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 石 川　義 典 （安城）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　　 杉 本　知 治 （岡崎）
　　 奥 田　清 仁 （豊田）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 杦 本　哲 一 （江南）
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 青 木　昭 憲 （名古屋葵）
　　 杉 田　　 洋 （豊橋）
 鈴 木　正 敏 （田原）
　　 南 部　　 淳 （岡崎）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須） 
 北　 　登 一 （名古屋南）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
 森 田　勝 己 （三河安城）
　　 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
　　 犬 束　敏 彦 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 伊 藤　　 人 （田原）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　　 鈴 木　隆 太 （豊田）
　　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　謹 一 （あま）
 橋 本　義 紀 （岡崎東）
　　 八 神　　 基 （名古屋栄）
　　 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　　 北 山　健 二 （西尾）
　恒久基金・大口寄付委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 　グローバル補助金委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 神 谷　　 修 （知立）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 石 川　百 代 （豊橋）

　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合） 
 加 藤　浩 一 （犬山）
 渡 辺　　 昇 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

　奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  竹 内　一 郎 （刈谷）

  加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと）
　　 水 野　憲 司 （一宮北）
　　 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）
　　 金 田　英 和 （名古屋東山）
　　 山 本　光 人 （豊橋北）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 大 口　弘 和 （名古屋千種） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 大河内  圭一 （一宮北）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 大 澤　輝 秀 （豊川）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
　　 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 

　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）

 米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　ᩝ᚟ឰᒨ長 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　㖶㙼ឰᒨ 松 前　憲 典 （一宮中央） 
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
   福 田　清 成 （江南）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター(ZCC)
  江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーバンコク
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
地区ローターアクト代表
 山 下　　 裕 （豊田広域ローターアクト）
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 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）

ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付ᣰ委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 川 村　繁 生 （名古屋名南）
 岩 島　裕 芳 （あま）
　　 松 田　茂 治 （西尾）
　恒久基金・大口寄付ᣰ委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金ᣰ委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　 ○ 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 　グローバル補助金ᣰ委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 松 石　奉 之 （半田）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　 ○ 加 藤　浩 一 （犬山）
 福 田　哲 三 （名古屋和合） 
 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）
 小笠原　  暁 （名古屋中）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）

奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）

　 ○ 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 大河内  圭一 （一宮北）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 日 高　啓 治 （東知多）
　　 北 園　守 生 （名古屋空港）
　　 山 内　隆 一 （岡崎東）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
　 ○ 長 尾　秀 義 （小牧）
 杉 田　　 洋 （豊橋）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）  
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 南 部　　 淳 （岡崎）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 冨 永　典 夫 （江南）
　　 鈴 木　正 敏 （田原）
 花橋  日出夫 （名古屋和合）
　　 田 中　利 幸 （名古屋葵）
 中 田　典 子 （名古屋守山）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 杉 本　親 保 （東海）
 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
 荒 川　雅 義 （名古屋中）  
 坂 本　竹 敏 （知多）
 平 田　兼 久 （西尾）  
 伊 藤　　 人 （田原）
 遠 藤　武 夫 （名古屋みなと）
 森 田　　 亨 （半田）
　　 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 冨 田　正 行 （豊橋ゴールデン）
 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 金 山　明 史 （豊田西）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）　 
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
 田 中　正 規 （西尾）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須） 
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 安 藤　隆 利 （名古屋名駅）
　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）
　 岩 月　雅 章 （名古屋中）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 田 中　正 規 （西尾）　 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 小 原　久 和 （名古屋城北） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 川 村　荒 治 （豊橋）
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと） 
 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 永 谷　文 人 （安城）

 大河内  敏彦 （西尾） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ○ 筒 井　信 之 （名古屋南）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
　　 浅 原　光 男 （名古屋南）  
 水 越　彌 生 （刈谷）
 川 島　悦 雄 （名古屋中）
 酒 井　　 賢 （岡崎東）
 亀 井　敏 勝 （名古屋和合）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 福 井　　 敬 （豊橋）
 社 本　太 郎 （春日井）
 山 元　康 裕 （名古屋東山）
　　 刑 部　祐 介 （瀬戸）

　環境保全委員会
　 ◎ 筒 井　信 之 （名古屋南）
　 ○ 米 山　和 浩 （豊田）
 峠　  テル子 （春日井）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 大 矢　裕 慈 （名古屋中）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山） 
 杉 浦　文 雄 （刈谷）
 川 西　裕 康 （豊橋東）
 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　　 舟 橋　伸 治 （名古屋城北） 
 阿 部　光 廣 （三河安城）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
 名 和　千 博 （小牧）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 加 納　昭 巨 （名古屋南）

国際奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　吉 男 （津島）
 鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）
 岡 部 （名古屋北）
 吉 田　光 一 （名古屋丸の内）
 
　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 藤 井　圓 隆 （名古屋名駅）
 岡 崎　　 亨 （名古屋中）  
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）

新世代奉仕委員会
　 ◎　 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○※ 川 村　荒 治 （豊橋） 
　 ○※ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）

 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）  

地区指名委員会
　 ◎ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　 ○ 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　  江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

地区研修リーダー
 石 川　和 昌 （豊橋）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 
　 ○ 下 郷　卓 弥 （名古屋東南） 
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン） 
 梅 村　和 伸 （豊田中）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 神 谷　裕 之 （名古屋中）
 佐 藤　正 延 （名古屋守山）
 瀧 本　　 守 （尾張中央）
 永 田　一 夫 （豊田）  
 西 村　忠 郎 （名古屋栄） 
 細 井　英 治 （安城）
 森　　　  榮 （一宮中央）
 山 内　　 登 （尾西）
 山 名　敬 一 （稲沢）

地区財務委員会
　  ◎ 岩瀬  淳一郎 （豊川）
　 ○ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
 長谷川  正己 （一宮中央）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）
 八 神　　 基 （名古屋栄）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 田 中　正 規 （西尾）
　 ○ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 加 藤　知 成 （東知多）  
 本 多　啓 一 （岡崎）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）  
 西 脇　良 一 （名古屋名北）
 鈴 木　吉 男 （津島）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 矢 形　修 己 （名古屋北）

会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
 加 藤　陽 一 （瀬戸）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 塚 本　胤 男 （稲沢）
 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 日 置　教 康 （名古屋栄）  
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 光 岡　新 吾  （豊田）
 山 崎　克 弥  （西尾）

広報・㲐㗠委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
　 ○ 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 河 村　嘉 男 （小牧）
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 城野  八代江 （名古屋名駅） 
 深 石　公 彦 （岩倉）
 岡 田　邦 義 （岡崎）  
 松崎  美都子 （名古屋守山） 
 山 川　克 彦 （名古屋みなと）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 尾 関　和 成 （名古屋和合）
　 ○ 田 中　粋 人 （豊川）
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  原 田　隆 司 （豊田中）
 堀 口　　 久 （名古屋葵）
 平 野　好 道 （名古屋瑞穂）

クラブ奉仕委員会
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
 早 川　八 郎 （春日井）
 酒 井　基 裕 （蒲郡）
 竹 内　俊 介 （半田）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
　　 才 本　清 継 （名古屋みなと）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 村井  總一郎 （豊橋）
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北） 
　 ○ 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 國 友　昌 大 （名古屋中）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海）  
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂）
 小 川　耕 示 （刈谷） 
 渡 辺　健 壱 （名古屋みなと） 
 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 紅 林　友 昭 （豊橋）

ガバナー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 山 口　誠 一 （東知多） 
（西尾張分区担当）
 林 　　冏 成 （一宮北）
（東尾張分区担当）
 河 村　金 明 （岩倉）
（西名古屋分区担当）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
（東名古屋分区担当）
 大 口　弘 和 （名古屋千種）
（東三河分区担当）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
（西三河中分区担当）
 横 山　眞 久　 （豊田）
（西三河分区担当）
 細 井　英 治 （安城）

地区幹事
 長谷川  正己 （一宮中央）
地区副幹事
 松 岡　正 浩 （一宮中央）
 小 島　三 男 （一宮中央）
　　 森　  俊一郎 （一宮中央）
 倉 地　伸 幸 （一宮中央）
　　 石 原　稔 久 （一宮中央）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　 鹿 島　兼 一 （一宮中央）
　　 西 岡　則 男 （一宮中央）
地区会計長
 大 森　　 進 （一宮中央）
地区監事
 小野木　  宏 （一宮中央）
地区スタッフ
 加 藤　辰 己 （一宮中央） 
　　 高 井　光 信 （一宮中央） 
　　 猪 子　裕 史 （一宮中央） 
　　 長 橋　國 和 （一宮中央） 
　　 森　　　  眞 （一宮中央） 
　　 谷　　　  進 （一宮中央） 
　　 永 田　　 正 （一宮中央） 

ガバナーエレクト
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
次期地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）

 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 
地区指名委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　  斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

地区研修リーダー
 片 山　主 水 （名古屋東南）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 鈴 木　孝 則 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 小 島　啓 治  （春日井）
 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 小 川　宏 嗣 （犬山） 
 榊 原　　 肇 （半田南）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　　 北 村　隆 子 （名古屋錦）
　　 山 内　　 登 （尾西）

地区財務委員会
　  ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 岩瀬  淳一郎 （豊川）

 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 早 川　八 郎 （春日井）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 鈴 木　吉 男 （津島）
 秋 田　敬 治 （豊田）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）

ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  日 高　啓 治 （東知多）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  尾 関　和 成 （名古屋和合） 
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  田 中　粋 人 （豊川）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  原 田　隆 司 （豊田中）
  磯 貝　廣 治 （安城）
　
会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 青 木　良 浩   （豊橋）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 日 置　教 康 （名古屋栄）
　　 津 坂　守 英 （名古屋城北） 

 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 塚 本　胤 男 （稲沢）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 深 石　公 彦 （岩倉）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種  
 岡 田　邦 義 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 田 中　正 規 （西尾）  
 早 川　八 郎 （春日井）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 場々  大刀雄 （春日井） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂） 
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海） 
　　 細 井　土 夫 （名古屋栄） 
　　 神 谷　　 馨 （豊橋ゴールデン） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ※ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ※ 鈴 木　元 弘 （豊田）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 福 井　　 敬 （豊橋）
 水 越　彌 生 （刈谷）
　　 山 田　　 治 （春日井）
　　 鈴村 與左衛門 （あま）
　　 川 島　悦 雄 （名古屋中）

　環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 山 田　慎 也 （名古屋栄）
 武 田　昭 俊 （知立）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　　 筒 井　信 之 （名古屋南）
　　 大 矢　裕 慈 （名古屋中）

　　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 鈴 木　岳 嗣 （蒲郡）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
　　 川 西　裕 康 （豊橋東）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 長谷川  周義 （名古屋錦）

国際奉仕委員会
　 ◎※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）  
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 小 川　　 隆 （名古屋栄）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

新世代奉仕委員会
　 ◎※ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 　※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 　※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 石 川　義 典 （安城）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　　 杉 本　知 治 （岡崎）
　　 奥 田　清 仁 （豊田）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 杦 本　哲 一 （江南）
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 青 木　昭 憲 （名古屋葵）
　　 杉 田　　 洋 （豊橋）
 鈴 木　正 敏 （田原）
　　 南 部　　 淳 （岡崎）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須） 
 北　 　登 一 （名古屋南）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
 森 田　勝 己 （三河安城）
　　 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
　　 犬 束　敏 彦 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 伊 藤　　 人 （田原）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　　 鈴 木　隆 太 （豊田）
　　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　謹 一 （あま）
 橋 本　義 紀 （岡崎東）
　　 八 神　　 基 （名古屋栄）
　　 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　　 北 山　健 二 （西尾）
　恒久基金・大口寄付委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 　グローバル補助金委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 神 谷　　 修 （知立）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 石 川　百 代 （豊橋）

　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合） 
 加 藤　浩 一 （犬山）
 渡 辺　　 昇 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

　奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  竹 内　一 郎 （刈谷）

  加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと）
　　 水 野　憲 司 （一宮北）
　　 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）
　　 金 田　英 和 （名古屋東山）
　　 山 本　光 人 （豊橋北）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 大 口　弘 和 （名古屋千種） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 大河内  圭一 （一宮北）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 大 澤　輝 秀 （豊川）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
　　 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 

　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）

 米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　ᩝ᚟ឰᒨ長 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　㖶㙼ឰᒨ 松 前　憲 典 （一宮中央） 
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
   福 田　清 成 （江南）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター(ZCC)
  江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーバンコク
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
地区ローターアクト代表
 山 下　　 裕 （豊田広域ローターアクト）

 

ガバナー
 千 田　　 毅 （名古屋東）  

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 杉 浦　三 郎 （半田） 
（西尾張分区担当）
 服 部　孝 根 （稲沢）
（東尾張分区担当）
 小 原　久 和 （名古屋城北）
（西名古屋分区担当）
 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
（東名古屋分区担当）
 井 上　雅 之 （名古屋昭和）
（東三河分区担当）
 松 井　　 昭 （田原）
（西三河中分区担当）
 本 間　　 毅　 （岡崎南）
（西三河分区担当）
 加 藤　良 邦 （碧南）

地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
筆頭地区副幹事
 本 多　 　満 （名古屋東）

●2012 年度

地区副幹事
 深 川 　　白 （名古屋東）
 本田  伸太郎 （名古屋東）
　　 奥 村　哲 司 （名古屋東）
 浜　　 洋 一 （名古屋東）
　　 安 藤　東 元 （名古屋東）
　　 後 藤　章 信 （名古屋東）
　　 柏 木　 　功 （名古屋東）
　　 野 田　剛 司 （名古屋東）
 山 田　信 二 （名古屋東）
 渡 邊　正 数 （名古屋東）
 多和田　  武 （名古屋東）
地区会計長
 末 岡　熙 章 （名古屋東）
地区監事
 椙 山　正 弘 （名古屋東）
事務ᤔ長
 新 実　宣 英 （名古屋東）
地区スタッフ
 石 田　侑 嗣 （名古屋東） 
　　 佐 治 　　勝 （名古屋東） 
　　 加 藤　義 彦 （名古屋東） 
　　 岡 本　光 生 （名古屋東） 
　　 國府谷  俊盛 （名古屋東） 
　　 梅 村　昌 寛 （名古屋東） 

　　 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
 岩 口　孝 一 （名古屋東） 
 池 戸　史 英 （名古屋東） 
 小 川　　 信 （名古屋東） 
 馬場  善志雄 （名古屋東） 
 各 務　有 一 （名古屋東） 

ガバナーエレクト
 田 中　正 規 （西尾）
次期地区幹事
 榊 原　勝 俊 （西尾）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）

　 ○ 池 谷　　 悟 （中部名古屋みらい）
 成 田　 　徹 （三河安城）
 山 田　典 廣 （名古屋中）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 髙 田　和 裕 （名古屋みなと）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○ 松尾  憲二郎 （小牧）　 
　 ○ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 鈴 木　文 勝 （小牧）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
　 ○ 金 田　英 和 （名古屋東山）
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）  
 加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 山 本　光 人 （豊橋北）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  坂 井　則 夫 （名古屋西）  
  水 野　憲 司 （一宮北）
  野 村　順 雄 （名古屋みなと）
  小 栗　正 章 （名古屋和合）
 鈴 木　聖 三 （名古屋千種）
 山 田　直 樹 （尾張旭）
　　 青 山　　 稔 （瀬戸）
　　 田 中　寛 孝 （豊川）
　　 中 島　忠 幸 （新城）
　　 中 川　　 敦 （知立）
 山 田　一 仁 （一宮）

東日本大㲱☆プロジェクト委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 C 田 中　正 規 （西尾）　 
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）　 
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南） 
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
　 ○ 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　　 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
　　 榊 原　勝 俊 （西尾）
 石 川　　 博 （安城）　
 林 　　和 夫 （岡崎）  
 松尾  憲二郎 （小牧）
 石 田　正 城 （名古屋北）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 山 下　正 裕 （名古屋栄）

　㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 C 田 中　正 規 （西尾）　 

　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 井 上　雅 之 （名古屋昭和）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
　 ○ 岡 本　光 生 （名古屋東）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
 各 務　有 一 （名古屋東）
 池 戸　史 英 （名古屋東）
 松 田　茂 樹 （名古屋東）

地区大会企画委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

　　 田 中　正 規 （西尾）　 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 榊 原　勝 俊 （西尾） 
ద�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
ద�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
ద�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）
ద�（13ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 細 野　恭 弘 （名古屋昭和）
ద�（13ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 安藤  鉦太郎 （名古屋昭和）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター（RRFC）
   江 崎　柳 節 （小牧）

ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友編㲈委員会
 �9‗ಫಭ一ゲ⬬ᗑ⏠ဵロータリーᏪနጴᴁ⟨နስጴ�
ద㶝ᓦ 松 前　憲 典 （一宮中央）
ロータリーの友編㲈委員会
ᘋ区ၔ㒉ᒨ 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーリス೽ン
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
地区ローターアクト代表
 鏡 味　純 弥 （名古屋みなとRAC）

 

ガバナー
 加 藤　陽 一 （瀬戸）  
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 上　茂 登 （知多） 
（西尾張分区担当）
 平 松　清 美 （尾西）
（東尾張分区担当）
 朱 宮　新 治 （犬山）
（西名古屋分区担当）
 近 藤　雅 夫 （名古屋南）
（東名古屋分区担当）
 藤 田　義 明 （名古屋葵）

（東三河分区担当）
 彦 坂　育 甫 （渥美）
（西三河中分区担当）
 小 幡　輝 雄 （豊田西）
（西三河分区担当）
 杉浦  世志朗 （刈谷）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）

 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）

 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎） 

地区幹事
 大 竹　一 義 （瀬戸）
地区副幹事
 藤 井　源 成 （瀬戸）
 加 藤　睦 彦 （瀬戸）
 勝 谷　哲 次 （瀬戸）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 野 田　正 治 （瀬戸）
 井 上　　 博 （瀬戸）
 加藤  唐三郎 （瀬戸）
 澤 田　賢 成 （瀬戸）
地区会計長
 梶 野　輝 雄 （瀬戸）
地区監事
 亀 井　　 勝 （瀬戸）
事務ᤔ長
 佐 野　一 二 （瀬戸）
地区スタッフ
 山 本　英 雄 （瀬戸）
 牧　　　  治 （瀬戸）
 松 本　哲 也 （瀬戸）
 井 上　伸 也 （瀬戸）
 青 山　 　稔 （瀬戸）
 加 藤　定 江 （瀬戸）
 刑 部　祐 介 （瀬戸）
 鈴 木　光 彦 （瀬戸）
 加 藤　孝 爾  （瀬戸）
 加 藤　恵 子 （瀬戸）
 松 村　晋 也 （瀬戸） 

ガバナーエレクト
 服 部　良 男 （岡崎） 
次期地区幹事
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

地区指名委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 田 中　正 規 （西尾）
　  田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 服 部　良 男 （岡崎） 
 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

副ガバナー
 田 中　正 規 （西尾）

地区研修リーダー
 千 田　　 毅 （名古屋東）

分区幹事
 南尾張分区
  中 村　泰 忠 （知多）
 西尾張分区
  犬飼  万壽男 （尾西） 
 東尾張分区
  岡 田　雅 隆 （犬山） 
 西名古屋分区
  櫻 井　　 繁 （名古屋南） 
 東名古屋分区
  堀 口　　 久 （名古屋葵） 

　東三河分区
  川 口　敏 郎 （渥美）
　西三河中分区
  加 納　一 弘 （豊田西）
　西三河分区
  𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷） 

地区財務委員会
　 ◎ 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　 ○ 嚮 原　勝 俊 （西尾）  
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 A 服 部　良 男 （岡崎）
　 A 大 竹　一 義 （瀬戸）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山） 
　 ○ 村 上　茂 登 （知多）  
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 奥 田　清 仁 （豊田）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
  石 川　勝 彦  （半田南）
 山 﨑　克 弥  （西尾）
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）
 大竹山  雄二 （名古屋東南）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
 松 村　晋 也 （瀬戸）
 羽田野  道明 （名古屋栄）

拡大委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 岡 本　 　巧 （刈谷）  

研修委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　   
　 ○ 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 関 口　宗 男 （名古屋みなと） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）  
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内） 
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 鈴 木　正 徳 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 
地区大会企画委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 服 部　良 男 （岡崎）  

 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　�（14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 嚮原　正 治 （半田）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 松尾  憲二郎 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 岡 田　邦 義 （岡崎）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 小笠原  竜児 （豊橋東）
 加藤  久仁明 （春日井）
 池 戸　史 英 （名古屋東）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  金 谷　康 正 （瀬戸）
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 
職業奉仕委員会
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 杉 田　 　洋 （豊橋）
 近 藤　正 美 （名古屋東山）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 酒 井　 　賢 （岡崎東）
　 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 日 野　典 子 （愛知長久手）
　 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 内 藤　教 恵 （安城）
　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　 近 藤　太 門 （春日井）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 山 本　忠 男 （豊橋北）
　 塩 谷　和 久 （名古屋中）

国際奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）  
 横 田　徳 久 （名古屋名北） 
 山 田　　 拓 （瀬戸）
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 社 本　太 郎 （春日井） 
 平 野　恒 弘 （豊田東）  

 中 田　典 子 （名古屋守山） 

青少年奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 A 秋 田　敬 治 （一宮中央）
　 A 谷 山　芳 和 （豊田西）　 
　 A 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）

インターアクト委員会
　 ◎ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 北 園　守 生 （名古屋空港）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 奥 田　法 行 （安城）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 渋 谷　文 平 （名古屋）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 服 部　 　貴 （津島）
 青 山　五 郎 （東知多）
　 菱 川　弘 樹 （一宮北）
　 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 藤 井　康 正 （岡崎）
　 ○ 山 中　建 策 （一宮中央）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 近 藤　　 眞 （豊橋）
　 村 田　誠 一 （名古屋みなと） 
 天野  英一郎 （田原）
　 沢 田　昌 久 （江南）
　 加 納　伸 康 （名古屋葵）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
　 ○ 平 田　兼 久 （西尾） 
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 大 林　則 久 （豊橋ゴールデン） 
 渡 邊　嘉 昭 （名古屋北） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）

青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 黒 田　勝 基 （高浜）  
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 高 木　政 義 （名古屋大須） 
 吉 岡　秀 記 （刈谷） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
೾ールജ೰リスജೞೖ೉೧ィ೔ーディ೮ーター 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
資金推進委員会
　 ◎ 久 米　博 明 （刈谷） 
　 ○ 牧 野　博 和 （名古屋栄） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　
補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 田 島　保 紀 （名古屋東）
　 ○ 高 山　景 一 （豊橋）
　　 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 笠 井　保 志 （西尾一色）  
 朝 倉　淳 一 （名古屋北）  
 鈴 木　照 幸 （田原パシフィック） 
 久 具　信 夫 （豊川）  
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 都 築　義 勝 （豊田東）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）
 山 口　直 彦 （名古屋東南）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 伊藤  素美子 （名古屋東南） 
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 永 井　伸 治 （稲沢） 

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 佐々木  久直 （一宮）
　 ○ 加 藤　浩 一 （犬山）
 横 井　　 定 （稲沢）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）

奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　 ○ 松 田　茂 治 （西尾）
 佐々木  利政 （豊橋）
 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 矢 頭　功 生 （豊田東） 

米山奨学委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 A 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南） 
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 水 野　憲 司 （一宮北）
 青 山　　 稔 （瀬戸） 
 山 田　一 仁 （一宮）  
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
  杉 浦　澄 雄 （西尾）

 山 本　慎 治 （半田南）
  山 田　　 猛 （江南）
  大 村　幸 司 （豊川）
  加 藤　英 樹 （刈谷）
  荒 川　雅 義 （名古屋中）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 C 田 中　正 規 （西尾）　  
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
  松 田　茂 樹 （名古屋東）

ＲＩ理事エレクト
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター補佐（ARC）
   田 嶋　好 博 （名古屋北）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　㤩⽎ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
ᡩጴജᡩᏪឰᒨ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န　 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
オンツーೞೇル
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
地区ローターアクト代表
 及 川　　 純 （岡崎RAC）

 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）

ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付ᣰ委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 川 村　繁 生 （名古屋名南）
 岩 島　裕 芳 （あま）
　　 松 田　茂 治 （西尾）
　恒久基金・大口寄付ᣰ委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金ᣰ委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　 ○ 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 　グローバル補助金ᣰ委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 松 石　奉 之 （半田）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　 ○ 加 藤　浩 一 （犬山）
 福 田　哲 三 （名古屋和合） 
 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）
 小笠原　  暁 （名古屋中）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）

奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）

　 ○ 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 大河内  圭一 （一宮北）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 日 高　啓 治 （東知多）
　　 北 園　守 生 （名古屋空港）
　　 山 内　隆 一 （岡崎東）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
　 ○ 長 尾　秀 義 （小牧）
 杉 田　　 洋 （豊橋）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）  
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 南 部　　 淳 （岡崎）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 冨 永　典 夫 （江南）
　　 鈴 木　正 敏 （田原）
 花橋  日出夫 （名古屋和合）
　　 田 中　利 幸 （名古屋葵）
 中 田　典 子 （名古屋守山）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 杉 本　親 保 （東海）
 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
 荒 川　雅 義 （名古屋中）  
 坂 本　竹 敏 （知多）
 平 田　兼 久 （西尾）  
 伊 藤　　 人 （田原）
 遠 藤　武 夫 （名古屋みなと）
 森 田　　 亨 （半田）
　　 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 冨 田　正 行 （豊橋ゴールデン）
 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 金 山　明 史 （豊田西）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）　 
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
 田 中　正 規 （西尾）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須） 
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 安 藤　隆 利 （名古屋名駅）
　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）
　 岩 月　雅 章 （名古屋中）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 田 中　正 規 （西尾）　 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 小 原　久 和 （名古屋城北） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 川 村　荒 治 （豊橋）
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと） 
 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 永 谷　文 人 （安城）

 大河内  敏彦 （西尾） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ○ 筒 井　信 之 （名古屋南）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
　　 浅 原　光 男 （名古屋南）  
 水 越　彌 生 （刈谷）
 川 島　悦 雄 （名古屋中）
 酒 井　　 賢 （岡崎東）
 亀 井　敏 勝 （名古屋和合）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 福 井　　 敬 （豊橋）
 社 本　太 郎 （春日井）
 山 元　康 裕 （名古屋東山）
　　 刑 部　祐 介 （瀬戸）

　環境保全委員会
　 ◎ 筒 井　信 之 （名古屋南）
　 ○ 米 山　和 浩 （豊田）
 峠　  テル子 （春日井）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 大 矢　裕 慈 （名古屋中）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山） 
 杉 浦　文 雄 （刈谷）
 川 西　裕 康 （豊橋東）
 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　　 舟 橋　伸 治 （名古屋城北） 
 阿 部　光 廣 （三河安城）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
 名 和　千 博 （小牧）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 加 納　昭 巨 （名古屋南）

国際奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　吉 男 （津島）
 鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）
 岡 部 （名古屋北）
 吉 田　光 一 （名古屋丸の内）
 
　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 藤 井　圓 隆 （名古屋名駅）
 岡 崎　　 亨 （名古屋中）  
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）

新世代奉仕委員会
　 ◎　 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○※ 川 村　荒 治 （豊橋） 
　 ○※ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）

 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）  

地区指名委員会
　 ◎ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　 ○ 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　  江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

地区研修リーダー
 石 川　和 昌 （豊橋）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 
　 ○ 下 郷　卓 弥 （名古屋東南） 
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン） 
 梅 村　和 伸 （豊田中）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 神 谷　裕 之 （名古屋中）
 佐 藤　正 延 （名古屋守山）
 瀧 本　　 守 （尾張中央）
 永 田　一 夫 （豊田）  
 西 村　忠 郎 （名古屋栄） 
 細 井　英 治 （安城）
 森　　　  榮 （一宮中央）
 山 内　　 登 （尾西）
 山 名　敬 一 （稲沢）

地区財務委員会
　  ◎ 岩瀬  淳一郎 （豊川）
　 ○ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
 長谷川  正己 （一宮中央）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）
 八 神　　 基 （名古屋栄）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 田 中　正 規 （西尾）
　 ○ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 加 藤　知 成 （東知多）  
 本 多　啓 一 （岡崎）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）  
 西 脇　良 一 （名古屋名北）
 鈴 木　吉 男 （津島）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 矢 形　修 己 （名古屋北）

会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
 加 藤　陽 一 （瀬戸）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 塚 本　胤 男 （稲沢）
 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 日 置　教 康 （名古屋栄）  
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 光 岡　新 吾  （豊田）
 山 崎　克 弥  （西尾）

広報・㲐㗠委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
　 ○ 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 河 村　嘉 男 （小牧）
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 城野  八代江 （名古屋名駅） 
 深 石　公 彦 （岩倉）
 岡 田　邦 義 （岡崎）  
 松崎  美都子 （名古屋守山） 
 山 川　克 彦 （名古屋みなと）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 尾 関　和 成 （名古屋和合）
　 ○ 田 中　粋 人 （豊川）
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  原 田　隆 司 （豊田中）
 堀 口　　 久 （名古屋葵）
 平 野　好 道 （名古屋瑞穂）

クラブ奉仕委員会
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
 早 川　八 郎 （春日井）
 酒 井　基 裕 （蒲郡）
 竹 内　俊 介 （半田）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
　　 才 本　清 継 （名古屋みなと）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 村井  總一郎 （豊橋）
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北） 
　 ○ 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 國 友　昌 大 （名古屋中）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海）  
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂）
 小 川　耕 示 （刈谷） 
 渡 辺　健 壱 （名古屋みなと） 
 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 紅 林　友 昭 （豊橋）

ガバナー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 山 口　誠 一 （東知多） 
（西尾張分区担当）
 林 　　冏 成 （一宮北）
（東尾張分区担当）
 河 村　金 明 （岩倉）
（西名古屋分区担当）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
（東名古屋分区担当）
 大 口　弘 和 （名古屋千種）
（東三河分区担当）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
（西三河中分区担当）
 横 山　眞 久　 （豊田）
（西三河分区担当）
 細 井　英 治 （安城）

地区幹事
 長谷川  正己 （一宮中央）
地区副幹事
 松 岡　正 浩 （一宮中央）
 小 島　三 男 （一宮中央）
　　 森　  俊一郎 （一宮中央）
 倉 地　伸 幸 （一宮中央）
　　 石 原　稔 久 （一宮中央）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　 鹿 島　兼 一 （一宮中央）
　　 西 岡　則 男 （一宮中央）
地区会計長
 大 森　　 進 （一宮中央）
地区監事
 小野木　  宏 （一宮中央）
地区スタッフ
 加 藤　辰 己 （一宮中央） 
　　 高 井　光 信 （一宮中央） 
　　 猪 子　裕 史 （一宮中央） 
　　 長 橋　國 和 （一宮中央） 
　　 森　　　  眞 （一宮中央） 
　　 谷　　　  進 （一宮中央） 
　　 永 田　　 正 （一宮中央） 

ガバナーエレクト
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
次期地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）

 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 
地区指名委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　  斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

地区研修リーダー
 片 山　主 水 （名古屋東南）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 鈴 木　孝 則 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 小 島　啓 治  （春日井）
 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 小 川　宏 嗣 （犬山） 
 榊 原　　 肇 （半田南）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　　 北 村　隆 子 （名古屋錦）
　　 山 内　　 登 （尾西）

地区財務委員会
　  ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 岩瀬  淳一郎 （豊川）

 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 早 川　八 郎 （春日井）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 鈴 木　吉 男 （津島）
 秋 田　敬 治 （豊田）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）

ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  日 高　啓 治 （東知多）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  尾 関　和 成 （名古屋和合） 
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  田 中　粋 人 （豊川）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  原 田　隆 司 （豊田中）
  磯 貝　廣 治 （安城）
　
会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 青 木　良 浩   （豊橋）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 日 置　教 康 （名古屋栄）
　　 津 坂　守 英 （名古屋城北） 

 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 塚 本　胤 男 （稲沢）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 深 石　公 彦 （岩倉）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種  
 岡 田　邦 義 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 田 中　正 規 （西尾）  
 早 川　八 郎 （春日井）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 場々  大刀雄 （春日井） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂） 
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海） 
　　 細 井　土 夫 （名古屋栄） 
　　 神 谷　　 馨 （豊橋ゴールデン） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ※ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ※ 鈴 木　元 弘 （豊田）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 福 井　　 敬 （豊橋）
 水 越　彌 生 （刈谷）
　　 山 田　　 治 （春日井）
　　 鈴村 與左衛門 （あま）
　　 川 島　悦 雄 （名古屋中）

　環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 山 田　慎 也 （名古屋栄）
 武 田　昭 俊 （知立）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　　 筒 井　信 之 （名古屋南）
　　 大 矢　裕 慈 （名古屋中）

　　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 鈴 木　岳 嗣 （蒲郡）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
　　 川 西　裕 康 （豊橋東）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 長谷川  周義 （名古屋錦）

国際奉仕委員会
　 ◎※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）  
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 小 川　　 隆 （名古屋栄）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

新世代奉仕委員会
　 ◎※ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 　※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 　※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 石 川　義 典 （安城）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　　 杉 本　知 治 （岡崎）
　　 奥 田　清 仁 （豊田）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 杦 本　哲 一 （江南）
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 青 木　昭 憲 （名古屋葵）
　　 杉 田　　 洋 （豊橋）
 鈴 木　正 敏 （田原）
　　 南 部　　 淳 （岡崎）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須） 
 北　 　登 一 （名古屋南）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
 森 田　勝 己 （三河安城）
　　 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
　　 犬 束　敏 彦 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 伊 藤　　 人 （田原）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　　 鈴 木　隆 太 （豊田）
　　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　謹 一 （あま）
 橋 本　義 紀 （岡崎東）
　　 八 神　　 基 （名古屋栄）
　　 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　　 北 山　健 二 （西尾）
　恒久基金・大口寄付委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 　グローバル補助金委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 神 谷　　 修 （知立）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 石 川　百 代 （豊橋）

　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合） 
 加 藤　浩 一 （犬山）
 渡 辺　　 昇 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

　奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  竹 内　一 郎 （刈谷）

  加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと）
　　 水 野　憲 司 （一宮北）
　　 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）
　　 金 田　英 和 （名古屋東山）
　　 山 本　光 人 （豊橋北）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 大 口　弘 和 （名古屋千種） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 大河内  圭一 （一宮北）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 大 澤　輝 秀 （豊川）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
　　 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 

　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）

 米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　ᩝ᚟ឰᒨ長 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　㖶㙼ឰᒨ 松 前　憲 典 （一宮中央） 
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
   福 田　清 成 （江南）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター(ZCC)
  江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーバンコク
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
地区ローターアクト代表
 山 下　　 裕 （豊田広域ローターアクト）

 

ガバナー
 千 田　　 毅 （名古屋東）  

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 杉 浦　三 郎 （半田） 
（西尾張分区担当）
 服 部　孝 根 （稲沢）
（東尾張分区担当）
 小 原　久 和 （名古屋城北）
（西名古屋分区担当）
 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
（東名古屋分区担当）
 井 上　雅 之 （名古屋昭和）
（東三河分区担当）
 松 井　　 昭 （田原）
（西三河中分区担当）
 本 間　　 毅　 （岡崎南）
（西三河分区担当）
 加 藤　良 邦 （碧南）

地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
筆頭地区副幹事
 本 多　 　満 （名古屋東）

地区副幹事
 深 川 　　白 （名古屋東）
 本田  伸太郎 （名古屋東）
　　 奥 村　哲 司 （名古屋東）
 浜　　 洋 一 （名古屋東）
　　 安 藤　東 元 （名古屋東）
　　 後 藤　章 信 （名古屋東）
　　 柏 木　 　功 （名古屋東）
　　 野 田　剛 司 （名古屋東）
 山 田　信 二 （名古屋東）
 渡 邊　正 数 （名古屋東）
 多和田　  武 （名古屋東）
地区会計長
 末 岡　熙 章 （名古屋東）
地区監事
 椙 山　正 弘 （名古屋東）
事務ᤔ長
 新 実　宣 英 （名古屋東）
地区スタッフ
 石 田　侑 嗣 （名古屋東） 
　　 佐 治 　　勝 （名古屋東） 
　　 加 藤　義 彦 （名古屋東） 
　　 岡 本　光 生 （名古屋東） 
　　 國府谷  俊盛 （名古屋東） 
　　 梅 村　昌 寛 （名古屋東） 

　　 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
 岩 口　孝 一 （名古屋東） 
 池 戸　史 英 （名古屋東） 
 小 川　　 信 （名古屋東） 
 馬場  善志雄 （名古屋東） 
 各 務　有 一 （名古屋東） 

ガバナーエレクト
 田 中　正 規 （西尾）
次期地区幹事
 榊 原　勝 俊 （西尾）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）

　 ○ 池 谷　　 悟 （中部名古屋みらい）
 成 田　 　徹 （三河安城）
 山 田　典 廣 （名古屋中）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 髙 田　和 裕 （名古屋みなと）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○ 松尾  憲二郎 （小牧）　 
　 ○ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 鈴 木　文 勝 （小牧）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
　 ○ 金 田　英 和 （名古屋東山）
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）  
 加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 山 本　光 人 （豊橋北）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  坂 井　則 夫 （名古屋西）  
  水 野　憲 司 （一宮北）
  野 村　順 雄 （名古屋みなと）
  小 栗　正 章 （名古屋和合）
 鈴 木　聖 三 （名古屋千種）
 山 田　直 樹 （尾張旭）
　　 青 山　　 稔 （瀬戸）
　　 田 中　寛 孝 （豊川）
　　 中 島　忠 幸 （新城）
　　 中 川　　 敦 （知立）
 山 田　一 仁 （一宮）

東日本大㲱☆プロジェクト委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 C 田 中　正 規 （西尾）　 
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）　 
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南） 
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
　 ○ 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　　 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
　　 榊 原　勝 俊 （西尾）
 石 川　　 博 （安城）　
 林 　　和 夫 （岡崎）  
 松尾  憲二郎 （小牧）
 石 田　正 城 （名古屋北）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 山 下　正 裕 （名古屋栄）

　㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 C 田 中　正 規 （西尾）　 

　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 井 上　雅 之 （名古屋昭和）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
　 ○ 岡 本　光 生 （名古屋東）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
 各 務　有 一 （名古屋東）
 池 戸　史 英 （名古屋東）
 松 田　茂 樹 （名古屋東）

地区大会企画委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

　　 田 中　正 規 （西尾）　 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 榊 原　勝 俊 （西尾） 
ద�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
ద�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
ద�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）
ద�（13ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 細 野　恭 弘 （名古屋昭和）
ద�（13ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 安藤  鉦太郎 （名古屋昭和）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター（RRFC）
   江 崎　柳 節 （小牧）

ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友編㲈委員会
 �9‗ಫಭ一ゲ⬬ᗑ⏠ဵロータリーᏪနጴᴁ⟨နስጴ�
ద㶝ᓦ 松 前　憲 典 （一宮中央）
ロータリーの友編㲈委員会
ᘋ区ၔ㒉ᒨ 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーリス೽ン
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
地区ローターアクト代表
 鏡 味　純 弥 （名古屋みなとRAC）

 

ガバナー
 加 藤　陽 一 （瀬戸）  
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 上　茂 登 （知多） 
（西尾張分区担当）
 平 松　清 美 （尾西）
（東尾張分区担当）
 朱 宮　新 治 （犬山）
（西名古屋分区担当）
 近 藤　雅 夫 （名古屋南）
（東名古屋分区担当）
 藤 田　義 明 （名古屋葵）

（東三河分区担当）
 彦 坂　育 甫 （渥美）
（西三河中分区担当）
 小 幡　輝 雄 （豊田西）
（西三河分区担当）
 杉浦  世志朗 （刈谷）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）

 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）

 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎） 

地区幹事
 大 竹　一 義 （瀬戸）
地区副幹事
 藤 井　源 成 （瀬戸）
 加 藤　睦 彦 （瀬戸）
 勝 谷　哲 次 （瀬戸）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 野 田　正 治 （瀬戸）
 井 上　　 博 （瀬戸）
 加藤  唐三郎 （瀬戸）
 澤 田　賢 成 （瀬戸）
地区会計長
 梶 野　輝 雄 （瀬戸）
地区監事
 亀 井　　 勝 （瀬戸）
事務ᤔ長
 佐 野　一 二 （瀬戸）
地区スタッフ
 山 本　英 雄 （瀬戸）
 牧　　　  治 （瀬戸）
 松 本　哲 也 （瀬戸）
 井 上　伸 也 （瀬戸）
 青 山　 　稔 （瀬戸）
 加 藤　定 江 （瀬戸）
 刑 部　祐 介 （瀬戸）
 鈴 木　光 彦 （瀬戸）
 加 藤　孝 爾  （瀬戸）
 加 藤　恵 子 （瀬戸）
 松 村　晋 也 （瀬戸） 

ガバナーエレクト
 服 部　良 男 （岡崎） 
次期地区幹事
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

地区指名委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 田 中　正 規 （西尾）
　  田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 服 部　良 男 （岡崎） 
 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

副ガバナー
 田 中　正 規 （西尾）

地区研修リーダー
 千 田　　 毅 （名古屋東）

分区幹事
 南尾張分区
  中 村　泰 忠 （知多）
 西尾張分区
  犬飼  万壽男 （尾西） 
 東尾張分区
  岡 田　雅 隆 （犬山） 
 西名古屋分区
  櫻 井　　 繁 （名古屋南） 
 東名古屋分区
  堀 口　　 久 （名古屋葵） 

　東三河分区
  川 口　敏 郎 （渥美）
　西三河中分区
  加 納　一 弘 （豊田西）
　西三河分区
  𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷） 

地区財務委員会
　 ◎ 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　 ○ 嚮 原　勝 俊 （西尾）  
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 A 服 部　良 男 （岡崎）
　 A 大 竹　一 義 （瀬戸）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山） 
　 ○ 村 上　茂 登 （知多）  
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 奥 田　清 仁 （豊田）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
  石 川　勝 彦  （半田南）
 山 﨑　克 弥  （西尾）
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）
 大竹山  雄二 （名古屋東南）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
 松 村　晋 也 （瀬戸）
 羽田野  道明 （名古屋栄）

拡大委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 岡 本　 　巧 （刈谷）  

研修委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　   
　 ○ 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 関 口　宗 男 （名古屋みなと） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）  
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内） 
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 鈴 木　正 徳 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 
地区大会企画委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 服 部　良 男 （岡崎）  

 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　�（14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 嚮原　正 治 （半田）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 松尾  憲二郎 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 岡 田　邦 義 （岡崎）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 小笠原  竜児 （豊橋東）
 加藤  久仁明 （春日井）
 池 戸　史 英 （名古屋東）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  金 谷　康 正 （瀬戸）
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 
職業奉仕委員会
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 杉 田　 　洋 （豊橋）
 近 藤　正 美 （名古屋東山）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 酒 井　 　賢 （岡崎東）
　 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 日 野　典 子 （愛知長久手）
　 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 内 藤　教 恵 （安城）
　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　 近 藤　太 門 （春日井）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 山 本　忠 男 （豊橋北）
　 塩 谷　和 久 （名古屋中）

国際奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）  
 横 田　徳 久 （名古屋名北） 
 山 田　　 拓 （瀬戸）
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 社 本　太 郎 （春日井） 
 平 野　恒 弘 （豊田東）  

 中 田　典 子 （名古屋守山） 

青少年奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 A 秋 田　敬 治 （一宮中央）
　 A 谷 山　芳 和 （豊田西）　 
　 A 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）

インターアクト委員会
　 ◎ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 北 園　守 生 （名古屋空港）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 奥 田　法 行 （安城）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 渋 谷　文 平 （名古屋）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 服 部　 　貴 （津島）
 青 山　五 郎 （東知多）
　 菱 川　弘 樹 （一宮北）
　 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 藤 井　康 正 （岡崎）
　 ○ 山 中　建 策 （一宮中央）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 近 藤　　 眞 （豊橋）
　 村 田　誠 一 （名古屋みなと） 
 天野  英一郎 （田原）
　 沢 田　昌 久 （江南）
　 加 納　伸 康 （名古屋葵）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
　 ○ 平 田　兼 久 （西尾） 
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 大 林　則 久 （豊橋ゴールデン） 
 渡 邊　嘉 昭 （名古屋北） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）

青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 黒 田　勝 基 （高浜）  
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 高 木　政 義 （名古屋大須） 
 吉 岡　秀 記 （刈谷） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
೾ールജ೰リスജೞೖ೉೧ィ೔ーディ೮ーター 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
資金推進委員会
　 ◎ 久 米　博 明 （刈谷） 
　 ○ 牧 野　博 和 （名古屋栄） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　
補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 田 島　保 紀 （名古屋東）
　 ○ 高 山　景 一 （豊橋）
　　 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 笠 井　保 志 （西尾一色）  
 朝 倉　淳 一 （名古屋北）  
 鈴 木　照 幸 （田原パシフィック） 
 久 具　信 夫 （豊川）  
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 都 築　義 勝 （豊田東）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）
 山 口　直 彦 （名古屋東南）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 伊藤  素美子 （名古屋東南） 
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 永 井　伸 治 （稲沢） 

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 佐々木  久直 （一宮）
　 ○ 加 藤　浩 一 （犬山）
 横 井　　 定 （稲沢）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）

奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　 ○ 松 田　茂 治 （西尾）
 佐々木  利政 （豊橋）
 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 矢 頭　功 生 （豊田東） 

米山奨学委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 A 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南） 
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 水 野　憲 司 （一宮北）
 青 山　　 稔 （瀬戸） 
 山 田　一 仁 （一宮）  
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
  杉 浦　澄 雄 （西尾）

 山 本　慎 治 （半田南）
  山 田　　 猛 （江南）
  大 村　幸 司 （豊川）
  加 藤　英 樹 （刈谷）
  荒 川　雅 義 （名古屋中）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 C 田 中　正 規 （西尾）　  
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
  松 田　茂 樹 （名古屋東）

ＲＩ理事エレクト
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター補佐（ARC）
   田 嶋　好 博 （名古屋北）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　㤩⽎ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
ᡩጴജᡩᏪឰᒨ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န　 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
オンツーೞೇル
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
地区ローターアクト代表
 及 川　　 純 （岡崎RAC）
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 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）

ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付ᣰ委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 川 村　繁 生 （名古屋名南）
 岩 島　裕 芳 （あま）
　　 松 田　茂 治 （西尾）
　恒久基金・大口寄付ᣰ委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金ᣰ委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　 ○ 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 　グローバル補助金ᣰ委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 松 石　奉 之 （半田）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　 ○ 加 藤　浩 一 （犬山）
 福 田　哲 三 （名古屋和合） 
 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）
 小笠原　  暁 （名古屋中）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）

奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）

　 ○ 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 大河内  圭一 （一宮北）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 日 高　啓 治 （東知多）
　　 北 園　守 生 （名古屋空港）
　　 山 内　隆 一 （岡崎東）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
　 ○ 長 尾　秀 義 （小牧）
 杉 田　　 洋 （豊橋）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）  
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 南 部　　 淳 （岡崎）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 冨 永　典 夫 （江南）
　　 鈴 木　正 敏 （田原）
 花橋  日出夫 （名古屋和合）
　　 田 中　利 幸 （名古屋葵）
 中 田　典 子 （名古屋守山）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 杉 本　親 保 （東海）
 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
 荒 川　雅 義 （名古屋中）  
 坂 本　竹 敏 （知多）
 平 田　兼 久 （西尾）  
 伊 藤　　 人 （田原）
 遠 藤　武 夫 （名古屋みなと）
 森 田　　 亨 （半田）
　　 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 冨 田　正 行 （豊橋ゴールデン）
 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 金 山　明 史 （豊田西）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）　 
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
 田 中　正 規 （西尾）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須） 
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 安 藤　隆 利 （名古屋名駅）
　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）
　 岩 月　雅 章 （名古屋中）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 田 中　正 規 （西尾）　 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 小 原　久 和 （名古屋城北） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 川 村　荒 治 （豊橋）
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと） 
 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 永 谷　文 人 （安城）

 大河内  敏彦 （西尾） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ○ 筒 井　信 之 （名古屋南）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
　　 浅 原　光 男 （名古屋南）  
 水 越　彌 生 （刈谷）
 川 島　悦 雄 （名古屋中）
 酒 井　　 賢 （岡崎東）
 亀 井　敏 勝 （名古屋和合）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 福 井　　 敬 （豊橋）
 社 本　太 郎 （春日井）
 山 元　康 裕 （名古屋東山）
　　 刑 部　祐 介 （瀬戸）

　環境保全委員会
　 ◎ 筒 井　信 之 （名古屋南）
　 ○ 米 山　和 浩 （豊田）
 峠　  テル子 （春日井）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 大 矢　裕 慈 （名古屋中）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山） 
 杉 浦　文 雄 （刈谷）
 川 西　裕 康 （豊橋東）
 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　　 舟 橋　伸 治 （名古屋城北） 
 阿 部　光 廣 （三河安城）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
 名 和　千 博 （小牧）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 加 納　昭 巨 （名古屋南）

国際奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　吉 男 （津島）
 鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）
 岡 部 （名古屋北）
 吉 田　光 一 （名古屋丸の内）
 
　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 藤 井　圓 隆 （名古屋名駅）
 岡 崎　　 亨 （名古屋中）  
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）

新世代奉仕委員会
　 ◎　 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○※ 川 村　荒 治 （豊橋） 
　 ○※ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）

 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）  

地区指名委員会
　 ◎ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　 ○ 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　  江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

地区研修リーダー
 石 川　和 昌 （豊橋）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 
　 ○ 下 郷　卓 弥 （名古屋東南） 
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン） 
 梅 村　和 伸 （豊田中）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 神 谷　裕 之 （名古屋中）
 佐 藤　正 延 （名古屋守山）
 瀧 本　　 守 （尾張中央）
 永 田　一 夫 （豊田）  
 西 村　忠 郎 （名古屋栄） 
 細 井　英 治 （安城）
 森　　　  榮 （一宮中央）
 山 内　　 登 （尾西）
 山 名　敬 一 （稲沢）

地区財務委員会
　  ◎ 岩瀬  淳一郎 （豊川）
　 ○ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
 長谷川  正己 （一宮中央）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）
 八 神　　 基 （名古屋栄）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 田 中　正 規 （西尾）
　 ○ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 加 藤　知 成 （東知多）  
 本 多　啓 一 （岡崎）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）  
 西 脇　良 一 （名古屋名北）
 鈴 木　吉 男 （津島）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 矢 形　修 己 （名古屋北）

会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
 加 藤　陽 一 （瀬戸）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 塚 本　胤 男 （稲沢）
 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 日 置　教 康 （名古屋栄）  
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 光 岡　新 吾  （豊田）
 山 崎　克 弥  （西尾）

広報・㲐㗠委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
　 ○ 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 河 村　嘉 男 （小牧）
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 城野  八代江 （名古屋名駅） 
 深 石　公 彦 （岩倉）
 岡 田　邦 義 （岡崎）  
 松崎  美都子 （名古屋守山） 
 山 川　克 彦 （名古屋みなと）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 尾 関　和 成 （名古屋和合）
　 ○ 田 中　粋 人 （豊川）
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  原 田　隆 司 （豊田中）
 堀 口　　 久 （名古屋葵）
 平 野　好 道 （名古屋瑞穂）

クラブ奉仕委員会
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
 早 川　八 郎 （春日井）
 酒 井　基 裕 （蒲郡）
 竹 内　俊 介 （半田）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
　　 才 本　清 継 （名古屋みなと）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 村井  總一郎 （豊橋）
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北） 
　 ○ 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 國 友　昌 大 （名古屋中）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海）  
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂）
 小 川　耕 示 （刈谷） 
 渡 辺　健 壱 （名古屋みなと） 
 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 紅 林　友 昭 （豊橋）

ガバナー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 山 口　誠 一 （東知多） 
（西尾張分区担当）
 林 　　冏 成 （一宮北）
（東尾張分区担当）
 河 村　金 明 （岩倉）
（西名古屋分区担当）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
（東名古屋分区担当）
 大 口　弘 和 （名古屋千種）
（東三河分区担当）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
（西三河中分区担当）
 横 山　眞 久　 （豊田）
（西三河分区担当）
 細 井　英 治 （安城）

地区幹事
 長谷川  正己 （一宮中央）
地区副幹事
 松 岡　正 浩 （一宮中央）
 小 島　三 男 （一宮中央）
　　 森　  俊一郎 （一宮中央）
 倉 地　伸 幸 （一宮中央）
　　 石 原　稔 久 （一宮中央）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　 鹿 島　兼 一 （一宮中央）
　　 西 岡　則 男 （一宮中央）
地区会計長
 大 森　　 進 （一宮中央）
地区監事
 小野木　  宏 （一宮中央）
地区スタッフ
 加 藤　辰 己 （一宮中央） 
　　 高 井　光 信 （一宮中央） 
　　 猪 子　裕 史 （一宮中央） 
　　 長 橋　國 和 （一宮中央） 
　　 森　　　  眞 （一宮中央） 
　　 谷　　　  進 （一宮中央） 
　　 永 田　　 正 （一宮中央） 

ガバナーエレクト
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
次期地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）

 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 
地区指名委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　  斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

地区研修リーダー
 片 山　主 水 （名古屋東南）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 鈴 木　孝 則 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 小 島　啓 治  （春日井）
 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 小 川　宏 嗣 （犬山） 
 榊 原　　 肇 （半田南）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　　 北 村　隆 子 （名古屋錦）
　　 山 内　　 登 （尾西）

地区財務委員会
　  ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 岩瀬  淳一郎 （豊川）

 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 早 川　八 郎 （春日井）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 鈴 木　吉 男 （津島）
 秋 田　敬 治 （豊田）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）

ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  日 高　啓 治 （東知多）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  尾 関　和 成 （名古屋和合） 
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  田 中　粋 人 （豊川）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  原 田　隆 司 （豊田中）
  磯 貝　廣 治 （安城）
　
会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 青 木　良 浩   （豊橋）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 日 置　教 康 （名古屋栄）
　　 津 坂　守 英 （名古屋城北） 

 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 塚 本　胤 男 （稲沢）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 深 石　公 彦 （岩倉）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種  
 岡 田　邦 義 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 田 中　正 規 （西尾）  
 早 川　八 郎 （春日井）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 場々  大刀雄 （春日井） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂） 
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海） 
　　 細 井　土 夫 （名古屋栄） 
　　 神 谷　　 馨 （豊橋ゴールデン） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ※ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ※ 鈴 木　元 弘 （豊田）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 福 井　　 敬 （豊橋）
 水 越　彌 生 （刈谷）
　　 山 田　　 治 （春日井）
　　 鈴村 與左衛門 （あま）
　　 川 島　悦 雄 （名古屋中）

　環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 山 田　慎 也 （名古屋栄）
 武 田　昭 俊 （知立）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　　 筒 井　信 之 （名古屋南）
　　 大 矢　裕 慈 （名古屋中）

　　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 鈴 木　岳 嗣 （蒲郡）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
　　 川 西　裕 康 （豊橋東）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 長谷川  周義 （名古屋錦）

国際奉仕委員会
　 ◎※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）  
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 小 川　　 隆 （名古屋栄）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

新世代奉仕委員会
　 ◎※ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 　※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 　※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 石 川　義 典 （安城）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　　 杉 本　知 治 （岡崎）
　　 奥 田　清 仁 （豊田）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 杦 本　哲 一 （江南）
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 青 木　昭 憲 （名古屋葵）
　　 杉 田　　 洋 （豊橋）
 鈴 木　正 敏 （田原）
　　 南 部　　 淳 （岡崎）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須） 
 北　 　登 一 （名古屋南）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
 森 田　勝 己 （三河安城）
　　 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
　　 犬 束　敏 彦 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 伊 藤　　 人 （田原）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　　 鈴 木　隆 太 （豊田）
　　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　謹 一 （あま）
 橋 本　義 紀 （岡崎東）
　　 八 神　　 基 （名古屋栄）
　　 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　　 北 山　健 二 （西尾）
　恒久基金・大口寄付委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 　グローバル補助金委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 神 谷　　 修 （知立）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 石 川　百 代 （豊橋）

　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合） 
 加 藤　浩 一 （犬山）
 渡 辺　　 昇 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

　奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  竹 内　一 郎 （刈谷）

  加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと）
　　 水 野　憲 司 （一宮北）
　　 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）
　　 金 田　英 和 （名古屋東山）
　　 山 本　光 人 （豊橋北）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 大 口　弘 和 （名古屋千種） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 大河内  圭一 （一宮北）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 大 澤　輝 秀 （豊川）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
　　 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 

　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）

 米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　ᩝ᚟ឰᒨ長 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　㖶㙼ឰᒨ 松 前　憲 典 （一宮中央） 
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
   福 田　清 成 （江南）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター(ZCC)
  江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーバンコク
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
地区ローターアクト代表
 山 下　　 裕 （豊田広域ローターアクト）

 

ガバナー
 千 田　　 毅 （名古屋東）  

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 杉 浦　三 郎 （半田） 
（西尾張分区担当）
 服 部　孝 根 （稲沢）
（東尾張分区担当）
 小 原　久 和 （名古屋城北）
（西名古屋分区担当）
 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
（東名古屋分区担当）
 井 上　雅 之 （名古屋昭和）
（東三河分区担当）
 松 井　　 昭 （田原）
（西三河中分区担当）
 本 間　　 毅　 （岡崎南）
（西三河分区担当）
 加 藤　良 邦 （碧南）

地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
筆頭地区副幹事
 本 多　 　満 （名古屋東）

●2012 年度

地区副幹事
 深 川 　　白 （名古屋東）
 本田  伸太郎 （名古屋東）
　　 奥 村　哲 司 （名古屋東）
 浜　　 洋 一 （名古屋東）
　　 安 藤　東 元 （名古屋東）
　　 後 藤　章 信 （名古屋東）
　　 柏 木　 　功 （名古屋東）
　　 野 田　剛 司 （名古屋東）
 山 田　信 二 （名古屋東）
 渡 邊　正 数 （名古屋東）
 多和田　  武 （名古屋東）
地区会計長
 末 岡　熙 章 （名古屋東）
地区監事
 椙 山　正 弘 （名古屋東）
事務ᤔ長
 新 実　宣 英 （名古屋東）
地区スタッフ
 石 田　侑 嗣 （名古屋東） 
　　 佐 治 　　勝 （名古屋東） 
　　 加 藤　義 彦 （名古屋東） 
　　 岡 本　光 生 （名古屋東） 
　　 國府谷  俊盛 （名古屋東） 
　　 梅 村　昌 寛 （名古屋東） 

　　 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
 岩 口　孝 一 （名古屋東） 
 池 戸　史 英 （名古屋東） 
 小 川　　 信 （名古屋東） 
 馬場  善志雄 （名古屋東） 
 各 務　有 一 （名古屋東） 

ガバナーエレクト
 田 中　正 規 （西尾）
次期地区幹事
 榊 原　勝 俊 （西尾）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）

　 ○ 池 谷　　 悟 （中部名古屋みらい）
 成 田　 　徹 （三河安城）
 山 田　典 廣 （名古屋中）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 髙 田　和 裕 （名古屋みなと）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○ 松尾  憲二郎 （小牧）　 
　 ○ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 鈴 木　文 勝 （小牧）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
　 ○ 金 田　英 和 （名古屋東山）
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）  
 加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 山 本　光 人 （豊橋北）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  坂 井　則 夫 （名古屋西）  
  水 野　憲 司 （一宮北）
  野 村　順 雄 （名古屋みなと）
  小 栗　正 章 （名古屋和合）
 鈴 木　聖 三 （名古屋千種）
 山 田　直 樹 （尾張旭）
　　 青 山　　 稔 （瀬戸）
　　 田 中　寛 孝 （豊川）
　　 中 島　忠 幸 （新城）
　　 中 川　　 敦 （知立）
 山 田　一 仁 （一宮）

東日本大㲱☆プロジェクト委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 C 田 中　正 規 （西尾）　 
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）　 
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南） 
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
　 ○ 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　　 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
　　 榊 原　勝 俊 （西尾）
 石 川　　 博 （安城）　
 林 　　和 夫 （岡崎）  
 松尾  憲二郎 （小牧）
 石 田　正 城 （名古屋北）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 山 下　正 裕 （名古屋栄）

　㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 C 田 中　正 規 （西尾）　 

　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 井 上　雅 之 （名古屋昭和）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
　 ○ 岡 本　光 生 （名古屋東）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
 各 務　有 一 （名古屋東）
 池 戸　史 英 （名古屋東）
 松 田　茂 樹 （名古屋東）

地区大会企画委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

　　 田 中　正 規 （西尾）　 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 榊 原　勝 俊 （西尾） 
ద�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
ద�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
ద�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）
ద�（13ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 細 野　恭 弘 （名古屋昭和）
ద�（13ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 安藤  鉦太郎 （名古屋昭和）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター（RRFC）
   江 崎　柳 節 （小牧）

ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友編㲈委員会
 �9‗ಫಭ一ゲ⬬ᗑ⏠ဵロータリーᏪနጴᴁ⟨နስጴ�
ద㶝ᓦ 松 前　憲 典 （一宮中央）
ロータリーの友編㲈委員会
ᘋ区ၔ㒉ᒨ 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーリス೽ン
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
地区ローターアクト代表
 鏡 味　純 弥 （名古屋みなとRAC）

 

ガバナー
 加 藤　陽 一 （瀬戸）  
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 上　茂 登 （知多） 
（西尾張分区担当）
 平 松　清 美 （尾西）
（東尾張分区担当）
 朱 宮　新 治 （犬山）
（西名古屋分区担当）
 近 藤　雅 夫 （名古屋南）
（東名古屋分区担当）
 藤 田　義 明 （名古屋葵）

（東三河分区担当）
 彦 坂　育 甫 （渥美）
（西三河中分区担当）
 小 幡　輝 雄 （豊田西）
（西三河分区担当）
 杉浦  世志朗 （刈谷）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）

 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）

 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎） 

地区幹事
 大 竹　一 義 （瀬戸）
地区副幹事
 藤 井　源 成 （瀬戸）
 加 藤　睦 彦 （瀬戸）
 勝 谷　哲 次 （瀬戸）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 野 田　正 治 （瀬戸）
 井 上　　 博 （瀬戸）
 加藤  唐三郎 （瀬戸）
 澤 田　賢 成 （瀬戸）
地区会計長
 梶 野　輝 雄 （瀬戸）
地区監事
 亀 井　　 勝 （瀬戸）
事務ᤔ長
 佐 野　一 二 （瀬戸）
地区スタッフ
 山 本　英 雄 （瀬戸）
 牧　　　  治 （瀬戸）
 松 本　哲 也 （瀬戸）
 井 上　伸 也 （瀬戸）
 青 山　 　稔 （瀬戸）
 加 藤　定 江 （瀬戸）
 刑 部　祐 介 （瀬戸）
 鈴 木　光 彦 （瀬戸）
 加 藤　孝 爾  （瀬戸）
 加 藤　恵 子 （瀬戸）
 松 村　晋 也 （瀬戸） 

ガバナーエレクト
 服 部　良 男 （岡崎） 
次期地区幹事
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

地区指名委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 田 中　正 規 （西尾）
　  田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 服 部　良 男 （岡崎） 
 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

副ガバナー
 田 中　正 規 （西尾）

地区研修リーダー
 千 田　　 毅 （名古屋東）

分区幹事
 南尾張分区
  中 村　泰 忠 （知多）
 西尾張分区
  犬飼  万壽男 （尾西） 
 東尾張分区
  岡 田　雅 隆 （犬山） 
 西名古屋分区
  櫻 井　　 繁 （名古屋南） 
 東名古屋分区
  堀 口　　 久 （名古屋葵） 

　東三河分区
  川 口　敏 郎 （渥美）
　西三河中分区
  加 納　一 弘 （豊田西）
　西三河分区
  𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷） 

地区財務委員会
　 ◎ 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　 ○ 嚮 原　勝 俊 （西尾）  
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 A 服 部　良 男 （岡崎）
　 A 大 竹　一 義 （瀬戸）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山） 
　 ○ 村 上　茂 登 （知多）  
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 奥 田　清 仁 （豊田）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
  石 川　勝 彦  （半田南）
 山 﨑　克 弥  （西尾）
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）
 大竹山  雄二 （名古屋東南）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
 松 村　晋 也 （瀬戸）
 羽田野  道明 （名古屋栄）

拡大委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 岡 本　 　巧 （刈谷）  

研修委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　   
　 ○ 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 関 口　宗 男 （名古屋みなと） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）  
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内） 
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 鈴 木　正 徳 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 
地区大会企画委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 服 部　良 男 （岡崎）  

 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　�（14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 嚮原　正 治 （半田）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 松尾  憲二郎 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 岡 田　邦 義 （岡崎）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 小笠原  竜児 （豊橋東）
 加藤  久仁明 （春日井）
 池 戸　史 英 （名古屋東）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  金 谷　康 正 （瀬戸）
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 
職業奉仕委員会
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 杉 田　 　洋 （豊橋）
 近 藤　正 美 （名古屋東山）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 酒 井　 　賢 （岡崎東）
　 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 日 野　典 子 （愛知長久手）
　 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 内 藤　教 恵 （安城）
　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　 近 藤　太 門 （春日井）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 山 本　忠 男 （豊橋北）
　 塩 谷　和 久 （名古屋中）

国際奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）  
 横 田　徳 久 （名古屋名北） 
 山 田　　 拓 （瀬戸）
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 社 本　太 郎 （春日井） 
 平 野　恒 弘 （豊田東）  

 中 田　典 子 （名古屋守山） 

青少年奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 A 秋 田　敬 治 （一宮中央）
　 A 谷 山　芳 和 （豊田西）　 
　 A 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）

インターアクト委員会
　 ◎ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 北 園　守 生 （名古屋空港）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 奥 田　法 行 （安城）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 渋 谷　文 平 （名古屋）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 服 部　 　貴 （津島）
 青 山　五 郎 （東知多）
　 菱 川　弘 樹 （一宮北）
　 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 藤 井　康 正 （岡崎）
　 ○ 山 中　建 策 （一宮中央）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 近 藤　　 眞 （豊橋）
　 村 田　誠 一 （名古屋みなと） 
 天野  英一郎 （田原）
　 沢 田　昌 久 （江南）
　 加 納　伸 康 （名古屋葵）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
　 ○ 平 田　兼 久 （西尾） 
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 大 林　則 久 （豊橋ゴールデン） 
 渡 邊　嘉 昭 （名古屋北） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）

青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 黒 田　勝 基 （高浜）  
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 高 木　政 義 （名古屋大須） 
 吉 岡　秀 記 （刈谷） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
೾ールജ೰リスജೞೖ೉೧ィ೔ーディ೮ーター 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
資金推進委員会
　 ◎ 久 米　博 明 （刈谷） 
　 ○ 牧 野　博 和 （名古屋栄） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　
補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 田 島　保 紀 （名古屋東）
　 ○ 高 山　景 一 （豊橋）
　　 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 笠 井　保 志 （西尾一色）  
 朝 倉　淳 一 （名古屋北）  
 鈴 木　照 幸 （田原パシフィック） 
 久 具　信 夫 （豊川）  
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 都 築　義 勝 （豊田東）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）
 山 口　直 彦 （名古屋東南）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 伊藤  素美子 （名古屋東南） 
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 永 井　伸 治 （稲沢） 

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 佐々木  久直 （一宮）
　 ○ 加 藤　浩 一 （犬山）
 横 井　　 定 （稲沢）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）

奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　 ○ 松 田　茂 治 （西尾）
 佐々木  利政 （豊橋）
 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 矢 頭　功 生 （豊田東） 

米山奨学委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 A 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南） 
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 水 野　憲 司 （一宮北）
 青 山　　 稔 （瀬戸） 
 山 田　一 仁 （一宮）  
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
  杉 浦　澄 雄 （西尾）

 山 本　慎 治 （半田南）
  山 田　　 猛 （江南）
  大 村　幸 司 （豊川）
  加 藤　英 樹 （刈谷）
  荒 川　雅 義 （名古屋中）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 C 田 中　正 規 （西尾）　  
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
  松 田　茂 樹 （名古屋東）

ＲＩ理事エレクト
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター補佐（ARC）
   田 嶋　好 博 （名古屋北）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　㤩⽎ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
ᡩጴജᡩᏪឰᒨ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န　 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
オンツーೞೇル
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
地区ローターアクト代表
 及 川　　 純 （岡崎RAC）

 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）

ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付ᣰ委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 川 村　繁 生 （名古屋名南）
 岩 島　裕 芳 （あま）
　　 松 田　茂 治 （西尾）
　恒久基金・大口寄付ᣰ委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金ᣰ委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　 ○ 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 　グローバル補助金ᣰ委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 松 石　奉 之 （半田）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　 ○ 加 藤　浩 一 （犬山）
 福 田　哲 三 （名古屋和合） 
 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）
 小笠原　  暁 （名古屋中）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）

奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）

　 ○ 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 大河内  圭一 （一宮北）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 日 高　啓 治 （東知多）
　　 北 園　守 生 （名古屋空港）
　　 山 内　隆 一 （岡崎東）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
　 ○ 長 尾　秀 義 （小牧）
 杉 田　　 洋 （豊橋）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）  
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 南 部　　 淳 （岡崎）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 冨 永　典 夫 （江南）
　　 鈴 木　正 敏 （田原）
 花橋  日出夫 （名古屋和合）
　　 田 中　利 幸 （名古屋葵）
 中 田　典 子 （名古屋守山）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 杉 本　親 保 （東海）
 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
 荒 川　雅 義 （名古屋中）  
 坂 本　竹 敏 （知多）
 平 田　兼 久 （西尾）  
 伊 藤　　 人 （田原）
 遠 藤　武 夫 （名古屋みなと）
 森 田　　 亨 （半田）
　　 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 冨 田　正 行 （豊橋ゴールデン）
 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 金 山　明 史 （豊田西）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）　 
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
 田 中　正 規 （西尾）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須） 
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 安 藤　隆 利 （名古屋名駅）
　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）
　 岩 月　雅 章 （名古屋中）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 田 中　正 規 （西尾）　 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 小 原　久 和 （名古屋城北） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 川 村　荒 治 （豊橋）
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと） 
 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 永 谷　文 人 （安城）

 大河内  敏彦 （西尾） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ○ 筒 井　信 之 （名古屋南）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
　　 浅 原　光 男 （名古屋南）  
 水 越　彌 生 （刈谷）
 川 島　悦 雄 （名古屋中）
 酒 井　　 賢 （岡崎東）
 亀 井　敏 勝 （名古屋和合）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 福 井　　 敬 （豊橋）
 社 本　太 郎 （春日井）
 山 元　康 裕 （名古屋東山）
　　 刑 部　祐 介 （瀬戸）

　環境保全委員会
　 ◎ 筒 井　信 之 （名古屋南）
　 ○ 米 山　和 浩 （豊田）
 峠　  テル子 （春日井）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 大 矢　裕 慈 （名古屋中）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山） 
 杉 浦　文 雄 （刈谷）
 川 西　裕 康 （豊橋東）
 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　　 舟 橋　伸 治 （名古屋城北） 
 阿 部　光 廣 （三河安城）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
 名 和　千 博 （小牧）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 加 納　昭 巨 （名古屋南）

国際奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　吉 男 （津島）
 鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）
 岡 部 （名古屋北）
 吉 田　光 一 （名古屋丸の内）
 
　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 藤 井　圓 隆 （名古屋名駅）
 岡 崎　　 亨 （名古屋中）  
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）

新世代奉仕委員会
　 ◎　 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○※ 川 村　荒 治 （豊橋） 
　 ○※ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）

 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）  

地区指名委員会
　 ◎ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　 ○ 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　  江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

地区研修リーダー
 石 川　和 昌 （豊橋）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 
　 ○ 下 郷　卓 弥 （名古屋東南） 
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン） 
 梅 村　和 伸 （豊田中）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 神 谷　裕 之 （名古屋中）
 佐 藤　正 延 （名古屋守山）
 瀧 本　　 守 （尾張中央）
 永 田　一 夫 （豊田）  
 西 村　忠 郎 （名古屋栄） 
 細 井　英 治 （安城）
 森　　　  榮 （一宮中央）
 山 内　　 登 （尾西）
 山 名　敬 一 （稲沢）

地区財務委員会
　  ◎ 岩瀬  淳一郎 （豊川）
　 ○ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
 長谷川  正己 （一宮中央）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）
 八 神　　 基 （名古屋栄）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 田 中　正 規 （西尾）
　 ○ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 加 藤　知 成 （東知多）  
 本 多　啓 一 （岡崎）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）  
 西 脇　良 一 （名古屋名北）
 鈴 木　吉 男 （津島）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 矢 形　修 己 （名古屋北）

会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
 加 藤　陽 一 （瀬戸）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 塚 本　胤 男 （稲沢）
 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 日 置　教 康 （名古屋栄）  
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 光 岡　新 吾  （豊田）
 山 崎　克 弥  （西尾）

広報・㲐㗠委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
　 ○ 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 河 村　嘉 男 （小牧）
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 城野  八代江 （名古屋名駅） 
 深 石　公 彦 （岩倉）
 岡 田　邦 義 （岡崎）  
 松崎  美都子 （名古屋守山） 
 山 川　克 彦 （名古屋みなと）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 尾 関　和 成 （名古屋和合）
　 ○ 田 中　粋 人 （豊川）
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  原 田　隆 司 （豊田中）
 堀 口　　 久 （名古屋葵）
 平 野　好 道 （名古屋瑞穂）

クラブ奉仕委員会
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
 早 川　八 郎 （春日井）
 酒 井　基 裕 （蒲郡）
 竹 内　俊 介 （半田）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
　　 才 本　清 継 （名古屋みなと）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 村井  總一郎 （豊橋）
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北） 
　 ○ 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 國 友　昌 大 （名古屋中）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海）  
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂）
 小 川　耕 示 （刈谷） 
 渡 辺　健 壱 （名古屋みなと） 
 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 紅 林　友 昭 （豊橋）

ガバナー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 山 口　誠 一 （東知多） 
（西尾張分区担当）
 林 　　冏 成 （一宮北）
（東尾張分区担当）
 河 村　金 明 （岩倉）
（西名古屋分区担当）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
（東名古屋分区担当）
 大 口　弘 和 （名古屋千種）
（東三河分区担当）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
（西三河中分区担当）
 横 山　眞 久　 （豊田）
（西三河分区担当）
 細 井　英 治 （安城）

地区幹事
 長谷川  正己 （一宮中央）
地区副幹事
 松 岡　正 浩 （一宮中央）
 小 島　三 男 （一宮中央）
　　 森　  俊一郎 （一宮中央）
 倉 地　伸 幸 （一宮中央）
　　 石 原　稔 久 （一宮中央）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　 鹿 島　兼 一 （一宮中央）
　　 西 岡　則 男 （一宮中央）
地区会計長
 大 森　　 進 （一宮中央）
地区監事
 小野木　  宏 （一宮中央）
地区スタッフ
 加 藤　辰 己 （一宮中央） 
　　 高 井　光 信 （一宮中央） 
　　 猪 子　裕 史 （一宮中央） 
　　 長 橋　國 和 （一宮中央） 
　　 森　　　  眞 （一宮中央） 
　　 谷　　　  進 （一宮中央） 
　　 永 田　　 正 （一宮中央） 

ガバナーエレクト
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
次期地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）

 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 
地区指名委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　  斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

地区研修リーダー
 片 山　主 水 （名古屋東南）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 鈴 木　孝 則 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 小 島　啓 治  （春日井）
 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 小 川　宏 嗣 （犬山） 
 榊 原　　 肇 （半田南）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　　 北 村　隆 子 （名古屋錦）
　　 山 内　　 登 （尾西）

地区財務委員会
　  ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 岩瀬  淳一郎 （豊川）

 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 早 川　八 郎 （春日井）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 鈴 木　吉 男 （津島）
 秋 田　敬 治 （豊田）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）

ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  日 高　啓 治 （東知多）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  尾 関　和 成 （名古屋和合） 
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  田 中　粋 人 （豊川）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  原 田　隆 司 （豊田中）
  磯 貝　廣 治 （安城）
　
会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 青 木　良 浩   （豊橋）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 日 置　教 康 （名古屋栄）
　　 津 坂　守 英 （名古屋城北） 

 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 塚 本　胤 男 （稲沢）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 深 石　公 彦 （岩倉）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種  
 岡 田　邦 義 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 田 中　正 規 （西尾）  
 早 川　八 郎 （春日井）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 場々  大刀雄 （春日井） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂） 
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海） 
　　 細 井　土 夫 （名古屋栄） 
　　 神 谷　　 馨 （豊橋ゴールデン） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ※ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ※ 鈴 木　元 弘 （豊田）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 福 井　　 敬 （豊橋）
 水 越　彌 生 （刈谷）
　　 山 田　　 治 （春日井）
　　 鈴村 與左衛門 （あま）
　　 川 島　悦 雄 （名古屋中）

　環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 山 田　慎 也 （名古屋栄）
 武 田　昭 俊 （知立）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　　 筒 井　信 之 （名古屋南）
　　 大 矢　裕 慈 （名古屋中）

　　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 鈴 木　岳 嗣 （蒲郡）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
　　 川 西　裕 康 （豊橋東）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 長谷川  周義 （名古屋錦）

国際奉仕委員会
　 ◎※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）  
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 小 川　　 隆 （名古屋栄）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

新世代奉仕委員会
　 ◎※ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 　※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 　※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 石 川　義 典 （安城）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　　 杉 本　知 治 （岡崎）
　　 奥 田　清 仁 （豊田）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 杦 本　哲 一 （江南）
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 青 木　昭 憲 （名古屋葵）
　　 杉 田　　 洋 （豊橋）
 鈴 木　正 敏 （田原）
　　 南 部　　 淳 （岡崎）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須） 
 北　 　登 一 （名古屋南）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
 森 田　勝 己 （三河安城）
　　 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
　　 犬 束　敏 彦 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 伊 藤　　 人 （田原）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　　 鈴 木　隆 太 （豊田）
　　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　謹 一 （あま）
 橋 本　義 紀 （岡崎東）
　　 八 神　　 基 （名古屋栄）
　　 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　　 北 山　健 二 （西尾）
　恒久基金・大口寄付委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 　グローバル補助金委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 神 谷　　 修 （知立）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 石 川　百 代 （豊橋）

　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合） 
 加 藤　浩 一 （犬山）
 渡 辺　　 昇 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

　奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  竹 内　一 郎 （刈谷）

  加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと）
　　 水 野　憲 司 （一宮北）
　　 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）
　　 金 田　英 和 （名古屋東山）
　　 山 本　光 人 （豊橋北）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 大 口　弘 和 （名古屋千種） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 大河内  圭一 （一宮北）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 大 澤　輝 秀 （豊川）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
　　 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 

　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）

 米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　ᩝ᚟ឰᒨ長 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　㖶㙼ឰᒨ 松 前　憲 典 （一宮中央） 
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
   福 田　清 成 （江南）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター(ZCC)
  江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーバンコク
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
地区ローターアクト代表
 山 下　　 裕 （豊田広域ローターアクト）

 

ガバナー
 千 田　　 毅 （名古屋東）  

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 杉 浦　三 郎 （半田） 
（西尾張分区担当）
 服 部　孝 根 （稲沢）
（東尾張分区担当）
 小 原　久 和 （名古屋城北）
（西名古屋分区担当）
 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
（東名古屋分区担当）
 井 上　雅 之 （名古屋昭和）
（東三河分区担当）
 松 井　　 昭 （田原）
（西三河中分区担当）
 本 間　　 毅　 （岡崎南）
（西三河分区担当）
 加 藤　良 邦 （碧南）

地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
筆頭地区副幹事
 本 多　 　満 （名古屋東）

地区副幹事
 深 川 　　白 （名古屋東）
 本田  伸太郎 （名古屋東）
　　 奥 村　哲 司 （名古屋東）
 浜　　 洋 一 （名古屋東）
　　 安 藤　東 元 （名古屋東）
　　 後 藤　章 信 （名古屋東）
　　 柏 木　 　功 （名古屋東）
　　 野 田　剛 司 （名古屋東）
 山 田　信 二 （名古屋東）
 渡 邊　正 数 （名古屋東）
 多和田　  武 （名古屋東）
地区会計長
 末 岡　熙 章 （名古屋東）
地区監事
 椙 山　正 弘 （名古屋東）
事務ᤔ長
 新 実　宣 英 （名古屋東）
地区スタッフ
 石 田　侑 嗣 （名古屋東） 
　　 佐 治 　　勝 （名古屋東） 
　　 加 藤　義 彦 （名古屋東） 
　　 岡 本　光 生 （名古屋東） 
　　 國府谷  俊盛 （名古屋東） 
　　 梅 村　昌 寛 （名古屋東） 

　　 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
 岩 口　孝 一 （名古屋東） 
 池 戸　史 英 （名古屋東） 
 小 川　　 信 （名古屋東） 
 馬場  善志雄 （名古屋東） 
 各 務　有 一 （名古屋東） 

ガバナーエレクト
 田 中　正 規 （西尾）
次期地区幹事
 榊 原　勝 俊 （西尾）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）

　 ○ 池 谷　　 悟 （中部名古屋みらい）
 成 田　 　徹 （三河安城）
 山 田　典 廣 （名古屋中）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 髙 田　和 裕 （名古屋みなと）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○ 松尾  憲二郎 （小牧）　 
　 ○ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 鈴 木　文 勝 （小牧）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
　 ○ 金 田　英 和 （名古屋東山）
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）  
 加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 山 本　光 人 （豊橋北）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  坂 井　則 夫 （名古屋西）  
  水 野　憲 司 （一宮北）
  野 村　順 雄 （名古屋みなと）
  小 栗　正 章 （名古屋和合）
 鈴 木　聖 三 （名古屋千種）
 山 田　直 樹 （尾張旭）
　　 青 山　　 稔 （瀬戸）
　　 田 中　寛 孝 （豊川）
　　 中 島　忠 幸 （新城）
　　 中 川　　 敦 （知立）
 山 田　一 仁 （一宮）

東日本大㲱☆プロジェクト委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 C 田 中　正 規 （西尾）　 
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）　 
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南） 
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
　 ○ 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　　 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
　　 榊 原　勝 俊 （西尾）
 石 川　　 博 （安城）　
 林 　　和 夫 （岡崎）  
 松尾  憲二郎 （小牧）
 石 田　正 城 （名古屋北）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 山 下　正 裕 （名古屋栄）

　㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 C 田 中　正 規 （西尾）　 

　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 井 上　雅 之 （名古屋昭和）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
　 ○ 岡 本　光 生 （名古屋東）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
 各 務　有 一 （名古屋東）
 池 戸　史 英 （名古屋東）
 松 田　茂 樹 （名古屋東）

地区大会企画委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

　　 田 中　正 規 （西尾）　 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 榊 原　勝 俊 （西尾） 
ద�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
ద�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
ద�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）
ద�（13ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 細 野　恭 弘 （名古屋昭和）
ద�（13ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 安藤  鉦太郎 （名古屋昭和）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター（RRFC）
   江 崎　柳 節 （小牧）

ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友編㲈委員会
 �9‗ಫಭ一ゲ⬬ᗑ⏠ဵロータリーᏪနጴᴁ⟨နስጴ�
ద㶝ᓦ 松 前　憲 典 （一宮中央）
ロータリーの友編㲈委員会
ᘋ区ၔ㒉ᒨ 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーリス೽ン
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
地区ローターアクト代表
 鏡 味　純 弥 （名古屋みなとRAC）

 

ガバナー
 加 藤　陽 一 （瀬戸）  
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 上　茂 登 （知多） 
（西尾張分区担当）
 平 松　清 美 （尾西）
（東尾張分区担当）
 朱 宮　新 治 （犬山）
（西名古屋分区担当）
 近 藤　雅 夫 （名古屋南）
（東名古屋分区担当）
 藤 田　義 明 （名古屋葵）

（東三河分区担当）
 彦 坂　育 甫 （渥美）
（西三河中分区担当）
 小 幡　輝 雄 （豊田西）
（西三河分区担当）
 杉浦  世志朗 （刈谷）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）

 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）

 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎） 

地区幹事
 大 竹　一 義 （瀬戸）
地区副幹事
 藤 井　源 成 （瀬戸）
 加 藤　睦 彦 （瀬戸）
 勝 谷　哲 次 （瀬戸）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 野 田　正 治 （瀬戸）
 井 上　　 博 （瀬戸）
 加藤  唐三郎 （瀬戸）
 澤 田　賢 成 （瀬戸）
地区会計長
 梶 野　輝 雄 （瀬戸）
地区監事
 亀 井　　 勝 （瀬戸）
事務ᤔ長
 佐 野　一 二 （瀬戸）
地区スタッフ
 山 本　英 雄 （瀬戸）
 牧　　　  治 （瀬戸）
 松 本　哲 也 （瀬戸）
 井 上　伸 也 （瀬戸）
 青 山　 　稔 （瀬戸）
 加 藤　定 江 （瀬戸）
 刑 部　祐 介 （瀬戸）
 鈴 木　光 彦 （瀬戸）
 加 藤　孝 爾  （瀬戸）
 加 藤　恵 子 （瀬戸）
 松 村　晋 也 （瀬戸） 

ガバナーエレクト
 服 部　良 男 （岡崎） 
次期地区幹事
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

地区指名委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 田 中　正 規 （西尾）
　  田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 服 部　良 男 （岡崎） 
 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

副ガバナー
 田 中　正 規 （西尾）

地区研修リーダー
 千 田　　 毅 （名古屋東）

分区幹事
 南尾張分区
  中 村　泰 忠 （知多）
 西尾張分区
  犬飼  万壽男 （尾西） 
 東尾張分区
  岡 田　雅 隆 （犬山） 
 西名古屋分区
  櫻 井　　 繁 （名古屋南） 
 東名古屋分区
  堀 口　　 久 （名古屋葵） 

　東三河分区
  川 口　敏 郎 （渥美）
　西三河中分区
  加 納　一 弘 （豊田西）
　西三河分区
  𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷） 

地区財務委員会
　 ◎ 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　 ○ 嚮 原　勝 俊 （西尾）  
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 A 服 部　良 男 （岡崎）
　 A 大 竹　一 義 （瀬戸）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山） 
　 ○ 村 上　茂 登 （知多）  
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 奥 田　清 仁 （豊田）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
  石 川　勝 彦  （半田南）
 山 﨑　克 弥  （西尾）
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）
 大竹山  雄二 （名古屋東南）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
 松 村　晋 也 （瀬戸）
 羽田野  道明 （名古屋栄）

拡大委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 岡 本　 　巧 （刈谷）  

研修委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　   
　 ○ 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 関 口　宗 男 （名古屋みなと） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）  
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内） 
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 鈴 木　正 徳 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 
地区大会企画委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 服 部　良 男 （岡崎）  

 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　�（14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 嚮原　正 治 （半田）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 松尾  憲二郎 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 岡 田　邦 義 （岡崎）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 小笠原  竜児 （豊橋東）
 加藤  久仁明 （春日井）
 池 戸　史 英 （名古屋東）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  金 谷　康 正 （瀬戸）
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 
職業奉仕委員会
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 杉 田　 　洋 （豊橋）
 近 藤　正 美 （名古屋東山）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 酒 井　 　賢 （岡崎東）
　 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 日 野　典 子 （愛知長久手）
　 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 内 藤　教 恵 （安城）
　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　 近 藤　太 門 （春日井）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 山 本　忠 男 （豊橋北）
　 塩 谷　和 久 （名古屋中）

国際奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）  
 横 田　徳 久 （名古屋名北） 
 山 田　　 拓 （瀬戸）
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 社 本　太 郎 （春日井） 
 平 野　恒 弘 （豊田東）  

 中 田　典 子 （名古屋守山） 

青少年奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 A 秋 田　敬 治 （一宮中央）
　 A 谷 山　芳 和 （豊田西）　 
　 A 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）

インターアクト委員会
　 ◎ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 北 園　守 生 （名古屋空港）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 奥 田　法 行 （安城）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 渋 谷　文 平 （名古屋）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 服 部　 　貴 （津島）
 青 山　五 郎 （東知多）
　 菱 川　弘 樹 （一宮北）
　 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 藤 井　康 正 （岡崎）
　 ○ 山 中　建 策 （一宮中央）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 近 藤　　 眞 （豊橋）
　 村 田　誠 一 （名古屋みなと） 
 天野  英一郎 （田原）
　 沢 田　昌 久 （江南）
　 加 納　伸 康 （名古屋葵）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
　 ○ 平 田　兼 久 （西尾） 
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 大 林　則 久 （豊橋ゴールデン） 
 渡 邊　嘉 昭 （名古屋北） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）

青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 黒 田　勝 基 （高浜）  
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 高 木　政 義 （名古屋大須） 
 吉 岡　秀 記 （刈谷） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
೾ールജ೰リスജೞೖ೉೧ィ೔ーディ೮ーター 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
資金推進委員会
　 ◎ 久 米　博 明 （刈谷） 
　 ○ 牧 野　博 和 （名古屋栄） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　
補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 田 島　保 紀 （名古屋東）
　 ○ 高 山　景 一 （豊橋）
　　 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 笠 井　保 志 （西尾一色）  
 朝 倉　淳 一 （名古屋北）  
 鈴 木　照 幸 （田原パシフィック） 
 久 具　信 夫 （豊川）  
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 都 築　義 勝 （豊田東）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）
 山 口　直 彦 （名古屋東南）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 伊藤  素美子 （名古屋東南） 
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 永 井　伸 治 （稲沢） 

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 佐々木  久直 （一宮）
　 ○ 加 藤　浩 一 （犬山）
 横 井　　 定 （稲沢）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）

奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　 ○ 松 田　茂 治 （西尾）
 佐々木  利政 （豊橋）
 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 矢 頭　功 生 （豊田東） 

米山奨学委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 A 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南） 
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 水 野　憲 司 （一宮北）
 青 山　　 稔 （瀬戸） 
 山 田　一 仁 （一宮）  
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
  杉 浦　澄 雄 （西尾）

 山 本　慎 治 （半田南）
  山 田　　 猛 （江南）
  大 村　幸 司 （豊川）
  加 藤　英 樹 （刈谷）
  荒 川　雅 義 （名古屋中）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 C 田 中　正 規 （西尾）　  
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
  松 田　茂 樹 （名古屋東）

ＲＩ理事エレクト
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター補佐（ARC）
   田 嶋　好 博 （名古屋北）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　㤩⽎ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
ᡩጴജᡩᏪឰᒨ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န　 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
オンツーೞೇル
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
地区ローターアクト代表
 及 川　　 純 （岡崎RAC）
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委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）

ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付ᣰ委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 川 村　繁 生 （名古屋名南）
 岩 島　裕 芳 （あま）
　　 松 田　茂 治 （西尾）
　恒久基金・大口寄付ᣰ委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金ᣰ委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　 ○ 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 　グローバル補助金ᣰ委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 松 石　奉 之 （半田）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　 ○ 加 藤　浩 一 （犬山）
 福 田　哲 三 （名古屋和合） 
 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）
 小笠原　  暁 （名古屋中）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）

奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）

　 ○ 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 大河内  圭一 （一宮北）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 日 高　啓 治 （東知多）
　　 北 園　守 生 （名古屋空港）
　　 山 内　隆 一 （岡崎東）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
　 ○ 長 尾　秀 義 （小牧）
 杉 田　　 洋 （豊橋）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）  
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 南 部　　 淳 （岡崎）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 冨 永　典 夫 （江南）
　　 鈴 木　正 敏 （田原）
 花橋  日出夫 （名古屋和合）
　　 田 中　利 幸 （名古屋葵）
 中 田　典 子 （名古屋守山）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 杉 本　親 保 （東海）
 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
 荒 川　雅 義 （名古屋中）  
 坂 本　竹 敏 （知多）
 平 田　兼 久 （西尾）  
 伊 藤　　 人 （田原）
 遠 藤　武 夫 （名古屋みなと）
 森 田　　 亨 （半田）
　　 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 冨 田　正 行 （豊橋ゴールデン）
 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 金 山　明 史 （豊田西）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）　 
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
 田 中　正 規 （西尾）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須） 
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 安 藤　隆 利 （名古屋名駅）
　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）
　 岩 月　雅 章 （名古屋中）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 田 中　正 規 （西尾）　 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 小 原　久 和 （名古屋城北） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 川 村　荒 治 （豊橋）
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと） 
 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 永 谷　文 人 （安城）

 大河内  敏彦 （西尾） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ○ 筒 井　信 之 （名古屋南）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
　　 浅 原　光 男 （名古屋南）  
 水 越　彌 生 （刈谷）
 川 島　悦 雄 （名古屋中）
 酒 井　　 賢 （岡崎東）
 亀 井　敏 勝 （名古屋和合）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 福 井　　 敬 （豊橋）
 社 本　太 郎 （春日井）
 山 元　康 裕 （名古屋東山）
　　 刑 部　祐 介 （瀬戸）

　環境保全委員会
　 ◎ 筒 井　信 之 （名古屋南）
　 ○ 米 山　和 浩 （豊田）
 峠　  テル子 （春日井）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 大 矢　裕 慈 （名古屋中）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山） 
 杉 浦　文 雄 （刈谷）
 川 西　裕 康 （豊橋東）
 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　　 舟 橋　伸 治 （名古屋城北） 
 阿 部　光 廣 （三河安城）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
 名 和　千 博 （小牧）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 加 納　昭 巨 （名古屋南）

国際奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　吉 男 （津島）
 鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）
 岡 部 （名古屋北）
 吉 田　光 一 （名古屋丸の内）
 
　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 藤 井　圓 隆 （名古屋名駅）
 岡 崎　　 亨 （名古屋中）  
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）

新世代奉仕委員会
　 ◎　 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○※ 川 村　荒 治 （豊橋） 
　 ○※ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）

 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）  

地区指名委員会
　 ◎ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　 ○ 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　  江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

地区研修リーダー
 石 川　和 昌 （豊橋）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 
　 ○ 下 郷　卓 弥 （名古屋東南） 
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン） 
 梅 村　和 伸 （豊田中）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 神 谷　裕 之 （名古屋中）
 佐 藤　正 延 （名古屋守山）
 瀧 本　　 守 （尾張中央）
 永 田　一 夫 （豊田）  
 西 村　忠 郎 （名古屋栄） 
 細 井　英 治 （安城）
 森　　　  榮 （一宮中央）
 山 内　　 登 （尾西）
 山 名　敬 一 （稲沢）

地区財務委員会
　  ◎ 岩瀬  淳一郎 （豊川）
　 ○ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
 長谷川  正己 （一宮中央）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）
 八 神　　 基 （名古屋栄）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 田 中　正 規 （西尾）
　 ○ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 加 藤　知 成 （東知多）  
 本 多　啓 一 （岡崎）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）  
 西 脇　良 一 （名古屋名北）
 鈴 木　吉 男 （津島）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 矢 形　修 己 （名古屋北）

会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
 加 藤　陽 一 （瀬戸）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 塚 本　胤 男 （稲沢）
 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 日 置　教 康 （名古屋栄）  
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 光 岡　新 吾  （豊田）
 山 崎　克 弥  （西尾）

広報・㲐㗠委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
　 ○ 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 河 村　嘉 男 （小牧）
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 城野  八代江 （名古屋名駅） 
 深 石　公 彦 （岩倉）
 岡 田　邦 義 （岡崎）  
 松崎  美都子 （名古屋守山） 
 山 川　克 彦 （名古屋みなと）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 尾 関　和 成 （名古屋和合）
　 ○ 田 中　粋 人 （豊川）
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  原 田　隆 司 （豊田中）
 堀 口　　 久 （名古屋葵）
 平 野　好 道 （名古屋瑞穂）

クラブ奉仕委員会
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
 早 川　八 郎 （春日井）
 酒 井　基 裕 （蒲郡）
 竹 内　俊 介 （半田）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
　　 才 本　清 継 （名古屋みなと）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 村井  總一郎 （豊橋）
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北） 
　 ○ 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 國 友　昌 大 （名古屋中）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海）  
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂）
 小 川　耕 示 （刈谷） 
 渡 辺　健 壱 （名古屋みなと） 
 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 紅 林　友 昭 （豊橋）

ガバナー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 山 口　誠 一 （東知多） 
（西尾張分区担当）
 林 　　冏 成 （一宮北）
（東尾張分区担当）
 河 村　金 明 （岩倉）
（西名古屋分区担当）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
（東名古屋分区担当）
 大 口　弘 和 （名古屋千種）
（東三河分区担当）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
（西三河中分区担当）
 横 山　眞 久　 （豊田）
（西三河分区担当）
 細 井　英 治 （安城）

地区幹事
 長谷川  正己 （一宮中央）
地区副幹事
 松 岡　正 浩 （一宮中央）
 小 島　三 男 （一宮中央）
　　 森　  俊一郎 （一宮中央）
 倉 地　伸 幸 （一宮中央）
　　 石 原　稔 久 （一宮中央）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　 鹿 島　兼 一 （一宮中央）
　　 西 岡　則 男 （一宮中央）
地区会計長
 大 森　　 進 （一宮中央）
地区監事
 小野木　  宏 （一宮中央）
地区スタッフ
 加 藤　辰 己 （一宮中央） 
　　 高 井　光 信 （一宮中央） 
　　 猪 子　裕 史 （一宮中央） 
　　 長 橋　國 和 （一宮中央） 
　　 森　　　  眞 （一宮中央） 
　　 谷　　　  進 （一宮中央） 
　　 永 田　　 正 （一宮中央） 

ガバナーエレクト
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
次期地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）

 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 
地区指名委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　  斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

地区研修リーダー
 片 山　主 水 （名古屋東南）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 鈴 木　孝 則 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 小 島　啓 治  （春日井）
 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 小 川　宏 嗣 （犬山） 
 榊 原　　 肇 （半田南）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　　 北 村　隆 子 （名古屋錦）
　　 山 内　　 登 （尾西）

地区財務委員会
　  ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 岩瀬  淳一郎 （豊川）

 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 早 川　八 郎 （春日井）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 鈴 木　吉 男 （津島）
 秋 田　敬 治 （豊田）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）

ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  日 高　啓 治 （東知多）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  尾 関　和 成 （名古屋和合） 
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  田 中　粋 人 （豊川）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  原 田　隆 司 （豊田中）
  磯 貝　廣 治 （安城）
　
会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 青 木　良 浩   （豊橋）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 日 置　教 康 （名古屋栄）
　　 津 坂　守 英 （名古屋城北） 

 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 塚 本　胤 男 （稲沢）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 深 石　公 彦 （岩倉）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種  
 岡 田　邦 義 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 田 中　正 規 （西尾）  
 早 川　八 郎 （春日井）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 場々  大刀雄 （春日井） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂） 
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海） 
　　 細 井　土 夫 （名古屋栄） 
　　 神 谷　　 馨 （豊橋ゴールデン） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ※ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ※ 鈴 木　元 弘 （豊田）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 福 井　　 敬 （豊橋）
 水 越　彌 生 （刈谷）
　　 山 田　　 治 （春日井）
　　 鈴村 與左衛門 （あま）
　　 川 島　悦 雄 （名古屋中）

　環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 山 田　慎 也 （名古屋栄）
 武 田　昭 俊 （知立）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　　 筒 井　信 之 （名古屋南）
　　 大 矢　裕 慈 （名古屋中）

　　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 鈴 木　岳 嗣 （蒲郡）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
　　 川 西　裕 康 （豊橋東）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 長谷川  周義 （名古屋錦）

国際奉仕委員会
　 ◎※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）  
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 小 川　　 隆 （名古屋栄）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

新世代奉仕委員会
　 ◎※ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 　※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 　※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 石 川　義 典 （安城）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　　 杉 本　知 治 （岡崎）
　　 奥 田　清 仁 （豊田）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 杦 本　哲 一 （江南）
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 青 木　昭 憲 （名古屋葵）
　　 杉 田　　 洋 （豊橋）
 鈴 木　正 敏 （田原）
　　 南 部　　 淳 （岡崎）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須） 
 北　 　登 一 （名古屋南）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
 森 田　勝 己 （三河安城）
　　 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
　　 犬 束　敏 彦 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 伊 藤　　 人 （田原）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　　 鈴 木　隆 太 （豊田）
　　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　謹 一 （あま）
 橋 本　義 紀 （岡崎東）
　　 八 神　　 基 （名古屋栄）
　　 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　　 北 山　健 二 （西尾）
　恒久基金・大口寄付委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 　グローバル補助金委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 神 谷　　 修 （知立）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 石 川　百 代 （豊橋）

　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合） 
 加 藤　浩 一 （犬山）
 渡 辺　　 昇 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

　奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  竹 内　一 郎 （刈谷）

  加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと）
　　 水 野　憲 司 （一宮北）
　　 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）
　　 金 田　英 和 （名古屋東山）
　　 山 本　光 人 （豊橋北）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 大 口　弘 和 （名古屋千種） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 大河内  圭一 （一宮北）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 大 澤　輝 秀 （豊川）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
　　 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 

　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）

 米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　ᩝ᚟ឰᒨ長 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　㖶㙼ឰᒨ 松 前　憲 典 （一宮中央） 
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
   福 田　清 成 （江南）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター(ZCC)
  江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーバンコク
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
地区ローターアクト代表
 山 下　　 裕 （豊田広域ローターアクト）

 

ガバナー
 千 田　　 毅 （名古屋東）  

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 杉 浦　三 郎 （半田） 
（西尾張分区担当）
 服 部　孝 根 （稲沢）
（東尾張分区担当）
 小 原　久 和 （名古屋城北）
（西名古屋分区担当）
 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
（東名古屋分区担当）
 井 上　雅 之 （名古屋昭和）
（東三河分区担当）
 松 井　　 昭 （田原）
（西三河中分区担当）
 本 間　　 毅　 （岡崎南）
（西三河分区担当）
 加 藤　良 邦 （碧南）

地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
筆頭地区副幹事
 本 多　 　満 （名古屋東）

地区副幹事
 深 川 　　白 （名古屋東）
 本田  伸太郎 （名古屋東）
　　 奥 村　哲 司 （名古屋東）
 浜　　 洋 一 （名古屋東）
　　 安 藤　東 元 （名古屋東）
　　 後 藤　章 信 （名古屋東）
　　 柏 木　 　功 （名古屋東）
　　 野 田　剛 司 （名古屋東）
 山 田　信 二 （名古屋東）
 渡 邊　正 数 （名古屋東）
 多和田　  武 （名古屋東）
地区会計長
 末 岡　熙 章 （名古屋東）
地区監事
 椙 山　正 弘 （名古屋東）
事務ᤔ長
 新 実　宣 英 （名古屋東）
地区スタッフ
 石 田　侑 嗣 （名古屋東） 
　　 佐 治 　　勝 （名古屋東） 
　　 加 藤　義 彦 （名古屋東） 
　　 岡 本　光 生 （名古屋東） 
　　 國府谷  俊盛 （名古屋東） 
　　 梅 村　昌 寛 （名古屋東） 

　　 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
 岩 口　孝 一 （名古屋東） 
 池 戸　史 英 （名古屋東） 
 小 川　　 信 （名古屋東） 
 馬場  善志雄 （名古屋東） 
 各 務　有 一 （名古屋東） 

ガバナーエレクト
 田 中　正 規 （西尾）
次期地区幹事
 榊 原　勝 俊 （西尾）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）

　 ○ 池 谷　　 悟 （中部名古屋みらい）
 成 田　 　徹 （三河安城）
 山 田　典 廣 （名古屋中）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 髙 田　和 裕 （名古屋みなと）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○ 松尾  憲二郎 （小牧）　 
　 ○ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 鈴 木　文 勝 （小牧）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
　 ○ 金 田　英 和 （名古屋東山）
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）  
 加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 山 本　光 人 （豊橋北）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  坂 井　則 夫 （名古屋西）  
  水 野　憲 司 （一宮北）
  野 村　順 雄 （名古屋みなと）
  小 栗　正 章 （名古屋和合）
 鈴 木　聖 三 （名古屋千種）
 山 田　直 樹 （尾張旭）
　　 青 山　　 稔 （瀬戸）
　　 田 中　寛 孝 （豊川）
　　 中 島　忠 幸 （新城）
　　 中 川　　 敦 （知立）
 山 田　一 仁 （一宮）

東日本大㲱☆プロジェクト委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 C 田 中　正 規 （西尾）　 
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）　 
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南） 
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
　 ○ 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　　 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
　　 榊 原　勝 俊 （西尾）
 石 川　　 博 （安城）　
 林 　　和 夫 （岡崎）  
 松尾  憲二郎 （小牧）
 石 田　正 城 （名古屋北）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 山 下　正 裕 （名古屋栄）

　㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 C 田 中　正 規 （西尾）　 

　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 井 上　雅 之 （名古屋昭和）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
　 ○ 岡 本　光 生 （名古屋東）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
 各 務　有 一 （名古屋東）
 池 戸　史 英 （名古屋東）
 松 田　茂 樹 （名古屋東）

地区大会企画委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

　　 田 中　正 規 （西尾）　 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 榊 原　勝 俊 （西尾） 
ద�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
ద�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
ద�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）
ద�（13ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 細 野　恭 弘 （名古屋昭和）
ద�（13ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 安藤  鉦太郎 （名古屋昭和）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター（RRFC）
   江 崎　柳 節 （小牧）

ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友編㲈委員会
 �9‗ಫಭ一ゲ⬬ᗑ⏠ဵロータリーᏪနጴᴁ⟨နስጴ�
ద㶝ᓦ 松 前　憲 典 （一宮中央）
ロータリーの友編㲈委員会
ᘋ区ၔ㒉ᒨ 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーリス೽ン
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
地区ローターアクト代表
 鏡 味　純 弥 （名古屋みなとRAC）

 

ガバナー
 加 藤　陽 一 （瀬戸）  
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 上　茂 登 （知多） 
（西尾張分区担当）
 平 松　清 美 （尾西）
（東尾張分区担当）
 朱 宮　新 治 （犬山）
（西名古屋分区担当）
 近 藤　雅 夫 （名古屋南）
（東名古屋分区担当）
 藤 田　義 明 （名古屋葵）

（東三河分区担当）
 彦 坂　育 甫 （渥美）
（西三河中分区担当）
 小 幡　輝 雄 （豊田西）
（西三河分区担当）
 杉浦  世志朗 （刈谷）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）

 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）

 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎） 

地区幹事
 大 竹　一 義 （瀬戸）
地区副幹事
 藤 井　源 成 （瀬戸）
 加 藤　睦 彦 （瀬戸）
 勝 谷　哲 次 （瀬戸）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 野 田　正 治 （瀬戸）
 井 上　　 博 （瀬戸）
 加藤  唐三郎 （瀬戸）
 澤 田　賢 成 （瀬戸）
地区会計長
 梶 野　輝 雄 （瀬戸）
地区監事
 亀 井　　 勝 （瀬戸）
事務ᤔ長
 佐 野　一 二 （瀬戸）
地区スタッフ
 山 本　英 雄 （瀬戸）
 牧　　　  治 （瀬戸）
 松 本　哲 也 （瀬戸）
 井 上　伸 也 （瀬戸）
 青 山　 　稔 （瀬戸）
 加 藤　定 江 （瀬戸）
 刑 部　祐 介 （瀬戸）
 鈴 木　光 彦 （瀬戸）
 加 藤　孝 爾  （瀬戸）
 加 藤　恵 子 （瀬戸）
 松 村　晋 也 （瀬戸） 

ガバナーエレクト
 服 部　良 男 （岡崎） 
次期地区幹事
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

地区指名委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 田 中　正 規 （西尾）
　  田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 服 部　良 男 （岡崎） 
 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

副ガバナー
 田 中　正 規 （西尾）

地区研修リーダー
 千 田　　 毅 （名古屋東）

分区幹事
 南尾張分区
  中 村　泰 忠 （知多）
 西尾張分区
  犬飼  万壽男 （尾西） 
 東尾張分区
  岡 田　雅 隆 （犬山） 
 西名古屋分区
  櫻 井　　 繁 （名古屋南） 
 東名古屋分区
  堀 口　　 久 （名古屋葵） 

　東三河分区
  川 口　敏 郎 （渥美）
　西三河中分区
  加 納　一 弘 （豊田西）
　西三河分区
  𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷） 

地区財務委員会
　 ◎ 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　 ○ 嚮 原　勝 俊 （西尾）  
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 A 服 部　良 男 （岡崎）
　 A 大 竹　一 義 （瀬戸）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山） 
　 ○ 村 上　茂 登 （知多）  
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 奥 田　清 仁 （豊田）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
  石 川　勝 彦  （半田南）
 山 﨑　克 弥  （西尾）
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）
 大竹山  雄二 （名古屋東南）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
 松 村　晋 也 （瀬戸）
 羽田野  道明 （名古屋栄）

拡大委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 岡 本　 　巧 （刈谷）  

研修委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　   
　 ○ 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 関 口　宗 男 （名古屋みなと） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）  
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内） 
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 鈴 木　正 徳 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 
地区大会企画委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 服 部　良 男 （岡崎）  

 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　�（14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 嚮原　正 治 （半田）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 松尾  憲二郎 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 岡 田　邦 義 （岡崎）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 小笠原  竜児 （豊橋東）
 加藤  久仁明 （春日井）
 池 戸　史 英 （名古屋東）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  金 谷　康 正 （瀬戸）
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 
職業奉仕委員会
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 杉 田　 　洋 （豊橋）
 近 藤　正 美 （名古屋東山）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 酒 井　 　賢 （岡崎東）
　 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 日 野　典 子 （愛知長久手）
　 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 内 藤　教 恵 （安城）
　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　 近 藤　太 門 （春日井）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 山 本　忠 男 （豊橋北）
　 塩 谷　和 久 （名古屋中）

国際奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）  
 横 田　徳 久 （名古屋名北） 
 山 田　　 拓 （瀬戸）
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 社 本　太 郎 （春日井） 
 平 野　恒 弘 （豊田東）  

 中 田　典 子 （名古屋守山） 

青少年奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 A 秋 田　敬 治 （一宮中央）
　 A 谷 山　芳 和 （豊田西）　 
　 A 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）

インターアクト委員会
　 ◎ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 北 園　守 生 （名古屋空港）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 奥 田　法 行 （安城）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 渋 谷　文 平 （名古屋）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 服 部　 　貴 （津島）
 青 山　五 郎 （東知多）
　 菱 川　弘 樹 （一宮北）
　 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 藤 井　康 正 （岡崎）
　 ○ 山 中　建 策 （一宮中央）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 近 藤　　 眞 （豊橋）
　 村 田　誠 一 （名古屋みなと） 
 天野  英一郎 （田原）
　 沢 田　昌 久 （江南）
　 加 納　伸 康 （名古屋葵）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
　 ○ 平 田　兼 久 （西尾） 
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 大 林　則 久 （豊橋ゴールデン） 
 渡 邊　嘉 昭 （名古屋北） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）

青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 黒 田　勝 基 （高浜）  
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 高 木　政 義 （名古屋大須） 
 吉 岡　秀 記 （刈谷） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
೾ールജ೰リスജೞೖ೉೧ィ೔ーディ೮ーター 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
資金推進委員会
　 ◎ 久 米　博 明 （刈谷） 
　 ○ 牧 野　博 和 （名古屋栄） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　
補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 田 島　保 紀 （名古屋東）
　 ○ 高 山　景 一 （豊橋）
　　 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 笠 井　保 志 （西尾一色）  
 朝 倉　淳 一 （名古屋北）  
 鈴 木　照 幸 （田原パシフィック） 
 久 具　信 夫 （豊川）  
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 都 築　義 勝 （豊田東）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）
 山 口　直 彦 （名古屋東南）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 伊藤  素美子 （名古屋東南） 
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 永 井　伸 治 （稲沢） 

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 佐々木  久直 （一宮）
　 ○ 加 藤　浩 一 （犬山）
 横 井　　 定 （稲沢）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）

奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　 ○ 松 田　茂 治 （西尾）
 佐々木  利政 （豊橋）
 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 矢 頭　功 生 （豊田東） 

米山奨学委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 A 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南） 
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 水 野　憲 司 （一宮北）
 青 山　　 稔 （瀬戸） 
 山 田　一 仁 （一宮）  
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
  杉 浦　澄 雄 （西尾）

 山 本　慎 治 （半田南）
  山 田　　 猛 （江南）
  大 村　幸 司 （豊川）
  加 藤　英 樹 （刈谷）
  荒 川　雅 義 （名古屋中）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 C 田 中　正 規 （西尾）　  
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
  松 田　茂 樹 （名古屋東）

ＲＩ理事エレクト
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター補佐（ARC）
   田 嶋　好 博 （名古屋北）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　㤩⽎ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
ᡩጴജᡩᏪឰᒨ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န　 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
オンツーೞೇル
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
地区ローターアクト代表
 及 川　　 純 （岡崎RAC）

 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）

ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付ᣰ委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 川 村　繁 生 （名古屋名南）
 岩 島　裕 芳 （あま）
　　 松 田　茂 治 （西尾）
　恒久基金・大口寄付ᣰ委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金ᣰ委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　 ○ 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 　グローバル補助金ᣰ委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 松 石　奉 之 （半田）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　 ○ 加 藤　浩 一 （犬山）
 福 田　哲 三 （名古屋和合） 
 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）
 小笠原　  暁 （名古屋中）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）

奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）

　 ○ 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 大河内  圭一 （一宮北）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 日 高　啓 治 （東知多）
　　 北 園　守 生 （名古屋空港）
　　 山 内　隆 一 （岡崎東）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
　 ○ 長 尾　秀 義 （小牧）
 杉 田　　 洋 （豊橋）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）  
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 南 部　　 淳 （岡崎）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 冨 永　典 夫 （江南）
　　 鈴 木　正 敏 （田原）
 花橋  日出夫 （名古屋和合）
　　 田 中　利 幸 （名古屋葵）
 中 田　典 子 （名古屋守山）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 杉 本　親 保 （東海）
 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
 荒 川　雅 義 （名古屋中）  
 坂 本　竹 敏 （知多）
 平 田　兼 久 （西尾）  
 伊 藤　　 人 （田原）
 遠 藤　武 夫 （名古屋みなと）
 森 田　　 亨 （半田）
　　 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 冨 田　正 行 （豊橋ゴールデン）
 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 金 山　明 史 （豊田西）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）　 
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
 田 中　正 規 （西尾）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須） 
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 安 藤　隆 利 （名古屋名駅）
　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）
　 岩 月　雅 章 （名古屋中）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 田 中　正 規 （西尾）　 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 小 原　久 和 （名古屋城北） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 川 村　荒 治 （豊橋）
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと） 
 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 永 谷　文 人 （安城）

 大河内  敏彦 （西尾） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ○ 筒 井　信 之 （名古屋南）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
　　 浅 原　光 男 （名古屋南）  
 水 越　彌 生 （刈谷）
 川 島　悦 雄 （名古屋中）
 酒 井　　 賢 （岡崎東）
 亀 井　敏 勝 （名古屋和合）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 福 井　　 敬 （豊橋）
 社 本　太 郎 （春日井）
 山 元　康 裕 （名古屋東山）
　　 刑 部　祐 介 （瀬戸）

　環境保全委員会
　 ◎ 筒 井　信 之 （名古屋南）
　 ○ 米 山　和 浩 （豊田）
 峠　  テル子 （春日井）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 大 矢　裕 慈 （名古屋中）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山） 
 杉 浦　文 雄 （刈谷）
 川 西　裕 康 （豊橋東）
 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　　 舟 橋　伸 治 （名古屋城北） 
 阿 部　光 廣 （三河安城）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
 名 和　千 博 （小牧）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 加 納　昭 巨 （名古屋南）

国際奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　吉 男 （津島）
 鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）
 岡 部 （名古屋北）
 吉 田　光 一 （名古屋丸の内）
 
　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 藤 井　圓 隆 （名古屋名駅）
 岡 崎　　 亨 （名古屋中）  
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）

新世代奉仕委員会
　 ◎　 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○※ 川 村　荒 治 （豊橋） 
　 ○※ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）

 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）  

地区指名委員会
　 ◎ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　 ○ 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　  江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

地区研修リーダー
 石 川　和 昌 （豊橋）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 
　 ○ 下 郷　卓 弥 （名古屋東南） 
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン） 
 梅 村　和 伸 （豊田中）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 神 谷　裕 之 （名古屋中）
 佐 藤　正 延 （名古屋守山）
 瀧 本　　 守 （尾張中央）
 永 田　一 夫 （豊田）  
 西 村　忠 郎 （名古屋栄） 
 細 井　英 治 （安城）
 森　　　  榮 （一宮中央）
 山 内　　 登 （尾西）
 山 名　敬 一 （稲沢）

地区財務委員会
　  ◎ 岩瀬  淳一郎 （豊川）
　 ○ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
 長谷川  正己 （一宮中央）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）
 八 神　　 基 （名古屋栄）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 田 中　正 規 （西尾）
　 ○ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 加 藤　知 成 （東知多）  
 本 多　啓 一 （岡崎）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）  
 西 脇　良 一 （名古屋名北）
 鈴 木　吉 男 （津島）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 矢 形　修 己 （名古屋北）

会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
 加 藤　陽 一 （瀬戸）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 塚 本　胤 男 （稲沢）
 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 日 置　教 康 （名古屋栄）  
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 光 岡　新 吾  （豊田）
 山 崎　克 弥  （西尾）

広報・㲐㗠委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
　 ○ 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 河 村　嘉 男 （小牧）
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 城野  八代江 （名古屋名駅） 
 深 石　公 彦 （岩倉）
 岡 田　邦 義 （岡崎）  
 松崎  美都子 （名古屋守山） 
 山 川　克 彦 （名古屋みなと）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 尾 関　和 成 （名古屋和合）
　 ○ 田 中　粋 人 （豊川）
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  原 田　隆 司 （豊田中）
 堀 口　　 久 （名古屋葵）
 平 野　好 道 （名古屋瑞穂）

クラブ奉仕委員会
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
 早 川　八 郎 （春日井）
 酒 井　基 裕 （蒲郡）
 竹 内　俊 介 （半田）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
　　 才 本　清 継 （名古屋みなと）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 村井  總一郎 （豊橋）
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北） 
　 ○ 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 國 友　昌 大 （名古屋中）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海）  
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂）
 小 川　耕 示 （刈谷） 
 渡 辺　健 壱 （名古屋みなと） 
 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 紅 林　友 昭 （豊橋）

ガバナー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 山 口　誠 一 （東知多） 
（西尾張分区担当）
 林 　　冏 成 （一宮北）
（東尾張分区担当）
 河 村　金 明 （岩倉）
（西名古屋分区担当）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
（東名古屋分区担当）
 大 口　弘 和 （名古屋千種）
（東三河分区担当）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
（西三河中分区担当）
 横 山　眞 久　 （豊田）
（西三河分区担当）
 細 井　英 治 （安城）

地区幹事
 長谷川  正己 （一宮中央）
地区副幹事
 松 岡　正 浩 （一宮中央）
 小 島　三 男 （一宮中央）
　　 森　  俊一郎 （一宮中央）
 倉 地　伸 幸 （一宮中央）
　　 石 原　稔 久 （一宮中央）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　 鹿 島　兼 一 （一宮中央）
　　 西 岡　則 男 （一宮中央）
地区会計長
 大 森　　 進 （一宮中央）
地区監事
 小野木　  宏 （一宮中央）
地区スタッフ
 加 藤　辰 己 （一宮中央） 
　　 高 井　光 信 （一宮中央） 
　　 猪 子　裕 史 （一宮中央） 
　　 長 橋　國 和 （一宮中央） 
　　 森　　　  眞 （一宮中央） 
　　 谷　　　  進 （一宮中央） 
　　 永 田　　 正 （一宮中央） 

ガバナーエレクト
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
次期地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）

 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 
地区指名委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　  斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

地区研修リーダー
 片 山　主 水 （名古屋東南）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 鈴 木　孝 則 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 小 島　啓 治  （春日井）
 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 小 川　宏 嗣 （犬山） 
 榊 原　　 肇 （半田南）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　　 北 村　隆 子 （名古屋錦）
　　 山 内　　 登 （尾西）

地区財務委員会
　  ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 岩瀬  淳一郎 （豊川）

 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 早 川　八 郎 （春日井）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 鈴 木　吉 男 （津島）
 秋 田　敬 治 （豊田）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）

ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  日 高　啓 治 （東知多）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  尾 関　和 成 （名古屋和合） 
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  田 中　粋 人 （豊川）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  原 田　隆 司 （豊田中）
  磯 貝　廣 治 （安城）
　
会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 青 木　良 浩   （豊橋）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 日 置　教 康 （名古屋栄）
　　 津 坂　守 英 （名古屋城北） 

 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 塚 本　胤 男 （稲沢）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 深 石　公 彦 （岩倉）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種  
 岡 田　邦 義 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 田 中　正 規 （西尾）  
 早 川　八 郎 （春日井）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 場々  大刀雄 （春日井） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂） 
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海） 
　　 細 井　土 夫 （名古屋栄） 
　　 神 谷　　 馨 （豊橋ゴールデン） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ※ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ※ 鈴 木　元 弘 （豊田）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 福 井　　 敬 （豊橋）
 水 越　彌 生 （刈谷）
　　 山 田　　 治 （春日井）
　　 鈴村 與左衛門 （あま）
　　 川 島　悦 雄 （名古屋中）

　環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 山 田　慎 也 （名古屋栄）
 武 田　昭 俊 （知立）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　　 筒 井　信 之 （名古屋南）
　　 大 矢　裕 慈 （名古屋中）

　　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 鈴 木　岳 嗣 （蒲郡）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
　　 川 西　裕 康 （豊橋東）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 長谷川  周義 （名古屋錦）

国際奉仕委員会
　 ◎※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）  
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 小 川　　 隆 （名古屋栄）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

新世代奉仕委員会
　 ◎※ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 　※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 　※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 石 川　義 典 （安城）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　　 杉 本　知 治 （岡崎）
　　 奥 田　清 仁 （豊田）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 杦 本　哲 一 （江南）
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 青 木　昭 憲 （名古屋葵）
　　 杉 田　　 洋 （豊橋）
 鈴 木　正 敏 （田原）
　　 南 部　　 淳 （岡崎）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須） 
 北　 　登 一 （名古屋南）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
 森 田　勝 己 （三河安城）
　　 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
　　 犬 束　敏 彦 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 伊 藤　　 人 （田原）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　　 鈴 木　隆 太 （豊田）
　　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　謹 一 （あま）
 橋 本　義 紀 （岡崎東）
　　 八 神　　 基 （名古屋栄）
　　 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　　 北 山　健 二 （西尾）
　恒久基金・大口寄付委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 　グローバル補助金委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 神 谷　　 修 （知立）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 石 川　百 代 （豊橋）

　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合） 
 加 藤　浩 一 （犬山）
 渡 辺　　 昇 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

　奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  竹 内　一 郎 （刈谷）

  加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと）
　　 水 野　憲 司 （一宮北）
　　 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）
　　 金 田　英 和 （名古屋東山）
　　 山 本　光 人 （豊橋北）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 大 口　弘 和 （名古屋千種） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 大河内  圭一 （一宮北）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 大 澤　輝 秀 （豊川）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
　　 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 

　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）

 米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　ᩝ᚟ឰᒨ長 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　㖶㙼ឰᒨ 松 前　憲 典 （一宮中央） 
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
   福 田　清 成 （江南）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター(ZCC)
  江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーバンコク
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
地区ローターアクト代表
 山 下　　 裕 （豊田広域ローターアクト）

 

ガバナー
 千 田　　 毅 （名古屋東）  

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 杉 浦　三 郎 （半田） 
（西尾張分区担当）
 服 部　孝 根 （稲沢）
（東尾張分区担当）
 小 原　久 和 （名古屋城北）
（西名古屋分区担当）
 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
（東名古屋分区担当）
 井 上　雅 之 （名古屋昭和）
（東三河分区担当）
 松 井　　 昭 （田原）
（西三河中分区担当）
 本 間　　 毅　 （岡崎南）
（西三河分区担当）
 加 藤　良 邦 （碧南）

地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
筆頭地区副幹事
 本 多　 　満 （名古屋東）

地区副幹事
 深 川 　　白 （名古屋東）
 本田  伸太郎 （名古屋東）
　　 奥 村　哲 司 （名古屋東）
 浜　　 洋 一 （名古屋東）
　　 安 藤　東 元 （名古屋東）
　　 後 藤　章 信 （名古屋東）
　　 柏 木　 　功 （名古屋東）
　　 野 田　剛 司 （名古屋東）
 山 田　信 二 （名古屋東）
 渡 邊　正 数 （名古屋東）
 多和田　  武 （名古屋東）
地区会計長
 末 岡　熙 章 （名古屋東）
地区監事
 椙 山　正 弘 （名古屋東）
事務ᤔ長
 新 実　宣 英 （名古屋東）
地区スタッフ
 石 田　侑 嗣 （名古屋東） 
　　 佐 治 　　勝 （名古屋東） 
　　 加 藤　義 彦 （名古屋東） 
　　 岡 本　光 生 （名古屋東） 
　　 國府谷  俊盛 （名古屋東） 
　　 梅 村　昌 寛 （名古屋東） 

　　 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
 岩 口　孝 一 （名古屋東） 
 池 戸　史 英 （名古屋東） 
 小 川　　 信 （名古屋東） 
 馬場  善志雄 （名古屋東） 
 各 務　有 一 （名古屋東） 

ガバナーエレクト
 田 中　正 規 （西尾）
次期地区幹事
 榊 原　勝 俊 （西尾）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）

　 ○ 池 谷　　 悟 （中部名古屋みらい）
 成 田　 　徹 （三河安城）
 山 田　典 廣 （名古屋中）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 髙 田　和 裕 （名古屋みなと）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○ 松尾  憲二郎 （小牧）　 
　 ○ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 鈴 木　文 勝 （小牧）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
　 ○ 金 田　英 和 （名古屋東山）
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）  
 加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 山 本　光 人 （豊橋北）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  坂 井　則 夫 （名古屋西）  
  水 野　憲 司 （一宮北）
  野 村　順 雄 （名古屋みなと）
  小 栗　正 章 （名古屋和合）
 鈴 木　聖 三 （名古屋千種）
 山 田　直 樹 （尾張旭）
　　 青 山　　 稔 （瀬戸）
　　 田 中　寛 孝 （豊川）
　　 中 島　忠 幸 （新城）
　　 中 川　　 敦 （知立）
 山 田　一 仁 （一宮）

東日本大㲱☆プロジェクト委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 C 田 中　正 規 （西尾）　 
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）　 
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南） 
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
　 ○ 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　　 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
　　 榊 原　勝 俊 （西尾）
 石 川　　 博 （安城）　
 林 　　和 夫 （岡崎）  
 松尾  憲二郎 （小牧）
 石 田　正 城 （名古屋北）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 山 下　正 裕 （名古屋栄）

　㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 C 田 中　正 規 （西尾）　 

ガバナー
 田 中　正 規 （西尾）  
   
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 石 川　勝 彦 （半田南） 
（西尾張分区担当）
 小 島　三 男 （一宮中央）
（東尾張分区担当）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
（西名古屋分区担当）
 川 原　弘 久 （名古屋丸の内）
（東名古屋分区担当）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
（東三河分区担当）
 赤 井　知 久 （豊橋南）
（西三河中分区担当）
 梅 村　憲 一　 （豊田東）
（西三河分区担当）
 神 谷　正 康 （西尾一色）

地区幹事
 榊 原　勝 俊 （西尾）
筆頭地区副幹事
 杉 浦　澄 雄 （西尾）
地区副幹事
 浅 岡　勝 行 （西尾）
 原 田　保 男 （西尾）
 三 浦　康 彦 （西尾）
 稲 垣　良 次 （西尾）
 杉 田　明 弘 （西尾）
 岩 瀬　正 範 （西尾）
 大河内  芳信 （西尾）
地区会計長
 加 藤　典 男 （西尾）
地区監事
 尾 﨑　隆 爾 （西尾）
事務ᤔ長
 柴 田　高 広 （西尾）
地区スタッフ
 平 田　兼 久 （西尾）
 天 野　　 卓 （西尾）

　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 井 上　雅 之 （名古屋昭和）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
　 ○ 岡 本　光 生 （名古屋東）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
 各 務　有 一 （名古屋東）
 池 戸　史 英 （名古屋東）
 松 田　茂 樹 （名古屋東）

地区大会企画委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

　　 田 中　正 規 （西尾）　 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 榊 原　勝 俊 （西尾） 
ద�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
ద�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
ద�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）
ద�（13ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 細 野　恭 弘 （名古屋昭和）
ద�（13ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 安藤  鉦太郎 （名古屋昭和）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター（RRFC）
   江 崎　柳 節 （小牧）

ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友編㲈委員会
 �9‗ಫಭ一ゲ⬬ᗑ⏠ဵロータリーᏪနጴᴁ⟨နስጴ�
ద㶝ᓦ 松 前　憲 典 （一宮中央）
ロータリーの友編㲈委員会
ᘋ区ၔ㒉ᒨ 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーリス೽ン
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
地区ローターアクト代表
 鏡 味　純 弥 （名古屋みなとRAC）

 

●2013 年度

 岡 田　光 祥 （西尾）
 羽佐田  芳和 （西尾） 
 鳥 山　欽 示 （西尾） 
 石 川　哲 朗 （西尾） 
 黒 田　正 志 （西尾） 
 岡 田　文 雄 （西尾） 
 杉 浦　義 浩 （西尾） 
　　 
ガバナーエレクト
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
次期地区幹事
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 
地区指名委員会
　 ◎ 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 ○ 松 前　憲 典 （一宮中央）
　  片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）

 千 田　　 毅 （名古屋東）
地区研修リーダー
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
会員増強リーダー
 小 山　愼 介 （名古屋名南）

総務委員会
　 ◎ 渡 辺　　 均 （あま）
　 ○ 尾 﨑　隆 爾 （西尾）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 名 畑　　 豊 （春日井）
 高 須　　 匀 （西尾KIRARA）
 満 田　　 稔 （豊橋東）
 山 田　　 猛 （江南）
 才 本　清 継  （名古屋みなと）

地区財務委員会
　  ◎ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
　 ○ 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

危機管理委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　 C 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 小 原　久 和 （名古屋城北） 
　 ※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ※ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ※ 秋 田　敬 治 （田原） 
　 ※ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ※ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと） 
　 ※ 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　 ※ 黒 田　勝 基 （高浜）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）

　ᩏ⋌ᢴ၊ജロータリーೌー೪�ᵕ᫳
　 ○ 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　ᮧ久ᙾ㨅ജ大᏾ᢴ၊�ᵕ᫳
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷） 
 松 田　茂 治 （西尾）
　　 牧 野　博 和 （名古屋栄）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
　
　補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新ᘋ区㓎ጌ㨅�ᵕ᫳
　 ○ 松 石　奉 之 （半田）
　೑ローೱル㓎ጌ㨅�ᵕ᫳
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 久 具　信 夫 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 成 田　　 徹 （三河安城）
 服 部　潤 一 （豊田西）
 　　 髙 山　景 一 （豊橋）
　　 田 島　保 紀 （名古屋東）
　　 笠 井　保 志 （西尾一色）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
 加 藤　浩 一 （犬山）
 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 小笠原　  暁 （名古屋中）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）

　奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 杉 浦　秀 明 （豊田）
　 ○ 村 上　雅 則 （豊田）
 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 山 田　典 廣 （名古屋中）
 池 谷　　 悟 （中部名古屋みらい）

　　 吉 川　公 章 （名古屋南）

　ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
　 ○ 横 井　　 定 （稲沢）
 佐々木　久直 （一宮）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

東日本大㲱☆プロジェクト委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○※ 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）　 
　　 石 川　　 博 （安城）　
 山 下　正 裕 （名古屋栄）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 C 田 中　正 規 （西尾）　   
　 C 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 井 上　雅 之 （名古屋昭和）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
　 ○ 岡 本　光 生 （名古屋東）
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
 各 務　有 一 （名古屋東）
 池 戸　史 英 （名古屋東）
 松 田　茂 樹 （名古屋東）

地区大会企画委員会
　 ◎ 田 中　正 規 （西尾）　  
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　　 榊 原　勝 俊 （西尾） 
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂） 
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）
　 （13ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 細 野　恭 弘 （名古屋昭和）
　 （13ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 安藤  鉦太郎 （名古屋昭和）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　�（14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 榊 原　正 治 （半田）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
ロータリー財団地域コーディネーター（RRFC）
   江 崎　柳 節 （小牧）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友編㲈委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南） 
オンツーシ೪೬ー
 田 中　正 規 （西尾）　  
地区ローターアクト代表
 河合  あゆみ （江南RAC）

 

 木本  精之助 （奉仕活動）

研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　  
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン） 
 西 村　忠 郎 （名古屋栄） 
 山 内　　 登 （尾西）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 佐 藤　正 延 （名古屋守山）
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）

拡大委員会
　 ◎ 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ○ 新 美　義 博 （東知多）
 草 野　勝 彦 （名古屋大須）
 石 川　昌 和 （豊橋南）
 朱 宮　新 治 （犬山）

会員増強委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 ○ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 澤 田　文 雄 （豊田東）  
 山 崎　克 弥  （西尾） 
 酒 井　良 輔 （半田）
 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
㲐㗠�ᵕ᫳
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
ZHE�ᵕ᫳
　 ○ 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
ⲻ⟨�ᵕ᫳
　 ○ 田 中　粋 人 （豊川）  
 伊 東　聖 史 （小牧）
 岡 田　邦 義 （岡崎） 
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 堀 田　力 男 （津島）  
 松崎  美都子 （名古屋守山） 
 城野  八代江 （名古屋名駅）
 志水  ひろみ （春日井）
　　 坂 野　　 弘 （岡崎東）  

糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 平 野　好 道 （名古屋瑞穂）

職業奉仕委員会
　 ◎ 村井  總一郎 （豊橋）
　 ○ 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 大林  香瑞人 （東海）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 紅 林　友 昭 （豊橋）
 中 山　信 義 （名古屋錦）
 大河内  敏彦 （西尾） 
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 市 川　裕 大 （刈谷）
 
社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ※ 永 谷　文 人 （安城）

　 ※ 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 古 澤　功 三 （豊橋北）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 刑 部　祐 介 （瀬戸）
 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 坂 本　照 明 （名古屋昭和）
 山 脇　善 典 （豊川）
　　 大 見　和 志 （三河安城）

　環境保全委員会
　 ◎ 高 橋　豊 彦 （豊橋）
　 ○ 米 山　和 浩 （豊田）
 杉 浦　文 雄 （刈谷）
 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 峠　  テル子 （春日井）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
 名 和　千 博 （小牧）  
 酒 井　　 賢 （岡崎東） 
 加 納　昭 巨 （名古屋南）  
 川 西　裕 康 （豊橋東）
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山） 
 井 口　貴 嗣 （豊橋）

国際奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 　 
　 ○ 鈴 木　吉 男 （津島）
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）
 岡 部 （名古屋北）  
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）

新世代奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央）
　 ◎ 秋 田　敬 治 （田原）
　 ○※ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○※ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 日 高　啓 治 （東知多）
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 林　  左希也 （名古屋）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 大河内  圭一 （一宮北）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 北 園　守 生 （名古屋空港）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 南 部　　 淳 （岡崎）
 石 原　彰 久 （名古屋葵）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 中 田　典 子 （名古屋守山） 
 菱 川　弘 樹 （一宮北）

 片 平　博 己 （江南）  
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
 水 越　彌 生 （刈谷）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 杉 本　親 保 （東海）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
 平 田　兼 久 （西尾）  
 冨 田　正 行 （豊橋ゴールデン） 
 伊 藤　　 人 （田原）
 金 山　明 史 （豊田西）  
 馬場  善志雄 （名古屋東）
 川 島　悦 雄 （名古屋中）
 堀 田　和 男 （常滑）
　
　青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 髙 木　政 義 （名古屋大須）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 黒 田　勝 基 （高浜）  
 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 佐々木  利政 （豊橋）
　　 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 横 井　知 代 （津島） 
　 加 藤　久 和 （知立）
　 ミカエル カルマノ （名古屋東） 

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 　 
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
　 ○ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）  
 水 野　憲 司 （一宮北）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 小 栗　正 章 （名古屋和合）
 中 川　　 敦 （知立）
  田 中　寛 孝 （豊川）
  山 田　一 仁 （一宮）
  青 山　　 稔 （瀬戸）
  鈴 木　聖 三 （名古屋千種） 
  坂 井　則 夫 （名古屋西）  
  中 島　忠 幸 （新城）
  荒 川　雅 義 （名古屋中）
  遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
 山 田　直 樹 （尾張旭）
　　 
ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ※ 神 谷　　 研 （安城）  
　 ※ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）

ガバナー
 加 藤　陽 一 （瀬戸）  
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 上　茂 登 （知多） 
（西尾張分区担当）
 平 松　清 美 （尾西）
（東尾張分区担当）
 朱 宮　新 治 （犬山）
（西名古屋分区担当）
 近 藤　雅 夫 （名古屋南）
（東名古屋分区担当）
 藤 田　義 明 （名古屋葵）

（東三河分区担当）
 彦 坂　育 甫 （渥美）
（西三河中分区担当）
 小 幡　輝 雄 （豊田西）
（西三河分区担当）
 杉浦  世志朗 （刈谷）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）

 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）

 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎） 

地区幹事
 大 竹　一 義 （瀬戸）
地区副幹事
 藤 井　源 成 （瀬戸）
 加 藤　睦 彦 （瀬戸）
 勝 谷　哲 次 （瀬戸）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 野 田　正 治 （瀬戸）
 井 上　　 博 （瀬戸）
 加藤  唐三郎 （瀬戸）
 澤 田　賢 成 （瀬戸）
地区会計長
 梶 野　輝 雄 （瀬戸）
地区監事
 亀 井　　 勝 （瀬戸）
事務ᤔ長
 佐 野　一 二 （瀬戸）
地区スタッフ
 山 本　英 雄 （瀬戸）
 牧　　　  治 （瀬戸）
 松 本　哲 也 （瀬戸）
 井 上　伸 也 （瀬戸）
 青 山　 　稔 （瀬戸）
 加 藤　定 江 （瀬戸）
 刑 部　祐 介 （瀬戸）
 鈴 木　光 彦 （瀬戸）
 加 藤　孝 爾  （瀬戸）
 加 藤　恵 子 （瀬戸）
 松 村　晋 也 （瀬戸） 

ガバナーエレクト
 服 部　良 男 （岡崎） 
次期地区幹事
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

地区指名委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 田 中　正 規 （西尾）
　  田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 服 部　良 男 （岡崎） 
 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

副ガバナー
 田 中　正 規 （西尾）

地区研修リーダー
 千 田　　 毅 （名古屋東）

分区幹事
 南尾張分区
  中 村　泰 忠 （知多）
 西尾張分区
  犬飼  万壽男 （尾西） 
 東尾張分区
  岡 田　雅 隆 （犬山） 
 西名古屋分区
  櫻 井　　 繁 （名古屋南） 
 東名古屋分区
  堀 口　　 久 （名古屋葵） 

　東三河分区
  川 口　敏 郎 （渥美）
　西三河中分区
  加 納　一 弘 （豊田西）
　西三河分区
  𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷） 

地区財務委員会
　 ◎ 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　 ○ 嚮 原　勝 俊 （西尾）  
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 A 服 部　良 男 （岡崎）
　 A 大 竹　一 義 （瀬戸）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山） 
　 ○ 村 上　茂 登 （知多）  
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 奥 田　清 仁 （豊田）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
  石 川　勝 彦  （半田南）
 山 﨑　克 弥  （西尾）
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）
 大竹山  雄二 （名古屋東南）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
 松 村　晋 也 （瀬戸）
 羽田野  道明 （名古屋栄）

拡大委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 岡 本　 　巧 （刈谷）  

研修委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　   
　 ○ 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 関 口　宗 男 （名古屋みなと） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）  
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内） 
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 鈴 木　正 徳 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 
地区大会企画委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 服 部　良 男 （岡崎）  

 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　�（14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 嚮原　正 治 （半田）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 松尾  憲二郎 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 岡 田　邦 義 （岡崎）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 小笠原  竜児 （豊橋東）
 加藤  久仁明 （春日井）
 池 戸　史 英 （名古屋東）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  金 谷　康 正 （瀬戸）
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 
職業奉仕委員会
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 杉 田　 　洋 （豊橋）
 近 藤　正 美 （名古屋東山）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 酒 井　 　賢 （岡崎東）
　 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 日 野　典 子 （愛知長久手）
　 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 内 藤　教 恵 （安城）
　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　 近 藤　太 門 （春日井）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 山 本　忠 男 （豊橋北）
　 塩 谷　和 久 （名古屋中）

国際奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）  
 横 田　徳 久 （名古屋名北） 
 山 田　　 拓 （瀬戸）
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 社 本　太 郎 （春日井） 
 平 野　恒 弘 （豊田東）  

 中 田　典 子 （名古屋守山） 

青少年奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 A 秋 田　敬 治 （一宮中央）
　 A 谷 山　芳 和 （豊田西）　 
　 A 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）

インターアクト委員会
　 ◎ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 北 園　守 生 （名古屋空港）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 奥 田　法 行 （安城）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 渋 谷　文 平 （名古屋）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 服 部　 　貴 （津島）
 青 山　五 郎 （東知多）
　 菱 川　弘 樹 （一宮北）
　 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 藤 井　康 正 （岡崎）
　 ○ 山 中　建 策 （一宮中央）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 近 藤　　 眞 （豊橋）
　 村 田　誠 一 （名古屋みなと） 
 天野  英一郎 （田原）
　 沢 田　昌 久 （江南）
　 加 納　伸 康 （名古屋葵）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
　 ○ 平 田　兼 久 （西尾） 
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 大 林　則 久 （豊橋ゴールデン） 
 渡 邊　嘉 昭 （名古屋北） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）

青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 黒 田　勝 基 （高浜）  
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 高 木　政 義 （名古屋大須） 
 吉 岡　秀 記 （刈谷） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
೾ールജ೰リスജೞೖ೉೧ィ೔ーディ೮ーター 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
資金推進委員会
　 ◎ 久 米　博 明 （刈谷） 
　 ○ 牧 野　博 和 （名古屋栄） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　
補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 田 島　保 紀 （名古屋東）
　 ○ 高 山　景 一 （豊橋）
　　 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 笠 井　保 志 （西尾一色）  
 朝 倉　淳 一 （名古屋北）  
 鈴 木　照 幸 （田原パシフィック） 
 久 具　信 夫 （豊川）  
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 都 築　義 勝 （豊田東）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）
 山 口　直 彦 （名古屋東南）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 伊藤  素美子 （名古屋東南） 
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 永 井　伸 治 （稲沢） 

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 佐々木  久直 （一宮）
　 ○ 加 藤　浩 一 （犬山）
 横 井　　 定 （稲沢）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）

奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　 ○ 松 田　茂 治 （西尾）
 佐々木  利政 （豊橋）
 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 矢 頭　功 生 （豊田東） 

米山奨学委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 A 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南） 
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 水 野　憲 司 （一宮北）
 青 山　　 稔 （瀬戸） 
 山 田　一 仁 （一宮）  
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
  杉 浦　澄 雄 （西尾）

 山 本　慎 治 （半田南）
  山 田　　 猛 （江南）
  大 村　幸 司 （豊川）
  加 藤　英 樹 （刈谷）
  荒 川　雅 義 （名古屋中）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 C 田 中　正 規 （西尾）　  
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
  松 田　茂 樹 （名古屋東）

ＲＩ理事エレクト
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター補佐（ARC）
   田 嶋　好 博 （名古屋北）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　㤩⽎ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
ᡩጴജᡩᏪឰᒨ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န　 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
オンツーೞೇル
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
地区ローターアクト代表
 及 川　　 純 （岡崎RAC）
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 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）

ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付ᣰ委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 川 村　繁 生 （名古屋名南）
 岩 島　裕 芳 （あま）
　　 松 田　茂 治 （西尾）
　恒久基金・大口寄付ᣰ委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金ᣰ委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　 ○ 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 　グローバル補助金ᣰ委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 松 石　奉 之 （半田）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　 ○ 加 藤　浩 一 （犬山）
 福 田　哲 三 （名古屋和合） 
 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）
 小笠原　  暁 （名古屋中）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）

奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）

　 ○ 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 大河内  圭一 （一宮北）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 日 高　啓 治 （東知多）
　　 北 園　守 生 （名古屋空港）
　　 山 内　隆 一 （岡崎東）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
　 ○ 長 尾　秀 義 （小牧）
 杉 田　　 洋 （豊橋）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）  
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 南 部　　 淳 （岡崎）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 冨 永　典 夫 （江南）
　　 鈴 木　正 敏 （田原）
 花橋  日出夫 （名古屋和合）
　　 田 中　利 幸 （名古屋葵）
 中 田　典 子 （名古屋守山）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 杉 本　親 保 （東海）
 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
 荒 川　雅 義 （名古屋中）  
 坂 本　竹 敏 （知多）
 平 田　兼 久 （西尾）  
 伊 藤　　 人 （田原）
 遠 藤　武 夫 （名古屋みなと）
 森 田　　 亨 （半田）
　　 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 冨 田　正 行 （豊橋ゴールデン）
 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 金 山　明 史 （豊田西）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）　 
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
 田 中　正 規 （西尾）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須） 
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 安 藤　隆 利 （名古屋名駅）
　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）
　 岩 月　雅 章 （名古屋中）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 田 中　正 規 （西尾）　 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 小 原　久 和 （名古屋城北） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 川 村　荒 治 （豊橋）
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと） 
 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 永 谷　文 人 （安城）

 大河内  敏彦 （西尾） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ○ 筒 井　信 之 （名古屋南）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
　　 浅 原　光 男 （名古屋南）  
 水 越　彌 生 （刈谷）
 川 島　悦 雄 （名古屋中）
 酒 井　　 賢 （岡崎東）
 亀 井　敏 勝 （名古屋和合）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 福 井　　 敬 （豊橋）
 社 本　太 郎 （春日井）
 山 元　康 裕 （名古屋東山）
　　 刑 部　祐 介 （瀬戸）

　環境保全委員会
　 ◎ 筒 井　信 之 （名古屋南）
　 ○ 米 山　和 浩 （豊田）
 峠　  テル子 （春日井）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 大 矢　裕 慈 （名古屋中）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山） 
 杉 浦　文 雄 （刈谷）
 川 西　裕 康 （豊橋東）
 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　　 舟 橋　伸 治 （名古屋城北） 
 阿 部　光 廣 （三河安城）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
 名 和　千 博 （小牧）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 加 納　昭 巨 （名古屋南）

国際奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　吉 男 （津島）
 鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）
 岡 部 （名古屋北）
 吉 田　光 一 （名古屋丸の内）
 
　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 藤 井　圓 隆 （名古屋名駅）
 岡 崎　　 亨 （名古屋中）  
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）

新世代奉仕委員会
　 ◎　 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○※ 川 村　荒 治 （豊橋） 
　 ○※ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）

 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）  

地区指名委員会
　 ◎ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　 ○ 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　  江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

地区研修リーダー
 石 川　和 昌 （豊橋）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 
　 ○ 下 郷　卓 弥 （名古屋東南） 
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン） 
 梅 村　和 伸 （豊田中）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 神 谷　裕 之 （名古屋中）
 佐 藤　正 延 （名古屋守山）
 瀧 本　　 守 （尾張中央）
 永 田　一 夫 （豊田）  
 西 村　忠 郎 （名古屋栄） 
 細 井　英 治 （安城）
 森　　　  榮 （一宮中央）
 山 内　　 登 （尾西）
 山 名　敬 一 （稲沢）

地区財務委員会
　  ◎ 岩瀬  淳一郎 （豊川）
　 ○ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
 長谷川  正己 （一宮中央）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）
 八 神　　 基 （名古屋栄）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 田 中　正 規 （西尾）
　 ○ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 加 藤　知 成 （東知多）  
 本 多　啓 一 （岡崎）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）  
 西 脇　良 一 （名古屋名北）
 鈴 木　吉 男 （津島）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 矢 形　修 己 （名古屋北）

会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
 加 藤　陽 一 （瀬戸）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 塚 本　胤 男 （稲沢）
 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 日 置　教 康 （名古屋栄）  
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 光 岡　新 吾  （豊田）
 山 崎　克 弥  （西尾）

広報・㲐㗠委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
　 ○ 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 河 村　嘉 男 （小牧）
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 城野  八代江 （名古屋名駅） 
 深 石　公 彦 （岩倉）
 岡 田　邦 義 （岡崎）  
 松崎  美都子 （名古屋守山） 
 山 川　克 彦 （名古屋みなと）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 尾 関　和 成 （名古屋和合）
　 ○ 田 中　粋 人 （豊川）
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  原 田　隆 司 （豊田中）
 堀 口　　 久 （名古屋葵）
 平 野　好 道 （名古屋瑞穂）

クラブ奉仕委員会
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
 早 川　八 郎 （春日井）
 酒 井　基 裕 （蒲郡）
 竹 内　俊 介 （半田）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
　　 才 本　清 継 （名古屋みなと）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 村井  總一郎 （豊橋）
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北） 
　 ○ 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 國 友　昌 大 （名古屋中）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海）  
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂）
 小 川　耕 示 （刈谷） 
 渡 辺　健 壱 （名古屋みなと） 
 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 紅 林　友 昭 （豊橋）

ガバナー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 山 口　誠 一 （東知多） 
（西尾張分区担当）
 林 　　冏 成 （一宮北）
（東尾張分区担当）
 河 村　金 明 （岩倉）
（西名古屋分区担当）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
（東名古屋分区担当）
 大 口　弘 和 （名古屋千種）
（東三河分区担当）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
（西三河中分区担当）
 横 山　眞 久　 （豊田）
（西三河分区担当）
 細 井　英 治 （安城）

地区幹事
 長谷川  正己 （一宮中央）
地区副幹事
 松 岡　正 浩 （一宮中央）
 小 島　三 男 （一宮中央）
　　 森　  俊一郎 （一宮中央）
 倉 地　伸 幸 （一宮中央）
　　 石 原　稔 久 （一宮中央）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　 鹿 島　兼 一 （一宮中央）
　　 西 岡　則 男 （一宮中央）
地区会計長
 大 森　　 進 （一宮中央）
地区監事
 小野木　  宏 （一宮中央）
地区スタッフ
 加 藤　辰 己 （一宮中央） 
　　 高 井　光 信 （一宮中央） 
　　 猪 子　裕 史 （一宮中央） 
　　 長 橋　國 和 （一宮中央） 
　　 森　　　  眞 （一宮中央） 
　　 谷　　　  進 （一宮中央） 
　　 永 田　　 正 （一宮中央） 

ガバナーエレクト
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
次期地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）

 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 
地区指名委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　  斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

地区研修リーダー
 片 山　主 水 （名古屋東南）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 鈴 木　孝 則 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 小 島　啓 治  （春日井）
 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 小 川　宏 嗣 （犬山） 
 榊 原　　 肇 （半田南）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　　 北 村　隆 子 （名古屋錦）
　　 山 内　　 登 （尾西）

地区財務委員会
　  ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 岩瀬  淳一郎 （豊川）

 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 早 川　八 郎 （春日井）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 鈴 木　吉 男 （津島）
 秋 田　敬 治 （豊田）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）

ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  日 高　啓 治 （東知多）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  尾 関　和 成 （名古屋和合） 
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  田 中　粋 人 （豊川）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  原 田　隆 司 （豊田中）
  磯 貝　廣 治 （安城）
　
会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 青 木　良 浩   （豊橋）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 日 置　教 康 （名古屋栄）
　　 津 坂　守 英 （名古屋城北） 

 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 塚 本　胤 男 （稲沢）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 深 石　公 彦 （岩倉）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種  
 岡 田　邦 義 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 田 中　正 規 （西尾）  
 早 川　八 郎 （春日井）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 場々  大刀雄 （春日井） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂） 
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海） 
　　 細 井　土 夫 （名古屋栄） 
　　 神 谷　　 馨 （豊橋ゴールデン） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ※ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ※ 鈴 木　元 弘 （豊田）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 福 井　　 敬 （豊橋）
 水 越　彌 生 （刈谷）
　　 山 田　　 治 （春日井）
　　 鈴村 與左衛門 （あま）
　　 川 島　悦 雄 （名古屋中）

　環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 山 田　慎 也 （名古屋栄）
 武 田　昭 俊 （知立）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　　 筒 井　信 之 （名古屋南）
　　 大 矢　裕 慈 （名古屋中）

　　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 鈴 木　岳 嗣 （蒲郡）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
　　 川 西　裕 康 （豊橋東）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 長谷川  周義 （名古屋錦）

国際奉仕委員会
　 ◎※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）  
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 小 川　　 隆 （名古屋栄）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

新世代奉仕委員会
　 ◎※ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 　※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 　※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 石 川　義 典 （安城）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　　 杉 本　知 治 （岡崎）
　　 奥 田　清 仁 （豊田）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 杦 本　哲 一 （江南）
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 青 木　昭 憲 （名古屋葵）
　　 杉 田　　 洋 （豊橋）
 鈴 木　正 敏 （田原）
　　 南 部　　 淳 （岡崎）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須） 
 北　 　登 一 （名古屋南）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
 森 田　勝 己 （三河安城）
　　 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
　　 犬 束　敏 彦 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 伊 藤　　 人 （田原）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　　 鈴 木　隆 太 （豊田）
　　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　謹 一 （あま）
 橋 本　義 紀 （岡崎東）
　　 八 神　　 基 （名古屋栄）
　　 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　　 北 山　健 二 （西尾）
　恒久基金・大口寄付委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 　グローバル補助金委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 神 谷　　 修 （知立）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 石 川　百 代 （豊橋）

　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合） 
 加 藤　浩 一 （犬山）
 渡 辺　　 昇 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

　奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  竹 内　一 郎 （刈谷）

  加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと）
　　 水 野　憲 司 （一宮北）
　　 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）
　　 金 田　英 和 （名古屋東山）
　　 山 本　光 人 （豊橋北）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 大 口　弘 和 （名古屋千種） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 大河内  圭一 （一宮北）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 大 澤　輝 秀 （豊川）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
　　 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 

　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）

 米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　ᩝ᚟ឰᒨ長 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　㖶㙼ឰᒨ 松 前　憲 典 （一宮中央） 
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
   福 田　清 成 （江南）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター(ZCC)
  江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーバンコク
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
地区ローターアクト代表
 山 下　　 裕 （豊田広域ローターアクト）

 

ガバナー
 千 田　　 毅 （名古屋東）  

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 杉 浦　三 郎 （半田） 
（西尾張分区担当）
 服 部　孝 根 （稲沢）
（東尾張分区担当）
 小 原　久 和 （名古屋城北）
（西名古屋分区担当）
 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
（東名古屋分区担当）
 井 上　雅 之 （名古屋昭和）
（東三河分区担当）
 松 井　　 昭 （田原）
（西三河中分区担当）
 本 間　　 毅　 （岡崎南）
（西三河分区担当）
 加 藤　良 邦 （碧南）

地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
筆頭地区副幹事
 本 多　 　満 （名古屋東）

地区副幹事
 深 川 　　白 （名古屋東）
 本田  伸太郎 （名古屋東）
　　 奥 村　哲 司 （名古屋東）
 浜　　 洋 一 （名古屋東）
　　 安 藤　東 元 （名古屋東）
　　 後 藤　章 信 （名古屋東）
　　 柏 木　 　功 （名古屋東）
　　 野 田　剛 司 （名古屋東）
 山 田　信 二 （名古屋東）
 渡 邊　正 数 （名古屋東）
 多和田　  武 （名古屋東）
地区会計長
 末 岡　熙 章 （名古屋東）
地区監事
 椙 山　正 弘 （名古屋東）
事務ᤔ長
 新 実　宣 英 （名古屋東）
地区スタッフ
 石 田　侑 嗣 （名古屋東） 
　　 佐 治 　　勝 （名古屋東） 
　　 加 藤　義 彦 （名古屋東） 
　　 岡 本　光 生 （名古屋東） 
　　 國府谷  俊盛 （名古屋東） 
　　 梅 村　昌 寛 （名古屋東） 

　　 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
 岩 口　孝 一 （名古屋東） 
 池 戸　史 英 （名古屋東） 
 小 川　　 信 （名古屋東） 
 馬場  善志雄 （名古屋東） 
 各 務　有 一 （名古屋東） 

ガバナーエレクト
 田 中　正 規 （西尾）
次期地区幹事
 榊 原　勝 俊 （西尾）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）

　 ○ 池 谷　　 悟 （中部名古屋みらい）
 成 田　 　徹 （三河安城）
 山 田　典 廣 （名古屋中）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 髙 田　和 裕 （名古屋みなと）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○ 松尾  憲二郎 （小牧）　 
　 ○ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 鈴 木　文 勝 （小牧）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
　 ○ 金 田　英 和 （名古屋東山）
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）  
 加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 山 本　光 人 （豊橋北）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  坂 井　則 夫 （名古屋西）  
  水 野　憲 司 （一宮北）
  野 村　順 雄 （名古屋みなと）
  小 栗　正 章 （名古屋和合）
 鈴 木　聖 三 （名古屋千種）
 山 田　直 樹 （尾張旭）
　　 青 山　　 稔 （瀬戸）
　　 田 中　寛 孝 （豊川）
　　 中 島　忠 幸 （新城）
　　 中 川　　 敦 （知立）
 山 田　一 仁 （一宮）

東日本大㲱☆プロジェクト委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 C 田 中　正 規 （西尾）　 
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）　 
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南） 
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
　 ○ 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　　 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
　　 榊 原　勝 俊 （西尾）
 石 川　　 博 （安城）　
 林 　　和 夫 （岡崎）  
 松尾  憲二郎 （小牧）
 石 田　正 城 （名古屋北）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 山 下　正 裕 （名古屋栄）

　㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 C 田 中　正 規 （西尾）　 

　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 井 上　雅 之 （名古屋昭和）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
　 ○ 岡 本　光 生 （名古屋東）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
 各 務　有 一 （名古屋東）
 池 戸　史 英 （名古屋東）
 松 田　茂 樹 （名古屋東）

地区大会企画委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

　　 田 中　正 規 （西尾）　 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 榊 原　勝 俊 （西尾） 
ద�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
ద�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
ద�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）
ద�（13ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 細 野　恭 弘 （名古屋昭和）
ద�（13ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 安藤  鉦太郎 （名古屋昭和）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター（RRFC）
   江 崎　柳 節 （小牧）

ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友編㲈委員会
 �9‗ಫಭ一ゲ⬬ᗑ⏠ဵロータリーᏪနጴᴁ⟨နስጴ�
ద㶝ᓦ 松 前　憲 典 （一宮中央）
ロータリーの友編㲈委員会
ᘋ区ၔ㒉ᒨ 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーリス೽ン
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
地区ローターアクト代表
 鏡 味　純 弥 （名古屋みなとRAC）

 

ガバナー
 加 藤　陽 一 （瀬戸）  
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 上　茂 登 （知多） 
（西尾張分区担当）
 平 松　清 美 （尾西）
（東尾張分区担当）
 朱 宮　新 治 （犬山）
（西名古屋分区担当）
 近 藤　雅 夫 （名古屋南）
（東名古屋分区担当）
 藤 田　義 明 （名古屋葵）

（東三河分区担当）
 彦 坂　育 甫 （渥美）
（西三河中分区担当）
 小 幡　輝 雄 （豊田西）
（西三河分区担当）
 杉浦  世志朗 （刈谷）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）

 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）

 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎） 

地区幹事
 大 竹　一 義 （瀬戸）
地区副幹事
 藤 井　源 成 （瀬戸）
 加 藤　睦 彦 （瀬戸）
 勝 谷　哲 次 （瀬戸）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 野 田　正 治 （瀬戸）
 井 上　　 博 （瀬戸）
 加藤  唐三郎 （瀬戸）
 澤 田　賢 成 （瀬戸）
地区会計長
 梶 野　輝 雄 （瀬戸）
地区監事
 亀 井　　 勝 （瀬戸）
事務ᤔ長
 佐 野　一 二 （瀬戸）
地区スタッフ
 山 本　英 雄 （瀬戸）
 牧　　　  治 （瀬戸）
 松 本　哲 也 （瀬戸）
 井 上　伸 也 （瀬戸）
 青 山　 　稔 （瀬戸）
 加 藤　定 江 （瀬戸）
 刑 部　祐 介 （瀬戸）
 鈴 木　光 彦 （瀬戸）
 加 藤　孝 爾  （瀬戸）
 加 藤　恵 子 （瀬戸）
 松 村　晋 也 （瀬戸） 

ガバナーエレクト
 服 部　良 男 （岡崎） 
次期地区幹事
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

地区指名委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 田 中　正 規 （西尾）
　  田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 服 部　良 男 （岡崎） 
 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

副ガバナー
 田 中　正 規 （西尾）

地区研修リーダー
 千 田　　 毅 （名古屋東）

分区幹事
 南尾張分区
  中 村　泰 忠 （知多）
 西尾張分区
  犬飼  万壽男 （尾西） 
 東尾張分区
  岡 田　雅 隆 （犬山） 
 西名古屋分区
  櫻 井　　 繁 （名古屋南） 
 東名古屋分区
  堀 口　　 久 （名古屋葵） 

　東三河分区
  川 口　敏 郎 （渥美）
　西三河中分区
  加 納　一 弘 （豊田西）
　西三河分区
  𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷） 

地区財務委員会
　 ◎ 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　 ○ 嚮 原　勝 俊 （西尾）  
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 A 服 部　良 男 （岡崎）
　 A 大 竹　一 義 （瀬戸）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山） 
　 ○ 村 上　茂 登 （知多）  
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 奥 田　清 仁 （豊田）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
  石 川　勝 彦  （半田南）
 山 﨑　克 弥  （西尾）
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）
 大竹山  雄二 （名古屋東南）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
 松 村　晋 也 （瀬戸）
 羽田野  道明 （名古屋栄）

拡大委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 岡 本　 　巧 （刈谷）  

研修委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　   
　 ○ 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 関 口　宗 男 （名古屋みなと） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）  
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内） 
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 鈴 木　正 徳 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 
地区大会企画委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 服 部　良 男 （岡崎）  

 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　�（14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 嚮原　正 治 （半田）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 松尾  憲二郎 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 岡 田　邦 義 （岡崎）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 小笠原  竜児 （豊橋東）
 加藤  久仁明 （春日井）
 池 戸　史 英 （名古屋東）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  金 谷　康 正 （瀬戸）
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 
職業奉仕委員会
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 杉 田　 　洋 （豊橋）
 近 藤　正 美 （名古屋東山）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 酒 井　 　賢 （岡崎東）
　 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 日 野　典 子 （愛知長久手）
　 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 内 藤　教 恵 （安城）
　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　 近 藤　太 門 （春日井）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 山 本　忠 男 （豊橋北）
　 塩 谷　和 久 （名古屋中）

国際奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）  
 横 田　徳 久 （名古屋名北） 
 山 田　　 拓 （瀬戸）
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 社 本　太 郎 （春日井） 
 平 野　恒 弘 （豊田東）  

 中 田　典 子 （名古屋守山） 

青少年奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 A 秋 田　敬 治 （一宮中央）
　 A 谷 山　芳 和 （豊田西）　 
　 A 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）

インターアクト委員会
　 ◎ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 北 園　守 生 （名古屋空港）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 奥 田　法 行 （安城）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 渋 谷　文 平 （名古屋）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 服 部　 　貴 （津島）
 青 山　五 郎 （東知多）
　 菱 川　弘 樹 （一宮北）
　 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 藤 井　康 正 （岡崎）
　 ○ 山 中　建 策 （一宮中央）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 近 藤　　 眞 （豊橋）
　 村 田　誠 一 （名古屋みなと） 
 天野  英一郎 （田原）
　 沢 田　昌 久 （江南）
　 加 納　伸 康 （名古屋葵）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
　 ○ 平 田　兼 久 （西尾） 
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 大 林　則 久 （豊橋ゴールデン） 
 渡 邊　嘉 昭 （名古屋北） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）

青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 黒 田　勝 基 （高浜）  
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 高 木　政 義 （名古屋大須） 
 吉 岡　秀 記 （刈谷） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
೾ールജ೰リスജೞೖ೉೧ィ೔ーディ೮ーター 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
資金推進委員会
　 ◎ 久 米　博 明 （刈谷） 
　 ○ 牧 野　博 和 （名古屋栄） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　
補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 田 島　保 紀 （名古屋東）
　 ○ 高 山　景 一 （豊橋）
　　 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 笠 井　保 志 （西尾一色）  
 朝 倉　淳 一 （名古屋北）  
 鈴 木　照 幸 （田原パシフィック） 
 久 具　信 夫 （豊川）  
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 都 築　義 勝 （豊田東）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）
 山 口　直 彦 （名古屋東南）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 伊藤  素美子 （名古屋東南） 
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 永 井　伸 治 （稲沢） 

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 佐々木  久直 （一宮）
　 ○ 加 藤　浩 一 （犬山）
 横 井　　 定 （稲沢）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）

奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　 ○ 松 田　茂 治 （西尾）
 佐々木  利政 （豊橋）
 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 矢 頭　功 生 （豊田東） 

米山奨学委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 A 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南） 
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 水 野　憲 司 （一宮北）
 青 山　　 稔 （瀬戸） 
 山 田　一 仁 （一宮）  
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
  杉 浦　澄 雄 （西尾）

 山 本　慎 治 （半田南）
  山 田　　 猛 （江南）
  大 村　幸 司 （豊川）
  加 藤　英 樹 （刈谷）
  荒 川　雅 義 （名古屋中）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 C 田 中　正 規 （西尾）　  
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
  松 田　茂 樹 （名古屋東）

ＲＩ理事エレクト
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター補佐（ARC）
   田 嶋　好 博 （名古屋北）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　㤩⽎ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
ᡩጴജᡩᏪឰᒨ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န　 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
オンツーೞೇル
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
地区ローターアクト代表
 及 川　　 純 （岡崎RAC）

 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）

ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付ᣰ委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 川 村　繁 生 （名古屋名南）
 岩 島　裕 芳 （あま）
　　 松 田　茂 治 （西尾）
　恒久基金・大口寄付ᣰ委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金ᣰ委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　 ○ 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 　グローバル補助金ᣰ委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 松 石　奉 之 （半田）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　 ○ 加 藤　浩 一 （犬山）
 福 田　哲 三 （名古屋和合） 
 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）
 小笠原　  暁 （名古屋中）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）

奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）

　 ○ 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 大河内  圭一 （一宮北）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 日 高　啓 治 （東知多）
　　 北 園　守 生 （名古屋空港）
　　 山 内　隆 一 （岡崎東）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
　 ○ 長 尾　秀 義 （小牧）
 杉 田　　 洋 （豊橋）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）  
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 南 部　　 淳 （岡崎）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 冨 永　典 夫 （江南）
　　 鈴 木　正 敏 （田原）
 花橋  日出夫 （名古屋和合）
　　 田 中　利 幸 （名古屋葵）
 中 田　典 子 （名古屋守山）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 杉 本　親 保 （東海）
 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
 荒 川　雅 義 （名古屋中）  
 坂 本　竹 敏 （知多）
 平 田　兼 久 （西尾）  
 伊 藤　　 人 （田原）
 遠 藤　武 夫 （名古屋みなと）
 森 田　　 亨 （半田）
　　 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 冨 田　正 行 （豊橋ゴールデン）
 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 金 山　明 史 （豊田西）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）　 
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
 田 中　正 規 （西尾）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須） 
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 安 藤　隆 利 （名古屋名駅）
　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）
　 岩 月　雅 章 （名古屋中）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 田 中　正 規 （西尾）　 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 小 原　久 和 （名古屋城北） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 川 村　荒 治 （豊橋）
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと） 
 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 永 谷　文 人 （安城）

 大河内  敏彦 （西尾） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ○ 筒 井　信 之 （名古屋南）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
　　 浅 原　光 男 （名古屋南）  
 水 越　彌 生 （刈谷）
 川 島　悦 雄 （名古屋中）
 酒 井　　 賢 （岡崎東）
 亀 井　敏 勝 （名古屋和合）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 福 井　　 敬 （豊橋）
 社 本　太 郎 （春日井）
 山 元　康 裕 （名古屋東山）
　　 刑 部　祐 介 （瀬戸）

　環境保全委員会
　 ◎ 筒 井　信 之 （名古屋南）
　 ○ 米 山　和 浩 （豊田）
 峠　  テル子 （春日井）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 大 矢　裕 慈 （名古屋中）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山） 
 杉 浦　文 雄 （刈谷）
 川 西　裕 康 （豊橋東）
 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　　 舟 橋　伸 治 （名古屋城北） 
 阿 部　光 廣 （三河安城）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
 名 和　千 博 （小牧）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 加 納　昭 巨 （名古屋南）

国際奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　吉 男 （津島）
 鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）
 岡 部 （名古屋北）
 吉 田　光 一 （名古屋丸の内）
 
　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 藤 井　圓 隆 （名古屋名駅）
 岡 崎　　 亨 （名古屋中）  
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）

新世代奉仕委員会
　 ◎　 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○※ 川 村　荒 治 （豊橋） 
　 ○※ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）

 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）  

地区指名委員会
　 ◎ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　 ○ 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　  江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

地区研修リーダー
 石 川　和 昌 （豊橋）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 
　 ○ 下 郷　卓 弥 （名古屋東南） 
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン） 
 梅 村　和 伸 （豊田中）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 神 谷　裕 之 （名古屋中）
 佐 藤　正 延 （名古屋守山）
 瀧 本　　 守 （尾張中央）
 永 田　一 夫 （豊田）  
 西 村　忠 郎 （名古屋栄） 
 細 井　英 治 （安城）
 森　　　  榮 （一宮中央）
 山 内　　 登 （尾西）
 山 名　敬 一 （稲沢）

地区財務委員会
　  ◎ 岩瀬  淳一郎 （豊川）
　 ○ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
 長谷川  正己 （一宮中央）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）
 八 神　　 基 （名古屋栄）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 田 中　正 規 （西尾）
　 ○ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 加 藤　知 成 （東知多）  
 本 多　啓 一 （岡崎）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）  
 西 脇　良 一 （名古屋名北）
 鈴 木　吉 男 （津島）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 矢 形　修 己 （名古屋北）

会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
 加 藤　陽 一 （瀬戸）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 塚 本　胤 男 （稲沢）
 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 日 置　教 康 （名古屋栄）  
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 光 岡　新 吾  （豊田）
 山 崎　克 弥  （西尾）

広報・㲐㗠委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
　 ○ 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 河 村　嘉 男 （小牧）
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 城野  八代江 （名古屋名駅） 
 深 石　公 彦 （岩倉）
 岡 田　邦 義 （岡崎）  
 松崎  美都子 （名古屋守山） 
 山 川　克 彦 （名古屋みなと）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 尾 関　和 成 （名古屋和合）
　 ○ 田 中　粋 人 （豊川）
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  原 田　隆 司 （豊田中）
 堀 口　　 久 （名古屋葵）
 平 野　好 道 （名古屋瑞穂）

クラブ奉仕委員会
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
 早 川　八 郎 （春日井）
 酒 井　基 裕 （蒲郡）
 竹 内　俊 介 （半田）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
　　 才 本　清 継 （名古屋みなと）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 村井  總一郎 （豊橋）
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北） 
　 ○ 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 國 友　昌 大 （名古屋中）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海）  
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂）
 小 川　耕 示 （刈谷） 
 渡 辺　健 壱 （名古屋みなと） 
 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 紅 林　友 昭 （豊橋）

ガバナー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 山 口　誠 一 （東知多） 
（西尾張分区担当）
 林 　　冏 成 （一宮北）
（東尾張分区担当）
 河 村　金 明 （岩倉）
（西名古屋分区担当）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
（東名古屋分区担当）
 大 口　弘 和 （名古屋千種）
（東三河分区担当）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
（西三河中分区担当）
 横 山　眞 久　 （豊田）
（西三河分区担当）
 細 井　英 治 （安城）

地区幹事
 長谷川  正己 （一宮中央）
地区副幹事
 松 岡　正 浩 （一宮中央）
 小 島　三 男 （一宮中央）
　　 森　  俊一郎 （一宮中央）
 倉 地　伸 幸 （一宮中央）
　　 石 原　稔 久 （一宮中央）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　 鹿 島　兼 一 （一宮中央）
　　 西 岡　則 男 （一宮中央）
地区会計長
 大 森　　 進 （一宮中央）
地区監事
 小野木　  宏 （一宮中央）
地区スタッフ
 加 藤　辰 己 （一宮中央） 
　　 高 井　光 信 （一宮中央） 
　　 猪 子　裕 史 （一宮中央） 
　　 長 橋　國 和 （一宮中央） 
　　 森　　　  眞 （一宮中央） 
　　 谷　　　  進 （一宮中央） 
　　 永 田　　 正 （一宮中央） 

ガバナーエレクト
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
次期地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）

 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 
地区指名委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　  斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

地区研修リーダー
 片 山　主 水 （名古屋東南）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 鈴 木　孝 則 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 小 島　啓 治  （春日井）
 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 小 川　宏 嗣 （犬山） 
 榊 原　　 肇 （半田南）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　　 北 村　隆 子 （名古屋錦）
　　 山 内　　 登 （尾西）

地区財務委員会
　  ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 岩瀬  淳一郎 （豊川）

 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 早 川　八 郎 （春日井）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 鈴 木　吉 男 （津島）
 秋 田　敬 治 （豊田）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）

ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  日 高　啓 治 （東知多）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  尾 関　和 成 （名古屋和合） 
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  田 中　粋 人 （豊川）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  原 田　隆 司 （豊田中）
  磯 貝　廣 治 （安城）
　
会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 青 木　良 浩   （豊橋）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 日 置　教 康 （名古屋栄）
　　 津 坂　守 英 （名古屋城北） 

 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 塚 本　胤 男 （稲沢）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 深 石　公 彦 （岩倉）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種  
 岡 田　邦 義 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 田 中　正 規 （西尾）  
 早 川　八 郎 （春日井）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 場々  大刀雄 （春日井） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂） 
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海） 
　　 細 井　土 夫 （名古屋栄） 
　　 神 谷　　 馨 （豊橋ゴールデン） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ※ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ※ 鈴 木　元 弘 （豊田）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 福 井　　 敬 （豊橋）
 水 越　彌 生 （刈谷）
　　 山 田　　 治 （春日井）
　　 鈴村 與左衛門 （あま）
　　 川 島　悦 雄 （名古屋中）

　環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 山 田　慎 也 （名古屋栄）
 武 田　昭 俊 （知立）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　　 筒 井　信 之 （名古屋南）
　　 大 矢　裕 慈 （名古屋中）

　　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 鈴 木　岳 嗣 （蒲郡）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
　　 川 西　裕 康 （豊橋東）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 長谷川  周義 （名古屋錦）

国際奉仕委員会
　 ◎※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）  
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 小 川　　 隆 （名古屋栄）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

新世代奉仕委員会
　 ◎※ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 　※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 　※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 石 川　義 典 （安城）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　　 杉 本　知 治 （岡崎）
　　 奥 田　清 仁 （豊田）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 杦 本　哲 一 （江南）
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 青 木　昭 憲 （名古屋葵）
　　 杉 田　　 洋 （豊橋）
 鈴 木　正 敏 （田原）
　　 南 部　　 淳 （岡崎）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須） 
 北　 　登 一 （名古屋南）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
 森 田　勝 己 （三河安城）
　　 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
　　 犬 束　敏 彦 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 伊 藤　　 人 （田原）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　　 鈴 木　隆 太 （豊田）
　　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　謹 一 （あま）
 橋 本　義 紀 （岡崎東）
　　 八 神　　 基 （名古屋栄）
　　 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　　 北 山　健 二 （西尾）
　恒久基金・大口寄付委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 　グローバル補助金委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 神 谷　　 修 （知立）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 石 川　百 代 （豊橋）

　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合） 
 加 藤　浩 一 （犬山）
 渡 辺　　 昇 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

　奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  竹 内　一 郎 （刈谷）

  加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと）
　　 水 野　憲 司 （一宮北）
　　 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）
　　 金 田　英 和 （名古屋東山）
　　 山 本　光 人 （豊橋北）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 大 口　弘 和 （名古屋千種） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 大河内  圭一 （一宮北）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 大 澤　輝 秀 （豊川）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
　　 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 

　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）

 米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　ᩝ᚟ឰᒨ長 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　㖶㙼ឰᒨ 松 前　憲 典 （一宮中央） 
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
   福 田　清 成 （江南）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター(ZCC)
  江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーバンコク
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
地区ローターアクト代表
 山 下　　 裕 （豊田広域ローターアクト）

 

ガバナー
 千 田　　 毅 （名古屋東）  

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 杉 浦　三 郎 （半田） 
（西尾張分区担当）
 服 部　孝 根 （稲沢）
（東尾張分区担当）
 小 原　久 和 （名古屋城北）
（西名古屋分区担当）
 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
（東名古屋分区担当）
 井 上　雅 之 （名古屋昭和）
（東三河分区担当）
 松 井　　 昭 （田原）
（西三河中分区担当）
 本 間　　 毅　 （岡崎南）
（西三河分区担当）
 加 藤　良 邦 （碧南）

地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
筆頭地区副幹事
 本 多　 　満 （名古屋東）

地区副幹事
 深 川 　　白 （名古屋東）
 本田  伸太郎 （名古屋東）
　　 奥 村　哲 司 （名古屋東）
 浜　　 洋 一 （名古屋東）
　　 安 藤　東 元 （名古屋東）
　　 後 藤　章 信 （名古屋東）
　　 柏 木　 　功 （名古屋東）
　　 野 田　剛 司 （名古屋東）
 山 田　信 二 （名古屋東）
 渡 邊　正 数 （名古屋東）
 多和田　  武 （名古屋東）
地区会計長
 末 岡　熙 章 （名古屋東）
地区監事
 椙 山　正 弘 （名古屋東）
事務ᤔ長
 新 実　宣 英 （名古屋東）
地区スタッフ
 石 田　侑 嗣 （名古屋東） 
　　 佐 治 　　勝 （名古屋東） 
　　 加 藤　義 彦 （名古屋東） 
　　 岡 本　光 生 （名古屋東） 
　　 國府谷  俊盛 （名古屋東） 
　　 梅 村　昌 寛 （名古屋東） 

　　 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
 岩 口　孝 一 （名古屋東） 
 池 戸　史 英 （名古屋東） 
 小 川　　 信 （名古屋東） 
 馬場  善志雄 （名古屋東） 
 各 務　有 一 （名古屋東） 

ガバナーエレクト
 田 中　正 規 （西尾）
次期地区幹事
 榊 原　勝 俊 （西尾）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）

　 ○ 池 谷　　 悟 （中部名古屋みらい）
 成 田　 　徹 （三河安城）
 山 田　典 廣 （名古屋中）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 髙 田　和 裕 （名古屋みなと）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○ 松尾  憲二郎 （小牧）　 
　 ○ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 鈴 木　文 勝 （小牧）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
　 ○ 金 田　英 和 （名古屋東山）
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）  
 加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 山 本　光 人 （豊橋北）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  坂 井　則 夫 （名古屋西）  
  水 野　憲 司 （一宮北）
  野 村　順 雄 （名古屋みなと）
  小 栗　正 章 （名古屋和合）
 鈴 木　聖 三 （名古屋千種）
 山 田　直 樹 （尾張旭）
　　 青 山　　 稔 （瀬戸）
　　 田 中　寛 孝 （豊川）
　　 中 島　忠 幸 （新城）
　　 中 川　　 敦 （知立）
 山 田　一 仁 （一宮）

東日本大㲱☆プロジェクト委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 C 田 中　正 規 （西尾）　 
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）　 
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南） 
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
　 ○ 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　　 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
　　 榊 原　勝 俊 （西尾）
 石 川　　 博 （安城）　
 林 　　和 夫 （岡崎）  
 松尾  憲二郎 （小牧）
 石 田　正 城 （名古屋北）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 山 下　正 裕 （名古屋栄）

　㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 C 田 中　正 規 （西尾）　 

ガバナー
 田 中　正 規 （西尾）  
   
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 石 川　勝 彦 （半田南） 
（西尾張分区担当）
 小 島　三 男 （一宮中央）
（東尾張分区担当）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
（西名古屋分区担当）
 川 原　弘 久 （名古屋丸の内）
（東名古屋分区担当）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
（東三河分区担当）
 赤 井　知 久 （豊橋南）
（西三河中分区担当）
 梅 村　憲 一　 （豊田東）
（西三河分区担当）
 神 谷　正 康 （西尾一色）

地区幹事
 榊 原　勝 俊 （西尾）
筆頭地区副幹事
 杉 浦　澄 雄 （西尾）
地区副幹事
 浅 岡　勝 行 （西尾）
 原 田　保 男 （西尾）
 三 浦　康 彦 （西尾）
 稲 垣　良 次 （西尾）
 杉 田　明 弘 （西尾）
 岩 瀬　正 範 （西尾）
 大河内  芳信 （西尾）
地区会計長
 加 藤　典 男 （西尾）
地区監事
 尾 﨑　隆 爾 （西尾）
事務ᤔ長
 柴 田　高 広 （西尾）
地区スタッフ
 平 田　兼 久 （西尾）
 天 野　　 卓 （西尾）

　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 井 上　雅 之 （名古屋昭和）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
　 ○ 岡 本　光 生 （名古屋東）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
 各 務　有 一 （名古屋東）
 池 戸　史 英 （名古屋東）
 松 田　茂 樹 （名古屋東）

地区大会企画委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

　　 田 中　正 規 （西尾）　 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 榊 原　勝 俊 （西尾） 
ద�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
ద�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
ద�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）
ద�（13ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 細 野　恭 弘 （名古屋昭和）
ద�（13ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 安藤  鉦太郎 （名古屋昭和）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター（RRFC）
   江 崎　柳 節 （小牧）

ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友編㲈委員会
 �9‗ಫಭ一ゲ⬬ᗑ⏠ဵロータリーᏪနጴᴁ⟨နስጴ�
ద㶝ᓦ 松 前　憲 典 （一宮中央）
ロータリーの友編㲈委員会
ᘋ区ၔ㒉ᒨ 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーリス೽ン
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
地区ローターアクト代表
 鏡 味　純 弥 （名古屋みなとRAC）

 

●2013 年度

 岡 田　光 祥 （西尾）
 羽佐田  芳和 （西尾） 
 鳥 山　欽 示 （西尾） 
 石 川　哲 朗 （西尾） 
 黒 田　正 志 （西尾） 
 岡 田　文 雄 （西尾） 
 杉 浦　義 浩 （西尾） 
　　 
ガバナーエレクト
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
次期地区幹事
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 
地区指名委員会
　 ◎ 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 ○ 松 前　憲 典 （一宮中央）
　  片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）

 千 田　　 毅 （名古屋東）
地区研修リーダー
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
会員増強リーダー
 小 山　愼 介 （名古屋名南）

総務委員会
　 ◎ 渡 辺　　 均 （あま）
　 ○ 尾 﨑　隆 爾 （西尾）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 名 畑　　 豊 （春日井）
 高 須　　 匀 （西尾KIRARA）
 満 田　　 稔 （豊橋東）
 山 田　　 猛 （江南）
 才 本　清 継  （名古屋みなと）

地区財務委員会
　  ◎ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
　 ○ 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

危機管理委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　 C 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 小 原　久 和 （名古屋城北） 
　 ※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ※ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ※ 秋 田　敬 治 （田原） 
　 ※ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ※ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと） 
　 ※ 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　 ※ 黒 田　勝 基 （高浜）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）

　ᩏ⋌ᢴ၊ജロータリーೌー೪�ᵕ᫳
　 ○ 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　ᮧ久ᙾ㨅ജ大᏾ᢴ၊�ᵕ᫳
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷） 
 松 田　茂 治 （西尾）
　　 牧 野　博 和 （名古屋栄）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
　
　補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新ᘋ区㓎ጌ㨅�ᵕ᫳
　 ○ 松 石　奉 之 （半田）
　೑ローೱル㓎ጌ㨅�ᵕ᫳
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 久 具　信 夫 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 成 田　　 徹 （三河安城）
 服 部　潤 一 （豊田西）
 　　 髙 山　景 一 （豊橋）
　　 田 島　保 紀 （名古屋東）
　　 笠 井　保 志 （西尾一色）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
 加 藤　浩 一 （犬山）
 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 小笠原　  暁 （名古屋中）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）

　奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 杉 浦　秀 明 （豊田）
　 ○ 村 上　雅 則 （豊田）
 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 山 田　典 廣 （名古屋中）
 池 谷　　 悟 （中部名古屋みらい）

　　 吉 川　公 章 （名古屋南）

　ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
　 ○ 横 井　　 定 （稲沢）
 佐々木　久直 （一宮）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

東日本大㲱☆プロジェクト委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○※ 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）　 
　　 石 川　　 博 （安城）　
 山 下　正 裕 （名古屋栄）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 C 田 中　正 規 （西尾）　   
　 C 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 井 上　雅 之 （名古屋昭和）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
　 ○ 岡 本　光 生 （名古屋東）
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
 各 務　有 一 （名古屋東）
 池 戸　史 英 （名古屋東）
 松 田　茂 樹 （名古屋東）

地区大会企画委員会
　 ◎ 田 中　正 規 （西尾）　  
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　　 榊 原　勝 俊 （西尾） 
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂） 
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）
　 （13ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 細 野　恭 弘 （名古屋昭和）
　 （13ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 安藤  鉦太郎 （名古屋昭和）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　�（14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 榊 原　正 治 （半田）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
ロータリー財団地域コーディネーター（RRFC）
   江 崎　柳 節 （小牧）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友編㲈委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南） 
オンツーシ೪೬ー
 田 中　正 規 （西尾）　  
地区ローターアクト代表
 河合  あゆみ （江南RAC）

 

 木本  精之助 （奉仕活動）

研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　  
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン） 
 西 村　忠 郎 （名古屋栄） 
 山 内　　 登 （尾西）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 佐 藤　正 延 （名古屋守山）
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）

拡大委員会
　 ◎ 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ○ 新 美　義 博 （東知多）
 草 野　勝 彦 （名古屋大須）
 石 川　昌 和 （豊橋南）
 朱 宮　新 治 （犬山）

会員増強委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 ○ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 澤 田　文 雄 （豊田東）  
 山 崎　克 弥  （西尾） 
 酒 井　良 輔 （半田）
 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
㲐㗠�ᵕ᫳
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
ZHE�ᵕ᫳
　 ○ 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
ⲻ⟨�ᵕ᫳
　 ○ 田 中　粋 人 （豊川）  
 伊 東　聖 史 （小牧）
 岡 田　邦 義 （岡崎） 
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 堀 田　力 男 （津島）  
 松崎  美都子 （名古屋守山） 
 城野  八代江 （名古屋名駅）
 志水  ひろみ （春日井）
　　 坂 野　　 弘 （岡崎東）  
 糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 平 野　好 道 （名古屋瑞穂）

職業奉仕委員会
　 ◎ 村井  總一郎 （豊橋）
　 ○ 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 大林  香瑞人 （東海）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 紅 林　友 昭 （豊橋）
 中 山　信 義 （名古屋錦）
 大河内  敏彦 （西尾） 
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 市 川　裕 大 （刈谷）
 
社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ※ 永 谷　文 人 （安城）

　 ※ 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 古 澤　功 三 （豊橋北）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 刑 部　祐 介 （瀬戸）
 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 坂 本　照 明 （名古屋昭和）
 山 脇　善 典 （豊川）
　　 大 見　和 志 （三河安城）

　環境保全委員会
　 ◎ 高 橋　豊 彦 （豊橋）
　 ○ 米 山　和 浩 （豊田）
 杉 浦　文 雄 （刈谷）
 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 峠　  テル子 （春日井）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
 名 和　千 博 （小牧）  
 酒 井　　 賢 （岡崎東） 
 加 納　昭 巨 （名古屋南）  
 川 西　裕 康 （豊橋東）
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山） 
 井 口　貴 嗣 （豊橋）

国際奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 　 
　 ○ 鈴 木　吉 男 （津島）
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）
 岡 部 （名古屋北）  
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）

新世代奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央）
　 ◎ 秋 田　敬 治 （田原）
　 ○※ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○※ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 日 高　啓 治 （東知多）
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 林　  左希也 （名古屋）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 大河内  圭一 （一宮北）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 北 園　守 生 （名古屋空港）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 南 部　　 淳 （岡崎）
 石 原　彰 久 （名古屋葵）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 中 田　典 子 （名古屋守山） 
 菱 川　弘 樹 （一宮北）

 片 平　博 己 （江南）  
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
 水 越　彌 生 （刈谷）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 杉 本　親 保 （東海）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
 平 田　兼 久 （西尾）  
 冨 田　正 行 （豊橋ゴールデン） 
 伊 藤　　 人 （田原）
 金 山　明 史 （豊田西）  
 馬場  善志雄 （名古屋東）
 川 島　悦 雄 （名古屋中）
 堀 田　和 男 （常滑）
　
　青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 髙 木　政 義 （名古屋大須）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 黒 田　勝 基 （高浜）  
 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 佐々木  利政 （豊橋）
　　 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 横 井　知 代 （津島） 
　 加 藤　久 和 （知立）
　 ミカエル カルマノ （名古屋東） 

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 　 
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
　 ○ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）  
 水 野　憲 司 （一宮北）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 小 栗　正 章 （名古屋和合）
 中 川　　 敦 （知立）
  田 中　寛 孝 （豊川）
  山 田　一 仁 （一宮）
  青 山　　 稔 （瀬戸）
  鈴 木　聖 三 （名古屋千種） 
  坂 井　則 夫 （名古屋西）  
  中 島　忠 幸 （新城）
  荒 川　雅 義 （名古屋中）
  遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
 山 田　直 樹 （尾張旭）
　　 
ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ※ 神 谷　　 研 （安城）  
　 ※ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）

ガバナー
 加 藤　陽 一 （瀬戸）  
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 上　茂 登 （知多） 
（西尾張分区担当）
 平 松　清 美 （尾西）
（東尾張分区担当）
 朱 宮　新 治 （犬山）
（西名古屋分区担当）
 近 藤　雅 夫 （名古屋南）
（東名古屋分区担当）
 藤 田　義 明 （名古屋葵）

（東三河分区担当）
 彦 坂　育 甫 （渥美）
（西三河中分区担当）
 小 幡　輝 雄 （豊田西）
（西三河分区担当）
 杉浦  世志朗 （刈谷）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）

 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）

 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎） 

地区幹事
 大 竹　一 義 （瀬戸）
地区副幹事
 藤 井　源 成 （瀬戸）
 加 藤　睦 彦 （瀬戸）
 勝 谷　哲 次 （瀬戸）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 野 田　正 治 （瀬戸）
 井 上　　 博 （瀬戸）
 加藤  唐三郎 （瀬戸）
 澤 田　賢 成 （瀬戸）
地区会計長
 梶 野　輝 雄 （瀬戸）
地区監事
 亀 井　　 勝 （瀬戸）
事務ᤔ長
 佐 野　一 二 （瀬戸）
地区スタッフ
 山 本　英 雄 （瀬戸）
 牧　　　  治 （瀬戸）
 松 本　哲 也 （瀬戸）
 井 上　伸 也 （瀬戸）
 青 山　 　稔 （瀬戸）
 加 藤　定 江 （瀬戸）
 刑 部　祐 介 （瀬戸）
 鈴 木　光 彦 （瀬戸）
 加 藤　孝 爾  （瀬戸）
 加 藤　恵 子 （瀬戸）
 松 村　晋 也 （瀬戸） 

ガバナーエレクト
 服 部　良 男 （岡崎） 
次期地区幹事
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

地区指名委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 田 中　正 規 （西尾）
　  田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 服 部　良 男 （岡崎） 
 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

副ガバナー
 田 中　正 規 （西尾）

地区研修リーダー
 千 田　　 毅 （名古屋東）

分区幹事
 南尾張分区
  中 村　泰 忠 （知多）
 西尾張分区
  犬飼  万壽男 （尾西） 
 東尾張分区
  岡 田　雅 隆 （犬山） 
 西名古屋分区
  櫻 井　　 繁 （名古屋南） 
 東名古屋分区
  堀 口　　 久 （名古屋葵） 

　東三河分区
  川 口　敏 郎 （渥美）
　西三河中分区
  加 納　一 弘 （豊田西）
　西三河分区
  𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷） 

地区財務委員会
　 ◎ 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　 ○ 嚮 原　勝 俊 （西尾）  
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 A 服 部　良 男 （岡崎）
　 A 大 竹　一 義 （瀬戸）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山） 
　 ○ 村 上　茂 登 （知多）  
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 奥 田　清 仁 （豊田）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
  石 川　勝 彦  （半田南）
 山 﨑　克 弥  （西尾）
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）
 大竹山  雄二 （名古屋東南）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
 松 村　晋 也 （瀬戸）
 羽田野  道明 （名古屋栄）

拡大委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 岡 本　 　巧 （刈谷）  

研修委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　   
　 ○ 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 関 口　宗 男 （名古屋みなと） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）  
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内） 
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 鈴 木　正 徳 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 
地区大会企画委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 服 部　良 男 （岡崎）  

 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　�（14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 嚮原　正 治 （半田）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 松尾  憲二郎 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 岡 田　邦 義 （岡崎）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 小笠原  竜児 （豊橋東）
 加藤  久仁明 （春日井）
 池 戸　史 英 （名古屋東）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  金 谷　康 正 （瀬戸）
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 
職業奉仕委員会
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 杉 田　 　洋 （豊橋）
 近 藤　正 美 （名古屋東山）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 酒 井　 　賢 （岡崎東）
　 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 日 野　典 子 （愛知長久手）
　 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 内 藤　教 恵 （安城）
　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　 近 藤　太 門 （春日井）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 山 本　忠 男 （豊橋北）
　 塩 谷　和 久 （名古屋中）

国際奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）  
 横 田　徳 久 （名古屋名北） 
 山 田　　 拓 （瀬戸）
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 社 本　太 郎 （春日井） 
 平 野　恒 弘 （豊田東）  

 中 田　典 子 （名古屋守山） 

青少年奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 A 秋 田　敬 治 （一宮中央）
　 A 谷 山　芳 和 （豊田西）　 
　 A 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）

インターアクト委員会
　 ◎ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 北 園　守 生 （名古屋空港）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 奥 田　法 行 （安城）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 渋 谷　文 平 （名古屋）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 服 部　 　貴 （津島）
 青 山　五 郎 （東知多）
　 菱 川　弘 樹 （一宮北）
　 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 藤 井　康 正 （岡崎）
　 ○ 山 中　建 策 （一宮中央）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 近 藤　　 眞 （豊橋）
　 村 田　誠 一 （名古屋みなと） 
 天野  英一郎 （田原）
　 沢 田　昌 久 （江南）
　 加 納　伸 康 （名古屋葵）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
　 ○ 平 田　兼 久 （西尾） 
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 大 林　則 久 （豊橋ゴールデン） 
 渡 邊　嘉 昭 （名古屋北） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）

青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 黒 田　勝 基 （高浜）  
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 高 木　政 義 （名古屋大須） 
 吉 岡　秀 記 （刈谷） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
೾ールജ೰リスജೞೖ೉೧ィ೔ーディ೮ーター 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
資金推進委員会
　 ◎ 久 米　博 明 （刈谷） 
　 ○ 牧 野　博 和 （名古屋栄） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　
補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 田 島　保 紀 （名古屋東）
　 ○ 高 山　景 一 （豊橋）
　　 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 笠 井　保 志 （西尾一色）  
 朝 倉　淳 一 （名古屋北）  
 鈴 木　照 幸 （田原パシフィック） 
 久 具　信 夫 （豊川）  
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 都 築　義 勝 （豊田東）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）
 山 口　直 彦 （名古屋東南）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 伊藤  素美子 （名古屋東南） 
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 永 井　伸 治 （稲沢） 

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 佐々木  久直 （一宮）
　 ○ 加 藤　浩 一 （犬山）
 横 井　　 定 （稲沢）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）

奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　 ○ 松 田　茂 治 （西尾）
 佐々木  利政 （豊橋）
 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 矢 頭　功 生 （豊田東） 

米山奨学委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 A 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南） 
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 水 野　憲 司 （一宮北）
 青 山　　 稔 （瀬戸） 
 山 田　一 仁 （一宮）  
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
  杉 浦　澄 雄 （西尾）

 山 本　慎 治 （半田南）
  山 田　　 猛 （江南）
  大 村　幸 司 （豊川）
  加 藤　英 樹 （刈谷）
  荒 川　雅 義 （名古屋中）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 C 田 中　正 規 （西尾）　  
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
  松 田　茂 樹 （名古屋東）

ＲＩ理事エレクト
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター補佐（ARC）
   田 嶋　好 博 （名古屋北）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　㤩⽎ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
ᡩጴജᡩᏪឰᒨ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န　 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
オンツーೞೇル
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
地区ローターアクト代表
 及 川　　 純 （岡崎RAC）
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委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

ガバナー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 山 口　誠 一 （東知多） 
（西尾張分区担当）
 林 　　冏 成 （一宮北）
（東尾張分区担当）
 河 村　金 明 （岩倉）
（西名古屋分区担当）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
（東名古屋分区担当）
 大 口　弘 和 （名古屋千種）
（東三河分区担当）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
（西三河中分区担当）
 横 山　眞 久　 （豊田）
（西三河分区担当）
 細 井　英 治 （安城）

地区幹事
 長谷川  正己 （一宮中央）
地区副幹事
 松 岡　正 浩 （一宮中央）
 小 島　三 男 （一宮中央）
　　 森　  俊一郎 （一宮中央）
 倉 地　伸 幸 （一宮中央）
　　 石 原　稔 久 （一宮中央）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　 鹿 島　兼 一 （一宮中央）
　　 西 岡　則 男 （一宮中央）
地区会計長
 大 森　　 進 （一宮中央）
地区監事
 小野木　  宏 （一宮中央）
地区スタッフ
 加 藤　辰 己 （一宮中央） 
　　 高 井　光 信 （一宮中央） 
　　 猪 子　裕 史 （一宮中央） 
　　 長 橋　國 和 （一宮中央） 
　　 森　　　  眞 （一宮中央） 
　　 谷　　　  進 （一宮中央） 
　　 永 田　　 正 （一宮中央） 

ガバナーエレクト
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
次期地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）

 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 
地区指名委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　  斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

地区研修リーダー
 片 山　主 水 （名古屋東南）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 鈴 木　孝 則 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 小 島　啓 治  （春日井）
 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 小 川　宏 嗣 （犬山） 
 榊 原　　 肇 （半田南）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　　 北 村　隆 子 （名古屋錦）
　　 山 内　　 登 （尾西）

地区財務委員会
　  ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 岩瀬  淳一郎 （豊川）

 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 早 川　八 郎 （春日井）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 鈴 木　吉 男 （津島）
 秋 田　敬 治 （豊田）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）

ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  日 高　啓 治 （東知多）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  尾 関　和 成 （名古屋和合） 
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  田 中　粋 人 （豊川）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  原 田　隆 司 （豊田中）
  磯 貝　廣 治 （安城）
　
会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 青 木　良 浩   （豊橋）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 日 置　教 康 （名古屋栄）
　　 津 坂　守 英 （名古屋城北） 

 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 塚 本　胤 男 （稲沢）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 深 石　公 彦 （岩倉）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種  
 岡 田　邦 義 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 田 中　正 規 （西尾）  
 早 川　八 郎 （春日井）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 場々  大刀雄 （春日井） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂） 
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海） 
　　 細 井　土 夫 （名古屋栄） 
　　 神 谷　　 馨 （豊橋ゴールデン） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ※ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ※ 鈴 木　元 弘 （豊田）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 福 井　　 敬 （豊橋）
 水 越　彌 生 （刈谷）
　　 山 田　　 治 （春日井）
　　 鈴村 與左衛門 （あま）
　　 川 島　悦 雄 （名古屋中）

　環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 山 田　慎 也 （名古屋栄）
 武 田　昭 俊 （知立）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　　 筒 井　信 之 （名古屋南）
　　 大 矢　裕 慈 （名古屋中）

　　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 鈴 木　岳 嗣 （蒲郡）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
　　 川 西　裕 康 （豊橋東）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 長谷川  周義 （名古屋錦）

国際奉仕委員会
　 ◎※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）  
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 小 川　　 隆 （名古屋栄）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

新世代奉仕委員会
　 ◎※ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 　※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 　※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 石 川　義 典 （安城）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　　 杉 本　知 治 （岡崎）
　　 奥 田　清 仁 （豊田）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 杦 本　哲 一 （江南）
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 青 木　昭 憲 （名古屋葵）
　　 杉 田　　 洋 （豊橋）
 鈴 木　正 敏 （田原）
　　 南 部　　 淳 （岡崎）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須） 
 北　 　登 一 （名古屋南）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
 森 田　勝 己 （三河安城）
　　 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
　　 犬 束　敏 彦 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 伊 藤　　 人 （田原）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　　 鈴 木　隆 太 （豊田）
　　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　謹 一 （あま）
 橋 本　義 紀 （岡崎東）
　　 八 神　　 基 （名古屋栄）
　　 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　　 北 山　健 二 （西尾）
　恒久基金・大口寄付委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 　グローバル補助金委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 神 谷　　 修 （知立）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 石 川　百 代 （豊橋）

　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合） 
 加 藤　浩 一 （犬山）
 渡 辺　　 昇 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

　奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  竹 内　一 郎 （刈谷）

  加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと）
　　 水 野　憲 司 （一宮北）
　　 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）
　　 金 田　英 和 （名古屋東山）
　　 山 本　光 人 （豊橋北）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 大 口　弘 和 （名古屋千種） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 大河内  圭一 （一宮北）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 大 澤　輝 秀 （豊川）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
　　 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 

　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）

 米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　ᩝ᚟ឰᒨ長 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　㖶㙼ឰᒨ 松 前　憲 典 （一宮中央） 
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
   福 田　清 成 （江南）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター(ZCC)
  江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーバンコク
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
地区ローターアクト代表
 山 下　　 裕 （豊田広域ローターアクト）

 

ガバナー
 田 中　正 規 （西尾）  
   
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 石 川　勝 彦 （半田南） 
（西尾張分区担当）
 小 島　三 男 （一宮中央）
（東尾張分区担当）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
（西名古屋分区担当）
 川 原　弘 久 （名古屋丸の内）
（東名古屋分区担当）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
（東三河分区担当）
 赤 井　知 久 （豊橋南）
（西三河中分区担当）
 梅 村　憲 一　 （豊田東）
（西三河分区担当）
 神 谷　正 康 （西尾一色）

地区幹事
 榊 原　勝 俊 （西尾）
筆頭地区副幹事
 杉 浦　澄 雄 （西尾）
地区副幹事
 浅 岡　勝 行 （西尾）
 原 田　保 男 （西尾）
 三 浦　康 彦 （西尾）
 稲 垣　良 次 （西尾）
 杉 田　明 弘 （西尾）
 岩 瀬　正 範 （西尾）
 大河内  芳信 （西尾）
地区会計長
 加 藤　典 男 （西尾）
地区監事
 尾 﨑　隆 爾 （西尾）
事務ᤔ長
 柴 田　高 広 （西尾）
地区スタッフ
 平 田　兼 久 （西尾）
 天 野　　 卓 （西尾）

 岡 田　光 祥 （西尾）
 羽佐田  芳和 （西尾） 
 鳥 山　欽 示 （西尾） 
 石 川　哲 朗 （西尾） 
 黒 田　正 志 （西尾） 
 岡 田　文 雄 （西尾） 
 杉 浦　義 浩 （西尾） 
　　 
ガバナーエレクト
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
次期地区幹事
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 
地区指名委員会
　 ◎ 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 ○ 松 前　憲 典 （一宮中央）
　  片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）

 千 田　　 毅 （名古屋東）
地区研修リーダー
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
会員増強リーダー
 小 山　愼 介 （名古屋名南）

総務委員会
　 ◎ 渡 辺　　 均 （あま）
　 ○ 尾 﨑　隆 爾 （西尾）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 名 畑　　 豊 （春日井）
 高 須　　 匀 （西尾KIRARA）
 満 田　　 稔 （豊橋東）
 山 田　　 猛 （江南）
 才 本　清 継  （名古屋みなと）

地区財務委員会
　  ◎ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
　 ○ 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

危機管理委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　 C 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 小 原　久 和 （名古屋城北） 
　 ※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ※ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ※ 秋 田　敬 治 （田原） 
　 ※ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ※ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと） 
　 ※ 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　 ※ 黒 田　勝 基 （高浜）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）

　ᩏ⋌ᢴ၊ജロータリーೌー೪�ᵕ᫳
　 ○ 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　ᮧ久ᙾ㨅ജ大᏾ᢴ၊�ᵕ᫳
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷） 
 松 田　茂 治 （西尾）
　　 牧 野　博 和 （名古屋栄）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
　
　補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新ᘋ区㓎ጌ㨅�ᵕ᫳
　 ○ 松 石　奉 之 （半田）
　೑ローೱル㓎ጌ㨅�ᵕ᫳
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 久 具　信 夫 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 成 田　　 徹 （三河安城）
 服 部　潤 一 （豊田西）
 　　 髙 山　景 一 （豊橋）
　　 田 島　保 紀 （名古屋東）
　　 笠 井　保 志 （西尾一色）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
 加 藤　浩 一 （犬山）
 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 小笠原　  暁 （名古屋中）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）

　奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 杉 浦　秀 明 （豊田）
　 ○ 村 上　雅 則 （豊田）
 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 山 田　典 廣 （名古屋中）
 池 谷　　 悟 （中部名古屋みらい）

　　 吉 川　公 章 （名古屋南）

　ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
　 ○ 横 井　　 定 （稲沢）
 佐々木　久直 （一宮）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

東日本大㲱☆プロジェクト委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○※ 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）　 
　　 石 川　　 博 （安城）　
 山 下　正 裕 （名古屋栄）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 C 田 中　正 規 （西尾）　   
　 C 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 井 上　雅 之 （名古屋昭和）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
　 ○ 岡 本　光 生 （名古屋東）
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
 各 務　有 一 （名古屋東）
 池 戸　史 英 （名古屋東）
 松 田　茂 樹 （名古屋東）

地区大会企画委員会
　 ◎ 田 中　正 規 （西尾）　  
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　　 榊 原　勝 俊 （西尾） 
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂） 
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）
　 （13ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 細 野　恭 弘 （名古屋昭和）
　 （13ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 安藤  鉦太郎 （名古屋昭和）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　�（14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 榊 原　正 治 （半田）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
ロータリー財団地域コーディネーター（RRFC）
   江 崎　柳 節 （小牧）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友編㲈委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南） 
オンツーシ೪೬ー
 田 中　正 規 （西尾）　  
地区ローターアクト代表
 河合  あゆみ （江南RAC）

 

 木本  精之助 （奉仕活動）

研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　  
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン） 
 西 村　忠 郎 （名古屋栄） 
 山 内　　 登 （尾西）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 佐 藤　正 延 （名古屋守山）
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）

拡大委員会
　 ◎ 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ○ 新 美　義 博 （東知多）
 草 野　勝 彦 （名古屋大須）
 石 川　昌 和 （豊橋南）
 朱 宮　新 治 （犬山）

会員増強委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 ○ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 澤 田　文 雄 （豊田東）  
 山 崎　克 弥  （西尾） 
 酒 井　良 輔 （半田）
 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
㲐㗠�ᵕ᫳
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
ZHE�ᵕ᫳
　 ○ 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
ⲻ⟨�ᵕ᫳
　 ○ 田 中　粋 人 （豊川）  
 伊 東　聖 史 （小牧）
 岡 田　邦 義 （岡崎） 
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 堀 田　力 男 （津島）  
 松崎  美都子 （名古屋守山） 
 城野  八代江 （名古屋名駅）
 志水  ひろみ （春日井）
　　 坂 野　　 弘 （岡崎東）  
 糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 平 野　好 道 （名古屋瑞穂）

職業奉仕委員会
　 ◎ 村井  總一郎 （豊橋）
　 ○ 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 大林  香瑞人 （東海）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 紅 林　友 昭 （豊橋）
 中 山　信 義 （名古屋錦）
 大河内  敏彦 （西尾） 
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 市 川　裕 大 （刈谷）
 
社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ※ 永 谷　文 人 （安城）

　 ※ 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 古 澤　功 三 （豊橋北）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 刑 部　祐 介 （瀬戸）
 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 坂 本　照 明 （名古屋昭和）
 山 脇　善 典 （豊川）
　　 大 見　和 志 （三河安城）

　環境保全委員会
　 ◎ 高 橋　豊 彦 （豊橋）
　 ○ 米 山　和 浩 （豊田）
 杉 浦　文 雄 （刈谷）
 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 峠　  テル子 （春日井）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
 名 和　千 博 （小牧）  
 酒 井　　 賢 （岡崎東） 
 加 納　昭 巨 （名古屋南）  
 川 西　裕 康 （豊橋東）
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山） 
 井 口　貴 嗣 （豊橋）

国際奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 　 
　 ○ 鈴 木　吉 男 （津島）
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）
 岡 部 （名古屋北）  
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）

新世代奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央）
　 ◎ 秋 田　敬 治 （田原）
　 ○※ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○※ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 日 高　啓 治 （東知多）
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 林　  左希也 （名古屋）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 大河内  圭一 （一宮北）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 北 園　守 生 （名古屋空港）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 南 部　　 淳 （岡崎）
 石 原　彰 久 （名古屋葵）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 中 田　典 子 （名古屋守山） 
 菱 川　弘 樹 （一宮北）

 片 平　博 己 （江南）  
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
 水 越　彌 生 （刈谷）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 杉 本　親 保 （東海）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
 平 田　兼 久 （西尾）  
 冨 田　正 行 （豊橋ゴールデン） 
 伊 藤　　 人 （田原）
 金 山　明 史 （豊田西）  
 馬場  善志雄 （名古屋東）
 川 島　悦 雄 （名古屋中）
 堀 田　和 男 （常滑）
　
　青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 髙 木　政 義 （名古屋大須）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 黒 田　勝 基 （高浜）  
 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 佐々木  利政 （豊橋）
　　 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 横 井　知 代 （津島） 
　 加 藤　久 和 （知立）
　 ミカエル カルマノ （名古屋東） 

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 　 
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
　 ○ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）  
 水 野　憲 司 （一宮北）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 小 栗　正 章 （名古屋和合）
 中 川　　 敦 （知立）
  田 中　寛 孝 （豊川）
  山 田　一 仁 （一宮）
  青 山　　 稔 （瀬戸）
  鈴 木　聖 三 （名古屋千種） 
  坂 井　則 夫 （名古屋西）  
  中 島　忠 幸 （新城）
  荒 川　雅 義 （名古屋中）
  遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
 山 田　直 樹 （尾張旭）
　　 
ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ※ 神 谷　　 研 （安城）  
　 ※ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）

ガバナー
 加 藤　陽 一 （瀬戸）  
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 上　茂 登 （知多） 
（西尾張分区担当）
 平 松　清 美 （尾西）
（東尾張分区担当）
 朱 宮　新 治 （犬山）
（西名古屋分区担当）
 近 藤　雅 夫 （名古屋南）
（東名古屋分区担当）
 藤 田　義 明 （名古屋葵）

（東三河分区担当）
 彦 坂　育 甫 （渥美）
（西三河中分区担当）
 小 幡　輝 雄 （豊田西）
（西三河分区担当）
 杉浦  世志朗 （刈谷）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）

 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）

 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎） 

地区幹事
 大 竹　一 義 （瀬戸）
地区副幹事
 藤 井　源 成 （瀬戸）
 加 藤　睦 彦 （瀬戸）
 勝 谷　哲 次 （瀬戸）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 野 田　正 治 （瀬戸）
 井 上　　 博 （瀬戸）
 加藤  唐三郎 （瀬戸）
 澤 田　賢 成 （瀬戸）
地区会計長
 梶 野　輝 雄 （瀬戸）
地区監事
 亀 井　　 勝 （瀬戸）
事務ᤔ長
 佐 野　一 二 （瀬戸）
地区スタッフ
 山 本　英 雄 （瀬戸）
 牧　　　  治 （瀬戸）
 松 本　哲 也 （瀬戸）
 井 上　伸 也 （瀬戸）
 青 山　 　稔 （瀬戸）
 加 藤　定 江 （瀬戸）
 刑 部　祐 介 （瀬戸）
 鈴 木　光 彦 （瀬戸）
 加 藤　孝 爾  （瀬戸）
 加 藤　恵 子 （瀬戸）
 松 村　晋 也 （瀬戸） 

ガバナーエレクト
 服 部　良 男 （岡崎） 
次期地区幹事
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

地区指名委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 田 中　正 規 （西尾）
　  田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 服 部　良 男 （岡崎） 
 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

副ガバナー
 田 中　正 規 （西尾）

地区研修リーダー
 千 田　　 毅 （名古屋東）

分区幹事
 南尾張分区
  中 村　泰 忠 （知多）
 西尾張分区
  犬飼  万壽男 （尾西） 
 東尾張分区
  岡 田　雅 隆 （犬山） 
 西名古屋分区
  櫻 井　　 繁 （名古屋南） 
 東名古屋分区
  堀 口　　 久 （名古屋葵） 

　東三河分区
  川 口　敏 郎 （渥美）
　西三河中分区
  加 納　一 弘 （豊田西）
　西三河分区
  𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷） 

地区財務委員会
　 ◎ 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　 ○ 嚮 原　勝 俊 （西尾）  
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 A 服 部　良 男 （岡崎）
　 A 大 竹　一 義 （瀬戸）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山） 
　 ○ 村 上　茂 登 （知多）  
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 奥 田　清 仁 （豊田）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
  石 川　勝 彦  （半田南）
 山 﨑　克 弥  （西尾）
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）
 大竹山  雄二 （名古屋東南）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
 松 村　晋 也 （瀬戸）
 羽田野  道明 （名古屋栄）

拡大委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 岡 本　 　巧 （刈谷）  

研修委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　   
　 ○ 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 関 口　宗 男 （名古屋みなと） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）  
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内） 
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 鈴 木　正 徳 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 
地区大会企画委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 服 部　良 男 （岡崎）  

 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　�（14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 嚮原　正 治 （半田）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 松尾  憲二郎 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 岡 田　邦 義 （岡崎）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 小笠原  竜児 （豊橋東）
 加藤  久仁明 （春日井）
 池 戸　史 英 （名古屋東）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  金 谷　康 正 （瀬戸）
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 
職業奉仕委員会
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 杉 田　 　洋 （豊橋）
 近 藤　正 美 （名古屋東山）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 酒 井　 　賢 （岡崎東）
　 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 日 野　典 子 （愛知長久手）
　 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 内 藤　教 恵 （安城）
　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　 近 藤　太 門 （春日井）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 山 本　忠 男 （豊橋北）
　 塩 谷　和 久 （名古屋中）

国際奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）  
 横 田　徳 久 （名古屋名北） 
 山 田　　 拓 （瀬戸）
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 社 本　太 郎 （春日井） 
 平 野　恒 弘 （豊田東）  

 中 田　典 子 （名古屋守山） 

青少年奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 A 秋 田　敬 治 （一宮中央）
　 A 谷 山　芳 和 （豊田西）　 
　 A 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）

インターアクト委員会
　 ◎ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 北 園　守 生 （名古屋空港）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 奥 田　法 行 （安城）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 渋 谷　文 平 （名古屋）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 服 部　 　貴 （津島）
 青 山　五 郎 （東知多）
　 菱 川　弘 樹 （一宮北）
　 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 藤 井　康 正 （岡崎）
　 ○ 山 中　建 策 （一宮中央）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 近 藤　　 眞 （豊橋）
　 村 田　誠 一 （名古屋みなと） 
 天野  英一郎 （田原）
　 沢 田　昌 久 （江南）
　 加 納　伸 康 （名古屋葵）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
　 ○ 平 田　兼 久 （西尾） 
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 大 林　則 久 （豊橋ゴールデン） 
 渡 邊　嘉 昭 （名古屋北） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）

青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 黒 田　勝 基 （高浜）  
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 高 木　政 義 （名古屋大須） 
 吉 岡　秀 記 （刈谷） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
೾ールജ೰リスജೞೖ೉೧ィ೔ーディ೮ーター 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
資金推進委員会
　 ◎ 久 米　博 明 （刈谷） 
　 ○ 牧 野　博 和 （名古屋栄） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　
補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 田 島　保 紀 （名古屋東）
　 ○ 高 山　景 一 （豊橋）
　　 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 笠 井　保 志 （西尾一色）  
 朝 倉　淳 一 （名古屋北）  
 鈴 木　照 幸 （田原パシフィック） 
 久 具　信 夫 （豊川）  
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 都 築　義 勝 （豊田東）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）
 山 口　直 彦 （名古屋東南）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 伊藤  素美子 （名古屋東南） 
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 永 井　伸 治 （稲沢） 

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 佐々木  久直 （一宮）
　 ○ 加 藤　浩 一 （犬山）
 横 井　　 定 （稲沢）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）

奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　 ○ 松 田　茂 治 （西尾）
 佐々木  利政 （豊橋）
 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 矢 頭　功 生 （豊田東） 

米山奨学委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 A 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南） 
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 水 野　憲 司 （一宮北）
 青 山　　 稔 （瀬戸） 
 山 田　一 仁 （一宮）  
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
  杉 浦　澄 雄 （西尾）

 山 本　慎 治 （半田南）
  山 田　　 猛 （江南）
  大 村　幸 司 （豊川）
  加 藤　英 樹 （刈谷）
  荒 川　雅 義 （名古屋中）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 C 田 中　正 規 （西尾）　  
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
  松 田　茂 樹 （名古屋東）

ＲＩ理事エレクト
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター補佐（ARC）
   田 嶋　好 博 （名古屋北）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　㤩⽎ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
ᡩጴജᡩᏪឰᒨ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န　 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
オンツーೞೇル
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
地区ローターアクト代表
 及 川　　 純 （岡崎RAC）

ガバナー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 山 口　誠 一 （東知多） 
（西尾張分区担当）
 林 　　冏 成 （一宮北）
（東尾張分区担当）
 河 村　金 明 （岩倉）
（西名古屋分区担当）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
（東名古屋分区担当）
 大 口　弘 和 （名古屋千種）
（東三河分区担当）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
（西三河中分区担当）
 横 山　眞 久　 （豊田）
（西三河分区担当）
 細 井　英 治 （安城）

地区幹事
 長谷川  正己 （一宮中央）
地区副幹事
 松 岡　正 浩 （一宮中央）
 小 島　三 男 （一宮中央）
　　 森　  俊一郎 （一宮中央）
 倉 地　伸 幸 （一宮中央）
　　 石 原　稔 久 （一宮中央）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　 鹿 島　兼 一 （一宮中央）
　　 西 岡　則 男 （一宮中央）
地区会計長
 大 森　　 進 （一宮中央）
地区監事
 小野木　  宏 （一宮中央）
地区スタッフ
 加 藤　辰 己 （一宮中央） 
　　 高 井　光 信 （一宮中央） 
　　 猪 子　裕 史 （一宮中央） 
　　 長 橋　國 和 （一宮中央） 
　　 森　　　  眞 （一宮中央） 
　　 谷　　　  進 （一宮中央） 
　　 永 田　　 正 （一宮中央） 

ガバナーエレクト
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
次期地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）

 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 
地区指名委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　  斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

地区研修リーダー
 片 山　主 水 （名古屋東南）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 鈴 木　孝 則 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 小 島　啓 治  （春日井）
 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 小 川　宏 嗣 （犬山） 
 榊 原　　 肇 （半田南）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　　 北 村　隆 子 （名古屋錦）
　　 山 内　　 登 （尾西）

地区財務委員会
　  ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 岩瀬  淳一郎 （豊川）

 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 早 川　八 郎 （春日井）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 鈴 木　吉 男 （津島）
 秋 田　敬 治 （豊田）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）

ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  日 高　啓 治 （東知多）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  尾 関　和 成 （名古屋和合） 
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  田 中　粋 人 （豊川）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  原 田　隆 司 （豊田中）
  磯 貝　廣 治 （安城）
　
会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 青 木　良 浩   （豊橋）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 日 置　教 康 （名古屋栄）
　　 津 坂　守 英 （名古屋城北） 

 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 塚 本　胤 男 （稲沢）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 深 石　公 彦 （岩倉）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種  
 岡 田　邦 義 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 田 中　正 規 （西尾）  
 早 川　八 郎 （春日井）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 場々  大刀雄 （春日井） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂） 
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海） 
　　 細 井　土 夫 （名古屋栄） 
　　 神 谷　　 馨 （豊橋ゴールデン） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ※ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ※ 鈴 木　元 弘 （豊田）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 福 井　　 敬 （豊橋）
 水 越　彌 生 （刈谷）
　　 山 田　　 治 （春日井）
　　 鈴村 與左衛門 （あま）
　　 川 島　悦 雄 （名古屋中）

　環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 山 田　慎 也 （名古屋栄）
 武 田　昭 俊 （知立）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　　 筒 井　信 之 （名古屋南）
　　 大 矢　裕 慈 （名古屋中）

　　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 鈴 木　岳 嗣 （蒲郡）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
　　 川 西　裕 康 （豊橋東）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 長谷川  周義 （名古屋錦）

国際奉仕委員会
　 ◎※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）  
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 小 川　　 隆 （名古屋栄）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

新世代奉仕委員会
　 ◎※ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 　※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 　※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 石 川　義 典 （安城）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　　 杉 本　知 治 （岡崎）
　　 奥 田　清 仁 （豊田）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 杦 本　哲 一 （江南）
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 青 木　昭 憲 （名古屋葵）
　　 杉 田　　 洋 （豊橋）
 鈴 木　正 敏 （田原）
　　 南 部　　 淳 （岡崎）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須） 
 北　 　登 一 （名古屋南）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
 森 田　勝 己 （三河安城）
　　 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
　　 犬 束　敏 彦 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 伊 藤　　 人 （田原）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　　 鈴 木　隆 太 （豊田）
　　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　謹 一 （あま）
 橋 本　義 紀 （岡崎東）
　　 八 神　　 基 （名古屋栄）
　　 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　　 北 山　健 二 （西尾）
　恒久基金・大口寄付委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 　グローバル補助金委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 神 谷　　 修 （知立）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 石 川　百 代 （豊橋）

　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合） 
 加 藤　浩 一 （犬山）
 渡 辺　　 昇 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

　奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  竹 内　一 郎 （刈谷）

  加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと）
　　 水 野　憲 司 （一宮北）
　　 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）
　　 金 田　英 和 （名古屋東山）
　　 山 本　光 人 （豊橋北）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 大 口　弘 和 （名古屋千種） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 大河内  圭一 （一宮北）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 大 澤　輝 秀 （豊川）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
　　 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 

　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）

 米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　ᩝ᚟ឰᒨ長 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　㖶㙼ឰᒨ 松 前　憲 典 （一宮中央） 
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
   福 田　清 成 （江南）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター(ZCC)
  江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーバンコク
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
地区ローターアクト代表
 山 下　　 裕 （豊田広域ローターアクト）

 

ガバナー
 田 中　正 規 （西尾）  
   
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 石 川　勝 彦 （半田南） 
（西尾張分区担当）
 小 島　三 男 （一宮中央）
（東尾張分区担当）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
（西名古屋分区担当）
 川 原　弘 久 （名古屋丸の内）
（東名古屋分区担当）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
（東三河分区担当）
 赤 井　知 久 （豊橋南）
（西三河中分区担当）
 梅 村　憲 一　 （豊田東）
（西三河分区担当）
 神 谷　正 康 （西尾一色）

地区幹事
 榊 原　勝 俊 （西尾）
筆頭地区副幹事
 杉 浦　澄 雄 （西尾）
地区副幹事
 浅 岡　勝 行 （西尾）
 原 田　保 男 （西尾）
 三 浦　康 彦 （西尾）
 稲 垣　良 次 （西尾）
 杉 田　明 弘 （西尾）
 岩 瀬　正 範 （西尾）
 大河内  芳信 （西尾）
地区会計長
 加 藤　典 男 （西尾）
地区監事
 尾 﨑　隆 爾 （西尾）
事務ᤔ長
 柴 田　高 広 （西尾）
地区スタッフ
 平 田　兼 久 （西尾）
 天 野　　 卓 （西尾）

 岡 田　光 祥 （西尾）
 羽佐田  芳和 （西尾） 
 鳥 山　欽 示 （西尾） 
 石 川　哲 朗 （西尾） 
 黒 田　正 志 （西尾） 
 岡 田　文 雄 （西尾） 
 杉 浦　義 浩 （西尾） 
　　 
ガバナーエレクト
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
次期地区幹事
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 
地区指名委員会
　 ◎ 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 ○ 松 前　憲 典 （一宮中央）
　  片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）

 千 田　　 毅 （名古屋東）
地区研修リーダー
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
会員増強リーダー
 小 山　愼 介 （名古屋名南）

総務委員会
　 ◎ 渡 辺　　 均 （あま）
　 ○ 尾 﨑　隆 爾 （西尾）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 名 畑　　 豊 （春日井）
 高 須　　 匀 （西尾KIRARA）
 満 田　　 稔 （豊橋東）
 山 田　　 猛 （江南）
 才 本　清 継  （名古屋みなと）

地区財務委員会
　  ◎ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
　 ○ 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

危機管理委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　 C 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 小 原　久 和 （名古屋城北） 
　 ※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ※ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ※ 秋 田　敬 治 （田原） 
　 ※ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ※ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと） 
　 ※ 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　 ※ 黒 田　勝 基 （高浜）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）

　ᩏ⋌ᢴ၊ജロータリーೌー೪�ᵕ᫳
　 ○ 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　ᮧ久ᙾ㨅ജ大᏾ᢴ၊�ᵕ᫳
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷） 
 松 田　茂 治 （西尾）
　　 牧 野　博 和 （名古屋栄）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
　
　補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新ᘋ区㓎ጌ㨅�ᵕ᫳
　 ○ 松 石　奉 之 （半田）
　೑ローೱル㓎ጌ㨅�ᵕ᫳
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 久 具　信 夫 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 成 田　　 徹 （三河安城）
 服 部　潤 一 （豊田西）
 　　 髙 山　景 一 （豊橋）
　　 田 島　保 紀 （名古屋東）
　　 笠 井　保 志 （西尾一色）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
 加 藤　浩 一 （犬山）
 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 小笠原　  暁 （名古屋中）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）

　奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 杉 浦　秀 明 （豊田）
　 ○ 村 上　雅 則 （豊田）
 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 山 田　典 廣 （名古屋中）
 池 谷　　 悟 （中部名古屋みらい）

　　 吉 川　公 章 （名古屋南）

　ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
　 ○ 横 井　　 定 （稲沢）
 佐々木　久直 （一宮）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

東日本大㲱☆プロジェクト委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○※ 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）　 
　　 石 川　　 博 （安城）　
 山 下　正 裕 （名古屋栄）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 C 田 中　正 規 （西尾）　   
　 C 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 井 上　雅 之 （名古屋昭和）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
　 ○ 岡 本　光 生 （名古屋東）
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
 各 務　有 一 （名古屋東）
 池 戸　史 英 （名古屋東）
 松 田　茂 樹 （名古屋東）

地区大会企画委員会
　 ◎ 田 中　正 規 （西尾）　  
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　　 榊 原　勝 俊 （西尾） 
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂） 
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）
　 （13ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 細 野　恭 弘 （名古屋昭和）
　 （13ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 安藤  鉦太郎 （名古屋昭和）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　�（14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 榊 原　正 治 （半田）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
ロータリー財団地域コーディネーター（RRFC）
   江 崎　柳 節 （小牧）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友編㲈委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南） 
オンツーシ೪೬ー
 田 中　正 規 （西尾）　  
地区ローターアクト代表
 河合  あゆみ （江南RAC）

 

●2014 年度

 木本  精之助 （奉仕活動）

研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　  
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン） 
 西 村　忠 郎 （名古屋栄） 
 山 内　　 登 （尾西）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 佐 藤　正 延 （名古屋守山）
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）

拡大委員会
　 ◎ 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ○ 新 美　義 博 （東知多）
 草 野　勝 彦 （名古屋大須）
 石 川　昌 和 （豊橋南）
 朱 宮　新 治 （犬山）

会員増強委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 ○ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 澤 田　文 雄 （豊田東）  
 山 崎　克 弥  （西尾） 
 酒 井　良 輔 （半田）
 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
㲐㗠�ᵕ᫳
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
ZHE�ᵕ᫳
　 ○ 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
ⲻ⟨�ᵕ᫳
　 ○ 田 中　粋 人 （豊川）  
 伊 東　聖 史 （小牧）
 岡 田　邦 義 （岡崎） 
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 堀 田　力 男 （津島）  
 松崎  美都子 （名古屋守山） 
 城野  八代江 （名古屋名駅）
 志水  ひろみ （春日井）
　　 坂 野　　 弘 （岡崎東）  
 糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 平 野　好 道 （名古屋瑞穂）

職業奉仕委員会
　 ◎ 村井  總一郎 （豊橋）
　 ○ 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 大林  香瑞人 （東海）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 紅 林　友 昭 （豊橋）
 中 山　信 義 （名古屋錦）
 大河内  敏彦 （西尾） 
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 市 川　裕 大 （刈谷）
 
社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ※ 永 谷　文 人 （安城）

　 ※ 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 古 澤　功 三 （豊橋北）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 刑 部　祐 介 （瀬戸）
 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 坂 本　照 明 （名古屋昭和）
 山 脇　善 典 （豊川）
　　 大 見　和 志 （三河安城）

　環境保全委員会
　 ◎ 高 橋　豊 彦 （豊橋）
　 ○ 米 山　和 浩 （豊田）
 杉 浦　文 雄 （刈谷）
 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 峠　  テル子 （春日井）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
 名 和　千 博 （小牧）  
 酒 井　　 賢 （岡崎東） 
 加 納　昭 巨 （名古屋南）  
 川 西　裕 康 （豊橋東）
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山） 
 井 口　貴 嗣 （豊橋）

国際奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 　 
　 ○ 鈴 木　吉 男 （津島）
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）
 岡 部 （名古屋北）  
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）

新世代奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央）
　 ◎ 秋 田　敬 治 （田原）
　 ○※ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○※ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 日 高　啓 治 （東知多）
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 林　  左希也 （名古屋）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 大河内  圭一 （一宮北）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 北 園　守 生 （名古屋空港）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 南 部　　 淳 （岡崎）
 石 原　彰 久 （名古屋葵）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 中 田　典 子 （名古屋守山） 
 菱 川　弘 樹 （一宮北）

 片 平　博 己 （江南）  
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
 水 越　彌 生 （刈谷）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 杉 本　親 保 （東海）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
 平 田　兼 久 （西尾）  
 冨 田　正 行 （豊橋ゴールデン） 
 伊 藤　　 人 （田原）
 金 山　明 史 （豊田西）  
 馬場  善志雄 （名古屋東）
 川 島　悦 雄 （名古屋中）
 堀 田　和 男 （常滑）
　
　青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 髙 木　政 義 （名古屋大須）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 黒 田　勝 基 （高浜）  
 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 佐々木  利政 （豊橋）
　　 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 横 井　知 代 （津島） 
　 加 藤　久 和 （知立）
　 ミカエル カルマノ （名古屋東） 

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 　 
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
　 ○ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）  
 水 野　憲 司 （一宮北）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 小 栗　正 章 （名古屋和合）
 中 川　　 敦 （知立）
  田 中　寛 孝 （豊川）
  山 田　一 仁 （一宮）
  青 山　　 稔 （瀬戸）
  鈴 木　聖 三 （名古屋千種） 
  坂 井　則 夫 （名古屋西）  
  中 島　忠 幸 （新城）
  荒 川　雅 義 （名古屋中）
  遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
 山 田　直 樹 （尾張旭）
　　 
ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ※ 神 谷　　 研 （安城）  
　 ※ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）

ガバナー
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 牧 野　克 則 （常滑） 
（西尾張分区担当）
 野 杁　章 夫 （一宮）
（東尾張分区担当）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
（西名古屋分区担当）
 宮 田　紀 昭 （名古屋西）
（東名古屋分区担当）
 松 野　一 彦 （名古屋東山）
（東三河分区担当）
 中 島　忠 幸 （新城）
（西三河中分区担当）
 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
（西三河分区担当）
 黒 田　勝 基 （高浜）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）

 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 

地区幹事
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
地区副幹事
 岡 村　達 人 （名古屋瑞穂）
 亀 井　直 人 （名古屋瑞穂）
 馬 場　將 嘉 （名古屋瑞穂）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）

 加納　　  裕 （名古屋瑞穂）
 関 谷　俊 征 （名古屋瑞穂）
 梅 村　昌 孝 （名古屋瑞穂）
 八木沢  幹夫 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　淑 久 （名古屋瑞穂）
地区会計長
 森　　 恒 夫 （名古屋瑞穂）
地区監事
 小 串　和 夫 （名古屋瑞穂）
地区副監事
 稲 垣　 　豊 （名古屋瑞穂）
事務長
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂）
地区スタッフ
 湯 澤　信 雄 （名古屋瑞穂）
 湯 澤　勇 生 （名古屋瑞穂）
 近 藤　茂 弘 （名古屋瑞穂）
 長瀬  憲八郎 （名古屋瑞穂）
 長 坂　邦 雄 （名古屋瑞穂）
 堀　　 慎 治 （名古屋瑞穂）
 鶴 田　　 浩 （名古屋瑞穂）
 大 嶽　達 郎 （名古屋瑞穂） 

ガバナーエレクト
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 

ガバナー
 加 藤　陽 一 （瀬戸）  
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 上　茂 登 （知多） 
（西尾張分区担当）
 平 松　清 美 （尾西）
（東尾張分区担当）
 朱 宮　新 治 （犬山）
（西名古屋分区担当）
 近 藤　雅 夫 （名古屋南）
（東名古屋分区担当）
 藤 田　義 明 （名古屋葵）

（東三河分区担当）
 彦 坂　育 甫 （渥美）
（西三河中分区担当）
 小 幡　輝 雄 （豊田西）
（西三河分区担当）
 杉浦  世志朗 （刈谷）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）

 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）

次期地区幹事
 大 竹　一 義 （瀬戸）

地区指名委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）
　 ○ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　  大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 田 中　正 規 （西尾）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
 大 竹　一 義 （瀬戸）

副ガバナー
 千 田　　 毅 （名古屋東）

地区研修リーダー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
分区幹事
 南尾張分区
  磯 部　　 栄 （常滑）
 西尾張分区
  村 川　文 穗 （一宮） 
 東尾張分区
  松 本　哲 也 （瀬戸） 
 西名古屋分区
  田茂井  克典 （名古屋西） 
 東名古屋分区
  鈴 木　宏 治 （名古屋東山） 
　東三河分区
  川 合　和 彦 （新城）
　西三河中分区
  永 田　　 裕 （岡崎城南）
　西三河分区
  近 藤　智 樹 （高浜）  

地区財務委員会
　 ◎ 長谷川  正己 （一宮中央）
　 ○ 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
  榊 原　勝 俊 （西尾） 

危機管理委員会
　 A 片 山　主 水 （名古屋東南） 
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 C 服 部　良 男 （岡崎）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山） 
　 ※ 秋 田　敬 治 （田原）
　 ※ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 　 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

会員増強委員会
　 ◎ 石 川　勝 彦  （半田南）
　 ○ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 澤 田　文 雄 （豊田東）  
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 山 崎　克 弥  （西尾） 
 酒 井　良 輔 （半田）
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）
 津 坂　守 英 （名古屋城北）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
　 松 村　晋 也 （瀬戸）
 大竹山  雄二 （名古屋東南）

拡大委員会
　 ◎ 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ○ 千 田　　 毅 （名古屋東）
 八 神　　 基  （名古屋アイリス）
 石 川　昌 和 （豊橋南）
 朱 宮　新 治 （犬山）

研修委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　   
 関 口　宗 男 （名古屋みなと） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 山 内　　 登 （尾西）
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）  
 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内） 
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 
地区大会企画委員会
　 ◎ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 田 中　正 規 （西尾）　  
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂） 
 大 竹　一 義 （瀬戸） 
　 （13ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 細 野　恭 弘 （名古屋昭和）
　 （13ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 安藤  鉦太郎 （名古屋昭和）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 榊 原　正 治 （半田）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 岡 田　邦 義 （岡崎）  
 松崎  美都子 （名古屋守山） 
 志水  ひろみ （春日井）
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 小笠原  竜児 （豊橋東）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 池 森　由 幸 （名古屋千種）
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 

職業奉仕委員会
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 大林  香瑞人 （東海）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 伊 東　良 夫 （半田）
 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 大河内  俊彦 （西尾）  
 熊田  嘉一郎 （豊橋北）  
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 市 川　裕 大 （刈谷）

 大岩  とよみ （名古屋丸の内）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
 岩 部　雅 人 （半田南）
　 山 元　康 裕 （名古屋東山）
　 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　 酒 井　 　賢 （岡崎東）
　 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 日 野　典 子 （愛知長久手）
　 中 島　宗 幸 （春日井）
　 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 金 谷　康 正 （瀬戸）
　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
　 川 西　裕 康 （豊橋東）
　 内 藤　教 恵 （安城）

国際奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 山 田　　 拓 （瀬戸）
 峠　  テル子 （春日井）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 坂 倉　弘 康 （名古屋和合）
 横 田　徳 久 （名古屋名北） 
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 岡 部 （名古屋北） 

青少年奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 ◎ 秋 田　敬 治 （田原）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）

インターアクト委員会
　 ◎ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 日 髙　啓 治 （東知多）
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 大河内  圭一 （一宮北）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 北 園　守 生 （名古屋空港）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 奥 田　法 行 （安城）
　 佐 治　　 勝 （名古屋東）
　 大 島　賀 樹 （小牧）
　 渋 谷　文 平 （名古屋）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 片 平　博 己 （江南） 
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 東　 　孝 一 （名古屋東）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 阿 部　恵 彦 （名古屋葵）  
 近 藤　　 眞 （豊橋）
　 藤 井　康 正 （岡崎）
　 山 中　建 策 （一宮中央）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
 平 田　兼 久 （西尾）  
 坂 本　竹 敏 （知多）  
 二ノ宮  道彦 （一宮）  
 平 尾　節 子 （瀬戸北）
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東）
 大 林　則 久 （豊橋ゴールデン）

青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
資金推進委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷） 
　 ○ 牧 野　博 和 （名古屋栄） 
 松 田　茂 治 （西尾）
　　 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　
補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 松 石　奉 之 （半田）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）

 久 具　信 夫 （豊川）  
 原 野　勝 至 （名古屋栄）
　　 髙 山　景 一 （豊橋）
　　 田 島　保 紀 （名古屋東）
 笠 井　保 志 （西尾一色）
 　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 名 畑　　 豊 （春日井）
　 朝 倉　淳 一 （名古屋北）
　 藤 田　義 明 （名古屋葵）
　 寺 西　　 正 （名古屋錦）
　 鈴 木　照 幸 （田原パシフィック）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 加 藤　浩 一 （犬山）
 小笠原　  暁 （名古屋中） 
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 伊藤  素美子 （名古屋東南）

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 横 井　　 定 （稲沢）
　 ○ 佐々木  久直 （一宮）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 山 田　典 廣 （名古屋中）

奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　 ○ 成 田　　 徹 （三河安城）
 佐々木  利政 （豊橋）
 竹 本　義 明 （尾張中央）
 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　　 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 矢 頭　功 生 （豊田東） 

米山奨学委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）　　
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）  
 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 坂 井　則 夫 （名古屋西）  
 水 野　憲 司 （一宮北）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 山 田　直 樹 （尾張旭）
 鈴 木　聖 三 （名古屋千種） 
 田 中　寛 孝 （豊川）  

 青 山　　 稔 （瀬戸）  
 中 川　　 敦 （知立）
  山 田　一 仁 （一宮）
  鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
  杉 浦　澄 雄 （西尾）

東日本大㲱☆プロジェクト委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷） 
　 ○ 山 下　正 裕 （名古屋栄）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 C 田 中　正 規 （西尾）　  
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 井 上　雅 之 （名古屋昭和）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
  松 田　茂 樹 （名古屋東）

ＲＩ青少年交換委員会
　ឰᒨ 斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリー財団地域コーディネーター（RRFC）
   江 崎　柳 節 （小牧）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န　 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友の会編㲈委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 岩瀬  淳一郎 （豊川）
オンツーೖンೲೇロ
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）  
地区ローターアクト代表
 坂 上　卓 史 （名古屋熱田RAC）

 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎） 

地区幹事
 大 竹　一 義 （瀬戸）
地区副幹事
 藤 井　源 成 （瀬戸）
 加 藤　睦 彦 （瀬戸）
 勝 谷　哲 次 （瀬戸）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 野 田　正 治 （瀬戸）
 井 上　　 博 （瀬戸）
 加藤  唐三郎 （瀬戸）
 澤 田　賢 成 （瀬戸）
地区会計長
 梶 野　輝 雄 （瀬戸）
地区監事
 亀 井　　 勝 （瀬戸）
事務ᤔ長
 佐 野　一 二 （瀬戸）
地区スタッフ
 山 本　英 雄 （瀬戸）
 牧　　　  治 （瀬戸）
 松 本　哲 也 （瀬戸）
 井 上　伸 也 （瀬戸）
 青 山　 　稔 （瀬戸）
 加 藤　定 江 （瀬戸）
 刑 部　祐 介 （瀬戸）
 鈴 木　光 彦 （瀬戸）
 加 藤　孝 爾  （瀬戸）
 加 藤　恵 子 （瀬戸）
 松 村　晋 也 （瀬戸） 

ガバナーエレクト
 服 部　良 男 （岡崎） 
次期地区幹事
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

地区指名委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 田 中　正 規 （西尾）
　  田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 服 部　良 男 （岡崎） 
 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

副ガバナー
 田 中　正 規 （西尾）

地区研修リーダー
 千 田　　 毅 （名古屋東）

分区幹事
 南尾張分区
  中 村　泰 忠 （知多）
 西尾張分区
  犬飼  万壽男 （尾西） 
 東尾張分区
  岡 田　雅 隆 （犬山） 
 西名古屋分区
  櫻 井　　 繁 （名古屋南） 
 東名古屋分区
  堀 口　　 久 （名古屋葵） 

　東三河分区
  川 口　敏 郎 （渥美）
　西三河中分区
  加 納　一 弘 （豊田西）
　西三河分区
  𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷） 

地区財務委員会
　 ◎ 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　 ○ 嚮 原　勝 俊 （西尾）  
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 A 服 部　良 男 （岡崎）
　 A 大 竹　一 義 （瀬戸）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山） 
　 ○ 村 上　茂 登 （知多）  
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 奥 田　清 仁 （豊田）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
  石 川　勝 彦  （半田南）
 山 﨑　克 弥  （西尾）
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）
 大竹山  雄二 （名古屋東南）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
 松 村　晋 也 （瀬戸）
 羽田野  道明 （名古屋栄）

拡大委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 岡 本　 　巧 （刈谷）  

研修委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　   
　 ○ 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 関 口　宗 男 （名古屋みなと） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）  
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内） 
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 鈴 木　正 徳 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 
地区大会企画委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 服 部　良 男 （岡崎）  

 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　�（14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 嚮原　正 治 （半田）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 松尾  憲二郎 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 岡 田　邦 義 （岡崎）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 小笠原  竜児 （豊橋東）
 加藤  久仁明 （春日井）
 池 戸　史 英 （名古屋東）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  金 谷　康 正 （瀬戸）
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 
職業奉仕委員会
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 杉 田　 　洋 （豊橋）
 近 藤　正 美 （名古屋東山）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 酒 井　 　賢 （岡崎東）
　 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 日 野　典 子 （愛知長久手）
　 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 内 藤　教 恵 （安城）
　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　 近 藤　太 門 （春日井）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 山 本　忠 男 （豊橋北）
　 塩 谷　和 久 （名古屋中）

国際奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）  
 横 田　徳 久 （名古屋名北） 
 山 田　　 拓 （瀬戸）
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 社 本　太 郎 （春日井） 
 平 野　恒 弘 （豊田東）  

 中 田　典 子 （名古屋守山） 

青少年奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 A 秋 田　敬 治 （一宮中央）
　 A 谷 山　芳 和 （豊田西）　 
　 A 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）

インターアクト委員会
　 ◎ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 北 園　守 生 （名古屋空港）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 奥 田　法 行 （安城）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 渋 谷　文 平 （名古屋）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 服 部　 　貴 （津島）
 青 山　五 郎 （東知多）
　 菱 川　弘 樹 （一宮北）
　 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 藤 井　康 正 （岡崎）
　 ○ 山 中　建 策 （一宮中央）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 近 藤　　 眞 （豊橋）
　 村 田　誠 一 （名古屋みなと） 
 天野  英一郎 （田原）
　 沢 田　昌 久 （江南）
　 加 納　伸 康 （名古屋葵）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
　 ○ 平 田　兼 久 （西尾） 
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 大 林　則 久 （豊橋ゴールデン） 
 渡 邊　嘉 昭 （名古屋北） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）

青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 黒 田　勝 基 （高浜）  
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 高 木　政 義 （名古屋大須） 
 吉 岡　秀 記 （刈谷） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
೾ールജ೰リスജೞೖ೉೧ィ೔ーディ೮ーター 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
資金推進委員会
　 ◎ 久 米　博 明 （刈谷） 
　 ○ 牧 野　博 和 （名古屋栄） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　
補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 田 島　保 紀 （名古屋東）
　 ○ 高 山　景 一 （豊橋）
　　 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 笠 井　保 志 （西尾一色）  
 朝 倉　淳 一 （名古屋北）  
 鈴 木　照 幸 （田原パシフィック） 
 久 具　信 夫 （豊川）  
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 都 築　義 勝 （豊田東）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）
 山 口　直 彦 （名古屋東南）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 伊藤  素美子 （名古屋東南） 
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 永 井　伸 治 （稲沢） 

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 佐々木  久直 （一宮）
　 ○ 加 藤　浩 一 （犬山）
 横 井　　 定 （稲沢）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）

奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　 ○ 松 田　茂 治 （西尾）
 佐々木  利政 （豊橋）
 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 矢 頭　功 生 （豊田東） 

米山奨学委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 A 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南） 
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 水 野　憲 司 （一宮北）
 青 山　　 稔 （瀬戸） 
 山 田　一 仁 （一宮）  
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
  杉 浦　澄 雄 （西尾）

 山 本　慎 治 （半田南）
  山 田　　 猛 （江南）
  大 村　幸 司 （豊川）
  加 藤　英 樹 （刈谷）
  荒 川　雅 義 （名古屋中）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 C 田 中　正 規 （西尾）　  
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
  松 田　茂 樹 （名古屋東）

ＲＩ理事エレクト
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター補佐（ARC）
   田 嶋　好 博 （名古屋北）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　㤩⽎ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
ᡩጴജᡩᏪឰᒨ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န　 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
オンツーೞೇル
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
地区ローターアクト代表
 及 川　　 純 （岡崎RAC）
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ガバナー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 山 口　誠 一 （東知多） 
（西尾張分区担当）
 林 　　冏 成 （一宮北）
（東尾張分区担当）
 河 村　金 明 （岩倉）
（西名古屋分区担当）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
（東名古屋分区担当）
 大 口　弘 和 （名古屋千種）
（東三河分区担当）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
（西三河中分区担当）
 横 山　眞 久　 （豊田）
（西三河分区担当）
 細 井　英 治 （安城）

地区幹事
 長谷川  正己 （一宮中央）
地区副幹事
 松 岡　正 浩 （一宮中央）
 小 島　三 男 （一宮中央）
　　 森　  俊一郎 （一宮中央）
 倉 地　伸 幸 （一宮中央）
　　 石 原　稔 久 （一宮中央）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　 鹿 島　兼 一 （一宮中央）
　　 西 岡　則 男 （一宮中央）
地区会計長
 大 森　　 進 （一宮中央）
地区監事
 小野木　  宏 （一宮中央）
地区スタッフ
 加 藤　辰 己 （一宮中央） 
　　 高 井　光 信 （一宮中央） 
　　 猪 子　裕 史 （一宮中央） 
　　 長 橋　國 和 （一宮中央） 
　　 森　　　  眞 （一宮中央） 
　　 谷　　　  進 （一宮中央） 
　　 永 田　　 正 （一宮中央） 

ガバナーエレクト
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
次期地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）

 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 
地区指名委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　  斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

地区研修リーダー
 片 山　主 水 （名古屋東南）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 鈴 木　孝 則 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 小 島　啓 治  （春日井）
 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 小 川　宏 嗣 （犬山） 
 榊 原　　 肇 （半田南）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　　 北 村　隆 子 （名古屋錦）
　　 山 内　　 登 （尾西）

地区財務委員会
　  ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 岩瀬  淳一郎 （豊川）

 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 早 川　八 郎 （春日井）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 鈴 木　吉 男 （津島）
 秋 田　敬 治 （豊田）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）

ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  日 高　啓 治 （東知多）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  尾 関　和 成 （名古屋和合） 
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  田 中　粋 人 （豊川）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  原 田　隆 司 （豊田中）
  磯 貝　廣 治 （安城）
　
会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 青 木　良 浩   （豊橋）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 日 置　教 康 （名古屋栄）
　　 津 坂　守 英 （名古屋城北） 

 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 塚 本　胤 男 （稲沢）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 深 石　公 彦 （岩倉）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種  
 岡 田　邦 義 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 田 中　正 規 （西尾）  
 早 川　八 郎 （春日井）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 場々  大刀雄 （春日井） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂） 
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海） 
　　 細 井　土 夫 （名古屋栄） 
　　 神 谷　　 馨 （豊橋ゴールデン） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ※ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ※ 鈴 木　元 弘 （豊田）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 福 井　　 敬 （豊橋）
 水 越　彌 生 （刈谷）
　　 山 田　　 治 （春日井）
　　 鈴村 與左衛門 （あま）
　　 川 島　悦 雄 （名古屋中）

　環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 山 田　慎 也 （名古屋栄）
 武 田　昭 俊 （知立）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　　 筒 井　信 之 （名古屋南）
　　 大 矢　裕 慈 （名古屋中）

　　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 鈴 木　岳 嗣 （蒲郡）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
　　 川 西　裕 康 （豊橋東）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 長谷川  周義 （名古屋錦）

国際奉仕委員会
　 ◎※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）  
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 小 川　　 隆 （名古屋栄）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

新世代奉仕委員会
　 ◎※ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 　※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 　※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 石 川　義 典 （安城）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　　 杉 本　知 治 （岡崎）
　　 奥 田　清 仁 （豊田）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 杦 本　哲 一 （江南）
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 青 木　昭 憲 （名古屋葵）
　　 杉 田　　 洋 （豊橋）
 鈴 木　正 敏 （田原）
　　 南 部　　 淳 （岡崎）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須） 
 北　 　登 一 （名古屋南）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
 森 田　勝 己 （三河安城）
　　 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
　　 犬 束　敏 彦 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 伊 藤　　 人 （田原）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　　 鈴 木　隆 太 （豊田）
　　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　謹 一 （あま）
 橋 本　義 紀 （岡崎東）
　　 八 神　　 基 （名古屋栄）
　　 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　　 北 山　健 二 （西尾）
　恒久基金・大口寄付委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 　グローバル補助金委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 神 谷　　 修 （知立）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 石 川　百 代 （豊橋）

　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合） 
 加 藤　浩 一 （犬山）
 渡 辺　　 昇 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

　奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  竹 内　一 郎 （刈谷）

  加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと）
　　 水 野　憲 司 （一宮北）
　　 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）
　　 金 田　英 和 （名古屋東山）
　　 山 本　光 人 （豊橋北）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 大 口　弘 和 （名古屋千種） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 大河内  圭一 （一宮北）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 大 澤　輝 秀 （豊川）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
　　 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 

　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）

 米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　ᩝ᚟ឰᒨ長 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　㖶㙼ឰᒨ 松 前　憲 典 （一宮中央） 
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
   福 田　清 成 （江南）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター(ZCC)
  江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーバンコク
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
地区ローターアクト代表
 山 下　　 裕 （豊田広域ローターアクト）

 

ガバナー
 田 中　正 規 （西尾）  
   
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 石 川　勝 彦 （半田南） 
（西尾張分区担当）
 小 島　三 男 （一宮中央）
（東尾張分区担当）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
（西名古屋分区担当）
 川 原　弘 久 （名古屋丸の内）
（東名古屋分区担当）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
（東三河分区担当）
 赤 井　知 久 （豊橋南）
（西三河中分区担当）
 梅 村　憲 一　 （豊田東）
（西三河分区担当）
 神 谷　正 康 （西尾一色）

地区幹事
 榊 原　勝 俊 （西尾）
筆頭地区副幹事
 杉 浦　澄 雄 （西尾）
地区副幹事
 浅 岡　勝 行 （西尾）
 原 田　保 男 （西尾）
 三 浦　康 彦 （西尾）
 稲 垣　良 次 （西尾）
 杉 田　明 弘 （西尾）
 岩 瀬　正 範 （西尾）
 大河内  芳信 （西尾）
地区会計長
 加 藤　典 男 （西尾）
地区監事
 尾 﨑　隆 爾 （西尾）
事務ᤔ長
 柴 田　高 広 （西尾）
地区スタッフ
 平 田　兼 久 （西尾）
 天 野　　 卓 （西尾）

 岡 田　光 祥 （西尾）
 羽佐田  芳和 （西尾） 
 鳥 山　欽 示 （西尾） 
 石 川　哲 朗 （西尾） 
 黒 田　正 志 （西尾） 
 岡 田　文 雄 （西尾） 
 杉 浦　義 浩 （西尾） 
　　 
ガバナーエレクト
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
次期地区幹事
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 
地区指名委員会
　 ◎ 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 ○ 松 前　憲 典 （一宮中央）
　  片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）

 千 田　　 毅 （名古屋東）
地区研修リーダー
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
会員増強リーダー
 小 山　愼 介 （名古屋名南）

総務委員会
　 ◎ 渡 辺　　 均 （あま）
　 ○ 尾 﨑　隆 爾 （西尾）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 名 畑　　 豊 （春日井）
 高 須　　 匀 （西尾KIRARA）
 満 田　　 稔 （豊橋東）
 山 田　　 猛 （江南）
 才 本　清 継  （名古屋みなと）

地区財務委員会
　  ◎ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
　 ○ 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

危機管理委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　 C 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 小 原　久 和 （名古屋城北） 
　 ※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ※ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ※ 秋 田　敬 治 （田原） 
　 ※ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ※ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと） 
　 ※ 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　 ※ 黒 田　勝 基 （高浜）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）

　ᩏ⋌ᢴ၊ജロータリーೌー೪�ᵕ᫳
　 ○ 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　ᮧ久ᙾ㨅ജ大᏾ᢴ၊�ᵕ᫳
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷） 
 松 田　茂 治 （西尾）
　　 牧 野　博 和 （名古屋栄）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
　
　補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新ᘋ区㓎ጌ㨅�ᵕ᫳
　 ○ 松 石　奉 之 （半田）
　೑ローೱル㓎ጌ㨅�ᵕ᫳
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 久 具　信 夫 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 成 田　　 徹 （三河安城）
 服 部　潤 一 （豊田西）
 　　 髙 山　景 一 （豊橋）
　　 田 島　保 紀 （名古屋東）
　　 笠 井　保 志 （西尾一色）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
 加 藤　浩 一 （犬山）
 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 小笠原　  暁 （名古屋中）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）

　奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 杉 浦　秀 明 （豊田）
　 ○ 村 上　雅 則 （豊田）
 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 山 田　典 廣 （名古屋中）
 池 谷　　 悟 （中部名古屋みらい）

　　 吉 川　公 章 （名古屋南）

　ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
　 ○ 横 井　　 定 （稲沢）
 佐々木　久直 （一宮）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

東日本大㲱☆プロジェクト委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○※ 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）　 
　　 石 川　　 博 （安城）　
 山 下　正 裕 （名古屋栄）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 C 田 中　正 規 （西尾）　   
　 C 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 井 上　雅 之 （名古屋昭和）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
　 ○ 岡 本　光 生 （名古屋東）
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
 各 務　有 一 （名古屋東）
 池 戸　史 英 （名古屋東）
 松 田　茂 樹 （名古屋東）

地区大会企画委員会
　 ◎ 田 中　正 規 （西尾）　  
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　　 榊 原　勝 俊 （西尾） 
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂） 
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）
　 （13ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 細 野　恭 弘 （名古屋昭和）
　 （13ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 安藤  鉦太郎 （名古屋昭和）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　�（14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 榊 原　正 治 （半田）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
ロータリー財団地域コーディネーター（RRFC）
   江 崎　柳 節 （小牧）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友編㲈委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南） 
オンツーシ೪೬ー
 田 中　正 規 （西尾）　  
地区ローターアクト代表
 河合  あゆみ （江南RAC）

 

 木本  精之助 （奉仕活動）

研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　  
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン） 
 西 村　忠 郎 （名古屋栄） 
 山 内　　 登 （尾西）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 佐 藤　正 延 （名古屋守山）
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）

拡大委員会
　 ◎ 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ○ 新 美　義 博 （東知多）
 草 野　勝 彦 （名古屋大須）
 石 川　昌 和 （豊橋南）
 朱 宮　新 治 （犬山）

会員増強委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 ○ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 澤 田　文 雄 （豊田東）  
 山 崎　克 弥  （西尾） 
 酒 井　良 輔 （半田）
 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
㲐㗠�ᵕ᫳
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
ZHE�ᵕ᫳
　 ○ 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
ⲻ⟨�ᵕ᫳
　 ○ 田 中　粋 人 （豊川）  
 伊 東　聖 史 （小牧）
 岡 田　邦 義 （岡崎） 
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 堀 田　力 男 （津島）  
 松崎  美都子 （名古屋守山） 
 城野  八代江 （名古屋名駅）
 志水  ひろみ （春日井）
　　 坂 野　　 弘 （岡崎東）  
 糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 平 野　好 道 （名古屋瑞穂）

職業奉仕委員会
　 ◎ 村井  總一郎 （豊橋）
　 ○ 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 大林  香瑞人 （東海）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 紅 林　友 昭 （豊橋）
 中 山　信 義 （名古屋錦）
 大河内  敏彦 （西尾） 
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 市 川　裕 大 （刈谷）
 
社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ※ 永 谷　文 人 （安城）

　 ※ 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 古 澤　功 三 （豊橋北）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 刑 部　祐 介 （瀬戸）
 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 坂 本　照 明 （名古屋昭和）
 山 脇　善 典 （豊川）
　　 大 見　和 志 （三河安城）

　環境保全委員会
　 ◎ 高 橋　豊 彦 （豊橋）
　 ○ 米 山　和 浩 （豊田）
 杉 浦　文 雄 （刈谷）
 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 峠　  テル子 （春日井）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
 名 和　千 博 （小牧）  
 酒 井　　 賢 （岡崎東） 
 加 納　昭 巨 （名古屋南）  
 川 西　裕 康 （豊橋東）
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山） 
 井 口　貴 嗣 （豊橋）

国際奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 　 
　 ○ 鈴 木　吉 男 （津島）
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）
 岡 部 （名古屋北）  
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）

新世代奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央）
　 ◎ 秋 田　敬 治 （田原）
　 ○※ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○※ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 日 高　啓 治 （東知多）
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 林　  左希也 （名古屋）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 大河内  圭一 （一宮北）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 北 園　守 生 （名古屋空港）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 南 部　　 淳 （岡崎）
 石 原　彰 久 （名古屋葵）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 中 田　典 子 （名古屋守山） 
 菱 川　弘 樹 （一宮北）

 片 平　博 己 （江南）  
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
 水 越　彌 生 （刈谷）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 杉 本　親 保 （東海）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
 平 田　兼 久 （西尾）  
 冨 田　正 行 （豊橋ゴールデン） 
 伊 藤　　 人 （田原）
 金 山　明 史 （豊田西）  
 馬場  善志雄 （名古屋東）
 川 島　悦 雄 （名古屋中）
 堀 田　和 男 （常滑）
　
　青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 髙 木　政 義 （名古屋大須）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 黒 田　勝 基 （高浜）  
 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 佐々木  利政 （豊橋）
　　 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 横 井　知 代 （津島） 
　 加 藤　久 和 （知立）
　 ミカエル カルマノ （名古屋東） 

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 　 
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
　 ○ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）  
 水 野　憲 司 （一宮北）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 小 栗　正 章 （名古屋和合）
 中 川　　 敦 （知立）
  田 中　寛 孝 （豊川）
  山 田　一 仁 （一宮）
  青 山　　 稔 （瀬戸）
  鈴 木　聖 三 （名古屋千種） 
  坂 井　則 夫 （名古屋西）  
  中 島　忠 幸 （新城）
  荒 川　雅 義 （名古屋中）
  遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
 山 田　直 樹 （尾張旭）
　　 
ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ※ 神 谷　　 研 （安城）  
　 ※ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）

ガバナー
 加 藤　陽 一 （瀬戸）  
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 上　茂 登 （知多） 
（西尾張分区担当）
 平 松　清 美 （尾西）
（東尾張分区担当）
 朱 宮　新 治 （犬山）
（西名古屋分区担当）
 近 藤　雅 夫 （名古屋南）
（東名古屋分区担当）
 藤 田　義 明 （名古屋葵）

（東三河分区担当）
 彦 坂　育 甫 （渥美）
（西三河中分区担当）
 小 幡　輝 雄 （豊田西）
（西三河分区担当）
 杉浦  世志朗 （刈谷）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）

 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）

 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎） 

地区幹事
 大 竹　一 義 （瀬戸）
地区副幹事
 藤 井　源 成 （瀬戸）
 加 藤　睦 彦 （瀬戸）
 勝 谷　哲 次 （瀬戸）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 野 田　正 治 （瀬戸）
 井 上　　 博 （瀬戸）
 加藤  唐三郎 （瀬戸）
 澤 田　賢 成 （瀬戸）
地区会計長
 梶 野　輝 雄 （瀬戸）
地区監事
 亀 井　　 勝 （瀬戸）
事務ᤔ長
 佐 野　一 二 （瀬戸）
地区スタッフ
 山 本　英 雄 （瀬戸）
 牧　　　  治 （瀬戸）
 松 本　哲 也 （瀬戸）
 井 上　伸 也 （瀬戸）
 青 山　 　稔 （瀬戸）
 加 藤　定 江 （瀬戸）
 刑 部　祐 介 （瀬戸）
 鈴 木　光 彦 （瀬戸）
 加 藤　孝 爾  （瀬戸）
 加 藤　恵 子 （瀬戸）
 松 村　晋 也 （瀬戸） 

ガバナーエレクト
 服 部　良 男 （岡崎） 
次期地区幹事
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

地区指名委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 田 中　正 規 （西尾）
　  田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 服 部　良 男 （岡崎） 
 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

副ガバナー
 田 中　正 規 （西尾）

地区研修リーダー
 千 田　　 毅 （名古屋東）

分区幹事
 南尾張分区
  中 村　泰 忠 （知多）
 西尾張分区
  犬飼  万壽男 （尾西） 
 東尾張分区
  岡 田　雅 隆 （犬山） 
 西名古屋分区
  櫻 井　　 繁 （名古屋南） 
 東名古屋分区
  堀 口　　 久 （名古屋葵） 

　東三河分区
  川 口　敏 郎 （渥美）
　西三河中分区
  加 納　一 弘 （豊田西）
　西三河分区
  𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷） 

地区財務委員会
　 ◎ 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　 ○ 嚮 原　勝 俊 （西尾）  
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 A 服 部　良 男 （岡崎）
　 A 大 竹　一 義 （瀬戸）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山） 
　 ○ 村 上　茂 登 （知多）  
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 奥 田　清 仁 （豊田）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
  石 川　勝 彦  （半田南）
 山 﨑　克 弥  （西尾）
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）
 大竹山  雄二 （名古屋東南）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
 松 村　晋 也 （瀬戸）
 羽田野  道明 （名古屋栄）

拡大委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 岡 本　 　巧 （刈谷）  

研修委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　   
　 ○ 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 関 口　宗 男 （名古屋みなと） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）  
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内） 
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 鈴 木　正 徳 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 
地区大会企画委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 服 部　良 男 （岡崎）  

 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　�（14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 嚮原　正 治 （半田）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 松尾  憲二郎 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 岡 田　邦 義 （岡崎）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 小笠原  竜児 （豊橋東）
 加藤  久仁明 （春日井）
 池 戸　史 英 （名古屋東）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  金 谷　康 正 （瀬戸）
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 
職業奉仕委員会
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 杉 田　 　洋 （豊橋）
 近 藤　正 美 （名古屋東山）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 酒 井　 　賢 （岡崎東）
　 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 日 野　典 子 （愛知長久手）
　 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 内 藤　教 恵 （安城）
　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　 近 藤　太 門 （春日井）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 山 本　忠 男 （豊橋北）
　 塩 谷　和 久 （名古屋中）

国際奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）  
 横 田　徳 久 （名古屋名北） 
 山 田　　 拓 （瀬戸）
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 社 本　太 郎 （春日井） 
 平 野　恒 弘 （豊田東）  

 中 田　典 子 （名古屋守山） 

青少年奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 A 秋 田　敬 治 （一宮中央）
　 A 谷 山　芳 和 （豊田西）　 
　 A 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）

インターアクト委員会
　 ◎ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 北 園　守 生 （名古屋空港）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 奥 田　法 行 （安城）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 渋 谷　文 平 （名古屋）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 服 部　 　貴 （津島）
 青 山　五 郎 （東知多）
　 菱 川　弘 樹 （一宮北）
　 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 藤 井　康 正 （岡崎）
　 ○ 山 中　建 策 （一宮中央）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 近 藤　　 眞 （豊橋）
　 村 田　誠 一 （名古屋みなと） 
 天野  英一郎 （田原）
　 沢 田　昌 久 （江南）
　 加 納　伸 康 （名古屋葵）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
　 ○ 平 田　兼 久 （西尾） 
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 大 林　則 久 （豊橋ゴールデン） 
 渡 邊　嘉 昭 （名古屋北） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）

青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 黒 田　勝 基 （高浜）  
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 高 木　政 義 （名古屋大須） 
 吉 岡　秀 記 （刈谷） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
೾ールജ೰リスജೞೖ೉೧ィ೔ーディ೮ーター 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
資金推進委員会
　 ◎ 久 米　博 明 （刈谷） 
　 ○ 牧 野　博 和 （名古屋栄） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　
補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 田 島　保 紀 （名古屋東）
　 ○ 高 山　景 一 （豊橋）
　　 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 笠 井　保 志 （西尾一色）  
 朝 倉　淳 一 （名古屋北）  
 鈴 木　照 幸 （田原パシフィック） 
 久 具　信 夫 （豊川）  
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 都 築　義 勝 （豊田東）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）
 山 口　直 彦 （名古屋東南）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 伊藤  素美子 （名古屋東南） 
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 永 井　伸 治 （稲沢） 

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 佐々木  久直 （一宮）
　 ○ 加 藤　浩 一 （犬山）
 横 井　　 定 （稲沢）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）

奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　 ○ 松 田　茂 治 （西尾）
 佐々木  利政 （豊橋）
 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 矢 頭　功 生 （豊田東） 

米山奨学委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 A 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南） 
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 水 野　憲 司 （一宮北）
 青 山　　 稔 （瀬戸） 
 山 田　一 仁 （一宮）  
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
  杉 浦　澄 雄 （西尾）

 山 本　慎 治 （半田南）
  山 田　　 猛 （江南）
  大 村　幸 司 （豊川）
  加 藤　英 樹 （刈谷）
  荒 川　雅 義 （名古屋中）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 C 田 中　正 規 （西尾）　  
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
  松 田　茂 樹 （名古屋東）

ＲＩ理事エレクト
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター補佐（ARC）
   田 嶋　好 博 （名古屋北）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　㤩⽎ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
ᡩጴജᡩᏪឰᒨ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န　 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
オンツーೞೇル
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
地区ローターアクト代表
 及 川　　 純 （岡崎RAC）

ガバナー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 山 口　誠 一 （東知多） 
（西尾張分区担当）
 林 　　冏 成 （一宮北）
（東尾張分区担当）
 河 村　金 明 （岩倉）
（西名古屋分区担当）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
（東名古屋分区担当）
 大 口　弘 和 （名古屋千種）
（東三河分区担当）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
（西三河中分区担当）
 横 山　眞 久　 （豊田）
（西三河分区担当）
 細 井　英 治 （安城）

地区幹事
 長谷川  正己 （一宮中央）
地区副幹事
 松 岡　正 浩 （一宮中央）
 小 島　三 男 （一宮中央）
　　 森　  俊一郎 （一宮中央）
 倉 地　伸 幸 （一宮中央）
　　 石 原　稔 久 （一宮中央）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　 鹿 島　兼 一 （一宮中央）
　　 西 岡　則 男 （一宮中央）
地区会計長
 大 森　　 進 （一宮中央）
地区監事
 小野木　  宏 （一宮中央）
地区スタッフ
 加 藤　辰 己 （一宮中央） 
　　 高 井　光 信 （一宮中央） 
　　 猪 子　裕 史 （一宮中央） 
　　 長 橋　國 和 （一宮中央） 
　　 森　　　  眞 （一宮中央） 
　　 谷　　　  進 （一宮中央） 
　　 永 田　　 正 （一宮中央） 

ガバナーエレクト
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
次期地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）

 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 
地区指名委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　  斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

地区研修リーダー
 片 山　主 水 （名古屋東南）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 鈴 木　孝 則 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 小 島　啓 治  （春日井）
 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 小 川　宏 嗣 （犬山） 
 榊 原　　 肇 （半田南）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　　 北 村　隆 子 （名古屋錦）
　　 山 内　　 登 （尾西）

地区財務委員会
　  ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 岩瀬  淳一郎 （豊川）

 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 早 川　八 郎 （春日井）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 鈴 木　吉 男 （津島）
 秋 田　敬 治 （豊田）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）

ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  日 高　啓 治 （東知多）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  尾 関　和 成 （名古屋和合） 
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  田 中　粋 人 （豊川）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  原 田　隆 司 （豊田中）
  磯 貝　廣 治 （安城）
　
会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 青 木　良 浩   （豊橋）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 日 置　教 康 （名古屋栄）
　　 津 坂　守 英 （名古屋城北） 

 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 塚 本　胤 男 （稲沢）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 深 石　公 彦 （岩倉）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種  
 岡 田　邦 義 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 田 中　正 規 （西尾）  
 早 川　八 郎 （春日井）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 場々  大刀雄 （春日井） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂） 
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海） 
　　 細 井　土 夫 （名古屋栄） 
　　 神 谷　　 馨 （豊橋ゴールデン） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ※ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ※ 鈴 木　元 弘 （豊田）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 福 井　　 敬 （豊橋）
 水 越　彌 生 （刈谷）
　　 山 田　　 治 （春日井）
　　 鈴村 與左衛門 （あま）
　　 川 島　悦 雄 （名古屋中）

　環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 山 田　慎 也 （名古屋栄）
 武 田　昭 俊 （知立）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　　 筒 井　信 之 （名古屋南）
　　 大 矢　裕 慈 （名古屋中）

　　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 鈴 木　岳 嗣 （蒲郡）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
　　 川 西　裕 康 （豊橋東）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 長谷川  周義 （名古屋錦）

国際奉仕委員会
　 ◎※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）  
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 小 川　　 隆 （名古屋栄）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

新世代奉仕委員会
　 ◎※ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 　※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 　※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 石 川　義 典 （安城）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　　 杉 本　知 治 （岡崎）
　　 奥 田　清 仁 （豊田）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 杦 本　哲 一 （江南）
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 青 木　昭 憲 （名古屋葵）
　　 杉 田　　 洋 （豊橋）
 鈴 木　正 敏 （田原）
　　 南 部　　 淳 （岡崎）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須） 
 北　 　登 一 （名古屋南）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
 森 田　勝 己 （三河安城）
　　 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
　　 犬 束　敏 彦 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 伊 藤　　 人 （田原）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　　 鈴 木　隆 太 （豊田）
　　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　謹 一 （あま）
 橋 本　義 紀 （岡崎東）
　　 八 神　　 基 （名古屋栄）
　　 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　　 北 山　健 二 （西尾）
　恒久基金・大口寄付委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 　グローバル補助金委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 神 谷　　 修 （知立）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 石 川　百 代 （豊橋）

　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合） 
 加 藤　浩 一 （犬山）
 渡 辺　　 昇 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

　奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  竹 内　一 郎 （刈谷）

  加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと）
　　 水 野　憲 司 （一宮北）
　　 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）
　　 金 田　英 和 （名古屋東山）
　　 山 本　光 人 （豊橋北）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 大 口　弘 和 （名古屋千種） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 大河内  圭一 （一宮北）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 大 澤　輝 秀 （豊川）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
　　 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 

　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）

 米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　ᩝ᚟ឰᒨ長 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　㖶㙼ឰᒨ 松 前　憲 典 （一宮中央） 
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
   福 田　清 成 （江南）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター(ZCC)
  江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーバンコク
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
地区ローターアクト代表
 山 下　　 裕 （豊田広域ローターアクト）

 

ガバナー
 田 中　正 規 （西尾）  
   
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 石 川　勝 彦 （半田南） 
（西尾張分区担当）
 小 島　三 男 （一宮中央）
（東尾張分区担当）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
（西名古屋分区担当）
 川 原　弘 久 （名古屋丸の内）
（東名古屋分区担当）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
（東三河分区担当）
 赤 井　知 久 （豊橋南）
（西三河中分区担当）
 梅 村　憲 一　 （豊田東）
（西三河分区担当）
 神 谷　正 康 （西尾一色）

地区幹事
 榊 原　勝 俊 （西尾）
筆頭地区副幹事
 杉 浦　澄 雄 （西尾）
地区副幹事
 浅 岡　勝 行 （西尾）
 原 田　保 男 （西尾）
 三 浦　康 彦 （西尾）
 稲 垣　良 次 （西尾）
 杉 田　明 弘 （西尾）
 岩 瀬　正 範 （西尾）
 大河内  芳信 （西尾）
地区会計長
 加 藤　典 男 （西尾）
地区監事
 尾 﨑　隆 爾 （西尾）
事務ᤔ長
 柴 田　高 広 （西尾）
地区スタッフ
 平 田　兼 久 （西尾）
 天 野　　 卓 （西尾）

 岡 田　光 祥 （西尾）
 羽佐田  芳和 （西尾） 
 鳥 山　欽 示 （西尾） 
 石 川　哲 朗 （西尾） 
 黒 田　正 志 （西尾） 
 岡 田　文 雄 （西尾） 
 杉 浦　義 浩 （西尾） 
　　 
ガバナーエレクト
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
次期地区幹事
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 
地区指名委員会
　 ◎ 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 ○ 松 前　憲 典 （一宮中央）
　  片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）

 千 田　　 毅 （名古屋東）
地区研修リーダー
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
会員増強リーダー
 小 山　愼 介 （名古屋名南）

総務委員会
　 ◎ 渡 辺　　 均 （あま）
　 ○ 尾 﨑　隆 爾 （西尾）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 名 畑　　 豊 （春日井）
 高 須　　 匀 （西尾KIRARA）
 満 田　　 稔 （豊橋東）
 山 田　　 猛 （江南）
 才 本　清 継  （名古屋みなと）

地区財務委員会
　  ◎ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
　 ○ 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

危機管理委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　 C 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 小 原　久 和 （名古屋城北） 
　 ※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ※ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ※ 秋 田　敬 治 （田原） 
　 ※ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ※ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと） 
　 ※ 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　 ※ 黒 田　勝 基 （高浜）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）

　ᩏ⋌ᢴ၊ജロータリーೌー೪�ᵕ᫳
　 ○ 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　ᮧ久ᙾ㨅ജ大᏾ᢴ၊�ᵕ᫳
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷） 
 松 田　茂 治 （西尾）
　　 牧 野　博 和 （名古屋栄）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
　
　補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新ᘋ区㓎ጌ㨅�ᵕ᫳
　 ○ 松 石　奉 之 （半田）
　೑ローೱル㓎ጌ㨅�ᵕ᫳
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 久 具　信 夫 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 成 田　　 徹 （三河安城）
 服 部　潤 一 （豊田西）
 　　 髙 山　景 一 （豊橋）
　　 田 島　保 紀 （名古屋東）
　　 笠 井　保 志 （西尾一色）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
 加 藤　浩 一 （犬山）
 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 小笠原　  暁 （名古屋中）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）

　奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 杉 浦　秀 明 （豊田）
　 ○ 村 上　雅 則 （豊田）
 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 山 田　典 廣 （名古屋中）
 池 谷　　 悟 （中部名古屋みらい）

　　 吉 川　公 章 （名古屋南）

　ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
　 ○ 横 井　　 定 （稲沢）
 佐々木　久直 （一宮）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

東日本大㲱☆プロジェクト委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○※ 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）　 
　　 石 川　　 博 （安城）　
 山 下　正 裕 （名古屋栄）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 C 田 中　正 規 （西尾）　   
　 C 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 井 上　雅 之 （名古屋昭和）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
　 ○ 岡 本　光 生 （名古屋東）
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
 各 務　有 一 （名古屋東）
 池 戸　史 英 （名古屋東）
 松 田　茂 樹 （名古屋東）

地区大会企画委員会
　 ◎ 田 中　正 規 （西尾）　  
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　　 榊 原　勝 俊 （西尾） 
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂） 
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）
　 （13ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 細 野　恭 弘 （名古屋昭和）
　 （13ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 安藤  鉦太郎 （名古屋昭和）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　�（14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 榊 原　正 治 （半田）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
ロータリー財団地域コーディネーター（RRFC）
   江 崎　柳 節 （小牧）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友編㲈委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南） 
オンツーシ೪೬ー
 田 中　正 規 （西尾）　  
地区ローターアクト代表
 河合  あゆみ （江南RAC）

 

●2014 年度

 木本  精之助 （奉仕活動）

研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　  
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン） 
 西 村　忠 郎 （名古屋栄） 
 山 内　　 登 （尾西）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 佐 藤　正 延 （名古屋守山）
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）

拡大委員会
　 ◎ 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ○ 新 美　義 博 （東知多）
 草 野　勝 彦 （名古屋大須）
 石 川　昌 和 （豊橋南）
 朱 宮　新 治 （犬山）

会員増強委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 ○ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 澤 田　文 雄 （豊田東）  
 山 崎　克 弥  （西尾） 
 酒 井　良 輔 （半田）
 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
㲐㗠�ᵕ᫳
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
ZHE�ᵕ᫳
　 ○ 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
ⲻ⟨�ᵕ᫳
　 ○ 田 中　粋 人 （豊川）  
 伊 東　聖 史 （小牧）
 岡 田　邦 義 （岡崎） 
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 堀 田　力 男 （津島）  
 松崎  美都子 （名古屋守山） 
 城野  八代江 （名古屋名駅）
 志水  ひろみ （春日井）
　　 坂 野　　 弘 （岡崎東）  
 糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 平 野　好 道 （名古屋瑞穂）

職業奉仕委員会
　 ◎ 村井  總一郎 （豊橋）
　 ○ 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 大林  香瑞人 （東海）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 紅 林　友 昭 （豊橋）
 中 山　信 義 （名古屋錦）
 大河内  敏彦 （西尾） 
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 市 川　裕 大 （刈谷）
 
社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ※ 永 谷　文 人 （安城）

　 ※ 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 古 澤　功 三 （豊橋北）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 刑 部　祐 介 （瀬戸）
 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 坂 本　照 明 （名古屋昭和）
 山 脇　善 典 （豊川）
　　 大 見　和 志 （三河安城）

　環境保全委員会
　 ◎ 高 橋　豊 彦 （豊橋）
　 ○ 米 山　和 浩 （豊田）
 杉 浦　文 雄 （刈谷）
 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 峠　  テル子 （春日井）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
 名 和　千 博 （小牧）  
 酒 井　　 賢 （岡崎東） 
 加 納　昭 巨 （名古屋南）  
 川 西　裕 康 （豊橋東）
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山） 
 井 口　貴 嗣 （豊橋）

国際奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 　 
　 ○ 鈴 木　吉 男 （津島）
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）
 岡 部 （名古屋北）  
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）

新世代奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央）
　 ◎ 秋 田　敬 治 （田原）
　 ○※ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○※ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 日 高　啓 治 （東知多）
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 林　  左希也 （名古屋）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 大河内  圭一 （一宮北）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 北 園　守 生 （名古屋空港）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 南 部　　 淳 （岡崎）
 石 原　彰 久 （名古屋葵）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 中 田　典 子 （名古屋守山） 
 菱 川　弘 樹 （一宮北）

 片 平　博 己 （江南）  
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
 水 越　彌 生 （刈谷）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 杉 本　親 保 （東海）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
 平 田　兼 久 （西尾）  
 冨 田　正 行 （豊橋ゴールデン） 
 伊 藤　　 人 （田原）
 金 山　明 史 （豊田西）  
 馬場  善志雄 （名古屋東）
 川 島　悦 雄 （名古屋中）
 堀 田　和 男 （常滑）
　
　青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 髙 木　政 義 （名古屋大須）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 黒 田　勝 基 （高浜）  
 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 佐々木  利政 （豊橋）
　　 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 横 井　知 代 （津島） 
　 加 藤　久 和 （知立）
　 ミカエル カルマノ （名古屋東） 

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 　 
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
　 ○ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）  
 水 野　憲 司 （一宮北）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 小 栗　正 章 （名古屋和合）
 中 川　　 敦 （知立）
  田 中　寛 孝 （豊川）
  山 田　一 仁 （一宮）
  青 山　　 稔 （瀬戸）
  鈴 木　聖 三 （名古屋千種） 
  坂 井　則 夫 （名古屋西）  
  中 島　忠 幸 （新城）
  荒 川　雅 義 （名古屋中）
  遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
 山 田　直 樹 （尾張旭）
　　 
ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
　 ○ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ※ 神 谷　　 研 （安城）  
　 ※ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）

ガバナー
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 牧 野　克 則 （常滑） 
（西尾張分区担当）
 野 杁　章 夫 （一宮）
（東尾張分区担当）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
（西名古屋分区担当）
 宮 田　紀 昭 （名古屋西）
（東名古屋分区担当）
 松 野　一 彦 （名古屋東山）
（東三河分区担当）
 中 島　忠 幸 （新城）
（西三河中分区担当）
 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
（西三河分区担当）
 黒 田　勝 基 （高浜）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）

 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 

地区幹事
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
地区副幹事
 岡 村　達 人 （名古屋瑞穂）
 亀 井　直 人 （名古屋瑞穂）
 馬 場　將 嘉 （名古屋瑞穂）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）

 加納　　  裕 （名古屋瑞穂）
 関 谷　俊 征 （名古屋瑞穂）
 梅 村　昌 孝 （名古屋瑞穂）
 八木沢  幹夫 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　淑 久 （名古屋瑞穂）
地区会計長
 森　　 恒 夫 （名古屋瑞穂）
地区監事
 小 串　和 夫 （名古屋瑞穂）
地区副監事
 稲 垣　 　豊 （名古屋瑞穂）
事務長
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂）
地区スタッフ
 湯 澤　信 雄 （名古屋瑞穂）
 湯 澤　勇 生 （名古屋瑞穂）
 近 藤　茂 弘 （名古屋瑞穂）
 長瀬  憲八郎 （名古屋瑞穂）
 長 坂　邦 雄 （名古屋瑞穂）
 堀　　 慎 治 （名古屋瑞穂）
 鶴 田　　 浩 （名古屋瑞穂）
 大 嶽　達 郎 （名古屋瑞穂） 

ガバナーエレクト
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 

ガバナー
 加 藤　陽 一 （瀬戸）  
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 上　茂 登 （知多） 
（西尾張分区担当）
 平 松　清 美 （尾西）
（東尾張分区担当）
 朱 宮　新 治 （犬山）
（西名古屋分区担当）
 近 藤　雅 夫 （名古屋南）
（東名古屋分区担当）
 藤 田　義 明 （名古屋葵）

（東三河分区担当）
 彦 坂　育 甫 （渥美）
（西三河中分区担当）
 小 幡　輝 雄 （豊田西）
（西三河分区担当）
 杉浦  世志朗 （刈谷）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）

 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）

次期地区幹事
 大 竹　一 義 （瀬戸）

地区指名委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）
　 ○ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　  大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 田 中　正 規 （西尾）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
 大 竹　一 義 （瀬戸）

副ガバナー
 千 田　　 毅 （名古屋東）

地区研修リーダー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
分区幹事
 南尾張分区
  磯 部　　 栄 （常滑）
 西尾張分区
  村 川　文 穗 （一宮） 
 東尾張分区
  松 本　哲 也 （瀬戸） 
 西名古屋分区
  田茂井  克典 （名古屋西） 
 東名古屋分区
  鈴 木　宏 治 （名古屋東山） 
　東三河分区
  川 合　和 彦 （新城）
　西三河中分区
  永 田　　 裕 （岡崎城南）
　西三河分区
  近 藤　智 樹 （高浜）  

地区財務委員会
　 ◎ 長谷川  正己 （一宮中央）
　 ○ 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
  榊 原　勝 俊 （西尾） 

危機管理委員会
　 A 片 山　主 水 （名古屋東南） 
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 C 服 部　良 男 （岡崎）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山） 
　 ※ 秋 田　敬 治 （田原）
　 ※ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 　 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

会員増強委員会
　 ◎ 石 川　勝 彦  （半田南）
　 ○ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 澤 田　文 雄 （豊田東）  
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 山 崎　克 弥  （西尾） 
 酒 井　良 輔 （半田）
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）
 津 坂　守 英 （名古屋城北）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
　 松 村　晋 也 （瀬戸）
 大竹山  雄二 （名古屋東南）

拡大委員会
　 ◎ 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ○ 千 田　　 毅 （名古屋東）
 八 神　　 基  （名古屋アイリス）
 石 川　昌 和 （豊橋南）
 朱 宮　新 治 （犬山）

研修委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　   
 関 口　宗 男 （名古屋みなと） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 山 内　　 登 （尾西）
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）  
 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内） 
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 
地区大会企画委員会
　 ◎ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 田 中　正 規 （西尾）　  
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂） 
 大 竹　一 義 （瀬戸） 
　 （13ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 細 野　恭 弘 （名古屋昭和）
　 （13ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 安藤  鉦太郎 （名古屋昭和）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 榊 原　正 治 （半田）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 岡 田　邦 義 （岡崎）  
 松崎  美都子 （名古屋守山） 
 志水  ひろみ （春日井）
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 小笠原  竜児 （豊橋東）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 池 森　由 幸 （名古屋千種）
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 

職業奉仕委員会
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 大林  香瑞人 （東海）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 伊 東　良 夫 （半田）
 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 大河内  俊彦 （西尾）  
 熊田  嘉一郎 （豊橋北）  
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 市 川　裕 大 （刈谷）

 大岩  とよみ （名古屋丸の内）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
 岩 部　雅 人 （半田南）
　 山 元　康 裕 （名古屋東山）
　 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　 酒 井　 　賢 （岡崎東）
　 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 日 野　典 子 （愛知長久手）
　 中 島　宗 幸 （春日井）
　 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 金 谷　康 正 （瀬戸）
　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
　 川 西　裕 康 （豊橋東）
　 内 藤　教 恵 （安城）

国際奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 山 田　　 拓 （瀬戸）
 峠　  テル子 （春日井）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 坂 倉　弘 康 （名古屋和合）
 横 田　徳 久 （名古屋名北） 
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 岡 部 （名古屋北） 

青少年奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 ◎ 秋 田　敬 治 （田原）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）

インターアクト委員会
　 ◎ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 日 髙　啓 治 （東知多）
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 大河内  圭一 （一宮北）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 北 園　守 生 （名古屋空港）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 奥 田　法 行 （安城）
　 佐 治　　 勝 （名古屋東）
　 大 島　賀 樹 （小牧）
　 渋 谷　文 平 （名古屋）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 片 平　博 己 （江南） 
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 東　 　孝 一 （名古屋東）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 阿 部　恵 彦 （名古屋葵）  
 近 藤　　 眞 （豊橋）
　 藤 井　康 正 （岡崎）
　 山 中　建 策 （一宮中央）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
 平 田　兼 久 （西尾）  
 坂 本　竹 敏 （知多）  
 二ノ宮  道彦 （一宮）  
 平 尾　節 子 （瀬戸北）
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東）
 大 林　則 久 （豊橋ゴールデン）

青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
資金推進委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷） 
　 ○ 牧 野　博 和 （名古屋栄） 
 松 田　茂 治 （西尾）
　　 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　
補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 松 石　奉 之 （半田）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）

 久 具　信 夫 （豊川）  
 原 野　勝 至 （名古屋栄）
　　 髙 山　景 一 （豊橋）
　　 田 島　保 紀 （名古屋東）
 笠 井　保 志 （西尾一色）
 　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 名 畑　　 豊 （春日井）
　 朝 倉　淳 一 （名古屋北）
　 藤 田　義 明 （名古屋葵）
　 寺 西　　 正 （名古屋錦）
　 鈴 木　照 幸 （田原パシフィック）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 加 藤　浩 一 （犬山）
 小笠原　  暁 （名古屋中） 
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 伊藤  素美子 （名古屋東南）

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 横 井　　 定 （稲沢）
　 ○ 佐々木  久直 （一宮）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 山 田　典 廣 （名古屋中）

奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　 ○ 成 田　　 徹 （三河安城）
 佐々木  利政 （豊橋）
 竹 本　義 明 （尾張中央）
 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　　 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 矢 頭　功 生 （豊田東） 

米山奨学委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）　　
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）  
 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 坂 井　則 夫 （名古屋西）  
 水 野　憲 司 （一宮北）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 山 田　直 樹 （尾張旭）
 鈴 木　聖 三 （名古屋千種） 
 田 中　寛 孝 （豊川）  

 青 山　　 稔 （瀬戸）  
 中 川　　 敦 （知立）
  山 田　一 仁 （一宮）
  鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
  杉 浦　澄 雄 （西尾）

東日本大㲱☆プロジェクト委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷） 
　 ○ 山 下　正 裕 （名古屋栄）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 C 田 中　正 規 （西尾）　  
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 井 上　雅 之 （名古屋昭和）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
  松 田　茂 樹 （名古屋東）

ＲＩ青少年交換委員会
　ឰᒨ 斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリー財団地域コーディネーター（RRFC）
   江 崎　柳 節 （小牧）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န　 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友の会編㲈委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 岩瀬  淳一郎 （豊川）
オンツーೖンೲೇロ
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）  
地区ローターアクト代表
 坂 上　卓 史 （名古屋熱田RAC）

 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎） 

地区幹事
 大 竹　一 義 （瀬戸）
地区副幹事
 藤 井　源 成 （瀬戸）
 加 藤　睦 彦 （瀬戸）
 勝 谷　哲 次 （瀬戸）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 野 田　正 治 （瀬戸）
 井 上　　 博 （瀬戸）
 加藤  唐三郎 （瀬戸）
 澤 田　賢 成 （瀬戸）
地区会計長
 梶 野　輝 雄 （瀬戸）
地区監事
 亀 井　　 勝 （瀬戸）
事務ᤔ長
 佐 野　一 二 （瀬戸）
地区スタッフ
 山 本　英 雄 （瀬戸）
 牧　　　  治 （瀬戸）
 松 本　哲 也 （瀬戸）
 井 上　伸 也 （瀬戸）
 青 山　 　稔 （瀬戸）
 加 藤　定 江 （瀬戸）
 刑 部　祐 介 （瀬戸）
 鈴 木　光 彦 （瀬戸）
 加 藤　孝 爾  （瀬戸）
 加 藤　恵 子 （瀬戸）
 松 村　晋 也 （瀬戸） 

ガバナーエレクト
 服 部　良 男 （岡崎） 
次期地区幹事
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

地区指名委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 田 中　正 規 （西尾）
　  田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 服 部　良 男 （岡崎） 
 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

副ガバナー
 田 中　正 規 （西尾）

地区研修リーダー
 千 田　　 毅 （名古屋東）

分区幹事
 南尾張分区
  中 村　泰 忠 （知多）
 西尾張分区
  犬飼  万壽男 （尾西） 
 東尾張分区
  岡 田　雅 隆 （犬山） 
 西名古屋分区
  櫻 井　　 繁 （名古屋南） 
 東名古屋分区
  堀 口　　 久 （名古屋葵） 

　東三河分区
  川 口　敏 郎 （渥美）
　西三河中分区
  加 納　一 弘 （豊田西）
　西三河分区
  𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷） 

地区財務委員会
　 ◎ 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　 ○ 嚮 原　勝 俊 （西尾）  
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 A 服 部　良 男 （岡崎）
　 A 大 竹　一 義 （瀬戸）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山） 
　 ○ 村 上　茂 登 （知多）  
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 奥 田　清 仁 （豊田）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
  石 川　勝 彦  （半田南）
 山 﨑　克 弥  （西尾）
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）
 大竹山  雄二 （名古屋東南）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
 松 村　晋 也 （瀬戸）
 羽田野  道明 （名古屋栄）

拡大委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 岡 本　 　巧 （刈谷）  

研修委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　   
　 ○ 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 関 口　宗 男 （名古屋みなと） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）  
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内） 
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 鈴 木　正 徳 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 
地区大会企画委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 服 部　良 男 （岡崎）  

 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　�（14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 嚮原　正 治 （半田）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 松尾  憲二郎 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 岡 田　邦 義 （岡崎）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 小笠原  竜児 （豊橋東）
 加藤  久仁明 （春日井）
 池 戸　史 英 （名古屋東）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  金 谷　康 正 （瀬戸）
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 
職業奉仕委員会
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 杉 田　 　洋 （豊橋）
 近 藤　正 美 （名古屋東山）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 酒 井　 　賢 （岡崎東）
　 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 日 野　典 子 （愛知長久手）
　 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 内 藤　教 恵 （安城）
　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　 近 藤　太 門 （春日井）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 山 本　忠 男 （豊橋北）
　 塩 谷　和 久 （名古屋中）

国際奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）  
 横 田　徳 久 （名古屋名北） 
 山 田　　 拓 （瀬戸）
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 社 本　太 郎 （春日井） 
 平 野　恒 弘 （豊田東）  

 中 田　典 子 （名古屋守山） 

青少年奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 A 秋 田　敬 治 （一宮中央）
　 A 谷 山　芳 和 （豊田西）　 
　 A 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）

インターアクト委員会
　 ◎ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 北 園　守 生 （名古屋空港）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 奥 田　法 行 （安城）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 渋 谷　文 平 （名古屋）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 服 部　 　貴 （津島）
 青 山　五 郎 （東知多）
　 菱 川　弘 樹 （一宮北）
　 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 藤 井　康 正 （岡崎）
　 ○ 山 中　建 策 （一宮中央）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 近 藤　　 眞 （豊橋）
　 村 田　誠 一 （名古屋みなと） 
 天野  英一郎 （田原）
　 沢 田　昌 久 （江南）
　 加 納　伸 康 （名古屋葵）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
　 ○ 平 田　兼 久 （西尾） 
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 大 林　則 久 （豊橋ゴールデン） 
 渡 邊　嘉 昭 （名古屋北） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）

青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 黒 田　勝 基 （高浜）  
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 高 木　政 義 （名古屋大須） 
 吉 岡　秀 記 （刈谷） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
೾ールജ೰リスജೞೖ೉೧ィ೔ーディ೮ーター 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
資金推進委員会
　 ◎ 久 米　博 明 （刈谷） 
　 ○ 牧 野　博 和 （名古屋栄） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　
補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 田 島　保 紀 （名古屋東）
　 ○ 高 山　景 一 （豊橋）
　　 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 笠 井　保 志 （西尾一色）  
 朝 倉　淳 一 （名古屋北）  
 鈴 木　照 幸 （田原パシフィック） 
 久 具　信 夫 （豊川）  
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 都 築　義 勝 （豊田東）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）
 山 口　直 彦 （名古屋東南）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 伊藤  素美子 （名古屋東南） 
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 永 井　伸 治 （稲沢） 

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 佐々木  久直 （一宮）
　 ○ 加 藤　浩 一 （犬山）
 横 井　　 定 （稲沢）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）

奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　 ○ 松 田　茂 治 （西尾）
 佐々木  利政 （豊橋）
 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 矢 頭　功 生 （豊田東） 

米山奨学委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 A 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南） 
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 水 野　憲 司 （一宮北）
 青 山　　 稔 （瀬戸） 
 山 田　一 仁 （一宮）  
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
  杉 浦　澄 雄 （西尾）

 山 本　慎 治 （半田南）
  山 田　　 猛 （江南）
  大 村　幸 司 （豊川）
  加 藤　英 樹 （刈谷）
  荒 川　雅 義 （名古屋中）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 C 田 中　正 規 （西尾）　  
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
  松 田　茂 樹 （名古屋東）

ＲＩ理事エレクト
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター補佐（ARC）
   田 嶋　好 博 （名古屋北）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　㤩⽎ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
ᡩጴജᡩᏪឰᒨ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န　 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
オンツーೞೇル
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
地区ローターアクト代表
 及 川　　 純 （岡崎RAC）
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委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

ガバナー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 山 口　誠 一 （東知多） 
（西尾張分区担当）
 林 　　冏 成 （一宮北）
（東尾張分区担当）
 河 村　金 明 （岩倉）
（西名古屋分区担当）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
（東名古屋分区担当）
 大 口　弘 和 （名古屋千種）
（東三河分区担当）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
（西三河中分区担当）
 横 山　眞 久　 （豊田）
（西三河分区担当）
 細 井　英 治 （安城）

地区幹事
 長谷川  正己 （一宮中央）
地区副幹事
 松 岡　正 浩 （一宮中央）
 小 島　三 男 （一宮中央）
　　 森　  俊一郎 （一宮中央）
 倉 地　伸 幸 （一宮中央）
　　 石 原　稔 久 （一宮中央）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　 鹿 島　兼 一 （一宮中央）
　　 西 岡　則 男 （一宮中央）
地区会計長
 大 森　　 進 （一宮中央）
地区監事
 小野木　  宏 （一宮中央）
地区スタッフ
 加 藤　辰 己 （一宮中央） 
　　 高 井　光 信 （一宮中央） 
　　 猪 子　裕 史 （一宮中央） 
　　 長 橋　國 和 （一宮中央） 
　　 森　　　  眞 （一宮中央） 
　　 谷　　　  進 （一宮中央） 
　　 永 田　　 正 （一宮中央） 

ガバナーエレクト
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
次期地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）

 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 
地区指名委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　  斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

地区研修リーダー
 片 山　主 水 （名古屋東南）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 鈴 木　孝 則 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 小 島　啓 治  （春日井）
 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 小 川　宏 嗣 （犬山） 
 榊 原　　 肇 （半田南）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　　 北 村　隆 子 （名古屋錦）
　　 山 内　　 登 （尾西）

地区財務委員会
　  ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 岩瀬  淳一郎 （豊川）

 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 早 川　八 郎 （春日井）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 鈴 木　吉 男 （津島）
 秋 田　敬 治 （豊田）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）

ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  日 高　啓 治 （東知多）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  尾 関　和 成 （名古屋和合） 
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  田 中　粋 人 （豊川）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  原 田　隆 司 （豊田中）
  磯 貝　廣 治 （安城）
　
会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 青 木　良 浩   （豊橋）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 日 置　教 康 （名古屋栄）
　　 津 坂　守 英 （名古屋城北） 

 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 塚 本　胤 男 （稲沢）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 深 石　公 彦 （岩倉）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種  
 岡 田　邦 義 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 田 中　正 規 （西尾）  
 早 川　八 郎 （春日井）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 場々  大刀雄 （春日井） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂） 
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海） 
　　 細 井　土 夫 （名古屋栄） 
　　 神 谷　　 馨 （豊橋ゴールデン） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ※ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ※ 鈴 木　元 弘 （豊田）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 福 井　　 敬 （豊橋）
 水 越　彌 生 （刈谷）
　　 山 田　　 治 （春日井）
　　 鈴村 與左衛門 （あま）
　　 川 島　悦 雄 （名古屋中）

　環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 山 田　慎 也 （名古屋栄）
 武 田　昭 俊 （知立）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　　 筒 井　信 之 （名古屋南）
　　 大 矢　裕 慈 （名古屋中）

　　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 鈴 木　岳 嗣 （蒲郡）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
　　 川 西　裕 康 （豊橋東）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 長谷川  周義 （名古屋錦）

国際奉仕委員会
　 ◎※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）  
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 小 川　　 隆 （名古屋栄）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

新世代奉仕委員会
　 ◎※ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 　※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 　※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 石 川　義 典 （安城）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　　 杉 本　知 治 （岡崎）
　　 奥 田　清 仁 （豊田）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 杦 本　哲 一 （江南）
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 青 木　昭 憲 （名古屋葵）
　　 杉 田　　 洋 （豊橋）
 鈴 木　正 敏 （田原）
　　 南 部　　 淳 （岡崎）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須） 
 北　 　登 一 （名古屋南）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
 森 田　勝 己 （三河安城）
　　 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
　　 犬 束　敏 彦 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 伊 藤　　 人 （田原）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　　 鈴 木　隆 太 （豊田）
　　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　謹 一 （あま）
 橋 本　義 紀 （岡崎東）
　　 八 神　　 基 （名古屋栄）
　　 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　　 北 山　健 二 （西尾）
　恒久基金・大口寄付委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 　グローバル補助金委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 神 谷　　 修 （知立）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 石 川　百 代 （豊橋）

　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合） 
 加 藤　浩 一 （犬山）
 渡 辺　　 昇 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

　奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  竹 内　一 郎 （刈谷）

  加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと）
　　 水 野　憲 司 （一宮北）
　　 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）
　　 金 田　英 和 （名古屋東山）
　　 山 本　光 人 （豊橋北）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 大 口　弘 和 （名古屋千種） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 大河内  圭一 （一宮北）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 大 澤　輝 秀 （豊川）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
　　 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 

　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）

 米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　ᩝ᚟ឰᒨ長 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　㖶㙼ឰᒨ 松 前　憲 典 （一宮中央） 
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
   福 田　清 成 （江南）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター(ZCC)
  江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーバンコク
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
地区ローターアクト代表
 山 下　　 裕 （豊田広域ローターアクト）

 

ガバナー
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 牧 野　克 則 （常滑） 
（西尾張分区担当）
 野 杁　章 夫 （一宮）
（東尾張分区担当）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
（西名古屋分区担当）
 宮 田　紀 昭 （名古屋西）
（東名古屋分区担当）
 松 野　一 彦 （名古屋東山）
（東三河分区担当）
 中 島　忠 幸 （新城）
（西三河中分区担当）
 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
（西三河分区担当）
 黒 田　勝 基 （高浜）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）

 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 

地区幹事
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
地区副幹事
 岡 村　達 人 （名古屋瑞穂）
 亀 井　直 人 （名古屋瑞穂）
 馬 場　將 嘉 （名古屋瑞穂）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）

 加納　　  裕 （名古屋瑞穂）
 関 谷　俊 征 （名古屋瑞穂）
 梅 村　昌 孝 （名古屋瑞穂）
 八木沢  幹夫 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　淑 久 （名古屋瑞穂）
地区会計長
 森　　 恒 夫 （名古屋瑞穂）
地区監事
 小 串　和 夫 （名古屋瑞穂）
地区副監事
 稲 垣　 　豊 （名古屋瑞穂）
事務長
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂）
地区スタッフ
 湯 澤　信 雄 （名古屋瑞穂）
 湯 澤　勇 生 （名古屋瑞穂）
 近 藤　茂 弘 （名古屋瑞穂）
 長瀬  憲八郎 （名古屋瑞穂）
 長 坂　邦 雄 （名古屋瑞穂）
 堀　　 慎 治 （名古屋瑞穂）
 鶴 田　　 浩 （名古屋瑞穂）
 大 嶽　達 郎 （名古屋瑞穂） 

ガバナーエレクト
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 

ガバナー
 加 藤　陽 一 （瀬戸）  
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 上　茂 登 （知多） 
（西尾張分区担当）
 平 松　清 美 （尾西）
（東尾張分区担当）
 朱 宮　新 治 （犬山）
（西名古屋分区担当）
 近 藤　雅 夫 （名古屋南）
（東名古屋分区担当）
 藤 田　義 明 （名古屋葵）

（東三河分区担当）
 彦 坂　育 甫 （渥美）
（西三河中分区担当）
 小 幡　輝 雄 （豊田西）
（西三河分区担当）
 杉浦  世志朗 （刈谷）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）

 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）

次期地区幹事
 大 竹　一 義 （瀬戸）

地区指名委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）
　 ○ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　  大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 田 中　正 規 （西尾）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
 大 竹　一 義 （瀬戸）

副ガバナー
 千 田　　 毅 （名古屋東）

地区研修リーダー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
分区幹事
 南尾張分区
  磯 部　　 栄 （常滑）
 西尾張分区
  村 川　文 穗 （一宮） 
 東尾張分区
  松 本　哲 也 （瀬戸） 
 西名古屋分区
  田茂井  克典 （名古屋西） 
 東名古屋分区
  鈴 木　宏 治 （名古屋東山） 
　東三河分区
  川 合　和 彦 （新城）
　西三河中分区
  永 田　　 裕 （岡崎城南）
　西三河分区
  近 藤　智 樹 （高浜）  

地区財務委員会
　 ◎ 長谷川  正己 （一宮中央）
　 ○ 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
  榊 原　勝 俊 （西尾） 

危機管理委員会
　 A 片 山　主 水 （名古屋東南） 
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 C 服 部　良 男 （岡崎）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山） 
　 ※ 秋 田　敬 治 （田原）
　 ※ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 　 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

会員増強委員会
　 ◎ 石 川　勝 彦  （半田南）
　 ○ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 澤 田　文 雄 （豊田東）  
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 山 崎　克 弥  （西尾） 
 酒 井　良 輔 （半田）
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）
 津 坂　守 英 （名古屋城北）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
　 松 村　晋 也 （瀬戸）
 大竹山  雄二 （名古屋東南）

拡大委員会
　 ◎ 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ○ 千 田　　 毅 （名古屋東）
 八 神　　 基  （名古屋アイリス）
 石 川　昌 和 （豊橋南）
 朱 宮　新 治 （犬山）

研修委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　   
 関 口　宗 男 （名古屋みなと） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 山 内　　 登 （尾西）
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）  
 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内） 
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 
地区大会企画委員会
　 ◎ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 田 中　正 規 （西尾）　  
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂） 
 大 竹　一 義 （瀬戸） 
　 （13ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 細 野　恭 弘 （名古屋昭和）
　 （13ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 安藤  鉦太郎 （名古屋昭和）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 榊 原　正 治 （半田）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 岡 田　邦 義 （岡崎）  
 松崎  美都子 （名古屋守山） 
 志水  ひろみ （春日井）
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 小笠原  竜児 （豊橋東）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 池 森　由 幸 （名古屋千種）
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 

職業奉仕委員会
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 大林  香瑞人 （東海）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 伊 東　良 夫 （半田）
 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 大河内  俊彦 （西尾）  
 熊田  嘉一郎 （豊橋北）  
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 市 川　裕 大 （刈谷）

 大岩  とよみ （名古屋丸の内）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
 岩 部　雅 人 （半田南）
　 山 元　康 裕 （名古屋東山）
　 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　 酒 井　 　賢 （岡崎東）
　 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 日 野　典 子 （愛知長久手）
　 中 島　宗 幸 （春日井）
　 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 金 谷　康 正 （瀬戸）
　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
　 川 西　裕 康 （豊橋東）
　 内 藤　教 恵 （安城）

国際奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 山 田　　 拓 （瀬戸）
 峠　  テル子 （春日井）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 坂 倉　弘 康 （名古屋和合）
 横 田　徳 久 （名古屋名北） 
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 岡 部 （名古屋北） 

青少年奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 ◎ 秋 田　敬 治 （田原）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）

インターアクト委員会
　 ◎ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 日 髙　啓 治 （東知多）
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 大河内  圭一 （一宮北）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 北 園　守 生 （名古屋空港）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 奥 田　法 行 （安城）
　 佐 治　　 勝 （名古屋東）
　 大 島　賀 樹 （小牧）
　 渋 谷　文 平 （名古屋）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 片 平　博 己 （江南） 
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 東　 　孝 一 （名古屋東）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 阿 部　恵 彦 （名古屋葵）  
 近 藤　　 眞 （豊橋）
　 藤 井　康 正 （岡崎）
　 山 中　建 策 （一宮中央）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
 平 田　兼 久 （西尾）  
 坂 本　竹 敏 （知多）  
 二ノ宮  道彦 （一宮）  
 平 尾　節 子 （瀬戸北）
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東）
 大 林　則 久 （豊橋ゴールデン）

青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
資金推進委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷） 
　 ○ 牧 野　博 和 （名古屋栄） 
 松 田　茂 治 （西尾）
　　 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　
補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 松 石　奉 之 （半田）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）

 久 具　信 夫 （豊川）  
 原 野　勝 至 （名古屋栄）
　　 髙 山　景 一 （豊橋）
　　 田 島　保 紀 （名古屋東）
 笠 井　保 志 （西尾一色）
 　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 名 畑　　 豊 （春日井）
　 朝 倉　淳 一 （名古屋北）
　 藤 田　義 明 （名古屋葵）
　 寺 西　　 正 （名古屋錦）
　 鈴 木　照 幸 （田原パシフィック）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 加 藤　浩 一 （犬山）
 小笠原　  暁 （名古屋中） 
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 伊藤  素美子 （名古屋東南）

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 横 井　　 定 （稲沢）
　 ○ 佐々木  久直 （一宮）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 山 田　典 廣 （名古屋中）

奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　 ○ 成 田　　 徹 （三河安城）
 佐々木  利政 （豊橋）
 竹 本　義 明 （尾張中央）
 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　　 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 矢 頭　功 生 （豊田東） 

米山奨学委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）　　
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）  
 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 坂 井　則 夫 （名古屋西）  
 水 野　憲 司 （一宮北）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 山 田　直 樹 （尾張旭）
 鈴 木　聖 三 （名古屋千種） 
 田 中　寛 孝 （豊川）  

 青 山　　 稔 （瀬戸）  
 中 川　　 敦 （知立）
  山 田　一 仁 （一宮）
  鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
  杉 浦　澄 雄 （西尾）

東日本大㲱☆プロジェクト委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷） 
　 ○ 山 下　正 裕 （名古屋栄）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 C 田 中　正 規 （西尾）　  
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 井 上　雅 之 （名古屋昭和）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
  松 田　茂 樹 （名古屋東）

ＲＩ青少年交換委員会
　ឰᒨ 斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリー財団地域コーディネーター（RRFC）
   江 崎　柳 節 （小牧）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န　 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友の会編㲈委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 岩瀬  淳一郎 （豊川）
オンツーೖンೲೇロ
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）  
地区ローターアクト代表
 坂 上　卓 史 （名古屋熱田RAC）

 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎） 

地区幹事
 大 竹　一 義 （瀬戸）
地区副幹事
 藤 井　源 成 （瀬戸）
 加 藤　睦 彦 （瀬戸）
 勝 谷　哲 次 （瀬戸）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 野 田　正 治 （瀬戸）
 井 上　　 博 （瀬戸）
 加藤  唐三郎 （瀬戸）
 澤 田　賢 成 （瀬戸）
地区会計長
 梶 野　輝 雄 （瀬戸）
地区監事
 亀 井　　 勝 （瀬戸）
事務ᤔ長
 佐 野　一 二 （瀬戸）
地区スタッフ
 山 本　英 雄 （瀬戸）
 牧　　　  治 （瀬戸）
 松 本　哲 也 （瀬戸）
 井 上　伸 也 （瀬戸）
 青 山　 　稔 （瀬戸）
 加 藤　定 江 （瀬戸）
 刑 部　祐 介 （瀬戸）
 鈴 木　光 彦 （瀬戸）
 加 藤　孝 爾  （瀬戸）
 加 藤　恵 子 （瀬戸）
 松 村　晋 也 （瀬戸） 

ガバナーエレクト
 服 部　良 男 （岡崎） 
次期地区幹事
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

地区指名委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 田 中　正 規 （西尾）
　  田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 服 部　良 男 （岡崎） 
 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

副ガバナー
 田 中　正 規 （西尾）

地区研修リーダー
 千 田　　 毅 （名古屋東）

分区幹事
 南尾張分区
  中 村　泰 忠 （知多）
 西尾張分区
  犬飼  万壽男 （尾西） 
 東尾張分区
  岡 田　雅 隆 （犬山） 
 西名古屋分区
  櫻 井　　 繁 （名古屋南） 
 東名古屋分区
  堀 口　　 久 （名古屋葵） 

　東三河分区
  川 口　敏 郎 （渥美）
　西三河中分区
  加 納　一 弘 （豊田西）
　西三河分区
  𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷） 

地区財務委員会
　 ◎ 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　 ○ 嚮 原　勝 俊 （西尾）  
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 A 服 部　良 男 （岡崎）
　 A 大 竹　一 義 （瀬戸）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山） 
　 ○ 村 上　茂 登 （知多）  
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 奥 田　清 仁 （豊田）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
  石 川　勝 彦  （半田南）
 山 﨑　克 弥  （西尾）
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）
 大竹山  雄二 （名古屋東南）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
 松 村　晋 也 （瀬戸）
 羽田野  道明 （名古屋栄）

拡大委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 岡 本　 　巧 （刈谷）  

研修委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　   
　 ○ 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 関 口　宗 男 （名古屋みなと） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）  
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内） 
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 鈴 木　正 徳 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 
地区大会企画委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 服 部　良 男 （岡崎）  

 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　�（14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 嚮原　正 治 （半田）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 松尾  憲二郎 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 岡 田　邦 義 （岡崎）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 小笠原  竜児 （豊橋東）
 加藤  久仁明 （春日井）
 池 戸　史 英 （名古屋東）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  金 谷　康 正 （瀬戸）
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 
職業奉仕委員会
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 杉 田　 　洋 （豊橋）
 近 藤　正 美 （名古屋東山）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 酒 井　 　賢 （岡崎東）
　 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 日 野　典 子 （愛知長久手）
　 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 内 藤　教 恵 （安城）
　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　 近 藤　太 門 （春日井）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 山 本　忠 男 （豊橋北）
　 塩 谷　和 久 （名古屋中）

国際奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）  
 横 田　徳 久 （名古屋名北） 
 山 田　　 拓 （瀬戸）
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 社 本　太 郎 （春日井） 
 平 野　恒 弘 （豊田東）  

 中 田　典 子 （名古屋守山） 

青少年奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 A 秋 田　敬 治 （一宮中央）
　 A 谷 山　芳 和 （豊田西）　 
　 A 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）

インターアクト委員会
　 ◎ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 北 園　守 生 （名古屋空港）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 奥 田　法 行 （安城）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 渋 谷　文 平 （名古屋）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 服 部　 　貴 （津島）
 青 山　五 郎 （東知多）
　 菱 川　弘 樹 （一宮北）
　 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 藤 井　康 正 （岡崎）
　 ○ 山 中　建 策 （一宮中央）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 近 藤　　 眞 （豊橋）
　 村 田　誠 一 （名古屋みなと） 
 天野  英一郎 （田原）
　 沢 田　昌 久 （江南）
　 加 納　伸 康 （名古屋葵）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
　 ○ 平 田　兼 久 （西尾） 
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 大 林　則 久 （豊橋ゴールデン） 
 渡 邊　嘉 昭 （名古屋北） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）

青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 黒 田　勝 基 （高浜）  
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 高 木　政 義 （名古屋大須） 
 吉 岡　秀 記 （刈谷） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
೾ールജ೰リスജೞೖ೉೧ィ೔ーディ೮ーター 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
資金推進委員会
　 ◎ 久 米　博 明 （刈谷） 
　 ○ 牧 野　博 和 （名古屋栄） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　
補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 田 島　保 紀 （名古屋東）
　 ○ 高 山　景 一 （豊橋）
　　 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 笠 井　保 志 （西尾一色）  
 朝 倉　淳 一 （名古屋北）  
 鈴 木　照 幸 （田原パシフィック） 
 久 具　信 夫 （豊川）  
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 都 築　義 勝 （豊田東）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）
 山 口　直 彦 （名古屋東南）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 伊藤  素美子 （名古屋東南） 
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 永 井　伸 治 （稲沢） 

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 佐々木  久直 （一宮）
　 ○ 加 藤　浩 一 （犬山）
 横 井　　 定 （稲沢）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）

奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　 ○ 松 田　茂 治 （西尾）
 佐々木  利政 （豊橋）
 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 矢 頭　功 生 （豊田東） 

米山奨学委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 A 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南） 
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 水 野　憲 司 （一宮北）
 青 山　　 稔 （瀬戸） 
 山 田　一 仁 （一宮）  
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
  杉 浦　澄 雄 （西尾）

 山 本　慎 治 （半田南）
  山 田　　 猛 （江南）
  大 村　幸 司 （豊川）
  加 藤　英 樹 （刈谷）
  荒 川　雅 義 （名古屋中）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 C 田 中　正 規 （西尾）　  
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
  松 田　茂 樹 （名古屋東）

ＲＩ理事エレクト
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター補佐（ARC）
   田 嶋　好 博 （名古屋北）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　㤩⽎ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
ᡩጴജᡩᏪឰᒨ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န　 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
オンツーೞೇル
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
地区ローターアクト代表
 及 川　　 純 （岡崎RAC）

ガバナー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 山 口　誠 一 （東知多） 
（西尾張分区担当）
 林 　　冏 成 （一宮北）
（東尾張分区担当）
 河 村　金 明 （岩倉）
（西名古屋分区担当）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
（東名古屋分区担当）
 大 口　弘 和 （名古屋千種）
（東三河分区担当）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
（西三河中分区担当）
 横 山　眞 久　 （豊田）
（西三河分区担当）
 細 井　英 治 （安城）

地区幹事
 長谷川  正己 （一宮中央）
地区副幹事
 松 岡　正 浩 （一宮中央）
 小 島　三 男 （一宮中央）
　　 森　  俊一郎 （一宮中央）
 倉 地　伸 幸 （一宮中央）
　　 石 原　稔 久 （一宮中央）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　 鹿 島　兼 一 （一宮中央）
　　 西 岡　則 男 （一宮中央）
地区会計長
 大 森　　 進 （一宮中央）
地区監事
 小野木　  宏 （一宮中央）
地区スタッフ
 加 藤　辰 己 （一宮中央） 
　　 高 井　光 信 （一宮中央） 
　　 猪 子　裕 史 （一宮中央） 
　　 長 橋　國 和 （一宮中央） 
　　 森　　　  眞 （一宮中央） 
　　 谷　　　  進 （一宮中央） 
　　 永 田　　 正 （一宮中央） 

ガバナーエレクト
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
次期地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）

 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 
地区指名委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　  斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

地区研修リーダー
 片 山　主 水 （名古屋東南）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 鈴 木　孝 則 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 小 島　啓 治  （春日井）
 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 小 川　宏 嗣 （犬山） 
 榊 原　　 肇 （半田南）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　　 北 村　隆 子 （名古屋錦）
　　 山 内　　 登 （尾西）

地区財務委員会
　  ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 岩瀬  淳一郎 （豊川）

 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 早 川　八 郎 （春日井）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 鈴 木　吉 男 （津島）
 秋 田　敬 治 （豊田）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）

ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  日 高　啓 治 （東知多）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  尾 関　和 成 （名古屋和合） 
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  田 中　粋 人 （豊川）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  原 田　隆 司 （豊田中）
  磯 貝　廣 治 （安城）
　
会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 青 木　良 浩   （豊橋）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 日 置　教 康 （名古屋栄）
　　 津 坂　守 英 （名古屋城北） 

 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 塚 本　胤 男 （稲沢）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 深 石　公 彦 （岩倉）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種  
 岡 田　邦 義 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 田 中　正 規 （西尾）  
 早 川　八 郎 （春日井）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 場々  大刀雄 （春日井） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂） 
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海） 
　　 細 井　土 夫 （名古屋栄） 
　　 神 谷　　 馨 （豊橋ゴールデン） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ※ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ※ 鈴 木　元 弘 （豊田）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 福 井　　 敬 （豊橋）
 水 越　彌 生 （刈谷）
　　 山 田　　 治 （春日井）
　　 鈴村 與左衛門 （あま）
　　 川 島　悦 雄 （名古屋中）

　環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 山 田　慎 也 （名古屋栄）
 武 田　昭 俊 （知立）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　　 筒 井　信 之 （名古屋南）
　　 大 矢　裕 慈 （名古屋中）

　　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 鈴 木　岳 嗣 （蒲郡）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
　　 川 西　裕 康 （豊橋東）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 長谷川  周義 （名古屋錦）

国際奉仕委員会
　 ◎※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）  
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 小 川　　 隆 （名古屋栄）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

新世代奉仕委員会
　 ◎※ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 　※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 　※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 石 川　義 典 （安城）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　　 杉 本　知 治 （岡崎）
　　 奥 田　清 仁 （豊田）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 杦 本　哲 一 （江南）
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 青 木　昭 憲 （名古屋葵）
　　 杉 田　　 洋 （豊橋）
 鈴 木　正 敏 （田原）
　　 南 部　　 淳 （岡崎）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須） 
 北　 　登 一 （名古屋南）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
 森 田　勝 己 （三河安城）
　　 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
　　 犬 束　敏 彦 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 伊 藤　　 人 （田原）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　　 鈴 木　隆 太 （豊田）
　　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　謹 一 （あま）
 橋 本　義 紀 （岡崎東）
　　 八 神　　 基 （名古屋栄）
　　 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　　 北 山　健 二 （西尾）
　恒久基金・大口寄付委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 　グローバル補助金委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 神 谷　　 修 （知立）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 石 川　百 代 （豊橋）

　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合） 
 加 藤　浩 一 （犬山）
 渡 辺　　 昇 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

　奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  竹 内　一 郎 （刈谷）

  加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと）
　　 水 野　憲 司 （一宮北）
　　 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）
　　 金 田　英 和 （名古屋東山）
　　 山 本　光 人 （豊橋北）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 大 口　弘 和 （名古屋千種） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 大河内  圭一 （一宮北）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 大 澤　輝 秀 （豊川）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
　　 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 

　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）

 米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　ᩝ᚟ឰᒨ長 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　㖶㙼ឰᒨ 松 前　憲 典 （一宮中央） 
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
   福 田　清 成 （江南）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター(ZCC)
  江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーバンコク
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
地区ローターアクト代表
 山 下　　 裕 （豊田広域ローターアクト）

 

ガバナー
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 牧 野　克 則 （常滑） 
（西尾張分区担当）
 野 杁　章 夫 （一宮）
（東尾張分区担当）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
（西名古屋分区担当）
 宮 田　紀 昭 （名古屋西）
（東名古屋分区担当）
 松 野　一 彦 （名古屋東山）
（東三河分区担当）
 中 島　忠 幸 （新城）
（西三河中分区担当）
 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
（西三河分区担当）
 黒 田　勝 基 （高浜）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）

 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 

地区幹事
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
地区副幹事
 岡 村　達 人 （名古屋瑞穂）
 亀 井　直 人 （名古屋瑞穂）
 馬 場　將 嘉 （名古屋瑞穂）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）

 加納　　  裕 （名古屋瑞穂）
 関 谷　俊 征 （名古屋瑞穂）
 梅 村　昌 孝 （名古屋瑞穂）
 八木沢  幹夫 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　淑 久 （名古屋瑞穂）
地区会計長
 森　　 恒 夫 （名古屋瑞穂）
地区監事
 小 串　和 夫 （名古屋瑞穂）
地区副監事
 稲 垣　 　豊 （名古屋瑞穂）
事務長
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂）
地区スタッフ
 湯 澤　信 雄 （名古屋瑞穂）
 湯 澤　勇 生 （名古屋瑞穂）
 近 藤　茂 弘 （名古屋瑞穂）
 長瀬  憲八郎 （名古屋瑞穂）
 長 坂　邦 雄 （名古屋瑞穂）
 堀　　 慎 治 （名古屋瑞穂）
 鶴 田　　 浩 （名古屋瑞穂）
 大 嶽　達 郎 （名古屋瑞穂） 

ガバナーエレクト
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 

●2015 年度

ガバナー
 加 藤　陽 一 （瀬戸）  
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 上　茂 登 （知多） 
（西尾張分区担当）
 平 松　清 美 （尾西）
（東尾張分区担当）
 朱 宮　新 治 （犬山）
（西名古屋分区担当）
 近 藤　雅 夫 （名古屋南）
（東名古屋分区担当）
 藤 田　義 明 （名古屋葵）

（東三河分区担当）
 彦 坂　育 甫 （渥美）
（西三河中分区担当）
 小 幡　輝 雄 （豊田西）
（西三河分区担当）
 杉浦  世志朗 （刈谷）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）

 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）

次期地区幹事
 大 竹　一 義 （瀬戸）

地区指名委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）
　 ○ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　  大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 田 中　正 規 （西尾）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
 大 竹　一 義 （瀬戸）

副ガバナー
 千 田　　 毅 （名古屋東）

地区研修リーダー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
分区幹事
 南尾張分区
  磯 部　　 栄 （常滑）
 西尾張分区
  村 川　文 穗 （一宮） 
 東尾張分区
  松 本　哲 也 （瀬戸） 
 西名古屋分区
  田茂井  克典 （名古屋西） 
 東名古屋分区
  鈴 木　宏 治 （名古屋東山） 
　東三河分区
  川 合　和 彦 （新城）
　西三河中分区
  永 田　　 裕 （岡崎城南）
　西三河分区
  近 藤　智 樹 （高浜）  

地区財務委員会
　 ◎ 長谷川  正己 （一宮中央）
　 ○ 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
  榊 原　勝 俊 （西尾） 

危機管理委員会
　 A 片 山　主 水 （名古屋東南） 
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 C 服 部　良 男 （岡崎）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山） 
　 ※ 秋 田　敬 治 （田原）
　 ※ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 　 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

会員増強委員会
　 ◎ 石 川　勝 彦  （半田南）
　 ○ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 澤 田　文 雄 （豊田東）  
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 山 崎　克 弥  （西尾） 
 酒 井　良 輔 （半田）
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）
 津 坂　守 英 （名古屋城北）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
　 松 村　晋 也 （瀬戸）
 大竹山  雄二 （名古屋東南）

拡大委員会
　 ◎ 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ○ 千 田　　 毅 （名古屋東）
 八 神　　 基  （名古屋アイリス）
 石 川　昌 和 （豊橋南）
 朱 宮　新 治 （犬山）

研修委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　   
 関 口　宗 男 （名古屋みなと） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 山 内　　 登 （尾西）
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）  
 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内） 
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 
地区大会企画委員会
　 ◎ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 田 中　正 規 （西尾）　  
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂） 
 大 竹　一 義 （瀬戸） 
　 （13ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 細 野　恭 弘 （名古屋昭和）
　 （13ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 安藤  鉦太郎 （名古屋昭和）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 榊 原　正 治 （半田）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 岡 田　邦 義 （岡崎）  
 松崎  美都子 （名古屋守山） 
 志水  ひろみ （春日井）
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 小笠原  竜児 （豊橋東）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 池 森　由 幸 （名古屋千種）
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 

職業奉仕委員会
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 大林  香瑞人 （東海）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 伊 東　良 夫 （半田）
 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 大河内  俊彦 （西尾）  
 熊田  嘉一郎 （豊橋北）  
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 市 川　裕 大 （刈谷）

 大岩  とよみ （名古屋丸の内）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
 岩 部　雅 人 （半田南）
　 山 元　康 裕 （名古屋東山）
　 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　 酒 井　 　賢 （岡崎東）
　 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 日 野　典 子 （愛知長久手）
　 中 島　宗 幸 （春日井）
　 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 金 谷　康 正 （瀬戸）
　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
　 川 西　裕 康 （豊橋東）
　 内 藤　教 恵 （安城）

国際奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 山 田　　 拓 （瀬戸）
 峠　  テル子 （春日井）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 坂 倉　弘 康 （名古屋和合）
 横 田　徳 久 （名古屋名北） 
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 岡 部 （名古屋北） 

青少年奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 ◎ 秋 田　敬 治 （田原）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）

インターアクト委員会
　 ◎ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 日 髙　啓 治 （東知多）
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 大河内  圭一 （一宮北）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 北 園　守 生 （名古屋空港）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 奥 田　法 行 （安城）
　 佐 治　　 勝 （名古屋東）
　 大 島　賀 樹 （小牧）
　 渋 谷　文 平 （名古屋）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 片 平　博 己 （江南） 
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 東　 　孝 一 （名古屋東）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 阿 部　恵 彦 （名古屋葵）  
 近 藤　　 眞 （豊橋）
　 藤 井　康 正 （岡崎）
　 山 中　建 策 （一宮中央）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
 平 田　兼 久 （西尾）  
 坂 本　竹 敏 （知多）  
 二ノ宮  道彦 （一宮）  
 平 尾　節 子 （瀬戸北）
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東）
 大 林　則 久 （豊橋ゴールデン）

青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
資金推進委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷） 
　 ○ 牧 野　博 和 （名古屋栄） 
 松 田　茂 治 （西尾）
　　 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　
補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 松 石　奉 之 （半田）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）

 久 具　信 夫 （豊川）  
 原 野　勝 至 （名古屋栄）
　　 髙 山　景 一 （豊橋）
　　 田 島　保 紀 （名古屋東）
 笠 井　保 志 （西尾一色）
 　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 名 畑　　 豊 （春日井）
　 朝 倉　淳 一 （名古屋北）
　 藤 田　義 明 （名古屋葵）
　 寺 西　　 正 （名古屋錦）
　 鈴 木　照 幸 （田原パシフィック）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 加 藤　浩 一 （犬山）
 小笠原　  暁 （名古屋中） 
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 伊藤  素美子 （名古屋東南）

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 横 井　　 定 （稲沢）
　 ○ 佐々木  久直 （一宮）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 山 田　典 廣 （名古屋中）

奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　 ○ 成 田　　 徹 （三河安城）
 佐々木  利政 （豊橋）
 竹 本　義 明 （尾張中央）
 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　　 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 矢 頭　功 生 （豊田東） 

米山奨学委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）　　
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）  
 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 坂 井　則 夫 （名古屋西）  
 水 野　憲 司 （一宮北）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 山 田　直 樹 （尾張旭）
 鈴 木　聖 三 （名古屋千種） 
 田 中　寛 孝 （豊川）  

 青 山　　 稔 （瀬戸）  
 中 川　　 敦 （知立）
  山 田　一 仁 （一宮）
  鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
  杉 浦　澄 雄 （西尾）

東日本大㲱☆プロジェクト委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷） 
　 ○ 山 下　正 裕 （名古屋栄）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 C 田 中　正 規 （西尾）　  
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 井 上　雅 之 （名古屋昭和）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
  松 田　茂 樹 （名古屋東）

ＲＩ青少年交換委員会
　ឰᒨ 斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリー財団地域コーディネーター（RRFC）
   江 崎　柳 節 （小牧）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န　 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友の会編㲈委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 岩瀬  淳一郎 （豊川）
オンツーೖンೲೇロ
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）  
地区ローターアクト代表
 坂 上　卓 史 （名古屋熱田RAC）

 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎） 

地区幹事
 大 竹　一 義 （瀬戸）
地区副幹事
 藤 井　源 成 （瀬戸）
 加 藤　睦 彦 （瀬戸）
 勝 谷　哲 次 （瀬戸）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 野 田　正 治 （瀬戸）
 井 上　　 博 （瀬戸）
 加藤  唐三郎 （瀬戸）
 澤 田　賢 成 （瀬戸）
地区会計長
 梶 野　輝 雄 （瀬戸）
地区監事
 亀 井　　 勝 （瀬戸）
事務ᤔ長
 佐 野　一 二 （瀬戸）
地区スタッフ
 山 本　英 雄 （瀬戸）
 牧　　　  治 （瀬戸）
 松 本　哲 也 （瀬戸）
 井 上　伸 也 （瀬戸）
 青 山　 　稔 （瀬戸）
 加 藤　定 江 （瀬戸）
 刑 部　祐 介 （瀬戸）
 鈴 木　光 彦 （瀬戸）
 加 藤　孝 爾  （瀬戸）
 加 藤　恵 子 （瀬戸）
 松 村　晋 也 （瀬戸） 

ガバナーエレクト
 服 部　良 男 （岡崎） 
次期地区幹事
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

地区指名委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 田 中　正 規 （西尾）
　  田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 服 部　良 男 （岡崎） 
 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

副ガバナー
 田 中　正 規 （西尾）

地区研修リーダー
 千 田　　 毅 （名古屋東）

分区幹事
 南尾張分区
  中 村　泰 忠 （知多）
 西尾張分区
  犬飼  万壽男 （尾西） 
 東尾張分区
  岡 田　雅 隆 （犬山） 
 西名古屋分区
  櫻 井　　 繁 （名古屋南） 
 東名古屋分区
  堀 口　　 久 （名古屋葵） 

　東三河分区
  川 口　敏 郎 （渥美）
　西三河中分区
  加 納　一 弘 （豊田西）
　西三河分区
  𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷） 

地区財務委員会
　 ◎ 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　 ○ 嚮 原　勝 俊 （西尾）  
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 A 服 部　良 男 （岡崎）
　 A 大 竹　一 義 （瀬戸）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山） 
　 ○ 村 上　茂 登 （知多）  
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 奥 田　清 仁 （豊田）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
  石 川　勝 彦  （半田南）
 山 﨑　克 弥  （西尾）
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）
 大竹山  雄二 （名古屋東南）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
 松 村　晋 也 （瀬戸）
 羽田野  道明 （名古屋栄）

拡大委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 岡 本　 　巧 （刈谷）  

研修委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　   
　 ○ 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 関 口　宗 男 （名古屋みなと） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）  
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内） 
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 鈴 木　正 徳 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 
地区大会企画委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 服 部　良 男 （岡崎）  

 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　�（14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 嚮原　正 治 （半田）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 松尾  憲二郎 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 岡 田　邦 義 （岡崎）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 小笠原  竜児 （豊橋東）
 加藤  久仁明 （春日井）
 池 戸　史 英 （名古屋東）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  金 谷　康 正 （瀬戸）
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 
職業奉仕委員会
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 杉 田　 　洋 （豊橋）
 近 藤　正 美 （名古屋東山）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 酒 井　 　賢 （岡崎東）
　 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 日 野　典 子 （愛知長久手）
　 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 内 藤　教 恵 （安城）
　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　 近 藤　太 門 （春日井）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 山 本　忠 男 （豊橋北）
　 塩 谷　和 久 （名古屋中）

国際奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）  
 横 田　徳 久 （名古屋名北） 
 山 田　　 拓 （瀬戸）
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 社 本　太 郎 （春日井） 
 平 野　恒 弘 （豊田東）  

 中 田　典 子 （名古屋守山） 

青少年奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 A 秋 田　敬 治 （一宮中央）
　 A 谷 山　芳 和 （豊田西）　 
　 A 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）

インターアクト委員会
　 ◎ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 北 園　守 生 （名古屋空港）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 奥 田　法 行 （安城）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 渋 谷　文 平 （名古屋）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 服 部　 　貴 （津島）
 青 山　五 郎 （東知多）
　 菱 川　弘 樹 （一宮北）
　 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 藤 井　康 正 （岡崎）
　 ○ 山 中　建 策 （一宮中央）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 近 藤　　 眞 （豊橋）
　 村 田　誠 一 （名古屋みなと） 
 天野  英一郎 （田原）
　 沢 田　昌 久 （江南）
　 加 納　伸 康 （名古屋葵）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
　 ○ 平 田　兼 久 （西尾） 
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 大 林　則 久 （豊橋ゴールデン） 
 渡 邊　嘉 昭 （名古屋北） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）

青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 黒 田　勝 基 （高浜）  
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 高 木　政 義 （名古屋大須） 
 吉 岡　秀 記 （刈谷） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
೾ールജ೰リスജೞೖ೉೧ィ೔ーディ೮ーター 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
資金推進委員会
　 ◎ 久 米　博 明 （刈谷） 
　 ○ 牧 野　博 和 （名古屋栄） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　
補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 田 島　保 紀 （名古屋東）
　 ○ 高 山　景 一 （豊橋）
　　 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 笠 井　保 志 （西尾一色）  
 朝 倉　淳 一 （名古屋北）  
 鈴 木　照 幸 （田原パシフィック） 
 久 具　信 夫 （豊川）  
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 都 築　義 勝 （豊田東）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）
 山 口　直 彦 （名古屋東南）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 伊藤  素美子 （名古屋東南） 
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 永 井　伸 治 （稲沢） 

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 佐々木  久直 （一宮）
　 ○ 加 藤　浩 一 （犬山）
 横 井　　 定 （稲沢）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）

奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　 ○ 松 田　茂 治 （西尾）
 佐々木  利政 （豊橋）
 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 矢 頭　功 生 （豊田東） 

米山奨学委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 A 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南） 
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 水 野　憲 司 （一宮北）
 青 山　　 稔 （瀬戸） 
 山 田　一 仁 （一宮）  
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
  杉 浦　澄 雄 （西尾）

 山 本　慎 治 （半田南）
  山 田　　 猛 （江南）
  大 村　幸 司 （豊川）
  加 藤　英 樹 （刈谷）
  荒 川　雅 義 （名古屋中）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 C 田 中　正 規 （西尾）　  
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
  松 田　茂 樹 （名古屋東）

ＲＩ理事エレクト
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター補佐（ARC）
   田 嶋　好 博 （名古屋北）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　㤩⽎ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
ᡩጴജᡩᏪឰᒨ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န　 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
オンツーೞೇル
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
地区ローターアクト代表
 及 川　　 純 （岡崎RAC）
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ガバナー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 山 口　誠 一 （東知多） 
（西尾張分区担当）
 林 　　冏 成 （一宮北）
（東尾張分区担当）
 河 村　金 明 （岩倉）
（西名古屋分区担当）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
（東名古屋分区担当）
 大 口　弘 和 （名古屋千種）
（東三河分区担当）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
（西三河中分区担当）
 横 山　眞 久　 （豊田）
（西三河分区担当）
 細 井　英 治 （安城）

地区幹事
 長谷川  正己 （一宮中央）
地区副幹事
 松 岡　正 浩 （一宮中央）
 小 島　三 男 （一宮中央）
　　 森　  俊一郎 （一宮中央）
 倉 地　伸 幸 （一宮中央）
　　 石 原　稔 久 （一宮中央）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　 鹿 島　兼 一 （一宮中央）
　　 西 岡　則 男 （一宮中央）
地区会計長
 大 森　　 進 （一宮中央）
地区監事
 小野木　  宏 （一宮中央）
地区スタッフ
 加 藤　辰 己 （一宮中央） 
　　 高 井　光 信 （一宮中央） 
　　 猪 子　裕 史 （一宮中央） 
　　 長 橋　國 和 （一宮中央） 
　　 森　　　  眞 （一宮中央） 
　　 谷　　　  進 （一宮中央） 
　　 永 田　　 正 （一宮中央） 

ガバナーエレクト
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
次期地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）

 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 
地区指名委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　  斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

地区研修リーダー
 片 山　主 水 （名古屋東南）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 鈴 木　孝 則 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 小 島　啓 治  （春日井）
 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 小 川　宏 嗣 （犬山） 
 榊 原　　 肇 （半田南）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　　 北 村　隆 子 （名古屋錦）
　　 山 内　　 登 （尾西）

地区財務委員会
　  ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 岩瀬  淳一郎 （豊川）

 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 早 川　八 郎 （春日井）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 鈴 木　吉 男 （津島）
 秋 田　敬 治 （豊田）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）

ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  日 高　啓 治 （東知多）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  尾 関　和 成 （名古屋和合） 
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  田 中　粋 人 （豊川）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  原 田　隆 司 （豊田中）
  磯 貝　廣 治 （安城）
　
会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 青 木　良 浩   （豊橋）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 日 置　教 康 （名古屋栄）
　　 津 坂　守 英 （名古屋城北） 

 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 塚 本　胤 男 （稲沢）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 深 石　公 彦 （岩倉）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種  
 岡 田　邦 義 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 田 中　正 規 （西尾）  
 早 川　八 郎 （春日井）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 場々  大刀雄 （春日井） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂） 
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海） 
　　 細 井　土 夫 （名古屋栄） 
　　 神 谷　　 馨 （豊橋ゴールデン） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ※ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ※ 鈴 木　元 弘 （豊田）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 福 井　　 敬 （豊橋）
 水 越　彌 生 （刈谷）
　　 山 田　　 治 （春日井）
　　 鈴村 與左衛門 （あま）
　　 川 島　悦 雄 （名古屋中）

　環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 山 田　慎 也 （名古屋栄）
 武 田　昭 俊 （知立）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　　 筒 井　信 之 （名古屋南）
　　 大 矢　裕 慈 （名古屋中）

　　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 鈴 木　岳 嗣 （蒲郡）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
　　 川 西　裕 康 （豊橋東）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 長谷川  周義 （名古屋錦）

国際奉仕委員会
　 ◎※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）  
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 小 川　　 隆 （名古屋栄）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

新世代奉仕委員会
　 ◎※ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 　※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 　※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 石 川　義 典 （安城）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　　 杉 本　知 治 （岡崎）
　　 奥 田　清 仁 （豊田）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 杦 本　哲 一 （江南）
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 青 木　昭 憲 （名古屋葵）
　　 杉 田　　 洋 （豊橋）
 鈴 木　正 敏 （田原）
　　 南 部　　 淳 （岡崎）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須） 
 北　 　登 一 （名古屋南）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
 森 田　勝 己 （三河安城）
　　 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
　　 犬 束　敏 彦 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 伊 藤　　 人 （田原）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　　 鈴 木　隆 太 （豊田）
　　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　謹 一 （あま）
 橋 本　義 紀 （岡崎東）
　　 八 神　　 基 （名古屋栄）
　　 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　　 北 山　健 二 （西尾）
　恒久基金・大口寄付委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 　グローバル補助金委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 神 谷　　 修 （知立）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 石 川　百 代 （豊橋）

　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合） 
 加 藤　浩 一 （犬山）
 渡 辺　　 昇 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

　奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  竹 内　一 郎 （刈谷）

  加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと）
　　 水 野　憲 司 （一宮北）
　　 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）
　　 金 田　英 和 （名古屋東山）
　　 山 本　光 人 （豊橋北）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 大 口　弘 和 （名古屋千種） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 大河内  圭一 （一宮北）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 大 澤　輝 秀 （豊川）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
　　 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 

　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）

 米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　ᩝ᚟ឰᒨ長 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　㖶㙼ឰᒨ 松 前　憲 典 （一宮中央） 
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
   福 田　清 成 （江南）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター(ZCC)
  江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーバンコク
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
地区ローターアクト代表
 山 下　　 裕 （豊田広域ローターアクト）

 

ガバナー
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 牧 野　克 則 （常滑） 
（西尾張分区担当）
 野 杁　章 夫 （一宮）
（東尾張分区担当）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
（西名古屋分区担当）
 宮 田　紀 昭 （名古屋西）
（東名古屋分区担当）
 松 野　一 彦 （名古屋東山）
（東三河分区担当）
 中 島　忠 幸 （新城）
（西三河中分区担当）
 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
（西三河分区担当）
 黒 田　勝 基 （高浜）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）

 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 

地区幹事
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
地区副幹事
 岡 村　達 人 （名古屋瑞穂）
 亀 井　直 人 （名古屋瑞穂）
 馬 場　將 嘉 （名古屋瑞穂）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）

 加納　　  裕 （名古屋瑞穂）
 関 谷　俊 征 （名古屋瑞穂）
 梅 村　昌 孝 （名古屋瑞穂）
 八木沢  幹夫 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　淑 久 （名古屋瑞穂）
地区会計長
 森　　 恒 夫 （名古屋瑞穂）
地区監事
 小 串　和 夫 （名古屋瑞穂）
地区副監事
 稲 垣　 　豊 （名古屋瑞穂）
事務長
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂）
地区スタッフ
 湯 澤　信 雄 （名古屋瑞穂）
 湯 澤　勇 生 （名古屋瑞穂）
 近 藤　茂 弘 （名古屋瑞穂）
 長瀬  憲八郎 （名古屋瑞穂）
 長 坂　邦 雄 （名古屋瑞穂）
 堀　　 慎 治 （名古屋瑞穂）
 鶴 田　　 浩 （名古屋瑞穂）
 大 嶽　達 郎 （名古屋瑞穂） 

ガバナーエレクト
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 

ガバナー
 加 藤　陽 一 （瀬戸）  
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 上　茂 登 （知多） 
（西尾張分区担当）
 平 松　清 美 （尾西）
（東尾張分区担当）
 朱 宮　新 治 （犬山）
（西名古屋分区担当）
 近 藤　雅 夫 （名古屋南）
（東名古屋分区担当）
 藤 田　義 明 （名古屋葵）

（東三河分区担当）
 彦 坂　育 甫 （渥美）
（西三河中分区担当）
 小 幡　輝 雄 （豊田西）
（西三河分区担当）
 杉浦  世志朗 （刈谷）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）

 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）

次期地区幹事
 大 竹　一 義 （瀬戸）

地区指名委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）
　 ○ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　  大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 田 中　正 規 （西尾）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
 大 竹　一 義 （瀬戸）

副ガバナー
 千 田　　 毅 （名古屋東）

地区研修リーダー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
分区幹事
 南尾張分区
  磯 部　　 栄 （常滑）
 西尾張分区
  村 川　文 穗 （一宮） 
 東尾張分区
  松 本　哲 也 （瀬戸） 
 西名古屋分区
  田茂井  克典 （名古屋西） 
 東名古屋分区
  鈴 木　宏 治 （名古屋東山） 
　東三河分区
  川 合　和 彦 （新城）
　西三河中分区
  永 田　　 裕 （岡崎城南）
　西三河分区
  近 藤　智 樹 （高浜）  

地区財務委員会
　 ◎ 長谷川  正己 （一宮中央）
　 ○ 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
  榊 原　勝 俊 （西尾） 

危機管理委員会
　 A 片 山　主 水 （名古屋東南） 
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 C 服 部　良 男 （岡崎）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山） 
　 ※ 秋 田　敬 治 （田原）
　 ※ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 　 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

会員増強委員会
　 ◎ 石 川　勝 彦  （半田南）
　 ○ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 澤 田　文 雄 （豊田東）  
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 山 崎　克 弥  （西尾） 
 酒 井　良 輔 （半田）
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）
 津 坂　守 英 （名古屋城北）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
　 松 村　晋 也 （瀬戸）
 大竹山  雄二 （名古屋東南）

拡大委員会
　 ◎ 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ○ 千 田　　 毅 （名古屋東）
 八 神　　 基  （名古屋アイリス）
 石 川　昌 和 （豊橋南）
 朱 宮　新 治 （犬山）

研修委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　   
 関 口　宗 男 （名古屋みなと） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 山 内　　 登 （尾西）
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）  
 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内） 
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 
地区大会企画委員会
　 ◎ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 田 中　正 規 （西尾）　  
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂） 
 大 竹　一 義 （瀬戸） 
　 （13ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 細 野　恭 弘 （名古屋昭和）
　 （13ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 安藤  鉦太郎 （名古屋昭和）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 榊 原　正 治 （半田）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 岡 田　邦 義 （岡崎）  
 松崎  美都子 （名古屋守山） 
 志水  ひろみ （春日井）
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 小笠原  竜児 （豊橋東）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 池 森　由 幸 （名古屋千種）
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 

職業奉仕委員会
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 大林  香瑞人 （東海）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 伊 東　良 夫 （半田）
 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 大河内  俊彦 （西尾）  
 熊田  嘉一郎 （豊橋北）  
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 市 川　裕 大 （刈谷）

 大岩  とよみ （名古屋丸の内）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
 岩 部　雅 人 （半田南）
　 山 元　康 裕 （名古屋東山）
　 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　 酒 井　 　賢 （岡崎東）
　 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 日 野　典 子 （愛知長久手）
　 中 島　宗 幸 （春日井）
　 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 金 谷　康 正 （瀬戸）
　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
　 川 西　裕 康 （豊橋東）
　 内 藤　教 恵 （安城）

国際奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 山 田　　 拓 （瀬戸）
 峠　  テル子 （春日井）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 坂 倉　弘 康 （名古屋和合）
 横 田　徳 久 （名古屋名北） 
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 岡 部 （名古屋北） 

青少年奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 ◎ 秋 田　敬 治 （田原）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）

インターアクト委員会
　 ◎ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 日 髙　啓 治 （東知多）
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 大河内  圭一 （一宮北）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 北 園　守 生 （名古屋空港）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 奥 田　法 行 （安城）
　 佐 治　　 勝 （名古屋東）
　 大 島　賀 樹 （小牧）
　 渋 谷　文 平 （名古屋）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 片 平　博 己 （江南） 
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 東　 　孝 一 （名古屋東）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 阿 部　恵 彦 （名古屋葵）  
 近 藤　　 眞 （豊橋）
　 藤 井　康 正 （岡崎）
　 山 中　建 策 （一宮中央）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
 平 田　兼 久 （西尾）  
 坂 本　竹 敏 （知多）  
 二ノ宮  道彦 （一宮）  
 平 尾　節 子 （瀬戸北）
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東）
 大 林　則 久 （豊橋ゴールデン）

青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
資金推進委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷） 
　 ○ 牧 野　博 和 （名古屋栄） 
 松 田　茂 治 （西尾）
　　 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　
補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 松 石　奉 之 （半田）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）

 久 具　信 夫 （豊川）  
 原 野　勝 至 （名古屋栄）
　　 髙 山　景 一 （豊橋）
　　 田 島　保 紀 （名古屋東）
 笠 井　保 志 （西尾一色）
 　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 名 畑　　 豊 （春日井）
　 朝 倉　淳 一 （名古屋北）
　 藤 田　義 明 （名古屋葵）
　 寺 西　　 正 （名古屋錦）
　 鈴 木　照 幸 （田原パシフィック）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 加 藤　浩 一 （犬山）
 小笠原　  暁 （名古屋中） 
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 伊藤  素美子 （名古屋東南）

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 横 井　　 定 （稲沢）
　 ○ 佐々木  久直 （一宮）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 山 田　典 廣 （名古屋中）

奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　 ○ 成 田　　 徹 （三河安城）
 佐々木  利政 （豊橋）
 竹 本　義 明 （尾張中央）
 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　　 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 矢 頭　功 生 （豊田東） 

米山奨学委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）　　
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）  
 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 坂 井　則 夫 （名古屋西）  
 水 野　憲 司 （一宮北）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 山 田　直 樹 （尾張旭）
 鈴 木　聖 三 （名古屋千種） 
 田 中　寛 孝 （豊川）  

 青 山　　 稔 （瀬戸）  
 中 川　　 敦 （知立）
  山 田　一 仁 （一宮）
  鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
  杉 浦　澄 雄 （西尾）

東日本大㲱☆プロジェクト委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷） 
　 ○ 山 下　正 裕 （名古屋栄）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 C 田 中　正 規 （西尾）　  
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 井 上　雅 之 （名古屋昭和）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
  松 田　茂 樹 （名古屋東）

ＲＩ青少年交換委員会
　ឰᒨ 斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリー財団地域コーディネーター（RRFC）
   江 崎　柳 節 （小牧）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န　 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友の会編㲈委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 岩瀬  淳一郎 （豊川）
オンツーೖンೲೇロ
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）  
地区ローターアクト代表
 坂 上　卓 史 （名古屋熱田RAC）

 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎） 

地区幹事
 大 竹　一 義 （瀬戸）
地区副幹事
 藤 井　源 成 （瀬戸）
 加 藤　睦 彦 （瀬戸）
 勝 谷　哲 次 （瀬戸）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 野 田　正 治 （瀬戸）
 井 上　　 博 （瀬戸）
 加藤  唐三郎 （瀬戸）
 澤 田　賢 成 （瀬戸）
地区会計長
 梶 野　輝 雄 （瀬戸）
地区監事
 亀 井　　 勝 （瀬戸）
事務ᤔ長
 佐 野　一 二 （瀬戸）
地区スタッフ
 山 本　英 雄 （瀬戸）
 牧　　　  治 （瀬戸）
 松 本　哲 也 （瀬戸）
 井 上　伸 也 （瀬戸）
 青 山　 　稔 （瀬戸）
 加 藤　定 江 （瀬戸）
 刑 部　祐 介 （瀬戸）
 鈴 木　光 彦 （瀬戸）
 加 藤　孝 爾  （瀬戸）
 加 藤　恵 子 （瀬戸）
 松 村　晋 也 （瀬戸） 

ガバナーエレクト
 服 部　良 男 （岡崎） 
次期地区幹事
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

地区指名委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 田 中　正 規 （西尾）
　  田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 服 部　良 男 （岡崎） 
 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

副ガバナー
 田 中　正 規 （西尾）

地区研修リーダー
 千 田　　 毅 （名古屋東）

分区幹事
 南尾張分区
  中 村　泰 忠 （知多）
 西尾張分区
  犬飼  万壽男 （尾西） 
 東尾張分区
  岡 田　雅 隆 （犬山） 
 西名古屋分区
  櫻 井　　 繁 （名古屋南） 
 東名古屋分区
  堀 口　　 久 （名古屋葵） 

　東三河分区
  川 口　敏 郎 （渥美）
　西三河中分区
  加 納　一 弘 （豊田西）
　西三河分区
  𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷） 

地区財務委員会
　 ◎ 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　 ○ 嚮 原　勝 俊 （西尾）  
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 A 服 部　良 男 （岡崎）
　 A 大 竹　一 義 （瀬戸）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山） 
　 ○ 村 上　茂 登 （知多）  
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 奥 田　清 仁 （豊田）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
  石 川　勝 彦  （半田南）
 山 﨑　克 弥  （西尾）
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）
 大竹山  雄二 （名古屋東南）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
 松 村　晋 也 （瀬戸）
 羽田野  道明 （名古屋栄）

拡大委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 岡 本　 　巧 （刈谷）  

研修委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　   
　 ○ 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 関 口　宗 男 （名古屋みなと） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）  
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内） 
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 鈴 木　正 徳 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 
地区大会企画委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 服 部　良 男 （岡崎）  

 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　�（14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 嚮原　正 治 （半田）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 松尾  憲二郎 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 岡 田　邦 義 （岡崎）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 小笠原  竜児 （豊橋東）
 加藤  久仁明 （春日井）
 池 戸　史 英 （名古屋東）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  金 谷　康 正 （瀬戸）
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 
職業奉仕委員会
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 杉 田　 　洋 （豊橋）
 近 藤　正 美 （名古屋東山）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 酒 井　 　賢 （岡崎東）
　 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 日 野　典 子 （愛知長久手）
　 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 内 藤　教 恵 （安城）
　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　 近 藤　太 門 （春日井）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 山 本　忠 男 （豊橋北）
　 塩 谷　和 久 （名古屋中）

国際奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）  
 横 田　徳 久 （名古屋名北） 
 山 田　　 拓 （瀬戸）
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 社 本　太 郎 （春日井） 
 平 野　恒 弘 （豊田東）  

 中 田　典 子 （名古屋守山） 

青少年奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 A 秋 田　敬 治 （一宮中央）
　 A 谷 山　芳 和 （豊田西）　 
　 A 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）

インターアクト委員会
　 ◎ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 北 園　守 生 （名古屋空港）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 奥 田　法 行 （安城）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 渋 谷　文 平 （名古屋）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 服 部　 　貴 （津島）
 青 山　五 郎 （東知多）
　 菱 川　弘 樹 （一宮北）
　 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 藤 井　康 正 （岡崎）
　 ○ 山 中　建 策 （一宮中央）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 近 藤　　 眞 （豊橋）
　 村 田　誠 一 （名古屋みなと） 
 天野  英一郎 （田原）
　 沢 田　昌 久 （江南）
　 加 納　伸 康 （名古屋葵）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
　 ○ 平 田　兼 久 （西尾） 
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 大 林　則 久 （豊橋ゴールデン） 
 渡 邊　嘉 昭 （名古屋北） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）

青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 黒 田　勝 基 （高浜）  
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 高 木　政 義 （名古屋大須） 
 吉 岡　秀 記 （刈谷） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
೾ールജ೰リスജೞೖ೉೧ィ೔ーディ೮ーター 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
資金推進委員会
　 ◎ 久 米　博 明 （刈谷） 
　 ○ 牧 野　博 和 （名古屋栄） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　
補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 田 島　保 紀 （名古屋東）
　 ○ 高 山　景 一 （豊橋）
　　 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 笠 井　保 志 （西尾一色）  
 朝 倉　淳 一 （名古屋北）  
 鈴 木　照 幸 （田原パシフィック） 
 久 具　信 夫 （豊川）  
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 都 築　義 勝 （豊田東）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）
 山 口　直 彦 （名古屋東南）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 伊藤  素美子 （名古屋東南） 
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 永 井　伸 治 （稲沢） 

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 佐々木  久直 （一宮）
　 ○ 加 藤　浩 一 （犬山）
 横 井　　 定 （稲沢）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）

奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　 ○ 松 田　茂 治 （西尾）
 佐々木  利政 （豊橋）
 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 矢 頭　功 生 （豊田東） 

米山奨学委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 A 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南） 
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 水 野　憲 司 （一宮北）
 青 山　　 稔 （瀬戸） 
 山 田　一 仁 （一宮）  
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
  杉 浦　澄 雄 （西尾）

 山 本　慎 治 （半田南）
  山 田　　 猛 （江南）
  大 村　幸 司 （豊川）
  加 藤　英 樹 （刈谷）
  荒 川　雅 義 （名古屋中）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 C 田 中　正 規 （西尾）　  
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
  松 田　茂 樹 （名古屋東）

ＲＩ理事エレクト
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター補佐（ARC）
   田 嶋　好 博 （名古屋北）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　㤩⽎ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
ᡩጴജᡩᏪឰᒨ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န　 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
オンツーೞೇル
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
地区ローターアクト代表
 及 川　　 純 （岡崎RAC）

ガバナー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 山 口　誠 一 （東知多） 
（西尾張分区担当）
 林 　　冏 成 （一宮北）
（東尾張分区担当）
 河 村　金 明 （岩倉）
（西名古屋分区担当）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
（東名古屋分区担当）
 大 口　弘 和 （名古屋千種）
（東三河分区担当）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
（西三河中分区担当）
 横 山　眞 久　 （豊田）
（西三河分区担当）
 細 井　英 治 （安城）

地区幹事
 長谷川  正己 （一宮中央）
地区副幹事
 松 岡　正 浩 （一宮中央）
 小 島　三 男 （一宮中央）
　　 森　  俊一郎 （一宮中央）
 倉 地　伸 幸 （一宮中央）
　　 石 原　稔 久 （一宮中央）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　 鹿 島　兼 一 （一宮中央）
　　 西 岡　則 男 （一宮中央）
地区会計長
 大 森　　 進 （一宮中央）
地区監事
 小野木　  宏 （一宮中央）
地区スタッフ
 加 藤　辰 己 （一宮中央） 
　　 高 井　光 信 （一宮中央） 
　　 猪 子　裕 史 （一宮中央） 
　　 長 橋　國 和 （一宮中央） 
　　 森　　　  眞 （一宮中央） 
　　 谷　　　  進 （一宮中央） 
　　 永 田　　 正 （一宮中央） 

ガバナーエレクト
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
次期地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）

 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 
地区指名委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　  斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

地区研修リーダー
 片 山　主 水 （名古屋東南）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 鈴 木　孝 則 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 小 島　啓 治  （春日井）
 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 小 川　宏 嗣 （犬山） 
 榊 原　　 肇 （半田南）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　　 北 村　隆 子 （名古屋錦）
　　 山 内　　 登 （尾西）

地区財務委員会
　  ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 岩瀬  淳一郎 （豊川）

 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 早 川　八 郎 （春日井）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 鈴 木　吉 男 （津島）
 秋 田　敬 治 （豊田）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）

ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  日 高　啓 治 （東知多）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  尾 関　和 成 （名古屋和合） 
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  田 中　粋 人 （豊川）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  原 田　隆 司 （豊田中）
  磯 貝　廣 治 （安城）
　
会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 青 木　良 浩   （豊橋）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 日 置　教 康 （名古屋栄）
　　 津 坂　守 英 （名古屋城北） 

 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 塚 本　胤 男 （稲沢）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 深 石　公 彦 （岩倉）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種  
 岡 田　邦 義 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 田 中　正 規 （西尾）  
 早 川　八 郎 （春日井）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 場々  大刀雄 （春日井） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂） 
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海） 
　　 細 井　土 夫 （名古屋栄） 
　　 神 谷　　 馨 （豊橋ゴールデン） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ※ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ※ 鈴 木　元 弘 （豊田）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 福 井　　 敬 （豊橋）
 水 越　彌 生 （刈谷）
　　 山 田　　 治 （春日井）
　　 鈴村 與左衛門 （あま）
　　 川 島　悦 雄 （名古屋中）

　環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 山 田　慎 也 （名古屋栄）
 武 田　昭 俊 （知立）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　　 筒 井　信 之 （名古屋南）
　　 大 矢　裕 慈 （名古屋中）

　　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 鈴 木　岳 嗣 （蒲郡）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
　　 川 西　裕 康 （豊橋東）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 長谷川  周義 （名古屋錦）

国際奉仕委員会
　 ◎※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）  
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 小 川　　 隆 （名古屋栄）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

新世代奉仕委員会
　 ◎※ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 　※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 　※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 石 川　義 典 （安城）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　　 杉 本　知 治 （岡崎）
　　 奥 田　清 仁 （豊田）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 杦 本　哲 一 （江南）
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 青 木　昭 憲 （名古屋葵）
　　 杉 田　　 洋 （豊橋）
 鈴 木　正 敏 （田原）
　　 南 部　　 淳 （岡崎）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須） 
 北　 　登 一 （名古屋南）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
 森 田　勝 己 （三河安城）
　　 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
　　 犬 束　敏 彦 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 伊 藤　　 人 （田原）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　　 鈴 木　隆 太 （豊田）
　　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　謹 一 （あま）
 橋 本　義 紀 （岡崎東）
　　 八 神　　 基 （名古屋栄）
　　 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　　 北 山　健 二 （西尾）
　恒久基金・大口寄付委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 　グローバル補助金委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 神 谷　　 修 （知立）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 石 川　百 代 （豊橋）

　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合） 
 加 藤　浩 一 （犬山）
 渡 辺　　 昇 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

　奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  竹 内　一 郎 （刈谷）

  加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと）
　　 水 野　憲 司 （一宮北）
　　 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）
　　 金 田　英 和 （名古屋東山）
　　 山 本　光 人 （豊橋北）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 大 口　弘 和 （名古屋千種） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 大河内  圭一 （一宮北）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 大 澤　輝 秀 （豊川）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
　　 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 

　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）

 米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　ᩝ᚟ឰᒨ長 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　㖶㙼ឰᒨ 松 前　憲 典 （一宮中央） 
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
   福 田　清 成 （江南）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター(ZCC)
  江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーバンコク
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
地区ローターアクト代表
 山 下　　 裕 （豊田広域ローターアクト）

 

ガバナー
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 牧 野　克 則 （常滑） 
（西尾張分区担当）
 野 杁　章 夫 （一宮）
（東尾張分区担当）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
（西名古屋分区担当）
 宮 田　紀 昭 （名古屋西）
（東名古屋分区担当）
 松 野　一 彦 （名古屋東山）
（東三河分区担当）
 中 島　忠 幸 （新城）
（西三河中分区担当）
 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
（西三河分区担当）
 黒 田　勝 基 （高浜）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）

 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 

地区幹事
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
地区副幹事
 岡 村　達 人 （名古屋瑞穂）
 亀 井　直 人 （名古屋瑞穂）
 馬 場　將 嘉 （名古屋瑞穂）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）

 加納　　  裕 （名古屋瑞穂）
 関 谷　俊 征 （名古屋瑞穂）
 梅 村　昌 孝 （名古屋瑞穂）
 八木沢  幹夫 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　淑 久 （名古屋瑞穂）
地区会計長
 森　　 恒 夫 （名古屋瑞穂）
地区監事
 小 串　和 夫 （名古屋瑞穂）
地区副監事
 稲 垣　 　豊 （名古屋瑞穂）
事務長
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂）
地区スタッフ
 湯 澤　信 雄 （名古屋瑞穂）
 湯 澤　勇 生 （名古屋瑞穂）
 近 藤　茂 弘 （名古屋瑞穂）
 長瀬  憲八郎 （名古屋瑞穂）
 長 坂　邦 雄 （名古屋瑞穂）
 堀　　 慎 治 （名古屋瑞穂）
 鶴 田　　 浩 （名古屋瑞穂）
 大 嶽　達 郎 （名古屋瑞穂） 

ガバナーエレクト
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 

●2015 年度

ガバナー
 加 藤　陽 一 （瀬戸）  
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 上　茂 登 （知多） 
（西尾張分区担当）
 平 松　清 美 （尾西）
（東尾張分区担当）
 朱 宮　新 治 （犬山）
（西名古屋分区担当）
 近 藤　雅 夫 （名古屋南）
（東名古屋分区担当）
 藤 田　義 明 （名古屋葵）

（東三河分区担当）
 彦 坂　育 甫 （渥美）
（西三河中分区担当）
 小 幡　輝 雄 （豊田西）
（西三河分区担当）
 杉浦  世志朗 （刈谷）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）

 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）

次期地区幹事
 大 竹　一 義 （瀬戸）

地区指名委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）
　 ○ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　  大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 田 中　正 規 （西尾）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）
 大 竹　一 義 （瀬戸）

副ガバナー
 千 田　　 毅 （名古屋東）

地区研修リーダー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
分区幹事
 南尾張分区
  磯 部　　 栄 （常滑）
 西尾張分区
  村 川　文 穗 （一宮） 
 東尾張分区
  松 本　哲 也 （瀬戸） 
 西名古屋分区
  田茂井  克典 （名古屋西） 
 東名古屋分区
  鈴 木　宏 治 （名古屋東山） 
　東三河分区
  川 合　和 彦 （新城）
　西三河中分区
  永 田　　 裕 （岡崎城南）
　西三河分区
  近 藤　智 樹 （高浜）  

地区財務委員会
　 ◎ 長谷川  正己 （一宮中央）
　 ○ 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
  榊 原　勝 俊 （西尾） 

危機管理委員会
　 A 片 山　主 水 （名古屋東南） 
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 C 服 部　良 男 （岡崎）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山） 
　 ※ 秋 田　敬 治 （田原）
　 ※ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 　 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

会員増強委員会
　 ◎ 石 川　勝 彦  （半田南）
　 ○ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 澤 田　文 雄 （豊田東）  
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 山 崎　克 弥  （西尾） 
 酒 井　良 輔 （半田）
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）
 津 坂　守 英 （名古屋城北）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
　 松 村　晋 也 （瀬戸）
 大竹山  雄二 （名古屋東南）

拡大委員会
　 ◎ 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ○ 千 田　　 毅 （名古屋東）
 八 神　　 基  （名古屋アイリス）
 石 川　昌 和 （豊橋南）
 朱 宮　新 治 （犬山）

研修委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　   
 関 口　宗 男 （名古屋みなと） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 山 内　　 登 （尾西）
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）  
 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内） 
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 
地区大会企画委員会
　 ◎ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 田 中　正 規 （西尾）　  
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂） 
 大 竹　一 義 （瀬戸） 
　 （13ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 細 野　恭 弘 （名古屋昭和）
　 （13ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 安藤  鉦太郎 （名古屋昭和）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 榊 原　正 治 （半田）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 岡 田　邦 義 （岡崎）  
 松崎  美都子 （名古屋守山） 
 志水  ひろみ （春日井）
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 小笠原  竜児 （豊橋東）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 池 森　由 幸 （名古屋千種）
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 

職業奉仕委員会
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 大林  香瑞人 （東海）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 伊 東　良 夫 （半田）
 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 大河内  俊彦 （西尾）  
 熊田  嘉一郎 （豊橋北）  
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 市 川　裕 大 （刈谷）

 大岩  とよみ （名古屋丸の内）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
 岩 部　雅 人 （半田南）
　 山 元　康 裕 （名古屋東山）
　 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　 酒 井　 　賢 （岡崎東）
　 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 日 野　典 子 （愛知長久手）
　 中 島　宗 幸 （春日井）
　 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 金 谷　康 正 （瀬戸）
　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
　 川 西　裕 康 （豊橋東）
　 内 藤　教 恵 （安城）

国際奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 山 田　　 拓 （瀬戸）
 峠　  テル子 （春日井）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 坂 倉　弘 康 （名古屋和合）
 横 田　徳 久 （名古屋名北） 
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 岡 部 （名古屋北） 

青少年奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 ◎ 秋 田　敬 治 （田原）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）

インターアクト委員会
　 ◎ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 日 髙　啓 治 （東知多）
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 大河内  圭一 （一宮北）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 北 園　守 生 （名古屋空港）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 奥 田　法 行 （安城）
　 佐 治　　 勝 （名古屋東）
　 大 島　賀 樹 （小牧）
　 渋 谷　文 平 （名古屋）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 片 平　博 己 （江南） 
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 東　 　孝 一 （名古屋東）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 阿 部　恵 彦 （名古屋葵）  
 近 藤　　 眞 （豊橋）
　 藤 井　康 正 （岡崎）
　 山 中　建 策 （一宮中央）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
 平 田　兼 久 （西尾）  
 坂 本　竹 敏 （知多）  
 二ノ宮  道彦 （一宮）  
 平 尾　節 子 （瀬戸北）
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東）
 大 林　則 久 （豊橋ゴールデン）

青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
資金推進委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷） 
　 ○ 牧 野　博 和 （名古屋栄） 
 松 田　茂 治 （西尾）
　　 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　
補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 松 石　奉 之 （半田）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）

 久 具　信 夫 （豊川）  
 原 野　勝 至 （名古屋栄）
　　 髙 山　景 一 （豊橋）
　　 田 島　保 紀 （名古屋東）
 笠 井　保 志 （西尾一色）
 　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 名 畑　　 豊 （春日井）
　 朝 倉　淳 一 （名古屋北）
　 藤 田　義 明 （名古屋葵）
　 寺 西　　 正 （名古屋錦）
　 鈴 木　照 幸 （田原パシフィック）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 加 藤　浩 一 （犬山）
 小笠原　  暁 （名古屋中） 
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 伊藤  素美子 （名古屋東南）

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 横 井　　 定 （稲沢）
　 ○ 佐々木  久直 （一宮）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 山 田　典 廣 （名古屋中）

奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　 ○ 成 田　　 徹 （三河安城）
 佐々木  利政 （豊橋）
 竹 本　義 明 （尾張中央）
 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　　 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 矢 頭　功 生 （豊田東） 

米山奨学委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）　　
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）  
 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 坂 井　則 夫 （名古屋西）  
 水 野　憲 司 （一宮北）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 山 田　直 樹 （尾張旭）
 鈴 木　聖 三 （名古屋千種） 
 田 中　寛 孝 （豊川）  

 青 山　　 稔 （瀬戸）  
 中 川　　 敦 （知立）
  山 田　一 仁 （一宮）
  鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
  杉 浦　澄 雄 （西尾）

東日本大㲱☆プロジェクト委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷） 
　 ○ 山 下　正 裕 （名古屋栄）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 C 田 中　正 規 （西尾）　  
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 井 上　雅 之 （名古屋昭和）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
  松 田　茂 樹 （名古屋東）

ＲＩ青少年交換委員会
　ឰᒨ 斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリー財団地域コーディネーター（RRFC）
   江 崎　柳 節 （小牧）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န　 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友の会編㲈委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 岩瀬  淳一郎 （豊川）
オンツーೖンೲೇロ
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）  
地区ローターアクト代表
 坂 上　卓 史 （名古屋熱田RAC）

 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎） 

地区幹事
 大 竹　一 義 （瀬戸）
地区副幹事
 藤 井　源 成 （瀬戸）
 加 藤　睦 彦 （瀬戸）
 勝 谷　哲 次 （瀬戸）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 野 田　正 治 （瀬戸）
 井 上　　 博 （瀬戸）
 加藤  唐三郎 （瀬戸）
 澤 田　賢 成 （瀬戸）
地区会計長
 梶 野　輝 雄 （瀬戸）
地区監事
 亀 井　　 勝 （瀬戸）
事務ᤔ長
 佐 野　一 二 （瀬戸）
地区スタッフ
 山 本　英 雄 （瀬戸）
 牧　　　  治 （瀬戸）
 松 本　哲 也 （瀬戸）
 井 上　伸 也 （瀬戸）
 青 山　 　稔 （瀬戸）
 加 藤　定 江 （瀬戸）
 刑 部　祐 介 （瀬戸）
 鈴 木　光 彦 （瀬戸）
 加 藤　孝 爾  （瀬戸）
 加 藤　恵 子 （瀬戸）
 松 村　晋 也 （瀬戸） 

ガバナーエレクト
 服 部　良 男 （岡崎） 
次期地区幹事
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

地区指名委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 田 中　正 規 （西尾）
　  田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 服 部　良 男 （岡崎） 
 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

副ガバナー
 田 中　正 規 （西尾）

地区研修リーダー
 千 田　　 毅 （名古屋東）

分区幹事
 南尾張分区
  中 村　泰 忠 （知多）
 西尾張分区
  犬飼  万壽男 （尾西） 
 東尾張分区
  岡 田　雅 隆 （犬山） 
 西名古屋分区
  櫻 井　　 繁 （名古屋南） 
 東名古屋分区
  堀 口　　 久 （名古屋葵） 

　東三河分区
  川 口　敏 郎 （渥美）
　西三河中分区
  加 納　一 弘 （豊田西）
　西三河分区
  𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷） 

地区財務委員会
　 ◎ 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　 ○ 嚮 原　勝 俊 （西尾）  
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 A 服 部　良 男 （岡崎）
　 A 大 竹　一 義 （瀬戸）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山） 
　 ○ 村 上　茂 登 （知多）  
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 奥 田　清 仁 （豊田）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
  石 川　勝 彦  （半田南）
 山 﨑　克 弥  （西尾）
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）
 大竹山  雄二 （名古屋東南）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
 松 村　晋 也 （瀬戸）
 羽田野  道明 （名古屋栄）

拡大委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 岡 本　 　巧 （刈谷）  

研修委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　   
　 ○ 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 関 口　宗 男 （名古屋みなと） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）  
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内） 
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 鈴 木　正 徳 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 
地区大会企画委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 服 部　良 男 （岡崎）  

 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　�（14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 嚮原　正 治 （半田）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 松尾  憲二郎 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 岡 田　邦 義 （岡崎）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 小笠原  竜児 （豊橋東）
 加藤  久仁明 （春日井）
 池 戸　史 英 （名古屋東）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  金 谷　康 正 （瀬戸）
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 
職業奉仕委員会
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 杉 田　 　洋 （豊橋）
 近 藤　正 美 （名古屋東山）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 酒 井　 　賢 （岡崎東）
　 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 日 野　典 子 （愛知長久手）
　 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 内 藤　教 恵 （安城）
　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　 近 藤　太 門 （春日井）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 山 本　忠 男 （豊橋北）
　 塩 谷　和 久 （名古屋中）

国際奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）  
 横 田　徳 久 （名古屋名北） 
 山 田　　 拓 （瀬戸）
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 社 本　太 郎 （春日井） 
 平 野　恒 弘 （豊田東）  

 中 田　典 子 （名古屋守山） 

青少年奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 A 秋 田　敬 治 （一宮中央）
　 A 谷 山　芳 和 （豊田西）　 
　 A 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）

インターアクト委員会
　 ◎ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 北 園　守 生 （名古屋空港）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 奥 田　法 行 （安城）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 渋 谷　文 平 （名古屋）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 服 部　 　貴 （津島）
 青 山　五 郎 （東知多）
　 菱 川　弘 樹 （一宮北）
　 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 藤 井　康 正 （岡崎）
　 ○ 山 中　建 策 （一宮中央）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 近 藤　　 眞 （豊橋）
　 村 田　誠 一 （名古屋みなと） 
 天野  英一郎 （田原）
　 沢 田　昌 久 （江南）
　 加 納　伸 康 （名古屋葵）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
　 ○ 平 田　兼 久 （西尾） 
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 大 林　則 久 （豊橋ゴールデン） 
 渡 邊　嘉 昭 （名古屋北） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）

青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 黒 田　勝 基 （高浜）  
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 高 木　政 義 （名古屋大須） 
 吉 岡　秀 記 （刈谷） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
೾ールജ೰リスജೞೖ೉೧ィ೔ーディ೮ーター 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
資金推進委員会
　 ◎ 久 米　博 明 （刈谷） 
　 ○ 牧 野　博 和 （名古屋栄） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　
補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 田 島　保 紀 （名古屋東）
　 ○ 高 山　景 一 （豊橋）
　　 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 笠 井　保 志 （西尾一色）  
 朝 倉　淳 一 （名古屋北）  
 鈴 木　照 幸 （田原パシフィック） 
 久 具　信 夫 （豊川）  
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 都 築　義 勝 （豊田東）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）
 山 口　直 彦 （名古屋東南）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 伊藤  素美子 （名古屋東南） 
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 永 井　伸 治 （稲沢） 

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 佐々木  久直 （一宮）
　 ○ 加 藤　浩 一 （犬山）
 横 井　　 定 （稲沢）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）

奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　 ○ 松 田　茂 治 （西尾）
 佐々木  利政 （豊橋）
 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 矢 頭　功 生 （豊田東） 

米山奨学委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 A 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南） 
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 水 野　憲 司 （一宮北）
 青 山　　 稔 （瀬戸） 
 山 田　一 仁 （一宮）  
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
  杉 浦　澄 雄 （西尾）

 山 本　慎 治 （半田南）
  山 田　　 猛 （江南）
  大 村　幸 司 （豊川）
  加 藤　英 樹 （刈谷）
  荒 川　雅 義 （名古屋中）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 C 田 中　正 規 （西尾）　  
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
  松 田　茂 樹 （名古屋東）

ＲＩ理事エレクト
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター補佐（ARC）
   田 嶋　好 博 （名古屋北）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　㤩⽎ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
ᡩጴജᡩᏪឰᒨ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န　 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
オンツーೞೇル
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
地区ローターアクト代表
 及 川　　 純 （岡崎RAC）
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委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

ガバナー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 山 口　誠 一 （東知多） 
（西尾張分区担当）
 林 　　冏 成 （一宮北）
（東尾張分区担当）
 河 村　金 明 （岩倉）
（西名古屋分区担当）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
（東名古屋分区担当）
 大 口　弘 和 （名古屋千種）
（東三河分区担当）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
（西三河中分区担当）
 横 山　眞 久　 （豊田）
（西三河分区担当）
 細 井　英 治 （安城）

地区幹事
 長谷川  正己 （一宮中央）
地区副幹事
 松 岡　正 浩 （一宮中央）
 小 島　三 男 （一宮中央）
　　 森　  俊一郎 （一宮中央）
 倉 地　伸 幸 （一宮中央）
　　 石 原　稔 久 （一宮中央）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　 鹿 島　兼 一 （一宮中央）
　　 西 岡　則 男 （一宮中央）
地区会計長
 大 森　　 進 （一宮中央）
地区監事
 小野木　  宏 （一宮中央）
地区スタッフ
 加 藤　辰 己 （一宮中央） 
　　 高 井　光 信 （一宮中央） 
　　 猪 子　裕 史 （一宮中央） 
　　 長 橋　國 和 （一宮中央） 
　　 森　　　  眞 （一宮中央） 
　　 谷　　　  進 （一宮中央） 
　　 永 田　　 正 （一宮中央） 

ガバナーエレクト
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
次期地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）

 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 
地区指名委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　  斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

地区研修リーダー
 片 山　主 水 （名古屋東南）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 鈴 木　孝 則 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 小 島　啓 治  （春日井）
 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 小 川　宏 嗣 （犬山） 
 榊 原　　 肇 （半田南）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　　 北 村　隆 子 （名古屋錦）
　　 山 内　　 登 （尾西）

地区財務委員会
　  ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 岩瀬  淳一郎 （豊川）

 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 早 川　八 郎 （春日井）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 鈴 木　吉 男 （津島）
 秋 田　敬 治 （豊田）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）

ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  日 高　啓 治 （東知多）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  尾 関　和 成 （名古屋和合） 
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  田 中　粋 人 （豊川）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  原 田　隆 司 （豊田中）
  磯 貝　廣 治 （安城）
　
会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 青 木　良 浩   （豊橋）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 日 置　教 康 （名古屋栄）
　　 津 坂　守 英 （名古屋城北） 

 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 塚 本　胤 男 （稲沢）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 深 石　公 彦 （岩倉）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種  
 岡 田　邦 義 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 田 中　正 規 （西尾）  
 早 川　八 郎 （春日井）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 場々  大刀雄 （春日井） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂） 
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海） 
　　 細 井　土 夫 （名古屋栄） 
　　 神 谷　　 馨 （豊橋ゴールデン） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ※ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ※ 鈴 木　元 弘 （豊田）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 福 井　　 敬 （豊橋）
 水 越　彌 生 （刈谷）
　　 山 田　　 治 （春日井）
　　 鈴村 與左衛門 （あま）
　　 川 島　悦 雄 （名古屋中）

　環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 山 田　慎 也 （名古屋栄）
 武 田　昭 俊 （知立）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　　 筒 井　信 之 （名古屋南）
　　 大 矢　裕 慈 （名古屋中）

　　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 鈴 木　岳 嗣 （蒲郡）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
　　 川 西　裕 康 （豊橋東）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 長谷川  周義 （名古屋錦）

国際奉仕委員会
　 ◎※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）  
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 小 川　　 隆 （名古屋栄）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

新世代奉仕委員会
　 ◎※ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 　※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 　※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 石 川　義 典 （安城）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　　 杉 本　知 治 （岡崎）
　　 奥 田　清 仁 （豊田）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 杦 本　哲 一 （江南）
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 青 木　昭 憲 （名古屋葵）
　　 杉 田　　 洋 （豊橋）
 鈴 木　正 敏 （田原）
　　 南 部　　 淳 （岡崎）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須） 
 北　 　登 一 （名古屋南）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
 森 田　勝 己 （三河安城）
　　 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
　　 犬 束　敏 彦 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 伊 藤　　 人 （田原）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　　 鈴 木　隆 太 （豊田）
　　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　謹 一 （あま）
 橋 本　義 紀 （岡崎東）
　　 八 神　　 基 （名古屋栄）
　　 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　　 北 山　健 二 （西尾）
　恒久基金・大口寄付委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 　グローバル補助金委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 神 谷　　 修 （知立）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 石 川　百 代 （豊橋）

　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合） 
 加 藤　浩 一 （犬山）
 渡 辺　　 昇 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

　奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  竹 内　一 郎 （刈谷）

  加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと）
　　 水 野　憲 司 （一宮北）
　　 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）
　　 金 田　英 和 （名古屋東山）
　　 山 本　光 人 （豊橋北）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 大 口　弘 和 （名古屋千種） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 大河内  圭一 （一宮北）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 大 澤　輝 秀 （豊川）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
　　 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 

　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）

 米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　ᩝ᚟ឰᒨ長 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　㖶㙼ឰᒨ 松 前　憲 典 （一宮中央） 
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
   福 田　清 成 （江南）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター(ZCC)
  江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーバンコク
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
地区ローターアクト代表
 山 下　　 裕 （豊田広域ローターアクト）

 

ガバナー
 加 藤　陽 一 （瀬戸）  
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 上　茂 登 （知多） 
（西尾張分区担当）
 平 松　清 美 （尾西）
（東尾張分区担当）
 朱 宮　新 治 （犬山）
（西名古屋分区担当）
 近 藤　雅 夫 （名古屋南）
（東名古屋分区担当）
 藤 田　義 明 （名古屋葵）

（東三河分区担当）
 彦 坂　育 甫 （渥美）
（西三河中分区担当）
 小 幡　輝 雄 （豊田西）
（西三河分区担当）
 杉浦  世志朗 （刈谷）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）

 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）

 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎） 

地区幹事
 大 竹　一 義 （瀬戸）
地区副幹事
 藤 井　源 成 （瀬戸）
 加 藤　睦 彦 （瀬戸）
 勝 谷　哲 次 （瀬戸）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 野 田　正 治 （瀬戸）
 井 上　　 博 （瀬戸）
 加藤  唐三郎 （瀬戸）
 澤 田　賢 成 （瀬戸）
地区会計長
 梶 野　輝 雄 （瀬戸）
地区監事
 亀 井　　 勝 （瀬戸）
事務ᤔ長
 佐 野　一 二 （瀬戸）
地区スタッフ
 山 本　英 雄 （瀬戸）
 牧　　　  治 （瀬戸）
 松 本　哲 也 （瀬戸）
 井 上　伸 也 （瀬戸）
 青 山　 　稔 （瀬戸）
 加 藤　定 江 （瀬戸）
 刑 部　祐 介 （瀬戸）
 鈴 木　光 彦 （瀬戸）
 加 藤　孝 爾  （瀬戸）
 加 藤　恵 子 （瀬戸）
 松 村　晋 也 （瀬戸） 

ガバナーエレクト
 服 部　良 男 （岡崎） 
次期地区幹事
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

地区指名委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 田 中　正 規 （西尾）
　  田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 服 部　良 男 （岡崎） 
 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

副ガバナー
 田 中　正 規 （西尾）

地区研修リーダー
 千 田　　 毅 （名古屋東）

分区幹事
 南尾張分区
  中 村　泰 忠 （知多）
 西尾張分区
  犬飼  万壽男 （尾西） 
 東尾張分区
  岡 田　雅 隆 （犬山） 
 西名古屋分区
  櫻 井　　 繁 （名古屋南） 
 東名古屋分区
  堀 口　　 久 （名古屋葵） 

　東三河分区
  川 口　敏 郎 （渥美）
　西三河中分区
  加 納　一 弘 （豊田西）
　西三河分区
  𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷） 

地区財務委員会
　 ◎ 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　 ○ 嚮 原　勝 俊 （西尾）  
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 A 服 部　良 男 （岡崎）
　 A 大 竹　一 義 （瀬戸）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山） 
　 ○ 村 上　茂 登 （知多）  
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 奥 田　清 仁 （豊田）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
  石 川　勝 彦  （半田南）
 山 﨑　克 弥  （西尾）
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）
 大竹山  雄二 （名古屋東南）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
 松 村　晋 也 （瀬戸）
 羽田野  道明 （名古屋栄）

拡大委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 岡 本　 　巧 （刈谷）  

研修委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　   
　 ○ 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 関 口　宗 男 （名古屋みなと） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）  
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内） 
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 鈴 木　正 徳 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 
地区大会企画委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 服 部　良 男 （岡崎）  

 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　�（14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 嚮原　正 治 （半田）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 松尾  憲二郎 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 岡 田　邦 義 （岡崎）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 小笠原  竜児 （豊橋東）
 加藤  久仁明 （春日井）
 池 戸　史 英 （名古屋東）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  金 谷　康 正 （瀬戸）
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 
職業奉仕委員会
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 杉 田　 　洋 （豊橋）
 近 藤　正 美 （名古屋東山）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 酒 井　 　賢 （岡崎東）
　 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 日 野　典 子 （愛知長久手）
　 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 内 藤　教 恵 （安城）
　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　 近 藤　太 門 （春日井）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 山 本　忠 男 （豊橋北）
　 塩 谷　和 久 （名古屋中）

国際奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）  
 横 田　徳 久 （名古屋名北） 
 山 田　　 拓 （瀬戸）
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 社 本　太 郎 （春日井） 
 平 野　恒 弘 （豊田東）  

 中 田　典 子 （名古屋守山） 

青少年奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 A 秋 田　敬 治 （一宮中央）
　 A 谷 山　芳 和 （豊田西）　 
　 A 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）

インターアクト委員会
　 ◎ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 北 園　守 生 （名古屋空港）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 奥 田　法 行 （安城）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 渋 谷　文 平 （名古屋）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 服 部　 　貴 （津島）
 青 山　五 郎 （東知多）
　 菱 川　弘 樹 （一宮北）
　 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 藤 井　康 正 （岡崎）
　 ○ 山 中　建 策 （一宮中央）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 近 藤　　 眞 （豊橋）
　 村 田　誠 一 （名古屋みなと） 
 天野  英一郎 （田原）
　 沢 田　昌 久 （江南）
　 加 納　伸 康 （名古屋葵）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
　 ○ 平 田　兼 久 （西尾） 
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 大 林　則 久 （豊橋ゴールデン） 
 渡 邊　嘉 昭 （名古屋北） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）

青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 黒 田　勝 基 （高浜）  
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 高 木　政 義 （名古屋大須） 
 吉 岡　秀 記 （刈谷） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
೾ールജ೰リスജೞೖ೉೧ィ೔ーディ೮ーター 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
資金推進委員会
　 ◎ 久 米　博 明 （刈谷） 
　 ○ 牧 野　博 和 （名古屋栄） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　
補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 田 島　保 紀 （名古屋東）
　 ○ 高 山　景 一 （豊橋）
　　 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 笠 井　保 志 （西尾一色）  
 朝 倉　淳 一 （名古屋北）  
 鈴 木　照 幸 （田原パシフィック） 
 久 具　信 夫 （豊川）  
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 都 築　義 勝 （豊田東）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）
 山 口　直 彦 （名古屋東南）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 伊藤  素美子 （名古屋東南） 
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 永 井　伸 治 （稲沢） 

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 佐々木  久直 （一宮）
　 ○ 加 藤　浩 一 （犬山）
 横 井　　 定 （稲沢）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）

奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　 ○ 松 田　茂 治 （西尾）
 佐々木  利政 （豊橋）
 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 矢 頭　功 生 （豊田東） 

米山奨学委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 A 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南） 
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 水 野　憲 司 （一宮北）
 青 山　　 稔 （瀬戸） 
 山 田　一 仁 （一宮）  
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
  杉 浦　澄 雄 （西尾）

 山 本　慎 治 （半田南）
  山 田　　 猛 （江南）
  大 村　幸 司 （豊川）
  加 藤　英 樹 （刈谷）
  荒 川　雅 義 （名古屋中）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 C 田 中　正 規 （西尾）　  
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
  松 田　茂 樹 （名古屋東）

ＲＩ理事エレクト
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター補佐（ARC）
   田 嶋　好 博 （名古屋北）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　㤩⽎ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
ᡩጴജᡩᏪឰᒨ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န　 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
オンツーೞೇル
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
地区ローターアクト代表
 及 川　　 純 （岡崎RAC）

ガバナー
 加 藤　陽 一 （瀬戸）  
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 上　茂 登 （知多） 
（西尾張分区担当）
 平 松　清 美 （尾西）
（東尾張分区担当）
 朱 宮　新 治 （犬山）
（西名古屋分区担当）
 近 藤　雅 夫 （名古屋南）
（東名古屋分区担当）
 藤 田　義 明 （名古屋葵）

（東三河分区担当）
 彦 坂　育 甫 （渥美）
（西三河中分区担当）
 小 幡　輝 雄 （豊田西）
（西三河分区担当）
 杉浦  世志朗 （刈谷）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）

 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）

 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎） 

地区幹事
 大 竹　一 義 （瀬戸）
地区副幹事
 藤 井　源 成 （瀬戸）
 加 藤　睦 彦 （瀬戸）
 勝 谷　哲 次 （瀬戸）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 野 田　正 治 （瀬戸）
 井 上　　 博 （瀬戸）
 加藤  唐三郎 （瀬戸）
 澤 田　賢 成 （瀬戸）
地区会計長
 梶 野　輝 雄 （瀬戸）
地区監事
 亀 井　　 勝 （瀬戸）
事務ᤔ長
 佐 野　一 二 （瀬戸）
地区スタッフ
 山 本　英 雄 （瀬戸）
 牧　　　  治 （瀬戸）
 松 本　哲 也 （瀬戸）
 井 上　伸 也 （瀬戸）
 青 山　 　稔 （瀬戸）
 加 藤　定 江 （瀬戸）
 刑 部　祐 介 （瀬戸）
 鈴 木　光 彦 （瀬戸）
 加 藤　孝 爾  （瀬戸）
 加 藤　恵 子 （瀬戸）
 松 村　晋 也 （瀬戸） 

ガバナーエレクト
 服 部　良 男 （岡崎） 
次期地区幹事
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

地区指名委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 田 中　正 規 （西尾）
　  田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 服 部　良 男 （岡崎） 
 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

副ガバナー
 田 中　正 規 （西尾）

地区研修リーダー
 千 田　　 毅 （名古屋東）

分区幹事
 南尾張分区
  中 村　泰 忠 （知多）
 西尾張分区
  犬飼  万壽男 （尾西） 
 東尾張分区
  岡 田　雅 隆 （犬山） 
 西名古屋分区
  櫻 井　　 繁 （名古屋南） 
 東名古屋分区
  堀 口　　 久 （名古屋葵） 

　東三河分区
  川 口　敏 郎 （渥美）
　西三河中分区
  加 納　一 弘 （豊田西）
　西三河分区
  𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷） 

地区財務委員会
　 ◎ 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　 ○ 嚮 原　勝 俊 （西尾）  
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 A 服 部　良 男 （岡崎）
　 A 大 竹　一 義 （瀬戸）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山） 
　 ○ 村 上　茂 登 （知多）  
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 奥 田　清 仁 （豊田）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
  石 川　勝 彦  （半田南）
 山 﨑　克 弥  （西尾）
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）
 大竹山  雄二 （名古屋東南）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
 松 村　晋 也 （瀬戸）
 羽田野  道明 （名古屋栄）

拡大委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 岡 本　 　巧 （刈谷）  

研修委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　   
　 ○ 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 関 口　宗 男 （名古屋みなと） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）  
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内） 
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 鈴 木　正 徳 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 
地区大会企画委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 服 部　良 男 （岡崎）  

 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　�（14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 嚮原　正 治 （半田）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 松尾  憲二郎 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 岡 田　邦 義 （岡崎）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 小笠原  竜児 （豊橋東）
 加藤  久仁明 （春日井）
 池 戸　史 英 （名古屋東）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  金 谷　康 正 （瀬戸）
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 
職業奉仕委員会
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 杉 田　 　洋 （豊橋）
 近 藤　正 美 （名古屋東山）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 酒 井　 　賢 （岡崎東）
　 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 日 野　典 子 （愛知長久手）
　 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 内 藤　教 恵 （安城）
　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　 近 藤　太 門 （春日井）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 山 本　忠 男 （豊橋北）
　 塩 谷　和 久 （名古屋中）

国際奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）  
 横 田　徳 久 （名古屋名北） 
 山 田　　 拓 （瀬戸）
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 社 本　太 郎 （春日井） 
 平 野　恒 弘 （豊田東）  

 中 田　典 子 （名古屋守山） 

青少年奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 A 秋 田　敬 治 （一宮中央）
　 A 谷 山　芳 和 （豊田西）　 
　 A 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）

インターアクト委員会
　 ◎ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 北 園　守 生 （名古屋空港）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 奥 田　法 行 （安城）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 渋 谷　文 平 （名古屋）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 服 部　 　貴 （津島）
 青 山　五 郎 （東知多）
　 菱 川　弘 樹 （一宮北）
　 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 藤 井　康 正 （岡崎）
　 ○ 山 中　建 策 （一宮中央）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 近 藤　　 眞 （豊橋）
　 村 田　誠 一 （名古屋みなと） 
 天野  英一郎 （田原）
　 沢 田　昌 久 （江南）
　 加 納　伸 康 （名古屋葵）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
　 ○ 平 田　兼 久 （西尾） 
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 大 林　則 久 （豊橋ゴールデン） 
 渡 邊　嘉 昭 （名古屋北） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）

青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 黒 田　勝 基 （高浜）  
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 高 木　政 義 （名古屋大須） 
 吉 岡　秀 記 （刈谷） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
೾ールജ೰リスജೞೖ೉೧ィ೔ーディ೮ーター 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
資金推進委員会
　 ◎ 久 米　博 明 （刈谷） 
　 ○ 牧 野　博 和 （名古屋栄） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　
補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 田 島　保 紀 （名古屋東）
　 ○ 高 山　景 一 （豊橋）
　　 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 笠 井　保 志 （西尾一色）  
 朝 倉　淳 一 （名古屋北）  
 鈴 木　照 幸 （田原パシフィック） 
 久 具　信 夫 （豊川）  
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 都 築　義 勝 （豊田東）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）
 山 口　直 彦 （名古屋東南）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 伊藤  素美子 （名古屋東南） 
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 永 井　伸 治 （稲沢） 

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 佐々木  久直 （一宮）
　 ○ 加 藤　浩 一 （犬山）
 横 井　　 定 （稲沢）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）

奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　 ○ 松 田　茂 治 （西尾）
 佐々木  利政 （豊橋）
 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 矢 頭　功 生 （豊田東） 

米山奨学委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 A 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南） 
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 水 野　憲 司 （一宮北）
 青 山　　 稔 （瀬戸） 
 山 田　一 仁 （一宮）  
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
  杉 浦　澄 雄 （西尾）

 山 本　慎 治 （半田南）
  山 田　　 猛 （江南）
  大 村　幸 司 （豊川）
  加 藤　英 樹 （刈谷）
  荒 川　雅 義 （名古屋中）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 C 田 中　正 規 （西尾）　  
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
  松 田　茂 樹 （名古屋東）

ＲＩ理事エレクト
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター補佐（ARC）
   田 嶋　好 博 （名古屋北）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　㤩⽎ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
ᡩጴജᡩᏪឰᒨ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န　 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
オンツーೞೇル
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
地区ローターアクト代表
 及 川　　 純 （岡崎RAC）
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ガバナー
 松 前　憲 典 （一宮中央） 

ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 山 口　誠 一 （東知多） 
（西尾張分区担当）
 林 　　冏 成 （一宮北）
（東尾張分区担当）
 河 村　金 明 （岩倉）
（西名古屋分区担当）
 三 浦　和 人 （名古屋名南）
（東名古屋分区担当）
 大 口　弘 和 （名古屋千種）
（東三河分区担当）
 岩瀬  淳一郎 （豊川）
（西三河中分区担当）
 横 山　眞 久　 （豊田）
（西三河分区担当）
 細 井　英 治 （安城）

地区幹事
 長谷川  正己 （一宮中央）
地区副幹事
 松 岡　正 浩 （一宮中央）
 小 島　三 男 （一宮中央）
　　 森　  俊一郎 （一宮中央）
 倉 地　伸 幸 （一宮中央）
　　 石 原　稔 久 （一宮中央）
　　 白 木　公 明 （一宮中央）
　　 鹿 島　兼 一 （一宮中央）
　　 西 岡　則 男 （一宮中央）
地区会計長
 大 森　　 進 （一宮中央）
地区監事
 小野木　  宏 （一宮中央）
地区スタッフ
 加 藤　辰 己 （一宮中央） 
　　 高 井　光 信 （一宮中央） 
　　 猪 子　裕 史 （一宮中央） 
　　 長 橋　國 和 （一宮中央） 
　　 森　　　  眞 （一宮中央） 
　　 谷　　　  進 （一宮中央） 
　　 永 田　　 正 （一宮中央） 

ガバナーエレクト
 千 田　　 毅 （名古屋東） 
次期地区幹事
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）

 加 納　　 泉 （名古屋中）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 太田  賢太郎 （岡崎）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）  
 
地区指名委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ○ 大 澤　輝 秀 （豊川）
　  斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）

地区研修リーダー
 片 山　主 水 （名古屋東南）
研修委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 鈴 木　孝 則 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂） 
 伊 藤　英 毅 （あま）
 加 藤　真 治 （刈谷）
 木 村　高 章 （豊橋北）
 小 島　啓 治  （春日井）
 成 田　洋 之  （名古屋みなと）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 小 川　宏 嗣 （犬山） 
 榊 原　　 肇 （半田南）
 下 郷　卓 弥 （名古屋東南）
 鈴 村　幸 雄 （豊田中）
 山 名　敬 一 （稲沢）
 井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　　 北 村　隆 子 （名古屋錦）
　　 山 内　　 登 （尾西）

地区財務委員会
　  ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 岩瀬  淳一郎 （豊川）

 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）

ロータリー未来委員会
　 C 豊 島　德 三 （一宮北）
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
　 ○ 住 田　正 夫 （名古屋大須）
 大 野　良 之 （尾張旭）
 本 多　啓 一 （岡崎）  
 加 藤　知 成 （東知多）  
 早 川　八 郎 （春日井）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 西 脇　良 一 （名古屋名北） 
 鈴 木　吉 男 （津島）
 秋 田　敬 治 （豊田）
 矢 形　修 己 （名古屋北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

拡大委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 斎 藤　直 美 （豊田）
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 齋藤  愼一郎 （名古屋守山）
 新 美　義 博 （東知多）

ＩＴ委員会
　 ◎ 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
　 ○ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
  日 高　啓 治 （東知多）
  酒 井　兼 利 （稲沢）
  伊 東　聖 史 （小牧）
  中 條　元 司 （瀬戸）
  尾 関　和 成 （名古屋和合） 
  池 戸　史 英 （名古屋東）
  田 中　粋 人 （豊川）
  三 浦　裕 司 （豊橋）
  原 田　隆 司 （豊田中）
  磯 貝　廣 治 （安城）
　
会員増強リーダー
 伊 藤　秀 雄 （名古屋東南）
会員増強委員会
　 ◎ 小 山　愼 介 （名古屋名南）
　 ○ 水 野　裕 善  （名古屋丸の内）
　 ○ 谷 村　泰 裕 （豊橋ゴールデン） 
 青 木　良 浩   （豊橋）  
 澤 田　文 雄 （豊田東）
 酒 井　良 輔 （半田）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 深 津　幸 雄 （岡崎東）
 日 置　教 康 （名古屋栄）
　　 津 坂　守 英 （名古屋城北） 

 津 田　鎭 輔 （刈谷）
 槇 野　智 之  （名古屋和合） 
 山 田　静 夫 （名古屋守山）
　　 塚 本　胤 男 （稲沢）

広報委員会
 　 ◎ 硲　 　伸 夫 （豊田西）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）
　 ○ 山 口　　 眞 （名古屋中） 
 川 澄　哲 裕 （半田南）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）
 深 石　公 彦 （岩倉）
 城野  八代江 （名古屋名駅）
　　 池 森　由 幸 （名古屋千種  
 岡 田　邦 義 （岡崎）

クラブ奉仕委員会
　 C 福 田　清 成 （江南）
　 ◎ 重 冨　　 亮 （名古屋守山）
　 ○ 糸 井　　 学 （名古屋みなと）
 田 中　正 規 （西尾）  
 早 川　八 郎 （春日井）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）
　　 鈴 木　正 輝 （豊田三好）
 
職業奉仕委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 國 友　昌 大 （名古屋中）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）  
　 ○ 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 場々  大刀雄 （春日井） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
 坪 井　義 之 （名古屋名駅）
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南）
 髙 木　　 勝 （名古屋瑞穂） 
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 伊 東　良 夫 （半田）
 大林  香瑞人 （東海） 
　　 細 井　土 夫 （名古屋栄） 
　　 神 谷　　 馨 （豊橋ゴールデン） 

社会奉仕委員会
　 ◎ 長瀬  輝代之 （名古屋守山）
　 ○ 西 脇　良 一 （名古屋名北）
　 ※ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ※ 鈴 木　元 弘 （豊田）

　　ＲＣＣ委員会
　 ◎ 松崎  美都子 （名古屋守山）
　 ○ 永 谷　文 人 （安城）
　 ○ 杉 田　和 俊 （豊橋ゴールデン）
 岩 部　雅 人 （半田南）
 浅 原　光 男 （名古屋南）
　　 池井戸  貞夫 （名古屋丸の内）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
 福 井　　 敬 （豊橋）
 水 越　彌 生 （刈谷）
　　 山 田　　 治 （春日井）
　　 鈴村 與左衛門 （あま）
　　 川 島　悦 雄 （名古屋中）

　環境保全委員会
　 ◎ 鈴 木　元 弘 （豊田）
　 ○ 服 部　　 滋 （名古屋和合）
　 ○ 山 田　慎 也 （名古屋栄）
 武 田　昭 俊 （知立）
 舟 橋　伸 治 （名古屋城北）
　　 筒 井　信 之 （名古屋南）
　　 大 矢　裕 慈 （名古屋中）

　　 稲 葉　　 徹 （名古屋瑞穂）
 鈴 木　　 豊 （刈谷）  
 鵜 飼　昌 治 （名古屋守山）
 伊 藤　眞 人 （瀬戸）
 高 橋　豊 彦 （豊橋）
 鈴 木　岳 嗣 （蒲郡）
　　 古 澤　功 三 （豊橋北）
　　 山 脇　善 典 （豊川）
　　 川 西　裕 康 （豊橋東）
 古 井　弘 二 （豊田西）
 長谷川  周義 （名古屋錦）

国際奉仕委員会
　 ◎※ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○※ 鈴 木　吉 男 （津島）

　世界社会奉仕委員会
　 ◎ 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
　 ○ 杉 浦　敏 夫 （豊田）
  鈴 木　宏 司 （半田南）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）
 和 田　富 夫 （名古屋名東）
 三 浦　俊 彦 （名古屋錦）
 度 会　尚 志 （豊川宝飯）  
 本 間　　 毅 （岡崎南）
 鳥 居　剛 育 （三河安城）

　識字率向上委員会
　 ◎ 鈴 木　吉 男 （津島）
　 ○ 酒 井　法 丈 （豊田）
 森 田　堅 一 （名古屋清須）
 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 小 川　　 隆 （名古屋栄）
 横 田　徳 久 （名古屋名北）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

新世代奉仕委員会
　 ◎※ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○※ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 　※ 大河内  圭一 （一宮北）
　 　※ 岡 田　雅 隆 （犬山）

　インターアクト委員会
　 ◎ 大河内  圭一 （一宮北）
　 ○ 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ○ 堀 田　義 之 （西尾ＫＩＲＡＲＡ）
 石 川　義 典 （安城）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　　 林　  左希也 （名古屋）
　　 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　　 杉 本　知 治 （岡崎）
　　 奥 田　清 仁 （豊田）
 堀 本　保 美 （三河安城）
　　 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 秋 田　敬 治 （豊田）
　 ○ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 中 村　陽 公 （名古屋北）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 杦 本　哲 一 （江南）
 玉 置　政 利 （名古屋城北）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
　　 武 田　正 典 （名古屋錦）
　　 青 木　昭 憲 （名古屋葵）
　　 杉 田　　 洋 （豊橋）
 鈴 木　正 敏 （田原）
　　 南 部　　 淳 （岡崎）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 谷 山　芳 和 （豊田西）
　 ○ 若 林　正 治 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
 坂 本　竹 敏 （知多）
 藤 井　　 忠 （名古屋清須） 
 北　 　登 一 （名古屋南）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）
 平 野　恒 弘 （豊田東）
 森 田　勝 己 （三河安城）
　　 平 尾　節 子 （瀬戸北）　
　　 犬 束　敏 彦 （小牧）
 加 藤　辰 己 （一宮中央）
　　 岡 本　光 生 （名古屋東）
　　 伊 藤　　 人 （田原）
　
　青少年交換委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 山 本　雅 久 （豊橋ゴールデン）
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 黒 田　勝 基 （高浜） 
　 佐々木  利政 （豊橋）
　　 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　　 鈴 木　隆 太 （豊田）
　　 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 川 島　　 誠 （名古屋西）
  福 田　清 成 （江南）
　　 光 岡　　 朗 （あま）

ロータリー財団委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 ◎ 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
　 ○ 矢 形　修 己 （名古屋北）
ロータリー財団会計長
 神 谷　　 研 （安城）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 朱 宮　新 治 （犬山）
　 ○ 山 田　　 猛 （江南）
　年次寄付委員会
　 ◎ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 山 田　謹 一 （あま）
 橋 本　義 紀 （岡崎東）
　　 八 神　　 基 （名古屋栄）
　　 川 村　繁 生 （名古屋名南）
　　 北 山　健 二 （西尾）
　恒久基金・大口寄付委員会
　 ◎ 伊 奈　一 郎 （常滑）
　 ○ 久 米　博 明 （刈谷）
 中 村　有 孝 （名古屋和合）
　　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　
　補助金委員会
　 ◎ 松尾  憲二郎 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　新地区補助金委員会
　 ◎ 石 田　正 城 （名古屋北）
　　 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 戸 田　俊 晴 （豊川）
　　 有 賀　　 健 （岡崎）
　　 服 部　潤 一 （豊田西）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
　　 𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷）
 　グローバル補助金委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 神 谷　　 修 （知立）
　　 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　　 石 川　百 代 （豊橋）

　　 杉 浦　秀 明 （豊田）
　　 岩 井　豊 彦 （一宮中央）
　　 加 藤　清 久 （尾張旭）
　　 渡 邊　正 数 （名古屋東）
　
　職業研修チーム委員会
　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 渡 邊　源 市 （名古屋千種）
　　 柏 木　博 喜 （名古屋和合） 
 加 藤　浩 一 （犬山）
 渡 辺　　 昇 （名古屋栄）
 加 納　　 裕 （名古屋瑞穂）

　奨学基金・学友委員会
　 ◎ 満 田　　 稔 （豊橋東）
　 ○ 寺 西　　 正 （名古屋錦）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
　　 村 上　雅 則 （豊田）

　ポリオプラス委員会
　 ◎ 増 田　盛 英 （名古屋瑞穂）
　 ○ 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
 佐々木  久直 （一宮）
 横 井　　 定 （稲沢）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
　
ロータリー平和フェローシップ委員会
　 ◎ 石 川　昌 和 （豊橋南）
　 ○ ミカエル カルマノ （名古屋東）

米山奨学委員会
　 C 加 納　　 泉 （名古屋中）
　 C 福 田　清 成 （江南）　 
　 ◎ 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ○ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 ○ 坂 井　則 夫 （名古屋西）
　 ○ 杉 浦　正 典 （豊田）
 藤 本　博 之 （名古屋西）
 大 西　弘 高 （名古屋東南）
  竹 内　一 郎 （刈谷）

  加 藤　宜 之 （名古屋名南）
 伊東  與有三 （名古屋東南）
 野 村　順 雄 （名古屋みなと）
　　 水 野　憲 司 （一宮北）
　　 鮑 尓　吉 徳 （名古屋栄）
　　 金 田　英 和 （名古屋東山）
　　 山 本　光 人 （豊橋北）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）　 
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東） 
　 ◎ 高 山　光 雄 （名古屋空港）
　 ○ 大 口　弘 和 （名古屋千種） 
 硲　　 伸 夫 （豊田西）
 佐 藤　文 昭 （愛知長久手）
 大河内  圭一 （一宮北）
 秋 田　敬 治 （豊田） 
　　 谷 山　芳 和 （豊田西） 
　　 岡 田　雅 隆 （犬山）
 鈴 木　文 勝 （小牧）　
 中 島　　 実 （名古屋北）  
 松崎  美都子 （名古屋守山）
 神 田　　 憲 （名古屋大須）
 國 分　孝 雄 （名古屋和合）
 黒 田　勝 基 （高浜）
　 （ᜯ㥯ឰᒨ）
 成 瀬　伸 子 （弁護士）
 池 田　　 公 （医師）
 木本  精之助 （奉仕活動）

地区大会企画委員会
　 ◎ 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 大 澤　輝 秀 （豊川）  
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
　　 長谷川  正己 （一宮中央）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 黒野  晃太郎 （あま）
　 

　�（10ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 渡 辺　　 均 （あま）
　 （11ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 髙 村　博 三 （名古屋瑞穂）
　�（11ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 遠 山　堯 郎 （名古屋瑞穂）
　�（12ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 沓 名　俊 裕 （安城）
　 （12ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 奥 田　法 行 （安城）

 米山記念奨学会
　⟨န 福 田　清 成 （江南）
　ᩝ᚟ឰᒨ長 江 崎　柳 節 （小牧） 
　㖶㙼ឰᒨ 田 嶋　好 博 （名古屋北） 
　㖶㙼ឰᒨ 松 前　憲 典 （一宮中央） 
恒久基金日本委員会
　ឰᒨ 野 村　重 彦 （刈谷）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
   福 田　清 成 （江南）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န長 斎 藤　直 美 （豊田）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
ＲＩ日本青少年交換委員会
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ＲＩゾーン・チャレンジ・コーディネーター(ZCC)
  江 崎　柳 節 （小牧）
公益財団法人ロータリー日本財団
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリーの友地区委員
 河 村　嘉 男 （小牧）
オンツーバンコク
 松 前　憲 典 （一宮中央） 
地区ローターアクト代表
 山 下　　 裕 （豊田広域ローターアクト）

 

ガバナー
 加 藤　陽 一 （瀬戸）  
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 上　茂 登 （知多） 
（西尾張分区担当）
 平 松　清 美 （尾西）
（東尾張分区担当）
 朱 宮　新 治 （犬山）
（西名古屋分区担当）
 近 藤　雅 夫 （名古屋南）
（東名古屋分区担当）
 藤 田　義 明 （名古屋葵）

（東三河分区担当）
 彦 坂　育 甫 （渥美）
（西三河中分区担当）
 小 幡　輝 雄 （豊田西）
（西三河分区担当）
 杉浦  世志朗 （刈谷）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）

 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）

 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎） 

地区幹事
 大 竹　一 義 （瀬戸）
地区副幹事
 藤 井　源 成 （瀬戸）
 加 藤　睦 彦 （瀬戸）
 勝 谷　哲 次 （瀬戸）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 野 田　正 治 （瀬戸）
 井 上　　 博 （瀬戸）
 加藤  唐三郎 （瀬戸）
 澤 田　賢 成 （瀬戸）
地区会計長
 梶 野　輝 雄 （瀬戸）
地区監事
 亀 井　　 勝 （瀬戸）
事務ᤔ長
 佐 野　一 二 （瀬戸）
地区スタッフ
 山 本　英 雄 （瀬戸）
 牧　　　  治 （瀬戸）
 松 本　哲 也 （瀬戸）
 井 上　伸 也 （瀬戸）
 青 山　 　稔 （瀬戸）
 加 藤　定 江 （瀬戸）
 刑 部　祐 介 （瀬戸）
 鈴 木　光 彦 （瀬戸）
 加 藤　孝 爾  （瀬戸）
 加 藤　恵 子 （瀬戸）
 松 村　晋 也 （瀬戸） 

ガバナーエレクト
 服 部　良 男 （岡崎） 
次期地区幹事
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

地区指名委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 田 中　正 規 （西尾）
　  田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 服 部　良 男 （岡崎） 
 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

副ガバナー
 田 中　正 規 （西尾）

地区研修リーダー
 千 田　　 毅 （名古屋東）

分区幹事
 南尾張分区
  中 村　泰 忠 （知多）
 西尾張分区
  犬飼  万壽男 （尾西） 
 東尾張分区
  岡 田　雅 隆 （犬山） 
 西名古屋分区
  櫻 井　　 繁 （名古屋南） 
 東名古屋分区
  堀 口　　 久 （名古屋葵） 

　東三河分区
  川 口　敏 郎 （渥美）
　西三河中分区
  加 納　一 弘 （豊田西）
　西三河分区
  𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷） 

地区財務委員会
　 ◎ 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　 ○ 嚮 原　勝 俊 （西尾）  
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 A 服 部　良 男 （岡崎）
　 A 大 竹　一 義 （瀬戸）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山） 
　 ○ 村 上　茂 登 （知多）  
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 奥 田　清 仁 （豊田）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
  石 川　勝 彦  （半田南）
 山 﨑　克 弥  （西尾）
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）
 大竹山  雄二 （名古屋東南）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
 松 村　晋 也 （瀬戸）
 羽田野  道明 （名古屋栄）

拡大委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 岡 本　 　巧 （刈谷）  

研修委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　   
　 ○ 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 関 口　宗 男 （名古屋みなと） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）  
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内） 
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 鈴 木　正 徳 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 
地区大会企画委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 服 部　良 男 （岡崎）  

 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　�（14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 嚮原　正 治 （半田）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 松尾  憲二郎 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 岡 田　邦 義 （岡崎）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 小笠原  竜児 （豊橋東）
 加藤  久仁明 （春日井）
 池 戸　史 英 （名古屋東）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  金 谷　康 正 （瀬戸）
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 
職業奉仕委員会
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 杉 田　 　洋 （豊橋）
 近 藤　正 美 （名古屋東山）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 酒 井　 　賢 （岡崎東）
　 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 日 野　典 子 （愛知長久手）
　 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 内 藤　教 恵 （安城）
　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　 近 藤　太 門 （春日井）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 山 本　忠 男 （豊橋北）
　 塩 谷　和 久 （名古屋中）

国際奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）  
 横 田　徳 久 （名古屋名北） 
 山 田　　 拓 （瀬戸）
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 社 本　太 郎 （春日井） 
 平 野　恒 弘 （豊田東）  

 中 田　典 子 （名古屋守山） 

青少年奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 A 秋 田　敬 治 （一宮中央）
　 A 谷 山　芳 和 （豊田西）　 
　 A 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）

インターアクト委員会
　 ◎ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 北 園　守 生 （名古屋空港）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 奥 田　法 行 （安城）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 渋 谷　文 平 （名古屋）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 服 部　 　貴 （津島）
 青 山　五 郎 （東知多）
　 菱 川　弘 樹 （一宮北）
　 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 藤 井　康 正 （岡崎）
　 ○ 山 中　建 策 （一宮中央）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 近 藤　　 眞 （豊橋）
　 村 田　誠 一 （名古屋みなと） 
 天野  英一郎 （田原）
　 沢 田　昌 久 （江南）
　 加 納　伸 康 （名古屋葵）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
　 ○ 平 田　兼 久 （西尾） 
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 大 林　則 久 （豊橋ゴールデン） 
 渡 邊　嘉 昭 （名古屋北） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）

青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 黒 田　勝 基 （高浜）  
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 高 木　政 義 （名古屋大須） 
 吉 岡　秀 記 （刈谷） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
೾ールജ೰リスജೞೖ೉೧ィ೔ーディ೮ーター 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
資金推進委員会
　 ◎ 久 米　博 明 （刈谷） 
　 ○ 牧 野　博 和 （名古屋栄） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　
補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 田 島　保 紀 （名古屋東）
　 ○ 高 山　景 一 （豊橋）
　　 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 笠 井　保 志 （西尾一色）  
 朝 倉　淳 一 （名古屋北）  
 鈴 木　照 幸 （田原パシフィック） 
 久 具　信 夫 （豊川）  
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 都 築　義 勝 （豊田東）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）
 山 口　直 彦 （名古屋東南）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 伊藤  素美子 （名古屋東南） 
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 永 井　伸 治 （稲沢） 

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 佐々木  久直 （一宮）
　 ○ 加 藤　浩 一 （犬山）
 横 井　　 定 （稲沢）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）

奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　 ○ 松 田　茂 治 （西尾）
 佐々木  利政 （豊橋）
 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 矢 頭　功 生 （豊田東） 

米山奨学委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 A 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南） 
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 水 野　憲 司 （一宮北）
 青 山　　 稔 （瀬戸） 
 山 田　一 仁 （一宮）  
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
  杉 浦　澄 雄 （西尾）

 山 本　慎 治 （半田南）
  山 田　　 猛 （江南）
  大 村　幸 司 （豊川）
  加 藤　英 樹 （刈谷）
  荒 川　雅 義 （名古屋中）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 C 田 中　正 規 （西尾）　  
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
  松 田　茂 樹 （名古屋東）

ＲＩ理事エレクト
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター補佐（ARC）
   田 嶋　好 博 （名古屋北）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　㤩⽎ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
ᡩጴജᡩᏪឰᒨ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န　 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
オンツーೞೇル
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
地区ローターアクト代表
 及 川　　 純 （岡崎RAC）

ガバナー
 加 藤　陽 一 （瀬戸）  
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 上　茂 登 （知多） 
（西尾張分区担当）
 平 松　清 美 （尾西）
（東尾張分区担当）
 朱 宮　新 治 （犬山）
（西名古屋分区担当）
 近 藤　雅 夫 （名古屋南）
（東名古屋分区担当）
 藤 田　義 明 （名古屋葵）

（東三河分区担当）
 彦 坂　育 甫 （渥美）
（西三河中分区担当）
 小 幡　輝 雄 （豊田西）
（西三河分区担当）
 杉浦  世志朗 （刈谷）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）

 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）

 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎） 

地区幹事
 大 竹　一 義 （瀬戸）
地区副幹事
 藤 井　源 成 （瀬戸）
 加 藤　睦 彦 （瀬戸）
 勝 谷　哲 次 （瀬戸）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 野 田　正 治 （瀬戸）
 井 上　　 博 （瀬戸）
 加藤  唐三郎 （瀬戸）
 澤 田　賢 成 （瀬戸）
地区会計長
 梶 野　輝 雄 （瀬戸）
地区監事
 亀 井　　 勝 （瀬戸）
事務ᤔ長
 佐 野　一 二 （瀬戸）
地区スタッフ
 山 本　英 雄 （瀬戸）
 牧　　　  治 （瀬戸）
 松 本　哲 也 （瀬戸）
 井 上　伸 也 （瀬戸）
 青 山　 　稔 （瀬戸）
 加 藤　定 江 （瀬戸）
 刑 部　祐 介 （瀬戸）
 鈴 木　光 彦 （瀬戸）
 加 藤　孝 爾  （瀬戸）
 加 藤　恵 子 （瀬戸）
 松 村　晋 也 （瀬戸） 

ガバナーエレクト
 服 部　良 男 （岡崎） 
次期地区幹事
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

地区指名委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 田 中　正 規 （西尾）
　  田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 服 部　良 男 （岡崎） 
 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

副ガバナー
 田 中　正 規 （西尾）

地区研修リーダー
 千 田　　 毅 （名古屋東）

分区幹事
 南尾張分区
  中 村　泰 忠 （知多）
 西尾張分区
  犬飼  万壽男 （尾西） 
 東尾張分区
  岡 田　雅 隆 （犬山） 
 西名古屋分区
  櫻 井　　 繁 （名古屋南） 
 東名古屋分区
  堀 口　　 久 （名古屋葵） 

　東三河分区
  川 口　敏 郎 （渥美）
　西三河中分区
  加 納　一 弘 （豊田西）
　西三河分区
  𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷） 

地区財務委員会
　 ◎ 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　 ○ 嚮 原　勝 俊 （西尾）  
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 A 服 部　良 男 （岡崎）
　 A 大 竹　一 義 （瀬戸）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山） 
　 ○ 村 上　茂 登 （知多）  
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 奥 田　清 仁 （豊田）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
  石 川　勝 彦  （半田南）
 山 﨑　克 弥  （西尾）
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）
 大竹山  雄二 （名古屋東南）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
 松 村　晋 也 （瀬戸）
 羽田野  道明 （名古屋栄）

拡大委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 岡 本　 　巧 （刈谷）  

研修委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　   
　 ○ 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 関 口　宗 男 （名古屋みなと） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）  
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内） 
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 鈴 木　正 徳 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 
地区大会企画委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 服 部　良 男 （岡崎）  

 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　�（14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 嚮原　正 治 （半田）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 松尾  憲二郎 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 岡 田　邦 義 （岡崎）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 小笠原  竜児 （豊橋東）
 加藤  久仁明 （春日井）
 池 戸　史 英 （名古屋東）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  金 谷　康 正 （瀬戸）
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 
職業奉仕委員会
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 杉 田　 　洋 （豊橋）
 近 藤　正 美 （名古屋東山）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 酒 井　 　賢 （岡崎東）
　 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 日 野　典 子 （愛知長久手）
　 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 内 藤　教 恵 （安城）
　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　 近 藤　太 門 （春日井）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 山 本　忠 男 （豊橋北）
　 塩 谷　和 久 （名古屋中）

国際奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）  
 横 田　徳 久 （名古屋名北） 
 山 田　　 拓 （瀬戸）
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 社 本　太 郎 （春日井） 
 平 野　恒 弘 （豊田東）  

 中 田　典 子 （名古屋守山） 

青少年奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 A 秋 田　敬 治 （一宮中央）
　 A 谷 山　芳 和 （豊田西）　 
　 A 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）

インターアクト委員会
　 ◎ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 北 園　守 生 （名古屋空港）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 奥 田　法 行 （安城）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 渋 谷　文 平 （名古屋）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 服 部　 　貴 （津島）
 青 山　五 郎 （東知多）
　 菱 川　弘 樹 （一宮北）
　 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 藤 井　康 正 （岡崎）
　 ○ 山 中　建 策 （一宮中央）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 近 藤　　 眞 （豊橋）
　 村 田　誠 一 （名古屋みなと） 
 天野  英一郎 （田原）
　 沢 田　昌 久 （江南）
　 加 納　伸 康 （名古屋葵）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
　 ○ 平 田　兼 久 （西尾） 
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 大 林　則 久 （豊橋ゴールデン） 
 渡 邊　嘉 昭 （名古屋北） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）

青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 黒 田　勝 基 （高浜）  
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 高 木　政 義 （名古屋大須） 
 吉 岡　秀 記 （刈谷） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
೾ールജ೰リスജೞೖ೉೧ィ೔ーディ೮ーター 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
資金推進委員会
　 ◎ 久 米　博 明 （刈谷） 
　 ○ 牧 野　博 和 （名古屋栄） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　
補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 田 島　保 紀 （名古屋東）
　 ○ 高 山　景 一 （豊橋）
　　 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 笠 井　保 志 （西尾一色）  
 朝 倉　淳 一 （名古屋北）  
 鈴 木　照 幸 （田原パシフィック） 
 久 具　信 夫 （豊川）  
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 都 築　義 勝 （豊田東）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）
 山 口　直 彦 （名古屋東南）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 伊藤  素美子 （名古屋東南） 
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 永 井　伸 治 （稲沢） 

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 佐々木  久直 （一宮）
　 ○ 加 藤　浩 一 （犬山）
 横 井　　 定 （稲沢）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）

奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　 ○ 松 田　茂 治 （西尾）
 佐々木  利政 （豊橋）
 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 矢 頭　功 生 （豊田東） 

米山奨学委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 A 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南） 
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 水 野　憲 司 （一宮北）
 青 山　　 稔 （瀬戸） 
 山 田　一 仁 （一宮）  
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
  杉 浦　澄 雄 （西尾）

 山 本　慎 治 （半田南）
  山 田　　 猛 （江南）
  大 村　幸 司 （豊川）
  加 藤　英 樹 （刈谷）
  荒 川　雅 義 （名古屋中）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 C 田 中　正 規 （西尾）　  
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
  松 田　茂 樹 （名古屋東）

ＲＩ理事エレクト
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター補佐（ARC）
   田 嶋　好 博 （名古屋北）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　㤩⽎ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
ᡩጴജᡩᏪឰᒨ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န　 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
オンツーೞೇル
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
地区ローターアクト代表
 及 川　　 純 （岡崎RAC）
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委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

ガバナー
 加 藤　陽 一 （瀬戸）  
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 上　茂 登 （知多） 
（西尾張分区担当）
 平 松　清 美 （尾西）
（東尾張分区担当）
 朱 宮　新 治 （犬山）
（西名古屋分区担当）
 近 藤　雅 夫 （名古屋南）
（東名古屋分区担当）
 藤 田　義 明 （名古屋葵）

（東三河分区担当）
 彦 坂　育 甫 （渥美）
（西三河中分区担当）
 小 幡　輝 雄 （豊田西）
（西三河分区担当）
 杉浦  世志朗 （刈谷）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）

 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）

 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎） 

地区幹事
 大 竹　一 義 （瀬戸）
地区副幹事
 藤 井　源 成 （瀬戸）
 加 藤　睦 彦 （瀬戸）
 勝 谷　哲 次 （瀬戸）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 野 田　正 治 （瀬戸）
 井 上　　 博 （瀬戸）
 加藤  唐三郎 （瀬戸）
 澤 田　賢 成 （瀬戸）
地区会計長
 梶 野　輝 雄 （瀬戸）
地区監事
 亀 井　　 勝 （瀬戸）
事務ᤔ長
 佐 野　一 二 （瀬戸）
地区スタッフ
 山 本　英 雄 （瀬戸）
 牧　　　  治 （瀬戸）
 松 本　哲 也 （瀬戸）
 井 上　伸 也 （瀬戸）
 青 山　 　稔 （瀬戸）
 加 藤　定 江 （瀬戸）
 刑 部　祐 介 （瀬戸）
 鈴 木　光 彦 （瀬戸）
 加 藤　孝 爾  （瀬戸）
 加 藤　恵 子 （瀬戸）
 松 村　晋 也 （瀬戸） 

ガバナーエレクト
 服 部　良 男 （岡崎） 
次期地区幹事
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

地区指名委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 田 中　正 規 （西尾）
　  田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 服 部　良 男 （岡崎） 
 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

副ガバナー
 田 中　正 規 （西尾）

地区研修リーダー
 千 田　　 毅 （名古屋東）

分区幹事
 南尾張分区
  中 村　泰 忠 （知多）
 西尾張分区
  犬飼  万壽男 （尾西） 
 東尾張分区
  岡 田　雅 隆 （犬山） 
 西名古屋分区
  櫻 井　　 繁 （名古屋南） 
 東名古屋分区
  堀 口　　 久 （名古屋葵） 

　東三河分区
  川 口　敏 郎 （渥美）
　西三河中分区
  加 納　一 弘 （豊田西）
　西三河分区
  𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷） 

地区財務委員会
　 ◎ 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　 ○ 嚮 原　勝 俊 （西尾）  
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 A 服 部　良 男 （岡崎）
　 A 大 竹　一 義 （瀬戸）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山） 
　 ○ 村 上　茂 登 （知多）  
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 奥 田　清 仁 （豊田）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
  石 川　勝 彦  （半田南）
 山 﨑　克 弥  （西尾）
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）
 大竹山  雄二 （名古屋東南）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
 松 村　晋 也 （瀬戸）
 羽田野  道明 （名古屋栄）

拡大委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 岡 本　 　巧 （刈谷）  

研修委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　   
　 ○ 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 関 口　宗 男 （名古屋みなと） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）  
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内） 
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 鈴 木　正 徳 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 
地区大会企画委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 服 部　良 男 （岡崎）  

 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　�（14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 嚮原　正 治 （半田）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 松尾  憲二郎 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 岡 田　邦 義 （岡崎）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 小笠原  竜児 （豊橋東）
 加藤  久仁明 （春日井）
 池 戸　史 英 （名古屋東）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  金 谷　康 正 （瀬戸）
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 
職業奉仕委員会
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 杉 田　 　洋 （豊橋）
 近 藤　正 美 （名古屋東山）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 酒 井　 　賢 （岡崎東）
　 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 日 野　典 子 （愛知長久手）
　 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 内 藤　教 恵 （安城）
　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　 近 藤　太 門 （春日井）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 山 本　忠 男 （豊橋北）
　 塩 谷　和 久 （名古屋中）

国際奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）  
 横 田　徳 久 （名古屋名北） 
 山 田　　 拓 （瀬戸）
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 社 本　太 郎 （春日井） 
 平 野　恒 弘 （豊田東）  

 中 田　典 子 （名古屋守山） 

青少年奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 A 秋 田　敬 治 （一宮中央）
　 A 谷 山　芳 和 （豊田西）　 
　 A 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）

インターアクト委員会
　 ◎ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 北 園　守 生 （名古屋空港）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 奥 田　法 行 （安城）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 渋 谷　文 平 （名古屋）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 服 部　 　貴 （津島）
 青 山　五 郎 （東知多）
　 菱 川　弘 樹 （一宮北）
　 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 藤 井　康 正 （岡崎）
　 ○ 山 中　建 策 （一宮中央）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 近 藤　　 眞 （豊橋）
　 村 田　誠 一 （名古屋みなと） 
 天野  英一郎 （田原）
　 沢 田　昌 久 （江南）
　 加 納　伸 康 （名古屋葵）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
　 ○ 平 田　兼 久 （西尾） 
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 大 林　則 久 （豊橋ゴールデン） 
 渡 邊　嘉 昭 （名古屋北） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）

青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 黒 田　勝 基 （高浜）  
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 高 木　政 義 （名古屋大須） 
 吉 岡　秀 記 （刈谷） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
೾ールജ೰リスജೞೖ೉೧ィ೔ーディ೮ーター 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
資金推進委員会
　 ◎ 久 米　博 明 （刈谷） 
　 ○ 牧 野　博 和 （名古屋栄） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　
補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 田 島　保 紀 （名古屋東）
　 ○ 高 山　景 一 （豊橋）
　　 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 笠 井　保 志 （西尾一色）  
 朝 倉　淳 一 （名古屋北）  
 鈴 木　照 幸 （田原パシフィック） 
 久 具　信 夫 （豊川）  
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 都 築　義 勝 （豊田東）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）
 山 口　直 彦 （名古屋東南）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 伊藤  素美子 （名古屋東南） 
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 永 井　伸 治 （稲沢） 

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 佐々木  久直 （一宮）
　 ○ 加 藤　浩 一 （犬山）
 横 井　　 定 （稲沢）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）

奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　 ○ 松 田　茂 治 （西尾）
 佐々木  利政 （豊橋）
 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 矢 頭　功 生 （豊田東） 

米山奨学委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 A 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南） 
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 水 野　憲 司 （一宮北）
 青 山　　 稔 （瀬戸） 
 山 田　一 仁 （一宮）  
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
  杉 浦　澄 雄 （西尾）

 山 本　慎 治 （半田南）
  山 田　　 猛 （江南）
  大 村　幸 司 （豊川）
  加 藤　英 樹 （刈谷）
  荒 川　雅 義 （名古屋中）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 C 田 中　正 規 （西尾）　  
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
  松 田　茂 樹 （名古屋東）

ＲＩ理事エレクト
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター補佐（ARC）
   田 嶋　好 博 （名古屋北）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　㤩⽎ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
ᡩጴജᡩᏪឰᒨ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န　 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
オンツーೞೇル
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
地区ローターアクト代表
 及 川　　 純 （岡崎RAC）

ガバナー
 服 部　良 男 （岡崎）  
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 瀬　秀 和 （東海） 
（西尾張分区担当）
 黒野  晃太郎 （あま）
（東尾張分区担当）
 古 田　嘉 且 （江南）
（西名古屋分区担当）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
（東名古屋分区担当）
 柴 田　幸 男 （名古屋北）
（東三河分区担当）
 高 桑　　 耐 （豊川宝飯）
（西三河中分区担当）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
（西三河分区担当）
 近 藤　一 幸 （知立）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎）
 神 野　重 行 （名古屋名駅）

地区幹事
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
地区副幹事
 林　　 和 夫 （岡崎）
 菅 井　龍 一 （岡崎）
 岩 月　一 郎 （岡崎）
 松 原　広 幸 （岡崎）
 中 村　重 嗣 （岡崎）
 尾 崎　篤 司 （岡崎）
 荻 須　文 一 （岡崎）
 天 野　惠 一 （岡崎）
地区会計長
 河 合　　 潤 （岡崎）
地区監事
 蜂須賀  利雄 （岡崎）
地区事務長
 加 藤　博 巳 （岡崎）
地区スタッフ
 大 村　康 雄 （岡崎）
 石 川　敏 郎 （岡崎）
 谷 　　泰 男 （岡崎）
 福 澤　玉 青 （岡崎）
 花 市　佳 明 （岡崎）

●2016 年度

 岡 田　邦 義 （岡崎）
 太 田　成 紀 （岡崎）
 福 島　葉 子 （岡崎）
 安 福　良 豊  （岡崎）
 石 川　勝 敏 （岡崎）
 
ガバナーエレクト
 神 野　重 行 （名古屋名駅） 
次期地区幹事
 加 藤　定 伸 （名古屋名駅）

地区指名委員会
　 ◎ 田 中　正 規 （西尾）
　 ○ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　  松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 加 藤　陽 一 （瀬戸）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 服 部　良 男 （岡崎） 
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 神 野　重 行 （名古屋名駅）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
 加 藤　定 伸 （名古屋名駅）

副ガバナー
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

地区研修リーダー
 田 中　正 規 （西尾）

地区監査ᬒ
 森 　　恒 夫 （名古屋瑞穂）

分区幹事
 南尾張分区
  佐 藤　雅 之 （東海）
 西尾張分区
  鈴 木　正 徳 （あま） 
 東尾張分区
  波多野  智章 （江南） 
 西名古屋分区
  岩 佐　信 機 （名古屋みなと） 
　東名古屋分区

  朝 倉　淳 一 （名古屋北） 
　東三河分区
  柴 田　浩 志 （豊川宝飯）
　西三河中分区
  中 山　憲 和 （豊田中）
　西三河分区
  鈴 木　民 也 （知立） 

研修委員会
　 ◎ 田 中　正 規 （西尾）
　 ○ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　 ○ 神 野　重 行 （名古屋名駅）
 光 岡　新 吾 （豊田）  
 桐 渕　利 次 （岡崎城南）  
 鈴村 與左衛門 （あま）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）  
 奥 田　清 仁 （豊田）  
 鈴 木　文 勝 （小牧）  
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
  
地区ᳮ⣊計画委員会
　 ◎ 服 部　良 男 （岡崎）
　 ○ 神 野　重 行 （名古屋名駅）

　 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 村井  總一郎 （豊橋）

危機管理委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 C 神 野　重 行 （名古屋名駅）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 髙 木　政 義 （名古屋大須） 
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 中 村　公 彦 （名古屋名東）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 尾 関　孝 英 （名古屋北）

地区財務委員会
　 ◎ 榊 原　勝 俊 （西尾） 
　 ○ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂） 
 大 竹　一 義 （瀬戸）

拡大委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 岡 本　 　巧 （刈谷） 

会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 山 﨑　克 弥  （西尾）  
　 ○ 澤 田　文 雄  （豊田東）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
 松 村　晋 也 （瀬戸）
 羽田野  道明 （名古屋栄）
 水 越　彌 生 （刈谷）
 酒 井　良 輔 （半田）
 松 林　信 吾 （半田南）
 石 井　弘 子 （名古屋錦）

職業奉仕委員会
　 ◎ 匹 田　雅 久 （豊橋北）
　 ○ 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 小 川　耕 示 （刈谷）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 杉 田　 　洋 （豊橋）  
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 青 山　博 徳 （春日井）  
 鬼 頭　秀 幸 （豊橋ゴールデン） 
 香 田　研 二 （名古屋名北）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 山 元　康 裕 （名古屋東山）
　 ○ 井 口　貴 嗣 （豊橋）
 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 内 藤　教 恵 （安城）
　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 塩 谷　和 久 （名古屋中）
　 谷 定　貴 之 （犬山）
　 後 藤　　 敞 （名古屋丸の内）
　 小笠原  竜児 （豊橋東）

国際奉仕委員会
　 ◎ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 木 村　樹 生 （名古屋南） 
　 ○ 山 田　　 拓 （瀬戸）
 中 田　典 子 （名古屋守山）
 横 山　明 巳 （大府）  
 加 島　 　光 （名古屋名北） 
 小塚  美知子 （名古屋城北）
 木 村　光 徳 （名古屋大須） 
 西 村　忠 郎 （名古屋栄） 
 平 野　恒 弘 （豊田東）  
 髙 山　　 進 （名古屋丸の内）

青少年奉仕委員会
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）　 
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 髙 木　政 義 （名古屋大須）

インターアクト委員会
　 ◎ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 杉 本　知 治 （岡崎）
　 ○ 奥 田　法 行 （安城）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 奥 田　清 仁 （豊田）　
 福 尾　　 清 （岡崎南）
 渋 谷　文 平 （名古屋）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 青 山　五 郎 （東知多）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 太 田　和 孝 （名古屋千種）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 梅 村　　 守 （春日井）
　 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　 伊 藤　　 基 （津島）
 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 村 田　誠 一 （名古屋みなと）
 天野  英一郎 （田原）
 富 田　清 孝 （江南）  
 森　　 　 眞 （一宮中央）
　 江 﨑　雅 彰 （豊橋）  
 吉 村　福 修 （名古屋葵）
　 竹 内　祐 子 （名古屋アイリス）
　 杉 田　篤 男 （岡崎）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 渡 邊　嘉 昭 （名古屋北） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東） 
 樅 山　修 一 （豊川宝飯）
 谷 山　芳 和 （豊田西）
 稲 垣　利 彦 （豊田）

青少年交換委員会
　 ◎ 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
 神 野　重 行 （名古屋名駅） 
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 吉 岡　秀 記 （刈谷） 
 松岡  多加倫 （名古屋千種）

公ሬイംージ向上委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
 尾 本　和 弘 （名古屋東南） 
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 池 戸　史 英 （名古屋東）
 坂 野　　 弘 （岡崎東）  
 金 谷　康 正 （瀬戸）
 杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 加藤  久仁明 （春日井）
 志 水　哲 也 （名古屋中）

地区大会企画委員会
　 ◎ 服 部　良 男 （岡崎）  
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 神 野　重 行 （名古屋名駅） 
 岩 月　昭 佳 （岡崎）  
 加 藤　定 伸 （名古屋名駅）
　�（15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15年度地区大会幹事）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）
ద�（16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 舩 橋　茂 行 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 （17ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 尾 上　　 昇 （名古屋大須）
　�（17ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 吉 田　隆 彦 （名古屋大須）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
  栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 野 村　政 弘 （岡崎東）

ロータリー財団委員会
　 ◎ 中 村　公 彦 （名古屋名東） 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 佐々木  久直 （一宮）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
 髙 山　景 一 （豊橋）
　
資金推進委員会
　 ◎ 松 田　茂 治 （西尾） 
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　
補助金委員会
　 ◎ 髙 山　景 一 （豊橋）
　 ○ 田 島　保 紀 （名古屋東）
　 ○ 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 久 具　信 夫 （豊川）  
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 都 築　義 勝 （豊田東）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）  
 藤 野　直 子 （名古屋名東） 
 金 谷　明 正 （名古屋北）  
 渡 邉　勝 行   （西尾一色）  
 大塩  啓太郎 （豊橋）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）

　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 永 井　伸 治 （稲沢）  
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 鈴 木　宏 治 （名古屋東山） 

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 加 藤　浩 一 （犬山）
　 ○ 渡 邊　萬 里 （名古屋東山）
 横 井　　 定 （稲沢）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅） 
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
 加 納　伸 康 （名古屋葵）

奨学基金・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　 ○ 矢 頭　功 生 （豊田東） 
　 ○ 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 伊藤  素美子 （名古屋東南）
 石 川　昌 和 （豊橋南）
 猪 子　恭 秀 （名古屋みなと）

米山記念奨学委員会
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 青 山　　 稔 （瀬戸）  
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）  
 杉 浦　澄 雄 （西尾）
  山 本　慎 治 （半田南）
 山 田　　 猛 （江南）
  田 中　寛 孝 （豊川）
  加 藤　英 樹 （刈谷）
  大橋  さなえ （名古屋名南）
  磯 部　 　徹 （名古屋丸の内）
  近 藤　久 詞 （名古屋北）
  大 橋　　 均 （知立）

ＲＬＩᢗ㑳委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 高 畑　晧 一 （豊橋ゴールデン）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
  平 松　清 美 （尾西）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
　  岡 田　吉 生 （岡崎城南）
 古 田　嘉 且 （江南）
 加 藤　真 治 （刈谷）
  本田  伸太郎 （名古屋東）
 鈴 木　正 徳 （あま）
  細 井　英 治 （安城）

学友委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）　 
　 ○ 稲 本　良 二 （豊田中）
 池 谷　　 悟 （中部名古屋みらい）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
　  杉 本　知 治 （岡崎）
 村 田　誠 一 （名古屋みなと）
 金 山　明 史 （豊田西）
  岩 月　雅 章 （名古屋中）

䉡䉐䉐ᢗ㑳委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸） 　 
　 ○ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）

 奥 田　清 仁 （豊田）　 
 鈴 木　文 勝 （小牧）  
 早 川　和 男 （名古屋東山）
　  光 岡　新 吾  （豊田）
 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 鈴村 與左衛門 （あま）　   
 鈴 木　宏 司 （半田南）　
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと） 
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）  
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 髙 木　政 義 （名古屋大須） 
 中 村　公 彦 （名古屋名東）
 加 藤　浩 一 （犬山）
 金 田　英 和 （名古屋東山）

 岡 田　邦 義 （岡崎）
ＲＩ理事
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター（RC）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　㤩⽎ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）

　㖶㙼ឰᒨ 田 中　正 規 （西尾）
ᡩጴജᡩᏪឰᒨ 田 中　正 規 （西尾）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　⬬ᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリー友委員会
　ዣឰᒨ長 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリー友委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
オンツーアトランタ
 服 部　良 男 （岡崎） 
地区ローターアクト代表
 渡 邉　博 人 （名古屋名城RAC）

ガバナー
 加 藤　陽 一 （瀬戸）  
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 上　茂 登 （知多） 
（西尾張分区担当）
 平 松　清 美 （尾西）
（東尾張分区担当）
 朱 宮　新 治 （犬山）
（西名古屋分区担当）
 近 藤　雅 夫 （名古屋南）
（東名古屋分区担当）
 藤 田　義 明 （名古屋葵）

（東三河分区担当）
 彦 坂　育 甫 （渥美）
（西三河中分区担当）
 小 幡　輝 雄 （豊田西）
（西三河分区担当）
 杉浦  世志朗 （刈谷）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）

 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）

 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎） 

地区幹事
 大 竹　一 義 （瀬戸）
地区副幹事
 藤 井　源 成 （瀬戸）
 加 藤　睦 彦 （瀬戸）
 勝 谷　哲 次 （瀬戸）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 野 田　正 治 （瀬戸）
 井 上　　 博 （瀬戸）
 加藤  唐三郎 （瀬戸）
 澤 田　賢 成 （瀬戸）
地区会計長
 梶 野　輝 雄 （瀬戸）
地区監事
 亀 井　　 勝 （瀬戸）
事務ᤔ長
 佐 野　一 二 （瀬戸）
地区スタッフ
 山 本　英 雄 （瀬戸）
 牧　　　  治 （瀬戸）
 松 本　哲 也 （瀬戸）
 井 上　伸 也 （瀬戸）
 青 山　 　稔 （瀬戸）
 加 藤　定 江 （瀬戸）
 刑 部　祐 介 （瀬戸）
 鈴 木　光 彦 （瀬戸）
 加 藤　孝 爾  （瀬戸）
 加 藤　恵 子 （瀬戸）
 松 村　晋 也 （瀬戸） 

ガバナーエレクト
 服 部　良 男 （岡崎） 
次期地区幹事
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

地区指名委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 田 中　正 規 （西尾）
　  田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 服 部　良 男 （岡崎） 
 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

副ガバナー
 田 中　正 規 （西尾）

地区研修リーダー
 千 田　　 毅 （名古屋東）

分区幹事
 南尾張分区
  中 村　泰 忠 （知多）
 西尾張分区
  犬飼  万壽男 （尾西） 
 東尾張分区
  岡 田　雅 隆 （犬山） 
 西名古屋分区
  櫻 井　　 繁 （名古屋南） 
 東名古屋分区
  堀 口　　 久 （名古屋葵） 

　東三河分区
  川 口　敏 郎 （渥美）
　西三河中分区
  加 納　一 弘 （豊田西）
　西三河分区
  𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷） 

地区財務委員会
　 ◎ 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　 ○ 嚮 原　勝 俊 （西尾）  
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 A 服 部　良 男 （岡崎）
　 A 大 竹　一 義 （瀬戸）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山） 
　 ○ 村 上　茂 登 （知多）  
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 奥 田　清 仁 （豊田）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
  石 川　勝 彦  （半田南）
 山 﨑　克 弥  （西尾）
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）
 大竹山  雄二 （名古屋東南）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
 松 村　晋 也 （瀬戸）
 羽田野  道明 （名古屋栄）

拡大委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 岡 本　 　巧 （刈谷）  

研修委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　   
　 ○ 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 関 口　宗 男 （名古屋みなと） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）  
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内） 
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 鈴 木　正 徳 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 
地区大会企画委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 服 部　良 男 （岡崎）  

 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　�（14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 嚮原　正 治 （半田）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 松尾  憲二郎 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 岡 田　邦 義 （岡崎）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 小笠原  竜児 （豊橋東）
 加藤  久仁明 （春日井）
 池 戸　史 英 （名古屋東）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  金 谷　康 正 （瀬戸）
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 
職業奉仕委員会
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 杉 田　 　洋 （豊橋）
 近 藤　正 美 （名古屋東山）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 酒 井　 　賢 （岡崎東）
　 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 日 野　典 子 （愛知長久手）
　 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 内 藤　教 恵 （安城）
　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　 近 藤　太 門 （春日井）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 山 本　忠 男 （豊橋北）
　 塩 谷　和 久 （名古屋中）

国際奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）  
 横 田　徳 久 （名古屋名北） 
 山 田　　 拓 （瀬戸）
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 社 本　太 郎 （春日井） 
 平 野　恒 弘 （豊田東）  

 中 田　典 子 （名古屋守山） 

青少年奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 A 秋 田　敬 治 （一宮中央）
　 A 谷 山　芳 和 （豊田西）　 
　 A 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）

インターアクト委員会
　 ◎ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 北 園　守 生 （名古屋空港）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 奥 田　法 行 （安城）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 渋 谷　文 平 （名古屋）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 服 部　 　貴 （津島）
 青 山　五 郎 （東知多）
　 菱 川　弘 樹 （一宮北）
　 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 藤 井　康 正 （岡崎）
　 ○ 山 中　建 策 （一宮中央）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 近 藤　　 眞 （豊橋）
　 村 田　誠 一 （名古屋みなと） 
 天野  英一郎 （田原）
　 沢 田　昌 久 （江南）
　 加 納　伸 康 （名古屋葵）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
　 ○ 平 田　兼 久 （西尾） 
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 大 林　則 久 （豊橋ゴールデン） 
 渡 邊　嘉 昭 （名古屋北） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）

青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 黒 田　勝 基 （高浜）  
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 高 木　政 義 （名古屋大須） 
 吉 岡　秀 記 （刈谷） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
೾ールജ೰リスജೞೖ೉೧ィ೔ーディ೮ーター 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
資金推進委員会
　 ◎ 久 米　博 明 （刈谷） 
　 ○ 牧 野　博 和 （名古屋栄） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　
補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 田 島　保 紀 （名古屋東）
　 ○ 高 山　景 一 （豊橋）
　　 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 笠 井　保 志 （西尾一色）  
 朝 倉　淳 一 （名古屋北）  
 鈴 木　照 幸 （田原パシフィック） 
 久 具　信 夫 （豊川）  
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 都 築　義 勝 （豊田東）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）
 山 口　直 彦 （名古屋東南）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 伊藤  素美子 （名古屋東南） 
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 永 井　伸 治 （稲沢） 

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 佐々木  久直 （一宮）
　 ○ 加 藤　浩 一 （犬山）
 横 井　　 定 （稲沢）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）

奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　 ○ 松 田　茂 治 （西尾）
 佐々木  利政 （豊橋）
 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 矢 頭　功 生 （豊田東） 

米山奨学委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 A 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南） 
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 水 野　憲 司 （一宮北）
 青 山　　 稔 （瀬戸） 
 山 田　一 仁 （一宮）  
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
  杉 浦　澄 雄 （西尾）

 山 本　慎 治 （半田南）
  山 田　　 猛 （江南）
  大 村　幸 司 （豊川）
  加 藤　英 樹 （刈谷）
  荒 川　雅 義 （名古屋中）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 C 田 中　正 規 （西尾）　  
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
  松 田　茂 樹 （名古屋東）

ＲＩ理事エレクト
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター補佐（ARC）
   田 嶋　好 博 （名古屋北）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　㤩⽎ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
ᡩጴജᡩᏪឰᒨ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န　 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
オンツーೞೇル
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
地区ローターアクト代表
 及 川　　 純 （岡崎RAC）

ガバナー
 服 部　良 男 （岡崎）  
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 瀬　秀 和 （東海） 
（西尾張分区担当）
 黒野  晃太郎 （あま）
（東尾張分区担当）
 古 田　嘉 且 （江南）
（西名古屋分区担当）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
（東名古屋分区担当）
 柴 田　幸 男 （名古屋北）
（東三河分区担当）
 高 桑　　 耐 （豊川宝飯）
（西三河中分区担当）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
（西三河分区担当）
 近 藤　一 幸 （知立）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎）
 神 野　重 行 （名古屋名駅）

地区幹事
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
地区副幹事
 林　　 和 夫 （岡崎）
 菅 井　龍 一 （岡崎）
 岩 月　一 郎 （岡崎）
 松 原　広 幸 （岡崎）
 中 村　重 嗣 （岡崎）
 尾 崎　篤 司 （岡崎）
 荻 須　文 一 （岡崎）
 天 野　惠 一 （岡崎）
地区会計長
 河 合　　 潤 （岡崎）
地区監事
 蜂須賀  利雄 （岡崎）
地区事務長
 加 藤　博 巳 （岡崎）
地区スタッフ
 大 村　康 雄 （岡崎）
 石 川　敏 郎 （岡崎）
 谷 　　泰 男 （岡崎）
 福 澤　玉 青 （岡崎）
 花 市　佳 明 （岡崎）

 岡 田　邦 義 （岡崎）
 太 田　成 紀 （岡崎）
 福 島　葉 子 （岡崎）
 安 福　良 豊  （岡崎）
 石 川　勝 敏 （岡崎）
 
ガバナーエレクト
 神 野　重 行 （名古屋名駅） 
次期地区幹事
 加 藤　定 伸 （名古屋名駅）

地区指名委員会
　 ◎ 田 中　正 規 （西尾）
　 ○ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　  松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 加 藤　陽 一 （瀬戸）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 服 部　良 男 （岡崎） 
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 神 野　重 行 （名古屋名駅）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
 加 藤　定 伸 （名古屋名駅）

副ガバナー
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

地区研修リーダー
 田 中　正 規 （西尾）

地区監査ᬒ
 森 　　恒 夫 （名古屋瑞穂）

分区幹事
 南尾張分区
  佐 藤　雅 之 （東海）
 西尾張分区
  鈴 木　正 徳 （あま） 
 東尾張分区
  波多野  智章 （江南） 
 西名古屋分区
  岩 佐　信 機 （名古屋みなと） 
　東名古屋分区

  朝 倉　淳 一 （名古屋北） 
　東三河分区
  柴 田　浩 志 （豊川宝飯）
　西三河中分区
  中 山　憲 和 （豊田中）
　西三河分区
  鈴 木　民 也 （知立） 

研修委員会
　 ◎ 田 中　正 規 （西尾）
　 ○ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　 ○ 神 野　重 行 （名古屋名駅）
 光 岡　新 吾 （豊田）  
 桐 渕　利 次 （岡崎城南）  
 鈴村 與左衛門 （あま）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）  
 奥 田　清 仁 （豊田）  
 鈴 木　文 勝 （小牧）  
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
  
地区ᳮ⣊計画委員会
　 ◎ 服 部　良 男 （岡崎）
　 ○ 神 野　重 行 （名古屋名駅）

　 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 村井  總一郎 （豊橋）

危機管理委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 C 神 野　重 行 （名古屋名駅）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 髙 木　政 義 （名古屋大須） 
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 中 村　公 彦 （名古屋名東）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 尾 関　孝 英 （名古屋北）

地区財務委員会
　 ◎ 榊 原　勝 俊 （西尾） 
　 ○ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂） 
 大 竹　一 義 （瀬戸）

拡大委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 岡 本　 　巧 （刈谷） 

会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 山 﨑　克 弥  （西尾）  
　 ○ 澤 田　文 雄  （豊田東）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
 松 村　晋 也 （瀬戸）
 羽田野  道明 （名古屋栄）
 水 越　彌 生 （刈谷）
 酒 井　良 輔 （半田）
 松 林　信 吾 （半田南）
 石 井　弘 子 （名古屋錦）

職業奉仕委員会
　 ◎ 匹 田　雅 久 （豊橋北）
　 ○ 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 小 川　耕 示 （刈谷）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 杉 田　 　洋 （豊橋）  
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 青 山　博 徳 （春日井）  
 鬼 頭　秀 幸 （豊橋ゴールデン） 
 香 田　研 二 （名古屋名北）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 山 元　康 裕 （名古屋東山）
　 ○ 井 口　貴 嗣 （豊橋）
 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 内 藤　教 恵 （安城）
　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 塩 谷　和 久 （名古屋中）
　 谷 定　貴 之 （犬山）
　 後 藤　　 敞 （名古屋丸の内）
　 小笠原  竜児 （豊橋東）

国際奉仕委員会
　 ◎ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 木 村　樹 生 （名古屋南） 
　 ○ 山 田　　 拓 （瀬戸）
 中 田　典 子 （名古屋守山）
 横 山　明 巳 （大府）  
 加 島　 　光 （名古屋名北） 
 小塚  美知子 （名古屋城北）
 木 村　光 徳 （名古屋大須） 
 西 村　忠 郎 （名古屋栄） 
 平 野　恒 弘 （豊田東）  
 髙 山　　 進 （名古屋丸の内）

青少年奉仕委員会
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）　 
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 髙 木　政 義 （名古屋大須）

インターアクト委員会
　 ◎ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 杉 本　知 治 （岡崎）
　 ○ 奥 田　法 行 （安城）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 奥 田　清 仁 （豊田）　
 福 尾　　 清 （岡崎南）
 渋 谷　文 平 （名古屋）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 青 山　五 郎 （東知多）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 太 田　和 孝 （名古屋千種）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 梅 村　　 守 （春日井）
　 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　 伊 藤　　 基 （津島）
 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 村 田　誠 一 （名古屋みなと）
 天野  英一郎 （田原）
 富 田　清 孝 （江南）  
 森　　 　 眞 （一宮中央）
　 江 﨑　雅 彰 （豊橋）  
 吉 村　福 修 （名古屋葵）
　 竹 内　祐 子 （名古屋アイリス）
　 杉 田　篤 男 （岡崎）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 渡 邊　嘉 昭 （名古屋北） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東） 
 樅 山　修 一 （豊川宝飯）
 谷 山　芳 和 （豊田西）
 稲 垣　利 彦 （豊田）

青少年交換委員会
　 ◎ 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
 神 野　重 行 （名古屋名駅） 
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 吉 岡　秀 記 （刈谷） 
 松岡  多加倫 （名古屋千種）

公ሬイംージ向上委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
 尾 本　和 弘 （名古屋東南） 
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 池 戸　史 英 （名古屋東）
 坂 野　　 弘 （岡崎東）  
 金 谷　康 正 （瀬戸）
 杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 加藤  久仁明 （春日井）
 志 水　哲 也 （名古屋中）

地区大会企画委員会
　 ◎ 服 部　良 男 （岡崎）  
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 神 野　重 行 （名古屋名駅） 
 岩 月　昭 佳 （岡崎）  
 加 藤　定 伸 （名古屋名駅）
　�（15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15年度地区大会幹事）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）
ద�（16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 舩 橋　茂 行 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 （17ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 尾 上　　 昇 （名古屋大須）
　�（17ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 吉 田　隆 彦 （名古屋大須）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
  栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 野 村　政 弘 （岡崎東）

ロータリー財団委員会
　 ◎ 中 村　公 彦 （名古屋名東） 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 佐々木  久直 （一宮）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
 髙 山　景 一 （豊橋）
　
資金推進委員会
　 ◎ 松 田　茂 治 （西尾） 
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　
補助金委員会
　 ◎ 髙 山　景 一 （豊橋）
　 ○ 田 島　保 紀 （名古屋東）
　 ○ 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 久 具　信 夫 （豊川）  
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 都 築　義 勝 （豊田東）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）  
 藤 野　直 子 （名古屋名東） 
 金 谷　明 正 （名古屋北）  
 渡 邉　勝 行   （西尾一色）  
 大塩  啓太郎 （豊橋）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）

　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 永 井　伸 治 （稲沢）  
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 鈴 木　宏 治 （名古屋東山） 

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 加 藤　浩 一 （犬山）
　 ○ 渡 邊　萬 里 （名古屋東山）
 横 井　　 定 （稲沢）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅） 
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
 加 納　伸 康 （名古屋葵）

奨学基金・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　 ○ 矢 頭　功 生 （豊田東） 
　 ○ 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 伊藤  素美子 （名古屋東南）
 石 川　昌 和 （豊橋南）
 猪 子　恭 秀 （名古屋みなと）

米山記念奨学委員会
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 青 山　　 稔 （瀬戸）  
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）  
 杉 浦　澄 雄 （西尾）
  山 本　慎 治 （半田南）
 山 田　　 猛 （江南）
  田 中　寛 孝 （豊川）
  加 藤　英 樹 （刈谷）
  大橋  さなえ （名古屋名南）
  磯 部　 　徹 （名古屋丸の内）
  近 藤　久 詞 （名古屋北）
  大 橋　　 均 （知立）

ＲＬＩᢗ㑳委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 高 畑　晧 一 （豊橋ゴールデン）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
  平 松　清 美 （尾西）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
　  岡 田　吉 生 （岡崎城南）
 古 田　嘉 且 （江南）
 加 藤　真 治 （刈谷）
  本田  伸太郎 （名古屋東）
 鈴 木　正 徳 （あま）
  細 井　英 治 （安城）

学友委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）　 
　 ○ 稲 本　良 二 （豊田中）
 池 谷　　 悟 （中部名古屋みらい）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
　  杉 本　知 治 （岡崎）
 村 田　誠 一 （名古屋みなと）
 金 山　明 史 （豊田西）
  岩 月　雅 章 （名古屋中）

䉡䉐䉐ᢗ㑳委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸） 　 
　 ○ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）

 奥 田　清 仁 （豊田）　 
 鈴 木　文 勝 （小牧）  
 早 川　和 男 （名古屋東山）
　  光 岡　新 吾  （豊田）
 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 鈴村 與左衛門 （あま）　   
 鈴 木　宏 司 （半田南）　
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと） 
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）  
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 髙 木　政 義 （名古屋大須） 
 中 村　公 彦 （名古屋名東）
 加 藤　浩 一 （犬山）
 金 田　英 和 （名古屋東山）

 岡 田　邦 義 （岡崎）
ＲＩ理事
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター（RC）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　㤩⽎ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）

　㖶㙼ឰᒨ 田 中　正 規 （西尾）
ᡩጴജᡩᏪឰᒨ 田 中　正 規 （西尾）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　⬬ᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリー友委員会
　ዣឰᒨ長 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリー友委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
オンツーアトランタ
 服 部　良 男 （岡崎） 
地区ローターアクト代表
 渡 邉　博 人 （名古屋名城RAC）
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ガバナー
 加 藤　陽 一 （瀬戸）  
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 上　茂 登 （知多） 
（西尾張分区担当）
 平 松　清 美 （尾西）
（東尾張分区担当）
 朱 宮　新 治 （犬山）
（西名古屋分区担当）
 近 藤　雅 夫 （名古屋南）
（東名古屋分区担当）
 藤 田　義 明 （名古屋葵）

（東三河分区担当）
 彦 坂　育 甫 （渥美）
（西三河中分区担当）
 小 幡　輝 雄 （豊田西）
（西三河分区担当）
 杉浦  世志朗 （刈谷）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）

 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）

 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎） 

地区幹事
 大 竹　一 義 （瀬戸）
地区副幹事
 藤 井　源 成 （瀬戸）
 加 藤　睦 彦 （瀬戸）
 勝 谷　哲 次 （瀬戸）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 野 田　正 治 （瀬戸）
 井 上　　 博 （瀬戸）
 加藤  唐三郎 （瀬戸）
 澤 田　賢 成 （瀬戸）
地区会計長
 梶 野　輝 雄 （瀬戸）
地区監事
 亀 井　　 勝 （瀬戸）
事務ᤔ長
 佐 野　一 二 （瀬戸）
地区スタッフ
 山 本　英 雄 （瀬戸）
 牧　　　  治 （瀬戸）
 松 本　哲 也 （瀬戸）
 井 上　伸 也 （瀬戸）
 青 山　 　稔 （瀬戸）
 加 藤　定 江 （瀬戸）
 刑 部　祐 介 （瀬戸）
 鈴 木　光 彦 （瀬戸）
 加 藤　孝 爾  （瀬戸）
 加 藤　恵 子 （瀬戸）
 松 村　晋 也 （瀬戸） 

ガバナーエレクト
 服 部　良 男 （岡崎） 
次期地区幹事
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

地区指名委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 田 中　正 規 （西尾）
　  田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 服 部　良 男 （岡崎） 
 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

副ガバナー
 田 中　正 規 （西尾）

地区研修リーダー
 千 田　　 毅 （名古屋東）

分区幹事
 南尾張分区
  中 村　泰 忠 （知多）
 西尾張分区
  犬飼  万壽男 （尾西） 
 東尾張分区
  岡 田　雅 隆 （犬山） 
 西名古屋分区
  櫻 井　　 繁 （名古屋南） 
 東名古屋分区
  堀 口　　 久 （名古屋葵） 

　東三河分区
  川 口　敏 郎 （渥美）
　西三河中分区
  加 納　一 弘 （豊田西）
　西三河分区
  𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷） 

地区財務委員会
　 ◎ 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　 ○ 嚮 原　勝 俊 （西尾）  
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 A 服 部　良 男 （岡崎）
　 A 大 竹　一 義 （瀬戸）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山） 
　 ○ 村 上　茂 登 （知多）  
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 奥 田　清 仁 （豊田）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
  石 川　勝 彦  （半田南）
 山 﨑　克 弥  （西尾）
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）
 大竹山  雄二 （名古屋東南）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
 松 村　晋 也 （瀬戸）
 羽田野  道明 （名古屋栄）

拡大委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 岡 本　 　巧 （刈谷）  

研修委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　   
　 ○ 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 関 口　宗 男 （名古屋みなと） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）  
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内） 
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 鈴 木　正 徳 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 
地区大会企画委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 服 部　良 男 （岡崎）  

 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　�（14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 嚮原　正 治 （半田）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 松尾  憲二郎 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 岡 田　邦 義 （岡崎）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 小笠原  竜児 （豊橋東）
 加藤  久仁明 （春日井）
 池 戸　史 英 （名古屋東）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  金 谷　康 正 （瀬戸）
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 
職業奉仕委員会
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 杉 田　 　洋 （豊橋）
 近 藤　正 美 （名古屋東山）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 酒 井　 　賢 （岡崎東）
　 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 日 野　典 子 （愛知長久手）
　 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 内 藤　教 恵 （安城）
　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　 近 藤　太 門 （春日井）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 山 本　忠 男 （豊橋北）
　 塩 谷　和 久 （名古屋中）

国際奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）  
 横 田　徳 久 （名古屋名北） 
 山 田　　 拓 （瀬戸）
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 社 本　太 郎 （春日井） 
 平 野　恒 弘 （豊田東）  

 中 田　典 子 （名古屋守山） 

青少年奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 A 秋 田　敬 治 （一宮中央）
　 A 谷 山　芳 和 （豊田西）　 
　 A 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）

インターアクト委員会
　 ◎ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 北 園　守 生 （名古屋空港）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 奥 田　法 行 （安城）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 渋 谷　文 平 （名古屋）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 服 部　 　貴 （津島）
 青 山　五 郎 （東知多）
　 菱 川　弘 樹 （一宮北）
　 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 藤 井　康 正 （岡崎）
　 ○ 山 中　建 策 （一宮中央）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 近 藤　　 眞 （豊橋）
　 村 田　誠 一 （名古屋みなと） 
 天野  英一郎 （田原）
　 沢 田　昌 久 （江南）
　 加 納　伸 康 （名古屋葵）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
　 ○ 平 田　兼 久 （西尾） 
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 大 林　則 久 （豊橋ゴールデン） 
 渡 邊　嘉 昭 （名古屋北） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）

青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 黒 田　勝 基 （高浜）  
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 高 木　政 義 （名古屋大須） 
 吉 岡　秀 記 （刈谷） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
೾ールജ೰リスജೞೖ೉೧ィ೔ーディ೮ーター 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
資金推進委員会
　 ◎ 久 米　博 明 （刈谷） 
　 ○ 牧 野　博 和 （名古屋栄） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　
補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 田 島　保 紀 （名古屋東）
　 ○ 高 山　景 一 （豊橋）
　　 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 笠 井　保 志 （西尾一色）  
 朝 倉　淳 一 （名古屋北）  
 鈴 木　照 幸 （田原パシフィック） 
 久 具　信 夫 （豊川）  
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 都 築　義 勝 （豊田東）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）
 山 口　直 彦 （名古屋東南）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 伊藤  素美子 （名古屋東南） 
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 永 井　伸 治 （稲沢） 

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 佐々木  久直 （一宮）
　 ○ 加 藤　浩 一 （犬山）
 横 井　　 定 （稲沢）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）

奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　 ○ 松 田　茂 治 （西尾）
 佐々木  利政 （豊橋）
 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 矢 頭　功 生 （豊田東） 

米山奨学委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 A 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南） 
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 水 野　憲 司 （一宮北）
 青 山　　 稔 （瀬戸） 
 山 田　一 仁 （一宮）  
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
  杉 浦　澄 雄 （西尾）

 山 本　慎 治 （半田南）
  山 田　　 猛 （江南）
  大 村　幸 司 （豊川）
  加 藤　英 樹 （刈谷）
  荒 川　雅 義 （名古屋中）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 C 田 中　正 規 （西尾）　  
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
  松 田　茂 樹 （名古屋東）

ＲＩ理事エレクト
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター補佐（ARC）
   田 嶋　好 博 （名古屋北）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　㤩⽎ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
ᡩጴജᡩᏪឰᒨ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န　 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
オンツーೞೇル
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
地区ローターアクト代表
 及 川　　 純 （岡崎RAC）

ガバナー
 服 部　良 男 （岡崎）  
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 瀬　秀 和 （東海） 
（西尾張分区担当）
 黒野  晃太郎 （あま）
（東尾張分区担当）
 古 田　嘉 且 （江南）
（西名古屋分区担当）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
（東名古屋分区担当）
 柴 田　幸 男 （名古屋北）
（東三河分区担当）
 高 桑　　 耐 （豊川宝飯）
（西三河中分区担当）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
（西三河分区担当）
 近 藤　一 幸 （知立）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎）
 神 野　重 行 （名古屋名駅）

地区幹事
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
地区副幹事
 林　　 和 夫 （岡崎）
 菅 井　龍 一 （岡崎）
 岩 月　一 郎 （岡崎）
 松 原　広 幸 （岡崎）
 中 村　重 嗣 （岡崎）
 尾 崎　篤 司 （岡崎）
 荻 須　文 一 （岡崎）
 天 野　惠 一 （岡崎）
地区会計長
 河 合　　 潤 （岡崎）
地区監事
 蜂須賀  利雄 （岡崎）
地区事務長
 加 藤　博 巳 （岡崎）
地区スタッフ
 大 村　康 雄 （岡崎）
 石 川　敏 郎 （岡崎）
 谷 　　泰 男 （岡崎）
 福 澤　玉 青 （岡崎）
 花 市　佳 明 （岡崎）

●2016 年度

 岡 田　邦 義 （岡崎）
 太 田　成 紀 （岡崎）
 福 島　葉 子 （岡崎）
 安 福　良 豊  （岡崎）
 石 川　勝 敏 （岡崎）
 
ガバナーエレクト
 神 野　重 行 （名古屋名駅） 
次期地区幹事
 加 藤　定 伸 （名古屋名駅）

地区指名委員会
　 ◎ 田 中　正 規 （西尾）
　 ○ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　  松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 加 藤　陽 一 （瀬戸）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 服 部　良 男 （岡崎） 
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 神 野　重 行 （名古屋名駅）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
 加 藤　定 伸 （名古屋名駅）

副ガバナー
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

地区研修リーダー
 田 中　正 規 （西尾）

地区監査ᬒ
 森 　　恒 夫 （名古屋瑞穂）

分区幹事
 南尾張分区
  佐 藤　雅 之 （東海）
 西尾張分区
  鈴 木　正 徳 （あま） 
 東尾張分区
  波多野  智章 （江南） 
 西名古屋分区
  岩 佐　信 機 （名古屋みなと） 
　東名古屋分区

  朝 倉　淳 一 （名古屋北） 
　東三河分区
  柴 田　浩 志 （豊川宝飯）
　西三河中分区
  中 山　憲 和 （豊田中）
　西三河分区
  鈴 木　民 也 （知立） 

研修委員会
　 ◎ 田 中　正 規 （西尾）
　 ○ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　 ○ 神 野　重 行 （名古屋名駅）
 光 岡　新 吾 （豊田）  
 桐 渕　利 次 （岡崎城南）  
 鈴村 與左衛門 （あま）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）  
 奥 田　清 仁 （豊田）  
 鈴 木　文 勝 （小牧）  
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
  
地区ᳮ⣊計画委員会
　 ◎ 服 部　良 男 （岡崎）
　 ○ 神 野　重 行 （名古屋名駅）

　 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 村井  總一郎 （豊橋）

危機管理委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 C 神 野　重 行 （名古屋名駅）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 髙 木　政 義 （名古屋大須） 
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 中 村　公 彦 （名古屋名東）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 尾 関　孝 英 （名古屋北）

地区財務委員会
　 ◎ 榊 原　勝 俊 （西尾） 
　 ○ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂） 
 大 竹　一 義 （瀬戸）

拡大委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 岡 本　 　巧 （刈谷） 

会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 山 﨑　克 弥  （西尾）  
　 ○ 澤 田　文 雄  （豊田東）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
 松 村　晋 也 （瀬戸）
 羽田野  道明 （名古屋栄）
 水 越　彌 生 （刈谷）
 酒 井　良 輔 （半田）
 松 林　信 吾 （半田南）
 石 井　弘 子 （名古屋錦）

職業奉仕委員会
　 ◎ 匹 田　雅 久 （豊橋北）
　 ○ 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 小 川　耕 示 （刈谷）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 杉 田　 　洋 （豊橋）  
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 青 山　博 徳 （春日井）  
 鬼 頭　秀 幸 （豊橋ゴールデン） 
 香 田　研 二 （名古屋名北）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 山 元　康 裕 （名古屋東山）
　 ○ 井 口　貴 嗣 （豊橋）
 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 内 藤　教 恵 （安城）
　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 塩 谷　和 久 （名古屋中）
　 谷 定　貴 之 （犬山）
　 後 藤　　 敞 （名古屋丸の内）
　 小笠原  竜児 （豊橋東）

国際奉仕委員会
　 ◎ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 木 村　樹 生 （名古屋南） 
　 ○ 山 田　　 拓 （瀬戸）
 中 田　典 子 （名古屋守山）
 横 山　明 巳 （大府）  
 加 島　 　光 （名古屋名北） 
 小塚  美知子 （名古屋城北）
 木 村　光 徳 （名古屋大須） 
 西 村　忠 郎 （名古屋栄） 
 平 野　恒 弘 （豊田東）  
 髙 山　　 進 （名古屋丸の内）

青少年奉仕委員会
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）　 
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 髙 木　政 義 （名古屋大須）

インターアクト委員会
　 ◎ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 杉 本　知 治 （岡崎）
　 ○ 奥 田　法 行 （安城）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 奥 田　清 仁 （豊田）　
 福 尾　　 清 （岡崎南）
 渋 谷　文 平 （名古屋）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 青 山　五 郎 （東知多）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 太 田　和 孝 （名古屋千種）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 梅 村　　 守 （春日井）
　 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　 伊 藤　　 基 （津島）
 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 村 田　誠 一 （名古屋みなと）
 天野  英一郎 （田原）
 富 田　清 孝 （江南）  
 森　　 　 眞 （一宮中央）
　 江 﨑　雅 彰 （豊橋）  
 吉 村　福 修 （名古屋葵）
　 竹 内　祐 子 （名古屋アイリス）
　 杉 田　篤 男 （岡崎）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 渡 邊　嘉 昭 （名古屋北） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東） 
 樅 山　修 一 （豊川宝飯）
 谷 山　芳 和 （豊田西）
 稲 垣　利 彦 （豊田）

青少年交換委員会
　 ◎ 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
 神 野　重 行 （名古屋名駅） 
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 吉 岡　秀 記 （刈谷） 
 松岡  多加倫 （名古屋千種）

公ሬイംージ向上委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
 尾 本　和 弘 （名古屋東南） 
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 池 戸　史 英 （名古屋東）
 坂 野　　 弘 （岡崎東）  
 金 谷　康 正 （瀬戸）
 杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 加藤  久仁明 （春日井）
 志 水　哲 也 （名古屋中）

地区大会企画委員会
　 ◎ 服 部　良 男 （岡崎）  
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 神 野　重 行 （名古屋名駅） 
 岩 月　昭 佳 （岡崎）  
 加 藤　定 伸 （名古屋名駅）
　�（15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15年度地区大会幹事）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）
ద�（16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 舩 橋　茂 行 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 （17ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 尾 上　　 昇 （名古屋大須）
　�（17ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 吉 田　隆 彦 （名古屋大須）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
  栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 野 村　政 弘 （岡崎東）

ロータリー財団委員会
　 ◎ 中 村　公 彦 （名古屋名東） 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 佐々木  久直 （一宮）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
 髙 山　景 一 （豊橋）
　
資金推進委員会
　 ◎ 松 田　茂 治 （西尾） 
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　
補助金委員会
　 ◎ 髙 山　景 一 （豊橋）
　 ○ 田 島　保 紀 （名古屋東）
　 ○ 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 久 具　信 夫 （豊川）  
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 都 築　義 勝 （豊田東）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）  
 藤 野　直 子 （名古屋名東） 
 金 谷　明 正 （名古屋北）  
 渡 邉　勝 行   （西尾一色）  
 大塩  啓太郎 （豊橋）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）

　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 永 井　伸 治 （稲沢）  
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 鈴 木　宏 治 （名古屋東山） 

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 加 藤　浩 一 （犬山）
　 ○ 渡 邊　萬 里 （名古屋東山）
 横 井　　 定 （稲沢）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅） 
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
 加 納　伸 康 （名古屋葵）

奨学基金・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　 ○ 矢 頭　功 生 （豊田東） 
　 ○ 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 伊藤  素美子 （名古屋東南）
 石 川　昌 和 （豊橋南）
 猪 子　恭 秀 （名古屋みなと）

米山記念奨学委員会
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 青 山　　 稔 （瀬戸）  
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）  
 杉 浦　澄 雄 （西尾）
  山 本　慎 治 （半田南）
 山 田　　 猛 （江南）
  田 中　寛 孝 （豊川）
  加 藤　英 樹 （刈谷）
  大橋  さなえ （名古屋名南）
  磯 部　 　徹 （名古屋丸の内）
  近 藤　久 詞 （名古屋北）
  大 橋　　 均 （知立）

ＲＬＩᢗ㑳委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 高 畑　晧 一 （豊橋ゴールデン）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
  平 松　清 美 （尾西）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
　  岡 田　吉 生 （岡崎城南）
 古 田　嘉 且 （江南）
 加 藤　真 治 （刈谷）
  本田  伸太郎 （名古屋東）
 鈴 木　正 徳 （あま）
  細 井　英 治 （安城）

学友委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）　 
　 ○ 稲 本　良 二 （豊田中）
 池 谷　　 悟 （中部名古屋みらい）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
　  杉 本　知 治 （岡崎）
 村 田　誠 一 （名古屋みなと）
 金 山　明 史 （豊田西）
  岩 月　雅 章 （名古屋中）

䉡䉐䉐ᢗ㑳委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸） 　 
　 ○ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）

 奥 田　清 仁 （豊田）　 
 鈴 木　文 勝 （小牧）  
 早 川　和 男 （名古屋東山）
　  光 岡　新 吾  （豊田）
 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 鈴村 與左衛門 （あま）　   
 鈴 木　宏 司 （半田南）　
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと） 
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）  
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 髙 木　政 義 （名古屋大須） 
 中 村　公 彦 （名古屋名東）
 加 藤　浩 一 （犬山）
 金 田　英 和 （名古屋東山）

 岡 田　邦 義 （岡崎）
ＲＩ理事
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター（RC）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　㤩⽎ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）

　㖶㙼ឰᒨ 田 中　正 規 （西尾）
ᡩጴജᡩᏪឰᒨ 田 中　正 規 （西尾）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　⬬ᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリー友委員会
　ዣឰᒨ長 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリー友委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
オンツーアトランタ
 服 部　良 男 （岡崎） 
地区ローターアクト代表
 渡 邉　博 人 （名古屋名城RAC）

ガバナー
 加 藤　陽 一 （瀬戸）  
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 上　茂 登 （知多） 
（西尾張分区担当）
 平 松　清 美 （尾西）
（東尾張分区担当）
 朱 宮　新 治 （犬山）
（西名古屋分区担当）
 近 藤　雅 夫 （名古屋南）
（東名古屋分区担当）
 藤 田　義 明 （名古屋葵）

（東三河分区担当）
 彦 坂　育 甫 （渥美）
（西三河中分区担当）
 小 幡　輝 雄 （豊田西）
（西三河分区担当）
 杉浦  世志朗 （刈谷）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）

 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）

 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎） 

地区幹事
 大 竹　一 義 （瀬戸）
地区副幹事
 藤 井　源 成 （瀬戸）
 加 藤　睦 彦 （瀬戸）
 勝 谷　哲 次 （瀬戸）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 野 田　正 治 （瀬戸）
 井 上　　 博 （瀬戸）
 加藤  唐三郎 （瀬戸）
 澤 田　賢 成 （瀬戸）
地区会計長
 梶 野　輝 雄 （瀬戸）
地区監事
 亀 井　　 勝 （瀬戸）
事務ᤔ長
 佐 野　一 二 （瀬戸）
地区スタッフ
 山 本　英 雄 （瀬戸）
 牧　　　  治 （瀬戸）
 松 本　哲 也 （瀬戸）
 井 上　伸 也 （瀬戸）
 青 山　 　稔 （瀬戸）
 加 藤　定 江 （瀬戸）
 刑 部　祐 介 （瀬戸）
 鈴 木　光 彦 （瀬戸）
 加 藤　孝 爾  （瀬戸）
 加 藤　恵 子 （瀬戸）
 松 村　晋 也 （瀬戸） 

ガバナーエレクト
 服 部　良 男 （岡崎） 
次期地区幹事
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

地区指名委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 田 中　正 規 （西尾）
　  田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 服 部　良 男 （岡崎） 
 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

副ガバナー
 田 中　正 規 （西尾）

地区研修リーダー
 千 田　　 毅 （名古屋東）

分区幹事
 南尾張分区
  中 村　泰 忠 （知多）
 西尾張分区
  犬飼  万壽男 （尾西） 
 東尾張分区
  岡 田　雅 隆 （犬山） 
 西名古屋分区
  櫻 井　　 繁 （名古屋南） 
 東名古屋分区
  堀 口　　 久 （名古屋葵） 

　東三河分区
  川 口　敏 郎 （渥美）
　西三河中分区
  加 納　一 弘 （豊田西）
　西三河分区
  𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷） 

地区財務委員会
　 ◎ 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　 ○ 嚮 原　勝 俊 （西尾）  
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 A 服 部　良 男 （岡崎）
　 A 大 竹　一 義 （瀬戸）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山） 
　 ○ 村 上　茂 登 （知多）  
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 奥 田　清 仁 （豊田）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
  石 川　勝 彦  （半田南）
 山 﨑　克 弥  （西尾）
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）
 大竹山  雄二 （名古屋東南）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
 松 村　晋 也 （瀬戸）
 羽田野  道明 （名古屋栄）

拡大委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 岡 本　 　巧 （刈谷）  

研修委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　   
　 ○ 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 関 口　宗 男 （名古屋みなと） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）  
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内） 
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 鈴 木　正 徳 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 
地区大会企画委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 服 部　良 男 （岡崎）  

 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　�（14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 嚮原　正 治 （半田）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 松尾  憲二郎 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 岡 田　邦 義 （岡崎）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 小笠原  竜児 （豊橋東）
 加藤  久仁明 （春日井）
 池 戸　史 英 （名古屋東）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  金 谷　康 正 （瀬戸）
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 
職業奉仕委員会
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 杉 田　 　洋 （豊橋）
 近 藤　正 美 （名古屋東山）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 酒 井　 　賢 （岡崎東）
　 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 日 野　典 子 （愛知長久手）
　 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 内 藤　教 恵 （安城）
　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　 近 藤　太 門 （春日井）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 山 本　忠 男 （豊橋北）
　 塩 谷　和 久 （名古屋中）

国際奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）  
 横 田　徳 久 （名古屋名北） 
 山 田　　 拓 （瀬戸）
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 社 本　太 郎 （春日井） 
 平 野　恒 弘 （豊田東）  

 中 田　典 子 （名古屋守山） 

青少年奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 A 秋 田　敬 治 （一宮中央）
　 A 谷 山　芳 和 （豊田西）　 
　 A 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）

インターアクト委員会
　 ◎ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 北 園　守 生 （名古屋空港）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 奥 田　法 行 （安城）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 渋 谷　文 平 （名古屋）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 服 部　 　貴 （津島）
 青 山　五 郎 （東知多）
　 菱 川　弘 樹 （一宮北）
　 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 藤 井　康 正 （岡崎）
　 ○ 山 中　建 策 （一宮中央）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 近 藤　　 眞 （豊橋）
　 村 田　誠 一 （名古屋みなと） 
 天野  英一郎 （田原）
　 沢 田　昌 久 （江南）
　 加 納　伸 康 （名古屋葵）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
　 ○ 平 田　兼 久 （西尾） 
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 大 林　則 久 （豊橋ゴールデン） 
 渡 邊　嘉 昭 （名古屋北） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）

青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 黒 田　勝 基 （高浜）  
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 高 木　政 義 （名古屋大須） 
 吉 岡　秀 記 （刈谷） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
೾ールജ೰リスജೞೖ೉೧ィ೔ーディ೮ーター 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
資金推進委員会
　 ◎ 久 米　博 明 （刈谷） 
　 ○ 牧 野　博 和 （名古屋栄） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　
補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 田 島　保 紀 （名古屋東）
　 ○ 高 山　景 一 （豊橋）
　　 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 笠 井　保 志 （西尾一色）  
 朝 倉　淳 一 （名古屋北）  
 鈴 木　照 幸 （田原パシフィック） 
 久 具　信 夫 （豊川）  
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 都 築　義 勝 （豊田東）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）
 山 口　直 彦 （名古屋東南）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 伊藤  素美子 （名古屋東南） 
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 永 井　伸 治 （稲沢） 

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 佐々木  久直 （一宮）
　 ○ 加 藤　浩 一 （犬山）
 横 井　　 定 （稲沢）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）

奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　 ○ 松 田　茂 治 （西尾）
 佐々木  利政 （豊橋）
 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 矢 頭　功 生 （豊田東） 

米山奨学委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 A 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南） 
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 水 野　憲 司 （一宮北）
 青 山　　 稔 （瀬戸） 
 山 田　一 仁 （一宮）  
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
  杉 浦　澄 雄 （西尾）

 山 本　慎 治 （半田南）
  山 田　　 猛 （江南）
  大 村　幸 司 （豊川）
  加 藤　英 樹 （刈谷）
  荒 川　雅 義 （名古屋中）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 C 田 中　正 規 （西尾）　  
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
  松 田　茂 樹 （名古屋東）

ＲＩ理事エレクト
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター補佐（ARC）
   田 嶋　好 博 （名古屋北）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　㤩⽎ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
ᡩጴജᡩᏪឰᒨ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န　 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
オンツーೞೇル
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
地区ローターアクト代表
 及 川　　 純 （岡崎RAC）

ガバナー
 服 部　良 男 （岡崎）  
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 瀬　秀 和 （東海） 
（西尾張分区担当）
 黒野  晃太郎 （あま）
（東尾張分区担当）
 古 田　嘉 且 （江南）
（西名古屋分区担当）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
（東名古屋分区担当）
 柴 田　幸 男 （名古屋北）
（東三河分区担当）
 高 桑　　 耐 （豊川宝飯）
（西三河中分区担当）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
（西三河分区担当）
 近 藤　一 幸 （知立）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎）
 神 野　重 行 （名古屋名駅）

地区幹事
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
地区副幹事
 林　　 和 夫 （岡崎）
 菅 井　龍 一 （岡崎）
 岩 月　一 郎 （岡崎）
 松 原　広 幸 （岡崎）
 中 村　重 嗣 （岡崎）
 尾 崎　篤 司 （岡崎）
 荻 須　文 一 （岡崎）
 天 野　惠 一 （岡崎）
地区会計長
 河 合　　 潤 （岡崎）
地区監事
 蜂須賀  利雄 （岡崎）
地区事務長
 加 藤　博 巳 （岡崎）
地区スタッフ
 大 村　康 雄 （岡崎）
 石 川　敏 郎 （岡崎）
 谷 　　泰 男 （岡崎）
 福 澤　玉 青 （岡崎）
 花 市　佳 明 （岡崎）

 岡 田　邦 義 （岡崎）
 太 田　成 紀 （岡崎）
 福 島　葉 子 （岡崎）
 安 福　良 豊  （岡崎）
 石 川　勝 敏 （岡崎）
 
ガバナーエレクト
 神 野　重 行 （名古屋名駅） 
次期地区幹事
 加 藤　定 伸 （名古屋名駅）

地区指名委員会
　 ◎ 田 中　正 規 （西尾）
　 ○ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　  松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 加 藤　陽 一 （瀬戸）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 服 部　良 男 （岡崎） 
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 神 野　重 行 （名古屋名駅）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
 加 藤　定 伸 （名古屋名駅）

副ガバナー
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

地区研修リーダー
 田 中　正 規 （西尾）

地区監査ᬒ
 森 　　恒 夫 （名古屋瑞穂）

分区幹事
 南尾張分区
  佐 藤　雅 之 （東海）
 西尾張分区
  鈴 木　正 徳 （あま） 
 東尾張分区
  波多野  智章 （江南） 
 西名古屋分区
  岩 佐　信 機 （名古屋みなと） 
　東名古屋分区

  朝 倉　淳 一 （名古屋北） 
　東三河分区
  柴 田　浩 志 （豊川宝飯）
　西三河中分区
  中 山　憲 和 （豊田中）
　西三河分区
  鈴 木　民 也 （知立） 

研修委員会
　 ◎ 田 中　正 規 （西尾）
　 ○ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　 ○ 神 野　重 行 （名古屋名駅）
 光 岡　新 吾 （豊田）  
 桐 渕　利 次 （岡崎城南）  
 鈴村 與左衛門 （あま）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）  
 奥 田　清 仁 （豊田）  
 鈴 木　文 勝 （小牧）  
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
  
地区ᳮ⣊計画委員会
　 ◎ 服 部　良 男 （岡崎）
　 ○ 神 野　重 行 （名古屋名駅）

　 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 村井  總一郎 （豊橋）

危機管理委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 C 神 野　重 行 （名古屋名駅）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 髙 木　政 義 （名古屋大須） 
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 中 村　公 彦 （名古屋名東）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 尾 関　孝 英 （名古屋北）

地区財務委員会
　 ◎ 榊 原　勝 俊 （西尾） 
　 ○ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂） 
 大 竹　一 義 （瀬戸）

拡大委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 岡 本　 　巧 （刈谷） 

会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 山 﨑　克 弥  （西尾）  
　 ○ 澤 田　文 雄  （豊田東）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
 松 村　晋 也 （瀬戸）
 羽田野  道明 （名古屋栄）
 水 越　彌 生 （刈谷）
 酒 井　良 輔 （半田）
 松 林　信 吾 （半田南）
 石 井　弘 子 （名古屋錦）

職業奉仕委員会
　 ◎ 匹 田　雅 久 （豊橋北）
　 ○ 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 小 川　耕 示 （刈谷）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 杉 田　 　洋 （豊橋）  
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 青 山　博 徳 （春日井）  
 鬼 頭　秀 幸 （豊橋ゴールデン） 
 香 田　研 二 （名古屋名北）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 山 元　康 裕 （名古屋東山）
　 ○ 井 口　貴 嗣 （豊橋）
 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 内 藤　教 恵 （安城）
　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 塩 谷　和 久 （名古屋中）
　 谷 定　貴 之 （犬山）
　 後 藤　　 敞 （名古屋丸の内）
　 小笠原  竜児 （豊橋東）

国際奉仕委員会
　 ◎ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 木 村　樹 生 （名古屋南） 
　 ○ 山 田　　 拓 （瀬戸）
 中 田　典 子 （名古屋守山）
 横 山　明 巳 （大府）  
 加 島　 　光 （名古屋名北） 
 小塚  美知子 （名古屋城北）
 木 村　光 徳 （名古屋大須） 
 西 村　忠 郎 （名古屋栄） 
 平 野　恒 弘 （豊田東）  
 髙 山　　 進 （名古屋丸の内）

青少年奉仕委員会
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）　 
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 髙 木　政 義 （名古屋大須）

インターアクト委員会
　 ◎ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 杉 本　知 治 （岡崎）
　 ○ 奥 田　法 行 （安城）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 奥 田　清 仁 （豊田）　
 福 尾　　 清 （岡崎南）
 渋 谷　文 平 （名古屋）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 青 山　五 郎 （東知多）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 太 田　和 孝 （名古屋千種）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 梅 村　　 守 （春日井）
　 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　 伊 藤　　 基 （津島）
 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 村 田　誠 一 （名古屋みなと）
 天野  英一郎 （田原）
 富 田　清 孝 （江南）  
 森　　 　 眞 （一宮中央）
　 江 﨑　雅 彰 （豊橋）  
 吉 村　福 修 （名古屋葵）
　 竹 内　祐 子 （名古屋アイリス）
　 杉 田　篤 男 （岡崎）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 渡 邊　嘉 昭 （名古屋北） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東） 
 樅 山　修 一 （豊川宝飯）
 谷 山　芳 和 （豊田西）
 稲 垣　利 彦 （豊田）

青少年交換委員会
　 ◎ 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
 神 野　重 行 （名古屋名駅） 
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 吉 岡　秀 記 （刈谷） 
 松岡  多加倫 （名古屋千種）

公ሬイംージ向上委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
 尾 本　和 弘 （名古屋東南） 
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 池 戸　史 英 （名古屋東）
 坂 野　　 弘 （岡崎東）  
 金 谷　康 正 （瀬戸）
 杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 加藤  久仁明 （春日井）
 志 水　哲 也 （名古屋中）

地区大会企画委員会
　 ◎ 服 部　良 男 （岡崎）  
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 神 野　重 行 （名古屋名駅） 
 岩 月　昭 佳 （岡崎）  
 加 藤　定 伸 （名古屋名駅）
　�（15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15年度地区大会幹事）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）
ద�（16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 舩 橋　茂 行 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 （17ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 尾 上　　 昇 （名古屋大須）
　�（17ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 吉 田　隆 彦 （名古屋大須）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
  栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 野 村　政 弘 （岡崎東）

ロータリー財団委員会
　 ◎ 中 村　公 彦 （名古屋名東） 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 佐々木  久直 （一宮）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
 髙 山　景 一 （豊橋）
　
資金推進委員会
　 ◎ 松 田　茂 治 （西尾） 
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　
補助金委員会
　 ◎ 髙 山　景 一 （豊橋）
　 ○ 田 島　保 紀 （名古屋東）
　 ○ 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 久 具　信 夫 （豊川）  
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 都 築　義 勝 （豊田東）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）  
 藤 野　直 子 （名古屋名東） 
 金 谷　明 正 （名古屋北）  
 渡 邉　勝 行   （西尾一色）  
 大塩  啓太郎 （豊橋）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）

　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 永 井　伸 治 （稲沢）  
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 鈴 木　宏 治 （名古屋東山） 

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 加 藤　浩 一 （犬山）
　 ○ 渡 邊　萬 里 （名古屋東山）
 横 井　　 定 （稲沢）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅） 
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
 加 納　伸 康 （名古屋葵）

奨学基金・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　 ○ 矢 頭　功 生 （豊田東） 
　 ○ 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 伊藤  素美子 （名古屋東南）
 石 川　昌 和 （豊橋南）
 猪 子　恭 秀 （名古屋みなと）

米山記念奨学委員会
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 青 山　　 稔 （瀬戸）  
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）  
 杉 浦　澄 雄 （西尾）
  山 本　慎 治 （半田南）
 山 田　　 猛 （江南）
  田 中　寛 孝 （豊川）
  加 藤　英 樹 （刈谷）
  大橋  さなえ （名古屋名南）
  磯 部　 　徹 （名古屋丸の内）
  近 藤　久 詞 （名古屋北）
  大 橋　　 均 （知立）

ＲＬＩᢗ㑳委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 高 畑　晧 一 （豊橋ゴールデン）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
  平 松　清 美 （尾西）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
　  岡 田　吉 生 （岡崎城南）
 古 田　嘉 且 （江南）
 加 藤　真 治 （刈谷）
  本田  伸太郎 （名古屋東）
 鈴 木　正 徳 （あま）
  細 井　英 治 （安城）

学友委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）　 
　 ○ 稲 本　良 二 （豊田中）
 池 谷　　 悟 （中部名古屋みらい）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
　  杉 本　知 治 （岡崎）
 村 田　誠 一 （名古屋みなと）
 金 山　明 史 （豊田西）
  岩 月　雅 章 （名古屋中）

䉡䉐䉐ᢗ㑳委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸） 　 
　 ○ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）

 奥 田　清 仁 （豊田）　 
 鈴 木　文 勝 （小牧）  
 早 川　和 男 （名古屋東山）
　  光 岡　新 吾  （豊田）
 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 鈴村 與左衛門 （あま）　   
 鈴 木　宏 司 （半田南）　
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと） 
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）  
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 髙 木　政 義 （名古屋大須） 
 中 村　公 彦 （名古屋名東）
 加 藤　浩 一 （犬山）
 金 田　英 和 （名古屋東山）

 岡 田　邦 義 （岡崎）
ＲＩ理事
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター（RC）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　㤩⽎ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）

　㖶㙼ឰᒨ 田 中　正 規 （西尾）
ᡩጴജᡩᏪឰᒨ 田 中　正 規 （西尾）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　⬬ᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリー友委員会
　ዣឰᒨ長 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリー友委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
オンツーアトランタ
 服 部　良 男 （岡崎） 
地区ローターアクト代表
 渡 邉　博 人 （名古屋名城RAC）
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委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

ガバナー
 加 藤　陽 一 （瀬戸）  
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 上　茂 登 （知多） 
（西尾張分区担当）
 平 松　清 美 （尾西）
（東尾張分区担当）
 朱 宮　新 治 （犬山）
（西名古屋分区担当）
 近 藤　雅 夫 （名古屋南）
（東名古屋分区担当）
 藤 田　義 明 （名古屋葵）

（東三河分区担当）
 彦 坂　育 甫 （渥美）
（西三河中分区担当）
 小 幡　輝 雄 （豊田西）
（西三河分区担当）
 杉浦  世志朗 （刈谷）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）

 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）

 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎） 

地区幹事
 大 竹　一 義 （瀬戸）
地区副幹事
 藤 井　源 成 （瀬戸）
 加 藤　睦 彦 （瀬戸）
 勝 谷　哲 次 （瀬戸）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 野 田　正 治 （瀬戸）
 井 上　　 博 （瀬戸）
 加藤  唐三郎 （瀬戸）
 澤 田　賢 成 （瀬戸）
地区会計長
 梶 野　輝 雄 （瀬戸）
地区監事
 亀 井　　 勝 （瀬戸）
事務ᤔ長
 佐 野　一 二 （瀬戸）
地区スタッフ
 山 本　英 雄 （瀬戸）
 牧　　　  治 （瀬戸）
 松 本　哲 也 （瀬戸）
 井 上　伸 也 （瀬戸）
 青 山　 　稔 （瀬戸）
 加 藤　定 江 （瀬戸）
 刑 部　祐 介 （瀬戸）
 鈴 木　光 彦 （瀬戸）
 加 藤　孝 爾  （瀬戸）
 加 藤　恵 子 （瀬戸）
 松 村　晋 也 （瀬戸） 

ガバナーエレクト
 服 部　良 男 （岡崎） 
次期地区幹事
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

地区指名委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 田 中　正 規 （西尾）
　  田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 服 部　良 男 （岡崎） 
 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

副ガバナー
 田 中　正 規 （西尾）

地区研修リーダー
 千 田　　 毅 （名古屋東）

分区幹事
 南尾張分区
  中 村　泰 忠 （知多）
 西尾張分区
  犬飼  万壽男 （尾西） 
 東尾張分区
  岡 田　雅 隆 （犬山） 
 西名古屋分区
  櫻 井　　 繁 （名古屋南） 
 東名古屋分区
  堀 口　　 久 （名古屋葵） 

　東三河分区
  川 口　敏 郎 （渥美）
　西三河中分区
  加 納　一 弘 （豊田西）
　西三河分区
  𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷） 

地区財務委員会
　 ◎ 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　 ○ 嚮 原　勝 俊 （西尾）  
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 A 服 部　良 男 （岡崎）
　 A 大 竹　一 義 （瀬戸）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山） 
　 ○ 村 上　茂 登 （知多）  
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 奥 田　清 仁 （豊田）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
  石 川　勝 彦  （半田南）
 山 﨑　克 弥  （西尾）
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）
 大竹山  雄二 （名古屋東南）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
 松 村　晋 也 （瀬戸）
 羽田野  道明 （名古屋栄）

拡大委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 岡 本　 　巧 （刈谷）  

研修委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　   
　 ○ 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 関 口　宗 男 （名古屋みなと） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）  
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内） 
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 鈴 木　正 徳 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 
地区大会企画委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 服 部　良 男 （岡崎）  

 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　�（14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 嚮原　正 治 （半田）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 松尾  憲二郎 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 岡 田　邦 義 （岡崎）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 小笠原  竜児 （豊橋東）
 加藤  久仁明 （春日井）
 池 戸　史 英 （名古屋東）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  金 谷　康 正 （瀬戸）
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 
職業奉仕委員会
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 杉 田　 　洋 （豊橋）
 近 藤　正 美 （名古屋東山）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 酒 井　 　賢 （岡崎東）
　 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 日 野　典 子 （愛知長久手）
　 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 内 藤　教 恵 （安城）
　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　 近 藤　太 門 （春日井）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 山 本　忠 男 （豊橋北）
　 塩 谷　和 久 （名古屋中）

国際奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）  
 横 田　徳 久 （名古屋名北） 
 山 田　　 拓 （瀬戸）
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 社 本　太 郎 （春日井） 
 平 野　恒 弘 （豊田東）  

 中 田　典 子 （名古屋守山） 

青少年奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 A 秋 田　敬 治 （一宮中央）
　 A 谷 山　芳 和 （豊田西）　 
　 A 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）

インターアクト委員会
　 ◎ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 北 園　守 生 （名古屋空港）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 奥 田　法 行 （安城）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 渋 谷　文 平 （名古屋）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 服 部　 　貴 （津島）
 青 山　五 郎 （東知多）
　 菱 川　弘 樹 （一宮北）
　 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 藤 井　康 正 （岡崎）
　 ○ 山 中　建 策 （一宮中央）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 近 藤　　 眞 （豊橋）
　 村 田　誠 一 （名古屋みなと） 
 天野  英一郎 （田原）
　 沢 田　昌 久 （江南）
　 加 納　伸 康 （名古屋葵）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
　 ○ 平 田　兼 久 （西尾） 
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 大 林　則 久 （豊橋ゴールデン） 
 渡 邊　嘉 昭 （名古屋北） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）

青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 黒 田　勝 基 （高浜）  
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 高 木　政 義 （名古屋大須） 
 吉 岡　秀 記 （刈谷） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
೾ールജ೰リスജೞೖ೉೧ィ೔ーディ೮ーター 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
資金推進委員会
　 ◎ 久 米　博 明 （刈谷） 
　 ○ 牧 野　博 和 （名古屋栄） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　
補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 田 島　保 紀 （名古屋東）
　 ○ 高 山　景 一 （豊橋）
　　 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 笠 井　保 志 （西尾一色）  
 朝 倉　淳 一 （名古屋北）  
 鈴 木　照 幸 （田原パシフィック） 
 久 具　信 夫 （豊川）  
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 都 築　義 勝 （豊田東）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）
 山 口　直 彦 （名古屋東南）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 伊藤  素美子 （名古屋東南） 
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 永 井　伸 治 （稲沢） 

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 佐々木  久直 （一宮）
　 ○ 加 藤　浩 一 （犬山）
 横 井　　 定 （稲沢）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）

奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　 ○ 松 田　茂 治 （西尾）
 佐々木  利政 （豊橋）
 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 矢 頭　功 生 （豊田東） 

米山奨学委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 A 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南） 
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 水 野　憲 司 （一宮北）
 青 山　　 稔 （瀬戸） 
 山 田　一 仁 （一宮）  
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
  杉 浦　澄 雄 （西尾）

 山 本　慎 治 （半田南）
  山 田　　 猛 （江南）
  大 村　幸 司 （豊川）
  加 藤　英 樹 （刈谷）
  荒 川　雅 義 （名古屋中）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 C 田 中　正 規 （西尾）　  
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
  松 田　茂 樹 （名古屋東）

ＲＩ理事エレクト
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター補佐（ARC）
   田 嶋　好 博 （名古屋北）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　㤩⽎ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
ᡩጴജᡩᏪឰᒨ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န　 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
オンツーೞೇル
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
地区ローターアクト代表
 及 川　　 純 （岡崎RAC）

ガバナー
 服 部　良 男 （岡崎）  
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 瀬　秀 和 （東海） 
（西尾張分区担当）
 黒野  晃太郎 （あま）
（東尾張分区担当）
 古 田　嘉 且 （江南）
（西名古屋分区担当）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
（東名古屋分区担当）
 柴 田　幸 男 （名古屋北）
（東三河分区担当）
 高 桑　　 耐 （豊川宝飯）
（西三河中分区担当）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
（西三河分区担当）
 近 藤　一 幸 （知立）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎）
 神 野　重 行 （名古屋名駅）

地区幹事
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
地区副幹事
 林　　 和 夫 （岡崎）
 菅 井　龍 一 （岡崎）
 岩 月　一 郎 （岡崎）
 松 原　広 幸 （岡崎）
 中 村　重 嗣 （岡崎）
 尾 崎　篤 司 （岡崎）
 荻 須　文 一 （岡崎）
 天 野　惠 一 （岡崎）
地区会計長
 河 合　　 潤 （岡崎）
地区監事
 蜂須賀  利雄 （岡崎）
地区事務長
 加 藤　博 巳 （岡崎）
地区スタッフ
 大 村　康 雄 （岡崎）
 石 川　敏 郎 （岡崎）
 谷 　　泰 男 （岡崎）
 福 澤　玉 青 （岡崎）
 花 市　佳 明 （岡崎）

 岡 田　邦 義 （岡崎）
 太 田　成 紀 （岡崎）
 福 島　葉 子 （岡崎）
 安 福　良 豊  （岡崎）
 石 川　勝 敏 （岡崎）
 
ガバナーエレクト
 神 野　重 行 （名古屋名駅） 
次期地区幹事
 加 藤　定 伸 （名古屋名駅）

地区指名委員会
　 ◎ 田 中　正 規 （西尾）
　 ○ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　  松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 加 藤　陽 一 （瀬戸）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 服 部　良 男 （岡崎） 
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 神 野　重 行 （名古屋名駅）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
 加 藤　定 伸 （名古屋名駅）

副ガバナー
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

地区研修リーダー
 田 中　正 規 （西尾）

地区監査ᬒ
 森 　　恒 夫 （名古屋瑞穂）

分区幹事
 南尾張分区
  佐 藤　雅 之 （東海）
 西尾張分区
  鈴 木　正 徳 （あま） 
 東尾張分区
  波多野  智章 （江南） 
 西名古屋分区
  岩 佐　信 機 （名古屋みなと） 
　東名古屋分区

  朝 倉　淳 一 （名古屋北） 
　東三河分区
  柴 田　浩 志 （豊川宝飯）
　西三河中分区
  中 山　憲 和 （豊田中）
　西三河分区
  鈴 木　民 也 （知立） 

研修委員会
　 ◎ 田 中　正 規 （西尾）
　 ○ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　 ○ 神 野　重 行 （名古屋名駅）
 光 岡　新 吾 （豊田）  
 桐 渕　利 次 （岡崎城南）  
 鈴村 與左衛門 （あま）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）  
 奥 田　清 仁 （豊田）  
 鈴 木　文 勝 （小牧）  
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
  
地区ᳮ⣊計画委員会
　 ◎ 服 部　良 男 （岡崎）
　 ○ 神 野　重 行 （名古屋名駅）

　 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 村井  總一郎 （豊橋）

危機管理委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 C 神 野　重 行 （名古屋名駅）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 髙 木　政 義 （名古屋大須） 
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 中 村　公 彦 （名古屋名東）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 尾 関　孝 英 （名古屋北）

地区財務委員会
　 ◎ 榊 原　勝 俊 （西尾） 
　 ○ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂） 
 大 竹　一 義 （瀬戸）

拡大委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 岡 本　 　巧 （刈谷） 

会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 山 﨑　克 弥  （西尾）  
　 ○ 澤 田　文 雄  （豊田東）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
 松 村　晋 也 （瀬戸）
 羽田野  道明 （名古屋栄）
 水 越　彌 生 （刈谷）
 酒 井　良 輔 （半田）
 松 林　信 吾 （半田南）
 石 井　弘 子 （名古屋錦）

職業奉仕委員会
　 ◎ 匹 田　雅 久 （豊橋北）
　 ○ 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 小 川　耕 示 （刈谷）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 杉 田　 　洋 （豊橋）  
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 青 山　博 徳 （春日井）  
 鬼 頭　秀 幸 （豊橋ゴールデン） 
 香 田　研 二 （名古屋名北）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 山 元　康 裕 （名古屋東山）
　 ○ 井 口　貴 嗣 （豊橋）
 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 内 藤　教 恵 （安城）
　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 塩 谷　和 久 （名古屋中）
　 谷 定　貴 之 （犬山）
　 後 藤　　 敞 （名古屋丸の内）
　 小笠原  竜児 （豊橋東）

国際奉仕委員会
　 ◎ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 木 村　樹 生 （名古屋南） 
　 ○ 山 田　　 拓 （瀬戸）
 中 田　典 子 （名古屋守山）
 横 山　明 巳 （大府）  
 加 島　 　光 （名古屋名北） 
 小塚  美知子 （名古屋城北）
 木 村　光 徳 （名古屋大須） 
 西 村　忠 郎 （名古屋栄） 
 平 野　恒 弘 （豊田東）  
 髙 山　　 進 （名古屋丸の内）

青少年奉仕委員会
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）　 
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 髙 木　政 義 （名古屋大須）

インターアクト委員会
　 ◎ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 杉 本　知 治 （岡崎）
　 ○ 奥 田　法 行 （安城）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 奥 田　清 仁 （豊田）　
 福 尾　　 清 （岡崎南）
 渋 谷　文 平 （名古屋）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 青 山　五 郎 （東知多）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 太 田　和 孝 （名古屋千種）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 梅 村　　 守 （春日井）
　 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　 伊 藤　　 基 （津島）
 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 村 田　誠 一 （名古屋みなと）
 天野  英一郎 （田原）
 富 田　清 孝 （江南）  
 森　　 　 眞 （一宮中央）
　 江 﨑　雅 彰 （豊橋）  
 吉 村　福 修 （名古屋葵）
　 竹 内　祐 子 （名古屋アイリス）
　 杉 田　篤 男 （岡崎）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 渡 邊　嘉 昭 （名古屋北） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東） 
 樅 山　修 一 （豊川宝飯）
 谷 山　芳 和 （豊田西）
 稲 垣　利 彦 （豊田）

青少年交換委員会
　 ◎ 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
 神 野　重 行 （名古屋名駅） 
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 吉 岡　秀 記 （刈谷） 
 松岡  多加倫 （名古屋千種）

公ሬイംージ向上委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
 尾 本　和 弘 （名古屋東南） 
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 池 戸　史 英 （名古屋東）
 坂 野　　 弘 （岡崎東）  
 金 谷　康 正 （瀬戸）
 杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 加藤  久仁明 （春日井）
 志 水　哲 也 （名古屋中）

地区大会企画委員会
　 ◎ 服 部　良 男 （岡崎）  
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 神 野　重 行 （名古屋名駅） 
 岩 月　昭 佳 （岡崎）  
 加 藤　定 伸 （名古屋名駅）
　�（15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15年度地区大会幹事）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）
ద�（16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 舩 橋　茂 行 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 （17ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 尾 上　　 昇 （名古屋大須）
　�（17ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 吉 田　隆 彦 （名古屋大須）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
  栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 野 村　政 弘 （岡崎東）

ロータリー財団委員会
　 ◎ 中 村　公 彦 （名古屋名東） 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 佐々木  久直 （一宮）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
 髙 山　景 一 （豊橋）
　
資金推進委員会
　 ◎ 松 田　茂 治 （西尾） 
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　
補助金委員会
　 ◎ 髙 山　景 一 （豊橋）
　 ○ 田 島　保 紀 （名古屋東）
　 ○ 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 久 具　信 夫 （豊川）  
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 都 築　義 勝 （豊田東）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）  
 藤 野　直 子 （名古屋名東） 
 金 谷　明 正 （名古屋北）  
 渡 邉　勝 行   （西尾一色）  
 大塩  啓太郎 （豊橋）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）

　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 永 井　伸 治 （稲沢）  
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 鈴 木　宏 治 （名古屋東山） 

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 加 藤　浩 一 （犬山）
　 ○ 渡 邊　萬 里 （名古屋東山）
 横 井　　 定 （稲沢）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅） 
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
 加 納　伸 康 （名古屋葵）

奨学基金・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　 ○ 矢 頭　功 生 （豊田東） 
　 ○ 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 伊藤  素美子 （名古屋東南）
 石 川　昌 和 （豊橋南）
 猪 子　恭 秀 （名古屋みなと）

米山記念奨学委員会
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 青 山　　 稔 （瀬戸）  
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）  
 杉 浦　澄 雄 （西尾）
  山 本　慎 治 （半田南）
 山 田　　 猛 （江南）
  田 中　寛 孝 （豊川）
  加 藤　英 樹 （刈谷）
  大橋  さなえ （名古屋名南）
  磯 部　 　徹 （名古屋丸の内）
  近 藤　久 詞 （名古屋北）
  大 橋　　 均 （知立）

ＲＬＩᢗ㑳委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 高 畑　晧 一 （豊橋ゴールデン）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
  平 松　清 美 （尾西）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
　  岡 田　吉 生 （岡崎城南）
 古 田　嘉 且 （江南）
 加 藤　真 治 （刈谷）
  本田  伸太郎 （名古屋東）
 鈴 木　正 徳 （あま）
  細 井　英 治 （安城）

学友委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）　 
　 ○ 稲 本　良 二 （豊田中）
 池 谷　　 悟 （中部名古屋みらい）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
　  杉 本　知 治 （岡崎）
 村 田　誠 一 （名古屋みなと）
 金 山　明 史 （豊田西）
  岩 月　雅 章 （名古屋中）

䉡䉐䉐ᢗ㑳委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸） 　 
　 ○ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）

 奥 田　清 仁 （豊田）　 
 鈴 木　文 勝 （小牧）  
 早 川　和 男 （名古屋東山）
　  光 岡　新 吾  （豊田）
 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 鈴村 與左衛門 （あま）　   
 鈴 木　宏 司 （半田南）　
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと） 
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）  
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 髙 木　政 義 （名古屋大須） 
 中 村　公 彦 （名古屋名東）
 加 藤　浩 一 （犬山）
 金 田　英 和 （名古屋東山）

 岡 田　邦 義 （岡崎）
ＲＩ理事
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター（RC）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　㤩⽎ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）

　㖶㙼ឰᒨ 田 中　正 規 （西尾）
ᡩጴജᡩᏪឰᒨ 田 中　正 規 （西尾）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　⬬ᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリー友委員会
　ዣឰᒨ長 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリー友委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
オンツーアトランタ
 服 部　良 男 （岡崎） 
地区ローターアクト代表
 渡 邉　博 人 （名古屋名城RAC）

●2017 年度

ガバナー
 神 野　重 行 （名古屋名駅） 
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 横 山　明 巳 （大府） 
（西尾張分区担当）
 西 村　利 夫 （尾張中央）
（東尾張分区担当）
 鈴 木　文 勝 （小牧）
（西名古屋分区担当）
 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
（東名古屋分区担当）
 本 多　　 満 （名古屋東）
（東三河分区担当）
 大須賀  憲太 （豊橋ゴールデン）
（西三河中分区担当）
 柴 田　芳 孝 （岡崎）
（西三河分区担当）
 大 髙　敏 睦 （西尾KIRARA）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎）
 神 野　重 行 （名古屋名駅）
 村井  總一郎 （豊橋）

地区幹事
 加 藤　定 伸 （名古屋名駅）

地区副幹事
　南尾張分区
 六 鹿　敏 也 （名古屋名駅）
 西尾張分区

 田 口　　 望 （名古屋名駅）
 東尾張分区

 小酒井 比呂志 （名古屋名駅）
 西名古屋分区

 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　東名古屋分区

 清 水　順 二 （名古屋名駅）
　東三河分区
 小 林　泰 敏 （名古屋名駅）
　西三河中分区

 筧　　 正 紀 （名古屋名駅）
　西三河分区

 小 西　忠 昭 （名古屋名駅）
地区会計長
 盛 田　兼 由 （名古屋名駅）
地区監事
 岡 本　敏 男 （名古屋名駅）
地区副監事
 堀 田　豊 彦 （名古屋名駅）
地区事務長
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
地区スタッフ
　南尾張分区
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅）
 西尾張分区

 早 川　敏 江 （名古屋名駅）
 東尾張分区

 上 田　和 志 （名古屋名駅）
 西名古屋分区

 石 黒　　 隆 （名古屋名駅）
　東名古屋分区

 加 藤　友 康 （名古屋名駅）
　東名古屋分区

 秋 田　和 美 （名古屋名駅）
　東三河分区
 萱 垣　　 建 （名古屋名駅）
　東三河分区
 加 藤　祐 一 （名古屋名駅）
　西三河中分区

 川 村　勝 廣 （名古屋名駅）
　西三河分区

 遠 藤　泰 昭 （名古屋名駅）
 
ガバナーエレクト
 村井  總一郎 （豊橋） 

次期地区幹事
 佐々木  利政 （豊橋）

地区指名委員会
　 ◎ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　 ○ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）
 服 部　良 男 （岡崎）
 
Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 神 野　重 行 （名古屋名駅） 
 江 崎　柳 節 （小牧）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 村井  總一郎 （豊橋）
 加 藤　定 伸 （名古屋名駅）
 佐々木  利政 （豊橋）

副ガバナー
 加 藤　陽 一 （瀬戸）

地区研修リーダー
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

地区監査ᬒ
 森 　　恒 夫 （名古屋瑞穂）

分区幹事
 南尾張分区
  木 村　正 嗣 （大府）
 西尾張分区
  堀 尾　明 史 （尾張中央） 
 東尾張分区
  中 村　　 明 （小牧）
 西名古屋分区
  白 木　良 彦 （名古屋東南） 
　東名古屋分区

  野 原　秀 雄 （名古屋東）
　東三河分区
  井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　西三河中分区
  安 福　良 豊 （岡崎）
　西三河分区
  鈴 木　善 和 （西尾KIRARA）

研修委員会
　 ◎ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）　  

　 ○ 早 川　和 男 （名古屋東山）
 古 田　嘉 且 （江南）  
 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 加 藤　真 治 （刈谷）
 大 矢　英 憲 （名古屋昭和） 
 光 岡　新 吾 （豊田）  
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 鈴村 與左衛門 （あま）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）  
 奥 田　清 仁 （豊田）  
 中 村　公 彦 （名古屋名東） 
 金 田　英 和 （名古屋東山）
    
　研修ᢗ㑳委員会
　 F 村井  總一郎 （豊橋）
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 古 田　嘉 且 （江南）
 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 加 藤　真 治 （刈谷）
 大 矢　英 憲 （名古屋昭和）
 平 松　清 美 （尾西）  
 大林  香瑞人 （東海）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅） 
 　  
地区ᳮ⣊計画委員会
　 ◎ 神 野　重 行 （名古屋名駅）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）　  
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 服 部　良 男 （岡崎）
 伊 藤　靖 祐 （江南）
 横 山　明 巳 （大府）
 西 村　利 夫 （尾張中央）
 鈴 木　文 勝 （小牧）
 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
 本 多　　 満 （名古屋東）
 大須賀  憲太 （豊橋ゴールデン）
 柴 田　芳 孝 （岡崎）
 大 髙　敏 睦 （西尾KIRARA）

　危機管理委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 C 村井  總一郎 （豊橋）　
　 ◎ 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
　 ○ 髙 木　政 義 （名古屋大須） 
 尾 関　孝 英 （名古屋北）
 岡 田　雅 隆 （犬山）
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）  
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 池 森　由 幸 （名古屋千種）
 中 村　公 彦 （名古屋名東） 
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 黒 田　勝 基 （高浜）
 鈴 木　吉 男 （津島）

地区財務委員会
　 ◎ 髙 須　洋 志 （中部名古屋みらい）
　 ○ 大 竹　一 義 （瀬戸）  
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

拡大委員会
　 ◎ 服 部　良 男 （岡崎）
　 ○ 朱 宮　新 治 （犬山）
 柴 田　幸 男 （名古屋北）
 天 野　惠 一 （岡崎）
 川 村　勝 廣 （名古屋名駅）
 
会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 山 﨑　克 弥  （西尾）  
　 ○ 澤 田　文 雄  （豊田東）

 羽田野  道明 （名古屋栄）
 水 越　彌 生 （刈谷）
 酒 井　良 輔 （半田）
 松 林　信 吾 （半田南）
 石 井　弘 子 （名古屋錦）
 古橋  エツ子 （尾張旭）
 石 川　敏 郎 （岡崎）

職業奉仕委員会
　 ◎ 匹 田　雅 久 （豊橋北）
　 ○ 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 小 川　耕 示 （刈谷）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 青 山　博 徳 （春日井）  
 鬼 頭　秀 幸 （豊橋ゴールデン） 
 香 田　研 二 （名古屋名北）
 石 川　道 男 （豊田三好）
 菅　　　  栄 （名古屋みなと）

社会奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 塩 谷　和 久 （名古屋中）
　 ○ 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 ○ 内 藤　教 恵 （安城）
 渡 辺　一 朗 （知立）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 谷 定　貴 之 （犬山）
　 後 藤　　 敞 （名古屋丸の内）
　 日 野　典 子 （愛知長久手） 
 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 加 藤　順 三 （半田）
 大 見　和 志 （三河安城）

国際奉仕委員会
　 ◎ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 木 村　樹 生 （名古屋南） 
　 ○ 山 田　　 拓 （瀬戸）
 村 瀬　秀 和 （東海） 
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 木 村　光 徳 （名古屋大須） 
 加 島　 　光 （名古屋名北） 
 児 玉　憲 之 （あま）
 佐 野　正 人 （岡崎南） 
 小塚  美知子 （名古屋城北） 
 中 田　典 子 （名古屋守山）

青少年奉仕委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）   
 髙 木　政 義 （名古屋大須） 
 竹 内　幹 尚 （豊川） 　 
 佐 藤　裕 彦 （豊橋） 
 黒 田　勝 基 （高浜）

　インターアクト委員会
　 ◎ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 杉 本　知 治 （岡崎）
　 ○ 奥 田　法 行 （安城）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 鈴 木　康 生 （豊田）　
 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 村　　 隆 （名古屋）
 嶋 内　　 淳 （一宮北）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 青 山　五 郎 （東知多）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 太 田　和 孝 （名古屋千種）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 梅 村　　 守 （春日井）
　 鵜 飼　正 巳 （稲沢）

　 相羽  あつ子 （津島）
 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 村 田　誠 一 （名古屋みなと）
 髙瀬  伸一郎 （田原）
 杉 田　篤 男 （岡崎）  
 石 川　正 弘 （一宮中央）
　 竹 内　祐 子 （名古屋アイリス） 
 近 藤　 　眞 （豊橋）  
 木 本 　　寛 （江南）
 酒 井　憲 一 （名古屋北）  
 鈴 木　万 衛 （豊田）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
　 ○ 淺 見　敏 範 （名古屋東）  
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 樅 山　修 一 （豊川宝飯）
 尾 﨑　雅 輝 （豊橋ゴールデン）
 田 中　靖 達 （瀬戸）
 大 谷　忠 幸 （豊田西）
 福 井　　 功 （渥美）

　青少年交換委員会
　 ◎ 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 吉 岡　秀 記 （刈谷）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 遠 山　武 志 （名古屋北） 
 中 山　憲 和 （豊田中）
　
公ሬイംージ向上委員会
　 ◎ 池 森　由 幸 （名古屋千種）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
　 ○ 坂 野　　 弘 （岡崎東） 
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）  
 岡 田　邦 義 （岡崎）  
 志 水　哲 也 （名古屋中）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）  
 山 口　　 眞 （名古屋中）
 尾 本　和 弘 （名古屋東南） 
 日 置　教 康 （名古屋栄）

地区大会企画委員会
　 ◎ 神 野　重 行 （名古屋名駅） 
 服 部　良 男 （岡崎）  
 村井  總一郎 （豊橋）　
 加 藤　定 伸 （名古屋名駅） 
 佐々木  利政 （豊橋）　
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 舩 橋　茂 行 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）
　�（17ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 尾 上　　 昇 （名古屋大須）
　 （17ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 吉 田　隆 彦 （名古屋大須）
　 （18ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 金 原　久 雄 （蒲郡）
　 （18ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 山 本　英 夫 （蒲郡）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
  栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 野 村　政 弘 （岡崎東）

ロータリー財団委員会
　 ◎ 中 村　公 彦 （名古屋名東） 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 佐々木  久直 （一宮）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

　資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
 髙 山　景 一 （豊橋）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 松 田　茂 治 （西尾） 
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　　 梅 村　昌 孝 （名古屋瑞穂）
 加 藤　博 巳 （岡崎）
 伊 藤　信 裕 （豊田西）
　
　補助金委員会
　 ◎ 髙 山　景 一 （豊橋）
　 ○ 上 野　　 広 （名古屋昭和）
　 ○ 久 具　信 夫 （豊川）  
 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）  
 藤 野　直 子 （名古屋名東） 
 金 谷　明 正 （名古屋北）  
 渡 邉　勝 行   （西尾一色）  
 大塩  啓太郎 （豊橋）
 都 築　利 全 （半田南）
 間 瀬　浩 正 （半田）
 江 川　泰 彦 （名古屋清須）
　
　ポリオ・プラス䈹職業研修チーム委員会
　 ◎ 加 藤　浩 一 （犬山）
　 ○ 渡 邊　萬 里 （名古屋東山）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）  
 横 井　　 定 （稲沢）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 加 納　伸 康 （名古屋葵）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
 鈴 木　宏 治 （名古屋東山）
 永 井　伸 治 （稲沢）
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 有 賀　 　健 （岡崎）
 青 山　貴 彦 （瀬戸）

　奨学基金・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）

　 ○ 矢 頭　功 生 （豊田東） 
　 ○ 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 伊藤  素美子 （名古屋東南）
 石 川　昌 和 （豊橋南）
 猪 子　恭 秀 （名古屋みなと）

米山記念奨学委員会
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭） 
　 ○ 青 山　　 稔 （瀬戸）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）  
 加 藤　英 樹 （刈谷）
 山 本　慎 治 （半田南）  
 近 藤　久 詞 （名古屋北）
  磯 部　 　徹 （名古屋丸の内）
 大 橋　　 均 （知立）
 山 田　　 猛 （江南）
  大橋  さなえ （名古屋名南）
  堀　　 慎 治 （名古屋瑞穂）
  神 谷　恵 理 （愛知長久手）
  福 島　葉 子 （岡崎）
  梅 谷　朋 志 （一宮）
  牧　　 昌 夫 （豊川）

学友委員会
　 ◎ 池 谷　　 悟 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 稲 本　良 二 （豊田中）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 中 村　公 彦 （名古屋名東） 
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）  
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 岡 田　雅 隆 （犬山）

✁ኰ委員会（期㯒㰱ᢓ）
　
　䉡䉐䉐ᢗ㑳委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸） 　 
　 ○ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 匹 田　雅 久 （豊橋北） 
 杉 浦　文 雄 （刈谷）  
 鈴 木　宏 司 （半田南）  
 岡 田　雅 隆 （犬山）
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）  
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）

 髙 木　政 義 （名古屋大須） 
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 中 村　公 彦 （名古屋名東）
 加 藤　浩 一 （犬山）
 金 田　英 和 （名古屋東山） 
 早 川　和 男 （名古屋東山）
　  鈴村 與左衛門 （あま）　   
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
 奥 田　清 仁 （豊田）　   
 池 谷　　 悟 （中部名古屋みらい）
 加 藤　友 康 （名古屋名駅）
　
　地区�� 年史編纂委員会
　 ◎ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　 ○ 池 森　由 幸 （名古屋千種）
 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
 小 林　泰 敏　 （名古屋名駅）
 平 尾　節 子 （瀬戸北）
 津 川　聖 子 （名古屋名東）
 
ＲＩ理事
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター（RC）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 服 部　良 男 （岡崎）  
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　㖶㙼ᒨ 田 中　正 規 （西尾）
　㤩⽎ജᡩጴឰᒨၻదឰᒨ長 
 江 崎　柳 節 （小牧）
　ឰᒨ 田 中　正 規 （西尾）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　⬬ᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友委員会
　ዣឰᒨ長 片 山　主 水 （名古屋東南）
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
オンツートロント
 神 野　重 行 （名古屋名駅）
地区ローターアクト代表
 笠 間　美 穂 （豊橋RAC）
ロータリーἃᩲ㤄ᔡ委員会
ద㤄ᔡឰᒨ 加 藤　陽 一 （瀬戸） 　  

ガバナー
 加 藤　陽 一 （瀬戸）  
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 上　茂 登 （知多） 
（西尾張分区担当）
 平 松　清 美 （尾西）
（東尾張分区担当）
 朱 宮　新 治 （犬山）
（西名古屋分区担当）
 近 藤　雅 夫 （名古屋南）
（東名古屋分区担当）
 藤 田　義 明 （名古屋葵）

（東三河分区担当）
 彦 坂　育 甫 （渥美）
（西三河中分区担当）
 小 幡　輝 雄 （豊田西）
（西三河分区担当）
 杉浦  世志朗 （刈谷）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）

 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）

 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎） 

地区幹事
 大 竹　一 義 （瀬戸）
地区副幹事
 藤 井　源 成 （瀬戸）
 加 藤　睦 彦 （瀬戸）
 勝 谷　哲 次 （瀬戸）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 野 田　正 治 （瀬戸）
 井 上　　 博 （瀬戸）
 加藤  唐三郎 （瀬戸）
 澤 田　賢 成 （瀬戸）
地区会計長
 梶 野　輝 雄 （瀬戸）
地区監事
 亀 井　　 勝 （瀬戸）
事務ᤔ長
 佐 野　一 二 （瀬戸）
地区スタッフ
 山 本　英 雄 （瀬戸）
 牧　　　  治 （瀬戸）
 松 本　哲 也 （瀬戸）
 井 上　伸 也 （瀬戸）
 青 山　 　稔 （瀬戸）
 加 藤　定 江 （瀬戸）
 刑 部　祐 介 （瀬戸）
 鈴 木　光 彦 （瀬戸）
 加 藤　孝 爾  （瀬戸）
 加 藤　恵 子 （瀬戸）
 松 村　晋 也 （瀬戸） 

ガバナーエレクト
 服 部　良 男 （岡崎） 
次期地区幹事
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

地区指名委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 田 中　正 規 （西尾）
　  田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 服 部　良 男 （岡崎） 
 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

副ガバナー
 田 中　正 規 （西尾）

地区研修リーダー
 千 田　　 毅 （名古屋東）

分区幹事
 南尾張分区
  中 村　泰 忠 （知多）
 西尾張分区
  犬飼  万壽男 （尾西） 
 東尾張分区
  岡 田　雅 隆 （犬山） 
 西名古屋分区
  櫻 井　　 繁 （名古屋南） 
 東名古屋分区
  堀 口　　 久 （名古屋葵） 

　東三河分区
  川 口　敏 郎 （渥美）
　西三河中分区
  加 納　一 弘 （豊田西）
　西三河分区
  𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷） 

地区財務委員会
　 ◎ 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　 ○ 嚮 原　勝 俊 （西尾）  
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 A 服 部　良 男 （岡崎）
　 A 大 竹　一 義 （瀬戸）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山） 
　 ○ 村 上　茂 登 （知多）  
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 奥 田　清 仁 （豊田）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
  石 川　勝 彦  （半田南）
 山 﨑　克 弥  （西尾）
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）
 大竹山  雄二 （名古屋東南）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
 松 村　晋 也 （瀬戸）
 羽田野  道明 （名古屋栄）

拡大委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 岡 本　 　巧 （刈谷）  

研修委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　   
　 ○ 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 関 口　宗 男 （名古屋みなと） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）  
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内） 
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 鈴 木　正 徳 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 
地区大会企画委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 服 部　良 男 （岡崎）  

 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　�（14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 嚮原　正 治 （半田）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 松尾  憲二郎 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 岡 田　邦 義 （岡崎）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 小笠原  竜児 （豊橋東）
 加藤  久仁明 （春日井）
 池 戸　史 英 （名古屋東）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  金 谷　康 正 （瀬戸）
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 
職業奉仕委員会
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 杉 田　 　洋 （豊橋）
 近 藤　正 美 （名古屋東山）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 酒 井　 　賢 （岡崎東）
　 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 日 野　典 子 （愛知長久手）
　 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 内 藤　教 恵 （安城）
　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　 近 藤　太 門 （春日井）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 山 本　忠 男 （豊橋北）
　 塩 谷　和 久 （名古屋中）

国際奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）  
 横 田　徳 久 （名古屋名北） 
 山 田　　 拓 （瀬戸）
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 社 本　太 郎 （春日井） 
 平 野　恒 弘 （豊田東）  

 中 田　典 子 （名古屋守山） 

青少年奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 A 秋 田　敬 治 （一宮中央）
　 A 谷 山　芳 和 （豊田西）　 
　 A 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）

インターアクト委員会
　 ◎ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 北 園　守 生 （名古屋空港）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 奥 田　法 行 （安城）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 渋 谷　文 平 （名古屋）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 服 部　 　貴 （津島）
 青 山　五 郎 （東知多）
　 菱 川　弘 樹 （一宮北）
　 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 藤 井　康 正 （岡崎）
　 ○ 山 中　建 策 （一宮中央）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 近 藤　　 眞 （豊橋）
　 村 田　誠 一 （名古屋みなと） 
 天野  英一郎 （田原）
　 沢 田　昌 久 （江南）
　 加 納　伸 康 （名古屋葵）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
　 ○ 平 田　兼 久 （西尾） 
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 大 林　則 久 （豊橋ゴールデン） 
 渡 邊　嘉 昭 （名古屋北） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）

青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 黒 田　勝 基 （高浜）  
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 高 木　政 義 （名古屋大須） 
 吉 岡　秀 記 （刈谷） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
೾ールജ೰リスജೞೖ೉೧ィ೔ーディ೮ーター 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
資金推進委員会
　 ◎ 久 米　博 明 （刈谷） 
　 ○ 牧 野　博 和 （名古屋栄） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　
補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 田 島　保 紀 （名古屋東）
　 ○ 高 山　景 一 （豊橋）
　　 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 笠 井　保 志 （西尾一色）  
 朝 倉　淳 一 （名古屋北）  
 鈴 木　照 幸 （田原パシフィック） 
 久 具　信 夫 （豊川）  
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 都 築　義 勝 （豊田東）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）
 山 口　直 彦 （名古屋東南）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 伊藤  素美子 （名古屋東南） 
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 永 井　伸 治 （稲沢） 

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 佐々木  久直 （一宮）
　 ○ 加 藤　浩 一 （犬山）
 横 井　　 定 （稲沢）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）

奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　 ○ 松 田　茂 治 （西尾）
 佐々木  利政 （豊橋）
 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 矢 頭　功 生 （豊田東） 

米山奨学委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 A 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南） 
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 水 野　憲 司 （一宮北）
 青 山　　 稔 （瀬戸） 
 山 田　一 仁 （一宮）  
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
  杉 浦　澄 雄 （西尾）

 山 本　慎 治 （半田南）
  山 田　　 猛 （江南）
  大 村　幸 司 （豊川）
  加 藤　英 樹 （刈谷）
  荒 川　雅 義 （名古屋中）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 C 田 中　正 規 （西尾）　  
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
  松 田　茂 樹 （名古屋東）

ＲＩ理事エレクト
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター補佐（ARC）
   田 嶋　好 博 （名古屋北）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　㤩⽎ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
ᡩጴജᡩᏪឰᒨ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န　 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
オンツーೞೇル
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
地区ローターアクト代表
 及 川　　 純 （岡崎RAC）

ガバナー
 神 野　重 行 （名古屋名駅） 
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 横 山　明 巳 （大府） 
（西尾張分区担当）
 西 村　利 夫 （尾張中央）
（東尾張分区担当）
 鈴 木　文 勝 （小牧）
（西名古屋分区担当）
 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
（東名古屋分区担当）
 本 多　　 満 （名古屋東）
（東三河分区担当）
 大須賀  憲太 （豊橋ゴールデン）
（西三河中分区担当）
 柴 田　芳 孝 （岡崎）
（西三河分区担当）
 大 髙　敏 睦 （西尾KIRARA）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎）
 神 野　重 行 （名古屋名駅）
 村井  總一郎 （豊橋）

地区幹事
 加 藤　定 伸 （名古屋名駅）

地区副幹事
　南尾張分区
 六 鹿　敏 也 （名古屋名駅）
 西尾張分区

 田 口　　 望 （名古屋名駅）
 東尾張分区

 小酒井 比呂志 （名古屋名駅）
 西名古屋分区

 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　東名古屋分区

 清 水　順 二 （名古屋名駅）
　東三河分区
 小 林　泰 敏 （名古屋名駅）
　西三河中分区

 筧　　 正 紀 （名古屋名駅）
　西三河分区

 小 西　忠 昭 （名古屋名駅）
地区会計長
 盛 田　兼 由 （名古屋名駅）
地区監事
 岡 本　敏 男 （名古屋名駅）
地区副監事
 堀 田　豊 彦 （名古屋名駅）
地区事務長
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
地区スタッフ
　南尾張分区
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅）
 西尾張分区

 早 川　敏 江 （名古屋名駅）
 東尾張分区

 上 田　和 志 （名古屋名駅）
 西名古屋分区

 石 黒　　 隆 （名古屋名駅）
　東名古屋分区

 加 藤　友 康 （名古屋名駅）
　東名古屋分区

 秋 田　和 美 （名古屋名駅）
　東三河分区
 萱 垣　　 建 （名古屋名駅）
　東三河分区
 加 藤　祐 一 （名古屋名駅）
　西三河中分区

 川 村　勝 廣 （名古屋名駅）
　西三河分区

 遠 藤　泰 昭 （名古屋名駅）
 
ガバナーエレクト
 村井  總一郎 （豊橋） 

次期地区幹事
 佐々木  利政 （豊橋）

地区指名委員会
　 ◎ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　 ○ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）
 服 部　良 男 （岡崎）
 
Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 神 野　重 行 （名古屋名駅） 
 江 崎　柳 節 （小牧）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 村井  總一郎 （豊橋）
 加 藤　定 伸 （名古屋名駅）
 佐々木  利政 （豊橋）

副ガバナー
 加 藤　陽 一 （瀬戸）

地区研修リーダー
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

地区監査ᬒ
 森 　　恒 夫 （名古屋瑞穂）

分区幹事
 南尾張分区
  木 村　正 嗣 （大府）
 西尾張分区
  堀 尾　明 史 （尾張中央） 
 東尾張分区
  中 村　　 明 （小牧）
 西名古屋分区
  白 木　良 彦 （名古屋東南） 
　東名古屋分区

  野 原　秀 雄 （名古屋東）
　東三河分区
  井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　西三河中分区
  安 福　良 豊 （岡崎）
　西三河分区
  鈴 木　善 和 （西尾KIRARA）

研修委員会
　 ◎ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）　  

　 ○ 早 川　和 男 （名古屋東山）
 古 田　嘉 且 （江南）  
 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 加 藤　真 治 （刈谷）
 大 矢　英 憲 （名古屋昭和） 
 光 岡　新 吾 （豊田）  
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 鈴村 與左衛門 （あま）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）  
 奥 田　清 仁 （豊田）  
 中 村　公 彦 （名古屋名東） 
 金 田　英 和 （名古屋東山）
    
　研修ᢗ㑳委員会
　 F 村井  總一郎 （豊橋）
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 古 田　嘉 且 （江南）
 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 加 藤　真 治 （刈谷）
 大 矢　英 憲 （名古屋昭和）
 平 松　清 美 （尾西）  
 大林  香瑞人 （東海）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅） 
 　  
地区ᳮ⣊計画委員会
　 ◎ 神 野　重 行 （名古屋名駅）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）　  
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 服 部　良 男 （岡崎）
 伊 藤　靖 祐 （江南）
 横 山　明 巳 （大府）
 西 村　利 夫 （尾張中央）
 鈴 木　文 勝 （小牧）
 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
 本 多　　 満 （名古屋東）
 大須賀  憲太 （豊橋ゴールデン）
 柴 田　芳 孝 （岡崎）
 大 髙　敏 睦 （西尾KIRARA）

　危機管理委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 C 村井  總一郎 （豊橋）　
　 ◎ 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
　 ○ 髙 木　政 義 （名古屋大須） 
 尾 関　孝 英 （名古屋北）
 岡 田　雅 隆 （犬山）
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）  
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 池 森　由 幸 （名古屋千種）
 中 村　公 彦 （名古屋名東） 
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 黒 田　勝 基 （高浜）
 鈴 木　吉 男 （津島）

地区財務委員会
　 ◎ 髙 須　洋 志 （中部名古屋みらい）
　 ○ 大 竹　一 義 （瀬戸）  
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

拡大委員会
　 ◎ 服 部　良 男 （岡崎）
　 ○ 朱 宮　新 治 （犬山）
 柴 田　幸 男 （名古屋北）
 天 野　惠 一 （岡崎）
 川 村　勝 廣 （名古屋名駅）
 
会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 山 﨑　克 弥  （西尾）  
　 ○ 澤 田　文 雄  （豊田東）

 羽田野  道明 （名古屋栄）
 水 越　彌 生 （刈谷）
 酒 井　良 輔 （半田）
 松 林　信 吾 （半田南）
 石 井　弘 子 （名古屋錦）
 古橋  エツ子 （尾張旭）
 石 川　敏 郎 （岡崎）

職業奉仕委員会
　 ◎ 匹 田　雅 久 （豊橋北）
　 ○ 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 小 川　耕 示 （刈谷）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 青 山　博 徳 （春日井）  
 鬼 頭　秀 幸 （豊橋ゴールデン） 
 香 田　研 二 （名古屋名北）
 石 川　道 男 （豊田三好）
 菅　　　  栄 （名古屋みなと）

社会奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 塩 谷　和 久 （名古屋中）
　 ○ 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 ○ 内 藤　教 恵 （安城）
 渡 辺　一 朗 （知立）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 谷 定　貴 之 （犬山）
　 後 藤　　 敞 （名古屋丸の内）
　 日 野　典 子 （愛知長久手） 
 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 加 藤　順 三 （半田）
 大 見　和 志 （三河安城）

国際奉仕委員会
　 ◎ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 木 村　樹 生 （名古屋南） 
　 ○ 山 田　　 拓 （瀬戸）
 村 瀬　秀 和 （東海） 
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 木 村　光 徳 （名古屋大須） 
 加 島　 　光 （名古屋名北） 
 児 玉　憲 之 （あま）
 佐 野　正 人 （岡崎南） 
 小塚  美知子 （名古屋城北） 
 中 田　典 子 （名古屋守山）

青少年奉仕委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）   
 髙 木　政 義 （名古屋大須） 
 竹 内　幹 尚 （豊川） 　 
 佐 藤　裕 彦 （豊橋） 
 黒 田　勝 基 （高浜）

　インターアクト委員会
　 ◎ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 杉 本　知 治 （岡崎）
　 ○ 奥 田　法 行 （安城）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 鈴 木　康 生 （豊田）　
 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 村　　 隆 （名古屋）
 嶋 内　　 淳 （一宮北）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 青 山　五 郎 （東知多）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 太 田　和 孝 （名古屋千種）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 梅 村　　 守 （春日井）
　 鵜 飼　正 巳 （稲沢）

　 相羽  あつ子 （津島）
 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 村 田　誠 一 （名古屋みなと）
 髙瀬  伸一郎 （田原）
 杉 田　篤 男 （岡崎）  
 石 川　正 弘 （一宮中央）
　 竹 内　祐 子 （名古屋アイリス） 
 近 藤　 　眞 （豊橋）  
 木 本 　　寛 （江南）
 酒 井　憲 一 （名古屋北）  
 鈴 木　万 衛 （豊田）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
　 ○ 淺 見　敏 範 （名古屋東）  
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 樅 山　修 一 （豊川宝飯）
 尾 﨑　雅 輝 （豊橋ゴールデン）
 田 中　靖 達 （瀬戸）
 大 谷　忠 幸 （豊田西）
 福 井　　 功 （渥美）

　青少年交換委員会
　 ◎ 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 吉 岡　秀 記 （刈谷）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 遠 山　武 志 （名古屋北） 
 中 山　憲 和 （豊田中）
　
公ሬイംージ向上委員会
　 ◎ 池 森　由 幸 （名古屋千種）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
　 ○ 坂 野　　 弘 （岡崎東） 
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）  
 岡 田　邦 義 （岡崎）  
 志 水　哲 也 （名古屋中）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）  
 山 口　　 眞 （名古屋中）
 尾 本　和 弘 （名古屋東南） 
 日 置　教 康 （名古屋栄）

地区大会企画委員会
　 ◎ 神 野　重 行 （名古屋名駅） 
 服 部　良 男 （岡崎）  
 村井  總一郎 （豊橋）　
 加 藤　定 伸 （名古屋名駅） 
 佐々木  利政 （豊橋）　
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 舩 橋　茂 行 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）
　�（17ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 尾 上　　 昇 （名古屋大須）
　 （17ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 吉 田　隆 彦 （名古屋大須）
　 （18ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 金 原　久 雄 （蒲郡）
　 （18ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 山 本　英 夫 （蒲郡）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
  栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 野 村　政 弘 （岡崎東）

ロータリー財団委員会
　 ◎ 中 村　公 彦 （名古屋名東） 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 佐々木  久直 （一宮）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

　資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
 髙 山　景 一 （豊橋）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 松 田　茂 治 （西尾） 
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　　 梅 村　昌 孝 （名古屋瑞穂）
 加 藤　博 巳 （岡崎）
 伊 藤　信 裕 （豊田西）
　
　補助金委員会
　 ◎ 髙 山　景 一 （豊橋）
　 ○ 上 野　　 広 （名古屋昭和）
　 ○ 久 具　信 夫 （豊川）  
 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）  
 藤 野　直 子 （名古屋名東） 
 金 谷　明 正 （名古屋北）  
 渡 邉　勝 行   （西尾一色）  
 大塩  啓太郎 （豊橋）
 都 築　利 全 （半田南）
 間 瀬　浩 正 （半田）
 江 川　泰 彦 （名古屋清須）
　
　ポリオ・プラス䈹職業研修チーム委員会
　 ◎ 加 藤　浩 一 （犬山）
　 ○ 渡 邊　萬 里 （名古屋東山）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）  
 横 井　　 定 （稲沢）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 加 納　伸 康 （名古屋葵）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
 鈴 木　宏 治 （名古屋東山）
 永 井　伸 治 （稲沢）
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 有 賀　 　健 （岡崎）
 青 山　貴 彦 （瀬戸）

　奨学基金・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）

　 ○ 矢 頭　功 生 （豊田東） 
　 ○ 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 伊藤  素美子 （名古屋東南）
 石 川　昌 和 （豊橋南）
 猪 子　恭 秀 （名古屋みなと）

米山記念奨学委員会
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭） 
　 ○ 青 山　　 稔 （瀬戸）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）  
 加 藤　英 樹 （刈谷）
 山 本　慎 治 （半田南）  
 近 藤　久 詞 （名古屋北）
  磯 部　 　徹 （名古屋丸の内）
 大 橋　　 均 （知立）
 山 田　　 猛 （江南）
  大橋  さなえ （名古屋名南）
  堀　　 慎 治 （名古屋瑞穂）
  神 谷　恵 理 （愛知長久手）
  福 島　葉 子 （岡崎）
  梅 谷　朋 志 （一宮）
  牧　　 昌 夫 （豊川）

学友委員会
　 ◎ 池 谷　　 悟 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 稲 本　良 二 （豊田中）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 中 村　公 彦 （名古屋名東） 
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）  
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 岡 田　雅 隆 （犬山）

✁ኰ委員会（期㯒㰱ᢓ）
　
　䉡䉐䉐ᢗ㑳委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸） 　 
　 ○ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 匹 田　雅 久 （豊橋北） 
 杉 浦　文 雄 （刈谷）  
 鈴 木　宏 司 （半田南）  
 岡 田　雅 隆 （犬山）
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）  
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）

 髙 木　政 義 （名古屋大須） 
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 中 村　公 彦 （名古屋名東）
 加 藤　浩 一 （犬山）
 金 田　英 和 （名古屋東山） 
 早 川　和 男 （名古屋東山）
　  鈴村 與左衛門 （あま）　   
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
 奥 田　清 仁 （豊田）　   
 池 谷　　 悟 （中部名古屋みらい）
 加 藤　友 康 （名古屋名駅）
　
　地区�� 年史編纂委員会
　 ◎ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　 ○ 池 森　由 幸 （名古屋千種）
 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
 小 林　泰 敏　 （名古屋名駅）
 平 尾　節 子 （瀬戸北）
 津 川　聖 子 （名古屋名東）
 
ＲＩ理事
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター（RC）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 服 部　良 男 （岡崎）  
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　㖶㙼ᒨ 田 中　正 規 （西尾）
　㤩⽎ജᡩጴឰᒨၻదឰᒨ長 
 江 崎　柳 節 （小牧）
　ឰᒨ 田 中　正 規 （西尾）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　⬬ᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友委員会
　ዣឰᒨ長 片 山　主 水 （名古屋東南）
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
オンツートロント
 神 野　重 行 （名古屋名駅）
地区ローターアクト代表
 笠 間　美 穂 （豊橋RAC）
ロータリーἃᩲ㤄ᔡ委員会
ద㤄ᔡឰᒨ 加 藤　陽 一 （瀬戸） 　  
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ガバナー
 加 藤　陽 一 （瀬戸）  
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 上　茂 登 （知多） 
（西尾張分区担当）
 平 松　清 美 （尾西）
（東尾張分区担当）
 朱 宮　新 治 （犬山）
（西名古屋分区担当）
 近 藤　雅 夫 （名古屋南）
（東名古屋分区担当）
 藤 田　義 明 （名古屋葵）

（東三河分区担当）
 彦 坂　育 甫 （渥美）
（西三河中分区担当）
 小 幡　輝 雄 （豊田西）
（西三河分区担当）
 杉浦  世志朗 （刈谷）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）

 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）

 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎） 

地区幹事
 大 竹　一 義 （瀬戸）
地区副幹事
 藤 井　源 成 （瀬戸）
 加 藤　睦 彦 （瀬戸）
 勝 谷　哲 次 （瀬戸）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 野 田　正 治 （瀬戸）
 井 上　　 博 （瀬戸）
 加藤  唐三郎 （瀬戸）
 澤 田　賢 成 （瀬戸）
地区会計長
 梶 野　輝 雄 （瀬戸）
地区監事
 亀 井　　 勝 （瀬戸）
事務ᤔ長
 佐 野　一 二 （瀬戸）
地区スタッフ
 山 本　英 雄 （瀬戸）
 牧　　　  治 （瀬戸）
 松 本　哲 也 （瀬戸）
 井 上　伸 也 （瀬戸）
 青 山　 　稔 （瀬戸）
 加 藤　定 江 （瀬戸）
 刑 部　祐 介 （瀬戸）
 鈴 木　光 彦 （瀬戸）
 加 藤　孝 爾  （瀬戸）
 加 藤　恵 子 （瀬戸）
 松 村　晋 也 （瀬戸） 

ガバナーエレクト
 服 部　良 男 （岡崎） 
次期地区幹事
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

地区指名委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 田 中　正 規 （西尾）
　  田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 服 部　良 男 （岡崎） 
 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

副ガバナー
 田 中　正 規 （西尾）

地区研修リーダー
 千 田　　 毅 （名古屋東）

分区幹事
 南尾張分区
  中 村　泰 忠 （知多）
 西尾張分区
  犬飼  万壽男 （尾西） 
 東尾張分区
  岡 田　雅 隆 （犬山） 
 西名古屋分区
  櫻 井　　 繁 （名古屋南） 
 東名古屋分区
  堀 口　　 久 （名古屋葵） 

　東三河分区
  川 口　敏 郎 （渥美）
　西三河中分区
  加 納　一 弘 （豊田西）
　西三河分区
  𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷） 

地区財務委員会
　 ◎ 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　 ○ 嚮 原　勝 俊 （西尾）  
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 A 服 部　良 男 （岡崎）
　 A 大 竹　一 義 （瀬戸）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山） 
　 ○ 村 上　茂 登 （知多）  
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 奥 田　清 仁 （豊田）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
  石 川　勝 彦  （半田南）
 山 﨑　克 弥  （西尾）
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）
 大竹山  雄二 （名古屋東南）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
 松 村　晋 也 （瀬戸）
 羽田野  道明 （名古屋栄）

拡大委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 岡 本　 　巧 （刈谷）  

研修委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　   
　 ○ 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 関 口　宗 男 （名古屋みなと） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）  
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内） 
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 鈴 木　正 徳 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 
地区大会企画委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 服 部　良 男 （岡崎）  

 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　�（14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 嚮原　正 治 （半田）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 松尾  憲二郎 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 岡 田　邦 義 （岡崎）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 小笠原  竜児 （豊橋東）
 加藤  久仁明 （春日井）
 池 戸　史 英 （名古屋東）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  金 谷　康 正 （瀬戸）
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 
職業奉仕委員会
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 杉 田　 　洋 （豊橋）
 近 藤　正 美 （名古屋東山）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 酒 井　 　賢 （岡崎東）
　 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 日 野　典 子 （愛知長久手）
　 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 内 藤　教 恵 （安城）
　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　 近 藤　太 門 （春日井）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 山 本　忠 男 （豊橋北）
　 塩 谷　和 久 （名古屋中）

国際奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）  
 横 田　徳 久 （名古屋名北） 
 山 田　　 拓 （瀬戸）
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 社 本　太 郎 （春日井） 
 平 野　恒 弘 （豊田東）  

 中 田　典 子 （名古屋守山） 

青少年奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 A 秋 田　敬 治 （一宮中央）
　 A 谷 山　芳 和 （豊田西）　 
　 A 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）

インターアクト委員会
　 ◎ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 北 園　守 生 （名古屋空港）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 奥 田　法 行 （安城）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 渋 谷　文 平 （名古屋）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 服 部　 　貴 （津島）
 青 山　五 郎 （東知多）
　 菱 川　弘 樹 （一宮北）
　 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 藤 井　康 正 （岡崎）
　 ○ 山 中　建 策 （一宮中央）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 近 藤　　 眞 （豊橋）
　 村 田　誠 一 （名古屋みなと） 
 天野  英一郎 （田原）
　 沢 田　昌 久 （江南）
　 加 納　伸 康 （名古屋葵）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
　 ○ 平 田　兼 久 （西尾） 
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 大 林　則 久 （豊橋ゴールデン） 
 渡 邊　嘉 昭 （名古屋北） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）

青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 黒 田　勝 基 （高浜）  
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 高 木　政 義 （名古屋大須） 
 吉 岡　秀 記 （刈谷） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
೾ールജ೰リスജೞೖ೉೧ィ೔ーディ೮ーター 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
資金推進委員会
　 ◎ 久 米　博 明 （刈谷） 
　 ○ 牧 野　博 和 （名古屋栄） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　
補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 田 島　保 紀 （名古屋東）
　 ○ 高 山　景 一 （豊橋）
　　 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 笠 井　保 志 （西尾一色）  
 朝 倉　淳 一 （名古屋北）  
 鈴 木　照 幸 （田原パシフィック） 
 久 具　信 夫 （豊川）  
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 都 築　義 勝 （豊田東）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）
 山 口　直 彦 （名古屋東南）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 伊藤  素美子 （名古屋東南） 
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 永 井　伸 治 （稲沢） 

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 佐々木  久直 （一宮）
　 ○ 加 藤　浩 一 （犬山）
 横 井　　 定 （稲沢）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）

奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　 ○ 松 田　茂 治 （西尾）
 佐々木  利政 （豊橋）
 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 矢 頭　功 生 （豊田東） 

米山奨学委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 A 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南） 
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 水 野　憲 司 （一宮北）
 青 山　　 稔 （瀬戸） 
 山 田　一 仁 （一宮）  
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
  杉 浦　澄 雄 （西尾）

 山 本　慎 治 （半田南）
  山 田　　 猛 （江南）
  大 村　幸 司 （豊川）
  加 藤　英 樹 （刈谷）
  荒 川　雅 義 （名古屋中）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 C 田 中　正 規 （西尾）　  
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
  松 田　茂 樹 （名古屋東）

ＲＩ理事エレクト
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター補佐（ARC）
   田 嶋　好 博 （名古屋北）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　㤩⽎ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
ᡩጴജᡩᏪឰᒨ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န　 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
オンツーೞೇル
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
地区ローターアクト代表
 及 川　　 純 （岡崎RAC）

ガバナー
 服 部　良 男 （岡崎）  
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 瀬　秀 和 （東海） 
（西尾張分区担当）
 黒野  晃太郎 （あま）
（東尾張分区担当）
 古 田　嘉 且 （江南）
（西名古屋分区担当）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと）
（東名古屋分区担当）
 柴 田　幸 男 （名古屋北）
（東三河分区担当）
 高 桑　　 耐 （豊川宝飯）
（西三河中分区担当）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
（西三河分区担当）
 近 藤　一 幸 （知立）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎）
 神 野　重 行 （名古屋名駅）

地区幹事
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
地区副幹事
 林　　 和 夫 （岡崎）
 菅 井　龍 一 （岡崎）
 岩 月　一 郎 （岡崎）
 松 原　広 幸 （岡崎）
 中 村　重 嗣 （岡崎）
 尾 崎　篤 司 （岡崎）
 荻 須　文 一 （岡崎）
 天 野　惠 一 （岡崎）
地区会計長
 河 合　　 潤 （岡崎）
地区監事
 蜂須賀  利雄 （岡崎）
地区事務長
 加 藤　博 巳 （岡崎）
地区スタッフ
 大 村　康 雄 （岡崎）
 石 川　敏 郎 （岡崎）
 谷 　　泰 男 （岡崎）
 福 澤　玉 青 （岡崎）
 花 市　佳 明 （岡崎）

 岡 田　邦 義 （岡崎）
 太 田　成 紀 （岡崎）
 福 島　葉 子 （岡崎）
 安 福　良 豊  （岡崎）
 石 川　勝 敏 （岡崎）
 
ガバナーエレクト
 神 野　重 行 （名古屋名駅） 
次期地区幹事
 加 藤　定 伸 （名古屋名駅）

地区指名委員会
　 ◎ 田 中　正 規 （西尾）
　 ○ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　  松 前　憲 典 （一宮中央）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 加 藤　陽 一 （瀬戸）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 服 部　良 男 （岡崎） 
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 神 野　重 行 （名古屋名駅）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
 加 藤　定 伸 （名古屋名駅）

副ガバナー
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

地区研修リーダー
 田 中　正 規 （西尾）

地区監査ᬒ
 森 　　恒 夫 （名古屋瑞穂）

分区幹事
 南尾張分区
  佐 藤　雅 之 （東海）
 西尾張分区
  鈴 木　正 徳 （あま） 
 東尾張分区
  波多野  智章 （江南） 
 西名古屋分区
  岩 佐　信 機 （名古屋みなと） 
　東名古屋分区

  朝 倉　淳 一 （名古屋北） 
　東三河分区
  柴 田　浩 志 （豊川宝飯）
　西三河中分区
  中 山　憲 和 （豊田中）
　西三河分区
  鈴 木　民 也 （知立） 

研修委員会
　 ◎ 田 中　正 規 （西尾）
　 ○ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　 ○ 神 野　重 行 （名古屋名駅）
 光 岡　新 吾 （豊田）  
 桐 渕　利 次 （岡崎城南）  
 鈴村 與左衛門 （あま）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）  
 奥 田　清 仁 （豊田）  
 鈴 木　文 勝 （小牧）  
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 早 川　和 男 （名古屋東山） 
  
地区ᳮ⣊計画委員会
　 ◎ 服 部　良 男 （岡崎）
　 ○ 神 野　重 行 （名古屋名駅）

　 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 村井  總一郎 （豊橋）

危機管理委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 C 神 野　重 行 （名古屋名駅）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 髙 木　政 義 （名古屋大須） 
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 中 村　公 彦 （名古屋名東）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
 尾 関　孝 英 （名古屋北）

地区財務委員会
　 ◎ 榊 原　勝 俊 （西尾） 
　 ○ 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂） 
 大 竹　一 義 （瀬戸）

拡大委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 岡 本　 　巧 （刈谷） 

会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 山 﨑　克 弥  （西尾）  
　 ○ 澤 田　文 雄  （豊田東）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
 松 村　晋 也 （瀬戸）
 羽田野  道明 （名古屋栄）
 水 越　彌 生 （刈谷）
 酒 井　良 輔 （半田）
 松 林　信 吾 （半田南）
 石 井　弘 子 （名古屋錦）

職業奉仕委員会
　 ◎ 匹 田　雅 久 （豊橋北）
　 ○ 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 小 川　耕 示 （刈谷）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 杉 田　 　洋 （豊橋）  
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 青 山　博 徳 （春日井）  
 鬼 頭　秀 幸 （豊橋ゴールデン） 
 香 田　研 二 （名古屋名北）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 山 元　康 裕 （名古屋東山）
　 ○ 井 口　貴 嗣 （豊橋）
 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 内 藤　教 恵 （安城）
　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 塩 谷　和 久 （名古屋中）
　 谷 定　貴 之 （犬山）
　 後 藤　　 敞 （名古屋丸の内）
　 小笠原  竜児 （豊橋東）

国際奉仕委員会
　 ◎ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 木 村　樹 生 （名古屋南） 
　 ○ 山 田　　 拓 （瀬戸）
 中 田　典 子 （名古屋守山）
 横 山　明 巳 （大府）  
 加 島　 　光 （名古屋名北） 
 小塚  美知子 （名古屋城北）
 木 村　光 徳 （名古屋大須） 
 西 村　忠 郎 （名古屋栄） 
 平 野　恒 弘 （豊田東）  
 髙 山　　 進 （名古屋丸の内）

青少年奉仕委員会
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）　 
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 髙 木　政 義 （名古屋大須）

インターアクト委員会
　 ◎ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 杉 本　知 治 （岡崎）
　 ○ 奥 田　法 行 （安城）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 奥 田　清 仁 （豊田）　
 福 尾　　 清 （岡崎南）
 渋 谷　文 平 （名古屋）
 菱 川　弘 樹 （一宮北）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 青 山　五 郎 （東知多）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 太 田　和 孝 （名古屋千種）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 梅 村　　 守 （春日井）
　 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
　 伊 藤　　 基 （津島）
 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 村 田　誠 一 （名古屋みなと）
 天野  英一郎 （田原）
 富 田　清 孝 （江南）  
 森　　 　 眞 （一宮中央）
　 江 﨑　雅 彰 （豊橋）  
 吉 村　福 修 （名古屋葵）
　 竹 内　祐 子 （名古屋アイリス）
　 杉 田　篤 男 （岡崎）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 渡 邊　嘉 昭 （名古屋北） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東） 
 樅 山　修 一 （豊川宝飯）
 谷 山　芳 和 （豊田西）
 稲 垣　利 彦 （豊田）

青少年交換委員会
　 ◎ 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
 神 野　重 行 （名古屋名駅） 
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 吉 岡　秀 記 （刈谷） 
 松岡  多加倫 （名古屋千種）

公ሬイംージ向上委員会
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
 尾 本　和 弘 （名古屋東南） 
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 池 戸　史 英 （名古屋東）
 坂 野　　 弘 （岡崎東）  
 金 谷　康 正 （瀬戸）
 杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 加藤  久仁明 （春日井）
 志 水　哲 也 （名古屋中）

地区大会企画委員会
　 ◎ 服 部　良 男 （岡崎）  
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 神 野　重 行 （名古屋名駅） 
 岩 月　昭 佳 （岡崎）  
 加 藤　定 伸 （名古屋名駅）
　�（15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15年度地区大会幹事）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）
ద�（16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 舩 橋　茂 行 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 （17ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 尾 上　　 昇 （名古屋大須）
　�（17ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 吉 田　隆 彦 （名古屋大須）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
  栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 野 村　政 弘 （岡崎東）

ロータリー財団委員会
　 ◎ 中 村　公 彦 （名古屋名東） 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 佐々木  久直 （一宮）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
 髙 山　景 一 （豊橋）
　
資金推進委員会
　 ◎ 松 田　茂 治 （西尾） 
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　
補助金委員会
　 ◎ 髙 山　景 一 （豊橋）
　 ○ 田 島　保 紀 （名古屋東）
　 ○ 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 久 具　信 夫 （豊川）  
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 都 築　義 勝 （豊田東）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）  
 藤 野　直 子 （名古屋名東） 
 金 谷　明 正 （名古屋北）  
 渡 邉　勝 行   （西尾一色）  
 大塩  啓太郎 （豊橋）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）

　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 永 井　伸 治 （稲沢）  
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 鈴 木　宏 治 （名古屋東山） 

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 加 藤　浩 一 （犬山）
　 ○ 渡 邊　萬 里 （名古屋東山）
 横 井　　 定 （稲沢）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅） 
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
 加 納　伸 康 （名古屋葵）

奨学基金・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　 ○ 矢 頭　功 生 （豊田東） 
　 ○ 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 伊藤  素美子 （名古屋東南）
 石 川　昌 和 （豊橋南）
 猪 子　恭 秀 （名古屋みなと）

米山記念奨学委員会
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 青 山　　 稔 （瀬戸）  
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）  
 杉 浦　澄 雄 （西尾）
  山 本　慎 治 （半田南）
 山 田　　 猛 （江南）
  田 中　寛 孝 （豊川）
  加 藤　英 樹 （刈谷）
  大橋  さなえ （名古屋名南）
  磯 部　 　徹 （名古屋丸の内）
  近 藤　久 詞 （名古屋北）
  大 橋　　 均 （知立）

ＲＬＩᢗ㑳委員会
　 ◎ 関 口　宗 男 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 高 畑　晧 一 （豊橋ゴールデン）
 太 田　達 夫 （名古屋城北）
  平 松　清 美 （尾西）
 早 川　和 男 （名古屋東山）
　  岡 田　吉 生 （岡崎城南）
 古 田　嘉 且 （江南）
 加 藤　真 治 （刈谷）
  本田  伸太郎 （名古屋東）
 鈴 木　正 徳 （あま）
  細 井　英 治 （安城）

学友委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）　 
　 ○ 稲 本　良 二 （豊田中）
 池 谷　　 悟 （中部名古屋みらい）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
　  杉 本　知 治 （岡崎）
 村 田　誠 一 （名古屋みなと）
 金 山　明 史 （豊田西）
  岩 月　雅 章 （名古屋中）

䉡䉐䉐ᢗ㑳委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸） 　 
　 ○ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）

 奥 田　清 仁 （豊田）　 
 鈴 木　文 勝 （小牧）  
 早 川　和 男 （名古屋東山）
　  光 岡　新 吾  （豊田）
 匹 田　雅 久 （豊橋北）  
 鈴村 與左衛門 （あま）　   
 鈴 木　宏 司 （半田南）　
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと） 
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）  
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 髙 木　政 義 （名古屋大須） 
 中 村　公 彦 （名古屋名東）
 加 藤　浩 一 （犬山）
 金 田　英 和 （名古屋東山）

 岡 田　邦 義 （岡崎）
ＲＩ理事
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター（RC）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　㤩⽎ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）

　㖶㙼ឰᒨ 田 中　正 規 （西尾）
ᡩጴജᡩᏪឰᒨ 田 中　正 規 （西尾）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　⬬ᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリー友委員会
　ዣឰᒨ長 片 山　主 水 （名古屋東南）
ロータリー友委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
オンツーアトランタ
 服 部　良 男 （岡崎） 
地区ローターアクト代表
 渡 邉　博 人 （名古屋名城RAC）

●2017 年度

ガバナー
 神 野　重 行 （名古屋名駅） 
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 横 山　明 巳 （大府） 
（西尾張分区担当）
 西 村　利 夫 （尾張中央）
（東尾張分区担当）
 鈴 木　文 勝 （小牧）
（西名古屋分区担当）
 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
（東名古屋分区担当）
 本 多　　 満 （名古屋東）
（東三河分区担当）
 大須賀  憲太 （豊橋ゴールデン）
（西三河中分区担当）
 柴 田　芳 孝 （岡崎）
（西三河分区担当）
 大 髙　敏 睦 （西尾KIRARA）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎）
 神 野　重 行 （名古屋名駅）
 村井  總一郎 （豊橋）

地区幹事
 加 藤　定 伸 （名古屋名駅）

地区副幹事
　南尾張分区
 六 鹿　敏 也 （名古屋名駅）
 西尾張分区

 田 口　　 望 （名古屋名駅）
 東尾張分区

 小酒井 比呂志 （名古屋名駅）
 西名古屋分区

 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　東名古屋分区

 清 水　順 二 （名古屋名駅）
　東三河分区
 小 林　泰 敏 （名古屋名駅）
　西三河中分区

 筧　　 正 紀 （名古屋名駅）
　西三河分区

 小 西　忠 昭 （名古屋名駅）
地区会計長
 盛 田　兼 由 （名古屋名駅）
地区監事
 岡 本　敏 男 （名古屋名駅）
地区副監事
 堀 田　豊 彦 （名古屋名駅）
地区事務長
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
地区スタッフ
　南尾張分区
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅）
 西尾張分区

 早 川　敏 江 （名古屋名駅）
 東尾張分区

 上 田　和 志 （名古屋名駅）
 西名古屋分区

 石 黒　　 隆 （名古屋名駅）
　東名古屋分区

 加 藤　友 康 （名古屋名駅）
　東名古屋分区

 秋 田　和 美 （名古屋名駅）
　東三河分区
 萱 垣　　 建 （名古屋名駅）
　東三河分区
 加 藤　祐 一 （名古屋名駅）
　西三河中分区

 川 村　勝 廣 （名古屋名駅）
　西三河分区

 遠 藤　泰 昭 （名古屋名駅）
 
ガバナーエレクト
 村井  總一郎 （豊橋） 

次期地区幹事
 佐々木  利政 （豊橋）

地区指名委員会
　 ◎ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　 ○ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）
 服 部　良 男 （岡崎）
 
Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 神 野　重 行 （名古屋名駅） 
 江 崎　柳 節 （小牧）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 村井  總一郎 （豊橋）
 加 藤　定 伸 （名古屋名駅）
 佐々木  利政 （豊橋）

副ガバナー
 加 藤　陽 一 （瀬戸）

地区研修リーダー
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

地区監査ᬒ
 森 　　恒 夫 （名古屋瑞穂）

分区幹事
 南尾張分区
  木 村　正 嗣 （大府）
 西尾張分区
  堀 尾　明 史 （尾張中央） 
 東尾張分区
  中 村　　 明 （小牧）
 西名古屋分区
  白 木　良 彦 （名古屋東南） 
　東名古屋分区

  野 原　秀 雄 （名古屋東）
　東三河分区
  井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　西三河中分区
  安 福　良 豊 （岡崎）
　西三河分区
  鈴 木　善 和 （西尾KIRARA）

研修委員会
　 ◎ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）　  

　 ○ 早 川　和 男 （名古屋東山）
 古 田　嘉 且 （江南）  
 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 加 藤　真 治 （刈谷）
 大 矢　英 憲 （名古屋昭和） 
 光 岡　新 吾 （豊田）  
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 鈴村 與左衛門 （あま）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）  
 奥 田　清 仁 （豊田）  
 中 村　公 彦 （名古屋名東） 
 金 田　英 和 （名古屋東山）
    
　研修ᢗ㑳委員会
　 F 村井  總一郎 （豊橋）
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 古 田　嘉 且 （江南）
 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 加 藤　真 治 （刈谷）
 大 矢　英 憲 （名古屋昭和）
 平 松　清 美 （尾西）  
 大林  香瑞人 （東海）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅） 
 　  
地区ᳮ⣊計画委員会
　 ◎ 神 野　重 行 （名古屋名駅）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）　  
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 服 部　良 男 （岡崎）
 伊 藤　靖 祐 （江南）
 横 山　明 巳 （大府）
 西 村　利 夫 （尾張中央）
 鈴 木　文 勝 （小牧）
 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
 本 多　　 満 （名古屋東）
 大須賀  憲太 （豊橋ゴールデン）
 柴 田　芳 孝 （岡崎）
 大 髙　敏 睦 （西尾KIRARA）

　危機管理委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 C 村井  總一郎 （豊橋）　
　 ◎ 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
　 ○ 髙 木　政 義 （名古屋大須） 
 尾 関　孝 英 （名古屋北）
 岡 田　雅 隆 （犬山）
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）  
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 池 森　由 幸 （名古屋千種）
 中 村　公 彦 （名古屋名東） 
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 黒 田　勝 基 （高浜）
 鈴 木　吉 男 （津島）

地区財務委員会
　 ◎ 髙 須　洋 志 （中部名古屋みらい）
　 ○ 大 竹　一 義 （瀬戸）  
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

拡大委員会
　 ◎ 服 部　良 男 （岡崎）
　 ○ 朱 宮　新 治 （犬山）
 柴 田　幸 男 （名古屋北）
 天 野　惠 一 （岡崎）
 川 村　勝 廣 （名古屋名駅）
 
会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 山 﨑　克 弥  （西尾）  
　 ○ 澤 田　文 雄  （豊田東）

 羽田野  道明 （名古屋栄）
 水 越　彌 生 （刈谷）
 酒 井　良 輔 （半田）
 松 林　信 吾 （半田南）
 石 井　弘 子 （名古屋錦）
 古橋  エツ子 （尾張旭）
 石 川　敏 郎 （岡崎）

職業奉仕委員会
　 ◎ 匹 田　雅 久 （豊橋北）
　 ○ 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 小 川　耕 示 （刈谷）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 青 山　博 徳 （春日井）  
 鬼 頭　秀 幸 （豊橋ゴールデン） 
 香 田　研 二 （名古屋名北）
 石 川　道 男 （豊田三好）
 菅　　　  栄 （名古屋みなと）

社会奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 塩 谷　和 久 （名古屋中）
　 ○ 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 ○ 内 藤　教 恵 （安城）
 渡 辺　一 朗 （知立）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 谷 定　貴 之 （犬山）
　 後 藤　　 敞 （名古屋丸の内）
　 日 野　典 子 （愛知長久手） 
 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 加 藤　順 三 （半田）
 大 見　和 志 （三河安城）

国際奉仕委員会
　 ◎ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 木 村　樹 生 （名古屋南） 
　 ○ 山 田　　 拓 （瀬戸）
 村 瀬　秀 和 （東海） 
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 木 村　光 徳 （名古屋大須） 
 加 島　 　光 （名古屋名北） 
 児 玉　憲 之 （あま）
 佐 野　正 人 （岡崎南） 
 小塚  美知子 （名古屋城北） 
 中 田　典 子 （名古屋守山）

青少年奉仕委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）   
 髙 木　政 義 （名古屋大須） 
 竹 内　幹 尚 （豊川） 　 
 佐 藤　裕 彦 （豊橋） 
 黒 田　勝 基 （高浜）

　インターアクト委員会
　 ◎ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 杉 本　知 治 （岡崎）
　 ○ 奥 田　法 行 （安城）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 鈴 木　康 生 （豊田）　
 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 村　　 隆 （名古屋）
 嶋 内　　 淳 （一宮北）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 青 山　五 郎 （東知多）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 太 田　和 孝 （名古屋千種）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 梅 村　　 守 （春日井）
　 鵜 飼　正 巳 （稲沢）

　 相羽  あつ子 （津島）
 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 村 田　誠 一 （名古屋みなと）
 髙瀬  伸一郎 （田原）
 杉 田　篤 男 （岡崎）  
 石 川　正 弘 （一宮中央）
　 竹 内　祐 子 （名古屋アイリス） 
 近 藤　 　眞 （豊橋）  
 木 本 　　寛 （江南）
 酒 井　憲 一 （名古屋北）  
 鈴 木　万 衛 （豊田）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
　 ○ 淺 見　敏 範 （名古屋東）  
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 樅 山　修 一 （豊川宝飯）
 尾 﨑　雅 輝 （豊橋ゴールデン）
 田 中　靖 達 （瀬戸）
 大 谷　忠 幸 （豊田西）
 福 井　　 功 （渥美）

　青少年交換委員会
　 ◎ 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 吉 岡　秀 記 （刈谷）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 遠 山　武 志 （名古屋北） 
 中 山　憲 和 （豊田中）
　
公ሬイംージ向上委員会
　 ◎ 池 森　由 幸 （名古屋千種）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
　 ○ 坂 野　　 弘 （岡崎東） 
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）  
 岡 田　邦 義 （岡崎）  
 志 水　哲 也 （名古屋中）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）  
 山 口　　 眞 （名古屋中）
 尾 本　和 弘 （名古屋東南） 
 日 置　教 康 （名古屋栄）

地区大会企画委員会
　 ◎ 神 野　重 行 （名古屋名駅） 
 服 部　良 男 （岡崎）  
 村井  總一郎 （豊橋）　
 加 藤　定 伸 （名古屋名駅） 
 佐々木  利政 （豊橋）　
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 舩 橋　茂 行 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）
　�（17ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 尾 上　　 昇 （名古屋大須）
　 （17ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 吉 田　隆 彦 （名古屋大須）
　 （18ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 金 原　久 雄 （蒲郡）
　 （18ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 山 本　英 夫 （蒲郡）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
  栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 野 村　政 弘 （岡崎東）

ロータリー財団委員会
　 ◎ 中 村　公 彦 （名古屋名東） 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 佐々木  久直 （一宮）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

　資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
 髙 山　景 一 （豊橋）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 松 田　茂 治 （西尾） 
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　　 梅 村　昌 孝 （名古屋瑞穂）
 加 藤　博 巳 （岡崎）
 伊 藤　信 裕 （豊田西）
　
　補助金委員会
　 ◎ 髙 山　景 一 （豊橋）
　 ○ 上 野　　 広 （名古屋昭和）
　 ○ 久 具　信 夫 （豊川）  
 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）  
 藤 野　直 子 （名古屋名東） 
 金 谷　明 正 （名古屋北）  
 渡 邉　勝 行   （西尾一色）  
 大塩  啓太郎 （豊橋）
 都 築　利 全 （半田南）
 間 瀬　浩 正 （半田）
 江 川　泰 彦 （名古屋清須）
　
　ポリオ・プラス䈹職業研修チーム委員会
　 ◎ 加 藤　浩 一 （犬山）
　 ○ 渡 邊　萬 里 （名古屋東山）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）  
 横 井　　 定 （稲沢）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 加 納　伸 康 （名古屋葵）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
 鈴 木　宏 治 （名古屋東山）
 永 井　伸 治 （稲沢）
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 有 賀　 　健 （岡崎）
 青 山　貴 彦 （瀬戸）

　奨学基金・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）

　 ○ 矢 頭　功 生 （豊田東） 
　 ○ 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 伊藤  素美子 （名古屋東南）
 石 川　昌 和 （豊橋南）
 猪 子　恭 秀 （名古屋みなと）

米山記念奨学委員会
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭） 
　 ○ 青 山　　 稔 （瀬戸）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）  
 加 藤　英 樹 （刈谷）
 山 本　慎 治 （半田南）  
 近 藤　久 詞 （名古屋北）
  磯 部　 　徹 （名古屋丸の内）
 大 橋　　 均 （知立）
 山 田　　 猛 （江南）
  大橋  さなえ （名古屋名南）
  堀　　 慎 治 （名古屋瑞穂）
  神 谷　恵 理 （愛知長久手）
  福 島　葉 子 （岡崎）
  梅 谷　朋 志 （一宮）
  牧　　 昌 夫 （豊川）

学友委員会
　 ◎ 池 谷　　 悟 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 稲 本　良 二 （豊田中）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 中 村　公 彦 （名古屋名東） 
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）  
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 岡 田　雅 隆 （犬山）

✁ኰ委員会（期㯒㰱ᢓ）
　
　䉡䉐䉐ᢗ㑳委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸） 　 
　 ○ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 匹 田　雅 久 （豊橋北） 
 杉 浦　文 雄 （刈谷）  
 鈴 木　宏 司 （半田南）  
 岡 田　雅 隆 （犬山）
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）  
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）

 髙 木　政 義 （名古屋大須） 
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 中 村　公 彦 （名古屋名東）
 加 藤　浩 一 （犬山）
 金 田　英 和 （名古屋東山） 
 早 川　和 男 （名古屋東山）
　  鈴村 與左衛門 （あま）　   
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
 奥 田　清 仁 （豊田）　   
 池 谷　　 悟 （中部名古屋みらい）
 加 藤　友 康 （名古屋名駅）
　
　地区�� 年史編纂委員会
　 ◎ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　 ○ 池 森　由 幸 （名古屋千種）
 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
 小 林　泰 敏　 （名古屋名駅）
 平 尾　節 子 （瀬戸北）
 津 川　聖 子 （名古屋名東）
 
ＲＩ理事
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター（RC）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 服 部　良 男 （岡崎）  
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　㖶㙼ᒨ 田 中　正 規 （西尾）
　㤩⽎ജᡩጴឰᒨၻదឰᒨ長 
 江 崎　柳 節 （小牧）
　ឰᒨ 田 中　正 規 （西尾）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　⬬ᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友委員会
　ዣឰᒨ長 片 山　主 水 （名古屋東南）
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
オンツートロント
 神 野　重 行 （名古屋名駅）
地区ローターアクト代表
 笠 間　美 穂 （豊橋RAC）
ロータリーἃᩲ㤄ᔡ委員会
ద㤄ᔡឰᒨ 加 藤　陽 一 （瀬戸） 　  

ガバナー
 加 藤　陽 一 （瀬戸）  
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 上　茂 登 （知多） 
（西尾張分区担当）
 平 松　清 美 （尾西）
（東尾張分区担当）
 朱 宮　新 治 （犬山）
（西名古屋分区担当）
 近 藤　雅 夫 （名古屋南）
（東名古屋分区担当）
 藤 田　義 明 （名古屋葵）

（東三河分区担当）
 彦 坂　育 甫 （渥美）
（西三河中分区担当）
 小 幡　輝 雄 （豊田西）
（西三河分区担当）
 杉浦  世志朗 （刈谷）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）

 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）

 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎） 

地区幹事
 大 竹　一 義 （瀬戸）
地区副幹事
 藤 井　源 成 （瀬戸）
 加 藤　睦 彦 （瀬戸）
 勝 谷　哲 次 （瀬戸）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 野 田　正 治 （瀬戸）
 井 上　　 博 （瀬戸）
 加藤  唐三郎 （瀬戸）
 澤 田　賢 成 （瀬戸）
地区会計長
 梶 野　輝 雄 （瀬戸）
地区監事
 亀 井　　 勝 （瀬戸）
事務ᤔ長
 佐 野　一 二 （瀬戸）
地区スタッフ
 山 本　英 雄 （瀬戸）
 牧　　　  治 （瀬戸）
 松 本　哲 也 （瀬戸）
 井 上　伸 也 （瀬戸）
 青 山　 　稔 （瀬戸）
 加 藤　定 江 （瀬戸）
 刑 部　祐 介 （瀬戸）
 鈴 木　光 彦 （瀬戸）
 加 藤　孝 爾  （瀬戸）
 加 藤　恵 子 （瀬戸）
 松 村　晋 也 （瀬戸） 

ガバナーエレクト
 服 部　良 男 （岡崎） 
次期地区幹事
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

地区指名委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 田 中　正 規 （西尾）
　  田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 服 部　良 男 （岡崎） 
 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

副ガバナー
 田 中　正 規 （西尾）

地区研修リーダー
 千 田　　 毅 （名古屋東）

分区幹事
 南尾張分区
  中 村　泰 忠 （知多）
 西尾張分区
  犬飼  万壽男 （尾西） 
 東尾張分区
  岡 田　雅 隆 （犬山） 
 西名古屋分区
  櫻 井　　 繁 （名古屋南） 
 東名古屋分区
  堀 口　　 久 （名古屋葵） 

　東三河分区
  川 口　敏 郎 （渥美）
　西三河中分区
  加 納　一 弘 （豊田西）
　西三河分区
  𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷） 

地区財務委員会
　 ◎ 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　 ○ 嚮 原　勝 俊 （西尾）  
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 A 服 部　良 男 （岡崎）
　 A 大 竹　一 義 （瀬戸）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山） 
　 ○ 村 上　茂 登 （知多）  
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 奥 田　清 仁 （豊田）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
  石 川　勝 彦  （半田南）
 山 﨑　克 弥  （西尾）
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）
 大竹山  雄二 （名古屋東南）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
 松 村　晋 也 （瀬戸）
 羽田野  道明 （名古屋栄）

拡大委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 岡 本　 　巧 （刈谷）  

研修委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　   
　 ○ 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 関 口　宗 男 （名古屋みなと） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）  
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内） 
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 鈴 木　正 徳 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 
地区大会企画委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 服 部　良 男 （岡崎）  

 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　�（14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 嚮原　正 治 （半田）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 松尾  憲二郎 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 岡 田　邦 義 （岡崎）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 小笠原  竜児 （豊橋東）
 加藤  久仁明 （春日井）
 池 戸　史 英 （名古屋東）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  金 谷　康 正 （瀬戸）
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 
職業奉仕委員会
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 杉 田　 　洋 （豊橋）
 近 藤　正 美 （名古屋東山）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 酒 井　 　賢 （岡崎東）
　 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 日 野　典 子 （愛知長久手）
　 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 内 藤　教 恵 （安城）
　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　 近 藤　太 門 （春日井）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 山 本　忠 男 （豊橋北）
　 塩 谷　和 久 （名古屋中）

国際奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）  
 横 田　徳 久 （名古屋名北） 
 山 田　　 拓 （瀬戸）
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 社 本　太 郎 （春日井） 
 平 野　恒 弘 （豊田東）  

 中 田　典 子 （名古屋守山） 

青少年奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 A 秋 田　敬 治 （一宮中央）
　 A 谷 山　芳 和 （豊田西）　 
　 A 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）

インターアクト委員会
　 ◎ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 北 園　守 生 （名古屋空港）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 奥 田　法 行 （安城）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 渋 谷　文 平 （名古屋）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 服 部　 　貴 （津島）
 青 山　五 郎 （東知多）
　 菱 川　弘 樹 （一宮北）
　 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 藤 井　康 正 （岡崎）
　 ○ 山 中　建 策 （一宮中央）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 近 藤　　 眞 （豊橋）
　 村 田　誠 一 （名古屋みなと） 
 天野  英一郎 （田原）
　 沢 田　昌 久 （江南）
　 加 納　伸 康 （名古屋葵）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
　 ○ 平 田　兼 久 （西尾） 
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 大 林　則 久 （豊橋ゴールデン） 
 渡 邊　嘉 昭 （名古屋北） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）

青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 黒 田　勝 基 （高浜）  
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 高 木　政 義 （名古屋大須） 
 吉 岡　秀 記 （刈谷） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
೾ールജ೰リスജೞೖ೉೧ィ೔ーディ೮ーター 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
資金推進委員会
　 ◎ 久 米　博 明 （刈谷） 
　 ○ 牧 野　博 和 （名古屋栄） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　
補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 田 島　保 紀 （名古屋東）
　 ○ 高 山　景 一 （豊橋）
　　 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 笠 井　保 志 （西尾一色）  
 朝 倉　淳 一 （名古屋北）  
 鈴 木　照 幸 （田原パシフィック） 
 久 具　信 夫 （豊川）  
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 都 築　義 勝 （豊田東）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）
 山 口　直 彦 （名古屋東南）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 伊藤  素美子 （名古屋東南） 
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 永 井　伸 治 （稲沢） 

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 佐々木  久直 （一宮）
　 ○ 加 藤　浩 一 （犬山）
 横 井　　 定 （稲沢）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）

奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　 ○ 松 田　茂 治 （西尾）
 佐々木  利政 （豊橋）
 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 矢 頭　功 生 （豊田東） 

米山奨学委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 A 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南） 
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 水 野　憲 司 （一宮北）
 青 山　　 稔 （瀬戸） 
 山 田　一 仁 （一宮）  
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
  杉 浦　澄 雄 （西尾）

 山 本　慎 治 （半田南）
  山 田　　 猛 （江南）
  大 村　幸 司 （豊川）
  加 藤　英 樹 （刈谷）
  荒 川　雅 義 （名古屋中）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 C 田 中　正 規 （西尾）　  
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
  松 田　茂 樹 （名古屋東）

ＲＩ理事エレクト
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター補佐（ARC）
   田 嶋　好 博 （名古屋北）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　㤩⽎ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
ᡩጴജᡩᏪឰᒨ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န　 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
オンツーೞೇル
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
地区ローターアクト代表
 及 川　　 純 （岡崎RAC）

ガバナー
 神 野　重 行 （名古屋名駅） 
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 横 山　明 巳 （大府） 
（西尾張分区担当）
 西 村　利 夫 （尾張中央）
（東尾張分区担当）
 鈴 木　文 勝 （小牧）
（西名古屋分区担当）
 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
（東名古屋分区担当）
 本 多　　 満 （名古屋東）
（東三河分区担当）
 大須賀  憲太 （豊橋ゴールデン）
（西三河中分区担当）
 柴 田　芳 孝 （岡崎）
（西三河分区担当）
 大 髙　敏 睦 （西尾KIRARA）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎）
 神 野　重 行 （名古屋名駅）
 村井  總一郎 （豊橋）

地区幹事
 加 藤　定 伸 （名古屋名駅）

地区副幹事
　南尾張分区
 六 鹿　敏 也 （名古屋名駅）
 西尾張分区

 田 口　　 望 （名古屋名駅）
 東尾張分区

 小酒井 比呂志 （名古屋名駅）
 西名古屋分区

 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　東名古屋分区

 清 水　順 二 （名古屋名駅）
　東三河分区
 小 林　泰 敏 （名古屋名駅）
　西三河中分区

 筧　　 正 紀 （名古屋名駅）
　西三河分区

 小 西　忠 昭 （名古屋名駅）
地区会計長
 盛 田　兼 由 （名古屋名駅）
地区監事
 岡 本　敏 男 （名古屋名駅）
地区副監事
 堀 田　豊 彦 （名古屋名駅）
地区事務長
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
地区スタッフ
　南尾張分区
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅）
 西尾張分区

 早 川　敏 江 （名古屋名駅）
 東尾張分区

 上 田　和 志 （名古屋名駅）
 西名古屋分区

 石 黒　　 隆 （名古屋名駅）
　東名古屋分区

 加 藤　友 康 （名古屋名駅）
　東名古屋分区

 秋 田　和 美 （名古屋名駅）
　東三河分区
 萱 垣　　 建 （名古屋名駅）
　東三河分区
 加 藤　祐 一 （名古屋名駅）
　西三河中分区

 川 村　勝 廣 （名古屋名駅）
　西三河分区

 遠 藤　泰 昭 （名古屋名駅）
 
ガバナーエレクト
 村井  總一郎 （豊橋） 

次期地区幹事
 佐々木  利政 （豊橋）

地区指名委員会
　 ◎ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　 ○ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）
 服 部　良 男 （岡崎）
 
Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 神 野　重 行 （名古屋名駅） 
 江 崎　柳 節 （小牧）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 村井  總一郎 （豊橋）
 加 藤　定 伸 （名古屋名駅）
 佐々木  利政 （豊橋）

副ガバナー
 加 藤　陽 一 （瀬戸）

地区研修リーダー
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

地区監査ᬒ
 森 　　恒 夫 （名古屋瑞穂）

分区幹事
 南尾張分区
  木 村　正 嗣 （大府）
 西尾張分区
  堀 尾　明 史 （尾張中央） 
 東尾張分区
  中 村　　 明 （小牧）
 西名古屋分区
  白 木　良 彦 （名古屋東南） 
　東名古屋分区

  野 原　秀 雄 （名古屋東）
　東三河分区
  井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　西三河中分区
  安 福　良 豊 （岡崎）
　西三河分区
  鈴 木　善 和 （西尾KIRARA）

研修委員会
　 ◎ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）　  

　 ○ 早 川　和 男 （名古屋東山）
 古 田　嘉 且 （江南）  
 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 加 藤　真 治 （刈谷）
 大 矢　英 憲 （名古屋昭和） 
 光 岡　新 吾 （豊田）  
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 鈴村 與左衛門 （あま）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）  
 奥 田　清 仁 （豊田）  
 中 村　公 彦 （名古屋名東） 
 金 田　英 和 （名古屋東山）
    
　研修ᢗ㑳委員会
　 F 村井  總一郎 （豊橋）
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 古 田　嘉 且 （江南）
 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 加 藤　真 治 （刈谷）
 大 矢　英 憲 （名古屋昭和）
 平 松　清 美 （尾西）  
 大林  香瑞人 （東海）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅） 
 　  
地区ᳮ⣊計画委員会
　 ◎ 神 野　重 行 （名古屋名駅）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）　  
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 服 部　良 男 （岡崎）
 伊 藤　靖 祐 （江南）
 横 山　明 巳 （大府）
 西 村　利 夫 （尾張中央）
 鈴 木　文 勝 （小牧）
 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
 本 多　　 満 （名古屋東）
 大須賀  憲太 （豊橋ゴールデン）
 柴 田　芳 孝 （岡崎）
 大 髙　敏 睦 （西尾KIRARA）

　危機管理委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 C 村井  總一郎 （豊橋）　
　 ◎ 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
　 ○ 髙 木　政 義 （名古屋大須） 
 尾 関　孝 英 （名古屋北）
 岡 田　雅 隆 （犬山）
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）  
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 池 森　由 幸 （名古屋千種）
 中 村　公 彦 （名古屋名東） 
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 黒 田　勝 基 （高浜）
 鈴 木　吉 男 （津島）

地区財務委員会
　 ◎ 髙 須　洋 志 （中部名古屋みらい）
　 ○ 大 竹　一 義 （瀬戸）  
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

拡大委員会
　 ◎ 服 部　良 男 （岡崎）
　 ○ 朱 宮　新 治 （犬山）
 柴 田　幸 男 （名古屋北）
 天 野　惠 一 （岡崎）
 川 村　勝 廣 （名古屋名駅）
 
会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 山 﨑　克 弥  （西尾）  
　 ○ 澤 田　文 雄  （豊田東）

 羽田野  道明 （名古屋栄）
 水 越　彌 生 （刈谷）
 酒 井　良 輔 （半田）
 松 林　信 吾 （半田南）
 石 井　弘 子 （名古屋錦）
 古橋  エツ子 （尾張旭）
 石 川　敏 郎 （岡崎）

職業奉仕委員会
　 ◎ 匹 田　雅 久 （豊橋北）
　 ○ 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 小 川　耕 示 （刈谷）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 青 山　博 徳 （春日井）  
 鬼 頭　秀 幸 （豊橋ゴールデン） 
 香 田　研 二 （名古屋名北）
 石 川　道 男 （豊田三好）
 菅　　　  栄 （名古屋みなと）

社会奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 塩 谷　和 久 （名古屋中）
　 ○ 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 ○ 内 藤　教 恵 （安城）
 渡 辺　一 朗 （知立）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 谷 定　貴 之 （犬山）
　 後 藤　　 敞 （名古屋丸の内）
　 日 野　典 子 （愛知長久手） 
 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 加 藤　順 三 （半田）
 大 見　和 志 （三河安城）

国際奉仕委員会
　 ◎ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 木 村　樹 生 （名古屋南） 
　 ○ 山 田　　 拓 （瀬戸）
 村 瀬　秀 和 （東海） 
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 木 村　光 徳 （名古屋大須） 
 加 島　 　光 （名古屋名北） 
 児 玉　憲 之 （あま）
 佐 野　正 人 （岡崎南） 
 小塚  美知子 （名古屋城北） 
 中 田　典 子 （名古屋守山）

青少年奉仕委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）   
 髙 木　政 義 （名古屋大須） 
 竹 内　幹 尚 （豊川） 　 
 佐 藤　裕 彦 （豊橋） 
 黒 田　勝 基 （高浜）

　インターアクト委員会
　 ◎ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 杉 本　知 治 （岡崎）
　 ○ 奥 田　法 行 （安城）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 鈴 木　康 生 （豊田）　
 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 村　　 隆 （名古屋）
 嶋 内　　 淳 （一宮北）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 青 山　五 郎 （東知多）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 太 田　和 孝 （名古屋千種）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 梅 村　　 守 （春日井）
　 鵜 飼　正 巳 （稲沢）

　 相羽  あつ子 （津島）
 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 村 田　誠 一 （名古屋みなと）
 髙瀬  伸一郎 （田原）
 杉 田　篤 男 （岡崎）  
 石 川　正 弘 （一宮中央）
　 竹 内　祐 子 （名古屋アイリス） 
 近 藤　 　眞 （豊橋）  
 木 本 　　寛 （江南）
 酒 井　憲 一 （名古屋北）  
 鈴 木　万 衛 （豊田）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
　 ○ 淺 見　敏 範 （名古屋東）  
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 樅 山　修 一 （豊川宝飯）
 尾 﨑　雅 輝 （豊橋ゴールデン）
 田 中　靖 達 （瀬戸）
 大 谷　忠 幸 （豊田西）
 福 井　　 功 （渥美）

　青少年交換委員会
　 ◎ 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 吉 岡　秀 記 （刈谷）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 遠 山　武 志 （名古屋北） 
 中 山　憲 和 （豊田中）
　
公ሬイംージ向上委員会
　 ◎ 池 森　由 幸 （名古屋千種）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
　 ○ 坂 野　　 弘 （岡崎東） 
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）  
 岡 田　邦 義 （岡崎）  
 志 水　哲 也 （名古屋中）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）  
 山 口　　 眞 （名古屋中）
 尾 本　和 弘 （名古屋東南） 
 日 置　教 康 （名古屋栄）

地区大会企画委員会
　 ◎ 神 野　重 行 （名古屋名駅） 
 服 部　良 男 （岡崎）  
 村井  總一郎 （豊橋）　
 加 藤　定 伸 （名古屋名駅） 
 佐々木  利政 （豊橋）　
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 舩 橋　茂 行 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）
　�（17ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 尾 上　　 昇 （名古屋大須）
　 （17ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 吉 田　隆 彦 （名古屋大須）
　 （18ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 金 原　久 雄 （蒲郡）
　 （18ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 山 本　英 夫 （蒲郡）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
  栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 野 村　政 弘 （岡崎東）

ロータリー財団委員会
　 ◎ 中 村　公 彦 （名古屋名東） 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 佐々木  久直 （一宮）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

　資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
 髙 山　景 一 （豊橋）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 松 田　茂 治 （西尾） 
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　　 梅 村　昌 孝 （名古屋瑞穂）
 加 藤　博 巳 （岡崎）
 伊 藤　信 裕 （豊田西）
　
　補助金委員会
　 ◎ 髙 山　景 一 （豊橋）
　 ○ 上 野　　 広 （名古屋昭和）
　 ○ 久 具　信 夫 （豊川）  
 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）  
 藤 野　直 子 （名古屋名東） 
 金 谷　明 正 （名古屋北）  
 渡 邉　勝 行   （西尾一色）  
 大塩  啓太郎 （豊橋）
 都 築　利 全 （半田南）
 間 瀬　浩 正 （半田）
 江 川　泰 彦 （名古屋清須）
　
　ポリオ・プラス䈹職業研修チーム委員会
　 ◎ 加 藤　浩 一 （犬山）
　 ○ 渡 邊　萬 里 （名古屋東山）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）  
 横 井　　 定 （稲沢）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 加 納　伸 康 （名古屋葵）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
 鈴 木　宏 治 （名古屋東山）
 永 井　伸 治 （稲沢）
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 有 賀　 　健 （岡崎）
 青 山　貴 彦 （瀬戸）

　奨学基金・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）

　 ○ 矢 頭　功 生 （豊田東） 
　 ○ 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 伊藤  素美子 （名古屋東南）
 石 川　昌 和 （豊橋南）
 猪 子　恭 秀 （名古屋みなと）

米山記念奨学委員会
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭） 
　 ○ 青 山　　 稔 （瀬戸）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）  
 加 藤　英 樹 （刈谷）
 山 本　慎 治 （半田南）  
 近 藤　久 詞 （名古屋北）
  磯 部　 　徹 （名古屋丸の内）
 大 橋　　 均 （知立）
 山 田　　 猛 （江南）
  大橋  さなえ （名古屋名南）
  堀　　 慎 治 （名古屋瑞穂）
  神 谷　恵 理 （愛知長久手）
  福 島　葉 子 （岡崎）
  梅 谷　朋 志 （一宮）
  牧　　 昌 夫 （豊川）

学友委員会
　 ◎ 池 谷　　 悟 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 稲 本　良 二 （豊田中）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 中 村　公 彦 （名古屋名東） 
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）  
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 岡 田　雅 隆 （犬山）

✁ኰ委員会（期㯒㰱ᢓ）
　
　䉡䉐䉐ᢗ㑳委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸） 　 
　 ○ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 匹 田　雅 久 （豊橋北） 
 杉 浦　文 雄 （刈谷）  
 鈴 木　宏 司 （半田南）  
 岡 田　雅 隆 （犬山）
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）  
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）

 髙 木　政 義 （名古屋大須） 
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 中 村　公 彦 （名古屋名東）
 加 藤　浩 一 （犬山）
 金 田　英 和 （名古屋東山） 
 早 川　和 男 （名古屋東山）
　  鈴村 與左衛門 （あま）　   
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
 奥 田　清 仁 （豊田）　   
 池 谷　　 悟 （中部名古屋みらい）
 加 藤　友 康 （名古屋名駅）
　
　地区�� 年史編纂委員会
　 ◎ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　 ○ 池 森　由 幸 （名古屋千種）
 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
 小 林　泰 敏　 （名古屋名駅）
 平 尾　節 子 （瀬戸北）
 津 川　聖 子 （名古屋名東）
 
ＲＩ理事
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター（RC）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 服 部　良 男 （岡崎）  
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　㖶㙼ᒨ 田 中　正 規 （西尾）
　㤩⽎ജᡩጴឰᒨၻదឰᒨ長 
 江 崎　柳 節 （小牧）
　ឰᒨ 田 中　正 規 （西尾）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　⬬ᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友委員会
　ዣឰᒨ長 片 山　主 水 （名古屋東南）
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
オンツートロント
 神 野　重 行 （名古屋名駅）
地区ローターアクト代表
 笠 間　美 穂 （豊橋RAC）
ロータリーἃᩲ㤄ᔡ委員会
ద㤄ᔡឰᒨ 加 藤　陽 一 （瀬戸） 　  
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編集後記
［Editor's note after editing］

ガバナー
 加 藤　陽 一 （瀬戸）  
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 上　茂 登 （知多） 
（西尾張分区担当）
 平 松　清 美 （尾西）
（東尾張分区担当）
 朱 宮　新 治 （犬山）
（西名古屋分区担当）
 近 藤　雅 夫 （名古屋南）
（東名古屋分区担当）
 藤 田　義 明 （名古屋葵）

（東三河分区担当）
 彦 坂　育 甫 （渥美）
（西三河中分区担当）
 小 幡　輝 雄 （豊田西）
（西三河分区担当）
 杉浦  世志朗 （刈谷）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）

 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）

 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎） 

地区幹事
 大 竹　一 義 （瀬戸）
地区副幹事
 藤 井　源 成 （瀬戸）
 加 藤　睦 彦 （瀬戸）
 勝 谷　哲 次 （瀬戸）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 野 田　正 治 （瀬戸）
 井 上　　 博 （瀬戸）
 加藤  唐三郎 （瀬戸）
 澤 田　賢 成 （瀬戸）
地区会計長
 梶 野　輝 雄 （瀬戸）
地区監事
 亀 井　　 勝 （瀬戸）
事務ᤔ長
 佐 野　一 二 （瀬戸）
地区スタッフ
 山 本　英 雄 （瀬戸）
 牧　　　  治 （瀬戸）
 松 本　哲 也 （瀬戸）
 井 上　伸 也 （瀬戸）
 青 山　 　稔 （瀬戸）
 加 藤　定 江 （瀬戸）
 刑 部　祐 介 （瀬戸）
 鈴 木　光 彦 （瀬戸）
 加 藤　孝 爾  （瀬戸）
 加 藤　恵 子 （瀬戸）
 松 村　晋 也 （瀬戸） 

ガバナーエレクト
 服 部　良 男 （岡崎） 
次期地区幹事
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

地区指名委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 田 中　正 規 （西尾）
　  田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 服 部　良 男 （岡崎） 
 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

副ガバナー
 田 中　正 規 （西尾）

地区研修リーダー
 千 田　　 毅 （名古屋東）

分区幹事
 南尾張分区
  中 村　泰 忠 （知多）
 西尾張分区
  犬飼  万壽男 （尾西） 
 東尾張分区
  岡 田　雅 隆 （犬山） 
 西名古屋分区
  櫻 井　　 繁 （名古屋南） 
 東名古屋分区
  堀 口　　 久 （名古屋葵） 

　東三河分区
  川 口　敏 郎 （渥美）
　西三河中分区
  加 納　一 弘 （豊田西）
　西三河分区
  𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷） 

地区財務委員会
　 ◎ 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　 ○ 嚮 原　勝 俊 （西尾）  
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 A 服 部　良 男 （岡崎）
　 A 大 竹　一 義 （瀬戸）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山） 
　 ○ 村 上　茂 登 （知多）  
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 奥 田　清 仁 （豊田）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
  石 川　勝 彦  （半田南）
 山 﨑　克 弥  （西尾）
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）
 大竹山  雄二 （名古屋東南）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
 松 村　晋 也 （瀬戸）
 羽田野  道明 （名古屋栄）

拡大委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 岡 本　 　巧 （刈谷）  

研修委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　   
　 ○ 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 関 口　宗 男 （名古屋みなと） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）  
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内） 
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 鈴 木　正 徳 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 
地区大会企画委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 服 部　良 男 （岡崎）  

 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　�（14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 嚮原　正 治 （半田）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 松尾  憲二郎 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 岡 田　邦 義 （岡崎）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 小笠原  竜児 （豊橋東）
 加藤  久仁明 （春日井）
 池 戸　史 英 （名古屋東）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  金 谷　康 正 （瀬戸）
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 
職業奉仕委員会
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 杉 田　 　洋 （豊橋）
 近 藤　正 美 （名古屋東山）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 酒 井　 　賢 （岡崎東）
　 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 日 野　典 子 （愛知長久手）
　 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 内 藤　教 恵 （安城）
　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　 近 藤　太 門 （春日井）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 山 本　忠 男 （豊橋北）
　 塩 谷　和 久 （名古屋中）

国際奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）  
 横 田　徳 久 （名古屋名北） 
 山 田　　 拓 （瀬戸）
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 社 本　太 郎 （春日井） 
 平 野　恒 弘 （豊田東）  

 中 田　典 子 （名古屋守山） 

青少年奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 A 秋 田　敬 治 （一宮中央）
　 A 谷 山　芳 和 （豊田西）　 
　 A 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）

インターアクト委員会
　 ◎ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 北 園　守 生 （名古屋空港）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 奥 田　法 行 （安城）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 渋 谷　文 平 （名古屋）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 服 部　 　貴 （津島）
 青 山　五 郎 （東知多）
　 菱 川　弘 樹 （一宮北）
　 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 藤 井　康 正 （岡崎）
　 ○ 山 中　建 策 （一宮中央）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 近 藤　　 眞 （豊橋）
　 村 田　誠 一 （名古屋みなと） 
 天野  英一郎 （田原）
　 沢 田　昌 久 （江南）
　 加 納　伸 康 （名古屋葵）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
　 ○ 平 田　兼 久 （西尾） 
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 大 林　則 久 （豊橋ゴールデン） 
 渡 邊　嘉 昭 （名古屋北） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）

青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 黒 田　勝 基 （高浜）  
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 高 木　政 義 （名古屋大須） 
 吉 岡　秀 記 （刈谷） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
೾ールജ೰リスജೞೖ೉೧ィ೔ーディ೮ーター 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
資金推進委員会
　 ◎ 久 米　博 明 （刈谷） 
　 ○ 牧 野　博 和 （名古屋栄） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　
補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 田 島　保 紀 （名古屋東）
　 ○ 高 山　景 一 （豊橋）
　　 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 笠 井　保 志 （西尾一色）  
 朝 倉　淳 一 （名古屋北）  
 鈴 木　照 幸 （田原パシフィック） 
 久 具　信 夫 （豊川）  
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 都 築　義 勝 （豊田東）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）
 山 口　直 彦 （名古屋東南）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 伊藤  素美子 （名古屋東南） 
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 永 井　伸 治 （稲沢） 

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 佐々木  久直 （一宮）
　 ○ 加 藤　浩 一 （犬山）
 横 井　　 定 （稲沢）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）

奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　 ○ 松 田　茂 治 （西尾）
 佐々木  利政 （豊橋）
 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 矢 頭　功 生 （豊田東） 

米山奨学委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 A 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南） 
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 水 野　憲 司 （一宮北）
 青 山　　 稔 （瀬戸） 
 山 田　一 仁 （一宮）  
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
  杉 浦　澄 雄 （西尾）

 山 本　慎 治 （半田南）
  山 田　　 猛 （江南）
  大 村　幸 司 （豊川）
  加 藤　英 樹 （刈谷）
  荒 川　雅 義 （名古屋中）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 C 田 中　正 規 （西尾）　  
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
  松 田　茂 樹 （名古屋東）

ＲＩ理事エレクト
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター補佐（ARC）
   田 嶋　好 博 （名古屋北）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　㤩⽎ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
ᡩጴജᡩᏪឰᒨ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န　 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
オンツーೞೇル
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
地区ローターアクト代表
 及 川　　 純 （岡崎RAC）

ガバナー
 神 野　重 行 （名古屋名駅） 
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 横 山　明 巳 （大府） 
（西尾張分区担当）
 西 村　利 夫 （尾張中央）
（東尾張分区担当）
 鈴 木　文 勝 （小牧）
（西名古屋分区担当）
 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
（東名古屋分区担当）
 本 多　　 満 （名古屋東）
（東三河分区担当）
 大須賀  憲太 （豊橋ゴールデン）
（西三河中分区担当）
 柴 田　芳 孝 （岡崎）
（西三河分区担当）
 大 髙　敏 睦 （西尾KIRARA）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎）
 神 野　重 行 （名古屋名駅）
 村井  總一郎 （豊橋）

地区幹事
 加 藤　定 伸 （名古屋名駅）

地区副幹事
　南尾張分区
 六 鹿　敏 也 （名古屋名駅）
 西尾張分区

 田 口　　 望 （名古屋名駅）
 東尾張分区

 小酒井 比呂志 （名古屋名駅）
 西名古屋分区

 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　東名古屋分区

 清 水　順 二 （名古屋名駅）
　東三河分区
 小 林　泰 敏 （名古屋名駅）
　西三河中分区

 筧　　 正 紀 （名古屋名駅）
　西三河分区

 小 西　忠 昭 （名古屋名駅）
地区会計長
 盛 田　兼 由 （名古屋名駅）
地区監事
 岡 本　敏 男 （名古屋名駅）
地区副監事
 堀 田　豊 彦 （名古屋名駅）
地区事務長
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
地区スタッフ
　南尾張分区
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅）
 西尾張分区

 早 川　敏 江 （名古屋名駅）
 東尾張分区

 上 田　和 志 （名古屋名駅）
 西名古屋分区

 石 黒　　 隆 （名古屋名駅）
　東名古屋分区

 加 藤　友 康 （名古屋名駅）
　東名古屋分区

 秋 田　和 美 （名古屋名駅）
　東三河分区
 萱 垣　　 建 （名古屋名駅）
　東三河分区
 加 藤　祐 一 （名古屋名駅）
　西三河中分区

 川 村　勝 廣 （名古屋名駅）
　西三河分区

 遠 藤　泰 昭 （名古屋名駅）
 
ガバナーエレクト
 村井  總一郎 （豊橋） 

次期地区幹事
 佐々木  利政 （豊橋）

地区指名委員会
　 ◎ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　 ○ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）
 服 部　良 男 （岡崎）
 
Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 神 野　重 行 （名古屋名駅） 
 江 崎　柳 節 （小牧）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 村井  總一郎 （豊橋）
 加 藤　定 伸 （名古屋名駅）
 佐々木  利政 （豊橋）

副ガバナー
 加 藤　陽 一 （瀬戸）

地区研修リーダー
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

地区監査ᬒ
 森 　　恒 夫 （名古屋瑞穂）

分区幹事
 南尾張分区
  木 村　正 嗣 （大府）
 西尾張分区
  堀 尾　明 史 （尾張中央） 
 東尾張分区
  中 村　　 明 （小牧）
 西名古屋分区
  白 木　良 彦 （名古屋東南） 
　東名古屋分区

  野 原　秀 雄 （名古屋東）
　東三河分区
  井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　西三河中分区
  安 福　良 豊 （岡崎）
　西三河分区
  鈴 木　善 和 （西尾KIRARA）

研修委員会
　 ◎ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）　  

　 ○ 早 川　和 男 （名古屋東山）
 古 田　嘉 且 （江南）  
 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 加 藤　真 治 （刈谷）
 大 矢　英 憲 （名古屋昭和） 
 光 岡　新 吾 （豊田）  
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 鈴村 與左衛門 （あま）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）  
 奥 田　清 仁 （豊田）  
 中 村　公 彦 （名古屋名東） 
 金 田　英 和 （名古屋東山）
    
　研修ᢗ㑳委員会
　 F 村井  總一郎 （豊橋）
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 古 田　嘉 且 （江南）
 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 加 藤　真 治 （刈谷）
 大 矢　英 憲 （名古屋昭和）
 平 松　清 美 （尾西）  
 大林  香瑞人 （東海）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅） 
 　  
地区ᳮ⣊計画委員会
　 ◎ 神 野　重 行 （名古屋名駅）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）　  
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 服 部　良 男 （岡崎）
 伊 藤　靖 祐 （江南）
 横 山　明 巳 （大府）
 西 村　利 夫 （尾張中央）
 鈴 木　文 勝 （小牧）
 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
 本 多　　 満 （名古屋東）
 大須賀  憲太 （豊橋ゴールデン）
 柴 田　芳 孝 （岡崎）
 大 髙　敏 睦 （西尾KIRARA）

　危機管理委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 C 村井  總一郎 （豊橋）　
　 ◎ 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
　 ○ 髙 木　政 義 （名古屋大須） 
 尾 関　孝 英 （名古屋北）
 岡 田　雅 隆 （犬山）
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）  
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 池 森　由 幸 （名古屋千種）
 中 村　公 彦 （名古屋名東） 
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 黒 田　勝 基 （高浜）
 鈴 木　吉 男 （津島）

地区財務委員会
　 ◎ 髙 須　洋 志 （中部名古屋みらい）
　 ○ 大 竹　一 義 （瀬戸）  
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

拡大委員会
　 ◎ 服 部　良 男 （岡崎）
　 ○ 朱 宮　新 治 （犬山）
 柴 田　幸 男 （名古屋北）
 天 野　惠 一 （岡崎）
 川 村　勝 廣 （名古屋名駅）
 
会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 山 﨑　克 弥  （西尾）  
　 ○ 澤 田　文 雄  （豊田東）

 羽田野  道明 （名古屋栄）
 水 越　彌 生 （刈谷）
 酒 井　良 輔 （半田）
 松 林　信 吾 （半田南）
 石 井　弘 子 （名古屋錦）
 古橋  エツ子 （尾張旭）
 石 川　敏 郎 （岡崎）

職業奉仕委員会
　 ◎ 匹 田　雅 久 （豊橋北）
　 ○ 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 小 川　耕 示 （刈谷）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 青 山　博 徳 （春日井）  
 鬼 頭　秀 幸 （豊橋ゴールデン） 
 香 田　研 二 （名古屋名北）
 石 川　道 男 （豊田三好）
 菅　　　  栄 （名古屋みなと）

社会奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 塩 谷　和 久 （名古屋中）
　 ○ 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 ○ 内 藤　教 恵 （安城）
 渡 辺　一 朗 （知立）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 谷 定　貴 之 （犬山）
　 後 藤　　 敞 （名古屋丸の内）
　 日 野　典 子 （愛知長久手） 
 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 加 藤　順 三 （半田）
 大 見　和 志 （三河安城）

国際奉仕委員会
　 ◎ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 木 村　樹 生 （名古屋南） 
　 ○ 山 田　　 拓 （瀬戸）
 村 瀬　秀 和 （東海） 
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 木 村　光 徳 （名古屋大須） 
 加 島　 　光 （名古屋名北） 
 児 玉　憲 之 （あま）
 佐 野　正 人 （岡崎南） 
 小塚  美知子 （名古屋城北） 
 中 田　典 子 （名古屋守山）

青少年奉仕委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）   
 髙 木　政 義 （名古屋大須） 
 竹 内　幹 尚 （豊川） 　 
 佐 藤　裕 彦 （豊橋） 
 黒 田　勝 基 （高浜）

　インターアクト委員会
　 ◎ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 杉 本　知 治 （岡崎）
　 ○ 奥 田　法 行 （安城）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 鈴 木　康 生 （豊田）　
 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 村　　 隆 （名古屋）
 嶋 内　　 淳 （一宮北）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 青 山　五 郎 （東知多）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 太 田　和 孝 （名古屋千種）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 梅 村　　 守 （春日井）
　 鵜 飼　正 巳 （稲沢）

　 相羽  あつ子 （津島）
 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 村 田　誠 一 （名古屋みなと）
 髙瀬  伸一郎 （田原）
 杉 田　篤 男 （岡崎）  
 石 川　正 弘 （一宮中央）
　 竹 内　祐 子 （名古屋アイリス） 
 近 藤　 　眞 （豊橋）  
 木 本 　　寛 （江南）
 酒 井　憲 一 （名古屋北）  
 鈴 木　万 衛 （豊田）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
　 ○ 淺 見　敏 範 （名古屋東）  
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 樅 山　修 一 （豊川宝飯）
 尾 﨑　雅 輝 （豊橋ゴールデン）
 田 中　靖 達 （瀬戸）
 大 谷　忠 幸 （豊田西）
 福 井　　 功 （渥美）

　青少年交換委員会
　 ◎ 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 吉 岡　秀 記 （刈谷）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 遠 山　武 志 （名古屋北） 
 中 山　憲 和 （豊田中）
　
公ሬイംージ向上委員会
　 ◎ 池 森　由 幸 （名古屋千種）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
　 ○ 坂 野　　 弘 （岡崎東） 
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）  
 岡 田　邦 義 （岡崎）  
 志 水　哲 也 （名古屋中）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）  
 山 口　　 眞 （名古屋中）
 尾 本　和 弘 （名古屋東南） 
 日 置　教 康 （名古屋栄）

地区大会企画委員会
　 ◎ 神 野　重 行 （名古屋名駅） 
 服 部　良 男 （岡崎）  
 村井  總一郎 （豊橋）　
 加 藤　定 伸 （名古屋名駅） 
 佐々木  利政 （豊橋）　
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 舩 橋　茂 行 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）
　�（17ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 尾 上　　 昇 （名古屋大須）
　 （17ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 吉 田　隆 彦 （名古屋大須）
　 （18ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 金 原　久 雄 （蒲郡）
　 （18ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 山 本　英 夫 （蒲郡）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
  栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 野 村　政 弘 （岡崎東）

ロータリー財団委員会
　 ◎ 中 村　公 彦 （名古屋名東） 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 佐々木  久直 （一宮）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

　資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
 髙 山　景 一 （豊橋）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 松 田　茂 治 （西尾） 
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　　 梅 村　昌 孝 （名古屋瑞穂）
 加 藤　博 巳 （岡崎）
 伊 藤　信 裕 （豊田西）
　
　補助金委員会
　 ◎ 髙 山　景 一 （豊橋）
　 ○ 上 野　　 広 （名古屋昭和）
　 ○ 久 具　信 夫 （豊川）  
 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）  
 藤 野　直 子 （名古屋名東） 
 金 谷　明 正 （名古屋北）  
 渡 邉　勝 行   （西尾一色）  
 大塩  啓太郎 （豊橋）
 都 築　利 全 （半田南）
 間 瀬　浩 正 （半田）
 江 川　泰 彦 （名古屋清須）
　
　ポリオ・プラス䈹職業研修チーム委員会
　 ◎ 加 藤　浩 一 （犬山）
　 ○ 渡 邊　萬 里 （名古屋東山）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）  
 横 井　　 定 （稲沢）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 加 納　伸 康 （名古屋葵）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
 鈴 木　宏 治 （名古屋東山）
 永 井　伸 治 （稲沢）
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 有 賀　 　健 （岡崎）
 青 山　貴 彦 （瀬戸）

　奨学基金・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）

　 ○ 矢 頭　功 生 （豊田東） 
　 ○ 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 伊藤  素美子 （名古屋東南）
 石 川　昌 和 （豊橋南）
 猪 子　恭 秀 （名古屋みなと）

米山記念奨学委員会
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭） 
　 ○ 青 山　　 稔 （瀬戸）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）  
 加 藤　英 樹 （刈谷）
 山 本　慎 治 （半田南）  
 近 藤　久 詞 （名古屋北）
  磯 部　 　徹 （名古屋丸の内）
 大 橋　　 均 （知立）
 山 田　　 猛 （江南）
  大橋  さなえ （名古屋名南）
  堀　　 慎 治 （名古屋瑞穂）
  神 谷　恵 理 （愛知長久手）
  福 島　葉 子 （岡崎）
  梅 谷　朋 志 （一宮）
  牧　　 昌 夫 （豊川）

学友委員会
　 ◎ 池 谷　　 悟 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 稲 本　良 二 （豊田中）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 中 村　公 彦 （名古屋名東） 
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）  
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 岡 田　雅 隆 （犬山）

✁ኰ委員会（期㯒㰱ᢓ）
　
　䉡䉐䉐ᢗ㑳委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸） 　 
　 ○ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 匹 田　雅 久 （豊橋北） 
 杉 浦　文 雄 （刈谷）  
 鈴 木　宏 司 （半田南）  
 岡 田　雅 隆 （犬山）
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）  
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）

 髙 木　政 義 （名古屋大須） 
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 中 村　公 彦 （名古屋名東）
 加 藤　浩 一 （犬山）
 金 田　英 和 （名古屋東山） 
 早 川　和 男 （名古屋東山）
　  鈴村 與左衛門 （あま）　   
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
 奥 田　清 仁 （豊田）　   
 池 谷　　 悟 （中部名古屋みらい）
 加 藤　友 康 （名古屋名駅）
　
　地区�� 年史編纂委員会
　 ◎ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　 ○ 池 森　由 幸 （名古屋千種）
 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
 小 林　泰 敏　 （名古屋名駅）
 平 尾　節 子 （瀬戸北）
 津 川　聖 子 （名古屋名東）
 
ＲＩ理事
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター（RC）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 服 部　良 男 （岡崎）  
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　㖶㙼ᒨ 田 中　正 規 （西尾）
　㤩⽎ജᡩጴឰᒨၻదឰᒨ長 
 江 崎　柳 節 （小牧）
　ឰᒨ 田 中　正 規 （西尾）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　⬬ᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友委員会
　ዣឰᒨ長 片 山　主 水 （名古屋東南）
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
オンツートロント
 神 野　重 行 （名古屋名駅）
地区ローターアクト代表
 笠 間　美 穂 （豊橋RAC）
ロータリーἃᩲ㤄ᔡ委員会
ద㤄ᔡឰᒨ 加 藤　陽 一 （瀬戸） 　  

常滑

東海

東知多

半田南

知多

大府
稲沢

あま

犬山

名古屋空港

愛知ロータリーEクラブ

瀬 戸北

名古屋西

名古屋中

名古屋名駅

名古屋丸の内

中部名古屋みらい

名古屋瑞穂

名古屋大須

名古屋栄

名古屋東

名古屋名南

名古屋南

名古屋みなと

名古屋東南

岩倉

名古屋城北

愛知長久手

江南

小牧

春日井

尾張旭

名古屋清須

尾張中央

一宮中央

半田

南尾張分区

瀬戸

東尾張分区

名古屋

西名古屋分区

名古屋北

東名古屋分区

一宮

西尾張分区

津島

尾西

一宮北

歴代クラブ会長・幹事・五大奉仕委員長名

山内和之
椴山晃雄
小栗孝久
鈴木丈雄
榊原正治
竹内俊介
青井雅純
小栗利朗
森田　亨
山﨑正夫

阿知和久男
竹内喜陽雄
竹内敬二
牧野克則
水野福三
村田　聡
井上義春
磯部　栄
杉野正博
清水昭博

稲坂　博
増岡達一
河合孝治
鈴村昌人
森合久春
大林香瑞人
小嶋真一郎
中池聡之
早川直義
間瀬保英

堀　　葵
熊澤　岌
村瀬竜雄
安藤浩詩
高津忠男
小笠原直樹
山本さゆり
日髙啓治
前田吉昭
戸田宏和

石川信行
石川勝彦
新美　茂
中井民雄
竹内俊郎
岡戸利直
榊原　肇
都築利全
榊原邦彦
鈴木宏司

岩崎征宣

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’

09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’

12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’

坂本竹敏
久野完治
中村泰忠
山口清文
鈴木直幸
永井喜義
永井喜義
中村泰忠
山口清文

久野春雄
神野昌悦
木村正嗣
門脇　武
相羽英人
加藤正俊
木村正嗣
横山明巳
中本和則
笹田栄治

豊島俊明
森　克彦
日野正美
飯田清春
日野正美
平谷良樹
舩橋正員
磯部　茂
猪子誠兒
松田暁昌
青山佳裕

宅見康悦
清水裕行
住田正幸
寺田晏章
篠田　廣
鈴木吉男
安江正博
三谷栄一
浅井彦治
佐藤敬治

安藤　巌
犬飼万壽男
水谷　豊
森信一朗
平松清美
前田正和
加藤博行
森　　新
水谷　豊
森信一朗

加藤　勉
矢野尚彦

10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’

中北武男
矢田政弘
森　正志
森　通保
渡辺元男
小澤正明
船越　孝
角田隆幸

伊藤　彰
鈴木　睦
成田幸太郎
池田邦雄
児島秀光
岡田義夫
西村郁夫
浅井耕治
横井　定
原　武史

渡辺　均
山田幹夫
岩島裕芳
鈴木正徳
真木伸一
高山　敏
栗木和夫
東海広光
篠田正志
立松絹久

鴨井敏秋
後藤　稔
和田典之
中村　禊
池戸賢治
江川泰彦
後藤鈴明
河合幹雄
川西利浩
三輪隆裕

片山　進
平岩慎次
住川誠一
沖野　満
大野東秀
熊澤勝則
山下隆義
太田吉宣
中村隆文
大野東秀

大森　進
白木公明
加藤辰己
森　　榮
坂田義一
柴田裕市

14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’

松岡正浩
佐藤祐造
永田　正
飯盛靜男

加藤陽一
加藤睦彦
勝谷哲次
加藤令吉
藤井源成
加藤唐三郎
野田正治
加藤眞言
井上　博
梶野輝雄

安田宗平
朱宮新治
大島克己
安田新平
井川光雄
住野龍之介
近藤斉宏
奥村正幸
田中進一郎
吉田　洋

鈴木健治
倉知正憲
古田嘉且
森　弘好
安藤喜代司
庄田元久
堀尾庄一
杉浦賢二
伊藤靖祐
川崎良一

五藤隆夫
濱口栄男
大島賀樹
松尾憲二郎
鈴木文勝
鈴木文勝
中村　明
水野聖仁
名和千博
堀井　武

松本　淳
山田　治
社本太郎
風岡保広
名畑　豊
屋嘉比良夫
加藤久仁明
志水ひろみ

16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’

伊藤　純
近藤太門

谷口伸夫
丹羽敏行
山田直樹
西尾輝久
井田武憲
箕輪良孝
古橋裕志
古橋エツ子
山田直樹
西尾輝久

溝口英雄
石川良治
村瀬冨三夫
竹尾　悟
串田正克
内海辰巳
栗田和典
波多野真
武田英昭
稲吉將秀

中野昭雄
大竹良太
加藤充弥
本多敬文
加藤勝之
青山弘彦
小澤　修
若杉福雄
須崎侑三
梅村邦雄

浅野勝美
宮田浩明
深石公彦
有本裕子
浅野勝美
檜木治幸
深見早惠
武藤栄司
深石公彦
大江秀和

堀田　徹
馬場博通
小塚美知子
多田通夫
穂積良治
玉置政利
服部智謙
岩田佳之
長谷川幸正
奥村勝彦

佐藤文昭

09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’

水野一久
大島昭夫
丹羽司一
安田茂樹
山田文明
伊藤広治
小谷恒夫
日野典子
青山和成

景山泰隆
中川洋二
森　俊明
山内義晴

判治誠吾
齋藤英彦
岡谷篤一
夏目和良
大島寅夫
大原康之
白石好孝
那須國宏
盛田淳夫
滝　茂夫

足立邦彦
大竹勇司
宮田紀昭
神尾　　
鵜飼治昭
林　芳行
田中義一
片桐清志
荒川永太郎
加藤憲司

奥山清介
簗瀬悠紀夫
近藤禎男
嶺木昌行
大岡洋三
森口雅文
粕谷忠晴
池　　潤
馬場研治
江口博寿

管　　栄
小島清路
渡辺健壱
才本清継
梅田武久
岩佐信機
吉田利男
杉江豊文
鈴木　哲

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’

10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’

寺本善雄

熊谷多津旺
近藤信之
山口剛男
宇田川一昭
橋爪　務
玉木大介
伊東與有三
水野恒平
下郷卓弥
山口直彦

野口昌良
堀江陽平
髙橋公比古
渡邉一平
國友昌大
篭橋美久
長谷川正親
阿部　博
梶田　知
坪井進悟

松井善則
増田盛英
田中隆義
髙須洋志
松波恒彦
泉　憲一
岩田修司
伊藤　豪
八木沢幹夫
稲葉　徹

小澤幸男
内藤　明
岩崎征一
川畑博敬
鬼頭茂成
木村光徳
髙木政義
田崎雅三
照井　栞
岡村隆德

福本豊彦
長瀬　諭
山田靖典
原野勝至
石河　隆
細井土夫
立松　賢
川北幸彌
山田慎也
大野友三

川辺清次
小野雅之

太田敦士
山本郁矢
宮嵜良一
白藤憲雄
吉木邦男
鈴木清詞
木下福郎
入谷直行

大川　宏
小西忠昭
西川富夫
川村勝廣
田口　望
神野重行
岩崎光記
清水順二
藤井圓隆
小室健次郎

吉田光一
後藤　敞
石井里恵子
長谷川龍伸
藤田守彦
西川　博
永井克昌
岩田　宏
森田正樹
田島陽介

川口　豊
川口　豊
亀島深里
古橋武之
伊藤正樹
高橋一吉
高橋一吉
桂川将典
池谷　悟
池谷　悟

江崎武人
石田正城
近藤和利
山口兼市
篠田光浩
柴田幸男
田中正樹
尾関孝英
各務　修
岡部　　

宇佐見嘉重斌
二村　満
栁澤幸輝
清水恭一

水野茂生
本多　満
山田信二
増田浩男
鈴木建吾
西川誠也

佐藤良一
重冨　亮
長瀬輝代之
森藤左ヱ門
樋口武人
木村隆之
木村邦彦
井上　誠
鵜飼昌治
松崎美都子

谷喜久郎
近藤東臣
加治佐健二
天野清美
坪井和義
鷲塚貞長
𠮷𠮷田正道
丸山弘昭
髙木一平
加藤一郎

松永辰男
齋藤道雄
奥　佳澄
湯浅勝治
米山郁生
齊藤英夫
中村公彦
都築八千代
足立　勉
平　民三

西脇良一
石黒　勉
伊藤晋一
半泊與則
小關敏光
宇都木寧
岩田滿治
加藤昌之
西脇良一
加藤敦子

久野峯一
舎人経昭
三好　親
池森由幸
谷口　優
萩原喜代子
加藤重雄

樫尾富二
渡邊源市
吉田　玄

加藤　靖
鈴木重幸
乃一　稔
山田敏雄
横田幸三
大矢英憲
髙柳　元
田中邦幸
加藤　厚
渡邉直樹

前田元弘
中山信義
鬼頭正二郎
高田栄助
佐藤　隆
伊藤康之
落合和子
石井弘子
林　光夫
丹羽　繁

武儀山勝彦
中島譲治
平下三郎
谷村　茂
戸田勝儀
早川和男
渡邊萬里
上田敏幸
金田英和
森川辰幸

髙山光平
野村尚史
青木昭憲
田中利幸
石原彰久
阿部恵彦
加納伸康
吉村福修
加藤寛治郎
加藤久雄

八神　基
荒山久美
安井　忠
櫻井孝充
藤谷　猛

花田邦司
竹内清人

村井總一郎
宮田正人
石黒　功
髙須博久
冨田佳央
牧野　渉
佐々木利政
鈴木良昌

清水敏光
藤田喜一郎
鈴木岳嗣
酒井基裕
本多英夫
金原久雄
大岩敏郎
伊藤健一
鈴木康仁
鈴木康仁

鈴木茂久
羽田明弘
鈴木伊能勢
西村良彦
佐久間武美
谷山　勉
鈴木大次郎
小杉幸一郎
佐藤元英
山内有恒

中杉和雄
安田一夫
山本信利
鈴木榮一
木下良夫
戸田俊晴
内藤雄功
鳥居信行
森久　宏
鳥居信行
寺部重人

別所淳二
広中貴彦
安田幸雄
冨田雅則
山田年清
河合利則
鈴木　進
鈴木　進
石黒利昌
大河直樹

藤城俊明
木下　治
神谷浩史
住野友次郎

縣　保彦
磯村秀樹
榊原周造
冨安美孝
西川　滋
河合正治

小笠原喜好
中島忠幸
坂巻邦彦
中澤輝昭
西郷省吾
金沢政樹
星野順一郎
森美智明
佐藤泰惇
丸山明敏

井本　宏
神谷篤治
荒木　茂
間瀬祐一
川口敏郎
森下三嗣
青山房生
森下一良
三浦正好
宮川隆司

関谷　徹
佐々木洋子
関谷　徹
金田直孝
東野和敏
後藤和治
鷲山俊明

大岩一仁
水野太一
夏目雅康
山城康司
高桑　耐
森下武治
滝下　勲
小野喜明
金田柾宏
大木健市

西郷隆治
高橋英昭
杉原敏雄
大須賀憲太
梅田英樹
高畑皓一
白井正樹
井上　穂
宇藤　信
若林正治

松井準治
柴田　清
鈴木　卓
河辺虎太郎
鈴木照幸
柳田　豊
鈴木達司
豊田慈證
冨田政彦
森下新一

杉原好洋
河合純夫
安井洋二
白井康仁
中村成人
平野正博
渡邊　茂
川西裕康
松下泰三
中嶌秀樹

村井　忠
奥瀬勇作
服部良男
林　和夫
荻須文一
中村重嗣
天野惠一
丹羽良治
柴田芳孝
浅井　章

永田一夫
岡田勝美
杉浦敏夫
梅村正明
河木照雄
梅村泰弘
天野勝美
加藤直樹
鈴木元弘
野口明生

三浦勝美
天野精孝
渡辺要市
小久保文雄
藤田正彦
服部英男
犬塚克明
鈴木康之
岡田光司
伊豫田浩

池田憲治
梅村正裕
加納一弘
中川俊治
寺田壽孝
佐藤仁功
伊藤愼一
野田清衛
土屋孝介
山形悦男

手嶋　明
山内隆一
杉山正章
小木曽進
市川幾雄
青山俊次
三浦泰廣
浅岡謙治
小林清文
生駒尚久

米本益栄
浅井恒和
山田守男
鈴木敬一
小島波尾
愛知　治
鈴木英治
川﨑省治
河合芳弘
澤田文雄

近藤正俊
岡田𠮷𠮷生
長野哲也
桐渕利次
近藤憲康
中根常彦
牧野正高
小山章仁
天野　彦
永井量基

村上ふさ子
中野喜之
近藤純子
加藤正志
石川道男
近藤隆治
鬼頭伸和
竹内正次
伊藤隆守
久野徳積

梅村和伸
小島哲夫

中條善朗
浅岡多田志
鈴木純子
河合英二
中山憲和
山下一美
鈴木　寛
中垣幸春

大口弘和
酒井俊皓

林　和夫

塚本幸夫
岡本　巧
太田宗一郎
杉浦世志朗
嶋津孝久
鈴木　豊
杉浦芳一
加藤真治
加藤哲也
𠮷𠮷原孝彦

加藤　弘
石原　昭
大嶽岩雄
沓名俊裕
大見　宏
都築雅人
永谷文人
神谷明文
冨岡里美
福田雅美

三村幸弘
榊原勝俊
筒井兼之
稲垣良次
小田井博茂
杉浦明博
杉田明弘
岩瀬正範
大河内芳信
柴田高広

平岩統一郎
鈴木並生
奥田雪雄
石川春久
黒田昌司
長田豊治
石橋嘉彦
山中寛紀
榊原　健

木村徳雄

都築勇一
牧野伸治
山下民義
篠田義隆
石川量英
鈴木茂朗
山下保彦
笠井保志
鳥居萬里
早川比呂太

中村さと子
奥野　暁
野々山貴文
笠松栄治
浅岡憲隆
名倉隆司
高桑雄司
野々山光秋
伊藤ルミ
杉浦浩一

野村賢孝
杉浦知博
早川高師
神谷太一
酒井一造
倉田英行
安井喜秀
上野　実
髙木秀夫
福岡宏則

杉浦正昭
高須　匀
辻村義之
清　克行
青山弦八
鈴木正司
後藤利之
磯貝総一郎
中根勝美
酒井　進

平子昭三
森田勝己
阿部光廣
田村　脩
岡崎重太郎
寺部保美
竹内泰夫
富田清治
安藤一高
大見育太

●会長
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ガバナー
 加 藤　陽 一 （瀬戸）  
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 村 上　茂 登 （知多） 
（西尾張分区担当）
 平 松　清 美 （尾西）
（東尾張分区担当）
 朱 宮　新 治 （犬山）
（西名古屋分区担当）
 近 藤　雅 夫 （名古屋南）
（東名古屋分区担当）
 藤 田　義 明 （名古屋葵）

（東三河分区担当）
 彦 坂　育 甫 （渥美）
（西三河中分区担当）
 小 幡　輝 雄 （豊田西）
（西三河分区担当）
 杉浦  世志朗 （刈谷）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 神 戸　政 治 （あま）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 内 藤　明 人 （名古屋西）

 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 大 澤　輝 秀 （豊川）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）

 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎） 

地区幹事
 大 竹　一 義 （瀬戸）
地区副幹事
 藤 井　源 成 （瀬戸）
 加 藤　睦 彦 （瀬戸）
 勝 谷　哲 次 （瀬戸）
 加 藤　令 吉 （瀬戸）
 野 田　正 治 （瀬戸）
 井 上　　 博 （瀬戸）
 加藤  唐三郎 （瀬戸）
 澤 田　賢 成 （瀬戸）
地区会計長
 梶 野　輝 雄 （瀬戸）
地区監事
 亀 井　　 勝 （瀬戸）
事務ᤔ長
 佐 野　一 二 （瀬戸）
地区スタッフ
 山 本　英 雄 （瀬戸）
 牧　　　  治 （瀬戸）
 松 本　哲 也 （瀬戸）
 井 上　伸 也 （瀬戸）
 青 山　 　稔 （瀬戸）
 加 藤　定 江 （瀬戸）
 刑 部　祐 介 （瀬戸）
 鈴 木　光 彦 （瀬戸）
 加 藤　孝 爾  （瀬戸）
 加 藤　恵 子 （瀬戸）
 松 村　晋 也 （瀬戸） 

ガバナーエレクト
 服 部　良 男 （岡崎） 
次期地区幹事
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

地区指名委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 田 中　正 規 （西尾）
　  田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 服 部　良 男 （岡崎） 
 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

副ガバナー
 田 中　正 規 （西尾）

地区研修リーダー
 千 田　　 毅 （名古屋東）

分区幹事
 南尾張分区
  中 村　泰 忠 （知多）
 西尾張分区
  犬飼  万壽男 （尾西） 
 東尾張分区
  岡 田　雅 隆 （犬山） 
 西名古屋分区
  櫻 井　　 繁 （名古屋南） 
 東名古屋分区
  堀 口　　 久 （名古屋葵） 

　東三河分区
  川 口　敏 郎 （渥美）
　西三河中分区
  加 納　一 弘 （豊田西）
　西三河分区
  𠮷𠮷 原　孝 彦 （刈谷） 

地区財務委員会
　 ◎ 栁 澤　幸 輝 （名古屋東） 
　 ○ 嚮 原　勝 俊 （西尾）  
 髙 須　洋 志 （名古屋瑞穂）

危機管理委員会
　 C 斎 藤　直 美 （豊田）
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 A 服 部　良 男 （岡崎）
　 A 大 竹　一 義 （瀬戸）
　 ◎ 黒 田　勝 基 （高浜）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山） 
　 ○ 村 上　茂 登 （知多）  
 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
 奥 田　清 仁 （豊田）
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 篭 橋　美 久 （名古屋中）
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
 神 戸　邦 夫 （豊橋南）

会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 津 坂　守 英 （名古屋城北） 
  石 川　勝 彦  （半田南）
 山 﨑　克 弥  （西尾）
 金 子　通 信 （豊橋ゴールデン）
 大竹山  雄二 （名古屋東南）
 出田  真太郎 （名古屋名南）
 松 村　晋 也 （瀬戸）
 羽田野  道明 （名古屋栄）

拡大委員会
　 ◎ 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 ○ 石 川　昌 和 （豊橋南）
 八 神　　 基  （名古屋栄）
 朱 宮　新 治 （犬山）
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 岡 本　 　巧 （刈谷）  

研修委員会
　 C 江 崎　柳 節 （小牧）
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 ◎ 成 田　洋 之 （名古屋みなと）
　 ○ 津 川　聖 子 （名古屋名東）
　 ○ 小 川　宏 嗣 （犬山） 
　 ○ 五 藤　隆 夫 （小牧）　 　   
　 ○ 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 関 口　宗 男 （名古屋みなと） 
 山 名　敬 一 （稲沢）
 西 村　忠 郎 （名古屋栄）  
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 佐 藤　正 延 （名古屋守山） 
 細 井　英 治 （安城）
 本田  伸太郎 （名古屋東）  
 藤 田　守 彦 （名古屋丸の内） 
 杉 浦　壽 康 （岡崎）
 鈴 木　正 徳 （あま）
 天 野　正 明 （名古屋瑞穂）
 
地区大会企画委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂） 
 服 部　良 男 （岡崎）  

 大 竹　一 義 （瀬戸）
 岩 月　昭 佳 （岡崎）
　 （14ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 杉 浦　三 郎 （半田）
　�（14ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 嚮原　正 治 （半田）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 市 川　幾 雄 （岡崎東）
　 （15ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 柴 田　健 吉 （岡崎東）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 松尾  憲二郎 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）

広報委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 ◎ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 岡 田　邦 義 （岡崎）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 小笠原  竜児 （豊橋東）
 加藤  久仁明 （春日井）
 池 戸　史 英 （名古屋東）

ＩＴ委員会
　 ◎ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
  糸 井　 　学 （名古屋みなと）
  坂 野　　 弘 （岡崎東）  
  金 谷　康 正 （瀬戸）
  杉 浦　令 淑 （名古屋大須） 
 
職業奉仕委員会
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 中 山　信 義 （名古屋錦）  
 匹 田　雅 久 （豊橋北）
 丹 羽　司 一 （愛知長久手）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 山 口　　 眞 （名古屋中）  
 小 川　耕 示 （刈谷）  
 杉 田　 　洋 （豊橋）
 近 藤　正 美 （名古屋東山）

社会奉仕委員会
　 ◎ 鈴村 與左衛門 （あま）
　 ○ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 酒 井　 　賢 （岡崎東）
　 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 日 野　典 子 （愛知長久手）
　 手 島　寿 宏 （半田）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 内 藤　教 恵 （安城）
　 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
　 近 藤　太 門 （春日井）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 山 本　忠 男 （豊橋北）
　 塩 谷　和 久 （名古屋中）

国際奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　敏 夫 （豊田）　 
　 ○ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 堀 江　英 弥 （名古屋大須）
 村 瀬　秀 和 （東海）
 木 村　樹 生 （名古屋南）  
 横 田　徳 久 （名古屋名北） 
 山 田　　 拓 （瀬戸）
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 社 本　太 郎 （春日井） 
 平 野　恒 弘 （豊田東）  

 中 田　典 子 （名古屋守山） 

青少年奉仕委員会
　 C 松 本　　 宏 （半田）　 
　 C 松 前　憲 典 （一宮中央） 
　 A 秋 田　敬 治 （一宮中央）
　 A 谷 山　芳 和 （豊田西）　 
　 A 川 村　荒 治 （豊橋）
　 ◎ 寺 本　善 雄 （名古屋みなと）
　 ○ 奥 田　清 仁 （豊田）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 岡 田　雅 隆 （犬山）

インターアクト委員会
　 ◎ 奥 田　清 仁 （豊田）
　 ○ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 鈴 木　博 文 （岡崎南）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 杉 本　知 治 （岡崎）
 北 園　守 生 （名古屋空港）
 鵜 飼　正 巳 （稲沢）
 奥 田　法 行 （安城）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 渋 谷　文 平 （名古屋）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 服 部　 　貴 （津島）
 青 山　五 郎 （東知多）
　 菱 川　弘 樹 （一宮北）
　 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 藤 井　康 正 （岡崎）
　 ○ 山 中　建 策 （一宮中央）
 武 田　正 典 （名古屋錦）  
 近 藤　　 眞 （豊橋）
　 村 田　誠 一 （名古屋みなと） 
 天野  英一郎 （田原）
　 沢 田　昌 久 （江南）
　 加 納　伸 康 （名古屋葵）

ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
　 ○ 平 田　兼 久 （西尾） 
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 大 林　則 久 （豊橋ゴールデン） 
 渡 邊　嘉 昭 （名古屋北） 
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 淺 見　敏 範 （名古屋東）
 岡 田　吉 生 （岡崎城南）

青少年交換委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 岩 月　雅 章 （名古屋中）  
 黒 田　勝 基 （高浜）  
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅） 
 ミカエル カルマノ （名古屋東） 
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 高 木　政 義 （名古屋大須） 
 吉 岡　秀 記 （刈谷） 

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 片 山　主 水 （名古屋東南）
  伊 藤　鶴 𠮷𠮷 （江南）
 笠 松　栄 治 （高浜）

ロータリー財団委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北） 

　 ◎ 鈴 木　文 勝 （小牧）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
೾ールജ೰リスജೞೖ೉೧ィ೔ーディ೮ーター 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 中 村　公 彦 （名古屋名東）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
　 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　
資金推進委員会
　 ◎ 久 米　博 明 （刈谷） 
　 ○ 牧 野　博 和 （名古屋栄） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 服 部　潤 一 （豊田西）
　　 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　
補助金委員会
　 ◎ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 田 島　保 紀 （名古屋東）
　 ○ 高 山　景 一 （豊橋）
　　 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 笠 井　保 志 （西尾一色）  
 朝 倉　淳 一 （名古屋北）  
 鈴 木　照 幸 （田原パシフィック） 
 久 具　信 夫 （豊川）  
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 都 築　義 勝 （豊田東）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）
 山 口　直 彦 （名古屋東南）

職業研修チーム委員会
　 ◎ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）
 上 野　　 広 （名古屋昭和） 
 伊藤  素美子 （名古屋東南） 
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 永 井　伸 治 （稲沢） 

ポリオ・プラス委員会
　 ◎ 佐々木  久直 （一宮）
　 ○ 加 藤　浩 一 （犬山）
 横 井　　 定 （稲沢）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）

奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 小 島　哲 夫 （豊田中）
　 ○ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）
　 ○ 松 田　茂 治 （西尾）
 佐々木  利政 （豊橋）
 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 矢 頭　功 生 （豊田東） 

米山奨学委員会
　 C 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　 A 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
　 A 中 島　　 実 （名古屋北）
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 本　光 人 （豊橋北）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 加 藤　宜 之 （名古屋名南） 
 野 村　順 雄 （名古屋みなと） 
 水 野　憲 司 （一宮北）
 青 山　　 稔 （瀬戸） 
 山 田　一 仁 （一宮）  
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
  杉 浦　澄 雄 （西尾）

 山 本　慎 治 （半田南）
  山 田　　 猛 （江南）
  大 村　幸 司 （豊川）
  加 藤　英 樹 （刈谷）
  荒 川　雅 義 （名古屋中）

㒭☆㻄⃘⢐支援委員会
　 C 千 田　　 毅 （名古屋東）
　 C 田 中　正 規 （西尾）　  
　 C 加 藤　陽 一 （瀬戸）
　 A 杉 浦　三 郎 （半田）
　 A 服 部　孝 根 （稲沢）
　 A 小 原　久 和 （名古屋城北）
　 A 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　 A 松 井　　 昭 （田原）
　 A 本 間　　 毅　 （岡崎南）
　 A 加 藤　良 邦 （碧南）
　 ◎ 本 多　 　満 （名古屋東）
　 ○ 浜 　　 洋一 （名古屋東） 
 栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 笹 野　暢 宏 （名古屋東）
  松 田　茂 樹 （名古屋東）

ＲＩ理事エレクト
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター補佐（ARC）
   田 嶋　好 博 （名古屋北）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 深 谷　友 尋 （名古屋みなと） 
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 田 嶋　好 博 （名古屋北）
　㤩⽎ឰᒨ 江 崎　柳 節 （小牧）
　㖶㙼ឰᒨ 千 田　　 毅 （名古屋東）
ᡩጴജᡩᏪឰᒨ 伊 藤　敦 夫 （豊田中）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န　 斎 藤　直 美 （豊田）
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　ឰᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友委員会
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 水 野　𠮷𠮷𠮷紹 （名古屋北）
オンツーೞೇル
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
地区ローターアクト代表
 及 川　　 純 （岡崎RAC）

ガバナー
 神 野　重 行 （名古屋名駅） 
    
ガバナー補佐
（南尾張分区担当）
 横 山　明 巳 （大府） 
（西尾張分区担当）
 西 村　利 夫 （尾張中央）
（東尾張分区担当）
 鈴 木　文 勝 （小牧）
（西名古屋分区担当）
 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
（東名古屋分区担当）
 本 多　　 満 （名古屋東）
（東三河分区担当）
 大須賀  憲太 （豊橋ゴールデン）
（西三河中分区担当）
 柴 田　芳 孝 （岡崎）
（西三河分区担当）
 大 髙　敏 睦 （西尾KIRARA）

地区諮問委員会
 福 田　浩 三 （名古屋空港）
 盛 田　和 昭 （名古屋）
 石 川　和 昌 （豊橋）
 松 本　　 宏 （半田）
 野 村　重 彦 （刈谷）
 福 田　清 成 （江南）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 豊 島　德 三 （一宮北）
 大 島　宏 彦 （名古屋）
 髙 橋　治 朗 （名古屋西）
 斎 藤　直 美 （豊田）
 江 崎　柳 節 （小牧）
 片 山　主 水 （名古屋東南）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 松 前　憲 典 （一宮中央）  
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
 加 藤　陽 一 （瀬戸） 
 服 部　良 男 （岡崎）
 神 野　重 行 （名古屋名駅）
 村井  總一郎 （豊橋）

地区幹事
 加 藤　定 伸 （名古屋名駅）

地区副幹事
　南尾張分区
 六 鹿　敏 也 （名古屋名駅）
 西尾張分区

 田 口　　 望 （名古屋名駅）
 東尾張分区

 小酒井 比呂志 （名古屋名駅）
 西名古屋分区

 大 橋　昭 治 （名古屋名駅）
　東名古屋分区

 清 水　順 二 （名古屋名駅）
　東三河分区
 小 林　泰 敏 （名古屋名駅）
　西三河中分区

 筧　　 正 紀 （名古屋名駅）
　西三河分区

 小 西　忠 昭 （名古屋名駅）
地区会計長
 盛 田　兼 由 （名古屋名駅）
地区監事
 岡 本　敏 男 （名古屋名駅）
地区副監事
 堀 田　豊 彦 （名古屋名駅）
地区事務長
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅）
地区スタッフ
　南尾張分区
 安 藤　隆 利 （名古屋名駅）
 西尾張分区

 早 川　敏 江 （名古屋名駅）
 東尾張分区

 上 田　和 志 （名古屋名駅）
 西名古屋分区

 石 黒　　 隆 （名古屋名駅）
　東名古屋分区

 加 藤　友 康 （名古屋名駅）
　東名古屋分区

 秋 田　和 美 （名古屋名駅）
　東三河分区
 萱 垣　　 建 （名古屋名駅）
　東三河分区
 加 藤　祐 一 （名古屋名駅）
　西三河中分区

 川 村　勝 廣 （名古屋名駅）
　西三河分区

 遠 藤　泰 昭 （名古屋名駅）
 
ガバナーエレクト
 村井  總一郎 （豊橋） 

次期地区幹事
 佐々木  利政 （豊橋）

地区指名委員会
　 ◎ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　 ○ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 千 田　　 毅 （名古屋東）
 田 中　正 規 （西尾）
 服 部　良 男 （岡崎）
 
Ⱛ法⃵ᣒ㙼委員会　
 神 野　重 行 （名古屋名駅） 
 江 崎　柳 節 （小牧）
 岡 部　快 圓 （名古屋大須）
 田 嶋　好 博 （名古屋北）
 村井  總一郎 （豊橋）
 加 藤　定 伸 （名古屋名駅）
 佐々木  利政 （豊橋）

副ガバナー
 加 藤　陽 一 （瀬戸）

地区研修リーダー
 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）

地区監査ᬒ
 森 　　恒 夫 （名古屋瑞穂）

分区幹事
 南尾張分区
  木 村　正 嗣 （大府）
 西尾張分区
  堀 尾　明 史 （尾張中央） 
 東尾張分区
  中 村　　 明 （小牧）
 西名古屋分区
  白 木　良 彦 （名古屋東南） 
　東名古屋分区

  野 原　秀 雄 （名古屋東）
　東三河分区
  井 上　　 穂 （豊橋ゴールデン）
　西三河中分区
  安 福　良 豊 （岡崎）
　西三河分区
  鈴 木　善 和 （西尾KIRARA）

研修委員会
　 ◎ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）　  

　 ○ 早 川　和 男 （名古屋東山）
 古 田　嘉 且 （江南）  
 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 加 藤　真 治 （刈谷）
 大 矢　英 憲 （名古屋昭和） 
 光 岡　新 吾 （豊田）  
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 太 田　達 夫 （名古屋城北） 
 鈴村 與左衛門 （あま）
 杉 浦　敏 夫 （豊田）  
 奥 田　清 仁 （豊田）  
 中 村　公 彦 （名古屋名東） 
 金 田　英 和 （名古屋東山）
    
　研修ᢗ㑳委員会
　 F 村井  總一郎 （豊橋）
　 ◎ 早 川　和 男 （名古屋東山）
　 ○ 古 田　嘉 且 （江南）
 高 畑　皓 一 （豊橋ゴールデン） 
 加 藤　真 治 （刈谷）
 大 矢　英 憲 （名古屋昭和）
 平 松　清 美 （尾西）  
 大林  香瑞人 （東海）
 岩 崎　光 記 （名古屋名駅） 
 　  
地区ᳮ⣊計画委員会
　 ◎ 神 野　重 行 （名古屋名駅）
　 ○ 村井  總一郎 （豊橋）　  
 加 藤　陽 一 （瀬戸）
 服 部　良 男 （岡崎）
 伊 藤　靖 祐 （江南）
 横 山　明 巳 （大府）
 西 村　利 夫 （尾張中央）
 鈴 木　文 勝 （小牧）
 宮 崎　　 薫 （名古屋東南）
 本 多　　 満 （名古屋東）
 大須賀  憲太 （豊橋ゴールデン）
 柴 田　芳 孝 （岡崎）
 大 髙　敏 睦 （西尾KIRARA）

　危機管理委員会
　 C 片 山　主 水 （名古屋東南）
　 C 村井  總一郎 （豊橋）　
　 ◎ 神 戸　邦 夫 （豊橋南）
　 ○ 髙 木　政 義 （名古屋大須） 
 尾 関　孝 英 （名古屋北）
 岡 田　雅 隆 （犬山）
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）  
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 池 森　由 幸 （名古屋千種）
 中 村　公 彦 （名古屋名東） 
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 黒 田　勝 基 （高浜）
 鈴 木　吉 男 （津島）

地区財務委員会
　 ◎ 髙 須　洋 志 （中部名古屋みらい）
　 ○ 大 竹　一 義 （瀬戸）  
 岩 月　昭 佳 （岡崎）

拡大委員会
　 ◎ 服 部　良 男 （岡崎）
　 ○ 朱 宮　新 治 （犬山）
 柴 田　幸 男 （名古屋北）
 天 野　惠 一 （岡崎）
 川 村　勝 廣 （名古屋名駅）
 
会員増強委員会
　 ◎ 光 岡　新 吾  （豊田）
　 ○ 山 﨑　克 弥  （西尾）  
　 ○ 澤 田　文 雄  （豊田東）

 羽田野  道明 （名古屋栄）
 水 越　彌 生 （刈谷）
 酒 井　良 輔 （半田）
 松 林　信 吾 （半田南）
 石 井　弘 子 （名古屋錦）
 古橋  エツ子 （尾張旭）
 石 川　敏 郎 （岡崎）

職業奉仕委員会
　 ◎ 匹 田　雅 久 （豊橋北）
　 ○ 鋤 柄　喜 彦 （名古屋東南） 
 小 川　耕 示 （刈谷）
 和 田　典 之 （名古屋清須） 
 青 山　博 徳 （春日井）  
 鬼 頭　秀 幸 （豊橋ゴールデン） 
 香 田　研 二 （名古屋名北）
 石 川　道 男 （豊田三好）
 菅　　　  栄 （名古屋みなと）

社会奉仕委員会
　 ◎ 杉 浦　文 雄 （刈谷）
　 ○ 塩 谷　和 久 （名古屋中）
　 ○ 井 口　貴 嗣 （豊橋）
　 ○ 内 藤　教 恵 （安城）
 渡 辺　一 朗 （知立）
　 伊 藤　陽 介 （名古屋守山）
　 田 中　宏 明 （豊橋南）
　 谷 定　貴 之 （犬山）
　 後 藤　　 敞 （名古屋丸の内）
　 日 野　典 子 （愛知長久手） 
 熊 澤　勝 則 （尾張中央）
 山 元　康 裕 （名古屋東山）
 加 藤　順 三 （半田）
 大 見　和 志 （三河安城）

国際奉仕委員会
　 ◎ 鈴 木　宏 司 （半田南）　 
　 ○ 木 村　樹 生 （名古屋南） 
　 ○ 山 田　　 拓 （瀬戸）
 村 瀬　秀 和 （東海） 
 高 山　　 進 （名古屋丸の内） 
 木 村　光 徳 （名古屋大須） 
 加 島　 　光 （名古屋名北） 
 児 玉　憲 之 （あま）
 佐 野　正 人 （岡崎南） 
 小塚  美知子 （名古屋城北） 
 中 田　典 子 （名古屋守山）

青少年奉仕委員会
　 ◎ 岡 田　雅 隆 （犬山）　 
　 ○ 西 本　一 幸 （名古屋南）   
 髙 木　政 義 （名古屋大須） 
 竹 内　幹 尚 （豊川） 　 
 佐 藤　裕 彦 （豊橋） 
 黒 田　勝 基 （高浜）

　インターアクト委員会
　 ◎ 佐 藤　裕 彦 （豊橋）
　 ○ 杉 本　知 治 （岡崎）
　 ○ 奥 田　法 行 （安城）
 中 杉　和 雄 （豊川）
 鈴 木　康 生 （豊田）　
 服 部　英 男 （岡崎南）
 中 村　　 隆 （名古屋）
 嶋 内　　 淳 （一宮北）
 山 内　隆 一 （岡崎東）
 青 山　五 郎 （東知多）
 下 出　啓 介 （名古屋名東）
 太 田　和 孝 （名古屋千種）
 大 島　賀 樹 （小牧）
 梅 村　　 守 （春日井）
　 鵜 飼　正 巳 （稲沢）

　 相羽  あつ子 （津島）
 山 口　哲 司 （名古屋瑞穂）
 
　ローターアクト委員会
　 ◎ 西 本　一 幸 （名古屋南）
　 ○ 村 田　誠 一 （名古屋みなと）
 髙瀬  伸一郎 （田原）
 杉 田　篤 男 （岡崎）  
 石 川　正 弘 （一宮中央）
　 竹 内　祐 子 （名古屋アイリス） 
 近 藤　 　眞 （豊橋）  
 木 本 　　寛 （江南）
 酒 井　憲 一 （名古屋北）  
 鈴 木　万 衛 （豊田）

　ＲＹＬＡ委員会
　 ◎ 竹 内　幹 尚 （豊川）
　 ○ 金 山　明 史 （豊田西） 
　 ○ 淺 見　敏 範 （名古屋東）  
 平 尾　節 子 （瀬戸北）  
 川 島　悦 雄 （名古屋中）  
 樅 山　修 一 （豊川宝飯）
 尾 﨑　雅 輝 （豊橋ゴールデン）
 田 中　靖 達 （瀬戸）
 大 谷　忠 幸 （豊田西）
 福 井　　 功 （渥美）

　青少年交換委員会
　 ◎ 髙 木　政 義 （名古屋大須）
　 ○ 宮 下　恵 子 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 吉 岡　秀 記 （刈谷）  
 村井  總一郎 （豊橋）
 村 瀬　竜 雄 （東知多） 
 遠 山　武 志 （名古屋北） 
 中 山　憲 和 （豊田中）
　
公ሬイംージ向上委員会
　 ◎ 池 森　由 幸 （名古屋千種）
　 ○ 佐久間  武美 （豊橋北）  
　 ○ 坂 野　　 弘 （岡崎東） 
　 ○ 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）  
 岡 田　邦 義 （岡崎）  
 志 水　哲 也 （名古屋中）
 堀 尾　明 史 （尾張中央）  
 山 口　　 眞 （名古屋中）
 尾 本　和 弘 （名古屋東南） 
 日 置　教 康 （名古屋栄）

地区大会企画委員会
　 ◎ 神 野　重 行 （名古屋名駅） 
 服 部　良 男 （岡崎）  
 村井  總一郎 （豊橋）　
 加 藤　定 伸 （名古屋名駅） 
 佐々木  利政 （豊橋）　
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 舩 橋　茂 行 （小牧）
　 （16ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 鈴 木　文 勝 （小牧）
　�（17ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 尾 上　　 昇 （名古屋大須）
　 （17ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 吉 田　隆 彦 （名古屋大須）
　 （18ᩏᩮᘋ区大ၻᢗ㑳ឰᒨ長）
 金 原　久 雄 （蒲郡）
　 （18ᩏᩮᘋ区大ၻᩔန）
 山 本　英 夫 （蒲郡）

ロータリー財団監査委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸）
  栁 澤　幸 輝 （名古屋東）
 野 村　政 弘 （岡崎東）

ロータリー財団委員会
　 ◎ 中 村　公 彦 （名古屋名東） 
　 ○ 中 林　正 人 （名古屋空港）
　 ○ 櫻 井　　 繁 （名古屋南）
　 ○ 佐々木  久直 （一宮）
　ၻ㕾長 神 谷　　 研 （安城）

　資金管理委員会
　 ◎ 豊 島　德 三 （一宮北）
　 ○ 神 谷　　 研 （安城）  
 髙 山　景 一 （豊橋）
　
　資金推進委員会
　 ◎ 松 田　茂 治 （西尾） 
　 ○ 野村  紀代彦 （刈谷） 
 桑 山　卓 也 （名古屋和合）
 寺 西　 　正 （名古屋錦）
　　 梅 村　昌 孝 （名古屋瑞穂）
 加 藤　博 巳 （岡崎）
 伊 藤　信 裕 （豊田西）
　
　補助金委員会
　 ◎ 髙 山　景 一 （豊橋）
　 ○ 上 野　　 広 （名古屋昭和）
　 ○ 久 具　信 夫 （豊川）  
 原 野　勝 至 （名古屋栄）
 成 田　　 徹 （三河安城）
　　 神 谷　　 強 （刈谷）  
 藤 野　直 子 （名古屋名東） 
 金 谷　明 正 （名古屋北）  
 渡 邉　勝 行   （西尾一色）  
 大塩  啓太郎 （豊橋）
 都 築　利 全 （半田南）
 間 瀬　浩 正 （半田）
 江 川　泰 彦 （名古屋清須）
　
　ポリオ・プラス䈹職業研修チーム委員会
　 ◎ 加 藤　浩 一 （犬山）
　 ○ 渡 邊　萬 里 （名古屋東山）
　 ○ 吉 川　公 章 （名古屋南）  
 横 井　　 定 （稲沢）
 内田  泰潤徳 （一宮中央）
 加 納　伸 康 （名古屋葵）
 山 田　高 行 （中部名古屋みらい）
 鈴 木　宏 治 （名古屋東山）
 永 井　伸 治 （稲沢）
 荒 山　久 美 （名古屋アイリス）
 有 賀　 　健 （岡崎）
 青 山　貴 彦 （瀬戸）

　奨学基金・平和フェローシップ委員会
　 ◎ 長谷川  龍伸 （名古屋丸の内）

　 ○ 矢 頭　功 生 （豊田東） 
　 ○ 加 納　昭 巨 （名古屋南）
 伊藤  素美子 （名古屋東南）
 石 川　昌 和 （豊橋南）
 猪 子　恭 秀 （名古屋みなと）

米山記念奨学委員会
　 ◎ 金 田　英 和 （名古屋東山）
　 ○ 山 田　直 樹 （尾張旭） 
　 ○ 青 山　　 稔 （瀬戸）  
　 ○ 小 栗　正 章 （名古屋和合） 
 鮑 尓　吉 徳 （名古屋アイリス）
 荒 川　雅 義 （名古屋中）  
 加 藤　英 樹 （刈谷）
 山 本　慎 治 （半田南）  
 近 藤　久 詞 （名古屋北）
  磯 部　 　徹 （名古屋丸の内）
 大 橋　　 均 （知立）
 山 田　　 猛 （江南）
  大橋  さなえ （名古屋名南）
  堀　　 慎 治 （名古屋瑞穂）
  神 谷　恵 理 （愛知長久手）
  福 島　葉 子 （岡崎）
  梅 谷　朋 志 （一宮）
  牧　　 昌 夫 （豊川）

学友委員会
　 ◎ 池 谷　　 悟 （中部名古屋みらい） 
　 ○ 稲 本　良 二 （豊田中）
 小 島　哲 夫 （豊田中）
 于　　　  咏 （愛知ロータリーEクラブ）
 中 村　公 彦 （名古屋名東） 
 金 田　英 和 （名古屋東山）
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）  
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）
 岡 田　雅 隆 （犬山）

✁ኰ委員会（期㯒㰱ᢓ）
　
　䉡䉐䉐ᢗ㑳委員会
　 ◎ 加 藤　陽 一 （瀬戸） 　 
　 ○ 篭 橋　美 久 （名古屋中）
　 ○ 福 田　哲 三 （名古屋和合）
 光 岡　新 吾  （豊田）
 匹 田　雅 久 （豊橋北） 
 杉 浦　文 雄 （刈谷）  
 鈴 木　宏 司 （半田南）  
 岡 田　雅 隆 （犬山）
 佐 藤　裕 彦 （豊橋）  
 西 本　一 幸 （名古屋南）
 竹 内　幹 尚 （豊川）

 髙 木　政 義 （名古屋大須） 
 池 森　由 幸 （名古屋千種） 
 中 村　公 彦 （名古屋名東）
 加 藤　浩 一 （犬山）
 金 田　英 和 （名古屋東山） 
 早 川　和 男 （名古屋東山）
　  鈴村 與左衛門 （あま）　   
 杉 浦　敏 夫 （豊田）
 奥 田　清 仁 （豊田）　   
 池 谷　　 悟 （中部名古屋みらい）
 加 藤　友 康 （名古屋名駅）
　
　地区�� 年史編纂委員会
　 ◎ 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　 ○ 池 森　由 幸 （名古屋千種）
 桐 渕　利 次　 （岡崎城南）
 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
 杉 浦　令 淑 （名古屋大須）
 小 林　泰 敏　 （名古屋名駅）
 平 尾　節 子 （瀬戸北）
 津 川　聖 子 （名古屋名東）
 
ＲＩ理事
　  斎 藤　直 美 （豊田）
ロータリーコーディネーター（RC）
   田 中　正 規 （西尾）
ロータリー公ሬイംージコーディネーター補佐（AR3,C）
   近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
ロータリー財団地域コーディネーター補佐（ARRFC）
 服 部　良 男 （岡崎）  
公益財団法人ロータリー日本財団
　⟨န 江 崎　柳 節 （小牧）
　⧖န 片 山　主 水 （名古屋東南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　⟨န 近 藤　雄 亮 （名古屋瑞穂）
　㖶㙼ᒨ 田 中　正 規 （西尾）
　㤩⽎ജᡩጴឰᒨၻదឰᒨ長 
 江 崎　柳 節 （小牧）
　ឰᒨ 田 中　正 規 （西尾）
䉘䉚䉙法人ＲＩ日本青少年交換委員会
　⟨န 神 田　　 憲 （名古屋大須）
　⬬ᒨ 黒 田　勝 基 （高浜）
ロータリーの友委員会
　ዣឰᒨ長 片 山　主 水 （名古屋東南）
ᘋ区ၔ㒉ឰᒨ 尾 本　和 弘 （名古屋東南）
オンツートロント
 神 野　重 行 （名古屋名駅）
地区ローターアクト代表
 笠 間　美 穂 （豊橋RAC）
ロータリーἃᩲ㤄ᔡ委員会
ద㤄ᔡឰᒨ 加 藤　陽 一 （瀬戸） 　  

常滑

東海

東知多

半田南

知多

大府
稲沢

あま

犬山

名古屋空港

愛知ロータリーEクラブ

瀬 戸北

名古屋西

名古屋中

名古屋名駅

名古屋丸の内

中部名古屋みらい

名古屋瑞穂

名古屋大須

名古屋栄

名古屋東

名古屋名南

名古屋南

名古屋みなと

名古屋東南

岩倉

名古屋城北

愛知長久手

江南

小牧

春日井

尾張旭

名古屋清須

尾張中央

一宮中央

半田

南尾張分区

瀬戸

東尾張分区

名古屋

西名古屋分区

名古屋北

東名古屋分区

一宮

西尾張分区

津島

尾西

一宮北

歴代クラブ会長・幹事・五大奉仕委員長名

山内和之
椴山晃雄
小栗孝久
鈴木丈雄
榊原正治
竹内俊介
青井雅純
小栗利朗
森田　亨
山﨑正夫

阿知和久男
竹内喜陽雄
竹内敬二
牧野克則
水野福三
村田　聡
井上義春
磯部　栄
杉野正博
清水昭博

稲坂　博
増岡達一
河合孝治
鈴村昌人
森合久春
大林香瑞人
小嶋真一郎
中池聡之
早川直義
間瀬保英

堀　　葵
熊澤　岌
村瀬竜雄
安藤浩詩
高津忠男
小笠原直樹
山本さゆり
日髙啓治
前田吉昭
戸田宏和

石川信行
石川勝彦
新美　茂
中井民雄
竹内俊郎
岡戸利直
榊原　肇
都築利全
榊原邦彦
鈴木宏司

岩崎征宣

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’

09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’

12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’

坂本竹敏
久野完治
中村泰忠
山口清文
鈴木直幸
永井喜義
永井喜義
中村泰忠
山口清文

久野春雄
神野昌悦
木村正嗣
門脇　武
相羽英人
加藤正俊
木村正嗣
横山明巳
中本和則
笹田栄治

豊島俊明
森　克彦
日野正美
飯田清春
日野正美
平谷良樹
舩橋正員
磯部　茂
猪子誠兒
松田暁昌
青山佳裕

宅見康悦
清水裕行
住田正幸
寺田晏章
篠田　廣
鈴木吉男
安江正博
三谷栄一
浅井彦治
佐藤敬治

安藤　巌
犬飼万壽男
水谷　豊
森信一朗
平松清美
前田正和
加藤博行
森　　新
水谷　豊
森信一朗

加藤　勉
矢野尚彦

10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’

中北武男
矢田政弘
森　正志
森　通保
渡辺元男
小澤正明
船越　孝
角田隆幸

伊藤　彰
鈴木　睦
成田幸太郎
池田邦雄
児島秀光
岡田義夫
西村郁夫
浅井耕治
横井　定
原　武史

渡辺　均
山田幹夫
岩島裕芳
鈴木正徳
真木伸一
高山　敏
栗木和夫
東海広光
篠田正志
立松絹久

鴨井敏秋
後藤　稔
和田典之
中村　禊
池戸賢治
江川泰彦
後藤鈴明
河合幹雄
川西利浩
三輪隆裕

片山　進
平岩慎次
住川誠一
沖野　満
大野東秀
熊澤勝則
山下隆義
太田吉宣
中村隆文
大野東秀

大森　進
白木公明
加藤辰己
森　　榮
坂田義一
柴田裕市

14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’

松岡正浩
佐藤祐造
永田　正
飯盛靜男

加藤陽一
加藤睦彦
勝谷哲次
加藤令吉
藤井源成
加藤唐三郎
野田正治
加藤眞言
井上　博
梶野輝雄

安田宗平
朱宮新治
大島克己
安田新平
井川光雄
住野龍之介
近藤斉宏
奥村正幸
田中進一郎
吉田　洋

鈴木健治
倉知正憲
古田嘉且
森　弘好
安藤喜代司
庄田元久
堀尾庄一
杉浦賢二
伊藤靖祐
川崎良一

五藤隆夫
濱口栄男
大島賀樹
松尾憲二郎
鈴木文勝
鈴木文勝
中村　明
水野聖仁
名和千博
堀井　武

松本　淳
山田　治
社本太郎
風岡保広
名畑　豊
屋嘉比良夫
加藤久仁明
志水ひろみ

16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’

伊藤　純
近藤太門

谷口伸夫
丹羽敏行
山田直樹
西尾輝久
井田武憲
箕輪良孝
古橋裕志
古橋エツ子
山田直樹
西尾輝久

溝口英雄
石川良治
村瀬冨三夫
竹尾　悟
串田正克
内海辰巳
栗田和典
波多野真
武田英昭
稲吉將秀

中野昭雄
大竹良太
加藤充弥
本多敬文
加藤勝之
青山弘彦
小澤　修
若杉福雄
須崎侑三
梅村邦雄

浅野勝美
宮田浩明
深石公彦
有本裕子
浅野勝美
檜木治幸
深見早惠
武藤栄司
深石公彦
大江秀和

堀田　徹
馬場博通
小塚美知子
多田通夫
穂積良治
玉置政利
服部智謙
岩田佳之
長谷川幸正
奥村勝彦

佐藤文昭

09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’

水野一久
大島昭夫
丹羽司一
安田茂樹
山田文明
伊藤広治
小谷恒夫
日野典子
青山和成

景山泰隆
中川洋二
森　俊明
山内義晴

判治誠吾
齋藤英彦
岡谷篤一
夏目和良
大島寅夫
大原康之
白石好孝
那須國宏
盛田淳夫
滝　茂夫

足立邦彦
大竹勇司
宮田紀昭
神尾　　
鵜飼治昭
林　芳行
田中義一
片桐清志
荒川永太郎
加藤憲司

奥山清介
簗瀬悠紀夫
近藤禎男
嶺木昌行
大岡洋三
森口雅文
粕谷忠晴
池　　潤
馬場研治
江口博寿

管　　栄
小島清路
渡辺健壱
才本清継
梅田武久
岩佐信機
吉田利男
杉江豊文
鈴木　哲

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’

10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’

寺本善雄

熊谷多津旺
近藤信之
山口剛男
宇田川一昭
橋爪　務
玉木大介
伊東與有三
水野恒平
下郷卓弥
山口直彦

野口昌良
堀江陽平
髙橋公比古
渡邉一平
國友昌大
篭橋美久
長谷川正親
阿部　博
梶田　知
坪井進悟

松井善則
増田盛英
田中隆義
髙須洋志
松波恒彦
泉　憲一
岩田修司
伊藤　豪
八木沢幹夫
稲葉　徹

小澤幸男
内藤　明
岩崎征一
川畑博敬
鬼頭茂成
木村光徳
髙木政義
田崎雅三
照井　栞
岡村隆德

福本豊彦
長瀬　諭
山田靖典
原野勝至
石河　隆
細井土夫
立松　賢
川北幸彌
山田慎也
大野友三

川辺清次
小野雅之

太田敦士
山本郁矢
宮嵜良一
白藤憲雄
吉木邦男
鈴木清詞
木下福郎
入谷直行

大川　宏
小西忠昭
西川富夫
川村勝廣
田口　望
神野重行
岩崎光記
清水順二
藤井圓隆
小室健次郎

吉田光一
後藤　敞
石井里恵子
長谷川龍伸
藤田守彦
西川　博
永井克昌
岩田　宏
森田正樹
田島陽介

川口　豊
川口　豊
亀島深里
古橋武之
伊藤正樹
高橋一吉
高橋一吉
桂川将典
池谷　悟
池谷　悟

江崎武人
石田正城
近藤和利
山口兼市
篠田光浩
柴田幸男
田中正樹
尾関孝英
各務　修
岡部　　

宇佐見嘉重斌
二村　満
栁澤幸輝
清水恭一

水野茂生
本多　満
山田信二
増田浩男
鈴木建吾
西川誠也

佐藤良一
重冨　亮
長瀬輝代之
森藤左ヱ門
樋口武人
木村隆之
木村邦彦
井上　誠
鵜飼昌治
松崎美都子

谷喜久郎
近藤東臣
加治佐健二
天野清美
坪井和義
鷲塚貞長
𠮷𠮷田正道
丸山弘昭
髙木一平
加藤一郎

松永辰男
齋藤道雄
奥　佳澄
湯浅勝治
米山郁生
齊藤英夫
中村公彦
都築八千代
足立　勉
平　民三

西脇良一
石黒　勉
伊藤晋一
半泊與則
小關敏光
宇都木寧
岩田滿治
加藤昌之
西脇良一
加藤敦子

久野峯一
舎人経昭
三好　親
池森由幸
谷口　優
萩原喜代子
加藤重雄

樫尾富二
渡邊源市
吉田　玄

加藤　靖
鈴木重幸
乃一　稔
山田敏雄
横田幸三
大矢英憲
髙柳　元
田中邦幸
加藤　厚
渡邉直樹

前田元弘
中山信義
鬼頭正二郎
高田栄助
佐藤　隆
伊藤康之
落合和子
石井弘子
林　光夫
丹羽　繁

武儀山勝彦
中島譲治
平下三郎
谷村　茂
戸田勝儀
早川和男
渡邊萬里
上田敏幸
金田英和
森川辰幸

髙山光平
野村尚史
青木昭憲
田中利幸
石原彰久
阿部恵彦
加納伸康
吉村福修
加藤寛治郎
加藤久雄

八神　基
荒山久美
安井　忠
櫻井孝充
藤谷　猛

花田邦司
竹内清人

村井總一郎
宮田正人
石黒　功
髙須博久
冨田佳央
牧野　渉
佐々木利政
鈴木良昌

清水敏光
藤田喜一郎
鈴木岳嗣
酒井基裕
本多英夫
金原久雄
大岩敏郎
伊藤健一
鈴木康仁
鈴木康仁

鈴木茂久
羽田明弘
鈴木伊能勢
西村良彦
佐久間武美
谷山　勉
鈴木大次郎
小杉幸一郎
佐藤元英
山内有恒

中杉和雄
安田一夫
山本信利
鈴木榮一
木下良夫
戸田俊晴
内藤雄功
鳥居信行
森久　宏
鳥居信行
寺部重人

別所淳二
広中貴彦
安田幸雄
冨田雅則
山田年清
河合利則
鈴木　進
鈴木　進
石黒利昌
大河直樹

藤城俊明
木下　治
神谷浩史
住野友次郎

縣　保彦
磯村秀樹
榊原周造
冨安美孝
西川　滋
河合正治

小笠原喜好
中島忠幸
坂巻邦彦
中澤輝昭
西郷省吾
金沢政樹
星野順一郎
森美智明
佐藤泰惇
丸山明敏

井本　宏
神谷篤治
荒木　茂
間瀬祐一
川口敏郎
森下三嗣
青山房生
森下一良
三浦正好
宮川隆司

関谷　徹
佐々木洋子
関谷　徹
金田直孝
東野和敏
後藤和治
鷲山俊明

大岩一仁
水野太一
夏目雅康
山城康司
高桑　耐
森下武治
滝下　勲
小野喜明
金田柾宏
大木健市

西郷隆治
高橋英昭
杉原敏雄
大須賀憲太
梅田英樹
高畑皓一
白井正樹
井上　穂
宇藤　信
若林正治

松井準治
柴田　清
鈴木　卓
河辺虎太郎
鈴木照幸
柳田　豊
鈴木達司
豊田慈證
冨田政彦
森下新一

杉原好洋
河合純夫
安井洋二
白井康仁
中村成人
平野正博
渡邊　茂
川西裕康
松下泰三
中嶌秀樹

村井　忠
奥瀬勇作
服部良男
林　和夫
荻須文一
中村重嗣
天野惠一
丹羽良治
柴田芳孝
浅井　章

永田一夫
岡田勝美
杉浦敏夫
梅村正明
河木照雄
梅村泰弘
天野勝美
加藤直樹
鈴木元弘
野口明生

三浦勝美
天野精孝
渡辺要市
小久保文雄
藤田正彦
服部英男
犬塚克明
鈴木康之
岡田光司
伊豫田浩

池田憲治
梅村正裕
加納一弘
中川俊治
寺田壽孝
佐藤仁功
伊藤愼一
野田清衛
土屋孝介
山形悦男

手嶋　明
山内隆一
杉山正章
小木曽進
市川幾雄
青山俊次
三浦泰廣
浅岡謙治
小林清文
生駒尚久

米本益栄
浅井恒和
山田守男
鈴木敬一
小島波尾
愛知　治
鈴木英治
川﨑省治
河合芳弘
澤田文雄

近藤正俊
岡田𠮷𠮷生
長野哲也
桐渕利次
近藤憲康
中根常彦
牧野正高
小山章仁
天野　彦
永井量基

村上ふさ子
中野喜之
近藤純子
加藤正志
石川道男
近藤隆治
鬼頭伸和
竹内正次
伊藤隆守
久野徳積

梅村和伸
小島哲夫

中條善朗
浅岡多田志
鈴木純子
河合英二
中山憲和
山下一美
鈴木　寛
中垣幸春

大口弘和
酒井俊皓

林　和夫

塚本幸夫
岡本　巧
太田宗一郎
杉浦世志朗
嶋津孝久
鈴木　豊
杉浦芳一
加藤真治
加藤哲也
𠮷𠮷原孝彦

加藤　弘
石原　昭
大嶽岩雄
沓名俊裕
大見　宏
都築雅人
永谷文人
神谷明文
冨岡里美
福田雅美

三村幸弘
榊原勝俊
筒井兼之
稲垣良次
小田井博茂
杉浦明博
杉田明弘
岩瀬正範
大河内芳信
柴田高広

平岩統一郎
鈴木並生
奥田雪雄
石川春久
黒田昌司
長田豊治
石橋嘉彦
山中寛紀
榊原　健

木村徳雄

都築勇一
牧野伸治
山下民義
篠田義隆
石川量英
鈴木茂朗
山下保彦
笠井保志
鳥居萬里
早川比呂太

中村さと子
奥野　暁
野々山貴文
笠松栄治
浅岡憲隆
名倉隆司
高桑雄司
野々山光秋
伊藤ルミ
杉浦浩一

野村賢孝
杉浦知博
早川高師
神谷太一
酒井一造
倉田英行
安井喜秀
上野　実
髙木秀夫
福岡宏則

杉浦正昭
高須　匀
辻村義之
清　克行
青山弦八
鈴木正司
後藤利之
磯貝総一郎
中根勝美
酒井　進

平子昭三
森田勝己
阿部光廣
田村　脩
岡崎重太郎
寺部保美
竹内泰夫
富田清治
安藤一高
大見育太
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真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

名古屋守山

愛知三州

名古屋錦

豊橋北

奥三河

豊田

豊田三好

碧南

西尾一色

高浜

知立

西尾KIRARA

三河安城

豊田中

安城

西尾

名古屋宮の杜

岡崎南

豊田西

岡崎東

豊田東

岡崎城南

豊川宝飯　

豊橋ゴールデン

田原パシフィック

豊橋東

豊川

田原

豊橋南

新城

渥美

名古屋東山

名古屋葵

名古屋アイリス

名古屋和合

名古屋名東

名古屋名北

名古屋千種

名古屋昭和

蒲郡

豊橋

東三河分区

刈谷

西三河分区

岡崎

西三河中分区

山内和之
椴山晃雄
小栗孝久
鈴木丈雄
榊原正治
竹内俊介
青井雅純
小栗利朗
森田　亨
山﨑正夫

阿知和久男
竹内喜陽雄
竹内敬二
牧野克則
水野福三
村田　聡
井上義春
磯部　栄
杉野正博
清水昭博

稲坂　博
増岡達一
河合孝治
鈴村昌人
森合久春
大林香瑞人
小嶋真一郎
中池聡之
早川直義
間瀬保英

堀　　葵
熊澤　岌
村瀬竜雄
安藤浩詩
高津忠男
小笠原直樹
山本さゆり
日髙啓治
前田吉昭
戸田宏和

石川信行
石川勝彦
新美　茂
中井民雄
竹内俊郎
岡戸利直
榊原　肇
都築利全
榊原邦彦
鈴木宏司

岩崎征宣

坂本竹敏
久野完治
中村泰忠
山口清文
鈴木直幸
永井喜義
永井喜義
中村泰忠
山口清文

久野春雄
神野昌悦
木村正嗣
門脇　武
相羽英人
加藤正俊
木村正嗣
横山明巳
中本和則
笹田栄治

豊島俊明
森　克彦
日野正美
飯田清春
日野正美
平谷良樹
舩橋正員
磯部　茂
猪子誠兒
松田暁昌
青山佳裕

宅見康悦
清水裕行
住田正幸
寺田晏章
篠田　廣
鈴木吉男
安江正博
三谷栄一
浅井彦治
佐藤敬治

安藤　巌
犬飼万壽男
水谷　豊
森信一朗
平松清美
前田正和
加藤博行
森　　新
水谷　豊
森信一朗

加藤　勉
矢野尚彦

中北武男
矢田政弘
森　正志
森　通保
渡辺元男
小澤正明
船越　孝
角田隆幸

伊藤　彰
鈴木　睦
成田幸太郎
池田邦雄
児島秀光
岡田義夫
西村郁夫
浅井耕治
横井　定
原　武史

渡辺　均
山田幹夫
岩島裕芳
鈴木正徳
真木伸一
高山　敏
栗木和夫
東海広光
篠田正志
立松絹久

鴨井敏秋
後藤　稔
和田典之
中村　禊
池戸賢治
江川泰彦
後藤鈴明
河合幹雄
川西利浩
三輪隆裕

片山　進
平岩慎次
住川誠一
沖野　満
大野東秀
熊澤勝則
山下隆義
太田吉宣
中村隆文
大野東秀

大森　進
白木公明
加藤辰己
森　　榮
坂田義一
柴田裕市

松岡正浩
佐藤祐造
永田　正
飯盛靜男

加藤陽一
加藤睦彦
勝谷哲次
加藤令吉
藤井源成
加藤唐三郎
野田正治
加藤眞言
井上　博
梶野輝雄

安田宗平
朱宮新治
大島克己
安田新平
井川光雄
住野龍之介
近藤斉宏
奥村正幸
田中進一郎
吉田　洋

鈴木健治
倉知正憲
古田嘉且
森　弘好
安藤喜代司
庄田元久
堀尾庄一
杉浦賢二
伊藤靖祐
川崎良一

五藤隆夫
濱口栄男
大島賀樹
松尾憲二郎
鈴木文勝
鈴木文勝
中村　明
水野聖仁
名和千博
堀井　武

松本　淳
山田　治
社本太郎
風岡保広
名畑　豊
屋嘉比良夫
加藤久仁明
志水ひろみ

伊藤　純
近藤太門

谷口伸夫
丹羽敏行
山田直樹
西尾輝久
井田武憲
箕輪良孝
古橋裕志
古橋エツ子
山田直樹
西尾輝久

溝口英雄
石川良治
村瀬冨三夫
竹尾　悟
串田正克
内海辰巳
栗田和典
波多野真
武田英昭
稲吉將秀

中野昭雄
大竹良太
加藤充弥
本多敬文
加藤勝之
青山弘彦
小澤　修
若杉福雄
須崎侑三
梅村邦雄

浅野勝美
宮田浩明
深石公彦
有本裕子
浅野勝美
檜木治幸
深見早惠
武藤栄司
深石公彦
大江秀和

堀田　徹
馬場博通
小塚美知子
多田通夫
穂積良治
玉置政利
服部智謙
岩田佳之
長谷川幸正
奥村勝彦

佐藤文昭

水野一久
大島昭夫
丹羽司一
安田茂樹
山田文明
伊藤広治
小谷恒夫
日野典子
青山和成

景山泰隆
中川洋二
森　俊明
山内義晴

判治誠吾
齋藤英彦
岡谷篤一
夏目和良
大島寅夫
大原康之
白石好孝
那須國宏
盛田淳夫
滝　茂夫

足立邦彦
大竹勇司
宮田紀昭
神尾　　
鵜飼治昭
林　芳行
田中義一
片桐清志
荒川永太郎
加藤憲司

奥山清介
簗瀬悠紀夫
近藤禎男
嶺木昌行
大岡洋三
森口雅文
粕谷忠晴
池　　潤
馬場研治
江口博寿

管　　栄
小島清路
渡辺健壱
才本清継
梅田武久
岩佐信機
吉田利男
杉江豊文
鈴木　哲

寺本善雄

熊谷多津旺
近藤信之
山口剛男
宇田川一昭
橋爪　務
玉木大介
伊東與有三
水野恒平
下郷卓弥
山口直彦

野口昌良
堀江陽平
髙橋公比古
渡邉一平
國友昌大
篭橋美久
長谷川正親
阿部　博
梶田　知
坪井進悟

松井善則
増田盛英
田中隆義
髙須洋志
松波恒彦
泉　憲一
岩田修司
伊藤　豪
八木沢幹夫
稲葉　徹

小澤幸男
内藤　明
岩崎征一
川畑博敬
鬼頭茂成
木村光徳
髙木政義
田崎雅三
照井　栞
岡村隆德

福本豊彦
長瀬　諭
山田靖典
原野勝至
石河　隆
細井土夫
立松　賢
川北幸彌
山田慎也
大野友三

川辺清次
小野雅之

太田敦士
山本郁矢
宮嵜良一
白藤憲雄
吉木邦男
鈴木清詞
木下福郎
入谷直行

大川　宏
小西忠昭
西川富夫
川村勝廣
田口　望
神野重行
岩崎光記
清水順二
藤井圓隆
小室健次郎

吉田光一
後藤　敞
石井里恵子
長谷川龍伸
藤田守彦
西川　博
永井克昌
岩田　宏
森田正樹
田島陽介

川口　豊
川口　豊
亀島深里
古橋武之
伊藤正樹
高橋一吉
高橋一吉
桂川将典
池谷　悟
池谷　悟

江崎武人
石田正城
近藤和利
山口兼市
篠田光浩
柴田幸男
田中正樹
尾関孝英
各務　修
岡部　　

宇佐見嘉重斌
二村　満
栁澤幸輝
清水恭一

水野茂生
本多　満
山田信二
増田浩男
鈴木建吾
西川誠也

佐藤良一
重冨　亮
長瀬輝代之
森藤左ヱ門
樋口武人
木村隆之
木村邦彦
井上　誠
鵜飼昌治
松崎美都子

谷喜久郎
近藤東臣
加治佐健二
天野清美
坪井和義
鷲塚貞長
𠮷𠮷田正道
丸山弘昭
髙木一平
加藤一郎

松永辰男
齋藤道雄
奥　佳澄
湯浅勝治
米山郁生
齊藤英夫
中村公彦
都築八千代
足立　勉
平　民三

西脇良一
石黒　勉
伊藤晋一
半泊與則
小關敏光
宇都木寧
岩田滿治
加藤昌之
西脇良一
加藤敦子

久野峯一
舎人経昭
三好　親
池森由幸
谷口　優
萩原喜代子
加藤重雄

樫尾富二
渡邊源市
吉田　玄

加藤　靖
鈴木重幸
乃一　稔
山田敏雄
横田幸三
大矢英憲
髙柳　元
田中邦幸
加藤　厚
渡邉直樹

前田元弘
中山信義
鬼頭正二郎
高田栄助
佐藤　隆
伊藤康之
落合和子
石井弘子
林　光夫
丹羽　繁

武儀山勝彦
中島譲治
平下三郎
谷村　茂
戸田勝儀
早川和男
渡邊萬里
上田敏幸
金田英和
森川辰幸

髙山光平
野村尚史
青木昭憲
田中利幸
石原彰久
阿部恵彦
加納伸康
吉村福修
加藤寛治郎
加藤久雄

八神　基
荒山久美
安井　忠
櫻井孝充
藤谷　猛

花田邦司
竹内清人
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08’
09’
10’
11’

村井總一郎
宮田正人
石黒　功
髙須博久
冨田佳央
牧野　渉
佐々木利政
鈴木良昌

清水敏光
藤田喜一郎
鈴木岳嗣
酒井基裕
本多英夫
金原久雄
大岩敏郎
伊藤健一
鈴木康仁
鈴木康仁

鈴木茂久
羽田明弘
鈴木伊能勢
西村良彦
佐久間武美
谷山　勉
鈴木大次郎
小杉幸一郎
佐藤元英
山内有恒

中杉和雄
安田一夫
山本信利
鈴木榮一
木下良夫
戸田俊晴
内藤雄功
鳥居信行
森久　宏
鳥居信行
寺部重人

別所淳二
広中貴彦
安田幸雄
冨田雅則
山田年清
河合利則
鈴木　進
鈴木　進
石黒利昌
大河直樹

藤城俊明
木下　治
神谷浩史
住野友次郎
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縣　保彦
磯村秀樹
榊原周造
冨安美孝
西川　滋
河合正治

小笠原喜好
中島忠幸
坂巻邦彦
中澤輝昭
西郷省吾
金沢政樹
星野順一郎
森美智明
佐藤泰惇
丸山明敏

井本　宏
神谷篤治
荒木　茂
間瀬祐一
川口敏郎
森下三嗣
青山房生
森下一良
三浦正好
宮川隆司

関谷　徹
佐々木洋子
関谷　徹
金田直孝
東野和敏
後藤和治
鷲山俊明

大岩一仁
水野太一
夏目雅康
山城康司
高桑　耐
森下武治
滝下　勲
小野喜明
金田柾宏
大木健市

西郷隆治
高橋英昭
杉原敏雄
大須賀憲太
梅田英樹
高畑皓一
白井正樹
井上　穂
宇藤　信
若林正治
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松井準治
柴田　清
鈴木　卓
河辺虎太郎
鈴木照幸
柳田　豊
鈴木達司
豊田慈證
冨田政彦
森下新一

杉原好洋
河合純夫
安井洋二
白井康仁
中村成人
平野正博
渡邊　茂
川西裕康
松下泰三
中嶌秀樹

村井　忠
奥瀬勇作
服部良男
林　和夫
荻須文一
中村重嗣
天野惠一
丹羽良治
柴田芳孝
浅井　章

永田一夫
岡田勝美
杉浦敏夫
梅村正明
河木照雄
梅村泰弘
天野勝美
加藤直樹
鈴木元弘
野口明生

三浦勝美
天野精孝
渡辺要市
小久保文雄
藤田正彦
服部英男
犬塚克明
鈴木康之
岡田光司
伊豫田浩

池田憲治
梅村正裕
加納一弘
中川俊治
寺田壽孝
佐藤仁功
伊藤愼一
野田清衛
土屋孝介
山形悦男

手嶋　明
山内隆一
杉山正章
小木曽進
市川幾雄
青山俊次
三浦泰廣
浅岡謙治
小林清文
生駒尚久

米本益栄
浅井恒和
山田守男
鈴木敬一
小島波尾
愛知　治
鈴木英治
川﨑省治
河合芳弘
澤田文雄

近藤正俊
岡田𠮷𠮷生
長野哲也
桐渕利次
近藤憲康
中根常彦
牧野正高
小山章仁
天野　彦
永井量基

村上ふさ子
中野喜之
近藤純子
加藤正志
石川道男
近藤隆治
鬼頭伸和
竹内正次
伊藤隆守
久野徳積

梅村和伸
小島哲夫
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中條善朗
浅岡多田志
鈴木純子
河合英二
中山憲和
山下一美
鈴木　寛
中垣幸春

大口弘和
酒井俊皓

林　和夫

塚本幸夫
岡本　巧
太田宗一郎
杉浦世志朗
嶋津孝久
鈴木　豊
杉浦芳一
加藤真治
加藤哲也
𠮷𠮷原孝彦

加藤　弘
石原　昭
大嶽岩雄
沓名俊裕
大見　宏
都築雅人
永谷文人
神谷明文
冨岡里美
福田雅美

三村幸弘
榊原勝俊
筒井兼之
稲垣良次
小田井博茂
杉浦明博
杉田明弘
岩瀬正範
大河内芳信
柴田高広

平岩統一郎
鈴木並生
奥田雪雄
石川春久
黒田昌司
長田豊治
石橋嘉彦
山中寛紀
榊原　健
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木村徳雄

都築勇一
牧野伸治
山下民義
篠田義隆
石川量英
鈴木茂朗
山下保彦
笠井保志
鳥居萬里
早川比呂太

中村さと子
奥野　暁
野々山貴文
笠松栄治
浅岡憲隆
名倉隆司
高桑雄司
野々山光秋
伊藤ルミ
杉浦浩一

野村賢孝
杉浦知博
早川高師
神谷太一
酒井一造
倉田英行
安井喜秀
上野　実
髙木秀夫
福岡宏則

杉浦正昭
高須　匀
辻村義之
清　克行
青山弦八
鈴木正司
後藤利之
磯貝総一郎
中根勝美
酒井　進

平子昭三
森田勝己
阿部光廣
田村　脩
岡崎重太郎
寺部保美
竹内泰夫
富田清治
安藤一高
大見育太

名古屋守山

常滑

東海

東知多

半田南

知多

大府

稲沢

あま

犬山

名古屋空港

愛知ロータリーEクラブ

瀬 戸北
名古屋西

名古屋中

名古屋名駅

名古屋丸の内

中部名古屋みらい

名古屋瑞穂

名古屋大須

名古屋栄

名古屋東

名古屋名南

名古屋南

名古屋みなと

名古屋東南

岩倉

名古屋城北

愛知長久手

江南

小牧

春日井

尾張旭

名古屋清須

尾張中央

一宮中央

半田

南尾張分区

瀬戸

東尾張分区

名古屋

西名古屋分区

名古屋北

東名古屋分区

一宮

西尾張分区

津島

尾西

一宮北

鵜飼昌治
河本　力
七田　隆二
加藤忠晴

片桐寛治
横井辰幸
林　邦司
端山佳誠
中村有孝
服部　滋
亀井敏勝
田中正次
柏木博喜
福田哲三

齊藤英夫
中村公彦
中村公彦
和田富夫
野々部英夫
橋本節生
佐藤健五
佐竹得三
下出啓介
加藤　令

石黒　勉
伊藤晋一
半泊與則
小關敏光
宇都木寧
岩田滿治
加藤昌之
西脇良一
加藤あつこ
杉浦定文

萩原喜代子
池森由幸
伊藤健文
足立一郎
竹内克豊
渡邊源市
小林英毅
大谷　恩
鈴木聖三
福井浩道

髙柳　元
柴田義介
木下　実
伊藤彰二
小坂達也
寺野哲也
髙橋 進
鈴木真司

須原茂樹
伊藤　衛

北村隆子
近藤謙治
佐藤　隆
佐藤泰生
石井弘子
植村元雄
工藤悦子
藤岡省吾
中山信義
小野田誓

金田英和
鈴木宏治
山元康裕
小林三重子
佐藤敏夫
近藤正美
酒井　清
太田邦広
久野洋一
山元康裕

丹羽敬三
加納伸康
岡田浩人
前﨑正太郎 
加藤久雄
吉村福修
野村尚史
𠮷𠮷田龍宏
小玉忠雄
石田　壽

荒山久美
藤森　淳
島村恵三
菊地富士子
深見礼子

髙須博久
柴田宏巳
佐々木利政 
髙山景一
縣　政行
松坂良太
池田　至
紅林友昭
山本光伸
福井　敬

丸山　勝
伊藤　將
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仲田康宏
酒井克嘉
鈴木康仁
山本英夫
鈴木仁志
鈴木康司
本多宏亘
堀井慎二

馬淵京子
小杉幸一郎
佐藤元英
夏目國弘
山内有恒
鈴木宣央
加藤卓秀
夏目憲永
大石佳史
松尾浩志

鳥居信行
樋口俊寛
寺部重人
藤野和裕
竹内幹尚
渡辺稔明
伊藤文則
山脇善典
大村幸司
田中粋人

石黒利昌
大河直樹
佐野朝海
天野英一郎
髙崎雄三
鈴木　雅
鈴木正敏
樅山丈二
宮崎三佳
大村俊美

内藤哲寛
内山昌久
森愼一郎
冨安美孝
西川　滋
大谷育人
髙崎俊幸
林　良宣
白井　収
鈴木健一

篠宮裕一
夏目文男
川合和彦
原田幹也
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高柳優治
浅野　強
楠　芳高
戸田英志
夏目　工
加藤栄志

青山房生
真野博久
森下一良
河合光志
朽名　誠
宮川隆司
神谷篤治
河合光志
小松　浩
宮本智弘

金田直孝
金田直孝
鷲山俊明
亀山　隆
板橋光男
佐々木としゑ 
伊藤　武

夏目雅康
岩瀬靖宏
高桑　耐
滝下　勲
大木健市
柴田浩志
伊藤正幸
度会尚志
大島嗣雄
林　博宣

大須賀憲太 
白井正樹
井上　穂
宇藤　信
若林正治
福沢省吾
真野善和
伊藤眞芳
神谷　馨
伊藤眞芳
杉浦宏始

柳田　豊
豊田慈證
大久保寛
鵜飼和甫
河合成幸
森下新一
鈴木美仁
大原孝一
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大谷弘隆
本多　敬

平野正博
川西裕康
中嶌秀樹
藤井宣行
西脇友伸
居平文孝
西　崇秀
安田直樹
平野正博
柳瀬秀昭

丹羽良治
柴田芳孝
宮本　隆
加藤博巳
野田篤文
尾崎篤司
早川勝博
酒部圭司
峰澤彰宏
南部　淳

秋田敬治
天野勝美
鈴木万衛
加藤直樹
鈴木元弘
野口明生
稲垣利彦
渡邉寿也
鈴木秀和
村上雅則

安藤幸司
柴田修次
澤田守弘
鈴木裕二
高橋賢司
志賀為宏
小野正富
奥村英世
清水昌一
鈴木博文

本多　悟
松永郁也
谷澤茂樹
鈴木宏行
勅使河原孝 
古井弘二
杉浦栄二
岡本英治

林　茂男
西山　潤

仙波　泉
小林清文
柴田健吉
三浦泰廣
野村政弘
畔栁秀幸
近藤金作
稲垣　寿
酒井　賢
安井健次

川﨑省治
澤田文雄
永野卓司
神谷重雄
神谷重雄
矢頭功生
都築義勝
杉浦英昭
田中宏美
今井啓介

松井孝王
市橋伸夫
千賀邦二
山本剛司
井上武彦
磯部亮次
犬塚　浩
萩原啓至
板倉正直
柴田仙功

杉浦隆宏
増田道郎
石川道男
近藤隆治
鬼頭伸和
竹内正次
伊藤隆守
近藤隆治
鈴木克尚
金沢永柱

鈴木純子
石黒元隆
羽根田邦彦
中垣幸春
加藤　敦
小島哲夫
梅村公代
木戸重信
加藤　敦
横地　朗

16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

16’
17’

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’

10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’

髙木　勝
髙木　勝

岡田邦義

廣根　実
神野公秀
杉浦文雄
市川裕大
野村紀代彦 
小川耕示
伊藤節夫
兵藤文男
久米博明
出口達也

大嶽岩雄
水野　学
奥田法行
永谷文人
石川義典
神谷　研
横山真喜男
寺田孝司
戸谷　央
成田孝則

岩瀬正範
大河内芳信
柴田高広
鳥山欽示
天野　卓
朝岡　正
小澤育史
岡田光祥
黒田正志
犬塚宣明

長田豊治
棚田道和
長田豊治
新美宗和
平岩辰之
木村徳雄
岡本明弘
伊藤正幸
新美雅浩
新美惣英
角谷信二

尾崎周二
鳥居　光
小出道治
早川比呂太

12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

鳥居萬里
太田幹浩
小出道治
木村研一
神谷　林
近藤清隆

名倉隆司
高桑雄司
野々山光秋
杉浦浩一
伊藤ルミ
神谷義昌
鈴木康博
神谷公一
近藤智樹
北川広人

神谷　修
髙木秀夫
倉田英行
清水健次
水野𠮷𠮷樹
隅田正之
鈴木民也
渡辺浩二
加藤久和
大辻　明

後藤利之
小林　豊
岩瀬　一
山本裕充
杉浦義利
長谷収一
鈴木善和
三浦隆司
細川和好
高須　光

柵木政美
鳥居剛育
稲垣善朗
成田　徹
杉山敏幸
山本彰秀
安藤　毅
大見和志
小野　郁
山本雅仁

森田　亨
山﨑正夫
松石奉之
畑中雅之
手島寿宏
榊原秀光
榊原明美
成田一郎
榊原敦史
古市晃久

堀田和男
井上義春
森下　豊
磯部　栄
清水昭博
冨田真規
猪飼昭夫
渡邉茂央
岡田展利
竹内勝則

早川直義
佐藤雅之
北川修一
小島博也
坂野公俊
板倉初嗣
竹内雅浩
杉本親保
小出靖晃
佐野宏樹

日髙啓治
矢野晴彦
長坂昭彦
青山五郎
水野浩二
山本さゆり
戸田宏和
前田吉昭
吉田禎宏
相羽保寿

中井民雄
鈴木健司
都築利全
新美健司
榊原　肇
鈴木宏司
岩部雅人
川澄哲裕
榊原　英
松林信吾

林　秀人
鈴木直幸
林　秀人

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

永井喜義
竹内功成
竹内慎治
千賀貴彦
千賀貴彦
安藤毅之
河村和知

外園　茂
加藤弘人
外園　茂
加藤正俊
野畑道一
横山明巳
中本和則
笹田栄治
加藤正俊
中本和則

青木俊憲
鎌田芳彰
滝　善藏
佐々木久直
森島勝美
青山佳裕
則竹伸也
桑原英寿
山田一仁
関戸　徹

三谷栄一
伊藤　基
山田勝弘
八谷潤一
稲垣宏高
寺島淳一
野々山勝也 
山本達彦
田中正明
猪飼充利

水谷　豊
水谷　豊
犬飼万壽男 
水谷　豊
森信一朗
加藤千博
森　　新
水谷　豊
犬飼万壽男 
上田芳敬

大河内圭一 
村瀬圭吾
角田隆幸
金森智博
原田敬生
三輪茂富
吉田哲夫

15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

竹内　彰
片山英孝
矢田政弘

原　武史
鵜飼正巳
小島洋一
樋田文裕
後藤啓行
永井伸治
酒井兼利
永井伸治
服部孝徳
川合正剛
山田典永

髙山　敏
上田博行
水谷安紀
大竹敬一
立松絹久
東海広光
臼井幹裕
児玉憲之
黒川元則
田邊正紀

後藤鈴明
星野清久
池戸賢治
櫻井利夫
川西利浩
加藤茂樹
鷲見好弘
後藤　稔
水野豊秋
前田昌樹

山下隆義
太田吉宣
中村隆文
熊澤勝則
堀尾明史
平岩慎次
片山　進
鈴木雅貴
松尾晋吉
冨田昭夫

尾関一之
谷 進
永田　正
森　　丞
伊藤恒二郎
春木和美
大塚省治
尾関一之
鵜飼俊光
長橋國和

加藤唐三郎 
加藤定江
井上　博
山本英雄
牧オサム
加藤恵子
刑部祐介
鈴木政成
青山　稔
加藤孝爾

吉田三郎
岡田雅隆
板津英基
山根雄司
奥村正幸
大澤　渡
田中茂生
祖父江寿男 
髙橋秀治
原　正男

庄田元久
片平博己
沢田昌久
川崎良一
松井智義
伊藤靖祐
岩田静夫
大池武徳
南村朋幸
猪子　明

鈴木文勝
増井洋生
堀井　武
水野聖仁
中村　明
名和千博
橋本晃暢
松尾憲二郎 
長尾秀義
小谷達也

風岡保広
社本太郎
加藤久仁明
北　健司
志水ひろみ
加藤久仁明
近藤太門
長谷川英輝
成瀬浩康
加藤宗生

古橋裕志
加藤清久
唐井仁一

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

森　和実
桜井雅博
加藤清久
仲澤昌容
森井晴生
仲澤昌容
菊田利昭

増田　勝
栗田和典
波多野真
武田英昭
山北秀和
原田好展
稲熊正徳
照井通夫
田邊雅彦
松本雅人

須崎侑三
若杉福雄
若杉栄克
水野半次郎
加藤雅人
梅村邦雄
荒井康夫
二宮あづさ
奥田　桂
和佐田強

深石公彦
井上隆義
横井裕志
関戸一雄
深石公彦
宮田浩明
井上隆義
檜木治幸
浅野勝美
武藤栄司

村田達哉
後藤訓美
奥田　葵
岩田佳之
服部智謙
奥村勝彦
長谷川幸正
奥村一憲
舟橋伸治
竹内淑江

寺尾　隆
金田宗博
伊藤広治
山田文明
小谷恒夫
伊藤広治
日野典子
青山和成
大島昭夫

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’

中川清子

稲熊茂男
稲熊茂男
稲熊茂男
于 　 咏

坂　直樹
杉浦典男
社本光永
盛田　宏
水野一樹
天野信二
小嶋純二郎
高松正敏
鈴木忠明
中野義久

加藤憲司
片桐清志
水野隆二
加藤正和
伊藤彰彦
神谷竜也
野間義正
近藤多喜男
梅本　薫
服部　徹

高橋茂壽
浦野廣高
江口博寿
桂　洋司
斎藤清治
岩田崇祺
後藤正憲
福山　衛
藤田彰男
伊東万樹也

木村秀夫
才本清継
寺本善雄
髙田和裕
橋本修三
水谷　隆
髙村芳行
山内靖雄
室原國彦
柳澤講次

山口直彦
山口剛男
堀田　努
神保成章
藁谷喜代志
牧野弘明
鋤柄喜彦
永谷 秀夫

17’

14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14
15’

16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

大竹山雄二 
近藤和雄

白瀧正人
占部憲一
梶田　知
川島悦雄
山口　眞
坪井進悟
荒川雅義
星野信利
永野光容
岩月雅章

田口　豊
髙木 勝
加納　裕
馬場將嘉
平野好道
亀井直人
堀 慎治
梅村昌孝
関谷俊征
大嶽達郎

太田　裕
柴岡正将
松本哲朗
田崎雅三
岡村隆德
渡辺観永
大原敏正
丹下富博
林　順治
春日井和良

立松　賢
小橋忠直
鈴木義昭
羽田野道明
大野友三
上坂寛文
山田慎也
安藤一佳
笠原　猛
牧野博和

鈴木清詞
木下福郎
吉木邦男
入谷直行
坂本　晃
本多利郎
児島徳和
坂本　晃
細井俊男
加藤英敏

清水順二
遠藤泰昭
小酒井比呂志 

筧　正紀
小林泰敏
盛田兼由
笹谷俊道
六鹿敏也
神保　誠
長澤正志

西川　博
岩田　宏
森田正樹
松尾雄二郎
田島陽介
加藤久明
矢野雄嗣
若原正幸
成田勝彦
武山卓史

横田敦史
横田敦史
桂川将典
鈴木順平
鈴木順平
池谷　悟
河合太輔
松田邦仁久
宮崎和余
伊藤正樹
桂川将典

水野𠮷𠮷紹
田中正樹
岡部　　
尾関孝英
杉浦秀一
中村陽公
矢形修己
古橋　茂
坂　英臣
伴野友昭

後藤章信
浜　洋一
安藤東元
佐治　勝
大野蔵彦
小田義彦
奥村哲司
岩口孝一
國府谷俊盛
安井元司

樋口武人
井上　誠
伊藤陽介
木村隆之
鵜飼昌治
林　千尋

●幹事
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’

12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
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名古屋守山

愛知三州

名古屋錦

豊橋北

奥三河

豊田

豊田三好

碧南

西尾一色

高浜

知立

西尾KIRARA

三河安城

豊田中

安城

西尾

名古屋宮の杜

岡崎南

豊田西

岡崎東

豊田東

岡崎城南

豊川宝飯　

豊橋ゴールデン

田原パシフィック

豊橋東

豊川

田原

豊橋南

新城

渥美

名古屋東山

名古屋葵

名古屋アイリス

名古屋和合

名古屋名東

名古屋名北

名古屋千種

名古屋昭和

蒲郡

豊橋

東三河分区

刈谷

西三河分区

岡崎

西三河中分区

山内和之
椴山晃雄
小栗孝久
鈴木丈雄
榊原正治
竹内俊介
青井雅純
小栗利朗
森田　亨
山﨑正夫

阿知和久男
竹内喜陽雄
竹内敬二
牧野克則
水野福三
村田　聡
井上義春
磯部　栄
杉野正博
清水昭博

稲坂　博
増岡達一
河合孝治
鈴村昌人
森合久春
大林香瑞人
小嶋真一郎
中池聡之
早川直義
間瀬保英

堀　　葵
熊澤　岌
村瀬竜雄
安藤浩詩
高津忠男
小笠原直樹
山本さゆり
日髙啓治
前田吉昭
戸田宏和

石川信行
石川勝彦
新美　茂
中井民雄
竹内俊郎
岡戸利直
榊原　肇
都築利全
榊原邦彦
鈴木宏司

岩崎征宣

坂本竹敏
久野完治
中村泰忠
山口清文
鈴木直幸
永井喜義
永井喜義
中村泰忠
山口清文

久野春雄
神野昌悦
木村正嗣
門脇　武
相羽英人
加藤正俊
木村正嗣
横山明巳
中本和則
笹田栄治

豊島俊明
森　克彦
日野正美
飯田清春
日野正美
平谷良樹
舩橋正員
磯部　茂
猪子誠兒
松田暁昌
青山佳裕

宅見康悦
清水裕行
住田正幸
寺田晏章
篠田　廣
鈴木吉男
安江正博
三谷栄一
浅井彦治
佐藤敬治

安藤　巌
犬飼万壽男
水谷　豊
森信一朗
平松清美
前田正和
加藤博行
森　　新
水谷　豊
森信一朗

加藤　勉
矢野尚彦

中北武男
矢田政弘
森　正志
森　通保
渡辺元男
小澤正明
船越　孝
角田隆幸

伊藤　彰
鈴木　睦
成田幸太郎
池田邦雄
児島秀光
岡田義夫
西村郁夫
浅井耕治
横井　定
原　武史

渡辺　均
山田幹夫
岩島裕芳
鈴木正徳
真木伸一
高山　敏
栗木和夫
東海広光
篠田正志
立松絹久

鴨井敏秋
後藤　稔
和田典之
中村　禊
池戸賢治
江川泰彦
後藤鈴明
河合幹雄
川西利浩
三輪隆裕

片山　進
平岩慎次
住川誠一
沖野　満
大野東秀
熊澤勝則
山下隆義
太田吉宣
中村隆文
大野東秀

大森　進
白木公明
加藤辰己
森　　榮
坂田義一
柴田裕市

松岡正浩
佐藤祐造
永田　正
飯盛靜男

加藤陽一
加藤睦彦
勝谷哲次
加藤令吉
藤井源成
加藤唐三郎
野田正治
加藤眞言
井上　博
梶野輝雄

安田宗平
朱宮新治
大島克己
安田新平
井川光雄
住野龍之介
近藤斉宏
奥村正幸
田中進一郎
吉田　洋

鈴木健治
倉知正憲
古田嘉且
森　弘好
安藤喜代司
庄田元久
堀尾庄一
杉浦賢二
伊藤靖祐
川崎良一

五藤隆夫
濱口栄男
大島賀樹
松尾憲二郎
鈴木文勝
鈴木文勝
中村　明
水野聖仁
名和千博
堀井　武

松本　淳
山田　治
社本太郎
風岡保広
名畑　豊
屋嘉比良夫
加藤久仁明
志水ひろみ

伊藤　純
近藤太門

谷口伸夫
丹羽敏行
山田直樹
西尾輝久
井田武憲
箕輪良孝
古橋裕志
古橋エツ子
山田直樹
西尾輝久

溝口英雄
石川良治
村瀬冨三夫
竹尾　悟
串田正克
内海辰巳
栗田和典
波多野真
武田英昭
稲吉將秀

中野昭雄
大竹良太
加藤充弥
本多敬文
加藤勝之
青山弘彦
小澤　修
若杉福雄
須崎侑三
梅村邦雄

浅野勝美
宮田浩明
深石公彦
有本裕子
浅野勝美
檜木治幸
深見早惠
武藤栄司
深石公彦
大江秀和

堀田　徹
馬場博通
小塚美知子
多田通夫
穂積良治
玉置政利
服部智謙
岩田佳之
長谷川幸正
奥村勝彦

佐藤文昭

水野一久
大島昭夫
丹羽司一
安田茂樹
山田文明
伊藤広治
小谷恒夫
日野典子
青山和成

景山泰隆
中川洋二
森　俊明
山内義晴

判治誠吾
齋藤英彦
岡谷篤一
夏目和良
大島寅夫
大原康之
白石好孝
那須國宏
盛田淳夫
滝　茂夫

足立邦彦
大竹勇司
宮田紀昭
神尾　　
鵜飼治昭
林　芳行
田中義一
片桐清志
荒川永太郎
加藤憲司

奥山清介
簗瀬悠紀夫
近藤禎男
嶺木昌行
大岡洋三
森口雅文
粕谷忠晴
池　　潤
馬場研治
江口博寿

管　　栄
小島清路
渡辺健壱
才本清継
梅田武久
岩佐信機
吉田利男
杉江豊文
鈴木　哲

寺本善雄

熊谷多津旺
近藤信之
山口剛男
宇田川一昭
橋爪　務
玉木大介
伊東與有三
水野恒平
下郷卓弥
山口直彦

野口昌良
堀江陽平
髙橋公比古
渡邉一平
國友昌大
篭橋美久
長谷川正親
阿部　博
梶田　知
坪井進悟

松井善則
増田盛英
田中隆義
髙須洋志
松波恒彦
泉　憲一
岩田修司
伊藤　豪
八木沢幹夫
稲葉　徹

小澤幸男
内藤　明
岩崎征一
川畑博敬
鬼頭茂成
木村光徳
髙木政義
田崎雅三
照井　栞
岡村隆德

福本豊彦
長瀬　諭
山田靖典
原野勝至
石河　隆
細井土夫
立松　賢
川北幸彌
山田慎也
大野友三

川辺清次
小野雅之

太田敦士
山本郁矢
宮嵜良一
白藤憲雄
吉木邦男
鈴木清詞
木下福郎
入谷直行

大川　宏
小西忠昭
西川富夫
川村勝廣
田口　望
神野重行
岩崎光記
清水順二
藤井圓隆
小室健次郎

吉田光一
後藤　敞
石井里恵子
長谷川龍伸
藤田守彦
西川　博
永井克昌
岩田　宏
森田正樹
田島陽介

川口　豊
川口　豊
亀島深里
古橋武之
伊藤正樹
高橋一吉
高橋一吉
桂川将典
池谷　悟
池谷　悟

江崎武人
石田正城
近藤和利
山口兼市
篠田光浩
柴田幸男
田中正樹
尾関孝英
各務　修
岡部　　

宇佐見嘉重斌
二村　満
栁澤幸輝
清水恭一

水野茂生
本多　満
山田信二
増田浩男
鈴木建吾
西川誠也

佐藤良一
重冨　亮
長瀬輝代之
森藤左ヱ門
樋口武人
木村隆之
木村邦彦
井上　誠
鵜飼昌治
松崎美都子

谷喜久郎
近藤東臣
加治佐健二
天野清美
坪井和義
鷲塚貞長
𠮷𠮷田正道
丸山弘昭
髙木一平
加藤一郎

松永辰男
齋藤道雄
奥　佳澄
湯浅勝治
米山郁生
齊藤英夫
中村公彦
都築八千代
足立　勉
平　民三

西脇良一
石黒　勉
伊藤晋一
半泊與則
小關敏光
宇都木寧
岩田滿治
加藤昌之
西脇良一
加藤敦子

久野峯一
舎人経昭
三好　親
池森由幸
谷口　優
萩原喜代子
加藤重雄

樫尾富二
渡邊源市
吉田　玄

加藤　靖
鈴木重幸
乃一　稔
山田敏雄
横田幸三
大矢英憲
髙柳　元
田中邦幸
加藤　厚
渡邉直樹

前田元弘
中山信義
鬼頭正二郎
高田栄助
佐藤　隆
伊藤康之
落合和子
石井弘子
林　光夫
丹羽　繁

武儀山勝彦
中島譲治
平下三郎
谷村　茂
戸田勝儀
早川和男
渡邊萬里
上田敏幸
金田英和
森川辰幸

髙山光平
野村尚史
青木昭憲
田中利幸
石原彰久
阿部恵彦
加納伸康
吉村福修
加藤寛治郎
加藤久雄

八神　基
荒山久美
安井　忠
櫻井孝充
藤谷　猛

花田邦司
竹内清人
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村井總一郎
宮田正人
石黒　功
髙須博久
冨田佳央
牧野　渉
佐々木利政
鈴木良昌

清水敏光
藤田喜一郎
鈴木岳嗣
酒井基裕
本多英夫
金原久雄
大岩敏郎
伊藤健一
鈴木康仁
鈴木康仁

鈴木茂久
羽田明弘
鈴木伊能勢
西村良彦
佐久間武美
谷山　勉
鈴木大次郎
小杉幸一郎
佐藤元英
山内有恒

中杉和雄
安田一夫
山本信利
鈴木榮一
木下良夫
戸田俊晴
内藤雄功
鳥居信行
森久　宏
鳥居信行
寺部重人

別所淳二
広中貴彦
安田幸雄
冨田雅則
山田年清
河合利則
鈴木　進
鈴木　進
石黒利昌
大河直樹

藤城俊明
木下　治
神谷浩史
住野友次郎
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縣　保彦
磯村秀樹
榊原周造
冨安美孝
西川　滋
河合正治

小笠原喜好
中島忠幸
坂巻邦彦
中澤輝昭
西郷省吾
金沢政樹
星野順一郎
森美智明
佐藤泰惇
丸山明敏

井本　宏
神谷篤治
荒木　茂
間瀬祐一
川口敏郎
森下三嗣
青山房生
森下一良
三浦正好
宮川隆司

関谷　徹
佐々木洋子
関谷　徹
金田直孝
東野和敏
後藤和治
鷲山俊明

大岩一仁
水野太一
夏目雅康
山城康司
高桑　耐
森下武治
滝下　勲
小野喜明
金田柾宏
大木健市

西郷隆治
高橋英昭
杉原敏雄
大須賀憲太
梅田英樹
高畑皓一
白井正樹
井上　穂
宇藤　信
若林正治
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松井準治
柴田　清
鈴木　卓
河辺虎太郎
鈴木照幸
柳田　豊
鈴木達司
豊田慈證
冨田政彦
森下新一

杉原好洋
河合純夫
安井洋二
白井康仁
中村成人
平野正博
渡邊　茂
川西裕康
松下泰三
中嶌秀樹

村井　忠
奥瀬勇作
服部良男
林　和夫
荻須文一
中村重嗣
天野惠一
丹羽良治
柴田芳孝
浅井　章

永田一夫
岡田勝美
杉浦敏夫
梅村正明
河木照雄
梅村泰弘
天野勝美
加藤直樹
鈴木元弘
野口明生

三浦勝美
天野精孝
渡辺要市
小久保文雄
藤田正彦
服部英男
犬塚克明
鈴木康之
岡田光司
伊豫田浩

池田憲治
梅村正裕
加納一弘
中川俊治
寺田壽孝
佐藤仁功
伊藤愼一
野田清衛
土屋孝介
山形悦男

手嶋　明
山内隆一
杉山正章
小木曽進
市川幾雄
青山俊次
三浦泰廣
浅岡謙治
小林清文
生駒尚久

米本益栄
浅井恒和
山田守男
鈴木敬一
小島波尾
愛知　治
鈴木英治
川﨑省治
河合芳弘
澤田文雄

近藤正俊
岡田𠮷𠮷生
長野哲也
桐渕利次
近藤憲康
中根常彦
牧野正高
小山章仁
天野　彦
永井量基

村上ふさ子
中野喜之
近藤純子
加藤正志
石川道男
近藤隆治
鬼頭伸和
竹内正次
伊藤隆守
久野徳積

梅村和伸
小島哲夫
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中條善朗
浅岡多田志
鈴木純子
河合英二
中山憲和
山下一美
鈴木　寛
中垣幸春

大口弘和
酒井俊皓

林　和夫

塚本幸夫
岡本　巧
太田宗一郎
杉浦世志朗
嶋津孝久
鈴木　豊
杉浦芳一
加藤真治
加藤哲也
𠮷𠮷原孝彦

加藤　弘
石原　昭
大嶽岩雄
沓名俊裕
大見　宏
都築雅人
永谷文人
神谷明文
冨岡里美
福田雅美

三村幸弘
榊原勝俊
筒井兼之
稲垣良次
小田井博茂
杉浦明博
杉田明弘
岩瀬正範
大河内芳信
柴田高広

平岩統一郎
鈴木並生
奥田雪雄
石川春久
黒田昌司
長田豊治
石橋嘉彦
山中寛紀
榊原　健
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木村徳雄

都築勇一
牧野伸治
山下民義
篠田義隆
石川量英
鈴木茂朗
山下保彦
笠井保志
鳥居萬里
早川比呂太

中村さと子
奥野　暁
野々山貴文
笠松栄治
浅岡憲隆
名倉隆司
高桑雄司
野々山光秋
伊藤ルミ
杉浦浩一

野村賢孝
杉浦知博
早川高師
神谷太一
酒井一造
倉田英行
安井喜秀
上野　実
髙木秀夫
福岡宏則

杉浦正昭
高須　匀
辻村義之
清　克行
青山弦八
鈴木正司
後藤利之
磯貝総一郎
中根勝美
酒井　進

平子昭三
森田勝己
阿部光廣
田村　脩
岡崎重太郎
寺部保美
竹内泰夫
富田清治
安藤一高
大見育太

名古屋守山

常滑

東海

東知多

半田南

知多

大府

稲沢

あま

犬山

名古屋空港

愛知ロータリーEクラブ

瀬 戸北
名古屋西

名古屋中

名古屋名駅

名古屋丸の内

中部名古屋みらい

名古屋瑞穂

名古屋大須

名古屋栄

名古屋東

名古屋名南

名古屋南

名古屋みなと

名古屋東南

岩倉

名古屋城北

愛知長久手

江南

小牧

春日井

尾張旭

名古屋清須

尾張中央

一宮中央

半田

南尾張分区

瀬戸

東尾張分区

名古屋

西名古屋分区

名古屋北

東名古屋分区

一宮

西尾張分区

津島

尾西

一宮北

鵜飼昌治
河本　力
七田　隆二
加藤忠晴

片桐寛治
横井辰幸
林　邦司
端山佳誠
中村有孝
服部　滋
亀井敏勝
田中正次
柏木博喜
福田哲三

齊藤英夫
中村公彦
中村公彦
和田富夫
野々部英夫
橋本節生
佐藤健五
佐竹得三
下出啓介
加藤　令

石黒　勉
伊藤晋一
半泊與則
小關敏光
宇都木寧
岩田滿治
加藤昌之
西脇良一
加藤あつこ
杉浦定文

萩原喜代子
池森由幸
伊藤健文
足立一郎
竹内克豊
渡邊源市
小林英毅
大谷　恩
鈴木聖三
福井浩道

髙柳　元
柴田義介
木下　実
伊藤彰二
小坂達也
寺野哲也
髙橋 進
鈴木真司

須原茂樹
伊藤　衛

北村隆子
近藤謙治
佐藤　隆
佐藤泰生
石井弘子
植村元雄
工藤悦子
藤岡省吾
中山信義
小野田誓

金田英和
鈴木宏治
山元康裕
小林三重子
佐藤敏夫
近藤正美
酒井　清
太田邦広
久野洋一
山元康裕

丹羽敬三
加納伸康
岡田浩人
前﨑正太郎 
加藤久雄
吉村福修
野村尚史
𠮷𠮷田龍宏
小玉忠雄
石田　壽

荒山久美
藤森　淳
島村恵三
菊地富士子
深見礼子

髙須博久
柴田宏巳
佐々木利政 
髙山景一
縣　政行
松坂良太
池田　至
紅林友昭
山本光伸
福井　敬

丸山　勝
伊藤　將
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14’
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16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’

仲田康宏
酒井克嘉
鈴木康仁
山本英夫
鈴木仁志
鈴木康司
本多宏亘
堀井慎二

馬淵京子
小杉幸一郎
佐藤元英
夏目國弘
山内有恒
鈴木宣央
加藤卓秀
夏目憲永
大石佳史
松尾浩志

鳥居信行
樋口俊寛
寺部重人
藤野和裕
竹内幹尚
渡辺稔明
伊藤文則
山脇善典
大村幸司
田中粋人

石黒利昌
大河直樹
佐野朝海
天野英一郎
髙崎雄三
鈴木　雅
鈴木正敏
樅山丈二
宮崎三佳
大村俊美

内藤哲寛
内山昌久
森愼一郎
冨安美孝
西川　滋
大谷育人
髙崎俊幸
林　良宣
白井　収
鈴木健一

篠宮裕一
夏目文男
川合和彦
原田幹也
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08’
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14’
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17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’

高柳優治
浅野　強
楠　芳高
戸田英志
夏目　工
加藤栄志

青山房生
真野博久
森下一良
河合光志
朽名　誠
宮川隆司
神谷篤治
河合光志
小松　浩
宮本智弘

金田直孝
金田直孝
鷲山俊明
亀山　隆
板橋光男
佐々木としゑ 
伊藤　武

夏目雅康
岩瀬靖宏
高桑　耐
滝下　勲
大木健市
柴田浩志
伊藤正幸
度会尚志
大島嗣雄
林　博宣

大須賀憲太 
白井正樹
井上　穂
宇藤　信
若林正治
福沢省吾
真野善和
伊藤眞芳
神谷　馨
伊藤眞芳
杉浦宏始

柳田　豊
豊田慈證
大久保寛
鵜飼和甫
河合成幸
森下新一
鈴木美仁
大原孝一
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09’
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11’
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13’
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15’

大谷弘隆
本多　敬

平野正博
川西裕康
中嶌秀樹
藤井宣行
西脇友伸
居平文孝
西　崇秀
安田直樹
平野正博
柳瀬秀昭

丹羽良治
柴田芳孝
宮本　隆
加藤博巳
野田篤文
尾崎篤司
早川勝博
酒部圭司
峰澤彰宏
南部　淳

秋田敬治
天野勝美
鈴木万衛
加藤直樹
鈴木元弘
野口明生
稲垣利彦
渡邉寿也
鈴木秀和
村上雅則

安藤幸司
柴田修次
澤田守弘
鈴木裕二
高橋賢司
志賀為宏
小野正富
奥村英世
清水昌一
鈴木博文

本多　悟
松永郁也
谷澤茂樹
鈴木宏行
勅使河原孝 
古井弘二
杉浦栄二
岡本英治

林　茂男
西山　潤

仙波　泉
小林清文
柴田健吉
三浦泰廣
野村政弘
畔栁秀幸
近藤金作
稲垣　寿
酒井　賢
安井健次

川﨑省治
澤田文雄
永野卓司
神谷重雄
神谷重雄
矢頭功生
都築義勝
杉浦英昭
田中宏美
今井啓介

松井孝王
市橋伸夫
千賀邦二
山本剛司
井上武彦
磯部亮次
犬塚　浩
萩原啓至
板倉正直
柴田仙功

杉浦隆宏
増田道郎
石川道男
近藤隆治
鬼頭伸和
竹内正次
伊藤隆守
近藤隆治
鈴木克尚
金沢永柱

鈴木純子
石黒元隆
羽根田邦彦
中垣幸春
加藤　敦
小島哲夫
梅村公代
木戸重信
加藤　敦
横地　朗
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12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’

髙木　勝
髙木　勝

岡田邦義

廣根　実
神野公秀
杉浦文雄
市川裕大
野村紀代彦 
小川耕示
伊藤節夫
兵藤文男
久米博明
出口達也

大嶽岩雄
水野　学
奥田法行
永谷文人
石川義典
神谷　研
横山真喜男
寺田孝司
戸谷　央
成田孝則

岩瀬正範
大河内芳信
柴田高広
鳥山欽示
天野　卓
朝岡　正
小澤育史
岡田光祥
黒田正志
犬塚宣明

長田豊治
棚田道和
長田豊治
新美宗和
平岩辰之
木村徳雄
岡本明弘
伊藤正幸
新美雅浩
新美惣英
角谷信二

尾崎周二
鳥居　光
小出道治
早川比呂太
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10’
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13’
14’
15’
16’
17’

鳥居萬里
太田幹浩
小出道治
木村研一
神谷　林
近藤清隆

名倉隆司
高桑雄司
野々山光秋
杉浦浩一
伊藤ルミ
神谷義昌
鈴木康博
神谷公一
近藤智樹
北川広人

神谷　修
髙木秀夫
倉田英行
清水健次
水野𠮷𠮷樹
隅田正之
鈴木民也
渡辺浩二
加藤久和
大辻　明

後藤利之
小林　豊
岩瀬　一
山本裕充
杉浦義利
長谷収一
鈴木善和
三浦隆司
細川和好
高須　光

柵木政美
鳥居剛育
稲垣善朗
成田　徹
杉山敏幸
山本彰秀
安藤　毅
大見和志
小野　郁
山本雅仁

森田　亨
山﨑正夫
松石奉之
畑中雅之
手島寿宏
榊原秀光
榊原明美
成田一郎
榊原敦史
古市晃久

堀田和男
井上義春
森下　豊
磯部　栄
清水昭博
冨田真規
猪飼昭夫
渡邉茂央
岡田展利
竹内勝則

早川直義
佐藤雅之
北川修一
小島博也
坂野公俊
板倉初嗣
竹内雅浩
杉本親保
小出靖晃
佐野宏樹

日髙啓治
矢野晴彦
長坂昭彦
青山五郎
水野浩二
山本さゆり
戸田宏和
前田吉昭
吉田禎宏
相羽保寿

中井民雄
鈴木健司
都築利全
新美健司
榊原　肇
鈴木宏司
岩部雅人
川澄哲裕
榊原　英
松林信吾

林　秀人
鈴木直幸
林　秀人
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永井喜義
竹内功成
竹内慎治
千賀貴彦
千賀貴彦
安藤毅之
河村和知

外園　茂
加藤弘人
外園　茂
加藤正俊
野畑道一
横山明巳
中本和則
笹田栄治
加藤正俊
中本和則

青木俊憲
鎌田芳彰
滝　善藏
佐々木久直
森島勝美
青山佳裕
則竹伸也
桑原英寿
山田一仁
関戸　徹

三谷栄一
伊藤　基
山田勝弘
八谷潤一
稲垣宏高
寺島淳一
野々山勝也 
山本達彦
田中正明
猪飼充利

水谷　豊
水谷　豊
犬飼万壽男 
水谷　豊
森信一朗
加藤千博
森　　新
水谷　豊
犬飼万壽男 
上田芳敬

大河内圭一 
村瀬圭吾
角田隆幸
金森智博
原田敬生
三輪茂富
吉田哲夫
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竹内　彰
片山英孝
矢田政弘

原　武史
鵜飼正巳
小島洋一
樋田文裕
後藤啓行
永井伸治
酒井兼利
永井伸治
服部孝徳
川合正剛
山田典永

髙山　敏
上田博行
水谷安紀
大竹敬一
立松絹久
東海広光
臼井幹裕
児玉憲之
黒川元則
田邊正紀

後藤鈴明
星野清久
池戸賢治
櫻井利夫
川西利浩
加藤茂樹
鷲見好弘
後藤　稔
水野豊秋
前田昌樹

山下隆義
太田吉宣
中村隆文
熊澤勝則
堀尾明史
平岩慎次
片山　進
鈴木雅貴
松尾晋吉
冨田昭夫

尾関一之
谷 進
永田　正
森　　丞
伊藤恒二郎
春木和美
大塚省治
尾関一之
鵜飼俊光
長橋國和

加藤唐三郎 
加藤定江
井上　博
山本英雄
牧オサム
加藤恵子
刑部祐介
鈴木政成
青山　稔
加藤孝爾

吉田三郎
岡田雅隆
板津英基
山根雄司
奥村正幸
大澤　渡
田中茂生
祖父江寿男 
髙橋秀治
原　正男

庄田元久
片平博己
沢田昌久
川崎良一
松井智義
伊藤靖祐
岩田静夫
大池武徳
南村朋幸
猪子　明

鈴木文勝
増井洋生
堀井　武
水野聖仁
中村　明
名和千博
橋本晃暢
松尾憲二郎 
長尾秀義
小谷達也

風岡保広
社本太郎
加藤久仁明
北　健司
志水ひろみ
加藤久仁明
近藤太門
長谷川英輝
成瀬浩康
加藤宗生

古橋裕志
加藤清久
唐井仁一
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10’

森　和実
桜井雅博
加藤清久
仲澤昌容
森井晴生
仲澤昌容
菊田利昭

増田　勝
栗田和典
波多野真
武田英昭
山北秀和
原田好展
稲熊正徳
照井通夫
田邊雅彦
松本雅人

須崎侑三
若杉福雄
若杉栄克
水野半次郎
加藤雅人
梅村邦雄
荒井康夫
二宮あづさ
奥田　桂
和佐田強

深石公彦
井上隆義
横井裕志
関戸一雄
深石公彦
宮田浩明
井上隆義
檜木治幸
浅野勝美
武藤栄司

村田達哉
後藤訓美
奥田　葵
岩田佳之
服部智謙
奥村勝彦
長谷川幸正
奥村一憲
舟橋伸治
竹内淑江

寺尾　隆
金田宗博
伊藤広治
山田文明
小谷恒夫
伊藤広治
日野典子
青山和成
大島昭夫

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’

中川清子

稲熊茂男
稲熊茂男
稲熊茂男
于 　 咏

坂　直樹
杉浦典男
社本光永
盛田　宏
水野一樹
天野信二
小嶋純二郎
高松正敏
鈴木忠明
中野義久

加藤憲司
片桐清志
水野隆二
加藤正和
伊藤彰彦
神谷竜也
野間義正
近藤多喜男
梅本　薫
服部　徹

高橋茂壽
浦野廣高
江口博寿
桂　洋司
斎藤清治
岩田崇祺
後藤正憲
福山　衛
藤田彰男
伊東万樹也

木村秀夫
才本清継
寺本善雄
髙田和裕
橋本修三
水谷　隆
髙村芳行
山内靖雄
室原國彦
柳澤講次

山口直彦
山口剛男
堀田　努
神保成章
藁谷喜代志
牧野弘明
鋤柄喜彦
永谷 秀夫

17’

14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14
15’

16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

大竹山雄二 
近藤和雄

白瀧正人
占部憲一
梶田　知
川島悦雄
山口　眞
坪井進悟
荒川雅義
星野信利
永野光容
岩月雅章

田口　豊
髙木 勝
加納　裕
馬場將嘉
平野好道
亀井直人
堀 慎治
梅村昌孝
関谷俊征
大嶽達郎

太田　裕
柴岡正将
松本哲朗
田崎雅三
岡村隆德
渡辺観永
大原敏正
丹下富博
林　順治
春日井和良

立松　賢
小橋忠直
鈴木義昭
羽田野道明
大野友三
上坂寛文
山田慎也
安藤一佳
笠原　猛
牧野博和

鈴木清詞
木下福郎
吉木邦男
入谷直行
坂本　晃
本多利郎
児島徳和
坂本　晃
細井俊男
加藤英敏

清水順二
遠藤泰昭
小酒井比呂志 

筧　正紀
小林泰敏
盛田兼由
笹谷俊道
六鹿敏也
神保　誠
長澤正志

西川　博
岩田　宏
森田正樹
松尾雄二郎
田島陽介
加藤久明
矢野雄嗣
若原正幸
成田勝彦
武山卓史

横田敦史
横田敦史
桂川将典
鈴木順平
鈴木順平
池谷　悟
河合太輔
松田邦仁久
宮崎和余
伊藤正樹
桂川将典

水野𠮷𠮷紹
田中正樹
岡部　　
尾関孝英
杉浦秀一
中村陽公
矢形修己
古橋　茂
坂　英臣
伴野友昭

後藤章信
浜　洋一
安藤東元
佐治　勝
大野蔵彦
小田義彦
奥村哲司
岩口孝一
國府谷俊盛
安井元司

樋口武人
井上　誠
伊藤陽介
木村隆之
鵜飼昌治
林　千尋

●幹事
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’

12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
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真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

愛知三州

新城

蒲郡

豊橋

東三河分区

岡崎

西三河中分区

名古屋錦

豊橋北

奥三河

豊田

豊田三好

碧南

西尾一色

高浜

知立

西尾KIRARA

三河安城

豊田中

安城

西尾

名古屋宮の杜

岡崎南

豊田西

岡崎東

豊田東

岡崎城南
豊川宝飯　

豊橋ゴールデン

田原パシフィック

豊橋東

豊川

田原

豊橋南

渥美

名古屋東山

名古屋葵

名古屋アイリス

名古屋和合

名古屋名東

名古屋名北

名古屋千種

名古屋昭和

刈谷

西三河分区

鵜飼昌治
河本　力
七田　隆二
加藤忠晴

片桐寛治
横井辰幸
林　邦司
端山佳誠
中村有孝
服部　滋
亀井敏勝
田中正次
柏木博喜
福田哲三

齊藤英夫
中村公彦
中村公彦
和田富夫
野々部英夫
橋本節生
佐藤健五
佐竹得三
下出啓介
加藤　令

石黒　勉
伊藤晋一
半泊與則
小關敏光
宇都木寧
岩田滿治
加藤昌之
西脇良一
加藤あつこ
杉浦定文

萩原喜代子
池森由幸
伊藤健文
足立一郎
竹内克豊
渡邊源市
小林英毅
大谷　恩
鈴木聖三
福井浩道

髙柳　元
柴田義介
木下　実
伊藤彰二
小坂達也
寺野哲也
髙橋 進
鈴木真司

須原茂樹
伊藤　衛

北村隆子
近藤謙治
佐藤　隆
佐藤泰生
石井弘子
植村元雄
工藤悦子
藤岡省吾
中山信義
小野田誓

金田英和
鈴木宏治
山元康裕
小林三重子
佐藤敏夫
近藤正美
酒井　清
太田邦広
久野洋一
山元康裕

丹羽敬三
加納伸康
岡田浩人
前﨑正太郎 
加藤久雄
吉村福修
野村尚史
𠮷𠮷田龍宏
小玉忠雄
石田　壽

荒山久美
藤森　淳
島村恵三
菊地富士子
深見礼子

髙須博久
柴田宏巳
佐々木利政 
髙山景一
縣　政行
松坂良太
池田　至
紅林友昭
山本光伸
福井　敬

丸山　勝
伊藤　將

14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’

16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’

10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’

仲田康宏
酒井克嘉
鈴木康仁
山本英夫
鈴木仁志
鈴木康司
本多宏亘
堀井慎二

馬淵京子
小杉幸一郎
佐藤元英
夏目國弘
山内有恒
鈴木宣央
加藤卓秀
夏目憲永
大石佳史
松尾浩志

鳥居信行
樋口俊寛
寺部重人
藤野和裕
竹内幹尚
渡辺稔明
伊藤文則
山脇善典
大村幸司
田中粋人

石黒利昌
大河直樹
佐野朝海
天野英一郎
髙崎雄三
鈴木　雅
鈴木正敏
樅山丈二
宮崎三佳
大村俊美

内藤哲寛
内山昌久
森愼一郎
冨安美孝
西川　滋
大谷育人
髙崎俊幸
林　良宣
白井　収
鈴木健一

篠宮裕一
夏目文男
川合和彦
原田幹也

12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’

高柳優治
浅野　強
楠　芳高
戸田英志
夏目　工
加藤栄志

青山房生
真野博久
森下一良
河合光志
朽名　誠
宮川隆司
神谷篤治
河合光志
小松　浩
宮本智弘

金田直孝
金田直孝
鷲山俊明
亀山　隆
板橋光男
佐々木としゑ 
伊藤　武

夏目雅康
岩瀬靖宏
高桑　耐
滝下　勲
大木健市
柴田浩志
伊藤正幸
度会尚志
大島嗣雄
林　博宣

大須賀憲太 
白井正樹
井上　穂
宇藤　信
若林正治
福沢省吾
真野善和
伊藤眞芳
神谷　馨
伊藤眞芳
杉浦宏始

柳田　豊
豊田慈證
大久保寛
鵜飼和甫
河合成幸
森下新一
鈴木美仁
大原孝一

16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’

大谷弘隆
本多　敬

平野正博
川西裕康
中嶌秀樹
藤井宣行
西脇友伸
居平文孝
西　崇秀
安田直樹
平野正博
柳瀬秀昭

丹羽良治
柴田芳孝
宮本　隆
加藤博巳
野田篤文
尾崎篤司
早川勝博
酒部圭司
峰澤彰宏
南部　淳

秋田敬治
天野勝美
鈴木万衛
加藤直樹
鈴木元弘
野口明生
稲垣利彦
渡邉寿也
鈴木秀和
村上雅則

安藤幸司
柴田修次
澤田守弘
鈴木裕二
高橋賢司
志賀為宏
小野正富
奥村英世
清水昌一
鈴木博文

本多　悟
松永郁也
谷澤茂樹
鈴木宏行
勅使河原孝 
古井弘二
杉浦栄二
岡本英治

林　茂男
西山　潤

仙波　泉
小林清文
柴田健吉
三浦泰廣
野村政弘
畔栁秀幸
近藤金作
稲垣　寿
酒井　賢
安井健次

川﨑省治
澤田文雄
永野卓司
神谷重雄
神谷重雄
矢頭功生
都築義勝
杉浦英昭
田中宏美
今井啓介

松井孝王
市橋伸夫
千賀邦二
山本剛司
井上武彦
磯部亮次
犬塚　浩
萩原啓至
板倉正直
柴田仙功

杉浦隆宏
増田道郎
石川道男
近藤隆治
鬼頭伸和
竹内正次
伊藤隆守
近藤隆治
鈴木克尚
金沢永柱

鈴木純子
石黒元隆
羽根田邦彦
中垣幸春
加藤　敦
小島哲夫
梅村公代
木戸重信
加藤　敦
横地　朗

16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

16’
17’

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’

10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’

髙木　勝
髙木　勝

岡田邦義

廣根　実
神野公秀
杉浦文雄
市川裕大
野村紀代彦 
小川耕示
伊藤節夫
兵藤文男
久米博明
出口達也

大嶽岩雄
水野　学
奥田法行
永谷文人
石川義典
神谷　研
横山真喜男
寺田孝司
戸谷　央
成田孝則

岩瀬正範
大河内芳信
柴田高広
鳥山欽示
天野　卓
朝岡　正
小澤育史
岡田光祥
黒田正志
犬塚宣明

長田豊治
棚田道和
長田豊治
新美宗和
平岩辰之
木村徳雄
岡本明弘
伊藤正幸
新美雅浩
新美惣英
角谷信二

尾崎周二
鳥居　光
小出道治
早川比呂太

12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

鳥居萬里
太田幹浩
小出道治
木村研一
神谷　林
近藤清隆

名倉隆司
高桑雄司
野々山光秋
杉浦浩一
伊藤ルミ
神谷義昌
鈴木康博
神谷公一
近藤智樹
北川広人

神谷　修
髙木秀夫
倉田英行
清水健次
水野𠮷𠮷樹
隅田正之
鈴木民也
渡辺浩二
加藤久和
大辻　明

後藤利之
小林　豊
岩瀬　一
山本裕充
杉浦義利
長谷収一
鈴木善和
三浦隆司
細川和好
高須　光

柵木政美
鳥居剛育
稲垣善朗
成田　徹
杉山敏幸
山本彰秀
安藤　毅
大見和志
小野　郁
山本雅仁

森田　亨
山﨑正夫
松石奉之
畑中雅之
手島寿宏
榊原秀光
榊原明美
成田一郎
榊原敦史
古市晃久

堀田和男
井上義春
森下　豊
磯部　栄
清水昭博
冨田真規
猪飼昭夫
渡邉茂央
岡田展利
竹内勝則

早川直義
佐藤雅之
北川修一
小島博也
坂野公俊
板倉初嗣
竹内雅浩
杉本親保
小出靖晃
佐野宏樹

日髙啓治
矢野晴彦
長坂昭彦
青山五郎
水野浩二
山本さゆり
戸田宏和
前田吉昭
吉田禎宏
相羽保寿

中井民雄
鈴木健司
都築利全
新美健司
榊原　肇
鈴木宏司
岩部雅人
川澄哲裕
榊原　英
松林信吾

林　秀人
鈴木直幸
林　秀人

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

永井喜義
竹内功成
竹内慎治
千賀貴彦
千賀貴彦
安藤毅之
河村和知

外園　茂
加藤弘人
外園　茂
加藤正俊
野畑道一
横山明巳
中本和則
笹田栄治
加藤正俊
中本和則

青木俊憲
鎌田芳彰
滝　善藏
佐々木久直
森島勝美
青山佳裕
則竹伸也
桑原英寿
山田一仁
関戸　徹

三谷栄一
伊藤　基
山田勝弘
八谷潤一
稲垣宏高
寺島淳一
野々山勝也 
山本達彦
田中正明
猪飼充利

水谷　豊
水谷　豊
犬飼万壽男 
水谷　豊
森信一朗
加藤千博
森　　新
水谷　豊
犬飼万壽男 
上田芳敬

大河内圭一 
村瀬圭吾
角田隆幸
金森智博
原田敬生
三輪茂富
吉田哲夫

15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

竹内　彰
片山英孝
矢田政弘

原　武史
鵜飼正巳
小島洋一
樋田文裕
後藤啓行
永井伸治
酒井兼利
永井伸治
服部孝徳
川合正剛
山田典永

髙山　敏
上田博行
水谷安紀
大竹敬一
立松絹久
東海広光
臼井幹裕
児玉憲之
黒川元則
田邊正紀

後藤鈴明
星野清久
池戸賢治
櫻井利夫
川西利浩
加藤茂樹
鷲見好弘
後藤　稔
水野豊秋
前田昌樹

山下隆義
太田吉宣
中村隆文
熊澤勝則
堀尾明史
平岩慎次
片山　進
鈴木雅貴
松尾晋吉
冨田昭夫

尾関一之
谷 進
永田　正
森　　丞
伊藤恒二郎
春木和美
大塚省治
尾関一之
鵜飼俊光
長橋國和

加藤唐三郎 
加藤定江
井上　博
山本英雄
牧オサム
加藤恵子
刑部祐介
鈴木政成
青山　稔
加藤孝爾

吉田三郎
岡田雅隆
板津英基
山根雄司
奥村正幸
大澤　渡
田中茂生
祖父江寿男 
髙橋秀治
原　正男

庄田元久
片平博己
沢田昌久
川崎良一
松井智義
伊藤靖祐
岩田静夫
大池武徳
南村朋幸
猪子　明

鈴木文勝
増井洋生
堀井　武
水野聖仁
中村　明
名和千博
橋本晃暢
松尾憲二郎 
長尾秀義
小谷達也

風岡保広
社本太郎
加藤久仁明
北　健司
志水ひろみ
加藤久仁明
近藤太門
長谷川英輝
成瀬浩康
加藤宗生

古橋裕志
加藤清久
唐井仁一

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

森　和実
桜井雅博
加藤清久
仲澤昌容
森井晴生
仲澤昌容
菊田利昭

増田　勝
栗田和典
波多野真
武田英昭
山北秀和
原田好展
稲熊正徳
照井通夫
田邊雅彦
松本雅人

須崎侑三
若杉福雄
若杉栄克
水野半次郎
加藤雅人
梅村邦雄
荒井康夫
二宮あづさ
奥田　桂
和佐田強

深石公彦
井上隆義
横井裕志
関戸一雄
深石公彦
宮田浩明
井上隆義
檜木治幸
浅野勝美
武藤栄司

村田達哉
後藤訓美
奥田　葵
岩田佳之
服部智謙
奥村勝彦
長谷川幸正
奥村一憲
舟橋伸治
竹内淑江

寺尾　隆
金田宗博
伊藤広治
山田文明
小谷恒夫
伊藤広治
日野典子
青山和成
大島昭夫

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’

中川清子

稲熊茂男
稲熊茂男
稲熊茂男
于 　 咏

坂　直樹
杉浦典男
社本光永
盛田　宏
水野一樹
天野信二
小嶋純二郎
高松正敏
鈴木忠明
中野義久

加藤憲司
片桐清志
水野隆二
加藤正和
伊藤彰彦
神谷竜也
野間義正
近藤多喜男
梅本　薫
服部　徹

高橋茂壽
浦野廣高
江口博寿
桂　洋司
斎藤清治
岩田崇祺
後藤正憲
福山　衛
藤田彰男
伊東万樹也

木村秀夫
才本清継
寺本善雄
髙田和裕
橋本修三
水谷　隆
髙村芳行
山内靖雄
室原國彦
柳澤講次

山口直彦
山口剛男
堀田　努
神保成章
藁谷喜代志
牧野弘明
鋤柄喜彦
永谷 秀夫

17’

14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14
15’

16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

大竹山雄二 
近藤和雄

白瀧正人
占部憲一
梶田　知
川島悦雄
山口　眞
坪井進悟
荒川雅義
星野信利
永野光容
岩月雅章

田口　豊
髙木 勝
加納　裕
馬場將嘉
平野好道
亀井直人
堀 慎治
梅村昌孝
関谷俊征
大嶽達郎

太田　裕
柴岡正将
松本哲朗
田崎雅三
岡村隆德
渡辺観永
大原敏正
丹下富博
林　順治
春日井和良

立松　賢
小橋忠直
鈴木義昭
羽田野道明
大野友三
上坂寛文
山田慎也
安藤一佳
笠原　猛
牧野博和

鈴木清詞
木下福郎
吉木邦男
入谷直行
坂本　晃
本多利郎
児島徳和
坂本　晃
細井俊男
加藤英敏

清水順二
遠藤泰昭
小酒井比呂志 

筧　正紀
小林泰敏
盛田兼由
笹谷俊道
六鹿敏也
神保　誠
長澤正志

西川　博
岩田　宏
森田正樹
松尾雄二郎
田島陽介
加藤久明
矢野雄嗣
若原正幸
成田勝彦
武山卓史

横田敦史
横田敦史
桂川将典
鈴木順平
鈴木順平
池谷　悟
河合太輔
松田邦仁久
宮崎和余
伊藤正樹
桂川将典

水野𠮷𠮷紹
田中正樹
岡部　　
尾関孝英
杉浦秀一
中村陽公
矢形修己
古橋　茂
坂　英臣
伴野友昭

後藤章信
浜　洋一
安藤東元
佐治　勝
大野蔵彦
小田義彦
奥村哲司
岩口孝一
國府谷俊盛
安井元司

樋口武人
井上　誠
伊藤陽介
木村隆之
鵜飼昌治
林　千尋

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’

12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’

名古屋守山

常滑

東海

東知多

半田南

知多

大府

稲沢

あま
犬山

名古屋空港

愛知ロータリーEクラブ

瀬 戸北

名古屋西

名古屋中

名古屋名駅

名古屋丸の内

中部名古屋みらい

名古屋瑞穂

名古屋大須

名古屋栄

名古屋東

名古屋名南

名古屋南

名古屋みなと

名古屋東南

岩倉

名古屋城北

愛知長久手

江南

小牧

春日井

尾張旭

名古屋清須

尾張中央

一宮中央

半田

南尾張分区

瀬戸

東尾張分区

名古屋

西名古屋分区

名古屋北

東名古屋分区

一宮

西尾張分区

津島

尾西

一宮北

小南速雄
夏目　稔
坪井和義
尾関和成
片桐寛治
林　邦司
安井隆豊
夏目　稔
天野清美
宮下幸二郎

奥　佳澄
湯浅勝治
米山郁生
齊藤英夫
中村公彦
都築八千代 
足立　勉
平　民三
佐藤慎一郎
梶間　誠

石黒　勉
伊藤晋一
半泊與則
小關敏光
宇都木寧
岩田滿治
加藤昌之
西脇良一
加藤あつこ
杉浦定文

谷口　優
堀江宏輝
鈴木理之
小山雅弘
吉田　玄
宮尾紘司
三好　親
和田正敏
小林英毅
三好　親

鈴木重幸
乃一　稔
山田敏雄
横田幸三
大矢英憲
髙柳　元
田中邦幸
加藤　厚
渡邉直樹
安藤鉦太郎

伊藤康之
丹羽　繁
石井弘子
北村隆子
中山信義
石井弘子
北村隆子
小野田誓
三浦俊彦
三浦俊彦

上田敏幸
近藤兼治郎
戸田勝儀
金田英和
松野一彦
奥村　敦
谷村　茂
横井律子
横井律子
太田邦広

堀口　久
古川智章
石田　壽
山田　真
加納伸康
山田　真
岡田浩人
阿部恵彦
中川裕樹
吉村福修

鬼頭容子
三木庸之
三木庸之
沖　知也
櫻井孝充

河合良之
石黒　功
牧野　渉
松本孝一
柳原伸行
権田隆実
鈴木良昌
渡部茂久
神野吾郎
福井英輔

大竹勝俊
本多英夫
大竹勝俊

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

市川晶也
金原久雄
板倉四郎
伊藤健一
常川　彰
小林正人
清水敏光

野寄一司
福井英示
谷山　勉
鈴木大次郎
木村高章
匹田雅久
山本和正
岡本敏幸
山本光人
鈴木宣央
熊田嘉一郎

内藤雄功
戸田俊晴
森久　宏
鳥居信行
樋口俊寛
寺部重人
藤野和裕
竹内幹尚
渡辺稔明
伊藤文則

鈴木　進
河辺勝巳
宮木幸彦
藤井國弘
仲谷　修
松井　昭
冨田雅則
大河直樹
天野英一郎 
広中貴彦

原　正美
足立健一
藤原俊男
山本芳隆
磯村博宣
長谷川典史 
石原　裕
河合秀矩
佐藤裕文
住野友次郎

坂巻邦彦
中澤輝昭
西郷省吾

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

金沢政樹
星野順一郎
森美智明
佐藤泰惇
丸山明敏
竹内臨通夫
夏目　工

木村守雄
朽名　誠
川口敏郎
石本健一
井本　宏
荒木　茂
間瀬祐一
荒木　茂
青山房生
川口敏郎

東野和敏
東野和敏
亀山　隆
後藤和治
伊藤　武
金田直孝
東野和敏

内藤泰通
大木健市
小野喜明
岩瀬靖宏
原田邦夫
樅山修一
林　博宣
大木健市
小田伊佐浩
太田　稔

杉原敏雄
畑野泰志
福沢省吾
竹田昌弘
高林保夫
石田喜運
伊藤眞芳
山本雅久
杉田和俊
高畑皓一

彦坂忠男
白井　悟
林　俊樹
彦坂敏行
杉田鐘一
山崎　曻
藤代善之

15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’

平野義郎
尾原　脩
辻　義郎

山口　登
中村成人
松下泰三
平野正博
中嶌秀樹
豊田能史
齊藤伸明
伊藤篤哉
及部多高
伴　和信

服部憲明
岩月一郎
中村重嗣
水野周久
岩月昭佳
浅井　章
小原　睦
藤原正寛
宮本　隆
尾崎篤司

杉浦敏夫
梅村正明
河木照雄
梅村泰弘
天野勝美
加藤直樹
鈴木元弘
野口明生
奥田清仁
渡邉寿也

鈴木康之
岩瀬宏隆
藤田正彦
服部英男
安藤幸司
杉田雅樹
深津　篤
鈴木裕二
高橋賢司
三浦勝美

佐藤仁功
伊藤愼一
野田清衛
山形悦男
谷澤茂樹
鈴木宏行

太田昌宏
松永郁也
勅使河原孝
古井弘二

杉山正章
橋本義紀
市川幾雄
深津幸雄
三浦泰廣
浅岡謙治
小林清文
生駒尚久
野村政弘
近藤金作

愛知　治
鈴木常夫
福岡　治
鈴木英治
川﨑省治
澤田文雄
永野卓司
鈴木博之
神谷重雄
矢頭功生

桐渕利次
天野　彦
澤田道明
牧野正高
青山幸市
加藤順弘
近藤保則
藤江顕治
鈴木　豊
加藤豊生

近藤純子
近藤純子
近藤隆治
中野喜之
野々山彰
鈴木正輝
石川道男
堀川　泰
野々山彰
堀川　泰

三宅正訓
中山憲和
加藤　敦
原田忠泰
木戸重信
太田昌孝
石黒元隆

14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

15’
16’
17’

16’
17’

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’

横地　朗
梅村公代
加藤　敦

増田盛英
増田盛英

白井宏幸

杉浦世志朗
嶋津孝久
鈴木　豊
杉浦芳一
加藤真治
加藤哲也
𠮷𠮷原孝彦
鈴木文三郎
杉浦文雄
神野公秀

清水正幸
川合昭道
丸山光夫
石川　博
磯貝廣治
岡田良三
冨岡里美
杉本汎平
深津正則
神谷　研

榊原勝俊
筒井兼之
稲垣良次
小田井博茂
杉浦明博
杉田明弘
岩瀬正範
大河内芳信
柴田高広
鳥居祥雄

青木　稔
石川春久
黒田昌司
長田豊治
石橋嘉彦
山中寛紀
榊原　健
木村徳雄
鈴木健三
伊藤正幸

牧野伸治

09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

山下民義
篠田義隆
石川量英
鈴木茂朗
山下保彦
笠井保志
鳥居萬里
早川比呂太
太田幹浩

野々山貴文
笠松栄治
浅岡憲隆
名倉隆司
高桑雄司
野々山光秋
伊藤ルミ
杉浦浩一
神谷義昌
神谷公一

倉田英行
神谷太一
鈴木民也
渡辺浩二
加藤久和
田辺哲郎
中川　敦
大辻　明
古久根進
早川岩男

小林　豊
清　克行
青山弦八
鈴木正司
後藤利之
磯貝総一郎
中根勝美
酒井　進
榊原利夫
鈴木正司

阿部光廣
大見育太
安藤一髙
富田清治
竹内泰夫
古居一雄
稲垣善朗
斎藤　博
山口恭正
平野勝則

榊原正治
川口新平
前田佳男
榊原秀光
青井雅純
榊原明美
平林伸康
高木利定
山本好幸
松石奉之

赤井俊二
牧野克則
阿知和久男
伊奈一郎
伊奈一郎
竹内敬二
森下　豊
水野福三
赤井俊二
村田　聡

河合孝治
間瀬保英
大林香瑞人
小嶋真一郎 
柴田康仁
佐野宏樹
間瀬保英
佐藤雅之
酒井喜邦
柴田康仁

加藤知成
内田　薫
藤澤健夫
加藤知成
加藤知成
加藤知成
山口誠一
安藤浩詩
日髙啓治
村瀬竜雄

加藤金吉
間瀬　正
森島昭二
岡戸利直
佐藤隆史
新美健司
永田明世
山本慎治
石川勝彦
杉山知子

葉山博美
木下勝美
村上茂登

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

竹内義将
村上茂登
早川佳教
平松典保
早川佳教
鈴木直幸
永井喜義

渡辺秀雄
久野春雄
加藤正俊
野畑道一
笹田栄治
渡辺秀雄
門脇　武
外園　茂
渡辺秀雄
佐田慎司

土川保夫
藤原基弘
大森一人
長尾大八郎
酒井　孝
大森一人
森　克彦
豊島半七
豊島半七
豊島半七

伊藤哲朗
伊藤幸蔵
三谷栄一
伊藤　基
山田勝弘
加藤泰一郎
浅井彦治
寺島淳一
加藤隆朗
山田勝弘

吉田民雄
岩田勝義
清水稔彦
吉田民雄
吉田民雄
横山　弘
横山　弘
吉田　弘
吉田民雄
吉田　弘

大森克孝
山内國雄
森　正志
山内國雄
山内國雄
黒木義公
原田敬生

15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

加藤　勉
大森克孝
鳩山佳江

野島精二
遠藤正昭
竹内正憲
山名敬一
伊藤　彰
成田幸太郎 
池田邦雄
児島秀光
岡田義夫
西村郁夫

後藤雅光
鈴村與左衛門
立松絹久
髙山　敏
武藤正俊
宇津山弘
田中正博
髙山　敏
栗木和夫
黒川元則

梅田愼也
梅田愼也
守野暢洋
和田典之
和田典之
池戸賢治
江川泰彦
江川泰彦
和田典之
和田典之

太田吉宣
中村隆文
熊澤勝則
堀尾明史
平岩慎次
片山　進
鈴木雅貴
松尾晋吉
冨田昭夫
松浦正義

都竹高一
小島三男
後藤正雄
西岡則男
大森　進
白木公明
加藤辰己
坂田義一
柴田裕市
松岡正浩

勝谷哲次
加藤令吉
藤井源成
加藤唐三郎
野田正治
加藤眞言
井上　博
梶野輝雄
山本英雄
加藤定江

大島克己
安田新平
近藤斉宏
板津英基
田中進一郎
山根雄司
奥村正幸
髙橋秀治
田中茂生
岡田雅隆

大塚祥敬
大塚祥敬
鈴木健治
倉知正憲
堀尾庄一
鈴木健治
岩井正彦
古田嘉且
堀尾庄一
森　弘好

水野聖仁
山田政二
五藤隆夫
濱口栄男
名和千博
落合鑅一
鈴木文勝
堀井　武
濱口栄男
松尾憲二郎

小島啓冶
清水　勲
松尾隆徳
山田　治
加藤　茂
社本太郎
太田弘道
風岡保広
名畑　豊
加藤久仁明

箕輪良孝
西尾輝久
松原　樹

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

大野良之
伊豆原浩二
山田直樹
福岡　健
古橋裕志
古橋裕志
古橋裕志

速水利行
照井通夫
串田正克
井上政秋
稲吉將秀
増田　勝
國田武二郎
土屋範郎
原田好展
栗田和典

加藤充弥
小澤　修
加藤勝之
青山弘彦
小澤　修
若杉福雄
須崎侑三

宮田浩明
深石公彦
有本裕子
浅野勝美
檜木治幸
深見早惠
武藤栄司
深石公彦
大江秀和
井上隆義

奥田　葵
筒井俊秋
太田達夫
小原久和
榊原章夫
服部智謙
堀田　徹
筒井俊秋
堀田　徹
服部智謙

日野典子
山田文明
松原正敏
松原正敏
伊藤広治
宮下智香子
加藤　猛
加藤　猛
伊藤広治
伊藤広治

盧　聰明

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

14’

盧　聰明
盧　聰明
西込修詞

島本　彦
渡邉文雄
祖父江重久
𠮷𠮷田雅樹
浅野純史
盛田淳夫
山口勝弘
楠　吉　
天野源之
岡嶋昇一

田中義一
松前勝也
鵜飼治昭
片桐清志
加藤憲司
田茂井克典
一柳　伸
村山博之
水谷博之
望月宏秋

大岡洋三
森口雅文
落合　肇
池　　潤
高橋茂壽
伊藤昌弘
後藤保正
橋元幸次
若杉　喬
遠山孝次

酒井　優
小倉　昇
芹澤謙一
糸井　学
髙村芳行
山川克彦
芹澤謙一
田島伸也
水谷　隆
岡田　雅

福島啓氏
佐久間貞介
大西弘高
伊藤秀雄
熊谷多津旺
近藤信之
山口剛男
橋爪　務
玉木大介
伊東與有三

15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’

鵜飼泰光
白瀧正人
占部憲一
梶田　知
川島悦雄
山口　眞
坪井進悟
荒川雅義
星野信利
永野光容

松波恒彦
稲葉　徹
天野正明
西本　哲
髙木　勝
加納　裕
馬場將嘉
亀井直人
堀 慎治
梅村昌孝

前田隆久
太田　裕
柴岡正将
松本哲朗
田崎雅三
岡村隆德
渡辺観永
大原敏正
丹下富博
林　順治

原　常之
立松　賢
小橋忠直
鈴木義昭
羽田野道明
大野友三
山下正裕
岩井文男
高木裕明
笠原　猛

小澤久隼
水野俊男
猪村美之
伊藤博昭
加藤宜之
三島多恵子
宮嵜良一
白藤憲雄
吉木邦男
鈴木清詞

齋藤孝一
田口　望
藤井圓隆
神野重行
田中　修

水尾健一
安藤隆利
小室健次郎
大輪　稔
西川達郎

後藤　敞
石井里恵子
長谷川龍伸
水野裕善
西川　博
永井克昌
岩田　宏
森田正樹
田島陽介
矢野雄嗣

小出真弓
松田邦仁久 
倉坪林太郎
コンテイリ
川口　豊
小出真弓
松田邦仁久
宮崎和余
髙須洋志

船橋夜光
上田圭　
加藤和彦
渡邊嘉昭
各務　修
井口哲雄
岸田賢次
伊藤満琉
松波頼明
安部隆俊

二村　満
栁澤幸輝
清水恭一
水野茂生
本多　満
山田信二
増田浩男
鈴木建吾
西川誠也
後藤章信

高橋祥泰
友松芳信
鵜飼昌治
林　千尋
木村邦彦
太田範義
松崎美都子
七田隆二
田中友次
加藤恭太郎

●クラブ奉仕委員長
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’
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愛知三州

新城

蒲郡

豊橋

東三河分区

岡崎

西三河中分区

名古屋錦

豊橋北

奥三河

豊田

豊田三好

碧南

西尾一色

高浜

知立

西尾KIRARA

三河安城

豊田中

安城

西尾

名古屋宮の杜

岡崎南

豊田西

岡崎東

豊田東

岡崎城南
豊川宝飯　

豊橋ゴールデン

田原パシフィック

豊橋東

豊川

田原

豊橋南

渥美

名古屋東山

名古屋葵

名古屋アイリス

名古屋和合

名古屋名東

名古屋名北

名古屋千種

名古屋昭和

刈谷

西三河分区

鵜飼昌治
河本　力
七田　隆二
加藤忠晴

片桐寛治
横井辰幸
林　邦司
端山佳誠
中村有孝
服部　滋
亀井敏勝
田中正次
柏木博喜
福田哲三

齊藤英夫
中村公彦
中村公彦
和田富夫
野々部英夫
橋本節生
佐藤健五
佐竹得三
下出啓介
加藤　令

石黒　勉
伊藤晋一
半泊與則
小關敏光
宇都木寧
岩田滿治
加藤昌之
西脇良一
加藤あつこ
杉浦定文

萩原喜代子
池森由幸
伊藤健文
足立一郎
竹内克豊
渡邊源市
小林英毅
大谷　恩
鈴木聖三
福井浩道

髙柳　元
柴田義介
木下　実
伊藤彰二
小坂達也
寺野哲也
髙橋 進
鈴木真司

須原茂樹
伊藤　衛

北村隆子
近藤謙治
佐藤　隆
佐藤泰生
石井弘子
植村元雄
工藤悦子
藤岡省吾
中山信義
小野田誓

金田英和
鈴木宏治
山元康裕
小林三重子
佐藤敏夫
近藤正美
酒井　清
太田邦広
久野洋一
山元康裕

丹羽敬三
加納伸康
岡田浩人
前﨑正太郎 
加藤久雄
吉村福修
野村尚史
𠮷𠮷田龍宏
小玉忠雄
石田　壽

荒山久美
藤森　淳
島村恵三
菊地富士子
深見礼子

髙須博久
柴田宏巳
佐々木利政 
髙山景一
縣　政行
松坂良太
池田　至
紅林友昭
山本光伸
福井　敬

丸山　勝
伊藤　將

14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’

16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’

10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’

仲田康宏
酒井克嘉
鈴木康仁
山本英夫
鈴木仁志
鈴木康司
本多宏亘
堀井慎二

馬淵京子
小杉幸一郎
佐藤元英
夏目國弘
山内有恒
鈴木宣央
加藤卓秀
夏目憲永
大石佳史
松尾浩志

鳥居信行
樋口俊寛
寺部重人
藤野和裕
竹内幹尚
渡辺稔明
伊藤文則
山脇善典
大村幸司
田中粋人

石黒利昌
大河直樹
佐野朝海
天野英一郎
髙崎雄三
鈴木　雅
鈴木正敏
樅山丈二
宮崎三佳
大村俊美

内藤哲寛
内山昌久
森愼一郎
冨安美孝
西川　滋
大谷育人
髙崎俊幸
林　良宣
白井　収
鈴木健一

篠宮裕一
夏目文男
川合和彦
原田幹也

12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’

高柳優治
浅野　強
楠　芳高
戸田英志
夏目　工
加藤栄志

青山房生
真野博久
森下一良
河合光志
朽名　誠
宮川隆司
神谷篤治
河合光志
小松　浩
宮本智弘

金田直孝
金田直孝
鷲山俊明
亀山　隆
板橋光男
佐々木としゑ 
伊藤　武

夏目雅康
岩瀬靖宏
高桑　耐
滝下　勲
大木健市
柴田浩志
伊藤正幸
度会尚志
大島嗣雄
林　博宣

大須賀憲太 
白井正樹
井上　穂
宇藤　信
若林正治
福沢省吾
真野善和
伊藤眞芳
神谷　馨
伊藤眞芳
杉浦宏始

柳田　豊
豊田慈證
大久保寛
鵜飼和甫
河合成幸
森下新一
鈴木美仁
大原孝一

16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’

大谷弘隆
本多　敬

平野正博
川西裕康
中嶌秀樹
藤井宣行
西脇友伸
居平文孝
西　崇秀
安田直樹
平野正博
柳瀬秀昭

丹羽良治
柴田芳孝
宮本　隆
加藤博巳
野田篤文
尾崎篤司
早川勝博
酒部圭司
峰澤彰宏
南部　淳

秋田敬治
天野勝美
鈴木万衛
加藤直樹
鈴木元弘
野口明生
稲垣利彦
渡邉寿也
鈴木秀和
村上雅則

安藤幸司
柴田修次
澤田守弘
鈴木裕二
高橋賢司
志賀為宏
小野正富
奥村英世
清水昌一
鈴木博文

本多　悟
松永郁也
谷澤茂樹
鈴木宏行
勅使河原孝 
古井弘二
杉浦栄二
岡本英治

林　茂男
西山　潤

仙波　泉
小林清文
柴田健吉
三浦泰廣
野村政弘
畔栁秀幸
近藤金作
稲垣　寿
酒井　賢
安井健次

川﨑省治
澤田文雄
永野卓司
神谷重雄
神谷重雄
矢頭功生
都築義勝
杉浦英昭
田中宏美
今井啓介

松井孝王
市橋伸夫
千賀邦二
山本剛司
井上武彦
磯部亮次
犬塚　浩
萩原啓至
板倉正直
柴田仙功

杉浦隆宏
増田道郎
石川道男
近藤隆治
鬼頭伸和
竹内正次
伊藤隆守
近藤隆治
鈴木克尚
金沢永柱

鈴木純子
石黒元隆
羽根田邦彦
中垣幸春
加藤　敦
小島哲夫
梅村公代
木戸重信
加藤　敦
横地　朗

16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

16’
17’

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’

10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’

髙木　勝
髙木　勝

岡田邦義

廣根　実
神野公秀
杉浦文雄
市川裕大
野村紀代彦 
小川耕示
伊藤節夫
兵藤文男
久米博明
出口達也

大嶽岩雄
水野　学
奥田法行
永谷文人
石川義典
神谷　研
横山真喜男
寺田孝司
戸谷　央
成田孝則

岩瀬正範
大河内芳信
柴田高広
鳥山欽示
天野　卓
朝岡　正
小澤育史
岡田光祥
黒田正志
犬塚宣明

長田豊治
棚田道和
長田豊治
新美宗和
平岩辰之
木村徳雄
岡本明弘
伊藤正幸
新美雅浩
新美惣英
角谷信二

尾崎周二
鳥居　光
小出道治
早川比呂太

12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

鳥居萬里
太田幹浩
小出道治
木村研一
神谷　林
近藤清隆

名倉隆司
高桑雄司
野々山光秋
杉浦浩一
伊藤ルミ
神谷義昌
鈴木康博
神谷公一
近藤智樹
北川広人

神谷　修
髙木秀夫
倉田英行
清水健次
水野𠮷𠮷樹
隅田正之
鈴木民也
渡辺浩二
加藤久和
大辻　明

後藤利之
小林　豊
岩瀬　一
山本裕充
杉浦義利
長谷収一
鈴木善和
三浦隆司
細川和好
高須　光

柵木政美
鳥居剛育
稲垣善朗
成田　徹
杉山敏幸
山本彰秀
安藤　毅
大見和志
小野　郁
山本雅仁

森田　亨
山﨑正夫
松石奉之
畑中雅之
手島寿宏
榊原秀光
榊原明美
成田一郎
榊原敦史
古市晃久

堀田和男
井上義春
森下　豊
磯部　栄
清水昭博
冨田真規
猪飼昭夫
渡邉茂央
岡田展利
竹内勝則

早川直義
佐藤雅之
北川修一
小島博也
坂野公俊
板倉初嗣
竹内雅浩
杉本親保
小出靖晃
佐野宏樹

日髙啓治
矢野晴彦
長坂昭彦
青山五郎
水野浩二
山本さゆり
戸田宏和
前田吉昭
吉田禎宏
相羽保寿

中井民雄
鈴木健司
都築利全
新美健司
榊原　肇
鈴木宏司
岩部雅人
川澄哲裕
榊原　英
松林信吾

林　秀人
鈴木直幸
林　秀人

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

永井喜義
竹内功成
竹内慎治
千賀貴彦
千賀貴彦
安藤毅之
河村和知

外園　茂
加藤弘人
外園　茂
加藤正俊
野畑道一
横山明巳
中本和則
笹田栄治
加藤正俊
中本和則

青木俊憲
鎌田芳彰
滝　善藏
佐々木久直
森島勝美
青山佳裕
則竹伸也
桑原英寿
山田一仁
関戸　徹

三谷栄一
伊藤　基
山田勝弘
八谷潤一
稲垣宏高
寺島淳一
野々山勝也 
山本達彦
田中正明
猪飼充利

水谷　豊
水谷　豊
犬飼万壽男 
水谷　豊
森信一朗
加藤千博
森　　新
水谷　豊
犬飼万壽男 
上田芳敬

大河内圭一 
村瀬圭吾
角田隆幸
金森智博
原田敬生
三輪茂富
吉田哲夫

15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

竹内　彰
片山英孝
矢田政弘

原　武史
鵜飼正巳
小島洋一
樋田文裕
後藤啓行
永井伸治
酒井兼利
永井伸治
服部孝徳
川合正剛
山田典永

髙山　敏
上田博行
水谷安紀
大竹敬一
立松絹久
東海広光
臼井幹裕
児玉憲之
黒川元則
田邊正紀

後藤鈴明
星野清久
池戸賢治
櫻井利夫
川西利浩
加藤茂樹
鷲見好弘
後藤　稔
水野豊秋
前田昌樹

山下隆義
太田吉宣
中村隆文
熊澤勝則
堀尾明史
平岩慎次
片山　進
鈴木雅貴
松尾晋吉
冨田昭夫

尾関一之
谷 進
永田　正
森　　丞
伊藤恒二郎
春木和美
大塚省治
尾関一之
鵜飼俊光
長橋國和

加藤唐三郎 
加藤定江
井上　博
山本英雄
牧オサム
加藤恵子
刑部祐介
鈴木政成
青山　稔
加藤孝爾

吉田三郎
岡田雅隆
板津英基
山根雄司
奥村正幸
大澤　渡
田中茂生
祖父江寿男 
髙橋秀治
原　正男

庄田元久
片平博己
沢田昌久
川崎良一
松井智義
伊藤靖祐
岩田静夫
大池武徳
南村朋幸
猪子　明

鈴木文勝
増井洋生
堀井　武
水野聖仁
中村　明
名和千博
橋本晃暢
松尾憲二郎 
長尾秀義
小谷達也

風岡保広
社本太郎
加藤久仁明
北　健司
志水ひろみ
加藤久仁明
近藤太門
長谷川英輝
成瀬浩康
加藤宗生

古橋裕志
加藤清久
唐井仁一

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

森　和実
桜井雅博
加藤清久
仲澤昌容
森井晴生
仲澤昌容
菊田利昭

増田　勝
栗田和典
波多野真
武田英昭
山北秀和
原田好展
稲熊正徳
照井通夫
田邊雅彦
松本雅人

須崎侑三
若杉福雄
若杉栄克
水野半次郎
加藤雅人
梅村邦雄
荒井康夫
二宮あづさ
奥田　桂
和佐田強

深石公彦
井上隆義
横井裕志
関戸一雄
深石公彦
宮田浩明
井上隆義
檜木治幸
浅野勝美
武藤栄司

村田達哉
後藤訓美
奥田　葵
岩田佳之
服部智謙
奥村勝彦
長谷川幸正
奥村一憲
舟橋伸治
竹内淑江

寺尾　隆
金田宗博
伊藤広治
山田文明
小谷恒夫
伊藤広治
日野典子
青山和成
大島昭夫

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’

中川清子

稲熊茂男
稲熊茂男
稲熊茂男
于 　 咏

坂　直樹
杉浦典男
社本光永
盛田　宏
水野一樹
天野信二
小嶋純二郎
高松正敏
鈴木忠明
中野義久

加藤憲司
片桐清志
水野隆二
加藤正和
伊藤彰彦
神谷竜也
野間義正
近藤多喜男
梅本　薫
服部　徹

高橋茂壽
浦野廣高
江口博寿
桂　洋司
斎藤清治
岩田崇祺
後藤正憲
福山　衛
藤田彰男
伊東万樹也

木村秀夫
才本清継
寺本善雄
髙田和裕
橋本修三
水谷　隆
髙村芳行
山内靖雄
室原國彦
柳澤講次

山口直彦
山口剛男
堀田　努
神保成章
藁谷喜代志
牧野弘明
鋤柄喜彦
永谷 秀夫

17’

14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14
15’

16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

大竹山雄二 
近藤和雄

白瀧正人
占部憲一
梶田　知
川島悦雄
山口　眞
坪井進悟
荒川雅義
星野信利
永野光容
岩月雅章

田口　豊
髙木 勝
加納　裕
馬場將嘉
平野好道
亀井直人
堀 慎治
梅村昌孝
関谷俊征
大嶽達郎

太田　裕
柴岡正将
松本哲朗
田崎雅三
岡村隆德
渡辺観永
大原敏正
丹下富博
林　順治
春日井和良

立松　賢
小橋忠直
鈴木義昭
羽田野道明
大野友三
上坂寛文
山田慎也
安藤一佳
笠原　猛
牧野博和

鈴木清詞
木下福郎
吉木邦男
入谷直行
坂本　晃
本多利郎
児島徳和
坂本　晃
細井俊男
加藤英敏

清水順二
遠藤泰昭
小酒井比呂志 

筧　正紀
小林泰敏
盛田兼由
笹谷俊道
六鹿敏也
神保　誠
長澤正志

西川　博
岩田　宏
森田正樹
松尾雄二郎
田島陽介
加藤久明
矢野雄嗣
若原正幸
成田勝彦
武山卓史

横田敦史
横田敦史
桂川将典
鈴木順平
鈴木順平
池谷　悟
河合太輔
松田邦仁久
宮崎和余
伊藤正樹
桂川将典

水野𠮷𠮷紹
田中正樹
岡部　　
尾関孝英
杉浦秀一
中村陽公
矢形修己
古橋　茂
坂　英臣
伴野友昭

後藤章信
浜　洋一
安藤東元
佐治　勝
大野蔵彦
小田義彦
奥村哲司
岩口孝一
國府谷俊盛
安井元司

樋口武人
井上　誠
伊藤陽介
木村隆之
鵜飼昌治
林　千尋

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’

12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’

名古屋守山

常滑

東海

東知多

半田南

知多

大府

稲沢

あま
犬山

名古屋空港

愛知ロータリーEクラブ

瀬 戸北

名古屋西

名古屋中

名古屋名駅

名古屋丸の内

中部名古屋みらい

名古屋瑞穂

名古屋大須

名古屋栄

名古屋東

名古屋名南

名古屋南

名古屋みなと

名古屋東南

岩倉

名古屋城北

愛知長久手

江南

小牧

春日井

尾張旭

名古屋清須

尾張中央

一宮中央

半田

南尾張分区

瀬戸

東尾張分区

名古屋

西名古屋分区

名古屋北

東名古屋分区

一宮

西尾張分区

津島

尾西

一宮北

小南速雄
夏目　稔
坪井和義
尾関和成
片桐寛治
林　邦司
安井隆豊
夏目　稔
天野清美
宮下幸二郎

奥　佳澄
湯浅勝治
米山郁生
齊藤英夫
中村公彦
都築八千代 
足立　勉
平　民三
佐藤慎一郎
梶間　誠

石黒　勉
伊藤晋一
半泊與則
小關敏光
宇都木寧
岩田滿治
加藤昌之
西脇良一
加藤あつこ
杉浦定文

谷口　優
堀江宏輝
鈴木理之
小山雅弘
吉田　玄
宮尾紘司
三好　親
和田正敏
小林英毅
三好　親

鈴木重幸
乃一　稔
山田敏雄
横田幸三
大矢英憲
髙柳　元
田中邦幸
加藤　厚
渡邉直樹
安藤鉦太郎

伊藤康之
丹羽　繁
石井弘子
北村隆子
中山信義
石井弘子
北村隆子
小野田誓
三浦俊彦
三浦俊彦

上田敏幸
近藤兼治郎
戸田勝儀
金田英和
松野一彦
奥村　敦
谷村　茂
横井律子
横井律子
太田邦広

堀口　久
古川智章
石田　壽
山田　真
加納伸康
山田　真
岡田浩人
阿部恵彦
中川裕樹
吉村福修

鬼頭容子
三木庸之
三木庸之
沖　知也
櫻井孝充

河合良之
石黒　功
牧野　渉
松本孝一
柳原伸行
権田隆実
鈴木良昌
渡部茂久
神野吾郎
福井英輔

大竹勝俊
本多英夫
大竹勝俊

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

市川晶也
金原久雄
板倉四郎
伊藤健一
常川　彰
小林正人
清水敏光

野寄一司
福井英示
谷山　勉
鈴木大次郎
木村高章
匹田雅久
山本和正
岡本敏幸
山本光人
鈴木宣央
熊田嘉一郎

内藤雄功
戸田俊晴
森久　宏
鳥居信行
樋口俊寛
寺部重人
藤野和裕
竹内幹尚
渡辺稔明
伊藤文則

鈴木　進
河辺勝巳
宮木幸彦
藤井國弘
仲谷　修
松井　昭
冨田雅則
大河直樹
天野英一郎 
広中貴彦

原　正美
足立健一
藤原俊男
山本芳隆
磯村博宣
長谷川典史 
石原　裕
河合秀矩
佐藤裕文
住野友次郎

坂巻邦彦
中澤輝昭
西郷省吾

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

金沢政樹
星野順一郎
森美智明
佐藤泰惇
丸山明敏
竹内臨通夫
夏目　工

木村守雄
朽名　誠
川口敏郎
石本健一
井本　宏
荒木　茂
間瀬祐一
荒木　茂
青山房生
川口敏郎

東野和敏
東野和敏
亀山　隆
後藤和治
伊藤　武
金田直孝
東野和敏

内藤泰通
大木健市
小野喜明
岩瀬靖宏
原田邦夫
樅山修一
林　博宣
大木健市
小田伊佐浩
太田　稔

杉原敏雄
畑野泰志
福沢省吾
竹田昌弘
高林保夫
石田喜運
伊藤眞芳
山本雅久
杉田和俊
高畑皓一

彦坂忠男
白井　悟
林　俊樹
彦坂敏行
杉田鐘一
山崎　曻
藤代善之

15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’

平野義郎
尾原　脩
辻　義郎

山口　登
中村成人
松下泰三
平野正博
中嶌秀樹
豊田能史
齊藤伸明
伊藤篤哉
及部多高
伴　和信

服部憲明
岩月一郎
中村重嗣
水野周久
岩月昭佳
浅井　章
小原　睦
藤原正寛
宮本　隆
尾崎篤司

杉浦敏夫
梅村正明
河木照雄
梅村泰弘
天野勝美
加藤直樹
鈴木元弘
野口明生
奥田清仁
渡邉寿也

鈴木康之
岩瀬宏隆
藤田正彦
服部英男
安藤幸司
杉田雅樹
深津　篤
鈴木裕二
高橋賢司
三浦勝美

佐藤仁功
伊藤愼一
野田清衛
山形悦男
谷澤茂樹
鈴木宏行

太田昌宏
松永郁也
勅使河原孝
古井弘二

杉山正章
橋本義紀
市川幾雄
深津幸雄
三浦泰廣
浅岡謙治
小林清文
生駒尚久
野村政弘
近藤金作

愛知　治
鈴木常夫
福岡　治
鈴木英治
川﨑省治
澤田文雄
永野卓司
鈴木博之
神谷重雄
矢頭功生

桐渕利次
天野　彦
澤田道明
牧野正高
青山幸市
加藤順弘
近藤保則
藤江顕治
鈴木　豊
加藤豊生

近藤純子
近藤純子
近藤隆治
中野喜之
野々山彰
鈴木正輝
石川道男
堀川　泰
野々山彰
堀川　泰

三宅正訓
中山憲和
加藤　敦
原田忠泰
木戸重信
太田昌孝
石黒元隆

14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

15’
16’
17’

16’
17’

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’

横地　朗
梅村公代
加藤　敦

増田盛英
増田盛英

白井宏幸

杉浦世志朗
嶋津孝久
鈴木　豊
杉浦芳一
加藤真治
加藤哲也
𠮷𠮷原孝彦
鈴木文三郎
杉浦文雄
神野公秀

清水正幸
川合昭道
丸山光夫
石川　博
磯貝廣治
岡田良三
冨岡里美
杉本汎平
深津正則
神谷　研

榊原勝俊
筒井兼之
稲垣良次
小田井博茂
杉浦明博
杉田明弘
岩瀬正範
大河内芳信
柴田高広
鳥居祥雄

青木　稔
石川春久
黒田昌司
長田豊治
石橋嘉彦
山中寛紀
榊原　健
木村徳雄
鈴木健三
伊藤正幸

牧野伸治

09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

山下民義
篠田義隆
石川量英
鈴木茂朗
山下保彦
笠井保志
鳥居萬里
早川比呂太
太田幹浩

野々山貴文
笠松栄治
浅岡憲隆
名倉隆司
高桑雄司
野々山光秋
伊藤ルミ
杉浦浩一
神谷義昌
神谷公一

倉田英行
神谷太一
鈴木民也
渡辺浩二
加藤久和
田辺哲郎
中川　敦
大辻　明
古久根進
早川岩男

小林　豊
清　克行
青山弦八
鈴木正司
後藤利之
磯貝総一郎
中根勝美
酒井　進
榊原利夫
鈴木正司

阿部光廣
大見育太
安藤一髙
富田清治
竹内泰夫
古居一雄
稲垣善朗
斎藤　博
山口恭正
平野勝則

榊原正治
川口新平
前田佳男
榊原秀光
青井雅純
榊原明美
平林伸康
高木利定
山本好幸
松石奉之

赤井俊二
牧野克則
阿知和久男
伊奈一郎
伊奈一郎
竹内敬二
森下　豊
水野福三
赤井俊二
村田　聡

河合孝治
間瀬保英
大林香瑞人
小嶋真一郎 
柴田康仁
佐野宏樹
間瀬保英
佐藤雅之
酒井喜邦
柴田康仁

加藤知成
内田　薫
藤澤健夫
加藤知成
加藤知成
加藤知成
山口誠一
安藤浩詩
日髙啓治
村瀬竜雄

加藤金吉
間瀬　正
森島昭二
岡戸利直
佐藤隆史
新美健司
永田明世
山本慎治
石川勝彦
杉山知子

葉山博美
木下勝美
村上茂登

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

竹内義将
村上茂登
早川佳教
平松典保
早川佳教
鈴木直幸
永井喜義

渡辺秀雄
久野春雄
加藤正俊
野畑道一
笹田栄治
渡辺秀雄
門脇　武
外園　茂
渡辺秀雄
佐田慎司

土川保夫
藤原基弘
大森一人
長尾大八郎
酒井　孝
大森一人
森　克彦
豊島半七
豊島半七
豊島半七

伊藤哲朗
伊藤幸蔵
三谷栄一
伊藤　基
山田勝弘
加藤泰一郎
浅井彦治
寺島淳一
加藤隆朗
山田勝弘

吉田民雄
岩田勝義
清水稔彦
吉田民雄
吉田民雄
横山　弘
横山　弘
吉田　弘
吉田民雄
吉田　弘

大森克孝
山内國雄
森　正志
山内國雄
山内國雄
黒木義公
原田敬生

15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

加藤　勉
大森克孝
鳩山佳江

野島精二
遠藤正昭
竹内正憲
山名敬一
伊藤　彰
成田幸太郎 
池田邦雄
児島秀光
岡田義夫
西村郁夫

後藤雅光
鈴村與左衛門
立松絹久
髙山　敏
武藤正俊
宇津山弘
田中正博
髙山　敏
栗木和夫
黒川元則

梅田愼也
梅田愼也
守野暢洋
和田典之
和田典之
池戸賢治
江川泰彦
江川泰彦
和田典之
和田典之

太田吉宣
中村隆文
熊澤勝則
堀尾明史
平岩慎次
片山　進
鈴木雅貴
松尾晋吉
冨田昭夫
松浦正義

都竹高一
小島三男
後藤正雄
西岡則男
大森　進
白木公明
加藤辰己
坂田義一
柴田裕市
松岡正浩

勝谷哲次
加藤令吉
藤井源成
加藤唐三郎
野田正治
加藤眞言
井上　博
梶野輝雄
山本英雄
加藤定江

大島克己
安田新平
近藤斉宏
板津英基
田中進一郎
山根雄司
奥村正幸
髙橋秀治
田中茂生
岡田雅隆

大塚祥敬
大塚祥敬
鈴木健治
倉知正憲
堀尾庄一
鈴木健治
岩井正彦
古田嘉且
堀尾庄一
森　弘好

水野聖仁
山田政二
五藤隆夫
濱口栄男
名和千博
落合鑅一
鈴木文勝
堀井　武
濱口栄男
松尾憲二郎

小島啓冶
清水　勲
松尾隆徳
山田　治
加藤　茂
社本太郎
太田弘道
風岡保広
名畑　豊
加藤久仁明

箕輪良孝
西尾輝久
松原　樹

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

大野良之
伊豆原浩二
山田直樹
福岡　健
古橋裕志
古橋裕志
古橋裕志

速水利行
照井通夫
串田正克
井上政秋
稲吉將秀
増田　勝
國田武二郎
土屋範郎
原田好展
栗田和典

加藤充弥
小澤　修
加藤勝之
青山弘彦
小澤　修
若杉福雄
須崎侑三

宮田浩明
深石公彦
有本裕子
浅野勝美
檜木治幸
深見早惠
武藤栄司
深石公彦
大江秀和
井上隆義

奥田　葵
筒井俊秋
太田達夫
小原久和
榊原章夫
服部智謙
堀田　徹
筒井俊秋
堀田　徹
服部智謙

日野典子
山田文明
松原正敏
松原正敏
伊藤広治
宮下智香子
加藤　猛
加藤　猛
伊藤広治
伊藤広治

盧　聰明

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

14’

盧　聰明
盧　聰明
西込修詞

島本　彦
渡邉文雄
祖父江重久
𠮷𠮷田雅樹
浅野純史
盛田淳夫
山口勝弘
楠　吉　
天野源之
岡嶋昇一

田中義一
松前勝也
鵜飼治昭
片桐清志
加藤憲司
田茂井克典
一柳　伸
村山博之
水谷博之
望月宏秋

大岡洋三
森口雅文
落合　肇
池　　潤
高橋茂壽
伊藤昌弘
後藤保正
橋元幸次
若杉　喬
遠山孝次

酒井　優
小倉　昇
芹澤謙一
糸井　学
髙村芳行
山川克彦
芹澤謙一
田島伸也
水谷　隆
岡田　雅

福島啓氏
佐久間貞介
大西弘高
伊藤秀雄
熊谷多津旺
近藤信之
山口剛男
橋爪　務
玉木大介
伊東與有三

15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’

鵜飼泰光
白瀧正人
占部憲一
梶田　知
川島悦雄
山口　眞
坪井進悟
荒川雅義
星野信利
永野光容

松波恒彦
稲葉　徹
天野正明
西本　哲
髙木　勝
加納　裕
馬場將嘉
亀井直人
堀 慎治
梅村昌孝

前田隆久
太田　裕
柴岡正将
松本哲朗
田崎雅三
岡村隆德
渡辺観永
大原敏正
丹下富博
林　順治

原　常之
立松　賢
小橋忠直
鈴木義昭
羽田野道明
大野友三
山下正裕
岩井文男
高木裕明
笠原　猛

小澤久隼
水野俊男
猪村美之
伊藤博昭
加藤宜之
三島多恵子
宮嵜良一
白藤憲雄
吉木邦男
鈴木清詞

齋藤孝一
田口　望
藤井圓隆
神野重行
田中　修

水尾健一
安藤隆利
小室健次郎
大輪　稔
西川達郎

後藤　敞
石井里恵子
長谷川龍伸
水野裕善
西川　博
永井克昌
岩田　宏
森田正樹
田島陽介
矢野雄嗣

小出真弓
松田邦仁久 
倉坪林太郎
コンテイリ
川口　豊
小出真弓
松田邦仁久
宮崎和余
髙須洋志

船橋夜光
上田圭　
加藤和彦
渡邊嘉昭
各務　修
井口哲雄
岸田賢次
伊藤満琉
松波頼明
安部隆俊

二村　満
栁澤幸輝
清水恭一
水野茂生
本多　満
山田信二
増田浩男
鈴木建吾
西川誠也
後藤章信

高橋祥泰
友松芳信
鵜飼昌治
林　千尋
木村邦彦
太田範義
松崎美都子
七田隆二
田中友次
加藤恭太郎

●クラブ奉仕委員長
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’
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真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

愛知三州

岡崎

西三河中分区

名古屋錦

豊橋北

奥三河

豊田

豊田三好

碧南

西尾一色

高浜

知立

西尾KIRARA

三河安城

豊田中

安城

西尾

名古屋宮の杜

岡崎南

豊田西

岡崎東

豊田東

岡崎城南豊川宝飯　

豊橋ゴールデン

田原パシフィック

豊橋東

豊川

田原

豊橋南

新城

渥美

名古屋東山

名古屋葵

名古屋アイリス

名古屋和合

名古屋名東

名古屋名北

名古屋千種

名古屋昭和

蒲郡

豊橋

東三河分区

刈谷

西三河分区

小南速雄
夏目　稔
坪井和義
尾関和成
片桐寛治
林　邦司
安井隆豊
夏目　稔
天野清美
宮下幸二郎

奥　佳澄
湯浅勝治
米山郁生
齊藤英夫
中村公彦
都築八千代 
足立　勉
平　民三
佐藤慎一郎
梶間　誠

石黒　勉
伊藤晋一
半泊與則
小關敏光
宇都木寧
岩田滿治
加藤昌之
西脇良一
加藤あつこ
杉浦定文

谷口　優
堀江宏輝
鈴木理之
小山雅弘
吉田　玄
宮尾紘司
三好　親
和田正敏
小林英毅
三好　親

鈴木重幸
乃一　稔
山田敏雄
横田幸三
大矢英憲
髙柳　元
田中邦幸
加藤　厚
渡邉直樹
安藤鉦太郎

伊藤康之
丹羽　繁
石井弘子
北村隆子
中山信義
石井弘子
北村隆子
小野田誓
三浦俊彦
三浦俊彦

上田敏幸
近藤兼治郎
戸田勝儀
金田英和
松野一彦
奥村　敦
谷村　茂
横井律子
横井律子
太田邦広

堀口　久
古川智章
石田　壽
山田　真
加納伸康
山田　真
岡田浩人
阿部恵彦
中川裕樹
吉村福修

鬼頭容子
三木庸之
三木庸之
沖　知也
櫻井孝充

河合良之
石黒　功
牧野　渉
松本孝一
柳原伸行
権田隆実
鈴木良昌
渡部茂久
神野吾郎
福井英輔

大竹勝俊
本多英夫
大竹勝俊

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

市川晶也
金原久雄
板倉四郎
伊藤健一
常川　彰
小林正人
清水敏光

野寄一司
福井英示
谷山　勉
鈴木大次郎
木村高章
匹田雅久
山本和正
岡本敏幸
山本光人
鈴木宣央
熊田嘉一郎

内藤雄功
戸田俊晴
森久　宏
鳥居信行
樋口俊寛
寺部重人
藤野和裕
竹内幹尚
渡辺稔明
伊藤文則

鈴木　進
河辺勝巳
宮木幸彦
藤井國弘
仲谷　修
松井　昭
冨田雅則
大河直樹
天野英一郎 
広中貴彦

原　正美
足立健一
藤原俊男
山本芳隆
磯村博宣
長谷川典史 
石原　裕
河合秀矩
佐藤裕文
住野友次郎

坂巻邦彦
中澤輝昭
西郷省吾

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

金沢政樹
星野順一郎
森美智明
佐藤泰惇
丸山明敏
竹内臨通夫
夏目　工

木村守雄
朽名　誠
川口敏郎
石本健一
井本　宏
荒木　茂
間瀬祐一
荒木　茂
青山房生
川口敏郎

東野和敏
東野和敏
亀山　隆
後藤和治
伊藤　武
金田直孝
東野和敏

内藤泰通
大木健市
小野喜明
岩瀬靖宏
原田邦夫
樅山修一
林　博宣
大木健市
小田伊佐浩
太田　稔

杉原敏雄
畑野泰志
福沢省吾
竹田昌弘
高林保夫
石田喜運
伊藤眞芳
山本雅久
杉田和俊
高畑皓一

彦坂忠男
白井　悟
林　俊樹
彦坂敏行
杉田鐘一
山崎　曻
藤代善之

15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’

平野義郎
尾原　脩
辻　義郎

山口　登
中村成人
松下泰三
平野正博
中嶌秀樹
豊田能史
齊藤伸明
伊藤篤哉
及部多高
伴　和信

服部憲明
岩月一郎
中村重嗣
水野周久
岩月昭佳
浅井　章
小原　睦
藤原正寛
宮本　隆
尾崎篤司

杉浦敏夫
梅村正明
河木照雄
梅村泰弘
天野勝美
加藤直樹
鈴木元弘
野口明生
奥田清仁
渡邉寿也

鈴木康之
岩瀬宏隆
藤田正彦
服部英男
安藤幸司
杉田雅樹
深津　篤
鈴木裕二
高橋賢司
三浦勝美

佐藤仁功
伊藤愼一
野田清衛
山形悦男
谷澤茂樹
鈴木宏行

太田昌宏
松永郁也
勅使河原孝
古井弘二

杉山正章
橋本義紀
市川幾雄
深津幸雄
三浦泰廣
浅岡謙治
小林清文
生駒尚久
野村政弘
近藤金作

愛知　治
鈴木常夫
福岡　治
鈴木英治
川﨑省治
澤田文雄
永野卓司
鈴木博之
神谷重雄
矢頭功生

桐渕利次
天野　彦
澤田道明
牧野正高
青山幸市
加藤順弘
近藤保則
藤江顕治
鈴木　豊
加藤豊生

近藤純子
近藤純子
近藤隆治
中野喜之
野々山彰
鈴木正輝
石川道男
堀川　泰
野々山彰
堀川　泰

三宅正訓
中山憲和
加藤　敦
原田忠泰
木戸重信
太田昌孝
石黒元隆

14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

15’
16’
17’

16’
17’

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’

横地　朗
梅村公代
加藤　敦

増田盛英
増田盛英

白井宏幸

杉浦世志朗
嶋津孝久
鈴木　豊
杉浦芳一
加藤真治
加藤哲也
𠮷𠮷原孝彦
鈴木文三郎
杉浦文雄
神野公秀

清水正幸
川合昭道
丸山光夫
石川　博
磯貝廣治
岡田良三
冨岡里美
杉本汎平
深津正則
神谷　研

榊原勝俊
筒井兼之
稲垣良次
小田井博茂
杉浦明博
杉田明弘
岩瀬正範
大河内芳信
柴田高広
鳥居祥雄

青木　稔
石川春久
黒田昌司
長田豊治
石橋嘉彦
山中寛紀
榊原　健
木村徳雄
鈴木健三
伊藤正幸

牧野伸治

09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

山下民義
篠田義隆
石川量英
鈴木茂朗
山下保彦
笠井保志
鳥居萬里
早川比呂太
太田幹浩

野々山貴文
笠松栄治
浅岡憲隆
名倉隆司
高桑雄司
野々山光秋
伊藤ルミ
杉浦浩一
神谷義昌
神谷公一

倉田英行
神谷太一
鈴木民也
渡辺浩二
加藤久和
田辺哲郎
中川　敦
大辻　明
古久根進
早川岩男

小林　豊
清　克行
青山弦八
鈴木正司
後藤利之
磯貝総一郎
中根勝美
酒井　進
榊原利夫
鈴木正司

阿部光廣
大見育太
安藤一髙
富田清治
竹内泰夫
古居一雄
稲垣善朗
斎藤　博
山口恭正
平野勝則

榊原正治
川口新平
前田佳男
榊原秀光
青井雅純
榊原明美
平林伸康
高木利定
山本好幸
松石奉之

赤井俊二
牧野克則
阿知和久男
伊奈一郎
伊奈一郎
竹内敬二
森下　豊
水野福三
赤井俊二
村田　聡

河合孝治
間瀬保英
大林香瑞人
小嶋真一郎 
柴田康仁
佐野宏樹
間瀬保英
佐藤雅之
酒井喜邦
柴田康仁

加藤知成
内田　薫
藤澤健夫
加藤知成
加藤知成
加藤知成
山口誠一
安藤浩詩
日髙啓治
村瀬竜雄

加藤金吉
間瀬　正
森島昭二
岡戸利直
佐藤隆史
新美健司
永田明世
山本慎治
石川勝彦
杉山知子

葉山博美
木下勝美
村上茂登

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

竹内義将
村上茂登
早川佳教
平松典保
早川佳教
鈴木直幸
永井喜義

渡辺秀雄
久野春雄
加藤正俊
野畑道一
笹田栄治
渡辺秀雄
門脇　武
外園　茂
渡辺秀雄
佐田慎司

土川保夫
藤原基弘
大森一人
長尾大八郎
酒井　孝
大森一人
森　克彦
豊島半七
豊島半七
豊島半七

伊藤哲朗
伊藤幸蔵
三谷栄一
伊藤　基
山田勝弘
加藤泰一郎
浅井彦治
寺島淳一
加藤隆朗
山田勝弘

吉田民雄
岩田勝義
清水稔彦
吉田民雄
吉田民雄
横山　弘
横山　弘
吉田　弘
吉田民雄
吉田　弘

大森克孝
山内國雄
森　正志
山内國雄
山内國雄
黒木義公
原田敬生

15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

加藤　勉
大森克孝
鳩山佳江

野島精二
遠藤正昭
竹内正憲
山名敬一
伊藤　彰
成田幸太郎 
池田邦雄
児島秀光
岡田義夫
西村郁夫

後藤雅光
鈴村與左衛門
立松絹久
髙山　敏
武藤正俊
宇津山弘
田中正博
髙山　敏
栗木和夫
黒川元則

梅田愼也
梅田愼也
守野暢洋
和田典之
和田典之
池戸賢治
江川泰彦
江川泰彦
和田典之
和田典之

太田吉宣
中村隆文
熊澤勝則
堀尾明史
平岩慎次
片山　進
鈴木雅貴
松尾晋吉
冨田昭夫
松浦正義

都竹高一
小島三男
後藤正雄
西岡則男
大森　進
白木公明
加藤辰己
坂田義一
柴田裕市
松岡正浩

勝谷哲次
加藤令吉
藤井源成
加藤唐三郎
野田正治
加藤眞言
井上　博
梶野輝雄
山本英雄
加藤定江

大島克己
安田新平
近藤斉宏
板津英基
田中進一郎
山根雄司
奥村正幸
髙橋秀治
田中茂生
岡田雅隆

大塚祥敬
大塚祥敬
鈴木健治
倉知正憲
堀尾庄一
鈴木健治
岩井正彦
古田嘉且
堀尾庄一
森　弘好

水野聖仁
山田政二
五藤隆夫
濱口栄男
名和千博
落合鑅一
鈴木文勝
堀井　武
濱口栄男
松尾憲二郎

小島啓冶
清水　勲
松尾隆徳
山田　治
加藤　茂
社本太郎
太田弘道
風岡保広
名畑　豊
加藤久仁明

箕輪良孝
西尾輝久
松原　樹

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

大野良之
伊豆原浩二
山田直樹
福岡　健
古橋裕志
古橋裕志
古橋裕志

速水利行
照井通夫
串田正克
井上政秋
稲吉將秀
増田　勝
國田武二郎
土屋範郎
原田好展
栗田和典

加藤充弥
小澤　修
加藤勝之
青山弘彦
小澤　修
若杉福雄
須崎侑三

宮田浩明
深石公彦
有本裕子
浅野勝美
檜木治幸
深見早惠
武藤栄司
深石公彦
大江秀和
井上隆義

奥田　葵
筒井俊秋
太田達夫
小原久和
榊原章夫
服部智謙
堀田　徹
筒井俊秋
堀田　徹
服部智謙

日野典子
山田文明
松原正敏
松原正敏
伊藤広治
宮下智香子
加藤　猛
加藤　猛
伊藤広治
伊藤広治

盧　聰明

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

14’

盧　聰明
盧　聰明
西込修詞

島本　彦
渡邉文雄
祖父江重久
𠮷𠮷田雅樹
浅野純史
盛田淳夫
山口勝弘
楠　吉　
天野源之
岡嶋昇一

田中義一
松前勝也
鵜飼治昭
片桐清志
加藤憲司
田茂井克典
一柳　伸
村山博之
水谷博之
望月宏秋

大岡洋三
森口雅文
落合　肇
池　　潤
高橋茂壽
伊藤昌弘
後藤保正
橋元幸次
若杉　喬
遠山孝次

酒井　優
小倉　昇
芹澤謙一
糸井　学
髙村芳行
山川克彦
芹澤謙一
田島伸也
水谷　隆
岡田　雅

福島啓氏
佐久間貞介
大西弘高
伊藤秀雄
熊谷多津旺
近藤信之
山口剛男
橋爪　務
玉木大介
伊東與有三

15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’

鵜飼泰光
白瀧正人
占部憲一
梶田　知
川島悦雄
山口　眞
坪井進悟
荒川雅義
星野信利
永野光容

松波恒彦
稲葉　徹
天野正明
西本　哲
髙木　勝
加納　裕
馬場將嘉
亀井直人
堀 慎治
梅村昌孝

前田隆久
太田　裕
柴岡正将
松本哲朗
田崎雅三
岡村隆德
渡辺観永
大原敏正
丹下富博
林　順治

原　常之
立松　賢
小橋忠直
鈴木義昭
羽田野道明
大野友三
山下正裕
岩井文男
高木裕明
笠原　猛

小澤久隼
水野俊男
猪村美之
伊藤博昭
加藤宜之
三島多恵子
宮嵜良一
白藤憲雄
吉木邦男
鈴木清詞

齋藤孝一
田口　望
藤井圓隆
神野重行
田中　修

水尾健一
安藤隆利
小室健次郎
大輪　稔
西川達郎

後藤　敞
石井里恵子
長谷川龍伸
水野裕善
西川　博
永井克昌
岩田　宏
森田正樹
田島陽介
矢野雄嗣

小出真弓
松田邦仁久 
倉坪林太郎
コンテイリ
川口　豊
小出真弓
松田邦仁久
宮崎和余
髙須洋志

船橋夜光
上田圭　
加藤和彦
渡邊嘉昭
各務　修
井口哲雄
岸田賢次
伊藤満琉
松波頼明
安部隆俊

二村　満
栁澤幸輝
清水恭一
水野茂生
本多　満
山田信二
増田浩男
鈴木建吾
西川誠也
後藤章信

高橋祥泰
友松芳信
鵜飼昌治
林　千尋
木村邦彦
太田範義
松崎美都子
七田隆二
田中友次
加藤恭太郎

13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

名古屋守山

常滑

東海

東知多

半田南

知多

大府

稲沢

あま
犬山

名古屋空港

愛知ロータリーEクラブ

瀬 戸北
名古屋西

名古屋中

名古屋名駅

名古屋丸の内

中部名古屋みらい

名古屋瑞穂

名古屋大須

名古屋栄

名古屋東

名古屋名南

名古屋南

名古屋みなと

名古屋東南

岩倉

名古屋城北

愛知長久手

江南

小牧

春日井

尾張旭

名古屋清須

尾張中央

一宮中央

半田

南尾張分区

瀬戸

東尾張分区

名古屋

西名古屋分区

名古屋北

東名古屋分区

一宮

西尾張分区

津島

尾西

一宮北

鈴木丈雄
金澤憲二
榊原正治
伊東良夫
松本順子
平林伸康
森田　亨
酒井良輔
伊東良夫
手島寿宏

繁原伸次
水野福三
竹内富彦
岡田展利
猪飼昭夫
新井富雅
杉野正博
稲葉憲辰
竹内喜陽雄
角野濱照

丹野雅敬
山口喜兵
久野良生
河合良泰
早川式彦
高村敦夫
小出常雄
津坂日出敏
加古恭之
朝倉直子

山口誠一
藤沢健夫
長坂勝之
大橋正紀
矢野晴彦
大橋正紀
安藤浩詩
山口誠一
熊澤　岌
日髙啓治

佐藤隆史
竹内満寿夫
榊原徳三
小栗雅彦
加藤金吉
森島昭二
新美　茂
加藤裕安
竹内俊郎
岡戸利直

山口清文
竹内功成
千賀貴彦

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

平松典保
岩崎征宣
平松典保
竹内功成
山口清文
伊藤　恵
伊藤　恵

野畑道一
加藤正俊
中本和則
渡辺秀雄
中本和則
門脇　武
笹田栄治
相羽英人
門脇　武
矢野雅己

高木道久
岩田　功
則竹伸也
岩田　功
梯　國彦
鎌田芳彰
伊藤幸一
榊原　讓
瀬古篤司
梯　國彦

横井知代
安江正博
寺島淳一
山本達彦
生田達一
河西あつ子
加藤則之
猪飼充利
伊藤　誠
稲垣宏高

前田正和
山内幸夫
山内幸夫
犬飼万壽男
不破惠一郎
安藤　巖
山内　登
都倉吾一
吉田　弘
野口良樹

藤原峯忠
岩田全功
岩田全功
岩田全功
大森克孝
菱川弘樹
矢田政弘

15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

角田隆幸
矢野尚彦
山本小夜美

川合正剛
鳥本雄二
栗本　貢
浅井耕治
三輪卓生
加藤健司
原　武史
樋田文裕
眞下啓二
後藤啓行

坂神裕城
前田重廣
飯田　篤
臼井幹裕
神田康史
松井英治
宮下忠克
家田安啓
加藤　徹
田中正博

守野暢洋
守野暢洋
辻　勇夫
辻　勇夫
辻　勇夫
辻　勇夫
水野豊秋
中村　禊
鷲見好弘
鷲見好弘

岩崎　改
安田基甫
瀧本　守
太田吉宣
辻　光範
冨田昭夫
松尾晋吉
平野弘康
堀尾明史
瀧本　守

永田　正
鹿島兼一
西岡則男
岩瀬隆司
加藤恭章
西岡則男
森 眞
梶原誠二
松前裕己
森 眞

野田正治
森脇文直
岡村　肇
加藤定江
加藤眞言
山本英雄
水野和郎
近藤三博
鈴木光彦
鈴木政成

有馬彰顕
近藤斉宏
日比野万喜男
田中進一郎
田中茂生
板津英基
祖父江寿男
大澤　渡
松山基邦
中村大輔

古田嘉且
早川正輝
脇田博治
南村朋幸
杦本哲一
中村耕司
熊澤治夫
冨永典夫
杦本哲一
加藤義晴

水野聖仁
山田政二
五藤隆夫
濱口栄男
名和千博
落合鑅一
鈴木文勝
堀井　武
濱口栄男
松尾憲二郎

中島宗幸
伊藤　純
大橋完一
太田弘道
近藤太門
長谷川英輝
大畑一久
中川　健
古屋義夫
杤本正樹

箕輪良孝
西尾輝久
松原　樹

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

大野良之
伊豆原浩二
山田直樹
福岡　健
古橋裕志
古橋裕志
髙島　昇

鈴木恵一
武田英昭
中島俊朗
内海辰巳
照井通夫
波多野真
田邊雅彦
井上政秋
入谷宏典
山内佳紀

青山弘彦
青山雅彦
伊里智也
波多野寿一
近藤博資
深谷　隆
伊藤保德
林　昌宏
髙阪和広
加藤庄平

丹羽規之
山田照光
大江秀和
深見早惠
関戸一雄
丹羽規之
宮田浩明
関戸一雄
武藤栄司
深見早惠

筒井俊秋
岩田佳之
宮嶋賢一
筒井俊秋
野中一寿
溝上正貴
舟橋伸治
林　　學
服部智謙
舟橋伸治

丹羽司一
日野典子
中川清子
中川清子
中川清子
加藤　猛
中川清子
中川清子
吉田濱一

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’

神谷恵理

小池勝美
小池勝美
林佳代子
尾野英二

夏目和良
白木和夫
𠮷𠮷田雅樹
正木利和
富田英之
本多立太郎
石井隆一
富田英之
藤原一朗
雨宮秀寿

岡本金久
古市栄一
一柳　伸
村山博之
田茂井克典
加藤憲司
大石幼一
仲條彰規
早川敏之
伊藤彰彦

柘植瑞昭
異相武憲
渡邉將人
伊藤昌弘
加藤敏行
後藤保正
安田智彦
林　幸春
西尾直哉
加納昭巨

杉江豊文
三枝樹明道
橋本修三
吉田守宏
寺本善雄
遠藤孝次郎
渡辺健壱
福西康和
中井規博
関口宗男

玉木大介
鋤柄喜彦
成瀬和男
小玉秀男
中島美恵
鬼頭　弘
坂本裕孝
藤川和久

17’

14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14
15’

16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

近藤和雄
平井善明

渡邉一平
佐藤貞明
神谷裕之
阿部　博
佐藤友治
渡邊樹志
松原秀樹
榊原克典
山本　尚
川本浩史

馬場將嘉
岩田修司
松岡道弘
泉　憲一
宗宮信賢
伊藤　豪
鶴田　浩
松波恒彦
近藤茂弘
馬場將嘉

松本哲朗
渡辺観永
大原敏正
前田隆久
丹下富博
春日井和良
桑山光俊
宇野史人
大上晃延
渡辺観永

石河　隆
浅野了一
中野貴紀
牧野博和
山田慎也
青木　宏
山内二郎
長谷川直人
後藤康史
久野善基

白藤憲雄
児島徳和
宮嵜良一
久米伸治
森田敏二三
木村　猛
川辺清次
武藤正行
大橋さなえ
伊藤圭一

小崎誠三
深澤良介
堀田豊彦

鈴木卓也
林　直紀
盛田敏雄
小林泰敏
種瀬徹也
堀田豊彦
両角國男

大塚嘉彦
近藤智洋
和田直美
植木広次
堀江俊通
岩田　宏
小菅　誠
成田勝彦
亀井克典
松尾雄二郎

小野純子
高橋一吉
コンテイリ
横田敦史
伊藤正樹
伊藤正樹
高橋一吉
高橋一吉
倉坪林太郎

川崎晃義
伴野友昭
安部隆俊
小栗一朗
亀井壯太郎
松波頼明
阿久根善裕
藏冨恒彦
吉田真宏
橋本政樹

福谷正男
岸田正昭
西川誠也
林　雅史
柏木　功
後藤章信
野田剛司
浅見　勲
佐治　勝
小川　信

滑　尚眞
木村邦彦
林　千尋
木村邦彦
井上　誠
河本　力
長瀬輝代之
田 中 友 次

●職業奉仕委員長
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’

伊藤陽介
重冨　亮

林　邦司
天野清美
奥村幸司
服部　滋
加藤一郎
相羽繁生
柏木博喜
黒田史郎
中川信治
二村伝治

津川聖子
竹中僑浩
中込清周
丸山　猛
元松　茂
伊藤嘉浩
下出啓介
加藤　令
鈴木由二
丸山　猛

小關敏光
近松　均
梅村美知容
加藤あつこ
足立陽一郎
尾関正一
加島　光
近藤　朗
入江由希子
玉置正樹

在田忠之
樫尾富二
宮尾紘司
川端　圭
渡邊源市
笹野義春
足立一郎
舎人経昭
足立一郎
伊藤健文

平岩光二
大矢英憲
河合勇夫
髙橋　進
松井多弘
伊藤彰二
小坂達也
寺野哲也
大矢英憲

瀧浦篤人

武田正典
三浦俊彦
林　光夫
長谷川周義
小野田誓
富山信也
佐藤　隆
伊藤康之
落合和子
宇都宮美智子

近藤兼治郎
早川和男
武儀山勝彦
渡邊萬里
太田邦広
鈴木宏治
大島一輝
井上智香子
佐藤敏夫
山城章治

前﨑正太郎 
村上政喜
村上政喜
小玉忠雄
堀口　久
石田　壽
村上政喜
野村尚史
野村尚史
山田　真

綿貫達雄
綿貫達雄
鬼頭容子
長谷川芳子
沖　知也

紅林友昭
神野吾郎
福井英輔
井川和英
青木良浩
山本光伸
杉田　洋
荒島一実
岩瀬　清
瀧﨑裕司

伊藤　巖
鈴木康仁

16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’

10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

丸山　勝
本多宏亘
仲田康宏
畔柳保司
大場勝議
小林正人
会場啓悟
伊藤　將

高畑昌隆
熊田嘉一郎
城戸茂樹
髙橋佳一
岡本道子
松尾浩志
西川康夫
金森正芳
井上史寛
北田栄一

浅野修道
鈴木和夫
伊藤文則
加藤晃司
牧　昌夫
田中寛孝
中村泰隆
足立陽一郎
内藤泰宏
清水宏臣

塚本純久
藤城隆雄
森下昭造
森田雅人
大村俊美
安田幸雄
天野英一郎
河辺勝巳
髙崎雄三
鈴木　雅

石原　裕
金田賢也
長谷川典史
南原克己
田中宏明
山崎和利
林　俊介
大澤憲朗
髙崎俊幸
内田圭介

関口真史
浅野　強
金沢政樹

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

滝川健司
星川和伸
松井章泰
宮本俊雄
権田まゆみ
原田幹也
岩﨑　章

小川宏之
青山房生
村上　誠
金沢孝幸
森下一良
井本　宏
原　康夫
山本博正
間瀬祐一
土井文好

宮下伊奈男
宮下伊奈男
三崎　敦
三崎　敦
佐々木としゑ
関谷　徹
佐々木としゑ

林　博宣
樅山修一
大島嗣雄
小田伊佐浩
杉浦節子
太田　稔
堀田卓嗣
大木悦子
池田　弘
岩瀬靖宏

宇藤　信
神谷　馨
杉田和俊
矢頭文由己
谷村泰裕
本多英司
小嶋和四郎
辻　信之
廣濵成一
加藤ゆり子

山崎　曻
河辺暁雄
佐久間俊之 
大野晶寛
小栗三郎
竹内千春
岡本卓三

15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’

立岩俊幸
木田英樹
河辺暁雄

三竹正弘
松下泰三
西脇友伸
小笠原竜児
木所壮太
中嶌秀樹
伊藤篤哉
藤井宣行
伴　和信
安田直樹

水野周久
有賀　健
杉本知治
安福良豊
中根正和
藤原正寛
松原広幸
山本邦雄
櫻井敬子
柴田泰伸

永井英雄
村上雅則
鵜飼正男
鈴木隆太
山田康二
米山和浩
鈴村幸伸
赤松　明
落合宏行
佐々木和彦

小久保文雄
大久保武
早川幹男
鈴木博文
中根克弘
澤田一満
安藤礼志
中嶋昭史
山崎　明
藤田正彦

深津澄男
間瀬順一
本多　悟
兼子勝美
三浦太資
三橋惠治

陣内洋明
吉村和彦
近藤正行
梅村昌彦

野村政弘
稲葉雅彦
杉山明生
近藤金作
坂野　弘
酒井　賢
鈴木圭介
安井健次
春名祐樹
石川雅規

矢頭功生
杉浦英昭
河村喜平
横山克則
近藤邦夫
鈴木基之
安藤和広
川本常敬
杉谷芳紀
松山俊昭

和田　章
岩崎孝三
永井量基
澤田道明
近藤敬道
鈴木美能治
佐野克彦
松永茂夫
近藤憲康
犬塚　浩

加藤正志
加藤昭夫
加藤昭夫
堀川　泰
寺本　繁
野中真也
吉倉冬彦
久野徳積
石川道男
石川道男

山下一美
中垣幸春
原田隆司
太田昌孝
本多　幹
稲本良二
梅村和伸

14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

15’
16’
17’

16’
17’

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’

鈴木純子
深田崇志
本多　幹

髙木　勝
河村直樹

丹羽剛歳

太田宗一郎
杉浦世志朗
嶋津孝久
鈴木　豊
杉浦芳一
加藤真治
加藤哲也
𠮷𠮷原孝彦
鈴木文三郎
杉浦文雄

牟礼研吾
藤井英樹
寺田孝司
小野内宣行
横山真喜男
山口　研
青山竜也
稲垣　淳
加藤正人
市川　護

鳥居忠善
水野友司
岡安邦夫
朝岡　正
石川哲朗
鳥居祥雄
加藤浩道
犬塚宣明
杉浦義浩
大河内俊彦

杉浦晴彦
小笠原良治
木村徳雄
倉内　裕
榊原　健
新美惣英
菅原　優
長田和徳
平松則行
森田雅也

田中秀幸

09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

山下保彦
笠井保志
山下保彦
都築勇一
篠田義隆
山下民義
小池　孝
鈴木茂朗
神谷正康

松井勝彦
桂川兼行
鈴木康博
神谷義昌
小笠原芳夫
桂川兼行
笠松栄治
名倉隆司
長坂竜夫
鈴木幸利

深谷憲夫
大橋　均
小林昭弌
野々山和彦
松井尚人
杉浦雅己
大橋　均
福岡宏則
山本裕嗣
中川　敦

中根勝美
高須良一
高須　光
長野敏行
磯貝総一郎
米津長治
山本俊明
石川勝雄
新海雄二
三浦隆司

川浦喜久雄
高場善郎
渡辺真一
竹内泰夫
下村幸真
柵木政美
斎藤　博
沓名由美子
大見満宏
稲垣　靖
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愛知三州

岡崎

西三河中分区

名古屋錦

豊橋北

奥三河

豊田

豊田三好

碧南

西尾一色

高浜

知立

西尾KIRARA

三河安城

豊田中

安城

西尾

名古屋宮の杜

岡崎南

豊田西

岡崎東

豊田東

岡崎城南豊川宝飯　

豊橋ゴールデン

田原パシフィック

豊橋東

豊川

田原

豊橋南

新城

渥美

名古屋東山

名古屋葵

名古屋アイリス

名古屋和合

名古屋名東

名古屋名北

名古屋千種

名古屋昭和

蒲郡

豊橋

東三河分区

刈谷

西三河分区

小南速雄
夏目　稔
坪井和義
尾関和成
片桐寛治
林　邦司
安井隆豊
夏目　稔
天野清美
宮下幸二郎

奥　佳澄
湯浅勝治
米山郁生
齊藤英夫
中村公彦
都築八千代 
足立　勉
平　民三
佐藤慎一郎
梶間　誠

石黒　勉
伊藤晋一
半泊與則
小關敏光
宇都木寧
岩田滿治
加藤昌之
西脇良一
加藤あつこ
杉浦定文

谷口　優
堀江宏輝
鈴木理之
小山雅弘
吉田　玄
宮尾紘司
三好　親
和田正敏
小林英毅
三好　親

鈴木重幸
乃一　稔
山田敏雄
横田幸三
大矢英憲
髙柳　元
田中邦幸
加藤　厚
渡邉直樹
安藤鉦太郎

伊藤康之
丹羽　繁
石井弘子
北村隆子
中山信義
石井弘子
北村隆子
小野田誓
三浦俊彦
三浦俊彦

上田敏幸
近藤兼治郎
戸田勝儀
金田英和
松野一彦
奥村　敦
谷村　茂
横井律子
横井律子
太田邦広

堀口　久
古川智章
石田　壽
山田　真
加納伸康
山田　真
岡田浩人
阿部恵彦
中川裕樹
吉村福修

鬼頭容子
三木庸之
三木庸之
沖　知也
櫻井孝充

河合良之
石黒　功
牧野　渉
松本孝一
柳原伸行
権田隆実
鈴木良昌
渡部茂久
神野吾郎
福井英輔

大竹勝俊
本多英夫
大竹勝俊
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08’
09’
10’

市川晶也
金原久雄
板倉四郎
伊藤健一
常川　彰
小林正人
清水敏光

野寄一司
福井英示
谷山　勉
鈴木大次郎
木村高章
匹田雅久
山本和正
岡本敏幸
山本光人
鈴木宣央
熊田嘉一郎

内藤雄功
戸田俊晴
森久　宏
鳥居信行
樋口俊寛
寺部重人
藤野和裕
竹内幹尚
渡辺稔明
伊藤文則

鈴木　進
河辺勝巳
宮木幸彦
藤井國弘
仲谷　修
松井　昭
冨田雅則
大河直樹
天野英一郎 
広中貴彦

原　正美
足立健一
藤原俊男
山本芳隆
磯村博宣
長谷川典史 
石原　裕
河合秀矩
佐藤裕文
住野友次郎

坂巻邦彦
中澤輝昭
西郷省吾
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金沢政樹
星野順一郎
森美智明
佐藤泰惇
丸山明敏
竹内臨通夫
夏目　工

木村守雄
朽名　誠
川口敏郎
石本健一
井本　宏
荒木　茂
間瀬祐一
荒木　茂
青山房生
川口敏郎

東野和敏
東野和敏
亀山　隆
後藤和治
伊藤　武
金田直孝
東野和敏

内藤泰通
大木健市
小野喜明
岩瀬靖宏
原田邦夫
樅山修一
林　博宣
大木健市
小田伊佐浩
太田　稔

杉原敏雄
畑野泰志
福沢省吾
竹田昌弘
高林保夫
石田喜運
伊藤眞芳
山本雅久
杉田和俊
高畑皓一

彦坂忠男
白井　悟
林　俊樹
彦坂敏行
杉田鐘一
山崎　曻
藤代善之
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平野義郎
尾原　脩
辻　義郎

山口　登
中村成人
松下泰三
平野正博
中嶌秀樹
豊田能史
齊藤伸明
伊藤篤哉
及部多高
伴　和信

服部憲明
岩月一郎
中村重嗣
水野周久
岩月昭佳
浅井　章
小原　睦
藤原正寛
宮本　隆
尾崎篤司

杉浦敏夫
梅村正明
河木照雄
梅村泰弘
天野勝美
加藤直樹
鈴木元弘
野口明生
奥田清仁
渡邉寿也

鈴木康之
岩瀬宏隆
藤田正彦
服部英男
安藤幸司
杉田雅樹
深津　篤
鈴木裕二
高橋賢司
三浦勝美

佐藤仁功
伊藤愼一
野田清衛
山形悦男
谷澤茂樹
鈴木宏行

太田昌宏
松永郁也
勅使河原孝
古井弘二

杉山正章
橋本義紀
市川幾雄
深津幸雄
三浦泰廣
浅岡謙治
小林清文
生駒尚久
野村政弘
近藤金作

愛知　治
鈴木常夫
福岡　治
鈴木英治
川﨑省治
澤田文雄
永野卓司
鈴木博之
神谷重雄
矢頭功生

桐渕利次
天野　彦
澤田道明
牧野正高
青山幸市
加藤順弘
近藤保則
藤江顕治
鈴木　豊
加藤豊生

近藤純子
近藤純子
近藤隆治
中野喜之
野々山彰
鈴木正輝
石川道男
堀川　泰
野々山彰
堀川　泰

三宅正訓
中山憲和
加藤　敦
原田忠泰
木戸重信
太田昌孝
石黒元隆
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08’

横地　朗
梅村公代
加藤　敦

増田盛英
増田盛英

白井宏幸

杉浦世志朗
嶋津孝久
鈴木　豊
杉浦芳一
加藤真治
加藤哲也
𠮷𠮷原孝彦
鈴木文三郎
杉浦文雄
神野公秀

清水正幸
川合昭道
丸山光夫
石川　博
磯貝廣治
岡田良三
冨岡里美
杉本汎平
深津正則
神谷　研

榊原勝俊
筒井兼之
稲垣良次
小田井博茂
杉浦明博
杉田明弘
岩瀬正範
大河内芳信
柴田高広
鳥居祥雄

青木　稔
石川春久
黒田昌司
長田豊治
石橋嘉彦
山中寛紀
榊原　健
木村徳雄
鈴木健三
伊藤正幸

牧野伸治
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山下民義
篠田義隆
石川量英
鈴木茂朗
山下保彦
笠井保志
鳥居萬里
早川比呂太
太田幹浩

野々山貴文
笠松栄治
浅岡憲隆
名倉隆司
高桑雄司
野々山光秋
伊藤ルミ
杉浦浩一
神谷義昌
神谷公一

倉田英行
神谷太一
鈴木民也
渡辺浩二
加藤久和
田辺哲郎
中川　敦
大辻　明
古久根進
早川岩男

小林　豊
清　克行
青山弦八
鈴木正司
後藤利之
磯貝総一郎
中根勝美
酒井　進
榊原利夫
鈴木正司

阿部光廣
大見育太
安藤一髙
富田清治
竹内泰夫
古居一雄
稲垣善朗
斎藤　博
山口恭正
平野勝則

榊原正治
川口新平
前田佳男
榊原秀光
青井雅純
榊原明美
平林伸康
高木利定
山本好幸
松石奉之

赤井俊二
牧野克則
阿知和久男
伊奈一郎
伊奈一郎
竹内敬二
森下　豊
水野福三
赤井俊二
村田　聡

河合孝治
間瀬保英
大林香瑞人
小嶋真一郎 
柴田康仁
佐野宏樹
間瀬保英
佐藤雅之
酒井喜邦
柴田康仁

加藤知成
内田　薫
藤澤健夫
加藤知成
加藤知成
加藤知成
山口誠一
安藤浩詩
日髙啓治
村瀬竜雄

加藤金吉
間瀬　正
森島昭二
岡戸利直
佐藤隆史
新美健司
永田明世
山本慎治
石川勝彦
杉山知子

葉山博美
木下勝美
村上茂登
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竹内義将
村上茂登
早川佳教
平松典保
早川佳教
鈴木直幸
永井喜義

渡辺秀雄
久野春雄
加藤正俊
野畑道一
笹田栄治
渡辺秀雄
門脇　武
外園　茂
渡辺秀雄
佐田慎司

土川保夫
藤原基弘
大森一人
長尾大八郎
酒井　孝
大森一人
森　克彦
豊島半七
豊島半七
豊島半七

伊藤哲朗
伊藤幸蔵
三谷栄一
伊藤　基
山田勝弘
加藤泰一郎
浅井彦治
寺島淳一
加藤隆朗
山田勝弘

吉田民雄
岩田勝義
清水稔彦
吉田民雄
吉田民雄
横山　弘
横山　弘
吉田　弘
吉田民雄
吉田　弘

大森克孝
山内國雄
森　正志
山内國雄
山内國雄
黒木義公
原田敬生
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加藤　勉
大森克孝
鳩山佳江

野島精二
遠藤正昭
竹内正憲
山名敬一
伊藤　彰
成田幸太郎 
池田邦雄
児島秀光
岡田義夫
西村郁夫

後藤雅光
鈴村與左衛門
立松絹久
髙山　敏
武藤正俊
宇津山弘
田中正博
髙山　敏
栗木和夫
黒川元則

梅田愼也
梅田愼也
守野暢洋
和田典之
和田典之
池戸賢治
江川泰彦
江川泰彦
和田典之
和田典之

太田吉宣
中村隆文
熊澤勝則
堀尾明史
平岩慎次
片山　進
鈴木雅貴
松尾晋吉
冨田昭夫
松浦正義

都竹高一
小島三男
後藤正雄
西岡則男
大森　進
白木公明
加藤辰己
坂田義一
柴田裕市
松岡正浩

勝谷哲次
加藤令吉
藤井源成
加藤唐三郎
野田正治
加藤眞言
井上　博
梶野輝雄
山本英雄
加藤定江

大島克己
安田新平
近藤斉宏
板津英基
田中進一郎
山根雄司
奥村正幸
髙橋秀治
田中茂生
岡田雅隆

大塚祥敬
大塚祥敬
鈴木健治
倉知正憲
堀尾庄一
鈴木健治
岩井正彦
古田嘉且
堀尾庄一
森　弘好

水野聖仁
山田政二
五藤隆夫
濱口栄男
名和千博
落合鑅一
鈴木文勝
堀井　武
濱口栄男
松尾憲二郎

小島啓冶
清水　勲
松尾隆徳
山田　治
加藤　茂
社本太郎
太田弘道
風岡保広
名畑　豊
加藤久仁明

箕輪良孝
西尾輝久
松原　樹
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08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

大野良之
伊豆原浩二
山田直樹
福岡　健
古橋裕志
古橋裕志
古橋裕志

速水利行
照井通夫
串田正克
井上政秋
稲吉將秀
増田　勝
國田武二郎
土屋範郎
原田好展
栗田和典

加藤充弥
小澤　修
加藤勝之
青山弘彦
小澤　修
若杉福雄
須崎侑三

宮田浩明
深石公彦
有本裕子
浅野勝美
檜木治幸
深見早惠
武藤栄司
深石公彦
大江秀和
井上隆義

奥田　葵
筒井俊秋
太田達夫
小原久和
榊原章夫
服部智謙
堀田　徹
筒井俊秋
堀田　徹
服部智謙

日野典子
山田文明
松原正敏
松原正敏
伊藤広治
宮下智香子
加藤　猛
加藤　猛
伊藤広治
伊藤広治

盧　聰明

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
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16’
17’

08’
09’
10’
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14’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

14’

盧　聰明
盧　聰明
西込修詞

島本　彦
渡邉文雄
祖父江重久
𠮷𠮷田雅樹
浅野純史
盛田淳夫
山口勝弘
楠　吉　
天野源之
岡嶋昇一

田中義一
松前勝也
鵜飼治昭
片桐清志
加藤憲司
田茂井克典
一柳　伸
村山博之
水谷博之
望月宏秋

大岡洋三
森口雅文
落合　肇
池　　潤
高橋茂壽
伊藤昌弘
後藤保正
橋元幸次
若杉　喬
遠山孝次

酒井　優
小倉　昇
芹澤謙一
糸井　学
髙村芳行
山川克彦
芹澤謙一
田島伸也
水谷　隆
岡田　雅

福島啓氏
佐久間貞介
大西弘高
伊藤秀雄
熊谷多津旺
近藤信之
山口剛男
橋爪　務
玉木大介
伊東與有三

15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’

鵜飼泰光
白瀧正人
占部憲一
梶田　知
川島悦雄
山口　眞
坪井進悟
荒川雅義
星野信利
永野光容

松波恒彦
稲葉　徹
天野正明
西本　哲
髙木　勝
加納　裕
馬場將嘉
亀井直人
堀 慎治
梅村昌孝

前田隆久
太田　裕
柴岡正将
松本哲朗
田崎雅三
岡村隆德
渡辺観永
大原敏正
丹下富博
林　順治

原　常之
立松　賢
小橋忠直
鈴木義昭
羽田野道明
大野友三
山下正裕
岩井文男
高木裕明
笠原　猛

小澤久隼
水野俊男
猪村美之
伊藤博昭
加藤宜之
三島多恵子
宮嵜良一
白藤憲雄
吉木邦男
鈴木清詞

齋藤孝一
田口　望
藤井圓隆
神野重行
田中　修

水尾健一
安藤隆利
小室健次郎
大輪　稔
西川達郎

後藤　敞
石井里恵子
長谷川龍伸
水野裕善
西川　博
永井克昌
岩田　宏
森田正樹
田島陽介
矢野雄嗣

小出真弓
松田邦仁久 
倉坪林太郎
コンテイリ
川口　豊
小出真弓
松田邦仁久
宮崎和余
髙須洋志

船橋夜光
上田圭　
加藤和彦
渡邊嘉昭
各務　修
井口哲雄
岸田賢次
伊藤満琉
松波頼明
安部隆俊

二村　満
栁澤幸輝
清水恭一
水野茂生
本多　満
山田信二
増田浩男
鈴木建吾
西川誠也
後藤章信

高橋祥泰
友松芳信
鵜飼昌治
林　千尋
木村邦彦
太田範義
松崎美都子
七田隆二
田中友次
加藤恭太郎

13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

名古屋守山

常滑

東海

東知多

半田南

知多

大府

稲沢

あま
犬山

名古屋空港

愛知ロータリーEクラブ

瀬 戸北
名古屋西

名古屋中

名古屋名駅

名古屋丸の内

中部名古屋みらい

名古屋瑞穂

名古屋大須

名古屋栄

名古屋東

名古屋名南

名古屋南

名古屋みなと

名古屋東南

岩倉

名古屋城北

愛知長久手

江南

小牧

春日井

尾張旭

名古屋清須

尾張中央

一宮中央

半田

南尾張分区

瀬戸

東尾張分区

名古屋

西名古屋分区

名古屋北

東名古屋分区

一宮

西尾張分区

津島

尾西

一宮北

鈴木丈雄
金澤憲二
榊原正治
伊東良夫
松本順子
平林伸康
森田　亨
酒井良輔
伊東良夫
手島寿宏

繁原伸次
水野福三
竹内富彦
岡田展利
猪飼昭夫
新井富雅
杉野正博
稲葉憲辰
竹内喜陽雄
角野濱照

丹野雅敬
山口喜兵
久野良生
河合良泰
早川式彦
高村敦夫
小出常雄
津坂日出敏
加古恭之
朝倉直子

山口誠一
藤沢健夫
長坂勝之
大橋正紀
矢野晴彦
大橋正紀
安藤浩詩
山口誠一
熊澤　岌
日髙啓治

佐藤隆史
竹内満寿夫
榊原徳三
小栗雅彦
加藤金吉
森島昭二
新美　茂
加藤裕安
竹内俊郎
岡戸利直

山口清文
竹内功成
千賀貴彦

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

平松典保
岩崎征宣
平松典保
竹内功成
山口清文
伊藤　恵
伊藤　恵

野畑道一
加藤正俊
中本和則
渡辺秀雄
中本和則
門脇　武
笹田栄治
相羽英人
門脇　武
矢野雅己

高木道久
岩田　功
則竹伸也
岩田　功
梯　國彦
鎌田芳彰
伊藤幸一
榊原　讓
瀬古篤司
梯　國彦

横井知代
安江正博
寺島淳一
山本達彦
生田達一
河西あつ子
加藤則之
猪飼充利
伊藤　誠
稲垣宏高

前田正和
山内幸夫
山内幸夫
犬飼万壽男
不破惠一郎
安藤　巖
山内　登
都倉吾一
吉田　弘
野口良樹

藤原峯忠
岩田全功
岩田全功
岩田全功
大森克孝
菱川弘樹
矢田政弘

15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

角田隆幸
矢野尚彦
山本小夜美

川合正剛
鳥本雄二
栗本　貢
浅井耕治
三輪卓生
加藤健司
原　武史
樋田文裕
眞下啓二
後藤啓行

坂神裕城
前田重廣
飯田　篤
臼井幹裕
神田康史
松井英治
宮下忠克
家田安啓
加藤　徹
田中正博

守野暢洋
守野暢洋
辻　勇夫
辻　勇夫
辻　勇夫
辻　勇夫
水野豊秋
中村　禊
鷲見好弘
鷲見好弘

岩崎　改
安田基甫
瀧本　守
太田吉宣
辻　光範
冨田昭夫
松尾晋吉
平野弘康
堀尾明史
瀧本　守

永田　正
鹿島兼一
西岡則男
岩瀬隆司
加藤恭章
西岡則男
森 眞
梶原誠二
松前裕己
森 眞

野田正治
森脇文直
岡村　肇
加藤定江
加藤眞言
山本英雄
水野和郎
近藤三博
鈴木光彦
鈴木政成

有馬彰顕
近藤斉宏
日比野万喜男
田中進一郎
田中茂生
板津英基
祖父江寿男
大澤　渡
松山基邦
中村大輔

古田嘉且
早川正輝
脇田博治
南村朋幸
杦本哲一
中村耕司
熊澤治夫
冨永典夫
杦本哲一
加藤義晴

水野聖仁
山田政二
五藤隆夫
濱口栄男
名和千博
落合鑅一
鈴木文勝
堀井　武
濱口栄男
松尾憲二郎

中島宗幸
伊藤　純
大橋完一
太田弘道
近藤太門
長谷川英輝
大畑一久
中川　健
古屋義夫
杤本正樹

箕輪良孝
西尾輝久
松原　樹

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

大野良之
伊豆原浩二
山田直樹
福岡　健
古橋裕志
古橋裕志
髙島　昇

鈴木恵一
武田英昭
中島俊朗
内海辰巳
照井通夫
波多野真
田邊雅彦
井上政秋
入谷宏典
山内佳紀

青山弘彦
青山雅彦
伊里智也
波多野寿一
近藤博資
深谷　隆
伊藤保德
林　昌宏
髙阪和広
加藤庄平

丹羽規之
山田照光
大江秀和
深見早惠
関戸一雄
丹羽規之
宮田浩明
関戸一雄
武藤栄司
深見早惠

筒井俊秋
岩田佳之
宮嶋賢一
筒井俊秋
野中一寿
溝上正貴
舟橋伸治
林　　學
服部智謙
舟橋伸治

丹羽司一
日野典子
中川清子
中川清子
中川清子
加藤　猛
中川清子
中川清子
吉田濱一

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’

神谷恵理

小池勝美
小池勝美
林佳代子
尾野英二

夏目和良
白木和夫
𠮷𠮷田雅樹
正木利和
富田英之
本多立太郎
石井隆一
富田英之
藤原一朗
雨宮秀寿

岡本金久
古市栄一
一柳　伸
村山博之
田茂井克典
加藤憲司
大石幼一
仲條彰規
早川敏之
伊藤彰彦

柘植瑞昭
異相武憲
渡邉將人
伊藤昌弘
加藤敏行
後藤保正
安田智彦
林　幸春
西尾直哉
加納昭巨

杉江豊文
三枝樹明道
橋本修三
吉田守宏
寺本善雄
遠藤孝次郎
渡辺健壱
福西康和
中井規博
関口宗男

玉木大介
鋤柄喜彦
成瀬和男
小玉秀男
中島美恵
鬼頭　弘
坂本裕孝
藤川和久

17’

14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14
15’

16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

近藤和雄
平井善明

渡邉一平
佐藤貞明
神谷裕之
阿部　博
佐藤友治
渡邊樹志
松原秀樹
榊原克典
山本　尚
川本浩史

馬場將嘉
岩田修司
松岡道弘
泉　憲一
宗宮信賢
伊藤　豪
鶴田　浩
松波恒彦
近藤茂弘
馬場將嘉

松本哲朗
渡辺観永
大原敏正
前田隆久
丹下富博
春日井和良
桑山光俊
宇野史人
大上晃延
渡辺観永

石河　隆
浅野了一
中野貴紀
牧野博和
山田慎也
青木　宏
山内二郎
長谷川直人
後藤康史
久野善基

白藤憲雄
児島徳和
宮嵜良一
久米伸治
森田敏二三
木村　猛
川辺清次
武藤正行
大橋さなえ
伊藤圭一

小崎誠三
深澤良介
堀田豊彦

鈴木卓也
林　直紀
盛田敏雄
小林泰敏
種瀬徹也
堀田豊彦
両角國男

大塚嘉彦
近藤智洋
和田直美
植木広次
堀江俊通
岩田　宏
小菅　誠
成田勝彦
亀井克典
松尾雄二郎

小野純子
高橋一吉
コンテイリ
横田敦史
伊藤正樹
伊藤正樹
高橋一吉
高橋一吉
倉坪林太郎

川崎晃義
伴野友昭
安部隆俊
小栗一朗
亀井壯太郎
松波頼明
阿久根善裕
藏冨恒彦
吉田真宏
橋本政樹

福谷正男
岸田正昭
西川誠也
林　雅史
柏木　功
後藤章信
野田剛司
浅見　勲
佐治　勝
小川　信

滑　尚眞
木村邦彦
林　千尋
木村邦彦
井上　誠
河本　力
長瀬輝代之
田 中 友 次

●職業奉仕委員長
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’

伊藤陽介
重冨　亮

林　邦司
天野清美
奥村幸司
服部　滋
加藤一郎
相羽繁生
柏木博喜
黒田史郎
中川信治
二村伝治

津川聖子
竹中僑浩
中込清周
丸山　猛
元松　茂
伊藤嘉浩
下出啓介
加藤　令
鈴木由二
丸山　猛

小關敏光
近松　均
梅村美知容
加藤あつこ
足立陽一郎
尾関正一
加島　光
近藤　朗
入江由希子
玉置正樹

在田忠之
樫尾富二
宮尾紘司
川端　圭
渡邊源市
笹野義春
足立一郎
舎人経昭
足立一郎
伊藤健文

平岩光二
大矢英憲
河合勇夫
髙橋　進
松井多弘
伊藤彰二
小坂達也
寺野哲也
大矢英憲

瀧浦篤人

武田正典
三浦俊彦
林　光夫
長谷川周義
小野田誓
富山信也
佐藤　隆
伊藤康之
落合和子
宇都宮美智子

近藤兼治郎
早川和男
武儀山勝彦
渡邊萬里
太田邦広
鈴木宏治
大島一輝
井上智香子
佐藤敏夫
山城章治

前﨑正太郎 
村上政喜
村上政喜
小玉忠雄
堀口　久
石田　壽
村上政喜
野村尚史
野村尚史
山田　真

綿貫達雄
綿貫達雄
鬼頭容子
長谷川芳子
沖　知也

紅林友昭
神野吾郎
福井英輔
井川和英
青木良浩
山本光伸
杉田　洋
荒島一実
岩瀬　清
瀧﨑裕司

伊藤　巖
鈴木康仁

16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’

10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

丸山　勝
本多宏亘
仲田康宏
畔柳保司
大場勝議
小林正人
会場啓悟
伊藤　將

高畑昌隆
熊田嘉一郎
城戸茂樹
髙橋佳一
岡本道子
松尾浩志
西川康夫
金森正芳
井上史寛
北田栄一

浅野修道
鈴木和夫
伊藤文則
加藤晃司
牧　昌夫
田中寛孝
中村泰隆
足立陽一郎
内藤泰宏
清水宏臣

塚本純久
藤城隆雄
森下昭造
森田雅人
大村俊美
安田幸雄
天野英一郎
河辺勝巳
髙崎雄三
鈴木　雅

石原　裕
金田賢也
長谷川典史
南原克己
田中宏明
山崎和利
林　俊介
大澤憲朗
髙崎俊幸
内田圭介

関口真史
浅野　強
金沢政樹

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

滝川健司
星川和伸
松井章泰
宮本俊雄
権田まゆみ
原田幹也
岩﨑　章

小川宏之
青山房生
村上　誠
金沢孝幸
森下一良
井本　宏
原　康夫
山本博正
間瀬祐一
土井文好

宮下伊奈男
宮下伊奈男
三崎　敦
三崎　敦
佐々木としゑ
関谷　徹
佐々木としゑ

林　博宣
樅山修一
大島嗣雄
小田伊佐浩
杉浦節子
太田　稔
堀田卓嗣
大木悦子
池田　弘
岩瀬靖宏

宇藤　信
神谷　馨
杉田和俊
矢頭文由己
谷村泰裕
本多英司
小嶋和四郎
辻　信之
廣濵成一
加藤ゆり子

山崎　曻
河辺暁雄
佐久間俊之 
大野晶寛
小栗三郎
竹内千春
岡本卓三

15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’

立岩俊幸
木田英樹
河辺暁雄

三竹正弘
松下泰三
西脇友伸
小笠原竜児
木所壮太
中嶌秀樹
伊藤篤哉
藤井宣行
伴　和信
安田直樹

水野周久
有賀　健
杉本知治
安福良豊
中根正和
藤原正寛
松原広幸
山本邦雄
櫻井敬子
柴田泰伸

永井英雄
村上雅則
鵜飼正男
鈴木隆太
山田康二
米山和浩
鈴村幸伸
赤松　明
落合宏行
佐々木和彦

小久保文雄
大久保武
早川幹男
鈴木博文
中根克弘
澤田一満
安藤礼志
中嶋昭史
山崎　明
藤田正彦

深津澄男
間瀬順一
本多　悟
兼子勝美
三浦太資
三橋惠治

陣内洋明
吉村和彦
近藤正行
梅村昌彦

野村政弘
稲葉雅彦
杉山明生
近藤金作
坂野　弘
酒井　賢
鈴木圭介
安井健次
春名祐樹
石川雅規

矢頭功生
杉浦英昭
河村喜平
横山克則
近藤邦夫
鈴木基之
安藤和広
川本常敬
杉谷芳紀
松山俊昭

和田　章
岩崎孝三
永井量基
澤田道明
近藤敬道
鈴木美能治
佐野克彦
松永茂夫
近藤憲康
犬塚　浩

加藤正志
加藤昭夫
加藤昭夫
堀川　泰
寺本　繁
野中真也
吉倉冬彦
久野徳積
石川道男
石川道男

山下一美
中垣幸春
原田隆司
太田昌孝
本多　幹
稲本良二
梅村和伸

14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

15’
16’
17’

16’
17’

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’

鈴木純子
深田崇志
本多　幹

髙木　勝
河村直樹

丹羽剛歳

太田宗一郎
杉浦世志朗
嶋津孝久
鈴木　豊
杉浦芳一
加藤真治
加藤哲也
𠮷𠮷原孝彦
鈴木文三郎
杉浦文雄

牟礼研吾
藤井英樹
寺田孝司
小野内宣行
横山真喜男
山口　研
青山竜也
稲垣　淳
加藤正人
市川　護

鳥居忠善
水野友司
岡安邦夫
朝岡　正
石川哲朗
鳥居祥雄
加藤浩道
犬塚宣明
杉浦義浩
大河内俊彦

杉浦晴彦
小笠原良治
木村徳雄
倉内　裕
榊原　健
新美惣英
菅原　優
長田和徳
平松則行
森田雅也

田中秀幸

09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

山下保彦
笠井保志
山下保彦
都築勇一
篠田義隆
山下民義
小池　孝
鈴木茂朗
神谷正康

松井勝彦
桂川兼行
鈴木康博
神谷義昌
小笠原芳夫
桂川兼行
笠松栄治
名倉隆司
長坂竜夫
鈴木幸利

深谷憲夫
大橋　均
小林昭弌
野々山和彦
松井尚人
杉浦雅己
大橋　均
福岡宏則
山本裕嗣
中川　敦

中根勝美
高須良一
高須　光
長野敏行
磯貝総一郎
米津長治
山本俊明
石川勝雄
新海雄二
三浦隆司

川浦喜久雄
高場善郎
渡辺真一
竹内泰夫
下村幸真
柵木政美
斎藤　博
沓名由美子
大見満宏
稲垣　靖
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真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

愛知三州

岡崎

西三河中分区

名古屋錦

豊橋北

奥三河

豊田

豊田三好

碧南

西尾一色

高浜

知立

西尾KIRARA

三河安城

豊田中

安城

西尾

名古屋宮の杜

岡崎南

豊田西

岡崎東

豊田東

岡崎城南豊川宝飯　

豊橋ゴールデン

田原パシフィック

豊橋東

豊川

田原

豊橋南

新城

渥美

名古屋東山

名古屋葵

名古屋アイリス

名古屋和合

名古屋名東

名古屋名北

名古屋千種

名古屋昭和

蒲郡

豊橋

東三河分区

刈谷

西三河分区

鈴木丈雄
金澤憲二
榊原正治
伊東良夫
松本順子
平林伸康
森田　亨
酒井良輔
伊東良夫
手島寿宏

繁原伸次
水野福三
竹内富彦
岡田展利
猪飼昭夫
新井富雅
杉野正博
稲葉憲辰
竹内喜陽雄
角野濱照

丹野雅敬
山口喜兵
久野良生
河合良泰
早川式彦
高村敦夫
小出常雄
津坂日出敏
加古恭之
朝倉直子

山口誠一
藤沢健夫
長坂勝之
大橋正紀
矢野晴彦
大橋正紀
安藤浩詩
山口誠一
熊澤　岌
日髙啓治

佐藤隆史
竹内満寿夫
榊原徳三
小栗雅彦
加藤金吉
森島昭二
新美　茂
加藤裕安
竹内俊郎
岡戸利直

山口清文
竹内功成
千賀貴彦

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

平松典保
岩崎征宣
平松典保
竹内功成
山口清文
伊藤　恵
伊藤　恵

野畑道一
加藤正俊
中本和則
渡辺秀雄
中本和則
門脇　武
笹田栄治
相羽英人
門脇　武
矢野雅己

高木道久
岩田　功
則竹伸也
岩田　功
梯　國彦
鎌田芳彰
伊藤幸一
榊原　讓
瀬古篤司
梯　國彦

横井知代
安江正博
寺島淳一
山本達彦
生田達一
河西あつ子
加藤則之
猪飼充利
伊藤　誠
稲垣宏高

前田正和
山内幸夫
山内幸夫
犬飼万壽男
不破惠一郎
安藤　巖
山内　登
都倉吾一
吉田　弘
野口良樹

藤原峯忠
岩田全功
岩田全功
岩田全功
大森克孝
菱川弘樹
矢田政弘

15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

角田隆幸
矢野尚彦
山本小夜美

川合正剛
鳥本雄二
栗本　貢
浅井耕治
三輪卓生
加藤健司
原　武史
樋田文裕
眞下啓二
後藤啓行

坂神裕城
前田重廣
飯田　篤
臼井幹裕
神田康史
松井英治
宮下忠克
家田安啓
加藤　徹
田中正博

守野暢洋
守野暢洋
辻　勇夫
辻　勇夫
辻　勇夫
辻　勇夫
水野豊秋
中村　禊
鷲見好弘
鷲見好弘

岩崎　改
安田基甫
瀧本　守
太田吉宣
辻　光範
冨田昭夫
松尾晋吉
平野弘康
堀尾明史
瀧本　守

永田　正
鹿島兼一
西岡則男
岩瀬隆司
加藤恭章
西岡則男
森 眞
梶原誠二
松前裕己
森 眞

野田正治
森脇文直
岡村　肇
加藤定江
加藤眞言
山本英雄
水野和郎
近藤三博
鈴木光彦
鈴木政成

有馬彰顕
近藤斉宏
日比野万喜男
田中進一郎
田中茂生
板津英基
祖父江寿男
大澤　渡
松山基邦
中村大輔

古田嘉且
早川正輝
脇田博治
南村朋幸
杦本哲一
中村耕司
熊澤治夫
冨永典夫
杦本哲一
加藤義晴

水野聖仁
山田政二
五藤隆夫
濱口栄男
名和千博
落合鑅一
鈴木文勝
堀井　武
濱口栄男
松尾憲二郎

中島宗幸
伊藤　純
大橋完一
太田弘道
近藤太門
長谷川英輝
大畑一久
中川　健
古屋義夫
杤本正樹

箕輪良孝
西尾輝久
松原　樹

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

大野良之
伊豆原浩二
山田直樹
福岡　健
古橋裕志
古橋裕志
髙島　昇

鈴木恵一
武田英昭
中島俊朗
内海辰巳
照井通夫
波多野真
田邊雅彦
井上政秋
入谷宏典
山内佳紀

青山弘彦
青山雅彦
伊里智也
波多野寿一
近藤博資
深谷　隆
伊藤保德
林　昌宏
髙阪和広
加藤庄平

丹羽規之
山田照光
大江秀和
深見早惠
関戸一雄
丹羽規之
宮田浩明
関戸一雄
武藤栄司
深見早惠

筒井俊秋
岩田佳之
宮嶋賢一
筒井俊秋
野中一寿
溝上正貴
舟橋伸治
林　　學
服部智謙
舟橋伸治

丹羽司一
日野典子
中川清子
中川清子
中川清子
加藤　猛
中川清子
中川清子
吉田濱一

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’

神谷恵理

小池勝美
小池勝美
林佳代子
尾野英二

夏目和良
白木和夫
𠮷𠮷田雅樹
正木利和
富田英之
本多立太郎
石井隆一
富田英之
藤原一朗
雨宮秀寿

岡本金久
古市栄一
一柳　伸
村山博之
田茂井克典
加藤憲司
大石幼一
仲條彰規
早川敏之
伊藤彰彦

柘植瑞昭
異相武憲
渡邉將人
伊藤昌弘
加藤敏行
後藤保正
安田智彦
林　幸春
西尾直哉
加納昭巨

杉江豊文
三枝樹明道
橋本修三
吉田守宏
寺本善雄
遠藤孝次郎
渡辺健壱
福西康和
中井規博
関口宗男

玉木大介
鋤柄喜彦
成瀬和男
小玉秀男
中島美恵
鬼頭　弘
坂本裕孝
藤川和久

17’

14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14
15’

16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

近藤和雄
平井善明

渡邉一平
佐藤貞明
神谷裕之
阿部　博
佐藤友治
渡邊樹志
松原秀樹
榊原克典
山本　尚
川本浩史

馬場將嘉
岩田修司
松岡道弘
泉　憲一
宗宮信賢
伊藤　豪
鶴田　浩
松波恒彦
近藤茂弘
馬場將嘉

松本哲朗
渡辺観永
大原敏正
前田隆久
丹下富博
春日井和良
桑山光俊
宇野史人
大上晃延
渡辺観永

石河　隆
浅野了一
中野貴紀
牧野博和
山田慎也
青木　宏
山内二郎
長谷川直人
後藤康史
久野善基

白藤憲雄
児島徳和
宮嵜良一
久米伸治
森田敏二三
木村　猛
川辺清次
武藤正行
大橋さなえ
伊藤圭一

小崎誠三
深澤良介
堀田豊彦

鈴木卓也
林　直紀
盛田敏雄
小林泰敏
種瀬徹也
堀田豊彦
両角國男

大塚嘉彦
近藤智洋
和田直美
植木広次
堀江俊通
岩田　宏
小菅　誠
成田勝彦
亀井克典
松尾雄二郎

小野純子
高橋一吉
コンテイリ
横田敦史
伊藤正樹
伊藤正樹
高橋一吉
高橋一吉
倉坪林太郎

川崎晃義
伴野友昭
安部隆俊
小栗一朗
亀井壯太郎
松波頼明
阿久根善裕
藏冨恒彦
吉田真宏
橋本政樹

福谷正男
岸田正昭
西川誠也
林　雅史
柏木　功
後藤章信
野田剛司
浅見　勲
佐治　勝
小川　信

滑　尚眞
木村邦彦
林　千尋
木村邦彦
井上　誠
河本　力
長瀬輝代之
田 中 友 次

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’

伊藤陽介
重冨　亮

林　邦司
天野清美
奥村幸司
服部　滋
加藤一郎
相羽繁生
柏木博喜
黒田史郎
中川信治
二村伝治

津川聖子
竹中僑浩
中込清周
丸山　猛
元松　茂
伊藤嘉浩
下出啓介
加藤　令
鈴木由二
丸山　猛

小關敏光
近松　均
梅村美知容
加藤あつこ
足立陽一郎
尾関正一
加島　光
近藤　朗
入江由希子
玉置正樹

在田忠之
樫尾富二
宮尾紘司
川端　圭
渡邊源市
笹野義春
足立一郎
舎人経昭
足立一郎
伊藤健文

平岩光二
大矢英憲
河合勇夫
髙橋　進
松井多弘
伊藤彰二
小坂達也
寺野哲也
大矢英憲

瀧浦篤人

武田正典
三浦俊彦
林　光夫
長谷川周義
小野田誓
富山信也
佐藤　隆
伊藤康之
落合和子
宇都宮美智子

近藤兼治郎
早川和男
武儀山勝彦
渡邊萬里
太田邦広
鈴木宏治
大島一輝
井上智香子
佐藤敏夫
山城章治

前﨑正太郎 
村上政喜
村上政喜
小玉忠雄
堀口　久
石田　壽
村上政喜
野村尚史
野村尚史
山田　真

綿貫達雄
綿貫達雄
鬼頭容子
長谷川芳子
沖　知也

紅林友昭
神野吾郎
福井英輔
井川和英
青木良浩
山本光伸
杉田　洋
荒島一実
岩瀬　清
瀧﨑裕司

伊藤　巖
鈴木康仁

16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’

10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

丸山　勝
本多宏亘
仲田康宏
畔柳保司
大場勝議
小林正人
会場啓悟
伊藤　將

高畑昌隆
熊田嘉一郎
城戸茂樹
髙橋佳一
岡本道子
松尾浩志
西川康夫
金森正芳
井上史寛
北田栄一

浅野修道
鈴木和夫
伊藤文則
加藤晃司
牧　昌夫
田中寛孝
中村泰隆
足立陽一郎
内藤泰宏
清水宏臣

塚本純久
藤城隆雄
森下昭造
森田雅人
大村俊美
安田幸雄
天野英一郎
河辺勝巳
髙崎雄三
鈴木　雅

石原　裕
金田賢也
長谷川典史
南原克己
田中宏明
山崎和利
林　俊介
大澤憲朗
髙崎俊幸
内田圭介

関口真史
浅野　強
金沢政樹

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

滝川健司
星川和伸
松井章泰
宮本俊雄
権田まゆみ
原田幹也
岩﨑　章

小川宏之
青山房生
村上　誠
金沢孝幸
森下一良
井本　宏
原　康夫
山本博正
間瀬祐一
土井文好

宮下伊奈男
宮下伊奈男
三崎　敦
三崎　敦
佐々木としゑ
関谷　徹
佐々木としゑ

林　博宣
樅山修一
大島嗣雄
小田伊佐浩
杉浦節子
太田　稔
堀田卓嗣
大木悦子
池田　弘
岩瀬靖宏

宇藤　信
神谷　馨
杉田和俊
矢頭文由己
谷村泰裕
本多英司
小嶋和四郎
辻　信之
廣濵成一
加藤ゆり子

山崎　曻
河辺暁雄
佐久間俊之 
大野晶寛
小栗三郎
竹内千春
岡本卓三

15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’

立岩俊幸
木田英樹
河辺暁雄

三竹正弘
松下泰三
西脇友伸
小笠原竜児
木所壮太
中嶌秀樹
伊藤篤哉
藤井宣行
伴　和信
安田直樹

水野周久
有賀　健
杉本知治
安福良豊
中根正和
藤原正寛
松原広幸
山本邦雄
櫻井敬子
柴田泰伸

永井英雄
村上雅則
鵜飼正男
鈴木隆太
山田康二
米山和浩
鈴村幸伸
赤松　明
落合宏行
佐々木和彦

小久保文雄
大久保武
早川幹男
鈴木博文
中根克弘
澤田一満
安藤礼志
中嶋昭史
山崎　明
藤田正彦

深津澄男
間瀬順一
本多　悟
兼子勝美
三浦太資
三橋惠治

陣内洋明
吉村和彦
近藤正行
梅村昌彦

野村政弘
稲葉雅彦
杉山明生
近藤金作
坂野　弘
酒井　賢
鈴木圭介
安井健次
春名祐樹
石川雅規

矢頭功生
杉浦英昭
河村喜平
横山克則
近藤邦夫
鈴木基之
安藤和広
川本常敬
杉谷芳紀
松山俊昭

和田　章
岩崎孝三
永井量基
澤田道明
近藤敬道
鈴木美能治
佐野克彦
松永茂夫
近藤憲康
犬塚　浩

加藤正志
加藤昭夫
加藤昭夫
堀川　泰
寺本　繁
野中真也
吉倉冬彦
久野徳積
石川道男
石川道男

山下一美
中垣幸春
原田隆司
太田昌孝
本多　幹
稲本良二
梅村和伸

14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

15’
16’
17’

16’
17’

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’

鈴木純子
深田崇志
本多　幹

髙木　勝
河村直樹

丹羽剛歳

太田宗一郎
杉浦世志朗
嶋津孝久
鈴木　豊
杉浦芳一
加藤真治
加藤哲也
𠮷𠮷原孝彦
鈴木文三郎
杉浦文雄

牟礼研吾
藤井英樹
寺田孝司
小野内宣行
横山真喜男
山口　研
青山竜也
稲垣　淳
加藤正人
市川　護

鳥居忠善
水野友司
岡安邦夫
朝岡　正
石川哲朗
鳥居祥雄
加藤浩道
犬塚宣明
杉浦義浩
大河内俊彦

杉浦晴彦
小笠原良治
木村徳雄
倉内　裕
榊原　健
新美惣英
菅原　優
長田和徳
平松則行
森田雅也

田中秀幸

09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

山下保彦
笠井保志
山下保彦
都築勇一
篠田義隆
山下民義
小池　孝
鈴木茂朗
神谷正康

松井勝彦
桂川兼行
鈴木康博
神谷義昌
小笠原芳夫
桂川兼行
笠松栄治
名倉隆司
長坂竜夫
鈴木幸利

深谷憲夫
大橋　均
小林昭弌
野々山和彦
松井尚人
杉浦雅己
大橋　均
福岡宏則
山本裕嗣
中川　敦

中根勝美
高須良一
高須　光
長野敏行
磯貝総一郎
米津長治
山本俊明
石川勝雄
新海雄二
三浦隆司

川浦喜久雄
高場善郎
渡辺真一
竹内泰夫
下村幸真
柵木政美
斎藤　博
沓名由美子
大見満宏
稲垣　靖

名古屋守山

常滑

東海

東知多

半田南

知多

大府

稲沢

あま
犬山

名古屋空港

愛知ロータリーEクラブ

瀬 戸北
名古屋西

名古屋中

名古屋名駅

名古屋丸の内

中部名古屋みらい

名古屋瑞穂

名古屋大須

名古屋栄

名古屋東

名古屋名南

名古屋南

名古屋みなと

名古屋東南

岩倉

名古屋城北

愛知長久手

江南

小牧

春日井

尾張旭

名古屋清須

尾張中央

一宮中央

半田

南尾張分区

瀬戸

東尾張分区

名古屋

西名古屋分区

名古屋北

東名古屋分区

一宮

西尾張分区

津島

尾西

一宮北

西脇　司
井上　誠

首藤信生
相羽繁生
上野山進
田中正次
中浜明光
丸山弘昭
花橋日出夫
福田哲三
片桐寛治
久保哲政

梶間　誠
都築八千代
鈴木勝博
藤野直子
杁山恭弘
加藤　令
丸山　猛
元松　茂
伊藤友司
藤野直子

半泊與則
梅村美知容 
尾關實津成 
赤崎守弘
杉浦定文
加藤あつこ 
近藤　朗
加島　光
西脇多吉
梶川久雄

吉田　玄
大口弘和
足立一郎
小林英毅
足立一郎
鈴木聖三
吉田　玄
足立一郎
碓氷美佳
池森由幸

田中邦幸
大瀬　力
上野　広
髙柳　元
木下　実
加藤　厚
柴田義介
白木勝久
髙橋　進

鈴木真司

長谷川周義
長谷川周義
後藤博文
三浦俊彦
寺西　正
林　光夫
富山信也
寺西　正
寺西　正
武田正典

森川辰幸
金田英和
早川和男
早川和男
平下三郎
山元康裕
中島譲治
松野一彦
鈴木宏治
小林三重子

石原彰久
越野安彦
越野安彦
吉村福修
小玉忠雄
岡田浩人
藤田義明
加藤久雄
藤田義明
藤田義明

綿貫達雄
綿貫達雄
鬼頭容子
長谷川芳子 
沖　知也

松本孝一
近藤　眞
高橋豊彦
川村荒治
内山典弘
伊藤晴康
江﨑雅彰
岡村正造
大林康隆
松岡真由美

酒井克嘉
鈴木康仁

竹内康仁
山本英夫
伊藤　將
岡田安生
藤田卓郎
洞田嘉明
大場勝議
鈴木康司

木村高章
藤本孝宏
木戸口昌己
西川康夫
松﨑和馬
八木基之
岡本道子
杉浦孝典
金森正芳
村田　裕

渡辺　治
田中寛孝
山脇善典
大村幸司
池田哲朗
田中勢子
清水宏臣
渋谷幸信
西本全秀
安田守一

原園義秀
仲谷　修
八木正光
塚本純久
大河直樹
宮木幸彦
別所淳二
髙崎雄三
髙瀬伸一郎 
冨田雅則

藤原俊男
高須康彰
白井　収
石原　裕
金田賢也
林　良宣
田中宏明
山崎和利
石川昌司
伊藤之一

浅野　強
加藤久明
松井章泰

川合敏正
村田康助
川合和彦
星川和伸
松井章泰
権田まゆみ
浅野　強

荒木　茂
鬼頭貫治
河合光志
宮川隆司
間瀬祐一
木村守雄
小松　浩
宮本智弘
荒木誠一
間瀬祐一

神藤好代
後藤和治
神藤好代
佐々木洋子
後藤和治
鷲山俊明
三崎　敦

堀田卓嗣
滝下　勲
太田　稔
冨田高子
堀田卓嗣
石澤史郎
大島嗣雄
来山健一
細井　勉
竹生和史

高橋雅男
杉浦宏始
中村彰宏
大羽重治
真野善和
辻　信之
廣濵成一
大林則久
鈴木恒安
髙井龍雄

森下新一
鵜飼和甫
冨田政彦
白井　悟
立岩俊幸
鈴木保宣
河合繁樹

河合成幸
岡本卓三
鈴木照幸

三竹正弘
及部多高
伊藤篤哉
小石洋和
西　崇秀
大野　哲
鈴木雅晶
木所壮太
福井知裕
鎌田哲也

櫻井敬子
天野惠一
南部　淳
尾崎篤司
早川勝博
太田成紀
杉浦健太郎
松原広幸
小原　睦
谷　泰男

奥田清仁
三宅英臣
松井博文
清水伸吉
光岡主税
村上雅則
新井利和
後藤尚之
小椋邦彦
塚本勝巳

深津　篤
近藤千雅
小久井正秋 
福尾　清
犬塚光彦
梶川勇次
牧野嗣弘
三浦勝美
山本　眞
神谷直久

畑野泰久
野場　基
西山　潤
林　茂男
山本登喜夫
間瀬順一

小野政秀
安江修二
八木待次
中村政二

細井純雄
新浪勝也
本田康英
畔栁秀幸
稲垣　寿
椙山良三
坂野　弘
中根匡規
林　孝夫
宇野弘隆

加藤連治
神谷重雄
鈴木基之
矢頭功生
梅村昌吾
山内達己
近藤英人
鈴木裕仁
大澤六也
横山克則

松永茂夫
小林政則
青山幸市
市川聰明
小山章仁
柴田仙功
山本信一
山本信一
中根裕幸
青山幸市

石川道男
鈴木玉機
鈴木正輝
鈴木玉機
鈴木玉機
鈴木玉機
鈴木玉機
鈴木玉機
廉澤紀彦
竹内正次

木戸重信
小久保茂樹
本多　幹
塚田和也
櫻井　博
山内ユミ子
福岡和則

山岸孝男
延原　哲
矢澤　丈

加藤謙一
菅原浩昭

小原　崇

加藤真治
鈴木　豊
加藤哲也
𠮷𠮷原孝彦
加藤繁則
鈴木文三郎
神野公秀
杉浦文雄
市川裕大
野村紀代彦

神谷　研
戸谷　央
磯貝廣治
深津正則
石川　博
内藤教恵
恒川憲一
市川　護
杉山淳一
辻　隆士

藤田昭博
杉田明弘
鈴木昭夫
宍戸秀隆
岡田文雄
鳥山欽示
鳥居清澄
松田茂治
羽佐田芳和
宍戸秀隆

鈴木輝彦
平岩辰之
竹中　誠
岡本明弘
山中寛紀
鈴木健三
粟津康之
森田雅也
鶴田光久
杉浦保子

石川量英

鈴木茂朗
山下保彦
笠井保志
杉田亘恭
鳥居萬里
神谷　林
神谷正康
石川量英
篠田義隆

佐藤　啓
野々山光秋
小笠原芳夫
神谷昌彦
佐藤　啓
杉浦修機
小笠原芳夫
北川広人
鈴木幸利
石川　徹

水野𠮷𠮷樹
清水健次
加藤久和
中川　敦
杉原透恭
渡辺一朗
渡辺伸一
渡辺伸一
野々山和彦 
渡辺一朗

岩瀬　一
長谷収一
伊藤則男
小林　豊
高須　光
三治信芳
榊原利夫
岩瀬　一
鈴木正司
野口要二

杉山敏幸
富田清治
斎藤　博
古居一雄
大見和志
竹内裕恭
山本雅仁
久恒治人
山本彰秀
杉山敏幸

山﨑正夫
竹内俊介
伊東良夫
松本順子
平林伸康
松本順子
手島寿宏
平林伸康
手島寿宏
水野隆芳

伊奈一郎
角野濱照
冨田真規
谷川豊隆
新井富雅
伊奈一郎
岡田展利
竹内勝則
杉江繁樹
森下　豊

柴田康仁
大林香瑞人
小嶋真一郎
早川直義
佐藤雅之
杉本親保
小島博也
坂野公俊
板倉初嗣
竹内雅浩

鈴木一也
白羽義高
大橋正紀
長坂昭彦
戸田宏和
安藤浩詩
安藤浩詩
大橋正紀
安藤浩詩
藤澤　稔

森田芳一
沢田　佶
竹内満寿夫
近藤敏通
榊原　英
永田明世
横尾哲也
新美あ茂
石川信行
岩部雅人

鈴村鉦直
永井喜義
竹内功成

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

財津泰宜
千賀貴彦
中村泰忠
尾之内美保子
上野大介
磯貝謙太郎
磯貝謙太郎

門脇あ武
相羽英人
久野春雄
笹田栄治
中本和則
外園　茂
笹田栄治
相羽英人
門脇　武
矢野雅己

林あ隆春
榊原あ讓
松田暁昌
林あ隆春
伊藤幸一
青木俊憲
榊原　讓
光嵜賢一
伊藤光治
加藤昭宏

稲垣宏高
加藤則之
河西あつ子
日比一昭
野々山勝也
田中正明
猪飼充利
山田勝弘
八谷潤一
杦田勝彦

不破惠一郎
不破惠一郎
不破惠一郎
清水稔彦
山内幸夫
山内幸夫
岩田勝義
横山　弘
金森安石
金森安石

中北武男
船越あ孝
山内國雄
渡辺元男
小澤正明
船越　孝
石黒三雄

15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

原田敬生
矢田政弘
黒木義公

永井伸治
野々部昭男
大野恒夫
永井伸治
原　武史
服部孝徳
山脇敏夫
山田典永
三根健一
鵜飼博信

山田幸治
河瀬文一
篠田正志
家田安啓
伊藤正征
鈴木正徳
紅谷幸政
加藤春視
稲垣秀樹
中西　巧

星野清久
星野清久
森田堅一
後藤鈴明
後藤鈴明
鴨井敏秋
川西利浩
後藤鈴明
後藤鈴明
後藤鈴明

沖野　満
辻　光範
松尾晋吉
片山　進
尾関正美
太田吉宣
松浦正義
平岩慎次
鈴木雅貴
檜吉真寿

大津　純
倉地伸幸
加藤康治
鵜飼俊光
森俊一郎
大森　進
加藤恭章
猪子裕史
梶原誠二
大森　進

加藤恵子
野田正治
加藤唐三郎
鈴木政成
刑部祐介
勝谷哲次
金谷康正
松本哲也
山田　拓
田中靖達

日比野万喜男
大澤　渡
日比野清正
福冨孝弘
大薮雅章
澤田　禅
吉野育志
松山基邦
谷定貴之
埴田惣一

片平博己
川崎良一
安藤喜代司
杉浦賢二
大池武徳
杦本哲一
尾関憲市
浅野安郎
長瀬晴義
片平博己

平手　昇
長谷川憲治
中村　明
関谷弘志
小谷達也
長尾秀義
長尾秀義
中村　明
大島賀樹
伊藤雄介

大畑一久
蓮野美廣
近藤太門
中島宗幸
伊藤　純
和田了司
加藤宗生
宅間秀順
伊藤一裕
成瀬浩康

山田直樹
大野良之
水野幸彦

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

伊豆原浩二
福岡　健
舟橋龍秀
井田武憲
菊田利昭
古橋裕志
井田武憲

稲熊正徳
内海辰巳
井上政秋
土屋範郎
田邊雅彦
牧野正明
武田英昭
金井和治
串田正克
柴田　弘

若杉栄克
平岩太伸
山田隆雄
奥田　桂
伊藤保德
若杉栄克
水野半次郎
加藤雅人
久野茂樹
加藤昇男

服部　徹
山内嘉久
園原宏治
井上隆義
宮田浩明
井上隆義
河村金明
河村金明
関戸一雄
浅野勝美

太田達夫
岩田貴子
穂積良治
太田達夫
岩田佳之
舟橋伸治
林　　學
奥村勝彦
奥村一憲
玉置政利

山田文明
松原正敏
吉田一子
吉田濱一
青山和成
田中信子
吉田濱一
吉田濱一
山田文明

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’

山田文明

岡田竜治
林佳代子
林佳代子
尾野英二

石田喜樹
滝　茂夫
坂　直樹
井元明正
正木利和
石井隆一
岩田達七
藤本和久
川村晃司
瀧　昌之

一柳　伸
大杉　誠
水谷博之
田茂井克典
梅本　薫
近藤多喜男
松山吉之
伊藤彰彦
大石幼一
藤田真史

城戸康近
林　幸春
坪井良憲
片桐　満
吉川公章
小嶋仲夫
吉田哲人
吉川公章
今井浩詞
小森敦夫

橋本修三
渡辺英司
吉田利男
山川克彦
芹澤謙一
早瀬鎌行
柳澤講次
室原國彦
橋本修三
平松　勝

宇田川一昭 
藁谷喜代志 
浜崎　明
中島美恵
下郷卓弥
杉浦　亘
金子誠吉
平井善明

17’

14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14
15’

16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

平松育夫
鬼頭　弘

川島悦雄
佐藤友治
立松洋司
大矢裕慈
鳥山敦生
藤井英明
安田照幸
佐藤貞明
松本健一郎 
相羽康人

伊藤　豪
内田久利
平野好道
宗宮信賢
岩田修司
八木沢幹夫
近藤茂弘
近藤茂弘
髙須洋志
市岡正蔵

横井　衞
前田隆久
髙木政義
照井　栞
前田隆久
丹下富博
松本哲朗
春日井和良 
渡辺観永
近藤明美

大野友三
上坂寛文
石河　隆
加藤龍雄
酒井昌也
坂口純一
村瀬啓方
村瀬啓方
岡崎達也
後藤康史

川村繁生
佐々木眞
児島徳和
鈴木清詞
加藤英敏
中村　勝
細井俊男
鈴井一博
三島多恵子
山本郁矢

田口　望
川村勝廣
岡村つね子

林　直紀
笹谷俊道
種瀬徹也
高橋　元
河合和之
早川敏江
早川敏江

水野裕善
成田勝彦
高山　進
池井戸貞夫
大岩とよみ
大岩とよみ
若原正幸
亀井克典
上野直樹
後藤　敞

小野純子
高橋一吉
コンテイリ
横田敦史
伊藤正樹
伊藤正樹
高橋一吉
高橋一吉
倉坪林太郎

川口喜朗
山田　博
伴野友昭
相馬保之
安部隆俊
亀井壯太郎
渡邊嘉昭
安部隆俊
髙柳充弘
金田剛士

森上道康
平野正美
岡本光生
柏木　功
林　雅史
新実宣英
ﾐｶｴﾙ・ｶﾙﾏﾉ
柏木　功
石田侑嗣
安藤東元

鵜飼昌治
齋藤愼一郎
鵜飼健太郎
酒井友義
伊藤陽介
松崎美都子
田中友次
鵜飼健太郎 

●社会奉仕委員長
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
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愛知三州

岡崎

西三河中分区

名古屋錦

豊橋北

奥三河

豊田

豊田三好

碧南

西尾一色

高浜

知立

西尾KIRARA

三河安城

豊田中

安城

西尾

名古屋宮の杜

岡崎南

豊田西

岡崎東

豊田東

岡崎城南豊川宝飯　

豊橋ゴールデン

田原パシフィック

豊橋東

豊川

田原

豊橋南

新城

渥美

名古屋東山

名古屋葵

名古屋アイリス

名古屋和合

名古屋名東

名古屋名北

名古屋千種

名古屋昭和

蒲郡

豊橋

東三河分区

刈谷

西三河分区

鈴木丈雄
金澤憲二
榊原正治
伊東良夫
松本順子
平林伸康
森田　亨
酒井良輔
伊東良夫
手島寿宏

繁原伸次
水野福三
竹内富彦
岡田展利
猪飼昭夫
新井富雅
杉野正博
稲葉憲辰
竹内喜陽雄
角野濱照

丹野雅敬
山口喜兵
久野良生
河合良泰
早川式彦
高村敦夫
小出常雄
津坂日出敏
加古恭之
朝倉直子

山口誠一
藤沢健夫
長坂勝之
大橋正紀
矢野晴彦
大橋正紀
安藤浩詩
山口誠一
熊澤　岌
日髙啓治

佐藤隆史
竹内満寿夫
榊原徳三
小栗雅彦
加藤金吉
森島昭二
新美　茂
加藤裕安
竹内俊郎
岡戸利直

山口清文
竹内功成
千賀貴彦
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平松典保
岩崎征宣
平松典保
竹内功成
山口清文
伊藤　恵
伊藤　恵

野畑道一
加藤正俊
中本和則
渡辺秀雄
中本和則
門脇　武
笹田栄治
相羽英人
門脇　武
矢野雅己

高木道久
岩田　功
則竹伸也
岩田　功
梯　國彦
鎌田芳彰
伊藤幸一
榊原　讓
瀬古篤司
梯　國彦

横井知代
安江正博
寺島淳一
山本達彦
生田達一
河西あつ子
加藤則之
猪飼充利
伊藤　誠
稲垣宏高

前田正和
山内幸夫
山内幸夫
犬飼万壽男
不破惠一郎
安藤　巖
山内　登
都倉吾一
吉田　弘
野口良樹

藤原峯忠
岩田全功
岩田全功
岩田全功
大森克孝
菱川弘樹
矢田政弘

15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

角田隆幸
矢野尚彦
山本小夜美

川合正剛
鳥本雄二
栗本　貢
浅井耕治
三輪卓生
加藤健司
原　武史
樋田文裕
眞下啓二
後藤啓行

坂神裕城
前田重廣
飯田　篤
臼井幹裕
神田康史
松井英治
宮下忠克
家田安啓
加藤　徹
田中正博

守野暢洋
守野暢洋
辻　勇夫
辻　勇夫
辻　勇夫
辻　勇夫
水野豊秋
中村　禊
鷲見好弘
鷲見好弘

岩崎　改
安田基甫
瀧本　守
太田吉宣
辻　光範
冨田昭夫
松尾晋吉
平野弘康
堀尾明史
瀧本　守

永田　正
鹿島兼一
西岡則男
岩瀬隆司
加藤恭章
西岡則男
森 眞
梶原誠二
松前裕己
森 眞

野田正治
森脇文直
岡村　肇
加藤定江
加藤眞言
山本英雄
水野和郎
近藤三博
鈴木光彦
鈴木政成

有馬彰顕
近藤斉宏
日比野万喜男
田中進一郎
田中茂生
板津英基
祖父江寿男
大澤　渡
松山基邦
中村大輔

古田嘉且
早川正輝
脇田博治
南村朋幸
杦本哲一
中村耕司
熊澤治夫
冨永典夫
杦本哲一
加藤義晴

水野聖仁
山田政二
五藤隆夫
濱口栄男
名和千博
落合鑅一
鈴木文勝
堀井　武
濱口栄男
松尾憲二郎

中島宗幸
伊藤　純
大橋完一
太田弘道
近藤太門
長谷川英輝
大畑一久
中川　健
古屋義夫
杤本正樹

箕輪良孝
西尾輝久
松原　樹
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大野良之
伊豆原浩二
山田直樹
福岡　健
古橋裕志
古橋裕志
髙島　昇

鈴木恵一
武田英昭
中島俊朗
内海辰巳
照井通夫
波多野真
田邊雅彦
井上政秋
入谷宏典
山内佳紀

青山弘彦
青山雅彦
伊里智也
波多野寿一
近藤博資
深谷　隆
伊藤保德
林　昌宏
髙阪和広
加藤庄平

丹羽規之
山田照光
大江秀和
深見早惠
関戸一雄
丹羽規之
宮田浩明
関戸一雄
武藤栄司
深見早惠

筒井俊秋
岩田佳之
宮嶋賢一
筒井俊秋
野中一寿
溝上正貴
舟橋伸治
林　　學
服部智謙
舟橋伸治

丹羽司一
日野典子
中川清子
中川清子
中川清子
加藤　猛
中川清子
中川清子
吉田濱一
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神谷恵理

小池勝美
小池勝美
林佳代子
尾野英二

夏目和良
白木和夫
𠮷𠮷田雅樹
正木利和
富田英之
本多立太郎
石井隆一
富田英之
藤原一朗
雨宮秀寿

岡本金久
古市栄一
一柳　伸
村山博之
田茂井克典
加藤憲司
大石幼一
仲條彰規
早川敏之
伊藤彰彦

柘植瑞昭
異相武憲
渡邉將人
伊藤昌弘
加藤敏行
後藤保正
安田智彦
林　幸春
西尾直哉
加納昭巨

杉江豊文
三枝樹明道
橋本修三
吉田守宏
寺本善雄
遠藤孝次郎
渡辺健壱
福西康和
中井規博
関口宗男

玉木大介
鋤柄喜彦
成瀬和男
小玉秀男
中島美恵
鬼頭　弘
坂本裕孝
藤川和久
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近藤和雄
平井善明

渡邉一平
佐藤貞明
神谷裕之
阿部　博
佐藤友治
渡邊樹志
松原秀樹
榊原克典
山本　尚
川本浩史

馬場將嘉
岩田修司
松岡道弘
泉　憲一
宗宮信賢
伊藤　豪
鶴田　浩
松波恒彦
近藤茂弘
馬場將嘉

松本哲朗
渡辺観永
大原敏正
前田隆久
丹下富博
春日井和良
桑山光俊
宇野史人
大上晃延
渡辺観永

石河　隆
浅野了一
中野貴紀
牧野博和
山田慎也
青木　宏
山内二郎
長谷川直人
後藤康史
久野善基

白藤憲雄
児島徳和
宮嵜良一
久米伸治
森田敏二三
木村　猛
川辺清次
武藤正行
大橋さなえ
伊藤圭一

小崎誠三
深澤良介
堀田豊彦

鈴木卓也
林　直紀
盛田敏雄
小林泰敏
種瀬徹也
堀田豊彦
両角國男

大塚嘉彦
近藤智洋
和田直美
植木広次
堀江俊通
岩田　宏
小菅　誠
成田勝彦
亀井克典
松尾雄二郎

小野純子
高橋一吉
コンテイリ
横田敦史
伊藤正樹
伊藤正樹
高橋一吉
高橋一吉
倉坪林太郎

川崎晃義
伴野友昭
安部隆俊
小栗一朗
亀井壯太郎
松波頼明
阿久根善裕
藏冨恒彦
吉田真宏
橋本政樹

福谷正男
岸田正昭
西川誠也
林　雅史
柏木　功
後藤章信
野田剛司
浅見　勲
佐治　勝
小川　信

滑　尚眞
木村邦彦
林　千尋
木村邦彦
井上　誠
河本　力
長瀬輝代之
田 中 友 次
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伊藤陽介
重冨　亮

林　邦司
天野清美
奥村幸司
服部　滋
加藤一郎
相羽繁生
柏木博喜
黒田史郎
中川信治
二村伝治

津川聖子
竹中僑浩
中込清周
丸山　猛
元松　茂
伊藤嘉浩
下出啓介
加藤　令
鈴木由二
丸山　猛

小關敏光
近松　均
梅村美知容
加藤あつこ
足立陽一郎
尾関正一
加島　光
近藤　朗
入江由希子
玉置正樹

在田忠之
樫尾富二
宮尾紘司
川端　圭
渡邊源市
笹野義春
足立一郎
舎人経昭
足立一郎
伊藤健文

平岩光二
大矢英憲
河合勇夫
髙橋　進
松井多弘
伊藤彰二
小坂達也
寺野哲也
大矢英憲

瀧浦篤人

武田正典
三浦俊彦
林　光夫
長谷川周義
小野田誓
富山信也
佐藤　隆
伊藤康之
落合和子
宇都宮美智子

近藤兼治郎
早川和男
武儀山勝彦
渡邊萬里
太田邦広
鈴木宏治
大島一輝
井上智香子
佐藤敏夫
山城章治

前﨑正太郎 
村上政喜
村上政喜
小玉忠雄
堀口　久
石田　壽
村上政喜
野村尚史
野村尚史
山田　真

綿貫達雄
綿貫達雄
鬼頭容子
長谷川芳子
沖　知也

紅林友昭
神野吾郎
福井英輔
井川和英
青木良浩
山本光伸
杉田　洋
荒島一実
岩瀬　清
瀧﨑裕司

伊藤　巖
鈴木康仁
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10’

丸山　勝
本多宏亘
仲田康宏
畔柳保司
大場勝議
小林正人
会場啓悟
伊藤　將

高畑昌隆
熊田嘉一郎
城戸茂樹
髙橋佳一
岡本道子
松尾浩志
西川康夫
金森正芳
井上史寛
北田栄一

浅野修道
鈴木和夫
伊藤文則
加藤晃司
牧　昌夫
田中寛孝
中村泰隆
足立陽一郎
内藤泰宏
清水宏臣

塚本純久
藤城隆雄
森下昭造
森田雅人
大村俊美
安田幸雄
天野英一郎
河辺勝巳
髙崎雄三
鈴木　雅

石原　裕
金田賢也
長谷川典史
南原克己
田中宏明
山崎和利
林　俊介
大澤憲朗
髙崎俊幸
内田圭介

関口真史
浅野　強
金沢政樹

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

滝川健司
星川和伸
松井章泰
宮本俊雄
権田まゆみ
原田幹也
岩﨑　章

小川宏之
青山房生
村上　誠
金沢孝幸
森下一良
井本　宏
原　康夫
山本博正
間瀬祐一
土井文好

宮下伊奈男
宮下伊奈男
三崎　敦
三崎　敦
佐々木としゑ
関谷　徹
佐々木としゑ

林　博宣
樅山修一
大島嗣雄
小田伊佐浩
杉浦節子
太田　稔
堀田卓嗣
大木悦子
池田　弘
岩瀬靖宏

宇藤　信
神谷　馨
杉田和俊
矢頭文由己
谷村泰裕
本多英司
小嶋和四郎
辻　信之
廣濵成一
加藤ゆり子

山崎　曻
河辺暁雄
佐久間俊之 
大野晶寛
小栗三郎
竹内千春
岡本卓三
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立岩俊幸
木田英樹
河辺暁雄

三竹正弘
松下泰三
西脇友伸
小笠原竜児
木所壮太
中嶌秀樹
伊藤篤哉
藤井宣行
伴　和信
安田直樹

水野周久
有賀　健
杉本知治
安福良豊
中根正和
藤原正寛
松原広幸
山本邦雄
櫻井敬子
柴田泰伸

永井英雄
村上雅則
鵜飼正男
鈴木隆太
山田康二
米山和浩
鈴村幸伸
赤松　明
落合宏行
佐々木和彦

小久保文雄
大久保武
早川幹男
鈴木博文
中根克弘
澤田一満
安藤礼志
中嶋昭史
山崎　明
藤田正彦

深津澄男
間瀬順一
本多　悟
兼子勝美
三浦太資
三橋惠治

陣内洋明
吉村和彦
近藤正行
梅村昌彦

野村政弘
稲葉雅彦
杉山明生
近藤金作
坂野　弘
酒井　賢
鈴木圭介
安井健次
春名祐樹
石川雅規

矢頭功生
杉浦英昭
河村喜平
横山克則
近藤邦夫
鈴木基之
安藤和広
川本常敬
杉谷芳紀
松山俊昭

和田　章
岩崎孝三
永井量基
澤田道明
近藤敬道
鈴木美能治
佐野克彦
松永茂夫
近藤憲康
犬塚　浩

加藤正志
加藤昭夫
加藤昭夫
堀川　泰
寺本　繁
野中真也
吉倉冬彦
久野徳積
石川道男
石川道男

山下一美
中垣幸春
原田隆司
太田昌孝
本多　幹
稲本良二
梅村和伸

14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

15’
16’
17’

16’
17’

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’

鈴木純子
深田崇志
本多　幹

髙木　勝
河村直樹

丹羽剛歳

太田宗一郎
杉浦世志朗
嶋津孝久
鈴木　豊
杉浦芳一
加藤真治
加藤哲也
𠮷𠮷原孝彦
鈴木文三郎
杉浦文雄

牟礼研吾
藤井英樹
寺田孝司
小野内宣行
横山真喜男
山口　研
青山竜也
稲垣　淳
加藤正人
市川　護

鳥居忠善
水野友司
岡安邦夫
朝岡　正
石川哲朗
鳥居祥雄
加藤浩道
犬塚宣明
杉浦義浩
大河内俊彦

杉浦晴彦
小笠原良治
木村徳雄
倉内　裕
榊原　健
新美惣英
菅原　優
長田和徳
平松則行
森田雅也

田中秀幸

09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

山下保彦
笠井保志
山下保彦
都築勇一
篠田義隆
山下民義
小池　孝
鈴木茂朗
神谷正康

松井勝彦
桂川兼行
鈴木康博
神谷義昌
小笠原芳夫
桂川兼行
笠松栄治
名倉隆司
長坂竜夫
鈴木幸利

深谷憲夫
大橋　均
小林昭弌
野々山和彦
松井尚人
杉浦雅己
大橋　均
福岡宏則
山本裕嗣
中川　敦

中根勝美
高須良一
高須　光
長野敏行
磯貝総一郎
米津長治
山本俊明
石川勝雄
新海雄二
三浦隆司

川浦喜久雄
高場善郎
渡辺真一
竹内泰夫
下村幸真
柵木政美
斎藤　博
沓名由美子
大見満宏
稲垣　靖

名古屋守山

常滑

東海

東知多

半田南

知多

大府

稲沢

あま
犬山

名古屋空港

愛知ロータリーEクラブ

瀬 戸北
名古屋西

名古屋中

名古屋名駅

名古屋丸の内

中部名古屋みらい

名古屋瑞穂

名古屋大須

名古屋栄

名古屋東

名古屋名南

名古屋南

名古屋みなと

名古屋東南

岩倉

名古屋城北

愛知長久手

江南

小牧

春日井

尾張旭

名古屋清須

尾張中央

一宮中央

半田

南尾張分区

瀬戸

東尾張分区

名古屋

西名古屋分区

名古屋北

東名古屋分区

一宮

西尾張分区

津島

尾西

一宮北

西脇　司
井上　誠

首藤信生
相羽繁生
上野山進
田中正次
中浜明光
丸山弘昭
花橋日出夫
福田哲三
片桐寛治
久保哲政

梶間　誠
都築八千代
鈴木勝博
藤野直子
杁山恭弘
加藤　令
丸山　猛
元松　茂
伊藤友司
藤野直子

半泊與則
梅村美知容 
尾關實津成 
赤崎守弘
杉浦定文
加藤あつこ 
近藤　朗
加島　光
西脇多吉
梶川久雄

吉田　玄
大口弘和
足立一郎
小林英毅
足立一郎
鈴木聖三
吉田　玄
足立一郎
碓氷美佳
池森由幸

田中邦幸
大瀬　力
上野　広
髙柳　元
木下　実
加藤　厚
柴田義介
白木勝久
髙橋　進

鈴木真司

長谷川周義
長谷川周義
後藤博文
三浦俊彦
寺西　正
林　光夫
富山信也
寺西　正
寺西　正
武田正典

森川辰幸
金田英和
早川和男
早川和男
平下三郎
山元康裕
中島譲治
松野一彦
鈴木宏治
小林三重子

石原彰久
越野安彦
越野安彦
吉村福修
小玉忠雄
岡田浩人
藤田義明
加藤久雄
藤田義明
藤田義明

綿貫達雄
綿貫達雄
鬼頭容子
長谷川芳子 
沖　知也

松本孝一
近藤　眞
高橋豊彦
川村荒治
内山典弘
伊藤晴康
江﨑雅彰
岡村正造
大林康隆
松岡真由美

酒井克嘉
鈴木康仁

竹内康仁
山本英夫
伊藤　將
岡田安生
藤田卓郎
洞田嘉明
大場勝議
鈴木康司

木村高章
藤本孝宏
木戸口昌己
西川康夫
松﨑和馬
八木基之
岡本道子
杉浦孝典
金森正芳
村田　裕

渡辺　治
田中寛孝
山脇善典
大村幸司
池田哲朗
田中勢子
清水宏臣
渋谷幸信
西本全秀
安田守一

原園義秀
仲谷　修
八木正光
塚本純久
大河直樹
宮木幸彦
別所淳二
髙崎雄三
髙瀬伸一郎 
冨田雅則

藤原俊男
高須康彰
白井　収
石原　裕
金田賢也
林　良宣
田中宏明
山崎和利
石川昌司
伊藤之一

浅野　強
加藤久明
松井章泰

川合敏正
村田康助
川合和彦
星川和伸
松井章泰
権田まゆみ
浅野　強

荒木　茂
鬼頭貫治
河合光志
宮川隆司
間瀬祐一
木村守雄
小松　浩
宮本智弘
荒木誠一
間瀬祐一

神藤好代
後藤和治
神藤好代
佐々木洋子
後藤和治
鷲山俊明
三崎　敦

堀田卓嗣
滝下　勲
太田　稔
冨田高子
堀田卓嗣
石澤史郎
大島嗣雄
来山健一
細井　勉
竹生和史

高橋雅男
杉浦宏始
中村彰宏
大羽重治
真野善和
辻　信之
廣濵成一
大林則久
鈴木恒安
髙井龍雄

森下新一
鵜飼和甫
冨田政彦
白井　悟
立岩俊幸
鈴木保宣
河合繁樹

河合成幸
岡本卓三
鈴木照幸

三竹正弘
及部多高
伊藤篤哉
小石洋和
西　崇秀
大野　哲
鈴木雅晶
木所壮太
福井知裕
鎌田哲也

櫻井敬子
天野惠一
南部　淳
尾崎篤司
早川勝博
太田成紀
杉浦健太郎
松原広幸
小原　睦
谷　泰男

奥田清仁
三宅英臣
松井博文
清水伸吉
光岡主税
村上雅則
新井利和
後藤尚之
小椋邦彦
塚本勝巳

深津　篤
近藤千雅
小久井正秋 
福尾　清
犬塚光彦
梶川勇次
牧野嗣弘
三浦勝美
山本　眞
神谷直久

畑野泰久
野場　基
西山　潤
林　茂男
山本登喜夫
間瀬順一

小野政秀
安江修二
八木待次
中村政二

細井純雄
新浪勝也
本田康英
畔栁秀幸
稲垣　寿
椙山良三
坂野　弘
中根匡規
林　孝夫
宇野弘隆

加藤連治
神谷重雄
鈴木基之
矢頭功生
梅村昌吾
山内達己
近藤英人
鈴木裕仁
大澤六也
横山克則

松永茂夫
小林政則
青山幸市
市川聰明
小山章仁
柴田仙功
山本信一
山本信一
中根裕幸
青山幸市

石川道男
鈴木玉機
鈴木正輝
鈴木玉機
鈴木玉機
鈴木玉機
鈴木玉機
鈴木玉機
廉澤紀彦
竹内正次

木戸重信
小久保茂樹
本多　幹
塚田和也
櫻井　博
山内ユミ子
福岡和則

山岸孝男
延原　哲
矢澤　丈

加藤謙一
菅原浩昭

小原　崇

加藤真治
鈴木　豊
加藤哲也
𠮷𠮷原孝彦
加藤繁則
鈴木文三郎
神野公秀
杉浦文雄
市川裕大
野村紀代彦

神谷　研
戸谷　央
磯貝廣治
深津正則
石川　博
内藤教恵
恒川憲一
市川　護
杉山淳一
辻　隆士

藤田昭博
杉田明弘
鈴木昭夫
宍戸秀隆
岡田文雄
鳥山欽示
鳥居清澄
松田茂治
羽佐田芳和
宍戸秀隆

鈴木輝彦
平岩辰之
竹中　誠
岡本明弘
山中寛紀
鈴木健三
粟津康之
森田雅也
鶴田光久
杉浦保子

石川量英

鈴木茂朗
山下保彦
笠井保志
杉田亘恭
鳥居萬里
神谷　林
神谷正康
石川量英
篠田義隆

佐藤　啓
野々山光秋
小笠原芳夫
神谷昌彦
佐藤　啓
杉浦修機
小笠原芳夫
北川広人
鈴木幸利
石川　徹

水野𠮷𠮷樹
清水健次
加藤久和
中川　敦
杉原透恭
渡辺一朗
渡辺伸一
渡辺伸一
野々山和彦 
渡辺一朗

岩瀬　一
長谷収一
伊藤則男
小林　豊
高須　光
三治信芳
榊原利夫
岩瀬　一
鈴木正司
野口要二

杉山敏幸
富田清治
斎藤　博
古居一雄
大見和志
竹内裕恭
山本雅仁
久恒治人
山本彰秀
杉山敏幸

山﨑正夫
竹内俊介
伊東良夫
松本順子
平林伸康
松本順子
手島寿宏
平林伸康
手島寿宏
水野隆芳

伊奈一郎
角野濱照
冨田真規
谷川豊隆
新井富雅
伊奈一郎
岡田展利
竹内勝則
杉江繁樹
森下　豊

柴田康仁
大林香瑞人
小嶋真一郎
早川直義
佐藤雅之
杉本親保
小島博也
坂野公俊
板倉初嗣
竹内雅浩

鈴木一也
白羽義高
大橋正紀
長坂昭彦
戸田宏和
安藤浩詩
安藤浩詩
大橋正紀
安藤浩詩
藤澤　稔

森田芳一
沢田　佶
竹内満寿夫
近藤敏通
榊原　英
永田明世
横尾哲也
新美あ茂
石川信行
岩部雅人

鈴村鉦直
永井喜義
竹内功成

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

財津泰宜
千賀貴彦
中村泰忠
尾之内美保子
上野大介
磯貝謙太郎
磯貝謙太郎

門脇あ武
相羽英人
久野春雄
笹田栄治
中本和則
外園　茂
笹田栄治
相羽英人
門脇　武
矢野雅己

林あ隆春
榊原あ讓
松田暁昌
林あ隆春
伊藤幸一
青木俊憲
榊原　讓
光嵜賢一
伊藤光治
加藤昭宏

稲垣宏高
加藤則之
河西あつ子
日比一昭
野々山勝也
田中正明
猪飼充利
山田勝弘
八谷潤一
杦田勝彦

不破惠一郎
不破惠一郎
不破惠一郎
清水稔彦
山内幸夫
山内幸夫
岩田勝義
横山　弘
金森安石
金森安石

中北武男
船越あ孝
山内國雄
渡辺元男
小澤正明
船越　孝
石黒三雄

15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

原田敬生
矢田政弘
黒木義公

永井伸治
野々部昭男
大野恒夫
永井伸治
原　武史
服部孝徳
山脇敏夫
山田典永
三根健一
鵜飼博信

山田幸治
河瀬文一
篠田正志
家田安啓
伊藤正征
鈴木正徳
紅谷幸政
加藤春視
稲垣秀樹
中西　巧

星野清久
星野清久
森田堅一
後藤鈴明
後藤鈴明
鴨井敏秋
川西利浩
後藤鈴明
後藤鈴明
後藤鈴明

沖野　満
辻　光範
松尾晋吉
片山　進
尾関正美
太田吉宣
松浦正義
平岩慎次
鈴木雅貴
檜吉真寿

大津　純
倉地伸幸
加藤康治
鵜飼俊光
森俊一郎
大森　進
加藤恭章
猪子裕史
梶原誠二
大森　進

加藤恵子
野田正治
加藤唐三郎
鈴木政成
刑部祐介
勝谷哲次
金谷康正
松本哲也
山田　拓
田中靖達

日比野万喜男
大澤　渡
日比野清正
福冨孝弘
大薮雅章
澤田　禅
吉野育志
松山基邦
谷定貴之
埴田惣一

片平博己
川崎良一
安藤喜代司
杉浦賢二
大池武徳
杦本哲一
尾関憲市
浅野安郎
長瀬晴義
片平博己

平手　昇
長谷川憲治
中村　明
関谷弘志
小谷達也
長尾秀義
長尾秀義
中村　明
大島賀樹
伊藤雄介

大畑一久
蓮野美廣
近藤太門
中島宗幸
伊藤　純
和田了司
加藤宗生
宅間秀順
伊藤一裕
成瀬浩康

山田直樹
大野良之
水野幸彦

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

伊豆原浩二
福岡　健
舟橋龍秀
井田武憲
菊田利昭
古橋裕志
井田武憲

稲熊正徳
内海辰巳
井上政秋
土屋範郎
田邊雅彦
牧野正明
武田英昭
金井和治
串田正克
柴田　弘

若杉栄克
平岩太伸
山田隆雄
奥田　桂
伊藤保德
若杉栄克
水野半次郎
加藤雅人
久野茂樹
加藤昇男

服部　徹
山内嘉久
園原宏治
井上隆義
宮田浩明
井上隆義
河村金明
河村金明
関戸一雄
浅野勝美

太田達夫
岩田貴子
穂積良治
太田達夫
岩田佳之
舟橋伸治
林　　學
奥村勝彦
奥村一憲
玉置政利

山田文明
松原正敏
吉田一子
吉田濱一
青山和成
田中信子
吉田濱一
吉田濱一
山田文明

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’

山田文明

岡田竜治
林佳代子
林佳代子
尾野英二

石田喜樹
滝　茂夫
坂　直樹
井元明正
正木利和
石井隆一
岩田達七
藤本和久
川村晃司
瀧　昌之

一柳　伸
大杉　誠
水谷博之
田茂井克典
梅本　薫
近藤多喜男
松山吉之
伊藤彰彦
大石幼一
藤田真史

城戸康近
林　幸春
坪井良憲
片桐　満
吉川公章
小嶋仲夫
吉田哲人
吉川公章
今井浩詞
小森敦夫

橋本修三
渡辺英司
吉田利男
山川克彦
芹澤謙一
早瀬鎌行
柳澤講次
室原國彦
橋本修三
平松　勝

宇田川一昭 
藁谷喜代志 
浜崎　明
中島美恵
下郷卓弥
杉浦　亘
金子誠吉
平井善明

17’

14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14
15’

16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

平松育夫
鬼頭　弘

川島悦雄
佐藤友治
立松洋司
大矢裕慈
鳥山敦生
藤井英明
安田照幸
佐藤貞明
松本健一郎 
相羽康人

伊藤　豪
内田久利
平野好道
宗宮信賢
岩田修司
八木沢幹夫
近藤茂弘
近藤茂弘
髙須洋志
市岡正蔵

横井　衞
前田隆久
髙木政義
照井　栞
前田隆久
丹下富博
松本哲朗
春日井和良 
渡辺観永
近藤明美

大野友三
上坂寛文
石河　隆
加藤龍雄
酒井昌也
坂口純一
村瀬啓方
村瀬啓方
岡崎達也
後藤康史

川村繁生
佐々木眞
児島徳和
鈴木清詞
加藤英敏
中村　勝
細井俊男
鈴井一博
三島多恵子
山本郁矢

田口　望
川村勝廣
岡村つね子

林　直紀
笹谷俊道
種瀬徹也
高橋　元
河合和之
早川敏江
早川敏江

水野裕善
成田勝彦
高山　進
池井戸貞夫
大岩とよみ
大岩とよみ
若原正幸
亀井克典
上野直樹
後藤　敞

小野純子
高橋一吉
コンテイリ
横田敦史
伊藤正樹
伊藤正樹
高橋一吉
高橋一吉
倉坪林太郎

川口喜朗
山田　博
伴野友昭
相馬保之
安部隆俊
亀井壯太郎
渡邊嘉昭
安部隆俊
髙柳充弘
金田剛士

森上道康
平野正美
岡本光生
柏木　功
林　雅史
新実宣英
ﾐｶｴﾙ・ｶﾙﾏﾉ
柏木　功
石田侑嗣
安藤東元

鵜飼昌治
齋藤愼一郎
鵜飼健太郎
酒井友義
伊藤陽介
松崎美都子
田中友次
鵜飼健太郎 

●社会奉仕委員長
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
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委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］
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［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

愛知三州

岡崎

西三河中分区

名古屋錦

豊橋北

奥三河

豊田

豊田三好

碧南

西尾一色

高浜

知立

西尾KIRARA

三河安城

豊田中

安城

西尾

名古屋宮の杜

岡崎南

豊田西

岡崎東

豊田東

岡崎城南豊川宝飯　

豊橋ゴールデン

田原パシフィック

豊橋東

豊川

田原

豊橋南

新城

渥美

名古屋東山

名古屋葵

名古屋アイリス

名古屋和合

名古屋名東

名古屋名北

名古屋千種

名古屋昭和

蒲郡

豊橋

東三河分区

刈谷

西三河分区

西脇　司
井上　誠

首藤信生
相羽繁生
上野山進
田中正次
中浜明光
丸山弘昭
花橋日出夫
福田哲三
片桐寛治
久保哲政

梶間　誠
都築八千代
鈴木勝博
藤野直子
杁山恭弘
加藤　令
丸山　猛
元松　茂
伊藤友司
藤野直子

半泊與則
梅村美知容 
尾關實津成 
赤崎守弘
杉浦定文
加藤あつこ 
近藤　朗
加島　光
西脇多吉
梶川久雄

吉田　玄
大口弘和
足立一郎
小林英毅
足立一郎
鈴木聖三
吉田　玄
足立一郎
碓氷美佳
池森由幸

田中邦幸
大瀬　力
上野　広
髙柳　元
木下　実
加藤　厚
柴田義介
白木勝久
髙橋　進

鈴木真司

長谷川周義
長谷川周義
後藤博文
三浦俊彦
寺西　正
林　光夫
富山信也
寺西　正
寺西　正
武田正典

森川辰幸
金田英和
早川和男
早川和男
平下三郎
山元康裕
中島譲治
松野一彦
鈴木宏治
小林三重子

石原彰久
越野安彦
越野安彦
吉村福修
小玉忠雄
岡田浩人
藤田義明
加藤久雄
藤田義明
藤田義明

綿貫達雄
綿貫達雄
鬼頭容子
長谷川芳子 
沖　知也

松本孝一
近藤　眞
高橋豊彦
川村荒治
内山典弘
伊藤晴康
江﨑雅彰
岡村正造
大林康隆
松岡真由美

酒井克嘉
鈴木康仁

16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’

10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

竹内康仁
山本英夫
伊藤　將
岡田安生
藤田卓郎
洞田嘉明
大場勝議
鈴木康司

木村高章
藤本孝宏
木戸口昌己
西川康夫
松﨑和馬
八木基之
岡本道子
杉浦孝典
金森正芳
村田　裕

渡辺　治
田中寛孝
山脇善典
大村幸司
池田哲朗
田中勢子
清水宏臣
渋谷幸信
西本全秀
安田守一

原園義秀
仲谷　修
八木正光
塚本純久
大河直樹
宮木幸彦
別所淳二
髙崎雄三
髙瀬伸一郎 
冨田雅則

藤原俊男
高須康彰
白井　収
石原　裕
金田賢也
林　良宣
田中宏明
山崎和利
石川昌司
伊藤之一

浅野　強
加藤久明
松井章泰

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

川合敏正
村田康助
川合和彦
星川和伸
松井章泰
権田まゆみ
浅野　強

荒木　茂
鬼頭貫治
河合光志
宮川隆司
間瀬祐一
木村守雄
小松　浩
宮本智弘
荒木誠一
間瀬祐一

神藤好代
後藤和治
神藤好代
佐々木洋子
後藤和治
鷲山俊明
三崎　敦

堀田卓嗣
滝下　勲
太田　稔
冨田高子
堀田卓嗣
石澤史郎
大島嗣雄
来山健一
細井　勉
竹生和史

高橋雅男
杉浦宏始
中村彰宏
大羽重治
真野善和
辻　信之
廣濵成一
大林則久
鈴木恒安
髙井龍雄

森下新一
鵜飼和甫
冨田政彦
白井　悟
立岩俊幸
鈴木保宣
河合繁樹

15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’

河合成幸
岡本卓三
鈴木照幸

三竹正弘
及部多高
伊藤篤哉
小石洋和
西　崇秀
大野　哲
鈴木雅晶
木所壮太
福井知裕
鎌田哲也

櫻井敬子
天野惠一
南部　淳
尾崎篤司
早川勝博
太田成紀
杉浦健太郎
松原広幸
小原　睦
谷　泰男

奥田清仁
三宅英臣
松井博文
清水伸吉
光岡主税
村上雅則
新井利和
後藤尚之
小椋邦彦
塚本勝巳

深津　篤
近藤千雅
小久井正秋 
福尾　清
犬塚光彦
梶川勇次
牧野嗣弘
三浦勝美
山本　眞
神谷直久

畑野泰久
野場　基
西山　潤
林　茂男
山本登喜夫
間瀬順一

小野政秀
安江修二
八木待次
中村政二

細井純雄
新浪勝也
本田康英
畔栁秀幸
稲垣　寿
椙山良三
坂野　弘
中根匡規
林　孝夫
宇野弘隆

加藤連治
神谷重雄
鈴木基之
矢頭功生
梅村昌吾
山内達己
近藤英人
鈴木裕仁
大澤六也
横山克則

松永茂夫
小林政則
青山幸市
市川聰明
小山章仁
柴田仙功
山本信一
山本信一
中根裕幸
青山幸市

石川道男
鈴木玉機
鈴木正輝
鈴木玉機
鈴木玉機
鈴木玉機
鈴木玉機
鈴木玉機
廉澤紀彦
竹内正次

木戸重信
小久保茂樹
本多　幹
塚田和也
櫻井　博
山内ユミ子
福岡和則

14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

15’
16’
17’

16’
17’

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’

山岸孝男
延原　哲
矢澤　丈

加藤謙一
菅原浩昭

小原　崇

加藤真治
鈴木　豊
加藤哲也
𠮷𠮷原孝彦
加藤繁則
鈴木文三郎
神野公秀
杉浦文雄
市川裕大
野村紀代彦

神谷　研
戸谷　央
磯貝廣治
深津正則
石川　博
内藤教恵
恒川憲一
市川　護
杉山淳一
辻　隆士

藤田昭博
杉田明弘
鈴木昭夫
宍戸秀隆
岡田文雄
鳥山欽示
鳥居清澄
松田茂治
羽佐田芳和
宍戸秀隆

鈴木輝彦
平岩辰之
竹中　誠
岡本明弘
山中寛紀
鈴木健三
粟津康之
森田雅也
鶴田光久
杉浦保子

石川量英

09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

鈴木茂朗
山下保彦
笠井保志
杉田亘恭
鳥居萬里
神谷　林
神谷正康
石川量英
篠田義隆

佐藤　啓
野々山光秋
小笠原芳夫
神谷昌彦
佐藤　啓
杉浦修機
小笠原芳夫
北川広人
鈴木幸利
石川　徹

水野𠮷𠮷樹
清水健次
加藤久和
中川　敦
杉原透恭
渡辺一朗
渡辺伸一
渡辺伸一
野々山和彦 
渡辺一朗

岩瀬　一
長谷収一
伊藤則男
小林　豊
高須　光
三治信芳
榊原利夫
岩瀬　一
鈴木正司
野口要二

杉山敏幸
富田清治
斎藤　博
古居一雄
大見和志
竹内裕恭
山本雅仁
久恒治人
山本彰秀
杉山敏幸

山﨑正夫
竹内俊介
伊東良夫
松本順子
平林伸康
松本順子
手島寿宏
平林伸康
手島寿宏
水野隆芳

伊奈一郎
角野濱照
冨田真規
谷川豊隆
新井富雅
伊奈一郎
岡田展利
竹内勝則
杉江繁樹
森下　豊

柴田康仁
大林香瑞人
小嶋真一郎
早川直義
佐藤雅之
杉本親保
小島博也
坂野公俊
板倉初嗣
竹内雅浩

鈴木一也
白羽義高
大橋正紀
長坂昭彦
戸田宏和
安藤浩詩
安藤浩詩
大橋正紀
安藤浩詩
藤澤　稔

森田芳一
沢田　佶
竹内満寿夫
近藤敏通
榊原　英
永田明世
横尾哲也
新美あ茂
石川信行
岩部雅人

鈴村鉦直
永井喜義
竹内功成

財津泰宜
千賀貴彦
中村泰忠
尾之内美保子
上野大介
磯貝謙太郎
磯貝謙太郎

門脇あ武
相羽英人
久野春雄
笹田栄治
中本和則
外園　茂
笹田栄治
相羽英人
門脇　武
矢野雅己

林あ隆春
榊原あ讓
松田暁昌
林あ隆春
伊藤幸一
青木俊憲
榊原　讓
光嵜賢一
伊藤光治
加藤昭宏

稲垣宏高
加藤則之
河西あつ子
日比一昭
野々山勝也
田中正明
猪飼充利
山田勝弘
八谷潤一
杦田勝彦

不破惠一郎
不破惠一郎
不破惠一郎
清水稔彦
山内幸夫
山内幸夫
岩田勝義
横山　弘
金森安石
金森安石

中北武男
船越あ孝
山内國雄
渡辺元男
小澤正明
船越　孝
石黒三雄

原田敬生
矢田政弘
黒木義公

永井伸治
野々部昭男
大野恒夫
永井伸治
原　武史
服部孝徳
山脇敏夫
山田典永
三根健一
鵜飼博信

山田幸治
河瀬文一
篠田正志
家田安啓
伊藤正征
鈴木正徳
紅谷幸政
加藤春視
稲垣秀樹
中西　巧

星野清久
星野清久
森田堅一
後藤鈴明
後藤鈴明
鴨井敏秋
川西利浩
後藤鈴明
後藤鈴明
後藤鈴明

沖野　満
辻　光範
松尾晋吉
片山　進
尾関正美
太田吉宣
松浦正義
平岩慎次
鈴木雅貴
檜吉真寿

大津　純
倉地伸幸
加藤康治
鵜飼俊光
森俊一郎
大森　進
加藤恭章
猪子裕史
梶原誠二
大森　進

加藤恵子
野田正治
加藤唐三郎
鈴木政成
刑部祐介
勝谷哲次
金谷康正
松本哲也
山田　拓
田中靖達

日比野万喜男
大澤　渡
日比野清正
福冨孝弘
大薮雅章
澤田　禅
吉野育志
松山基邦
谷定貴之
埴田惣一

片平博己
川崎良一
安藤喜代司
杉浦賢二
大池武徳
杦本哲一
尾関憲市
浅野安郎
長瀬晴義
片平博己

平手　昇
長谷川憲治
中村　明
関谷弘志
小谷達也
長尾秀義
長尾秀義
中村　明
大島賀樹
伊藤雄介

大畑一久
蓮野美廣
近藤太門
中島宗幸
伊藤　純
和田了司
加藤宗生
宅間秀順
伊藤一裕
成瀬浩康

山田直樹
大野良之
水野幸彦

伊豆原浩二
福岡　健
舟橋龍秀
井田武憲
菊田利昭
古橋裕志
井田武憲

稲熊正徳
内海辰巳
井上政秋
土屋範郎
田邊雅彦
牧野正明
武田英昭
金井和治
串田正克
柴田　弘

若杉栄克
平岩太伸
山田隆雄
奥田　桂
伊藤保德
若杉栄克
水野半次郎
加藤雅人
久野茂樹
加藤昇男

服部　徹
山内嘉久
園原宏治
井上隆義
宮田浩明
井上隆義
河村金明
河村金明
関戸一雄
浅野勝美

太田達夫
岩田貴子
穂積良治
太田達夫
岩田佳之
舟橋伸治
林　　學
奥村勝彦
奥村一憲
玉置政利

山田文明
松原正敏
吉田一子
吉田濱一
青山和成
田中信子
吉田濱一
吉田濱一
山田文明

山田文明

岡田竜治
林佳代子
林佳代子
尾野英二

石田喜樹
滝　茂夫
坂　直樹
井元明正
正木利和
石井隆一
岩田達七
藤本和久
川村晃司
瀧　昌之

一柳　伸
大杉　誠
水谷博之
田茂井克典
梅本　薫
近藤多喜男
松山吉之
伊藤彰彦
大石幼一
藤田真史

城戸康近
林　幸春
坪井良憲
片桐　満
吉川公章
小嶋仲夫
吉田哲人
吉川公章
今井浩詞
小森敦夫

橋本修三
渡辺英司
吉田利男
山川克彦
芹澤謙一
早瀬鎌行
柳澤講次
室原國彦
橋本修三
平松　勝

宇田川一昭 
藁谷喜代志 
浜崎　明
中島美恵
下郷卓弥
杉浦　亘
金子誠吉
平井善明

平松育夫
鬼頭　弘

川島悦雄
佐藤友治
立松洋司
大矢裕慈
鳥山敦生
藤井英明
安田照幸
佐藤貞明
松本健一郎 
相羽康人

伊藤　豪
内田久利
平野好道
宗宮信賢
岩田修司
八木沢幹夫
近藤茂弘
近藤茂弘
髙須洋志
市岡正蔵

横井　衞
前田隆久
髙木政義
照井　栞
前田隆久
丹下富博
松本哲朗
春日井和良 
渡辺観永
近藤明美

大野友三
上坂寛文
石河　隆
加藤龍雄
酒井昌也
坂口純一
村瀬啓方
村瀬啓方
岡崎達也
後藤康史

川村繁生
佐々木眞
児島徳和
鈴木清詞
加藤英敏
中村　勝
細井俊男
鈴井一博
三島多恵子
山本郁矢

田口　望
川村勝廣
岡村つね子

林　直紀
笹谷俊道
種瀬徹也
高橋　元
河合和之
早川敏江
早川敏江

水野裕善
成田勝彦
高山　進
池井戸貞夫
大岩とよみ
大岩とよみ
若原正幸
亀井克典
上野直樹
後藤　敞

小野純子
高橋一吉
コンテイリ
横田敦史
伊藤正樹
伊藤正樹
高橋一吉
高橋一吉
倉坪林太郎

川口喜朗
山田　博
伴野友昭
相馬保之
安部隆俊
亀井壯太郎
渡邊嘉昭
安部隆俊
髙柳充弘
金田剛士

森上道康
平野正美
岡本光生
柏木　功
林　雅史
新実宣英
ﾐｶｴﾙ・ｶﾙﾏﾉ
柏木　功
石田侑嗣
安藤東元

鵜飼昌治
齋藤愼一郎
鵜飼健太郎
酒井友義
伊藤陽介
松崎美都子
田中友次
鵜飼健太郎 

名古屋守山

常滑

東海

東知多

半田南

知多

大府

稲沢

あま
犬山

名古屋空港

愛知ロータリーEクラブ

瀬 戸北
名古屋西

名古屋中

名古屋名駅

名古屋丸の内

中部名古屋みらい

名古屋瑞穂

名古屋大須

名古屋栄

名古屋東

名古屋名南

名古屋南

名古屋みなと

名古屋東南

岩倉

名古屋城北

愛知長久手

江南

小牧

春日井

尾張旭

名古屋清須

尾張中央

一宮中央

半田

南尾張分区

瀬戸

東尾張分区

名古屋

西名古屋分区

名古屋北

東名古屋分区

一宮

西尾張分区

津島

尾西

一宮北

重冨　亮
木村公泰

端山佳誠
尾関和成
伊藤尚貴
槇野智之
野崎敏夫
福田哲三
坂倉弘康
加藤重和
山本秀樹
田尻幹夫

兄山祐司
米山郁生
儀賀良公秀
鹿養和良
鈴木由二
鹿養和良
加藤　令
伊藤友司
野々部英夫
伊藤隆司

横井尚啓
宇都木寧
小關敏光
梅村美知容
赤崎守弘
北村紀子
杉浦定文
香田研二
近藤　朗
星川直志

渡邊源市
江口武史
小山雅弘
大谷　恩
鈴木聖三
伊藤健文
池森由幸
大口弘和
加藤重雄
宮尾紘司

山田敏雄
渡邉直樹
平岩光二
白木勝久
坂本照明
上野　広
上野　広
上野　広
上野　広

田中邦幸

三浦俊彦
三浦俊彦
林　光夫
長谷川周義
小野田誓
富山信也
佐藤　隆
伊藤康之
落合和子
宇都宮美智子

大西和夫
小林三重子
吉川寿一
松野一彦
鈴木宏治
金田英和
山城章治
浅井貴介
小林三重子
鈴木宏治

菊岡宏弘
阿部恵彦
吉村福修
浅野哲司
藤田義明
佐藤陽一
佐藤陽一
石田　壽
田中利幸
𠮷𠮷田龍宏

綿貫達雄
安井　忠
竹内祐子
深見和久
加藤正広

鈴木明雄
水藤之資
松井孝悦
岡田直樹
兼子直久
佐藤裕彦
石川昌義
中村典司
大塩啓太郎 
三浦裕司

森下毅彦
小田康資

鈴木康司
大岩敏郎
鈴木仁志
本多宏亘
堀井慎二
田中　順
石田忠大
大隅一彦

山内有恒
鈴木宣央
中島　浩
山本忠男
石田啓二
岩月寛和
天川泰一
大岩靖典
安達道行
山田佳弘

田中粋人
山本　稔
渡辺稔明
市川栄二
久具信夫
大村幸司
石川ひかる 
池田哲朗
山崎憲雄
小川晴希

北山太朗
北野谷一樹 
柴田　登
髙崎雄三
佐野朝海
森下昭造
宮崎三佳
鈴木　雅
別所淳二
大羽康彦

福井信明
髙崎俊幸
金田賢也
田中宏明
林　俊介
三浦圭吾
石川昌司
鈴木健一
石原　裕
内山昌久

加藤久明
高柳優治
森美智明

丸山明敏
夏目文男
長坂好幸
原田幹也
加藤雅晟
松井厚徳
素保宏文

森下三嗣
彦坂育甫
石本健一
彦坂育甫
木村守雄
神谷篤治
西郷宏隆
牧野竜之
神谷篤治
山本博正

亀山　隆
三崎　敦
伊藤　武
佐々木としゑ 
三崎　敦
伊藤　武
伊藤　武

小野喜明
後藤文良
笠原盛泰
度会尚志
大島嗣雄
小野喜明
土井昌司
鈴木　忍
杉浦節子
井指和昭

伊藤眞芳
真野善和
野場敏孝
高橋雅男
杉田和俊
中村彰宏
平野貴久
杉浦宏始
矢頭文由己
辻　信之

鈴木　卓
小川高成
竹内千春
河辺暁雄
夏目晃哉
古橋一毅
辻　義郎

佐久間俊之 
鈴木江理
柴田　清

小笠原竜児 
山本隆之
大野　哲
居平文孝
柳瀬秀昭
大塚昌洋
角谷　歩
鈴木雅晶
長田徹也
豊田能史

野田篤文
加藤博巳
松原広幸
鋤柄禎彰
酒部圭司
柴田泰伸
有賀　健
櫻井敬子
安福良豊
福島葉子

鈴木秀和
神谷典之
野口明生
渡邉寿也
杉浦秀明
神谷典之
杉浦秀明
宮戸優治郎
酒井法丈
鈴木賢三

高橋賢司
中根克弘
犬塚光彦
岡田庄璽
酒部佳直
奥村英世
杉浦　彰
鈴木英成
本間　毅
鈴木英成

三橋惠治
川澄浩一
松本敏春
伊藤信裕
阪本　守
金澤典賢

島田紀彦
大谷忠幸
大矢伸明
大嶽　仁

三浦泰廣
稲垣　寿
青山俊次
椙山良三
酒井　賢
本田康英
生駒尚久
石川雅規
南　　鉉
加藤和志

藤井福男
鈴木博之
浦野政幸
服部基一
石橋博文
片山哲典
平野恒弘
近藤邦夫
三宅和雄
河合明広

永田　裕
牧　　勝
中根常彦
松永茂夫
近藤正俊
天野　彦
松野　敏
京　幸一
鈴木昭弘
田中暉登

深谷勝善
岡田佳大
岡田佳大
岡田佳大
岡田佳大
堀川　泰
堀川　泰
深谷勝善
金沢永柱
中野喜之

河合英二
伊藤敦夫
稲本良二
木戸重信
鈴木　寛
原田隆司
中垣幸春

伊藤敦夫
猪狩　蔵
今井幸治

酒井俊皓
野々垣雄介

牧 　 功

加藤俊二
加藤真治
杉浦芳一
加藤哲也
廣根　実
𠮷𠮷原孝彦
鈴木文三郎
神野公秀
下谷敏朗
市川裕大

奥田法行
小林逸朗
横山真喜男
市川　護
加藤正人
寺田孝司
成田孝則
山口　研
恒川憲一
石川義典

天野　卓
黒田正志
北山健二
杉田明弘
岡田雅彦
大内基浩
柴田高広
成瀬文和
朝岡　正
岡田光祥

加藤丈太郎
長田昌昇
山中寛紀
鈴木敏弘
鶴田光久
鈴木並生
鈴木宏枝
鈴木健三
角谷　修
藤関孝典

小池　孝

杉田亘恭
尾崎周二
神谷正康
小出道治
長田　治
鳥居萬里
鈴木茂朗
太田幹浩
都築勇一

神谷公一
神谷昌彦
杉浦　誠
川角年比古
黒田勝基
奥野　暁
中村さと子
黒田勝基
酒井克郎
酒井克郎

杉浦雅己
早川岩男
渡辺伸一
大辻　明
山本裕嗣
酒井敏行
小柳寿志
杉原透恭
中嶋恒男
杉浦新八

鈴木善和
山本裕充
三浦隆司
高原　宏
太髙純治
杉田芳男
野口要二
榊原　章
太田五九郎 
榊原利夫

竹内泰夫
杉浦眞理子
深津茂樹
山本彰秀
木村恭子
成田　徹
小野　郁
成田　徹
加藤　宙
弥政晋輔

　

酒井良輔
手島寿宏
榊原明美
稲葉民安
山本好幸
山田　毅
朝倉浩一
加藤順三
榊原明美
堀嵜恒藏

清水昭博
新井富雅
清水昭博
伊奈正彦
井上義春
森下　豊
清水昭博
新井富雅
伊奈輝三
井上義春

佐野宏樹
早川式彦
月東金夫
大久保誠人
間瀬保英
早川康司
久野　生
佐野宏樹
蟹江晃男
大橋直子

安藤浩詩
高津忠男
山本さゆり
矢野晴彦
矢野晴彦
矢野晴彦
新美義博
水野浩二
山口誠一
高橋康仁

鈴木宏司
都筑利男
榊原邦彦
都築延男
鈴木宏司
蜷川勝己
杉浦豊幸
竹内俊郎
手島嘉宏
手島嘉宏

中村泰忠
葉山博美
山口清文
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13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

千賀貴彦
早川佳教
竹内義将
山口清文
伊藤　恵
早川佳教
岩崎征宣

相羽英人
小寺一成
笹田栄治
久野春雄
横山明巳
久野春雄
相羽英人
加藤正俊
木村正嗣
久野春雄

江崎　晢
猪子誠兒
加藤恭平
松田暁昌
森　保彦
村川文穗
山上哲司
伊藤幸一
松原直次
山上哲司

寺島淳一
岡本康義
片岡　鉄
伊藤幸蔵
大河内勝彦
三谷栄一
後藤　務
幅　辰雄
寺島淳一
伊藤　誠

猪子雅王
前田正和
前田正和
前田正和
水谷　豊
犬飼万壽男
前田正和
前田正和
岩田勝義
前田正和

石黒三雄
藤原峯忠
石黒三雄
森　通保
矢野尚彦
原田敬生
石黒三雄

15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

村瀬圭吾
森　正志
中北武男

樋田文裕
永井伸治
永井伸治
足立三千夫
横井　定
横井　定
小島洋一
原　武史
高桑宏幸
山内健嗣

飯田　篤
宇津山弘
栗木和夫
児玉憲之
田邊正紀
中島英之
横井久雄
大竹敬一
中西　巧
藤田隆志

森田堅一
森田堅一
鳥居利一
森田堅一
森田堅一
森田堅一
森田堅一
加藤茂樹
大崎美希
森田堅一

赤堀博宣
檜吉真寿
辻　光範
平岩慎次
山本正則
藤岡重光
辻　光範
檜吉真寿
平野弘康
住川誠一

森　　榮
森俊一郎
松岡正浩
岩井豊彦
永田　正
山田秀代
岩田真周
伊藤恒二郎
松本正暢
松前裕己

松村晋也
加藤景三
牧オサム
青山　稔
酒井和好
山田　拓
小沢英之
山口記由
刑部祐介
刑部祐介

岡田雅隆
髙橋秀治
田中茂生
宮岡克年
稲垣圭次
松山基邦
原　正男
加藤浩一
大澤　渡
谷定貴之

堀尾庄一
熊澤治夫
伊藤靖祐
松井智義
長瀬晴義
波多野智章
富田清孝
波多野智章
暮石哲真
堀尾庄一

犬束敏彦
渡邉敬文
伊藤雄介
橋本晃暢
水野聖仁
松尾憲二郎
松尾憲二郎
山本邦夫
水野聖仁
伊藤直樹

伊藤　純
林　憲正
志水ひろみ
峠テル子
長谷川英輝
中川　健
伊藤一裕
河村哲也
和田了司
岡嶋良樹

福岡　健
飯田幸雄
箕輪良孝

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

唐井仁一
飯田幸雄
西尾輝久
山田直樹
箕輪良孝
加藤清久
箕輪良孝

山北秀和
安川正勝
山北秀和
水谷文昭
岩田哲也
金井和治
竹尾　悟
安川正勝
竹尾　悟
柴田和宏

二宮あづさ
加藤勝之
荒井康夫
平岩太伸
波多野寿一
平尾節子
伊藤京子
髙阪和広
堀　耕作
楠　英樹

河端章三
長谷川義夫
丹羽規之
丹羽規之
原　　弘
原　　弘
長谷川義夫
原　　弘
原　　弘
檜木治幸

小原久和
多田通夫
服部智謙
秦野　滋
舟橋伸治
奥村一憲
津坂守英
小塚美知子
小塚美知子
小原久和

安田茂樹
寺尾　隆
金田宗博
日野典子
日野典子
佐藤文昭
赤塚一三
宮下智香子
宮下智香子

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’

小谷恒夫

ゲリン・アレクサンドラ・ローズ 
于 咏
林佳代子
尾野英二

滝　茂夫
松本圭一
平松潤一郎
白木和夫
藤原一朗
平松潤一郎
正木利和
瀧　昌之
安田正介
鈴木龍一郎

梅田克一
坂井則夫
伊藤彰彦
梅本　薫
坂井則夫
片桐清志
水野隆二
加藤憲司
藤田真史
大石幼一

近藤禎男
筒井信之
篠田美樹
木村樹生
渡邉將人
眞野乘史
木村樹生
佐藤真基
加藤敏行
豊田正二郎

田島伸也
髙村芳行
斉藤捷昭
三枝樹明道
杉江豊文
村田誠一
田島伸也
栢森雅勝
髙田和裕
野崎　修

堀田　努
中村規脩
岩崎誠二
南雲和江
小玉秀男
伊藤素美子
小玉秀男
吉田哲朗

17’

14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14
15’

16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

堀　美利
花井　勉

篭橋美久
坪井進悟
山口　眞
小笠原暁
岡崎　亨
梁川誠市
立松洋司
加藤政己
小栗成男
河村嘉希

宗宮信賢
堀　慎治
市岡正蔵
松岡道弘
髙村博三
近藤茂弘
湯澤信雄
鈴木淑久
田中　宏
湯澤勇生

田崎雅三
髙木政義
神野邦利
加藤巳千彦
吉田憲一
柴岡正将
酒井　修
岡村隆德
加藤巳千彦 
丹下富博

羽田野道明 
三浦幸治
岩崎健作
上坂寛文
服部秋浩
酒井昌也
大嶋秀紀
三浦幸治
南川芳広
上田寛明

東山直史
杉山隆秀
木下福郎
浅井　浩
鈴井一博
久米伸治
三浦　隆
水野俊男
三浦和人
白藤憲雄

田中　修
藤井圓隆
安藤隆利

山本裕三
藤井圓隆
藤井圓隆
藤井圓隆
山本裕三
川村勝廣
山本浩幸

服部釟治
植木広次
田島陽介
高山　進
藤野正敏
亀井克典
磯部　徹
矢野雄嗣
恵利有司
恵利有司

小野純子
高橋一吉
コンテイリ
横田敦史
寺澤君江
寺澤君江
河合太輔
宮下恵子
宮下恵子

岡部 　
溝口　治
石原紀賢
中村陽公
松波頼明
岡部　　
森實敏彦
松波頼明
中村陽公
中村陽公

林　雅史
水野茂生
國府谷俊盛 
山田信二
新実宣英
岡本光生
岡本光生
岡本光生
棚橋賢治
棚橋賢治

木村邦彦
木村隆之
長谷照一
中田典子
重冨　亮
上村公彦
重冨　亮
中田典子

●国際奉仕委員長
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
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愛知三州

岡崎

西三河中分区

名古屋錦

豊橋北

奥三河

豊田

豊田三好

碧南

西尾一色

高浜

知立

西尾KIRARA

三河安城

豊田中

安城

西尾

名古屋宮の杜

岡崎南

豊田西

岡崎東

豊田東

岡崎城南豊川宝飯　

豊橋ゴールデン

田原パシフィック

豊橋東

豊川

田原

豊橋南

新城

渥美

名古屋東山

名古屋葵

名古屋アイリス

名古屋和合

名古屋名東

名古屋名北

名古屋千種

名古屋昭和

蒲郡

豊橋

東三河分区

刈谷

西三河分区

西脇　司
井上　誠

首藤信生
相羽繁生
上野山進
田中正次
中浜明光
丸山弘昭
花橋日出夫
福田哲三
片桐寛治
久保哲政

梶間　誠
都築八千代
鈴木勝博
藤野直子
杁山恭弘
加藤　令
丸山　猛
元松　茂
伊藤友司
藤野直子

半泊與則
梅村美知容 
尾關實津成 
赤崎守弘
杉浦定文
加藤あつこ 
近藤　朗
加島　光
西脇多吉
梶川久雄

吉田　玄
大口弘和
足立一郎
小林英毅
足立一郎
鈴木聖三
吉田　玄
足立一郎
碓氷美佳
池森由幸

田中邦幸
大瀬　力
上野　広
髙柳　元
木下　実
加藤　厚
柴田義介
白木勝久
髙橋　進

鈴木真司

長谷川周義
長谷川周義
後藤博文
三浦俊彦
寺西　正
林　光夫
富山信也
寺西　正
寺西　正
武田正典

森川辰幸
金田英和
早川和男
早川和男
平下三郎
山元康裕
中島譲治
松野一彦
鈴木宏治
小林三重子

石原彰久
越野安彦
越野安彦
吉村福修
小玉忠雄
岡田浩人
藤田義明
加藤久雄
藤田義明
藤田義明

綿貫達雄
綿貫達雄
鬼頭容子
長谷川芳子 
沖　知也

松本孝一
近藤　眞
高橋豊彦
川村荒治
内山典弘
伊藤晴康
江﨑雅彰
岡村正造
大林康隆
松岡真由美

酒井克嘉
鈴木康仁

16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’

10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

竹内康仁
山本英夫
伊藤　將
岡田安生
藤田卓郎
洞田嘉明
大場勝議
鈴木康司

木村高章
藤本孝宏
木戸口昌己
西川康夫
松﨑和馬
八木基之
岡本道子
杉浦孝典
金森正芳
村田　裕

渡辺　治
田中寛孝
山脇善典
大村幸司
池田哲朗
田中勢子
清水宏臣
渋谷幸信
西本全秀
安田守一

原園義秀
仲谷　修
八木正光
塚本純久
大河直樹
宮木幸彦
別所淳二
髙崎雄三
髙瀬伸一郎 
冨田雅則

藤原俊男
高須康彰
白井　収
石原　裕
金田賢也
林　良宣
田中宏明
山崎和利
石川昌司
伊藤之一

浅野　強
加藤久明
松井章泰

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

川合敏正
村田康助
川合和彦
星川和伸
松井章泰
権田まゆみ
浅野　強

荒木　茂
鬼頭貫治
河合光志
宮川隆司
間瀬祐一
木村守雄
小松　浩
宮本智弘
荒木誠一
間瀬祐一

神藤好代
後藤和治
神藤好代
佐々木洋子
後藤和治
鷲山俊明
三崎　敦

堀田卓嗣
滝下　勲
太田　稔
冨田高子
堀田卓嗣
石澤史郎
大島嗣雄
来山健一
細井　勉
竹生和史

高橋雅男
杉浦宏始
中村彰宏
大羽重治
真野善和
辻　信之
廣濵成一
大林則久
鈴木恒安
髙井龍雄

森下新一
鵜飼和甫
冨田政彦
白井　悟
立岩俊幸
鈴木保宣
河合繁樹

15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’

河合成幸
岡本卓三
鈴木照幸

三竹正弘
及部多高
伊藤篤哉
小石洋和
西　崇秀
大野　哲
鈴木雅晶
木所壮太
福井知裕
鎌田哲也

櫻井敬子
天野惠一
南部　淳
尾崎篤司
早川勝博
太田成紀
杉浦健太郎
松原広幸
小原　睦
谷　泰男

奥田清仁
三宅英臣
松井博文
清水伸吉
光岡主税
村上雅則
新井利和
後藤尚之
小椋邦彦
塚本勝巳

深津　篤
近藤千雅
小久井正秋 
福尾　清
犬塚光彦
梶川勇次
牧野嗣弘
三浦勝美
山本　眞
神谷直久

畑野泰久
野場　基
西山　潤
林　茂男
山本登喜夫
間瀬順一

小野政秀
安江修二
八木待次
中村政二

細井純雄
新浪勝也
本田康英
畔栁秀幸
稲垣　寿
椙山良三
坂野　弘
中根匡規
林　孝夫
宇野弘隆

加藤連治
神谷重雄
鈴木基之
矢頭功生
梅村昌吾
山内達己
近藤英人
鈴木裕仁
大澤六也
横山克則

松永茂夫
小林政則
青山幸市
市川聰明
小山章仁
柴田仙功
山本信一
山本信一
中根裕幸
青山幸市

石川道男
鈴木玉機
鈴木正輝
鈴木玉機
鈴木玉機
鈴木玉機
鈴木玉機
鈴木玉機
廉澤紀彦
竹内正次

木戸重信
小久保茂樹
本多　幹
塚田和也
櫻井　博
山内ユミ子
福岡和則

14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

15’
16’
17’

16’
17’

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’

山岸孝男
延原　哲
矢澤　丈

加藤謙一
菅原浩昭

小原　崇

加藤真治
鈴木　豊
加藤哲也
𠮷𠮷原孝彦
加藤繁則
鈴木文三郎
神野公秀
杉浦文雄
市川裕大
野村紀代彦

神谷　研
戸谷　央
磯貝廣治
深津正則
石川　博
内藤教恵
恒川憲一
市川　護
杉山淳一
辻　隆士

藤田昭博
杉田明弘
鈴木昭夫
宍戸秀隆
岡田文雄
鳥山欽示
鳥居清澄
松田茂治
羽佐田芳和
宍戸秀隆

鈴木輝彦
平岩辰之
竹中　誠
岡本明弘
山中寛紀
鈴木健三
粟津康之
森田雅也
鶴田光久
杉浦保子

石川量英

09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

鈴木茂朗
山下保彦
笠井保志
杉田亘恭
鳥居萬里
神谷　林
神谷正康
石川量英
篠田義隆

佐藤　啓
野々山光秋
小笠原芳夫
神谷昌彦
佐藤　啓
杉浦修機
小笠原芳夫
北川広人
鈴木幸利
石川　徹

水野𠮷𠮷樹
清水健次
加藤久和
中川　敦
杉原透恭
渡辺一朗
渡辺伸一
渡辺伸一
野々山和彦 
渡辺一朗

岩瀬　一
長谷収一
伊藤則男
小林　豊
高須　光
三治信芳
榊原利夫
岩瀬　一
鈴木正司
野口要二

杉山敏幸
富田清治
斎藤　博
古居一雄
大見和志
竹内裕恭
山本雅仁
久恒治人
山本彰秀
杉山敏幸

山﨑正夫
竹内俊介
伊東良夫
松本順子
平林伸康
松本順子
手島寿宏
平林伸康
手島寿宏
水野隆芳

伊奈一郎
角野濱照
冨田真規
谷川豊隆
新井富雅
伊奈一郎
岡田展利
竹内勝則
杉江繁樹
森下　豊

柴田康仁
大林香瑞人
小嶋真一郎
早川直義
佐藤雅之
杉本親保
小島博也
坂野公俊
板倉初嗣
竹内雅浩

鈴木一也
白羽義高
大橋正紀
長坂昭彦
戸田宏和
安藤浩詩
安藤浩詩
大橋正紀
安藤浩詩
藤澤　稔

森田芳一
沢田　佶
竹内満寿夫
近藤敏通
榊原　英
永田明世
横尾哲也
新美あ茂
石川信行
岩部雅人

鈴村鉦直
永井喜義
竹内功成

財津泰宜
千賀貴彦
中村泰忠
尾之内美保子
上野大介
磯貝謙太郎
磯貝謙太郎

門脇あ武
相羽英人
久野春雄
笹田栄治
中本和則
外園　茂
笹田栄治
相羽英人
門脇　武
矢野雅己

林あ隆春
榊原あ讓
松田暁昌
林あ隆春
伊藤幸一
青木俊憲
榊原　讓
光嵜賢一
伊藤光治
加藤昭宏

稲垣宏高
加藤則之
河西あつ子
日比一昭
野々山勝也
田中正明
猪飼充利
山田勝弘
八谷潤一
杦田勝彦

不破惠一郎
不破惠一郎
不破惠一郎
清水稔彦
山内幸夫
山内幸夫
岩田勝義
横山　弘
金森安石
金森安石

中北武男
船越あ孝
山内國雄
渡辺元男
小澤正明
船越　孝
石黒三雄

原田敬生
矢田政弘
黒木義公

永井伸治
野々部昭男
大野恒夫
永井伸治
原　武史
服部孝徳
山脇敏夫
山田典永
三根健一
鵜飼博信

山田幸治
河瀬文一
篠田正志
家田安啓
伊藤正征
鈴木正徳
紅谷幸政
加藤春視
稲垣秀樹
中西　巧

星野清久
星野清久
森田堅一
後藤鈴明
後藤鈴明
鴨井敏秋
川西利浩
後藤鈴明
後藤鈴明
後藤鈴明

沖野　満
辻　光範
松尾晋吉
片山　進
尾関正美
太田吉宣
松浦正義
平岩慎次
鈴木雅貴
檜吉真寿

大津　純
倉地伸幸
加藤康治
鵜飼俊光
森俊一郎
大森　進
加藤恭章
猪子裕史
梶原誠二
大森　進

加藤恵子
野田正治
加藤唐三郎
鈴木政成
刑部祐介
勝谷哲次
金谷康正
松本哲也
山田　拓
田中靖達

日比野万喜男
大澤　渡
日比野清正
福冨孝弘
大薮雅章
澤田　禅
吉野育志
松山基邦
谷定貴之
埴田惣一

片平博己
川崎良一
安藤喜代司
杉浦賢二
大池武徳
杦本哲一
尾関憲市
浅野安郎
長瀬晴義
片平博己

平手　昇
長谷川憲治
中村　明
関谷弘志
小谷達也
長尾秀義
長尾秀義
中村　明
大島賀樹
伊藤雄介

大畑一久
蓮野美廣
近藤太門
中島宗幸
伊藤　純
和田了司
加藤宗生
宅間秀順
伊藤一裕
成瀬浩康

山田直樹
大野良之
水野幸彦

伊豆原浩二
福岡　健
舟橋龍秀
井田武憲
菊田利昭
古橋裕志
井田武憲

稲熊正徳
内海辰巳
井上政秋
土屋範郎
田邊雅彦
牧野正明
武田英昭
金井和治
串田正克
柴田　弘

若杉栄克
平岩太伸
山田隆雄
奥田　桂
伊藤保德
若杉栄克
水野半次郎
加藤雅人
久野茂樹
加藤昇男

服部　徹
山内嘉久
園原宏治
井上隆義
宮田浩明
井上隆義
河村金明
河村金明
関戸一雄
浅野勝美

太田達夫
岩田貴子
穂積良治
太田達夫
岩田佳之
舟橋伸治
林　　學
奥村勝彦
奥村一憲
玉置政利

山田文明
松原正敏
吉田一子
吉田濱一
青山和成
田中信子
吉田濱一
吉田濱一
山田文明

山田文明

岡田竜治
林佳代子
林佳代子
尾野英二

石田喜樹
滝　茂夫
坂　直樹
井元明正
正木利和
石井隆一
岩田達七
藤本和久
川村晃司
瀧　昌之

一柳　伸
大杉　誠
水谷博之
田茂井克典
梅本　薫
近藤多喜男
松山吉之
伊藤彰彦
大石幼一
藤田真史

城戸康近
林　幸春
坪井良憲
片桐　満
吉川公章
小嶋仲夫
吉田哲人
吉川公章
今井浩詞
小森敦夫

橋本修三
渡辺英司
吉田利男
山川克彦
芹澤謙一
早瀬鎌行
柳澤講次
室原國彦
橋本修三
平松　勝

宇田川一昭 
藁谷喜代志 
浜崎　明
中島美恵
下郷卓弥
杉浦　亘
金子誠吉
平井善明

平松育夫
鬼頭　弘

川島悦雄
佐藤友治
立松洋司
大矢裕慈
鳥山敦生
藤井英明
安田照幸
佐藤貞明
松本健一郎 
相羽康人

伊藤　豪
内田久利
平野好道
宗宮信賢
岩田修司
八木沢幹夫
近藤茂弘
近藤茂弘
髙須洋志
市岡正蔵

横井　衞
前田隆久
髙木政義
照井　栞
前田隆久
丹下富博
松本哲朗
春日井和良 
渡辺観永
近藤明美

大野友三
上坂寛文
石河　隆
加藤龍雄
酒井昌也
坂口純一
村瀬啓方
村瀬啓方
岡崎達也
後藤康史

川村繁生
佐々木眞
児島徳和
鈴木清詞
加藤英敏
中村　勝
細井俊男
鈴井一博
三島多恵子
山本郁矢

田口　望
川村勝廣
岡村つね子

林　直紀
笹谷俊道
種瀬徹也
高橋　元
河合和之
早川敏江
早川敏江

水野裕善
成田勝彦
高山　進
池井戸貞夫
大岩とよみ
大岩とよみ
若原正幸
亀井克典
上野直樹
後藤　敞

小野純子
高橋一吉
コンテイリ
横田敦史
伊藤正樹
伊藤正樹
高橋一吉
高橋一吉
倉坪林太郎

川口喜朗
山田　博
伴野友昭
相馬保之
安部隆俊
亀井壯太郎
渡邊嘉昭
安部隆俊
髙柳充弘
金田剛士

森上道康
平野正美
岡本光生
柏木　功
林　雅史
新実宣英
ﾐｶｴﾙ・ｶﾙﾏﾉ
柏木　功
石田侑嗣
安藤東元

鵜飼昌治
齋藤愼一郎
鵜飼健太郎
酒井友義
伊藤陽介
松崎美都子
田中友次
鵜飼健太郎 

名古屋守山

常滑

東海

東知多

半田南

知多

大府

稲沢

あま
犬山

名古屋空港

愛知ロータリーEクラブ

瀬 戸北
名古屋西

名古屋中

名古屋名駅

名古屋丸の内

中部名古屋みらい

名古屋瑞穂

名古屋大須

名古屋栄

名古屋東

名古屋名南

名古屋南

名古屋みなと

名古屋東南

岩倉

名古屋城北

愛知長久手

江南

小牧

春日井

尾張旭

名古屋清須

尾張中央

一宮中央

半田

南尾張分区

瀬戸

東尾張分区

名古屋

西名古屋分区

名古屋北

東名古屋分区

一宮

西尾張分区

津島

尾西

一宮北

重冨　亮
木村公泰

端山佳誠
尾関和成
伊藤尚貴
槇野智之
野崎敏夫
福田哲三
坂倉弘康
加藤重和
山本秀樹
田尻幹夫

兄山祐司
米山郁生
儀賀良公秀
鹿養和良
鈴木由二
鹿養和良
加藤　令
伊藤友司
野々部英夫
伊藤隆司

横井尚啓
宇都木寧
小關敏光
梅村美知容
赤崎守弘
北村紀子
杉浦定文
香田研二
近藤　朗
星川直志

渡邊源市
江口武史
小山雅弘
大谷　恩
鈴木聖三
伊藤健文
池森由幸
大口弘和
加藤重雄
宮尾紘司

山田敏雄
渡邉直樹
平岩光二
白木勝久
坂本照明
上野　広
上野　広
上野　広
上野　広

田中邦幸

三浦俊彦
三浦俊彦
林　光夫
長谷川周義
小野田誓
富山信也
佐藤　隆
伊藤康之
落合和子
宇都宮美智子

大西和夫
小林三重子
吉川寿一
松野一彦
鈴木宏治
金田英和
山城章治
浅井貴介
小林三重子
鈴木宏治

菊岡宏弘
阿部恵彦
吉村福修
浅野哲司
藤田義明
佐藤陽一
佐藤陽一
石田　壽
田中利幸
𠮷𠮷田龍宏

綿貫達雄
安井　忠
竹内祐子
深見和久
加藤正広

鈴木明雄
水藤之資
松井孝悦
岡田直樹
兼子直久
佐藤裕彦
石川昌義
中村典司
大塩啓太郎 
三浦裕司

森下毅彦
小田康資

鈴木康司
大岩敏郎
鈴木仁志
本多宏亘
堀井慎二
田中　順
石田忠大
大隅一彦

山内有恒
鈴木宣央
中島　浩
山本忠男
石田啓二
岩月寛和
天川泰一
大岩靖典
安達道行
山田佳弘

田中粋人
山本　稔
渡辺稔明
市川栄二
久具信夫
大村幸司
石川ひかる 
池田哲朗
山崎憲雄
小川晴希

北山太朗
北野谷一樹 
柴田　登
髙崎雄三
佐野朝海
森下昭造
宮崎三佳
鈴木　雅
別所淳二
大羽康彦

福井信明
髙崎俊幸
金田賢也
田中宏明
林　俊介
三浦圭吾
石川昌司
鈴木健一
石原　裕
内山昌久

加藤久明
高柳優治
森美智明

丸山明敏
夏目文男
長坂好幸
原田幹也
加藤雅晟
松井厚徳
素保宏文

森下三嗣
彦坂育甫
石本健一
彦坂育甫
木村守雄
神谷篤治
西郷宏隆
牧野竜之
神谷篤治
山本博正

亀山　隆
三崎　敦
伊藤　武
佐々木としゑ 
三崎　敦
伊藤　武
伊藤　武

小野喜明
後藤文良
笠原盛泰
度会尚志
大島嗣雄
小野喜明
土井昌司
鈴木　忍
杉浦節子
井指和昭

伊藤眞芳
真野善和
野場敏孝
高橋雅男
杉田和俊
中村彰宏
平野貴久
杉浦宏始
矢頭文由己
辻　信之

鈴木　卓
小川高成
竹内千春
河辺暁雄
夏目晃哉
古橋一毅
辻　義郎

佐久間俊之 
鈴木江理
柴田　清

小笠原竜児 
山本隆之
大野　哲
居平文孝
柳瀬秀昭
大塚昌洋
角谷　歩
鈴木雅晶
長田徹也
豊田能史

野田篤文
加藤博巳
松原広幸
鋤柄禎彰
酒部圭司
柴田泰伸
有賀　健
櫻井敬子
安福良豊
福島葉子

鈴木秀和
神谷典之
野口明生
渡邉寿也
杉浦秀明
神谷典之
杉浦秀明
宮戸優治郎
酒井法丈
鈴木賢三

高橋賢司
中根克弘
犬塚光彦
岡田庄璽
酒部佳直
奥村英世
杉浦　彰
鈴木英成
本間　毅
鈴木英成

三橋惠治
川澄浩一
松本敏春
伊藤信裕
阪本　守
金澤典賢

島田紀彦
大谷忠幸
大矢伸明
大嶽　仁

三浦泰廣
稲垣　寿
青山俊次
椙山良三
酒井　賢
本田康英
生駒尚久
石川雅規
南　　鉉
加藤和志

藤井福男
鈴木博之
浦野政幸
服部基一
石橋博文
片山哲典
平野恒弘
近藤邦夫
三宅和雄
河合明広

永田　裕
牧　　勝
中根常彦
松永茂夫
近藤正俊
天野　彦
松野　敏
京　幸一
鈴木昭弘
田中暉登

深谷勝善
岡田佳大
岡田佳大
岡田佳大
岡田佳大
堀川　泰
堀川　泰
深谷勝善
金沢永柱
中野喜之

河合英二
伊藤敦夫
稲本良二
木戸重信
鈴木　寛
原田隆司
中垣幸春

伊藤敦夫
猪狩　蔵
今井幸治

酒井俊皓
野々垣雄介

牧 　 功

加藤俊二
加藤真治
杉浦芳一
加藤哲也
廣根　実
𠮷𠮷原孝彦
鈴木文三郎
神野公秀
下谷敏朗
市川裕大

奥田法行
小林逸朗
横山真喜男
市川　護
加藤正人
寺田孝司
成田孝則
山口　研
恒川憲一
石川義典

天野　卓
黒田正志
北山健二
杉田明弘
岡田雅彦
大内基浩
柴田高広
成瀬文和
朝岡　正
岡田光祥

加藤丈太郎
長田昌昇
山中寛紀
鈴木敏弘
鶴田光久
鈴木並生
鈴木宏枝
鈴木健三
角谷　修
藤関孝典

小池　孝

杉田亘恭
尾崎周二
神谷正康
小出道治
長田　治
鳥居萬里
鈴木茂朗
太田幹浩
都築勇一

神谷公一
神谷昌彦
杉浦　誠
川角年比古
黒田勝基
奥野　暁
中村さと子
黒田勝基
酒井克郎
酒井克郎

杉浦雅己
早川岩男
渡辺伸一
大辻　明
山本裕嗣
酒井敏行
小柳寿志
杉原透恭
中嶋恒男
杉浦新八

鈴木善和
山本裕充
三浦隆司
高原　宏
太髙純治
杉田芳男
野口要二
榊原　章
太田五九郎 
榊原利夫

竹内泰夫
杉浦眞理子
深津茂樹
山本彰秀
木村恭子
成田　徹
小野　郁
成田　徹
加藤　宙
弥政晋輔

　

酒井良輔
手島寿宏
榊原明美
稲葉民安
山本好幸
山田　毅
朝倉浩一
加藤順三
榊原明美
堀嵜恒藏

清水昭博
新井富雅
清水昭博
伊奈正彦
井上義春
森下　豊
清水昭博
新井富雅
伊奈輝三
井上義春

佐野宏樹
早川式彦
月東金夫
大久保誠人
間瀬保英
早川康司
久野　生
佐野宏樹
蟹江晃男
大橋直子

安藤浩詩
高津忠男
山本さゆり
矢野晴彦
矢野晴彦
矢野晴彦
新美義博
水野浩二
山口誠一
高橋康仁

鈴木宏司
都筑利男
榊原邦彦
都築延男
鈴木宏司
蜷川勝己
杉浦豊幸
竹内俊郎
手島嘉宏
手島嘉宏

中村泰忠
葉山博美
山口清文

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

千賀貴彦
早川佳教
竹内義将
山口清文
伊藤　恵
早川佳教
岩崎征宣

相羽英人
小寺一成
笹田栄治
久野春雄
横山明巳
久野春雄
相羽英人
加藤正俊
木村正嗣
久野春雄

江崎　晢
猪子誠兒
加藤恭平
松田暁昌
森　保彦
村川文穗
山上哲司
伊藤幸一
松原直次
山上哲司

寺島淳一
岡本康義
片岡　鉄
伊藤幸蔵
大河内勝彦
三谷栄一
後藤　務
幅　辰雄
寺島淳一
伊藤　誠

猪子雅王
前田正和
前田正和
前田正和
水谷　豊
犬飼万壽男
前田正和
前田正和
岩田勝義
前田正和

石黒三雄
藤原峯忠
石黒三雄
森　通保
矢野尚彦
原田敬生
石黒三雄

15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

村瀬圭吾
森　正志
中北武男

樋田文裕
永井伸治
永井伸治
足立三千夫
横井　定
横井　定
小島洋一
原　武史
高桑宏幸
山内健嗣

飯田　篤
宇津山弘
栗木和夫
児玉憲之
田邊正紀
中島英之
横井久雄
大竹敬一
中西　巧
藤田隆志

森田堅一
森田堅一
鳥居利一
森田堅一
森田堅一
森田堅一
森田堅一
加藤茂樹
大崎美希
森田堅一

赤堀博宣
檜吉真寿
辻　光範
平岩慎次
山本正則
藤岡重光
辻　光範
檜吉真寿
平野弘康
住川誠一

森　　榮
森俊一郎
松岡正浩
岩井豊彦
永田　正
山田秀代
岩田真周
伊藤恒二郎
松本正暢
松前裕己

松村晋也
加藤景三
牧オサム
青山　稔
酒井和好
山田　拓
小沢英之
山口記由
刑部祐介
刑部祐介

岡田雅隆
髙橋秀治
田中茂生
宮岡克年
稲垣圭次
松山基邦
原　正男
加藤浩一
大澤　渡
谷定貴之

堀尾庄一
熊澤治夫
伊藤靖祐
松井智義
長瀬晴義
波多野智章
富田清孝
波多野智章
暮石哲真
堀尾庄一

犬束敏彦
渡邉敬文
伊藤雄介
橋本晃暢
水野聖仁
松尾憲二郎
松尾憲二郎
山本邦夫
水野聖仁
伊藤直樹

伊藤　純
林　憲正
志水ひろみ
峠テル子
長谷川英輝
中川　健
伊藤一裕
河村哲也
和田了司
岡嶋良樹

福岡　健
飯田幸雄
箕輪良孝

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

唐井仁一
飯田幸雄
西尾輝久
山田直樹
箕輪良孝
加藤清久
箕輪良孝

山北秀和
安川正勝
山北秀和
水谷文昭
岩田哲也
金井和治
竹尾　悟
安川正勝
竹尾　悟
柴田和宏

二宮あづさ
加藤勝之
荒井康夫
平岩太伸
波多野寿一
平尾節子
伊藤京子
髙阪和広
堀　耕作
楠　英樹

河端章三
長谷川義夫
丹羽規之
丹羽規之
原　　弘
原　　弘
長谷川義夫
原　　弘
原　　弘
檜木治幸

小原久和
多田通夫
服部智謙
秦野　滋
舟橋伸治
奥村一憲
津坂守英
小塚美知子
小塚美知子
小原久和

安田茂樹
寺尾　隆
金田宗博
日野典子
日野典子
佐藤文昭
赤塚一三
宮下智香子
宮下智香子

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’

小谷恒夫

ゲリン・アレクサンドラ・ローズ 
于 咏
林佳代子
尾野英二

滝　茂夫
松本圭一
平松潤一郎
白木和夫
藤原一朗
平松潤一郎
正木利和
瀧　昌之
安田正介
鈴木龍一郎

梅田克一
坂井則夫
伊藤彰彦
梅本　薫
坂井則夫
片桐清志
水野隆二
加藤憲司
藤田真史
大石幼一

近藤禎男
筒井信之
篠田美樹
木村樹生
渡邉將人
眞野乘史
木村樹生
佐藤真基
加藤敏行
豊田正二郎

田島伸也
髙村芳行
斉藤捷昭
三枝樹明道
杉江豊文
村田誠一
田島伸也
栢森雅勝
髙田和裕
野崎　修

堀田　努
中村規脩
岩崎誠二
南雲和江
小玉秀男
伊藤素美子
小玉秀男
吉田哲朗

17’

14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14
15’

16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

堀　美利
花井　勉

篭橋美久
坪井進悟
山口　眞
小笠原暁
岡崎　亨
梁川誠市
立松洋司
加藤政己
小栗成男
河村嘉希

宗宮信賢
堀　慎治
市岡正蔵
松岡道弘
髙村博三
近藤茂弘
湯澤信雄
鈴木淑久
田中　宏
湯澤勇生

田崎雅三
髙木政義
神野邦利
加藤巳千彦
吉田憲一
柴岡正将
酒井　修
岡村隆德
加藤巳千彦 
丹下富博

羽田野道明 
三浦幸治
岩崎健作
上坂寛文
服部秋浩
酒井昌也
大嶋秀紀
三浦幸治
南川芳広
上田寛明

東山直史
杉山隆秀
木下福郎
浅井　浩
鈴井一博
久米伸治
三浦　隆
水野俊男
三浦和人
白藤憲雄

田中　修
藤井圓隆
安藤隆利

山本裕三
藤井圓隆
藤井圓隆
藤井圓隆
山本裕三
川村勝廣
山本浩幸

服部釟治
植木広次
田島陽介
高山　進
藤野正敏
亀井克典
磯部　徹
矢野雄嗣
恵利有司
恵利有司

小野純子
高橋一吉
コンテイリ
横田敦史
寺澤君江
寺澤君江
河合太輔
宮下恵子
宮下恵子

岡部 　
溝口　治
石原紀賢
中村陽公
松波頼明
岡部　　
森實敏彦
松波頼明
中村陽公
中村陽公

林　雅史
水野茂生
國府谷俊盛 
山田信二
新実宣英
岡本光生
岡本光生
岡本光生
棚橋賢治
棚橋賢治

木村邦彦
木村隆之
長谷照一
中田典子
重冨　亮
上村公彦
重冨　亮
中田典子

●国際奉仕委員長
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
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真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

愛知三州

岡崎

西三河中分区

名古屋錦

豊橋北

奥三河

豊田

豊田三好

碧南

西尾一色

高浜

知立

西尾KIRARA

三河安城

豊田中

安城

西尾

名古屋宮の杜

岡崎南

豊田西

岡崎東

豊田東

岡崎城南豊川宝飯　

豊橋ゴールデン

田原パシフィック

豊橋東

豊川

田原

豊橋南

新城

渥美

名古屋東山

名古屋葵

名古屋アイリス

名古屋和合

名古屋名東

名古屋名北

名古屋千種

名古屋昭和

蒲郡

豊橋

東三河分区

刈谷

西三河分区

重冨　亮
木村公泰

端山佳誠
尾関和成
伊藤尚貴
槇野智之
野崎敏夫
福田哲三
坂倉弘康
加藤重和
山本秀樹
田尻幹夫

兄山祐司
米山郁生
儀賀良公秀
鹿養和良
鈴木由二
鹿養和良
加藤　令
伊藤友司
野々部英夫
伊藤隆司

横井尚啓
宇都木寧
小關敏光
梅村美知容
赤崎守弘
北村紀子
杉浦定文
香田研二
近藤　朗
星川直志

渡邊源市
江口武史
小山雅弘
大谷　恩
鈴木聖三
伊藤健文
池森由幸
大口弘和
加藤重雄
宮尾紘司

山田敏雄
渡邉直樹
平岩光二
白木勝久
坂本照明
上野　広
上野　広
上野　広
上野　広

田中邦幸

三浦俊彦
三浦俊彦
林　光夫
長谷川周義
小野田誓
富山信也
佐藤　隆
伊藤康之
落合和子
宇都宮美智子

大西和夫
小林三重子
吉川寿一
松野一彦
鈴木宏治
金田英和
山城章治
浅井貴介
小林三重子
鈴木宏治

菊岡宏弘
阿部恵彦
吉村福修
浅野哲司
藤田義明
佐藤陽一
佐藤陽一
石田　壽
田中利幸
𠮷𠮷田龍宏

綿貫達雄
安井　忠
竹内祐子
深見和久
加藤正広

鈴木明雄
水藤之資
松井孝悦
岡田直樹
兼子直久
佐藤裕彦
石川昌義
中村典司
大塩啓太郎 
三浦裕司

森下毅彦
小田康資

16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
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17’

08’
09’
10’

鈴木康司
大岩敏郎
鈴木仁志
本多宏亘
堀井慎二
田中　順
石田忠大
大隅一彦

山内有恒
鈴木宣央
中島　浩
山本忠男
石田啓二
岩月寛和
天川泰一
大岩靖典
安達道行
山田佳弘

田中粋人
山本　稔
渡辺稔明
市川栄二
久具信夫
大村幸司
石川ひかる 
池田哲朗
山崎憲雄
小川晴希

北山太朗
北野谷一樹 
柴田　登
髙崎雄三
佐野朝海
森下昭造
宮崎三佳
鈴木　雅
別所淳二
大羽康彦

福井信明
髙崎俊幸
金田賢也
田中宏明
林　俊介
三浦圭吾
石川昌司
鈴木健一
石原　裕
内山昌久

加藤久明
高柳優治
森美智明
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08’
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11’
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17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

丸山明敏
夏目文男
長坂好幸
原田幹也
加藤雅晟
松井厚徳
素保宏文

森下三嗣
彦坂育甫
石本健一
彦坂育甫
木村守雄
神谷篤治
西郷宏隆
牧野竜之
神谷篤治
山本博正

亀山　隆
三崎　敦
伊藤　武
佐々木としゑ 
三崎　敦
伊藤　武
伊藤　武

小野喜明
後藤文良
笠原盛泰
度会尚志
大島嗣雄
小野喜明
土井昌司
鈴木　忍
杉浦節子
井指和昭

伊藤眞芳
真野善和
野場敏孝
高橋雅男
杉田和俊
中村彰宏
平野貴久
杉浦宏始
矢頭文由己
辻　信之

鈴木　卓
小川高成
竹内千春
河辺暁雄
夏目晃哉
古橋一毅
辻　義郎
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09’
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08’
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08’
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14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’

佐久間俊之 
鈴木江理
柴田　清

小笠原竜児 
山本隆之
大野　哲
居平文孝
柳瀬秀昭
大塚昌洋
角谷　歩
鈴木雅晶
長田徹也
豊田能史

野田篤文
加藤博巳
松原広幸
鋤柄禎彰
酒部圭司
柴田泰伸
有賀　健
櫻井敬子
安福良豊
福島葉子

鈴木秀和
神谷典之
野口明生
渡邉寿也
杉浦秀明
神谷典之
杉浦秀明
宮戸優治郎
酒井法丈
鈴木賢三

高橋賢司
中根克弘
犬塚光彦
岡田庄璽
酒部佳直
奥村英世
杉浦　彰
鈴木英成
本間　毅
鈴木英成

三橋惠治
川澄浩一
松本敏春
伊藤信裕
阪本　守
金澤典賢

島田紀彦
大谷忠幸
大矢伸明
大嶽　仁

三浦泰廣
稲垣　寿
青山俊次
椙山良三
酒井　賢
本田康英
生駒尚久
石川雅規
南　　鉉
加藤和志

藤井福男
鈴木博之
浦野政幸
服部基一
石橋博文
片山哲典
平野恒弘
近藤邦夫
三宅和雄
河合明広

永田　裕
牧　　勝
中根常彦
松永茂夫
近藤正俊
天野　彦
松野　敏
京　幸一
鈴木昭弘
田中暉登

深谷勝善
岡田佳大
岡田佳大
岡田佳大
岡田佳大
堀川　泰
堀川　泰
深谷勝善
金沢永柱
中野喜之

河合英二
伊藤敦夫
稲本良二
木戸重信
鈴木　寛
原田隆司
中垣幸春
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08’

伊藤敦夫
猪狩　蔵
今井幸治

酒井俊皓
野々垣雄介

牧 　 功

加藤俊二
加藤真治
杉浦芳一
加藤哲也
廣根　実
𠮷𠮷原孝彦
鈴木文三郎
神野公秀
下谷敏朗
市川裕大

奥田法行
小林逸朗
横山真喜男
市川　護
加藤正人
寺田孝司
成田孝則
山口　研
恒川憲一
石川義典

天野　卓
黒田正志
北山健二
杉田明弘
岡田雅彦
大内基浩
柴田高広
成瀬文和
朝岡　正
岡田光祥

加藤丈太郎
長田昌昇
山中寛紀
鈴木敏弘
鶴田光久
鈴木並生
鈴木宏枝
鈴木健三
角谷　修
藤関孝典

小池　孝
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16’
17’

杉田亘恭
尾崎周二
神谷正康
小出道治
長田　治
鳥居萬里
鈴木茂朗
太田幹浩
都築勇一

神谷公一
神谷昌彦
杉浦　誠
川角年比古
黒田勝基
奥野　暁
中村さと子
黒田勝基
酒井克郎
酒井克郎

杉浦雅己
早川岩男
渡辺伸一
大辻　明
山本裕嗣
酒井敏行
小柳寿志
杉原透恭
中嶋恒男
杉浦新八

鈴木善和
山本裕充
三浦隆司
高原　宏
太髙純治
杉田芳男
野口要二
榊原　章
太田五九郎 
榊原利夫

竹内泰夫
杉浦眞理子
深津茂樹
山本彰秀
木村恭子
成田　徹
小野　郁
成田　徹
加藤　宙
弥政晋輔

　

酒井良輔
手島寿宏
榊原明美
稲葉民安
山本好幸
山田　毅
朝倉浩一
加藤順三
榊原明美
堀嵜恒藏

清水昭博
新井富雅
清水昭博
伊奈正彦
井上義春
森下　豊
清水昭博
新井富雅
伊奈輝三
井上義春

佐野宏樹
早川式彦
月東金夫
大久保誠人
間瀬保英
早川康司
久野　生
佐野宏樹
蟹江晃男
大橋直子

安藤浩詩
高津忠男
山本さゆり
矢野晴彦
矢野晴彦
矢野晴彦
新美義博
水野浩二
山口誠一
高橋康仁

鈴木宏司
都筑利男
榊原邦彦
都築延男
鈴木宏司
蜷川勝己
杉浦豊幸
竹内俊郎
手島嘉宏
手島嘉宏

中村泰忠
葉山博美
山口清文

千賀貴彦
早川佳教
竹内義将
山口清文
伊藤　恵
早川佳教
岩崎征宣

相羽英人
小寺一成
笹田栄治
久野春雄
横山明巳
久野春雄
相羽英人
加藤正俊
木村正嗣
久野春雄

江崎　晢
猪子誠兒
加藤恭平
松田暁昌
森　保彦
村川文穗
山上哲司
伊藤幸一
松原直次
山上哲司

寺島淳一
岡本康義
片岡　鉄
伊藤幸蔵
大河内勝彦
三谷栄一
後藤　務
幅　辰雄
寺島淳一
伊藤　誠

猪子雅王
前田正和
前田正和
前田正和
水谷　豊
犬飼万壽男
前田正和
前田正和
岩田勝義
前田正和

石黒三雄
藤原峯忠
石黒三雄
森　通保
矢野尚彦
原田敬生
石黒三雄

村瀬圭吾
森　正志
中北武男

樋田文裕
永井伸治
永井伸治
足立三千夫
横井　定
横井　定
小島洋一
原　武史
高桑宏幸
山内健嗣

飯田　篤
宇津山弘
栗木和夫
児玉憲之
田邊正紀
中島英之
横井久雄
大竹敬一
中西　巧
藤田隆志

森田堅一
森田堅一
鳥居利一
森田堅一
森田堅一
森田堅一
森田堅一
加藤茂樹
大崎美希
森田堅一

赤堀博宣
檜吉真寿
辻　光範
平岩慎次
山本正則
藤岡重光
辻　光範
檜吉真寿
平野弘康
住川誠一

森　　榮
森俊一郎
松岡正浩
岩井豊彦
永田　正
山田秀代
岩田真周
伊藤恒二郎
松本正暢
松前裕己

松村晋也
加藤景三
牧オサム
青山　稔
酒井和好
山田　拓
小沢英之
山口記由
刑部祐介
刑部祐介

岡田雅隆
髙橋秀治
田中茂生
宮岡克年
稲垣圭次
松山基邦
原　正男
加藤浩一
大澤　渡
谷定貴之

堀尾庄一
熊澤治夫
伊藤靖祐
松井智義
長瀬晴義
波多野智章
富田清孝
波多野智章
暮石哲真
堀尾庄一

犬束敏彦
渡邉敬文
伊藤雄介
橋本晃暢
水野聖仁
松尾憲二郎
松尾憲二郎
山本邦夫
水野聖仁
伊藤直樹

伊藤　純
林　憲正
志水ひろみ
峠テル子
長谷川英輝
中川　健
伊藤一裕
河村哲也
和田了司
岡嶋良樹

福岡　健
飯田幸雄
箕輪良孝

唐井仁一
飯田幸雄
西尾輝久
山田直樹
箕輪良孝
加藤清久
箕輪良孝

山北秀和
安川正勝
山北秀和
水谷文昭
岩田哲也
金井和治
竹尾　悟
安川正勝
竹尾　悟
柴田和宏

二宮あづさ
加藤勝之
荒井康夫
平岩太伸
波多野寿一
平尾節子
伊藤京子
髙阪和広
堀　耕作
楠　英樹

河端章三
長谷川義夫
丹羽規之
丹羽規之
原　　弘
原　　弘
長谷川義夫
原　　弘
原　　弘
檜木治幸

小原久和
多田通夫
服部智謙
秦野　滋
舟橋伸治
奥村一憲
津坂守英
小塚美知子
小塚美知子
小原久和

安田茂樹
寺尾　隆
金田宗博
日野典子
日野典子
佐藤文昭
赤塚一三
宮下智香子
宮下智香子

小谷恒夫

ゲリン・アレクサンドラ・ローズ 
于 咏
林佳代子
尾野英二

滝　茂夫
松本圭一
平松潤一郎
白木和夫
藤原一朗
平松潤一郎
正木利和
瀧　昌之
安田正介
鈴木龍一郎

梅田克一
坂井則夫
伊藤彰彦
梅本　薫
坂井則夫
片桐清志
水野隆二
加藤憲司
藤田真史
大石幼一

近藤禎男
筒井信之
篠田美樹
木村樹生
渡邉將人
眞野乘史
木村樹生
佐藤真基
加藤敏行
豊田正二郎

田島伸也
髙村芳行
斉藤捷昭
三枝樹明道
杉江豊文
村田誠一
田島伸也
栢森雅勝
髙田和裕
野崎　修

堀田　努
中村規脩
岩崎誠二
南雲和江
小玉秀男
伊藤素美子
小玉秀男
吉田哲朗

堀　美利
花井　勉

篭橋美久
坪井進悟
山口　眞
小笠原暁
岡崎　亨
梁川誠市
立松洋司
加藤政己
小栗成男
河村嘉希

宗宮信賢
堀　慎治
市岡正蔵
松岡道弘
髙村博三
近藤茂弘
湯澤信雄
鈴木淑久
田中　宏
湯澤勇生

田崎雅三
髙木政義
神野邦利
加藤巳千彦
吉田憲一
柴岡正将
酒井　修
岡村隆德
加藤巳千彦 
丹下富博

羽田野道明 
三浦幸治
岩崎健作
上坂寛文
服部秋浩
酒井昌也
大嶋秀紀
三浦幸治
南川芳広
上田寛明

東山直史
杉山隆秀
木下福郎
浅井　浩
鈴井一博
久米伸治
三浦　隆
水野俊男
三浦和人
白藤憲雄

田中　修
藤井圓隆
安藤隆利

山本裕三
藤井圓隆
藤井圓隆
藤井圓隆
山本裕三
川村勝廣
山本浩幸

服部釟治
植木広次
田島陽介
高山　進
藤野正敏
亀井克典
磯部　徹
矢野雄嗣
恵利有司
恵利有司

小野純子
高橋一吉
コンテイリ
横田敦史
寺澤君江
寺澤君江
河合太輔
宮下恵子
宮下恵子

岡部 　
溝口　治
石原紀賢
中村陽公
松波頼明
岡部　　
森實敏彦
松波頼明
中村陽公
中村陽公

林　雅史
水野茂生
國府谷俊盛 
山田信二
新実宣英
岡本光生
岡本光生
岡本光生
棚橋賢治
棚橋賢治

木村邦彦
木村隆之
長谷照一
中田典子
重冨　亮
上村公彦
重冨　亮
中田典子

名古屋和合

名古屋守山

常滑

東海

東知多

半田南

知多

大府

稲沢

あま

犬山

名古屋空港

愛知ロータリーEクラブ

瀬 戸北

名古屋西

名古屋中

名古屋名駅

名古屋丸の内

中部名古屋みらい

名古屋瑞穂

名古屋大須

名古屋栄 名古屋東

名古屋名南

名古屋南

名古屋みなと

名古屋東南

岩倉

名古屋城北

愛知長久手

江南

小牧

春日井

尾張旭

名古屋清須

尾張中央

一宮中央

半田

南尾張分区

瀬戸

東尾張分区

名古屋

西名古屋分区

名古屋北

東名古屋分区

一宮

西尾張分区

津島

尾西

一宮北

松石奉之
松本順子
松本順子
朝倉浩一
森田　亨
酒井良輔
高木利定
山本好幸
水野隆芳
伊東良夫

日高晋典
清水昭博
築山貞之
猪飼昭夫
谷川豊隆
堀田和男
水野福三
杉江繁樹
森下　豊
稲葉憲辰

井上正人
大林香瑞人
小嶋真一郎
早川直義
佐藤雅之
杉本親保
小島博也
坂野公俊
板倉初嗣
竹内雅浩

村瀬竜雄
加藤知成
日髙啓治
山本さゆり
前田吉昭
前田吉昭
青山五郎
村瀬竜雄
水野浩二
吉田禎宏

杉浦豊幸
吉村比富
石川信行
榊原　英
吉村比富
手島嘉宏
近藤敏通
岡戸利直
蜷川勝己
竹内俊郎

近藤得男
山口清文
林　秀人

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

鈴木直幸
永井喜義
竹内功成
竹内慎治
竹内功成
千賀貴彦
安藤毅之

木村　徹
外園　茂
中本和則
笹田栄治
中本和則
外園　茂
笹田栄治
相羽英人
門脇　武
矢野雅己

足立　誠
関戸　徹
森島勝美
大森一人
浅野　一
佐々木久直
滝　善藏
梯　國彦
鎌田芳彰
鈴木洋志

八谷潤一
稲垣宏高
中野義光
横井知代
小林啓子
加藤則之
幅　辰雄
服部　貴
伊藤　基
相羽あつ子

森　　新
横山　弘
横山　弘
坂口光雄
岩田勝義
森　　新
安藤　巖
岩田勝義
森　　新
森　　新

則武克彦
三輪茂富
林　冏成
小澤正明
吉田哲夫
山内國雄
瀧　義孝

15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’

石黒三雄
村瀬圭吾
嶋内　淳

樋田克史
新海　勲
後藤啓行
矢野愼史
酒井兼利
足立三千夫
足立三千夫
足立三千夫
山内健嗣
三根健一

大竹和美
加藤春視
坂神裕城
山田謹一
篠田正志
大竹敬一
後藤雅光
山田尊久
後藤　眞
板津和博

梅田愼也
川西利浩
鴨井敏秋
櫻井利夫
櫻井利夫
川西利浩

毛利雅俊
高柳美之
山本正則
藤岡重光
松尾晋吉
竹本義明
瀧本　守
大野東秀
竹本義明
松尾晋吉

松岡正浩
坂田義一
森　　眞
松岡正浩
大塚省治
岩田真周
今井多美子
松前裕己
加藤辰己
石川正弘

鈴木　章
刑部祐介
堀内　誠
山口記由

井上　博
近藤三博
鈴木光彦
山田　拓
近藤三博
田中靖達

稲垣圭次
原　正男
石井和宏
加藤浩一
福冨孝弘
伊藤久敬
埴田惣一
真野健二
鈴木一成
安田一生

杦本哲一
猪子　明
長瀬晴義
清水たま子
長谷川優子
沢田昌久
加藤義晴
富田清孝
富田清孝
木本　寛

大島賀樹
三輪憲一
木田陽子
渡邉敬文
橋本晃暢
堀井　武
大島賀樹
大島賀樹
鈴木英治
鈴木英治

加藤久仁明
風岡保広
蓮野美廣
和田了司
峠テル子
宅間秀順
中川　健
加藤宗生
芝田貴之
青山博徳

井田武憲
福岡　健
福岡　健
古橋裕志
古橋エツ子 
桜井雅博
菊田利昭
井田　武
加藤清久
金森俊輔

12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

川口直也
北園守生
青山　忠
北園守生
杉本敦永
田中秀典
杉本敦永
阿萬裕子

水野半次郎
伊藤保德
加藤光枝
鈴木昌子
深谷　隆
平岩太伸
中島英海
磯村幸夫
楠　英樹
伊藤京子

大江秀和
大江秀和
宮田浩明
大江秀和
大江秀和
大江秀和
丹羽規之
井上隆義
河村金明
野崎　要

岩田貴子
小原久和
榊原章夫
玉置政利
玉置政利
岩田佳之
野中一寿
穂積良治
穂積良治
穂積良治

田邊真悟
安田茂樹
青山和成
金田宗博
田中信子
中川清子
宮下智香子 
奥野悦弥
奥野悦弥
伊藤　真

青山晴美
岡田竜治
林佳代子
尾野英二

10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

14’
15’
16’
17’

加藤明宏
加藤明宏
加藤明宏
加藤明宏
加藤明宏
加藤明宏
林 左希也
林 左希也
林 左希也
渋谷文平

亀井　茂
神野富三
近藤多喜男 
寺島　優
水野隆二
松山吉之
青島邦人
川島浩二
唐渡雅行
大貫誠也

坪井良憲
藤田彰男
豊田正二郎
北　登一
丸山和紀
西尾直哉
内田安彦
中川昭一
菊田宗一
加藤敏行

寺本善雄
鈴木　哲
山下哲男
遠藤武夫
水谷　隆
三枝樹明道
才本清継
村田誠一
箕浦靖夫
山田章博

浜崎　明
中島美恵
野村延彦
杉浦　亘
近藤和雄
坂本裕孝
廣田　克
瀬木真理
平井善明
堀　美利

石原寿生
荒川雅義
𠮷𠮷田敬岳

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14
15’
16’
17’

08’
09’
10’

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’

梁川誠市
岩月雅章
纐纈正剛
松本健一郎
田ヶ原昭弘
清水盛幸
杉浦康晴

稲葉　徹
西本　哲
堀　慎治
天野正明
八木沢幹夫 
市岡正蔵
大嶽達郎
山口哲司
山口哲司
山口哲司

田崎雅三
髙木政義
神野邦利
渡辺観永
大原敏正
林　順治
宇野史人
川畑博敬
武藤恵美子
柴岡正将

葛城敏弘
小川　隆
坂口純一
山田慎也
古川聡一
井上　司
牧野博和
井上　司
岡田直人
梅村尚史

水谷　誠
加藤英敏
黒田康正
武藤正行
朝比美和子
武藤正行
三島多恵子
佐々木暢
川辺清次
中西芳子

藤井圓隆
筧　正紀
市川観自
藤井圓隆
安藤隆利
西川達郎
大輪　稔
早川敏江
久田勘鷗

鈴木康代

柴田達志
桑原幸太郎
近藤智洋
成田勝彦
若原正幸
高山　進
藤田守彦
山﨑彰子
立石ゆかり
立石ゆかり

河合太輔
宮下恵子
宮下恵子

安部隆俊
中村陽公
加藤慶人
青木秀人
榊　直樹
榊　直樹
久野恭裕
渡邊嘉昭
亀井壯太郎
岡本雄三

高橋　巌
鴨頭治彦
渡邊正数
石田侑嗣
岡本光生
馬場善志雄
佐治　勝
浜　洋一
加藤義彦
大野蔵彦

瀬古賢二
林　千尋
伊藤陽介
松崎美都子 
河本　力
中田典子
中田典子
加藤忠晴
田中一成
馬渕雅宣

花橋日出夫 
亀井敏勝
坂倉弘康
桑山卓也
伊藤尚貴
中川伸治
山本秀樹
小林利之
関　貴之

●青少年奉仕委員長（2008～13年 新世代奉仕委員長）
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’

石川雅道

藤野直子
加藤嘉一郎
丹羽　幸
橋本節生
伊藤嘉浩
中尾僚宏
近藤郁子
竹尾祥子
丸山　猛
梅本祐樹

入江由希子
山本　篤
星川直志
星川直志
加藤昌之
入江由希子
梶川久雄
小關敏光
宇都木寧
加藤昌之

樫尾富二
山本英次
牧野登志子
加藤重雄
林　正道
足立一郎
舎人経昭
太田和孝
松岡多加倫
太田和孝

小坂井雅生
巣山公康
伊藤彰二
瀧　篤人
伊藤　衛
須原茂樹
落合法正
深川雅央
荒川美恵子
伊藤德宏

落合和子
北村隆子
工藤悦子
寺西　正
宇山公一郎
藤岡省吾
武田正典
植村元雄
武田正典

佐藤　隆

吉川寿一
佐藤敏夫
奥村　敦
鈴木宏治
田高　薫
谷村　茂
平下三郎
山元康裕
近藤兼治郎
浅井貴介

田中利幸
大門政敏
加藤久雄
谷口善彦
谷口善彦
加藤寛治郎 
堀口　久
山田　真
山田　真
阿部恵彦

綿貫達雄
安井　忠
竹内祐子
深見和久
加藤正広

松井孝悦
山本光伸
青木良浩
松岡真由美
小出修弘
三浦裕司
山本貴浩
長濱貴彦
浅倉伸治
小林大悟

鈴木康司
真野浩隆
伊藤健一
金原久雄
大岩敏郎
洞田嘉明
和田行泰
伊藤　將
鈴木康司
田中　順

松尾浩志

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’

09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’

夏目憲永
氏原　伸
八木基之
大石佳史
杉浦孝典
村田　裕
松﨑和馬
酒井和良
藤本孝宏

久具信夫
中村泰隆
牧　昌夫
石川ひかる
清水宏臣
石原勝好
小川晴希
田中勢子
相原俊彦
𠮷𠮷田広明

鈴木正敏
藤城公成
髙崎雄三
鈴木　進
樅山丈二
佐野朝海
髙瀬伸一郎
能㔟輝正
谷口貴美
中内田耕三

白井　収※
鈴木健一※
林　良宣※
大澤憲朗
三浦圭吾
林　俊介
山崎和利
金田賢也
倉光央二
髙崎俊幸

戸田英志
松井章泰
星川和伸
夏目　工
浅岡　勝
加藤栄志
岩﨑　章
川合敏正
村田康助
松井厚徳

村上　誠

09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

12’
13’
14’
15’

川口敏郎
金沢孝幸
青山房生
真野博久
彦坂育甫
小笠原裕
石井好春
福井　功
朽名正秀

後藤和治
伊藤　誠
後藤和治
伊藤　誠
佐々木洋子
三崎　敦
東野和敏

柴田浩志
星川佳伸
杉浦節子
鈴木啓仁
藤原規彰
大木悦子
井指和昭
大場　篤
土井昌司
杉浦元保

村田　悟
大羽重治
若林正治
大林則久
冨田正行
井上　穂
金子通信
鬼頭秀幸
本多英司
川口周一郎

丸山秀勝
河合成幸
河合喜嗣
鈴木美仁
大谷弘隆
冨田政彦
鈴木保宣
山田洋一郎
長井弘典
前澤浩二

柳瀬秀昭
古越　純
鎌田哲也
角谷　歩

16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’

木所壮太
居平文孝

南部　淳
浅井　章
櫻井敬子
杉浦健太郎
峰澤彰宏
谷　泰男
水野周久
大村康雄
志賀信彦
松原広幸

光岡新吾
坪井敦也
市川善英
奥田清仁
下地正孝
鈴木賢三
井戸雅裕
塚本勝巳
成田達美
後藤尚之

岩瀬宏隆
小野正富
伊豫田浩
鬼塚俊夫
磯村哲也
鈴木博文
福尾　清
鈴木博文
渡辺要市
福尾　清

鈴木宏行
岡本勲夫
田端　瀞
土屋孝介
金山明史
伊藤信裕
西山　潤
勅使河原孝 
鈴木元和
水野徳之

小出元治
梅村順一
安川政男
稲垣　寿
生駒尚久
安井健次

春名祐樹
林　孝夫
中根匡規
金本孝美

今井啓介
都築義勝
山内達己
浦野滋行
松山俊昭
大野教喜
稲垣信之
河合明広
吉田英樹
川合雄造

磯部亮次
倉橋　保
足立　修
永井量基
九鬼義弘
中根裕幸
髙橋晶夫
堤　英明
山本剛司
星野雄一

鈴木正輝
石川道男
野々山彰
鬼頭伸和
久野徳積
伊藤隆守
鈴木克尚
野中真也
藤原睦行
近藤隆治

塚田和也
加藤照夫
中山憲和
梅村公代
横地　朗
羽根田邦彦
延原　哲
本多　幹
西村圭人
延原　哲

髙木　勝
堀場和孝

安藤広樹

14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

16’
17’

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’

嶋津孝久
野村紀代彦
毛受　豊
廣根　実
橘　典子
津田鎭輔
今村　順
下谷敏朗
中林久美
奥野櫻子

石川義典
石川義典
加藤正人
神谷明文
藤井英樹
市川　護
内藤教恵
石川　博
青山竜也
亀島深里

鳥居祥雄
杉浦明博
石川哲朗
松川泰三
山﨑秀夫
平田兼久
杉浦　広
天野　卓
三浦眞澄
山﨑克弥

榊原　健
新美惣英
角谷　修
平松　太
竹中　誠
長田和徳
鶴田光久
林　俊行
清澤聡之
永坂誠司

小池　孝
杉田亘恭
太田幹浩
小塚周一
藤井基夫
木村研一
太田幹浩
渡辺　靖

16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

渡辺　靖
渡辺　靖

都築　求
杉浦浩一
成瀬　勇
鈴木康博
幸前信雄
神谷公一
川角年比古
野々山貴文
杉浦盛仁
杉浦盛仁

古久根進
大辻　明
中川　敦
天野光宏
中嶋恒男
山本裕嗣
早川岩男
鈴木　明
加藤大輔
宮谷和憲

廣中利臣
長野敏行
磯貝総一郎
高須良一
岩瀬清彦
秋山正純
細川和好
杉浦加代
太髙純治
杉田芳男

安藤　毅
寺部保美
岡崎重太郎
山口恭正
斎藤　博
平野勝則
水谷　存
柵木政美
金子豊久
斎藤光正
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愛知三州

岡崎

西三河中分区

名古屋錦

豊橋北

奥三河

豊田

豊田三好

碧南

西尾一色

高浜

知立

西尾KIRARA

三河安城

豊田中

安城

西尾

名古屋宮の杜

岡崎南

豊田西

岡崎東

豊田東

岡崎城南豊川宝飯　

豊橋ゴールデン

田原パシフィック

豊橋東

豊川

田原

豊橋南

新城

渥美

名古屋東山

名古屋葵

名古屋アイリス

名古屋和合

名古屋名東

名古屋名北

名古屋千種

名古屋昭和

蒲郡

豊橋

東三河分区

刈谷

西三河分区

重冨　亮
木村公泰

端山佳誠
尾関和成
伊藤尚貴
槇野智之
野崎敏夫
福田哲三
坂倉弘康
加藤重和
山本秀樹
田尻幹夫

兄山祐司
米山郁生
儀賀良公秀
鹿養和良
鈴木由二
鹿養和良
加藤　令
伊藤友司
野々部英夫
伊藤隆司

横井尚啓
宇都木寧
小關敏光
梅村美知容
赤崎守弘
北村紀子
杉浦定文
香田研二
近藤　朗
星川直志

渡邊源市
江口武史
小山雅弘
大谷　恩
鈴木聖三
伊藤健文
池森由幸
大口弘和
加藤重雄
宮尾紘司

山田敏雄
渡邉直樹
平岩光二
白木勝久
坂本照明
上野　広
上野　広
上野　広
上野　広

田中邦幸

三浦俊彦
三浦俊彦
林　光夫
長谷川周義
小野田誓
富山信也
佐藤　隆
伊藤康之
落合和子
宇都宮美智子

大西和夫
小林三重子
吉川寿一
松野一彦
鈴木宏治
金田英和
山城章治
浅井貴介
小林三重子
鈴木宏治

菊岡宏弘
阿部恵彦
吉村福修
浅野哲司
藤田義明
佐藤陽一
佐藤陽一
石田　壽
田中利幸
𠮷𠮷田龍宏

綿貫達雄
安井　忠
竹内祐子
深見和久
加藤正広

鈴木明雄
水藤之資
松井孝悦
岡田直樹
兼子直久
佐藤裕彦
石川昌義
中村典司
大塩啓太郎 
三浦裕司

森下毅彦
小田康資

16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’

10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

鈴木康司
大岩敏郎
鈴木仁志
本多宏亘
堀井慎二
田中　順
石田忠大
大隅一彦

山内有恒
鈴木宣央
中島　浩
山本忠男
石田啓二
岩月寛和
天川泰一
大岩靖典
安達道行
山田佳弘

田中粋人
山本　稔
渡辺稔明
市川栄二
久具信夫
大村幸司
石川ひかる 
池田哲朗
山崎憲雄
小川晴希

北山太朗
北野谷一樹 
柴田　登
髙崎雄三
佐野朝海
森下昭造
宮崎三佳
鈴木　雅
別所淳二
大羽康彦

福井信明
髙崎俊幸
金田賢也
田中宏明
林　俊介
三浦圭吾
石川昌司
鈴木健一
石原　裕
内山昌久

加藤久明
高柳優治
森美智明

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

丸山明敏
夏目文男
長坂好幸
原田幹也
加藤雅晟
松井厚徳
素保宏文

森下三嗣
彦坂育甫
石本健一
彦坂育甫
木村守雄
神谷篤治
西郷宏隆
牧野竜之
神谷篤治
山本博正

亀山　隆
三崎　敦
伊藤　武
佐々木としゑ 
三崎　敦
伊藤　武
伊藤　武

小野喜明
後藤文良
笠原盛泰
度会尚志
大島嗣雄
小野喜明
土井昌司
鈴木　忍
杉浦節子
井指和昭

伊藤眞芳
真野善和
野場敏孝
高橋雅男
杉田和俊
中村彰宏
平野貴久
杉浦宏始
矢頭文由己
辻　信之

鈴木　卓
小川高成
竹内千春
河辺暁雄
夏目晃哉
古橋一毅
辻　義郎

15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’

佐久間俊之 
鈴木江理
柴田　清

小笠原竜児 
山本隆之
大野　哲
居平文孝
柳瀬秀昭
大塚昌洋
角谷　歩
鈴木雅晶
長田徹也
豊田能史

野田篤文
加藤博巳
松原広幸
鋤柄禎彰
酒部圭司
柴田泰伸
有賀　健
櫻井敬子
安福良豊
福島葉子

鈴木秀和
神谷典之
野口明生
渡邉寿也
杉浦秀明
神谷典之
杉浦秀明
宮戸優治郎
酒井法丈
鈴木賢三

高橋賢司
中根克弘
犬塚光彦
岡田庄璽
酒部佳直
奥村英世
杉浦　彰
鈴木英成
本間　毅
鈴木英成

三橋惠治
川澄浩一
松本敏春
伊藤信裕
阪本　守
金澤典賢

島田紀彦
大谷忠幸
大矢伸明
大嶽　仁

三浦泰廣
稲垣　寿
青山俊次
椙山良三
酒井　賢
本田康英
生駒尚久
石川雅規
南　　鉉
加藤和志

藤井福男
鈴木博之
浦野政幸
服部基一
石橋博文
片山哲典
平野恒弘
近藤邦夫
三宅和雄
河合明広

永田　裕
牧　　勝
中根常彦
松永茂夫
近藤正俊
天野　彦
松野　敏
京　幸一
鈴木昭弘
田中暉登

深谷勝善
岡田佳大
岡田佳大
岡田佳大
岡田佳大
堀川　泰
堀川　泰
深谷勝善
金沢永柱
中野喜之

河合英二
伊藤敦夫
稲本良二
木戸重信
鈴木　寛
原田隆司
中垣幸春

14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

15’
16’
17’

16’
17’

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’

伊藤敦夫
猪狩　蔵
今井幸治

酒井俊皓
野々垣雄介

牧 　 功

加藤俊二
加藤真治
杉浦芳一
加藤哲也
廣根　実
𠮷𠮷原孝彦
鈴木文三郎
神野公秀
下谷敏朗
市川裕大

奥田法行
小林逸朗
横山真喜男
市川　護
加藤正人
寺田孝司
成田孝則
山口　研
恒川憲一
石川義典

天野　卓
黒田正志
北山健二
杉田明弘
岡田雅彦
大内基浩
柴田高広
成瀬文和
朝岡　正
岡田光祥

加藤丈太郎
長田昌昇
山中寛紀
鈴木敏弘
鶴田光久
鈴木並生
鈴木宏枝
鈴木健三
角谷　修
藤関孝典

小池　孝

09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

杉田亘恭
尾崎周二
神谷正康
小出道治
長田　治
鳥居萬里
鈴木茂朗
太田幹浩
都築勇一

神谷公一
神谷昌彦
杉浦　誠
川角年比古
黒田勝基
奥野　暁
中村さと子
黒田勝基
酒井克郎
酒井克郎

杉浦雅己
早川岩男
渡辺伸一
大辻　明
山本裕嗣
酒井敏行
小柳寿志
杉原透恭
中嶋恒男
杉浦新八

鈴木善和
山本裕充
三浦隆司
高原　宏
太髙純治
杉田芳男
野口要二
榊原　章
太田五九郎 
榊原利夫

竹内泰夫
杉浦眞理子
深津茂樹
山本彰秀
木村恭子
成田　徹
小野　郁
成田　徹
加藤　宙
弥政晋輔

　

酒井良輔
手島寿宏
榊原明美
稲葉民安
山本好幸
山田　毅
朝倉浩一
加藤順三
榊原明美
堀嵜恒藏

清水昭博
新井富雅
清水昭博
伊奈正彦
井上義春
森下　豊
清水昭博
新井富雅
伊奈輝三
井上義春

佐野宏樹
早川式彦
月東金夫
大久保誠人
間瀬保英
早川康司
久野　生
佐野宏樹
蟹江晃男
大橋直子

安藤浩詩
高津忠男
山本さゆり
矢野晴彦
矢野晴彦
矢野晴彦
新美義博
水野浩二
山口誠一
高橋康仁

鈴木宏司
都筑利男
榊原邦彦
都築延男
鈴木宏司
蜷川勝己
杉浦豊幸
竹内俊郎
手島嘉宏
手島嘉宏

中村泰忠
葉山博美
山口清文

千賀貴彦
早川佳教
竹内義将
山口清文
伊藤　恵
早川佳教
岩崎征宣

相羽英人
小寺一成
笹田栄治
久野春雄
横山明巳
久野春雄
相羽英人
加藤正俊
木村正嗣
久野春雄

江崎　晢
猪子誠兒
加藤恭平
松田暁昌
森　保彦
村川文穗
山上哲司
伊藤幸一
松原直次
山上哲司

寺島淳一
岡本康義
片岡　鉄
伊藤幸蔵
大河内勝彦
三谷栄一
後藤　務
幅　辰雄
寺島淳一
伊藤　誠

猪子雅王
前田正和
前田正和
前田正和
水谷　豊
犬飼万壽男
前田正和
前田正和
岩田勝義
前田正和

石黒三雄
藤原峯忠
石黒三雄
森　通保
矢野尚彦
原田敬生
石黒三雄

村瀬圭吾
森　正志
中北武男

樋田文裕
永井伸治
永井伸治
足立三千夫
横井　定
横井　定
小島洋一
原　武史
高桑宏幸
山内健嗣

飯田　篤
宇津山弘
栗木和夫
児玉憲之
田邊正紀
中島英之
横井久雄
大竹敬一
中西　巧
藤田隆志

森田堅一
森田堅一
鳥居利一
森田堅一
森田堅一
森田堅一
森田堅一
加藤茂樹
大崎美希
森田堅一

赤堀博宣
檜吉真寿
辻　光範
平岩慎次
山本正則
藤岡重光
辻　光範
檜吉真寿
平野弘康
住川誠一

森　　榮
森俊一郎
松岡正浩
岩井豊彦
永田　正
山田秀代
岩田真周
伊藤恒二郎
松本正暢
松前裕己

松村晋也
加藤景三
牧オサム
青山　稔
酒井和好
山田　拓
小沢英之
山口記由
刑部祐介
刑部祐介

岡田雅隆
髙橋秀治
田中茂生
宮岡克年
稲垣圭次
松山基邦
原　正男
加藤浩一
大澤　渡
谷定貴之

堀尾庄一
熊澤治夫
伊藤靖祐
松井智義
長瀬晴義
波多野智章
富田清孝
波多野智章
暮石哲真
堀尾庄一

犬束敏彦
渡邉敬文
伊藤雄介
橋本晃暢
水野聖仁
松尾憲二郎
松尾憲二郎
山本邦夫
水野聖仁
伊藤直樹

伊藤　純
林　憲正
志水ひろみ
峠テル子
長谷川英輝
中川　健
伊藤一裕
河村哲也
和田了司
岡嶋良樹

福岡　健
飯田幸雄
箕輪良孝

唐井仁一
飯田幸雄
西尾輝久
山田直樹
箕輪良孝
加藤清久
箕輪良孝

山北秀和
安川正勝
山北秀和
水谷文昭
岩田哲也
金井和治
竹尾　悟
安川正勝
竹尾　悟
柴田和宏

二宮あづさ
加藤勝之
荒井康夫
平岩太伸
波多野寿一
平尾節子
伊藤京子
髙阪和広
堀　耕作
楠　英樹

河端章三
長谷川義夫
丹羽規之
丹羽規之
原　　弘
原　　弘
長谷川義夫
原　　弘
原　　弘
檜木治幸

小原久和
多田通夫
服部智謙
秦野　滋
舟橋伸治
奥村一憲
津坂守英
小塚美知子
小塚美知子
小原久和

安田茂樹
寺尾　隆
金田宗博
日野典子
日野典子
佐藤文昭
赤塚一三
宮下智香子
宮下智香子

小谷恒夫

ゲリン・アレクサンドラ・ローズ 
于 咏
林佳代子
尾野英二

滝　茂夫
松本圭一
平松潤一郎
白木和夫
藤原一朗
平松潤一郎
正木利和
瀧　昌之
安田正介
鈴木龍一郎

梅田克一
坂井則夫
伊藤彰彦
梅本　薫
坂井則夫
片桐清志
水野隆二
加藤憲司
藤田真史
大石幼一

近藤禎男
筒井信之
篠田美樹
木村樹生
渡邉將人
眞野乘史
木村樹生
佐藤真基
加藤敏行
豊田正二郎

田島伸也
髙村芳行
斉藤捷昭
三枝樹明道
杉江豊文
村田誠一
田島伸也
栢森雅勝
髙田和裕
野崎　修

堀田　努
中村規脩
岩崎誠二
南雲和江
小玉秀男
伊藤素美子
小玉秀男
吉田哲朗

堀　美利
花井　勉

篭橋美久
坪井進悟
山口　眞
小笠原暁
岡崎　亨
梁川誠市
立松洋司
加藤政己
小栗成男
河村嘉希

宗宮信賢
堀　慎治
市岡正蔵
松岡道弘
髙村博三
近藤茂弘
湯澤信雄
鈴木淑久
田中　宏
湯澤勇生

田崎雅三
髙木政義
神野邦利
加藤巳千彦
吉田憲一
柴岡正将
酒井　修
岡村隆德
加藤巳千彦 
丹下富博

羽田野道明 
三浦幸治
岩崎健作
上坂寛文
服部秋浩
酒井昌也
大嶋秀紀
三浦幸治
南川芳広
上田寛明

東山直史
杉山隆秀
木下福郎
浅井　浩
鈴井一博
久米伸治
三浦　隆
水野俊男
三浦和人
白藤憲雄

田中　修
藤井圓隆
安藤隆利

山本裕三
藤井圓隆
藤井圓隆
藤井圓隆
山本裕三
川村勝廣
山本浩幸

服部釟治
植木広次
田島陽介
高山　進
藤野正敏
亀井克典
磯部　徹
矢野雄嗣
恵利有司
恵利有司

小野純子
高橋一吉
コンテイリ
横田敦史
寺澤君江
寺澤君江
河合太輔
宮下恵子
宮下恵子

岡部 　
溝口　治
石原紀賢
中村陽公
松波頼明
岡部　　
森實敏彦
松波頼明
中村陽公
中村陽公

林　雅史
水野茂生
國府谷俊盛 
山田信二
新実宣英
岡本光生
岡本光生
岡本光生
棚橋賢治
棚橋賢治

木村邦彦
木村隆之
長谷照一
中田典子
重冨　亮
上村公彦
重冨　亮
中田典子

名古屋和合

名古屋守山

常滑

東海

東知多

半田南

知多

大府

稲沢

あま

犬山

名古屋空港

愛知ロータリーEクラブ

瀬 戸北

名古屋西

名古屋中

名古屋名駅

名古屋丸の内

中部名古屋みらい

名古屋瑞穂

名古屋大須

名古屋栄 名古屋東

名古屋名南

名古屋南

名古屋みなと

名古屋東南

岩倉

名古屋城北

愛知長久手

江南

小牧

春日井

尾張旭

名古屋清須

尾張中央

一宮中央

半田

南尾張分区

瀬戸

東尾張分区

名古屋

西名古屋分区

名古屋北

東名古屋分区

一宮

西尾張分区

津島

尾西

一宮北

松石奉之
松本順子
松本順子
朝倉浩一
森田　亨
酒井良輔
高木利定
山本好幸
水野隆芳
伊東良夫

日高晋典
清水昭博
築山貞之
猪飼昭夫
谷川豊隆
堀田和男
水野福三
杉江繁樹
森下　豊
稲葉憲辰

井上正人
大林香瑞人
小嶋真一郎
早川直義
佐藤雅之
杉本親保
小島博也
坂野公俊
板倉初嗣
竹内雅浩

村瀬竜雄
加藤知成
日髙啓治
山本さゆり
前田吉昭
前田吉昭
青山五郎
村瀬竜雄
水野浩二
吉田禎宏

杉浦豊幸
吉村比富
石川信行
榊原　英
吉村比富
手島嘉宏
近藤敏通
岡戸利直
蜷川勝己
竹内俊郎

近藤得男
山口清文
林　秀人

08’
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08’
09’
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09’
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10’
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13’
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16’
17’
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09’
10’
11’
12’
13’
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15’
16’
17’
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09’
10’
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13’
14’
15’
16’
17’
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09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

鈴木直幸
永井喜義
竹内功成
竹内慎治
竹内功成
千賀貴彦
安藤毅之

木村　徹
外園　茂
中本和則
笹田栄治
中本和則
外園　茂
笹田栄治
相羽英人
門脇　武
矢野雅己

足立　誠
関戸　徹
森島勝美
大森一人
浅野　一
佐々木久直
滝　善藏
梯　國彦
鎌田芳彰
鈴木洋志

八谷潤一
稲垣宏高
中野義光
横井知代
小林啓子
加藤則之
幅　辰雄
服部　貴
伊藤　基
相羽あつ子

森　　新
横山　弘
横山　弘
坂口光雄
岩田勝義
森　　新
安藤　巖
岩田勝義
森　　新
森　　新

則武克彦
三輪茂富
林　冏成
小澤正明
吉田哲夫
山内國雄
瀧　義孝

15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’

石黒三雄
村瀬圭吾
嶋内　淳

樋田克史
新海　勲
後藤啓行
矢野愼史
酒井兼利
足立三千夫
足立三千夫
足立三千夫
山内健嗣
三根健一

大竹和美
加藤春視
坂神裕城
山田謹一
篠田正志
大竹敬一
後藤雅光
山田尊久
後藤　眞
板津和博

梅田愼也
川西利浩
鴨井敏秋
櫻井利夫
櫻井利夫
川西利浩

毛利雅俊
高柳美之
山本正則
藤岡重光
松尾晋吉
竹本義明
瀧本　守
大野東秀
竹本義明
松尾晋吉

松岡正浩
坂田義一
森　　眞
松岡正浩
大塚省治
岩田真周
今井多美子
松前裕己
加藤辰己
石川正弘

鈴木　章
刑部祐介
堀内　誠
山口記由

井上　博
近藤三博
鈴木光彦
山田　拓
近藤三博
田中靖達

稲垣圭次
原　正男
石井和宏
加藤浩一
福冨孝弘
伊藤久敬
埴田惣一
真野健二
鈴木一成
安田一生

杦本哲一
猪子　明
長瀬晴義
清水たま子
長谷川優子
沢田昌久
加藤義晴
富田清孝
富田清孝
木本　寛

大島賀樹
三輪憲一
木田陽子
渡邉敬文
橋本晃暢
堀井　武
大島賀樹
大島賀樹
鈴木英治
鈴木英治

加藤久仁明
風岡保広
蓮野美廣
和田了司
峠テル子
宅間秀順
中川　健
加藤宗生
芝田貴之
青山博徳

井田武憲
福岡　健
福岡　健
古橋裕志
古橋エツ子 
桜井雅博
菊田利昭
井田　武
加藤清久
金森俊輔

12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
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13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
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08’
09’
10’
11’
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16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

川口直也
北園守生
青山　忠
北園守生
杉本敦永
田中秀典
杉本敦永
阿萬裕子

水野半次郎
伊藤保德
加藤光枝
鈴木昌子
深谷　隆
平岩太伸
中島英海
磯村幸夫
楠　英樹
伊藤京子

大江秀和
大江秀和
宮田浩明
大江秀和
大江秀和
大江秀和
丹羽規之
井上隆義
河村金明
野崎　要

岩田貴子
小原久和
榊原章夫
玉置政利
玉置政利
岩田佳之
野中一寿
穂積良治
穂積良治
穂積良治

田邊真悟
安田茂樹
青山和成
金田宗博
田中信子
中川清子
宮下智香子 
奥野悦弥
奥野悦弥
伊藤　真

青山晴美
岡田竜治
林佳代子
尾野英二
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16’
17’
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17’

14’
15’
16’
17’

加藤明宏
加藤明宏
加藤明宏
加藤明宏
加藤明宏
加藤明宏
林 左希也
林 左希也
林 左希也
渋谷文平

亀井　茂
神野富三
近藤多喜男 
寺島　優
水野隆二
松山吉之
青島邦人
川島浩二
唐渡雅行
大貫誠也

坪井良憲
藤田彰男
豊田正二郎
北　登一
丸山和紀
西尾直哉
内田安彦
中川昭一
菊田宗一
加藤敏行

寺本善雄
鈴木　哲
山下哲男
遠藤武夫
水谷　隆
三枝樹明道
才本清継
村田誠一
箕浦靖夫
山田章博

浜崎　明
中島美恵
野村延彦
杉浦　亘
近藤和雄
坂本裕孝
廣田　克
瀬木真理
平井善明
堀　美利

石原寿生
荒川雅義
𠮷𠮷田敬岳
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16’

梁川誠市
岩月雅章
纐纈正剛
松本健一郎
田ヶ原昭弘
清水盛幸
杉浦康晴

稲葉　徹
西本　哲
堀　慎治
天野正明
八木沢幹夫 
市岡正蔵
大嶽達郎
山口哲司
山口哲司
山口哲司

田崎雅三
髙木政義
神野邦利
渡辺観永
大原敏正
林　順治
宇野史人
川畑博敬
武藤恵美子
柴岡正将

葛城敏弘
小川　隆
坂口純一
山田慎也
古川聡一
井上　司
牧野博和
井上　司
岡田直人
梅村尚史

水谷　誠
加藤英敏
黒田康正
武藤正行
朝比美和子
武藤正行
三島多恵子
佐々木暢
川辺清次
中西芳子

藤井圓隆
筧　正紀
市川観自
藤井圓隆
安藤隆利
西川達郎
大輪　稔
早川敏江
久田勘鷗

鈴木康代

柴田達志
桑原幸太郎
近藤智洋
成田勝彦
若原正幸
高山　進
藤田守彦
山﨑彰子
立石ゆかり
立石ゆかり

河合太輔
宮下恵子
宮下恵子

安部隆俊
中村陽公
加藤慶人
青木秀人
榊　直樹
榊　直樹
久野恭裕
渡邊嘉昭
亀井壯太郎
岡本雄三

高橋　巌
鴨頭治彦
渡邊正数
石田侑嗣
岡本光生
馬場善志雄
佐治　勝
浜　洋一
加藤義彦
大野蔵彦

瀬古賢二
林　千尋
伊藤陽介
松崎美都子 
河本　力
中田典子
中田典子
加藤忠晴
田中一成
馬渕雅宣

花橋日出夫 
亀井敏勝
坂倉弘康
桑山卓也
伊藤尚貴
中川伸治
山本秀樹
小林利之
関　貴之

●青少年奉仕委員長（2008～13年 新世代奉仕委員長）
17’
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16’

石川雅道

藤野直子
加藤嘉一郎
丹羽　幸
橋本節生
伊藤嘉浩
中尾僚宏
近藤郁子
竹尾祥子
丸山　猛
梅本祐樹

入江由希子
山本　篤
星川直志
星川直志
加藤昌之
入江由希子
梶川久雄
小關敏光
宇都木寧
加藤昌之

樫尾富二
山本英次
牧野登志子
加藤重雄
林　正道
足立一郎
舎人経昭
太田和孝
松岡多加倫
太田和孝

小坂井雅生
巣山公康
伊藤彰二
瀧　篤人
伊藤　衛
須原茂樹
落合法正
深川雅央
荒川美恵子
伊藤德宏

落合和子
北村隆子
工藤悦子
寺西　正
宇山公一郎
藤岡省吾
武田正典
植村元雄
武田正典

佐藤　隆

吉川寿一
佐藤敏夫
奥村　敦
鈴木宏治
田高　薫
谷村　茂
平下三郎
山元康裕
近藤兼治郎
浅井貴介

田中利幸
大門政敏
加藤久雄
谷口善彦
谷口善彦
加藤寛治郎 
堀口　久
山田　真
山田　真
阿部恵彦

綿貫達雄
安井　忠
竹内祐子
深見和久
加藤正広

松井孝悦
山本光伸
青木良浩
松岡真由美
小出修弘
三浦裕司
山本貴浩
長濱貴彦
浅倉伸治
小林大悟

鈴木康司
真野浩隆
伊藤健一
金原久雄
大岩敏郎
洞田嘉明
和田行泰
伊藤　將
鈴木康司
田中　順

松尾浩志

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’

09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’

夏目憲永
氏原　伸
八木基之
大石佳史
杉浦孝典
村田　裕
松﨑和馬
酒井和良
藤本孝宏

久具信夫
中村泰隆
牧　昌夫
石川ひかる
清水宏臣
石原勝好
小川晴希
田中勢子
相原俊彦
𠮷𠮷田広明

鈴木正敏
藤城公成
髙崎雄三
鈴木　進
樅山丈二
佐野朝海
髙瀬伸一郎
能㔟輝正
谷口貴美
中内田耕三

白井　収※
鈴木健一※
林　良宣※
大澤憲朗
三浦圭吾
林　俊介
山崎和利
金田賢也
倉光央二
髙崎俊幸

戸田英志
松井章泰
星川和伸
夏目　工
浅岡　勝
加藤栄志
岩﨑　章
川合敏正
村田康助
松井厚徳

村上　誠

09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

12’
13’
14’
15’

川口敏郎
金沢孝幸
青山房生
真野博久
彦坂育甫
小笠原裕
石井好春
福井　功
朽名正秀

後藤和治
伊藤　誠
後藤和治
伊藤　誠
佐々木洋子
三崎　敦
東野和敏

柴田浩志
星川佳伸
杉浦節子
鈴木啓仁
藤原規彰
大木悦子
井指和昭
大場　篤
土井昌司
杉浦元保

村田　悟
大羽重治
若林正治
大林則久
冨田正行
井上　穂
金子通信
鬼頭秀幸
本多英司
川口周一郎

丸山秀勝
河合成幸
河合喜嗣
鈴木美仁
大谷弘隆
冨田政彦
鈴木保宣
山田洋一郎
長井弘典
前澤浩二

柳瀬秀昭
古越　純
鎌田哲也
角谷　歩

16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’

木所壮太
居平文孝

南部　淳
浅井　章
櫻井敬子
杉浦健太郎
峰澤彰宏
谷　泰男
水野周久
大村康雄
志賀信彦
松原広幸

光岡新吾
坪井敦也
市川善英
奥田清仁
下地正孝
鈴木賢三
井戸雅裕
塚本勝巳
成田達美
後藤尚之

岩瀬宏隆
小野正富
伊豫田浩
鬼塚俊夫
磯村哲也
鈴木博文
福尾　清
鈴木博文
渡辺要市
福尾　清

鈴木宏行
岡本勲夫
田端　瀞
土屋孝介
金山明史
伊藤信裕
西山　潤
勅使河原孝 
鈴木元和
水野徳之

小出元治
梅村順一
安川政男
稲垣　寿
生駒尚久
安井健次

春名祐樹
林　孝夫
中根匡規
金本孝美

今井啓介
都築義勝
山内達己
浦野滋行
松山俊昭
大野教喜
稲垣信之
河合明広
吉田英樹
川合雄造

磯部亮次
倉橋　保
足立　修
永井量基
九鬼義弘
中根裕幸
髙橋晶夫
堤　英明
山本剛司
星野雄一

鈴木正輝
石川道男
野々山彰
鬼頭伸和
久野徳積
伊藤隆守
鈴木克尚
野中真也
藤原睦行
近藤隆治

塚田和也
加藤照夫
中山憲和
梅村公代
横地　朗
羽根田邦彦
延原　哲
本多　幹
西村圭人
延原　哲

髙木　勝
堀場和孝

安藤広樹

14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

16’
17’

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’

嶋津孝久
野村紀代彦
毛受　豊
廣根　実
橘　典子
津田鎭輔
今村　順
下谷敏朗
中林久美
奥野櫻子

石川義典
石川義典
加藤正人
神谷明文
藤井英樹
市川　護
内藤教恵
石川　博
青山竜也
亀島深里

鳥居祥雄
杉浦明博
石川哲朗
松川泰三
山﨑秀夫
平田兼久
杉浦　広
天野　卓
三浦眞澄
山﨑克弥

榊原　健
新美惣英
角谷　修
平松　太
竹中　誠
長田和徳
鶴田光久
林　俊行
清澤聡之
永坂誠司

小池　孝
杉田亘恭
太田幹浩
小塚周一
藤井基夫
木村研一
太田幹浩
渡辺　靖

16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

渡辺　靖
渡辺　靖

都築　求
杉浦浩一
成瀬　勇
鈴木康博
幸前信雄
神谷公一
川角年比古
野々山貴文
杉浦盛仁
杉浦盛仁

古久根進
大辻　明
中川　敦
天野光宏
中嶋恒男
山本裕嗣
早川岩男
鈴木　明
加藤大輔
宮谷和憲

廣中利臣
長野敏行
磯貝総一郎
高須良一
岩瀬清彦
秋山正純
細川和好
杉浦加代
太髙純治
杉田芳男

安藤　毅
寺部保美
岡崎重太郎
山口恭正
斎藤　博
平野勝則
水谷　存
柵木政美
金子豊久
斎藤光正
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真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

岡崎東

愛知三州

岡崎

西三河中分区

名古屋錦

豊橋北

奥三河

豊田

豊田三好

碧南

西尾一色

高浜

知立

西尾KIRARA

三河安城

豊田中

安城

西尾

名古屋宮の杜

岡崎南

豊田西

豊田東

岡崎城南

豊川宝飯　

豊橋ゴールデン

田原パシフィック

豊橋東

豊川

田原

豊橋南

新城

渥美

名古屋東山

名古屋葵

名古屋アイリス

名古屋名東

名古屋名北

名古屋千種

名古屋昭和

蒲郡

豊橋

東三河分区

刈谷

西三河分区

松石奉之
松本順子
松本順子
朝倉浩一
森田　亨
酒井良輔
高木利定
山本好幸
水野隆芳
伊東良夫

日高晋典
清水昭博
築山貞之
猪飼昭夫
谷川豊隆
堀田和男
水野福三
杉江繁樹
森下　豊
稲葉憲辰

井上正人
大林香瑞人
小嶋真一郎
早川直義
佐藤雅之
杉本親保
小島博也
坂野公俊
板倉初嗣
竹内雅浩

村瀬竜雄
加藤知成
日髙啓治
山本さゆり
前田吉昭
前田吉昭
青山五郎
村瀬竜雄
水野浩二
吉田禎宏

杉浦豊幸
吉村比富
石川信行
榊原　英
吉村比富
手島嘉宏
近藤敏通
岡戸利直
蜷川勝己
竹内俊郎

近藤得男
山口清文
林　秀人

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

鈴木直幸
永井喜義
竹内功成
竹内慎治
竹内功成
千賀貴彦
安藤毅之

木村　徹
外園　茂
中本和則
笹田栄治
中本和則
外園　茂
笹田栄治
相羽英人
門脇　武
矢野雅己

足立　誠
関戸　徹
森島勝美
大森一人
浅野　一
佐々木久直
滝　善藏
梯　國彦
鎌田芳彰
鈴木洋志

八谷潤一
稲垣宏高
中野義光
横井知代
小林啓子
加藤則之
幅　辰雄
服部　貴
伊藤　基
相羽あつ子

森　　新
横山　弘
横山　弘
坂口光雄
岩田勝義
森　　新
安藤　巖
岩田勝義
森　　新
森　　新

則武克彦
三輪茂富
林　冏成
小澤正明
吉田哲夫
山内國雄
瀧　義孝

15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’

石黒三雄
村瀬圭吾
嶋内　淳

樋田克史
新海　勲
後藤啓行
矢野愼史
酒井兼利
足立三千夫
足立三千夫
足立三千夫
山内健嗣
三根健一

大竹和美
加藤春視
坂神裕城
山田謹一
篠田正志
大竹敬一
後藤雅光
山田尊久
後藤　眞
板津和博

梅田愼也
川西利浩
鴨井敏秋
櫻井利夫
櫻井利夫
川西利浩

毛利雅俊
高柳美之
山本正則
藤岡重光
松尾晋吉
竹本義明
瀧本　守
大野東秀
竹本義明
松尾晋吉

松岡正浩
坂田義一
森　　眞
松岡正浩
大塚省治
岩田真周
今井多美子
松前裕己
加藤辰己
石川正弘

鈴木　章
刑部祐介
堀内　誠
山口記由

井上　博
近藤三博
鈴木光彦
山田　拓
近藤三博
田中靖達

稲垣圭次
原　正男
石井和宏
加藤浩一
福冨孝弘
伊藤久敬
埴田惣一
真野健二
鈴木一成
安田一生

杦本哲一
猪子　明
長瀬晴義
清水たま子
長谷川優子
沢田昌久
加藤義晴
富田清孝
富田清孝
木本　寛

大島賀樹
三輪憲一
木田陽子
渡邉敬文
橋本晃暢
堀井　武
大島賀樹
大島賀樹
鈴木英治
鈴木英治

加藤久仁明
風岡保広
蓮野美廣
和田了司
峠テル子
宅間秀順
中川　健
加藤宗生
芝田貴之
青山博徳

井田武憲
福岡　健
福岡　健
古橋裕志
古橋エツ子 
桜井雅博
菊田利昭
井田　武
加藤清久
金森俊輔

12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

川口直也
北園守生
青山　忠
北園守生
杉本敦永
田中秀典
杉本敦永
阿萬裕子

水野半次郎
伊藤保德
加藤光枝
鈴木昌子
深谷　隆
平岩太伸
中島英海
磯村幸夫
楠　英樹
伊藤京子

大江秀和
大江秀和
宮田浩明
大江秀和
大江秀和
大江秀和
丹羽規之
井上隆義
河村金明
野崎　要

岩田貴子
小原久和
榊原章夫
玉置政利
玉置政利
岩田佳之
野中一寿
穂積良治
穂積良治
穂積良治

田邊真悟
安田茂樹
青山和成
金田宗博
田中信子
中川清子
宮下智香子 
奥野悦弥
奥野悦弥
伊藤　真

青山晴美
岡田竜治
林佳代子
尾野英二

10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

14’
15’
16’
17’

加藤明宏
加藤明宏
加藤明宏
加藤明宏
加藤明宏
加藤明宏
林 左希也
林 左希也
林 左希也
渋谷文平

亀井　茂
神野富三
近藤多喜男 
寺島　優
水野隆二
松山吉之
青島邦人
川島浩二
唐渡雅行
大貫誠也

坪井良憲
藤田彰男
豊田正二郎
北　登一
丸山和紀
西尾直哉
内田安彦
中川昭一
菊田宗一
加藤敏行

寺本善雄
鈴木　哲
山下哲男
遠藤武夫
水谷　隆
三枝樹明道
才本清継
村田誠一
箕浦靖夫
山田章博

浜崎　明
中島美恵
野村延彦
杉浦　亘
近藤和雄
坂本裕孝
廣田　克
瀬木真理
平井善明
堀　美利

石原寿生
荒川雅義
𠮷𠮷田敬岳

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14
15’
16’
17’

08’
09’
10’

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’

梁川誠市
岩月雅章
纐纈正剛
松本健一郎
田ヶ原昭弘
清水盛幸
杉浦康晴

稲葉　徹
西本　哲
堀　慎治
天野正明
八木沢幹夫 
市岡正蔵
大嶽達郎
山口哲司
山口哲司
山口哲司

田崎雅三
髙木政義
神野邦利
渡辺観永
大原敏正
林　順治
宇野史人
川畑博敬
武藤恵美子
柴岡正将

葛城敏弘
小川　隆
坂口純一
山田慎也
古川聡一
井上　司
牧野博和
井上　司
岡田直人
梅村尚史

水谷　誠
加藤英敏
黒田康正
武藤正行
朝比美和子
武藤正行
三島多恵子
佐々木暢
川辺清次
中西芳子

藤井圓隆
筧　正紀
市川観自
藤井圓隆
安藤隆利
西川達郎
大輪　稔
早川敏江
久田勘鷗

鈴木康代

柴田達志
桑原幸太郎
近藤智洋
成田勝彦
若原正幸
高山　進
藤田守彦
山﨑彰子
立石ゆかり
立石ゆかり

河合太輔
宮下恵子
宮下恵子

安部隆俊
中村陽公
加藤慶人
青木秀人
榊　直樹
榊　直樹
久野恭裕
渡邊嘉昭
亀井壯太郎
岡本雄三

高橋　巌
鴨頭治彦
渡邊正数
石田侑嗣
岡本光生
馬場善志雄
佐治　勝
浜　洋一
加藤義彦
大野蔵彦

瀬古賢二
林　千尋
伊藤陽介
松崎美都子 
河本　力
中田典子
中田典子
加藤忠晴
田中一成
馬渕雅宣

花橋日出夫 
亀井敏勝
坂倉弘康
桑山卓也
伊藤尚貴
中川伸治
山本秀樹
小林利之
関　貴之

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’

石川雅道

藤野直子
加藤嘉一郎
丹羽　幸
橋本節生
伊藤嘉浩
中尾僚宏
近藤郁子
竹尾祥子
丸山　猛
梅本祐樹

入江由希子
山本　篤
星川直志
星川直志
加藤昌之
入江由希子
梶川久雄
小關敏光
宇都木寧
加藤昌之

樫尾富二
山本英次
牧野登志子
加藤重雄
林　正道
足立一郎
舎人経昭
太田和孝
松岡多加倫
太田和孝

小坂井雅生
巣山公康
伊藤彰二
瀧　篤人
伊藤　衛
須原茂樹
落合法正
深川雅央
荒川美恵子
伊藤德宏

落合和子
北村隆子
工藤悦子
寺西　正
宇山公一郎
藤岡省吾
武田正典
植村元雄
武田正典

佐藤　隆

吉川寿一
佐藤敏夫
奥村　敦
鈴木宏治
田高　薫
谷村　茂
平下三郎
山元康裕
近藤兼治郎
浅井貴介

田中利幸
大門政敏
加藤久雄
谷口善彦
谷口善彦
加藤寛治郎 
堀口　久
山田　真
山田　真
阿部恵彦

綿貫達雄
安井　忠
竹内祐子
深見和久
加藤正広

松井孝悦
山本光伸
青木良浩
松岡真由美
小出修弘
三浦裕司
山本貴浩
長濱貴彦
浅倉伸治
小林大悟

鈴木康司
真野浩隆
伊藤健一
金原久雄
大岩敏郎
洞田嘉明
和田行泰
伊藤　將
鈴木康司
田中　順

松尾浩志

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’

09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’

夏目憲永
氏原　伸
八木基之
大石佳史
杉浦孝典
村田　裕
松﨑和馬
酒井和良
藤本孝宏

久具信夫
中村泰隆
牧　昌夫
石川ひかる
清水宏臣
石原勝好
小川晴希
田中勢子
相原俊彦
𠮷𠮷田広明

鈴木正敏
藤城公成
髙崎雄三
鈴木　進
樅山丈二
佐野朝海
髙瀬伸一郎
能㔟輝正
谷口貴美
中内田耕三

白井　収※
鈴木健一※
林　良宣※
大澤憲朗
三浦圭吾
林　俊介
山崎和利
金田賢也
倉光央二
髙崎俊幸

戸田英志
松井章泰
星川和伸
夏目　工
浅岡　勝
加藤栄志
岩﨑　章
川合敏正
村田康助
松井厚徳

村上　誠

09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

12’
13’
14’
15’

川口敏郎
金沢孝幸
青山房生
真野博久
彦坂育甫
小笠原裕
石井好春
福井　功
朽名正秀

後藤和治
伊藤　誠
後藤和治
伊藤　誠
佐々木洋子
三崎　敦
東野和敏

柴田浩志
星川佳伸
杉浦節子
鈴木啓仁
藤原規彰
大木悦子
井指和昭
大場　篤
土井昌司
杉浦元保

村田　悟
大羽重治
若林正治
大林則久
冨田正行
井上　穂
金子通信
鬼頭秀幸
本多英司
川口周一郎

丸山秀勝
河合成幸
河合喜嗣
鈴木美仁
大谷弘隆
冨田政彦
鈴木保宣
山田洋一郎
長井弘典
前澤浩二

柳瀬秀昭
古越　純
鎌田哲也
角谷　歩

16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’

木所壮太
居平文孝

南部　淳
浅井　章
櫻井敬子
杉浦健太郎
峰澤彰宏
谷　泰男
水野周久
大村康雄
志賀信彦
松原広幸

光岡新吾
坪井敦也
市川善英
奥田清仁
下地正孝
鈴木賢三
井戸雅裕
塚本勝巳
成田達美
後藤尚之

岩瀬宏隆
小野正富
伊豫田浩
鬼塚俊夫
磯村哲也
鈴木博文
福尾　清
鈴木博文
渡辺要市
福尾　清

鈴木宏行
岡本勲夫
田端　瀞
土屋孝介
金山明史
伊藤信裕
西山　潤
勅使河原孝 
鈴木元和
水野徳之

小出元治
梅村順一
安川政男
稲垣　寿
生駒尚久
安井健次

春名祐樹
林　孝夫
中根匡規
金本孝美

今井啓介
都築義勝
山内達己
浦野滋行
松山俊昭
大野教喜
稲垣信之
河合明広
吉田英樹
川合雄造

磯部亮次
倉橋　保
足立　修
永井量基
九鬼義弘
中根裕幸
髙橋晶夫
堤　英明
山本剛司
星野雄一

鈴木正輝
石川道男
野々山彰
鬼頭伸和
久野徳積
伊藤隆守
鈴木克尚
野中真也
藤原睦行
近藤隆治

塚田和也
加藤照夫
中山憲和
梅村公代
横地　朗
羽根田邦彦
延原　哲
本多　幹
西村圭人
延原　哲

髙木　勝
堀場和孝

安藤広樹

14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

16’
17’

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’

嶋津孝久
野村紀代彦
毛受　豊
廣根　実
橘　典子
津田鎭輔
今村　順
下谷敏朗
中林久美
奥野櫻子

石川義典
石川義典
加藤正人
神谷明文
藤井英樹
市川　護
内藤教恵
石川　博
青山竜也
亀島深里

鳥居祥雄
杉浦明博
石川哲朗
松川泰三
山﨑秀夫
平田兼久
杉浦　広
天野　卓
三浦眞澄
山﨑克弥

榊原　健
新美惣英
角谷　修
平松　太
竹中　誠
長田和徳
鶴田光久
林　俊行
清澤聡之
永坂誠司

小池　孝
杉田亘恭
太田幹浩
小塚周一
藤井基夫
木村研一
太田幹浩
渡辺　靖

16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

渡辺　靖
渡辺　靖

都築　求
杉浦浩一
成瀬　勇
鈴木康博
幸前信雄
神谷公一
川角年比古
野々山貴文
杉浦盛仁
杉浦盛仁

古久根進
大辻　明
中川　敦
天野光宏
中嶋恒男
山本裕嗣
早川岩男
鈴木　明
加藤大輔
宮谷和憲

廣中利臣
長野敏行
磯貝総一郎
高須良一
岩瀬清彦
秋山正純
細川和好
杉浦加代
太髙純治
杉田芳男

安藤　毅
寺部保美
岡崎重太郎
山口恭正
斎藤　博
平野勝則
水谷　存
柵木政美
金子豊久
斎藤光正

※他委員会の副委員長が担当
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岡崎東

愛知三州

岡崎

西三河中分区

名古屋錦

豊橋北

奥三河

豊田

豊田三好

碧南

西尾一色

高浜

知立

西尾KIRARA

三河安城

豊田中

安城

西尾

名古屋宮の杜

岡崎南

豊田西

豊田東

岡崎城南

豊川宝飯　

豊橋ゴールデン

田原パシフィック

豊橋東

豊川

田原

豊橋南

新城

渥美

名古屋東山

名古屋葵

名古屋アイリス

名古屋名東

名古屋名北

名古屋千種

名古屋昭和

蒲郡

豊橋

東三河分区

刈谷

西三河分区

松石奉之
松本順子
松本順子
朝倉浩一
森田　亨
酒井良輔
高木利定
山本好幸
水野隆芳
伊東良夫

日高晋典
清水昭博
築山貞之
猪飼昭夫
谷川豊隆
堀田和男
水野福三
杉江繁樹
森下　豊
稲葉憲辰

井上正人
大林香瑞人
小嶋真一郎
早川直義
佐藤雅之
杉本親保
小島博也
坂野公俊
板倉初嗣
竹内雅浩

村瀬竜雄
加藤知成
日髙啓治
山本さゆり
前田吉昭
前田吉昭
青山五郎
村瀬竜雄
水野浩二
吉田禎宏

杉浦豊幸
吉村比富
石川信行
榊原　英
吉村比富
手島嘉宏
近藤敏通
岡戸利直
蜷川勝己
竹内俊郎

近藤得男
山口清文
林　秀人

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

鈴木直幸
永井喜義
竹内功成
竹内慎治
竹内功成
千賀貴彦
安藤毅之

木村　徹
外園　茂
中本和則
笹田栄治
中本和則
外園　茂
笹田栄治
相羽英人
門脇　武
矢野雅己

足立　誠
関戸　徹
森島勝美
大森一人
浅野　一
佐々木久直
滝　善藏
梯　國彦
鎌田芳彰
鈴木洋志

八谷潤一
稲垣宏高
中野義光
横井知代
小林啓子
加藤則之
幅　辰雄
服部　貴
伊藤　基
相羽あつ子

森　　新
横山　弘
横山　弘
坂口光雄
岩田勝義
森　　新
安藤　巖
岩田勝義
森　　新
森　　新

則武克彦
三輪茂富
林　冏成
小澤正明
吉田哲夫
山内國雄
瀧　義孝

15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’

石黒三雄
村瀬圭吾
嶋内　淳

樋田克史
新海　勲
後藤啓行
矢野愼史
酒井兼利
足立三千夫
足立三千夫
足立三千夫
山内健嗣
三根健一

大竹和美
加藤春視
坂神裕城
山田謹一
篠田正志
大竹敬一
後藤雅光
山田尊久
後藤　眞
板津和博

梅田愼也
川西利浩
鴨井敏秋
櫻井利夫
櫻井利夫
川西利浩

毛利雅俊
高柳美之
山本正則
藤岡重光
松尾晋吉
竹本義明
瀧本　守
大野東秀
竹本義明
松尾晋吉

松岡正浩
坂田義一
森　　眞
松岡正浩
大塚省治
岩田真周
今井多美子
松前裕己
加藤辰己
石川正弘

鈴木　章
刑部祐介
堀内　誠
山口記由

井上　博
近藤三博
鈴木光彦
山田　拓
近藤三博
田中靖達

稲垣圭次
原　正男
石井和宏
加藤浩一
福冨孝弘
伊藤久敬
埴田惣一
真野健二
鈴木一成
安田一生

杦本哲一
猪子　明
長瀬晴義
清水たま子
長谷川優子
沢田昌久
加藤義晴
富田清孝
富田清孝
木本　寛

大島賀樹
三輪憲一
木田陽子
渡邉敬文
橋本晃暢
堀井　武
大島賀樹
大島賀樹
鈴木英治
鈴木英治

加藤久仁明
風岡保広
蓮野美廣
和田了司
峠テル子
宅間秀順
中川　健
加藤宗生
芝田貴之
青山博徳

井田武憲
福岡　健
福岡　健
古橋裕志
古橋エツ子 
桜井雅博
菊田利昭
井田　武
加藤清久
金森俊輔

12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

川口直也
北園守生
青山　忠
北園守生
杉本敦永
田中秀典
杉本敦永
阿萬裕子

水野半次郎
伊藤保德
加藤光枝
鈴木昌子
深谷　隆
平岩太伸
中島英海
磯村幸夫
楠　英樹
伊藤京子

大江秀和
大江秀和
宮田浩明
大江秀和
大江秀和
大江秀和
丹羽規之
井上隆義
河村金明
野崎　要

岩田貴子
小原久和
榊原章夫
玉置政利
玉置政利
岩田佳之
野中一寿
穂積良治
穂積良治
穂積良治

田邊真悟
安田茂樹
青山和成
金田宗博
田中信子
中川清子
宮下智香子 
奥野悦弥
奥野悦弥
伊藤　真

青山晴美
岡田竜治
林佳代子
尾野英二

10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

14’
15’
16’
17’

加藤明宏
加藤明宏
加藤明宏
加藤明宏
加藤明宏
加藤明宏
林 左希也
林 左希也
林 左希也
渋谷文平

亀井　茂
神野富三
近藤多喜男 
寺島　優
水野隆二
松山吉之
青島邦人
川島浩二
唐渡雅行
大貫誠也

坪井良憲
藤田彰男
豊田正二郎
北　登一
丸山和紀
西尾直哉
内田安彦
中川昭一
菊田宗一
加藤敏行

寺本善雄
鈴木　哲
山下哲男
遠藤武夫
水谷　隆
三枝樹明道
才本清継
村田誠一
箕浦靖夫
山田章博

浜崎　明
中島美恵
野村延彦
杉浦　亘
近藤和雄
坂本裕孝
廣田　克
瀬木真理
平井善明
堀　美利

石原寿生
荒川雅義
𠮷𠮷田敬岳

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14
15’
16’
17’

08’
09’
10’

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’

梁川誠市
岩月雅章
纐纈正剛
松本健一郎
田ヶ原昭弘
清水盛幸
杉浦康晴

稲葉　徹
西本　哲
堀　慎治
天野正明
八木沢幹夫 
市岡正蔵
大嶽達郎
山口哲司
山口哲司
山口哲司

田崎雅三
髙木政義
神野邦利
渡辺観永
大原敏正
林　順治
宇野史人
川畑博敬
武藤恵美子
柴岡正将

葛城敏弘
小川　隆
坂口純一
山田慎也
古川聡一
井上　司
牧野博和
井上　司
岡田直人
梅村尚史

水谷　誠
加藤英敏
黒田康正
武藤正行
朝比美和子
武藤正行
三島多恵子
佐々木暢
川辺清次
中西芳子

藤井圓隆
筧　正紀
市川観自
藤井圓隆
安藤隆利
西川達郎
大輪　稔
早川敏江
久田勘鷗

鈴木康代

柴田達志
桑原幸太郎
近藤智洋
成田勝彦
若原正幸
高山　進
藤田守彦
山﨑彰子
立石ゆかり
立石ゆかり

河合太輔
宮下恵子
宮下恵子

安部隆俊
中村陽公
加藤慶人
青木秀人
榊　直樹
榊　直樹
久野恭裕
渡邊嘉昭
亀井壯太郎
岡本雄三

高橋　巌
鴨頭治彦
渡邊正数
石田侑嗣
岡本光生
馬場善志雄
佐治　勝
浜　洋一
加藤義彦
大野蔵彦

瀬古賢二
林　千尋
伊藤陽介
松崎美都子 
河本　力
中田典子
中田典子
加藤忠晴
田中一成
馬渕雅宣

花橋日出夫 
亀井敏勝
坂倉弘康
桑山卓也
伊藤尚貴
中川伸治
山本秀樹
小林利之
関　貴之

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’

石川雅道

藤野直子
加藤嘉一郎
丹羽　幸
橋本節生
伊藤嘉浩
中尾僚宏
近藤郁子
竹尾祥子
丸山　猛
梅本祐樹

入江由希子
山本　篤
星川直志
星川直志
加藤昌之
入江由希子
梶川久雄
小關敏光
宇都木寧
加藤昌之

樫尾富二
山本英次
牧野登志子
加藤重雄
林　正道
足立一郎
舎人経昭
太田和孝
松岡多加倫
太田和孝

小坂井雅生
巣山公康
伊藤彰二
瀧　篤人
伊藤　衛
須原茂樹
落合法正
深川雅央
荒川美恵子
伊藤德宏

落合和子
北村隆子
工藤悦子
寺西　正
宇山公一郎
藤岡省吾
武田正典
植村元雄
武田正典

佐藤　隆

吉川寿一
佐藤敏夫
奥村　敦
鈴木宏治
田高　薫
谷村　茂
平下三郎
山元康裕
近藤兼治郎
浅井貴介

田中利幸
大門政敏
加藤久雄
谷口善彦
谷口善彦
加藤寛治郎 
堀口　久
山田　真
山田　真
阿部恵彦

綿貫達雄
安井　忠
竹内祐子
深見和久
加藤正広

松井孝悦
山本光伸
青木良浩
松岡真由美
小出修弘
三浦裕司
山本貴浩
長濱貴彦
浅倉伸治
小林大悟

鈴木康司
真野浩隆
伊藤健一
金原久雄
大岩敏郎
洞田嘉明
和田行泰
伊藤　將
鈴木康司
田中　順

松尾浩志

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’

09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’

夏目憲永
氏原　伸
八木基之
大石佳史
杉浦孝典
村田　裕
松﨑和馬
酒井和良
藤本孝宏

久具信夫
中村泰隆
牧　昌夫
石川ひかる
清水宏臣
石原勝好
小川晴希
田中勢子
相原俊彦
𠮷𠮷田広明

鈴木正敏
藤城公成
髙崎雄三
鈴木　進
樅山丈二
佐野朝海
髙瀬伸一郎
能㔟輝正
谷口貴美
中内田耕三

白井　収※
鈴木健一※
林　良宣※
大澤憲朗
三浦圭吾
林　俊介
山崎和利
金田賢也
倉光央二
髙崎俊幸

戸田英志
松井章泰
星川和伸
夏目　工
浅岡　勝
加藤栄志
岩﨑　章
川合敏正
村田康助
松井厚徳

村上　誠

09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

12’
13’
14’
15’

川口敏郎
金沢孝幸
青山房生
真野博久
彦坂育甫
小笠原裕
石井好春
福井　功
朽名正秀

後藤和治
伊藤　誠
後藤和治
伊藤　誠
佐々木洋子
三崎　敦
東野和敏

柴田浩志
星川佳伸
杉浦節子
鈴木啓仁
藤原規彰
大木悦子
井指和昭
大場　篤
土井昌司
杉浦元保

村田　悟
大羽重治
若林正治
大林則久
冨田正行
井上　穂
金子通信
鬼頭秀幸
本多英司
川口周一郎

丸山秀勝
河合成幸
河合喜嗣
鈴木美仁
大谷弘隆
冨田政彦
鈴木保宣
山田洋一郎
長井弘典
前澤浩二

柳瀬秀昭
古越　純
鎌田哲也
角谷　歩

16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’

木所壮太
居平文孝

南部　淳
浅井　章
櫻井敬子
杉浦健太郎
峰澤彰宏
谷　泰男
水野周久
大村康雄
志賀信彦
松原広幸

光岡新吾
坪井敦也
市川善英
奥田清仁
下地正孝
鈴木賢三
井戸雅裕
塚本勝巳
成田達美
後藤尚之

岩瀬宏隆
小野正富
伊豫田浩
鬼塚俊夫
磯村哲也
鈴木博文
福尾　清
鈴木博文
渡辺要市
福尾　清

鈴木宏行
岡本勲夫
田端　瀞
土屋孝介
金山明史
伊藤信裕
西山　潤
勅使河原孝 
鈴木元和
水野徳之

小出元治
梅村順一
安川政男
稲垣　寿
生駒尚久
安井健次

春名祐樹
林　孝夫
中根匡規
金本孝美

今井啓介
都築義勝
山内達己
浦野滋行
松山俊昭
大野教喜
稲垣信之
河合明広
吉田英樹
川合雄造

磯部亮次
倉橋　保
足立　修
永井量基
九鬼義弘
中根裕幸
髙橋晶夫
堤　英明
山本剛司
星野雄一

鈴木正輝
石川道男
野々山彰
鬼頭伸和
久野徳積
伊藤隆守
鈴木克尚
野中真也
藤原睦行
近藤隆治

塚田和也
加藤照夫
中山憲和
梅村公代
横地　朗
羽根田邦彦
延原　哲
本多　幹
西村圭人
延原　哲

髙木　勝
堀場和孝

安藤広樹

14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

16’
17’

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’

嶋津孝久
野村紀代彦
毛受　豊
廣根　実
橘　典子
津田鎭輔
今村　順
下谷敏朗
中林久美
奥野櫻子

石川義典
石川義典
加藤正人
神谷明文
藤井英樹
市川　護
内藤教恵
石川　博
青山竜也
亀島深里

鳥居祥雄
杉浦明博
石川哲朗
松川泰三
山﨑秀夫
平田兼久
杉浦　広
天野　卓
三浦眞澄
山﨑克弥

榊原　健
新美惣英
角谷　修
平松　太
竹中　誠
長田和徳
鶴田光久
林　俊行
清澤聡之
永坂誠司

小池　孝
杉田亘恭
太田幹浩
小塚周一
藤井基夫
木村研一
太田幹浩
渡辺　靖

16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

渡辺　靖
渡辺　靖

都築　求
杉浦浩一
成瀬　勇
鈴木康博
幸前信雄
神谷公一
川角年比古
野々山貴文
杉浦盛仁
杉浦盛仁

古久根進
大辻　明
中川　敦
天野光宏
中嶋恒男
山本裕嗣
早川岩男
鈴木　明
加藤大輔
宮谷和憲

廣中利臣
長野敏行
磯貝総一郎
高須良一
岩瀬清彦
秋山正純
細川和好
杉浦加代
太髙純治
杉田芳男

安藤　毅
寺部保美
岡崎重太郎
山口恭正
斎藤　博
平野勝則
水谷　存
柵木政美
金子豊久
斎藤光正

※他委員会の副委員長が担当

クラブ別会員増強の推移

ク ラ ブ
半 田
常 滑
東 海
東 知 多
半 田 南
知 多
大 府

計
一 宮
津 島
尾 西
一 宮 北
稲 沢
あ ま
名 古 屋 清 須
尾 張 中 央
一 宮 中 央

計
瀬 戸
犬 山
江 南
小 牧
春 日 井
尾 張 旭
名 古 屋 空 港
瀬 戸 北
岩 倉
名 古 屋 城 北
愛 知 長 久 手
愛知ロータリー E クラブ

計
名 古 屋
名 古 屋 西
名 古 屋 南
名古屋みなと
名 古 屋 東 南
名 古 屋 中
名 古 屋 瑞 穂
名 古 屋 大 須
名 古 屋 栄
名 古 屋 名 南
名 古 屋 名 駅
名古屋丸の内
中部名古屋みらい

計

2008
62
51
56
27
47
21
20
284
88
72
24
40
57
80
37
37
48
483
75
73
50
41
53
28
53
67
20
22
20

502
187
100
115
64
86
129
70
63
77
70
83
46
27
1,117

2009
61
46
54
26
46
21
18 
272
86
 71
23
39
55
83
36
32
48
473 
72
65
47
38
52
29
52
70
22
35
21 

503  
178
99 
119
70
84
130
61
61
79
65
83
41
25
1,095

2010
65
45
49
23
43
23
17
265
85
73
22
38
53
84
37
32
49
473
57
69
49
38
49
29
50
70
18
32
24

485
177
98
120
71
76
130
63
59
81
59
79
45
28
1,086

2011
64
42
49
21
39
24
16
255
90
70
22
40
57
79
31
34
48
471
60
60
46
32
52
26
57
68
17
32
20

470
184
93
114
68
80
137
63
61
76
59
84
45
28
1,092

2012
61
40
47
20
37
28
18
251
86
67
21
40
56
79
27
33
42
451
62
59
48
28
51
25
53
70
16
31
20

463
185
92
117
68
81
133
64
62
78
55
80
41
24
1,080

2013
62
39
53
19
38
27
16
254
89
63
20
38
55
79
28
30
42
444
64
59
49
30
56
25
54
66
15
31
20
22
491
182
96
119
71
77
130
63
57
82
54
80
44
22
1,077

2014
61
33
59
23
36
24
14
250
86
67
17
38
51
79
31
30
43
442
61
61
48
29
57
22
50
63
14
25
18
18
466
179
99
113
69
77
134
66
57
86
53
80
50
21
1,084

2015
61
40
57
23
33
24
19
257
102
66
21
39
44
80
30
30
44
456
60
60
50
30
61
21
50
56
13
25
20
20
466
176
100
110
69
79
132
65
54
86
55
70
45
20
1,061

2016
60
41
56
23
30
23
22
255
102
67
21
41
46
79
32
31
45
464
59
53
46
33
54
20
53
52
12
26
19
21
448
186
98
107
66
78
132
64
55
88
53
80
45
22
1,074

2017
57
40
55
20
33
21
22
248
105
67
18
40
47
78
32
33
45
465
59
54
44
31
53
19
49
52
12
28
17
22
440
182
91
107
70
82
133
63
58
104
55
86
47
25
1,103

南
尾
張
分
区

西
尾
張
分
区

東
尾
張
分
区

西
名
古
屋
分
区

単位 /人
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東
࿁
⏇
分
区

ク ラ ブ
名 古 屋 北
名 古 屋 東
名 古 屋 守 山
名 古 屋 和 合
名 古 屋 名 東
名 古 屋 名 北
名 古 屋 千 種
名 古 屋 昭 和
名 古 屋 錦
名 古 屋 東 山
名 古 屋 葵
名古屋アイリス

計
豊 橋
蒲 郡
豊 橋 北
豊 川
田 原
豊 橋 南
新 城
渥 美
奥 三 河
豊 川 宝 飯
豊橋ゴールデン
田原パシフィック
豊 橋 東

計
岡 崎
豊 田
岡 崎 南
豊 田 西
岡 崎 東
豊 田 東
岡 崎 城 南
豊 田 三 好
豊 田 中
名古屋宮の杜
愛 知 三 州

計
刈 谷
安 城
西 尾
碧 南
西 尾 一 色
高 浜
知 立
西 尾 KIRARA 
三 河 安 城

計

2008
90
84
52
98
49
44
50
52
33
43
27

622
118
53
81
62
53
61
51
35
17
53
55
63
42
744
90
82
95
97
59
80
76
23
49

651
90
58
74
76
28
38
62
57
58
541

2009
88
85
49
93
47
42
43
48
32
40
27

594 
121
55
84
67
47
60
48
32
16
54
57
59
43 
743  
91
80
92
96
64
76
73
20
47

639  
90
59
74
73
31
34
59
55
60
535

2010
87
88
48
99
59
38
42
47
30
36
25

599
120
57
82
70
46
62
49
27
16
55
63
55
40
742
88
80
94
101
62
75
71
20
42

633
89
53
76
69
32
35
61
58
62
535

2011
85
87
48
104
59
39
39
50
32
32
25

600
119
58
83
71
45
59
47
30
15
57
61
53
40
738
89
80
91
99
62
74
69
19
43

626
91
58
73
68
32
34
62
58
66
542

2012
91
83
49
103
61
37
36
51
33
33
20
33
630
118
57
77
71
45
58
44
32
15
57
63
49
43
729
81
85
95
96
60
73
72
21
42

625
95
58
75
63
29
34
61
58
63
536

2013
91
87
39
104
59
38
41
51
29
31
19
33
622
116
56
73
71
43
56
43
33
15
54
64
48
42
714
77
93
95
95
57
77
74
19
40

627
94
61
77
68
25
33
61
58
64
541

2014
93
87
40
105
65
37
38
52
28
32
20
35
632
113
54
70
73
41
56
43
32
0
60
63
48
40
693
91
97
92
96
58
77
69
21
42

643
91
59
78
68
26
31
61
57
63
534

2015
102
89
34
103
62
36
35
54
28
33
20
37
633
110
57
64
74
43
57
51
31

62
64
47
44
704
87
96
89
94
55
78
65
20
49

633
92
57
76
71
28
32
61
56
61
534

2016
103
89
39
96
61
34
32
52
31
33
19
38
627
109
59
64
72
44
55
48
36

61
64
45
43
700
91
98
89
100
54
80
65
21
50
43

691
89
56
77
68
28
32
59
54
63
526

2017
105
93
47
87
62
35
35
51
36
32
18
41
642
114
62
66
68
43
55
47
38

66
63
47
43
712
79
95
88
106
54
81
65
20
52
43
29
712
94
55
77
70
26
32
55
53
64
526

東
名
古
屋
分
区

西
࿁
⏇
࿜
分
区

西
࿁
⏇
分
区
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［History of the committee］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
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［Reference］

資
料
編

クラブ別出席率の推移

ク ラ ブ
半 田
常 滑
東 海
東 知 多
半 田 南
知 多
大 府

分区平ᘘ
一 宮
津 島
尾 西
一 宮 北
稲 沢
あ ま
名 古 屋 清 須
尾 張 中 央
一 宮 中 央

分区平ᘘ
瀬 戸
犬 山
江 南
小 牧
春 日 井
尾 張 旭
名 古 屋 空 港
瀬 戸 北
岩 倉
名 古 屋 城 北
愛 知 長 久 手
愛知ロータリー E クラブ

分区平ᘘ
名 古 屋
名 古 屋 西
名 古 屋 南
名古屋みなと
名 古 屋 東 南
名 古 屋 中
名 古 屋 瑞 穂
名 古 屋 大 須
名 古 屋 栄
名 古 屋 名 南
名 古 屋 名 駅
名古屋丸の内
中部名古屋みらい

分区平ᘘ

2008
98.31
97.64
96.34
84.82
98.42
90.89
83.22
92.80
98.14
94.34
96.21
92.78
92.48
94.80
89.40
89.32
94.46
93.55
100.00
100.00
95.28
94.80
95.88
99.21
99.43
100.00
93.89
98.38
95.61

97.50
92.99
88.99
92.10
91.13
81.84
98.42
96.39
91.77
97.17
95.61
97.14
95.81
91.79
91.79

2009
99.60
95.66
96.74
84.84
97.80 
92 .27
82.51
92.77
98.22
93.95
94.94
92.32
91.11 
97 .10
88.98
86.84
94.13 
93 .07
99.33
100.00
97.88
94.19
93.13 
97 .84
97.69 
100.00
92.25
97.79 
95 .17

96.84
93.03
88.05
94.33 
88 .93
83.82
98.33
96.92
92.03
97.38
97.87 
97 .06
95.22
59.73
90.98

2010
99.43
95.63
97.76
84.23
96.16
90.45
84.37
92.58
98.36
97.35
94.56
94.43
90.38
98.23
84.89
87.79
94.85
93.43
99.83
99.48
95.03
95.23
94.43
97.45
97.69
100.00
90.73
99.56
94.11

96.68
91.54
87.37
93.30
94.80
86.66
97.72
96.23
92.12
95.72
94.44
97.65
95.25
71.26
91.83

2011
98.89
91.26
96.29
83.97
96.82
91.33
86.69
92.18
98.31
98.05
94.78
97.48
92.04
97.23
92.86
85.44
94.56
94.53
97.63
98.95
94.77
90.65
97.99
95.26
99.83
100.00
94.26
99.75
94.11

96.66
89.31
88.30
93.17
97.52
86.85
97.04
96.79
94.53
95.45
95.21
97.98
95.43
61.94
91.50

2012
97.64
96.83
96.80
80.21
96.84
89.35 
78 .57
90.89
97.82
98.08
93.80 
93 .93
92.33 
98 .02
94.66
93.48
94.62 
95 .19
96.19
99.80
94.83
89.82
97.25
94.85
98.44 
100.00
89.72
98.00
93.75 

95 .69
89.53
88.56
93.50 
100.00 
88 .71
97.14 
96 .77 
90 .55
90.85
95.19 
97 .96
95.16 
73 .54
 92 .11

2013
99.59
97.22 
97 .56
81.70 
95 .86
88.00
78.26 
91 .17
97.23
98.00
95.65
93.57
90.82 
100.00 
93 .66
90.17
95.15 
94 .92
96.47 
100.00 
94 .18 
92 .08 
98 .10
96.74 
98 .51
100.00
93.84 
94 .92 
93 .84
85.61 
96 .09
89.03
88.78
94.08 
100.00
85.37 
97 .04
96.90
90.58
92.60 
93 .21
98.12
95.02
48.99
89.98

2014
99.79
95.37 
96 .61
81.58
96.32
82.56
74.92 
89 .59
97.72
99.09
95.45 
93 .42
88.34 
100.00 
93 .51
90.85
94.73 
94 .79
98.05 
100.00
95.96
90.47
97.42
95.10
98.65
99.93
93.91
92.69 
95 .33
100.00
96.46
87.01
84.88
96.35
100.00
91.32
97.76 
97 .10 
92 .01
94.24
91.21 
99 .22
95.61
40.40
89.78

2015
99.44
92.86
96.88
92.50
95.96
85.24
80.94
91.97
96.61
98.83
97.62
97.35
91.65
100.00
88.00
88.58
91.48
94.46
99.17
100.00
96.40
99.11
98.36
96.83
100.00
100.00
92.86
95.44
90.00
100.00
97.35
90.22
82.78
96.03
100.00
87.52
99.43
97.05
93.02
93.79
87.72
99.42
95.63
60.83
91.03

2016
99.35
93.41
95.61
87.82
97.29
80.18
77.92
90.23
96.95
98.46
96.83
91.18
82.15
100.00
86.57
93.91
91.48
93.06
99.11
100.00
92.33
91.95
96.54
95.13
98.40
99.81
93.78
95.70
90.97
75.17
94.07
88.99
81.69
97.68
100.00
86.96
99.18
95.74
91.06
93.10
92.23
98.90
95.43
79.72
92.36

2017
100.00
97.50
93.71
86.36
100.00
78.81
83.99
91.48
97.39 
96 .21
98.25
89.59 
90 .97
100%
86.09 
91 .72 
92 .75
93.66
100.00
100.00
89.93  
89 .12 
91 .59
92.50
100.00
100.00
91.67
96.10
85.96
78.26
92.93
86.75
78.77 
95 .11
100%
82.43 
98 .63
95.64
92.00 
89 .42  
94 .33 
99 .15
95.38
92.86 
92 .34

南
尾
張
分
区

西
尾
張
分
区

東
尾
張
分
区

西
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古
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分
区
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東
࿁
⏇
分
区

ク ラ ブ
名 古 屋 北
名 古 屋 東
名 古 屋 守 山
名 古 屋 和 合
名 古 屋 名 東
名 古 屋 名 北
名 古 屋 千 種
名 古 屋 昭 和
名 古 屋 錦
名 古 屋 東 山
名 古 屋 葵
名古屋アイリス

計
豊 橋
蒲 郡
豊 橋 北
豊 川
田 原
豊 橋 南
新 城
渥 美
奥 三 河
豊 川 宝 飯
豊橋ゴールデン
田原パシフィック
豊 橋 東

計
岡 崎
豊 田
岡 崎 南
豊 田 西
岡 崎 東
豊 田 東
岡 崎 城 南
豊 田 三 好
豊 田 中
名古屋宮の杜
愛 知 三 州

計
刈 谷
安 城
西 尾
碧 南
西 尾 一 色
高 浜
知 立
西 尾 KIRARA 
三 河 安 城

計

2008
90
84
52
98
49
44
50
52
33
43
27

622
118
53
81
62
53
61
51
35
17
53
55
63
42
744
90
82
95
97
59
80
76
23
49

651
90
58
74
76
28
38
62
57
58
541

2009
88
85
49
93
47
42
43
48
32
40
27

594 
121
55
84
67
47
60
48
32
16
54
57
59
43 
743  
91
80
92
96
64
76
73
20
47

639  
90
59
74
73
31
34
59
55
60
535

2010
87
88
48
99
59
38
42
47
30
36
25

599
120
57
82
70
46
62
49
27
16
55
63
55
40
742
88
80
94
101
62
75
71
20
42

633
89
53
76
69
32
35
61
58
62
535

2011
85
87
48
104
59
39
39
50
32
32
25

600
119
58
83
71
45
59
47
30
15
57
61
53
40
738
89
80
91
99
62
74
69
19
43

626
91
58
73
68
32
34
62
58
66
542

2012
91
83
49
103
61
37
36
51
33
33
20
33
630
118
57
77
71
45
58
44
32
15
57
63
49
43
729
81
85
95
96
60
73
72
21
42

625
95
58
75
63
29
34
61
58
63
536

2013
91
87
39
104
59
38
41
51
29
31
19
33
622
116
56
73
71
43
56
43
33
15
54
64
48
42
714
77
93
95
95
57
77
74
19
40

627
94
61
77
68
25
33
61
58
64
541

2014
93
87
40
105
65
37
38
52
28
32
20
35
632
113
54
70
73
41
56
43
32
0
60
63
48
40
693
91
97
92
96
58
77
69
21
42

643
91
59
78
68
26
31
61
57
63
534

2015
102
89
34
103
62
36
35
54
28
33
20
37
633
110
57
64
74
43
57
51
31

62
64
47
44
704
87
96
89
94
55
78
65
20
49

633
92
57
76
71
28
32
61
56
61
534

2016
103
89
39
96
61
34
32
52
31
33
19
38
627
109
59
64
72
44
55
48
36

61
64
45
43
700
91
98
89
100
54
80
65
21
50
43

691
89
56
77
68
28
32
59
54
63
526

2017
105
93
47
87
62
35
35
51
36
32
18
41
642
114
62
66
68
43
55
47
38

66
63
47
43
712
79
95
88
106
54
81
65
20
52
43
29
712
94
55
77
70
26
32
55
53
64
526

東
名
古
屋
分
区

西
࿁
⏇
࿜
分
区

西
࿁
⏇
分
区
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ク
ラ
ブ
別
出
席
率
の
推
移 東

࿁
⏇
分
区

ク ラ ブ
名 古 屋 北
名 古 屋 東
名 古 屋 守 山
名 古 屋 和 合
名 古 屋 名 東
名 古 屋 名 北
名 古 屋 千 種
名 古 屋 昭 和
名 古 屋 錦
名 古 屋 東 山
名 古 屋 葵
名古屋アイリス

分区平ᘘ
豊 橋
蒲 郡
豊 橋 北
豊 川
田 原
豊 橋 南
新 城
渥 美
奥 三 河
豊 川 宝 飯
豊橋ゴールデン
田原パシフィック
豊 橋 東

分区平ᘘ
岡 崎
豊 田
岡 崎 南
豊 田 西
岡 崎 東
豊 田 東
岡 崎 城 南
豊 田 三 好
豊 田 中
名古屋宮の杜
愛 知 三 州

分区平ᘘ
刈 谷
安 城
西 尾
碧 南
西 尾 一 色
高 浜
知 立
西 尾 KIRARA 
三 河 安 城

分区平ᘘ

2008
97.30
93.32
92.19
84.42
100.00
93.06
96.29
93.76
85.79
92.14
85.81

85.81
92.19
93.72
92.38
98.10
96.48
91.03
95.23
94.47
89.33
92.06
94.58
93.04
92.07
93.35
93.53
100.00
99.43
98.75
98.46
96.13
97.40
95.20
88.25

96.25
96.65
100.00
92.82
97.94
96.83
100.00
99.25
99.41
99.32
96.38

2009
97.09
91.32
92.64
88.97
100.00
89.06
96.03
96.82
88.22
92.84
81.37 

92 .21
98.20 
90 .99
98.49 
96 .38
89.39
95.06
93.05 
86 .25
91.57
92.88
93.92
92.42
92.61
93.17
99.92 
98 .25
99.09
98.42 
96 .30
97.50
94.40
80.88
98.74

95.94
100.00 
94 .62
98.36
98.85 
95 .51
100.00
99.03 
99 .53
95.03
97.88

2010
96.12
91.45
92.59
90.62
90.71
93.62
95.69
87.42
90.60
95.05
74.57

90.77
95.94
91.71
97.12
95.11
86.24
96.04
91.10
86.14
91.17
95.88
92.90
90.04
90.71
92.31
99.92
96.93
98.78
98.64
97.12
97.37
94.39
86.86
95.16

96.13
100.00
91.16
98.43
98.57
95.71
100.00
99.64
98.83
95.02
97.49

2011
97.70
90.76
92.16
89.77
95.62
97.58
96.39
85.05
95.77
93.41
80.77

92.27
94.91
90.84
96.12
95.67
88.88
96.50
90.21
82.50
90.39
95.82
92.90
90.37
92.18
92.10
99.98
98.35
98.17
97.85
95.19
97.65
93.95
85.32
95.79

95.81
100.00
96.41
98.65
99.14
96.70
100.00
99.56
99.79
96.73
98.55

2012
95.34
90.06 
94 .63
87.75
93.41
98.37
96.26
83.05
85.63 
93 .38
62.51
65.15
88.96
93.77
90.50
95.66 
95 .62 
94 .66
96.67
89.05 
85 .72
91.10
95.06 
96 .38
92.21
89.66 
92 .77
99.92 
99 .00 
97 .90
95.81
95.46
94.98
96.25
87.35 
93 .88

95.62
100.00 
94 .81 
97 .38
99.26
94.04 
100.00 
100.00
99.39
95.86
97.86

2013
97.19
91.64
89.90
86.73
94.59 
98 .03 
97 .02 
96 .11
86.61
94.08
66.50
81.54 
90 .00
92.23
90.77
96.16 
95 .37
93.92
95.02
87.23 
86 .14 
90 .71
95.82 
97 .03
87.64
94.44 
92 .47
99.95 
98 .28 
99 .05
97.66
96.43
95.67
95.97
90.25
95.98 

96 .58
100.00
91.97 
97 .78 
98 .70
95.43 
100.00 
100.00 
99 .42
94.98
97.59

2014
98.68
90.05 
90 .94
81.68
92.10
97.03
92.62 
98 .00
90.26 
94 .83
67.52 
84 .68 
90 .24
93.23
90.55 
96 .38
95.26
93.42
98.67 
82 .54
87.78 
89 .69
93.63
97.36
86.23
91.21
92.00
99.82 
99 .07
99.60 
99 .86 
98 .85 
95 .10
94.29 
93 .16
99.79

97.73
100.00
95.94 
95 .34 
100.00
96.87
100.00
100.00
98.93
97.36
98.27

2015
98.13
91.66
96.79
82.16
76.62
95.58
96.91
98.97
88.06
95.11
63.75
91.89
89.64
90.92
91.23
100.00
98.08
97.51
97.34
89.37
91.11

98.27
95.54
95.62
80.99
93.83
100.00
98.90
100.00
100.00
97.23
95.45
97.14
94.87
97.21

97.87
100.00
90.51
100.00
100.00
100.00
100.00
100.00
100.00
97.95
98.72

2016
99.05
88.85
91.96
83.82
92.35
94.24
93.75
99.75
88.45
88.32
70.12
84.87
89.63
90.86
90.31
96.46
95.43
97.38
93.67
78.75
87.91

95.95
93.21
84.91
84.56
90.78
99.85
99.48
99.93
100.00
99.22
96.60
92.55
93.34
97.29
88.59

97.14
100.00
92.97
98.29
100.00
96.47
100.00
100.00
99.67
96.73
98.24

2017
98.56
82.97 
86 .28
79.74
95.01
96.80 
93 .64
99.49 
92 .82 
86 .45
60.00 
86 .63
88.20
91.46
90.87
94.90
94.17
99.19
96.15
87.61
83.97 

95 .20
94.10
90.15
88.95
92.06
100.00
100.00
100.00
100.00
98.57
96.52
95.67 
86 .11  
97 .12 
100.00
96.67
97.33
100.00
95.30
100.00
100.00
100.00
100.00
100.00
100.00
98.39 
99 .30

東
名
古
屋
分
区

西
࿁
⏇
࿜
分
区

西
࿁
⏇
分
区
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ロータリー財団クラブ別寄付額一覧

ク ラ ブ

半 田

常 滑

東 海

東 知 多

半 田 南

知 多

大 府

一 宮

津 島

尾 西

一 宮 北

稲 沢

あ ま

名 古 屋 清 須

尾 張 中 央

一 宮 中 央

瀬 戸

犬 山

江 南

小 牧

春 日 井

尾 張 旭

名 古 屋 空 港

瀬 戸 北

岩 倉

名 古 屋 城 北

愛 知 長 久 手

愛知ロータリー E クラブ

名 古 屋

名 古 屋 西

名 古 屋 南

名古屋みなと

名 古 屋 東 南

名 古 屋 中

名 古 屋 瑞 穂

名 古 屋 大 須

名 古 屋 栄

名 古 屋 名 南

名 古 屋 名 駅

名古屋丸の内

中部名古屋みらい

2008

7,930.00

6,380.00

11,788.31

3,995.51

8,735.19

3,510.00

3,204.08

9,791.42

13,262.93

3,688.00

7,516.67

16,770.19

34,944.62

6,167.92

19,694.05

5,462.96

12,816.32

9,877.64

6,044.92

7,727.12

9,011.42

3,950.15

8,272.32

21,981.28

13,102.76

3,224.49

2,449.92

29,028.64

12,130.84

15,763.64

12,366.67

18,319.35

13,691.67

10,010.00

10,844.37

11,250.94

10,616.82

10,783.02

8,577.76

0.00

2009

8,595.56

6,744.43

8,038.89

2,933.33

12,961.11

2,444.44

2,200.01

15,988.89

12,061.11

2,576.00

6,233.32

9,635.00

18,805.77

17,122.22

5,000.00

7,003.41

15,389.78

10,834.28

13,409.11

6,738.88 

7,913.33

4,216.66

12,539.54

9,471.38

2,250.00

3,633.33

3,444.44

37,326.75

12,079.02

17,736.95

13,441.26

16,899.99

15,458.83

13,834.79

8,840.37

9,455.56

8,600.00

10,500.00

8,318.88

5,155.56

2010

14,558.05

7,232.45

7,996.65

5,546.34

9,160.05

2,900.00

1,250.95

10,685.37

12,121.42

2,599.00

5,975.60

8,323.37

51,418.31

6,230.23

3,300.00

24,684.84

10,534.03

13,161.65

13,561.62

7,958.67

8,163.17

6,904.78

8,239.62

10,483.44

3,374.88

5,058.72

2,974.30

32,919.28

13,297.01

24,943.48

21,535.05

15,175.01

16,995.63

10,560.00

7,889.23

10,360.23

9,028.52

17,200.00

8,384.72

6,197.62

2011

14,432.82

7,112.82

6,932.05

1,974.36

13,120.52

3,100.00

2,000.00

17,192.08

8,717.05

3,542.00

8,692.40

11,086.54

21,627.62

7,515.38

6,359.14

8,648.60

13,247.90

23,645.73

5,247.01

17,740.07

2,665.00

7,164.08

10,452.29

10,443.42

9,468.62

5,029.92

2,820.62

34,470.46

10,442.39

30,307.51

18,687.12

18,258.37

29,227.41

31,458.82

16,556.26

11,139.13

15,284.04

15,487.95

13,231.00

3,800,00

2012

9,800.00

6,800.00

18,900.00

3,970.84

8,810.00

7,100.00

2,250.04

15,097.56

18,115.00

3,200.00

10,834.79

6,700.00

22,179.60

6,100.00

4,587.50

7,900.00

10,220.00

10,089.28

9,257.94

6,228.06

7,862.50

4,525.00

14,100.00

15,986.17

2,275.75

3,227.19

2,650.00

33,911.51

10,802.38

22,600.00

10,300.00

19,832.09

38,740.00

11,310.00

9,375.00

11,309.76

10,762.50

11,600.00

16,050.00

3,900.00

2013

8,255.74

5,790.20

20,300.00

2,590.00

6,100.00

3,700.00

2,372.56

13,900.00

11,965.32

3,100.00

6,900.00

10,600.00

20,961.27

5,000.00

17,400.00

6,100.00

9,500.00

7,900.00

3,841.78

4,620.00

9,960.78

5,151.52

10,706.63

12,575.02

17,059.85

3,843.14

2,200.00

0.00

26,890.64

11,009.39

13,250.00

10,800.00

13,598.04

15,869.02

10,450.00

13,071.74

9,945.10

11,350.00

12,490.00

8,194.12

2,504.94

2014

11,600.00

4,700.00

11,543.40

1,681.13

7,028.00

3,600.00

2,355.99

16,743.18

9,294.90

2,847.46

5,800.00

6,500.00

14,073.40

5,100.00

4,647.15

7,400.00

12,421.51

7,568.45

8,396.44

9,875.38

8,400.00

4,887.89

14,135.09

7,675.12

1,384.84

6,418.82

2,203.40

2,166.88

31,087.83

10,116.35

13,500.00

10,864.56

17,885.94

36,003.40

15,980.00

11,265.40

10,239.00

7,149.66

9,300.00

8,980.37

2,200.00

2015

10,300.00

13,412.33

9,833.33

2,500.00

5,800.00

2,500.00

1,500.04

14,933.33

10,290.33

1,900.00

6,300.00

5,000.00

21,520.16

5,100.00

5,650.00

10,200.00

10,750.00

10,749.65

9,238.00

4,799.24

10,550.00

3,546.53

11,460.01

13,849.76

2,262.83

7,991.69

3,093.04

2,924.46

23,170.37

9,796.38

18,575.00

20,161.03

11,300.00

19,236.03

14,260.00

10,625.73

6,817.21

8,750.06

10,016.67

7,122.25

2,000.00

2016

11,160.00

8,548.28

10,965.62

2,700.47

6,100.00

2,400.00

2,093.64

22,505.88

12,151.99

2,100.00

6,680.00

4,900.00

18,185.87

6,800.00

5,500.00

11,943.40

15,542.16

12,356.81

10,021.74

14,763.72

9,150.00

2,537.74

11,137.79

7,235.37

1,184.69

3,300.00

3,600.00

2,337.59

28,433.83

10,167.32

30,640.63

13,252.86

25,053.48

40,606.60

13,718.18

12,468.61

15,647.28

8,643.45

26,618.18

8,923.01

2,489.09

2017

11,030.79

5,100.00

10,942.52

1,587.72

6,559.34

4,085.71

1,892.80

22,439.34

19,832.89

2,002.88

10,717.70

8,412.88

29,349.24

6,952.88

4,254.72

11,081.48

12,000.00

10,883.18

5,101.35

7,497.38

9,540.00

1,575.00

14,716.88

10,871.15

2,200.38

3,473.28

3,240.00

4,589.92

31,012.57

13,833.05

23,515.61

12,108.65

21,183.00

34,789.19

7,840.00

14,103.85

13,475.71

8,659.01

22,669.00

7,804.61

3,750.00

南
尾
張
分
区

西
尾
張
分
区

東
尾
張
分
区

西
名
古
屋
分
区
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東
࿁
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ク ラ ブ
名 古 屋 北
名 古 屋 東
名 古 屋 守 山
名 古 屋 和 合
名 古 屋 名 東
名 古 屋 名 北
名 古 屋 千 種
名 古 屋 昭 和
名 古 屋 錦
名 古 屋 東 山
名 古 屋 葵
名古屋アイリス

分区平ᘘ
豊 橋
蒲 郡
豊 橋 北
豊 川
田 原
豊 橋 南
新 城
渥 美
奥 三 河
豊 川 宝 飯
豊橋ゴールデン
田原パシフィック
豊 橋 東

分区平ᘘ
岡 崎
豊 田
岡 崎 南
豊 田 西
岡 崎 東
豊 田 東
岡 崎 城 南
豊 田 三 好
豊 田 中
名古屋宮の杜
愛 知 三 州

分区平ᘘ
刈 谷
安 城
西 尾
碧 南
西 尾 一 色
高 浜
知 立
西 尾 KIRARA 
三 河 安 城

分区平ᘘ

2008
97.30
93.32
92.19
84.42
100.00
93.06
96.29
93.76
85.79
92.14
85.81

85.81
92.19
93.72
92.38
98.10
96.48
91.03
95.23
94.47
89.33
92.06
94.58
93.04
92.07
93.35
93.53
100.00
99.43
98.75
98.46
96.13
97.40
95.20
88.25

96.25
96.65
100.00
92.82
97.94
96.83
100.00
99.25
99.41
99.32
96.38

2009
97.09
91.32
92.64
88.97
100.00
89.06
96.03
96.82
88.22
92.84
81.37 

92 .21
98.20 
90 .99
98.49 
96 .38
89.39
95.06
93.05 
86 .25
91.57
92.88
93.92
92.42
92.61
93.17
99.92 
98 .25
99.09
98.42 
96 .30
97.50
94.40
80.88
98.74

95.94
100.00 
94 .62
98.36
98.85 
95 .51
100.00
99.03 
99 .53
95.03
97.88

2010
96.12
91.45
92.59
90.62
90.71
93.62
95.69
87.42
90.60
95.05
74.57

90.77
95.94
91.71
97.12
95.11
86.24
96.04
91.10
86.14
91.17
95.88
92.90
90.04
90.71
92.31
99.92
96.93
98.78
98.64
97.12
97.37
94.39
86.86
95.16

96.13
100.00
91.16
98.43
98.57
95.71
100.00
99.64
98.83
95.02
97.49

2011
97.70
90.76
92.16
89.77
95.62
97.58
96.39
85.05
95.77
93.41
80.77

92.27
94.91
90.84
96.12
95.67
88.88
96.50
90.21
82.50
90.39
95.82
92.90
90.37
92.18
92.10
99.98
98.35
98.17
97.85
95.19
97.65
93.95
85.32
95.79

95.81
100.00
96.41
98.65
99.14
96.70
100.00
99.56
99.79
96.73
98.55

2012
95.34
90.06 
94 .63
87.75
93.41
98.37
96.26
83.05
85.63 
93 .38
62.51
65.15
88.96
93.77
90.50
95.66 
95 .62 
94 .66
96.67
89.05 
85 .72
91.10
95.06 
96 .38
92.21
89.66 
92 .77
99.92 
99 .00 
97 .90
95.81
95.46
94.98
96.25
87.35 
93 .88

95.62
100.00 
94 .81 
97 .38
99.26
94.04 
100.00 
100.00
99.39
95.86
97.86

2013
97.19
91.64
89.90
86.73
94.59 
98 .03 
97 .02 
96 .11
86.61
94.08
66.50
81.54 
90 .00
92.23
90.77
96.16 
95 .37
93.92
95.02
87.23 
86 .14 
90 .71
95.82 
97 .03
87.64
94.44 
92 .47
99.95 
98 .28 
99 .05
97.66
96.43
95.67
95.97
90.25
95.98 

96 .58
100.00
91.97 
97 .78 
98 .70
95.43 
100.00 
100.00 
99 .42
94.98
97.59

2014
98.68
90.05 
90 .94
81.68
92.10
97.03
92.62 
98 .00
90.26 
94 .83
67.52 
84 .68 
90 .24
93.23
90.55 
96 .38
95.26
93.42
98.67 
82 .54
87.78 
89 .69
93.63
97.36
86.23
91.21
92.00
99.82 
99 .07
99.60 
99 .86 
98 .85 
95 .10
94.29 
93 .16
99.79

97.73
100.00
95.94 
95 .34 
100.00
96.87
100.00
100.00
98.93
97.36
98.27

2015
98.13
91.66
96.79
82.16
76.62
95.58
96.91
98.97
88.06
95.11
63.75
91.89
89.64
90.92
91.23
100.00
98.08
97.51
97.34
89.37
91.11

98.27
95.54
95.62
80.99
93.83
100.00
98.90
100.00
100.00
97.23
95.45
97.14
94.87
97.21

97.87
100.00
90.51
100.00
100.00
100.00
100.00
100.00
100.00
97.95
98.72

2016
99.05
88.85
91.96
83.82
92.35
94.24
93.75
99.75
88.45
88.32
70.12
84.87
89.63
90.86
90.31
96.46
95.43
97.38
93.67
78.75
87.91

95.95
93.21
84.91
84.56
90.78
99.85
99.48
99.93
100.00
99.22
96.60
92.55
93.34
97.29
88.59

97.14
100.00
92.97
98.29
100.00
96.47
100.00
100.00
99.67
96.73
98.24

2017
98.56
82.97 
86 .28
79.74
95.01
96.80 
93 .64
99.49 
92 .82 
86 .45
60.00 
86 .63
88.20
91.46
90.87
94.90
94.17
99.19
96.15
87.61
83.97 

95 .20
94.10
90.15
88.95
92.06
100.00
100.00
100.00
100.00
98.57
96.52
95.67 
86 .11  
97 .12 
100.00
96.67
97.33
100.00
95.30
100.00
100.00
100.00
100.00
100.00
100.00
98.39 
99 .30

東
名
古
屋
分
区

西
࿁
⏇
࿜
分
区

西
࿁
⏇
分
区

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
ク
ラ
ブ
別
寄
付
一
覧



資
料
編

真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

東
࿁
⏇
分
区

ク ラ ブ

名 古 屋 北

名 古 屋 東

名 古 屋 守 山

名 古 屋 和 合

名 古 屋 名 東

名 古 屋 名 北

名 古 屋 千 種

名 古 屋 昭 和

名 古 屋 錦

名 古 屋 東 山

名 古 屋 葵

名古屋アイリス

豊 橋

蒲 郡

豊 橋 北

豊 川

田 原

豊 橋 南

新 城

渥 美

奥 三 河

豊 川 宝 飯

豊橋ゴールデン

田原パシフィック

豊 橋 東

岡 崎

豊 田

岡 崎 南

豊 田 西

岡 崎 東

豊 田 東

岡 崎 城 南

豊 田 三 好

豊 田 中

名古屋宮の杜

愛 知 三 州

刈 谷

安 城

西 尾

碧 南

西 尾 一 色

高 浜

知 立

西 尾 KIRARA 

三 河 安 城

2008

19,536.86

12,856.48

10,679.17

14,320.41

7,620.41

6,240.00

5,045.83

9,282.00

10,842.90

9,058.27

3,489.00

15,291.00

6,556.00

7,121.27

16,141.45

5,930.00

11,197.78

7,903.95

6,079.36

2,893.18

3,543.64

8,169.39

6,948.29

3,534.00

19,856.82

5,358.97

14,781.82

13,283.27

7,032.80

12,223.18

10,879.93

3,560.00

18,540.00

15,332.95

7,745.40

10,700.00

11,012.50

4,280.00

3,554.37

6,240.82

4,050.00

11,281.37

2009

17,441.06

11,857.78

9,259.42

14,550.44

8,800.00

4,700.00

6,177.78

7,297.20

3,900.00

4,555.56

2,700.00

15,958.74

7,364.00

7,008.53

11,153.33

6,140.07

11,336.11

7,821.77

5,455.56

1,955.56

3,341.11

5,857.78

9,972.21

6,231.00  

17,695.07

7,013.78

11,501.11

12,577.77

9,103.55

14,348.89

9,859.06

4,565.07

8,025.48

16,614.47

6,477.78

13,622.22

11,729.50

3,121.11

4,632.13

8,717.23

11,474.99

17,308.60

2010

15,120.36

11,408.16

34,321.33

12,120.93

9,619.51

12,343.90

6,074.99

6,585.37

4,905.12

4,845.15

2,500.00

20,375.00

6,565.00

7,747.04

7,574.88

7,750.00

8,953.10

7,237.06

4,369.05

1,906.76

4,327.50

8,022.00

7,070.68

5,546.00

21,200.24

18,832.39

10,335.65

17,070.92

7,400.56

9,154.76

8,220.28

2,395.61

6,480.00

21,431.43

6,900.00

12,732.56

8,513.92

3,444.19

4,407.65

7,044.89

7,502.43

7,751.18

2011

25,264.87

22,885.59

18,409.80

11,413.38

8,000.00

7,292.31

7,146.18

10,971.03

6,087.18

7,474.21

2,500.00

23,355.00

9,060.22

10,465.21

13,138.43

4,700.00

6,910.00

9,610.88

7,180.00

2,461.54

4,650.00

6,064.00

4,743.61

3,881.00

16,409.12

15,327.73

9,695.97

12,732.73

8,163.56

8,618.29

14,369.81

2,185.37

6,451.22

86,028.30

6,600.00

13,471.64

13,232.38

6,251.20

6,675.00

12,124.83

5,900.00

10,943.54

2012

54,950.00

19,785.78

9,875.00

16,645.46

69,900.03

6,150.00

4,000.00

10,100.00

10,444.15

3,752.07

2,500.00

0.00

14,008.16

7,376.00

6,628.00

6,535.00

5,891.50

8,090.00

8,842.38

5,300.00

1,600.00

4,670.00

6,300.00

7,625.00

4,483.00

15,308.00

13,900.00

14,844.16

12,766.00

12,710.97

9,930.20

8,403.47

2,310.00

6,440.00

28,908.14

12,900.00

19,750.00

10,830.00

4,204.08

5,400.00

11,435.00

6,800.00

8,300.00

49,266.17

12,935.32

17,882.20

15,749.02

188,100.00

3,800.00

6,419.02

15,000.00

7,012.94

3,974.45

2,049.02

4,300.00

13,551.29

7,300.00

7,204.00

9,110.00

5,600.00

7,620.00

4,379.08

4,449.02

1,500.00

6,720.00

5,300.00

4,901.99

4,484.00

13,375.00

12,100.00

13,594.36

12,570.00

7,133.57

8,080.00

9,930.39

2,100.00

10,729.63

16,823.37

7,000.00

11,598.04

9,810.00

5,093.04

4,500.00

7,968.63

6,800.00

7,300.00

2013 2014

47,261.7

9,154.24

7,992.33

21,144.44

9,000.00

5,700.00

11,131.66

9,330.00

12,276.28

21,869.33

2,900.00

7,950.00

20,000.00

4,780.02

7,784.00

8,045.72

5,215.72

6,160.00

3,929.87

4,427.12

1,500.00

6,440.00

7,750.00

5,665.29

6,150.00

16,873.00

11,547.46

15,473.81

11,809.14

6,592.78

8,375.00

13,385.11

2,100.00

7,321.56

15,178.67

7,200.00

15,841.52

11,143.77

3,600.00

4,084.08

9,374.14

6,800.00

7,300.00

2015

37,279.04

12,142.73

14,733.33

22,103.40

22,000.00

5,250.00

7,050.00

6,590.00

6,579.56

13,326.73

2,000.00

7,550.00

19,272.64

5,703.10

6,080.00

8,688.34

3,249.87

8,265.00

11,817.20

4,190.91

6,900.00

5,000.00

6,050.00

5,705.17

22,250.00

11,306.90

8,873.48

23,923.67

5,281.08

8,241.00

8,736.57

3,205.00

9,443.61

18,656.44

7,000.00

11,965.90

5,803.33

3,600.00

4,517.91

5,272.73

8,063.64

7,200.00

2016

33,540.74

19,218.53

9,205.07

22,836.28

24,298.04

6,480.00

8,548.04

18,620.00

7,784.77

18,785.87

2,000.00

6,840.00

21,087.29

6,920.18

5,162.00

10,949.33

7,431.61

14,072.00

8,824.42

4,781.82

8,720.00

4,700.00

6,700.58

6,060.00

32,686.00

27,409.09

12,843.27

17,022.47

7,136.52

12,360.00

11,694.02

2,205.00

18,506.10

2,363.51

34,678.56

6,800.00

28,450.92

13,785.10

6,040.00

4,420.00

8,774.69

11,550.00

7,500.00

2017

25,545.30

18,540.30

20,570.44

24,793.10

17,221.66

8,300.00

11,210.00

6,550.00

7,621.29

4,488.50

2,000.00

7,920.00

25,441.79

8,465.67

5,416.00

9,168.88

5,036.56

6,155.00

5,800.00

3,977.78

8,710.00

4,950.00

5,394.78

4,820.00

17,600.00

39,861.77

10,606.45

24,557.99

7,547.41

12,220.00

7,503.45

2,310.00

8,971.24

3,472.86

5,054.55

21,481.07

6,746.30

15,981.64

11,131.45

3,800.00

5,520.00

5,225.74

9,490.00

10,457.89

東
名
古
屋
分
区

西
࿁
⏇
࿜
分
区

西
࿁
⏇
分
区

常滑

東海

東知多

半田南

知多

大府

稲沢

あま

犬山
名古屋空港

愛知ロータリーEクラブ

瀬 戸北

名古屋西

岩倉

名古屋城北

愛知長久手

江南

小牧

春日井

尾張旭

名古屋清須

尾張中央

一宮中央

半田

南尾張分区

瀬戸

東尾張分区 名古屋

西名古屋分区

一宮

西尾張分区

津島

尾西

一宮北

ロータリー財団ポール・ハリス・フェロー名簿

金澤憲二
松石奉之
松本順子
酒井良輔
榊原明美
榊原秀光
鈴村せつ子
手島寿宏
山﨑正夫
石川正彦
水野隆芳
鈴木丈雄
山本好幸
成田一郎
朝倉浩一
古市晃久
澤田好伸
青葉憲一
加藤順三
小栗宏次
榊原敦史
鈴木裕二

森下　豊
竹内敬二
堀田和男
清水昭博
水野福三
高橋克壽
繁原伸次
吉田利安
磯部　栄
新井富雅
猪飼昭夫
冨田真規
岡田展利
渡邉茂央

稲坂　博
早川直義
山口喜兵
佐藤雅之
河合孝治
北川修一
坂野公俊
鈴村昌人
小島博也
森合久春
河合良泰
酒井喜邦
中池聡之
佐野宏樹
竹内雅浩
柴田康仁
杉本親保
小出靖晃

09’

10’
12’
13’

14’
15’

16’
17’

10’

12’

13’

14’

15’
17’

08’

09’
10’

11’

12’

13’
14’

15’

16’

17’

15’
16’

08’

10’

11

12’

13’
15’
17’

12’

14’
15’

16’
17’

08’

11’
15’
17’

08’

10’
12’

13’
14’

15’

16’

17’

久野　生
早川式彦
間瀬保英

日髙啓治
藤澤　稔

鈴木宏司
竹内　靖
都筑利男
大岩信子
杉浦豊幸
山本慎治
岩部雅人
榊原　英
手島嘉宏
吉村比富
斎藤健一
岡井　誠
川澄哲裕
蜷川勝巳
河合英樹
横尾哲也
杉山知子

永井喜義
千賀貴彦
平松典保
林　秀人
鈴木直幸
山口清文
谷　　清
竹内功成

久野春雄
外園　茂
門脇　武
横山明巳
野畑道一

青木俊憲
豊島俊明
林　隆春
青山佳裕
大森輝英
森　俊夫
浅野　一
佐々木久直
光嵜賢一
滝　善藏
渡辺尚彦
関戸　徹
山口元彦
石黒敬康
桑原英寿
松原直次
宮田智司

08’

09’

10’

12’
13’

14’

15’

16’

10’

08’
12’

13’

15’

16’

17’

14’

森　隆彦
内藤寛一
中島幸介
坂井田敏行
鈴木洋志
山上哲司

宇佐美三郎
城　正憲
篠田知生
伊藤彰浩
三谷栄一
堀田力男
伊藤　基
前田昭生
寺島淳一
加藤隆朗
小林啓子
幅　辰雄
長田一郎
野々山勝也
山本達彦
田中正明

坂口光雄
清水稔彦
武田守正
犬飼万壽男
水谷　豊

浅見弥進男
森　通保
三輪茂富
菱川弘樹
福西久敏
則武克彦
大河内圭一
村瀬圭吾
佐々木顕彰
丹羽喜代次
矢田政弘
山本　基
渡辺元男
森田　進
角田隆幸
中北武男
船越　孝
金森智博
森　正志
竹内　彰
原田敬生
吉田哲夫

樋田文裕
後藤啓行
樋田克史
伊東功二
鵜飼正巳
森 　 望

15’

17’

08’

10’

11’

12’

13’
14’

16’
17’

09’

12’

13’

14’

15’
16’

08’

13’

川合正剛
永井伸治
原　武史
岡田義夫
小島洋一
足立三千夫
栗本　貢
酒井兼利
服部孝徳
高桑宏幸
山田典永

高山　敏
東海広光
栗木和夫
清水明俊
田中正博
伊藤正征
家田安啓
児玉憲之
水谷安紀
立松絹久
栗本裕子
稲垣秀樹
紅谷幸政
横井久雄
後藤　眞
鈴村與左衛門
篠田正志
山田尊久
中西　巧
吉田　勤
臼井幹裕
黒川元則
藤田隆志
加藤　徹
田邊正紀

後藤　稔
神田利雄
池戸賢治
川西利浩
江川泰彦
加藤茂樹
後藤鈴明
田邉辰彦
鴨井敏秋
鷲見好弘
水野豊秋

松尾晋吉
中村隆文
森川洋司
太田吉宣
山本正則
野田和正
大野　厚
冨田昭雄
鈴木雅貴

16’

08’
13’

14’

15’

17’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’
16’

08’

10’

松浦正義
藤岡重光
宮川真一
魚住尚三
吉田　透
竹本義明

加藤恭章
石川正弘
寺本倫子
鵜飼俊光
森　明美
松前裕己
松前和子
岩田真周
梶原誠二
大塚省治
今井多美子
松本正暢
野田義広
山田秀代
藤井健太郎

井上伸也
伊藤英彦
加藤定江
梶野輝雄
天野靖久
山本英雄
加藤恵子
松村晋也
青山　稔
玉井　徹
井上　博
加藤孝爾
野田由紀子
近藤三博
鈴木光彦
刑部祐介
山田　拓
金谷康正
松本哲也
柴田　茂
山口記由

牧野武彦
後藤孝平
岡田雅隆
奥村金康
鷲野光司
日比野万喜男
紀藤政司
河野周二
宮岡克年
祖父江寿男
髙橋秀治
吉野育志

11’

13’

14’

15’

17’

09’

10’
15’

16’

13’
14’

15’
16’
17’

08’
09’

10’
 

10’

11’

12’
13’
14’

09’

14’

15’
16’

稲垣圭次
大澤　渡
加藤浩一
福冨孝弘
日比野清正
澤田　禅
松平實胤
小川　誠
大薮雅章
松山基邦
谷定貴之

岩田静夫
片平博己
松岡一成
澤田昌久
波多野智章
尾関育良
杉浦賢二
伊藤靖祐

中村　明
長尾秀義
小谷達也
濱口栄男
山本邦夫
名和千博

亀谷鉦一
太田弘道
岡嶋靖雄
風岡保広
加藤久仁明
和田了司
峠テル子

大野良之
西尾輝久
桜井雅博
井田武憲
古橋裕志
唐井仁一
水野幸彦
森　和実
古橋エツ子
福岡　健
舟橋龍秀

川口直也
土屋範郎
稲吉將秀
北園守生
川上義明
牧野正明
岩田哲也
太田威彦
國田武二郎
田邊雅彦
入谷宏典

17’

08’

09’

11’

12’

13’
14’

15’

16’

08’

12’
13’

11’

14’
15’

10’

11’

12’
14’

16’

14’
15’
16’
17’

08’

09’
10’

12’
14’

15’

16’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

杉本敦永
阿萬裕子
柴田和宏
田中秀典
安江寛二

中島英海
伊藤保徳
加藤光枝
平尾節子
中野昭雄
須崎侑三
大竹良太
梅村邦雄
荒井康夫
水野半次郎
高木喜由
加藤雅人
二宮あづさ
若杉栄克
鈴木昌子
山田隆雄
青山弘彦
長江正成
近藤博資
奥田桂良
稲垣実秋
石渡世紀
深谷　隆
安藤鐘八郎
林　昌宏
高山幸子
和佐田強

山内嘉久
宮田浩明
浅野勝美
深石公彦
関戸一雄
大江秀和
武藤栄司
檜木治幸
原　　弘
横井裕志
深見早惠

津坂守英
岩田佳之
谷口文男
長谷川幸正
馬場博通
舟橋伸治
岩田貴子
加藤田鶴
溝上正貴
野中一寿
奥村勝彦
奥村一憲
竹内淑江

塚本　新

佐藤文昭
大島昭夫
伊藤広治
冨田盛義
金田宗博
寺尾　隆
日野典子
山田文明
中川清子
青山和成
小谷恒夫
田中信子
吉田濵一

稲熊茂男
尾野英二
鈴木雅弘
于 咏

堀　鐡藏
中村　煕
夏目和良
本多立太郎
後藤武夫
天谷昭裕
土井寛己
木下栄一郎
松本正之
山口茂樹
藤原一朗
服部陽一
小野雄一郎
伊藤嘉浩
三宅養三
森　孝義
江口史郎
伊藤裕司
野﨑康生
関戸治朗
鈴木忠明

神尾　隆
松山吉之
小出美孝
野間義正
加藤　渉
寺島　優
水野嘉子
丹羽英夫
川島浩二
唐渡雅行
傍嶋誠一
藤田真史
服部　徹
大石幼一

青島邦人
西脇正導
大澤　茂
早川敏之
池口純一
藤森利雄
西垣洋一

ローランドJ.ヨッスイ
伊藤昌弘
長谷川 仂
吉川公章
小嶋仲夫
青山　登
平野京司
加納昭巨
水野耕太郎
筒井信之
宮田理博
中川昭一
坪井良憲
山内公明
鈴木幹雄
中野智夫
菊田宗一
北　登一
小森敦夫
深貝広隆
眞野乗史
佐藤真基
西尾直哉
山口貞雄
服部伸一
宮田松英
樋江井貴文
渡邊一平
西本一幸
小室信弘
安田智彦
洞山豊行
羽根田達夫
山上純一
川村大介
内田　優
佐藤俊信
後藤保正
津曲修一郎
吉田哲人
清水一郎
愛知吉隆
今井浩詞
石原光弘
長屋良隆
中西兵衛
田中賢二
吉成広行
松島延明
大竹　裕
鈴木喜雄

遠藤武夫
平松　勝
箕浦靖夫

村田誠一
岡田　雅
柳澤講次
栢森雅勝
山内靖雄
猪子恭秀
福西康和
山田章博
長瀬廣幸
野崎　修

堀田　努
岩崎誠二
鈴木誠吉
水野恒平
玉木大介
藁谷喜世志
大竹山雄二
中村規脩
清水利男
近藤和雄
牧野弘明
坂本裕孝
山原　武
𠮷𠮷田哲朗
中島美恵
山口直彦

星野信利
金森伸夫
古田昭臣
市原高明
片岡信恒
鶴見俊成
松原秀樹
小笠原暁
小栗成男
𠮷𠮷田敬岳
荒川雅義
早瀬孝文
石原寿生
永野光容
北村栄治
塩谷和久
森田乾嗣
田ヶ原昭弘
鈴木謙一郎
岡崎　亨
立松洋司
長井芳郎
清水盛幸
渡邊樹志
小島祐助
吉田治伸
平松久明
榊原克典
松本健一郎
東　俊輝
原島　正
河村嘉希
柴田裕二郎
川本浩史
梁川誠市
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15’

16’

17’

08’

09’
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15’
16’

17’

08’
09’

10’

11’

12’

13’

15’

16’

17’

09’
11’
12’

13’

14’

安田照幸
相羽康人
王　　偉
山田典廣

倉澤　寛
堀　慎治
松岡道弘
青柳　斉
入山治樹
鈴木健司
鶴田　浩
梅村昌孝
髙木元明
西沢功晋
市岡正蔵
近藤茂弘
山口哲司
湯澤勇生
湯澤信雄
山本英雄
鈴木淑久
大嶽達郎
広瀬弘幸
松井文一郎
川本昌市
関谷俊征
伊藤　豪
田中　宏
佐治寛行
酒井俊光
森　裕之
星野一郎
長谷川隆
北岡寿人
村上　学
村瀬俊高
中野健二
鈴木　実
鈴木伸一
髙原昌宏
鳥山政明
花井芳太朗
本多誠之
入江　理
松田浩孝
永草孝憲
鈴木雅登
安岡克明
萩原孝則

内藤　明
杉浦令淑
石黒正城
岡村隆德
加藤巳千彦
春日井和良
吉田憲一
田崎雅三
大源俊博
丹下富博
宇野史仁
林　順治

15’

16’

17’

08’

10’
11’

12’

13’

14’

16’

08’
11’

13’

 
08’

10’

11’

12’

13’

14’

15’
17’

08’
09’
10’
11’
12’

青木靖高
大原敏正
渡辺観永
大澤伸悟
杉本忠夫
中原康雄
佐藤道太郎
照井　栞

堀田達夫
福本豊彦
立松　賢
牧野博和
山田靖典
原　常之
野田賢次郎
大野友三
酒井昌也
細井土夫
上坂寛文
羽田野道明
青木　宏
山田慎也
岩井文男
岡崎達也

白銀義昭
安藤　修
出田真太郎
江上隆夫
牧野好弘
大平明子
江松央統
川瀬　悟
田子充浩
佐々木暢

久田勘鷗
川村勝廣
小西忠昭
大橋誠之
萱垣　建
小酒井比呂志
友田喜夫
筧　正紀
神野重行
堀田豊彦
清水順二
林　直紀
山本裕三
大輪　稔
城野八代江
盛田兼由
服部清純
遠藤泰昭
小林泰敏
西川達郎

矢野雄三
和田直美
石井里恵子
後藤　敞
川原弘久

13’
14’

15’
16’

11’
17’

09’

11’
12’

13’

14’

15’

16’
17’

08’
09’

11’

13’
14’
15’

16’

17’

08’

岩田　宏
松尾雄二郎
矢野雄嗣
永井克昌
植木広次
河原照忠
長谷川龍伸
堀江俊通
成田勝彦
田島陽介

古橋武之
高橋一吉

矢形修己
相馬保之
各務　修
伴野友昭
小栗一朗
川口文夫
安部隆俊
古橋　茂
亀井壯太郎
藏冨恒彦
石原紀賢
三宅　端
山田　博
坂   英 臣
青木秀人
金田剛士
加藤慶人
久野恭裕
須田益市
髙柳充広

稲垣治郎
浜　洋一
野口明久
大西良三
渡辺英信
神谷　忠
奥村哲司
渡邊正数
國府谷俊盛
伊藤雄太
各務有一
岡本光生
淺見敏範
石田侑嗣
小田義彦
小川　信
大野蔵彦
佐治　勝
嶋谷悧希
安井元司
稲葉　功
澤井利之
棚橋賢治

齋藤愼一郎
重冨　亮

長瀬輝代之
伊藤陽介
金森徳三郎
鵜飼昌治
木村隆之
河本　力
田中友次
井ノ上由貴男
林　千尋
松崎美都子
井上　誠
遠藤賢彦
加藤恭太郎
馬渕雅宣
中田典子
加藤忠晴
福谷英則
小林和秀
西脇　司
 
横井辰幸
國本桂史
福田哲三
服部雅紀
桑山卓也
槇野智之
丸山弘昭
田中正次
黒田史郎

藤野直子
齊藤英夫
平　民三
都築八千代
伊藤嘉浩
加藤　令
鹿養和良
元松　茂
佐藤慎一郎
佐藤健五
下出啓介
棚村良博
湯浅勝治

梅田　渉
加藤敦子
加藤昌之
赤崎守弘
北村紀子
橫井尚啓
西脇多吉
半泊與則
入江由希子
杉浦定文
加島　光
近藤　朗

加藤重雄
足立一郎
吉田　玄
伊藤健文
渡邊源市
小林英毅

09’
11’

12’
13’
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13’
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16’

10’
12’
14’

15’

08’
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17’
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12’
14’
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16’

08’

09’
10’
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12’
15’
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13’
14’

15’
16’

17’

14’

舎人経昭
竹内克豊

唐木　寛
小坂達也
鈴木真司
自見厚則
髙橋　進
瀧　篤人
巣山公康
須原茂樹
松井多弘
寺野哲也
伊藤　衛

佐藤　隆
近藤謙治
石井弘子
岡本喜子
藤岡省吾

金田英和
森田章敬
佐藤敏夫
土川　護
近藤兼治郎
渡邊萬里
渡邊萬里
近藤兼治郎
戸田勝儀
生田博隆
吉川寿一
伊藤司郎
森川辰幸
上田敏幸
鈴木宏治
近藤正美
小林三重子
山元康裕
太田邦広
久野洋一
三ツ口美恵子

阿部恵彦
野村尚史
越野安彦
山田　真
加納伸康
村上政喜
藤田義明
田中利幸
前崎正太郎
石田　壽
堀口　久
加藤寛治郎
吉村福修
小笠原嘉彦
岡田浩人
加藤久雄
小玉忠雄

荒山久美

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’

09’
10’

11’
12’
14’
16’

17’

08’

09’
10’

11’

12’
13’
15’

16’

岡田直樹
小出直弘
福井英輔
兼子直久
川村荒治
青木良浩
松岡真由美
水野忠之
中村捷一
伊藤晴康
井川和英
三浦裕司
石川昌義
山本貴浩
佐藤裕彦
杉田　洋
江崎雅彰
瀧﨑裕司
荒島一実
中村典司
岡村正造
浅倉伸治
岩瀬　清
大塩啓太郎
井口貴嗣
小林大悟
山口　進

永川佐京
小笠原金太郎
竹内康仁
丸山　勝
金田　章
仲田康宏
酒井勇治
鈴木岳嗣
飯沼雅朗
本多英夫
酒井克嘉
本多宏亘
鈴木康仁
鈴木康仁

鈴木伊能勢
小杉幸一郎
谷山　勉
稲積秀一
夏目國弘
高畑昌隆
佐久間武美
山内有恒
黒石明邦
牧野早希子
河合芳光
河合伸弘
加藤卓秀
兵藤俊朗
北田栄一
夏目憲永
大石佳史

17’

09’

10’
11’

14’
16’

17’

15’

16’

08’

09’

10’

11’

12’
13’
14’

15’

16’

17’

08’
09’
10’
12’

15’

高坂泰弘
大岩靖典
山本和正

大石明宣
戸田俊晴
伊藤文則
鳥居信行
浅野修道
竹内幹尚
神谷親典
久具信夫
田中粋人
寺部重人

天野英一郎
鈴木　雅
鈴木正敏
伊藤祐人
宮崎三佳
大村俊美
髙崎雄三

磯村秀樹
後藤朝一
河合正治
髙須康彰
住野友次郎
榊原周造
大谷育人
藤原俊男
髙崎俊幸
原　正美
内山昌久
内藤哲寛
西川　滋
白井　収
森愼一郎
山本明彦
石原　裕
梶村康彦
林　良宣
赤井知久
鈴木健一
福井修平
金田賢也
林　俊介
大澤憲朗
田中宏明
山崎和利

中澤輝昭
西郷省吾
夏目文男
原田幹也
長坂好幸
浅野　強
金沢政樹
川合敏正
熊谷　勝
森美智明
夏目　工
戸田英志

神谷篤治
荒木　茂
間瀬祐一
三浦正好
原　康夫
青山房生
河合光志
真野博久
土井喜久夫
森下三嗣
川口敏郎
小川宏之
森下一良
宮川隆司

加山昌弘
林　博宣
岩瀬靖宏
樅山修一
永田恵照
半田富男
太田　稔

梅田英樹
河辺敏之
伊藤眞芳
竹田昌弘
伊藤隆一郎
村田　悟
杉浦宏始
杉田和俊
大羽重治
中村彰宏
大林則久
矢頭文由己

佐野弘之介
杉田鐘一
高藻啓充
佐野辰巳
井上　健
豊田慈證
彦坂忠男
小川高成
河合成幸
彦坂敏行
白井　悟
森下新一
岡本卓三
河辺暁雄
鈴木達司
鈴木保宣
佐久間俊之
鈴木美仁
鵜飼和甫
大谷弘隆
竹内千春
冨田政彦
夏目晃哉

中嶌秀樹
藤井宣行

09’
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13’

15’

09’
10’

12’
14’
16’
17’

08’

09’

10’

12’

15’
17’

08’

09’

10’

12’

13’

14’
15’

16’

17’

08’

川西裕康
安井洋二
松下泰三
及部多高
齊藤伸明
伊藤篤哉
山口　登
居平文孝
西脇友伸
小笠原竜児
安田直樹
木所壮太
小石洋和
西　崇秀
柳瀬秀昭

深田達彦
野田篤文
田辺一雄
櫻井敬子
太田成紀
岡田邦義
松原広幸
有賀　健
加藤博巳
深津　浩
南部　淳
志賀伸彦
早川勝博
藤原正寛
杉浦健太郎
杉本知治
鋤柄禎彰
柴田泰伸
同前仁史
安福良豊
上原哲郎
大林市郎
安藤宏行
福澤玉青
谷　泰男

河原秀紀
村上雅則
杉浦　毅
神谷典之

加藤　強
岡田庄璽
柴田修次
安藤隆幸
深津　篤
岩瀬宏隆
小島ミユキ
神谷卓弌
小野正富
中根克弘
鬼塚俊夫
奥村英世
志賀為宏
杉浦　彰

09’

10’
11’

12’
13’
 

15’
16’

17’

08’

09’
10’

11’

12’

13’
14’

16’

17’

14’
16’

17’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

犬塚光彦
磯村哲也
小久井正秋
福尾　清
酒部佳直
清水昌一
鳥居　守
早川幹男
梶川勇次
神尾　淳
牧野嗣弘
小川秀文
江山　清
松野元基
永田哲之
大河原誠

那須伸和
本田　悟
谷澤茂樹
三橋恵治
梅村昌彦
古井弘二
松永郁也
鈴村正樹
近藤正行
勅使河原孝
田端　瀞
杉浦栄二
間瀬順一
野場　基
服部潤一
土屋孝介
長坂剛充
谷山芳和
林　茂男
金山明史
西山　潤
伊豫田裕保
金澤典賢
兼子勝美
内藤明文
太田昌宏

足立信雄
青山俊次
小出元治
中川和広
藤井　悟
足立憲彦
酒井　賢
稲垣　寿
近藤金作
畔栁秀幸
柴田健吉
宇野弘隆
坂野　弘
林　孝夫
安井健次
本田康英
加藤和志

今井啓介

14’

15’

16’

17’

08’

10’
11’

12’

13’

14’

15’
16’

17’

08’
09’

12’
13’
14’
15’

16’

17’

10’

永野卓司
大澤六也
矢頭功生
神谷重雄
鈴木博之
愛知　治
今井啓介
田中宏美
澤田文雄
大野教喜
山田光徳
木村真二
吉田英樹

小林政則
藤田重行
井上武彦
永井量基
蜂須賀喜久好
松永茂夫
山本信一
市橋伸夫
鋤柄義行
稲垣裕幸
牧 勝
市川聡明
磯部亮次
九鬼義弘
足立　修
太田三伸
犬塚　浩
板倉正直
柴田仙功
鈴木美能治
加藤卓司

近藤純子
加藤正志
田端　稔
石川道男
中野喜之
近藤隆治

河合英二
浅岡多田志
石黒元隆
小島哲夫
塚田和也
太田昌孝
中山憲和
木戸重信
原田忠泰
伊藤敦夫
飯田武子
原田隆司
廣部明美
鈴木雅量
羽根田邦彦
宇野修市
本多　幹
横地　朗
澳 取邑　 光
西村浩二

11’

13’

14’
15’
16’

17’

08’
09’

10’

11’

13’

14’
15’
16’

17’

08’
09’

11’

13’

08’

09’

10’

12’

梅村公代
稲本良二
中垣幸春
山内ユミ子
山岸孝男
江川生枝
深田崇志
宇田川佳世
矢澤 丈
今井幸治
纐纈　修

市川裕大
神野公秀
加藤真治
毛受　豊
天野櫻子
伊藤節夫
久米博明
南　　健
杉浦文雄
大竹憲治
今村　順
中林久美
深谷嘉英
水越彌生
角谷広高
横山宣幸
小川耕示
津田鎭輔
兵藤文男
酒部正博
下谷敏朗
關　淳之
吉岡秀記
岩瀬正人
出口達也
橘 典子
山下雅則
加藤英樹

石原　昭
石川　博
伊藤隆夫
杉本汎平
神谷明文
冨岡里美
石川義典
小野内宣行
鳥居博行
横山真喜男
奥田法行
小林逸朗
藤井英樹
寺田孝司
深津正則
神谷　研
戸谷　央
市川　護
稲垣　淳
加藤正人

13’

15’
16’

17’

09’

10’

11’

12’

14’

15’

17’

09’

10’
11’

12’

13’

14’
15’

16’

杉浦明博
斉藤　貢
榊原正人
杉浦　広
山﨑克弥
松田茂治
岡田文雄
杉浦義浩
犬塚宣明
羽佐田芳和
宍戸秀隆
加藤浩道
味岡嘉男
加藤典男
本多　淳
金原健志
三浦眞澄
大内基浩
小笠原正秀

加藤良邦
奥谷弘和
榊原　健
杉田　茂
粟津康之
鈴木健三
杉浦栄次
永坂誠司
角谷　修
黒田泰弘
服部弘史
菅原　優
藤関孝典
岡本耕也
大竹密貴
杉浦保子
鈴木宏枝
苅谷賢治
岡島晋一

尾崎周二
篠田義隆
早川比呂太
鳥居萬里
鈴木泰光
近藤清隆
神谷　林
渡邉勝行
渡邉　徹

名倉隆司
高桑雄司
野々山光秋
杉浦浩一
伊藤ルミ
神谷義昌
神谷公一
桂川兼行
近藤智樹

隅田正之
早川高師

08’
09’

10’

12’

14’
15’

16’

17’

08’

09’

10’
　
12’

13’

16’

17’

08’
09’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
15’
16’

09’
10’

野々山和彦
鈴木民也
川地英明
渡辺浩二
大辻　明
加藤久和
武藤充廣
深谷憲夫
古久根進
神谷　修
山本裕嗣
杉原透恭

長野敏行
柴川和義
鈴木経男
廣中利臣
細川和好
石山　進
丸目藤二

平子昭三
伊吹治郎
稲垣　靖
小西紀久雄
畔柳弘文
柵木政美
松本　正
森田勝己
西尾四郎
丹羽　修
杉浦眞理子
鳥居剛育
山口恭正
矢田良一
安藤　毅
川浦喜久雄
長坂　誠
川浦喜久雄
杉山敏幸
竹内泰夫
山崎加央里
成田　徹
田村　脩
渡辺真一
齋藤　博
待田和宏
丸山今朝三
横山夕葉
深津茂樹
山本彰秀
寺部保美
木村恭子
小野　郁
加藤　宙
沓名由美子
大見和志
下村幸真

11’

12’

13’
　
15’

16’

08’

16’

17’

08’

09’

10’

11’
12’

13’
14’
17’
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資
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東
࿁
⏇
分
区

ク ラ ブ

名 古 屋 北

名 古 屋 東

名 古 屋 守 山

名 古 屋 和 合

名 古 屋 名 東

名 古 屋 名 北

名 古 屋 千 種

名 古 屋 昭 和

名 古 屋 錦

名 古 屋 東 山

名 古 屋 葵

名古屋アイリス

豊 橋

蒲 郡

豊 橋 北

豊 川

田 原

豊 橋 南

新 城

渥 美

奥 三 河

豊 川 宝 飯

豊橋ゴールデン

田原パシフィック

豊 橋 東

岡 崎

豊 田

岡 崎 南

豊 田 西

岡 崎 東

豊 田 東

岡 崎 城 南

豊 田 三 好

豊 田 中

名古屋宮の杜

愛 知 三 州

刈 谷

安 城

西 尾

碧 南

西 尾 一 色

高 浜

知 立

西 尾 KIRARA 

三 河 安 城

2008

19,536.86

12,856.48

10,679.17

14,320.41

7,620.41

6,240.00

5,045.83

9,282.00

10,842.90

9,058.27

3,489.00

15,291.00

6,556.00

7,121.27

16,141.45

5,930.00

11,197.78

7,903.95

6,079.36

2,893.18

3,543.64

8,169.39

6,948.29

3,534.00

19,856.82

5,358.97

14,781.82

13,283.27

7,032.80

12,223.18

10,879.93

3,560.00

18,540.00

15,332.95

7,745.40

10,700.00

11,012.50

4,280.00

3,554.37

6,240.82

4,050.00

11,281.37

2009

17,441.06

11,857.78

9,259.42

14,550.44

8,800.00

4,700.00

6,177.78

7,297.20

3,900.00

4,555.56

2,700.00

15,958.74

7,364.00

7,008.53

11,153.33

6,140.07

11,336.11

7,821.77

5,455.56

1,955.56

3,341.11

5,857.78

9,972.21

6,231.00  

17,695.07

7,013.78

11,501.11

12,577.77

9,103.55

14,348.89

9,859.06

4,565.07

8,025.48

16,614.47

6,477.78

13,622.22

11,729.50

3,121.11

4,632.13

8,717.23

11,474.99

17,308.60

2010

15,120.36

11,408.16

34,321.33

12,120.93

9,619.51

12,343.90

6,074.99

6,585.37

4,905.12

4,845.15

2,500.00

20,375.00

6,565.00

7,747.04

7,574.88

7,750.00

8,953.10

7,237.06

4,369.05

1,906.76

4,327.50

8,022.00

7,070.68

5,546.00

21,200.24

18,832.39

10,335.65

17,070.92

7,400.56

9,154.76

8,220.28

2,395.61

6,480.00

21,431.43

6,900.00

12,732.56

8,513.92

3,444.19

4,407.65

7,044.89

7,502.43

7,751.18

2011

25,264.87

22,885.59

18,409.80

11,413.38

8,000.00

7,292.31

7,146.18

10,971.03

6,087.18

7,474.21

2,500.00

23,355.00

9,060.22

10,465.21

13,138.43

4,700.00

6,910.00

9,610.88

7,180.00

2,461.54

4,650.00

6,064.00

4,743.61

3,881.00

16,409.12

15,327.73

9,695.97

12,732.73

8,163.56

8,618.29

14,369.81

2,185.37

6,451.22

86,028.30

6,600.00

13,471.64

13,232.38

6,251.20

6,675.00

12,124.83

5,900.00

10,943.54

2012

54,950.00

19,785.78

9,875.00

16,645.46

69,900.03

6,150.00

4,000.00

10,100.00

10,444.15

3,752.07

2,500.00

0.00

14,008.16

7,376.00

6,628.00

6,535.00

5,891.50

8,090.00

8,842.38

5,300.00

1,600.00

4,670.00

6,300.00

7,625.00

4,483.00

15,308.00

13,900.00

14,844.16

12,766.00

12,710.97

9,930.20

8,403.47

2,310.00

6,440.00

28,908.14

12,900.00

19,750.00

10,830.00

4,204.08

5,400.00

11,435.00

6,800.00

8,300.00

49,266.17

12,935.32

17,882.20

15,749.02

188,100.00

3,800.00

6,419.02

15,000.00

7,012.94

3,974.45

2,049.02

4,300.00

13,551.29

7,300.00

7,204.00

9,110.00

5,600.00

7,620.00

4,379.08

4,449.02

1,500.00

6,720.00

5,300.00

4,901.99

4,484.00

13,375.00

12,100.00

13,594.36

12,570.00

7,133.57

8,080.00

9,930.39

2,100.00

10,729.63

16,823.37

7,000.00

11,598.04

9,810.00

5,093.04

4,500.00

7,968.63

6,800.00

7,300.00

2013 2014

47,261.7

9,154.24

7,992.33

21,144.44

9,000.00

5,700.00

11,131.66

9,330.00

12,276.28

21,869.33

2,900.00

7,950.00

20,000.00

4,780.02

7,784.00

8,045.72

5,215.72

6,160.00

3,929.87

4,427.12

1,500.00

6,440.00

7,750.00

5,665.29

6,150.00

16,873.00

11,547.46

15,473.81

11,809.14

6,592.78

8,375.00

13,385.11

2,100.00

7,321.56

15,178.67

7,200.00

15,841.52

11,143.77

3,600.00

4,084.08

9,374.14

6,800.00

7,300.00

2015

37,279.04

12,142.73

14,733.33

22,103.40

22,000.00

5,250.00

7,050.00

6,590.00

6,579.56

13,326.73

2,000.00

7,550.00

19,272.64

5,703.10

6,080.00

8,688.34

3,249.87

8,265.00

11,817.20

4,190.91

6,900.00

5,000.00

6,050.00

5,705.17

22,250.00

11,306.90

8,873.48

23,923.67

5,281.08

8,241.00

8,736.57

3,205.00

9,443.61

18,656.44

7,000.00

11,965.90

5,803.33

3,600.00

4,517.91

5,272.73

8,063.64

7,200.00

2016

33,540.74

19,218.53

9,205.07

22,836.28

24,298.04

6,480.00

8,548.04

18,620.00

7,784.77

18,785.87

2,000.00

6,840.00

21,087.29

6,920.18

5,162.00

10,949.33

7,431.61

14,072.00

8,824.42

4,781.82

8,720.00

4,700.00

6,700.58

6,060.00

32,686.00

27,409.09

12,843.27

17,022.47

7,136.52

12,360.00

11,694.02

2,205.00

18,506.10

2,363.51

34,678.56

6,800.00

28,450.92

13,785.10

6,040.00

4,420.00

8,774.69

11,550.00

7,500.00

2017

25,545.30

18,540.30

20,570.44

24,793.10

17,221.66

8,300.00

11,210.00

6,550.00

7,621.29

4,488.50

2,000.00

7,920.00

25,441.79

8,465.67

5,416.00

9,168.88

5,036.56

6,155.00

5,800.00

3,977.78

8,710.00

4,950.00

5,394.78

4,820.00

17,600.00

39,861.77

10,606.45

24,557.99

7,547.41

12,220.00

7,503.45

2,310.00

8,971.24

3,472.86

5,054.55

21,481.07

6,746.30

15,981.64

11,131.45

3,800.00

5,520.00

5,225.74

9,490.00

10,457.89

東
名
古
屋
分
区

西
࿁
⏇
࿜
分
区

西
࿁
⏇
分
区

常滑

東海

東知多

半田南

知多

大府

稲沢

あま

犬山
名古屋空港

愛知ロータリーEクラブ

瀬 戸北

名古屋西

岩倉

名古屋城北

愛知長久手

江南

小牧

春日井

尾張旭

名古屋清須

尾張中央

一宮中央

半田

南尾張分区

瀬戸

東尾張分区 名古屋

西名古屋分区

一宮

西尾張分区

津島

尾西

一宮北

ロータリー財団ポール・ハリス・フェロー名簿

金澤憲二
松石奉之
松本順子
酒井良輔
榊原明美
榊原秀光
鈴村せつ子
手島寿宏
山﨑正夫
石川正彦
水野隆芳
鈴木丈雄
山本好幸
成田一郎
朝倉浩一
古市晃久
澤田好伸
青葉憲一
加藤順三
小栗宏次
榊原敦史
鈴木裕二

森下　豊
竹内敬二
堀田和男
清水昭博
水野福三
高橋克壽
繁原伸次
吉田利安
磯部　栄
新井富雅
猪飼昭夫
冨田真規
岡田展利
渡邉茂央

稲坂　博
早川直義
山口喜兵
佐藤雅之
河合孝治
北川修一
坂野公俊
鈴村昌人
小島博也
森合久春
河合良泰
酒井喜邦
中池聡之
佐野宏樹
竹内雅浩
柴田康仁
杉本親保
小出靖晃

09’

10’
12’
13’

14’
15’

16’
17’

10’

12’

13’

14’

15’
17’

08’

09’
10’

11’

12’

13’
14’

15’

16’

17’

15’
16’

08’

10’

11

12’

13’
15’
17’

12’

14’
15’

16’
17’

08’

11’
15’
17’

08’

10’
12’

13’
14’

15’

16’

17’

久野　生
早川式彦
間瀬保英

日髙啓治
藤澤　稔

鈴木宏司
竹内　靖
都筑利男
大岩信子
杉浦豊幸
山本慎治
岩部雅人
榊原　英
手島嘉宏
吉村比富
斎藤健一
岡井　誠
川澄哲裕
蜷川勝巳
河合英樹
横尾哲也
杉山知子

永井喜義
千賀貴彦
平松典保
林　秀人
鈴木直幸
山口清文
谷　　清
竹内功成

久野春雄
外園　茂
門脇　武
横山明巳
野畑道一

青木俊憲
豊島俊明
林　隆春
青山佳裕
大森輝英
森　俊夫
浅野　一
佐々木久直
光嵜賢一
滝　善藏
渡辺尚彦
関戸　徹
山口元彦
石黒敬康
桑原英寿
松原直次
宮田智司

08’

09’

10’

12’
13’

14’

15’

16’

10’

08’
12’

13’

15’

16’

17’

14’

森　隆彦
内藤寛一
中島幸介
坂井田敏行
鈴木洋志
山上哲司

宇佐美三郎
城　正憲
篠田知生
伊藤彰浩
三谷栄一
堀田力男
伊藤　基
前田昭生
寺島淳一
加藤隆朗
小林啓子
幅　辰雄
長田一郎
野々山勝也
山本達彦
田中正明

坂口光雄
清水稔彦
武田守正
犬飼万壽男
水谷　豊

浅見弥進男
森　通保
三輪茂富
菱川弘樹
福西久敏
則武克彦
大河内圭一
村瀬圭吾
佐々木顕彰
丹羽喜代次
矢田政弘
山本　基
渡辺元男
森田　進
角田隆幸
中北武男
船越　孝
金森智博
森　正志
竹内　彰
原田敬生
吉田哲夫

樋田文裕
後藤啓行
樋田克史
伊東功二
鵜飼正巳
森 　 望

15’

17’

08’

10’

11’

12’

13’
14’

16’
17’

09’

12’

13’

14’

15’
16’

08’

13’

川合正剛
永井伸治
原　武史
岡田義夫
小島洋一
足立三千夫
栗本　貢
酒井兼利
服部孝徳
高桑宏幸
山田典永

高山　敏
東海広光
栗木和夫
清水明俊
田中正博
伊藤正征
家田安啓
児玉憲之
水谷安紀
立松絹久
栗本裕子
稲垣秀樹
紅谷幸政
横井久雄
後藤　眞
鈴村與左衛門
篠田正志
山田尊久
中西　巧
吉田　勤
臼井幹裕
黒川元則
藤田隆志
加藤　徹
田邊正紀

後藤　稔
神田利雄
池戸賢治
川西利浩
江川泰彦
加藤茂樹
後藤鈴明
田邉辰彦
鴨井敏秋
鷲見好弘
水野豊秋

松尾晋吉
中村隆文
森川洋司
太田吉宣
山本正則
野田和正
大野　厚
冨田昭雄
鈴木雅貴

16’

08’
13’

14’

15’

17’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’
16’

08’

10’

松浦正義
藤岡重光
宮川真一
魚住尚三
吉田　透
竹本義明

加藤恭章
石川正弘
寺本倫子
鵜飼俊光
森　明美
松前裕己
松前和子
岩田真周
梶原誠二
大塚省治
今井多美子
松本正暢
野田義広
山田秀代
藤井健太郎

井上伸也
伊藤英彦
加藤定江
梶野輝雄
天野靖久
山本英雄
加藤恵子
松村晋也
青山　稔
玉井　徹
井上　博
加藤孝爾
野田由紀子
近藤三博
鈴木光彦
刑部祐介
山田　拓
金谷康正
松本哲也
柴田　茂
山口記由

牧野武彦
後藤孝平
岡田雅隆
奥村金康
鷲野光司
日比野万喜男
紀藤政司
河野周二
宮岡克年
祖父江寿男
髙橋秀治
吉野育志

11’

13’

14’

15’

17’

09’

10’
15’

16’

13’
14’

15’
16’
17’

08’
09’

10’
 

10’

11’

12’
13’
14’

09’

14’

15’
16’

稲垣圭次
大澤　渡
加藤浩一
福冨孝弘
日比野清正
澤田　禅
松平實胤
小川　誠
大薮雅章
松山基邦
谷定貴之

岩田静夫
片平博己
松岡一成
澤田昌久
波多野智章
尾関育良
杉浦賢二
伊藤靖祐

中村　明
長尾秀義
小谷達也
濱口栄男
山本邦夫
名和千博

亀谷鉦一
太田弘道
岡嶋靖雄
風岡保広
加藤久仁明
和田了司
峠テル子

大野良之
西尾輝久
桜井雅博
井田武憲
古橋裕志
唐井仁一
水野幸彦
森　和実
古橋エツ子
福岡　健
舟橋龍秀

川口直也
土屋範郎
稲吉將秀
北園守生
川上義明
牧野正明
岩田哲也
太田威彦
國田武二郎
田邊雅彦
入谷宏典

17’

08’

09’

11’

12’

13’
14’

15’

16’

08’

12’
13’

11’

14’
15’

10’

11’

12’
14’

16’

14’
15’
16’
17’

08’

09’
10’

12’
14’

15’

16’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

杉本敦永
阿萬裕子
柴田和宏
田中秀典
安江寛二

中島英海
伊藤保徳
加藤光枝
平尾節子
中野昭雄
須崎侑三
大竹良太
梅村邦雄
荒井康夫
水野半次郎
高木喜由
加藤雅人
二宮あづさ
若杉栄克
鈴木昌子
山田隆雄
青山弘彦
長江正成
近藤博資
奥田桂良
稲垣実秋
石渡世紀
深谷　隆
安藤鐘八郎
林　昌宏
高山幸子
和佐田強

山内嘉久
宮田浩明
浅野勝美
深石公彦
関戸一雄
大江秀和
武藤栄司
檜木治幸
原　　弘
横井裕志
深見早惠

津坂守英
岩田佳之
谷口文男
長谷川幸正
馬場博通
舟橋伸治
岩田貴子
加藤田鶴
溝上正貴
野中一寿
奥村勝彦
奥村一憲
竹内淑江

塚本　新

佐藤文昭
大島昭夫
伊藤広治
冨田盛義
金田宗博
寺尾　隆
日野典子
山田文明
中川清子
青山和成
小谷恒夫
田中信子
吉田濵一

稲熊茂男
尾野英二
鈴木雅弘
于 咏

堀　鐡藏
中村　煕
夏目和良
本多立太郎
後藤武夫
天谷昭裕
土井寛己
木下栄一郎
松本正之
山口茂樹
藤原一朗
服部陽一
小野雄一郎
伊藤嘉浩
三宅養三
森　孝義
江口史郎
伊藤裕司
野﨑康生
関戸治朗
鈴木忠明

神尾　隆
松山吉之
小出美孝
野間義正
加藤　渉
寺島　優
水野嘉子
丹羽英夫
川島浩二
唐渡雅行
傍嶋誠一
藤田真史
服部　徹
大石幼一

青島邦人
西脇正導
大澤　茂
早川敏之
池口純一
藤森利雄
西垣洋一

ローランドJ.ヨッスイ
伊藤昌弘
長谷川 仂
吉川公章
小嶋仲夫
青山　登
平野京司
加納昭巨
水野耕太郎
筒井信之
宮田理博
中川昭一
坪井良憲
山内公明
鈴木幹雄
中野智夫
菊田宗一
北　登一
小森敦夫
深貝広隆
眞野乗史
佐藤真基
西尾直哉
山口貞雄
服部伸一
宮田松英
樋江井貴文
渡邊一平
西本一幸
小室信弘
安田智彦
洞山豊行
羽根田達夫
山上純一
川村大介
内田　優
佐藤俊信
後藤保正
津曲修一郎
吉田哲人
清水一郎
愛知吉隆
今井浩詞
石原光弘
長屋良隆
中西兵衛
田中賢二
吉成広行
松島延明
大竹　裕
鈴木喜雄

遠藤武夫
平松　勝
箕浦靖夫

村田誠一
岡田　雅
柳澤講次
栢森雅勝
山内靖雄
猪子恭秀
福西康和
山田章博
長瀬廣幸
野崎　修

堀田　努
岩崎誠二
鈴木誠吉
水野恒平
玉木大介
藁谷喜世志
大竹山雄二
中村規脩
清水利男
近藤和雄
牧野弘明
坂本裕孝
山原　武
𠮷𠮷田哲朗
中島美恵
山口直彦

星野信利
金森伸夫
古田昭臣
市原高明
片岡信恒
鶴見俊成
松原秀樹
小笠原暁
小栗成男
𠮷𠮷田敬岳
荒川雅義
早瀬孝文
石原寿生
永野光容
北村栄治
塩谷和久
森田乾嗣
田ヶ原昭弘
鈴木謙一郎
岡崎　亨
立松洋司
長井芳郎
清水盛幸
渡邊樹志
小島祐助
吉田治伸
平松久明
榊原克典
松本健一郎
東　俊輝
原島　正
河村嘉希
柴田裕二郎
川本浩史
梁川誠市
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13’
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15’
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08’

09’
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11’

12’

13’
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15’
16’

17’

08’
09’

10’
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12’

13’

15’

16’

17’

09’
11’
12’

13’

14’

安田照幸
相羽康人
王　　偉
山田典廣

倉澤　寛
堀　慎治
松岡道弘
青柳　斉
入山治樹
鈴木健司
鶴田　浩
梅村昌孝
髙木元明
西沢功晋
市岡正蔵
近藤茂弘
山口哲司
湯澤勇生
湯澤信雄
山本英雄
鈴木淑久
大嶽達郎
広瀬弘幸
松井文一郎
川本昌市
関谷俊征
伊藤　豪
田中　宏
佐治寛行
酒井俊光
森　裕之
星野一郎
長谷川隆
北岡寿人
村上　学
村瀬俊高
中野健二
鈴木　実
鈴木伸一
髙原昌宏
鳥山政明
花井芳太朗
本多誠之
入江　理
松田浩孝
永草孝憲
鈴木雅登
安岡克明
萩原孝則

内藤　明
杉浦令淑
石黒正城
岡村隆德
加藤巳千彦
春日井和良
吉田憲一
田崎雅三
大源俊博
丹下富博
宇野史仁
林　順治

15’

16’

17’

08’

10’
11’

12’

13’

14’

16’

08’
11’

13’

 
08’

10’

11’

12’

13’

14’

15’
17’

08’
09’
10’
11’
12’

青木靖高
大原敏正
渡辺観永
大澤伸悟
杉本忠夫
中原康雄
佐藤道太郎
照井　栞

堀田達夫
福本豊彦
立松　賢
牧野博和
山田靖典
原　常之
野田賢次郎
大野友三
酒井昌也
細井土夫
上坂寛文
羽田野道明
青木　宏
山田慎也
岩井文男
岡崎達也

白銀義昭
安藤　修
出田真太郎
江上隆夫
牧野好弘
大平明子
江松央統
川瀬　悟
田子充浩
佐々木暢

久田勘鷗
川村勝廣
小西忠昭
大橋誠之
萱垣　建
小酒井比呂志
友田喜夫
筧　正紀
神野重行
堀田豊彦
清水順二
林　直紀
山本裕三
大輪　稔
城野八代江
盛田兼由
服部清純
遠藤泰昭
小林泰敏
西川達郎

矢野雄三
和田直美
石井里恵子
後藤　敞
川原弘久

13’
14’

15’
16’

11’
17’

09’

11’
12’

13’

14’

15’

16’
17’

08’
09’

11’

13’
14’
15’

16’

17’

08’

岩田　宏
松尾雄二郎
矢野雄嗣
永井克昌
植木広次
河原照忠
長谷川龍伸
堀江俊通
成田勝彦
田島陽介

古橋武之
高橋一吉

矢形修己
相馬保之
各務　修
伴野友昭
小栗一朗
川口文夫
安部隆俊
古橋　茂
亀井壯太郎
藏冨恒彦
石原紀賢
三宅　端
山田　博
坂   英 臣
青木秀人
金田剛士
加藤慶人
久野恭裕
須田益市
髙柳充広

稲垣治郎
浜　洋一
野口明久
大西良三
渡辺英信
神谷　忠
奥村哲司
渡邊正数
國府谷俊盛
伊藤雄太
各務有一
岡本光生
淺見敏範
石田侑嗣
小田義彦
小川　信
大野蔵彦
佐治　勝
嶋谷悧希
安井元司
稲葉　功
澤井利之
棚橋賢治

齋藤愼一郎
重冨　亮

長瀬輝代之
伊藤陽介
金森徳三郎
鵜飼昌治
木村隆之
河本　力
田中友次
井ノ上由貴男
林　千尋
松崎美都子
井上　誠
遠藤賢彦
加藤恭太郎
馬渕雅宣
中田典子
加藤忠晴
福谷英則
小林和秀
西脇　司
 
横井辰幸
國本桂史
福田哲三
服部雅紀
桑山卓也
槇野智之
丸山弘昭
田中正次
黒田史郎

藤野直子
齊藤英夫
平　民三
都築八千代
伊藤嘉浩
加藤　令
鹿養和良
元松　茂
佐藤慎一郎
佐藤健五
下出啓介
棚村良博
湯浅勝治

梅田　渉
加藤敦子
加藤昌之
赤崎守弘
北村紀子
橫井尚啓
西脇多吉
半泊與則
入江由希子
杉浦定文
加島　光
近藤　朗

加藤重雄
足立一郎
吉田　玄
伊藤健文
渡邊源市
小林英毅
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12’

13’

15’

16’

10’
12’
14’

15’
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08’
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12’
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16’

08’

09’
10’
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12’
15’
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13’
14’

15’
16’

17’

14’

舎人経昭
竹内克豊

唐木　寛
小坂達也
鈴木真司
自見厚則
髙橋　進
瀧　篤人
巣山公康
須原茂樹
松井多弘
寺野哲也
伊藤　衛

佐藤　隆
近藤謙治
石井弘子
岡本喜子
藤岡省吾

金田英和
森田章敬
佐藤敏夫
土川　護
近藤兼治郎
渡邊萬里
渡邊萬里
近藤兼治郎
戸田勝儀
生田博隆
吉川寿一
伊藤司郎
森川辰幸
上田敏幸
鈴木宏治
近藤正美
小林三重子
山元康裕
太田邦広
久野洋一
三ツ口美恵子

阿部恵彦
野村尚史
越野安彦
山田　真
加納伸康
村上政喜
藤田義明
田中利幸
前崎正太郎
石田　壽
堀口　久
加藤寛治郎
吉村福修
小笠原嘉彦
岡田浩人
加藤久雄
小玉忠雄

荒山久美

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’

09’
10’

11’
12’
14’
16’

17’

08’

09’
10’

11’

12’
13’
15’

16’

岡田直樹
小出直弘
福井英輔
兼子直久
川村荒治
青木良浩
松岡真由美
水野忠之
中村捷一
伊藤晴康
井川和英
三浦裕司
石川昌義
山本貴浩
佐藤裕彦
杉田　洋
江崎雅彰
瀧﨑裕司
荒島一実
中村典司
岡村正造
浅倉伸治
岩瀬　清
大塩啓太郎
井口貴嗣
小林大悟
山口　進

永川佐京
小笠原金太郎
竹内康仁
丸山　勝
金田　章
仲田康宏
酒井勇治
鈴木岳嗣
飯沼雅朗
本多英夫
酒井克嘉
本多宏亘
鈴木康仁
鈴木康仁

鈴木伊能勢
小杉幸一郎
谷山　勉
稲積秀一
夏目國弘
高畑昌隆
佐久間武美
山内有恒
黒石明邦
牧野早希子
河合芳光
河合伸弘
加藤卓秀
兵藤俊朗
北田栄一
夏目憲永
大石佳史

17’

09’

10’
11’

14’
16’

17’

15’

16’

08’

09’

10’

11’

12’
13’
14’

15’

16’

17’

08’
09’
10’
12’

15’

高坂泰弘
大岩靖典
山本和正

大石明宣
戸田俊晴
伊藤文則
鳥居信行
浅野修道
竹内幹尚
神谷親典
久具信夫
田中粋人
寺部重人

天野英一郎
鈴木　雅
鈴木正敏
伊藤祐人
宮崎三佳
大村俊美
髙崎雄三

磯村秀樹
後藤朝一
河合正治
髙須康彰
住野友次郎
榊原周造
大谷育人
藤原俊男
髙崎俊幸
原　正美
内山昌久
内藤哲寛
西川　滋
白井　収
森愼一郎
山本明彦
石原　裕
梶村康彦
林　良宣
赤井知久
鈴木健一
福井修平
金田賢也
林　俊介
大澤憲朗
田中宏明
山崎和利

中澤輝昭
西郷省吾
夏目文男
原田幹也
長坂好幸
浅野　強
金沢政樹
川合敏正
熊谷　勝
森美智明
夏目　工
戸田英志

神谷篤治
荒木　茂
間瀬祐一
三浦正好
原　康夫
青山房生
河合光志
真野博久
土井喜久夫
森下三嗣
川口敏郎
小川宏之
森下一良
宮川隆司

加山昌弘
林　博宣
岩瀬靖宏
樅山修一
永田恵照
半田富男
太田　稔

梅田英樹
河辺敏之
伊藤眞芳
竹田昌弘
伊藤隆一郎
村田　悟
杉浦宏始
杉田和俊
大羽重治
中村彰宏
大林則久
矢頭文由己

佐野弘之介
杉田鐘一
高藻啓充
佐野辰巳
井上　健
豊田慈證
彦坂忠男
小川高成
河合成幸
彦坂敏行
白井　悟
森下新一
岡本卓三
河辺暁雄
鈴木達司
鈴木保宣
佐久間俊之
鈴木美仁
鵜飼和甫
大谷弘隆
竹内千春
冨田政彦
夏目晃哉

中嶌秀樹
藤井宣行

09’
10’
11’
12’

13’

15’

09’
10’

12’
14’
16’
17’

08’

09’

10’

12’

15’
17’

08’

09’

10’

12’

13’

14’
15’

16’

17’

08’

川西裕康
安井洋二
松下泰三
及部多高
齊藤伸明
伊藤篤哉
山口　登
居平文孝
西脇友伸
小笠原竜児
安田直樹
木所壮太
小石洋和
西　崇秀
柳瀬秀昭

深田達彦
野田篤文
田辺一雄
櫻井敬子
太田成紀
岡田邦義
松原広幸
有賀　健
加藤博巳
深津　浩
南部　淳
志賀伸彦
早川勝博
藤原正寛
杉浦健太郎
杉本知治
鋤柄禎彰
柴田泰伸
同前仁史
安福良豊
上原哲郎
大林市郎
安藤宏行
福澤玉青
谷　泰男

河原秀紀
村上雅則
杉浦　毅
神谷典之

加藤　強
岡田庄璽
柴田修次
安藤隆幸
深津　篤
岩瀬宏隆
小島ミユキ
神谷卓弌
小野正富
中根克弘
鬼塚俊夫
奥村英世
志賀為宏
杉浦　彰

09’

10’
11’

12’
13’
 

15’
16’

17’

08’

09’
10’

11’

12’

13’
14’

16’

17’

14’
16’

17’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

犬塚光彦
磯村哲也
小久井正秋
福尾　清
酒部佳直
清水昌一
鳥居　守
早川幹男
梶川勇次
神尾　淳
牧野嗣弘
小川秀文
江山　清
松野元基
永田哲之
大河原誠

那須伸和
本田　悟
谷澤茂樹
三橋恵治
梅村昌彦
古井弘二
松永郁也
鈴村正樹
近藤正行
勅使河原孝
田端　瀞
杉浦栄二
間瀬順一
野場　基
服部潤一
土屋孝介
長坂剛充
谷山芳和
林　茂男
金山明史
西山　潤
伊豫田裕保
金澤典賢
兼子勝美
内藤明文
太田昌宏

足立信雄
青山俊次
小出元治
中川和広
藤井　悟
足立憲彦
酒井　賢
稲垣　寿
近藤金作
畔栁秀幸
柴田健吉
宇野弘隆
坂野　弘
林　孝夫
安井健次
本田康英
加藤和志

今井啓介

14’

15’

16’

17’

08’

10’
11’

12’

13’

14’

15’
16’

17’

08’
09’

12’
13’
14’
15’

16’

17’

10’

永野卓司
大澤六也
矢頭功生
神谷重雄
鈴木博之
愛知　治
今井啓介
田中宏美
澤田文雄
大野教喜
山田光徳
木村真二
吉田英樹

小林政則
藤田重行
井上武彦
永井量基
蜂須賀喜久好
松永茂夫
山本信一
市橋伸夫
鋤柄義行
稲垣裕幸
牧 勝
市川聡明
磯部亮次
九鬼義弘
足立　修
太田三伸
犬塚　浩
板倉正直
柴田仙功
鈴木美能治
加藤卓司

近藤純子
加藤正志
田端　稔
石川道男
中野喜之
近藤隆治

河合英二
浅岡多田志
石黒元隆
小島哲夫
塚田和也
太田昌孝
中山憲和
木戸重信
原田忠泰
伊藤敦夫
飯田武子
原田隆司
廣部明美
鈴木雅量
羽根田邦彦
宇野修市
本多　幹
横地　朗
澳 取邑　 光
西村浩二

11’

13’

14’
15’
16’

17’

08’
09’

10’

11’

13’

14’
15’
16’

17’

08’
09’

11’

13’

08’

09’

10’

12’

梅村公代
稲本良二
中垣幸春
山内ユミ子
山岸孝男
江川生枝
深田崇志
宇田川佳世
矢澤 丈
今井幸治
纐纈　修

市川裕大
神野公秀
加藤真治
毛受　豊
天野櫻子
伊藤節夫
久米博明
南　　健
杉浦文雄
大竹憲治
今村　順
中林久美
深谷嘉英
水越彌生
角谷広高
横山宣幸
小川耕示
津田鎭輔
兵藤文男
酒部正博
下谷敏朗
關　淳之
吉岡秀記
岩瀬正人
出口達也
橘 典子
山下雅則
加藤英樹

石原　昭
石川　博
伊藤隆夫
杉本汎平
神谷明文
冨岡里美
石川義典
小野内宣行
鳥居博行
横山真喜男
奥田法行
小林逸朗
藤井英樹
寺田孝司
深津正則
神谷　研
戸谷　央
市川　護
稲垣　淳
加藤正人

13’

15’
16’

17’

09’

10’

11’

12’

14’

15’

17’

09’

10’
11’

12’

13’

14’
15’

16’

杉浦明博
斉藤　貢
榊原正人
杉浦　広
山﨑克弥
松田茂治
岡田文雄
杉浦義浩
犬塚宣明
羽佐田芳和
宍戸秀隆
加藤浩道
味岡嘉男
加藤典男
本多　淳
金原健志
三浦眞澄
大内基浩
小笠原正秀

加藤良邦
奥谷弘和
榊原　健
杉田　茂
粟津康之
鈴木健三
杉浦栄次
永坂誠司
角谷　修
黒田泰弘
服部弘史
菅原　優
藤関孝典
岡本耕也
大竹密貴
杉浦保子
鈴木宏枝
苅谷賢治
岡島晋一

尾崎周二
篠田義隆
早川比呂太
鳥居萬里
鈴木泰光
近藤清隆
神谷　林
渡邉勝行
渡邉　徹

名倉隆司
高桑雄司
野々山光秋
杉浦浩一
伊藤ルミ
神谷義昌
神谷公一
桂川兼行
近藤智樹

隅田正之
早川高師

08’
09’

10’

12’

14’
15’

16’

17’

08’

09’

10’
　
12’

13’

16’

17’

08’
09’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
15’
16’

09’
10’

野々山和彦
鈴木民也
川地英明
渡辺浩二
大辻　明
加藤久和
武藤充廣
深谷憲夫
古久根進
神谷　修
山本裕嗣
杉原透恭

長野敏行
柴川和義
鈴木経男
廣中利臣
細川和好
石山　進
丸目藤二

平子昭三
伊吹治郎
稲垣　靖
小西紀久雄
畔柳弘文
柵木政美
松本　正
森田勝己
西尾四郎
丹羽　修
杉浦眞理子
鳥居剛育
山口恭正
矢田良一
安藤　毅
川浦喜久雄
長坂　誠
川浦喜久雄
杉山敏幸
竹内泰夫
山崎加央里
成田　徹
田村　脩
渡辺真一
齋藤　博
待田和宏
丸山今朝三
横山夕葉
深津茂樹
山本彰秀
寺部保美
木村恭子
小野　郁
加藤　宙
沓名由美子
大見和志
下村幸真

11’

12’

13’
　
15’

16’

08’

16’

17’

08’

09’

10’

11’
12’

13’
14’
17’

252

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
ポ
ー
ル
・
ハ
リ
ス
・
フ
ェ
ロ
ー
名
簿



資
料
編

真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

名古屋中

名古屋名駅

名古屋守山

名古屋錦

豊橋北

名古屋東山

名古屋葵

名古屋アイリス

名古屋和合

名古屋名東

名古屋名北

名古屋千種

名古屋昭和

蒲郡

名古屋丸の内

中部名古屋みらい

名古屋瑞穂

名古屋大須

名古屋栄

名古屋東

名古屋名南

名古屋南

名古屋みなと

名古屋東南

名古屋北

東名古屋分区

豊橋

東三河分区

金澤憲二
松石奉之
松本順子
酒井良輔
榊原明美
榊原秀光
鈴村せつ子
手島寿宏
山﨑正夫
石川正彦
水野隆芳
鈴木丈雄
山本好幸
成田一郎
朝倉浩一
古市晃久
澤田好伸
青葉憲一
加藤順三
小栗宏次
榊原敦史
鈴木裕二

森下　豊
竹内敬二
堀田和男
清水昭博
水野福三
高橋克壽
繁原伸次
吉田利安
磯部　栄
新井富雅
猪飼昭夫
冨田真規
岡田展利
渡邉茂央

稲坂　博
早川直義
山口喜兵
佐藤雅之
河合孝治
北川修一
坂野公俊
鈴村昌人
小島博也
森合久春
河合良泰
酒井喜邦
中池聡之
佐野宏樹
竹内雅浩
柴田康仁
杉本親保
小出靖晃

09’

10’
12’
13’

14’
15’

16’
17’

10’

12’

13’

14’

15’
17’

08’

09’
10’

11’

12’

13’
14’

15’

16’

17’

15’
16’

08’

10’

11

12’

13’
15’
17’

12’

14’
15’

16’
17’

08’

11’
15’
17’

08’

10’
12’

13’
14’

15’

16’

17’

久野　生
早川式彦
間瀬保英

日髙啓治
藤澤　稔

鈴木宏司
竹内　靖
都筑利男
大岩信子
杉浦豊幸
山本慎治
岩部雅人
榊原　英
手島嘉宏
吉村比富
斎藤健一
岡井　誠
川澄哲裕
蜷川勝巳
河合英樹
横尾哲也
杉山知子

永井喜義
千賀貴彦
平松典保
林　秀人
鈴木直幸
山口清文
谷　　清
竹内功成

久野春雄
外園　茂
門脇　武
横山明巳
野畑道一

青木俊憲
豊島俊明
林　隆春
青山佳裕
大森輝英
森　俊夫
浅野　一
佐々木久直
光嵜賢一
滝　善藏
渡辺尚彦
関戸　徹
山口元彦
石黒敬康
桑原英寿
松原直次
宮田智司

08’

09’

10’

12’
13’

14’

15’

16’

10’

08’
12’

13’

15’

16’

17’

14’

森　隆彦
内藤寛一
中島幸介
坂井田敏行
鈴木洋志
山上哲司

宇佐美三郎
城　正憲
篠田知生
伊藤彰浩
三谷栄一
堀田力男
伊藤　基
前田昭生
寺島淳一
加藤隆朗
小林啓子
幅　辰雄
長田一郎
野々山勝也
山本達彦
田中正明

坂口光雄
清水稔彦
武田守正
犬飼万壽男
水谷　豊

浅見弥進男
森　通保
三輪茂富
菱川弘樹
福西久敏
則武克彦
大河内圭一
村瀬圭吾
佐々木顕彰
丹羽喜代次
矢田政弘
山本　基
渡辺元男
森田　進
角田隆幸
中北武男
船越　孝
金森智博
森　正志
竹内　彰
原田敬生
吉田哲夫

樋田文裕
後藤啓行
樋田克史
伊東功二
鵜飼正巳
森 　 望

15’

17’

08’

10’

11’

12’

13’
14’

16’
17’

09’

12’

13’

14’

15’
16’

08’

13’

川合正剛
永井伸治
原　武史
岡田義夫
小島洋一
足立三千夫
栗本　貢
酒井兼利
服部孝徳
高桑宏幸
山田典永

高山　敏
東海広光
栗木和夫
清水明俊
田中正博
伊藤正征
家田安啓
児玉憲之
水谷安紀
立松絹久
栗本裕子
稲垣秀樹
紅谷幸政
横井久雄
後藤　眞
鈴村與左衛門
篠田正志
山田尊久
中西　巧
吉田　勤
臼井幹裕
黒川元則
藤田隆志
加藤　徹
田邊正紀

後藤　稔
神田利雄
池戸賢治
川西利浩
江川泰彦
加藤茂樹
後藤鈴明
田邉辰彦
鴨井敏秋
鷲見好弘
水野豊秋

松尾晋吉
中村隆文
森川洋司
太田吉宣
山本正則
野田和正
大野　厚
冨田昭雄
鈴木雅貴

16’

08’
13’

14’

15’

17’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’
16’

08’

10’

松浦正義
藤岡重光
宮川真一
魚住尚三
吉田　透
竹本義明

加藤恭章
石川正弘
寺本倫子
鵜飼俊光
森　明美
松前裕己
松前和子
岩田真周
梶原誠二
大塚省治
今井多美子
松本正暢
野田義広
山田秀代
藤井健太郎

井上伸也
伊藤英彦
加藤定江
梶野輝雄
天野靖久
山本英雄
加藤恵子
松村晋也
青山　稔
玉井　徹
井上　博
加藤孝爾
野田由紀子
近藤三博
鈴木光彦
刑部祐介
山田　拓
金谷康正
松本哲也
柴田　茂
山口記由

牧野武彦
後藤孝平
岡田雅隆
奥村金康
鷲野光司
日比野万喜男
紀藤政司
河野周二
宮岡克年
祖父江寿男
髙橋秀治
吉野育志

11’

13’

14’

15’

17’

09’

10’
15’

16’

13’
14’

15’
16’
17’

08’
09’

10’
 

10’

11’

12’
13’
14’

09’

14’

15’
16’

稲垣圭次
大澤　渡
加藤浩一
福冨孝弘
日比野清正
澤田　禅
松平實胤
小川　誠
大薮雅章
松山基邦
谷定貴之

岩田静夫
片平博己
松岡一成
澤田昌久
波多野智章
尾関育良
杉浦賢二
伊藤靖祐

中村　明
長尾秀義
小谷達也
濱口栄男
山本邦夫
名和千博

亀谷鉦一
太田弘道
岡嶋靖雄
風岡保広
加藤久仁明
和田了司
峠テル子

大野良之
西尾輝久
桜井雅博
井田武憲
古橋裕志
唐井仁一
水野幸彦
森　和実
古橋エツ子
福岡　健
舟橋龍秀

川口直也
土屋範郎
稲吉將秀
北園守生
川上義明
牧野正明
岩田哲也
太田威彦
國田武二郎
田邊雅彦
入谷宏典

17’

08’

09’

11’

12’

13’
14’

15’

16’

08’

12’
13’

11’

14’
15’

10’

11’

12’
14’

16’

14’
15’
16’
17’

08’

09’
10’

12’
14’

15’

16’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

杉本敦永
阿萬裕子
柴田和宏
田中秀典
安江寛二

中島英海
伊藤保徳
加藤光枝
平尾節子
中野昭雄
須崎侑三
大竹良太
梅村邦雄
荒井康夫
水野半次郎
高木喜由
加藤雅人
二宮あづさ
若杉栄克
鈴木昌子
山田隆雄
青山弘彦
長江正成
近藤博資
奥田桂良
稲垣実秋
石渡世紀
深谷　隆
安藤鐘八郎
林　昌宏
高山幸子
和佐田強

山内嘉久
宮田浩明
浅野勝美
深石公彦
関戸一雄
大江秀和
武藤栄司
檜木治幸
原　　弘
横井裕志
深見早惠

津坂守英
岩田佳之
谷口文男
長谷川幸正
馬場博通
舟橋伸治
岩田貴子
加藤田鶴
溝上正貴
野中一寿
奥村勝彦
奥村一憲
竹内淑江

塚本　新

佐藤文昭
大島昭夫
伊藤広治
冨田盛義
金田宗博
寺尾　隆
日野典子
山田文明
中川清子
青山和成
小谷恒夫
田中信子
吉田濵一

稲熊茂男
尾野英二
鈴木雅弘
于 咏

堀　鐡藏
中村　煕
夏目和良
本多立太郎
後藤武夫
天谷昭裕
土井寛己
木下栄一郎
松本正之
山口茂樹
藤原一朗
服部陽一
小野雄一郎
伊藤嘉浩
三宅養三
森　孝義
江口史郎
伊藤裕司
野﨑康生
関戸治朗
鈴木忠明

神尾　隆
松山吉之
小出美孝
野間義正
加藤　渉
寺島　優
水野嘉子
丹羽英夫
川島浩二
唐渡雅行
傍嶋誠一
藤田真史
服部　徹
大石幼一

青島邦人
西脇正導
大澤　茂
早川敏之
池口純一
藤森利雄
西垣洋一

ローランドJ.ヨッスイ
伊藤昌弘
長谷川 仂
吉川公章
小嶋仲夫
青山　登
平野京司
加納昭巨
水野耕太郎
筒井信之
宮田理博
中川昭一
坪井良憲
山内公明
鈴木幹雄
中野智夫
菊田宗一
北　登一
小森敦夫
深貝広隆
眞野乗史
佐藤真基
西尾直哉
山口貞雄
服部伸一
宮田松英
樋江井貴文
渡邊一平
西本一幸
小室信弘
安田智彦
洞山豊行
羽根田達夫
山上純一
川村大介
内田　優
佐藤俊信
後藤保正
津曲修一郎
吉田哲人
清水一郎
愛知吉隆
今井浩詞
石原光弘
長屋良隆
中西兵衛
田中賢二
吉成広行
松島延明
大竹　裕
鈴木喜雄

遠藤武夫
平松　勝
箕浦靖夫

村田誠一
岡田　雅
柳澤講次
栢森雅勝
山内靖雄
猪子恭秀
福西康和
山田章博
長瀬廣幸
野崎　修

堀田　努
岩崎誠二
鈴木誠吉
水野恒平
玉木大介
藁谷喜世志
大竹山雄二
中村規脩
清水利男
近藤和雄
牧野弘明
坂本裕孝
山原　武
𠮷𠮷田哲朗
中島美恵
山口直彦

星野信利
金森伸夫
古田昭臣
市原高明
片岡信恒
鶴見俊成
松原秀樹
小笠原暁
小栗成男
𠮷𠮷田敬岳
荒川雅義
早瀬孝文
石原寿生
永野光容
北村栄治
塩谷和久
森田乾嗣
田ヶ原昭弘
鈴木謙一郎
岡崎　亨
立松洋司
長井芳郎
清水盛幸
渡邊樹志
小島祐助
吉田治伸
平松久明
榊原克典
松本健一郎
東　俊輝
原島　正
河村嘉希
柴田裕二郎
川本浩史
梁川誠市

15’

16’

17’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

16’

17’

10’

11’

13’
14
17’

10’

11’
12’

13’

15’

16’

17’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’
16’

17’

08’
09’

10’

11’

12’

13’

15’

16’

17’

09’
11’
12’

13’

14’

安田照幸
相羽康人
王　　偉
山田典廣

倉澤　寛
堀　慎治
松岡道弘
青柳　斉
入山治樹
鈴木健司
鶴田　浩
梅村昌孝
髙木元明
西沢功晋
市岡正蔵
近藤茂弘
山口哲司
湯澤勇生
湯澤信雄
山本英雄
鈴木淑久
大嶽達郎
広瀬弘幸
松井文一郎
川本昌市
関谷俊征
伊藤　豪
田中　宏
佐治寛行
酒井俊光
森　裕之
星野一郎
長谷川隆
北岡寿人
村上　学
村瀬俊高
中野健二
鈴木　実
鈴木伸一
髙原昌宏
鳥山政明
花井芳太朗
本多誠之
入江　理
松田浩孝
永草孝憲
鈴木雅登
安岡克明
萩原孝則

内藤　明
杉浦令淑
石黒正城
岡村隆德
加藤巳千彦
春日井和良
吉田憲一
田崎雅三
大源俊博
丹下富博
宇野史仁
林　順治

15’

16’

17’

08’

10’
11’

12’

13’

14’

16’

08’
11’

13’

 
08’

10’

11’

12’

13’

14’

15’
17’

08’
09’
10’
11’
12’

青木靖高
大原敏正
渡辺観永
大澤伸悟
杉本忠夫
中原康雄
佐藤道太郎
照井　栞

堀田達夫
福本豊彦
立松　賢
牧野博和
山田靖典
原　常之
野田賢次郎
大野友三
酒井昌也
細井土夫
上坂寛文
羽田野道明
青木　宏
山田慎也
岩井文男
岡崎達也

白銀義昭
安藤　修
出田真太郎
江上隆夫
牧野好弘
大平明子
江松央統
川瀬　悟
田子充浩
佐々木暢

久田勘鷗
川村勝廣
小西忠昭
大橋誠之
萱垣　建
小酒井比呂志
友田喜夫
筧　正紀
神野重行
堀田豊彦
清水順二
林　直紀
山本裕三
大輪　稔
城野八代江
盛田兼由
服部清純
遠藤泰昭
小林泰敏
西川達郎

矢野雄三
和田直美
石井里恵子
後藤　敞
川原弘久

13’
14’

15’
16’

11’
17’

09’

11’
12’

13’

14’

15’

16’
17’

08’
09’

11’

13’
14’
15’

16’

17’

08’

岩田　宏
松尾雄二郎
矢野雄嗣
永井克昌
植木広次
河原照忠
長谷川龍伸
堀江俊通
成田勝彦
田島陽介

古橋武之
高橋一吉

矢形修己
相馬保之
各務　修
伴野友昭
小栗一朗
川口文夫
安部隆俊
古橋　茂
亀井壯太郎
藏冨恒彦
石原紀賢
三宅　端
山田　博
坂   英 臣
青木秀人
金田剛士
加藤慶人
久野恭裕
須田益市
髙柳充広

稲垣治郎
浜　洋一
野口明久
大西良三
渡辺英信
神谷　忠
奥村哲司
渡邊正数
國府谷俊盛
伊藤雄太
各務有一
岡本光生
淺見敏範
石田侑嗣
小田義彦
小川　信
大野蔵彦
佐治　勝
嶋谷悧希
安井元司
稲葉　功
澤井利之
棚橋賢治

齋藤愼一郎
重冨　亮

長瀬輝代之
伊藤陽介
金森徳三郎
鵜飼昌治
木村隆之
河本　力
田中友次
井ノ上由貴男
林　千尋
松崎美都子
井上　誠
遠藤賢彦
加藤恭太郎
馬渕雅宣
中田典子
加藤忠晴
福谷英則
小林和秀
西脇　司
 
横井辰幸
國本桂史
福田哲三
服部雅紀
桑山卓也
槇野智之
丸山弘昭
田中正次
黒田史郎

藤野直子
齊藤英夫
平　民三
都築八千代
伊藤嘉浩
加藤　令
鹿養和良
元松　茂
佐藤慎一郎
佐藤健五
下出啓介
棚村良博
湯浅勝治

梅田　渉
加藤敦子
加藤昌之
赤崎守弘
北村紀子
橫井尚啓
西脇多吉
半泊與則
入江由希子
杉浦定文
加島　光
近藤　朗

加藤重雄
足立一郎
吉田　玄
伊藤健文
渡邊源市
小林英毅

09’
11’

12’
13’

14’
15’

16’
17’

08’

12’

13’

15’

16’

10’
12’
14’

15’

08’
10’
13’

15’
17’

08’
09’

10’
11’
 

14’

08’

09’
14’
 

16’

17’

12’
14’
15’

16’

08’

09’
10’

11’

12’
15’
16’

13’
14’

15’
16’

17’

14’

舎人経昭
竹内克豊

唐木　寛
小坂達也
鈴木真司
自見厚則
髙橋　進
瀧　篤人
巣山公康
須原茂樹
松井多弘
寺野哲也
伊藤　衛

佐藤　隆
近藤謙治
石井弘子
岡本喜子
藤岡省吾

金田英和
森田章敬
佐藤敏夫
土川　護
近藤兼治郎
渡邊萬里
渡邊萬里
近藤兼治郎
戸田勝儀
生田博隆
吉川寿一
伊藤司郎
森川辰幸
上田敏幸
鈴木宏治
近藤正美
小林三重子
山元康裕
太田邦広
久野洋一
三ツ口美恵子

阿部恵彦
野村尚史
越野安彦
山田　真
加納伸康
村上政喜
藤田義明
田中利幸
前崎正太郎
石田　壽
堀口　久
加藤寛治郎
吉村福修
小笠原嘉彦
岡田浩人
加藤久雄
小玉忠雄

荒山久美

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’

09’
10’

11’
12’
14’
16’

17’

08’

09’
10’

11’

12’
13’
15’

16’

岡田直樹
小出直弘
福井英輔
兼子直久
川村荒治
青木良浩
松岡真由美
水野忠之
中村捷一
伊藤晴康
井川和英
三浦裕司
石川昌義
山本貴浩
佐藤裕彦
杉田　洋
江崎雅彰
瀧﨑裕司
荒島一実
中村典司
岡村正造
浅倉伸治
岩瀬　清
大塩啓太郎
井口貴嗣
小林大悟
山口　進

永川佐京
小笠原金太郎
竹内康仁
丸山　勝
金田　章
仲田康宏
酒井勇治
鈴木岳嗣
飯沼雅朗
本多英夫
酒井克嘉
本多宏亘
鈴木康仁
鈴木康仁

鈴木伊能勢
小杉幸一郎
谷山　勉
稲積秀一
夏目國弘
高畑昌隆
佐久間武美
山内有恒
黒石明邦
牧野早希子
河合芳光
河合伸弘
加藤卓秀
兵藤俊朗
北田栄一
夏目憲永
大石佳史

17’

09’

10’
11’

14’
16’

17’

15’

16’

08’

09’

10’

11’

12’
13’
14’

15’

16’

17’

08’
09’
10’
12’

15’

高坂泰弘
大岩靖典
山本和正

大石明宣
戸田俊晴
伊藤文則
鳥居信行
浅野修道
竹内幹尚
神谷親典
久具信夫
田中粋人
寺部重人

天野英一郎
鈴木　雅
鈴木正敏
伊藤祐人
宮崎三佳
大村俊美
髙崎雄三

磯村秀樹
後藤朝一
河合正治
髙須康彰
住野友次郎
榊原周造
大谷育人
藤原俊男
髙崎俊幸
原　正美
内山昌久
内藤哲寛
西川　滋
白井　収
森愼一郎
山本明彦
石原　裕
梶村康彦
林　良宣
赤井知久
鈴木健一
福井修平
金田賢也
林　俊介
大澤憲朗
田中宏明
山崎和利

中澤輝昭
西郷省吾
夏目文男
原田幹也
長坂好幸
浅野　強
金沢政樹
川合敏正
熊谷　勝
森美智明
夏目　工
戸田英志

神谷篤治
荒木　茂
間瀬祐一
三浦正好
原　康夫
青山房生
河合光志
真野博久
土井喜久夫
森下三嗣
川口敏郎
小川宏之
森下一良
宮川隆司

加山昌弘
林　博宣
岩瀬靖宏
樅山修一
永田恵照
半田富男
太田　稔

梅田英樹
河辺敏之
伊藤眞芳
竹田昌弘
伊藤隆一郎
村田　悟
杉浦宏始
杉田和俊
大羽重治
中村彰宏
大林則久
矢頭文由己

佐野弘之介
杉田鐘一
高藻啓充
佐野辰巳
井上　健
豊田慈證
彦坂忠男
小川高成
河合成幸
彦坂敏行
白井　悟
森下新一
岡本卓三
河辺暁雄
鈴木達司
鈴木保宣
佐久間俊之
鈴木美仁
鵜飼和甫
大谷弘隆
竹内千春
冨田政彦
夏目晃哉

中嶌秀樹
藤井宣行

09’
10’
11’
12’

13’

15’

09’
10’

12’
14’
16’
17’

08’

09’

10’

12’

15’
17’

08’

09’

10’

12’

13’

14’
15’

16’

17’

08’

川西裕康
安井洋二
松下泰三
及部多高
齊藤伸明
伊藤篤哉
山口　登
居平文孝
西脇友伸
小笠原竜児
安田直樹
木所壮太
小石洋和
西　崇秀
柳瀬秀昭

深田達彦
野田篤文
田辺一雄
櫻井敬子
太田成紀
岡田邦義
松原広幸
有賀　健
加藤博巳
深津　浩
南部　淳
志賀伸彦
早川勝博
藤原正寛
杉浦健太郎
杉本知治
鋤柄禎彰
柴田泰伸
同前仁史
安福良豊
上原哲郎
大林市郎
安藤宏行
福澤玉青
谷　泰男

河原秀紀
村上雅則
杉浦　毅
神谷典之

加藤　強
岡田庄璽
柴田修次
安藤隆幸
深津　篤
岩瀬宏隆
小島ミユキ
神谷卓弌
小野正富
中根克弘
鬼塚俊夫
奥村英世
志賀為宏
杉浦　彰

09’

10’
11’

12’
13’
 

15’
16’

17’

08’

09’
10’

11’

12’

13’
14’

16’

17’

14’
16’

17’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

犬塚光彦
磯村哲也
小久井正秋
福尾　清
酒部佳直
清水昌一
鳥居　守
早川幹男
梶川勇次
神尾　淳
牧野嗣弘
小川秀文
江山　清
松野元基
永田哲之
大河原誠

那須伸和
本田　悟
谷澤茂樹
三橋恵治
梅村昌彦
古井弘二
松永郁也
鈴村正樹
近藤正行
勅使河原孝
田端　瀞
杉浦栄二
間瀬順一
野場　基
服部潤一
土屋孝介
長坂剛充
谷山芳和
林　茂男
金山明史
西山　潤
伊豫田裕保
金澤典賢
兼子勝美
内藤明文
太田昌宏

足立信雄
青山俊次
小出元治
中川和広
藤井　悟
足立憲彦
酒井　賢
稲垣　寿
近藤金作
畔栁秀幸
柴田健吉
宇野弘隆
坂野　弘
林　孝夫
安井健次
本田康英
加藤和志

今井啓介

14’

15’

16’

17’

08’

10’
11’

12’

13’

14’

15’
16’

17’

08’
09’

12’
13’
14’
15’

16’

17’

10’

永野卓司
大澤六也
矢頭功生
神谷重雄
鈴木博之
愛知　治
今井啓介
田中宏美
澤田文雄
大野教喜
山田光徳
木村真二
吉田英樹

小林政則
藤田重行
井上武彦
永井量基
蜂須賀喜久好
松永茂夫
山本信一
市橋伸夫
鋤柄義行
稲垣裕幸
牧 勝
市川聡明
磯部亮次
九鬼義弘
足立　修
太田三伸
犬塚　浩
板倉正直
柴田仙功
鈴木美能治
加藤卓司

近藤純子
加藤正志
田端　稔
石川道男
中野喜之
近藤隆治

河合英二
浅岡多田志
石黒元隆
小島哲夫
塚田和也
太田昌孝
中山憲和
木戸重信
原田忠泰
伊藤敦夫
飯田武子
原田隆司
廣部明美
鈴木雅量
羽根田邦彦
宇野修市
本多　幹
横地　朗
澳 取邑　 光
西村浩二

11’

13’

14’
15’
16’

17’

08’
09’

10’

11’

13’

14’
15’
16’

17’

08’
09’

11’

13’

08’

09’

10’

12’

梅村公代
稲本良二
中垣幸春
山内ユミ子
山岸孝男
江川生枝
深田崇志
宇田川佳世
矢澤 丈
今井幸治
纐纈　修

市川裕大
神野公秀
加藤真治
毛受　豊
天野櫻子
伊藤節夫
久米博明
南　　健
杉浦文雄
大竹憲治
今村　順
中林久美
深谷嘉英
水越彌生
角谷広高
横山宣幸
小川耕示
津田鎭輔
兵藤文男
酒部正博
下谷敏朗
關　淳之
吉岡秀記
岩瀬正人
出口達也
橘 典子
山下雅則
加藤英樹

石原　昭
石川　博
伊藤隆夫
杉本汎平
神谷明文
冨岡里美
石川義典
小野内宣行
鳥居博行
横山真喜男
奥田法行
小林逸朗
藤井英樹
寺田孝司
深津正則
神谷　研
戸谷　央
市川　護
稲垣　淳
加藤正人

13’

15’
16’

17’

09’

10’

11’

12’

14’

15’

17’

09’

10’
11’

12’

13’

14’
15’

16’

杉浦明博
斉藤　貢
榊原正人
杉浦　広
山﨑克弥
松田茂治
岡田文雄
杉浦義浩
犬塚宣明
羽佐田芳和
宍戸秀隆
加藤浩道
味岡嘉男
加藤典男
本多　淳
金原健志
三浦眞澄
大内基浩
小笠原正秀

加藤良邦
奥谷弘和
榊原　健
杉田　茂
粟津康之
鈴木健三
杉浦栄次
永坂誠司
角谷　修
黒田泰弘
服部弘史
菅原　優
藤関孝典
岡本耕也
大竹密貴
杉浦保子
鈴木宏枝
苅谷賢治
岡島晋一

尾崎周二
篠田義隆
早川比呂太
鳥居萬里
鈴木泰光
近藤清隆
神谷　林
渡邉勝行
渡邉　徹

名倉隆司
高桑雄司
野々山光秋
杉浦浩一
伊藤ルミ
神谷義昌
神谷公一
桂川兼行
近藤智樹

隅田正之
早川高師

08’
09’

10’

12’

14’
15’

16’

17’

08’

09’

10’
　
12’

13’

16’

17’

08’
09’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
15’
16’

09’
10’

野々山和彦
鈴木民也
川地英明
渡辺浩二
大辻　明
加藤久和
武藤充廣
深谷憲夫
古久根進
神谷　修
山本裕嗣
杉原透恭

長野敏行
柴川和義
鈴木経男
廣中利臣
細川和好
石山　進
丸目藤二

平子昭三
伊吹治郎
稲垣　靖
小西紀久雄
畔柳弘文
柵木政美
松本　正
森田勝己
西尾四郎
丹羽　修
杉浦眞理子
鳥居剛育
山口恭正
矢田良一
安藤　毅
川浦喜久雄
長坂　誠
川浦喜久雄
杉山敏幸
竹内泰夫
山崎加央里
成田　徹
田村　脩
渡辺真一
齋藤　博
待田和宏
丸山今朝三
横山夕葉
深津茂樹
山本彰秀
寺部保美
木村恭子
小野　郁
加藤　宙
沓名由美子
大見和志
下村幸真

11’

12’

13’
　
15’

16’

08’

16’

17’

08’

09’

10’

11’
12’

13’
14’
17’

豊橋南

田原

碧南

豊田

豊田三好

西尾一色

高浜

知 立

西尾KIRARA

三河安城

豊田中 安城

西尾

岡崎南

豊田西

岡崎東

豊田東

岡崎城南

豊川宝飯　

豊橋ゴールデン

田原パシフィック

豊橋東

豊川

新城

渥美

刈谷

西三河分区

岡崎

西三河中分区

金澤憲二
松石奉之
松本順子
酒井良輔
榊原明美
榊原秀光
鈴村せつ子
手島寿宏
山﨑正夫
石川正彦
水野隆芳
鈴木丈雄
山本好幸
成田一郎
朝倉浩一
古市晃久
澤田好伸
青葉憲一
加藤順三
小栗宏次
榊原敦史
鈴木裕二

森下　豊
竹内敬二
堀田和男
清水昭博
水野福三
高橋克壽
繁原伸次
吉田利安
磯部　栄
新井富雅
猪飼昭夫
冨田真規
岡田展利
渡邉茂央

稲坂　博
早川直義
山口喜兵
佐藤雅之
河合孝治
北川修一
坂野公俊
鈴村昌人
小島博也
森合久春
河合良泰
酒井喜邦
中池聡之
佐野宏樹
竹内雅浩
柴田康仁
杉本親保
小出靖晃

09’

10’
12’
13’

14’
15’

16’
17’

10’

12’

13’

14’

15’
17’

08’

09’
10’

11’

12’

13’
14’

15’

16’

17’

15’
16’

08’

10’

11

12’

13’
15’
17’

12’

14’
15’

16’
17’

08’

11’
15’
17’

08’

10’
12’

13’
14’

15’

16’

17’

久野　生
早川式彦
間瀬保英

日髙啓治
藤澤　稔

鈴木宏司
竹内　靖
都筑利男
大岩信子
杉浦豊幸
山本慎治
岩部雅人
榊原　英
手島嘉宏
吉村比富
斎藤健一
岡井　誠
川澄哲裕
蜷川勝巳
河合英樹
横尾哲也
杉山知子

永井喜義
千賀貴彦
平松典保
林　秀人
鈴木直幸
山口清文
谷　　清
竹内功成

久野春雄
外園　茂
門脇　武
横山明巳
野畑道一

青木俊憲
豊島俊明
林　隆春
青山佳裕
大森輝英
森　俊夫
浅野　一
佐々木久直
光嵜賢一
滝　善藏
渡辺尚彦
関戸　徹
山口元彦
石黒敬康
桑原英寿
松原直次
宮田智司

08’

09’

10’

12’
13’

14’

15’

16’

10’

08’
12’

13’

15’

16’

17’

14’

森　隆彦
内藤寛一
中島幸介
坂井田敏行
鈴木洋志
山上哲司

宇佐美三郎
城　正憲
篠田知生
伊藤彰浩
三谷栄一
堀田力男
伊藤　基
前田昭生
寺島淳一
加藤隆朗
小林啓子
幅　辰雄
長田一郎
野々山勝也
山本達彦
田中正明

坂口光雄
清水稔彦
武田守正
犬飼万壽男
水谷　豊

浅見弥進男
森　通保
三輪茂富
菱川弘樹
福西久敏
則武克彦
大河内圭一
村瀬圭吾
佐々木顕彰
丹羽喜代次
矢田政弘
山本　基
渡辺元男
森田　進
角田隆幸
中北武男
船越　孝
金森智博
森　正志
竹内　彰
原田敬生
吉田哲夫

樋田文裕
後藤啓行
樋田克史
伊東功二
鵜飼正巳
森 　 望

15’

17’

08’

10’

11’

12’

13’
14’

16’
17’

09’

12’

13’

14’

15’
16’

08’

13’

川合正剛
永井伸治
原　武史
岡田義夫
小島洋一
足立三千夫
栗本　貢
酒井兼利
服部孝徳
高桑宏幸
山田典永

高山　敏
東海広光
栗木和夫
清水明俊
田中正博
伊藤正征
家田安啓
児玉憲之
水谷安紀
立松絹久
栗本裕子
稲垣秀樹
紅谷幸政
横井久雄
後藤　眞
鈴村與左衛門
篠田正志
山田尊久
中西　巧
吉田　勤
臼井幹裕
黒川元則
藤田隆志
加藤　徹
田邊正紀

後藤　稔
神田利雄
池戸賢治
川西利浩
江川泰彦
加藤茂樹
後藤鈴明
田邉辰彦
鴨井敏秋
鷲見好弘
水野豊秋

松尾晋吉
中村隆文
森川洋司
太田吉宣
山本正則
野田和正
大野　厚
冨田昭雄
鈴木雅貴

16’

08’
13’

14’

15’

17’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’
16’

08’

10’

松浦正義
藤岡重光
宮川真一
魚住尚三
吉田　透
竹本義明

加藤恭章
石川正弘
寺本倫子
鵜飼俊光
森　明美
松前裕己
松前和子
岩田真周
梶原誠二
大塚省治
今井多美子
松本正暢
野田義広
山田秀代
藤井健太郎

井上伸也
伊藤英彦
加藤定江
梶野輝雄
天野靖久
山本英雄
加藤恵子
松村晋也
青山　稔
玉井　徹
井上　博
加藤孝爾
野田由紀子
近藤三博
鈴木光彦
刑部祐介
山田　拓
金谷康正
松本哲也
柴田　茂
山口記由

牧野武彦
後藤孝平
岡田雅隆
奥村金康
鷲野光司
日比野万喜男
紀藤政司
河野周二
宮岡克年
祖父江寿男
髙橋秀治
吉野育志

11’

13’

14’

15’

17’

09’

10’
15’

16’

13’
14’

15’
16’
17’

08’
09’

10’
 

10’

11’

12’
13’
14’

09’

14’

15’
16’

稲垣圭次
大澤　渡
加藤浩一
福冨孝弘
日比野清正
澤田　禅
松平實胤
小川　誠
大薮雅章
松山基邦
谷定貴之

岩田静夫
片平博己
松岡一成
澤田昌久
波多野智章
尾関育良
杉浦賢二
伊藤靖祐

中村　明
長尾秀義
小谷達也
濱口栄男
山本邦夫
名和千博

亀谷鉦一
太田弘道
岡嶋靖雄
風岡保広
加藤久仁明
和田了司
峠テル子

大野良之
西尾輝久
桜井雅博
井田武憲
古橋裕志
唐井仁一
水野幸彦
森　和実
古橋エツ子
福岡　健
舟橋龍秀

川口直也
土屋範郎
稲吉將秀
北園守生
川上義明
牧野正明
岩田哲也
太田威彦
國田武二郎
田邊雅彦
入谷宏典

17’

08’

09’

11’

12’

13’
14’

15’

16’

08’

12’
13’

11’

14’
15’

10’

11’

12’
14’

16’

14’
15’
16’
17’

08’

09’
10’

12’
14’

15’

16’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

杉本敦永
阿萬裕子
柴田和宏
田中秀典
安江寛二

中島英海
伊藤保徳
加藤光枝
平尾節子
中野昭雄
須崎侑三
大竹良太
梅村邦雄
荒井康夫
水野半次郎
高木喜由
加藤雅人
二宮あづさ
若杉栄克
鈴木昌子
山田隆雄
青山弘彦
長江正成
近藤博資
奥田桂良
稲垣実秋
石渡世紀
深谷　隆
安藤鐘八郎
林　昌宏
高山幸子
和佐田強

山内嘉久
宮田浩明
浅野勝美
深石公彦
関戸一雄
大江秀和
武藤栄司
檜木治幸
原　　弘
横井裕志
深見早惠

津坂守英
岩田佳之
谷口文男
長谷川幸正
馬場博通
舟橋伸治
岩田貴子
加藤田鶴
溝上正貴
野中一寿
奥村勝彦
奥村一憲
竹内淑江

塚本　新

佐藤文昭
大島昭夫
伊藤広治
冨田盛義
金田宗博
寺尾　隆
日野典子
山田文明
中川清子
青山和成
小谷恒夫
田中信子
吉田濵一

稲熊茂男
尾野英二
鈴木雅弘
于 咏

堀　鐡藏
中村　煕
夏目和良
本多立太郎
後藤武夫
天谷昭裕
土井寛己
木下栄一郎
松本正之
山口茂樹
藤原一朗
服部陽一
小野雄一郎
伊藤嘉浩
三宅養三
森　孝義
江口史郎
伊藤裕司
野﨑康生
関戸治朗
鈴木忠明

神尾　隆
松山吉之
小出美孝
野間義正
加藤　渉
寺島　優
水野嘉子
丹羽英夫
川島浩二
唐渡雅行
傍嶋誠一
藤田真史
服部　徹
大石幼一

青島邦人
西脇正導
大澤　茂
早川敏之
池口純一
藤森利雄
西垣洋一

ローランドJ.ヨッスイ
伊藤昌弘
長谷川 仂
吉川公章
小嶋仲夫
青山　登
平野京司
加納昭巨
水野耕太郎
筒井信之
宮田理博
中川昭一
坪井良憲
山内公明
鈴木幹雄
中野智夫
菊田宗一
北　登一
小森敦夫
深貝広隆
眞野乗史
佐藤真基
西尾直哉
山口貞雄
服部伸一
宮田松英
樋江井貴文
渡邊一平
西本一幸
小室信弘
安田智彦
洞山豊行
羽根田達夫
山上純一
川村大介
内田　優
佐藤俊信
後藤保正
津曲修一郎
吉田哲人
清水一郎
愛知吉隆
今井浩詞
石原光弘
長屋良隆
中西兵衛
田中賢二
吉成広行
松島延明
大竹　裕
鈴木喜雄

遠藤武夫
平松　勝
箕浦靖夫

村田誠一
岡田　雅
柳澤講次
栢森雅勝
山内靖雄
猪子恭秀
福西康和
山田章博
長瀬廣幸
野崎　修

堀田　努
岩崎誠二
鈴木誠吉
水野恒平
玉木大介
藁谷喜世志
大竹山雄二
中村規脩
清水利男
近藤和雄
牧野弘明
坂本裕孝
山原　武
𠮷𠮷田哲朗
中島美恵
山口直彦

星野信利
金森伸夫
古田昭臣
市原高明
片岡信恒
鶴見俊成
松原秀樹
小笠原暁
小栗成男
𠮷𠮷田敬岳
荒川雅義
早瀬孝文
石原寿生
永野光容
北村栄治
塩谷和久
森田乾嗣
田ヶ原昭弘
鈴木謙一郎
岡崎　亨
立松洋司
長井芳郎
清水盛幸
渡邊樹志
小島祐助
吉田治伸
平松久明
榊原克典
松本健一郎
東　俊輝
原島　正
河村嘉希
柴田裕二郎
川本浩史
梁川誠市

15’

16’

17’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

16’

17’

10’

11’

13’
14
17’

10’

11’
12’

13’

15’

16’

17’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’
16’

17’

08’
09’

10’

11’

12’

13’

15’

16’

17’

09’
11’
12’

13’

14’

安田照幸
相羽康人
王　　偉
山田典廣

倉澤　寛
堀　慎治
松岡道弘
青柳　斉
入山治樹
鈴木健司
鶴田　浩
梅村昌孝
髙木元明
西沢功晋
市岡正蔵
近藤茂弘
山口哲司
湯澤勇生
湯澤信雄
山本英雄
鈴木淑久
大嶽達郎
広瀬弘幸
松井文一郎
川本昌市
関谷俊征
伊藤　豪
田中　宏
佐治寛行
酒井俊光
森　裕之
星野一郎
長谷川隆
北岡寿人
村上　学
村瀬俊高
中野健二
鈴木　実
鈴木伸一
髙原昌宏
鳥山政明
花井芳太朗
本多誠之
入江　理
松田浩孝
永草孝憲
鈴木雅登
安岡克明
萩原孝則

内藤　明
杉浦令淑
石黒正城
岡村隆德
加藤巳千彦
春日井和良
吉田憲一
田崎雅三
大源俊博
丹下富博
宇野史仁
林　順治

15’

16’

17’

08’

10’
11’

12’

13’

14’

16’

08’
11’

13’

 
08’

10’

11’

12’

13’

14’

15’
17’

08’
09’
10’
11’
12’

青木靖高
大原敏正
渡辺観永
大澤伸悟
杉本忠夫
中原康雄
佐藤道太郎
照井　栞

堀田達夫
福本豊彦
立松　賢
牧野博和
山田靖典
原　常之
野田賢次郎
大野友三
酒井昌也
細井土夫
上坂寛文
羽田野道明
青木　宏
山田慎也
岩井文男
岡崎達也

白銀義昭
安藤　修
出田真太郎
江上隆夫
牧野好弘
大平明子
江松央統
川瀬　悟
田子充浩
佐々木暢

久田勘鷗
川村勝廣
小西忠昭
大橋誠之
萱垣　建
小酒井比呂志
友田喜夫
筧　正紀
神野重行
堀田豊彦
清水順二
林　直紀
山本裕三
大輪　稔
城野八代江
盛田兼由
服部清純
遠藤泰昭
小林泰敏
西川達郎

矢野雄三
和田直美
石井里恵子
後藤　敞
川原弘久

13’
14’

15’
16’

11’
17’

09’

11’
12’

13’

14’

15’

16’
17’

08’
09’

11’

13’
14’
15’

16’

17’

08’

岩田　宏
松尾雄二郎
矢野雄嗣
永井克昌
植木広次
河原照忠
長谷川龍伸
堀江俊通
成田勝彦
田島陽介

古橋武之
高橋一吉

矢形修己
相馬保之
各務　修
伴野友昭
小栗一朗
川口文夫
安部隆俊
古橋　茂
亀井壯太郎
藏冨恒彦
石原紀賢
三宅　端
山田　博
坂   英 臣
青木秀人
金田剛士
加藤慶人
久野恭裕
須田益市
髙柳充広

稲垣治郎
浜　洋一
野口明久
大西良三
渡辺英信
神谷　忠
奥村哲司
渡邊正数
國府谷俊盛
伊藤雄太
各務有一
岡本光生
淺見敏範
石田侑嗣
小田義彦
小川　信
大野蔵彦
佐治　勝
嶋谷悧希
安井元司
稲葉　功
澤井利之
棚橋賢治

齋藤愼一郎
重冨　亮

長瀬輝代之
伊藤陽介
金森徳三郎
鵜飼昌治
木村隆之
河本　力
田中友次
井ノ上由貴男
林　千尋
松崎美都子
井上　誠
遠藤賢彦
加藤恭太郎
馬渕雅宣
中田典子
加藤忠晴
福谷英則
小林和秀
西脇　司
 
横井辰幸
國本桂史
福田哲三
服部雅紀
桑山卓也
槇野智之
丸山弘昭
田中正次
黒田史郎

藤野直子
齊藤英夫
平　民三
都築八千代
伊藤嘉浩
加藤　令
鹿養和良
元松　茂
佐藤慎一郎
佐藤健五
下出啓介
棚村良博
湯浅勝治

梅田　渉
加藤敦子
加藤昌之
赤崎守弘
北村紀子
橫井尚啓
西脇多吉
半泊與則
入江由希子
杉浦定文
加島　光
近藤　朗

加藤重雄
足立一郎
吉田　玄
伊藤健文
渡邊源市
小林英毅

09’
11’

12’
13’

14’
15’

16’
17’

08’

12’

13’

15’

16’

10’
12’
14’

15’

08’
10’
13’

15’
17’

08’
09’

10’
11’
 

14’

08’

09’
14’
 

16’

17’

12’
14’
15’

16’

08’

09’
10’

11’

12’
15’
16’

13’
14’

15’
16’

17’

14’

舎人経昭
竹内克豊

唐木　寛
小坂達也
鈴木真司
自見厚則
髙橋　進
瀧　篤人
巣山公康
須原茂樹
松井多弘
寺野哲也
伊藤　衛

佐藤　隆
近藤謙治
石井弘子
岡本喜子
藤岡省吾

金田英和
森田章敬
佐藤敏夫
土川　護
近藤兼治郎
渡邊萬里
渡邊萬里
近藤兼治郎
戸田勝儀
生田博隆
吉川寿一
伊藤司郎
森川辰幸
上田敏幸
鈴木宏治
近藤正美
小林三重子
山元康裕
太田邦広
久野洋一
三ツ口美恵子

阿部恵彦
野村尚史
越野安彦
山田　真
加納伸康
村上政喜
藤田義明
田中利幸
前崎正太郎
石田　壽
堀口　久
加藤寛治郎
吉村福修
小笠原嘉彦
岡田浩人
加藤久雄
小玉忠雄

荒山久美

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’

09’
10’

11’
12’
14’
16’

17’

08’

09’
10’

11’

12’
13’
15’

16’

岡田直樹
小出直弘
福井英輔
兼子直久
川村荒治
青木良浩
松岡真由美
水野忠之
中村捷一
伊藤晴康
井川和英
三浦裕司
石川昌義
山本貴浩
佐藤裕彦
杉田　洋
江崎雅彰
瀧﨑裕司
荒島一実
中村典司
岡村正造
浅倉伸治
岩瀬　清
大塩啓太郎
井口貴嗣
小林大悟
山口　進

永川佐京
小笠原金太郎
竹内康仁
丸山　勝
金田　章
仲田康宏
酒井勇治
鈴木岳嗣
飯沼雅朗
本多英夫
酒井克嘉
本多宏亘
鈴木康仁
鈴木康仁

鈴木伊能勢
小杉幸一郎
谷山　勉
稲積秀一
夏目國弘
高畑昌隆
佐久間武美
山内有恒
黒石明邦
牧野早希子
河合芳光
河合伸弘
加藤卓秀
兵藤俊朗
北田栄一
夏目憲永
大石佳史

17’

09’

10’
11’

14’
16’

17’

15’

16’

08’

09’

10’

11’

12’
13’
14’

15’

16’

17’

08’
09’
10’
12’

15’

高坂泰弘
大岩靖典
山本和正

大石明宣
戸田俊晴
伊藤文則
鳥居信行
浅野修道
竹内幹尚
神谷親典
久具信夫
田中粋人
寺部重人

天野英一郎
鈴木　雅
鈴木正敏
伊藤祐人
宮崎三佳
大村俊美
髙崎雄三

磯村秀樹
後藤朝一
河合正治
髙須康彰
住野友次郎
榊原周造
大谷育人
藤原俊男
髙崎俊幸
原　正美
内山昌久
内藤哲寛
西川　滋
白井　収
森愼一郎
山本明彦
石原　裕
梶村康彦
林　良宣
赤井知久
鈴木健一
福井修平
金田賢也
林　俊介
大澤憲朗
田中宏明
山崎和利

中澤輝昭
西郷省吾
夏目文男
原田幹也
長坂好幸
浅野　強
金沢政樹
川合敏正
熊谷　勝
森美智明
夏目　工
戸田英志

神谷篤治
荒木　茂
間瀬祐一
三浦正好
原　康夫
青山房生
河合光志
真野博久
土井喜久夫
森下三嗣
川口敏郎
小川宏之
森下一良
宮川隆司

加山昌弘
林　博宣
岩瀬靖宏
樅山修一
永田恵照
半田富男
太田　稔

梅田英樹
河辺敏之
伊藤眞芳
竹田昌弘
伊藤隆一郎
村田　悟
杉浦宏始
杉田和俊
大羽重治
中村彰宏
大林則久
矢頭文由己

佐野弘之介
杉田鐘一
高藻啓充
佐野辰巳
井上　健
豊田慈證
彦坂忠男
小川高成
河合成幸
彦坂敏行
白井　悟
森下新一
岡本卓三
河辺暁雄
鈴木達司
鈴木保宣
佐久間俊之
鈴木美仁
鵜飼和甫
大谷弘隆
竹内千春
冨田政彦
夏目晃哉

中嶌秀樹
藤井宣行

09’
10’
11’
12’

13’

15’

09’
10’

12’
14’
16’
17’

08’

09’

10’

12’

15’
17’

08’

09’

10’

12’

13’

14’
15’

16’

17’

08’

川西裕康
安井洋二
松下泰三
及部多高
齊藤伸明
伊藤篤哉
山口　登
居平文孝
西脇友伸
小笠原竜児
安田直樹
木所壮太
小石洋和
西　崇秀
柳瀬秀昭

深田達彦
野田篤文
田辺一雄
櫻井敬子
太田成紀
岡田邦義
松原広幸
有賀　健
加藤博巳
深津　浩
南部　淳
志賀伸彦
早川勝博
藤原正寛
杉浦健太郎
杉本知治
鋤柄禎彰
柴田泰伸
同前仁史
安福良豊
上原哲郎
大林市郎
安藤宏行
福澤玉青
谷　泰男

河原秀紀
村上雅則
杉浦　毅
神谷典之

加藤　強
岡田庄璽
柴田修次
安藤隆幸
深津　篤
岩瀬宏隆
小島ミユキ
神谷卓弌
小野正富
中根克弘
鬼塚俊夫
奥村英世
志賀為宏
杉浦　彰

09’

10’
11’

12’
13’
 

15’
16’

17’

08’

09’
10’

11’

12’

13’
14’

16’

17’

14’
16’

17’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

犬塚光彦
磯村哲也
小久井正秋
福尾　清
酒部佳直
清水昌一
鳥居　守
早川幹男
梶川勇次
神尾　淳
牧野嗣弘
小川秀文
江山　清
松野元基
永田哲之
大河原誠

那須伸和
本田　悟
谷澤茂樹
三橋恵治
梅村昌彦
古井弘二
松永郁也
鈴村正樹
近藤正行
勅使河原孝
田端　瀞
杉浦栄二
間瀬順一
野場　基
服部潤一
土屋孝介
長坂剛充
谷山芳和
林　茂男
金山明史
西山　潤
伊豫田裕保
金澤典賢
兼子勝美
内藤明文
太田昌宏

足立信雄
青山俊次
小出元治
中川和広
藤井　悟
足立憲彦
酒井　賢
稲垣　寿
近藤金作
畔栁秀幸
柴田健吉
宇野弘隆
坂野　弘
林　孝夫
安井健次
本田康英
加藤和志

今井啓介

14’

15’

16’

17’

08’

10’
11’

12’

13’

14’

15’
16’

17’

08’
09’

12’
13’
14’
15’

16’

17’

10’

永野卓司
大澤六也
矢頭功生
神谷重雄
鈴木博之
愛知　治
今井啓介
田中宏美
澤田文雄
大野教喜
山田光徳
木村真二
吉田英樹

小林政則
藤田重行
井上武彦
永井量基
蜂須賀喜久好
松永茂夫
山本信一
市橋伸夫
鋤柄義行
稲垣裕幸
牧 勝
市川聡明
磯部亮次
九鬼義弘
足立　修
太田三伸
犬塚　浩
板倉正直
柴田仙功
鈴木美能治
加藤卓司

近藤純子
加藤正志
田端　稔
石川道男
中野喜之
近藤隆治

河合英二
浅岡多田志
石黒元隆
小島哲夫
塚田和也
太田昌孝
中山憲和
木戸重信
原田忠泰
伊藤敦夫
飯田武子
原田隆司
廣部明美
鈴木雅量
羽根田邦彦
宇野修市
本多　幹
横地　朗
澳 取邑　 光
西村浩二

11’

13’

14’
15’
16’

17’

08’
09’

10’

11’

13’

14’
15’
16’

17’

08’
09’

11’

13’

08’

09’

10’

12’

梅村公代
稲本良二
中垣幸春
山内ユミ子
山岸孝男
江川生枝
深田崇志
宇田川佳世
矢澤 丈
今井幸治
纐纈　修

市川裕大
神野公秀
加藤真治
毛受　豊
天野櫻子
伊藤節夫
久米博明
南　　健
杉浦文雄
大竹憲治
今村　順
中林久美
深谷嘉英
水越彌生
角谷広高
横山宣幸
小川耕示
津田鎭輔
兵藤文男
酒部正博
下谷敏朗
關　淳之
吉岡秀記
岩瀬正人
出口達也
橘 典子
山下雅則
加藤英樹

石原　昭
石川　博
伊藤隆夫
杉本汎平
神谷明文
冨岡里美
石川義典
小野内宣行
鳥居博行
横山真喜男
奥田法行
小林逸朗
藤井英樹
寺田孝司
深津正則
神谷　研
戸谷　央
市川　護
稲垣　淳
加藤正人

13’

15’
16’

17’

09’

10’

11’

12’

14’

15’

17’

09’

10’
11’

12’

13’

14’
15’

16’

杉浦明博
斉藤　貢
榊原正人
杉浦　広
山﨑克弥
松田茂治
岡田文雄
杉浦義浩
犬塚宣明
羽佐田芳和
宍戸秀隆
加藤浩道
味岡嘉男
加藤典男
本多　淳
金原健志
三浦眞澄
大内基浩
小笠原正秀

加藤良邦
奥谷弘和
榊原　健
杉田　茂
粟津康之
鈴木健三
杉浦栄次
永坂誠司
角谷　修
黒田泰弘
服部弘史
菅原　優
藤関孝典
岡本耕也
大竹密貴
杉浦保子
鈴木宏枝
苅谷賢治
岡島晋一

尾崎周二
篠田義隆
早川比呂太
鳥居萬里
鈴木泰光
近藤清隆
神谷　林
渡邉勝行
渡邉　徹

名倉隆司
高桑雄司
野々山光秋
杉浦浩一
伊藤ルミ
神谷義昌
神谷公一
桂川兼行
近藤智樹

隅田正之
早川高師

08’
09’

10’

12’

14’
15’

16’

17’

08’

09’

10’
　
12’

13’

16’

17’

08’
09’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
15’
16’

09’
10’

野々山和彦
鈴木民也
川地英明
渡辺浩二
大辻　明
加藤久和
武藤充廣
深谷憲夫
古久根進
神谷　修
山本裕嗣
杉原透恭

長野敏行
柴川和義
鈴木経男
廣中利臣
細川和好
石山　進
丸目藤二

平子昭三
伊吹治郎
稲垣　靖
小西紀久雄
畔柳弘文
柵木政美
松本　正
森田勝己
西尾四郎
丹羽　修
杉浦眞理子
鳥居剛育
山口恭正
矢田良一
安藤　毅
川浦喜久雄
長坂　誠
川浦喜久雄
杉山敏幸
竹内泰夫
山崎加央里
成田　徹
田村　脩
渡辺真一
齋藤　博
待田和宏
丸山今朝三
横山夕葉
深津茂樹
山本彰秀
寺部保美
木村恭子
小野　郁
加藤　宙
沓名由美子
大見和志
下村幸真

11’

12’

13’
　
15’

16’

08’

16’

17’

08’

09’

10’

11’
12’

13’
14’
17’
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資
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編

名古屋中

名古屋名駅

名古屋守山

名古屋錦

豊橋北

名古屋東山

名古屋葵

名古屋アイリス

名古屋和合

名古屋名東

名古屋名北

名古屋千種

名古屋昭和

蒲郡

名古屋丸の内

中部名古屋みらい

名古屋瑞穂

名古屋大須

名古屋栄

名古屋東

名古屋名南

名古屋南

名古屋みなと

名古屋東南

名古屋北

東名古屋分区

豊橋

東三河分区

金澤憲二
松石奉之
松本順子
酒井良輔
榊原明美
榊原秀光
鈴村せつ子
手島寿宏
山﨑正夫
石川正彦
水野隆芳
鈴木丈雄
山本好幸
成田一郎
朝倉浩一
古市晃久
澤田好伸
青葉憲一
加藤順三
小栗宏次
榊原敦史
鈴木裕二

森下　豊
竹内敬二
堀田和男
清水昭博
水野福三
高橋克壽
繁原伸次
吉田利安
磯部　栄
新井富雅
猪飼昭夫
冨田真規
岡田展利
渡邉茂央

稲坂　博
早川直義
山口喜兵
佐藤雅之
河合孝治
北川修一
坂野公俊
鈴村昌人
小島博也
森合久春
河合良泰
酒井喜邦
中池聡之
佐野宏樹
竹内雅浩
柴田康仁
杉本親保
小出靖晃

09’

10’
12’
13’

14’
15’

16’
17’

10’

12’

13’

14’

15’
17’

08’

09’
10’

11’

12’

13’
14’

15’

16’

17’

15’
16’

08’

10’

11

12’

13’
15’
17’

12’

14’
15’

16’
17’

08’

11’
15’
17’

08’

10’
12’

13’
14’

15’

16’

17’

久野　生
早川式彦
間瀬保英

日髙啓治
藤澤　稔

鈴木宏司
竹内　靖
都筑利男
大岩信子
杉浦豊幸
山本慎治
岩部雅人
榊原　英
手島嘉宏
吉村比富
斎藤健一
岡井　誠
川澄哲裕
蜷川勝巳
河合英樹
横尾哲也
杉山知子

永井喜義
千賀貴彦
平松典保
林　秀人
鈴木直幸
山口清文
谷　　清
竹内功成

久野春雄
外園　茂
門脇　武
横山明巳
野畑道一

青木俊憲
豊島俊明
林　隆春
青山佳裕
大森輝英
森　俊夫
浅野　一
佐々木久直
光嵜賢一
滝　善藏
渡辺尚彦
関戸　徹
山口元彦
石黒敬康
桑原英寿
松原直次
宮田智司

08’

09’

10’

12’
13’

14’

15’

16’

10’

08’
12’

13’

15’

16’

17’

14’

森　隆彦
内藤寛一
中島幸介
坂井田敏行
鈴木洋志
山上哲司

宇佐美三郎
城　正憲
篠田知生
伊藤彰浩
三谷栄一
堀田力男
伊藤　基
前田昭生
寺島淳一
加藤隆朗
小林啓子
幅　辰雄
長田一郎
野々山勝也
山本達彦
田中正明

坂口光雄
清水稔彦
武田守正
犬飼万壽男
水谷　豊

浅見弥進男
森　通保
三輪茂富
菱川弘樹
福西久敏
則武克彦
大河内圭一
村瀬圭吾
佐々木顕彰
丹羽喜代次
矢田政弘
山本　基
渡辺元男
森田　進
角田隆幸
中北武男
船越　孝
金森智博
森　正志
竹内　彰
原田敬生
吉田哲夫

樋田文裕
後藤啓行
樋田克史
伊東功二
鵜飼正巳
森 　 望

15’

17’

08’

10’

11’

12’

13’
14’

16’
17’

09’

12’

13’

14’

15’
16’

08’

13’

川合正剛
永井伸治
原　武史
岡田義夫
小島洋一
足立三千夫
栗本　貢
酒井兼利
服部孝徳
高桑宏幸
山田典永

高山　敏
東海広光
栗木和夫
清水明俊
田中正博
伊藤正征
家田安啓
児玉憲之
水谷安紀
立松絹久
栗本裕子
稲垣秀樹
紅谷幸政
横井久雄
後藤　眞
鈴村與左衛門
篠田正志
山田尊久
中西　巧
吉田　勤
臼井幹裕
黒川元則
藤田隆志
加藤　徹
田邊正紀

後藤　稔
神田利雄
池戸賢治
川西利浩
江川泰彦
加藤茂樹
後藤鈴明
田邉辰彦
鴨井敏秋
鷲見好弘
水野豊秋

松尾晋吉
中村隆文
森川洋司
太田吉宣
山本正則
野田和正
大野　厚
冨田昭雄
鈴木雅貴

16’

08’
13’

14’

15’

17’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’
16’

08’

10’

松浦正義
藤岡重光
宮川真一
魚住尚三
吉田　透
竹本義明

加藤恭章
石川正弘
寺本倫子
鵜飼俊光
森　明美
松前裕己
松前和子
岩田真周
梶原誠二
大塚省治
今井多美子
松本正暢
野田義広
山田秀代
藤井健太郎

井上伸也
伊藤英彦
加藤定江
梶野輝雄
天野靖久
山本英雄
加藤恵子
松村晋也
青山　稔
玉井　徹
井上　博
加藤孝爾
野田由紀子
近藤三博
鈴木光彦
刑部祐介
山田　拓
金谷康正
松本哲也
柴田　茂
山口記由

牧野武彦
後藤孝平
岡田雅隆
奥村金康
鷲野光司
日比野万喜男
紀藤政司
河野周二
宮岡克年
祖父江寿男
髙橋秀治
吉野育志

11’

13’

14’

15’

17’

09’

10’
15’

16’

13’
14’

15’
16’
17’

08’
09’

10’
 

10’

11’

12’
13’
14’

09’

14’

15’
16’

稲垣圭次
大澤　渡
加藤浩一
福冨孝弘
日比野清正
澤田　禅
松平實胤
小川　誠
大薮雅章
松山基邦
谷定貴之

岩田静夫
片平博己
松岡一成
澤田昌久
波多野智章
尾関育良
杉浦賢二
伊藤靖祐

中村　明
長尾秀義
小谷達也
濱口栄男
山本邦夫
名和千博

亀谷鉦一
太田弘道
岡嶋靖雄
風岡保広
加藤久仁明
和田了司
峠テル子

大野良之
西尾輝久
桜井雅博
井田武憲
古橋裕志
唐井仁一
水野幸彦
森　和実
古橋エツ子
福岡　健
舟橋龍秀

川口直也
土屋範郎
稲吉將秀
北園守生
川上義明
牧野正明
岩田哲也
太田威彦
國田武二郎
田邊雅彦
入谷宏典

17’

08’

09’

11’

12’

13’
14’

15’

16’

08’

12’
13’

11’

14’
15’

10’

11’

12’
14’

16’

14’
15’
16’
17’

08’

09’
10’

12’
14’

15’

16’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

杉本敦永
阿萬裕子
柴田和宏
田中秀典
安江寛二

中島英海
伊藤保徳
加藤光枝
平尾節子
中野昭雄
須崎侑三
大竹良太
梅村邦雄
荒井康夫
水野半次郎
高木喜由
加藤雅人
二宮あづさ
若杉栄克
鈴木昌子
山田隆雄
青山弘彦
長江正成
近藤博資
奥田桂良
稲垣実秋
石渡世紀
深谷　隆
安藤鐘八郎
林　昌宏
高山幸子
和佐田強

山内嘉久
宮田浩明
浅野勝美
深石公彦
関戸一雄
大江秀和
武藤栄司
檜木治幸
原　　弘
横井裕志
深見早惠

津坂守英
岩田佳之
谷口文男
長谷川幸正
馬場博通
舟橋伸治
岩田貴子
加藤田鶴
溝上正貴
野中一寿
奥村勝彦
奥村一憲
竹内淑江

塚本　新

佐藤文昭
大島昭夫
伊藤広治
冨田盛義
金田宗博
寺尾　隆
日野典子
山田文明
中川清子
青山和成
小谷恒夫
田中信子
吉田濵一

稲熊茂男
尾野英二
鈴木雅弘
于 咏

堀　鐡藏
中村　煕
夏目和良
本多立太郎
後藤武夫
天谷昭裕
土井寛己
木下栄一郎
松本正之
山口茂樹
藤原一朗
服部陽一
小野雄一郎
伊藤嘉浩
三宅養三
森　孝義
江口史郎
伊藤裕司
野﨑康生
関戸治朗
鈴木忠明

神尾　隆
松山吉之
小出美孝
野間義正
加藤　渉
寺島　優
水野嘉子
丹羽英夫
川島浩二
唐渡雅行
傍嶋誠一
藤田真史
服部　徹
大石幼一

青島邦人
西脇正導
大澤　茂
早川敏之
池口純一
藤森利雄
西垣洋一

ローランドJ.ヨッスイ
伊藤昌弘
長谷川 仂
吉川公章
小嶋仲夫
青山　登
平野京司
加納昭巨
水野耕太郎
筒井信之
宮田理博
中川昭一
坪井良憲
山内公明
鈴木幹雄
中野智夫
菊田宗一
北　登一
小森敦夫
深貝広隆
眞野乗史
佐藤真基
西尾直哉
山口貞雄
服部伸一
宮田松英
樋江井貴文
渡邊一平
西本一幸
小室信弘
安田智彦
洞山豊行
羽根田達夫
山上純一
川村大介
内田　優
佐藤俊信
後藤保正
津曲修一郎
吉田哲人
清水一郎
愛知吉隆
今井浩詞
石原光弘
長屋良隆
中西兵衛
田中賢二
吉成広行
松島延明
大竹　裕
鈴木喜雄

遠藤武夫
平松　勝
箕浦靖夫

村田誠一
岡田　雅
柳澤講次
栢森雅勝
山内靖雄
猪子恭秀
福西康和
山田章博
長瀬廣幸
野崎　修

堀田　努
岩崎誠二
鈴木誠吉
水野恒平
玉木大介
藁谷喜世志
大竹山雄二
中村規脩
清水利男
近藤和雄
牧野弘明
坂本裕孝
山原　武
𠮷𠮷田哲朗
中島美恵
山口直彦

星野信利
金森伸夫
古田昭臣
市原高明
片岡信恒
鶴見俊成
松原秀樹
小笠原暁
小栗成男
𠮷𠮷田敬岳
荒川雅義
早瀬孝文
石原寿生
永野光容
北村栄治
塩谷和久
森田乾嗣
田ヶ原昭弘
鈴木謙一郎
岡崎　亨
立松洋司
長井芳郎
清水盛幸
渡邊樹志
小島祐助
吉田治伸
平松久明
榊原克典
松本健一郎
東　俊輝
原島　正
河村嘉希
柴田裕二郎
川本浩史
梁川誠市

15’

16’

17’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

16’

17’

10’

11’

13’
14
17’

10’

11’
12’

13’

15’

16’

17’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’
16’

17’

08’
09’

10’

11’

12’

13’

15’

16’

17’

09’
11’
12’

13’

14’

安田照幸
相羽康人
王　　偉
山田典廣

倉澤　寛
堀　慎治
松岡道弘
青柳　斉
入山治樹
鈴木健司
鶴田　浩
梅村昌孝
髙木元明
西沢功晋
市岡正蔵
近藤茂弘
山口哲司
湯澤勇生
湯澤信雄
山本英雄
鈴木淑久
大嶽達郎
広瀬弘幸
松井文一郎
川本昌市
関谷俊征
伊藤　豪
田中　宏
佐治寛行
酒井俊光
森　裕之
星野一郎
長谷川隆
北岡寿人
村上　学
村瀬俊高
中野健二
鈴木　実
鈴木伸一
髙原昌宏
鳥山政明
花井芳太朗
本多誠之
入江　理
松田浩孝
永草孝憲
鈴木雅登
安岡克明
萩原孝則

内藤　明
杉浦令淑
石黒正城
岡村隆德
加藤巳千彦
春日井和良
吉田憲一
田崎雅三
大源俊博
丹下富博
宇野史仁
林　順治

15’

16’

17’

08’

10’
11’

12’

13’

14’

16’

08’
11’

13’

 
08’

10’

11’

12’

13’

14’

15’
17’

08’
09’
10’
11’
12’

青木靖高
大原敏正
渡辺観永
大澤伸悟
杉本忠夫
中原康雄
佐藤道太郎
照井　栞

堀田達夫
福本豊彦
立松　賢
牧野博和
山田靖典
原　常之
野田賢次郎
大野友三
酒井昌也
細井土夫
上坂寛文
羽田野道明
青木　宏
山田慎也
岩井文男
岡崎達也

白銀義昭
安藤　修
出田真太郎
江上隆夫
牧野好弘
大平明子
江松央統
川瀬　悟
田子充浩
佐々木暢

久田勘鷗
川村勝廣
小西忠昭
大橋誠之
萱垣　建
小酒井比呂志
友田喜夫
筧　正紀
神野重行
堀田豊彦
清水順二
林　直紀
山本裕三
大輪　稔
城野八代江
盛田兼由
服部清純
遠藤泰昭
小林泰敏
西川達郎

矢野雄三
和田直美
石井里恵子
後藤　敞
川原弘久

13’
14’

15’
16’

11’
17’

09’

11’
12’

13’

14’

15’

16’
17’

08’
09’

11’

13’
14’
15’

16’

17’

08’

岩田　宏
松尾雄二郎
矢野雄嗣
永井克昌
植木広次
河原照忠
長谷川龍伸
堀江俊通
成田勝彦
田島陽介

古橋武之
高橋一吉

矢形修己
相馬保之
各務　修
伴野友昭
小栗一朗
川口文夫
安部隆俊
古橋　茂
亀井壯太郎
藏冨恒彦
石原紀賢
三宅　端
山田　博
坂   英 臣
青木秀人
金田剛士
加藤慶人
久野恭裕
須田益市
髙柳充広

稲垣治郎
浜　洋一
野口明久
大西良三
渡辺英信
神谷　忠
奥村哲司
渡邊正数
國府谷俊盛
伊藤雄太
各務有一
岡本光生
淺見敏範
石田侑嗣
小田義彦
小川　信
大野蔵彦
佐治　勝
嶋谷悧希
安井元司
稲葉　功
澤井利之
棚橋賢治

齋藤愼一郎
重冨　亮

長瀬輝代之
伊藤陽介
金森徳三郎
鵜飼昌治
木村隆之
河本　力
田中友次
井ノ上由貴男
林　千尋
松崎美都子
井上　誠
遠藤賢彦
加藤恭太郎
馬渕雅宣
中田典子
加藤忠晴
福谷英則
小林和秀
西脇　司
 
横井辰幸
國本桂史
福田哲三
服部雅紀
桑山卓也
槇野智之
丸山弘昭
田中正次
黒田史郎

藤野直子
齊藤英夫
平　民三
都築八千代
伊藤嘉浩
加藤　令
鹿養和良
元松　茂
佐藤慎一郎
佐藤健五
下出啓介
棚村良博
湯浅勝治

梅田　渉
加藤敦子
加藤昌之
赤崎守弘
北村紀子
橫井尚啓
西脇多吉
半泊與則
入江由希子
杉浦定文
加島　光
近藤　朗

加藤重雄
足立一郎
吉田　玄
伊藤健文
渡邊源市
小林英毅

09’
11’

12’
13’

14’
15’

16’
17’

08’

12’

13’

15’

16’

10’
12’
14’

15’

08’
10’
13’

15’
17’

08’
09’

10’
11’
 

14’

08’

09’
14’
 

16’

17’

12’
14’
15’

16’

08’

09’
10’

11’

12’
15’
16’

13’
14’

15’
16’

17’

14’

舎人経昭
竹内克豊

唐木　寛
小坂達也
鈴木真司
自見厚則
髙橋　進
瀧　篤人
巣山公康
須原茂樹
松井多弘
寺野哲也
伊藤　衛

佐藤　隆
近藤謙治
石井弘子
岡本喜子
藤岡省吾

金田英和
森田章敬
佐藤敏夫
土川　護
近藤兼治郎
渡邊萬里
渡邊萬里
近藤兼治郎
戸田勝儀
生田博隆
吉川寿一
伊藤司郎
森川辰幸
上田敏幸
鈴木宏治
近藤正美
小林三重子
山元康裕
太田邦広
久野洋一
三ツ口美恵子

阿部恵彦
野村尚史
越野安彦
山田　真
加納伸康
村上政喜
藤田義明
田中利幸
前崎正太郎
石田　壽
堀口　久
加藤寛治郎
吉村福修
小笠原嘉彦
岡田浩人
加藤久雄
小玉忠雄

荒山久美

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’

09’
10’

11’
12’
14’
16’

17’

08’

09’
10’

11’

12’
13’
15’

16’

岡田直樹
小出直弘
福井英輔
兼子直久
川村荒治
青木良浩
松岡真由美
水野忠之
中村捷一
伊藤晴康
井川和英
三浦裕司
石川昌義
山本貴浩
佐藤裕彦
杉田　洋
江崎雅彰
瀧﨑裕司
荒島一実
中村典司
岡村正造
浅倉伸治
岩瀬　清
大塩啓太郎
井口貴嗣
小林大悟
山口　進

永川佐京
小笠原金太郎
竹内康仁
丸山　勝
金田　章
仲田康宏
酒井勇治
鈴木岳嗣
飯沼雅朗
本多英夫
酒井克嘉
本多宏亘
鈴木康仁
鈴木康仁

鈴木伊能勢
小杉幸一郎
谷山　勉
稲積秀一
夏目國弘
高畑昌隆
佐久間武美
山内有恒
黒石明邦
牧野早希子
河合芳光
河合伸弘
加藤卓秀
兵藤俊朗
北田栄一
夏目憲永
大石佳史

17’

09’

10’
11’

14’
16’

17’

15’

16’

08’

09’

10’

11’

12’
13’
14’

15’

16’

17’

08’
09’
10’
12’

15’

高坂泰弘
大岩靖典
山本和正

大石明宣
戸田俊晴
伊藤文則
鳥居信行
浅野修道
竹内幹尚
神谷親典
久具信夫
田中粋人
寺部重人

天野英一郎
鈴木　雅
鈴木正敏
伊藤祐人
宮崎三佳
大村俊美
髙崎雄三

磯村秀樹
後藤朝一
河合正治
髙須康彰
住野友次郎
榊原周造
大谷育人
藤原俊男
髙崎俊幸
原　正美
内山昌久
内藤哲寛
西川　滋
白井　収
森愼一郎
山本明彦
石原　裕
梶村康彦
林　良宣
赤井知久
鈴木健一
福井修平
金田賢也
林　俊介
大澤憲朗
田中宏明
山崎和利

中澤輝昭
西郷省吾
夏目文男
原田幹也
長坂好幸
浅野　強
金沢政樹
川合敏正
熊谷　勝
森美智明
夏目　工
戸田英志

神谷篤治
荒木　茂
間瀬祐一
三浦正好
原　康夫
青山房生
河合光志
真野博久
土井喜久夫
森下三嗣
川口敏郎
小川宏之
森下一良
宮川隆司

加山昌弘
林　博宣
岩瀬靖宏
樅山修一
永田恵照
半田富男
太田　稔

梅田英樹
河辺敏之
伊藤眞芳
竹田昌弘
伊藤隆一郎
村田　悟
杉浦宏始
杉田和俊
大羽重治
中村彰宏
大林則久
矢頭文由己

佐野弘之介
杉田鐘一
高藻啓充
佐野辰巳
井上　健
豊田慈證
彦坂忠男
小川高成
河合成幸
彦坂敏行
白井　悟
森下新一
岡本卓三
河辺暁雄
鈴木達司
鈴木保宣
佐久間俊之
鈴木美仁
鵜飼和甫
大谷弘隆
竹内千春
冨田政彦
夏目晃哉

中嶌秀樹
藤井宣行

09’
10’
11’
12’

13’

15’

09’
10’

12’
14’
16’
17’

08’

09’

10’

12’

15’
17’

08’

09’

10’

12’

13’

14’
15’

16’

17’

08’

川西裕康
安井洋二
松下泰三
及部多高
齊藤伸明
伊藤篤哉
山口　登
居平文孝
西脇友伸
小笠原竜児
安田直樹
木所壮太
小石洋和
西　崇秀
柳瀬秀昭

深田達彦
野田篤文
田辺一雄
櫻井敬子
太田成紀
岡田邦義
松原広幸
有賀　健
加藤博巳
深津　浩
南部　淳
志賀伸彦
早川勝博
藤原正寛
杉浦健太郎
杉本知治
鋤柄禎彰
柴田泰伸
同前仁史
安福良豊
上原哲郎
大林市郎
安藤宏行
福澤玉青
谷　泰男

河原秀紀
村上雅則
杉浦　毅
神谷典之

加藤　強
岡田庄璽
柴田修次
安藤隆幸
深津　篤
岩瀬宏隆
小島ミユキ
神谷卓弌
小野正富
中根克弘
鬼塚俊夫
奥村英世
志賀為宏
杉浦　彰

09’

10’
11’

12’
13’
 

15’
16’

17’

08’

09’
10’

11’

12’

13’
14’

16’

17’

14’
16’

17’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

犬塚光彦
磯村哲也
小久井正秋
福尾　清
酒部佳直
清水昌一
鳥居　守
早川幹男
梶川勇次
神尾　淳
牧野嗣弘
小川秀文
江山　清
松野元基
永田哲之
大河原誠

那須伸和
本田　悟
谷澤茂樹
三橋恵治
梅村昌彦
古井弘二
松永郁也
鈴村正樹
近藤正行
勅使河原孝
田端　瀞
杉浦栄二
間瀬順一
野場　基
服部潤一
土屋孝介
長坂剛充
谷山芳和
林　茂男
金山明史
西山　潤
伊豫田裕保
金澤典賢
兼子勝美
内藤明文
太田昌宏

足立信雄
青山俊次
小出元治
中川和広
藤井　悟
足立憲彦
酒井　賢
稲垣　寿
近藤金作
畔栁秀幸
柴田健吉
宇野弘隆
坂野　弘
林　孝夫
安井健次
本田康英
加藤和志

今井啓介

14’

15’

16’

17’

08’

10’
11’

12’

13’

14’

15’
16’

17’

08’
09’

12’
13’
14’
15’

16’

17’

10’

永野卓司
大澤六也
矢頭功生
神谷重雄
鈴木博之
愛知　治
今井啓介
田中宏美
澤田文雄
大野教喜
山田光徳
木村真二
吉田英樹

小林政則
藤田重行
井上武彦
永井量基
蜂須賀喜久好
松永茂夫
山本信一
市橋伸夫
鋤柄義行
稲垣裕幸
牧 勝
市川聡明
磯部亮次
九鬼義弘
足立　修
太田三伸
犬塚　浩
板倉正直
柴田仙功
鈴木美能治
加藤卓司

近藤純子
加藤正志
田端　稔
石川道男
中野喜之
近藤隆治

河合英二
浅岡多田志
石黒元隆
小島哲夫
塚田和也
太田昌孝
中山憲和
木戸重信
原田忠泰
伊藤敦夫
飯田武子
原田隆司
廣部明美
鈴木雅量
羽根田邦彦
宇野修市
本多　幹
横地　朗
澳 取邑　 光
西村浩二

11’

13’

14’
15’
16’

17’

08’
09’

10’

11’

13’

14’
15’
16’

17’

08’
09’

11’

13’

08’

09’

10’

12’

梅村公代
稲本良二
中垣幸春
山内ユミ子
山岸孝男
江川生枝
深田崇志
宇田川佳世
矢澤 丈
今井幸治
纐纈　修

市川裕大
神野公秀
加藤真治
毛受　豊
天野櫻子
伊藤節夫
久米博明
南　　健
杉浦文雄
大竹憲治
今村　順
中林久美
深谷嘉英
水越彌生
角谷広高
横山宣幸
小川耕示
津田鎭輔
兵藤文男
酒部正博
下谷敏朗
關　淳之
吉岡秀記
岩瀬正人
出口達也
橘 典子
山下雅則
加藤英樹

石原　昭
石川　博
伊藤隆夫
杉本汎平
神谷明文
冨岡里美
石川義典
小野内宣行
鳥居博行
横山真喜男
奥田法行
小林逸朗
藤井英樹
寺田孝司
深津正則
神谷　研
戸谷　央
市川　護
稲垣　淳
加藤正人

13’

15’
16’

17’

09’

10’

11’

12’

14’

15’

17’

09’

10’
11’

12’

13’

14’
15’

16’

杉浦明博
斉藤　貢
榊原正人
杉浦　広
山﨑克弥
松田茂治
岡田文雄
杉浦義浩
犬塚宣明
羽佐田芳和
宍戸秀隆
加藤浩道
味岡嘉男
加藤典男
本多　淳
金原健志
三浦眞澄
大内基浩
小笠原正秀

加藤良邦
奥谷弘和
榊原　健
杉田　茂
粟津康之
鈴木健三
杉浦栄次
永坂誠司
角谷　修
黒田泰弘
服部弘史
菅原　優
藤関孝典
岡本耕也
大竹密貴
杉浦保子
鈴木宏枝
苅谷賢治
岡島晋一

尾崎周二
篠田義隆
早川比呂太
鳥居萬里
鈴木泰光
近藤清隆
神谷　林
渡邉勝行
渡邉　徹

名倉隆司
高桑雄司
野々山光秋
杉浦浩一
伊藤ルミ
神谷義昌
神谷公一
桂川兼行
近藤智樹

隅田正之
早川高師

08’
09’

10’

12’

14’
15’

16’

17’

08’

09’

10’
　
12’

13’

16’

17’

08’
09’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
15’
16’

09’
10’

野々山和彦
鈴木民也
川地英明
渡辺浩二
大辻　明
加藤久和
武藤充廣
深谷憲夫
古久根進
神谷　修
山本裕嗣
杉原透恭

長野敏行
柴川和義
鈴木経男
廣中利臣
細川和好
石山　進
丸目藤二

平子昭三
伊吹治郎
稲垣　靖
小西紀久雄
畔柳弘文
柵木政美
松本　正
森田勝己
西尾四郎
丹羽　修
杉浦眞理子
鳥居剛育
山口恭正
矢田良一
安藤　毅
川浦喜久雄
長坂　誠
川浦喜久雄
杉山敏幸
竹内泰夫
山崎加央里
成田　徹
田村　脩
渡辺真一
齋藤　博
待田和宏
丸山今朝三
横山夕葉
深津茂樹
山本彰秀
寺部保美
木村恭子
小野　郁
加藤　宙
沓名由美子
大見和志
下村幸真

11’

12’

13’
　
15’

16’

08’

16’

17’

08’

09’

10’

11’
12’

13’
14’
17’

豊橋南

田原

碧南

豊田

豊田三好

西尾一色

高浜

知 立

西尾KIRARA

三河安城

豊田中 安城

西尾

岡崎南

豊田西

岡崎東

豊田東

岡崎城南

豊川宝飯　

豊橋ゴールデン

田原パシフィック

豊橋東

豊川

新城

渥美

刈谷

西三河分区

岡崎

西三河中分区

金澤憲二
松石奉之
松本順子
酒井良輔
榊原明美
榊原秀光
鈴村せつ子
手島寿宏
山﨑正夫
石川正彦
水野隆芳
鈴木丈雄
山本好幸
成田一郎
朝倉浩一
古市晃久
澤田好伸
青葉憲一
加藤順三
小栗宏次
榊原敦史
鈴木裕二

森下　豊
竹内敬二
堀田和男
清水昭博
水野福三
高橋克壽
繁原伸次
吉田利安
磯部　栄
新井富雅
猪飼昭夫
冨田真規
岡田展利
渡邉茂央

稲坂　博
早川直義
山口喜兵
佐藤雅之
河合孝治
北川修一
坂野公俊
鈴村昌人
小島博也
森合久春
河合良泰
酒井喜邦
中池聡之
佐野宏樹
竹内雅浩
柴田康仁
杉本親保
小出靖晃

09’

10’
12’
13’

14’
15’

16’
17’

10’

12’

13’

14’

15’
17’

08’

09’
10’

11’

12’

13’
14’

15’

16’

17’

15’
16’

08’

10’

11

12’

13’
15’
17’

12’

14’
15’

16’
17’

08’

11’
15’
17’

08’

10’
12’

13’
14’

15’

16’

17’

久野　生
早川式彦
間瀬保英

日髙啓治
藤澤　稔

鈴木宏司
竹内　靖
都筑利男
大岩信子
杉浦豊幸
山本慎治
岩部雅人
榊原　英
手島嘉宏
吉村比富
斎藤健一
岡井　誠
川澄哲裕
蜷川勝巳
河合英樹
横尾哲也
杉山知子

永井喜義
千賀貴彦
平松典保
林　秀人
鈴木直幸
山口清文
谷　　清
竹内功成

久野春雄
外園　茂
門脇　武
横山明巳
野畑道一

青木俊憲
豊島俊明
林　隆春
青山佳裕
大森輝英
森　俊夫
浅野　一
佐々木久直
光嵜賢一
滝　善藏
渡辺尚彦
関戸　徹
山口元彦
石黒敬康
桑原英寿
松原直次
宮田智司

08’

09’

10’

12’
13’

14’

15’

16’

10’

08’
12’

13’

15’

16’

17’

14’

森　隆彦
内藤寛一
中島幸介
坂井田敏行
鈴木洋志
山上哲司

宇佐美三郎
城　正憲
篠田知生
伊藤彰浩
三谷栄一
堀田力男
伊藤　基
前田昭生
寺島淳一
加藤隆朗
小林啓子
幅　辰雄
長田一郎
野々山勝也
山本達彦
田中正明

坂口光雄
清水稔彦
武田守正
犬飼万壽男
水谷　豊

浅見弥進男
森　通保
三輪茂富
菱川弘樹
福西久敏
則武克彦
大河内圭一
村瀬圭吾
佐々木顕彰
丹羽喜代次
矢田政弘
山本　基
渡辺元男
森田　進
角田隆幸
中北武男
船越　孝
金森智博
森　正志
竹内　彰
原田敬生
吉田哲夫

樋田文裕
後藤啓行
樋田克史
伊東功二
鵜飼正巳
森 　 望

15’

17’

08’

10’

11’

12’

13’
14’

16’
17’

09’

12’

13’

14’

15’
16’

08’

13’

川合正剛
永井伸治
原　武史
岡田義夫
小島洋一
足立三千夫
栗本　貢
酒井兼利
服部孝徳
高桑宏幸
山田典永

高山　敏
東海広光
栗木和夫
清水明俊
田中正博
伊藤正征
家田安啓
児玉憲之
水谷安紀
立松絹久
栗本裕子
稲垣秀樹
紅谷幸政
横井久雄
後藤　眞
鈴村與左衛門
篠田正志
山田尊久
中西　巧
吉田　勤
臼井幹裕
黒川元則
藤田隆志
加藤　徹
田邊正紀

後藤　稔
神田利雄
池戸賢治
川西利浩
江川泰彦
加藤茂樹
後藤鈴明
田邉辰彦
鴨井敏秋
鷲見好弘
水野豊秋

松尾晋吉
中村隆文
森川洋司
太田吉宣
山本正則
野田和正
大野　厚
冨田昭雄
鈴木雅貴

16’

08’
13’

14’

15’

17’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’
16’

08’

10’

松浦正義
藤岡重光
宮川真一
魚住尚三
吉田　透
竹本義明

加藤恭章
石川正弘
寺本倫子
鵜飼俊光
森　明美
松前裕己
松前和子
岩田真周
梶原誠二
大塚省治
今井多美子
松本正暢
野田義広
山田秀代
藤井健太郎

井上伸也
伊藤英彦
加藤定江
梶野輝雄
天野靖久
山本英雄
加藤恵子
松村晋也
青山　稔
玉井　徹
井上　博
加藤孝爾
野田由紀子
近藤三博
鈴木光彦
刑部祐介
山田　拓
金谷康正
松本哲也
柴田　茂
山口記由

牧野武彦
後藤孝平
岡田雅隆
奥村金康
鷲野光司
日比野万喜男
紀藤政司
河野周二
宮岡克年
祖父江寿男
髙橋秀治
吉野育志

11’

13’

14’

15’

17’

09’

10’
15’

16’

13’
14’

15’
16’
17’

08’
09’

10’
 

10’

11’

12’
13’
14’

09’

14’

15’
16’

稲垣圭次
大澤　渡
加藤浩一
福冨孝弘
日比野清正
澤田　禅
松平實胤
小川　誠
大薮雅章
松山基邦
谷定貴之

岩田静夫
片平博己
松岡一成
澤田昌久
波多野智章
尾関育良
杉浦賢二
伊藤靖祐

中村　明
長尾秀義
小谷達也
濱口栄男
山本邦夫
名和千博

亀谷鉦一
太田弘道
岡嶋靖雄
風岡保広
加藤久仁明
和田了司
峠テル子

大野良之
西尾輝久
桜井雅博
井田武憲
古橋裕志
唐井仁一
水野幸彦
森　和実
古橋エツ子
福岡　健
舟橋龍秀

川口直也
土屋範郎
稲吉將秀
北園守生
川上義明
牧野正明
岩田哲也
太田威彦
國田武二郎
田邊雅彦
入谷宏典

17’

08’

09’

11’

12’

13’
14’

15’

16’

08’

12’
13’

11’

14’
15’

10’

11’

12’
14’

16’

14’
15’
16’
17’

08’

09’
10’

12’
14’

15’

16’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

杉本敦永
阿萬裕子
柴田和宏
田中秀典
安江寛二

中島英海
伊藤保徳
加藤光枝
平尾節子
中野昭雄
須崎侑三
大竹良太
梅村邦雄
荒井康夫
水野半次郎
高木喜由
加藤雅人
二宮あづさ
若杉栄克
鈴木昌子
山田隆雄
青山弘彦
長江正成
近藤博資
奥田桂良
稲垣実秋
石渡世紀
深谷　隆
安藤鐘八郎
林　昌宏
高山幸子
和佐田強

山内嘉久
宮田浩明
浅野勝美
深石公彦
関戸一雄
大江秀和
武藤栄司
檜木治幸
原　　弘
横井裕志
深見早惠

津坂守英
岩田佳之
谷口文男
長谷川幸正
馬場博通
舟橋伸治
岩田貴子
加藤田鶴
溝上正貴
野中一寿
奥村勝彦
奥村一憲
竹内淑江

塚本　新

佐藤文昭
大島昭夫
伊藤広治
冨田盛義
金田宗博
寺尾　隆
日野典子
山田文明
中川清子
青山和成
小谷恒夫
田中信子
吉田濵一

稲熊茂男
尾野英二
鈴木雅弘
于 咏

堀　鐡藏
中村　煕
夏目和良
本多立太郎
後藤武夫
天谷昭裕
土井寛己
木下栄一郎
松本正之
山口茂樹
藤原一朗
服部陽一
小野雄一郎
伊藤嘉浩
三宅養三
森　孝義
江口史郎
伊藤裕司
野﨑康生
関戸治朗
鈴木忠明

神尾　隆
松山吉之
小出美孝
野間義正
加藤　渉
寺島　優
水野嘉子
丹羽英夫
川島浩二
唐渡雅行
傍嶋誠一
藤田真史
服部　徹
大石幼一

青島邦人
西脇正導
大澤　茂
早川敏之
池口純一
藤森利雄
西垣洋一

ローランドJ.ヨッスイ
伊藤昌弘
長谷川 仂
吉川公章
小嶋仲夫
青山　登
平野京司
加納昭巨
水野耕太郎
筒井信之
宮田理博
中川昭一
坪井良憲
山内公明
鈴木幹雄
中野智夫
菊田宗一
北　登一
小森敦夫
深貝広隆
眞野乗史
佐藤真基
西尾直哉
山口貞雄
服部伸一
宮田松英
樋江井貴文
渡邊一平
西本一幸
小室信弘
安田智彦
洞山豊行
羽根田達夫
山上純一
川村大介
内田　優
佐藤俊信
後藤保正
津曲修一郎
吉田哲人
清水一郎
愛知吉隆
今井浩詞
石原光弘
長屋良隆
中西兵衛
田中賢二
吉成広行
松島延明
大竹　裕
鈴木喜雄

遠藤武夫
平松　勝
箕浦靖夫

村田誠一
岡田　雅
柳澤講次
栢森雅勝
山内靖雄
猪子恭秀
福西康和
山田章博
長瀬廣幸
野崎　修

堀田　努
岩崎誠二
鈴木誠吉
水野恒平
玉木大介
藁谷喜世志
大竹山雄二
中村規脩
清水利男
近藤和雄
牧野弘明
坂本裕孝
山原　武
𠮷𠮷田哲朗
中島美恵
山口直彦

星野信利
金森伸夫
古田昭臣
市原高明
片岡信恒
鶴見俊成
松原秀樹
小笠原暁
小栗成男
𠮷𠮷田敬岳
荒川雅義
早瀬孝文
石原寿生
永野光容
北村栄治
塩谷和久
森田乾嗣
田ヶ原昭弘
鈴木謙一郎
岡崎　亨
立松洋司
長井芳郎
清水盛幸
渡邊樹志
小島祐助
吉田治伸
平松久明
榊原克典
松本健一郎
東　俊輝
原島　正
河村嘉希
柴田裕二郎
川本浩史
梁川誠市

15’

16’

17’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

16’

17’

10’

11’

13’
14
17’

10’

11’
12’

13’

15’

16’

17’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’
16’

17’

08’
09’

10’

11’

12’

13’

15’

16’

17’

09’
11’
12’

13’

14’

安田照幸
相羽康人
王　　偉
山田典廣

倉澤　寛
堀　慎治
松岡道弘
青柳　斉
入山治樹
鈴木健司
鶴田　浩
梅村昌孝
髙木元明
西沢功晋
市岡正蔵
近藤茂弘
山口哲司
湯澤勇生
湯澤信雄
山本英雄
鈴木淑久
大嶽達郎
広瀬弘幸
松井文一郎
川本昌市
関谷俊征
伊藤　豪
田中　宏
佐治寛行
酒井俊光
森　裕之
星野一郎
長谷川隆
北岡寿人
村上　学
村瀬俊高
中野健二
鈴木　実
鈴木伸一
髙原昌宏
鳥山政明
花井芳太朗
本多誠之
入江　理
松田浩孝
永草孝憲
鈴木雅登
安岡克明
萩原孝則

内藤　明
杉浦令淑
石黒正城
岡村隆德
加藤巳千彦
春日井和良
吉田憲一
田崎雅三
大源俊博
丹下富博
宇野史仁
林　順治

15’

16’

17’

08’

10’
11’

12’

13’

14’

16’

08’
11’

13’

 
08’

10’

11’

12’

13’

14’

15’
17’

08’
09’
10’
11’
12’

青木靖高
大原敏正
渡辺観永
大澤伸悟
杉本忠夫
中原康雄
佐藤道太郎
照井　栞

堀田達夫
福本豊彦
立松　賢
牧野博和
山田靖典
原　常之
野田賢次郎
大野友三
酒井昌也
細井土夫
上坂寛文
羽田野道明
青木　宏
山田慎也
岩井文男
岡崎達也

白銀義昭
安藤　修
出田真太郎
江上隆夫
牧野好弘
大平明子
江松央統
川瀬　悟
田子充浩
佐々木暢

久田勘鷗
川村勝廣
小西忠昭
大橋誠之
萱垣　建
小酒井比呂志
友田喜夫
筧　正紀
神野重行
堀田豊彦
清水順二
林　直紀
山本裕三
大輪　稔
城野八代江
盛田兼由
服部清純
遠藤泰昭
小林泰敏
西川達郎

矢野雄三
和田直美
石井里恵子
後藤　敞
川原弘久

13’
14’

15’
16’

11’
17’

09’

11’
12’

13’

14’

15’

16’
17’

08’
09’

11’

13’
14’
15’

16’

17’

08’

岩田　宏
松尾雄二郎
矢野雄嗣
永井克昌
植木広次
河原照忠
長谷川龍伸
堀江俊通
成田勝彦
田島陽介

古橋武之
高橋一吉

矢形修己
相馬保之
各務　修
伴野友昭
小栗一朗
川口文夫
安部隆俊
古橋　茂
亀井壯太郎
藏冨恒彦
石原紀賢
三宅　端
山田　博
坂   英 臣
青木秀人
金田剛士
加藤慶人
久野恭裕
須田益市
髙柳充広

稲垣治郎
浜　洋一
野口明久
大西良三
渡辺英信
神谷　忠
奥村哲司
渡邊正数
國府谷俊盛
伊藤雄太
各務有一
岡本光生
淺見敏範
石田侑嗣
小田義彦
小川　信
大野蔵彦
佐治　勝
嶋谷悧希
安井元司
稲葉　功
澤井利之
棚橋賢治

齋藤愼一郎
重冨　亮

長瀬輝代之
伊藤陽介
金森徳三郎
鵜飼昌治
木村隆之
河本　力
田中友次
井ノ上由貴男
林　千尋
松崎美都子
井上　誠
遠藤賢彦
加藤恭太郎
馬渕雅宣
中田典子
加藤忠晴
福谷英則
小林和秀
西脇　司
 
横井辰幸
國本桂史
福田哲三
服部雅紀
桑山卓也
槇野智之
丸山弘昭
田中正次
黒田史郎

藤野直子
齊藤英夫
平　民三
都築八千代
伊藤嘉浩
加藤　令
鹿養和良
元松　茂
佐藤慎一郎
佐藤健五
下出啓介
棚村良博
湯浅勝治

梅田　渉
加藤敦子
加藤昌之
赤崎守弘
北村紀子
橫井尚啓
西脇多吉
半泊與則
入江由希子
杉浦定文
加島　光
近藤　朗

加藤重雄
足立一郎
吉田　玄
伊藤健文
渡邊源市
小林英毅

09’
11’

12’
13’

14’
15’

16’
17’

08’

12’

13’

15’

16’

10’
12’
14’

15’

08’
10’
13’

15’
17’

08’
09’

10’
11’
 

14’

08’

09’
14’
 

16’

17’

12’
14’
15’

16’

08’

09’
10’

11’

12’
15’
16’

13’
14’

15’
16’

17’

14’

舎人経昭
竹内克豊

唐木　寛
小坂達也
鈴木真司
自見厚則
髙橋　進
瀧　篤人
巣山公康
須原茂樹
松井多弘
寺野哲也
伊藤　衛

佐藤　隆
近藤謙治
石井弘子
岡本喜子
藤岡省吾

金田英和
森田章敬
佐藤敏夫
土川　護
近藤兼治郎
渡邊萬里
渡邊萬里
近藤兼治郎
戸田勝儀
生田博隆
吉川寿一
伊藤司郎
森川辰幸
上田敏幸
鈴木宏治
近藤正美
小林三重子
山元康裕
太田邦広
久野洋一
三ツ口美恵子

阿部恵彦
野村尚史
越野安彦
山田　真
加納伸康
村上政喜
藤田義明
田中利幸
前崎正太郎
石田　壽
堀口　久
加藤寛治郎
吉村福修
小笠原嘉彦
岡田浩人
加藤久雄
小玉忠雄

荒山久美

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’

09’
10’

11’
12’
14’
16’

17’

08’

09’
10’

11’

12’
13’
15’

16’

岡田直樹
小出直弘
福井英輔
兼子直久
川村荒治
青木良浩
松岡真由美
水野忠之
中村捷一
伊藤晴康
井川和英
三浦裕司
石川昌義
山本貴浩
佐藤裕彦
杉田　洋
江崎雅彰
瀧﨑裕司
荒島一実
中村典司
岡村正造
浅倉伸治
岩瀬　清
大塩啓太郎
井口貴嗣
小林大悟
山口　進

永川佐京
小笠原金太郎
竹内康仁
丸山　勝
金田　章
仲田康宏
酒井勇治
鈴木岳嗣
飯沼雅朗
本多英夫
酒井克嘉
本多宏亘
鈴木康仁
鈴木康仁

鈴木伊能勢
小杉幸一郎
谷山　勉
稲積秀一
夏目國弘
高畑昌隆
佐久間武美
山内有恒
黒石明邦
牧野早希子
河合芳光
河合伸弘
加藤卓秀
兵藤俊朗
北田栄一
夏目憲永
大石佳史

17’

09’

10’
11’

14’
16’

17’

15’

16’

08’

09’

10’

11’

12’
13’
14’

15’

16’

17’

08’
09’
10’
12’

15’

高坂泰弘
大岩靖典
山本和正

大石明宣
戸田俊晴
伊藤文則
鳥居信行
浅野修道
竹内幹尚
神谷親典
久具信夫
田中粋人
寺部重人

天野英一郎
鈴木　雅
鈴木正敏
伊藤祐人
宮崎三佳
大村俊美
髙崎雄三

磯村秀樹
後藤朝一
河合正治
髙須康彰
住野友次郎
榊原周造
大谷育人
藤原俊男
髙崎俊幸
原　正美
内山昌久
内藤哲寛
西川　滋
白井　収
森愼一郎
山本明彦
石原　裕
梶村康彦
林　良宣
赤井知久
鈴木健一
福井修平
金田賢也
林　俊介
大澤憲朗
田中宏明
山崎和利

中澤輝昭
西郷省吾
夏目文男
原田幹也
長坂好幸
浅野　強
金沢政樹
川合敏正
熊谷　勝
森美智明
夏目　工
戸田英志

神谷篤治
荒木　茂
間瀬祐一
三浦正好
原　康夫
青山房生
河合光志
真野博久
土井喜久夫
森下三嗣
川口敏郎
小川宏之
森下一良
宮川隆司

加山昌弘
林　博宣
岩瀬靖宏
樅山修一
永田恵照
半田富男
太田　稔

梅田英樹
河辺敏之
伊藤眞芳
竹田昌弘
伊藤隆一郎
村田　悟
杉浦宏始
杉田和俊
大羽重治
中村彰宏
大林則久
矢頭文由己

佐野弘之介
杉田鐘一
高藻啓充
佐野辰巳
井上　健
豊田慈證
彦坂忠男
小川高成
河合成幸
彦坂敏行
白井　悟
森下新一
岡本卓三
河辺暁雄
鈴木達司
鈴木保宣
佐久間俊之
鈴木美仁
鵜飼和甫
大谷弘隆
竹内千春
冨田政彦
夏目晃哉

中嶌秀樹
藤井宣行

09’
10’
11’
12’

13’

15’

09’
10’

12’
14’
16’
17’

08’

09’

10’

12’

15’
17’

08’

09’

10’

12’

13’

14’
15’

16’

17’

08’

川西裕康
安井洋二
松下泰三
及部多高
齊藤伸明
伊藤篤哉
山口　登
居平文孝
西脇友伸
小笠原竜児
安田直樹
木所壮太
小石洋和
西　崇秀
柳瀬秀昭

深田達彦
野田篤文
田辺一雄
櫻井敬子
太田成紀
岡田邦義
松原広幸
有賀　健
加藤博巳
深津　浩
南部　淳
志賀伸彦
早川勝博
藤原正寛
杉浦健太郎
杉本知治
鋤柄禎彰
柴田泰伸
同前仁史
安福良豊
上原哲郎
大林市郎
安藤宏行
福澤玉青
谷　泰男

河原秀紀
村上雅則
杉浦　毅
神谷典之

加藤　強
岡田庄璽
柴田修次
安藤隆幸
深津　篤
岩瀬宏隆
小島ミユキ
神谷卓弌
小野正富
中根克弘
鬼塚俊夫
奥村英世
志賀為宏
杉浦　彰

09’

10’
11’

12’
13’
 

15’
16’

17’

08’

09’
10’

11’

12’

13’
14’

16’

17’

14’
16’

17’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

犬塚光彦
磯村哲也
小久井正秋
福尾　清
酒部佳直
清水昌一
鳥居　守
早川幹男
梶川勇次
神尾　淳
牧野嗣弘
小川秀文
江山　清
松野元基
永田哲之
大河原誠

那須伸和
本田　悟
谷澤茂樹
三橋恵治
梅村昌彦
古井弘二
松永郁也
鈴村正樹
近藤正行
勅使河原孝
田端　瀞
杉浦栄二
間瀬順一
野場　基
服部潤一
土屋孝介
長坂剛充
谷山芳和
林　茂男
金山明史
西山　潤
伊豫田裕保
金澤典賢
兼子勝美
内藤明文
太田昌宏

足立信雄
青山俊次
小出元治
中川和広
藤井　悟
足立憲彦
酒井　賢
稲垣　寿
近藤金作
畔栁秀幸
柴田健吉
宇野弘隆
坂野　弘
林　孝夫
安井健次
本田康英
加藤和志

今井啓介

14’

15’

16’

17’

08’

10’
11’

12’

13’

14’

15’
16’

17’

08’
09’

12’
13’
14’
15’

16’

17’

10’

永野卓司
大澤六也
矢頭功生
神谷重雄
鈴木博之
愛知　治
今井啓介
田中宏美
澤田文雄
大野教喜
山田光徳
木村真二
吉田英樹

小林政則
藤田重行
井上武彦
永井量基
蜂須賀喜久好
松永茂夫
山本信一
市橋伸夫
鋤柄義行
稲垣裕幸
牧 勝
市川聡明
磯部亮次
九鬼義弘
足立　修
太田三伸
犬塚　浩
板倉正直
柴田仙功
鈴木美能治
加藤卓司

近藤純子
加藤正志
田端　稔
石川道男
中野喜之
近藤隆治

河合英二
浅岡多田志
石黒元隆
小島哲夫
塚田和也
太田昌孝
中山憲和
木戸重信
原田忠泰
伊藤敦夫
飯田武子
原田隆司
廣部明美
鈴木雅量
羽根田邦彦
宇野修市
本多　幹
横地　朗
澳 取邑　 光
西村浩二

11’

13’

14’
15’
16’

17’

08’
09’

10’

11’

13’

14’
15’
16’

17’

08’
09’

11’

13’

08’

09’

10’

12’

梅村公代
稲本良二
中垣幸春
山内ユミ子
山岸孝男
江川生枝
深田崇志
宇田川佳世
矢澤 丈
今井幸治
纐纈　修

市川裕大
神野公秀
加藤真治
毛受　豊
天野櫻子
伊藤節夫
久米博明
南　　健
杉浦文雄
大竹憲治
今村　順
中林久美
深谷嘉英
水越彌生
角谷広高
横山宣幸
小川耕示
津田鎭輔
兵藤文男
酒部正博
下谷敏朗
關　淳之
吉岡秀記
岩瀬正人
出口達也
橘 典子
山下雅則
加藤英樹

石原　昭
石川　博
伊藤隆夫
杉本汎平
神谷明文
冨岡里美
石川義典
小野内宣行
鳥居博行
横山真喜男
奥田法行
小林逸朗
藤井英樹
寺田孝司
深津正則
神谷　研
戸谷　央
市川　護
稲垣　淳
加藤正人

13’

15’
16’

17’

09’

10’

11’

12’

14’

15’

17’

09’

10’
11’

12’

13’

14’
15’

16’

杉浦明博
斉藤　貢
榊原正人
杉浦　広
山﨑克弥
松田茂治
岡田文雄
杉浦義浩
犬塚宣明
羽佐田芳和
宍戸秀隆
加藤浩道
味岡嘉男
加藤典男
本多　淳
金原健志
三浦眞澄
大内基浩
小笠原正秀

加藤良邦
奥谷弘和
榊原　健
杉田　茂
粟津康之
鈴木健三
杉浦栄次
永坂誠司
角谷　修
黒田泰弘
服部弘史
菅原　優
藤関孝典
岡本耕也
大竹密貴
杉浦保子
鈴木宏枝
苅谷賢治
岡島晋一

尾崎周二
篠田義隆
早川比呂太
鳥居萬里
鈴木泰光
近藤清隆
神谷　林
渡邉勝行
渡邉　徹

名倉隆司
高桑雄司
野々山光秋
杉浦浩一
伊藤ルミ
神谷義昌
神谷公一
桂川兼行
近藤智樹

隅田正之
早川高師

08’
09’

10’

12’

14’
15’

16’

17’

08’

09’

10’
　
12’

13’

16’

17’

08’
09’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
15’
16’

09’
10’

野々山和彦
鈴木民也
川地英明
渡辺浩二
大辻　明
加藤久和
武藤充廣
深谷憲夫
古久根進
神谷　修
山本裕嗣
杉原透恭

長野敏行
柴川和義
鈴木経男
廣中利臣
細川和好
石山　進
丸目藤二

平子昭三
伊吹治郎
稲垣　靖
小西紀久雄
畔柳弘文
柵木政美
松本　正
森田勝己
西尾四郎
丹羽　修
杉浦眞理子
鳥居剛育
山口恭正
矢田良一
安藤　毅
川浦喜久雄
長坂　誠
川浦喜久雄
杉山敏幸
竹内泰夫
山崎加央里
成田　徹
田村　脩
渡辺真一
齋藤　博
待田和宏
丸山今朝三
横山夕葉
深津茂樹
山本彰秀
寺部保美
木村恭子
小野　郁
加藤　宙
沓名由美子
大見和志
下村幸真

11’

12’

13’
　
15’

16’

08’

16’

17’

08’

09’

10’

11’
12’

13’
14’
17’
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編

真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

尾張中央

犬山

瀬戸

東尾張分区

一宮中央

名古屋清須

稲沢

あま

尾西

一宮北

津島

知多

大府

常滑

半田南

東知多

東海

半田

南尾張分区

一宮

西尾張分区

池田拓夫
石川八郎
伊東良夫
小杉將郎
松本　宏
三保谷樞
水野八洲男
椴山晃雄
新美忠夫
蜷川　幸
岡戸伍弌
小野眞孝
杉浦三郎
鈴木千里
高木　宏
竹内尚哉
冨　武司
土平詔一
山内和之
内田榮一
小栗利朗
榊原正治
青井雅純
畑中雅之
神戸信寅
竹内俊介
高木利定
六鹿直視
平林伸康
川口新平
小栗孝久
森田　亨
前田佳男
伊東良夫
内田榮一
岡戸伍弌
金澤憲二
松本順子
松石奉之
酒井良輔
嚮 原明美
鈴村せつ子
手島寿宏
山﨑正夫
石川八郎
小杉將郎
松本　宏
水野八洲男
椴山晃雄
新美忠夫
蜷川　幸
小野眞孝
杉浦三朗
土平詔一
山内和之
小栗利朗

伊奈一郎

竹内喜陽雄
稲葉勝彦
赤井俊二
後藤　正
牧野克則
猪飼盛雄
伊奈正彦
杉江久三郎
伊奈輝三
清水幸一
鯉江公司
市田弘治
村田　聡
小島貞夫
阿知和久男
井上義春
角野濱照
伊奈輝三
伊奈輝三

小嶋真一郎
増岡達一
小嶋洋一
坂野公俊
大林香瑞人
大林香瑞人
小嶋真一郎
小嶋真一郎
高村敦夫
中池聡之
早川直義
村瀬秀和
佐野宏樹
小嶋真一郎

加藤知成
堀 葵
加藤知成
熊澤　岌
山本さゆり
藤澤健夫
村瀬竜雄
加藤知成
高津忠男
小笠原直樹
山本さゆり

石川勝彦
榊原徳三
竹内満寿夫
都築延男
中井民雄
新美　茂
榊原　肇
加藤裕安
新美建司
榊原邦彦
沢田　佶
都築利全
小栗雅彦
森島昭二

08’

09’
10’
13’

14’

15’

16’

17’

11’

12’
14’

15’
16’

08’
09’
11’
12’

13’

14’

15’
16’

17’

08’

09’

10’

12’

13’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

13’
14’

15’

17’

11’
12’
13’

09’
12’

13’
14’

17’

近藤敏通
森田芳一
加藤金吉
山本育輝
岡戸利直
石川信行
鈴木健司
鈴木宏司
間瀬　正
永田明世
竹内俊郎
石川勝彦
竹内　靖
竹内満寿夫
都築延男
杉浦豊幸
鈴木健司
榊原　肇
新美　茂
岩部雅人
嚮原　英
山本慎治
嚮 原邦彦
手島嘉宏
都築利全
近藤敏通
加藤金吉
小栗雅彦
森島昭二

葉山博美
岩崎征宣
竹内義将
早川佳教
村上茂登
久野完治
中村泰忠
永井喜義
千賀貴彦

加藤正俊
相羽英人
久野春雄
加藤正俊

牛田　猛
森島勝美
大森一人
舩橋正員
平谷良樹
野杁章夫
野杁章夫
磯部　茂
青山佳裕
伊藤幸一
則竹伸也
舩橋正員
大森一人

08’
12’
13’

16’
17’

10’

12’
13’

12’
13’

14’
15’
16’
17’

14’

安江正博
伊藤哲朗
鈴木吉男
篠田　廣
坂井　裕
伊藤彰浩
宇佐美三郎

大島晋作
都倉吾一
山内　登
山内幸夫
横山　弘
吉田　弘
吉田民雄
安藤　巖
不破惠一郎
岩田勝義
金森安石
加藤千博
前田正和
森 新
森信一朗
前田正和
加藤博行

豊島德三
林　冏成
水野憲司
山内國雄
小澤正明
松原幹彦
藤原峯忠
石黒三雄
矢野尚彦
加藤　勉
黒木義公
大森克孝
瀧　義孝
豊島德三
豊島德三
豊島德三
豊島德三
豊島德三

野々部昭男
伊藤　彰
児島秀光
金森英夫
西村郁夫
新海　勲
山名敬一
成田幸太郎
浅井耕治
大野邦英
池田邦雄
伊藤強平
伊藤正弘
田口茂利平
山田信行

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’
15’

16’

17’

横井　定
野島精二
林　茂夫
加藤　耐
小森章平
服部孝根
橋本嗣治
塚本胤男
伊串　惇
今井靖隆

佐藤　明
黒野晃太郎
西川広樹
柏子見昌敏
鈴木正徳
田中正博
鈴木和彦
田中正博
光岡　朗
山田幹夫
堀江承元
田中正博
岩島裕芳
前田重廣
後藤雅光
西川広樹
鈴木正徳
栗木和夫
北野庸夫
古川　宏
西川広樹
加藤憲治
鈴木正徳
西川広樹
北野庸夫
大竹敬一
山田幸治
児玉憲之
立松絹久
真木伸一
東海広光
黒野晃太郎
高山　敏
西川広樹
光岡　朗
栗木和夫
山田尊久
後藤雅光
児玉憲之
東海広光
黒野晃太郎
紅谷幸政
篠田正志
後藤雅光
黒野晃太郎
稲垣秀樹
中西　巧
伊藤英毅
岩島裕芳
大竹敬一

立松絹久
山田尊久
児玉憲之
栗木和夫
後藤雅光
田中正博
黒野晃太郎
前田重廣

早川雅男
成田　博
守野暢洋
森田堅一
中村　禊
高山萬三
辻　勇夫
森田堅一
星野清久
早川雅男
後藤　稔
中村　禊
伊藤　昇
守野暢洋
和田典之
梅田愼也
後藤鈴明
田邉辰彦
桜井利夫
江川泰彦
浅田嘉行
辻　勇夫
櫻井利夫
池戸賢治
江川泰彦
三輪隆裕

熊澤勝則
山下隆義
赤堀博宣
平野弘康
水上惠一
中村隆文
沖野　満
大野眞一
熊澤勝則
山下隆義

加藤康治
松前憲典
尾関一之
柴田裕市
猪子裕史
春木和美
松岡正浩
林　倫子
飯盛静男
今井多美子
永田　正
小野木宏
佐藤祐造
秋田敬治

08’

10’

11’

14’

15’
16’
17’

12’
14’
15’

08’

12’
13’

14’
15’

16’

17’

11’

12’

13’

14’

15’

石原稔久
石川正弘
伊藤恒二郎
加藤辰己
加藤恭章
松前裕己
松前和子
森 眞
西岡則男
大塚省治
鵜飼俊光
永田　正
松本正暢
松前裕己

田中鉦雪
山田晃司
寺田　悟
鈴木良信
澤田賢成
佐野一二
岡村　肇
大竹一義
勝谷哲次
加藤睦彦
加藤五津美
亀井　勝
平松　啓
渡辺愛一郎
加藤眞言
加藤令吉
神戸芳樹
加藤陽一
山口育男
野田正治
森脇文直
伊藤英彦
山本英雄
加藤一夫
加藤恵子
加藤孝爾
藤井源成
牧 治
加藤定江
井上伸也
松村晋也
加藤　捷
梶野輝雄
玉井　徹
加藤唐三郎
天野靖久
井上　博
青山　稔
加藤陽一
加藤太伸
近藤三博
野田由紀子
刑部祐介
鈴木光彦

16’

17’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’
16’

鈴木政成
加藤光哉
加藤陽一
山田　拓
山口記由

平林米司
木納隆義
小嶋利彦
安田宗平
朱宮新治
伊藤英男
仙田逸二
住野龍之介
吉野　稔
小室秀夫
青山佳高
有馬彰顕
井川光雄
野倉達雄
小川宏嗣
小川逸朗
小川征一
武山勇夫
山根雄司
安田新平
朱宮新治
松山邦夫
日比野良太郎
宮本照剛
野田　修
小川嘉吉
大島克己
谷津義雄
吉田　洋
安達英昭
朱宮新治
板津英基
原　正男
奥村正幸
田中茂生
河田敏和
千田昌宏
梶川増蔵
石田銑一
田中進一郎
安田宗平
伊藤　隆
大海敏道
髙橋秀治
近藤斉宏
岡田雅隆
牧野武彦
木村　完
平林米司
朱宮新治
松平實胤
野倉達雄
小川宏嗣
住野龍之介
山根雄司

●マルチプルポールハリスフェロー 安田新平
日比野良太郎
井川光雄
小川征一
日比野万喜男
稲垣圭次
加藤浩一
祖父江寿男
原　正男
松平實胤
谷津義雄
吉田　洋

倉知正憲
岩井正彦
山田　猛
古田嘉且
大池武徳
伊藤靖祐

河村嘉男
鈴木文勝
鈴木文勝
松尾憲二郎
河村嘉男
鈴木文勝
鈴木文勝
堀井　武
大島賀樹
長谷川弘
五藤隆夫
橋本晃暢
落合鑅一
舩橋茂行

大橋完一
林　鑛三
山田　治
社本太郎
小島啓冶
林　憲正
風岡保広
志水ひろみ
加藤久仁明
社本太郎
屋嘉比良夫
名畑　豊
加藤久仁明
屋嘉比良夫
志水ひろみ
山田　治

飯田幸雄
加藤清久
大嶋一二三
松下洋一
山田直樹
大竹　薫
箕輪良孝
加藤清久
西尾輝久
冨田　晃
大嶋一二三

17’

09’

10’
14’
15’
17’

10’
12’
13’

14’

15’
16’

17’

08’

09’
10’

11’
12’

13’

15’

09’

10’
11’

12’

13’

14’

15’
16’

11’
12’

13’

14’

15’

16’
17’

08’

09’

10’

11’

小柳和之
飯田幸雄
髙島　昇
谷口伸夫
丹羽敏行
桜井雅博
古橋裕志
井田武憲
山田直樹

中林正人
三治　明
村瀬冨三夫
高山光雄
鈴木恵一
山田幹雄
竹尾　悟
串田正克
中島俊朗
金井和治
武田英昭
栗田和典
波多野真
井上政秋
稲吉將秀
稲熊正徳
中林正人
伊勢村道雄
照井通夫
北園守生
市川　孝
清水武臣
内海辰巳
太田哲郎
原田好展
土屋範郎
川口直也
加藤泰弘
山北秀和
波多野勝美
安川正勝
石川良治
柴田　弘
中林正人
川瀬　公
金井和治
中林正人

山中俊博
小澤　修
鈴木晴季
成田一成
山本　修
江尻守鉅
加藤勝之
伊藤保徳
坂田　隆
若杉福雄
坂田　隆
青山雅彦
中島英海
高島鋭郎
成田一成

加藤勝之
青山雅彦
加藤光枝
荒井康夫
梅村邦雄
加藤充弥
江尻忠之
鈴木晴季
加藤勝之
中野昭雄
加藤勝之
青山弘彦
梅村邦雄
小澤　修
山本　修
坂田　隆
若杉福雄
大竹良太
荒井康夫
中島英海
杉山仁朗
小澤　修
平尾節子
加藤雅人
長江正成
二宮あづさ
中野昭雄
成田一成
青山雅彦
加藤勝之
若杉福雄
江尻忠之
鈴木昌子
和佐田強
中野昭雄
梅村邦雄
江尻忠之

長谷川義夫
井上隆義
園原宏治
丹羽規之
三輪照夫
服部　徹
河村金明
井上隆義
井上隆義
服部　徹
山田照光
小川清夫
宮田浩明
井上隆義
井上隆義
井上隆義

堀田　徹
服部智謙
堀田　徹
服部智謙
多田通夫
岩田佳之
岩田佳之
長谷川幸正

12’

13’

14’

15’

16’
17’

08’

10’
11’

12’

13’

15’
17’

08’
09’

10’
11’
12’
14’
15’

林 　 學
穂積良治
小塚美知子
小原久和
奥田　葵
玉置政利
津坂守英
内田正也
山田善国
後藤訓美
筒井俊秋
岩田佳之
服部智謙
太田達夫

丹羽司一
白石政二郎
佐藤文昭

稲熊茂男
尾野英二
小山陽三
鈴木雅弘
吉田　紘
尾野英二

鈴木輝彦
多久田達宏
内田安彦
渡邉　浩
山路兼生
岩田崇祺
中村哲郎
江口博寿
澤田伊三夫
嶺木昌行
宮田理博
北　登一
桂　洋司
小嶋仲夫
後藤正憲
奥山清介
伊藤昌弘
池 　 潤
多久田達宏
伊藤昌弘
浦野廣高
吉川公章
浅原光男
斎藤清治
櫻井　繁
山口義浩
篠田美樹
伊藤昌弘
粕谷忠晴
岩田崇祺
福山　衛
吉川公章
伊藤昌弘
江口博寿
榊原仁作

11’

17’

15’
16’
17’

08’
09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

片桐　満
吉川公章
伊籐昌弘
近藤雅夫
吉川公章
伊藤昌弘
伊東万樹也
江口博寿
伊藤昌弘

住田　守
荒木　巌
小島清路
才本清継
加藤茂春
梅田武久
田島伸也
小倉　昇
杉江豊文
森　　清
岸上泰道
成田洋之
住田　守
内藤昌裕
山田　豊
岸上泰道
橋本修三
杉浦　弘
山内靖雄
杉江豊文
福西康和
猪子恭秀
長瀬廣幸
関口宗男
鈴木　哲
酒井　優
寺本善雄
鈴木　哲
山内靖雄
田島伸也

尾本和弘
片山主水
久野博淳
尾本和弘
久野博淳
伊東與有三
尾本和弘
久野博淳
片山主水
片山主水
白木良彦
尾本和弘
久野博淳
尾本和弘
浅野昌文
伊東與有三
久野博淳
大竹山雄二
伴　禎夫
福島啓氏
水野恒平
鈴木雅雄

菱田美智代
伊藤秀雄
大竹山雄二
近藤和雄
近藤信之
中村脩規
大西弘高
佐久間貞介
伊藤秀雄

高村博三
髙村博三
髙村博三
髙村博三
松波恒彦
髙村博三
泉　憲一
近藤雄亮
岩田修司
髙須洋志
伊藤　豪

小笠原和俊
伊藤与則
川畑博敬
内藤　明
横井　衞
住田正夫
前田隆久
岩崎征一
吉田明夫
浅井隆宣
木村光徳

三浦幸治
原野勝至
原野勝至
原野勝至
立松　賢
山田靖典
原野勝至
羽田野道明

猪村美之
小野雅之
榊原和美
朝比美和子
三浦　隆
三浦和人
佐々木眞
木下福郎
杉本　勇
三島多恵子
木村　猛
東山直史
大橋さなえ
山本誠一
長尾浅𠮷𠮷
三浦和人
川辺清次
川村繁生
鈴木　享
杉山隆秀

新原　尚
水野俊男
本多利郎
加藤英敏
伊藤圭一
野々村憲吾
坂田信子
白藤憲雄
犬飼りさ枝
武藤正行
吉木邦男
入谷直行
加藤宜之
木下福郎
久米伸治
中村　勝
中西芳子
山本郁矢
細井俊男
佐々木元彦
鈴井一博
鈴木清詞
有川英敏
森田敏二三
朝比美和子
児島徳和
榊原和美
三島多恵子
鈴木　享
三浦　隆

日比野三吉彦
深澤良介
浅井泰夫
青島邦夫
藤井圓隆
日比野三吉彦
池永秀夫
隅田耕市
髙田秀夫
寺島洋治
川村勝廣
加藤　清
日比野三吉彦
安藤隆利
友田喜夫
大橋昭治
大川　宏
田口　望
小崎誠三
浅井泰夫
藤井圓隆
杉本和英
小室健次郎
日比野三吉彦
神野重行
小原新一
石黒　隆
岡本敏男
岩崎光記
神野重行
川村勝廣
大川 宏

田口 望
藤井圓隆
神野重行
城野八代江
小西忠昭
小室健次郎
大橋昭治
日比野三吉彦

藤田守彦
藤田守彦
西川 博
西垣美千子
藤田守彦
岩田　宏
藤田守彦
西川　博
森田正樹
渡邉徹雄
水野裕善
磯部　徹
岡田守功
大塚嘉彦
後藤　敞
岩田　宏
林　昌義
岩田　宏
藤田守彦
安江英雄
森田正樹
西川　博
岩田　宏
矢野雄嗣
岩田　宏
藤田守彦

川口　豊
川口　豊

後藤吉夫
加藤喜一
岡部　　
中村陽公
吉田正克
山本光夫
船橋夜光
中川正美
小栗七生
水野𠮷𠮷 紹
堀田正夫
近藤和利
井口哲雄
伊藤満琉
上田圭　
真田新之助
杉浦秀一
田中正樹
中村陽公
前﨑弘光
内藤秀樹
石黒大山

16’

17’

08’

09’

　

11’
13’
14’

15’

16’

17’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’
17’

08’
09’
10’
11’

12’

13’

14’
16’
　
08’
09’
11’
13’

14
15’

08’

11’
13’
14’
　
16’
17’

08’

09’
10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’
09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’
09’
11’

12’
13’

14’

15’

16’

17’

09’
10’

08’

09’

10’

11’

12’

江崎武人
谷田利景
石田博彦
中川正美
岡部　　
柴田幸男
中島　実
篠田光浩
山本光夫
石黒大山
水野𠮷𠮷 紹
中村陽公
木村　茂
谷田利景
田中正樹
古橋　茂
渡邊嘉昭
加藤喜一
中川正美
中村陽公
伴野友昭
石田正城
尾関孝英
佐藤春信
佐藤昌伸
矢形修己
石田博彦
柴田幸男
木村　茂
田中正樹
前﨑弘光
水野𠮷𠮷 紹
山本光夫
山口春三
坂　英臣
加藤和彦
溝口　治
山田啓二
日比榮一
待井雄介
岡部　　
田中正樹
小栗七生
中川正美

ミカエル　カルマノ
澤村　広
高橋　巌
安藤　茂
後藤章信
浅見　勲
鷲見弘明
千田　毅
尾関重雄
加藤忠夫
渡辺英信
増田浩男
澤　國生
水野茂生
本田伸太郎
柏木　功
今村憲治
新実宣英

13’

14’
15’

16’

17’

09’
10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’

09’
10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

山口譽起
多和田武
山田信二
真木　昭
余語郁夫
山田健市
清水恭一
東谷昌彦
椙山正弘
福谷正男
ミカエル　カルマノ
水谷守一
加藤坂夫
鋤納忠治
小出忠孝
古川善次郎
本田伸太郎
棚橋鎌次
平野正美
西川誠也
渡辺英信
水野茂生
山田信二
宇佐美嘉重斌
本多　満
新実宣英
高橋　巌
水野茂生
鈴木建吾
栁澤幸輝
澤村　広
本田伸太郎
後藤章信
余語郁夫
平松征男
山田信二
水野茂生
本田伸太郎

高橋祥泰
佐藤正延
重冨　亮
重冨　亮
森藤左ヱ門
佐藤良一
長瀬輝代之
森藤左ヱ門
伊藤陽介
重冨　亮
木村隆之
滑　尚眞
木村邦彦
重冨　亮
滑　尚眞
重冨　亮
井ノ上由貴男
松崎美都子
木村邦彦
滑　尚眞
重冨　亮
加藤恭太郎
滑　尚眞
重冨　亮

鵜飼昌治
井ノ上由貴男
伊藤陽介
加藤恭太郎
松崎美都子
森藤左ヱ門
滑　尚眞
佐藤正延
重冨　亮

伊藤勝康
柏木順壱
加治佐健二
今村孝治
福田哲三
桑山卓也
𠮷𠮷田正道
福田哲三
桑山卓也
加藤一郎
今村孝治
伊藤勝康
福田哲三
加治佐健二
柏木順壱
桑山卓也
槇野智之
福田哲三
桑山卓也

中込清周
村橋泰志
津川聖子
奥　佳澄
中村公彦
中村公彦
藤野直子
齊藤英夫
須賀康夫
平　民三
都築八千代
足立　勉
藤野直子
北村正和
中込清周
奥　佳澄
鈴木太刀雄
村橋泰志
中村公彦
津川聖子
須賀康夫
平　民三
都築八千代
足立　勉
藤野直子
北村正和
村橋泰志
中村公彦
加藤　令
佐藤慎一郎
平　民三
都築八千代

17’

11’

12’
14’

15’
16’

17’

09’

10’
11’
12’

13’
15’

16’

17’

遠藤友彦
遠藤友彦
星川直志
星川須美子
加藤敦子
藤原研一
横田徳久
梶川久雄
古川康司
星川直志
西脇良一
松岡三明
伊藤晋一
尾関正一
柴山利彌
石 黒 　勉
宇都木寧
渡邉泰彬
阿部美男
遠藤友彦
梅村美知容
木村雅一
岩田滿治
尾關實津成
橫井　登
小關敏光
梅田　渉
加藤敦子

小杉啓彰
笹野義春
和田正敏
小林　明
大口弘和
小山雅弘
竹内眞三
池森由幸
宮尾紘司
三好　親
谷口　優
小林英毅
萩原喜代子
鈴木理之
笹野義春
伊藤健文
樫尾富二
加藤重雄
西川豊長
堀江宏輝
佐野　寛
吉田　玄
小山雅弘
池森由幸
鈴木聖三
宮尾紘司
大口弘和
志水ひろみ
小山雅弘
加藤重雄

鈴木重幸
高柳　元

10’
11’
12’

13’

14’

 
16’

17’

08’

10’

11’

12’
13’
14’

15’

16’

17’

08’

上野　広
木下　実
鈴木重幸
上野　広
横田幸三
加藤　靖
河合勇夫
鈴木重幸
上野　広
安藤鉦太郎
伊丹惣三
名倉嗣治
乃一　稔
鈴木真司
上野　広
渡邉直樹
大矢英憲
上野　広
久田錦三
田中邦幸
細野恭弘
柴田義介
安藤鉦太郎
細野恭弘
髙橋　進
前田圭佑
伊丹惣三
小坂達也
加藤　厚
柴田義介
山田敏雄
渡邉直樹
須原茂樹
髙柳　元

前田元弘
河北英次
武田正典
近藤歌子
林　光夫
植村元雄
長谷川周義
三浦俊彦
長谷川正孝
後藤博文
金子紀子
工藤悦子
鬼頭正二郎
寺西　正
北村隆子
落合和子
富山信也
三浦俊彦
長谷川周義
前田元弘
丹羽　繁
中山信義
藤岡省吾

武儀山勝彦
中島譲治
谷村　茂
大西和夫

09’

10’

11’

12’

13’

14’
15’

16’

17’

08’

10’
11’
12’

13’

14’

15’
16’

17’

10’

11’

12’
13’

14’

15’

16’

17’

14’
15’
　　

08’
11’
12’

13’
14’
15’
16’

17’

09’
　
11’

12’

13’
14’
　

08’

09’

10’

11’

12’

13’

山城章治
近藤俊彦
濱田康喜
早川和男
渡邊萬里
金田英和
松野一彦
渡邊萬里
平下三郎
奥村　敦
近藤兼治郎
松野一彦
渡邊萬里
佐藤敏夫
中島譲治

荒山久美
安井　忠

石川百代
疋田　淳
柳原伸行
村井總一郎
石黒　功
柴田宏巳
渡部茂久
牧野　渉
高橋豊彦
冨田佳央
村井總一郎
川村荒治

飯島　卓
陶山登士夫
酒井基裕
飯沼雅朗
竹本泰一
金原久雄
野嵜正一
藤田喜一郎
大岩敏郎

中西喜久雄
羽田明弘
松井由次
西村良彦
竹内稔弘
川口雄三
匹田雅久
西村良彦
山本光人
伴 實
鈴木茂久
石川顕次
羽田明弘
木村高章
佐藤矩朗
野寄一司
高倉宣夫
石川顯次
小林康男

福井英示
谷山　勉
小杉幸一郎
鈴木行久
西村良彦
鈴木大次郎
夏目國弘
土井松男
匹田雅久

樋口俊寛
山本信利
木下良夫
竹本尚美
岩瀬淳一郎
大澤輝秀
大橋平治
内藤雄功
鈴木榮一
戸田俊晴
岩瀬淳一郎
小澤行雄
戸田俊晴
内藤雄功

森下昭造
安田幸雄
仲谷　修
大河直樹
岩崎　功
河辺勝巳
藤城隆雄
藤井國弘
別所淳二
鈴木　進
石黒利昌
宮木幸彦
八木正光
冨田雅則
広中貴彦
河合利則
山田年清
松井　昭
大羽康彦

佐藤有文
大竹勝彦
藤城俊明
縣　保彦
山本芳隆
大竹勝彦
榊原周造
関口三千彦
榊原周造
神戸邦夫
磯村博宣
中村幸一
塩之谷昌
藤城俊明
磯村秀樹
縣　保彦
竹内宏次
吉野勝己

14’

15’

16’
17’

08’
09’
10’

11’

12’

13’

16’

17’

10’

11’
12’

13’

14’

15’

16’

08’

09’

10’

11’
12’

13’
14’

石川昌和
塩之谷昌
河合正治
河合梅雄
水梨豊三
中村陽一
冨安美孝
足立健一
藤原俊男
河合秀矩
長谷川典史
木下　治
小野喬四朗

神谷篤冶
石本健一
荒木　茂
渡会一昭
井本　宏
川口敏郎
彦坂育甫
間瀬祐一
木村守雄
朽名　誠
彦坂育甫
青山房生
森下一良
森下三嗣
三浦正好
川口敏郎

滝下　勲
柴田　勝
伴　辰三
内藤泰通

井上　穂
牧野政雄
松崎　進
高畑皓一
宇藤　信
藤城民男
若林正治
高沢博久
宮川嘉朗
岡本久永
高林保夫
真野善和
大須賀憲太
山本雅久
市川朝洋
谷村泰裕
天野義久
杉原敏雄
久保田裕明
白井正樹
鈴木雅博
西郷隆治
吉川一弘
福沢省吾
石原昭二
山口幹夫

15’

16’

17’

12’

13’
14’
15’

16’
17’

12’
13’

10’

11’

12’
13’

14’

15’

16’

17’

尾原　脩
磯田国男
小川喜一
鈴木照幸
柳田　豊
河辺虎太郎
松井準治
古橋一毅
平野義郎
辻　義郎
柴田　清
藤代善之
本多　敬
加藤武紀
河合喜嗣
大原孝一
古田勝美
鈴木照幸
松井準治
杉田鐘一

鈴木　薫
杉原好洋
鈴木昌敏
満田　稔
小林佳雄
西　義雄
河合純夫
平野正博
豊田能史
渡邊　茂
川西裕康
中嶌秀樹
中村成人
白井康仁
柴田健一
藤井宣行
松下泰三
莊　孝向
安井洋二

吉川正敏
杉浦惠造
内藤　淳
蜂須賀利雄
河野治生
服部良男
奥瀬勇作
服部憲明
中村重嗣
丹羽良治
梶川志郎
田口竜也
水野周久
本多啓一
黒河　陽
三嶋　勉
柴田芳孝
白井通義
杉浦　皓

09’
10’

11’

12’
13’

14’
15’

16’

17’

10’
　
12’

14’

15’

16’

17’

08’

09’

吉川正敏
加藤信吾
小原　睦
青木勇作
古澤武雄
菅井龍一
深田達彦
安藤光淵
浅井　章
林　和夫
岩月一郎
加藤博巳
山崎達也
天野恵一
吉川正敏
中根幹雄
岩瀬敬紀
中村重嗣
荻須文一
小原　睦
服部良男
林　和夫
野田篤文
丹羽良治
三浦泰秀
岩月昭佳
吉川正敏
蜂須賀利雄
三嶋　勉
青木勇作
宮本　隆
金山久雄
尾崎篤司
天野惠一
本多啓一
杉浦　皓
水野周久
峰澤彰宏
河野治生
佐々木勝己
松原広幸
杉浦惠造
小原　睦
酒部圭司
中村重嗣
有賀　健
加藤博已
清水芳美
畔柳春雄
山本邦雄
荻須文一
菅井龍一
林　和夫
丹羽良治
服部良男
吉川正敏
南部　淳
梶川志郎
峰澤彰宏
野田篤文
加藤博巳
天野惠一
古澤武雄

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

岩月一郎
黒河　陽
金山久雄
小原　睦
安藤宏行
太田成紀
櫻井敬子
岩瀬敬紀
三浦泰秀
金山久雄
小原　睦

斎藤直美
斎藤直美
杉浦敏夫
梅村正明
横山眞久
杉浦敏夫
梅村正明
加藤直樹
鈴木元弘
永田一夫
杉浦敏夫
河木照雄
梅村正明
杉浦敏夫
渡邉寿也
杉浦敏夫
梅村正明
渡邉寿也
加藤直樹
杉浦敏夫
梅村正明
奥田清仁
渡邉寿也
杉浦敏夫
梅村正明
孕石邦雄
神谷和利
丸井俊裕
光岡新吾
野口明生
岡田勝美
酒井法丈
渡邉寿也
杉浦敏夫

安藤幸司
本間　毅
中根義雄
今泉孝一
大須賀予偲子
岡田庸男
安藤幸司
神谷直三
渡辺要市
三浦勝美
中川修一郎
大久保武
鈴木康之
髙橋正直
小久保文雄
岡田庸男

17’

08’
09’

10’
11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’

09’
10’

11’

犬塚克明
高橋賢司
磯貝和汪
山本雅樹
本間　毅
安藤幸司
岡田庸男
本間英晴
藤田正彦
伊藤恭弘
岡田庸男
近藤千雅
中根義雄
杉田雅樹
太田進造
中嶋昭史
蒲野良雄
大村榮治
岡田光司
三浦勝美
今泉孝一
伊豫田浩
鬼頭辰郎
小野正富
志賀為宏
杉本義安
服部英男
犬塚克明
倉田　長
鈴木康之
本間　毅
安藤幸司
安藤隆幸
深津　篤
岩瀬宏隆
小島ミユキ
岡田庄璽
杉浦　彰
鈴木英成
高橋賢司

加納一弘
山形悦男
須藤一郎
鈴木宏行
中川俊治
池田憲治
寺田壽孝
佐藤仁功
伊藤愼一
野田清衛
加納一弘
小幡輝雄
伊藤信裕
土屋孝介
加納一弘
服部潤一
伊藤信裕
山形悦男
加納一弘

長坂　勲
小木曽進

12’

13’

14’

15’

16’

17’

10’

11’

12’

13’
　
15’

16’

17’

08’
09’

小野文憲
深田昭彦
山内隆一
山中　一
足立汎和
市川幾雄
長坂　勲
新波勝也
石原靖増
深津幸雄
橋本義紀
池田　正
原田耕平
小林清文
野村政弘
梅村順一
三浦泰廣
浅岡謙治
生駒尚久
岩月鋹廣
中川和広

豊田　稔
鈴木敬一
浦野　朗
山田守男
杉浦英昭
浦野政幸
鈴木英治
鈴木敬一
福岡　治
河合芳弘
川﨑省治
中根　茂
梅村憲一
浦野政幸
永野卓司
矢頭功生
深田利幸
浦野政幸

加藤順弘
小出浩義
小山章仁
宮島好弘
田中暉登
都築　孝
藤江顕治
神谷欣臣
長野哲也
高橋晶夫
加藤豊生
小林道利
永野彦麿
中根常彦
小野進一
小島邦男
近藤敬道
永田　裕
桐渕利次
永井量基
鈴木　豊
青山幸市

10’
11’
12’

14’

15’

16’
17’

08’
10’

11’
13’
14’
15’
16’

17’

08’

09’

10’

11’

岡田吉生
松野　敏
中根啓䑍
永坂博彦
天野賢一
近藤正俊
有馬惟夫
牧野正高
松永茂夫
松井孝王
桐渕利次
佐々木靖史
天野邦彦
青山幸市
永田　裕
杉山隆章
近藤保則
近藤憲康
千賀邦二
中山 巳
田中暉登
山本剛司
加藤義幸
中根常彦
太田三伸
志貴一仁
小林政則
太田三伸
藤江顕治
小林通利
小出浩義
小山章仁
宮島好弘
永井量基
髙橋晶夫

岡田佳大
永井光彦
野々山彰
深谷勝善
鈴木正輝
金子忠雄
堀川　泰
鈴木玉機
名倉明秀

浅岡多田志
河合英二
山下一美
中山憲和
河合英二
小島哲夫
猪狩　蔵
木戸重信
小島哲夫
和泉房枝
太田昌孝
鈴村幸雄
梅村公代
山内ユミ子
鈴木　寛
鈴木純子
浅岡多田志

12’

13’

14’

15’

16’

17’

10’
11’
13’

14’
17’

09’

10’
11’
12’
13’

15’

16’

17’

猪狩　蔵
鈴村幸雄

遠山堯郎

林　和夫

加藤俊二
前田孝司
橋本恭典
野村紀代彦
嶋津孝久
霜出倶弘
権田鋹弘
大竹憲治
嶋津孝久
鈴木文三郎
大音祖瑛
𠮷𠮷 原孝彦
前田孝司
岡本　巧
小林祥浩
塚本幸夫
太田宗一郎
平野和一
伊藤節夫
嶋津孝久
市川裕大
杉浦世志朗
鈴木　豊
深谷嘉英
杉浦芳一
黒田義之
大竹憲治
盛田豊一
鈴木　豊
毛受　豊
加藤哲也
廣根　実
加藤真治
鈴木　豊
天野櫻子
市川裕大
神野公秀
神谷光義
久米博明
内藤耕造
太田　保
池田憲司
加藤真治
橋本恭典
鈴木　豊
小川耕示
杉山欣輝
竹内一正
深谷稔彦
深谷嘉英
加藤哲也
野村紀代彦
鈴木文三郎
市川裕大

17’

17’

08’
　

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

太田宗一郎
鈴木　豊
中林久美
角谷広高
大音祖瑛
𠮷𠮷 原孝彦
太田宗一郎
鈴木　豊

永谷文人
石川　博
大嶽岩雄
沓名俊裕

杉浦明博
尾﨑隆爾
田中正規
成瀬文和
宍戸秀隆
杉浦　広
榊原勝俊
浅岡勝行
鳥山欽示
岡田光祥
岡安邦夫
黒田正志
宍戸量一
尾﨑隆爾
杉浦澄雄
天野　卓
山尾　令
榊原康正
松井　康
山田慶勝
羽佐田芳和
田中正規
田中正規
岡田雅彦
杉浦明博
杉浦義浩
朝岡　正
原田保男
平田兼久
稲垣良次
犬塚宣明
石川哲朗
伊藤富義
岩瀬正範
北山健二
三村幸弘
三浦康彦
小田井博茂
岡田文雄
大河内芳信
小澤育史
齋藤　肇
柴田高広
杉田明弘
高濵明利
鳥居清澄
矢橋和也
山﨑秀夫
犬塚和夫

17’

12’

08’
10’
12’

13’

14’
15’

杉浦　脩
平岩一夫
杉浦明博
山﨑周彌
嚮 原正人
鳥居祥雄
小澤育史
松田茂治
加藤浩道
三浦眞澄
大内基浩

加藤良邦
奥谷弘和
榊原　健
杉田　茂
加藤丈太郎
樅山善久
石川春久
犬塚敦統
杉浦健次
山中寛三

16’

17’

08’

09’

10’

11’
12’

池田弘孝
黒田昌司
岡本明弘
新美宗和
榊原　健
長田豊治
奥田雪雄
平松　太
鈴木健三
竹中　誠
新美雅浩
清澤聡之
山中寛紀
植松敏樹
森田英治
竹中　誠

小池 孝
牧野伸治
杉田亘恭
長田　治
西脇霊雄

神谷正康
小出道治

杉浦義尚
中村さと子
森田　仁
黒田勝基
杉浦浩一
伊藤ルミ
野々山光秋
高桑雄司
黒田勝基
森田　仁
神谷公一
田代清一
中村さと子
高桑雄司

野村賢孝
竹内博之
近藤一幸
酒井一造

13’

14’

15’
16’
17’

08’

09’
11’
12’

14’

09’
11’
12’
14’

15’
16’

17’

09’
10’

12’

塚本昌男
水野𠮷𠮷 樹
大橋　均
山田哲夫
武田昭俊
安井喜秀
早川岩男
倉田英行
中川　敦
鈴木民也
髙木秀夫
髙村睦浩
齊藤𠮷𠮷 博
野々山和彦
中川　敦
鈴木民也
竹内博之

青山弦八
後藤利之
長谷収一
廣中利臣

堀田義之
犬塚万弘
石川勝雄
磯貝総一郎
伊藤則男
岩瀬　一
岩瀬清彦
加納　隆
小林　豊
三浦隆司
中根勝美
二宮誠二
岡田義雄
大須賀慶一
大髙敏睦
斎藤喬甫
酒井　進
嚮 原利夫
清　克行
下谷七郎
新海雄二
杉田芳男

杉浦正昭
杉浦義利
鈴木正司
鈴木昭夫
高原　宏
髙須　光
髙須　匀
辻村義之
山本裕充
山本俊明
米津長治
大山勝男
石山　進
太髙純治
鈴木経男
鈴木善和

平子昭三
伊吹治郎
稲垣　靖
小西紀久雄
畔柳弘文

柵木政美
松本　正
森田勝己
西尾四郎
丹羽　修
杉浦眞理子
鳥居剛育
山口恭正
矢田良一
竹内裕恭
大見育太
金子功男
石原勝成
待田　清
岡崎重太郎
安藤一高
富田清治
阿部光廣
植村康人
平野勝則
稲垣善朗
神谷　宏

成田　徹
都築征成
山口恭正
植村律保
安藤　毅
古居一雄
伊吹治郎
稲垣　靖
畔柳弘文
柵木政美
長坂　誠
西尾四郎
丹羽　修
杉浦眞理子

13’

14’

16’

17’

16’

17’

08’

11’

12’

14’
15’
16’

17’

名古屋丸の内

名古屋名駅

中部名古屋みらい

名古屋北

東名古屋分区

名古屋名南

名古屋東南

名古屋栄

名古屋大須

名古屋瑞穂

名古屋南

西名古屋分区

名古屋みなと

愛知ロータリーEクラブ

愛知長久手

名古屋城北

岩倉

瀬戸北

名古屋空港

尾張旭

小牧

春日井

江南

池田拓夫
石川八郎
伊東良夫
小杉將郎
松本　宏
三保谷樞
水野八洲男
椴山晃雄
新美忠夫
蜷川　幸
岡戸伍弌
小野眞孝
杉浦三郎
鈴木千里
高木　宏
竹内尚哉
冨　武司
土平詔一
山内和之
内田榮一
小栗利朗
榊原正治
青井雅純
畑中雅之
神戸信寅
竹内俊介
高木利定
六鹿直視
平林伸康
川口新平
小栗孝久
森田　亨
前田佳男
伊東良夫
内田榮一
岡戸伍弌
金澤憲二
松本順子
松石奉之
酒井良輔
嚮 原明美
鈴村せつ子
手島寿宏
山﨑正夫
石川八郎
小杉將郎
松本　宏
水野八洲男
椴山晃雄
新美忠夫
蜷川　幸
小野眞孝
杉浦三朗
土平詔一
山内和之
小栗利朗

伊奈一郎

竹内喜陽雄
稲葉勝彦
赤井俊二
後藤　正
牧野克則
猪飼盛雄
伊奈正彦
杉江久三郎
伊奈輝三
清水幸一
鯉江公司
市田弘治
村田　聡
小島貞夫
阿知和久男
井上義春
角野濱照
伊奈輝三
伊奈輝三

小嶋真一郎
増岡達一
小嶋洋一
坂野公俊
大林香瑞人
大林香瑞人
小嶋真一郎
小嶋真一郎
高村敦夫
中池聡之
早川直義
村瀬秀和
佐野宏樹
小嶋真一郎

加藤知成
堀 葵
加藤知成
熊澤　岌
山本さゆり
藤澤健夫
村瀬竜雄
加藤知成
高津忠男
小笠原直樹
山本さゆり

石川勝彦
榊原徳三
竹内満寿夫
都築延男
中井民雄
新美　茂
榊原　肇
加藤裕安
新美建司
榊原邦彦
沢田　佶
都築利全
小栗雅彦
森島昭二

08’

09’
10’
13’

14’

15’

16’

17’

11’

12’
14’

15’
16’

08’
09’
11’
12’

13’

14’

15’
16’

17’

08’

09’

10’

12’

13’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

13’
14’

15’

17’

11’
12’
13’

09’
12’

13’
14’

17’

近藤敏通
森田芳一
加藤金吉
山本育輝
岡戸利直
石川信行
鈴木健司
鈴木宏司
間瀬　正
永田明世
竹内俊郎
石川勝彦
竹内　靖
竹内満寿夫
都築延男
杉浦豊幸
鈴木健司
榊原　肇
新美　茂
岩部雅人
嚮原　英
山本慎治
嚮 原邦彦
手島嘉宏
都築利全
近藤敏通
加藤金吉
小栗雅彦
森島昭二

葉山博美
岩崎征宣
竹内義将
早川佳教
村上茂登
久野完治
中村泰忠
永井喜義
千賀貴彦

加藤正俊
相羽英人
久野春雄
加藤正俊

牛田　猛
森島勝美
大森一人
舩橋正員
平谷良樹
野杁章夫
野杁章夫
磯部　茂
青山佳裕
伊藤幸一
則竹伸也
舩橋正員
大森一人

08’
12’
13’

16’
17’

10’

12’
13’

12’
13’

14’
15’
16’
17’

14’

安江正博
伊藤哲朗
鈴木吉男
篠田　廣
坂井　裕
伊藤彰浩
宇佐美三郎

大島晋作
都倉吾一
山内　登
山内幸夫
横山　弘
吉田　弘
吉田民雄
安藤　巖
不破惠一郎
岩田勝義
金森安石
加藤千博
前田正和
森 新
森信一朗
前田正和
加藤博行

豊島德三
林　冏成
水野憲司
山内國雄
小澤正明
松原幹彦
藤原峯忠
石黒三雄
矢野尚彦
加藤　勉
黒木義公
大森克孝
瀧　義孝
豊島德三
豊島德三
豊島德三
豊島德三
豊島德三

野々部昭男
伊藤　彰
児島秀光
金森英夫
西村郁夫
新海　勲
山名敬一
成田幸太郎
浅井耕治
大野邦英
池田邦雄
伊藤強平
伊藤正弘
田口茂利平
山田信行

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’
15’

16’

17’

横井　定
野島精二
林　茂夫
加藤　耐
小森章平
服部孝根
橋本嗣治
塚本胤男
伊串　惇
今井靖隆

佐藤　明
黒野晃太郎
西川広樹
柏子見昌敏
鈴木正徳
田中正博
鈴木和彦
田中正博
光岡　朗
山田幹夫
堀江承元
田中正博
岩島裕芳
前田重廣
後藤雅光
西川広樹
鈴木正徳
栗木和夫
北野庸夫
古川　宏
西川広樹
加藤憲治
鈴木正徳
西川広樹
北野庸夫
大竹敬一
山田幸治
児玉憲之
立松絹久
真木伸一
東海広光
黒野晃太郎
高山　敏
西川広樹
光岡　朗
栗木和夫
山田尊久
後藤雅光
児玉憲之
東海広光
黒野晃太郎
紅谷幸政
篠田正志
後藤雅光
黒野晃太郎
稲垣秀樹
中西　巧
伊藤英毅
岩島裕芳
大竹敬一

立松絹久
山田尊久
児玉憲之
栗木和夫
後藤雅光
田中正博
黒野晃太郎
前田重廣

早川雅男
成田　博
守野暢洋
森田堅一
中村　禊
高山萬三
辻　勇夫
森田堅一
星野清久
早川雅男
後藤　稔
中村　禊
伊藤　昇
守野暢洋
和田典之
梅田愼也
後藤鈴明
田邉辰彦
桜井利夫
江川泰彦
浅田嘉行
辻　勇夫
櫻井利夫
池戸賢治
江川泰彦
三輪隆裕

熊澤勝則
山下隆義
赤堀博宣
平野弘康
水上惠一
中村隆文
沖野　満
大野眞一
熊澤勝則
山下隆義

加藤康治
松前憲典
尾関一之
柴田裕市
猪子裕史
春木和美
松岡正浩
林　倫子
飯盛静男
今井多美子
永田　正
小野木宏
佐藤祐造
秋田敬治

08’

10’

11’

14’

15’
16’
17’

12’
14’
15’

08’

12’
13’

14’
15’

16’

17’

11’

12’

13’

14’

15’

石原稔久
石川正弘
伊藤恒二郎
加藤辰己
加藤恭章
松前裕己
松前和子
森 眞
西岡則男
大塚省治
鵜飼俊光
永田　正
松本正暢
松前裕己

田中鉦雪
山田晃司
寺田　悟
鈴木良信
澤田賢成
佐野一二
岡村　肇
大竹一義
勝谷哲次
加藤睦彦
加藤五津美
亀井　勝
平松　啓
渡辺愛一郎
加藤眞言
加藤令吉
神戸芳樹
加藤陽一
山口育男
野田正治
森脇文直
伊藤英彦
山本英雄
加藤一夫
加藤恵子
加藤孝爾
藤井源成
牧 治
加藤定江
井上伸也
松村晋也
加藤　捷
梶野輝雄
玉井　徹
加藤唐三郎
天野靖久
井上　博
青山　稔
加藤陽一
加藤太伸
近藤三博
野田由紀子
刑部祐介
鈴木光彦

16’

17’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’
16’

鈴木政成
加藤光哉
加藤陽一
山田　拓
山口記由

平林米司
木納隆義
小嶋利彦
安田宗平
朱宮新治
伊藤英男
仙田逸二
住野龍之介
吉野　稔
小室秀夫
青山佳高
有馬彰顕
井川光雄
野倉達雄
小川宏嗣
小川逸朗
小川征一
武山勇夫
山根雄司
安田新平
朱宮新治
松山邦夫
日比野良太郎
宮本照剛
野田　修
小川嘉吉
大島克己
谷津義雄
吉田　洋
安達英昭
朱宮新治
板津英基
原　正男
奥村正幸
田中茂生
河田敏和
千田昌宏
梶川増蔵
石田銑一
田中進一郎
安田宗平
伊藤　隆
大海敏道
髙橋秀治
近藤斉宏
岡田雅隆
牧野武彦
木村　完
平林米司
朱宮新治
松平實胤
野倉達雄
小川宏嗣
住野龍之介
山根雄司

安田新平
日比野良太郎
井川光雄
小川征一
日比野万喜男
稲垣圭次
加藤浩一
祖父江寿男
原　正男
松平實胤
谷津義雄
吉田　洋

倉知正憲
岩井正彦
山田　猛
古田嘉且
大池武徳
伊藤靖祐

河村嘉男
鈴木文勝
鈴木文勝
松尾憲二郎
河村嘉男
鈴木文勝
鈴木文勝
堀井　武
大島賀樹
長谷川弘
五藤隆夫
橋本晃暢
落合鑅一
舩橋茂行

大橋完一
林　鑛三
山田　治
社本太郎
小島啓冶
林　憲正
風岡保広
志水ひろみ
加藤久仁明
社本太郎
屋嘉比良夫
名畑　豊
加藤久仁明
屋嘉比良夫
志水ひろみ
山田　治

飯田幸雄
加藤清久
大嶋一二三
松下洋一
山田直樹
大竹　薫
箕輪良孝
加藤清久
西尾輝久
冨田　晃
大嶋一二三

17’

09’

10’
14’
15’
17’

10’
12’
13’

14’

15’
16’

17’

08’

09’
10’

11’
12’

13’

15’

09’

10’
11’

12’

13’

14’

15’
16’

11’
12’

13’

14’

15’

16’
17’

08’

09’

10’

11’

小柳和之
飯田幸雄
髙島　昇
谷口伸夫
丹羽敏行
桜井雅博
古橋裕志
井田武憲
山田直樹

中林正人
三治　明
村瀬冨三夫
高山光雄
鈴木恵一
山田幹雄
竹尾　悟
串田正克
中島俊朗
金井和治
武田英昭
栗田和典
波多野真
井上政秋
稲吉將秀
稲熊正徳
中林正人
伊勢村道雄
照井通夫
北園守生
市川　孝
清水武臣
内海辰巳
太田哲郎
原田好展
土屋範郎
川口直也
加藤泰弘
山北秀和
波多野勝美
安川正勝
石川良治
柴田　弘
中林正人
川瀬　公
金井和治
中林正人

山中俊博
小澤　修
鈴木晴季
成田一成
山本　修
江尻守鉅
加藤勝之
伊藤保徳
坂田　隆
若杉福雄
坂田　隆
青山雅彦
中島英海
高島鋭郎
成田一成

加藤勝之
青山雅彦
加藤光枝
荒井康夫
梅村邦雄
加藤充弥
江尻忠之
鈴木晴季
加藤勝之
中野昭雄
加藤勝之
青山弘彦
梅村邦雄
小澤　修
山本　修
坂田　隆
若杉福雄
大竹良太
荒井康夫
中島英海
杉山仁朗
小澤　修
平尾節子
加藤雅人
長江正成
二宮あづさ
中野昭雄
成田一成
青山雅彦
加藤勝之
若杉福雄
江尻忠之
鈴木昌子
和佐田強
中野昭雄
梅村邦雄
江尻忠之

長谷川義夫
井上隆義
園原宏治
丹羽規之
三輪照夫
服部　徹
河村金明
井上隆義
井上隆義
服部　徹
山田照光
小川清夫
宮田浩明
井上隆義
井上隆義
井上隆義

堀田　徹
服部智謙
堀田　徹
服部智謙
多田通夫
岩田佳之
岩田佳之
長谷川幸正

12’

13’

14’

15’

16’
17’

08’

10’
11’

12’

13’

15’
17’

08’
09’

10’
11’
12’
14’
15’

林 　 學
穂積良治
小塚美知子
小原久和
奥田　葵
玉置政利
津坂守英
内田正也
山田善国
後藤訓美
筒井俊秋
岩田佳之
服部智謙
太田達夫

丹羽司一
白石政二郎
佐藤文昭

稲熊茂男
尾野英二
小山陽三
鈴木雅弘
吉田　紘
尾野英二

鈴木輝彦
多久田達宏
内田安彦
渡邉　浩
山路兼生
岩田崇祺
中村哲郎
江口博寿
澤田伊三夫
嶺木昌行
宮田理博
北　登一
桂　洋司
小嶋仲夫
後藤正憲
奥山清介
伊藤昌弘
池 　 潤
多久田達宏
伊藤昌弘
浦野廣高
吉川公章
浅原光男
斎藤清治
櫻井　繁
山口義浩
篠田美樹
伊藤昌弘
粕谷忠晴
岩田崇祺
福山　衛
吉川公章
伊藤昌弘
江口博寿
榊原仁作

11’

17’

15’
16’
17’

08’
09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

片桐　満
吉川公章
伊籐昌弘
近藤雅夫
吉川公章
伊藤昌弘
伊東万樹也
江口博寿
伊藤昌弘

住田　守
荒木　巌
小島清路
才本清継
加藤茂春
梅田武久
田島伸也
小倉　昇
杉江豊文
森　　清
岸上泰道
成田洋之
住田　守
内藤昌裕
山田　豊
岸上泰道
橋本修三
杉浦　弘
山内靖雄
杉江豊文
福西康和
猪子恭秀
長瀬廣幸
関口宗男
鈴木　哲
酒井　優
寺本善雄
鈴木　哲
山内靖雄
田島伸也

尾本和弘
片山主水
久野博淳
尾本和弘
久野博淳
伊東與有三
尾本和弘
久野博淳
片山主水
片山主水
白木良彦
尾本和弘
久野博淳
尾本和弘
浅野昌文
伊東與有三
久野博淳
大竹山雄二
伴　禎夫
福島啓氏
水野恒平
鈴木雅雄

菱田美智代
伊藤秀雄
大竹山雄二
近藤和雄
近藤信之
中村脩規
大西弘高
佐久間貞介
伊藤秀雄

高村博三
髙村博三
髙村博三
髙村博三
松波恒彦
髙村博三
泉　憲一
近藤雄亮
岩田修司
髙須洋志
伊藤　豪

小笠原和俊
伊藤与則
川畑博敬
内藤　明
横井　衞
住田正夫
前田隆久
岩崎征一
吉田明夫
浅井隆宣
木村光徳

三浦幸治
原野勝至
原野勝至
原野勝至
立松　賢
山田靖典
原野勝至
羽田野道明

猪村美之
小野雅之
榊原和美
朝比美和子
三浦　隆
三浦和人
佐々木眞
木下福郎
杉本　勇
三島多恵子
木村　猛
東山直史
大橋さなえ
山本誠一
長尾浅𠮷𠮷
三浦和人
川辺清次
川村繁生
鈴木　享
杉山隆秀

新原　尚
水野俊男
本多利郎
加藤英敏
伊藤圭一
野々村憲吾
坂田信子
白藤憲雄
犬飼りさ枝
武藤正行
吉木邦男
入谷直行
加藤宜之
木下福郎
久米伸治
中村　勝
中西芳子
山本郁矢
細井俊男
佐々木元彦
鈴井一博
鈴木清詞
有川英敏
森田敏二三
朝比美和子
児島徳和
榊原和美
三島多恵子
鈴木　享
三浦　隆

日比野三吉彦
深澤良介
浅井泰夫
青島邦夫
藤井圓隆
日比野三吉彦
池永秀夫
隅田耕市
髙田秀夫
寺島洋治
川村勝廣
加藤　清
日比野三吉彦
安藤隆利
友田喜夫
大橋昭治
大川　宏
田口　望
小崎誠三
浅井泰夫
藤井圓隆
杉本和英
小室健次郎
日比野三吉彦
神野重行
小原新一
石黒　隆
岡本敏男
岩崎光記
神野重行
川村勝廣
大川 宏

田口 望
藤井圓隆
神野重行
城野八代江
小西忠昭
小室健次郎
大橋昭治
日比野三吉彦

藤田守彦
藤田守彦
西川 博
西垣美千子
藤田守彦
岩田　宏
藤田守彦
西川　博
森田正樹
渡邉徹雄
水野裕善
磯部　徹
岡田守功
大塚嘉彦
後藤　敞
岩田　宏
林　昌義
岩田　宏
藤田守彦
安江英雄
森田正樹
西川　博
岩田　宏
矢野雄嗣
岩田　宏
藤田守彦

川口　豊
川口　豊

後藤吉夫
加藤喜一
岡部　　
中村陽公
吉田正克
山本光夫
船橋夜光
中川正美
小栗七生
水野𠮷𠮷 紹
堀田正夫
近藤和利
井口哲雄
伊藤満琉
上田圭　
真田新之助
杉浦秀一
田中正樹
中村陽公
前﨑弘光
内藤秀樹
石黒大山

16’

17’

08’

09’

　

11’
13’
14’

15’

16’

17’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’
17’

08’
09’
10’
11’

12’

13’

14’
16’
　
08’
09’
11’
13’

14
15’

08’

11’
13’
14’
　
16’
17’

08’

09’
10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’
09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’
09’
11’

12’
13’

14’

15’

16’

17’

09’
10’

08’

09’

10’

11’

12’

江崎武人
谷田利景
石田博彦
中川正美
岡部　　
柴田幸男
中島　実
篠田光浩
山本光夫
石黒大山
水野𠮷𠮷 紹
中村陽公
木村　茂
谷田利景
田中正樹
古橋　茂
渡邊嘉昭
加藤喜一
中川正美
中村陽公
伴野友昭
石田正城
尾関孝英
佐藤春信
佐藤昌伸
矢形修己
石田博彦
柴田幸男
木村　茂
田中正樹
前﨑弘光
水野𠮷𠮷 紹
山本光夫
山口春三
坂　英臣
加藤和彦
溝口　治
山田啓二
日比榮一
待井雄介
岡部　　
田中正樹
小栗七生
中川正美

ミカエル　カルマノ
澤村　広
高橋　巌
安藤　茂
後藤章信
浅見　勲
鷲見弘明
千田　毅
尾関重雄
加藤忠夫
渡辺英信
増田浩男
澤　國生
水野茂生
本田伸太郎
柏木　功
今村憲治
新実宣英

13’

14’
15’

16’

17’

09’
10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’

09’
10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

山口譽起
多和田武
山田信二
真木　昭
余語郁夫
山田健市
清水恭一
東谷昌彦
椙山正弘
福谷正男
ミカエル　カルマノ
水谷守一
加藤坂夫
鋤納忠治
小出忠孝
古川善次郎
本田伸太郎
棚橋鎌次
平野正美
西川誠也
渡辺英信
水野茂生
山田信二
宇佐美嘉重斌
本多　満
新実宣英
高橋　巌
水野茂生
鈴木建吾
栁澤幸輝
澤村　広
本田伸太郎
後藤章信
余語郁夫
平松征男
山田信二
水野茂生
本田伸太郎

高橋祥泰
佐藤正延
重冨　亮
重冨　亮
森藤左ヱ門
佐藤良一
長瀬輝代之
森藤左ヱ門
伊藤陽介
重冨　亮
木村隆之
滑　尚眞
木村邦彦
重冨　亮
滑　尚眞
重冨　亮
井ノ上由貴男
松崎美都子
木村邦彦
滑　尚眞
重冨　亮
加藤恭太郎
滑　尚眞
重冨　亮

鵜飼昌治
井ノ上由貴男
伊藤陽介
加藤恭太郎
松崎美都子
森藤左ヱ門
滑　尚眞
佐藤正延
重冨　亮

伊藤勝康
柏木順壱
加治佐健二
今村孝治
福田哲三
桑山卓也
𠮷𠮷田正道
福田哲三
桑山卓也
加藤一郎
今村孝治
伊藤勝康
福田哲三
加治佐健二
柏木順壱
桑山卓也
槇野智之
福田哲三
桑山卓也

中込清周
村橋泰志
津川聖子
奥　佳澄
中村公彦
中村公彦
藤野直子
齊藤英夫
須賀康夫
平　民三
都築八千代
足立　勉
藤野直子
北村正和
中込清周
奥　佳澄
鈴木太刀雄
村橋泰志
中村公彦
津川聖子
須賀康夫
平　民三
都築八千代
足立　勉
藤野直子
北村正和
村橋泰志
中村公彦
加藤　令
佐藤慎一郎
平　民三
都築八千代

17’

11’

12’
14’

15’
16’

17’

09’

10’
11’
12’

13’
15’

16’

17’

遠藤友彦
遠藤友彦
星川直志
星川須美子
加藤敦子
藤原研一
横田徳久
梶川久雄
古川康司
星川直志
西脇良一
松岡三明
伊藤晋一
尾関正一
柴山利彌
石 黒 　勉
宇都木寧
渡邉泰彬
阿部美男
遠藤友彦
梅村美知容
木村雅一
岩田滿治
尾關實津成
橫井　登
小關敏光
梅田　渉
加藤敦子

小杉啓彰
笹野義春
和田正敏
小林　明
大口弘和
小山雅弘
竹内眞三
池森由幸
宮尾紘司
三好　親
谷口　優
小林英毅
萩原喜代子
鈴木理之
笹野義春
伊藤健文
樫尾富二
加藤重雄
西川豊長
堀江宏輝
佐野　寛
吉田　玄
小山雅弘
池森由幸
鈴木聖三
宮尾紘司
大口弘和
志水ひろみ
小山雅弘
加藤重雄

鈴木重幸
高柳　元

10’
11’
12’

13’

14’

 
16’

17’

08’

10’

11’

12’
13’
14’

15’

16’

17’

08’

上野　広
木下　実
鈴木重幸
上野　広
横田幸三
加藤　靖
河合勇夫
鈴木重幸
上野　広
安藤鉦太郎
伊丹惣三
名倉嗣治
乃一　稔
鈴木真司
上野　広
渡邉直樹
大矢英憲
上野　広
久田錦三
田中邦幸
細野恭弘
柴田義介
安藤鉦太郎
細野恭弘
髙橋　進
前田圭佑
伊丹惣三
小坂達也
加藤　厚
柴田義介
山田敏雄
渡邉直樹
須原茂樹
髙柳　元

前田元弘
河北英次
武田正典
近藤歌子
林　光夫
植村元雄
長谷川周義
三浦俊彦
長谷川正孝
後藤博文
金子紀子
工藤悦子
鬼頭正二郎
寺西　正
北村隆子
落合和子
富山信也
三浦俊彦
長谷川周義
前田元弘
丹羽　繁
中山信義
藤岡省吾

武儀山勝彦
中島譲治
谷村　茂
大西和夫

09’

10’

11’

12’

13’

14’
15’

16’

17’

08’

10’
11’
12’

13’

14’

15’
16’

17’

10’

11’

12’
13’

14’

15’

16’

17’

14’
15’
　　

08’
11’
12’

13’
14’
15’
16’

17’

09’
　
11’

12’

13’
14’
　

08’

09’

10’

11’

12’

13’

山城章治
近藤俊彦
濱田康喜
早川和男
渡邊萬里
金田英和
松野一彦
渡邊萬里
平下三郎
奥村　敦
近藤兼治郎
松野一彦
渡邊萬里
佐藤敏夫
中島譲治

荒山久美
安井　忠

石川百代
疋田　淳
柳原伸行
村井總一郎
石黒　功
柴田宏巳
渡部茂久
牧野　渉
高橋豊彦
冨田佳央
村井總一郎
川村荒治

飯島　卓
陶山登士夫
酒井基裕
飯沼雅朗
竹本泰一
金原久雄
野嵜正一
藤田喜一郎
大岩敏郎

中西喜久雄
羽田明弘
松井由次
西村良彦
竹内稔弘
川口雄三
匹田雅久
西村良彦
山本光人
伴 實
鈴木茂久
石川顕次
羽田明弘
木村高章
佐藤矩朗
野寄一司
高倉宣夫
石川顯次
小林康男

福井英示
谷山　勉
小杉幸一郎
鈴木行久
西村良彦
鈴木大次郎
夏目國弘
土井松男
匹田雅久

樋口俊寛
山本信利
木下良夫
竹本尚美
岩瀬淳一郎
大澤輝秀
大橋平治
内藤雄功
鈴木榮一
戸田俊晴
岩瀬淳一郎
小澤行雄
戸田俊晴
内藤雄功

森下昭造
安田幸雄
仲谷　修
大河直樹
岩崎　功
河辺勝巳
藤城隆雄
藤井國弘
別所淳二
鈴木　進
石黒利昌
宮木幸彦
八木正光
冨田雅則
広中貴彦
河合利則
山田年清
松井　昭
大羽康彦

佐藤有文
大竹勝彦
藤城俊明
縣　保彦
山本芳隆
大竹勝彦
榊原周造
関口三千彦
榊原周造
神戸邦夫
磯村博宣
中村幸一
塩之谷昌
藤城俊明
磯村秀樹
縣　保彦
竹内宏次
吉野勝己

14’

15’

16’
17’

08’
09’
10’

11’

12’

13’

16’

17’

10’

11’
12’

13’

14’

15’

16’

08’

09’

10’

11’
12’

13’
14’

石川昌和
塩之谷昌
河合正治
河合梅雄
水梨豊三
中村陽一
冨安美孝
足立健一
藤原俊男
河合秀矩
長谷川典史
木下　治
小野喬四朗

神谷篤冶
石本健一
荒木　茂
渡会一昭
井本　宏
川口敏郎
彦坂育甫
間瀬祐一
木村守雄
朽名　誠
彦坂育甫
青山房生
森下一良
森下三嗣
三浦正好
川口敏郎

滝下　勲
柴田　勝
伴　辰三
内藤泰通

井上　穂
牧野政雄
松崎　進
高畑皓一
宇藤　信
藤城民男
若林正治
高沢博久
宮川嘉朗
岡本久永
高林保夫
真野善和
大須賀憲太
山本雅久
市川朝洋
谷村泰裕
天野義久
杉原敏雄
久保田裕明
白井正樹
鈴木雅博
西郷隆治
吉川一弘
福沢省吾
石原昭二
山口幹夫

15’

16’

17’

12’

13’
14’
15’

16’
17’

12’
13’

10’

11’

12’
13’

14’

15’

16’

17’

尾原　脩
磯田国男
小川喜一
鈴木照幸
柳田　豊
河辺虎太郎
松井準治
古橋一毅
平野義郎
辻　義郎
柴田　清
藤代善之
本多　敬
加藤武紀
河合喜嗣
大原孝一
古田勝美
鈴木照幸
松井準治
杉田鐘一

鈴木　薫
杉原好洋
鈴木昌敏
満田　稔
小林佳雄
西　義雄
河合純夫
平野正博
豊田能史
渡邊　茂
川西裕康
中嶌秀樹
中村成人
白井康仁
柴田健一
藤井宣行
松下泰三
莊　孝向
安井洋二

吉川正敏
杉浦惠造
内藤　淳
蜂須賀利雄
河野治生
服部良男
奥瀬勇作
服部憲明
中村重嗣
丹羽良治
梶川志郎
田口竜也
水野周久
本多啓一
黒河　陽
三嶋　勉
柴田芳孝
白井通義
杉浦　皓

09’
10’

11’

12’
13’

14’
15’

16’

17’

10’
　
12’

14’

15’

16’

17’

08’

09’

吉川正敏
加藤信吾
小原　睦
青木勇作
古澤武雄
菅井龍一
深田達彦
安藤光淵
浅井　章
林　和夫
岩月一郎
加藤博巳
山崎達也
天野恵一
吉川正敏
中根幹雄
岩瀬敬紀
中村重嗣
荻須文一
小原　睦
服部良男
林　和夫
野田篤文
丹羽良治
三浦泰秀
岩月昭佳
吉川正敏
蜂須賀利雄
三嶋　勉
青木勇作
宮本　隆
金山久雄
尾崎篤司
天野惠一
本多啓一
杉浦　皓
水野周久
峰澤彰宏
河野治生
佐々木勝己
松原広幸
杉浦惠造
小原　睦
酒部圭司
中村重嗣
有賀　健
加藤博已
清水芳美
畔柳春雄
山本邦雄
荻須文一
菅井龍一
林　和夫
丹羽良治
服部良男
吉川正敏
南部　淳
梶川志郎
峰澤彰宏
野田篤文
加藤博巳
天野惠一
古澤武雄

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

岩月一郎
黒河　陽
金山久雄
小原　睦
安藤宏行
太田成紀
櫻井敬子
岩瀬敬紀
三浦泰秀
金山久雄
小原　睦

斎藤直美
斎藤直美
杉浦敏夫
梅村正明
横山眞久
杉浦敏夫
梅村正明
加藤直樹
鈴木元弘
永田一夫
杉浦敏夫
河木照雄
梅村正明
杉浦敏夫
渡邉寿也
杉浦敏夫
梅村正明
渡邉寿也
加藤直樹
杉浦敏夫
梅村正明
奥田清仁
渡邉寿也
杉浦敏夫
梅村正明
孕石邦雄
神谷和利
丸井俊裕
光岡新吾
野口明生
岡田勝美
酒井法丈
渡邉寿也
杉浦敏夫

安藤幸司
本間　毅
中根義雄
今泉孝一
大須賀予偲子
岡田庸男
安藤幸司
神谷直三
渡辺要市
三浦勝美
中川修一郎
大久保武
鈴木康之
髙橋正直
小久保文雄
岡田庸男

17’

08’
09’

10’
11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’

09’
10’

11’

犬塚克明
高橋賢司
磯貝和汪
山本雅樹
本間　毅
安藤幸司
岡田庸男
本間英晴
藤田正彦
伊藤恭弘
岡田庸男
近藤千雅
中根義雄
杉田雅樹
太田進造
中嶋昭史
蒲野良雄
大村榮治
岡田光司
三浦勝美
今泉孝一
伊豫田浩
鬼頭辰郎
小野正富
志賀為宏
杉本義安
服部英男
犬塚克明
倉田　長
鈴木康之
本間　毅
安藤幸司
安藤隆幸
深津　篤
岩瀬宏隆
小島ミユキ
岡田庄璽
杉浦　彰
鈴木英成
高橋賢司

加納一弘
山形悦男
須藤一郎
鈴木宏行
中川俊治
池田憲治
寺田壽孝
佐藤仁功
伊藤愼一
野田清衛
加納一弘
小幡輝雄
伊藤信裕
土屋孝介
加納一弘
服部潤一
伊藤信裕
山形悦男
加納一弘

長坂　勲
小木曽進

12’

13’

14’

15’

16’

17’

10’

11’

12’

13’
　
15’

16’

17’

08’
09’

小野文憲
深田昭彦
山内隆一
山中　一
足立汎和
市川幾雄
長坂　勲
新波勝也
石原靖増
深津幸雄
橋本義紀
池田　正
原田耕平
小林清文
野村政弘
梅村順一
三浦泰廣
浅岡謙治
生駒尚久
岩月鋹廣
中川和広

豊田　稔
鈴木敬一
浦野　朗
山田守男
杉浦英昭
浦野政幸
鈴木英治
鈴木敬一
福岡　治
河合芳弘
川﨑省治
中根　茂
梅村憲一
浦野政幸
永野卓司
矢頭功生
深田利幸
浦野政幸

加藤順弘
小出浩義
小山章仁
宮島好弘
田中暉登
都築　孝
藤江顕治
神谷欣臣
長野哲也
高橋晶夫
加藤豊生
小林道利
永野彦麿
中根常彦
小野進一
小島邦男
近藤敬道
永田　裕
桐渕利次
永井量基
鈴木　豊
青山幸市

10’
11’
12’

14’

15’

16’
17’

08’
10’

11’
13’
14’
15’
16’

17’

08’

09’

10’

11’

岡田吉生
松野　敏
中根啓䑍
永坂博彦
天野賢一
近藤正俊
有馬惟夫
牧野正高
松永茂夫
松井孝王
桐渕利次
佐々木靖史
天野邦彦
青山幸市
永田　裕
杉山隆章
近藤保則
近藤憲康
千賀邦二
中山 巳
田中暉登
山本剛司
加藤義幸
中根常彦
太田三伸
志貴一仁
小林政則
太田三伸
藤江顕治
小林通利
小出浩義
小山章仁
宮島好弘
永井量基
髙橋晶夫

岡田佳大
永井光彦
野々山彰
深谷勝善
鈴木正輝
金子忠雄
堀川　泰
鈴木玉機
名倉明秀

浅岡多田志
河合英二
山下一美
中山憲和
河合英二
小島哲夫
猪狩　蔵
木戸重信
小島哲夫
和泉房枝
太田昌孝
鈴村幸雄
梅村公代
山内ユミ子
鈴木　寛
鈴木純子
浅岡多田志

12’

13’

14’

15’

16’

17’

10’
11’
13’

14’
17’

09’

10’
11’
12’
13’

15’

16’

17’

猪狩　蔵
鈴村幸雄

遠山堯郎

林　和夫

加藤俊二
前田孝司
橋本恭典
野村紀代彦
嶋津孝久
霜出倶弘
権田鋹弘
大竹憲治
嶋津孝久
鈴木文三郎
大音祖瑛
𠮷𠮷 原孝彦
前田孝司
岡本　巧
小林祥浩
塚本幸夫
太田宗一郎
平野和一
伊藤節夫
嶋津孝久
市川裕大
杉浦世志朗
鈴木　豊
深谷嘉英
杉浦芳一
黒田義之
大竹憲治
盛田豊一
鈴木　豊
毛受　豊
加藤哲也
廣根　実
加藤真治
鈴木　豊
天野櫻子
市川裕大
神野公秀
神谷光義
久米博明
内藤耕造
太田　保
池田憲司
加藤真治
橋本恭典
鈴木　豊
小川耕示
杉山欣輝
竹内一正
深谷稔彦
深谷嘉英
加藤哲也
野村紀代彦
鈴木文三郎
市川裕大

17’

17’

08’
　

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

太田宗一郎
鈴木　豊
中林久美
角谷広高
大音祖瑛
𠮷𠮷 原孝彦
太田宗一郎
鈴木　豊

永谷文人
石川　博
大嶽岩雄
沓名俊裕

杉浦明博
尾﨑隆爾
田中正規
成瀬文和
宍戸秀隆
杉浦　広
榊原勝俊
浅岡勝行
鳥山欽示
岡田光祥
岡安邦夫
黒田正志
宍戸量一
尾﨑隆爾
杉浦澄雄
天野　卓
山尾　令
榊原康正
松井　康
山田慶勝
羽佐田芳和
田中正規
田中正規
岡田雅彦
杉浦明博
杉浦義浩
朝岡　正
原田保男
平田兼久
稲垣良次
犬塚宣明
石川哲朗
伊藤富義
岩瀬正範
北山健二
三村幸弘
三浦康彦
小田井博茂
岡田文雄
大河内芳信
小澤育史
齋藤　肇
柴田高広
杉田明弘
高濵明利
鳥居清澄
矢橋和也
山﨑秀夫
犬塚和夫

17’

12’

08’
10’
12’

13’

14’
15’

杉浦　脩
平岩一夫
杉浦明博
山﨑周彌
嚮 原正人
鳥居祥雄
小澤育史
松田茂治
加藤浩道
三浦眞澄
大内基浩

加藤良邦
奥谷弘和
榊原　健
杉田　茂
加藤丈太郎
樅山善久
石川春久
犬塚敦統
杉浦健次
山中寛三

16’

17’

08’

09’

10’

11’
12’

池田弘孝
黒田昌司
岡本明弘
新美宗和
榊原　健
長田豊治
奥田雪雄
平松　太
鈴木健三
竹中　誠
新美雅浩
清澤聡之
山中寛紀
植松敏樹
森田英治
竹中　誠

小池 孝
牧野伸治
杉田亘恭
長田　治
西脇霊雄

神谷正康
小出道治

杉浦義尚
中村さと子
森田　仁
黒田勝基
杉浦浩一
伊藤ルミ
野々山光秋
高桑雄司
黒田勝基
森田　仁
神谷公一
田代清一
中村さと子
高桑雄司

野村賢孝
竹内博之
近藤一幸
酒井一造

13’

14’

15’
16’
17’

08’

09’
11’
12’

14’

09’
11’
12’
14’

15’
16’

17’

09’
10’

12’

塚本昌男
水野𠮷𠮷 樹
大橋　均
山田哲夫
武田昭俊
安井喜秀
早川岩男
倉田英行
中川　敦
鈴木民也
髙木秀夫
髙村睦浩
齊藤𠮷𠮷 博
野々山和彦
中川　敦
鈴木民也
竹内博之

青山弦八
後藤利之
長谷収一
廣中利臣

堀田義之
犬塚万弘
石川勝雄
磯貝総一郎
伊藤則男
岩瀬　一
岩瀬清彦
加納　隆
小林　豊
三浦隆司
中根勝美
二宮誠二
岡田義雄
大須賀慶一
大髙敏睦
斎藤喬甫
酒井　進
嚮 原利夫
清　克行
下谷七郎
新海雄二
杉田芳男

杉浦正昭
杉浦義利
鈴木正司
鈴木昭夫
高原　宏
髙須　光
髙須　匀
辻村義之
山本裕充
山本俊明
米津長治
大山勝男
石山　進
太髙純治
鈴木経男
鈴木善和

平子昭三
伊吹治郎
稲垣　靖
小西紀久雄
畔柳弘文

柵木政美
松本　正
森田勝己
西尾四郎
丹羽　修
杉浦眞理子
鳥居剛育
山口恭正
矢田良一
竹内裕恭
大見育太
金子功男
石原勝成
待田　清
岡崎重太郎
安藤一高
富田清治
阿部光廣
植村康人
平野勝則
稲垣善朗
神谷　宏

成田　徹
都築征成
山口恭正
植村律保
安藤　毅
古居一雄
伊吹治郎
稲垣　靖
畔柳弘文
柵木政美
長坂　誠
西尾四郎
丹羽　修
杉浦眞理子

13’

14’

16’

17’

16’

17’

08’

11’

12’

14’
15’
16’

17’
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尾張中央

犬山

瀬戸

東尾張分区

一宮中央

名古屋清須

稲沢

あま

尾西

一宮北

津島

知多

大府

常滑

半田南

東知多

東海

半田

南尾張分区

一宮

西尾張分区

池田拓夫
石川八郎
伊東良夫
小杉將郎
松本　宏
三保谷樞
水野八洲男
椴山晃雄
新美忠夫
蜷川　幸
岡戸伍弌
小野眞孝
杉浦三郎
鈴木千里
高木　宏
竹内尚哉
冨　武司
土平詔一
山内和之
内田榮一
小栗利朗
榊原正治
青井雅純
畑中雅之
神戸信寅
竹内俊介
高木利定
六鹿直視
平林伸康
川口新平
小栗孝久
森田　亨
前田佳男
伊東良夫
内田榮一
岡戸伍弌
金澤憲二
松本順子
松石奉之
酒井良輔
嚮 原明美
鈴村せつ子
手島寿宏
山﨑正夫
石川八郎
小杉將郎
松本　宏
水野八洲男
椴山晃雄
新美忠夫
蜷川　幸
小野眞孝
杉浦三朗
土平詔一
山内和之
小栗利朗

伊奈一郎

竹内喜陽雄
稲葉勝彦
赤井俊二
後藤　正
牧野克則
猪飼盛雄
伊奈正彦
杉江久三郎
伊奈輝三
清水幸一
鯉江公司
市田弘治
村田　聡
小島貞夫
阿知和久男
井上義春
角野濱照
伊奈輝三
伊奈輝三

小嶋真一郎
増岡達一
小嶋洋一
坂野公俊
大林香瑞人
大林香瑞人
小嶋真一郎
小嶋真一郎
高村敦夫
中池聡之
早川直義
村瀬秀和
佐野宏樹
小嶋真一郎

加藤知成
堀 葵
加藤知成
熊澤　岌
山本さゆり
藤澤健夫
村瀬竜雄
加藤知成
高津忠男
小笠原直樹
山本さゆり

石川勝彦
榊原徳三
竹内満寿夫
都築延男
中井民雄
新美　茂
榊原　肇
加藤裕安
新美建司
榊原邦彦
沢田　佶
都築利全
小栗雅彦
森島昭二

08’

09’
10’
13’

14’

15’

16’

17’

11’

12’
14’

15’
16’

08’
09’
11’
12’

13’

14’

15’
16’

17’

08’

09’

10’

12’

13’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

13’
14’

15’

17’

11’
12’
13’

09’
12’

13’
14’

17’

近藤敏通
森田芳一
加藤金吉
山本育輝
岡戸利直
石川信行
鈴木健司
鈴木宏司
間瀬　正
永田明世
竹内俊郎
石川勝彦
竹内　靖
竹内満寿夫
都築延男
杉浦豊幸
鈴木健司
榊原　肇
新美　茂
岩部雅人
嚮原　英
山本慎治
嚮 原邦彦
手島嘉宏
都築利全
近藤敏通
加藤金吉
小栗雅彦
森島昭二

葉山博美
岩崎征宣
竹内義将
早川佳教
村上茂登
久野完治
中村泰忠
永井喜義
千賀貴彦

加藤正俊
相羽英人
久野春雄
加藤正俊

牛田　猛
森島勝美
大森一人
舩橋正員
平谷良樹
野杁章夫
野杁章夫
磯部　茂
青山佳裕
伊藤幸一
則竹伸也
舩橋正員
大森一人

08’
12’
13’

16’
17’

10’

12’
13’

12’
13’

14’
15’
16’
17’

14’

安江正博
伊藤哲朗
鈴木吉男
篠田　廣
坂井　裕
伊藤彰浩
宇佐美三郎

大島晋作
都倉吾一
山内　登
山内幸夫
横山　弘
吉田　弘
吉田民雄
安藤　巖
不破惠一郎
岩田勝義
金森安石
加藤千博
前田正和
森 新
森信一朗
前田正和
加藤博行

豊島德三
林　冏成
水野憲司
山内國雄
小澤正明
松原幹彦
藤原峯忠
石黒三雄
矢野尚彦
加藤　勉
黒木義公
大森克孝
瀧　義孝
豊島德三
豊島德三
豊島德三
豊島德三
豊島德三

野々部昭男
伊藤　彰
児島秀光
金森英夫
西村郁夫
新海　勲
山名敬一
成田幸太郎
浅井耕治
大野邦英
池田邦雄
伊藤強平
伊藤正弘
田口茂利平
山田信行

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’
15’

16’

17’

横井　定
野島精二
林　茂夫
加藤　耐
小森章平
服部孝根
橋本嗣治
塚本胤男
伊串　惇
今井靖隆

佐藤　明
黒野晃太郎
西川広樹
柏子見昌敏
鈴木正徳
田中正博
鈴木和彦
田中正博
光岡　朗
山田幹夫
堀江承元
田中正博
岩島裕芳
前田重廣
後藤雅光
西川広樹
鈴木正徳
栗木和夫
北野庸夫
古川　宏
西川広樹
加藤憲治
鈴木正徳
西川広樹
北野庸夫
大竹敬一
山田幸治
児玉憲之
立松絹久
真木伸一
東海広光
黒野晃太郎
高山　敏
西川広樹
光岡　朗
栗木和夫
山田尊久
後藤雅光
児玉憲之
東海広光
黒野晃太郎
紅谷幸政
篠田正志
後藤雅光
黒野晃太郎
稲垣秀樹
中西　巧
伊藤英毅
岩島裕芳
大竹敬一

立松絹久
山田尊久
児玉憲之
栗木和夫
後藤雅光
田中正博
黒野晃太郎
前田重廣

早川雅男
成田　博
守野暢洋
森田堅一
中村　禊
高山萬三
辻　勇夫
森田堅一
星野清久
早川雅男
後藤　稔
中村　禊
伊藤　昇
守野暢洋
和田典之
梅田愼也
後藤鈴明
田邉辰彦
桜井利夫
江川泰彦
浅田嘉行
辻　勇夫
櫻井利夫
池戸賢治
江川泰彦
三輪隆裕

熊澤勝則
山下隆義
赤堀博宣
平野弘康
水上惠一
中村隆文
沖野　満
大野眞一
熊澤勝則
山下隆義

加藤康治
松前憲典
尾関一之
柴田裕市
猪子裕史
春木和美
松岡正浩
林　倫子
飯盛静男
今井多美子
永田　正
小野木宏
佐藤祐造
秋田敬治

08’

10’

11’

14’

15’
16’
17’

12’
14’
15’

08’

12’
13’

14’
15’

16’

17’

11’

12’

13’

14’

15’

石原稔久
石川正弘
伊藤恒二郎
加藤辰己
加藤恭章
松前裕己
松前和子
森 眞
西岡則男
大塚省治
鵜飼俊光
永田　正
松本正暢
松前裕己

田中鉦雪
山田晃司
寺田　悟
鈴木良信
澤田賢成
佐野一二
岡村　肇
大竹一義
勝谷哲次
加藤睦彦
加藤五津美
亀井　勝
平松　啓
渡辺愛一郎
加藤眞言
加藤令吉
神戸芳樹
加藤陽一
山口育男
野田正治
森脇文直
伊藤英彦
山本英雄
加藤一夫
加藤恵子
加藤孝爾
藤井源成
牧 治
加藤定江
井上伸也
松村晋也
加藤　捷
梶野輝雄
玉井　徹
加藤唐三郎
天野靖久
井上　博
青山　稔
加藤陽一
加藤太伸
近藤三博
野田由紀子
刑部祐介
鈴木光彦

16’

17’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’
16’

鈴木政成
加藤光哉
加藤陽一
山田　拓
山口記由

平林米司
木納隆義
小嶋利彦
安田宗平
朱宮新治
伊藤英男
仙田逸二
住野龍之介
吉野　稔
小室秀夫
青山佳高
有馬彰顕
井川光雄
野倉達雄
小川宏嗣
小川逸朗
小川征一
武山勇夫
山根雄司
安田新平
朱宮新治
松山邦夫
日比野良太郎
宮本照剛
野田　修
小川嘉吉
大島克己
谷津義雄
吉田　洋
安達英昭
朱宮新治
板津英基
原　正男
奥村正幸
田中茂生
河田敏和
千田昌宏
梶川増蔵
石田銑一
田中進一郎
安田宗平
伊藤　隆
大海敏道
髙橋秀治
近藤斉宏
岡田雅隆
牧野武彦
木村　完
平林米司
朱宮新治
松平實胤
野倉達雄
小川宏嗣
住野龍之介
山根雄司

●マルチプルポールハリスフェロー 安田新平
日比野良太郎
井川光雄
小川征一
日比野万喜男
稲垣圭次
加藤浩一
祖父江寿男
原　正男
松平實胤
谷津義雄
吉田　洋

倉知正憲
岩井正彦
山田　猛
古田嘉且
大池武徳
伊藤靖祐

河村嘉男
鈴木文勝
鈴木文勝
松尾憲二郎
河村嘉男
鈴木文勝
鈴木文勝
堀井　武
大島賀樹
長谷川弘
五藤隆夫
橋本晃暢
落合鑅一
舩橋茂行

大橋完一
林　鑛三
山田　治
社本太郎
小島啓冶
林　憲正
風岡保広
志水ひろみ
加藤久仁明
社本太郎
屋嘉比良夫
名畑　豊
加藤久仁明
屋嘉比良夫
志水ひろみ
山田　治

飯田幸雄
加藤清久
大嶋一二三
松下洋一
山田直樹
大竹　薫
箕輪良孝
加藤清久
西尾輝久
冨田　晃
大嶋一二三

17’

09’

10’
14’
15’
17’

10’
12’
13’

14’

15’
16’

17’

08’

09’
10’

11’
12’

13’

15’

09’

10’
11’

12’

13’

14’

15’
16’

11’
12’

13’

14’

15’

16’
17’

08’

09’

10’

11’

小柳和之
飯田幸雄
髙島　昇
谷口伸夫
丹羽敏行
桜井雅博
古橋裕志
井田武憲
山田直樹

中林正人
三治　明
村瀬冨三夫
高山光雄
鈴木恵一
山田幹雄
竹尾　悟
串田正克
中島俊朗
金井和治
武田英昭
栗田和典
波多野真
井上政秋
稲吉將秀
稲熊正徳
中林正人
伊勢村道雄
照井通夫
北園守生
市川　孝
清水武臣
内海辰巳
太田哲郎
原田好展
土屋範郎
川口直也
加藤泰弘
山北秀和
波多野勝美
安川正勝
石川良治
柴田　弘
中林正人
川瀬　公
金井和治
中林正人

山中俊博
小澤　修
鈴木晴季
成田一成
山本　修
江尻守鉅
加藤勝之
伊藤保徳
坂田　隆
若杉福雄
坂田　隆
青山雅彦
中島英海
高島鋭郎
成田一成

加藤勝之
青山雅彦
加藤光枝
荒井康夫
梅村邦雄
加藤充弥
江尻忠之
鈴木晴季
加藤勝之
中野昭雄
加藤勝之
青山弘彦
梅村邦雄
小澤　修
山本　修
坂田　隆
若杉福雄
大竹良太
荒井康夫
中島英海
杉山仁朗
小澤　修
平尾節子
加藤雅人
長江正成
二宮あづさ
中野昭雄
成田一成
青山雅彦
加藤勝之
若杉福雄
江尻忠之
鈴木昌子
和佐田強
中野昭雄
梅村邦雄
江尻忠之

長谷川義夫
井上隆義
園原宏治
丹羽規之
三輪照夫
服部　徹
河村金明
井上隆義
井上隆義
服部　徹
山田照光
小川清夫
宮田浩明
井上隆義
井上隆義
井上隆義

堀田　徹
服部智謙
堀田　徹
服部智謙
多田通夫
岩田佳之
岩田佳之
長谷川幸正

12’

13’

14’

15’

16’
17’

08’

10’
11’

12’

13’

15’
17’

08’
09’

10’
11’
12’
14’
15’

林 　 學
穂積良治
小塚美知子
小原久和
奥田　葵
玉置政利
津坂守英
内田正也
山田善国
後藤訓美
筒井俊秋
岩田佳之
服部智謙
太田達夫

丹羽司一
白石政二郎
佐藤文昭

稲熊茂男
尾野英二
小山陽三
鈴木雅弘
吉田　紘
尾野英二

鈴木輝彦
多久田達宏
内田安彦
渡邉　浩
山路兼生
岩田崇祺
中村哲郎
江口博寿
澤田伊三夫
嶺木昌行
宮田理博
北　登一
桂　洋司
小嶋仲夫
後藤正憲
奥山清介
伊藤昌弘
池 　 潤
多久田達宏
伊藤昌弘
浦野廣高
吉川公章
浅原光男
斎藤清治
櫻井　繁
山口義浩
篠田美樹
伊藤昌弘
粕谷忠晴
岩田崇祺
福山　衛
吉川公章
伊藤昌弘
江口博寿
榊原仁作

11’

17’

15’
16’
17’

08’
09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

片桐　満
吉川公章
伊籐昌弘
近藤雅夫
吉川公章
伊藤昌弘
伊東万樹也
江口博寿
伊藤昌弘

住田　守
荒木　巌
小島清路
才本清継
加藤茂春
梅田武久
田島伸也
小倉　昇
杉江豊文
森　　清
岸上泰道
成田洋之
住田　守
内藤昌裕
山田　豊
岸上泰道
橋本修三
杉浦　弘
山内靖雄
杉江豊文
福西康和
猪子恭秀
長瀬廣幸
関口宗男
鈴木　哲
酒井　優
寺本善雄
鈴木　哲
山内靖雄
田島伸也

尾本和弘
片山主水
久野博淳
尾本和弘
久野博淳
伊東與有三
尾本和弘
久野博淳
片山主水
片山主水
白木良彦
尾本和弘
久野博淳
尾本和弘
浅野昌文
伊東與有三
久野博淳
大竹山雄二
伴　禎夫
福島啓氏
水野恒平
鈴木雅雄

菱田美智代
伊藤秀雄
大竹山雄二
近藤和雄
近藤信之
中村脩規
大西弘高
佐久間貞介
伊藤秀雄

高村博三
髙村博三
髙村博三
髙村博三
松波恒彦
髙村博三
泉　憲一
近藤雄亮
岩田修司
髙須洋志
伊藤　豪

小笠原和俊
伊藤与則
川畑博敬
内藤　明
横井　衞
住田正夫
前田隆久
岩崎征一
吉田明夫
浅井隆宣
木村光徳

三浦幸治
原野勝至
原野勝至
原野勝至
立松　賢
山田靖典
原野勝至
羽田野道明

猪村美之
小野雅之
榊原和美
朝比美和子
三浦　隆
三浦和人
佐々木眞
木下福郎
杉本　勇
三島多恵子
木村　猛
東山直史
大橋さなえ
山本誠一
長尾浅𠮷𠮷
三浦和人
川辺清次
川村繁生
鈴木　享
杉山隆秀

新原　尚
水野俊男
本多利郎
加藤英敏
伊藤圭一
野々村憲吾
坂田信子
白藤憲雄
犬飼りさ枝
武藤正行
吉木邦男
入谷直行
加藤宜之
木下福郎
久米伸治
中村　勝
中西芳子
山本郁矢
細井俊男
佐々木元彦
鈴井一博
鈴木清詞
有川英敏
森田敏二三
朝比美和子
児島徳和
榊原和美
三島多恵子
鈴木　享
三浦　隆

日比野三吉彦
深澤良介
浅井泰夫
青島邦夫
藤井圓隆
日比野三吉彦
池永秀夫
隅田耕市
髙田秀夫
寺島洋治
川村勝廣
加藤　清
日比野三吉彦
安藤隆利
友田喜夫
大橋昭治
大川　宏
田口　望
小崎誠三
浅井泰夫
藤井圓隆
杉本和英
小室健次郎
日比野三吉彦
神野重行
小原新一
石黒　隆
岡本敏男
岩崎光記
神野重行
川村勝廣
大川 宏

田口 望
藤井圓隆
神野重行
城野八代江
小西忠昭
小室健次郎
大橋昭治
日比野三吉彦

藤田守彦
藤田守彦
西川 博
西垣美千子
藤田守彦
岩田　宏
藤田守彦
西川　博
森田正樹
渡邉徹雄
水野裕善
磯部　徹
岡田守功
大塚嘉彦
後藤　敞
岩田　宏
林　昌義
岩田　宏
藤田守彦
安江英雄
森田正樹
西川　博
岩田　宏
矢野雄嗣
岩田　宏
藤田守彦

川口　豊
川口　豊

後藤吉夫
加藤喜一
岡部　　
中村陽公
吉田正克
山本光夫
船橋夜光
中川正美
小栗七生
水野𠮷𠮷 紹
堀田正夫
近藤和利
井口哲雄
伊藤満琉
上田圭　
真田新之助
杉浦秀一
田中正樹
中村陽公
前﨑弘光
内藤秀樹
石黒大山

16’

17’

08’

09’

　

11’
13’
14’

15’

16’

17’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’
17’

08’
09’
10’
11’

12’

13’

14’
16’
　
08’
09’
11’
13’

14
15’

08’

11’
13’
14’
　
16’
17’

08’

09’
10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’
09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’
09’
11’

12’
13’

14’

15’

16’

17’

09’
10’

08’

09’

10’

11’

12’

江崎武人
谷田利景
石田博彦
中川正美
岡部　　
柴田幸男
中島　実
篠田光浩
山本光夫
石黒大山
水野𠮷𠮷 紹
中村陽公
木村　茂
谷田利景
田中正樹
古橋　茂
渡邊嘉昭
加藤喜一
中川正美
中村陽公
伴野友昭
石田正城
尾関孝英
佐藤春信
佐藤昌伸
矢形修己
石田博彦
柴田幸男
木村　茂
田中正樹
前﨑弘光
水野𠮷𠮷 紹
山本光夫
山口春三
坂　英臣
加藤和彦
溝口　治
山田啓二
日比榮一
待井雄介
岡部　　
田中正樹
小栗七生
中川正美

ミカエル　カルマノ
澤村　広
高橋　巌
安藤　茂
後藤章信
浅見　勲
鷲見弘明
千田　毅
尾関重雄
加藤忠夫
渡辺英信
増田浩男
澤　國生
水野茂生
本田伸太郎
柏木　功
今村憲治
新実宣英

13’

14’
15’

16’

17’

09’
10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’

09’
10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

山口譽起
多和田武
山田信二
真木　昭
余語郁夫
山田健市
清水恭一
東谷昌彦
椙山正弘
福谷正男
ミカエル　カルマノ
水谷守一
加藤坂夫
鋤納忠治
小出忠孝
古川善次郎
本田伸太郎
棚橋鎌次
平野正美
西川誠也
渡辺英信
水野茂生
山田信二
宇佐美嘉重斌
本多　満
新実宣英
高橋　巌
水野茂生
鈴木建吾
栁澤幸輝
澤村　広
本田伸太郎
後藤章信
余語郁夫
平松征男
山田信二
水野茂生
本田伸太郎

高橋祥泰
佐藤正延
重冨　亮
重冨　亮
森藤左ヱ門
佐藤良一
長瀬輝代之
森藤左ヱ門
伊藤陽介
重冨　亮
木村隆之
滑　尚眞
木村邦彦
重冨　亮
滑　尚眞
重冨　亮
井ノ上由貴男
松崎美都子
木村邦彦
滑　尚眞
重冨　亮
加藤恭太郎
滑　尚眞
重冨　亮

鵜飼昌治
井ノ上由貴男
伊藤陽介
加藤恭太郎
松崎美都子
森藤左ヱ門
滑　尚眞
佐藤正延
重冨　亮

伊藤勝康
柏木順壱
加治佐健二
今村孝治
福田哲三
桑山卓也
𠮷𠮷田正道
福田哲三
桑山卓也
加藤一郎
今村孝治
伊藤勝康
福田哲三
加治佐健二
柏木順壱
桑山卓也
槇野智之
福田哲三
桑山卓也

中込清周
村橋泰志
津川聖子
奥　佳澄
中村公彦
中村公彦
藤野直子
齊藤英夫
須賀康夫
平　民三
都築八千代
足立　勉
藤野直子
北村正和
中込清周
奥　佳澄
鈴木太刀雄
村橋泰志
中村公彦
津川聖子
須賀康夫
平　民三
都築八千代
足立　勉
藤野直子
北村正和
村橋泰志
中村公彦
加藤　令
佐藤慎一郎
平　民三
都築八千代

17’

11’

12’
14’

15’
16’

17’

09’

10’
11’
12’

13’
15’

16’

17’

遠藤友彦
遠藤友彦
星川直志
星川須美子
加藤敦子
藤原研一
横田徳久
梶川久雄
古川康司
星川直志
西脇良一
松岡三明
伊藤晋一
尾関正一
柴山利彌
石 黒 　勉
宇都木寧
渡邉泰彬
阿部美男
遠藤友彦
梅村美知容
木村雅一
岩田滿治
尾關實津成
橫井　登
小關敏光
梅田　渉
加藤敦子

小杉啓彰
笹野義春
和田正敏
小林　明
大口弘和
小山雅弘
竹内眞三
池森由幸
宮尾紘司
三好　親
谷口　優
小林英毅
萩原喜代子
鈴木理之
笹野義春
伊藤健文
樫尾富二
加藤重雄
西川豊長
堀江宏輝
佐野　寛
吉田　玄
小山雅弘
池森由幸
鈴木聖三
宮尾紘司
大口弘和
志水ひろみ
小山雅弘
加藤重雄

鈴木重幸
高柳　元

10’
11’
12’

13’

14’

 
16’

17’

08’

10’

11’

12’
13’
14’

15’

16’

17’

08’

上野　広
木下　実
鈴木重幸
上野　広
横田幸三
加藤　靖
河合勇夫
鈴木重幸
上野　広
安藤鉦太郎
伊丹惣三
名倉嗣治
乃一　稔
鈴木真司
上野　広
渡邉直樹
大矢英憲
上野　広
久田錦三
田中邦幸
細野恭弘
柴田義介
安藤鉦太郎
細野恭弘
髙橋　進
前田圭佑
伊丹惣三
小坂達也
加藤　厚
柴田義介
山田敏雄
渡邉直樹
須原茂樹
髙柳　元

前田元弘
河北英次
武田正典
近藤歌子
林　光夫
植村元雄
長谷川周義
三浦俊彦
長谷川正孝
後藤博文
金子紀子
工藤悦子
鬼頭正二郎
寺西　正
北村隆子
落合和子
富山信也
三浦俊彦
長谷川周義
前田元弘
丹羽　繁
中山信義
藤岡省吾

武儀山勝彦
中島譲治
谷村　茂
大西和夫

09’

10’

11’

12’

13’

14’
15’

16’

17’

08’

10’
11’
12’

13’

14’

15’
16’

17’

10’

11’

12’
13’

14’

15’

16’

17’

14’
15’
　　

08’
11’
12’

13’
14’
15’
16’

17’

09’
　
11’

12’

13’
14’
　

08’

09’

10’

11’

12’

13’

山城章治
近藤俊彦
濱田康喜
早川和男
渡邊萬里
金田英和
松野一彦
渡邊萬里
平下三郎
奥村　敦
近藤兼治郎
松野一彦
渡邊萬里
佐藤敏夫
中島譲治

荒山久美
安井　忠

石川百代
疋田　淳
柳原伸行
村井總一郎
石黒　功
柴田宏巳
渡部茂久
牧野　渉
高橋豊彦
冨田佳央
村井總一郎
川村荒治

飯島　卓
陶山登士夫
酒井基裕
飯沼雅朗
竹本泰一
金原久雄
野嵜正一
藤田喜一郎
大岩敏郎

中西喜久雄
羽田明弘
松井由次
西村良彦
竹内稔弘
川口雄三
匹田雅久
西村良彦
山本光人
伴 實
鈴木茂久
石川顕次
羽田明弘
木村高章
佐藤矩朗
野寄一司
高倉宣夫
石川顯次
小林康男

福井英示
谷山　勉
小杉幸一郎
鈴木行久
西村良彦
鈴木大次郎
夏目國弘
土井松男
匹田雅久

樋口俊寛
山本信利
木下良夫
竹本尚美
岩瀬淳一郎
大澤輝秀
大橋平治
内藤雄功
鈴木榮一
戸田俊晴
岩瀬淳一郎
小澤行雄
戸田俊晴
内藤雄功

森下昭造
安田幸雄
仲谷　修
大河直樹
岩崎　功
河辺勝巳
藤城隆雄
藤井國弘
別所淳二
鈴木　進
石黒利昌
宮木幸彦
八木正光
冨田雅則
広中貴彦
河合利則
山田年清
松井　昭
大羽康彦

佐藤有文
大竹勝彦
藤城俊明
縣　保彦
山本芳隆
大竹勝彦
榊原周造
関口三千彦
榊原周造
神戸邦夫
磯村博宣
中村幸一
塩之谷昌
藤城俊明
磯村秀樹
縣　保彦
竹内宏次
吉野勝己

14’

15’

16’
17’

08’
09’
10’

11’

12’

13’

16’

17’

10’

11’
12’

13’

14’

15’

16’

08’

09’

10’

11’
12’

13’
14’

石川昌和
塩之谷昌
河合正治
河合梅雄
水梨豊三
中村陽一
冨安美孝
足立健一
藤原俊男
河合秀矩
長谷川典史
木下　治
小野喬四朗

神谷篤冶
石本健一
荒木　茂
渡会一昭
井本　宏
川口敏郎
彦坂育甫
間瀬祐一
木村守雄
朽名　誠
彦坂育甫
青山房生
森下一良
森下三嗣
三浦正好
川口敏郎

滝下　勲
柴田　勝
伴　辰三
内藤泰通

井上　穂
牧野政雄
松崎　進
高畑皓一
宇藤　信
藤城民男
若林正治
高沢博久
宮川嘉朗
岡本久永
高林保夫
真野善和
大須賀憲太
山本雅久
市川朝洋
谷村泰裕
天野義久
杉原敏雄
久保田裕明
白井正樹
鈴木雅博
西郷隆治
吉川一弘
福沢省吾
石原昭二
山口幹夫

15’

16’

17’

12’

13’
14’
15’

16’
17’

12’
13’

10’

11’

12’
13’

14’

15’

16’

17’

尾原　脩
磯田国男
小川喜一
鈴木照幸
柳田　豊
河辺虎太郎
松井準治
古橋一毅
平野義郎
辻　義郎
柴田　清
藤代善之
本多　敬
加藤武紀
河合喜嗣
大原孝一
古田勝美
鈴木照幸
松井準治
杉田鐘一

鈴木　薫
杉原好洋
鈴木昌敏
満田　稔
小林佳雄
西　義雄
河合純夫
平野正博
豊田能史
渡邊　茂
川西裕康
中嶌秀樹
中村成人
白井康仁
柴田健一
藤井宣行
松下泰三
莊　孝向
安井洋二

吉川正敏
杉浦惠造
内藤　淳
蜂須賀利雄
河野治生
服部良男
奥瀬勇作
服部憲明
中村重嗣
丹羽良治
梶川志郎
田口竜也
水野周久
本多啓一
黒河　陽
三嶋　勉
柴田芳孝
白井通義
杉浦　皓

09’
10’

11’

12’
13’

14’
15’

16’

17’

10’
　
12’

14’

15’

16’

17’

08’

09’

吉川正敏
加藤信吾
小原　睦
青木勇作
古澤武雄
菅井龍一
深田達彦
安藤光淵
浅井　章
林　和夫
岩月一郎
加藤博巳
山崎達也
天野恵一
吉川正敏
中根幹雄
岩瀬敬紀
中村重嗣
荻須文一
小原　睦
服部良男
林　和夫
野田篤文
丹羽良治
三浦泰秀
岩月昭佳
吉川正敏
蜂須賀利雄
三嶋　勉
青木勇作
宮本　隆
金山久雄
尾崎篤司
天野惠一
本多啓一
杉浦　皓
水野周久
峰澤彰宏
河野治生
佐々木勝己
松原広幸
杉浦惠造
小原　睦
酒部圭司
中村重嗣
有賀　健
加藤博已
清水芳美
畔柳春雄
山本邦雄
荻須文一
菅井龍一
林　和夫
丹羽良治
服部良男
吉川正敏
南部　淳
梶川志郎
峰澤彰宏
野田篤文
加藤博巳
天野惠一
古澤武雄

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

岩月一郎
黒河　陽
金山久雄
小原　睦
安藤宏行
太田成紀
櫻井敬子
岩瀬敬紀
三浦泰秀
金山久雄
小原　睦

斎藤直美
斎藤直美
杉浦敏夫
梅村正明
横山眞久
杉浦敏夫
梅村正明
加藤直樹
鈴木元弘
永田一夫
杉浦敏夫
河木照雄
梅村正明
杉浦敏夫
渡邉寿也
杉浦敏夫
梅村正明
渡邉寿也
加藤直樹
杉浦敏夫
梅村正明
奥田清仁
渡邉寿也
杉浦敏夫
梅村正明
孕石邦雄
神谷和利
丸井俊裕
光岡新吾
野口明生
岡田勝美
酒井法丈
渡邉寿也
杉浦敏夫

安藤幸司
本間　毅
中根義雄
今泉孝一
大須賀予偲子
岡田庸男
安藤幸司
神谷直三
渡辺要市
三浦勝美
中川修一郎
大久保武
鈴木康之
髙橋正直
小久保文雄
岡田庸男

17’

08’
09’

10’
11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’

09’
10’

11’

犬塚克明
高橋賢司
磯貝和汪
山本雅樹
本間　毅
安藤幸司
岡田庸男
本間英晴
藤田正彦
伊藤恭弘
岡田庸男
近藤千雅
中根義雄
杉田雅樹
太田進造
中嶋昭史
蒲野良雄
大村榮治
岡田光司
三浦勝美
今泉孝一
伊豫田浩
鬼頭辰郎
小野正富
志賀為宏
杉本義安
服部英男
犬塚克明
倉田　長
鈴木康之
本間　毅
安藤幸司
安藤隆幸
深津　篤
岩瀬宏隆
小島ミユキ
岡田庄璽
杉浦　彰
鈴木英成
高橋賢司

加納一弘
山形悦男
須藤一郎
鈴木宏行
中川俊治
池田憲治
寺田壽孝
佐藤仁功
伊藤愼一
野田清衛
加納一弘
小幡輝雄
伊藤信裕
土屋孝介
加納一弘
服部潤一
伊藤信裕
山形悦男
加納一弘

長坂　勲
小木曽進

12’

13’

14’

15’

16’

17’

10’

11’

12’

13’
　
15’

16’

17’

08’
09’

小野文憲
深田昭彦
山内隆一
山中　一
足立汎和
市川幾雄
長坂　勲
新波勝也
石原靖増
深津幸雄
橋本義紀
池田　正
原田耕平
小林清文
野村政弘
梅村順一
三浦泰廣
浅岡謙治
生駒尚久
岩月鋹廣
中川和広

豊田　稔
鈴木敬一
浦野　朗
山田守男
杉浦英昭
浦野政幸
鈴木英治
鈴木敬一
福岡　治
河合芳弘
川﨑省治
中根　茂
梅村憲一
浦野政幸
永野卓司
矢頭功生
深田利幸
浦野政幸

加藤順弘
小出浩義
小山章仁
宮島好弘
田中暉登
都築　孝
藤江顕治
神谷欣臣
長野哲也
高橋晶夫
加藤豊生
小林道利
永野彦麿
中根常彦
小野進一
小島邦男
近藤敬道
永田　裕
桐渕利次
永井量基
鈴木　豊
青山幸市

10’
11’
12’

14’

15’

16’
17’

08’
10’

11’
13’
14’
15’
16’

17’

08’

09’

10’

11’

岡田吉生
松野　敏
中根啓䑍
永坂博彦
天野賢一
近藤正俊
有馬惟夫
牧野正高
松永茂夫
松井孝王
桐渕利次
佐々木靖史
天野邦彦
青山幸市
永田　裕
杉山隆章
近藤保則
近藤憲康
千賀邦二
中山 巳
田中暉登
山本剛司
加藤義幸
中根常彦
太田三伸
志貴一仁
小林政則
太田三伸
藤江顕治
小林通利
小出浩義
小山章仁
宮島好弘
永井量基
髙橋晶夫

岡田佳大
永井光彦
野々山彰
深谷勝善
鈴木正輝
金子忠雄
堀川　泰
鈴木玉機
名倉明秀

浅岡多田志
河合英二
山下一美
中山憲和
河合英二
小島哲夫
猪狩　蔵
木戸重信
小島哲夫
和泉房枝
太田昌孝
鈴村幸雄
梅村公代
山内ユミ子
鈴木　寛
鈴木純子
浅岡多田志

12’

13’

14’

15’

16’

17’

10’
11’
13’

14’
17’

09’

10’
11’
12’
13’

15’

16’

17’

猪狩　蔵
鈴村幸雄

遠山堯郎

林　和夫

加藤俊二
前田孝司
橋本恭典
野村紀代彦
嶋津孝久
霜出倶弘
権田鋹弘
大竹憲治
嶋津孝久
鈴木文三郎
大音祖瑛
𠮷𠮷 原孝彦
前田孝司
岡本　巧
小林祥浩
塚本幸夫
太田宗一郎
平野和一
伊藤節夫
嶋津孝久
市川裕大
杉浦世志朗
鈴木　豊
深谷嘉英
杉浦芳一
黒田義之
大竹憲治
盛田豊一
鈴木　豊
毛受　豊
加藤哲也
廣根　実
加藤真治
鈴木　豊
天野櫻子
市川裕大
神野公秀
神谷光義
久米博明
内藤耕造
太田　保
池田憲司
加藤真治
橋本恭典
鈴木　豊
小川耕示
杉山欣輝
竹内一正
深谷稔彦
深谷嘉英
加藤哲也
野村紀代彦
鈴木文三郎
市川裕大

17’

17’

08’
　

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

太田宗一郎
鈴木　豊
中林久美
角谷広高
大音祖瑛
𠮷𠮷 原孝彦
太田宗一郎
鈴木　豊

永谷文人
石川　博
大嶽岩雄
沓名俊裕

杉浦明博
尾﨑隆爾
田中正規
成瀬文和
宍戸秀隆
杉浦　広
榊原勝俊
浅岡勝行
鳥山欽示
岡田光祥
岡安邦夫
黒田正志
宍戸量一
尾﨑隆爾
杉浦澄雄
天野　卓
山尾　令
榊原康正
松井　康
山田慶勝
羽佐田芳和
田中正規
田中正規
岡田雅彦
杉浦明博
杉浦義浩
朝岡　正
原田保男
平田兼久
稲垣良次
犬塚宣明
石川哲朗
伊藤富義
岩瀬正範
北山健二
三村幸弘
三浦康彦
小田井博茂
岡田文雄
大河内芳信
小澤育史
齋藤　肇
柴田高広
杉田明弘
高濵明利
鳥居清澄
矢橋和也
山﨑秀夫
犬塚和夫

17’

12’

08’
10’
12’

13’

14’
15’

杉浦　脩
平岩一夫
杉浦明博
山﨑周彌
嚮 原正人
鳥居祥雄
小澤育史
松田茂治
加藤浩道
三浦眞澄
大内基浩

加藤良邦
奥谷弘和
榊原　健
杉田　茂
加藤丈太郎
樅山善久
石川春久
犬塚敦統
杉浦健次
山中寛三

16’

17’

08’

09’

10’

11’
12’

池田弘孝
黒田昌司
岡本明弘
新美宗和
榊原　健
長田豊治
奥田雪雄
平松　太
鈴木健三
竹中　誠
新美雅浩
清澤聡之
山中寛紀
植松敏樹
森田英治
竹中　誠

小池 孝
牧野伸治
杉田亘恭
長田　治
西脇霊雄

神谷正康
小出道治

杉浦義尚
中村さと子
森田　仁
黒田勝基
杉浦浩一
伊藤ルミ
野々山光秋
高桑雄司
黒田勝基
森田　仁
神谷公一
田代清一
中村さと子
高桑雄司

野村賢孝
竹内博之
近藤一幸
酒井一造

13’

14’

15’
16’
17’

08’

09’
11’
12’

14’

09’
11’
12’
14’

15’
16’

17’

09’
10’

12’

塚本昌男
水野𠮷𠮷 樹
大橋　均
山田哲夫
武田昭俊
安井喜秀
早川岩男
倉田英行
中川　敦
鈴木民也
髙木秀夫
髙村睦浩
齊藤𠮷𠮷 博
野々山和彦
中川　敦
鈴木民也
竹内博之

青山弦八
後藤利之
長谷収一
廣中利臣

堀田義之
犬塚万弘
石川勝雄
磯貝総一郎
伊藤則男
岩瀬　一
岩瀬清彦
加納　隆
小林　豊
三浦隆司
中根勝美
二宮誠二
岡田義雄
大須賀慶一
大髙敏睦
斎藤喬甫
酒井　進
嚮 原利夫
清　克行
下谷七郎
新海雄二
杉田芳男

杉浦正昭
杉浦義利
鈴木正司
鈴木昭夫
高原　宏
髙須　光
髙須　匀
辻村義之
山本裕充
山本俊明
米津長治
大山勝男
石山　進
太髙純治
鈴木経男
鈴木善和

平子昭三
伊吹治郎
稲垣　靖
小西紀久雄
畔柳弘文

柵木政美
松本　正
森田勝己
西尾四郎
丹羽　修
杉浦眞理子
鳥居剛育
山口恭正
矢田良一
竹内裕恭
大見育太
金子功男
石原勝成
待田　清
岡崎重太郎
安藤一高
富田清治
阿部光廣
植村康人
平野勝則
稲垣善朗
神谷　宏

成田　徹
都築征成
山口恭正
植村律保
安藤　毅
古居一雄
伊吹治郎
稲垣　靖
畔柳弘文
柵木政美
長坂　誠
西尾四郎
丹羽　修
杉浦眞理子

13’

14’

16’

17’

16’

17’

08’

11’

12’

14’
15’
16’

17’

名古屋丸の内

名古屋名駅

中部名古屋みらい

名古屋北

東名古屋分区

名古屋名南

名古屋東南

名古屋栄

名古屋大須

名古屋瑞穂

名古屋南

西名古屋分区

名古屋みなと

愛知ロータリーEクラブ

愛知長久手

名古屋城北

岩倉

瀬戸北

名古屋空港

尾張旭

小牧

春日井

江南

池田拓夫
石川八郎
伊東良夫
小杉將郎
松本　宏
三保谷樞
水野八洲男
椴山晃雄
新美忠夫
蜷川　幸
岡戸伍弌
小野眞孝
杉浦三郎
鈴木千里
高木　宏
竹内尚哉
冨　武司
土平詔一
山内和之
内田榮一
小栗利朗
榊原正治
青井雅純
畑中雅之
神戸信寅
竹内俊介
高木利定
六鹿直視
平林伸康
川口新平
小栗孝久
森田　亨
前田佳男
伊東良夫
内田榮一
岡戸伍弌
金澤憲二
松本順子
松石奉之
酒井良輔
嚮 原明美
鈴村せつ子
手島寿宏
山﨑正夫
石川八郎
小杉將郎
松本　宏
水野八洲男
椴山晃雄
新美忠夫
蜷川　幸
小野眞孝
杉浦三朗
土平詔一
山内和之
小栗利朗

伊奈一郎

竹内喜陽雄
稲葉勝彦
赤井俊二
後藤　正
牧野克則
猪飼盛雄
伊奈正彦
杉江久三郎
伊奈輝三
清水幸一
鯉江公司
市田弘治
村田　聡
小島貞夫
阿知和久男
井上義春
角野濱照
伊奈輝三
伊奈輝三

小嶋真一郎
増岡達一
小嶋洋一
坂野公俊
大林香瑞人
大林香瑞人
小嶋真一郎
小嶋真一郎
高村敦夫
中池聡之
早川直義
村瀬秀和
佐野宏樹
小嶋真一郎

加藤知成
堀 葵
加藤知成
熊澤　岌
山本さゆり
藤澤健夫
村瀬竜雄
加藤知成
高津忠男
小笠原直樹
山本さゆり

石川勝彦
榊原徳三
竹内満寿夫
都築延男
中井民雄
新美　茂
榊原　肇
加藤裕安
新美建司
榊原邦彦
沢田　佶
都築利全
小栗雅彦
森島昭二

08’

09’
10’
13’

14’

15’

16’

17’

11’

12’
14’

15’
16’

08’
09’
11’
12’

13’

14’

15’
16’

17’

08’

09’

10’

12’

13’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

13’
14’

15’

17’

11’
12’
13’

09’
12’

13’
14’

17’

近藤敏通
森田芳一
加藤金吉
山本育輝
岡戸利直
石川信行
鈴木健司
鈴木宏司
間瀬　正
永田明世
竹内俊郎
石川勝彦
竹内　靖
竹内満寿夫
都築延男
杉浦豊幸
鈴木健司
榊原　肇
新美　茂
岩部雅人
嚮原　英
山本慎治
嚮 原邦彦
手島嘉宏
都築利全
近藤敏通
加藤金吉
小栗雅彦
森島昭二

葉山博美
岩崎征宣
竹内義将
早川佳教
村上茂登
久野完治
中村泰忠
永井喜義
千賀貴彦

加藤正俊
相羽英人
久野春雄
加藤正俊

牛田　猛
森島勝美
大森一人
舩橋正員
平谷良樹
野杁章夫
野杁章夫
磯部　茂
青山佳裕
伊藤幸一
則竹伸也
舩橋正員
大森一人

08’
12’
13’

16’
17’

10’

12’
13’

12’
13’

14’
15’
16’
17’

14’

安江正博
伊藤哲朗
鈴木吉男
篠田　廣
坂井　裕
伊藤彰浩
宇佐美三郎

大島晋作
都倉吾一
山内　登
山内幸夫
横山　弘
吉田　弘
吉田民雄
安藤　巖
不破惠一郎
岩田勝義
金森安石
加藤千博
前田正和
森 新
森信一朗
前田正和
加藤博行

豊島德三
林　冏成
水野憲司
山内國雄
小澤正明
松原幹彦
藤原峯忠
石黒三雄
矢野尚彦
加藤　勉
黒木義公
大森克孝
瀧　義孝
豊島德三
豊島德三
豊島德三
豊島德三
豊島德三

野々部昭男
伊藤　彰
児島秀光
金森英夫
西村郁夫
新海　勲
山名敬一
成田幸太郎
浅井耕治
大野邦英
池田邦雄
伊藤強平
伊藤正弘
田口茂利平
山田信行

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’
15’

16’

17’

横井　定
野島精二
林　茂夫
加藤　耐
小森章平
服部孝根
橋本嗣治
塚本胤男
伊串　惇
今井靖隆

佐藤　明
黒野晃太郎
西川広樹
柏子見昌敏
鈴木正徳
田中正博
鈴木和彦
田中正博
光岡　朗
山田幹夫
堀江承元
田中正博
岩島裕芳
前田重廣
後藤雅光
西川広樹
鈴木正徳
栗木和夫
北野庸夫
古川　宏
西川広樹
加藤憲治
鈴木正徳
西川広樹
北野庸夫
大竹敬一
山田幸治
児玉憲之
立松絹久
真木伸一
東海広光
黒野晃太郎
高山　敏
西川広樹
光岡　朗
栗木和夫
山田尊久
後藤雅光
児玉憲之
東海広光
黒野晃太郎
紅谷幸政
篠田正志
後藤雅光
黒野晃太郎
稲垣秀樹
中西　巧
伊藤英毅
岩島裕芳
大竹敬一

立松絹久
山田尊久
児玉憲之
栗木和夫
後藤雅光
田中正博
黒野晃太郎
前田重廣

早川雅男
成田　博
守野暢洋
森田堅一
中村　禊
高山萬三
辻　勇夫
森田堅一
星野清久
早川雅男
後藤　稔
中村　禊
伊藤　昇
守野暢洋
和田典之
梅田愼也
後藤鈴明
田邉辰彦
桜井利夫
江川泰彦
浅田嘉行
辻　勇夫
櫻井利夫
池戸賢治
江川泰彦
三輪隆裕

熊澤勝則
山下隆義
赤堀博宣
平野弘康
水上惠一
中村隆文
沖野　満
大野眞一
熊澤勝則
山下隆義

加藤康治
松前憲典
尾関一之
柴田裕市
猪子裕史
春木和美
松岡正浩
林　倫子
飯盛静男
今井多美子
永田　正
小野木宏
佐藤祐造
秋田敬治

08’

10’

11’

14’

15’
16’
17’

12’
14’
15’

08’

12’
13’

14’
15’

16’

17’

11’

12’

13’

14’

15’

石原稔久
石川正弘
伊藤恒二郎
加藤辰己
加藤恭章
松前裕己
松前和子
森 眞
西岡則男
大塚省治
鵜飼俊光
永田　正
松本正暢
松前裕己

田中鉦雪
山田晃司
寺田　悟
鈴木良信
澤田賢成
佐野一二
岡村　肇
大竹一義
勝谷哲次
加藤睦彦
加藤五津美
亀井　勝
平松　啓
渡辺愛一郎
加藤眞言
加藤令吉
神戸芳樹
加藤陽一
山口育男
野田正治
森脇文直
伊藤英彦
山本英雄
加藤一夫
加藤恵子
加藤孝爾
藤井源成
牧 治
加藤定江
井上伸也
松村晋也
加藤　捷
梶野輝雄
玉井　徹
加藤唐三郎
天野靖久
井上　博
青山　稔
加藤陽一
加藤太伸
近藤三博
野田由紀子
刑部祐介
鈴木光彦

16’

17’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’
16’

鈴木政成
加藤光哉
加藤陽一
山田　拓
山口記由

平林米司
木納隆義
小嶋利彦
安田宗平
朱宮新治
伊藤英男
仙田逸二
住野龍之介
吉野　稔
小室秀夫
青山佳高
有馬彰顕
井川光雄
野倉達雄
小川宏嗣
小川逸朗
小川征一
武山勇夫
山根雄司
安田新平
朱宮新治
松山邦夫
日比野良太郎
宮本照剛
野田　修
小川嘉吉
大島克己
谷津義雄
吉田　洋
安達英昭
朱宮新治
板津英基
原　正男
奥村正幸
田中茂生
河田敏和
千田昌宏
梶川増蔵
石田銑一
田中進一郎
安田宗平
伊藤　隆
大海敏道
髙橋秀治
近藤斉宏
岡田雅隆
牧野武彦
木村　完
平林米司
朱宮新治
松平實胤
野倉達雄
小川宏嗣
住野龍之介
山根雄司

安田新平
日比野良太郎
井川光雄
小川征一
日比野万喜男
稲垣圭次
加藤浩一
祖父江寿男
原　正男
松平實胤
谷津義雄
吉田　洋

倉知正憲
岩井正彦
山田　猛
古田嘉且
大池武徳
伊藤靖祐

河村嘉男
鈴木文勝
鈴木文勝
松尾憲二郎
河村嘉男
鈴木文勝
鈴木文勝
堀井　武
大島賀樹
長谷川弘
五藤隆夫
橋本晃暢
落合鑅一
舩橋茂行

大橋完一
林　鑛三
山田　治
社本太郎
小島啓冶
林　憲正
風岡保広
志水ひろみ
加藤久仁明
社本太郎
屋嘉比良夫
名畑　豊
加藤久仁明
屋嘉比良夫
志水ひろみ
山田　治

飯田幸雄
加藤清久
大嶋一二三
松下洋一
山田直樹
大竹　薫
箕輪良孝
加藤清久
西尾輝久
冨田　晃
大嶋一二三

17’

09’

10’
14’
15’
17’

10’
12’
13’

14’

15’
16’

17’

08’

09’
10’

11’
12’

13’

15’

09’

10’
11’

12’

13’

14’

15’
16’

11’
12’

13’

14’

15’

16’
17’

08’

09’

10’

11’

小柳和之
飯田幸雄
髙島　昇
谷口伸夫
丹羽敏行
桜井雅博
古橋裕志
井田武憲
山田直樹

中林正人
三治　明
村瀬冨三夫
高山光雄
鈴木恵一
山田幹雄
竹尾　悟
串田正克
中島俊朗
金井和治
武田英昭
栗田和典
波多野真
井上政秋
稲吉將秀
稲熊正徳
中林正人
伊勢村道雄
照井通夫
北園守生
市川　孝
清水武臣
内海辰巳
太田哲郎
原田好展
土屋範郎
川口直也
加藤泰弘
山北秀和
波多野勝美
安川正勝
石川良治
柴田　弘
中林正人
川瀬　公
金井和治
中林正人

山中俊博
小澤　修
鈴木晴季
成田一成
山本　修
江尻守鉅
加藤勝之
伊藤保徳
坂田　隆
若杉福雄
坂田　隆
青山雅彦
中島英海
高島鋭郎
成田一成

加藤勝之
青山雅彦
加藤光枝
荒井康夫
梅村邦雄
加藤充弥
江尻忠之
鈴木晴季
加藤勝之
中野昭雄
加藤勝之
青山弘彦
梅村邦雄
小澤　修
山本　修
坂田　隆
若杉福雄
大竹良太
荒井康夫
中島英海
杉山仁朗
小澤　修
平尾節子
加藤雅人
長江正成
二宮あづさ
中野昭雄
成田一成
青山雅彦
加藤勝之
若杉福雄
江尻忠之
鈴木昌子
和佐田強
中野昭雄
梅村邦雄
江尻忠之

長谷川義夫
井上隆義
園原宏治
丹羽規之
三輪照夫
服部　徹
河村金明
井上隆義
井上隆義
服部　徹
山田照光
小川清夫
宮田浩明
井上隆義
井上隆義
井上隆義

堀田　徹
服部智謙
堀田　徹
服部智謙
多田通夫
岩田佳之
岩田佳之
長谷川幸正

12’

13’

14’

15’

16’
17’

08’

10’
11’

12’

13’

15’
17’

08’
09’

10’
11’
12’
14’
15’

林 　 學
穂積良治
小塚美知子
小原久和
奥田　葵
玉置政利
津坂守英
内田正也
山田善国
後藤訓美
筒井俊秋
岩田佳之
服部智謙
太田達夫

丹羽司一
白石政二郎
佐藤文昭

稲熊茂男
尾野英二
小山陽三
鈴木雅弘
吉田　紘
尾野英二

鈴木輝彦
多久田達宏
内田安彦
渡邉　浩
山路兼生
岩田崇祺
中村哲郎
江口博寿
澤田伊三夫
嶺木昌行
宮田理博
北　登一
桂　洋司
小嶋仲夫
後藤正憲
奥山清介
伊藤昌弘
池 　 潤
多久田達宏
伊藤昌弘
浦野廣高
吉川公章
浅原光男
斎藤清治
櫻井　繁
山口義浩
篠田美樹
伊藤昌弘
粕谷忠晴
岩田崇祺
福山　衛
吉川公章
伊藤昌弘
江口博寿
榊原仁作

11’

17’

15’
16’
17’

08’
09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

片桐　満
吉川公章
伊籐昌弘
近藤雅夫
吉川公章
伊藤昌弘
伊東万樹也
江口博寿
伊藤昌弘

住田　守
荒木　巌
小島清路
才本清継
加藤茂春
梅田武久
田島伸也
小倉　昇
杉江豊文
森　　清
岸上泰道
成田洋之
住田　守
内藤昌裕
山田　豊
岸上泰道
橋本修三
杉浦　弘
山内靖雄
杉江豊文
福西康和
猪子恭秀
長瀬廣幸
関口宗男
鈴木　哲
酒井　優
寺本善雄
鈴木　哲
山内靖雄
田島伸也

尾本和弘
片山主水
久野博淳
尾本和弘
久野博淳
伊東與有三
尾本和弘
久野博淳
片山主水
片山主水
白木良彦
尾本和弘
久野博淳
尾本和弘
浅野昌文
伊東與有三
久野博淳
大竹山雄二
伴　禎夫
福島啓氏
水野恒平
鈴木雅雄

菱田美智代
伊藤秀雄
大竹山雄二
近藤和雄
近藤信之
中村脩規
大西弘高
佐久間貞介
伊藤秀雄

高村博三
髙村博三
髙村博三
髙村博三
松波恒彦
髙村博三
泉　憲一
近藤雄亮
岩田修司
髙須洋志
伊藤　豪

小笠原和俊
伊藤与則
川畑博敬
内藤　明
横井　衞
住田正夫
前田隆久
岩崎征一
吉田明夫
浅井隆宣
木村光徳

三浦幸治
原野勝至
原野勝至
原野勝至
立松　賢
山田靖典
原野勝至
羽田野道明

猪村美之
小野雅之
榊原和美
朝比美和子
三浦　隆
三浦和人
佐々木眞
木下福郎
杉本　勇
三島多恵子
木村　猛
東山直史
大橋さなえ
山本誠一
長尾浅𠮷𠮷
三浦和人
川辺清次
川村繁生
鈴木　享
杉山隆秀

新原　尚
水野俊男
本多利郎
加藤英敏
伊藤圭一
野々村憲吾
坂田信子
白藤憲雄
犬飼りさ枝
武藤正行
吉木邦男
入谷直行
加藤宜之
木下福郎
久米伸治
中村　勝
中西芳子
山本郁矢
細井俊男
佐々木元彦
鈴井一博
鈴木清詞
有川英敏
森田敏二三
朝比美和子
児島徳和
榊原和美
三島多恵子
鈴木　享
三浦　隆

日比野三吉彦
深澤良介
浅井泰夫
青島邦夫
藤井圓隆
日比野三吉彦
池永秀夫
隅田耕市
髙田秀夫
寺島洋治
川村勝廣
加藤　清
日比野三吉彦
安藤隆利
友田喜夫
大橋昭治
大川　宏
田口　望
小崎誠三
浅井泰夫
藤井圓隆
杉本和英
小室健次郎
日比野三吉彦
神野重行
小原新一
石黒　隆
岡本敏男
岩崎光記
神野重行
川村勝廣
大川 宏

田口 望
藤井圓隆
神野重行
城野八代江
小西忠昭
小室健次郎
大橋昭治
日比野三吉彦

藤田守彦
藤田守彦
西川 博
西垣美千子
藤田守彦
岩田　宏
藤田守彦
西川　博
森田正樹
渡邉徹雄
水野裕善
磯部　徹
岡田守功
大塚嘉彦
後藤　敞
岩田　宏
林　昌義
岩田　宏
藤田守彦
安江英雄
森田正樹
西川　博
岩田　宏
矢野雄嗣
岩田　宏
藤田守彦

川口　豊
川口　豊

後藤吉夫
加藤喜一
岡部　　
中村陽公
吉田正克
山本光夫
船橋夜光
中川正美
小栗七生
水野𠮷𠮷 紹
堀田正夫
近藤和利
井口哲雄
伊藤満琉
上田圭　
真田新之助
杉浦秀一
田中正樹
中村陽公
前﨑弘光
内藤秀樹
石黒大山

16’

17’

08’

09’

　

11’
13’
14’

15’

16’

17’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’
17’

08’
09’
10’
11’

12’

13’

14’
16’
　
08’
09’
11’
13’

14
15’

08’

11’
13’
14’
　
16’
17’

08’

09’
10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’
09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’
09’
11’

12’
13’

14’

15’

16’

17’

09’
10’

08’

09’

10’

11’

12’

江崎武人
谷田利景
石田博彦
中川正美
岡部　　
柴田幸男
中島　実
篠田光浩
山本光夫
石黒大山
水野𠮷𠮷 紹
中村陽公
木村　茂
谷田利景
田中正樹
古橋　茂
渡邊嘉昭
加藤喜一
中川正美
中村陽公
伴野友昭
石田正城
尾関孝英
佐藤春信
佐藤昌伸
矢形修己
石田博彦
柴田幸男
木村　茂
田中正樹
前﨑弘光
水野𠮷𠮷 紹
山本光夫
山口春三
坂　英臣
加藤和彦
溝口　治
山田啓二
日比榮一
待井雄介
岡部　　
田中正樹
小栗七生
中川正美

ミカエル　カルマノ
澤村　広
高橋　巌
安藤　茂
後藤章信
浅見　勲
鷲見弘明
千田　毅
尾関重雄
加藤忠夫
渡辺英信
増田浩男
澤　國生
水野茂生
本田伸太郎
柏木　功
今村憲治
新実宣英

13’

14’
15’

16’

17’

09’
10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’

09’
10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

山口譽起
多和田武
山田信二
真木　昭
余語郁夫
山田健市
清水恭一
東谷昌彦
椙山正弘
福谷正男
ミカエル　カルマノ
水谷守一
加藤坂夫
鋤納忠治
小出忠孝
古川善次郎
本田伸太郎
棚橋鎌次
平野正美
西川誠也
渡辺英信
水野茂生
山田信二
宇佐美嘉重斌
本多　満
新実宣英
高橋　巌
水野茂生
鈴木建吾
栁澤幸輝
澤村　広
本田伸太郎
後藤章信
余語郁夫
平松征男
山田信二
水野茂生
本田伸太郎

高橋祥泰
佐藤正延
重冨　亮
重冨　亮
森藤左ヱ門
佐藤良一
長瀬輝代之
森藤左ヱ門
伊藤陽介
重冨　亮
木村隆之
滑　尚眞
木村邦彦
重冨　亮
滑　尚眞
重冨　亮
井ノ上由貴男
松崎美都子
木村邦彦
滑　尚眞
重冨　亮
加藤恭太郎
滑　尚眞
重冨　亮

鵜飼昌治
井ノ上由貴男
伊藤陽介
加藤恭太郎
松崎美都子
森藤左ヱ門
滑　尚眞
佐藤正延
重冨　亮

伊藤勝康
柏木順壱
加治佐健二
今村孝治
福田哲三
桑山卓也
𠮷𠮷田正道
福田哲三
桑山卓也
加藤一郎
今村孝治
伊藤勝康
福田哲三
加治佐健二
柏木順壱
桑山卓也
槇野智之
福田哲三
桑山卓也

中込清周
村橋泰志
津川聖子
奥　佳澄
中村公彦
中村公彦
藤野直子
齊藤英夫
須賀康夫
平　民三
都築八千代
足立　勉
藤野直子
北村正和
中込清周
奥　佳澄
鈴木太刀雄
村橋泰志
中村公彦
津川聖子
須賀康夫
平　民三
都築八千代
足立　勉
藤野直子
北村正和
村橋泰志
中村公彦
加藤　令
佐藤慎一郎
平　民三
都築八千代

17’

11’

12’
14’

15’
16’

17’

09’

10’
11’
12’

13’
15’

16’

17’

遠藤友彦
遠藤友彦
星川直志
星川須美子
加藤敦子
藤原研一
横田徳久
梶川久雄
古川康司
星川直志
西脇良一
松岡三明
伊藤晋一
尾関正一
柴山利彌
石 黒 　勉
宇都木寧
渡邉泰彬
阿部美男
遠藤友彦
梅村美知容
木村雅一
岩田滿治
尾關實津成
橫井　登
小關敏光
梅田　渉
加藤敦子

小杉啓彰
笹野義春
和田正敏
小林　明
大口弘和
小山雅弘
竹内眞三
池森由幸
宮尾紘司
三好　親
谷口　優
小林英毅
萩原喜代子
鈴木理之
笹野義春
伊藤健文
樫尾富二
加藤重雄
西川豊長
堀江宏輝
佐野　寛
吉田　玄
小山雅弘
池森由幸
鈴木聖三
宮尾紘司
大口弘和
志水ひろみ
小山雅弘
加藤重雄

鈴木重幸
高柳　元

10’
11’
12’

13’

14’

 
16’

17’

08’

10’

11’

12’
13’
14’

15’

16’

17’

08’

上野　広
木下　実
鈴木重幸
上野　広
横田幸三
加藤　靖
河合勇夫
鈴木重幸
上野　広
安藤鉦太郎
伊丹惣三
名倉嗣治
乃一　稔
鈴木真司
上野　広
渡邉直樹
大矢英憲
上野　広
久田錦三
田中邦幸
細野恭弘
柴田義介
安藤鉦太郎
細野恭弘
髙橋　進
前田圭佑
伊丹惣三
小坂達也
加藤　厚
柴田義介
山田敏雄
渡邉直樹
須原茂樹
髙柳　元

前田元弘
河北英次
武田正典
近藤歌子
林　光夫
植村元雄
長谷川周義
三浦俊彦
長谷川正孝
後藤博文
金子紀子
工藤悦子
鬼頭正二郎
寺西　正
北村隆子
落合和子
富山信也
三浦俊彦
長谷川周義
前田元弘
丹羽　繁
中山信義
藤岡省吾

武儀山勝彦
中島譲治
谷村　茂
大西和夫

09’

10’

11’

12’

13’

14’
15’

16’

17’

08’

10’
11’
12’

13’

14’

15’
16’

17’

10’

11’

12’
13’

14’

15’

16’

17’

14’
15’
　　

08’
11’
12’

13’
14’
15’
16’

17’

09’
　
11’

12’

13’
14’
　

08’

09’

10’

11’

12’

13’

山城章治
近藤俊彦
濱田康喜
早川和男
渡邊萬里
金田英和
松野一彦
渡邊萬里
平下三郎
奥村　敦
近藤兼治郎
松野一彦
渡邊萬里
佐藤敏夫
中島譲治

荒山久美
安井　忠

石川百代
疋田　淳
柳原伸行
村井總一郎
石黒　功
柴田宏巳
渡部茂久
牧野　渉
高橋豊彦
冨田佳央
村井總一郎
川村荒治

飯島　卓
陶山登士夫
酒井基裕
飯沼雅朗
竹本泰一
金原久雄
野嵜正一
藤田喜一郎
大岩敏郎

中西喜久雄
羽田明弘
松井由次
西村良彦
竹内稔弘
川口雄三
匹田雅久
西村良彦
山本光人
伴 實
鈴木茂久
石川顕次
羽田明弘
木村高章
佐藤矩朗
野寄一司
高倉宣夫
石川顯次
小林康男

福井英示
谷山　勉
小杉幸一郎
鈴木行久
西村良彦
鈴木大次郎
夏目國弘
土井松男
匹田雅久

樋口俊寛
山本信利
木下良夫
竹本尚美
岩瀬淳一郎
大澤輝秀
大橋平治
内藤雄功
鈴木榮一
戸田俊晴
岩瀬淳一郎
小澤行雄
戸田俊晴
内藤雄功

森下昭造
安田幸雄
仲谷　修
大河直樹
岩崎　功
河辺勝巳
藤城隆雄
藤井國弘
別所淳二
鈴木　進
石黒利昌
宮木幸彦
八木正光
冨田雅則
広中貴彦
河合利則
山田年清
松井　昭
大羽康彦

佐藤有文
大竹勝彦
藤城俊明
縣　保彦
山本芳隆
大竹勝彦
榊原周造
関口三千彦
榊原周造
神戸邦夫
磯村博宣
中村幸一
塩之谷昌
藤城俊明
磯村秀樹
縣　保彦
竹内宏次
吉野勝己

14’

15’

16’
17’

08’
09’
10’

11’

12’

13’

16’

17’

10’

11’
12’

13’

14’

15’

16’

08’

09’

10’

11’
12’

13’
14’

石川昌和
塩之谷昌
河合正治
河合梅雄
水梨豊三
中村陽一
冨安美孝
足立健一
藤原俊男
河合秀矩
長谷川典史
木下　治
小野喬四朗

神谷篤冶
石本健一
荒木　茂
渡会一昭
井本　宏
川口敏郎
彦坂育甫
間瀬祐一
木村守雄
朽名　誠
彦坂育甫
青山房生
森下一良
森下三嗣
三浦正好
川口敏郎

滝下　勲
柴田　勝
伴　辰三
内藤泰通

井上　穂
牧野政雄
松崎　進
高畑皓一
宇藤　信
藤城民男
若林正治
高沢博久
宮川嘉朗
岡本久永
高林保夫
真野善和
大須賀憲太
山本雅久
市川朝洋
谷村泰裕
天野義久
杉原敏雄
久保田裕明
白井正樹
鈴木雅博
西郷隆治
吉川一弘
福沢省吾
石原昭二
山口幹夫

15’

16’

17’

12’

13’
14’
15’

16’
17’

12’
13’

10’

11’

12’
13’

14’

15’

16’

17’

尾原　脩
磯田国男
小川喜一
鈴木照幸
柳田　豊
河辺虎太郎
松井準治
古橋一毅
平野義郎
辻　義郎
柴田　清
藤代善之
本多　敬
加藤武紀
河合喜嗣
大原孝一
古田勝美
鈴木照幸
松井準治
杉田鐘一

鈴木　薫
杉原好洋
鈴木昌敏
満田　稔
小林佳雄
西　義雄
河合純夫
平野正博
豊田能史
渡邊　茂
川西裕康
中嶌秀樹
中村成人
白井康仁
柴田健一
藤井宣行
松下泰三
莊　孝向
安井洋二

吉川正敏
杉浦惠造
内藤　淳
蜂須賀利雄
河野治生
服部良男
奥瀬勇作
服部憲明
中村重嗣
丹羽良治
梶川志郎
田口竜也
水野周久
本多啓一
黒河　陽
三嶋　勉
柴田芳孝
白井通義
杉浦　皓

09’
10’

11’

12’
13’

14’
15’

16’

17’

10’
　
12’

14’

15’

16’

17’

08’

09’

吉川正敏
加藤信吾
小原　睦
青木勇作
古澤武雄
菅井龍一
深田達彦
安藤光淵
浅井　章
林　和夫
岩月一郎
加藤博巳
山崎達也
天野恵一
吉川正敏
中根幹雄
岩瀬敬紀
中村重嗣
荻須文一
小原　睦
服部良男
林　和夫
野田篤文
丹羽良治
三浦泰秀
岩月昭佳
吉川正敏
蜂須賀利雄
三嶋　勉
青木勇作
宮本　隆
金山久雄
尾崎篤司
天野惠一
本多啓一
杉浦　皓
水野周久
峰澤彰宏
河野治生
佐々木勝己
松原広幸
杉浦惠造
小原　睦
酒部圭司
中村重嗣
有賀　健
加藤博已
清水芳美
畔柳春雄
山本邦雄
荻須文一
菅井龍一
林　和夫
丹羽良治
服部良男
吉川正敏
南部　淳
梶川志郎
峰澤彰宏
野田篤文
加藤博巳
天野惠一
古澤武雄

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

岩月一郎
黒河　陽
金山久雄
小原　睦
安藤宏行
太田成紀
櫻井敬子
岩瀬敬紀
三浦泰秀
金山久雄
小原　睦

斎藤直美
斎藤直美
杉浦敏夫
梅村正明
横山眞久
杉浦敏夫
梅村正明
加藤直樹
鈴木元弘
永田一夫
杉浦敏夫
河木照雄
梅村正明
杉浦敏夫
渡邉寿也
杉浦敏夫
梅村正明
渡邉寿也
加藤直樹
杉浦敏夫
梅村正明
奥田清仁
渡邉寿也
杉浦敏夫
梅村正明
孕石邦雄
神谷和利
丸井俊裕
光岡新吾
野口明生
岡田勝美
酒井法丈
渡邉寿也
杉浦敏夫

安藤幸司
本間　毅
中根義雄
今泉孝一
大須賀予偲子
岡田庸男
安藤幸司
神谷直三
渡辺要市
三浦勝美
中川修一郎
大久保武
鈴木康之
髙橋正直
小久保文雄
岡田庸男

17’

08’
09’

10’
11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’

09’
10’

11’

犬塚克明
高橋賢司
磯貝和汪
山本雅樹
本間　毅
安藤幸司
岡田庸男
本間英晴
藤田正彦
伊藤恭弘
岡田庸男
近藤千雅
中根義雄
杉田雅樹
太田進造
中嶋昭史
蒲野良雄
大村榮治
岡田光司
三浦勝美
今泉孝一
伊豫田浩
鬼頭辰郎
小野正富
志賀為宏
杉本義安
服部英男
犬塚克明
倉田　長
鈴木康之
本間　毅
安藤幸司
安藤隆幸
深津　篤
岩瀬宏隆
小島ミユキ
岡田庄璽
杉浦　彰
鈴木英成
高橋賢司

加納一弘
山形悦男
須藤一郎
鈴木宏行
中川俊治
池田憲治
寺田壽孝
佐藤仁功
伊藤愼一
野田清衛
加納一弘
小幡輝雄
伊藤信裕
土屋孝介
加納一弘
服部潤一
伊藤信裕
山形悦男
加納一弘

長坂　勲
小木曽進

12’

13’

14’

15’

16’

17’

10’

11’

12’

13’
　
15’

16’

17’

08’
09’

小野文憲
深田昭彦
山内隆一
山中　一
足立汎和
市川幾雄
長坂　勲
新波勝也
石原靖増
深津幸雄
橋本義紀
池田　正
原田耕平
小林清文
野村政弘
梅村順一
三浦泰廣
浅岡謙治
生駒尚久
岩月鋹廣
中川和広

豊田　稔
鈴木敬一
浦野　朗
山田守男
杉浦英昭
浦野政幸
鈴木英治
鈴木敬一
福岡　治
河合芳弘
川﨑省治
中根　茂
梅村憲一
浦野政幸
永野卓司
矢頭功生
深田利幸
浦野政幸

加藤順弘
小出浩義
小山章仁
宮島好弘
田中暉登
都築　孝
藤江顕治
神谷欣臣
長野哲也
高橋晶夫
加藤豊生
小林道利
永野彦麿
中根常彦
小野進一
小島邦男
近藤敬道
永田　裕
桐渕利次
永井量基
鈴木　豊
青山幸市

10’
11’
12’

14’

15’

16’
17’

08’
10’

11’
13’
14’
15’
16’

17’

08’

09’

10’

11’

岡田吉生
松野　敏
中根啓䑍
永坂博彦
天野賢一
近藤正俊
有馬惟夫
牧野正高
松永茂夫
松井孝王
桐渕利次
佐々木靖史
天野邦彦
青山幸市
永田　裕
杉山隆章
近藤保則
近藤憲康
千賀邦二
中山 巳
田中暉登
山本剛司
加藤義幸
中根常彦
太田三伸
志貴一仁
小林政則
太田三伸
藤江顕治
小林通利
小出浩義
小山章仁
宮島好弘
永井量基
髙橋晶夫

岡田佳大
永井光彦
野々山彰
深谷勝善
鈴木正輝
金子忠雄
堀川　泰
鈴木玉機
名倉明秀

浅岡多田志
河合英二
山下一美
中山憲和
河合英二
小島哲夫
猪狩　蔵
木戸重信
小島哲夫
和泉房枝
太田昌孝
鈴村幸雄
梅村公代
山内ユミ子
鈴木　寛
鈴木純子
浅岡多田志

12’

13’

14’

15’

16’

17’

10’
11’
13’

14’
17’

09’

10’
11’
12’
13’

15’

16’

17’

猪狩　蔵
鈴村幸雄

遠山堯郎

林　和夫

加藤俊二
前田孝司
橋本恭典
野村紀代彦
嶋津孝久
霜出倶弘
権田鋹弘
大竹憲治
嶋津孝久
鈴木文三郎
大音祖瑛
𠮷𠮷 原孝彦
前田孝司
岡本　巧
小林祥浩
塚本幸夫
太田宗一郎
平野和一
伊藤節夫
嶋津孝久
市川裕大
杉浦世志朗
鈴木　豊
深谷嘉英
杉浦芳一
黒田義之
大竹憲治
盛田豊一
鈴木　豊
毛受　豊
加藤哲也
廣根　実
加藤真治
鈴木　豊
天野櫻子
市川裕大
神野公秀
神谷光義
久米博明
内藤耕造
太田　保
池田憲司
加藤真治
橋本恭典
鈴木　豊
小川耕示
杉山欣輝
竹内一正
深谷稔彦
深谷嘉英
加藤哲也
野村紀代彦
鈴木文三郎
市川裕大

17’

17’

08’
　

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

太田宗一郎
鈴木　豊
中林久美
角谷広高
大音祖瑛
𠮷𠮷 原孝彦
太田宗一郎
鈴木　豊

永谷文人
石川　博
大嶽岩雄
沓名俊裕

杉浦明博
尾﨑隆爾
田中正規
成瀬文和
宍戸秀隆
杉浦　広
榊原勝俊
浅岡勝行
鳥山欽示
岡田光祥
岡安邦夫
黒田正志
宍戸量一
尾﨑隆爾
杉浦澄雄
天野　卓
山尾　令
榊原康正
松井　康
山田慶勝
羽佐田芳和
田中正規
田中正規
岡田雅彦
杉浦明博
杉浦義浩
朝岡　正
原田保男
平田兼久
稲垣良次
犬塚宣明
石川哲朗
伊藤富義
岩瀬正範
北山健二
三村幸弘
三浦康彦
小田井博茂
岡田文雄
大河内芳信
小澤育史
齋藤　肇
柴田高広
杉田明弘
高濵明利
鳥居清澄
矢橋和也
山﨑秀夫
犬塚和夫

17’

12’

08’
10’
12’

13’

14’
15’

杉浦　脩
平岩一夫
杉浦明博
山﨑周彌
嚮 原正人
鳥居祥雄
小澤育史
松田茂治
加藤浩道
三浦眞澄
大内基浩

加藤良邦
奥谷弘和
榊原　健
杉田　茂
加藤丈太郎
樅山善久
石川春久
犬塚敦統
杉浦健次
山中寛三

16’

17’

08’

09’

10’

11’
12’

池田弘孝
黒田昌司
岡本明弘
新美宗和
榊原　健
長田豊治
奥田雪雄
平松　太
鈴木健三
竹中　誠
新美雅浩
清澤聡之
山中寛紀
植松敏樹
森田英治
竹中　誠

小池 孝
牧野伸治
杉田亘恭
長田　治
西脇霊雄

神谷正康
小出道治

杉浦義尚
中村さと子
森田　仁
黒田勝基
杉浦浩一
伊藤ルミ
野々山光秋
高桑雄司
黒田勝基
森田　仁
神谷公一
田代清一
中村さと子
高桑雄司

野村賢孝
竹内博之
近藤一幸
酒井一造

13’

14’

15’
16’
17’

08’

09’
11’
12’

14’

09’
11’
12’
14’

15’
16’

17’

09’
10’

12’

塚本昌男
水野𠮷𠮷 樹
大橋　均
山田哲夫
武田昭俊
安井喜秀
早川岩男
倉田英行
中川　敦
鈴木民也
髙木秀夫
髙村睦浩
齊藤𠮷𠮷 博
野々山和彦
中川　敦
鈴木民也
竹内博之

青山弦八
後藤利之
長谷収一
廣中利臣

堀田義之
犬塚万弘
石川勝雄
磯貝総一郎
伊藤則男
岩瀬　一
岩瀬清彦
加納　隆
小林　豊
三浦隆司
中根勝美
二宮誠二
岡田義雄
大須賀慶一
大髙敏睦
斎藤喬甫
酒井　進
嚮 原利夫
清　克行
下谷七郎
新海雄二
杉田芳男

杉浦正昭
杉浦義利
鈴木正司
鈴木昭夫
高原　宏
髙須　光
髙須　匀
辻村義之
山本裕充
山本俊明
米津長治
大山勝男
石山　進
太髙純治
鈴木経男
鈴木善和

平子昭三
伊吹治郎
稲垣　靖
小西紀久雄
畔柳弘文

柵木政美
松本　正
森田勝己
西尾四郎
丹羽　修
杉浦眞理子
鳥居剛育
山口恭正
矢田良一
竹内裕恭
大見育太
金子功男
石原勝成
待田　清
岡崎重太郎
安藤一高
富田清治
阿部光廣
植村康人
平野勝則
稲垣善朗
神谷　宏

成田　徹
都築征成
山口恭正
植村律保
安藤　毅
古居一雄
伊吹治郎
稲垣　靖
畔柳弘文
柵木政美
長坂　誠
西尾四郎
丹羽　修
杉浦眞理子

13’

14’

16’

17’

16’

17’

08’

11’

12’

14’
15’
16’

17’

256

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
ポ
ー
ル
・
ハ
リ
ス
・
フ
ェ
ロ
ー
名
簿



資
料
編

真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

豊橋ゴールデン

豊川宝飯　

渥美

豊橋南

田原

豊川

蒲郡

豊橋北

名古屋アイリス

名古屋東山

名古屋錦

名古屋昭和

名古屋千種

名古屋名北

名古屋名東

名古屋和合

名古屋東

名古屋守山

豊橋

東三河分区

池田拓夫
石川八郎
伊東良夫
小杉將郎
松本　宏
三保谷樞
水野八洲男
椴山晃雄
新美忠夫
蜷川　幸
岡戸伍弌
小野眞孝
杉浦三郎
鈴木千里
高木　宏
竹内尚哉
冨　武司
土平詔一
山内和之
内田榮一
小栗利朗
榊原正治
青井雅純
畑中雅之
神戸信寅
竹内俊介
高木利定
六鹿直視
平林伸康
川口新平
小栗孝久
森田　亨
前田佳男
伊東良夫
内田榮一
岡戸伍弌
金澤憲二
松本順子
松石奉之
酒井良輔
嚮 原明美
鈴村せつ子
手島寿宏
山﨑正夫
石川八郎
小杉將郎
松本　宏
水野八洲男
椴山晃雄
新美忠夫
蜷川　幸
小野眞孝
杉浦三朗
土平詔一
山内和之
小栗利朗

伊奈一郎

竹内喜陽雄
稲葉勝彦
赤井俊二
後藤　正
牧野克則
猪飼盛雄
伊奈正彦
杉江久三郎
伊奈輝三
清水幸一
鯉江公司
市田弘治
村田　聡
小島貞夫
阿知和久男
井上義春
角野濱照
伊奈輝三
伊奈輝三

小嶋真一郎
増岡達一
小嶋洋一
坂野公俊
大林香瑞人
大林香瑞人
小嶋真一郎
小嶋真一郎
高村敦夫
中池聡之
早川直義
村瀬秀和
佐野宏樹
小嶋真一郎

加藤知成
堀 葵
加藤知成
熊澤　岌
山本さゆり
藤澤健夫
村瀬竜雄
加藤知成
高津忠男
小笠原直樹
山本さゆり

石川勝彦
榊原徳三
竹内満寿夫
都築延男
中井民雄
新美　茂
榊原　肇
加藤裕安
新美建司
榊原邦彦
沢田　佶
都築利全
小栗雅彦
森島昭二

08’

09’
10’
13’

14’

15’

16’

17’

11’

12’
14’

15’
16’

08’
09’
11’
12’

13’

14’

15’
16’

17’

08’

09’

10’

12’

13’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

13’
14’

15’

17’

11’
12’
13’

09’
12’

13’
14’

17’

近藤敏通
森田芳一
加藤金吉
山本育輝
岡戸利直
石川信行
鈴木健司
鈴木宏司
間瀬　正
永田明世
竹内俊郎
石川勝彦
竹内　靖
竹内満寿夫
都築延男
杉浦豊幸
鈴木健司
榊原　肇
新美　茂
岩部雅人
嚮原　英
山本慎治
嚮 原邦彦
手島嘉宏
都築利全
近藤敏通
加藤金吉
小栗雅彦
森島昭二

葉山博美
岩崎征宣
竹内義将
早川佳教
村上茂登
久野完治
中村泰忠
永井喜義
千賀貴彦

加藤正俊
相羽英人
久野春雄
加藤正俊

牛田　猛
森島勝美
大森一人
舩橋正員
平谷良樹
野杁章夫
野杁章夫
磯部　茂
青山佳裕
伊藤幸一
則竹伸也
舩橋正員
大森一人

08’
12’
13’

16’
17’

10’

12’
13’

12’
13’

14’
15’
16’
17’

14’

安江正博
伊藤哲朗
鈴木吉男
篠田　廣
坂井　裕
伊藤彰浩
宇佐美三郎

大島晋作
都倉吾一
山内　登
山内幸夫
横山　弘
吉田　弘
吉田民雄
安藤　巖
不破惠一郎
岩田勝義
金森安石
加藤千博
前田正和
森 新
森信一朗
前田正和
加藤博行

豊島德三
林　冏成
水野憲司
山内國雄
小澤正明
松原幹彦
藤原峯忠
石黒三雄
矢野尚彦
加藤　勉
黒木義公
大森克孝
瀧　義孝
豊島德三
豊島德三
豊島德三
豊島德三
豊島德三

野々部昭男
伊藤　彰
児島秀光
金森英夫
西村郁夫
新海　勲
山名敬一
成田幸太郎
浅井耕治
大野邦英
池田邦雄
伊藤強平
伊藤正弘
田口茂利平
山田信行

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’
15’

16’

17’

横井　定
野島精二
林　茂夫
加藤　耐
小森章平
服部孝根
橋本嗣治
塚本胤男
伊串　惇
今井靖隆

佐藤　明
黒野晃太郎
西川広樹
柏子見昌敏
鈴木正徳
田中正博
鈴木和彦
田中正博
光岡　朗
山田幹夫
堀江承元
田中正博
岩島裕芳
前田重廣
後藤雅光
西川広樹
鈴木正徳
栗木和夫
北野庸夫
古川　宏
西川広樹
加藤憲治
鈴木正徳
西川広樹
北野庸夫
大竹敬一
山田幸治
児玉憲之
立松絹久
真木伸一
東海広光
黒野晃太郎
高山　敏
西川広樹
光岡　朗
栗木和夫
山田尊久
後藤雅光
児玉憲之
東海広光
黒野晃太郎
紅谷幸政
篠田正志
後藤雅光
黒野晃太郎
稲垣秀樹
中西　巧
伊藤英毅
岩島裕芳
大竹敬一

立松絹久
山田尊久
児玉憲之
栗木和夫
後藤雅光
田中正博
黒野晃太郎
前田重廣

早川雅男
成田　博
守野暢洋
森田堅一
中村　禊
高山萬三
辻　勇夫
森田堅一
星野清久
早川雅男
後藤　稔
中村　禊
伊藤　昇
守野暢洋
和田典之
梅田愼也
後藤鈴明
田邉辰彦
桜井利夫
江川泰彦
浅田嘉行
辻　勇夫
櫻井利夫
池戸賢治
江川泰彦
三輪隆裕

熊澤勝則
山下隆義
赤堀博宣
平野弘康
水上惠一
中村隆文
沖野　満
大野眞一
熊澤勝則
山下隆義

加藤康治
松前憲典
尾関一之
柴田裕市
猪子裕史
春木和美
松岡正浩
林　倫子
飯盛静男
今井多美子
永田　正
小野木宏
佐藤祐造
秋田敬治

08’

10’

11’

14’

15’
16’
17’

12’
14’
15’

08’

12’
13’

14’
15’

16’

17’

11’

12’

13’

14’

15’

石原稔久
石川正弘
伊藤恒二郎
加藤辰己
加藤恭章
松前裕己
松前和子
森 眞
西岡則男
大塚省治
鵜飼俊光
永田　正
松本正暢
松前裕己

田中鉦雪
山田晃司
寺田　悟
鈴木良信
澤田賢成
佐野一二
岡村　肇
大竹一義
勝谷哲次
加藤睦彦
加藤五津美
亀井　勝
平松　啓
渡辺愛一郎
加藤眞言
加藤令吉
神戸芳樹
加藤陽一
山口育男
野田正治
森脇文直
伊藤英彦
山本英雄
加藤一夫
加藤恵子
加藤孝爾
藤井源成
牧 治
加藤定江
井上伸也
松村晋也
加藤　捷
梶野輝雄
玉井　徹
加藤唐三郎
天野靖久
井上　博
青山　稔
加藤陽一
加藤太伸
近藤三博
野田由紀子
刑部祐介
鈴木光彦

16’

17’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’
16’

鈴木政成
加藤光哉
加藤陽一
山田　拓
山口記由

平林米司
木納隆義
小嶋利彦
安田宗平
朱宮新治
伊藤英男
仙田逸二
住野龍之介
吉野　稔
小室秀夫
青山佳高
有馬彰顕
井川光雄
野倉達雄
小川宏嗣
小川逸朗
小川征一
武山勇夫
山根雄司
安田新平
朱宮新治
松山邦夫
日比野良太郎
宮本照剛
野田　修
小川嘉吉
大島克己
谷津義雄
吉田　洋
安達英昭
朱宮新治
板津英基
原　正男
奥村正幸
田中茂生
河田敏和
千田昌宏
梶川増蔵
石田銑一
田中進一郎
安田宗平
伊藤　隆
大海敏道
髙橋秀治
近藤斉宏
岡田雅隆
牧野武彦
木村　完
平林米司
朱宮新治
松平實胤
野倉達雄
小川宏嗣
住野龍之介
山根雄司

安田新平
日比野良太郎
井川光雄
小川征一
日比野万喜男
稲垣圭次
加藤浩一
祖父江寿男
原　正男
松平實胤
谷津義雄
吉田　洋

倉知正憲
岩井正彦
山田　猛
古田嘉且
大池武徳
伊藤靖祐

河村嘉男
鈴木文勝
鈴木文勝
松尾憲二郎
河村嘉男
鈴木文勝
鈴木文勝
堀井　武
大島賀樹
長谷川弘
五藤隆夫
橋本晃暢
落合鑅一
舩橋茂行

大橋完一
林　鑛三
山田　治
社本太郎
小島啓冶
林　憲正
風岡保広
志水ひろみ
加藤久仁明
社本太郎
屋嘉比良夫
名畑　豊
加藤久仁明
屋嘉比良夫
志水ひろみ
山田　治

飯田幸雄
加藤清久
大嶋一二三
松下洋一
山田直樹
大竹　薫
箕輪良孝
加藤清久
西尾輝久
冨田　晃
大嶋一二三

17’

09’

10’
14’
15’
17’

10’
12’
13’

14’

15’
16’

17’

08’

09’
10’

11’
12’

13’

15’

09’

10’
11’

12’

13’

14’

15’
16’

11’
12’

13’

14’

15’

16’
17’

08’

09’

10’

11’

小柳和之
飯田幸雄
髙島　昇
谷口伸夫
丹羽敏行
桜井雅博
古橋裕志
井田武憲
山田直樹

中林正人
三治　明
村瀬冨三夫
高山光雄
鈴木恵一
山田幹雄
竹尾　悟
串田正克
中島俊朗
金井和治
武田英昭
栗田和典
波多野真
井上政秋
稲吉將秀
稲熊正徳
中林正人
伊勢村道雄
照井通夫
北園守生
市川　孝
清水武臣
内海辰巳
太田哲郎
原田好展
土屋範郎
川口直也
加藤泰弘
山北秀和
波多野勝美
安川正勝
石川良治
柴田　弘
中林正人
川瀬　公
金井和治
中林正人

山中俊博
小澤　修
鈴木晴季
成田一成
山本　修
江尻守鉅
加藤勝之
伊藤保徳
坂田　隆
若杉福雄
坂田　隆
青山雅彦
中島英海
高島鋭郎
成田一成

加藤勝之
青山雅彦
加藤光枝
荒井康夫
梅村邦雄
加藤充弥
江尻忠之
鈴木晴季
加藤勝之
中野昭雄
加藤勝之
青山弘彦
梅村邦雄
小澤　修
山本　修
坂田　隆
若杉福雄
大竹良太
荒井康夫
中島英海
杉山仁朗
小澤　修
平尾節子
加藤雅人
長江正成
二宮あづさ
中野昭雄
成田一成
青山雅彦
加藤勝之
若杉福雄
江尻忠之
鈴木昌子
和佐田強
中野昭雄
梅村邦雄
江尻忠之

長谷川義夫
井上隆義
園原宏治
丹羽規之
三輪照夫
服部　徹
河村金明
井上隆義
井上隆義
服部　徹
山田照光
小川清夫
宮田浩明
井上隆義
井上隆義
井上隆義

堀田　徹
服部智謙
堀田　徹
服部智謙
多田通夫
岩田佳之
岩田佳之
長谷川幸正

12’

13’

14’

15’

16’
17’

08’

10’
11’

12’

13’

15’
17’

08’
09’

10’
11’
12’
14’
15’

林 　 學
穂積良治
小塚美知子
小原久和
奥田　葵
玉置政利
津坂守英
内田正也
山田善国
後藤訓美
筒井俊秋
岩田佳之
服部智謙
太田達夫

丹羽司一
白石政二郎
佐藤文昭

稲熊茂男
尾野英二
小山陽三
鈴木雅弘
吉田　紘
尾野英二

鈴木輝彦
多久田達宏
内田安彦
渡邉　浩
山路兼生
岩田崇祺
中村哲郎
江口博寿
澤田伊三夫
嶺木昌行
宮田理博
北　登一
桂　洋司
小嶋仲夫
後藤正憲
奥山清介
伊藤昌弘
池 　 潤
多久田達宏
伊藤昌弘
浦野廣高
吉川公章
浅原光男
斎藤清治
櫻井　繁
山口義浩
篠田美樹
伊藤昌弘
粕谷忠晴
岩田崇祺
福山　衛
吉川公章
伊藤昌弘
江口博寿
榊原仁作

11’

17’

15’
16’
17’

08’
09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

片桐　満
吉川公章
伊籐昌弘
近藤雅夫
吉川公章
伊藤昌弘
伊東万樹也
江口博寿
伊藤昌弘

住田　守
荒木　巌
小島清路
才本清継
加藤茂春
梅田武久
田島伸也
小倉　昇
杉江豊文
森　　清
岸上泰道
成田洋之
住田　守
内藤昌裕
山田　豊
岸上泰道
橋本修三
杉浦　弘
山内靖雄
杉江豊文
福西康和
猪子恭秀
長瀬廣幸
関口宗男
鈴木　哲
酒井　優
寺本善雄
鈴木　哲
山内靖雄
田島伸也

尾本和弘
片山主水
久野博淳
尾本和弘
久野博淳
伊東與有三
尾本和弘
久野博淳
片山主水
片山主水
白木良彦
尾本和弘
久野博淳
尾本和弘
浅野昌文
伊東與有三
久野博淳
大竹山雄二
伴　禎夫
福島啓氏
水野恒平
鈴木雅雄

菱田美智代
伊藤秀雄
大竹山雄二
近藤和雄
近藤信之
中村脩規
大西弘高
佐久間貞介
伊藤秀雄

高村博三
髙村博三
髙村博三
髙村博三
松波恒彦
髙村博三
泉　憲一
近藤雄亮
岩田修司
髙須洋志
伊藤　豪

小笠原和俊
伊藤与則
川畑博敬
内藤　明
横井　衞
住田正夫
前田隆久
岩崎征一
吉田明夫
浅井隆宣
木村光徳

三浦幸治
原野勝至
原野勝至
原野勝至
立松　賢
山田靖典
原野勝至
羽田野道明

猪村美之
小野雅之
榊原和美
朝比美和子
三浦　隆
三浦和人
佐々木眞
木下福郎
杉本　勇
三島多恵子
木村　猛
東山直史
大橋さなえ
山本誠一
長尾浅𠮷𠮷
三浦和人
川辺清次
川村繁生
鈴木　享
杉山隆秀

新原　尚
水野俊男
本多利郎
加藤英敏
伊藤圭一
野々村憲吾
坂田信子
白藤憲雄
犬飼りさ枝
武藤正行
吉木邦男
入谷直行
加藤宜之
木下福郎
久米伸治
中村　勝
中西芳子
山本郁矢
細井俊男
佐々木元彦
鈴井一博
鈴木清詞
有川英敏
森田敏二三
朝比美和子
児島徳和
榊原和美
三島多恵子
鈴木　享
三浦　隆

日比野三吉彦
深澤良介
浅井泰夫
青島邦夫
藤井圓隆
日比野三吉彦
池永秀夫
隅田耕市
髙田秀夫
寺島洋治
川村勝廣
加藤　清
日比野三吉彦
安藤隆利
友田喜夫
大橋昭治
大川　宏
田口　望
小崎誠三
浅井泰夫
藤井圓隆
杉本和英
小室健次郎
日比野三吉彦
神野重行
小原新一
石黒　隆
岡本敏男
岩崎光記
神野重行
川村勝廣
大川 宏

田口 望
藤井圓隆
神野重行
城野八代江
小西忠昭
小室健次郎
大橋昭治
日比野三吉彦

藤田守彦
藤田守彦
西川 博
西垣美千子
藤田守彦
岩田　宏
藤田守彦
西川　博
森田正樹
渡邉徹雄
水野裕善
磯部　徹
岡田守功
大塚嘉彦
後藤　敞
岩田　宏
林　昌義
岩田　宏
藤田守彦
安江英雄
森田正樹
西川　博
岩田　宏
矢野雄嗣
岩田　宏
藤田守彦

川口　豊
川口　豊

後藤吉夫
加藤喜一
岡部　　
中村陽公
吉田正克
山本光夫
船橋夜光
中川正美
小栗七生
水野𠮷𠮷 紹
堀田正夫
近藤和利
井口哲雄
伊藤満琉
上田圭　
真田新之助
杉浦秀一
田中正樹
中村陽公
前﨑弘光
内藤秀樹
石黒大山

16’

17’

08’

09’

　

11’
13’
14’

15’

16’

17’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’
17’

08’
09’
10’
11’

12’

13’

14’
16’
　
08’
09’
11’
13’

14
15’

08’

11’
13’
14’
　
16’
17’

08’

09’
10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’
09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’
09’
11’

12’
13’

14’

15’

16’

17’

09’
10’

08’

09’

10’

11’

12’

江崎武人
谷田利景
石田博彦
中川正美
岡部　　
柴田幸男
中島　実
篠田光浩
山本光夫
石黒大山
水野𠮷𠮷 紹
中村陽公
木村　茂
谷田利景
田中正樹
古橋　茂
渡邊嘉昭
加藤喜一
中川正美
中村陽公
伴野友昭
石田正城
尾関孝英
佐藤春信
佐藤昌伸
矢形修己
石田博彦
柴田幸男
木村　茂
田中正樹
前﨑弘光
水野𠮷𠮷 紹
山本光夫
山口春三
坂　英臣
加藤和彦
溝口　治
山田啓二
日比榮一
待井雄介
岡部　　
田中正樹
小栗七生
中川正美

ミカエル　カルマノ
澤村　広
高橋　巌
安藤　茂
後藤章信
浅見　勲
鷲見弘明
千田　毅
尾関重雄
加藤忠夫
渡辺英信
増田浩男
澤　國生
水野茂生
本田伸太郎
柏木　功
今村憲治
新実宣英

13’

14’
15’

16’

17’

09’
10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’

09’
10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

山口譽起
多和田武
山田信二
真木　昭
余語郁夫
山田健市
清水恭一
東谷昌彦
椙山正弘
福谷正男
ミカエル　カルマノ
水谷守一
加藤坂夫
鋤納忠治
小出忠孝
古川善次郎
本田伸太郎
棚橋鎌次
平野正美
西川誠也
渡辺英信
水野茂生
山田信二
宇佐美嘉重斌
本多　満
新実宣英
高橋　巌
水野茂生
鈴木建吾
栁澤幸輝
澤村　広
本田伸太郎
後藤章信
余語郁夫
平松征男
山田信二
水野茂生
本田伸太郎

高橋祥泰
佐藤正延
重冨　亮
重冨　亮
森藤左ヱ門
佐藤良一
長瀬輝代之
森藤左ヱ門
伊藤陽介
重冨　亮
木村隆之
滑　尚眞
木村邦彦
重冨　亮
滑　尚眞
重冨　亮
井ノ上由貴男
松崎美都子
木村邦彦
滑　尚眞
重冨　亮
加藤恭太郎
滑　尚眞
重冨　亮

鵜飼昌治
井ノ上由貴男
伊藤陽介
加藤恭太郎
松崎美都子
森藤左ヱ門
滑　尚眞
佐藤正延
重冨　亮

伊藤勝康
柏木順壱
加治佐健二
今村孝治
福田哲三
桑山卓也
𠮷𠮷田正道
福田哲三
桑山卓也
加藤一郎
今村孝治
伊藤勝康
福田哲三
加治佐健二
柏木順壱
桑山卓也
槇野智之
福田哲三
桑山卓也

中込清周
村橋泰志
津川聖子
奥　佳澄
中村公彦
中村公彦
藤野直子
齊藤英夫
須賀康夫
平　民三
都築八千代
足立　勉
藤野直子
北村正和
中込清周
奥　佳澄
鈴木太刀雄
村橋泰志
中村公彦
津川聖子
須賀康夫
平　民三
都築八千代
足立　勉
藤野直子
北村正和
村橋泰志
中村公彦
加藤　令
佐藤慎一郎
平　民三
都築八千代

17’

11’

12’
14’

15’
16’

17’

09’

10’
11’
12’

13’
15’

16’

17’

遠藤友彦
遠藤友彦
星川直志
星川須美子
加藤敦子
藤原研一
横田徳久
梶川久雄
古川康司
星川直志
西脇良一
松岡三明
伊藤晋一
尾関正一
柴山利彌
石 黒 　勉
宇都木寧
渡邉泰彬
阿部美男
遠藤友彦
梅村美知容
木村雅一
岩田滿治
尾關實津成
橫井　登
小關敏光
梅田　渉
加藤敦子

小杉啓彰
笹野義春
和田正敏
小林　明
大口弘和
小山雅弘
竹内眞三
池森由幸
宮尾紘司
三好　親
谷口　優
小林英毅
萩原喜代子
鈴木理之
笹野義春
伊藤健文
樫尾富二
加藤重雄
西川豊長
堀江宏輝
佐野　寛
吉田　玄
小山雅弘
池森由幸
鈴木聖三
宮尾紘司
大口弘和
志水ひろみ
小山雅弘
加藤重雄

鈴木重幸
高柳　元

10’
11’
12’

13’

14’

 
16’

17’

08’

10’

11’

12’
13’
14’

15’

16’

17’

08’

上野　広
木下　実
鈴木重幸
上野　広
横田幸三
加藤　靖
河合勇夫
鈴木重幸
上野　広
安藤鉦太郎
伊丹惣三
名倉嗣治
乃一　稔
鈴木真司
上野　広
渡邉直樹
大矢英憲
上野　広
久田錦三
田中邦幸
細野恭弘
柴田義介
安藤鉦太郎
細野恭弘
髙橋　進
前田圭佑
伊丹惣三
小坂達也
加藤　厚
柴田義介
山田敏雄
渡邉直樹
須原茂樹
髙柳　元

前田元弘
河北英次
武田正典
近藤歌子
林　光夫
植村元雄
長谷川周義
三浦俊彦
長谷川正孝
後藤博文
金子紀子
工藤悦子
鬼頭正二郎
寺西　正
北村隆子
落合和子
富山信也
三浦俊彦
長谷川周義
前田元弘
丹羽　繁
中山信義
藤岡省吾

武儀山勝彦
中島譲治
谷村　茂
大西和夫

09’

10’

11’

12’

13’

14’
15’

16’

17’

08’

10’
11’
12’

13’

14’

15’
16’

17’

10’

11’

12’
13’

14’

15’

16’

17’

14’
15’
　　

08’
11’
12’

13’
14’
15’
16’

17’

09’
　
11’

12’

13’
14’
　

08’

09’

10’

11’

12’

13’

山城章治
近藤俊彦
濱田康喜
早川和男
渡邊萬里
金田英和
松野一彦
渡邊萬里
平下三郎
奥村　敦
近藤兼治郎
松野一彦
渡邊萬里
佐藤敏夫
中島譲治

荒山久美
安井　忠

石川百代
疋田　淳
柳原伸行
村井總一郎
石黒　功
柴田宏巳
渡部茂久
牧野　渉
高橋豊彦
冨田佳央
村井總一郎
川村荒治

飯島　卓
陶山登士夫
酒井基裕
飯沼雅朗
竹本泰一
金原久雄
野嵜正一
藤田喜一郎
大岩敏郎

中西喜久雄
羽田明弘
松井由次
西村良彦
竹内稔弘
川口雄三
匹田雅久
西村良彦
山本光人
伴 實
鈴木茂久
石川顕次
羽田明弘
木村高章
佐藤矩朗
野寄一司
高倉宣夫
石川顯次
小林康男

福井英示
谷山　勉
小杉幸一郎
鈴木行久
西村良彦
鈴木大次郎
夏目國弘
土井松男
匹田雅久

樋口俊寛
山本信利
木下良夫
竹本尚美
岩瀬淳一郎
大澤輝秀
大橋平治
内藤雄功
鈴木榮一
戸田俊晴
岩瀬淳一郎
小澤行雄
戸田俊晴
内藤雄功

森下昭造
安田幸雄
仲谷　修
大河直樹
岩崎　功
河辺勝巳
藤城隆雄
藤井國弘
別所淳二
鈴木　進
石黒利昌
宮木幸彦
八木正光
冨田雅則
広中貴彦
河合利則
山田年清
松井　昭
大羽康彦

佐藤有文
大竹勝彦
藤城俊明
縣　保彦
山本芳隆
大竹勝彦
榊原周造
関口三千彦
榊原周造
神戸邦夫
磯村博宣
中村幸一
塩之谷昌
藤城俊明
磯村秀樹
縣　保彦
竹内宏次
吉野勝己

14’

15’

16’
17’

08’
09’
10’

11’

12’

13’

16’

17’

10’

11’
12’

13’

14’

15’

16’

08’

09’

10’

11’
12’

13’
14’

石川昌和
塩之谷昌
河合正治
河合梅雄
水梨豊三
中村陽一
冨安美孝
足立健一
藤原俊男
河合秀矩
長谷川典史
木下　治
小野喬四朗

神谷篤冶
石本健一
荒木　茂
渡会一昭
井本　宏
川口敏郎
彦坂育甫
間瀬祐一
木村守雄
朽名　誠
彦坂育甫
青山房生
森下一良
森下三嗣
三浦正好
川口敏郎

滝下　勲
柴田　勝
伴　辰三
内藤泰通

井上　穂
牧野政雄
松崎　進
高畑皓一
宇藤　信
藤城民男
若林正治
高沢博久
宮川嘉朗
岡本久永
高林保夫
真野善和
大須賀憲太
山本雅久
市川朝洋
谷村泰裕
天野義久
杉原敏雄
久保田裕明
白井正樹
鈴木雅博
西郷隆治
吉川一弘
福沢省吾
石原昭二
山口幹夫

15’

16’

17’

12’

13’
14’
15’

16’
17’

12’
13’

10’

11’

12’
13’

14’

15’

16’

17’

尾原　脩
磯田国男
小川喜一
鈴木照幸
柳田　豊
河辺虎太郎
松井準治
古橋一毅
平野義郎
辻　義郎
柴田　清
藤代善之
本多　敬
加藤武紀
河合喜嗣
大原孝一
古田勝美
鈴木照幸
松井準治
杉田鐘一

鈴木　薫
杉原好洋
鈴木昌敏
満田　稔
小林佳雄
西　義雄
河合純夫
平野正博
豊田能史
渡邊　茂
川西裕康
中嶌秀樹
中村成人
白井康仁
柴田健一
藤井宣行
松下泰三
莊　孝向
安井洋二

吉川正敏
杉浦惠造
内藤　淳
蜂須賀利雄
河野治生
服部良男
奥瀬勇作
服部憲明
中村重嗣
丹羽良治
梶川志郎
田口竜也
水野周久
本多啓一
黒河　陽
三嶋　勉
柴田芳孝
白井通義
杉浦　皓

09’
10’

11’

12’
13’

14’
15’

16’

17’

10’
　
12’

14’

15’

16’

17’

08’

09’

吉川正敏
加藤信吾
小原　睦
青木勇作
古澤武雄
菅井龍一
深田達彦
安藤光淵
浅井　章
林　和夫
岩月一郎
加藤博巳
山崎達也
天野恵一
吉川正敏
中根幹雄
岩瀬敬紀
中村重嗣
荻須文一
小原　睦
服部良男
林　和夫
野田篤文
丹羽良治
三浦泰秀
岩月昭佳
吉川正敏
蜂須賀利雄
三嶋　勉
青木勇作
宮本　隆
金山久雄
尾崎篤司
天野惠一
本多啓一
杉浦　皓
水野周久
峰澤彰宏
河野治生
佐々木勝己
松原広幸
杉浦惠造
小原　睦
酒部圭司
中村重嗣
有賀　健
加藤博已
清水芳美
畔柳春雄
山本邦雄
荻須文一
菅井龍一
林　和夫
丹羽良治
服部良男
吉川正敏
南部　淳
梶川志郎
峰澤彰宏
野田篤文
加藤博巳
天野惠一
古澤武雄

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

岩月一郎
黒河　陽
金山久雄
小原　睦
安藤宏行
太田成紀
櫻井敬子
岩瀬敬紀
三浦泰秀
金山久雄
小原　睦

斎藤直美
斎藤直美
杉浦敏夫
梅村正明
横山眞久
杉浦敏夫
梅村正明
加藤直樹
鈴木元弘
永田一夫
杉浦敏夫
河木照雄
梅村正明
杉浦敏夫
渡邉寿也
杉浦敏夫
梅村正明
渡邉寿也
加藤直樹
杉浦敏夫
梅村正明
奥田清仁
渡邉寿也
杉浦敏夫
梅村正明
孕石邦雄
神谷和利
丸井俊裕
光岡新吾
野口明生
岡田勝美
酒井法丈
渡邉寿也
杉浦敏夫

安藤幸司
本間　毅
中根義雄
今泉孝一
大須賀予偲子
岡田庸男
安藤幸司
神谷直三
渡辺要市
三浦勝美
中川修一郎
大久保武
鈴木康之
髙橋正直
小久保文雄
岡田庸男

17’

08’
09’

10’
11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’

09’
10’

11’

犬塚克明
高橋賢司
磯貝和汪
山本雅樹
本間　毅
安藤幸司
岡田庸男
本間英晴
藤田正彦
伊藤恭弘
岡田庸男
近藤千雅
中根義雄
杉田雅樹
太田進造
中嶋昭史
蒲野良雄
大村榮治
岡田光司
三浦勝美
今泉孝一
伊豫田浩
鬼頭辰郎
小野正富
志賀為宏
杉本義安
服部英男
犬塚克明
倉田　長
鈴木康之
本間　毅
安藤幸司
安藤隆幸
深津　篤
岩瀬宏隆
小島ミユキ
岡田庄璽
杉浦　彰
鈴木英成
高橋賢司

加納一弘
山形悦男
須藤一郎
鈴木宏行
中川俊治
池田憲治
寺田壽孝
佐藤仁功
伊藤愼一
野田清衛
加納一弘
小幡輝雄
伊藤信裕
土屋孝介
加納一弘
服部潤一
伊藤信裕
山形悦男
加納一弘

長坂　勲
小木曽進

12’

13’

14’

15’

16’

17’

10’

11’

12’

13’
　
15’

16’

17’

08’
09’

小野文憲
深田昭彦
山内隆一
山中　一
足立汎和
市川幾雄
長坂　勲
新波勝也
石原靖増
深津幸雄
橋本義紀
池田　正
原田耕平
小林清文
野村政弘
梅村順一
三浦泰廣
浅岡謙治
生駒尚久
岩月鋹廣
中川和広

豊田　稔
鈴木敬一
浦野　朗
山田守男
杉浦英昭
浦野政幸
鈴木英治
鈴木敬一
福岡　治
河合芳弘
川﨑省治
中根　茂
梅村憲一
浦野政幸
永野卓司
矢頭功生
深田利幸
浦野政幸

加藤順弘
小出浩義
小山章仁
宮島好弘
田中暉登
都築　孝
藤江顕治
神谷欣臣
長野哲也
高橋晶夫
加藤豊生
小林道利
永野彦麿
中根常彦
小野進一
小島邦男
近藤敬道
永田　裕
桐渕利次
永井量基
鈴木　豊
青山幸市

10’
11’
12’

14’

15’

16’
17’

08’
10’

11’
13’
14’
15’
16’

17’

08’

09’

10’

11’

岡田吉生
松野　敏
中根啓䑍
永坂博彦
天野賢一
近藤正俊
有馬惟夫
牧野正高
松永茂夫
松井孝王
桐渕利次
佐々木靖史
天野邦彦
青山幸市
永田　裕
杉山隆章
近藤保則
近藤憲康
千賀邦二
中山 巳
田中暉登
山本剛司
加藤義幸
中根常彦
太田三伸
志貴一仁
小林政則
太田三伸
藤江顕治
小林通利
小出浩義
小山章仁
宮島好弘
永井量基
髙橋晶夫

岡田佳大
永井光彦
野々山彰
深谷勝善
鈴木正輝
金子忠雄
堀川　泰
鈴木玉機
名倉明秀

浅岡多田志
河合英二
山下一美
中山憲和
河合英二
小島哲夫
猪狩　蔵
木戸重信
小島哲夫
和泉房枝
太田昌孝
鈴村幸雄
梅村公代
山内ユミ子
鈴木　寛
鈴木純子
浅岡多田志

12’

13’

14’

15’

16’

17’

10’
11’
13’

14’
17’

09’

10’
11’
12’
13’

15’

16’

17’

猪狩　蔵
鈴村幸雄

遠山堯郎

林　和夫

加藤俊二
前田孝司
橋本恭典
野村紀代彦
嶋津孝久
霜出倶弘
権田鋹弘
大竹憲治
嶋津孝久
鈴木文三郎
大音祖瑛
𠮷𠮷 原孝彦
前田孝司
岡本　巧
小林祥浩
塚本幸夫
太田宗一郎
平野和一
伊藤節夫
嶋津孝久
市川裕大
杉浦世志朗
鈴木　豊
深谷嘉英
杉浦芳一
黒田義之
大竹憲治
盛田豊一
鈴木　豊
毛受　豊
加藤哲也
廣根　実
加藤真治
鈴木　豊
天野櫻子
市川裕大
神野公秀
神谷光義
久米博明
内藤耕造
太田　保
池田憲司
加藤真治
橋本恭典
鈴木　豊
小川耕示
杉山欣輝
竹内一正
深谷稔彦
深谷嘉英
加藤哲也
野村紀代彦
鈴木文三郎
市川裕大

17’

17’

08’
　

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

太田宗一郎
鈴木　豊
中林久美
角谷広高
大音祖瑛
𠮷𠮷 原孝彦
太田宗一郎
鈴木　豊

永谷文人
石川　博
大嶽岩雄
沓名俊裕

杉浦明博
尾﨑隆爾
田中正規
成瀬文和
宍戸秀隆
杉浦　広
榊原勝俊
浅岡勝行
鳥山欽示
岡田光祥
岡安邦夫
黒田正志
宍戸量一
尾﨑隆爾
杉浦澄雄
天野　卓
山尾　令
榊原康正
松井　康
山田慶勝
羽佐田芳和
田中正規
田中正規
岡田雅彦
杉浦明博
杉浦義浩
朝岡　正
原田保男
平田兼久
稲垣良次
犬塚宣明
石川哲朗
伊藤富義
岩瀬正範
北山健二
三村幸弘
三浦康彦
小田井博茂
岡田文雄
大河内芳信
小澤育史
齋藤　肇
柴田高広
杉田明弘
高濵明利
鳥居清澄
矢橋和也
山﨑秀夫
犬塚和夫

17’

12’

08’
10’
12’

13’

14’
15’

杉浦　脩
平岩一夫
杉浦明博
山﨑周彌
嚮 原正人
鳥居祥雄
小澤育史
松田茂治
加藤浩道
三浦眞澄
大内基浩

加藤良邦
奥谷弘和
榊原　健
杉田　茂
加藤丈太郎
樅山善久
石川春久
犬塚敦統
杉浦健次
山中寛三

16’

17’

08’

09’

10’

11’
12’

池田弘孝
黒田昌司
岡本明弘
新美宗和
榊原　健
長田豊治
奥田雪雄
平松　太
鈴木健三
竹中　誠
新美雅浩
清澤聡之
山中寛紀
植松敏樹
森田英治
竹中　誠

小池 孝
牧野伸治
杉田亘恭
長田　治
西脇霊雄

神谷正康
小出道治

杉浦義尚
中村さと子
森田　仁
黒田勝基
杉浦浩一
伊藤ルミ
野々山光秋
高桑雄司
黒田勝基
森田　仁
神谷公一
田代清一
中村さと子
高桑雄司

野村賢孝
竹内博之
近藤一幸
酒井一造

13’

14’

15’
16’
17’

08’

09’
11’
12’

14’

09’
11’
12’
14’

15’
16’

17’

09’
10’

12’

塚本昌男
水野𠮷𠮷 樹
大橋　均
山田哲夫
武田昭俊
安井喜秀
早川岩男
倉田英行
中川　敦
鈴木民也
髙木秀夫
髙村睦浩
齊藤𠮷𠮷 博
野々山和彦
中川　敦
鈴木民也
竹内博之

青山弦八
後藤利之
長谷収一
廣中利臣

堀田義之
犬塚万弘
石川勝雄
磯貝総一郎
伊藤則男
岩瀬　一
岩瀬清彦
加納　隆
小林　豊
三浦隆司
中根勝美
二宮誠二
岡田義雄
大須賀慶一
大髙敏睦
斎藤喬甫
酒井　進
嚮 原利夫
清　克行
下谷七郎
新海雄二
杉田芳男

杉浦正昭
杉浦義利
鈴木正司
鈴木昭夫
高原　宏
髙須　光
髙須　匀
辻村義之
山本裕充
山本俊明
米津長治
大山勝男
石山　進
太髙純治
鈴木経男
鈴木善和

平子昭三
伊吹治郎
稲垣　靖
小西紀久雄
畔柳弘文

柵木政美
松本　正
森田勝己
西尾四郎
丹羽　修
杉浦眞理子
鳥居剛育
山口恭正
矢田良一
竹内裕恭
大見育太
金子功男
石原勝成
待田　清
岡崎重太郎
安藤一高
富田清治
阿部光廣
植村康人
平野勝則
稲垣善朗
神谷　宏

成田　徹
都築征成
山口恭正
植村律保
安藤　毅
古居一雄
伊吹治郎
稲垣　靖
畔柳弘文
柵木政美
長坂　誠
西尾四郎
丹羽　修
杉浦眞理子

13’

14’

16’

17’

16’

17’

08’

11’

12’

14’
15’
16’

17’

豊田西

西尾

安城

愛知三州

名古屋宮の杜

豊田中

豊田三好

豊田東

岡崎城南

岡崎東

豊田

岡崎南

岡崎

西三河中分区

豊橋東

田原パシフィック

刈谷

西三河分区

池田拓夫
石川八郎
伊東良夫
小杉將郎
松本　宏
三保谷樞
水野八洲男
椴山晃雄
新美忠夫
蜷川　幸
岡戸伍弌
小野眞孝
杉浦三郎
鈴木千里
高木　宏
竹内尚哉
冨　武司
土平詔一
山内和之
内田榮一
小栗利朗
榊原正治
青井雅純
畑中雅之
神戸信寅
竹内俊介
高木利定
六鹿直視
平林伸康
川口新平
小栗孝久
森田　亨
前田佳男
伊東良夫
内田榮一
岡戸伍弌
金澤憲二
松本順子
松石奉之
酒井良輔
嚮 原明美
鈴村せつ子
手島寿宏
山﨑正夫
石川八郎
小杉將郎
松本　宏
水野八洲男
椴山晃雄
新美忠夫
蜷川　幸
小野眞孝
杉浦三朗
土平詔一
山内和之
小栗利朗

伊奈一郎

竹内喜陽雄
稲葉勝彦
赤井俊二
後藤　正
牧野克則
猪飼盛雄
伊奈正彦
杉江久三郎
伊奈輝三
清水幸一
鯉江公司
市田弘治
村田　聡
小島貞夫
阿知和久男
井上義春
角野濱照
伊奈輝三
伊奈輝三

小嶋真一郎
増岡達一
小嶋洋一
坂野公俊
大林香瑞人
大林香瑞人
小嶋真一郎
小嶋真一郎
高村敦夫
中池聡之
早川直義
村瀬秀和
佐野宏樹
小嶋真一郎

加藤知成
堀 葵
加藤知成
熊澤　岌
山本さゆり
藤澤健夫
村瀬竜雄
加藤知成
高津忠男
小笠原直樹
山本さゆり

石川勝彦
榊原徳三
竹内満寿夫
都築延男
中井民雄
新美　茂
榊原　肇
加藤裕安
新美建司
榊原邦彦
沢田　佶
都築利全
小栗雅彦
森島昭二

08’

09’
10’
13’

14’

15’

16’

17’

11’

12’
14’

15’
16’

08’
09’
11’
12’

13’

14’

15’
16’

17’

08’

09’

10’

12’

13’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

13’
14’

15’

17’

11’
12’
13’

09’
12’

13’
14’

17’

近藤敏通
森田芳一
加藤金吉
山本育輝
岡戸利直
石川信行
鈴木健司
鈴木宏司
間瀬　正
永田明世
竹内俊郎
石川勝彦
竹内　靖
竹内満寿夫
都築延男
杉浦豊幸
鈴木健司
榊原　肇
新美　茂
岩部雅人
嚮原　英
山本慎治
嚮 原邦彦
手島嘉宏
都築利全
近藤敏通
加藤金吉
小栗雅彦
森島昭二

葉山博美
岩崎征宣
竹内義将
早川佳教
村上茂登
久野完治
中村泰忠
永井喜義
千賀貴彦

加藤正俊
相羽英人
久野春雄
加藤正俊

牛田　猛
森島勝美
大森一人
舩橋正員
平谷良樹
野杁章夫
野杁章夫
磯部　茂
青山佳裕
伊藤幸一
則竹伸也
舩橋正員
大森一人

08’
12’
13’

16’
17’

10’

12’
13’

12’
13’

14’
15’
16’
17’

14’

安江正博
伊藤哲朗
鈴木吉男
篠田　廣
坂井　裕
伊藤彰浩
宇佐美三郎

大島晋作
都倉吾一
山内　登
山内幸夫
横山　弘
吉田　弘
吉田民雄
安藤　巖
不破惠一郎
岩田勝義
金森安石
加藤千博
前田正和
森 新
森信一朗
前田正和
加藤博行

豊島德三
林　冏成
水野憲司
山内國雄
小澤正明
松原幹彦
藤原峯忠
石黒三雄
矢野尚彦
加藤　勉
黒木義公
大森克孝
瀧　義孝
豊島德三
豊島德三
豊島德三
豊島德三
豊島德三

野々部昭男
伊藤　彰
児島秀光
金森英夫
西村郁夫
新海　勲
山名敬一
成田幸太郎
浅井耕治
大野邦英
池田邦雄
伊藤強平
伊藤正弘
田口茂利平
山田信行

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’
15’

16’

17’

横井　定
野島精二
林　茂夫
加藤　耐
小森章平
服部孝根
橋本嗣治
塚本胤男
伊串　惇
今井靖隆

佐藤　明
黒野晃太郎
西川広樹
柏子見昌敏
鈴木正徳
田中正博
鈴木和彦
田中正博
光岡　朗
山田幹夫
堀江承元
田中正博
岩島裕芳
前田重廣
後藤雅光
西川広樹
鈴木正徳
栗木和夫
北野庸夫
古川　宏
西川広樹
加藤憲治
鈴木正徳
西川広樹
北野庸夫
大竹敬一
山田幸治
児玉憲之
立松絹久
真木伸一
東海広光
黒野晃太郎
高山　敏
西川広樹
光岡　朗
栗木和夫
山田尊久
後藤雅光
児玉憲之
東海広光
黒野晃太郎
紅谷幸政
篠田正志
後藤雅光
黒野晃太郎
稲垣秀樹
中西　巧
伊藤英毅
岩島裕芳
大竹敬一

立松絹久
山田尊久
児玉憲之
栗木和夫
後藤雅光
田中正博
黒野晃太郎
前田重廣

早川雅男
成田　博
守野暢洋
森田堅一
中村　禊
高山萬三
辻　勇夫
森田堅一
星野清久
早川雅男
後藤　稔
中村　禊
伊藤　昇
守野暢洋
和田典之
梅田愼也
後藤鈴明
田邉辰彦
桜井利夫
江川泰彦
浅田嘉行
辻　勇夫
櫻井利夫
池戸賢治
江川泰彦
三輪隆裕

熊澤勝則
山下隆義
赤堀博宣
平野弘康
水上惠一
中村隆文
沖野　満
大野眞一
熊澤勝則
山下隆義

加藤康治
松前憲典
尾関一之
柴田裕市
猪子裕史
春木和美
松岡正浩
林　倫子
飯盛静男
今井多美子
永田　正
小野木宏
佐藤祐造
秋田敬治

08’

10’

11’

14’

15’
16’
17’

12’
14’
15’

08’

12’
13’

14’
15’

16’

17’

11’

12’

13’

14’

15’

石原稔久
石川正弘
伊藤恒二郎
加藤辰己
加藤恭章
松前裕己
松前和子
森 眞
西岡則男
大塚省治
鵜飼俊光
永田　正
松本正暢
松前裕己

田中鉦雪
山田晃司
寺田　悟
鈴木良信
澤田賢成
佐野一二
岡村　肇
大竹一義
勝谷哲次
加藤睦彦
加藤五津美
亀井　勝
平松　啓
渡辺愛一郎
加藤眞言
加藤令吉
神戸芳樹
加藤陽一
山口育男
野田正治
森脇文直
伊藤英彦
山本英雄
加藤一夫
加藤恵子
加藤孝爾
藤井源成
牧 治
加藤定江
井上伸也
松村晋也
加藤　捷
梶野輝雄
玉井　徹
加藤唐三郎
天野靖久
井上　博
青山　稔
加藤陽一
加藤太伸
近藤三博
野田由紀子
刑部祐介
鈴木光彦

16’

17’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’
16’

鈴木政成
加藤光哉
加藤陽一
山田　拓
山口記由

平林米司
木納隆義
小嶋利彦
安田宗平
朱宮新治
伊藤英男
仙田逸二
住野龍之介
吉野　稔
小室秀夫
青山佳高
有馬彰顕
井川光雄
野倉達雄
小川宏嗣
小川逸朗
小川征一
武山勇夫
山根雄司
安田新平
朱宮新治
松山邦夫
日比野良太郎
宮本照剛
野田　修
小川嘉吉
大島克己
谷津義雄
吉田　洋
安達英昭
朱宮新治
板津英基
原　正男
奥村正幸
田中茂生
河田敏和
千田昌宏
梶川増蔵
石田銑一
田中進一郎
安田宗平
伊藤　隆
大海敏道
髙橋秀治
近藤斉宏
岡田雅隆
牧野武彦
木村　完
平林米司
朱宮新治
松平實胤
野倉達雄
小川宏嗣
住野龍之介
山根雄司

安田新平
日比野良太郎
井川光雄
小川征一
日比野万喜男
稲垣圭次
加藤浩一
祖父江寿男
原　正男
松平實胤
谷津義雄
吉田　洋

倉知正憲
岩井正彦
山田　猛
古田嘉且
大池武徳
伊藤靖祐

河村嘉男
鈴木文勝
鈴木文勝
松尾憲二郎
河村嘉男
鈴木文勝
鈴木文勝
堀井　武
大島賀樹
長谷川弘
五藤隆夫
橋本晃暢
落合鑅一
舩橋茂行

大橋完一
林　鑛三
山田　治
社本太郎
小島啓冶
林　憲正
風岡保広
志水ひろみ
加藤久仁明
社本太郎
屋嘉比良夫
名畑　豊
加藤久仁明
屋嘉比良夫
志水ひろみ
山田　治

飯田幸雄
加藤清久
大嶋一二三
松下洋一
山田直樹
大竹　薫
箕輪良孝
加藤清久
西尾輝久
冨田　晃
大嶋一二三

17’

09’

10’
14’
15’
17’

10’
12’
13’

14’

15’
16’

17’

08’

09’
10’

11’
12’

13’

15’

09’

10’
11’

12’

13’

14’

15’
16’

11’
12’

13’

14’

15’

16’
17’

08’

09’

10’

11’

小柳和之
飯田幸雄
髙島　昇
谷口伸夫
丹羽敏行
桜井雅博
古橋裕志
井田武憲
山田直樹

中林正人
三治　明
村瀬冨三夫
高山光雄
鈴木恵一
山田幹雄
竹尾　悟
串田正克
中島俊朗
金井和治
武田英昭
栗田和典
波多野真
井上政秋
稲吉將秀
稲熊正徳
中林正人
伊勢村道雄
照井通夫
北園守生
市川　孝
清水武臣
内海辰巳
太田哲郎
原田好展
土屋範郎
川口直也
加藤泰弘
山北秀和
波多野勝美
安川正勝
石川良治
柴田　弘
中林正人
川瀬　公
金井和治
中林正人

山中俊博
小澤　修
鈴木晴季
成田一成
山本　修
江尻守鉅
加藤勝之
伊藤保徳
坂田　隆
若杉福雄
坂田　隆
青山雅彦
中島英海
高島鋭郎
成田一成

加藤勝之
青山雅彦
加藤光枝
荒井康夫
梅村邦雄
加藤充弥
江尻忠之
鈴木晴季
加藤勝之
中野昭雄
加藤勝之
青山弘彦
梅村邦雄
小澤　修
山本　修
坂田　隆
若杉福雄
大竹良太
荒井康夫
中島英海
杉山仁朗
小澤　修
平尾節子
加藤雅人
長江正成
二宮あづさ
中野昭雄
成田一成
青山雅彦
加藤勝之
若杉福雄
江尻忠之
鈴木昌子
和佐田強
中野昭雄
梅村邦雄
江尻忠之

長谷川義夫
井上隆義
園原宏治
丹羽規之
三輪照夫
服部　徹
河村金明
井上隆義
井上隆義
服部　徹
山田照光
小川清夫
宮田浩明
井上隆義
井上隆義
井上隆義

堀田　徹
服部智謙
堀田　徹
服部智謙
多田通夫
岩田佳之
岩田佳之
長谷川幸正

12’

13’

14’

15’

16’
17’

08’

10’
11’

12’

13’

15’
17’

08’
09’

10’
11’
12’
14’
15’

林 　 學
穂積良治
小塚美知子
小原久和
奥田　葵
玉置政利
津坂守英
内田正也
山田善国
後藤訓美
筒井俊秋
岩田佳之
服部智謙
太田達夫

丹羽司一
白石政二郎
佐藤文昭

稲熊茂男
尾野英二
小山陽三
鈴木雅弘
吉田　紘
尾野英二

鈴木輝彦
多久田達宏
内田安彦
渡邉　浩
山路兼生
岩田崇祺
中村哲郎
江口博寿
澤田伊三夫
嶺木昌行
宮田理博
北　登一
桂　洋司
小嶋仲夫
後藤正憲
奥山清介
伊藤昌弘
池 　 潤
多久田達宏
伊藤昌弘
浦野廣高
吉川公章
浅原光男
斎藤清治
櫻井　繁
山口義浩
篠田美樹
伊藤昌弘
粕谷忠晴
岩田崇祺
福山　衛
吉川公章
伊藤昌弘
江口博寿
榊原仁作

11’

17’

15’
16’
17’

08’
09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

片桐　満
吉川公章
伊籐昌弘
近藤雅夫
吉川公章
伊藤昌弘
伊東万樹也
江口博寿
伊藤昌弘

住田　守
荒木　巌
小島清路
才本清継
加藤茂春
梅田武久
田島伸也
小倉　昇
杉江豊文
森　　清
岸上泰道
成田洋之
住田　守
内藤昌裕
山田　豊
岸上泰道
橋本修三
杉浦　弘
山内靖雄
杉江豊文
福西康和
猪子恭秀
長瀬廣幸
関口宗男
鈴木　哲
酒井　優
寺本善雄
鈴木　哲
山内靖雄
田島伸也

尾本和弘
片山主水
久野博淳
尾本和弘
久野博淳
伊東與有三
尾本和弘
久野博淳
片山主水
片山主水
白木良彦
尾本和弘
久野博淳
尾本和弘
浅野昌文
伊東與有三
久野博淳
大竹山雄二
伴　禎夫
福島啓氏
水野恒平
鈴木雅雄

菱田美智代
伊藤秀雄
大竹山雄二
近藤和雄
近藤信之
中村脩規
大西弘高
佐久間貞介
伊藤秀雄

高村博三
髙村博三
髙村博三
髙村博三
松波恒彦
髙村博三
泉　憲一
近藤雄亮
岩田修司
髙須洋志
伊藤　豪

小笠原和俊
伊藤与則
川畑博敬
内藤　明
横井　衞
住田正夫
前田隆久
岩崎征一
吉田明夫
浅井隆宣
木村光徳

三浦幸治
原野勝至
原野勝至
原野勝至
立松　賢
山田靖典
原野勝至
羽田野道明

猪村美之
小野雅之
榊原和美
朝比美和子
三浦　隆
三浦和人
佐々木眞
木下福郎
杉本　勇
三島多恵子
木村　猛
東山直史
大橋さなえ
山本誠一
長尾浅𠮷𠮷
三浦和人
川辺清次
川村繁生
鈴木　享
杉山隆秀

新原　尚
水野俊男
本多利郎
加藤英敏
伊藤圭一
野々村憲吾
坂田信子
白藤憲雄
犬飼りさ枝
武藤正行
吉木邦男
入谷直行
加藤宜之
木下福郎
久米伸治
中村　勝
中西芳子
山本郁矢
細井俊男
佐々木元彦
鈴井一博
鈴木清詞
有川英敏
森田敏二三
朝比美和子
児島徳和
榊原和美
三島多恵子
鈴木　享
三浦　隆

日比野三吉彦
深澤良介
浅井泰夫
青島邦夫
藤井圓隆
日比野三吉彦
池永秀夫
隅田耕市
髙田秀夫
寺島洋治
川村勝廣
加藤　清
日比野三吉彦
安藤隆利
友田喜夫
大橋昭治
大川　宏
田口　望
小崎誠三
浅井泰夫
藤井圓隆
杉本和英
小室健次郎
日比野三吉彦
神野重行
小原新一
石黒　隆
岡本敏男
岩崎光記
神野重行
川村勝廣
大川 宏

田口 望
藤井圓隆
神野重行
城野八代江
小西忠昭
小室健次郎
大橋昭治
日比野三吉彦

藤田守彦
藤田守彦
西川 博
西垣美千子
藤田守彦
岩田　宏
藤田守彦
西川　博
森田正樹
渡邉徹雄
水野裕善
磯部　徹
岡田守功
大塚嘉彦
後藤　敞
岩田　宏
林　昌義
岩田　宏
藤田守彦
安江英雄
森田正樹
西川　博
岩田　宏
矢野雄嗣
岩田　宏
藤田守彦

川口　豊
川口　豊

後藤吉夫
加藤喜一
岡部　　
中村陽公
吉田正克
山本光夫
船橋夜光
中川正美
小栗七生
水野𠮷𠮷 紹
堀田正夫
近藤和利
井口哲雄
伊藤満琉
上田圭　
真田新之助
杉浦秀一
田中正樹
中村陽公
前﨑弘光
内藤秀樹
石黒大山

16’

17’

08’

09’

　

11’
13’
14’

15’

16’

17’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’
17’

08’
09’
10’
11’

12’

13’

14’
16’
　
08’
09’
11’
13’

14
15’

08’

11’
13’
14’
　
16’
17’

08’

09’
10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’
09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’
09’
11’

12’
13’

14’

15’

16’

17’

09’
10’

08’

09’

10’

11’

12’

江崎武人
谷田利景
石田博彦
中川正美
岡部　　
柴田幸男
中島　実
篠田光浩
山本光夫
石黒大山
水野𠮷𠮷 紹
中村陽公
木村　茂
谷田利景
田中正樹
古橋　茂
渡邊嘉昭
加藤喜一
中川正美
中村陽公
伴野友昭
石田正城
尾関孝英
佐藤春信
佐藤昌伸
矢形修己
石田博彦
柴田幸男
木村　茂
田中正樹
前﨑弘光
水野𠮷𠮷 紹
山本光夫
山口春三
坂　英臣
加藤和彦
溝口　治
山田啓二
日比榮一
待井雄介
岡部　　
田中正樹
小栗七生
中川正美

ミカエル　カルマノ
澤村　広
高橋　巌
安藤　茂
後藤章信
浅見　勲
鷲見弘明
千田　毅
尾関重雄
加藤忠夫
渡辺英信
増田浩男
澤　國生
水野茂生
本田伸太郎
柏木　功
今村憲治
新実宣英

13’

14’
15’

16’

17’

09’
10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’

09’
10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

山口譽起
多和田武
山田信二
真木　昭
余語郁夫
山田健市
清水恭一
東谷昌彦
椙山正弘
福谷正男
ミカエル　カルマノ
水谷守一
加藤坂夫
鋤納忠治
小出忠孝
古川善次郎
本田伸太郎
棚橋鎌次
平野正美
西川誠也
渡辺英信
水野茂生
山田信二
宇佐美嘉重斌
本多　満
新実宣英
高橋　巌
水野茂生
鈴木建吾
栁澤幸輝
澤村　広
本田伸太郎
後藤章信
余語郁夫
平松征男
山田信二
水野茂生
本田伸太郎

高橋祥泰
佐藤正延
重冨　亮
重冨　亮
森藤左ヱ門
佐藤良一
長瀬輝代之
森藤左ヱ門
伊藤陽介
重冨　亮
木村隆之
滑　尚眞
木村邦彦
重冨　亮
滑　尚眞
重冨　亮
井ノ上由貴男
松崎美都子
木村邦彦
滑　尚眞
重冨　亮
加藤恭太郎
滑　尚眞
重冨　亮

鵜飼昌治
井ノ上由貴男
伊藤陽介
加藤恭太郎
松崎美都子
森藤左ヱ門
滑　尚眞
佐藤正延
重冨　亮

伊藤勝康
柏木順壱
加治佐健二
今村孝治
福田哲三
桑山卓也
𠮷𠮷田正道
福田哲三
桑山卓也
加藤一郎
今村孝治
伊藤勝康
福田哲三
加治佐健二
柏木順壱
桑山卓也
槇野智之
福田哲三
桑山卓也

中込清周
村橋泰志
津川聖子
奥　佳澄
中村公彦
中村公彦
藤野直子
齊藤英夫
須賀康夫
平　民三
都築八千代
足立　勉
藤野直子
北村正和
中込清周
奥　佳澄
鈴木太刀雄
村橋泰志
中村公彦
津川聖子
須賀康夫
平　民三
都築八千代
足立　勉
藤野直子
北村正和
村橋泰志
中村公彦
加藤　令
佐藤慎一郎
平　民三
都築八千代

17’

11’

12’
14’

15’
16’

17’

09’

10’
11’
12’

13’
15’

16’

17’

遠藤友彦
遠藤友彦
星川直志
星川須美子
加藤敦子
藤原研一
横田徳久
梶川久雄
古川康司
星川直志
西脇良一
松岡三明
伊藤晋一
尾関正一
柴山利彌
石 黒 　勉
宇都木寧
渡邉泰彬
阿部美男
遠藤友彦
梅村美知容
木村雅一
岩田滿治
尾關實津成
橫井　登
小關敏光
梅田　渉
加藤敦子

小杉啓彰
笹野義春
和田正敏
小林　明
大口弘和
小山雅弘
竹内眞三
池森由幸
宮尾紘司
三好　親
谷口　優
小林英毅
萩原喜代子
鈴木理之
笹野義春
伊藤健文
樫尾富二
加藤重雄
西川豊長
堀江宏輝
佐野　寛
吉田　玄
小山雅弘
池森由幸
鈴木聖三
宮尾紘司
大口弘和
志水ひろみ
小山雅弘
加藤重雄

鈴木重幸
高柳　元

10’
11’
12’

13’

14’

 
16’

17’

08’

10’

11’

12’
13’
14’

15’

16’

17’

08’

上野　広
木下　実
鈴木重幸
上野　広
横田幸三
加藤　靖
河合勇夫
鈴木重幸
上野　広
安藤鉦太郎
伊丹惣三
名倉嗣治
乃一　稔
鈴木真司
上野　広
渡邉直樹
大矢英憲
上野　広
久田錦三
田中邦幸
細野恭弘
柴田義介
安藤鉦太郎
細野恭弘
髙橋　進
前田圭佑
伊丹惣三
小坂達也
加藤　厚
柴田義介
山田敏雄
渡邉直樹
須原茂樹
髙柳　元

前田元弘
河北英次
武田正典
近藤歌子
林　光夫
植村元雄
長谷川周義
三浦俊彦
長谷川正孝
後藤博文
金子紀子
工藤悦子
鬼頭正二郎
寺西　正
北村隆子
落合和子
富山信也
三浦俊彦
長谷川周義
前田元弘
丹羽　繁
中山信義
藤岡省吾

武儀山勝彦
中島譲治
谷村　茂
大西和夫

09’

10’

11’

12’

13’

14’
15’

16’

17’

08’

10’
11’
12’

13’

14’

15’
16’

17’

10’

11’

12’
13’

14’

15’

16’

17’

14’
15’
　　

08’
11’
12’

13’
14’
15’
16’

17’

09’
　
11’

12’

13’
14’
　

08’

09’

10’

11’

12’

13’

山城章治
近藤俊彦
濱田康喜
早川和男
渡邊萬里
金田英和
松野一彦
渡邊萬里
平下三郎
奥村　敦
近藤兼治郎
松野一彦
渡邊萬里
佐藤敏夫
中島譲治

荒山久美
安井　忠

石川百代
疋田　淳
柳原伸行
村井總一郎
石黒　功
柴田宏巳
渡部茂久
牧野　渉
高橋豊彦
冨田佳央
村井總一郎
川村荒治

飯島　卓
陶山登士夫
酒井基裕
飯沼雅朗
竹本泰一
金原久雄
野嵜正一
藤田喜一郎
大岩敏郎

中西喜久雄
羽田明弘
松井由次
西村良彦
竹内稔弘
川口雄三
匹田雅久
西村良彦
山本光人
伴 實
鈴木茂久
石川顕次
羽田明弘
木村高章
佐藤矩朗
野寄一司
高倉宣夫
石川顯次
小林康男

福井英示
谷山　勉
小杉幸一郎
鈴木行久
西村良彦
鈴木大次郎
夏目國弘
土井松男
匹田雅久

樋口俊寛
山本信利
木下良夫
竹本尚美
岩瀬淳一郎
大澤輝秀
大橋平治
内藤雄功
鈴木榮一
戸田俊晴
岩瀬淳一郎
小澤行雄
戸田俊晴
内藤雄功

森下昭造
安田幸雄
仲谷　修
大河直樹
岩崎　功
河辺勝巳
藤城隆雄
藤井國弘
別所淳二
鈴木　進
石黒利昌
宮木幸彦
八木正光
冨田雅則
広中貴彦
河合利則
山田年清
松井　昭
大羽康彦

佐藤有文
大竹勝彦
藤城俊明
縣　保彦
山本芳隆
大竹勝彦
榊原周造
関口三千彦
榊原周造
神戸邦夫
磯村博宣
中村幸一
塩之谷昌
藤城俊明
磯村秀樹
縣　保彦
竹内宏次
吉野勝己

14’

15’

16’
17’

08’
09’
10’

11’

12’

13’

16’

17’

10’

11’
12’

13’

14’

15’

16’

08’

09’

10’

11’
12’

13’
14’

石川昌和
塩之谷昌
河合正治
河合梅雄
水梨豊三
中村陽一
冨安美孝
足立健一
藤原俊男
河合秀矩
長谷川典史
木下　治
小野喬四朗

神谷篤冶
石本健一
荒木　茂
渡会一昭
井本　宏
川口敏郎
彦坂育甫
間瀬祐一
木村守雄
朽名　誠
彦坂育甫
青山房生
森下一良
森下三嗣
三浦正好
川口敏郎

滝下　勲
柴田　勝
伴　辰三
内藤泰通

井上　穂
牧野政雄
松崎　進
高畑皓一
宇藤　信
藤城民男
若林正治
高沢博久
宮川嘉朗
岡本久永
高林保夫
真野善和
大須賀憲太
山本雅久
市川朝洋
谷村泰裕
天野義久
杉原敏雄
久保田裕明
白井正樹
鈴木雅博
西郷隆治
吉川一弘
福沢省吾
石原昭二
山口幹夫

15’

16’

17’

12’

13’
14’
15’

16’
17’

12’
13’

10’

11’

12’
13’

14’

15’

16’

17’

尾原　脩
磯田国男
小川喜一
鈴木照幸
柳田　豊
河辺虎太郎
松井準治
古橋一毅
平野義郎
辻　義郎
柴田　清
藤代善之
本多　敬
加藤武紀
河合喜嗣
大原孝一
古田勝美
鈴木照幸
松井準治
杉田鐘一

鈴木　薫
杉原好洋
鈴木昌敏
満田　稔
小林佳雄
西　義雄
河合純夫
平野正博
豊田能史
渡邊　茂
川西裕康
中嶌秀樹
中村成人
白井康仁
柴田健一
藤井宣行
松下泰三
莊　孝向
安井洋二

吉川正敏
杉浦惠造
内藤　淳
蜂須賀利雄
河野治生
服部良男
奥瀬勇作
服部憲明
中村重嗣
丹羽良治
梶川志郎
田口竜也
水野周久
本多啓一
黒河　陽
三嶋　勉
柴田芳孝
白井通義
杉浦　皓

09’
10’

11’

12’
13’

14’
15’

16’

17’

10’
　
12’

14’

15’

16’

17’

08’

09’

吉川正敏
加藤信吾
小原　睦
青木勇作
古澤武雄
菅井龍一
深田達彦
安藤光淵
浅井　章
林　和夫
岩月一郎
加藤博巳
山崎達也
天野恵一
吉川正敏
中根幹雄
岩瀬敬紀
中村重嗣
荻須文一
小原　睦
服部良男
林　和夫
野田篤文
丹羽良治
三浦泰秀
岩月昭佳
吉川正敏
蜂須賀利雄
三嶋　勉
青木勇作
宮本　隆
金山久雄
尾崎篤司
天野惠一
本多啓一
杉浦　皓
水野周久
峰澤彰宏
河野治生
佐々木勝己
松原広幸
杉浦惠造
小原　睦
酒部圭司
中村重嗣
有賀　健
加藤博已
清水芳美
畔柳春雄
山本邦雄
荻須文一
菅井龍一
林　和夫
丹羽良治
服部良男
吉川正敏
南部　淳
梶川志郎
峰澤彰宏
野田篤文
加藤博巳
天野惠一
古澤武雄

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

岩月一郎
黒河　陽
金山久雄
小原　睦
安藤宏行
太田成紀
櫻井敬子
岩瀬敬紀
三浦泰秀
金山久雄
小原　睦

斎藤直美
斎藤直美
杉浦敏夫
梅村正明
横山眞久
杉浦敏夫
梅村正明
加藤直樹
鈴木元弘
永田一夫
杉浦敏夫
河木照雄
梅村正明
杉浦敏夫
渡邉寿也
杉浦敏夫
梅村正明
渡邉寿也
加藤直樹
杉浦敏夫
梅村正明
奥田清仁
渡邉寿也
杉浦敏夫
梅村正明
孕石邦雄
神谷和利
丸井俊裕
光岡新吾
野口明生
岡田勝美
酒井法丈
渡邉寿也
杉浦敏夫

安藤幸司
本間　毅
中根義雄
今泉孝一
大須賀予偲子
岡田庸男
安藤幸司
神谷直三
渡辺要市
三浦勝美
中川修一郎
大久保武
鈴木康之
髙橋正直
小久保文雄
岡田庸男

17’

08’
09’

10’
11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’

09’
10’

11’

犬塚克明
高橋賢司
磯貝和汪
山本雅樹
本間　毅
安藤幸司
岡田庸男
本間英晴
藤田正彦
伊藤恭弘
岡田庸男
近藤千雅
中根義雄
杉田雅樹
太田進造
中嶋昭史
蒲野良雄
大村榮治
岡田光司
三浦勝美
今泉孝一
伊豫田浩
鬼頭辰郎
小野正富
志賀為宏
杉本義安
服部英男
犬塚克明
倉田　長
鈴木康之
本間　毅
安藤幸司
安藤隆幸
深津　篤
岩瀬宏隆
小島ミユキ
岡田庄璽
杉浦　彰
鈴木英成
高橋賢司

加納一弘
山形悦男
須藤一郎
鈴木宏行
中川俊治
池田憲治
寺田壽孝
佐藤仁功
伊藤愼一
野田清衛
加納一弘
小幡輝雄
伊藤信裕
土屋孝介
加納一弘
服部潤一
伊藤信裕
山形悦男
加納一弘

長坂　勲
小木曽進

12’

13’

14’

15’

16’

17’

10’

11’

12’

13’
　
15’

16’

17’

08’
09’

小野文憲
深田昭彦
山内隆一
山中　一
足立汎和
市川幾雄
長坂　勲
新波勝也
石原靖増
深津幸雄
橋本義紀
池田　正
原田耕平
小林清文
野村政弘
梅村順一
三浦泰廣
浅岡謙治
生駒尚久
岩月鋹廣
中川和広

豊田　稔
鈴木敬一
浦野　朗
山田守男
杉浦英昭
浦野政幸
鈴木英治
鈴木敬一
福岡　治
河合芳弘
川﨑省治
中根　茂
梅村憲一
浦野政幸
永野卓司
矢頭功生
深田利幸
浦野政幸

加藤順弘
小出浩義
小山章仁
宮島好弘
田中暉登
都築　孝
藤江顕治
神谷欣臣
長野哲也
高橋晶夫
加藤豊生
小林道利
永野彦麿
中根常彦
小野進一
小島邦男
近藤敬道
永田　裕
桐渕利次
永井量基
鈴木　豊
青山幸市

10’
11’
12’

14’

15’

16’
17’

08’
10’

11’
13’
14’
15’
16’

17’

08’

09’

10’

11’

岡田吉生
松野　敏
中根啓䑍
永坂博彦
天野賢一
近藤正俊
有馬惟夫
牧野正高
松永茂夫
松井孝王
桐渕利次
佐々木靖史
天野邦彦
青山幸市
永田　裕
杉山隆章
近藤保則
近藤憲康
千賀邦二
中山 巳
田中暉登
山本剛司
加藤義幸
中根常彦
太田三伸
志貴一仁
小林政則
太田三伸
藤江顕治
小林通利
小出浩義
小山章仁
宮島好弘
永井量基
髙橋晶夫

岡田佳大
永井光彦
野々山彰
深谷勝善
鈴木正輝
金子忠雄
堀川　泰
鈴木玉機
名倉明秀

浅岡多田志
河合英二
山下一美
中山憲和
河合英二
小島哲夫
猪狩　蔵
木戸重信
小島哲夫
和泉房枝
太田昌孝
鈴村幸雄
梅村公代
山内ユミ子
鈴木　寛
鈴木純子
浅岡多田志

12’

13’

14’

15’

16’

17’

10’
11’
13’

14’
17’

09’

10’
11’
12’
13’

15’

16’

17’

猪狩　蔵
鈴村幸雄

遠山堯郎

林　和夫

加藤俊二
前田孝司
橋本恭典
野村紀代彦
嶋津孝久
霜出倶弘
権田鋹弘
大竹憲治
嶋津孝久
鈴木文三郎
大音祖瑛
𠮷𠮷 原孝彦
前田孝司
岡本　巧
小林祥浩
塚本幸夫
太田宗一郎
平野和一
伊藤節夫
嶋津孝久
市川裕大
杉浦世志朗
鈴木　豊
深谷嘉英
杉浦芳一
黒田義之
大竹憲治
盛田豊一
鈴木　豊
毛受　豊
加藤哲也
廣根　実
加藤真治
鈴木　豊
天野櫻子
市川裕大
神野公秀
神谷光義
久米博明
内藤耕造
太田　保
池田憲司
加藤真治
橋本恭典
鈴木　豊
小川耕示
杉山欣輝
竹内一正
深谷稔彦
深谷嘉英
加藤哲也
野村紀代彦
鈴木文三郎
市川裕大

17’

17’

08’
　

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

太田宗一郎
鈴木　豊
中林久美
角谷広高
大音祖瑛
𠮷𠮷 原孝彦
太田宗一郎
鈴木　豊

永谷文人
石川　博
大嶽岩雄
沓名俊裕

杉浦明博
尾﨑隆爾
田中正規
成瀬文和
宍戸秀隆
杉浦　広
榊原勝俊
浅岡勝行
鳥山欽示
岡田光祥
岡安邦夫
黒田正志
宍戸量一
尾﨑隆爾
杉浦澄雄
天野　卓
山尾　令
榊原康正
松井　康
山田慶勝
羽佐田芳和
田中正規
田中正規
岡田雅彦
杉浦明博
杉浦義浩
朝岡　正
原田保男
平田兼久
稲垣良次
犬塚宣明
石川哲朗
伊藤富義
岩瀬正範
北山健二
三村幸弘
三浦康彦
小田井博茂
岡田文雄
大河内芳信
小澤育史
齋藤　肇
柴田高広
杉田明弘
高濵明利
鳥居清澄
矢橋和也
山﨑秀夫
犬塚和夫

17’

12’

08’
10’
12’

13’

14’
15’

杉浦　脩
平岩一夫
杉浦明博
山﨑周彌
嚮 原正人
鳥居祥雄
小澤育史
松田茂治
加藤浩道
三浦眞澄
大内基浩

加藤良邦
奥谷弘和
榊原　健
杉田　茂
加藤丈太郎
樅山善久
石川春久
犬塚敦統
杉浦健次
山中寛三

16’

17’

08’

09’

10’

11’
12’

池田弘孝
黒田昌司
岡本明弘
新美宗和
榊原　健
長田豊治
奥田雪雄
平松　太
鈴木健三
竹中　誠
新美雅浩
清澤聡之
山中寛紀
植松敏樹
森田英治
竹中　誠

小池 孝
牧野伸治
杉田亘恭
長田　治
西脇霊雄

神谷正康
小出道治

杉浦義尚
中村さと子
森田　仁
黒田勝基
杉浦浩一
伊藤ルミ
野々山光秋
高桑雄司
黒田勝基
森田　仁
神谷公一
田代清一
中村さと子
高桑雄司

野村賢孝
竹内博之
近藤一幸
酒井一造

13’

14’

15’
16’
17’

08’

09’
11’
12’

14’

09’
11’
12’
14’

15’
16’

17’

09’
10’

12’

塚本昌男
水野𠮷𠮷 樹
大橋　均
山田哲夫
武田昭俊
安井喜秀
早川岩男
倉田英行
中川　敦
鈴木民也
髙木秀夫
髙村睦浩
齊藤𠮷𠮷 博
野々山和彦
中川　敦
鈴木民也
竹内博之

青山弦八
後藤利之
長谷収一
廣中利臣

堀田義之
犬塚万弘
石川勝雄
磯貝総一郎
伊藤則男
岩瀬　一
岩瀬清彦
加納　隆
小林　豊
三浦隆司
中根勝美
二宮誠二
岡田義雄
大須賀慶一
大髙敏睦
斎藤喬甫
酒井　進
嚮 原利夫
清　克行
下谷七郎
新海雄二
杉田芳男

杉浦正昭
杉浦義利
鈴木正司
鈴木昭夫
高原　宏
髙須　光
髙須　匀
辻村義之
山本裕充
山本俊明
米津長治
大山勝男
石山　進
太髙純治
鈴木経男
鈴木善和

平子昭三
伊吹治郎
稲垣　靖
小西紀久雄
畔柳弘文

柵木政美
松本　正
森田勝己
西尾四郎
丹羽　修
杉浦眞理子
鳥居剛育
山口恭正
矢田良一
竹内裕恭
大見育太
金子功男
石原勝成
待田　清
岡崎重太郎
安藤一高
富田清治
阿部光廣
植村康人
平野勝則
稲垣善朗
神谷　宏

成田　徹
都築征成
山口恭正
植村律保
安藤　毅
古居一雄
伊吹治郎
稲垣　靖
畔柳弘文
柵木政美
長坂　誠
西尾四郎
丹羽　修
杉浦眞理子

13’

14’

16’

17’

16’

17’

08’

11’

12’

14’
15’
16’

17’
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豊橋ゴールデン

豊川宝飯　

渥美

豊橋南

田原

豊川

蒲郡

豊橋北

名古屋アイリス

名古屋東山

名古屋錦

名古屋昭和

名古屋千種

名古屋名北

名古屋名東

名古屋和合

名古屋東

名古屋守山

豊橋

東三河分区

池田拓夫
石川八郎
伊東良夫
小杉將郎
松本　宏
三保谷樞
水野八洲男
椴山晃雄
新美忠夫
蜷川　幸
岡戸伍弌
小野眞孝
杉浦三郎
鈴木千里
高木　宏
竹内尚哉
冨　武司
土平詔一
山内和之
内田榮一
小栗利朗
榊原正治
青井雅純
畑中雅之
神戸信寅
竹内俊介
高木利定
六鹿直視
平林伸康
川口新平
小栗孝久
森田　亨
前田佳男
伊東良夫
内田榮一
岡戸伍弌
金澤憲二
松本順子
松石奉之
酒井良輔
嚮 原明美
鈴村せつ子
手島寿宏
山﨑正夫
石川八郎
小杉將郎
松本　宏
水野八洲男
椴山晃雄
新美忠夫
蜷川　幸
小野眞孝
杉浦三朗
土平詔一
山内和之
小栗利朗

伊奈一郎

竹内喜陽雄
稲葉勝彦
赤井俊二
後藤　正
牧野克則
猪飼盛雄
伊奈正彦
杉江久三郎
伊奈輝三
清水幸一
鯉江公司
市田弘治
村田　聡
小島貞夫
阿知和久男
井上義春
角野濱照
伊奈輝三
伊奈輝三

小嶋真一郎
増岡達一
小嶋洋一
坂野公俊
大林香瑞人
大林香瑞人
小嶋真一郎
小嶋真一郎
高村敦夫
中池聡之
早川直義
村瀬秀和
佐野宏樹
小嶋真一郎

加藤知成
堀 葵
加藤知成
熊澤　岌
山本さゆり
藤澤健夫
村瀬竜雄
加藤知成
高津忠男
小笠原直樹
山本さゆり

石川勝彦
榊原徳三
竹内満寿夫
都築延男
中井民雄
新美　茂
榊原　肇
加藤裕安
新美建司
榊原邦彦
沢田　佶
都築利全
小栗雅彦
森島昭二

08’

09’
10’
13’

14’

15’

16’

17’

11’

12’
14’

15’
16’

08’
09’
11’
12’

13’

14’

15’
16’

17’

08’

09’

10’

12’

13’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

13’
14’

15’

17’

11’
12’
13’

09’
12’

13’
14’

17’

近藤敏通
森田芳一
加藤金吉
山本育輝
岡戸利直
石川信行
鈴木健司
鈴木宏司
間瀬　正
永田明世
竹内俊郎
石川勝彦
竹内　靖
竹内満寿夫
都築延男
杉浦豊幸
鈴木健司
榊原　肇
新美　茂
岩部雅人
嚮原　英
山本慎治
嚮 原邦彦
手島嘉宏
都築利全
近藤敏通
加藤金吉
小栗雅彦
森島昭二

葉山博美
岩崎征宣
竹内義将
早川佳教
村上茂登
久野完治
中村泰忠
永井喜義
千賀貴彦

加藤正俊
相羽英人
久野春雄
加藤正俊

牛田　猛
森島勝美
大森一人
舩橋正員
平谷良樹
野杁章夫
野杁章夫
磯部　茂
青山佳裕
伊藤幸一
則竹伸也
舩橋正員
大森一人

08’
12’
13’

16’
17’

10’

12’
13’

12’
13’

14’
15’
16’
17’

14’

安江正博
伊藤哲朗
鈴木吉男
篠田　廣
坂井　裕
伊藤彰浩
宇佐美三郎

大島晋作
都倉吾一
山内　登
山内幸夫
横山　弘
吉田　弘
吉田民雄
安藤　巖
不破惠一郎
岩田勝義
金森安石
加藤千博
前田正和
森 新
森信一朗
前田正和
加藤博行

豊島德三
林　冏成
水野憲司
山内國雄
小澤正明
松原幹彦
藤原峯忠
石黒三雄
矢野尚彦
加藤　勉
黒木義公
大森克孝
瀧　義孝
豊島德三
豊島德三
豊島德三
豊島德三
豊島德三

野々部昭男
伊藤　彰
児島秀光
金森英夫
西村郁夫
新海　勲
山名敬一
成田幸太郎
浅井耕治
大野邦英
池田邦雄
伊藤強平
伊藤正弘
田口茂利平
山田信行

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’
15’

16’

17’

横井　定
野島精二
林　茂夫
加藤　耐
小森章平
服部孝根
橋本嗣治
塚本胤男
伊串　惇
今井靖隆

佐藤　明
黒野晃太郎
西川広樹
柏子見昌敏
鈴木正徳
田中正博
鈴木和彦
田中正博
光岡　朗
山田幹夫
堀江承元
田中正博
岩島裕芳
前田重廣
後藤雅光
西川広樹
鈴木正徳
栗木和夫
北野庸夫
古川　宏
西川広樹
加藤憲治
鈴木正徳
西川広樹
北野庸夫
大竹敬一
山田幸治
児玉憲之
立松絹久
真木伸一
東海広光
黒野晃太郎
高山　敏
西川広樹
光岡　朗
栗木和夫
山田尊久
後藤雅光
児玉憲之
東海広光
黒野晃太郎
紅谷幸政
篠田正志
後藤雅光
黒野晃太郎
稲垣秀樹
中西　巧
伊藤英毅
岩島裕芳
大竹敬一

立松絹久
山田尊久
児玉憲之
栗木和夫
後藤雅光
田中正博
黒野晃太郎
前田重廣

早川雅男
成田　博
守野暢洋
森田堅一
中村　禊
高山萬三
辻　勇夫
森田堅一
星野清久
早川雅男
後藤　稔
中村　禊
伊藤　昇
守野暢洋
和田典之
梅田愼也
後藤鈴明
田邉辰彦
桜井利夫
江川泰彦
浅田嘉行
辻　勇夫
櫻井利夫
池戸賢治
江川泰彦
三輪隆裕

熊澤勝則
山下隆義
赤堀博宣
平野弘康
水上惠一
中村隆文
沖野　満
大野眞一
熊澤勝則
山下隆義

加藤康治
松前憲典
尾関一之
柴田裕市
猪子裕史
春木和美
松岡正浩
林　倫子
飯盛静男
今井多美子
永田　正
小野木宏
佐藤祐造
秋田敬治

08’

10’

11’

14’

15’
16’
17’

12’
14’
15’

08’

12’
13’

14’
15’

16’

17’

11’

12’

13’

14’

15’

石原稔久
石川正弘
伊藤恒二郎
加藤辰己
加藤恭章
松前裕己
松前和子
森 眞
西岡則男
大塚省治
鵜飼俊光
永田　正
松本正暢
松前裕己

田中鉦雪
山田晃司
寺田　悟
鈴木良信
澤田賢成
佐野一二
岡村　肇
大竹一義
勝谷哲次
加藤睦彦
加藤五津美
亀井　勝
平松　啓
渡辺愛一郎
加藤眞言
加藤令吉
神戸芳樹
加藤陽一
山口育男
野田正治
森脇文直
伊藤英彦
山本英雄
加藤一夫
加藤恵子
加藤孝爾
藤井源成
牧 治
加藤定江
井上伸也
松村晋也
加藤　捷
梶野輝雄
玉井　徹
加藤唐三郎
天野靖久
井上　博
青山　稔
加藤陽一
加藤太伸
近藤三博
野田由紀子
刑部祐介
鈴木光彦

16’

17’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’
16’

鈴木政成
加藤光哉
加藤陽一
山田　拓
山口記由

平林米司
木納隆義
小嶋利彦
安田宗平
朱宮新治
伊藤英男
仙田逸二
住野龍之介
吉野　稔
小室秀夫
青山佳高
有馬彰顕
井川光雄
野倉達雄
小川宏嗣
小川逸朗
小川征一
武山勇夫
山根雄司
安田新平
朱宮新治
松山邦夫
日比野良太郎
宮本照剛
野田　修
小川嘉吉
大島克己
谷津義雄
吉田　洋
安達英昭
朱宮新治
板津英基
原　正男
奥村正幸
田中茂生
河田敏和
千田昌宏
梶川増蔵
石田銑一
田中進一郎
安田宗平
伊藤　隆
大海敏道
髙橋秀治
近藤斉宏
岡田雅隆
牧野武彦
木村　完
平林米司
朱宮新治
松平實胤
野倉達雄
小川宏嗣
住野龍之介
山根雄司

安田新平
日比野良太郎
井川光雄
小川征一
日比野万喜男
稲垣圭次
加藤浩一
祖父江寿男
原　正男
松平實胤
谷津義雄
吉田　洋

倉知正憲
岩井正彦
山田　猛
古田嘉且
大池武徳
伊藤靖祐

河村嘉男
鈴木文勝
鈴木文勝
松尾憲二郎
河村嘉男
鈴木文勝
鈴木文勝
堀井　武
大島賀樹
長谷川弘
五藤隆夫
橋本晃暢
落合鑅一
舩橋茂行

大橋完一
林　鑛三
山田　治
社本太郎
小島啓冶
林　憲正
風岡保広
志水ひろみ
加藤久仁明
社本太郎
屋嘉比良夫
名畑　豊
加藤久仁明
屋嘉比良夫
志水ひろみ
山田　治

飯田幸雄
加藤清久
大嶋一二三
松下洋一
山田直樹
大竹　薫
箕輪良孝
加藤清久
西尾輝久
冨田　晃
大嶋一二三

17’

09’

10’
14’
15’
17’

10’
12’
13’

14’

15’
16’

17’

08’

09’
10’

11’
12’

13’

15’

09’

10’
11’

12’

13’

14’

15’
16’

11’
12’

13’

14’

15’

16’
17’

08’

09’

10’

11’

小柳和之
飯田幸雄
髙島　昇
谷口伸夫
丹羽敏行
桜井雅博
古橋裕志
井田武憲
山田直樹

中林正人
三治　明
村瀬冨三夫
高山光雄
鈴木恵一
山田幹雄
竹尾　悟
串田正克
中島俊朗
金井和治
武田英昭
栗田和典
波多野真
井上政秋
稲吉將秀
稲熊正徳
中林正人
伊勢村道雄
照井通夫
北園守生
市川　孝
清水武臣
内海辰巳
太田哲郎
原田好展
土屋範郎
川口直也
加藤泰弘
山北秀和
波多野勝美
安川正勝
石川良治
柴田　弘
中林正人
川瀬　公
金井和治
中林正人

山中俊博
小澤　修
鈴木晴季
成田一成
山本　修
江尻守鉅
加藤勝之
伊藤保徳
坂田　隆
若杉福雄
坂田　隆
青山雅彦
中島英海
高島鋭郎
成田一成

加藤勝之
青山雅彦
加藤光枝
荒井康夫
梅村邦雄
加藤充弥
江尻忠之
鈴木晴季
加藤勝之
中野昭雄
加藤勝之
青山弘彦
梅村邦雄
小澤　修
山本　修
坂田　隆
若杉福雄
大竹良太
荒井康夫
中島英海
杉山仁朗
小澤　修
平尾節子
加藤雅人
長江正成
二宮あづさ
中野昭雄
成田一成
青山雅彦
加藤勝之
若杉福雄
江尻忠之
鈴木昌子
和佐田強
中野昭雄
梅村邦雄
江尻忠之

長谷川義夫
井上隆義
園原宏治
丹羽規之
三輪照夫
服部　徹
河村金明
井上隆義
井上隆義
服部　徹
山田照光
小川清夫
宮田浩明
井上隆義
井上隆義
井上隆義

堀田　徹
服部智謙
堀田　徹
服部智謙
多田通夫
岩田佳之
岩田佳之
長谷川幸正

12’

13’

14’

15’

16’
17’

08’

10’
11’

12’

13’

15’
17’

08’
09’

10’
11’
12’
14’
15’

林 　 學
穂積良治
小塚美知子
小原久和
奥田　葵
玉置政利
津坂守英
内田正也
山田善国
後藤訓美
筒井俊秋
岩田佳之
服部智謙
太田達夫

丹羽司一
白石政二郎
佐藤文昭

稲熊茂男
尾野英二
小山陽三
鈴木雅弘
吉田　紘
尾野英二

鈴木輝彦
多久田達宏
内田安彦
渡邉　浩
山路兼生
岩田崇祺
中村哲郎
江口博寿
澤田伊三夫
嶺木昌行
宮田理博
北　登一
桂　洋司
小嶋仲夫
後藤正憲
奥山清介
伊藤昌弘
池 　 潤
多久田達宏
伊藤昌弘
浦野廣高
吉川公章
浅原光男
斎藤清治
櫻井　繁
山口義浩
篠田美樹
伊藤昌弘
粕谷忠晴
岩田崇祺
福山　衛
吉川公章
伊藤昌弘
江口博寿
榊原仁作

11’

17’

15’
16’
17’

08’
09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

片桐　満
吉川公章
伊籐昌弘
近藤雅夫
吉川公章
伊藤昌弘
伊東万樹也
江口博寿
伊藤昌弘

住田　守
荒木　巌
小島清路
才本清継
加藤茂春
梅田武久
田島伸也
小倉　昇
杉江豊文
森　　清
岸上泰道
成田洋之
住田　守
内藤昌裕
山田　豊
岸上泰道
橋本修三
杉浦　弘
山内靖雄
杉江豊文
福西康和
猪子恭秀
長瀬廣幸
関口宗男
鈴木　哲
酒井　優
寺本善雄
鈴木　哲
山内靖雄
田島伸也

尾本和弘
片山主水
久野博淳
尾本和弘
久野博淳
伊東與有三
尾本和弘
久野博淳
片山主水
片山主水
白木良彦
尾本和弘
久野博淳
尾本和弘
浅野昌文
伊東與有三
久野博淳
大竹山雄二
伴　禎夫
福島啓氏
水野恒平
鈴木雅雄

菱田美智代
伊藤秀雄
大竹山雄二
近藤和雄
近藤信之
中村脩規
大西弘高
佐久間貞介
伊藤秀雄

高村博三
髙村博三
髙村博三
髙村博三
松波恒彦
髙村博三
泉　憲一
近藤雄亮
岩田修司
髙須洋志
伊藤　豪

小笠原和俊
伊藤与則
川畑博敬
内藤　明
横井　衞
住田正夫
前田隆久
岩崎征一
吉田明夫
浅井隆宣
木村光徳

三浦幸治
原野勝至
原野勝至
原野勝至
立松　賢
山田靖典
原野勝至
羽田野道明

猪村美之
小野雅之
榊原和美
朝比美和子
三浦　隆
三浦和人
佐々木眞
木下福郎
杉本　勇
三島多恵子
木村　猛
東山直史
大橋さなえ
山本誠一
長尾浅𠮷𠮷
三浦和人
川辺清次
川村繁生
鈴木　享
杉山隆秀

新原　尚
水野俊男
本多利郎
加藤英敏
伊藤圭一
野々村憲吾
坂田信子
白藤憲雄
犬飼りさ枝
武藤正行
吉木邦男
入谷直行
加藤宜之
木下福郎
久米伸治
中村　勝
中西芳子
山本郁矢
細井俊男
佐々木元彦
鈴井一博
鈴木清詞
有川英敏
森田敏二三
朝比美和子
児島徳和
榊原和美
三島多恵子
鈴木　享
三浦　隆

日比野三吉彦
深澤良介
浅井泰夫
青島邦夫
藤井圓隆
日比野三吉彦
池永秀夫
隅田耕市
髙田秀夫
寺島洋治
川村勝廣
加藤　清
日比野三吉彦
安藤隆利
友田喜夫
大橋昭治
大川　宏
田口　望
小崎誠三
浅井泰夫
藤井圓隆
杉本和英
小室健次郎
日比野三吉彦
神野重行
小原新一
石黒　隆
岡本敏男
岩崎光記
神野重行
川村勝廣
大川 宏

田口 望
藤井圓隆
神野重行
城野八代江
小西忠昭
小室健次郎
大橋昭治
日比野三吉彦

藤田守彦
藤田守彦
西川 博
西垣美千子
藤田守彦
岩田　宏
藤田守彦
西川　博
森田正樹
渡邉徹雄
水野裕善
磯部　徹
岡田守功
大塚嘉彦
後藤　敞
岩田　宏
林　昌義
岩田　宏
藤田守彦
安江英雄
森田正樹
西川　博
岩田　宏
矢野雄嗣
岩田　宏
藤田守彦

川口　豊
川口　豊

後藤吉夫
加藤喜一
岡部　　
中村陽公
吉田正克
山本光夫
船橋夜光
中川正美
小栗七生
水野𠮷𠮷 紹
堀田正夫
近藤和利
井口哲雄
伊藤満琉
上田圭　
真田新之助
杉浦秀一
田中正樹
中村陽公
前﨑弘光
内藤秀樹
石黒大山

16’

17’

08’

09’

　

11’
13’
14’

15’

16’

17’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’
17’

08’
09’
10’
11’

12’

13’

14’
16’
　
08’
09’
11’
13’

14
15’

08’

11’
13’
14’
　
16’
17’

08’

09’
10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’
09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’
09’
11’

12’
13’

14’

15’

16’

17’

09’
10’

08’

09’

10’

11’

12’

江崎武人
谷田利景
石田博彦
中川正美
岡部　　
柴田幸男
中島　実
篠田光浩
山本光夫
石黒大山
水野𠮷𠮷 紹
中村陽公
木村　茂
谷田利景
田中正樹
古橋　茂
渡邊嘉昭
加藤喜一
中川正美
中村陽公
伴野友昭
石田正城
尾関孝英
佐藤春信
佐藤昌伸
矢形修己
石田博彦
柴田幸男
木村　茂
田中正樹
前﨑弘光
水野𠮷𠮷 紹
山本光夫
山口春三
坂　英臣
加藤和彦
溝口　治
山田啓二
日比榮一
待井雄介
岡部　　
田中正樹
小栗七生
中川正美

ミカエル　カルマノ
澤村　広
高橋　巌
安藤　茂
後藤章信
浅見　勲
鷲見弘明
千田　毅
尾関重雄
加藤忠夫
渡辺英信
増田浩男
澤　國生
水野茂生
本田伸太郎
柏木　功
今村憲治
新実宣英

13’

14’
15’

16’

17’

09’
10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’

09’
10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

山口譽起
多和田武
山田信二
真木　昭
余語郁夫
山田健市
清水恭一
東谷昌彦
椙山正弘
福谷正男
ミカエル　カルマノ
水谷守一
加藤坂夫
鋤納忠治
小出忠孝
古川善次郎
本田伸太郎
棚橋鎌次
平野正美
西川誠也
渡辺英信
水野茂生
山田信二
宇佐美嘉重斌
本多　満
新実宣英
高橋　巌
水野茂生
鈴木建吾
栁澤幸輝
澤村　広
本田伸太郎
後藤章信
余語郁夫
平松征男
山田信二
水野茂生
本田伸太郎

高橋祥泰
佐藤正延
重冨　亮
重冨　亮
森藤左ヱ門
佐藤良一
長瀬輝代之
森藤左ヱ門
伊藤陽介
重冨　亮
木村隆之
滑　尚眞
木村邦彦
重冨　亮
滑　尚眞
重冨　亮
井ノ上由貴男
松崎美都子
木村邦彦
滑　尚眞
重冨　亮
加藤恭太郎
滑　尚眞
重冨　亮

鵜飼昌治
井ノ上由貴男
伊藤陽介
加藤恭太郎
松崎美都子
森藤左ヱ門
滑　尚眞
佐藤正延
重冨　亮

伊藤勝康
柏木順壱
加治佐健二
今村孝治
福田哲三
桑山卓也
𠮷𠮷田正道
福田哲三
桑山卓也
加藤一郎
今村孝治
伊藤勝康
福田哲三
加治佐健二
柏木順壱
桑山卓也
槇野智之
福田哲三
桑山卓也

中込清周
村橋泰志
津川聖子
奥　佳澄
中村公彦
中村公彦
藤野直子
齊藤英夫
須賀康夫
平　民三
都築八千代
足立　勉
藤野直子
北村正和
中込清周
奥　佳澄
鈴木太刀雄
村橋泰志
中村公彦
津川聖子
須賀康夫
平　民三
都築八千代
足立　勉
藤野直子
北村正和
村橋泰志
中村公彦
加藤　令
佐藤慎一郎
平　民三
都築八千代

17’

11’

12’
14’

15’
16’

17’

09’

10’
11’
12’

13’
15’

16’

17’

遠藤友彦
遠藤友彦
星川直志
星川須美子
加藤敦子
藤原研一
横田徳久
梶川久雄
古川康司
星川直志
西脇良一
松岡三明
伊藤晋一
尾関正一
柴山利彌
石 黒 　勉
宇都木寧
渡邉泰彬
阿部美男
遠藤友彦
梅村美知容
木村雅一
岩田滿治
尾關實津成
橫井　登
小關敏光
梅田　渉
加藤敦子

小杉啓彰
笹野義春
和田正敏
小林　明
大口弘和
小山雅弘
竹内眞三
池森由幸
宮尾紘司
三好　親
谷口　優
小林英毅
萩原喜代子
鈴木理之
笹野義春
伊藤健文
樫尾富二
加藤重雄
西川豊長
堀江宏輝
佐野　寛
吉田　玄
小山雅弘
池森由幸
鈴木聖三
宮尾紘司
大口弘和
志水ひろみ
小山雅弘
加藤重雄

鈴木重幸
高柳　元

10’
11’
12’

13’

14’

 
16’

17’

08’

10’

11’

12’
13’
14’

15’

16’

17’

08’

上野　広
木下　実
鈴木重幸
上野　広
横田幸三
加藤　靖
河合勇夫
鈴木重幸
上野　広
安藤鉦太郎
伊丹惣三
名倉嗣治
乃一　稔
鈴木真司
上野　広
渡邉直樹
大矢英憲
上野　広
久田錦三
田中邦幸
細野恭弘
柴田義介
安藤鉦太郎
細野恭弘
髙橋　進
前田圭佑
伊丹惣三
小坂達也
加藤　厚
柴田義介
山田敏雄
渡邉直樹
須原茂樹
髙柳　元

前田元弘
河北英次
武田正典
近藤歌子
林　光夫
植村元雄
長谷川周義
三浦俊彦
長谷川正孝
後藤博文
金子紀子
工藤悦子
鬼頭正二郎
寺西　正
北村隆子
落合和子
富山信也
三浦俊彦
長谷川周義
前田元弘
丹羽　繁
中山信義
藤岡省吾

武儀山勝彦
中島譲治
谷村　茂
大西和夫

09’

10’

11’

12’

13’

14’
15’

16’

17’

08’

10’
11’
12’

13’

14’

15’
16’

17’

10’

11’

12’
13’

14’

15’

16’

17’

14’
15’
　　

08’
11’
12’

13’
14’
15’
16’

17’

09’
　
11’

12’

13’
14’
　

08’

09’

10’

11’

12’

13’

山城章治
近藤俊彦
濱田康喜
早川和男
渡邊萬里
金田英和
松野一彦
渡邊萬里
平下三郎
奥村　敦
近藤兼治郎
松野一彦
渡邊萬里
佐藤敏夫
中島譲治

荒山久美
安井　忠

石川百代
疋田　淳
柳原伸行
村井總一郎
石黒　功
柴田宏巳
渡部茂久
牧野　渉
高橋豊彦
冨田佳央
村井總一郎
川村荒治

飯島　卓
陶山登士夫
酒井基裕
飯沼雅朗
竹本泰一
金原久雄
野嵜正一
藤田喜一郎
大岩敏郎

中西喜久雄
羽田明弘
松井由次
西村良彦
竹内稔弘
川口雄三
匹田雅久
西村良彦
山本光人
伴 實
鈴木茂久
石川顕次
羽田明弘
木村高章
佐藤矩朗
野寄一司
高倉宣夫
石川顯次
小林康男

福井英示
谷山　勉
小杉幸一郎
鈴木行久
西村良彦
鈴木大次郎
夏目國弘
土井松男
匹田雅久

樋口俊寛
山本信利
木下良夫
竹本尚美
岩瀬淳一郎
大澤輝秀
大橋平治
内藤雄功
鈴木榮一
戸田俊晴
岩瀬淳一郎
小澤行雄
戸田俊晴
内藤雄功

森下昭造
安田幸雄
仲谷　修
大河直樹
岩崎　功
河辺勝巳
藤城隆雄
藤井國弘
別所淳二
鈴木　進
石黒利昌
宮木幸彦
八木正光
冨田雅則
広中貴彦
河合利則
山田年清
松井　昭
大羽康彦

佐藤有文
大竹勝彦
藤城俊明
縣　保彦
山本芳隆
大竹勝彦
榊原周造
関口三千彦
榊原周造
神戸邦夫
磯村博宣
中村幸一
塩之谷昌
藤城俊明
磯村秀樹
縣　保彦
竹内宏次
吉野勝己

14’

15’

16’
17’

08’
09’
10’

11’

12’

13’

16’

17’

10’

11’
12’

13’

14’

15’

16’

08’

09’

10’

11’
12’

13’
14’

石川昌和
塩之谷昌
河合正治
河合梅雄
水梨豊三
中村陽一
冨安美孝
足立健一
藤原俊男
河合秀矩
長谷川典史
木下　治
小野喬四朗

神谷篤冶
石本健一
荒木　茂
渡会一昭
井本　宏
川口敏郎
彦坂育甫
間瀬祐一
木村守雄
朽名　誠
彦坂育甫
青山房生
森下一良
森下三嗣
三浦正好
川口敏郎

滝下　勲
柴田　勝
伴　辰三
内藤泰通

井上　穂
牧野政雄
松崎　進
高畑皓一
宇藤　信
藤城民男
若林正治
高沢博久
宮川嘉朗
岡本久永
高林保夫
真野善和
大須賀憲太
山本雅久
市川朝洋
谷村泰裕
天野義久
杉原敏雄
久保田裕明
白井正樹
鈴木雅博
西郷隆治
吉川一弘
福沢省吾
石原昭二
山口幹夫

15’

16’

17’

12’

13’
14’
15’

16’
17’

12’
13’

10’

11’

12’
13’

14’

15’

16’

17’

尾原　脩
磯田国男
小川喜一
鈴木照幸
柳田　豊
河辺虎太郎
松井準治
古橋一毅
平野義郎
辻　義郎
柴田　清
藤代善之
本多　敬
加藤武紀
河合喜嗣
大原孝一
古田勝美
鈴木照幸
松井準治
杉田鐘一

鈴木　薫
杉原好洋
鈴木昌敏
満田　稔
小林佳雄
西　義雄
河合純夫
平野正博
豊田能史
渡邊　茂
川西裕康
中嶌秀樹
中村成人
白井康仁
柴田健一
藤井宣行
松下泰三
莊　孝向
安井洋二

吉川正敏
杉浦惠造
内藤　淳
蜂須賀利雄
河野治生
服部良男
奥瀬勇作
服部憲明
中村重嗣
丹羽良治
梶川志郎
田口竜也
水野周久
本多啓一
黒河　陽
三嶋　勉
柴田芳孝
白井通義
杉浦　皓

09’
10’

11’

12’
13’

14’
15’

16’

17’

10’
　
12’

14’

15’

16’

17’

08’

09’

吉川正敏
加藤信吾
小原　睦
青木勇作
古澤武雄
菅井龍一
深田達彦
安藤光淵
浅井　章
林　和夫
岩月一郎
加藤博巳
山崎達也
天野恵一
吉川正敏
中根幹雄
岩瀬敬紀
中村重嗣
荻須文一
小原　睦
服部良男
林　和夫
野田篤文
丹羽良治
三浦泰秀
岩月昭佳
吉川正敏
蜂須賀利雄
三嶋　勉
青木勇作
宮本　隆
金山久雄
尾崎篤司
天野惠一
本多啓一
杉浦　皓
水野周久
峰澤彰宏
河野治生
佐々木勝己
松原広幸
杉浦惠造
小原　睦
酒部圭司
中村重嗣
有賀　健
加藤博已
清水芳美
畔柳春雄
山本邦雄
荻須文一
菅井龍一
林　和夫
丹羽良治
服部良男
吉川正敏
南部　淳
梶川志郎
峰澤彰宏
野田篤文
加藤博巳
天野惠一
古澤武雄

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

岩月一郎
黒河　陽
金山久雄
小原　睦
安藤宏行
太田成紀
櫻井敬子
岩瀬敬紀
三浦泰秀
金山久雄
小原　睦

斎藤直美
斎藤直美
杉浦敏夫
梅村正明
横山眞久
杉浦敏夫
梅村正明
加藤直樹
鈴木元弘
永田一夫
杉浦敏夫
河木照雄
梅村正明
杉浦敏夫
渡邉寿也
杉浦敏夫
梅村正明
渡邉寿也
加藤直樹
杉浦敏夫
梅村正明
奥田清仁
渡邉寿也
杉浦敏夫
梅村正明
孕石邦雄
神谷和利
丸井俊裕
光岡新吾
野口明生
岡田勝美
酒井法丈
渡邉寿也
杉浦敏夫

安藤幸司
本間　毅
中根義雄
今泉孝一
大須賀予偲子
岡田庸男
安藤幸司
神谷直三
渡辺要市
三浦勝美
中川修一郎
大久保武
鈴木康之
髙橋正直
小久保文雄
岡田庸男

17’

08’
09’

10’
11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’

09’
10’

11’

犬塚克明
高橋賢司
磯貝和汪
山本雅樹
本間　毅
安藤幸司
岡田庸男
本間英晴
藤田正彦
伊藤恭弘
岡田庸男
近藤千雅
中根義雄
杉田雅樹
太田進造
中嶋昭史
蒲野良雄
大村榮治
岡田光司
三浦勝美
今泉孝一
伊豫田浩
鬼頭辰郎
小野正富
志賀為宏
杉本義安
服部英男
犬塚克明
倉田　長
鈴木康之
本間　毅
安藤幸司
安藤隆幸
深津　篤
岩瀬宏隆
小島ミユキ
岡田庄璽
杉浦　彰
鈴木英成
高橋賢司

加納一弘
山形悦男
須藤一郎
鈴木宏行
中川俊治
池田憲治
寺田壽孝
佐藤仁功
伊藤愼一
野田清衛
加納一弘
小幡輝雄
伊藤信裕
土屋孝介
加納一弘
服部潤一
伊藤信裕
山形悦男
加納一弘

長坂　勲
小木曽進

12’

13’

14’

15’

16’

17’

10’

11’

12’

13’
　
15’

16’

17’

08’
09’

小野文憲
深田昭彦
山内隆一
山中　一
足立汎和
市川幾雄
長坂　勲
新波勝也
石原靖増
深津幸雄
橋本義紀
池田　正
原田耕平
小林清文
野村政弘
梅村順一
三浦泰廣
浅岡謙治
生駒尚久
岩月鋹廣
中川和広

豊田　稔
鈴木敬一
浦野　朗
山田守男
杉浦英昭
浦野政幸
鈴木英治
鈴木敬一
福岡　治
河合芳弘
川﨑省治
中根　茂
梅村憲一
浦野政幸
永野卓司
矢頭功生
深田利幸
浦野政幸

加藤順弘
小出浩義
小山章仁
宮島好弘
田中暉登
都築　孝
藤江顕治
神谷欣臣
長野哲也
高橋晶夫
加藤豊生
小林道利
永野彦麿
中根常彦
小野進一
小島邦男
近藤敬道
永田　裕
桐渕利次
永井量基
鈴木　豊
青山幸市

10’
11’
12’

14’

15’

16’
17’

08’
10’

11’
13’
14’
15’
16’

17’

08’

09’

10’

11’

岡田吉生
松野　敏
中根啓䑍
永坂博彦
天野賢一
近藤正俊
有馬惟夫
牧野正高
松永茂夫
松井孝王
桐渕利次
佐々木靖史
天野邦彦
青山幸市
永田　裕
杉山隆章
近藤保則
近藤憲康
千賀邦二
中山 巳
田中暉登
山本剛司
加藤義幸
中根常彦
太田三伸
志貴一仁
小林政則
太田三伸
藤江顕治
小林通利
小出浩義
小山章仁
宮島好弘
永井量基
髙橋晶夫

岡田佳大
永井光彦
野々山彰
深谷勝善
鈴木正輝
金子忠雄
堀川　泰
鈴木玉機
名倉明秀

浅岡多田志
河合英二
山下一美
中山憲和
河合英二
小島哲夫
猪狩　蔵
木戸重信
小島哲夫
和泉房枝
太田昌孝
鈴村幸雄
梅村公代
山内ユミ子
鈴木　寛
鈴木純子
浅岡多田志

12’

13’

14’

15’

16’

17’

10’
11’
13’

14’
17’

09’

10’
11’
12’
13’

15’

16’

17’

猪狩　蔵
鈴村幸雄

遠山堯郎

林　和夫

加藤俊二
前田孝司
橋本恭典
野村紀代彦
嶋津孝久
霜出倶弘
権田鋹弘
大竹憲治
嶋津孝久
鈴木文三郎
大音祖瑛
𠮷𠮷 原孝彦
前田孝司
岡本　巧
小林祥浩
塚本幸夫
太田宗一郎
平野和一
伊藤節夫
嶋津孝久
市川裕大
杉浦世志朗
鈴木　豊
深谷嘉英
杉浦芳一
黒田義之
大竹憲治
盛田豊一
鈴木　豊
毛受　豊
加藤哲也
廣根　実
加藤真治
鈴木　豊
天野櫻子
市川裕大
神野公秀
神谷光義
久米博明
内藤耕造
太田　保
池田憲司
加藤真治
橋本恭典
鈴木　豊
小川耕示
杉山欣輝
竹内一正
深谷稔彦
深谷嘉英
加藤哲也
野村紀代彦
鈴木文三郎
市川裕大

17’

17’

08’
　

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

太田宗一郎
鈴木　豊
中林久美
角谷広高
大音祖瑛
𠮷𠮷 原孝彦
太田宗一郎
鈴木　豊

永谷文人
石川　博
大嶽岩雄
沓名俊裕

杉浦明博
尾﨑隆爾
田中正規
成瀬文和
宍戸秀隆
杉浦　広
榊原勝俊
浅岡勝行
鳥山欽示
岡田光祥
岡安邦夫
黒田正志
宍戸量一
尾﨑隆爾
杉浦澄雄
天野　卓
山尾　令
榊原康正
松井　康
山田慶勝
羽佐田芳和
田中正規
田中正規
岡田雅彦
杉浦明博
杉浦義浩
朝岡　正
原田保男
平田兼久
稲垣良次
犬塚宣明
石川哲朗
伊藤富義
岩瀬正範
北山健二
三村幸弘
三浦康彦
小田井博茂
岡田文雄
大河内芳信
小澤育史
齋藤　肇
柴田高広
杉田明弘
高濵明利
鳥居清澄
矢橋和也
山﨑秀夫
犬塚和夫

17’

12’

08’
10’
12’

13’

14’
15’

杉浦　脩
平岩一夫
杉浦明博
山﨑周彌
嚮 原正人
鳥居祥雄
小澤育史
松田茂治
加藤浩道
三浦眞澄
大内基浩

加藤良邦
奥谷弘和
榊原　健
杉田　茂
加藤丈太郎
樅山善久
石川春久
犬塚敦統
杉浦健次
山中寛三

16’

17’

08’

09’

10’

11’
12’

池田弘孝
黒田昌司
岡本明弘
新美宗和
榊原　健
長田豊治
奥田雪雄
平松　太
鈴木健三
竹中　誠
新美雅浩
清澤聡之
山中寛紀
植松敏樹
森田英治
竹中　誠

小池 孝
牧野伸治
杉田亘恭
長田　治
西脇霊雄

神谷正康
小出道治

杉浦義尚
中村さと子
森田　仁
黒田勝基
杉浦浩一
伊藤ルミ
野々山光秋
高桑雄司
黒田勝基
森田　仁
神谷公一
田代清一
中村さと子
高桑雄司

野村賢孝
竹内博之
近藤一幸
酒井一造

13’

14’

15’
16’
17’

08’

09’
11’
12’

14’

09’
11’
12’
14’

15’
16’

17’

09’
10’

12’

塚本昌男
水野𠮷𠮷 樹
大橋　均
山田哲夫
武田昭俊
安井喜秀
早川岩男
倉田英行
中川　敦
鈴木民也
髙木秀夫
髙村睦浩
齊藤𠮷𠮷 博
野々山和彦
中川　敦
鈴木民也
竹内博之

青山弦八
後藤利之
長谷収一
廣中利臣

堀田義之
犬塚万弘
石川勝雄
磯貝総一郎
伊藤則男
岩瀬　一
岩瀬清彦
加納　隆
小林　豊
三浦隆司
中根勝美
二宮誠二
岡田義雄
大須賀慶一
大髙敏睦
斎藤喬甫
酒井　進
嚮 原利夫
清　克行
下谷七郎
新海雄二
杉田芳男

杉浦正昭
杉浦義利
鈴木正司
鈴木昭夫
高原　宏
髙須　光
髙須　匀
辻村義之
山本裕充
山本俊明
米津長治
大山勝男
石山　進
太髙純治
鈴木経男
鈴木善和

平子昭三
伊吹治郎
稲垣　靖
小西紀久雄
畔柳弘文

柵木政美
松本　正
森田勝己
西尾四郎
丹羽　修
杉浦眞理子
鳥居剛育
山口恭正
矢田良一
竹内裕恭
大見育太
金子功男
石原勝成
待田　清
岡崎重太郎
安藤一高
富田清治
阿部光廣
植村康人
平野勝則
稲垣善朗
神谷　宏

成田　徹
都築征成
山口恭正
植村律保
安藤　毅
古居一雄
伊吹治郎
稲垣　靖
畔柳弘文
柵木政美
長坂　誠
西尾四郎
丹羽　修
杉浦眞理子

13’

14’

16’

17’

16’

17’

08’

11’

12’

14’
15’
16’

17’

豊田西

西尾

安城

愛知三州

名古屋宮の杜

豊田中

豊田三好

豊田東

岡崎城南

岡崎東

豊田

岡崎南

岡崎

西三河中分区

豊橋東

田原パシフィック

刈谷

西三河分区

池田拓夫
石川八郎
伊東良夫
小杉將郎
松本　宏
三保谷樞
水野八洲男
椴山晃雄
新美忠夫
蜷川　幸
岡戸伍弌
小野眞孝
杉浦三郎
鈴木千里
高木　宏
竹内尚哉
冨　武司
土平詔一
山内和之
内田榮一
小栗利朗
榊原正治
青井雅純
畑中雅之
神戸信寅
竹内俊介
高木利定
六鹿直視
平林伸康
川口新平
小栗孝久
森田　亨
前田佳男
伊東良夫
内田榮一
岡戸伍弌
金澤憲二
松本順子
松石奉之
酒井良輔
嚮 原明美
鈴村せつ子
手島寿宏
山﨑正夫
石川八郎
小杉將郎
松本　宏
水野八洲男
椴山晃雄
新美忠夫
蜷川　幸
小野眞孝
杉浦三朗
土平詔一
山内和之
小栗利朗

伊奈一郎

竹内喜陽雄
稲葉勝彦
赤井俊二
後藤　正
牧野克則
猪飼盛雄
伊奈正彦
杉江久三郎
伊奈輝三
清水幸一
鯉江公司
市田弘治
村田　聡
小島貞夫
阿知和久男
井上義春
角野濱照
伊奈輝三
伊奈輝三

小嶋真一郎
増岡達一
小嶋洋一
坂野公俊
大林香瑞人
大林香瑞人
小嶋真一郎
小嶋真一郎
高村敦夫
中池聡之
早川直義
村瀬秀和
佐野宏樹
小嶋真一郎

加藤知成
堀 葵
加藤知成
熊澤　岌
山本さゆり
藤澤健夫
村瀬竜雄
加藤知成
高津忠男
小笠原直樹
山本さゆり

石川勝彦
榊原徳三
竹内満寿夫
都築延男
中井民雄
新美　茂
榊原　肇
加藤裕安
新美建司
榊原邦彦
沢田　佶
都築利全
小栗雅彦
森島昭二

08’

09’
10’
13’

14’

15’

16’

17’

11’

12’
14’

15’
16’

08’
09’
11’
12’

13’

14’

15’
16’

17’

08’

09’

10’

12’

13’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

13’
14’

15’

17’

11’
12’
13’

09’
12’

13’
14’

17’

近藤敏通
森田芳一
加藤金吉
山本育輝
岡戸利直
石川信行
鈴木健司
鈴木宏司
間瀬　正
永田明世
竹内俊郎
石川勝彦
竹内　靖
竹内満寿夫
都築延男
杉浦豊幸
鈴木健司
榊原　肇
新美　茂
岩部雅人
嚮原　英
山本慎治
嚮 原邦彦
手島嘉宏
都築利全
近藤敏通
加藤金吉
小栗雅彦
森島昭二

葉山博美
岩崎征宣
竹内義将
早川佳教
村上茂登
久野完治
中村泰忠
永井喜義
千賀貴彦

加藤正俊
相羽英人
久野春雄
加藤正俊

牛田　猛
森島勝美
大森一人
舩橋正員
平谷良樹
野杁章夫
野杁章夫
磯部　茂
青山佳裕
伊藤幸一
則竹伸也
舩橋正員
大森一人

08’
12’
13’

16’
17’

10’

12’
13’

12’
13’

14’
15’
16’
17’

14’

安江正博
伊藤哲朗
鈴木吉男
篠田　廣
坂井　裕
伊藤彰浩
宇佐美三郎

大島晋作
都倉吾一
山内　登
山内幸夫
横山　弘
吉田　弘
吉田民雄
安藤　巖
不破惠一郎
岩田勝義
金森安石
加藤千博
前田正和
森 新
森信一朗
前田正和
加藤博行

豊島德三
林　冏成
水野憲司
山内國雄
小澤正明
松原幹彦
藤原峯忠
石黒三雄
矢野尚彦
加藤　勉
黒木義公
大森克孝
瀧　義孝
豊島德三
豊島德三
豊島德三
豊島德三
豊島德三

野々部昭男
伊藤　彰
児島秀光
金森英夫
西村郁夫
新海　勲
山名敬一
成田幸太郎
浅井耕治
大野邦英
池田邦雄
伊藤強平
伊藤正弘
田口茂利平
山田信行

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’
15’

16’

17’

横井　定
野島精二
林　茂夫
加藤　耐
小森章平
服部孝根
橋本嗣治
塚本胤男
伊串　惇
今井靖隆

佐藤　明
黒野晃太郎
西川広樹
柏子見昌敏
鈴木正徳
田中正博
鈴木和彦
田中正博
光岡　朗
山田幹夫
堀江承元
田中正博
岩島裕芳
前田重廣
後藤雅光
西川広樹
鈴木正徳
栗木和夫
北野庸夫
古川　宏
西川広樹
加藤憲治
鈴木正徳
西川広樹
北野庸夫
大竹敬一
山田幸治
児玉憲之
立松絹久
真木伸一
東海広光
黒野晃太郎
高山　敏
西川広樹
光岡　朗
栗木和夫
山田尊久
後藤雅光
児玉憲之
東海広光
黒野晃太郎
紅谷幸政
篠田正志
後藤雅光
黒野晃太郎
稲垣秀樹
中西　巧
伊藤英毅
岩島裕芳
大竹敬一

立松絹久
山田尊久
児玉憲之
栗木和夫
後藤雅光
田中正博
黒野晃太郎
前田重廣

早川雅男
成田　博
守野暢洋
森田堅一
中村　禊
高山萬三
辻　勇夫
森田堅一
星野清久
早川雅男
後藤　稔
中村　禊
伊藤　昇
守野暢洋
和田典之
梅田愼也
後藤鈴明
田邉辰彦
桜井利夫
江川泰彦
浅田嘉行
辻　勇夫
櫻井利夫
池戸賢治
江川泰彦
三輪隆裕

熊澤勝則
山下隆義
赤堀博宣
平野弘康
水上惠一
中村隆文
沖野　満
大野眞一
熊澤勝則
山下隆義

加藤康治
松前憲典
尾関一之
柴田裕市
猪子裕史
春木和美
松岡正浩
林　倫子
飯盛静男
今井多美子
永田　正
小野木宏
佐藤祐造
秋田敬治

08’

10’

11’

14’

15’
16’
17’

12’
14’
15’

08’

12’
13’

14’
15’

16’

17’

11’

12’

13’

14’

15’

石原稔久
石川正弘
伊藤恒二郎
加藤辰己
加藤恭章
松前裕己
松前和子
森 眞
西岡則男
大塚省治
鵜飼俊光
永田　正
松本正暢
松前裕己

田中鉦雪
山田晃司
寺田　悟
鈴木良信
澤田賢成
佐野一二
岡村　肇
大竹一義
勝谷哲次
加藤睦彦
加藤五津美
亀井　勝
平松　啓
渡辺愛一郎
加藤眞言
加藤令吉
神戸芳樹
加藤陽一
山口育男
野田正治
森脇文直
伊藤英彦
山本英雄
加藤一夫
加藤恵子
加藤孝爾
藤井源成
牧 治
加藤定江
井上伸也
松村晋也
加藤　捷
梶野輝雄
玉井　徹
加藤唐三郎
天野靖久
井上　博
青山　稔
加藤陽一
加藤太伸
近藤三博
野田由紀子
刑部祐介
鈴木光彦

16’

17’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’
16’

鈴木政成
加藤光哉
加藤陽一
山田　拓
山口記由

平林米司
木納隆義
小嶋利彦
安田宗平
朱宮新治
伊藤英男
仙田逸二
住野龍之介
吉野　稔
小室秀夫
青山佳高
有馬彰顕
井川光雄
野倉達雄
小川宏嗣
小川逸朗
小川征一
武山勇夫
山根雄司
安田新平
朱宮新治
松山邦夫
日比野良太郎
宮本照剛
野田　修
小川嘉吉
大島克己
谷津義雄
吉田　洋
安達英昭
朱宮新治
板津英基
原　正男
奥村正幸
田中茂生
河田敏和
千田昌宏
梶川増蔵
石田銑一
田中進一郎
安田宗平
伊藤　隆
大海敏道
髙橋秀治
近藤斉宏
岡田雅隆
牧野武彦
木村　完
平林米司
朱宮新治
松平實胤
野倉達雄
小川宏嗣
住野龍之介
山根雄司

安田新平
日比野良太郎
井川光雄
小川征一
日比野万喜男
稲垣圭次
加藤浩一
祖父江寿男
原　正男
松平實胤
谷津義雄
吉田　洋

倉知正憲
岩井正彦
山田　猛
古田嘉且
大池武徳
伊藤靖祐

河村嘉男
鈴木文勝
鈴木文勝
松尾憲二郎
河村嘉男
鈴木文勝
鈴木文勝
堀井　武
大島賀樹
長谷川弘
五藤隆夫
橋本晃暢
落合鑅一
舩橋茂行

大橋完一
林　鑛三
山田　治
社本太郎
小島啓冶
林　憲正
風岡保広
志水ひろみ
加藤久仁明
社本太郎
屋嘉比良夫
名畑　豊
加藤久仁明
屋嘉比良夫
志水ひろみ
山田　治

飯田幸雄
加藤清久
大嶋一二三
松下洋一
山田直樹
大竹　薫
箕輪良孝
加藤清久
西尾輝久
冨田　晃
大嶋一二三

17’

09’

10’
14’
15’
17’

10’
12’
13’

14’

15’
16’

17’

08’

09’
10’

11’
12’

13’

15’

09’

10’
11’

12’

13’

14’

15’
16’

11’
12’

13’

14’

15’

16’
17’

08’

09’

10’

11’

小柳和之
飯田幸雄
髙島　昇
谷口伸夫
丹羽敏行
桜井雅博
古橋裕志
井田武憲
山田直樹

中林正人
三治　明
村瀬冨三夫
高山光雄
鈴木恵一
山田幹雄
竹尾　悟
串田正克
中島俊朗
金井和治
武田英昭
栗田和典
波多野真
井上政秋
稲吉將秀
稲熊正徳
中林正人
伊勢村道雄
照井通夫
北園守生
市川　孝
清水武臣
内海辰巳
太田哲郎
原田好展
土屋範郎
川口直也
加藤泰弘
山北秀和
波多野勝美
安川正勝
石川良治
柴田　弘
中林正人
川瀬　公
金井和治
中林正人

山中俊博
小澤　修
鈴木晴季
成田一成
山本　修
江尻守鉅
加藤勝之
伊藤保徳
坂田　隆
若杉福雄
坂田　隆
青山雅彦
中島英海
高島鋭郎
成田一成

加藤勝之
青山雅彦
加藤光枝
荒井康夫
梅村邦雄
加藤充弥
江尻忠之
鈴木晴季
加藤勝之
中野昭雄
加藤勝之
青山弘彦
梅村邦雄
小澤　修
山本　修
坂田　隆
若杉福雄
大竹良太
荒井康夫
中島英海
杉山仁朗
小澤　修
平尾節子
加藤雅人
長江正成
二宮あづさ
中野昭雄
成田一成
青山雅彦
加藤勝之
若杉福雄
江尻忠之
鈴木昌子
和佐田強
中野昭雄
梅村邦雄
江尻忠之

長谷川義夫
井上隆義
園原宏治
丹羽規之
三輪照夫
服部　徹
河村金明
井上隆義
井上隆義
服部　徹
山田照光
小川清夫
宮田浩明
井上隆義
井上隆義
井上隆義

堀田　徹
服部智謙
堀田　徹
服部智謙
多田通夫
岩田佳之
岩田佳之
長谷川幸正

12’

13’

14’

15’

16’
17’

08’

10’
11’

12’

13’

15’
17’

08’
09’

10’
11’
12’
14’
15’

林 　 學
穂積良治
小塚美知子
小原久和
奥田　葵
玉置政利
津坂守英
内田正也
山田善国
後藤訓美
筒井俊秋
岩田佳之
服部智謙
太田達夫

丹羽司一
白石政二郎
佐藤文昭

稲熊茂男
尾野英二
小山陽三
鈴木雅弘
吉田　紘
尾野英二

鈴木輝彦
多久田達宏
内田安彦
渡邉　浩
山路兼生
岩田崇祺
中村哲郎
江口博寿
澤田伊三夫
嶺木昌行
宮田理博
北　登一
桂　洋司
小嶋仲夫
後藤正憲
奥山清介
伊藤昌弘
池 　 潤
多久田達宏
伊藤昌弘
浦野廣高
吉川公章
浅原光男
斎藤清治
櫻井　繁
山口義浩
篠田美樹
伊藤昌弘
粕谷忠晴
岩田崇祺
福山　衛
吉川公章
伊藤昌弘
江口博寿
榊原仁作

11’

17’

15’
16’
17’

08’
09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

片桐　満
吉川公章
伊籐昌弘
近藤雅夫
吉川公章
伊藤昌弘
伊東万樹也
江口博寿
伊藤昌弘

住田　守
荒木　巌
小島清路
才本清継
加藤茂春
梅田武久
田島伸也
小倉　昇
杉江豊文
森　　清
岸上泰道
成田洋之
住田　守
内藤昌裕
山田　豊
岸上泰道
橋本修三
杉浦　弘
山内靖雄
杉江豊文
福西康和
猪子恭秀
長瀬廣幸
関口宗男
鈴木　哲
酒井　優
寺本善雄
鈴木　哲
山内靖雄
田島伸也

尾本和弘
片山主水
久野博淳
尾本和弘
久野博淳
伊東與有三
尾本和弘
久野博淳
片山主水
片山主水
白木良彦
尾本和弘
久野博淳
尾本和弘
浅野昌文
伊東與有三
久野博淳
大竹山雄二
伴　禎夫
福島啓氏
水野恒平
鈴木雅雄

菱田美智代
伊藤秀雄
大竹山雄二
近藤和雄
近藤信之
中村脩規
大西弘高
佐久間貞介
伊藤秀雄

高村博三
髙村博三
髙村博三
髙村博三
松波恒彦
髙村博三
泉　憲一
近藤雄亮
岩田修司
髙須洋志
伊藤　豪

小笠原和俊
伊藤与則
川畑博敬
内藤　明
横井　衞
住田正夫
前田隆久
岩崎征一
吉田明夫
浅井隆宣
木村光徳

三浦幸治
原野勝至
原野勝至
原野勝至
立松　賢
山田靖典
原野勝至
羽田野道明

猪村美之
小野雅之
榊原和美
朝比美和子
三浦　隆
三浦和人
佐々木眞
木下福郎
杉本　勇
三島多恵子
木村　猛
東山直史
大橋さなえ
山本誠一
長尾浅𠮷𠮷
三浦和人
川辺清次
川村繁生
鈴木　享
杉山隆秀

新原　尚
水野俊男
本多利郎
加藤英敏
伊藤圭一
野々村憲吾
坂田信子
白藤憲雄
犬飼りさ枝
武藤正行
吉木邦男
入谷直行
加藤宜之
木下福郎
久米伸治
中村　勝
中西芳子
山本郁矢
細井俊男
佐々木元彦
鈴井一博
鈴木清詞
有川英敏
森田敏二三
朝比美和子
児島徳和
榊原和美
三島多恵子
鈴木　享
三浦　隆

日比野三吉彦
深澤良介
浅井泰夫
青島邦夫
藤井圓隆
日比野三吉彦
池永秀夫
隅田耕市
髙田秀夫
寺島洋治
川村勝廣
加藤　清
日比野三吉彦
安藤隆利
友田喜夫
大橋昭治
大川　宏
田口　望
小崎誠三
浅井泰夫
藤井圓隆
杉本和英
小室健次郎
日比野三吉彦
神野重行
小原新一
石黒　隆
岡本敏男
岩崎光記
神野重行
川村勝廣
大川 宏

田口 望
藤井圓隆
神野重行
城野八代江
小西忠昭
小室健次郎
大橋昭治
日比野三吉彦

藤田守彦
藤田守彦
西川 博
西垣美千子
藤田守彦
岩田　宏
藤田守彦
西川　博
森田正樹
渡邉徹雄
水野裕善
磯部　徹
岡田守功
大塚嘉彦
後藤　敞
岩田　宏
林　昌義
岩田　宏
藤田守彦
安江英雄
森田正樹
西川　博
岩田　宏
矢野雄嗣
岩田　宏
藤田守彦

川口　豊
川口　豊

後藤吉夫
加藤喜一
岡部　　
中村陽公
吉田正克
山本光夫
船橋夜光
中川正美
小栗七生
水野𠮷𠮷 紹
堀田正夫
近藤和利
井口哲雄
伊藤満琉
上田圭　
真田新之助
杉浦秀一
田中正樹
中村陽公
前﨑弘光
内藤秀樹
石黒大山

16’

17’

08’

09’

　

11’
13’
14’

15’

16’

17’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’
17’

08’
09’
10’
11’

12’

13’

14’
16’
　
08’
09’
11’
13’

14
15’

08’

11’
13’
14’
　
16’
17’

08’

09’
10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’
09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’
09’
11’

12’
13’

14’

15’

16’

17’

09’
10’

08’

09’

10’

11’

12’

江崎武人
谷田利景
石田博彦
中川正美
岡部　　
柴田幸男
中島　実
篠田光浩
山本光夫
石黒大山
水野𠮷𠮷 紹
中村陽公
木村　茂
谷田利景
田中正樹
古橋　茂
渡邊嘉昭
加藤喜一
中川正美
中村陽公
伴野友昭
石田正城
尾関孝英
佐藤春信
佐藤昌伸
矢形修己
石田博彦
柴田幸男
木村　茂
田中正樹
前﨑弘光
水野𠮷𠮷 紹
山本光夫
山口春三
坂　英臣
加藤和彦
溝口　治
山田啓二
日比榮一
待井雄介
岡部　　
田中正樹
小栗七生
中川正美

ミカエル　カルマノ
澤村　広
高橋　巌
安藤　茂
後藤章信
浅見　勲
鷲見弘明
千田　毅
尾関重雄
加藤忠夫
渡辺英信
増田浩男
澤　國生
水野茂生
本田伸太郎
柏木　功
今村憲治
新実宣英

13’

14’
15’

16’

17’

09’
10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’

09’
10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

山口譽起
多和田武
山田信二
真木　昭
余語郁夫
山田健市
清水恭一
東谷昌彦
椙山正弘
福谷正男
ミカエル　カルマノ
水谷守一
加藤坂夫
鋤納忠治
小出忠孝
古川善次郎
本田伸太郎
棚橋鎌次
平野正美
西川誠也
渡辺英信
水野茂生
山田信二
宇佐美嘉重斌
本多　満
新実宣英
高橋　巌
水野茂生
鈴木建吾
栁澤幸輝
澤村　広
本田伸太郎
後藤章信
余語郁夫
平松征男
山田信二
水野茂生
本田伸太郎

高橋祥泰
佐藤正延
重冨　亮
重冨　亮
森藤左ヱ門
佐藤良一
長瀬輝代之
森藤左ヱ門
伊藤陽介
重冨　亮
木村隆之
滑　尚眞
木村邦彦
重冨　亮
滑　尚眞
重冨　亮
井ノ上由貴男
松崎美都子
木村邦彦
滑　尚眞
重冨　亮
加藤恭太郎
滑　尚眞
重冨　亮

鵜飼昌治
井ノ上由貴男
伊藤陽介
加藤恭太郎
松崎美都子
森藤左ヱ門
滑　尚眞
佐藤正延
重冨　亮

伊藤勝康
柏木順壱
加治佐健二
今村孝治
福田哲三
桑山卓也
𠮷𠮷田正道
福田哲三
桑山卓也
加藤一郎
今村孝治
伊藤勝康
福田哲三
加治佐健二
柏木順壱
桑山卓也
槇野智之
福田哲三
桑山卓也

中込清周
村橋泰志
津川聖子
奥　佳澄
中村公彦
中村公彦
藤野直子
齊藤英夫
須賀康夫
平　民三
都築八千代
足立　勉
藤野直子
北村正和
中込清周
奥　佳澄
鈴木太刀雄
村橋泰志
中村公彦
津川聖子
須賀康夫
平　民三
都築八千代
足立　勉
藤野直子
北村正和
村橋泰志
中村公彦
加藤　令
佐藤慎一郎
平　民三
都築八千代

17’

11’

12’
14’

15’
16’

17’

09’

10’
11’
12’

13’
15’

16’

17’

遠藤友彦
遠藤友彦
星川直志
星川須美子
加藤敦子
藤原研一
横田徳久
梶川久雄
古川康司
星川直志
西脇良一
松岡三明
伊藤晋一
尾関正一
柴山利彌
石 黒 　勉
宇都木寧
渡邉泰彬
阿部美男
遠藤友彦
梅村美知容
木村雅一
岩田滿治
尾關實津成
橫井　登
小關敏光
梅田　渉
加藤敦子

小杉啓彰
笹野義春
和田正敏
小林　明
大口弘和
小山雅弘
竹内眞三
池森由幸
宮尾紘司
三好　親
谷口　優
小林英毅
萩原喜代子
鈴木理之
笹野義春
伊藤健文
樫尾富二
加藤重雄
西川豊長
堀江宏輝
佐野　寛
吉田　玄
小山雅弘
池森由幸
鈴木聖三
宮尾紘司
大口弘和
志水ひろみ
小山雅弘
加藤重雄

鈴木重幸
高柳　元

10’
11’
12’

13’

14’

 
16’

17’

08’

10’

11’

12’
13’
14’

15’

16’

17’

08’

上野　広
木下　実
鈴木重幸
上野　広
横田幸三
加藤　靖
河合勇夫
鈴木重幸
上野　広
安藤鉦太郎
伊丹惣三
名倉嗣治
乃一　稔
鈴木真司
上野　広
渡邉直樹
大矢英憲
上野　広
久田錦三
田中邦幸
細野恭弘
柴田義介
安藤鉦太郎
細野恭弘
髙橋　進
前田圭佑
伊丹惣三
小坂達也
加藤　厚
柴田義介
山田敏雄
渡邉直樹
須原茂樹
髙柳　元

前田元弘
河北英次
武田正典
近藤歌子
林　光夫
植村元雄
長谷川周義
三浦俊彦
長谷川正孝
後藤博文
金子紀子
工藤悦子
鬼頭正二郎
寺西　正
北村隆子
落合和子
富山信也
三浦俊彦
長谷川周義
前田元弘
丹羽　繁
中山信義
藤岡省吾

武儀山勝彦
中島譲治
谷村　茂
大西和夫

09’

10’

11’

12’

13’

14’
15’

16’

17’

08’

10’
11’
12’

13’

14’

15’
16’

17’

10’

11’

12’
13’

14’

15’

16’

17’

14’
15’
　　

08’
11’
12’

13’
14’
15’
16’

17’

09’
　
11’

12’

13’
14’
　

08’

09’

10’

11’

12’

13’

山城章治
近藤俊彦
濱田康喜
早川和男
渡邊萬里
金田英和
松野一彦
渡邊萬里
平下三郎
奥村　敦
近藤兼治郎
松野一彦
渡邊萬里
佐藤敏夫
中島譲治

荒山久美
安井　忠

石川百代
疋田　淳
柳原伸行
村井總一郎
石黒　功
柴田宏巳
渡部茂久
牧野　渉
高橋豊彦
冨田佳央
村井總一郎
川村荒治

飯島　卓
陶山登士夫
酒井基裕
飯沼雅朗
竹本泰一
金原久雄
野嵜正一
藤田喜一郎
大岩敏郎

中西喜久雄
羽田明弘
松井由次
西村良彦
竹内稔弘
川口雄三
匹田雅久
西村良彦
山本光人
伴 實
鈴木茂久
石川顕次
羽田明弘
木村高章
佐藤矩朗
野寄一司
高倉宣夫
石川顯次
小林康男

福井英示
谷山　勉
小杉幸一郎
鈴木行久
西村良彦
鈴木大次郎
夏目國弘
土井松男
匹田雅久

樋口俊寛
山本信利
木下良夫
竹本尚美
岩瀬淳一郎
大澤輝秀
大橋平治
内藤雄功
鈴木榮一
戸田俊晴
岩瀬淳一郎
小澤行雄
戸田俊晴
内藤雄功

森下昭造
安田幸雄
仲谷　修
大河直樹
岩崎　功
河辺勝巳
藤城隆雄
藤井國弘
別所淳二
鈴木　進
石黒利昌
宮木幸彦
八木正光
冨田雅則
広中貴彦
河合利則
山田年清
松井　昭
大羽康彦

佐藤有文
大竹勝彦
藤城俊明
縣　保彦
山本芳隆
大竹勝彦
榊原周造
関口三千彦
榊原周造
神戸邦夫
磯村博宣
中村幸一
塩之谷昌
藤城俊明
磯村秀樹
縣　保彦
竹内宏次
吉野勝己

14’

15’

16’
17’

08’
09’
10’

11’

12’

13’

16’

17’

10’

11’
12’

13’

14’

15’

16’

08’

09’

10’

11’
12’

13’
14’

石川昌和
塩之谷昌
河合正治
河合梅雄
水梨豊三
中村陽一
冨安美孝
足立健一
藤原俊男
河合秀矩
長谷川典史
木下　治
小野喬四朗

神谷篤冶
石本健一
荒木　茂
渡会一昭
井本　宏
川口敏郎
彦坂育甫
間瀬祐一
木村守雄
朽名　誠
彦坂育甫
青山房生
森下一良
森下三嗣
三浦正好
川口敏郎

滝下　勲
柴田　勝
伴　辰三
内藤泰通

井上　穂
牧野政雄
松崎　進
高畑皓一
宇藤　信
藤城民男
若林正治
高沢博久
宮川嘉朗
岡本久永
高林保夫
真野善和
大須賀憲太
山本雅久
市川朝洋
谷村泰裕
天野義久
杉原敏雄
久保田裕明
白井正樹
鈴木雅博
西郷隆治
吉川一弘
福沢省吾
石原昭二
山口幹夫

15’

16’

17’

12’

13’
14’
15’

16’
17’

12’
13’

10’

11’

12’
13’

14’

15’

16’

17’

尾原　脩
磯田国男
小川喜一
鈴木照幸
柳田　豊
河辺虎太郎
松井準治
古橋一毅
平野義郎
辻　義郎
柴田　清
藤代善之
本多　敬
加藤武紀
河合喜嗣
大原孝一
古田勝美
鈴木照幸
松井準治
杉田鐘一

鈴木　薫
杉原好洋
鈴木昌敏
満田　稔
小林佳雄
西　義雄
河合純夫
平野正博
豊田能史
渡邊　茂
川西裕康
中嶌秀樹
中村成人
白井康仁
柴田健一
藤井宣行
松下泰三
莊　孝向
安井洋二

吉川正敏
杉浦惠造
内藤　淳
蜂須賀利雄
河野治生
服部良男
奥瀬勇作
服部憲明
中村重嗣
丹羽良治
梶川志郎
田口竜也
水野周久
本多啓一
黒河　陽
三嶋　勉
柴田芳孝
白井通義
杉浦　皓

09’
10’

11’

12’
13’

14’
15’

16’

17’

10’
　
12’

14’

15’

16’

17’

08’

09’

吉川正敏
加藤信吾
小原　睦
青木勇作
古澤武雄
菅井龍一
深田達彦
安藤光淵
浅井　章
林　和夫
岩月一郎
加藤博巳
山崎達也
天野恵一
吉川正敏
中根幹雄
岩瀬敬紀
中村重嗣
荻須文一
小原　睦
服部良男
林　和夫
野田篤文
丹羽良治
三浦泰秀
岩月昭佳
吉川正敏
蜂須賀利雄
三嶋　勉
青木勇作
宮本　隆
金山久雄
尾崎篤司
天野惠一
本多啓一
杉浦　皓
水野周久
峰澤彰宏
河野治生
佐々木勝己
松原広幸
杉浦惠造
小原　睦
酒部圭司
中村重嗣
有賀　健
加藤博已
清水芳美
畔柳春雄
山本邦雄
荻須文一
菅井龍一
林　和夫
丹羽良治
服部良男
吉川正敏
南部　淳
梶川志郎
峰澤彰宏
野田篤文
加藤博巳
天野惠一
古澤武雄

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

岩月一郎
黒河　陽
金山久雄
小原　睦
安藤宏行
太田成紀
櫻井敬子
岩瀬敬紀
三浦泰秀
金山久雄
小原　睦

斎藤直美
斎藤直美
杉浦敏夫
梅村正明
横山眞久
杉浦敏夫
梅村正明
加藤直樹
鈴木元弘
永田一夫
杉浦敏夫
河木照雄
梅村正明
杉浦敏夫
渡邉寿也
杉浦敏夫
梅村正明
渡邉寿也
加藤直樹
杉浦敏夫
梅村正明
奥田清仁
渡邉寿也
杉浦敏夫
梅村正明
孕石邦雄
神谷和利
丸井俊裕
光岡新吾
野口明生
岡田勝美
酒井法丈
渡邉寿也
杉浦敏夫

安藤幸司
本間　毅
中根義雄
今泉孝一
大須賀予偲子
岡田庸男
安藤幸司
神谷直三
渡辺要市
三浦勝美
中川修一郎
大久保武
鈴木康之
髙橋正直
小久保文雄
岡田庸男

17’

08’
09’

10’
11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’

09’
10’

11’

犬塚克明
高橋賢司
磯貝和汪
山本雅樹
本間　毅
安藤幸司
岡田庸男
本間英晴
藤田正彦
伊藤恭弘
岡田庸男
近藤千雅
中根義雄
杉田雅樹
太田進造
中嶋昭史
蒲野良雄
大村榮治
岡田光司
三浦勝美
今泉孝一
伊豫田浩
鬼頭辰郎
小野正富
志賀為宏
杉本義安
服部英男
犬塚克明
倉田　長
鈴木康之
本間　毅
安藤幸司
安藤隆幸
深津　篤
岩瀬宏隆
小島ミユキ
岡田庄璽
杉浦　彰
鈴木英成
高橋賢司

加納一弘
山形悦男
須藤一郎
鈴木宏行
中川俊治
池田憲治
寺田壽孝
佐藤仁功
伊藤愼一
野田清衛
加納一弘
小幡輝雄
伊藤信裕
土屋孝介
加納一弘
服部潤一
伊藤信裕
山形悦男
加納一弘

長坂　勲
小木曽進

12’

13’

14’

15’

16’

17’

10’

11’

12’

13’
　
15’

16’

17’

08’
09’

小野文憲
深田昭彦
山内隆一
山中　一
足立汎和
市川幾雄
長坂　勲
新波勝也
石原靖増
深津幸雄
橋本義紀
池田　正
原田耕平
小林清文
野村政弘
梅村順一
三浦泰廣
浅岡謙治
生駒尚久
岩月鋹廣
中川和広

豊田　稔
鈴木敬一
浦野　朗
山田守男
杉浦英昭
浦野政幸
鈴木英治
鈴木敬一
福岡　治
河合芳弘
川﨑省治
中根　茂
梅村憲一
浦野政幸
永野卓司
矢頭功生
深田利幸
浦野政幸

加藤順弘
小出浩義
小山章仁
宮島好弘
田中暉登
都築　孝
藤江顕治
神谷欣臣
長野哲也
高橋晶夫
加藤豊生
小林道利
永野彦麿
中根常彦
小野進一
小島邦男
近藤敬道
永田　裕
桐渕利次
永井量基
鈴木　豊
青山幸市

10’
11’
12’

14’

15’

16’
17’

08’
10’

11’
13’
14’
15’
16’

17’

08’

09’

10’

11’

岡田吉生
松野　敏
中根啓䑍
永坂博彦
天野賢一
近藤正俊
有馬惟夫
牧野正高
松永茂夫
松井孝王
桐渕利次
佐々木靖史
天野邦彦
青山幸市
永田　裕
杉山隆章
近藤保則
近藤憲康
千賀邦二
中山 巳
田中暉登
山本剛司
加藤義幸
中根常彦
太田三伸
志貴一仁
小林政則
太田三伸
藤江顕治
小林通利
小出浩義
小山章仁
宮島好弘
永井量基
髙橋晶夫

岡田佳大
永井光彦
野々山彰
深谷勝善
鈴木正輝
金子忠雄
堀川　泰
鈴木玉機
名倉明秀

浅岡多田志
河合英二
山下一美
中山憲和
河合英二
小島哲夫
猪狩　蔵
木戸重信
小島哲夫
和泉房枝
太田昌孝
鈴村幸雄
梅村公代
山内ユミ子
鈴木　寛
鈴木純子
浅岡多田志

12’

13’

14’

15’

16’

17’

10’
11’
13’

14’
17’

09’

10’
11’
12’
13’

15’

16’

17’

猪狩　蔵
鈴村幸雄

遠山堯郎

林　和夫

加藤俊二
前田孝司
橋本恭典
野村紀代彦
嶋津孝久
霜出倶弘
権田鋹弘
大竹憲治
嶋津孝久
鈴木文三郎
大音祖瑛
𠮷𠮷 原孝彦
前田孝司
岡本　巧
小林祥浩
塚本幸夫
太田宗一郎
平野和一
伊藤節夫
嶋津孝久
市川裕大
杉浦世志朗
鈴木　豊
深谷嘉英
杉浦芳一
黒田義之
大竹憲治
盛田豊一
鈴木　豊
毛受　豊
加藤哲也
廣根　実
加藤真治
鈴木　豊
天野櫻子
市川裕大
神野公秀
神谷光義
久米博明
内藤耕造
太田　保
池田憲司
加藤真治
橋本恭典
鈴木　豊
小川耕示
杉山欣輝
竹内一正
深谷稔彦
深谷嘉英
加藤哲也
野村紀代彦
鈴木文三郎
市川裕大

17’

17’

08’
　

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

太田宗一郎
鈴木　豊
中林久美
角谷広高
大音祖瑛
𠮷𠮷 原孝彦
太田宗一郎
鈴木　豊

永谷文人
石川　博
大嶽岩雄
沓名俊裕

杉浦明博
尾﨑隆爾
田中正規
成瀬文和
宍戸秀隆
杉浦　広
榊原勝俊
浅岡勝行
鳥山欽示
岡田光祥
岡安邦夫
黒田正志
宍戸量一
尾﨑隆爾
杉浦澄雄
天野　卓
山尾　令
榊原康正
松井　康
山田慶勝
羽佐田芳和
田中正規
田中正規
岡田雅彦
杉浦明博
杉浦義浩
朝岡　正
原田保男
平田兼久
稲垣良次
犬塚宣明
石川哲朗
伊藤富義
岩瀬正範
北山健二
三村幸弘
三浦康彦
小田井博茂
岡田文雄
大河内芳信
小澤育史
齋藤　肇
柴田高広
杉田明弘
高濵明利
鳥居清澄
矢橋和也
山﨑秀夫
犬塚和夫

17’

12’

08’
10’
12’

13’

14’
15’

杉浦　脩
平岩一夫
杉浦明博
山﨑周彌
嚮 原正人
鳥居祥雄
小澤育史
松田茂治
加藤浩道
三浦眞澄
大内基浩

加藤良邦
奥谷弘和
榊原　健
杉田　茂
加藤丈太郎
樅山善久
石川春久
犬塚敦統
杉浦健次
山中寛三

16’

17’

08’

09’

10’

11’
12’

池田弘孝
黒田昌司
岡本明弘
新美宗和
榊原　健
長田豊治
奥田雪雄
平松　太
鈴木健三
竹中　誠
新美雅浩
清澤聡之
山中寛紀
植松敏樹
森田英治
竹中　誠

小池 孝
牧野伸治
杉田亘恭
長田　治
西脇霊雄

神谷正康
小出道治

杉浦義尚
中村さと子
森田　仁
黒田勝基
杉浦浩一
伊藤ルミ
野々山光秋
高桑雄司
黒田勝基
森田　仁
神谷公一
田代清一
中村さと子
高桑雄司

野村賢孝
竹内博之
近藤一幸
酒井一造

13’

14’

15’
16’
17’

08’

09’
11’
12’

14’

09’
11’
12’
14’

15’
16’

17’

09’
10’

12’

塚本昌男
水野𠮷𠮷 樹
大橋　均
山田哲夫
武田昭俊
安井喜秀
早川岩男
倉田英行
中川　敦
鈴木民也
髙木秀夫
髙村睦浩
齊藤𠮷𠮷 博
野々山和彦
中川　敦
鈴木民也
竹内博之

青山弦八
後藤利之
長谷収一
廣中利臣

堀田義之
犬塚万弘
石川勝雄
磯貝総一郎
伊藤則男
岩瀬　一
岩瀬清彦
加納　隆
小林　豊
三浦隆司
中根勝美
二宮誠二
岡田義雄
大須賀慶一
大髙敏睦
斎藤喬甫
酒井　進
嚮 原利夫
清　克行
下谷七郎
新海雄二
杉田芳男

杉浦正昭
杉浦義利
鈴木正司
鈴木昭夫
高原　宏
髙須　光
髙須　匀
辻村義之
山本裕充
山本俊明
米津長治
大山勝男
石山　進
太髙純治
鈴木経男
鈴木善和

平子昭三
伊吹治郎
稲垣　靖
小西紀久雄
畔柳弘文

柵木政美
松本　正
森田勝己
西尾四郎
丹羽　修
杉浦眞理子
鳥居剛育
山口恭正
矢田良一
竹内裕恭
大見育太
金子功男
石原勝成
待田　清
岡崎重太郎
安藤一高
富田清治
阿部光廣
植村康人
平野勝則
稲垣善朗
神谷　宏

成田　徹
都築征成
山口恭正
植村律保
安藤　毅
古居一雄
伊吹治郎
稲垣　靖
畔柳弘文
柵木政美
長坂　誠
西尾四郎
丹羽　修
杉浦眞理子

13’

14’

16’

17’

16’

17’

08’

11’

12’

14’
15’
16’

17’
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編

真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

名古屋名南

名古屋栄

名古屋大須

名古屋瑞穂

名古屋中

名古屋みなと

名古屋東南

名古屋西

名古屋南

名古屋

西名古屋分区

愛知長久手

名古屋城北

瀬戸北

名古屋空港

春日井

小牧

江南

犬山

瀬戸

東尾張分区

一宮中央

尾張中央

名古屋清須

あま

稲沢

一宮北

尾西

津島

一宮

西尾張分区

大府

知多

東知多

東海

常滑

半田

南尾張分区

西尾KIRARA
三河安城

知 立

碧南

西尾一色

高浜

半田南

池田拓夫
石川八郎
伊東良夫
小杉將郎
松本　宏
三保谷樞
水野八洲男
椴山晃雄
新美忠夫
蜷川　幸
岡戸伍弌
小野眞孝
杉浦三郎
鈴木千里
高木　宏
竹内尚哉
冨　武司
土平詔一
山内和之
内田榮一
小栗利朗
榊原正治
青井雅純
畑中雅之
神戸信寅
竹内俊介
高木利定
六鹿直視
平林伸康
川口新平
小栗孝久
森田　亨
前田佳男
伊東良夫
内田榮一
岡戸伍弌
金澤憲二
松本順子
松石奉之
酒井良輔
嚮 原明美
鈴村せつ子
手島寿宏
山﨑正夫
石川八郎
小杉將郎
松本　宏
水野八洲男
椴山晃雄
新美忠夫
蜷川　幸
小野眞孝
杉浦三朗
土平詔一
山内和之
小栗利朗

伊奈一郎

竹内喜陽雄
稲葉勝彦
赤井俊二
後藤　正
牧野克則
猪飼盛雄
伊奈正彦
杉江久三郎
伊奈輝三
清水幸一
鯉江公司
市田弘治
村田　聡
小島貞夫
阿知和久男
井上義春
角野濱照
伊奈輝三
伊奈輝三

小嶋真一郎
増岡達一
小嶋洋一
坂野公俊
大林香瑞人
大林香瑞人
小嶋真一郎
小嶋真一郎
高村敦夫
中池聡之
早川直義
村瀬秀和
佐野宏樹
小嶋真一郎

加藤知成
堀 葵
加藤知成
熊澤　岌
山本さゆり
藤澤健夫
村瀬竜雄
加藤知成
高津忠男
小笠原直樹
山本さゆり

石川勝彦
榊原徳三
竹内満寿夫
都築延男
中井民雄
新美　茂
榊原　肇
加藤裕安
新美建司
榊原邦彦
沢田　佶
都築利全
小栗雅彦
森島昭二

08’

09’
10’
13’

14’

15’

16’

17’

11’

12’
14’

15’
16’

08’
09’
11’
12’

13’

14’

15’
16’

17’

08’

09’

10’

12’

13’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

13’
14’

15’

17’

11’
12’
13’

09’
12’

13’
14’

17’

近藤敏通
森田芳一
加藤金吉
山本育輝
岡戸利直
石川信行
鈴木健司
鈴木宏司
間瀬　正
永田明世
竹内俊郎
石川勝彦
竹内　靖
竹内満寿夫
都築延男
杉浦豊幸
鈴木健司
榊原　肇
新美　茂
岩部雅人
嚮原　英
山本慎治
嚮 原邦彦
手島嘉宏
都築利全
近藤敏通
加藤金吉
小栗雅彦
森島昭二

葉山博美
岩崎征宣
竹内義将
早川佳教
村上茂登
久野完治
中村泰忠
永井喜義
千賀貴彦

加藤正俊
相羽英人
久野春雄
加藤正俊

牛田　猛
森島勝美
大森一人
舩橋正員
平谷良樹
野杁章夫
野杁章夫
磯部　茂
青山佳裕
伊藤幸一
則竹伸也
舩橋正員
大森一人

08’
12’
13’

16’
17’

10’

12’
13’

12’
13’

14’
15’
16’
17’

14’

安江正博
伊藤哲朗
鈴木吉男
篠田　廣
坂井　裕
伊藤彰浩
宇佐美三郎

大島晋作
都倉吾一
山内　登
山内幸夫
横山　弘
吉田　弘
吉田民雄
安藤　巖
不破惠一郎
岩田勝義
金森安石
加藤千博
前田正和
森 新
森信一朗
前田正和
加藤博行

豊島德三
林　冏成
水野憲司
山内國雄
小澤正明
松原幹彦
藤原峯忠
石黒三雄
矢野尚彦
加藤　勉
黒木義公
大森克孝
瀧　義孝
豊島德三
豊島德三
豊島德三
豊島德三
豊島德三

野々部昭男
伊藤　彰
児島秀光
金森英夫
西村郁夫
新海　勲
山名敬一
成田幸太郎
浅井耕治
大野邦英
池田邦雄
伊藤強平
伊藤正弘
田口茂利平
山田信行

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’
15’

16’

17’

横井　定
野島精二
林　茂夫
加藤　耐
小森章平
服部孝根
橋本嗣治
塚本胤男
伊串　惇
今井靖隆

佐藤　明
黒野晃太郎
西川広樹
柏子見昌敏
鈴木正徳
田中正博
鈴木和彦
田中正博
光岡　朗
山田幹夫
堀江承元
田中正博
岩島裕芳
前田重廣
後藤雅光
西川広樹
鈴木正徳
栗木和夫
北野庸夫
古川　宏
西川広樹
加藤憲治
鈴木正徳
西川広樹
北野庸夫
大竹敬一
山田幸治
児玉憲之
立松絹久
真木伸一
東海広光
黒野晃太郎
高山　敏
西川広樹
光岡　朗
栗木和夫
山田尊久
後藤雅光
児玉憲之
東海広光
黒野晃太郎
紅谷幸政
篠田正志
後藤雅光
黒野晃太郎
稲垣秀樹
中西　巧
伊藤英毅
岩島裕芳
大竹敬一

立松絹久
山田尊久
児玉憲之
栗木和夫
後藤雅光
田中正博
黒野晃太郎
前田重廣

早川雅男
成田　博
守野暢洋
森田堅一
中村　禊
高山萬三
辻　勇夫
森田堅一
星野清久
早川雅男
後藤　稔
中村　禊
伊藤　昇
守野暢洋
和田典之
梅田愼也
後藤鈴明
田邉辰彦
桜井利夫
江川泰彦
浅田嘉行
辻　勇夫
櫻井利夫
池戸賢治
江川泰彦
三輪隆裕

熊澤勝則
山下隆義
赤堀博宣
平野弘康
水上惠一
中村隆文
沖野　満
大野眞一
熊澤勝則
山下隆義

加藤康治
松前憲典
尾関一之
柴田裕市
猪子裕史
春木和美
松岡正浩
林　倫子
飯盛静男
今井多美子
永田　正
小野木宏
佐藤祐造
秋田敬治

08’

10’

11’

14’

15’
16’
17’

12’
14’
15’

08’

12’
13’

14’
15’

16’

17’

11’

12’

13’

14’

15’

石原稔久
石川正弘
伊藤恒二郎
加藤辰己
加藤恭章
松前裕己
松前和子
森 眞
西岡則男
大塚省治
鵜飼俊光
永田　正
松本正暢
松前裕己

田中鉦雪
山田晃司
寺田　悟
鈴木良信
澤田賢成
佐野一二
岡村　肇
大竹一義
勝谷哲次
加藤睦彦
加藤五津美
亀井　勝
平松　啓
渡辺愛一郎
加藤眞言
加藤令吉
神戸芳樹
加藤陽一
山口育男
野田正治
森脇文直
伊藤英彦
山本英雄
加藤一夫
加藤恵子
加藤孝爾
藤井源成
牧 治
加藤定江
井上伸也
松村晋也
加藤　捷
梶野輝雄
玉井　徹
加藤唐三郎
天野靖久
井上　博
青山　稔
加藤陽一
加藤太伸
近藤三博
野田由紀子
刑部祐介
鈴木光彦

16’

17’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’
16’

鈴木政成
加藤光哉
加藤陽一
山田　拓
山口記由

平林米司
木納隆義
小嶋利彦
安田宗平
朱宮新治
伊藤英男
仙田逸二
住野龍之介
吉野　稔
小室秀夫
青山佳高
有馬彰顕
井川光雄
野倉達雄
小川宏嗣
小川逸朗
小川征一
武山勇夫
山根雄司
安田新平
朱宮新治
松山邦夫
日比野良太郎
宮本照剛
野田　修
小川嘉吉
大島克己
谷津義雄
吉田　洋
安達英昭
朱宮新治
板津英基
原　正男
奥村正幸
田中茂生
河田敏和
千田昌宏
梶川増蔵
石田銑一
田中進一郎
安田宗平
伊藤　隆
大海敏道
髙橋秀治
近藤斉宏
岡田雅隆
牧野武彦
木村　完
平林米司
朱宮新治
松平實胤
野倉達雄
小川宏嗣
住野龍之介
山根雄司

安田新平
日比野良太郎
井川光雄
小川征一
日比野万喜男
稲垣圭次
加藤浩一
祖父江寿男
原　正男
松平實胤
谷津義雄
吉田　洋

倉知正憲
岩井正彦
山田　猛
古田嘉且
大池武徳
伊藤靖祐

河村嘉男
鈴木文勝
鈴木文勝
松尾憲二郎
河村嘉男
鈴木文勝
鈴木文勝
堀井　武
大島賀樹
長谷川弘
五藤隆夫
橋本晃暢
落合鑅一
舩橋茂行

大橋完一
林　鑛三
山田　治
社本太郎
小島啓冶
林　憲正
風岡保広
志水ひろみ
加藤久仁明
社本太郎
屋嘉比良夫
名畑　豊
加藤久仁明
屋嘉比良夫
志水ひろみ
山田　治

飯田幸雄
加藤清久
大嶋一二三
松下洋一
山田直樹
大竹　薫
箕輪良孝
加藤清久
西尾輝久
冨田　晃
大嶋一二三

17’

09’

10’
14’
15’
17’

10’
12’
13’

14’

15’
16’

17’

08’

09’
10’

11’
12’

13’

15’

09’

10’
11’

12’

13’

14’

15’
16’

11’
12’

13’

14’

15’

16’
17’

08’

09’

10’

11’

小柳和之
飯田幸雄
髙島　昇
谷口伸夫
丹羽敏行
桜井雅博
古橋裕志
井田武憲
山田直樹

中林正人
三治　明
村瀬冨三夫
高山光雄
鈴木恵一
山田幹雄
竹尾　悟
串田正克
中島俊朗
金井和治
武田英昭
栗田和典
波多野真
井上政秋
稲吉將秀
稲熊正徳
中林正人
伊勢村道雄
照井通夫
北園守生
市川　孝
清水武臣
内海辰巳
太田哲郎
原田好展
土屋範郎
川口直也
加藤泰弘
山北秀和
波多野勝美
安川正勝
石川良治
柴田　弘
中林正人
川瀬　公
金井和治
中林正人

山中俊博
小澤　修
鈴木晴季
成田一成
山本　修
江尻守鉅
加藤勝之
伊藤保徳
坂田　隆
若杉福雄
坂田　隆
青山雅彦
中島英海
高島鋭郎
成田一成

加藤勝之
青山雅彦
加藤光枝
荒井康夫
梅村邦雄
加藤充弥
江尻忠之
鈴木晴季
加藤勝之
中野昭雄
加藤勝之
青山弘彦
梅村邦雄
小澤　修
山本　修
坂田　隆
若杉福雄
大竹良太
荒井康夫
中島英海
杉山仁朗
小澤　修
平尾節子
加藤雅人
長江正成
二宮あづさ
中野昭雄
成田一成
青山雅彦
加藤勝之
若杉福雄
江尻忠之
鈴木昌子
和佐田強
中野昭雄
梅村邦雄
江尻忠之

長谷川義夫
井上隆義
園原宏治
丹羽規之
三輪照夫
服部　徹
河村金明
井上隆義
井上隆義
服部　徹
山田照光
小川清夫
宮田浩明
井上隆義
井上隆義
井上隆義

堀田　徹
服部智謙
堀田　徹
服部智謙
多田通夫
岩田佳之
岩田佳之
長谷川幸正

12’

13’

14’

15’

16’
17’

08’

10’
11’

12’

13’

15’
17’

08’
09’

10’
11’
12’
14’
15’

林 　 學
穂積良治
小塚美知子
小原久和
奥田　葵
玉置政利
津坂守英
内田正也
山田善国
後藤訓美
筒井俊秋
岩田佳之
服部智謙
太田達夫

丹羽司一
白石政二郎
佐藤文昭

稲熊茂男
尾野英二
小山陽三
鈴木雅弘
吉田　紘
尾野英二

鈴木輝彦
多久田達宏
内田安彦
渡邉　浩
山路兼生
岩田崇祺
中村哲郎
江口博寿
澤田伊三夫
嶺木昌行
宮田理博
北　登一
桂　洋司
小嶋仲夫
後藤正憲
奥山清介
伊藤昌弘
池 　 潤
多久田達宏
伊藤昌弘
浦野廣高
吉川公章
浅原光男
斎藤清治
櫻井　繁
山口義浩
篠田美樹
伊藤昌弘
粕谷忠晴
岩田崇祺
福山　衛
吉川公章
伊藤昌弘
江口博寿
榊原仁作

11’

17’

15’
16’
17’

08’
09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

片桐　満
吉川公章
伊籐昌弘
近藤雅夫
吉川公章
伊藤昌弘
伊東万樹也
江口博寿
伊藤昌弘

住田　守
荒木　巌
小島清路
才本清継
加藤茂春
梅田武久
田島伸也
小倉　昇
杉江豊文
森　　清
岸上泰道
成田洋之
住田　守
内藤昌裕
山田　豊
岸上泰道
橋本修三
杉浦　弘
山内靖雄
杉江豊文
福西康和
猪子恭秀
長瀬廣幸
関口宗男
鈴木　哲
酒井　優
寺本善雄
鈴木　哲
山内靖雄
田島伸也

尾本和弘
片山主水
久野博淳
尾本和弘
久野博淳
伊東與有三
尾本和弘
久野博淳
片山主水
片山主水
白木良彦
尾本和弘
久野博淳
尾本和弘
浅野昌文
伊東與有三
久野博淳
大竹山雄二
伴　禎夫
福島啓氏
水野恒平
鈴木雅雄

菱田美智代
伊藤秀雄
大竹山雄二
近藤和雄
近藤信之
中村脩規
大西弘高
佐久間貞介
伊藤秀雄

高村博三
髙村博三
髙村博三
髙村博三
松波恒彦
髙村博三
泉　憲一
近藤雄亮
岩田修司
髙須洋志
伊藤　豪

小笠原和俊
伊藤与則
川畑博敬
内藤　明
横井　衞
住田正夫
前田隆久
岩崎征一
吉田明夫
浅井隆宣
木村光徳

三浦幸治
原野勝至
原野勝至
原野勝至
立松　賢
山田靖典
原野勝至
羽田野道明

猪村美之
小野雅之
榊原和美
朝比美和子
三浦　隆
三浦和人
佐々木眞
木下福郎
杉本　勇
三島多恵子
木村　猛
東山直史
大橋さなえ
山本誠一
長尾浅𠮷𠮷
三浦和人
川辺清次
川村繁生
鈴木　享
杉山隆秀

新原　尚
水野俊男
本多利郎
加藤英敏
伊藤圭一
野々村憲吾
坂田信子
白藤憲雄
犬飼りさ枝
武藤正行
吉木邦男
入谷直行
加藤宜之
木下福郎
久米伸治
中村　勝
中西芳子
山本郁矢
細井俊男
佐々木元彦
鈴井一博
鈴木清詞
有川英敏
森田敏二三
朝比美和子
児島徳和
榊原和美
三島多恵子
鈴木　享
三浦　隆

日比野三吉彦
深澤良介
浅井泰夫
青島邦夫
藤井圓隆
日比野三吉彦
池永秀夫
隅田耕市
髙田秀夫
寺島洋治
川村勝廣
加藤　清
日比野三吉彦
安藤隆利
友田喜夫
大橋昭治
大川　宏
田口　望
小崎誠三
浅井泰夫
藤井圓隆
杉本和英
小室健次郎
日比野三吉彦
神野重行
小原新一
石黒　隆
岡本敏男
岩崎光記
神野重行
川村勝廣
大川 宏

田口 望
藤井圓隆
神野重行
城野八代江
小西忠昭
小室健次郎
大橋昭治
日比野三吉彦

藤田守彦
藤田守彦
西川 博
西垣美千子
藤田守彦
岩田　宏
藤田守彦
西川　博
森田正樹
渡邉徹雄
水野裕善
磯部　徹
岡田守功
大塚嘉彦
後藤　敞
岩田　宏
林　昌義
岩田　宏
藤田守彦
安江英雄
森田正樹
西川　博
岩田　宏
矢野雄嗣
岩田　宏
藤田守彦

川口　豊
川口　豊

後藤吉夫
加藤喜一
岡部　　
中村陽公
吉田正克
山本光夫
船橋夜光
中川正美
小栗七生
水野𠮷𠮷 紹
堀田正夫
近藤和利
井口哲雄
伊藤満琉
上田圭　
真田新之助
杉浦秀一
田中正樹
中村陽公
前﨑弘光
内藤秀樹
石黒大山

16’

17’

08’

09’

　

11’
13’
14’

15’

16’

17’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’
17’

08’
09’
10’
11’

12’

13’

14’
16’
　
08’
09’
11’
13’

14
15’

08’

11’
13’
14’
　
16’
17’

08’

09’
10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’
09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’
09’
11’

12’
13’

14’

15’

16’

17’

09’
10’

08’

09’

10’

11’

12’

江崎武人
谷田利景
石田博彦
中川正美
岡部　　
柴田幸男
中島　実
篠田光浩
山本光夫
石黒大山
水野𠮷𠮷 紹
中村陽公
木村　茂
谷田利景
田中正樹
古橋　茂
渡邊嘉昭
加藤喜一
中川正美
中村陽公
伴野友昭
石田正城
尾関孝英
佐藤春信
佐藤昌伸
矢形修己
石田博彦
柴田幸男
木村　茂
田中正樹
前﨑弘光
水野𠮷𠮷 紹
山本光夫
山口春三
坂　英臣
加藤和彦
溝口　治
山田啓二
日比榮一
待井雄介
岡部　　
田中正樹
小栗七生
中川正美

ミカエル　カルマノ
澤村　広
高橋　巌
安藤　茂
後藤章信
浅見　勲
鷲見弘明
千田　毅
尾関重雄
加藤忠夫
渡辺英信
増田浩男
澤　國生
水野茂生
本田伸太郎
柏木　功
今村憲治
新実宣英

13’

14’
15’

16’

17’

09’
10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’

09’
10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

山口譽起
多和田武
山田信二
真木　昭
余語郁夫
山田健市
清水恭一
東谷昌彦
椙山正弘
福谷正男
ミカエル　カルマノ
水谷守一
加藤坂夫
鋤納忠治
小出忠孝
古川善次郎
本田伸太郎
棚橋鎌次
平野正美
西川誠也
渡辺英信
水野茂生
山田信二
宇佐美嘉重斌
本多　満
新実宣英
高橋　巌
水野茂生
鈴木建吾
栁澤幸輝
澤村　広
本田伸太郎
後藤章信
余語郁夫
平松征男
山田信二
水野茂生
本田伸太郎

高橋祥泰
佐藤正延
重冨　亮
重冨　亮
森藤左ヱ門
佐藤良一
長瀬輝代之
森藤左ヱ門
伊藤陽介
重冨　亮
木村隆之
滑　尚眞
木村邦彦
重冨　亮
滑　尚眞
重冨　亮
井ノ上由貴男
松崎美都子
木村邦彦
滑　尚眞
重冨　亮
加藤恭太郎
滑　尚眞
重冨　亮

鵜飼昌治
井ノ上由貴男
伊藤陽介
加藤恭太郎
松崎美都子
森藤左ヱ門
滑　尚眞
佐藤正延
重冨　亮

伊藤勝康
柏木順壱
加治佐健二
今村孝治
福田哲三
桑山卓也
𠮷𠮷田正道
福田哲三
桑山卓也
加藤一郎
今村孝治
伊藤勝康
福田哲三
加治佐健二
柏木順壱
桑山卓也
槇野智之
福田哲三
桑山卓也

中込清周
村橋泰志
津川聖子
奥　佳澄
中村公彦
中村公彦
藤野直子
齊藤英夫
須賀康夫
平　民三
都築八千代
足立　勉
藤野直子
北村正和
中込清周
奥　佳澄
鈴木太刀雄
村橋泰志
中村公彦
津川聖子
須賀康夫
平　民三
都築八千代
足立　勉
藤野直子
北村正和
村橋泰志
中村公彦
加藤　令
佐藤慎一郎
平　民三
都築八千代

17’

11’

12’
14’

15’
16’

17’

09’

10’
11’
12’

13’
15’

16’

17’

遠藤友彦
遠藤友彦
星川直志
星川須美子
加藤敦子
藤原研一
横田徳久
梶川久雄
古川康司
星川直志
西脇良一
松岡三明
伊藤晋一
尾関正一
柴山利彌
石 黒 　勉
宇都木寧
渡邉泰彬
阿部美男
遠藤友彦
梅村美知容
木村雅一
岩田滿治
尾關實津成
橫井　登
小關敏光
梅田　渉
加藤敦子

小杉啓彰
笹野義春
和田正敏
小林　明
大口弘和
小山雅弘
竹内眞三
池森由幸
宮尾紘司
三好　親
谷口　優
小林英毅
萩原喜代子
鈴木理之
笹野義春
伊藤健文
樫尾富二
加藤重雄
西川豊長
堀江宏輝
佐野　寛
吉田　玄
小山雅弘
池森由幸
鈴木聖三
宮尾紘司
大口弘和
志水ひろみ
小山雅弘
加藤重雄

鈴木重幸
高柳　元

10’
11’
12’

13’

14’

 
16’

17’

08’

10’

11’

12’
13’
14’

15’

16’

17’

08’

上野　広
木下　実
鈴木重幸
上野　広
横田幸三
加藤　靖
河合勇夫
鈴木重幸
上野　広
安藤鉦太郎
伊丹惣三
名倉嗣治
乃一　稔
鈴木真司
上野　広
渡邉直樹
大矢英憲
上野　広
久田錦三
田中邦幸
細野恭弘
柴田義介
安藤鉦太郎
細野恭弘
髙橋　進
前田圭佑
伊丹惣三
小坂達也
加藤　厚
柴田義介
山田敏雄
渡邉直樹
須原茂樹
髙柳　元

前田元弘
河北英次
武田正典
近藤歌子
林　光夫
植村元雄
長谷川周義
三浦俊彦
長谷川正孝
後藤博文
金子紀子
工藤悦子
鬼頭正二郎
寺西　正
北村隆子
落合和子
富山信也
三浦俊彦
長谷川周義
前田元弘
丹羽　繁
中山信義
藤岡省吾

武儀山勝彦
中島譲治
谷村　茂
大西和夫

09’

10’

11’

12’

13’

14’
15’

16’

17’

08’

10’
11’
12’

13’

14’

15’
16’

17’

10’

11’

12’
13’

14’

15’

16’

17’

14’
15’
　　

08’
11’
12’

13’
14’
15’
16’

17’

09’
　
11’

12’

13’
14’
　

08’

09’

10’

11’

12’

13’

山城章治
近藤俊彦
濱田康喜
早川和男
渡邊萬里
金田英和
松野一彦
渡邊萬里
平下三郎
奥村　敦
近藤兼治郎
松野一彦
渡邊萬里
佐藤敏夫
中島譲治

荒山久美
安井　忠

石川百代
疋田　淳
柳原伸行
村井總一郎
石黒　功
柴田宏巳
渡部茂久
牧野　渉
高橋豊彦
冨田佳央
村井總一郎
川村荒治

飯島　卓
陶山登士夫
酒井基裕
飯沼雅朗
竹本泰一
金原久雄
野嵜正一
藤田喜一郎
大岩敏郎

中西喜久雄
羽田明弘
松井由次
西村良彦
竹内稔弘
川口雄三
匹田雅久
西村良彦
山本光人
伴 實
鈴木茂久
石川顕次
羽田明弘
木村高章
佐藤矩朗
野寄一司
高倉宣夫
石川顯次
小林康男

福井英示
谷山　勉
小杉幸一郎
鈴木行久
西村良彦
鈴木大次郎
夏目國弘
土井松男
匹田雅久

樋口俊寛
山本信利
木下良夫
竹本尚美
岩瀬淳一郎
大澤輝秀
大橋平治
内藤雄功
鈴木榮一
戸田俊晴
岩瀬淳一郎
小澤行雄
戸田俊晴
内藤雄功

森下昭造
安田幸雄
仲谷　修
大河直樹
岩崎　功
河辺勝巳
藤城隆雄
藤井國弘
別所淳二
鈴木　進
石黒利昌
宮木幸彦
八木正光
冨田雅則
広中貴彦
河合利則
山田年清
松井　昭
大羽康彦

佐藤有文
大竹勝彦
藤城俊明
縣　保彦
山本芳隆
大竹勝彦
榊原周造
関口三千彦
榊原周造
神戸邦夫
磯村博宣
中村幸一
塩之谷昌
藤城俊明
磯村秀樹
縣　保彦
竹内宏次
吉野勝己

14’

15’

16’
17’

08’
09’
10’

11’

12’

13’

16’

17’

10’

11’
12’

13’

14’

15’

16’

08’

09’

10’

11’
12’

13’
14’

石川昌和
塩之谷昌
河合正治
河合梅雄
水梨豊三
中村陽一
冨安美孝
足立健一
藤原俊男
河合秀矩
長谷川典史
木下　治
小野喬四朗

神谷篤冶
石本健一
荒木　茂
渡会一昭
井本　宏
川口敏郎
彦坂育甫
間瀬祐一
木村守雄
朽名　誠
彦坂育甫
青山房生
森下一良
森下三嗣
三浦正好
川口敏郎

滝下　勲
柴田　勝
伴　辰三
内藤泰通

井上　穂
牧野政雄
松崎　進
高畑皓一
宇藤　信
藤城民男
若林正治
高沢博久
宮川嘉朗
岡本久永
高林保夫
真野善和
大須賀憲太
山本雅久
市川朝洋
谷村泰裕
天野義久
杉原敏雄
久保田裕明
白井正樹
鈴木雅博
西郷隆治
吉川一弘
福沢省吾
石原昭二
山口幹夫

15’

16’

17’

12’

13’
14’
15’

16’
17’

12’
13’

10’

11’

12’
13’

14’

15’

16’

17’

尾原　脩
磯田国男
小川喜一
鈴木照幸
柳田　豊
河辺虎太郎
松井準治
古橋一毅
平野義郎
辻　義郎
柴田　清
藤代善之
本多　敬
加藤武紀
河合喜嗣
大原孝一
古田勝美
鈴木照幸
松井準治
杉田鐘一

鈴木　薫
杉原好洋
鈴木昌敏
満田　稔
小林佳雄
西　義雄
河合純夫
平野正博
豊田能史
渡邊　茂
川西裕康
中嶌秀樹
中村成人
白井康仁
柴田健一
藤井宣行
松下泰三
莊　孝向
安井洋二

吉川正敏
杉浦惠造
内藤　淳
蜂須賀利雄
河野治生
服部良男
奥瀬勇作
服部憲明
中村重嗣
丹羽良治
梶川志郎
田口竜也
水野周久
本多啓一
黒河　陽
三嶋　勉
柴田芳孝
白井通義
杉浦　皓

09’
10’

11’

12’
13’

14’
15’

16’

17’

10’
　
12’

14’

15’

16’

17’

08’

09’

吉川正敏
加藤信吾
小原　睦
青木勇作
古澤武雄
菅井龍一
深田達彦
安藤光淵
浅井　章
林　和夫
岩月一郎
加藤博巳
山崎達也
天野恵一
吉川正敏
中根幹雄
岩瀬敬紀
中村重嗣
荻須文一
小原　睦
服部良男
林　和夫
野田篤文
丹羽良治
三浦泰秀
岩月昭佳
吉川正敏
蜂須賀利雄
三嶋　勉
青木勇作
宮本　隆
金山久雄
尾崎篤司
天野惠一
本多啓一
杉浦　皓
水野周久
峰澤彰宏
河野治生
佐々木勝己
松原広幸
杉浦惠造
小原　睦
酒部圭司
中村重嗣
有賀　健
加藤博已
清水芳美
畔柳春雄
山本邦雄
荻須文一
菅井龍一
林　和夫
丹羽良治
服部良男
吉川正敏
南部　淳
梶川志郎
峰澤彰宏
野田篤文
加藤博巳
天野惠一
古澤武雄

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

岩月一郎
黒河　陽
金山久雄
小原　睦
安藤宏行
太田成紀
櫻井敬子
岩瀬敬紀
三浦泰秀
金山久雄
小原　睦

斎藤直美
斎藤直美
杉浦敏夫
梅村正明
横山眞久
杉浦敏夫
梅村正明
加藤直樹
鈴木元弘
永田一夫
杉浦敏夫
河木照雄
梅村正明
杉浦敏夫
渡邉寿也
杉浦敏夫
梅村正明
渡邉寿也
加藤直樹
杉浦敏夫
梅村正明
奥田清仁
渡邉寿也
杉浦敏夫
梅村正明
孕石邦雄
神谷和利
丸井俊裕
光岡新吾
野口明生
岡田勝美
酒井法丈
渡邉寿也
杉浦敏夫

安藤幸司
本間　毅
中根義雄
今泉孝一
大須賀予偲子
岡田庸男
安藤幸司
神谷直三
渡辺要市
三浦勝美
中川修一郎
大久保武
鈴木康之
髙橋正直
小久保文雄
岡田庸男

17’

08’
09’

10’
11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’

09’
10’

11’

犬塚克明
高橋賢司
磯貝和汪
山本雅樹
本間　毅
安藤幸司
岡田庸男
本間英晴
藤田正彦
伊藤恭弘
岡田庸男
近藤千雅
中根義雄
杉田雅樹
太田進造
中嶋昭史
蒲野良雄
大村榮治
岡田光司
三浦勝美
今泉孝一
伊豫田浩
鬼頭辰郎
小野正富
志賀為宏
杉本義安
服部英男
犬塚克明
倉田　長
鈴木康之
本間　毅
安藤幸司
安藤隆幸
深津　篤
岩瀬宏隆
小島ミユキ
岡田庄璽
杉浦　彰
鈴木英成
高橋賢司

加納一弘
山形悦男
須藤一郎
鈴木宏行
中川俊治
池田憲治
寺田壽孝
佐藤仁功
伊藤愼一
野田清衛
加納一弘
小幡輝雄
伊藤信裕
土屋孝介
加納一弘
服部潤一
伊藤信裕
山形悦男
加納一弘

長坂　勲
小木曽進

12’

13’

14’

15’

16’

17’

10’

11’

12’

13’
　
15’

16’

17’

08’
09’

小野文憲
深田昭彦
山内隆一
山中　一
足立汎和
市川幾雄
長坂　勲
新波勝也
石原靖増
深津幸雄
橋本義紀
池田　正
原田耕平
小林清文
野村政弘
梅村順一
三浦泰廣
浅岡謙治
生駒尚久
岩月鋹廣
中川和広

豊田　稔
鈴木敬一
浦野　朗
山田守男
杉浦英昭
浦野政幸
鈴木英治
鈴木敬一
福岡　治
河合芳弘
川﨑省治
中根　茂
梅村憲一
浦野政幸
永野卓司
矢頭功生
深田利幸
浦野政幸

加藤順弘
小出浩義
小山章仁
宮島好弘
田中暉登
都築　孝
藤江顕治
神谷欣臣
長野哲也
高橋晶夫
加藤豊生
小林道利
永野彦麿
中根常彦
小野進一
小島邦男
近藤敬道
永田　裕
桐渕利次
永井量基
鈴木　豊
青山幸市

10’
11’
12’

14’

15’

16’
17’

08’
10’

11’
13’
14’
15’
16’

17’

08’

09’

10’

11’

岡田吉生
松野　敏
中根啓䑍
永坂博彦
天野賢一
近藤正俊
有馬惟夫
牧野正高
松永茂夫
松井孝王
桐渕利次
佐々木靖史
天野邦彦
青山幸市
永田　裕
杉山隆章
近藤保則
近藤憲康
千賀邦二
中山 巳
田中暉登
山本剛司
加藤義幸
中根常彦
太田三伸
志貴一仁
小林政則
太田三伸
藤江顕治
小林通利
小出浩義
小山章仁
宮島好弘
永井量基
髙橋晶夫

岡田佳大
永井光彦
野々山彰
深谷勝善
鈴木正輝
金子忠雄
堀川　泰
鈴木玉機
名倉明秀

浅岡多田志
河合英二
山下一美
中山憲和
河合英二
小島哲夫
猪狩　蔵
木戸重信
小島哲夫
和泉房枝
太田昌孝
鈴村幸雄
梅村公代
山内ユミ子
鈴木　寛
鈴木純子
浅岡多田志

12’

13’

14’

15’

16’

17’

10’
11’
13’

14’
17’

09’

10’
11’
12’
13’

15’

16’

17’

猪狩　蔵
鈴村幸雄

遠山堯郎

林　和夫

加藤俊二
前田孝司
橋本恭典
野村紀代彦
嶋津孝久
霜出倶弘
権田鋹弘
大竹憲治
嶋津孝久
鈴木文三郎
大音祖瑛
𠮷𠮷 原孝彦
前田孝司
岡本　巧
小林祥浩
塚本幸夫
太田宗一郎
平野和一
伊藤節夫
嶋津孝久
市川裕大
杉浦世志朗
鈴木　豊
深谷嘉英
杉浦芳一
黒田義之
大竹憲治
盛田豊一
鈴木　豊
毛受　豊
加藤哲也
廣根　実
加藤真治
鈴木　豊
天野櫻子
市川裕大
神野公秀
神谷光義
久米博明
内藤耕造
太田　保
池田憲司
加藤真治
橋本恭典
鈴木　豊
小川耕示
杉山欣輝
竹内一正
深谷稔彦
深谷嘉英
加藤哲也
野村紀代彦
鈴木文三郎
市川裕大

17’

17’

08’
　

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

太田宗一郎
鈴木　豊
中林久美
角谷広高
大音祖瑛
𠮷𠮷 原孝彦
太田宗一郎
鈴木　豊

永谷文人
石川　博
大嶽岩雄
沓名俊裕

杉浦明博
尾﨑隆爾
田中正規
成瀬文和
宍戸秀隆
杉浦　広
榊原勝俊
浅岡勝行
鳥山欽示
岡田光祥
岡安邦夫
黒田正志
宍戸量一
尾﨑隆爾
杉浦澄雄
天野　卓
山尾　令
榊原康正
松井　康
山田慶勝
羽佐田芳和
田中正規
田中正規
岡田雅彦
杉浦明博
杉浦義浩
朝岡　正
原田保男
平田兼久
稲垣良次
犬塚宣明
石川哲朗
伊藤富義
岩瀬正範
北山健二
三村幸弘
三浦康彦
小田井博茂
岡田文雄
大河内芳信
小澤育史
齋藤　肇
柴田高広
杉田明弘
高濵明利
鳥居清澄
矢橋和也
山﨑秀夫
犬塚和夫

17’

12’

08’
10’
12’

13’

14’
15’

杉浦　脩
平岩一夫
杉浦明博
山﨑周彌
嚮 原正人
鳥居祥雄
小澤育史
松田茂治
加藤浩道
三浦眞澄
大内基浩

加藤良邦
奥谷弘和
榊原　健
杉田　茂
加藤丈太郎
樅山善久
石川春久
犬塚敦統
杉浦健次
山中寛三

16’

17’

08’

09’

10’

11’
12’

池田弘孝
黒田昌司
岡本明弘
新美宗和
榊原　健
長田豊治
奥田雪雄
平松　太
鈴木健三
竹中　誠
新美雅浩
清澤聡之
山中寛紀
植松敏樹
森田英治
竹中　誠

小池 孝
牧野伸治
杉田亘恭
長田　治
西脇霊雄

神谷正康
小出道治

杉浦義尚
中村さと子
森田　仁
黒田勝基
杉浦浩一
伊藤ルミ
野々山光秋
高桑雄司
黒田勝基
森田　仁
神谷公一
田代清一
中村さと子
高桑雄司

野村賢孝
竹内博之
近藤一幸
酒井一造

13’

14’

15’
16’
17’

08’

09’
11’
12’

14’

09’
11’
12’
14’

15’
16’

17’

09’
10’

12’

塚本昌男
水野𠮷𠮷 樹
大橋　均
山田哲夫
武田昭俊
安井喜秀
早川岩男
倉田英行
中川　敦
鈴木民也
髙木秀夫
髙村睦浩
齊藤𠮷𠮷 博
野々山和彦
中川　敦
鈴木民也
竹内博之

青山弦八
後藤利之
長谷収一
廣中利臣

堀田義之
犬塚万弘
石川勝雄
磯貝総一郎
伊藤則男
岩瀬　一
岩瀬清彦
加納　隆
小林　豊
三浦隆司
中根勝美
二宮誠二
岡田義雄
大須賀慶一
大髙敏睦
斎藤喬甫
酒井　進
嚮 原利夫
清　克行
下谷七郎
新海雄二
杉田芳男

杉浦正昭
杉浦義利
鈴木正司
鈴木昭夫
高原　宏
髙須　光
髙須　匀
辻村義之
山本裕充
山本俊明
米津長治
大山勝男
石山　進
太髙純治
鈴木経男
鈴木善和

平子昭三
伊吹治郎
稲垣　靖
小西紀久雄
畔柳弘文

柵木政美
松本　正
森田勝己
西尾四郎
丹羽　修
杉浦眞理子
鳥居剛育
山口恭正
矢田良一
竹内裕恭
大見育太
金子功男
石原勝成
待田　清
岡崎重太郎
安藤一高
富田清治
阿部光廣
植村康人
平野勝則
稲垣善朗
神谷　宏

成田　徹
都築征成
山口恭正
植村律保
安藤　毅
古居一雄
伊吹治郎
稲垣　靖
畔柳弘文
柵木政美
長坂　誠
西尾四郎
丹羽　修
杉浦眞理子

13’

14’

16’

17’

16’

17’

08’

11’

12’

14’
15’
16’

17’

杉浦三郎
山内和之
竹内俊介
青井雅純
小栗利朗
森田　亨

阿知和久男
竹内喜陽雄
竹内敬二
牧野克則
伊奈一郎
水野福三
村田　聡
井上義春
磯部　栄
杉野正博
清水昭博

加藤徳治

新美義博

榊原　肇
石川勝彦
鈴木宏司
都築利全
永田明世
松林信吾
㈱大清工務店

岩崎征宣
久野完治
中村泰忠

●ベネファクター
鈴木直幸
永井喜義

寺田　諭

豊島俊明
森　克彦
日野正美
飯田清春
平谷良樹
舩橋正員
磯部　茂
猪子誠兒
松田暁昌
佐々木久直
青山佳裕

浅井彦治
伊藤哲朗
佐藤敬治

安藤　巌

加藤　勉
浅見弥進男
矢野尚彦
中北武男
矢田政弘
森　正志
森　通保
三輪茂富
小澤正明
船越　孝
角田隆幸

岡田義夫
金森英夫
小島洋一
原 武史
伊串　惇
大野邦英
永井伸治
鈴木　睦
鵜飼正巳
樋田克史
服部孝至
横井　定
浅井耕治
荒尾元博

石田智彦
上田博行
加藤春視

保浦佳子
辻　勇夫
今泉明広

片山　進
山下隆義
平岩慎次
沖野　満
住川誠一
熊澤勝則
大野東秀
太田吉宣
中村隆文

大森　進
白木公明
加藤辰己

森 榮
小島三男
坂田義一
柴田裕市
松岡正浩
佐藤祐造
永田　正
飯盛靜男

加藤光哉
加藤睦彦
佐野一二
亀井　勝
大竹一義
加藤陽一
澤田賢成
加藤令吉
勝谷哲次
藤井源成
加藤唐三郎

安田宗平
鷲野光司
大島克己
安田新平
井川光雄
住野龍之介
近藤斉宏
奥村正幸
髙橋秀治
吉田　洋

山田　猛
松井智義
福田良子

安藤喜代司
堀尾庄一
古田嘉且
倉知正憲
杉浦賢二
伊藤靖祐

鈴木文勝

梅田英夫

中林正人
井上政秋
安藤日出男
中島俊朗
竹尾　悟
福田浩三
市川　孝
串田正克
太田哲郎
金井和治
柴田　弘
稲熊正徳
太田威彦
内海辰巳
波多野真
加藤泰弘
武田英昭
稲吉將秀
栗田和典

加藤勝之
青山雅彦
小澤　修
山本　修
若杉福雄
杉山仁朗

加藤充弥
須崎侑三
梅村邦雄

堀田　徹
岩田佳之
穂積良治
服部智謙

加藤義忠

坂　直樹
判治誠吾
渡邉文雄
浅野純史
大原康之
齋藤英彦
岡谷篤一
社本光永
盛田　宏
夏目和良
水野一樹
大島寅夫
三輪芳弘
天野信二
小嶋純二郎
白石好孝
那須國宏
高松正敏
土井寛己
鈴木忠明
中野義久
滝　茂夫

林　芳行

田中義一

奥村清介
簗瀬悠紀夫
近藤禎男
嶺木昌行
大岡洋三
森口雅文
池 　 潤
馬場研治
江口博寿
岩田崇祺
吉川公章

飯田秀雄
髙田和裕
寺本善雄
山田　豊
長瀬廣幸
福西康和

久野博淳
伊藤秀雄
岩崎誠二
伊東與有三
川田美代子
近藤和雄
堀田　努
尾本和弘
南雲和江
玉木大介
水野恒平
大竹山雄二
下郷卓弥
中村規脩
中島美恵
山口直彦

神保成章
白木良彦
鋤柄喜彦

野口昌良
堀江陽平
髙橋公比古
渡邉一平
國友昌大
篭橋美久
長谷川正親
阿部　博
梶田　知
國友昌大

松波恒彦
泉　憲一
岩田修司
稲葉　徹
大嶽達郎

小澤幸男
内藤　明
岩崎征一
川畑博敬
鬼頭茂成
木村光徳
髙木政義
田崎雅三
照井　栞
岡村隆德

原野勝至
池山健次
牧野博和

川辺清次

11’
12’
　
14’

15’
　
08’
09’
10’
11’

12’
13’
14’
15’
16’
17’

09’

08’

09’
12’
　
14’
15’
16’
17’

08’
10’
11’

13’
14’

09’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’

17’

15’
17’

08’

08’

09’
10’
11’
12’
13’
　
15’
16’
17’

08’

09’

10’

12’
14’

08’
09’
15’

09’
14’
　

08’

09’
11’

13’
　
15’
16’

08’
09’
10’

11’
12’

13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’

13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

10’
12’

14’

15’

16’

12’

09’

10’
11’
12’

13’

14’

15’

16’
17’

09’

12’

13’

　
15’
17’

08’
13’
14’
　

09’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

12’

13’

08’
09’
10’
11’
12’
　
14’
15’
16’
17’

　
10’
　

15’
17’

08’

09’

10’
12’
14’
15’

16’

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’

12’

13’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14
15’
16’
17’

08’
10’
17’

08’

小野雅之
太田敦士
平沼里子
山本郁矢
宮嵜良一
白藤憲雄
吉木邦男
鈴木清詞
木下福郎
入谷直行

大川　宏
髙田秀夫
小西忠昭
西川富夫
川村勝廣
大橋昭治
田口　望
大輪　稔
神野重行
岩崎光記
清水順二
藤井圓隆

安江英雄

伊藤正樹

江崎武人
水野𠮷𠮷 紹
石田正城
田中正樹
山口兼市
篠田光浩
柴田幸男
尾関孝英
各務　修
岡部　　

09’
10’

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’

09’
10’
11’
12’

13’

14’
15’
16’

10’

12’

08’

09’
10’
11’
12’
13’
15’
16’
17’

安井　孝
栁澤幸輝
千田　毅
渡辺英信
水野茂生
本多　満
山田信二

重冨　亮
佐藤良一
長瀬輝代之
樋口武人
加藤恭太郎

一柳　宰
加地佐健二
鈴木隆佳
桑山卓也
福田哲三
安井隆豊
亀井敏勝
浅野　洋
坪井和義
梶田浩太郎
増田靖憲
柏木博喜
髙木一平
山田和弘
相羽繁生
久保哲政
渡邉泰幸

米山郁生
平　民三

加藤敦子

渡邊源市
宮尾紘司
加藤重雄

小山雅弘

前田圭佑
乃一　稔
山田敏雄
横田幸三
細野恭弘
大矢英憲
髙柳　元

三浦俊彦

金田英和
渡邊萬里

藤田義明

八神　基
荒山久美

三浦多久二
花田利雄
大島照夫
松井章悟
青木公貞
長屋孝美
村井總一郎
上村健介
黒谷尚弘
花田邦司

竹内稔弘
鈴木茂久
鈴木大次郎

岩瀬淳一郎
大澤輝秀
生田米八
樋口俊寛

安田一夫

山田年清
河合利則
鈴木　進
石黒利昌
大河直樹

柴田　茂
神谷浩史
縣　保彦
榊原周造
冨安美孝
藤原俊男

星野順一郎
西郷省吾
小笠原喜好
森美智明
夏目　工

青山房生
河合光志

関谷　徹

西郷隆治
杉原敏雄

松井準治
鈴木照幸

小林佳雄

村井　忠
浅井　章
加藤信吾
大林市郎
加藤博巳

有賀　健
林　和夫
柴田芳孝
荻須文一
中村重嗣
天野惠一
丹羽良治
安藤宏行
柴田芳孝

杉浦敏夫
梅村正明

三浦勝美
天野精孝
小久保文雄
藤田正彦
服部英男
犬塚克明
鈴木康之
岡田光司
伊豫田浩

山内隆一
杉山正章
市川幾雄
青山俊次
三浦泰廣
浅岡謙治
生駒尚久

米本益栄
水野慶一
浦野政幸
浅井恒和
小島波尾
梅村憲一
澤田文雄

近藤正俊
岡田吉生

長野哲也
桐渕利次
永井量基
磯部亮次
近藤憲康
永田　裕
牧野正高
小山章仁
天野　彦

村上ふさ子
中野喜之
竹内正次

梅村和伸
小島哲夫
中條善朗
浅岡多田志
鈴木純子
河合英二
中山憲和
山下一美
鈴木　寛
中垣幸春

廣根　実
𠮷𠮷原孝彦
塚本幸夫
岡本　巧
太田宗一郎
久米博明
杉浦世志朗
毛受　豊
嶋津孝久
杉浦芳一
加藤真治

細井英治
神谷　研

大見　宏
石川　博
都築雅人
岡田良三
神谷明文
冨岡里美
福田雅美
横山真喜男

三村幸弘
尾﨑隆爾
榊原勝俊
筒井兼之
稲垣良次
小田井博茂
浅岡勝行
杉浦明博
杉田明弘
岩瀬正範
大河内芳信
柴田高広

平岩統一郎
神谷　研
岡島淳一
杉浦晴彦
石川春久
倉内　裕
山中寛紀

都築勇一
山下民義
篠田義隆
石川量英
鈴木茂朗
山下保彦
笠井保志
鳥居萬里
早川比呂太

中村さと子

奥野　暁
野々山貴文
笠松栄治
浅岡憲隆
名倉隆司
高桑雄司
野々山光秋
伊藤ルミ
杉浦浩一

髙木秀夫
神谷太一
水野吉樹
酒井一造

辻村和美
二宮誠二
下谷七郎
大高敏睦
犬塚万弘
杉浦正昭

畔柳芳夫
畔柳弘文
平子昭三
森田勝己
阿部光廣
田村　脩
寺部保美
岡崎重太郎
竹内泰夫
富田清治
安藤一髙

08’
11’

12’

13’

09’
　

11’
17’

08’

09’
12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’
17’

17’

14’

15’

09’
10
11’
12’

13’
14’
　
12’

14’
15’

14’

13’
14’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’

14’

08’

09’

12’
13’
14’
16’
17’

08’
10’
12’
13’
15’
16’

08’
09’
12’
15’
17’

09’
11’

08’

08’
10’

12’
14’

09’

08’

09’

10’
11’

12’

14’
15’
16’
　

10’
12’

08’
09’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

09’
10’
12’

13’
14’
17’

08’

09’

12’
 
16’

08’
09’

10’
11’

12’
14’

15’
16’

08’
09’
15’
　
08’
09’
10’
11’
12’
13’
　
15’
16’
17’

08’

09’
10’
11’

12’
13’
14’
15’
16’
　
10’
11’

12’

13’
14’
15’
16’
17’

08’

09’
10’
11’
12’
 

14’
15’
16’
17’

08’
09’
　

11’
12’
16’

08’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’

09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

09’
11’

12’

12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’

09’
　
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

高浜

西尾一色

碧南

知 立

西尾KIRARA

三河安城

西尾

安城

刈谷

西三河分区

豊田中

豊田三好

岡崎城南

豊田東

岡崎東

岡崎南

豊田

岡崎

西三河中分区

田原パシフィック

豊橋東

豊橋ゴールデン

奥三河

渥美

新城

豊橋南

田原

豊川

豊橋北

豊橋

東三河分区

名古屋アイリス

名古屋葵

名古屋東山

名古屋錦

名古屋昭和

名古屋千種

名古屋名北

名古屋名東

名古屋和合

名古屋守山

名古屋東

名古屋北

東名古屋分区

中部名古屋みらい

名古屋丸の内

名古屋名駅

杉浦三郎
山内和之
竹内俊介
青井雅純
小栗利朗
森田　亨

阿知和久男
竹内喜陽雄
竹内敬二
牧野克則
伊奈一郎
水野福三
村田　聡
井上義春
磯部　栄
杉野正博
清水昭博

加藤徳治

新美義博

榊原　肇
石川勝彦
鈴木宏司
都築利全
永田明世
松林信吾
㈱大清工務店

岩崎征宣
久野完治
中村泰忠

鈴木直幸
永井喜義

寺田　諭

豊島俊明
森　克彦
日野正美
飯田清春
平谷良樹
舩橋正員
磯部　茂
猪子誠兒
松田暁昌
佐々木久直
青山佳裕

浅井彦治
伊藤哲朗
佐藤敬治

安藤　巌

加藤　勉
浅見弥進男
矢野尚彦
中北武男
矢田政弘
森　正志
森　通保
三輪茂富
小澤正明
船越　孝
角田隆幸

岡田義夫
金森英夫
小島洋一
原 武史
伊串　惇
大野邦英
永井伸治
鈴木　睦
鵜飼正巳
樋田克史
服部孝至
横井　定
浅井耕治
荒尾元博

石田智彦
上田博行
加藤春視

保浦佳子
辻　勇夫
今泉明広

片山　進
山下隆義
平岩慎次
沖野　満
住川誠一
熊澤勝則
大野東秀
太田吉宣
中村隆文

大森　進
白木公明
加藤辰己

森 榮
小島三男
坂田義一
柴田裕市
松岡正浩
佐藤祐造
永田　正
飯盛靜男

加藤光哉
加藤睦彦
佐野一二
亀井　勝
大竹一義
加藤陽一
澤田賢成
加藤令吉
勝谷哲次
藤井源成
加藤唐三郎

安田宗平
鷲野光司
大島克己
安田新平
井川光雄
住野龍之介
近藤斉宏
奥村正幸
髙橋秀治
吉田　洋

山田　猛
松井智義
福田良子

安藤喜代司
堀尾庄一
古田嘉且
倉知正憲
杉浦賢二
伊藤靖祐

鈴木文勝

梅田英夫

中林正人
井上政秋
安藤日出男
中島俊朗
竹尾　悟
福田浩三
市川　孝
串田正克
太田哲郎
金井和治
柴田　弘
稲熊正徳
太田威彦
内海辰巳
波多野真
加藤泰弘
武田英昭
稲吉將秀
栗田和典

加藤勝之
青山雅彦
小澤　修
山本　修
若杉福雄
杉山仁朗

加藤充弥
須崎侑三
梅村邦雄

堀田　徹
岩田佳之
穂積良治
服部智謙

加藤義忠

坂　直樹
判治誠吾
渡邉文雄
浅野純史
大原康之
齋藤英彦
岡谷篤一
社本光永
盛田　宏
夏目和良
水野一樹
大島寅夫
三輪芳弘
天野信二
小嶋純二郎
白石好孝
那須國宏
高松正敏
土井寛己
鈴木忠明
中野義久
滝　茂夫

林　芳行

田中義一

奥村清介
簗瀬悠紀夫
近藤禎男
嶺木昌行
大岡洋三
森口雅文
池 　 潤
馬場研治
江口博寿
岩田崇祺
吉川公章

飯田秀雄
髙田和裕
寺本善雄
山田　豊
長瀬廣幸
福西康和

久野博淳
伊藤秀雄
岩崎誠二
伊東與有三
川田美代子
近藤和雄
堀田　努
尾本和弘
南雲和江
玉木大介
水野恒平
大竹山雄二
下郷卓弥
中村規脩
中島美恵
山口直彦

神保成章
白木良彦
鋤柄喜彦

野口昌良
堀江陽平
髙橋公比古
渡邉一平
國友昌大
篭橋美久
長谷川正親
阿部　博
梶田　知
國友昌大

松波恒彦
泉　憲一
岩田修司
稲葉　徹
大嶽達郎

小澤幸男
内藤　明
岩崎征一
川畑博敬
鬼頭茂成
木村光徳
髙木政義
田崎雅三
照井　栞
岡村隆德

原野勝至
池山健次
牧野博和

川辺清次

11’
12’
　
14’

15’
　
08’
09’
10’
11’

12’
13’
14’
15’
16’
17’

09’

08’

09’
12’
　
14’
15’
16’
17’

08’
10’
11’

13’
14’

09’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’

17’

15’
17’

08’

08’

09’
10’
11’
12’
13’
　
15’
16’
17’

08’

09’

10’

12’
14’

08’
09’
15’

09’
14’
　

08’

09’
11’

13’
　
15’
16’

08’
09’
10’

11’
12’

13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’

13’
14’
15’
16’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

10’
12’

14’

15’

16’

12’

09’

10’
11’
12’

13’

14’

15’

16’
17’

09’

12’

13’

　
15’
17’

08’
13’
14’
　

09’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

12’

13’

08’
09’
10’
11’
12’
　
14’
15’
16’
17’

　
10’
　

15’
17’

08’

09’

10’
12’
14’
15’

16’

17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’

12’

13’
17’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14
15’
16’
17’

08’
10’
17’

08’

小野雅之
太田敦士
平沼里子
山本郁矢
宮嵜良一
白藤憲雄
吉木邦男
鈴木清詞
木下福郎
入谷直行

大川　宏
髙田秀夫
小西忠昭
西川富夫
川村勝廣
大橋昭治
田口　望
大輪　稔
神野重行
岩崎光記
清水順二
藤井圓隆

安江英雄

伊藤正樹

江崎武人
水野𠮷𠮷 紹
石田正城
田中正樹
山口兼市
篠田光浩
柴田幸男
尾関孝英
各務　修
岡部　　

09’
10’

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’

09’
10’
11’
12’

13’

14’
15’
16’

10’

12’

08’

09’
10’
11’
12’
13’
15’
16’
17’

安井　孝
栁澤幸輝
千田　毅
渡辺英信
水野茂生
本多　満
山田信二

重冨　亮
佐藤良一
長瀬輝代之
樋口武人
加藤恭太郎

一柳　宰
加地佐健二
鈴木隆佳
桑山卓也
福田哲三
安井隆豊
亀井敏勝
浅野　洋
坪井和義
梶田浩太郎
増田靖憲
柏木博喜
髙木一平
山田和弘
相羽繁生
久保哲政
渡邉泰幸

米山郁生
平　民三

加藤敦子

渡邊源市
宮尾紘司
加藤重雄

小山雅弘

前田圭佑
乃一　稔
山田敏雄
横田幸三
細野恭弘
大矢英憲
髙柳　元

三浦俊彦

金田英和
渡邊萬里

藤田義明

八神　基
荒山久美

三浦多久二
花田利雄
大島照夫
松井章悟
青木公貞
長屋孝美
村井總一郎
上村健介
黒谷尚弘
花田邦司

竹内稔弘
鈴木茂久
鈴木大次郎

岩瀬淳一郎
大澤輝秀
生田米八
樋口俊寛

安田一夫

山田年清
河合利則
鈴木　進
石黒利昌
大河直樹

柴田　茂
神谷浩史
縣　保彦
榊原周造
冨安美孝
藤原俊男

星野順一郎
西郷省吾
小笠原喜好
森美智明
夏目　工

青山房生
河合光志

関谷　徹

西郷隆治
杉原敏雄

松井準治
鈴木照幸

小林佳雄

村井　忠
浅井　章
加藤信吾
大林市郎
加藤博巳

有賀　健
林　和夫
柴田芳孝
荻須文一
中村重嗣
天野惠一
丹羽良治
安藤宏行
柴田芳孝

杉浦敏夫
梅村正明

三浦勝美
天野精孝
小久保文雄
藤田正彦
服部英男
犬塚克明
鈴木康之
岡田光司
伊豫田浩

山内隆一
杉山正章
市川幾雄
青山俊次
三浦泰廣
浅岡謙治
生駒尚久

米本益栄
水野慶一
浦野政幸
浅井恒和
小島波尾
梅村憲一
澤田文雄

近藤正俊
岡田吉生

長野哲也
桐渕利次
永井量基
磯部亮次
近藤憲康
永田　裕
牧野正高
小山章仁
天野　彦

村上ふさ子
中野喜之
竹内正次

梅村和伸
小島哲夫
中條善朗
浅岡多田志
鈴木純子
河合英二
中山憲和
山下一美
鈴木　寛
中垣幸春

廣根　実
𠮷𠮷原孝彦
塚本幸夫
岡本　巧
太田宗一郎
久米博明
杉浦世志朗
毛受　豊
嶋津孝久
杉浦芳一
加藤真治

細井英治
神谷　研

大見　宏
石川　博
都築雅人
岡田良三
神谷明文
冨岡里美
福田雅美
横山真喜男

三村幸弘
尾﨑隆爾
榊原勝俊
筒井兼之
稲垣良次
小田井博茂
浅岡勝行
杉浦明博
杉田明弘
岩瀬正範
大河内芳信
柴田高広

平岩統一郎
神谷　研
岡島淳一
杉浦晴彦
石川春久
倉内　裕
山中寛紀

都築勇一
山下民義
篠田義隆
石川量英
鈴木茂朗
山下保彦
笠井保志
鳥居萬里
早川比呂太

中村さと子

奥野　暁
野々山貴文
笠松栄治
浅岡憲隆
名倉隆司
高桑雄司
野々山光秋
伊藤ルミ
杉浦浩一

髙木秀夫
神谷太一
水野吉樹
酒井一造

辻村和美
二宮誠二
下谷七郎
大高敏睦
犬塚万弘
杉浦正昭

畔柳芳夫
畔柳弘文
平子昭三
森田勝己
阿部光廣
田村　脩
寺部保美
岡崎重太郎
竹内泰夫
富田清治
安藤一髙

08’
11’

12’

13’

09’
　

11’
17’

08’

09’
12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’
17’

17’

14’

15’

09’
10
11’
12’

13’
14’
　
12’

14’
15’

14’

13’
14’

08’
09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’

14’

08’

09’

12’
13’
14’
16’
17’

08’
10’
12’
13’
15’
16’

08’
09’
12’
15’
17’

09’
11’

08’

08’
10’

12’
14’

09’

08’

09’

10’
11’

12’

14’
15’
16’
　

10’
12’

08’
09’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

09’
10’
12’

13’
14’
17’

08’

09’

12’
 
16’

08’
09’

10’
11’

12’
14’

15’
16’

08’
09’
15’
　
08’
09’
10’
11’
12’
13’
　
15’
16’
17’

08’

09’
10’
11’

12’
13’
14’
15’
16’
　
10’
11’

12’

13’
14’
15’
16’
17’

08’

09’
10’
11’
12’
 

14’
15’
16’
17’

08’
09’
　

11’
12’
16’

08’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’

09’
10’
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

09’
11’

12’

12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’

09’
　
11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’
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名古屋名南

名古屋栄

名古屋大須

名古屋瑞穂

名古屋中

名古屋みなと

名古屋東南

名古屋西

名古屋南

名古屋

西名古屋分区

愛知長久手

名古屋城北

瀬戸北

名古屋空港

春日井

小牧

江南

犬山

瀬戸

東尾張分区

一宮中央

尾張中央

名古屋清須

あま

稲沢

一宮北

尾西

津島

一宮

西尾張分区

大府

知多

東知多

東海

常滑

半田

南尾張分区

西尾KIRARA
三河安城

知 立

碧南

西尾一色

高浜

半田南

池田拓夫
石川八郎
伊東良夫
小杉將郎
松本　宏
三保谷樞
水野八洲男
椴山晃雄
新美忠夫
蜷川　幸
岡戸伍弌
小野眞孝
杉浦三郎
鈴木千里
高木　宏
竹内尚哉
冨　武司
土平詔一
山内和之
内田榮一
小栗利朗
榊原正治
青井雅純
畑中雅之
神戸信寅
竹内俊介
高木利定
六鹿直視
平林伸康
川口新平
小栗孝久
森田　亨
前田佳男
伊東良夫
内田榮一
岡戸伍弌
金澤憲二
松本順子
松石奉之
酒井良輔
嚮 原明美
鈴村せつ子
手島寿宏
山﨑正夫
石川八郎
小杉將郎
松本　宏
水野八洲男
椴山晃雄
新美忠夫
蜷川　幸
小野眞孝
杉浦三朗
土平詔一
山内和之
小栗利朗

伊奈一郎

竹内喜陽雄
稲葉勝彦
赤井俊二
後藤　正
牧野克則
猪飼盛雄
伊奈正彦
杉江久三郎
伊奈輝三
清水幸一
鯉江公司
市田弘治
村田　聡
小島貞夫
阿知和久男
井上義春
角野濱照
伊奈輝三
伊奈輝三

小嶋真一郎
増岡達一
小嶋洋一
坂野公俊
大林香瑞人
大林香瑞人
小嶋真一郎
小嶋真一郎
高村敦夫
中池聡之
早川直義
村瀬秀和
佐野宏樹
小嶋真一郎

加藤知成
堀 葵
加藤知成
熊澤　岌
山本さゆり
藤澤健夫
村瀬竜雄
加藤知成
高津忠男
小笠原直樹
山本さゆり

石川勝彦
榊原徳三
竹内満寿夫
都築延男
中井民雄
新美　茂
榊原　肇
加藤裕安
新美建司
榊原邦彦
沢田　佶
都築利全
小栗雅彦
森島昭二

08’

09’
10’
13’

14’

15’

16’

17’

11’

12’
14’

15’
16’

08’
09’
11’
12’

13’

14’

15’
16’

17’

08’

09’

10’

12’

13’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

13’
14’

15’

17’

11’
12’
13’

09’
12’

13’
14’

17’

近藤敏通
森田芳一
加藤金吉
山本育輝
岡戸利直
石川信行
鈴木健司
鈴木宏司
間瀬　正
永田明世
竹内俊郎
石川勝彦
竹内　靖
竹内満寿夫
都築延男
杉浦豊幸
鈴木健司
榊原　肇
新美　茂
岩部雅人
嚮原　英
山本慎治
嚮 原邦彦
手島嘉宏
都築利全
近藤敏通
加藤金吉
小栗雅彦
森島昭二

葉山博美
岩崎征宣
竹内義将
早川佳教
村上茂登
久野完治
中村泰忠
永井喜義
千賀貴彦

加藤正俊
相羽英人
久野春雄
加藤正俊

牛田　猛
森島勝美
大森一人
舩橋正員
平谷良樹
野杁章夫
野杁章夫
磯部　茂
青山佳裕
伊藤幸一
則竹伸也
舩橋正員
大森一人

08’
12’
13’

16’
17’

10’

12’
13’

12’
13’

14’
15’
16’
17’

14’

安江正博
伊藤哲朗
鈴木吉男
篠田　廣
坂井　裕
伊藤彰浩
宇佐美三郎

大島晋作
都倉吾一
山内　登
山内幸夫
横山　弘
吉田　弘
吉田民雄
安藤　巖
不破惠一郎
岩田勝義
金森安石
加藤千博
前田正和
森 新
森信一朗
前田正和
加藤博行

豊島德三
林　冏成
水野憲司
山内國雄
小澤正明
松原幹彦
藤原峯忠
石黒三雄
矢野尚彦
加藤　勉
黒木義公
大森克孝
瀧　義孝
豊島德三
豊島德三
豊島德三
豊島德三
豊島德三

野々部昭男
伊藤　彰
児島秀光
金森英夫
西村郁夫
新海　勲
山名敬一
成田幸太郎
浅井耕治
大野邦英
池田邦雄
伊藤強平
伊藤正弘
田口茂利平
山田信行

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’
15’

16’

17’

横井　定
野島精二
林　茂夫
加藤　耐
小森章平
服部孝根
橋本嗣治
塚本胤男
伊串　惇
今井靖隆

佐藤　明
黒野晃太郎
西川広樹
柏子見昌敏
鈴木正徳
田中正博
鈴木和彦
田中正博
光岡　朗
山田幹夫
堀江承元
田中正博
岩島裕芳
前田重廣
後藤雅光
西川広樹
鈴木正徳
栗木和夫
北野庸夫
古川　宏
西川広樹
加藤憲治
鈴木正徳
西川広樹
北野庸夫
大竹敬一
山田幸治
児玉憲之
立松絹久
真木伸一
東海広光
黒野晃太郎
高山　敏
西川広樹
光岡　朗
栗木和夫
山田尊久
後藤雅光
児玉憲之
東海広光
黒野晃太郎
紅谷幸政
篠田正志
後藤雅光
黒野晃太郎
稲垣秀樹
中西　巧
伊藤英毅
岩島裕芳
大竹敬一

立松絹久
山田尊久
児玉憲之
栗木和夫
後藤雅光
田中正博
黒野晃太郎
前田重廣

早川雅男
成田　博
守野暢洋
森田堅一
中村　禊
高山萬三
辻　勇夫
森田堅一
星野清久
早川雅男
後藤　稔
中村　禊
伊藤　昇
守野暢洋
和田典之
梅田愼也
後藤鈴明
田邉辰彦
桜井利夫
江川泰彦
浅田嘉行
辻　勇夫
櫻井利夫
池戸賢治
江川泰彦
三輪隆裕

熊澤勝則
山下隆義
赤堀博宣
平野弘康
水上惠一
中村隆文
沖野　満
大野眞一
熊澤勝則
山下隆義

加藤康治
松前憲典
尾関一之
柴田裕市
猪子裕史
春木和美
松岡正浩
林　倫子
飯盛静男
今井多美子
永田　正
小野木宏
佐藤祐造
秋田敬治

08’

10’

11’

14’

15’
16’
17’

12’
14’
15’

08’

12’
13’

14’
15’

16’

17’

11’

12’

13’

14’

15’

石原稔久
石川正弘
伊藤恒二郎
加藤辰己
加藤恭章
松前裕己
松前和子
森 眞
西岡則男
大塚省治
鵜飼俊光
永田　正
松本正暢
松前裕己

田中鉦雪
山田晃司
寺田　悟
鈴木良信
澤田賢成
佐野一二
岡村　肇
大竹一義
勝谷哲次
加藤睦彦
加藤五津美
亀井　勝
平松　啓
渡辺愛一郎
加藤眞言
加藤令吉
神戸芳樹
加藤陽一
山口育男
野田正治
森脇文直
伊藤英彦
山本英雄
加藤一夫
加藤恵子
加藤孝爾
藤井源成
牧 治
加藤定江
井上伸也
松村晋也
加藤　捷
梶野輝雄
玉井　徹
加藤唐三郎
天野靖久
井上　博
青山　稔
加藤陽一
加藤太伸
近藤三博
野田由紀子
刑部祐介
鈴木光彦

16’

17’

08’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’
16’

鈴木政成
加藤光哉
加藤陽一
山田　拓
山口記由

平林米司
木納隆義
小嶋利彦
安田宗平
朱宮新治
伊藤英男
仙田逸二
住野龍之介
吉野　稔
小室秀夫
青山佳高
有馬彰顕
井川光雄
野倉達雄
小川宏嗣
小川逸朗
小川征一
武山勇夫
山根雄司
安田新平
朱宮新治
松山邦夫
日比野良太郎
宮本照剛
野田　修
小川嘉吉
大島克己
谷津義雄
吉田　洋
安達英昭
朱宮新治
板津英基
原　正男
奥村正幸
田中茂生
河田敏和
千田昌宏
梶川増蔵
石田銑一
田中進一郎
安田宗平
伊藤　隆
大海敏道
髙橋秀治
近藤斉宏
岡田雅隆
牧野武彦
木村　完
平林米司
朱宮新治
松平實胤
野倉達雄
小川宏嗣
住野龍之介
山根雄司

安田新平
日比野良太郎
井川光雄
小川征一
日比野万喜男
稲垣圭次
加藤浩一
祖父江寿男
原　正男
松平實胤
谷津義雄
吉田　洋

倉知正憲
岩井正彦
山田　猛
古田嘉且
大池武徳
伊藤靖祐

河村嘉男
鈴木文勝
鈴木文勝
松尾憲二郎
河村嘉男
鈴木文勝
鈴木文勝
堀井　武
大島賀樹
長谷川弘
五藤隆夫
橋本晃暢
落合鑅一
舩橋茂行

大橋完一
林　鑛三
山田　治
社本太郎
小島啓冶
林　憲正
風岡保広
志水ひろみ
加藤久仁明
社本太郎
屋嘉比良夫
名畑　豊
加藤久仁明
屋嘉比良夫
志水ひろみ
山田　治

飯田幸雄
加藤清久
大嶋一二三
松下洋一
山田直樹
大竹　薫
箕輪良孝
加藤清久
西尾輝久
冨田　晃
大嶋一二三

17’

09’

10’
14’
15’
17’

10’
12’
13’

14’

15’
16’

17’

08’

09’
10’

11’
12’

13’

15’

09’

10’
11’

12’

13’

14’

15’
16’

11’
12’

13’

14’

15’

16’
17’

08’

09’

10’

11’

小柳和之
飯田幸雄
髙島　昇
谷口伸夫
丹羽敏行
桜井雅博
古橋裕志
井田武憲
山田直樹

中林正人
三治　明
村瀬冨三夫
高山光雄
鈴木恵一
山田幹雄
竹尾　悟
串田正克
中島俊朗
金井和治
武田英昭
栗田和典
波多野真
井上政秋
稲吉將秀
稲熊正徳
中林正人
伊勢村道雄
照井通夫
北園守生
市川　孝
清水武臣
内海辰巳
太田哲郎
原田好展
土屋範郎
川口直也
加藤泰弘
山北秀和
波多野勝美
安川正勝
石川良治
柴田　弘
中林正人
川瀬　公
金井和治
中林正人

山中俊博
小澤　修
鈴木晴季
成田一成
山本　修
江尻守鉅
加藤勝之
伊藤保徳
坂田　隆
若杉福雄
坂田　隆
青山雅彦
中島英海
高島鋭郎
成田一成

加藤勝之
青山雅彦
加藤光枝
荒井康夫
梅村邦雄
加藤充弥
江尻忠之
鈴木晴季
加藤勝之
中野昭雄
加藤勝之
青山弘彦
梅村邦雄
小澤　修
山本　修
坂田　隆
若杉福雄
大竹良太
荒井康夫
中島英海
杉山仁朗
小澤　修
平尾節子
加藤雅人
長江正成
二宮あづさ
中野昭雄
成田一成
青山雅彦
加藤勝之
若杉福雄
江尻忠之
鈴木昌子
和佐田強
中野昭雄
梅村邦雄
江尻忠之

長谷川義夫
井上隆義
園原宏治
丹羽規之
三輪照夫
服部　徹
河村金明
井上隆義
井上隆義
服部　徹
山田照光
小川清夫
宮田浩明
井上隆義
井上隆義
井上隆義

堀田　徹
服部智謙
堀田　徹
服部智謙
多田通夫
岩田佳之
岩田佳之
長谷川幸正

12’

13’

14’

15’

16’
17’

08’

10’
11’

12’

13’

15’
17’

08’
09’

10’
11’
12’
14’
15’

林 　 學
穂積良治
小塚美知子
小原久和
奥田　葵
玉置政利
津坂守英
内田正也
山田善国
後藤訓美
筒井俊秋
岩田佳之
服部智謙
太田達夫

丹羽司一
白石政二郎
佐藤文昭

稲熊茂男
尾野英二
小山陽三
鈴木雅弘
吉田　紘
尾野英二

鈴木輝彦
多久田達宏
内田安彦
渡邉　浩
山路兼生
岩田崇祺
中村哲郎
江口博寿
澤田伊三夫
嶺木昌行
宮田理博
北　登一
桂　洋司
小嶋仲夫
後藤正憲
奥山清介
伊藤昌弘
池 　 潤
多久田達宏
伊藤昌弘
浦野廣高
吉川公章
浅原光男
斎藤清治
櫻井　繁
山口義浩
篠田美樹
伊藤昌弘
粕谷忠晴
岩田崇祺
福山　衛
吉川公章
伊藤昌弘
江口博寿
榊原仁作

11’

17’

15’
16’
17’

08’
09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

片桐　満
吉川公章
伊籐昌弘
近藤雅夫
吉川公章
伊藤昌弘
伊東万樹也
江口博寿
伊藤昌弘

住田　守
荒木　巌
小島清路
才本清継
加藤茂春
梅田武久
田島伸也
小倉　昇
杉江豊文
森　　清
岸上泰道
成田洋之
住田　守
内藤昌裕
山田　豊
岸上泰道
橋本修三
杉浦　弘
山内靖雄
杉江豊文
福西康和
猪子恭秀
長瀬廣幸
関口宗男
鈴木　哲
酒井　優
寺本善雄
鈴木　哲
山内靖雄
田島伸也

尾本和弘
片山主水
久野博淳
尾本和弘
久野博淳
伊東與有三
尾本和弘
久野博淳
片山主水
片山主水
白木良彦
尾本和弘
久野博淳
尾本和弘
浅野昌文
伊東與有三
久野博淳
大竹山雄二
伴　禎夫
福島啓氏
水野恒平
鈴木雅雄

菱田美智代
伊藤秀雄
大竹山雄二
近藤和雄
近藤信之
中村脩規
大西弘高
佐久間貞介
伊藤秀雄

高村博三
髙村博三
髙村博三
髙村博三
松波恒彦
髙村博三
泉　憲一
近藤雄亮
岩田修司
髙須洋志
伊藤　豪

小笠原和俊
伊藤与則
川畑博敬
内藤　明
横井　衞
住田正夫
前田隆久
岩崎征一
吉田明夫
浅井隆宣
木村光徳

三浦幸治
原野勝至
原野勝至
原野勝至
立松　賢
山田靖典
原野勝至
羽田野道明

猪村美之
小野雅之
榊原和美
朝比美和子
三浦　隆
三浦和人
佐々木眞
木下福郎
杉本　勇
三島多恵子
木村　猛
東山直史
大橋さなえ
山本誠一
長尾浅𠮷𠮷
三浦和人
川辺清次
川村繁生
鈴木　享
杉山隆秀

新原　尚
水野俊男
本多利郎
加藤英敏
伊藤圭一
野々村憲吾
坂田信子
白藤憲雄
犬飼りさ枝
武藤正行
吉木邦男
入谷直行
加藤宜之
木下福郎
久米伸治
中村　勝
中西芳子
山本郁矢
細井俊男
佐々木元彦
鈴井一博
鈴木清詞
有川英敏
森田敏二三
朝比美和子
児島徳和
榊原和美
三島多恵子
鈴木　享
三浦　隆

日比野三吉彦
深澤良介
浅井泰夫
青島邦夫
藤井圓隆
日比野三吉彦
池永秀夫
隅田耕市
髙田秀夫
寺島洋治
川村勝廣
加藤　清
日比野三吉彦
安藤隆利
友田喜夫
大橋昭治
大川　宏
田口　望
小崎誠三
浅井泰夫
藤井圓隆
杉本和英
小室健次郎
日比野三吉彦
神野重行
小原新一
石黒　隆
岡本敏男
岩崎光記
神野重行
川村勝廣
大川 宏

田口 望
藤井圓隆
神野重行
城野八代江
小西忠昭
小室健次郎
大橋昭治
日比野三吉彦

藤田守彦
藤田守彦
西川 博
西垣美千子
藤田守彦
岩田　宏
藤田守彦
西川　博
森田正樹
渡邉徹雄
水野裕善
磯部　徹
岡田守功
大塚嘉彦
後藤　敞
岩田　宏
林　昌義
岩田　宏
藤田守彦
安江英雄
森田正樹
西川　博
岩田　宏
矢野雄嗣
岩田　宏
藤田守彦

川口　豊
川口　豊

後藤吉夫
加藤喜一
岡部　　
中村陽公
吉田正克
山本光夫
船橋夜光
中川正美
小栗七生
水野𠮷𠮷 紹
堀田正夫
近藤和利
井口哲雄
伊藤満琉
上田圭　
真田新之助
杉浦秀一
田中正樹
中村陽公
前﨑弘光
内藤秀樹
石黒大山

16’

17’

08’

09’

　

11’
13’
14’

15’

16’

17’

09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’
17’

08’
09’
10’
11’

12’

13’

14’
16’
　
08’
09’
11’
13’

14
15’

08’

11’
13’
14’
　
16’
17’

08’

09’
10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’
09’

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’
09’
11’

12’
13’

14’

15’

16’

17’

09’
10’

08’

09’

10’

11’

12’

江崎武人
谷田利景
石田博彦
中川正美
岡部　　
柴田幸男
中島　実
篠田光浩
山本光夫
石黒大山
水野𠮷𠮷 紹
中村陽公
木村　茂
谷田利景
田中正樹
古橋　茂
渡邊嘉昭
加藤喜一
中川正美
中村陽公
伴野友昭
石田正城
尾関孝英
佐藤春信
佐藤昌伸
矢形修己
石田博彦
柴田幸男
木村　茂
田中正樹
前﨑弘光
水野𠮷𠮷 紹
山本光夫
山口春三
坂　英臣
加藤和彦
溝口　治
山田啓二
日比榮一
待井雄介
岡部　　
田中正樹
小栗七生
中川正美

ミカエル　カルマノ
澤村　広
高橋　巌
安藤　茂
後藤章信
浅見　勲
鷲見弘明
千田　毅
尾関重雄
加藤忠夫
渡辺英信
増田浩男
澤　國生
水野茂生
本田伸太郎
柏木　功
今村憲治
新実宣英

13’

14’
15’

16’

17’

09’
10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’

09’
10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

山口譽起
多和田武
山田信二
真木　昭
余語郁夫
山田健市
清水恭一
東谷昌彦
椙山正弘
福谷正男
ミカエル　カルマノ
水谷守一
加藤坂夫
鋤納忠治
小出忠孝
古川善次郎
本田伸太郎
棚橋鎌次
平野正美
西川誠也
渡辺英信
水野茂生
山田信二
宇佐美嘉重斌
本多　満
新実宣英
高橋　巌
水野茂生
鈴木建吾
栁澤幸輝
澤村　広
本田伸太郎
後藤章信
余語郁夫
平松征男
山田信二
水野茂生
本田伸太郎

高橋祥泰
佐藤正延
重冨　亮
重冨　亮
森藤左ヱ門
佐藤良一
長瀬輝代之
森藤左ヱ門
伊藤陽介
重冨　亮
木村隆之
滑　尚眞
木村邦彦
重冨　亮
滑　尚眞
重冨　亮
井ノ上由貴男
松崎美都子
木村邦彦
滑　尚眞
重冨　亮
加藤恭太郎
滑　尚眞
重冨　亮

鵜飼昌治
井ノ上由貴男
伊藤陽介
加藤恭太郎
松崎美都子
森藤左ヱ門
滑　尚眞
佐藤正延
重冨　亮

伊藤勝康
柏木順壱
加治佐健二
今村孝治
福田哲三
桑山卓也
𠮷𠮷田正道
福田哲三
桑山卓也
加藤一郎
今村孝治
伊藤勝康
福田哲三
加治佐健二
柏木順壱
桑山卓也
槇野智之
福田哲三
桑山卓也

中込清周
村橋泰志
津川聖子
奥　佳澄
中村公彦
中村公彦
藤野直子
齊藤英夫
須賀康夫
平　民三
都築八千代
足立　勉
藤野直子
北村正和
中込清周
奥　佳澄
鈴木太刀雄
村橋泰志
中村公彦
津川聖子
須賀康夫
平　民三
都築八千代
足立　勉
藤野直子
北村正和
村橋泰志
中村公彦
加藤　令
佐藤慎一郎
平　民三
都築八千代

17’

11’

12’
14’

15’
16’

17’

09’

10’
11’
12’

13’
15’

16’

17’

遠藤友彦
遠藤友彦
星川直志
星川須美子
加藤敦子
藤原研一
横田徳久
梶川久雄
古川康司
星川直志
西脇良一
松岡三明
伊藤晋一
尾関正一
柴山利彌
石 黒 　勉
宇都木寧
渡邉泰彬
阿部美男
遠藤友彦
梅村美知容
木村雅一
岩田滿治
尾關實津成
橫井　登
小關敏光
梅田　渉
加藤敦子

小杉啓彰
笹野義春
和田正敏
小林　明
大口弘和
小山雅弘
竹内眞三
池森由幸
宮尾紘司
三好　親
谷口　優
小林英毅
萩原喜代子
鈴木理之
笹野義春
伊藤健文
樫尾富二
加藤重雄
西川豊長
堀江宏輝
佐野　寛
吉田　玄
小山雅弘
池森由幸
鈴木聖三
宮尾紘司
大口弘和
志水ひろみ
小山雅弘
加藤重雄

鈴木重幸
高柳　元

10’
11’
12’

13’

14’

 
16’

17’

08’

10’

11’

12’
13’
14’

15’

16’

17’

08’

上野　広
木下　実
鈴木重幸
上野　広
横田幸三
加藤　靖
河合勇夫
鈴木重幸
上野　広
安藤鉦太郎
伊丹惣三
名倉嗣治
乃一　稔
鈴木真司
上野　広
渡邉直樹
大矢英憲
上野　広
久田錦三
田中邦幸
細野恭弘
柴田義介
安藤鉦太郎
細野恭弘
髙橋　進
前田圭佑
伊丹惣三
小坂達也
加藤　厚
柴田義介
山田敏雄
渡邉直樹
須原茂樹
髙柳　元

前田元弘
河北英次
武田正典
近藤歌子
林　光夫
植村元雄
長谷川周義
三浦俊彦
長谷川正孝
後藤博文
金子紀子
工藤悦子
鬼頭正二郎
寺西　正
北村隆子
落合和子
富山信也
三浦俊彦
長谷川周義
前田元弘
丹羽　繁
中山信義
藤岡省吾

武儀山勝彦
中島譲治
谷村　茂
大西和夫

09’

10’

11’

12’

13’

14’
15’

16’

17’

08’

10’
11’
12’

13’

14’

15’
16’

17’

10’

11’

12’
13’

14’

15’

16’

17’

14’
15’
　　

08’
11’
12’

13’
14’
15’
16’

17’

09’
　
11’

12’

13’
14’
　

08’

09’

10’

11’

12’

13’

山城章治
近藤俊彦
濱田康喜
早川和男
渡邊萬里
金田英和
松野一彦
渡邊萬里
平下三郎
奥村　敦
近藤兼治郎
松野一彦
渡邊萬里
佐藤敏夫
中島譲治

荒山久美
安井　忠

石川百代
疋田　淳
柳原伸行
村井總一郎
石黒　功
柴田宏巳
渡部茂久
牧野　渉
高橋豊彦
冨田佳央
村井總一郎
川村荒治

飯島　卓
陶山登士夫
酒井基裕
飯沼雅朗
竹本泰一
金原久雄
野嵜正一
藤田喜一郎
大岩敏郎

中西喜久雄
羽田明弘
松井由次
西村良彦
竹内稔弘
川口雄三
匹田雅久
西村良彦
山本光人
伴 實
鈴木茂久
石川顕次
羽田明弘
木村高章
佐藤矩朗
野寄一司
高倉宣夫
石川顯次
小林康男

福井英示
谷山　勉
小杉幸一郎
鈴木行久
西村良彦
鈴木大次郎
夏目國弘
土井松男
匹田雅久

樋口俊寛
山本信利
木下良夫
竹本尚美
岩瀬淳一郎
大澤輝秀
大橋平治
内藤雄功
鈴木榮一
戸田俊晴
岩瀬淳一郎
小澤行雄
戸田俊晴
内藤雄功

森下昭造
安田幸雄
仲谷　修
大河直樹
岩崎　功
河辺勝巳
藤城隆雄
藤井國弘
別所淳二
鈴木　進
石黒利昌
宮木幸彦
八木正光
冨田雅則
広中貴彦
河合利則
山田年清
松井　昭
大羽康彦

佐藤有文
大竹勝彦
藤城俊明
縣　保彦
山本芳隆
大竹勝彦
榊原周造
関口三千彦
榊原周造
神戸邦夫
磯村博宣
中村幸一
塩之谷昌
藤城俊明
磯村秀樹
縣　保彦
竹内宏次
吉野勝己

14’

15’

16’
17’

08’
09’
10’

11’

12’

13’

16’

17’

10’

11’
12’

13’

14’

15’

16’

08’

09’

10’

11’
12’

13’
14’

石川昌和
塩之谷昌
河合正治
河合梅雄
水梨豊三
中村陽一
冨安美孝
足立健一
藤原俊男
河合秀矩
長谷川典史
木下　治
小野喬四朗

神谷篤冶
石本健一
荒木　茂
渡会一昭
井本　宏
川口敏郎
彦坂育甫
間瀬祐一
木村守雄
朽名　誠
彦坂育甫
青山房生
森下一良
森下三嗣
三浦正好
川口敏郎

滝下　勲
柴田　勝
伴　辰三
内藤泰通

井上　穂
牧野政雄
松崎　進
高畑皓一
宇藤　信
藤城民男
若林正治
高沢博久
宮川嘉朗
岡本久永
高林保夫
真野善和
大須賀憲太
山本雅久
市川朝洋
谷村泰裕
天野義久
杉原敏雄
久保田裕明
白井正樹
鈴木雅博
西郷隆治
吉川一弘
福沢省吾
石原昭二
山口幹夫

15’

16’

17’

12’

13’
14’
15’

16’
17’

12’
13’

10’

11’

12’
13’

14’

15’

16’

17’

尾原　脩
磯田国男
小川喜一
鈴木照幸
柳田　豊
河辺虎太郎
松井準治
古橋一毅
平野義郎
辻　義郎
柴田　清
藤代善之
本多　敬
加藤武紀
河合喜嗣
大原孝一
古田勝美
鈴木照幸
松井準治
杉田鐘一

鈴木　薫
杉原好洋
鈴木昌敏
満田　稔
小林佳雄
西　義雄
河合純夫
平野正博
豊田能史
渡邊　茂
川西裕康
中嶌秀樹
中村成人
白井康仁
柴田健一
藤井宣行
松下泰三
莊　孝向
安井洋二

吉川正敏
杉浦惠造
内藤　淳
蜂須賀利雄
河野治生
服部良男
奥瀬勇作
服部憲明
中村重嗣
丹羽良治
梶川志郎
田口竜也
水野周久
本多啓一
黒河　陽
三嶋　勉
柴田芳孝
白井通義
杉浦　皓

09’
10’

11’

12’
13’

14’
15’

16’

17’

10’
　
12’

14’

15’

16’

17’

08’

09’

吉川正敏
加藤信吾
小原　睦
青木勇作
古澤武雄
菅井龍一
深田達彦
安藤光淵
浅井　章
林　和夫
岩月一郎
加藤博巳
山崎達也
天野恵一
吉川正敏
中根幹雄
岩瀬敬紀
中村重嗣
荻須文一
小原　睦
服部良男
林　和夫
野田篤文
丹羽良治
三浦泰秀
岩月昭佳
吉川正敏
蜂須賀利雄
三嶋　勉
青木勇作
宮本　隆
金山久雄
尾崎篤司
天野惠一
本多啓一
杉浦　皓
水野周久
峰澤彰宏
河野治生
佐々木勝己
松原広幸
杉浦惠造
小原　睦
酒部圭司
中村重嗣
有賀　健
加藤博已
清水芳美
畔柳春雄
山本邦雄
荻須文一
菅井龍一
林　和夫
丹羽良治
服部良男
吉川正敏
南部　淳
梶川志郎
峰澤彰宏
野田篤文
加藤博巳
天野惠一
古澤武雄

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

岩月一郎
黒河　陽
金山久雄
小原　睦
安藤宏行
太田成紀
櫻井敬子
岩瀬敬紀
三浦泰秀
金山久雄
小原　睦

斎藤直美
斎藤直美
杉浦敏夫
梅村正明
横山眞久
杉浦敏夫
梅村正明
加藤直樹
鈴木元弘
永田一夫
杉浦敏夫
河木照雄
梅村正明
杉浦敏夫
渡邉寿也
杉浦敏夫
梅村正明
渡邉寿也
加藤直樹
杉浦敏夫
梅村正明
奥田清仁
渡邉寿也
杉浦敏夫
梅村正明
孕石邦雄
神谷和利
丸井俊裕
光岡新吾
野口明生
岡田勝美
酒井法丈
渡邉寿也
杉浦敏夫

安藤幸司
本間　毅
中根義雄
今泉孝一
大須賀予偲子
岡田庸男
安藤幸司
神谷直三
渡辺要市
三浦勝美
中川修一郎
大久保武
鈴木康之
髙橋正直
小久保文雄
岡田庸男

17’

08’
09’

10’
11’

12’

13’

14’

15’

16’

17’

08’

09’
10’

11’

犬塚克明
高橋賢司
磯貝和汪
山本雅樹
本間　毅
安藤幸司
岡田庸男
本間英晴
藤田正彦
伊藤恭弘
岡田庸男
近藤千雅
中根義雄
杉田雅樹
太田進造
中嶋昭史
蒲野良雄
大村榮治
岡田光司
三浦勝美
今泉孝一
伊豫田浩
鬼頭辰郎
小野正富
志賀為宏
杉本義安
服部英男
犬塚克明
倉田　長
鈴木康之
本間　毅
安藤幸司
安藤隆幸
深津　篤
岩瀬宏隆
小島ミユキ
岡田庄璽
杉浦　彰
鈴木英成
高橋賢司

加納一弘
山形悦男
須藤一郎
鈴木宏行
中川俊治
池田憲治
寺田壽孝
佐藤仁功
伊藤愼一
野田清衛
加納一弘
小幡輝雄
伊藤信裕
土屋孝介
加納一弘
服部潤一
伊藤信裕
山形悦男
加納一弘

長坂　勲
小木曽進

12’

13’

14’

15’

16’

17’

10’

11’

12’

13’
　
15’

16’

17’

08’
09’

小野文憲
深田昭彦
山内隆一
山中　一
足立汎和
市川幾雄
長坂　勲
新波勝也
石原靖増
深津幸雄
橋本義紀
池田　正
原田耕平
小林清文
野村政弘
梅村順一
三浦泰廣
浅岡謙治
生駒尚久
岩月鋹廣
中川和広

豊田　稔
鈴木敬一
浦野　朗
山田守男
杉浦英昭
浦野政幸
鈴木英治
鈴木敬一
福岡　治
河合芳弘
川﨑省治
中根　茂
梅村憲一
浦野政幸
永野卓司
矢頭功生
深田利幸
浦野政幸

加藤順弘
小出浩義
小山章仁
宮島好弘
田中暉登
都築　孝
藤江顕治
神谷欣臣
長野哲也
高橋晶夫
加藤豊生
小林道利
永野彦麿
中根常彦
小野進一
小島邦男
近藤敬道
永田　裕
桐渕利次
永井量基
鈴木　豊
青山幸市

10’
11’
12’

14’

15’

16’
17’

08’
10’

11’
13’
14’
15’
16’

17’

08’

09’

10’

11’

岡田吉生
松野　敏
中根啓䑍
永坂博彦
天野賢一
近藤正俊
有馬惟夫
牧野正高
松永茂夫
松井孝王
桐渕利次
佐々木靖史
天野邦彦
青山幸市
永田　裕
杉山隆章
近藤保則
近藤憲康
千賀邦二
中山 巳
田中暉登
山本剛司
加藤義幸
中根常彦
太田三伸
志貴一仁
小林政則
太田三伸
藤江顕治
小林通利
小出浩義
小山章仁
宮島好弘
永井量基
髙橋晶夫

岡田佳大
永井光彦
野々山彰
深谷勝善
鈴木正輝
金子忠雄
堀川　泰
鈴木玉機
名倉明秀

浅岡多田志
河合英二
山下一美
中山憲和
河合英二
小島哲夫
猪狩　蔵
木戸重信
小島哲夫
和泉房枝
太田昌孝
鈴村幸雄
梅村公代
山内ユミ子
鈴木　寛
鈴木純子
浅岡多田志

12’

13’

14’

15’

16’

17’

10’
11’
13’

14’
17’

09’

10’
11’
12’
13’

15’

16’

17’

猪狩　蔵
鈴村幸雄

遠山堯郎

林　和夫

加藤俊二
前田孝司
橋本恭典
野村紀代彦
嶋津孝久
霜出倶弘
権田鋹弘
大竹憲治
嶋津孝久
鈴木文三郎
大音祖瑛
𠮷𠮷 原孝彦
前田孝司
岡本　巧
小林祥浩
塚本幸夫
太田宗一郎
平野和一
伊藤節夫
嶋津孝久
市川裕大
杉浦世志朗
鈴木　豊
深谷嘉英
杉浦芳一
黒田義之
大竹憲治
盛田豊一
鈴木　豊
毛受　豊
加藤哲也
廣根　実
加藤真治
鈴木　豊
天野櫻子
市川裕大
神野公秀
神谷光義
久米博明
内藤耕造
太田　保
池田憲司
加藤真治
橋本恭典
鈴木　豊
小川耕示
杉山欣輝
竹内一正
深谷稔彦
深谷嘉英
加藤哲也
野村紀代彦
鈴木文三郎
市川裕大

17’

17’

08’
　

10’

11’

12’

13’

14’

15’

16’

太田宗一郎
鈴木　豊
中林久美
角谷広高
大音祖瑛
𠮷𠮷 原孝彦
太田宗一郎
鈴木　豊

永谷文人
石川　博
大嶽岩雄
沓名俊裕

杉浦明博
尾﨑隆爾
田中正規
成瀬文和
宍戸秀隆
杉浦　広
榊原勝俊
浅岡勝行
鳥山欽示
岡田光祥
岡安邦夫
黒田正志
宍戸量一
尾﨑隆爾
杉浦澄雄
天野　卓
山尾　令
榊原康正
松井　康
山田慶勝
羽佐田芳和
田中正規
田中正規
岡田雅彦
杉浦明博
杉浦義浩
朝岡　正
原田保男
平田兼久
稲垣良次
犬塚宣明
石川哲朗
伊藤富義
岩瀬正範
北山健二
三村幸弘
三浦康彦
小田井博茂
岡田文雄
大河内芳信
小澤育史
齋藤　肇
柴田高広
杉田明弘
高濵明利
鳥居清澄
矢橋和也
山﨑秀夫
犬塚和夫

17’

12’

08’
10’
12’

13’

14’
15’

杉浦　脩
平岩一夫
杉浦明博
山﨑周彌
嚮 原正人
鳥居祥雄
小澤育史
松田茂治
加藤浩道
三浦眞澄
大内基浩

加藤良邦
奥谷弘和
榊原　健
杉田　茂
加藤丈太郎
樅山善久
石川春久
犬塚敦統
杉浦健次
山中寛三

16’

17’

08’

09’

10’

11’
12’

池田弘孝
黒田昌司
岡本明弘
新美宗和
榊原　健
長田豊治
奥田雪雄
平松　太
鈴木健三
竹中　誠
新美雅浩
清澤聡之
山中寛紀
植松敏樹
森田英治
竹中　誠

小池 孝
牧野伸治
杉田亘恭
長田　治
西脇霊雄

神谷正康
小出道治

杉浦義尚
中村さと子
森田　仁
黒田勝基
杉浦浩一
伊藤ルミ
野々山光秋
高桑雄司
黒田勝基
森田　仁
神谷公一
田代清一
中村さと子
高桑雄司

野村賢孝
竹内博之
近藤一幸
酒井一造

13’

14’

15’
16’
17’

08’

09’
11’
12’

14’

09’
11’
12’
14’

15’
16’

17’

09’
10’

12’

塚本昌男
水野𠮷𠮷 樹
大橋　均
山田哲夫
武田昭俊
安井喜秀
早川岩男
倉田英行
中川　敦
鈴木民也
髙木秀夫
髙村睦浩
齊藤𠮷𠮷 博
野々山和彦
中川　敦
鈴木民也
竹内博之

青山弦八
後藤利之
長谷収一
廣中利臣

堀田義之
犬塚万弘
石川勝雄
磯貝総一郎
伊藤則男
岩瀬　一
岩瀬清彦
加納　隆
小林　豊
三浦隆司
中根勝美
二宮誠二
岡田義雄
大須賀慶一
大髙敏睦
斎藤喬甫
酒井　進
嚮 原利夫
清　克行
下谷七郎
新海雄二
杉田芳男

杉浦正昭
杉浦義利
鈴木正司
鈴木昭夫
高原　宏
髙須　光
髙須　匀
辻村義之
山本裕充
山本俊明
米津長治
大山勝男
石山　進
太髙純治
鈴木経男
鈴木善和

平子昭三
伊吹治郎
稲垣　靖
小西紀久雄
畔柳弘文

柵木政美
松本　正
森田勝己
西尾四郎
丹羽　修
杉浦眞理子
鳥居剛育
山口恭正
矢田良一
竹内裕恭
大見育太
金子功男
石原勝成
待田　清
岡崎重太郎
安藤一高
富田清治
阿部光廣
植村康人
平野勝則
稲垣善朗
神谷　宏

成田　徹
都築征成
山口恭正
植村律保
安藤　毅
古居一雄
伊吹治郎
稲垣　靖
畔柳弘文
柵木政美
長坂　誠
西尾四郎
丹羽　修
杉浦眞理子

13’

14’

16’

17’

16’

17’

08’

11’

12’

14’
15’
16’

17’

杉浦三郎
山内和之
竹内俊介
青井雅純
小栗利朗
森田　亨

阿知和久男
竹内喜陽雄
竹内敬二
牧野克則
伊奈一郎
水野福三
村田　聡
井上義春
磯部　栄
杉野正博
清水昭博

加藤徳治

新美義博

榊原　肇
石川勝彦
鈴木宏司
都築利全
永田明世
松林信吾
㈱大清工務店

岩崎征宣
久野完治
中村泰忠

●ベネファクター
鈴木直幸
永井喜義

寺田　諭

豊島俊明
森　克彦
日野正美
飯田清春
平谷良樹
舩橋正員
磯部　茂
猪子誠兒
松田暁昌
佐々木久直
青山佳裕

浅井彦治
伊藤哲朗
佐藤敬治

安藤　巌

加藤　勉
浅見弥進男
矢野尚彦
中北武男
矢田政弘
森　正志
森　通保
三輪茂富
小澤正明
船越　孝
角田隆幸

岡田義夫
金森英夫
小島洋一
原 武史
伊串　惇
大野邦英
永井伸治
鈴木　睦
鵜飼正巳
樋田克史
服部孝至
横井　定
浅井耕治
荒尾元博

石田智彦
上田博行
加藤春視

保浦佳子
辻　勇夫
今泉明広

片山　進
山下隆義
平岩慎次
沖野　満
住川誠一
熊澤勝則
大野東秀
太田吉宣
中村隆文

大森　進
白木公明
加藤辰己

森 榮
小島三男
坂田義一
柴田裕市
松岡正浩
佐藤祐造
永田　正
飯盛靜男

加藤光哉
加藤睦彦
佐野一二
亀井　勝
大竹一義
加藤陽一
澤田賢成
加藤令吉
勝谷哲次
藤井源成
加藤唐三郎

安田宗平
鷲野光司
大島克己
安田新平
井川光雄
住野龍之介
近藤斉宏
奥村正幸
髙橋秀治
吉田　洋

山田　猛
松井智義
福田良子

安藤喜代司
堀尾庄一
古田嘉且
倉知正憲
杉浦賢二
伊藤靖祐

鈴木文勝

梅田英夫

中林正人
井上政秋
安藤日出男
中島俊朗
竹尾　悟
福田浩三
市川　孝
串田正克
太田哲郎
金井和治
柴田　弘
稲熊正徳
太田威彦
内海辰巳
波多野真
加藤泰弘
武田英昭
稲吉將秀
栗田和典

加藤勝之
青山雅彦
小澤　修
山本　修
若杉福雄
杉山仁朗

加藤充弥
須崎侑三
梅村邦雄

堀田　徹
岩田佳之
穂積良治
服部智謙

加藤義忠

坂　直樹
判治誠吾
渡邉文雄
浅野純史
大原康之
齋藤英彦
岡谷篤一
社本光永
盛田　宏
夏目和良
水野一樹
大島寅夫
三輪芳弘
天野信二
小嶋純二郎
白石好孝
那須國宏
高松正敏
土井寛己
鈴木忠明
中野義久
滝　茂夫

林　芳行

田中義一

奥村清介
簗瀬悠紀夫
近藤禎男
嶺木昌行
大岡洋三
森口雅文
池 　 潤
馬場研治
江口博寿
岩田崇祺
吉川公章

飯田秀雄
髙田和裕
寺本善雄
山田　豊
長瀬廣幸
福西康和

久野博淳
伊藤秀雄
岩崎誠二
伊東與有三
川田美代子
近藤和雄
堀田　努
尾本和弘
南雲和江
玉木大介
水野恒平
大竹山雄二
下郷卓弥
中村規脩
中島美恵
山口直彦

神保成章
白木良彦
鋤柄喜彦

野口昌良
堀江陽平
髙橋公比古
渡邉一平
國友昌大
篭橋美久
長谷川正親
阿部　博
梶田　知
國友昌大

松波恒彦
泉　憲一
岩田修司
稲葉　徹
大嶽達郎

小澤幸男
内藤　明
岩崎征一
川畑博敬
鬼頭茂成
木村光徳
髙木政義
田崎雅三
照井　栞
岡村隆德

原野勝至
池山健次
牧野博和

川辺清次
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08’
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17’

08’
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17’

08’

小野雅之
太田敦士
平沼里子
山本郁矢
宮嵜良一
白藤憲雄
吉木邦男
鈴木清詞
木下福郎
入谷直行

大川　宏
髙田秀夫
小西忠昭
西川富夫
川村勝廣
大橋昭治
田口　望
大輪　稔
神野重行
岩崎光記
清水順二
藤井圓隆

安江英雄

伊藤正樹

江崎武人
水野𠮷𠮷 紹
石田正城
田中正樹
山口兼市
篠田光浩
柴田幸男
尾関孝英
各務　修
岡部　　
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17’

08’
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13’

14’
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16’

10’

12’

08’

09’
10’
11’
12’
13’
15’
16’
17’

安井　孝
栁澤幸輝
千田　毅
渡辺英信
水野茂生
本多　満
山田信二

重冨　亮
佐藤良一
長瀬輝代之
樋口武人
加藤恭太郎

一柳　宰
加地佐健二
鈴木隆佳
桑山卓也
福田哲三
安井隆豊
亀井敏勝
浅野　洋
坪井和義
梶田浩太郎
増田靖憲
柏木博喜
髙木一平
山田和弘
相羽繁生
久保哲政
渡邉泰幸

米山郁生
平　民三

加藤敦子

渡邊源市
宮尾紘司
加藤重雄

小山雅弘

前田圭佑
乃一　稔
山田敏雄
横田幸三
細野恭弘
大矢英憲
髙柳　元

三浦俊彦

金田英和
渡邊萬里

藤田義明

八神　基
荒山久美

三浦多久二
花田利雄
大島照夫
松井章悟
青木公貞
長屋孝美
村井總一郎
上村健介
黒谷尚弘
花田邦司

竹内稔弘
鈴木茂久
鈴木大次郎

岩瀬淳一郎
大澤輝秀
生田米八
樋口俊寛

安田一夫

山田年清
河合利則
鈴木　進
石黒利昌
大河直樹

柴田　茂
神谷浩史
縣　保彦
榊原周造
冨安美孝
藤原俊男

星野順一郎
西郷省吾
小笠原喜好
森美智明
夏目　工

青山房生
河合光志

関谷　徹

西郷隆治
杉原敏雄

松井準治
鈴木照幸

小林佳雄

村井　忠
浅井　章
加藤信吾
大林市郎
加藤博巳

有賀　健
林　和夫
柴田芳孝
荻須文一
中村重嗣
天野惠一
丹羽良治
安藤宏行
柴田芳孝

杉浦敏夫
梅村正明

三浦勝美
天野精孝
小久保文雄
藤田正彦
服部英男
犬塚克明
鈴木康之
岡田光司
伊豫田浩

山内隆一
杉山正章
市川幾雄
青山俊次
三浦泰廣
浅岡謙治
生駒尚久

米本益栄
水野慶一
浦野政幸
浅井恒和
小島波尾
梅村憲一
澤田文雄

近藤正俊
岡田吉生

長野哲也
桐渕利次
永井量基
磯部亮次
近藤憲康
永田　裕
牧野正高
小山章仁
天野　彦

村上ふさ子
中野喜之
竹内正次

梅村和伸
小島哲夫
中條善朗
浅岡多田志
鈴木純子
河合英二
中山憲和
山下一美
鈴木　寛
中垣幸春

廣根　実
𠮷𠮷原孝彦
塚本幸夫
岡本　巧
太田宗一郎
久米博明
杉浦世志朗
毛受　豊
嶋津孝久
杉浦芳一
加藤真治

細井英治
神谷　研

大見　宏
石川　博
都築雅人
岡田良三
神谷明文
冨岡里美
福田雅美
横山真喜男

三村幸弘
尾﨑隆爾
榊原勝俊
筒井兼之
稲垣良次
小田井博茂
浅岡勝行
杉浦明博
杉田明弘
岩瀬正範
大河内芳信
柴田高広

平岩統一郎
神谷　研
岡島淳一
杉浦晴彦
石川春久
倉内　裕
山中寛紀

都築勇一
山下民義
篠田義隆
石川量英
鈴木茂朗
山下保彦
笠井保志
鳥居萬里
早川比呂太

中村さと子

奥野　暁
野々山貴文
笠松栄治
浅岡憲隆
名倉隆司
高桑雄司
野々山光秋
伊藤ルミ
杉浦浩一

髙木秀夫
神谷太一
水野吉樹
酒井一造

辻村和美
二宮誠二
下谷七郎
大高敏睦
犬塚万弘
杉浦正昭

畔柳芳夫
畔柳弘文
平子昭三
森田勝己
阿部光廣
田村　脩
寺部保美
岡崎重太郎
竹内泰夫
富田清治
安藤一髙
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08’
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09’
10’
12’

13’
14’
17’

08’

09’

12’
 
16’

08’
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16’

08’
09’
15’
　
08’
09’
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08’

09’
10’
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08’
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08’
09’
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12’
16’

08’
10’
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17’

08’

09’
10’
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12’
13’
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09’
11’
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12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’

09’
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13’
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高浜

西尾一色

碧南

知 立

西尾KIRARA

三河安城

西尾

安城

刈谷

西三河分区

豊田中

豊田三好

岡崎城南

豊田東

岡崎東

岡崎南

豊田

岡崎

西三河中分区

田原パシフィック

豊橋東

豊橋ゴールデン

奥三河

渥美

新城

豊橋南

田原

豊川

豊橋北

豊橋

東三河分区

名古屋アイリス

名古屋葵

名古屋東山

名古屋錦

名古屋昭和

名古屋千種

名古屋名北

名古屋名東

名古屋和合

名古屋守山

名古屋東

名古屋北

東名古屋分区

中部名古屋みらい

名古屋丸の内

名古屋名駅

杉浦三郎
山内和之
竹内俊介
青井雅純
小栗利朗
森田　亨

阿知和久男
竹内喜陽雄
竹内敬二
牧野克則
伊奈一郎
水野福三
村田　聡
井上義春
磯部　栄
杉野正博
清水昭博

加藤徳治

新美義博

榊原　肇
石川勝彦
鈴木宏司
都築利全
永田明世
松林信吾
㈱大清工務店

岩崎征宣
久野完治
中村泰忠

鈴木直幸
永井喜義

寺田　諭

豊島俊明
森　克彦
日野正美
飯田清春
平谷良樹
舩橋正員
磯部　茂
猪子誠兒
松田暁昌
佐々木久直
青山佳裕

浅井彦治
伊藤哲朗
佐藤敬治

安藤　巌

加藤　勉
浅見弥進男
矢野尚彦
中北武男
矢田政弘
森　正志
森　通保
三輪茂富
小澤正明
船越　孝
角田隆幸

岡田義夫
金森英夫
小島洋一
原 武史
伊串　惇
大野邦英
永井伸治
鈴木　睦
鵜飼正巳
樋田克史
服部孝至
横井　定
浅井耕治
荒尾元博

石田智彦
上田博行
加藤春視

保浦佳子
辻　勇夫
今泉明広

片山　進
山下隆義
平岩慎次
沖野　満
住川誠一
熊澤勝則
大野東秀
太田吉宣
中村隆文

大森　進
白木公明
加藤辰己

森 榮
小島三男
坂田義一
柴田裕市
松岡正浩
佐藤祐造
永田　正
飯盛靜男

加藤光哉
加藤睦彦
佐野一二
亀井　勝
大竹一義
加藤陽一
澤田賢成
加藤令吉
勝谷哲次
藤井源成
加藤唐三郎

安田宗平
鷲野光司
大島克己
安田新平
井川光雄
住野龍之介
近藤斉宏
奥村正幸
髙橋秀治
吉田　洋

山田　猛
松井智義
福田良子

安藤喜代司
堀尾庄一
古田嘉且
倉知正憲
杉浦賢二
伊藤靖祐

鈴木文勝

梅田英夫

中林正人
井上政秋
安藤日出男
中島俊朗
竹尾　悟
福田浩三
市川　孝
串田正克
太田哲郎
金井和治
柴田　弘
稲熊正徳
太田威彦
内海辰巳
波多野真
加藤泰弘
武田英昭
稲吉將秀
栗田和典

加藤勝之
青山雅彦
小澤　修
山本　修
若杉福雄
杉山仁朗

加藤充弥
須崎侑三
梅村邦雄

堀田　徹
岩田佳之
穂積良治
服部智謙

加藤義忠

坂　直樹
判治誠吾
渡邉文雄
浅野純史
大原康之
齋藤英彦
岡谷篤一
社本光永
盛田　宏
夏目和良
水野一樹
大島寅夫
三輪芳弘
天野信二
小嶋純二郎
白石好孝
那須國宏
高松正敏
土井寛己
鈴木忠明
中野義久
滝　茂夫

林　芳行

田中義一

奥村清介
簗瀬悠紀夫
近藤禎男
嶺木昌行
大岡洋三
森口雅文
池 　 潤
馬場研治
江口博寿
岩田崇祺
吉川公章

飯田秀雄
髙田和裕
寺本善雄
山田　豊
長瀬廣幸
福西康和

久野博淳
伊藤秀雄
岩崎誠二
伊東與有三
川田美代子
近藤和雄
堀田　努
尾本和弘
南雲和江
玉木大介
水野恒平
大竹山雄二
下郷卓弥
中村規脩
中島美恵
山口直彦

神保成章
白木良彦
鋤柄喜彦

野口昌良
堀江陽平
髙橋公比古
渡邉一平
國友昌大
篭橋美久
長谷川正親
阿部　博
梶田　知
國友昌大

松波恒彦
泉　憲一
岩田修司
稲葉　徹
大嶽達郎

小澤幸男
内藤　明
岩崎征一
川畑博敬
鬼頭茂成
木村光徳
髙木政義
田崎雅三
照井　栞
岡村隆德

原野勝至
池山健次
牧野博和

川辺清次
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12’

13’
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10’
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13’
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08’
10’
17’

08’

小野雅之
太田敦士
平沼里子
山本郁矢
宮嵜良一
白藤憲雄
吉木邦男
鈴木清詞
木下福郎
入谷直行

大川　宏
髙田秀夫
小西忠昭
西川富夫
川村勝廣
大橋昭治
田口　望
大輪　稔
神野重行
岩崎光記
清水順二
藤井圓隆

安江英雄

伊藤正樹

江崎武人
水野𠮷𠮷 紹
石田正城
田中正樹
山口兼市
篠田光浩
柴田幸男
尾関孝英
各務　修
岡部　　

09’
10’

11’
12’
13’
14’
15’
16’
17’

08’

09’
10’
11’
12’

13’

14’
15’
16’

10’

12’

08’

09’
10’
11’
12’
13’
15’
16’
17’

安井　孝
栁澤幸輝
千田　毅
渡辺英信
水野茂生
本多　満
山田信二

重冨　亮
佐藤良一
長瀬輝代之
樋口武人
加藤恭太郎

一柳　宰
加地佐健二
鈴木隆佳
桑山卓也
福田哲三
安井隆豊
亀井敏勝
浅野　洋
坪井和義
梶田浩太郎
増田靖憲
柏木博喜
髙木一平
山田和弘
相羽繁生
久保哲政
渡邉泰幸

米山郁生
平　民三

加藤敦子

渡邊源市
宮尾紘司
加藤重雄

小山雅弘

前田圭佑
乃一　稔
山田敏雄
横田幸三
細野恭弘
大矢英憲
髙柳　元

三浦俊彦

金田英和
渡邊萬里

藤田義明

八神　基
荒山久美

三浦多久二
花田利雄
大島照夫
松井章悟
青木公貞
長屋孝美
村井總一郎
上村健介
黒谷尚弘
花田邦司

竹内稔弘
鈴木茂久
鈴木大次郎

岩瀬淳一郎
大澤輝秀
生田米八
樋口俊寛

安田一夫

山田年清
河合利則
鈴木　進
石黒利昌
大河直樹

柴田　茂
神谷浩史
縣　保彦
榊原周造
冨安美孝
藤原俊男

星野順一郎
西郷省吾
小笠原喜好
森美智明
夏目　工

青山房生
河合光志

関谷　徹

西郷隆治
杉原敏雄

松井準治
鈴木照幸

小林佳雄

村井　忠
浅井　章
加藤信吾
大林市郎
加藤博巳

有賀　健
林　和夫
柴田芳孝
荻須文一
中村重嗣
天野惠一
丹羽良治
安藤宏行
柴田芳孝

杉浦敏夫
梅村正明

三浦勝美
天野精孝
小久保文雄
藤田正彦
服部英男
犬塚克明
鈴木康之
岡田光司
伊豫田浩

山内隆一
杉山正章
市川幾雄
青山俊次
三浦泰廣
浅岡謙治
生駒尚久

米本益栄
水野慶一
浦野政幸
浅井恒和
小島波尾
梅村憲一
澤田文雄

近藤正俊
岡田吉生

長野哲也
桐渕利次
永井量基
磯部亮次
近藤憲康
永田　裕
牧野正高
小山章仁
天野　彦

村上ふさ子
中野喜之
竹内正次

梅村和伸
小島哲夫
中條善朗
浅岡多田志
鈴木純子
河合英二
中山憲和
山下一美
鈴木　寛
中垣幸春

廣根　実
𠮷𠮷原孝彦
塚本幸夫
岡本　巧
太田宗一郎
久米博明
杉浦世志朗
毛受　豊
嶋津孝久
杉浦芳一
加藤真治

細井英治
神谷　研

大見　宏
石川　博
都築雅人
岡田良三
神谷明文
冨岡里美
福田雅美
横山真喜男

三村幸弘
尾﨑隆爾
榊原勝俊
筒井兼之
稲垣良次
小田井博茂
浅岡勝行
杉浦明博
杉田明弘
岩瀬正範
大河内芳信
柴田高広

平岩統一郎
神谷　研
岡島淳一
杉浦晴彦
石川春久
倉内　裕
山中寛紀

都築勇一
山下民義
篠田義隆
石川量英
鈴木茂朗
山下保彦
笠井保志
鳥居萬里
早川比呂太

中村さと子

奥野　暁
野々山貴文
笠松栄治
浅岡憲隆
名倉隆司
高桑雄司
野々山光秋
伊藤ルミ
杉浦浩一

髙木秀夫
神谷太一
水野吉樹
酒井一造

辻村和美
二宮誠二
下谷七郎
大高敏睦
犬塚万弘
杉浦正昭

畔柳芳夫
畔柳弘文
平子昭三
森田勝己
阿部光廣
田村　脩
寺部保美
岡崎重太郎
竹内泰夫
富田清治
安藤一髙
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真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

ロータリー米山記念奨学会地区寄付金の推移
単位/円

年ᩮሢ金分
✁ኰ寄付金 ᐙ計

�人当ಂಭ
平ᘘ寄付㶊

会員Ỷ
（�‗�日） ᾱ㣟寄付金 ✁ኰ寄付金

㤇Ꮯⷄ計㶊
ᐙ計ᾱ㣟寄付金

年 ᩮ

2008’-09

23,021,250 42,882,275 65,903,525 4,884 13,493 776,521,150 2,392,628,670 3,169,149,820

22,283,000 48,149,283 70,432,283 4,835 14,567 753,499,900 2,349,746,395 3,103,246,295

22,233,500 191,861,869 214,095,369 4,822 44,399 731,216,900 2,301,597,112 3,032,814,012

22,984,750 77,477,230 100,461,980 4,827 20,812 708,983,400 2,109,735,243 2,818,718,643

22,254,050 64,111,496 86,365,546 4,822 17,910 685,998,650 2,032,258,013 2,718,256,663

21,955,500 60,081,626 82,037,126 4,821 17,016 663,744,600 1,968,146,517 2,631,891,117

22,501,000 57,888,974 80,389,974 4,880 16,473 641,789,100 1,908,064,891 2,549,853,991

21,748,000 44,620,689 66,368,689 4,916 13,500 619,288,100 1,850,175,917 2,469,464,017

21,846,000 40,590,424 62,436,424 4,981 12,534 597,540,100 1,805,555,228 2,403,095,328

21,464,500 148,450,581 169,915,081 5,080 33,447 575,694,100 1,764,964,804 2,340,658,904

2009’-10

2010’-11

2011’-12

2012’-13

2013’-14

2014’-15

2015’-16

2016’-17

2017’-18

ロータリー財団大口寄付者名簿 ※1大口寄付者レベル2　※2大口寄付者レベル3　※3アーチ・クランフ・ソサエティ

重　冨　　　亮 Lv1 （名古屋守山）
杉　浦　敏　夫 Lv1 （豊田）
神野重行・啓子 Lv2（名古屋名駅）
斎藤直美・雅子 Lv2 （豊田）
小幡輝雄・道子 Lv2 （豊田西）
國　友　昌　大 Lv4 （名古屋中）

鈴　木　文　勝 （小牧）
田　中　正　規 （西尾）
江　崎　柳　節 （小牧）
深　谷　友　尋 （名古屋みなと）
髙　村　博　三  （名古屋瑞穂）
斎　藤　直　美 （豊田）
豊　島　德　三 （一宮北）
鈴　木　　　豊 （刈谷）
桑　山　卓　也 （名古屋和合）
稲　熊　茂　男  （愛知ロータリーEクラブ）

中　林　正　人 （名古屋空港）
尾　本　和　弘 （名古屋東南）
槇　野　智　之 （名古屋和合）
伊　藤　信　裕 （豊田西）
松　田　茂　治  （西尾）2017 年度

2014 年度

2017 年度

安　藤　鉦太郎 （名古屋昭和）
金田英和・淳江 （名古屋東山）
久　野　博　淳 （名古屋東南）
鈴　木　文　勝 （小牧）
岡　田　庸　男 （岡崎南）

𠮷𠮷　川　正　敏 Lv1 （岡崎）
溝　口　　　治 Lv4 （名古屋北）
服　部　良　男 Lv1 （岡崎）
中　村　陽　公 Lv1 （名古屋北）
藤　田　守　彦 Lv1 （名古屋丸の内）
國　友　昌　大 Lv3 （名古屋中）

加　藤　陽　一 Lv1 （瀬戸）
神　野　重　行 Lv1 （名古屋名駅）
城　野　八代江 Lv1 （名古屋名駅）
中　村　公　彦 Lv1 （名古屋名東）
三　浦　俊　彦 Lv1 （名古屋錦）
村　井　總一郎 Lv1 （豊橋）
梅　村　正　明 Lv1 （豊田）
松　田　茂　治 Lv1 （西尾）
金　田　英　和 Lv2 （名古屋東山）
福　田　清　成 Lv3 （江南）
野　村　重　彦 Lv3 （刈谷）

伊　奈　輝　三 Lv1 （常滑）
前　田　重　廣 Lv1 （あま）
日比野　三吉彦 Lv1 （名古屋名駅）
本　田　伸太郎 Lv1 （名古屋東）

2015 年度

2016 年度

加賀産業株式会社※1 （名古屋北）
髙　村　博　三 （名古屋瑞穂）

溝　口　　　治 （名古屋北）
小　幡　輝　雄 （豊田西）
金　田　英　和 （名古屋東山）
國　友　昌　大 （名古屋中）

松　田　茂　治 （西尾）
中　村　公　彦 （名古屋名東）
野　村　重　彦 （刈谷）
江　崎　柳　節 （小牧）
金　田　英　和 （名古屋東山）
服　部　良　男  （岡崎）
片　山　主　水 （名古屋東南）
國　友　昌　大 （名古屋中）
中　村　陽　公  （名古屋北）

國　友　昌　大 （名古屋中）
神　野　重　行  （名古屋名駅）
斎　藤　直　美 （豊田）
小　幡　輝　雄 （豊田西）

溝　口　　　治※2 （名古屋北）
近　藤　雄　亮 （名古屋瑞穂）
尾　本　和　弘 （名古屋東南）
田　中　正　規 （西尾）

2013 年度

2015 年度

2016 年度

2017 年度

保浦文夫・佳子 （名古屋清須）
森　田　勝　己 （三河安城）

加　藤　知　成 （東知多）
江　崎　柳　節※1 （小牧）
田　嶋　好　博 （名古屋北）
鈴　木　重　幸 （名古屋昭和）
野　村　重　彦※1 （刈谷）
堀　　　正　剛 （刈谷）
加　藤　英　二 （刈谷）
石　原　　　鈞　 （刈谷）
権　田　鋹　弘　 （刈谷）

小　嶋　洋　一 （東海）
福　田　良　子 （江南）
片　山　主　水 （名古屋東南）
國　友　昌　大※1 （名古屋中）
吉　田　光　一 （名古屋丸の内）
溝　口　　　治※1 （名古屋北）
千　田　　　毅　 （名古屋東）
坂　本　精　志※2 （名古屋名東）
上　野　　　広 （名古屋昭和）
盛　田　豊　一 （刈谷）

坂　本　精　志※3 （名古屋名東）
小　嶋　洋　一※1 （東海）

2009 年度

2011 年度

2012 年度

大口寄付者

2014 年度

メジャードナー

ポール・ハリス・ソサイエティ（PHS）
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真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］資料編

［Reference］
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料
編

ロータリー米山記念奨学会地区寄付金の推移
単位/円

年ᩮሢ金分
✁ኰ寄付金 ᐙ計

�人当ಂಭ
平ᘘ寄付㶊

会員Ỷ
（�‗�日） ᾱ㣟寄付金 ✁ኰ寄付金

㤇Ꮯⷄ計㶊
ᐙ計ᾱ㣟寄付金

年 ᩮ

2008’-09

23,021,250 42,882,275 65,903,525 4,884 13,493 776,521,150 2,392,628,670 3,169,149,820

22,283,000 48,149,283 70,432,283 4,835 14,567 753,499,900 2,349,746,395 3,103,246,295

22,233,500 191,861,869 214,095,369 4,822 44,399 731,216,900 2,301,597,112 3,032,814,012

22,984,750 77,477,230 100,461,980 4,827 20,812 708,983,400 2,109,735,243 2,818,718,643

22,254,050 64,111,496 86,365,546 4,822 17,910 685,998,650 2,032,258,013 2,718,256,663

21,955,500 60,081,626 82,037,126 4,821 17,016 663,744,600 1,968,146,517 2,631,891,117

22,501,000 57,888,974 80,389,974 4,880 16,473 641,789,100 1,908,064,891 2,549,853,991

21,748,000 44,620,689 66,368,689 4,916 13,500 619,288,100 1,850,175,917 2,469,464,017

21,846,000 40,590,424 62,436,424 4,981 12,534 597,540,100 1,805,555,228 2,403,095,328

21,464,500 148,450,581 169,915,081 5,080 33,447 575,694,100 1,764,964,804 2,340,658,904

2009’-10

2010’-11

2011’-12

2012’-13

2013’-14

2014’-15

2015’-16

2016’-17

2017’-18

ロータリー財団大口寄付者名簿 ※1大口寄付者レベル2　※2大口寄付者レベル3　※3アーチ・クランフ・ソサエティ

重　冨　　　亮 Lv1 （名古屋守山）
杉　浦　敏　夫 Lv1 （豊田）
神野重行・啓子 Lv2（名古屋名駅）
斎藤直美・雅子 Lv2 （豊田）
小幡輝雄・道子 Lv2 （豊田西）
國　友　昌　大 Lv4 （名古屋中）

鈴　木　文　勝 （小牧）
田　中　正　規 （西尾）
江　崎　柳　節 （小牧）
深　谷　友　尋 （名古屋みなと）
髙　村　博　三  （名古屋瑞穂）
斎　藤　直　美 （豊田）
豊　島　德　三 （一宮北）
鈴　木　　　豊 （刈谷）
桑　山　卓　也 （名古屋和合）
稲　熊　茂　男  （愛知ロータリーEクラブ）

中　林　正　人 （名古屋空港）
尾　本　和　弘 （名古屋東南）
槇　野　智　之 （名古屋和合）
伊　藤　信　裕 （豊田西）
松　田　茂　治  （西尾）2017 年度

2014 年度

2017 年度

安　藤　鉦太郎 （名古屋昭和）
金田英和・淳江 （名古屋東山）
久　野　博　淳 （名古屋東南）
鈴　木　文　勝 （小牧）
岡　田　庸　男 （岡崎南）

𠮷𠮷　川　正　敏 Lv1 （岡崎）
溝　口　　　治 Lv4 （名古屋北）
服　部　良　男 Lv1 （岡崎）
中　村　陽　公 Lv1 （名古屋北）
藤　田　守　彦 Lv1 （名古屋丸の内）
國　友　昌　大 Lv3 （名古屋中）

加　藤　陽　一 Lv1 （瀬戸）
神　野　重　行 Lv1 （名古屋名駅）
城　野　八代江 Lv1 （名古屋名駅）
中　村　公　彦 Lv1 （名古屋名東）
三　浦　俊　彦 Lv1 （名古屋錦）
村　井　總一郎 Lv1 （豊橋）
梅　村　正　明 Lv1 （豊田）
松　田　茂　治 Lv1 （西尾）
金　田　英　和 Lv2 （名古屋東山）
福　田　清　成 Lv3 （江南）
野　村　重　彦 Lv3 （刈谷）

伊　奈　輝　三 Lv1 （常滑）
前　田　重　廣 Lv1 （あま）
日比野　三吉彦 Lv1 （名古屋名駅）
本　田　伸太郎 Lv1 （名古屋東）

2015 年度

2016 年度

加賀産業株式会社※1 （名古屋北）
髙　村　博　三 （名古屋瑞穂）

溝　口　　　治 （名古屋北）
小　幡　輝　雄 （豊田西）
金　田　英　和 （名古屋東山）
國　友　昌　大 （名古屋中）

松　田　茂　治 （西尾）
中　村　公　彦 （名古屋名東）
野　村　重　彦 （刈谷）
江　崎　柳　節 （小牧）
金　田　英　和 （名古屋東山）
服　部　良　男  （岡崎）
片　山　主　水 （名古屋東南）
國　友　昌　大 （名古屋中）
中　村　陽　公  （名古屋北）

國　友　昌　大 （名古屋中）
神　野　重　行  （名古屋名駅）
斎　藤　直　美 （豊田）
小　幡　輝　雄 （豊田西）

溝　口　　　治※2 （名古屋北）
近　藤　雄　亮 （名古屋瑞穂）
尾　本　和　弘 （名古屋東南）
田　中　正　規 （西尾）

2013 年度

2015 年度

2016 年度

2017 年度

保浦文夫・佳子 （名古屋清須）
森　田　勝　己 （三河安城）

加　藤　知　成 （東知多）
江　崎　柳　節※1 （小牧）
田　嶋　好　博 （名古屋北）
鈴　木　重　幸 （名古屋昭和）
野　村　重　彦※1 （刈谷）
堀　　　正　剛 （刈谷）
加　藤　英　二 （刈谷）
石　原　　　鈞　 （刈谷）
権　田　鋹　弘　 （刈谷）

小　嶋　洋　一 （東海）
福　田　良　子 （江南）
片　山　主　水 （名古屋東南）
國　友　昌　大※1 （名古屋中）
吉　田　光　一 （名古屋丸の内）
溝　口　　　治※1 （名古屋北）
千　田　　　毅　 （名古屋東）
坂　本　精　志※2 （名古屋名東）
上　野　　　広 （名古屋昭和）
盛　田　豊　一 （刈谷）

坂　本　精　志※3 （名古屋名東）
小　嶋　洋　一※1 （東海）

2009 年度

2011 年度

2012 年度

大口寄付者

2014 年度

メジャードナー

ポール・ハリス・ソサイエティ（PHS）

ロータリー米山記念奨学会クラブ別寄付金一覧

単位/円

※奥三河RCは2014～2015年度までの累計額となっています。

西
尾
張
分
区

半 田

常 滑

東 海

東 知 多

半 田 南

知 多

大 府

一 宮

津 島

尾 西

一 宮 北

稲 沢

あ ま

名 古 屋 清 須

尾 張 中 央

一 宮 中 央

瀬 戸

犬 山

江 南

小 牧

春 日 井

尾 張 旭

名 古 屋 空 港

瀬 戸 北

岩 倉

名 古 屋 城 北

愛 知 長 久 手

愛知ロータリー E クラブ

名 古 屋

名 古 屋 西

名 古 屋 南

名古屋みなと

名 古 屋 東 南

名 古 屋 中

名 古 屋 瑞 穂

名 古 屋 大 須

名 古 屋 栄

名 古 屋 名 南

名 古 屋 名 駅

名古屋丸の内

中部名古屋みらい

25,122

4,000

11,132

11,363

25,250

12,695

8,695

19,009

10,166

5,578

13,476

5,239

16,531

11,393

7,387

17,244

8,474

15,563

13,255

26,212

5,048

23,842

4,000

5,200

5,000

4,000

10,555

23,583

6,158

6,413

20,275

10,342

16,843

13,007

10,250

12,877

7,320

18,000

27,674

19,728

3,000

302,500

164,000

280,000

110,000

155,000

92,000

100,000

624,000

330,000

95,000

210,000

230,000

395,000

165,000

217,000

225,000

300,000

270,000

180,000

165,000

262,500

300,000

212,000

260,000

60,000

104,000

190,000

66,000

774,000

447,750

540,000

340,000

498,000

536,000

256,000

224,000

352,000

218,000

410,000

227,500

75,000

1,230,000

0

343,400

140,000

653,000

200,000

100,000

1,391,000

341,000

11,000

356,000

11,000

911,000

211,000

12,000

551,000

200,000

586,000

390,000

700,000

0

153,000

0

0

0

0

0

500,000

390,000

200,000

1,670,000

384,000

900,000

1,233,000

400,000

510,000

380,000

790,000

1,970,000

680,000

0

1,532,500

164,000

623,400

250,000

808,000

292,000

200,000

2,015,000

671,000

106,000

566,000

241,000

1,306,000

376,000

229,000

776,000

500,000

856,000

570,000

865,000

262,500

453,000

212,000

260,000

60,000

104,000

190,000

566,000

1,164,000

647,750

2,210,000

724,000

1,398,000

1,769,000

656,000

734,000

732,000

1,008,000

2,380,000

907,500

75,000

10,619,200

9,045,450

9,333,250

5,902,450

6,617,500

3,728,000

1,408,000

14,325,400

12,845,750

7,004,750

9,333,850

9,501,450

13,381,750

7,077,750

5,450,500

6,073,000

11,308,750

10,773,500

9,080,300

8,587,200

12,394,700

6,956,300

8,686,750

11,539,250

3,999,500

5,319,500

1,624,100

190,000

35,243,900

21,092,700

20,435,000

15,239,500

18,506,350

18,210,750

11,603,000

8,968,250

7,439,250

7,972,000

10,331,000

4,965,500

510,500

45,028,610

14,040,220

20,021,156

17,464,091

18,183,350

4,525,000

2,600,000

35,681,801

21,356,010

3,975,000

22,531,260

15,780,500

39,429,500

23,502,046

9,939,523

16,850,000

24,006,729

38,725,917

21,270,127

23,506,000

25,710,600

22,471,087

18,415,196

23,304,000

6,612,500

12,513,225

625,400

1,241,000

50,394,000

20,573,500

54,838,000

34,495,000

32,510,500

73,627,000

44,828,500

38,491,000

22,553,000

136,367,500

42,082,000

12,958,000

323,000

55,647,810

23,085,670

29,354,406

23,366,541

24,800,850

8,253,000

4,008,000

50,007,201

34,201,760

10,979,750

31,865,110

25,281,950

52,811,250

30,579,796

15,390,023

22,923,000

35,315,479

49,499,417

30,350,427

32,093,200

38,105,300

29,427,387

27,101,946

34,843,250

10,612,000

17,832,725

2,249,500

1,431,000

85,637,900

41,666,200

75,273,000

49,734,500

51,016,850

91,837,750

56,431,500

47,459,250

29,992,250

144,339,500

52,413,000

17,923,500

833,500
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真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

東
࿁
⏇
分
区

名 古 屋 北

名 古 屋 東

名 古 屋 守 山

名 古 屋 和 合

名 古 屋 名 東

名 古 屋 名 北

名 古 屋 千 種

名 古 屋 昭 和

名 古 屋 錦

名 古 屋 東 山

名 古 屋 葵

名古屋アイリス

豊 橋

蒲 郡

豊 橋 北

豊 川

田 原

豊 橋 南

新 城

渥 美

奥 三 河

豊 川 宝 飯

豊橋ゴールデン

田原パシフィック

豊 橋 東

岡 崎

豊 田

岡 崎 南

豊 田 西

岡 崎 東

豊 田 東

岡 崎 城 南

豊 田 三 好

豊 田 中

名古屋宮の杜

愛 知 三 州

刈 谷

安 城

西 尾

碧 南

西 尾 一 色

高 浜

知 立

西 尾 KIRARA 

三 河 安 城

8,160

8,972

22,450

9,155

28,295

35,442

22,291

13,214

16,617

4,117

3,900

5,000

14,954

5,000

11,275

14,190

12,522

6,464

5,000

4,802

9,651

19,516

10,520

12,604

18,664

36,675

16,303

4,903

24,887

6,395

10,118

9,659

16,000

6,380

0

26,442

15,017

11,644

14,352

11,142

3,823

15,043

11,777

14,076

515,000

447,500

198,000

378,000

246,000

172,500

172,500

270,000

95,000

140,000

78,000

215,000

545,000

305,000

266,000

357,500

176,000

222,000

240,000

182,500

127,000

315,000

245,000

172,000

452,500

487,500

356,000

510,000

270,000

318,000

320,000

107,500

210,000

168,000

300,000

462,500

226,000

385,000

340,000

112,000

130,000

292,500

216,000

315,000

350,000

360,000

700,000

473,500

1,480,000

1,068,000

630,000

470,000

470,000

0

0

0

1,100,000

0

512,000

650,000

375,000

140,000

0

0

510,000

895,000

260,000

370,000

1,190,000

3,070,000

1,095,000

0

1,073,925

200,000

317,450

105,000

638,000

100,000

0

2,076,000

630,000

500,000

636,000

200,000

0

580,000

420,000

600,000

865,000

807,500

898,000

851,500

1,726,000

1,240,500

802,500

740,000

565,000

140,000

78,000

215,000

1,645,000

305,000

778,000

1,007,500

551,000

362,000

240,000

182,500

637,000

1,210,000

505,000

542,000

1,642,500

3,557,500

1,451,000

510,000

1,343,925

518,000

637,450

212,500

848,000

268,000

300,000

2,538,500

856,000

885,000

976,000

312,000

130,000

872,500

636,000

915,000

15,997,600

15,448,700

11,564,300

14,297,500

8,498,500

7,608,750

7,525,300

6,521,000

3,826,000

3,544,000

1,212,000

920,000

18,289,450

10,193,900

13,641,150

10,697,500

8,143,100

9,366,550

8,195,450

7,026,600

4,449,750

4,926,750

7,790,000

6,463,000

3,374,600

14,341,300

11,995,900

11,904,150

12,521,750

10,174,500

9,073,500

8,899,500

2,778,750

3,030,000

228,000

300,000

14,311,500

10,483,700

12,046,650

12,761,250

5,808,200

6,552,200

6,525,750

5,983,500

4,654,000

40,962,000

37,532,000

29,988,456

38,750,188

271,867,834

27,188,800

20,335,000

25,260,000

16,073,000

14,299,000

200,000

630,000

49,130,863

18,935,500

37,211,335

38,235,000

14,830,200

21,169,748

12,532,000

5,119,600

1,621,000

24,310,000

24,970,600

14,195,300

8,821,500

53,714,265

43,865,000

44,336,400

15,765,000

48,214,776

30,423,000

16,371,091

3,945,000

14,495,000

300,000

0

38,484,000

34,851,000

36,330,515

38,058,500

13,851,000

8,228,701

15,108,000

20,300,000

17,410,000

56,959,600

52,980,700

41,552,756

53,047,688

280,366,334

34,797,550

27,860,300

31,781,000

19,899,000

17,843,000

1,412,000

1,550,000

67,420,313

29,129,400

50,852,485

48,932,500

22,973,300

30,536,298

20,727,450

12,146,200

6,070,750

29,236,750

32,760,600

20,658,300

12,196,100

68,055,565

55,860,900

56,240,550

28,286,750

58,389,276

39,496,500

25,270,591

6,723,750

17,525,000

528,000

300,000

52,795,500

45,334,700

48,377,165

50,819,750

19,659,200

14,780,901

21,633,750

26,283,500

22,064,000
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水 野 隆 芳 （半田）
鈴 木 丈 雄 （半田）
前 田 三 次 （常滑）
稲 坂　  博 （東海）
高 津 忠 男 （東知多）
外 園　  茂 （大府）
久 野 春 雄 （大府）
青 山 佳 裕 （一宮）
林　  隆 春 （一宮）
堀 田  　勝 （津島）
伊 藤 哲 朗 （津島）
伊 藤 幸 蔵 （津島）
佐 藤 栄 一 （津島）
和 出 泰 夫 （津島）
田 島  　昊 （稲沢）
栗 木 和 夫 （あま）
前 田 重 廣 （あま）
髙 山  　敏 （あま）
鴨 井 敏 秋 （名古屋清須）
小 島 三 男 （一宮中央）
長 橋 國 和 （一宮中央）
稲 垣 圭 次 （犬山）
牧 野 武 彦 （犬山）
大 澤  　渡 （犬山）
安藤喜代司 （江南）
伊 藤 靖 祐 （江南）
澤 田 昌 久 （江南）
山 本  　修 （瀬戸北）
宮 田 浩 明 （岩倉）
坂  　直 樹 （名古屋）
清 田 武 男 （名古屋西）
水 野 隆 二 （名古屋西）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
ローランド J. ヨッスィ （名古屋南）
飯 田 秀 雄 （名古屋みなと）
菅　　   栄 （名古屋みなと）
木 村 秀 夫 （名古屋みなと）
小 島 清 路 （名古屋みなと）
才 本 清 継 （名古屋みなと）
市 原 高 明 （名古屋中）
小笠原   暁 （名古屋中）
坪 井 進 悟 （名古屋中）
鶴 見 俊 成 （名古屋中）
八 神 弘 雄 （名古屋中）
倉 澤  　寛 （名古屋瑞穂）
水 谷  　誠 （名古屋名南）
柴 田 照 子 （名古屋名南）
川 村 勝 廣 （名古屋名駅）
小 西 忠 昭 （名古屋名駅）
大 野 智 彦 （名古屋北）
相 馬 保 之 （名古屋北）
福 谷 正 男 （名古屋東）
林  　雅 史 （名古屋東）
東 谷 昌 彦 （名古屋東）
二 村  　満 （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
多和田   武 （名古屋東）

今 村 孝 治 （名古屋和合）
町 田 重 夫 （名古屋和合）
中 村 有 孝 （名古屋和合）
坪 井 和 義 （名古屋和合）
松 永 辰 男 （名古屋名東）
齊 藤 英 夫 （名古屋名東）
星川須美子 （名古屋名北）
石 黒  　勉 （名古屋名北）
加 藤  　靖 （名古屋昭和）
柴 田 義 介 （名古屋昭和）
北 村 隆 子 （名古屋錦）
前 田 元 弘 （名古屋錦）
丹 羽  　繁 （名古屋錦）
寺 西  　正 （名古屋錦）
植 村 元 雄 （名古屋錦）
福 井  　敬 （豊橋）
神 野 吾 郎 （豊橋）
鈴 木 正 憲 （豊橋）
近 藤 克 義 （蒲郡）
丸 山  　勝 （蒲郡）
小笠原金太郎 （蒲郡）
清 水 敏 光 （蒲郡）
吉 野 勝 己 （豊橋南）
坂 巻 邦 彦 （新城）
大 原 孝 一 （田原パシフィック）
豊 田 慈 證 （田原パシフィック）
河 合 純 夫 （豊橋東）
南 部  　淳 （岡崎）
野 田 篤 文 （岡崎）
柴 田 芳 孝 （岡崎）
田 辺 一 雄 （岡崎）
中 根 克 弘 （岡崎南）
宇 井  　均 （岡崎南）
山 崎 泰 信 （岡崎南）
藤 井  　悟 （岡崎東）
安 藤 和 広 （豊田東）
久保田   浩 （豊田東）
長 橋  　朗 （豊田東）
大 澤 六 也 （豊田東）
鈴 木 基 之 （豊田東）
鈴 木 孝 治 （豊田東）
梅 村 昌 吾 （豊田東）
矢 頭 功 生 （豊田東）
山 内 達 己 （豊田東）
横 山 克 則 （豊田東）
松 井 孝 王 （岡崎城南）
堀 川  　泰 （豊田三好）
本 多  　幹 （豊田中）
又 場 公 代 （豊田中）
松 山  　治 （豊田中）
澳 覩  　光 （豊田中）
渡 邊 高 紹 （豊田中）
横 地  　朗 （豊田中）
市 川 裕 大 （刈谷）
近 藤 俊 行 （刈谷）
岡 本 女芝 磨 （刈谷）
岡 本  　巧 （刈谷）
神 谷  　研 （安城）

戸 谷  　央 （安城）
加 藤 浩 道 （西尾）
平 岩 辰 之 （碧南）
新 美 惣 英 （碧南）
奥 田 雪 雄 （碧南）
角 谷 信 二 （碧南）
杉 浦 昌 裕 （碧南）
鶴 田 光 久 （碧南）
岩 瀬 清 彦 （西尾K I R A R A）
大須賀慶一 （西尾K I R A R A）
鈴 木 昭 夫 （西尾K I R A R A）
木 村 恭 子 （三河安城）
山 本 彰 秀 （三河安城）
山 本 昌 弘 （三河安城）

日 高 晋 典 （常滑）
小 出 常 雄 （東海）
鈴 木 宏 司 （半田南）
青 木 雅 裕 （知多）
岩 崎 征 宣 （知多）
木 下 勝 美 （知多）
坂 本 竹 敏 （知多）
相羽あつ子 （津島）
加 藤 則 之 （津島）
佐 竹  　敦 （津島）
清 水 裕 行 （津島）
鈴 木 吉 男 （津島）
八 谷 潤 一 （津島）
横 井 知 代 （津島）
中 村  　禊 （名古屋清須）
平 岩 慎 次 （尾張中央）
石 原 稔 久 （一宮中央）
藤 井 源 成 （瀬戸）
加 藤 陽 一 （瀬戸）
加藤唐三郎 （瀬戸）
森  　弘 好 （江南）
冨 永 典 夫 （江南）
原 田 好 展 （名古屋空港）
波多野   真 （名古屋空港）
稲 熊 正 徳 （名古屋空港）
栗 田 和 典 （名古屋空港）
照 井 通 夫 （名古屋空港）
山 北 秀 和 （名古屋空港）
若 杉 福 雄 （瀬戸北）
荒川永太郎 （名古屋西）
水 谷 博 之 （名古屋西）
長谷川   仂 （名古屋南）
小 嶋 仲 夫 （名古屋南）
近 藤 信 之 （名古屋東南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
牧 野 弘 明 （名古屋東南）
荒 川 雅 義 （名古屋中）
早 瀬 孝 文 （名古屋中）
石 原 寿 生 （名古屋中）
金 森 伸 夫 （名古屋中）
近 藤 直 樹 （名古屋中）
宮 内  　誠 （名古屋中）
永 野 光 容 （名古屋中）

岡 崎  　亨 （名古屋中）
佐 藤 友 治 （名古屋中）
鈴木謙一郎 （名古屋中）
田ヶ原昭弘 （名古屋中）
山 口  　忍 （名古屋中）
吉 田 敬 岳 （名古屋中）
青 柳  　斉 （名古屋瑞穂）
堀  　慎 治 （名古屋瑞穂）
松 岡 道 弘 （名古屋瑞穂）
照 井  　栞 （名古屋大須）
山 口 正 孝 （名古屋大須）
井 上  　司 （名古屋栄）
加 藤 英 敏 （名古屋名南）
木 下 福 郎 （名古屋名南）
水 野 俊 男 （名古屋名南）
日比野三吉彦 （名古屋名駅）
堀 田 豊 彦 （名古屋名駅）
中 野  　健 （名古屋名駅）
鈴 木 次 郎 （名古屋名駅）
磯 部  　徹 （名古屋丸の内）
水 野𠮷𠮷𠮷 紹 （名古屋北）
鈴 木  　樞 （名古屋守山）
大 島 一 恵 （名古屋名東）
鈴木太刀雄 （名古屋名東）
高 橋  　進 （名古屋昭和）
渡 辺 直 樹 （名古屋昭和）
鬼頭正二郎 （名古屋錦）
中 山 信 義 （名古屋錦）
生 田 博 隆 （名古屋東山）
金 田 英 和 （名古屋東山）
鈴 木 明 雄 （豊橋）
山 本 光 伸 （豊橋）
小杉幸一郎 （豊橋北）
磯 村 秀 樹 （豊橋南）
熊 谷  　勝 （新城）
樅 山 修 一 （豊川宝飯）
畑 野 泰 志 （豊橋ゴールデン）
伊 藤 眞 芳 （豊橋ゴールデン）
河 辺 敏 之 （豊橋ゴールデン）
村 田  　悟 （豊橋ゴールデン）
竹 田 昌 弘 （豊橋ゴールデン）
藤 代 善 之 （田原パシフィック）
本 多  　敬 （田原パシフィック）
加 藤 武 紀 （田原パシフィック）
佐野弘之介 （田原パシフィック）
山 崎  　曻 （田原パシフィック）
川 西 裕 康 （豊橋東）
中 村 成 人 （豊橋東）
豊 田 能 史 （豊橋東）
安 井 洋 二 （豊橋東）
深 田 達 彦 （岡崎）
加 藤 博 巳 （岡崎）
宮 本  　隆 （岡崎）
安 藤 隆 幸 （岡崎南）
岩 瀬 宏 隆 （岡崎南）
加 藤  　強 （岡崎南）
神 谷 卓 弌 （岡崎南）
鬼 頭 辰 郎 （岡崎南）

2009 年度

2008 年度

米山功労者名簿

●米山功労者

2010 年度

岡 田 庄 璽 （岡崎南）
鬼 塚 俊 夫 （岡崎南）
柴 田 修 次 （岡崎南）
皿 井  　寛 （豊田西）
牧  　　 勝 （岡崎城南）
永 井 量 基 （岡崎城南）
稲 本 良 二 （豊田中）
山内ユミ子 （豊田中）
権 田 鋹 弘 （刈谷）
深 津 正 則 （安城）
星 野 和 幸 （西尾）
本 多  　淳 （西尾）
三 浦 眞 澄 （西尾）
小笠原正秀 （西尾）
平 松  　太 （碧南）
石 川 唯 司 （碧南）
清 澤 聡 之 （碧南）
新 美 雅 浩 （碧南）
岡 本 明 弘 （碧南）
竹 中  　誠 （碧南）
山 中 寛 紀 （碧南）
朴  　壽 子 （西尾K I R A R A）
杉 浦 正 昭 （西尾K I R A R A）
高 須  　匀 （西尾K I R A R A）

古 市 晃 久 （半田）
猪 飼 盛 雄 （常滑）
梯  　國 彦 （一宮）
松 原 直 次 （一宮）
森  　俊 夫 （一宮）
関 戸  　徹 （一宮）
滝  　善 蔵 （一宮）
加 藤 隆 朗 （津島）
佐 藤 敬 治 （津島）
篠 田 知 生 （津島）
住 田 正 幸 （津島）
山 田 勝 弘 （津島）
水 野 憲 司 （一宮北）
成田幸太郎 （稲沢）
古 川  　宏 （あま）
水 谷 安 紀 （あま）
永 田  　正 （一宮中央）
大 森  　進 （一宮中央）
森 脇 文 直 （瀬戸）
野 田 正 治 （瀬戸）
山 口 育 男 （瀬戸）
清 野 允 中 （江南）
大 野 良 之 （尾張旭）
柏 本 光 之 （瀬戸北）
小 澤  　修 （瀬戸北）
梅 村 邦 雄 （瀬戸北）
山 田 隆 雄 （瀬戸北）
豊 島 将 克 （名古屋城北）
青 島 邦 人 （名古屋西）
神 野 富 三 （名古屋西）
宮 田 理 博 （名古屋南）
南 雲 和 江 （名古屋東南）
松 原 秀 樹 （名古屋中）

小 栗 成 男 （名古屋中）
榊 原 克 典 （名古屋中）
渡 邊 樹 志 （名古屋中）
入 山 治 樹 （名古屋瑞穂）
市 岡 正 蔵 （名古屋瑞穂）
西 沢 功 晋 （名古屋瑞穂）
鈴 木 健 司 （名古屋瑞穂）
髙 木 元 明 （名古屋瑞穂）
鶴 田  　浩 （名古屋瑞穂）
梅 村 昌 孝 （名古屋瑞穂）
犬飼りさ枝 （名古屋名南）
山 崎  　淳 （名古屋名南）
遠 藤 泰 昭 （名古屋名駅）
岩 崎 光 記 （名古屋名駅）
友 田 喜 夫 （名古屋名駅）
堀 江 俊 通 （名古屋丸の内）
内 藤 秀 樹 （名古屋北）
伊 藤 陽 介 （名古屋守山）
鈴 木 真 司 （名古屋昭和）
斉 田 康 徳 （名古屋錦）
川 村 荒 治 （豊橋）
松 井 孝 悦 （豊橋）
高 橋 豊 彦 （豊橋）
市 川 晶 也 （蒲郡）
河 合 芳 光 （豊橋北）
夏 目 國 弘 （豊橋北）
佐久間武美 （豊橋北）
鈴木伊能勢 （豊橋北）
天野英一郎 （田原）
佐 野 朝 海 （田原）
柴 田  　登 （田原）
八 木 正 光 （田原）
神 谷 浩 史 （豊橋南）
梶 村 康 彦 （豊橋南）
住野友次郎 （豊橋南）
内 山 昌 久 （豊橋南）
中 澤 輝 昭 （新城）
佐 藤 泰 惇 （新城）
竹内臨通夫 （新城）
伊藤隆一郎 （豊橋ゴールデン）
彦 坂 敏 行 （田原パシフィック）
河 合 喜 嗣 （田原パシフィック）
藤 井 宣 行 （豊橋東）
白 井 康 仁 （豊橋東）
深 津  　浩 （岡崎）
尾 崎 篤 司 （岡崎）
太 田 成 紀 （岡崎）
同 前 仁 史 （岡崎）
深 津  　篤 （岡崎南）
小島ミユキ （岡崎南）
奥 村 英 世 （岡崎南）
小 野 正 富 （岡崎南）
鈴 木 英 治 （豊田東）
有 馬 惟 夫 （岡崎城南）
稲 垣  　淳 （安城）
市 川  　護 （安城）
加 藤 正 人 （安城）
萩 原 竜 治 （西尾）
石 川 哲 朗 （西尾）
岩 瀬 正 広 （西尾）
金 原 健 志 （西尾）
黒 田 正 志 （西尾）
坂 田 吉 郎 （西尾）

粟 津 康 之 （碧南）
黒 田 泰 弘 （碧南）
森 田 雅 也 （碧南）
長 田 和 徳 （碧南）
榊 原  　健 （碧南）
角 谷  　修 （碧南）
鈴 木 健 三 （碧南）
小 出 道 治 （西尾一色）
水 野 泰 昌 （知立）
堀 本 保 美 （三河安城）
犬 束 信 一 （三河安城）

澤 田 好 伸 （半田）
鈴 村 昌 人  （東海）
木 塚 烈 男 （東海）
青 山 五 郎 （東知多）
生 田 達 一 （津島）
寺 田 晏 章 （津島）
大 竹 敬 一 （あま）
伊藤恒二郎 （一宮中央）
渡辺愛一郎 （瀬戸）
加 藤 眞 言 （瀬戸）
加 藤 令 吉 （瀬戸）
穂 積 良 治 （名古屋城北）
津 坂 守 英 （名古屋城北）
神 尾  　隆 （名古屋西）
加 藤 正 和 （名古屋西）
鵜 飼 治 昭 （名古屋西）
伊 藤 彰 彦 （名古屋西）
後 藤 保 正 （名古屋南）
中 川 昭 一 （名古屋南）
小 森 敦 夫 （名古屋南）
西 本 一 幸 （名古屋南）
樋江井貴文 （名古屋南）
高 田 和 裕 （名古屋みなと）
山 田  　豊 （名古屋みなと）
加 藤 茂 春 （名古屋みなと）
山ノ内泰央 （名古屋東南）
岩 崎 誠 二 （名古屋東南）
東  　俊 輝 （名古屋中）
立 松 洋 司 （名古屋中）
湯 澤 勇 生 （名古屋瑞穂）
山 口 哲 司 （名古屋瑞穂）
近 藤 茂 弘 （名古屋瑞穂）
湯 澤 信 雄 （名古屋瑞穂）
山 本 英 雄 （名古屋瑞穂）
広 瀬 弘 幸 （名古屋瑞穂）
神 野 邦 利 （名古屋大須）
近 藤 明 美 （名古屋大須）
米 田  　敬 （名古屋栄）
東 山 直 史 （名古屋名南）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
田 中 正 樹 （名古屋北）
山 口 兼 市 （名古屋北）
梅 村 清 英 （名古屋東）
中 村 公 彦 （名古屋名東）
近藤兼治郎 （名古屋東山）
水 藤 之 資 （豊橋）
福 井 英 輔 （豊橋）
志 賀 弘 嗣 （蒲郡）
酒 井 克 嘉 （蒲郡）
酒 井 基 裕 （蒲郡）
谷 山  　勉 （豊橋北）

稲 積 秀 一 （豊橋北）
広 中 貴 彦 （田原）
高 崎 雄 三 （田原）
岩 崎  　功 （田原）
鈴 木  　進 （田原）
髙 橋 雅 男 （豊橋ゴールデン）
中 嶌 秀 樹 （豊橋東）
松 原 広 幸 （岡崎）
酒 部 圭 司 （岡崎）
藤 原 正 寛 （岡崎）
鈴 木 裕 二 （岡崎南）
志 賀 為 宏 （岡崎南）
山 本 剛 司 （岡崎城南）
青 山 幸 市 （岡崎城南）
磯 部 亮 次 （岡崎城南）
鈴 木 正 輝 （豊田三好）
延 原  　哲 （豊田中）
日恵野正俊 （豊田中）
伊 藤 節 夫 （刈谷）
内 藤 教 恵 （安城）
山 口  　研  （安城）
神 谷  　明  （西尾）
榊 原 利 夫 （西尾K I R A R A）
清  　克 行 （西尾K I R A R A）
中 根 勝 美 （西尾K I R A R A）
長 谷 収 一 （西尾K I R A R A）
沓名由美子 （三河安城）
大 見 和 志 （三河安城）

朝 倉 滉 一 （半田）
青 葉 憲 一 （半田）
森 合 久 春 （東海）
坂 野 公 俊 （東海）
杉 原 康 男 （東知多）
竹 内 俊 郎 （半田南）
岡 戸 利 直 （半田南）
石 川 勝 彦 （半田南）
浅 野  　一 （一宮）
桑 原 英 寿 （一宮）
山 上 哲 司 （一宮）
宮 田 智 司 （一宮）
森  　隆 彦 （一宮）
大 森 輝 英 （一宮）
坂井田敏行 （一宮）
佐々木久直 （一宮）
鈴 木 洋 志 （一宮）
石 黒 敬 康 （一宮）
滝 川 林 一 （津島）
稲 垣 宏 高 （津島）
岡 本 康 義 （津島）
伊 藤 彰 浩 （津島）
則 武 克 彦 （一宮北）
石 黒 三 雄 （一宮北）
角 田 隆 幸 （一宮北）
日 野 康 司 （一宮北）
三 輪 茂 富 （一宮北）
村 瀬 圭 吾 （一宮北）
加 藤  　勉 （一宮北）
菱 川 弘 樹 （一宮北）
森 田  　進 （一宮北）
森  　通 保 （一宮北）
黒 木 義 公 （一宮北）
藤 原 峯 忠 （一宮北）

大 森 克 孝 （一宮北）
小 澤 正 明 （一宮北）
福 西 久 敏 （一宮北）
佐々木顕彰 （一宮北）
矢 野 尚 彦 （一宮北）
山 内 國 雄 （一宮北）
丹羽喜代次 （一宮北）
山 本  　基 （一宮北）
中 北 武 男 （一宮北）
黒 川 元 則 （あま）
後 藤  　稔 （名古屋清須）
江 川 泰 彦 （名古屋清須）
加 藤 恭 章 （一宮中央）
加 藤 恵 子 （瀬戸）
牧　　   治 （瀬戸）
福 冨 孝 弘 （犬山）
古 橋 裕 志 （尾張旭）
片 山 郁 雄 （瀬戸北）
神 谷 竜 也 （名古屋西）
川 島 浩 二 （名古屋西）
吉 川 公 章 （名古屋南）
丸 山 和 紀 （名古屋南）
吉 田 哲 人 （名古屋南）
安 田 智 彦 （名古屋南）
羽根田達夫 （名古屋南）
橋 本 修 三 （名古屋みなと）
山 下 哲 男 （名古屋みなと）
杉 浦 康 晴 （名古屋中）
山 田 典 廣 （名古屋中）
川 本 昌 市 （名古屋瑞穂）
松井文一郎 （名古屋瑞穂）
大 嶽 達 郎 （名古屋瑞穂）
鈴 木 淑 久 （名古屋瑞穂）
関 谷 俊 征 （名古屋瑞穂）
田 中  　宏 （名古屋瑞穂）
佐 治 寛 行 （名古屋瑞穂）
萱 垣  　建 （名古屋名駅）
清 水 順 二 （名古屋名駅）
筧  　正 紀 （名古屋名駅）
杉 浦 秀 一 （名古屋北）
中 村 陽 公 （名古屋北）
福 田 哲 三 （名古屋和合）
内 間 三 好 （名古屋和合）
米 山 郁 生 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
小 林 英 毅 （名古屋千種）
吉 田  　玄 （名古屋千種）
早 川 和 男 （名古屋東山）
佐 藤 敏 夫 （名古屋東山）
渡 邊 萬 里 （名古屋東山）
近 藤  　眞 （豊橋）
岡 田 直 樹 （豊橋）
竹 本 泰 一 （蒲郡）
本 多 英 夫 （蒲郡）
牧野早希子 （豊橋北）
山 内 有 恒 （豊橋北）
金 田 賢 也 （豊橋南）
西 川  　滋 （豊橋南）
榊 原 周 造 （豊橋南）
朽 名  　誠 （渥美）
鈴 木  　博 （豊川宝飯）
大 羽 重 治 （豊橋ゴールデン）
松 下 泰 三 （豊橋東）

杉 本 知 治 （岡崎）
柴 田 泰 伸 （岡崎）
大 林 市 郎 （岡崎）
松 本 隆 利 （安城）
谷 崎 直 樹 （西尾） 
杉 浦 竜 基 （西尾）
中 川  　敦 （知立）
酒 井 一 造 （知立）
杉 浦 義 利 （西尾K I R A R A）
山 本 裕 充 （西尾K I R A R A）
青 山 弦 八 （西尾K I R A R A）
山 本 俊 明 （西尾K I R A R A）
山 本 雅 仁 （三河安城）
水 谷  　存 （三河安城）
久 恒 治 人 （三河安城）
下 村 幸 真 （三河安城）

榊 原 敦 史 （半田）
小 栗 宏 次 （半田）
加 藤 順 三 （半田）
大林香瑞人 （東海）
水 野 憲 雄 （津島）
矢 田 政 弘 （一宮北）
大河内圭一 （一宮北）
渡 辺 元 男 （一宮北）
山 脇 敏 夫 （稲沢）
石 田 智 彦 （あま）
児 玉 憲 之 （あま）
三 輪 隆 裕 （名古屋清須）
水 野 豊 秋 （名古屋清須）
熊 澤 勝 則 （尾張中央）
沖 野  　満 （尾張中央）
井 上 伸 也 （瀬戸）
加 藤 一 夫 （瀬戸）
加 藤 浩 一 （犬山）
澤 田  　禅 （犬山）
日比野清正 （犬山）
谷 津 義 雄 （犬山）
鈴 木 文 勝 （小牧）
須 崎 侑 三 （瀬戸北）
檜 木 治 幸 （岩倉）
梅 田 克 一 （名古屋西）
野 間 義 正 （名古屋西）
佐 藤 俊 信 （名古屋南）
山 上 純 一 （名古屋南）
岩 佐 信 機 （名古屋みなと）
浜 崎  　明 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
水 野 恒 平 （名古屋東南）
小 島 祐 助 （名古屋中）
松本健一郎 （名古屋中）
岩 月 雅 章 （名古屋中）
星 野 一 郎 （名古屋瑞穂）
森  　裕 之 （名古屋瑞穂）
酒 井 俊 光 （名古屋瑞穂）
髙 木 政 義 （名古屋大須）
酒 井  　修 （名古屋大須）
牧 野 博 和 （名古屋栄）
笹 谷 俊 道 （名古屋名駅）
松尾雄二郎 （名古屋丸の内）
藤 田 守 彦 （名古屋丸の内）
待 井 雄 介 （名古屋北）
木 村 邦 彦 （名古屋守山）

河 本  　力 （名古屋守山）
森藤左エ門 （名古屋守山）
尾 関 正 一 （名古屋名北）
尾 関 淑 子 （名古屋名北）
鈴 木 聖 三 （名古屋千種）
佐 野  　寛 （名古屋千種）
樫 尾 富 二 （名古屋千種）
須 原 茂 樹 （名古屋昭和）
伊 藤 彰 二 （名古屋昭和）
久 野 洋 一 （名古屋東山）
太 田 邦 広 （名古屋東山）
小林三重子 （名古屋東山）
井 川 和 英 （豊橋）
小 出 修 弘 （豊橋）
市川不二夫 （蒲郡）
加 藤 卓 秀 （豊橋北）
林  　良 宣 （豊橋南）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
大 谷 育 人 （豊橋南）
杉 田 和 俊 （豊橋ゴールデン）
鈴 木 保 宣 （田原パシフィック）
及 部 多 高 （豊橋東）
西 脇 友 伸 （豊橋東）
伊 藤 篤 哉 （豊橋東）
早 川 勝 博 （岡崎）
上 原 哲 郎 （岡崎）
有 賀  　健 （岡崎）
後 藤 尚 之 （豊田）
三 宅 英 臣 （豊田）
杉 浦 秀 明 （豊田）
杉 浦  　彰 （岡崎南）
稲 垣  　寿 （岡崎東）
近 藤 金 作 （岡崎東）
杉 山 淳 一  （安城）
岩 崎 智 一  （西尾）
髙 井 英 和  （西尾）
鈴 木 毅 文  （西尾）
杉 浦 保 子  （碧南）
杉 浦 栄 次  （碧南）
大 竹 密 貴  （碧南）
鈴 木 宏 枝  （碧南）
黒 田 勝 基  （高浜）
鈴 木 民 也  （知立）
早 川 岩 男  （知立）
高 須 良 一 （西尾K I R A R A）
新 海 雄 二 （西尾K I R A R A）
太 髙 純 治 （西尾K I R A R A）
高 須  　光 （西尾K I R A R A）
三 治 信 芳 （西尾K I R A R A）
中 村  　正 （三河安城）
加 藤  　宙 （三河安城）
林  　秀 司 （三河安城）
大 見 満 宏 （三河安城）

鈴 木 裕 二 （半田）
都 築 利 全 （半田南）
前 田 昭 生 （津島）
永 井 伸 治 （稲沢）
鷲 見 好 弘 （名古屋清須）
河 合 幹 雄 （名古屋清須）
松 本 正 暢 （一宮中央）
梶 野 輝 雄 （瀬戸）
伊 藤 英 彦 （瀬戸）

松 平 實 胤 （犬山）
中 村  　明 （小牧）
清 水 武 臣 （名古屋空港）
北 園 守 生 （名古屋空港）
國田武二郎 （名古屋空港）
岩 田 哲 也 （名古屋空港）
稲 吉 將 秀 （名古屋空港）
土 屋 範 郎 （名古屋空港）
加 藤 恒 彦 （瀬戸北）
荒 井 康 夫 （瀬戸北）
近 藤 博 資 （瀬戸北）
于　　   咏 （愛知ロータリーE クラブ）
稲 熊 茂 男 （愛知ロータリーE クラブ）
平 田 哲 也 （愛知ロータリーE クラブ）
大 杉  　誠 （名古屋西）
梅 本  　薫 （名古屋西）
中 野 智 夫 （名古屋南）
川 村 大 介 （名古屋南）
津曲修一郎 （名古屋南）
渡 邊 一 平 （名古屋南）
菊 田 宗 一 （名古屋南）
西 尾 直 哉 （名古屋南）
鋤 柄 喜 彦 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
北 村 栄 治 （名古屋中）
相 羽 康 人 （名古屋中）
服 部 浩 明 （名古屋中）
梁 川 誠 市 （名古屋中）
安 田 照 幸 （名古屋中）
王　　   偉 （名古屋中）
平 松 久 明 （名古屋中）
鬼 頭 茂 成 （名古屋大須）
本 多 利 郎 （名古屋名南）
矢 野 雄 嗣 （名古屋丸の内）
神 谷  　忠 （名古屋東）
浜  　洋 一 （名古屋東）
安 井 元 司 （名古屋東）
服 部 雅 紀 （名古屋和合）
伊 藤 彰 二 （名古屋昭和）
松 井 多 弘 （名古屋昭和）
荒 山 久 美 （名古屋アイリス）
青 木 良 浩 （豊橋）
三 浦 裕 司 （豊橋）
石 川 昌 義 （豊橋）
松岡真由美 （豊橋）
兼 子 直 久 （豊橋）
伊 藤 晴 康 （豊橋）
香 取  　武 （豊川）
田 中 寛 孝 （豊川）
藤 城 隆 雄 （田原）
鈴 木 達 司 （田原パシフィック）
小笠原竜児 （豊橋東）
齊 藤 伸 明 （豊橋東）
村 上 雅 則 （豊田）
三 宅 正 恭 （豊田）
村 端 達 也 （豊田）
酒 部 佳 直 （岡崎南）
小久井正秋 （岡崎南）
福 尾  　清 （岡崎南）
伊 藤 愼 一 （豊田西）
畔 栁 秀 幸 （岡崎東）
本 田 康 英 （岡崎東）
酒 井  　賢 （岡崎東）

宇 野 弘 隆 （岡崎東）
天 野 邦 彦 （岡崎城南）
毛 受  　豊 （刈谷）
深 谷 嘉 英 （刈谷）
恒 川 憲 一 （安城）
青 山 竜 也 （安城）
成 田 孝 則 （安城）
近 藤 裕 保 （安城）
犬 塚 一 彦  （西尾）
松 本 容 明  （西尾）
榊原茂太郎  （西尾）
都 築 勇 一  （西尾一色）
浅 岡 憲 隆  （高浜）
鈴 木 善 和 （西尾K I R A R A）
太田五九郎 （西尾K I R A R A）
細 川 和 好 （西尾K I R A R A）
齋 藤 光 正 （三河安城）

稲 熊 直 樹 （半田）
中 池 聡 之 （東海）
山 本 慎 治 （半田南）
堀 田 敏 行 （半田南）
山 田 一 仁 （一宮）
東 海 広 光 （あま）
篠 田 耕 伸 （あま）
山 田 尊 久 （あま）
齊 藤 雄 二 （名古屋清須）
松 前 和 子 （一宮中央）
坂 田 義 一 （一宮中央）
尾 関 一 之 （一宮中央）
松 前 裕 己 （一宮中央）
松 村 晋 也 （瀬戸）
山 本 英 雄 （瀬戸）
水 野 聖 仁 （小牧）
尾 野 英 二 （愛知ロータリーE クラブ）
近藤多喜男 （名古屋西）
田茂井克典 （名古屋西）
鈴 木 幹 雄 （名古屋南）
内 田  　優 （名古屋南）
清 水 一 郎 （名古屋南）
愛 知 吉 隆 （名古屋南）
田 中 賢 二 （名古屋南）
大 竹  　裕 （名古屋南）
石 原 光 弘 （名古屋南）
山 内 靖 雄 （名古屋みなと）
河 村 嘉 希 （名古屋中）
吉 田 治 伸 （名古屋中）
塩 谷 和 久 （名古屋中）
長谷川   隆 （名古屋瑞穂）
中 野 健 二 （名古屋瑞穂）
鈴 木  　実 （名古屋瑞穂）
鳥 山 政 明 （名古屋瑞穂）
北 岡 寿 人 （名古屋瑞穂）
髙 原 昌 宏 （名古屋瑞穂）
鈴 木 伸 一 （名古屋瑞穂）
村 瀬 俊 高 （名古屋瑞穂）
久 野 善 基 （名古屋栄）
米坂みよ古 （名古屋名駅）
坪 井 義 之 （名古屋名駅）
服 部 清 純 （名古屋名駅）
竹 尾 祥 子 （名古屋名東）
谷 口  　優 （名古屋千種）
石 井 弘 子 （名古屋錦）

安 井 嗣 博 （名古屋アイリス）
杉 田  　洋 （豊橋）
瀧 﨑 裕 司 （豊橋）
山 本 貴 浩 （豊橋）
佐 藤 裕 彦 （豊橋）
伊 藤 健 一 （蒲郡）
鈴 木 康 司 （蒲郡）
本 多 一 義 （豊橋北）
夏 目 憲 永 （豊橋北）
久 具 信 夫 （豊川）
石 黒 利 昌 （田原）
丸 山 明 敏 （新城）
永 田 恵 照 （豊川宝飯）
中 村 彰 宏 （豊橋ゴールデン）
河 合 成 幸 （田原パシフィック）
森 下 新 一 （田原パシフィック）
安 福 良 豊 （岡崎）
安 藤 宏 行 （岡崎）
今井眞一郎 （豊田）
加 藤  　太 （豊田）
成 瀬 正 尚 （豊田）
市 川 善 英 （豊田）
清 水 昌 一 （岡崎南）
磯 村 哲 也 （岡崎南）
鈴 木 博 文 （岡崎南）
神 尾  　淳 （岡崎南）
林  　孝 夫 （岡崎東）
安 川 政 男 （岡崎東）
南　　   鉉 （岡崎東）
島 田 英 太 （岡崎東）
安 井 健 次 （岡崎東）
三 宅 哲 也 （豊田中）
西 村 圭 人 （豊田中）
奥 嶋 正 衛 （安城）
亀 島 深 里 （安城）
外 山 勝 美 （安城）
加 藤 英 明 （安城）
小野田真代 （安城）
手 島 健 次  （西尾）
浅 岡 直 幸  （西尾）
鈴木きよみ  （碧南）
鳥 居 萬 里  （西尾一色）
上 野  　実  （知立）
髙 木 秀 夫  （知立）
武 藤 充 廣  （知立）
天 野 竹 行 （三河安城）
加 藤 泰 司 （三河安城）
金 子 豊 久 （三河安城）
杉 浦 秀 郎 （三河安城）
弥 政 晋 輔 （三河安城）

小 川 貴 英 （半田）
伊 藤 友 子 （半田）
久 野　  生 （東海）
早 川 直 義 （東海）
熊 澤  　岌 （東知多）
松 林 信 吾 （半田南）
杉 山 義 幸 （一宮）
佐 々 憲 一 （一宮）
栃 倉  　勲 （一宮）
伊 藤 光 治 （一宮）
中 西 啓 太 （一宮）
船 越  　孝 （一宮北）

後 藤 雅 光 （あま）
上 田 博 行 （あま）
篠 田 正 志 （あま）
川 西 利 浩 （名古屋清須）
森　俊一郎 （一宮中央）
内田泰潤徳 （一宮中央）
佐 藤 祐 造 （一宮中央）
加 藤 定 江 （瀬戸）
玉 井  　徹 （瀬戸）
加 藤 義 晴 （江南）
南 村 朋 幸 （江南）
宅 間 秀 順 （春日井）
加藤久仁明 （春日井）
田 邊 雅 彦 （名古屋空港）
中 野 昭 雄 （瀬戸北）
加 藤 雅 人 （瀬戸北）
奥 田 桂 良 （瀬戸北）
松 山 吉 之 （名古屋西）
服 部  　徹 （名古屋西）
大 蔵 康 雄 （名古屋南）
加 藤 敏 行 （名古屋南）
加 納 昭 巨 （名古屋南）
赤 澤 由 英 （名古屋南）
今 井 浩 詞 （名古屋南）
鈴 木  　哲 （名古屋みなと）
室 原 國 彦 （名古屋みなと）
山 口 直 彦 （名古屋東南）
白 木 良 彦 （名古屋東南）
山 口 剛 男 （名古屋東南）
藁谷喜世志 （名古屋東南）
鬼 頭  　弘 （名古屋東南）
平 松 育 夫 （名古屋東南）
永 谷 英 夫 （名古屋東南）
佐久間貞介 （名古屋東南）
鈴 木 雅 雄 （名古屋東南）
坂 本 裕 孝 （名古屋東南）
橋 爪  　務 （名古屋東南）
熊谷多津旺 （名古屋東南）
瀬 木 真 理 （名古屋東南）
柴田裕二郎 （名古屋中）
森 田 乾 嗣 （名古屋中）
川 本 浩 史 （名古屋中）
川 口 誉 夫 （名古屋中）
安 岡 克 明 （名古屋瑞穂）
花井芳太朗 （名古屋瑞穂）
松 田 浩 孝 （名古屋瑞穂）
鈴 木 雅 登 （名古屋瑞穂）
本 多 誠 之 （名古屋瑞穂）
永 草 孝 憲 （名古屋瑞穂）
林  　順 治 （名古屋大須）
大 澤 伸 悟 （名古屋大須）
山 本 裕 三 （名古屋名駅）
安 藤 隆 利 （名古屋名駅）
西 川 達 郎 （名古屋名駅）
大 輪  　稔 （名古屋名駅）
有 沢 祥 子 （名古屋丸の内）
川 口  　豊 （中部名古屋みらい）
柴 田 幸 男 （名古屋北）
木 村  　茂 （名古屋北）
各 務 有 一 （名古屋東）
今 村 憲 治 （名古屋東）
木 谷 圭 子※ （名古屋東）
松崎美都子 （名古屋守山）

下 出 啓 介 （名古屋名東）
名 越 陽 子 （名古屋名東）
荒 川 章 三 （名古屋昭和）
小 坂 達 也 （名古屋昭和）
綿 貫 達 雄 （名古屋アイリス）
江 崎 雅 彰 （豊橋）
荒 島 一 実 （豊橋）
中 村 典 司 （豊橋）
岡 村 正 造 （豊橋）
宮 崎 三 佳 （田原）
大 林 則 久 （豊橋ゴールデン）
冨 田 正 行 （豊橋ゴールデン）
河 辺 暁 雄 （田原パシフィック）
岡 本 卓 三 （田原パシフィック）
居 平 文 孝 （豊橋東）
安 田 直 樹 （豊橋東）
杉浦健太郎 （岡崎）
福 澤 玉 青 （岡崎）
谷  　泰 男 （岡崎）
酒 井 英 二 （岡崎）
鈴 木 康 生 （豊田）
小 椋 邦 彦 （豊田）
神 谷 典 之 （豊田）
朝比奈幸生 （豊田）
五 島 一 友 （豊田）
廣 部 智 映 （豊田）
小 川 秀 文 （岡崎南）
永 田 哲 之 （岡崎南）
早 川 幹 男 （岡崎南）
犬 塚 光 彦 （岡崎南）
大河原   誠 （岡崎南）
牧 野 嗣 弘 （岡崎南）
梶 川 勇 次 （岡崎南）

鳥 居  　守 （岡崎南）
金 本 孝 美 （岡崎東）
三 城 偉 央 （岡崎東）
坂 野  　弘 （岡崎東）
春 名 祐 樹 （岡崎東）
鈴 木 圭 介 （岡崎東）
藤 江 顕 治 （岡崎城南）
猿 渡 亮 二 （豊田中）
中 條  　誉 （豊田中）
辰 巳  　健 （豊田中）
伊 藤 伸 治 （豊田中）
伊豫田健児 （豊田中）
天 野 櫻 子 （刈谷）
加 藤 哲 也 （刈谷）
辻  　隆 士 （安城）
岩 井 春 次 （安城）
犬 塚 富 雄  （西尾）
永 江 義 澄  （西尾）
岩 瀬 淳 治  （西尾）
平 松 則 行  （碧南）
神 谷  　林  （西尾一色）
渡 辺 浩 二  （知立）
加 藤 久 和  （知立）
秋 山 正 純 （西尾K I R A R A）
榊 原  　章 （西尾K I R A R A）
杉 浦 加 代 （西尾K I R A R A）
石 山  　進 （西尾K I R A R A）
神 谷 昭 光 （西尾K I R A R A）

澤 田 雄 二 （半田）
堀 嵜 恒 藏 （半田）
間 瀬 保 英 （東海）
川 澄 哲 裕 （半田南）

杉 山 知 子 （半田南）
手 島 嘉 宏 （半田南）
蜷 川 勝 己 （半田南）
横 山 明 巳 （大府）
二ノ宮道彦 （一宮）
冨 田 隆 裕 （一宮）
立 松 絹 久 （あま）
前 田 昌 樹 （名古屋清須）
大 塚 省 治 （一宮中央）
加 藤 孝 爾 （瀬戸）
青 山  　稔 （瀬戸）
小 川  　誠 （犬山）
小 谷 達 也 （小牧）
名 和 千 博 （小牧）
長 尾 秀 義 （小牧）
鈴 木 雅 弘 （愛知ロータリーE クラブ）
鈴 木 和 雄 （名古屋西）
杉 本 邦 彦 （名古屋西）
松 島 延 明 （名古屋南）
鈴 木 喜 雄 （名古屋南）
大 原 和 生 （名古屋南）
服 部 伸 一 （名古屋南）
寺 本 善 雄 （名古屋みなと）
柳 澤 講 次 （名古屋みなと）
今 村 源 一 （名古屋中）
伊 藤 眞 人 （名古屋中）
近 藤 東 仁 （名古屋中）
山 本  　尚 （名古屋中）
牧 野 智 繁 （名古屋瑞穂）
萩 原 孝 則 （名古屋瑞穂）
松 本 哲 朗 （名古屋大須）
岡 村 隆 德 （名古屋大須）
小 出 政 巳 （名古屋栄）

早 川 敏 江 （名古屋名駅）
川 田 武 司 （名古屋名駅）
六 鹿 敏 也 （名古屋名駅）
種 瀬 徹 也 （名古屋名駅）
松 田 茂 樹 （名古屋東）
加藤恭太郎 （名古屋守山）
七 田 隆 二 （名古屋守山）
名 倉 嗣 治 （名古屋昭和）
藤 岡 省 吾 （名古屋錦）
浅 倉 伸 治 （豊橋）
長 濱 貴 彦 （豊橋）
大塩啓太郎 （豊橋）
岩 瀬  　清 （豊橋）
高 坂 泰 弘 （豊橋北）
大 石 佳 史 （豊橋北）
山 本 和 正 （豊橋北）
半 田 富 男 （豊川宝飯）
矢頭文由己 （豊橋ゴールデン）
本 多 英 司 （豊橋ゴールデン）
平 野 貴 久 （豊橋ゴールデン）
杉 浦 宏 始（豊橋ゴールデン）
髙 井 龍 雄（豊橋ゴールデン）
佐久間俊之 （田原パシフィック）
山 口  　登 （豊橋東）
西  　崇 秀 （豊橋東）
小 石 洋 和 （豊橋東）
石 川 勝 敏 （岡崎）
森 本  　覚 （豊田）
井 戸 雅 裕 （豊田）
光 岡 主 税 （豊田）
加 藤 国 治 （豊田）
伊 藤 正 人 （豊田）
新 井 利 和 （豊田）

山 本 一 貴 （岡崎南）
山 本  　眞 （岡崎南）
松 野 元 基 （岡崎南）
江 山  　清 （岡崎南）
竹 内 光 博 （岡崎南）
岩 崎 靖 彦 （岡崎東）
石 川 雅 規 （岡崎東）
中 根 匡 規 （岡崎東）
加 藤 和 志 （岡崎東）
黒 井 克 宣 （岡崎東）
宇 井 武 夫 （豊田東）
中 野 喜 之 （豊田三好）
小 塚 達 美 （豊田中）
宇田川佳世 （豊田中）
福 岡 克 勝 （豊田中）
稲 葉 俊 伸 （豊田中）
福 岡 和 則 （豊田中）
石 川 徳 重 （安城）
海 野 広 明 （安城）
鳥 居 慶 輔  （西尾）
本 田 正 則  （西尾）
平 岩 博 行  （西尾）
鈴 木 泰 博  （碧南）
服 部 弘 史  （碧南）
早川比呂太  （西尾一色）
山 下 保 彦  （西尾一色）
杉 原 透 恭  （知立）
丸 目 藤 二 （西尾K I R A R A）
長 田 和 人 （三河安城）
植 村 真 一 （三河安城）
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水 野 隆 芳 （半田）
鈴 木 丈 雄 （半田）
前 田 三 次 （常滑）
稲 坂　  博 （東海）
高 津 忠 男 （東知多）
外 園　  茂 （大府）
久 野 春 雄 （大府）
青 山 佳 裕 （一宮）
林　  隆 春 （一宮）
堀 田  　勝 （津島）
伊 藤 哲 朗 （津島）
伊 藤 幸 蔵 （津島）
佐 藤 栄 一 （津島）
和 出 泰 夫 （津島）
田 島  　昊 （稲沢）
栗 木 和 夫 （あま）
前 田 重 廣 （あま）
髙 山  　敏 （あま）
鴨 井 敏 秋 （名古屋清須）
小 島 三 男 （一宮中央）
長 橋 國 和 （一宮中央）
稲 垣 圭 次 （犬山）
牧 野 武 彦 （犬山）
大 澤  　渡 （犬山）
安藤喜代司 （江南）
伊 藤 靖 祐 （江南）
澤 田 昌 久 （江南）
山 本  　修 （瀬戸北）
宮 田 浩 明 （岩倉）
坂  　直 樹 （名古屋）
清 田 武 男 （名古屋西）
水 野 隆 二 （名古屋西）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
ローランド J. ヨッスィ （名古屋南）
飯 田 秀 雄 （名古屋みなと）
菅　　   栄 （名古屋みなと）
木 村 秀 夫 （名古屋みなと）
小 島 清 路 （名古屋みなと）
才 本 清 継 （名古屋みなと）
市 原 高 明 （名古屋中）
小笠原   暁 （名古屋中）
坪 井 進 悟 （名古屋中）
鶴 見 俊 成 （名古屋中）
八 神 弘 雄 （名古屋中）
倉 澤  　寛 （名古屋瑞穂）
水 谷  　誠 （名古屋名南）
柴 田 照 子 （名古屋名南）
川 村 勝 廣 （名古屋名駅）
小 西 忠 昭 （名古屋名駅）
大 野 智 彦 （名古屋北）
相 馬 保 之 （名古屋北）
福 谷 正 男 （名古屋東）
林  　雅 史 （名古屋東）
東 谷 昌 彦 （名古屋東）
二 村  　満 （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
多和田   武 （名古屋東）

今 村 孝 治 （名古屋和合）
町 田 重 夫 （名古屋和合）
中 村 有 孝 （名古屋和合）
坪 井 和 義 （名古屋和合）
松 永 辰 男 （名古屋名東）
齊 藤 英 夫 （名古屋名東）
星川須美子 （名古屋名北）
石 黒  　勉 （名古屋名北）
加 藤  　靖 （名古屋昭和）
柴 田 義 介 （名古屋昭和）
北 村 隆 子 （名古屋錦）
前 田 元 弘 （名古屋錦）
丹 羽  　繁 （名古屋錦）
寺 西  　正 （名古屋錦）
植 村 元 雄 （名古屋錦）
福 井  　敬 （豊橋）
神 野 吾 郎 （豊橋）
鈴 木 正 憲 （豊橋）
近 藤 克 義 （蒲郡）
丸 山  　勝 （蒲郡）
小笠原金太郎 （蒲郡）
清 水 敏 光 （蒲郡）
吉 野 勝 己 （豊橋南）
坂 巻 邦 彦 （新城）
大 原 孝 一 （田原パシフィック）
豊 田 慈 證 （田原パシフィック）
河 合 純 夫 （豊橋東）
南 部  　淳 （岡崎）
野 田 篤 文 （岡崎）
柴 田 芳 孝 （岡崎）
田 辺 一 雄 （岡崎）
中 根 克 弘 （岡崎南）
宇 井  　均 （岡崎南）
山 崎 泰 信 （岡崎南）
藤 井  　悟 （岡崎東）
安 藤 和 広 （豊田東）
久保田   浩 （豊田東）
長 橋  　朗 （豊田東）
大 澤 六 也 （豊田東）
鈴 木 基 之 （豊田東）
鈴 木 孝 治 （豊田東）
梅 村 昌 吾 （豊田東）
矢 頭 功 生 （豊田東）
山 内 達 己 （豊田東）
横 山 克 則 （豊田東）
松 井 孝 王 （岡崎城南）
堀 川  　泰 （豊田三好）
本 多  　幹 （豊田中）
又 場 公 代 （豊田中）
松 山  　治 （豊田中）
澳 覩  　光 （豊田中）
渡 邊 高 紹 （豊田中）
横 地  　朗 （豊田中）
市 川 裕 大 （刈谷）
近 藤 俊 行 （刈谷）
岡 本 女芝 磨 （刈谷）
岡 本  　巧 （刈谷）
神 谷  　研 （安城）

戸 谷  　央 （安城）
加 藤 浩 道 （西尾）
平 岩 辰 之 （碧南）
新 美 惣 英 （碧南）
奥 田 雪 雄 （碧南）
角 谷 信 二 （碧南）
杉 浦 昌 裕 （碧南）
鶴 田 光 久 （碧南）
岩 瀬 清 彦 （西尾K I R A R A）
大須賀慶一 （西尾K I R A R A）
鈴 木 昭 夫 （西尾K I R A R A）
木 村 恭 子 （三河安城）
山 本 彰 秀 （三河安城）
山 本 昌 弘 （三河安城）

日 高 晋 典 （常滑）
小 出 常 雄 （東海）
鈴 木 宏 司 （半田南）
青 木 雅 裕 （知多）
岩 崎 征 宣 （知多）
木 下 勝 美 （知多）
坂 本 竹 敏 （知多）
相羽あつ子 （津島）
加 藤 則 之 （津島）
佐 竹  　敦 （津島）
清 水 裕 行 （津島）
鈴 木 吉 男 （津島）
八 谷 潤 一 （津島）
横 井 知 代 （津島）
中 村  　禊 （名古屋清須）
平 岩 慎 次 （尾張中央）
石 原 稔 久 （一宮中央）
藤 井 源 成 （瀬戸）
加 藤 陽 一 （瀬戸）
加藤唐三郎 （瀬戸）
森  　弘 好 （江南）
冨 永 典 夫 （江南）
原 田 好 展 （名古屋空港）
波多野   真 （名古屋空港）
稲 熊 正 徳 （名古屋空港）
栗 田 和 典 （名古屋空港）
照 井 通 夫 （名古屋空港）
山 北 秀 和 （名古屋空港）
若 杉 福 雄 （瀬戸北）
荒川永太郎 （名古屋西）
水 谷 博 之 （名古屋西）
長谷川   仂 （名古屋南）
小 嶋 仲 夫 （名古屋南）
近 藤 信 之 （名古屋東南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
牧 野 弘 明 （名古屋東南）
荒 川 雅 義 （名古屋中）
早 瀬 孝 文 （名古屋中）
石 原 寿 生 （名古屋中）
金 森 伸 夫 （名古屋中）
近 藤 直 樹 （名古屋中）
宮 内  　誠 （名古屋中）
永 野 光 容 （名古屋中）

岡 崎  　亨 （名古屋中）
佐 藤 友 治 （名古屋中）
鈴木謙一郎 （名古屋中）
田ヶ原昭弘 （名古屋中）
山 口  　忍 （名古屋中）
吉 田 敬 岳 （名古屋中）
青 柳  　斉 （名古屋瑞穂）
堀  　慎 治 （名古屋瑞穂）
松 岡 道 弘 （名古屋瑞穂）
照 井  　栞 （名古屋大須）
山 口 正 孝 （名古屋大須）
井 上  　司 （名古屋栄）
加 藤 英 敏 （名古屋名南）
木 下 福 郎 （名古屋名南）
水 野 俊 男 （名古屋名南）
日比野三吉彦 （名古屋名駅）
堀 田 豊 彦 （名古屋名駅）
中 野  　健 （名古屋名駅）
鈴 木 次 郎 （名古屋名駅）
磯 部  　徹 （名古屋丸の内）
水 野𠮷𠮷𠮷 紹 （名古屋北）
鈴 木  　樞 （名古屋守山）
大 島 一 恵 （名古屋名東）
鈴木太刀雄 （名古屋名東）
高 橋  　進 （名古屋昭和）
渡 辺 直 樹 （名古屋昭和）
鬼頭正二郎 （名古屋錦）
中 山 信 義 （名古屋錦）
生 田 博 隆 （名古屋東山）
金 田 英 和 （名古屋東山）
鈴 木 明 雄 （豊橋）
山 本 光 伸 （豊橋）
小杉幸一郎 （豊橋北）
磯 村 秀 樹 （豊橋南）
熊 谷  　勝 （新城）
樅 山 修 一 （豊川宝飯）
畑 野 泰 志 （豊橋ゴールデン）
伊 藤 眞 芳 （豊橋ゴールデン）
河 辺 敏 之 （豊橋ゴールデン）
村 田  　悟 （豊橋ゴールデン）
竹 田 昌 弘 （豊橋ゴールデン）
藤 代 善 之 （田原パシフィック）
本 多  　敬 （田原パシフィック）
加 藤 武 紀 （田原パシフィック）
佐野弘之介 （田原パシフィック）
山 崎  　曻 （田原パシフィック）
川 西 裕 康 （豊橋東）
中 村 成 人 （豊橋東）
豊 田 能 史 （豊橋東）
安 井 洋 二 （豊橋東）
深 田 達 彦 （岡崎）
加 藤 博 巳 （岡崎）
宮 本  　隆 （岡崎）
安 藤 隆 幸 （岡崎南）
岩 瀬 宏 隆 （岡崎南）
加 藤  　強 （岡崎南）
神 谷 卓 弌 （岡崎南）
鬼 頭 辰 郎 （岡崎南）

2009 年度

2008 年度

米山功労者名簿

●米山功労者

2010 年度

岡 田 庄 璽 （岡崎南）
鬼 塚 俊 夫 （岡崎南）
柴 田 修 次 （岡崎南）
皿 井  　寛 （豊田西）
牧  　　 勝 （岡崎城南）
永 井 量 基 （岡崎城南）
稲 本 良 二 （豊田中）
山内ユミ子 （豊田中）
権 田 鋹 弘 （刈谷）
深 津 正 則 （安城）
星 野 和 幸 （西尾）
本 多  　淳 （西尾）
三 浦 眞 澄 （西尾）
小笠原正秀 （西尾）
平 松  　太 （碧南）
石 川 唯 司 （碧南）
清 澤 聡 之 （碧南）
新 美 雅 浩 （碧南）
岡 本 明 弘 （碧南）
竹 中  　誠 （碧南）
山 中 寛 紀 （碧南）
朴  　壽 子 （西尾K I R A R A）
杉 浦 正 昭 （西尾K I R A R A）
高 須  　匀 （西尾K I R A R A）

古 市 晃 久 （半田）
猪 飼 盛 雄 （常滑）
梯  　國 彦 （一宮）
松 原 直 次 （一宮）
森  　俊 夫 （一宮）
関 戸  　徹 （一宮）
滝  　善 蔵 （一宮）
加 藤 隆 朗 （津島）
佐 藤 敬 治 （津島）
篠 田 知 生 （津島）
住 田 正 幸 （津島）
山 田 勝 弘 （津島）
水 野 憲 司 （一宮北）
成田幸太郎 （稲沢）
古 川  　宏 （あま）
水 谷 安 紀 （あま）
永 田  　正 （一宮中央）
大 森  　進 （一宮中央）
森 脇 文 直 （瀬戸）
野 田 正 治 （瀬戸）
山 口 育 男 （瀬戸）
清 野 允 中 （江南）
大 野 良 之 （尾張旭）
柏 本 光 之 （瀬戸北）
小 澤  　修 （瀬戸北）
梅 村 邦 雄 （瀬戸北）
山 田 隆 雄 （瀬戸北）
豊 島 将 克 （名古屋城北）
青 島 邦 人 （名古屋西）
神 野 富 三 （名古屋西）
宮 田 理 博 （名古屋南）
南 雲 和 江 （名古屋東南）
松 原 秀 樹 （名古屋中）

小 栗 成 男 （名古屋中）
榊 原 克 典 （名古屋中）
渡 邊 樹 志 （名古屋中）
入 山 治 樹 （名古屋瑞穂）
市 岡 正 蔵 （名古屋瑞穂）
西 沢 功 晋 （名古屋瑞穂）
鈴 木 健 司 （名古屋瑞穂）
髙 木 元 明 （名古屋瑞穂）
鶴 田  　浩 （名古屋瑞穂）
梅 村 昌 孝 （名古屋瑞穂）
犬飼りさ枝 （名古屋名南）
山 崎  　淳 （名古屋名南）
遠 藤 泰 昭 （名古屋名駅）
岩 崎 光 記 （名古屋名駅）
友 田 喜 夫 （名古屋名駅）
堀 江 俊 通 （名古屋丸の内）
内 藤 秀 樹 （名古屋北）
伊 藤 陽 介 （名古屋守山）
鈴 木 真 司 （名古屋昭和）
斉 田 康 徳 （名古屋錦）
川 村 荒 治 （豊橋）
松 井 孝 悦 （豊橋）
高 橋 豊 彦 （豊橋）
市 川 晶 也 （蒲郡）
河 合 芳 光 （豊橋北）
夏 目 國 弘 （豊橋北）
佐久間武美 （豊橋北）
鈴木伊能勢 （豊橋北）
天野英一郎 （田原）
佐 野 朝 海 （田原）
柴 田  　登 （田原）
八 木 正 光 （田原）
神 谷 浩 史 （豊橋南）
梶 村 康 彦 （豊橋南）
住野友次郎 （豊橋南）
内 山 昌 久 （豊橋南）
中 澤 輝 昭 （新城）
佐 藤 泰 惇 （新城）
竹内臨通夫 （新城）
伊藤隆一郎 （豊橋ゴールデン）
彦 坂 敏 行 （田原パシフィック）
河 合 喜 嗣 （田原パシフィック）
藤 井 宣 行 （豊橋東）
白 井 康 仁 （豊橋東）
深 津  　浩 （岡崎）
尾 崎 篤 司 （岡崎）
太 田 成 紀 （岡崎）
同 前 仁 史 （岡崎）
深 津  　篤 （岡崎南）
小島ミユキ （岡崎南）
奥 村 英 世 （岡崎南）
小 野 正 富 （岡崎南）
鈴 木 英 治 （豊田東）
有 馬 惟 夫 （岡崎城南）
稲 垣  　淳 （安城）
市 川  　護 （安城）
加 藤 正 人 （安城）
萩 原 竜 治 （西尾）
石 川 哲 朗 （西尾）
岩 瀬 正 広 （西尾）
金 原 健 志 （西尾）
黒 田 正 志 （西尾）
坂 田 吉 郎 （西尾）

粟 津 康 之 （碧南）
黒 田 泰 弘 （碧南）
森 田 雅 也 （碧南）
長 田 和 徳 （碧南）
榊 原  　健 （碧南）
角 谷  　修 （碧南）
鈴 木 健 三 （碧南）
小 出 道 治 （西尾一色）
水 野 泰 昌 （知立）
堀 本 保 美 （三河安城）
犬 束 信 一 （三河安城）

澤 田 好 伸 （半田）
鈴 村 昌 人  （東海）
木 塚 烈 男 （東海）
青 山 五 郎 （東知多）
生 田 達 一 （津島）
寺 田 晏 章 （津島）
大 竹 敬 一 （あま）
伊藤恒二郎 （一宮中央）
渡辺愛一郎 （瀬戸）
加 藤 眞 言 （瀬戸）
加 藤 令 吉 （瀬戸）
穂 積 良 治 （名古屋城北）
津 坂 守 英 （名古屋城北）
神 尾  　隆 （名古屋西）
加 藤 正 和 （名古屋西）
鵜 飼 治 昭 （名古屋西）
伊 藤 彰 彦 （名古屋西）
後 藤 保 正 （名古屋南）
中 川 昭 一 （名古屋南）
小 森 敦 夫 （名古屋南）
西 本 一 幸 （名古屋南）
樋江井貴文 （名古屋南）
高 田 和 裕 （名古屋みなと）
山 田  　豊 （名古屋みなと）
加 藤 茂 春 （名古屋みなと）
山ノ内泰央 （名古屋東南）
岩 崎 誠 二 （名古屋東南）
東  　俊 輝 （名古屋中）
立 松 洋 司 （名古屋中）
湯 澤 勇 生 （名古屋瑞穂）
山 口 哲 司 （名古屋瑞穂）
近 藤 茂 弘 （名古屋瑞穂）
湯 澤 信 雄 （名古屋瑞穂）
山 本 英 雄 （名古屋瑞穂）
広 瀬 弘 幸 （名古屋瑞穂）
神 野 邦 利 （名古屋大須）
近 藤 明 美 （名古屋大須）
米 田  　敬 （名古屋栄）
東 山 直 史 （名古屋名南）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
田 中 正 樹 （名古屋北）
山 口 兼 市 （名古屋北）
梅 村 清 英 （名古屋東）
中 村 公 彦 （名古屋名東）
近藤兼治郎 （名古屋東山）
水 藤 之 資 （豊橋）
福 井 英 輔 （豊橋）
志 賀 弘 嗣 （蒲郡）
酒 井 克 嘉 （蒲郡）
酒 井 基 裕 （蒲郡）
谷 山  　勉 （豊橋北）

稲 積 秀 一 （豊橋北）
広 中 貴 彦 （田原）
高 崎 雄 三 （田原）
岩 崎  　功 （田原）
鈴 木  　進 （田原）
髙 橋 雅 男 （豊橋ゴールデン）
中 嶌 秀 樹 （豊橋東）
松 原 広 幸 （岡崎）
酒 部 圭 司 （岡崎）
藤 原 正 寛 （岡崎）
鈴 木 裕 二 （岡崎南）
志 賀 為 宏 （岡崎南）
山 本 剛 司 （岡崎城南）
青 山 幸 市 （岡崎城南）
磯 部 亮 次 （岡崎城南）
鈴 木 正 輝 （豊田三好）
延 原  　哲 （豊田中）
日恵野正俊 （豊田中）
伊 藤 節 夫 （刈谷）
内 藤 教 恵 （安城）
山 口  　研  （安城）
神 谷  　明  （西尾）
榊 原 利 夫 （西尾K I R A R A）
清  　克 行 （西尾K I R A R A）
中 根 勝 美 （西尾K I R A R A）
長 谷 収 一 （西尾K I R A R A）
沓名由美子 （三河安城）
大 見 和 志 （三河安城）

朝 倉 滉 一 （半田）
青 葉 憲 一 （半田）
森 合 久 春 （東海）
坂 野 公 俊 （東海）
杉 原 康 男 （東知多）
竹 内 俊 郎 （半田南）
岡 戸 利 直 （半田南）
石 川 勝 彦 （半田南）
浅 野  　一 （一宮）
桑 原 英 寿 （一宮）
山 上 哲 司 （一宮）
宮 田 智 司 （一宮）
森  　隆 彦 （一宮）
大 森 輝 英 （一宮）
坂井田敏行 （一宮）
佐々木久直 （一宮）
鈴 木 洋 志 （一宮）
石 黒 敬 康 （一宮）
滝 川 林 一 （津島）
稲 垣 宏 高 （津島）
岡 本 康 義 （津島）
伊 藤 彰 浩 （津島）
則 武 克 彦 （一宮北）
石 黒 三 雄 （一宮北）
角 田 隆 幸 （一宮北）
日 野 康 司 （一宮北）
三 輪 茂 富 （一宮北）
村 瀬 圭 吾 （一宮北）
加 藤  　勉 （一宮北）
菱 川 弘 樹 （一宮北）
森 田  　進 （一宮北）
森  　通 保 （一宮北）
黒 木 義 公 （一宮北）
藤 原 峯 忠 （一宮北）

大 森 克 孝 （一宮北）
小 澤 正 明 （一宮北）
福 西 久 敏 （一宮北）
佐々木顕彰 （一宮北）
矢 野 尚 彦 （一宮北）
山 内 國 雄 （一宮北）
丹羽喜代次 （一宮北）
山 本  　基 （一宮北）
中 北 武 男 （一宮北）
黒 川 元 則 （あま）
後 藤  　稔 （名古屋清須）
江 川 泰 彦 （名古屋清須）
加 藤 恭 章 （一宮中央）
加 藤 恵 子 （瀬戸）
牧　　   治 （瀬戸）
福 冨 孝 弘 （犬山）
古 橋 裕 志 （尾張旭）
片 山 郁 雄 （瀬戸北）
神 谷 竜 也 （名古屋西）
川 島 浩 二 （名古屋西）
吉 川 公 章 （名古屋南）
丸 山 和 紀 （名古屋南）
吉 田 哲 人 （名古屋南）
安 田 智 彦 （名古屋南）
羽根田達夫 （名古屋南）
橋 本 修 三 （名古屋みなと）
山 下 哲 男 （名古屋みなと）
杉 浦 康 晴 （名古屋中）
山 田 典 廣 （名古屋中）
川 本 昌 市 （名古屋瑞穂）
松井文一郎 （名古屋瑞穂）
大 嶽 達 郎 （名古屋瑞穂）
鈴 木 淑 久 （名古屋瑞穂）
関 谷 俊 征 （名古屋瑞穂）
田 中  　宏 （名古屋瑞穂）
佐 治 寛 行 （名古屋瑞穂）
萱 垣  　建 （名古屋名駅）
清 水 順 二 （名古屋名駅）
筧  　正 紀 （名古屋名駅）
杉 浦 秀 一 （名古屋北）
中 村 陽 公 （名古屋北）
福 田 哲 三 （名古屋和合）
内 間 三 好 （名古屋和合）
米 山 郁 生 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
小 林 英 毅 （名古屋千種）
吉 田  　玄 （名古屋千種）
早 川 和 男 （名古屋東山）
佐 藤 敏 夫 （名古屋東山）
渡 邊 萬 里 （名古屋東山）
近 藤  　眞 （豊橋）
岡 田 直 樹 （豊橋）
竹 本 泰 一 （蒲郡）
本 多 英 夫 （蒲郡）
牧野早希子 （豊橋北）
山 内 有 恒 （豊橋北）
金 田 賢 也 （豊橋南）
西 川  　滋 （豊橋南）
榊 原 周 造 （豊橋南）
朽 名  　誠 （渥美）
鈴 木  　博 （豊川宝飯）
大 羽 重 治 （豊橋ゴールデン）
松 下 泰 三 （豊橋東）

杉 本 知 治 （岡崎）
柴 田 泰 伸 （岡崎）
大 林 市 郎 （岡崎）
松 本 隆 利 （安城）
谷 崎 直 樹 （西尾） 
杉 浦 竜 基 （西尾）
中 川  　敦 （知立）
酒 井 一 造 （知立）
杉 浦 義 利 （西尾K I R A R A）
山 本 裕 充 （西尾K I R A R A）
青 山 弦 八 （西尾K I R A R A）
山 本 俊 明 （西尾K I R A R A）
山 本 雅 仁 （三河安城）
水 谷  　存 （三河安城）
久 恒 治 人 （三河安城）
下 村 幸 真 （三河安城）

榊 原 敦 史 （半田）
小 栗 宏 次 （半田）
加 藤 順 三 （半田）
大林香瑞人 （東海）
水 野 憲 雄 （津島）
矢 田 政 弘 （一宮北）
大河内圭一 （一宮北）
渡 辺 元 男 （一宮北）
山 脇 敏 夫 （稲沢）
石 田 智 彦 （あま）
児 玉 憲 之 （あま）
三 輪 隆 裕 （名古屋清須）
水 野 豊 秋 （名古屋清須）
熊 澤 勝 則 （尾張中央）
沖 野  　満 （尾張中央）
井 上 伸 也 （瀬戸）
加 藤 一 夫 （瀬戸）
加 藤 浩 一 （犬山）
澤 田  　禅 （犬山）
日比野清正 （犬山）
谷 津 義 雄 （犬山）
鈴 木 文 勝 （小牧）
須 崎 侑 三 （瀬戸北）
檜 木 治 幸 （岩倉）
梅 田 克 一 （名古屋西）
野 間 義 正 （名古屋西）
佐 藤 俊 信 （名古屋南）
山 上 純 一 （名古屋南）
岩 佐 信 機 （名古屋みなと）
浜 崎  　明 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
水 野 恒 平 （名古屋東南）
小 島 祐 助 （名古屋中）
松本健一郎 （名古屋中）
岩 月 雅 章 （名古屋中）
星 野 一 郎 （名古屋瑞穂）
森  　裕 之 （名古屋瑞穂）
酒 井 俊 光 （名古屋瑞穂）
髙 木 政 義 （名古屋大須）
酒 井  　修 （名古屋大須）
牧 野 博 和 （名古屋栄）
笹 谷 俊 道 （名古屋名駅）
松尾雄二郎 （名古屋丸の内）
藤 田 守 彦 （名古屋丸の内）
待 井 雄 介 （名古屋北）
木 村 邦 彦 （名古屋守山）

河 本  　力 （名古屋守山）
森藤左エ門 （名古屋守山）
尾 関 正 一 （名古屋名北）
尾 関 淑 子 （名古屋名北）
鈴 木 聖 三 （名古屋千種）
佐 野  　寛 （名古屋千種）
樫 尾 富 二 （名古屋千種）
須 原 茂 樹 （名古屋昭和）
伊 藤 彰 二 （名古屋昭和）
久 野 洋 一 （名古屋東山）
太 田 邦 広 （名古屋東山）
小林三重子 （名古屋東山）
井 川 和 英 （豊橋）
小 出 修 弘 （豊橋）
市川不二夫 （蒲郡）
加 藤 卓 秀 （豊橋北）
林  　良 宣 （豊橋南）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
大 谷 育 人 （豊橋南）
杉 田 和 俊 （豊橋ゴールデン）
鈴 木 保 宣 （田原パシフィック）
及 部 多 高 （豊橋東）
西 脇 友 伸 （豊橋東）
伊 藤 篤 哉 （豊橋東）
早 川 勝 博 （岡崎）
上 原 哲 郎 （岡崎）
有 賀  　健 （岡崎）
後 藤 尚 之 （豊田）
三 宅 英 臣 （豊田）
杉 浦 秀 明 （豊田）
杉 浦  　彰 （岡崎南）
稲 垣  　寿 （岡崎東）
近 藤 金 作 （岡崎東）
杉 山 淳 一  （安城）
岩 崎 智 一  （西尾）
髙 井 英 和  （西尾）
鈴 木 毅 文  （西尾）
杉 浦 保 子  （碧南）
杉 浦 栄 次  （碧南）
大 竹 密 貴  （碧南）
鈴 木 宏 枝  （碧南）
黒 田 勝 基  （高浜）
鈴 木 民 也  （知立）
早 川 岩 男  （知立）
高 須 良 一 （西尾K I R A R A）
新 海 雄 二 （西尾K I R A R A）
太 髙 純 治 （西尾K I R A R A）
高 須  　光 （西尾K I R A R A）
三 治 信 芳 （西尾K I R A R A）
中 村  　正 （三河安城）
加 藤  　宙 （三河安城）
林  　秀 司 （三河安城）
大 見 満 宏 （三河安城）

鈴 木 裕 二 （半田）
都 築 利 全 （半田南）
前 田 昭 生 （津島）
永 井 伸 治 （稲沢）
鷲 見 好 弘 （名古屋清須）
河 合 幹 雄 （名古屋清須）
松 本 正 暢 （一宮中央）
梶 野 輝 雄 （瀬戸）
伊 藤 英 彦 （瀬戸）

松 平 實 胤 （犬山）
中 村  　明 （小牧）
清 水 武 臣 （名古屋空港）
北 園 守 生 （名古屋空港）
國田武二郎 （名古屋空港）
岩 田 哲 也 （名古屋空港）
稲 吉 將 秀 （名古屋空港）
土 屋 範 郎 （名古屋空港）
加 藤 恒 彦 （瀬戸北）
荒 井 康 夫 （瀬戸北）
近 藤 博 資 （瀬戸北）
于　　   咏 （愛知ロータリーE クラブ）
稲 熊 茂 男 （愛知ロータリーE クラブ）
平 田 哲 也 （愛知ロータリーE クラブ）
大 杉  　誠 （名古屋西）
梅 本  　薫 （名古屋西）
中 野 智 夫 （名古屋南）
川 村 大 介 （名古屋南）
津曲修一郎 （名古屋南）
渡 邊 一 平 （名古屋南）
菊 田 宗 一 （名古屋南）
西 尾 直 哉 （名古屋南）
鋤 柄 喜 彦 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
北 村 栄 治 （名古屋中）
相 羽 康 人 （名古屋中）
服 部 浩 明 （名古屋中）
梁 川 誠 市 （名古屋中）
安 田 照 幸 （名古屋中）
王　　   偉 （名古屋中）
平 松 久 明 （名古屋中）
鬼 頭 茂 成 （名古屋大須）
本 多 利 郎 （名古屋名南）
矢 野 雄 嗣 （名古屋丸の内）
神 谷  　忠 （名古屋東）
浜  　洋 一 （名古屋東）
安 井 元 司 （名古屋東）
服 部 雅 紀 （名古屋和合）
伊 藤 彰 二 （名古屋昭和）
松 井 多 弘 （名古屋昭和）
荒 山 久 美 （名古屋アイリス）
青 木 良 浩 （豊橋）
三 浦 裕 司 （豊橋）
石 川 昌 義 （豊橋）
松岡真由美 （豊橋）
兼 子 直 久 （豊橋）
伊 藤 晴 康 （豊橋）
香 取  　武 （豊川）
田 中 寛 孝 （豊川）
藤 城 隆 雄 （田原）
鈴 木 達 司 （田原パシフィック）
小笠原竜児 （豊橋東）
齊 藤 伸 明 （豊橋東）
村 上 雅 則 （豊田）
三 宅 正 恭 （豊田）
村 端 達 也 （豊田）
酒 部 佳 直 （岡崎南）
小久井正秋 （岡崎南）
福 尾  　清 （岡崎南）
伊 藤 愼 一 （豊田西）
畔 栁 秀 幸 （岡崎東）
本 田 康 英 （岡崎東）
酒 井  　賢 （岡崎東）

宇 野 弘 隆 （岡崎東）
天 野 邦 彦 （岡崎城南）
毛 受  　豊 （刈谷）
深 谷 嘉 英 （刈谷）
恒 川 憲 一 （安城）
青 山 竜 也 （安城）
成 田 孝 則 （安城）
近 藤 裕 保 （安城）
犬 塚 一 彦  （西尾）
松 本 容 明  （西尾）
榊原茂太郎  （西尾）
都 築 勇 一  （西尾一色）
浅 岡 憲 隆  （高浜）
鈴 木 善 和 （西尾K I R A R A）
太田五九郎 （西尾K I R A R A）
細 川 和 好 （西尾K I R A R A）
齋 藤 光 正 （三河安城）

稲 熊 直 樹 （半田）
中 池 聡 之 （東海）
山 本 慎 治 （半田南）
堀 田 敏 行 （半田南）
山 田 一 仁 （一宮）
東 海 広 光 （あま）
篠 田 耕 伸 （あま）
山 田 尊 久 （あま）
齊 藤 雄 二 （名古屋清須）
松 前 和 子 （一宮中央）
坂 田 義 一 （一宮中央）
尾 関 一 之 （一宮中央）
松 前 裕 己 （一宮中央）
松 村 晋 也 （瀬戸）
山 本 英 雄 （瀬戸）
水 野 聖 仁 （小牧）
尾 野 英 二 （愛知ロータリーE クラブ）
近藤多喜男 （名古屋西）
田茂井克典 （名古屋西）
鈴 木 幹 雄 （名古屋南）
内 田  　優 （名古屋南）
清 水 一 郎 （名古屋南）
愛 知 吉 隆 （名古屋南）
田 中 賢 二 （名古屋南）
大 竹  　裕 （名古屋南）
石 原 光 弘 （名古屋南）
山 内 靖 雄 （名古屋みなと）
河 村 嘉 希 （名古屋中）
吉 田 治 伸 （名古屋中）
塩 谷 和 久 （名古屋中）
長谷川   隆 （名古屋瑞穂）
中 野 健 二 （名古屋瑞穂）
鈴 木  　実 （名古屋瑞穂）
鳥 山 政 明 （名古屋瑞穂）
北 岡 寿 人 （名古屋瑞穂）
髙 原 昌 宏 （名古屋瑞穂）
鈴 木 伸 一 （名古屋瑞穂）
村 瀬 俊 高 （名古屋瑞穂）
久 野 善 基 （名古屋栄）
米坂みよ古 （名古屋名駅）
坪 井 義 之 （名古屋名駅）
服 部 清 純 （名古屋名駅）
竹 尾 祥 子 （名古屋名東）
谷 口  　優 （名古屋千種）
石 井 弘 子 （名古屋錦）

安 井 嗣 博 （名古屋アイリス）
杉 田  　洋 （豊橋）
瀧 﨑 裕 司 （豊橋）
山 本 貴 浩 （豊橋）
佐 藤 裕 彦 （豊橋）
伊 藤 健 一 （蒲郡）
鈴 木 康 司 （蒲郡）
本 多 一 義 （豊橋北）
夏 目 憲 永 （豊橋北）
久 具 信 夫 （豊川）
石 黒 利 昌 （田原）
丸 山 明 敏 （新城）
永 田 恵 照 （豊川宝飯）
中 村 彰 宏 （豊橋ゴールデン）
河 合 成 幸 （田原パシフィック）
森 下 新 一 （田原パシフィック）
安 福 良 豊 （岡崎）
安 藤 宏 行 （岡崎）
今井眞一郎 （豊田）
加 藤  　太 （豊田）
成 瀬 正 尚 （豊田）
市 川 善 英 （豊田）
清 水 昌 一 （岡崎南）
磯 村 哲 也 （岡崎南）
鈴 木 博 文 （岡崎南）
神 尾  　淳 （岡崎南）
林  　孝 夫 （岡崎東）
安 川 政 男 （岡崎東）
南　　   鉉 （岡崎東）
島 田 英 太 （岡崎東）
安 井 健 次 （岡崎東）
三 宅 哲 也 （豊田中）
西 村 圭 人 （豊田中）
奥 嶋 正 衛 （安城）
亀 島 深 里 （安城）
外 山 勝 美 （安城）
加 藤 英 明 （安城）
小野田真代 （安城）
手 島 健 次  （西尾）
浅 岡 直 幸  （西尾）
鈴木きよみ  （碧南）
鳥 居 萬 里  （西尾一色）
上 野  　実  （知立）
髙 木 秀 夫  （知立）
武 藤 充 廣  （知立）
天 野 竹 行 （三河安城）
加 藤 泰 司 （三河安城）
金 子 豊 久 （三河安城）
杉 浦 秀 郎 （三河安城）
弥 政 晋 輔 （三河安城）

小 川 貴 英 （半田）
伊 藤 友 子 （半田）
久 野　  生 （東海）
早 川 直 義 （東海）
熊 澤  　岌 （東知多）
松 林 信 吾 （半田南）
杉 山 義 幸 （一宮）
佐 々 憲 一 （一宮）
栃 倉  　勲 （一宮）
伊 藤 光 治 （一宮）
中 西 啓 太 （一宮）
船 越  　孝 （一宮北）

後 藤 雅 光 （あま）
上 田 博 行 （あま）
篠 田 正 志 （あま）
川 西 利 浩 （名古屋清須）
森　俊一郎 （一宮中央）
内田泰潤徳 （一宮中央）
佐 藤 祐 造 （一宮中央）
加 藤 定 江 （瀬戸）
玉 井  　徹 （瀬戸）
加 藤 義 晴 （江南）
南 村 朋 幸 （江南）
宅 間 秀 順 （春日井）
加藤久仁明 （春日井）
田 邊 雅 彦 （名古屋空港）
中 野 昭 雄 （瀬戸北）
加 藤 雅 人 （瀬戸北）
奥 田 桂 良 （瀬戸北）
松 山 吉 之 （名古屋西）
服 部  　徹 （名古屋西）
大 蔵 康 雄 （名古屋南）
加 藤 敏 行 （名古屋南）
加 納 昭 巨 （名古屋南）
赤 澤 由 英 （名古屋南）
今 井 浩 詞 （名古屋南）
鈴 木  　哲 （名古屋みなと）
室 原 國 彦 （名古屋みなと）
山 口 直 彦 （名古屋東南）
白 木 良 彦 （名古屋東南）
山 口 剛 男 （名古屋東南）
藁谷喜世志 （名古屋東南）
鬼 頭  　弘 （名古屋東南）
平 松 育 夫 （名古屋東南）
永 谷 英 夫 （名古屋東南）
佐久間貞介 （名古屋東南）
鈴 木 雅 雄 （名古屋東南）
坂 本 裕 孝 （名古屋東南）
橋 爪  　務 （名古屋東南）
熊谷多津旺 （名古屋東南）
瀬 木 真 理 （名古屋東南）
柴田裕二郎 （名古屋中）
森 田 乾 嗣 （名古屋中）
川 本 浩 史 （名古屋中）
川 口 誉 夫 （名古屋中）
安 岡 克 明 （名古屋瑞穂）
花井芳太朗 （名古屋瑞穂）
松 田 浩 孝 （名古屋瑞穂）
鈴 木 雅 登 （名古屋瑞穂）
本 多 誠 之 （名古屋瑞穂）
永 草 孝 憲 （名古屋瑞穂）
林  　順 治 （名古屋大須）
大 澤 伸 悟 （名古屋大須）
山 本 裕 三 （名古屋名駅）
安 藤 隆 利 （名古屋名駅）
西 川 達 郎 （名古屋名駅）
大 輪  　稔 （名古屋名駅）
有 沢 祥 子 （名古屋丸の内）
川 口  　豊 （中部名古屋みらい）
柴 田 幸 男 （名古屋北）
木 村  　茂 （名古屋北）
各 務 有 一 （名古屋東）
今 村 憲 治 （名古屋東）
木 谷 圭 子※ （名古屋東）
松崎美都子 （名古屋守山）

下 出 啓 介 （名古屋名東）
名 越 陽 子 （名古屋名東）
荒 川 章 三 （名古屋昭和）
小 坂 達 也 （名古屋昭和）
綿 貫 達 雄 （名古屋アイリス）
江 崎 雅 彰 （豊橋）
荒 島 一 実 （豊橋）
中 村 典 司 （豊橋）
岡 村 正 造 （豊橋）
宮 崎 三 佳 （田原）
大 林 則 久 （豊橋ゴールデン）
冨 田 正 行 （豊橋ゴールデン）
河 辺 暁 雄 （田原パシフィック）
岡 本 卓 三 （田原パシフィック）
居 平 文 孝 （豊橋東）
安 田 直 樹 （豊橋東）
杉浦健太郎 （岡崎）
福 澤 玉 青 （岡崎）
谷  　泰 男 （岡崎）
酒 井 英 二 （岡崎）
鈴 木 康 生 （豊田）
小 椋 邦 彦 （豊田）
神 谷 典 之 （豊田）
朝比奈幸生 （豊田）
五 島 一 友 （豊田）
廣 部 智 映 （豊田）
小 川 秀 文 （岡崎南）
永 田 哲 之 （岡崎南）
早 川 幹 男 （岡崎南）
犬 塚 光 彦 （岡崎南）
大河原   誠 （岡崎南）
牧 野 嗣 弘 （岡崎南）
梶 川 勇 次 （岡崎南）

鳥 居  　守 （岡崎南）
金 本 孝 美 （岡崎東）
三 城 偉 央 （岡崎東）
坂 野  　弘 （岡崎東）
春 名 祐 樹 （岡崎東）
鈴 木 圭 介 （岡崎東）
藤 江 顕 治 （岡崎城南）
猿 渡 亮 二 （豊田中）
中 條  　誉 （豊田中）
辰 巳  　健 （豊田中）
伊 藤 伸 治 （豊田中）
伊豫田健児 （豊田中）
天 野 櫻 子 （刈谷）
加 藤 哲 也 （刈谷）
辻  　隆 士 （安城）
岩 井 春 次 （安城）
犬 塚 富 雄  （西尾）
永 江 義 澄  （西尾）
岩 瀬 淳 治  （西尾）
平 松 則 行  （碧南）
神 谷  　林  （西尾一色）
渡 辺 浩 二  （知立）
加 藤 久 和  （知立）
秋 山 正 純 （西尾K I R A R A）
榊 原  　章 （西尾K I R A R A）
杉 浦 加 代 （西尾K I R A R A）
石 山  　進 （西尾K I R A R A）
神 谷 昭 光 （西尾K I R A R A）

澤 田 雄 二 （半田）
堀 嵜 恒 藏 （半田）
間 瀬 保 英 （東海）
川 澄 哲 裕 （半田南）

杉 山 知 子 （半田南）
手 島 嘉 宏 （半田南）
蜷 川 勝 己 （半田南）
横 山 明 巳 （大府）
二ノ宮道彦 （一宮）
冨 田 隆 裕 （一宮）
立 松 絹 久 （あま）
前 田 昌 樹 （名古屋清須）
大 塚 省 治 （一宮中央）
加 藤 孝 爾 （瀬戸）
青 山  　稔 （瀬戸）
小 川  　誠 （犬山）
小 谷 達 也 （小牧）
名 和 千 博 （小牧）
長 尾 秀 義 （小牧）
鈴 木 雅 弘 （愛知ロータリーE クラブ）
鈴 木 和 雄 （名古屋西）
杉 本 邦 彦 （名古屋西）
松 島 延 明 （名古屋南）
鈴 木 喜 雄 （名古屋南）
大 原 和 生 （名古屋南）
服 部 伸 一 （名古屋南）
寺 本 善 雄 （名古屋みなと）
柳 澤 講 次 （名古屋みなと）
今 村 源 一 （名古屋中）
伊 藤 眞 人 （名古屋中）
近 藤 東 仁 （名古屋中）
山 本  　尚 （名古屋中）
牧 野 智 繁 （名古屋瑞穂）
萩 原 孝 則 （名古屋瑞穂）
松 本 哲 朗 （名古屋大須）
岡 村 隆 德 （名古屋大須）
小 出 政 巳 （名古屋栄）

早 川 敏 江 （名古屋名駅）
川 田 武 司 （名古屋名駅）
六 鹿 敏 也 （名古屋名駅）
種 瀬 徹 也 （名古屋名駅）
松 田 茂 樹 （名古屋東）
加藤恭太郎 （名古屋守山）
七 田 隆 二 （名古屋守山）
名 倉 嗣 治 （名古屋昭和）
藤 岡 省 吾 （名古屋錦）
浅 倉 伸 治 （豊橋）
長 濱 貴 彦 （豊橋）
大塩啓太郎 （豊橋）
岩 瀬  　清 （豊橋）
高 坂 泰 弘 （豊橋北）
大 石 佳 史 （豊橋北）
山 本 和 正 （豊橋北）
半 田 富 男 （豊川宝飯）
矢頭文由己 （豊橋ゴールデン）
本 多 英 司 （豊橋ゴールデン）
平 野 貴 久 （豊橋ゴールデン）
杉 浦 宏 始（豊橋ゴールデン）
髙 井 龍 雄（豊橋ゴールデン）
佐久間俊之 （田原パシフィック）
山 口  　登 （豊橋東）
西  　崇 秀 （豊橋東）
小 石 洋 和 （豊橋東）
石 川 勝 敏 （岡崎）
森 本  　覚 （豊田）
井 戸 雅 裕 （豊田）
光 岡 主 税 （豊田）
加 藤 国 治 （豊田）
伊 藤 正 人 （豊田）
新 井 利 和 （豊田）

山 本 一 貴 （岡崎南）
山 本  　眞 （岡崎南）
松 野 元 基 （岡崎南）
江 山  　清 （岡崎南）
竹 内 光 博 （岡崎南）
岩 崎 靖 彦 （岡崎東）
石 川 雅 規 （岡崎東）
中 根 匡 規 （岡崎東）
加 藤 和 志 （岡崎東）
黒 井 克 宣 （岡崎東）
宇 井 武 夫 （豊田東）
中 野 喜 之 （豊田三好）
小 塚 達 美 （豊田中）
宇田川佳世 （豊田中）
福 岡 克 勝 （豊田中）
稲 葉 俊 伸 （豊田中）
福 岡 和 則 （豊田中）
石 川 徳 重 （安城）
海 野 広 明 （安城）
鳥 居 慶 輔  （西尾）
本 田 正 則  （西尾）
平 岩 博 行  （西尾）
鈴 木 泰 博  （碧南）
服 部 弘 史  （碧南）
早川比呂太  （西尾一色）
山 下 保 彦  （西尾一色）
杉 原 透 恭  （知立）
丸 目 藤 二 （西尾K I R A R A）
長 田 和 人 （三河安城）
植 村 真 一 （三河安城）
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水 野 隆 芳 （半田）
鈴 木 丈 雄 （半田）
前 田 三 次 （常滑）
稲 坂　  博 （東海）
高 津 忠 男 （東知多）
外 園　  茂 （大府）
久 野 春 雄 （大府）
青 山 佳 裕 （一宮）
林　  隆 春 （一宮）
堀 田  　勝 （津島）
伊 藤 哲 朗 （津島）
伊 藤 幸 蔵 （津島）
佐 藤 栄 一 （津島）
和 出 泰 夫 （津島）
田 島  　昊 （稲沢）
栗 木 和 夫 （あま）
前 田 重 廣 （あま）
髙 山  　敏 （あま）
鴨 井 敏 秋 （名古屋清須）
小 島 三 男 （一宮中央）
長 橋 國 和 （一宮中央）
稲 垣 圭 次 （犬山）
牧 野 武 彦 （犬山）
大 澤  　渡 （犬山）
安藤喜代司 （江南）
伊 藤 靖 祐 （江南）
澤 田 昌 久 （江南）
山 本  　修 （瀬戸北）
宮 田 浩 明 （岩倉）
坂  　直 樹 （名古屋）
清 田 武 男 （名古屋西）
水 野 隆 二 （名古屋西）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
ローランド J. ヨッスィ （名古屋南）
飯 田 秀 雄 （名古屋みなと）
菅　　   栄 （名古屋みなと）
木 村 秀 夫 （名古屋みなと）
小 島 清 路 （名古屋みなと）
才 本 清 継 （名古屋みなと）
市 原 高 明 （名古屋中）
小笠原   暁 （名古屋中）
坪 井 進 悟 （名古屋中）
鶴 見 俊 成 （名古屋中）
八 神 弘 雄 （名古屋中）
倉 澤  　寛 （名古屋瑞穂）
水 谷  　誠 （名古屋名南）
柴 田 照 子 （名古屋名南）
川 村 勝 廣 （名古屋名駅）
小 西 忠 昭 （名古屋名駅）
大 野 智 彦 （名古屋北）
相 馬 保 之 （名古屋北）
福 谷 正 男 （名古屋東）
林  　雅 史 （名古屋東）
東 谷 昌 彦 （名古屋東）
二 村  　満 （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
多和田   武 （名古屋東）

今 村 孝 治 （名古屋和合）
町 田 重 夫 （名古屋和合）
中 村 有 孝 （名古屋和合）
坪 井 和 義 （名古屋和合）
松 永 辰 男 （名古屋名東）
齊 藤 英 夫 （名古屋名東）
星川須美子 （名古屋名北）
石 黒  　勉 （名古屋名北）
加 藤  　靖 （名古屋昭和）
柴 田 義 介 （名古屋昭和）
北 村 隆 子 （名古屋錦）
前 田 元 弘 （名古屋錦）
丹 羽  　繁 （名古屋錦）
寺 西  　正 （名古屋錦）
植 村 元 雄 （名古屋錦）
福 井  　敬 （豊橋）
神 野 吾 郎 （豊橋）
鈴 木 正 憲 （豊橋）
近 藤 克 義 （蒲郡）
丸 山  　勝 （蒲郡）
小笠原金太郎 （蒲郡）
清 水 敏 光 （蒲郡）
吉 野 勝 己 （豊橋南）
坂 巻 邦 彦 （新城）
大 原 孝 一 （田原パシフィック）
豊 田 慈 證 （田原パシフィック）
河 合 純 夫 （豊橋東）
南 部  　淳 （岡崎）
野 田 篤 文 （岡崎）
柴 田 芳 孝 （岡崎）
田 辺 一 雄 （岡崎）
中 根 克 弘 （岡崎南）
宇 井  　均 （岡崎南）
山 崎 泰 信 （岡崎南）
藤 井  　悟 （岡崎東）
安 藤 和 広 （豊田東）
久保田   浩 （豊田東）
長 橋  　朗 （豊田東）
大 澤 六 也 （豊田東）
鈴 木 基 之 （豊田東）
鈴 木 孝 治 （豊田東）
梅 村 昌 吾 （豊田東）
矢 頭 功 生 （豊田東）
山 内 達 己 （豊田東）
横 山 克 則 （豊田東）
松 井 孝 王 （岡崎城南）
堀 川  　泰 （豊田三好）
本 多  　幹 （豊田中）
又 場 公 代 （豊田中）
松 山  　治 （豊田中）
澳 覩  　光 （豊田中）
渡 邊 高 紹 （豊田中）
横 地  　朗 （豊田中）
市 川 裕 大 （刈谷）
近 藤 俊 行 （刈谷）
岡 本 女芝 磨 （刈谷）
岡 本  　巧 （刈谷）
神 谷  　研 （安城）

戸 谷  　央 （安城）
加 藤 浩 道 （西尾）
平 岩 辰 之 （碧南）
新 美 惣 英 （碧南）
奥 田 雪 雄 （碧南）
角 谷 信 二 （碧南）
杉 浦 昌 裕 （碧南）
鶴 田 光 久 （碧南）
岩 瀬 清 彦 （西尾K I R A R A）
大須賀慶一 （西尾K I R A R A）
鈴 木 昭 夫 （西尾K I R A R A）
木 村 恭 子 （三河安城）
山 本 彰 秀 （三河安城）
山 本 昌 弘 （三河安城）

日 高 晋 典 （常滑）
小 出 常 雄 （東海）
鈴 木 宏 司 （半田南）
青 木 雅 裕 （知多）
岩 崎 征 宣 （知多）
木 下 勝 美 （知多）
坂 本 竹 敏 （知多）
相羽あつ子 （津島）
加 藤 則 之 （津島）
佐 竹  　敦 （津島）
清 水 裕 行 （津島）
鈴 木 吉 男 （津島）
八 谷 潤 一 （津島）
横 井 知 代 （津島）
中 村  　禊 （名古屋清須）
平 岩 慎 次 （尾張中央）
石 原 稔 久 （一宮中央）
藤 井 源 成 （瀬戸）
加 藤 陽 一 （瀬戸）
加藤唐三郎 （瀬戸）
森  　弘 好 （江南）
冨 永 典 夫 （江南）
原 田 好 展 （名古屋空港）
波多野   真 （名古屋空港）
稲 熊 正 徳 （名古屋空港）
栗 田 和 典 （名古屋空港）
照 井 通 夫 （名古屋空港）
山 北 秀 和 （名古屋空港）
若 杉 福 雄 （瀬戸北）
荒川永太郎 （名古屋西）
水 谷 博 之 （名古屋西）
長谷川   仂 （名古屋南）
小 嶋 仲 夫 （名古屋南）
近 藤 信 之 （名古屋東南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
牧 野 弘 明 （名古屋東南）
荒 川 雅 義 （名古屋中）
早 瀬 孝 文 （名古屋中）
石 原 寿 生 （名古屋中）
金 森 伸 夫 （名古屋中）
近 藤 直 樹 （名古屋中）
宮 内  　誠 （名古屋中）
永 野 光 容 （名古屋中）

岡 崎  　亨 （名古屋中）
佐 藤 友 治 （名古屋中）
鈴木謙一郎 （名古屋中）
田ヶ原昭弘 （名古屋中）
山 口  　忍 （名古屋中）
吉 田 敬 岳 （名古屋中）
青 柳  　斉 （名古屋瑞穂）
堀  　慎 治 （名古屋瑞穂）
松 岡 道 弘 （名古屋瑞穂）
照 井  　栞 （名古屋大須）
山 口 正 孝 （名古屋大須）
井 上  　司 （名古屋栄）
加 藤 英 敏 （名古屋名南）
木 下 福 郎 （名古屋名南）
水 野 俊 男 （名古屋名南）
日比野三吉彦 （名古屋名駅）
堀 田 豊 彦 （名古屋名駅）
中 野  　健 （名古屋名駅）
鈴 木 次 郎 （名古屋名駅）
磯 部  　徹 （名古屋丸の内）
水 野𠮷𠮷𠮷 紹 （名古屋北）
鈴 木  　樞 （名古屋守山）
大 島 一 恵 （名古屋名東）
鈴木太刀雄 （名古屋名東）
高 橋  　進 （名古屋昭和）
渡 辺 直 樹 （名古屋昭和）
鬼頭正二郎 （名古屋錦）
中 山 信 義 （名古屋錦）
生 田 博 隆 （名古屋東山）
金 田 英 和 （名古屋東山）
鈴 木 明 雄 （豊橋）
山 本 光 伸 （豊橋）
小杉幸一郎 （豊橋北）
磯 村 秀 樹 （豊橋南）
熊 谷  　勝 （新城）
樅 山 修 一 （豊川宝飯）
畑 野 泰 志 （豊橋ゴールデン）
伊 藤 眞 芳 （豊橋ゴールデン）
河 辺 敏 之 （豊橋ゴールデン）
村 田  　悟 （豊橋ゴールデン）
竹 田 昌 弘 （豊橋ゴールデン）
藤 代 善 之 （田原パシフィック）
本 多  　敬 （田原パシフィック）
加 藤 武 紀 （田原パシフィック）
佐野弘之介 （田原パシフィック）
山 崎  　曻 （田原パシフィック）
川 西 裕 康 （豊橋東）
中 村 成 人 （豊橋東）
豊 田 能 史 （豊橋東）
安 井 洋 二 （豊橋東）
深 田 達 彦 （岡崎）
加 藤 博 巳 （岡崎）
宮 本  　隆 （岡崎）
安 藤 隆 幸 （岡崎南）
岩 瀬 宏 隆 （岡崎南）
加 藤  　強 （岡崎南）
神 谷 卓 弌 （岡崎南）
鬼 頭 辰 郎 （岡崎南）

2013 年度

2011 年度

岡 田 庄 璽 （岡崎南）
鬼 塚 俊 夫 （岡崎南）
柴 田 修 次 （岡崎南）
皿 井  　寛 （豊田西）
牧  　　 勝 （岡崎城南）
永 井 量 基 （岡崎城南）
稲 本 良 二 （豊田中）
山内ユミ子 （豊田中）
権 田 鋹 弘 （刈谷）
深 津 正 則 （安城）
星 野 和 幸 （西尾）
本 多  　淳 （西尾）
三 浦 眞 澄 （西尾）
小笠原正秀 （西尾）
平 松  　太 （碧南）
石 川 唯 司 （碧南）
清 澤 聡 之 （碧南）
新 美 雅 浩 （碧南）
岡 本 明 弘 （碧南）
竹 中  　誠 （碧南）
山 中 寛 紀 （碧南）
朴  　壽 子 （西尾K I R A R A）
杉 浦 正 昭 （西尾K I R A R A）
高 須  　匀 （西尾K I R A R A）

古 市 晃 久 （半田）
猪 飼 盛 雄 （常滑）
梯  　國 彦 （一宮）
松 原 直 次 （一宮）
森  　俊 夫 （一宮）
関 戸  　徹 （一宮）
滝  　善 蔵 （一宮）
加 藤 隆 朗 （津島）
佐 藤 敬 治 （津島）
篠 田 知 生 （津島）
住 田 正 幸 （津島）
山 田 勝 弘 （津島）
水 野 憲 司 （一宮北）
成田幸太郎 （稲沢）
古 川  　宏 （あま）
水 谷 安 紀 （あま）
永 田  　正 （一宮中央）
大 森  　進 （一宮中央）
森 脇 文 直 （瀬戸）
野 田 正 治 （瀬戸）
山 口 育 男 （瀬戸）
清 野 允 中 （江南）
大 野 良 之 （尾張旭）
柏 本 光 之 （瀬戸北）
小 澤  　修 （瀬戸北）
梅 村 邦 雄 （瀬戸北）
山 田 隆 雄 （瀬戸北）
豊 島 将 克 （名古屋城北）
青 島 邦 人 （名古屋西）
神 野 富 三 （名古屋西）
宮 田 理 博 （名古屋南）
南 雲 和 江 （名古屋東南）
松 原 秀 樹 （名古屋中）

小 栗 成 男 （名古屋中）
榊 原 克 典 （名古屋中）
渡 邊 樹 志 （名古屋中）
入 山 治 樹 （名古屋瑞穂）
市 岡 正 蔵 （名古屋瑞穂）
西 沢 功 晋 （名古屋瑞穂）
鈴 木 健 司 （名古屋瑞穂）
髙 木 元 明 （名古屋瑞穂）
鶴 田  　浩 （名古屋瑞穂）
梅 村 昌 孝 （名古屋瑞穂）
犬飼りさ枝 （名古屋名南）
山 崎  　淳 （名古屋名南）
遠 藤 泰 昭 （名古屋名駅）
岩 崎 光 記 （名古屋名駅）
友 田 喜 夫 （名古屋名駅）
堀 江 俊 通 （名古屋丸の内）
内 藤 秀 樹 （名古屋北）
伊 藤 陽 介 （名古屋守山）
鈴 木 真 司 （名古屋昭和）
斉 田 康 徳 （名古屋錦）
川 村 荒 治 （豊橋）
松 井 孝 悦 （豊橋）
高 橋 豊 彦 （豊橋）
市 川 晶 也 （蒲郡）
河 合 芳 光 （豊橋北）
夏 目 國 弘 （豊橋北）
佐久間武美 （豊橋北）
鈴木伊能勢 （豊橋北）
天野英一郎 （田原）
佐 野 朝 海 （田原）
柴 田  　登 （田原）
八 木 正 光 （田原）
神 谷 浩 史 （豊橋南）
梶 村 康 彦 （豊橋南）
住野友次郎 （豊橋南）
内 山 昌 久 （豊橋南）
中 澤 輝 昭 （新城）
佐 藤 泰 惇 （新城）
竹内臨通夫 （新城）
伊藤隆一郎 （豊橋ゴールデン）
彦 坂 敏 行 （田原パシフィック）
河 合 喜 嗣 （田原パシフィック）
藤 井 宣 行 （豊橋東）
白 井 康 仁 （豊橋東）
深 津  　浩 （岡崎）
尾 崎 篤 司 （岡崎）
太 田 成 紀 （岡崎）
同 前 仁 史 （岡崎）
深 津  　篤 （岡崎南）
小島ミユキ （岡崎南）
奥 村 英 世 （岡崎南）
小 野 正 富 （岡崎南）
鈴 木 英 治 （豊田東）
有 馬 惟 夫 （岡崎城南）
稲 垣  　淳 （安城）
市 川  　護 （安城）
加 藤 正 人 （安城）
萩 原 竜 治 （西尾）
石 川 哲 朗 （西尾）
岩 瀬 正 広 （西尾）
金 原 健 志 （西尾）
黒 田 正 志 （西尾）
坂 田 吉 郎 （西尾）

粟 津 康 之 （碧南）
黒 田 泰 弘 （碧南）
森 田 雅 也 （碧南）
長 田 和 徳 （碧南）
榊 原  　健 （碧南）
角 谷  　修 （碧南）
鈴 木 健 三 （碧南）
小 出 道 治 （西尾一色）
水 野 泰 昌 （知立）
堀 本 保 美 （三河安城）
犬 束 信 一 （三河安城）

澤 田 好 伸 （半田）
鈴 村 昌 人  （東海）
木 塚 烈 男 （東海）
青 山 五 郎 （東知多）
生 田 達 一 （津島）
寺 田 晏 章 （津島）
大 竹 敬 一 （あま）
伊藤恒二郎 （一宮中央）
渡辺愛一郎 （瀬戸）
加 藤 眞 言 （瀬戸）
加 藤 令 吉 （瀬戸）
穂 積 良 治 （名古屋城北）
津 坂 守 英 （名古屋城北）
神 尾  　隆 （名古屋西）
加 藤 正 和 （名古屋西）
鵜 飼 治 昭 （名古屋西）
伊 藤 彰 彦 （名古屋西）
後 藤 保 正 （名古屋南）
中 川 昭 一 （名古屋南）
小 森 敦 夫 （名古屋南）
西 本 一 幸 （名古屋南）
樋江井貴文 （名古屋南）
高 田 和 裕 （名古屋みなと）
山 田  　豊 （名古屋みなと）
加 藤 茂 春 （名古屋みなと）
山ノ内泰央 （名古屋東南）
岩 崎 誠 二 （名古屋東南）
東  　俊 輝 （名古屋中）
立 松 洋 司 （名古屋中）
湯 澤 勇 生 （名古屋瑞穂）
山 口 哲 司 （名古屋瑞穂）
近 藤 茂 弘 （名古屋瑞穂）
湯 澤 信 雄 （名古屋瑞穂）
山 本 英 雄 （名古屋瑞穂）
広 瀬 弘 幸 （名古屋瑞穂）
神 野 邦 利 （名古屋大須）
近 藤 明 美 （名古屋大須）
米 田  　敬 （名古屋栄）
東 山 直 史 （名古屋名南）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
田 中 正 樹 （名古屋北）
山 口 兼 市 （名古屋北）
梅 村 清 英 （名古屋東）
中 村 公 彦 （名古屋名東）
近藤兼治郎 （名古屋東山）
水 藤 之 資 （豊橋）
福 井 英 輔 （豊橋）
志 賀 弘 嗣 （蒲郡）
酒 井 克 嘉 （蒲郡）
酒 井 基 裕 （蒲郡）
谷 山  　勉 （豊橋北）
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稲 積 秀 一 （豊橋北）
広 中 貴 彦 （田原）
高 崎 雄 三 （田原）
岩 崎  　功 （田原）
鈴 木  　進 （田原）
髙 橋 雅 男 （豊橋ゴールデン）
中 嶌 秀 樹 （豊橋東）
松 原 広 幸 （岡崎）
酒 部 圭 司 （岡崎）
藤 原 正 寛 （岡崎）
鈴 木 裕 二 （岡崎南）
志 賀 為 宏 （岡崎南）
山 本 剛 司 （岡崎城南）
青 山 幸 市 （岡崎城南）
磯 部 亮 次 （岡崎城南）
鈴 木 正 輝 （豊田三好）
延 原  　哲 （豊田中）
日恵野正俊 （豊田中）
伊 藤 節 夫 （刈谷）
内 藤 教 恵 （安城）
山 口  　研  （安城）
神 谷  　明  （西尾）
榊 原 利 夫 （西尾K I R A R A）
清  　克 行 （西尾K I R A R A）
中 根 勝 美 （西尾K I R A R A）
長 谷 収 一 （西尾K I R A R A）
沓名由美子 （三河安城）
大 見 和 志 （三河安城）

朝 倉 滉 一 （半田）
青 葉 憲 一 （半田）
森 合 久 春 （東海）
坂 野 公 俊 （東海）
杉 原 康 男 （東知多）
竹 内 俊 郎 （半田南）
岡 戸 利 直 （半田南）
石 川 勝 彦 （半田南）
浅 野  　一 （一宮）
桑 原 英 寿 （一宮）
山 上 哲 司 （一宮）
宮 田 智 司 （一宮）
森  　隆 彦 （一宮）
大 森 輝 英 （一宮）
坂井田敏行 （一宮）
佐々木久直 （一宮）
鈴 木 洋 志 （一宮）
石 黒 敬 康 （一宮）
滝 川 林 一 （津島）
稲 垣 宏 高 （津島）
岡 本 康 義 （津島）
伊 藤 彰 浩 （津島）
則 武 克 彦 （一宮北）
石 黒 三 雄 （一宮北）
角 田 隆 幸 （一宮北）
日 野 康 司 （一宮北）
三 輪 茂 富 （一宮北）
村 瀬 圭 吾 （一宮北）
加 藤  　勉 （一宮北）
菱 川 弘 樹 （一宮北）
森 田  　進 （一宮北）
森  　通 保 （一宮北）
黒 木 義 公 （一宮北）
藤 原 峯 忠 （一宮北）

大 森 克 孝 （一宮北）
小 澤 正 明 （一宮北）
福 西 久 敏 （一宮北）
佐々木顕彰 （一宮北）
矢 野 尚 彦 （一宮北）
山 内 國 雄 （一宮北）
丹羽喜代次 （一宮北）
山 本  　基 （一宮北）
中 北 武 男 （一宮北）
黒 川 元 則 （あま）
後 藤  　稔 （名古屋清須）
江 川 泰 彦 （名古屋清須）
加 藤 恭 章 （一宮中央）
加 藤 恵 子 （瀬戸）
牧　　   治 （瀬戸）
福 冨 孝 弘 （犬山）
古 橋 裕 志 （尾張旭）
片 山 郁 雄 （瀬戸北）
神 谷 竜 也 （名古屋西）
川 島 浩 二 （名古屋西）
吉 川 公 章 （名古屋南）
丸 山 和 紀 （名古屋南）
吉 田 哲 人 （名古屋南）
安 田 智 彦 （名古屋南）
羽根田達夫 （名古屋南）
橋 本 修 三 （名古屋みなと）
山 下 哲 男 （名古屋みなと）
杉 浦 康 晴 （名古屋中）
山 田 典 廣 （名古屋中）
川 本 昌 市 （名古屋瑞穂）
松井文一郎 （名古屋瑞穂）
大 嶽 達 郎 （名古屋瑞穂）
鈴 木 淑 久 （名古屋瑞穂）
関 谷 俊 征 （名古屋瑞穂）
田 中  　宏 （名古屋瑞穂）
佐 治 寛 行 （名古屋瑞穂）
萱 垣  　建 （名古屋名駅）
清 水 順 二 （名古屋名駅）
筧  　正 紀 （名古屋名駅）
杉 浦 秀 一 （名古屋北）
中 村 陽 公 （名古屋北）
福 田 哲 三 （名古屋和合）
内 間 三 好 （名古屋和合）
米 山 郁 生 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
小 林 英 毅 （名古屋千種）
吉 田  　玄 （名古屋千種）
早 川 和 男 （名古屋東山）
佐 藤 敏 夫 （名古屋東山）
渡 邊 萬 里 （名古屋東山）
近 藤  　眞 （豊橋）
岡 田 直 樹 （豊橋）
竹 本 泰 一 （蒲郡）
本 多 英 夫 （蒲郡）
牧野早希子 （豊橋北）
山 内 有 恒 （豊橋北）
金 田 賢 也 （豊橋南）
西 川  　滋 （豊橋南）
榊 原 周 造 （豊橋南）
朽 名  　誠 （渥美）
鈴 木  　博 （豊川宝飯）
大 羽 重 治 （豊橋ゴールデン）
松 下 泰 三 （豊橋東）

杉 本 知 治 （岡崎）
柴 田 泰 伸 （岡崎）
大 林 市 郎 （岡崎）
松 本 隆 利 （安城）
谷 崎 直 樹 （西尾） 
杉 浦 竜 基 （西尾）
中 川  　敦 （知立）
酒 井 一 造 （知立）
杉 浦 義 利 （西尾K I R A R A）
山 本 裕 充 （西尾K I R A R A）
青 山 弦 八 （西尾K I R A R A）
山 本 俊 明 （西尾K I R A R A）
山 本 雅 仁 （三河安城）
水 谷  　存 （三河安城）
久 恒 治 人 （三河安城）
下 村 幸 真 （三河安城）

榊 原 敦 史 （半田）
小 栗 宏 次 （半田）
加 藤 順 三 （半田）
大林香瑞人 （東海）
水 野 憲 雄 （津島）
矢 田 政 弘 （一宮北）
大河内圭一 （一宮北）
渡 辺 元 男 （一宮北）
山 脇 敏 夫 （稲沢）
石 田 智 彦 （あま）
児 玉 憲 之 （あま）
三 輪 隆 裕 （名古屋清須）
水 野 豊 秋 （名古屋清須）
熊 澤 勝 則 （尾張中央）
沖 野  　満 （尾張中央）
井 上 伸 也 （瀬戸）
加 藤 一 夫 （瀬戸）
加 藤 浩 一 （犬山）
澤 田  　禅 （犬山）
日比野清正 （犬山）
谷 津 義 雄 （犬山）
鈴 木 文 勝 （小牧）
須 崎 侑 三 （瀬戸北）
檜 木 治 幸 （岩倉）
梅 田 克 一 （名古屋西）
野 間 義 正 （名古屋西）
佐 藤 俊 信 （名古屋南）
山 上 純 一 （名古屋南）
岩 佐 信 機 （名古屋みなと）
浜 崎  　明 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
水 野 恒 平 （名古屋東南）
小 島 祐 助 （名古屋中）
松本健一郎 （名古屋中）
岩 月 雅 章 （名古屋中）
星 野 一 郎 （名古屋瑞穂）
森  　裕 之 （名古屋瑞穂）
酒 井 俊 光 （名古屋瑞穂）
髙 木 政 義 （名古屋大須）
酒 井  　修 （名古屋大須）
牧 野 博 和 （名古屋栄）
笹 谷 俊 道 （名古屋名駅）
松尾雄二郎 （名古屋丸の内）
藤 田 守 彦 （名古屋丸の内）
待 井 雄 介 （名古屋北）
木 村 邦 彦 （名古屋守山）

河 本  　力 （名古屋守山）
森藤左エ門 （名古屋守山）
尾 関 正 一 （名古屋名北）
尾 関 淑 子 （名古屋名北）
鈴 木 聖 三 （名古屋千種）
佐 野  　寛 （名古屋千種）
樫 尾 富 二 （名古屋千種）
須 原 茂 樹 （名古屋昭和）
伊 藤 彰 二 （名古屋昭和）
久 野 洋 一 （名古屋東山）
太 田 邦 広 （名古屋東山）
小林三重子 （名古屋東山）
井 川 和 英 （豊橋）
小 出 修 弘 （豊橋）
市川不二夫 （蒲郡）
加 藤 卓 秀 （豊橋北）
林  　良 宣 （豊橋南）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
大 谷 育 人 （豊橋南）
杉 田 和 俊 （豊橋ゴールデン）
鈴 木 保 宣 （田原パシフィック）
及 部 多 高 （豊橋東）
西 脇 友 伸 （豊橋東）
伊 藤 篤 哉 （豊橋東）
早 川 勝 博 （岡崎）
上 原 哲 郎 （岡崎）
有 賀  　健 （岡崎）
後 藤 尚 之 （豊田）
三 宅 英 臣 （豊田）
杉 浦 秀 明 （豊田）
杉 浦  　彰 （岡崎南）
稲 垣  　寿 （岡崎東）
近 藤 金 作 （岡崎東）
杉 山 淳 一  （安城）
岩 崎 智 一  （西尾）
髙 井 英 和  （西尾）
鈴 木 毅 文  （西尾）
杉 浦 保 子  （碧南）
杉 浦 栄 次  （碧南）
大 竹 密 貴  （碧南）
鈴 木 宏 枝  （碧南）
黒 田 勝 基  （高浜）
鈴 木 民 也  （知立）
早 川 岩 男  （知立）
高 須 良 一 （西尾K I R A R A）
新 海 雄 二 （西尾K I R A R A）
太 髙 純 治 （西尾K I R A R A）
高 須  　光 （西尾K I R A R A）
三 治 信 芳 （西尾K I R A R A）
中 村  　正 （三河安城）
加 藤  　宙 （三河安城）
林  　秀 司 （三河安城）
大 見 満 宏 （三河安城）

鈴 木 裕 二 （半田）
都 築 利 全 （半田南）
前 田 昭 生 （津島）
永 井 伸 治 （稲沢）
鷲 見 好 弘 （名古屋清須）
河 合 幹 雄 （名古屋清須）
松 本 正 暢 （一宮中央）
梶 野 輝 雄 （瀬戸）
伊 藤 英 彦 （瀬戸）

松 平 實 胤 （犬山）
中 村  　明 （小牧）
清 水 武 臣 （名古屋空港）
北 園 守 生 （名古屋空港）
國田武二郎 （名古屋空港）
岩 田 哲 也 （名古屋空港）
稲 吉 將 秀 （名古屋空港）
土 屋 範 郎 （名古屋空港）
加 藤 恒 彦 （瀬戸北）
荒 井 康 夫 （瀬戸北）
近 藤 博 資 （瀬戸北）
于　　   咏 （愛知ロータリーE クラブ）
稲 熊 茂 男 （愛知ロータリーE クラブ）
平 田 哲 也 （愛知ロータリーE クラブ）
大 杉  　誠 （名古屋西）
梅 本  　薫 （名古屋西）
中 野 智 夫 （名古屋南）
川 村 大 介 （名古屋南）
津曲修一郎 （名古屋南）
渡 邊 一 平 （名古屋南）
菊 田 宗 一 （名古屋南）
西 尾 直 哉 （名古屋南）
鋤 柄 喜 彦 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
北 村 栄 治 （名古屋中）
相 羽 康 人 （名古屋中）
服 部 浩 明 （名古屋中）
梁 川 誠 市 （名古屋中）
安 田 照 幸 （名古屋中）
王　　   偉 （名古屋中）
平 松 久 明 （名古屋中）
鬼 頭 茂 成 （名古屋大須）
本 多 利 郎 （名古屋名南）
矢 野 雄 嗣 （名古屋丸の内）
神 谷  　忠 （名古屋東）
浜  　洋 一 （名古屋東）
安 井 元 司 （名古屋東）
服 部 雅 紀 （名古屋和合）
伊 藤 彰 二 （名古屋昭和）
松 井 多 弘 （名古屋昭和）
荒 山 久 美 （名古屋アイリス）
青 木 良 浩 （豊橋）
三 浦 裕 司 （豊橋）
石 川 昌 義 （豊橋）
松岡真由美 （豊橋）
兼 子 直 久 （豊橋）
伊 藤 晴 康 （豊橋）
香 取  　武 （豊川）
田 中 寛 孝 （豊川）
藤 城 隆 雄 （田原）
鈴 木 達 司 （田原パシフィック）
小笠原竜児 （豊橋東）
齊 藤 伸 明 （豊橋東）
村 上 雅 則 （豊田）
三 宅 正 恭 （豊田）
村 端 達 也 （豊田）
酒 部 佳 直 （岡崎南）
小久井正秋 （岡崎南）
福 尾  　清 （岡崎南）
伊 藤 愼 一 （豊田西）
畔 栁 秀 幸 （岡崎東）
本 田 康 英 （岡崎東）
酒 井  　賢 （岡崎東）

宇 野 弘 隆 （岡崎東）
天 野 邦 彦 （岡崎城南）
毛 受  　豊 （刈谷）
深 谷 嘉 英 （刈谷）
恒 川 憲 一 （安城）
青 山 竜 也 （安城）
成 田 孝 則 （安城）
近 藤 裕 保 （安城）
犬 塚 一 彦  （西尾）
松 本 容 明  （西尾）
榊原茂太郎  （西尾）
都 築 勇 一  （西尾一色）
浅 岡 憲 隆  （高浜）
鈴 木 善 和 （西尾K I R A R A）
太田五九郎 （西尾K I R A R A）
細 川 和 好 （西尾K I R A R A）
齋 藤 光 正 （三河安城）

稲 熊 直 樹 （半田）
中 池 聡 之 （東海）
山 本 慎 治 （半田南）
堀 田 敏 行 （半田南）
山 田 一 仁 （一宮）
東 海 広 光 （あま）
篠 田 耕 伸 （あま）
山 田 尊 久 （あま）
齊 藤 雄 二 （名古屋清須）
松 前 和 子 （一宮中央）
坂 田 義 一 （一宮中央）
尾 関 一 之 （一宮中央）
松 前 裕 己 （一宮中央）
松 村 晋 也 （瀬戸）
山 本 英 雄 （瀬戸）
水 野 聖 仁 （小牧）
尾 野 英 二 （愛知ロータリーE クラブ）
近藤多喜男 （名古屋西）
田茂井克典 （名古屋西）
鈴 木 幹 雄 （名古屋南）
内 田  　優 （名古屋南）
清 水 一 郎 （名古屋南）
愛 知 吉 隆 （名古屋南）
田 中 賢 二 （名古屋南）
大 竹  　裕 （名古屋南）
石 原 光 弘 （名古屋南）
山 内 靖 雄 （名古屋みなと）
河 村 嘉 希 （名古屋中）
吉 田 治 伸 （名古屋中）
塩 谷 和 久 （名古屋中）
長谷川   隆 （名古屋瑞穂）
中 野 健 二 （名古屋瑞穂）
鈴 木  　実 （名古屋瑞穂）
鳥 山 政 明 （名古屋瑞穂）
北 岡 寿 人 （名古屋瑞穂）
髙 原 昌 宏 （名古屋瑞穂）
鈴 木 伸 一 （名古屋瑞穂）
村 瀬 俊 高 （名古屋瑞穂）
久 野 善 基 （名古屋栄）
米坂みよ古 （名古屋名駅）
坪 井 義 之 （名古屋名駅）
服 部 清 純 （名古屋名駅）
竹 尾 祥 子 （名古屋名東）
谷 口  　優 （名古屋千種）
石 井 弘 子 （名古屋錦）

安 井 嗣 博 （名古屋アイリス）
杉 田  　洋 （豊橋）
瀧 﨑 裕 司 （豊橋）
山 本 貴 浩 （豊橋）
佐 藤 裕 彦 （豊橋）
伊 藤 健 一 （蒲郡）
鈴 木 康 司 （蒲郡）
本 多 一 義 （豊橋北）
夏 目 憲 永 （豊橋北）
久 具 信 夫 （豊川）
石 黒 利 昌 （田原）
丸 山 明 敏 （新城）
永 田 恵 照 （豊川宝飯）
中 村 彰 宏 （豊橋ゴールデン）
河 合 成 幸 （田原パシフィック）
森 下 新 一 （田原パシフィック）
安 福 良 豊 （岡崎）
安 藤 宏 行 （岡崎）
今井眞一郎 （豊田）
加 藤  　太 （豊田）
成 瀬 正 尚 （豊田）
市 川 善 英 （豊田）
清 水 昌 一 （岡崎南）
磯 村 哲 也 （岡崎南）
鈴 木 博 文 （岡崎南）
神 尾  　淳 （岡崎南）
林  　孝 夫 （岡崎東）
安 川 政 男 （岡崎東）
南　　   鉉 （岡崎東）
島 田 英 太 （岡崎東）
安 井 健 次 （岡崎東）
三 宅 哲 也 （豊田中）
西 村 圭 人 （豊田中）
奥 嶋 正 衛 （安城）
亀 島 深 里 （安城）
外 山 勝 美 （安城）
加 藤 英 明 （安城）
小野田真代 （安城）
手 島 健 次  （西尾）
浅 岡 直 幸  （西尾）
鈴木きよみ  （碧南）
鳥 居 萬 里  （西尾一色）
上 野  　実  （知立）
髙 木 秀 夫  （知立）
武 藤 充 廣  （知立）
天 野 竹 行 （三河安城）
加 藤 泰 司 （三河安城）
金 子 豊 久 （三河安城）
杉 浦 秀 郎 （三河安城）
弥 政 晋 輔 （三河安城）

小 川 貴 英 （半田）
伊 藤 友 子 （半田）
久 野　  生 （東海）
早 川 直 義 （東海）
熊 澤  　岌 （東知多）
松 林 信 吾 （半田南）
杉 山 義 幸 （一宮）
佐 々 憲 一 （一宮）
栃 倉  　勲 （一宮）
伊 藤 光 治 （一宮）
中 西 啓 太 （一宮）
船 越  　孝 （一宮北）

後 藤 雅 光 （あま）
上 田 博 行 （あま）
篠 田 正 志 （あま）
川 西 利 浩 （名古屋清須）
森　俊一郎 （一宮中央）
内田泰潤徳 （一宮中央）
佐 藤 祐 造 （一宮中央）
加 藤 定 江 （瀬戸）
玉 井  　徹 （瀬戸）
加 藤 義 晴 （江南）
南 村 朋 幸 （江南）
宅 間 秀 順 （春日井）
加藤久仁明 （春日井）
田 邊 雅 彦 （名古屋空港）
中 野 昭 雄 （瀬戸北）
加 藤 雅 人 （瀬戸北）
奥 田 桂 良 （瀬戸北）
松 山 吉 之 （名古屋西）
服 部  　徹 （名古屋西）
大 蔵 康 雄 （名古屋南）
加 藤 敏 行 （名古屋南）
加 納 昭 巨 （名古屋南）
赤 澤 由 英 （名古屋南）
今 井 浩 詞 （名古屋南）
鈴 木  　哲 （名古屋みなと）
室 原 國 彦 （名古屋みなと）
山 口 直 彦 （名古屋東南）
白 木 良 彦 （名古屋東南）
山 口 剛 男 （名古屋東南）
藁谷喜世志 （名古屋東南）
鬼 頭  　弘 （名古屋東南）
平 松 育 夫 （名古屋東南）
永 谷 英 夫 （名古屋東南）
佐久間貞介 （名古屋東南）
鈴 木 雅 雄 （名古屋東南）
坂 本 裕 孝 （名古屋東南）
橋 爪  　務 （名古屋東南）
熊谷多津旺 （名古屋東南）
瀬 木 真 理 （名古屋東南）
柴田裕二郎 （名古屋中）
森 田 乾 嗣 （名古屋中）
川 本 浩 史 （名古屋中）
川 口 誉 夫 （名古屋中）
安 岡 克 明 （名古屋瑞穂）
花井芳太朗 （名古屋瑞穂）
松 田 浩 孝 （名古屋瑞穂）
鈴 木 雅 登 （名古屋瑞穂）
本 多 誠 之 （名古屋瑞穂）
永 草 孝 憲 （名古屋瑞穂）
林  　順 治 （名古屋大須）
大 澤 伸 悟 （名古屋大須）
山 本 裕 三 （名古屋名駅）
安 藤 隆 利 （名古屋名駅）
西 川 達 郎 （名古屋名駅）
大 輪  　稔 （名古屋名駅）
有 沢 祥 子 （名古屋丸の内）
川 口  　豊 （中部名古屋みらい）
柴 田 幸 男 （名古屋北）
木 村  　茂 （名古屋北）
各 務 有 一 （名古屋東）
今 村 憲 治 （名古屋東）
木 谷 圭 子※ （名古屋東）
松崎美都子 （名古屋守山）

下 出 啓 介 （名古屋名東）
名 越 陽 子 （名古屋名東）
荒 川 章 三 （名古屋昭和）
小 坂 達 也 （名古屋昭和）
綿 貫 達 雄 （名古屋アイリス）
江 崎 雅 彰 （豊橋）
荒 島 一 実 （豊橋）
中 村 典 司 （豊橋）
岡 村 正 造 （豊橋）
宮 崎 三 佳 （田原）
大 林 則 久 （豊橋ゴールデン）
冨 田 正 行 （豊橋ゴールデン）
河 辺 暁 雄 （田原パシフィック）
岡 本 卓 三 （田原パシフィック）
居 平 文 孝 （豊橋東）
安 田 直 樹 （豊橋東）
杉浦健太郎 （岡崎）
福 澤 玉 青 （岡崎）
谷  　泰 男 （岡崎）
酒 井 英 二 （岡崎）
鈴 木 康 生 （豊田）
小 椋 邦 彦 （豊田）
神 谷 典 之 （豊田）
朝比奈幸生 （豊田）
五 島 一 友 （豊田）
廣 部 智 映 （豊田）
小 川 秀 文 （岡崎南）
永 田 哲 之 （岡崎南）
早 川 幹 男 （岡崎南）
犬 塚 光 彦 （岡崎南）
大河原   誠 （岡崎南）
牧 野 嗣 弘 （岡崎南）
梶 川 勇 次 （岡崎南）

鳥 居  　守 （岡崎南）
金 本 孝 美 （岡崎東）
三 城 偉 央 （岡崎東）
坂 野  　弘 （岡崎東）
春 名 祐 樹 （岡崎東）
鈴 木 圭 介 （岡崎東）
藤 江 顕 治 （岡崎城南）
猿 渡 亮 二 （豊田中）
中 條  　誉 （豊田中）
辰 巳  　健 （豊田中）
伊 藤 伸 治 （豊田中）
伊豫田健児 （豊田中）
天 野 櫻 子 （刈谷）
加 藤 哲 也 （刈谷）
辻  　隆 士 （安城）
岩 井 春 次 （安城）
犬 塚 富 雄  （西尾）
永 江 義 澄  （西尾）
岩 瀬 淳 治  （西尾）
平 松 則 行  （碧南）
神 谷  　林  （西尾一色）
渡 辺 浩 二  （知立）
加 藤 久 和  （知立）
秋 山 正 純 （西尾K I R A R A）
榊 原  　章 （西尾K I R A R A）
杉 浦 加 代 （西尾K I R A R A）
石 山  　進 （西尾K I R A R A）
神 谷 昭 光 （西尾K I R A R A）

澤 田 雄 二 （半田）
堀 嵜 恒 藏 （半田）
間 瀬 保 英 （東海）
川 澄 哲 裕 （半田南）

杉 山 知 子 （半田南）
手 島 嘉 宏 （半田南）
蜷 川 勝 己 （半田南）
横 山 明 巳 （大府）
二ノ宮道彦 （一宮）
冨 田 隆 裕 （一宮）
立 松 絹 久 （あま）
前 田 昌 樹 （名古屋清須）
大 塚 省 治 （一宮中央）
加 藤 孝 爾 （瀬戸）
青 山  　稔 （瀬戸）
小 川  　誠 （犬山）
小 谷 達 也 （小牧）
名 和 千 博 （小牧）
長 尾 秀 義 （小牧）
鈴 木 雅 弘 （愛知ロータリーE クラブ）
鈴 木 和 雄 （名古屋西）
杉 本 邦 彦 （名古屋西）
松 島 延 明 （名古屋南）
鈴 木 喜 雄 （名古屋南）
大 原 和 生 （名古屋南）
服 部 伸 一 （名古屋南）
寺 本 善 雄 （名古屋みなと）
柳 澤 講 次 （名古屋みなと）
今 村 源 一 （名古屋中）
伊 藤 眞 人 （名古屋中）
近 藤 東 仁 （名古屋中）
山 本  　尚 （名古屋中）
牧 野 智 繁 （名古屋瑞穂）
萩 原 孝 則 （名古屋瑞穂）
松 本 哲 朗 （名古屋大須）
岡 村 隆 德 （名古屋大須）
小 出 政 巳 （名古屋栄）

早 川 敏 江 （名古屋名駅）
川 田 武 司 （名古屋名駅）
六 鹿 敏 也 （名古屋名駅）
種 瀬 徹 也 （名古屋名駅）
松 田 茂 樹 （名古屋東）
加藤恭太郎 （名古屋守山）
七 田 隆 二 （名古屋守山）
名 倉 嗣 治 （名古屋昭和）
藤 岡 省 吾 （名古屋錦）
浅 倉 伸 治 （豊橋）
長 濱 貴 彦 （豊橋）
大塩啓太郎 （豊橋）
岩 瀬  　清 （豊橋）
高 坂 泰 弘 （豊橋北）
大 石 佳 史 （豊橋北）
山 本 和 正 （豊橋北）
半 田 富 男 （豊川宝飯）
矢頭文由己 （豊橋ゴールデン）
本 多 英 司 （豊橋ゴールデン）
平 野 貴 久 （豊橋ゴールデン）
杉 浦 宏 始（豊橋ゴールデン）
髙 井 龍 雄（豊橋ゴールデン）
佐久間俊之 （田原パシフィック）
山 口  　登 （豊橋東）
西  　崇 秀 （豊橋東）
小 石 洋 和 （豊橋東）
石 川 勝 敏 （岡崎）
森 本  　覚 （豊田）
井 戸 雅 裕 （豊田）
光 岡 主 税 （豊田）
加 藤 国 治 （豊田）
伊 藤 正 人 （豊田）
新 井 利 和 （豊田）

山 本 一 貴 （岡崎南）
山 本  　眞 （岡崎南）
松 野 元 基 （岡崎南）
江 山  　清 （岡崎南）
竹 内 光 博 （岡崎南）
岩 崎 靖 彦 （岡崎東）
石 川 雅 規 （岡崎東）
中 根 匡 規 （岡崎東）
加 藤 和 志 （岡崎東）
黒 井 克 宣 （岡崎東）
宇 井 武 夫 （豊田東）
中 野 喜 之 （豊田三好）
小 塚 達 美 （豊田中）
宇田川佳世 （豊田中）
福 岡 克 勝 （豊田中）
稲 葉 俊 伸 （豊田中）
福 岡 和 則 （豊田中）
石 川 徳 重 （安城）
海 野 広 明 （安城）
鳥 居 慶 輔  （西尾）
本 田 正 則  （西尾）
平 岩 博 行  （西尾）
鈴 木 泰 博  （碧南）
服 部 弘 史  （碧南）
早川比呂太  （西尾一色）
山 下 保 彦  （西尾一色）
杉 原 透 恭  （知立）
丸 目 藤 二 （西尾K I R A R A）
長 田 和 人 （三河安城）
植 村 真 一 （三河安城）

水 野 隆 芳 （半田）
鈴 木 丈 雄 （半田）
前 田 三 次 （常滑）
稲 坂　  博 （東海）
高 津 忠 男 （東知多）
外 園　  茂 （大府）
久 野 春 雄 （大府）
青 山 佳 裕 （一宮）
林　  隆 春 （一宮）
堀 田  　勝 （津島）
伊 藤 哲 朗 （津島）
伊 藤 幸 蔵 （津島）
佐 藤 栄 一 （津島）
和 出 泰 夫 （津島）
田 島  　昊 （稲沢）
栗 木 和 夫 （あま）
前 田 重 廣 （あま）
髙 山  　敏 （あま）
鴨 井 敏 秋 （名古屋清須）
小 島 三 男 （一宮中央）
長 橋 國 和 （一宮中央）
稲 垣 圭 次 （犬山）
牧 野 武 彦 （犬山）
大 澤  　渡 （犬山）
安藤喜代司 （江南）
伊 藤 靖 祐 （江南）
澤 田 昌 久 （江南）
山 本  　修 （瀬戸北）
宮 田 浩 明 （岩倉）
坂  　直 樹 （名古屋）
清 田 武 男 （名古屋西）
水 野 隆 二 （名古屋西）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
ローランド J. ヨッスィ （名古屋南）
飯 田 秀 雄 （名古屋みなと）
菅　　   栄 （名古屋みなと）
木 村 秀 夫 （名古屋みなと）
小 島 清 路 （名古屋みなと）
才 本 清 継 （名古屋みなと）
市 原 高 明 （名古屋中）
小笠原   暁 （名古屋中）
坪 井 進 悟 （名古屋中）
鶴 見 俊 成 （名古屋中）
八 神 弘 雄 （名古屋中）
倉 澤  　寛 （名古屋瑞穂）
水 谷  　誠 （名古屋名南）
柴 田 照 子 （名古屋名南）
川 村 勝 廣 （名古屋名駅）
小 西 忠 昭 （名古屋名駅）
大 野 智 彦 （名古屋北）
相 馬 保 之 （名古屋北）
福 谷 正 男 （名古屋東）
林  　雅 史 （名古屋東）
東 谷 昌 彦 （名古屋東）
二 村  　満 （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
多和田   武 （名古屋東）

今 村 孝 治 （名古屋和合）
町 田 重 夫 （名古屋和合）
中 村 有 孝 （名古屋和合）
坪 井 和 義 （名古屋和合）
松 永 辰 男 （名古屋名東）
齊 藤 英 夫 （名古屋名東）
星川須美子 （名古屋名北）
石 黒  　勉 （名古屋名北）
加 藤  　靖 （名古屋昭和）
柴 田 義 介 （名古屋昭和）
北 村 隆 子 （名古屋錦）
前 田 元 弘 （名古屋錦）
丹 羽  　繁 （名古屋錦）
寺 西  　正 （名古屋錦）
植 村 元 雄 （名古屋錦）
福 井  　敬 （豊橋）
神 野 吾 郎 （豊橋）
鈴 木 正 憲 （豊橋）
近 藤 克 義 （蒲郡）
丸 山  　勝 （蒲郡）
小笠原金太郎 （蒲郡）
清 水 敏 光 （蒲郡）
吉 野 勝 己 （豊橋南）
坂 巻 邦 彦 （新城）
大 原 孝 一 （田原パシフィック）
豊 田 慈 證 （田原パシフィック）
河 合 純 夫 （豊橋東）
南 部  　淳 （岡崎）
野 田 篤 文 （岡崎）
柴 田 芳 孝 （岡崎）
田 辺 一 雄 （岡崎）
中 根 克 弘 （岡崎南）
宇 井  　均 （岡崎南）
山 崎 泰 信 （岡崎南）
藤 井  　悟 （岡崎東）
安 藤 和 広 （豊田東）
久保田   浩 （豊田東）
長 橋  　朗 （豊田東）
大 澤 六 也 （豊田東）
鈴 木 基 之 （豊田東）
鈴 木 孝 治 （豊田東）
梅 村 昌 吾 （豊田東）
矢 頭 功 生 （豊田東）
山 内 達 己 （豊田東）
横 山 克 則 （豊田東）
松 井 孝 王 （岡崎城南）
堀 川  　泰 （豊田三好）
本 多  　幹 （豊田中）
又 場 公 代 （豊田中）
松 山  　治 （豊田中）
澳 覩  　光 （豊田中）
渡 邊 高 紹 （豊田中）
横 地  　朗 （豊田中）
市 川 裕 大 （刈谷）
近 藤 俊 行 （刈谷）
岡 本 女芝 磨 （刈谷）
岡 本  　巧 （刈谷）
神 谷  　研 （安城）

戸 谷  　央 （安城）
加 藤 浩 道 （西尾）
平 岩 辰 之 （碧南）
新 美 惣 英 （碧南）
奥 田 雪 雄 （碧南）
角 谷 信 二 （碧南）
杉 浦 昌 裕 （碧南）
鶴 田 光 久 （碧南）
岩 瀬 清 彦 （西尾K I R A R A）
大須賀慶一 （西尾K I R A R A）
鈴 木 昭 夫 （西尾K I R A R A）
木 村 恭 子 （三河安城）
山 本 彰 秀 （三河安城）
山 本 昌 弘 （三河安城）

日 高 晋 典 （常滑）
小 出 常 雄 （東海）
鈴 木 宏 司 （半田南）
青 木 雅 裕 （知多）
岩 崎 征 宣 （知多）
木 下 勝 美 （知多）
坂 本 竹 敏 （知多）
相羽あつ子 （津島）
加 藤 則 之 （津島）
佐 竹  　敦 （津島）
清 水 裕 行 （津島）
鈴 木 吉 男 （津島）
八 谷 潤 一 （津島）
横 井 知 代 （津島）
中 村  　禊 （名古屋清須）
平 岩 慎 次 （尾張中央）
石 原 稔 久 （一宮中央）
藤 井 源 成 （瀬戸）
加 藤 陽 一 （瀬戸）
加藤唐三郎 （瀬戸）
森  　弘 好 （江南）
冨 永 典 夫 （江南）
原 田 好 展 （名古屋空港）
波多野   真 （名古屋空港）
稲 熊 正 徳 （名古屋空港）
栗 田 和 典 （名古屋空港）
照 井 通 夫 （名古屋空港）
山 北 秀 和 （名古屋空港）
若 杉 福 雄 （瀬戸北）
荒川永太郎 （名古屋西）
水 谷 博 之 （名古屋西）
長谷川   仂 （名古屋南）
小 嶋 仲 夫 （名古屋南）
近 藤 信 之 （名古屋東南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
牧 野 弘 明 （名古屋東南）
荒 川 雅 義 （名古屋中）
早 瀬 孝 文 （名古屋中）
石 原 寿 生 （名古屋中）
金 森 伸 夫 （名古屋中）
近 藤 直 樹 （名古屋中）
宮 内  　誠 （名古屋中）
永 野 光 容 （名古屋中）

岡 崎  　亨 （名古屋中）
佐 藤 友 治 （名古屋中）
鈴木謙一郎 （名古屋中）
田ヶ原昭弘 （名古屋中）
山 口  　忍 （名古屋中）
吉 田 敬 岳 （名古屋中）
青 柳  　斉 （名古屋瑞穂）
堀  　慎 治 （名古屋瑞穂）
松 岡 道 弘 （名古屋瑞穂）
照 井  　栞 （名古屋大須）
山 口 正 孝 （名古屋大須）
井 上  　司 （名古屋栄）
加 藤 英 敏 （名古屋名南）
木 下 福 郎 （名古屋名南）
水 野 俊 男 （名古屋名南）
日比野三吉彦 （名古屋名駅）
堀 田 豊 彦 （名古屋名駅）
中 野  　健 （名古屋名駅）
鈴 木 次 郎 （名古屋名駅）
磯 部  　徹 （名古屋丸の内）
水 野𠮷𠮷𠮷 紹 （名古屋北）
鈴 木  　樞 （名古屋守山）
大 島 一 恵 （名古屋名東）
鈴木太刀雄 （名古屋名東）
高 橋  　進 （名古屋昭和）
渡 辺 直 樹 （名古屋昭和）
鬼頭正二郎 （名古屋錦）
中 山 信 義 （名古屋錦）
生 田 博 隆 （名古屋東山）
金 田 英 和 （名古屋東山）
鈴 木 明 雄 （豊橋）
山 本 光 伸 （豊橋）
小杉幸一郎 （豊橋北）
磯 村 秀 樹 （豊橋南）
熊 谷  　勝 （新城）
樅 山 修 一 （豊川宝飯）
畑 野 泰 志 （豊橋ゴールデン）
伊 藤 眞 芳 （豊橋ゴールデン）
河 辺 敏 之 （豊橋ゴールデン）
村 田  　悟 （豊橋ゴールデン）
竹 田 昌 弘 （豊橋ゴールデン）
藤 代 善 之 （田原パシフィック）
本 多  　敬 （田原パシフィック）
加 藤 武 紀 （田原パシフィック）
佐野弘之介 （田原パシフィック）
山 崎  　曻 （田原パシフィック）
川 西 裕 康 （豊橋東）
中 村 成 人 （豊橋東）
豊 田 能 史 （豊橋東）
安 井 洋 二 （豊橋東）
深 田 達 彦 （岡崎）
加 藤 博 巳 （岡崎）
宮 本  　隆 （岡崎）
安 藤 隆 幸 （岡崎南）
岩 瀬 宏 隆 （岡崎南）
加 藤  　強 （岡崎南）
神 谷 卓 弌 （岡崎南）
鬼 頭 辰 郎 （岡崎南）

2016 年度

2015 年度

2014 年度

岡 田 庄 璽 （岡崎南）
鬼 塚 俊 夫 （岡崎南）
柴 田 修 次 （岡崎南）
皿 井  　寛 （豊田西）
牧  　　 勝 （岡崎城南）
永 井 量 基 （岡崎城南）
稲 本 良 二 （豊田中）
山内ユミ子 （豊田中）
権 田 鋹 弘 （刈谷）
深 津 正 則 （安城）
星 野 和 幸 （西尾）
本 多  　淳 （西尾）
三 浦 眞 澄 （西尾）
小笠原正秀 （西尾）
平 松  　太 （碧南）
石 川 唯 司 （碧南）
清 澤 聡 之 （碧南）
新 美 雅 浩 （碧南）
岡 本 明 弘 （碧南）
竹 中  　誠 （碧南）
山 中 寛 紀 （碧南）
朴  　壽 子 （西尾K I R A R A）
杉 浦 正 昭 （西尾K I R A R A）
高 須  　匀 （西尾K I R A R A）

古 市 晃 久 （半田）
猪 飼 盛 雄 （常滑）
梯  　國 彦 （一宮）
松 原 直 次 （一宮）
森  　俊 夫 （一宮）
関 戸  　徹 （一宮）
滝  　善 蔵 （一宮）
加 藤 隆 朗 （津島）
佐 藤 敬 治 （津島）
篠 田 知 生 （津島）
住 田 正 幸 （津島）
山 田 勝 弘 （津島）
水 野 憲 司 （一宮北）
成田幸太郎 （稲沢）
古 川  　宏 （あま）
水 谷 安 紀 （あま）
永 田  　正 （一宮中央）
大 森  　進 （一宮中央）
森 脇 文 直 （瀬戸）
野 田 正 治 （瀬戸）
山 口 育 男 （瀬戸）
清 野 允 中 （江南）
大 野 良 之 （尾張旭）
柏 本 光 之 （瀬戸北）
小 澤  　修 （瀬戸北）
梅 村 邦 雄 （瀬戸北）
山 田 隆 雄 （瀬戸北）
豊 島 将 克 （名古屋城北）
青 島 邦 人 （名古屋西）
神 野 富 三 （名古屋西）
宮 田 理 博 （名古屋南）
南 雲 和 江 （名古屋東南）
松 原 秀 樹 （名古屋中）

小 栗 成 男 （名古屋中）
榊 原 克 典 （名古屋中）
渡 邊 樹 志 （名古屋中）
入 山 治 樹 （名古屋瑞穂）
市 岡 正 蔵 （名古屋瑞穂）
西 沢 功 晋 （名古屋瑞穂）
鈴 木 健 司 （名古屋瑞穂）
髙 木 元 明 （名古屋瑞穂）
鶴 田  　浩 （名古屋瑞穂）
梅 村 昌 孝 （名古屋瑞穂）
犬飼りさ枝 （名古屋名南）
山 崎  　淳 （名古屋名南）
遠 藤 泰 昭 （名古屋名駅）
岩 崎 光 記 （名古屋名駅）
友 田 喜 夫 （名古屋名駅）
堀 江 俊 通 （名古屋丸の内）
内 藤 秀 樹 （名古屋北）
伊 藤 陽 介 （名古屋守山）
鈴 木 真 司 （名古屋昭和）
斉 田 康 徳 （名古屋錦）
川 村 荒 治 （豊橋）
松 井 孝 悦 （豊橋）
高 橋 豊 彦 （豊橋）
市 川 晶 也 （蒲郡）
河 合 芳 光 （豊橋北）
夏 目 國 弘 （豊橋北）
佐久間武美 （豊橋北）
鈴木伊能勢 （豊橋北）
天野英一郎 （田原）
佐 野 朝 海 （田原）
柴 田  　登 （田原）
八 木 正 光 （田原）
神 谷 浩 史 （豊橋南）
梶 村 康 彦 （豊橋南）
住野友次郎 （豊橋南）
内 山 昌 久 （豊橋南）
中 澤 輝 昭 （新城）
佐 藤 泰 惇 （新城）
竹内臨通夫 （新城）
伊藤隆一郎 （豊橋ゴールデン）
彦 坂 敏 行 （田原パシフィック）
河 合 喜 嗣 （田原パシフィック）
藤 井 宣 行 （豊橋東）
白 井 康 仁 （豊橋東）
深 津  　浩 （岡崎）
尾 崎 篤 司 （岡崎）
太 田 成 紀 （岡崎）
同 前 仁 史 （岡崎）
深 津  　篤 （岡崎南）
小島ミユキ （岡崎南）
奥 村 英 世 （岡崎南）
小 野 正 富 （岡崎南）
鈴 木 英 治 （豊田東）
有 馬 惟 夫 （岡崎城南）
稲 垣  　淳 （安城）
市 川  　護 （安城）
加 藤 正 人 （安城）
萩 原 竜 治 （西尾）
石 川 哲 朗 （西尾）
岩 瀬 正 広 （西尾）
金 原 健 志 （西尾）
黒 田 正 志 （西尾）
坂 田 吉 郎 （西尾）

粟 津 康 之 （碧南）
黒 田 泰 弘 （碧南）
森 田 雅 也 （碧南）
長 田 和 徳 （碧南）
榊 原  　健 （碧南）
角 谷  　修 （碧南）
鈴 木 健 三 （碧南）
小 出 道 治 （西尾一色）
水 野 泰 昌 （知立）
堀 本 保 美 （三河安城）
犬 束 信 一 （三河安城）

澤 田 好 伸 （半田）
鈴 村 昌 人  （東海）
木 塚 烈 男 （東海）
青 山 五 郎 （東知多）
生 田 達 一 （津島）
寺 田 晏 章 （津島）
大 竹 敬 一 （あま）
伊藤恒二郎 （一宮中央）
渡辺愛一郎 （瀬戸）
加 藤 眞 言 （瀬戸）
加 藤 令 吉 （瀬戸）
穂 積 良 治 （名古屋城北）
津 坂 守 英 （名古屋城北）
神 尾  　隆 （名古屋西）
加 藤 正 和 （名古屋西）
鵜 飼 治 昭 （名古屋西）
伊 藤 彰 彦 （名古屋西）
後 藤 保 正 （名古屋南）
中 川 昭 一 （名古屋南）
小 森 敦 夫 （名古屋南）
西 本 一 幸 （名古屋南）
樋江井貴文 （名古屋南）
高 田 和 裕 （名古屋みなと）
山 田  　豊 （名古屋みなと）
加 藤 茂 春 （名古屋みなと）
山ノ内泰央 （名古屋東南）
岩 崎 誠 二 （名古屋東南）
東  　俊 輝 （名古屋中）
立 松 洋 司 （名古屋中）
湯 澤 勇 生 （名古屋瑞穂）
山 口 哲 司 （名古屋瑞穂）
近 藤 茂 弘 （名古屋瑞穂）
湯 澤 信 雄 （名古屋瑞穂）
山 本 英 雄 （名古屋瑞穂）
広 瀬 弘 幸 （名古屋瑞穂）
神 野 邦 利 （名古屋大須）
近 藤 明 美 （名古屋大須）
米 田  　敬 （名古屋栄）
東 山 直 史 （名古屋名南）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
田 中 正 樹 （名古屋北）
山 口 兼 市 （名古屋北）
梅 村 清 英 （名古屋東）
中 村 公 彦 （名古屋名東）
近藤兼治郎 （名古屋東山）
水 藤 之 資 （豊橋）
福 井 英 輔 （豊橋）
志 賀 弘 嗣 （蒲郡）
酒 井 克 嘉 （蒲郡）
酒 井 基 裕 （蒲郡）
谷 山  　勉 （豊橋北）

稲 積 秀 一 （豊橋北）
広 中 貴 彦 （田原）
高 崎 雄 三 （田原）
岩 崎  　功 （田原）
鈴 木  　進 （田原）
髙 橋 雅 男 （豊橋ゴールデン）
中 嶌 秀 樹 （豊橋東）
松 原 広 幸 （岡崎）
酒 部 圭 司 （岡崎）
藤 原 正 寛 （岡崎）
鈴 木 裕 二 （岡崎南）
志 賀 為 宏 （岡崎南）
山 本 剛 司 （岡崎城南）
青 山 幸 市 （岡崎城南）
磯 部 亮 次 （岡崎城南）
鈴 木 正 輝 （豊田三好）
延 原  　哲 （豊田中）
日恵野正俊 （豊田中）
伊 藤 節 夫 （刈谷）
内 藤 教 恵 （安城）
山 口  　研  （安城）
神 谷  　明  （西尾）
榊 原 利 夫 （西尾K I R A R A）
清  　克 行 （西尾K I R A R A）
中 根 勝 美 （西尾K I R A R A）
長 谷 収 一 （西尾K I R A R A）
沓名由美子 （三河安城）
大 見 和 志 （三河安城）

朝 倉 滉 一 （半田）
青 葉 憲 一 （半田）
森 合 久 春 （東海）
坂 野 公 俊 （東海）
杉 原 康 男 （東知多）
竹 内 俊 郎 （半田南）
岡 戸 利 直 （半田南）
石 川 勝 彦 （半田南）
浅 野  　一 （一宮）
桑 原 英 寿 （一宮）
山 上 哲 司 （一宮）
宮 田 智 司 （一宮）
森  　隆 彦 （一宮）
大 森 輝 英 （一宮）
坂井田敏行 （一宮）
佐々木久直 （一宮）
鈴 木 洋 志 （一宮）
石 黒 敬 康 （一宮）
滝 川 林 一 （津島）
稲 垣 宏 高 （津島）
岡 本 康 義 （津島）
伊 藤 彰 浩 （津島）
則 武 克 彦 （一宮北）
石 黒 三 雄 （一宮北）
角 田 隆 幸 （一宮北）
日 野 康 司 （一宮北）
三 輪 茂 富 （一宮北）
村 瀬 圭 吾 （一宮北）
加 藤  　勉 （一宮北）
菱 川 弘 樹 （一宮北）
森 田  　進 （一宮北）
森  　通 保 （一宮北）
黒 木 義 公 （一宮北）
藤 原 峯 忠 （一宮北）

大 森 克 孝 （一宮北）
小 澤 正 明 （一宮北）
福 西 久 敏 （一宮北）
佐々木顕彰 （一宮北）
矢 野 尚 彦 （一宮北）
山 内 國 雄 （一宮北）
丹羽喜代次 （一宮北）
山 本  　基 （一宮北）
中 北 武 男 （一宮北）
黒 川 元 則 （あま）
後 藤  　稔 （名古屋清須）
江 川 泰 彦 （名古屋清須）
加 藤 恭 章 （一宮中央）
加 藤 恵 子 （瀬戸）
牧　　   治 （瀬戸）
福 冨 孝 弘 （犬山）
古 橋 裕 志 （尾張旭）
片 山 郁 雄 （瀬戸北）
神 谷 竜 也 （名古屋西）
川 島 浩 二 （名古屋西）
吉 川 公 章 （名古屋南）
丸 山 和 紀 （名古屋南）
吉 田 哲 人 （名古屋南）
安 田 智 彦 （名古屋南）
羽根田達夫 （名古屋南）
橋 本 修 三 （名古屋みなと）
山 下 哲 男 （名古屋みなと）
杉 浦 康 晴 （名古屋中）
山 田 典 廣 （名古屋中）
川 本 昌 市 （名古屋瑞穂）
松井文一郎 （名古屋瑞穂）
大 嶽 達 郎 （名古屋瑞穂）
鈴 木 淑 久 （名古屋瑞穂）
関 谷 俊 征 （名古屋瑞穂）
田 中  　宏 （名古屋瑞穂）
佐 治 寛 行 （名古屋瑞穂）
萱 垣  　建 （名古屋名駅）
清 水 順 二 （名古屋名駅）
筧  　正 紀 （名古屋名駅）
杉 浦 秀 一 （名古屋北）
中 村 陽 公 （名古屋北）
福 田 哲 三 （名古屋和合）
内 間 三 好 （名古屋和合）
米 山 郁 生 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
小 林 英 毅 （名古屋千種）
吉 田  　玄 （名古屋千種）
早 川 和 男 （名古屋東山）
佐 藤 敏 夫 （名古屋東山）
渡 邊 萬 里 （名古屋東山）
近 藤  　眞 （豊橋）
岡 田 直 樹 （豊橋）
竹 本 泰 一 （蒲郡）
本 多 英 夫 （蒲郡）
牧野早希子 （豊橋北）
山 内 有 恒 （豊橋北）
金 田 賢 也 （豊橋南）
西 川  　滋 （豊橋南）
榊 原 周 造 （豊橋南）
朽 名  　誠 （渥美）
鈴 木  　博 （豊川宝飯）
大 羽 重 治 （豊橋ゴールデン）
松 下 泰 三 （豊橋東）

杉 本 知 治 （岡崎）
柴 田 泰 伸 （岡崎）
大 林 市 郎 （岡崎）
松 本 隆 利 （安城）
谷 崎 直 樹 （西尾） 
杉 浦 竜 基 （西尾）
中 川  　敦 （知立）
酒 井 一 造 （知立）
杉 浦 義 利 （西尾K I R A R A）
山 本 裕 充 （西尾K I R A R A）
青 山 弦 八 （西尾K I R A R A）
山 本 俊 明 （西尾K I R A R A）
山 本 雅 仁 （三河安城）
水 谷  　存 （三河安城）
久 恒 治 人 （三河安城）
下 村 幸 真 （三河安城）

榊 原 敦 史 （半田）
小 栗 宏 次 （半田）
加 藤 順 三 （半田）
大林香瑞人 （東海）
水 野 憲 雄 （津島）
矢 田 政 弘 （一宮北）
大河内圭一 （一宮北）
渡 辺 元 男 （一宮北）
山 脇 敏 夫 （稲沢）
石 田 智 彦 （あま）
児 玉 憲 之 （あま）
三 輪 隆 裕 （名古屋清須）
水 野 豊 秋 （名古屋清須）
熊 澤 勝 則 （尾張中央）
沖 野  　満 （尾張中央）
井 上 伸 也 （瀬戸）
加 藤 一 夫 （瀬戸）
加 藤 浩 一 （犬山）
澤 田  　禅 （犬山）
日比野清正 （犬山）
谷 津 義 雄 （犬山）
鈴 木 文 勝 （小牧）
須 崎 侑 三 （瀬戸北）
檜 木 治 幸 （岩倉）
梅 田 克 一 （名古屋西）
野 間 義 正 （名古屋西）
佐 藤 俊 信 （名古屋南）
山 上 純 一 （名古屋南）
岩 佐 信 機 （名古屋みなと）
浜 崎  　明 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
水 野 恒 平 （名古屋東南）
小 島 祐 助 （名古屋中）
松本健一郎 （名古屋中）
岩 月 雅 章 （名古屋中）
星 野 一 郎 （名古屋瑞穂）
森  　裕 之 （名古屋瑞穂）
酒 井 俊 光 （名古屋瑞穂）
髙 木 政 義 （名古屋大須）
酒 井  　修 （名古屋大須）
牧 野 博 和 （名古屋栄）
笹 谷 俊 道 （名古屋名駅）
松尾雄二郎 （名古屋丸の内）
藤 田 守 彦 （名古屋丸の内）
待 井 雄 介 （名古屋北）
木 村 邦 彦 （名古屋守山）

河 本  　力 （名古屋守山）
森藤左エ門 （名古屋守山）
尾 関 正 一 （名古屋名北）
尾 関 淑 子 （名古屋名北）
鈴 木 聖 三 （名古屋千種）
佐 野  　寛 （名古屋千種）
樫 尾 富 二 （名古屋千種）
須 原 茂 樹 （名古屋昭和）
伊 藤 彰 二 （名古屋昭和）
久 野 洋 一 （名古屋東山）
太 田 邦 広 （名古屋東山）
小林三重子 （名古屋東山）
井 川 和 英 （豊橋）
小 出 修 弘 （豊橋）
市川不二夫 （蒲郡）
加 藤 卓 秀 （豊橋北）
林  　良 宣 （豊橋南）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
大 谷 育 人 （豊橋南）
杉 田 和 俊 （豊橋ゴールデン）
鈴 木 保 宣 （田原パシフィック）
及 部 多 高 （豊橋東）
西 脇 友 伸 （豊橋東）
伊 藤 篤 哉 （豊橋東）
早 川 勝 博 （岡崎）
上 原 哲 郎 （岡崎）
有 賀  　健 （岡崎）
後 藤 尚 之 （豊田）
三 宅 英 臣 （豊田）
杉 浦 秀 明 （豊田）
杉 浦  　彰 （岡崎南）
稲 垣  　寿 （岡崎東）
近 藤 金 作 （岡崎東）
杉 山 淳 一  （安城）
岩 崎 智 一  （西尾）
髙 井 英 和  （西尾）
鈴 木 毅 文  （西尾）
杉 浦 保 子  （碧南）
杉 浦 栄 次  （碧南）
大 竹 密 貴  （碧南）
鈴 木 宏 枝  （碧南）
黒 田 勝 基  （高浜）
鈴 木 民 也  （知立）
早 川 岩 男  （知立）
高 須 良 一 （西尾K I R A R A）
新 海 雄 二 （西尾K I R A R A）
太 髙 純 治 （西尾K I R A R A）
高 須  　光 （西尾K I R A R A）
三 治 信 芳 （西尾K I R A R A）
中 村  　正 （三河安城）
加 藤  　宙 （三河安城）
林  　秀 司 （三河安城）
大 見 満 宏 （三河安城）

鈴 木 裕 二 （半田）
都 築 利 全 （半田南）
前 田 昭 生 （津島）
永 井 伸 治 （稲沢）
鷲 見 好 弘 （名古屋清須）
河 合 幹 雄 （名古屋清須）
松 本 正 暢 （一宮中央）
梶 野 輝 雄 （瀬戸）
伊 藤 英 彦 （瀬戸）

松 平 實 胤 （犬山）
中 村  　明 （小牧）
清 水 武 臣 （名古屋空港）
北 園 守 生 （名古屋空港）
國田武二郎 （名古屋空港）
岩 田 哲 也 （名古屋空港）
稲 吉 將 秀 （名古屋空港）
土 屋 範 郎 （名古屋空港）
加 藤 恒 彦 （瀬戸北）
荒 井 康 夫 （瀬戸北）
近 藤 博 資 （瀬戸北）
于　　   咏 （愛知ロータリーE クラブ）
稲 熊 茂 男 （愛知ロータリーE クラブ）
平 田 哲 也 （愛知ロータリーE クラブ）
大 杉  　誠 （名古屋西）
梅 本  　薫 （名古屋西）
中 野 智 夫 （名古屋南）
川 村 大 介 （名古屋南）
津曲修一郎 （名古屋南）
渡 邊 一 平 （名古屋南）
菊 田 宗 一 （名古屋南）
西 尾 直 哉 （名古屋南）
鋤 柄 喜 彦 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
北 村 栄 治 （名古屋中）
相 羽 康 人 （名古屋中）
服 部 浩 明 （名古屋中）
梁 川 誠 市 （名古屋中）
安 田 照 幸 （名古屋中）
王　　   偉 （名古屋中）
平 松 久 明 （名古屋中）
鬼 頭 茂 成 （名古屋大須）
本 多 利 郎 （名古屋名南）
矢 野 雄 嗣 （名古屋丸の内）
神 谷  　忠 （名古屋東）
浜  　洋 一 （名古屋東）
安 井 元 司 （名古屋東）
服 部 雅 紀 （名古屋和合）
伊 藤 彰 二 （名古屋昭和）
松 井 多 弘 （名古屋昭和）
荒 山 久 美 （名古屋アイリス）
青 木 良 浩 （豊橋）
三 浦 裕 司 （豊橋）
石 川 昌 義 （豊橋）
松岡真由美 （豊橋）
兼 子 直 久 （豊橋）
伊 藤 晴 康 （豊橋）
香 取  　武 （豊川）
田 中 寛 孝 （豊川）
藤 城 隆 雄 （田原）
鈴 木 達 司 （田原パシフィック）
小笠原竜児 （豊橋東）
齊 藤 伸 明 （豊橋東）
村 上 雅 則 （豊田）
三 宅 正 恭 （豊田）
村 端 達 也 （豊田）
酒 部 佳 直 （岡崎南）
小久井正秋 （岡崎南）
福 尾  　清 （岡崎南）
伊 藤 愼 一 （豊田西）
畔 栁 秀 幸 （岡崎東）
本 田 康 英 （岡崎東）
酒 井  　賢 （岡崎東）

宇 野 弘 隆 （岡崎東）
天 野 邦 彦 （岡崎城南）
毛 受  　豊 （刈谷）
深 谷 嘉 英 （刈谷）
恒 川 憲 一 （安城）
青 山 竜 也 （安城）
成 田 孝 則 （安城）
近 藤 裕 保 （安城）
犬 塚 一 彦  （西尾）
松 本 容 明  （西尾）
榊原茂太郎  （西尾）
都 築 勇 一  （西尾一色）
浅 岡 憲 隆  （高浜）
鈴 木 善 和 （西尾K I R A R A）
太田五九郎 （西尾K I R A R A）
細 川 和 好 （西尾K I R A R A）
齋 藤 光 正 （三河安城）

稲 熊 直 樹 （半田）
中 池 聡 之 （東海）
山 本 慎 治 （半田南）
堀 田 敏 行 （半田南）
山 田 一 仁 （一宮）
東 海 広 光 （あま）
篠 田 耕 伸 （あま）
山 田 尊 久 （あま）
齊 藤 雄 二 （名古屋清須）
松 前 和 子 （一宮中央）
坂 田 義 一 （一宮中央）
尾 関 一 之 （一宮中央）
松 前 裕 己 （一宮中央）
松 村 晋 也 （瀬戸）
山 本 英 雄 （瀬戸）
水 野 聖 仁 （小牧）
尾 野 英 二 （愛知ロータリーE クラブ）
近藤多喜男 （名古屋西）
田茂井克典 （名古屋西）
鈴 木 幹 雄 （名古屋南）
内 田  　優 （名古屋南）
清 水 一 郎 （名古屋南）
愛 知 吉 隆 （名古屋南）
田 中 賢 二 （名古屋南）
大 竹  　裕 （名古屋南）
石 原 光 弘 （名古屋南）
山 内 靖 雄 （名古屋みなと）
河 村 嘉 希 （名古屋中）
吉 田 治 伸 （名古屋中）
塩 谷 和 久 （名古屋中）
長谷川   隆 （名古屋瑞穂）
中 野 健 二 （名古屋瑞穂）
鈴 木  　実 （名古屋瑞穂）
鳥 山 政 明 （名古屋瑞穂）
北 岡 寿 人 （名古屋瑞穂）
髙 原 昌 宏 （名古屋瑞穂）
鈴 木 伸 一 （名古屋瑞穂）
村 瀬 俊 高 （名古屋瑞穂）
久 野 善 基 （名古屋栄）
米坂みよ古 （名古屋名駅）
坪 井 義 之 （名古屋名駅）
服 部 清 純 （名古屋名駅）
竹 尾 祥 子 （名古屋名東）
谷 口  　優 （名古屋千種）
石 井 弘 子 （名古屋錦）

安 井 嗣 博 （名古屋アイリス）
杉 田  　洋 （豊橋）
瀧 﨑 裕 司 （豊橋）
山 本 貴 浩 （豊橋）
佐 藤 裕 彦 （豊橋）
伊 藤 健 一 （蒲郡）
鈴 木 康 司 （蒲郡）
本 多 一 義 （豊橋北）
夏 目 憲 永 （豊橋北）
久 具 信 夫 （豊川）
石 黒 利 昌 （田原）
丸 山 明 敏 （新城）
永 田 恵 照 （豊川宝飯）
中 村 彰 宏 （豊橋ゴールデン）
河 合 成 幸 （田原パシフィック）
森 下 新 一 （田原パシフィック）
安 福 良 豊 （岡崎）
安 藤 宏 行 （岡崎）
今井眞一郎 （豊田）
加 藤  　太 （豊田）
成 瀬 正 尚 （豊田）
市 川 善 英 （豊田）
清 水 昌 一 （岡崎南）
磯 村 哲 也 （岡崎南）
鈴 木 博 文 （岡崎南）
神 尾  　淳 （岡崎南）
林  　孝 夫 （岡崎東）
安 川 政 男 （岡崎東）
南　　   鉉 （岡崎東）
島 田 英 太 （岡崎東）
安 井 健 次 （岡崎東）
三 宅 哲 也 （豊田中）
西 村 圭 人 （豊田中）
奥 嶋 正 衛 （安城）
亀 島 深 里 （安城）
外 山 勝 美 （安城）
加 藤 英 明 （安城）
小野田真代 （安城）
手 島 健 次  （西尾）
浅 岡 直 幸  （西尾）
鈴木きよみ  （碧南）
鳥 居 萬 里  （西尾一色）
上 野  　実  （知立）
髙 木 秀 夫  （知立）
武 藤 充 廣  （知立）
天 野 竹 行 （三河安城）
加 藤 泰 司 （三河安城）
金 子 豊 久 （三河安城）
杉 浦 秀 郎 （三河安城）
弥 政 晋 輔 （三河安城）

小 川 貴 英 （半田）
伊 藤 友 子 （半田）
久 野　  生 （東海）
早 川 直 義 （東海）
熊 澤  　岌 （東知多）
松 林 信 吾 （半田南）
杉 山 義 幸 （一宮）
佐 々 憲 一 （一宮）
栃 倉  　勲 （一宮）
伊 藤 光 治 （一宮）
中 西 啓 太 （一宮）
船 越  　孝 （一宮北）

後 藤 雅 光 （あま）
上 田 博 行 （あま）
篠 田 正 志 （あま）
川 西 利 浩 （名古屋清須）
森　俊一郎 （一宮中央）
内田泰潤徳 （一宮中央）
佐 藤 祐 造 （一宮中央）
加 藤 定 江 （瀬戸）
玉 井  　徹 （瀬戸）
加 藤 義 晴 （江南）
南 村 朋 幸 （江南）
宅 間 秀 順 （春日井）
加藤久仁明 （春日井）
田 邊 雅 彦 （名古屋空港）
中 野 昭 雄 （瀬戸北）
加 藤 雅 人 （瀬戸北）
奥 田 桂 良 （瀬戸北）
松 山 吉 之 （名古屋西）
服 部  　徹 （名古屋西）
大 蔵 康 雄 （名古屋南）
加 藤 敏 行 （名古屋南）
加 納 昭 巨 （名古屋南）
赤 澤 由 英 （名古屋南）
今 井 浩 詞 （名古屋南）
鈴 木  　哲 （名古屋みなと）
室 原 國 彦 （名古屋みなと）
山 口 直 彦 （名古屋東南）
白 木 良 彦 （名古屋東南）
山 口 剛 男 （名古屋東南）
藁谷喜世志 （名古屋東南）
鬼 頭  　弘 （名古屋東南）
平 松 育 夫 （名古屋東南）
永 谷 英 夫 （名古屋東南）
佐久間貞介 （名古屋東南）
鈴 木 雅 雄 （名古屋東南）
坂 本 裕 孝 （名古屋東南）
橋 爪  　務 （名古屋東南）
熊谷多津旺 （名古屋東南）
瀬 木 真 理 （名古屋東南）
柴田裕二郎 （名古屋中）
森 田 乾 嗣 （名古屋中）
川 本 浩 史 （名古屋中）
川 口 誉 夫 （名古屋中）
安 岡 克 明 （名古屋瑞穂）
花井芳太朗 （名古屋瑞穂）
松 田 浩 孝 （名古屋瑞穂）
鈴 木 雅 登 （名古屋瑞穂）
本 多 誠 之 （名古屋瑞穂）
永 草 孝 憲 （名古屋瑞穂）
林  　順 治 （名古屋大須）
大 澤 伸 悟 （名古屋大須）
山 本 裕 三 （名古屋名駅）
安 藤 隆 利 （名古屋名駅）
西 川 達 郎 （名古屋名駅）
大 輪  　稔 （名古屋名駅）
有 沢 祥 子 （名古屋丸の内）
川 口  　豊 （中部名古屋みらい）
柴 田 幸 男 （名古屋北）
木 村  　茂 （名古屋北）
各 務 有 一 （名古屋東）
今 村 憲 治 （名古屋東）
木 谷 圭 子※ （名古屋東）
松崎美都子 （名古屋守山）

※元財団奨学生

下 出 啓 介 （名古屋名東）
名 越 陽 子 （名古屋名東）
荒 川 章 三 （名古屋昭和）
小 坂 達 也 （名古屋昭和）
綿 貫 達 雄 （名古屋アイリス）
江 崎 雅 彰 （豊橋）
荒 島 一 実 （豊橋）
中 村 典 司 （豊橋）
岡 村 正 造 （豊橋）
宮 崎 三 佳 （田原）
大 林 則 久 （豊橋ゴールデン）
冨 田 正 行 （豊橋ゴールデン）
河 辺 暁 雄 （田原パシフィック）
岡 本 卓 三 （田原パシフィック）
居 平 文 孝 （豊橋東）
安 田 直 樹 （豊橋東）
杉浦健太郎 （岡崎）
福 澤 玉 青 （岡崎）
谷  　泰 男 （岡崎）
酒 井 英 二 （岡崎）
鈴 木 康 生 （豊田）
小 椋 邦 彦 （豊田）
神 谷 典 之 （豊田）
朝比奈幸生 （豊田）
五 島 一 友 （豊田）
廣 部 智 映 （豊田）
小 川 秀 文 （岡崎南）
永 田 哲 之 （岡崎南）
早 川 幹 男 （岡崎南）
犬 塚 光 彦 （岡崎南）
大河原   誠 （岡崎南）
牧 野 嗣 弘 （岡崎南）
梶 川 勇 次 （岡崎南）

鳥 居  　守 （岡崎南）
金 本 孝 美 （岡崎東）
三 城 偉 央 （岡崎東）
坂 野  　弘 （岡崎東）
春 名 祐 樹 （岡崎東）
鈴 木 圭 介 （岡崎東）
藤 江 顕 治 （岡崎城南）
猿 渡 亮 二 （豊田中）
中 條  　誉 （豊田中）
辰 巳  　健 （豊田中）
伊 藤 伸 治 （豊田中）
伊豫田健児 （豊田中）
天 野 櫻 子 （刈谷）
加 藤 哲 也 （刈谷）
辻  　隆 士 （安城）
岩 井 春 次 （安城）
犬 塚 富 雄  （西尾）
永 江 義 澄  （西尾）
岩 瀬 淳 治  （西尾）
平 松 則 行  （碧南）
神 谷  　林  （西尾一色）
渡 辺 浩 二  （知立）
加 藤 久 和  （知立）
秋 山 正 純 （西尾K I R A R A）
榊 原  　章 （西尾K I R A R A）
杉 浦 加 代 （西尾K I R A R A）
石 山  　進 （西尾K I R A R A）
神 谷 昭 光 （西尾K I R A R A）

澤 田 雄 二 （半田）
堀 嵜 恒 藏 （半田）
間 瀬 保 英 （東海）
川 澄 哲 裕 （半田南）

杉 山 知 子 （半田南）
手 島 嘉 宏 （半田南）
蜷 川 勝 己 （半田南）
横 山 明 巳 （大府）
二ノ宮道彦 （一宮）
冨 田 隆 裕 （一宮）
立 松 絹 久 （あま）
前 田 昌 樹 （名古屋清須）
大 塚 省 治 （一宮中央）
加 藤 孝 爾 （瀬戸）
青 山  　稔 （瀬戸）
小 川  　誠 （犬山）
小 谷 達 也 （小牧）
名 和 千 博 （小牧）
長 尾 秀 義 （小牧）
鈴 木 雅 弘 （愛知ロータリーE クラブ）
鈴 木 和 雄 （名古屋西）
杉 本 邦 彦 （名古屋西）
松 島 延 明 （名古屋南）
鈴 木 喜 雄 （名古屋南）
大 原 和 生 （名古屋南）
服 部 伸 一 （名古屋南）
寺 本 善 雄 （名古屋みなと）
柳 澤 講 次 （名古屋みなと）
今 村 源 一 （名古屋中）
伊 藤 眞 人 （名古屋中）
近 藤 東 仁 （名古屋中）
山 本  　尚 （名古屋中）
牧 野 智 繁 （名古屋瑞穂）
萩 原 孝 則 （名古屋瑞穂）
松 本 哲 朗 （名古屋大須）
岡 村 隆 德 （名古屋大須）
小 出 政 巳 （名古屋栄）

早 川 敏 江 （名古屋名駅）
川 田 武 司 （名古屋名駅）
六 鹿 敏 也 （名古屋名駅）
種 瀬 徹 也 （名古屋名駅）
松 田 茂 樹 （名古屋東）
加藤恭太郎 （名古屋守山）
七 田 隆 二 （名古屋守山）
名 倉 嗣 治 （名古屋昭和）
藤 岡 省 吾 （名古屋錦）
浅 倉 伸 治 （豊橋）
長 濱 貴 彦 （豊橋）
大塩啓太郎 （豊橋）
岩 瀬  　清 （豊橋）
高 坂 泰 弘 （豊橋北）
大 石 佳 史 （豊橋北）
山 本 和 正 （豊橋北）
半 田 富 男 （豊川宝飯）
矢頭文由己 （豊橋ゴールデン）
本 多 英 司 （豊橋ゴールデン）
平 野 貴 久 （豊橋ゴールデン）
杉 浦 宏 始（豊橋ゴールデン）
髙 井 龍 雄（豊橋ゴールデン）
佐久間俊之 （田原パシフィック）
山 口  　登 （豊橋東）
西  　崇 秀 （豊橋東）
小 石 洋 和 （豊橋東）
石 川 勝 敏 （岡崎）
森 本  　覚 （豊田）
井 戸 雅 裕 （豊田）
光 岡 主 税 （豊田）
加 藤 国 治 （豊田）
伊 藤 正 人 （豊田）
新 井 利 和 （豊田）

山 本 一 貴 （岡崎南）
山 本  　眞 （岡崎南）
松 野 元 基 （岡崎南）
江 山  　清 （岡崎南）
竹 内 光 博 （岡崎南）
岩 崎 靖 彦 （岡崎東）
石 川 雅 規 （岡崎東）
中 根 匡 規 （岡崎東）
加 藤 和 志 （岡崎東）
黒 井 克 宣 （岡崎東）
宇 井 武 夫 （豊田東）
中 野 喜 之 （豊田三好）
小 塚 達 美 （豊田中）
宇田川佳世 （豊田中）
福 岡 克 勝 （豊田中）
稲 葉 俊 伸 （豊田中）
福 岡 和 則 （豊田中）
石 川 徳 重 （安城）
海 野 広 明 （安城）
鳥 居 慶 輔  （西尾）
本 田 正 則  （西尾）
平 岩 博 行  （西尾）
鈴 木 泰 博  （碧南）
服 部 弘 史  （碧南）
早川比呂太  （西尾一色）
山 下 保 彦  （西尾一色）
杉 原 透 恭  （知立）
丸 目 藤 二 （西尾K I R A R A）
長 田 和 人 （三河安城）
植 村 真 一 （三河安城）
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水 野 隆 芳 （半田）
鈴 木 丈 雄 （半田）
前 田 三 次 （常滑）
稲 坂　  博 （東海）
高 津 忠 男 （東知多）
外 園　  茂 （大府）
久 野 春 雄 （大府）
青 山 佳 裕 （一宮）
林　  隆 春 （一宮）
堀 田  　勝 （津島）
伊 藤 哲 朗 （津島）
伊 藤 幸 蔵 （津島）
佐 藤 栄 一 （津島）
和 出 泰 夫 （津島）
田 島  　昊 （稲沢）
栗 木 和 夫 （あま）
前 田 重 廣 （あま）
髙 山  　敏 （あま）
鴨 井 敏 秋 （名古屋清須）
小 島 三 男 （一宮中央）
長 橋 國 和 （一宮中央）
稲 垣 圭 次 （犬山）
牧 野 武 彦 （犬山）
大 澤  　渡 （犬山）
安藤喜代司 （江南）
伊 藤 靖 祐 （江南）
澤 田 昌 久 （江南）
山 本  　修 （瀬戸北）
宮 田 浩 明 （岩倉）
坂  　直 樹 （名古屋）
清 田 武 男 （名古屋西）
水 野 隆 二 （名古屋西）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
ローランド J. ヨッスィ （名古屋南）
飯 田 秀 雄 （名古屋みなと）
菅　　   栄 （名古屋みなと）
木 村 秀 夫 （名古屋みなと）
小 島 清 路 （名古屋みなと）
才 本 清 継 （名古屋みなと）
市 原 高 明 （名古屋中）
小笠原   暁 （名古屋中）
坪 井 進 悟 （名古屋中）
鶴 見 俊 成 （名古屋中）
八 神 弘 雄 （名古屋中）
倉 澤  　寛 （名古屋瑞穂）
水 谷  　誠 （名古屋名南）
柴 田 照 子 （名古屋名南）
川 村 勝 廣 （名古屋名駅）
小 西 忠 昭 （名古屋名駅）
大 野 智 彦 （名古屋北）
相 馬 保 之 （名古屋北）
福 谷 正 男 （名古屋東）
林  　雅 史 （名古屋東）
東 谷 昌 彦 （名古屋東）
二 村  　満 （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
多和田   武 （名古屋東）

今 村 孝 治 （名古屋和合）
町 田 重 夫 （名古屋和合）
中 村 有 孝 （名古屋和合）
坪 井 和 義 （名古屋和合）
松 永 辰 男 （名古屋名東）
齊 藤 英 夫 （名古屋名東）
星川須美子 （名古屋名北）
石 黒  　勉 （名古屋名北）
加 藤  　靖 （名古屋昭和）
柴 田 義 介 （名古屋昭和）
北 村 隆 子 （名古屋錦）
前 田 元 弘 （名古屋錦）
丹 羽  　繁 （名古屋錦）
寺 西  　正 （名古屋錦）
植 村 元 雄 （名古屋錦）
福 井  　敬 （豊橋）
神 野 吾 郎 （豊橋）
鈴 木 正 憲 （豊橋）
近 藤 克 義 （蒲郡）
丸 山  　勝 （蒲郡）
小笠原金太郎 （蒲郡）
清 水 敏 光 （蒲郡）
吉 野 勝 己 （豊橋南）
坂 巻 邦 彦 （新城）
大 原 孝 一 （田原パシフィック）
豊 田 慈 證 （田原パシフィック）
河 合 純 夫 （豊橋東）
南 部  　淳 （岡崎）
野 田 篤 文 （岡崎）
柴 田 芳 孝 （岡崎）
田 辺 一 雄 （岡崎）
中 根 克 弘 （岡崎南）
宇 井  　均 （岡崎南）
山 崎 泰 信 （岡崎南）
藤 井  　悟 （岡崎東）
安 藤 和 広 （豊田東）
久保田   浩 （豊田東）
長 橋  　朗 （豊田東）
大 澤 六 也 （豊田東）
鈴 木 基 之 （豊田東）
鈴 木 孝 治 （豊田東）
梅 村 昌 吾 （豊田東）
矢 頭 功 生 （豊田東）
山 内 達 己 （豊田東）
横 山 克 則 （豊田東）
松 井 孝 王 （岡崎城南）
堀 川  　泰 （豊田三好）
本 多  　幹 （豊田中）
又 場 公 代 （豊田中）
松 山  　治 （豊田中）
澳 覩  　光 （豊田中）
渡 邊 高 紹 （豊田中）
横 地  　朗 （豊田中）
市 川 裕 大 （刈谷）
近 藤 俊 行 （刈谷）
岡 本 女芝 磨 （刈谷）
岡 本  　巧 （刈谷）
神 谷  　研 （安城）

戸 谷  　央 （安城）
加 藤 浩 道 （西尾）
平 岩 辰 之 （碧南）
新 美 惣 英 （碧南）
奥 田 雪 雄 （碧南）
角 谷 信 二 （碧南）
杉 浦 昌 裕 （碧南）
鶴 田 光 久 （碧南）
岩 瀬 清 彦 （西尾K I R A R A）
大須賀慶一 （西尾K I R A R A）
鈴 木 昭 夫 （西尾K I R A R A）
木 村 恭 子 （三河安城）
山 本 彰 秀 （三河安城）
山 本 昌 弘 （三河安城）

日 高 晋 典 （常滑）
小 出 常 雄 （東海）
鈴 木 宏 司 （半田南）
青 木 雅 裕 （知多）
岩 崎 征 宣 （知多）
木 下 勝 美 （知多）
坂 本 竹 敏 （知多）
相羽あつ子 （津島）
加 藤 則 之 （津島）
佐 竹  　敦 （津島）
清 水 裕 行 （津島）
鈴 木 吉 男 （津島）
八 谷 潤 一 （津島）
横 井 知 代 （津島）
中 村  　禊 （名古屋清須）
平 岩 慎 次 （尾張中央）
石 原 稔 久 （一宮中央）
藤 井 源 成 （瀬戸）
加 藤 陽 一 （瀬戸）
加藤唐三郎 （瀬戸）
森  　弘 好 （江南）
冨 永 典 夫 （江南）
原 田 好 展 （名古屋空港）
波多野   真 （名古屋空港）
稲 熊 正 徳 （名古屋空港）
栗 田 和 典 （名古屋空港）
照 井 通 夫 （名古屋空港）
山 北 秀 和 （名古屋空港）
若 杉 福 雄 （瀬戸北）
荒川永太郎 （名古屋西）
水 谷 博 之 （名古屋西）
長谷川   仂 （名古屋南）
小 嶋 仲 夫 （名古屋南）
近 藤 信 之 （名古屋東南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
牧 野 弘 明 （名古屋東南）
荒 川 雅 義 （名古屋中）
早 瀬 孝 文 （名古屋中）
石 原 寿 生 （名古屋中）
金 森 伸 夫 （名古屋中）
近 藤 直 樹 （名古屋中）
宮 内  　誠 （名古屋中）
永 野 光 容 （名古屋中）

岡 崎  　亨 （名古屋中）
佐 藤 友 治 （名古屋中）
鈴木謙一郎 （名古屋中）
田ヶ原昭弘 （名古屋中）
山 口  　忍 （名古屋中）
吉 田 敬 岳 （名古屋中）
青 柳  　斉 （名古屋瑞穂）
堀  　慎 治 （名古屋瑞穂）
松 岡 道 弘 （名古屋瑞穂）
照 井  　栞 （名古屋大須）
山 口 正 孝 （名古屋大須）
井 上  　司 （名古屋栄）
加 藤 英 敏 （名古屋名南）
木 下 福 郎 （名古屋名南）
水 野 俊 男 （名古屋名南）
日比野三吉彦 （名古屋名駅）
堀 田 豊 彦 （名古屋名駅）
中 野  　健 （名古屋名駅）
鈴 木 次 郎 （名古屋名駅）
磯 部  　徹 （名古屋丸の内）
水 野𠮷𠮷𠮷 紹 （名古屋北）
鈴 木  　樞 （名古屋守山）
大 島 一 恵 （名古屋名東）
鈴木太刀雄 （名古屋名東）
高 橋  　進 （名古屋昭和）
渡 辺 直 樹 （名古屋昭和）
鬼頭正二郎 （名古屋錦）
中 山 信 義 （名古屋錦）
生 田 博 隆 （名古屋東山）
金 田 英 和 （名古屋東山）
鈴 木 明 雄 （豊橋）
山 本 光 伸 （豊橋）
小杉幸一郎 （豊橋北）
磯 村 秀 樹 （豊橋南）
熊 谷  　勝 （新城）
樅 山 修 一 （豊川宝飯）
畑 野 泰 志 （豊橋ゴールデン）
伊 藤 眞 芳 （豊橋ゴールデン）
河 辺 敏 之 （豊橋ゴールデン）
村 田  　悟 （豊橋ゴールデン）
竹 田 昌 弘 （豊橋ゴールデン）
藤 代 善 之 （田原パシフィック）
本 多  　敬 （田原パシフィック）
加 藤 武 紀 （田原パシフィック）
佐野弘之介 （田原パシフィック）
山 崎  　曻 （田原パシフィック）
川 西 裕 康 （豊橋東）
中 村 成 人 （豊橋東）
豊 田 能 史 （豊橋東）
安 井 洋 二 （豊橋東）
深 田 達 彦 （岡崎）
加 藤 博 巳 （岡崎）
宮 本  　隆 （岡崎）
安 藤 隆 幸 （岡崎南）
岩 瀬 宏 隆 （岡崎南）
加 藤  　強 （岡崎南）
神 谷 卓 弌 （岡崎南）
鬼 頭 辰 郎 （岡崎南）

2013 年度

2011 年度

岡 田 庄 璽 （岡崎南）
鬼 塚 俊 夫 （岡崎南）
柴 田 修 次 （岡崎南）
皿 井  　寛 （豊田西）
牧  　　 勝 （岡崎城南）
永 井 量 基 （岡崎城南）
稲 本 良 二 （豊田中）
山内ユミ子 （豊田中）
権 田 鋹 弘 （刈谷）
深 津 正 則 （安城）
星 野 和 幸 （西尾）
本 多  　淳 （西尾）
三 浦 眞 澄 （西尾）
小笠原正秀 （西尾）
平 松  　太 （碧南）
石 川 唯 司 （碧南）
清 澤 聡 之 （碧南）
新 美 雅 浩 （碧南）
岡 本 明 弘 （碧南）
竹 中  　誠 （碧南）
山 中 寛 紀 （碧南）
朴  　壽 子 （西尾K I R A R A）
杉 浦 正 昭 （西尾K I R A R A）
高 須  　匀 （西尾K I R A R A）

古 市 晃 久 （半田）
猪 飼 盛 雄 （常滑）
梯  　國 彦 （一宮）
松 原 直 次 （一宮）
森  　俊 夫 （一宮）
関 戸  　徹 （一宮）
滝  　善 蔵 （一宮）
加 藤 隆 朗 （津島）
佐 藤 敬 治 （津島）
篠 田 知 生 （津島）
住 田 正 幸 （津島）
山 田 勝 弘 （津島）
水 野 憲 司 （一宮北）
成田幸太郎 （稲沢）
古 川  　宏 （あま）
水 谷 安 紀 （あま）
永 田  　正 （一宮中央）
大 森  　進 （一宮中央）
森 脇 文 直 （瀬戸）
野 田 正 治 （瀬戸）
山 口 育 男 （瀬戸）
清 野 允 中 （江南）
大 野 良 之 （尾張旭）
柏 本 光 之 （瀬戸北）
小 澤  　修 （瀬戸北）
梅 村 邦 雄 （瀬戸北）
山 田 隆 雄 （瀬戸北）
豊 島 将 克 （名古屋城北）
青 島 邦 人 （名古屋西）
神 野 富 三 （名古屋西）
宮 田 理 博 （名古屋南）
南 雲 和 江 （名古屋東南）
松 原 秀 樹 （名古屋中）

小 栗 成 男 （名古屋中）
榊 原 克 典 （名古屋中）
渡 邊 樹 志 （名古屋中）
入 山 治 樹 （名古屋瑞穂）
市 岡 正 蔵 （名古屋瑞穂）
西 沢 功 晋 （名古屋瑞穂）
鈴 木 健 司 （名古屋瑞穂）
髙 木 元 明 （名古屋瑞穂）
鶴 田  　浩 （名古屋瑞穂）
梅 村 昌 孝 （名古屋瑞穂）
犬飼りさ枝 （名古屋名南）
山 崎  　淳 （名古屋名南）
遠 藤 泰 昭 （名古屋名駅）
岩 崎 光 記 （名古屋名駅）
友 田 喜 夫 （名古屋名駅）
堀 江 俊 通 （名古屋丸の内）
内 藤 秀 樹 （名古屋北）
伊 藤 陽 介 （名古屋守山）
鈴 木 真 司 （名古屋昭和）
斉 田 康 徳 （名古屋錦）
川 村 荒 治 （豊橋）
松 井 孝 悦 （豊橋）
高 橋 豊 彦 （豊橋）
市 川 晶 也 （蒲郡）
河 合 芳 光 （豊橋北）
夏 目 國 弘 （豊橋北）
佐久間武美 （豊橋北）
鈴木伊能勢 （豊橋北）
天野英一郎 （田原）
佐 野 朝 海 （田原）
柴 田  　登 （田原）
八 木 正 光 （田原）
神 谷 浩 史 （豊橋南）
梶 村 康 彦 （豊橋南）
住野友次郎 （豊橋南）
内 山 昌 久 （豊橋南）
中 澤 輝 昭 （新城）
佐 藤 泰 惇 （新城）
竹内臨通夫 （新城）
伊藤隆一郎 （豊橋ゴールデン）
彦 坂 敏 行 （田原パシフィック）
河 合 喜 嗣 （田原パシフィック）
藤 井 宣 行 （豊橋東）
白 井 康 仁 （豊橋東）
深 津  　浩 （岡崎）
尾 崎 篤 司 （岡崎）
太 田 成 紀 （岡崎）
同 前 仁 史 （岡崎）
深 津  　篤 （岡崎南）
小島ミユキ （岡崎南）
奥 村 英 世 （岡崎南）
小 野 正 富 （岡崎南）
鈴 木 英 治 （豊田東）
有 馬 惟 夫 （岡崎城南）
稲 垣  　淳 （安城）
市 川  　護 （安城）
加 藤 正 人 （安城）
萩 原 竜 治 （西尾）
石 川 哲 朗 （西尾）
岩 瀬 正 広 （西尾）
金 原 健 志 （西尾）
黒 田 正 志 （西尾）
坂 田 吉 郎 （西尾）

粟 津 康 之 （碧南）
黒 田 泰 弘 （碧南）
森 田 雅 也 （碧南）
長 田 和 徳 （碧南）
榊 原  　健 （碧南）
角 谷  　修 （碧南）
鈴 木 健 三 （碧南）
小 出 道 治 （西尾一色）
水 野 泰 昌 （知立）
堀 本 保 美 （三河安城）
犬 束 信 一 （三河安城）

澤 田 好 伸 （半田）
鈴 村 昌 人  （東海）
木 塚 烈 男 （東海）
青 山 五 郎 （東知多）
生 田 達 一 （津島）
寺 田 晏 章 （津島）
大 竹 敬 一 （あま）
伊藤恒二郎 （一宮中央）
渡辺愛一郎 （瀬戸）
加 藤 眞 言 （瀬戸）
加 藤 令 吉 （瀬戸）
穂 積 良 治 （名古屋城北）
津 坂 守 英 （名古屋城北）
神 尾  　隆 （名古屋西）
加 藤 正 和 （名古屋西）
鵜 飼 治 昭 （名古屋西）
伊 藤 彰 彦 （名古屋西）
後 藤 保 正 （名古屋南）
中 川 昭 一 （名古屋南）
小 森 敦 夫 （名古屋南）
西 本 一 幸 （名古屋南）
樋江井貴文 （名古屋南）
高 田 和 裕 （名古屋みなと）
山 田  　豊 （名古屋みなと）
加 藤 茂 春 （名古屋みなと）
山ノ内泰央 （名古屋東南）
岩 崎 誠 二 （名古屋東南）
東  　俊 輝 （名古屋中）
立 松 洋 司 （名古屋中）
湯 澤 勇 生 （名古屋瑞穂）
山 口 哲 司 （名古屋瑞穂）
近 藤 茂 弘 （名古屋瑞穂）
湯 澤 信 雄 （名古屋瑞穂）
山 本 英 雄 （名古屋瑞穂）
広 瀬 弘 幸 （名古屋瑞穂）
神 野 邦 利 （名古屋大須）
近 藤 明 美 （名古屋大須）
米 田  　敬 （名古屋栄）
東 山 直 史 （名古屋名南）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
田 中 正 樹 （名古屋北）
山 口 兼 市 （名古屋北）
梅 村 清 英 （名古屋東）
中 村 公 彦 （名古屋名東）
近藤兼治郎 （名古屋東山）
水 藤 之 資 （豊橋）
福 井 英 輔 （豊橋）
志 賀 弘 嗣 （蒲郡）
酒 井 克 嘉 （蒲郡）
酒 井 基 裕 （蒲郡）
谷 山  　勉 （豊橋北）
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稲 積 秀 一 （豊橋北）
広 中 貴 彦 （田原）
高 崎 雄 三 （田原）
岩 崎  　功 （田原）
鈴 木  　進 （田原）
髙 橋 雅 男 （豊橋ゴールデン）
中 嶌 秀 樹 （豊橋東）
松 原 広 幸 （岡崎）
酒 部 圭 司 （岡崎）
藤 原 正 寛 （岡崎）
鈴 木 裕 二 （岡崎南）
志 賀 為 宏 （岡崎南）
山 本 剛 司 （岡崎城南）
青 山 幸 市 （岡崎城南）
磯 部 亮 次 （岡崎城南）
鈴 木 正 輝 （豊田三好）
延 原  　哲 （豊田中）
日恵野正俊 （豊田中）
伊 藤 節 夫 （刈谷）
内 藤 教 恵 （安城）
山 口  　研  （安城）
神 谷  　明  （西尾）
榊 原 利 夫 （西尾K I R A R A）
清  　克 行 （西尾K I R A R A）
中 根 勝 美 （西尾K I R A R A）
長 谷 収 一 （西尾K I R A R A）
沓名由美子 （三河安城）
大 見 和 志 （三河安城）

朝 倉 滉 一 （半田）
青 葉 憲 一 （半田）
森 合 久 春 （東海）
坂 野 公 俊 （東海）
杉 原 康 男 （東知多）
竹 内 俊 郎 （半田南）
岡 戸 利 直 （半田南）
石 川 勝 彦 （半田南）
浅 野  　一 （一宮）
桑 原 英 寿 （一宮）
山 上 哲 司 （一宮）
宮 田 智 司 （一宮）
森  　隆 彦 （一宮）
大 森 輝 英 （一宮）
坂井田敏行 （一宮）
佐々木久直 （一宮）
鈴 木 洋 志 （一宮）
石 黒 敬 康 （一宮）
滝 川 林 一 （津島）
稲 垣 宏 高 （津島）
岡 本 康 義 （津島）
伊 藤 彰 浩 （津島）
則 武 克 彦 （一宮北）
石 黒 三 雄 （一宮北）
角 田 隆 幸 （一宮北）
日 野 康 司 （一宮北）
三 輪 茂 富 （一宮北）
村 瀬 圭 吾 （一宮北）
加 藤  　勉 （一宮北）
菱 川 弘 樹 （一宮北）
森 田  　進 （一宮北）
森  　通 保 （一宮北）
黒 木 義 公 （一宮北）
藤 原 峯 忠 （一宮北）

大 森 克 孝 （一宮北）
小 澤 正 明 （一宮北）
福 西 久 敏 （一宮北）
佐々木顕彰 （一宮北）
矢 野 尚 彦 （一宮北）
山 内 國 雄 （一宮北）
丹羽喜代次 （一宮北）
山 本  　基 （一宮北）
中 北 武 男 （一宮北）
黒 川 元 則 （あま）
後 藤  　稔 （名古屋清須）
江 川 泰 彦 （名古屋清須）
加 藤 恭 章 （一宮中央）
加 藤 恵 子 （瀬戸）
牧　　   治 （瀬戸）
福 冨 孝 弘 （犬山）
古 橋 裕 志 （尾張旭）
片 山 郁 雄 （瀬戸北）
神 谷 竜 也 （名古屋西）
川 島 浩 二 （名古屋西）
吉 川 公 章 （名古屋南）
丸 山 和 紀 （名古屋南）
吉 田 哲 人 （名古屋南）
安 田 智 彦 （名古屋南）
羽根田達夫 （名古屋南）
橋 本 修 三 （名古屋みなと）
山 下 哲 男 （名古屋みなと）
杉 浦 康 晴 （名古屋中）
山 田 典 廣 （名古屋中）
川 本 昌 市 （名古屋瑞穂）
松井文一郎 （名古屋瑞穂）
大 嶽 達 郎 （名古屋瑞穂）
鈴 木 淑 久 （名古屋瑞穂）
関 谷 俊 征 （名古屋瑞穂）
田 中  　宏 （名古屋瑞穂）
佐 治 寛 行 （名古屋瑞穂）
萱 垣  　建 （名古屋名駅）
清 水 順 二 （名古屋名駅）
筧  　正 紀 （名古屋名駅）
杉 浦 秀 一 （名古屋北）
中 村 陽 公 （名古屋北）
福 田 哲 三 （名古屋和合）
内 間 三 好 （名古屋和合）
米 山 郁 生 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
小 林 英 毅 （名古屋千種）
吉 田  　玄 （名古屋千種）
早 川 和 男 （名古屋東山）
佐 藤 敏 夫 （名古屋東山）
渡 邊 萬 里 （名古屋東山）
近 藤  　眞 （豊橋）
岡 田 直 樹 （豊橋）
竹 本 泰 一 （蒲郡）
本 多 英 夫 （蒲郡）
牧野早希子 （豊橋北）
山 内 有 恒 （豊橋北）
金 田 賢 也 （豊橋南）
西 川  　滋 （豊橋南）
榊 原 周 造 （豊橋南）
朽 名  　誠 （渥美）
鈴 木  　博 （豊川宝飯）
大 羽 重 治 （豊橋ゴールデン）
松 下 泰 三 （豊橋東）

杉 本 知 治 （岡崎）
柴 田 泰 伸 （岡崎）
大 林 市 郎 （岡崎）
松 本 隆 利 （安城）
谷 崎 直 樹 （西尾） 
杉 浦 竜 基 （西尾）
中 川  　敦 （知立）
酒 井 一 造 （知立）
杉 浦 義 利 （西尾K I R A R A）
山 本 裕 充 （西尾K I R A R A）
青 山 弦 八 （西尾K I R A R A）
山 本 俊 明 （西尾K I R A R A）
山 本 雅 仁 （三河安城）
水 谷  　存 （三河安城）
久 恒 治 人 （三河安城）
下 村 幸 真 （三河安城）

榊 原 敦 史 （半田）
小 栗 宏 次 （半田）
加 藤 順 三 （半田）
大林香瑞人 （東海）
水 野 憲 雄 （津島）
矢 田 政 弘 （一宮北）
大河内圭一 （一宮北）
渡 辺 元 男 （一宮北）
山 脇 敏 夫 （稲沢）
石 田 智 彦 （あま）
児 玉 憲 之 （あま）
三 輪 隆 裕 （名古屋清須）
水 野 豊 秋 （名古屋清須）
熊 澤 勝 則 （尾張中央）
沖 野  　満 （尾張中央）
井 上 伸 也 （瀬戸）
加 藤 一 夫 （瀬戸）
加 藤 浩 一 （犬山）
澤 田  　禅 （犬山）
日比野清正 （犬山）
谷 津 義 雄 （犬山）
鈴 木 文 勝 （小牧）
須 崎 侑 三 （瀬戸北）
檜 木 治 幸 （岩倉）
梅 田 克 一 （名古屋西）
野 間 義 正 （名古屋西）
佐 藤 俊 信 （名古屋南）
山 上 純 一 （名古屋南）
岩 佐 信 機 （名古屋みなと）
浜 崎  　明 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
水 野 恒 平 （名古屋東南）
小 島 祐 助 （名古屋中）
松本健一郎 （名古屋中）
岩 月 雅 章 （名古屋中）
星 野 一 郎 （名古屋瑞穂）
森  　裕 之 （名古屋瑞穂）
酒 井 俊 光 （名古屋瑞穂）
髙 木 政 義 （名古屋大須）
酒 井  　修 （名古屋大須）
牧 野 博 和 （名古屋栄）
笹 谷 俊 道 （名古屋名駅）
松尾雄二郎 （名古屋丸の内）
藤 田 守 彦 （名古屋丸の内）
待 井 雄 介 （名古屋北）
木 村 邦 彦 （名古屋守山）

河 本  　力 （名古屋守山）
森藤左エ門 （名古屋守山）
尾 関 正 一 （名古屋名北）
尾 関 淑 子 （名古屋名北）
鈴 木 聖 三 （名古屋千種）
佐 野  　寛 （名古屋千種）
樫 尾 富 二 （名古屋千種）
須 原 茂 樹 （名古屋昭和）
伊 藤 彰 二 （名古屋昭和）
久 野 洋 一 （名古屋東山）
太 田 邦 広 （名古屋東山）
小林三重子 （名古屋東山）
井 川 和 英 （豊橋）
小 出 修 弘 （豊橋）
市川不二夫 （蒲郡）
加 藤 卓 秀 （豊橋北）
林  　良 宣 （豊橋南）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
大 谷 育 人 （豊橋南）
杉 田 和 俊 （豊橋ゴールデン）
鈴 木 保 宣 （田原パシフィック）
及 部 多 高 （豊橋東）
西 脇 友 伸 （豊橋東）
伊 藤 篤 哉 （豊橋東）
早 川 勝 博 （岡崎）
上 原 哲 郎 （岡崎）
有 賀  　健 （岡崎）
後 藤 尚 之 （豊田）
三 宅 英 臣 （豊田）
杉 浦 秀 明 （豊田）
杉 浦  　彰 （岡崎南）
稲 垣  　寿 （岡崎東）
近 藤 金 作 （岡崎東）
杉 山 淳 一  （安城）
岩 崎 智 一  （西尾）
髙 井 英 和  （西尾）
鈴 木 毅 文  （西尾）
杉 浦 保 子  （碧南）
杉 浦 栄 次  （碧南）
大 竹 密 貴  （碧南）
鈴 木 宏 枝  （碧南）
黒 田 勝 基  （高浜）
鈴 木 民 也  （知立）
早 川 岩 男  （知立）
高 須 良 一 （西尾K I R A R A）
新 海 雄 二 （西尾K I R A R A）
太 髙 純 治 （西尾K I R A R A）
高 須  　光 （西尾K I R A R A）
三 治 信 芳 （西尾K I R A R A）
中 村  　正 （三河安城）
加 藤  　宙 （三河安城）
林  　秀 司 （三河安城）
大 見 満 宏 （三河安城）

鈴 木 裕 二 （半田）
都 築 利 全 （半田南）
前 田 昭 生 （津島）
永 井 伸 治 （稲沢）
鷲 見 好 弘 （名古屋清須）
河 合 幹 雄 （名古屋清須）
松 本 正 暢 （一宮中央）
梶 野 輝 雄 （瀬戸）
伊 藤 英 彦 （瀬戸）

松 平 實 胤 （犬山）
中 村  　明 （小牧）
清 水 武 臣 （名古屋空港）
北 園 守 生 （名古屋空港）
國田武二郎 （名古屋空港）
岩 田 哲 也 （名古屋空港）
稲 吉 將 秀 （名古屋空港）
土 屋 範 郎 （名古屋空港）
加 藤 恒 彦 （瀬戸北）
荒 井 康 夫 （瀬戸北）
近 藤 博 資 （瀬戸北）
于　　   咏 （愛知ロータリーE クラブ）
稲 熊 茂 男 （愛知ロータリーE クラブ）
平 田 哲 也 （愛知ロータリーE クラブ）
大 杉  　誠 （名古屋西）
梅 本  　薫 （名古屋西）
中 野 智 夫 （名古屋南）
川 村 大 介 （名古屋南）
津曲修一郎 （名古屋南）
渡 邊 一 平 （名古屋南）
菊 田 宗 一 （名古屋南）
西 尾 直 哉 （名古屋南）
鋤 柄 喜 彦 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
北 村 栄 治 （名古屋中）
相 羽 康 人 （名古屋中）
服 部 浩 明 （名古屋中）
梁 川 誠 市 （名古屋中）
安 田 照 幸 （名古屋中）
王　　   偉 （名古屋中）
平 松 久 明 （名古屋中）
鬼 頭 茂 成 （名古屋大須）
本 多 利 郎 （名古屋名南）
矢 野 雄 嗣 （名古屋丸の内）
神 谷  　忠 （名古屋東）
浜  　洋 一 （名古屋東）
安 井 元 司 （名古屋東）
服 部 雅 紀 （名古屋和合）
伊 藤 彰 二 （名古屋昭和）
松 井 多 弘 （名古屋昭和）
荒 山 久 美 （名古屋アイリス）
青 木 良 浩 （豊橋）
三 浦 裕 司 （豊橋）
石 川 昌 義 （豊橋）
松岡真由美 （豊橋）
兼 子 直 久 （豊橋）
伊 藤 晴 康 （豊橋）
香 取  　武 （豊川）
田 中 寛 孝 （豊川）
藤 城 隆 雄 （田原）
鈴 木 達 司 （田原パシフィック）
小笠原竜児 （豊橋東）
齊 藤 伸 明 （豊橋東）
村 上 雅 則 （豊田）
三 宅 正 恭 （豊田）
村 端 達 也 （豊田）
酒 部 佳 直 （岡崎南）
小久井正秋 （岡崎南）
福 尾  　清 （岡崎南）
伊 藤 愼 一 （豊田西）
畔 栁 秀 幸 （岡崎東）
本 田 康 英 （岡崎東）
酒 井  　賢 （岡崎東）

宇 野 弘 隆 （岡崎東）
天 野 邦 彦 （岡崎城南）
毛 受  　豊 （刈谷）
深 谷 嘉 英 （刈谷）
恒 川 憲 一 （安城）
青 山 竜 也 （安城）
成 田 孝 則 （安城）
近 藤 裕 保 （安城）
犬 塚 一 彦  （西尾）
松 本 容 明  （西尾）
榊原茂太郎  （西尾）
都 築 勇 一  （西尾一色）
浅 岡 憲 隆  （高浜）
鈴 木 善 和 （西尾K I R A R A）
太田五九郎 （西尾K I R A R A）
細 川 和 好 （西尾K I R A R A）
齋 藤 光 正 （三河安城）

稲 熊 直 樹 （半田）
中 池 聡 之 （東海）
山 本 慎 治 （半田南）
堀 田 敏 行 （半田南）
山 田 一 仁 （一宮）
東 海 広 光 （あま）
篠 田 耕 伸 （あま）
山 田 尊 久 （あま）
齊 藤 雄 二 （名古屋清須）
松 前 和 子 （一宮中央）
坂 田 義 一 （一宮中央）
尾 関 一 之 （一宮中央）
松 前 裕 己 （一宮中央）
松 村 晋 也 （瀬戸）
山 本 英 雄 （瀬戸）
水 野 聖 仁 （小牧）
尾 野 英 二 （愛知ロータリーE クラブ）
近藤多喜男 （名古屋西）
田茂井克典 （名古屋西）
鈴 木 幹 雄 （名古屋南）
内 田  　優 （名古屋南）
清 水 一 郎 （名古屋南）
愛 知 吉 隆 （名古屋南）
田 中 賢 二 （名古屋南）
大 竹  　裕 （名古屋南）
石 原 光 弘 （名古屋南）
山 内 靖 雄 （名古屋みなと）
河 村 嘉 希 （名古屋中）
吉 田 治 伸 （名古屋中）
塩 谷 和 久 （名古屋中）
長谷川   隆 （名古屋瑞穂）
中 野 健 二 （名古屋瑞穂）
鈴 木  　実 （名古屋瑞穂）
鳥 山 政 明 （名古屋瑞穂）
北 岡 寿 人 （名古屋瑞穂）
髙 原 昌 宏 （名古屋瑞穂）
鈴 木 伸 一 （名古屋瑞穂）
村 瀬 俊 高 （名古屋瑞穂）
久 野 善 基 （名古屋栄）
米坂みよ古 （名古屋名駅）
坪 井 義 之 （名古屋名駅）
服 部 清 純 （名古屋名駅）
竹 尾 祥 子 （名古屋名東）
谷 口  　優 （名古屋千種）
石 井 弘 子 （名古屋錦）

安 井 嗣 博 （名古屋アイリス）
杉 田  　洋 （豊橋）
瀧 﨑 裕 司 （豊橋）
山 本 貴 浩 （豊橋）
佐 藤 裕 彦 （豊橋）
伊 藤 健 一 （蒲郡）
鈴 木 康 司 （蒲郡）
本 多 一 義 （豊橋北）
夏 目 憲 永 （豊橋北）
久 具 信 夫 （豊川）
石 黒 利 昌 （田原）
丸 山 明 敏 （新城）
永 田 恵 照 （豊川宝飯）
中 村 彰 宏 （豊橋ゴールデン）
河 合 成 幸 （田原パシフィック）
森 下 新 一 （田原パシフィック）
安 福 良 豊 （岡崎）
安 藤 宏 行 （岡崎）
今井眞一郎 （豊田）
加 藤  　太 （豊田）
成 瀬 正 尚 （豊田）
市 川 善 英 （豊田）
清 水 昌 一 （岡崎南）
磯 村 哲 也 （岡崎南）
鈴 木 博 文 （岡崎南）
神 尾  　淳 （岡崎南）
林  　孝 夫 （岡崎東）
安 川 政 男 （岡崎東）
南　　   鉉 （岡崎東）
島 田 英 太 （岡崎東）
安 井 健 次 （岡崎東）
三 宅 哲 也 （豊田中）
西 村 圭 人 （豊田中）
奥 嶋 正 衛 （安城）
亀 島 深 里 （安城）
外 山 勝 美 （安城）
加 藤 英 明 （安城）
小野田真代 （安城）
手 島 健 次  （西尾）
浅 岡 直 幸  （西尾）
鈴木きよみ  （碧南）
鳥 居 萬 里  （西尾一色）
上 野  　実  （知立）
髙 木 秀 夫  （知立）
武 藤 充 廣  （知立）
天 野 竹 行 （三河安城）
加 藤 泰 司 （三河安城）
金 子 豊 久 （三河安城）
杉 浦 秀 郎 （三河安城）
弥 政 晋 輔 （三河安城）

小 川 貴 英 （半田）
伊 藤 友 子 （半田）
久 野　  生 （東海）
早 川 直 義 （東海）
熊 澤  　岌 （東知多）
松 林 信 吾 （半田南）
杉 山 義 幸 （一宮）
佐 々 憲 一 （一宮）
栃 倉  　勲 （一宮）
伊 藤 光 治 （一宮）
中 西 啓 太 （一宮）
船 越  　孝 （一宮北）

後 藤 雅 光 （あま）
上 田 博 行 （あま）
篠 田 正 志 （あま）
川 西 利 浩 （名古屋清須）
森　俊一郎 （一宮中央）
内田泰潤徳 （一宮中央）
佐 藤 祐 造 （一宮中央）
加 藤 定 江 （瀬戸）
玉 井  　徹 （瀬戸）
加 藤 義 晴 （江南）
南 村 朋 幸 （江南）
宅 間 秀 順 （春日井）
加藤久仁明 （春日井）
田 邊 雅 彦 （名古屋空港）
中 野 昭 雄 （瀬戸北）
加 藤 雅 人 （瀬戸北）
奥 田 桂 良 （瀬戸北）
松 山 吉 之 （名古屋西）
服 部  　徹 （名古屋西）
大 蔵 康 雄 （名古屋南）
加 藤 敏 行 （名古屋南）
加 納 昭 巨 （名古屋南）
赤 澤 由 英 （名古屋南）
今 井 浩 詞 （名古屋南）
鈴 木  　哲 （名古屋みなと）
室 原 國 彦 （名古屋みなと）
山 口 直 彦 （名古屋東南）
白 木 良 彦 （名古屋東南）
山 口 剛 男 （名古屋東南）
藁谷喜世志 （名古屋東南）
鬼 頭  　弘 （名古屋東南）
平 松 育 夫 （名古屋東南）
永 谷 英 夫 （名古屋東南）
佐久間貞介 （名古屋東南）
鈴 木 雅 雄 （名古屋東南）
坂 本 裕 孝 （名古屋東南）
橋 爪  　務 （名古屋東南）
熊谷多津旺 （名古屋東南）
瀬 木 真 理 （名古屋東南）
柴田裕二郎 （名古屋中）
森 田 乾 嗣 （名古屋中）
川 本 浩 史 （名古屋中）
川 口 誉 夫 （名古屋中）
安 岡 克 明 （名古屋瑞穂）
花井芳太朗 （名古屋瑞穂）
松 田 浩 孝 （名古屋瑞穂）
鈴 木 雅 登 （名古屋瑞穂）
本 多 誠 之 （名古屋瑞穂）
永 草 孝 憲 （名古屋瑞穂）
林  　順 治 （名古屋大須）
大 澤 伸 悟 （名古屋大須）
山 本 裕 三 （名古屋名駅）
安 藤 隆 利 （名古屋名駅）
西 川 達 郎 （名古屋名駅）
大 輪  　稔 （名古屋名駅）
有 沢 祥 子 （名古屋丸の内）
川 口  　豊 （中部名古屋みらい）
柴 田 幸 男 （名古屋北）
木 村  　茂 （名古屋北）
各 務 有 一 （名古屋東）
今 村 憲 治 （名古屋東）
木 谷 圭 子※ （名古屋東）
松崎美都子 （名古屋守山）

下 出 啓 介 （名古屋名東）
名 越 陽 子 （名古屋名東）
荒 川 章 三 （名古屋昭和）
小 坂 達 也 （名古屋昭和）
綿 貫 達 雄 （名古屋アイリス）
江 崎 雅 彰 （豊橋）
荒 島 一 実 （豊橋）
中 村 典 司 （豊橋）
岡 村 正 造 （豊橋）
宮 崎 三 佳 （田原）
大 林 則 久 （豊橋ゴールデン）
冨 田 正 行 （豊橋ゴールデン）
河 辺 暁 雄 （田原パシフィック）
岡 本 卓 三 （田原パシフィック）
居 平 文 孝 （豊橋東）
安 田 直 樹 （豊橋東）
杉浦健太郎 （岡崎）
福 澤 玉 青 （岡崎）
谷  　泰 男 （岡崎）
酒 井 英 二 （岡崎）
鈴 木 康 生 （豊田）
小 椋 邦 彦 （豊田）
神 谷 典 之 （豊田）
朝比奈幸生 （豊田）
五 島 一 友 （豊田）
廣 部 智 映 （豊田）
小 川 秀 文 （岡崎南）
永 田 哲 之 （岡崎南）
早 川 幹 男 （岡崎南）
犬 塚 光 彦 （岡崎南）
大河原   誠 （岡崎南）
牧 野 嗣 弘 （岡崎南）
梶 川 勇 次 （岡崎南）

鳥 居  　守 （岡崎南）
金 本 孝 美 （岡崎東）
三 城 偉 央 （岡崎東）
坂 野  　弘 （岡崎東）
春 名 祐 樹 （岡崎東）
鈴 木 圭 介 （岡崎東）
藤 江 顕 治 （岡崎城南）
猿 渡 亮 二 （豊田中）
中 條  　誉 （豊田中）
辰 巳  　健 （豊田中）
伊 藤 伸 治 （豊田中）
伊豫田健児 （豊田中）
天 野 櫻 子 （刈谷）
加 藤 哲 也 （刈谷）
辻  　隆 士 （安城）
岩 井 春 次 （安城）
犬 塚 富 雄  （西尾）
永 江 義 澄  （西尾）
岩 瀬 淳 治  （西尾）
平 松 則 行  （碧南）
神 谷  　林  （西尾一色）
渡 辺 浩 二  （知立）
加 藤 久 和  （知立）
秋 山 正 純 （西尾K I R A R A）
榊 原  　章 （西尾K I R A R A）
杉 浦 加 代 （西尾K I R A R A）
石 山  　進 （西尾K I R A R A）
神 谷 昭 光 （西尾K I R A R A）

澤 田 雄 二 （半田）
堀 嵜 恒 藏 （半田）
間 瀬 保 英 （東海）
川 澄 哲 裕 （半田南）

杉 山 知 子 （半田南）
手 島 嘉 宏 （半田南）
蜷 川 勝 己 （半田南）
横 山 明 巳 （大府）
二ノ宮道彦 （一宮）
冨 田 隆 裕 （一宮）
立 松 絹 久 （あま）
前 田 昌 樹 （名古屋清須）
大 塚 省 治 （一宮中央）
加 藤 孝 爾 （瀬戸）
青 山  　稔 （瀬戸）
小 川  　誠 （犬山）
小 谷 達 也 （小牧）
名 和 千 博 （小牧）
長 尾 秀 義 （小牧）
鈴 木 雅 弘 （愛知ロータリーE クラブ）
鈴 木 和 雄 （名古屋西）
杉 本 邦 彦 （名古屋西）
松 島 延 明 （名古屋南）
鈴 木 喜 雄 （名古屋南）
大 原 和 生 （名古屋南）
服 部 伸 一 （名古屋南）
寺 本 善 雄 （名古屋みなと）
柳 澤 講 次 （名古屋みなと）
今 村 源 一 （名古屋中）
伊 藤 眞 人 （名古屋中）
近 藤 東 仁 （名古屋中）
山 本  　尚 （名古屋中）
牧 野 智 繁 （名古屋瑞穂）
萩 原 孝 則 （名古屋瑞穂）
松 本 哲 朗 （名古屋大須）
岡 村 隆 德 （名古屋大須）
小 出 政 巳 （名古屋栄）

早 川 敏 江 （名古屋名駅）
川 田 武 司 （名古屋名駅）
六 鹿 敏 也 （名古屋名駅）
種 瀬 徹 也 （名古屋名駅）
松 田 茂 樹 （名古屋東）
加藤恭太郎 （名古屋守山）
七 田 隆 二 （名古屋守山）
名 倉 嗣 治 （名古屋昭和）
藤 岡 省 吾 （名古屋錦）
浅 倉 伸 治 （豊橋）
長 濱 貴 彦 （豊橋）
大塩啓太郎 （豊橋）
岩 瀬  　清 （豊橋）
高 坂 泰 弘 （豊橋北）
大 石 佳 史 （豊橋北）
山 本 和 正 （豊橋北）
半 田 富 男 （豊川宝飯）
矢頭文由己 （豊橋ゴールデン）
本 多 英 司 （豊橋ゴールデン）
平 野 貴 久 （豊橋ゴールデン）
杉 浦 宏 始（豊橋ゴールデン）
髙 井 龍 雄（豊橋ゴールデン）
佐久間俊之 （田原パシフィック）
山 口  　登 （豊橋東）
西  　崇 秀 （豊橋東）
小 石 洋 和 （豊橋東）
石 川 勝 敏 （岡崎）
森 本  　覚 （豊田）
井 戸 雅 裕 （豊田）
光 岡 主 税 （豊田）
加 藤 国 治 （豊田）
伊 藤 正 人 （豊田）
新 井 利 和 （豊田）

山 本 一 貴 （岡崎南）
山 本  　眞 （岡崎南）
松 野 元 基 （岡崎南）
江 山  　清 （岡崎南）
竹 内 光 博 （岡崎南）
岩 崎 靖 彦 （岡崎東）
石 川 雅 規 （岡崎東）
中 根 匡 規 （岡崎東）
加 藤 和 志 （岡崎東）
黒 井 克 宣 （岡崎東）
宇 井 武 夫 （豊田東）
中 野 喜 之 （豊田三好）
小 塚 達 美 （豊田中）
宇田川佳世 （豊田中）
福 岡 克 勝 （豊田中）
稲 葉 俊 伸 （豊田中）
福 岡 和 則 （豊田中）
石 川 徳 重 （安城）
海 野 広 明 （安城）
鳥 居 慶 輔  （西尾）
本 田 正 則  （西尾）
平 岩 博 行  （西尾）
鈴 木 泰 博  （碧南）
服 部 弘 史  （碧南）
早川比呂太  （西尾一色）
山 下 保 彦  （西尾一色）
杉 原 透 恭  （知立）
丸 目 藤 二 （西尾K I R A R A）
長 田 和 人 （三河安城）
植 村 真 一 （三河安城）

水 野 隆 芳 （半田）
鈴 木 丈 雄 （半田）
前 田 三 次 （常滑）
稲 坂　  博 （東海）
高 津 忠 男 （東知多）
外 園　  茂 （大府）
久 野 春 雄 （大府）
青 山 佳 裕 （一宮）
林　  隆 春 （一宮）
堀 田  　勝 （津島）
伊 藤 哲 朗 （津島）
伊 藤 幸 蔵 （津島）
佐 藤 栄 一 （津島）
和 出 泰 夫 （津島）
田 島  　昊 （稲沢）
栗 木 和 夫 （あま）
前 田 重 廣 （あま）
髙 山  　敏 （あま）
鴨 井 敏 秋 （名古屋清須）
小 島 三 男 （一宮中央）
長 橋 國 和 （一宮中央）
稲 垣 圭 次 （犬山）
牧 野 武 彦 （犬山）
大 澤  　渡 （犬山）
安藤喜代司 （江南）
伊 藤 靖 祐 （江南）
澤 田 昌 久 （江南）
山 本  　修 （瀬戸北）
宮 田 浩 明 （岩倉）
坂  　直 樹 （名古屋）
清 田 武 男 （名古屋西）
水 野 隆 二 （名古屋西）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
ローランド J. ヨッスィ （名古屋南）
飯 田 秀 雄 （名古屋みなと）
菅　　   栄 （名古屋みなと）
木 村 秀 夫 （名古屋みなと）
小 島 清 路 （名古屋みなと）
才 本 清 継 （名古屋みなと）
市 原 高 明 （名古屋中）
小笠原   暁 （名古屋中）
坪 井 進 悟 （名古屋中）
鶴 見 俊 成 （名古屋中）
八 神 弘 雄 （名古屋中）
倉 澤  　寛 （名古屋瑞穂）
水 谷  　誠 （名古屋名南）
柴 田 照 子 （名古屋名南）
川 村 勝 廣 （名古屋名駅）
小 西 忠 昭 （名古屋名駅）
大 野 智 彦 （名古屋北）
相 馬 保 之 （名古屋北）
福 谷 正 男 （名古屋東）
林  　雅 史 （名古屋東）
東 谷 昌 彦 （名古屋東）
二 村  　満 （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
多和田   武 （名古屋東）

今 村 孝 治 （名古屋和合）
町 田 重 夫 （名古屋和合）
中 村 有 孝 （名古屋和合）
坪 井 和 義 （名古屋和合）
松 永 辰 男 （名古屋名東）
齊 藤 英 夫 （名古屋名東）
星川須美子 （名古屋名北）
石 黒  　勉 （名古屋名北）
加 藤  　靖 （名古屋昭和）
柴 田 義 介 （名古屋昭和）
北 村 隆 子 （名古屋錦）
前 田 元 弘 （名古屋錦）
丹 羽  　繁 （名古屋錦）
寺 西  　正 （名古屋錦）
植 村 元 雄 （名古屋錦）
福 井  　敬 （豊橋）
神 野 吾 郎 （豊橋）
鈴 木 正 憲 （豊橋）
近 藤 克 義 （蒲郡）
丸 山  　勝 （蒲郡）
小笠原金太郎 （蒲郡）
清 水 敏 光 （蒲郡）
吉 野 勝 己 （豊橋南）
坂 巻 邦 彦 （新城）
大 原 孝 一 （田原パシフィック）
豊 田 慈 證 （田原パシフィック）
河 合 純 夫 （豊橋東）
南 部  　淳 （岡崎）
野 田 篤 文 （岡崎）
柴 田 芳 孝 （岡崎）
田 辺 一 雄 （岡崎）
中 根 克 弘 （岡崎南）
宇 井  　均 （岡崎南）
山 崎 泰 信 （岡崎南）
藤 井  　悟 （岡崎東）
安 藤 和 広 （豊田東）
久保田   浩 （豊田東）
長 橋  　朗 （豊田東）
大 澤 六 也 （豊田東）
鈴 木 基 之 （豊田東）
鈴 木 孝 治 （豊田東）
梅 村 昌 吾 （豊田東）
矢 頭 功 生 （豊田東）
山 内 達 己 （豊田東）
横 山 克 則 （豊田東）
松 井 孝 王 （岡崎城南）
堀 川  　泰 （豊田三好）
本 多  　幹 （豊田中）
又 場 公 代 （豊田中）
松 山  　治 （豊田中）
澳 覩  　光 （豊田中）
渡 邊 高 紹 （豊田中）
横 地  　朗 （豊田中）
市 川 裕 大 （刈谷）
近 藤 俊 行 （刈谷）
岡 本 女芝 磨 （刈谷）
岡 本  　巧 （刈谷）
神 谷  　研 （安城）

戸 谷  　央 （安城）
加 藤 浩 道 （西尾）
平 岩 辰 之 （碧南）
新 美 惣 英 （碧南）
奥 田 雪 雄 （碧南）
角 谷 信 二 （碧南）
杉 浦 昌 裕 （碧南）
鶴 田 光 久 （碧南）
岩 瀬 清 彦 （西尾K I R A R A）
大須賀慶一 （西尾K I R A R A）
鈴 木 昭 夫 （西尾K I R A R A）
木 村 恭 子 （三河安城）
山 本 彰 秀 （三河安城）
山 本 昌 弘 （三河安城）

日 高 晋 典 （常滑）
小 出 常 雄 （東海）
鈴 木 宏 司 （半田南）
青 木 雅 裕 （知多）
岩 崎 征 宣 （知多）
木 下 勝 美 （知多）
坂 本 竹 敏 （知多）
相羽あつ子 （津島）
加 藤 則 之 （津島）
佐 竹  　敦 （津島）
清 水 裕 行 （津島）
鈴 木 吉 男 （津島）
八 谷 潤 一 （津島）
横 井 知 代 （津島）
中 村  　禊 （名古屋清須）
平 岩 慎 次 （尾張中央）
石 原 稔 久 （一宮中央）
藤 井 源 成 （瀬戸）
加 藤 陽 一 （瀬戸）
加藤唐三郎 （瀬戸）
森  　弘 好 （江南）
冨 永 典 夫 （江南）
原 田 好 展 （名古屋空港）
波多野   真 （名古屋空港）
稲 熊 正 徳 （名古屋空港）
栗 田 和 典 （名古屋空港）
照 井 通 夫 （名古屋空港）
山 北 秀 和 （名古屋空港）
若 杉 福 雄 （瀬戸北）
荒川永太郎 （名古屋西）
水 谷 博 之 （名古屋西）
長谷川   仂 （名古屋南）
小 嶋 仲 夫 （名古屋南）
近 藤 信 之 （名古屋東南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
牧 野 弘 明 （名古屋東南）
荒 川 雅 義 （名古屋中）
早 瀬 孝 文 （名古屋中）
石 原 寿 生 （名古屋中）
金 森 伸 夫 （名古屋中）
近 藤 直 樹 （名古屋中）
宮 内  　誠 （名古屋中）
永 野 光 容 （名古屋中）

岡 崎  　亨 （名古屋中）
佐 藤 友 治 （名古屋中）
鈴木謙一郎 （名古屋中）
田ヶ原昭弘 （名古屋中）
山 口  　忍 （名古屋中）
吉 田 敬 岳 （名古屋中）
青 柳  　斉 （名古屋瑞穂）
堀  　慎 治 （名古屋瑞穂）
松 岡 道 弘 （名古屋瑞穂）
照 井  　栞 （名古屋大須）
山 口 正 孝 （名古屋大須）
井 上  　司 （名古屋栄）
加 藤 英 敏 （名古屋名南）
木 下 福 郎 （名古屋名南）
水 野 俊 男 （名古屋名南）
日比野三吉彦 （名古屋名駅）
堀 田 豊 彦 （名古屋名駅）
中 野  　健 （名古屋名駅）
鈴 木 次 郎 （名古屋名駅）
磯 部  　徹 （名古屋丸の内）
水 野𠮷𠮷𠮷 紹 （名古屋北）
鈴 木  　樞 （名古屋守山）
大 島 一 恵 （名古屋名東）
鈴木太刀雄 （名古屋名東）
高 橋  　進 （名古屋昭和）
渡 辺 直 樹 （名古屋昭和）
鬼頭正二郎 （名古屋錦）
中 山 信 義 （名古屋錦）
生 田 博 隆 （名古屋東山）
金 田 英 和 （名古屋東山）
鈴 木 明 雄 （豊橋）
山 本 光 伸 （豊橋）
小杉幸一郎 （豊橋北）
磯 村 秀 樹 （豊橋南）
熊 谷  　勝 （新城）
樅 山 修 一 （豊川宝飯）
畑 野 泰 志 （豊橋ゴールデン）
伊 藤 眞 芳 （豊橋ゴールデン）
河 辺 敏 之 （豊橋ゴールデン）
村 田  　悟 （豊橋ゴールデン）
竹 田 昌 弘 （豊橋ゴールデン）
藤 代 善 之 （田原パシフィック）
本 多  　敬 （田原パシフィック）
加 藤 武 紀 （田原パシフィック）
佐野弘之介 （田原パシフィック）
山 崎  　曻 （田原パシフィック）
川 西 裕 康 （豊橋東）
中 村 成 人 （豊橋東）
豊 田 能 史 （豊橋東）
安 井 洋 二 （豊橋東）
深 田 達 彦 （岡崎）
加 藤 博 巳 （岡崎）
宮 本  　隆 （岡崎）
安 藤 隆 幸 （岡崎南）
岩 瀬 宏 隆 （岡崎南）
加 藤  　強 （岡崎南）
神 谷 卓 弌 （岡崎南）
鬼 頭 辰 郎 （岡崎南）

2016 年度

2015 年度

2014 年度

岡 田 庄 璽 （岡崎南）
鬼 塚 俊 夫 （岡崎南）
柴 田 修 次 （岡崎南）
皿 井  　寛 （豊田西）
牧  　　 勝 （岡崎城南）
永 井 量 基 （岡崎城南）
稲 本 良 二 （豊田中）
山内ユミ子 （豊田中）
権 田 鋹 弘 （刈谷）
深 津 正 則 （安城）
星 野 和 幸 （西尾）
本 多  　淳 （西尾）
三 浦 眞 澄 （西尾）
小笠原正秀 （西尾）
平 松  　太 （碧南）
石 川 唯 司 （碧南）
清 澤 聡 之 （碧南）
新 美 雅 浩 （碧南）
岡 本 明 弘 （碧南）
竹 中  　誠 （碧南）
山 中 寛 紀 （碧南）
朴  　壽 子 （西尾K I R A R A）
杉 浦 正 昭 （西尾K I R A R A）
高 須  　匀 （西尾K I R A R A）

古 市 晃 久 （半田）
猪 飼 盛 雄 （常滑）
梯  　國 彦 （一宮）
松 原 直 次 （一宮）
森  　俊 夫 （一宮）
関 戸  　徹 （一宮）
滝  　善 蔵 （一宮）
加 藤 隆 朗 （津島）
佐 藤 敬 治 （津島）
篠 田 知 生 （津島）
住 田 正 幸 （津島）
山 田 勝 弘 （津島）
水 野 憲 司 （一宮北）
成田幸太郎 （稲沢）
古 川  　宏 （あま）
水 谷 安 紀 （あま）
永 田  　正 （一宮中央）
大 森  　進 （一宮中央）
森 脇 文 直 （瀬戸）
野 田 正 治 （瀬戸）
山 口 育 男 （瀬戸）
清 野 允 中 （江南）
大 野 良 之 （尾張旭）
柏 本 光 之 （瀬戸北）
小 澤  　修 （瀬戸北）
梅 村 邦 雄 （瀬戸北）
山 田 隆 雄 （瀬戸北）
豊 島 将 克 （名古屋城北）
青 島 邦 人 （名古屋西）
神 野 富 三 （名古屋西）
宮 田 理 博 （名古屋南）
南 雲 和 江 （名古屋東南）
松 原 秀 樹 （名古屋中）

小 栗 成 男 （名古屋中）
榊 原 克 典 （名古屋中）
渡 邊 樹 志 （名古屋中）
入 山 治 樹 （名古屋瑞穂）
市 岡 正 蔵 （名古屋瑞穂）
西 沢 功 晋 （名古屋瑞穂）
鈴 木 健 司 （名古屋瑞穂）
髙 木 元 明 （名古屋瑞穂）
鶴 田  　浩 （名古屋瑞穂）
梅 村 昌 孝 （名古屋瑞穂）
犬飼りさ枝 （名古屋名南）
山 崎  　淳 （名古屋名南）
遠 藤 泰 昭 （名古屋名駅）
岩 崎 光 記 （名古屋名駅）
友 田 喜 夫 （名古屋名駅）
堀 江 俊 通 （名古屋丸の内）
内 藤 秀 樹 （名古屋北）
伊 藤 陽 介 （名古屋守山）
鈴 木 真 司 （名古屋昭和）
斉 田 康 徳 （名古屋錦）
川 村 荒 治 （豊橋）
松 井 孝 悦 （豊橋）
高 橋 豊 彦 （豊橋）
市 川 晶 也 （蒲郡）
河 合 芳 光 （豊橋北）
夏 目 國 弘 （豊橋北）
佐久間武美 （豊橋北）
鈴木伊能勢 （豊橋北）
天野英一郎 （田原）
佐 野 朝 海 （田原）
柴 田  　登 （田原）
八 木 正 光 （田原）
神 谷 浩 史 （豊橋南）
梶 村 康 彦 （豊橋南）
住野友次郎 （豊橋南）
内 山 昌 久 （豊橋南）
中 澤 輝 昭 （新城）
佐 藤 泰 惇 （新城）
竹内臨通夫 （新城）
伊藤隆一郎 （豊橋ゴールデン）
彦 坂 敏 行 （田原パシフィック）
河 合 喜 嗣 （田原パシフィック）
藤 井 宣 行 （豊橋東）
白 井 康 仁 （豊橋東）
深 津  　浩 （岡崎）
尾 崎 篤 司 （岡崎）
太 田 成 紀 （岡崎）
同 前 仁 史 （岡崎）
深 津  　篤 （岡崎南）
小島ミユキ （岡崎南）
奥 村 英 世 （岡崎南）
小 野 正 富 （岡崎南）
鈴 木 英 治 （豊田東）
有 馬 惟 夫 （岡崎城南）
稲 垣  　淳 （安城）
市 川  　護 （安城）
加 藤 正 人 （安城）
萩 原 竜 治 （西尾）
石 川 哲 朗 （西尾）
岩 瀬 正 広 （西尾）
金 原 健 志 （西尾）
黒 田 正 志 （西尾）
坂 田 吉 郎 （西尾）

粟 津 康 之 （碧南）
黒 田 泰 弘 （碧南）
森 田 雅 也 （碧南）
長 田 和 徳 （碧南）
榊 原  　健 （碧南）
角 谷  　修 （碧南）
鈴 木 健 三 （碧南）
小 出 道 治 （西尾一色）
水 野 泰 昌 （知立）
堀 本 保 美 （三河安城）
犬 束 信 一 （三河安城）

澤 田 好 伸 （半田）
鈴 村 昌 人  （東海）
木 塚 烈 男 （東海）
青 山 五 郎 （東知多）
生 田 達 一 （津島）
寺 田 晏 章 （津島）
大 竹 敬 一 （あま）
伊藤恒二郎 （一宮中央）
渡辺愛一郎 （瀬戸）
加 藤 眞 言 （瀬戸）
加 藤 令 吉 （瀬戸）
穂 積 良 治 （名古屋城北）
津 坂 守 英 （名古屋城北）
神 尾  　隆 （名古屋西）
加 藤 正 和 （名古屋西）
鵜 飼 治 昭 （名古屋西）
伊 藤 彰 彦 （名古屋西）
後 藤 保 正 （名古屋南）
中 川 昭 一 （名古屋南）
小 森 敦 夫 （名古屋南）
西 本 一 幸 （名古屋南）
樋江井貴文 （名古屋南）
高 田 和 裕 （名古屋みなと）
山 田  　豊 （名古屋みなと）
加 藤 茂 春 （名古屋みなと）
山ノ内泰央 （名古屋東南）
岩 崎 誠 二 （名古屋東南）
東  　俊 輝 （名古屋中）
立 松 洋 司 （名古屋中）
湯 澤 勇 生 （名古屋瑞穂）
山 口 哲 司 （名古屋瑞穂）
近 藤 茂 弘 （名古屋瑞穂）
湯 澤 信 雄 （名古屋瑞穂）
山 本 英 雄 （名古屋瑞穂）
広 瀬 弘 幸 （名古屋瑞穂）
神 野 邦 利 （名古屋大須）
近 藤 明 美 （名古屋大須）
米 田  　敬 （名古屋栄）
東 山 直 史 （名古屋名南）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
田 中 正 樹 （名古屋北）
山 口 兼 市 （名古屋北）
梅 村 清 英 （名古屋東）
中 村 公 彦 （名古屋名東）
近藤兼治郎 （名古屋東山）
水 藤 之 資 （豊橋）
福 井 英 輔 （豊橋）
志 賀 弘 嗣 （蒲郡）
酒 井 克 嘉 （蒲郡）
酒 井 基 裕 （蒲郡）
谷 山  　勉 （豊橋北）

稲 積 秀 一 （豊橋北）
広 中 貴 彦 （田原）
高 崎 雄 三 （田原）
岩 崎  　功 （田原）
鈴 木  　進 （田原）
髙 橋 雅 男 （豊橋ゴールデン）
中 嶌 秀 樹 （豊橋東）
松 原 広 幸 （岡崎）
酒 部 圭 司 （岡崎）
藤 原 正 寛 （岡崎）
鈴 木 裕 二 （岡崎南）
志 賀 為 宏 （岡崎南）
山 本 剛 司 （岡崎城南）
青 山 幸 市 （岡崎城南）
磯 部 亮 次 （岡崎城南）
鈴 木 正 輝 （豊田三好）
延 原  　哲 （豊田中）
日恵野正俊 （豊田中）
伊 藤 節 夫 （刈谷）
内 藤 教 恵 （安城）
山 口  　研  （安城）
神 谷  　明  （西尾）
榊 原 利 夫 （西尾K I R A R A）
清  　克 行 （西尾K I R A R A）
中 根 勝 美 （西尾K I R A R A）
長 谷 収 一 （西尾K I R A R A）
沓名由美子 （三河安城）
大 見 和 志 （三河安城）

朝 倉 滉 一 （半田）
青 葉 憲 一 （半田）
森 合 久 春 （東海）
坂 野 公 俊 （東海）
杉 原 康 男 （東知多）
竹 内 俊 郎 （半田南）
岡 戸 利 直 （半田南）
石 川 勝 彦 （半田南）
浅 野  　一 （一宮）
桑 原 英 寿 （一宮）
山 上 哲 司 （一宮）
宮 田 智 司 （一宮）
森  　隆 彦 （一宮）
大 森 輝 英 （一宮）
坂井田敏行 （一宮）
佐々木久直 （一宮）
鈴 木 洋 志 （一宮）
石 黒 敬 康 （一宮）
滝 川 林 一 （津島）
稲 垣 宏 高 （津島）
岡 本 康 義 （津島）
伊 藤 彰 浩 （津島）
則 武 克 彦 （一宮北）
石 黒 三 雄 （一宮北）
角 田 隆 幸 （一宮北）
日 野 康 司 （一宮北）
三 輪 茂 富 （一宮北）
村 瀬 圭 吾 （一宮北）
加 藤  　勉 （一宮北）
菱 川 弘 樹 （一宮北）
森 田  　進 （一宮北）
森  　通 保 （一宮北）
黒 木 義 公 （一宮北）
藤 原 峯 忠 （一宮北）

大 森 克 孝 （一宮北）
小 澤 正 明 （一宮北）
福 西 久 敏 （一宮北）
佐々木顕彰 （一宮北）
矢 野 尚 彦 （一宮北）
山 内 國 雄 （一宮北）
丹羽喜代次 （一宮北）
山 本  　基 （一宮北）
中 北 武 男 （一宮北）
黒 川 元 則 （あま）
後 藤  　稔 （名古屋清須）
江 川 泰 彦 （名古屋清須）
加 藤 恭 章 （一宮中央）
加 藤 恵 子 （瀬戸）
牧　　   治 （瀬戸）
福 冨 孝 弘 （犬山）
古 橋 裕 志 （尾張旭）
片 山 郁 雄 （瀬戸北）
神 谷 竜 也 （名古屋西）
川 島 浩 二 （名古屋西）
吉 川 公 章 （名古屋南）
丸 山 和 紀 （名古屋南）
吉 田 哲 人 （名古屋南）
安 田 智 彦 （名古屋南）
羽根田達夫 （名古屋南）
橋 本 修 三 （名古屋みなと）
山 下 哲 男 （名古屋みなと）
杉 浦 康 晴 （名古屋中）
山 田 典 廣 （名古屋中）
川 本 昌 市 （名古屋瑞穂）
松井文一郎 （名古屋瑞穂）
大 嶽 達 郎 （名古屋瑞穂）
鈴 木 淑 久 （名古屋瑞穂）
関 谷 俊 征 （名古屋瑞穂）
田 中  　宏 （名古屋瑞穂）
佐 治 寛 行 （名古屋瑞穂）
萱 垣  　建 （名古屋名駅）
清 水 順 二 （名古屋名駅）
筧  　正 紀 （名古屋名駅）
杉 浦 秀 一 （名古屋北）
中 村 陽 公 （名古屋北）
福 田 哲 三 （名古屋和合）
内 間 三 好 （名古屋和合）
米 山 郁 生 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
小 林 英 毅 （名古屋千種）
吉 田  　玄 （名古屋千種）
早 川 和 男 （名古屋東山）
佐 藤 敏 夫 （名古屋東山）
渡 邊 萬 里 （名古屋東山）
近 藤  　眞 （豊橋）
岡 田 直 樹 （豊橋）
竹 本 泰 一 （蒲郡）
本 多 英 夫 （蒲郡）
牧野早希子 （豊橋北）
山 内 有 恒 （豊橋北）
金 田 賢 也 （豊橋南）
西 川  　滋 （豊橋南）
榊 原 周 造 （豊橋南）
朽 名  　誠 （渥美）
鈴 木  　博 （豊川宝飯）
大 羽 重 治 （豊橋ゴールデン）
松 下 泰 三 （豊橋東）

杉 本 知 治 （岡崎）
柴 田 泰 伸 （岡崎）
大 林 市 郎 （岡崎）
松 本 隆 利 （安城）
谷 崎 直 樹 （西尾） 
杉 浦 竜 基 （西尾）
中 川  　敦 （知立）
酒 井 一 造 （知立）
杉 浦 義 利 （西尾K I R A R A）
山 本 裕 充 （西尾K I R A R A）
青 山 弦 八 （西尾K I R A R A）
山 本 俊 明 （西尾K I R A R A）
山 本 雅 仁 （三河安城）
水 谷  　存 （三河安城）
久 恒 治 人 （三河安城）
下 村 幸 真 （三河安城）

榊 原 敦 史 （半田）
小 栗 宏 次 （半田）
加 藤 順 三 （半田）
大林香瑞人 （東海）
水 野 憲 雄 （津島）
矢 田 政 弘 （一宮北）
大河内圭一 （一宮北）
渡 辺 元 男 （一宮北）
山 脇 敏 夫 （稲沢）
石 田 智 彦 （あま）
児 玉 憲 之 （あま）
三 輪 隆 裕 （名古屋清須）
水 野 豊 秋 （名古屋清須）
熊 澤 勝 則 （尾張中央）
沖 野  　満 （尾張中央）
井 上 伸 也 （瀬戸）
加 藤 一 夫 （瀬戸）
加 藤 浩 一 （犬山）
澤 田  　禅 （犬山）
日比野清正 （犬山）
谷 津 義 雄 （犬山）
鈴 木 文 勝 （小牧）
須 崎 侑 三 （瀬戸北）
檜 木 治 幸 （岩倉）
梅 田 克 一 （名古屋西）
野 間 義 正 （名古屋西）
佐 藤 俊 信 （名古屋南）
山 上 純 一 （名古屋南）
岩 佐 信 機 （名古屋みなと）
浜 崎  　明 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
水 野 恒 平 （名古屋東南）
小 島 祐 助 （名古屋中）
松本健一郎 （名古屋中）
岩 月 雅 章 （名古屋中）
星 野 一 郎 （名古屋瑞穂）
森  　裕 之 （名古屋瑞穂）
酒 井 俊 光 （名古屋瑞穂）
髙 木 政 義 （名古屋大須）
酒 井  　修 （名古屋大須）
牧 野 博 和 （名古屋栄）
笹 谷 俊 道 （名古屋名駅）
松尾雄二郎 （名古屋丸の内）
藤 田 守 彦 （名古屋丸の内）
待 井 雄 介 （名古屋北）
木 村 邦 彦 （名古屋守山）

河 本  　力 （名古屋守山）
森藤左エ門 （名古屋守山）
尾 関 正 一 （名古屋名北）
尾 関 淑 子 （名古屋名北）
鈴 木 聖 三 （名古屋千種）
佐 野  　寛 （名古屋千種）
樫 尾 富 二 （名古屋千種）
須 原 茂 樹 （名古屋昭和）
伊 藤 彰 二 （名古屋昭和）
久 野 洋 一 （名古屋東山）
太 田 邦 広 （名古屋東山）
小林三重子 （名古屋東山）
井 川 和 英 （豊橋）
小 出 修 弘 （豊橋）
市川不二夫 （蒲郡）
加 藤 卓 秀 （豊橋北）
林  　良 宣 （豊橋南）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
大 谷 育 人 （豊橋南）
杉 田 和 俊 （豊橋ゴールデン）
鈴 木 保 宣 （田原パシフィック）
及 部 多 高 （豊橋東）
西 脇 友 伸 （豊橋東）
伊 藤 篤 哉 （豊橋東）
早 川 勝 博 （岡崎）
上 原 哲 郎 （岡崎）
有 賀  　健 （岡崎）
後 藤 尚 之 （豊田）
三 宅 英 臣 （豊田）
杉 浦 秀 明 （豊田）
杉 浦  　彰 （岡崎南）
稲 垣  　寿 （岡崎東）
近 藤 金 作 （岡崎東）
杉 山 淳 一  （安城）
岩 崎 智 一  （西尾）
髙 井 英 和  （西尾）
鈴 木 毅 文  （西尾）
杉 浦 保 子  （碧南）
杉 浦 栄 次  （碧南）
大 竹 密 貴  （碧南）
鈴 木 宏 枝  （碧南）
黒 田 勝 基  （高浜）
鈴 木 民 也  （知立）
早 川 岩 男  （知立）
高 須 良 一 （西尾K I R A R A）
新 海 雄 二 （西尾K I R A R A）
太 髙 純 治 （西尾K I R A R A）
高 須  　光 （西尾K I R A R A）
三 治 信 芳 （西尾K I R A R A）
中 村  　正 （三河安城）
加 藤  　宙 （三河安城）
林  　秀 司 （三河安城）
大 見 満 宏 （三河安城）

鈴 木 裕 二 （半田）
都 築 利 全 （半田南）
前 田 昭 生 （津島）
永 井 伸 治 （稲沢）
鷲 見 好 弘 （名古屋清須）
河 合 幹 雄 （名古屋清須）
松 本 正 暢 （一宮中央）
梶 野 輝 雄 （瀬戸）
伊 藤 英 彦 （瀬戸）

松 平 實 胤 （犬山）
中 村  　明 （小牧）
清 水 武 臣 （名古屋空港）
北 園 守 生 （名古屋空港）
國田武二郎 （名古屋空港）
岩 田 哲 也 （名古屋空港）
稲 吉 將 秀 （名古屋空港）
土 屋 範 郎 （名古屋空港）
加 藤 恒 彦 （瀬戸北）
荒 井 康 夫 （瀬戸北）
近 藤 博 資 （瀬戸北）
于　　   咏 （愛知ロータリーE クラブ）
稲 熊 茂 男 （愛知ロータリーE クラブ）
平 田 哲 也 （愛知ロータリーE クラブ）
大 杉  　誠 （名古屋西）
梅 本  　薫 （名古屋西）
中 野 智 夫 （名古屋南）
川 村 大 介 （名古屋南）
津曲修一郎 （名古屋南）
渡 邊 一 平 （名古屋南）
菊 田 宗 一 （名古屋南）
西 尾 直 哉 （名古屋南）
鋤 柄 喜 彦 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
北 村 栄 治 （名古屋中）
相 羽 康 人 （名古屋中）
服 部 浩 明 （名古屋中）
梁 川 誠 市 （名古屋中）
安 田 照 幸 （名古屋中）
王　　   偉 （名古屋中）
平 松 久 明 （名古屋中）
鬼 頭 茂 成 （名古屋大須）
本 多 利 郎 （名古屋名南）
矢 野 雄 嗣 （名古屋丸の内）
神 谷  　忠 （名古屋東）
浜  　洋 一 （名古屋東）
安 井 元 司 （名古屋東）
服 部 雅 紀 （名古屋和合）
伊 藤 彰 二 （名古屋昭和）
松 井 多 弘 （名古屋昭和）
荒 山 久 美 （名古屋アイリス）
青 木 良 浩 （豊橋）
三 浦 裕 司 （豊橋）
石 川 昌 義 （豊橋）
松岡真由美 （豊橋）
兼 子 直 久 （豊橋）
伊 藤 晴 康 （豊橋）
香 取  　武 （豊川）
田 中 寛 孝 （豊川）
藤 城 隆 雄 （田原）
鈴 木 達 司 （田原パシフィック）
小笠原竜児 （豊橋東）
齊 藤 伸 明 （豊橋東）
村 上 雅 則 （豊田）
三 宅 正 恭 （豊田）
村 端 達 也 （豊田）
酒 部 佳 直 （岡崎南）
小久井正秋 （岡崎南）
福 尾  　清 （岡崎南）
伊 藤 愼 一 （豊田西）
畔 栁 秀 幸 （岡崎東）
本 田 康 英 （岡崎東）
酒 井  　賢 （岡崎東）

宇 野 弘 隆 （岡崎東）
天 野 邦 彦 （岡崎城南）
毛 受  　豊 （刈谷）
深 谷 嘉 英 （刈谷）
恒 川 憲 一 （安城）
青 山 竜 也 （安城）
成 田 孝 則 （安城）
近 藤 裕 保 （安城）
犬 塚 一 彦  （西尾）
松 本 容 明  （西尾）
榊原茂太郎  （西尾）
都 築 勇 一  （西尾一色）
浅 岡 憲 隆  （高浜）
鈴 木 善 和 （西尾K I R A R A）
太田五九郎 （西尾K I R A R A）
細 川 和 好 （西尾K I R A R A）
齋 藤 光 正 （三河安城）

稲 熊 直 樹 （半田）
中 池 聡 之 （東海）
山 本 慎 治 （半田南）
堀 田 敏 行 （半田南）
山 田 一 仁 （一宮）
東 海 広 光 （あま）
篠 田 耕 伸 （あま）
山 田 尊 久 （あま）
齊 藤 雄 二 （名古屋清須）
松 前 和 子 （一宮中央）
坂 田 義 一 （一宮中央）
尾 関 一 之 （一宮中央）
松 前 裕 己 （一宮中央）
松 村 晋 也 （瀬戸）
山 本 英 雄 （瀬戸）
水 野 聖 仁 （小牧）
尾 野 英 二 （愛知ロータリーE クラブ）
近藤多喜男 （名古屋西）
田茂井克典 （名古屋西）
鈴 木 幹 雄 （名古屋南）
内 田  　優 （名古屋南）
清 水 一 郎 （名古屋南）
愛 知 吉 隆 （名古屋南）
田 中 賢 二 （名古屋南）
大 竹  　裕 （名古屋南）
石 原 光 弘 （名古屋南）
山 内 靖 雄 （名古屋みなと）
河 村 嘉 希 （名古屋中）
吉 田 治 伸 （名古屋中）
塩 谷 和 久 （名古屋中）
長谷川   隆 （名古屋瑞穂）
中 野 健 二 （名古屋瑞穂）
鈴 木  　実 （名古屋瑞穂）
鳥 山 政 明 （名古屋瑞穂）
北 岡 寿 人 （名古屋瑞穂）
髙 原 昌 宏 （名古屋瑞穂）
鈴 木 伸 一 （名古屋瑞穂）
村 瀬 俊 高 （名古屋瑞穂）
久 野 善 基 （名古屋栄）
米坂みよ古 （名古屋名駅）
坪 井 義 之 （名古屋名駅）
服 部 清 純 （名古屋名駅）
竹 尾 祥 子 （名古屋名東）
谷 口  　優 （名古屋千種）
石 井 弘 子 （名古屋錦）

安 井 嗣 博 （名古屋アイリス）
杉 田  　洋 （豊橋）
瀧 﨑 裕 司 （豊橋）
山 本 貴 浩 （豊橋）
佐 藤 裕 彦 （豊橋）
伊 藤 健 一 （蒲郡）
鈴 木 康 司 （蒲郡）
本 多 一 義 （豊橋北）
夏 目 憲 永 （豊橋北）
久 具 信 夫 （豊川）
石 黒 利 昌 （田原）
丸 山 明 敏 （新城）
永 田 恵 照 （豊川宝飯）
中 村 彰 宏 （豊橋ゴールデン）
河 合 成 幸 （田原パシフィック）
森 下 新 一 （田原パシフィック）
安 福 良 豊 （岡崎）
安 藤 宏 行 （岡崎）
今井眞一郎 （豊田）
加 藤  　太 （豊田）
成 瀬 正 尚 （豊田）
市 川 善 英 （豊田）
清 水 昌 一 （岡崎南）
磯 村 哲 也 （岡崎南）
鈴 木 博 文 （岡崎南）
神 尾  　淳 （岡崎南）
林  　孝 夫 （岡崎東）
安 川 政 男 （岡崎東）
南　　   鉉 （岡崎東）
島 田 英 太 （岡崎東）
安 井 健 次 （岡崎東）
三 宅 哲 也 （豊田中）
西 村 圭 人 （豊田中）
奥 嶋 正 衛 （安城）
亀 島 深 里 （安城）
外 山 勝 美 （安城）
加 藤 英 明 （安城）
小野田真代 （安城）
手 島 健 次  （西尾）
浅 岡 直 幸  （西尾）
鈴木きよみ  （碧南）
鳥 居 萬 里  （西尾一色）
上 野  　実  （知立）
髙 木 秀 夫  （知立）
武 藤 充 廣  （知立）
天 野 竹 行 （三河安城）
加 藤 泰 司 （三河安城）
金 子 豊 久 （三河安城）
杉 浦 秀 郎 （三河安城）
弥 政 晋 輔 （三河安城）

小 川 貴 英 （半田）
伊 藤 友 子 （半田）
久 野　  生 （東海）
早 川 直 義 （東海）
熊 澤  　岌 （東知多）
松 林 信 吾 （半田南）
杉 山 義 幸 （一宮）
佐 々 憲 一 （一宮）
栃 倉  　勲 （一宮）
伊 藤 光 治 （一宮）
中 西 啓 太 （一宮）
船 越  　孝 （一宮北）

後 藤 雅 光 （あま）
上 田 博 行 （あま）
篠 田 正 志 （あま）
川 西 利 浩 （名古屋清須）
森　俊一郎 （一宮中央）
内田泰潤徳 （一宮中央）
佐 藤 祐 造 （一宮中央）
加 藤 定 江 （瀬戸）
玉 井  　徹 （瀬戸）
加 藤 義 晴 （江南）
南 村 朋 幸 （江南）
宅 間 秀 順 （春日井）
加藤久仁明 （春日井）
田 邊 雅 彦 （名古屋空港）
中 野 昭 雄 （瀬戸北）
加 藤 雅 人 （瀬戸北）
奥 田 桂 良 （瀬戸北）
松 山 吉 之 （名古屋西）
服 部  　徹 （名古屋西）
大 蔵 康 雄 （名古屋南）
加 藤 敏 行 （名古屋南）
加 納 昭 巨 （名古屋南）
赤 澤 由 英 （名古屋南）
今 井 浩 詞 （名古屋南）
鈴 木  　哲 （名古屋みなと）
室 原 國 彦 （名古屋みなと）
山 口 直 彦 （名古屋東南）
白 木 良 彦 （名古屋東南）
山 口 剛 男 （名古屋東南）
藁谷喜世志 （名古屋東南）
鬼 頭  　弘 （名古屋東南）
平 松 育 夫 （名古屋東南）
永 谷 英 夫 （名古屋東南）
佐久間貞介 （名古屋東南）
鈴 木 雅 雄 （名古屋東南）
坂 本 裕 孝 （名古屋東南）
橋 爪  　務 （名古屋東南）
熊谷多津旺 （名古屋東南）
瀬 木 真 理 （名古屋東南）
柴田裕二郎 （名古屋中）
森 田 乾 嗣 （名古屋中）
川 本 浩 史 （名古屋中）
川 口 誉 夫 （名古屋中）
安 岡 克 明 （名古屋瑞穂）
花井芳太朗 （名古屋瑞穂）
松 田 浩 孝 （名古屋瑞穂）
鈴 木 雅 登 （名古屋瑞穂）
本 多 誠 之 （名古屋瑞穂）
永 草 孝 憲 （名古屋瑞穂）
林  　順 治 （名古屋大須）
大 澤 伸 悟 （名古屋大須）
山 本 裕 三 （名古屋名駅）
安 藤 隆 利 （名古屋名駅）
西 川 達 郎 （名古屋名駅）
大 輪  　稔 （名古屋名駅）
有 沢 祥 子 （名古屋丸の内）
川 口  　豊 （中部名古屋みらい）
柴 田 幸 男 （名古屋北）
木 村  　茂 （名古屋北）
各 務 有 一 （名古屋東）
今 村 憲 治 （名古屋東）
木 谷 圭 子※ （名古屋東）
松崎美都子 （名古屋守山）

※元財団奨学生

下 出 啓 介 （名古屋名東）
名 越 陽 子 （名古屋名東）
荒 川 章 三 （名古屋昭和）
小 坂 達 也 （名古屋昭和）
綿 貫 達 雄 （名古屋アイリス）
江 崎 雅 彰 （豊橋）
荒 島 一 実 （豊橋）
中 村 典 司 （豊橋）
岡 村 正 造 （豊橋）
宮 崎 三 佳 （田原）
大 林 則 久 （豊橋ゴールデン）
冨 田 正 行 （豊橋ゴールデン）
河 辺 暁 雄 （田原パシフィック）
岡 本 卓 三 （田原パシフィック）
居 平 文 孝 （豊橋東）
安 田 直 樹 （豊橋東）
杉浦健太郎 （岡崎）
福 澤 玉 青 （岡崎）
谷  　泰 男 （岡崎）
酒 井 英 二 （岡崎）
鈴 木 康 生 （豊田）
小 椋 邦 彦 （豊田）
神 谷 典 之 （豊田）
朝比奈幸生 （豊田）
五 島 一 友 （豊田）
廣 部 智 映 （豊田）
小 川 秀 文 （岡崎南）
永 田 哲 之 （岡崎南）
早 川 幹 男 （岡崎南）
犬 塚 光 彦 （岡崎南）
大河原   誠 （岡崎南）
牧 野 嗣 弘 （岡崎南）
梶 川 勇 次 （岡崎南）

鳥 居  　守 （岡崎南）
金 本 孝 美 （岡崎東）
三 城 偉 央 （岡崎東）
坂 野  　弘 （岡崎東）
春 名 祐 樹 （岡崎東）
鈴 木 圭 介 （岡崎東）
藤 江 顕 治 （岡崎城南）
猿 渡 亮 二 （豊田中）
中 條  　誉 （豊田中）
辰 巳  　健 （豊田中）
伊 藤 伸 治 （豊田中）
伊豫田健児 （豊田中）
天 野 櫻 子 （刈谷）
加 藤 哲 也 （刈谷）
辻  　隆 士 （安城）
岩 井 春 次 （安城）
犬 塚 富 雄  （西尾）
永 江 義 澄  （西尾）
岩 瀬 淳 治  （西尾）
平 松 則 行  （碧南）
神 谷  　林  （西尾一色）
渡 辺 浩 二  （知立）
加 藤 久 和  （知立）
秋 山 正 純 （西尾K I R A R A）
榊 原  　章 （西尾K I R A R A）
杉 浦 加 代 （西尾K I R A R A）
石 山  　進 （西尾K I R A R A）
神 谷 昭 光 （西尾K I R A R A）

澤 田 雄 二 （半田）
堀 嵜 恒 藏 （半田）
間 瀬 保 英 （東海）
川 澄 哲 裕 （半田南）

杉 山 知 子 （半田南）
手 島 嘉 宏 （半田南）
蜷 川 勝 己 （半田南）
横 山 明 巳 （大府）
二ノ宮道彦 （一宮）
冨 田 隆 裕 （一宮）
立 松 絹 久 （あま）
前 田 昌 樹 （名古屋清須）
大 塚 省 治 （一宮中央）
加 藤 孝 爾 （瀬戸）
青 山  　稔 （瀬戸）
小 川  　誠 （犬山）
小 谷 達 也 （小牧）
名 和 千 博 （小牧）
長 尾 秀 義 （小牧）
鈴 木 雅 弘 （愛知ロータリーE クラブ）
鈴 木 和 雄 （名古屋西）
杉 本 邦 彦 （名古屋西）
松 島 延 明 （名古屋南）
鈴 木 喜 雄 （名古屋南）
大 原 和 生 （名古屋南）
服 部 伸 一 （名古屋南）
寺 本 善 雄 （名古屋みなと）
柳 澤 講 次 （名古屋みなと）
今 村 源 一 （名古屋中）
伊 藤 眞 人 （名古屋中）
近 藤 東 仁 （名古屋中）
山 本  　尚 （名古屋中）
牧 野 智 繁 （名古屋瑞穂）
萩 原 孝 則 （名古屋瑞穂）
松 本 哲 朗 （名古屋大須）
岡 村 隆 德 （名古屋大須）
小 出 政 巳 （名古屋栄）

早 川 敏 江 （名古屋名駅）
川 田 武 司 （名古屋名駅）
六 鹿 敏 也 （名古屋名駅）
種 瀬 徹 也 （名古屋名駅）
松 田 茂 樹 （名古屋東）
加藤恭太郎 （名古屋守山）
七 田 隆 二 （名古屋守山）
名 倉 嗣 治 （名古屋昭和）
藤 岡 省 吾 （名古屋錦）
浅 倉 伸 治 （豊橋）
長 濱 貴 彦 （豊橋）
大塩啓太郎 （豊橋）
岩 瀬  　清 （豊橋）
高 坂 泰 弘 （豊橋北）
大 石 佳 史 （豊橋北）
山 本 和 正 （豊橋北）
半 田 富 男 （豊川宝飯）
矢頭文由己 （豊橋ゴールデン）
本 多 英 司 （豊橋ゴールデン）
平 野 貴 久 （豊橋ゴールデン）
杉 浦 宏 始（豊橋ゴールデン）
髙 井 龍 雄（豊橋ゴールデン）
佐久間俊之 （田原パシフィック）
山 口  　登 （豊橋東）
西  　崇 秀 （豊橋東）
小 石 洋 和 （豊橋東）
石 川 勝 敏 （岡崎）
森 本  　覚 （豊田）
井 戸 雅 裕 （豊田）
光 岡 主 税 （豊田）
加 藤 国 治 （豊田）
伊 藤 正 人 （豊田）
新 井 利 和 （豊田）

山 本 一 貴 （岡崎南）
山 本  　眞 （岡崎南）
松 野 元 基 （岡崎南）
江 山  　清 （岡崎南）
竹 内 光 博 （岡崎南）
岩 崎 靖 彦 （岡崎東）
石 川 雅 規 （岡崎東）
中 根 匡 規 （岡崎東）
加 藤 和 志 （岡崎東）
黒 井 克 宣 （岡崎東）
宇 井 武 夫 （豊田東）
中 野 喜 之 （豊田三好）
小 塚 達 美 （豊田中）
宇田川佳世 （豊田中）
福 岡 克 勝 （豊田中）
稲 葉 俊 伸 （豊田中）
福 岡 和 則 （豊田中）
石 川 徳 重 （安城）
海 野 広 明 （安城）
鳥 居 慶 輔  （西尾）
本 田 正 則  （西尾）
平 岩 博 行  （西尾）
鈴 木 泰 博  （碧南）
服 部 弘 史  （碧南）
早川比呂太  （西尾一色）
山 下 保 彦  （西尾一色）
杉 原 透 恭  （知立）
丸 目 藤 二 （西尾K I R A R A）
長 田 和 人 （三河安城）
植 村 真 一 （三河安城）
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水 野 隆 芳 （半田）
鈴 木 丈 雄 （半田）
前 田 三 次 （常滑）
稲 坂　  博 （東海）
高 津 忠 男 （東知多）
外 園　  茂 （大府）
久 野 春 雄 （大府）
青 山 佳 裕 （一宮）
林　  隆 春 （一宮）
堀 田  　勝 （津島）
伊 藤 哲 朗 （津島）
伊 藤 幸 蔵 （津島）
佐 藤 栄 一 （津島）
和 出 泰 夫 （津島）
田 島  　昊 （稲沢）
栗 木 和 夫 （あま）
前 田 重 廣 （あま）
髙 山  　敏 （あま）
鴨 井 敏 秋 （名古屋清須）
小 島 三 男 （一宮中央）
長 橋 國 和 （一宮中央）
稲 垣 圭 次 （犬山）
牧 野 武 彦 （犬山）
大 澤  　渡 （犬山）
安藤喜代司 （江南）
伊 藤 靖 祐 （江南）
澤 田 昌 久 （江南）
山 本  　修 （瀬戸北）
宮 田 浩 明 （岩倉）
坂  　直 樹 （名古屋）
清 田 武 男 （名古屋西）
水 野 隆 二 （名古屋西）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
ローランド J. ヨッスィ （名古屋南）
飯 田 秀 雄 （名古屋みなと）
菅　　   栄 （名古屋みなと）
木 村 秀 夫 （名古屋みなと）
小 島 清 路 （名古屋みなと）
才 本 清 継 （名古屋みなと）
市 原 高 明 （名古屋中）
小笠原   暁 （名古屋中）
坪 井 進 悟 （名古屋中）
鶴 見 俊 成 （名古屋中）
八 神 弘 雄 （名古屋中）
倉 澤  　寛 （名古屋瑞穂）
水 谷  　誠 （名古屋名南）
柴 田 照 子 （名古屋名南）
川 村 勝 廣 （名古屋名駅）
小 西 忠 昭 （名古屋名駅）
大 野 智 彦 （名古屋北）
相 馬 保 之 （名古屋北）
福 谷 正 男 （名古屋東）
林  　雅 史 （名古屋東）
東 谷 昌 彦 （名古屋東）
二 村  　満 （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
多和田   武 （名古屋東）

今 村 孝 治 （名古屋和合）
町 田 重 夫 （名古屋和合）
中 村 有 孝 （名古屋和合）
坪 井 和 義 （名古屋和合）
松 永 辰 男 （名古屋名東）
齊 藤 英 夫 （名古屋名東）
星川須美子 （名古屋名北）
石 黒  　勉 （名古屋名北）
加 藤  　靖 （名古屋昭和）
柴 田 義 介 （名古屋昭和）
北 村 隆 子 （名古屋錦）
前 田 元 弘 （名古屋錦）
丹 羽  　繁 （名古屋錦）
寺 西  　正 （名古屋錦）
植 村 元 雄 （名古屋錦）
福 井  　敬 （豊橋）
神 野 吾 郎 （豊橋）
鈴 木 正 憲 （豊橋）
近 藤 克 義 （蒲郡）
丸 山  　勝 （蒲郡）
小笠原金太郎 （蒲郡）
清 水 敏 光 （蒲郡）
吉 野 勝 己 （豊橋南）
坂 巻 邦 彦 （新城）
大 原 孝 一 （田原パシフィック）
豊 田 慈 證 （田原パシフィック）
河 合 純 夫 （豊橋東）
南 部  　淳 （岡崎）
野 田 篤 文 （岡崎）
柴 田 芳 孝 （岡崎）
田 辺 一 雄 （岡崎）
中 根 克 弘 （岡崎南）
宇 井  　均 （岡崎南）
山 崎 泰 信 （岡崎南）
藤 井  　悟 （岡崎東）
安 藤 和 広 （豊田東）
久保田   浩 （豊田東）
長 橋  　朗 （豊田東）
大 澤 六 也 （豊田東）
鈴 木 基 之 （豊田東）
鈴 木 孝 治 （豊田東）
梅 村 昌 吾 （豊田東）
矢 頭 功 生 （豊田東）
山 内 達 己 （豊田東）
横 山 克 則 （豊田東）
松 井 孝 王 （岡崎城南）
堀 川  　泰 （豊田三好）
本 多  　幹 （豊田中）
又 場 公 代 （豊田中）
松 山  　治 （豊田中）
澳 覩  　光 （豊田中）
渡 邊 高 紹 （豊田中）
横 地  　朗 （豊田中）
市 川 裕 大 （刈谷）
近 藤 俊 行 （刈谷）
岡 本 女芝 磨 （刈谷）
岡 本  　巧 （刈谷）
神 谷  　研 （安城）

戸 谷  　央 （安城）
加 藤 浩 道 （西尾）
平 岩 辰 之 （碧南）
新 美 惣 英 （碧南）
奥 田 雪 雄 （碧南）
角 谷 信 二 （碧南）
杉 浦 昌 裕 （碧南）
鶴 田 光 久 （碧南）
岩 瀬 清 彦 （西尾K I R A R A）
大須賀慶一 （西尾K I R A R A）
鈴 木 昭 夫 （西尾K I R A R A）
木 村 恭 子 （三河安城）
山 本 彰 秀 （三河安城）
山 本 昌 弘 （三河安城）

日 高 晋 典 （常滑）
小 出 常 雄 （東海）
鈴 木 宏 司 （半田南）
青 木 雅 裕 （知多）
岩 崎 征 宣 （知多）
木 下 勝 美 （知多）
坂 本 竹 敏 （知多）
相羽あつ子 （津島）
加 藤 則 之 （津島）
佐 竹  　敦 （津島）
清 水 裕 行 （津島）
鈴 木 吉 男 （津島）
八 谷 潤 一 （津島）
横 井 知 代 （津島）
中 村  　禊 （名古屋清須）
平 岩 慎 次 （尾張中央）
石 原 稔 久 （一宮中央）
藤 井 源 成 （瀬戸）
加 藤 陽 一 （瀬戸）
加藤唐三郎 （瀬戸）
森  　弘 好 （江南）
冨 永 典 夫 （江南）
原 田 好 展 （名古屋空港）
波多野   真 （名古屋空港）
稲 熊 正 徳 （名古屋空港）
栗 田 和 典 （名古屋空港）
照 井 通 夫 （名古屋空港）
山 北 秀 和 （名古屋空港）
若 杉 福 雄 （瀬戸北）
荒川永太郎 （名古屋西）
水 谷 博 之 （名古屋西）
長谷川   仂 （名古屋南）
小 嶋 仲 夫 （名古屋南）
近 藤 信 之 （名古屋東南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
牧 野 弘 明 （名古屋東南）
荒 川 雅 義 （名古屋中）
早 瀬 孝 文 （名古屋中）
石 原 寿 生 （名古屋中）
金 森 伸 夫 （名古屋中）
近 藤 直 樹 （名古屋中）
宮 内  　誠 （名古屋中）
永 野 光 容 （名古屋中）

岡 崎  　亨 （名古屋中）
佐 藤 友 治 （名古屋中）
鈴木謙一郎 （名古屋中）
田ヶ原昭弘 （名古屋中）
山 口  　忍 （名古屋中）
吉 田 敬 岳 （名古屋中）
青 柳  　斉 （名古屋瑞穂）
堀  　慎 治 （名古屋瑞穂）
松 岡 道 弘 （名古屋瑞穂）
照 井  　栞 （名古屋大須）
山 口 正 孝 （名古屋大須）
井 上  　司 （名古屋栄）
加 藤 英 敏 （名古屋名南）
木 下 福 郎 （名古屋名南）
水 野 俊 男 （名古屋名南）
日比野三吉彦 （名古屋名駅）
堀 田 豊 彦 （名古屋名駅）
中 野  　健 （名古屋名駅）
鈴 木 次 郎 （名古屋名駅）
磯 部  　徹 （名古屋丸の内）
水 野𠮷𠮷𠮷 紹 （名古屋北）
鈴 木  　樞 （名古屋守山）
大 島 一 恵 （名古屋名東）
鈴木太刀雄 （名古屋名東）
高 橋  　進 （名古屋昭和）
渡 辺 直 樹 （名古屋昭和）
鬼頭正二郎 （名古屋錦）
中 山 信 義 （名古屋錦）
生 田 博 隆 （名古屋東山）
金 田 英 和 （名古屋東山）
鈴 木 明 雄 （豊橋）
山 本 光 伸 （豊橋）
小杉幸一郎 （豊橋北）
磯 村 秀 樹 （豊橋南）
熊 谷  　勝 （新城）
樅 山 修 一 （豊川宝飯）
畑 野 泰 志 （豊橋ゴールデン）
伊 藤 眞 芳 （豊橋ゴールデン）
河 辺 敏 之 （豊橋ゴールデン）
村 田  　悟 （豊橋ゴールデン）
竹 田 昌 弘 （豊橋ゴールデン）
藤 代 善 之 （田原パシフィック）
本 多  　敬 （田原パシフィック）
加 藤 武 紀 （田原パシフィック）
佐野弘之介 （田原パシフィック）
山 崎  　曻 （田原パシフィック）
川 西 裕 康 （豊橋東）
中 村 成 人 （豊橋東）
豊 田 能 史 （豊橋東）
安 井 洋 二 （豊橋東）
深 田 達 彦 （岡崎）
加 藤 博 巳 （岡崎）
宮 本  　隆 （岡崎）
安 藤 隆 幸 （岡崎南）
岩 瀬 宏 隆 （岡崎南）
加 藤  　強 （岡崎南）
神 谷 卓 弌 （岡崎南）
鬼 頭 辰 郎 （岡崎南）

2008 年度

2017 年度

岡 田 庄 璽 （岡崎南）
鬼 塚 俊 夫 （岡崎南）
柴 田 修 次 （岡崎南）
皿 井  　寛 （豊田西）
牧  　　 勝 （岡崎城南）
永 井 量 基 （岡崎城南）
稲 本 良 二 （豊田中）
山内ユミ子 （豊田中）
権 田 鋹 弘 （刈谷）
深 津 正 則 （安城）
星 野 和 幸 （西尾）
本 多  　淳 （西尾）
三 浦 眞 澄 （西尾）
小笠原正秀 （西尾）
平 松  　太 （碧南）
石 川 唯 司 （碧南）
清 澤 聡 之 （碧南）
新 美 雅 浩 （碧南）
岡 本 明 弘 （碧南）
竹 中  　誠 （碧南）
山 中 寛 紀 （碧南）
朴  　壽 子 （西尾K I R A R A）
杉 浦 正 昭 （西尾K I R A R A）
高 須  　匀 （西尾K I R A R A）

古 市 晃 久 （半田）
猪 飼 盛 雄 （常滑）
梯  　國 彦 （一宮）
松 原 直 次 （一宮）
森  　俊 夫 （一宮）
関 戸  　徹 （一宮）
滝  　善 蔵 （一宮）
加 藤 隆 朗 （津島）
佐 藤 敬 治 （津島）
篠 田 知 生 （津島）
住 田 正 幸 （津島）
山 田 勝 弘 （津島）
水 野 憲 司 （一宮北）
成田幸太郎 （稲沢）
古 川  　宏 （あま）
水 谷 安 紀 （あま）
永 田  　正 （一宮中央）
大 森  　進 （一宮中央）
森 脇 文 直 （瀬戸）
野 田 正 治 （瀬戸）
山 口 育 男 （瀬戸）
清 野 允 中 （江南）
大 野 良 之 （尾張旭）
柏 本 光 之 （瀬戸北）
小 澤  　修 （瀬戸北）
梅 村 邦 雄 （瀬戸北）
山 田 隆 雄 （瀬戸北）
豊 島 将 克 （名古屋城北）
青 島 邦 人 （名古屋西）
神 野 富 三 （名古屋西）
宮 田 理 博 （名古屋南）
南 雲 和 江 （名古屋東南）
松 原 秀 樹 （名古屋中）

小 栗 成 男 （名古屋中）
榊 原 克 典 （名古屋中）
渡 邊 樹 志 （名古屋中）
入 山 治 樹 （名古屋瑞穂）
市 岡 正 蔵 （名古屋瑞穂）
西 沢 功 晋 （名古屋瑞穂）
鈴 木 健 司 （名古屋瑞穂）
髙 木 元 明 （名古屋瑞穂）
鶴 田  　浩 （名古屋瑞穂）
梅 村 昌 孝 （名古屋瑞穂）
犬飼りさ枝 （名古屋名南）
山 崎  　淳 （名古屋名南）
遠 藤 泰 昭 （名古屋名駅）
岩 崎 光 記 （名古屋名駅）
友 田 喜 夫 （名古屋名駅）
堀 江 俊 通 （名古屋丸の内）
内 藤 秀 樹 （名古屋北）
伊 藤 陽 介 （名古屋守山）
鈴 木 真 司 （名古屋昭和）
斉 田 康 徳 （名古屋錦）
川 村 荒 治 （豊橋）
松 井 孝 悦 （豊橋）
高 橋 豊 彦 （豊橋）
市 川 晶 也 （蒲郡）
河 合 芳 光 （豊橋北）
夏 目 國 弘 （豊橋北）
佐久間武美 （豊橋北）
鈴木伊能勢 （豊橋北）
天野英一郎 （田原）
佐 野 朝 海 （田原）
柴 田  　登 （田原）
八 木 正 光 （田原）
神 谷 浩 史 （豊橋南）
梶 村 康 彦 （豊橋南）
住野友次郎 （豊橋南）
内 山 昌 久 （豊橋南）
中 澤 輝 昭 （新城）
佐 藤 泰 惇 （新城）
竹内臨通夫 （新城）
伊藤隆一郎 （豊橋ゴールデン）
彦 坂 敏 行 （田原パシフィック）
河 合 喜 嗣 （田原パシフィック）
藤 井 宣 行 （豊橋東）
白 井 康 仁 （豊橋東）
深 津  　浩 （岡崎）
尾 崎 篤 司 （岡崎）
太 田 成 紀 （岡崎）
同 前 仁 史 （岡崎）
深 津  　篤 （岡崎南）
小島ミユキ （岡崎南）
奥 村 英 世 （岡崎南）
小 野 正 富 （岡崎南）
鈴 木 英 治 （豊田東）
有 馬 惟 夫 （岡崎城南）
稲 垣  　淳 （安城）
市 川  　護 （安城）
加 藤 正 人 （安城）
萩 原 竜 治 （西尾）
石 川 哲 朗 （西尾）
岩 瀬 正 広 （西尾）
金 原 健 志 （西尾）
黒 田 正 志 （西尾）
坂 田 吉 郎 （西尾）

粟 津 康 之 （碧南）
黒 田 泰 弘 （碧南）
森 田 雅 也 （碧南）
長 田 和 徳 （碧南）
榊 原  　健 （碧南）
角 谷  　修 （碧南）
鈴 木 健 三 （碧南）
小 出 道 治 （西尾一色）
水 野 泰 昌 （知立）
堀 本 保 美 （三河安城）
犬 束 信 一 （三河安城）

澤 田 好 伸 （半田）
鈴 村 昌 人  （東海）
木 塚 烈 男 （東海）
青 山 五 郎 （東知多）
生 田 達 一 （津島）
寺 田 晏 章 （津島）
大 竹 敬 一 （あま）
伊藤恒二郎 （一宮中央）
渡辺愛一郎 （瀬戸）
加 藤 眞 言 （瀬戸）
加 藤 令 吉 （瀬戸）
穂 積 良 治 （名古屋城北）
津 坂 守 英 （名古屋城北）
神 尾  　隆 （名古屋西）
加 藤 正 和 （名古屋西）
鵜 飼 治 昭 （名古屋西）
伊 藤 彰 彦 （名古屋西）
後 藤 保 正 （名古屋南）
中 川 昭 一 （名古屋南）
小 森 敦 夫 （名古屋南）
西 本 一 幸 （名古屋南）
樋江井貴文 （名古屋南）
高 田 和 裕 （名古屋みなと）
山 田  　豊 （名古屋みなと）
加 藤 茂 春 （名古屋みなと）
山ノ内泰央 （名古屋東南）
岩 崎 誠 二 （名古屋東南）
東  　俊 輝 （名古屋中）
立 松 洋 司 （名古屋中）
湯 澤 勇 生 （名古屋瑞穂）
山 口 哲 司 （名古屋瑞穂）
近 藤 茂 弘 （名古屋瑞穂）
湯 澤 信 雄 （名古屋瑞穂）
山 本 英 雄 （名古屋瑞穂）
広 瀬 弘 幸 （名古屋瑞穂）
神 野 邦 利 （名古屋大須）
近 藤 明 美 （名古屋大須）
米 田  　敬 （名古屋栄）
東 山 直 史 （名古屋名南）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
田 中 正 樹 （名古屋北）
山 口 兼 市 （名古屋北）
梅 村 清 英 （名古屋東）
中 村 公 彦 （名古屋名東）
近藤兼治郎 （名古屋東山）
水 藤 之 資 （豊橋）
福 井 英 輔 （豊橋）
志 賀 弘 嗣 （蒲郡）
酒 井 克 嘉 （蒲郡）
酒 井 基 裕 （蒲郡）
谷 山  　勉 （豊橋北）

稲 積 秀 一 （豊橋北）
広 中 貴 彦 （田原）
高 崎 雄 三 （田原）
岩 崎  　功 （田原）
鈴 木  　進 （田原）
髙 橋 雅 男 （豊橋ゴールデン）
中 嶌 秀 樹 （豊橋東）
松 原 広 幸 （岡崎）
酒 部 圭 司 （岡崎）
藤 原 正 寛 （岡崎）
鈴 木 裕 二 （岡崎南）
志 賀 為 宏 （岡崎南）
山 本 剛 司 （岡崎城南）
青 山 幸 市 （岡崎城南）
磯 部 亮 次 （岡崎城南）
鈴 木 正 輝 （豊田三好）
延 原  　哲 （豊田中）
日恵野正俊 （豊田中）
伊 藤 節 夫 （刈谷）
内 藤 教 恵 （安城）
山 口  　研  （安城）
神 谷  　明  （西尾）
榊 原 利 夫 （西尾K I R A R A）
清  　克 行 （西尾K I R A R A）
中 根 勝 美 （西尾K I R A R A）
長 谷 収 一 （西尾K I R A R A）
沓名由美子 （三河安城）
大 見 和 志 （三河安城）

朝 倉 滉 一 （半田）
青 葉 憲 一 （半田）
森 合 久 春 （東海）
坂 野 公 俊 （東海）
杉 原 康 男 （東知多）
竹 内 俊 郎 （半田南）
岡 戸 利 直 （半田南）
石 川 勝 彦 （半田南）
浅 野  　一 （一宮）
桑 原 英 寿 （一宮）
山 上 哲 司 （一宮）
宮 田 智 司 （一宮）
森  　隆 彦 （一宮）
大 森 輝 英 （一宮）
坂井田敏行 （一宮）
佐々木久直 （一宮）
鈴 木 洋 志 （一宮）
石 黒 敬 康 （一宮）
滝 川 林 一 （津島）
稲 垣 宏 高 （津島）
岡 本 康 義 （津島）
伊 藤 彰 浩 （津島）
則 武 克 彦 （一宮北）
石 黒 三 雄 （一宮北）
角 田 隆 幸 （一宮北）
日 野 康 司 （一宮北）
三 輪 茂 富 （一宮北）
村 瀬 圭 吾 （一宮北）
加 藤  　勉 （一宮北）
菱 川 弘 樹 （一宮北）
森 田  　進 （一宮北）
森  　通 保 （一宮北）
黒 木 義 公 （一宮北）
藤 原 峯 忠 （一宮北）

大 森 克 孝 （一宮北）
小 澤 正 明 （一宮北）
福 西 久 敏 （一宮北）
佐々木顕彰 （一宮北）
矢 野 尚 彦 （一宮北）
山 内 國 雄 （一宮北）
丹羽喜代次 （一宮北）
山 本  　基 （一宮北）
中 北 武 男 （一宮北）
黒 川 元 則 （あま）
後 藤  　稔 （名古屋清須）
江 川 泰 彦 （名古屋清須）
加 藤 恭 章 （一宮中央）
加 藤 恵 子 （瀬戸）
牧　　   治 （瀬戸）
福 冨 孝 弘 （犬山）
古 橋 裕 志 （尾張旭）
片 山 郁 雄 （瀬戸北）
神 谷 竜 也 （名古屋西）
川 島 浩 二 （名古屋西）
吉 川 公 章 （名古屋南）
丸 山 和 紀 （名古屋南）
吉 田 哲 人 （名古屋南）
安 田 智 彦 （名古屋南）
羽根田達夫 （名古屋南）
橋 本 修 三 （名古屋みなと）
山 下 哲 男 （名古屋みなと）
杉 浦 康 晴 （名古屋中）
山 田 典 廣 （名古屋中）
川 本 昌 市 （名古屋瑞穂）
松井文一郎 （名古屋瑞穂）
大 嶽 達 郎 （名古屋瑞穂）
鈴 木 淑 久 （名古屋瑞穂）
関 谷 俊 征 （名古屋瑞穂）
田 中  　宏 （名古屋瑞穂）
佐 治 寛 行 （名古屋瑞穂）
萱 垣  　建 （名古屋名駅）
清 水 順 二 （名古屋名駅）
筧  　正 紀 （名古屋名駅）
杉 浦 秀 一 （名古屋北）
中 村 陽 公 （名古屋北）
福 田 哲 三 （名古屋和合）
内 間 三 好 （名古屋和合）
米 山 郁 生 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
小 林 英 毅 （名古屋千種）
吉 田  　玄 （名古屋千種）
早 川 和 男 （名古屋東山）
佐 藤 敏 夫 （名古屋東山）
渡 邊 萬 里 （名古屋東山）
近 藤  　眞 （豊橋）
岡 田 直 樹 （豊橋）
竹 本 泰 一 （蒲郡）
本 多 英 夫 （蒲郡）
牧野早希子 （豊橋北）
山 内 有 恒 （豊橋北）
金 田 賢 也 （豊橋南）
西 川  　滋 （豊橋南）
榊 原 周 造 （豊橋南）
朽 名  　誠 （渥美）
鈴 木  　博 （豊川宝飯）
大 羽 重 治 （豊橋ゴールデン）
松 下 泰 三 （豊橋東）

杉 本 知 治 （岡崎）
柴 田 泰 伸 （岡崎）
大 林 市 郎 （岡崎）
松 本 隆 利 （安城）
谷 崎 直 樹 （西尾） 
杉 浦 竜 基 （西尾）
中 川  　敦 （知立）
酒 井 一 造 （知立）
杉 浦 義 利 （西尾K I R A R A）
山 本 裕 充 （西尾K I R A R A）
青 山 弦 八 （西尾K I R A R A）
山 本 俊 明 （西尾K I R A R A）
山 本 雅 仁 （三河安城）
水 谷  　存 （三河安城）
久 恒 治 人 （三河安城）
下 村 幸 真 （三河安城）

榊 原 敦 史 （半田）
小 栗 宏 次 （半田）
加 藤 順 三 （半田）
大林香瑞人 （東海）
水 野 憲 雄 （津島）
矢 田 政 弘 （一宮北）
大河内圭一 （一宮北）
渡 辺 元 男 （一宮北）
山 脇 敏 夫 （稲沢）
石 田 智 彦 （あま）
児 玉 憲 之 （あま）
三 輪 隆 裕 （名古屋清須）
水 野 豊 秋 （名古屋清須）
熊 澤 勝 則 （尾張中央）
沖 野  　満 （尾張中央）
井 上 伸 也 （瀬戸）
加 藤 一 夫 （瀬戸）
加 藤 浩 一 （犬山）
澤 田  　禅 （犬山）
日比野清正 （犬山）
谷 津 義 雄 （犬山）
鈴 木 文 勝 （小牧）
須 崎 侑 三 （瀬戸北）
檜 木 治 幸 （岩倉）
梅 田 克 一 （名古屋西）
野 間 義 正 （名古屋西）
佐 藤 俊 信 （名古屋南）
山 上 純 一 （名古屋南）
岩 佐 信 機 （名古屋みなと）
浜 崎  　明 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
水 野 恒 平 （名古屋東南）
小 島 祐 助 （名古屋中）
松本健一郎 （名古屋中）
岩 月 雅 章 （名古屋中）
星 野 一 郎 （名古屋瑞穂）
森  　裕 之 （名古屋瑞穂）
酒 井 俊 光 （名古屋瑞穂）
髙 木 政 義 （名古屋大須）
酒 井  　修 （名古屋大須）
牧 野 博 和 （名古屋栄）
笹 谷 俊 道 （名古屋名駅）
松尾雄二郎 （名古屋丸の内）
藤 田 守 彦 （名古屋丸の内）
待 井 雄 介 （名古屋北）
木 村 邦 彦 （名古屋守山）

河 本  　力 （名古屋守山）
森藤左エ門 （名古屋守山）
尾 関 正 一 （名古屋名北）
尾 関 淑 子 （名古屋名北）
鈴 木 聖 三 （名古屋千種）
佐 野  　寛 （名古屋千種）
樫 尾 富 二 （名古屋千種）
須 原 茂 樹 （名古屋昭和）
伊 藤 彰 二 （名古屋昭和）
久 野 洋 一 （名古屋東山）
太 田 邦 広 （名古屋東山）
小林三重子 （名古屋東山）
井 川 和 英 （豊橋）
小 出 修 弘 （豊橋）
市川不二夫 （蒲郡）
加 藤 卓 秀 （豊橋北）
林  　良 宣 （豊橋南）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
大 谷 育 人 （豊橋南）
杉 田 和 俊 （豊橋ゴールデン）
鈴 木 保 宣 （田原パシフィック）
及 部 多 高 （豊橋東）
西 脇 友 伸 （豊橋東）
伊 藤 篤 哉 （豊橋東）
早 川 勝 博 （岡崎）
上 原 哲 郎 （岡崎）
有 賀  　健 （岡崎）
後 藤 尚 之 （豊田）
三 宅 英 臣 （豊田）
杉 浦 秀 明 （豊田）
杉 浦  　彰 （岡崎南）
稲 垣  　寿 （岡崎東）
近 藤 金 作 （岡崎東）
杉 山 淳 一  （安城）
岩 崎 智 一  （西尾）
髙 井 英 和  （西尾）
鈴 木 毅 文  （西尾）
杉 浦 保 子  （碧南）
杉 浦 栄 次  （碧南）
大 竹 密 貴  （碧南）
鈴 木 宏 枝  （碧南）
黒 田 勝 基  （高浜）
鈴 木 民 也  （知立）
早 川 岩 男  （知立）
高 須 良 一 （西尾K I R A R A）
新 海 雄 二 （西尾K I R A R A）
太 髙 純 治 （西尾K I R A R A）
高 須  　光 （西尾K I R A R A）
三 治 信 芳 （西尾K I R A R A）
中 村  　正 （三河安城）
加 藤  　宙 （三河安城）
林  　秀 司 （三河安城）
大 見 満 宏 （三河安城）

鈴 木 裕 二 （半田）
都 築 利 全 （半田南）
前 田 昭 生 （津島）
永 井 伸 治 （稲沢）
鷲 見 好 弘 （名古屋清須）
河 合 幹 雄 （名古屋清須）
松 本 正 暢 （一宮中央）
梶 野 輝 雄 （瀬戸）
伊 藤 英 彦 （瀬戸）

松 平 實 胤 （犬山）
中 村  　明 （小牧）
清 水 武 臣 （名古屋空港）
北 園 守 生 （名古屋空港）
國田武二郎 （名古屋空港）
岩 田 哲 也 （名古屋空港）
稲 吉 將 秀 （名古屋空港）
土 屋 範 郎 （名古屋空港）
加 藤 恒 彦 （瀬戸北）
荒 井 康 夫 （瀬戸北）
近 藤 博 資 （瀬戸北）
于　　   咏 （愛知ロータリーE クラブ）
稲 熊 茂 男 （愛知ロータリーE クラブ）
平 田 哲 也 （愛知ロータリーE クラブ）
大 杉  　誠 （名古屋西）
梅 本  　薫 （名古屋西）
中 野 智 夫 （名古屋南）
川 村 大 介 （名古屋南）
津曲修一郎 （名古屋南）
渡 邊 一 平 （名古屋南）
菊 田 宗 一 （名古屋南）
西 尾 直 哉 （名古屋南）
鋤 柄 喜 彦 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
北 村 栄 治 （名古屋中）
相 羽 康 人 （名古屋中）
服 部 浩 明 （名古屋中）
梁 川 誠 市 （名古屋中）
安 田 照 幸 （名古屋中）
王　　   偉 （名古屋中）
平 松 久 明 （名古屋中）
鬼 頭 茂 成 （名古屋大須）
本 多 利 郎 （名古屋名南）
矢 野 雄 嗣 （名古屋丸の内）
神 谷  　忠 （名古屋東）
浜  　洋 一 （名古屋東）
安 井 元 司 （名古屋東）
服 部 雅 紀 （名古屋和合）
伊 藤 彰 二 （名古屋昭和）
松 井 多 弘 （名古屋昭和）
荒 山 久 美 （名古屋アイリス）
青 木 良 浩 （豊橋）
三 浦 裕 司 （豊橋）
石 川 昌 義 （豊橋）
松岡真由美 （豊橋）
兼 子 直 久 （豊橋）
伊 藤 晴 康 （豊橋）
香 取  　武 （豊川）
田 中 寛 孝 （豊川）
藤 城 隆 雄 （田原）
鈴 木 達 司 （田原パシフィック）
小笠原竜児 （豊橋東）
齊 藤 伸 明 （豊橋東）
村 上 雅 則 （豊田）
三 宅 正 恭 （豊田）
村 端 達 也 （豊田）
酒 部 佳 直 （岡崎南）
小久井正秋 （岡崎南）
福 尾  　清 （岡崎南）
伊 藤 愼 一 （豊田西）
畔 栁 秀 幸 （岡崎東）
本 田 康 英 （岡崎東）
酒 井  　賢 （岡崎東）

宇 野 弘 隆 （岡崎東）
天 野 邦 彦 （岡崎城南）
毛 受  　豊 （刈谷）
深 谷 嘉 英 （刈谷）
恒 川 憲 一 （安城）
青 山 竜 也 （安城）
成 田 孝 則 （安城）
近 藤 裕 保 （安城）
犬 塚 一 彦  （西尾）
松 本 容 明  （西尾）
榊原茂太郎  （西尾）
都 築 勇 一  （西尾一色）
浅 岡 憲 隆  （高浜）
鈴 木 善 和 （西尾K I R A R A）
太田五九郎 （西尾K I R A R A）
細 川 和 好 （西尾K I R A R A）
齋 藤 光 正 （三河安城）

稲 熊 直 樹 （半田）
中 池 聡 之 （東海）
山 本 慎 治 （半田南）
堀 田 敏 行 （半田南）
山 田 一 仁 （一宮）
東 海 広 光 （あま）
篠 田 耕 伸 （あま）
山 田 尊 久 （あま）
齊 藤 雄 二 （名古屋清須）
松 前 和 子 （一宮中央）
坂 田 義 一 （一宮中央）
尾 関 一 之 （一宮中央）
松 前 裕 己 （一宮中央）
松 村 晋 也 （瀬戸）
山 本 英 雄 （瀬戸）
水 野 聖 仁 （小牧）
尾 野 英 二 （愛知ロータリーE クラブ）
近藤多喜男 （名古屋西）
田茂井克典 （名古屋西）
鈴 木 幹 雄 （名古屋南）
内 田  　優 （名古屋南）
清 水 一 郎 （名古屋南）
愛 知 吉 隆 （名古屋南）
田 中 賢 二 （名古屋南）
大 竹  　裕 （名古屋南）
石 原 光 弘 （名古屋南）
山 内 靖 雄 （名古屋みなと）
河 村 嘉 希 （名古屋中）
吉 田 治 伸 （名古屋中）
塩 谷 和 久 （名古屋中）
長谷川   隆 （名古屋瑞穂）
中 野 健 二 （名古屋瑞穂）
鈴 木  　実 （名古屋瑞穂）
鳥 山 政 明 （名古屋瑞穂）
北 岡 寿 人 （名古屋瑞穂）
髙 原 昌 宏 （名古屋瑞穂）
鈴 木 伸 一 （名古屋瑞穂）
村 瀬 俊 高 （名古屋瑞穂）
久 野 善 基 （名古屋栄）
米坂みよ古 （名古屋名駅）
坪 井 義 之 （名古屋名駅）
服 部 清 純 （名古屋名駅）
竹 尾 祥 子 （名古屋名東）
谷 口  　優 （名古屋千種）
石 井 弘 子 （名古屋錦）

安 井 嗣 博 （名古屋アイリス）
杉 田  　洋 （豊橋）
瀧 﨑 裕 司 （豊橋）
山 本 貴 浩 （豊橋）
佐 藤 裕 彦 （豊橋）
伊 藤 健 一 （蒲郡）
鈴 木 康 司 （蒲郡）
本 多 一 義 （豊橋北）
夏 目 憲 永 （豊橋北）
久 具 信 夫 （豊川）
石 黒 利 昌 （田原）
丸 山 明 敏 （新城）
永 田 恵 照 （豊川宝飯）
中 村 彰 宏 （豊橋ゴールデン）
河 合 成 幸 （田原パシフィック）
森 下 新 一 （田原パシフィック）
安 福 良 豊 （岡崎）
安 藤 宏 行 （岡崎）
今井眞一郎 （豊田）
加 藤  　太 （豊田）
成 瀬 正 尚 （豊田）
市 川 善 英 （豊田）
清 水 昌 一 （岡崎南）
磯 村 哲 也 （岡崎南）
鈴 木 博 文 （岡崎南）
神 尾  　淳 （岡崎南）
林  　孝 夫 （岡崎東）
安 川 政 男 （岡崎東）
南　　   鉉 （岡崎東）
島 田 英 太 （岡崎東）
安 井 健 次 （岡崎東）
三 宅 哲 也 （豊田中）
西 村 圭 人 （豊田中）
奥 嶋 正 衛 （安城）
亀 島 深 里 （安城）
外 山 勝 美 （安城）
加 藤 英 明 （安城）
小野田真代 （安城）
手 島 健 次  （西尾）
浅 岡 直 幸  （西尾）
鈴木きよみ  （碧南）
鳥 居 萬 里  （西尾一色）
上 野  　実  （知立）
髙 木 秀 夫  （知立）
武 藤 充 廣  （知立）
天 野 竹 行 （三河安城）
加 藤 泰 司 （三河安城）
金 子 豊 久 （三河安城）
杉 浦 秀 郎 （三河安城）
弥 政 晋 輔 （三河安城）

小 川 貴 英 （半田）
伊 藤 友 子 （半田）
久 野　  生 （東海）
早 川 直 義 （東海）
熊 澤  　岌 （東知多）
松 林 信 吾 （半田南）
杉 山 義 幸 （一宮）
佐 々 憲 一 （一宮）
栃 倉  　勲 （一宮）
伊 藤 光 治 （一宮）
中 西 啓 太 （一宮）
船 越  　孝 （一宮北）

後 藤 雅 光 （あま）
上 田 博 行 （あま）
篠 田 正 志 （あま）
川 西 利 浩 （名古屋清須）
森　俊一郎 （一宮中央）
内田泰潤徳 （一宮中央）
佐 藤 祐 造 （一宮中央）
加 藤 定 江 （瀬戸）
玉 井  　徹 （瀬戸）
加 藤 義 晴 （江南）
南 村 朋 幸 （江南）
宅 間 秀 順 （春日井）
加藤久仁明 （春日井）
田 邊 雅 彦 （名古屋空港）
中 野 昭 雄 （瀬戸北）
加 藤 雅 人 （瀬戸北）
奥 田 桂 良 （瀬戸北）
松 山 吉 之 （名古屋西）
服 部  　徹 （名古屋西）
大 蔵 康 雄 （名古屋南）
加 藤 敏 行 （名古屋南）
加 納 昭 巨 （名古屋南）
赤 澤 由 英 （名古屋南）
今 井 浩 詞 （名古屋南）
鈴 木  　哲 （名古屋みなと）
室 原 國 彦 （名古屋みなと）
山 口 直 彦 （名古屋東南）
白 木 良 彦 （名古屋東南）
山 口 剛 男 （名古屋東南）
藁谷喜世志 （名古屋東南）
鬼 頭  　弘 （名古屋東南）
平 松 育 夫 （名古屋東南）
永 谷 英 夫 （名古屋東南）
佐久間貞介 （名古屋東南）
鈴 木 雅 雄 （名古屋東南）
坂 本 裕 孝 （名古屋東南）
橋 爪  　務 （名古屋東南）
熊谷多津旺 （名古屋東南）
瀬 木 真 理 （名古屋東南）
柴田裕二郎 （名古屋中）
森 田 乾 嗣 （名古屋中）
川 本 浩 史 （名古屋中）
川 口 誉 夫 （名古屋中）
安 岡 克 明 （名古屋瑞穂）
花井芳太朗 （名古屋瑞穂）
松 田 浩 孝 （名古屋瑞穂）
鈴 木 雅 登 （名古屋瑞穂）
本 多 誠 之 （名古屋瑞穂）
永 草 孝 憲 （名古屋瑞穂）
林  　順 治 （名古屋大須）
大 澤 伸 悟 （名古屋大須）
山 本 裕 三 （名古屋名駅）
安 藤 隆 利 （名古屋名駅）
西 川 達 郎 （名古屋名駅）
大 輪  　稔 （名古屋名駅）
有 沢 祥 子 （名古屋丸の内）
川 口  　豊 （中部名古屋みらい）
柴 田 幸 男 （名古屋北）
木 村  　茂 （名古屋北）
各 務 有 一 （名古屋東）
今 村 憲 治 （名古屋東）
木 谷 圭 子※ （名古屋東）
松崎美都子 （名古屋守山）

下 出 啓 介 （名古屋名東）
名 越 陽 子 （名古屋名東）
荒 川 章 三 （名古屋昭和）
小 坂 達 也 （名古屋昭和）
綿 貫 達 雄 （名古屋アイリス）
江 崎 雅 彰 （豊橋）
荒 島 一 実 （豊橋）
中 村 典 司 （豊橋）
岡 村 正 造 （豊橋）
宮 崎 三 佳 （田原）
大 林 則 久 （豊橋ゴールデン）
冨 田 正 行 （豊橋ゴールデン）
河 辺 暁 雄 （田原パシフィック）
岡 本 卓 三 （田原パシフィック）
居 平 文 孝 （豊橋東）
安 田 直 樹 （豊橋東）
杉浦健太郎 （岡崎）
福 澤 玉 青 （岡崎）
谷  　泰 男 （岡崎）
酒 井 英 二 （岡崎）
鈴 木 康 生 （豊田）
小 椋 邦 彦 （豊田）
神 谷 典 之 （豊田）
朝比奈幸生 （豊田）
五 島 一 友 （豊田）
廣 部 智 映 （豊田）
小 川 秀 文 （岡崎南）
永 田 哲 之 （岡崎南）
早 川 幹 男 （岡崎南）
犬 塚 光 彦 （岡崎南）
大河原   誠 （岡崎南）
牧 野 嗣 弘 （岡崎南）
梶 川 勇 次 （岡崎南）

鳥 居  　守 （岡崎南）
金 本 孝 美 （岡崎東）
三 城 偉 央 （岡崎東）
坂 野  　弘 （岡崎東）
春 名 祐 樹 （岡崎東）
鈴 木 圭 介 （岡崎東）
藤 江 顕 治 （岡崎城南）
猿 渡 亮 二 （豊田中）
中 條  　誉 （豊田中）
辰 巳  　健 （豊田中）
伊 藤 伸 治 （豊田中）
伊豫田健児 （豊田中）
天 野 櫻 子 （刈谷）
加 藤 哲 也 （刈谷）
辻  　隆 士 （安城）
岩 井 春 次 （安城）
犬 塚 富 雄  （西尾）
永 江 義 澄  （西尾）
岩 瀬 淳 治  （西尾）
平 松 則 行  （碧南）
神 谷  　林  （西尾一色）
渡 辺 浩 二  （知立）
加 藤 久 和  （知立）
秋 山 正 純 （西尾K I R A R A）
榊 原  　章 （西尾K I R A R A）
杉 浦 加 代 （西尾K I R A R A）
石 山  　進 （西尾K I R A R A）
神 谷 昭 光 （西尾K I R A R A）

澤 田 雄 二 （半田）
堀 嵜 恒 藏 （半田）
間 瀬 保 英 （東海）
川 澄 哲 裕 （半田南）

杉 山 知 子 （半田南）
手 島 嘉 宏 （半田南）
蜷 川 勝 己 （半田南）
横 山 明 巳 （大府）
二ノ宮道彦 （一宮）
冨 田 隆 裕 （一宮）
立 松 絹 久 （あま）
前 田 昌 樹 （名古屋清須）
大 塚 省 治 （一宮中央）
加 藤 孝 爾 （瀬戸）
青 山  　稔 （瀬戸）
小 川  　誠 （犬山）
小 谷 達 也 （小牧）
名 和 千 博 （小牧）
長 尾 秀 義 （小牧）
鈴 木 雅 弘 （愛知ロータリーE クラブ）
鈴 木 和 雄 （名古屋西）
杉 本 邦 彦 （名古屋西）
松 島 延 明 （名古屋南）
鈴 木 喜 雄 （名古屋南）
大 原 和 生 （名古屋南）
服 部 伸 一 （名古屋南）
寺 本 善 雄 （名古屋みなと）
柳 澤 講 次 （名古屋みなと）
今 村 源 一 （名古屋中）
伊 藤 眞 人 （名古屋中）
近 藤 東 仁 （名古屋中）
山 本  　尚 （名古屋中）
牧 野 智 繁 （名古屋瑞穂）
萩 原 孝 則 （名古屋瑞穂）
松 本 哲 朗 （名古屋大須）
岡 村 隆 德 （名古屋大須）
小 出 政 巳 （名古屋栄）

早 川 敏 江 （名古屋名駅）
川 田 武 司 （名古屋名駅）
六 鹿 敏 也 （名古屋名駅）
種 瀬 徹 也 （名古屋名駅）
松 田 茂 樹 （名古屋東）
加藤恭太郎 （名古屋守山）
七 田 隆 二 （名古屋守山）
名 倉 嗣 治 （名古屋昭和）
藤 岡 省 吾 （名古屋錦）
浅 倉 伸 治 （豊橋）
長 濱 貴 彦 （豊橋）
大塩啓太郎 （豊橋）
岩 瀬  　清 （豊橋）
高 坂 泰 弘 （豊橋北）
大 石 佳 史 （豊橋北）
山 本 和 正 （豊橋北）
半 田 富 男 （豊川宝飯）
矢頭文由己 （豊橋ゴールデン）
本 多 英 司 （豊橋ゴールデン）
平 野 貴 久 （豊橋ゴールデン）
杉 浦 宏 始（豊橋ゴールデン）
髙 井 龍 雄（豊橋ゴールデン）
佐久間俊之 （田原パシフィック）
山 口  　登 （豊橋東）
西  　崇 秀 （豊橋東）
小 石 洋 和 （豊橋東）
石 川 勝 敏 （岡崎）
森 本  　覚 （豊田）
井 戸 雅 裕 （豊田）
光 岡 主 税 （豊田）
加 藤 国 治 （豊田）
伊 藤 正 人 （豊田）
新 井 利 和 （豊田）

山 本 一 貴 （岡崎南）
山 本  　眞 （岡崎南）
松 野 元 基 （岡崎南）
江 山  　清 （岡崎南）
竹 内 光 博 （岡崎南）
岩 崎 靖 彦 （岡崎東）
石 川 雅 規 （岡崎東）
中 根 匡 規 （岡崎東）
加 藤 和 志 （岡崎東）
黒 井 克 宣 （岡崎東）
宇 井 武 夫 （豊田東）
中 野 喜 之 （豊田三好）
小 塚 達 美 （豊田中）
宇田川佳世 （豊田中）
福 岡 克 勝 （豊田中）
稲 葉 俊 伸 （豊田中）
福 岡 和 則 （豊田中）
石 川 徳 重 （安城）
海 野 広 明 （安城）
鳥 居 慶 輔  （西尾）
本 田 正 則  （西尾）
平 岩 博 行  （西尾）
鈴 木 泰 博  （碧南）
服 部 弘 史  （碧南）
早川比呂太  （西尾一色）
山 下 保 彦  （西尾一色）
杉 原 透 恭  （知立）
丸 目 藤 二 （西尾K I R A R A）
長 田 和 人 （三河安城）
植 村 真 一 （三河安城）

●米山功労者（マルチプル） 

青 井 雅 純 （半田）
平 林 伸 康 （半田）
松 石 奉 之 （半田）
前 田 佳 男 （半田）
森 田　  亨 （半田）
榊 原 明 美 （半田）
酒 井 良 輔 （半田）
杉 浦 三 郎 （半田）
高 木 利 定 （半田）
山 内 和 之 （半田）
伊 奈 輝 三 （常滑）
新 美 義 博 （東知多）
足 立　  誠 （一宮）
長谷部敏克 （一宮）
伊 藤 幸 一 （一宮）
光 嵜 賢 一 （一宮）
則 竹 伸 也 （一宮）
伊 藤 文 也 （津島）
前 田 重 廣 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
佐 藤　  明 （あま）
渡 辺　  均 （あま）
早 川 雅 男 （名古屋清須）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
加 藤 辰 己 （一宮中央）

鹿 島 兼 一 （一宮中央）
高 井 光 信 （一宮中央）
伊 藤 英 男 （犬山）
尾 関 幸 夫 （犬山）
千 田 昌 宏 （犬山）
朱 宮 新 治 （犬山）
　 田 三 郎 （犬山）
伊 藤 鶴 吉 （江南）
北　  健 司 （春日井）
坂 田　  隆 （瀬戸北）
山 本　  修 （瀬戸北）
大 江 秀 和 （岩倉）
園 原 宏 治 （岩倉）
盛 田 淳 夫 （名古屋）
浅 井 金 三 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
服 部 一 郎 （名古屋南）
加 藤 慶 一 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
村 瀬 廣 芳 （名古屋南）
鈴 木 輝 彦 （名古屋南）
吉 田 春 樹 （名古屋南）
吉 岡 正 人 （名古屋南）
森　  　 清 （名古屋みなと）
酒 井　  優 （名古屋みなと）
住 田　  守 （名古屋みなと）

伊東與有三 （名古屋東南）
星 野 信 利 （名古屋中）
古 田 昭 臣 （名古屋中）
猪 飼 秀 明 （名古屋中）
加 藤 政 己 （名古屋中）
川 島 悦 雄 （名古屋中）
加瀬英比古 （名古屋中）
纐 纈 正 剛 （名古屋中）
鵜 飼 耕 三 （名古屋中）
渡 邉 一 平 （名古屋中）
山 口　  眞 （名古屋中）
尾 上　  昇 （名古屋大須）
柴 岡 正 将 （名古屋大須）
鈴 木　  洋 （名古屋大須）
渡 辺 観 永 （名古屋大須）
湯 山 淳 三 （名古屋大須）
細 井 土 夫 （名古屋栄）
川 井 健 司 （名古屋栄）
安 藤　  一 （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
三 浦　  隆 （名古屋名南）
武 藤 正 行 （名古屋名南）
大 隅 紀 郎 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
鈴 井 一 博 （名古屋名南）
石 黒　  隆 （名古屋名駅）

生 田 芳 規 （名古屋名駅）
小酒井比呂志 （名古屋名駅）
大 川　  宏 （名古屋名駅）
田 口　  望 （名古屋名駅）
中 島　  實 （名古屋北）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
水 野　  勤 （名古屋東）
澤 井 俊 治 （名古屋東）
椙 山 正 弘 （名古屋東）
高 橋　  巌 （名古屋東）
高橋雄二郎 （名古屋東）
宇佐美嘉重斌 （名古屋東）
安 井　  孝 （名古屋東）
余 語 郁 夫 （名古屋東）
服 部　  滋 （名古屋和合）
川 村 敏 夫 （名古屋和合）
柏 木 順 壱 （名古屋和合）
服 部　  力 （名古屋名東）
村 橋 泰 志 （名古屋名東）
星川須美子 （名古屋名北）
鈴 木 正 男 （名古屋千種）
伊 丹 惣 三 （名古屋昭和）
河 合 勇 夫 （名古屋昭和）
鈴 木 重 幸 （名古屋昭和）
杉 田　  等 （名古屋昭和）
貝 沼 正 敬 （名古屋錦）

福 井　  敬 （豊橋）
神 野 吾 郎 （豊橋）
鈴 木 正 憲 （豊橋）
佐 野 峯 雄 （豊橋北）
大 橋 平 治 （豊川）
山 本　  学 （豊川）
藤 城 俊 明 （豊橋南）
塩之谷   昌 （豊橋南）
小笠原喜好 （新城）
壽 昌 宏 之 （新城）
鳥 居 栄 一 （新城）
井 上　  穂 （豊橋ゴールデン）
石 原 昭 二 （豊橋ゴールデン）
松 崎　  進 （豊橋ゴールデン）
大須賀憲太（豊橋ゴールデン）
杉 原 敏 雄 （豊橋ゴールデン）
高 畑 皓 一 （豊橋ゴールデン）
尾 沢 義 雄 （田原パシフィック）
小 川 喜 一 （田原パシフィック）
内 柴 義 郎 （田原パシフィック）
鈴 木 昌 敏 （豊橋東）
浅 井　  章 （岡崎）
蜂須賀利雄 （岡崎）
林　  和 夫 （岡崎）
金 山 久 雄 （岡崎）
河 野 治 生 （岡崎）

黒 河  　陽 （岡崎）
内 藤  　淳 （岡崎）
奥 瀬 勇 作 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
佐々木勝巳 （岡崎）
清 水 芳 美 （岡崎）
伴  　征 雄 （豊田）
神 谷 和 利 （豊田）
松 井 博 文 （豊田）
小 野 雅 道 （豊田）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
天 野 精 孝 （岡崎南）
本 間  　毅 （岡崎南）
倉 田  　長 （岡崎南）
三 浦 勝 美 （岡崎南）
中 根 義 雄 （岡崎南）
太 田 進 造 （岡崎南）
岡 田 庸 男 （岡崎南）
池 田  憲治 （豊田西）
長 坂 義 幸 （豊田西）
中 川 俊 治 （豊田西）
足 立 憲 彦 （岡崎東）
足 立 信 雄 （岡崎東）
深 田 昭 彦 （岡崎東）
稲 葉 雅 彦 （岡崎東）
石 原 靖 増 （岡崎東）
池 田  　正 （岡崎東）
三 浦 泰 廣 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
杉 山 正 章 （岡崎東）
水 野 慶 一 （豊田東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
米 本 益 栄 （豊田東）
小 島 哲 夫 （豊田中）
鈴 木 純 子 （豊田中）
梅 村 和 伸 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
稲 垣 和 幸 （安城）
石 川 義 典 （安城）
神 谷 明 文 （安城）
小野内宣行 （安城）
冨 岡 里 美 （安城）
横山真喜男 （安城）
森 田 英 治  （碧南）
川 地 英 明 （知立）
大 高 敏 睦 （西尾K I R A R A）
斎 藤 喬 甫 （西尾K I R A R A）
鈴 木 正 司 （西尾K I R A R A）
高 原  　宏 （西尾K I R A R A）
米 津 長 治 （西尾K I R A R A）
古 居 一 雄 （三河安城）
川浦喜久雄 （三河安城）
杉 山 敏 幸 （三河安城）
竹 内 泰 夫 （三河安城）
山崎圭朋利 （三河安城）

稲 葉 民 安 （半田）
榊 原 秀 光 （半田）
手 島 寿 宏 （半田）
新 美 重 秋 （半田）
太 田 竹 司 （半田）
伊 東 良 夫 （半田）
椴 山 晃 雄 （半田）

高 木  　宏 （半田）
高 村 敦 夫 （東海）
榊 原  　肇 （半田南）
青 木 俊 憲 （一宮）
長谷川勝久 （一宮）
内 藤 寛 一 （一宮）
豊 島 俊 明 （一宮）
山 口 元 彦 （一宮）
鎌 田 芳 彰 （一宮）
日 比 一 昭 （津島）
伊 藤 文 也 （津島）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
早 川 雅 男 （名古屋清須）
高 橋 秀 治 （犬山）
祖父江寿男 （犬山）
小 川 嘉 吉 （犬山）
安 田 新 平 （犬山）
奥 村 正 幸 （犬山）
山 根 雄 司 （犬山）
河 合 美 彦 （小牧）
箕 輪 良 孝 （尾張旭）
若 杉 福 雄 （瀬戸北）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
若山啓太郎 （名古屋南）
多久田達宏 （名古屋南）
木 村 樹 生 （名古屋南）
山 路 兼 生 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
水 野  　裕 （名古屋東南）
伊東與有三 （名古屋東南）
市 原 高 明 （名古屋中）
小笠原   暁 （名古屋中）
坪 井 進 悟 （名古屋中）
鶴 見 俊 成 （名古屋中）
八 神 弘 雄 （名古屋中）
舟 橋 政 男 （名古屋中）
大 浦 泰 博 （名古屋中）
内 藤 貴 雄 （名古屋中）
片 岡 信 恒 （名古屋中）
篭 橋 美 久 （名古屋中）
川 口 小 折 （名古屋大須）
大 原 敏 正 （名古屋大須）
渡 辺 観 永 （名古屋大須）
住 田 正 夫 （名古屋大須）
児 島 徳 和 （名古屋名南）
山 本 郁 矢 （名古屋名南）
中 西 芳 子 （名古屋名南）
林  　隆 二 （名古屋名南）
田 中 省 三 （名古屋名南）
浅 井 泰 夫 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
青 島 邦 夫 （名古屋名駅）
吉 田 正 克 （名古屋北）
水 野 茂 生 （名古屋東）
柏 木  　功 （名古屋東）
柳 澤 幸 輝 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
高橋雄二郎 （名古屋東）
増 田 浩 男 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
佐 藤 正 延 （名古屋守山）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）

三 好  　親 （名古屋千種）
佐久間良治 （名古屋千種）
杉 江 光 明 （名古屋昭和）
田 中 邦 幸 （名古屋昭和）
斎 藤 正 俊 （名古屋昭和）
成 田  　収 （名古屋昭和）
久 田 錦 三 （名古屋昭和）
鈴 木 重 幸 （名古屋昭和）
武儀山勝彦 （名古屋東山）
紅 林 友 昭 （豊橋）
松 井 和 彦 （豊橋）
松 坂 良 太 （豊橋）
松 本 孝 一 （豊橋）
西 田 元 彦 （豊橋）
内 山 典 弘 （豊橋）
山 本 光 人 （豊橋北）
鈴 木 茂 久 （豊橋北）
牧 野 一 郎 （豊川）
寺 部  　元 （豊川）
縣  　保 彦 （豊橋南）
藤 城 俊 明 （豊橋南）
外 山 和 夫 （豊橋ゴールデン）
古 澤 武 雄 （岡崎）
山 本 邦 雄 （岡崎）
本 多 啓 一 （岡崎）
中 根 幹 雄 （岡崎）
服 部 良 男 （岡崎）
杉 浦 恵 造 （岡崎）
斎 藤 直 美 （豊田）
渡 辺 要 市 （岡崎南）
竹 内 照 男 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
浅 岡 謙 治 （岡崎東）
深 津 幸 雄 （岡崎東）
手 嶋  　明 （岡崎東）
小 野 文 憲 （岡崎東）
今 井 啓 介 （豊田東）
杉 浦 英 昭 （豊田東）
石 橋 博 文 （豊田東）
都 築 義 勝 （豊田東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
小 松 正 伸 （豊田東）
服 部 基 一 （豊田東）
太 田 昌 孝 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
小 林 逸 朗 （安城）
伊 藤 隆 夫 （安城）
石 原  　昭 （安城）
原田慶三郎 （安城）
鳥 居 清 澄 （西尾）
鈴 木 並 生  （碧南）
杉 浦 健 次  （碧南）
杉 浦 晴 彦  （碧南）
大 橋  　均 （知立）
野 村 賢 孝 （知立）
宮 地 喜 良 （西尾K I R A R A）
後 藤 利 之 （西尾K I R A R A）
三 浦 隆 司 （西尾K I R A R A）
石 川 勝 雄 （西尾K I R A R A）
天 野 行 夫 （西尾K I R A R A）
高 原  　宏 （西尾K I R A R A）
斎 藤 喬 甫 （西尾K I R A R A）
渡 邊 真 一 （三河安城）

伊 吹 治 郎 （三河安城）
稲 垣  　靖 （三河安城）
柵 木 政 美 （三河安城）
山 口 恭 正 （三河安城）
小西紀久雄 （三河安城）
森 田 勝 己 （三河安城）
杉浦眞理子 （三河安城）
西 尾 四 郎 （三河安城）
丹 羽  　修 （三河安城）
鳥 居 剛 育 （三河安城）
畔 柳 弘 文 （三河安城）
平 子 昭 三 （三河安城）
矢 田 良 一 （三河安城）

金 澤 憲 二 （半田）
神 戸 信 寅 （半田）
松 本 順 子 （半田）
新 美 忠 夫 （半田）
小 栗 孝 久 （半田）
鈴村せつ子 （半田）
鈴 木 千 里 （半田）
冨  　武 司 （半田）
内 田 榮 一 （半田）
中 村  　巌 （一宮）
佐 分 啓 二 （一宮）
關 戸  　潔 （一宮）
堀 江 承 元 （あま）
岩 島 裕 芳 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
佐 藤  　明 （あま）
櫻 井 利 夫 （名古屋清須）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
森　　   眞 （一宮中央）
永 田  　正 （一宮中央）
山 中 建 策 （一宮中央）
安 達 英 昭 （犬山）
青 山 佳 高 （犬山）
平 林 米 司 （犬山）
日比野良太郎 （犬山）
伊 藤  　隆 （犬山）
紀 藤 政 司 （犬山）
宮 岡 克 年 （犬山）
岡 田 雅 隆 （犬山）
安 田 宗 平 （犬山）
古 田 嘉 且 （江南）
河 合 美 彦 （小牧）
松 下 洋 一 （尾張旭）
柴 田  　伸 （瀬戸北）
盛 田 和 昭 （名古屋）
福 山  　衛 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
宮 田 松 英 （名古屋南）
坪 井 良 憲 （名古屋南）
鷲 見  　弘 （名古屋南）
渡 邉 将 人 （名古屋南）
吉 田 春 樹 （名古屋南）
伊東與有三 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
荒 川 雅 義 （名古屋中）
早 瀬 孝 文 （名古屋中）
古 田 昭 臣 （名古屋中）
石 原 寿 生 （名古屋中）

加瀬英比古 （名古屋中）
金 森 伸 夫 （名古屋中）
纐 纈 正 剛 （名古屋中）
近 藤 直 樹 （名古屋中）
宮 内  　誠 （名古屋中）
永 野 光 容 （名古屋中）
岡 崎  　亨 （名古屋中）
佐 藤 友 治 （名古屋中）
鈴木謙一郎 （名古屋中）
田ヶ原昭弘 （名古屋中）
鵜 飼 耕 三 （名古屋中）
山 口  　眞 （名古屋中）
山 口  　忍 （名古屋中）
𠮷𠮷 田 敬 岳 （名古屋中）
平 沼 里 子 （名古屋名南）
猪 村 美 之 （名古屋名南）
木 村  　猛 （名古屋名南）
小 山 愼 介 （名古屋名南）
長 尾 浅𠮷𠮷𠮷 （名古屋名南）
野々村憲吾 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
鈴 木  　享 （名古屋名南）
藤 井 圓 隆 （名古屋名駅）
小室健次郎 （名古屋名駅）
丹 羽 俊 文 （名古屋名駅）
岡 本 敏 男 （名古屋名駅）
大 橋 昭 治 （名古屋名駅）
寺 島 洋 治 （名古屋名駅）
堀 田 正 夫 （名古屋北）
中 島  　實 （名古屋北）
水 野 茂 生 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
椙 山 正 弘 （名古屋東）
高橋雄二郎 （名古屋東）
梅 村 清 弘 （名古屋東）
渡 辺 英 信 （名古屋東）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
奥  　佳 澄 （名古屋名東）
遠 藤 友 彦 （名古屋名北）
松 居 敬 二 （名古屋千種）
木 下  　実 （名古屋昭和）
前 田 圭 佑 （名古屋昭和）
上 野  　広 （名古屋昭和）
長谷川正孝 （名古屋錦）
松 井 由 次 （豊橋北）
佐 藤 元 彦 （豊橋北）
神 谷 親 典 （豊川）
大 澤 輝 秀 （豊川）
戸 田 俊 晴 （豊川）
吉 川 庄 三 （豊川）
別 所 淳 二 （田原）
河 辺 勝 巳 （田原）
松 井  　昭 （田原）
宮 木 幸 彦 （田原）
冨 田 雅 則 （田原）
安 田 幸 雄 （田原）
木 下  　治 （豊橋南）
加 山 昌 弘 （豊川宝飯）
外 山 和 夫 （豊橋ゴールデン）
高 林 保 夫 （豊橋ゴールデン）
宇 藤  　信 （豊橋ゴールデン）
松 井 準 治 （田原パシフィック）

尾 原  　脩 （田原パシフィック）
鈴 木 照 幸 （田原パシフィック）
天 野 恵 一 （岡崎）
青 木 勇 作 （岡崎）
林  　和 夫 （岡崎）
伊 藤 公 正 （岡崎）
梶 川 志 郎 （岡崎）
水 野 周 久  （岡崎）
三 嶋  　勉 （岡崎）
丹 羽 良 治 （岡崎）
大 原 達 志 （岡崎）
杉 浦  　皓 （岡崎）
早 川 文 喜 （豊田）
横 山 眞 久 （豊田）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
蒲 野 良 雄 （岡崎南）
畔 柳 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
小 幡 輝 雄 （豊田西）
神 尾 英 雄 （岡崎東）
小 出 元 治 （岡崎東）
草 野 信 隆 （岡崎東）
杉 田 雄 男 （岡崎東）
山 内 隆 一 （岡崎東）
福 岡  　治 （豊田東）
梅 村 憲 一 （豊田東）
有 馬 惟 夫 （岡崎城南）
福 岡 輝 夫 （豊田中）
伊 藤 敦 夫 （豊田中）
猪 狩  　蔵 （豊田中）
加 藤 照 夫 （豊田中）
中 垣 幸 春 （豊田中）
大 塚 哲 夫 （豊田中）
桜 井  　博 （豊田中）
鈴 木  　寛 （豊田中）
権 田 鋹 弘 （刈谷）
太田宗一郎 （刈谷）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
藤 井 英 樹 （安城）
水 野  　学 （安城）
奥 田 法 行 （安城）
寺 田 孝 司 （安城）
鳥 居 博 行 （安城）
小 澤 育 史 （西尾）
鳥 居 清 澄 （西尾）
加 藤 良 邦  （碧南）
小 出 道 治  （西尾一色）
岩 瀬 清 彦 （西尾K I R A R A）
石 川 勝 雄 （西尾K I R A R A）
後 藤 利 之 （西尾K I R A R A）
宮 地 喜 良 （西尾K I R A R A）
三 浦 隆 司 （西尾K I R A R A）
大須賀慶一 （西尾K I R A R A）
鈴 木 昭 夫 （西尾K I R A R A）
杉 浦 正 昭 （西尾K I R A R A）
安 藤  　毅 （三河安城）
深 津 茂 樹 （三河安城）
畔 柳 芳 夫 （三河安城）
丸山今朝三 （三河安城）
待 田 和 宏 （三河安城）
成 田  　徹 （三河安城）
長 坂  　誠 （三河安城）
小 野  　郁 （三河安城）

斎 藤  　博 （三河安城）
田 村  　脩 （三河安城）
横 山 夕 葉 （三河安城）

鈴 木 丈 雄 （半田）
水 野 隆 芳 （半田）
松 石 奉 之 （半田）
酒 井 良 輔 （半田）
山 﨑 正 夫 （半田）
青 井 雅 純 （半田）
畑 中 雅 之 （半田）
竹 内 俊 介 （半田）
岡 戸 伍 弌 （半田）
川 口 新 平 （半田）
前 田 佳 男 （半田）
山 内 和 之 （半田）
青 山 佳 裕 （一宮）
林  　隆 春 （一宮）
光 嵜 賢 一 （一宮）
則 竹 伸 也 （一宮）
伊 藤 幸 一 （一宮）
長谷部敏克 （一宮）
北 野 庸 夫 （あま）
佐 藤  　明 （あま）
北 野 庸 夫 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
鈴 木 正 徳 （あま）
加 藤 憲 治 （あま）
櫻 井 利 夫 （名古屋清須）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
長 橋 國 和 （一宮中央）
小 島 三 男 （一宮中央）
鹿 島 兼 一 （一宮中央）
加 藤 辰 巳 （一宮中央）
吉 田  　洋 （犬山）
近 藤 斉 宏 （犬山）
清 野 允 中 （江南）
福 田 清 成 （江南）
河 合 美 彦 （小牧）
風 岡 保 宏 （春日井）
杉 山 仁 朗 （瀬戸北）
堀 田  　徹 （名古屋城北）
内 田 安 彦 （名古屋南）
櫻 井  　繁 （名古屋南）
佐分利清信 （名古屋南）
村 上  　斎 （名古屋南）
橋 元 幸 次 （名古屋南）
後 藤 正 憲 （名古屋南）
池　　   潤 （名古屋南）
林  　幸 春 （名古屋南）
嶺 木 昌 行 （名古屋南）
桂  　洋 司 （名古屋南）
近 藤 雅 夫 （名古屋南）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
伊東與有三 （名古屋東南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
吉 水 正 溥 （名古屋東南）
市 原 高 明 （名古屋中）
小笠原   暁 （名古屋中）
坪 井 進 悟 （名古屋中）
鶴 見 俊 成 （名古屋中）
八 神 弘 雄 （名古屋中）

松 原 秀 樹 （名古屋中）
渡 邊 樹 志 （名古屋中）
榊 原 克 典 （名古屋中）
小 栗 成 男 （名古屋中）
山 口 正 孝 （名古屋大須）
岡 田 尚 彦 （名古屋大須）
岩 崎 征 一 （名古屋大須）
田 中 一 雄 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
川 村 繁 生 （名古屋名南）
白 藤 憲 雄 （名古屋名南）
林  　隆 二 （名古屋名南）
深 澤 良 介 （名古屋名駅）
隅 田 耕 市 （名古屋名駅）
中 島  　実 （名古屋北）
内 藤 秀 樹 （名古屋北）
増 田 浩 男 （名古屋東）
東 谷 昌 彦 （名古屋東）
澤  　國 生 （名古屋東）
多和田   武 （名古屋東）
新 美 宣 英 （名古屋東）
千 田  　毅 （名古屋東）
余 語 郁 夫 （名古屋東）
渡 辺 英 信 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
平 松 征 男 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
本田伸太郎 （名古屋東）
天 野 清 美 （名古屋和合）
池 森 由 幸 （名古屋千種）
西 川 豊 長 （名古屋千種）
小 山 雅 弘 （名古屋千種）
山 田 敏 雄 （名古屋昭和）
鈴 木 真 司 （名古屋昭和）
上 野  　広 （名古屋昭和）
伊 丹 惣 三 （名古屋昭和）
林  　光 夫 （名古屋錦）
山 田 亨 司 （豊橋）
縣  　政 行 （豊橋）
飯 沼 雅 朗 （蒲郡）
竹 内 稔 弘 （豊橋北）
土 井 松 男 （豊橋北）
鈴木大次郎 （豊橋北）
匹 田 雅 久 （豊橋北）
岩瀬淳一郎 （豊川）
樋 口 俊 寛 （豊川）
河 辺 純 夫 （田原）
藤 井 國 弘 （田原）
天野英一郎 （田原）
冨 田 雅 則 （田原）
水 野 太 一 （豊川宝飯）
鈴 木 雅 博 （豊橋ゴールデン）
古 橋 一 毅 （田原パシフィック）
柴 田 憲 一 （豊橋東）
中 村 重 嗣 （岡崎）
加 藤 博 己 （岡崎）
吉 川 正 敏 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
岩 瀬 敬 紀 （岡崎）
安 藤 光 淵 （岡崎）
岩 月 一 郎 （岡崎）
岩 月 昭 佳 （岡崎）

加 藤 信 吾 （岡崎）
大 原 達 志 （岡崎）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
近 藤 千 雅 （岡崎南）
小久保文雄 （岡崎南）
山 本 雅 樹 （岡崎南）
岡 田 庸 男 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
青 山 俊 次 （岡崎東）
新 浪 勝 也 （岡崎東）
仙 波  　泉 （岡崎東）
野 村 政 弘 （岡崎東）
深 田 昭 彦 （岡崎東）
足 立 汎 和 （岡崎東）
鈴 木 敬 一 （豊田東）
塚 田 和 也 （豊田中）
木 戸 重 信 （豊田中）
石 黒 元 隆 （豊田中）
小久保茂樹 （豊田中）
梅 村 和 伸 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
市 川 裕 大 （刈谷）
神 谷  　研 （安城）
戸 谷  　央 （安城）
横山真喜男 （安城）
石 川 義 典 （安城）
神 谷 明 文 （安城）
冨 岡 里 美 （安城）
小野内宣行 （安城）
伊 藤 富 義 （西尾）
奥 谷 弘 和  （碧南）
加藤丈太郎  （碧南）
新 美  　孝  （碧南）
中 根 佑 治  （碧南）
樅 山 善 久  （碧南）
植 松 敏 樹  （碧南）
宮 地 俊 夫 （知立）
川 地 英 明 （知立）
高 須  　匀 （西尾K I R A R A）
朴  　壽 子 （西尾K I R A R A）
岩 瀬 清 彦 （西尾K I R A R A）
大須賀慶一 （西尾K I R A R A）
鈴 木 昭 夫 （西尾K I R A R A）
木 村 恭 子 （三河安城）
山 本 彰 秀 （三河安城）
川浦喜久雄 （三河安城）
竹 内 泰 夫 （三河安城）
杉 山 敏 幸 （三河安城）
山崎圭朋利 （三河安城）

手 島 寿 宏 （半田）
稲 葉 民 安 （半田）
平 林 伸 康 （半田）
高 木 利 定 （半田）
森 田  　亨 （半田）
椴 山 晃 雄 （半田）
伊 東 良 夫 （半田）
高 木  　宏 （半田）
杉 浦 三 郎 （半田）
榊 原 明 美 （半田）
寺 田  　諭 （大府）
相 羽 英 人 （大府）

青 木 俊 憲 （一宮）
長谷川勝久 （一宮）
内 藤 寛 一 （一宮）
豊 島 半 七 （一宮）
日 比 一 昭 （津島）
林  　冏 成 （一宮北）
松 原 幹 彦 （一宮北）
豊 島 德 三 （一宮北）
佐 藤  　明 （あま）
渡 辺  　均 （あま）
真 木 伸 一 （あま）
田 中 茂 生 （犬山）
井 川 光 雄 （犬山）
小 川 征 一 （犬山）
山 根 雄 司 （犬山）
奥 村 正 幸 （犬山）
千 田 昌 宏 （犬山）
清 野 允 中 （江南）
大嶋一二三 （尾張旭）
内 藤 弘 康 （名古屋）
多久田達宏 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
若山啓太郎 （名古屋南）
木 村 樹 生 （名古屋南）
宮 田 松 英 （名古屋南）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
梅 田 武 久 （名古屋みなと）
山 田 幸 一 （名古屋みなと）
早 瀬 孝 文 （名古屋中）
吉 田 敬 岳 （名古屋中）
岡 崎  　亨 （名古屋中）
田ヶ原昭弘 （名古屋中）
鈴木謙一郎 （名古屋中）
荒 川 雅 義 （名古屋中）
金 森 伸 夫 （名古屋中）
永 野 光 容 （名古屋中）
石 原 寿 生 （名古屋中）
佐 藤 友 治 （名古屋中）
山 口  　忍 （名古屋中）
近 藤 直 樹 （名古屋中）
宮 内  　誠 （名古屋中）
山 口 正 孝 （名古屋大須）
大 原 敏 正 （名古屋大須）
住 田 正 夫 （名古屋大須）
榊 原 和 美 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
川 辺 清 次 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
林  　隆 二 （名古屋名南）
田 口  　望 （名古屋名駅）
石 黒  　隆 （名古屋名駅）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
中 島  　実 （名古屋北）
増 田 浩 男 （名古屋東）
澤  　國 生 （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
新 実 宣 英 （名古屋東）
栁 澤 幸 輝 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
千 田  　毅 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
重 冨　  亮 （名古屋守山）

佐 藤 正 延 （名古屋守山）
星川須美子 （名古屋名北）
星 川 直 志 （名古屋名北）
鈴 木 理 之 （名古屋千種）
田 中 邦 幸 （名古屋昭和）
杉 江 光 明（名古屋昭和）
上 野　  広（名古屋昭和）
横 田 幸 三（名古屋昭和）
鈴 木 重 幸 （名古屋昭和）
三 浦 俊 彦 （名古屋錦）
高 橋 譲 二 （豊橋）
松 坂 良 太 （豊橋）
佐 藤 元 彦 （豊橋北）
伴　　   實 （豊橋北）
竹 本 尚 美 （豊川）
大 澤 輝 秀 （豊川）
藤 井 國 弘 （田原）
伴  　辰 三 （豊川宝飯）
内 藤 泰 通 （豊川宝飯）
柴 田  　勝 （豊川宝飯）
縣  　保 彦 （豊橋南）
足 立 健 一 （豊橋南）
山 本 雅 久 （豊橋ゴールデン）
市 川 朝 洋 （豊橋ゴールデン）
牧 野 政 雄 （豊橋ゴールデン）
岡 本 久 永 （豊橋ゴールデン）
荻 須 文 一 （岡崎）
林  　和 夫 （岡崎）
大 原 達 志 （岡崎）
菅 井 龍 一 （岡崎）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
中 川 俊 治 （豊田西）
橋 本 義 紀 （岡崎東）
梅 村 順 一 （岡崎東）
市 川 幾 雄 （岡崎東）
生 駒 尚 久 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
草 野 信 隆 （岡崎東）
河 合 英 二 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
小 林 逸 朗 （安城）
石 川  　博 （安城）
竹 内 博 之 （知立）
杉 浦 正 昭 （西尾K I R A R A）
高 須  　匀 （西尾K I R A R A）
渡 邊 真 一 （三河安城）

古 市 晃 久 （半田）
榊 原 秀 光 （半田）
榊 原 正 治 （半田）
新 美 重 秋 （半田）
新 美 忠 夫 （半田）
小 栗 孝 久 （半田）
神 戸 信 寅 （半田）
内 田 榮 一 （半田）
水野八洲男 （半田）
杉 原 康 男 （東知多）
滝  　善 蔵 （一宮）
関 戸  　徹 （一宮）
森  　俊 夫 （一宮）
松 原 直 次 （一宮）

梯  　國 彦 （一宮）
關 戸  　潔 （一宮）
佐 分 啓 二 （一宮）
加 藤 隆 朗 （津島）
岡 田 義 夫 （稲沢）
西 川 広 樹 （あま）
北 野 庸 夫 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
佐 藤  　明 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
水 上 恵 一 （尾張中央）
森　　   眞 （一宮中央）
梶 川 増 蔵 （犬山）
原  　正 男 （犬山）
河 田 敏 和 （犬山）
板 津 英 基 （犬山）
清 野 允 中 （江南）
河 村 金 明 （岩倉）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
坪 井 良 憲 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
内 田 安 彦 （名古屋南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
杉 浦 康 晴 （名古屋中）
山 田 典 廣 （名古屋中）
松 原 秀 樹 （名古屋中）
小 栗 成 男 （名古屋中）
梶 田  　知 （名古屋中）
榊 原 克 典 （名古屋中）
渡 邊 樹 志 （名古屋中）
遠 山 堯 郎 （名古屋瑞穂）
川 口 小 折 （名古屋大須）
照 井  　栞 （名古屋大須）
住 田 正 夫 （名古屋大須）
小笠原和俊 （名古屋大須）
新 原  　尚 （名古屋名南）
川 村 勝 廣 （名古屋名駅）
小 崎 誠 三 （名古屋名駅）
大 川  　宏 （名古屋名駅）
大 橋 昭 治 （名古屋名駅）
寺 島 洋 治 （名古屋名駅）
和 田 直 美 （名古屋丸の内）
西 川  　博 （名古屋丸の内）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
中 島  　實 （名古屋北）
中 村 陽 公 （名古屋北）
増 田 浩 男 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
滑  　尚 真 （名古屋守山）
服 部  　力 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
齊 藤 英 夫 （名古屋名東）
遠 藤 友 彦 （名古屋名北）
伊 藤 健 文 （名古屋千種）
竹 内 眞 三 （名古屋千種）
佐久間良治 （名古屋千種）
神 田 正 勝 （名古屋昭和）
有 本  　勝 （名古屋昭和）
長谷川周義 （名古屋錦）
武 田 正 典 （名古屋錦）
金 田 英 和 （名古屋東山）

佐々木利政 （豊橋）
牧 野  　渉 （豊橋）
石 川 顕 次 （豊橋北）
高 倉 宣 夫 （豊橋北）
榊 原 周 造 （豊橋南）
磯 村 秀 樹 （豊橋南）
吉 野 勝 己 （豊橋南）
原 田 邦 夫 （豊川宝飯）
滝 下  　勲 （豊川宝飯）
高 橋 英 昭 （豊橋ゴールデン）
山 口 幹 夫 （豊橋ゴールデン）
福 沢 省 吾 （豊橋ゴールデン）
外 山 和 夫 （豊橋ゴールデン）
古 田 勝 美 （田原パシフィック）
河辺虎太郎 （田原パシフィック）
柴 田  　清 （田原パシフィック）
平 野 義 郎 （田原パシフィック）
小 林 佳 雄 （豊橋東）
満 田  　稔 （豊橋東）
蜂須賀利雄 （岡崎）
杉 浦 恵 造 （岡崎）
本 多 啓 一 （岡崎）
青 木 勇 作 （岡崎）
河 野 治 生 （岡崎）
浅 井  　章 （岡崎）
服 部 良 男 （岡崎）
三 浦 泰 秀 （岡崎）
加 藤 博 巳 （岡崎）
金 山 久 雄 （岡崎）
丹 羽 良 治 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
梅 村 正 明 （豊田）
杉 浦 正 典 （豊田）
酒 井 法 丈 （豊田）
丸 井 俊 裕 （豊田）
神 谷 和 利 （豊田）
奥 田 清 仁 （豊田）
鈴 木 元 弘 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
鈴 村 幸 伸 （豊田）
光 岡 新 吾 （豊田）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
斉 藤 直 美 （豊田）
磯 貝 和 汪 （岡崎南）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
伊 藤 恭 弘 （岡崎南）
本 間 英 晴 （岡崎南）
犬 塚 克 明 （岡崎南）
杉 田 雅 樹 （岡崎南）
今 泉 孝 一 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
髙 木 政 次 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
深 田 昭 彦 （岡崎東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
永 井 量 基 （岡崎城南）
伊 藤 敦 夫 （豊田中）
石 黒 元 隆 （豊田中）
権 田 鋹 弘 （刈谷）
大 音 祖 瑛 （刈谷）
市 川 裕 大 （刈谷）
稲 垣  　淳 （安城）
市 川  　護 （安城）

加 藤 正 人 （安城）
奥 田 法 行 （安城）
寺 田 孝 司 （安城）
藤 井 英 樹 （安城）
黒 田 正 志 （西尾）
榊 原 勝 俊 （西尾）
田 中 正 規 （西尾）
杉 浦 明 博 （西尾）
長 田 銑 司  （碧南）
新 美 真 司  （碧南）
伊 藤 正 幸  （碧南）
中 川  　敦 （知立）
青 山 弦 八 （西尾K I R A R A）
山 本 俊 明 （西尾K I R A R A）
山 本 裕 充 （西尾K I R A R A）
杉 浦 義 利 （西尾K I R A R A）
寺 部 保 美 （三河安城）
犬 束 信 一 （三河安城）
成 田  　徹 （三河安城）
小 野  　郁 （三河安城）
深 津 茂 樹 （三河安城）
齋 藤  　博 （三河安城）
田 村  　脩 （三河安城）
横 山 夕 葉 （三河安城）
待 田 和 宏 （三河安城）

澤 田 好 伸 （半田）
山 﨑 正 夫 （半田）
鈴村せつ子 （半田）
金 澤 憲 二 （半田）
松 本 順 子 （半田）
畑 中 雅 之 （半田）
川 口 新 平 （半田）
竹 内 俊 介 （半田）
山 内 和 之 （半田）
小嶋真一郎 （東海）
林  　隆 春 （一宮）
青 山 佳 裕 （一宮）
松 崎 安 孝 （津島）
石 田 智 彦 （あま）
栗 木 和 夫 （あま）
児 玉 憲 之 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
山 田 幹 夫 （あま）
伊藤恒二郎 （一宮中央）
小 島 三 男 （一宮中央）
長 橋 國 和 （一宮中央）
日比野万喜男 （犬山）
吉 野 育 志 （犬山）
小 川 宏 嗣 （犬山）
田中進一郎 （犬山）
安 田 新 平 （犬山）
近 藤 斉 宏 （犬山）
倉 知 正 憲 （江南）
庄 田 元 久 （江南）
清 野 允 中 （江南）
照 井 通 夫 （名古屋空港）
栗 田 和 典 （名古屋空港）
小 澤  　修 （瀬戸北）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
浅 原 光 男 （名古屋南）
澤田伊三夫 （名古屋南）

眞 野 乘 史 （名古屋南）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
伊東與有三 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
東  　俊 輝 （名古屋中）
立 松 洋 司 （名古屋中）
岩 月 雅 章 （名古屋中）
小 島 祐 助 （名古屋中）
松本健一郎 （名古屋中）
髙 須 洋 志 （名古屋瑞穂）
堀  　慎 治 （名古屋瑞穂）
岩 田 修 司 （名古屋瑞穂）
岡 田 尚 彦 （名古屋大須）
岩 崎 征 一 （名古屋大須）
羽田野道明 （名古屋栄）
長 瀬  　諭 （名古屋栄）
加 藤 英 敏 （名古屋名南）
細 井 俊 男 （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
入 谷 直 行 （名古屋名南）
中 西 芳 子 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
中 野  　健 （名古屋名駅）
神 野 重 行 （名古屋名駅）
小 原 新 一 （名古屋名駅）
盛 田 兼 由 （名古屋名駅）
小室健次郎 （名古屋名駅）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
中 島  　實 （名古屋北）
水 野𠮷𠮷𠮷 紹 （名古屋北）
田 嶋 好 博 （名古屋北）
田 中 正 樹 （名古屋北）
内 藤 秀 樹 （名古屋北）
高 橋  　巌 （名古屋東）
浅 見  　勲 （名古屋東）
柏 木  　功 （名古屋東）
本 多  　満 （名古屋東）
新 実 宣 英 （名古屋東）
栁 澤 幸 輝 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
平 松 征 男 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
増 田 浩 男 （名古屋東）
本田伸太郎 （名古屋東）
伊 藤 陽 介 （名古屋守山）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
佐 藤 良 一 （名古屋守山）
河 本  　力 （名古屋守山）
平  　民 三 （名古屋名東）
小 林 英 毅 （名古屋千種）
萩原喜代子 （名古屋千種）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）
堀 江 宏 輝 （名古屋千種）
宮 尾 紘 司 （名古屋千種）
大 矢 英 憲 （名古屋昭和）
髙 橋  　進 （名古屋昭和）
金 田 英 和 （名古屋東山）
山 城 章 治 （名古屋東山）
飯 島  　卓 （蒲郡）

佐 藤 元 彦 （豊橋北）
西 村 良 彦 （豊橋北）
中西喜久雄 （豊橋北）
鳥 居 信 行 （豊川）
鈴 木 榮 一 （豊川）
吉 川 庄 三 （豊川）
大 澤 輝 秀 （豊川）
塩之谷   昌 （豊橋南）
真 野 善 和 （豊橋ゴールデン）
西 郷 隆 治 （豊橋ゴールデン）
谷 村 泰 裕 （豊橋ゴールデン）
天 野 惠 一 （岡崎）
深 田 達 彦 （岡崎）
峰 澤 彰 宏 （岡崎）
林  　和 夫 （岡崎）
櫻 井 敬 子 （岡崎）
加 藤 博 巳 （岡崎）
畔 柳 春 雄 （岡崎）
中 村 重 嗣 （岡崎）
岡 田 勝 美 （豊田）
鈴 木 秀 和 （豊田）
孕 石 邦 雄 （豊田）
河 木 照 雄 （豊田）
小 野 雅 道 （豊田）
小島洋一郎 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
野 口 明 生 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
岡 田 光 司 （岡崎南）
藤 田 正 彦 （岡崎南）
鈴 木 康 之 （岡崎南）
高 橋 正 直 （岡崎南）
三 浦 勝 美 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
岩 月 鋹 廣 （岡崎東）
小 林 清 文 （岡崎東）
野 村 政 弘 （岡崎東）
小木曽   進 （岡崎東）
草 野 信 隆 （岡崎東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
桐 渕 利 次 （岡崎城南）
伊 藤 敦 夫 （豊田中）
中 條 善 朗 （豊田中）
和 泉 房 枝 （豊田中）
加 藤 英 二 （刈谷）
太田宗一郎 （刈谷）
山 口  　研 （安城）
内 藤 教 恵 （安城）
神 谷  　研 （安城）
戸 谷  　央 （安城）
鳥 居 博 行 （安城）
山 﨑 秀 夫 （西尾）
山 中 寛 紀  （碧南）
石 橋 嘉 彦  （碧南）
早 川 岩 男 （知立）
中 川  　敦 （知立）
大 橋  　均 （知立）
川 地 英 明 （知立）
清  　克 行 （西尾K I R A R A）
榊 原 利 夫 （西尾K I R A R A）
長 谷 収 一 （西尾K I R A R A）

中 根 勝 美 （西尾K I R A R A）
沓名由美子 （三河安城）
大 見 和 志 （三河安城）
木 村 恭 子 （三河安城）
山 本 彰 秀 （三河安城）

青 葉 憲 一 （半田）
水 野 隆 芳 （半田）
松 石 奉 之 （半田）
酒 井 良 輔 （半田）
平 林 伸 康 （半田）
青 井 雅 純 （半田）
森 田  　亨 （半田）
伊 東 良 夫 （半田）
椴 山 晃 雄 （半田）
杉 浦 三 郎 （半田）
永 田 明 世 （半田南）
都 築 利 全 （半田南）
榊 原 邦 彦 （半田南）
新 美  　茂 （半田南）
森  　隆 彦 （一宮）
山 上 哲 司 （一宮）
鈴 木 洋 志 （一宮）
佐々木久直 （一宮）
坂井田敏行 （一宮）
大 森 輝 英 （一宮）
宮 田 智 司 （一宮）
桑 原 英 寿 （一宮）
石 黒 敬 康 （一宮）
浅 野  　一 （一宮）
横 井 知 代 （津島）
八 谷 潤 一 （津島）
西 尾 輝 久 （尾張旭）
児 玉 憲 之 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
鈴 木 正 徳 （あま）
森 田 堅 一 （名古屋清須）
稲 垣 圭 次 （犬山）
松 平 實 胤 （犬山）
杉 浦 賢 二 （江南）
山 田  　猛 （江南）
清 野 允 中 （江南）
社 本 太 郎 （春日井）
若 杉 福 雄 （瀬戸北）
鈴 木 晴 季 （瀬戸北）
于　　   咏 （愛知ロータリーE クラブ）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
岡 田 英 彦 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
杉 江 豊 文 （名古屋みなと）
斉 藤 捷 昭 （名古屋みなと）
栢 森 雅 勝 （名古屋みなと）
水 野 恒 平 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
牧 野 弘 明 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
山 田 典 廣 （名古屋中）
杉 浦 康 晴 （名古屋中）
王     　 偉 （名古屋中）
安 田 照 幸 （名古屋中）
梁 川 誠 市 （名古屋中）

北 村 栄 治 （名古屋中）
相 羽 康 人 （名古屋中）
平 松 久 明 （名古屋中）
服 部 浩 明 （名古屋中）
近 藤 明 美 （名古屋大須）
木 下 福 郎 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
久 米 伸 治 （名古屋名南）
伊 藤 圭 一 （名古屋名南）
鈴 木  　享 （名古屋名南）
清 水 順 二 （名古屋名駅）
日比野三吉彦 （名古屋名駅）
川 村 勝 廣 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
石 黒  　隆 （名古屋名駅）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
棚 橋 鎌 次 （名古屋東）
浅 見  　勲 （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
椙 山 正 弘 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
鈴 木 建 吾 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
新 実 宣 英 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
森藤左ヱ門 （名古屋守山）
長瀬輝代之 （名古屋守山）
𠮷𠮷 田 正 道 （名古屋和合）
平  　民 三 （名古屋名東）
池 森 由 幸 （名古屋千種）
三 好  　親 （名古屋千種）
吉 田 節 美 （名古屋千種）
大 口 弘 和 （名古屋千種）
田 中 邦 幸 （名古屋昭和）
前 田 圭 佑 （名古屋昭和）
長谷川周義 （名古屋錦）
金 田 英 和 （名古屋東山）
鈴 木 行 久 （豊橋北）
山 本 光 人 （豊橋北）
福 井 英 示 （豊橋北）
戸 田 俊 晴 （豊川）
森 田 雅 人 （田原）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
縣  　保 彦 （豊橋南）
吉 川 一 弘 （豊橋ゴールデン）
若 林 正 治 （豊橋ゴールデン）
荻 須 文 一 （岡崎）
水 野 周 久 （岡崎）
野 田 篤 文 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
丹 羽 良 治 （岡崎）
梅 村 泰 弘 （豊田）
小 幡 鋹 伸 （豊田）
横 山 眞 久 （豊田）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
伊豫田   浩 （岡崎南）
大 村 栄 治 （岡崎南）

中 嶋 昭 史 （岡崎南）
新 浪 勝 也 （岡崎東）
原 田 耕 平 （岡崎東）
池 田  　正 （岡崎東）
足 立 汎 和 （岡崎東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
本 多  　幹 （豊田中）
中 條 善 朗 （豊田中）
猪 狩  　蔵 （豊田中）
浅岡多田志 （豊田中）
市 川 裕 大 （刈谷）
松 本 隆 利 （安城）
深 津 正 則 （安城）
山 中 寛 紀  （碧南）
奥 田 雪 雄  （碧南）
森 田 英 治  （碧南）
新 美  　孝  （碧南）
田 代 清 一 （高浜）
安 井 喜 秀 （知立）
中 川  　敦 （知立）
高 須  　光 （西尾K I R A R A）
新 海 雄 二 （西尾K I R A R A）
三 治 信 芳 （西尾K I R A R A）
太 髙 純 治 （西尾K I R A R A）
青 山 弦 八 （西尾K I R A R A）
杉 浦 義 利 （西尾K I R A R A）
山 本 俊 明 （西尾K I R A R A）
山 本 裕 充 （西尾K I R A R A）
山 本 雅 仁 （三河安城）
水 谷  　存 （三河安城）
下 村 幸 真 （三河安城）

加 藤 順 三 （半田）
榊 原 敦 史 （半田）
小 栗 宏 次 （半田）
古 市 晃 久 （半田）
小 栗 利 朗 （半田）
手 島 寿 宏 （半田）
榊 原 正 治 （半田）
新 美 忠 夫 （半田）
内 田 榮 一 （半田）
松 林 信 吾 （半田南）
森  　俊 夫 （一宮）
松 原 直 次 （一宮）
関 戸  　徹 （一宮）
滝  　善 蔵 （一宮）
加 藤 隆 朗 （津島）
豊 島 德 三 （一宮北）
黒 川 元 則 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
鷲 見 好 弘 （名古屋清須）
松 本 正 暢 （一宮中央）
住野龍之介 （犬山）
松 平 實 胤 （犬山）
野 倉 達 雄 （犬山）
奥 村 正 幸 （犬山）
倉 知 正 憲 （江南）
橋 本 晃 暢 （小牧）
河 村 嘉 男 （小牧）
山 田 直 樹 （尾張旭）
加 藤 清 久 （尾張旭）
清 水  　勲 （春日井）
須 崎 侑 三 （瀬戸北）

于　　   咏 （愛知ロータリーE クラブ）
後 藤 正 憲 （名古屋南）
橋 元 幸 次 （名古屋南）
林  　幸 春 （名古屋南）
池     　 潤 （名古屋南）
佐分利清信 （名古屋南）
櫻 井  　繁 （名古屋南）
村 上  　斎 （名古屋南）
内 田 安 彦 （名古屋南）
浅 原 光 男 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘  （名古屋南）
近 藤 信 之 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
大 西 弘 高 （名古屋東南）
中 村 規 脩 （名古屋東南）
下 郷 卓 弥 （名古屋東南）
各 務 芳 樹 （名古屋東南）
伊 藤 秀 雄 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
宮 崎  　薫 （名古屋東南）
吉 田 治 伸 （名古屋中）
塩 谷 和 久 （名古屋中）
河 村 嘉 希 （名古屋中）
松本健一郎 （名古屋中）
小 島 祐 助 （名古屋中）
岩 月 雅 章 （名古屋中）
神 野 邦 利 （名古屋大須）
酒 井  　修 （名古屋大須）
髙 木 政 義 （名古屋大須）
照 井  　栞 （名古屋大須）
坂 田 信 子 （名古屋名南）
入 谷 直 行 （名古屋名南）
長 尾 浅 𠮷𠮷（名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
三島多恵子 （名古屋名南）
伊 藤 圭 一 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
藤 井 圓 隆 （名古屋名駅）
田 口  　望 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
深 澤 良 介 （名古屋名駅）
大 橋 昭 治 （名古屋名駅）
森 田 正 樹 （名古屋丸の内）
松尾雄二郎 （名古屋丸の内）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
待 井 雄 介 （名古屋北）
中 島  　實 （名古屋北）
渡 辺 英 信 （名古屋東）
本 多  　満 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
古川善次郎 （名古屋東）
木 村 邦 彦 （名古屋守山）
長瀬輝代之 （名古屋守山）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
竹 尾 祥 子 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）
須 原 茂 樹 （名古屋昭和）
渡 邉 直 樹 （名古屋昭和）

木 下  　実 （名古屋昭和）
加 藤  　厚 （名古屋昭和）
伊 丹 惣 三 （名古屋昭和）
上 野  　広 （名古屋昭和）
長谷川周義 （名古屋錦）
久 野 洋 一 （名古屋東山）
小林三重子 （名古屋東山）
近藤兼治郎 （名古屋東山）
金 田 英 和 （名古屋東山）
羽 田 明 弘 （豊橋北）
小杉幸一郎 （豊橋北）
内 藤 雄 功 （豊川）
石 黒 利 昌 （田原）
榊 原 周 造 （豊橋南）
藤 原 俊 男 （豊橋南）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
金 田 柾 宏 （豊川宝飯）
梅 田 英 樹 （豊橋ゴールデン）
藤 城 民 男 （豊橋ゴールデン）
白 井 正 樹 （豊橋ゴールデン）
杉 原 敏 雄 （豊橋ゴールデン）
高 畑 皓 一 （豊橋ゴールデン）
宮 川 嘉 朗 （豊橋ゴールデン）
渡 邊  　茂 （豊橋東）
柴 田 芳 孝 （岡崎）
南 部  　淳 （岡崎）
酒 部 圭 司 （岡崎）
安 藤 宏 行 （岡崎）
松 原 広 幸 （岡崎）
柴 田 泰 伸 （岡崎）
峰 澤 彰 宏 （岡崎）
古 澤 武 雄 （岡崎）
岩 月 一 郎 （岡崎）
金 山 久 雄 （岡崎）
服 部 良 男 （岡崎）
三 宅 英 臣 （豊田）
後 藤 尚 之 （豊田）
天 野 勝 美 （豊田）
鈴 木 元 弘 （豊田）
光 岡 新 吾 （豊田）
丸 井 俊 裕 （豊田）
奥 田 清 仁 （豊田）
酒 井 法 丈 （豊田）
鈴 村 幸 伸 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
斎 藤 直 美 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
杉 本 義 安 （岡崎南）
志 賀 為 宏 （岡崎南）
奥 村 英 世 （岡崎南）

大須賀予偲子 （岡崎南）
服 部 英 男 （岡崎南）
中川修一郎 （岡崎南）
本 間  　毅 （岡崎南）
小 野  　隆 （岡崎南）
手 嶋  　明 （岡崎東）
山 中  　一 （岡崎東）
山 内 隆 一 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
河 合 芳 弘 （豊田東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
鈴木文三郎 （刈谷）
大 音 祖 瑛 （刈谷）
杉 山 淳 一 （安城）
加 藤 正 人 （安城）
稲 垣  　淳 （安城）
市 川  　護 （安城）
田 中 正 規 （西尾）
山 中 寛 紀 （碧南）
髙 木 秀 夫 （知立）
中 川  　敦 （知立）
大 橋  　均 （知立）
鈴 木 善 和 （西尾K I R A R A）
太田五九郎 （西尾K I R A R A）
細 川 和 好 （西尾K I R A R A）
太 髙 純 治 （西尾K I R A R A）
新 海 雄 二 （西尾K I R A R A）
高 須  　光 （西尾K I R A R A）
加 藤  　宙 （三河安城）
大 見 満 宏 （三河安城）
寺 部 保 美 （三河安城）
伊 藤 敦 夫 （2 7 6 0 その他）

鈴 木 裕 二 （半田）
澤 田 好 伸 （半田）
山 﨑 正 夫 （半田）
鈴村せつ子 （半田）
金 澤 憲 二 （半田）
松 本 順 子 （半田）
畑 中 雅 之 （半田）
竹 内 俊 介 （半田）
川 口 新 平 （半田）
鈴 木 宏 司 （半田南）
青 山 佳 裕 （一宮）
舩 橋 正 員 （一宮） 
関 戸  　徹 （一宮）
篠 田  　廣 （津島）
水 野 憲 司 （一宮北）
山 田 尊 久 （あま）
後 藤 雅 光 （あま）

髙 山  　敏 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
和 田 典 之 （名古屋清須）
大 森  　進 （一宮中央）
大 澤  　渡 （犬山）
髙 橋 秀 治 （犬山）
松 平 實 胤 （犬山）
木 村  　完 （犬山）
森  　弘 好 （江南）
清 野 允 中 （江南）
山 田  　猛 （江南）
大 島 賀 樹 （小牧）
堀 井  　武 （小牧）
松尾憲二郎 （小牧）
濱 口 栄 男 （小牧）
五 藤 隆 夫 （小牧）
于     　 咏 （愛知ロータリーE クラブ）
内 田  　優 （名古屋南）
伊東万樹也 （名古屋南）
眞 野 乘 史 （名古屋南）
岩 田 崇 祺 （名古屋南）
藁谷喜世志 （名古屋東南）
白 木 良 彦 （名古屋東南）
山 口 直 彦 （名古屋東南）
橋 爪  　務 （名古屋東南）
水 野 恒 平 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
柴田裕二郎 （名古屋中）
川 本 浩 史 （名古屋中）
川 口 誉 夫 （名古屋中）
森 田 乾 嗣 （名古屋中）
相 羽 康 人 （名古屋中）
服 部 浩 明 （名古屋中）
平 松 久 明 （名古屋中）
北 村 栄 治 （名古屋中）
王     　 偉 （名古屋中）
梁 川 誠 市 （名古屋中）
安 田 照 幸 （名古屋中）
堀  　慎 治 （名古屋瑞穂）
稲 葉  　徹 （名古屋瑞穂）
鬼 頭 茂 成 （名古屋大須）
岡 田 尚 彦 （名古屋大須）
岩 崎 征 一 （名古屋大須）
原 野 勝 至 （名古屋栄）
加 藤 英 敏 （名古屋名南）
榊 原 和 美 （名古屋名南）
朝比美和子 （名古屋名南）

山 本 郁 矢 （名古屋名南）
木 下 福 郎 （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
伊 藤 圭 一 （名古屋名南）
小酒井比呂志 （名古屋名駅）
清 水 順 二 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
小室健次郎 （名古屋名駅）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
岡 部 （名古屋北）
木 谷 圭 子※ （名古屋東）
本田伸太郎 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
増 田 浩 男 （名古屋東）
長瀬輝代之 （名古屋守山）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
鈴木太刀雄 （名古屋名東）
竹 尾 祥 子 （名古屋名東）
中 込 清 周 （名古屋名東）
北 村 正 和 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
樫 尾 富 二 （名古屋千種）
鈴 木 理 之 （名古屋千種）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）
河 合 芳 光 （豊橋北）
鈴木大次郎 （豊橋北）
佐 藤 矩 朗 （豊橋北）
小 林 康 男 （豊橋北）
田 中 寛 孝 （豊川）
浅 野 修 道 （豊川）
吉 川 庄 三 （豊川）
大 河 直 樹 （田原）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
伊 藤 眞 芳 （豊橋ゴールデン）
大須賀憲太 （豊橋ゴールデン）
石 原 昭 二 （豊橋ゴールデン）
松 崎  　進 （豊橋ゴールデン）
井 上  　穂 （豊橋ゴールデン）
平 野 正 博 （豊橋東）
杉 原 好 洋 （豊橋東）
同 前 仁 史 （岡崎）
藤 原 正 寛 （岡崎）
天 野 惠 一 （岡崎）
吉 川 正 敏 （岡崎）
河 野 治 生 （岡崎）
三 宅 正 恭 （豊田）
村 上 雅 則 （豊田）

杉 浦  　毅 （豊田）
杉 浦 弘 髙 （豊田）
稲 垣 利 彦 （豊田）
神 谷 和 利 （豊田）
河 木 照 雄 （豊田）
小 野 雅 道 （豊田）
孕 石 邦 雄 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
深 津  　篤 （岡崎南）
杉 浦  　彰 （岡崎南）
中 根 克 弘 （岡崎南）
小 野 正 富 （岡崎南）
大久保   武 （岡崎南）
中 根 義 雄 （岡崎南）
太 田 進 造 （岡崎南）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
浅 岡 謙 治 （岡崎東）
野 村 政 弘 （岡崎東）
足 立 汎 和 （岡崎東）
大 澤 六 也 （豊田東）
小 山 章 仁 （岡崎城南）
ꇶ𠮷㻗𠮷㖡𠮷ꋝ （名古屋宮の杜）
𠮷𠮷 原 孝 彦 （刈谷）
市 川 裕 大 （刈谷）
成 田 孝 則 （安城）
恒 川 憲 一 （安城）
青 山 竜 也 （安城）
内 藤 教 恵 （安城）
山 口  　研 （安城）
松 田 茂 治 （西尾）
田 中 正 規 （西尾）
榊 原  　健 （碧南）
平岩統一郎 （碧南）
山 中 寛 紀 （碧南）
水 野 泰 昌 （知立）
鈴 木 民 也 （知立）
中 川  　敦 （知立）
大 橋  　均 （知立）
秋 山 正 純 （西尾K I R A R A）
杉 浦 加 代 （西尾K I R A R A）
榊 原  　章 （西尾K I R A R A）
石 山  　進 （西尾K I R A R A）
鈴 木 善 和 （西尾K I R A R A）
太田五九郎 （西尾K I R A R A）
齋 藤 光 正 （三河安城）
沓名由美子 （三河安城）
大 見 和 志 （三河安城）
伊 藤 敦 夫 （2 7 6 0 その他）

2010 年度

2009 年度

青 井 雅 純 （半田）
平 林 伸 康 （半田）
松 石 奉 之 （半田）
前 田 佳 男 （半田）
森 田　  亨 （半田）
榊 原 明 美 （半田）
酒 井 良 輔 （半田）
杉 浦 三 郎 （半田）
高 木 利 定 （半田）
山 内 和 之 （半田）
伊 奈 輝 三 （常滑）
新 美 義 博 （東知多）
足 立　  誠 （一宮）
長谷部敏克 （一宮）
伊 藤 幸 一 （一宮）
光 嵜 賢 一 （一宮）
則 竹 伸 也 （一宮）
伊 藤 文 也 （津島）
前 田 重 廣 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
佐 藤　  明 （あま）
渡 辺　  均 （あま）
早 川 雅 男 （名古屋清須）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
加 藤 辰 己 （一宮中央）

鹿 島 兼 一 （一宮中央）
高 井 光 信 （一宮中央）
伊 藤 英 男 （犬山）
尾 関 幸 夫 （犬山）
千 田 昌 宏 （犬山）
朱 宮 新 治 （犬山）
　 田 三 郎 （犬山）
伊 藤 鶴 吉 （江南）
北　  健 司 （春日井）
坂 田　  隆 （瀬戸北）
山 本　  修 （瀬戸北）
大 江 秀 和 （岩倉）
園 原 宏 治 （岩倉）
盛 田 淳 夫 （名古屋）
浅 井 金 三 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
服 部 一 郎 （名古屋南）
加 藤 慶 一 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
村 瀬 廣 芳 （名古屋南）
鈴 木 輝 彦 （名古屋南）
吉 田 春 樹 （名古屋南）
吉 岡 正 人 （名古屋南）
森　  　 清 （名古屋みなと）
酒 井　  優 （名古屋みなと）
住 田　  守 （名古屋みなと）

伊東與有三 （名古屋東南）
星 野 信 利 （名古屋中）
古 田 昭 臣 （名古屋中）
猪 飼 秀 明 （名古屋中）
加 藤 政 己 （名古屋中）
川 島 悦 雄 （名古屋中）
加瀬英比古 （名古屋中）
纐 纈 正 剛 （名古屋中）
鵜 飼 耕 三 （名古屋中）
渡 邉 一 平 （名古屋中）
山 口　  眞 （名古屋中）
尾 上　  昇 （名古屋大須）
柴 岡 正 将 （名古屋大須）
鈴 木　  洋 （名古屋大須）
渡 辺 観 永 （名古屋大須）
湯 山 淳 三 （名古屋大須）
細 井 土 夫 （名古屋栄）
川 井 健 司 （名古屋栄）
安 藤　  一 （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
三 浦　  隆 （名古屋名南）
武 藤 正 行 （名古屋名南）
大 隅 紀 郎 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
鈴 井 一 博 （名古屋名南）
石 黒　  隆 （名古屋名駅）

生 田 芳 規 （名古屋名駅）
小酒井比呂志 （名古屋名駅）
大 川　  宏 （名古屋名駅）
田 口　  望 （名古屋名駅）
中 島　  實 （名古屋北）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
水 野　  勤 （名古屋東）
澤 井 俊 治 （名古屋東）
椙 山 正 弘 （名古屋東）
高 橋　  巌 （名古屋東）
高橋雄二郎 （名古屋東）
宇佐美嘉重斌 （名古屋東）
安 井　  孝 （名古屋東）
余 語 郁 夫 （名古屋東）
服 部　  滋 （名古屋和合）
川 村 敏 夫 （名古屋和合）
柏 木 順 壱 （名古屋和合）
服 部　  力 （名古屋名東）
村 橋 泰 志 （名古屋名東）
星川須美子 （名古屋名北）
鈴 木 正 男 （名古屋千種）
伊 丹 惣 三 （名古屋昭和）
河 合 勇 夫 （名古屋昭和）
鈴 木 重 幸 （名古屋昭和）
杉 田　  等 （名古屋昭和）
貝 沼 正 敬 （名古屋錦）

福 井　  敬 （豊橋）
神 野 吾 郎 （豊橋）
鈴 木 正 憲 （豊橋）
佐 野 峯 雄 （豊橋北）
大 橋 平 治 （豊川）
山 本　  学 （豊川）
藤 城 俊 明 （豊橋南）
塩之谷   昌 （豊橋南）
小笠原喜好 （新城）
壽 昌 宏 之 （新城）
鳥 居 栄 一 （新城）
井 上　  穂 （豊橋ゴールデン）
石 原 昭 二 （豊橋ゴールデン）
松 崎　  進 （豊橋ゴールデン）
大須賀憲太（豊橋ゴールデン）
杉 原 敏 雄 （豊橋ゴールデン）
高 畑 皓 一 （豊橋ゴールデン）
尾 沢 義 雄 （田原パシフィック）
小 川 喜 一 （田原パシフィック）
内 柴 義 郎 （田原パシフィック）
鈴 木 昌 敏 （豊橋東）
浅 井　  章 （岡崎）
蜂須賀利雄 （岡崎）
林　  和 夫 （岡崎）
金 山 久 雄 （岡崎）
河 野 治 生 （岡崎）

黒 河  　陽 （岡崎）
内 藤  　淳 （岡崎）
奥 瀬 勇 作 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
佐々木勝巳 （岡崎）
清 水 芳 美 （岡崎）
伴  　征 雄 （豊田）
神 谷 和 利 （豊田）
松 井 博 文 （豊田）
小 野 雅 道 （豊田）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
天 野 精 孝 （岡崎南）
本 間  　毅 （岡崎南）
倉 田  　長 （岡崎南）
三 浦 勝 美 （岡崎南）
中 根 義 雄 （岡崎南）
太 田 進 造 （岡崎南）
岡 田 庸 男 （岡崎南）
池 田  憲治 （豊田西）
長 坂 義 幸 （豊田西）
中 川 俊 治 （豊田西）
足 立 憲 彦 （岡崎東）
足 立 信 雄 （岡崎東）
深 田 昭 彦 （岡崎東）
稲 葉 雅 彦 （岡崎東）
石 原 靖 増 （岡崎東）
池 田  　正 （岡崎東）
三 浦 泰 廣 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
杉 山 正 章 （岡崎東）
水 野 慶 一 （豊田東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
米 本 益 栄 （豊田東）
小 島 哲 夫 （豊田中）
鈴 木 純 子 （豊田中）
梅 村 和 伸 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
稲 垣 和 幸 （安城）
石 川 義 典 （安城）
神 谷 明 文 （安城）
小野内宣行 （安城）
冨 岡 里 美 （安城）
横山真喜男 （安城）
森 田 英 治  （碧南）
川 地 英 明 （知立）
大 高 敏 睦 （西尾K I R A R A）
斎 藤 喬 甫 （西尾K I R A R A）
鈴 木 正 司 （西尾K I R A R A）
高 原  　宏 （西尾K I R A R A）
米 津 長 治 （西尾K I R A R A）
古 居 一 雄 （三河安城）
川浦喜久雄 （三河安城）
杉 山 敏 幸 （三河安城）
竹 内 泰 夫 （三河安城）
山崎圭朋利 （三河安城）

稲 葉 民 安 （半田）
榊 原 秀 光 （半田）
手 島 寿 宏 （半田）
新 美 重 秋 （半田）
太 田 竹 司 （半田）
伊 東 良 夫 （半田）
椴 山 晃 雄 （半田）

高 木  　宏 （半田）
高 村 敦 夫 （東海）
榊 原  　肇 （半田南）
青 木 俊 憲 （一宮）
長谷川勝久 （一宮）
内 藤 寛 一 （一宮）
豊 島 俊 明 （一宮）
山 口 元 彦 （一宮）
鎌 田 芳 彰 （一宮）
日 比 一 昭 （津島）
伊 藤 文 也 （津島）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
早 川 雅 男 （名古屋清須）
高 橋 秀 治 （犬山）
祖父江寿男 （犬山）
小 川 嘉 吉 （犬山）
安 田 新 平 （犬山）
奥 村 正 幸 （犬山）
山 根 雄 司 （犬山）
河 合 美 彦 （小牧）
箕 輪 良 孝 （尾張旭）
若 杉 福 雄 （瀬戸北）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
若山啓太郎 （名古屋南）
多久田達宏 （名古屋南）
木 村 樹 生 （名古屋南）
山 路 兼 生 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
水 野  　裕 （名古屋東南）
伊東與有三 （名古屋東南）
市 原 高 明 （名古屋中）
小笠原   暁 （名古屋中）
坪 井 進 悟 （名古屋中）
鶴 見 俊 成 （名古屋中）
八 神 弘 雄 （名古屋中）
舟 橋 政 男 （名古屋中）
大 浦 泰 博 （名古屋中）
内 藤 貴 雄 （名古屋中）
片 岡 信 恒 （名古屋中）
篭 橋 美 久 （名古屋中）
川 口 小 折 （名古屋大須）
大 原 敏 正 （名古屋大須）
渡 辺 観 永 （名古屋大須）
住 田 正 夫 （名古屋大須）
児 島 徳 和 （名古屋名南）
山 本 郁 矢 （名古屋名南）
中 西 芳 子 （名古屋名南）
林  　隆 二 （名古屋名南）
田 中 省 三 （名古屋名南）
浅 井 泰 夫 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
青 島 邦 夫 （名古屋名駅）
吉 田 正 克 （名古屋北）
水 野 茂 生 （名古屋東）
柏 木  　功 （名古屋東）
柳 澤 幸 輝 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
高橋雄二郎 （名古屋東）
増 田 浩 男 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
佐 藤 正 延 （名古屋守山）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）

三 好  　親 （名古屋千種）
佐久間良治 （名古屋千種）
杉 江 光 明 （名古屋昭和）
田 中 邦 幸 （名古屋昭和）
斎 藤 正 俊 （名古屋昭和）
成 田  　収 （名古屋昭和）
久 田 錦 三 （名古屋昭和）
鈴 木 重 幸 （名古屋昭和）
武儀山勝彦 （名古屋東山）
紅 林 友 昭 （豊橋）
松 井 和 彦 （豊橋）
松 坂 良 太 （豊橋）
松 本 孝 一 （豊橋）
西 田 元 彦 （豊橋）
内 山 典 弘 （豊橋）
山 本 光 人 （豊橋北）
鈴 木 茂 久 （豊橋北）
牧 野 一 郎 （豊川）
寺 部  　元 （豊川）
縣  　保 彦 （豊橋南）
藤 城 俊 明 （豊橋南）
外 山 和 夫 （豊橋ゴールデン）
古 澤 武 雄 （岡崎）
山 本 邦 雄 （岡崎）
本 多 啓 一 （岡崎）
中 根 幹 雄 （岡崎）
服 部 良 男 （岡崎）
杉 浦 恵 造 （岡崎）
斎 藤 直 美 （豊田）
渡 辺 要 市 （岡崎南）
竹 内 照 男 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
浅 岡 謙 治 （岡崎東）
深 津 幸 雄 （岡崎東）
手 嶋  　明 （岡崎東）
小 野 文 憲 （岡崎東）
今 井 啓 介 （豊田東）
杉 浦 英 昭 （豊田東）
石 橋 博 文 （豊田東）
都 築 義 勝 （豊田東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
小 松 正 伸 （豊田東）
服 部 基 一 （豊田東）
太 田 昌 孝 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
小 林 逸 朗 （安城）
伊 藤 隆 夫 （安城）
石 原  　昭 （安城）
原田慶三郎 （安城）
鳥 居 清 澄 （西尾）
鈴 木 並 生  （碧南）
杉 浦 健 次  （碧南）
杉 浦 晴 彦  （碧南）
大 橋  　均 （知立）
野 村 賢 孝 （知立）
宮 地 喜 良 （西尾K I R A R A）
後 藤 利 之 （西尾K I R A R A）
三 浦 隆 司 （西尾K I R A R A）
石 川 勝 雄 （西尾K I R A R A）
天 野 行 夫 （西尾K I R A R A）
高 原  　宏 （西尾K I R A R A）
斎 藤 喬 甫 （西尾K I R A R A）
渡 邊 真 一 （三河安城）

伊 吹 治 郎 （三河安城）
稲 垣  　靖 （三河安城）
柵 木 政 美 （三河安城）
山 口 恭 正 （三河安城）
小西紀久雄 （三河安城）
森 田 勝 己 （三河安城）
杉浦眞理子 （三河安城）
西 尾 四 郎 （三河安城）
丹 羽  　修 （三河安城）
鳥 居 剛 育 （三河安城）
畔 柳 弘 文 （三河安城）
平 子 昭 三 （三河安城）
矢 田 良 一 （三河安城）

金 澤 憲 二 （半田）
神 戸 信 寅 （半田）
松 本 順 子 （半田）
新 美 忠 夫 （半田）
小 栗 孝 久 （半田）
鈴村せつ子 （半田）
鈴 木 千 里 （半田）
冨  　武 司 （半田）
内 田 榮 一 （半田）
中 村  　巌 （一宮）
佐 分 啓 二 （一宮）
關 戸  　潔 （一宮）
堀 江 承 元 （あま）
岩 島 裕 芳 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
佐 藤  　明 （あま）
櫻 井 利 夫 （名古屋清須）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
森　　   眞 （一宮中央）
永 田  　正 （一宮中央）
山 中 建 策 （一宮中央）
安 達 英 昭 （犬山）
青 山 佳 高 （犬山）
平 林 米 司 （犬山）
日比野良太郎 （犬山）
伊 藤  　隆 （犬山）
紀 藤 政 司 （犬山）
宮 岡 克 年 （犬山）
岡 田 雅 隆 （犬山）
安 田 宗 平 （犬山）
古 田 嘉 且 （江南）
河 合 美 彦 （小牧）
松 下 洋 一 （尾張旭）
柴 田  　伸 （瀬戸北）
盛 田 和 昭 （名古屋）
福 山  　衛 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
宮 田 松 英 （名古屋南）
坪 井 良 憲 （名古屋南）
鷲 見  　弘 （名古屋南）
渡 邉 将 人 （名古屋南）
吉 田 春 樹 （名古屋南）
伊東與有三 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
荒 川 雅 義 （名古屋中）
早 瀬 孝 文 （名古屋中）
古 田 昭 臣 （名古屋中）
石 原 寿 生 （名古屋中）

加瀬英比古 （名古屋中）
金 森 伸 夫 （名古屋中）
纐 纈 正 剛 （名古屋中）
近 藤 直 樹 （名古屋中）
宮 内  　誠 （名古屋中）
永 野 光 容 （名古屋中）
岡 崎  　亨 （名古屋中）
佐 藤 友 治 （名古屋中）
鈴木謙一郎 （名古屋中）
田ヶ原昭弘 （名古屋中）
鵜 飼 耕 三 （名古屋中）
山 口  　眞 （名古屋中）
山 口  　忍 （名古屋中）
𠮷𠮷 田 敬 岳 （名古屋中）
平 沼 里 子 （名古屋名南）
猪 村 美 之 （名古屋名南）
木 村  　猛 （名古屋名南）
小 山 愼 介 （名古屋名南）
長 尾 浅𠮷𠮷𠮷 （名古屋名南）
野々村憲吾 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
鈴 木  　享 （名古屋名南）
藤 井 圓 隆 （名古屋名駅）
小室健次郎 （名古屋名駅）
丹 羽 俊 文 （名古屋名駅）
岡 本 敏 男 （名古屋名駅）
大 橋 昭 治 （名古屋名駅）
寺 島 洋 治 （名古屋名駅）
堀 田 正 夫 （名古屋北）
中 島  　實 （名古屋北）
水 野 茂 生 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
椙 山 正 弘 （名古屋東）
高橋雄二郎 （名古屋東）
梅 村 清 弘 （名古屋東）
渡 辺 英 信 （名古屋東）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
奥  　佳 澄 （名古屋名東）
遠 藤 友 彦 （名古屋名北）
松 居 敬 二 （名古屋千種）
木 下  　実 （名古屋昭和）
前 田 圭 佑 （名古屋昭和）
上 野  　広 （名古屋昭和）
長谷川正孝 （名古屋錦）
松 井 由 次 （豊橋北）
佐 藤 元 彦 （豊橋北）
神 谷 親 典 （豊川）
大 澤 輝 秀 （豊川）
戸 田 俊 晴 （豊川）
吉 川 庄 三 （豊川）
別 所 淳 二 （田原）
河 辺 勝 巳 （田原）
松 井  　昭 （田原）
宮 木 幸 彦 （田原）
冨 田 雅 則 （田原）
安 田 幸 雄 （田原）
木 下  　治 （豊橋南）
加 山 昌 弘 （豊川宝飯）
外 山 和 夫 （豊橋ゴールデン）
高 林 保 夫 （豊橋ゴールデン）
宇 藤  　信 （豊橋ゴールデン）
松 井 準 治 （田原パシフィック）

尾 原  　脩 （田原パシフィック）
鈴 木 照 幸 （田原パシフィック）
天 野 恵 一 （岡崎）
青 木 勇 作 （岡崎）
林  　和 夫 （岡崎）
伊 藤 公 正 （岡崎）
梶 川 志 郎 （岡崎）
水 野 周 久  （岡崎）
三 嶋  　勉 （岡崎）
丹 羽 良 治 （岡崎）
大 原 達 志 （岡崎）
杉 浦  　皓 （岡崎）
早 川 文 喜 （豊田）
横 山 眞 久 （豊田）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
蒲 野 良 雄 （岡崎南）
畔 柳 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
小 幡 輝 雄 （豊田西）
神 尾 英 雄 （岡崎東）
小 出 元 治 （岡崎東）
草 野 信 隆 （岡崎東）
杉 田 雄 男 （岡崎東）
山 内 隆 一 （岡崎東）
福 岡  　治 （豊田東）
梅 村 憲 一 （豊田東）
有 馬 惟 夫 （岡崎城南）
福 岡 輝 夫 （豊田中）
伊 藤 敦 夫 （豊田中）
猪 狩  　蔵 （豊田中）
加 藤 照 夫 （豊田中）
中 垣 幸 春 （豊田中）
大 塚 哲 夫 （豊田中）
桜 井  　博 （豊田中）
鈴 木  　寛 （豊田中）
権 田 鋹 弘 （刈谷）
太田宗一郎 （刈谷）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
藤 井 英 樹 （安城）
水 野  　学 （安城）
奥 田 法 行 （安城）
寺 田 孝 司 （安城）
鳥 居 博 行 （安城）
小 澤 育 史 （西尾）
鳥 居 清 澄 （西尾）
加 藤 良 邦  （碧南）
小 出 道 治  （西尾一色）
岩 瀬 清 彦 （西尾K I R A R A）
石 川 勝 雄 （西尾K I R A R A）
後 藤 利 之 （西尾K I R A R A）
宮 地 喜 良 （西尾K I R A R A）
三 浦 隆 司 （西尾K I R A R A）
大須賀慶一 （西尾K I R A R A）
鈴 木 昭 夫 （西尾K I R A R A）
杉 浦 正 昭 （西尾K I R A R A）
安 藤  　毅 （三河安城）
深 津 茂 樹 （三河安城）
畔 柳 芳 夫 （三河安城）
丸山今朝三 （三河安城）
待 田 和 宏 （三河安城）
成 田  　徹 （三河安城）
長 坂  　誠 （三河安城）
小 野  　郁 （三河安城）

斎 藤  　博 （三河安城）
田 村  　脩 （三河安城）
横 山 夕 葉 （三河安城）

鈴 木 丈 雄 （半田）
水 野 隆 芳 （半田）
松 石 奉 之 （半田）
酒 井 良 輔 （半田）
山 﨑 正 夫 （半田）
青 井 雅 純 （半田）
畑 中 雅 之 （半田）
竹 内 俊 介 （半田）
岡 戸 伍 弌 （半田）
川 口 新 平 （半田）
前 田 佳 男 （半田）
山 内 和 之 （半田）
青 山 佳 裕 （一宮）
林  　隆 春 （一宮）
光 嵜 賢 一 （一宮）
則 竹 伸 也 （一宮）
伊 藤 幸 一 （一宮）
長谷部敏克 （一宮）
北 野 庸 夫 （あま）
佐 藤  　明 （あま）
北 野 庸 夫 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
鈴 木 正 徳 （あま）
加 藤 憲 治 （あま）
櫻 井 利 夫 （名古屋清須）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
長 橋 國 和 （一宮中央）
小 島 三 男 （一宮中央）
鹿 島 兼 一 （一宮中央）
加 藤 辰 巳 （一宮中央）
吉 田  　洋 （犬山）
近 藤 斉 宏 （犬山）
清 野 允 中 （江南）
福 田 清 成 （江南）
河 合 美 彦 （小牧）
風 岡 保 宏 （春日井）
杉 山 仁 朗 （瀬戸北）
堀 田  　徹 （名古屋城北）
内 田 安 彦 （名古屋南）
櫻 井  　繁 （名古屋南）
佐分利清信 （名古屋南）
村 上  　斎 （名古屋南）
橋 元 幸 次 （名古屋南）
後 藤 正 憲 （名古屋南）
池　　   潤 （名古屋南）
林  　幸 春 （名古屋南）
嶺 木 昌 行 （名古屋南）
桂  　洋 司 （名古屋南）
近 藤 雅 夫 （名古屋南）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
伊東與有三 （名古屋東南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
吉 水 正 溥 （名古屋東南）
市 原 高 明 （名古屋中）
小笠原   暁 （名古屋中）
坪 井 進 悟 （名古屋中）
鶴 見 俊 成 （名古屋中）
八 神 弘 雄 （名古屋中）

松 原 秀 樹 （名古屋中）
渡 邊 樹 志 （名古屋中）
榊 原 克 典 （名古屋中）
小 栗 成 男 （名古屋中）
山 口 正 孝 （名古屋大須）
岡 田 尚 彦 （名古屋大須）
岩 崎 征 一 （名古屋大須）
田 中 一 雄 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
川 村 繁 生 （名古屋名南）
白 藤 憲 雄 （名古屋名南）
林  　隆 二 （名古屋名南）
深 澤 良 介 （名古屋名駅）
隅 田 耕 市 （名古屋名駅）
中 島  　実 （名古屋北）
内 藤 秀 樹 （名古屋北）
増 田 浩 男 （名古屋東）
東 谷 昌 彦 （名古屋東）
澤  　國 生 （名古屋東）
多和田   武 （名古屋東）
新 美 宣 英 （名古屋東）
千 田  　毅 （名古屋東）
余 語 郁 夫 （名古屋東）
渡 辺 英 信 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
平 松 征 男 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
本田伸太郎 （名古屋東）
天 野 清 美 （名古屋和合）
池 森 由 幸 （名古屋千種）
西 川 豊 長 （名古屋千種）
小 山 雅 弘 （名古屋千種）
山 田 敏 雄 （名古屋昭和）
鈴 木 真 司 （名古屋昭和）
上 野  　広 （名古屋昭和）
伊 丹 惣 三 （名古屋昭和）
林  　光 夫 （名古屋錦）
山 田 亨 司 （豊橋）
縣  　政 行 （豊橋）
飯 沼 雅 朗 （蒲郡）
竹 内 稔 弘 （豊橋北）
土 井 松 男 （豊橋北）
鈴木大次郎 （豊橋北）
匹 田 雅 久 （豊橋北）
岩瀬淳一郎 （豊川）
樋 口 俊 寛 （豊川）
河 辺 純 夫 （田原）
藤 井 國 弘 （田原）
天野英一郎 （田原）
冨 田 雅 則 （田原）
水 野 太 一 （豊川宝飯）
鈴 木 雅 博 （豊橋ゴールデン）
古 橋 一 毅 （田原パシフィック）
柴 田 憲 一 （豊橋東）
中 村 重 嗣 （岡崎）
加 藤 博 己 （岡崎）
吉 川 正 敏 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
岩 瀬 敬 紀 （岡崎）
安 藤 光 淵 （岡崎）
岩 月 一 郎 （岡崎）
岩 月 昭 佳 （岡崎）

加 藤 信 吾 （岡崎）
大 原 達 志 （岡崎）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
近 藤 千 雅 （岡崎南）
小久保文雄 （岡崎南）
山 本 雅 樹 （岡崎南）
岡 田 庸 男 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
青 山 俊 次 （岡崎東）
新 浪 勝 也 （岡崎東）
仙 波  　泉 （岡崎東）
野 村 政 弘 （岡崎東）
深 田 昭 彦 （岡崎東）
足 立 汎 和 （岡崎東）
鈴 木 敬 一 （豊田東）
塚 田 和 也 （豊田中）
木 戸 重 信 （豊田中）
石 黒 元 隆 （豊田中）
小久保茂樹 （豊田中）
梅 村 和 伸 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
市 川 裕 大 （刈谷）
神 谷  　研 （安城）
戸 谷  　央 （安城）
横山真喜男 （安城）
石 川 義 典 （安城）
神 谷 明 文 （安城）
冨 岡 里 美 （安城）
小野内宣行 （安城）
伊 藤 富 義 （西尾）
奥 谷 弘 和  （碧南）
加藤丈太郎  （碧南）
新 美  　孝  （碧南）
中 根 佑 治  （碧南）
樅 山 善 久  （碧南）
植 松 敏 樹  （碧南）
宮 地 俊 夫 （知立）
川 地 英 明 （知立）
高 須  　匀 （西尾K I R A R A）
朴  　壽 子 （西尾K I R A R A）
岩 瀬 清 彦 （西尾K I R A R A）
大須賀慶一 （西尾K I R A R A）
鈴 木 昭 夫 （西尾K I R A R A）
木 村 恭 子 （三河安城）
山 本 彰 秀 （三河安城）
川浦喜久雄 （三河安城）
竹 内 泰 夫 （三河安城）
杉 山 敏 幸 （三河安城）
山崎圭朋利 （三河安城）

手 島 寿 宏 （半田）
稲 葉 民 安 （半田）
平 林 伸 康 （半田）
高 木 利 定 （半田）
森 田  　亨 （半田）
椴 山 晃 雄 （半田）
伊 東 良 夫 （半田）
高 木  　宏 （半田）
杉 浦 三 郎 （半田）
榊 原 明 美 （半田）
寺 田  　諭 （大府）
相 羽 英 人 （大府）

青 木 俊 憲 （一宮）
長谷川勝久 （一宮）
内 藤 寛 一 （一宮）
豊 島 半 七 （一宮）
日 比 一 昭 （津島）
林  　冏 成 （一宮北）
松 原 幹 彦 （一宮北）
豊 島 德 三 （一宮北）
佐 藤  　明 （あま）
渡 辺  　均 （あま）
真 木 伸 一 （あま）
田 中 茂 生 （犬山）
井 川 光 雄 （犬山）
小 川 征 一 （犬山）
山 根 雄 司 （犬山）
奥 村 正 幸 （犬山）
千 田 昌 宏 （犬山）
清 野 允 中 （江南）
大嶋一二三 （尾張旭）
内 藤 弘 康 （名古屋）
多久田達宏 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
若山啓太郎 （名古屋南）
木 村 樹 生 （名古屋南）
宮 田 松 英 （名古屋南）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
梅 田 武 久 （名古屋みなと）
山 田 幸 一 （名古屋みなと）
早 瀬 孝 文 （名古屋中）
吉 田 敬 岳 （名古屋中）
岡 崎  　亨 （名古屋中）
田ヶ原昭弘 （名古屋中）
鈴木謙一郎 （名古屋中）
荒 川 雅 義 （名古屋中）
金 森 伸 夫 （名古屋中）
永 野 光 容 （名古屋中）
石 原 寿 生 （名古屋中）
佐 藤 友 治 （名古屋中）
山 口  　忍 （名古屋中）
近 藤 直 樹 （名古屋中）
宮 内  　誠 （名古屋中）
山 口 正 孝 （名古屋大須）
大 原 敏 正 （名古屋大須）
住 田 正 夫 （名古屋大須）
榊 原 和 美 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
川 辺 清 次 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
林  　隆 二 （名古屋名南）
田 口  　望 （名古屋名駅）
石 黒  　隆 （名古屋名駅）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
中 島  　実 （名古屋北）
増 田 浩 男 （名古屋東）
澤  　國 生 （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
新 実 宣 英 （名古屋東）
栁 澤 幸 輝 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
千 田  　毅 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
重 冨　  亮 （名古屋守山）

佐 藤 正 延 （名古屋守山）
星川須美子 （名古屋名北）
星 川 直 志 （名古屋名北）
鈴 木 理 之 （名古屋千種）
田 中 邦 幸 （名古屋昭和）
杉 江 光 明（名古屋昭和）
上 野　  広（名古屋昭和）
横 田 幸 三（名古屋昭和）
鈴 木 重 幸 （名古屋昭和）
三 浦 俊 彦 （名古屋錦）
高 橋 譲 二 （豊橋）
松 坂 良 太 （豊橋）
佐 藤 元 彦 （豊橋北）
伴　　   實 （豊橋北）
竹 本 尚 美 （豊川）
大 澤 輝 秀 （豊川）
藤 井 國 弘 （田原）
伴  　辰 三 （豊川宝飯）
内 藤 泰 通 （豊川宝飯）
柴 田  　勝 （豊川宝飯）
縣  　保 彦 （豊橋南）
足 立 健 一 （豊橋南）
山 本 雅 久 （豊橋ゴールデン）
市 川 朝 洋 （豊橋ゴールデン）
牧 野 政 雄 （豊橋ゴールデン）
岡 本 久 永 （豊橋ゴールデン）
荻 須 文 一 （岡崎）
林  　和 夫 （岡崎）
大 原 達 志 （岡崎）
菅 井 龍 一 （岡崎）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
中 川 俊 治 （豊田西）
橋 本 義 紀 （岡崎東）
梅 村 順 一 （岡崎東）
市 川 幾 雄 （岡崎東）
生 駒 尚 久 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
草 野 信 隆 （岡崎東）
河 合 英 二 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
小 林 逸 朗 （安城）
石 川  　博 （安城）
竹 内 博 之 （知立）
杉 浦 正 昭 （西尾K I R A R A）
高 須  　匀 （西尾K I R A R A）
渡 邊 真 一 （三河安城）

古 市 晃 久 （半田）
榊 原 秀 光 （半田）
榊 原 正 治 （半田）
新 美 重 秋 （半田）
新 美 忠 夫 （半田）
小 栗 孝 久 （半田）
神 戸 信 寅 （半田）
内 田 榮 一 （半田）
水野八洲男 （半田）
杉 原 康 男 （東知多）
滝  　善 蔵 （一宮）
関 戸  　徹 （一宮）
森  　俊 夫 （一宮）
松 原 直 次 （一宮）

梯  　國 彦 （一宮）
關 戸  　潔 （一宮）
佐 分 啓 二 （一宮）
加 藤 隆 朗 （津島）
岡 田 義 夫 （稲沢）
西 川 広 樹 （あま）
北 野 庸 夫 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
佐 藤  　明 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
水 上 恵 一 （尾張中央）
森　　   眞 （一宮中央）
梶 川 増 蔵 （犬山）
原  　正 男 （犬山）
河 田 敏 和 （犬山）
板 津 英 基 （犬山）
清 野 允 中 （江南）
河 村 金 明 （岩倉）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
坪 井 良 憲 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
内 田 安 彦 （名古屋南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
杉 浦 康 晴 （名古屋中）
山 田 典 廣 （名古屋中）
松 原 秀 樹 （名古屋中）
小 栗 成 男 （名古屋中）
梶 田  　知 （名古屋中）
榊 原 克 典 （名古屋中）
渡 邊 樹 志 （名古屋中）
遠 山 堯 郎 （名古屋瑞穂）
川 口 小 折 （名古屋大須）
照 井  　栞 （名古屋大須）
住 田 正 夫 （名古屋大須）
小笠原和俊 （名古屋大須）
新 原  　尚 （名古屋名南）
川 村 勝 廣 （名古屋名駅）
小 崎 誠 三 （名古屋名駅）
大 川  　宏 （名古屋名駅）
大 橋 昭 治 （名古屋名駅）
寺 島 洋 治 （名古屋名駅）
和 田 直 美 （名古屋丸の内）
西 川  　博 （名古屋丸の内）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
中 島  　實 （名古屋北）
中 村 陽 公 （名古屋北）
増 田 浩 男 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
滑  　尚 真 （名古屋守山）
服 部  　力 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
齊 藤 英 夫 （名古屋名東）
遠 藤 友 彦 （名古屋名北）
伊 藤 健 文 （名古屋千種）
竹 内 眞 三 （名古屋千種）
佐久間良治 （名古屋千種）
神 田 正 勝 （名古屋昭和）
有 本  　勝 （名古屋昭和）
長谷川周義 （名古屋錦）
武 田 正 典 （名古屋錦）
金 田 英 和 （名古屋東山）

佐々木利政 （豊橋）
牧 野  　渉 （豊橋）
石 川 顕 次 （豊橋北）
高 倉 宣 夫 （豊橋北）
榊 原 周 造 （豊橋南）
磯 村 秀 樹 （豊橋南）
吉 野 勝 己 （豊橋南）
原 田 邦 夫 （豊川宝飯）
滝 下  　勲 （豊川宝飯）
高 橋 英 昭 （豊橋ゴールデン）
山 口 幹 夫 （豊橋ゴールデン）
福 沢 省 吾 （豊橋ゴールデン）
外 山 和 夫 （豊橋ゴールデン）
古 田 勝 美 （田原パシフィック）
河辺虎太郎 （田原パシフィック）
柴 田  　清 （田原パシフィック）
平 野 義 郎 （田原パシフィック）
小 林 佳 雄 （豊橋東）
満 田  　稔 （豊橋東）
蜂須賀利雄 （岡崎）
杉 浦 恵 造 （岡崎）
本 多 啓 一 （岡崎）
青 木 勇 作 （岡崎）
河 野 治 生 （岡崎）
浅 井  　章 （岡崎）
服 部 良 男 （岡崎）
三 浦 泰 秀 （岡崎）
加 藤 博 巳 （岡崎）
金 山 久 雄 （岡崎）
丹 羽 良 治 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
梅 村 正 明 （豊田）
杉 浦 正 典 （豊田）
酒 井 法 丈 （豊田）
丸 井 俊 裕 （豊田）
神 谷 和 利 （豊田）
奥 田 清 仁 （豊田）
鈴 木 元 弘 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
鈴 村 幸 伸 （豊田）
光 岡 新 吾 （豊田）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
斉 藤 直 美 （豊田）
磯 貝 和 汪 （岡崎南）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
伊 藤 恭 弘 （岡崎南）
本 間 英 晴 （岡崎南）
犬 塚 克 明 （岡崎南）
杉 田 雅 樹 （岡崎南）
今 泉 孝 一 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
髙 木 政 次 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
深 田 昭 彦 （岡崎東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
永 井 量 基 （岡崎城南）
伊 藤 敦 夫 （豊田中）
石 黒 元 隆 （豊田中）
権 田 鋹 弘 （刈谷）
大 音 祖 瑛 （刈谷）
市 川 裕 大 （刈谷）
稲 垣  　淳 （安城）
市 川  　護 （安城）

加 藤 正 人 （安城）
奥 田 法 行 （安城）
寺 田 孝 司 （安城）
藤 井 英 樹 （安城）
黒 田 正 志 （西尾）
榊 原 勝 俊 （西尾）
田 中 正 規 （西尾）
杉 浦 明 博 （西尾）
長 田 銑 司  （碧南）
新 美 真 司  （碧南）
伊 藤 正 幸  （碧南）
中 川  　敦 （知立）
青 山 弦 八 （西尾K I R A R A）
山 本 俊 明 （西尾K I R A R A）
山 本 裕 充 （西尾K I R A R A）
杉 浦 義 利 （西尾K I R A R A）
寺 部 保 美 （三河安城）
犬 束 信 一 （三河安城）
成 田  　徹 （三河安城）
小 野  　郁 （三河安城）
深 津 茂 樹 （三河安城）
齋 藤  　博 （三河安城）
田 村  　脩 （三河安城）
横 山 夕 葉 （三河安城）
待 田 和 宏 （三河安城）

澤 田 好 伸 （半田）
山 﨑 正 夫 （半田）
鈴村せつ子 （半田）
金 澤 憲 二 （半田）
松 本 順 子 （半田）
畑 中 雅 之 （半田）
川 口 新 平 （半田）
竹 内 俊 介 （半田）
山 内 和 之 （半田）
小嶋真一郎 （東海）
林  　隆 春 （一宮）
青 山 佳 裕 （一宮）
松 崎 安 孝 （津島）
石 田 智 彦 （あま）
栗 木 和 夫 （あま）
児 玉 憲 之 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
山 田 幹 夫 （あま）
伊藤恒二郎 （一宮中央）
小 島 三 男 （一宮中央）
長 橋 國 和 （一宮中央）
日比野万喜男 （犬山）
吉 野 育 志 （犬山）
小 川 宏 嗣 （犬山）
田中進一郎 （犬山）
安 田 新 平 （犬山）
近 藤 斉 宏 （犬山）
倉 知 正 憲 （江南）
庄 田 元 久 （江南）
清 野 允 中 （江南）
照 井 通 夫 （名古屋空港）
栗 田 和 典 （名古屋空港）
小 澤  　修 （瀬戸北）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
浅 原 光 男 （名古屋南）
澤田伊三夫 （名古屋南）

眞 野 乘 史 （名古屋南）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
伊東與有三 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
東  　俊 輝 （名古屋中）
立 松 洋 司 （名古屋中）
岩 月 雅 章 （名古屋中）
小 島 祐 助 （名古屋中）
松本健一郎 （名古屋中）
髙 須 洋 志 （名古屋瑞穂）
堀  　慎 治 （名古屋瑞穂）
岩 田 修 司 （名古屋瑞穂）
岡 田 尚 彦 （名古屋大須）
岩 崎 征 一 （名古屋大須）
羽田野道明 （名古屋栄）
長 瀬  　諭 （名古屋栄）
加 藤 英 敏 （名古屋名南）
細 井 俊 男 （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
入 谷 直 行 （名古屋名南）
中 西 芳 子 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
中 野  　健 （名古屋名駅）
神 野 重 行 （名古屋名駅）
小 原 新 一 （名古屋名駅）
盛 田 兼 由 （名古屋名駅）
小室健次郎 （名古屋名駅）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
中 島  　實 （名古屋北）
水 野𠮷𠮷𠮷 紹 （名古屋北）
田 嶋 好 博 （名古屋北）
田 中 正 樹 （名古屋北）
内 藤 秀 樹 （名古屋北）
高 橋  　巌 （名古屋東）
浅 見  　勲 （名古屋東）
柏 木  　功 （名古屋東）
本 多  　満 （名古屋東）
新 実 宣 英 （名古屋東）
栁 澤 幸 輝 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
平 松 征 男 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
増 田 浩 男 （名古屋東）
本田伸太郎 （名古屋東）
伊 藤 陽 介 （名古屋守山）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
佐 藤 良 一 （名古屋守山）
河 本  　力 （名古屋守山）
平  　民 三 （名古屋名東）
小 林 英 毅 （名古屋千種）
萩原喜代子 （名古屋千種）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）
堀 江 宏 輝 （名古屋千種）
宮 尾 紘 司 （名古屋千種）
大 矢 英 憲 （名古屋昭和）
髙 橋  　進 （名古屋昭和）
金 田 英 和 （名古屋東山）
山 城 章 治 （名古屋東山）
飯 島  　卓 （蒲郡）

佐 藤 元 彦 （豊橋北）
西 村 良 彦 （豊橋北）
中西喜久雄 （豊橋北）
鳥 居 信 行 （豊川）
鈴 木 榮 一 （豊川）
吉 川 庄 三 （豊川）
大 澤 輝 秀 （豊川）
塩之谷   昌 （豊橋南）
真 野 善 和 （豊橋ゴールデン）
西 郷 隆 治 （豊橋ゴールデン）
谷 村 泰 裕 （豊橋ゴールデン）
天 野 惠 一 （岡崎）
深 田 達 彦 （岡崎）
峰 澤 彰 宏 （岡崎）
林  　和 夫 （岡崎）
櫻 井 敬 子 （岡崎）
加 藤 博 巳 （岡崎）
畔 柳 春 雄 （岡崎）
中 村 重 嗣 （岡崎）
岡 田 勝 美 （豊田）
鈴 木 秀 和 （豊田）
孕 石 邦 雄 （豊田）
河 木 照 雄 （豊田）
小 野 雅 道 （豊田）
小島洋一郎 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
野 口 明 生 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
岡 田 光 司 （岡崎南）
藤 田 正 彦 （岡崎南）
鈴 木 康 之 （岡崎南）
高 橋 正 直 （岡崎南）
三 浦 勝 美 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
岩 月 鋹 廣 （岡崎東）
小 林 清 文 （岡崎東）
野 村 政 弘 （岡崎東）
小木曽   進 （岡崎東）
草 野 信 隆 （岡崎東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
桐 渕 利 次 （岡崎城南）
伊 藤 敦 夫 （豊田中）
中 條 善 朗 （豊田中）
和 泉 房 枝 （豊田中）
加 藤 英 二 （刈谷）
太田宗一郎 （刈谷）
山 口  　研 （安城）
内 藤 教 恵 （安城）
神 谷  　研 （安城）
戸 谷  　央 （安城）
鳥 居 博 行 （安城）
山 﨑 秀 夫 （西尾）
山 中 寛 紀  （碧南）
石 橋 嘉 彦  （碧南）
早 川 岩 男 （知立）
中 川  　敦 （知立）
大 橋  　均 （知立）
川 地 英 明 （知立）
清  　克 行 （西尾K I R A R A）
榊 原 利 夫 （西尾K I R A R A）
長 谷 収 一 （西尾K I R A R A）

中 根 勝 美 （西尾K I R A R A）
沓名由美子 （三河安城）
大 見 和 志 （三河安城）
木 村 恭 子 （三河安城）
山 本 彰 秀 （三河安城）

青 葉 憲 一 （半田）
水 野 隆 芳 （半田）
松 石 奉 之 （半田）
酒 井 良 輔 （半田）
平 林 伸 康 （半田）
青 井 雅 純 （半田）
森 田  　亨 （半田）
伊 東 良 夫 （半田）
椴 山 晃 雄 （半田）
杉 浦 三 郎 （半田）
永 田 明 世 （半田南）
都 築 利 全 （半田南）
榊 原 邦 彦 （半田南）
新 美  　茂 （半田南）
森  　隆 彦 （一宮）
山 上 哲 司 （一宮）
鈴 木 洋 志 （一宮）
佐々木久直 （一宮）
坂井田敏行 （一宮）
大 森 輝 英 （一宮）
宮 田 智 司 （一宮）
桑 原 英 寿 （一宮）
石 黒 敬 康 （一宮）
浅 野  　一 （一宮）
横 井 知 代 （津島）
八 谷 潤 一 （津島）
西 尾 輝 久 （尾張旭）
児 玉 憲 之 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
鈴 木 正 徳 （あま）
森 田 堅 一 （名古屋清須）
稲 垣 圭 次 （犬山）
松 平 實 胤 （犬山）
杉 浦 賢 二 （江南）
山 田  　猛 （江南）
清 野 允 中 （江南）
社 本 太 郎 （春日井）
若 杉 福 雄 （瀬戸北）
鈴 木 晴 季 （瀬戸北）
于　　   咏 （愛知ロータリーE クラブ）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
岡 田 英 彦 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
杉 江 豊 文 （名古屋みなと）
斉 藤 捷 昭 （名古屋みなと）
栢 森 雅 勝 （名古屋みなと）
水 野 恒 平 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
牧 野 弘 明 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
山 田 典 廣 （名古屋中）
杉 浦 康 晴 （名古屋中）
王     　 偉 （名古屋中）
安 田 照 幸 （名古屋中）
梁 川 誠 市 （名古屋中）

北 村 栄 治 （名古屋中）
相 羽 康 人 （名古屋中）
平 松 久 明 （名古屋中）
服 部 浩 明 （名古屋中）
近 藤 明 美 （名古屋大須）
木 下 福 郎 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
久 米 伸 治 （名古屋名南）
伊 藤 圭 一 （名古屋名南）
鈴 木  　享 （名古屋名南）
清 水 順 二 （名古屋名駅）
日比野三吉彦 （名古屋名駅）
川 村 勝 廣 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
石 黒  　隆 （名古屋名駅）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
棚 橋 鎌 次 （名古屋東）
浅 見  　勲 （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
椙 山 正 弘 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
鈴 木 建 吾 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
新 実 宣 英 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
森藤左ヱ門 （名古屋守山）
長瀬輝代之 （名古屋守山）
𠮷𠮷 田 正 道 （名古屋和合）
平  　民 三 （名古屋名東）
池 森 由 幸 （名古屋千種）
三 好  　親 （名古屋千種）
吉 田 節 美 （名古屋千種）
大 口 弘 和 （名古屋千種）
田 中 邦 幸 （名古屋昭和）
前 田 圭 佑 （名古屋昭和）
長谷川周義 （名古屋錦）
金 田 英 和 （名古屋東山）
鈴 木 行 久 （豊橋北）
山 本 光 人 （豊橋北）
福 井 英 示 （豊橋北）
戸 田 俊 晴 （豊川）
森 田 雅 人 （田原）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
縣  　保 彦 （豊橋南）
吉 川 一 弘 （豊橋ゴールデン）
若 林 正 治 （豊橋ゴールデン）
荻 須 文 一 （岡崎）
水 野 周 久 （岡崎）
野 田 篤 文 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
丹 羽 良 治 （岡崎）
梅 村 泰 弘 （豊田）
小 幡 鋹 伸 （豊田）
横 山 眞 久 （豊田）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
伊豫田   浩 （岡崎南）
大 村 栄 治 （岡崎南）

中 嶋 昭 史 （岡崎南）
新 浪 勝 也 （岡崎東）
原 田 耕 平 （岡崎東）
池 田  　正 （岡崎東）
足 立 汎 和 （岡崎東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
本 多  　幹 （豊田中）
中 條 善 朗 （豊田中）
猪 狩  　蔵 （豊田中）
浅岡多田志 （豊田中）
市 川 裕 大 （刈谷）
松 本 隆 利 （安城）
深 津 正 則 （安城）
山 中 寛 紀  （碧南）
奥 田 雪 雄  （碧南）
森 田 英 治  （碧南）
新 美  　孝  （碧南）
田 代 清 一 （高浜）
安 井 喜 秀 （知立）
中 川  　敦 （知立）
高 須  　光 （西尾K I R A R A）
新 海 雄 二 （西尾K I R A R A）
三 治 信 芳 （西尾K I R A R A）
太 髙 純 治 （西尾K I R A R A）
青 山 弦 八 （西尾K I R A R A）
杉 浦 義 利 （西尾K I R A R A）
山 本 俊 明 （西尾K I R A R A）
山 本 裕 充 （西尾K I R A R A）
山 本 雅 仁 （三河安城）
水 谷  　存 （三河安城）
下 村 幸 真 （三河安城）

加 藤 順 三 （半田）
榊 原 敦 史 （半田）
小 栗 宏 次 （半田）
古 市 晃 久 （半田）
小 栗 利 朗 （半田）
手 島 寿 宏 （半田）
榊 原 正 治 （半田）
新 美 忠 夫 （半田）
内 田 榮 一 （半田）
松 林 信 吾 （半田南）
森  　俊 夫 （一宮）
松 原 直 次 （一宮）
関 戸  　徹 （一宮）
滝  　善 蔵 （一宮）
加 藤 隆 朗 （津島）
豊 島 德 三 （一宮北）
黒 川 元 則 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
鷲 見 好 弘 （名古屋清須）
松 本 正 暢 （一宮中央）
住野龍之介 （犬山）
松 平 實 胤 （犬山）
野 倉 達 雄 （犬山）
奥 村 正 幸 （犬山）
倉 知 正 憲 （江南）
橋 本 晃 暢 （小牧）
河 村 嘉 男 （小牧）
山 田 直 樹 （尾張旭）
加 藤 清 久 （尾張旭）
清 水  　勲 （春日井）
須 崎 侑 三 （瀬戸北）

于　　   咏 （愛知ロータリーE クラブ）
後 藤 正 憲 （名古屋南）
橋 元 幸 次 （名古屋南）
林  　幸 春 （名古屋南）
池     　 潤 （名古屋南）
佐分利清信 （名古屋南）
櫻 井  　繁 （名古屋南）
村 上  　斎 （名古屋南）
内 田 安 彦 （名古屋南）
浅 原 光 男 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘  （名古屋南）
近 藤 信 之 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
大 西 弘 高 （名古屋東南）
中 村 規 脩 （名古屋東南）
下 郷 卓 弥 （名古屋東南）
各 務 芳 樹 （名古屋東南）
伊 藤 秀 雄 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
宮 崎  　薫 （名古屋東南）
吉 田 治 伸 （名古屋中）
塩 谷 和 久 （名古屋中）
河 村 嘉 希 （名古屋中）
松本健一郎 （名古屋中）
小 島 祐 助 （名古屋中）
岩 月 雅 章 （名古屋中）
神 野 邦 利 （名古屋大須）
酒 井  　修 （名古屋大須）
髙 木 政 義 （名古屋大須）
照 井  　栞 （名古屋大須）
坂 田 信 子 （名古屋名南）
入 谷 直 行 （名古屋名南）
長 尾 浅 𠮷𠮷（名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
三島多恵子 （名古屋名南）
伊 藤 圭 一 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
藤 井 圓 隆 （名古屋名駅）
田 口  　望 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
深 澤 良 介 （名古屋名駅）
大 橋 昭 治 （名古屋名駅）
森 田 正 樹 （名古屋丸の内）
松尾雄二郎 （名古屋丸の内）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
待 井 雄 介 （名古屋北）
中 島  　實 （名古屋北）
渡 辺 英 信 （名古屋東）
本 多  　満 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
古川善次郎 （名古屋東）
木 村 邦 彦 （名古屋守山）
長瀬輝代之 （名古屋守山）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
竹 尾 祥 子 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）
須 原 茂 樹 （名古屋昭和）
渡 邉 直 樹 （名古屋昭和）

木 下  　実 （名古屋昭和）
加 藤  　厚 （名古屋昭和）
伊 丹 惣 三 （名古屋昭和）
上 野  　広 （名古屋昭和）
長谷川周義 （名古屋錦）
久 野 洋 一 （名古屋東山）
小林三重子 （名古屋東山）
近藤兼治郎 （名古屋東山）
金 田 英 和 （名古屋東山）
羽 田 明 弘 （豊橋北）
小杉幸一郎 （豊橋北）
内 藤 雄 功 （豊川）
石 黒 利 昌 （田原）
榊 原 周 造 （豊橋南）
藤 原 俊 男 （豊橋南）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
金 田 柾 宏 （豊川宝飯）
梅 田 英 樹 （豊橋ゴールデン）
藤 城 民 男 （豊橋ゴールデン）
白 井 正 樹 （豊橋ゴールデン）
杉 原 敏 雄 （豊橋ゴールデン）
高 畑 皓 一 （豊橋ゴールデン）
宮 川 嘉 朗 （豊橋ゴールデン）
渡 邊  　茂 （豊橋東）
柴 田 芳 孝 （岡崎）
南 部  　淳 （岡崎）
酒 部 圭 司 （岡崎）
安 藤 宏 行 （岡崎）
松 原 広 幸 （岡崎）
柴 田 泰 伸 （岡崎）
峰 澤 彰 宏 （岡崎）
古 澤 武 雄 （岡崎）
岩 月 一 郎 （岡崎）
金 山 久 雄 （岡崎）
服 部 良 男 （岡崎）
三 宅 英 臣 （豊田）
後 藤 尚 之 （豊田）
天 野 勝 美 （豊田）
鈴 木 元 弘 （豊田）
光 岡 新 吾 （豊田）
丸 井 俊 裕 （豊田）
奥 田 清 仁 （豊田）
酒 井 法 丈 （豊田）
鈴 村 幸 伸 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
斎 藤 直 美 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
杉 本 義 安 （岡崎南）
志 賀 為 宏 （岡崎南）
奥 村 英 世 （岡崎南）

大須賀予偲子 （岡崎南）
服 部 英 男 （岡崎南）
中川修一郎 （岡崎南）
本 間  　毅 （岡崎南）
小 野  　隆 （岡崎南）
手 嶋  　明 （岡崎東）
山 中  　一 （岡崎東）
山 内 隆 一 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
河 合 芳 弘 （豊田東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
鈴木文三郎 （刈谷）
大 音 祖 瑛 （刈谷）
杉 山 淳 一 （安城）
加 藤 正 人 （安城）
稲 垣  　淳 （安城）
市 川  　護 （安城）
田 中 正 規 （西尾）
山 中 寛 紀 （碧南）
髙 木 秀 夫 （知立）
中 川  　敦 （知立）
大 橋  　均 （知立）
鈴 木 善 和 （西尾K I R A R A）
太田五九郎 （西尾K I R A R A）
細 川 和 好 （西尾K I R A R A）
太 髙 純 治 （西尾K I R A R A）
新 海 雄 二 （西尾K I R A R A）
高 須  　光 （西尾K I R A R A）
加 藤  　宙 （三河安城）
大 見 満 宏 （三河安城）
寺 部 保 美 （三河安城）
伊 藤 敦 夫 （2 7 6 0 その他）

鈴 木 裕 二 （半田）
澤 田 好 伸 （半田）
山 﨑 正 夫 （半田）
鈴村せつ子 （半田）
金 澤 憲 二 （半田）
松 本 順 子 （半田）
畑 中 雅 之 （半田）
竹 内 俊 介 （半田）
川 口 新 平 （半田）
鈴 木 宏 司 （半田南）
青 山 佳 裕 （一宮）
舩 橋 正 員 （一宮） 
関 戸  　徹 （一宮）
篠 田  　廣 （津島）
水 野 憲 司 （一宮北）
山 田 尊 久 （あま）
後 藤 雅 光 （あま）

髙 山  　敏 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
和 田 典 之 （名古屋清須）
大 森  　進 （一宮中央）
大 澤  　渡 （犬山）
髙 橋 秀 治 （犬山）
松 平 實 胤 （犬山）
木 村  　完 （犬山）
森  　弘 好 （江南）
清 野 允 中 （江南）
山 田  　猛 （江南）
大 島 賀 樹 （小牧）
堀 井  　武 （小牧）
松尾憲二郎 （小牧）
濱 口 栄 男 （小牧）
五 藤 隆 夫 （小牧）
于     　 咏 （愛知ロータリーE クラブ）
内 田  　優 （名古屋南）
伊東万樹也 （名古屋南）
眞 野 乘 史 （名古屋南）
岩 田 崇 祺 （名古屋南）
藁谷喜世志 （名古屋東南）
白 木 良 彦 （名古屋東南）
山 口 直 彦 （名古屋東南）
橋 爪  　務 （名古屋東南）
水 野 恒 平 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
柴田裕二郎 （名古屋中）
川 本 浩 史 （名古屋中）
川 口 誉 夫 （名古屋中）
森 田 乾 嗣 （名古屋中）
相 羽 康 人 （名古屋中）
服 部 浩 明 （名古屋中）
平 松 久 明 （名古屋中）
北 村 栄 治 （名古屋中）
王     　 偉 （名古屋中）
梁 川 誠 市 （名古屋中）
安 田 照 幸 （名古屋中）
堀  　慎 治 （名古屋瑞穂）
稲 葉  　徹 （名古屋瑞穂）
鬼 頭 茂 成 （名古屋大須）
岡 田 尚 彦 （名古屋大須）
岩 崎 征 一 （名古屋大須）
原 野 勝 至 （名古屋栄）
加 藤 英 敏 （名古屋名南）
榊 原 和 美 （名古屋名南）
朝比美和子 （名古屋名南）

山 本 郁 矢 （名古屋名南）
木 下 福 郎 （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
伊 藤 圭 一 （名古屋名南）
小酒井比呂志 （名古屋名駅）
清 水 順 二 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
小室健次郎 （名古屋名駅）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
岡 部 （名古屋北）
木 谷 圭 子※ （名古屋東）
本田伸太郎 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
増 田 浩 男 （名古屋東）
長瀬輝代之 （名古屋守山）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
鈴木太刀雄 （名古屋名東）
竹 尾 祥 子 （名古屋名東）
中 込 清 周 （名古屋名東）
北 村 正 和 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
樫 尾 富 二 （名古屋千種）
鈴 木 理 之 （名古屋千種）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）
河 合 芳 光 （豊橋北）
鈴木大次郎 （豊橋北）
佐 藤 矩 朗 （豊橋北）
小 林 康 男 （豊橋北）
田 中 寛 孝 （豊川）
浅 野 修 道 （豊川）
吉 川 庄 三 （豊川）
大 河 直 樹 （田原）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
伊 藤 眞 芳 （豊橋ゴールデン）
大須賀憲太 （豊橋ゴールデン）
石 原 昭 二 （豊橋ゴールデン）
松 崎  　進 （豊橋ゴールデン）
井 上  　穂 （豊橋ゴールデン）
平 野 正 博 （豊橋東）
杉 原 好 洋 （豊橋東）
同 前 仁 史 （岡崎）
藤 原 正 寛 （岡崎）
天 野 惠 一 （岡崎）
吉 川 正 敏 （岡崎）
河 野 治 生 （岡崎）
三 宅 正 恭 （豊田）
村 上 雅 則 （豊田）

杉 浦  　毅 （豊田）
杉 浦 弘 髙 （豊田）
稲 垣 利 彦 （豊田）
神 谷 和 利 （豊田）
河 木 照 雄 （豊田）
小 野 雅 道 （豊田）
孕 石 邦 雄 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
深 津  　篤 （岡崎南）
杉 浦  　彰 （岡崎南）
中 根 克 弘 （岡崎南）
小 野 正 富 （岡崎南）
大久保   武 （岡崎南）
中 根 義 雄 （岡崎南）
太 田 進 造 （岡崎南）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
浅 岡 謙 治 （岡崎東）
野 村 政 弘 （岡崎東）
足 立 汎 和 （岡崎東）
大 澤 六 也 （豊田東）
小 山 章 仁 （岡崎城南）
ꇶ𠮷㻗𠮷㖡𠮷ꋝ （名古屋宮の杜）
𠮷𠮷 原 孝 彦 （刈谷）
市 川 裕 大 （刈谷）
成 田 孝 則 （安城）
恒 川 憲 一 （安城）
青 山 竜 也 （安城）
内 藤 教 恵 （安城）
山 口  　研 （安城）
松 田 茂 治 （西尾）
田 中 正 規 （西尾）
榊 原  　健 （碧南）
平岩統一郎 （碧南）
山 中 寛 紀 （碧南）
水 野 泰 昌 （知立）
鈴 木 民 也 （知立）
中 川  　敦 （知立）
大 橋  　均 （知立）
秋 山 正 純 （西尾K I R A R A）
杉 浦 加 代 （西尾K I R A R A）
榊 原  　章 （西尾K I R A R A）
石 山  　進 （西尾K I R A R A）
鈴 木 善 和 （西尾K I R A R A）
太田五九郎 （西尾K I R A R A）
齋 藤 光 正 （三河安城）
沓名由美子 （三河安城）
大 見 和 志 （三河安城）
伊 藤 敦 夫 （2 7 6 0 その他）
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水 野 隆 芳 （半田）
鈴 木 丈 雄 （半田）
前 田 三 次 （常滑）
稲 坂　  博 （東海）
高 津 忠 男 （東知多）
外 園　  茂 （大府）
久 野 春 雄 （大府）
青 山 佳 裕 （一宮）
林　  隆 春 （一宮）
堀 田  　勝 （津島）
伊 藤 哲 朗 （津島）
伊 藤 幸 蔵 （津島）
佐 藤 栄 一 （津島）
和 出 泰 夫 （津島）
田 島  　昊 （稲沢）
栗 木 和 夫 （あま）
前 田 重 廣 （あま）
髙 山  　敏 （あま）
鴨 井 敏 秋 （名古屋清須）
小 島 三 男 （一宮中央）
長 橋 國 和 （一宮中央）
稲 垣 圭 次 （犬山）
牧 野 武 彦 （犬山）
大 澤  　渡 （犬山）
安藤喜代司 （江南）
伊 藤 靖 祐 （江南）
澤 田 昌 久 （江南）
山 本  　修 （瀬戸北）
宮 田 浩 明 （岩倉）
坂  　直 樹 （名古屋）
清 田 武 男 （名古屋西）
水 野 隆 二 （名古屋西）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
ローランド J. ヨッスィ （名古屋南）
飯 田 秀 雄 （名古屋みなと）
菅　　   栄 （名古屋みなと）
木 村 秀 夫 （名古屋みなと）
小 島 清 路 （名古屋みなと）
才 本 清 継 （名古屋みなと）
市 原 高 明 （名古屋中）
小笠原   暁 （名古屋中）
坪 井 進 悟 （名古屋中）
鶴 見 俊 成 （名古屋中）
八 神 弘 雄 （名古屋中）
倉 澤  　寛 （名古屋瑞穂）
水 谷  　誠 （名古屋名南）
柴 田 照 子 （名古屋名南）
川 村 勝 廣 （名古屋名駅）
小 西 忠 昭 （名古屋名駅）
大 野 智 彦 （名古屋北）
相 馬 保 之 （名古屋北）
福 谷 正 男 （名古屋東）
林  　雅 史 （名古屋東）
東 谷 昌 彦 （名古屋東）
二 村  　満 （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
多和田   武 （名古屋東）

今 村 孝 治 （名古屋和合）
町 田 重 夫 （名古屋和合）
中 村 有 孝 （名古屋和合）
坪 井 和 義 （名古屋和合）
松 永 辰 男 （名古屋名東）
齊 藤 英 夫 （名古屋名東）
星川須美子 （名古屋名北）
石 黒  　勉 （名古屋名北）
加 藤  　靖 （名古屋昭和）
柴 田 義 介 （名古屋昭和）
北 村 隆 子 （名古屋錦）
前 田 元 弘 （名古屋錦）
丹 羽  　繁 （名古屋錦）
寺 西  　正 （名古屋錦）
植 村 元 雄 （名古屋錦）
福 井  　敬 （豊橋）
神 野 吾 郎 （豊橋）
鈴 木 正 憲 （豊橋）
近 藤 克 義 （蒲郡）
丸 山  　勝 （蒲郡）
小笠原金太郎 （蒲郡）
清 水 敏 光 （蒲郡）
吉 野 勝 己 （豊橋南）
坂 巻 邦 彦 （新城）
大 原 孝 一 （田原パシフィック）
豊 田 慈 證 （田原パシフィック）
河 合 純 夫 （豊橋東）
南 部  　淳 （岡崎）
野 田 篤 文 （岡崎）
柴 田 芳 孝 （岡崎）
田 辺 一 雄 （岡崎）
中 根 克 弘 （岡崎南）
宇 井  　均 （岡崎南）
山 崎 泰 信 （岡崎南）
藤 井  　悟 （岡崎東）
安 藤 和 広 （豊田東）
久保田   浩 （豊田東）
長 橋  　朗 （豊田東）
大 澤 六 也 （豊田東）
鈴 木 基 之 （豊田東）
鈴 木 孝 治 （豊田東）
梅 村 昌 吾 （豊田東）
矢 頭 功 生 （豊田東）
山 内 達 己 （豊田東）
横 山 克 則 （豊田東）
松 井 孝 王 （岡崎城南）
堀 川  　泰 （豊田三好）
本 多  　幹 （豊田中）
又 場 公 代 （豊田中）
松 山  　治 （豊田中）
澳 覩  　光 （豊田中）
渡 邊 高 紹 （豊田中）
横 地  　朗 （豊田中）
市 川 裕 大 （刈谷）
近 藤 俊 行 （刈谷）
岡 本 女芝 磨 （刈谷）
岡 本  　巧 （刈谷）
神 谷  　研 （安城）

戸 谷  　央 （安城）
加 藤 浩 道 （西尾）
平 岩 辰 之 （碧南）
新 美 惣 英 （碧南）
奥 田 雪 雄 （碧南）
角 谷 信 二 （碧南）
杉 浦 昌 裕 （碧南）
鶴 田 光 久 （碧南）
岩 瀬 清 彦 （西尾K I R A R A）
大須賀慶一 （西尾K I R A R A）
鈴 木 昭 夫 （西尾K I R A R A）
木 村 恭 子 （三河安城）
山 本 彰 秀 （三河安城）
山 本 昌 弘 （三河安城）

日 高 晋 典 （常滑）
小 出 常 雄 （東海）
鈴 木 宏 司 （半田南）
青 木 雅 裕 （知多）
岩 崎 征 宣 （知多）
木 下 勝 美 （知多）
坂 本 竹 敏 （知多）
相羽あつ子 （津島）
加 藤 則 之 （津島）
佐 竹  　敦 （津島）
清 水 裕 行 （津島）
鈴 木 吉 男 （津島）
八 谷 潤 一 （津島）
横 井 知 代 （津島）
中 村  　禊 （名古屋清須）
平 岩 慎 次 （尾張中央）
石 原 稔 久 （一宮中央）
藤 井 源 成 （瀬戸）
加 藤 陽 一 （瀬戸）
加藤唐三郎 （瀬戸）
森  　弘 好 （江南）
冨 永 典 夫 （江南）
原 田 好 展 （名古屋空港）
波多野   真 （名古屋空港）
稲 熊 正 徳 （名古屋空港）
栗 田 和 典 （名古屋空港）
照 井 通 夫 （名古屋空港）
山 北 秀 和 （名古屋空港）
若 杉 福 雄 （瀬戸北）
荒川永太郎 （名古屋西）
水 谷 博 之 （名古屋西）
長谷川   仂 （名古屋南）
小 嶋 仲 夫 （名古屋南）
近 藤 信 之 （名古屋東南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
牧 野 弘 明 （名古屋東南）
荒 川 雅 義 （名古屋中）
早 瀬 孝 文 （名古屋中）
石 原 寿 生 （名古屋中）
金 森 伸 夫 （名古屋中）
近 藤 直 樹 （名古屋中）
宮 内  　誠 （名古屋中）
永 野 光 容 （名古屋中）

岡 崎  　亨 （名古屋中）
佐 藤 友 治 （名古屋中）
鈴木謙一郎 （名古屋中）
田ヶ原昭弘 （名古屋中）
山 口  　忍 （名古屋中）
吉 田 敬 岳 （名古屋中）
青 柳  　斉 （名古屋瑞穂）
堀  　慎 治 （名古屋瑞穂）
松 岡 道 弘 （名古屋瑞穂）
照 井  　栞 （名古屋大須）
山 口 正 孝 （名古屋大須）
井 上  　司 （名古屋栄）
加 藤 英 敏 （名古屋名南）
木 下 福 郎 （名古屋名南）
水 野 俊 男 （名古屋名南）
日比野三吉彦 （名古屋名駅）
堀 田 豊 彦 （名古屋名駅）
中 野  　健 （名古屋名駅）
鈴 木 次 郎 （名古屋名駅）
磯 部  　徹 （名古屋丸の内）
水 野𠮷𠮷𠮷 紹 （名古屋北）
鈴 木  　樞 （名古屋守山）
大 島 一 恵 （名古屋名東）
鈴木太刀雄 （名古屋名東）
高 橋  　進 （名古屋昭和）
渡 辺 直 樹 （名古屋昭和）
鬼頭正二郎 （名古屋錦）
中 山 信 義 （名古屋錦）
生 田 博 隆 （名古屋東山）
金 田 英 和 （名古屋東山）
鈴 木 明 雄 （豊橋）
山 本 光 伸 （豊橋）
小杉幸一郎 （豊橋北）
磯 村 秀 樹 （豊橋南）
熊 谷  　勝 （新城）
樅 山 修 一 （豊川宝飯）
畑 野 泰 志 （豊橋ゴールデン）
伊 藤 眞 芳 （豊橋ゴールデン）
河 辺 敏 之 （豊橋ゴールデン）
村 田  　悟 （豊橋ゴールデン）
竹 田 昌 弘 （豊橋ゴールデン）
藤 代 善 之 （田原パシフィック）
本 多  　敬 （田原パシフィック）
加 藤 武 紀 （田原パシフィック）
佐野弘之介 （田原パシフィック）
山 崎  　曻 （田原パシフィック）
川 西 裕 康 （豊橋東）
中 村 成 人 （豊橋東）
豊 田 能 史 （豊橋東）
安 井 洋 二 （豊橋東）
深 田 達 彦 （岡崎）
加 藤 博 巳 （岡崎）
宮 本  　隆 （岡崎）
安 藤 隆 幸 （岡崎南）
岩 瀬 宏 隆 （岡崎南）
加 藤  　強 （岡崎南）
神 谷 卓 弌 （岡崎南）
鬼 頭 辰 郎 （岡崎南）

2008 年度

2017 年度

岡 田 庄 璽 （岡崎南）
鬼 塚 俊 夫 （岡崎南）
柴 田 修 次 （岡崎南）
皿 井  　寛 （豊田西）
牧  　　 勝 （岡崎城南）
永 井 量 基 （岡崎城南）
稲 本 良 二 （豊田中）
山内ユミ子 （豊田中）
権 田 鋹 弘 （刈谷）
深 津 正 則 （安城）
星 野 和 幸 （西尾）
本 多  　淳 （西尾）
三 浦 眞 澄 （西尾）
小笠原正秀 （西尾）
平 松  　太 （碧南）
石 川 唯 司 （碧南）
清 澤 聡 之 （碧南）
新 美 雅 浩 （碧南）
岡 本 明 弘 （碧南）
竹 中  　誠 （碧南）
山 中 寛 紀 （碧南）
朴  　壽 子 （西尾K I R A R A）
杉 浦 正 昭 （西尾K I R A R A）
高 須  　匀 （西尾K I R A R A）

古 市 晃 久 （半田）
猪 飼 盛 雄 （常滑）
梯  　國 彦 （一宮）
松 原 直 次 （一宮）
森  　俊 夫 （一宮）
関 戸  　徹 （一宮）
滝  　善 蔵 （一宮）
加 藤 隆 朗 （津島）
佐 藤 敬 治 （津島）
篠 田 知 生 （津島）
住 田 正 幸 （津島）
山 田 勝 弘 （津島）
水 野 憲 司 （一宮北）
成田幸太郎 （稲沢）
古 川  　宏 （あま）
水 谷 安 紀 （あま）
永 田  　正 （一宮中央）
大 森  　進 （一宮中央）
森 脇 文 直 （瀬戸）
野 田 正 治 （瀬戸）
山 口 育 男 （瀬戸）
清 野 允 中 （江南）
大 野 良 之 （尾張旭）
柏 本 光 之 （瀬戸北）
小 澤  　修 （瀬戸北）
梅 村 邦 雄 （瀬戸北）
山 田 隆 雄 （瀬戸北）
豊 島 将 克 （名古屋城北）
青 島 邦 人 （名古屋西）
神 野 富 三 （名古屋西）
宮 田 理 博 （名古屋南）
南 雲 和 江 （名古屋東南）
松 原 秀 樹 （名古屋中）

小 栗 成 男 （名古屋中）
榊 原 克 典 （名古屋中）
渡 邊 樹 志 （名古屋中）
入 山 治 樹 （名古屋瑞穂）
市 岡 正 蔵 （名古屋瑞穂）
西 沢 功 晋 （名古屋瑞穂）
鈴 木 健 司 （名古屋瑞穂）
髙 木 元 明 （名古屋瑞穂）
鶴 田  　浩 （名古屋瑞穂）
梅 村 昌 孝 （名古屋瑞穂）
犬飼りさ枝 （名古屋名南）
山 崎  　淳 （名古屋名南）
遠 藤 泰 昭 （名古屋名駅）
岩 崎 光 記 （名古屋名駅）
友 田 喜 夫 （名古屋名駅）
堀 江 俊 通 （名古屋丸の内）
内 藤 秀 樹 （名古屋北）
伊 藤 陽 介 （名古屋守山）
鈴 木 真 司 （名古屋昭和）
斉 田 康 徳 （名古屋錦）
川 村 荒 治 （豊橋）
松 井 孝 悦 （豊橋）
高 橋 豊 彦 （豊橋）
市 川 晶 也 （蒲郡）
河 合 芳 光 （豊橋北）
夏 目 國 弘 （豊橋北）
佐久間武美 （豊橋北）
鈴木伊能勢 （豊橋北）
天野英一郎 （田原）
佐 野 朝 海 （田原）
柴 田  　登 （田原）
八 木 正 光 （田原）
神 谷 浩 史 （豊橋南）
梶 村 康 彦 （豊橋南）
住野友次郎 （豊橋南）
内 山 昌 久 （豊橋南）
中 澤 輝 昭 （新城）
佐 藤 泰 惇 （新城）
竹内臨通夫 （新城）
伊藤隆一郎 （豊橋ゴールデン）
彦 坂 敏 行 （田原パシフィック）
河 合 喜 嗣 （田原パシフィック）
藤 井 宣 行 （豊橋東）
白 井 康 仁 （豊橋東）
深 津  　浩 （岡崎）
尾 崎 篤 司 （岡崎）
太 田 成 紀 （岡崎）
同 前 仁 史 （岡崎）
深 津  　篤 （岡崎南）
小島ミユキ （岡崎南）
奥 村 英 世 （岡崎南）
小 野 正 富 （岡崎南）
鈴 木 英 治 （豊田東）
有 馬 惟 夫 （岡崎城南）
稲 垣  　淳 （安城）
市 川  　護 （安城）
加 藤 正 人 （安城）
萩 原 竜 治 （西尾）
石 川 哲 朗 （西尾）
岩 瀬 正 広 （西尾）
金 原 健 志 （西尾）
黒 田 正 志 （西尾）
坂 田 吉 郎 （西尾）

粟 津 康 之 （碧南）
黒 田 泰 弘 （碧南）
森 田 雅 也 （碧南）
長 田 和 徳 （碧南）
榊 原  　健 （碧南）
角 谷  　修 （碧南）
鈴 木 健 三 （碧南）
小 出 道 治 （西尾一色）
水 野 泰 昌 （知立）
堀 本 保 美 （三河安城）
犬 束 信 一 （三河安城）

澤 田 好 伸 （半田）
鈴 村 昌 人  （東海）
木 塚 烈 男 （東海）
青 山 五 郎 （東知多）
生 田 達 一 （津島）
寺 田 晏 章 （津島）
大 竹 敬 一 （あま）
伊藤恒二郎 （一宮中央）
渡辺愛一郎 （瀬戸）
加 藤 眞 言 （瀬戸）
加 藤 令 吉 （瀬戸）
穂 積 良 治 （名古屋城北）
津 坂 守 英 （名古屋城北）
神 尾  　隆 （名古屋西）
加 藤 正 和 （名古屋西）
鵜 飼 治 昭 （名古屋西）
伊 藤 彰 彦 （名古屋西）
後 藤 保 正 （名古屋南）
中 川 昭 一 （名古屋南）
小 森 敦 夫 （名古屋南）
西 本 一 幸 （名古屋南）
樋江井貴文 （名古屋南）
高 田 和 裕 （名古屋みなと）
山 田  　豊 （名古屋みなと）
加 藤 茂 春 （名古屋みなと）
山ノ内泰央 （名古屋東南）
岩 崎 誠 二 （名古屋東南）
東  　俊 輝 （名古屋中）
立 松 洋 司 （名古屋中）
湯 澤 勇 生 （名古屋瑞穂）
山 口 哲 司 （名古屋瑞穂）
近 藤 茂 弘 （名古屋瑞穂）
湯 澤 信 雄 （名古屋瑞穂）
山 本 英 雄 （名古屋瑞穂）
広 瀬 弘 幸 （名古屋瑞穂）
神 野 邦 利 （名古屋大須）
近 藤 明 美 （名古屋大須）
米 田  　敬 （名古屋栄）
東 山 直 史 （名古屋名南）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
田 中 正 樹 （名古屋北）
山 口 兼 市 （名古屋北）
梅 村 清 英 （名古屋東）
中 村 公 彦 （名古屋名東）
近藤兼治郎 （名古屋東山）
水 藤 之 資 （豊橋）
福 井 英 輔 （豊橋）
志 賀 弘 嗣 （蒲郡）
酒 井 克 嘉 （蒲郡）
酒 井 基 裕 （蒲郡）
谷 山  　勉 （豊橋北）

稲 積 秀 一 （豊橋北）
広 中 貴 彦 （田原）
高 崎 雄 三 （田原）
岩 崎  　功 （田原）
鈴 木  　進 （田原）
髙 橋 雅 男 （豊橋ゴールデン）
中 嶌 秀 樹 （豊橋東）
松 原 広 幸 （岡崎）
酒 部 圭 司 （岡崎）
藤 原 正 寛 （岡崎）
鈴 木 裕 二 （岡崎南）
志 賀 為 宏 （岡崎南）
山 本 剛 司 （岡崎城南）
青 山 幸 市 （岡崎城南）
磯 部 亮 次 （岡崎城南）
鈴 木 正 輝 （豊田三好）
延 原  　哲 （豊田中）
日恵野正俊 （豊田中）
伊 藤 節 夫 （刈谷）
内 藤 教 恵 （安城）
山 口  　研  （安城）
神 谷  　明  （西尾）
榊 原 利 夫 （西尾K I R A R A）
清  　克 行 （西尾K I R A R A）
中 根 勝 美 （西尾K I R A R A）
長 谷 収 一 （西尾K I R A R A）
沓名由美子 （三河安城）
大 見 和 志 （三河安城）

朝 倉 滉 一 （半田）
青 葉 憲 一 （半田）
森 合 久 春 （東海）
坂 野 公 俊 （東海）
杉 原 康 男 （東知多）
竹 内 俊 郎 （半田南）
岡 戸 利 直 （半田南）
石 川 勝 彦 （半田南）
浅 野  　一 （一宮）
桑 原 英 寿 （一宮）
山 上 哲 司 （一宮）
宮 田 智 司 （一宮）
森  　隆 彦 （一宮）
大 森 輝 英 （一宮）
坂井田敏行 （一宮）
佐々木久直 （一宮）
鈴 木 洋 志 （一宮）
石 黒 敬 康 （一宮）
滝 川 林 一 （津島）
稲 垣 宏 高 （津島）
岡 本 康 義 （津島）
伊 藤 彰 浩 （津島）
則 武 克 彦 （一宮北）
石 黒 三 雄 （一宮北）
角 田 隆 幸 （一宮北）
日 野 康 司 （一宮北）
三 輪 茂 富 （一宮北）
村 瀬 圭 吾 （一宮北）
加 藤  　勉 （一宮北）
菱 川 弘 樹 （一宮北）
森 田  　進 （一宮北）
森  　通 保 （一宮北）
黒 木 義 公 （一宮北）
藤 原 峯 忠 （一宮北）

大 森 克 孝 （一宮北）
小 澤 正 明 （一宮北）
福 西 久 敏 （一宮北）
佐々木顕彰 （一宮北）
矢 野 尚 彦 （一宮北）
山 内 國 雄 （一宮北）
丹羽喜代次 （一宮北）
山 本  　基 （一宮北）
中 北 武 男 （一宮北）
黒 川 元 則 （あま）
後 藤  　稔 （名古屋清須）
江 川 泰 彦 （名古屋清須）
加 藤 恭 章 （一宮中央）
加 藤 恵 子 （瀬戸）
牧　　   治 （瀬戸）
福 冨 孝 弘 （犬山）
古 橋 裕 志 （尾張旭）
片 山 郁 雄 （瀬戸北）
神 谷 竜 也 （名古屋西）
川 島 浩 二 （名古屋西）
吉 川 公 章 （名古屋南）
丸 山 和 紀 （名古屋南）
吉 田 哲 人 （名古屋南）
安 田 智 彦 （名古屋南）
羽根田達夫 （名古屋南）
橋 本 修 三 （名古屋みなと）
山 下 哲 男 （名古屋みなと）
杉 浦 康 晴 （名古屋中）
山 田 典 廣 （名古屋中）
川 本 昌 市 （名古屋瑞穂）
松井文一郎 （名古屋瑞穂）
大 嶽 達 郎 （名古屋瑞穂）
鈴 木 淑 久 （名古屋瑞穂）
関 谷 俊 征 （名古屋瑞穂）
田 中  　宏 （名古屋瑞穂）
佐 治 寛 行 （名古屋瑞穂）
萱 垣  　建 （名古屋名駅）
清 水 順 二 （名古屋名駅）
筧  　正 紀 （名古屋名駅）
杉 浦 秀 一 （名古屋北）
中 村 陽 公 （名古屋北）
福 田 哲 三 （名古屋和合）
内 間 三 好 （名古屋和合）
米 山 郁 生 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
小 林 英 毅 （名古屋千種）
吉 田  　玄 （名古屋千種）
早 川 和 男 （名古屋東山）
佐 藤 敏 夫 （名古屋東山）
渡 邊 萬 里 （名古屋東山）
近 藤  　眞 （豊橋）
岡 田 直 樹 （豊橋）
竹 本 泰 一 （蒲郡）
本 多 英 夫 （蒲郡）
牧野早希子 （豊橋北）
山 内 有 恒 （豊橋北）
金 田 賢 也 （豊橋南）
西 川  　滋 （豊橋南）
榊 原 周 造 （豊橋南）
朽 名  　誠 （渥美）
鈴 木  　博 （豊川宝飯）
大 羽 重 治 （豊橋ゴールデン）
松 下 泰 三 （豊橋東）

杉 本 知 治 （岡崎）
柴 田 泰 伸 （岡崎）
大 林 市 郎 （岡崎）
松 本 隆 利 （安城）
谷 崎 直 樹 （西尾） 
杉 浦 竜 基 （西尾）
中 川  　敦 （知立）
酒 井 一 造 （知立）
杉 浦 義 利 （西尾K I R A R A）
山 本 裕 充 （西尾K I R A R A）
青 山 弦 八 （西尾K I R A R A）
山 本 俊 明 （西尾K I R A R A）
山 本 雅 仁 （三河安城）
水 谷  　存 （三河安城）
久 恒 治 人 （三河安城）
下 村 幸 真 （三河安城）

榊 原 敦 史 （半田）
小 栗 宏 次 （半田）
加 藤 順 三 （半田）
大林香瑞人 （東海）
水 野 憲 雄 （津島）
矢 田 政 弘 （一宮北）
大河内圭一 （一宮北）
渡 辺 元 男 （一宮北）
山 脇 敏 夫 （稲沢）
石 田 智 彦 （あま）
児 玉 憲 之 （あま）
三 輪 隆 裕 （名古屋清須）
水 野 豊 秋 （名古屋清須）
熊 澤 勝 則 （尾張中央）
沖 野  　満 （尾張中央）
井 上 伸 也 （瀬戸）
加 藤 一 夫 （瀬戸）
加 藤 浩 一 （犬山）
澤 田  　禅 （犬山）
日比野清正 （犬山）
谷 津 義 雄 （犬山）
鈴 木 文 勝 （小牧）
須 崎 侑 三 （瀬戸北）
檜 木 治 幸 （岩倉）
梅 田 克 一 （名古屋西）
野 間 義 正 （名古屋西）
佐 藤 俊 信 （名古屋南）
山 上 純 一 （名古屋南）
岩 佐 信 機 （名古屋みなと）
浜 崎  　明 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
水 野 恒 平 （名古屋東南）
小 島 祐 助 （名古屋中）
松本健一郎 （名古屋中）
岩 月 雅 章 （名古屋中）
星 野 一 郎 （名古屋瑞穂）
森  　裕 之 （名古屋瑞穂）
酒 井 俊 光 （名古屋瑞穂）
髙 木 政 義 （名古屋大須）
酒 井  　修 （名古屋大須）
牧 野 博 和 （名古屋栄）
笹 谷 俊 道 （名古屋名駅）
松尾雄二郎 （名古屋丸の内）
藤 田 守 彦 （名古屋丸の内）
待 井 雄 介 （名古屋北）
木 村 邦 彦 （名古屋守山）

河 本  　力 （名古屋守山）
森藤左エ門 （名古屋守山）
尾 関 正 一 （名古屋名北）
尾 関 淑 子 （名古屋名北）
鈴 木 聖 三 （名古屋千種）
佐 野  　寛 （名古屋千種）
樫 尾 富 二 （名古屋千種）
須 原 茂 樹 （名古屋昭和）
伊 藤 彰 二 （名古屋昭和）
久 野 洋 一 （名古屋東山）
太 田 邦 広 （名古屋東山）
小林三重子 （名古屋東山）
井 川 和 英 （豊橋）
小 出 修 弘 （豊橋）
市川不二夫 （蒲郡）
加 藤 卓 秀 （豊橋北）
林  　良 宣 （豊橋南）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
大 谷 育 人 （豊橋南）
杉 田 和 俊 （豊橋ゴールデン）
鈴 木 保 宣 （田原パシフィック）
及 部 多 高 （豊橋東）
西 脇 友 伸 （豊橋東）
伊 藤 篤 哉 （豊橋東）
早 川 勝 博 （岡崎）
上 原 哲 郎 （岡崎）
有 賀  　健 （岡崎）
後 藤 尚 之 （豊田）
三 宅 英 臣 （豊田）
杉 浦 秀 明 （豊田）
杉 浦  　彰 （岡崎南）
稲 垣  　寿 （岡崎東）
近 藤 金 作 （岡崎東）
杉 山 淳 一  （安城）
岩 崎 智 一  （西尾）
髙 井 英 和  （西尾）
鈴 木 毅 文  （西尾）
杉 浦 保 子  （碧南）
杉 浦 栄 次  （碧南）
大 竹 密 貴  （碧南）
鈴 木 宏 枝  （碧南）
黒 田 勝 基  （高浜）
鈴 木 民 也  （知立）
早 川 岩 男  （知立）
高 須 良 一 （西尾K I R A R A）
新 海 雄 二 （西尾K I R A R A）
太 髙 純 治 （西尾K I R A R A）
高 須  　光 （西尾K I R A R A）
三 治 信 芳 （西尾K I R A R A）
中 村  　正 （三河安城）
加 藤  　宙 （三河安城）
林  　秀 司 （三河安城）
大 見 満 宏 （三河安城）

鈴 木 裕 二 （半田）
都 築 利 全 （半田南）
前 田 昭 生 （津島）
永 井 伸 治 （稲沢）
鷲 見 好 弘 （名古屋清須）
河 合 幹 雄 （名古屋清須）
松 本 正 暢 （一宮中央）
梶 野 輝 雄 （瀬戸）
伊 藤 英 彦 （瀬戸）

松 平 實 胤 （犬山）
中 村  　明 （小牧）
清 水 武 臣 （名古屋空港）
北 園 守 生 （名古屋空港）
國田武二郎 （名古屋空港）
岩 田 哲 也 （名古屋空港）
稲 吉 將 秀 （名古屋空港）
土 屋 範 郎 （名古屋空港）
加 藤 恒 彦 （瀬戸北）
荒 井 康 夫 （瀬戸北）
近 藤 博 資 （瀬戸北）
于　　   咏 （愛知ロータリーE クラブ）
稲 熊 茂 男 （愛知ロータリーE クラブ）
平 田 哲 也 （愛知ロータリーE クラブ）
大 杉  　誠 （名古屋西）
梅 本  　薫 （名古屋西）
中 野 智 夫 （名古屋南）
川 村 大 介 （名古屋南）
津曲修一郎 （名古屋南）
渡 邊 一 平 （名古屋南）
菊 田 宗 一 （名古屋南）
西 尾 直 哉 （名古屋南）
鋤 柄 喜 彦 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
北 村 栄 治 （名古屋中）
相 羽 康 人 （名古屋中）
服 部 浩 明 （名古屋中）
梁 川 誠 市 （名古屋中）
安 田 照 幸 （名古屋中）
王　　   偉 （名古屋中）
平 松 久 明 （名古屋中）
鬼 頭 茂 成 （名古屋大須）
本 多 利 郎 （名古屋名南）
矢 野 雄 嗣 （名古屋丸の内）
神 谷  　忠 （名古屋東）
浜  　洋 一 （名古屋東）
安 井 元 司 （名古屋東）
服 部 雅 紀 （名古屋和合）
伊 藤 彰 二 （名古屋昭和）
松 井 多 弘 （名古屋昭和）
荒 山 久 美 （名古屋アイリス）
青 木 良 浩 （豊橋）
三 浦 裕 司 （豊橋）
石 川 昌 義 （豊橋）
松岡真由美 （豊橋）
兼 子 直 久 （豊橋）
伊 藤 晴 康 （豊橋）
香 取  　武 （豊川）
田 中 寛 孝 （豊川）
藤 城 隆 雄 （田原）
鈴 木 達 司 （田原パシフィック）
小笠原竜児 （豊橋東）
齊 藤 伸 明 （豊橋東）
村 上 雅 則 （豊田）
三 宅 正 恭 （豊田）
村 端 達 也 （豊田）
酒 部 佳 直 （岡崎南）
小久井正秋 （岡崎南）
福 尾  　清 （岡崎南）
伊 藤 愼 一 （豊田西）
畔 栁 秀 幸 （岡崎東）
本 田 康 英 （岡崎東）
酒 井  　賢 （岡崎東）

宇 野 弘 隆 （岡崎東）
天 野 邦 彦 （岡崎城南）
毛 受  　豊 （刈谷）
深 谷 嘉 英 （刈谷）
恒 川 憲 一 （安城）
青 山 竜 也 （安城）
成 田 孝 則 （安城）
近 藤 裕 保 （安城）
犬 塚 一 彦  （西尾）
松 本 容 明  （西尾）
榊原茂太郎  （西尾）
都 築 勇 一  （西尾一色）
浅 岡 憲 隆  （高浜）
鈴 木 善 和 （西尾K I R A R A）
太田五九郎 （西尾K I R A R A）
細 川 和 好 （西尾K I R A R A）
齋 藤 光 正 （三河安城）

稲 熊 直 樹 （半田）
中 池 聡 之 （東海）
山 本 慎 治 （半田南）
堀 田 敏 行 （半田南）
山 田 一 仁 （一宮）
東 海 広 光 （あま）
篠 田 耕 伸 （あま）
山 田 尊 久 （あま）
齊 藤 雄 二 （名古屋清須）
松 前 和 子 （一宮中央）
坂 田 義 一 （一宮中央）
尾 関 一 之 （一宮中央）
松 前 裕 己 （一宮中央）
松 村 晋 也 （瀬戸）
山 本 英 雄 （瀬戸）
水 野 聖 仁 （小牧）
尾 野 英 二 （愛知ロータリーE クラブ）
近藤多喜男 （名古屋西）
田茂井克典 （名古屋西）
鈴 木 幹 雄 （名古屋南）
内 田  　優 （名古屋南）
清 水 一 郎 （名古屋南）
愛 知 吉 隆 （名古屋南）
田 中 賢 二 （名古屋南）
大 竹  　裕 （名古屋南）
石 原 光 弘 （名古屋南）
山 内 靖 雄 （名古屋みなと）
河 村 嘉 希 （名古屋中）
吉 田 治 伸 （名古屋中）
塩 谷 和 久 （名古屋中）
長谷川   隆 （名古屋瑞穂）
中 野 健 二 （名古屋瑞穂）
鈴 木  　実 （名古屋瑞穂）
鳥 山 政 明 （名古屋瑞穂）
北 岡 寿 人 （名古屋瑞穂）
髙 原 昌 宏 （名古屋瑞穂）
鈴 木 伸 一 （名古屋瑞穂）
村 瀬 俊 高 （名古屋瑞穂）
久 野 善 基 （名古屋栄）
米坂みよ古 （名古屋名駅）
坪 井 義 之 （名古屋名駅）
服 部 清 純 （名古屋名駅）
竹 尾 祥 子 （名古屋名東）
谷 口  　優 （名古屋千種）
石 井 弘 子 （名古屋錦）

安 井 嗣 博 （名古屋アイリス）
杉 田  　洋 （豊橋）
瀧 﨑 裕 司 （豊橋）
山 本 貴 浩 （豊橋）
佐 藤 裕 彦 （豊橋）
伊 藤 健 一 （蒲郡）
鈴 木 康 司 （蒲郡）
本 多 一 義 （豊橋北）
夏 目 憲 永 （豊橋北）
久 具 信 夫 （豊川）
石 黒 利 昌 （田原）
丸 山 明 敏 （新城）
永 田 恵 照 （豊川宝飯）
中 村 彰 宏 （豊橋ゴールデン）
河 合 成 幸 （田原パシフィック）
森 下 新 一 （田原パシフィック）
安 福 良 豊 （岡崎）
安 藤 宏 行 （岡崎）
今井眞一郎 （豊田）
加 藤  　太 （豊田）
成 瀬 正 尚 （豊田）
市 川 善 英 （豊田）
清 水 昌 一 （岡崎南）
磯 村 哲 也 （岡崎南）
鈴 木 博 文 （岡崎南）
神 尾  　淳 （岡崎南）
林  　孝 夫 （岡崎東）
安 川 政 男 （岡崎東）
南　　   鉉 （岡崎東）
島 田 英 太 （岡崎東）
安 井 健 次 （岡崎東）
三 宅 哲 也 （豊田中）
西 村 圭 人 （豊田中）
奥 嶋 正 衛 （安城）
亀 島 深 里 （安城）
外 山 勝 美 （安城）
加 藤 英 明 （安城）
小野田真代 （安城）
手 島 健 次  （西尾）
浅 岡 直 幸  （西尾）
鈴木きよみ  （碧南）
鳥 居 萬 里  （西尾一色）
上 野  　実  （知立）
髙 木 秀 夫  （知立）
武 藤 充 廣  （知立）
天 野 竹 行 （三河安城）
加 藤 泰 司 （三河安城）
金 子 豊 久 （三河安城）
杉 浦 秀 郎 （三河安城）
弥 政 晋 輔 （三河安城）

小 川 貴 英 （半田）
伊 藤 友 子 （半田）
久 野　  生 （東海）
早 川 直 義 （東海）
熊 澤  　岌 （東知多）
松 林 信 吾 （半田南）
杉 山 義 幸 （一宮）
佐 々 憲 一 （一宮）
栃 倉  　勲 （一宮）
伊 藤 光 治 （一宮）
中 西 啓 太 （一宮）
船 越  　孝 （一宮北）

後 藤 雅 光 （あま）
上 田 博 行 （あま）
篠 田 正 志 （あま）
川 西 利 浩 （名古屋清須）
森　俊一郎 （一宮中央）
内田泰潤徳 （一宮中央）
佐 藤 祐 造 （一宮中央）
加 藤 定 江 （瀬戸）
玉 井  　徹 （瀬戸）
加 藤 義 晴 （江南）
南 村 朋 幸 （江南）
宅 間 秀 順 （春日井）
加藤久仁明 （春日井）
田 邊 雅 彦 （名古屋空港）
中 野 昭 雄 （瀬戸北）
加 藤 雅 人 （瀬戸北）
奥 田 桂 良 （瀬戸北）
松 山 吉 之 （名古屋西）
服 部  　徹 （名古屋西）
大 蔵 康 雄 （名古屋南）
加 藤 敏 行 （名古屋南）
加 納 昭 巨 （名古屋南）
赤 澤 由 英 （名古屋南）
今 井 浩 詞 （名古屋南）
鈴 木  　哲 （名古屋みなと）
室 原 國 彦 （名古屋みなと）
山 口 直 彦 （名古屋東南）
白 木 良 彦 （名古屋東南）
山 口 剛 男 （名古屋東南）
藁谷喜世志 （名古屋東南）
鬼 頭  　弘 （名古屋東南）
平 松 育 夫 （名古屋東南）
永 谷 英 夫 （名古屋東南）
佐久間貞介 （名古屋東南）
鈴 木 雅 雄 （名古屋東南）
坂 本 裕 孝 （名古屋東南）
橋 爪  　務 （名古屋東南）
熊谷多津旺 （名古屋東南）
瀬 木 真 理 （名古屋東南）
柴田裕二郎 （名古屋中）
森 田 乾 嗣 （名古屋中）
川 本 浩 史 （名古屋中）
川 口 誉 夫 （名古屋中）
安 岡 克 明 （名古屋瑞穂）
花井芳太朗 （名古屋瑞穂）
松 田 浩 孝 （名古屋瑞穂）
鈴 木 雅 登 （名古屋瑞穂）
本 多 誠 之 （名古屋瑞穂）
永 草 孝 憲 （名古屋瑞穂）
林  　順 治 （名古屋大須）
大 澤 伸 悟 （名古屋大須）
山 本 裕 三 （名古屋名駅）
安 藤 隆 利 （名古屋名駅）
西 川 達 郎 （名古屋名駅）
大 輪  　稔 （名古屋名駅）
有 沢 祥 子 （名古屋丸の内）
川 口  　豊 （中部名古屋みらい）
柴 田 幸 男 （名古屋北）
木 村  　茂 （名古屋北）
各 務 有 一 （名古屋東）
今 村 憲 治 （名古屋東）
木 谷 圭 子※ （名古屋東）
松崎美都子 （名古屋守山）

下 出 啓 介 （名古屋名東）
名 越 陽 子 （名古屋名東）
荒 川 章 三 （名古屋昭和）
小 坂 達 也 （名古屋昭和）
綿 貫 達 雄 （名古屋アイリス）
江 崎 雅 彰 （豊橋）
荒 島 一 実 （豊橋）
中 村 典 司 （豊橋）
岡 村 正 造 （豊橋）
宮 崎 三 佳 （田原）
大 林 則 久 （豊橋ゴールデン）
冨 田 正 行 （豊橋ゴールデン）
河 辺 暁 雄 （田原パシフィック）
岡 本 卓 三 （田原パシフィック）
居 平 文 孝 （豊橋東）
安 田 直 樹 （豊橋東）
杉浦健太郎 （岡崎）
福 澤 玉 青 （岡崎）
谷  　泰 男 （岡崎）
酒 井 英 二 （岡崎）
鈴 木 康 生 （豊田）
小 椋 邦 彦 （豊田）
神 谷 典 之 （豊田）
朝比奈幸生 （豊田）
五 島 一 友 （豊田）
廣 部 智 映 （豊田）
小 川 秀 文 （岡崎南）
永 田 哲 之 （岡崎南）
早 川 幹 男 （岡崎南）
犬 塚 光 彦 （岡崎南）
大河原   誠 （岡崎南）
牧 野 嗣 弘 （岡崎南）
梶 川 勇 次 （岡崎南）

鳥 居  　守 （岡崎南）
金 本 孝 美 （岡崎東）
三 城 偉 央 （岡崎東）
坂 野  　弘 （岡崎東）
春 名 祐 樹 （岡崎東）
鈴 木 圭 介 （岡崎東）
藤 江 顕 治 （岡崎城南）
猿 渡 亮 二 （豊田中）
中 條  　誉 （豊田中）
辰 巳  　健 （豊田中）
伊 藤 伸 治 （豊田中）
伊豫田健児 （豊田中）
天 野 櫻 子 （刈谷）
加 藤 哲 也 （刈谷）
辻  　隆 士 （安城）
岩 井 春 次 （安城）
犬 塚 富 雄  （西尾）
永 江 義 澄  （西尾）
岩 瀬 淳 治  （西尾）
平 松 則 行  （碧南）
神 谷  　林  （西尾一色）
渡 辺 浩 二  （知立）
加 藤 久 和  （知立）
秋 山 正 純 （西尾K I R A R A）
榊 原  　章 （西尾K I R A R A）
杉 浦 加 代 （西尾K I R A R A）
石 山  　進 （西尾K I R A R A）
神 谷 昭 光 （西尾K I R A R A）

澤 田 雄 二 （半田）
堀 嵜 恒 藏 （半田）
間 瀬 保 英 （東海）
川 澄 哲 裕 （半田南）

杉 山 知 子 （半田南）
手 島 嘉 宏 （半田南）
蜷 川 勝 己 （半田南）
横 山 明 巳 （大府）
二ノ宮道彦 （一宮）
冨 田 隆 裕 （一宮）
立 松 絹 久 （あま）
前 田 昌 樹 （名古屋清須）
大 塚 省 治 （一宮中央）
加 藤 孝 爾 （瀬戸）
青 山  　稔 （瀬戸）
小 川  　誠 （犬山）
小 谷 達 也 （小牧）
名 和 千 博 （小牧）
長 尾 秀 義 （小牧）
鈴 木 雅 弘 （愛知ロータリーE クラブ）
鈴 木 和 雄 （名古屋西）
杉 本 邦 彦 （名古屋西）
松 島 延 明 （名古屋南）
鈴 木 喜 雄 （名古屋南）
大 原 和 生 （名古屋南）
服 部 伸 一 （名古屋南）
寺 本 善 雄 （名古屋みなと）
柳 澤 講 次 （名古屋みなと）
今 村 源 一 （名古屋中）
伊 藤 眞 人 （名古屋中）
近 藤 東 仁 （名古屋中）
山 本  　尚 （名古屋中）
牧 野 智 繁 （名古屋瑞穂）
萩 原 孝 則 （名古屋瑞穂）
松 本 哲 朗 （名古屋大須）
岡 村 隆 德 （名古屋大須）
小 出 政 巳 （名古屋栄）

早 川 敏 江 （名古屋名駅）
川 田 武 司 （名古屋名駅）
六 鹿 敏 也 （名古屋名駅）
種 瀬 徹 也 （名古屋名駅）
松 田 茂 樹 （名古屋東）
加藤恭太郎 （名古屋守山）
七 田 隆 二 （名古屋守山）
名 倉 嗣 治 （名古屋昭和）
藤 岡 省 吾 （名古屋錦）
浅 倉 伸 治 （豊橋）
長 濱 貴 彦 （豊橋）
大塩啓太郎 （豊橋）
岩 瀬  　清 （豊橋）
高 坂 泰 弘 （豊橋北）
大 石 佳 史 （豊橋北）
山 本 和 正 （豊橋北）
半 田 富 男 （豊川宝飯）
矢頭文由己 （豊橋ゴールデン）
本 多 英 司 （豊橋ゴールデン）
平 野 貴 久 （豊橋ゴールデン）
杉 浦 宏 始（豊橋ゴールデン）
髙 井 龍 雄（豊橋ゴールデン）
佐久間俊之 （田原パシフィック）
山 口  　登 （豊橋東）
西  　崇 秀 （豊橋東）
小 石 洋 和 （豊橋東）
石 川 勝 敏 （岡崎）
森 本  　覚 （豊田）
井 戸 雅 裕 （豊田）
光 岡 主 税 （豊田）
加 藤 国 治 （豊田）
伊 藤 正 人 （豊田）
新 井 利 和 （豊田）

山 本 一 貴 （岡崎南）
山 本  　眞 （岡崎南）
松 野 元 基 （岡崎南）
江 山  　清 （岡崎南）
竹 内 光 博 （岡崎南）
岩 崎 靖 彦 （岡崎東）
石 川 雅 規 （岡崎東）
中 根 匡 規 （岡崎東）
加 藤 和 志 （岡崎東）
黒 井 克 宣 （岡崎東）
宇 井 武 夫 （豊田東）
中 野 喜 之 （豊田三好）
小 塚 達 美 （豊田中）
宇田川佳世 （豊田中）
福 岡 克 勝 （豊田中）
稲 葉 俊 伸 （豊田中）
福 岡 和 則 （豊田中）
石 川 徳 重 （安城）
海 野 広 明 （安城）
鳥 居 慶 輔  （西尾）
本 田 正 則  （西尾）
平 岩 博 行  （西尾）
鈴 木 泰 博  （碧南）
服 部 弘 史  （碧南）
早川比呂太  （西尾一色）
山 下 保 彦  （西尾一色）
杉 原 透 恭  （知立）
丸 目 藤 二 （西尾K I R A R A）
長 田 和 人 （三河安城）
植 村 真 一 （三河安城）

●米山功労者（マルチプル） 

青 井 雅 純 （半田）
平 林 伸 康 （半田）
松 石 奉 之 （半田）
前 田 佳 男 （半田）
森 田　  亨 （半田）
榊 原 明 美 （半田）
酒 井 良 輔 （半田）
杉 浦 三 郎 （半田）
高 木 利 定 （半田）
山 内 和 之 （半田）
伊 奈 輝 三 （常滑）
新 美 義 博 （東知多）
足 立　  誠 （一宮）
長谷部敏克 （一宮）
伊 藤 幸 一 （一宮）
光 嵜 賢 一 （一宮）
則 竹 伸 也 （一宮）
伊 藤 文 也 （津島）
前 田 重 廣 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
佐 藤　  明 （あま）
渡 辺　  均 （あま）
早 川 雅 男 （名古屋清須）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
加 藤 辰 己 （一宮中央）

鹿 島 兼 一 （一宮中央）
高 井 光 信 （一宮中央）
伊 藤 英 男 （犬山）
尾 関 幸 夫 （犬山）
千 田 昌 宏 （犬山）
朱 宮 新 治 （犬山）
　 田 三 郎 （犬山）
伊 藤 鶴 吉 （江南）
北　  健 司 （春日井）
坂 田　  隆 （瀬戸北）
山 本　  修 （瀬戸北）
大 江 秀 和 （岩倉）
園 原 宏 治 （岩倉）
盛 田 淳 夫 （名古屋）
浅 井 金 三 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
服 部 一 郎 （名古屋南）
加 藤 慶 一 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
村 瀬 廣 芳 （名古屋南）
鈴 木 輝 彦 （名古屋南）
吉 田 春 樹 （名古屋南）
吉 岡 正 人 （名古屋南）
森　  　 清 （名古屋みなと）
酒 井　  優 （名古屋みなと）
住 田　  守 （名古屋みなと）

伊東與有三 （名古屋東南）
星 野 信 利 （名古屋中）
古 田 昭 臣 （名古屋中）
猪 飼 秀 明 （名古屋中）
加 藤 政 己 （名古屋中）
川 島 悦 雄 （名古屋中）
加瀬英比古 （名古屋中）
纐 纈 正 剛 （名古屋中）
鵜 飼 耕 三 （名古屋中）
渡 邉 一 平 （名古屋中）
山 口　  眞 （名古屋中）
尾 上　  昇 （名古屋大須）
柴 岡 正 将 （名古屋大須）
鈴 木　  洋 （名古屋大須）
渡 辺 観 永 （名古屋大須）
湯 山 淳 三 （名古屋大須）
細 井 土 夫 （名古屋栄）
川 井 健 司 （名古屋栄）
安 藤　  一 （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
三 浦　  隆 （名古屋名南）
武 藤 正 行 （名古屋名南）
大 隅 紀 郎 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
鈴 井 一 博 （名古屋名南）
石 黒　  隆 （名古屋名駅）

生 田 芳 規 （名古屋名駅）
小酒井比呂志 （名古屋名駅）
大 川　  宏 （名古屋名駅）
田 口　  望 （名古屋名駅）
中 島　  實 （名古屋北）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
水 野　  勤 （名古屋東）
澤 井 俊 治 （名古屋東）
椙 山 正 弘 （名古屋東）
高 橋　  巌 （名古屋東）
高橋雄二郎 （名古屋東）
宇佐美嘉重斌 （名古屋東）
安 井　  孝 （名古屋東）
余 語 郁 夫 （名古屋東）
服 部　  滋 （名古屋和合）
川 村 敏 夫 （名古屋和合）
柏 木 順 壱 （名古屋和合）
服 部　  力 （名古屋名東）
村 橋 泰 志 （名古屋名東）
星川須美子 （名古屋名北）
鈴 木 正 男 （名古屋千種）
伊 丹 惣 三 （名古屋昭和）
河 合 勇 夫 （名古屋昭和）
鈴 木 重 幸 （名古屋昭和）
杉 田　  等 （名古屋昭和）
貝 沼 正 敬 （名古屋錦）

福 井　  敬 （豊橋）
神 野 吾 郎 （豊橋）
鈴 木 正 憲 （豊橋）
佐 野 峯 雄 （豊橋北）
大 橋 平 治 （豊川）
山 本　  学 （豊川）
藤 城 俊 明 （豊橋南）
塩之谷   昌 （豊橋南）
小笠原喜好 （新城）
壽 昌 宏 之 （新城）
鳥 居 栄 一 （新城）
井 上　  穂 （豊橋ゴールデン）
石 原 昭 二 （豊橋ゴールデン）
松 崎　  進 （豊橋ゴールデン）
大須賀憲太（豊橋ゴールデン）
杉 原 敏 雄 （豊橋ゴールデン）
高 畑 皓 一 （豊橋ゴールデン）
尾 沢 義 雄 （田原パシフィック）
小 川 喜 一 （田原パシフィック）
内 柴 義 郎 （田原パシフィック）
鈴 木 昌 敏 （豊橋東）
浅 井　  章 （岡崎）
蜂須賀利雄 （岡崎）
林　  和 夫 （岡崎）
金 山 久 雄 （岡崎）
河 野 治 生 （岡崎）

黒 河  　陽 （岡崎）
内 藤  　淳 （岡崎）
奥 瀬 勇 作 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
佐々木勝巳 （岡崎）
清 水 芳 美 （岡崎）
伴  　征 雄 （豊田）
神 谷 和 利 （豊田）
松 井 博 文 （豊田）
小 野 雅 道 （豊田）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
天 野 精 孝 （岡崎南）
本 間  　毅 （岡崎南）
倉 田  　長 （岡崎南）
三 浦 勝 美 （岡崎南）
中 根 義 雄 （岡崎南）
太 田 進 造 （岡崎南）
岡 田 庸 男 （岡崎南）
池 田  憲治 （豊田西）
長 坂 義 幸 （豊田西）
中 川 俊 治 （豊田西）
足 立 憲 彦 （岡崎東）
足 立 信 雄 （岡崎東）
深 田 昭 彦 （岡崎東）
稲 葉 雅 彦 （岡崎東）
石 原 靖 増 （岡崎東）
池 田  　正 （岡崎東）
三 浦 泰 廣 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
杉 山 正 章 （岡崎東）
水 野 慶 一 （豊田東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
米 本 益 栄 （豊田東）
小 島 哲 夫 （豊田中）
鈴 木 純 子 （豊田中）
梅 村 和 伸 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
稲 垣 和 幸 （安城）
石 川 義 典 （安城）
神 谷 明 文 （安城）
小野内宣行 （安城）
冨 岡 里 美 （安城）
横山真喜男 （安城）
森 田 英 治  （碧南）
川 地 英 明 （知立）
大 高 敏 睦 （西尾K I R A R A）
斎 藤 喬 甫 （西尾K I R A R A）
鈴 木 正 司 （西尾K I R A R A）
高 原  　宏 （西尾K I R A R A）
米 津 長 治 （西尾K I R A R A）
古 居 一 雄 （三河安城）
川浦喜久雄 （三河安城）
杉 山 敏 幸 （三河安城）
竹 内 泰 夫 （三河安城）
山崎圭朋利 （三河安城）

稲 葉 民 安 （半田）
榊 原 秀 光 （半田）
手 島 寿 宏 （半田）
新 美 重 秋 （半田）
太 田 竹 司 （半田）
伊 東 良 夫 （半田）
椴 山 晃 雄 （半田）

高 木  　宏 （半田）
高 村 敦 夫 （東海）
榊 原  　肇 （半田南）
青 木 俊 憲 （一宮）
長谷川勝久 （一宮）
内 藤 寛 一 （一宮）
豊 島 俊 明 （一宮）
山 口 元 彦 （一宮）
鎌 田 芳 彰 （一宮）
日 比 一 昭 （津島）
伊 藤 文 也 （津島）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
早 川 雅 男 （名古屋清須）
高 橋 秀 治 （犬山）
祖父江寿男 （犬山）
小 川 嘉 吉 （犬山）
安 田 新 平 （犬山）
奥 村 正 幸 （犬山）
山 根 雄 司 （犬山）
河 合 美 彦 （小牧）
箕 輪 良 孝 （尾張旭）
若 杉 福 雄 （瀬戸北）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
若山啓太郎 （名古屋南）
多久田達宏 （名古屋南）
木 村 樹 生 （名古屋南）
山 路 兼 生 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
水 野  　裕 （名古屋東南）
伊東與有三 （名古屋東南）
市 原 高 明 （名古屋中）
小笠原   暁 （名古屋中）
坪 井 進 悟 （名古屋中）
鶴 見 俊 成 （名古屋中）
八 神 弘 雄 （名古屋中）
舟 橋 政 男 （名古屋中）
大 浦 泰 博 （名古屋中）
内 藤 貴 雄 （名古屋中）
片 岡 信 恒 （名古屋中）
篭 橋 美 久 （名古屋中）
川 口 小 折 （名古屋大須）
大 原 敏 正 （名古屋大須）
渡 辺 観 永 （名古屋大須）
住 田 正 夫 （名古屋大須）
児 島 徳 和 （名古屋名南）
山 本 郁 矢 （名古屋名南）
中 西 芳 子 （名古屋名南）
林  　隆 二 （名古屋名南）
田 中 省 三 （名古屋名南）
浅 井 泰 夫 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
青 島 邦 夫 （名古屋名駅）
吉 田 正 克 （名古屋北）
水 野 茂 生 （名古屋東）
柏 木  　功 （名古屋東）
柳 澤 幸 輝 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
高橋雄二郎 （名古屋東）
増 田 浩 男 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
佐 藤 正 延 （名古屋守山）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）

三 好  　親 （名古屋千種）
佐久間良治 （名古屋千種）
杉 江 光 明 （名古屋昭和）
田 中 邦 幸 （名古屋昭和）
斎 藤 正 俊 （名古屋昭和）
成 田  　収 （名古屋昭和）
久 田 錦 三 （名古屋昭和）
鈴 木 重 幸 （名古屋昭和）
武儀山勝彦 （名古屋東山）
紅 林 友 昭 （豊橋）
松 井 和 彦 （豊橋）
松 坂 良 太 （豊橋）
松 本 孝 一 （豊橋）
西 田 元 彦 （豊橋）
内 山 典 弘 （豊橋）
山 本 光 人 （豊橋北）
鈴 木 茂 久 （豊橋北）
牧 野 一 郎 （豊川）
寺 部  　元 （豊川）
縣  　保 彦 （豊橋南）
藤 城 俊 明 （豊橋南）
外 山 和 夫 （豊橋ゴールデン）
古 澤 武 雄 （岡崎）
山 本 邦 雄 （岡崎）
本 多 啓 一 （岡崎）
中 根 幹 雄 （岡崎）
服 部 良 男 （岡崎）
杉 浦 恵 造 （岡崎）
斎 藤 直 美 （豊田）
渡 辺 要 市 （岡崎南）
竹 内 照 男 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
浅 岡 謙 治 （岡崎東）
深 津 幸 雄 （岡崎東）
手 嶋  　明 （岡崎東）
小 野 文 憲 （岡崎東）
今 井 啓 介 （豊田東）
杉 浦 英 昭 （豊田東）
石 橋 博 文 （豊田東）
都 築 義 勝 （豊田東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
小 松 正 伸 （豊田東）
服 部 基 一 （豊田東）
太 田 昌 孝 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
小 林 逸 朗 （安城）
伊 藤 隆 夫 （安城）
石 原  　昭 （安城）
原田慶三郎 （安城）
鳥 居 清 澄 （西尾）
鈴 木 並 生  （碧南）
杉 浦 健 次  （碧南）
杉 浦 晴 彦  （碧南）
大 橋  　均 （知立）
野 村 賢 孝 （知立）
宮 地 喜 良 （西尾K I R A R A）
後 藤 利 之 （西尾K I R A R A）
三 浦 隆 司 （西尾K I R A R A）
石 川 勝 雄 （西尾K I R A R A）
天 野 行 夫 （西尾K I R A R A）
高 原  　宏 （西尾K I R A R A）
斎 藤 喬 甫 （西尾K I R A R A）
渡 邊 真 一 （三河安城）

伊 吹 治 郎 （三河安城）
稲 垣  　靖 （三河安城）
柵 木 政 美 （三河安城）
山 口 恭 正 （三河安城）
小西紀久雄 （三河安城）
森 田 勝 己 （三河安城）
杉浦眞理子 （三河安城）
西 尾 四 郎 （三河安城）
丹 羽  　修 （三河安城）
鳥 居 剛 育 （三河安城）
畔 柳 弘 文 （三河安城）
平 子 昭 三 （三河安城）
矢 田 良 一 （三河安城）

金 澤 憲 二 （半田）
神 戸 信 寅 （半田）
松 本 順 子 （半田）
新 美 忠 夫 （半田）
小 栗 孝 久 （半田）
鈴村せつ子 （半田）
鈴 木 千 里 （半田）
冨  　武 司 （半田）
内 田 榮 一 （半田）
中 村  　巌 （一宮）
佐 分 啓 二 （一宮）
關 戸  　潔 （一宮）
堀 江 承 元 （あま）
岩 島 裕 芳 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
佐 藤  　明 （あま）
櫻 井 利 夫 （名古屋清須）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
森　　   眞 （一宮中央）
永 田  　正 （一宮中央）
山 中 建 策 （一宮中央）
安 達 英 昭 （犬山）
青 山 佳 高 （犬山）
平 林 米 司 （犬山）
日比野良太郎 （犬山）
伊 藤  　隆 （犬山）
紀 藤 政 司 （犬山）
宮 岡 克 年 （犬山）
岡 田 雅 隆 （犬山）
安 田 宗 平 （犬山）
古 田 嘉 且 （江南）
河 合 美 彦 （小牧）
松 下 洋 一 （尾張旭）
柴 田  　伸 （瀬戸北）
盛 田 和 昭 （名古屋）
福 山  　衛 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
宮 田 松 英 （名古屋南）
坪 井 良 憲 （名古屋南）
鷲 見  　弘 （名古屋南）
渡 邉 将 人 （名古屋南）
吉 田 春 樹 （名古屋南）
伊東與有三 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
荒 川 雅 義 （名古屋中）
早 瀬 孝 文 （名古屋中）
古 田 昭 臣 （名古屋中）
石 原 寿 生 （名古屋中）

加瀬英比古 （名古屋中）
金 森 伸 夫 （名古屋中）
纐 纈 正 剛 （名古屋中）
近 藤 直 樹 （名古屋中）
宮 内  　誠 （名古屋中）
永 野 光 容 （名古屋中）
岡 崎  　亨 （名古屋中）
佐 藤 友 治 （名古屋中）
鈴木謙一郎 （名古屋中）
田ヶ原昭弘 （名古屋中）
鵜 飼 耕 三 （名古屋中）
山 口  　眞 （名古屋中）
山 口  　忍 （名古屋中）
𠮷𠮷 田 敬 岳 （名古屋中）
平 沼 里 子 （名古屋名南）
猪 村 美 之 （名古屋名南）
木 村  　猛 （名古屋名南）
小 山 愼 介 （名古屋名南）
長 尾 浅𠮷𠮷𠮷 （名古屋名南）
野々村憲吾 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
鈴 木  　享 （名古屋名南）
藤 井 圓 隆 （名古屋名駅）
小室健次郎 （名古屋名駅）
丹 羽 俊 文 （名古屋名駅）
岡 本 敏 男 （名古屋名駅）
大 橋 昭 治 （名古屋名駅）
寺 島 洋 治 （名古屋名駅）
堀 田 正 夫 （名古屋北）
中 島  　實 （名古屋北）
水 野 茂 生 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
椙 山 正 弘 （名古屋東）
高橋雄二郎 （名古屋東）
梅 村 清 弘 （名古屋東）
渡 辺 英 信 （名古屋東）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
奥  　佳 澄 （名古屋名東）
遠 藤 友 彦 （名古屋名北）
松 居 敬 二 （名古屋千種）
木 下  　実 （名古屋昭和）
前 田 圭 佑 （名古屋昭和）
上 野  　広 （名古屋昭和）
長谷川正孝 （名古屋錦）
松 井 由 次 （豊橋北）
佐 藤 元 彦 （豊橋北）
神 谷 親 典 （豊川）
大 澤 輝 秀 （豊川）
戸 田 俊 晴 （豊川）
吉 川 庄 三 （豊川）
別 所 淳 二 （田原）
河 辺 勝 巳 （田原）
松 井  　昭 （田原）
宮 木 幸 彦 （田原）
冨 田 雅 則 （田原）
安 田 幸 雄 （田原）
木 下  　治 （豊橋南）
加 山 昌 弘 （豊川宝飯）
外 山 和 夫 （豊橋ゴールデン）
高 林 保 夫 （豊橋ゴールデン）
宇 藤  　信 （豊橋ゴールデン）
松 井 準 治 （田原パシフィック）

尾 原  　脩 （田原パシフィック）
鈴 木 照 幸 （田原パシフィック）
天 野 恵 一 （岡崎）
青 木 勇 作 （岡崎）
林  　和 夫 （岡崎）
伊 藤 公 正 （岡崎）
梶 川 志 郎 （岡崎）
水 野 周 久  （岡崎）
三 嶋  　勉 （岡崎）
丹 羽 良 治 （岡崎）
大 原 達 志 （岡崎）
杉 浦  　皓 （岡崎）
早 川 文 喜 （豊田）
横 山 眞 久 （豊田）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
蒲 野 良 雄 （岡崎南）
畔 柳 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
小 幡 輝 雄 （豊田西）
神 尾 英 雄 （岡崎東）
小 出 元 治 （岡崎東）
草 野 信 隆 （岡崎東）
杉 田 雄 男 （岡崎東）
山 内 隆 一 （岡崎東）
福 岡  　治 （豊田東）
梅 村 憲 一 （豊田東）
有 馬 惟 夫 （岡崎城南）
福 岡 輝 夫 （豊田中）
伊 藤 敦 夫 （豊田中）
猪 狩  　蔵 （豊田中）
加 藤 照 夫 （豊田中）
中 垣 幸 春 （豊田中）
大 塚 哲 夫 （豊田中）
桜 井  　博 （豊田中）
鈴 木  　寛 （豊田中）
権 田 鋹 弘 （刈谷）
太田宗一郎 （刈谷）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
藤 井 英 樹 （安城）
水 野  　学 （安城）
奥 田 法 行 （安城）
寺 田 孝 司 （安城）
鳥 居 博 行 （安城）
小 澤 育 史 （西尾）
鳥 居 清 澄 （西尾）
加 藤 良 邦  （碧南）
小 出 道 治  （西尾一色）
岩 瀬 清 彦 （西尾K I R A R A）
石 川 勝 雄 （西尾K I R A R A）
後 藤 利 之 （西尾K I R A R A）
宮 地 喜 良 （西尾K I R A R A）
三 浦 隆 司 （西尾K I R A R A）
大須賀慶一 （西尾K I R A R A）
鈴 木 昭 夫 （西尾K I R A R A）
杉 浦 正 昭 （西尾K I R A R A）
安 藤  　毅 （三河安城）
深 津 茂 樹 （三河安城）
畔 柳 芳 夫 （三河安城）
丸山今朝三 （三河安城）
待 田 和 宏 （三河安城）
成 田  　徹 （三河安城）
長 坂  　誠 （三河安城）
小 野  　郁 （三河安城）

斎 藤  　博 （三河安城）
田 村  　脩 （三河安城）
横 山 夕 葉 （三河安城）

鈴 木 丈 雄 （半田）
水 野 隆 芳 （半田）
松 石 奉 之 （半田）
酒 井 良 輔 （半田）
山 﨑 正 夫 （半田）
青 井 雅 純 （半田）
畑 中 雅 之 （半田）
竹 内 俊 介 （半田）
岡 戸 伍 弌 （半田）
川 口 新 平 （半田）
前 田 佳 男 （半田）
山 内 和 之 （半田）
青 山 佳 裕 （一宮）
林  　隆 春 （一宮）
光 嵜 賢 一 （一宮）
則 竹 伸 也 （一宮）
伊 藤 幸 一 （一宮）
長谷部敏克 （一宮）
北 野 庸 夫 （あま）
佐 藤  　明 （あま）
北 野 庸 夫 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
鈴 木 正 徳 （あま）
加 藤 憲 治 （あま）
櫻 井 利 夫 （名古屋清須）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
長 橋 國 和 （一宮中央）
小 島 三 男 （一宮中央）
鹿 島 兼 一 （一宮中央）
加 藤 辰 巳 （一宮中央）
吉 田  　洋 （犬山）
近 藤 斉 宏 （犬山）
清 野 允 中 （江南）
福 田 清 成 （江南）
河 合 美 彦 （小牧）
風 岡 保 宏 （春日井）
杉 山 仁 朗 （瀬戸北）
堀 田  　徹 （名古屋城北）
内 田 安 彦 （名古屋南）
櫻 井  　繁 （名古屋南）
佐分利清信 （名古屋南）
村 上  　斎 （名古屋南）
橋 元 幸 次 （名古屋南）
後 藤 正 憲 （名古屋南）
池　　   潤 （名古屋南）
林  　幸 春 （名古屋南）
嶺 木 昌 行 （名古屋南）
桂  　洋 司 （名古屋南）
近 藤 雅 夫 （名古屋南）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
伊東與有三 （名古屋東南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
吉 水 正 溥 （名古屋東南）
市 原 高 明 （名古屋中）
小笠原   暁 （名古屋中）
坪 井 進 悟 （名古屋中）
鶴 見 俊 成 （名古屋中）
八 神 弘 雄 （名古屋中）

松 原 秀 樹 （名古屋中）
渡 邊 樹 志 （名古屋中）
榊 原 克 典 （名古屋中）
小 栗 成 男 （名古屋中）
山 口 正 孝 （名古屋大須）
岡 田 尚 彦 （名古屋大須）
岩 崎 征 一 （名古屋大須）
田 中 一 雄 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
川 村 繁 生 （名古屋名南）
白 藤 憲 雄 （名古屋名南）
林  　隆 二 （名古屋名南）
深 澤 良 介 （名古屋名駅）
隅 田 耕 市 （名古屋名駅）
中 島  　実 （名古屋北）
内 藤 秀 樹 （名古屋北）
増 田 浩 男 （名古屋東）
東 谷 昌 彦 （名古屋東）
澤  　國 生 （名古屋東）
多和田   武 （名古屋東）
新 美 宣 英 （名古屋東）
千 田  　毅 （名古屋東）
余 語 郁 夫 （名古屋東）
渡 辺 英 信 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
平 松 征 男 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
本田伸太郎 （名古屋東）
天 野 清 美 （名古屋和合）
池 森 由 幸 （名古屋千種）
西 川 豊 長 （名古屋千種）
小 山 雅 弘 （名古屋千種）
山 田 敏 雄 （名古屋昭和）
鈴 木 真 司 （名古屋昭和）
上 野  　広 （名古屋昭和）
伊 丹 惣 三 （名古屋昭和）
林  　光 夫 （名古屋錦）
山 田 亨 司 （豊橋）
縣  　政 行 （豊橋）
飯 沼 雅 朗 （蒲郡）
竹 内 稔 弘 （豊橋北）
土 井 松 男 （豊橋北）
鈴木大次郎 （豊橋北）
匹 田 雅 久 （豊橋北）
岩瀬淳一郎 （豊川）
樋 口 俊 寛 （豊川）
河 辺 純 夫 （田原）
藤 井 國 弘 （田原）
天野英一郎 （田原）
冨 田 雅 則 （田原）
水 野 太 一 （豊川宝飯）
鈴 木 雅 博 （豊橋ゴールデン）
古 橋 一 毅 （田原パシフィック）
柴 田 憲 一 （豊橋東）
中 村 重 嗣 （岡崎）
加 藤 博 己 （岡崎）
吉 川 正 敏 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
岩 瀬 敬 紀 （岡崎）
安 藤 光 淵 （岡崎）
岩 月 一 郎 （岡崎）
岩 月 昭 佳 （岡崎）

加 藤 信 吾 （岡崎）
大 原 達 志 （岡崎）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
近 藤 千 雅 （岡崎南）
小久保文雄 （岡崎南）
山 本 雅 樹 （岡崎南）
岡 田 庸 男 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
青 山 俊 次 （岡崎東）
新 浪 勝 也 （岡崎東）
仙 波  　泉 （岡崎東）
野 村 政 弘 （岡崎東）
深 田 昭 彦 （岡崎東）
足 立 汎 和 （岡崎東）
鈴 木 敬 一 （豊田東）
塚 田 和 也 （豊田中）
木 戸 重 信 （豊田中）
石 黒 元 隆 （豊田中）
小久保茂樹 （豊田中）
梅 村 和 伸 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
市 川 裕 大 （刈谷）
神 谷  　研 （安城）
戸 谷  　央 （安城）
横山真喜男 （安城）
石 川 義 典 （安城）
神 谷 明 文 （安城）
冨 岡 里 美 （安城）
小野内宣行 （安城）
伊 藤 富 義 （西尾）
奥 谷 弘 和  （碧南）
加藤丈太郎  （碧南）
新 美  　孝  （碧南）
中 根 佑 治  （碧南）
樅 山 善 久  （碧南）
植 松 敏 樹  （碧南）
宮 地 俊 夫 （知立）
川 地 英 明 （知立）
高 須  　匀 （西尾K I R A R A）
朴  　壽 子 （西尾K I R A R A）
岩 瀬 清 彦 （西尾K I R A R A）
大須賀慶一 （西尾K I R A R A）
鈴 木 昭 夫 （西尾K I R A R A）
木 村 恭 子 （三河安城）
山 本 彰 秀 （三河安城）
川浦喜久雄 （三河安城）
竹 内 泰 夫 （三河安城）
杉 山 敏 幸 （三河安城）
山崎圭朋利 （三河安城）

手 島 寿 宏 （半田）
稲 葉 民 安 （半田）
平 林 伸 康 （半田）
高 木 利 定 （半田）
森 田  　亨 （半田）
椴 山 晃 雄 （半田）
伊 東 良 夫 （半田）
高 木  　宏 （半田）
杉 浦 三 郎 （半田）
榊 原 明 美 （半田）
寺 田  　諭 （大府）
相 羽 英 人 （大府）

青 木 俊 憲 （一宮）
長谷川勝久 （一宮）
内 藤 寛 一 （一宮）
豊 島 半 七 （一宮）
日 比 一 昭 （津島）
林  　冏 成 （一宮北）
松 原 幹 彦 （一宮北）
豊 島 德 三 （一宮北）
佐 藤  　明 （あま）
渡 辺  　均 （あま）
真 木 伸 一 （あま）
田 中 茂 生 （犬山）
井 川 光 雄 （犬山）
小 川 征 一 （犬山）
山 根 雄 司 （犬山）
奥 村 正 幸 （犬山）
千 田 昌 宏 （犬山）
清 野 允 中 （江南）
大嶋一二三 （尾張旭）
内 藤 弘 康 （名古屋）
多久田達宏 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
若山啓太郎 （名古屋南）
木 村 樹 生 （名古屋南）
宮 田 松 英 （名古屋南）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
梅 田 武 久 （名古屋みなと）
山 田 幸 一 （名古屋みなと）
早 瀬 孝 文 （名古屋中）
吉 田 敬 岳 （名古屋中）
岡 崎  　亨 （名古屋中）
田ヶ原昭弘 （名古屋中）
鈴木謙一郎 （名古屋中）
荒 川 雅 義 （名古屋中）
金 森 伸 夫 （名古屋中）
永 野 光 容 （名古屋中）
石 原 寿 生 （名古屋中）
佐 藤 友 治 （名古屋中）
山 口  　忍 （名古屋中）
近 藤 直 樹 （名古屋中）
宮 内  　誠 （名古屋中）
山 口 正 孝 （名古屋大須）
大 原 敏 正 （名古屋大須）
住 田 正 夫 （名古屋大須）
榊 原 和 美 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
川 辺 清 次 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
林  　隆 二 （名古屋名南）
田 口  　望 （名古屋名駅）
石 黒  　隆 （名古屋名駅）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
中 島  　実 （名古屋北）
増 田 浩 男 （名古屋東）
澤  　國 生 （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
新 実 宣 英 （名古屋東）
栁 澤 幸 輝 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
千 田  　毅 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
重 冨　  亮 （名古屋守山）

佐 藤 正 延 （名古屋守山）
星川須美子 （名古屋名北）
星 川 直 志 （名古屋名北）
鈴 木 理 之 （名古屋千種）
田 中 邦 幸 （名古屋昭和）
杉 江 光 明（名古屋昭和）
上 野　  広（名古屋昭和）
横 田 幸 三（名古屋昭和）
鈴 木 重 幸 （名古屋昭和）
三 浦 俊 彦 （名古屋錦）
高 橋 譲 二 （豊橋）
松 坂 良 太 （豊橋）
佐 藤 元 彦 （豊橋北）
伴　　   實 （豊橋北）
竹 本 尚 美 （豊川）
大 澤 輝 秀 （豊川）
藤 井 國 弘 （田原）
伴  　辰 三 （豊川宝飯）
内 藤 泰 通 （豊川宝飯）
柴 田  　勝 （豊川宝飯）
縣  　保 彦 （豊橋南）
足 立 健 一 （豊橋南）
山 本 雅 久 （豊橋ゴールデン）
市 川 朝 洋 （豊橋ゴールデン）
牧 野 政 雄 （豊橋ゴールデン）
岡 本 久 永 （豊橋ゴールデン）
荻 須 文 一 （岡崎）
林  　和 夫 （岡崎）
大 原 達 志 （岡崎）
菅 井 龍 一 （岡崎）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
中 川 俊 治 （豊田西）
橋 本 義 紀 （岡崎東）
梅 村 順 一 （岡崎東）
市 川 幾 雄 （岡崎東）
生 駒 尚 久 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
草 野 信 隆 （岡崎東）
河 合 英 二 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
小 林 逸 朗 （安城）
石 川  　博 （安城）
竹 内 博 之 （知立）
杉 浦 正 昭 （西尾K I R A R A）
高 須  　匀 （西尾K I R A R A）
渡 邊 真 一 （三河安城）

古 市 晃 久 （半田）
榊 原 秀 光 （半田）
榊 原 正 治 （半田）
新 美 重 秋 （半田）
新 美 忠 夫 （半田）
小 栗 孝 久 （半田）
神 戸 信 寅 （半田）
内 田 榮 一 （半田）
水野八洲男 （半田）
杉 原 康 男 （東知多）
滝  　善 蔵 （一宮）
関 戸  　徹 （一宮）
森  　俊 夫 （一宮）
松 原 直 次 （一宮）

梯  　國 彦 （一宮）
關 戸  　潔 （一宮）
佐 分 啓 二 （一宮）
加 藤 隆 朗 （津島）
岡 田 義 夫 （稲沢）
西 川 広 樹 （あま）
北 野 庸 夫 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
佐 藤  　明 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
水 上 恵 一 （尾張中央）
森　　   眞 （一宮中央）
梶 川 増 蔵 （犬山）
原  　正 男 （犬山）
河 田 敏 和 （犬山）
板 津 英 基 （犬山）
清 野 允 中 （江南）
河 村 金 明 （岩倉）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
坪 井 良 憲 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
内 田 安 彦 （名古屋南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
杉 浦 康 晴 （名古屋中）
山 田 典 廣 （名古屋中）
松 原 秀 樹 （名古屋中）
小 栗 成 男 （名古屋中）
梶 田  　知 （名古屋中）
榊 原 克 典 （名古屋中）
渡 邊 樹 志 （名古屋中）
遠 山 堯 郎 （名古屋瑞穂）
川 口 小 折 （名古屋大須）
照 井  　栞 （名古屋大須）
住 田 正 夫 （名古屋大須）
小笠原和俊 （名古屋大須）
新 原  　尚 （名古屋名南）
川 村 勝 廣 （名古屋名駅）
小 崎 誠 三 （名古屋名駅）
大 川  　宏 （名古屋名駅）
大 橋 昭 治 （名古屋名駅）
寺 島 洋 治 （名古屋名駅）
和 田 直 美 （名古屋丸の内）
西 川  　博 （名古屋丸の内）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
中 島  　實 （名古屋北）
中 村 陽 公 （名古屋北）
増 田 浩 男 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
滑  　尚 真 （名古屋守山）
服 部  　力 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
齊 藤 英 夫 （名古屋名東）
遠 藤 友 彦 （名古屋名北）
伊 藤 健 文 （名古屋千種）
竹 内 眞 三 （名古屋千種）
佐久間良治 （名古屋千種）
神 田 正 勝 （名古屋昭和）
有 本  　勝 （名古屋昭和）
長谷川周義 （名古屋錦）
武 田 正 典 （名古屋錦）
金 田 英 和 （名古屋東山）

佐々木利政 （豊橋）
牧 野  　渉 （豊橋）
石 川 顕 次 （豊橋北）
高 倉 宣 夫 （豊橋北）
榊 原 周 造 （豊橋南）
磯 村 秀 樹 （豊橋南）
吉 野 勝 己 （豊橋南）
原 田 邦 夫 （豊川宝飯）
滝 下  　勲 （豊川宝飯）
高 橋 英 昭 （豊橋ゴールデン）
山 口 幹 夫 （豊橋ゴールデン）
福 沢 省 吾 （豊橋ゴールデン）
外 山 和 夫 （豊橋ゴールデン）
古 田 勝 美 （田原パシフィック）
河辺虎太郎 （田原パシフィック）
柴 田  　清 （田原パシフィック）
平 野 義 郎 （田原パシフィック）
小 林 佳 雄 （豊橋東）
満 田  　稔 （豊橋東）
蜂須賀利雄 （岡崎）
杉 浦 恵 造 （岡崎）
本 多 啓 一 （岡崎）
青 木 勇 作 （岡崎）
河 野 治 生 （岡崎）
浅 井  　章 （岡崎）
服 部 良 男 （岡崎）
三 浦 泰 秀 （岡崎）
加 藤 博 巳 （岡崎）
金 山 久 雄 （岡崎）
丹 羽 良 治 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
梅 村 正 明 （豊田）
杉 浦 正 典 （豊田）
酒 井 法 丈 （豊田）
丸 井 俊 裕 （豊田）
神 谷 和 利 （豊田）
奥 田 清 仁 （豊田）
鈴 木 元 弘 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
鈴 村 幸 伸 （豊田）
光 岡 新 吾 （豊田）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
斉 藤 直 美 （豊田）
磯 貝 和 汪 （岡崎南）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
伊 藤 恭 弘 （岡崎南）
本 間 英 晴 （岡崎南）
犬 塚 克 明 （岡崎南）
杉 田 雅 樹 （岡崎南）
今 泉 孝 一 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
髙 木 政 次 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
深 田 昭 彦 （岡崎東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
永 井 量 基 （岡崎城南）
伊 藤 敦 夫 （豊田中）
石 黒 元 隆 （豊田中）
権 田 鋹 弘 （刈谷）
大 音 祖 瑛 （刈谷）
市 川 裕 大 （刈谷）
稲 垣  　淳 （安城）
市 川  　護 （安城）

加 藤 正 人 （安城）
奥 田 法 行 （安城）
寺 田 孝 司 （安城）
藤 井 英 樹 （安城）
黒 田 正 志 （西尾）
榊 原 勝 俊 （西尾）
田 中 正 規 （西尾）
杉 浦 明 博 （西尾）
長 田 銑 司  （碧南）
新 美 真 司  （碧南）
伊 藤 正 幸  （碧南）
中 川  　敦 （知立）
青 山 弦 八 （西尾K I R A R A）
山 本 俊 明 （西尾K I R A R A）
山 本 裕 充 （西尾K I R A R A）
杉 浦 義 利 （西尾K I R A R A）
寺 部 保 美 （三河安城）
犬 束 信 一 （三河安城）
成 田  　徹 （三河安城）
小 野  　郁 （三河安城）
深 津 茂 樹 （三河安城）
齋 藤  　博 （三河安城）
田 村  　脩 （三河安城）
横 山 夕 葉 （三河安城）
待 田 和 宏 （三河安城）

澤 田 好 伸 （半田）
山 﨑 正 夫 （半田）
鈴村せつ子 （半田）
金 澤 憲 二 （半田）
松 本 順 子 （半田）
畑 中 雅 之 （半田）
川 口 新 平 （半田）
竹 内 俊 介 （半田）
山 内 和 之 （半田）
小嶋真一郎 （東海）
林  　隆 春 （一宮）
青 山 佳 裕 （一宮）
松 崎 安 孝 （津島）
石 田 智 彦 （あま）
栗 木 和 夫 （あま）
児 玉 憲 之 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
山 田 幹 夫 （あま）
伊藤恒二郎 （一宮中央）
小 島 三 男 （一宮中央）
長 橋 國 和 （一宮中央）
日比野万喜男 （犬山）
吉 野 育 志 （犬山）
小 川 宏 嗣 （犬山）
田中進一郎 （犬山）
安 田 新 平 （犬山）
近 藤 斉 宏 （犬山）
倉 知 正 憲 （江南）
庄 田 元 久 （江南）
清 野 允 中 （江南）
照 井 通 夫 （名古屋空港）
栗 田 和 典 （名古屋空港）
小 澤  　修 （瀬戸北）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
浅 原 光 男 （名古屋南）
澤田伊三夫 （名古屋南）

眞 野 乘 史 （名古屋南）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
伊東與有三 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
東  　俊 輝 （名古屋中）
立 松 洋 司 （名古屋中）
岩 月 雅 章 （名古屋中）
小 島 祐 助 （名古屋中）
松本健一郎 （名古屋中）
髙 須 洋 志 （名古屋瑞穂）
堀  　慎 治 （名古屋瑞穂）
岩 田 修 司 （名古屋瑞穂）
岡 田 尚 彦 （名古屋大須）
岩 崎 征 一 （名古屋大須）
羽田野道明 （名古屋栄）
長 瀬  　諭 （名古屋栄）
加 藤 英 敏 （名古屋名南）
細 井 俊 男 （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
入 谷 直 行 （名古屋名南）
中 西 芳 子 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
中 野  　健 （名古屋名駅）
神 野 重 行 （名古屋名駅）
小 原 新 一 （名古屋名駅）
盛 田 兼 由 （名古屋名駅）
小室健次郎 （名古屋名駅）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
中 島  　實 （名古屋北）
水 野𠮷𠮷𠮷 紹 （名古屋北）
田 嶋 好 博 （名古屋北）
田 中 正 樹 （名古屋北）
内 藤 秀 樹 （名古屋北）
高 橋  　巌 （名古屋東）
浅 見  　勲 （名古屋東）
柏 木  　功 （名古屋東）
本 多  　満 （名古屋東）
新 実 宣 英 （名古屋東）
栁 澤 幸 輝 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
平 松 征 男 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
増 田 浩 男 （名古屋東）
本田伸太郎 （名古屋東）
伊 藤 陽 介 （名古屋守山）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
佐 藤 良 一 （名古屋守山）
河 本  　力 （名古屋守山）
平  　民 三 （名古屋名東）
小 林 英 毅 （名古屋千種）
萩原喜代子 （名古屋千種）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）
堀 江 宏 輝 （名古屋千種）
宮 尾 紘 司 （名古屋千種）
大 矢 英 憲 （名古屋昭和）
髙 橋  　進 （名古屋昭和）
金 田 英 和 （名古屋東山）
山 城 章 治 （名古屋東山）
飯 島  　卓 （蒲郡）

佐 藤 元 彦 （豊橋北）
西 村 良 彦 （豊橋北）
中西喜久雄 （豊橋北）
鳥 居 信 行 （豊川）
鈴 木 榮 一 （豊川）
吉 川 庄 三 （豊川）
大 澤 輝 秀 （豊川）
塩之谷   昌 （豊橋南）
真 野 善 和 （豊橋ゴールデン）
西 郷 隆 治 （豊橋ゴールデン）
谷 村 泰 裕 （豊橋ゴールデン）
天 野 惠 一 （岡崎）
深 田 達 彦 （岡崎）
峰 澤 彰 宏 （岡崎）
林  　和 夫 （岡崎）
櫻 井 敬 子 （岡崎）
加 藤 博 巳 （岡崎）
畔 柳 春 雄 （岡崎）
中 村 重 嗣 （岡崎）
岡 田 勝 美 （豊田）
鈴 木 秀 和 （豊田）
孕 石 邦 雄 （豊田）
河 木 照 雄 （豊田）
小 野 雅 道 （豊田）
小島洋一郎 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
野 口 明 生 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
岡 田 光 司 （岡崎南）
藤 田 正 彦 （岡崎南）
鈴 木 康 之 （岡崎南）
高 橋 正 直 （岡崎南）
三 浦 勝 美 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
岩 月 鋹 廣 （岡崎東）
小 林 清 文 （岡崎東）
野 村 政 弘 （岡崎東）
小木曽   進 （岡崎東）
草 野 信 隆 （岡崎東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
桐 渕 利 次 （岡崎城南）
伊 藤 敦 夫 （豊田中）
中 條 善 朗 （豊田中）
和 泉 房 枝 （豊田中）
加 藤 英 二 （刈谷）
太田宗一郎 （刈谷）
山 口  　研 （安城）
内 藤 教 恵 （安城）
神 谷  　研 （安城）
戸 谷  　央 （安城）
鳥 居 博 行 （安城）
山 﨑 秀 夫 （西尾）
山 中 寛 紀  （碧南）
石 橋 嘉 彦  （碧南）
早 川 岩 男 （知立）
中 川  　敦 （知立）
大 橋  　均 （知立）
川 地 英 明 （知立）
清  　克 行 （西尾K I R A R A）
榊 原 利 夫 （西尾K I R A R A）
長 谷 収 一 （西尾K I R A R A）

中 根 勝 美 （西尾K I R A R A）
沓名由美子 （三河安城）
大 見 和 志 （三河安城）
木 村 恭 子 （三河安城）
山 本 彰 秀 （三河安城）

青 葉 憲 一 （半田）
水 野 隆 芳 （半田）
松 石 奉 之 （半田）
酒 井 良 輔 （半田）
平 林 伸 康 （半田）
青 井 雅 純 （半田）
森 田  　亨 （半田）
伊 東 良 夫 （半田）
椴 山 晃 雄 （半田）
杉 浦 三 郎 （半田）
永 田 明 世 （半田南）
都 築 利 全 （半田南）
榊 原 邦 彦 （半田南）
新 美  　茂 （半田南）
森  　隆 彦 （一宮）
山 上 哲 司 （一宮）
鈴 木 洋 志 （一宮）
佐々木久直 （一宮）
坂井田敏行 （一宮）
大 森 輝 英 （一宮）
宮 田 智 司 （一宮）
桑 原 英 寿 （一宮）
石 黒 敬 康 （一宮）
浅 野  　一 （一宮）
横 井 知 代 （津島）
八 谷 潤 一 （津島）
西 尾 輝 久 （尾張旭）
児 玉 憲 之 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
鈴 木 正 徳 （あま）
森 田 堅 一 （名古屋清須）
稲 垣 圭 次 （犬山）
松 平 實 胤 （犬山）
杉 浦 賢 二 （江南）
山 田  　猛 （江南）
清 野 允 中 （江南）
社 本 太 郎 （春日井）
若 杉 福 雄 （瀬戸北）
鈴 木 晴 季 （瀬戸北）
于　　   咏 （愛知ロータリーE クラブ）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
岡 田 英 彦 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
杉 江 豊 文 （名古屋みなと）
斉 藤 捷 昭 （名古屋みなと）
栢 森 雅 勝 （名古屋みなと）
水 野 恒 平 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
牧 野 弘 明 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
山 田 典 廣 （名古屋中）
杉 浦 康 晴 （名古屋中）
王     　 偉 （名古屋中）
安 田 照 幸 （名古屋中）
梁 川 誠 市 （名古屋中）

北 村 栄 治 （名古屋中）
相 羽 康 人 （名古屋中）
平 松 久 明 （名古屋中）
服 部 浩 明 （名古屋中）
近 藤 明 美 （名古屋大須）
木 下 福 郎 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
久 米 伸 治 （名古屋名南）
伊 藤 圭 一 （名古屋名南）
鈴 木  　享 （名古屋名南）
清 水 順 二 （名古屋名駅）
日比野三吉彦 （名古屋名駅）
川 村 勝 廣 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
石 黒  　隆 （名古屋名駅）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
棚 橋 鎌 次 （名古屋東）
浅 見  　勲 （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
椙 山 正 弘 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
鈴 木 建 吾 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
新 実 宣 英 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
森藤左ヱ門 （名古屋守山）
長瀬輝代之 （名古屋守山）
𠮷𠮷 田 正 道 （名古屋和合）
平  　民 三 （名古屋名東）
池 森 由 幸 （名古屋千種）
三 好  　親 （名古屋千種）
吉 田 節 美 （名古屋千種）
大 口 弘 和 （名古屋千種）
田 中 邦 幸 （名古屋昭和）
前 田 圭 佑 （名古屋昭和）
長谷川周義 （名古屋錦）
金 田 英 和 （名古屋東山）
鈴 木 行 久 （豊橋北）
山 本 光 人 （豊橋北）
福 井 英 示 （豊橋北）
戸 田 俊 晴 （豊川）
森 田 雅 人 （田原）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
縣  　保 彦 （豊橋南）
吉 川 一 弘 （豊橋ゴールデン）
若 林 正 治 （豊橋ゴールデン）
荻 須 文 一 （岡崎）
水 野 周 久 （岡崎）
野 田 篤 文 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
丹 羽 良 治 （岡崎）
梅 村 泰 弘 （豊田）
小 幡 鋹 伸 （豊田）
横 山 眞 久 （豊田）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
伊豫田   浩 （岡崎南）
大 村 栄 治 （岡崎南）

中 嶋 昭 史 （岡崎南）
新 浪 勝 也 （岡崎東）
原 田 耕 平 （岡崎東）
池 田  　正 （岡崎東）
足 立 汎 和 （岡崎東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
本 多  　幹 （豊田中）
中 條 善 朗 （豊田中）
猪 狩  　蔵 （豊田中）
浅岡多田志 （豊田中）
市 川 裕 大 （刈谷）
松 本 隆 利 （安城）
深 津 正 則 （安城）
山 中 寛 紀  （碧南）
奥 田 雪 雄  （碧南）
森 田 英 治  （碧南）
新 美  　孝  （碧南）
田 代 清 一 （高浜）
安 井 喜 秀 （知立）
中 川  　敦 （知立）
高 須  　光 （西尾K I R A R A）
新 海 雄 二 （西尾K I R A R A）
三 治 信 芳 （西尾K I R A R A）
太 髙 純 治 （西尾K I R A R A）
青 山 弦 八 （西尾K I R A R A）
杉 浦 義 利 （西尾K I R A R A）
山 本 俊 明 （西尾K I R A R A）
山 本 裕 充 （西尾K I R A R A）
山 本 雅 仁 （三河安城）
水 谷  　存 （三河安城）
下 村 幸 真 （三河安城）

加 藤 順 三 （半田）
榊 原 敦 史 （半田）
小 栗 宏 次 （半田）
古 市 晃 久 （半田）
小 栗 利 朗 （半田）
手 島 寿 宏 （半田）
榊 原 正 治 （半田）
新 美 忠 夫 （半田）
内 田 榮 一 （半田）
松 林 信 吾 （半田南）
森  　俊 夫 （一宮）
松 原 直 次 （一宮）
関 戸  　徹 （一宮）
滝  　善 蔵 （一宮）
加 藤 隆 朗 （津島）
豊 島 德 三 （一宮北）
黒 川 元 則 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
鷲 見 好 弘 （名古屋清須）
松 本 正 暢 （一宮中央）
住野龍之介 （犬山）
松 平 實 胤 （犬山）
野 倉 達 雄 （犬山）
奥 村 正 幸 （犬山）
倉 知 正 憲 （江南）
橋 本 晃 暢 （小牧）
河 村 嘉 男 （小牧）
山 田 直 樹 （尾張旭）
加 藤 清 久 （尾張旭）
清 水  　勲 （春日井）
須 崎 侑 三 （瀬戸北）

于　　   咏 （愛知ロータリーE クラブ）
後 藤 正 憲 （名古屋南）
橋 元 幸 次 （名古屋南）
林  　幸 春 （名古屋南）
池     　 潤 （名古屋南）
佐分利清信 （名古屋南）
櫻 井  　繁 （名古屋南）
村 上  　斎 （名古屋南）
内 田 安 彦 （名古屋南）
浅 原 光 男 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘  （名古屋南）
近 藤 信 之 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
大 西 弘 高 （名古屋東南）
中 村 規 脩 （名古屋東南）
下 郷 卓 弥 （名古屋東南）
各 務 芳 樹 （名古屋東南）
伊 藤 秀 雄 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
宮 崎  　薫 （名古屋東南）
吉 田 治 伸 （名古屋中）
塩 谷 和 久 （名古屋中）
河 村 嘉 希 （名古屋中）
松本健一郎 （名古屋中）
小 島 祐 助 （名古屋中）
岩 月 雅 章 （名古屋中）
神 野 邦 利 （名古屋大須）
酒 井  　修 （名古屋大須）
髙 木 政 義 （名古屋大須）
照 井  　栞 （名古屋大須）
坂 田 信 子 （名古屋名南）
入 谷 直 行 （名古屋名南）
長 尾 浅 𠮷𠮷（名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
三島多恵子 （名古屋名南）
伊 藤 圭 一 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
藤 井 圓 隆 （名古屋名駅）
田 口  　望 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
深 澤 良 介 （名古屋名駅）
大 橋 昭 治 （名古屋名駅）
森 田 正 樹 （名古屋丸の内）
松尾雄二郎 （名古屋丸の内）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
待 井 雄 介 （名古屋北）
中 島  　實 （名古屋北）
渡 辺 英 信 （名古屋東）
本 多  　満 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
古川善次郎 （名古屋東）
木 村 邦 彦 （名古屋守山）
長瀬輝代之 （名古屋守山）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
竹 尾 祥 子 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）
須 原 茂 樹 （名古屋昭和）
渡 邉 直 樹 （名古屋昭和）

木 下  　実 （名古屋昭和）
加 藤  　厚 （名古屋昭和）
伊 丹 惣 三 （名古屋昭和）
上 野  　広 （名古屋昭和）
長谷川周義 （名古屋錦）
久 野 洋 一 （名古屋東山）
小林三重子 （名古屋東山）
近藤兼治郎 （名古屋東山）
金 田 英 和 （名古屋東山）
羽 田 明 弘 （豊橋北）
小杉幸一郎 （豊橋北）
内 藤 雄 功 （豊川）
石 黒 利 昌 （田原）
榊 原 周 造 （豊橋南）
藤 原 俊 男 （豊橋南）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
金 田 柾 宏 （豊川宝飯）
梅 田 英 樹 （豊橋ゴールデン）
藤 城 民 男 （豊橋ゴールデン）
白 井 正 樹 （豊橋ゴールデン）
杉 原 敏 雄 （豊橋ゴールデン）
高 畑 皓 一 （豊橋ゴールデン）
宮 川 嘉 朗 （豊橋ゴールデン）
渡 邊  　茂 （豊橋東）
柴 田 芳 孝 （岡崎）
南 部  　淳 （岡崎）
酒 部 圭 司 （岡崎）
安 藤 宏 行 （岡崎）
松 原 広 幸 （岡崎）
柴 田 泰 伸 （岡崎）
峰 澤 彰 宏 （岡崎）
古 澤 武 雄 （岡崎）
岩 月 一 郎 （岡崎）
金 山 久 雄 （岡崎）
服 部 良 男 （岡崎）
三 宅 英 臣 （豊田）
後 藤 尚 之 （豊田）
天 野 勝 美 （豊田）
鈴 木 元 弘 （豊田）
光 岡 新 吾 （豊田）
丸 井 俊 裕 （豊田）
奥 田 清 仁 （豊田）
酒 井 法 丈 （豊田）
鈴 村 幸 伸 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
斎 藤 直 美 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
杉 本 義 安 （岡崎南）
志 賀 為 宏 （岡崎南）
奥 村 英 世 （岡崎南）

大須賀予偲子 （岡崎南）
服 部 英 男 （岡崎南）
中川修一郎 （岡崎南）
本 間  　毅 （岡崎南）
小 野  　隆 （岡崎南）
手 嶋  　明 （岡崎東）
山 中  　一 （岡崎東）
山 内 隆 一 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
河 合 芳 弘 （豊田東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
鈴木文三郎 （刈谷）
大 音 祖 瑛 （刈谷）
杉 山 淳 一 （安城）
加 藤 正 人 （安城）
稲 垣  　淳 （安城）
市 川  　護 （安城）
田 中 正 規 （西尾）
山 中 寛 紀 （碧南）
髙 木 秀 夫 （知立）
中 川  　敦 （知立）
大 橋  　均 （知立）
鈴 木 善 和 （西尾K I R A R A）
太田五九郎 （西尾K I R A R A）
細 川 和 好 （西尾K I R A R A）
太 髙 純 治 （西尾K I R A R A）
新 海 雄 二 （西尾K I R A R A）
高 須  　光 （西尾K I R A R A）
加 藤  　宙 （三河安城）
大 見 満 宏 （三河安城）
寺 部 保 美 （三河安城）
伊 藤 敦 夫 （2 7 6 0 その他）

鈴 木 裕 二 （半田）
澤 田 好 伸 （半田）
山 﨑 正 夫 （半田）
鈴村せつ子 （半田）
金 澤 憲 二 （半田）
松 本 順 子 （半田）
畑 中 雅 之 （半田）
竹 内 俊 介 （半田）
川 口 新 平 （半田）
鈴 木 宏 司 （半田南）
青 山 佳 裕 （一宮）
舩 橋 正 員 （一宮） 
関 戸  　徹 （一宮）
篠 田  　廣 （津島）
水 野 憲 司 （一宮北）
山 田 尊 久 （あま）
後 藤 雅 光 （あま）

髙 山  　敏 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
和 田 典 之 （名古屋清須）
大 森  　進 （一宮中央）
大 澤  　渡 （犬山）
髙 橋 秀 治 （犬山）
松 平 實 胤 （犬山）
木 村  　完 （犬山）
森  　弘 好 （江南）
清 野 允 中 （江南）
山 田  　猛 （江南）
大 島 賀 樹 （小牧）
堀 井  　武 （小牧）
松尾憲二郎 （小牧）
濱 口 栄 男 （小牧）
五 藤 隆 夫 （小牧）
于     　 咏 （愛知ロータリーE クラブ）
内 田  　優 （名古屋南）
伊東万樹也 （名古屋南）
眞 野 乘 史 （名古屋南）
岩 田 崇 祺 （名古屋南）
藁谷喜世志 （名古屋東南）
白 木 良 彦 （名古屋東南）
山 口 直 彦 （名古屋東南）
橋 爪  　務 （名古屋東南）
水 野 恒 平 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
柴田裕二郎 （名古屋中）
川 本 浩 史 （名古屋中）
川 口 誉 夫 （名古屋中）
森 田 乾 嗣 （名古屋中）
相 羽 康 人 （名古屋中）
服 部 浩 明 （名古屋中）
平 松 久 明 （名古屋中）
北 村 栄 治 （名古屋中）
王     　 偉 （名古屋中）
梁 川 誠 市 （名古屋中）
安 田 照 幸 （名古屋中）
堀  　慎 治 （名古屋瑞穂）
稲 葉  　徹 （名古屋瑞穂）
鬼 頭 茂 成 （名古屋大須）
岡 田 尚 彦 （名古屋大須）
岩 崎 征 一 （名古屋大須）
原 野 勝 至 （名古屋栄）
加 藤 英 敏 （名古屋名南）
榊 原 和 美 （名古屋名南）
朝比美和子 （名古屋名南）

山 本 郁 矢 （名古屋名南）
木 下 福 郎 （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
伊 藤 圭 一 （名古屋名南）
小酒井比呂志 （名古屋名駅）
清 水 順 二 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
小室健次郎 （名古屋名駅）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
岡 部 （名古屋北）
木 谷 圭 子※ （名古屋東）
本田伸太郎 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
増 田 浩 男 （名古屋東）
長瀬輝代之 （名古屋守山）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
鈴木太刀雄 （名古屋名東）
竹 尾 祥 子 （名古屋名東）
中 込 清 周 （名古屋名東）
北 村 正 和 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
樫 尾 富 二 （名古屋千種）
鈴 木 理 之 （名古屋千種）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）
河 合 芳 光 （豊橋北）
鈴木大次郎 （豊橋北）
佐 藤 矩 朗 （豊橋北）
小 林 康 男 （豊橋北）
田 中 寛 孝 （豊川）
浅 野 修 道 （豊川）
吉 川 庄 三 （豊川）
大 河 直 樹 （田原）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
伊 藤 眞 芳 （豊橋ゴールデン）
大須賀憲太 （豊橋ゴールデン）
石 原 昭 二 （豊橋ゴールデン）
松 崎  　進 （豊橋ゴールデン）
井 上  　穂 （豊橋ゴールデン）
平 野 正 博 （豊橋東）
杉 原 好 洋 （豊橋東）
同 前 仁 史 （岡崎）
藤 原 正 寛 （岡崎）
天 野 惠 一 （岡崎）
吉 川 正 敏 （岡崎）
河 野 治 生 （岡崎）
三 宅 正 恭 （豊田）
村 上 雅 則 （豊田）

杉 浦  　毅 （豊田）
杉 浦 弘 髙 （豊田）
稲 垣 利 彦 （豊田）
神 谷 和 利 （豊田）
河 木 照 雄 （豊田）
小 野 雅 道 （豊田）
孕 石 邦 雄 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
深 津  　篤 （岡崎南）
杉 浦  　彰 （岡崎南）
中 根 克 弘 （岡崎南）
小 野 正 富 （岡崎南）
大久保   武 （岡崎南）
中 根 義 雄 （岡崎南）
太 田 進 造 （岡崎南）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
浅 岡 謙 治 （岡崎東）
野 村 政 弘 （岡崎東）
足 立 汎 和 （岡崎東）
大 澤 六 也 （豊田東）
小 山 章 仁 （岡崎城南）
ꇶ𠮷㻗𠮷㖡𠮷ꋝ （名古屋宮の杜）
𠮷𠮷 原 孝 彦 （刈谷）
市 川 裕 大 （刈谷）
成 田 孝 則 （安城）
恒 川 憲 一 （安城）
青 山 竜 也 （安城）
内 藤 教 恵 （安城）
山 口  　研 （安城）
松 田 茂 治 （西尾）
田 中 正 規 （西尾）
榊 原  　健 （碧南）
平岩統一郎 （碧南）
山 中 寛 紀 （碧南）
水 野 泰 昌 （知立）
鈴 木 民 也 （知立）
中 川  　敦 （知立）
大 橋  　均 （知立）
秋 山 正 純 （西尾K I R A R A）
杉 浦 加 代 （西尾K I R A R A）
榊 原  　章 （西尾K I R A R A）
石 山  　進 （西尾K I R A R A）
鈴 木 善 和 （西尾K I R A R A）
太田五九郎 （西尾K I R A R A）
齋 藤 光 正 （三河安城）
沓名由美子 （三河安城）
大 見 和 志 （三河安城）
伊 藤 敦 夫 （2 7 6 0 その他）

2010 年度

2009 年度

青 井 雅 純 （半田）
平 林 伸 康 （半田）
松 石 奉 之 （半田）
前 田 佳 男 （半田）
森 田　  亨 （半田）
榊 原 明 美 （半田）
酒 井 良 輔 （半田）
杉 浦 三 郎 （半田）
高 木 利 定 （半田）
山 内 和 之 （半田）
伊 奈 輝 三 （常滑）
新 美 義 博 （東知多）
足 立　  誠 （一宮）
長谷部敏克 （一宮）
伊 藤 幸 一 （一宮）
光 嵜 賢 一 （一宮）
則 竹 伸 也 （一宮）
伊 藤 文 也 （津島）
前 田 重 廣 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
佐 藤　  明 （あま）
渡 辺　  均 （あま）
早 川 雅 男 （名古屋清須）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
加 藤 辰 己 （一宮中央）

鹿 島 兼 一 （一宮中央）
高 井 光 信 （一宮中央）
伊 藤 英 男 （犬山）
尾 関 幸 夫 （犬山）
千 田 昌 宏 （犬山）
朱 宮 新 治 （犬山）
　 田 三 郎 （犬山）
伊 藤 鶴 吉 （江南）
北　  健 司 （春日井）
坂 田　  隆 （瀬戸北）
山 本　  修 （瀬戸北）
大 江 秀 和 （岩倉）
園 原 宏 治 （岩倉）
盛 田 淳 夫 （名古屋）
浅 井 金 三 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
服 部 一 郎 （名古屋南）
加 藤 慶 一 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
村 瀬 廣 芳 （名古屋南）
鈴 木 輝 彦 （名古屋南）
吉 田 春 樹 （名古屋南）
吉 岡 正 人 （名古屋南）
森　  　 清 （名古屋みなと）
酒 井　  優 （名古屋みなと）
住 田　  守 （名古屋みなと）

伊東與有三 （名古屋東南）
星 野 信 利 （名古屋中）
古 田 昭 臣 （名古屋中）
猪 飼 秀 明 （名古屋中）
加 藤 政 己 （名古屋中）
川 島 悦 雄 （名古屋中）
加瀬英比古 （名古屋中）
纐 纈 正 剛 （名古屋中）
鵜 飼 耕 三 （名古屋中）
渡 邉 一 平 （名古屋中）
山 口　  眞 （名古屋中）
尾 上　  昇 （名古屋大須）
柴 岡 正 将 （名古屋大須）
鈴 木　  洋 （名古屋大須）
渡 辺 観 永 （名古屋大須）
湯 山 淳 三 （名古屋大須）
細 井 土 夫 （名古屋栄）
川 井 健 司 （名古屋栄）
安 藤　  一 （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
三 浦　  隆 （名古屋名南）
武 藤 正 行 （名古屋名南）
大 隅 紀 郎 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
鈴 井 一 博 （名古屋名南）
石 黒　  隆 （名古屋名駅）

生 田 芳 規 （名古屋名駅）
小酒井比呂志 （名古屋名駅）
大 川　  宏 （名古屋名駅）
田 口　  望 （名古屋名駅）
中 島　  實 （名古屋北）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
水 野　  勤 （名古屋東）
澤 井 俊 治 （名古屋東）
椙 山 正 弘 （名古屋東）
高 橋　  巌 （名古屋東）
高橋雄二郎 （名古屋東）
宇佐美嘉重斌 （名古屋東）
安 井　  孝 （名古屋東）
余 語 郁 夫 （名古屋東）
服 部　  滋 （名古屋和合）
川 村 敏 夫 （名古屋和合）
柏 木 順 壱 （名古屋和合）
服 部　  力 （名古屋名東）
村 橋 泰 志 （名古屋名東）
星川須美子 （名古屋名北）
鈴 木 正 男 （名古屋千種）
伊 丹 惣 三 （名古屋昭和）
河 合 勇 夫 （名古屋昭和）
鈴 木 重 幸 （名古屋昭和）
杉 田　  等 （名古屋昭和）
貝 沼 正 敬 （名古屋錦）

福 井　  敬 （豊橋）
神 野 吾 郎 （豊橋）
鈴 木 正 憲 （豊橋）
佐 野 峯 雄 （豊橋北）
大 橋 平 治 （豊川）
山 本　  学 （豊川）
藤 城 俊 明 （豊橋南）
塩之谷   昌 （豊橋南）
小笠原喜好 （新城）
壽 昌 宏 之 （新城）
鳥 居 栄 一 （新城）
井 上　  穂 （豊橋ゴールデン）
石 原 昭 二 （豊橋ゴールデン）
松 崎　  進 （豊橋ゴールデン）
大須賀憲太（豊橋ゴールデン）
杉 原 敏 雄 （豊橋ゴールデン）
高 畑 皓 一 （豊橋ゴールデン）
尾 沢 義 雄 （田原パシフィック）
小 川 喜 一 （田原パシフィック）
内 柴 義 郎 （田原パシフィック）
鈴 木 昌 敏 （豊橋東）
浅 井　  章 （岡崎）
蜂須賀利雄 （岡崎）
林　  和 夫 （岡崎）
金 山 久 雄 （岡崎）
河 野 治 生 （岡崎）

黒 河  　陽 （岡崎）
内 藤  　淳 （岡崎）
奥 瀬 勇 作 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
佐々木勝巳 （岡崎）
清 水 芳 美 （岡崎）
伴  　征 雄 （豊田）
神 谷 和 利 （豊田）
松 井 博 文 （豊田）
小 野 雅 道 （豊田）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
天 野 精 孝 （岡崎南）
本 間  　毅 （岡崎南）
倉 田  　長 （岡崎南）
三 浦 勝 美 （岡崎南）
中 根 義 雄 （岡崎南）
太 田 進 造 （岡崎南）
岡 田 庸 男 （岡崎南）
池 田  憲治 （豊田西）
長 坂 義 幸 （豊田西）
中 川 俊 治 （豊田西）
足 立 憲 彦 （岡崎東）
足 立 信 雄 （岡崎東）
深 田 昭 彦 （岡崎東）
稲 葉 雅 彦 （岡崎東）
石 原 靖 増 （岡崎東）
池 田  　正 （岡崎東）
三 浦 泰 廣 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
杉 山 正 章 （岡崎東）
水 野 慶 一 （豊田東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
米 本 益 栄 （豊田東）
小 島 哲 夫 （豊田中）
鈴 木 純 子 （豊田中）
梅 村 和 伸 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
稲 垣 和 幸 （安城）
石 川 義 典 （安城）
神 谷 明 文 （安城）
小野内宣行 （安城）
冨 岡 里 美 （安城）
横山真喜男 （安城）
森 田 英 治  （碧南）
川 地 英 明 （知立）
大 高 敏 睦 （西尾K I R A R A）
斎 藤 喬 甫 （西尾K I R A R A）
鈴 木 正 司 （西尾K I R A R A）
高 原  　宏 （西尾K I R A R A）
米 津 長 治 （西尾K I R A R A）
古 居 一 雄 （三河安城）
川浦喜久雄 （三河安城）
杉 山 敏 幸 （三河安城）
竹 内 泰 夫 （三河安城）
山崎圭朋利 （三河安城）

稲 葉 民 安 （半田）
榊 原 秀 光 （半田）
手 島 寿 宏 （半田）
新 美 重 秋 （半田）
太 田 竹 司 （半田）
伊 東 良 夫 （半田）
椴 山 晃 雄 （半田）

高 木  　宏 （半田）
高 村 敦 夫 （東海）
榊 原  　肇 （半田南）
青 木 俊 憲 （一宮）
長谷川勝久 （一宮）
内 藤 寛 一 （一宮）
豊 島 俊 明 （一宮）
山 口 元 彦 （一宮）
鎌 田 芳 彰 （一宮）
日 比 一 昭 （津島）
伊 藤 文 也 （津島）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
早 川 雅 男 （名古屋清須）
高 橋 秀 治 （犬山）
祖父江寿男 （犬山）
小 川 嘉 吉 （犬山）
安 田 新 平 （犬山）
奥 村 正 幸 （犬山）
山 根 雄 司 （犬山）
河 合 美 彦 （小牧）
箕 輪 良 孝 （尾張旭）
若 杉 福 雄 （瀬戸北）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
若山啓太郎 （名古屋南）
多久田達宏 （名古屋南）
木 村 樹 生 （名古屋南）
山 路 兼 生 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
水 野  　裕 （名古屋東南）
伊東與有三 （名古屋東南）
市 原 高 明 （名古屋中）
小笠原   暁 （名古屋中）
坪 井 進 悟 （名古屋中）
鶴 見 俊 成 （名古屋中）
八 神 弘 雄 （名古屋中）
舟 橋 政 男 （名古屋中）
大 浦 泰 博 （名古屋中）
内 藤 貴 雄 （名古屋中）
片 岡 信 恒 （名古屋中）
篭 橋 美 久 （名古屋中）
川 口 小 折 （名古屋大須）
大 原 敏 正 （名古屋大須）
渡 辺 観 永 （名古屋大須）
住 田 正 夫 （名古屋大須）
児 島 徳 和 （名古屋名南）
山 本 郁 矢 （名古屋名南）
中 西 芳 子 （名古屋名南）
林  　隆 二 （名古屋名南）
田 中 省 三 （名古屋名南）
浅 井 泰 夫 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
青 島 邦 夫 （名古屋名駅）
吉 田 正 克 （名古屋北）
水 野 茂 生 （名古屋東）
柏 木  　功 （名古屋東）
柳 澤 幸 輝 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
高橋雄二郎 （名古屋東）
増 田 浩 男 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
佐 藤 正 延 （名古屋守山）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）

三 好  　親 （名古屋千種）
佐久間良治 （名古屋千種）
杉 江 光 明 （名古屋昭和）
田 中 邦 幸 （名古屋昭和）
斎 藤 正 俊 （名古屋昭和）
成 田  　収 （名古屋昭和）
久 田 錦 三 （名古屋昭和）
鈴 木 重 幸 （名古屋昭和）
武儀山勝彦 （名古屋東山）
紅 林 友 昭 （豊橋）
松 井 和 彦 （豊橋）
松 坂 良 太 （豊橋）
松 本 孝 一 （豊橋）
西 田 元 彦 （豊橋）
内 山 典 弘 （豊橋）
山 本 光 人 （豊橋北）
鈴 木 茂 久 （豊橋北）
牧 野 一 郎 （豊川）
寺 部  　元 （豊川）
縣  　保 彦 （豊橋南）
藤 城 俊 明 （豊橋南）
外 山 和 夫 （豊橋ゴールデン）
古 澤 武 雄 （岡崎）
山 本 邦 雄 （岡崎）
本 多 啓 一 （岡崎）
中 根 幹 雄 （岡崎）
服 部 良 男 （岡崎）
杉 浦 恵 造 （岡崎）
斎 藤 直 美 （豊田）
渡 辺 要 市 （岡崎南）
竹 内 照 男 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
浅 岡 謙 治 （岡崎東）
深 津 幸 雄 （岡崎東）
手 嶋  　明 （岡崎東）
小 野 文 憲 （岡崎東）
今 井 啓 介 （豊田東）
杉 浦 英 昭 （豊田東）
石 橋 博 文 （豊田東）
都 築 義 勝 （豊田東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
小 松 正 伸 （豊田東）
服 部 基 一 （豊田東）
太 田 昌 孝 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
小 林 逸 朗 （安城）
伊 藤 隆 夫 （安城）
石 原  　昭 （安城）
原田慶三郎 （安城）
鳥 居 清 澄 （西尾）
鈴 木 並 生  （碧南）
杉 浦 健 次  （碧南）
杉 浦 晴 彦  （碧南）
大 橋  　均 （知立）
野 村 賢 孝 （知立）
宮 地 喜 良 （西尾K I R A R A）
後 藤 利 之 （西尾K I R A R A）
三 浦 隆 司 （西尾K I R A R A）
石 川 勝 雄 （西尾K I R A R A）
天 野 行 夫 （西尾K I R A R A）
高 原  　宏 （西尾K I R A R A）
斎 藤 喬 甫 （西尾K I R A R A）
渡 邊 真 一 （三河安城）

伊 吹 治 郎 （三河安城）
稲 垣  　靖 （三河安城）
柵 木 政 美 （三河安城）
山 口 恭 正 （三河安城）
小西紀久雄 （三河安城）
森 田 勝 己 （三河安城）
杉浦眞理子 （三河安城）
西 尾 四 郎 （三河安城）
丹 羽  　修 （三河安城）
鳥 居 剛 育 （三河安城）
畔 柳 弘 文 （三河安城）
平 子 昭 三 （三河安城）
矢 田 良 一 （三河安城）

金 澤 憲 二 （半田）
神 戸 信 寅 （半田）
松 本 順 子 （半田）
新 美 忠 夫 （半田）
小 栗 孝 久 （半田）
鈴村せつ子 （半田）
鈴 木 千 里 （半田）
冨  　武 司 （半田）
内 田 榮 一 （半田）
中 村  　巌 （一宮）
佐 分 啓 二 （一宮）
關 戸  　潔 （一宮）
堀 江 承 元 （あま）
岩 島 裕 芳 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
佐 藤  　明 （あま）
櫻 井 利 夫 （名古屋清須）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
森　　   眞 （一宮中央）
永 田  　正 （一宮中央）
山 中 建 策 （一宮中央）
安 達 英 昭 （犬山）
青 山 佳 高 （犬山）
平 林 米 司 （犬山）
日比野良太郎 （犬山）
伊 藤  　隆 （犬山）
紀 藤 政 司 （犬山）
宮 岡 克 年 （犬山）
岡 田 雅 隆 （犬山）
安 田 宗 平 （犬山）
古 田 嘉 且 （江南）
河 合 美 彦 （小牧）
松 下 洋 一 （尾張旭）
柴 田  　伸 （瀬戸北）
盛 田 和 昭 （名古屋）
福 山  　衛 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
宮 田 松 英 （名古屋南）
坪 井 良 憲 （名古屋南）
鷲 見  　弘 （名古屋南）
渡 邉 将 人 （名古屋南）
吉 田 春 樹 （名古屋南）
伊東與有三 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
荒 川 雅 義 （名古屋中）
早 瀬 孝 文 （名古屋中）
古 田 昭 臣 （名古屋中）
石 原 寿 生 （名古屋中）

加瀬英比古 （名古屋中）
金 森 伸 夫 （名古屋中）
纐 纈 正 剛 （名古屋中）
近 藤 直 樹 （名古屋中）
宮 内  　誠 （名古屋中）
永 野 光 容 （名古屋中）
岡 崎  　亨 （名古屋中）
佐 藤 友 治 （名古屋中）
鈴木謙一郎 （名古屋中）
田ヶ原昭弘 （名古屋中）
鵜 飼 耕 三 （名古屋中）
山 口  　眞 （名古屋中）
山 口  　忍 （名古屋中）
𠮷𠮷 田 敬 岳 （名古屋中）
平 沼 里 子 （名古屋名南）
猪 村 美 之 （名古屋名南）
木 村  　猛 （名古屋名南）
小 山 愼 介 （名古屋名南）
長 尾 浅𠮷𠮷𠮷 （名古屋名南）
野々村憲吾 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
鈴 木  　享 （名古屋名南）
藤 井 圓 隆 （名古屋名駅）
小室健次郎 （名古屋名駅）
丹 羽 俊 文 （名古屋名駅）
岡 本 敏 男 （名古屋名駅）
大 橋 昭 治 （名古屋名駅）
寺 島 洋 治 （名古屋名駅）
堀 田 正 夫 （名古屋北）
中 島  　實 （名古屋北）
水 野 茂 生 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
椙 山 正 弘 （名古屋東）
高橋雄二郎 （名古屋東）
梅 村 清 弘 （名古屋東）
渡 辺 英 信 （名古屋東）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
奥  　佳 澄 （名古屋名東）
遠 藤 友 彦 （名古屋名北）
松 居 敬 二 （名古屋千種）
木 下  　実 （名古屋昭和）
前 田 圭 佑 （名古屋昭和）
上 野  　広 （名古屋昭和）
長谷川正孝 （名古屋錦）
松 井 由 次 （豊橋北）
佐 藤 元 彦 （豊橋北）
神 谷 親 典 （豊川）
大 澤 輝 秀 （豊川）
戸 田 俊 晴 （豊川）
吉 川 庄 三 （豊川）
別 所 淳 二 （田原）
河 辺 勝 巳 （田原）
松 井  　昭 （田原）
宮 木 幸 彦 （田原）
冨 田 雅 則 （田原）
安 田 幸 雄 （田原）
木 下  　治 （豊橋南）
加 山 昌 弘 （豊川宝飯）
外 山 和 夫 （豊橋ゴールデン）
高 林 保 夫 （豊橋ゴールデン）
宇 藤  　信 （豊橋ゴールデン）
松 井 準 治 （田原パシフィック）

尾 原  　脩 （田原パシフィック）
鈴 木 照 幸 （田原パシフィック）
天 野 恵 一 （岡崎）
青 木 勇 作 （岡崎）
林  　和 夫 （岡崎）
伊 藤 公 正 （岡崎）
梶 川 志 郎 （岡崎）
水 野 周 久  （岡崎）
三 嶋  　勉 （岡崎）
丹 羽 良 治 （岡崎）
大 原 達 志 （岡崎）
杉 浦  　皓 （岡崎）
早 川 文 喜 （豊田）
横 山 眞 久 （豊田）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
蒲 野 良 雄 （岡崎南）
畔 柳 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
小 幡 輝 雄 （豊田西）
神 尾 英 雄 （岡崎東）
小 出 元 治 （岡崎東）
草 野 信 隆 （岡崎東）
杉 田 雄 男 （岡崎東）
山 内 隆 一 （岡崎東）
福 岡  　治 （豊田東）
梅 村 憲 一 （豊田東）
有 馬 惟 夫 （岡崎城南）
福 岡 輝 夫 （豊田中）
伊 藤 敦 夫 （豊田中）
猪 狩  　蔵 （豊田中）
加 藤 照 夫 （豊田中）
中 垣 幸 春 （豊田中）
大 塚 哲 夫 （豊田中）
桜 井  　博 （豊田中）
鈴 木  　寛 （豊田中）
権 田 鋹 弘 （刈谷）
太田宗一郎 （刈谷）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
藤 井 英 樹 （安城）
水 野  　学 （安城）
奥 田 法 行 （安城）
寺 田 孝 司 （安城）
鳥 居 博 行 （安城）
小 澤 育 史 （西尾）
鳥 居 清 澄 （西尾）
加 藤 良 邦  （碧南）
小 出 道 治  （西尾一色）
岩 瀬 清 彦 （西尾K I R A R A）
石 川 勝 雄 （西尾K I R A R A）
後 藤 利 之 （西尾K I R A R A）
宮 地 喜 良 （西尾K I R A R A）
三 浦 隆 司 （西尾K I R A R A）
大須賀慶一 （西尾K I R A R A）
鈴 木 昭 夫 （西尾K I R A R A）
杉 浦 正 昭 （西尾K I R A R A）
安 藤  　毅 （三河安城）
深 津 茂 樹 （三河安城）
畔 柳 芳 夫 （三河安城）
丸山今朝三 （三河安城）
待 田 和 宏 （三河安城）
成 田  　徹 （三河安城）
長 坂  　誠 （三河安城）
小 野  　郁 （三河安城）

斎 藤  　博 （三河安城）
田 村  　脩 （三河安城）
横 山 夕 葉 （三河安城）

鈴 木 丈 雄 （半田）
水 野 隆 芳 （半田）
松 石 奉 之 （半田）
酒 井 良 輔 （半田）
山 﨑 正 夫 （半田）
青 井 雅 純 （半田）
畑 中 雅 之 （半田）
竹 内 俊 介 （半田）
岡 戸 伍 弌 （半田）
川 口 新 平 （半田）
前 田 佳 男 （半田）
山 内 和 之 （半田）
青 山 佳 裕 （一宮）
林  　隆 春 （一宮）
光 嵜 賢 一 （一宮）
則 竹 伸 也 （一宮）
伊 藤 幸 一 （一宮）
長谷部敏克 （一宮）
北 野 庸 夫 （あま）
佐 藤  　明 （あま）
北 野 庸 夫 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
鈴 木 正 徳 （あま）
加 藤 憲 治 （あま）
櫻 井 利 夫 （名古屋清須）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
長 橋 國 和 （一宮中央）
小 島 三 男 （一宮中央）
鹿 島 兼 一 （一宮中央）
加 藤 辰 巳 （一宮中央）
吉 田  　洋 （犬山）
近 藤 斉 宏 （犬山）
清 野 允 中 （江南）
福 田 清 成 （江南）
河 合 美 彦 （小牧）
風 岡 保 宏 （春日井）
杉 山 仁 朗 （瀬戸北）
堀 田  　徹 （名古屋城北）
内 田 安 彦 （名古屋南）
櫻 井  　繁 （名古屋南）
佐分利清信 （名古屋南）
村 上  　斎 （名古屋南）
橋 元 幸 次 （名古屋南）
後 藤 正 憲 （名古屋南）
池　　   潤 （名古屋南）
林  　幸 春 （名古屋南）
嶺 木 昌 行 （名古屋南）
桂  　洋 司 （名古屋南）
近 藤 雅 夫 （名古屋南）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
伊東與有三 （名古屋東南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
吉 水 正 溥 （名古屋東南）
市 原 高 明 （名古屋中）
小笠原   暁 （名古屋中）
坪 井 進 悟 （名古屋中）
鶴 見 俊 成 （名古屋中）
八 神 弘 雄 （名古屋中）

松 原 秀 樹 （名古屋中）
渡 邊 樹 志 （名古屋中）
榊 原 克 典 （名古屋中）
小 栗 成 男 （名古屋中）
山 口 正 孝 （名古屋大須）
岡 田 尚 彦 （名古屋大須）
岩 崎 征 一 （名古屋大須）
田 中 一 雄 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
川 村 繁 生 （名古屋名南）
白 藤 憲 雄 （名古屋名南）
林  　隆 二 （名古屋名南）
深 澤 良 介 （名古屋名駅）
隅 田 耕 市 （名古屋名駅）
中 島  　実 （名古屋北）
内 藤 秀 樹 （名古屋北）
増 田 浩 男 （名古屋東）
東 谷 昌 彦 （名古屋東）
澤  　國 生 （名古屋東）
多和田   武 （名古屋東）
新 美 宣 英 （名古屋東）
千 田  　毅 （名古屋東）
余 語 郁 夫 （名古屋東）
渡 辺 英 信 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
平 松 征 男 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
本田伸太郎 （名古屋東）
天 野 清 美 （名古屋和合）
池 森 由 幸 （名古屋千種）
西 川 豊 長 （名古屋千種）
小 山 雅 弘 （名古屋千種）
山 田 敏 雄 （名古屋昭和）
鈴 木 真 司 （名古屋昭和）
上 野  　広 （名古屋昭和）
伊 丹 惣 三 （名古屋昭和）
林  　光 夫 （名古屋錦）
山 田 亨 司 （豊橋）
縣  　政 行 （豊橋）
飯 沼 雅 朗 （蒲郡）
竹 内 稔 弘 （豊橋北）
土 井 松 男 （豊橋北）
鈴木大次郎 （豊橋北）
匹 田 雅 久 （豊橋北）
岩瀬淳一郎 （豊川）
樋 口 俊 寛 （豊川）
河 辺 純 夫 （田原）
藤 井 國 弘 （田原）
天野英一郎 （田原）
冨 田 雅 則 （田原）
水 野 太 一 （豊川宝飯）
鈴 木 雅 博 （豊橋ゴールデン）
古 橋 一 毅 （田原パシフィック）
柴 田 憲 一 （豊橋東）
中 村 重 嗣 （岡崎）
加 藤 博 己 （岡崎）
吉 川 正 敏 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
岩 瀬 敬 紀 （岡崎）
安 藤 光 淵 （岡崎）
岩 月 一 郎 （岡崎）
岩 月 昭 佳 （岡崎）

加 藤 信 吾 （岡崎）
大 原 達 志 （岡崎）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
近 藤 千 雅 （岡崎南）
小久保文雄 （岡崎南）
山 本 雅 樹 （岡崎南）
岡 田 庸 男 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
青 山 俊 次 （岡崎東）
新 浪 勝 也 （岡崎東）
仙 波  　泉 （岡崎東）
野 村 政 弘 （岡崎東）
深 田 昭 彦 （岡崎東）
足 立 汎 和 （岡崎東）
鈴 木 敬 一 （豊田東）
塚 田 和 也 （豊田中）
木 戸 重 信 （豊田中）
石 黒 元 隆 （豊田中）
小久保茂樹 （豊田中）
梅 村 和 伸 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
市 川 裕 大 （刈谷）
神 谷  　研 （安城）
戸 谷  　央 （安城）
横山真喜男 （安城）
石 川 義 典 （安城）
神 谷 明 文 （安城）
冨 岡 里 美 （安城）
小野内宣行 （安城）
伊 藤 富 義 （西尾）
奥 谷 弘 和  （碧南）
加藤丈太郎  （碧南）
新 美  　孝  （碧南）
中 根 佑 治  （碧南）
樅 山 善 久  （碧南）
植 松 敏 樹  （碧南）
宮 地 俊 夫 （知立）
川 地 英 明 （知立）
高 須  　匀 （西尾K I R A R A）
朴  　壽 子 （西尾K I R A R A）
岩 瀬 清 彦 （西尾K I R A R A）
大須賀慶一 （西尾K I R A R A）
鈴 木 昭 夫 （西尾K I R A R A）
木 村 恭 子 （三河安城）
山 本 彰 秀 （三河安城）
川浦喜久雄 （三河安城）
竹 内 泰 夫 （三河安城）
杉 山 敏 幸 （三河安城）
山崎圭朋利 （三河安城）

手 島 寿 宏 （半田）
稲 葉 民 安 （半田）
平 林 伸 康 （半田）
高 木 利 定 （半田）
森 田  　亨 （半田）
椴 山 晃 雄 （半田）
伊 東 良 夫 （半田）
高 木  　宏 （半田）
杉 浦 三 郎 （半田）
榊 原 明 美 （半田）
寺 田  　諭 （大府）
相 羽 英 人 （大府）

青 木 俊 憲 （一宮）
長谷川勝久 （一宮）
内 藤 寛 一 （一宮）
豊 島 半 七 （一宮）
日 比 一 昭 （津島）
林  　冏 成 （一宮北）
松 原 幹 彦 （一宮北）
豊 島 德 三 （一宮北）
佐 藤  　明 （あま）
渡 辺  　均 （あま）
真 木 伸 一 （あま）
田 中 茂 生 （犬山）
井 川 光 雄 （犬山）
小 川 征 一 （犬山）
山 根 雄 司 （犬山）
奥 村 正 幸 （犬山）
千 田 昌 宏 （犬山）
清 野 允 中 （江南）
大嶋一二三 （尾張旭）
内 藤 弘 康 （名古屋）
多久田達宏 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
若山啓太郎 （名古屋南）
木 村 樹 生 （名古屋南）
宮 田 松 英 （名古屋南）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
梅 田 武 久 （名古屋みなと）
山 田 幸 一 （名古屋みなと）
早 瀬 孝 文 （名古屋中）
吉 田 敬 岳 （名古屋中）
岡 崎  　亨 （名古屋中）
田ヶ原昭弘 （名古屋中）
鈴木謙一郎 （名古屋中）
荒 川 雅 義 （名古屋中）
金 森 伸 夫 （名古屋中）
永 野 光 容 （名古屋中）
石 原 寿 生 （名古屋中）
佐 藤 友 治 （名古屋中）
山 口  　忍 （名古屋中）
近 藤 直 樹 （名古屋中）
宮 内  　誠 （名古屋中）
山 口 正 孝 （名古屋大須）
大 原 敏 正 （名古屋大須）
住 田 正 夫 （名古屋大須）
榊 原 和 美 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
川 辺 清 次 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
林  　隆 二 （名古屋名南）
田 口  　望 （名古屋名駅）
石 黒  　隆 （名古屋名駅）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
中 島  　実 （名古屋北）
増 田 浩 男 （名古屋東）
澤  　國 生 （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
新 実 宣 英 （名古屋東）
栁 澤 幸 輝 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
千 田  　毅 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
重 冨　  亮 （名古屋守山）

佐 藤 正 延 （名古屋守山）
星川須美子 （名古屋名北）
星 川 直 志 （名古屋名北）
鈴 木 理 之 （名古屋千種）
田 中 邦 幸 （名古屋昭和）
杉 江 光 明（名古屋昭和）
上 野　  広（名古屋昭和）
横 田 幸 三（名古屋昭和）
鈴 木 重 幸 （名古屋昭和）
三 浦 俊 彦 （名古屋錦）
高 橋 譲 二 （豊橋）
松 坂 良 太 （豊橋）
佐 藤 元 彦 （豊橋北）
伴　　   實 （豊橋北）
竹 本 尚 美 （豊川）
大 澤 輝 秀 （豊川）
藤 井 國 弘 （田原）
伴  　辰 三 （豊川宝飯）
内 藤 泰 通 （豊川宝飯）
柴 田  　勝 （豊川宝飯）
縣  　保 彦 （豊橋南）
足 立 健 一 （豊橋南）
山 本 雅 久 （豊橋ゴールデン）
市 川 朝 洋 （豊橋ゴールデン）
牧 野 政 雄 （豊橋ゴールデン）
岡 本 久 永 （豊橋ゴールデン）
荻 須 文 一 （岡崎）
林  　和 夫 （岡崎）
大 原 達 志 （岡崎）
菅 井 龍 一 （岡崎）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
中 川 俊 治 （豊田西）
橋 本 義 紀 （岡崎東）
梅 村 順 一 （岡崎東）
市 川 幾 雄 （岡崎東）
生 駒 尚 久 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
草 野 信 隆 （岡崎東）
河 合 英 二 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
小 林 逸 朗 （安城）
石 川  　博 （安城）
竹 内 博 之 （知立）
杉 浦 正 昭 （西尾K I R A R A）
高 須  　匀 （西尾K I R A R A）
渡 邊 真 一 （三河安城）

古 市 晃 久 （半田）
榊 原 秀 光 （半田）
榊 原 正 治 （半田）
新 美 重 秋 （半田）
新 美 忠 夫 （半田）
小 栗 孝 久 （半田）
神 戸 信 寅 （半田）
内 田 榮 一 （半田）
水野八洲男 （半田）
杉 原 康 男 （東知多）
滝  　善 蔵 （一宮）
関 戸  　徹 （一宮）
森  　俊 夫 （一宮）
松 原 直 次 （一宮）

梯  　國 彦 （一宮）
關 戸  　潔 （一宮）
佐 分 啓 二 （一宮）
加 藤 隆 朗 （津島）
岡 田 義 夫 （稲沢）
西 川 広 樹 （あま）
北 野 庸 夫 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
佐 藤  　明 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
水 上 恵 一 （尾張中央）
森　　   眞 （一宮中央）
梶 川 増 蔵 （犬山）
原  　正 男 （犬山）
河 田 敏 和 （犬山）
板 津 英 基 （犬山）
清 野 允 中 （江南）
河 村 金 明 （岩倉）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
坪 井 良 憲 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
内 田 安 彦 （名古屋南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
杉 浦 康 晴 （名古屋中）
山 田 典 廣 （名古屋中）
松 原 秀 樹 （名古屋中）
小 栗 成 男 （名古屋中）
梶 田  　知 （名古屋中）
榊 原 克 典 （名古屋中）
渡 邊 樹 志 （名古屋中）
遠 山 堯 郎 （名古屋瑞穂）
川 口 小 折 （名古屋大須）
照 井  　栞 （名古屋大須）
住 田 正 夫 （名古屋大須）
小笠原和俊 （名古屋大須）
新 原  　尚 （名古屋名南）
川 村 勝 廣 （名古屋名駅）
小 崎 誠 三 （名古屋名駅）
大 川  　宏 （名古屋名駅）
大 橋 昭 治 （名古屋名駅）
寺 島 洋 治 （名古屋名駅）
和 田 直 美 （名古屋丸の内）
西 川  　博 （名古屋丸の内）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
中 島  　實 （名古屋北）
中 村 陽 公 （名古屋北）
増 田 浩 男 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
滑  　尚 真 （名古屋守山）
服 部  　力 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
齊 藤 英 夫 （名古屋名東）
遠 藤 友 彦 （名古屋名北）
伊 藤 健 文 （名古屋千種）
竹 内 眞 三 （名古屋千種）
佐久間良治 （名古屋千種）
神 田 正 勝 （名古屋昭和）
有 本  　勝 （名古屋昭和）
長谷川周義 （名古屋錦）
武 田 正 典 （名古屋錦）
金 田 英 和 （名古屋東山）

佐々木利政 （豊橋）
牧 野  　渉 （豊橋）
石 川 顕 次 （豊橋北）
高 倉 宣 夫 （豊橋北）
榊 原 周 造 （豊橋南）
磯 村 秀 樹 （豊橋南）
吉 野 勝 己 （豊橋南）
原 田 邦 夫 （豊川宝飯）
滝 下  　勲 （豊川宝飯）
高 橋 英 昭 （豊橋ゴールデン）
山 口 幹 夫 （豊橋ゴールデン）
福 沢 省 吾 （豊橋ゴールデン）
外 山 和 夫 （豊橋ゴールデン）
古 田 勝 美 （田原パシフィック）
河辺虎太郎 （田原パシフィック）
柴 田  　清 （田原パシフィック）
平 野 義 郎 （田原パシフィック）
小 林 佳 雄 （豊橋東）
満 田  　稔 （豊橋東）
蜂須賀利雄 （岡崎）
杉 浦 恵 造 （岡崎）
本 多 啓 一 （岡崎）
青 木 勇 作 （岡崎）
河 野 治 生 （岡崎）
浅 井  　章 （岡崎）
服 部 良 男 （岡崎）
三 浦 泰 秀 （岡崎）
加 藤 博 巳 （岡崎）
金 山 久 雄 （岡崎）
丹 羽 良 治 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
梅 村 正 明 （豊田）
杉 浦 正 典 （豊田）
酒 井 法 丈 （豊田）
丸 井 俊 裕 （豊田）
神 谷 和 利 （豊田）
奥 田 清 仁 （豊田）
鈴 木 元 弘 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
鈴 村 幸 伸 （豊田）
光 岡 新 吾 （豊田）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
斉 藤 直 美 （豊田）
磯 貝 和 汪 （岡崎南）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
伊 藤 恭 弘 （岡崎南）
本 間 英 晴 （岡崎南）
犬 塚 克 明 （岡崎南）
杉 田 雅 樹 （岡崎南）
今 泉 孝 一 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
髙 木 政 次 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
深 田 昭 彦 （岡崎東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
永 井 量 基 （岡崎城南）
伊 藤 敦 夫 （豊田中）
石 黒 元 隆 （豊田中）
権 田 鋹 弘 （刈谷）
大 音 祖 瑛 （刈谷）
市 川 裕 大 （刈谷）
稲 垣  　淳 （安城）
市 川  　護 （安城）

加 藤 正 人 （安城）
奥 田 法 行 （安城）
寺 田 孝 司 （安城）
藤 井 英 樹 （安城）
黒 田 正 志 （西尾）
榊 原 勝 俊 （西尾）
田 中 正 規 （西尾）
杉 浦 明 博 （西尾）
長 田 銑 司  （碧南）
新 美 真 司  （碧南）
伊 藤 正 幸  （碧南）
中 川  　敦 （知立）
青 山 弦 八 （西尾K I R A R A）
山 本 俊 明 （西尾K I R A R A）
山 本 裕 充 （西尾K I R A R A）
杉 浦 義 利 （西尾K I R A R A）
寺 部 保 美 （三河安城）
犬 束 信 一 （三河安城）
成 田  　徹 （三河安城）
小 野  　郁 （三河安城）
深 津 茂 樹 （三河安城）
齋 藤  　博 （三河安城）
田 村  　脩 （三河安城）
横 山 夕 葉 （三河安城）
待 田 和 宏 （三河安城）

澤 田 好 伸 （半田）
山 﨑 正 夫 （半田）
鈴村せつ子 （半田）
金 澤 憲 二 （半田）
松 本 順 子 （半田）
畑 中 雅 之 （半田）
川 口 新 平 （半田）
竹 内 俊 介 （半田）
山 内 和 之 （半田）
小嶋真一郎 （東海）
林  　隆 春 （一宮）
青 山 佳 裕 （一宮）
松 崎 安 孝 （津島）
石 田 智 彦 （あま）
栗 木 和 夫 （あま）
児 玉 憲 之 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
山 田 幹 夫 （あま）
伊藤恒二郎 （一宮中央）
小 島 三 男 （一宮中央）
長 橋 國 和 （一宮中央）
日比野万喜男 （犬山）
吉 野 育 志 （犬山）
小 川 宏 嗣 （犬山）
田中進一郎 （犬山）
安 田 新 平 （犬山）
近 藤 斉 宏 （犬山）
倉 知 正 憲 （江南）
庄 田 元 久 （江南）
清 野 允 中 （江南）
照 井 通 夫 （名古屋空港）
栗 田 和 典 （名古屋空港）
小 澤  　修 （瀬戸北）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
浅 原 光 男 （名古屋南）
澤田伊三夫 （名古屋南）

眞 野 乘 史 （名古屋南）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
伊東與有三 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
東  　俊 輝 （名古屋中）
立 松 洋 司 （名古屋中）
岩 月 雅 章 （名古屋中）
小 島 祐 助 （名古屋中）
松本健一郎 （名古屋中）
髙 須 洋 志 （名古屋瑞穂）
堀  　慎 治 （名古屋瑞穂）
岩 田 修 司 （名古屋瑞穂）
岡 田 尚 彦 （名古屋大須）
岩 崎 征 一 （名古屋大須）
羽田野道明 （名古屋栄）
長 瀬  　諭 （名古屋栄）
加 藤 英 敏 （名古屋名南）
細 井 俊 男 （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
入 谷 直 行 （名古屋名南）
中 西 芳 子 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
中 野  　健 （名古屋名駅）
神 野 重 行 （名古屋名駅）
小 原 新 一 （名古屋名駅）
盛 田 兼 由 （名古屋名駅）
小室健次郎 （名古屋名駅）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
中 島  　實 （名古屋北）
水 野𠮷𠮷𠮷 紹 （名古屋北）
田 嶋 好 博 （名古屋北）
田 中 正 樹 （名古屋北）
内 藤 秀 樹 （名古屋北）
高 橋  　巌 （名古屋東）
浅 見  　勲 （名古屋東）
柏 木  　功 （名古屋東）
本 多  　満 （名古屋東）
新 実 宣 英 （名古屋東）
栁 澤 幸 輝 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
平 松 征 男 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
増 田 浩 男 （名古屋東）
本田伸太郎 （名古屋東）
伊 藤 陽 介 （名古屋守山）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
佐 藤 良 一 （名古屋守山）
河 本  　力 （名古屋守山）
平  　民 三 （名古屋名東）
小 林 英 毅 （名古屋千種）
萩原喜代子 （名古屋千種）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）
堀 江 宏 輝 （名古屋千種）
宮 尾 紘 司 （名古屋千種）
大 矢 英 憲 （名古屋昭和）
髙 橋  　進 （名古屋昭和）
金 田 英 和 （名古屋東山）
山 城 章 治 （名古屋東山）
飯 島  　卓 （蒲郡）

佐 藤 元 彦 （豊橋北）
西 村 良 彦 （豊橋北）
中西喜久雄 （豊橋北）
鳥 居 信 行 （豊川）
鈴 木 榮 一 （豊川）
吉 川 庄 三 （豊川）
大 澤 輝 秀 （豊川）
塩之谷   昌 （豊橋南）
真 野 善 和 （豊橋ゴールデン）
西 郷 隆 治 （豊橋ゴールデン）
谷 村 泰 裕 （豊橋ゴールデン）
天 野 惠 一 （岡崎）
深 田 達 彦 （岡崎）
峰 澤 彰 宏 （岡崎）
林  　和 夫 （岡崎）
櫻 井 敬 子 （岡崎）
加 藤 博 巳 （岡崎）
畔 柳 春 雄 （岡崎）
中 村 重 嗣 （岡崎）
岡 田 勝 美 （豊田）
鈴 木 秀 和 （豊田）
孕 石 邦 雄 （豊田）
河 木 照 雄 （豊田）
小 野 雅 道 （豊田）
小島洋一郎 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
野 口 明 生 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
岡 田 光 司 （岡崎南）
藤 田 正 彦 （岡崎南）
鈴 木 康 之 （岡崎南）
高 橋 正 直 （岡崎南）
三 浦 勝 美 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
岩 月 鋹 廣 （岡崎東）
小 林 清 文 （岡崎東）
野 村 政 弘 （岡崎東）
小木曽   進 （岡崎東）
草 野 信 隆 （岡崎東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
桐 渕 利 次 （岡崎城南）
伊 藤 敦 夫 （豊田中）
中 條 善 朗 （豊田中）
和 泉 房 枝 （豊田中）
加 藤 英 二 （刈谷）
太田宗一郎 （刈谷）
山 口  　研 （安城）
内 藤 教 恵 （安城）
神 谷  　研 （安城）
戸 谷  　央 （安城）
鳥 居 博 行 （安城）
山 﨑 秀 夫 （西尾）
山 中 寛 紀  （碧南）
石 橋 嘉 彦  （碧南）
早 川 岩 男 （知立）
中 川  　敦 （知立）
大 橋  　均 （知立）
川 地 英 明 （知立）
清  　克 行 （西尾K I R A R A）
榊 原 利 夫 （西尾K I R A R A）
長 谷 収 一 （西尾K I R A R A）

中 根 勝 美 （西尾K I R A R A）
沓名由美子 （三河安城）
大 見 和 志 （三河安城）
木 村 恭 子 （三河安城）
山 本 彰 秀 （三河安城）

青 葉 憲 一 （半田）
水 野 隆 芳 （半田）
松 石 奉 之 （半田）
酒 井 良 輔 （半田）
平 林 伸 康 （半田）
青 井 雅 純 （半田）
森 田  　亨 （半田）
伊 東 良 夫 （半田）
椴 山 晃 雄 （半田）
杉 浦 三 郎 （半田）
永 田 明 世 （半田南）
都 築 利 全 （半田南）
榊 原 邦 彦 （半田南）
新 美  　茂 （半田南）
森  　隆 彦 （一宮）
山 上 哲 司 （一宮）
鈴 木 洋 志 （一宮）
佐々木久直 （一宮）
坂井田敏行 （一宮）
大 森 輝 英 （一宮）
宮 田 智 司 （一宮）
桑 原 英 寿 （一宮）
石 黒 敬 康 （一宮）
浅 野  　一 （一宮）
横 井 知 代 （津島）
八 谷 潤 一 （津島）
西 尾 輝 久 （尾張旭）
児 玉 憲 之 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
鈴 木 正 徳 （あま）
森 田 堅 一 （名古屋清須）
稲 垣 圭 次 （犬山）
松 平 實 胤 （犬山）
杉 浦 賢 二 （江南）
山 田  　猛 （江南）
清 野 允 中 （江南）
社 本 太 郎 （春日井）
若 杉 福 雄 （瀬戸北）
鈴 木 晴 季 （瀬戸北）
于　　   咏 （愛知ロータリーE クラブ）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
岡 田 英 彦 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
杉 江 豊 文 （名古屋みなと）
斉 藤 捷 昭 （名古屋みなと）
栢 森 雅 勝 （名古屋みなと）
水 野 恒 平 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
牧 野 弘 明 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
山 田 典 廣 （名古屋中）
杉 浦 康 晴 （名古屋中）
王     　 偉 （名古屋中）
安 田 照 幸 （名古屋中）
梁 川 誠 市 （名古屋中）

北 村 栄 治 （名古屋中）
相 羽 康 人 （名古屋中）
平 松 久 明 （名古屋中）
服 部 浩 明 （名古屋中）
近 藤 明 美 （名古屋大須）
木 下 福 郎 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
久 米 伸 治 （名古屋名南）
伊 藤 圭 一 （名古屋名南）
鈴 木  　享 （名古屋名南）
清 水 順 二 （名古屋名駅）
日比野三吉彦 （名古屋名駅）
川 村 勝 廣 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
石 黒  　隆 （名古屋名駅）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
棚 橋 鎌 次 （名古屋東）
浅 見  　勲 （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
椙 山 正 弘 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
鈴 木 建 吾 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
新 実 宣 英 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
森藤左ヱ門 （名古屋守山）
長瀬輝代之 （名古屋守山）
𠮷𠮷 田 正 道 （名古屋和合）
平  　民 三 （名古屋名東）
池 森 由 幸 （名古屋千種）
三 好  　親 （名古屋千種）
吉 田 節 美 （名古屋千種）
大 口 弘 和 （名古屋千種）
田 中 邦 幸 （名古屋昭和）
前 田 圭 佑 （名古屋昭和）
長谷川周義 （名古屋錦）
金 田 英 和 （名古屋東山）
鈴 木 行 久 （豊橋北）
山 本 光 人 （豊橋北）
福 井 英 示 （豊橋北）
戸 田 俊 晴 （豊川）
森 田 雅 人 （田原）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
縣  　保 彦 （豊橋南）
吉 川 一 弘 （豊橋ゴールデン）
若 林 正 治 （豊橋ゴールデン）
荻 須 文 一 （岡崎）
水 野 周 久 （岡崎）
野 田 篤 文 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
丹 羽 良 治 （岡崎）
梅 村 泰 弘 （豊田）
小 幡 鋹 伸 （豊田）
横 山 眞 久 （豊田）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
伊豫田   浩 （岡崎南）
大 村 栄 治 （岡崎南）

中 嶋 昭 史 （岡崎南）
新 浪 勝 也 （岡崎東）
原 田 耕 平 （岡崎東）
池 田  　正 （岡崎東）
足 立 汎 和 （岡崎東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
本 多  　幹 （豊田中）
中 條 善 朗 （豊田中）
猪 狩  　蔵 （豊田中）
浅岡多田志 （豊田中）
市 川 裕 大 （刈谷）
松 本 隆 利 （安城）
深 津 正 則 （安城）
山 中 寛 紀  （碧南）
奥 田 雪 雄  （碧南）
森 田 英 治  （碧南）
新 美  　孝  （碧南）
田 代 清 一 （高浜）
安 井 喜 秀 （知立）
中 川  　敦 （知立）
高 須  　光 （西尾K I R A R A）
新 海 雄 二 （西尾K I R A R A）
三 治 信 芳 （西尾K I R A R A）
太 髙 純 治 （西尾K I R A R A）
青 山 弦 八 （西尾K I R A R A）
杉 浦 義 利 （西尾K I R A R A）
山 本 俊 明 （西尾K I R A R A）
山 本 裕 充 （西尾K I R A R A）
山 本 雅 仁 （三河安城）
水 谷  　存 （三河安城）
下 村 幸 真 （三河安城）

加 藤 順 三 （半田）
榊 原 敦 史 （半田）
小 栗 宏 次 （半田）
古 市 晃 久 （半田）
小 栗 利 朗 （半田）
手 島 寿 宏 （半田）
榊 原 正 治 （半田）
新 美 忠 夫 （半田）
内 田 榮 一 （半田）
松 林 信 吾 （半田南）
森  　俊 夫 （一宮）
松 原 直 次 （一宮）
関 戸  　徹 （一宮）
滝  　善 蔵 （一宮）
加 藤 隆 朗 （津島）
豊 島 德 三 （一宮北）
黒 川 元 則 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
鷲 見 好 弘 （名古屋清須）
松 本 正 暢 （一宮中央）
住野龍之介 （犬山）
松 平 實 胤 （犬山）
野 倉 達 雄 （犬山）
奥 村 正 幸 （犬山）
倉 知 正 憲 （江南）
橋 本 晃 暢 （小牧）
河 村 嘉 男 （小牧）
山 田 直 樹 （尾張旭）
加 藤 清 久 （尾張旭）
清 水  　勲 （春日井）
須 崎 侑 三 （瀬戸北）

于　　   咏 （愛知ロータリーE クラブ）
後 藤 正 憲 （名古屋南）
橋 元 幸 次 （名古屋南）
林  　幸 春 （名古屋南）
池     　 潤 （名古屋南）
佐分利清信 （名古屋南）
櫻 井  　繁 （名古屋南）
村 上  　斎 （名古屋南）
内 田 安 彦 （名古屋南）
浅 原 光 男 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘  （名古屋南）
近 藤 信 之 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
大 西 弘 高 （名古屋東南）
中 村 規 脩 （名古屋東南）
下 郷 卓 弥 （名古屋東南）
各 務 芳 樹 （名古屋東南）
伊 藤 秀 雄 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
宮 崎  　薫 （名古屋東南）
吉 田 治 伸 （名古屋中）
塩 谷 和 久 （名古屋中）
河 村 嘉 希 （名古屋中）
松本健一郎 （名古屋中）
小 島 祐 助 （名古屋中）
岩 月 雅 章 （名古屋中）
神 野 邦 利 （名古屋大須）
酒 井  　修 （名古屋大須）
髙 木 政 義 （名古屋大須）
照 井  　栞 （名古屋大須）
坂 田 信 子 （名古屋名南）
入 谷 直 行 （名古屋名南）
長 尾 浅 𠮷𠮷（名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
三島多恵子 （名古屋名南）
伊 藤 圭 一 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
藤 井 圓 隆 （名古屋名駅）
田 口  　望 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
深 澤 良 介 （名古屋名駅）
大 橋 昭 治 （名古屋名駅）
森 田 正 樹 （名古屋丸の内）
松尾雄二郎 （名古屋丸の内）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
待 井 雄 介 （名古屋北）
中 島  　實 （名古屋北）
渡 辺 英 信 （名古屋東）
本 多  　満 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
古川善次郎 （名古屋東）
木 村 邦 彦 （名古屋守山）
長瀬輝代之 （名古屋守山）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
竹 尾 祥 子 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）
須 原 茂 樹 （名古屋昭和）
渡 邉 直 樹 （名古屋昭和）

木 下  　実 （名古屋昭和）
加 藤  　厚 （名古屋昭和）
伊 丹 惣 三 （名古屋昭和）
上 野  　広 （名古屋昭和）
長谷川周義 （名古屋錦）
久 野 洋 一 （名古屋東山）
小林三重子 （名古屋東山）
近藤兼治郎 （名古屋東山）
金 田 英 和 （名古屋東山）
羽 田 明 弘 （豊橋北）
小杉幸一郎 （豊橋北）
内 藤 雄 功 （豊川）
石 黒 利 昌 （田原）
榊 原 周 造 （豊橋南）
藤 原 俊 男 （豊橋南）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
金 田 柾 宏 （豊川宝飯）
梅 田 英 樹 （豊橋ゴールデン）
藤 城 民 男 （豊橋ゴールデン）
白 井 正 樹 （豊橋ゴールデン）
杉 原 敏 雄 （豊橋ゴールデン）
高 畑 皓 一 （豊橋ゴールデン）
宮 川 嘉 朗 （豊橋ゴールデン）
渡 邊  　茂 （豊橋東）
柴 田 芳 孝 （岡崎）
南 部  　淳 （岡崎）
酒 部 圭 司 （岡崎）
安 藤 宏 行 （岡崎）
松 原 広 幸 （岡崎）
柴 田 泰 伸 （岡崎）
峰 澤 彰 宏 （岡崎）
古 澤 武 雄 （岡崎）
岩 月 一 郎 （岡崎）
金 山 久 雄 （岡崎）
服 部 良 男 （岡崎）
三 宅 英 臣 （豊田）
後 藤 尚 之 （豊田）
天 野 勝 美 （豊田）
鈴 木 元 弘 （豊田）
光 岡 新 吾 （豊田）
丸 井 俊 裕 （豊田）
奥 田 清 仁 （豊田）
酒 井 法 丈 （豊田）
鈴 村 幸 伸 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
斎 藤 直 美 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
杉 本 義 安 （岡崎南）
志 賀 為 宏 （岡崎南）
奥 村 英 世 （岡崎南）

大須賀予偲子 （岡崎南）
服 部 英 男 （岡崎南）
中川修一郎 （岡崎南）
本 間  　毅 （岡崎南）
小 野  　隆 （岡崎南）
手 嶋  　明 （岡崎東）
山 中  　一 （岡崎東）
山 内 隆 一 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
河 合 芳 弘 （豊田東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
鈴木文三郎 （刈谷）
大 音 祖 瑛 （刈谷）
杉 山 淳 一 （安城）
加 藤 正 人 （安城）
稲 垣  　淳 （安城）
市 川  　護 （安城）
田 中 正 規 （西尾）
山 中 寛 紀 （碧南）
髙 木 秀 夫 （知立）
中 川  　敦 （知立）
大 橋  　均 （知立）
鈴 木 善 和 （西尾K I R A R A）
太田五九郎 （西尾K I R A R A）
細 川 和 好 （西尾K I R A R A）
太 髙 純 治 （西尾K I R A R A）
新 海 雄 二 （西尾K I R A R A）
高 須  　光 （西尾K I R A R A）
加 藤  　宙 （三河安城）
大 見 満 宏 （三河安城）
寺 部 保 美 （三河安城）
伊 藤 敦 夫 （2 7 6 0 その他）

鈴 木 裕 二 （半田）
澤 田 好 伸 （半田）
山 﨑 正 夫 （半田）
鈴村せつ子 （半田）
金 澤 憲 二 （半田）
松 本 順 子 （半田）
畑 中 雅 之 （半田）
竹 内 俊 介 （半田）
川 口 新 平 （半田）
鈴 木 宏 司 （半田南）
青 山 佳 裕 （一宮）
舩 橋 正 員 （一宮） 
関 戸  　徹 （一宮）
篠 田  　廣 （津島）
水 野 憲 司 （一宮北）
山 田 尊 久 （あま）
後 藤 雅 光 （あま）

髙 山  　敏 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
和 田 典 之 （名古屋清須）
大 森  　進 （一宮中央）
大 澤  　渡 （犬山）
髙 橋 秀 治 （犬山）
松 平 實 胤 （犬山）
木 村  　完 （犬山）
森  　弘 好 （江南）
清 野 允 中 （江南）
山 田  　猛 （江南）
大 島 賀 樹 （小牧）
堀 井  　武 （小牧）
松尾憲二郎 （小牧）
濱 口 栄 男 （小牧）
五 藤 隆 夫 （小牧）
于     　 咏 （愛知ロータリーE クラブ）
内 田  　優 （名古屋南）
伊東万樹也 （名古屋南）
眞 野 乘 史 （名古屋南）
岩 田 崇 祺 （名古屋南）
藁谷喜世志 （名古屋東南）
白 木 良 彦 （名古屋東南）
山 口 直 彦 （名古屋東南）
橋 爪  　務 （名古屋東南）
水 野 恒 平 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
柴田裕二郎 （名古屋中）
川 本 浩 史 （名古屋中）
川 口 誉 夫 （名古屋中）
森 田 乾 嗣 （名古屋中）
相 羽 康 人 （名古屋中）
服 部 浩 明 （名古屋中）
平 松 久 明 （名古屋中）
北 村 栄 治 （名古屋中）
王     　 偉 （名古屋中）
梁 川 誠 市 （名古屋中）
安 田 照 幸 （名古屋中）
堀  　慎 治 （名古屋瑞穂）
稲 葉  　徹 （名古屋瑞穂）
鬼 頭 茂 成 （名古屋大須）
岡 田 尚 彦 （名古屋大須）
岩 崎 征 一 （名古屋大須）
原 野 勝 至 （名古屋栄）
加 藤 英 敏 （名古屋名南）
榊 原 和 美 （名古屋名南）
朝比美和子 （名古屋名南）

山 本 郁 矢 （名古屋名南）
木 下 福 郎 （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
伊 藤 圭 一 （名古屋名南）
小酒井比呂志 （名古屋名駅）
清 水 順 二 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
小室健次郎 （名古屋名駅）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
岡 部 （名古屋北）
木 谷 圭 子※ （名古屋東）
本田伸太郎 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
増 田 浩 男 （名古屋東）
長瀬輝代之 （名古屋守山）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
鈴木太刀雄 （名古屋名東）
竹 尾 祥 子 （名古屋名東）
中 込 清 周 （名古屋名東）
北 村 正 和 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
樫 尾 富 二 （名古屋千種）
鈴 木 理 之 （名古屋千種）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）
河 合 芳 光 （豊橋北）
鈴木大次郎 （豊橋北）
佐 藤 矩 朗 （豊橋北）
小 林 康 男 （豊橋北）
田 中 寛 孝 （豊川）
浅 野 修 道 （豊川）
吉 川 庄 三 （豊川）
大 河 直 樹 （田原）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
伊 藤 眞 芳 （豊橋ゴールデン）
大須賀憲太 （豊橋ゴールデン）
石 原 昭 二 （豊橋ゴールデン）
松 崎  　進 （豊橋ゴールデン）
井 上  　穂 （豊橋ゴールデン）
平 野 正 博 （豊橋東）
杉 原 好 洋 （豊橋東）
同 前 仁 史 （岡崎）
藤 原 正 寛 （岡崎）
天 野 惠 一 （岡崎）
吉 川 正 敏 （岡崎）
河 野 治 生 （岡崎）
三 宅 正 恭 （豊田）
村 上 雅 則 （豊田）

杉 浦  　毅 （豊田）
杉 浦 弘 髙 （豊田）
稲 垣 利 彦 （豊田）
神 谷 和 利 （豊田）
河 木 照 雄 （豊田）
小 野 雅 道 （豊田）
孕 石 邦 雄 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
深 津  　篤 （岡崎南）
杉 浦  　彰 （岡崎南）
中 根 克 弘 （岡崎南）
小 野 正 富 （岡崎南）
大久保   武 （岡崎南）
中 根 義 雄 （岡崎南）
太 田 進 造 （岡崎南）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
浅 岡 謙 治 （岡崎東）
野 村 政 弘 （岡崎東）
足 立 汎 和 （岡崎東）
大 澤 六 也 （豊田東）
小 山 章 仁 （岡崎城南）
ꇶ𠮷㻗𠮷㖡𠮷ꋝ （名古屋宮の杜）
𠮷𠮷 原 孝 彦 （刈谷）
市 川 裕 大 （刈谷）
成 田 孝 則 （安城）
恒 川 憲 一 （安城）
青 山 竜 也 （安城）
内 藤 教 恵 （安城）
山 口  　研 （安城）
松 田 茂 治 （西尾）
田 中 正 規 （西尾）
榊 原  　健 （碧南）
平岩統一郎 （碧南）
山 中 寛 紀 （碧南）
水 野 泰 昌 （知立）
鈴 木 民 也 （知立）
中 川  　敦 （知立）
大 橋  　均 （知立）
秋 山 正 純 （西尾K I R A R A）
杉 浦 加 代 （西尾K I R A R A）
榊 原  　章 （西尾K I R A R A）
石 山  　進 （西尾K I R A R A）
鈴 木 善 和 （西尾K I R A R A）
太田五九郎 （西尾K I R A R A）
齋 藤 光 正 （三河安城）
沓名由美子 （三河安城）
大 見 和 志 （三河安城）
伊 藤 敦 夫 （2 7 6 0 その他）
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2012 年度

2011 年度

青 井 雅 純 （半田）
平 林 伸 康 （半田）
松 石 奉 之 （半田）
前 田 佳 男 （半田）
森 田　  亨 （半田）
榊 原 明 美 （半田）
酒 井 良 輔 （半田）
杉 浦 三 郎 （半田）
高 木 利 定 （半田）
山 内 和 之 （半田）
伊 奈 輝 三 （常滑）
新 美 義 博 （東知多）
足 立　  誠 （一宮）
長谷部敏克 （一宮）
伊 藤 幸 一 （一宮）
光 嵜 賢 一 （一宮）
則 竹 伸 也 （一宮）
伊 藤 文 也 （津島）
前 田 重 廣 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
佐 藤　  明 （あま）
渡 辺　  均 （あま）
早 川 雅 男 （名古屋清須）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
加 藤 辰 己 （一宮中央）

鹿 島 兼 一 （一宮中央）
高 井 光 信 （一宮中央）
伊 藤 英 男 （犬山）
尾 関 幸 夫 （犬山）
千 田 昌 宏 （犬山）
朱 宮 新 治 （犬山）
　 田 三 郎 （犬山）
伊 藤 鶴 吉 （江南）
北　  健 司 （春日井）
坂 田　  隆 （瀬戸北）
山 本　  修 （瀬戸北）
大 江 秀 和 （岩倉）
園 原 宏 治 （岩倉）
盛 田 淳 夫 （名古屋）
浅 井 金 三 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
服 部 一 郎 （名古屋南）
加 藤 慶 一 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
村 瀬 廣 芳 （名古屋南）
鈴 木 輝 彦 （名古屋南）
吉 田 春 樹 （名古屋南）
吉 岡 正 人 （名古屋南）
森　  　 清 （名古屋みなと）
酒 井　  優 （名古屋みなと）
住 田　  守 （名古屋みなと）

伊東與有三 （名古屋東南）
星 野 信 利 （名古屋中）
古 田 昭 臣 （名古屋中）
猪 飼 秀 明 （名古屋中）
加 藤 政 己 （名古屋中）
川 島 悦 雄 （名古屋中）
加瀬英比古 （名古屋中）
纐 纈 正 剛 （名古屋中）
鵜 飼 耕 三 （名古屋中）
渡 邉 一 平 （名古屋中）
山 口　  眞 （名古屋中）
尾 上　  昇 （名古屋大須）
柴 岡 正 将 （名古屋大須）
鈴 木　  洋 （名古屋大須）
渡 辺 観 永 （名古屋大須）
湯 山 淳 三 （名古屋大須）
細 井 土 夫 （名古屋栄）
川 井 健 司 （名古屋栄）
安 藤　  一 （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
三 浦　  隆 （名古屋名南）
武 藤 正 行 （名古屋名南）
大 隅 紀 郎 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
鈴 井 一 博 （名古屋名南）
石 黒　  隆 （名古屋名駅）

生 田 芳 規 （名古屋名駅）
小酒井比呂志 （名古屋名駅）
大 川　  宏 （名古屋名駅）
田 口　  望 （名古屋名駅）
中 島　  實 （名古屋北）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
水 野　  勤 （名古屋東）
澤 井 俊 治 （名古屋東）
椙 山 正 弘 （名古屋東）
高 橋　  巌 （名古屋東）
高橋雄二郎 （名古屋東）
宇佐美嘉重斌 （名古屋東）
安 井　  孝 （名古屋東）
余 語 郁 夫 （名古屋東）
服 部　  滋 （名古屋和合）
川 村 敏 夫 （名古屋和合）
柏 木 順 壱 （名古屋和合）
服 部　  力 （名古屋名東）
村 橋 泰 志 （名古屋名東）
星川須美子 （名古屋名北）
鈴 木 正 男 （名古屋千種）
伊 丹 惣 三 （名古屋昭和）
河 合 勇 夫 （名古屋昭和）
鈴 木 重 幸 （名古屋昭和）
杉 田　  等 （名古屋昭和）
貝 沼 正 敬 （名古屋錦）

福 井　  敬 （豊橋）
神 野 吾 郎 （豊橋）
鈴 木 正 憲 （豊橋）
佐 野 峯 雄 （豊橋北）
大 橋 平 治 （豊川）
山 本　  学 （豊川）
藤 城 俊 明 （豊橋南）
塩之谷   昌 （豊橋南）
小笠原喜好 （新城）
壽 昌 宏 之 （新城）
鳥 居 栄 一 （新城）
井 上　  穂 （豊橋ゴールデン）
石 原 昭 二 （豊橋ゴールデン）
松 崎　  進 （豊橋ゴールデン）
大須賀憲太（豊橋ゴールデン）
杉 原 敏 雄 （豊橋ゴールデン）
高 畑 皓 一 （豊橋ゴールデン）
尾 沢 義 雄 （田原パシフィック）
小 川 喜 一 （田原パシフィック）
内 柴 義 郎 （田原パシフィック）
鈴 木 昌 敏 （豊橋東）
浅 井　  章 （岡崎）
蜂須賀利雄 （岡崎）
林　  和 夫 （岡崎）
金 山 久 雄 （岡崎）
河 野 治 生 （岡崎）

黒 河  　陽 （岡崎）
内 藤  　淳 （岡崎）
奥 瀬 勇 作 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
佐々木勝巳 （岡崎）
清 水 芳 美 （岡崎）
伴  　征 雄 （豊田）
神 谷 和 利 （豊田）
松 井 博 文 （豊田）
小 野 雅 道 （豊田）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
天 野 精 孝 （岡崎南）
本 間  　毅 （岡崎南）
倉 田  　長 （岡崎南）
三 浦 勝 美 （岡崎南）
中 根 義 雄 （岡崎南）
太 田 進 造 （岡崎南）
岡 田 庸 男 （岡崎南）
池 田  憲治 （豊田西）
長 坂 義 幸 （豊田西）
中 川 俊 治 （豊田西）
足 立 憲 彦 （岡崎東）
足 立 信 雄 （岡崎東）
深 田 昭 彦 （岡崎東）
稲 葉 雅 彦 （岡崎東）
石 原 靖 増 （岡崎東）
池 田  　正 （岡崎東）
三 浦 泰 廣 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
杉 山 正 章 （岡崎東）
水 野 慶 一 （豊田東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
米 本 益 栄 （豊田東）
小 島 哲 夫 （豊田中）
鈴 木 純 子 （豊田中）
梅 村 和 伸 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
稲 垣 和 幸 （安城）
石 川 義 典 （安城）
神 谷 明 文 （安城）
小野内宣行 （安城）
冨 岡 里 美 （安城）
横山真喜男 （安城）
森 田 英 治  （碧南）
川 地 英 明 （知立）
大 高 敏 睦 （西尾K I R A R A）
斎 藤 喬 甫 （西尾K I R A R A）
鈴 木 正 司 （西尾K I R A R A）
高 原  　宏 （西尾K I R A R A）
米 津 長 治 （西尾K I R A R A）
古 居 一 雄 （三河安城）
川浦喜久雄 （三河安城）
杉 山 敏 幸 （三河安城）
竹 内 泰 夫 （三河安城）
山崎圭朋利 （三河安城）

稲 葉 民 安 （半田）
榊 原 秀 光 （半田）
手 島 寿 宏 （半田）
新 美 重 秋 （半田）
太 田 竹 司 （半田）
伊 東 良 夫 （半田）
椴 山 晃 雄 （半田）

高 木  　宏 （半田）
高 村 敦 夫 （東海）
榊 原  　肇 （半田南）
青 木 俊 憲 （一宮）
長谷川勝久 （一宮）
内 藤 寛 一 （一宮）
豊 島 俊 明 （一宮）
山 口 元 彦 （一宮）
鎌 田 芳 彰 （一宮）
日 比 一 昭 （津島）
伊 藤 文 也 （津島）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
早 川 雅 男 （名古屋清須）
高 橋 秀 治 （犬山）
祖父江寿男 （犬山）
小 川 嘉 吉 （犬山）
安 田 新 平 （犬山）
奥 村 正 幸 （犬山）
山 根 雄 司 （犬山）
河 合 美 彦 （小牧）
箕 輪 良 孝 （尾張旭）
若 杉 福 雄 （瀬戸北）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
若山啓太郎 （名古屋南）
多久田達宏 （名古屋南）
木 村 樹 生 （名古屋南）
山 路 兼 生 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
水 野  　裕 （名古屋東南）
伊東與有三 （名古屋東南）
市 原 高 明 （名古屋中）
小笠原   暁 （名古屋中）
坪 井 進 悟 （名古屋中）
鶴 見 俊 成 （名古屋中）
八 神 弘 雄 （名古屋中）
舟 橋 政 男 （名古屋中）
大 浦 泰 博 （名古屋中）
内 藤 貴 雄 （名古屋中）
片 岡 信 恒 （名古屋中）
篭 橋 美 久 （名古屋中）
川 口 小 折 （名古屋大須）
大 原 敏 正 （名古屋大須）
渡 辺 観 永 （名古屋大須）
住 田 正 夫 （名古屋大須）
児 島 徳 和 （名古屋名南）
山 本 郁 矢 （名古屋名南）
中 西 芳 子 （名古屋名南）
林  　隆 二 （名古屋名南）
田 中 省 三 （名古屋名南）
浅 井 泰 夫 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
青 島 邦 夫 （名古屋名駅）
吉 田 正 克 （名古屋北）
水 野 茂 生 （名古屋東）
柏 木  　功 （名古屋東）
柳 澤 幸 輝 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
高橋雄二郎 （名古屋東）
増 田 浩 男 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
佐 藤 正 延 （名古屋守山）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）

三 好  　親 （名古屋千種）
佐久間良治 （名古屋千種）
杉 江 光 明 （名古屋昭和）
田 中 邦 幸 （名古屋昭和）
斎 藤 正 俊 （名古屋昭和）
成 田  　収 （名古屋昭和）
久 田 錦 三 （名古屋昭和）
鈴 木 重 幸 （名古屋昭和）
武儀山勝彦 （名古屋東山）
紅 林 友 昭 （豊橋）
松 井 和 彦 （豊橋）
松 坂 良 太 （豊橋）
松 本 孝 一 （豊橋）
西 田 元 彦 （豊橋）
内 山 典 弘 （豊橋）
山 本 光 人 （豊橋北）
鈴 木 茂 久 （豊橋北）
牧 野 一 郎 （豊川）
寺 部  　元 （豊川）
縣  　保 彦 （豊橋南）
藤 城 俊 明 （豊橋南）
外 山 和 夫 （豊橋ゴールデン）
古 澤 武 雄 （岡崎）
山 本 邦 雄 （岡崎）
本 多 啓 一 （岡崎）
中 根 幹 雄 （岡崎）
服 部 良 男 （岡崎）
杉 浦 恵 造 （岡崎）
斎 藤 直 美 （豊田）
渡 辺 要 市 （岡崎南）
竹 内 照 男 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
浅 岡 謙 治 （岡崎東）
深 津 幸 雄 （岡崎東）
手 嶋  　明 （岡崎東）
小 野 文 憲 （岡崎東）
今 井 啓 介 （豊田東）
杉 浦 英 昭 （豊田東）
石 橋 博 文 （豊田東）
都 築 義 勝 （豊田東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
小 松 正 伸 （豊田東）
服 部 基 一 （豊田東）
太 田 昌 孝 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
小 林 逸 朗 （安城）
伊 藤 隆 夫 （安城）
石 原  　昭 （安城）
原田慶三郎 （安城）
鳥 居 清 澄 （西尾）
鈴 木 並 生  （碧南）
杉 浦 健 次  （碧南）
杉 浦 晴 彦  （碧南）
大 橋  　均 （知立）
野 村 賢 孝 （知立）
宮 地 喜 良 （西尾K I R A R A）
後 藤 利 之 （西尾K I R A R A）
三 浦 隆 司 （西尾K I R A R A）
石 川 勝 雄 （西尾K I R A R A）
天 野 行 夫 （西尾K I R A R A）
高 原  　宏 （西尾K I R A R A）
斎 藤 喬 甫 （西尾K I R A R A）
渡 邊 真 一 （三河安城）

伊 吹 治 郎 （三河安城）
稲 垣  　靖 （三河安城）
柵 木 政 美 （三河安城）
山 口 恭 正 （三河安城）
小西紀久雄 （三河安城）
森 田 勝 己 （三河安城）
杉浦眞理子 （三河安城）
西 尾 四 郎 （三河安城）
丹 羽  　修 （三河安城）
鳥 居 剛 育 （三河安城）
畔 柳 弘 文 （三河安城）
平 子 昭 三 （三河安城）
矢 田 良 一 （三河安城）

金 澤 憲 二 （半田）
神 戸 信 寅 （半田）
松 本 順 子 （半田）
新 美 忠 夫 （半田）
小 栗 孝 久 （半田）
鈴村せつ子 （半田）
鈴 木 千 里 （半田）
冨  　武 司 （半田）
内 田 榮 一 （半田）
中 村  　巌 （一宮）
佐 分 啓 二 （一宮）
關 戸  　潔 （一宮）
堀 江 承 元 （あま）
岩 島 裕 芳 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
佐 藤  　明 （あま）
櫻 井 利 夫 （名古屋清須）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
森　　   眞 （一宮中央）
永 田  　正 （一宮中央）
山 中 建 策 （一宮中央）
安 達 英 昭 （犬山）
青 山 佳 高 （犬山）
平 林 米 司 （犬山）
日比野良太郎 （犬山）
伊 藤  　隆 （犬山）
紀 藤 政 司 （犬山）
宮 岡 克 年 （犬山）
岡 田 雅 隆 （犬山）
安 田 宗 平 （犬山）
古 田 嘉 且 （江南）
河 合 美 彦 （小牧）
松 下 洋 一 （尾張旭）
柴 田  　伸 （瀬戸北）
盛 田 和 昭 （名古屋）
福 山  　衛 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
宮 田 松 英 （名古屋南）
坪 井 良 憲 （名古屋南）
鷲 見  　弘 （名古屋南）
渡 邉 将 人 （名古屋南）
吉 田 春 樹 （名古屋南）
伊東與有三 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
荒 川 雅 義 （名古屋中）
早 瀬 孝 文 （名古屋中）
古 田 昭 臣 （名古屋中）
石 原 寿 生 （名古屋中）

加瀬英比古 （名古屋中）
金 森 伸 夫 （名古屋中）
纐 纈 正 剛 （名古屋中）
近 藤 直 樹 （名古屋中）
宮 内  　誠 （名古屋中）
永 野 光 容 （名古屋中）
岡 崎  　亨 （名古屋中）
佐 藤 友 治 （名古屋中）
鈴木謙一郎 （名古屋中）
田ヶ原昭弘 （名古屋中）
鵜 飼 耕 三 （名古屋中）
山 口  　眞 （名古屋中）
山 口  　忍 （名古屋中）
𠮷𠮷 田 敬 岳 （名古屋中）
平 沼 里 子 （名古屋名南）
猪 村 美 之 （名古屋名南）
木 村  　猛 （名古屋名南）
小 山 愼 介 （名古屋名南）
長 尾 浅𠮷𠮷𠮷 （名古屋名南）
野々村憲吾 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
鈴 木  　享 （名古屋名南）
藤 井 圓 隆 （名古屋名駅）
小室健次郎 （名古屋名駅）
丹 羽 俊 文 （名古屋名駅）
岡 本 敏 男 （名古屋名駅）
大 橋 昭 治 （名古屋名駅）
寺 島 洋 治 （名古屋名駅）
堀 田 正 夫 （名古屋北）
中 島  　實 （名古屋北）
水 野 茂 生 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
椙 山 正 弘 （名古屋東）
高橋雄二郎 （名古屋東）
梅 村 清 弘 （名古屋東）
渡 辺 英 信 （名古屋東）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
奥  　佳 澄 （名古屋名東）
遠 藤 友 彦 （名古屋名北）
松 居 敬 二 （名古屋千種）
木 下  　実 （名古屋昭和）
前 田 圭 佑 （名古屋昭和）
上 野  　広 （名古屋昭和）
長谷川正孝 （名古屋錦）
松 井 由 次 （豊橋北）
佐 藤 元 彦 （豊橋北）
神 谷 親 典 （豊川）
大 澤 輝 秀 （豊川）
戸 田 俊 晴 （豊川）
吉 川 庄 三 （豊川）
別 所 淳 二 （田原）
河 辺 勝 巳 （田原）
松 井  　昭 （田原）
宮 木 幸 彦 （田原）
冨 田 雅 則 （田原）
安 田 幸 雄 （田原）
木 下  　治 （豊橋南）
加 山 昌 弘 （豊川宝飯）
外 山 和 夫 （豊橋ゴールデン）
高 林 保 夫 （豊橋ゴールデン）
宇 藤  　信 （豊橋ゴールデン）
松 井 準 治 （田原パシフィック）

尾 原  　脩 （田原パシフィック）
鈴 木 照 幸 （田原パシフィック）
天 野 恵 一 （岡崎）
青 木 勇 作 （岡崎）
林  　和 夫 （岡崎）
伊 藤 公 正 （岡崎）
梶 川 志 郎 （岡崎）
水 野 周 久  （岡崎）
三 嶋  　勉 （岡崎）
丹 羽 良 治 （岡崎）
大 原 達 志 （岡崎）
杉 浦  　皓 （岡崎）
早 川 文 喜 （豊田）
横 山 眞 久 （豊田）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
蒲 野 良 雄 （岡崎南）
畔 柳 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
小 幡 輝 雄 （豊田西）
神 尾 英 雄 （岡崎東）
小 出 元 治 （岡崎東）
草 野 信 隆 （岡崎東）
杉 田 雄 男 （岡崎東）
山 内 隆 一 （岡崎東）
福 岡  　治 （豊田東）
梅 村 憲 一 （豊田東）
有 馬 惟 夫 （岡崎城南）
福 岡 輝 夫 （豊田中）
伊 藤 敦 夫 （豊田中）
猪 狩  　蔵 （豊田中）
加 藤 照 夫 （豊田中）
中 垣 幸 春 （豊田中）
大 塚 哲 夫 （豊田中）
桜 井  　博 （豊田中）
鈴 木  　寛 （豊田中）
権 田 鋹 弘 （刈谷）
太田宗一郎 （刈谷）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
藤 井 英 樹 （安城）
水 野  　学 （安城）
奥 田 法 行 （安城）
寺 田 孝 司 （安城）
鳥 居 博 行 （安城）
小 澤 育 史 （西尾）
鳥 居 清 澄 （西尾）
加 藤 良 邦  （碧南）
小 出 道 治  （西尾一色）
岩 瀬 清 彦 （西尾K I R A R A）
石 川 勝 雄 （西尾K I R A R A）
後 藤 利 之 （西尾K I R A R A）
宮 地 喜 良 （西尾K I R A R A）
三 浦 隆 司 （西尾K I R A R A）
大須賀慶一 （西尾K I R A R A）
鈴 木 昭 夫 （西尾K I R A R A）
杉 浦 正 昭 （西尾K I R A R A）
安 藤  　毅 （三河安城）
深 津 茂 樹 （三河安城）
畔 柳 芳 夫 （三河安城）
丸山今朝三 （三河安城）
待 田 和 宏 （三河安城）
成 田  　徹 （三河安城）
長 坂  　誠 （三河安城）
小 野  　郁 （三河安城）

斎 藤  　博 （三河安城）
田 村  　脩 （三河安城）
横 山 夕 葉 （三河安城）

鈴 木 丈 雄 （半田）
水 野 隆 芳 （半田）
松 石 奉 之 （半田）
酒 井 良 輔 （半田）
山 﨑 正 夫 （半田）
青 井 雅 純 （半田）
畑 中 雅 之 （半田）
竹 内 俊 介 （半田）
岡 戸 伍 弌 （半田）
川 口 新 平 （半田）
前 田 佳 男 （半田）
山 内 和 之 （半田）
青 山 佳 裕 （一宮）
林  　隆 春 （一宮）
光 嵜 賢 一 （一宮）
則 竹 伸 也 （一宮）
伊 藤 幸 一 （一宮）
長谷部敏克 （一宮）
北 野 庸 夫 （あま）
佐 藤  　明 （あま）
北 野 庸 夫 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
鈴 木 正 徳 （あま）
加 藤 憲 治 （あま）
櫻 井 利 夫 （名古屋清須）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
長 橋 國 和 （一宮中央）
小 島 三 男 （一宮中央）
鹿 島 兼 一 （一宮中央）
加 藤 辰 巳 （一宮中央）
吉 田  　洋 （犬山）
近 藤 斉 宏 （犬山）
清 野 允 中 （江南）
福 田 清 成 （江南）
河 合 美 彦 （小牧）
風 岡 保 宏 （春日井）
杉 山 仁 朗 （瀬戸北）
堀 田  　徹 （名古屋城北）
内 田 安 彦 （名古屋南）
櫻 井  　繁 （名古屋南）
佐分利清信 （名古屋南）
村 上  　斎 （名古屋南）
橋 元 幸 次 （名古屋南）
後 藤 正 憲 （名古屋南）
池　　   潤 （名古屋南）
林  　幸 春 （名古屋南）
嶺 木 昌 行 （名古屋南）
桂  　洋 司 （名古屋南）
近 藤 雅 夫 （名古屋南）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
伊東與有三 （名古屋東南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
吉 水 正 溥 （名古屋東南）
市 原 高 明 （名古屋中）
小笠原   暁 （名古屋中）
坪 井 進 悟 （名古屋中）
鶴 見 俊 成 （名古屋中）
八 神 弘 雄 （名古屋中）

松 原 秀 樹 （名古屋中）
渡 邊 樹 志 （名古屋中）
榊 原 克 典 （名古屋中）
小 栗 成 男 （名古屋中）
山 口 正 孝 （名古屋大須）
岡 田 尚 彦 （名古屋大須）
岩 崎 征 一 （名古屋大須）
田 中 一 雄 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
川 村 繁 生 （名古屋名南）
白 藤 憲 雄 （名古屋名南）
林  　隆 二 （名古屋名南）
深 澤 良 介 （名古屋名駅）
隅 田 耕 市 （名古屋名駅）
中 島  　実 （名古屋北）
内 藤 秀 樹 （名古屋北）
増 田 浩 男 （名古屋東）
東 谷 昌 彦 （名古屋東）
澤  　國 生 （名古屋東）
多和田   武 （名古屋東）
新 美 宣 英 （名古屋東）
千 田  　毅 （名古屋東）
余 語 郁 夫 （名古屋東）
渡 辺 英 信 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
平 松 征 男 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
本田伸太郎 （名古屋東）
天 野 清 美 （名古屋和合）
池 森 由 幸 （名古屋千種）
西 川 豊 長 （名古屋千種）
小 山 雅 弘 （名古屋千種）
山 田 敏 雄 （名古屋昭和）
鈴 木 真 司 （名古屋昭和）
上 野  　広 （名古屋昭和）
伊 丹 惣 三 （名古屋昭和）
林  　光 夫 （名古屋錦）
山 田 亨 司 （豊橋）
縣  　政 行 （豊橋）
飯 沼 雅 朗 （蒲郡）
竹 内 稔 弘 （豊橋北）
土 井 松 男 （豊橋北）
鈴木大次郎 （豊橋北）
匹 田 雅 久 （豊橋北）
岩瀬淳一郎 （豊川）
樋 口 俊 寛 （豊川）
河 辺 純 夫 （田原）
藤 井 國 弘 （田原）
天野英一郎 （田原）
冨 田 雅 則 （田原）
水 野 太 一 （豊川宝飯）
鈴 木 雅 博 （豊橋ゴールデン）
古 橋 一 毅 （田原パシフィック）
柴 田 憲 一 （豊橋東）
中 村 重 嗣 （岡崎）
加 藤 博 己 （岡崎）
吉 川 正 敏 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
岩 瀬 敬 紀 （岡崎）
安 藤 光 淵 （岡崎）
岩 月 一 郎 （岡崎）
岩 月 昭 佳 （岡崎）

加 藤 信 吾 （岡崎）
大 原 達 志 （岡崎）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
近 藤 千 雅 （岡崎南）
小久保文雄 （岡崎南）
山 本 雅 樹 （岡崎南）
岡 田 庸 男 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
青 山 俊 次 （岡崎東）
新 浪 勝 也 （岡崎東）
仙 波  　泉 （岡崎東）
野 村 政 弘 （岡崎東）
深 田 昭 彦 （岡崎東）
足 立 汎 和 （岡崎東）
鈴 木 敬 一 （豊田東）
塚 田 和 也 （豊田中）
木 戸 重 信 （豊田中）
石 黒 元 隆 （豊田中）
小久保茂樹 （豊田中）
梅 村 和 伸 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
市 川 裕 大 （刈谷）
神 谷  　研 （安城）
戸 谷  　央 （安城）
横山真喜男 （安城）
石 川 義 典 （安城）
神 谷 明 文 （安城）
冨 岡 里 美 （安城）
小野内宣行 （安城）
伊 藤 富 義 （西尾）
奥 谷 弘 和  （碧南）
加藤丈太郎  （碧南）
新 美  　孝  （碧南）
中 根 佑 治  （碧南）
樅 山 善 久  （碧南）
植 松 敏 樹  （碧南）
宮 地 俊 夫 （知立）
川 地 英 明 （知立）
高 須  　匀 （西尾K I R A R A）
朴  　壽 子 （西尾K I R A R A）
岩 瀬 清 彦 （西尾K I R A R A）
大須賀慶一 （西尾K I R A R A）
鈴 木 昭 夫 （西尾K I R A R A）
木 村 恭 子 （三河安城）
山 本 彰 秀 （三河安城）
川浦喜久雄 （三河安城）
竹 内 泰 夫 （三河安城）
杉 山 敏 幸 （三河安城）
山崎圭朋利 （三河安城）

手 島 寿 宏 （半田）
稲 葉 民 安 （半田）
平 林 伸 康 （半田）
高 木 利 定 （半田）
森 田  　亨 （半田）
椴 山 晃 雄 （半田）
伊 東 良 夫 （半田）
高 木  　宏 （半田）
杉 浦 三 郎 （半田）
榊 原 明 美 （半田）
寺 田  　諭 （大府）
相 羽 英 人 （大府）

青 木 俊 憲 （一宮）
長谷川勝久 （一宮）
内 藤 寛 一 （一宮）
豊 島 半 七 （一宮）
日 比 一 昭 （津島）
林  　冏 成 （一宮北）
松 原 幹 彦 （一宮北）
豊 島 德 三 （一宮北）
佐 藤  　明 （あま）
渡 辺  　均 （あま）
真 木 伸 一 （あま）
田 中 茂 生 （犬山）
井 川 光 雄 （犬山）
小 川 征 一 （犬山）
山 根 雄 司 （犬山）
奥 村 正 幸 （犬山）
千 田 昌 宏 （犬山）
清 野 允 中 （江南）
大嶋一二三 （尾張旭）
内 藤 弘 康 （名古屋）
多久田達宏 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
若山啓太郎 （名古屋南）
木 村 樹 生 （名古屋南）
宮 田 松 英 （名古屋南）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
梅 田 武 久 （名古屋みなと）
山 田 幸 一 （名古屋みなと）
早 瀬 孝 文 （名古屋中）
吉 田 敬 岳 （名古屋中）
岡 崎  　亨 （名古屋中）
田ヶ原昭弘 （名古屋中）
鈴木謙一郎 （名古屋中）
荒 川 雅 義 （名古屋中）
金 森 伸 夫 （名古屋中）
永 野 光 容 （名古屋中）
石 原 寿 生 （名古屋中）
佐 藤 友 治 （名古屋中）
山 口  　忍 （名古屋中）
近 藤 直 樹 （名古屋中）
宮 内  　誠 （名古屋中）
山 口 正 孝 （名古屋大須）
大 原 敏 正 （名古屋大須）
住 田 正 夫 （名古屋大須）
榊 原 和 美 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
川 辺 清 次 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
林  　隆 二 （名古屋名南）
田 口  　望 （名古屋名駅）
石 黒  　隆 （名古屋名駅）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
中 島  　実 （名古屋北）
増 田 浩 男 （名古屋東）
澤  　國 生 （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
新 実 宣 英 （名古屋東）
栁 澤 幸 輝 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
千 田  　毅 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
重 冨　  亮 （名古屋守山）

佐 藤 正 延 （名古屋守山）
星川須美子 （名古屋名北）
星 川 直 志 （名古屋名北）
鈴 木 理 之 （名古屋千種）
田 中 邦 幸 （名古屋昭和）
杉 江 光 明（名古屋昭和）
上 野　  広（名古屋昭和）
横 田 幸 三（名古屋昭和）
鈴 木 重 幸 （名古屋昭和）
三 浦 俊 彦 （名古屋錦）
高 橋 譲 二 （豊橋）
松 坂 良 太 （豊橋）
佐 藤 元 彦 （豊橋北）
伴　　   實 （豊橋北）
竹 本 尚 美 （豊川）
大 澤 輝 秀 （豊川）
藤 井 國 弘 （田原）
伴  　辰 三 （豊川宝飯）
内 藤 泰 通 （豊川宝飯）
柴 田  　勝 （豊川宝飯）
縣  　保 彦 （豊橋南）
足 立 健 一 （豊橋南）
山 本 雅 久 （豊橋ゴールデン）
市 川 朝 洋 （豊橋ゴールデン）
牧 野 政 雄 （豊橋ゴールデン）
岡 本 久 永 （豊橋ゴールデン）
荻 須 文 一 （岡崎）
林  　和 夫 （岡崎）
大 原 達 志 （岡崎）
菅 井 龍 一 （岡崎）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
中 川 俊 治 （豊田西）
橋 本 義 紀 （岡崎東）
梅 村 順 一 （岡崎東）
市 川 幾 雄 （岡崎東）
生 駒 尚 久 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
草 野 信 隆 （岡崎東）
河 合 英 二 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
小 林 逸 朗 （安城）
石 川  　博 （安城）
竹 内 博 之 （知立）
杉 浦 正 昭 （西尾K I R A R A）
高 須  　匀 （西尾K I R A R A）
渡 邊 真 一 （三河安城）

古 市 晃 久 （半田）
榊 原 秀 光 （半田）
榊 原 正 治 （半田）
新 美 重 秋 （半田）
新 美 忠 夫 （半田）
小 栗 孝 久 （半田）
神 戸 信 寅 （半田）
内 田 榮 一 （半田）
水野八洲男 （半田）
杉 原 康 男 （東知多）
滝  　善 蔵 （一宮）
関 戸  　徹 （一宮）
森  　俊 夫 （一宮）
松 原 直 次 （一宮）

梯  　國 彦 （一宮）
關 戸  　潔 （一宮）
佐 分 啓 二 （一宮）
加 藤 隆 朗 （津島）
岡 田 義 夫 （稲沢）
西 川 広 樹 （あま）
北 野 庸 夫 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
佐 藤  　明 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
水 上 恵 一 （尾張中央）
森　　   眞 （一宮中央）
梶 川 増 蔵 （犬山）
原  　正 男 （犬山）
河 田 敏 和 （犬山）
板 津 英 基 （犬山）
清 野 允 中 （江南）
河 村 金 明 （岩倉）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
坪 井 良 憲 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
内 田 安 彦 （名古屋南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
杉 浦 康 晴 （名古屋中）
山 田 典 廣 （名古屋中）
松 原 秀 樹 （名古屋中）
小 栗 成 男 （名古屋中）
梶 田  　知 （名古屋中）
榊 原 克 典 （名古屋中）
渡 邊 樹 志 （名古屋中）
遠 山 堯 郎 （名古屋瑞穂）
川 口 小 折 （名古屋大須）
照 井  　栞 （名古屋大須）
住 田 正 夫 （名古屋大須）
小笠原和俊 （名古屋大須）
新 原  　尚 （名古屋名南）
川 村 勝 廣 （名古屋名駅）
小 崎 誠 三 （名古屋名駅）
大 川  　宏 （名古屋名駅）
大 橋 昭 治 （名古屋名駅）
寺 島 洋 治 （名古屋名駅）
和 田 直 美 （名古屋丸の内）
西 川  　博 （名古屋丸の内）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
中 島  　實 （名古屋北）
中 村 陽 公 （名古屋北）
増 田 浩 男 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
滑  　尚 真 （名古屋守山）
服 部  　力 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
齊 藤 英 夫 （名古屋名東）
遠 藤 友 彦 （名古屋名北）
伊 藤 健 文 （名古屋千種）
竹 内 眞 三 （名古屋千種）
佐久間良治 （名古屋千種）
神 田 正 勝 （名古屋昭和）
有 本  　勝 （名古屋昭和）
長谷川周義 （名古屋錦）
武 田 正 典 （名古屋錦）
金 田 英 和 （名古屋東山）

佐々木利政 （豊橋）
牧 野  　渉 （豊橋）
石 川 顕 次 （豊橋北）
高 倉 宣 夫 （豊橋北）
榊 原 周 造 （豊橋南）
磯 村 秀 樹 （豊橋南）
吉 野 勝 己 （豊橋南）
原 田 邦 夫 （豊川宝飯）
滝 下  　勲 （豊川宝飯）
高 橋 英 昭 （豊橋ゴールデン）
山 口 幹 夫 （豊橋ゴールデン）
福 沢 省 吾 （豊橋ゴールデン）
外 山 和 夫 （豊橋ゴールデン）
古 田 勝 美 （田原パシフィック）
河辺虎太郎 （田原パシフィック）
柴 田  　清 （田原パシフィック）
平 野 義 郎 （田原パシフィック）
小 林 佳 雄 （豊橋東）
満 田  　稔 （豊橋東）
蜂須賀利雄 （岡崎）
杉 浦 恵 造 （岡崎）
本 多 啓 一 （岡崎）
青 木 勇 作 （岡崎）
河 野 治 生 （岡崎）
浅 井  　章 （岡崎）
服 部 良 男 （岡崎）
三 浦 泰 秀 （岡崎）
加 藤 博 巳 （岡崎）
金 山 久 雄 （岡崎）
丹 羽 良 治 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
梅 村 正 明 （豊田）
杉 浦 正 典 （豊田）
酒 井 法 丈 （豊田）
丸 井 俊 裕 （豊田）
神 谷 和 利 （豊田）
奥 田 清 仁 （豊田）
鈴 木 元 弘 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
鈴 村 幸 伸 （豊田）
光 岡 新 吾 （豊田）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
斉 藤 直 美 （豊田）
磯 貝 和 汪 （岡崎南）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
伊 藤 恭 弘 （岡崎南）
本 間 英 晴 （岡崎南）
犬 塚 克 明 （岡崎南）
杉 田 雅 樹 （岡崎南）
今 泉 孝 一 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
髙 木 政 次 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
深 田 昭 彦 （岡崎東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
永 井 量 基 （岡崎城南）
伊 藤 敦 夫 （豊田中）
石 黒 元 隆 （豊田中）
権 田 鋹 弘 （刈谷）
大 音 祖 瑛 （刈谷）
市 川 裕 大 （刈谷）
稲 垣  　淳 （安城）
市 川  　護 （安城）

加 藤 正 人 （安城）
奥 田 法 行 （安城）
寺 田 孝 司 （安城）
藤 井 英 樹 （安城）
黒 田 正 志 （西尾）
榊 原 勝 俊 （西尾）
田 中 正 規 （西尾）
杉 浦 明 博 （西尾）
長 田 銑 司  （碧南）
新 美 真 司  （碧南）
伊 藤 正 幸  （碧南）
中 川  　敦 （知立）
青 山 弦 八 （西尾K I R A R A）
山 本 俊 明 （西尾K I R A R A）
山 本 裕 充 （西尾K I R A R A）
杉 浦 義 利 （西尾K I R A R A）
寺 部 保 美 （三河安城）
犬 束 信 一 （三河安城）
成 田  　徹 （三河安城）
小 野  　郁 （三河安城）
深 津 茂 樹 （三河安城）
齋 藤  　博 （三河安城）
田 村  　脩 （三河安城）
横 山 夕 葉 （三河安城）
待 田 和 宏 （三河安城）

澤 田 好 伸 （半田）
山 﨑 正 夫 （半田）
鈴村せつ子 （半田）
金 澤 憲 二 （半田）
松 本 順 子 （半田）
畑 中 雅 之 （半田）
川 口 新 平 （半田）
竹 内 俊 介 （半田）
山 内 和 之 （半田）
小嶋真一郎 （東海）
林  　隆 春 （一宮）
青 山 佳 裕 （一宮）
松 崎 安 孝 （津島）
石 田 智 彦 （あま）
栗 木 和 夫 （あま）
児 玉 憲 之 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
山 田 幹 夫 （あま）
伊藤恒二郎 （一宮中央）
小 島 三 男 （一宮中央）
長 橋 國 和 （一宮中央）
日比野万喜男 （犬山）
吉 野 育 志 （犬山）
小 川 宏 嗣 （犬山）
田中進一郎 （犬山）
安 田 新 平 （犬山）
近 藤 斉 宏 （犬山）
倉 知 正 憲 （江南）
庄 田 元 久 （江南）
清 野 允 中 （江南）
照 井 通 夫 （名古屋空港）
栗 田 和 典 （名古屋空港）
小 澤  　修 （瀬戸北）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
浅 原 光 男 （名古屋南）
澤田伊三夫 （名古屋南）

眞 野 乘 史 （名古屋南）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
伊東與有三 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
東  　俊 輝 （名古屋中）
立 松 洋 司 （名古屋中）
岩 月 雅 章 （名古屋中）
小 島 祐 助 （名古屋中）
松本健一郎 （名古屋中）
髙 須 洋 志 （名古屋瑞穂）
堀  　慎 治 （名古屋瑞穂）
岩 田 修 司 （名古屋瑞穂）
岡 田 尚 彦 （名古屋大須）
岩 崎 征 一 （名古屋大須）
羽田野道明 （名古屋栄）
長 瀬  　諭 （名古屋栄）
加 藤 英 敏 （名古屋名南）
細 井 俊 男 （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
入 谷 直 行 （名古屋名南）
中 西 芳 子 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
中 野  　健 （名古屋名駅）
神 野 重 行 （名古屋名駅）
小 原 新 一 （名古屋名駅）
盛 田 兼 由 （名古屋名駅）
小室健次郎 （名古屋名駅）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
中 島  　實 （名古屋北）
水 野𠮷𠮷𠮷 紹 （名古屋北）
田 嶋 好 博 （名古屋北）
田 中 正 樹 （名古屋北）
内 藤 秀 樹 （名古屋北）
高 橋  　巌 （名古屋東）
浅 見  　勲 （名古屋東）
柏 木  　功 （名古屋東）
本 多  　満 （名古屋東）
新 実 宣 英 （名古屋東）
栁 澤 幸 輝 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
平 松 征 男 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
増 田 浩 男 （名古屋東）
本田伸太郎 （名古屋東）
伊 藤 陽 介 （名古屋守山）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
佐 藤 良 一 （名古屋守山）
河 本  　力 （名古屋守山）
平  　民 三 （名古屋名東）
小 林 英 毅 （名古屋千種）
萩原喜代子 （名古屋千種）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）
堀 江 宏 輝 （名古屋千種）
宮 尾 紘 司 （名古屋千種）
大 矢 英 憲 （名古屋昭和）
髙 橋  　進 （名古屋昭和）
金 田 英 和 （名古屋東山）
山 城 章 治 （名古屋東山）
飯 島  　卓 （蒲郡）

佐 藤 元 彦 （豊橋北）
西 村 良 彦 （豊橋北）
中西喜久雄 （豊橋北）
鳥 居 信 行 （豊川）
鈴 木 榮 一 （豊川）
吉 川 庄 三 （豊川）
大 澤 輝 秀 （豊川）
塩之谷   昌 （豊橋南）
真 野 善 和 （豊橋ゴールデン）
西 郷 隆 治 （豊橋ゴールデン）
谷 村 泰 裕 （豊橋ゴールデン）
天 野 惠 一 （岡崎）
深 田 達 彦 （岡崎）
峰 澤 彰 宏 （岡崎）
林  　和 夫 （岡崎）
櫻 井 敬 子 （岡崎）
加 藤 博 巳 （岡崎）
畔 柳 春 雄 （岡崎）
中 村 重 嗣 （岡崎）
岡 田 勝 美 （豊田）
鈴 木 秀 和 （豊田）
孕 石 邦 雄 （豊田）
河 木 照 雄 （豊田）
小 野 雅 道 （豊田）
小島洋一郎 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
野 口 明 生 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
岡 田 光 司 （岡崎南）
藤 田 正 彦 （岡崎南）
鈴 木 康 之 （岡崎南）
高 橋 正 直 （岡崎南）
三 浦 勝 美 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
岩 月 鋹 廣 （岡崎東）
小 林 清 文 （岡崎東）
野 村 政 弘 （岡崎東）
小木曽   進 （岡崎東）
草 野 信 隆 （岡崎東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
桐 渕 利 次 （岡崎城南）
伊 藤 敦 夫 （豊田中）
中 條 善 朗 （豊田中）
和 泉 房 枝 （豊田中）
加 藤 英 二 （刈谷）
太田宗一郎 （刈谷）
山 口  　研 （安城）
内 藤 教 恵 （安城）
神 谷  　研 （安城）
戸 谷  　央 （安城）
鳥 居 博 行 （安城）
山 﨑 秀 夫 （西尾）
山 中 寛 紀  （碧南）
石 橋 嘉 彦  （碧南）
早 川 岩 男 （知立）
中 川  　敦 （知立）
大 橋  　均 （知立）
川 地 英 明 （知立）
清  　克 行 （西尾K I R A R A）
榊 原 利 夫 （西尾K I R A R A）
長 谷 収 一 （西尾K I R A R A）

中 根 勝 美 （西尾K I R A R A）
沓名由美子 （三河安城）
大 見 和 志 （三河安城）
木 村 恭 子 （三河安城）
山 本 彰 秀 （三河安城）

青 葉 憲 一 （半田）
水 野 隆 芳 （半田）
松 石 奉 之 （半田）
酒 井 良 輔 （半田）
平 林 伸 康 （半田）
青 井 雅 純 （半田）
森 田  　亨 （半田）
伊 東 良 夫 （半田）
椴 山 晃 雄 （半田）
杉 浦 三 郎 （半田）
永 田 明 世 （半田南）
都 築 利 全 （半田南）
榊 原 邦 彦 （半田南）
新 美  　茂 （半田南）
森  　隆 彦 （一宮）
山 上 哲 司 （一宮）
鈴 木 洋 志 （一宮）
佐々木久直 （一宮）
坂井田敏行 （一宮）
大 森 輝 英 （一宮）
宮 田 智 司 （一宮）
桑 原 英 寿 （一宮）
石 黒 敬 康 （一宮）
浅 野  　一 （一宮）
横 井 知 代 （津島）
八 谷 潤 一 （津島）
西 尾 輝 久 （尾張旭）
児 玉 憲 之 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
鈴 木 正 徳 （あま）
森 田 堅 一 （名古屋清須）
稲 垣 圭 次 （犬山）
松 平 實 胤 （犬山）
杉 浦 賢 二 （江南）
山 田  　猛 （江南）
清 野 允 中 （江南）
社 本 太 郎 （春日井）
若 杉 福 雄 （瀬戸北）
鈴 木 晴 季 （瀬戸北）
于　　   咏 （愛知ロータリーE クラブ）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
岡 田 英 彦 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
杉 江 豊 文 （名古屋みなと）
斉 藤 捷 昭 （名古屋みなと）
栢 森 雅 勝 （名古屋みなと）
水 野 恒 平 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
牧 野 弘 明 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
山 田 典 廣 （名古屋中）
杉 浦 康 晴 （名古屋中）
王     　 偉 （名古屋中）
安 田 照 幸 （名古屋中）
梁 川 誠 市 （名古屋中）

北 村 栄 治 （名古屋中）
相 羽 康 人 （名古屋中）
平 松 久 明 （名古屋中）
服 部 浩 明 （名古屋中）
近 藤 明 美 （名古屋大須）
木 下 福 郎 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
久 米 伸 治 （名古屋名南）
伊 藤 圭 一 （名古屋名南）
鈴 木  　享 （名古屋名南）
清 水 順 二 （名古屋名駅）
日比野三吉彦 （名古屋名駅）
川 村 勝 廣 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
石 黒  　隆 （名古屋名駅）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
棚 橋 鎌 次 （名古屋東）
浅 見  　勲 （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
椙 山 正 弘 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
鈴 木 建 吾 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
新 実 宣 英 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
森藤左ヱ門 （名古屋守山）
長瀬輝代之 （名古屋守山）
𠮷𠮷 田 正 道 （名古屋和合）
平  　民 三 （名古屋名東）
池 森 由 幸 （名古屋千種）
三 好  　親 （名古屋千種）
吉 田 節 美 （名古屋千種）
大 口 弘 和 （名古屋千種）
田 中 邦 幸 （名古屋昭和）
前 田 圭 佑 （名古屋昭和）
長谷川周義 （名古屋錦）
金 田 英 和 （名古屋東山）
鈴 木 行 久 （豊橋北）
山 本 光 人 （豊橋北）
福 井 英 示 （豊橋北）
戸 田 俊 晴 （豊川）
森 田 雅 人 （田原）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
縣  　保 彦 （豊橋南）
吉 川 一 弘 （豊橋ゴールデン）
若 林 正 治 （豊橋ゴールデン）
荻 須 文 一 （岡崎）
水 野 周 久 （岡崎）
野 田 篤 文 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
丹 羽 良 治 （岡崎）
梅 村 泰 弘 （豊田）
小 幡 鋹 伸 （豊田）
横 山 眞 久 （豊田）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
伊豫田   浩 （岡崎南）
大 村 栄 治 （岡崎南）

中 嶋 昭 史 （岡崎南）
新 浪 勝 也 （岡崎東）
原 田 耕 平 （岡崎東）
池 田  　正 （岡崎東）
足 立 汎 和 （岡崎東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
本 多  　幹 （豊田中）
中 條 善 朗 （豊田中）
猪 狩  　蔵 （豊田中）
浅岡多田志 （豊田中）
市 川 裕 大 （刈谷）
松 本 隆 利 （安城）
深 津 正 則 （安城）
山 中 寛 紀  （碧南）
奥 田 雪 雄  （碧南）
森 田 英 治  （碧南）
新 美  　孝  （碧南）
田 代 清 一 （高浜）
安 井 喜 秀 （知立）
中 川  　敦 （知立）
高 須  　光 （西尾K I R A R A）
新 海 雄 二 （西尾K I R A R A）
三 治 信 芳 （西尾K I R A R A）
太 髙 純 治 （西尾K I R A R A）
青 山 弦 八 （西尾K I R A R A）
杉 浦 義 利 （西尾K I R A R A）
山 本 俊 明 （西尾K I R A R A）
山 本 裕 充 （西尾K I R A R A）
山 本 雅 仁 （三河安城）
水 谷  　存 （三河安城）
下 村 幸 真 （三河安城）

加 藤 順 三 （半田）
榊 原 敦 史 （半田）
小 栗 宏 次 （半田）
古 市 晃 久 （半田）
小 栗 利 朗 （半田）
手 島 寿 宏 （半田）
榊 原 正 治 （半田）
新 美 忠 夫 （半田）
内 田 榮 一 （半田）
松 林 信 吾 （半田南）
森  　俊 夫 （一宮）
松 原 直 次 （一宮）
関 戸  　徹 （一宮）
滝  　善 蔵 （一宮）
加 藤 隆 朗 （津島）
豊 島 德 三 （一宮北）
黒 川 元 則 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
鷲 見 好 弘 （名古屋清須）
松 本 正 暢 （一宮中央）
住野龍之介 （犬山）
松 平 實 胤 （犬山）
野 倉 達 雄 （犬山）
奥 村 正 幸 （犬山）
倉 知 正 憲 （江南）
橋 本 晃 暢 （小牧）
河 村 嘉 男 （小牧）
山 田 直 樹 （尾張旭）
加 藤 清 久 （尾張旭）
清 水  　勲 （春日井）
須 崎 侑 三 （瀬戸北）

于　　   咏 （愛知ロータリーE クラブ）
後 藤 正 憲 （名古屋南）
橋 元 幸 次 （名古屋南）
林  　幸 春 （名古屋南）
池     　 潤 （名古屋南）
佐分利清信 （名古屋南）
櫻 井  　繁 （名古屋南）
村 上  　斎 （名古屋南）
内 田 安 彦 （名古屋南）
浅 原 光 男 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘  （名古屋南）
近 藤 信 之 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
大 西 弘 高 （名古屋東南）
中 村 規 脩 （名古屋東南）
下 郷 卓 弥 （名古屋東南）
各 務 芳 樹 （名古屋東南）
伊 藤 秀 雄 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
宮 崎  　薫 （名古屋東南）
吉 田 治 伸 （名古屋中）
塩 谷 和 久 （名古屋中）
河 村 嘉 希 （名古屋中）
松本健一郎 （名古屋中）
小 島 祐 助 （名古屋中）
岩 月 雅 章 （名古屋中）
神 野 邦 利 （名古屋大須）
酒 井  　修 （名古屋大須）
髙 木 政 義 （名古屋大須）
照 井  　栞 （名古屋大須）
坂 田 信 子 （名古屋名南）
入 谷 直 行 （名古屋名南）
長 尾 浅 𠮷𠮷（名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
三島多恵子 （名古屋名南）
伊 藤 圭 一 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
藤 井 圓 隆 （名古屋名駅）
田 口  　望 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
深 澤 良 介 （名古屋名駅）
大 橋 昭 治 （名古屋名駅）
森 田 正 樹 （名古屋丸の内）
松尾雄二郎 （名古屋丸の内）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
待 井 雄 介 （名古屋北）
中 島  　實 （名古屋北）
渡 辺 英 信 （名古屋東）
本 多  　満 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
古川善次郎 （名古屋東）
木 村 邦 彦 （名古屋守山）
長瀬輝代之 （名古屋守山）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
竹 尾 祥 子 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）
須 原 茂 樹 （名古屋昭和）
渡 邉 直 樹 （名古屋昭和）

木 下  　実 （名古屋昭和）
加 藤  　厚 （名古屋昭和）
伊 丹 惣 三 （名古屋昭和）
上 野  　広 （名古屋昭和）
長谷川周義 （名古屋錦）
久 野 洋 一 （名古屋東山）
小林三重子 （名古屋東山）
近藤兼治郎 （名古屋東山）
金 田 英 和 （名古屋東山）
羽 田 明 弘 （豊橋北）
小杉幸一郎 （豊橋北）
内 藤 雄 功 （豊川）
石 黒 利 昌 （田原）
榊 原 周 造 （豊橋南）
藤 原 俊 男 （豊橋南）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
金 田 柾 宏 （豊川宝飯）
梅 田 英 樹 （豊橋ゴールデン）
藤 城 民 男 （豊橋ゴールデン）
白 井 正 樹 （豊橋ゴールデン）
杉 原 敏 雄 （豊橋ゴールデン）
高 畑 皓 一 （豊橋ゴールデン）
宮 川 嘉 朗 （豊橋ゴールデン）
渡 邊  　茂 （豊橋東）
柴 田 芳 孝 （岡崎）
南 部  　淳 （岡崎）
酒 部 圭 司 （岡崎）
安 藤 宏 行 （岡崎）
松 原 広 幸 （岡崎）
柴 田 泰 伸 （岡崎）
峰 澤 彰 宏 （岡崎）
古 澤 武 雄 （岡崎）
岩 月 一 郎 （岡崎）
金 山 久 雄 （岡崎）
服 部 良 男 （岡崎）
三 宅 英 臣 （豊田）
後 藤 尚 之 （豊田）
天 野 勝 美 （豊田）
鈴 木 元 弘 （豊田）
光 岡 新 吾 （豊田）
丸 井 俊 裕 （豊田）
奥 田 清 仁 （豊田）
酒 井 法 丈 （豊田）
鈴 村 幸 伸 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
斎 藤 直 美 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
杉 本 義 安 （岡崎南）
志 賀 為 宏 （岡崎南）
奥 村 英 世 （岡崎南）

大須賀予偲子 （岡崎南）
服 部 英 男 （岡崎南）
中川修一郎 （岡崎南）
本 間  　毅 （岡崎南）
小 野  　隆 （岡崎南）
手 嶋  　明 （岡崎東）
山 中  　一 （岡崎東）
山 内 隆 一 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
河 合 芳 弘 （豊田東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
鈴木文三郎 （刈谷）
大 音 祖 瑛 （刈谷）
杉 山 淳 一 （安城）
加 藤 正 人 （安城）
稲 垣  　淳 （安城）
市 川  　護 （安城）
田 中 正 規 （西尾）
山 中 寛 紀 （碧南）
髙 木 秀 夫 （知立）
中 川  　敦 （知立）
大 橋  　均 （知立）
鈴 木 善 和 （西尾K I R A R A）
太田五九郎 （西尾K I R A R A）
細 川 和 好 （西尾K I R A R A）
太 髙 純 治 （西尾K I R A R A）
新 海 雄 二 （西尾K I R A R A）
高 須  　光 （西尾K I R A R A）
加 藤  　宙 （三河安城）
大 見 満 宏 （三河安城）
寺 部 保 美 （三河安城）
伊 藤 敦 夫 （2 7 6 0 その他）

鈴 木 裕 二 （半田）
澤 田 好 伸 （半田）
山 﨑 正 夫 （半田）
鈴村せつ子 （半田）
金 澤 憲 二 （半田）
松 本 順 子 （半田）
畑 中 雅 之 （半田）
竹 内 俊 介 （半田）
川 口 新 平 （半田）
鈴 木 宏 司 （半田南）
青 山 佳 裕 （一宮）
舩 橋 正 員 （一宮） 
関 戸  　徹 （一宮）
篠 田  　廣 （津島）
水 野 憲 司 （一宮北）
山 田 尊 久 （あま）
後 藤 雅 光 （あま）

髙 山  　敏 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
和 田 典 之 （名古屋清須）
大 森  　進 （一宮中央）
大 澤  　渡 （犬山）
髙 橋 秀 治 （犬山）
松 平 實 胤 （犬山）
木 村  　完 （犬山）
森  　弘 好 （江南）
清 野 允 中 （江南）
山 田  　猛 （江南）
大 島 賀 樹 （小牧）
堀 井  　武 （小牧）
松尾憲二郎 （小牧）
濱 口 栄 男 （小牧）
五 藤 隆 夫 （小牧）
于     　 咏 （愛知ロータリーE クラブ）
内 田  　優 （名古屋南）
伊東万樹也 （名古屋南）
眞 野 乘 史 （名古屋南）
岩 田 崇 祺 （名古屋南）
藁谷喜世志 （名古屋東南）
白 木 良 彦 （名古屋東南）
山 口 直 彦 （名古屋東南）
橋 爪  　務 （名古屋東南）
水 野 恒 平 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
柴田裕二郎 （名古屋中）
川 本 浩 史 （名古屋中）
川 口 誉 夫 （名古屋中）
森 田 乾 嗣 （名古屋中）
相 羽 康 人 （名古屋中）
服 部 浩 明 （名古屋中）
平 松 久 明 （名古屋中）
北 村 栄 治 （名古屋中）
王     　 偉 （名古屋中）
梁 川 誠 市 （名古屋中）
安 田 照 幸 （名古屋中）
堀  　慎 治 （名古屋瑞穂）
稲 葉  　徹 （名古屋瑞穂）
鬼 頭 茂 成 （名古屋大須）
岡 田 尚 彦 （名古屋大須）
岩 崎 征 一 （名古屋大須）
原 野 勝 至 （名古屋栄）
加 藤 英 敏 （名古屋名南）
榊 原 和 美 （名古屋名南）
朝比美和子 （名古屋名南）

山 本 郁 矢 （名古屋名南）
木 下 福 郎 （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
伊 藤 圭 一 （名古屋名南）
小酒井比呂志 （名古屋名駅）
清 水 順 二 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
小室健次郎 （名古屋名駅）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
岡 部 （名古屋北）
木 谷 圭 子※ （名古屋東）
本田伸太郎 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
増 田 浩 男 （名古屋東）
長瀬輝代之 （名古屋守山）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
鈴木太刀雄 （名古屋名東）
竹 尾 祥 子 （名古屋名東）
中 込 清 周 （名古屋名東）
北 村 正 和 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
樫 尾 富 二 （名古屋千種）
鈴 木 理 之 （名古屋千種）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）
河 合 芳 光 （豊橋北）
鈴木大次郎 （豊橋北）
佐 藤 矩 朗 （豊橋北）
小 林 康 男 （豊橋北）
田 中 寛 孝 （豊川）
浅 野 修 道 （豊川）
吉 川 庄 三 （豊川）
大 河 直 樹 （田原）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
伊 藤 眞 芳 （豊橋ゴールデン）
大須賀憲太 （豊橋ゴールデン）
石 原 昭 二 （豊橋ゴールデン）
松 崎  　進 （豊橋ゴールデン）
井 上  　穂 （豊橋ゴールデン）
平 野 正 博 （豊橋東）
杉 原 好 洋 （豊橋東）
同 前 仁 史 （岡崎）
藤 原 正 寛 （岡崎）
天 野 惠 一 （岡崎）
吉 川 正 敏 （岡崎）
河 野 治 生 （岡崎）
三 宅 正 恭 （豊田）
村 上 雅 則 （豊田）

杉 浦  　毅 （豊田）
杉 浦 弘 髙 （豊田）
稲 垣 利 彦 （豊田）
神 谷 和 利 （豊田）
河 木 照 雄 （豊田）
小 野 雅 道 （豊田）
孕 石 邦 雄 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
深 津  　篤 （岡崎南）
杉 浦  　彰 （岡崎南）
中 根 克 弘 （岡崎南）
小 野 正 富 （岡崎南）
大久保   武 （岡崎南）
中 根 義 雄 （岡崎南）
太 田 進 造 （岡崎南）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
浅 岡 謙 治 （岡崎東）
野 村 政 弘 （岡崎東）
足 立 汎 和 （岡崎東）
大 澤 六 也 （豊田東）
小 山 章 仁 （岡崎城南）
ꇶ𠮷㻗𠮷㖡𠮷ꋝ （名古屋宮の杜）
𠮷𠮷 原 孝 彦 （刈谷）
市 川 裕 大 （刈谷）
成 田 孝 則 （安城）
恒 川 憲 一 （安城）
青 山 竜 也 （安城）
内 藤 教 恵 （安城）
山 口  　研 （安城）
松 田 茂 治 （西尾）
田 中 正 規 （西尾）
榊 原  　健 （碧南）
平岩統一郎 （碧南）
山 中 寛 紀 （碧南）
水 野 泰 昌 （知立）
鈴 木 民 也 （知立）
中 川  　敦 （知立）
大 橋  　均 （知立）
秋 山 正 純 （西尾K I R A R A）
杉 浦 加 代 （西尾K I R A R A）
榊 原  　章 （西尾K I R A R A）
石 山  　進 （西尾K I R A R A）
鈴 木 善 和 （西尾K I R A R A）
太田五九郎 （西尾K I R A R A）
齋 藤 光 正 （三河安城）
沓名由美子 （三河安城）
大 見 和 志 （三河安城）
伊 藤 敦 夫 （2 7 6 0 その他）

2014 年度

2013 年度

青 井 雅 純 （半田）
平 林 伸 康 （半田）
松 石 奉 之 （半田）
前 田 佳 男 （半田）
森 田　  亨 （半田）
榊 原 明 美 （半田）
酒 井 良 輔 （半田）
杉 浦 三 郎 （半田）
高 木 利 定 （半田）
山 内 和 之 （半田）
伊 奈 輝 三 （常滑）
新 美 義 博 （東知多）
足 立　  誠 （一宮）
長谷部敏克 （一宮）
伊 藤 幸 一 （一宮）
光 嵜 賢 一 （一宮）
則 竹 伸 也 （一宮）
伊 藤 文 也 （津島）
前 田 重 廣 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
佐 藤　  明 （あま）
渡 辺　  均 （あま）
早 川 雅 男 （名古屋清須）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
加 藤 辰 己 （一宮中央）

鹿 島 兼 一 （一宮中央）
高 井 光 信 （一宮中央）
伊 藤 英 男 （犬山）
尾 関 幸 夫 （犬山）
千 田 昌 宏 （犬山）
朱 宮 新 治 （犬山）
　 田 三 郎 （犬山）
伊 藤 鶴 吉 （江南）
北　  健 司 （春日井）
坂 田　  隆 （瀬戸北）
山 本　  修 （瀬戸北）
大 江 秀 和 （岩倉）
園 原 宏 治 （岩倉）
盛 田 淳 夫 （名古屋）
浅 井 金 三 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
服 部 一 郎 （名古屋南）
加 藤 慶 一 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
村 瀬 廣 芳 （名古屋南）
鈴 木 輝 彦 （名古屋南）
吉 田 春 樹 （名古屋南）
吉 岡 正 人 （名古屋南）
森　  　 清 （名古屋みなと）
酒 井　  優 （名古屋みなと）
住 田　  守 （名古屋みなと）

伊東與有三 （名古屋東南）
星 野 信 利 （名古屋中）
古 田 昭 臣 （名古屋中）
猪 飼 秀 明 （名古屋中）
加 藤 政 己 （名古屋中）
川 島 悦 雄 （名古屋中）
加瀬英比古 （名古屋中）
纐 纈 正 剛 （名古屋中）
鵜 飼 耕 三 （名古屋中）
渡 邉 一 平 （名古屋中）
山 口　  眞 （名古屋中）
尾 上　  昇 （名古屋大須）
柴 岡 正 将 （名古屋大須）
鈴 木　  洋 （名古屋大須）
渡 辺 観 永 （名古屋大須）
湯 山 淳 三 （名古屋大須）
細 井 土 夫 （名古屋栄）
川 井 健 司 （名古屋栄）
安 藤　  一 （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
三 浦　  隆 （名古屋名南）
武 藤 正 行 （名古屋名南）
大 隅 紀 郎 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
鈴 井 一 博 （名古屋名南）
石 黒　  隆 （名古屋名駅）

生 田 芳 規 （名古屋名駅）
小酒井比呂志 （名古屋名駅）
大 川　  宏 （名古屋名駅）
田 口　  望 （名古屋名駅）
中 島　  實 （名古屋北）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
水 野　  勤 （名古屋東）
澤 井 俊 治 （名古屋東）
椙 山 正 弘 （名古屋東）
高 橋　  巌 （名古屋東）
高橋雄二郎 （名古屋東）
宇佐美嘉重斌 （名古屋東）
安 井　  孝 （名古屋東）
余 語 郁 夫 （名古屋東）
服 部　  滋 （名古屋和合）
川 村 敏 夫 （名古屋和合）
柏 木 順 壱 （名古屋和合）
服 部　  力 （名古屋名東）
村 橋 泰 志 （名古屋名東）
星川須美子 （名古屋名北）
鈴 木 正 男 （名古屋千種）
伊 丹 惣 三 （名古屋昭和）
河 合 勇 夫 （名古屋昭和）
鈴 木 重 幸 （名古屋昭和）
杉 田　  等 （名古屋昭和）
貝 沼 正 敬 （名古屋錦）

福 井　  敬 （豊橋）
神 野 吾 郎 （豊橋）
鈴 木 正 憲 （豊橋）
佐 野 峯 雄 （豊橋北）
大 橋 平 治 （豊川）
山 本　  学 （豊川）
藤 城 俊 明 （豊橋南）
塩之谷   昌 （豊橋南）
小笠原喜好 （新城）
壽 昌 宏 之 （新城）
鳥 居 栄 一 （新城）
井 上　  穂 （豊橋ゴールデン）
石 原 昭 二 （豊橋ゴールデン）
松 崎　  進 （豊橋ゴールデン）
大須賀憲太（豊橋ゴールデン）
杉 原 敏 雄 （豊橋ゴールデン）
高 畑 皓 一 （豊橋ゴールデン）
尾 沢 義 雄 （田原パシフィック）
小 川 喜 一 （田原パシフィック）
内 柴 義 郎 （田原パシフィック）
鈴 木 昌 敏 （豊橋東）
浅 井　  章 （岡崎）
蜂須賀利雄 （岡崎）
林　  和 夫 （岡崎）
金 山 久 雄 （岡崎）
河 野 治 生 （岡崎）

黒 河  　陽 （岡崎）
内 藤  　淳 （岡崎）
奥 瀬 勇 作 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
佐々木勝巳 （岡崎）
清 水 芳 美 （岡崎）
伴  　征 雄 （豊田）
神 谷 和 利 （豊田）
松 井 博 文 （豊田）
小 野 雅 道 （豊田）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
天 野 精 孝 （岡崎南）
本 間  　毅 （岡崎南）
倉 田  　長 （岡崎南）
三 浦 勝 美 （岡崎南）
中 根 義 雄 （岡崎南）
太 田 進 造 （岡崎南）
岡 田 庸 男 （岡崎南）
池 田  憲治 （豊田西）
長 坂 義 幸 （豊田西）
中 川 俊 治 （豊田西）
足 立 憲 彦 （岡崎東）
足 立 信 雄 （岡崎東）
深 田 昭 彦 （岡崎東）
稲 葉 雅 彦 （岡崎東）
石 原 靖 増 （岡崎東）
池 田  　正 （岡崎東）
三 浦 泰 廣 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
杉 山 正 章 （岡崎東）
水 野 慶 一 （豊田東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
米 本 益 栄 （豊田東）
小 島 哲 夫 （豊田中）
鈴 木 純 子 （豊田中）
梅 村 和 伸 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
稲 垣 和 幸 （安城）
石 川 義 典 （安城）
神 谷 明 文 （安城）
小野内宣行 （安城）
冨 岡 里 美 （安城）
横山真喜男 （安城）
森 田 英 治  （碧南）
川 地 英 明 （知立）
大 高 敏 睦 （西尾K I R A R A）
斎 藤 喬 甫 （西尾K I R A R A）
鈴 木 正 司 （西尾K I R A R A）
高 原  　宏 （西尾K I R A R A）
米 津 長 治 （西尾K I R A R A）
古 居 一 雄 （三河安城）
川浦喜久雄 （三河安城）
杉 山 敏 幸 （三河安城）
竹 内 泰 夫 （三河安城）
山崎圭朋利 （三河安城）

稲 葉 民 安 （半田）
榊 原 秀 光 （半田）
手 島 寿 宏 （半田）
新 美 重 秋 （半田）
太 田 竹 司 （半田）
伊 東 良 夫 （半田）
椴 山 晃 雄 （半田）

高 木  　宏 （半田）
高 村 敦 夫 （東海）
榊 原  　肇 （半田南）
青 木 俊 憲 （一宮）
長谷川勝久 （一宮）
内 藤 寛 一 （一宮）
豊 島 俊 明 （一宮）
山 口 元 彦 （一宮）
鎌 田 芳 彰 （一宮）
日 比 一 昭 （津島）
伊 藤 文 也 （津島）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
早 川 雅 男 （名古屋清須）
高 橋 秀 治 （犬山）
祖父江寿男 （犬山）
小 川 嘉 吉 （犬山）
安 田 新 平 （犬山）
奥 村 正 幸 （犬山）
山 根 雄 司 （犬山）
河 合 美 彦 （小牧）
箕 輪 良 孝 （尾張旭）
若 杉 福 雄 （瀬戸北）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
若山啓太郎 （名古屋南）
多久田達宏 （名古屋南）
木 村 樹 生 （名古屋南）
山 路 兼 生 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
水 野  　裕 （名古屋東南）
伊東與有三 （名古屋東南）
市 原 高 明 （名古屋中）
小笠原   暁 （名古屋中）
坪 井 進 悟 （名古屋中）
鶴 見 俊 成 （名古屋中）
八 神 弘 雄 （名古屋中）
舟 橋 政 男 （名古屋中）
大 浦 泰 博 （名古屋中）
内 藤 貴 雄 （名古屋中）
片 岡 信 恒 （名古屋中）
篭 橋 美 久 （名古屋中）
川 口 小 折 （名古屋大須）
大 原 敏 正 （名古屋大須）
渡 辺 観 永 （名古屋大須）
住 田 正 夫 （名古屋大須）
児 島 徳 和 （名古屋名南）
山 本 郁 矢 （名古屋名南）
中 西 芳 子 （名古屋名南）
林  　隆 二 （名古屋名南）
田 中 省 三 （名古屋名南）
浅 井 泰 夫 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
青 島 邦 夫 （名古屋名駅）
吉 田 正 克 （名古屋北）
水 野 茂 生 （名古屋東）
柏 木  　功 （名古屋東）
柳 澤 幸 輝 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
高橋雄二郎 （名古屋東）
増 田 浩 男 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
佐 藤 正 延 （名古屋守山）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）

三 好  　親 （名古屋千種）
佐久間良治 （名古屋千種）
杉 江 光 明 （名古屋昭和）
田 中 邦 幸 （名古屋昭和）
斎 藤 正 俊 （名古屋昭和）
成 田  　収 （名古屋昭和）
久 田 錦 三 （名古屋昭和）
鈴 木 重 幸 （名古屋昭和）
武儀山勝彦 （名古屋東山）
紅 林 友 昭 （豊橋）
松 井 和 彦 （豊橋）
松 坂 良 太 （豊橋）
松 本 孝 一 （豊橋）
西 田 元 彦 （豊橋）
内 山 典 弘 （豊橋）
山 本 光 人 （豊橋北）
鈴 木 茂 久 （豊橋北）
牧 野 一 郎 （豊川）
寺 部  　元 （豊川）
縣  　保 彦 （豊橋南）
藤 城 俊 明 （豊橋南）
外 山 和 夫 （豊橋ゴールデン）
古 澤 武 雄 （岡崎）
山 本 邦 雄 （岡崎）
本 多 啓 一 （岡崎）
中 根 幹 雄 （岡崎）
服 部 良 男 （岡崎）
杉 浦 恵 造 （岡崎）
斎 藤 直 美 （豊田）
渡 辺 要 市 （岡崎南）
竹 内 照 男 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
浅 岡 謙 治 （岡崎東）
深 津 幸 雄 （岡崎東）
手 嶋  　明 （岡崎東）
小 野 文 憲 （岡崎東）
今 井 啓 介 （豊田東）
杉 浦 英 昭 （豊田東）
石 橋 博 文 （豊田東）
都 築 義 勝 （豊田東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
小 松 正 伸 （豊田東）
服 部 基 一 （豊田東）
太 田 昌 孝 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
小 林 逸 朗 （安城）
伊 藤 隆 夫 （安城）
石 原  　昭 （安城）
原田慶三郎 （安城）
鳥 居 清 澄 （西尾）
鈴 木 並 生  （碧南）
杉 浦 健 次  （碧南）
杉 浦 晴 彦  （碧南）
大 橋  　均 （知立）
野 村 賢 孝 （知立）
宮 地 喜 良 （西尾K I R A R A）
後 藤 利 之 （西尾K I R A R A）
三 浦 隆 司 （西尾K I R A R A）
石 川 勝 雄 （西尾K I R A R A）
天 野 行 夫 （西尾K I R A R A）
高 原  　宏 （西尾K I R A R A）
斎 藤 喬 甫 （西尾K I R A R A）
渡 邊 真 一 （三河安城）

伊 吹 治 郎 （三河安城）
稲 垣  　靖 （三河安城）
柵 木 政 美 （三河安城）
山 口 恭 正 （三河安城）
小西紀久雄 （三河安城）
森 田 勝 己 （三河安城）
杉浦眞理子 （三河安城）
西 尾 四 郎 （三河安城）
丹 羽  　修 （三河安城）
鳥 居 剛 育 （三河安城）
畔 柳 弘 文 （三河安城）
平 子 昭 三 （三河安城）
矢 田 良 一 （三河安城）

金 澤 憲 二 （半田）
神 戸 信 寅 （半田）
松 本 順 子 （半田）
新 美 忠 夫 （半田）
小 栗 孝 久 （半田）
鈴村せつ子 （半田）
鈴 木 千 里 （半田）
冨  　武 司 （半田）
内 田 榮 一 （半田）
中 村  　巌 （一宮）
佐 分 啓 二 （一宮）
關 戸  　潔 （一宮）
堀 江 承 元 （あま）
岩 島 裕 芳 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
佐 藤  　明 （あま）
櫻 井 利 夫 （名古屋清須）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
森　　   眞 （一宮中央）
永 田  　正 （一宮中央）
山 中 建 策 （一宮中央）
安 達 英 昭 （犬山）
青 山 佳 高 （犬山）
平 林 米 司 （犬山）
日比野良太郎 （犬山）
伊 藤  　隆 （犬山）
紀 藤 政 司 （犬山）
宮 岡 克 年 （犬山）
岡 田 雅 隆 （犬山）
安 田 宗 平 （犬山）
古 田 嘉 且 （江南）
河 合 美 彦 （小牧）
松 下 洋 一 （尾張旭）
柴 田  　伸 （瀬戸北）
盛 田 和 昭 （名古屋）
福 山  　衛 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
宮 田 松 英 （名古屋南）
坪 井 良 憲 （名古屋南）
鷲 見  　弘 （名古屋南）
渡 邉 将 人 （名古屋南）
吉 田 春 樹 （名古屋南）
伊東與有三 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
荒 川 雅 義 （名古屋中）
早 瀬 孝 文 （名古屋中）
古 田 昭 臣 （名古屋中）
石 原 寿 生 （名古屋中）

加瀬英比古 （名古屋中）
金 森 伸 夫 （名古屋中）
纐 纈 正 剛 （名古屋中）
近 藤 直 樹 （名古屋中）
宮 内  　誠 （名古屋中）
永 野 光 容 （名古屋中）
岡 崎  　亨 （名古屋中）
佐 藤 友 治 （名古屋中）
鈴木謙一郎 （名古屋中）
田ヶ原昭弘 （名古屋中）
鵜 飼 耕 三 （名古屋中）
山 口  　眞 （名古屋中）
山 口  　忍 （名古屋中）
𠮷𠮷 田 敬 岳 （名古屋中）
平 沼 里 子 （名古屋名南）
猪 村 美 之 （名古屋名南）
木 村  　猛 （名古屋名南）
小 山 愼 介 （名古屋名南）
長 尾 浅𠮷𠮷𠮷 （名古屋名南）
野々村憲吾 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
鈴 木  　享 （名古屋名南）
藤 井 圓 隆 （名古屋名駅）
小室健次郎 （名古屋名駅）
丹 羽 俊 文 （名古屋名駅）
岡 本 敏 男 （名古屋名駅）
大 橋 昭 治 （名古屋名駅）
寺 島 洋 治 （名古屋名駅）
堀 田 正 夫 （名古屋北）
中 島  　實 （名古屋北）
水 野 茂 生 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
椙 山 正 弘 （名古屋東）
高橋雄二郎 （名古屋東）
梅 村 清 弘 （名古屋東）
渡 辺 英 信 （名古屋東）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
奥  　佳 澄 （名古屋名東）
遠 藤 友 彦 （名古屋名北）
松 居 敬 二 （名古屋千種）
木 下  　実 （名古屋昭和）
前 田 圭 佑 （名古屋昭和）
上 野  　広 （名古屋昭和）
長谷川正孝 （名古屋錦）
松 井 由 次 （豊橋北）
佐 藤 元 彦 （豊橋北）
神 谷 親 典 （豊川）
大 澤 輝 秀 （豊川）
戸 田 俊 晴 （豊川）
吉 川 庄 三 （豊川）
別 所 淳 二 （田原）
河 辺 勝 巳 （田原）
松 井  　昭 （田原）
宮 木 幸 彦 （田原）
冨 田 雅 則 （田原）
安 田 幸 雄 （田原）
木 下  　治 （豊橋南）
加 山 昌 弘 （豊川宝飯）
外 山 和 夫 （豊橋ゴールデン）
高 林 保 夫 （豊橋ゴールデン）
宇 藤  　信 （豊橋ゴールデン）
松 井 準 治 （田原パシフィック）

尾 原  　脩 （田原パシフィック）
鈴 木 照 幸 （田原パシフィック）
天 野 恵 一 （岡崎）
青 木 勇 作 （岡崎）
林  　和 夫 （岡崎）
伊 藤 公 正 （岡崎）
梶 川 志 郎 （岡崎）
水 野 周 久  （岡崎）
三 嶋  　勉 （岡崎）
丹 羽 良 治 （岡崎）
大 原 達 志 （岡崎）
杉 浦  　皓 （岡崎）
早 川 文 喜 （豊田）
横 山 眞 久 （豊田）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
蒲 野 良 雄 （岡崎南）
畔 柳 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
小 幡 輝 雄 （豊田西）
神 尾 英 雄 （岡崎東）
小 出 元 治 （岡崎東）
草 野 信 隆 （岡崎東）
杉 田 雄 男 （岡崎東）
山 内 隆 一 （岡崎東）
福 岡  　治 （豊田東）
梅 村 憲 一 （豊田東）
有 馬 惟 夫 （岡崎城南）
福 岡 輝 夫 （豊田中）
伊 藤 敦 夫 （豊田中）
猪 狩  　蔵 （豊田中）
加 藤 照 夫 （豊田中）
中 垣 幸 春 （豊田中）
大 塚 哲 夫 （豊田中）
桜 井  　博 （豊田中）
鈴 木  　寛 （豊田中）
権 田 鋹 弘 （刈谷）
太田宗一郎 （刈谷）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
藤 井 英 樹 （安城）
水 野  　学 （安城）
奥 田 法 行 （安城）
寺 田 孝 司 （安城）
鳥 居 博 行 （安城）
小 澤 育 史 （西尾）
鳥 居 清 澄 （西尾）
加 藤 良 邦  （碧南）
小 出 道 治  （西尾一色）
岩 瀬 清 彦 （西尾K I R A R A）
石 川 勝 雄 （西尾K I R A R A）
後 藤 利 之 （西尾K I R A R A）
宮 地 喜 良 （西尾K I R A R A）
三 浦 隆 司 （西尾K I R A R A）
大須賀慶一 （西尾K I R A R A）
鈴 木 昭 夫 （西尾K I R A R A）
杉 浦 正 昭 （西尾K I R A R A）
安 藤  　毅 （三河安城）
深 津 茂 樹 （三河安城）
畔 柳 芳 夫 （三河安城）
丸山今朝三 （三河安城）
待 田 和 宏 （三河安城）
成 田  　徹 （三河安城）
長 坂  　誠 （三河安城）
小 野  　郁 （三河安城）

斎 藤  　博 （三河安城）
田 村  　脩 （三河安城）
横 山 夕 葉 （三河安城）

鈴 木 丈 雄 （半田）
水 野 隆 芳 （半田）
松 石 奉 之 （半田）
酒 井 良 輔 （半田）
山 﨑 正 夫 （半田）
青 井 雅 純 （半田）
畑 中 雅 之 （半田）
竹 内 俊 介 （半田）
岡 戸 伍 弌 （半田）
川 口 新 平 （半田）
前 田 佳 男 （半田）
山 内 和 之 （半田）
青 山 佳 裕 （一宮）
林  　隆 春 （一宮）
光 嵜 賢 一 （一宮）
則 竹 伸 也 （一宮）
伊 藤 幸 一 （一宮）
長谷部敏克 （一宮）
北 野 庸 夫 （あま）
佐 藤  　明 （あま）
北 野 庸 夫 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
鈴 木 正 徳 （あま）
加 藤 憲 治 （あま）
櫻 井 利 夫 （名古屋清須）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
長 橋 國 和 （一宮中央）
小 島 三 男 （一宮中央）
鹿 島 兼 一 （一宮中央）
加 藤 辰 巳 （一宮中央）
吉 田  　洋 （犬山）
近 藤 斉 宏 （犬山）
清 野 允 中 （江南）
福 田 清 成 （江南）
河 合 美 彦 （小牧）
風 岡 保 宏 （春日井）
杉 山 仁 朗 （瀬戸北）
堀 田  　徹 （名古屋城北）
内 田 安 彦 （名古屋南）
櫻 井  　繁 （名古屋南）
佐分利清信 （名古屋南）
村 上  　斎 （名古屋南）
橋 元 幸 次 （名古屋南）
後 藤 正 憲 （名古屋南）
池　　   潤 （名古屋南）
林  　幸 春 （名古屋南）
嶺 木 昌 行 （名古屋南）
桂  　洋 司 （名古屋南）
近 藤 雅 夫 （名古屋南）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
伊東與有三 （名古屋東南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
吉 水 正 溥 （名古屋東南）
市 原 高 明 （名古屋中）
小笠原   暁 （名古屋中）
坪 井 進 悟 （名古屋中）
鶴 見 俊 成 （名古屋中）
八 神 弘 雄 （名古屋中）

松 原 秀 樹 （名古屋中）
渡 邊 樹 志 （名古屋中）
榊 原 克 典 （名古屋中）
小 栗 成 男 （名古屋中）
山 口 正 孝 （名古屋大須）
岡 田 尚 彦 （名古屋大須）
岩 崎 征 一 （名古屋大須）
田 中 一 雄 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
川 村 繁 生 （名古屋名南）
白 藤 憲 雄 （名古屋名南）
林  　隆 二 （名古屋名南）
深 澤 良 介 （名古屋名駅）
隅 田 耕 市 （名古屋名駅）
中 島  　実 （名古屋北）
内 藤 秀 樹 （名古屋北）
増 田 浩 男 （名古屋東）
東 谷 昌 彦 （名古屋東）
澤  　國 生 （名古屋東）
多和田   武 （名古屋東）
新 美 宣 英 （名古屋東）
千 田  　毅 （名古屋東）
余 語 郁 夫 （名古屋東）
渡 辺 英 信 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
平 松 征 男 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
本田伸太郎 （名古屋東）
天 野 清 美 （名古屋和合）
池 森 由 幸 （名古屋千種）
西 川 豊 長 （名古屋千種）
小 山 雅 弘 （名古屋千種）
山 田 敏 雄 （名古屋昭和）
鈴 木 真 司 （名古屋昭和）
上 野  　広 （名古屋昭和）
伊 丹 惣 三 （名古屋昭和）
林  　光 夫 （名古屋錦）
山 田 亨 司 （豊橋）
縣  　政 行 （豊橋）
飯 沼 雅 朗 （蒲郡）
竹 内 稔 弘 （豊橋北）
土 井 松 男 （豊橋北）
鈴木大次郎 （豊橋北）
匹 田 雅 久 （豊橋北）
岩瀬淳一郎 （豊川）
樋 口 俊 寛 （豊川）
河 辺 純 夫 （田原）
藤 井 國 弘 （田原）
天野英一郎 （田原）
冨 田 雅 則 （田原）
水 野 太 一 （豊川宝飯）
鈴 木 雅 博 （豊橋ゴールデン）
古 橋 一 毅 （田原パシフィック）
柴 田 憲 一 （豊橋東）
中 村 重 嗣 （岡崎）
加 藤 博 己 （岡崎）
吉 川 正 敏 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
岩 瀬 敬 紀 （岡崎）
安 藤 光 淵 （岡崎）
岩 月 一 郎 （岡崎）
岩 月 昭 佳 （岡崎）

加 藤 信 吾 （岡崎）
大 原 達 志 （岡崎）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
近 藤 千 雅 （岡崎南）
小久保文雄 （岡崎南）
山 本 雅 樹 （岡崎南）
岡 田 庸 男 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
青 山 俊 次 （岡崎東）
新 浪 勝 也 （岡崎東）
仙 波  　泉 （岡崎東）
野 村 政 弘 （岡崎東）
深 田 昭 彦 （岡崎東）
足 立 汎 和 （岡崎東）
鈴 木 敬 一 （豊田東）
塚 田 和 也 （豊田中）
木 戸 重 信 （豊田中）
石 黒 元 隆 （豊田中）
小久保茂樹 （豊田中）
梅 村 和 伸 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
市 川 裕 大 （刈谷）
神 谷  　研 （安城）
戸 谷  　央 （安城）
横山真喜男 （安城）
石 川 義 典 （安城）
神 谷 明 文 （安城）
冨 岡 里 美 （安城）
小野内宣行 （安城）
伊 藤 富 義 （西尾）
奥 谷 弘 和  （碧南）
加藤丈太郎  （碧南）
新 美  　孝  （碧南）
中 根 佑 治  （碧南）
樅 山 善 久  （碧南）
植 松 敏 樹  （碧南）
宮 地 俊 夫 （知立）
川 地 英 明 （知立）
高 須  　匀 （西尾K I R A R A）
朴  　壽 子 （西尾K I R A R A）
岩 瀬 清 彦 （西尾K I R A R A）
大須賀慶一 （西尾K I R A R A）
鈴 木 昭 夫 （西尾K I R A R A）
木 村 恭 子 （三河安城）
山 本 彰 秀 （三河安城）
川浦喜久雄 （三河安城）
竹 内 泰 夫 （三河安城）
杉 山 敏 幸 （三河安城）
山崎圭朋利 （三河安城）

手 島 寿 宏 （半田）
稲 葉 民 安 （半田）
平 林 伸 康 （半田）
高 木 利 定 （半田）
森 田  　亨 （半田）
椴 山 晃 雄 （半田）
伊 東 良 夫 （半田）
高 木  　宏 （半田）
杉 浦 三 郎 （半田）
榊 原 明 美 （半田）
寺 田  　諭 （大府）
相 羽 英 人 （大府）

青 木 俊 憲 （一宮）
長谷川勝久 （一宮）
内 藤 寛 一 （一宮）
豊 島 半 七 （一宮）
日 比 一 昭 （津島）
林  　冏 成 （一宮北）
松 原 幹 彦 （一宮北）
豊 島 德 三 （一宮北）
佐 藤  　明 （あま）
渡 辺  　均 （あま）
真 木 伸 一 （あま）
田 中 茂 生 （犬山）
井 川 光 雄 （犬山）
小 川 征 一 （犬山）
山 根 雄 司 （犬山）
奥 村 正 幸 （犬山）
千 田 昌 宏 （犬山）
清 野 允 中 （江南）
大嶋一二三 （尾張旭）
内 藤 弘 康 （名古屋）
多久田達宏 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
若山啓太郎 （名古屋南）
木 村 樹 生 （名古屋南）
宮 田 松 英 （名古屋南）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
梅 田 武 久 （名古屋みなと）
山 田 幸 一 （名古屋みなと）
早 瀬 孝 文 （名古屋中）
吉 田 敬 岳 （名古屋中）
岡 崎  　亨 （名古屋中）
田ヶ原昭弘 （名古屋中）
鈴木謙一郎 （名古屋中）
荒 川 雅 義 （名古屋中）
金 森 伸 夫 （名古屋中）
永 野 光 容 （名古屋中）
石 原 寿 生 （名古屋中）
佐 藤 友 治 （名古屋中）
山 口  　忍 （名古屋中）
近 藤 直 樹 （名古屋中）
宮 内  　誠 （名古屋中）
山 口 正 孝 （名古屋大須）
大 原 敏 正 （名古屋大須）
住 田 正 夫 （名古屋大須）
榊 原 和 美 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
川 辺 清 次 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
林  　隆 二 （名古屋名南）
田 口  　望 （名古屋名駅）
石 黒  　隆 （名古屋名駅）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
中 島  　実 （名古屋北）
増 田 浩 男 （名古屋東）
澤  　國 生 （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
新 実 宣 英 （名古屋東）
栁 澤 幸 輝 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
千 田  　毅 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
重 冨　  亮 （名古屋守山）

佐 藤 正 延 （名古屋守山）
星川須美子 （名古屋名北）
星 川 直 志 （名古屋名北）
鈴 木 理 之 （名古屋千種）
田 中 邦 幸 （名古屋昭和）
杉 江 光 明（名古屋昭和）
上 野　  広（名古屋昭和）
横 田 幸 三（名古屋昭和）
鈴 木 重 幸 （名古屋昭和）
三 浦 俊 彦 （名古屋錦）
高 橋 譲 二 （豊橋）
松 坂 良 太 （豊橋）
佐 藤 元 彦 （豊橋北）
伴　　   實 （豊橋北）
竹 本 尚 美 （豊川）
大 澤 輝 秀 （豊川）
藤 井 國 弘 （田原）
伴  　辰 三 （豊川宝飯）
内 藤 泰 通 （豊川宝飯）
柴 田  　勝 （豊川宝飯）
縣  　保 彦 （豊橋南）
足 立 健 一 （豊橋南）
山 本 雅 久 （豊橋ゴールデン）
市 川 朝 洋 （豊橋ゴールデン）
牧 野 政 雄 （豊橋ゴールデン）
岡 本 久 永 （豊橋ゴールデン）
荻 須 文 一 （岡崎）
林  　和 夫 （岡崎）
大 原 達 志 （岡崎）
菅 井 龍 一 （岡崎）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
中 川 俊 治 （豊田西）
橋 本 義 紀 （岡崎東）
梅 村 順 一 （岡崎東）
市 川 幾 雄 （岡崎東）
生 駒 尚 久 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
草 野 信 隆 （岡崎東）
河 合 英 二 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
小 林 逸 朗 （安城）
石 川  　博 （安城）
竹 内 博 之 （知立）
杉 浦 正 昭 （西尾K I R A R A）
高 須  　匀 （西尾K I R A R A）
渡 邊 真 一 （三河安城）

古 市 晃 久 （半田）
榊 原 秀 光 （半田）
榊 原 正 治 （半田）
新 美 重 秋 （半田）
新 美 忠 夫 （半田）
小 栗 孝 久 （半田）
神 戸 信 寅 （半田）
内 田 榮 一 （半田）
水野八洲男 （半田）
杉 原 康 男 （東知多）
滝  　善 蔵 （一宮）
関 戸  　徹 （一宮）
森  　俊 夫 （一宮）
松 原 直 次 （一宮）

梯  　國 彦 （一宮）
關 戸  　潔 （一宮）
佐 分 啓 二 （一宮）
加 藤 隆 朗 （津島）
岡 田 義 夫 （稲沢）
西 川 広 樹 （あま）
北 野 庸 夫 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
佐 藤  　明 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
水 上 恵 一 （尾張中央）
森　　   眞 （一宮中央）
梶 川 増 蔵 （犬山）
原  　正 男 （犬山）
河 田 敏 和 （犬山）
板 津 英 基 （犬山）
清 野 允 中 （江南）
河 村 金 明 （岩倉）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
坪 井 良 憲 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
内 田 安 彦 （名古屋南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
杉 浦 康 晴 （名古屋中）
山 田 典 廣 （名古屋中）
松 原 秀 樹 （名古屋中）
小 栗 成 男 （名古屋中）
梶 田  　知 （名古屋中）
榊 原 克 典 （名古屋中）
渡 邊 樹 志 （名古屋中）
遠 山 堯 郎 （名古屋瑞穂）
川 口 小 折 （名古屋大須）
照 井  　栞 （名古屋大須）
住 田 正 夫 （名古屋大須）
小笠原和俊 （名古屋大須）
新 原  　尚 （名古屋名南）
川 村 勝 廣 （名古屋名駅）
小 崎 誠 三 （名古屋名駅）
大 川  　宏 （名古屋名駅）
大 橋 昭 治 （名古屋名駅）
寺 島 洋 治 （名古屋名駅）
和 田 直 美 （名古屋丸の内）
西 川  　博 （名古屋丸の内）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
中 島  　實 （名古屋北）
中 村 陽 公 （名古屋北）
増 田 浩 男 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
滑  　尚 真 （名古屋守山）
服 部  　力 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
齊 藤 英 夫 （名古屋名東）
遠 藤 友 彦 （名古屋名北）
伊 藤 健 文 （名古屋千種）
竹 内 眞 三 （名古屋千種）
佐久間良治 （名古屋千種）
神 田 正 勝 （名古屋昭和）
有 本  　勝 （名古屋昭和）
長谷川周義 （名古屋錦）
武 田 正 典 （名古屋錦）
金 田 英 和 （名古屋東山）

佐々木利政 （豊橋）
牧 野  　渉 （豊橋）
石 川 顕 次 （豊橋北）
高 倉 宣 夫 （豊橋北）
榊 原 周 造 （豊橋南）
磯 村 秀 樹 （豊橋南）
吉 野 勝 己 （豊橋南）
原 田 邦 夫 （豊川宝飯）
滝 下  　勲 （豊川宝飯）
高 橋 英 昭 （豊橋ゴールデン）
山 口 幹 夫 （豊橋ゴールデン）
福 沢 省 吾 （豊橋ゴールデン）
外 山 和 夫 （豊橋ゴールデン）
古 田 勝 美 （田原パシフィック）
河辺虎太郎 （田原パシフィック）
柴 田  　清 （田原パシフィック）
平 野 義 郎 （田原パシフィック）
小 林 佳 雄 （豊橋東）
満 田  　稔 （豊橋東）
蜂須賀利雄 （岡崎）
杉 浦 恵 造 （岡崎）
本 多 啓 一 （岡崎）
青 木 勇 作 （岡崎）
河 野 治 生 （岡崎）
浅 井  　章 （岡崎）
服 部 良 男 （岡崎）
三 浦 泰 秀 （岡崎）
加 藤 博 巳 （岡崎）
金 山 久 雄 （岡崎）
丹 羽 良 治 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
梅 村 正 明 （豊田）
杉 浦 正 典 （豊田）
酒 井 法 丈 （豊田）
丸 井 俊 裕 （豊田）
神 谷 和 利 （豊田）
奥 田 清 仁 （豊田）
鈴 木 元 弘 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
鈴 村 幸 伸 （豊田）
光 岡 新 吾 （豊田）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
斉 藤 直 美 （豊田）
磯 貝 和 汪 （岡崎南）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
伊 藤 恭 弘 （岡崎南）
本 間 英 晴 （岡崎南）
犬 塚 克 明 （岡崎南）
杉 田 雅 樹 （岡崎南）
今 泉 孝 一 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
髙 木 政 次 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
深 田 昭 彦 （岡崎東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
永 井 量 基 （岡崎城南）
伊 藤 敦 夫 （豊田中）
石 黒 元 隆 （豊田中）
権 田 鋹 弘 （刈谷）
大 音 祖 瑛 （刈谷）
市 川 裕 大 （刈谷）
稲 垣  　淳 （安城）
市 川  　護 （安城）

加 藤 正 人 （安城）
奥 田 法 行 （安城）
寺 田 孝 司 （安城）
藤 井 英 樹 （安城）
黒 田 正 志 （西尾）
榊 原 勝 俊 （西尾）
田 中 正 規 （西尾）
杉 浦 明 博 （西尾）
長 田 銑 司  （碧南）
新 美 真 司  （碧南）
伊 藤 正 幸  （碧南）
中 川  　敦 （知立）
青 山 弦 八 （西尾K I R A R A）
山 本 俊 明 （西尾K I R A R A）
山 本 裕 充 （西尾K I R A R A）
杉 浦 義 利 （西尾K I R A R A）
寺 部 保 美 （三河安城）
犬 束 信 一 （三河安城）
成 田  　徹 （三河安城）
小 野  　郁 （三河安城）
深 津 茂 樹 （三河安城）
齋 藤  　博 （三河安城）
田 村  　脩 （三河安城）
横 山 夕 葉 （三河安城）
待 田 和 宏 （三河安城）

澤 田 好 伸 （半田）
山 﨑 正 夫 （半田）
鈴村せつ子 （半田）
金 澤 憲 二 （半田）
松 本 順 子 （半田）
畑 中 雅 之 （半田）
川 口 新 平 （半田）
竹 内 俊 介 （半田）
山 内 和 之 （半田）
小嶋真一郎 （東海）
林  　隆 春 （一宮）
青 山 佳 裕 （一宮）
松 崎 安 孝 （津島）
石 田 智 彦 （あま）
栗 木 和 夫 （あま）
児 玉 憲 之 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
山 田 幹 夫 （あま）
伊藤恒二郎 （一宮中央）
小 島 三 男 （一宮中央）
長 橋 國 和 （一宮中央）
日比野万喜男 （犬山）
吉 野 育 志 （犬山）
小 川 宏 嗣 （犬山）
田中進一郎 （犬山）
安 田 新 平 （犬山）
近 藤 斉 宏 （犬山）
倉 知 正 憲 （江南）
庄 田 元 久 （江南）
清 野 允 中 （江南）
照 井 通 夫 （名古屋空港）
栗 田 和 典 （名古屋空港）
小 澤  　修 （瀬戸北）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
浅 原 光 男 （名古屋南）
澤田伊三夫 （名古屋南）

眞 野 乘 史 （名古屋南）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
伊東與有三 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
東  　俊 輝 （名古屋中）
立 松 洋 司 （名古屋中）
岩 月 雅 章 （名古屋中）
小 島 祐 助 （名古屋中）
松本健一郎 （名古屋中）
髙 須 洋 志 （名古屋瑞穂）
堀  　慎 治 （名古屋瑞穂）
岩 田 修 司 （名古屋瑞穂）
岡 田 尚 彦 （名古屋大須）
岩 崎 征 一 （名古屋大須）
羽田野道明 （名古屋栄）
長 瀬  　諭 （名古屋栄）
加 藤 英 敏 （名古屋名南）
細 井 俊 男 （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
入 谷 直 行 （名古屋名南）
中 西 芳 子 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
中 野  　健 （名古屋名駅）
神 野 重 行 （名古屋名駅）
小 原 新 一 （名古屋名駅）
盛 田 兼 由 （名古屋名駅）
小室健次郎 （名古屋名駅）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
中 島  　實 （名古屋北）
水 野𠮷𠮷𠮷 紹 （名古屋北）
田 嶋 好 博 （名古屋北）
田 中 正 樹 （名古屋北）
内 藤 秀 樹 （名古屋北）
高 橋  　巌 （名古屋東）
浅 見  　勲 （名古屋東）
柏 木  　功 （名古屋東）
本 多  　満 （名古屋東）
新 実 宣 英 （名古屋東）
栁 澤 幸 輝 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
平 松 征 男 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
増 田 浩 男 （名古屋東）
本田伸太郎 （名古屋東）
伊 藤 陽 介 （名古屋守山）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
佐 藤 良 一 （名古屋守山）
河 本  　力 （名古屋守山）
平  　民 三 （名古屋名東）
小 林 英 毅 （名古屋千種）
萩原喜代子 （名古屋千種）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）
堀 江 宏 輝 （名古屋千種）
宮 尾 紘 司 （名古屋千種）
大 矢 英 憲 （名古屋昭和）
髙 橋  　進 （名古屋昭和）
金 田 英 和 （名古屋東山）
山 城 章 治 （名古屋東山）
飯 島  　卓 （蒲郡）

佐 藤 元 彦 （豊橋北）
西 村 良 彦 （豊橋北）
中西喜久雄 （豊橋北）
鳥 居 信 行 （豊川）
鈴 木 榮 一 （豊川）
吉 川 庄 三 （豊川）
大 澤 輝 秀 （豊川）
塩之谷   昌 （豊橋南）
真 野 善 和 （豊橋ゴールデン）
西 郷 隆 治 （豊橋ゴールデン）
谷 村 泰 裕 （豊橋ゴールデン）
天 野 惠 一 （岡崎）
深 田 達 彦 （岡崎）
峰 澤 彰 宏 （岡崎）
林  　和 夫 （岡崎）
櫻 井 敬 子 （岡崎）
加 藤 博 巳 （岡崎）
畔 柳 春 雄 （岡崎）
中 村 重 嗣 （岡崎）
岡 田 勝 美 （豊田）
鈴 木 秀 和 （豊田）
孕 石 邦 雄 （豊田）
河 木 照 雄 （豊田）
小 野 雅 道 （豊田）
小島洋一郎 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
野 口 明 生 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
岡 田 光 司 （岡崎南）
藤 田 正 彦 （岡崎南）
鈴 木 康 之 （岡崎南）
高 橋 正 直 （岡崎南）
三 浦 勝 美 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
岩 月 鋹 廣 （岡崎東）
小 林 清 文 （岡崎東）
野 村 政 弘 （岡崎東）
小木曽   進 （岡崎東）
草 野 信 隆 （岡崎東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
桐 渕 利 次 （岡崎城南）
伊 藤 敦 夫 （豊田中）
中 條 善 朗 （豊田中）
和 泉 房 枝 （豊田中）
加 藤 英 二 （刈谷）
太田宗一郎 （刈谷）
山 口  　研 （安城）
内 藤 教 恵 （安城）
神 谷  　研 （安城）
戸 谷  　央 （安城）
鳥 居 博 行 （安城）
山 﨑 秀 夫 （西尾）
山 中 寛 紀  （碧南）
石 橋 嘉 彦  （碧南）
早 川 岩 男 （知立）
中 川  　敦 （知立）
大 橋  　均 （知立）
川 地 英 明 （知立）
清  　克 行 （西尾K I R A R A）
榊 原 利 夫 （西尾K I R A R A）
長 谷 収 一 （西尾K I R A R A）

中 根 勝 美 （西尾K I R A R A）
沓名由美子 （三河安城）
大 見 和 志 （三河安城）
木 村 恭 子 （三河安城）
山 本 彰 秀 （三河安城）

青 葉 憲 一 （半田）
水 野 隆 芳 （半田）
松 石 奉 之 （半田）
酒 井 良 輔 （半田）
平 林 伸 康 （半田）
青 井 雅 純 （半田）
森 田  　亨 （半田）
伊 東 良 夫 （半田）
椴 山 晃 雄 （半田）
杉 浦 三 郎 （半田）
永 田 明 世 （半田南）
都 築 利 全 （半田南）
榊 原 邦 彦 （半田南）
新 美  　茂 （半田南）
森  　隆 彦 （一宮）
山 上 哲 司 （一宮）
鈴 木 洋 志 （一宮）
佐々木久直 （一宮）
坂井田敏行 （一宮）
大 森 輝 英 （一宮）
宮 田 智 司 （一宮）
桑 原 英 寿 （一宮）
石 黒 敬 康 （一宮）
浅 野  　一 （一宮）
横 井 知 代 （津島）
八 谷 潤 一 （津島）
西 尾 輝 久 （尾張旭）
児 玉 憲 之 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
鈴 木 正 徳 （あま）
森 田 堅 一 （名古屋清須）
稲 垣 圭 次 （犬山）
松 平 實 胤 （犬山）
杉 浦 賢 二 （江南）
山 田  　猛 （江南）
清 野 允 中 （江南）
社 本 太 郎 （春日井）
若 杉 福 雄 （瀬戸北）
鈴 木 晴 季 （瀬戸北）
于　　   咏 （愛知ロータリーE クラブ）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
岡 田 英 彦 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
杉 江 豊 文 （名古屋みなと）
斉 藤 捷 昭 （名古屋みなと）
栢 森 雅 勝 （名古屋みなと）
水 野 恒 平 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
牧 野 弘 明 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
山 田 典 廣 （名古屋中）
杉 浦 康 晴 （名古屋中）
王     　 偉 （名古屋中）
安 田 照 幸 （名古屋中）
梁 川 誠 市 （名古屋中）

北 村 栄 治 （名古屋中）
相 羽 康 人 （名古屋中）
平 松 久 明 （名古屋中）
服 部 浩 明 （名古屋中）
近 藤 明 美 （名古屋大須）
木 下 福 郎 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
久 米 伸 治 （名古屋名南）
伊 藤 圭 一 （名古屋名南）
鈴 木  　享 （名古屋名南）
清 水 順 二 （名古屋名駅）
日比野三吉彦 （名古屋名駅）
川 村 勝 廣 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
石 黒  　隆 （名古屋名駅）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
棚 橋 鎌 次 （名古屋東）
浅 見  　勲 （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
椙 山 正 弘 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
鈴 木 建 吾 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
新 実 宣 英 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
森藤左ヱ門 （名古屋守山）
長瀬輝代之 （名古屋守山）
𠮷𠮷 田 正 道 （名古屋和合）
平  　民 三 （名古屋名東）
池 森 由 幸 （名古屋千種）
三 好  　親 （名古屋千種）
吉 田 節 美 （名古屋千種）
大 口 弘 和 （名古屋千種）
田 中 邦 幸 （名古屋昭和）
前 田 圭 佑 （名古屋昭和）
長谷川周義 （名古屋錦）
金 田 英 和 （名古屋東山）
鈴 木 行 久 （豊橋北）
山 本 光 人 （豊橋北）
福 井 英 示 （豊橋北）
戸 田 俊 晴 （豊川）
森 田 雅 人 （田原）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
縣  　保 彦 （豊橋南）
吉 川 一 弘 （豊橋ゴールデン）
若 林 正 治 （豊橋ゴールデン）
荻 須 文 一 （岡崎）
水 野 周 久 （岡崎）
野 田 篤 文 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
丹 羽 良 治 （岡崎）
梅 村 泰 弘 （豊田）
小 幡 鋹 伸 （豊田）
横 山 眞 久 （豊田）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
伊豫田   浩 （岡崎南）
大 村 栄 治 （岡崎南）

中 嶋 昭 史 （岡崎南）
新 浪 勝 也 （岡崎東）
原 田 耕 平 （岡崎東）
池 田  　正 （岡崎東）
足 立 汎 和 （岡崎東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
本 多  　幹 （豊田中）
中 條 善 朗 （豊田中）
猪 狩  　蔵 （豊田中）
浅岡多田志 （豊田中）
市 川 裕 大 （刈谷）
松 本 隆 利 （安城）
深 津 正 則 （安城）
山 中 寛 紀  （碧南）
奥 田 雪 雄  （碧南）
森 田 英 治  （碧南）
新 美  　孝  （碧南）
田 代 清 一 （高浜）
安 井 喜 秀 （知立）
中 川  　敦 （知立）
高 須  　光 （西尾K I R A R A）
新 海 雄 二 （西尾K I R A R A）
三 治 信 芳 （西尾K I R A R A）
太 髙 純 治 （西尾K I R A R A）
青 山 弦 八 （西尾K I R A R A）
杉 浦 義 利 （西尾K I R A R A）
山 本 俊 明 （西尾K I R A R A）
山 本 裕 充 （西尾K I R A R A）
山 本 雅 仁 （三河安城）
水 谷  　存 （三河安城）
下 村 幸 真 （三河安城）

加 藤 順 三 （半田）
榊 原 敦 史 （半田）
小 栗 宏 次 （半田）
古 市 晃 久 （半田）
小 栗 利 朗 （半田）
手 島 寿 宏 （半田）
榊 原 正 治 （半田）
新 美 忠 夫 （半田）
内 田 榮 一 （半田）
松 林 信 吾 （半田南）
森  　俊 夫 （一宮）
松 原 直 次 （一宮）
関 戸  　徹 （一宮）
滝  　善 蔵 （一宮）
加 藤 隆 朗 （津島）
豊 島 德 三 （一宮北）
黒 川 元 則 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
鷲 見 好 弘 （名古屋清須）
松 本 正 暢 （一宮中央）
住野龍之介 （犬山）
松 平 實 胤 （犬山）
野 倉 達 雄 （犬山）
奥 村 正 幸 （犬山）
倉 知 正 憲 （江南）
橋 本 晃 暢 （小牧）
河 村 嘉 男 （小牧）
山 田 直 樹 （尾張旭）
加 藤 清 久 （尾張旭）
清 水  　勲 （春日井）
須 崎 侑 三 （瀬戸北）

于　　   咏 （愛知ロータリーE クラブ）
後 藤 正 憲 （名古屋南）
橋 元 幸 次 （名古屋南）
林  　幸 春 （名古屋南）
池     　 潤 （名古屋南）
佐分利清信 （名古屋南）
櫻 井  　繁 （名古屋南）
村 上  　斎 （名古屋南）
内 田 安 彦 （名古屋南）
浅 原 光 男 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘  （名古屋南）
近 藤 信 之 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
大 西 弘 高 （名古屋東南）
中 村 規 脩 （名古屋東南）
下 郷 卓 弥 （名古屋東南）
各 務 芳 樹 （名古屋東南）
伊 藤 秀 雄 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
宮 崎  　薫 （名古屋東南）
吉 田 治 伸 （名古屋中）
塩 谷 和 久 （名古屋中）
河 村 嘉 希 （名古屋中）
松本健一郎 （名古屋中）
小 島 祐 助 （名古屋中）
岩 月 雅 章 （名古屋中）
神 野 邦 利 （名古屋大須）
酒 井  　修 （名古屋大須）
髙 木 政 義 （名古屋大須）
照 井  　栞 （名古屋大須）
坂 田 信 子 （名古屋名南）
入 谷 直 行 （名古屋名南）
長 尾 浅 𠮷𠮷（名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
三島多恵子 （名古屋名南）
伊 藤 圭 一 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
藤 井 圓 隆 （名古屋名駅）
田 口  　望 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
深 澤 良 介 （名古屋名駅）
大 橋 昭 治 （名古屋名駅）
森 田 正 樹 （名古屋丸の内）
松尾雄二郎 （名古屋丸の内）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
待 井 雄 介 （名古屋北）
中 島  　實 （名古屋北）
渡 辺 英 信 （名古屋東）
本 多  　満 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
古川善次郎 （名古屋東）
木 村 邦 彦 （名古屋守山）
長瀬輝代之 （名古屋守山）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
竹 尾 祥 子 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）
須 原 茂 樹 （名古屋昭和）
渡 邉 直 樹 （名古屋昭和）

木 下  　実 （名古屋昭和）
加 藤  　厚 （名古屋昭和）
伊 丹 惣 三 （名古屋昭和）
上 野  　広 （名古屋昭和）
長谷川周義 （名古屋錦）
久 野 洋 一 （名古屋東山）
小林三重子 （名古屋東山）
近藤兼治郎 （名古屋東山）
金 田 英 和 （名古屋東山）
羽 田 明 弘 （豊橋北）
小杉幸一郎 （豊橋北）
内 藤 雄 功 （豊川）
石 黒 利 昌 （田原）
榊 原 周 造 （豊橋南）
藤 原 俊 男 （豊橋南）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
金 田 柾 宏 （豊川宝飯）
梅 田 英 樹 （豊橋ゴールデン）
藤 城 民 男 （豊橋ゴールデン）
白 井 正 樹 （豊橋ゴールデン）
杉 原 敏 雄 （豊橋ゴールデン）
高 畑 皓 一 （豊橋ゴールデン）
宮 川 嘉 朗 （豊橋ゴールデン）
渡 邊  　茂 （豊橋東）
柴 田 芳 孝 （岡崎）
南 部  　淳 （岡崎）
酒 部 圭 司 （岡崎）
安 藤 宏 行 （岡崎）
松 原 広 幸 （岡崎）
柴 田 泰 伸 （岡崎）
峰 澤 彰 宏 （岡崎）
古 澤 武 雄 （岡崎）
岩 月 一 郎 （岡崎）
金 山 久 雄 （岡崎）
服 部 良 男 （岡崎）
三 宅 英 臣 （豊田）
後 藤 尚 之 （豊田）
天 野 勝 美 （豊田）
鈴 木 元 弘 （豊田）
光 岡 新 吾 （豊田）
丸 井 俊 裕 （豊田）
奥 田 清 仁 （豊田）
酒 井 法 丈 （豊田）
鈴 村 幸 伸 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
斎 藤 直 美 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
杉 本 義 安 （岡崎南）
志 賀 為 宏 （岡崎南）
奥 村 英 世 （岡崎南）

大須賀予偲子 （岡崎南）
服 部 英 男 （岡崎南）
中川修一郎 （岡崎南）
本 間  　毅 （岡崎南）
小 野  　隆 （岡崎南）
手 嶋  　明 （岡崎東）
山 中  　一 （岡崎東）
山 内 隆 一 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
河 合 芳 弘 （豊田東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
鈴木文三郎 （刈谷）
大 音 祖 瑛 （刈谷）
杉 山 淳 一 （安城）
加 藤 正 人 （安城）
稲 垣  　淳 （安城）
市 川  　護 （安城）
田 中 正 規 （西尾）
山 中 寛 紀 （碧南）
髙 木 秀 夫 （知立）
中 川  　敦 （知立）
大 橋  　均 （知立）
鈴 木 善 和 （西尾K I R A R A）
太田五九郎 （西尾K I R A R A）
細 川 和 好 （西尾K I R A R A）
太 髙 純 治 （西尾K I R A R A）
新 海 雄 二 （西尾K I R A R A）
高 須  　光 （西尾K I R A R A）
加 藤  　宙 （三河安城）
大 見 満 宏 （三河安城）
寺 部 保 美 （三河安城）
伊 藤 敦 夫 （2 7 6 0 その他）

鈴 木 裕 二 （半田）
澤 田 好 伸 （半田）
山 﨑 正 夫 （半田）
鈴村せつ子 （半田）
金 澤 憲 二 （半田）
松 本 順 子 （半田）
畑 中 雅 之 （半田）
竹 内 俊 介 （半田）
川 口 新 平 （半田）
鈴 木 宏 司 （半田南）
青 山 佳 裕 （一宮）
舩 橋 正 員 （一宮） 
関 戸  　徹 （一宮）
篠 田  　廣 （津島）
水 野 憲 司 （一宮北）
山 田 尊 久 （あま）
後 藤 雅 光 （あま）

髙 山  　敏 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
和 田 典 之 （名古屋清須）
大 森  　進 （一宮中央）
大 澤  　渡 （犬山）
髙 橋 秀 治 （犬山）
松 平 實 胤 （犬山）
木 村  　完 （犬山）
森  　弘 好 （江南）
清 野 允 中 （江南）
山 田  　猛 （江南）
大 島 賀 樹 （小牧）
堀 井  　武 （小牧）
松尾憲二郎 （小牧）
濱 口 栄 男 （小牧）
五 藤 隆 夫 （小牧）
于     　 咏 （愛知ロータリーE クラブ）
内 田  　優 （名古屋南）
伊東万樹也 （名古屋南）
眞 野 乘 史 （名古屋南）
岩 田 崇 祺 （名古屋南）
藁谷喜世志 （名古屋東南）
白 木 良 彦 （名古屋東南）
山 口 直 彦 （名古屋東南）
橋 爪  　務 （名古屋東南）
水 野 恒 平 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
柴田裕二郎 （名古屋中）
川 本 浩 史 （名古屋中）
川 口 誉 夫 （名古屋中）
森 田 乾 嗣 （名古屋中）
相 羽 康 人 （名古屋中）
服 部 浩 明 （名古屋中）
平 松 久 明 （名古屋中）
北 村 栄 治 （名古屋中）
王     　 偉 （名古屋中）
梁 川 誠 市 （名古屋中）
安 田 照 幸 （名古屋中）
堀  　慎 治 （名古屋瑞穂）
稲 葉  　徹 （名古屋瑞穂）
鬼 頭 茂 成 （名古屋大須）
岡 田 尚 彦 （名古屋大須）
岩 崎 征 一 （名古屋大須）
原 野 勝 至 （名古屋栄）
加 藤 英 敏 （名古屋名南）
榊 原 和 美 （名古屋名南）
朝比美和子 （名古屋名南）

山 本 郁 矢 （名古屋名南）
木 下 福 郎 （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
伊 藤 圭 一 （名古屋名南）
小酒井比呂志 （名古屋名駅）
清 水 順 二 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
小室健次郎 （名古屋名駅）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
岡 部 （名古屋北）
木 谷 圭 子※ （名古屋東）
本田伸太郎 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
増 田 浩 男 （名古屋東）
長瀬輝代之 （名古屋守山）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
鈴木太刀雄 （名古屋名東）
竹 尾 祥 子 （名古屋名東）
中 込 清 周 （名古屋名東）
北 村 正 和 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
樫 尾 富 二 （名古屋千種）
鈴 木 理 之 （名古屋千種）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）
河 合 芳 光 （豊橋北）
鈴木大次郎 （豊橋北）
佐 藤 矩 朗 （豊橋北）
小 林 康 男 （豊橋北）
田 中 寛 孝 （豊川）
浅 野 修 道 （豊川）
吉 川 庄 三 （豊川）
大 河 直 樹 （田原）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
伊 藤 眞 芳 （豊橋ゴールデン）
大須賀憲太 （豊橋ゴールデン）
石 原 昭 二 （豊橋ゴールデン）
松 崎  　進 （豊橋ゴールデン）
井 上  　穂 （豊橋ゴールデン）
平 野 正 博 （豊橋東）
杉 原 好 洋 （豊橋東）
同 前 仁 史 （岡崎）
藤 原 正 寛 （岡崎）
天 野 惠 一 （岡崎）
吉 川 正 敏 （岡崎）
河 野 治 生 （岡崎）
三 宅 正 恭 （豊田）
村 上 雅 則 （豊田）

杉 浦  　毅 （豊田）
杉 浦 弘 髙 （豊田）
稲 垣 利 彦 （豊田）
神 谷 和 利 （豊田）
河 木 照 雄 （豊田）
小 野 雅 道 （豊田）
孕 石 邦 雄 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
深 津  　篤 （岡崎南）
杉 浦  　彰 （岡崎南）
中 根 克 弘 （岡崎南）
小 野 正 富 （岡崎南）
大久保   武 （岡崎南）
中 根 義 雄 （岡崎南）
太 田 進 造 （岡崎南）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
浅 岡 謙 治 （岡崎東）
野 村 政 弘 （岡崎東）
足 立 汎 和 （岡崎東）
大 澤 六 也 （豊田東）
小 山 章 仁 （岡崎城南）
ꇶ𠮷㻗𠮷㖡𠮷ꋝ （名古屋宮の杜）
𠮷𠮷 原 孝 彦 （刈谷）
市 川 裕 大 （刈谷）
成 田 孝 則 （安城）
恒 川 憲 一 （安城）
青 山 竜 也 （安城）
内 藤 教 恵 （安城）
山 口  　研 （安城）
松 田 茂 治 （西尾）
田 中 正 規 （西尾）
榊 原  　健 （碧南）
平岩統一郎 （碧南）
山 中 寛 紀 （碧南）
水 野 泰 昌 （知立）
鈴 木 民 也 （知立）
中 川  　敦 （知立）
大 橋  　均 （知立）
秋 山 正 純 （西尾K I R A R A）
杉 浦 加 代 （西尾K I R A R A）
榊 原  　章 （西尾K I R A R A）
石 山  　進 （西尾K I R A R A）
鈴 木 善 和 （西尾K I R A R A）
太田五九郎 （西尾K I R A R A）
齋 藤 光 正 （三河安城）
沓名由美子 （三河安城）
大 見 和 志 （三河安城）
伊 藤 敦 夫 （2 7 6 0 その他）
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2012 年度

2011 年度

青 井 雅 純 （半田）
平 林 伸 康 （半田）
松 石 奉 之 （半田）
前 田 佳 男 （半田）
森 田　  亨 （半田）
榊 原 明 美 （半田）
酒 井 良 輔 （半田）
杉 浦 三 郎 （半田）
高 木 利 定 （半田）
山 内 和 之 （半田）
伊 奈 輝 三 （常滑）
新 美 義 博 （東知多）
足 立　  誠 （一宮）
長谷部敏克 （一宮）
伊 藤 幸 一 （一宮）
光 嵜 賢 一 （一宮）
則 竹 伸 也 （一宮）
伊 藤 文 也 （津島）
前 田 重 廣 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
佐 藤　  明 （あま）
渡 辺　  均 （あま）
早 川 雅 男 （名古屋清須）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
加 藤 辰 己 （一宮中央）

鹿 島 兼 一 （一宮中央）
高 井 光 信 （一宮中央）
伊 藤 英 男 （犬山）
尾 関 幸 夫 （犬山）
千 田 昌 宏 （犬山）
朱 宮 新 治 （犬山）
　 田 三 郎 （犬山）
伊 藤 鶴 吉 （江南）
北　  健 司 （春日井）
坂 田　  隆 （瀬戸北）
山 本　  修 （瀬戸北）
大 江 秀 和 （岩倉）
園 原 宏 治 （岩倉）
盛 田 淳 夫 （名古屋）
浅 井 金 三 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
服 部 一 郎 （名古屋南）
加 藤 慶 一 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
村 瀬 廣 芳 （名古屋南）
鈴 木 輝 彦 （名古屋南）
吉 田 春 樹 （名古屋南）
吉 岡 正 人 （名古屋南）
森　  　 清 （名古屋みなと）
酒 井　  優 （名古屋みなと）
住 田　  守 （名古屋みなと）

伊東與有三 （名古屋東南）
星 野 信 利 （名古屋中）
古 田 昭 臣 （名古屋中）
猪 飼 秀 明 （名古屋中）
加 藤 政 己 （名古屋中）
川 島 悦 雄 （名古屋中）
加瀬英比古 （名古屋中）
纐 纈 正 剛 （名古屋中）
鵜 飼 耕 三 （名古屋中）
渡 邉 一 平 （名古屋中）
山 口　  眞 （名古屋中）
尾 上　  昇 （名古屋大須）
柴 岡 正 将 （名古屋大須）
鈴 木　  洋 （名古屋大須）
渡 辺 観 永 （名古屋大須）
湯 山 淳 三 （名古屋大須）
細 井 土 夫 （名古屋栄）
川 井 健 司 （名古屋栄）
安 藤　  一 （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
三 浦　  隆 （名古屋名南）
武 藤 正 行 （名古屋名南）
大 隅 紀 郎 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
鈴 井 一 博 （名古屋名南）
石 黒　  隆 （名古屋名駅）

生 田 芳 規 （名古屋名駅）
小酒井比呂志 （名古屋名駅）
大 川　  宏 （名古屋名駅）
田 口　  望 （名古屋名駅）
中 島　  實 （名古屋北）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
水 野　  勤 （名古屋東）
澤 井 俊 治 （名古屋東）
椙 山 正 弘 （名古屋東）
高 橋　  巌 （名古屋東）
高橋雄二郎 （名古屋東）
宇佐美嘉重斌 （名古屋東）
安 井　  孝 （名古屋東）
余 語 郁 夫 （名古屋東）
服 部　  滋 （名古屋和合）
川 村 敏 夫 （名古屋和合）
柏 木 順 壱 （名古屋和合）
服 部　  力 （名古屋名東）
村 橋 泰 志 （名古屋名東）
星川須美子 （名古屋名北）
鈴 木 正 男 （名古屋千種）
伊 丹 惣 三 （名古屋昭和）
河 合 勇 夫 （名古屋昭和）
鈴 木 重 幸 （名古屋昭和）
杉 田　  等 （名古屋昭和）
貝 沼 正 敬 （名古屋錦）

福 井　  敬 （豊橋）
神 野 吾 郎 （豊橋）
鈴 木 正 憲 （豊橋）
佐 野 峯 雄 （豊橋北）
大 橋 平 治 （豊川）
山 本　  学 （豊川）
藤 城 俊 明 （豊橋南）
塩之谷   昌 （豊橋南）
小笠原喜好 （新城）
壽 昌 宏 之 （新城）
鳥 居 栄 一 （新城）
井 上　  穂 （豊橋ゴールデン）
石 原 昭 二 （豊橋ゴールデン）
松 崎　  進 （豊橋ゴールデン）
大須賀憲太（豊橋ゴールデン）
杉 原 敏 雄 （豊橋ゴールデン）
高 畑 皓 一 （豊橋ゴールデン）
尾 沢 義 雄 （田原パシフィック）
小 川 喜 一 （田原パシフィック）
内 柴 義 郎 （田原パシフィック）
鈴 木 昌 敏 （豊橋東）
浅 井　  章 （岡崎）
蜂須賀利雄 （岡崎）
林　  和 夫 （岡崎）
金 山 久 雄 （岡崎）
河 野 治 生 （岡崎）

黒 河  　陽 （岡崎）
内 藤  　淳 （岡崎）
奥 瀬 勇 作 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
佐々木勝巳 （岡崎）
清 水 芳 美 （岡崎）
伴  　征 雄 （豊田）
神 谷 和 利 （豊田）
松 井 博 文 （豊田）
小 野 雅 道 （豊田）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
天 野 精 孝 （岡崎南）
本 間  　毅 （岡崎南）
倉 田  　長 （岡崎南）
三 浦 勝 美 （岡崎南）
中 根 義 雄 （岡崎南）
太 田 進 造 （岡崎南）
岡 田 庸 男 （岡崎南）
池 田  憲治 （豊田西）
長 坂 義 幸 （豊田西）
中 川 俊 治 （豊田西）
足 立 憲 彦 （岡崎東）
足 立 信 雄 （岡崎東）
深 田 昭 彦 （岡崎東）
稲 葉 雅 彦 （岡崎東）
石 原 靖 増 （岡崎東）
池 田  　正 （岡崎東）
三 浦 泰 廣 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
杉 山 正 章 （岡崎東）
水 野 慶 一 （豊田東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
米 本 益 栄 （豊田東）
小 島 哲 夫 （豊田中）
鈴 木 純 子 （豊田中）
梅 村 和 伸 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
稲 垣 和 幸 （安城）
石 川 義 典 （安城）
神 谷 明 文 （安城）
小野内宣行 （安城）
冨 岡 里 美 （安城）
横山真喜男 （安城）
森 田 英 治  （碧南）
川 地 英 明 （知立）
大 高 敏 睦 （西尾K I R A R A）
斎 藤 喬 甫 （西尾K I R A R A）
鈴 木 正 司 （西尾K I R A R A）
高 原  　宏 （西尾K I R A R A）
米 津 長 治 （西尾K I R A R A）
古 居 一 雄 （三河安城）
川浦喜久雄 （三河安城）
杉 山 敏 幸 （三河安城）
竹 内 泰 夫 （三河安城）
山崎圭朋利 （三河安城）

稲 葉 民 安 （半田）
榊 原 秀 光 （半田）
手 島 寿 宏 （半田）
新 美 重 秋 （半田）
太 田 竹 司 （半田）
伊 東 良 夫 （半田）
椴 山 晃 雄 （半田）

高 木  　宏 （半田）
高 村 敦 夫 （東海）
榊 原  　肇 （半田南）
青 木 俊 憲 （一宮）
長谷川勝久 （一宮）
内 藤 寛 一 （一宮）
豊 島 俊 明 （一宮）
山 口 元 彦 （一宮）
鎌 田 芳 彰 （一宮）
日 比 一 昭 （津島）
伊 藤 文 也 （津島）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
早 川 雅 男 （名古屋清須）
高 橋 秀 治 （犬山）
祖父江寿男 （犬山）
小 川 嘉 吉 （犬山）
安 田 新 平 （犬山）
奥 村 正 幸 （犬山）
山 根 雄 司 （犬山）
河 合 美 彦 （小牧）
箕 輪 良 孝 （尾張旭）
若 杉 福 雄 （瀬戸北）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
若山啓太郎 （名古屋南）
多久田達宏 （名古屋南）
木 村 樹 生 （名古屋南）
山 路 兼 生 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
水 野  　裕 （名古屋東南）
伊東與有三 （名古屋東南）
市 原 高 明 （名古屋中）
小笠原   暁 （名古屋中）
坪 井 進 悟 （名古屋中）
鶴 見 俊 成 （名古屋中）
八 神 弘 雄 （名古屋中）
舟 橋 政 男 （名古屋中）
大 浦 泰 博 （名古屋中）
内 藤 貴 雄 （名古屋中）
片 岡 信 恒 （名古屋中）
篭 橋 美 久 （名古屋中）
川 口 小 折 （名古屋大須）
大 原 敏 正 （名古屋大須）
渡 辺 観 永 （名古屋大須）
住 田 正 夫 （名古屋大須）
児 島 徳 和 （名古屋名南）
山 本 郁 矢 （名古屋名南）
中 西 芳 子 （名古屋名南）
林  　隆 二 （名古屋名南）
田 中 省 三 （名古屋名南）
浅 井 泰 夫 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
青 島 邦 夫 （名古屋名駅）
吉 田 正 克 （名古屋北）
水 野 茂 生 （名古屋東）
柏 木  　功 （名古屋東）
柳 澤 幸 輝 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
高橋雄二郎 （名古屋東）
増 田 浩 男 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
佐 藤 正 延 （名古屋守山）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）

三 好  　親 （名古屋千種）
佐久間良治 （名古屋千種）
杉 江 光 明 （名古屋昭和）
田 中 邦 幸 （名古屋昭和）
斎 藤 正 俊 （名古屋昭和）
成 田  　収 （名古屋昭和）
久 田 錦 三 （名古屋昭和）
鈴 木 重 幸 （名古屋昭和）
武儀山勝彦 （名古屋東山）
紅 林 友 昭 （豊橋）
松 井 和 彦 （豊橋）
松 坂 良 太 （豊橋）
松 本 孝 一 （豊橋）
西 田 元 彦 （豊橋）
内 山 典 弘 （豊橋）
山 本 光 人 （豊橋北）
鈴 木 茂 久 （豊橋北）
牧 野 一 郎 （豊川）
寺 部  　元 （豊川）
縣  　保 彦 （豊橋南）
藤 城 俊 明 （豊橋南）
外 山 和 夫 （豊橋ゴールデン）
古 澤 武 雄 （岡崎）
山 本 邦 雄 （岡崎）
本 多 啓 一 （岡崎）
中 根 幹 雄 （岡崎）
服 部 良 男 （岡崎）
杉 浦 恵 造 （岡崎）
斎 藤 直 美 （豊田）
渡 辺 要 市 （岡崎南）
竹 内 照 男 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
浅 岡 謙 治 （岡崎東）
深 津 幸 雄 （岡崎東）
手 嶋  　明 （岡崎東）
小 野 文 憲 （岡崎東）
今 井 啓 介 （豊田東）
杉 浦 英 昭 （豊田東）
石 橋 博 文 （豊田東）
都 築 義 勝 （豊田東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
小 松 正 伸 （豊田東）
服 部 基 一 （豊田東）
太 田 昌 孝 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
小 林 逸 朗 （安城）
伊 藤 隆 夫 （安城）
石 原  　昭 （安城）
原田慶三郎 （安城）
鳥 居 清 澄 （西尾）
鈴 木 並 生  （碧南）
杉 浦 健 次  （碧南）
杉 浦 晴 彦  （碧南）
大 橋  　均 （知立）
野 村 賢 孝 （知立）
宮 地 喜 良 （西尾K I R A R A）
後 藤 利 之 （西尾K I R A R A）
三 浦 隆 司 （西尾K I R A R A）
石 川 勝 雄 （西尾K I R A R A）
天 野 行 夫 （西尾K I R A R A）
高 原  　宏 （西尾K I R A R A）
斎 藤 喬 甫 （西尾K I R A R A）
渡 邊 真 一 （三河安城）

伊 吹 治 郎 （三河安城）
稲 垣  　靖 （三河安城）
柵 木 政 美 （三河安城）
山 口 恭 正 （三河安城）
小西紀久雄 （三河安城）
森 田 勝 己 （三河安城）
杉浦眞理子 （三河安城）
西 尾 四 郎 （三河安城）
丹 羽  　修 （三河安城）
鳥 居 剛 育 （三河安城）
畔 柳 弘 文 （三河安城）
平 子 昭 三 （三河安城）
矢 田 良 一 （三河安城）

金 澤 憲 二 （半田）
神 戸 信 寅 （半田）
松 本 順 子 （半田）
新 美 忠 夫 （半田）
小 栗 孝 久 （半田）
鈴村せつ子 （半田）
鈴 木 千 里 （半田）
冨  　武 司 （半田）
内 田 榮 一 （半田）
中 村  　巌 （一宮）
佐 分 啓 二 （一宮）
關 戸  　潔 （一宮）
堀 江 承 元 （あま）
岩 島 裕 芳 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
佐 藤  　明 （あま）
櫻 井 利 夫 （名古屋清須）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
森　　   眞 （一宮中央）
永 田  　正 （一宮中央）
山 中 建 策 （一宮中央）
安 達 英 昭 （犬山）
青 山 佳 高 （犬山）
平 林 米 司 （犬山）
日比野良太郎 （犬山）
伊 藤  　隆 （犬山）
紀 藤 政 司 （犬山）
宮 岡 克 年 （犬山）
岡 田 雅 隆 （犬山）
安 田 宗 平 （犬山）
古 田 嘉 且 （江南）
河 合 美 彦 （小牧）
松 下 洋 一 （尾張旭）
柴 田  　伸 （瀬戸北）
盛 田 和 昭 （名古屋）
福 山  　衛 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
宮 田 松 英 （名古屋南）
坪 井 良 憲 （名古屋南）
鷲 見  　弘 （名古屋南）
渡 邉 将 人 （名古屋南）
吉 田 春 樹 （名古屋南）
伊東與有三 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
荒 川 雅 義 （名古屋中）
早 瀬 孝 文 （名古屋中）
古 田 昭 臣 （名古屋中）
石 原 寿 生 （名古屋中）

加瀬英比古 （名古屋中）
金 森 伸 夫 （名古屋中）
纐 纈 正 剛 （名古屋中）
近 藤 直 樹 （名古屋中）
宮 内  　誠 （名古屋中）
永 野 光 容 （名古屋中）
岡 崎  　亨 （名古屋中）
佐 藤 友 治 （名古屋中）
鈴木謙一郎 （名古屋中）
田ヶ原昭弘 （名古屋中）
鵜 飼 耕 三 （名古屋中）
山 口  　眞 （名古屋中）
山 口  　忍 （名古屋中）
𠮷𠮷 田 敬 岳 （名古屋中）
平 沼 里 子 （名古屋名南）
猪 村 美 之 （名古屋名南）
木 村  　猛 （名古屋名南）
小 山 愼 介 （名古屋名南）
長 尾 浅𠮷𠮷𠮷 （名古屋名南）
野々村憲吾 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
鈴 木  　享 （名古屋名南）
藤 井 圓 隆 （名古屋名駅）
小室健次郎 （名古屋名駅）
丹 羽 俊 文 （名古屋名駅）
岡 本 敏 男 （名古屋名駅）
大 橋 昭 治 （名古屋名駅）
寺 島 洋 治 （名古屋名駅）
堀 田 正 夫 （名古屋北）
中 島  　實 （名古屋北）
水 野 茂 生 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
椙 山 正 弘 （名古屋東）
高橋雄二郎 （名古屋東）
梅 村 清 弘 （名古屋東）
渡 辺 英 信 （名古屋東）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
奥  　佳 澄 （名古屋名東）
遠 藤 友 彦 （名古屋名北）
松 居 敬 二 （名古屋千種）
木 下  　実 （名古屋昭和）
前 田 圭 佑 （名古屋昭和）
上 野  　広 （名古屋昭和）
長谷川正孝 （名古屋錦）
松 井 由 次 （豊橋北）
佐 藤 元 彦 （豊橋北）
神 谷 親 典 （豊川）
大 澤 輝 秀 （豊川）
戸 田 俊 晴 （豊川）
吉 川 庄 三 （豊川）
別 所 淳 二 （田原）
河 辺 勝 巳 （田原）
松 井  　昭 （田原）
宮 木 幸 彦 （田原）
冨 田 雅 則 （田原）
安 田 幸 雄 （田原）
木 下  　治 （豊橋南）
加 山 昌 弘 （豊川宝飯）
外 山 和 夫 （豊橋ゴールデン）
高 林 保 夫 （豊橋ゴールデン）
宇 藤  　信 （豊橋ゴールデン）
松 井 準 治 （田原パシフィック）

尾 原  　脩 （田原パシフィック）
鈴 木 照 幸 （田原パシフィック）
天 野 恵 一 （岡崎）
青 木 勇 作 （岡崎）
林  　和 夫 （岡崎）
伊 藤 公 正 （岡崎）
梶 川 志 郎 （岡崎）
水 野 周 久  （岡崎）
三 嶋  　勉 （岡崎）
丹 羽 良 治 （岡崎）
大 原 達 志 （岡崎）
杉 浦  　皓 （岡崎）
早 川 文 喜 （豊田）
横 山 眞 久 （豊田）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
蒲 野 良 雄 （岡崎南）
畔 柳 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
小 幡 輝 雄 （豊田西）
神 尾 英 雄 （岡崎東）
小 出 元 治 （岡崎東）
草 野 信 隆 （岡崎東）
杉 田 雄 男 （岡崎東）
山 内 隆 一 （岡崎東）
福 岡  　治 （豊田東）
梅 村 憲 一 （豊田東）
有 馬 惟 夫 （岡崎城南）
福 岡 輝 夫 （豊田中）
伊 藤 敦 夫 （豊田中）
猪 狩  　蔵 （豊田中）
加 藤 照 夫 （豊田中）
中 垣 幸 春 （豊田中）
大 塚 哲 夫 （豊田中）
桜 井  　博 （豊田中）
鈴 木  　寛 （豊田中）
権 田 鋹 弘 （刈谷）
太田宗一郎 （刈谷）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
藤 井 英 樹 （安城）
水 野  　学 （安城）
奥 田 法 行 （安城）
寺 田 孝 司 （安城）
鳥 居 博 行 （安城）
小 澤 育 史 （西尾）
鳥 居 清 澄 （西尾）
加 藤 良 邦  （碧南）
小 出 道 治  （西尾一色）
岩 瀬 清 彦 （西尾K I R A R A）
石 川 勝 雄 （西尾K I R A R A）
後 藤 利 之 （西尾K I R A R A）
宮 地 喜 良 （西尾K I R A R A）
三 浦 隆 司 （西尾K I R A R A）
大須賀慶一 （西尾K I R A R A）
鈴 木 昭 夫 （西尾K I R A R A）
杉 浦 正 昭 （西尾K I R A R A）
安 藤  　毅 （三河安城）
深 津 茂 樹 （三河安城）
畔 柳 芳 夫 （三河安城）
丸山今朝三 （三河安城）
待 田 和 宏 （三河安城）
成 田  　徹 （三河安城）
長 坂  　誠 （三河安城）
小 野  　郁 （三河安城）

斎 藤  　博 （三河安城）
田 村  　脩 （三河安城）
横 山 夕 葉 （三河安城）

鈴 木 丈 雄 （半田）
水 野 隆 芳 （半田）
松 石 奉 之 （半田）
酒 井 良 輔 （半田）
山 﨑 正 夫 （半田）
青 井 雅 純 （半田）
畑 中 雅 之 （半田）
竹 内 俊 介 （半田）
岡 戸 伍 弌 （半田）
川 口 新 平 （半田）
前 田 佳 男 （半田）
山 内 和 之 （半田）
青 山 佳 裕 （一宮）
林  　隆 春 （一宮）
光 嵜 賢 一 （一宮）
則 竹 伸 也 （一宮）
伊 藤 幸 一 （一宮）
長谷部敏克 （一宮）
北 野 庸 夫 （あま）
佐 藤  　明 （あま）
北 野 庸 夫 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
鈴 木 正 徳 （あま）
加 藤 憲 治 （あま）
櫻 井 利 夫 （名古屋清須）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
長 橋 國 和 （一宮中央）
小 島 三 男 （一宮中央）
鹿 島 兼 一 （一宮中央）
加 藤 辰 巳 （一宮中央）
吉 田  　洋 （犬山）
近 藤 斉 宏 （犬山）
清 野 允 中 （江南）
福 田 清 成 （江南）
河 合 美 彦 （小牧）
風 岡 保 宏 （春日井）
杉 山 仁 朗 （瀬戸北）
堀 田  　徹 （名古屋城北）
内 田 安 彦 （名古屋南）
櫻 井  　繁 （名古屋南）
佐分利清信 （名古屋南）
村 上  　斎 （名古屋南）
橋 元 幸 次 （名古屋南）
後 藤 正 憲 （名古屋南）
池　　   潤 （名古屋南）
林  　幸 春 （名古屋南）
嶺 木 昌 行 （名古屋南）
桂  　洋 司 （名古屋南）
近 藤 雅 夫 （名古屋南）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
伊東與有三 （名古屋東南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
吉 水 正 溥 （名古屋東南）
市 原 高 明 （名古屋中）
小笠原   暁 （名古屋中）
坪 井 進 悟 （名古屋中）
鶴 見 俊 成 （名古屋中）
八 神 弘 雄 （名古屋中）

松 原 秀 樹 （名古屋中）
渡 邊 樹 志 （名古屋中）
榊 原 克 典 （名古屋中）
小 栗 成 男 （名古屋中）
山 口 正 孝 （名古屋大須）
岡 田 尚 彦 （名古屋大須）
岩 崎 征 一 （名古屋大須）
田 中 一 雄 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
川 村 繁 生 （名古屋名南）
白 藤 憲 雄 （名古屋名南）
林  　隆 二 （名古屋名南）
深 澤 良 介 （名古屋名駅）
隅 田 耕 市 （名古屋名駅）
中 島  　実 （名古屋北）
内 藤 秀 樹 （名古屋北）
増 田 浩 男 （名古屋東）
東 谷 昌 彦 （名古屋東）
澤  　國 生 （名古屋東）
多和田   武 （名古屋東）
新 美 宣 英 （名古屋東）
千 田  　毅 （名古屋東）
余 語 郁 夫 （名古屋東）
渡 辺 英 信 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
平 松 征 男 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
本田伸太郎 （名古屋東）
天 野 清 美 （名古屋和合）
池 森 由 幸 （名古屋千種）
西 川 豊 長 （名古屋千種）
小 山 雅 弘 （名古屋千種）
山 田 敏 雄 （名古屋昭和）
鈴 木 真 司 （名古屋昭和）
上 野  　広 （名古屋昭和）
伊 丹 惣 三 （名古屋昭和）
林  　光 夫 （名古屋錦）
山 田 亨 司 （豊橋）
縣  　政 行 （豊橋）
飯 沼 雅 朗 （蒲郡）
竹 内 稔 弘 （豊橋北）
土 井 松 男 （豊橋北）
鈴木大次郎 （豊橋北）
匹 田 雅 久 （豊橋北）
岩瀬淳一郎 （豊川）
樋 口 俊 寛 （豊川）
河 辺 純 夫 （田原）
藤 井 國 弘 （田原）
天野英一郎 （田原）
冨 田 雅 則 （田原）
水 野 太 一 （豊川宝飯）
鈴 木 雅 博 （豊橋ゴールデン）
古 橋 一 毅 （田原パシフィック）
柴 田 憲 一 （豊橋東）
中 村 重 嗣 （岡崎）
加 藤 博 己 （岡崎）
吉 川 正 敏 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
岩 瀬 敬 紀 （岡崎）
安 藤 光 淵 （岡崎）
岩 月 一 郎 （岡崎）
岩 月 昭 佳 （岡崎）

加 藤 信 吾 （岡崎）
大 原 達 志 （岡崎）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
近 藤 千 雅 （岡崎南）
小久保文雄 （岡崎南）
山 本 雅 樹 （岡崎南）
岡 田 庸 男 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
青 山 俊 次 （岡崎東）
新 浪 勝 也 （岡崎東）
仙 波  　泉 （岡崎東）
野 村 政 弘 （岡崎東）
深 田 昭 彦 （岡崎東）
足 立 汎 和 （岡崎東）
鈴 木 敬 一 （豊田東）
塚 田 和 也 （豊田中）
木 戸 重 信 （豊田中）
石 黒 元 隆 （豊田中）
小久保茂樹 （豊田中）
梅 村 和 伸 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
市 川 裕 大 （刈谷）
神 谷  　研 （安城）
戸 谷  　央 （安城）
横山真喜男 （安城）
石 川 義 典 （安城）
神 谷 明 文 （安城）
冨 岡 里 美 （安城）
小野内宣行 （安城）
伊 藤 富 義 （西尾）
奥 谷 弘 和  （碧南）
加藤丈太郎  （碧南）
新 美  　孝  （碧南）
中 根 佑 治  （碧南）
樅 山 善 久  （碧南）
植 松 敏 樹  （碧南）
宮 地 俊 夫 （知立）
川 地 英 明 （知立）
高 須  　匀 （西尾K I R A R A）
朴  　壽 子 （西尾K I R A R A）
岩 瀬 清 彦 （西尾K I R A R A）
大須賀慶一 （西尾K I R A R A）
鈴 木 昭 夫 （西尾K I R A R A）
木 村 恭 子 （三河安城）
山 本 彰 秀 （三河安城）
川浦喜久雄 （三河安城）
竹 内 泰 夫 （三河安城）
杉 山 敏 幸 （三河安城）
山崎圭朋利 （三河安城）

手 島 寿 宏 （半田）
稲 葉 民 安 （半田）
平 林 伸 康 （半田）
高 木 利 定 （半田）
森 田  　亨 （半田）
椴 山 晃 雄 （半田）
伊 東 良 夫 （半田）
高 木  　宏 （半田）
杉 浦 三 郎 （半田）
榊 原 明 美 （半田）
寺 田  　諭 （大府）
相 羽 英 人 （大府）

青 木 俊 憲 （一宮）
長谷川勝久 （一宮）
内 藤 寛 一 （一宮）
豊 島 半 七 （一宮）
日 比 一 昭 （津島）
林  　冏 成 （一宮北）
松 原 幹 彦 （一宮北）
豊 島 德 三 （一宮北）
佐 藤  　明 （あま）
渡 辺  　均 （あま）
真 木 伸 一 （あま）
田 中 茂 生 （犬山）
井 川 光 雄 （犬山）
小 川 征 一 （犬山）
山 根 雄 司 （犬山）
奥 村 正 幸 （犬山）
千 田 昌 宏 （犬山）
清 野 允 中 （江南）
大嶋一二三 （尾張旭）
内 藤 弘 康 （名古屋）
多久田達宏 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
若山啓太郎 （名古屋南）
木 村 樹 生 （名古屋南）
宮 田 松 英 （名古屋南）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
梅 田 武 久 （名古屋みなと）
山 田 幸 一 （名古屋みなと）
早 瀬 孝 文 （名古屋中）
吉 田 敬 岳 （名古屋中）
岡 崎  　亨 （名古屋中）
田ヶ原昭弘 （名古屋中）
鈴木謙一郎 （名古屋中）
荒 川 雅 義 （名古屋中）
金 森 伸 夫 （名古屋中）
永 野 光 容 （名古屋中）
石 原 寿 生 （名古屋中）
佐 藤 友 治 （名古屋中）
山 口  　忍 （名古屋中）
近 藤 直 樹 （名古屋中）
宮 内  　誠 （名古屋中）
山 口 正 孝 （名古屋大須）
大 原 敏 正 （名古屋大須）
住 田 正 夫 （名古屋大須）
榊 原 和 美 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
川 辺 清 次 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
林  　隆 二 （名古屋名南）
田 口  　望 （名古屋名駅）
石 黒  　隆 （名古屋名駅）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
中 島  　実 （名古屋北）
増 田 浩 男 （名古屋東）
澤  　國 生 （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
新 実 宣 英 （名古屋東）
栁 澤 幸 輝 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
千 田  　毅 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
重 冨　  亮 （名古屋守山）

佐 藤 正 延 （名古屋守山）
星川須美子 （名古屋名北）
星 川 直 志 （名古屋名北）
鈴 木 理 之 （名古屋千種）
田 中 邦 幸 （名古屋昭和）
杉 江 光 明（名古屋昭和）
上 野　  広（名古屋昭和）
横 田 幸 三（名古屋昭和）
鈴 木 重 幸 （名古屋昭和）
三 浦 俊 彦 （名古屋錦）
高 橋 譲 二 （豊橋）
松 坂 良 太 （豊橋）
佐 藤 元 彦 （豊橋北）
伴　　   實 （豊橋北）
竹 本 尚 美 （豊川）
大 澤 輝 秀 （豊川）
藤 井 國 弘 （田原）
伴  　辰 三 （豊川宝飯）
内 藤 泰 通 （豊川宝飯）
柴 田  　勝 （豊川宝飯）
縣  　保 彦 （豊橋南）
足 立 健 一 （豊橋南）
山 本 雅 久 （豊橋ゴールデン）
市 川 朝 洋 （豊橋ゴールデン）
牧 野 政 雄 （豊橋ゴールデン）
岡 本 久 永 （豊橋ゴールデン）
荻 須 文 一 （岡崎）
林  　和 夫 （岡崎）
大 原 達 志 （岡崎）
菅 井 龍 一 （岡崎）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
中 川 俊 治 （豊田西）
橋 本 義 紀 （岡崎東）
梅 村 順 一 （岡崎東）
市 川 幾 雄 （岡崎東）
生 駒 尚 久 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
草 野 信 隆 （岡崎東）
河 合 英 二 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
小 林 逸 朗 （安城）
石 川  　博 （安城）
竹 内 博 之 （知立）
杉 浦 正 昭 （西尾K I R A R A）
高 須  　匀 （西尾K I R A R A）
渡 邊 真 一 （三河安城）

古 市 晃 久 （半田）
榊 原 秀 光 （半田）
榊 原 正 治 （半田）
新 美 重 秋 （半田）
新 美 忠 夫 （半田）
小 栗 孝 久 （半田）
神 戸 信 寅 （半田）
内 田 榮 一 （半田）
水野八洲男 （半田）
杉 原 康 男 （東知多）
滝  　善 蔵 （一宮）
関 戸  　徹 （一宮）
森  　俊 夫 （一宮）
松 原 直 次 （一宮）

梯  　國 彦 （一宮）
關 戸  　潔 （一宮）
佐 分 啓 二 （一宮）
加 藤 隆 朗 （津島）
岡 田 義 夫 （稲沢）
西 川 広 樹 （あま）
北 野 庸 夫 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
佐 藤  　明 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
水 上 恵 一 （尾張中央）
森　　   眞 （一宮中央）
梶 川 増 蔵 （犬山）
原  　正 男 （犬山）
河 田 敏 和 （犬山）
板 津 英 基 （犬山）
清 野 允 中 （江南）
河 村 金 明 （岩倉）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
坪 井 良 憲 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
内 田 安 彦 （名古屋南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
杉 浦 康 晴 （名古屋中）
山 田 典 廣 （名古屋中）
松 原 秀 樹 （名古屋中）
小 栗 成 男 （名古屋中）
梶 田  　知 （名古屋中）
榊 原 克 典 （名古屋中）
渡 邊 樹 志 （名古屋中）
遠 山 堯 郎 （名古屋瑞穂）
川 口 小 折 （名古屋大須）
照 井  　栞 （名古屋大須）
住 田 正 夫 （名古屋大須）
小笠原和俊 （名古屋大須）
新 原  　尚 （名古屋名南）
川 村 勝 廣 （名古屋名駅）
小 崎 誠 三 （名古屋名駅）
大 川  　宏 （名古屋名駅）
大 橋 昭 治 （名古屋名駅）
寺 島 洋 治 （名古屋名駅）
和 田 直 美 （名古屋丸の内）
西 川  　博 （名古屋丸の内）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
中 島  　實 （名古屋北）
中 村 陽 公 （名古屋北）
増 田 浩 男 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
滑  　尚 真 （名古屋守山）
服 部  　力 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
齊 藤 英 夫 （名古屋名東）
遠 藤 友 彦 （名古屋名北）
伊 藤 健 文 （名古屋千種）
竹 内 眞 三 （名古屋千種）
佐久間良治 （名古屋千種）
神 田 正 勝 （名古屋昭和）
有 本  　勝 （名古屋昭和）
長谷川周義 （名古屋錦）
武 田 正 典 （名古屋錦）
金 田 英 和 （名古屋東山）

佐々木利政 （豊橋）
牧 野  　渉 （豊橋）
石 川 顕 次 （豊橋北）
高 倉 宣 夫 （豊橋北）
榊 原 周 造 （豊橋南）
磯 村 秀 樹 （豊橋南）
吉 野 勝 己 （豊橋南）
原 田 邦 夫 （豊川宝飯）
滝 下  　勲 （豊川宝飯）
高 橋 英 昭 （豊橋ゴールデン）
山 口 幹 夫 （豊橋ゴールデン）
福 沢 省 吾 （豊橋ゴールデン）
外 山 和 夫 （豊橋ゴールデン）
古 田 勝 美 （田原パシフィック）
河辺虎太郎 （田原パシフィック）
柴 田  　清 （田原パシフィック）
平 野 義 郎 （田原パシフィック）
小 林 佳 雄 （豊橋東）
満 田  　稔 （豊橋東）
蜂須賀利雄 （岡崎）
杉 浦 恵 造 （岡崎）
本 多 啓 一 （岡崎）
青 木 勇 作 （岡崎）
河 野 治 生 （岡崎）
浅 井  　章 （岡崎）
服 部 良 男 （岡崎）
三 浦 泰 秀 （岡崎）
加 藤 博 巳 （岡崎）
金 山 久 雄 （岡崎）
丹 羽 良 治 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
梅 村 正 明 （豊田）
杉 浦 正 典 （豊田）
酒 井 法 丈 （豊田）
丸 井 俊 裕 （豊田）
神 谷 和 利 （豊田）
奥 田 清 仁 （豊田）
鈴 木 元 弘 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
鈴 村 幸 伸 （豊田）
光 岡 新 吾 （豊田）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
斉 藤 直 美 （豊田）
磯 貝 和 汪 （岡崎南）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
伊 藤 恭 弘 （岡崎南）
本 間 英 晴 （岡崎南）
犬 塚 克 明 （岡崎南）
杉 田 雅 樹 （岡崎南）
今 泉 孝 一 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
髙 木 政 次 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
深 田 昭 彦 （岡崎東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
永 井 量 基 （岡崎城南）
伊 藤 敦 夫 （豊田中）
石 黒 元 隆 （豊田中）
権 田 鋹 弘 （刈谷）
大 音 祖 瑛 （刈谷）
市 川 裕 大 （刈谷）
稲 垣  　淳 （安城）
市 川  　護 （安城）

加 藤 正 人 （安城）
奥 田 法 行 （安城）
寺 田 孝 司 （安城）
藤 井 英 樹 （安城）
黒 田 正 志 （西尾）
榊 原 勝 俊 （西尾）
田 中 正 規 （西尾）
杉 浦 明 博 （西尾）
長 田 銑 司  （碧南）
新 美 真 司  （碧南）
伊 藤 正 幸  （碧南）
中 川  　敦 （知立）
青 山 弦 八 （西尾K I R A R A）
山 本 俊 明 （西尾K I R A R A）
山 本 裕 充 （西尾K I R A R A）
杉 浦 義 利 （西尾K I R A R A）
寺 部 保 美 （三河安城）
犬 束 信 一 （三河安城）
成 田  　徹 （三河安城）
小 野  　郁 （三河安城）
深 津 茂 樹 （三河安城）
齋 藤  　博 （三河安城）
田 村  　脩 （三河安城）
横 山 夕 葉 （三河安城）
待 田 和 宏 （三河安城）

澤 田 好 伸 （半田）
山 﨑 正 夫 （半田）
鈴村せつ子 （半田）
金 澤 憲 二 （半田）
松 本 順 子 （半田）
畑 中 雅 之 （半田）
川 口 新 平 （半田）
竹 内 俊 介 （半田）
山 内 和 之 （半田）
小嶋真一郎 （東海）
林  　隆 春 （一宮）
青 山 佳 裕 （一宮）
松 崎 安 孝 （津島）
石 田 智 彦 （あま）
栗 木 和 夫 （あま）
児 玉 憲 之 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
山 田 幹 夫 （あま）
伊藤恒二郎 （一宮中央）
小 島 三 男 （一宮中央）
長 橋 國 和 （一宮中央）
日比野万喜男 （犬山）
吉 野 育 志 （犬山）
小 川 宏 嗣 （犬山）
田中進一郎 （犬山）
安 田 新 平 （犬山）
近 藤 斉 宏 （犬山）
倉 知 正 憲 （江南）
庄 田 元 久 （江南）
清 野 允 中 （江南）
照 井 通 夫 （名古屋空港）
栗 田 和 典 （名古屋空港）
小 澤  　修 （瀬戸北）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
浅 原 光 男 （名古屋南）
澤田伊三夫 （名古屋南）

眞 野 乘 史 （名古屋南）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
伊東與有三 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
東  　俊 輝 （名古屋中）
立 松 洋 司 （名古屋中）
岩 月 雅 章 （名古屋中）
小 島 祐 助 （名古屋中）
松本健一郎 （名古屋中）
髙 須 洋 志 （名古屋瑞穂）
堀  　慎 治 （名古屋瑞穂）
岩 田 修 司 （名古屋瑞穂）
岡 田 尚 彦 （名古屋大須）
岩 崎 征 一 （名古屋大須）
羽田野道明 （名古屋栄）
長 瀬  　諭 （名古屋栄）
加 藤 英 敏 （名古屋名南）
細 井 俊 男 （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
入 谷 直 行 （名古屋名南）
中 西 芳 子 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
中 野  　健 （名古屋名駅）
神 野 重 行 （名古屋名駅）
小 原 新 一 （名古屋名駅）
盛 田 兼 由 （名古屋名駅）
小室健次郎 （名古屋名駅）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
中 島  　實 （名古屋北）
水 野𠮷𠮷𠮷 紹 （名古屋北）
田 嶋 好 博 （名古屋北）
田 中 正 樹 （名古屋北）
内 藤 秀 樹 （名古屋北）
高 橋  　巌 （名古屋東）
浅 見  　勲 （名古屋東）
柏 木  　功 （名古屋東）
本 多  　満 （名古屋東）
新 実 宣 英 （名古屋東）
栁 澤 幸 輝 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
平 松 征 男 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
増 田 浩 男 （名古屋東）
本田伸太郎 （名古屋東）
伊 藤 陽 介 （名古屋守山）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
佐 藤 良 一 （名古屋守山）
河 本  　力 （名古屋守山）
平  　民 三 （名古屋名東）
小 林 英 毅 （名古屋千種）
萩原喜代子 （名古屋千種）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）
堀 江 宏 輝 （名古屋千種）
宮 尾 紘 司 （名古屋千種）
大 矢 英 憲 （名古屋昭和）
髙 橋  　進 （名古屋昭和）
金 田 英 和 （名古屋東山）
山 城 章 治 （名古屋東山）
飯 島  　卓 （蒲郡）

佐 藤 元 彦 （豊橋北）
西 村 良 彦 （豊橋北）
中西喜久雄 （豊橋北）
鳥 居 信 行 （豊川）
鈴 木 榮 一 （豊川）
吉 川 庄 三 （豊川）
大 澤 輝 秀 （豊川）
塩之谷   昌 （豊橋南）
真 野 善 和 （豊橋ゴールデン）
西 郷 隆 治 （豊橋ゴールデン）
谷 村 泰 裕 （豊橋ゴールデン）
天 野 惠 一 （岡崎）
深 田 達 彦 （岡崎）
峰 澤 彰 宏 （岡崎）
林  　和 夫 （岡崎）
櫻 井 敬 子 （岡崎）
加 藤 博 巳 （岡崎）
畔 柳 春 雄 （岡崎）
中 村 重 嗣 （岡崎）
岡 田 勝 美 （豊田）
鈴 木 秀 和 （豊田）
孕 石 邦 雄 （豊田）
河 木 照 雄 （豊田）
小 野 雅 道 （豊田）
小島洋一郎 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
野 口 明 生 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
岡 田 光 司 （岡崎南）
藤 田 正 彦 （岡崎南）
鈴 木 康 之 （岡崎南）
高 橋 正 直 （岡崎南）
三 浦 勝 美 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
岩 月 鋹 廣 （岡崎東）
小 林 清 文 （岡崎東）
野 村 政 弘 （岡崎東）
小木曽   進 （岡崎東）
草 野 信 隆 （岡崎東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
桐 渕 利 次 （岡崎城南）
伊 藤 敦 夫 （豊田中）
中 條 善 朗 （豊田中）
和 泉 房 枝 （豊田中）
加 藤 英 二 （刈谷）
太田宗一郎 （刈谷）
山 口  　研 （安城）
内 藤 教 恵 （安城）
神 谷  　研 （安城）
戸 谷  　央 （安城）
鳥 居 博 行 （安城）
山 﨑 秀 夫 （西尾）
山 中 寛 紀  （碧南）
石 橋 嘉 彦  （碧南）
早 川 岩 男 （知立）
中 川  　敦 （知立）
大 橋  　均 （知立）
川 地 英 明 （知立）
清  　克 行 （西尾K I R A R A）
榊 原 利 夫 （西尾K I R A R A）
長 谷 収 一 （西尾K I R A R A）

中 根 勝 美 （西尾K I R A R A）
沓名由美子 （三河安城）
大 見 和 志 （三河安城）
木 村 恭 子 （三河安城）
山 本 彰 秀 （三河安城）

青 葉 憲 一 （半田）
水 野 隆 芳 （半田）
松 石 奉 之 （半田）
酒 井 良 輔 （半田）
平 林 伸 康 （半田）
青 井 雅 純 （半田）
森 田  　亨 （半田）
伊 東 良 夫 （半田）
椴 山 晃 雄 （半田）
杉 浦 三 郎 （半田）
永 田 明 世 （半田南）
都 築 利 全 （半田南）
榊 原 邦 彦 （半田南）
新 美  　茂 （半田南）
森  　隆 彦 （一宮）
山 上 哲 司 （一宮）
鈴 木 洋 志 （一宮）
佐々木久直 （一宮）
坂井田敏行 （一宮）
大 森 輝 英 （一宮）
宮 田 智 司 （一宮）
桑 原 英 寿 （一宮）
石 黒 敬 康 （一宮）
浅 野  　一 （一宮）
横 井 知 代 （津島）
八 谷 潤 一 （津島）
西 尾 輝 久 （尾張旭）
児 玉 憲 之 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
鈴 木 正 徳 （あま）
森 田 堅 一 （名古屋清須）
稲 垣 圭 次 （犬山）
松 平 實 胤 （犬山）
杉 浦 賢 二 （江南）
山 田  　猛 （江南）
清 野 允 中 （江南）
社 本 太 郎 （春日井）
若 杉 福 雄 （瀬戸北）
鈴 木 晴 季 （瀬戸北）
于　　   咏 （愛知ロータリーE クラブ）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
岡 田 英 彦 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
杉 江 豊 文 （名古屋みなと）
斉 藤 捷 昭 （名古屋みなと）
栢 森 雅 勝 （名古屋みなと）
水 野 恒 平 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
牧 野 弘 明 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
山 田 典 廣 （名古屋中）
杉 浦 康 晴 （名古屋中）
王     　 偉 （名古屋中）
安 田 照 幸 （名古屋中）
梁 川 誠 市 （名古屋中）

北 村 栄 治 （名古屋中）
相 羽 康 人 （名古屋中）
平 松 久 明 （名古屋中）
服 部 浩 明 （名古屋中）
近 藤 明 美 （名古屋大須）
木 下 福 郎 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
久 米 伸 治 （名古屋名南）
伊 藤 圭 一 （名古屋名南）
鈴 木  　享 （名古屋名南）
清 水 順 二 （名古屋名駅）
日比野三吉彦 （名古屋名駅）
川 村 勝 廣 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
石 黒  　隆 （名古屋名駅）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
棚 橋 鎌 次 （名古屋東）
浅 見  　勲 （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
椙 山 正 弘 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
鈴 木 建 吾 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
新 実 宣 英 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
森藤左ヱ門 （名古屋守山）
長瀬輝代之 （名古屋守山）
𠮷𠮷 田 正 道 （名古屋和合）
平  　民 三 （名古屋名東）
池 森 由 幸 （名古屋千種）
三 好  　親 （名古屋千種）
吉 田 節 美 （名古屋千種）
大 口 弘 和 （名古屋千種）
田 中 邦 幸 （名古屋昭和）
前 田 圭 佑 （名古屋昭和）
長谷川周義 （名古屋錦）
金 田 英 和 （名古屋東山）
鈴 木 行 久 （豊橋北）
山 本 光 人 （豊橋北）
福 井 英 示 （豊橋北）
戸 田 俊 晴 （豊川）
森 田 雅 人 （田原）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
縣  　保 彦 （豊橋南）
吉 川 一 弘 （豊橋ゴールデン）
若 林 正 治 （豊橋ゴールデン）
荻 須 文 一 （岡崎）
水 野 周 久 （岡崎）
野 田 篤 文 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
丹 羽 良 治 （岡崎）
梅 村 泰 弘 （豊田）
小 幡 鋹 伸 （豊田）
横 山 眞 久 （豊田）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
伊豫田   浩 （岡崎南）
大 村 栄 治 （岡崎南）

中 嶋 昭 史 （岡崎南）
新 浪 勝 也 （岡崎東）
原 田 耕 平 （岡崎東）
池 田  　正 （岡崎東）
足 立 汎 和 （岡崎東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
本 多  　幹 （豊田中）
中 條 善 朗 （豊田中）
猪 狩  　蔵 （豊田中）
浅岡多田志 （豊田中）
市 川 裕 大 （刈谷）
松 本 隆 利 （安城）
深 津 正 則 （安城）
山 中 寛 紀  （碧南）
奥 田 雪 雄  （碧南）
森 田 英 治  （碧南）
新 美  　孝  （碧南）
田 代 清 一 （高浜）
安 井 喜 秀 （知立）
中 川  　敦 （知立）
高 須  　光 （西尾K I R A R A）
新 海 雄 二 （西尾K I R A R A）
三 治 信 芳 （西尾K I R A R A）
太 髙 純 治 （西尾K I R A R A）
青 山 弦 八 （西尾K I R A R A）
杉 浦 義 利 （西尾K I R A R A）
山 本 俊 明 （西尾K I R A R A）
山 本 裕 充 （西尾K I R A R A）
山 本 雅 仁 （三河安城）
水 谷  　存 （三河安城）
下 村 幸 真 （三河安城）

加 藤 順 三 （半田）
榊 原 敦 史 （半田）
小 栗 宏 次 （半田）
古 市 晃 久 （半田）
小 栗 利 朗 （半田）
手 島 寿 宏 （半田）
榊 原 正 治 （半田）
新 美 忠 夫 （半田）
内 田 榮 一 （半田）
松 林 信 吾 （半田南）
森  　俊 夫 （一宮）
松 原 直 次 （一宮）
関 戸  　徹 （一宮）
滝  　善 蔵 （一宮）
加 藤 隆 朗 （津島）
豊 島 德 三 （一宮北）
黒 川 元 則 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
鷲 見 好 弘 （名古屋清須）
松 本 正 暢 （一宮中央）
住野龍之介 （犬山）
松 平 實 胤 （犬山）
野 倉 達 雄 （犬山）
奥 村 正 幸 （犬山）
倉 知 正 憲 （江南）
橋 本 晃 暢 （小牧）
河 村 嘉 男 （小牧）
山 田 直 樹 （尾張旭）
加 藤 清 久 （尾張旭）
清 水  　勲 （春日井）
須 崎 侑 三 （瀬戸北）

于　　   咏 （愛知ロータリーE クラブ）
後 藤 正 憲 （名古屋南）
橋 元 幸 次 （名古屋南）
林  　幸 春 （名古屋南）
池     　 潤 （名古屋南）
佐分利清信 （名古屋南）
櫻 井  　繁 （名古屋南）
村 上  　斎 （名古屋南）
内 田 安 彦 （名古屋南）
浅 原 光 男 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘  （名古屋南）
近 藤 信 之 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
大 西 弘 高 （名古屋東南）
中 村 規 脩 （名古屋東南）
下 郷 卓 弥 （名古屋東南）
各 務 芳 樹 （名古屋東南）
伊 藤 秀 雄 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
宮 崎  　薫 （名古屋東南）
吉 田 治 伸 （名古屋中）
塩 谷 和 久 （名古屋中）
河 村 嘉 希 （名古屋中）
松本健一郎 （名古屋中）
小 島 祐 助 （名古屋中）
岩 月 雅 章 （名古屋中）
神 野 邦 利 （名古屋大須）
酒 井  　修 （名古屋大須）
髙 木 政 義 （名古屋大須）
照 井  　栞 （名古屋大須）
坂 田 信 子 （名古屋名南）
入 谷 直 行 （名古屋名南）
長 尾 浅 𠮷𠮷（名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
三島多恵子 （名古屋名南）
伊 藤 圭 一 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
藤 井 圓 隆 （名古屋名駅）
田 口  　望 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
深 澤 良 介 （名古屋名駅）
大 橋 昭 治 （名古屋名駅）
森 田 正 樹 （名古屋丸の内）
松尾雄二郎 （名古屋丸の内）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
待 井 雄 介 （名古屋北）
中 島  　實 （名古屋北）
渡 辺 英 信 （名古屋東）
本 多  　満 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
古川善次郎 （名古屋東）
木 村 邦 彦 （名古屋守山）
長瀬輝代之 （名古屋守山）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
竹 尾 祥 子 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）
須 原 茂 樹 （名古屋昭和）
渡 邉 直 樹 （名古屋昭和）

木 下  　実 （名古屋昭和）
加 藤  　厚 （名古屋昭和）
伊 丹 惣 三 （名古屋昭和）
上 野  　広 （名古屋昭和）
長谷川周義 （名古屋錦）
久 野 洋 一 （名古屋東山）
小林三重子 （名古屋東山）
近藤兼治郎 （名古屋東山）
金 田 英 和 （名古屋東山）
羽 田 明 弘 （豊橋北）
小杉幸一郎 （豊橋北）
内 藤 雄 功 （豊川）
石 黒 利 昌 （田原）
榊 原 周 造 （豊橋南）
藤 原 俊 男 （豊橋南）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
金 田 柾 宏 （豊川宝飯）
梅 田 英 樹 （豊橋ゴールデン）
藤 城 民 男 （豊橋ゴールデン）
白 井 正 樹 （豊橋ゴールデン）
杉 原 敏 雄 （豊橋ゴールデン）
高 畑 皓 一 （豊橋ゴールデン）
宮 川 嘉 朗 （豊橋ゴールデン）
渡 邊  　茂 （豊橋東）
柴 田 芳 孝 （岡崎）
南 部  　淳 （岡崎）
酒 部 圭 司 （岡崎）
安 藤 宏 行 （岡崎）
松 原 広 幸 （岡崎）
柴 田 泰 伸 （岡崎）
峰 澤 彰 宏 （岡崎）
古 澤 武 雄 （岡崎）
岩 月 一 郎 （岡崎）
金 山 久 雄 （岡崎）
服 部 良 男 （岡崎）
三 宅 英 臣 （豊田）
後 藤 尚 之 （豊田）
天 野 勝 美 （豊田）
鈴 木 元 弘 （豊田）
光 岡 新 吾 （豊田）
丸 井 俊 裕 （豊田）
奥 田 清 仁 （豊田）
酒 井 法 丈 （豊田）
鈴 村 幸 伸 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
斎 藤 直 美 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
杉 本 義 安 （岡崎南）
志 賀 為 宏 （岡崎南）
奥 村 英 世 （岡崎南）

大須賀予偲子 （岡崎南）
服 部 英 男 （岡崎南）
中川修一郎 （岡崎南）
本 間  　毅 （岡崎南）
小 野  　隆 （岡崎南）
手 嶋  　明 （岡崎東）
山 中  　一 （岡崎東）
山 内 隆 一 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
河 合 芳 弘 （豊田東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
鈴木文三郎 （刈谷）
大 音 祖 瑛 （刈谷）
杉 山 淳 一 （安城）
加 藤 正 人 （安城）
稲 垣  　淳 （安城）
市 川  　護 （安城）
田 中 正 規 （西尾）
山 中 寛 紀 （碧南）
髙 木 秀 夫 （知立）
中 川  　敦 （知立）
大 橋  　均 （知立）
鈴 木 善 和 （西尾K I R A R A）
太田五九郎 （西尾K I R A R A）
細 川 和 好 （西尾K I R A R A）
太 髙 純 治 （西尾K I R A R A）
新 海 雄 二 （西尾K I R A R A）
高 須  　光 （西尾K I R A R A）
加 藤  　宙 （三河安城）
大 見 満 宏 （三河安城）
寺 部 保 美 （三河安城）
伊 藤 敦 夫 （2 7 6 0 その他）

鈴 木 裕 二 （半田）
澤 田 好 伸 （半田）
山 﨑 正 夫 （半田）
鈴村せつ子 （半田）
金 澤 憲 二 （半田）
松 本 順 子 （半田）
畑 中 雅 之 （半田）
竹 内 俊 介 （半田）
川 口 新 平 （半田）
鈴 木 宏 司 （半田南）
青 山 佳 裕 （一宮）
舩 橋 正 員 （一宮） 
関 戸  　徹 （一宮）
篠 田  　廣 （津島）
水 野 憲 司 （一宮北）
山 田 尊 久 （あま）
後 藤 雅 光 （あま）

髙 山  　敏 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
和 田 典 之 （名古屋清須）
大 森  　進 （一宮中央）
大 澤  　渡 （犬山）
髙 橋 秀 治 （犬山）
松 平 實 胤 （犬山）
木 村  　完 （犬山）
森  　弘 好 （江南）
清 野 允 中 （江南）
山 田  　猛 （江南）
大 島 賀 樹 （小牧）
堀 井  　武 （小牧）
松尾憲二郎 （小牧）
濱 口 栄 男 （小牧）
五 藤 隆 夫 （小牧）
于     　 咏 （愛知ロータリーE クラブ）
内 田  　優 （名古屋南）
伊東万樹也 （名古屋南）
眞 野 乘 史 （名古屋南）
岩 田 崇 祺 （名古屋南）
藁谷喜世志 （名古屋東南）
白 木 良 彦 （名古屋東南）
山 口 直 彦 （名古屋東南）
橋 爪  　務 （名古屋東南）
水 野 恒 平 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
柴田裕二郎 （名古屋中）
川 本 浩 史 （名古屋中）
川 口 誉 夫 （名古屋中）
森 田 乾 嗣 （名古屋中）
相 羽 康 人 （名古屋中）
服 部 浩 明 （名古屋中）
平 松 久 明 （名古屋中）
北 村 栄 治 （名古屋中）
王     　 偉 （名古屋中）
梁 川 誠 市 （名古屋中）
安 田 照 幸 （名古屋中）
堀  　慎 治 （名古屋瑞穂）
稲 葉  　徹 （名古屋瑞穂）
鬼 頭 茂 成 （名古屋大須）
岡 田 尚 彦 （名古屋大須）
岩 崎 征 一 （名古屋大須）
原 野 勝 至 （名古屋栄）
加 藤 英 敏 （名古屋名南）
榊 原 和 美 （名古屋名南）
朝比美和子 （名古屋名南）

山 本 郁 矢 （名古屋名南）
木 下 福 郎 （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
伊 藤 圭 一 （名古屋名南）
小酒井比呂志 （名古屋名駅）
清 水 順 二 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
小室健次郎 （名古屋名駅）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
岡 部 （名古屋北）
木 谷 圭 子※ （名古屋東）
本田伸太郎 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
増 田 浩 男 （名古屋東）
長瀬輝代之 （名古屋守山）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
鈴木太刀雄 （名古屋名東）
竹 尾 祥 子 （名古屋名東）
中 込 清 周 （名古屋名東）
北 村 正 和 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
樫 尾 富 二 （名古屋千種）
鈴 木 理 之 （名古屋千種）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）
河 合 芳 光 （豊橋北）
鈴木大次郎 （豊橋北）
佐 藤 矩 朗 （豊橋北）
小 林 康 男 （豊橋北）
田 中 寛 孝 （豊川）
浅 野 修 道 （豊川）
吉 川 庄 三 （豊川）
大 河 直 樹 （田原）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
伊 藤 眞 芳 （豊橋ゴールデン）
大須賀憲太 （豊橋ゴールデン）
石 原 昭 二 （豊橋ゴールデン）
松 崎  　進 （豊橋ゴールデン）
井 上  　穂 （豊橋ゴールデン）
平 野 正 博 （豊橋東）
杉 原 好 洋 （豊橋東）
同 前 仁 史 （岡崎）
藤 原 正 寛 （岡崎）
天 野 惠 一 （岡崎）
吉 川 正 敏 （岡崎）
河 野 治 生 （岡崎）
三 宅 正 恭 （豊田）
村 上 雅 則 （豊田）

杉 浦  　毅 （豊田）
杉 浦 弘 髙 （豊田）
稲 垣 利 彦 （豊田）
神 谷 和 利 （豊田）
河 木 照 雄 （豊田）
小 野 雅 道 （豊田）
孕 石 邦 雄 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
深 津  　篤 （岡崎南）
杉 浦  　彰 （岡崎南）
中 根 克 弘 （岡崎南）
小 野 正 富 （岡崎南）
大久保   武 （岡崎南）
中 根 義 雄 （岡崎南）
太 田 進 造 （岡崎南）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
浅 岡 謙 治 （岡崎東）
野 村 政 弘 （岡崎東）
足 立 汎 和 （岡崎東）
大 澤 六 也 （豊田東）
小 山 章 仁 （岡崎城南）
ꇶ𠮷㻗𠮷㖡𠮷ꋝ （名古屋宮の杜）
𠮷𠮷 原 孝 彦 （刈谷）
市 川 裕 大 （刈谷）
成 田 孝 則 （安城）
恒 川 憲 一 （安城）
青 山 竜 也 （安城）
内 藤 教 恵 （安城）
山 口  　研 （安城）
松 田 茂 治 （西尾）
田 中 正 規 （西尾）
榊 原  　健 （碧南）
平岩統一郎 （碧南）
山 中 寛 紀 （碧南）
水 野 泰 昌 （知立）
鈴 木 民 也 （知立）
中 川  　敦 （知立）
大 橋  　均 （知立）
秋 山 正 純 （西尾K I R A R A）
杉 浦 加 代 （西尾K I R A R A）
榊 原  　章 （西尾K I R A R A）
石 山  　進 （西尾K I R A R A）
鈴 木 善 和 （西尾K I R A R A）
太田五九郎 （西尾K I R A R A）
齋 藤 光 正 （三河安城）
沓名由美子 （三河安城）
大 見 和 志 （三河安城）
伊 藤 敦 夫 （2 7 6 0 その他）

2014 年度

2013 年度

青 井 雅 純 （半田）
平 林 伸 康 （半田）
松 石 奉 之 （半田）
前 田 佳 男 （半田）
森 田　  亨 （半田）
榊 原 明 美 （半田）
酒 井 良 輔 （半田）
杉 浦 三 郎 （半田）
高 木 利 定 （半田）
山 内 和 之 （半田）
伊 奈 輝 三 （常滑）
新 美 義 博 （東知多）
足 立　  誠 （一宮）
長谷部敏克 （一宮）
伊 藤 幸 一 （一宮）
光 嵜 賢 一 （一宮）
則 竹 伸 也 （一宮）
伊 藤 文 也 （津島）
前 田 重 廣 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
佐 藤　  明 （あま）
渡 辺　  均 （あま）
早 川 雅 男 （名古屋清須）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
加 藤 辰 己 （一宮中央）

鹿 島 兼 一 （一宮中央）
高 井 光 信 （一宮中央）
伊 藤 英 男 （犬山）
尾 関 幸 夫 （犬山）
千 田 昌 宏 （犬山）
朱 宮 新 治 （犬山）
　 田 三 郎 （犬山）
伊 藤 鶴 吉 （江南）
北　  健 司 （春日井）
坂 田　  隆 （瀬戸北）
山 本　  修 （瀬戸北）
大 江 秀 和 （岩倉）
園 原 宏 治 （岩倉）
盛 田 淳 夫 （名古屋）
浅 井 金 三 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
服 部 一 郎 （名古屋南）
加 藤 慶 一 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
村 瀬 廣 芳 （名古屋南）
鈴 木 輝 彦 （名古屋南）
吉 田 春 樹 （名古屋南）
吉 岡 正 人 （名古屋南）
森　  　 清 （名古屋みなと）
酒 井　  優 （名古屋みなと）
住 田　  守 （名古屋みなと）

伊東與有三 （名古屋東南）
星 野 信 利 （名古屋中）
古 田 昭 臣 （名古屋中）
猪 飼 秀 明 （名古屋中）
加 藤 政 己 （名古屋中）
川 島 悦 雄 （名古屋中）
加瀬英比古 （名古屋中）
纐 纈 正 剛 （名古屋中）
鵜 飼 耕 三 （名古屋中）
渡 邉 一 平 （名古屋中）
山 口　  眞 （名古屋中）
尾 上　  昇 （名古屋大須）
柴 岡 正 将 （名古屋大須）
鈴 木　  洋 （名古屋大須）
渡 辺 観 永 （名古屋大須）
湯 山 淳 三 （名古屋大須）
細 井 土 夫 （名古屋栄）
川 井 健 司 （名古屋栄）
安 藤　  一 （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
三 浦　  隆 （名古屋名南）
武 藤 正 行 （名古屋名南）
大 隅 紀 郎 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
鈴 井 一 博 （名古屋名南）
石 黒　  隆 （名古屋名駅）

生 田 芳 規 （名古屋名駅）
小酒井比呂志 （名古屋名駅）
大 川　  宏 （名古屋名駅）
田 口　  望 （名古屋名駅）
中 島　  實 （名古屋北）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
水 野　  勤 （名古屋東）
澤 井 俊 治 （名古屋東）
椙 山 正 弘 （名古屋東）
高 橋　  巌 （名古屋東）
高橋雄二郎 （名古屋東）
宇佐美嘉重斌 （名古屋東）
安 井　  孝 （名古屋東）
余 語 郁 夫 （名古屋東）
服 部　  滋 （名古屋和合）
川 村 敏 夫 （名古屋和合）
柏 木 順 壱 （名古屋和合）
服 部　  力 （名古屋名東）
村 橋 泰 志 （名古屋名東）
星川須美子 （名古屋名北）
鈴 木 正 男 （名古屋千種）
伊 丹 惣 三 （名古屋昭和）
河 合 勇 夫 （名古屋昭和）
鈴 木 重 幸 （名古屋昭和）
杉 田　  等 （名古屋昭和）
貝 沼 正 敬 （名古屋錦）

福 井　  敬 （豊橋）
神 野 吾 郎 （豊橋）
鈴 木 正 憲 （豊橋）
佐 野 峯 雄 （豊橋北）
大 橋 平 治 （豊川）
山 本　  学 （豊川）
藤 城 俊 明 （豊橋南）
塩之谷   昌 （豊橋南）
小笠原喜好 （新城）
壽 昌 宏 之 （新城）
鳥 居 栄 一 （新城）
井 上　  穂 （豊橋ゴールデン）
石 原 昭 二 （豊橋ゴールデン）
松 崎　  進 （豊橋ゴールデン）
大須賀憲太（豊橋ゴールデン）
杉 原 敏 雄 （豊橋ゴールデン）
高 畑 皓 一 （豊橋ゴールデン）
尾 沢 義 雄 （田原パシフィック）
小 川 喜 一 （田原パシフィック）
内 柴 義 郎 （田原パシフィック）
鈴 木 昌 敏 （豊橋東）
浅 井　  章 （岡崎）
蜂須賀利雄 （岡崎）
林　  和 夫 （岡崎）
金 山 久 雄 （岡崎）
河 野 治 生 （岡崎）

黒 河  　陽 （岡崎）
内 藤  　淳 （岡崎）
奥 瀬 勇 作 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
佐々木勝巳 （岡崎）
清 水 芳 美 （岡崎）
伴  　征 雄 （豊田）
神 谷 和 利 （豊田）
松 井 博 文 （豊田）
小 野 雅 道 （豊田）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
天 野 精 孝 （岡崎南）
本 間  　毅 （岡崎南）
倉 田  　長 （岡崎南）
三 浦 勝 美 （岡崎南）
中 根 義 雄 （岡崎南）
太 田 進 造 （岡崎南）
岡 田 庸 男 （岡崎南）
池 田  憲治 （豊田西）
長 坂 義 幸 （豊田西）
中 川 俊 治 （豊田西）
足 立 憲 彦 （岡崎東）
足 立 信 雄 （岡崎東）
深 田 昭 彦 （岡崎東）
稲 葉 雅 彦 （岡崎東）
石 原 靖 増 （岡崎東）
池 田  　正 （岡崎東）
三 浦 泰 廣 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
杉 山 正 章 （岡崎東）
水 野 慶 一 （豊田東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
米 本 益 栄 （豊田東）
小 島 哲 夫 （豊田中）
鈴 木 純 子 （豊田中）
梅 村 和 伸 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
稲 垣 和 幸 （安城）
石 川 義 典 （安城）
神 谷 明 文 （安城）
小野内宣行 （安城）
冨 岡 里 美 （安城）
横山真喜男 （安城）
森 田 英 治  （碧南）
川 地 英 明 （知立）
大 高 敏 睦 （西尾K I R A R A）
斎 藤 喬 甫 （西尾K I R A R A）
鈴 木 正 司 （西尾K I R A R A）
高 原  　宏 （西尾K I R A R A）
米 津 長 治 （西尾K I R A R A）
古 居 一 雄 （三河安城）
川浦喜久雄 （三河安城）
杉 山 敏 幸 （三河安城）
竹 内 泰 夫 （三河安城）
山崎圭朋利 （三河安城）

稲 葉 民 安 （半田）
榊 原 秀 光 （半田）
手 島 寿 宏 （半田）
新 美 重 秋 （半田）
太 田 竹 司 （半田）
伊 東 良 夫 （半田）
椴 山 晃 雄 （半田）

高 木  　宏 （半田）
高 村 敦 夫 （東海）
榊 原  　肇 （半田南）
青 木 俊 憲 （一宮）
長谷川勝久 （一宮）
内 藤 寛 一 （一宮）
豊 島 俊 明 （一宮）
山 口 元 彦 （一宮）
鎌 田 芳 彰 （一宮）
日 比 一 昭 （津島）
伊 藤 文 也 （津島）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
早 川 雅 男 （名古屋清須）
高 橋 秀 治 （犬山）
祖父江寿男 （犬山）
小 川 嘉 吉 （犬山）
安 田 新 平 （犬山）
奥 村 正 幸 （犬山）
山 根 雄 司 （犬山）
河 合 美 彦 （小牧）
箕 輪 良 孝 （尾張旭）
若 杉 福 雄 （瀬戸北）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
若山啓太郎 （名古屋南）
多久田達宏 （名古屋南）
木 村 樹 生 （名古屋南）
山 路 兼 生 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
水 野  　裕 （名古屋東南）
伊東與有三 （名古屋東南）
市 原 高 明 （名古屋中）
小笠原   暁 （名古屋中）
坪 井 進 悟 （名古屋中）
鶴 見 俊 成 （名古屋中）
八 神 弘 雄 （名古屋中）
舟 橋 政 男 （名古屋中）
大 浦 泰 博 （名古屋中）
内 藤 貴 雄 （名古屋中）
片 岡 信 恒 （名古屋中）
篭 橋 美 久 （名古屋中）
川 口 小 折 （名古屋大須）
大 原 敏 正 （名古屋大須）
渡 辺 観 永 （名古屋大須）
住 田 正 夫 （名古屋大須）
児 島 徳 和 （名古屋名南）
山 本 郁 矢 （名古屋名南）
中 西 芳 子 （名古屋名南）
林  　隆 二 （名古屋名南）
田 中 省 三 （名古屋名南）
浅 井 泰 夫 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
青 島 邦 夫 （名古屋名駅）
吉 田 正 克 （名古屋北）
水 野 茂 生 （名古屋東）
柏 木  　功 （名古屋東）
柳 澤 幸 輝 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
高橋雄二郎 （名古屋東）
増 田 浩 男 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
佐 藤 正 延 （名古屋守山）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）

三 好  　親 （名古屋千種）
佐久間良治 （名古屋千種）
杉 江 光 明 （名古屋昭和）
田 中 邦 幸 （名古屋昭和）
斎 藤 正 俊 （名古屋昭和）
成 田  　収 （名古屋昭和）
久 田 錦 三 （名古屋昭和）
鈴 木 重 幸 （名古屋昭和）
武儀山勝彦 （名古屋東山）
紅 林 友 昭 （豊橋）
松 井 和 彦 （豊橋）
松 坂 良 太 （豊橋）
松 本 孝 一 （豊橋）
西 田 元 彦 （豊橋）
内 山 典 弘 （豊橋）
山 本 光 人 （豊橋北）
鈴 木 茂 久 （豊橋北）
牧 野 一 郎 （豊川）
寺 部  　元 （豊川）
縣  　保 彦 （豊橋南）
藤 城 俊 明 （豊橋南）
外 山 和 夫 （豊橋ゴールデン）
古 澤 武 雄 （岡崎）
山 本 邦 雄 （岡崎）
本 多 啓 一 （岡崎）
中 根 幹 雄 （岡崎）
服 部 良 男 （岡崎）
杉 浦 恵 造 （岡崎）
斎 藤 直 美 （豊田）
渡 辺 要 市 （岡崎南）
竹 内 照 男 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
浅 岡 謙 治 （岡崎東）
深 津 幸 雄 （岡崎東）
手 嶋  　明 （岡崎東）
小 野 文 憲 （岡崎東）
今 井 啓 介 （豊田東）
杉 浦 英 昭 （豊田東）
石 橋 博 文 （豊田東）
都 築 義 勝 （豊田東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
小 松 正 伸 （豊田東）
服 部 基 一 （豊田東）
太 田 昌 孝 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
小 林 逸 朗 （安城）
伊 藤 隆 夫 （安城）
石 原  　昭 （安城）
原田慶三郎 （安城）
鳥 居 清 澄 （西尾）
鈴 木 並 生  （碧南）
杉 浦 健 次  （碧南）
杉 浦 晴 彦  （碧南）
大 橋  　均 （知立）
野 村 賢 孝 （知立）
宮 地 喜 良 （西尾K I R A R A）
後 藤 利 之 （西尾K I R A R A）
三 浦 隆 司 （西尾K I R A R A）
石 川 勝 雄 （西尾K I R A R A）
天 野 行 夫 （西尾K I R A R A）
高 原  　宏 （西尾K I R A R A）
斎 藤 喬 甫 （西尾K I R A R A）
渡 邊 真 一 （三河安城）

伊 吹 治 郎 （三河安城）
稲 垣  　靖 （三河安城）
柵 木 政 美 （三河安城）
山 口 恭 正 （三河安城）
小西紀久雄 （三河安城）
森 田 勝 己 （三河安城）
杉浦眞理子 （三河安城）
西 尾 四 郎 （三河安城）
丹 羽  　修 （三河安城）
鳥 居 剛 育 （三河安城）
畔 柳 弘 文 （三河安城）
平 子 昭 三 （三河安城）
矢 田 良 一 （三河安城）

金 澤 憲 二 （半田）
神 戸 信 寅 （半田）
松 本 順 子 （半田）
新 美 忠 夫 （半田）
小 栗 孝 久 （半田）
鈴村せつ子 （半田）
鈴 木 千 里 （半田）
冨  　武 司 （半田）
内 田 榮 一 （半田）
中 村  　巌 （一宮）
佐 分 啓 二 （一宮）
關 戸  　潔 （一宮）
堀 江 承 元 （あま）
岩 島 裕 芳 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
佐 藤  　明 （あま）
櫻 井 利 夫 （名古屋清須）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
森　　   眞 （一宮中央）
永 田  　正 （一宮中央）
山 中 建 策 （一宮中央）
安 達 英 昭 （犬山）
青 山 佳 高 （犬山）
平 林 米 司 （犬山）
日比野良太郎 （犬山）
伊 藤  　隆 （犬山）
紀 藤 政 司 （犬山）
宮 岡 克 年 （犬山）
岡 田 雅 隆 （犬山）
安 田 宗 平 （犬山）
古 田 嘉 且 （江南）
河 合 美 彦 （小牧）
松 下 洋 一 （尾張旭）
柴 田  　伸 （瀬戸北）
盛 田 和 昭 （名古屋）
福 山  　衛 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
宮 田 松 英 （名古屋南）
坪 井 良 憲 （名古屋南）
鷲 見  　弘 （名古屋南）
渡 邉 将 人 （名古屋南）
吉 田 春 樹 （名古屋南）
伊東與有三 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
荒 川 雅 義 （名古屋中）
早 瀬 孝 文 （名古屋中）
古 田 昭 臣 （名古屋中）
石 原 寿 生 （名古屋中）

加瀬英比古 （名古屋中）
金 森 伸 夫 （名古屋中）
纐 纈 正 剛 （名古屋中）
近 藤 直 樹 （名古屋中）
宮 内  　誠 （名古屋中）
永 野 光 容 （名古屋中）
岡 崎  　亨 （名古屋中）
佐 藤 友 治 （名古屋中）
鈴木謙一郎 （名古屋中）
田ヶ原昭弘 （名古屋中）
鵜 飼 耕 三 （名古屋中）
山 口  　眞 （名古屋中）
山 口  　忍 （名古屋中）
𠮷𠮷 田 敬 岳 （名古屋中）
平 沼 里 子 （名古屋名南）
猪 村 美 之 （名古屋名南）
木 村  　猛 （名古屋名南）
小 山 愼 介 （名古屋名南）
長 尾 浅𠮷𠮷𠮷 （名古屋名南）
野々村憲吾 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
鈴 木  　享 （名古屋名南）
藤 井 圓 隆 （名古屋名駅）
小室健次郎 （名古屋名駅）
丹 羽 俊 文 （名古屋名駅）
岡 本 敏 男 （名古屋名駅）
大 橋 昭 治 （名古屋名駅）
寺 島 洋 治 （名古屋名駅）
堀 田 正 夫 （名古屋北）
中 島  　實 （名古屋北）
水 野 茂 生 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
椙 山 正 弘 （名古屋東）
高橋雄二郎 （名古屋東）
梅 村 清 弘 （名古屋東）
渡 辺 英 信 （名古屋東）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
奥  　佳 澄 （名古屋名東）
遠 藤 友 彦 （名古屋名北）
松 居 敬 二 （名古屋千種）
木 下  　実 （名古屋昭和）
前 田 圭 佑 （名古屋昭和）
上 野  　広 （名古屋昭和）
長谷川正孝 （名古屋錦）
松 井 由 次 （豊橋北）
佐 藤 元 彦 （豊橋北）
神 谷 親 典 （豊川）
大 澤 輝 秀 （豊川）
戸 田 俊 晴 （豊川）
吉 川 庄 三 （豊川）
別 所 淳 二 （田原）
河 辺 勝 巳 （田原）
松 井  　昭 （田原）
宮 木 幸 彦 （田原）
冨 田 雅 則 （田原）
安 田 幸 雄 （田原）
木 下  　治 （豊橋南）
加 山 昌 弘 （豊川宝飯）
外 山 和 夫 （豊橋ゴールデン）
高 林 保 夫 （豊橋ゴールデン）
宇 藤  　信 （豊橋ゴールデン）
松 井 準 治 （田原パシフィック）

尾 原  　脩 （田原パシフィック）
鈴 木 照 幸 （田原パシフィック）
天 野 恵 一 （岡崎）
青 木 勇 作 （岡崎）
林  　和 夫 （岡崎）
伊 藤 公 正 （岡崎）
梶 川 志 郎 （岡崎）
水 野 周 久  （岡崎）
三 嶋  　勉 （岡崎）
丹 羽 良 治 （岡崎）
大 原 達 志 （岡崎）
杉 浦  　皓 （岡崎）
早 川 文 喜 （豊田）
横 山 眞 久 （豊田）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
蒲 野 良 雄 （岡崎南）
畔 柳 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
小 幡 輝 雄 （豊田西）
神 尾 英 雄 （岡崎東）
小 出 元 治 （岡崎東）
草 野 信 隆 （岡崎東）
杉 田 雄 男 （岡崎東）
山 内 隆 一 （岡崎東）
福 岡  　治 （豊田東）
梅 村 憲 一 （豊田東）
有 馬 惟 夫 （岡崎城南）
福 岡 輝 夫 （豊田中）
伊 藤 敦 夫 （豊田中）
猪 狩  　蔵 （豊田中）
加 藤 照 夫 （豊田中）
中 垣 幸 春 （豊田中）
大 塚 哲 夫 （豊田中）
桜 井  　博 （豊田中）
鈴 木  　寛 （豊田中）
権 田 鋹 弘 （刈谷）
太田宗一郎 （刈谷）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
藤 井 英 樹 （安城）
水 野  　学 （安城）
奥 田 法 行 （安城）
寺 田 孝 司 （安城）
鳥 居 博 行 （安城）
小 澤 育 史 （西尾）
鳥 居 清 澄 （西尾）
加 藤 良 邦  （碧南）
小 出 道 治  （西尾一色）
岩 瀬 清 彦 （西尾K I R A R A）
石 川 勝 雄 （西尾K I R A R A）
後 藤 利 之 （西尾K I R A R A）
宮 地 喜 良 （西尾K I R A R A）
三 浦 隆 司 （西尾K I R A R A）
大須賀慶一 （西尾K I R A R A）
鈴 木 昭 夫 （西尾K I R A R A）
杉 浦 正 昭 （西尾K I R A R A）
安 藤  　毅 （三河安城）
深 津 茂 樹 （三河安城）
畔 柳 芳 夫 （三河安城）
丸山今朝三 （三河安城）
待 田 和 宏 （三河安城）
成 田  　徹 （三河安城）
長 坂  　誠 （三河安城）
小 野  　郁 （三河安城）

斎 藤  　博 （三河安城）
田 村  　脩 （三河安城）
横 山 夕 葉 （三河安城）

鈴 木 丈 雄 （半田）
水 野 隆 芳 （半田）
松 石 奉 之 （半田）
酒 井 良 輔 （半田）
山 﨑 正 夫 （半田）
青 井 雅 純 （半田）
畑 中 雅 之 （半田）
竹 内 俊 介 （半田）
岡 戸 伍 弌 （半田）
川 口 新 平 （半田）
前 田 佳 男 （半田）
山 内 和 之 （半田）
青 山 佳 裕 （一宮）
林  　隆 春 （一宮）
光 嵜 賢 一 （一宮）
則 竹 伸 也 （一宮）
伊 藤 幸 一 （一宮）
長谷部敏克 （一宮）
北 野 庸 夫 （あま）
佐 藤  　明 （あま）
北 野 庸 夫 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
鈴 木 正 徳 （あま）
加 藤 憲 治 （あま）
櫻 井 利 夫 （名古屋清須）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
長 橋 國 和 （一宮中央）
小 島 三 男 （一宮中央）
鹿 島 兼 一 （一宮中央）
加 藤 辰 巳 （一宮中央）
吉 田  　洋 （犬山）
近 藤 斉 宏 （犬山）
清 野 允 中 （江南）
福 田 清 成 （江南）
河 合 美 彦 （小牧）
風 岡 保 宏 （春日井）
杉 山 仁 朗 （瀬戸北）
堀 田  　徹 （名古屋城北）
内 田 安 彦 （名古屋南）
櫻 井  　繁 （名古屋南）
佐分利清信 （名古屋南）
村 上  　斎 （名古屋南）
橋 元 幸 次 （名古屋南）
後 藤 正 憲 （名古屋南）
池　　   潤 （名古屋南）
林  　幸 春 （名古屋南）
嶺 木 昌 行 （名古屋南）
桂  　洋 司 （名古屋南）
近 藤 雅 夫 （名古屋南）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
伊東與有三 （名古屋東南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
吉 水 正 溥 （名古屋東南）
市 原 高 明 （名古屋中）
小笠原   暁 （名古屋中）
坪 井 進 悟 （名古屋中）
鶴 見 俊 成 （名古屋中）
八 神 弘 雄 （名古屋中）

松 原 秀 樹 （名古屋中）
渡 邊 樹 志 （名古屋中）
榊 原 克 典 （名古屋中）
小 栗 成 男 （名古屋中）
山 口 正 孝 （名古屋大須）
岡 田 尚 彦 （名古屋大須）
岩 崎 征 一 （名古屋大須）
田 中 一 雄 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
川 村 繁 生 （名古屋名南）
白 藤 憲 雄 （名古屋名南）
林  　隆 二 （名古屋名南）
深 澤 良 介 （名古屋名駅）
隅 田 耕 市 （名古屋名駅）
中 島  　実 （名古屋北）
内 藤 秀 樹 （名古屋北）
増 田 浩 男 （名古屋東）
東 谷 昌 彦 （名古屋東）
澤  　國 生 （名古屋東）
多和田   武 （名古屋東）
新 美 宣 英 （名古屋東）
千 田  　毅 （名古屋東）
余 語 郁 夫 （名古屋東）
渡 辺 英 信 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
平 松 征 男 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
本田伸太郎 （名古屋東）
天 野 清 美 （名古屋和合）
池 森 由 幸 （名古屋千種）
西 川 豊 長 （名古屋千種）
小 山 雅 弘 （名古屋千種）
山 田 敏 雄 （名古屋昭和）
鈴 木 真 司 （名古屋昭和）
上 野  　広 （名古屋昭和）
伊 丹 惣 三 （名古屋昭和）
林  　光 夫 （名古屋錦）
山 田 亨 司 （豊橋）
縣  　政 行 （豊橋）
飯 沼 雅 朗 （蒲郡）
竹 内 稔 弘 （豊橋北）
土 井 松 男 （豊橋北）
鈴木大次郎 （豊橋北）
匹 田 雅 久 （豊橋北）
岩瀬淳一郎 （豊川）
樋 口 俊 寛 （豊川）
河 辺 純 夫 （田原）
藤 井 國 弘 （田原）
天野英一郎 （田原）
冨 田 雅 則 （田原）
水 野 太 一 （豊川宝飯）
鈴 木 雅 博 （豊橋ゴールデン）
古 橋 一 毅 （田原パシフィック）
柴 田 憲 一 （豊橋東）
中 村 重 嗣 （岡崎）
加 藤 博 己 （岡崎）
吉 川 正 敏 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
岩 瀬 敬 紀 （岡崎）
安 藤 光 淵 （岡崎）
岩 月 一 郎 （岡崎）
岩 月 昭 佳 （岡崎）

加 藤 信 吾 （岡崎）
大 原 達 志 （岡崎）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
近 藤 千 雅 （岡崎南）
小久保文雄 （岡崎南）
山 本 雅 樹 （岡崎南）
岡 田 庸 男 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
青 山 俊 次 （岡崎東）
新 浪 勝 也 （岡崎東）
仙 波  　泉 （岡崎東）
野 村 政 弘 （岡崎東）
深 田 昭 彦 （岡崎東）
足 立 汎 和 （岡崎東）
鈴 木 敬 一 （豊田東）
塚 田 和 也 （豊田中）
木 戸 重 信 （豊田中）
石 黒 元 隆 （豊田中）
小久保茂樹 （豊田中）
梅 村 和 伸 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
市 川 裕 大 （刈谷）
神 谷  　研 （安城）
戸 谷  　央 （安城）
横山真喜男 （安城）
石 川 義 典 （安城）
神 谷 明 文 （安城）
冨 岡 里 美 （安城）
小野内宣行 （安城）
伊 藤 富 義 （西尾）
奥 谷 弘 和  （碧南）
加藤丈太郎  （碧南）
新 美  　孝  （碧南）
中 根 佑 治  （碧南）
樅 山 善 久  （碧南）
植 松 敏 樹  （碧南）
宮 地 俊 夫 （知立）
川 地 英 明 （知立）
高 須  　匀 （西尾K I R A R A）
朴  　壽 子 （西尾K I R A R A）
岩 瀬 清 彦 （西尾K I R A R A）
大須賀慶一 （西尾K I R A R A）
鈴 木 昭 夫 （西尾K I R A R A）
木 村 恭 子 （三河安城）
山 本 彰 秀 （三河安城）
川浦喜久雄 （三河安城）
竹 内 泰 夫 （三河安城）
杉 山 敏 幸 （三河安城）
山崎圭朋利 （三河安城）

手 島 寿 宏 （半田）
稲 葉 民 安 （半田）
平 林 伸 康 （半田）
高 木 利 定 （半田）
森 田  　亨 （半田）
椴 山 晃 雄 （半田）
伊 東 良 夫 （半田）
高 木  　宏 （半田）
杉 浦 三 郎 （半田）
榊 原 明 美 （半田）
寺 田  　諭 （大府）
相 羽 英 人 （大府）

青 木 俊 憲 （一宮）
長谷川勝久 （一宮）
内 藤 寛 一 （一宮）
豊 島 半 七 （一宮）
日 比 一 昭 （津島）
林  　冏 成 （一宮北）
松 原 幹 彦 （一宮北）
豊 島 德 三 （一宮北）
佐 藤  　明 （あま）
渡 辺  　均 （あま）
真 木 伸 一 （あま）
田 中 茂 生 （犬山）
井 川 光 雄 （犬山）
小 川 征 一 （犬山）
山 根 雄 司 （犬山）
奥 村 正 幸 （犬山）
千 田 昌 宏 （犬山）
清 野 允 中 （江南）
大嶋一二三 （尾張旭）
内 藤 弘 康 （名古屋）
多久田達宏 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
若山啓太郎 （名古屋南）
木 村 樹 生 （名古屋南）
宮 田 松 英 （名古屋南）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
梅 田 武 久 （名古屋みなと）
山 田 幸 一 （名古屋みなと）
早 瀬 孝 文 （名古屋中）
吉 田 敬 岳 （名古屋中）
岡 崎  　亨 （名古屋中）
田ヶ原昭弘 （名古屋中）
鈴木謙一郎 （名古屋中）
荒 川 雅 義 （名古屋中）
金 森 伸 夫 （名古屋中）
永 野 光 容 （名古屋中）
石 原 寿 生 （名古屋中）
佐 藤 友 治 （名古屋中）
山 口  　忍 （名古屋中）
近 藤 直 樹 （名古屋中）
宮 内  　誠 （名古屋中）
山 口 正 孝 （名古屋大須）
大 原 敏 正 （名古屋大須）
住 田 正 夫 （名古屋大須）
榊 原 和 美 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
川 辺 清 次 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
林  　隆 二 （名古屋名南）
田 口  　望 （名古屋名駅）
石 黒  　隆 （名古屋名駅）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
中 島  　実 （名古屋北）
増 田 浩 男 （名古屋東）
澤  　國 生 （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
新 実 宣 英 （名古屋東）
栁 澤 幸 輝 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
千 田  　毅 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
重 冨　  亮 （名古屋守山）

佐 藤 正 延 （名古屋守山）
星川須美子 （名古屋名北）
星 川 直 志 （名古屋名北）
鈴 木 理 之 （名古屋千種）
田 中 邦 幸 （名古屋昭和）
杉 江 光 明（名古屋昭和）
上 野　  広（名古屋昭和）
横 田 幸 三（名古屋昭和）
鈴 木 重 幸 （名古屋昭和）
三 浦 俊 彦 （名古屋錦）
高 橋 譲 二 （豊橋）
松 坂 良 太 （豊橋）
佐 藤 元 彦 （豊橋北）
伴　　   實 （豊橋北）
竹 本 尚 美 （豊川）
大 澤 輝 秀 （豊川）
藤 井 國 弘 （田原）
伴  　辰 三 （豊川宝飯）
内 藤 泰 通 （豊川宝飯）
柴 田  　勝 （豊川宝飯）
縣  　保 彦 （豊橋南）
足 立 健 一 （豊橋南）
山 本 雅 久 （豊橋ゴールデン）
市 川 朝 洋 （豊橋ゴールデン）
牧 野 政 雄 （豊橋ゴールデン）
岡 本 久 永 （豊橋ゴールデン）
荻 須 文 一 （岡崎）
林  　和 夫 （岡崎）
大 原 達 志 （岡崎）
菅 井 龍 一 （岡崎）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
中 川 俊 治 （豊田西）
橋 本 義 紀 （岡崎東）
梅 村 順 一 （岡崎東）
市 川 幾 雄 （岡崎東）
生 駒 尚 久 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
草 野 信 隆 （岡崎東）
河 合 英 二 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
小 林 逸 朗 （安城）
石 川  　博 （安城）
竹 内 博 之 （知立）
杉 浦 正 昭 （西尾K I R A R A）
高 須  　匀 （西尾K I R A R A）
渡 邊 真 一 （三河安城）

古 市 晃 久 （半田）
榊 原 秀 光 （半田）
榊 原 正 治 （半田）
新 美 重 秋 （半田）
新 美 忠 夫 （半田）
小 栗 孝 久 （半田）
神 戸 信 寅 （半田）
内 田 榮 一 （半田）
水野八洲男 （半田）
杉 原 康 男 （東知多）
滝  　善 蔵 （一宮）
関 戸  　徹 （一宮）
森  　俊 夫 （一宮）
松 原 直 次 （一宮）

梯  　國 彦 （一宮）
關 戸  　潔 （一宮）
佐 分 啓 二 （一宮）
加 藤 隆 朗 （津島）
岡 田 義 夫 （稲沢）
西 川 広 樹 （あま）
北 野 庸 夫 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
佐 藤  　明 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
水 上 恵 一 （尾張中央）
森　　   眞 （一宮中央）
梶 川 増 蔵 （犬山）
原  　正 男 （犬山）
河 田 敏 和 （犬山）
板 津 英 基 （犬山）
清 野 允 中 （江南）
河 村 金 明 （岩倉）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
坪 井 良 憲 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
内 田 安 彦 （名古屋南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
杉 浦 康 晴 （名古屋中）
山 田 典 廣 （名古屋中）
松 原 秀 樹 （名古屋中）
小 栗 成 男 （名古屋中）
梶 田  　知 （名古屋中）
榊 原 克 典 （名古屋中）
渡 邊 樹 志 （名古屋中）
遠 山 堯 郎 （名古屋瑞穂）
川 口 小 折 （名古屋大須）
照 井  　栞 （名古屋大須）
住 田 正 夫 （名古屋大須）
小笠原和俊 （名古屋大須）
新 原  　尚 （名古屋名南）
川 村 勝 廣 （名古屋名駅）
小 崎 誠 三 （名古屋名駅）
大 川  　宏 （名古屋名駅）
大 橋 昭 治 （名古屋名駅）
寺 島 洋 治 （名古屋名駅）
和 田 直 美 （名古屋丸の内）
西 川  　博 （名古屋丸の内）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
中 島  　實 （名古屋北）
中 村 陽 公 （名古屋北）
増 田 浩 男 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
滑  　尚 真 （名古屋守山）
服 部  　力 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
齊 藤 英 夫 （名古屋名東）
遠 藤 友 彦 （名古屋名北）
伊 藤 健 文 （名古屋千種）
竹 内 眞 三 （名古屋千種）
佐久間良治 （名古屋千種）
神 田 正 勝 （名古屋昭和）
有 本  　勝 （名古屋昭和）
長谷川周義 （名古屋錦）
武 田 正 典 （名古屋錦）
金 田 英 和 （名古屋東山）

佐々木利政 （豊橋）
牧 野  　渉 （豊橋）
石 川 顕 次 （豊橋北）
高 倉 宣 夫 （豊橋北）
榊 原 周 造 （豊橋南）
磯 村 秀 樹 （豊橋南）
吉 野 勝 己 （豊橋南）
原 田 邦 夫 （豊川宝飯）
滝 下  　勲 （豊川宝飯）
高 橋 英 昭 （豊橋ゴールデン）
山 口 幹 夫 （豊橋ゴールデン）
福 沢 省 吾 （豊橋ゴールデン）
外 山 和 夫 （豊橋ゴールデン）
古 田 勝 美 （田原パシフィック）
河辺虎太郎 （田原パシフィック）
柴 田  　清 （田原パシフィック）
平 野 義 郎 （田原パシフィック）
小 林 佳 雄 （豊橋東）
満 田  　稔 （豊橋東）
蜂須賀利雄 （岡崎）
杉 浦 恵 造 （岡崎）
本 多 啓 一 （岡崎）
青 木 勇 作 （岡崎）
河 野 治 生 （岡崎）
浅 井  　章 （岡崎）
服 部 良 男 （岡崎）
三 浦 泰 秀 （岡崎）
加 藤 博 巳 （岡崎）
金 山 久 雄 （岡崎）
丹 羽 良 治 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
梅 村 正 明 （豊田）
杉 浦 正 典 （豊田）
酒 井 法 丈 （豊田）
丸 井 俊 裕 （豊田）
神 谷 和 利 （豊田）
奥 田 清 仁 （豊田）
鈴 木 元 弘 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
鈴 村 幸 伸 （豊田）
光 岡 新 吾 （豊田）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
斉 藤 直 美 （豊田）
磯 貝 和 汪 （岡崎南）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
伊 藤 恭 弘 （岡崎南）
本 間 英 晴 （岡崎南）
犬 塚 克 明 （岡崎南）
杉 田 雅 樹 （岡崎南）
今 泉 孝 一 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
髙 木 政 次 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
深 田 昭 彦 （岡崎東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
永 井 量 基 （岡崎城南）
伊 藤 敦 夫 （豊田中）
石 黒 元 隆 （豊田中）
権 田 鋹 弘 （刈谷）
大 音 祖 瑛 （刈谷）
市 川 裕 大 （刈谷）
稲 垣  　淳 （安城）
市 川  　護 （安城）

加 藤 正 人 （安城）
奥 田 法 行 （安城）
寺 田 孝 司 （安城）
藤 井 英 樹 （安城）
黒 田 正 志 （西尾）
榊 原 勝 俊 （西尾）
田 中 正 規 （西尾）
杉 浦 明 博 （西尾）
長 田 銑 司  （碧南）
新 美 真 司  （碧南）
伊 藤 正 幸  （碧南）
中 川  　敦 （知立）
青 山 弦 八 （西尾K I R A R A）
山 本 俊 明 （西尾K I R A R A）
山 本 裕 充 （西尾K I R A R A）
杉 浦 義 利 （西尾K I R A R A）
寺 部 保 美 （三河安城）
犬 束 信 一 （三河安城）
成 田  　徹 （三河安城）
小 野  　郁 （三河安城）
深 津 茂 樹 （三河安城）
齋 藤  　博 （三河安城）
田 村  　脩 （三河安城）
横 山 夕 葉 （三河安城）
待 田 和 宏 （三河安城）

澤 田 好 伸 （半田）
山 﨑 正 夫 （半田）
鈴村せつ子 （半田）
金 澤 憲 二 （半田）
松 本 順 子 （半田）
畑 中 雅 之 （半田）
川 口 新 平 （半田）
竹 内 俊 介 （半田）
山 内 和 之 （半田）
小嶋真一郎 （東海）
林  　隆 春 （一宮）
青 山 佳 裕 （一宮）
松 崎 安 孝 （津島）
石 田 智 彦 （あま）
栗 木 和 夫 （あま）
児 玉 憲 之 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
山 田 幹 夫 （あま）
伊藤恒二郎 （一宮中央）
小 島 三 男 （一宮中央）
長 橋 國 和 （一宮中央）
日比野万喜男 （犬山）
吉 野 育 志 （犬山）
小 川 宏 嗣 （犬山）
田中進一郎 （犬山）
安 田 新 平 （犬山）
近 藤 斉 宏 （犬山）
倉 知 正 憲 （江南）
庄 田 元 久 （江南）
清 野 允 中 （江南）
照 井 通 夫 （名古屋空港）
栗 田 和 典 （名古屋空港）
小 澤  　修 （瀬戸北）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
浅 原 光 男 （名古屋南）
澤田伊三夫 （名古屋南）

眞 野 乘 史 （名古屋南）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
伊東與有三 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
東  　俊 輝 （名古屋中）
立 松 洋 司 （名古屋中）
岩 月 雅 章 （名古屋中）
小 島 祐 助 （名古屋中）
松本健一郎 （名古屋中）
髙 須 洋 志 （名古屋瑞穂）
堀  　慎 治 （名古屋瑞穂）
岩 田 修 司 （名古屋瑞穂）
岡 田 尚 彦 （名古屋大須）
岩 崎 征 一 （名古屋大須）
羽田野道明 （名古屋栄）
長 瀬  　諭 （名古屋栄）
加 藤 英 敏 （名古屋名南）
細 井 俊 男 （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
入 谷 直 行 （名古屋名南）
中 西 芳 子 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
中 野  　健 （名古屋名駅）
神 野 重 行 （名古屋名駅）
小 原 新 一 （名古屋名駅）
盛 田 兼 由 （名古屋名駅）
小室健次郎 （名古屋名駅）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
中 島  　實 （名古屋北）
水 野𠮷𠮷𠮷 紹 （名古屋北）
田 嶋 好 博 （名古屋北）
田 中 正 樹 （名古屋北）
内 藤 秀 樹 （名古屋北）
高 橋  　巌 （名古屋東）
浅 見  　勲 （名古屋東）
柏 木  　功 （名古屋東）
本 多  　満 （名古屋東）
新 実 宣 英 （名古屋東）
栁 澤 幸 輝 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
平 松 征 男 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
増 田 浩 男 （名古屋東）
本田伸太郎 （名古屋東）
伊 藤 陽 介 （名古屋守山）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
佐 藤 良 一 （名古屋守山）
河 本  　力 （名古屋守山）
平  　民 三 （名古屋名東）
小 林 英 毅 （名古屋千種）
萩原喜代子 （名古屋千種）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）
堀 江 宏 輝 （名古屋千種）
宮 尾 紘 司 （名古屋千種）
大 矢 英 憲 （名古屋昭和）
髙 橋  　進 （名古屋昭和）
金 田 英 和 （名古屋東山）
山 城 章 治 （名古屋東山）
飯 島  　卓 （蒲郡）

佐 藤 元 彦 （豊橋北）
西 村 良 彦 （豊橋北）
中西喜久雄 （豊橋北）
鳥 居 信 行 （豊川）
鈴 木 榮 一 （豊川）
吉 川 庄 三 （豊川）
大 澤 輝 秀 （豊川）
塩之谷   昌 （豊橋南）
真 野 善 和 （豊橋ゴールデン）
西 郷 隆 治 （豊橋ゴールデン）
谷 村 泰 裕 （豊橋ゴールデン）
天 野 惠 一 （岡崎）
深 田 達 彦 （岡崎）
峰 澤 彰 宏 （岡崎）
林  　和 夫 （岡崎）
櫻 井 敬 子 （岡崎）
加 藤 博 巳 （岡崎）
畔 柳 春 雄 （岡崎）
中 村 重 嗣 （岡崎）
岡 田 勝 美 （豊田）
鈴 木 秀 和 （豊田）
孕 石 邦 雄 （豊田）
河 木 照 雄 （豊田）
小 野 雅 道 （豊田）
小島洋一郎 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
野 口 明 生 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
岡 田 光 司 （岡崎南）
藤 田 正 彦 （岡崎南）
鈴 木 康 之 （岡崎南）
高 橋 正 直 （岡崎南）
三 浦 勝 美 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
岩 月 鋹 廣 （岡崎東）
小 林 清 文 （岡崎東）
野 村 政 弘 （岡崎東）
小木曽   進 （岡崎東）
草 野 信 隆 （岡崎東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
桐 渕 利 次 （岡崎城南）
伊 藤 敦 夫 （豊田中）
中 條 善 朗 （豊田中）
和 泉 房 枝 （豊田中）
加 藤 英 二 （刈谷）
太田宗一郎 （刈谷）
山 口  　研 （安城）
内 藤 教 恵 （安城）
神 谷  　研 （安城）
戸 谷  　央 （安城）
鳥 居 博 行 （安城）
山 﨑 秀 夫 （西尾）
山 中 寛 紀  （碧南）
石 橋 嘉 彦  （碧南）
早 川 岩 男 （知立）
中 川  　敦 （知立）
大 橋  　均 （知立）
川 地 英 明 （知立）
清  　克 行 （西尾K I R A R A）
榊 原 利 夫 （西尾K I R A R A）
長 谷 収 一 （西尾K I R A R A）

中 根 勝 美 （西尾K I R A R A）
沓名由美子 （三河安城）
大 見 和 志 （三河安城）
木 村 恭 子 （三河安城）
山 本 彰 秀 （三河安城）

青 葉 憲 一 （半田）
水 野 隆 芳 （半田）
松 石 奉 之 （半田）
酒 井 良 輔 （半田）
平 林 伸 康 （半田）
青 井 雅 純 （半田）
森 田  　亨 （半田）
伊 東 良 夫 （半田）
椴 山 晃 雄 （半田）
杉 浦 三 郎 （半田）
永 田 明 世 （半田南）
都 築 利 全 （半田南）
榊 原 邦 彦 （半田南）
新 美  　茂 （半田南）
森  　隆 彦 （一宮）
山 上 哲 司 （一宮）
鈴 木 洋 志 （一宮）
佐々木久直 （一宮）
坂井田敏行 （一宮）
大 森 輝 英 （一宮）
宮 田 智 司 （一宮）
桑 原 英 寿 （一宮）
石 黒 敬 康 （一宮）
浅 野  　一 （一宮）
横 井 知 代 （津島）
八 谷 潤 一 （津島）
西 尾 輝 久 （尾張旭）
児 玉 憲 之 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
鈴 木 正 徳 （あま）
森 田 堅 一 （名古屋清須）
稲 垣 圭 次 （犬山）
松 平 實 胤 （犬山）
杉 浦 賢 二 （江南）
山 田  　猛 （江南）
清 野 允 中 （江南）
社 本 太 郎 （春日井）
若 杉 福 雄 （瀬戸北）
鈴 木 晴 季 （瀬戸北）
于　　   咏 （愛知ロータリーE クラブ）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
岡 田 英 彦 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
杉 江 豊 文 （名古屋みなと）
斉 藤 捷 昭 （名古屋みなと）
栢 森 雅 勝 （名古屋みなと）
水 野 恒 平 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
牧 野 弘 明 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
山 田 典 廣 （名古屋中）
杉 浦 康 晴 （名古屋中）
王     　 偉 （名古屋中）
安 田 照 幸 （名古屋中）
梁 川 誠 市 （名古屋中）

北 村 栄 治 （名古屋中）
相 羽 康 人 （名古屋中）
平 松 久 明 （名古屋中）
服 部 浩 明 （名古屋中）
近 藤 明 美 （名古屋大須）
木 下 福 郎 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
久 米 伸 治 （名古屋名南）
伊 藤 圭 一 （名古屋名南）
鈴 木  　享 （名古屋名南）
清 水 順 二 （名古屋名駅）
日比野三吉彦 （名古屋名駅）
川 村 勝 廣 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
石 黒  　隆 （名古屋名駅）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
棚 橋 鎌 次 （名古屋東）
浅 見  　勲 （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
椙 山 正 弘 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
鈴 木 建 吾 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
新 実 宣 英 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
森藤左ヱ門 （名古屋守山）
長瀬輝代之 （名古屋守山）
𠮷𠮷 田 正 道 （名古屋和合）
平  　民 三 （名古屋名東）
池 森 由 幸 （名古屋千種）
三 好  　親 （名古屋千種）
吉 田 節 美 （名古屋千種）
大 口 弘 和 （名古屋千種）
田 中 邦 幸 （名古屋昭和）
前 田 圭 佑 （名古屋昭和）
長谷川周義 （名古屋錦）
金 田 英 和 （名古屋東山）
鈴 木 行 久 （豊橋北）
山 本 光 人 （豊橋北）
福 井 英 示 （豊橋北）
戸 田 俊 晴 （豊川）
森 田 雅 人 （田原）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
縣  　保 彦 （豊橋南）
吉 川 一 弘 （豊橋ゴールデン）
若 林 正 治 （豊橋ゴールデン）
荻 須 文 一 （岡崎）
水 野 周 久 （岡崎）
野 田 篤 文 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
丹 羽 良 治 （岡崎）
梅 村 泰 弘 （豊田）
小 幡 鋹 伸 （豊田）
横 山 眞 久 （豊田）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
伊豫田   浩 （岡崎南）
大 村 栄 治 （岡崎南）

中 嶋 昭 史 （岡崎南）
新 浪 勝 也 （岡崎東）
原 田 耕 平 （岡崎東）
池 田  　正 （岡崎東）
足 立 汎 和 （岡崎東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
本 多  　幹 （豊田中）
中 條 善 朗 （豊田中）
猪 狩  　蔵 （豊田中）
浅岡多田志 （豊田中）
市 川 裕 大 （刈谷）
松 本 隆 利 （安城）
深 津 正 則 （安城）
山 中 寛 紀  （碧南）
奥 田 雪 雄  （碧南）
森 田 英 治  （碧南）
新 美  　孝  （碧南）
田 代 清 一 （高浜）
安 井 喜 秀 （知立）
中 川  　敦 （知立）
高 須  　光 （西尾K I R A R A）
新 海 雄 二 （西尾K I R A R A）
三 治 信 芳 （西尾K I R A R A）
太 髙 純 治 （西尾K I R A R A）
青 山 弦 八 （西尾K I R A R A）
杉 浦 義 利 （西尾K I R A R A）
山 本 俊 明 （西尾K I R A R A）
山 本 裕 充 （西尾K I R A R A）
山 本 雅 仁 （三河安城）
水 谷  　存 （三河安城）
下 村 幸 真 （三河安城）

加 藤 順 三 （半田）
榊 原 敦 史 （半田）
小 栗 宏 次 （半田）
古 市 晃 久 （半田）
小 栗 利 朗 （半田）
手 島 寿 宏 （半田）
榊 原 正 治 （半田）
新 美 忠 夫 （半田）
内 田 榮 一 （半田）
松 林 信 吾 （半田南）
森  　俊 夫 （一宮）
松 原 直 次 （一宮）
関 戸  　徹 （一宮）
滝  　善 蔵 （一宮）
加 藤 隆 朗 （津島）
豊 島 德 三 （一宮北）
黒 川 元 則 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
鷲 見 好 弘 （名古屋清須）
松 本 正 暢 （一宮中央）
住野龍之介 （犬山）
松 平 實 胤 （犬山）
野 倉 達 雄 （犬山）
奥 村 正 幸 （犬山）
倉 知 正 憲 （江南）
橋 本 晃 暢 （小牧）
河 村 嘉 男 （小牧）
山 田 直 樹 （尾張旭）
加 藤 清 久 （尾張旭）
清 水  　勲 （春日井）
須 崎 侑 三 （瀬戸北）

于　　   咏 （愛知ロータリーE クラブ）
後 藤 正 憲 （名古屋南）
橋 元 幸 次 （名古屋南）
林  　幸 春 （名古屋南）
池     　 潤 （名古屋南）
佐分利清信 （名古屋南）
櫻 井  　繁 （名古屋南）
村 上  　斎 （名古屋南）
内 田 安 彦 （名古屋南）
浅 原 光 男 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘  （名古屋南）
近 藤 信 之 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
大 西 弘 高 （名古屋東南）
中 村 規 脩 （名古屋東南）
下 郷 卓 弥 （名古屋東南）
各 務 芳 樹 （名古屋東南）
伊 藤 秀 雄 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
宮 崎  　薫 （名古屋東南）
吉 田 治 伸 （名古屋中）
塩 谷 和 久 （名古屋中）
河 村 嘉 希 （名古屋中）
松本健一郎 （名古屋中）
小 島 祐 助 （名古屋中）
岩 月 雅 章 （名古屋中）
神 野 邦 利 （名古屋大須）
酒 井  　修 （名古屋大須）
髙 木 政 義 （名古屋大須）
照 井  　栞 （名古屋大須）
坂 田 信 子 （名古屋名南）
入 谷 直 行 （名古屋名南）
長 尾 浅 𠮷𠮷（名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
三島多恵子 （名古屋名南）
伊 藤 圭 一 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
藤 井 圓 隆 （名古屋名駅）
田 口  　望 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
深 澤 良 介 （名古屋名駅）
大 橋 昭 治 （名古屋名駅）
森 田 正 樹 （名古屋丸の内）
松尾雄二郎 （名古屋丸の内）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
待 井 雄 介 （名古屋北）
中 島  　實 （名古屋北）
渡 辺 英 信 （名古屋東）
本 多  　満 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
古川善次郎 （名古屋東）
木 村 邦 彦 （名古屋守山）
長瀬輝代之 （名古屋守山）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
竹 尾 祥 子 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）
須 原 茂 樹 （名古屋昭和）
渡 邉 直 樹 （名古屋昭和）

木 下  　実 （名古屋昭和）
加 藤  　厚 （名古屋昭和）
伊 丹 惣 三 （名古屋昭和）
上 野  　広 （名古屋昭和）
長谷川周義 （名古屋錦）
久 野 洋 一 （名古屋東山）
小林三重子 （名古屋東山）
近藤兼治郎 （名古屋東山）
金 田 英 和 （名古屋東山）
羽 田 明 弘 （豊橋北）
小杉幸一郎 （豊橋北）
内 藤 雄 功 （豊川）
石 黒 利 昌 （田原）
榊 原 周 造 （豊橋南）
藤 原 俊 男 （豊橋南）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
金 田 柾 宏 （豊川宝飯）
梅 田 英 樹 （豊橋ゴールデン）
藤 城 民 男 （豊橋ゴールデン）
白 井 正 樹 （豊橋ゴールデン）
杉 原 敏 雄 （豊橋ゴールデン）
高 畑 皓 一 （豊橋ゴールデン）
宮 川 嘉 朗 （豊橋ゴールデン）
渡 邊  　茂 （豊橋東）
柴 田 芳 孝 （岡崎）
南 部  　淳 （岡崎）
酒 部 圭 司 （岡崎）
安 藤 宏 行 （岡崎）
松 原 広 幸 （岡崎）
柴 田 泰 伸 （岡崎）
峰 澤 彰 宏 （岡崎）
古 澤 武 雄 （岡崎）
岩 月 一 郎 （岡崎）
金 山 久 雄 （岡崎）
服 部 良 男 （岡崎）
三 宅 英 臣 （豊田）
後 藤 尚 之 （豊田）
天 野 勝 美 （豊田）
鈴 木 元 弘 （豊田）
光 岡 新 吾 （豊田）
丸 井 俊 裕 （豊田）
奥 田 清 仁 （豊田）
酒 井 法 丈 （豊田）
鈴 村 幸 伸 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
斎 藤 直 美 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
杉 本 義 安 （岡崎南）
志 賀 為 宏 （岡崎南）
奥 村 英 世 （岡崎南）

大須賀予偲子 （岡崎南）
服 部 英 男 （岡崎南）
中川修一郎 （岡崎南）
本 間  　毅 （岡崎南）
小 野  　隆 （岡崎南）
手 嶋  　明 （岡崎東）
山 中  　一 （岡崎東）
山 内 隆 一 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
河 合 芳 弘 （豊田東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
鈴木文三郎 （刈谷）
大 音 祖 瑛 （刈谷）
杉 山 淳 一 （安城）
加 藤 正 人 （安城）
稲 垣  　淳 （安城）
市 川  　護 （安城）
田 中 正 規 （西尾）
山 中 寛 紀 （碧南）
髙 木 秀 夫 （知立）
中 川  　敦 （知立）
大 橋  　均 （知立）
鈴 木 善 和 （西尾K I R A R A）
太田五九郎 （西尾K I R A R A）
細 川 和 好 （西尾K I R A R A）
太 髙 純 治 （西尾K I R A R A）
新 海 雄 二 （西尾K I R A R A）
高 須  　光 （西尾K I R A R A）
加 藤  　宙 （三河安城）
大 見 満 宏 （三河安城）
寺 部 保 美 （三河安城）
伊 藤 敦 夫 （2 7 6 0 その他）

鈴 木 裕 二 （半田）
澤 田 好 伸 （半田）
山 﨑 正 夫 （半田）
鈴村せつ子 （半田）
金 澤 憲 二 （半田）
松 本 順 子 （半田）
畑 中 雅 之 （半田）
竹 内 俊 介 （半田）
川 口 新 平 （半田）
鈴 木 宏 司 （半田南）
青 山 佳 裕 （一宮）
舩 橋 正 員 （一宮） 
関 戸  　徹 （一宮）
篠 田  　廣 （津島）
水 野 憲 司 （一宮北）
山 田 尊 久 （あま）
後 藤 雅 光 （あま）

髙 山  　敏 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
和 田 典 之 （名古屋清須）
大 森  　進 （一宮中央）
大 澤  　渡 （犬山）
髙 橋 秀 治 （犬山）
松 平 實 胤 （犬山）
木 村  　完 （犬山）
森  　弘 好 （江南）
清 野 允 中 （江南）
山 田  　猛 （江南）
大 島 賀 樹 （小牧）
堀 井  　武 （小牧）
松尾憲二郎 （小牧）
濱 口 栄 男 （小牧）
五 藤 隆 夫 （小牧）
于     　 咏 （愛知ロータリーE クラブ）
内 田  　優 （名古屋南）
伊東万樹也 （名古屋南）
眞 野 乘 史 （名古屋南）
岩 田 崇 祺 （名古屋南）
藁谷喜世志 （名古屋東南）
白 木 良 彦 （名古屋東南）
山 口 直 彦 （名古屋東南）
橋 爪  　務 （名古屋東南）
水 野 恒 平 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
柴田裕二郎 （名古屋中）
川 本 浩 史 （名古屋中）
川 口 誉 夫 （名古屋中）
森 田 乾 嗣 （名古屋中）
相 羽 康 人 （名古屋中）
服 部 浩 明 （名古屋中）
平 松 久 明 （名古屋中）
北 村 栄 治 （名古屋中）
王     　 偉 （名古屋中）
梁 川 誠 市 （名古屋中）
安 田 照 幸 （名古屋中）
堀  　慎 治 （名古屋瑞穂）
稲 葉  　徹 （名古屋瑞穂）
鬼 頭 茂 成 （名古屋大須）
岡 田 尚 彦 （名古屋大須）
岩 崎 征 一 （名古屋大須）
原 野 勝 至 （名古屋栄）
加 藤 英 敏 （名古屋名南）
榊 原 和 美 （名古屋名南）
朝比美和子 （名古屋名南）

山 本 郁 矢 （名古屋名南）
木 下 福 郎 （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
伊 藤 圭 一 （名古屋名南）
小酒井比呂志 （名古屋名駅）
清 水 順 二 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
小室健次郎 （名古屋名駅）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
岡 部 （名古屋北）
木 谷 圭 子※ （名古屋東）
本田伸太郎 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
増 田 浩 男 （名古屋東）
長瀬輝代之 （名古屋守山）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
鈴木太刀雄 （名古屋名東）
竹 尾 祥 子 （名古屋名東）
中 込 清 周 （名古屋名東）
北 村 正 和 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
樫 尾 富 二 （名古屋千種）
鈴 木 理 之 （名古屋千種）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）
河 合 芳 光 （豊橋北）
鈴木大次郎 （豊橋北）
佐 藤 矩 朗 （豊橋北）
小 林 康 男 （豊橋北）
田 中 寛 孝 （豊川）
浅 野 修 道 （豊川）
吉 川 庄 三 （豊川）
大 河 直 樹 （田原）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
伊 藤 眞 芳 （豊橋ゴールデン）
大須賀憲太 （豊橋ゴールデン）
石 原 昭 二 （豊橋ゴールデン）
松 崎  　進 （豊橋ゴールデン）
井 上  　穂 （豊橋ゴールデン）
平 野 正 博 （豊橋東）
杉 原 好 洋 （豊橋東）
同 前 仁 史 （岡崎）
藤 原 正 寛 （岡崎）
天 野 惠 一 （岡崎）
吉 川 正 敏 （岡崎）
河 野 治 生 （岡崎）
三 宅 正 恭 （豊田）
村 上 雅 則 （豊田）

杉 浦  　毅 （豊田）
杉 浦 弘 髙 （豊田）
稲 垣 利 彦 （豊田）
神 谷 和 利 （豊田）
河 木 照 雄 （豊田）
小 野 雅 道 （豊田）
孕 石 邦 雄 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
深 津  　篤 （岡崎南）
杉 浦  　彰 （岡崎南）
中 根 克 弘 （岡崎南）
小 野 正 富 （岡崎南）
大久保   武 （岡崎南）
中 根 義 雄 （岡崎南）
太 田 進 造 （岡崎南）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
浅 岡 謙 治 （岡崎東）
野 村 政 弘 （岡崎東）
足 立 汎 和 （岡崎東）
大 澤 六 也 （豊田東）
小 山 章 仁 （岡崎城南）
ꇶ𠮷㻗𠮷㖡𠮷ꋝ （名古屋宮の杜）
𠮷𠮷 原 孝 彦 （刈谷）
市 川 裕 大 （刈谷）
成 田 孝 則 （安城）
恒 川 憲 一 （安城）
青 山 竜 也 （安城）
内 藤 教 恵 （安城）
山 口  　研 （安城）
松 田 茂 治 （西尾）
田 中 正 規 （西尾）
榊 原  　健 （碧南）
平岩統一郎 （碧南）
山 中 寛 紀 （碧南）
水 野 泰 昌 （知立）
鈴 木 民 也 （知立）
中 川  　敦 （知立）
大 橋  　均 （知立）
秋 山 正 純 （西尾K I R A R A）
杉 浦 加 代 （西尾K I R A R A）
榊 原  　章 （西尾K I R A R A）
石 山  　進 （西尾K I R A R A）
鈴 木 善 和 （西尾K I R A R A）
太田五九郎 （西尾K I R A R A）
齋 藤 光 正 （三河安城）
沓名由美子 （三河安城）
大 見 和 志 （三河安城）
伊 藤 敦 夫 （2 7 6 0 その他）
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2016 年度

2015 年度

青 井 雅 純 （半田）
平 林 伸 康 （半田）
松 石 奉 之 （半田）
前 田 佳 男 （半田）
森 田　  亨 （半田）
榊 原 明 美 （半田）
酒 井 良 輔 （半田）
杉 浦 三 郎 （半田）
高 木 利 定 （半田）
山 内 和 之 （半田）
伊 奈 輝 三 （常滑）
新 美 義 博 （東知多）
足 立　  誠 （一宮）
長谷部敏克 （一宮）
伊 藤 幸 一 （一宮）
光 嵜 賢 一 （一宮）
則 竹 伸 也 （一宮）
伊 藤 文 也 （津島）
前 田 重 廣 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
佐 藤　  明 （あま）
渡 辺　  均 （あま）
早 川 雅 男 （名古屋清須）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
加 藤 辰 己 （一宮中央）

鹿 島 兼 一 （一宮中央）
高 井 光 信 （一宮中央）
伊 藤 英 男 （犬山）
尾 関 幸 夫 （犬山）
千 田 昌 宏 （犬山）
朱 宮 新 治 （犬山）
　 田 三 郎 （犬山）
伊 藤 鶴 吉 （江南）
北　  健 司 （春日井）
坂 田　  隆 （瀬戸北）
山 本　  修 （瀬戸北）
大 江 秀 和 （岩倉）
園 原 宏 治 （岩倉）
盛 田 淳 夫 （名古屋）
浅 井 金 三 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
服 部 一 郎 （名古屋南）
加 藤 慶 一 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
村 瀬 廣 芳 （名古屋南）
鈴 木 輝 彦 （名古屋南）
吉 田 春 樹 （名古屋南）
吉 岡 正 人 （名古屋南）
森　  　 清 （名古屋みなと）
酒 井　  優 （名古屋みなと）
住 田　  守 （名古屋みなと）

伊東與有三 （名古屋東南）
星 野 信 利 （名古屋中）
古 田 昭 臣 （名古屋中）
猪 飼 秀 明 （名古屋中）
加 藤 政 己 （名古屋中）
川 島 悦 雄 （名古屋中）
加瀬英比古 （名古屋中）
纐 纈 正 剛 （名古屋中）
鵜 飼 耕 三 （名古屋中）
渡 邉 一 平 （名古屋中）
山 口　  眞 （名古屋中）
尾 上　  昇 （名古屋大須）
柴 岡 正 将 （名古屋大須）
鈴 木　  洋 （名古屋大須）
渡 辺 観 永 （名古屋大須）
湯 山 淳 三 （名古屋大須）
細 井 土 夫 （名古屋栄）
川 井 健 司 （名古屋栄）
安 藤　  一 （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
三 浦　  隆 （名古屋名南）
武 藤 正 行 （名古屋名南）
大 隅 紀 郎 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
鈴 井 一 博 （名古屋名南）
石 黒　  隆 （名古屋名駅）

生 田 芳 規 （名古屋名駅）
小酒井比呂志 （名古屋名駅）
大 川　  宏 （名古屋名駅）
田 口　  望 （名古屋名駅）
中 島　  實 （名古屋北）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
水 野　  勤 （名古屋東）
澤 井 俊 治 （名古屋東）
椙 山 正 弘 （名古屋東）
高 橋　  巌 （名古屋東）
高橋雄二郎 （名古屋東）
宇佐美嘉重斌 （名古屋東）
安 井　  孝 （名古屋東）
余 語 郁 夫 （名古屋東）
服 部　  滋 （名古屋和合）
川 村 敏 夫 （名古屋和合）
柏 木 順 壱 （名古屋和合）
服 部　  力 （名古屋名東）
村 橋 泰 志 （名古屋名東）
星川須美子 （名古屋名北）
鈴 木 正 男 （名古屋千種）
伊 丹 惣 三 （名古屋昭和）
河 合 勇 夫 （名古屋昭和）
鈴 木 重 幸 （名古屋昭和）
杉 田　  等 （名古屋昭和）
貝 沼 正 敬 （名古屋錦）

福 井　  敬 （豊橋）
神 野 吾 郎 （豊橋）
鈴 木 正 憲 （豊橋）
佐 野 峯 雄 （豊橋北）
大 橋 平 治 （豊川）
山 本　  学 （豊川）
藤 城 俊 明 （豊橋南）
塩之谷   昌 （豊橋南）
小笠原喜好 （新城）
壽 昌 宏 之 （新城）
鳥 居 栄 一 （新城）
井 上　  穂 （豊橋ゴールデン）
石 原 昭 二 （豊橋ゴールデン）
松 崎　  進 （豊橋ゴールデン）
大須賀憲太（豊橋ゴールデン）
杉 原 敏 雄 （豊橋ゴールデン）
高 畑 皓 一 （豊橋ゴールデン）
尾 沢 義 雄 （田原パシフィック）
小 川 喜 一 （田原パシフィック）
内 柴 義 郎 （田原パシフィック）
鈴 木 昌 敏 （豊橋東）
浅 井　  章 （岡崎）
蜂須賀利雄 （岡崎）
林　  和 夫 （岡崎）
金 山 久 雄 （岡崎）
河 野 治 生 （岡崎）

黒 河  　陽 （岡崎）
内 藤  　淳 （岡崎）
奥 瀬 勇 作 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
佐々木勝巳 （岡崎）
清 水 芳 美 （岡崎）
伴  　征 雄 （豊田）
神 谷 和 利 （豊田）
松 井 博 文 （豊田）
小 野 雅 道 （豊田）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
天 野 精 孝 （岡崎南）
本 間  　毅 （岡崎南）
倉 田  　長 （岡崎南）
三 浦 勝 美 （岡崎南）
中 根 義 雄 （岡崎南）
太 田 進 造 （岡崎南）
岡 田 庸 男 （岡崎南）
池 田  憲治 （豊田西）
長 坂 義 幸 （豊田西）
中 川 俊 治 （豊田西）
足 立 憲 彦 （岡崎東）
足 立 信 雄 （岡崎東）
深 田 昭 彦 （岡崎東）
稲 葉 雅 彦 （岡崎東）
石 原 靖 増 （岡崎東）
池 田  　正 （岡崎東）
三 浦 泰 廣 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
杉 山 正 章 （岡崎東）
水 野 慶 一 （豊田東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
米 本 益 栄 （豊田東）
小 島 哲 夫 （豊田中）
鈴 木 純 子 （豊田中）
梅 村 和 伸 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
稲 垣 和 幸 （安城）
石 川 義 典 （安城）
神 谷 明 文 （安城）
小野内宣行 （安城）
冨 岡 里 美 （安城）
横山真喜男 （安城）
森 田 英 治  （碧南）
川 地 英 明 （知立）
大 高 敏 睦 （西尾K I R A R A）
斎 藤 喬 甫 （西尾K I R A R A）
鈴 木 正 司 （西尾K I R A R A）
高 原  　宏 （西尾K I R A R A）
米 津 長 治 （西尾K I R A R A）
古 居 一 雄 （三河安城）
川浦喜久雄 （三河安城）
杉 山 敏 幸 （三河安城）
竹 内 泰 夫 （三河安城）
山崎圭朋利 （三河安城）

稲 葉 民 安 （半田）
榊 原 秀 光 （半田）
手 島 寿 宏 （半田）
新 美 重 秋 （半田）
太 田 竹 司 （半田）
伊 東 良 夫 （半田）
椴 山 晃 雄 （半田）

高 木  　宏 （半田）
高 村 敦 夫 （東海）
榊 原  　肇 （半田南）
青 木 俊 憲 （一宮）
長谷川勝久 （一宮）
内 藤 寛 一 （一宮）
豊 島 俊 明 （一宮）
山 口 元 彦 （一宮）
鎌 田 芳 彰 （一宮）
日 比 一 昭 （津島）
伊 藤 文 也 （津島）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
早 川 雅 男 （名古屋清須）
高 橋 秀 治 （犬山）
祖父江寿男 （犬山）
小 川 嘉 吉 （犬山）
安 田 新 平 （犬山）
奥 村 正 幸 （犬山）
山 根 雄 司 （犬山）
河 合 美 彦 （小牧）
箕 輪 良 孝 （尾張旭）
若 杉 福 雄 （瀬戸北）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
若山啓太郎 （名古屋南）
多久田達宏 （名古屋南）
木 村 樹 生 （名古屋南）
山 路 兼 生 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
水 野  　裕 （名古屋東南）
伊東與有三 （名古屋東南）
市 原 高 明 （名古屋中）
小笠原   暁 （名古屋中）
坪 井 進 悟 （名古屋中）
鶴 見 俊 成 （名古屋中）
八 神 弘 雄 （名古屋中）
舟 橋 政 男 （名古屋中）
大 浦 泰 博 （名古屋中）
内 藤 貴 雄 （名古屋中）
片 岡 信 恒 （名古屋中）
篭 橋 美 久 （名古屋中）
川 口 小 折 （名古屋大須）
大 原 敏 正 （名古屋大須）
渡 辺 観 永 （名古屋大須）
住 田 正 夫 （名古屋大須）
児 島 徳 和 （名古屋名南）
山 本 郁 矢 （名古屋名南）
中 西 芳 子 （名古屋名南）
林  　隆 二 （名古屋名南）
田 中 省 三 （名古屋名南）
浅 井 泰 夫 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
青 島 邦 夫 （名古屋名駅）
吉 田 正 克 （名古屋北）
水 野 茂 生 （名古屋東）
柏 木  　功 （名古屋東）
柳 澤 幸 輝 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
高橋雄二郎 （名古屋東）
増 田 浩 男 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
佐 藤 正 延 （名古屋守山）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）

三 好  　親 （名古屋千種）
佐久間良治 （名古屋千種）
杉 江 光 明 （名古屋昭和）
田 中 邦 幸 （名古屋昭和）
斎 藤 正 俊 （名古屋昭和）
成 田  　収 （名古屋昭和）
久 田 錦 三 （名古屋昭和）
鈴 木 重 幸 （名古屋昭和）
武儀山勝彦 （名古屋東山）
紅 林 友 昭 （豊橋）
松 井 和 彦 （豊橋）
松 坂 良 太 （豊橋）
松 本 孝 一 （豊橋）
西 田 元 彦 （豊橋）
内 山 典 弘 （豊橋）
山 本 光 人 （豊橋北）
鈴 木 茂 久 （豊橋北）
牧 野 一 郎 （豊川）
寺 部  　元 （豊川）
縣  　保 彦 （豊橋南）
藤 城 俊 明 （豊橋南）
外 山 和 夫 （豊橋ゴールデン）
古 澤 武 雄 （岡崎）
山 本 邦 雄 （岡崎）
本 多 啓 一 （岡崎）
中 根 幹 雄 （岡崎）
服 部 良 男 （岡崎）
杉 浦 恵 造 （岡崎）
斎 藤 直 美 （豊田）
渡 辺 要 市 （岡崎南）
竹 内 照 男 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
浅 岡 謙 治 （岡崎東）
深 津 幸 雄 （岡崎東）
手 嶋  　明 （岡崎東）
小 野 文 憲 （岡崎東）
今 井 啓 介 （豊田東）
杉 浦 英 昭 （豊田東）
石 橋 博 文 （豊田東）
都 築 義 勝 （豊田東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
小 松 正 伸 （豊田東）
服 部 基 一 （豊田東）
太 田 昌 孝 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
小 林 逸 朗 （安城）
伊 藤 隆 夫 （安城）
石 原  　昭 （安城）
原田慶三郎 （安城）
鳥 居 清 澄 （西尾）
鈴 木 並 生  （碧南）
杉 浦 健 次  （碧南）
杉 浦 晴 彦  （碧南）
大 橋  　均 （知立）
野 村 賢 孝 （知立）
宮 地 喜 良 （西尾K I R A R A）
後 藤 利 之 （西尾K I R A R A）
三 浦 隆 司 （西尾K I R A R A）
石 川 勝 雄 （西尾K I R A R A）
天 野 行 夫 （西尾K I R A R A）
高 原  　宏 （西尾K I R A R A）
斎 藤 喬 甫 （西尾K I R A R A）
渡 邊 真 一 （三河安城）

伊 吹 治 郎 （三河安城）
稲 垣  　靖 （三河安城）
柵 木 政 美 （三河安城）
山 口 恭 正 （三河安城）
小西紀久雄 （三河安城）
森 田 勝 己 （三河安城）
杉浦眞理子 （三河安城）
西 尾 四 郎 （三河安城）
丹 羽  　修 （三河安城）
鳥 居 剛 育 （三河安城）
畔 柳 弘 文 （三河安城）
平 子 昭 三 （三河安城）
矢 田 良 一 （三河安城）

金 澤 憲 二 （半田）
神 戸 信 寅 （半田）
松 本 順 子 （半田）
新 美 忠 夫 （半田）
小 栗 孝 久 （半田）
鈴村せつ子 （半田）
鈴 木 千 里 （半田）
冨  　武 司 （半田）
内 田 榮 一 （半田）
中 村  　巌 （一宮）
佐 分 啓 二 （一宮）
關 戸  　潔 （一宮）
堀 江 承 元 （あま）
岩 島 裕 芳 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
佐 藤  　明 （あま）
櫻 井 利 夫 （名古屋清須）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
森　　   眞 （一宮中央）
永 田  　正 （一宮中央）
山 中 建 策 （一宮中央）
安 達 英 昭 （犬山）
青 山 佳 高 （犬山）
平 林 米 司 （犬山）
日比野良太郎 （犬山）
伊 藤  　隆 （犬山）
紀 藤 政 司 （犬山）
宮 岡 克 年 （犬山）
岡 田 雅 隆 （犬山）
安 田 宗 平 （犬山）
古 田 嘉 且 （江南）
河 合 美 彦 （小牧）
松 下 洋 一 （尾張旭）
柴 田  　伸 （瀬戸北）
盛 田 和 昭 （名古屋）
福 山  　衛 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
宮 田 松 英 （名古屋南）
坪 井 良 憲 （名古屋南）
鷲 見  　弘 （名古屋南）
渡 邉 将 人 （名古屋南）
吉 田 春 樹 （名古屋南）
伊東與有三 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
荒 川 雅 義 （名古屋中）
早 瀬 孝 文 （名古屋中）
古 田 昭 臣 （名古屋中）
石 原 寿 生 （名古屋中）

加瀬英比古 （名古屋中）
金 森 伸 夫 （名古屋中）
纐 纈 正 剛 （名古屋中）
近 藤 直 樹 （名古屋中）
宮 内  　誠 （名古屋中）
永 野 光 容 （名古屋中）
岡 崎  　亨 （名古屋中）
佐 藤 友 治 （名古屋中）
鈴木謙一郎 （名古屋中）
田ヶ原昭弘 （名古屋中）
鵜 飼 耕 三 （名古屋中）
山 口  　眞 （名古屋中）
山 口  　忍 （名古屋中）
𠮷𠮷 田 敬 岳 （名古屋中）
平 沼 里 子 （名古屋名南）
猪 村 美 之 （名古屋名南）
木 村  　猛 （名古屋名南）
小 山 愼 介 （名古屋名南）
長 尾 浅𠮷𠮷𠮷 （名古屋名南）
野々村憲吾 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
鈴 木  　享 （名古屋名南）
藤 井 圓 隆 （名古屋名駅）
小室健次郎 （名古屋名駅）
丹 羽 俊 文 （名古屋名駅）
岡 本 敏 男 （名古屋名駅）
大 橋 昭 治 （名古屋名駅）
寺 島 洋 治 （名古屋名駅）
堀 田 正 夫 （名古屋北）
中 島  　實 （名古屋北）
水 野 茂 生 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
椙 山 正 弘 （名古屋東）
高橋雄二郎 （名古屋東）
梅 村 清 弘 （名古屋東）
渡 辺 英 信 （名古屋東）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
奥  　佳 澄 （名古屋名東）
遠 藤 友 彦 （名古屋名北）
松 居 敬 二 （名古屋千種）
木 下  　実 （名古屋昭和）
前 田 圭 佑 （名古屋昭和）
上 野  　広 （名古屋昭和）
長谷川正孝 （名古屋錦）
松 井 由 次 （豊橋北）
佐 藤 元 彦 （豊橋北）
神 谷 親 典 （豊川）
大 澤 輝 秀 （豊川）
戸 田 俊 晴 （豊川）
吉 川 庄 三 （豊川）
別 所 淳 二 （田原）
河 辺 勝 巳 （田原）
松 井  　昭 （田原）
宮 木 幸 彦 （田原）
冨 田 雅 則 （田原）
安 田 幸 雄 （田原）
木 下  　治 （豊橋南）
加 山 昌 弘 （豊川宝飯）
外 山 和 夫 （豊橋ゴールデン）
高 林 保 夫 （豊橋ゴールデン）
宇 藤  　信 （豊橋ゴールデン）
松 井 準 治 （田原パシフィック）

尾 原  　脩 （田原パシフィック）
鈴 木 照 幸 （田原パシフィック）
天 野 恵 一 （岡崎）
青 木 勇 作 （岡崎）
林  　和 夫 （岡崎）
伊 藤 公 正 （岡崎）
梶 川 志 郎 （岡崎）
水 野 周 久  （岡崎）
三 嶋  　勉 （岡崎）
丹 羽 良 治 （岡崎）
大 原 達 志 （岡崎）
杉 浦  　皓 （岡崎）
早 川 文 喜 （豊田）
横 山 眞 久 （豊田）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
蒲 野 良 雄 （岡崎南）
畔 柳 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
小 幡 輝 雄 （豊田西）
神 尾 英 雄 （岡崎東）
小 出 元 治 （岡崎東）
草 野 信 隆 （岡崎東）
杉 田 雄 男 （岡崎東）
山 内 隆 一 （岡崎東）
福 岡  　治 （豊田東）
梅 村 憲 一 （豊田東）
有 馬 惟 夫 （岡崎城南）
福 岡 輝 夫 （豊田中）
伊 藤 敦 夫 （豊田中）
猪 狩  　蔵 （豊田中）
加 藤 照 夫 （豊田中）
中 垣 幸 春 （豊田中）
大 塚 哲 夫 （豊田中）
桜 井  　博 （豊田中）
鈴 木  　寛 （豊田中）
権 田 鋹 弘 （刈谷）
太田宗一郎 （刈谷）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
藤 井 英 樹 （安城）
水 野  　学 （安城）
奥 田 法 行 （安城）
寺 田 孝 司 （安城）
鳥 居 博 行 （安城）
小 澤 育 史 （西尾）
鳥 居 清 澄 （西尾）
加 藤 良 邦  （碧南）
小 出 道 治  （西尾一色）
岩 瀬 清 彦 （西尾K I R A R A）
石 川 勝 雄 （西尾K I R A R A）
後 藤 利 之 （西尾K I R A R A）
宮 地 喜 良 （西尾K I R A R A）
三 浦 隆 司 （西尾K I R A R A）
大須賀慶一 （西尾K I R A R A）
鈴 木 昭 夫 （西尾K I R A R A）
杉 浦 正 昭 （西尾K I R A R A）
安 藤  　毅 （三河安城）
深 津 茂 樹 （三河安城）
畔 柳 芳 夫 （三河安城）
丸山今朝三 （三河安城）
待 田 和 宏 （三河安城）
成 田  　徹 （三河安城）
長 坂  　誠 （三河安城）
小 野  　郁 （三河安城）

斎 藤  　博 （三河安城）
田 村  　脩 （三河安城）
横 山 夕 葉 （三河安城）

鈴 木 丈 雄 （半田）
水 野 隆 芳 （半田）
松 石 奉 之 （半田）
酒 井 良 輔 （半田）
山 﨑 正 夫 （半田）
青 井 雅 純 （半田）
畑 中 雅 之 （半田）
竹 内 俊 介 （半田）
岡 戸 伍 弌 （半田）
川 口 新 平 （半田）
前 田 佳 男 （半田）
山 内 和 之 （半田）
青 山 佳 裕 （一宮）
林  　隆 春 （一宮）
光 嵜 賢 一 （一宮）
則 竹 伸 也 （一宮）
伊 藤 幸 一 （一宮）
長谷部敏克 （一宮）
北 野 庸 夫 （あま）
佐 藤  　明 （あま）
北 野 庸 夫 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
鈴 木 正 徳 （あま）
加 藤 憲 治 （あま）
櫻 井 利 夫 （名古屋清須）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
長 橋 國 和 （一宮中央）
小 島 三 男 （一宮中央）
鹿 島 兼 一 （一宮中央）
加 藤 辰 巳 （一宮中央）
吉 田  　洋 （犬山）
近 藤 斉 宏 （犬山）
清 野 允 中 （江南）
福 田 清 成 （江南）
河 合 美 彦 （小牧）
風 岡 保 宏 （春日井）
杉 山 仁 朗 （瀬戸北）
堀 田  　徹 （名古屋城北）
内 田 安 彦 （名古屋南）
櫻 井  　繁 （名古屋南）
佐分利清信 （名古屋南）
村 上  　斎 （名古屋南）
橋 元 幸 次 （名古屋南）
後 藤 正 憲 （名古屋南）
池　　   潤 （名古屋南）
林  　幸 春 （名古屋南）
嶺 木 昌 行 （名古屋南）
桂  　洋 司 （名古屋南）
近 藤 雅 夫 （名古屋南）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
伊東與有三 （名古屋東南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
吉 水 正 溥 （名古屋東南）
市 原 高 明 （名古屋中）
小笠原   暁 （名古屋中）
坪 井 進 悟 （名古屋中）
鶴 見 俊 成 （名古屋中）
八 神 弘 雄 （名古屋中）

松 原 秀 樹 （名古屋中）
渡 邊 樹 志 （名古屋中）
榊 原 克 典 （名古屋中）
小 栗 成 男 （名古屋中）
山 口 正 孝 （名古屋大須）
岡 田 尚 彦 （名古屋大須）
岩 崎 征 一 （名古屋大須）
田 中 一 雄 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
川 村 繁 生 （名古屋名南）
白 藤 憲 雄 （名古屋名南）
林  　隆 二 （名古屋名南）
深 澤 良 介 （名古屋名駅）
隅 田 耕 市 （名古屋名駅）
中 島  　実 （名古屋北）
内 藤 秀 樹 （名古屋北）
増 田 浩 男 （名古屋東）
東 谷 昌 彦 （名古屋東）
澤  　國 生 （名古屋東）
多和田   武 （名古屋東）
新 美 宣 英 （名古屋東）
千 田  　毅 （名古屋東）
余 語 郁 夫 （名古屋東）
渡 辺 英 信 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
平 松 征 男 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
本田伸太郎 （名古屋東）
天 野 清 美 （名古屋和合）
池 森 由 幸 （名古屋千種）
西 川 豊 長 （名古屋千種）
小 山 雅 弘 （名古屋千種）
山 田 敏 雄 （名古屋昭和）
鈴 木 真 司 （名古屋昭和）
上 野  　広 （名古屋昭和）
伊 丹 惣 三 （名古屋昭和）
林  　光 夫 （名古屋錦）
山 田 亨 司 （豊橋）
縣  　政 行 （豊橋）
飯 沼 雅 朗 （蒲郡）
竹 内 稔 弘 （豊橋北）
土 井 松 男 （豊橋北）
鈴木大次郎 （豊橋北）
匹 田 雅 久 （豊橋北）
岩瀬淳一郎 （豊川）
樋 口 俊 寛 （豊川）
河 辺 純 夫 （田原）
藤 井 國 弘 （田原）
天野英一郎 （田原）
冨 田 雅 則 （田原）
水 野 太 一 （豊川宝飯）
鈴 木 雅 博 （豊橋ゴールデン）
古 橋 一 毅 （田原パシフィック）
柴 田 憲 一 （豊橋東）
中 村 重 嗣 （岡崎）
加 藤 博 己 （岡崎）
吉 川 正 敏 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
岩 瀬 敬 紀 （岡崎）
安 藤 光 淵 （岡崎）
岩 月 一 郎 （岡崎）
岩 月 昭 佳 （岡崎）

加 藤 信 吾 （岡崎）
大 原 達 志 （岡崎）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
近 藤 千 雅 （岡崎南）
小久保文雄 （岡崎南）
山 本 雅 樹 （岡崎南）
岡 田 庸 男 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
青 山 俊 次 （岡崎東）
新 浪 勝 也 （岡崎東）
仙 波  　泉 （岡崎東）
野 村 政 弘 （岡崎東）
深 田 昭 彦 （岡崎東）
足 立 汎 和 （岡崎東）
鈴 木 敬 一 （豊田東）
塚 田 和 也 （豊田中）
木 戸 重 信 （豊田中）
石 黒 元 隆 （豊田中）
小久保茂樹 （豊田中）
梅 村 和 伸 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
市 川 裕 大 （刈谷）
神 谷  　研 （安城）
戸 谷  　央 （安城）
横山真喜男 （安城）
石 川 義 典 （安城）
神 谷 明 文 （安城）
冨 岡 里 美 （安城）
小野内宣行 （安城）
伊 藤 富 義 （西尾）
奥 谷 弘 和  （碧南）
加藤丈太郎  （碧南）
新 美  　孝  （碧南）
中 根 佑 治  （碧南）
樅 山 善 久  （碧南）
植 松 敏 樹  （碧南）
宮 地 俊 夫 （知立）
川 地 英 明 （知立）
高 須  　匀 （西尾K I R A R A）
朴  　壽 子 （西尾K I R A R A）
岩 瀬 清 彦 （西尾K I R A R A）
大須賀慶一 （西尾K I R A R A）
鈴 木 昭 夫 （西尾K I R A R A）
木 村 恭 子 （三河安城）
山 本 彰 秀 （三河安城）
川浦喜久雄 （三河安城）
竹 内 泰 夫 （三河安城）
杉 山 敏 幸 （三河安城）
山崎圭朋利 （三河安城）

手 島 寿 宏 （半田）
稲 葉 民 安 （半田）
平 林 伸 康 （半田）
高 木 利 定 （半田）
森 田  　亨 （半田）
椴 山 晃 雄 （半田）
伊 東 良 夫 （半田）
高 木  　宏 （半田）
杉 浦 三 郎 （半田）
榊 原 明 美 （半田）
寺 田  　諭 （大府）
相 羽 英 人 （大府）

青 木 俊 憲 （一宮）
長谷川勝久 （一宮）
内 藤 寛 一 （一宮）
豊 島 半 七 （一宮）
日 比 一 昭 （津島）
林  　冏 成 （一宮北）
松 原 幹 彦 （一宮北）
豊 島 德 三 （一宮北）
佐 藤  　明 （あま）
渡 辺  　均 （あま）
真 木 伸 一 （あま）
田 中 茂 生 （犬山）
井 川 光 雄 （犬山）
小 川 征 一 （犬山）
山 根 雄 司 （犬山）
奥 村 正 幸 （犬山）
千 田 昌 宏 （犬山）
清 野 允 中 （江南）
大嶋一二三 （尾張旭）
内 藤 弘 康 （名古屋）
多久田達宏 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
若山啓太郎 （名古屋南）
木 村 樹 生 （名古屋南）
宮 田 松 英 （名古屋南）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
梅 田 武 久 （名古屋みなと）
山 田 幸 一 （名古屋みなと）
早 瀬 孝 文 （名古屋中）
吉 田 敬 岳 （名古屋中）
岡 崎  　亨 （名古屋中）
田ヶ原昭弘 （名古屋中）
鈴木謙一郎 （名古屋中）
荒 川 雅 義 （名古屋中）
金 森 伸 夫 （名古屋中）
永 野 光 容 （名古屋中）
石 原 寿 生 （名古屋中）
佐 藤 友 治 （名古屋中）
山 口  　忍 （名古屋中）
近 藤 直 樹 （名古屋中）
宮 内  　誠 （名古屋中）
山 口 正 孝 （名古屋大須）
大 原 敏 正 （名古屋大須）
住 田 正 夫 （名古屋大須）
榊 原 和 美 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
川 辺 清 次 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
林  　隆 二 （名古屋名南）
田 口  　望 （名古屋名駅）
石 黒  　隆 （名古屋名駅）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
中 島  　実 （名古屋北）
増 田 浩 男 （名古屋東）
澤  　國 生 （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
新 実 宣 英 （名古屋東）
栁 澤 幸 輝 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
千 田  　毅 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
重 冨　  亮 （名古屋守山）

佐 藤 正 延 （名古屋守山）
星川須美子 （名古屋名北）
星 川 直 志 （名古屋名北）
鈴 木 理 之 （名古屋千種）
田 中 邦 幸 （名古屋昭和）
杉 江 光 明（名古屋昭和）
上 野　  広（名古屋昭和）
横 田 幸 三（名古屋昭和）
鈴 木 重 幸 （名古屋昭和）
三 浦 俊 彦 （名古屋錦）
高 橋 譲 二 （豊橋）
松 坂 良 太 （豊橋）
佐 藤 元 彦 （豊橋北）
伴　　   實 （豊橋北）
竹 本 尚 美 （豊川）
大 澤 輝 秀 （豊川）
藤 井 國 弘 （田原）
伴  　辰 三 （豊川宝飯）
内 藤 泰 通 （豊川宝飯）
柴 田  　勝 （豊川宝飯）
縣  　保 彦 （豊橋南）
足 立 健 一 （豊橋南）
山 本 雅 久 （豊橋ゴールデン）
市 川 朝 洋 （豊橋ゴールデン）
牧 野 政 雄 （豊橋ゴールデン）
岡 本 久 永 （豊橋ゴールデン）
荻 須 文 一 （岡崎）
林  　和 夫 （岡崎）
大 原 達 志 （岡崎）
菅 井 龍 一 （岡崎）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
中 川 俊 治 （豊田西）
橋 本 義 紀 （岡崎東）
梅 村 順 一 （岡崎東）
市 川 幾 雄 （岡崎東）
生 駒 尚 久 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
草 野 信 隆 （岡崎東）
河 合 英 二 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
小 林 逸 朗 （安城）
石 川  　博 （安城）
竹 内 博 之 （知立）
杉 浦 正 昭 （西尾K I R A R A）
高 須  　匀 （西尾K I R A R A）
渡 邊 真 一 （三河安城）

古 市 晃 久 （半田）
榊 原 秀 光 （半田）
榊 原 正 治 （半田）
新 美 重 秋 （半田）
新 美 忠 夫 （半田）
小 栗 孝 久 （半田）
神 戸 信 寅 （半田）
内 田 榮 一 （半田）
水野八洲男 （半田）
杉 原 康 男 （東知多）
滝  　善 蔵 （一宮）
関 戸  　徹 （一宮）
森  　俊 夫 （一宮）
松 原 直 次 （一宮）

梯  　國 彦 （一宮）
關 戸  　潔 （一宮）
佐 分 啓 二 （一宮）
加 藤 隆 朗 （津島）
岡 田 義 夫 （稲沢）
西 川 広 樹 （あま）
北 野 庸 夫 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
佐 藤  　明 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
水 上 恵 一 （尾張中央）
森　　   眞 （一宮中央）
梶 川 増 蔵 （犬山）
原  　正 男 （犬山）
河 田 敏 和 （犬山）
板 津 英 基 （犬山）
清 野 允 中 （江南）
河 村 金 明 （岩倉）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
坪 井 良 憲 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
内 田 安 彦 （名古屋南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
杉 浦 康 晴 （名古屋中）
山 田 典 廣 （名古屋中）
松 原 秀 樹 （名古屋中）
小 栗 成 男 （名古屋中）
梶 田  　知 （名古屋中）
榊 原 克 典 （名古屋中）
渡 邊 樹 志 （名古屋中）
遠 山 堯 郎 （名古屋瑞穂）
川 口 小 折 （名古屋大須）
照 井  　栞 （名古屋大須）
住 田 正 夫 （名古屋大須）
小笠原和俊 （名古屋大須）
新 原  　尚 （名古屋名南）
川 村 勝 廣 （名古屋名駅）
小 崎 誠 三 （名古屋名駅）
大 川  　宏 （名古屋名駅）
大 橋 昭 治 （名古屋名駅）
寺 島 洋 治 （名古屋名駅）
和 田 直 美 （名古屋丸の内）
西 川  　博 （名古屋丸の内）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
中 島  　實 （名古屋北）
中 村 陽 公 （名古屋北）
増 田 浩 男 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
滑  　尚 真 （名古屋守山）
服 部  　力 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
齊 藤 英 夫 （名古屋名東）
遠 藤 友 彦 （名古屋名北）
伊 藤 健 文 （名古屋千種）
竹 内 眞 三 （名古屋千種）
佐久間良治 （名古屋千種）
神 田 正 勝 （名古屋昭和）
有 本  　勝 （名古屋昭和）
長谷川周義 （名古屋錦）
武 田 正 典 （名古屋錦）
金 田 英 和 （名古屋東山）

佐々木利政 （豊橋）
牧 野  　渉 （豊橋）
石 川 顕 次 （豊橋北）
高 倉 宣 夫 （豊橋北）
榊 原 周 造 （豊橋南）
磯 村 秀 樹 （豊橋南）
吉 野 勝 己 （豊橋南）
原 田 邦 夫 （豊川宝飯）
滝 下  　勲 （豊川宝飯）
高 橋 英 昭 （豊橋ゴールデン）
山 口 幹 夫 （豊橋ゴールデン）
福 沢 省 吾 （豊橋ゴールデン）
外 山 和 夫 （豊橋ゴールデン）
古 田 勝 美 （田原パシフィック）
河辺虎太郎 （田原パシフィック）
柴 田  　清 （田原パシフィック）
平 野 義 郎 （田原パシフィック）
小 林 佳 雄 （豊橋東）
満 田  　稔 （豊橋東）
蜂須賀利雄 （岡崎）
杉 浦 恵 造 （岡崎）
本 多 啓 一 （岡崎）
青 木 勇 作 （岡崎）
河 野 治 生 （岡崎）
浅 井  　章 （岡崎）
服 部 良 男 （岡崎）
三 浦 泰 秀 （岡崎）
加 藤 博 巳 （岡崎）
金 山 久 雄 （岡崎）
丹 羽 良 治 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
梅 村 正 明 （豊田）
杉 浦 正 典 （豊田）
酒 井 法 丈 （豊田）
丸 井 俊 裕 （豊田）
神 谷 和 利 （豊田）
奥 田 清 仁 （豊田）
鈴 木 元 弘 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
鈴 村 幸 伸 （豊田）
光 岡 新 吾 （豊田）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
斉 藤 直 美 （豊田）
磯 貝 和 汪 （岡崎南）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
伊 藤 恭 弘 （岡崎南）
本 間 英 晴 （岡崎南）
犬 塚 克 明 （岡崎南）
杉 田 雅 樹 （岡崎南）
今 泉 孝 一 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
髙 木 政 次 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
深 田 昭 彦 （岡崎東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
永 井 量 基 （岡崎城南）
伊 藤 敦 夫 （豊田中）
石 黒 元 隆 （豊田中）
権 田 鋹 弘 （刈谷）
大 音 祖 瑛 （刈谷）
市 川 裕 大 （刈谷）
稲 垣  　淳 （安城）
市 川  　護 （安城）

加 藤 正 人 （安城）
奥 田 法 行 （安城）
寺 田 孝 司 （安城）
藤 井 英 樹 （安城）
黒 田 正 志 （西尾）
榊 原 勝 俊 （西尾）
田 中 正 規 （西尾）
杉 浦 明 博 （西尾）
長 田 銑 司  （碧南）
新 美 真 司  （碧南）
伊 藤 正 幸  （碧南）
中 川  　敦 （知立）
青 山 弦 八 （西尾K I R A R A）
山 本 俊 明 （西尾K I R A R A）
山 本 裕 充 （西尾K I R A R A）
杉 浦 義 利 （西尾K I R A R A）
寺 部 保 美 （三河安城）
犬 束 信 一 （三河安城）
成 田  　徹 （三河安城）
小 野  　郁 （三河安城）
深 津 茂 樹 （三河安城）
齋 藤  　博 （三河安城）
田 村  　脩 （三河安城）
横 山 夕 葉 （三河安城）
待 田 和 宏 （三河安城）

澤 田 好 伸 （半田）
山 﨑 正 夫 （半田）
鈴村せつ子 （半田）
金 澤 憲 二 （半田）
松 本 順 子 （半田）
畑 中 雅 之 （半田）
川 口 新 平 （半田）
竹 内 俊 介 （半田）
山 内 和 之 （半田）
小嶋真一郎 （東海）
林  　隆 春 （一宮）
青 山 佳 裕 （一宮）
松 崎 安 孝 （津島）
石 田 智 彦 （あま）
栗 木 和 夫 （あま）
児 玉 憲 之 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
山 田 幹 夫 （あま）
伊藤恒二郎 （一宮中央）
小 島 三 男 （一宮中央）
長 橋 國 和 （一宮中央）
日比野万喜男 （犬山）
吉 野 育 志 （犬山）
小 川 宏 嗣 （犬山）
田中進一郎 （犬山）
安 田 新 平 （犬山）
近 藤 斉 宏 （犬山）
倉 知 正 憲 （江南）
庄 田 元 久 （江南）
清 野 允 中 （江南）
照 井 通 夫 （名古屋空港）
栗 田 和 典 （名古屋空港）
小 澤  　修 （瀬戸北）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
浅 原 光 男 （名古屋南）
澤田伊三夫 （名古屋南）

眞 野 乘 史 （名古屋南）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
伊東與有三 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
東  　俊 輝 （名古屋中）
立 松 洋 司 （名古屋中）
岩 月 雅 章 （名古屋中）
小 島 祐 助 （名古屋中）
松本健一郎 （名古屋中）
髙 須 洋 志 （名古屋瑞穂）
堀  　慎 治 （名古屋瑞穂）
岩 田 修 司 （名古屋瑞穂）
岡 田 尚 彦 （名古屋大須）
岩 崎 征 一 （名古屋大須）
羽田野道明 （名古屋栄）
長 瀬  　諭 （名古屋栄）
加 藤 英 敏 （名古屋名南）
細 井 俊 男 （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
入 谷 直 行 （名古屋名南）
中 西 芳 子 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
中 野  　健 （名古屋名駅）
神 野 重 行 （名古屋名駅）
小 原 新 一 （名古屋名駅）
盛 田 兼 由 （名古屋名駅）
小室健次郎 （名古屋名駅）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
中 島  　實 （名古屋北）
水 野𠮷𠮷𠮷 紹 （名古屋北）
田 嶋 好 博 （名古屋北）
田 中 正 樹 （名古屋北）
内 藤 秀 樹 （名古屋北）
高 橋  　巌 （名古屋東）
浅 見  　勲 （名古屋東）
柏 木  　功 （名古屋東）
本 多  　満 （名古屋東）
新 実 宣 英 （名古屋東）
栁 澤 幸 輝 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
平 松 征 男 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
増 田 浩 男 （名古屋東）
本田伸太郎 （名古屋東）
伊 藤 陽 介 （名古屋守山）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
佐 藤 良 一 （名古屋守山）
河 本  　力 （名古屋守山）
平  　民 三 （名古屋名東）
小 林 英 毅 （名古屋千種）
萩原喜代子 （名古屋千種）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）
堀 江 宏 輝 （名古屋千種）
宮 尾 紘 司 （名古屋千種）
大 矢 英 憲 （名古屋昭和）
髙 橋  　進 （名古屋昭和）
金 田 英 和 （名古屋東山）
山 城 章 治 （名古屋東山）
飯 島  　卓 （蒲郡）

佐 藤 元 彦 （豊橋北）
西 村 良 彦 （豊橋北）
中西喜久雄 （豊橋北）
鳥 居 信 行 （豊川）
鈴 木 榮 一 （豊川）
吉 川 庄 三 （豊川）
大 澤 輝 秀 （豊川）
塩之谷   昌 （豊橋南）
真 野 善 和 （豊橋ゴールデン）
西 郷 隆 治 （豊橋ゴールデン）
谷 村 泰 裕 （豊橋ゴールデン）
天 野 惠 一 （岡崎）
深 田 達 彦 （岡崎）
峰 澤 彰 宏 （岡崎）
林  　和 夫 （岡崎）
櫻 井 敬 子 （岡崎）
加 藤 博 巳 （岡崎）
畔 柳 春 雄 （岡崎）
中 村 重 嗣 （岡崎）
岡 田 勝 美 （豊田）
鈴 木 秀 和 （豊田）
孕 石 邦 雄 （豊田）
河 木 照 雄 （豊田）
小 野 雅 道 （豊田）
小島洋一郎 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
野 口 明 生 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
岡 田 光 司 （岡崎南）
藤 田 正 彦 （岡崎南）
鈴 木 康 之 （岡崎南）
高 橋 正 直 （岡崎南）
三 浦 勝 美 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
岩 月 鋹 廣 （岡崎東）
小 林 清 文 （岡崎東）
野 村 政 弘 （岡崎東）
小木曽   進 （岡崎東）
草 野 信 隆 （岡崎東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
桐 渕 利 次 （岡崎城南）
伊 藤 敦 夫 （豊田中）
中 條 善 朗 （豊田中）
和 泉 房 枝 （豊田中）
加 藤 英 二 （刈谷）
太田宗一郎 （刈谷）
山 口  　研 （安城）
内 藤 教 恵 （安城）
神 谷  　研 （安城）
戸 谷  　央 （安城）
鳥 居 博 行 （安城）
山 﨑 秀 夫 （西尾）
山 中 寛 紀  （碧南）
石 橋 嘉 彦  （碧南）
早 川 岩 男 （知立）
中 川  　敦 （知立）
大 橋  　均 （知立）
川 地 英 明 （知立）
清  　克 行 （西尾K I R A R A）
榊 原 利 夫 （西尾K I R A R A）
長 谷 収 一 （西尾K I R A R A）

中 根 勝 美 （西尾K I R A R A）
沓名由美子 （三河安城）
大 見 和 志 （三河安城）
木 村 恭 子 （三河安城）
山 本 彰 秀 （三河安城）

青 葉 憲 一 （半田）
水 野 隆 芳 （半田）
松 石 奉 之 （半田）
酒 井 良 輔 （半田）
平 林 伸 康 （半田）
青 井 雅 純 （半田）
森 田  　亨 （半田）
伊 東 良 夫 （半田）
椴 山 晃 雄 （半田）
杉 浦 三 郎 （半田）
永 田 明 世 （半田南）
都 築 利 全 （半田南）
榊 原 邦 彦 （半田南）
新 美  　茂 （半田南）
森  　隆 彦 （一宮）
山 上 哲 司 （一宮）
鈴 木 洋 志 （一宮）
佐々木久直 （一宮）
坂井田敏行 （一宮）
大 森 輝 英 （一宮）
宮 田 智 司 （一宮）
桑 原 英 寿 （一宮）
石 黒 敬 康 （一宮）
浅 野  　一 （一宮）
横 井 知 代 （津島）
八 谷 潤 一 （津島）
西 尾 輝 久 （尾張旭）
児 玉 憲 之 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
鈴 木 正 徳 （あま）
森 田 堅 一 （名古屋清須）
稲 垣 圭 次 （犬山）
松 平 實 胤 （犬山）
杉 浦 賢 二 （江南）
山 田  　猛 （江南）
清 野 允 中 （江南）
社 本 太 郎 （春日井）
若 杉 福 雄 （瀬戸北）
鈴 木 晴 季 （瀬戸北）
于　　   咏 （愛知ロータリーE クラブ）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
岡 田 英 彦 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
杉 江 豊 文 （名古屋みなと）
斉 藤 捷 昭 （名古屋みなと）
栢 森 雅 勝 （名古屋みなと）
水 野 恒 平 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
牧 野 弘 明 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
山 田 典 廣 （名古屋中）
杉 浦 康 晴 （名古屋中）
王     　 偉 （名古屋中）
安 田 照 幸 （名古屋中）
梁 川 誠 市 （名古屋中）

北 村 栄 治 （名古屋中）
相 羽 康 人 （名古屋中）
平 松 久 明 （名古屋中）
服 部 浩 明 （名古屋中）
近 藤 明 美 （名古屋大須）
木 下 福 郎 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
久 米 伸 治 （名古屋名南）
伊 藤 圭 一 （名古屋名南）
鈴 木  　享 （名古屋名南）
清 水 順 二 （名古屋名駅）
日比野三吉彦 （名古屋名駅）
川 村 勝 廣 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
石 黒  　隆 （名古屋名駅）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
棚 橋 鎌 次 （名古屋東）
浅 見  　勲 （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
椙 山 正 弘 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
鈴 木 建 吾 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
新 実 宣 英 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
森藤左ヱ門 （名古屋守山）
長瀬輝代之 （名古屋守山）
𠮷𠮷 田 正 道 （名古屋和合）
平  　民 三 （名古屋名東）
池 森 由 幸 （名古屋千種）
三 好  　親 （名古屋千種）
吉 田 節 美 （名古屋千種）
大 口 弘 和 （名古屋千種）
田 中 邦 幸 （名古屋昭和）
前 田 圭 佑 （名古屋昭和）
長谷川周義 （名古屋錦）
金 田 英 和 （名古屋東山）
鈴 木 行 久 （豊橋北）
山 本 光 人 （豊橋北）
福 井 英 示 （豊橋北）
戸 田 俊 晴 （豊川）
森 田 雅 人 （田原）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
縣  　保 彦 （豊橋南）
吉 川 一 弘 （豊橋ゴールデン）
若 林 正 治 （豊橋ゴールデン）
荻 須 文 一 （岡崎）
水 野 周 久 （岡崎）
野 田 篤 文 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
丹 羽 良 治 （岡崎）
梅 村 泰 弘 （豊田）
小 幡 鋹 伸 （豊田）
横 山 眞 久 （豊田）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
伊豫田   浩 （岡崎南）
大 村 栄 治 （岡崎南）

中 嶋 昭 史 （岡崎南）
新 浪 勝 也 （岡崎東）
原 田 耕 平 （岡崎東）
池 田  　正 （岡崎東）
足 立 汎 和 （岡崎東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
本 多  　幹 （豊田中）
中 條 善 朗 （豊田中）
猪 狩  　蔵 （豊田中）
浅岡多田志 （豊田中）
市 川 裕 大 （刈谷）
松 本 隆 利 （安城）
深 津 正 則 （安城）
山 中 寛 紀  （碧南）
奥 田 雪 雄  （碧南）
森 田 英 治  （碧南）
新 美  　孝  （碧南）
田 代 清 一 （高浜）
安 井 喜 秀 （知立）
中 川  　敦 （知立）
高 須  　光 （西尾K I R A R A）
新 海 雄 二 （西尾K I R A R A）
三 治 信 芳 （西尾K I R A R A）
太 髙 純 治 （西尾K I R A R A）
青 山 弦 八 （西尾K I R A R A）
杉 浦 義 利 （西尾K I R A R A）
山 本 俊 明 （西尾K I R A R A）
山 本 裕 充 （西尾K I R A R A）
山 本 雅 仁 （三河安城）
水 谷  　存 （三河安城）
下 村 幸 真 （三河安城）

加 藤 順 三 （半田）
榊 原 敦 史 （半田）
小 栗 宏 次 （半田）
古 市 晃 久 （半田）
小 栗 利 朗 （半田）
手 島 寿 宏 （半田）
榊 原 正 治 （半田）
新 美 忠 夫 （半田）
内 田 榮 一 （半田）
松 林 信 吾 （半田南）
森  　俊 夫 （一宮）
松 原 直 次 （一宮）
関 戸  　徹 （一宮）
滝  　善 蔵 （一宮）
加 藤 隆 朗 （津島）
豊 島 德 三 （一宮北）
黒 川 元 則 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
鷲 見 好 弘 （名古屋清須）
松 本 正 暢 （一宮中央）
住野龍之介 （犬山）
松 平 實 胤 （犬山）
野 倉 達 雄 （犬山）
奥 村 正 幸 （犬山）
倉 知 正 憲 （江南）
橋 本 晃 暢 （小牧）
河 村 嘉 男 （小牧）
山 田 直 樹 （尾張旭）
加 藤 清 久 （尾張旭）
清 水  　勲 （春日井）
須 崎 侑 三 （瀬戸北）

于　　   咏 （愛知ロータリーE クラブ）
後 藤 正 憲 （名古屋南）
橋 元 幸 次 （名古屋南）
林  　幸 春 （名古屋南）
池     　 潤 （名古屋南）
佐分利清信 （名古屋南）
櫻 井  　繁 （名古屋南）
村 上  　斎 （名古屋南）
内 田 安 彦 （名古屋南）
浅 原 光 男 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘  （名古屋南）
近 藤 信 之 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
大 西 弘 高 （名古屋東南）
中 村 規 脩 （名古屋東南）
下 郷 卓 弥 （名古屋東南）
各 務 芳 樹 （名古屋東南）
伊 藤 秀 雄 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
宮 崎  　薫 （名古屋東南）
吉 田 治 伸 （名古屋中）
塩 谷 和 久 （名古屋中）
河 村 嘉 希 （名古屋中）
松本健一郎 （名古屋中）
小 島 祐 助 （名古屋中）
岩 月 雅 章 （名古屋中）
神 野 邦 利 （名古屋大須）
酒 井  　修 （名古屋大須）
髙 木 政 義 （名古屋大須）
照 井  　栞 （名古屋大須）
坂 田 信 子 （名古屋名南）
入 谷 直 行 （名古屋名南）
長 尾 浅 𠮷𠮷（名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
三島多恵子 （名古屋名南）
伊 藤 圭 一 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
藤 井 圓 隆 （名古屋名駅）
田 口  　望 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
深 澤 良 介 （名古屋名駅）
大 橋 昭 治 （名古屋名駅）
森 田 正 樹 （名古屋丸の内）
松尾雄二郎 （名古屋丸の内）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
待 井 雄 介 （名古屋北）
中 島  　實 （名古屋北）
渡 辺 英 信 （名古屋東）
本 多  　満 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
古川善次郎 （名古屋東）
木 村 邦 彦 （名古屋守山）
長瀬輝代之 （名古屋守山）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
竹 尾 祥 子 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）
須 原 茂 樹 （名古屋昭和）
渡 邉 直 樹 （名古屋昭和）

木 下  　実 （名古屋昭和）
加 藤  　厚 （名古屋昭和）
伊 丹 惣 三 （名古屋昭和）
上 野  　広 （名古屋昭和）
長谷川周義 （名古屋錦）
久 野 洋 一 （名古屋東山）
小林三重子 （名古屋東山）
近藤兼治郎 （名古屋東山）
金 田 英 和 （名古屋東山）
羽 田 明 弘 （豊橋北）
小杉幸一郎 （豊橋北）
内 藤 雄 功 （豊川）
石 黒 利 昌 （田原）
榊 原 周 造 （豊橋南）
藤 原 俊 男 （豊橋南）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
金 田 柾 宏 （豊川宝飯）
梅 田 英 樹 （豊橋ゴールデン）
藤 城 民 男 （豊橋ゴールデン）
白 井 正 樹 （豊橋ゴールデン）
杉 原 敏 雄 （豊橋ゴールデン）
高 畑 皓 一 （豊橋ゴールデン）
宮 川 嘉 朗 （豊橋ゴールデン）
渡 邊  　茂 （豊橋東）
柴 田 芳 孝 （岡崎）
南 部  　淳 （岡崎）
酒 部 圭 司 （岡崎）
安 藤 宏 行 （岡崎）
松 原 広 幸 （岡崎）
柴 田 泰 伸 （岡崎）
峰 澤 彰 宏 （岡崎）
古 澤 武 雄 （岡崎）
岩 月 一 郎 （岡崎）
金 山 久 雄 （岡崎）
服 部 良 男 （岡崎）
三 宅 英 臣 （豊田）
後 藤 尚 之 （豊田）
天 野 勝 美 （豊田）
鈴 木 元 弘 （豊田）
光 岡 新 吾 （豊田）
丸 井 俊 裕 （豊田）
奥 田 清 仁 （豊田）
酒 井 法 丈 （豊田）
鈴 村 幸 伸 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
斎 藤 直 美 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
杉 本 義 安 （岡崎南）
志 賀 為 宏 （岡崎南）
奥 村 英 世 （岡崎南）

大須賀予偲子 （岡崎南）
服 部 英 男 （岡崎南）
中川修一郎 （岡崎南）
本 間  　毅 （岡崎南）
小 野  　隆 （岡崎南）
手 嶋  　明 （岡崎東）
山 中  　一 （岡崎東）
山 内 隆 一 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
河 合 芳 弘 （豊田東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
鈴木文三郎 （刈谷）
大 音 祖 瑛 （刈谷）
杉 山 淳 一 （安城）
加 藤 正 人 （安城）
稲 垣  　淳 （安城）
市 川  　護 （安城）
田 中 正 規 （西尾）
山 中 寛 紀 （碧南）
髙 木 秀 夫 （知立）
中 川  　敦 （知立）
大 橋  　均 （知立）
鈴 木 善 和 （西尾K I R A R A）
太田五九郎 （西尾K I R A R A）
細 川 和 好 （西尾K I R A R A）
太 髙 純 治 （西尾K I R A R A）
新 海 雄 二 （西尾K I R A R A）
高 須  　光 （西尾K I R A R A）
加 藤  　宙 （三河安城）
大 見 満 宏 （三河安城）
寺 部 保 美 （三河安城）
伊 藤 敦 夫 （2 7 6 0 その他）

鈴 木 裕 二 （半田）
澤 田 好 伸 （半田）
山 﨑 正 夫 （半田）
鈴村せつ子 （半田）
金 澤 憲 二 （半田）
松 本 順 子 （半田）
畑 中 雅 之 （半田）
竹 内 俊 介 （半田）
川 口 新 平 （半田）
鈴 木 宏 司 （半田南）
青 山 佳 裕 （一宮）
舩 橋 正 員 （一宮） 
関 戸  　徹 （一宮）
篠 田  　廣 （津島）
水 野 憲 司 （一宮北）
山 田 尊 久 （あま）
後 藤 雅 光 （あま）

髙 山  　敏 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
和 田 典 之 （名古屋清須）
大 森  　進 （一宮中央）
大 澤  　渡 （犬山）
髙 橋 秀 治 （犬山）
松 平 實 胤 （犬山）
木 村  　完 （犬山）
森  　弘 好 （江南）
清 野 允 中 （江南）
山 田  　猛 （江南）
大 島 賀 樹 （小牧）
堀 井  　武 （小牧）
松尾憲二郎 （小牧）
濱 口 栄 男 （小牧）
五 藤 隆 夫 （小牧）
于     　 咏 （愛知ロータリーE クラブ）
内 田  　優 （名古屋南）
伊東万樹也 （名古屋南）
眞 野 乘 史 （名古屋南）
岩 田 崇 祺 （名古屋南）
藁谷喜世志 （名古屋東南）
白 木 良 彦 （名古屋東南）
山 口 直 彦 （名古屋東南）
橋 爪  　務 （名古屋東南）
水 野 恒 平 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
柴田裕二郎 （名古屋中）
川 本 浩 史 （名古屋中）
川 口 誉 夫 （名古屋中）
森 田 乾 嗣 （名古屋中）
相 羽 康 人 （名古屋中）
服 部 浩 明 （名古屋中）
平 松 久 明 （名古屋中）
北 村 栄 治 （名古屋中）
王     　 偉 （名古屋中）
梁 川 誠 市 （名古屋中）
安 田 照 幸 （名古屋中）
堀  　慎 治 （名古屋瑞穂）
稲 葉  　徹 （名古屋瑞穂）
鬼 頭 茂 成 （名古屋大須）
岡 田 尚 彦 （名古屋大須）
岩 崎 征 一 （名古屋大須）
原 野 勝 至 （名古屋栄）
加 藤 英 敏 （名古屋名南）
榊 原 和 美 （名古屋名南）
朝比美和子 （名古屋名南）

山 本 郁 矢 （名古屋名南）
木 下 福 郎 （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
伊 藤 圭 一 （名古屋名南）
小酒井比呂志 （名古屋名駅）
清 水 順 二 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
小室健次郎 （名古屋名駅）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
岡 部 （名古屋北）
木 谷 圭 子※ （名古屋東）
本田伸太郎 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
増 田 浩 男 （名古屋東）
長瀬輝代之 （名古屋守山）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
鈴木太刀雄 （名古屋名東）
竹 尾 祥 子 （名古屋名東）
中 込 清 周 （名古屋名東）
北 村 正 和 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
樫 尾 富 二 （名古屋千種）
鈴 木 理 之 （名古屋千種）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）
河 合 芳 光 （豊橋北）
鈴木大次郎 （豊橋北）
佐 藤 矩 朗 （豊橋北）
小 林 康 男 （豊橋北）
田 中 寛 孝 （豊川）
浅 野 修 道 （豊川）
吉 川 庄 三 （豊川）
大 河 直 樹 （田原）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
伊 藤 眞 芳 （豊橋ゴールデン）
大須賀憲太 （豊橋ゴールデン）
石 原 昭 二 （豊橋ゴールデン）
松 崎  　進 （豊橋ゴールデン）
井 上  　穂 （豊橋ゴールデン）
平 野 正 博 （豊橋東）
杉 原 好 洋 （豊橋東）
同 前 仁 史 （岡崎）
藤 原 正 寛 （岡崎）
天 野 惠 一 （岡崎）
吉 川 正 敏 （岡崎）
河 野 治 生 （岡崎）
三 宅 正 恭 （豊田）
村 上 雅 則 （豊田）

杉 浦  　毅 （豊田）
杉 浦 弘 髙 （豊田）
稲 垣 利 彦 （豊田）
神 谷 和 利 （豊田）
河 木 照 雄 （豊田）
小 野 雅 道 （豊田）
孕 石 邦 雄 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
深 津  　篤 （岡崎南）
杉 浦  　彰 （岡崎南）
中 根 克 弘 （岡崎南）
小 野 正 富 （岡崎南）
大久保   武 （岡崎南）
中 根 義 雄 （岡崎南）
太 田 進 造 （岡崎南）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
浅 岡 謙 治 （岡崎東）
野 村 政 弘 （岡崎東）
足 立 汎 和 （岡崎東）
大 澤 六 也 （豊田東）
小 山 章 仁 （岡崎城南）
ꇶ𠮷㻗𠮷㖡𠮷ꋝ （名古屋宮の杜）
𠮷𠮷 原 孝 彦 （刈谷）
市 川 裕 大 （刈谷）
成 田 孝 則 （安城）
恒 川 憲 一 （安城）
青 山 竜 也 （安城）
内 藤 教 恵 （安城）
山 口  　研 （安城）
松 田 茂 治 （西尾）
田 中 正 規 （西尾）
榊 原  　健 （碧南）
平岩統一郎 （碧南）
山 中 寛 紀 （碧南）
水 野 泰 昌 （知立）
鈴 木 民 也 （知立）
中 川  　敦 （知立）
大 橋  　均 （知立）
秋 山 正 純 （西尾K I R A R A）
杉 浦 加 代 （西尾K I R A R A）
榊 原  　章 （西尾K I R A R A）
石 山  　進 （西尾K I R A R A）
鈴 木 善 和 （西尾K I R A R A）
太田五九郎 （西尾K I R A R A）
齋 藤 光 正 （三河安城）
沓名由美子 （三河安城）
大 見 和 志 （三河安城）
伊 藤 敦 夫 （2 7 6 0 その他）

2009 年度

2011 年度

2010 年度

2008 年度

2017 年度

青 井 雅 純 （半田）
平 林 伸 康 （半田）
松 石 奉 之 （半田）
前 田 佳 男 （半田）
森 田　  亨 （半田）
榊 原 明 美 （半田）
酒 井 良 輔 （半田）
杉 浦 三 郎 （半田）
高 木 利 定 （半田）
山 内 和 之 （半田）
伊 奈 輝 三 （常滑）
新 美 義 博 （東知多）
足 立　  誠 （一宮）
長谷部敏克 （一宮）
伊 藤 幸 一 （一宮）
光 嵜 賢 一 （一宮）
則 竹 伸 也 （一宮）
伊 藤 文 也 （津島）
前 田 重 廣 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
佐 藤　  明 （あま）
渡 辺　  均 （あま）
早 川 雅 男 （名古屋清須）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
加 藤 辰 己 （一宮中央）

鹿 島 兼 一 （一宮中央）
高 井 光 信 （一宮中央）
伊 藤 英 男 （犬山）
尾 関 幸 夫 （犬山）
千 田 昌 宏 （犬山）
朱 宮 新 治 （犬山）
　 田 三 郎 （犬山）
伊 藤 鶴 吉 （江南）
北　  健 司 （春日井）
坂 田　  隆 （瀬戸北）
山 本　  修 （瀬戸北）
大 江 秀 和 （岩倉）
園 原 宏 治 （岩倉）
盛 田 淳 夫 （名古屋）
浅 井 金 三 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
服 部 一 郎 （名古屋南）
加 藤 慶 一 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
村 瀬 廣 芳 （名古屋南）
鈴 木 輝 彦 （名古屋南）
吉 田 春 樹 （名古屋南）
吉 岡 正 人 （名古屋南）
森　  　 清 （名古屋みなと）
酒 井　  優 （名古屋みなと）
住 田　  守 （名古屋みなと）

伊東與有三 （名古屋東南）
星 野 信 利 （名古屋中）
古 田 昭 臣 （名古屋中）
猪 飼 秀 明 （名古屋中）
加 藤 政 己 （名古屋中）
川 島 悦 雄 （名古屋中）
加瀬英比古 （名古屋中）
纐 纈 正 剛 （名古屋中）
鵜 飼 耕 三 （名古屋中）
渡 邉 一 平 （名古屋中）
山 口　  眞 （名古屋中）
尾 上　  昇 （名古屋大須）
柴 岡 正 将 （名古屋大須）
鈴 木　  洋 （名古屋大須）
渡 辺 観 永 （名古屋大須）
湯 山 淳 三 （名古屋大須）
細 井 土 夫 （名古屋栄）
川 井 健 司 （名古屋栄）
安 藤　  一 （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
三 浦　  隆 （名古屋名南）
武 藤 正 行 （名古屋名南）
大 隅 紀 郎 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
鈴 井 一 博 （名古屋名南）
石 黒　  隆 （名古屋名駅）

生 田 芳 規 （名古屋名駅）
小酒井比呂志 （名古屋名駅）
大 川　  宏 （名古屋名駅）
田 口　  望 （名古屋名駅）
中 島　  實 （名古屋北）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
水 野　  勤 （名古屋東）
澤 井 俊 治 （名古屋東）
椙 山 正 弘 （名古屋東）
高 橋　  巌 （名古屋東）
高橋雄二郎 （名古屋東）
宇佐美嘉重斌 （名古屋東）
安 井　  孝 （名古屋東）
余 語 郁 夫 （名古屋東）
服 部　  滋 （名古屋和合）
川 村 敏 夫 （名古屋和合）
柏 木 順 壱 （名古屋和合）
服 部　  力 （名古屋名東）
村 橋 泰 志 （名古屋名東）
星川須美子 （名古屋名北）
鈴 木 正 男 （名古屋千種）
伊 丹 惣 三 （名古屋昭和）
河 合 勇 夫 （名古屋昭和）
鈴 木 重 幸 （名古屋昭和）
杉 田　  等 （名古屋昭和）
貝 沼 正 敬 （名古屋錦）

福 井　  敬 （豊橋）
神 野 吾 郎 （豊橋）
鈴 木 正 憲 （豊橋）
佐 野 峯 雄 （豊橋北）
大 橋 平 治 （豊川）
山 本　  学 （豊川）
藤 城 俊 明 （豊橋南）
塩之谷   昌 （豊橋南）
小笠原喜好 （新城）
壽 昌 宏 之 （新城）
鳥 居 栄 一 （新城）
井 上　  穂 （豊橋ゴールデン）
石 原 昭 二 （豊橋ゴールデン）
松 崎　  進 （豊橋ゴールデン）
大須賀憲太（豊橋ゴールデン）
杉 原 敏 雄 （豊橋ゴールデン）
高 畑 皓 一 （豊橋ゴールデン）
尾 沢 義 雄 （田原パシフィック）
小 川 喜 一 （田原パシフィック）
内 柴 義 郎 （田原パシフィック）
鈴 木 昌 敏 （豊橋東）
浅 井　  章 （岡崎）
蜂須賀利雄 （岡崎）
林　  和 夫 （岡崎）
金 山 久 雄 （岡崎）
河 野 治 生 （岡崎）

黒 河  　陽 （岡崎）
内 藤  　淳 （岡崎）
奥 瀬 勇 作 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
佐々木勝巳 （岡崎）
清 水 芳 美 （岡崎）
伴  　征 雄 （豊田）
神 谷 和 利 （豊田）
松 井 博 文 （豊田）
小 野 雅 道 （豊田）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
天 野 精 孝 （岡崎南）
本 間  　毅 （岡崎南）
倉 田  　長 （岡崎南）
三 浦 勝 美 （岡崎南）
中 根 義 雄 （岡崎南）
太 田 進 造 （岡崎南）
岡 田 庸 男 （岡崎南）
池 田  憲治 （豊田西）
長 坂 義 幸 （豊田西）
中 川 俊 治 （豊田西）
足 立 憲 彦 （岡崎東）
足 立 信 雄 （岡崎東）
深 田 昭 彦 （岡崎東）
稲 葉 雅 彦 （岡崎東）
石 原 靖 増 （岡崎東）
池 田  　正 （岡崎東）
三 浦 泰 廣 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
杉 山 正 章 （岡崎東）
水 野 慶 一 （豊田東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
米 本 益 栄 （豊田東）
小 島 哲 夫 （豊田中）
鈴 木 純 子 （豊田中）
梅 村 和 伸 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
稲 垣 和 幸 （安城）
石 川 義 典 （安城）
神 谷 明 文 （安城）
小野内宣行 （安城）
冨 岡 里 美 （安城）
横山真喜男 （安城）
森 田 英 治  （碧南）
川 地 英 明 （知立）
大 高 敏 睦 （西尾K I R A R A）
斎 藤 喬 甫 （西尾K I R A R A）
鈴 木 正 司 （西尾K I R A R A）
高 原  　宏 （西尾K I R A R A）
米 津 長 治 （西尾K I R A R A）
古 居 一 雄 （三河安城）
川浦喜久雄 （三河安城）
杉 山 敏 幸 （三河安城）
竹 内 泰 夫 （三河安城）
山崎圭朋利 （三河安城）

稲 葉 民 安 （半田）
榊 原 秀 光 （半田）
手 島 寿 宏 （半田）
新 美 重 秋 （半田）
太 田 竹 司 （半田）
伊 東 良 夫 （半田）
椴 山 晃 雄 （半田）

高 木  　宏 （半田）
高 村 敦 夫 （東海）
榊 原  　肇 （半田南）
青 木 俊 憲 （一宮）
長谷川勝久 （一宮）
内 藤 寛 一 （一宮）
豊 島 俊 明 （一宮）
山 口 元 彦 （一宮）
鎌 田 芳 彰 （一宮）
日 比 一 昭 （津島）
伊 藤 文 也 （津島）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
早 川 雅 男 （名古屋清須）
高 橋 秀 治 （犬山）
祖父江寿男 （犬山）
小 川 嘉 吉 （犬山）
安 田 新 平 （犬山）
奥 村 正 幸 （犬山）
山 根 雄 司 （犬山）
河 合 美 彦 （小牧）
箕 輪 良 孝 （尾張旭）
若 杉 福 雄 （瀬戸北）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
若山啓太郎 （名古屋南）
多久田達宏 （名古屋南）
木 村 樹 生 （名古屋南）
山 路 兼 生 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
水 野  　裕 （名古屋東南）
伊東與有三 （名古屋東南）
市 原 高 明 （名古屋中）
小笠原   暁 （名古屋中）
坪 井 進 悟 （名古屋中）
鶴 見 俊 成 （名古屋中）
八 神 弘 雄 （名古屋中）
舟 橋 政 男 （名古屋中）
大 浦 泰 博 （名古屋中）
内 藤 貴 雄 （名古屋中）
片 岡 信 恒 （名古屋中）
篭 橋 美 久 （名古屋中）
川 口 小 折 （名古屋大須）
大 原 敏 正 （名古屋大須）
渡 辺 観 永 （名古屋大須）
住 田 正 夫 （名古屋大須）
児 島 徳 和 （名古屋名南）
山 本 郁 矢 （名古屋名南）
中 西 芳 子 （名古屋名南）
林  　隆 二 （名古屋名南）
田 中 省 三 （名古屋名南）
浅 井 泰 夫 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
青 島 邦 夫 （名古屋名駅）
吉 田 正 克 （名古屋北）
水 野 茂 生 （名古屋東）
柏 木  　功 （名古屋東）
柳 澤 幸 輝 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
高橋雄二郎 （名古屋東）
増 田 浩 男 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
佐 藤 正 延 （名古屋守山）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）

三 好  　親 （名古屋千種）
佐久間良治 （名古屋千種）
杉 江 光 明 （名古屋昭和）
田 中 邦 幸 （名古屋昭和）
斎 藤 正 俊 （名古屋昭和）
成 田  　収 （名古屋昭和）
久 田 錦 三 （名古屋昭和）
鈴 木 重 幸 （名古屋昭和）
武儀山勝彦 （名古屋東山）
紅 林 友 昭 （豊橋）
松 井 和 彦 （豊橋）
松 坂 良 太 （豊橋）
松 本 孝 一 （豊橋）
西 田 元 彦 （豊橋）
内 山 典 弘 （豊橋）
山 本 光 人 （豊橋北）
鈴 木 茂 久 （豊橋北）
牧 野 一 郎 （豊川）
寺 部  　元 （豊川）
縣  　保 彦 （豊橋南）
藤 城 俊 明 （豊橋南）
外 山 和 夫 （豊橋ゴールデン）
古 澤 武 雄 （岡崎）
山 本 邦 雄 （岡崎）
本 多 啓 一 （岡崎）
中 根 幹 雄 （岡崎）
服 部 良 男 （岡崎）
杉 浦 恵 造 （岡崎）
斎 藤 直 美 （豊田）
渡 辺 要 市 （岡崎南）
竹 内 照 男 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
浅 岡 謙 治 （岡崎東）
深 津 幸 雄 （岡崎東）
手 嶋  　明 （岡崎東）
小 野 文 憲 （岡崎東）
今 井 啓 介 （豊田東）
杉 浦 英 昭 （豊田東）
石 橋 博 文 （豊田東）
都 築 義 勝 （豊田東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
小 松 正 伸 （豊田東）
服 部 基 一 （豊田東）
太 田 昌 孝 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
小 林 逸 朗 （安城）
伊 藤 隆 夫 （安城）
石 原  　昭 （安城）
原田慶三郎 （安城）
鳥 居 清 澄 （西尾）
鈴 木 並 生  （碧南）
杉 浦 健 次  （碧南）
杉 浦 晴 彦  （碧南）
大 橋  　均 （知立）
野 村 賢 孝 （知立）
宮 地 喜 良 （西尾K I R A R A）
後 藤 利 之 （西尾K I R A R A）
三 浦 隆 司 （西尾K I R A R A）
石 川 勝 雄 （西尾K I R A R A）
天 野 行 夫 （西尾K I R A R A）
高 原  　宏 （西尾K I R A R A）
斎 藤 喬 甫 （西尾K I R A R A）
渡 邊 真 一 （三河安城）

伊 吹 治 郎 （三河安城）
稲 垣  　靖 （三河安城）
柵 木 政 美 （三河安城）
山 口 恭 正 （三河安城）
小西紀久雄 （三河安城）
森 田 勝 己 （三河安城）
杉浦眞理子 （三河安城）
西 尾 四 郎 （三河安城）
丹 羽  　修 （三河安城）
鳥 居 剛 育 （三河安城）
畔 柳 弘 文 （三河安城）
平 子 昭 三 （三河安城）
矢 田 良 一 （三河安城）

金 澤 憲 二 （半田）
神 戸 信 寅 （半田）
松 本 順 子 （半田）
新 美 忠 夫 （半田）
小 栗 孝 久 （半田）
鈴村せつ子 （半田）
鈴 木 千 里 （半田）
冨  　武 司 （半田）
内 田 榮 一 （半田）
中 村  　巌 （一宮）
佐 分 啓 二 （一宮）
關 戸  　潔 （一宮）
堀 江 承 元 （あま）
岩 島 裕 芳 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
佐 藤  　明 （あま）
櫻 井 利 夫 （名古屋清須）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
森　　   眞 （一宮中央）
永 田  　正 （一宮中央）
山 中 建 策 （一宮中央）
安 達 英 昭 （犬山）
青 山 佳 高 （犬山）
平 林 米 司 （犬山）
日比野良太郎 （犬山）
伊 藤  　隆 （犬山）
紀 藤 政 司 （犬山）
宮 岡 克 年 （犬山）
岡 田 雅 隆 （犬山）
安 田 宗 平 （犬山）
古 田 嘉 且 （江南）
河 合 美 彦 （小牧）
松 下 洋 一 （尾張旭）
柴 田  　伸 （瀬戸北）
盛 田 和 昭 （名古屋）
福 山  　衛 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
宮 田 松 英 （名古屋南）
坪 井 良 憲 （名古屋南）
鷲 見  　弘 （名古屋南）
渡 邉 将 人 （名古屋南）
吉 田 春 樹 （名古屋南）
伊東與有三 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
荒 川 雅 義 （名古屋中）
早 瀬 孝 文 （名古屋中）
古 田 昭 臣 （名古屋中）
石 原 寿 生 （名古屋中）

加瀬英比古 （名古屋中）
金 森 伸 夫 （名古屋中）
纐 纈 正 剛 （名古屋中）
近 藤 直 樹 （名古屋中）
宮 内  　誠 （名古屋中）
永 野 光 容 （名古屋中）
岡 崎  　亨 （名古屋中）
佐 藤 友 治 （名古屋中）
鈴木謙一郎 （名古屋中）
田ヶ原昭弘 （名古屋中）
鵜 飼 耕 三 （名古屋中）
山 口  　眞 （名古屋中）
山 口  　忍 （名古屋中）
𠮷𠮷 田 敬 岳 （名古屋中）
平 沼 里 子 （名古屋名南）
猪 村 美 之 （名古屋名南）
木 村  　猛 （名古屋名南）
小 山 愼 介 （名古屋名南）
長 尾 浅𠮷𠮷𠮷 （名古屋名南）
野々村憲吾 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
鈴 木  　享 （名古屋名南）
藤 井 圓 隆 （名古屋名駅）
小室健次郎 （名古屋名駅）
丹 羽 俊 文 （名古屋名駅）
岡 本 敏 男 （名古屋名駅）
大 橋 昭 治 （名古屋名駅）
寺 島 洋 治 （名古屋名駅）
堀 田 正 夫 （名古屋北）
中 島  　實 （名古屋北）
水 野 茂 生 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
椙 山 正 弘 （名古屋東）
高橋雄二郎 （名古屋東）
梅 村 清 弘 （名古屋東）
渡 辺 英 信 （名古屋東）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
奥  　佳 澄 （名古屋名東）
遠 藤 友 彦 （名古屋名北）
松 居 敬 二 （名古屋千種）
木 下  　実 （名古屋昭和）
前 田 圭 佑 （名古屋昭和）
上 野  　広 （名古屋昭和）
長谷川正孝 （名古屋錦）
松 井 由 次 （豊橋北）
佐 藤 元 彦 （豊橋北）
神 谷 親 典 （豊川）
大 澤 輝 秀 （豊川）
戸 田 俊 晴 （豊川）
吉 川 庄 三 （豊川）
別 所 淳 二 （田原）
河 辺 勝 巳 （田原）
松 井  　昭 （田原）
宮 木 幸 彦 （田原）
冨 田 雅 則 （田原）
安 田 幸 雄 （田原）
木 下  　治 （豊橋南）
加 山 昌 弘 （豊川宝飯）
外 山 和 夫 （豊橋ゴールデン）
高 林 保 夫 （豊橋ゴールデン）
宇 藤  　信 （豊橋ゴールデン）
松 井 準 治 （田原パシフィック）

尾 原  　脩 （田原パシフィック）
鈴 木 照 幸 （田原パシフィック）
天 野 恵 一 （岡崎）
青 木 勇 作 （岡崎）
林  　和 夫 （岡崎）
伊 藤 公 正 （岡崎）
梶 川 志 郎 （岡崎）
水 野 周 久  （岡崎）
三 嶋  　勉 （岡崎）
丹 羽 良 治 （岡崎）
大 原 達 志 （岡崎）
杉 浦  　皓 （岡崎）
早 川 文 喜 （豊田）
横 山 眞 久 （豊田）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
蒲 野 良 雄 （岡崎南）
畔 柳 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
小 幡 輝 雄 （豊田西）
神 尾 英 雄 （岡崎東）
小 出 元 治 （岡崎東）
草 野 信 隆 （岡崎東）
杉 田 雄 男 （岡崎東）
山 内 隆 一 （岡崎東）
福 岡  　治 （豊田東）
梅 村 憲 一 （豊田東）
有 馬 惟 夫 （岡崎城南）
福 岡 輝 夫 （豊田中）
伊 藤 敦 夫 （豊田中）
猪 狩  　蔵 （豊田中）
加 藤 照 夫 （豊田中）
中 垣 幸 春 （豊田中）
大 塚 哲 夫 （豊田中）
桜 井  　博 （豊田中）
鈴 木  　寛 （豊田中）
権 田 鋹 弘 （刈谷）
太田宗一郎 （刈谷）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
藤 井 英 樹 （安城）
水 野  　学 （安城）
奥 田 法 行 （安城）
寺 田 孝 司 （安城）
鳥 居 博 行 （安城）
小 澤 育 史 （西尾）
鳥 居 清 澄 （西尾）
加 藤 良 邦  （碧南）
小 出 道 治  （西尾一色）
岩 瀬 清 彦 （西尾K I R A R A）
石 川 勝 雄 （西尾K I R A R A）
後 藤 利 之 （西尾K I R A R A）
宮 地 喜 良 （西尾K I R A R A）
三 浦 隆 司 （西尾K I R A R A）
大須賀慶一 （西尾K I R A R A）
鈴 木 昭 夫 （西尾K I R A R A）
杉 浦 正 昭 （西尾K I R A R A）
安 藤  　毅 （三河安城）
深 津 茂 樹 （三河安城）
畔 柳 芳 夫 （三河安城）
丸山今朝三 （三河安城）
待 田 和 宏 （三河安城）
成 田  　徹 （三河安城）
長 坂  　誠 （三河安城）
小 野  　郁 （三河安城）

斎 藤  　博 （三河安城）
田 村  　脩 （三河安城）
横 山 夕 葉 （三河安城）

鈴 木 丈 雄 （半田）
水 野 隆 芳 （半田）
松 石 奉 之 （半田）
酒 井 良 輔 （半田）
山 﨑 正 夫 （半田）
青 井 雅 純 （半田）
畑 中 雅 之 （半田）
竹 内 俊 介 （半田）
岡 戸 伍 弌 （半田）
川 口 新 平 （半田）
前 田 佳 男 （半田）
山 内 和 之 （半田）
青 山 佳 裕 （一宮）
林  　隆 春 （一宮）
光 嵜 賢 一 （一宮）
則 竹 伸 也 （一宮）
伊 藤 幸 一 （一宮）
長谷部敏克 （一宮）
北 野 庸 夫 （あま）
佐 藤  　明 （あま）
北 野 庸 夫 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
鈴 木 正 徳 （あま）
加 藤 憲 治 （あま）
櫻 井 利 夫 （名古屋清須）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
長 橋 國 和 （一宮中央）
小 島 三 男 （一宮中央）
鹿 島 兼 一 （一宮中央）
加 藤 辰 巳 （一宮中央）
吉 田  　洋 （犬山）
近 藤 斉 宏 （犬山）
清 野 允 中 （江南）
福 田 清 成 （江南）
河 合 美 彦 （小牧）
風 岡 保 宏 （春日井）
杉 山 仁 朗 （瀬戸北）
堀 田  　徹 （名古屋城北）
内 田 安 彦 （名古屋南）
櫻 井  　繁 （名古屋南）
佐分利清信 （名古屋南）
村 上  　斎 （名古屋南）
橋 元 幸 次 （名古屋南）
後 藤 正 憲 （名古屋南）
池　　   潤 （名古屋南）
林  　幸 春 （名古屋南）
嶺 木 昌 行 （名古屋南）
桂  　洋 司 （名古屋南）
近 藤 雅 夫 （名古屋南）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
伊東與有三 （名古屋東南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
吉 水 正 溥 （名古屋東南）
市 原 高 明 （名古屋中）
小笠原   暁 （名古屋中）
坪 井 進 悟 （名古屋中）
鶴 見 俊 成 （名古屋中）
八 神 弘 雄 （名古屋中）

松 原 秀 樹 （名古屋中）
渡 邊 樹 志 （名古屋中）
榊 原 克 典 （名古屋中）
小 栗 成 男 （名古屋中）
山 口 正 孝 （名古屋大須）
岡 田 尚 彦 （名古屋大須）
岩 崎 征 一 （名古屋大須）
田 中 一 雄 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
川 村 繁 生 （名古屋名南）
白 藤 憲 雄 （名古屋名南）
林  　隆 二 （名古屋名南）
深 澤 良 介 （名古屋名駅）
隅 田 耕 市 （名古屋名駅）
中 島  　実 （名古屋北）
内 藤 秀 樹 （名古屋北）
増 田 浩 男 （名古屋東）
東 谷 昌 彦 （名古屋東）
澤  　國 生 （名古屋東）
多和田   武 （名古屋東）
新 美 宣 英 （名古屋東）
千 田  　毅 （名古屋東）
余 語 郁 夫 （名古屋東）
渡 辺 英 信 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
平 松 征 男 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
本田伸太郎 （名古屋東）
天 野 清 美 （名古屋和合）
池 森 由 幸 （名古屋千種）
西 川 豊 長 （名古屋千種）
小 山 雅 弘 （名古屋千種）
山 田 敏 雄 （名古屋昭和）
鈴 木 真 司 （名古屋昭和）
上 野  　広 （名古屋昭和）
伊 丹 惣 三 （名古屋昭和）
林  　光 夫 （名古屋錦）
山 田 亨 司 （豊橋）
縣  　政 行 （豊橋）
飯 沼 雅 朗 （蒲郡）
竹 内 稔 弘 （豊橋北）
土 井 松 男 （豊橋北）
鈴木大次郎 （豊橋北）
匹 田 雅 久 （豊橋北）
岩瀬淳一郎 （豊川）
樋 口 俊 寛 （豊川）
河 辺 純 夫 （田原）
藤 井 國 弘 （田原）
天野英一郎 （田原）
冨 田 雅 則 （田原）
水 野 太 一 （豊川宝飯）
鈴 木 雅 博 （豊橋ゴールデン）
古 橋 一 毅 （田原パシフィック）
柴 田 憲 一 （豊橋東）
中 村 重 嗣 （岡崎）
加 藤 博 己 （岡崎）
吉 川 正 敏 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
岩 瀬 敬 紀 （岡崎）
安 藤 光 淵 （岡崎）
岩 月 一 郎 （岡崎）
岩 月 昭 佳 （岡崎）

加 藤 信 吾 （岡崎）
大 原 達 志 （岡崎）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
近 藤 千 雅 （岡崎南）
小久保文雄 （岡崎南）
山 本 雅 樹 （岡崎南）
岡 田 庸 男 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
青 山 俊 次 （岡崎東）
新 浪 勝 也 （岡崎東）
仙 波  　泉 （岡崎東）
野 村 政 弘 （岡崎東）
深 田 昭 彦 （岡崎東）
足 立 汎 和 （岡崎東）
鈴 木 敬 一 （豊田東）
塚 田 和 也 （豊田中）
木 戸 重 信 （豊田中）
石 黒 元 隆 （豊田中）
小久保茂樹 （豊田中）
梅 村 和 伸 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
市 川 裕 大 （刈谷）
神 谷  　研 （安城）
戸 谷  　央 （安城）
横山真喜男 （安城）
石 川 義 典 （安城）
神 谷 明 文 （安城）
冨 岡 里 美 （安城）
小野内宣行 （安城）
伊 藤 富 義 （西尾）
奥 谷 弘 和  （碧南）
加藤丈太郎  （碧南）
新 美  　孝  （碧南）
中 根 佑 治  （碧南）
樅 山 善 久  （碧南）
植 松 敏 樹  （碧南）
宮 地 俊 夫 （知立）
川 地 英 明 （知立）
高 須  　匀 （西尾K I R A R A）
朴  　壽 子 （西尾K I R A R A）
岩 瀬 清 彦 （西尾K I R A R A）
大須賀慶一 （西尾K I R A R A）
鈴 木 昭 夫 （西尾K I R A R A）
木 村 恭 子 （三河安城）
山 本 彰 秀 （三河安城）
川浦喜久雄 （三河安城）
竹 内 泰 夫 （三河安城）
杉 山 敏 幸 （三河安城）
山崎圭朋利 （三河安城）

手 島 寿 宏 （半田）
稲 葉 民 安 （半田）
平 林 伸 康 （半田）
高 木 利 定 （半田）
森 田  　亨 （半田）
椴 山 晃 雄 （半田）
伊 東 良 夫 （半田）
高 木  　宏 （半田）
杉 浦 三 郎 （半田）
榊 原 明 美 （半田）
寺 田  　諭 （大府）
相 羽 英 人 （大府）

青 木 俊 憲 （一宮）
長谷川勝久 （一宮）
内 藤 寛 一 （一宮）
豊 島 半 七 （一宮）
日 比 一 昭 （津島）
林  　冏 成 （一宮北）
松 原 幹 彦 （一宮北）
豊 島 德 三 （一宮北）
佐 藤  　明 （あま）
渡 辺  　均 （あま）
真 木 伸 一 （あま）
田 中 茂 生 （犬山）
井 川 光 雄 （犬山）
小 川 征 一 （犬山）
山 根 雄 司 （犬山）
奥 村 正 幸 （犬山）
千 田 昌 宏 （犬山）
清 野 允 中 （江南）
大嶋一二三 （尾張旭）
内 藤 弘 康 （名古屋）
多久田達宏 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
若山啓太郎 （名古屋南）
木 村 樹 生 （名古屋南）
宮 田 松 英 （名古屋南）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
梅 田 武 久 （名古屋みなと）
山 田 幸 一 （名古屋みなと）
早 瀬 孝 文 （名古屋中）
吉 田 敬 岳 （名古屋中）
岡 崎  　亨 （名古屋中）
田ヶ原昭弘 （名古屋中）
鈴木謙一郎 （名古屋中）
荒 川 雅 義 （名古屋中）
金 森 伸 夫 （名古屋中）
永 野 光 容 （名古屋中）
石 原 寿 生 （名古屋中）
佐 藤 友 治 （名古屋中）
山 口  　忍 （名古屋中）
近 藤 直 樹 （名古屋中）
宮 内  　誠 （名古屋中）
山 口 正 孝 （名古屋大須）
大 原 敏 正 （名古屋大須）
住 田 正 夫 （名古屋大須）
榊 原 和 美 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
川 辺 清 次 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
林  　隆 二 （名古屋名南）
田 口  　望 （名古屋名駅）
石 黒  　隆 （名古屋名駅）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
中 島  　実 （名古屋北）
増 田 浩 男 （名古屋東）
澤  　國 生 （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
新 実 宣 英 （名古屋東）
栁 澤 幸 輝 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
千 田  　毅 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
重 冨　  亮 （名古屋守山）

佐 藤 正 延 （名古屋守山）
星川須美子 （名古屋名北）
星 川 直 志 （名古屋名北）
鈴 木 理 之 （名古屋千種）
田 中 邦 幸 （名古屋昭和）
杉 江 光 明（名古屋昭和）
上 野　  広（名古屋昭和）
横 田 幸 三（名古屋昭和）
鈴 木 重 幸 （名古屋昭和）
三 浦 俊 彦 （名古屋錦）
高 橋 譲 二 （豊橋）
松 坂 良 太 （豊橋）
佐 藤 元 彦 （豊橋北）
伴　　   實 （豊橋北）
竹 本 尚 美 （豊川）
大 澤 輝 秀 （豊川）
藤 井 國 弘 （田原）
伴  　辰 三 （豊川宝飯）
内 藤 泰 通 （豊川宝飯）
柴 田  　勝 （豊川宝飯）
縣  　保 彦 （豊橋南）
足 立 健 一 （豊橋南）
山 本 雅 久 （豊橋ゴールデン）
市 川 朝 洋 （豊橋ゴールデン）
牧 野 政 雄 （豊橋ゴールデン）
岡 本 久 永 （豊橋ゴールデン）
荻 須 文 一 （岡崎）
林  　和 夫 （岡崎）
大 原 達 志 （岡崎）
菅 井 龍 一 （岡崎）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
中 川 俊 治 （豊田西）
橋 本 義 紀 （岡崎東）
梅 村 順 一 （岡崎東）
市 川 幾 雄 （岡崎東）
生 駒 尚 久 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
草 野 信 隆 （岡崎東）
河 合 英 二 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
小 林 逸 朗 （安城）
石 川  　博 （安城）
竹 内 博 之 （知立）
杉 浦 正 昭 （西尾K I R A R A）
高 須  　匀 （西尾K I R A R A）
渡 邊 真 一 （三河安城）

古 市 晃 久 （半田）
榊 原 秀 光 （半田）
榊 原 正 治 （半田）
新 美 重 秋 （半田）
新 美 忠 夫 （半田）
小 栗 孝 久 （半田）
神 戸 信 寅 （半田）
内 田 榮 一 （半田）
水野八洲男 （半田）
杉 原 康 男 （東知多）
滝  　善 蔵 （一宮）
関 戸  　徹 （一宮）
森  　俊 夫 （一宮）
松 原 直 次 （一宮）

梯  　國 彦 （一宮）
關 戸  　潔 （一宮）
佐 分 啓 二 （一宮）
加 藤 隆 朗 （津島）
岡 田 義 夫 （稲沢）
西 川 広 樹 （あま）
北 野 庸 夫 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
佐 藤  　明 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
水 上 恵 一 （尾張中央）
森　　   眞 （一宮中央）
梶 川 増 蔵 （犬山）
原  　正 男 （犬山）
河 田 敏 和 （犬山）
板 津 英 基 （犬山）
清 野 允 中 （江南）
河 村 金 明 （岩倉）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
坪 井 良 憲 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
内 田 安 彦 （名古屋南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
杉 浦 康 晴 （名古屋中）
山 田 典 廣 （名古屋中）
松 原 秀 樹 （名古屋中）
小 栗 成 男 （名古屋中）
梶 田  　知 （名古屋中）
榊 原 克 典 （名古屋中）
渡 邊 樹 志 （名古屋中）
遠 山 堯 郎 （名古屋瑞穂）
川 口 小 折 （名古屋大須）
照 井  　栞 （名古屋大須）
住 田 正 夫 （名古屋大須）
小笠原和俊 （名古屋大須）
新 原  　尚 （名古屋名南）
川 村 勝 廣 （名古屋名駅）
小 崎 誠 三 （名古屋名駅）
大 川  　宏 （名古屋名駅）
大 橋 昭 治 （名古屋名駅）
寺 島 洋 治 （名古屋名駅）
和 田 直 美 （名古屋丸の内）
西 川  　博 （名古屋丸の内）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
中 島  　實 （名古屋北）
中 村 陽 公 （名古屋北）
増 田 浩 男 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
滑  　尚 真 （名古屋守山）
服 部  　力 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
齊 藤 英 夫 （名古屋名東）
遠 藤 友 彦 （名古屋名北）
伊 藤 健 文 （名古屋千種）
竹 内 眞 三 （名古屋千種）
佐久間良治 （名古屋千種）
神 田 正 勝 （名古屋昭和）
有 本  　勝 （名古屋昭和）
長谷川周義 （名古屋錦）
武 田 正 典 （名古屋錦）
金 田 英 和 （名古屋東山）

佐々木利政 （豊橋）
牧 野  　渉 （豊橋）
石 川 顕 次 （豊橋北）
高 倉 宣 夫 （豊橋北）
榊 原 周 造 （豊橋南）
磯 村 秀 樹 （豊橋南）
吉 野 勝 己 （豊橋南）
原 田 邦 夫 （豊川宝飯）
滝 下  　勲 （豊川宝飯）
高 橋 英 昭 （豊橋ゴールデン）
山 口 幹 夫 （豊橋ゴールデン）
福 沢 省 吾 （豊橋ゴールデン）
外 山 和 夫 （豊橋ゴールデン）
古 田 勝 美 （田原パシフィック）
河辺虎太郎 （田原パシフィック）
柴 田  　清 （田原パシフィック）
平 野 義 郎 （田原パシフィック）
小 林 佳 雄 （豊橋東）
満 田  　稔 （豊橋東）
蜂須賀利雄 （岡崎）
杉 浦 恵 造 （岡崎）
本 多 啓 一 （岡崎）
青 木 勇 作 （岡崎）
河 野 治 生 （岡崎）
浅 井  　章 （岡崎）
服 部 良 男 （岡崎）
三 浦 泰 秀 （岡崎）
加 藤 博 巳 （岡崎）
金 山 久 雄 （岡崎）
丹 羽 良 治 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
梅 村 正 明 （豊田）
杉 浦 正 典 （豊田）
酒 井 法 丈 （豊田）
丸 井 俊 裕 （豊田）
神 谷 和 利 （豊田）
奥 田 清 仁 （豊田）
鈴 木 元 弘 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
鈴 村 幸 伸 （豊田）
光 岡 新 吾 （豊田）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
斉 藤 直 美 （豊田）
磯 貝 和 汪 （岡崎南）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
伊 藤 恭 弘 （岡崎南）
本 間 英 晴 （岡崎南）
犬 塚 克 明 （岡崎南）
杉 田 雅 樹 （岡崎南）
今 泉 孝 一 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
髙 木 政 次 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
深 田 昭 彦 （岡崎東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
永 井 量 基 （岡崎城南）
伊 藤 敦 夫 （豊田中）
石 黒 元 隆 （豊田中）
権 田 鋹 弘 （刈谷）
大 音 祖 瑛 （刈谷）
市 川 裕 大 （刈谷）
稲 垣  　淳 （安城）
市 川  　護 （安城）

加 藤 正 人 （安城）
奥 田 法 行 （安城）
寺 田 孝 司 （安城）
藤 井 英 樹 （安城）
黒 田 正 志 （西尾）
榊 原 勝 俊 （西尾）
田 中 正 規 （西尾）
杉 浦 明 博 （西尾）
長 田 銑 司  （碧南）
新 美 真 司  （碧南）
伊 藤 正 幸  （碧南）
中 川  　敦 （知立）
青 山 弦 八 （西尾K I R A R A）
山 本 俊 明 （西尾K I R A R A）
山 本 裕 充 （西尾K I R A R A）
杉 浦 義 利 （西尾K I R A R A）
寺 部 保 美 （三河安城）
犬 束 信 一 （三河安城）
成 田  　徹 （三河安城）
小 野  　郁 （三河安城）
深 津 茂 樹 （三河安城）
齋 藤  　博 （三河安城）
田 村  　脩 （三河安城）
横 山 夕 葉 （三河安城）
待 田 和 宏 （三河安城）

澤 田 好 伸 （半田）
山 﨑 正 夫 （半田）
鈴村せつ子 （半田）
金 澤 憲 二 （半田）
松 本 順 子 （半田）
畑 中 雅 之 （半田）
川 口 新 平 （半田）
竹 内 俊 介 （半田）
山 内 和 之 （半田）
小嶋真一郎 （東海）
林  　隆 春 （一宮）
青 山 佳 裕 （一宮）
松 崎 安 孝 （津島）
石 田 智 彦 （あま）
栗 木 和 夫 （あま）
児 玉 憲 之 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
山 田 幹 夫 （あま）
伊藤恒二郎 （一宮中央）
小 島 三 男 （一宮中央）
長 橋 國 和 （一宮中央）
日比野万喜男 （犬山）
吉 野 育 志 （犬山）
小 川 宏 嗣 （犬山）
田中進一郎 （犬山）
安 田 新 平 （犬山）
近 藤 斉 宏 （犬山）
倉 知 正 憲 （江南）
庄 田 元 久 （江南）
清 野 允 中 （江南）
照 井 通 夫 （名古屋空港）
栗 田 和 典 （名古屋空港）
小 澤  　修 （瀬戸北）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
浅 原 光 男 （名古屋南）
澤田伊三夫 （名古屋南）

眞 野 乘 史 （名古屋南）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
伊東與有三 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
東  　俊 輝 （名古屋中）
立 松 洋 司 （名古屋中）
岩 月 雅 章 （名古屋中）
小 島 祐 助 （名古屋中）
松本健一郎 （名古屋中）
髙 須 洋 志 （名古屋瑞穂）
堀  　慎 治 （名古屋瑞穂）
岩 田 修 司 （名古屋瑞穂）
岡 田 尚 彦 （名古屋大須）
岩 崎 征 一 （名古屋大須）
羽田野道明 （名古屋栄）
長 瀬  　諭 （名古屋栄）
加 藤 英 敏 （名古屋名南）
細 井 俊 男 （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
入 谷 直 行 （名古屋名南）
中 西 芳 子 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
中 野  　健 （名古屋名駅）
神 野 重 行 （名古屋名駅）
小 原 新 一 （名古屋名駅）
盛 田 兼 由 （名古屋名駅）
小室健次郎 （名古屋名駅）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
中 島  　實 （名古屋北）
水 野𠮷𠮷𠮷 紹 （名古屋北）
田 嶋 好 博 （名古屋北）
田 中 正 樹 （名古屋北）
内 藤 秀 樹 （名古屋北）
高 橋  　巌 （名古屋東）
浅 見  　勲 （名古屋東）
柏 木  　功 （名古屋東）
本 多  　満 （名古屋東）
新 実 宣 英 （名古屋東）
栁 澤 幸 輝 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
平 松 征 男 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
増 田 浩 男 （名古屋東）
本田伸太郎 （名古屋東）
伊 藤 陽 介 （名古屋守山）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
佐 藤 良 一 （名古屋守山）
河 本  　力 （名古屋守山）
平  　民 三 （名古屋名東）
小 林 英 毅 （名古屋千種）
萩原喜代子 （名古屋千種）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）
堀 江 宏 輝 （名古屋千種）
宮 尾 紘 司 （名古屋千種）
大 矢 英 憲 （名古屋昭和）
髙 橋  　進 （名古屋昭和）
金 田 英 和 （名古屋東山）
山 城 章 治 （名古屋東山）
飯 島  　卓 （蒲郡）

佐 藤 元 彦 （豊橋北）
西 村 良 彦 （豊橋北）
中西喜久雄 （豊橋北）
鳥 居 信 行 （豊川）
鈴 木 榮 一 （豊川）
吉 川 庄 三 （豊川）
大 澤 輝 秀 （豊川）
塩之谷   昌 （豊橋南）
真 野 善 和 （豊橋ゴールデン）
西 郷 隆 治 （豊橋ゴールデン）
谷 村 泰 裕 （豊橋ゴールデン）
天 野 惠 一 （岡崎）
深 田 達 彦 （岡崎）
峰 澤 彰 宏 （岡崎）
林  　和 夫 （岡崎）
櫻 井 敬 子 （岡崎）
加 藤 博 巳 （岡崎）
畔 柳 春 雄 （岡崎）
中 村 重 嗣 （岡崎）
岡 田 勝 美 （豊田）
鈴 木 秀 和 （豊田）
孕 石 邦 雄 （豊田）
河 木 照 雄 （豊田）
小 野 雅 道 （豊田）
小島洋一郎 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
野 口 明 生 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
岡 田 光 司 （岡崎南）
藤 田 正 彦 （岡崎南）
鈴 木 康 之 （岡崎南）
高 橋 正 直 （岡崎南）
三 浦 勝 美 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
岩 月 鋹 廣 （岡崎東）
小 林 清 文 （岡崎東）
野 村 政 弘 （岡崎東）
小木曽   進 （岡崎東）
草 野 信 隆 （岡崎東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
桐 渕 利 次 （岡崎城南）
伊 藤 敦 夫 （豊田中）
中 條 善 朗 （豊田中）
和 泉 房 枝 （豊田中）
加 藤 英 二 （刈谷）
太田宗一郎 （刈谷）
山 口  　研 （安城）
内 藤 教 恵 （安城）
神 谷  　研 （安城）
戸 谷  　央 （安城）
鳥 居 博 行 （安城）
山 﨑 秀 夫 （西尾）
山 中 寛 紀  （碧南）
石 橋 嘉 彦  （碧南）
早 川 岩 男 （知立）
中 川  　敦 （知立）
大 橋  　均 （知立）
川 地 英 明 （知立）
清  　克 行 （西尾K I R A R A）
榊 原 利 夫 （西尾K I R A R A）
長 谷 収 一 （西尾K I R A R A）

中 根 勝 美 （西尾K I R A R A）
沓名由美子 （三河安城）
大 見 和 志 （三河安城）
木 村 恭 子 （三河安城）
山 本 彰 秀 （三河安城）

青 葉 憲 一 （半田）
水 野 隆 芳 （半田）
松 石 奉 之 （半田）
酒 井 良 輔 （半田）
平 林 伸 康 （半田）
青 井 雅 純 （半田）
森 田  　亨 （半田）
伊 東 良 夫 （半田）
椴 山 晃 雄 （半田）
杉 浦 三 郎 （半田）
永 田 明 世 （半田南）
都 築 利 全 （半田南）
榊 原 邦 彦 （半田南）
新 美  　茂 （半田南）
森  　隆 彦 （一宮）
山 上 哲 司 （一宮）
鈴 木 洋 志 （一宮）
佐々木久直 （一宮）
坂井田敏行 （一宮）
大 森 輝 英 （一宮）
宮 田 智 司 （一宮）
桑 原 英 寿 （一宮）
石 黒 敬 康 （一宮）
浅 野  　一 （一宮）
横 井 知 代 （津島）
八 谷 潤 一 （津島）
西 尾 輝 久 （尾張旭）
児 玉 憲 之 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
鈴 木 正 徳 （あま）
森 田 堅 一 （名古屋清須）
稲 垣 圭 次 （犬山）
松 平 實 胤 （犬山）
杉 浦 賢 二 （江南）
山 田  　猛 （江南）
清 野 允 中 （江南）
社 本 太 郎 （春日井）
若 杉 福 雄 （瀬戸北）
鈴 木 晴 季 （瀬戸北）
于　　   咏 （愛知ロータリーE クラブ）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
岡 田 英 彦 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
杉 江 豊 文 （名古屋みなと）
斉 藤 捷 昭 （名古屋みなと）
栢 森 雅 勝 （名古屋みなと）
水 野 恒 平 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
牧 野 弘 明 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
山 田 典 廣 （名古屋中）
杉 浦 康 晴 （名古屋中）
王     　 偉 （名古屋中）
安 田 照 幸 （名古屋中）
梁 川 誠 市 （名古屋中）

北 村 栄 治 （名古屋中）
相 羽 康 人 （名古屋中）
平 松 久 明 （名古屋中）
服 部 浩 明 （名古屋中）
近 藤 明 美 （名古屋大須）
木 下 福 郎 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
久 米 伸 治 （名古屋名南）
伊 藤 圭 一 （名古屋名南）
鈴 木  　享 （名古屋名南）
清 水 順 二 （名古屋名駅）
日比野三吉彦 （名古屋名駅）
川 村 勝 廣 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
石 黒  　隆 （名古屋名駅）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
棚 橋 鎌 次 （名古屋東）
浅 見  　勲 （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
椙 山 正 弘 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
鈴 木 建 吾 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
新 実 宣 英 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
森藤左ヱ門 （名古屋守山）
長瀬輝代之 （名古屋守山）
𠮷𠮷 田 正 道 （名古屋和合）
平  　民 三 （名古屋名東）
池 森 由 幸 （名古屋千種）
三 好  　親 （名古屋千種）
吉 田 節 美 （名古屋千種）
大 口 弘 和 （名古屋千種）
田 中 邦 幸 （名古屋昭和）
前 田 圭 佑 （名古屋昭和）
長谷川周義 （名古屋錦）
金 田 英 和 （名古屋東山）
鈴 木 行 久 （豊橋北）
山 本 光 人 （豊橋北）
福 井 英 示 （豊橋北）
戸 田 俊 晴 （豊川）
森 田 雅 人 （田原）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
縣  　保 彦 （豊橋南）
吉 川 一 弘 （豊橋ゴールデン）
若 林 正 治 （豊橋ゴールデン）
荻 須 文 一 （岡崎）
水 野 周 久 （岡崎）
野 田 篤 文 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
丹 羽 良 治 （岡崎）
梅 村 泰 弘 （豊田）
小 幡 鋹 伸 （豊田）
横 山 眞 久 （豊田）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
伊豫田   浩 （岡崎南）
大 村 栄 治 （岡崎南）

中 嶋 昭 史 （岡崎南）
新 浪 勝 也 （岡崎東）
原 田 耕 平 （岡崎東）
池 田  　正 （岡崎東）
足 立 汎 和 （岡崎東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
本 多  　幹 （豊田中）
中 條 善 朗 （豊田中）
猪 狩  　蔵 （豊田中）
浅岡多田志 （豊田中）
市 川 裕 大 （刈谷）
松 本 隆 利 （安城）
深 津 正 則 （安城）
山 中 寛 紀  （碧南）
奥 田 雪 雄  （碧南）
森 田 英 治  （碧南）
新 美  　孝  （碧南）
田 代 清 一 （高浜）
安 井 喜 秀 （知立）
中 川  　敦 （知立）
高 須  　光 （西尾K I R A R A）
新 海 雄 二 （西尾K I R A R A）
三 治 信 芳 （西尾K I R A R A）
太 髙 純 治 （西尾K I R A R A）
青 山 弦 八 （西尾K I R A R A）
杉 浦 義 利 （西尾K I R A R A）
山 本 俊 明 （西尾K I R A R A）
山 本 裕 充 （西尾K I R A R A）
山 本 雅 仁 （三河安城）
水 谷  　存 （三河安城）
下 村 幸 真 （三河安城）

加 藤 順 三 （半田）
榊 原 敦 史 （半田）
小 栗 宏 次 （半田）
古 市 晃 久 （半田）
小 栗 利 朗 （半田）
手 島 寿 宏 （半田）
榊 原 正 治 （半田）
新 美 忠 夫 （半田）
内 田 榮 一 （半田）
松 林 信 吾 （半田南）
森  　俊 夫 （一宮）
松 原 直 次 （一宮）
関 戸  　徹 （一宮）
滝  　善 蔵 （一宮）
加 藤 隆 朗 （津島）
豊 島 德 三 （一宮北）
黒 川 元 則 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
鷲 見 好 弘 （名古屋清須）
松 本 正 暢 （一宮中央）
住野龍之介 （犬山）
松 平 實 胤 （犬山）
野 倉 達 雄 （犬山）
奥 村 正 幸 （犬山）
倉 知 正 憲 （江南）
橋 本 晃 暢 （小牧）
河 村 嘉 男 （小牧）
山 田 直 樹 （尾張旭）
加 藤 清 久 （尾張旭）
清 水  　勲 （春日井）
須 崎 侑 三 （瀬戸北）

于　　   咏 （愛知ロータリーE クラブ）
後 藤 正 憲 （名古屋南）
橋 元 幸 次 （名古屋南）
林  　幸 春 （名古屋南）
池     　 潤 （名古屋南）
佐分利清信 （名古屋南）
櫻 井  　繁 （名古屋南）
村 上  　斎 （名古屋南）
内 田 安 彦 （名古屋南）
浅 原 光 男 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘  （名古屋南）
近 藤 信 之 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
大 西 弘 高 （名古屋東南）
中 村 規 脩 （名古屋東南）
下 郷 卓 弥 （名古屋東南）
各 務 芳 樹 （名古屋東南）
伊 藤 秀 雄 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
宮 崎  　薫 （名古屋東南）
吉 田 治 伸 （名古屋中）
塩 谷 和 久 （名古屋中）
河 村 嘉 希 （名古屋中）
松本健一郎 （名古屋中）
小 島 祐 助 （名古屋中）
岩 月 雅 章 （名古屋中）
神 野 邦 利 （名古屋大須）
酒 井  　修 （名古屋大須）
髙 木 政 義 （名古屋大須）
照 井  　栞 （名古屋大須）
坂 田 信 子 （名古屋名南）
入 谷 直 行 （名古屋名南）
長 尾 浅 𠮷𠮷（名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
三島多恵子 （名古屋名南）
伊 藤 圭 一 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
藤 井 圓 隆 （名古屋名駅）
田 口  　望 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
深 澤 良 介 （名古屋名駅）
大 橋 昭 治 （名古屋名駅）
森 田 正 樹 （名古屋丸の内）
松尾雄二郎 （名古屋丸の内）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
待 井 雄 介 （名古屋北）
中 島  　實 （名古屋北）
渡 辺 英 信 （名古屋東）
本 多  　満 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
古川善次郎 （名古屋東）
木 村 邦 彦 （名古屋守山）
長瀬輝代之 （名古屋守山）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
竹 尾 祥 子 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）
須 原 茂 樹 （名古屋昭和）
渡 邉 直 樹 （名古屋昭和）

木 下  　実 （名古屋昭和）
加 藤  　厚 （名古屋昭和）
伊 丹 惣 三 （名古屋昭和）
上 野  　広 （名古屋昭和）
長谷川周義 （名古屋錦）
久 野 洋 一 （名古屋東山）
小林三重子 （名古屋東山）
近藤兼治郎 （名古屋東山）
金 田 英 和 （名古屋東山）
羽 田 明 弘 （豊橋北）
小杉幸一郎 （豊橋北）
内 藤 雄 功 （豊川）
石 黒 利 昌 （田原）
榊 原 周 造 （豊橋南）
藤 原 俊 男 （豊橋南）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
金 田 柾 宏 （豊川宝飯）
梅 田 英 樹 （豊橋ゴールデン）
藤 城 民 男 （豊橋ゴールデン）
白 井 正 樹 （豊橋ゴールデン）
杉 原 敏 雄 （豊橋ゴールデン）
高 畑 皓 一 （豊橋ゴールデン）
宮 川 嘉 朗 （豊橋ゴールデン）
渡 邊  　茂 （豊橋東）
柴 田 芳 孝 （岡崎）
南 部  　淳 （岡崎）
酒 部 圭 司 （岡崎）
安 藤 宏 行 （岡崎）
松 原 広 幸 （岡崎）
柴 田 泰 伸 （岡崎）
峰 澤 彰 宏 （岡崎）
古 澤 武 雄 （岡崎）
岩 月 一 郎 （岡崎）
金 山 久 雄 （岡崎）
服 部 良 男 （岡崎）
三 宅 英 臣 （豊田）
後 藤 尚 之 （豊田）
天 野 勝 美 （豊田）
鈴 木 元 弘 （豊田）
光 岡 新 吾 （豊田）
丸 井 俊 裕 （豊田）
奥 田 清 仁 （豊田）
酒 井 法 丈 （豊田）
鈴 村 幸 伸 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
斎 藤 直 美 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
杉 本 義 安 （岡崎南）
志 賀 為 宏 （岡崎南）
奥 村 英 世 （岡崎南）

大須賀予偲子 （岡崎南）
服 部 英 男 （岡崎南）
中川修一郎 （岡崎南）
本 間  　毅 （岡崎南）
小 野  　隆 （岡崎南）
手 嶋  　明 （岡崎東）
山 中  　一 （岡崎東）
山 内 隆 一 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
河 合 芳 弘 （豊田東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
鈴木文三郎 （刈谷）
大 音 祖 瑛 （刈谷）
杉 山 淳 一 （安城）
加 藤 正 人 （安城）
稲 垣  　淳 （安城）
市 川  　護 （安城）
田 中 正 規 （西尾）
山 中 寛 紀 （碧南）
髙 木 秀 夫 （知立）
中 川  　敦 （知立）
大 橋  　均 （知立）
鈴 木 善 和 （西尾K I R A R A）
太田五九郎 （西尾K I R A R A）
細 川 和 好 （西尾K I R A R A）
太 髙 純 治 （西尾K I R A R A）
新 海 雄 二 （西尾K I R A R A）
高 須  　光 （西尾K I R A R A）
加 藤  　宙 （三河安城）
大 見 満 宏 （三河安城）
寺 部 保 美 （三河安城）
伊 藤 敦 夫 （2 7 6 0 その他）

鈴 木 裕 二 （半田）
澤 田 好 伸 （半田）
山 﨑 正 夫 （半田）
鈴村せつ子 （半田）
金 澤 憲 二 （半田）
松 本 順 子 （半田）
畑 中 雅 之 （半田）
竹 内 俊 介 （半田）
川 口 新 平 （半田）
鈴 木 宏 司 （半田南）
青 山 佳 裕 （一宮）
舩 橋 正 員 （一宮） 
関 戸  　徹 （一宮）
篠 田  　廣 （津島）
水 野 憲 司 （一宮北）
山 田 尊 久 （あま）
後 藤 雅 光 （あま）

髙 山  　敏 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
和 田 典 之 （名古屋清須）
大 森  　進 （一宮中央）
大 澤  　渡 （犬山）
髙 橋 秀 治 （犬山）
松 平 實 胤 （犬山）
木 村  　完 （犬山）
森  　弘 好 （江南）
清 野 允 中 （江南）
山 田  　猛 （江南）
大 島 賀 樹 （小牧）
堀 井  　武 （小牧）
松尾憲二郎 （小牧）
濱 口 栄 男 （小牧）
五 藤 隆 夫 （小牧）
于     　 咏 （愛知ロータリーE クラブ）
内 田  　優 （名古屋南）
伊東万樹也 （名古屋南）
眞 野 乘 史 （名古屋南）
岩 田 崇 祺 （名古屋南）
藁谷喜世志 （名古屋東南）
白 木 良 彦 （名古屋東南）
山 口 直 彦 （名古屋東南）
橋 爪  　務 （名古屋東南）
水 野 恒 平 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
柴田裕二郎 （名古屋中）
川 本 浩 史 （名古屋中）
川 口 誉 夫 （名古屋中）
森 田 乾 嗣 （名古屋中）
相 羽 康 人 （名古屋中）
服 部 浩 明 （名古屋中）
平 松 久 明 （名古屋中）
北 村 栄 治 （名古屋中）
王     　 偉 （名古屋中）
梁 川 誠 市 （名古屋中）
安 田 照 幸 （名古屋中）
堀  　慎 治 （名古屋瑞穂）
稲 葉  　徹 （名古屋瑞穂）
鬼 頭 茂 成 （名古屋大須）
岡 田 尚 彦 （名古屋大須）
岩 崎 征 一 （名古屋大須）
原 野 勝 至 （名古屋栄）
加 藤 英 敏 （名古屋名南）
榊 原 和 美 （名古屋名南）
朝比美和子 （名古屋名南）

山 本 郁 矢 （名古屋名南）
木 下 福 郎 （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
伊 藤 圭 一 （名古屋名南）
小酒井比呂志 （名古屋名駅）
清 水 順 二 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
小室健次郎 （名古屋名駅）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
岡 部 （名古屋北）
木 谷 圭 子※ （名古屋東）
本田伸太郎 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
増 田 浩 男 （名古屋東）
長瀬輝代之 （名古屋守山）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
鈴木太刀雄 （名古屋名東）
竹 尾 祥 子 （名古屋名東）
中 込 清 周 （名古屋名東）
北 村 正 和 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
樫 尾 富 二 （名古屋千種）
鈴 木 理 之 （名古屋千種）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）
河 合 芳 光 （豊橋北）
鈴木大次郎 （豊橋北）
佐 藤 矩 朗 （豊橋北）
小 林 康 男 （豊橋北）
田 中 寛 孝 （豊川）
浅 野 修 道 （豊川）
吉 川 庄 三 （豊川）
大 河 直 樹 （田原）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
伊 藤 眞 芳 （豊橋ゴールデン）
大須賀憲太 （豊橋ゴールデン）
石 原 昭 二 （豊橋ゴールデン）
松 崎  　進 （豊橋ゴールデン）
井 上  　穂 （豊橋ゴールデン）
平 野 正 博 （豊橋東）
杉 原 好 洋 （豊橋東）
同 前 仁 史 （岡崎）
藤 原 正 寛 （岡崎）
天 野 惠 一 （岡崎）
吉 川 正 敏 （岡崎）
河 野 治 生 （岡崎）
三 宅 正 恭 （豊田）
村 上 雅 則 （豊田）

杉 浦  　毅 （豊田）
杉 浦 弘 髙 （豊田）
稲 垣 利 彦 （豊田）
神 谷 和 利 （豊田）
河 木 照 雄 （豊田）
小 野 雅 道 （豊田）
孕 石 邦 雄 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
深 津  　篤 （岡崎南）
杉 浦  　彰 （岡崎南）
中 根 克 弘 （岡崎南）
小 野 正 富 （岡崎南）
大久保   武 （岡崎南）
中 根 義 雄 （岡崎南）
太 田 進 造 （岡崎南）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
浅 岡 謙 治 （岡崎東）
野 村 政 弘 （岡崎東）
足 立 汎 和 （岡崎東）
大 澤 六 也 （豊田東）
小 山 章 仁 （岡崎城南）
ꇶ𠮷㻗𠮷㖡𠮷ꋝ （名古屋宮の杜）
𠮷𠮷 原 孝 彦 （刈谷）
市 川 裕 大 （刈谷）
成 田 孝 則 （安城）
恒 川 憲 一 （安城）
青 山 竜 也 （安城）
内 藤 教 恵 （安城）
山 口  　研 （安城）
松 田 茂 治 （西尾）
田 中 正 規 （西尾）
榊 原  　健 （碧南）
平岩統一郎 （碧南）
山 中 寛 紀 （碧南）
水 野 泰 昌 （知立）
鈴 木 民 也 （知立）
中 川  　敦 （知立）
大 橋  　均 （知立）
秋 山 正 純 （西尾K I R A R A）
杉 浦 加 代 （西尾K I R A R A）
榊 原  　章 （西尾K I R A R A）
石 山  　進 （西尾K I R A R A）
鈴 木 善 和 （西尾K I R A R A）
太田五九郎 （西尾K I R A R A）
齋 藤 光 正 （三河安城）
沓名由美子 （三河安城）
大 見 和 志 （三河安城）
伊 藤 敦 夫 （2 7 6 0 その他）

※元財団奨学生

加 藤 知 成 （東知多）
浅野多喜男 （あま）
鈴 木 和 彦 （あま）
福 田 清 成 （江南）
江 崎 柳 節 （小牧）
太 田 光 将 （名古屋城北）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
谷 口 次 郎 （名古屋中）
加 納  　泉 （名古屋中）
河 合 利 周 （名古屋北）
坂 本 精 志 （名古屋名東）
伊 藤 康 之 （名古屋錦）
岡 田 庸 男 （岡崎南）
加 藤 真 治 （刈谷）
嶋 津 孝 久 （刈谷）

加 藤 知 成 （東知多）
浅野多喜男 （あま）
鈴 木 和 彦 （あま）
福 田 清 成 （江南）
本 多 敬 文 （瀬戸北）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
近 藤 雄 亮 （名古屋瑞穂）
三 浦 和 人 （名古屋名南）
浦 野 三 男 （名古屋北）

●米山功労者（メジャードナー）

伊 奈 輝 三 （常滑）
加 藤 知 成 （東知多）
浅野多喜男 （あま）
稲 垣 孝 憲 （あま）
鈴 木 和 彦 （あま）
伊 藤 正 之 （春日井）
藤 田 音 春 （瀬戸北）
本 多 敬 文 （瀬戸北）

三 浦 和 人 （名古屋名南）
大 隅 紀 郎 （名古屋名南）
河 合 利 周 （名古屋北）
坂 本 精 志 （名古屋名東）
伊 藤 康 之 （名古屋錦）
杉 浦 壽 康 （岡崎）
加 藤 真 治 （刈谷）
井 上 達 夫 （碧南）

加 藤 知 成 （東知多）
伊 藤 文 也 （津島）
鈴 木 和 彦 （あま）
浅野多喜男 （あま）
新 美 治 男 （春日井）
浦 野 三 男 （名古屋北）
河 合 利 周 （名古屋北）
鈴 木 隆 佳 （名古屋和合）

伊 藤 康 之 （名古屋錦）
杉 浦 壽 康 （岡崎）
加 藤 真 治 （刈谷）
井 上 達 夫 （碧南）

加 藤 知 成 （東知多）
浅野多喜男 （あま）
鈴 木 和 彦 （あま）
新 美 治 男 （春日井）

本 多 敬 文 （瀬戸北）
盛 田 和 昭 （名古屋）
三 浦 和 人 （名古屋名南）
河 合 利 周 （名古屋北）
伊 藤 康 之 （名古屋錦）
加 藤 真 治 （刈谷）

小 嶋 洋 一 （東海）
加 藤 知 成 （東知多）

浅野多喜男 （あま）
鈴 木 和 彦 （あま）
新 美 治 男 （春日井）
本 多 敬 文 （瀬戸北）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
河 合 利 周 （名古屋北）
坂 本 精 志 （名古屋名東）
伊 藤 康 之 （名古屋錦）
杉 浦 壽 康 （岡崎）
加 藤 真 治 （刈谷）

小 嶋 洋 一 （東海）
加 藤 知 成 （東知多）
鈴 木 和 彦 （あま）
稲 垣 孝 憲 （あま）
浅野多喜男 （あま）
福 田 清 成 （江南）
新 美 治 男 （春日井）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
國 友 昌 大 （名古屋中）
三 浦 和 人 （名古屋名南）
浦 野 三 男 （名古屋北）
河 合 利 周 （名古屋北）
坂 本 精 志 （名古屋名東）
伊 藤 康 之 （名古屋錦）
加 藤 真 治 （刈谷）

河 合 利 周 （名古屋北）
坂 本 精 志 （名古屋名東）
伊 藤 康 之 （名古屋錦）
長谷川正孝 （名古屋錦）
三 浦 俊 彦 （名古屋錦）
岡 田 庸 男 （岡崎南）
鈴 木  　昌 （豊田東）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
加 藤 真 治 （刈谷）

伊 奈 輝 三 （常滑）
加 藤 知 成 （東知多）
鈴 木 和 彦 （あま）
浅野多喜男 （あま）
福 田 清 成 （江南）
本 多 敬 文 （瀬戸北）
藤 田 音 春 （瀬戸北）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
國 友 昌 大 （名古屋中）
佐 藤 正 延 （名古屋守山）
坂 本 精 志 （名古屋名東）
長谷川正孝 （名古屋錦）
三 浦 俊 彦 （名古屋錦）
伊 藤 康 之 （名古屋錦）
山 本 光 人 （豊橋北）
中 川 俊 治 （豊田西）

杉 浦 壽 康 （岡崎）
草 野 信 隆 （岡崎東）
加 藤 真 治 （刈谷）
嶋 津 孝 久 （刈谷）

伊 奈 輝 三 （常滑）
加 藤 知 成 （東知多）
鈴 木 和 彦 （あま）
浅野多喜男 （あま）
福 田 清 成 （江南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
近 藤 雄 亮 （名古屋瑞穂）
三 浦  　隆 （名古屋名南）
神 野 重 行 （名古屋名駅）
寺 島 洋 治 （名古屋名駅）
坂 本 精 志 （名古屋名東）
三 浦 俊 彦 （名古屋錦）
伊 藤 康 之 （名古屋錦）
藤 城 俊 明 （豊橋南）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
斎 藤 直 美 （豊田）
浦 野 政 幸 （豊田東）
林  　和 夫 （岡崎）
服 部 良 男 （岡崎）
草 野 信 隆 （岡崎東）

嶋 津 孝 久 （刈谷）
加 藤 真 治 （刈谷）

加 藤 知 成 （東知多）
鈴 木 和 彦 （あま）
浅野多喜男 （あま）
福 田 清 成 （江南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
浅 原 光 男 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
神 野 重 行 （名古屋名駅）
坂 本 精 志 （名古屋名東）
中 島  　實 （名古屋北）
佐 藤 正 延 （名古屋守山）
星川須美子 （名古屋名北）
三 浦 俊 彦 （名古屋錦）
伊 藤 康 之 （名古屋錦）
村井總一郎 （豊橋）
小 原  　睦 （岡崎）
梅 村 正 明 （豊田）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
斎 藤 直 美 （豊田）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
加 藤 真 治 （刈谷）
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2016 年度

2015 年度

青 井 雅 純 （半田）
平 林 伸 康 （半田）
松 石 奉 之 （半田）
前 田 佳 男 （半田）
森 田　  亨 （半田）
榊 原 明 美 （半田）
酒 井 良 輔 （半田）
杉 浦 三 郎 （半田）
高 木 利 定 （半田）
山 内 和 之 （半田）
伊 奈 輝 三 （常滑）
新 美 義 博 （東知多）
足 立　  誠 （一宮）
長谷部敏克 （一宮）
伊 藤 幸 一 （一宮）
光 嵜 賢 一 （一宮）
則 竹 伸 也 （一宮）
伊 藤 文 也 （津島）
前 田 重 廣 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
佐 藤　  明 （あま）
渡 辺　  均 （あま）
早 川 雅 男 （名古屋清須）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
加 藤 辰 己 （一宮中央）

鹿 島 兼 一 （一宮中央）
高 井 光 信 （一宮中央）
伊 藤 英 男 （犬山）
尾 関 幸 夫 （犬山）
千 田 昌 宏 （犬山）
朱 宮 新 治 （犬山）
　 田 三 郎 （犬山）
伊 藤 鶴 吉 （江南）
北　  健 司 （春日井）
坂 田　  隆 （瀬戸北）
山 本　  修 （瀬戸北）
大 江 秀 和 （岩倉）
園 原 宏 治 （岩倉）
盛 田 淳 夫 （名古屋）
浅 井 金 三 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
服 部 一 郎 （名古屋南）
加 藤 慶 一 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
村 瀬 廣 芳 （名古屋南）
鈴 木 輝 彦 （名古屋南）
吉 田 春 樹 （名古屋南）
吉 岡 正 人 （名古屋南）
森　  　 清 （名古屋みなと）
酒 井　  優 （名古屋みなと）
住 田　  守 （名古屋みなと）

伊東與有三 （名古屋東南）
星 野 信 利 （名古屋中）
古 田 昭 臣 （名古屋中）
猪 飼 秀 明 （名古屋中）
加 藤 政 己 （名古屋中）
川 島 悦 雄 （名古屋中）
加瀬英比古 （名古屋中）
纐 纈 正 剛 （名古屋中）
鵜 飼 耕 三 （名古屋中）
渡 邉 一 平 （名古屋中）
山 口　  眞 （名古屋中）
尾 上　  昇 （名古屋大須）
柴 岡 正 将 （名古屋大須）
鈴 木　  洋 （名古屋大須）
渡 辺 観 永 （名古屋大須）
湯 山 淳 三 （名古屋大須）
細 井 土 夫 （名古屋栄）
川 井 健 司 （名古屋栄）
安 藤　  一 （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
三 浦　  隆 （名古屋名南）
武 藤 正 行 （名古屋名南）
大 隅 紀 郎 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
鈴 井 一 博 （名古屋名南）
石 黒　  隆 （名古屋名駅）

生 田 芳 規 （名古屋名駅）
小酒井比呂志 （名古屋名駅）
大 川　  宏 （名古屋名駅）
田 口　  望 （名古屋名駅）
中 島　  實 （名古屋北）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
水 野　  勤 （名古屋東）
澤 井 俊 治 （名古屋東）
椙 山 正 弘 （名古屋東）
高 橋　  巌 （名古屋東）
高橋雄二郎 （名古屋東）
宇佐美嘉重斌 （名古屋東）
安 井　  孝 （名古屋東）
余 語 郁 夫 （名古屋東）
服 部　  滋 （名古屋和合）
川 村 敏 夫 （名古屋和合）
柏 木 順 壱 （名古屋和合）
服 部　  力 （名古屋名東）
村 橋 泰 志 （名古屋名東）
星川須美子 （名古屋名北）
鈴 木 正 男 （名古屋千種）
伊 丹 惣 三 （名古屋昭和）
河 合 勇 夫 （名古屋昭和）
鈴 木 重 幸 （名古屋昭和）
杉 田　  等 （名古屋昭和）
貝 沼 正 敬 （名古屋錦）

福 井　  敬 （豊橋）
神 野 吾 郎 （豊橋）
鈴 木 正 憲 （豊橋）
佐 野 峯 雄 （豊橋北）
大 橋 平 治 （豊川）
山 本　  学 （豊川）
藤 城 俊 明 （豊橋南）
塩之谷   昌 （豊橋南）
小笠原喜好 （新城）
壽 昌 宏 之 （新城）
鳥 居 栄 一 （新城）
井 上　  穂 （豊橋ゴールデン）
石 原 昭 二 （豊橋ゴールデン）
松 崎　  進 （豊橋ゴールデン）
大須賀憲太（豊橋ゴールデン）
杉 原 敏 雄 （豊橋ゴールデン）
高 畑 皓 一 （豊橋ゴールデン）
尾 沢 義 雄 （田原パシフィック）
小 川 喜 一 （田原パシフィック）
内 柴 義 郎 （田原パシフィック）
鈴 木 昌 敏 （豊橋東）
浅 井　  章 （岡崎）
蜂須賀利雄 （岡崎）
林　  和 夫 （岡崎）
金 山 久 雄 （岡崎）
河 野 治 生 （岡崎）

黒 河  　陽 （岡崎）
内 藤  　淳 （岡崎）
奥 瀬 勇 作 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
佐々木勝巳 （岡崎）
清 水 芳 美 （岡崎）
伴  　征 雄 （豊田）
神 谷 和 利 （豊田）
松 井 博 文 （豊田）
小 野 雅 道 （豊田）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
天 野 精 孝 （岡崎南）
本 間  　毅 （岡崎南）
倉 田  　長 （岡崎南）
三 浦 勝 美 （岡崎南）
中 根 義 雄 （岡崎南）
太 田 進 造 （岡崎南）
岡 田 庸 男 （岡崎南）
池 田  憲治 （豊田西）
長 坂 義 幸 （豊田西）
中 川 俊 治 （豊田西）
足 立 憲 彦 （岡崎東）
足 立 信 雄 （岡崎東）
深 田 昭 彦 （岡崎東）
稲 葉 雅 彦 （岡崎東）
石 原 靖 増 （岡崎東）
池 田  　正 （岡崎東）
三 浦 泰 廣 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
杉 山 正 章 （岡崎東）
水 野 慶 一 （豊田東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
米 本 益 栄 （豊田東）
小 島 哲 夫 （豊田中）
鈴 木 純 子 （豊田中）
梅 村 和 伸 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
稲 垣 和 幸 （安城）
石 川 義 典 （安城）
神 谷 明 文 （安城）
小野内宣行 （安城）
冨 岡 里 美 （安城）
横山真喜男 （安城）
森 田 英 治  （碧南）
川 地 英 明 （知立）
大 高 敏 睦 （西尾K I R A R A）
斎 藤 喬 甫 （西尾K I R A R A）
鈴 木 正 司 （西尾K I R A R A）
高 原  　宏 （西尾K I R A R A）
米 津 長 治 （西尾K I R A R A）
古 居 一 雄 （三河安城）
川浦喜久雄 （三河安城）
杉 山 敏 幸 （三河安城）
竹 内 泰 夫 （三河安城）
山崎圭朋利 （三河安城）

稲 葉 民 安 （半田）
榊 原 秀 光 （半田）
手 島 寿 宏 （半田）
新 美 重 秋 （半田）
太 田 竹 司 （半田）
伊 東 良 夫 （半田）
椴 山 晃 雄 （半田）

高 木  　宏 （半田）
高 村 敦 夫 （東海）
榊 原  　肇 （半田南）
青 木 俊 憲 （一宮）
長谷川勝久 （一宮）
内 藤 寛 一 （一宮）
豊 島 俊 明 （一宮）
山 口 元 彦 （一宮）
鎌 田 芳 彰 （一宮）
日 比 一 昭 （津島）
伊 藤 文 也 （津島）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
早 川 雅 男 （名古屋清須）
高 橋 秀 治 （犬山）
祖父江寿男 （犬山）
小 川 嘉 吉 （犬山）
安 田 新 平 （犬山）
奥 村 正 幸 （犬山）
山 根 雄 司 （犬山）
河 合 美 彦 （小牧）
箕 輪 良 孝 （尾張旭）
若 杉 福 雄 （瀬戸北）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
若山啓太郎 （名古屋南）
多久田達宏 （名古屋南）
木 村 樹 生 （名古屋南）
山 路 兼 生 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
水 野  　裕 （名古屋東南）
伊東與有三 （名古屋東南）
市 原 高 明 （名古屋中）
小笠原   暁 （名古屋中）
坪 井 進 悟 （名古屋中）
鶴 見 俊 成 （名古屋中）
八 神 弘 雄 （名古屋中）
舟 橋 政 男 （名古屋中）
大 浦 泰 博 （名古屋中）
内 藤 貴 雄 （名古屋中）
片 岡 信 恒 （名古屋中）
篭 橋 美 久 （名古屋中）
川 口 小 折 （名古屋大須）
大 原 敏 正 （名古屋大須）
渡 辺 観 永 （名古屋大須）
住 田 正 夫 （名古屋大須）
児 島 徳 和 （名古屋名南）
山 本 郁 矢 （名古屋名南）
中 西 芳 子 （名古屋名南）
林  　隆 二 （名古屋名南）
田 中 省 三 （名古屋名南）
浅 井 泰 夫 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
青 島 邦 夫 （名古屋名駅）
吉 田 正 克 （名古屋北）
水 野 茂 生 （名古屋東）
柏 木  　功 （名古屋東）
柳 澤 幸 輝 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
高橋雄二郎 （名古屋東）
増 田 浩 男 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
佐 藤 正 延 （名古屋守山）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）

三 好  　親 （名古屋千種）
佐久間良治 （名古屋千種）
杉 江 光 明 （名古屋昭和）
田 中 邦 幸 （名古屋昭和）
斎 藤 正 俊 （名古屋昭和）
成 田  　収 （名古屋昭和）
久 田 錦 三 （名古屋昭和）
鈴 木 重 幸 （名古屋昭和）
武儀山勝彦 （名古屋東山）
紅 林 友 昭 （豊橋）
松 井 和 彦 （豊橋）
松 坂 良 太 （豊橋）
松 本 孝 一 （豊橋）
西 田 元 彦 （豊橋）
内 山 典 弘 （豊橋）
山 本 光 人 （豊橋北）
鈴 木 茂 久 （豊橋北）
牧 野 一 郎 （豊川）
寺 部  　元 （豊川）
縣  　保 彦 （豊橋南）
藤 城 俊 明 （豊橋南）
外 山 和 夫 （豊橋ゴールデン）
古 澤 武 雄 （岡崎）
山 本 邦 雄 （岡崎）
本 多 啓 一 （岡崎）
中 根 幹 雄 （岡崎）
服 部 良 男 （岡崎）
杉 浦 恵 造 （岡崎）
斎 藤 直 美 （豊田）
渡 辺 要 市 （岡崎南）
竹 内 照 男 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
浅 岡 謙 治 （岡崎東）
深 津 幸 雄 （岡崎東）
手 嶋  　明 （岡崎東）
小 野 文 憲 （岡崎東）
今 井 啓 介 （豊田東）
杉 浦 英 昭 （豊田東）
石 橋 博 文 （豊田東）
都 築 義 勝 （豊田東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
小 松 正 伸 （豊田東）
服 部 基 一 （豊田東）
太 田 昌 孝 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
小 林 逸 朗 （安城）
伊 藤 隆 夫 （安城）
石 原  　昭 （安城）
原田慶三郎 （安城）
鳥 居 清 澄 （西尾）
鈴 木 並 生  （碧南）
杉 浦 健 次  （碧南）
杉 浦 晴 彦  （碧南）
大 橋  　均 （知立）
野 村 賢 孝 （知立）
宮 地 喜 良 （西尾K I R A R A）
後 藤 利 之 （西尾K I R A R A）
三 浦 隆 司 （西尾K I R A R A）
石 川 勝 雄 （西尾K I R A R A）
天 野 行 夫 （西尾K I R A R A）
高 原  　宏 （西尾K I R A R A）
斎 藤 喬 甫 （西尾K I R A R A）
渡 邊 真 一 （三河安城）

伊 吹 治 郎 （三河安城）
稲 垣  　靖 （三河安城）
柵 木 政 美 （三河安城）
山 口 恭 正 （三河安城）
小西紀久雄 （三河安城）
森 田 勝 己 （三河安城）
杉浦眞理子 （三河安城）
西 尾 四 郎 （三河安城）
丹 羽  　修 （三河安城）
鳥 居 剛 育 （三河安城）
畔 柳 弘 文 （三河安城）
平 子 昭 三 （三河安城）
矢 田 良 一 （三河安城）

金 澤 憲 二 （半田）
神 戸 信 寅 （半田）
松 本 順 子 （半田）
新 美 忠 夫 （半田）
小 栗 孝 久 （半田）
鈴村せつ子 （半田）
鈴 木 千 里 （半田）
冨  　武 司 （半田）
内 田 榮 一 （半田）
中 村  　巌 （一宮）
佐 分 啓 二 （一宮）
關 戸  　潔 （一宮）
堀 江 承 元 （あま）
岩 島 裕 芳 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
佐 藤  　明 （あま）
櫻 井 利 夫 （名古屋清須）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
森　　   眞 （一宮中央）
永 田  　正 （一宮中央）
山 中 建 策 （一宮中央）
安 達 英 昭 （犬山）
青 山 佳 高 （犬山）
平 林 米 司 （犬山）
日比野良太郎 （犬山）
伊 藤  　隆 （犬山）
紀 藤 政 司 （犬山）
宮 岡 克 年 （犬山）
岡 田 雅 隆 （犬山）
安 田 宗 平 （犬山）
古 田 嘉 且 （江南）
河 合 美 彦 （小牧）
松 下 洋 一 （尾張旭）
柴 田  　伸 （瀬戸北）
盛 田 和 昭 （名古屋）
福 山  　衛 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
宮 田 松 英 （名古屋南）
坪 井 良 憲 （名古屋南）
鷲 見  　弘 （名古屋南）
渡 邉 将 人 （名古屋南）
吉 田 春 樹 （名古屋南）
伊東與有三 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
荒 川 雅 義 （名古屋中）
早 瀬 孝 文 （名古屋中）
古 田 昭 臣 （名古屋中）
石 原 寿 生 （名古屋中）

加瀬英比古 （名古屋中）
金 森 伸 夫 （名古屋中）
纐 纈 正 剛 （名古屋中）
近 藤 直 樹 （名古屋中）
宮 内  　誠 （名古屋中）
永 野 光 容 （名古屋中）
岡 崎  　亨 （名古屋中）
佐 藤 友 治 （名古屋中）
鈴木謙一郎 （名古屋中）
田ヶ原昭弘 （名古屋中）
鵜 飼 耕 三 （名古屋中）
山 口  　眞 （名古屋中）
山 口  　忍 （名古屋中）
𠮷𠮷 田 敬 岳 （名古屋中）
平 沼 里 子 （名古屋名南）
猪 村 美 之 （名古屋名南）
木 村  　猛 （名古屋名南）
小 山 愼 介 （名古屋名南）
長 尾 浅𠮷𠮷𠮷 （名古屋名南）
野々村憲吾 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
鈴 木  　享 （名古屋名南）
藤 井 圓 隆 （名古屋名駅）
小室健次郎 （名古屋名駅）
丹 羽 俊 文 （名古屋名駅）
岡 本 敏 男 （名古屋名駅）
大 橋 昭 治 （名古屋名駅）
寺 島 洋 治 （名古屋名駅）
堀 田 正 夫 （名古屋北）
中 島  　實 （名古屋北）
水 野 茂 生 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
椙 山 正 弘 （名古屋東）
高橋雄二郎 （名古屋東）
梅 村 清 弘 （名古屋東）
渡 辺 英 信 （名古屋東）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
奥  　佳 澄 （名古屋名東）
遠 藤 友 彦 （名古屋名北）
松 居 敬 二 （名古屋千種）
木 下  　実 （名古屋昭和）
前 田 圭 佑 （名古屋昭和）
上 野  　広 （名古屋昭和）
長谷川正孝 （名古屋錦）
松 井 由 次 （豊橋北）
佐 藤 元 彦 （豊橋北）
神 谷 親 典 （豊川）
大 澤 輝 秀 （豊川）
戸 田 俊 晴 （豊川）
吉 川 庄 三 （豊川）
別 所 淳 二 （田原）
河 辺 勝 巳 （田原）
松 井  　昭 （田原）
宮 木 幸 彦 （田原）
冨 田 雅 則 （田原）
安 田 幸 雄 （田原）
木 下  　治 （豊橋南）
加 山 昌 弘 （豊川宝飯）
外 山 和 夫 （豊橋ゴールデン）
高 林 保 夫 （豊橋ゴールデン）
宇 藤  　信 （豊橋ゴールデン）
松 井 準 治 （田原パシフィック）

尾 原  　脩 （田原パシフィック）
鈴 木 照 幸 （田原パシフィック）
天 野 恵 一 （岡崎）
青 木 勇 作 （岡崎）
林  　和 夫 （岡崎）
伊 藤 公 正 （岡崎）
梶 川 志 郎 （岡崎）
水 野 周 久  （岡崎）
三 嶋  　勉 （岡崎）
丹 羽 良 治 （岡崎）
大 原 達 志 （岡崎）
杉 浦  　皓 （岡崎）
早 川 文 喜 （豊田）
横 山 眞 久 （豊田）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
蒲 野 良 雄 （岡崎南）
畔 柳 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
小 幡 輝 雄 （豊田西）
神 尾 英 雄 （岡崎東）
小 出 元 治 （岡崎東）
草 野 信 隆 （岡崎東）
杉 田 雄 男 （岡崎東）
山 内 隆 一 （岡崎東）
福 岡  　治 （豊田東）
梅 村 憲 一 （豊田東）
有 馬 惟 夫 （岡崎城南）
福 岡 輝 夫 （豊田中）
伊 藤 敦 夫 （豊田中）
猪 狩  　蔵 （豊田中）
加 藤 照 夫 （豊田中）
中 垣 幸 春 （豊田中）
大 塚 哲 夫 （豊田中）
桜 井  　博 （豊田中）
鈴 木  　寛 （豊田中）
権 田 鋹 弘 （刈谷）
太田宗一郎 （刈谷）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
藤 井 英 樹 （安城）
水 野  　学 （安城）
奥 田 法 行 （安城）
寺 田 孝 司 （安城）
鳥 居 博 行 （安城）
小 澤 育 史 （西尾）
鳥 居 清 澄 （西尾）
加 藤 良 邦  （碧南）
小 出 道 治  （西尾一色）
岩 瀬 清 彦 （西尾K I R A R A）
石 川 勝 雄 （西尾K I R A R A）
後 藤 利 之 （西尾K I R A R A）
宮 地 喜 良 （西尾K I R A R A）
三 浦 隆 司 （西尾K I R A R A）
大須賀慶一 （西尾K I R A R A）
鈴 木 昭 夫 （西尾K I R A R A）
杉 浦 正 昭 （西尾K I R A R A）
安 藤  　毅 （三河安城）
深 津 茂 樹 （三河安城）
畔 柳 芳 夫 （三河安城）
丸山今朝三 （三河安城）
待 田 和 宏 （三河安城）
成 田  　徹 （三河安城）
長 坂  　誠 （三河安城）
小 野  　郁 （三河安城）

斎 藤  　博 （三河安城）
田 村  　脩 （三河安城）
横 山 夕 葉 （三河安城）

鈴 木 丈 雄 （半田）
水 野 隆 芳 （半田）
松 石 奉 之 （半田）
酒 井 良 輔 （半田）
山 﨑 正 夫 （半田）
青 井 雅 純 （半田）
畑 中 雅 之 （半田）
竹 内 俊 介 （半田）
岡 戸 伍 弌 （半田）
川 口 新 平 （半田）
前 田 佳 男 （半田）
山 内 和 之 （半田）
青 山 佳 裕 （一宮）
林  　隆 春 （一宮）
光 嵜 賢 一 （一宮）
則 竹 伸 也 （一宮）
伊 藤 幸 一 （一宮）
長谷部敏克 （一宮）
北 野 庸 夫 （あま）
佐 藤  　明 （あま）
北 野 庸 夫 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
鈴 木 正 徳 （あま）
加 藤 憲 治 （あま）
櫻 井 利 夫 （名古屋清須）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
長 橋 國 和 （一宮中央）
小 島 三 男 （一宮中央）
鹿 島 兼 一 （一宮中央）
加 藤 辰 巳 （一宮中央）
吉 田  　洋 （犬山）
近 藤 斉 宏 （犬山）
清 野 允 中 （江南）
福 田 清 成 （江南）
河 合 美 彦 （小牧）
風 岡 保 宏 （春日井）
杉 山 仁 朗 （瀬戸北）
堀 田  　徹 （名古屋城北）
内 田 安 彦 （名古屋南）
櫻 井  　繁 （名古屋南）
佐分利清信 （名古屋南）
村 上  　斎 （名古屋南）
橋 元 幸 次 （名古屋南）
後 藤 正 憲 （名古屋南）
池　　   潤 （名古屋南）
林  　幸 春 （名古屋南）
嶺 木 昌 行 （名古屋南）
桂  　洋 司 （名古屋南）
近 藤 雅 夫 （名古屋南）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
伊東與有三 （名古屋東南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
吉 水 正 溥 （名古屋東南）
市 原 高 明 （名古屋中）
小笠原   暁 （名古屋中）
坪 井 進 悟 （名古屋中）
鶴 見 俊 成 （名古屋中）
八 神 弘 雄 （名古屋中）

松 原 秀 樹 （名古屋中）
渡 邊 樹 志 （名古屋中）
榊 原 克 典 （名古屋中）
小 栗 成 男 （名古屋中）
山 口 正 孝 （名古屋大須）
岡 田 尚 彦 （名古屋大須）
岩 崎 征 一 （名古屋大須）
田 中 一 雄 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
川 村 繁 生 （名古屋名南）
白 藤 憲 雄 （名古屋名南）
林  　隆 二 （名古屋名南）
深 澤 良 介 （名古屋名駅）
隅 田 耕 市 （名古屋名駅）
中 島  　実 （名古屋北）
内 藤 秀 樹 （名古屋北）
増 田 浩 男 （名古屋東）
東 谷 昌 彦 （名古屋東）
澤  　國 生 （名古屋東）
多和田   武 （名古屋東）
新 美 宣 英 （名古屋東）
千 田  　毅 （名古屋東）
余 語 郁 夫 （名古屋東）
渡 辺 英 信 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
平 松 征 男 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
本田伸太郎 （名古屋東）
天 野 清 美 （名古屋和合）
池 森 由 幸 （名古屋千種）
西 川 豊 長 （名古屋千種）
小 山 雅 弘 （名古屋千種）
山 田 敏 雄 （名古屋昭和）
鈴 木 真 司 （名古屋昭和）
上 野  　広 （名古屋昭和）
伊 丹 惣 三 （名古屋昭和）
林  　光 夫 （名古屋錦）
山 田 亨 司 （豊橋）
縣  　政 行 （豊橋）
飯 沼 雅 朗 （蒲郡）
竹 内 稔 弘 （豊橋北）
土 井 松 男 （豊橋北）
鈴木大次郎 （豊橋北）
匹 田 雅 久 （豊橋北）
岩瀬淳一郎 （豊川）
樋 口 俊 寛 （豊川）
河 辺 純 夫 （田原）
藤 井 國 弘 （田原）
天野英一郎 （田原）
冨 田 雅 則 （田原）
水 野 太 一 （豊川宝飯）
鈴 木 雅 博 （豊橋ゴールデン）
古 橋 一 毅 （田原パシフィック）
柴 田 憲 一 （豊橋東）
中 村 重 嗣 （岡崎）
加 藤 博 己 （岡崎）
吉 川 正 敏 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
岩 瀬 敬 紀 （岡崎）
安 藤 光 淵 （岡崎）
岩 月 一 郎 （岡崎）
岩 月 昭 佳 （岡崎）

加 藤 信 吾 （岡崎）
大 原 達 志 （岡崎）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
近 藤 千 雅 （岡崎南）
小久保文雄 （岡崎南）
山 本 雅 樹 （岡崎南）
岡 田 庸 男 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
青 山 俊 次 （岡崎東）
新 浪 勝 也 （岡崎東）
仙 波  　泉 （岡崎東）
野 村 政 弘 （岡崎東）
深 田 昭 彦 （岡崎東）
足 立 汎 和 （岡崎東）
鈴 木 敬 一 （豊田東）
塚 田 和 也 （豊田中）
木 戸 重 信 （豊田中）
石 黒 元 隆 （豊田中）
小久保茂樹 （豊田中）
梅 村 和 伸 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
市 川 裕 大 （刈谷）
神 谷  　研 （安城）
戸 谷  　央 （安城）
横山真喜男 （安城）
石 川 義 典 （安城）
神 谷 明 文 （安城）
冨 岡 里 美 （安城）
小野内宣行 （安城）
伊 藤 富 義 （西尾）
奥 谷 弘 和  （碧南）
加藤丈太郎  （碧南）
新 美  　孝  （碧南）
中 根 佑 治  （碧南）
樅 山 善 久  （碧南）
植 松 敏 樹  （碧南）
宮 地 俊 夫 （知立）
川 地 英 明 （知立）
高 須  　匀 （西尾K I R A R A）
朴  　壽 子 （西尾K I R A R A）
岩 瀬 清 彦 （西尾K I R A R A）
大須賀慶一 （西尾K I R A R A）
鈴 木 昭 夫 （西尾K I R A R A）
木 村 恭 子 （三河安城）
山 本 彰 秀 （三河安城）
川浦喜久雄 （三河安城）
竹 内 泰 夫 （三河安城）
杉 山 敏 幸 （三河安城）
山崎圭朋利 （三河安城）

手 島 寿 宏 （半田）
稲 葉 民 安 （半田）
平 林 伸 康 （半田）
高 木 利 定 （半田）
森 田  　亨 （半田）
椴 山 晃 雄 （半田）
伊 東 良 夫 （半田）
高 木  　宏 （半田）
杉 浦 三 郎 （半田）
榊 原 明 美 （半田）
寺 田  　諭 （大府）
相 羽 英 人 （大府）

青 木 俊 憲 （一宮）
長谷川勝久 （一宮）
内 藤 寛 一 （一宮）
豊 島 半 七 （一宮）
日 比 一 昭 （津島）
林  　冏 成 （一宮北）
松 原 幹 彦 （一宮北）
豊 島 德 三 （一宮北）
佐 藤  　明 （あま）
渡 辺  　均 （あま）
真 木 伸 一 （あま）
田 中 茂 生 （犬山）
井 川 光 雄 （犬山）
小 川 征 一 （犬山）
山 根 雄 司 （犬山）
奥 村 正 幸 （犬山）
千 田 昌 宏 （犬山）
清 野 允 中 （江南）
大嶋一二三 （尾張旭）
内 藤 弘 康 （名古屋）
多久田達宏 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
若山啓太郎 （名古屋南）
木 村 樹 生 （名古屋南）
宮 田 松 英 （名古屋南）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
梅 田 武 久 （名古屋みなと）
山 田 幸 一 （名古屋みなと）
早 瀬 孝 文 （名古屋中）
吉 田 敬 岳 （名古屋中）
岡 崎  　亨 （名古屋中）
田ヶ原昭弘 （名古屋中）
鈴木謙一郎 （名古屋中）
荒 川 雅 義 （名古屋中）
金 森 伸 夫 （名古屋中）
永 野 光 容 （名古屋中）
石 原 寿 生 （名古屋中）
佐 藤 友 治 （名古屋中）
山 口  　忍 （名古屋中）
近 藤 直 樹 （名古屋中）
宮 内  　誠 （名古屋中）
山 口 正 孝 （名古屋大須）
大 原 敏 正 （名古屋大須）
住 田 正 夫 （名古屋大須）
榊 原 和 美 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
川 辺 清 次 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
林  　隆 二 （名古屋名南）
田 口  　望 （名古屋名駅）
石 黒  　隆 （名古屋名駅）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
中 島  　実 （名古屋北）
増 田 浩 男 （名古屋東）
澤  　國 生 （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
新 実 宣 英 （名古屋東）
栁 澤 幸 輝 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
千 田  　毅 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
重 冨　  亮 （名古屋守山）

佐 藤 正 延 （名古屋守山）
星川須美子 （名古屋名北）
星 川 直 志 （名古屋名北）
鈴 木 理 之 （名古屋千種）
田 中 邦 幸 （名古屋昭和）
杉 江 光 明（名古屋昭和）
上 野　  広（名古屋昭和）
横 田 幸 三（名古屋昭和）
鈴 木 重 幸 （名古屋昭和）
三 浦 俊 彦 （名古屋錦）
高 橋 譲 二 （豊橋）
松 坂 良 太 （豊橋）
佐 藤 元 彦 （豊橋北）
伴　　   實 （豊橋北）
竹 本 尚 美 （豊川）
大 澤 輝 秀 （豊川）
藤 井 國 弘 （田原）
伴  　辰 三 （豊川宝飯）
内 藤 泰 通 （豊川宝飯）
柴 田  　勝 （豊川宝飯）
縣  　保 彦 （豊橋南）
足 立 健 一 （豊橋南）
山 本 雅 久 （豊橋ゴールデン）
市 川 朝 洋 （豊橋ゴールデン）
牧 野 政 雄 （豊橋ゴールデン）
岡 本 久 永 （豊橋ゴールデン）
荻 須 文 一 （岡崎）
林  　和 夫 （岡崎）
大 原 達 志 （岡崎）
菅 井 龍 一 （岡崎）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
中 川 俊 治 （豊田西）
橋 本 義 紀 （岡崎東）
梅 村 順 一 （岡崎東）
市 川 幾 雄 （岡崎東）
生 駒 尚 久 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
草 野 信 隆 （岡崎東）
河 合 英 二 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
小 林 逸 朗 （安城）
石 川  　博 （安城）
竹 内 博 之 （知立）
杉 浦 正 昭 （西尾K I R A R A）
高 須  　匀 （西尾K I R A R A）
渡 邊 真 一 （三河安城）

古 市 晃 久 （半田）
榊 原 秀 光 （半田）
榊 原 正 治 （半田）
新 美 重 秋 （半田）
新 美 忠 夫 （半田）
小 栗 孝 久 （半田）
神 戸 信 寅 （半田）
内 田 榮 一 （半田）
水野八洲男 （半田）
杉 原 康 男 （東知多）
滝  　善 蔵 （一宮）
関 戸  　徹 （一宮）
森  　俊 夫 （一宮）
松 原 直 次 （一宮）

梯  　國 彦 （一宮）
關 戸  　潔 （一宮）
佐 分 啓 二 （一宮）
加 藤 隆 朗 （津島）
岡 田 義 夫 （稲沢）
西 川 広 樹 （あま）
北 野 庸 夫 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
佐 藤  　明 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
水 上 恵 一 （尾張中央）
森　　   眞 （一宮中央）
梶 川 増 蔵 （犬山）
原  　正 男 （犬山）
河 田 敏 和 （犬山）
板 津 英 基 （犬山）
清 野 允 中 （江南）
河 村 金 明 （岩倉）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
坪 井 良 憲 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
内 田 安 彦 （名古屋南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
杉 浦 康 晴 （名古屋中）
山 田 典 廣 （名古屋中）
松 原 秀 樹 （名古屋中）
小 栗 成 男 （名古屋中）
梶 田  　知 （名古屋中）
榊 原 克 典 （名古屋中）
渡 邊 樹 志 （名古屋中）
遠 山 堯 郎 （名古屋瑞穂）
川 口 小 折 （名古屋大須）
照 井  　栞 （名古屋大須）
住 田 正 夫 （名古屋大須）
小笠原和俊 （名古屋大須）
新 原  　尚 （名古屋名南）
川 村 勝 廣 （名古屋名駅）
小 崎 誠 三 （名古屋名駅）
大 川  　宏 （名古屋名駅）
大 橋 昭 治 （名古屋名駅）
寺 島 洋 治 （名古屋名駅）
和 田 直 美 （名古屋丸の内）
西 川  　博 （名古屋丸の内）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
中 島  　實 （名古屋北）
中 村 陽 公 （名古屋北）
増 田 浩 男 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
滑  　尚 真 （名古屋守山）
服 部  　力 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
齊 藤 英 夫 （名古屋名東）
遠 藤 友 彦 （名古屋名北）
伊 藤 健 文 （名古屋千種）
竹 内 眞 三 （名古屋千種）
佐久間良治 （名古屋千種）
神 田 正 勝 （名古屋昭和）
有 本  　勝 （名古屋昭和）
長谷川周義 （名古屋錦）
武 田 正 典 （名古屋錦）
金 田 英 和 （名古屋東山）

佐々木利政 （豊橋）
牧 野  　渉 （豊橋）
石 川 顕 次 （豊橋北）
高 倉 宣 夫 （豊橋北）
榊 原 周 造 （豊橋南）
磯 村 秀 樹 （豊橋南）
吉 野 勝 己 （豊橋南）
原 田 邦 夫 （豊川宝飯）
滝 下  　勲 （豊川宝飯）
高 橋 英 昭 （豊橋ゴールデン）
山 口 幹 夫 （豊橋ゴールデン）
福 沢 省 吾 （豊橋ゴールデン）
外 山 和 夫 （豊橋ゴールデン）
古 田 勝 美 （田原パシフィック）
河辺虎太郎 （田原パシフィック）
柴 田  　清 （田原パシフィック）
平 野 義 郎 （田原パシフィック）
小 林 佳 雄 （豊橋東）
満 田  　稔 （豊橋東）
蜂須賀利雄 （岡崎）
杉 浦 恵 造 （岡崎）
本 多 啓 一 （岡崎）
青 木 勇 作 （岡崎）
河 野 治 生 （岡崎）
浅 井  　章 （岡崎）
服 部 良 男 （岡崎）
三 浦 泰 秀 （岡崎）
加 藤 博 巳 （岡崎）
金 山 久 雄 （岡崎）
丹 羽 良 治 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
梅 村 正 明 （豊田）
杉 浦 正 典 （豊田）
酒 井 法 丈 （豊田）
丸 井 俊 裕 （豊田）
神 谷 和 利 （豊田）
奥 田 清 仁 （豊田）
鈴 木 元 弘 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
鈴 村 幸 伸 （豊田）
光 岡 新 吾 （豊田）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
斉 藤 直 美 （豊田）
磯 貝 和 汪 （岡崎南）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
伊 藤 恭 弘 （岡崎南）
本 間 英 晴 （岡崎南）
犬 塚 克 明 （岡崎南）
杉 田 雅 樹 （岡崎南）
今 泉 孝 一 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
髙 木 政 次 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
深 田 昭 彦 （岡崎東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
永 井 量 基 （岡崎城南）
伊 藤 敦 夫 （豊田中）
石 黒 元 隆 （豊田中）
権 田 鋹 弘 （刈谷）
大 音 祖 瑛 （刈谷）
市 川 裕 大 （刈谷）
稲 垣  　淳 （安城）
市 川  　護 （安城）

加 藤 正 人 （安城）
奥 田 法 行 （安城）
寺 田 孝 司 （安城）
藤 井 英 樹 （安城）
黒 田 正 志 （西尾）
榊 原 勝 俊 （西尾）
田 中 正 規 （西尾）
杉 浦 明 博 （西尾）
長 田 銑 司  （碧南）
新 美 真 司  （碧南）
伊 藤 正 幸  （碧南）
中 川  　敦 （知立）
青 山 弦 八 （西尾K I R A R A）
山 本 俊 明 （西尾K I R A R A）
山 本 裕 充 （西尾K I R A R A）
杉 浦 義 利 （西尾K I R A R A）
寺 部 保 美 （三河安城）
犬 束 信 一 （三河安城）
成 田  　徹 （三河安城）
小 野  　郁 （三河安城）
深 津 茂 樹 （三河安城）
齋 藤  　博 （三河安城）
田 村  　脩 （三河安城）
横 山 夕 葉 （三河安城）
待 田 和 宏 （三河安城）

澤 田 好 伸 （半田）
山 﨑 正 夫 （半田）
鈴村せつ子 （半田）
金 澤 憲 二 （半田）
松 本 順 子 （半田）
畑 中 雅 之 （半田）
川 口 新 平 （半田）
竹 内 俊 介 （半田）
山 内 和 之 （半田）
小嶋真一郎 （東海）
林  　隆 春 （一宮）
青 山 佳 裕 （一宮）
松 崎 安 孝 （津島）
石 田 智 彦 （あま）
栗 木 和 夫 （あま）
児 玉 憲 之 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
山 田 幹 夫 （あま）
伊藤恒二郎 （一宮中央）
小 島 三 男 （一宮中央）
長 橋 國 和 （一宮中央）
日比野万喜男 （犬山）
吉 野 育 志 （犬山）
小 川 宏 嗣 （犬山）
田中進一郎 （犬山）
安 田 新 平 （犬山）
近 藤 斉 宏 （犬山）
倉 知 正 憲 （江南）
庄 田 元 久 （江南）
清 野 允 中 （江南）
照 井 通 夫 （名古屋空港）
栗 田 和 典 （名古屋空港）
小 澤  　修 （瀬戸北）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
浅 原 光 男 （名古屋南）
澤田伊三夫 （名古屋南）

眞 野 乘 史 （名古屋南）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
伊東與有三 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
東  　俊 輝 （名古屋中）
立 松 洋 司 （名古屋中）
岩 月 雅 章 （名古屋中）
小 島 祐 助 （名古屋中）
松本健一郎 （名古屋中）
髙 須 洋 志 （名古屋瑞穂）
堀  　慎 治 （名古屋瑞穂）
岩 田 修 司 （名古屋瑞穂）
岡 田 尚 彦 （名古屋大須）
岩 崎 征 一 （名古屋大須）
羽田野道明 （名古屋栄）
長 瀬  　諭 （名古屋栄）
加 藤 英 敏 （名古屋名南）
細 井 俊 男 （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
入 谷 直 行 （名古屋名南）
中 西 芳 子 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
中 野  　健 （名古屋名駅）
神 野 重 行 （名古屋名駅）
小 原 新 一 （名古屋名駅）
盛 田 兼 由 （名古屋名駅）
小室健次郎 （名古屋名駅）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
中 島  　實 （名古屋北）
水 野𠮷𠮷𠮷 紹 （名古屋北）
田 嶋 好 博 （名古屋北）
田 中 正 樹 （名古屋北）
内 藤 秀 樹 （名古屋北）
高 橋  　巌 （名古屋東）
浅 見  　勲 （名古屋東）
柏 木  　功 （名古屋東）
本 多  　満 （名古屋東）
新 実 宣 英 （名古屋東）
栁 澤 幸 輝 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
平 松 征 男 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
増 田 浩 男 （名古屋東）
本田伸太郎 （名古屋東）
伊 藤 陽 介 （名古屋守山）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
佐 藤 良 一 （名古屋守山）
河 本  　力 （名古屋守山）
平  　民 三 （名古屋名東）
小 林 英 毅 （名古屋千種）
萩原喜代子 （名古屋千種）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）
堀 江 宏 輝 （名古屋千種）
宮 尾 紘 司 （名古屋千種）
大 矢 英 憲 （名古屋昭和）
髙 橋  　進 （名古屋昭和）
金 田 英 和 （名古屋東山）
山 城 章 治 （名古屋東山）
飯 島  　卓 （蒲郡）

佐 藤 元 彦 （豊橋北）
西 村 良 彦 （豊橋北）
中西喜久雄 （豊橋北）
鳥 居 信 行 （豊川）
鈴 木 榮 一 （豊川）
吉 川 庄 三 （豊川）
大 澤 輝 秀 （豊川）
塩之谷   昌 （豊橋南）
真 野 善 和 （豊橋ゴールデン）
西 郷 隆 治 （豊橋ゴールデン）
谷 村 泰 裕 （豊橋ゴールデン）
天 野 惠 一 （岡崎）
深 田 達 彦 （岡崎）
峰 澤 彰 宏 （岡崎）
林  　和 夫 （岡崎）
櫻 井 敬 子 （岡崎）
加 藤 博 巳 （岡崎）
畔 柳 春 雄 （岡崎）
中 村 重 嗣 （岡崎）
岡 田 勝 美 （豊田）
鈴 木 秀 和 （豊田）
孕 石 邦 雄 （豊田）
河 木 照 雄 （豊田）
小 野 雅 道 （豊田）
小島洋一郎 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
野 口 明 生 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
岡 田 光 司 （岡崎南）
藤 田 正 彦 （岡崎南）
鈴 木 康 之 （岡崎南）
高 橋 正 直 （岡崎南）
三 浦 勝 美 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
岩 月 鋹 廣 （岡崎東）
小 林 清 文 （岡崎東）
野 村 政 弘 （岡崎東）
小木曽   進 （岡崎東）
草 野 信 隆 （岡崎東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
桐 渕 利 次 （岡崎城南）
伊 藤 敦 夫 （豊田中）
中 條 善 朗 （豊田中）
和 泉 房 枝 （豊田中）
加 藤 英 二 （刈谷）
太田宗一郎 （刈谷）
山 口  　研 （安城）
内 藤 教 恵 （安城）
神 谷  　研 （安城）
戸 谷  　央 （安城）
鳥 居 博 行 （安城）
山 﨑 秀 夫 （西尾）
山 中 寛 紀  （碧南）
石 橋 嘉 彦  （碧南）
早 川 岩 男 （知立）
中 川  　敦 （知立）
大 橋  　均 （知立）
川 地 英 明 （知立）
清  　克 行 （西尾K I R A R A）
榊 原 利 夫 （西尾K I R A R A）
長 谷 収 一 （西尾K I R A R A）

中 根 勝 美 （西尾K I R A R A）
沓名由美子 （三河安城）
大 見 和 志 （三河安城）
木 村 恭 子 （三河安城）
山 本 彰 秀 （三河安城）

青 葉 憲 一 （半田）
水 野 隆 芳 （半田）
松 石 奉 之 （半田）
酒 井 良 輔 （半田）
平 林 伸 康 （半田）
青 井 雅 純 （半田）
森 田  　亨 （半田）
伊 東 良 夫 （半田）
椴 山 晃 雄 （半田）
杉 浦 三 郎 （半田）
永 田 明 世 （半田南）
都 築 利 全 （半田南）
榊 原 邦 彦 （半田南）
新 美  　茂 （半田南）
森  　隆 彦 （一宮）
山 上 哲 司 （一宮）
鈴 木 洋 志 （一宮）
佐々木久直 （一宮）
坂井田敏行 （一宮）
大 森 輝 英 （一宮）
宮 田 智 司 （一宮）
桑 原 英 寿 （一宮）
石 黒 敬 康 （一宮）
浅 野  　一 （一宮）
横 井 知 代 （津島）
八 谷 潤 一 （津島）
西 尾 輝 久 （尾張旭）
児 玉 憲 之 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
鈴 木 正 徳 （あま）
森 田 堅 一 （名古屋清須）
稲 垣 圭 次 （犬山）
松 平 實 胤 （犬山）
杉 浦 賢 二 （江南）
山 田  　猛 （江南）
清 野 允 中 （江南）
社 本 太 郎 （春日井）
若 杉 福 雄 （瀬戸北）
鈴 木 晴 季 （瀬戸北）
于　　   咏 （愛知ロータリーE クラブ）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
岡 田 英 彦 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
杉 江 豊 文 （名古屋みなと）
斉 藤 捷 昭 （名古屋みなと）
栢 森 雅 勝 （名古屋みなと）
水 野 恒 平 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
牧 野 弘 明 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
山 田 典 廣 （名古屋中）
杉 浦 康 晴 （名古屋中）
王     　 偉 （名古屋中）
安 田 照 幸 （名古屋中）
梁 川 誠 市 （名古屋中）

北 村 栄 治 （名古屋中）
相 羽 康 人 （名古屋中）
平 松 久 明 （名古屋中）
服 部 浩 明 （名古屋中）
近 藤 明 美 （名古屋大須）
木 下 福 郎 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
久 米 伸 治 （名古屋名南）
伊 藤 圭 一 （名古屋名南）
鈴 木  　享 （名古屋名南）
清 水 順 二 （名古屋名駅）
日比野三吉彦 （名古屋名駅）
川 村 勝 廣 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
石 黒  　隆 （名古屋名駅）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
棚 橋 鎌 次 （名古屋東）
浅 見  　勲 （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
椙 山 正 弘 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
鈴 木 建 吾 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
新 実 宣 英 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
森藤左ヱ門 （名古屋守山）
長瀬輝代之 （名古屋守山）
𠮷𠮷 田 正 道 （名古屋和合）
平  　民 三 （名古屋名東）
池 森 由 幸 （名古屋千種）
三 好  　親 （名古屋千種）
吉 田 節 美 （名古屋千種）
大 口 弘 和 （名古屋千種）
田 中 邦 幸 （名古屋昭和）
前 田 圭 佑 （名古屋昭和）
長谷川周義 （名古屋錦）
金 田 英 和 （名古屋東山）
鈴 木 行 久 （豊橋北）
山 本 光 人 （豊橋北）
福 井 英 示 （豊橋北）
戸 田 俊 晴 （豊川）
森 田 雅 人 （田原）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
縣  　保 彦 （豊橋南）
吉 川 一 弘 （豊橋ゴールデン）
若 林 正 治 （豊橋ゴールデン）
荻 須 文 一 （岡崎）
水 野 周 久 （岡崎）
野 田 篤 文 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
丹 羽 良 治 （岡崎）
梅 村 泰 弘 （豊田）
小 幡 鋹 伸 （豊田）
横 山 眞 久 （豊田）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
伊豫田   浩 （岡崎南）
大 村 栄 治 （岡崎南）

中 嶋 昭 史 （岡崎南）
新 浪 勝 也 （岡崎東）
原 田 耕 平 （岡崎東）
池 田  　正 （岡崎東）
足 立 汎 和 （岡崎東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
本 多  　幹 （豊田中）
中 條 善 朗 （豊田中）
猪 狩  　蔵 （豊田中）
浅岡多田志 （豊田中）
市 川 裕 大 （刈谷）
松 本 隆 利 （安城）
深 津 正 則 （安城）
山 中 寛 紀  （碧南）
奥 田 雪 雄  （碧南）
森 田 英 治  （碧南）
新 美  　孝  （碧南）
田 代 清 一 （高浜）
安 井 喜 秀 （知立）
中 川  　敦 （知立）
高 須  　光 （西尾K I R A R A）
新 海 雄 二 （西尾K I R A R A）
三 治 信 芳 （西尾K I R A R A）
太 髙 純 治 （西尾K I R A R A）
青 山 弦 八 （西尾K I R A R A）
杉 浦 義 利 （西尾K I R A R A）
山 本 俊 明 （西尾K I R A R A）
山 本 裕 充 （西尾K I R A R A）
山 本 雅 仁 （三河安城）
水 谷  　存 （三河安城）
下 村 幸 真 （三河安城）

加 藤 順 三 （半田）
榊 原 敦 史 （半田）
小 栗 宏 次 （半田）
古 市 晃 久 （半田）
小 栗 利 朗 （半田）
手 島 寿 宏 （半田）
榊 原 正 治 （半田）
新 美 忠 夫 （半田）
内 田 榮 一 （半田）
松 林 信 吾 （半田南）
森  　俊 夫 （一宮）
松 原 直 次 （一宮）
関 戸  　徹 （一宮）
滝  　善 蔵 （一宮）
加 藤 隆 朗 （津島）
豊 島 德 三 （一宮北）
黒 川 元 則 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
鷲 見 好 弘 （名古屋清須）
松 本 正 暢 （一宮中央）
住野龍之介 （犬山）
松 平 實 胤 （犬山）
野 倉 達 雄 （犬山）
奥 村 正 幸 （犬山）
倉 知 正 憲 （江南）
橋 本 晃 暢 （小牧）
河 村 嘉 男 （小牧）
山 田 直 樹 （尾張旭）
加 藤 清 久 （尾張旭）
清 水  　勲 （春日井）
須 崎 侑 三 （瀬戸北）

于　　   咏 （愛知ロータリーE クラブ）
後 藤 正 憲 （名古屋南）
橋 元 幸 次 （名古屋南）
林  　幸 春 （名古屋南）
池     　 潤 （名古屋南）
佐分利清信 （名古屋南）
櫻 井  　繁 （名古屋南）
村 上  　斎 （名古屋南）
内 田 安 彦 （名古屋南）
浅 原 光 男 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘  （名古屋南）
近 藤 信 之 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
大 西 弘 高 （名古屋東南）
中 村 規 脩 （名古屋東南）
下 郷 卓 弥 （名古屋東南）
各 務 芳 樹 （名古屋東南）
伊 藤 秀 雄 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
宮 崎  　薫 （名古屋東南）
吉 田 治 伸 （名古屋中）
塩 谷 和 久 （名古屋中）
河 村 嘉 希 （名古屋中）
松本健一郎 （名古屋中）
小 島 祐 助 （名古屋中）
岩 月 雅 章 （名古屋中）
神 野 邦 利 （名古屋大須）
酒 井  　修 （名古屋大須）
髙 木 政 義 （名古屋大須）
照 井  　栞 （名古屋大須）
坂 田 信 子 （名古屋名南）
入 谷 直 行 （名古屋名南）
長 尾 浅 𠮷𠮷（名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
三島多恵子 （名古屋名南）
伊 藤 圭 一 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
藤 井 圓 隆 （名古屋名駅）
田 口  　望 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
深 澤 良 介 （名古屋名駅）
大 橋 昭 治 （名古屋名駅）
森 田 正 樹 （名古屋丸の内）
松尾雄二郎 （名古屋丸の内）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
待 井 雄 介 （名古屋北）
中 島  　實 （名古屋北）
渡 辺 英 信 （名古屋東）
本 多  　満 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
古川善次郎 （名古屋東）
木 村 邦 彦 （名古屋守山）
長瀬輝代之 （名古屋守山）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
竹 尾 祥 子 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）
須 原 茂 樹 （名古屋昭和）
渡 邉 直 樹 （名古屋昭和）

木 下  　実 （名古屋昭和）
加 藤  　厚 （名古屋昭和）
伊 丹 惣 三 （名古屋昭和）
上 野  　広 （名古屋昭和）
長谷川周義 （名古屋錦）
久 野 洋 一 （名古屋東山）
小林三重子 （名古屋東山）
近藤兼治郎 （名古屋東山）
金 田 英 和 （名古屋東山）
羽 田 明 弘 （豊橋北）
小杉幸一郎 （豊橋北）
内 藤 雄 功 （豊川）
石 黒 利 昌 （田原）
榊 原 周 造 （豊橋南）
藤 原 俊 男 （豊橋南）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
金 田 柾 宏 （豊川宝飯）
梅 田 英 樹 （豊橋ゴールデン）
藤 城 民 男 （豊橋ゴールデン）
白 井 正 樹 （豊橋ゴールデン）
杉 原 敏 雄 （豊橋ゴールデン）
高 畑 皓 一 （豊橋ゴールデン）
宮 川 嘉 朗 （豊橋ゴールデン）
渡 邊  　茂 （豊橋東）
柴 田 芳 孝 （岡崎）
南 部  　淳 （岡崎）
酒 部 圭 司 （岡崎）
安 藤 宏 行 （岡崎）
松 原 広 幸 （岡崎）
柴 田 泰 伸 （岡崎）
峰 澤 彰 宏 （岡崎）
古 澤 武 雄 （岡崎）
岩 月 一 郎 （岡崎）
金 山 久 雄 （岡崎）
服 部 良 男 （岡崎）
三 宅 英 臣 （豊田）
後 藤 尚 之 （豊田）
天 野 勝 美 （豊田）
鈴 木 元 弘 （豊田）
光 岡 新 吾 （豊田）
丸 井 俊 裕 （豊田）
奥 田 清 仁 （豊田）
酒 井 法 丈 （豊田）
鈴 村 幸 伸 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
斎 藤 直 美 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
杉 本 義 安 （岡崎南）
志 賀 為 宏 （岡崎南）
奥 村 英 世 （岡崎南）

大須賀予偲子 （岡崎南）
服 部 英 男 （岡崎南）
中川修一郎 （岡崎南）
本 間  　毅 （岡崎南）
小 野  　隆 （岡崎南）
手 嶋  　明 （岡崎東）
山 中  　一 （岡崎東）
山 内 隆 一 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
河 合 芳 弘 （豊田東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
鈴木文三郎 （刈谷）
大 音 祖 瑛 （刈谷）
杉 山 淳 一 （安城）
加 藤 正 人 （安城）
稲 垣  　淳 （安城）
市 川  　護 （安城）
田 中 正 規 （西尾）
山 中 寛 紀 （碧南）
髙 木 秀 夫 （知立）
中 川  　敦 （知立）
大 橋  　均 （知立）
鈴 木 善 和 （西尾K I R A R A）
太田五九郎 （西尾K I R A R A）
細 川 和 好 （西尾K I R A R A）
太 髙 純 治 （西尾K I R A R A）
新 海 雄 二 （西尾K I R A R A）
高 須  　光 （西尾K I R A R A）
加 藤  　宙 （三河安城）
大 見 満 宏 （三河安城）
寺 部 保 美 （三河安城）
伊 藤 敦 夫 （2 7 6 0 その他）

鈴 木 裕 二 （半田）
澤 田 好 伸 （半田）
山 﨑 正 夫 （半田）
鈴村せつ子 （半田）
金 澤 憲 二 （半田）
松 本 順 子 （半田）
畑 中 雅 之 （半田）
竹 内 俊 介 （半田）
川 口 新 平 （半田）
鈴 木 宏 司 （半田南）
青 山 佳 裕 （一宮）
舩 橋 正 員 （一宮） 
関 戸  　徹 （一宮）
篠 田  　廣 （津島）
水 野 憲 司 （一宮北）
山 田 尊 久 （あま）
後 藤 雅 光 （あま）

髙 山  　敏 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
和 田 典 之 （名古屋清須）
大 森  　進 （一宮中央）
大 澤  　渡 （犬山）
髙 橋 秀 治 （犬山）
松 平 實 胤 （犬山）
木 村  　完 （犬山）
森  　弘 好 （江南）
清 野 允 中 （江南）
山 田  　猛 （江南）
大 島 賀 樹 （小牧）
堀 井  　武 （小牧）
松尾憲二郎 （小牧）
濱 口 栄 男 （小牧）
五 藤 隆 夫 （小牧）
于     　 咏 （愛知ロータリーE クラブ）
内 田  　優 （名古屋南）
伊東万樹也 （名古屋南）
眞 野 乘 史 （名古屋南）
岩 田 崇 祺 （名古屋南）
藁谷喜世志 （名古屋東南）
白 木 良 彦 （名古屋東南）
山 口 直 彦 （名古屋東南）
橋 爪  　務 （名古屋東南）
水 野 恒 平 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
柴田裕二郎 （名古屋中）
川 本 浩 史 （名古屋中）
川 口 誉 夫 （名古屋中）
森 田 乾 嗣 （名古屋中）
相 羽 康 人 （名古屋中）
服 部 浩 明 （名古屋中）
平 松 久 明 （名古屋中）
北 村 栄 治 （名古屋中）
王     　 偉 （名古屋中）
梁 川 誠 市 （名古屋中）
安 田 照 幸 （名古屋中）
堀  　慎 治 （名古屋瑞穂）
稲 葉  　徹 （名古屋瑞穂）
鬼 頭 茂 成 （名古屋大須）
岡 田 尚 彦 （名古屋大須）
岩 崎 征 一 （名古屋大須）
原 野 勝 至 （名古屋栄）
加 藤 英 敏 （名古屋名南）
榊 原 和 美 （名古屋名南）
朝比美和子 （名古屋名南）

山 本 郁 矢 （名古屋名南）
木 下 福 郎 （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
伊 藤 圭 一 （名古屋名南）
小酒井比呂志 （名古屋名駅）
清 水 順 二 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
小室健次郎 （名古屋名駅）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
岡 部 （名古屋北）
木 谷 圭 子※ （名古屋東）
本田伸太郎 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
増 田 浩 男 （名古屋東）
長瀬輝代之 （名古屋守山）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
鈴木太刀雄 （名古屋名東）
竹 尾 祥 子 （名古屋名東）
中 込 清 周 （名古屋名東）
北 村 正 和 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
樫 尾 富 二 （名古屋千種）
鈴 木 理 之 （名古屋千種）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）
河 合 芳 光 （豊橋北）
鈴木大次郎 （豊橋北）
佐 藤 矩 朗 （豊橋北）
小 林 康 男 （豊橋北）
田 中 寛 孝 （豊川）
浅 野 修 道 （豊川）
吉 川 庄 三 （豊川）
大 河 直 樹 （田原）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
伊 藤 眞 芳 （豊橋ゴールデン）
大須賀憲太 （豊橋ゴールデン）
石 原 昭 二 （豊橋ゴールデン）
松 崎  　進 （豊橋ゴールデン）
井 上  　穂 （豊橋ゴールデン）
平 野 正 博 （豊橋東）
杉 原 好 洋 （豊橋東）
同 前 仁 史 （岡崎）
藤 原 正 寛 （岡崎）
天 野 惠 一 （岡崎）
吉 川 正 敏 （岡崎）
河 野 治 生 （岡崎）
三 宅 正 恭 （豊田）
村 上 雅 則 （豊田）

杉 浦  　毅 （豊田）
杉 浦 弘 髙 （豊田）
稲 垣 利 彦 （豊田）
神 谷 和 利 （豊田）
河 木 照 雄 （豊田）
小 野 雅 道 （豊田）
孕 石 邦 雄 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
深 津  　篤 （岡崎南）
杉 浦  　彰 （岡崎南）
中 根 克 弘 （岡崎南）
小 野 正 富 （岡崎南）
大久保   武 （岡崎南）
中 根 義 雄 （岡崎南）
太 田 進 造 （岡崎南）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
浅 岡 謙 治 （岡崎東）
野 村 政 弘 （岡崎東）
足 立 汎 和 （岡崎東）
大 澤 六 也 （豊田東）
小 山 章 仁 （岡崎城南）
ꇶ𠮷㻗𠮷㖡𠮷ꋝ （名古屋宮の杜）
𠮷𠮷 原 孝 彦 （刈谷）
市 川 裕 大 （刈谷）
成 田 孝 則 （安城）
恒 川 憲 一 （安城）
青 山 竜 也 （安城）
内 藤 教 恵 （安城）
山 口  　研 （安城）
松 田 茂 治 （西尾）
田 中 正 規 （西尾）
榊 原  　健 （碧南）
平岩統一郎 （碧南）
山 中 寛 紀 （碧南）
水 野 泰 昌 （知立）
鈴 木 民 也 （知立）
中 川  　敦 （知立）
大 橋  　均 （知立）
秋 山 正 純 （西尾K I R A R A）
杉 浦 加 代 （西尾K I R A R A）
榊 原  　章 （西尾K I R A R A）
石 山  　進 （西尾K I R A R A）
鈴 木 善 和 （西尾K I R A R A）
太田五九郎 （西尾K I R A R A）
齋 藤 光 正 （三河安城）
沓名由美子 （三河安城）
大 見 和 志 （三河安城）
伊 藤 敦 夫 （2 7 6 0 その他）

2009 年度

2011 年度

2010 年度

2008 年度

2017 年度

青 井 雅 純 （半田）
平 林 伸 康 （半田）
松 石 奉 之 （半田）
前 田 佳 男 （半田）
森 田　  亨 （半田）
榊 原 明 美 （半田）
酒 井 良 輔 （半田）
杉 浦 三 郎 （半田）
高 木 利 定 （半田）
山 内 和 之 （半田）
伊 奈 輝 三 （常滑）
新 美 義 博 （東知多）
足 立　  誠 （一宮）
長谷部敏克 （一宮）
伊 藤 幸 一 （一宮）
光 嵜 賢 一 （一宮）
則 竹 伸 也 （一宮）
伊 藤 文 也 （津島）
前 田 重 廣 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
佐 藤　  明 （あま）
渡 辺　  均 （あま）
早 川 雅 男 （名古屋清須）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
加 藤 辰 己 （一宮中央）

鹿 島 兼 一 （一宮中央）
高 井 光 信 （一宮中央）
伊 藤 英 男 （犬山）
尾 関 幸 夫 （犬山）
千 田 昌 宏 （犬山）
朱 宮 新 治 （犬山）
　 田 三 郎 （犬山）
伊 藤 鶴 吉 （江南）
北　  健 司 （春日井）
坂 田　  隆 （瀬戸北）
山 本　  修 （瀬戸北）
大 江 秀 和 （岩倉）
園 原 宏 治 （岩倉）
盛 田 淳 夫 （名古屋）
浅 井 金 三 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
服 部 一 郎 （名古屋南）
加 藤 慶 一 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
村 瀬 廣 芳 （名古屋南）
鈴 木 輝 彦 （名古屋南）
吉 田 春 樹 （名古屋南）
吉 岡 正 人 （名古屋南）
森　  　 清 （名古屋みなと）
酒 井　  優 （名古屋みなと）
住 田　  守 （名古屋みなと）

伊東與有三 （名古屋東南）
星 野 信 利 （名古屋中）
古 田 昭 臣 （名古屋中）
猪 飼 秀 明 （名古屋中）
加 藤 政 己 （名古屋中）
川 島 悦 雄 （名古屋中）
加瀬英比古 （名古屋中）
纐 纈 正 剛 （名古屋中）
鵜 飼 耕 三 （名古屋中）
渡 邉 一 平 （名古屋中）
山 口　  眞 （名古屋中）
尾 上　  昇 （名古屋大須）
柴 岡 正 将 （名古屋大須）
鈴 木　  洋 （名古屋大須）
渡 辺 観 永 （名古屋大須）
湯 山 淳 三 （名古屋大須）
細 井 土 夫 （名古屋栄）
川 井 健 司 （名古屋栄）
安 藤　  一 （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
三 浦　  隆 （名古屋名南）
武 藤 正 行 （名古屋名南）
大 隅 紀 郎 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
鈴 井 一 博 （名古屋名南）
石 黒　  隆 （名古屋名駅）

生 田 芳 規 （名古屋名駅）
小酒井比呂志 （名古屋名駅）
大 川　  宏 （名古屋名駅）
田 口　  望 （名古屋名駅）
中 島　  實 （名古屋北）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
水 野　  勤 （名古屋東）
澤 井 俊 治 （名古屋東）
椙 山 正 弘 （名古屋東）
高 橋　  巌 （名古屋東）
高橋雄二郎 （名古屋東）
宇佐美嘉重斌 （名古屋東）
安 井　  孝 （名古屋東）
余 語 郁 夫 （名古屋東）
服 部　  滋 （名古屋和合）
川 村 敏 夫 （名古屋和合）
柏 木 順 壱 （名古屋和合）
服 部　  力 （名古屋名東）
村 橋 泰 志 （名古屋名東）
星川須美子 （名古屋名北）
鈴 木 正 男 （名古屋千種）
伊 丹 惣 三 （名古屋昭和）
河 合 勇 夫 （名古屋昭和）
鈴 木 重 幸 （名古屋昭和）
杉 田　  等 （名古屋昭和）
貝 沼 正 敬 （名古屋錦）

福 井　  敬 （豊橋）
神 野 吾 郎 （豊橋）
鈴 木 正 憲 （豊橋）
佐 野 峯 雄 （豊橋北）
大 橋 平 治 （豊川）
山 本　  学 （豊川）
藤 城 俊 明 （豊橋南）
塩之谷   昌 （豊橋南）
小笠原喜好 （新城）
壽 昌 宏 之 （新城）
鳥 居 栄 一 （新城）
井 上　  穂 （豊橋ゴールデン）
石 原 昭 二 （豊橋ゴールデン）
松 崎　  進 （豊橋ゴールデン）
大須賀憲太（豊橋ゴールデン）
杉 原 敏 雄 （豊橋ゴールデン）
高 畑 皓 一 （豊橋ゴールデン）
尾 沢 義 雄 （田原パシフィック）
小 川 喜 一 （田原パシフィック）
内 柴 義 郎 （田原パシフィック）
鈴 木 昌 敏 （豊橋東）
浅 井　  章 （岡崎）
蜂須賀利雄 （岡崎）
林　  和 夫 （岡崎）
金 山 久 雄 （岡崎）
河 野 治 生 （岡崎）

黒 河  　陽 （岡崎）
内 藤  　淳 （岡崎）
奥 瀬 勇 作 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
佐々木勝巳 （岡崎）
清 水 芳 美 （岡崎）
伴  　征 雄 （豊田）
神 谷 和 利 （豊田）
松 井 博 文 （豊田）
小 野 雅 道 （豊田）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
天 野 精 孝 （岡崎南）
本 間  　毅 （岡崎南）
倉 田  　長 （岡崎南）
三 浦 勝 美 （岡崎南）
中 根 義 雄 （岡崎南）
太 田 進 造 （岡崎南）
岡 田 庸 男 （岡崎南）
池 田  憲治 （豊田西）
長 坂 義 幸 （豊田西）
中 川 俊 治 （豊田西）
足 立 憲 彦 （岡崎東）
足 立 信 雄 （岡崎東）
深 田 昭 彦 （岡崎東）
稲 葉 雅 彦 （岡崎東）
石 原 靖 増 （岡崎東）
池 田  　正 （岡崎東）
三 浦 泰 廣 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
杉 山 正 章 （岡崎東）
水 野 慶 一 （豊田東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
米 本 益 栄 （豊田東）
小 島 哲 夫 （豊田中）
鈴 木 純 子 （豊田中）
梅 村 和 伸 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
稲 垣 和 幸 （安城）
石 川 義 典 （安城）
神 谷 明 文 （安城）
小野内宣行 （安城）
冨 岡 里 美 （安城）
横山真喜男 （安城）
森 田 英 治  （碧南）
川 地 英 明 （知立）
大 高 敏 睦 （西尾K I R A R A）
斎 藤 喬 甫 （西尾K I R A R A）
鈴 木 正 司 （西尾K I R A R A）
高 原  　宏 （西尾K I R A R A）
米 津 長 治 （西尾K I R A R A）
古 居 一 雄 （三河安城）
川浦喜久雄 （三河安城）
杉 山 敏 幸 （三河安城）
竹 内 泰 夫 （三河安城）
山崎圭朋利 （三河安城）

稲 葉 民 安 （半田）
榊 原 秀 光 （半田）
手 島 寿 宏 （半田）
新 美 重 秋 （半田）
太 田 竹 司 （半田）
伊 東 良 夫 （半田）
椴 山 晃 雄 （半田）

高 木  　宏 （半田）
高 村 敦 夫 （東海）
榊 原  　肇 （半田南）
青 木 俊 憲 （一宮）
長谷川勝久 （一宮）
内 藤 寛 一 （一宮）
豊 島 俊 明 （一宮）
山 口 元 彦 （一宮）
鎌 田 芳 彰 （一宮）
日 比 一 昭 （津島）
伊 藤 文 也 （津島）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
早 川 雅 男 （名古屋清須）
高 橋 秀 治 （犬山）
祖父江寿男 （犬山）
小 川 嘉 吉 （犬山）
安 田 新 平 （犬山）
奥 村 正 幸 （犬山）
山 根 雄 司 （犬山）
河 合 美 彦 （小牧）
箕 輪 良 孝 （尾張旭）
若 杉 福 雄 （瀬戸北）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
若山啓太郎 （名古屋南）
多久田達宏 （名古屋南）
木 村 樹 生 （名古屋南）
山 路 兼 生 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
水 野  　裕 （名古屋東南）
伊東與有三 （名古屋東南）
市 原 高 明 （名古屋中）
小笠原   暁 （名古屋中）
坪 井 進 悟 （名古屋中）
鶴 見 俊 成 （名古屋中）
八 神 弘 雄 （名古屋中）
舟 橋 政 男 （名古屋中）
大 浦 泰 博 （名古屋中）
内 藤 貴 雄 （名古屋中）
片 岡 信 恒 （名古屋中）
篭 橋 美 久 （名古屋中）
川 口 小 折 （名古屋大須）
大 原 敏 正 （名古屋大須）
渡 辺 観 永 （名古屋大須）
住 田 正 夫 （名古屋大須）
児 島 徳 和 （名古屋名南）
山 本 郁 矢 （名古屋名南）
中 西 芳 子 （名古屋名南）
林  　隆 二 （名古屋名南）
田 中 省 三 （名古屋名南）
浅 井 泰 夫 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
青 島 邦 夫 （名古屋名駅）
吉 田 正 克 （名古屋北）
水 野 茂 生 （名古屋東）
柏 木  　功 （名古屋東）
柳 澤 幸 輝 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
高橋雄二郎 （名古屋東）
増 田 浩 男 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
佐 藤 正 延 （名古屋守山）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）

三 好  　親 （名古屋千種）
佐久間良治 （名古屋千種）
杉 江 光 明 （名古屋昭和）
田 中 邦 幸 （名古屋昭和）
斎 藤 正 俊 （名古屋昭和）
成 田  　収 （名古屋昭和）
久 田 錦 三 （名古屋昭和）
鈴 木 重 幸 （名古屋昭和）
武儀山勝彦 （名古屋東山）
紅 林 友 昭 （豊橋）
松 井 和 彦 （豊橋）
松 坂 良 太 （豊橋）
松 本 孝 一 （豊橋）
西 田 元 彦 （豊橋）
内 山 典 弘 （豊橋）
山 本 光 人 （豊橋北）
鈴 木 茂 久 （豊橋北）
牧 野 一 郎 （豊川）
寺 部  　元 （豊川）
縣  　保 彦 （豊橋南）
藤 城 俊 明 （豊橋南）
外 山 和 夫 （豊橋ゴールデン）
古 澤 武 雄 （岡崎）
山 本 邦 雄 （岡崎）
本 多 啓 一 （岡崎）
中 根 幹 雄 （岡崎）
服 部 良 男 （岡崎）
杉 浦 恵 造 （岡崎）
斎 藤 直 美 （豊田）
渡 辺 要 市 （岡崎南）
竹 内 照 男 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
浅 岡 謙 治 （岡崎東）
深 津 幸 雄 （岡崎東）
手 嶋  　明 （岡崎東）
小 野 文 憲 （岡崎東）
今 井 啓 介 （豊田東）
杉 浦 英 昭 （豊田東）
石 橋 博 文 （豊田東）
都 築 義 勝 （豊田東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
小 松 正 伸 （豊田東）
服 部 基 一 （豊田東）
太 田 昌 孝 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
小 林 逸 朗 （安城）
伊 藤 隆 夫 （安城）
石 原  　昭 （安城）
原田慶三郎 （安城）
鳥 居 清 澄 （西尾）
鈴 木 並 生  （碧南）
杉 浦 健 次  （碧南）
杉 浦 晴 彦  （碧南）
大 橋  　均 （知立）
野 村 賢 孝 （知立）
宮 地 喜 良 （西尾K I R A R A）
後 藤 利 之 （西尾K I R A R A）
三 浦 隆 司 （西尾K I R A R A）
石 川 勝 雄 （西尾K I R A R A）
天 野 行 夫 （西尾K I R A R A）
高 原  　宏 （西尾K I R A R A）
斎 藤 喬 甫 （西尾K I R A R A）
渡 邊 真 一 （三河安城）

伊 吹 治 郎 （三河安城）
稲 垣  　靖 （三河安城）
柵 木 政 美 （三河安城）
山 口 恭 正 （三河安城）
小西紀久雄 （三河安城）
森 田 勝 己 （三河安城）
杉浦眞理子 （三河安城）
西 尾 四 郎 （三河安城）
丹 羽  　修 （三河安城）
鳥 居 剛 育 （三河安城）
畔 柳 弘 文 （三河安城）
平 子 昭 三 （三河安城）
矢 田 良 一 （三河安城）

金 澤 憲 二 （半田）
神 戸 信 寅 （半田）
松 本 順 子 （半田）
新 美 忠 夫 （半田）
小 栗 孝 久 （半田）
鈴村せつ子 （半田）
鈴 木 千 里 （半田）
冨  　武 司 （半田）
内 田 榮 一 （半田）
中 村  　巌 （一宮）
佐 分 啓 二 （一宮）
關 戸  　潔 （一宮）
堀 江 承 元 （あま）
岩 島 裕 芳 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
佐 藤  　明 （あま）
櫻 井 利 夫 （名古屋清須）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
森　　   眞 （一宮中央）
永 田  　正 （一宮中央）
山 中 建 策 （一宮中央）
安 達 英 昭 （犬山）
青 山 佳 高 （犬山）
平 林 米 司 （犬山）
日比野良太郎 （犬山）
伊 藤  　隆 （犬山）
紀 藤 政 司 （犬山）
宮 岡 克 年 （犬山）
岡 田 雅 隆 （犬山）
安 田 宗 平 （犬山）
古 田 嘉 且 （江南）
河 合 美 彦 （小牧）
松 下 洋 一 （尾張旭）
柴 田  　伸 （瀬戸北）
盛 田 和 昭 （名古屋）
福 山  　衛 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
宮 田 松 英 （名古屋南）
坪 井 良 憲 （名古屋南）
鷲 見  　弘 （名古屋南）
渡 邉 将 人 （名古屋南）
吉 田 春 樹 （名古屋南）
伊東與有三 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
荒 川 雅 義 （名古屋中）
早 瀬 孝 文 （名古屋中）
古 田 昭 臣 （名古屋中）
石 原 寿 生 （名古屋中）

加瀬英比古 （名古屋中）
金 森 伸 夫 （名古屋中）
纐 纈 正 剛 （名古屋中）
近 藤 直 樹 （名古屋中）
宮 内  　誠 （名古屋中）
永 野 光 容 （名古屋中）
岡 崎  　亨 （名古屋中）
佐 藤 友 治 （名古屋中）
鈴木謙一郎 （名古屋中）
田ヶ原昭弘 （名古屋中）
鵜 飼 耕 三 （名古屋中）
山 口  　眞 （名古屋中）
山 口  　忍 （名古屋中）
𠮷𠮷 田 敬 岳 （名古屋中）
平 沼 里 子 （名古屋名南）
猪 村 美 之 （名古屋名南）
木 村  　猛 （名古屋名南）
小 山 愼 介 （名古屋名南）
長 尾 浅𠮷𠮷𠮷 （名古屋名南）
野々村憲吾 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
鈴 木  　享 （名古屋名南）
藤 井 圓 隆 （名古屋名駅）
小室健次郎 （名古屋名駅）
丹 羽 俊 文 （名古屋名駅）
岡 本 敏 男 （名古屋名駅）
大 橋 昭 治 （名古屋名駅）
寺 島 洋 治 （名古屋名駅）
堀 田 正 夫 （名古屋北）
中 島  　實 （名古屋北）
水 野 茂 生 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
椙 山 正 弘 （名古屋東）
高橋雄二郎 （名古屋東）
梅 村 清 弘 （名古屋東）
渡 辺 英 信 （名古屋東）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
奥  　佳 澄 （名古屋名東）
遠 藤 友 彦 （名古屋名北）
松 居 敬 二 （名古屋千種）
木 下  　実 （名古屋昭和）
前 田 圭 佑 （名古屋昭和）
上 野  　広 （名古屋昭和）
長谷川正孝 （名古屋錦）
松 井 由 次 （豊橋北）
佐 藤 元 彦 （豊橋北）
神 谷 親 典 （豊川）
大 澤 輝 秀 （豊川）
戸 田 俊 晴 （豊川）
吉 川 庄 三 （豊川）
別 所 淳 二 （田原）
河 辺 勝 巳 （田原）
松 井  　昭 （田原）
宮 木 幸 彦 （田原）
冨 田 雅 則 （田原）
安 田 幸 雄 （田原）
木 下  　治 （豊橋南）
加 山 昌 弘 （豊川宝飯）
外 山 和 夫 （豊橋ゴールデン）
高 林 保 夫 （豊橋ゴールデン）
宇 藤  　信 （豊橋ゴールデン）
松 井 準 治 （田原パシフィック）

尾 原  　脩 （田原パシフィック）
鈴 木 照 幸 （田原パシフィック）
天 野 恵 一 （岡崎）
青 木 勇 作 （岡崎）
林  　和 夫 （岡崎）
伊 藤 公 正 （岡崎）
梶 川 志 郎 （岡崎）
水 野 周 久  （岡崎）
三 嶋  　勉 （岡崎）
丹 羽 良 治 （岡崎）
大 原 達 志 （岡崎）
杉 浦  　皓 （岡崎）
早 川 文 喜 （豊田）
横 山 眞 久 （豊田）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
蒲 野 良 雄 （岡崎南）
畔 柳 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
小 幡 輝 雄 （豊田西）
神 尾 英 雄 （岡崎東）
小 出 元 治 （岡崎東）
草 野 信 隆 （岡崎東）
杉 田 雄 男 （岡崎東）
山 内 隆 一 （岡崎東）
福 岡  　治 （豊田東）
梅 村 憲 一 （豊田東）
有 馬 惟 夫 （岡崎城南）
福 岡 輝 夫 （豊田中）
伊 藤 敦 夫 （豊田中）
猪 狩  　蔵 （豊田中）
加 藤 照 夫 （豊田中）
中 垣 幸 春 （豊田中）
大 塚 哲 夫 （豊田中）
桜 井  　博 （豊田中）
鈴 木  　寛 （豊田中）
権 田 鋹 弘 （刈谷）
太田宗一郎 （刈谷）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
藤 井 英 樹 （安城）
水 野  　学 （安城）
奥 田 法 行 （安城）
寺 田 孝 司 （安城）
鳥 居 博 行 （安城）
小 澤 育 史 （西尾）
鳥 居 清 澄 （西尾）
加 藤 良 邦  （碧南）
小 出 道 治  （西尾一色）
岩 瀬 清 彦 （西尾K I R A R A）
石 川 勝 雄 （西尾K I R A R A）
後 藤 利 之 （西尾K I R A R A）
宮 地 喜 良 （西尾K I R A R A）
三 浦 隆 司 （西尾K I R A R A）
大須賀慶一 （西尾K I R A R A）
鈴 木 昭 夫 （西尾K I R A R A）
杉 浦 正 昭 （西尾K I R A R A）
安 藤  　毅 （三河安城）
深 津 茂 樹 （三河安城）
畔 柳 芳 夫 （三河安城）
丸山今朝三 （三河安城）
待 田 和 宏 （三河安城）
成 田  　徹 （三河安城）
長 坂  　誠 （三河安城）
小 野  　郁 （三河安城）

斎 藤  　博 （三河安城）
田 村  　脩 （三河安城）
横 山 夕 葉 （三河安城）

鈴 木 丈 雄 （半田）
水 野 隆 芳 （半田）
松 石 奉 之 （半田）
酒 井 良 輔 （半田）
山 﨑 正 夫 （半田）
青 井 雅 純 （半田）
畑 中 雅 之 （半田）
竹 内 俊 介 （半田）
岡 戸 伍 弌 （半田）
川 口 新 平 （半田）
前 田 佳 男 （半田）
山 内 和 之 （半田）
青 山 佳 裕 （一宮）
林  　隆 春 （一宮）
光 嵜 賢 一 （一宮）
則 竹 伸 也 （一宮）
伊 藤 幸 一 （一宮）
長谷部敏克 （一宮）
北 野 庸 夫 （あま）
佐 藤  　明 （あま）
北 野 庸 夫 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
鈴 木 正 徳 （あま）
加 藤 憲 治 （あま）
櫻 井 利 夫 （名古屋清須）
鳥 居 利 一 （名古屋清須）
長 橋 國 和 （一宮中央）
小 島 三 男 （一宮中央）
鹿 島 兼 一 （一宮中央）
加 藤 辰 巳 （一宮中央）
吉 田  　洋 （犬山）
近 藤 斉 宏 （犬山）
清 野 允 中 （江南）
福 田 清 成 （江南）
河 合 美 彦 （小牧）
風 岡 保 宏 （春日井）
杉 山 仁 朗 （瀬戸北）
堀 田  　徹 （名古屋城北）
内 田 安 彦 （名古屋南）
櫻 井  　繁 （名古屋南）
佐分利清信 （名古屋南）
村 上  　斎 （名古屋南）
橋 元 幸 次 （名古屋南）
後 藤 正 憲 （名古屋南）
池　　   潤 （名古屋南）
林  　幸 春 （名古屋南）
嶺 木 昌 行 （名古屋南）
桂  　洋 司 （名古屋南）
近 藤 雅 夫 （名古屋南）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
伊東與有三 （名古屋東南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
吉 水 正 溥 （名古屋東南）
市 原 高 明 （名古屋中）
小笠原   暁 （名古屋中）
坪 井 進 悟 （名古屋中）
鶴 見 俊 成 （名古屋中）
八 神 弘 雄 （名古屋中）

松 原 秀 樹 （名古屋中）
渡 邊 樹 志 （名古屋中）
榊 原 克 典 （名古屋中）
小 栗 成 男 （名古屋中）
山 口 正 孝 （名古屋大須）
岡 田 尚 彦 （名古屋大須）
岩 崎 征 一 （名古屋大須）
田 中 一 雄 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
川 村 繁 生 （名古屋名南）
白 藤 憲 雄 （名古屋名南）
林  　隆 二 （名古屋名南）
深 澤 良 介 （名古屋名駅）
隅 田 耕 市 （名古屋名駅）
中 島  　実 （名古屋北）
内 藤 秀 樹 （名古屋北）
増 田 浩 男 （名古屋東）
東 谷 昌 彦 （名古屋東）
澤  　國 生 （名古屋東）
多和田   武 （名古屋東）
新 美 宣 英 （名古屋東）
千 田  　毅 （名古屋東）
余 語 郁 夫 （名古屋東）
渡 辺 英 信 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
平 松 征 男 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
本田伸太郎 （名古屋東）
天 野 清 美 （名古屋和合）
池 森 由 幸 （名古屋千種）
西 川 豊 長 （名古屋千種）
小 山 雅 弘 （名古屋千種）
山 田 敏 雄 （名古屋昭和）
鈴 木 真 司 （名古屋昭和）
上 野  　広 （名古屋昭和）
伊 丹 惣 三 （名古屋昭和）
林  　光 夫 （名古屋錦）
山 田 亨 司 （豊橋）
縣  　政 行 （豊橋）
飯 沼 雅 朗 （蒲郡）
竹 内 稔 弘 （豊橋北）
土 井 松 男 （豊橋北）
鈴木大次郎 （豊橋北）
匹 田 雅 久 （豊橋北）
岩瀬淳一郎 （豊川）
樋 口 俊 寛 （豊川）
河 辺 純 夫 （田原）
藤 井 國 弘 （田原）
天野英一郎 （田原）
冨 田 雅 則 （田原）
水 野 太 一 （豊川宝飯）
鈴 木 雅 博 （豊橋ゴールデン）
古 橋 一 毅 （田原パシフィック）
柴 田 憲 一 （豊橋東）
中 村 重 嗣 （岡崎）
加 藤 博 己 （岡崎）
吉 川 正 敏 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
岩 瀬 敬 紀 （岡崎）
安 藤 光 淵 （岡崎）
岩 月 一 郎 （岡崎）
岩 月 昭 佳 （岡崎）

加 藤 信 吾 （岡崎）
大 原 達 志 （岡崎）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
近 藤 千 雅 （岡崎南）
小久保文雄 （岡崎南）
山 本 雅 樹 （岡崎南）
岡 田 庸 男 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
青 山 俊 次 （岡崎東）
新 浪 勝 也 （岡崎東）
仙 波  　泉 （岡崎東）
野 村 政 弘 （岡崎東）
深 田 昭 彦 （岡崎東）
足 立 汎 和 （岡崎東）
鈴 木 敬 一 （豊田東）
塚 田 和 也 （豊田中）
木 戸 重 信 （豊田中）
石 黒 元 隆 （豊田中）
小久保茂樹 （豊田中）
梅 村 和 伸 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
市 川 裕 大 （刈谷）
神 谷  　研 （安城）
戸 谷  　央 （安城）
横山真喜男 （安城）
石 川 義 典 （安城）
神 谷 明 文 （安城）
冨 岡 里 美 （安城）
小野内宣行 （安城）
伊 藤 富 義 （西尾）
奥 谷 弘 和  （碧南）
加藤丈太郎  （碧南）
新 美  　孝  （碧南）
中 根 佑 治  （碧南）
樅 山 善 久  （碧南）
植 松 敏 樹  （碧南）
宮 地 俊 夫 （知立）
川 地 英 明 （知立）
高 須  　匀 （西尾K I R A R A）
朴  　壽 子 （西尾K I R A R A）
岩 瀬 清 彦 （西尾K I R A R A）
大須賀慶一 （西尾K I R A R A）
鈴 木 昭 夫 （西尾K I R A R A）
木 村 恭 子 （三河安城）
山 本 彰 秀 （三河安城）
川浦喜久雄 （三河安城）
竹 内 泰 夫 （三河安城）
杉 山 敏 幸 （三河安城）
山崎圭朋利 （三河安城）

手 島 寿 宏 （半田）
稲 葉 民 安 （半田）
平 林 伸 康 （半田）
高 木 利 定 （半田）
森 田  　亨 （半田）
椴 山 晃 雄 （半田）
伊 東 良 夫 （半田）
高 木  　宏 （半田）
杉 浦 三 郎 （半田）
榊 原 明 美 （半田）
寺 田  　諭 （大府）
相 羽 英 人 （大府）

青 木 俊 憲 （一宮）
長谷川勝久 （一宮）
内 藤 寛 一 （一宮）
豊 島 半 七 （一宮）
日 比 一 昭 （津島）
林  　冏 成 （一宮北）
松 原 幹 彦 （一宮北）
豊 島 德 三 （一宮北）
佐 藤  　明 （あま）
渡 辺  　均 （あま）
真 木 伸 一 （あま）
田 中 茂 生 （犬山）
井 川 光 雄 （犬山）
小 川 征 一 （犬山）
山 根 雄 司 （犬山）
奥 村 正 幸 （犬山）
千 田 昌 宏 （犬山）
清 野 允 中 （江南）
大嶋一二三 （尾張旭）
内 藤 弘 康 （名古屋）
多久田達宏 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
若山啓太郎 （名古屋南）
木 村 樹 生 （名古屋南）
宮 田 松 英 （名古屋南）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
梅 田 武 久 （名古屋みなと）
山 田 幸 一 （名古屋みなと）
早 瀬 孝 文 （名古屋中）
吉 田 敬 岳 （名古屋中）
岡 崎  　亨 （名古屋中）
田ヶ原昭弘 （名古屋中）
鈴木謙一郎 （名古屋中）
荒 川 雅 義 （名古屋中）
金 森 伸 夫 （名古屋中）
永 野 光 容 （名古屋中）
石 原 寿 生 （名古屋中）
佐 藤 友 治 （名古屋中）
山 口  　忍 （名古屋中）
近 藤 直 樹 （名古屋中）
宮 内  　誠 （名古屋中）
山 口 正 孝 （名古屋大須）
大 原 敏 正 （名古屋大須）
住 田 正 夫 （名古屋大須）
榊 原 和 美 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
川 辺 清 次 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
林  　隆 二 （名古屋名南）
田 口  　望 （名古屋名駅）
石 黒  　隆 （名古屋名駅）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
中 島  　実 （名古屋北）
増 田 浩 男 （名古屋東）
澤  　國 生 （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
新 実 宣 英 （名古屋東）
栁 澤 幸 輝 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
千 田  　毅 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
重 冨　  亮 （名古屋守山）

佐 藤 正 延 （名古屋守山）
星川須美子 （名古屋名北）
星 川 直 志 （名古屋名北）
鈴 木 理 之 （名古屋千種）
田 中 邦 幸 （名古屋昭和）
杉 江 光 明（名古屋昭和）
上 野　  広（名古屋昭和）
横 田 幸 三（名古屋昭和）
鈴 木 重 幸 （名古屋昭和）
三 浦 俊 彦 （名古屋錦）
高 橋 譲 二 （豊橋）
松 坂 良 太 （豊橋）
佐 藤 元 彦 （豊橋北）
伴　　   實 （豊橋北）
竹 本 尚 美 （豊川）
大 澤 輝 秀 （豊川）
藤 井 國 弘 （田原）
伴  　辰 三 （豊川宝飯）
内 藤 泰 通 （豊川宝飯）
柴 田  　勝 （豊川宝飯）
縣  　保 彦 （豊橋南）
足 立 健 一 （豊橋南）
山 本 雅 久 （豊橋ゴールデン）
市 川 朝 洋 （豊橋ゴールデン）
牧 野 政 雄 （豊橋ゴールデン）
岡 本 久 永 （豊橋ゴールデン）
荻 須 文 一 （岡崎）
林  　和 夫 （岡崎）
大 原 達 志 （岡崎）
菅 井 龍 一 （岡崎）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
中 川 俊 治 （豊田西）
橋 本 義 紀 （岡崎東）
梅 村 順 一 （岡崎東）
市 川 幾 雄 （岡崎東）
生 駒 尚 久 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
草 野 信 隆 （岡崎東）
河 合 英 二 （豊田中）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
小 林 逸 朗 （安城）
石 川  　博 （安城）
竹 内 博 之 （知立）
杉 浦 正 昭 （西尾K I R A R A）
高 須  　匀 （西尾K I R A R A）
渡 邊 真 一 （三河安城）

古 市 晃 久 （半田）
榊 原 秀 光 （半田）
榊 原 正 治 （半田）
新 美 重 秋 （半田）
新 美 忠 夫 （半田）
小 栗 孝 久 （半田）
神 戸 信 寅 （半田）
内 田 榮 一 （半田）
水野八洲男 （半田）
杉 原 康 男 （東知多）
滝  　善 蔵 （一宮）
関 戸  　徹 （一宮）
森  　俊 夫 （一宮）
松 原 直 次 （一宮）

梯  　國 彦 （一宮）
關 戸  　潔 （一宮）
佐 分 啓 二 （一宮）
加 藤 隆 朗 （津島）
岡 田 義 夫 （稲沢）
西 川 広 樹 （あま）
北 野 庸 夫 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
佐 藤  　明 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
水 上 恵 一 （尾張中央）
森　　   眞 （一宮中央）
梶 川 増 蔵 （犬山）
原  　正 男 （犬山）
河 田 敏 和 （犬山）
板 津 英 基 （犬山）
清 野 允 中 （江南）
河 村 金 明 （岩倉）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
坪 井 良 憲 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
内 田 安 彦 （名古屋南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
杉 浦 康 晴 （名古屋中）
山 田 典 廣 （名古屋中）
松 原 秀 樹 （名古屋中）
小 栗 成 男 （名古屋中）
梶 田  　知 （名古屋中）
榊 原 克 典 （名古屋中）
渡 邊 樹 志 （名古屋中）
遠 山 堯 郎 （名古屋瑞穂）
川 口 小 折 （名古屋大須）
照 井  　栞 （名古屋大須）
住 田 正 夫 （名古屋大須）
小笠原和俊 （名古屋大須）
新 原  　尚 （名古屋名南）
川 村 勝 廣 （名古屋名駅）
小 崎 誠 三 （名古屋名駅）
大 川  　宏 （名古屋名駅）
大 橋 昭 治 （名古屋名駅）
寺 島 洋 治 （名古屋名駅）
和 田 直 美 （名古屋丸の内）
西 川  　博 （名古屋丸の内）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
中 島  　實 （名古屋北）
中 村 陽 公 （名古屋北）
増 田 浩 男 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
滑  　尚 真 （名古屋守山）
服 部  　力 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
齊 藤 英 夫 （名古屋名東）
遠 藤 友 彦 （名古屋名北）
伊 藤 健 文 （名古屋千種）
竹 内 眞 三 （名古屋千種）
佐久間良治 （名古屋千種）
神 田 正 勝 （名古屋昭和）
有 本  　勝 （名古屋昭和）
長谷川周義 （名古屋錦）
武 田 正 典 （名古屋錦）
金 田 英 和 （名古屋東山）

佐々木利政 （豊橋）
牧 野  　渉 （豊橋）
石 川 顕 次 （豊橋北）
高 倉 宣 夫 （豊橋北）
榊 原 周 造 （豊橋南）
磯 村 秀 樹 （豊橋南）
吉 野 勝 己 （豊橋南）
原 田 邦 夫 （豊川宝飯）
滝 下  　勲 （豊川宝飯）
高 橋 英 昭 （豊橋ゴールデン）
山 口 幹 夫 （豊橋ゴールデン）
福 沢 省 吾 （豊橋ゴールデン）
外 山 和 夫 （豊橋ゴールデン）
古 田 勝 美 （田原パシフィック）
河辺虎太郎 （田原パシフィック）
柴 田  　清 （田原パシフィック）
平 野 義 郎 （田原パシフィック）
小 林 佳 雄 （豊橋東）
満 田  　稔 （豊橋東）
蜂須賀利雄 （岡崎）
杉 浦 恵 造 （岡崎）
本 多 啓 一 （岡崎）
青 木 勇 作 （岡崎）
河 野 治 生 （岡崎）
浅 井  　章 （岡崎）
服 部 良 男 （岡崎）
三 浦 泰 秀 （岡崎）
加 藤 博 巳 （岡崎）
金 山 久 雄 （岡崎）
丹 羽 良 治 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
梅 村 正 明 （豊田）
杉 浦 正 典 （豊田）
酒 井 法 丈 （豊田）
丸 井 俊 裕 （豊田）
神 谷 和 利 （豊田）
奥 田 清 仁 （豊田）
鈴 木 元 弘 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
鈴 村 幸 伸 （豊田）
光 岡 新 吾 （豊田）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
斉 藤 直 美 （豊田）
磯 貝 和 汪 （岡崎南）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
伊 藤 恭 弘 （岡崎南）
本 間 英 晴 （岡崎南）
犬 塚 克 明 （岡崎南）
杉 田 雅 樹 （岡崎南）
今 泉 孝 一 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
髙 木 政 次 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
深 田 昭 彦 （岡崎東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
永 井 量 基 （岡崎城南）
伊 藤 敦 夫 （豊田中）
石 黒 元 隆 （豊田中）
権 田 鋹 弘 （刈谷）
大 音 祖 瑛 （刈谷）
市 川 裕 大 （刈谷）
稲 垣  　淳 （安城）
市 川  　護 （安城）

加 藤 正 人 （安城）
奥 田 法 行 （安城）
寺 田 孝 司 （安城）
藤 井 英 樹 （安城）
黒 田 正 志 （西尾）
榊 原 勝 俊 （西尾）
田 中 正 規 （西尾）
杉 浦 明 博 （西尾）
長 田 銑 司  （碧南）
新 美 真 司  （碧南）
伊 藤 正 幸  （碧南）
中 川  　敦 （知立）
青 山 弦 八 （西尾K I R A R A）
山 本 俊 明 （西尾K I R A R A）
山 本 裕 充 （西尾K I R A R A）
杉 浦 義 利 （西尾K I R A R A）
寺 部 保 美 （三河安城）
犬 束 信 一 （三河安城）
成 田  　徹 （三河安城）
小 野  　郁 （三河安城）
深 津 茂 樹 （三河安城）
齋 藤  　博 （三河安城）
田 村  　脩 （三河安城）
横 山 夕 葉 （三河安城）
待 田 和 宏 （三河安城）

澤 田 好 伸 （半田）
山 﨑 正 夫 （半田）
鈴村せつ子 （半田）
金 澤 憲 二 （半田）
松 本 順 子 （半田）
畑 中 雅 之 （半田）
川 口 新 平 （半田）
竹 内 俊 介 （半田）
山 内 和 之 （半田）
小嶋真一郎 （東海）
林  　隆 春 （一宮）
青 山 佳 裕 （一宮）
松 崎 安 孝 （津島）
石 田 智 彦 （あま）
栗 木 和 夫 （あま）
児 玉 憲 之 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
山 田 幹 夫 （あま）
伊藤恒二郎 （一宮中央）
小 島 三 男 （一宮中央）
長 橋 國 和 （一宮中央）
日比野万喜男 （犬山）
吉 野 育 志 （犬山）
小 川 宏 嗣 （犬山）
田中進一郎 （犬山）
安 田 新 平 （犬山）
近 藤 斉 宏 （犬山）
倉 知 正 憲 （江南）
庄 田 元 久 （江南）
清 野 允 中 （江南）
照 井 通 夫 （名古屋空港）
栗 田 和 典 （名古屋空港）
小 澤  　修 （瀬戸北）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
浅 原 光 男 （名古屋南）
澤田伊三夫 （名古屋南）

眞 野 乘 史 （名古屋南）
榊 原 仁 作 （名古屋南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
伊東與有三 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
東  　俊 輝 （名古屋中）
立 松 洋 司 （名古屋中）
岩 月 雅 章 （名古屋中）
小 島 祐 助 （名古屋中）
松本健一郎 （名古屋中）
髙 須 洋 志 （名古屋瑞穂）
堀  　慎 治 （名古屋瑞穂）
岩 田 修 司 （名古屋瑞穂）
岡 田 尚 彦 （名古屋大須）
岩 崎 征 一 （名古屋大須）
羽田野道明 （名古屋栄）
長 瀬  　諭 （名古屋栄）
加 藤 英 敏 （名古屋名南）
細 井 俊 男 （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
入 谷 直 行 （名古屋名南）
中 西 芳 子 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
中 野  　健 （名古屋名駅）
神 野 重 行 （名古屋名駅）
小 原 新 一 （名古屋名駅）
盛 田 兼 由 （名古屋名駅）
小室健次郎 （名古屋名駅）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
中 島  　實 （名古屋北）
水 野𠮷𠮷𠮷 紹 （名古屋北）
田 嶋 好 博 （名古屋北）
田 中 正 樹 （名古屋北）
内 藤 秀 樹 （名古屋北）
高 橋  　巌 （名古屋東）
浅 見  　勲 （名古屋東）
柏 木  　功 （名古屋東）
本 多  　満 （名古屋東）
新 実 宣 英 （名古屋東）
栁 澤 幸 輝 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
平 松 征 男 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
増 田 浩 男 （名古屋東）
本田伸太郎 （名古屋東）
伊 藤 陽 介 （名古屋守山）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
佐 藤 良 一 （名古屋守山）
河 本  　力 （名古屋守山）
平  　民 三 （名古屋名東）
小 林 英 毅 （名古屋千種）
萩原喜代子 （名古屋千種）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）
堀 江 宏 輝 （名古屋千種）
宮 尾 紘 司 （名古屋千種）
大 矢 英 憲 （名古屋昭和）
髙 橋  　進 （名古屋昭和）
金 田 英 和 （名古屋東山）
山 城 章 治 （名古屋東山）
飯 島  　卓 （蒲郡）

佐 藤 元 彦 （豊橋北）
西 村 良 彦 （豊橋北）
中西喜久雄 （豊橋北）
鳥 居 信 行 （豊川）
鈴 木 榮 一 （豊川）
吉 川 庄 三 （豊川）
大 澤 輝 秀 （豊川）
塩之谷   昌 （豊橋南）
真 野 善 和 （豊橋ゴールデン）
西 郷 隆 治 （豊橋ゴールデン）
谷 村 泰 裕 （豊橋ゴールデン）
天 野 惠 一 （岡崎）
深 田 達 彦 （岡崎）
峰 澤 彰 宏 （岡崎）
林  　和 夫 （岡崎）
櫻 井 敬 子 （岡崎）
加 藤 博 巳 （岡崎）
畔 柳 春 雄 （岡崎）
中 村 重 嗣 （岡崎）
岡 田 勝 美 （豊田）
鈴 木 秀 和 （豊田）
孕 石 邦 雄 （豊田）
河 木 照 雄 （豊田）
小 野 雅 道 （豊田）
小島洋一郎 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
野 口 明 生 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
岡 田 光 司 （岡崎南）
藤 田 正 彦 （岡崎南）
鈴 木 康 之 （岡崎南）
高 橋 正 直 （岡崎南）
三 浦 勝 美 （岡崎南）
中 川 俊 治 （豊田西）
岩 月 鋹 廣 （岡崎東）
小 林 清 文 （岡崎東）
野 村 政 弘 （岡崎東）
小木曽   進 （岡崎東）
草 野 信 隆 （岡崎東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
桐 渕 利 次 （岡崎城南）
伊 藤 敦 夫 （豊田中）
中 條 善 朗 （豊田中）
和 泉 房 枝 （豊田中）
加 藤 英 二 （刈谷）
太田宗一郎 （刈谷）
山 口  　研 （安城）
内 藤 教 恵 （安城）
神 谷  　研 （安城）
戸 谷  　央 （安城）
鳥 居 博 行 （安城）
山 﨑 秀 夫 （西尾）
山 中 寛 紀  （碧南）
石 橋 嘉 彦  （碧南）
早 川 岩 男 （知立）
中 川  　敦 （知立）
大 橋  　均 （知立）
川 地 英 明 （知立）
清  　克 行 （西尾K I R A R A）
榊 原 利 夫 （西尾K I R A R A）
長 谷 収 一 （西尾K I R A R A）

中 根 勝 美 （西尾K I R A R A）
沓名由美子 （三河安城）
大 見 和 志 （三河安城）
木 村 恭 子 （三河安城）
山 本 彰 秀 （三河安城）

青 葉 憲 一 （半田）
水 野 隆 芳 （半田）
松 石 奉 之 （半田）
酒 井 良 輔 （半田）
平 林 伸 康 （半田）
青 井 雅 純 （半田）
森 田  　亨 （半田）
伊 東 良 夫 （半田）
椴 山 晃 雄 （半田）
杉 浦 三 郎 （半田）
永 田 明 世 （半田南）
都 築 利 全 （半田南）
榊 原 邦 彦 （半田南）
新 美  　茂 （半田南）
森  　隆 彦 （一宮）
山 上 哲 司 （一宮）
鈴 木 洋 志 （一宮）
佐々木久直 （一宮）
坂井田敏行 （一宮）
大 森 輝 英 （一宮）
宮 田 智 司 （一宮）
桑 原 英 寿 （一宮）
石 黒 敬 康 （一宮）
浅 野  　一 （一宮）
横 井 知 代 （津島）
八 谷 潤 一 （津島）
西 尾 輝 久 （尾張旭）
児 玉 憲 之 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
西 川 広 樹 （あま）
鈴 木 正 徳 （あま）
森 田 堅 一 （名古屋清須）
稲 垣 圭 次 （犬山）
松 平 實 胤 （犬山）
杉 浦 賢 二 （江南）
山 田  　猛 （江南）
清 野 允 中 （江南）
社 本 太 郎 （春日井）
若 杉 福 雄 （瀬戸北）
鈴 木 晴 季 （瀬戸北）
于　　   咏 （愛知ロータリーE クラブ）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
岡 田 英 彦 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
杉 江 豊 文 （名古屋みなと）
斉 藤 捷 昭 （名古屋みなと）
栢 森 雅 勝 （名古屋みなと）
水 野 恒 平 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
牧 野 弘 明 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
山 田 典 廣 （名古屋中）
杉 浦 康 晴 （名古屋中）
王     　 偉 （名古屋中）
安 田 照 幸 （名古屋中）
梁 川 誠 市 （名古屋中）

北 村 栄 治 （名古屋中）
相 羽 康 人 （名古屋中）
平 松 久 明 （名古屋中）
服 部 浩 明 （名古屋中）
近 藤 明 美 （名古屋大須）
木 下 福 郎 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
久 米 伸 治 （名古屋名南）
伊 藤 圭 一 （名古屋名南）
鈴 木  　享 （名古屋名南）
清 水 順 二 （名古屋名駅）
日比野三吉彦 （名古屋名駅）
川 村 勝 廣 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
石 黒  　隆 （名古屋名駅）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
棚 橋 鎌 次 （名古屋東）
浅 見  　勲 （名古屋東）
清 水 恭 一 （名古屋東）
椙 山 正 弘 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
鈴 木 建 吾 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
新 実 宣 英 （名古屋東）
ミカエル カルマノ （名古屋東）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
森藤左ヱ門 （名古屋守山）
長瀬輝代之 （名古屋守山）
𠮷𠮷 田 正 道 （名古屋和合）
平  　民 三 （名古屋名東）
池 森 由 幸 （名古屋千種）
三 好  　親 （名古屋千種）
吉 田 節 美 （名古屋千種）
大 口 弘 和 （名古屋千種）
田 中 邦 幸 （名古屋昭和）
前 田 圭 佑 （名古屋昭和）
長谷川周義 （名古屋錦）
金 田 英 和 （名古屋東山）
鈴 木 行 久 （豊橋北）
山 本 光 人 （豊橋北）
福 井 英 示 （豊橋北）
戸 田 俊 晴 （豊川）
森 田 雅 人 （田原）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
縣  　保 彦 （豊橋南）
吉 川 一 弘 （豊橋ゴールデン）
若 林 正 治 （豊橋ゴールデン）
荻 須 文 一 （岡崎）
水 野 周 久 （岡崎）
野 田 篤 文 （岡崎）
小 原  　睦 （岡崎）
丹 羽 良 治 （岡崎）
梅 村 泰 弘 （豊田）
小 幡 鋹 伸 （豊田）
横 山 眞 久 （豊田）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
伊豫田   浩 （岡崎南）
大 村 栄 治 （岡崎南）

中 嶋 昭 史 （岡崎南）
新 浪 勝 也 （岡崎東）
原 田 耕 平 （岡崎東）
池 田  　正 （岡崎東）
足 立 汎 和 （岡崎東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
本 多  　幹 （豊田中）
中 條 善 朗 （豊田中）
猪 狩  　蔵 （豊田中）
浅岡多田志 （豊田中）
市 川 裕 大 （刈谷）
松 本 隆 利 （安城）
深 津 正 則 （安城）
山 中 寛 紀  （碧南）
奥 田 雪 雄  （碧南）
森 田 英 治  （碧南）
新 美  　孝  （碧南）
田 代 清 一 （高浜）
安 井 喜 秀 （知立）
中 川  　敦 （知立）
高 須  　光 （西尾K I R A R A）
新 海 雄 二 （西尾K I R A R A）
三 治 信 芳 （西尾K I R A R A）
太 髙 純 治 （西尾K I R A R A）
青 山 弦 八 （西尾K I R A R A）
杉 浦 義 利 （西尾K I R A R A）
山 本 俊 明 （西尾K I R A R A）
山 本 裕 充 （西尾K I R A R A）
山 本 雅 仁 （三河安城）
水 谷  　存 （三河安城）
下 村 幸 真 （三河安城）

加 藤 順 三 （半田）
榊 原 敦 史 （半田）
小 栗 宏 次 （半田）
古 市 晃 久 （半田）
小 栗 利 朗 （半田）
手 島 寿 宏 （半田）
榊 原 正 治 （半田）
新 美 忠 夫 （半田）
内 田 榮 一 （半田）
松 林 信 吾 （半田南）
森  　俊 夫 （一宮）
松 原 直 次 （一宮）
関 戸  　徹 （一宮）
滝  　善 蔵 （一宮）
加 藤 隆 朗 （津島）
豊 島 德 三 （一宮北）
黒 川 元 則 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
鷲 見 好 弘 （名古屋清須）
松 本 正 暢 （一宮中央）
住野龍之介 （犬山）
松 平 實 胤 （犬山）
野 倉 達 雄 （犬山）
奥 村 正 幸 （犬山）
倉 知 正 憲 （江南）
橋 本 晃 暢 （小牧）
河 村 嘉 男 （小牧）
山 田 直 樹 （尾張旭）
加 藤 清 久 （尾張旭）
清 水  　勲 （春日井）
須 崎 侑 三 （瀬戸北）

于　　   咏 （愛知ロータリーE クラブ）
後 藤 正 憲 （名古屋南）
橋 元 幸 次 （名古屋南）
林  　幸 春 （名古屋南）
池     　 潤 （名古屋南）
佐分利清信 （名古屋南）
櫻 井  　繁 （名古屋南）
村 上  　斎 （名古屋南）
内 田 安 彦 （名古屋南）
浅 原 光 男 （名古屋南）
伊 藤 昌 弘  （名古屋南）
近 藤 信 之 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
大竹山雄二 （名古屋東南）
大 西 弘 高 （名古屋東南）
中 村 規 脩 （名古屋東南）
下 郷 卓 弥 （名古屋東南）
各 務 芳 樹 （名古屋東南）
伊 藤 秀 雄 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
宮 崎  　薫 （名古屋東南）
吉 田 治 伸 （名古屋中）
塩 谷 和 久 （名古屋中）
河 村 嘉 希 （名古屋中）
松本健一郎 （名古屋中）
小 島 祐 助 （名古屋中）
岩 月 雅 章 （名古屋中）
神 野 邦 利 （名古屋大須）
酒 井  　修 （名古屋大須）
髙 木 政 義 （名古屋大須）
照 井  　栞 （名古屋大須）
坂 田 信 子 （名古屋名南）
入 谷 直 行 （名古屋名南）
長 尾 浅 𠮷𠮷（名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
三島多恵子 （名古屋名南）
伊 藤 圭 一 （名古屋名南）
佐々木元彦 （名古屋名南）
藤 井 圓 隆 （名古屋名駅）
田 口  　望 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
深 澤 良 介 （名古屋名駅）
大 橋 昭 治 （名古屋名駅）
森 田 正 樹 （名古屋丸の内）
松尾雄二郎 （名古屋丸の内）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
待 井 雄 介 （名古屋北）
中 島  　實 （名古屋北）
渡 辺 英 信 （名古屋東）
本 多  　満 （名古屋東）
水 野 茂 生 （名古屋東）
古川善次郎 （名古屋東）
木 村 邦 彦 （名古屋守山）
長瀬輝代之 （名古屋守山）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
竹 尾 祥 子 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）
須 原 茂 樹 （名古屋昭和）
渡 邉 直 樹 （名古屋昭和）

木 下  　実 （名古屋昭和）
加 藤  　厚 （名古屋昭和）
伊 丹 惣 三 （名古屋昭和）
上 野  　広 （名古屋昭和）
長谷川周義 （名古屋錦）
久 野 洋 一 （名古屋東山）
小林三重子 （名古屋東山）
近藤兼治郎 （名古屋東山）
金 田 英 和 （名古屋東山）
羽 田 明 弘 （豊橋北）
小杉幸一郎 （豊橋北）
内 藤 雄 功 （豊川）
石 黒 利 昌 （田原）
榊 原 周 造 （豊橋南）
藤 原 俊 男 （豊橋南）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
金 田 柾 宏 （豊川宝飯）
梅 田 英 樹 （豊橋ゴールデン）
藤 城 民 男 （豊橋ゴールデン）
白 井 正 樹 （豊橋ゴールデン）
杉 原 敏 雄 （豊橋ゴールデン）
高 畑 皓 一 （豊橋ゴールデン）
宮 川 嘉 朗 （豊橋ゴールデン）
渡 邊  　茂 （豊橋東）
柴 田 芳 孝 （岡崎）
南 部  　淳 （岡崎）
酒 部 圭 司 （岡崎）
安 藤 宏 行 （岡崎）
松 原 広 幸 （岡崎）
柴 田 泰 伸 （岡崎）
峰 澤 彰 宏 （岡崎）
古 澤 武 雄 （岡崎）
岩 月 一 郎 （岡崎）
金 山 久 雄 （岡崎）
服 部 良 男 （岡崎）
三 宅 英 臣 （豊田）
後 藤 尚 之 （豊田）
天 野 勝 美 （豊田）
鈴 木 元 弘 （豊田）
光 岡 新 吾 （豊田）
丸 井 俊 裕 （豊田）
奥 田 清 仁 （豊田）
酒 井 法 丈 （豊田）
鈴 村 幸 伸 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
斎 藤 直 美 （豊田）
梅 村 正 明 （豊田）
杉 本 義 安 （岡崎南）
志 賀 為 宏 （岡崎南）
奥 村 英 世 （岡崎南）

大須賀予偲子 （岡崎南）
服 部 英 男 （岡崎南）
中川修一郎 （岡崎南）
本 間  　毅 （岡崎南）
小 野  　隆 （岡崎南）
手 嶋  　明 （岡崎東）
山 中  　一 （岡崎東）
山 内 隆 一 （岡崎東）
長 坂  　勲 （岡崎東）
河 合 芳 弘 （豊田東）
浦 野 政 幸 （豊田東）
鈴木文三郎 （刈谷）
大 音 祖 瑛 （刈谷）
杉 山 淳 一 （安城）
加 藤 正 人 （安城）
稲 垣  　淳 （安城）
市 川  　護 （安城）
田 中 正 規 （西尾）
山 中 寛 紀 （碧南）
髙 木 秀 夫 （知立）
中 川  　敦 （知立）
大 橋  　均 （知立）
鈴 木 善 和 （西尾K I R A R A）
太田五九郎 （西尾K I R A R A）
細 川 和 好 （西尾K I R A R A）
太 髙 純 治 （西尾K I R A R A）
新 海 雄 二 （西尾K I R A R A）
高 須  　光 （西尾K I R A R A）
加 藤  　宙 （三河安城）
大 見 満 宏 （三河安城）
寺 部 保 美 （三河安城）
伊 藤 敦 夫 （2 7 6 0 その他）

鈴 木 裕 二 （半田）
澤 田 好 伸 （半田）
山 﨑 正 夫 （半田）
鈴村せつ子 （半田）
金 澤 憲 二 （半田）
松 本 順 子 （半田）
畑 中 雅 之 （半田）
竹 内 俊 介 （半田）
川 口 新 平 （半田）
鈴 木 宏 司 （半田南）
青 山 佳 裕 （一宮）
舩 橋 正 員 （一宮） 
関 戸  　徹 （一宮）
篠 田  　廣 （津島）
水 野 憲 司 （一宮北）
山 田 尊 久 （あま）
後 藤 雅 光 （あま）

髙 山  　敏 （あま）
黒野晃太郎 （あま）
和 田 典 之 （名古屋清須）
大 森  　進 （一宮中央）
大 澤  　渡 （犬山）
髙 橋 秀 治 （犬山）
松 平 實 胤 （犬山）
木 村  　完 （犬山）
森  　弘 好 （江南）
清 野 允 中 （江南）
山 田  　猛 （江南）
大 島 賀 樹 （小牧）
堀 井  　武 （小牧）
松尾憲二郎 （小牧）
濱 口 栄 男 （小牧）
五 藤 隆 夫 （小牧）
于     　 咏 （愛知ロータリーE クラブ）
内 田  　優 （名古屋南）
伊東万樹也 （名古屋南）
眞 野 乘 史 （名古屋南）
岩 田 崇 祺 （名古屋南）
藁谷喜世志 （名古屋東南）
白 木 良 彦 （名古屋東南）
山 口 直 彦 （名古屋東南）
橋 爪  　務 （名古屋東南）
水 野 恒 平 （名古屋東南）
中 島 美 恵 （名古屋東南）
近 藤 和 雄 （名古屋東南）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
片 山 主 水 （名古屋東南）
柴田裕二郎 （名古屋中）
川 本 浩 史 （名古屋中）
川 口 誉 夫 （名古屋中）
森 田 乾 嗣 （名古屋中）
相 羽 康 人 （名古屋中）
服 部 浩 明 （名古屋中）
平 松 久 明 （名古屋中）
北 村 栄 治 （名古屋中）
王     　 偉 （名古屋中）
梁 川 誠 市 （名古屋中）
安 田 照 幸 （名古屋中）
堀  　慎 治 （名古屋瑞穂）
稲 葉  　徹 （名古屋瑞穂）
鬼 頭 茂 成 （名古屋大須）
岡 田 尚 彦 （名古屋大須）
岩 崎 征 一 （名古屋大須）
原 野 勝 至 （名古屋栄）
加 藤 英 敏 （名古屋名南）
榊 原 和 美 （名古屋名南）
朝比美和子 （名古屋名南）

山 本 郁 矢 （名古屋名南）
木 下 福 郎 （名古屋名南）
加 藤 宜 之 （名古屋名南）
大橋さなえ （名古屋名南）
伊 藤 圭 一 （名古屋名南）
小酒井比呂志 （名古屋名駅）
清 水 順 二 （名古屋名駅）
城野八代江 （名古屋名駅）
小室健次郎 （名古屋名駅）
岩 田  　宏 （名古屋丸の内）
安 江 英 雄 （名古屋丸の内）
岡 部 （名古屋北）
木 谷 圭 子※ （名古屋東）
本田伸太郎 （名古屋東）
山 田 信 二 （名古屋東）
増 田 浩 男 （名古屋東）
長瀬輝代之 （名古屋守山）
滑  　尚 眞 （名古屋守山）
重 冨  　亮 （名古屋守山）
鈴木太刀雄 （名古屋名東）
竹 尾 祥 子 （名古屋名東）
中 込 清 周 （名古屋名東）
北 村 正 和 （名古屋名東）
平  　民 三 （名古屋名東）
樫 尾 富 二 （名古屋千種）
鈴 木 理 之 （名古屋千種）
加 藤 重 雄 （名古屋千種）
河 合 芳 光 （豊橋北）
鈴木大次郎 （豊橋北）
佐 藤 矩 朗 （豊橋北）
小 林 康 男 （豊橋北）
田 中 寛 孝 （豊川）
浅 野 修 道 （豊川）
吉 川 庄 三 （豊川）
大 河 直 樹 （田原）
三 浦 圭 吾 （豊橋南）
伊 藤 眞 芳 （豊橋ゴールデン）
大須賀憲太 （豊橋ゴールデン）
石 原 昭 二 （豊橋ゴールデン）
松 崎  　進 （豊橋ゴールデン）
井 上  　穂 （豊橋ゴールデン）
平 野 正 博 （豊橋東）
杉 原 好 洋 （豊橋東）
同 前 仁 史 （岡崎）
藤 原 正 寛 （岡崎）
天 野 惠 一 （岡崎）
吉 川 正 敏 （岡崎）
河 野 治 生 （岡崎）
三 宅 正 恭 （豊田）
村 上 雅 則 （豊田）

杉 浦  　毅 （豊田）
杉 浦 弘 髙 （豊田）
稲 垣 利 彦 （豊田）
神 谷 和 利 （豊田）
河 木 照 雄 （豊田）
小 野 雅 道 （豊田）
孕 石 邦 雄 （豊田）
渡 邉 寿 也 （豊田）
永 田 一 夫 （豊田）
深 津  　篤 （岡崎南）
杉 浦  　彰 （岡崎南）
中 根 克 弘 （岡崎南）
小 野 正 富 （岡崎南）
大久保   武 （岡崎南）
中 根 義 雄 （岡崎南）
太 田 進 造 （岡崎南）
安 藤 幸 司 （岡崎南）
浅 岡 謙 治 （岡崎東）
野 村 政 弘 （岡崎東）
足 立 汎 和 （岡崎東）
大 澤 六 也 （豊田東）
小 山 章 仁 （岡崎城南）
ꇶ𠮷㻗𠮷㖡𠮷ꋝ （名古屋宮の杜）
𠮷𠮷 原 孝 彦 （刈谷）
市 川 裕 大 （刈谷）
成 田 孝 則 （安城）
恒 川 憲 一 （安城）
青 山 竜 也 （安城）
内 藤 教 恵 （安城）
山 口  　研 （安城）
松 田 茂 治 （西尾）
田 中 正 規 （西尾）
榊 原  　健 （碧南）
平岩統一郎 （碧南）
山 中 寛 紀 （碧南）
水 野 泰 昌 （知立）
鈴 木 民 也 （知立）
中 川  　敦 （知立）
大 橋  　均 （知立）
秋 山 正 純 （西尾K I R A R A）
杉 浦 加 代 （西尾K I R A R A）
榊 原  　章 （西尾K I R A R A）
石 山  　進 （西尾K I R A R A）
鈴 木 善 和 （西尾K I R A R A）
太田五九郎 （西尾K I R A R A）
齋 藤 光 正 （三河安城）
沓名由美子 （三河安城）
大 見 和 志 （三河安城）
伊 藤 敦 夫 （2 7 6 0 その他）

※元財団奨学生

加 藤 知 成 （東知多）
浅野多喜男 （あま）
鈴 木 和 彦 （あま）
福 田 清 成 （江南）
江 崎 柳 節 （小牧）
太 田 光 将 （名古屋城北）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
谷 口 次 郎 （名古屋中）
加 納  　泉 （名古屋中）
河 合 利 周 （名古屋北）
坂 本 精 志 （名古屋名東）
伊 藤 康 之 （名古屋錦）
岡 田 庸 男 （岡崎南）
加 藤 真 治 （刈谷）
嶋 津 孝 久 （刈谷）

加 藤 知 成 （東知多）
浅野多喜男 （あま）
鈴 木 和 彦 （あま）
福 田 清 成 （江南）
本 多 敬 文 （瀬戸北）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
近 藤 雄 亮 （名古屋瑞穂）
三 浦 和 人 （名古屋名南）
浦 野 三 男 （名古屋北）

●米山功労者（メジャードナー）

伊 奈 輝 三 （常滑）
加 藤 知 成 （東知多）
浅野多喜男 （あま）
稲 垣 孝 憲 （あま）
鈴 木 和 彦 （あま）
伊 藤 正 之 （春日井）
藤 田 音 春 （瀬戸北）
本 多 敬 文 （瀬戸北）

三 浦 和 人 （名古屋名南）
大 隅 紀 郎 （名古屋名南）
河 合 利 周 （名古屋北）
坂 本 精 志 （名古屋名東）
伊 藤 康 之 （名古屋錦）
杉 浦 壽 康 （岡崎）
加 藤 真 治 （刈谷）
井 上 達 夫 （碧南）

加 藤 知 成 （東知多）
伊 藤 文 也 （津島）
鈴 木 和 彦 （あま）
浅野多喜男 （あま）
新 美 治 男 （春日井）
浦 野 三 男 （名古屋北）
河 合 利 周 （名古屋北）
鈴 木 隆 佳 （名古屋和合）

伊 藤 康 之 （名古屋錦）
杉 浦 壽 康 （岡崎）
加 藤 真 治 （刈谷）
井 上 達 夫 （碧南）

加 藤 知 成 （東知多）
浅野多喜男 （あま）
鈴 木 和 彦 （あま）
新 美 治 男 （春日井）

本 多 敬 文 （瀬戸北）
盛 田 和 昭 （名古屋）
三 浦 和 人 （名古屋名南）
河 合 利 周 （名古屋北）
伊 藤 康 之 （名古屋錦）
加 藤 真 治 （刈谷）

小 嶋 洋 一 （東海）
加 藤 知 成 （東知多）

浅野多喜男 （あま）
鈴 木 和 彦 （あま）
新 美 治 男 （春日井）
本 多 敬 文 （瀬戸北）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
河 合 利 周 （名古屋北）
坂 本 精 志 （名古屋名東）
伊 藤 康 之 （名古屋錦）
杉 浦 壽 康 （岡崎）
加 藤 真 治 （刈谷）

小 嶋 洋 一 （東海）
加 藤 知 成 （東知多）
鈴 木 和 彦 （あま）
稲 垣 孝 憲 （あま）
浅野多喜男 （あま）
福 田 清 成 （江南）
新 美 治 男 （春日井）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
國 友 昌 大 （名古屋中）
三 浦 和 人 （名古屋名南）
浦 野 三 男 （名古屋北）
河 合 利 周 （名古屋北）
坂 本 精 志 （名古屋名東）
伊 藤 康 之 （名古屋錦）
加 藤 真 治 （刈谷）

河 合 利 周 （名古屋北）
坂 本 精 志 （名古屋名東）
伊 藤 康 之 （名古屋錦）
長谷川正孝 （名古屋錦）
三 浦 俊 彦 （名古屋錦）
岡 田 庸 男 （岡崎南）
鈴 木  　昌 （豊田東）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
加 藤 真 治 （刈谷）

伊 奈 輝 三 （常滑）
加 藤 知 成 （東知多）
鈴 木 和 彦 （あま）
浅野多喜男 （あま）
福 田 清 成 （江南）
本 多 敬 文 （瀬戸北）
藤 田 音 春 （瀬戸北）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
國 友 昌 大 （名古屋中）
佐 藤 正 延 （名古屋守山）
坂 本 精 志 （名古屋名東）
長谷川正孝 （名古屋錦）
三 浦 俊 彦 （名古屋錦）
伊 藤 康 之 （名古屋錦）
山 本 光 人 （豊橋北）
中 川 俊 治 （豊田西）

杉 浦 壽 康 （岡崎）
草 野 信 隆 （岡崎東）
加 藤 真 治 （刈谷）
嶋 津 孝 久 （刈谷）

伊 奈 輝 三 （常滑）
加 藤 知 成 （東知多）
鈴 木 和 彦 （あま）
浅野多喜男 （あま）
福 田 清 成 （江南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
近 藤 雄 亮 （名古屋瑞穂）
三 浦  　隆 （名古屋名南）
神 野 重 行 （名古屋名駅）
寺 島 洋 治 （名古屋名駅）
坂 本 精 志 （名古屋名東）
三 浦 俊 彦 （名古屋錦）
伊 藤 康 之 （名古屋錦）
藤 城 俊 明 （豊橋南）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
斎 藤 直 美 （豊田）
浦 野 政 幸 （豊田東）
林  　和 夫 （岡崎）
服 部 良 男 （岡崎）
草 野 信 隆 （岡崎東）

嶋 津 孝 久 （刈谷）
加 藤 真 治 （刈谷）

加 藤 知 成 （東知多）
鈴 木 和 彦 （あま）
浅野多喜男 （あま）
福 田 清 成 （江南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
浅 原 光 男 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
神 野 重 行 （名古屋名駅）
坂 本 精 志 （名古屋名東）
中 島  　實 （名古屋北）
佐 藤 正 延 （名古屋守山）
星川須美子 （名古屋名北）
三 浦 俊 彦 （名古屋錦）
伊 藤 康 之 （名古屋錦）
村井總一郎 （豊橋）
小 原  　睦 （岡崎）
梅 村 正 明 （豊田）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
斎 藤 直 美 （豊田）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
加 藤 真 治 （刈谷）
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2013 年度

2014 年度

2015 年度

2017 年度

2012 年度

2016 年度

加 藤 知 成 （東知多）
浅野多喜男 （あま）
鈴 木 和 彦 （あま）
福 田 清 成 （江南）
江 崎 柳 節 （小牧）
太 田 光 将 （名古屋城北）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
谷 口 次 郎 （名古屋中）
加 納  　泉 （名古屋中）
河 合 利 周 （名古屋北）
坂 本 精 志 （名古屋名東）
伊 藤 康 之 （名古屋錦）
岡 田 庸 男 （岡崎南）
加 藤 真 治 （刈谷）
嶋 津 孝 久 （刈谷）

加 藤 知 成 （東知多）
浅野多喜男 （あま）
鈴 木 和 彦 （あま）
福 田 清 成 （江南）
本 多 敬 文 （瀬戸北）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
近 藤 雄 亮 （名古屋瑞穂）
三 浦 和 人 （名古屋名南）
浦 野 三 男 （名古屋北）

伊 奈 輝 三 （常滑）
加 藤 知 成 （東知多）
浅野多喜男 （あま）
稲 垣 孝 憲 （あま）
鈴 木 和 彦 （あま）
伊 藤 正 之 （春日井）
藤 田 音 春 （瀬戸北）
本 多 敬 文 （瀬戸北）

三 浦 和 人 （名古屋名南）
大 隅 紀 郎 （名古屋名南）
河 合 利 周 （名古屋北）
坂 本 精 志 （名古屋名東）
伊 藤 康 之 （名古屋錦）
杉 浦 壽 康 （岡崎）
加 藤 真 治 （刈谷）
井 上 達 夫 （碧南）

加 藤 知 成 （東知多）
伊 藤 文 也 （津島）
鈴 木 和 彦 （あま）
浅野多喜男 （あま）
新 美 治 男 （春日井）
浦 野 三 男 （名古屋北）
河 合 利 周 （名古屋北）
鈴 木 隆 佳 （名古屋和合）

伊 藤 康 之 （名古屋錦）
杉 浦 壽 康 （岡崎）
加 藤 真 治 （刈谷）
井 上 達 夫 （碧南）

加 藤 知 成 （東知多）
浅野多喜男 （あま）
鈴 木 和 彦 （あま）
新 美 治 男 （春日井）

本 多 敬 文 （瀬戸北）
盛 田 和 昭 （名古屋）
三 浦 和 人 （名古屋名南）
河 合 利 周 （名古屋北）
伊 藤 康 之 （名古屋錦）
加 藤 真 治 （刈谷）

小 嶋 洋 一 （東海）
加 藤 知 成 （東知多）

浅野多喜男 （あま）
鈴 木 和 彦 （あま）
新 美 治 男 （春日井）
本 多 敬 文 （瀬戸北）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
河 合 利 周 （名古屋北）
坂 本 精 志 （名古屋名東）
伊 藤 康 之 （名古屋錦）
杉 浦 壽 康 （岡崎）
加 藤 真 治 （刈谷）

小 嶋 洋 一 （東海）
加 藤 知 成 （東知多）
鈴 木 和 彦 （あま）
稲 垣 孝 憲 （あま）
浅野多喜男 （あま）
福 田 清 成 （江南）
新 美 治 男 （春日井）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
國 友 昌 大 （名古屋中）
三 浦 和 人 （名古屋名南）
浦 野 三 男 （名古屋北）
河 合 利 周 （名古屋北）
坂 本 精 志 （名古屋名東）
伊 藤 康 之 （名古屋錦）
加 藤 真 治 （刈谷）

河 合 利 周 （名古屋北）
坂 本 精 志 （名古屋名東）
伊 藤 康 之 （名古屋錦）
長谷川正孝 （名古屋錦）
三 浦 俊 彦 （名古屋錦）
岡 田 庸 男 （岡崎南）
鈴 木  　昌 （豊田東）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
加 藤 真 治 （刈谷）

伊 奈 輝 三 （常滑）
加 藤 知 成 （東知多）
鈴 木 和 彦 （あま）
浅野多喜男 （あま）
福 田 清 成 （江南）
本 多 敬 文 （瀬戸北）
藤 田 音 春 （瀬戸北）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
國 友 昌 大 （名古屋中）
佐 藤 正 延 （名古屋守山）
坂 本 精 志 （名古屋名東）
長谷川正孝 （名古屋錦）
三 浦 俊 彦 （名古屋錦）
伊 藤 康 之 （名古屋錦）
山 本 光 人 （豊橋北）
中 川 俊 治 （豊田西）

杉 浦 壽 康 （岡崎）
草 野 信 隆 （岡崎東）
加 藤 真 治 （刈谷）
嶋 津 孝 久 （刈谷）

伊 奈 輝 三 （常滑）
加 藤 知 成 （東知多）
鈴 木 和 彦 （あま）
浅野多喜男 （あま）
福 田 清 成 （江南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
近 藤 雄 亮 （名古屋瑞穂）
三 浦  　隆 （名古屋名南）
神 野 重 行 （名古屋名駅）
寺 島 洋 治 （名古屋名駅）
坂 本 精 志 （名古屋名東）
三 浦 俊 彦 （名古屋錦）
伊 藤 康 之 （名古屋錦）
藤 城 俊 明 （豊橋南）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
斎 藤 直 美 （豊田）
浦 野 政 幸 （豊田東）
林  　和 夫 （岡崎）
服 部 良 男 （岡崎）
草 野 信 隆 （岡崎東）

嶋 津 孝 久 （刈谷）
加 藤 真 治 （刈谷）

加 藤 知 成 （東知多）
鈴 木 和 彦 （あま）
浅野多喜男 （あま）
福 田 清 成 （江南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
浅 原 光 男 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
神 野 重 行 （名古屋名駅）
坂 本 精 志 （名古屋名東）
中 島  　實 （名古屋北）
佐 藤 正 延 （名古屋守山）
星川須美子 （名古屋名北）
三 浦 俊 彦 （名古屋錦）
伊 藤 康 之 （名古屋錦）
村井總一郎 （豊橋）
小 原  　睦 （岡崎）
梅 村 正 明 （豊田）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
斎 藤 直 美 （豊田）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
加 藤 真 治 （刈谷）

職業研修チーム（VTT）名簿

吉 川 公 章
下 山 理 史
久 保 田 陽 介
近 藤 千 恵
覚 前 有 希 子

名古屋南 RC
愛知県がんセンター中央病院
名古屋市立大学病院
藤田保健衛生大学病院
藤田保健衛生大学病院

名古屋和合
名古屋東
名古屋中
名古屋千種

イアン ランカスター
トーニャ デイビス
サラ アイニス
レナ アーシノフ
ジュリア リデュリー

●2012-13年度 D7070 カナダ トロント
氏名 所属 スポンサークラブ

派 

遣

◎

◎

受 

入

大 野 良 之
清 水 宏 子
原 　 賢 康
山 本 悠 二
岩 瀬 奈 美

尾張旭 RC
名古屋第二赤十字病院
名古屋市立大学
老人保健施設みなと
名古屋掖済会病院

名古屋千種
小牧
名古屋丸の内
名古屋みなと

●2010-11年度 D5890 アメリカ テキサス
氏名 所属 スポンサークラブ

派 

遣

◎

西 村 忠 郎
深 谷 泰 士
三 澤 一 成
岡 田 典 隆
安 藤 拓 也

名古屋栄 RC
名古屋第二赤十字病院
愛知県がんセンター中央病院
名古屋大学医学部付属病院
名古屋市立大学病院

名古屋千種
名古屋みなと
小牧
名古屋北

●2011-12年度 D9600 オーストラリア ブリスベン
氏名 所属 スポンサークラブ

派 

遣

◎

研究グループ交換（GSE）名簿

受 

入
受 
入

派 

遣

中 田 典 子
梶 浦 夏 代
渡 邊 克 俊
野 村 学 司
岩 瀬 宗 典
エヴォンヌ　マッキンジー
レベッカ　ホフマン
ジュリー　マクアードル
ベンジャミン　フォーニア
ロザンヌ　バーグ

名古屋守山 RC
尾張中央 RC
豊川 RC
犬山 RC
豊川 RC

Bemidji RC（アメリカ）
Bemidji RC（アメリカ）
Thunder Bay Fort William RC（カナダ）
Duluth Harbortown RC（アメリカ）
Bemidji RC（アメリカ）

氏名 所属
◎

◎

●2009-10年度 D5580 カナダ オンタリオ州、アメリカ ミネソタ州

派 

遣

小 早 川 慶 光
松 岡 美 代 子
小 林 玲 奈
伊 藤 一 豊
高 柳 安 佐 子
ロン・ストナー
ステファニー　マックギア・ワイズ
ケヴィン　Ａ．ランタネン
クリストファー　フレイ
サマー　リン　バーテル

名古屋東山 RC
豊田西 RC
豊橋南 RC
豊川 RC
名古屋北 RC

Bowling Green RC
Bowling Green RC
Perrysburg RC
Bowling Green RC
Vermilion RC

氏名
◎

◎

●2008-09年度 D6600 アメリカ オハイオ州
所属
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2013 年度

2014 年度

2015 年度

2017 年度

2012 年度

2016 年度

加 藤 知 成 （東知多）
浅野多喜男 （あま）
鈴 木 和 彦 （あま）
福 田 清 成 （江南）
江 崎 柳 節 （小牧）
太 田 光 将 （名古屋城北）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
谷 口 次 郎 （名古屋中）
加 納  　泉 （名古屋中）
河 合 利 周 （名古屋北）
坂 本 精 志 （名古屋名東）
伊 藤 康 之 （名古屋錦）
岡 田 庸 男 （岡崎南）
加 藤 真 治 （刈谷）
嶋 津 孝 久 （刈谷）

加 藤 知 成 （東知多）
浅野多喜男 （あま）
鈴 木 和 彦 （あま）
福 田 清 成 （江南）
本 多 敬 文 （瀬戸北）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
近 藤 雄 亮 （名古屋瑞穂）
三 浦 和 人 （名古屋名南）
浦 野 三 男 （名古屋北）

伊 奈 輝 三 （常滑）
加 藤 知 成 （東知多）
浅野多喜男 （あま）
稲 垣 孝 憲 （あま）
鈴 木 和 彦 （あま）
伊 藤 正 之 （春日井）
藤 田 音 春 （瀬戸北）
本 多 敬 文 （瀬戸北）

三 浦 和 人 （名古屋名南）
大 隅 紀 郎 （名古屋名南）
河 合 利 周 （名古屋北）
坂 本 精 志 （名古屋名東）
伊 藤 康 之 （名古屋錦）
杉 浦 壽 康 （岡崎）
加 藤 真 治 （刈谷）
井 上 達 夫 （碧南）

加 藤 知 成 （東知多）
伊 藤 文 也 （津島）
鈴 木 和 彦 （あま）
浅野多喜男 （あま）
新 美 治 男 （春日井）
浦 野 三 男 （名古屋北）
河 合 利 周 （名古屋北）
鈴 木 隆 佳 （名古屋和合）

伊 藤 康 之 （名古屋錦）
杉 浦 壽 康 （岡崎）
加 藤 真 治 （刈谷）
井 上 達 夫 （碧南）

加 藤 知 成 （東知多）
浅野多喜男 （あま）
鈴 木 和 彦 （あま）
新 美 治 男 （春日井）

本 多 敬 文 （瀬戸北）
盛 田 和 昭 （名古屋）
三 浦 和 人 （名古屋名南）
河 合 利 周 （名古屋北）
伊 藤 康 之 （名古屋錦）
加 藤 真 治 （刈谷）

小 嶋 洋 一 （東海）
加 藤 知 成 （東知多）

浅野多喜男 （あま）
鈴 木 和 彦 （あま）
新 美 治 男 （春日井）
本 多 敬 文 （瀬戸北）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
河 合 利 周 （名古屋北）
坂 本 精 志 （名古屋名東）
伊 藤 康 之 （名古屋錦）
杉 浦 壽 康 （岡崎）
加 藤 真 治 （刈谷）

小 嶋 洋 一 （東海）
加 藤 知 成 （東知多）
鈴 木 和 彦 （あま）
稲 垣 孝 憲 （あま）
浅野多喜男 （あま）
福 田 清 成 （江南）
新 美 治 男 （春日井）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
國 友 昌 大 （名古屋中）
三 浦 和 人 （名古屋名南）
浦 野 三 男 （名古屋北）
河 合 利 周 （名古屋北）
坂 本 精 志 （名古屋名東）
伊 藤 康 之 （名古屋錦）
加 藤 真 治 （刈谷）

河 合 利 周 （名古屋北）
坂 本 精 志 （名古屋名東）
伊 藤 康 之 （名古屋錦）
長谷川正孝 （名古屋錦）
三 浦 俊 彦 （名古屋錦）
岡 田 庸 男 （岡崎南）
鈴 木  　昌 （豊田東）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
加 藤 真 治 （刈谷）

伊 奈 輝 三 （常滑）
加 藤 知 成 （東知多）
鈴 木 和 彦 （あま）
浅野多喜男 （あま）
福 田 清 成 （江南）
本 多 敬 文 （瀬戸北）
藤 田 音 春 （瀬戸北）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
國 友 昌 大 （名古屋中）
佐 藤 正 延 （名古屋守山）
坂 本 精 志 （名古屋名東）
長谷川正孝 （名古屋錦）
三 浦 俊 彦 （名古屋錦）
伊 藤 康 之 （名古屋錦）
山 本 光 人 （豊橋北）
中 川 俊 治 （豊田西）

杉 浦 壽 康 （岡崎）
草 野 信 隆 （岡崎東）
加 藤 真 治 （刈谷）
嶋 津 孝 久 （刈谷）

伊 奈 輝 三 （常滑）
加 藤 知 成 （東知多）
鈴 木 和 彦 （あま）
浅野多喜男 （あま）
福 田 清 成 （江南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
近 藤 雄 亮 （名古屋瑞穂）
三 浦  　隆 （名古屋名南）
神 野 重 行 （名古屋名駅）
寺 島 洋 治 （名古屋名駅）
坂 本 精 志 （名古屋名東）
三 浦 俊 彦 （名古屋錦）
伊 藤 康 之 （名古屋錦）
藤 城 俊 明 （豊橋南）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
斎 藤 直 美 （豊田）
浦 野 政 幸 （豊田東）
林  　和 夫 （岡崎）
服 部 良 男 （岡崎）
草 野 信 隆 （岡崎東）

嶋 津 孝 久 （刈谷）
加 藤 真 治 （刈谷）

加 藤 知 成 （東知多）
鈴 木 和 彦 （あま）
浅野多喜男 （あま）
福 田 清 成 （江南）
伊 藤 昌 弘 （名古屋南）
浅 原 光 男 （名古屋南）
江 口 博 寿 （名古屋南）
近 藤 禎 男 （名古屋南）
神 野 重 行 （名古屋名駅）
坂 本 精 志 （名古屋名東）
中 島  　實 （名古屋北）
佐 藤 正 延 （名古屋守山）
星川須美子 （名古屋名北）
三 浦 俊 彦 （名古屋錦）
伊 藤 康 之 （名古屋錦）
村井總一郎 （豊橋）
小 原  　睦 （岡崎）
梅 村 正 明 （豊田）
杉 浦 敏 夫 （豊田）
斎 藤 直 美 （豊田）
嶋 津 孝 久 （刈谷）
加 藤 真 治 （刈谷）

職業研修チーム（VTT）名簿

吉 川 公 章
下 山 理 史
久 保 田 陽 介
近 藤 千 恵
覚 前 有 希 子

名古屋南 RC
愛知県がんセンター中央病院
名古屋市立大学病院
藤田保健衛生大学病院
藤田保健衛生大学病院

名古屋和合
名古屋東
名古屋中
名古屋千種

イアン ランカスター
トーニャ デイビス
サラ アイニス
レナ アーシノフ
ジュリア リデュリー

●2012-13年度 D7070 カナダ トロント
氏名 所属 スポンサークラブ

派 

遣

◎

◎

受 

入

大 野 良 之
清 水 宏 子
原 　 賢 康
山 本 悠 二
岩 瀬 奈 美

尾張旭 RC
名古屋第二赤十字病院
名古屋市立大学
老人保健施設みなと
名古屋掖済会病院

名古屋千種
小牧
名古屋丸の内
名古屋みなと

●2010-11年度 D5890 アメリカ テキサス
氏名 所属 スポンサークラブ

派 

遣

◎

西 村 忠 郎
深 谷 泰 士
三 澤 一 成
岡 田 典 隆
安 藤 拓 也

名古屋栄 RC
名古屋第二赤十字病院
愛知県がんセンター中央病院
名古屋大学医学部付属病院
名古屋市立大学病院

名古屋千種
名古屋みなと
小牧
名古屋北

●2011-12年度 D9600 オーストラリア ブリスベン
氏名 所属 スポンサークラブ

派 

遣

◎

研究グループ交換（GSE）名簿

受 

入
受 

入

派 

遣

中 田 典 子
梶 浦 夏 代
渡 邊 克 俊
野 村 学 司
岩 瀬 宗 典
エヴォンヌ　マッキンジー
レベッカ　ホフマン
ジュリー　マクアードル
ベンジャミン　フォーニア
ロザンヌ　バーグ

名古屋守山 RC
尾張中央 RC
豊川 RC
犬山 RC
豊川 RC

Bemidji RC（アメリカ）
Bemidji RC（アメリカ）
Thunder Bay Fort William RC（カナダ）
Duluth Harbortown RC（アメリカ）
Bemidji RC（アメリカ）

氏名 所属
◎

◎

●2009-10年度 D5580 カナダ オンタリオ州、アメリカ ミネソタ州

派 

遣

小 早 川 慶 光
松 岡 美 代 子
小 林 玲 奈
伊 藤 一 豊
高 柳 安 佐 子
ロン・ストナー
ステファニー　マックギア・ワイズ
ケヴィン　Ａ．ランタネン
クリストファー　フレイ
サマー　リン　バーテル

名古屋東山 RC
豊田西 RC
豊橋南 RC
豊川 RC
名古屋北 RC

Bowling Green RC
Bowling Green RC
Perrysburg RC
Bowling Green RC
Vermilion RC

氏名
◎

◎

●2008-09年度 D6600 アメリカ オハイオ州
所属

受 

入
派 

遣

中 村 　 敦
長 谷 川 千 尋
若 杉 健 弘
田 村 秀 代
畠 山 和 人
朝 岡 み な み
小 川 綾 花
近 藤 周 平

Nugal Ananda Vaidya
Rabindra Bhakta Timala
Binay Kumar Rauniyar
Battu Kumar Shrestha
Ushna Shrestha
Chandika Gwachha
Shanta Singh Thakuri
Krishna Shwari Gwachha

名古屋市立大学病院教授
名古屋市立東部医療センター
名古屋市立西部医療センター
平岩病院
一宮研伸大学看護学部
名古屋市立大学病院
名古屋市立大学病院
名古屋市立大学病院

ROTARY CLUB Of DURBARMARG
Gangalal Hospital
Gangalal Hospital
Gangalal Hospital
Gangalal Hospital
Gangalal Hospital
Gangalal Hospital
Gangalal Hospital

氏名 所属 氏名 所属
◎ ◎

●2017-18年度 D3292 ネパール カトマンズ

受 

入

受 

入

派 
遣

竹 山 廣 光
春 木 伸 裕
高 橋 広 城
佐 藤 崇 文
丹 羽 　 敦
小 齋 平 寿 美 子
森 　 友 彦
牧 野 竜 也
Karl D. Alva
Josephine Sabando
Antonio Loubomir
Jose Paolo Porciuncula
Nina Almazan
Neil D. Maris
Lisette E. Rodriguez

名古屋市立大学大学院消化器外科教授
トヨタ記念病院外科部長
名古屋市立大学大学院消化器外科准教授
名古屋市立大学病院外科医
名古屋市立大学病院臨床工学技士
名古屋市立大学病院看護師
ジョンソン＆ジョンソン㈱メディカルカンパニー
ジョンソン＆ジョンソン㈱メディカルカンパニー

Quezon City General Hospital
Quezon City General Hospital
Quezon City General Hospital
Quezon City General Hospital
Quezon City General Hospital
Quezon City General Hospital
Quezon City General Hospital

氏名 所属
◎

※
※
◎

●2016-17年度　D3780　フィリピン　ケソン市

派 

遣

中 村 　 敦
浅 井 雅 美
若 杉 健 弘
木 下 輝 美
田 村 秀 代
塩 田 有 文
朝 岡 み な み
Edward Zach
Dr. Daniel Tjen
Dr. Senta Lucia
Dr. Vera Indrayani

名古屋市立大学病院
大同病院
名古屋市立大学病院
藤田保健衛生大学病院
愛知医科大学
名古屋市立大学病院
名古屋市立大学病院

Mayapada 病院
Mayapada 病院
Mayapada 病院
Mayapada 病院

氏名
◎

◎

●2015-16年度 D3410 インドネシア ジャカルタ
所属

受 

入
受 

入

派 

遣

中 村 　 敦
浅 井 雅 美
若 杉 健 弘
塩 田 有 文
朝 岡 み な み
木 下 輝 美
田 村 秀 代
Dr. Ho Loon Shin
Ms. Halina Thomas
Ms. Stella Bernard
Dr.Gayathri Krishnan

名古屋市立大学病院
大同病院
名古屋市立大学病院
名古屋市立大学病院
名古屋市立大学病院
藤田保健衛生大学病院
名古屋第二赤十字病院

RC of Kulai
Qeen Elizabeth 病院
Qeen Elizabeth 病院
Qeen Elizabeth 病院

氏名 所属
◎

◎

●2014-15年度 D3310 マレーシア コタキナバル

派 

遣

竹 山 廣 光
小 林 建 司
森 本 　 守
佐 藤 崇 文
小 林 成 道
小 齋 平 寿 美 子
カ ー ル
ジ ョ ナ サ ン
マ ニ ー
キ ャ サ リ ン
ロ ー ズ

名古屋市立大学
松波総合病院
名古屋市立大学病院
名古屋市立大学病院
名古屋市立大学病院
名古屋市立大学病院

Quezon City General Hospital
Quezon City General Hospital
Quezon City General Hospital
Quezon City General Hospital
Quezon City General Hospital

氏名
◎

◎

●2013-14年度 D3780 フィリピン ケソン市
所属

ロータリー財団国際親善奨学生・新地区補助金奨学生名簿

2 0 0 8
2 0 0 8
2 0 0 8
2 0 0 8
2 0 0 8
2 0 0 8
2 0 1 0

山 本 一 穂
橘 田 直 樹
荒 木 弘 子
高 野 麻 衣 子
川 口 な を
宮 地 邦 樹
水 谷 菜 々 子

愛知学院大学
一橋大学
名古屋大学
東京大学大学院
慶応義塾大学
名古屋大学
南山大学

瀬戸北
名古屋瑞穂
名古屋北
一宮
豊田
名古屋千種
名古屋名南

派遣年度 氏名 出身校 推薦クラブ
アメリカ
イギリス
カナダ
カナダ
イギリス
アメリカ
コロンビア

サイモンプレイザー大学
ノッティンガム大学
ラヴァル大学
ダルハウジー大学
ロンドン大学LSE校
ハワイ大学マノワ校
ハベリアナ大学

留学国 留学大学

●ロータリー財団国際親善奨学生

2 0 1 0 古 部 麻 木 南山大学 名古屋昭和
派遣年度 氏名 出身校 推薦クラブ

イギリス スウォンジーメトロポリタン大学
留学国 留学大学

●新地区補助金奨学生
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真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

グローバル補助金奨学生名簿

2011-12年度
2013-14年度
2014-15年度
2014-15年度
2015-16年度
2015-16年度
2015-16年度
2016-17年度
2017-18年度
2017-18年度
2017-18年度

織 田　宏 子
加 藤　美 生
花 倉　由 莉
西 山　　　毅
白 石　　　直
早 瀬　竜 也
金 谷　英 典
小 池　宏 隆
林　も も こ
山 田　彩 乃
市 川　智 也

岡崎南
瀬戸
一宮北
小牧
名古屋名東
名古屋南
瀬戸
豊田東
名古屋みなと
名古屋東南
名古屋南

イギリス
タイ
イギリス
アメリカ
イギリス
アメリカ
イギリス
スウェーデン
イギリス
イギリス
イギリス

申請年度 氏名 スポンサークラブ 留学国
ロー大学
タイ国立開発研究院
バーミンガム大学
フレッドハッチンソンがん研究センター
グラスゴー大学
ブランダイス大学
イーストアングリア大学大学院
ルンド大学
ロンドン大学スクールオブエコノミクス
サセックス大学
マンチェスター大学

2012年9月～2013年19月
2014年5月～2015年12月
2015年9月～2017年17月
2015年8月～2016年17月
2016年9月～2017年18月
2016年9月～2017年12月
2016年9月～2017年19月
2017年8月～2018年16月
2018年9月～2019年19月
2018年9月～2019年19月
2018年8月～2019年19月

留学大学 留学期間

ロータリー平和フェロー名簿

派遣年度 氏名 スポンサークラブ 留学国 留学大学 留学期間
2010
2015
2016
2017
2018

第19期生
第14期生
第15期生
第16期生
第17期生

水野 ショー 真希
澤 屋 奈 津 子
宇 治 川 貴 史
藤 本 矩 大
ꁌ 坂 文 子

津島
名古屋大須
豊田中
名古屋みなと
尾西

オーストラリア
アメリカ
スウェーデン
オーストラリア
スウェーデン

クイーンズランド大学
デューク大学及びノースカロライナチャペルヒル校
ウプサラ大学
クイーンズランド大学
ウプサラ大学

2011年2月～2012年7月
2015年8月～2017年4月
2016年9月～2018年6月
2018年2月～2019年7月
2018年9月～2020年6月

米山記念奨学会奨学生 国別資料

国籍 男 女
2008年

国籍 男 女
2011年

国籍 男 女
2010年

国籍 男 女
2012年

国籍 男 女
2014年

国籍 男 女
2013年

国籍 男 女
2015年

国籍 男 女
2017年

国籍 男 女
2016年

国籍 男 女
2009年

中 国
ルーマニア
台 湾
韓 国
ベ ト ナ ム
バングラデシュ
イ ラ ン
ウ ガ ン ダ
インドネシア
ア メ リ カ
ミャンマー

ブ ラ ジ ル
タ イ
中 国
台 湾
モ ロ ッ コ
ベ ト ナ ム
韓 国
ウ ガ ン ダ
ミャンマー
ト ル コ

6
1

3
6
1

1
2
1
1

1
1
4
2
1
7

1
1
1

10

1
3
2

1

9
1

3

ベ ト ナ ム
中 国
ミャンマー
韓 国
ネ パ ー ル
モ ン ゴ ル
ラ オ ス
バングラデシュ
カザフスタン
スリランカ
モ ロ ッ コ
ト ル コ
台 湾

ペ ル ー
ベ ト ナ ム
韓 国
ネ パ ー ル
中 国
モ ン ゴ ル
タ イ
ラ オ ス

4
3
1
2
1

1

1
1
1

3
4
2
4
1

9
1
2
1
1
1

1
1

1

2
1
9
1
1
2

カンボジア
ウズベキスタン
台 湾
バングラデシュ
スリランカ

中 国
韓 国
ケ ニ ア
台 湾
バングラデシュ
ベ ト ナ ム
フ ラ ン ス
ラ オ ス
コロンビア
スウェーデン
タ イ
ウズベキスタン

韓 国
台 湾
ラ オ ス
コロンビア

1

2
1

6
2

3
 
2
1
 

1

4
1
1

1
1

1

6
2
1
1
1
2

2
1

1
1

1
2
1
1

ベ ト ナ ム
中 国
ネ パ ー ル
モ ン ゴ ル
スリランカ
タ イ
ド イ ツ
ミャンマー
インドネシア

中 国
メ キ シ コ
モ ン ゴ ル
韓 国
ベ ト ナ ム
ラ オ ス
イ ン ド
インドネシア
カンボジア
ト ル コ
台 湾
スリランカ
スロバキア
フ ラ ン ス

2
5
1
1
1
1

1

4
1
1
2
2
2
1
1
1
　
1
1

1

1
5

1
1

6
1
3
4

1
1

1

マレーシア
ウ ガ ン ダ

モ ン ゴ ル
タ イ
中 国
ベ ト ナ ム
ネ パ ー ル
台 湾
マレーシア
ド イ ツ
韓 国
ア メ リ カ
ウズベキスタン
ウ ガ ン ダ
メ キ シ コ

中 国
韓 国
ミャンマー
台 湾
スウェーデン
ネ パ ー ル

1

1

3
2
1
2
2
1

1
1
1

6
2

 

1

2
1
8
3
1

2
　
1

1

6
4
1
1
1
2

ベ ト ナ ム
モ ン ゴ ル
マレーシア
エ ジ プ ト
ア メ リ カ
ド イ ツ

モ ン ゴ ル
ネ パ ー ル
マレーシア
ベ ト ナ ム
エ ジ プ ト
韓 国
インドネシア
中 国
パキスタン
バングラデシュ
ラ オ ス
ウズベキスタン
ミャンマー
カンボジア

3
1
1
1
1
1

1
1
1
4
1
1

9
1
1
1
1

4
2
1
1

3
2
1
2
1
2
1
13

1
1
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［Reference］

資
料
編

グローバル補助金奨学生名簿

2011-12年度
2013-14年度
2014-15年度
2014-15年度
2015-16年度
2015-16年度
2015-16年度
2016-17年度
2017-18年度
2017-18年度
2017-18年度

織 田　宏 子
加 藤　美 生
花 倉　由 莉
西 山　　　毅
白 石　　　直
早 瀬　竜 也
金 谷　英 典
小 池　宏 隆
林　も も こ
山 田　彩 乃
市 川　智 也

岡崎南
瀬戸
一宮北
小牧
名古屋名東
名古屋南
瀬戸
豊田東
名古屋みなと
名古屋東南
名古屋南

イギリス
タイ
イギリス
アメリカ
イギリス
アメリカ
イギリス
スウェーデン
イギリス
イギリス
イギリス

申請年度 氏名 スポンサークラブ 留学国
ロー大学
タイ国立開発研究院
バーミンガム大学
フレッドハッチンソンがん研究センター
グラスゴー大学
ブランダイス大学
イーストアングリア大学大学院
ルンド大学
ロンドン大学スクールオブエコノミクス
サセックス大学
マンチェスター大学

2012年9月～2013年19月
2014年5月～2015年12月
2015年9月～2017年17月
2015年8月～2016年17月
2016年9月～2017年18月
2016年9月～2017年12月
2016年9月～2017年19月
2017年8月～2018年16月
2018年9月～2019年19月
2018年9月～2019年19月
2018年8月～2019年19月

留学大学 留学期間

ロータリー平和フェロー名簿

派遣年度 氏名 スポンサークラブ 留学国 留学大学 留学期間
2010
2015
2016
2017
2018

第19期生
第14期生
第15期生
第16期生
第17期生

水野 ショー 真希
澤 屋 奈 津 子
宇 治 川 貴 史
藤 本 矩 大
ꁌ 坂 文 子

津島
名古屋大須
豊田中
名古屋みなと
尾西

オーストラリア
アメリカ
スウェーデン
オーストラリア
スウェーデン

クイーンズランド大学
デューク大学及びノースカロライナチャペルヒル校
ウプサラ大学
クイーンズランド大学
ウプサラ大学

2011年2月～2012年7月
2015年8月～2017年4月
2016年9月～2018年6月
2018年2月～2019年7月
2018年9月～2020年6月

米山記念奨学会奨学生 国別資料

国籍 男 女
2008年

国籍 男 女
2011年

国籍 男 女
2010年

国籍 男 女
2012年

国籍 男 女
2014年

国籍 男 女
2013年

国籍 男 女
2015年

国籍 男 女
2017年

国籍 男 女
2016年

国籍 男 女
2009年

中 国
ルーマニア
台 湾
韓 国
ベ ト ナ ム
バングラデシュ
イ ラ ン
ウ ガ ン ダ
インドネシア
ア メ リ カ
ミャンマー

ブ ラ ジ ル
タ イ
中 国
台 湾
モ ロ ッ コ
ベ ト ナ ム
韓 国
ウ ガ ン ダ
ミャンマー
ト ル コ

6
1

3
6
1

1
2
1
1

1
1
4
2
1
7

1
1
1

10

1
3
2

1

9
1

3

ベ ト ナ ム
中 国
ミャンマー
韓 国
ネ パ ー ル
モ ン ゴ ル
ラ オ ス
バングラデシュ
カザフスタン
スリランカ
モ ロ ッ コ
ト ル コ
台 湾

ペ ル ー
ベ ト ナ ム
韓 国
ネ パ ー ル
中 国
モ ン ゴ ル
タ イ
ラ オ ス

4
3
1
2
1

1

1
1
1

3
4
2
4
1

9
1
2
1
1
1

1
1

1

2
1
9
1
1
2

カンボジア
ウズベキスタン
台 湾
バングラデシュ
スリランカ

中 国
韓 国
ケ ニ ア
台 湾
バングラデシュ
ベ ト ナ ム
フ ラ ン ス
ラ オ ス
コロンビア
スウェーデン
タ イ
ウズベキスタン

韓 国
台 湾
ラ オ ス
コロンビア

1

2
1

6
2

3
 
2
1
 

1

4
1
1

1
1

1

6
2
1
1
1
2

2
1

1
1

1
2
1
1

ベ ト ナ ム
中 国
ネ パ ー ル
モ ン ゴ ル
スリランカ
タ イ
ド イ ツ
ミャンマー
インドネシア

中 国
メ キ シ コ
モ ン ゴ ル
韓 国
ベ ト ナ ム
ラ オ ス
イ ン ド
インドネシア
カンボジア
ト ル コ
台 湾
スリランカ
スロバキア
フ ラ ン ス

2
5
1
1
1
1

1

4
1
1
2
2
2
1
1
1
　
1
1

1

1
5

1
1

6
1
3
4

1
1

1

マレーシア
ウ ガ ン ダ

モ ン ゴ ル
タ イ
中 国
ベ ト ナ ム
ネ パ ー ル
台 湾
マレーシア
ド イ ツ
韓 国
ア メ リ カ
ウズベキスタン
ウ ガ ン ダ
メ キ シ コ

中 国
韓 国
ミャンマー
台 湾
スウェーデン
ネ パ ー ル

1

1

3
2
1
2
2
1

1
1
1

6
2

 

1

2
1
8
3
1

2
　
1

1

6
4
1
1
1
2

ベ ト ナ ム
モ ン ゴ ル
マレーシア
エ ジ プ ト
ア メ リ カ
ド イ ツ

モ ン ゴ ル
ネ パ ー ル
マレーシア
ベ ト ナ ム
エ ジ プ ト
韓 国
インドネシア
中 国
パキスタン
バングラデシュ
ラ オ ス
ウズベキスタン
ミャンマー
カンボジア

3
1
1
1
1
1

1
1
1
4
1
1

9
1
1
1
1

4
2
1
1

3
2
1
2
1
2
1
13

1
1

国際奉仕活動の推移（世界社会奉仕WCS）

単位/円

ク ラ ブ

半 田

常 滑

東 海

東 知 多

半 田 南

知 多

大 府

一 宮

津 島

尾 西

一 宮 北

稲 沢

あ ま

名 古 屋 清 須

尾 張 中 央

一 宮 中 央

瀬 戸

犬 山

江 南

小 牧

春 日 井

尾 張 旭

名 古 屋 空 港

瀬 戸 北

岩 倉

名 古 屋 城 北

愛 知 長 久 手

名 古 屋

名 古 屋 西

名 古 屋 南

名古屋みなと

名 古 屋 東 南

名 古 屋 中

名 古 屋 瑞 穂

名 古 屋 大 須

名 古 屋 栄

名 古 屋 名 南

名 古 屋 名 駅

名古屋丸の内

クラブ独自

休　　止

クラブ独自

クラブ独自

クラブ独自

クラブ独自

地区委員会一任

地区委員会一任

クラブ独自

地区委員会一任

地区委員会一任

地区委員会一任

地区委員会一任

クラブ独自

地区委員会一任

クラブ独自

地区委員会一任

休　　　止

地区委員会一任

クラブ独自

地区委員会一任

地区委員会一任

クラブ独自

地区委員会一任

地区委員会一任

地区委員会一任

休　　　止

クラブ独自

地区委員会一任

地区委員会一任

休　　　止

休　　　止

クラブ独自

クラブ独自

地区委員会一任

クラブ独自

￥100,000

￥200,000

￥50,000

￥50,000

￥200,000

￥100,000

￥100,000

￥50,000

￥50,000

￥100,000

￥50,000

￥50,000

￥100,000

￥200,000

￥50,000

？

￥0

￥100,000

￥30,000

フィリピン（3800） カルカンノースRC　Tokai Learning Center支援

フィリピン（3810） バサイミアRC Weekly Soup Kitchen支援

タイ（3360） シラナアサナ、ウタラディット、ピチャイ、ラブレイRC 学校施設支援

検　討　中

タイ（3350）スリオンRC 自転車贈呈、学校図書支援

フィリピン（3800） バレンズエラ兎唇治療

ネパール未就学児童 里親学校建設資金補助

マレーシア第3300地区 ペナン

昨年は￥100,000

フィリピン（3900）マニラRC 無料歯科診療活動

昨年は￥50,000

第3460地区 台中草屯RC

フィリピン アカティウェストRC マカティ市立大学奨学金

昨年は￥50,000

検　討　中

2～3名参加予定

昨年は中止

タイ チェンマイウエストRC

後日連絡

タイ ドンチャン寺院 浄水器メンテナンス

カンボジア 小学校へ診療施設を寄贈、維持費支援

　

￥100,000

￥600,000

￥150,000

￥100,000

￥100,000

金額未定

￥100,000

US＄1,000

￥80,000

￥750,000 

南
尾
張
分
区

西
尾
張
分
区

東
尾
張
分
区

西
名
古
屋
分
区

␠ጰἧ㨏 ␠ጰထⲱ ␠ጰሻ᢬␠ጰ地区（クラブ）

犬山RC文庫設立
予算￥100,000

「在住外国人家族と
市民の絆の樹」事業

●2008年

クラブ独自及び
地区一任
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真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

東
࿁
⏇
分
区

ク ラ ブ

名 古 屋 北

名 古 屋 東

名 古 屋 守 山

名 古 屋 和 合

名 古 屋 名 東

名 古 屋 名 北

名 古 屋 千 種

名 古 屋 昭 和

名 古 屋 錦

名 古 屋 東 山

名 古 屋 葵

豊 橋

蒲 郡

豊 橋 北

豊 川

田 原

豊 橋 南

新 城

渥 美

奥 三 河

豊 川 宝 飯

豊橋ゴールデン

田原パシフィック

豊 橋 東

岡 崎

豊 田

岡 崎 南

豊 田 西

岡 崎 東

豊 田 東

岡 崎 城 南

豊 田 三 好

豊 田 中

刈 谷

安 城

西 尾

碧 南

西 尾 一 色

高 浜

知 立

西 尾 KIRARA 

三 河 安 城

￥100,000

￥100,000

￥50,000

￥200,000

￥50,000

￥100,000

￥100,000

？

￥10,000

￥100,000

￥100,000

￥30,000

￥100,000

￥50,000

␠ጰἧ㨏 ␠ጰထⲱ ␠ጰሻ᢬␠ጰ地区（クラブ）

地区委員会一任

地区委員会一任

地区委員会一任

地区委員会一任

クラブ独自

地区委員会一任

クラブ独自

地区委員会一任

地区委員会一任

クラブ独自

地区委員会一任

クラブ独自

クラブ独自

地区委員会一任

クラブ独自

クラブ独自

クラブ独自

休　　　止

地区委員会一任

クラブ独自検討中

地区委員会一任

クラブ独自

休　　　止

地区委員会一任

地区委員会一任

休　　　止

クラブ独自

クラブ独自

休　　　止

クラブ独自

クラブ独自

地区委員会一任

休　　　止

休　　　止

地区委員会一任

休　　　止

地区委員会一任

クラブ独自

休　　　止

休　　　止

韓国 晋信閣RC プロジェクト検討中

昨年は￥50,000

タイ キャンヘルプランド

検討中　決定しなかった場合は、地区一任とする

昨年は￥5,000

タイ3350地区バンコク ベンシャリRC

検　討　中

金額は検討中

台湾（3510）韓国（3700）岡山、大邸連西RC

ベトナム 口唇口蓋裂症の支援

韓国晋州市他フィリピン、台湾

スリランカ セントラルRC 西明寺幼稚園建設

9月ごろ予算決定

フィリピン CEPZ RC 教育活動支援

検討中（7／24現在）

カンボジア ラインタゴイ村 教育施設の支援

ミャンマー 教育支援プログラム

検　討　中

¥100,000

¥50,000

¥200,000

¥100,000

¥270,000

¥100,000

¥250,000

¥300,000

¥500,000

東
名
古
屋
分
区

西
࿁
⏇
࿜
分
区

西
࿁
⏇
分
区

山岳民族定住化、子
供たちへの教育支援
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真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］資料編

［Reference］

資
料
編

東
࿁
⏇
分
区

ク ラ ブ

名 古 屋 北

名 古 屋 東

名 古 屋 守 山

名 古 屋 和 合

名 古 屋 名 東

名 古 屋 名 北

名 古 屋 千 種

名 古 屋 昭 和

名 古 屋 錦

名 古 屋 東 山

名 古 屋 葵

豊 橋

蒲 郡

豊 橋 北

豊 川

田 原

豊 橋 南

新 城

渥 美

奥 三 河

豊 川 宝 飯

豊橋ゴールデン

田原パシフィック

豊 橋 東

岡 崎

豊 田

岡 崎 南

豊 田 西

岡 崎 東

豊 田 東

岡 崎 城 南

豊 田 三 好

豊 田 中

刈 谷

安 城

西 尾

碧 南

西 尾 一 色

高 浜

知 立

西 尾 KIRARA 

三 河 安 城

￥100,000

￥100,000

￥50,000

￥200,000

￥50,000

￥100,000

￥100,000

？

￥10,000

￥100,000

￥100,000

￥30,000

￥100,000

￥50,000

␠ጰἧ㨏 ␠ጰထⲱ ␠ጰሻ᢬␠ጰ地区（クラブ）

地区委員会一任

地区委員会一任

地区委員会一任

地区委員会一任

クラブ独自

地区委員会一任

クラブ独自

地区委員会一任

地区委員会一任

クラブ独自

地区委員会一任

クラブ独自

クラブ独自

地区委員会一任

クラブ独自

クラブ独自

クラブ独自

休　　　止

地区委員会一任

クラブ独自検討中

地区委員会一任

クラブ独自

休　　　止

地区委員会一任

地区委員会一任

休　　　止

クラブ独自

クラブ独自

休　　　止

クラブ独自

クラブ独自

地区委員会一任

休　　　止

休　　　止

地区委員会一任

休　　　止

地区委員会一任

クラブ独自

休　　　止

休　　　止

韓国 晋信閣RC プロジェクト検討中

昨年は￥50,000

タイ キャンヘルプランド

検討中　決定しなかった場合は、地区一任とする

昨年は￥5,000

タイ3350地区バンコク ベンシャリRC

検　討　中

金額は検討中

台湾（3510）韓国（3700）岡山、大邸連西RC

ベトナム 口唇口蓋裂症の支援

韓国晋州市他フィリピン、台湾

スリランカ セントラルRC 西明寺幼稚園建設

9月ごろ予算決定

フィリピン CEPZ RC 教育活動支援

検討中（7／24現在）

カンボジア ラインタゴイ村 教育施設の支援

ミャンマー 教育支援プログラム

検　討　中

¥100,000

¥50,000

¥200,000

¥100,000

¥270,000

¥100,000

¥250,000

¥300,000

¥500,000

東
名
古
屋
分
区

西
࿁
⏇
࿜
分
区

西
࿁
⏇
分
区

山岳民族定住化、子
供たちへの教育支援
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ク ラ ブ

半 田

常 滑

東 海

東 知 多

半 田 南

知 多

大 府

一 宮

津 島

尾 西

一 宮 北

稲 沢

あ ま

名 古 屋 清 須

尾 張 中 央

一 宮 中 央

瀬 戸

犬 山

江 南

小 牧

春 日 井

尾 張 旭

名 古 屋 空 港

瀬 戸 北

岩 倉

名 古 屋 城 北

愛 知 長 久 手

名 古 屋

名 古 屋 西

名 古 屋 南

名古屋みなと

名 古 屋 東 南

名 古 屋 中

名 古 屋 瑞 穂

名 古 屋 大 須

名 古 屋 栄

名 古 屋 名 南

名 古 屋 名 駅

名古屋丸の内

中部名古屋みらい

クラブ独自

クラブ独自

クラブ独自

クラブ独自

休　　　止

クラブ独自

クラブ独自

プロジェクトに参加

休　　　止

プロジェクトに参加

休　　　止

クラブ独自

プロジェクトに参加

休　　　止

クラブ独自

プロジェクトに参加

クラブ独自

プロジェクトに参加

クラブ独自

プロジェクトに参加

休　　　止

プロジェクトに参加

プロジェクトに参加

休　　　止

プロジェクトに参加

プロジェクトに参加

プロジェクトに参加

クラブ独自

休　　　止

クラブ独自

プロジェクトに参加

休　　　止

休　　　止

クラブ独自

クラブ独自

クラブ独自

クラブ独自

休　　　止

￥100,000

￥200,000

￥50,000

￥50,000

￥50,000

￥50,000

￥50,000

￥50,000

￥100,000

￥200,000

￥50,000

￥200,000

検　討　中

フィリピン（3800） カルカンノースRC　Tokai Learning Center支援

フィリピン（3810） バサイミアRC Weekly Soup Kitchen支援

タイ（3360） シラナアサナ、ウタラディット、ピチャイ、ラブレイRC 学校施設支援

タイ（3350）スリオンRC 自転車贈呈、文具贈呈事業

タイ（3350）スリオンRC 自転車贈呈、学校図書支援

検　討　中

ネパール未就学児童 里親学校建設資金補助

カンボジア

　

フィリピン（3900）マニラRC 無料歯科診療活動

　

台湾第3460地区 草屯中学校へ犬山文庫の寄贈他

連絡待ち

第3280地区タッカ・コスモポリタン図書施設及び蔵書寄贈

タイ ドンチャン寺院 浄水器メンテナンス

台湾3480地区 台北建成RC 台湾台風被害復旧活動

カンボジア コンポット州の教育及び医療支援

　

￥100,000

￥600,000

￥350,000

￥150,000

￥100,000

￥100,000

￥200,000

￥50,000

￥200,000

￥100,000

￥500,000

￥600,000

南
尾
張
分
区

西
尾
張
分
区

東
尾
張
分
区

西
名
古
屋
分
区

␠ጰἧ㨏 ␠ጰထⲱ ␠ጰሻ᢬␠ጰ地区（クラブ）

●2009年

クラブ独自及び
地区プロジェクト参加
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委員会のあゆみ
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東
࿁
⏇
分
区

ク ラ ブ

名 古 屋 北

名 古 屋 東

名 古 屋 守 山

名 古 屋 和 合

名 古 屋 名 東

名 古 屋 名 北

名 古 屋 千 種

名 古 屋 昭 和

名 古 屋 錦

名 古 屋 東 山

名 古 屋 葵

豊 橋

蒲 郡

豊 橋 北

豊 川

田 原

豊 橋 南

新 城

渥 美

奥 三 河

豊 川 宝 飯

豊橋ゴールデン

田原パシフィック

豊 橋 東

岡 崎

豊 田

岡 崎 南

豊 田 西

岡 崎 東

豊 田 東

岡 崎 城 南

豊 田 三 好

豊 田 中

刈 谷

安 城

西 尾

碧 南

西 尾 一 色

高 浜

知 立

西 尾 KIRARA 

三 河 安 城

￥100,000

￥100,000

￥200,000

￥100,000

￥100,000

￥100,000

￥100,000

￥30,000

￥50,000

￥50,000

␠ጰἧ㨏 ␠ጰထⲱ ␠ጰሻ᢬␠ጰ地区（クラブ）

プロジェクトに参加

プロジェクトに参加

クラブ独自

プロジェクトに参加

クラブ独自

休　　　止

クラブ独自

プロジェクトに参加

プロジェクトに参加

クラブ独自

クラブ独自

クラブ独自

クラブ独自

プロジェクトに参加

クラブ独自

クラブ独自

クラブ独自

休　　　止

プロジェクトに参加

休　　　止

クラブ独自検討中

休　　　止

クラブ独自

休　　　止

休　　　止

プロジェクトに参加

クラブ独自

クラブ独自

クラブ独自

休　　　止

クラブ独自

クラブ独自

プロジェクトに参加

クラブ独自

プロジェクトに参加

休　　　止

プロジェクトに参加

休　　　止

クラブ独自

クラブ独自

クラブ独自

休　　　止

検　討　中

韓国 晋信閣RCプロジェクト検討中

タイ キャンヘルプランド

検　討　中

検　討　中

バンコク ベンシャリRC 山岳民族定住化、教育支援

検　討　中

　

台湾（3510）韓国（3700）岡山、大邸連西RC

ベトナム 口唇口蓋裂医療支援

韓国 慶尚大学校生招請（短期研修）

9月ごろ予算決定

フィリピン CEPZ RC 教育活動支援

韓国 慶州ナザレ園

検討中

カンボジア ラインタゴイ村 教育施設の支援

ミャンマー 教育支援プログラム

検　討　中

検　討　中

タイ3350地区 家庭用排水処理施設設置

¥150,000

¥100,000

¥50,000

¥100,000

¥200,000

¥100,000

¥270,000

検討中

¥270,000

¥100,000

¥630,000

¥120,000

東
名
古
屋
分
区

西
࿁
⏇
࿜
分
区

西
࿁
⏇
分
区
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際
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真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017
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［Governor year］
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［Reference］
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ク ラ ブ

半 田

常 滑

東 海

東 知 多

半 田 南

知 多

大 府

一 宮

津 島

尾 西

一 宮 北

稲 沢

あ ま

名 古 屋 清 須

尾 張 中 央

一 宮 中 央

瀬 戸

犬 山

江 南

小 牧

尾 張 旭

名 古 屋 空 港

瀬 戸 北

岩 倉

名 古 屋 城 北

愛 知 長 久 手

名 古 屋

名 古 屋 西

名 古 屋 南

名古屋みなと

名 古 屋 中

名 古 屋 瑞 穂

名 古 屋 大 須

名 古 屋 栄

名 古 屋 名 南

名 古 屋 名 駅

名古屋丸の内

中部名古屋みらい

クラブ独自

クラブ独自

クラブ独自

クラブ独自

クラブ独自

クラブ独自

プロジェクトに参加

休　　　止

プロジェクトに参加

休　　　止

クラブ独自

プロジェクトに参加

未　回　答

クラブ独自

プロジェクトに参加

クラブ独自

プロジェクトに参加

未　回　答

プロジェクトに参加

プロジェクトに参加

プロジェクトに参加

プロジェクトに参加

プロジェクトに参加

プロジェクトに参加

プロジェクトに参加

プロジェクトに参加

プロジェクトに参加

休　　　止

休　　　止

クラブ独自

クラブ独自

　

クラブ独自

休　　　止

￥100,000

￥50,000

￥200,000

￥50,000

￥100,000

￥50,000

￥50,000

￥50,000

￥50,000

￥50,000

￥50,000

￥100,000

￥200,000

￥50,000

￥50,000

￥100,000

￥30,000

決定したら改めて地区に報告

2010年11月頃カンボジアJST ボランティア団体と事業

タイ（3360地区）ミラアッサナ・ウタラジット・ピチャイ ラブレイRC

フィリピン（3800地区）カルサン・ノースRC 大学生奨学金授与

パサイ・ミヤ　スープ・キッチン 子供への栄養補給のための給食

タイ・ナン地区 放置自転車の贈呈

3350（バンコクスリウォンRC）図書支援 2011/3

決定しなかった場合は地区委員会プロジェクトに参加

3800フィリピン（ヴァレンゼーラRC） 2010年10月

ネパール・埼玉ユネスコ協会

　

　

タイ・チェンマイ小学校建設時の備品の支援 2011年2月

　

3900フィリピン（マニラRC） 無料歯科診療活動

3460地区 日台友好のための図書の充実、犬山文庫の設立

3360韓国（南釜山RC）3510台湾（東港RC）

5060カナダ（ケローナRC）

3800フィリピン（マカティウェストRC）マカティ市立大学奨学金財団支援

ブラジル・サンパウロ南RC

決定しなかった場合は地区委員会プロジェクトに参加

バングラデシュ3280（ダッカコスモポリタンRC）小学校トイレ・水道設置

タイ・ドンチャン寺院付属学校寮の水浄化

PreyThnang村の教育と医療支援

￥250,000

￥300,000

￥1,000,000

￥340,000

￥150,000

￥200,000

￥100,000

￥2,000,000

￥100,000

￥100,000

US$85,000

￥50,000

￥268,200

￥600,000

南
尾
張
分
区

西
尾
張
分
区

東
尾
張
分
区

西
名
古
屋
分
区

␠ጰἧ㨏 ␠ጰထⲱ ␠ጰሻ᢬␠ጰ地区（クラブ）

●2010年

クラブ独自及び
プロジェクト参加

プロジェクトに参加
クラブ独自

新地区補助金のプ
ロジェクトを実施

春 日 井 ￥50,000 ￥50,000

￥1,000,000名 古 屋 東 南 マレーシア 「子供の森計画」への参加支援

280

東
࿁
⏇
分
区

ク ラ ブ

名 古 屋 北

名 古 屋 東

名 古 屋 守 山

名 古 屋 和 合

名 古 屋 名 東

名 古 屋 名 北

名 古 屋 千 種

名 古 屋 昭 和

名 古 屋 錦

名 古 屋 東 山

名 古 屋 葵

豊 橋

蒲 郡

豊 橋 北

豊 川

田 原

豊 橋 南

新 城

渥 美

奥 三 河

豊 川 宝 飯

豊橋ゴールデン

田原パシフィック

豊 橋 東

岡 崎

豊 田

岡 崎 南

豊 田 西

岡 崎 東

豊 田 東

岡 崎 城 南

豊 田 三 好

豊 田 中

刈 谷

安 城

西 尾

碧 南

西 尾 一 色

高 浜

知 立

西 尾 KIRARA 

三 河 安 城

￥100,000

￥100,000

￥200,000

￥100,000

￥100,000

￥100,000

￥100,000

￥30,000

￥50,000

￥50,000

␠ጰἧ㨏 ␠ጰထⲱ ␠ጰሻ᢬␠ጰ地区（クラブ）

プロジェクトに参加

プロジェクトに参加

クラブ独自

プロジェクトに参加

クラブ独自

休　　　止

クラブ独自

プロジェクトに参加

プロジェクトに参加

クラブ独自

クラブ独自

クラブ独自

クラブ独自

プロジェクトに参加

クラブ独自

クラブ独自

クラブ独自

休　　　止

プロジェクトに参加

休　　　止

クラブ独自検討中

休　　　止

クラブ独自

休　　　止

休　　　止

プロジェクトに参加

クラブ独自

クラブ独自

クラブ独自

休　　　止

クラブ独自

クラブ独自

プロジェクトに参加

クラブ独自

プロジェクトに参加

休　　　止

プロジェクトに参加

休　　　止

クラブ独自

クラブ独自

クラブ独自

休　　　止

検　討　中

韓国 晋信閣RCプロジェクト検討中

タイ キャンヘルプランド

検　討　中

検　討　中

バンコク ベンシャリRC 山岳民族定住化、教育支援

検　討　中

　

台湾（3510）韓国（3700）岡山、大邸連西RC

ベトナム 口唇口蓋裂医療支援

韓国 慶尚大学校生招請（短期研修）

9月ごろ予算決定

フィリピン CEPZ RC 教育活動支援

韓国 慶州ナザレ園

検討中

カンボジア ラインタゴイ村 教育施設の支援

ミャンマー 教育支援プログラム

検　討　中

検　討　中

タイ3350地区 家庭用排水処理施設設置

¥150,000

¥100,000

¥50,000

¥100,000

¥200,000

¥100,000

¥270,000

検討中

¥270,000

¥100,000

¥630,000

¥120,000

東
名
古
屋
分
区

西
࿁
⏇
࿜
分
区

西
࿁
⏇
分
区

国
際
奉
仕
活
動
の
推
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真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

東
࿁
⏇
分
区

ク ラ ブ

名 古 屋 北

名 古 屋 東

名 古 屋 守 山

名 古 屋 名 東

名 古 屋 名 北

名 古 屋 千 種

名 古 屋 昭 和

名 古 屋 錦

名 古 屋 東 山

名 古 屋 葵

豊 橋

蒲 郡

豊 橋 北

豊 川

田 原

豊 橋 南

新 城

渥 美

奥 三 河

豊 川 宝 飯

豊橋ゴールデン

田原パシフィック

豊 橋 東

岡 崎

豊 田

岡 崎 南

豊 田 西

豊 田 東

岡 崎 城 南

豊 田 三 好

豊 田 中

刈 谷

安 城

西 尾

碧 南

西 尾 一 色

高 浜

知 立

西 尾 KIRARA 

三 河 安 城

￥100,000

￥100,000

￥100,000

￥100,000

￥100,000

￥100,000

￥50,000

￥50,000

￥50,000

␠ጰἧ㨏 ␠ጰထⲱ ␠ጰሻ᢬␠ጰ地区（クラブ）

プロジェクトに参加

プロジェクトに参加

クラブ独自

休　　　止

クラブ独自

プロジェクトに参加

プロジェクトに参加

クラブ独自

クラブ独自

クラブ独自

クラブ独自

プロジェクトに参加

クラブ独自

クラブ独自

クラブ独自

休　　　止

休　　　止

休　　　止

クラブ独自

クラブ独自

未　回　答

クラブ独自

計画なし

プロジェクトに参加

クラブ独自

クラブ独自

検　討　中

クラブ独自

クラブ独自

クラブ独自

クラブ独自

地区委員会一任

休　　　止

プロジェクトに参加

休　　　止

プロジェクトに参加

クラブ独自

休　　　止

カンボジア・プノンペンRC 小学校の不要楽器の贈呈

韓国RI3650（普信閣RC） 難病の人の手術代を寄付

Can Help Thailandに参加

日本国際飢餓対策機工よりアフリカへ支援

　

タイ第3350地区山岳民族定住化・教育支援

周年事業にて実施平年は10万積立

台湾3510地区岡山RC 相手クラブに一任 2011/4

検　討　中

大韓民国 大学校生招請

決定したら改めて地区に報告

決定したら改めて地区に報告

韓国中央大学校との交流を行い留学生を受け入れ

決定したら改めて地区に報告

大韓民国 ナレザ園支援

台湾・台北東海RC教育支援

アマゾンの森林保護植林事業

カンボジア ティタゴイ小学校支援事業

未　　　定

ミャンマー 教育支援プログラム医学生への奨学金支援

インド・タルミナド地区 小ビジネス講習会・足マット製作訓練の開始

台湾・台中文心RC

3340タイ（スリンRC）チェンライ県刈谷の森づくり

ピープルズホープジャパン/チェンマイRC先天性心臓疾患手術費

決定したら改めて地区に報告

¥650,000

¥150,000

¥287,000

¥600,000

¥100,000

¥270,000

¥150,000

¥100,000

¥320,000

¥400,000

¥500,000

¥482,300

¥350,000

¥1,200,000

東
名
古
屋
分
区

西
࿁
⏇
࿜
分
区

西
࿁
⏇
分
区

奉仕の精神はあるのだが時間的
負担もあり適当な事業がない 参加協力することになっているが具体的にない名 古 屋 和 合

岡 崎 東

￥200,000

クラブ独自

281
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資
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真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］資料編

［Reference］

資
料
編

東
࿁
⏇
分
区

ク ラ ブ

名 古 屋 北

名 古 屋 東

名 古 屋 守 山

名 古 屋 名 東

名 古 屋 名 北

名 古 屋 千 種

名 古 屋 昭 和

名 古 屋 錦

名 古 屋 東 山

名 古 屋 葵

豊 橋

蒲 郡

豊 橋 北

豊 川

田 原

豊 橋 南

新 城

渥 美

奥 三 河

豊 川 宝 飯

豊橋ゴールデン

田原パシフィック

豊 橋 東

岡 崎

豊 田

岡 崎 南

豊 田 西

豊 田 東

岡 崎 城 南

豊 田 三 好

豊 田 中

刈 谷

安 城

西 尾

碧 南

西 尾 一 色

高 浜

知 立

西 尾 KIRARA 

三 河 安 城

￥100,000

￥100,000

￥100,000

￥100,000

￥100,000

￥100,000

￥50,000

￥50,000

￥50,000

␠ጰἧ㨏 ␠ጰထⲱ ␠ጰሻ᢬␠ጰ地区（クラブ）

プロジェクトに参加

プロジェクトに参加

クラブ独自

休　　　止

クラブ独自

プロジェクトに参加

プロジェクトに参加

クラブ独自

クラブ独自

クラブ独自

クラブ独自

プロジェクトに参加

クラブ独自

クラブ独自

クラブ独自

休　　　止

休　　　止

休　　　止

クラブ独自

クラブ独自

未　回　答

クラブ独自

計画なし

プロジェクトに参加

クラブ独自

クラブ独自

検　討　中

クラブ独自

クラブ独自

クラブ独自

クラブ独自

地区委員会一任

休　　　止

プロジェクトに参加

休　　　止

プロジェクトに参加

クラブ独自

休　　　止

カンボジア・プノンペンRC 小学校の不要楽器の贈呈

韓国RI3650（普信閣RC） 難病の人の手術代を寄付

Can Help Thailandに参加

日本国際飢餓対策機工よりアフリカへ支援

　

タイ第3350地区山岳民族定住化・教育支援

周年事業にて実施平年は10万積立

台湾3510地区岡山RC 相手クラブに一任 2011/4

検　討　中

大韓民国 大学校生招請

決定したら改めて地区に報告

決定したら改めて地区に報告

韓国中央大学校との交流を行い留学生を受け入れ

決定したら改めて地区に報告

大韓民国 ナレザ園支援

台湾・台北東海RC教育支援

アマゾンの森林保護植林事業

カンボジア ティタゴイ小学校支援事業

未　　　定

ミャンマー 教育支援プログラム医学生への奨学金支援

インド・タルミナド地区 小ビジネス講習会・足マット製作訓練の開始

台湾・台中文心RC

3340タイ（スリンRC）チェンライ県刈谷の森づくり

ピープルズホープジャパン/チェンマイRC先天性心臓疾患手術費

決定したら改めて地区に報告

¥650,000

¥150,000

¥287,000

¥600,000

¥100,000

¥270,000

¥150,000

¥100,000

¥320,000

¥400,000

¥500,000

¥482,300

¥350,000

¥1,200,000

東
名
古
屋
分
区

西
࿁
⏇
࿜
分
区

西
࿁
⏇
分
区

奉仕の精神はあるのだが時間的
負担もあり適当な事業がない 参加協力することになっているが具体的にない名 古 屋 和 合

岡 崎 東

￥200,000

クラブ独自

␠ጰἧ㨏థᣠ㚼国ク ラ ブ

半 田

常 滑

東 海

東 知 多

半 田 南

知 多

大 府

一 宮

津 島

尾 西

一 宮 北

稲 沢

あ ま

名古屋清須

尾 張 中 央

一 宮 中 央

瀬 戸

犬 山

江 南

小 牧

春 日 井

尾 張 旭

名古屋空港

瀬 戸 北

岩 倉

名古屋城北

愛知長久手

名 古 屋

名 古 屋 西

名 古 屋 南

名古屋みなと

名古屋東南

名 古 屋 中

名古屋瑞穂

名古屋大須

名 古 屋 栄

名古屋名南

名古屋名駅

名古屋丸の内

中部名古屋みらい

休 　 止

タイ王 国

フィリピン

タイ王 国

地区WCS一任

タイ王 国

タイ王 国

地区WCS一任

フィリピン

ネパール

地区WCS一任

休 　 止

韓 　 国

地区WCS一任

地区WCS一任

休 　 止

国 　 内

台 　 湾

アメリカ

休 　 止

地区WCS一任

休 　 止

在日外国人

地区WCS一任

台 　 湾

地区WCS一任

地区WCS一任

ブラジル

ネパール

台 　 湾

タイ王 国

バングラデッシュ

台 　 湾

地区WCS一任

カンボジア

　

総事業費405,000円

近隣で姉妹RC作りたい

R蔡氏寄贈の小学校

芦屋RC

NGOハビタット

個人負担

新地区補助金約22万円

南
尾
張
分
区

西
尾
張
分
区

東
尾
張
分
区

西
名
古
屋
分
区

100,000

200,000

100,000

0

50,000

50,000

50,000

50,000

100,000

200,000

50,000

50,000

50,000

地区3-ထⲱ

314,000

100,000

150,000

150,000

100,000

200,000

100,000

0

700,000

10,000

50,000

200,000

50,000

250,000

100,000

50,000

210,000

100,000

300,000

1,000,000

290,000

30,000

600,000

クラブထⲱ ᆌ　⽎

障害児への車椅子支援

奨学金及びスープキッチン

水浄化設備装置

ウックラシット、放置自転車の贈呈

カンチャナブリ、図書支援、新地区補助金（13万円）

知多市国際交流協会への参加、過去はタイCAN HELPへ支援

総予算20万円、内容は調整中

埼玉ユネスコを通し未就学児支援で学校建設資金募金

創立15周年式典参加

地区PJ活動への参加

人的支援、参加して写真を会員に見せ意識の高揚を図る

国際奉仕、国際親善の意識の高揚活動

留学生のパネルディスカッションを企画中、子供達の国際感覚を醸成する

中学生20～30人の相互交流

親睦を中心（総予算13,803,100円）

本年度は会員増強にクラブ全体で取り組む

フィリピン・マカティ市で事業をしている様子です

外国人の日本語スピーチコンテスト

小学校の開校に合わせ記念品贈呈

8/25理事会決定最終メールあり

介護ホームへの医療器具寄贈

ルーザートレーニングセンターの支援（女性の職業訓練）

1987年以来事業共有及び親睦

チェンマイ県で水と衛生設備及び識字率向上

ダッカ市デムラ村教師日本招待（総予算55万円）

親睦交流中心

病院へ薬品援助と小中学校へ文具の寄贈

NPOワフカ（WAFCA）

カルカンノースRC、パサイミアRC

ウタラジットRC、シラアサナRC、ピチャイRC

バンコク・スリウォンRC

バンコク・スリウォンRC

廚山江南RC

台湾・草屯RC

瀬戸市国際センター

台北仁愛RC

サンパウロ南RC

ジャタラケル・マンジュシュリーRC

福岡西RC

チェンマイRC

メトロポリタンRC

台北ミレニアムRC

Dr. So Kean Tek

␠ጰሻ᢬ ឨឞ・友᝾・᎚ጃクラブ

●2011年

900,000
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真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

東
࿁
⏇
分
区

ク ラ ブ

名 古 屋 北

名 古 屋 東

名古屋守山

名古屋和合

名古屋名東

名古屋名北

名古屋千種

名古屋昭和

名 古 屋 錦

名古屋東山

名 古 屋 葵

豊 橋

蒲 郡

豊 橋 北

豊 川

田 原

豊 橋 南

新 城

渥 美

奥 三 河

豊 川 宝 飯

豊橋ゴールデン

田原パシフィック

豊 橋 東

岡 崎

豊 田

岡 崎 南

豊 田 西

岡 崎 東

豊 田 東

岡 崎 城 南

豊 田 三 好

豊 田 中

刈 谷

安 城

西 尾

碧 南

西 尾 一 色

高 浜

知 立

西尾 KIRARA 

三 河 安 城

␠ጰἧ㨏థᣠ㚼国

100,000

200,000

50,000

100,000

100,000

100,000

50,000

50,000

地区3-ထⲱ

400,000

200,000

200,000

50,000

100,000

100,000

400,000

200,000

100,000

250,000

200,000

100,000

100,000

300,000

600,000

100,000

400,000

100,000

614,000

400,000

300,000

50,000

770,000

協議中

クラブထⲱ

総事業費402,000円

総事業費50万円

総事業費38万円

総事業費50万円

総事業費40万円

総事業費110万円

2/9～2/13訪問

総事業費48万円

総事業費100万円

ᆌ　⽎

台 湾

地区WCS一任

韓 国

地区WCS一任

タイ王 国

地区WCS一任

タイ王 国

単独事業

フィリピン

台湾、韓国

ベトナム

韓 国

国 内

休 止

休 止

地区WCS一任

休 止

韓 国

アメリカ

地区WCS一任

韓国、アメリカ

休 止

ミャンマー

ネパール

タイ王 国

地区WCS一任

地区WCS一任

休 止

タイ王 国

ネパール

休 止

台北西北RCとの交流

未　定

東北部への奨学金、建設、ランチ、図書支援等

ラックバエンデンク村山岳民族定住化への教育支援

検　討　中

フィリピン・サンディワン幼稚園

姉妹クラブとの親睦

口唇口蓋裂治療支援

韓国・慶尚大学日本語学部の学生の短期留学受入

市教育委員会「中学生海外派遣受け入れ事業支援」

人的、金銭的にも不足、田原国際交流協会出向

少人数に付き予算不足、親睦、会員増強に傾注

ラオス ハットファイ小学校に学用品の寄付

東日本大震災の支援

韓国中央大学生を招待し企業訪問やホームスティ

愛教大附属小学校国際交流事業支援及び派遣報告会開催

慶州ナザレ園訪問、ニューポートビーチ市ニューポートバルボアRCと交流

本年度事業見直し年度、国際奉仕についても同様

医学生への奨学金（教育支援）

チュパン族のハーブ茶の栽培指導（国内外への販売）

チェンライ地域の植林支援（オイスカ）

バンコク世界大会への参加

金額未定

チェンマイ大学病院子供先天性心臓疾患手術費支援（ピープルホープジャパン）

支援は本年度は震災で中止

地区RYLAセミナーホストクラブの為、クラブあげての取り組み

␠ጰሻ᢬ ឨឞ・友᝾・᎚ጃクラブ

台北西北RC

ソウル普信閣RC

Can Help Thailand

バンコクベンジャシリRC

NGO[ライズエイジア]

台湾・高雄岡山RC、韓国大邱達西RC

豊橋市民病院医師

市多文化共生国際課、国際交流協会

バリス校

ニューポートバルボアRC

地元協力者

現地NPO法人

東
名
古
屋
分
区

西
࿁
⏇
࿜
分
区

西
࿁
⏇
分
区
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真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］資料編

［Reference］

資
料
編

東
࿁
⏇
分
区

ク ラ ブ

名 古 屋 北

名 古 屋 東

名古屋守山

名古屋和合

名古屋名東

名古屋名北

名古屋千種

名古屋昭和

名 古 屋 錦

名古屋東山

名 古 屋 葵

豊 橋

蒲 郡

豊 橋 北

豊 川

田 原

豊 橋 南

新 城

渥 美

奥 三 河

豊 川 宝 飯

豊橋ゴールデン

田原パシフィック

豊 橋 東

岡 崎

豊 田

岡 崎 南

豊 田 西

岡 崎 東

豊 田 東

岡 崎 城 南

豊 田 三 好

豊 田 中

刈 谷

安 城

西 尾

碧 南

西 尾 一 色

高 浜

知 立

西尾 KIRARA 

三 河 安 城

␠ጰἧ㨏థᣠ㚼国

100,000

200,000

50,000

100,000

100,000

100,000

50,000

50,000

地区3-ထⲱ

400,000

200,000

200,000

50,000

100,000

100,000

400,000

200,000

100,000

250,000

200,000

100,000

100,000

300,000

600,000

100,000

400,000

100,000

614,000

400,000

300,000

50,000

770,000

協議中

クラブထⲱ

総事業費402,000円

総事業費50万円

総事業費38万円

総事業費50万円

総事業費40万円

総事業費110万円

2/9～2/13訪問

総事業費48万円

総事業費100万円

ᆌ　⽎

台 湾

地区WCS一任

韓 国

地区WCS一任

タイ王 国

地区WCS一任

タイ王 国

単独事業

フィリピン

台湾、韓国

ベトナム

韓 国

国 内

休 止

休 止

地区WCS一任

休 止

韓 国

アメリカ

地区WCS一任

韓国、アメリカ

休 止

ミャンマー

ネパール

タイ王 国

地区WCS一任

地区WCS一任

休 止

タイ王 国

ネパール

休 止

台北西北RCとの交流

未　定

東北部への奨学金、建設、ランチ、図書支援等

ラックバエンデンク村山岳民族定住化への教育支援

検　討　中

フィリピン・サンディワン幼稚園

姉妹クラブとの親睦

口唇口蓋裂治療支援

韓国・慶尚大学日本語学部の学生の短期留学受入

市教育委員会「中学生海外派遣受け入れ事業支援」

人的、金銭的にも不足、田原国際交流協会出向

少人数に付き予算不足、親睦、会員増強に傾注

ラオス ハットファイ小学校に学用品の寄付

東日本大震災の支援

韓国中央大学生を招待し企業訪問やホームスティ

愛教大附属小学校国際交流事業支援及び派遣報告会開催

慶州ナザレ園訪問、ニューポートビーチ市ニューポートバルボアRCと交流

本年度事業見直し年度、国際奉仕についても同様

医学生への奨学金（教育支援）

チュパン族のハーブ茶の栽培指導（国内外への販売）

チェンライ地域の植林支援（オイスカ）

バンコク世界大会への参加

金額未定

チェンマイ大学病院子供先天性心臓疾患手術費支援（ピープルホープジャパン）

支援は本年度は震災で中止

地区RYLAセミナーホストクラブの為、クラブあげての取り組み

␠ጰሻ᢬ ឨឞ・友᝾・᎚ጃクラブ

台北西北RC

ソウル普信閣RC

Can Help Thailand

バンコクベンジャシリRC

NGO[ライズエイジア]

台湾・高雄岡山RC、韓国大邱達西RC

豊橋市民病院医師

市多文化共生国際課、国際交流協会

バリス校

ニューポートバルボアRC

地元協力者

現地NPO法人

東
名
古
屋
分
区

西
࿁
⏇
࿜
分
区

西
࿁
⏇
分
区

ᣠ㚼国ク ラ ブ

半 田

常 滑

東 知 多

半 田 南

知 多

大 府

一 宮

津 島

尾 西

一 宮 北

稲 沢

あ ま

名古屋清須

尾 張 中 央

一 宮 中 央

瀬 戸

犬 山

江 南

小 牧

春 日 井

尾 張 旭

名古屋空港

瀬 戸 北

岩 倉

名古屋城北

愛知長久手

名 古 屋

名 古 屋 西

名 古 屋 南

ブータン

タイ王 国

フィリピン

タイ王 国

タイ王 国

タイ王 国

フィリピン

ネパール

台 　 湾

台 　 湾

韓 　 国

オーストラリア

モンゴル

台 　 湾

カンボジア

台 　 湾

オーストラリア

台 　 湾

韓 　 国

カ ナ ダ

フィリピン

台 　 湾

アメリカ

ブラジル

　

津島創立60周年記念式典に

台北滬尾ＲＣを招待

春日井ＲＣ45周年の記念事業

ハワイウェストホノルルＲＣと

2013年1月姉妹提携

有志11数名の親善交流旅行実施

サンパウロ南ＲＣ以外の海外

ＲＣとの姉妹提携検討中

南
尾
張
分
区

東
尾
張
分
区

100,000

200,000

100,000

200,000

50,000

地区ಎྐྵၣ ᆌ　⽎

半田ブータン青少年交流協会へ支援協力

障がい児への支援

2クラブへ奨学金及びスープキッチン支援

3クラブへ水浄化設備の設置支援

浄水器設置支援

タイ国北部山岳地帯の子供たちが育てる

コーヒー豆を購入することによって教育支援

国際奉仕事業を継続して行う

未就学児童就学支援・学校建設資金募金

海外での大規模自然災害等発生時に義援金を募る

窓口となるＲＩ及び地区の国際奉仕事業に協力参加

姉妹クラブの台北滬尾ＲＣ創立7周年記念式典への参加奨励

姉妹ロータリークラブとの交流

韓国蔚山江南RC 例会訪問

カウラ高校から東京成蹊高校への交換留学生を稲沢に招待

ウランバートルにおいて地区補助金を利用した学校の水道設備の整備

姉妹ロータリークラブとの交流

小学校・教員養成学校へ文具等の寄付・新設中学への建設資金の寄付

姉妹提携クラブ草屯扶輪社と共同で「犬

山文庫」を南投縣立旭光高中学に寄贈

2012～2013年より交流開始、友好関係を

深めて近い将来共同事業の実施を希望

姉妹ロータリークラブとの交流

姉妹ロータリークラブとの交流

友好ロータリークラブとの交流

国際支援を計画（2012年～ 2013年支援活動実施）

留学生交流会

海外姉妹クラブとタイアップして現地の教育支援プラグラムを行っている

ＮＩＨＯＮＧＯスピーチコンテストへの協力

姉妹ロータリークラブとの交流

姉妹ロータリークラブ提携50周年記念行事・交流

サンパウロ南RC との地域医療支援活動プロジェクトを実施

␠ጰሻ᢬

NPOワフカ（WAFCA）

カルカンノースRC、パサイミアRC

ウタラジットRC、シラアサナRC、ピチャイRC

バンコク・スリウォンRC

フィリピン・バレンズエラＲＣ

台北滬尾ＲＣ

台湾・水里RC

廚山江南RC

カウラRC

台湾永和ＲＣ

台湾・草屯扶輪社

カランドラＲＣ

東港RC

南釜山RC

ケロナＲＣ

マカティウエストRC

台北仁愛RC

ロサンゼルスRC

サンパウロ南RC

ឨឞ・友᝾・᎚ጃクラブ

●2012年

東 海

西
尾
張
分
区

西
名
古
屋
分
区
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真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

ᣠ㚼国ク ラ ブ

名古屋みなと

名古屋東南

名 古 屋 中

名古屋瑞穂

名古屋大須

名 古 屋 栄

名古屋名南

名古屋名駅

名古屋丸の内

中部名古屋みらい

名 古 屋 北

名 古 屋 東

名古屋守山

名古屋和合

名古屋名東

名古屋名北

名古屋千種

名古屋昭和

名 古 屋 錦

名古屋東山

名 古 屋 葵

豊 橋

蒲 郡

豊 橋 北

豊 川

田 原

豊 橋 南

新 城

渥 美

奥 三 河

豊 川 宝 飯

豊橋ゴールデン

田原パシフィック

豊 橋 東

フィジー共和国

ネパール

台 　 湾

ハ ワ イ

台 　 湾

台 　 湾

カンボジア

台 　 湾

カンボジア

韓 　 国

インドネシア

　

タイ王 国

韓 　 国

ベトナム

タイ王 国

台 　 湾

台 　 湾

韓 　 国

ベトナム

韓 　 国

スリランカ

台 　 湾

韓 　 国

　

国際事情勉強するため、海外視察旅行を検討

グローバル補助金事業＝バング

ラディッシュへ医療機関の増設

年一度チュバアンポウ村を訪問

国際友好クラブの研究・設立を目指す

グローバル補助金承認済、次年度も継続

西
名
古
屋
分
区

東
名
古
屋
分
区

 

30,000

100,000

100,000

100,000

50,000

100,000

地区ಎྐྵၣ ᆌ　⽎

地区国際奉仕活動に協力。国際研修センターの理事として登録

フィジーにおける植林活動等

ルルーザトレーニングセンターの活動支援

公益財団法人オイスカ推進の「子供の森」計画に参加

台北延平RCとの事業共有及び親睦

ワイキキRC への例会参加、ハワイの日系人高齢者介護施設に慰問し日本歌唱

のミニコンサートを開催、ハワイ日系人ジャパニーズセンターでの資料保存活動

書損じはがきや使用済切手を回収し、日本ユネスコに寄付

姉妹ロータリークラブとの交流

姉妹クラブ台北建成RCが当クラブ22周年機記念例会へ来訪。

協同でグローバル補助金申請事業計画を予定しており、詳細打合せ

カンポット州チュバアンポウ村へ医薬品支援と小中学生600名へ

ノート・鉛筆の配布、図書の寄贈。有志寄付による職員室寄贈

台北西北RCの創立記念例会に参加

「明日の会」の設立趣旨に賛同し、設備向上資金を提供

国際奉仕活動への参加と研究

カンボジアでの小学校建設と教育面での活動支援。

カンボジアの学生を日本へ誘致、ホームステイの実施

姉妹ロータリークラブとの交流

バリ島デンパサール北東地区に16 ヶ所の貯水槽（衛生設備を含む）の設置

キャンヘルプタイランド（Can Help Thailand）支援継続

友好提携を更に進める

養護施設への支援継続

ラックバエンデンク村山岳民族定住化の為、籾殻燻炭製造機を提供及び指導

「あしなが奨学金」による教材他を同村の子供に寄贈・教育支援

姉妹ロータリークラブ50周年大会に参加

ＷＦＰへの寄付

姉妹ロータリークラブとの交流

山本医師を通じてベトナムの口蓋裂患者への支援活動

姉妹ロータリークラブとの交流

スリランカの小中学校のトイレを建設支援、

識字率向上のためパソコン３台を寄贈

姉妹締結に向けての調査・研究の開始

地元地域社会における国際的な文化活動の支援等

韓国中央大学校の学生を招聘し企業訪問やホームスティ

␠ጰሻ᢬

台北延平RC

ワイキキRC

台北ミレニアムRC

台北建成RC

台北西北RC

ソウル普信閣RC

バリ・タマンRC

ＡＭＩＲＣ

バンコクベンジャシリＲＣ

台湾基隆ＲＣ

岡山RC

大邱達西RC 

大邱嶺南ＲＣ

ឨឞ・友᝾・᎚ጃクラブ

東
࿁
⏇
分
区
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［Reference］

資
料
編

ᣠ㚼国ク ラ ブ

名古屋みなと

名古屋東南

名 古 屋 中

名古屋瑞穂

名古屋大須

名 古 屋 栄

名古屋名南

名古屋名駅

名古屋丸の内

中部名古屋みらい

名 古 屋 北

名 古 屋 東

名古屋守山

名古屋和合

名古屋名東

名古屋名北

名古屋千種

名古屋昭和

名 古 屋 錦

名古屋東山

名 古 屋 葵

豊 橋

蒲 郡

豊 橋 北

豊 川

田 原

豊 橋 南

新 城

渥 美

奥 三 河

豊 川 宝 飯

豊橋ゴールデン

田原パシフィック

豊 橋 東

フィジー共和国

ネパール

台 　 湾

ハ ワ イ

台 　 湾

台 　 湾

カンボジア

台 　 湾

カンボジア

韓 　 国

インドネシア

　

タイ王 国

韓 　 国

ベトナム

タイ王 国

台 　 湾

台 　 湾

韓 　 国

ベトナム

韓 　 国

スリランカ

台 　 湾

韓 　 国

　

国際事情勉強するため、海外視察旅行を検討

グローバル補助金事業＝バング

ラディッシュへ医療機関の増設

年一度チュバアンポウ村を訪問

国際友好クラブの研究・設立を目指す

グローバル補助金承認済、次年度も継続

西
名
古
屋
分
区

東
名
古
屋
分
区

 

30,000

100,000

100,000

100,000

50,000

100,000

地区ಎྐྵၣ ᆌ　⽎

地区国際奉仕活動に協力。国際研修センターの理事として登録

フィジーにおける植林活動等

ルルーザトレーニングセンターの活動支援

公益財団法人オイスカ推進の「子供の森」計画に参加

台北延平RCとの事業共有及び親睦

ワイキキRC への例会参加、ハワイの日系人高齢者介護施設に慰問し日本歌唱

のミニコンサートを開催、ハワイ日系人ジャパニーズセンターでの資料保存活動

書損じはがきや使用済切手を回収し、日本ユネスコに寄付

姉妹ロータリークラブとの交流

姉妹クラブ台北建成RCが当クラブ22周年機記念例会へ来訪。

協同でグローバル補助金申請事業計画を予定しており、詳細打合せ

カンポット州チュバアンポウ村へ医薬品支援と小中学生600名へ

ノート・鉛筆の配布、図書の寄贈。有志寄付による職員室寄贈

台北西北RCの創立記念例会に参加

「明日の会」の設立趣旨に賛同し、設備向上資金を提供

国際奉仕活動への参加と研究

カンボジアでの小学校建設と教育面での活動支援。

カンボジアの学生を日本へ誘致、ホームステイの実施

姉妹ロータリークラブとの交流

バリ島デンパサール北東地区に16 ヶ所の貯水槽（衛生設備を含む）の設置

キャンヘルプタイランド（Can Help Thailand）支援継続

友好提携を更に進める

養護施設への支援継続

ラックバエンデンク村山岳民族定住化の為、籾殻燻炭製造機を提供及び指導

「あしなが奨学金」による教材他を同村の子供に寄贈・教育支援

姉妹ロータリークラブ50周年大会に参加

ＷＦＰへの寄付

姉妹ロータリークラブとの交流

山本医師を通じてベトナムの口蓋裂患者への支援活動

姉妹ロータリークラブとの交流

スリランカの小中学校のトイレを建設支援、

識字率向上のためパソコン３台を寄贈

姉妹締結に向けての調査・研究の開始

地元地域社会における国際的な文化活動の支援等

韓国中央大学校の学生を招聘し企業訪問やホームスティ

␠ጰሻ᢬

台北延平RC

ワイキキRC

台北ミレニアムRC

台北建成RC

台北西北RC

ソウル普信閣RC

バリ・タマンRC

ＡＭＩＲＣ

バンコクベンジャシリＲＣ

台湾基隆ＲＣ

岡山RC

大邱達西RC 

大邱嶺南ＲＣ

ឨឞ・友᝾・᎚ጃクラブ

東
࿁
⏇
分
区

ᣠ㚼国ク ラ ブ

岡 崎

豊 田

岡 崎 南

豊 田 西

豊 田 東

岡 崎 城 南

豊 田 三 好

豊 田 中

刈 谷

安 城

西 尾

碧 南

高 浜

西尾 KIRARA 

三 河 安 城

アメリカ

韓 　 国

台 　 湾

ブラジル

カンボジア

ミャンマー

ネパール

タイ王 国

カンボジア

アメリカ

タイ王 国

タイ王 国

ベトナム

　

有志で現地に診療所を建設した

西
࿁
⏇
࿜
分
区

100,000

地区ಎྐྵၣ ᆌ　⽎

愛教大附属岡崎小学校とバリス校との交換留学事業支援

慶州ナザレ園訪問

「栄光育幼院」訪問による文具等寄贈、子ども達との交流を継続

台湾での国際奉仕活動に併せて現地ＲＣ・企業の訪問、交流活動を計画

豊田市国際交流協会を通じて、在住外国人のための図書寄贈を実施

アマゾン森林保護植林事業の助成金による支援継続

カンボジア教育事業の助成金による支援継続

教育支援プログラム継続実施。医学生への奨学金（教育支援）

チェパン小民族に対する貧困撲滅事業（ハーブ生産支援）

タイ・チェンティ地区の植林活動継続・世界ネットワーク活動グループへの参加を模索

カンボジア井戸掘削事業

碧南市友好親善協会に協力

エコキャップ運動（ペットボトルキャップでポリオワクチン寄贈）

姉妹ロータリークラブとの交流

タイ・チェンマイへクラブ独自のプロジェクト計画

チェンマイの若者のＨＩＶ / ＡＩＤＳに関する知識向上教育（ピア教育）支援

チェンマイ大学病院小児先天性心臓疾患手術費支援

ビンミン（Binh Minh）障害者学校へ毛布、服等支援

␠ጰሻ᢬

Ratnanager　RC

サンリアンドロＲＣ

ឨឞ・友᝾・᎚ጃクラブ

岡 崎 東

西 尾 一 色

知 立

西
࿁
⏇
分
区

ᣠ㚼国ク ラ ブ

半 田

常 滑

東 知 多

半 田 南

知 多

大 府

一 宮

津 島

尾 西

一 宮 北

稲 沢

あ ま

名古屋清須

尾 張 中 央

一 宮 中 央

ブータン

タ イ

タ イ

フィリピン

ベトナム

タ イ

イ ン ド

ネパール

台 　 湾

台 　 湾

台 　 湾

カンボジア

新地区補助金（クラブ22万・新地区補助

金22万・ブータン青少年交流協会5万）

国際奉仕委員会の卓話

地区識字率向上委員会の卓話

南
尾
張
分
区

50,000

100,000

100,000

地区ಎྐྵၣ ᆌ　⽎

ブータン王国の小中学校へ絵本を寄贈

ファーザーレー財団へ支援金

フィリピン奨学金及びスープキッチン（給食支援）

タイ水浄化装置の設置

地区国際奉仕委員会に一任幼稚園への寄付

コーヒー豆購入による生徒寮の支援

インドのRCと情報交換・交流

未就学児童就学支援・学校建設募金

水里ＲＣ（会員・ご家族）クラブ訪問あり親睦会開催

インターアクトクラブ海外派遣研修の支援

永和RCと共に友好クラブ阿波池田RC創立45周年記念式典に参加

小中学校および教員養成学校への支援

␠ጰሻ᢬

　

シラアサナRC（ウタラジットRC）（ピチャイRC）

パサイミアRC、カルカンノースRC

台北滬尾ＲＣ

水里RC

永和ＲＣ

ឨឞ・友᝾・᎚ጃクラブ

●2013年

東 海

西
尾
張
分
区

100,000
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ᣠ㚼国ク ラ ブ

瀬 戸

犬 山

江 南

小 牧

春 日 井

尾 張 旭

名古屋空港

瀬 戸 北

岩 倉

名古屋城北

愛知長久手

名 古 屋

名 古 屋 西

名 古 屋 南

名古屋みなと

名古屋東南

名 古 屋 中

名古屋瑞穂

名古屋大須

名 古 屋 栄

名古屋名南

名古屋名駅

名古屋丸の内

中部名古屋みらい

名 古 屋 北

名 古 屋 東

名古屋守山

名古屋和合

名古屋名北

名古屋千種

名古屋昭和

名 古 屋 錦

名古屋東山

名 古 屋 葵

名古屋アイリス

韓 　 国

台 　 湾

オーストラリア

フィリピン

フィリピン、タイ

香港、アメリカ

台 　 湾

タ イ

ネパール

フィリピン

カンボジア

台 　 湾

イ ン ド

カンボジア

カンボジア

韓 　 国

インドネシア

タ イ

バングラディシュ

　

友好クラブに向けて協議中

自費400万円にて水洗トイレ セブ島

世界大会への出席に対して

登録料の一部負担のお願い

姉妹クラブ訪問時に地区ガバナーか国際

奉仕委員長のメッセージをお願いしたい。

国際奉仕委員会による卓話

2014.2.20例会卓話依頼

2014.2.14、3.14卓話依頼

2/4地区委員による卓話、6/21姉妹提携

RC（台北ミレニアムRC）周年行事参加

地区補助金を利用して総額約70万円

式典に当クラブ会長、国際奉仕委員長参加

4月26日完成引渡し式典に出席

「グローバル補助金」利用

姉妹提携クラブを選択中

東
尾
張
分
区

西
名
古
屋
分
区

100,000

50,000

50,000

20,000

100,000

US$56,000

50,000

50,000

30,000

地区ಎྐྵၣ ᆌ　⽎

済州島ヨンジュRCの例会に参加

姉妹提携クラブ草屯扶輪社と共同で「犬山文

庫」を南投縣草屯鎮虎山國民小学學に寄贈

ソロモン諸島ギゾ小学校へ学用品の寄贈支援

セブ島の中学生に2.5万円教育援助17名

クラブ独自記念品程度

フィリピンマカティウエストRCと共同で就学支援

姉妹クラブフィリピン・タイ・香港・ハワイ

各RCと訪問

毎年実施の日本語スピーチコンテスト

姉妹クラブ台北仁愛ＲＣへ訪問

姉妹クラブであるロサンゼルスＲＣにちなんだ「ロサン

ゼルスで―」を設け相応しいスピーカーを招聘します

国際災害義捐金の募集

ベトナム視察旅行を実施、米山奨学生と交歓

タイ・バンコクにおける学校図書の支援プロジェクト

ネパールの電気の無い村へソーラー発電装置の設置

大須小学校とネパールの児童とのインターネット交流会

サンミゲル小学校校舎建設支援計画のための現地視察

姉妹提携クラブの来訪・親睦交流・国際

共同支援等の打ち合わせ

姉妹提携クラブ周年記念例会へ参加、RIグローバル補助金事業ならびに

バングラディシュサイクロンシェルター建設支援共同事業計画の協議

小中学校への文具支援と村の診療所への薬を寄付

精神障害者製パン技術養成訓練計画10万円

インド「明日の会」活動支援のため現地訪問旅費50万円

カンボジア王国芸術大学ホールFMマイクロフォンシステムの寄贈30万円

カンボジアに「簡易水道施設」建設

姉妹クラブSeoul普信閣RCの創立20周年記念式典に参加

Bali Taman RCの実施する「Clean Water Project」に協力

キャンヘルプタイランド活動支援協力40万円

グローバル補助金事業を検討中

␠ጰሻ᢬

草屯扶輪社

カランドラＲＣ

マカティウエストＲＣ

ロサンゼルス、シドニー

メキシコシティ各ＲＣ

バンコクスリォンＲＣ

台北建成ＲＣ

台湾6、日本3の計9クラブ

カラヤニ・ナガールRC

プノンペンRC

アンコールＲＣ

SEOUL普信閣RC

Bali Taman RC

ឨឞ・友᝾・᎚ጃクラブ

名古屋名東東
名
古
屋
分
区

200,000

30,000
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ᣠ㚼国ク ラ ブ

瀬 戸

犬 山

江 南

小 牧

春 日 井

尾 張 旭

名古屋空港

瀬 戸 北

岩 倉

名古屋城北

愛知長久手

名 古 屋

名 古 屋 西

名 古 屋 南

名古屋みなと

名古屋東南

名 古 屋 中

名古屋瑞穂

名古屋大須

名 古 屋 栄

名古屋名南

名古屋名駅

名古屋丸の内

中部名古屋みらい

名 古 屋 北

名 古 屋 東

名古屋守山

名古屋和合

名古屋名北

名古屋千種

名古屋昭和

名 古 屋 錦

名古屋東山

名 古 屋 葵

名古屋アイリス

韓 　 国

台 　 湾

オーストラリア

フィリピン

フィリピン、タイ

香港、アメリカ

台 　 湾

タ イ

ネパール

フィリピン

カンボジア

台 　 湾

イ ン ド

カンボジア

カンボジア

韓 　 国

インドネシア

タ イ

バングラディシュ

　

友好クラブに向けて協議中

自費400万円にて水洗トイレ セブ島

世界大会への出席に対して

登録料の一部負担のお願い

姉妹クラブ訪問時に地区ガバナーか国際

奉仕委員長のメッセージをお願いしたい。

国際奉仕委員会による卓話

2014.2.20例会卓話依頼

2014.2.14、3.14卓話依頼

2/4地区委員による卓話、6/21姉妹提携

RC（台北ミレニアムRC）周年行事参加

地区補助金を利用して総額約70万円

式典に当クラブ会長、国際奉仕委員長参加

4月26日完成引渡し式典に出席

「グローバル補助金」利用

姉妹提携クラブを選択中

東
尾
張
分
区

西
名
古
屋
分
区

100,000

50,000

50,000

20,000

100,000

US$56,000

50,000

50,000

30,000

地区ಎྐྵၣ ᆌ　⽎

済州島ヨンジュRCの例会に参加

姉妹提携クラブ草屯扶輪社と共同で「犬山文

庫」を南投縣草屯鎮虎山國民小学學に寄贈

ソロモン諸島ギゾ小学校へ学用品の寄贈支援

セブ島の中学生に2.5万円教育援助17名

クラブ独自記念品程度

フィリピンマカティウエストRCと共同で就学支援

姉妹クラブフィリピン・タイ・香港・ハワイ

各RCと訪問

毎年実施の日本語スピーチコンテスト

姉妹クラブ台北仁愛ＲＣへ訪問

姉妹クラブであるロサンゼルスＲＣにちなんだ「ロサン

ゼルスで―」を設け相応しいスピーカーを招聘します

国際災害義捐金の募集

ベトナム視察旅行を実施、米山奨学生と交歓

タイ・バンコクにおける学校図書の支援プロジェクト

ネパールの電気の無い村へソーラー発電装置の設置

大須小学校とネパールの児童とのインターネット交流会

サンミゲル小学校校舎建設支援計画のための現地視察

姉妹提携クラブの来訪・親睦交流・国際

共同支援等の打ち合わせ

姉妹提携クラブ周年記念例会へ参加、RIグローバル補助金事業ならびに

バングラディシュサイクロンシェルター建設支援共同事業計画の協議

小中学校への文具支援と村の診療所への薬を寄付

精神障害者製パン技術養成訓練計画10万円

インド「明日の会」活動支援のため現地訪問旅費50万円

カンボジア王国芸術大学ホールFMマイクロフォンシステムの寄贈30万円

カンボジアに「簡易水道施設」建設

姉妹クラブSeoul普信閣RCの創立20周年記念式典に参加

Bali Taman RCの実施する「Clean Water Project」に協力

キャンヘルプタイランド活動支援協力40万円

グローバル補助金事業を検討中

␠ጰሻ᢬

草屯扶輪社

カランドラＲＣ

マカティウエストＲＣ

ロサンゼルス、シドニー

メキシコシティ各ＲＣ

バンコクスリォンＲＣ

台北建成ＲＣ

台湾6、日本3の計9クラブ

カラヤニ・ナガールRC

プノンペンRC

アンコールＲＣ

SEOUL普信閣RC

Bali Taman RC

ឨឞ・友᝾・᎚ጃクラブ

名古屋名東東
名
古
屋
分
区

200,000

30,000
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豊 橋

蒲 郡

豊 川

田 原

豊 橋 南

新 城

渥 美

奥 三 河

豊 川 宝 飯

豊橋ゴールデン

田原パシフィック

豊 橋 東

岡 崎

豊 田

岡 崎 南

豊 田 西

岡 崎 東

豊 田 東

岡 崎 城 南

豊 田 三 好

豊 田 中

刈 谷

安 城

西 尾

碧 南

西 尾 一 色

高 浜

知 立

西尾 KIRARA 

三 河 安 城

タ イ

カンボジア

中華民国

ベトナム

韓 国

韓 国

スリランカ

台 湾

韓 国

米 国

カンボジア

ミャンマー

ミャンマー

タ イ

カンボジア

韓 国

　

20万円

地区委員会へクラブ委員長が

出席するのはいかがなものか

例会に地域企業と学生を

招待し、意見交換

東
࿁
⏇
分
区

100,000

50,000

50,000

地区ಎྐྵၣ ᆌ　⽎

タイ国ベンジャシリRCを窓口としてWCS活動60万円

カンボジアへ蒲郡市より寄贈された救急車を贈る100万円

海外身障者支援を行うNPOを通じて地雷被害者へ10万円

当地区ブラジル人学校へのパソコン送呈「（20万円）

中華民国・岡山RC・大韓民国・大邱達西RCとの国際交流活動70万円

山本医師を通じてベトナムの口唇口蓋裂患者への支援活動

韓国短期研修生受入30万予定

韓国の中学生の交流事業30～40万円

スリランカ小中学校建設事業の支援

台中松竹ＲＣと姉妹締結の調印

奉仕プロジェクトに参加し、地域市民に「国際交流」について提言する

世界理解月間にRC及び豊橋RCの国際奉仕の歴史を探求し、

本クラブ会員全員に国際奉仕の理念を理解するための卓話を

実施・今後どのような国際奉仕が必要か討論する

ＮＰＯたはら国際交流協会へ助成

地域企業とのコラボで外国人の学生に就労作業をする中

で相互理解を高める事業を行っている。30～40万

愛知教育大学附属岡崎小学校米国バリス校との交流事業支援

韓国ナザレ園支援15万円

豊田市国際交流協会へ図書寄贈10万円 NPO法人トル

シーダへ支援金10万円、フィリピンへ義援金8万6千円

アマゾン森林保護植林事業の助成金による支援

カンボジア教育事業の助成金による支援2つで15万円

ミャンマーへの支援・親善活動6万円

ミャンマーへの教育支援活動

タイチェンライ「刈谷の森」植林活動110万円

カンボジアへ井戸の保守と維持3万円

継続性のあるプロジェクトを実施中5万円

社会福祉法人木浦共生園「寄宿舎建設支援10万円」

安城市国際交流協会へ助成

␠ጰሻ᢬

ベンジャシリＲＣ

ឨឞ・友᝾・᎚ጃクラブ

豊 橋 北

西
࿁
⏇
࿜
分
区

西
࿁
⏇
分
区

コロンボミッドシティＲＣ
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半 田

常 滑

東 海

東 知 多

半 田 南

知 多

大 府

一 宮

津 島

尾 西

一 宮 北

稲 沢

あ ま

名古屋清須

尾 張 中 央

一 宮 中 央

瀬 戸

犬 山

江 南

小 牧

春 日 井

尾 張 旭

名古屋空港

瀬 戸 北

岩 倉

名古屋城北

愛知長久手

愛知REクラブ

名 古 屋

名 古 屋 西

名 古 屋 南

タ イ

フィリピン

タ イ

タ イ

ネパール

モンゴル

カンボジア

アジア圏

台 湾

オーストラリア

フィリピン

国内重点

フィリピン

市内在住外国人

台 湾

な し

コ ソ ボ

南
尾
張
分
区

東
尾
張
分
区

600,000

150,000

100,000

1,200,000

500,000

110,000USD

事業㛻

200,000

300,000

100,000

600,000

500,000

0

200,000

ሻクラブ㛥担 地区ྐྵၣ

社会奉仕・青少年育成事業

給食援助

リサイクル自転車支援

教育支援・農業自立支援協力

感動のある奉仕プロジェクトに参加

未就学児童就学支援・学校建設募金

7月の祭りに来日、4月の周年に訪台

ウランバートル59番学校支援

互いの周年、主要行事に参加

教育設備支援

子ども支援

Ｂ・Ｇスカウト、台湾童子軍交流

姉妹クラブ共に50周年の相互訪問

ソロモン諸島ギソ島ギソ病院にソーラシステム設置及び教育支援

市内在住外国人との交流又は支援

マカティ大学基金の継続

日本語スピーチコンテスト

仁愛ＲＣ共同事業検討中

Ｇ補助金にて３小学校へ水環境改善事業

事業ሻ᢬

●2014年

西
尾
張
分
区

ウットラジットＲＣ（タイ）

ピチャイラグレオイＲＣ（タイ）

シラアサーナＲＣ（タイ）

カルカンノースＲＣ（フィリピン）

パサイミアＲＣ（フィリピン）

台北滬尾RC（台湾）

水里RC（台湾）

汐止ＲＣ（台湾）

永和ＲＣ（台湾）

ヨンジュRC（韓国）

草屯ＲＣ（台湾）

アシュモアＲＣ（オーストラリア）

潮州RC（台湾）

カランドラRC（RID9600）

サンマルカリーノマニラRC

（フィリピン）、ケローナRC

（カナダ）、セブRC（フィリピン）

伊那RC 継続中

マカティウエストＲＣ（フィリピン）

クーロンウエストＲＣ（香港）

チャンパークチェンマイＲＣ（タイ）

ホノルルウエストＲＣ（ハワイ）

バンクーバーアピュータスRC（カナダ）

北斗RC（台湾）

台北仁愛ＲＣ（台湾）

Los AngelesRC（ＵＳＡ）

Cindad De Mexico D.F.RC（メキシコ）

Sydney N.S.WRC（オーストラリア）

ワイキキRC（USA）

サンパウロ南RC（ブラジル）

コナサンライズRC（USA）

パタヤＲＣ（タイ）

バンコクスリウオンRC

ランプーンRC（タイ）

さいたまユネスコ協会

フレ―ＲＣ（モンゴル）

JST

ＮＧＯ、大使館等

犬山、扶桑Ｂ＆Ｇスカウト

カランドラRC（RID9600）

北斗RC（台湾）

台北仁愛ＲＣ（台湾）

コナサンライズＲＣ

（RID5000）

ឨឞ・友᝾ＲＣ᎚ጃ団႞

あしなが事業

姉妹4クラブ800,000

300,000600,000タ イ 水浄化支援 100,000
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200,000

30,00035,000USD 1,000USD

西
名
古
屋
分
区

国
際
奉
仕
活
動
の
推
移



資
料
編

真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］資料編

［Reference］

資
料
編

㯜ჯ国ク ラ ブ

名古屋みなと

名古屋東南

名 古 屋 中

名古屋瑞穂

名古屋大須

名 古 屋 栄

名古屋名南

名古屋名駅

名古屋丸の内

中部名古屋みらい

名 古 屋 北

名 古 屋 東

名古屋守山

名古屋和合

名古屋名東

名古屋名北

名古屋千種

名古屋昭和

名 古 屋 錦

名古屋東山

名 古 屋 葵

名古屋アイリス

豊 橋

蒲 郡

豊 橋 北

豊 川

田 原

豊 橋 南

新 城

渥 美

奥 三 河

豊 川 宝 飯

豊橋ゴールデン

田原パシフィック

豊 橋 東

岡 崎

豊 田

岡 崎 南

豊 田 西

岡 崎 東

豊 田 東

岡 崎 城 南

発展途上国

ネパール

台 湾

世界各国

台 湾

カンボジア

イ ン ド

カンボジア

インドネシア

バングラデッシュ

韓 国

タ イ

カンボジア

台 湾

韓 国

ベトナム

韓 国

韓 国

台 湾

アメリカ

韓国・台湾

国 内

カンボジア

ミャンマー

ミャンマー

西
名
古
屋
分
区

東
࿁
⏇
分
区

630,953

未　定

100,000

1,500,000

6,000,000

200,000

150,000

600,000

未　定

200,000

600,000

0

320,000

30,000

60,000

2,200,000

事業㛻

300,000

未　定

未　定

100,000

1,000,000

0

200,000

150,000

300,000

200,000

未　定

600,000

0

320,000

30,000

60,000

600,000

ሻクラブ㛥担 地区ྐྵၣ

職業訓練事業支援

短期ホームステイ

旧交換留学生、米山小学生の現況調査

小中学校建設、医療関係援助

グローバル補助金ブネー地区奨学生

向け『E-タブレット』活用教育支援

学生ホームステイプログラム検討中

バリ・ラマンにて水プロジェクト

識字率向上及びインフラ整備（ 学校及び設備）

初期段階の交流を開始

山岳民族教育支援

未定

口唇口蓋裂治療の医療支援

韓国慶尚大学短期研修生2名の受け入れ事業

中学生交流事業

相互訪問

海外で支援活動をしている日本人の援助

ユタ州アルバリス小学校交換事業

ナザレ園への援助、国際交流

在日外国人向け「豊田西RC文庫」

教育支援事業

小中学校へ文房具、ソーラーランタン寄贈

図書資料など人道支援検討中（16回目）

事業ሻ᢬

東
名
古
屋
分
区

西
࿁
⏇
࿜
分
区

台北延平RC（台湾）

ウッディンビル（USA）

台北ミレミアムRC（台湾）

ハワイホノルルサンセットRC（USA）

西北RC（台湾）

プノンペンＲＣ（カンボジア）

SOUL 普信閣RC

アミRC（韓国）

ベンジャミリＲＣ（タイ）

基隆南RC（台湾）

岡山RC（台湾）

大邱達西RC（韓国）

大邱領南ＲＣ（韓国）

台中松竹RC（台湾）

台北大同RC（台湾）

ミッドシティーRC（スリランカ）

台北延平RC

台北ミレミアムRC

プノンペンの医師

NPO 明日の会

カラヤニナガールRC

王立プノンペン大学日本語学科

バリタマンRC

Dhaka Mahanagar RC

ベンジャミリＲＣ（タイ）

なし

個人

慶北大学校師範大学附設中学校

台中松竹RC

たはら国際交流協会

愛教大付属岡崎小学校

NPO法人 トルシーダ

奨学会「KIBOH」

ឨឞ・友᝾ＲＣ᎚ጃ団႞

50,000

50,000

30,000

　

100,000

100,000
100,000

50,000
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張
分
区

東
尾
張
分
区

600,000

150,000

100,000

1,200,000

500,000

110,000USD

事業㛻

200,000

300,000

100,000

600,000

500,000

0

200,000

ሻクラブ㛥担 地区ྐྵၣ

社会奉仕・青少年育成事業

給食援助

リサイクル自転車支援

教育支援・農業自立支援協力

感動のある奉仕プロジェクトに参加

未就学児童就学支援・学校建設募金

7月の祭りに来日、4月の周年に訪台

ウランバートル59番学校支援

互いの周年、主要行事に参加

教育設備支援

子ども支援

Ｂ・Ｇスカウト、台湾童子軍交流

姉妹クラブ共に50周年の相互訪問

ソロモン諸島ギソ島ギソ病院にソーラシステム設置及び教育支援

市内在住外国人との交流又は支援

マカティ大学基金の継続

日本語スピーチコンテスト

仁愛ＲＣ共同事業検討中

Ｇ補助金にて３小学校へ水環境改善事業

事業ሻ᢬

●2014年

西
尾
張
分
区

ウットラジットＲＣ（タイ）

ピチャイラグレオイＲＣ（タイ）

シラアサーナＲＣ（タイ）

カルカンノースＲＣ（フィリピン）

パサイミアＲＣ（フィリピン）

台北滬尾RC（台湾）

水里RC（台湾）

汐止ＲＣ（台湾）

永和ＲＣ（台湾）

ヨンジュRC（韓国）

草屯ＲＣ（台湾）

アシュモアＲＣ（オーストラリア）

潮州RC（台湾）

カランドラRC（RID9600）

サンマルカリーノマニラRC

（フィリピン）、ケローナRC

（カナダ）、セブRC（フィリピン）

伊那RC 継続中

マカティウエストＲＣ（フィリピン）

クーロンウエストＲＣ（香港）

チャンパークチェンマイＲＣ（タイ）

ホノルルウエストＲＣ（ハワイ）

バンクーバーアピュータスRC（カナダ）

北斗RC（台湾）

台北仁愛ＲＣ（台湾）

Los AngelesRC（ＵＳＡ）

Cindad De Mexico D.F.RC（メキシコ）

Sydney N.S.WRC（オーストラリア）

ワイキキRC（USA）

サンパウロ南RC（ブラジル）

コナサンライズRC（USA）

パタヤＲＣ（タイ）

バンコクスリウオンRC

ランプーンRC（タイ）

さいたまユネスコ協会

フレ―ＲＣ（モンゴル）

JST

ＮＧＯ、大使館等

犬山、扶桑Ｂ＆Ｇスカウト

カランドラRC（RID9600）

北斗RC（台湾）

台北仁愛ＲＣ（台湾）

コナサンライズＲＣ

（RID5000）

ឨឞ・友᝾ＲＣ᎚ጃ団႞

あしなが事業

姉妹4クラブ800,000

300,000600,000タ イ 水浄化支援 100,000

100,000

50,000

50,000

0

不明

30,000

200,000

30,00035,000USD 1,000USD

西
名
古
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分
区
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真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

㯜ჯ国ク ラ ブ

豊 田 三 好

豊 田 中

刈 谷

安 城

西 尾

碧 南

西 尾 一 色

高 浜

知 立

西尾 KIRARA 

三 河 安 城

ミャンマー

フィリピン

タ イ

ブラジル

200,000

未　定

事業㛻

200,000

50,000

ሻクラブ㛥担 地区ྐྵၣ

子供たちへの日本語教育支援

マングローブの再生（新地区補助金）

HIV感染者の児童収容施設への支援

サンパウロ国際大会への積極的参加

事業ሻ᢬

西
࿁
⏇
分
区

コロンバスRC（USA）

ミササガRC（カナダ）

サンリアンドロRC（USA）

ウィンダムRC（オーストラリア）

米山奨学生

ឨឞ・友᝾ＲＣ᎚ጃ団႞

㯜ჯ国ク ラ ブ

半 田

常 滑

東 海

東 知 多

半 田 南

知 多

大 府

一 宮

津 島

尾 西

一 宮 北

稲 沢

あ ま

名古屋清須

尾 張 中 央

一 宮 中 央

瀬 戸

犬 山

江 南

小 牧

春 日 井

尾 張 旭

ブータン

な し

タ イ

フィリピン

な し

タ イ

タ イ

モンゴル

ネパール

な し

な し

フィリピン

カンボジア

台 湾

ネパール

フィリピン

台 湾

韓 国

南
尾
張
分
区

1,000,000

1,000,000

150,000

100,000

1,000USD

1,000,000

800,000

200,000

400,000

事業㛻

500,000

1,000,000

150,000

100,000

1,000USD

100,000

500,000

400,000

100,000

200,000

ሻクラブ㛥担 地区3-ྐྵၣ

中学生（4名）の短期交換留学事業

集会施設等の支援

給食事業及び奨学金事業

図書支援

職業訓練学校寮生の育成コーヒー豆の購入

盲学校の活動支援

未就学児就学支援（10名）

姉妹クラブ要請待ち

ストリートチルドレン収容施設建設事業への協力

地区PJ一任

学用品支援（小学）給食設備及び給食支援（中学）

犬山文庫の寄贈

昨年度、姉妹クラブと周年相互訪問

マドゥの母校へパソコンの寄贈

セブ島に水資源確保事業を検討中

姉妹クラブ周年記念式典への訪問

姉妹クラブ周年記念式典への訪問

事業ሻ᢬

●2015年

西
尾
張
分
区

東
尾
張
分
区

米国・ミッドランドRC

タイ・シラアサナRC

フィリピン・パサイミアRC

フィリピン・カルカンノースRC

タイ・スリウォンRC

台湾・台北滬尾ＲＣ

オーストラリア・カウラRC

韓国・蔚山江南RC

台湾・永和RC

米国・イングルウッドRC

台湾・草屯ＲＣ

オーストラリア・アシュモアRC

台湾・潮州RC

オーストラリア・カランドラRC

韓国・南釜山RC

台湾・東港ＲＣ

カナダ・ケローナRC

フィリピン・セブRC

フィリピン・サンマルセリーノマニラＲＣ

半田ブータン青少年交流協会

バンコクスリウォンRC

ウランバートルRC

さいたまユネスコ協会

台湾・水里RC

NPO法人 I CAN

NGO JSTシェムリアップ

草屯RC

米山奨学生・マドゥ

セブRC

ឨឞ・友᝾ＲＣ᎚ጃ団႞

100,000

50,000

地区PJ 一任金額 1,220,000
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［Governor year］
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真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］資料編

［Reference］

資
料
編

㯜ჯ国ク ラ ブ

豊 田 三 好

豊 田 中

刈 谷

安 城

西 尾

碧 南

西 尾 一 色

高 浜

知 立

西尾 KIRARA 

三 河 安 城

ミャンマー

フィリピン

タ イ

ブラジル

200,000

未　定

事業㛻

200,000

50,000

ሻクラブ㛥担 地区ྐྵၣ

子供たちへの日本語教育支援

マングローブの再生（新地区補助金）

HIV感染者の児童収容施設への支援

サンパウロ国際大会への積極的参加

事業ሻ᢬

西
࿁
⏇
分
区

コロンバスRC（USA）

ミササガRC（カナダ）

サンリアンドロRC（USA）

ウィンダムRC（オーストラリア）

米山奨学生

ឨឞ・友᝾ＲＣ᎚ጃ団႞

㯜ჯ国ク ラ ブ

半 田

常 滑

東 海

東 知 多

半 田 南

知 多

大 府

一 宮

津 島

尾 西

一 宮 北

稲 沢

あ ま

名古屋清須

尾 張 中 央

一 宮 中 央

瀬 戸

犬 山

江 南

小 牧

春 日 井

尾 張 旭

ブータン

な し

タ イ

フィリピン

な し

タ イ

タ イ

モンゴル

ネパール

な し

な し

フィリピン

カンボジア

台 湾

ネパール

フィリピン

台 湾

韓 国

南
尾
張
分
区

1,000,000

1,000,000

150,000

100,000

1,000USD

1,000,000

800,000

200,000

400,000

事業㛻

500,000

1,000,000

150,000

100,000

1,000USD

100,000

500,000

400,000

100,000

200,000

ሻクラブ㛥担 地区3-ྐྵၣ

中学生（4名）の短期交換留学事業

集会施設等の支援

給食事業及び奨学金事業

図書支援

職業訓練学校寮生の育成コーヒー豆の購入

盲学校の活動支援

未就学児就学支援（10名）

姉妹クラブ要請待ち

ストリートチルドレン収容施設建設事業への協力

地区PJ一任

学用品支援（小学）給食設備及び給食支援（中学）

犬山文庫の寄贈

昨年度、姉妹クラブと周年相互訪問

マドゥの母校へパソコンの寄贈

セブ島に水資源確保事業を検討中

姉妹クラブ周年記念式典への訪問

姉妹クラブ周年記念式典への訪問

事業ሻ᢬

●2015年

西
尾
張
分
区

東
尾
張
分
区

米国・ミッドランドRC

タイ・シラアサナRC

フィリピン・パサイミアRC

フィリピン・カルカンノースRC

タイ・スリウォンRC

台湾・台北滬尾ＲＣ

オーストラリア・カウラRC

韓国・蔚山江南RC

台湾・永和RC

米国・イングルウッドRC

台湾・草屯ＲＣ

オーストラリア・アシュモアRC

台湾・潮州RC

オーストラリア・カランドラRC

韓国・南釜山RC

台湾・東港ＲＣ

カナダ・ケローナRC

フィリピン・セブRC

フィリピン・サンマルセリーノマニラＲＣ

半田ブータン青少年交流協会

バンコクスリウォンRC

ウランバートルRC

さいたまユネスコ協会

台湾・水里RC

NPO法人 I CAN

NGO JSTシェムリアップ

草屯RC

米山奨学生・マドゥ

セブRC

ឨឞ・友᝾ＲＣ᎚ጃ団႞

100,000

50,000

地区PJ 一任金額 1,220,000
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㯜ჯ国ク ラ ブ

名古屋空港

瀬 戸 北

岩 倉

名古屋城北

愛知長久手

愛知 REクラブ

名 古 屋

名 古 屋 西

名 古 屋 南

名古屋みなと

名古屋東南

名 古 屋 中

名古屋瑞穂

名古屋大須

名 古 屋 栄

名古屋名南

名古屋名駅

名古屋丸の内

中部名古屋みらい

名 古 屋 北

名 古 屋 東

名古屋守山

名古屋和合

名古屋名東

名古屋名北

名古屋千種

名古屋昭和

名 古 屋 錦

名古屋東山

名 古 屋 葵

名古屋アイリス

米 国

泰 国

フィリピン

多 数 国

台 湾

コ ソ ボ

南アフリカ

ホンジュラス

台 湾

未 定

ハ ワ イ

フィンランド

バングラディッシュ

カンボジア

ネパール

台 湾

イ ン ド

ハ ワ イ

カンボジア

な し

タ イ

バングラディッシュ

な し

東
尾
張
分
区

300,000

1,000,000

90,020USD

30,000

300,000

1,145,000

800,000

56,574USD

200,000

5,000,000

500,000

3,000,000

事業㛻

300,000

200,000

50,000

1,000USD

300,000

受益者負担

0

200,000

500,000

ሻクラブ㛥担 地区3-ྐྵၣ

周年事業への出席

マカティ大学奨学金事業

NIHONGOスピーチコンテスト

予定なし

周年例会への参加

地区PJ一任

地区PJ一任

地区PJ一任

飲料水の確保

学校建設支援

小学校へ机の寄贈

台湾の子供のホームスティ受け入れ

補助金の活用事業

現地日系ロータリアンと交流

地区PJ一任

交換留学生のホストRC訪問

サイクロンシェルターの建設指導の援助

診療所の薬品補充と近隣小中学校への文具支援

震災復興支援（子供への支援）

周年記念例会に参加

G補助金事業：小学校へIT教育支援（プネー市郊外）

ハーフマラソン参加や現地RC共同ボランティア

プノンペン大学生のホームスティ体験援助

地区補助金（東日本大震災）

地区PJ一任

奨学金、学校建設、給食、図書、就学支援等

介護ベットの寄贈（老人介護用）

雨水採取による飲料水確保事業

地区PJ一任

親クラブ（名古屋北RC）への協力

事業ሻ᢬

西
名
古
屋
分
区

東
名
古
屋
分
区

米国・ウェストホノルルRC

タイ・チャンパークチェンマイRC

フィリピン・マカティウェストRC 

香港・九龍ウェストRC

加州・バンクーバーアビュータス

台湾・北斗RC

台湾・中原RC

米国・Los Angeles RC 

メキシコ・Cindad De Mexico D.F.RC

豪州・Sydney N.S.W RC

米国・コナサンライズRC

ブラジル・サンパウロ南RC

台湾・台北延平RC

米国・ウッディンビルRC

台湾・台北ミレミアムRC

米国・ホノルルサンセットRC

台湾・健成RC

台湾・台北西北RC

カンボジア・プノンペンRC

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ水資源施設ﾒﾝﾃﾅﾝｽに転用→

韓国・普信閣RC

シンガポール・ラッフルズシティRC 

韓国・大邱東端RC

バングラディッシュ・

ダッカマハラガーRC

韓国・AMI-RC

瀬戸市国際センター

台北仁愛RC

ハワイ・コナサンライズRC

南ア・ホワイトリバーRC

ＡＭＤＡ社会開発機構

マインメイシンRC

建成RC共同G補助金事業

カラヤニナガールRC、NPO明日の会

全クラブ会員

NGO Can Help Thailand

G補助金申請事業

ឨឞ・友᝾ＲＣ᎚ጃ団႞

200,000

50,000

50,000

50,000

50,000

50,000

100,000

100,000

30,000

※名古屋和合RCは当初10万円の予算を組みましたが、3年前のカンボジア支援のメンテナンス要望に流用申し入れ



資
料
編

真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017
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㯜ჯ国ク ラ ブ

半 田

常 滑

東 海

東 知 多

半 田 南

知 多

大 府

一 宮

津 島

尾 西

一 宮 北

稲 沢

あ ま

名古屋清須

尾 張 中 央

一 宮 中 央

瀬 戸

犬 山

江 南

小 牧

春 日 井

尾 張 旭

名古屋空港

瀬 戸 北

岩 倉

名古屋城北

愛知長久手

愛知REクラブ

ブータン王国

タ イ

フィリピン

タ イ

タ イ

モンゴル

カンボジア

台 湾

フィリピン

香 港

フィリピン

多 数 国

イ ン ド

南
尾
張
分
区

東
尾
張
分
区

1,000,000

1,000,000

100,000

50,000

1,200,000

900,000

1,000,000

100,000

890,000

200,000

500,000

事業㛻

550,000

1,000,000

100,000

50,000

600,000

450,000

1,000,000

100,000

890,000

200,000

300,000

ሻクラブ㛥担 地区3-ྐྵၣ

ブータン王国僻地農業支援事業

小学校集会所建設

奨学金支援

図書支援

一杯のコーヒーから

韓国・オーストラリアからの留学生

砂漠化防止対策支援事業

シェムリアップ州 バイヨン中学/ 日本で先生の研修

青少年交流活動・WCS 事業・

表敬訪問

中学生に奨学金制度

周年事業の相互訪問

教育基金を拠出して教育資金にする

NIHONGOスピーチコンテスト

学童への物資支援

事業ሻ᢬

●2016年

西
尾
張
分
区

ミッドランドRC

シラアサナRC

ピチャイRC

パサイミアRC

カルカンノースRC

バンコク スリウォンRC

モンゴル・ウランバートルRC

フィリピン・バレンゼーラRC

台北滬尾RC

台湾・水里RC

マレーシア・ペナンRC

オーストラリア・カウラRC

大韓民国・蔚山江南RC

台湾・汐止RC

台湾・永和RC

アメリカ・イングルウッドRC

台湾・草屯RC

オーストラリア・アシュモアRC

台湾・潮州RC

台湾・東港RC

カナダ・ケローナRC

大韓民国・南釜山RC

フィリピン・マカティウエストRC

タイ・チャンパーフチェンマイRC

香港・クーロンウエストRC

ハワイ・ホノルルウエストRC

カナダ バンクーバーアビュータス

台湾・仁愛RC

台湾・中原RC

インド・リシケシュRC

ブータン王国 ティンプーRC

（タイ）

ウタラジットRC

（フィリピン）

ルンアルンプロジェクト

モンゴル・フレーRC

カンボジアNGO/JST

フィリピン・セブRC

瀬戸市国際センター

インド2クラブ

ឨឞ・友᝾ＲＣ᎚ጃ団႞

100,000

200,000

100,000

50,000

50,000

50,000

50,000

110,000

30,000

293

㯜ჯ国ク ラ ブ

豊 橋

蒲 郡

豊 橋 北

豊 川

田 原

豊 橋 南

新 城

渥 美

豊 川 宝 飯

豊橋ゴールデン

田原パシフィック

豊 橋 東

岡 崎

豊 田

岡 崎 南

豊 田 西

岡 崎 東

豊 田 東

岡 崎 城 南

豊 田 三 好

豊 田 中

刈 谷

安 城

西 尾

碧 南

西 尾 一 色

高 浜

知 立

西尾 KIRARA 

三 河 安 城

タ イ

な し

な し

ベトナム

な し

韓 国

タ イ

台 湾

アメリカ

アメリカ

国 内

カンボジア

ミャンマー

ミャンマー

台 湾

タ イ

在住外国人

ミャンマー

インドネシア

フィリピン

フィリピン

西
࿁
⏇
࿜
分
区

600,000

100,000

55,000

600,000

150,000

200,000

30,000

60,000

50,000USD

150,000

次年度

以降

3,000,000

3,000,000

事業㛻

300,000

100,000

200,000 

55,000

600,000

150,000

200,000

 

60,000

 

150,000

 

750,000

805,216

ሻクラブ㛥担 地区3-ྐྵၣ

山岳民族定住化の一環で子供たちへの教育支援

口唇口蓋裂医療活動支援

市内中学生と大邱市中学生の相互派遣

バムルンラットウィッタヤコン小学校奨学基金

相互交換植樹事業

愛教大付小とインディアナ州ポールステイト大付小との交流事業

地区PJ一任

姉妹クラブとの定期交流

豊田市国際交流協会への図書寄贈

NPO法人 トルシーダへの支援

教育支援

教育支援（文房具）の寄贈

教育支援事業

中学生交換事業は市の事業に移管

山間地域への水資源援助

子宮頸がん予防ワクチン接種と教育（Ｇ補助金事業）

安城市国際ワールドフェスティバル

検討中

地区PJ一任

水資源や環境整備、子供たちへの支援

地区PJ一任

検討中

幼稚園舎の建設

地区補助金事業（サンディワン・デイケアセンター）

事業ሻ᢬

東
࿁
⏇
分
区

西
࿁
⏇
分
区

タイ・ベンジャミリRC

台湾・基隆南RC

台湾・岡山RC

韓国・大邱達西RC

大邱領南RC（韓国）

台湾・台中松竹RC

米国・ニューポートバルボアRC

コロンバスRC（USA）

カナダ・ミササガRC

アメリカ・サンデアンドロRC

韓国・釜山五六島RC

3350地区ベンジャリンＲＣ

NPOたはら国際交流協会

ヤンゴンロータリークラブ

3350地区スワナプームRC

安城市国際交流協会

三河安城RC

西尾KIRARARC

ឨឞ・友᝾ＲＣ᎚ጃ団႞

100,000

30,000

50,000

50,000

50,000

地区PJ 一任金額 1,110,000

国
際
奉
仕
活
動
の
推
移
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ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］
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［Editor's note after editing］資料編

［Reference］

資
料
編

㯜ჯ国ク ラ ブ

半 田

常 滑

東 海

東 知 多

半 田 南

知 多

大 府

一 宮

津 島

尾 西

一 宮 北

稲 沢

あ ま

名古屋清須

尾 張 中 央

一 宮 中 央

瀬 戸

犬 山

江 南

小 牧

春 日 井

尾 張 旭

名古屋空港

瀬 戸 北

岩 倉

名古屋城北

愛知長久手

愛知REクラブ

ブータン王国

タ イ

フィリピン

タ イ

タ イ

モンゴル

カンボジア

台 湾

フィリピン

香 港

フィリピン

多 数 国

イ ン ド

南
尾
張
分
区

東
尾
張
分
区

1,000,000

1,000,000

100,000

50,000

1,200,000

900,000

1,000,000

100,000

890,000

200,000

500,000

事業㛻

550,000

1,000,000

100,000

50,000

600,000

450,000

1,000,000

100,000

890,000

200,000

300,000

ሻクラブ㛥担 地区3-ྐྵၣ

ブータン王国僻地農業支援事業

小学校集会所建設

奨学金支援

図書支援

一杯のコーヒーから

韓国・オーストラリアからの留学生

砂漠化防止対策支援事業

シェムリアップ州 バイヨン中学/ 日本で先生の研修

青少年交流活動・WCS 事業・

表敬訪問

中学生に奨学金制度

周年事業の相互訪問

教育基金を拠出して教育資金にする

NIHONGOスピーチコンテスト

学童への物資支援

事業ሻ᢬

●2016年

西
尾
張
分
区

ミッドランドRC

シラアサナRC

ピチャイRC

パサイミアRC

カルカンノースRC

バンコク スリウォンRC

モンゴル・ウランバートルRC

フィリピン・バレンゼーラRC

台北滬尾RC

台湾・水里RC

マレーシア・ペナンRC

オーストラリア・カウラRC

大韓民国・蔚山江南RC

台湾・汐止RC

台湾・永和RC

アメリカ・イングルウッドRC

台湾・草屯RC

オーストラリア・アシュモアRC

台湾・潮州RC

台湾・東港RC

カナダ・ケローナRC

大韓民国・南釜山RC

フィリピン・マカティウエストRC

タイ・チャンパーフチェンマイRC

香港・クーロンウエストRC

ハワイ・ホノルルウエストRC

カナダ バンクーバーアビュータス

台湾・仁愛RC

台湾・中原RC

インド・リシケシュRC

ブータン王国 ティンプーRC

（タイ）

ウタラジットRC

（フィリピン）

ルンアルンプロジェクト

モンゴル・フレーRC

カンボジアNGO/JST

フィリピン・セブRC

瀬戸市国際センター

インド2クラブ

ឨឞ・友᝾ＲＣ᎚ጃ団႞

100,000

200,000

100,000

50,000

50,000

50,000

50,000

110,000

30,000

294

㯜ჯ国ク ラ ブ

豊 橋

蒲 郡

豊 橋 北

豊 川

田 原

豊 橋 南

新 城

渥 美

豊 川 宝 飯

豊橋ゴールデン

田原パシフィック

豊 橋 東

岡 崎

豊 田

岡 崎 南

豊 田 西

岡 崎 東

豊 田 東

岡 崎 城 南

豊 田 三 好

豊 田 中

刈 谷

安 城

西 尾

碧 南

西 尾 一 色

高 浜

知 立

西尾 KIRARA 

三 河 安 城

タ イ

な し

な し

ベトナム

な し

韓 国

タ イ

台 湾

アメリカ

アメリカ

国 内

カンボジア

ミャンマー

ミャンマー

台 湾

タ イ

在住外国人

ミャンマー

インドネシア

フィリピン

フィリピン

西
࿁
⏇
࿜
分
区

600,000

100,000

55,000

600,000

150,000

200,000

30,000

60,000

50,000USD

150,000

次年度

以降

3,000,000

3,000,000

事業㛻

300,000

100,000

200,000 

55,000

600,000

150,000

200,000

 

60,000

 

150,000

 

750,000

805,216

ሻクラブ㛥担 地区3-ྐྵၣ

山岳民族定住化の一環で子供たちへの教育支援

口唇口蓋裂医療活動支援

市内中学生と大邱市中学生の相互派遣

バムルンラットウィッタヤコン小学校奨学基金

相互交換植樹事業

愛教大付小とインディアナ州ポールステイト大付小との交流事業

地区PJ一任

姉妹クラブとの定期交流

豊田市国際交流協会への図書寄贈

NPO法人 トルシーダへの支援

教育支援

教育支援（文房具）の寄贈

教育支援事業

中学生交換事業は市の事業に移管

山間地域への水資源援助

子宮頸がん予防ワクチン接種と教育（Ｇ補助金事業）

安城市国際ワールドフェスティバル

検討中

地区PJ一任

水資源や環境整備、子供たちへの支援

地区PJ一任

検討中

幼稚園舎の建設

地区補助金事業（サンディワン・デイケアセンター）

事業ሻ᢬

東
࿁
⏇
分
区

西
࿁
⏇
分
区

タイ・ベンジャミリRC

台湾・基隆南RC

台湾・岡山RC

韓国・大邱達西RC

大邱領南RC（韓国）

台湾・台中松竹RC

米国・ニューポートバルボアRC

コロンバスRC（USA）

カナダ・ミササガRC

アメリカ・サンデアンドロRC

韓国・釜山五六島RC

3350地区ベンジャリンＲＣ

NPOたはら国際交流協会

ヤンゴンロータリークラブ

3350地区スワナプームRC

安城市国際交流協会

三河安城RC

西尾KIRARARC

ឨឞ・友᝾ＲＣ᎚ጃ団႞

100,000

30,000

50,000

50,000

50,000

地区PJ 一任金額 1,110,000

国
際
奉
仕
活
動
の
推
移
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真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

㯜ჯ国ク ラ ブ

名 古 屋

名 古 屋 西

名 古 屋 南

名古屋みなと

名古屋東南

名 古 屋 中

名古屋瑞穂

名古屋大須

名 古 屋 栄

名古屋名南

名古屋名駅

名古屋丸の内

中部名古屋みらい

名 古 屋 北

名 古 屋 東

名古屋守山

名古屋和合

名古屋名東

名古屋名北

名古屋千種

名古屋昭和

名 古 屋 錦

名古屋東山

名 古 屋 葵

名古屋アイリス

豊 橋

蒲 郡

豊 橋 北

豊 川

田 原

豊 橋 南

新 城

渥 美

豊 川 宝 飯

豊橋ゴールデン

田原パシフィック

豊 橋 東

コ ソ ボ

ネパール

アフリカ

バングラデッシュ

カンボジア

イ ン ド

カンボジア

ベトナム

タ イ

ミャンマー

ラ オ ス

タ イ

ベトナム

タ イ

大韓民国

タ イ

西
名
古
屋
分
区

東
࿁
⏇
分
区

2,000,000

200,000

1,145,000

280,000

200,000

400,000

20,000

563,000

1,000,000

110,000

事業㛻

1,000,000

200,000

140,000

200,000

400,000

20,000

296,000

100,000

55,000

ሻクラブ㛥担 地区3-ྐྵၣ

水と衛生事業（継続）

教育環境整備/ ビデオ作成

アフリカの子供の給食提供等

サイクロンシェルター建設

小中学生への教育支援

昨年度GG事業モニタリング

上水施設の継続視察

キャンヘルプタイランド

学用品寄贈

水資源確保の事業

小学校へスピーカー・マイク贈呈

東南アジアの留学生の受け入れ

周年事業

口唇口蓋裂医療支援

両国中学生のホームスティ

小学校への奨学金支援

韓国中央大学学生との交流

事業ሻ᢬

東
名
古
屋
分
区

アメリカ・ロスアンゼルスRC

メキシコ・メキシコシティーRC

オーストラリア・シドニーRC

アメリカ・ワイキキRC

ブラジル・サンパウロ南RC

アメリカ・コナサンライズRC

台湾・台北延平RC

台湾・台北ミレニアムRC

アメリカ・ホノルルサンセットRC

台湾・台北建成RC

台北西北RC

インド・

カラヤニナガールRC

カンボジア・プノンペンRC

大韓民国・普信閣RC

大韓民国・AMI

バンコクベンジャリンRC

台湾・基隆南RC

国際交流センター

台湾・岡山RC

韓国・達西RC

大邸嶺南RC

台湾・台中松竹RC

ネパール・ラリットプールRC

Table for two

台湾・台北建成RC

カラヤニナガールRC

NPO 明日の会

バンコク ベンジャリンRC

豊橋技術科学大学

バンコクサウスRC

新城市教育委員会

ឨឞ・友᝾ＲＣ᎚ጃ団႞

200,000

50,000

50,000

50,000

100,000

100,000

100,000

100,000

50,000

30,000

㯜ჯ国ク ラ ブ

岡 崎

豊 田

岡 崎 南

豊 田 西

岡 崎 東

豊 田 東

岡 崎 城 南

豊 田 三 好

豊 田 中

刈 谷

安 城

西 尾

碧 南

西 尾 一 色

高 浜

知 立

西尾 KIRARA 

三 河 安 城

アメリカ

アメリカ

カンボジア

ミャンマー

ミャンマー

台 湾

タ イ

オーストラリア

フィンランド

西
࿁
⏇
࿜
分
区

600,000

200,000

30,000

300,000

350,000

300,000

170,000

事業㛻

300,000

200,000

30,000

300,000

350,000

300,000

170,000

ሻクラブ㛥担 地区3-ྐྵၣ

バリス小学校交流事業支援

相互交流

豊田市国際交流協会へ書籍寄贈

NPO法人 トルシーダへの支援

カンボジアへ教育支援

教育支援（図書）

教育支援プログラム/ 医学生

周年事業に参加

ボブソンズベイ市訪問

交換留学生の受け入れ

事業ሻ᢬

西
࿁
⏇
分
区

アメリカ・ニューポートバルボアＲＣ

アメリカ・コロンバスRC

台湾・文中RC

アメリカ・サンデアンドロRC

オーストラリア・ウィンダムRC

大韓民国・釜山五六島

台湾・文中RC

タイ・スワナブームRC

安城市国際交流協会

ឨឞ・友᝾ＲＣ᎚ጃ団႞

100,000

30,000

50,000

50,000

㯜ჯ国ク ラ ブ

半 田

常 滑

東 海

東 知 多

半 田 南

知 多

大 府

一 宮

津 島

尾 西

一 宮 北

稲 沢

あ ま

名古屋清須

尾 張 中 央

一 宮 中 央

ブータン

ベトナム

タ イ

フィリピン

　

タ イ

　

イ ン ド

台 湾

台 湾

オーストラリア

ブータン

イ ン ド

ラ オ ス

カンボジア

南
尾
張
分
区

9,000,000

800,000

100,000

50,999US＄

600,000

100,000

1,300,000

30,000$

100,000

535,010

事業㛻

　

100,000

1,000,000

50,000

100,000

6,000US$＋5％

200,000

100,000

650,000

 

100,000

305,000

ሻクラブ㛥担 地区3-ྐྵၣ

農業支援事業（農業機械等の調

達、ソーラーフェンスの設置）

枯葉剤爆弾被害者・交通事故孤児院

支援の為のチャリティコンサート支援

集会施設等の支援

給食支援及び奨学金支援

　

地区PJ一任

文房具、ポケットティッシュ等の支援、コーヒー豆の購入

地区PJ一任

未就学児及び女性支援施設の支援

少数民族の識字率向上を目指す事業

姉妹クラブ訪問

豪州からの留学高校生の稲沢へ

の招待、案内

靴、教材の運搬・提供

衛生面健康面に関わる環境整備

簡易水道施設への金銭的支援

給食支援、保健活動支援（健康診断・身体測定）

事業ሻ᢬

●2017年

西
尾
張
分
区

アメリカ・

ミッドランドRC

タイ・シラアサナRC

フィリピン・パサイミアRC

フィリピン・カルカンノースRC

タイ・ランプーンRC

台湾・台北滬尾RC

マレーシア・ペナンRC

オーストラリア・カウラRC

韓国・蔚山江南RC

台湾・汐止RC

台湾・永和RC

ブータン王国・ティンプーRC

半田ブータン青少年交流協会

常滑ライオンズクラブ

日越友好愛知県連盟

タイ・ランプーンRC小中学校

フィリピン・バレンゼイラRC

インド・サウスメトロポリタンRC

台湾・台北滬尾RC

台湾・水里RC

ブータン王国教育省

JST カンボジア奉仕団体

ឨឞ・友᝾ＲＣ᎚ጃ団႞
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委員会のあゆみ
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ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］資料編

［Reference］

資
料
編

㯜ჯ国ク ラ ブ

名 古 屋

名 古 屋 西

名 古 屋 南

名古屋みなと

名古屋東南

名 古 屋 中

名古屋瑞穂

名古屋大須

名 古 屋 栄

名古屋名南

名古屋名駅

名古屋丸の内

中部名古屋みらい

名 古 屋 北

名 古 屋 東

名古屋守山

名古屋和合

名古屋名東

名古屋名北

名古屋千種

名古屋昭和

名 古 屋 錦

名古屋東山

名 古 屋 葵

名古屋アイリス

豊 橋

蒲 郡

豊 橋 北

豊 川

田 原

豊 橋 南

新 城

渥 美

豊 川 宝 飯

豊橋ゴールデン

田原パシフィック

豊 橋 東

コ ソ ボ

ネパール

アフリカ

バングラデッシュ

カンボジア

イ ン ド

カンボジア

ベトナム

タ イ

ミャンマー

ラ オ ス

タ イ

ベトナム

タ イ

大韓民国

タ イ

西
名
古
屋
分
区

東
࿁
⏇
分
区

2,000,000

200,000

1,145,000

280,000

200,000

400,000

20,000

563,000

1,000,000

110,000

事業㛻

1,000,000

200,000

140,000

200,000

400,000

20,000

296,000

100,000

55,000

ሻクラブ㛥担 地区3-ྐྵၣ

水と衛生事業（継続）

教育環境整備/ ビデオ作成

アフリカの子供の給食提供等

サイクロンシェルター建設

小中学生への教育支援

昨年度GG事業モニタリング

上水施設の継続視察

キャンヘルプタイランド

学用品寄贈

水資源確保の事業

小学校へスピーカー・マイク贈呈

東南アジアの留学生の受け入れ

周年事業

口唇口蓋裂医療支援

両国中学生のホームスティ

小学校への奨学金支援

韓国中央大学学生との交流

事業ሻ᢬

東
名
古
屋
分
区

アメリカ・ロスアンゼルスRC

メキシコ・メキシコシティーRC

オーストラリア・シドニーRC

アメリカ・ワイキキRC

ブラジル・サンパウロ南RC

アメリカ・コナサンライズRC

台湾・台北延平RC

台湾・台北ミレニアムRC

アメリカ・ホノルルサンセットRC

台湾・台北建成RC

台北西北RC

インド・

カラヤニナガールRC

カンボジア・プノンペンRC

大韓民国・普信閣RC

大韓民国・AMI

バンコクベンジャリンRC

台湾・基隆南RC

国際交流センター

台湾・岡山RC

韓国・達西RC

大邸嶺南RC

台湾・台中松竹RC

ネパール・ラリットプールRC

Table for two

台湾・台北建成RC

カラヤニナガールRC

NPO 明日の会

バンコク ベンジャリンRC

豊橋技術科学大学

バンコクサウスRC

新城市教育委員会

ឨឞ・友᝾ＲＣ᎚ጃ団႞

200,000

50,000

50,000

50,000

100,000

100,000

100,000

100,000

50,000

30,000

㯜ჯ国ク ラ ブ

岡 崎

豊 田

岡 崎 南

豊 田 西

岡 崎 東

豊 田 東

岡 崎 城 南

豊 田 三 好

豊 田 中

刈 谷

安 城

西 尾

碧 南

西 尾 一 色

高 浜

知 立

西尾 KIRARA 

三 河 安 城

アメリカ

アメリカ

カンボジア

ミャンマー

ミャンマー

台 湾

タ イ

オーストラリア

フィンランド

西
࿁
⏇
࿜
分
区

600,000

200,000

30,000

300,000

350,000

300,000

170,000

事業㛻

300,000

200,000

30,000

300,000

350,000

300,000

170,000

ሻクラブ㛥担 地区3-ྐྵၣ

バリス小学校交流事業支援

相互交流

豊田市国際交流協会へ書籍寄贈

NPO法人 トルシーダへの支援

カンボジアへ教育支援

教育支援（図書）

教育支援プログラム/ 医学生

周年事業に参加

ボブソンズベイ市訪問

交換留学生の受け入れ

事業ሻ᢬

西
࿁
⏇
分
区

アメリカ・ニューポートバルボアＲＣ

アメリカ・コロンバスRC

台湾・文中RC

アメリカ・サンデアンドロRC

オーストラリア・ウィンダムRC

大韓民国・釜山五六島

台湾・文中RC

タイ・スワナブームRC

安城市国際交流協会

ឨឞ・友᝾ＲＣ᎚ጃ団႞

100,000

30,000

50,000

50,000

㯜ჯ国ク ラ ブ

半 田

常 滑

東 海

東 知 多

半 田 南

知 多

大 府

一 宮

津 島

尾 西

一 宮 北

稲 沢

あ ま

名古屋清須

尾 張 中 央

一 宮 中 央

ブータン

ベトナム

タ イ

フィリピン

　

タ イ

　

イ ン ド

台 湾

台 湾

オーストラリア

ブータン

イ ン ド

ラ オ ス

カンボジア

南
尾
張
分
区

9,000,000

800,000

100,000

50,999US＄

600,000

100,000

1,300,000

30,000$

100,000

535,010

事業㛻

　

100,000

1,000,000

50,000

100,000

6,000US$＋5％

200,000

100,000

650,000

 

100,000

305,000

ሻクラブ㛥担 地区3-ྐྵၣ

農業支援事業（農業機械等の調

達、ソーラーフェンスの設置）

枯葉剤爆弾被害者・交通事故孤児院

支援の為のチャリティコンサート支援

集会施設等の支援

給食支援及び奨学金支援

　

地区PJ一任

文房具、ポケットティッシュ等の支援、コーヒー豆の購入

地区PJ一任

未就学児及び女性支援施設の支援

少数民族の識字率向上を目指す事業

姉妹クラブ訪問

豪州からの留学高校生の稲沢へ

の招待、案内

靴、教材の運搬・提供

衛生面健康面に関わる環境整備

簡易水道施設への金銭的支援

給食支援、保健活動支援（健康診断・身体測定）

事業ሻ᢬

●2017年

西
尾
張
分
区

アメリカ・

ミッドランドRC

タイ・シラアサナRC

フィリピン・パサイミアRC

フィリピン・カルカンノースRC

タイ・ランプーンRC

台湾・台北滬尾RC

マレーシア・ペナンRC

オーストラリア・カウラRC

韓国・蔚山江南RC

台湾・汐止RC

台湾・永和RC

ブータン王国・ティンプーRC

半田ブータン青少年交流協会

常滑ライオンズクラブ

日越友好愛知県連盟

タイ・ランプーンRC小中学校

フィリピン・バレンゼイラRC

インド・サウスメトロポリタンRC

台湾・台北滬尾RC

台湾・水里RC

ブータン王国教育省

JST カンボジア奉仕団体

ឨឞ・友᝾ＲＣ᎚ጃ団႞

100,000

100,000
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50,000

50,000
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真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

㯜ჯ国ク ラ ブ

瀬 戸

犬 山

江 南

小 牧

春 日 井

尾 張 旭

名古屋空港

瀬 戸 北

岩 倉

名古屋城北

愛知長久手

愛知 REクラブ

名 古 屋

名 古 屋 西

名 古 屋 南

名古屋みなと

名古屋東南

名 古 屋 中

名古屋瑞穂

名古屋大須

名 古 屋 栄

名古屋名南

名古屋名駅

名古屋丸の内

中部名古屋みらい

名 古 屋 北

名 古 屋 東

名古屋守山

名古屋和合

名古屋名東

名古屋名北

ブラジル、ペルー、

中国、フィリピン等

台 湾

オーストラリア

フィリピン

ラ オ ス

香 港

フィリピン

米 国

タ イ

多 数 国

ラ オ ス

イ ン ド

台 湾

台 湾

カンボジア

モンゴル

イ ン ド

フィリピン

ベトナム

西
名
古
屋
分
区

316,000

1,000,000

450,000

未　定

未　定

867,200

1,500,000

200,000

64,900US$

100,000

333,800

300,000

1,000,000

80,000＄

600,000

100,000

事業㛻

316,000

1,000,000

250,000

50,000

100,000

年度に

より

異なる

200,000

100,000

100,000

153,000

300,000

未　定

300,000

100,000

ሻクラブ㛥担 地区3-ྐྵၣ

在日、在留外国人に対する母国語

の絵本、小説、漫画の寄贈

青少年交流活動、WCS事業、

表敬訪問

カランドラRCと友好交流

あしなが奨学生（中学生）への

支援

現地との関係構築

名古屋産業大学の海外留学生交流会での情報交換

不自由施設の周年事業への出資

マカティ大学奨学金事業

国際大会の参加協力金一部負担

ＮＩＨＯＮＧＯスピーチコンテスト

水道事業

貧困児童への物資支援

地区PJ一任

ワールド・フード＋ふれ愛フェスタ

への支援・協力

地区PJ一任

地区PJ一任

濾過システムの設置

台北建成RCとの交流活動

小中学校への文具支援、図書の寄贈

植樹

農村地区の女性地位向上に関わる事業

地区PJ一任

貧困者のための低廉簡易住宅建設事業

老人福祉施設等への生活物資

支援

事業ሻ᢬

東
尾
張
分
区

アメリカ・

イングルウッドRC

台湾・草屯RC

オーストラリア・アシュモアRC

台湾・潮州RC

オーストラリア・カランドラRC

フィリピン・セブRC

台湾・東港RC

香港・クーロンウエストRC

フィリピン・マカティウェストRC

アメリカ・ウェストホノルルRC

タイ・チャンパークチェンマイRC

カナダ・バンクーバーアビュータスRC

台湾・北斗RC

台湾・台北仁愛RC

台湾・中原RC

インド・リシケシュRC

アメリカ・Los Angeles RC

メキシコ・Cindad De Mexico D.F.RC

オーストラリア・Sydney N.S.W RC

米国・ワイキキRC

ブラジル・サンパウロ南RC

米国・コナ・サンライズRC

ネパール・Lalitpur RC

台湾・台北延平RC

台湾・台北ミレミアムRC

米国・ホノルルサンセットRC

台湾・台北建成RC

台湾・台北西北RC

インド・Pune Kalyami Nagar RC

韓国・韓国普信閣RC

米国・ホノルルサンセットRC

シンガポール・ラッフルズシティRC

韓国・大邱東端RC

瀬戸市教育委員会

初期日本語教室

台湾草屯扶輪社

フィリピン・セブRC

天理教教会

名古屋産業大学

同右

瀬戸市国際センター

名古屋東山RC

台湾桃園西門クラブ

台湾・台北建成RC

モンゴル・トゥールRC

インド・あしたの会

Quezon City Commonwealth RC

ベトナム南部学友クラブ

ឨឞ・友᝾ＲＣ᎚ጃ団႞

100,000

100,000

50,000

50,000

50,000

30,000

50,000

200,000

200,000

東
名
古
屋
分
区

㯜ჯ国ク ラ ブ

名古屋千種

名古屋昭和

名 古 屋 錦

名古屋東山

名 古 屋 葵

名古屋アイリス

豊 橋

蒲 郡

豊 橋 北

豊 川

田 原

豊 橋 南

新 城

渥 美

豊 川 宝 飯

豊橋ゴールデン

田原パシフィック

豊 橋 東

岡 崎

豊 田

岡 崎 南

豊 田 西

岡 崎 東

豊 田 東

岡 崎 城 南

豊 田 三 好

豊 田 中

刈 谷

安 城

西 尾

碧 南

西 尾 一 色

高 浜

知 立

西尾 KIRARA 

三 河 安 城

タ イ

カンボジア

米 国

ミャンマー

ラ オ ス

タ イ

　

ベトナム

韓 国

タ イ

マレーシア、ラオ

ス、インドネシア

ネパール

米 国

米 国

国 内

カンボジア

ミャンマー

ミャンマー

ラ オ ス

タ イ

東
名
古
屋
分
区

西
࿁
⏇
分
区

東
࿁
⏇
分
区

450,000

1,100,000

2,500,000

1,150,000

750,000

2,400,000

未確定

100,000

980,000

750,000

100,000

550,000

30,000

450,000

250,000

事業㛻

450,000

600,000

20,000

575,000

414,000

2,400,000

200,000

400,000

100,000

600,000

500,000

386,697

100,000

350,000

30,000

80,000

300,000

100,000

250,000

ሻクラブ㛥担 地区3-ྐྵၣ

奨学金、図書支援、給食支援等

小学校のトイレ建設支援

友好クラブ提携準備

訪問、小中学校への学用品支給、高等学校完成式典参加

簡易水道設置支援

地区PJ一任

山岳地区の小中学への食物用、天日乾燥器の設置

豊橋技術科学大学 留学生への奨学金支給

口唇口蓋裂医療活動支援

中学生の相互交流（ホームステイ）

小学校への奨学金寄付、ランドセル寄贈

市内の高校生と豊橋技術大学の

留学生と国際交流事業

地震災害被害にあった子供たちに空手大会開催

インディアナ州児童との国際交流

中学生交換プログラム

豊田市国際交流協会への図書寄贈

NPO法人 トルシーダへの支援

小学校への教育支援（文房具の支援等）

小中学校への教育本、ランタン等の寄贈

教育支援活動事業

地区PJ一任

植樹事業等

地方都市への図書支援PJに

協力・参加

地区PJ一任

地区PJ一任

地区PJ一任

事業ሻ᢬

西
࿁
⏇
࿜
分
区

韓国・AMI-RC

台湾・基隆南RC

中国・岡山RC

韓国・大邱達西RC

韓国・大邱嶺南RC

台湾・台中松竹RC

アメリカ・ニューポート バルボアRC

アメリカ・コロンバスRC

台湾・台中文心RC

カナダ・ミササガRC

オーストラリア・ホブソンズベイRC

タイ・スリウォンRC

アメリカ・サンリアンドロRC

オーストラリア・ウィンダムRC

韓国・釜山五六島RC

NPO法人 キャンヘルプタイランド

ハワイワイキキクラブ

豊田東RC、小牧RC

タイ・ベンジャシリRC

豊橋北RC 奨学基金

新城市教育委員会、

韓国・慶北大附設中学校

行政、大学

ミャンマー・ヤンゴンRC

地区国際奉仕委員会

社会奉仕委員会

タイ・スリウォンRC

ឨឞ・友᝾ＲＣ᎚ጃ団႞

20,000

100,000

100,000

50,000

50,000

50,000

30,000

地区PJ 一任金額 1,580,000
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真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］資料編

［Reference］

資
料
編

㯜ჯ国ク ラ ブ

瀬 戸

犬 山

江 南

小 牧

春 日 井

尾 張 旭

名古屋空港

瀬 戸 北

岩 倉

名古屋城北

愛知長久手

愛知 REクラブ

名 古 屋

名 古 屋 西

名 古 屋 南

名古屋みなと

名古屋東南

名 古 屋 中

名古屋瑞穂

名古屋大須

名 古 屋 栄

名古屋名南

名古屋名駅

名古屋丸の内

中部名古屋みらい

名 古 屋 北

名 古 屋 東

名古屋守山

名古屋和合

名古屋名東

名古屋名北

ブラジル、ペルー、

中国、フィリピン等

台 湾

オーストラリア

フィリピン

ラ オ ス

香 港

フィリピン

米 国

タ イ

多 数 国

ラ オ ス

イ ン ド

台 湾

台 湾

カンボジア

モンゴル

イ ン ド

フィリピン

ベトナム

西
名
古
屋
分
区

316,000

1,000,000

450,000

未　定

未　定

867,200

1,500,000

200,000

64,900US$

100,000

333,800

300,000

1,000,000

80,000＄

600,000

100,000

事業㛻

316,000

1,000,000

250,000

50,000

100,000

年度に

より

異なる

200,000

100,000

100,000

153,000

300,000

未　定

300,000

100,000

ሻクラブ㛥担 地区3-ྐྵၣ

在日、在留外国人に対する母国語

の絵本、小説、漫画の寄贈

青少年交流活動、WCS事業、

表敬訪問

カランドラRCと友好交流

あしなが奨学生（中学生）への

支援

現地との関係構築

名古屋産業大学の海外留学生交流会での情報交換

不自由施設の周年事業への出資

マカティ大学奨学金事業

国際大会の参加協力金一部負担

ＮＩＨＯＮＧＯスピーチコンテスト

水道事業

貧困児童への物資支援

地区PJ一任

ワールド・フード＋ふれ愛フェスタ

への支援・協力

地区PJ一任

地区PJ一任

濾過システムの設置

台北建成RCとの交流活動

小中学校への文具支援、図書の寄贈

植樹

農村地区の女性地位向上に関わる事業

地区PJ一任

貧困者のための低廉簡易住宅建設事業

老人福祉施設等への生活物資

支援

事業ሻ᢬

東
尾
張
分
区

アメリカ・

イングルウッドRC

台湾・草屯RC

オーストラリア・アシュモアRC

台湾・潮州RC

オーストラリア・カランドラRC

フィリピン・セブRC

台湾・東港RC

香港・クーロンウエストRC

フィリピン・マカティウェストRC

アメリカ・ウェストホノルルRC

タイ・チャンパークチェンマイRC

カナダ・バンクーバーアビュータスRC

台湾・北斗RC

台湾・台北仁愛RC

台湾・中原RC

インド・リシケシュRC

アメリカ・Los Angeles RC

メキシコ・Cindad De Mexico D.F.RC

オーストラリア・Sydney N.S.W RC

米国・ワイキキRC

ブラジル・サンパウロ南RC

米国・コナ・サンライズRC

ネパール・Lalitpur RC

台湾・台北延平RC

台湾・台北ミレミアムRC

米国・ホノルルサンセットRC

台湾・台北建成RC

台湾・台北西北RC

インド・Pune Kalyami Nagar RC

韓国・韓国普信閣RC

米国・ホノルルサンセットRC

シンガポール・ラッフルズシティRC

韓国・大邱東端RC

瀬戸市教育委員会

初期日本語教室

台湾草屯扶輪社

フィリピン・セブRC

天理教教会

名古屋産業大学

同右

瀬戸市国際センター

名古屋東山RC

台湾桃園西門クラブ

台湾・台北建成RC

モンゴル・トゥールRC

インド・あしたの会

Quezon City Commonwealth RC

ベトナム南部学友クラブ

ឨឞ・友᝾ＲＣ᎚ጃ団႞

100,000

100,000

50,000

50,000

50,000

30,000

50,000

200,000

200,000

東
名
古
屋
分
区

㯜ჯ国ク ラ ブ

名古屋千種

名古屋昭和

名 古 屋 錦

名古屋東山

名 古 屋 葵

名古屋アイリス

豊 橋

蒲 郡

豊 橋 北

豊 川

田 原

豊 橋 南

新 城

渥 美

豊 川 宝 飯

豊橋ゴールデン

田原パシフィック

豊 橋 東

岡 崎

豊 田

岡 崎 南

豊 田 西

岡 崎 東

豊 田 東

岡 崎 城 南

豊 田 三 好

豊 田 中

刈 谷

安 城

西 尾

碧 南

西 尾 一 色

高 浜

知 立

西尾 KIRARA 

三 河 安 城

タ イ

カンボジア

米 国

ミャンマー

ラ オ ス

タ イ

　

ベトナム

韓 国

タ イ

マレーシア、ラオ

ス、インドネシア

ネパール

米 国

米 国

国 内

カンボジア

ミャンマー

ミャンマー

ラ オ ス

タ イ

東
名
古
屋
分
区

西
࿁
⏇
分
区

東
࿁
⏇
分
区

450,000

1,100,000

2,500,000

1,150,000

750,000

2,400,000

未確定

100,000

980,000

750,000

100,000

550,000

30,000

450,000

250,000

事業㛻

450,000

600,000

20,000

575,000

414,000

2,400,000

200,000

400,000

100,000

600,000

500,000

386,697

100,000

350,000

30,000

80,000

300,000

100,000

250,000

ሻクラブ㛥担 地区3-ྐྵၣ

奨学金、図書支援、給食支援等

小学校のトイレ建設支援

友好クラブ提携準備

訪問、小中学校への学用品支給、高等学校完成式典参加

簡易水道設置支援

地区PJ一任

山岳地区の小中学への食物用、天日乾燥器の設置

豊橋技術科学大学 留学生への奨学金支給

口唇口蓋裂医療活動支援

中学生の相互交流（ホームステイ）

小学校への奨学金寄付、ランドセル寄贈

市内の高校生と豊橋技術大学の

留学生と国際交流事業

地震災害被害にあった子供たちに空手大会開催

インディアナ州児童との国際交流

中学生交換プログラム

豊田市国際交流協会への図書寄贈

NPO法人 トルシーダへの支援

小学校への教育支援（文房具の支援等）

小中学校への教育本、ランタン等の寄贈

教育支援活動事業

地区PJ一任

植樹事業等

地方都市への図書支援PJに

協力・参加

地区PJ一任

地区PJ一任

地区PJ一任

事業ሻ᢬

西
࿁
⏇
࿜
分
区

韓国・AMI-RC

台湾・基隆南RC

中国・岡山RC

韓国・大邱達西RC

韓国・大邱嶺南RC

台湾・台中松竹RC

アメリカ・ニューポート バルボアRC

アメリカ・コロンバスRC

台湾・台中文心RC

カナダ・ミササガRC

オーストラリア・ホブソンズベイRC

タイ・スリウォンRC

アメリカ・サンリアンドロRC

オーストラリア・ウィンダムRC

韓国・釜山五六島RC

NPO法人 キャンヘルプタイランド

ハワイワイキキクラブ

豊田東RC、小牧RC

タイ・ベンジャシリRC

豊橋北RC 奨学基金

新城市教育委員会、

韓国・慶北大附設中学校

行政、大学

ミャンマー・ヤンゴンRC

地区国際奉仕委員会

社会奉仕委員会

タイ・スリウォンRC

ឨឞ・友᝾ＲＣ᎚ጃ団႞

20,000

100,000

100,000

50,000

50,000

50,000

30,000

地区PJ 一任金額 1,580,000
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［Reference］
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［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

青少年交換 国別資料

●2013年
国籍 男性 女性

アメリカ
カナダ
スイス
フランス
フィンランド

2
1
1
1
1

1
 
 
1
1

派 

遣

国籍 男性 女性
フランス
フィンランド
スイス
カナダ
アメリカ

1
1
1
1
1

 
1
 
 
2

受 

入

●2017年
国籍 男性 女性

フィンランド
カナダ
アメリカ
フランス
ブラジル
スイス

1

2
 
 
　

1
1
2
1
1

派 

遣

国籍 男性 女性
ブラジル
アメリカ
カナダ
スイス
フィンランド
フランス

 
1
1
　

1
3
 
1
1
2

受 

入

●2014年
国籍 男性 女性

アメリカ
カナダ
フィンランド
チェコ
フランス

1
1
 
 
　

3
 
1
1
1

派 

遣

国籍 男性 女性
アメリカ
カナダ
フィンランド
スイス
フランス

1
 
1
1
1

3
1
 
 
 

受 

入

●2016年
国籍 男性 女性

アメリカ
カナダ
フィンランド
フランス
ノルウェー
スイス
ブラジル

1
1
 
 
　

2
 
1
2
1
1
1

派 

遣

国籍 男性 女性
アメリカ
フランス
カナダ
フィンランド
スイス
ブラジル
ノルウェー

3
2
1
1
1
1
1

受 

入

●2015年
国籍 男性 女性

アメリカ
スイス
フランス
ブラジル

1

1
1

5
1
1

派 

遣

国籍 男性 女性
アメリカ
スイス
フランス
ブラジル

2

1
1

4
1
1
 

受 

入

●2012年
国籍 男性 女性

ブラジル
カナダ
スイス
フランス
アメリカ

1
2
1
2
2

派 

遣

国籍 男性 女性
ニュージーランド
ブラジル
フランス
アメリカ
フィンランド
カナダ
スイス

1
1
1

1
1
1
2

1
1

受 

入

●2011年
国籍 男性 女性

アメリカ
フランス
カナダ

1
1
1

派 

遣

国籍 男性 女性
フィンランド
アメリカ
フランス

1
2

 

1

受 

入
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真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］資料編

［Reference］

資
料
編クラブ名 Ḅᓑ RC  ዩⰫ年‗日 会員Ỷ 事務ᴁᴁᘄ地

ローターアクトクラブ Ḅᓑ・᎚ጃ RC ዩⰫ年‗日 会員Ỷ 事務ᴁᴁᘄ地

豊川高等学校 豊川 1964.10.９ 21 〒442-0029 豊川市末広通1-37
豊田工業高等専門学校 豊田 1965.１.25 14 〒471-8525 豊田市栄生町2-1
豊橋商業高等学校 豊橋 1965.10.16 25 〒440-0864 豊橋市向山町官有地
岡崎城西高等学校 岡崎南 1967.８.21 25 〒444-0942 岡崎市中園町川成98
名古屋 名古屋 1968.６.15 7 〒464-0848 名古屋市千種区春岡1-2-7 名古屋YMCA内
岡崎学園高等学校 岡崎 1971.11.27 19 〒444-0071 岡崎市稲熊町3-110
安城学園高等学校 安城 1977.４.１ 39 〒446-8635 安城市小堤町4-25
修文女子高等学校 一宮北・一宮・尾西・一宮中央 1984.９.14 34 〒491-0938 一宮市日光町6-1
光ヶ丘女子高等学校 岡崎東 1992.12.19 72 〒444-0811 岡崎市大西町奥長入52

阿久比高等学校 半田・常滑・東海・東知多・ 1994.３.６ 54 〒470-2213 知多郡阿久比町阿久比尾社2-1 半田南・知多・大府

千種高等学校 名古屋名東 1995.６.24 46 〒465-8507 名古屋市名東区社台2-206
桜花学園高等学校 名古屋東・名古屋千種・名古屋昭和 1995.７.11 39 〒466-0013 名古屋市昭和区緑町1-7
誉高等学校 小牧 1998.11.22 29 〒485-0821 小牧市本庄郷浦2613-2
春日丘高等学校 春日井・名古屋城北・名古屋空港 2001.４.28 66 〒487-8501 春日井市松本町1105
愛知啓成高等学校 稲沢 2009.５.20 41 〒492-8218 稲沢市西町1-1-41
津島東高等学校 津島 2014.９.26 45 〒492-0006 津島市蛭間町字弁日1
瑞陵高等学校 名古屋瑞穂 2015.５.14 14 〒467-0811 名古屋市瑞穂区北原町2-1

岡崎 岡崎・岡崎南・岡崎東・
岡崎城南 1969.９.19 15

12

18

14

15

2

22

14

9

〒444-0863 岡崎市東明大寺町16-2 明和荘２ 102号
岡崎ロータリークラブ内

豊橋 豊橋（協力RC 注１） 1975.３.６ 〒440-0075 豊橋市花田町石塚42-1 豊橋商工会議所内
豊橋ロータリークラブ内

田原 田原（協力RC 注２） 1975.５.30 〒441-3421 田原市田原町巴江12-1 崋山会館３F
田原ロータリークラブ内

一宮 一宮中央・一宮・尾西・
一宮北 1975.６.５ 〒491-0858 一宮市栄4-6-8 一宮商工会議所ビル５F

一宮中央ロータリークラブ内

名古屋中央
名古屋みなと・名古屋丸の内・
名古屋名駅（協力RC 注３） 1976.２.６ 〒450-6002

名古屋市中村区名駅1-1-4
名古屋マリオットアソシアホテル2222号室
名古屋みなとロータリークラブ内

江南 江南 1979.１.18 〒483-8205 江南市古知野町小金112 江南商工会館別館１F
江南ロータリークラブ内

名古屋熱田
名古屋南・名古屋東南・
名古屋瑞穂・名古屋名南 1984.３.15 〒460-8608 名古屋市中区錦1-19-30 名古屋観光ホテル

名古屋南ロータリークラブ内

名古屋名城 名古屋北（提唱RC ＊１） 1995.６.30 〒460-0008
名古屋市中区栄4-6-15
フォーティーンヒルズセンタービル604号室
名古屋北ロータリークラブ内 

豊田広域
豊田・豊田東・豊田三好・
豊田中 2007.６.24 〒471-0027

豊田市喜多町2-160
ホテルトヨタキャッスル801号室
豊田ロータリークラブ内

（提唱RC ＊１）名古屋名城ローターアクトクラブは東名古屋分区12RCで提唱。2018年度の主管は名古屋北RC、副主管は名古屋東RCです。
（協力RC 注１）豊橋北、豊橋南、豊橋ゴールデン、豊橋東 （協力RC 注２）田原パシフィック
（協力RC 注３）名古屋西 

（Interact Clubs）インターアクトクラブ・IAC

2018年2月28日現在

（Rotaract Clubs）ローターアクトクラブ・RAC

2018年2月28日現在

青少年交換 国別資料

●2013年
国籍 男性 女性

アメリカ
カナダ
スイス
フランス
フィンランド

2
1
1
1
1

1
 
 
1
1

派 

遣

国籍 男性 女性
フランス
フィンランド
スイス
カナダ
アメリカ

1
1
1
1
1

 
1
 
 
2

受 

入

●2017年
国籍 男性 女性

フィンランド
カナダ
アメリカ
フランス
ブラジル
スイス

1

2
 
 
　

1
1
2
1
1

派 

遣

国籍 男性 女性
ブラジル
アメリカ
カナダ
スイス
フィンランド
フランス

 
1
1
　

1
3
 
1
1
2

受 

入

●2014年
国籍 男性 女性

アメリカ
カナダ
フィンランド
チェコ
フランス

1
1
 
 
　

3
 
1
1
1

派 

遣

国籍 男性 女性
アメリカ
カナダ
フィンランド
スイス
フランス

1
 
1
1
1

3
1
 
 
 

受 

入

●2016年
国籍 男性 女性

アメリカ
カナダ
フィンランド
フランス
ノルウェー
スイス
ブラジル

1
1
 
 
　

2
 
1
2
1
1
1

派 

遣

国籍 男性 女性
アメリカ
フランス
カナダ
フィンランド
スイス
ブラジル
ノルウェー

3
2
1
1
1
1
1

受 

入

●2015年
国籍 男性 女性

アメリカ
スイス
フランス
ブラジル

1

1
1

5
1
1

派 

遣

国籍 男性 女性
アメリカ
スイス
フランス
ブラジル

2

1
1

4
1
1
 

受 

入

●2012年
国籍 男性 女性

ブラジル
カナダ
スイス
フランス
アメリカ

1
2
1
2
2

派 

遣

国籍 男性 女性
ニュージーランド
ブラジル
フランス
アメリカ
フィンランド
カナダ
スイス

1
1
1

1
1
1
2

1
1

受 

入

●2011年
国籍 男性 女性

アメリカ
フランス
カナダ

1
1
1

派 

遣

国籍 男性 女性
フィンランド
アメリカ
フランス

1
2

 

1

受 

入
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真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

ᗍỶ 㯋ᆗ期日 ೧ー೿ 㯋ᆗᚡᴁ

15 「将来の日本」 愛知県労働者
研修センター

16 「自立」
－守・破・離－

愛知県労働者
研修センター

17 「絆」
家族とは、友人とは

愛知県岡崎
青年の家

18 礼節 愛知県岡崎
青年の家

19 夢をかたちに 愛知県岡崎
青年の家

20 幸運は天から
降ってはこない

愛知県岡崎
青年の家

21 平和 伊良湖
シーパーク＆スパ

22 輝いて生きよう 愛知県美浜
少年自然の家

23 思いやりの心を
育もう

愛知県美浜
少年自然の家

24 ロータリーとRYLA
～友情と寛容の輪を拡げよう～

愛知県美浜
少年自然の家

25 四つのテスト（THE FOUR-
WAY TEST）とリーダー

全トヨタ労連
研修センターつどいの丘

26 ロータリーの寛容と

心をつなげよう
～共生と思いやり～

リーダーシップ
全トヨタ労連
研修センターつどいの丘（予定）

27

28

RCC Ḅᓑロータリークラブ ⷞ᳝年‗日 ␠ጰ⧟⦕ 㱛員Ỷ
1 豊橋 1993.１.26 78

22
952
120
12
53
15
30
11
10
10
13
24
10
10
17
70
10

2
豊橋RCC豊橋教育サークル（TEC）
半田RCC半田教育サークル（HEC） 半田 1993.12.２

3
4

名古屋守山RCC 名古屋守山 1996.11.７

5
安城少年野球サークルRCC 安城 1997.10.17

6
7

長瀬楽人会RCC 岡崎東 2002.２.12

8

半田災害支援ボランティアコーディネーターの会RCC 半田南 2004.４.23

9

子ども歌舞伎RCC 豊田西 2007.３.12

10

名古屋東山RCC 名古屋東山 2010.10.９

11

岡崎大門交通安全RCC 岡崎城南 2012.10.30

12

さくらんぼ育成会RCC 瀬戸 2013.７.１

13

安城市私立幼稚園RCC 三河安城 2013.12.18

14

愛ポート’05 RCC 岡崎南 2014.２.12

15

OKUDA弁慶号RCC 名古屋宮の杜 2017.２.16

16

NGUラブリッジ名古屋RCC
リニモ沿線合同大学祭実行委員会RCC

名古屋宮の杜 2017.２.28

17

名古屋宮の杜 2017.３.７

18

わっしょい太鼓祭実行委員会 名古屋宮の杜 2017.３.９
あいち子ども食堂ネットワークRCC 名古屋名東 2017.８.３
豊田軟式少年野球RCC 豊田東 2017.９.１

「青少年」健全育成
「青少年」健全育成
民間ボランティア
「青少年」健全育成
伝承
災害支援
伝承
環境保全
交通安全
伝承と健全育成
園児の健全育成
障がい者支援
「青少年」健全育成・文化
スポーツ
教育・地域振興
文化・伝承
子どもの貧困対策
「青少年」健全育成

1 歴史に学ぶ 岡崎信用金庫
本店大樹寺

2 21世紀にはばたけ
…青少年

愛知県労働者
研修センター

3 友達になろう 愛知県美浜
少年自然の家

4 自然に学ぼう 愛知県青少年
公園

5 救え・地球を 愛知県青少年
公園

6 新世紀と国際交流 ホリディ・イン
クラウンプラザ豊橋

7 今、子供たちが
危ない

愛知県美浜
少年自然の家

8 地域社会とわたし 愛知県美浜
少年自然の家

9 21世紀は新世代の
あなたが主役

全トヨタ労連
研修センターつどいの丘

10 ネット社会の中の
私たち

愛知県労働者
研修センター

11 怖いおやじ、
優しいお母さん

愛知県労働者
研修センター

12 青春の声を
聞かせましょう！ 知立文化会館

13 見つめ直そうマナーと言葉
－大人の常識と若者の常識－ 豊川閣妙厳寺

14

1993
3/14
1994
3/19・20
1995
3/18・19
1996
3/16・17
1997
3/15・16
1998
4/4・5
1999
3/13・14
2000
3/25・26
2001
3/17・18
2002
3/23・24
2003
5/17・18
2004
5/15・16
2004
11/27・28
2006
3/25・26 「夢」 愛知県美浜

少年自然の家

西三河中
（岡崎東）
東尾張
（春日井）
南尾張
（東知多）
西名古屋

西三河
（刈谷）
東三河

西尾張
（尾西）
東名古屋

西三河中
（豊田西）
東尾張
（尾張旭）
西名古屋

西三河
（知立）
東三河
（豊川）
南尾張
（知多）

（豊橋ゴールデン）

（名古屋大須）

（名古屋瑞穂）

（名古屋千種）

北秀之
（春日井）
北秀之
（春日井）
岡戸麻一
（東知多）
岡部快圓

野村重彦
（刈谷）
石田喜運

林正彦
（尾西）
中山信夫

加藤鈴幸
（豊田西）
横山邦晴
（尾張旭）
松井善則
（名古屋瑞穂）
金子利夫
（知立）
岩瀬淳一郎
（豊川）
早川佳教
（知多）

（豊橋ゴールデン）

（名古屋大須）

（名古屋千種）

地区R</A
委員長

2007
3/24・25
2008
2/23・24
2008
11/8・9
2009
11/14・15
2011
2/26・27
2012
2/25・26
2013
2/23・24
2014
3/22・23
2015
3/21・22
2016
3/26・27
2017
3/25・26
2018
3/24・25
2018
11/23～25

豊田市
福祉センター

熊澤勝則
（尾張中央）
坂田憲治
（名古屋東山）
牧野正高
（岡崎城南）
犬束俊彦
（小牧）
犬束俊彦
（小牧）
谷山芳和
（豊田西）
谷山芳和
（豊田西）
谷山芳和
（豊田西）
谷山芳和
（豊田西）
竹内幹尚
（豊川）
竹内幹尚
（豊川）
竹内幹尚
（豊川）
金山明史
（豊田西）

担当分区
（೼ストクラブ）ᗍỶ 㯋ᆗ期日 ೧ー೿ 㯋ᆗᚡᴁ地区R</A

委員長
担当分区

（೼ストクラブ）
西尾張

（尾張中央）
東名古屋
（名古屋東山）
西三河中
（岡崎城南）
東尾張
（小牧）
西名古屋
（名古屋中）
西三河

（三河安城）
東三河
（田原）
南尾張
（常滑）
西尾張
（一宮）
東名古屋
（名古屋北）
西三河中
（豊田）
東尾張
（瀬戸）

RYLA委員会

西名古屋

RYLA

2018年2月28日現在

（Rotary Community Corps）ロータリー地域社会共同隊・RCC

2018年2月28日現在
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料
編

会長㜘

会長㜘

会長㜘

ᣠᜯ広報᎚ᐝプロジェクト‒㻄㜘

会員増強・拡大㜘

会員増強・拡大㜘

会員増強・拡大㜘

会員増強・拡大㜘

会員増強推進計画の表ᬊ

会員増強推進計画の表ᬊ

会員増強推進␠ጰの表ᬊ

チェンジംーೌー㜘

クラブ・೴ルダー㜘

ロータリー財団ጅጔ表ᬊ

✁ኰ会長㜘

2008年度

会長㜘

2010年度
会長㜘

2011年度

2012年度

2009年度

䉆ローターアクトクラブ䉈

䉆インターアクトクラブ䉈

䉆インターアクトクラブ䉈

䉆インターアクトクラブ䉈

䉆ローターアクトクラブ䉈

䉆ローターアクトクラブ䉈
ఴ全ゲ⦕಍増ጆవ（⶯増ጆ率）

ఴ全ゲ⦕಍増ጆవ（⶯増ጆ率）
ఴ全ゲ⦕಍増ጆవ（‒㻄の増ጆ率）

ఴፁ㗪వ（‒ᜲỶの新会員ሢ会）

ఴፁ㗪వ（‒ᜲሢ会⽐Ỷ）

ఴፁ㗪వ（‒ᜲሢ会⽐Ỷ）

ఴ新クラブのḄᓑవ

ఴ㣉会㰞⋳వ（㣉会⽐ೝロ）

ఴ⸝ᵿవ（㣉会⽐ೝロ）

ఴ⸝ᵿవ（‒㻄の会員⸝ᵿ率）
ܸ㣉会⽐ೝロ

ఴ会員⸝ᵿవ

ఴ資⃪の౥ಮ新会員のፁ㗪వ

ఴ会員増強⧟∱㤍᳝㜘వ
（��䈯ၖ上の⶯増）

ఴ会員の⸝ᵿవ

ఴ資⃪౥ಮ新会員のፁ㗪వ

ఴ全ゲ⦕಍増ጆవ（⶯増ጆ率）

ఴፁ㗪వ（‒ᜲሢ会⽐Ỷ）

ఴ⸝ᵿవ（㣉会⽐ೝロ）

常 滑
一 宮
一 宮 北
あ ま
犬 山
小 牧
瀬 戸 北
名 古 屋 城 北
名 古 屋
名 古 屋 東 南
名 古 屋 栄
名 古 屋 名 南
名 古 屋 北
豊 橋
豊 田 西
岡 崎 城 南
豊 田 三 好

名 古 屋 栄
名 古 屋 名 駅

東 知 多

名 古 屋

半 田
東 知 多
半 田 南
尾 西
尾 張 中 央
小 牧
岩 倉
名 古 屋 城 北
愛 知 長 久 手
名 古 屋 東 南
渥 美
三 河 安 城

東 知 多
岩 倉
名 古 屋 城 北
名 古 屋 東 南
名 古 屋 栄

豊 田

豊 川
碧 南
名 古 屋 北
名 古 屋 東

一 宮
一 宮 北
瀬 戸 北
名 古 屋
名 古 屋 西
名 古 屋 南
名 古 屋 み な と
名 古 屋 東 南
名 古 屋 大 須
名 古 屋 栄
名 古 屋 名 駅
名 古 屋 北
豊 橋
豊 川
岡 崎
刈 谷

西 尾 一 色

名 古 屋 城 北

知 多
尾 張 旭
瀬 戸 北
岩 倉
愛 知 長 久 手
名 古 屋 葵
蒲 郡
豊橋ゴールデン
安 城
三 河 安 城

瀬 戸

一 宮

一 宮 北
尾 張 中 央
瀬 戸 北
名 古 屋
名 古 屋 み な と
名 古 屋 瑞 穂
名 古 屋 大 須
名 古 屋 栄
名 古 屋 北
名 古 屋 和 合
豊橋ゴールデン
西 尾 K I R A R A

名 古 屋 名 駅

名 古 屋 名 東

名 古 屋 名 駅

名 古 屋 名 東

名 古 屋 名 東

知 多
津 島
尾 張 中 央
犬 山
江 南
名 古 屋 城 北
愛 知 長 久 手
名 古 屋 瑞 穂
名 古 屋 名 南
中部名古屋みらい
名 古 屋 錦
蒲 郡
奥 三 河
豊橋ゴールデン
西 尾 一 色
三 河 安 城

東 海
一 宮
一 宮 北
尾 張 中 央

名 古 屋 空 港
名 古 屋
名 古 屋 中
名 古 屋 大 須
名 古 屋 名 駅
名 古 屋 丸 の 内
名 古 屋 北
名 古 屋 和 合
岡 崎 城 南

名 古 屋 名 駅
岡 崎 城 南

岡 崎
豊 橋
一 宮
名 古 屋 み な と
江 南
名 古 屋 名 城
豊 田 広 域

豊橋商業高等学校

名 古 屋 東 南

名 古 屋 守 山

渥 美

名 古 屋
名 古 屋 名 駅

東 知 多
尾 張 中 央
春 日 井
尾 張 旭
名 古 屋 空 港
名 古 屋 城 北
名 古 屋 名 南
中部名古屋みらい
名 古 屋 錦
名 古 屋 葵
豊 橋 東
豊 田 中
知 立

豊 島 半 七 （一宮）

深 谷 友 尋 （名古屋みなと）

一 宮
一 宮 北
一 宮 中 央
犬 山
瀬 戸 北
名 古 屋
名 古 屋 み な と
名 古 屋 中
名 古 屋 大 須
名 古 屋 名 駅
名 古 屋 丸 の 内
名 古 屋 北
名 古 屋 千 種
岡 崎 南

岡 崎
田 原
一 宮
名 古 屋 み な と
江 南
名 古 屋 熱 田
名 古 屋 名 城
豊 田 広 域

修文女子高等学校

名 古 屋 北

名 古 屋 空 港

知 多

名 古 屋

瀬 戸 北
愛 知 長 久 手
中部名古屋みらい
名 古 屋 名 東
名 古 屋 東 山

奥 三 河
豊 川 宝 飯
豊 橋 東
高 浜
西 尾 K I R A R A

豊 田 三 好

朱 宮　新 治 （犬山）

あ ま
一 宮 中 央
瀬 戸
犬 山
名 古 屋
名 古 屋 み な と
名 古 屋 栄
名 古 屋 丸 の 内
名 古 屋 北
岡 崎

岡 崎
田 原
一 宮
名 古 屋 中 央
江 南
名 古 屋 熱 田
名 古 屋 名 城
豊 田 広 域
豊 橋

千 種 高 校

一 宮
名 古 屋 名 駅
名 古 屋 和 合
名 古 屋 千 種

安 城

豊 橋

江 南
ఴ新ロータリークラブのスポンೖーవ

ఴ新会員のፁ㗪వ

ఴὃᡟ会員の⸝ᵿవ

2013年度

ఴ会員Ỷ��ీ��名のクラブ会員増ጆవ
ᣰ規∸クラブ会員増ጆの表ᬊ

ロータリー財団ጅጔ表ᬊ

会長㜘

会員増強推進␠ጰの表ᬊ

✁ኰ会長㜘

ఴ新会員のፁ㗪వ

ఴὃᡟ会員の⸝ᵿవ

春 日 井

名 古 屋 名 駅

知 多
尾 西
尾 張 旭
名 古 屋 空 港
岩 倉
名 古 屋 み な と
中部名古屋みらい
名 古 屋 名 北
名 古 屋 葵
蒲 郡
渥 美
奥 三 河
豊 田
岡 崎 城 南
安 城
高 浜

矢 形 修 己 （名古屋北）

尾 張 中 央

犬 山
尾 張 旭
岩 倉
名 古 屋 城 北
愛 知 長 久 手
名 古 屋 瑞 穂
名 古 屋 大 須
名 古 屋 栄
名 古 屋 名 南
名 古 屋 名 駅
名 古 屋 丸 の 内
名 古 屋 北
名 古 屋 千 種
名 古 屋 東 山
名古屋アイリス
豊 橋 南
奥 三 河

東 海
一 宮
名 古 屋 北

豊 橋
田 原

一 宮
名 古 屋 中 央
江 南
名 古 屋 熱 田
名 古 屋 名 城
豊 田 広 域

豊 川 高 等 学 校

江 崎　柳 節 （小牧）

田 中　正 規 （西尾）

髙 村　敦 夫 （東海）

東 知 多

岡 崎

西 尾

名 古 屋 東 山

中部名古屋みらい

名 古 屋 名 駅
名 古 屋 丸 の 内

豊 川 高 等 学 校
岡崎城西高等学校
安城学園高等学校
阿久比高等学校
誉 高 等 学 校
津島東高等学校
豊田工業高等専門学校
名 古 屋
修文女子高等学校
千 種 高 等 学 校
春日丘高等学校
瑞 陵 高 校
豊橋商業高等学校
岡崎学園高等学校
光ヶ丘女子高等学校
桜花学園高等学校
愛知啓成高等学校

鈴 木 文 勝 （小牧）

常 滑
名 古 屋 み な と

ロータリークラブዩⰫ��ᑘ年表ᬊ

ロータリークラブዩⰫ��ᑘ年表ᬊ

会員増強・拡大㜘
ఴ会員増ጆ率の‒ಥ㻄౧クラブవ

ఴ会員⸝ᵿ率౯‒ಥ㻄౧クラブవ

ఴሢ会౺ಂ新会員Ỷ౯‒ಥᜲ౧クラブవ

江 南
岡 崎 南

松 本 　 宏 （半田）
吉 田 　 弘※ （尾西）
鈴木梶三郎 （江南）
藤 田 音 春 （瀬戸北）
中部政次郎 （名古屋）
浦 野 三 男 （名古屋北）
滑　  尚 眞 （名古屋守山）
磯 村 浩 隆 （豊橋）
中 根 義 雄 （岡崎南）
岡 田 庸 男 （岡崎南）
待 田 　 清 （三河安城）

盛 田 和 昭 （名古屋）
花 田 利 雄 （豊橋）

名 古 屋
名 古 屋 北

名 古 屋 み な と

豊 橋 南

真 野 琢 也 （江南）
吉 村 太 郎 （名古屋西）
青 木 德 生 （豊橋）
渡 辺 尚 彦 （一宮）
小 出 忠 孝 （名古屋東）
杉 浦 　 弘 （名古屋みなと）

名 古 屋 名 駅

中 林 正 人 （名古屋空港）

名 古 屋 南
名 古 屋 み な と
名 古 屋 大 須
名 古 屋 名 駅
名 古 屋 北
岡 崎 城 南

櫻 井　  繁 （名古屋南）

RI関係各種受賞

ਉ 国際ロータリー表ᬊ

ਉ 㝘᳞の奉仕㜘

2012年度 石川　博 （安　  城） 2015年度 福田 哲三 （名古屋和合）

ਉ ᰮ⼚౥ಮ業⺆㜘

2008年度 小　　  牧 2009年度 名古屋中 2010年度 犬　　  山 2012年度 田原パシフィック

2013年度 名古屋和合 2014年度 瀬　　  戸 2016年度 名古屋大須

ᗍỶ 㯋ᆗ期日 ೧ー೿ 㯋ᆗᚡᴁ

15 「将来の日本」 愛知県労働者
研修センター

16 「自立」
－守・破・離－

愛知県労働者
研修センター

17 「絆」
家族とは、友人とは

愛知県岡崎
青年の家

18 礼節 愛知県岡崎
青年の家

19 夢をかたちに 愛知県岡崎
青年の家

20 幸運は天から
降ってはこない

愛知県岡崎
青年の家

21 平和 伊良湖
シーパーク＆スパ

22 輝いて生きよう 愛知県美浜
少年自然の家

23 思いやりの心を
育もう

愛知県美浜
少年自然の家

24 ロータリーとRYLA
～友情と寛容の輪を拡げよう～

愛知県美浜
少年自然の家

25 四つのテスト（THE FOUR-
WAY TEST）とリーダー

全トヨタ労連
研修センターつどいの丘

26 ロータリーの寛容と

心をつなげよう
～共生と思いやり～

リーダーシップ
全トヨタ労連
研修センターつどいの丘（予定）

27

28

RCC Ḅᓑロータリークラブ ⷞ᳝年‗日 ␠ጰ⧟⦕ 㱛員Ỷ
1 豊橋 1993.１.26 78

22
952
120
12
53
15
30
11
10
10
13
24
10
10
17
70
10

2
豊橋RCC豊橋教育サークル（TEC）
半田RCC半田教育サークル（HEC） 半田 1993.12.２

3
4

名古屋守山RCC 名古屋守山 1996.11.７

5
安城少年野球サークルRCC 安城 1997.10.17

6
7

長瀬楽人会RCC 岡崎東 2002.２.12

8

半田災害支援ボランティアコーディネーターの会RCC 半田南 2004.４.23

9

子ども歌舞伎RCC 豊田西 2007.３.12

10

名古屋東山RCC 名古屋東山 2010.10.９

11

岡崎大門交通安全RCC 岡崎城南 2012.10.30

12

さくらんぼ育成会RCC 瀬戸 2013.７.１

13

安城市私立幼稚園RCC 三河安城 2013.12.18

14

愛ポート’05 RCC 岡崎南 2014.２.12

15

OKUDA弁慶号RCC 名古屋宮の杜 2017.２.16

16

NGUラブリッジ名古屋RCC
リニモ沿線合同大学祭実行委員会RCC

名古屋宮の杜 2017.２.28

17

名古屋宮の杜 2017.３.７

18

わっしょい太鼓祭実行委員会 名古屋宮の杜 2017.３.９
あいち子ども食堂ネットワークRCC 名古屋名東 2017.８.３
豊田軟式少年野球RCC 豊田東 2017.９.１

「青少年」健全育成
「青少年」健全育成
民間ボランティア
「青少年」健全育成
伝承
災害支援
伝承
環境保全
交通安全
伝承と健全育成
園児の健全育成
障がい者支援
「青少年」健全育成・文化
スポーツ
教育・地域振興
文化・伝承
子どもの貧困対策
「青少年」健全育成

1 歴史に学ぶ 岡崎信用金庫
本店大樹寺

2 21世紀にはばたけ
…青少年

愛知県労働者
研修センター

3 友達になろう 愛知県美浜
少年自然の家

4 自然に学ぼう 愛知県青少年
公園

5 救え・地球を 愛知県青少年
公園

6 新世紀と国際交流 ホリディ・イン
クラウンプラザ豊橋

7 今、子供たちが
危ない

愛知県美浜
少年自然の家

8 地域社会とわたし 愛知県美浜
少年自然の家

9 21世紀は新世代の
あなたが主役

全トヨタ労連
研修センターつどいの丘

10 ネット社会の中の
私たち

愛知県労働者
研修センター

11 怖いおやじ、
優しいお母さん

愛知県労働者
研修センター

12 青春の声を
聞かせましょう！ 知立文化会館

13 見つめ直そうマナーと言葉
－大人の常識と若者の常識－ 豊川閣妙厳寺

14

1993
3/14
1994
3/19・20
1995
3/18・19
1996
3/16・17
1997
3/15・16
1998
4/4・5
1999
3/13・14
2000
3/25・26
2001
3/17・18
2002
3/23・24
2003
5/17・18
2004
5/15・16
2004
11/27・28
2006
3/25・26 「夢」 愛知県美浜

少年自然の家

西三河中
（岡崎東）
東尾張
（春日井）
南尾張
（東知多）
西名古屋

西三河
（刈谷）
東三河

西尾張
（尾西）
東名古屋

西三河中
（豊田西）
東尾張
（尾張旭）
西名古屋

西三河
（知立）
東三河
（豊川）
南尾張
（知多）

（豊橋ゴールデン）

（名古屋大須）

（名古屋瑞穂）

（名古屋千種）

北秀之
（春日井）
北秀之
（春日井）
岡戸麻一
（東知多）
岡部快圓

野村重彦
（刈谷）
石田喜運

林正彦
（尾西）
中山信夫

加藤鈴幸
（豊田西）
横山邦晴
（尾張旭）
松井善則
（名古屋瑞穂）
金子利夫
（知立）
岩瀬淳一郎
（豊川）
早川佳教
（知多）

（豊橋ゴールデン）

（名古屋大須）

（名古屋千種）

地区R</A
委員長

2007
3/24・25
2008
2/23・24
2008
11/8・9
2009
11/14・15
2011
2/26・27
2012
2/25・26
2013
2/23・24
2014
3/22・23
2015
3/21・22
2016
3/26・27
2017
3/25・26
2018
3/24・25
2018
11/23～25

豊田市
福祉センター

熊澤勝則
（尾張中央）
坂田憲治
（名古屋東山）
牧野正高
（岡崎城南）
犬束俊彦
（小牧）
犬束俊彦
（小牧）
谷山芳和
（豊田西）
谷山芳和
（豊田西）
谷山芳和
（豊田西）
谷山芳和
（豊田西）
竹内幹尚
（豊川）
竹内幹尚
（豊川）
竹内幹尚
（豊川）
金山明史
（豊田西）

担当分区
（೼ストクラブ）ᗍỶ 㯋ᆗ期日 ೧ー೿ 㯋ᆗᚡᴁ地区R</A

委員長
担当分区

（೼ストクラブ）
西尾張

（尾張中央）
東名古屋
（名古屋東山）
西三河中
（岡崎城南）
東尾張
（小牧）
西名古屋
（名古屋中）
西三河

（三河安城）
東三河
（田原）
南尾張
（常滑）
西尾張
（一宮）
東名古屋
（名古屋北）
西三河中
（豊田）
東尾張
（瀬戸）

RYLA委員会

西名古屋

RYLA

2018年2月28日現在

（Rotary Community Corps）ロータリー地域社会共同隊・RCC

2018年2月28日現在
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資
料
編

真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

津 島
稲 沢
犬 山
江 南
小 牧
瀬 戸 北
名 古 屋 み な と
名 古 屋 東 南
名 古 屋 中
名 古 屋 瑞 穂
名 古 屋 大 須
名 古 屋 栄
名 古 屋 名 南
名 古 屋 名 駅
名 古 屋 丸 の 内
名 古 屋 北
名 古 屋 昭 和
名 古 屋 錦
豊 橋
豊 橋 北
豊橋ゴールデン
岡 崎
豊 田
岡 崎 南
豊 田 西
豊 田 東
岡 崎 城 南
刈 谷
一 色
西 尾 K I R A R A

ガバナー㜘

ガバナー᎚ጃクラブ㜘（ガバナー補佐クラブ）

ガバナー᎚ጃ✁ኰクラブ㜘

ロータリー財団大口寄付⽐表ᬊ

ガバナー✁ኰ㜘

ガバナー✁ኰጅጔ㜘

ロータリー財団大口寄付⽐表ᬊ
（ܸಒレ೺ル�）

ロータリー財団地区奉仕㜘
（ロータリー財団大口寄付⽐）

ܸ�ಒレ೺ル�థܸ �ಒレ೺ル�

2008年度

ガバナー㜘

2010年度

ロータリー財団大口寄付⽐表ᬊ

ガバナー㜘

2011年度

識ＩＴ率向上推進㜘

2009年度

ガバナー㜘

2012年度

常 滑
一 宮
一 宮 北
あ ま
犬 山
小 牧
瀬 戸 北
名 古 屋 城 北
名 古 屋
名 古 屋 東 南
名 古 屋 栄
名 古 屋 名 南
名 古 屋 北
豊 橋
豊 田 西
岡 崎 城 南
豊 田 三 好

名 古 屋 栄
名 古 屋 名 駅

東 知 多

名 古 屋

半 田
東 知 多
半 田 南
尾 西
尾 張 中 央
小 牧
岩 倉
名 古 屋 城 北
愛 知 長 久 手
名 古 屋 東 南
渥 美
三 河 安 城

東 知 多
岩 倉
名 古 屋 城 北
名 古 屋 東 南
名 古 屋 栄

豊 田

豊 川
碧 南
名 古 屋 北
名 古 屋 東

一 宮
一 宮 北
瀬 戸 北
名 古 屋
名 古 屋 西
名 古 屋 南
名 古 屋 み な と
名 古 屋 東 南
名 古 屋 大 須
名 古 屋 栄
名 古 屋 名 駅
名 古 屋 北
豊 橋
豊 川
岡 崎
刈 谷

西 尾 一 色

名 古 屋 城 北

知 多
尾 張 旭
瀬 戸 北
岩 倉
愛 知 長 久 手
名 古 屋 葵
蒲 郡
豊橋ゴールデン
安 城
三 河 安 城

瀬 戸

一 宮

一 宮 北
尾 張 中 央
瀬 戸 北
名 古 屋
名 古 屋 み な と
名 古 屋 瑞 穂
名 古 屋 大 須
名 古 屋 栄
名 古 屋 北
名 古 屋 和 合
豊橋ゴールデン
西 尾 K I R A R A

名 古 屋 名 駅

名 古 屋 名 東

名 古 屋 名 駅

名 古 屋 名 東

名 古 屋 名 東

知 多
津 島
尾 張 中 央
犬 山
江 南
名 古 屋 城 北
愛 知 長 久 手
名 古 屋 瑞 穂
名 古 屋 名 南
中部名古屋みらい
名 古 屋 錦
蒲 郡
奥 三 河
豊橋ゴールデン
西 尾 一 色
三 河 安 城

東 海
一 宮
一 宮 北
尾 張 中 央

名 古 屋 空 港
名 古 屋
名 古 屋 中
名 古 屋 大 須
名 古 屋 名 駅
名 古 屋 丸 の 内
名 古 屋 北
名 古 屋 和 合
岡 崎 城 南

名 古 屋 名 駅
岡 崎 城 南

岡 崎
豊 橋
一 宮
名 古 屋 み な と
江 南
名 古 屋 名 城
豊 田 広 域

豊橋商業高等学校

名 古 屋 東 南

名 古 屋 守 山

渥 美

名 古 屋
名 古 屋 名 駅

東 知 多
尾 張 中 央
春 日 井
尾 張 旭
名 古 屋 空 港
名 古 屋 城 北
名 古 屋 名 南
中部名古屋みらい
名 古 屋 錦
名 古 屋 葵
豊 橋 東
豊 田 中
知 立

豊 島 半 七 （一宮）

深 谷 友 尋 （名古屋みなと）

一 宮
一 宮 北
一 宮 中 央
犬 山
瀬 戸 北
名 古 屋
名 古 屋 み な と
名 古 屋 中
名 古 屋 大 須
名 古 屋 名 駅
名 古 屋 丸 の 内
名 古 屋 北
名 古 屋 千 種
岡 崎 南

岡 崎
田 原
一 宮
名 古 屋 み な と
江 南
名 古 屋 熱 田
名 古 屋 名 城
豊 田 広 域

修文女子高等学校

名 古 屋 北

名 古 屋 空 港

知 多

名 古 屋

瀬 戸 北
愛 知 長 久 手
中部名古屋みらい
名 古 屋 名 東
名 古 屋 東 山

奥 三 河
豊 川 宝 飯
豊 橋 東
高 浜
西 尾 K I R A R A

豊 田 三 好

朱 宮　新 治 （犬山）

あ ま
一 宮 中 央
瀬 戸
犬 山
名 古 屋
名 古 屋 み な と
名 古 屋 栄
名 古 屋 丸 の 内
名 古 屋 北
岡 崎

岡 崎
田 原
一 宮
名 古 屋 中 央
江 南
名 古 屋 熱 田
名 古 屋 名 城
豊 田 広 域
豊 橋

千 種 高 校

一 宮
名 古 屋 名 駅
名 古 屋 和 合
名 古 屋 千 種

安 城

豊 橋

江 南

䉆ローターアクトクラブ䉈

䉆インターアクトクラブ䉈

ロータリー財団ጅጔ表ᬊ

ロータリー財団ጅጔ表ᬊ

ロータリークラブዩⰫ��ᑘ年表ᬊ

ロータリークラブዩⰫ��ᑘ年表ᬊ
ロータリークラブ��年ᘄⴧ表ᬊ

ロータリークラブ��年ᘄⴧ表ᬊ

ロータリー財団ጅጔ表ᬊ

ポリオの಍౧世界のಂತの奉仕㜘

職業奉仕リーダーシップ㜘

ఴ会員増ጆ率の‒ಥ㻄౧クラブవ

ఴ会員⸝ᵿ率౯‒ಥ㻄౧クラブవ

ఴ᝶ᮎ会員増ጆ率౯‒ಥ㻄౧クラブవ

ఴㄮᴊ会員（��⌁未ⓦ）
     増ጆ率౯‒ಥ㻄౧クラブవ

ఴሢ会౺ಂ新会員Ỷ౯‒ಥᜲ౧クラブవ

会員増強㜘

会員増強・拡大㜘
ఴ会員増ጆ率の‒ಥ㻄౧クラブవ

ఴ会員⸝ᵿ率౯‒ಥ㻄౧クラブవ

ఴሢ会౺ಂ新会員Ỷ౯‒ಥᜲ౧クラブవ

ロータリー財団ጅጔ表ᬊ

ロータリークラブ・೜ントラル㜘

2014年度
会長㜘

ロータリー財団ጅጔ表ᬊ

2016年度
会長㜘

ロータリークラブ��年ᘄⴧ表ᬊ

2015年度
会長㜘

2017年度
会長㜘

春 日 井

名 古 屋 名 駅

知 多
尾 西
尾 張 旭
名 古 屋 空 港
岩 倉
名 古 屋 み な と
中部名古屋みらい
名 古 屋 名 北
名 古 屋 葵
蒲 郡
渥 美
奥 三 河
豊 田
岡 崎 城 南
安 城
高 浜

矢 形 修 己 （名古屋北）

尾 張 中 央

犬 山
尾 張 旭
岩 倉
名 古 屋 城 北
愛 知 長 久 手
名 古 屋 瑞 穂
名 古 屋 大 須
名 古 屋 栄
名 古 屋 名 南
名 古 屋 名 駅
名 古 屋 丸 の 内
名 古 屋 北
名 古 屋 千 種
名 古 屋 東 山
名古屋アイリス
豊 橋 南
奥 三 河

東 海
一 宮
名 古 屋 北

豊 橋
田 原

䉆金　　　　　　㜘䉈

䉆㪄　　　　　　㜘䉈

䉆㪆　　　　　　㜘䉈

䉆インターアクトクラブ䉈

一 宮
名 古 屋 中 央
江 南
名 古 屋 熱 田
名 古 屋 名 城
豊 田 広 域

豊 川 高 等 学 校

江 崎　柳 節 （小牧）

田 中　正 規 （西尾）

髙 村　敦 夫 （東海）

東 知 多

岡 崎

西 尾

名 古 屋 東 山

中部名古屋みらい

知 多
尾 張 中 央
尾 張 旭
名 古 屋 瑞 穂
名 古 屋 和 合
豊 橋
豊 田 中
西 尾 K I R A R A
 
名 古 屋 名 東
一 宮
岡 崎 城 南

鈴 木　  昌 （豊田東）
福 岡 輝 夫 （豊田中）
鈴 木 和 彦 （あま）
本 多 敬 文 （瀬戸北）

一 宮
一 宮 北
一 宮 中 央
犬 山
名 古 屋 城 北
名 古 屋 南
名 古 屋 み な と
名 古 屋 瑞 穂
名 古 屋 名 駅
中部名古屋みらい
名 古 屋 北
名 古 屋 昭 和
名 古 屋 葵

豊 川
西尾ＫＩＲＡＲＡ

一 宮 北
江 南
瀬 戸 北
名 古 屋 南
名 古 屋 み な と
名 古 屋 大 須
名 古 屋 栄
名 古 屋 北
名 古 屋 守 山
名 古 屋 昭 和
豊 橋
豊 川 宝 飯
岡 崎 南
豊 田 東
岡 崎 城 南
刈 谷
西 尾 一 色
知 立
西 尾 K I R A R A

松 前 憲 典 （一宮中央）
斎 藤 直 美 （豊田）
佐 藤 　 明 （あま）
堀 田  　徹 （名古屋城北）
岡本伊三雄 （名古屋守山）

瀬 戸

瀬 戸 北
名 古 城 北
名 古 屋 南
名 古 屋 み な と
名 古 屋 大 須
名 古 屋 名 南
名 古 屋 名 駅
名 古 屋 北
名 古 屋 守 山
名 古 屋 昭 和
豊 橋
岡 崎 南
岡 崎 城 南
刈 谷
西 尾 一 色
西 尾 K I R A R A

深 谷 友 尋 （名古屋みなと）
岩 崎 征 一 （名古屋大須）
神 野 重 行 （名古屋名駅）
小 野 智 範 （岡崎城南）

野 村 重 彦※ （刈谷）
田 嶋 好 博 （名古屋北）
鈴 木 重 幸 （名古屋昭和）
加 藤 英 二 （刈谷）
権 田 鋹 弘 （刈谷）
江 崎 柳 節※ （小牧）
加 藤 知 成 （東知多）
堀  　正 剛 （刈谷）
石 原  　鈞 （刈谷）

東 海
半 田 南
大 府
津 島
尾 西
一 宮 中 央
瀬 戸
春 日 井
岩 倉
名 古 屋
名 古 屋 中
名 古 屋 大 須
名 古 屋 守 山
名 古 屋 名 東
名 古 屋 錦
豊 橋
蒲 郡
渥 美
岡 崎
豊 田 三 好
刈 谷
高 浜
西 尾 K I R A R A

杉 浦 三 郎 （半田）
服 部 孝 根 （稲沢）
小 原 久 和 （名古屋城北）
大 橋 昭 治 （名古屋名駅）
井 上 雅 之 （名古屋昭和）
松 井 　 昭 （田原）
本 間  　毅 （岡崎南）

名 古 屋 宮 の 杜
刈 谷
高 浜
三 河 安 城

名 古 屋
名 古 屋 宮 の 杜

中部名古屋みらい

岡 崎
愛 知 三 州
アドバイザー 服 部 良 男

加 藤 陽 一 （瀬戸）
池 森 由 幸 （名古屋千種）

近 藤 雄 亮 （名古屋瑞穂）
岡 田 雅 隆 （犬山）
福 田 哲 三 （名古屋和合）
横 山 明 巳 （大府）
西 村 利 夫 （尾張中央）
鈴 木 文 勝 （小牧）
宮 崎　  薫 （名古屋東南）
本 多　  満 （名古屋東）
大須賀憲太 （豊橋ゴールデン）
柴 田 芳 孝 （岡崎）
大 髙 敏 睦 （西尾 KIRARA）

半 田 南
一 宮
津 島
一 宮 北
あ ま
一 宮 中 央
瀬 戸
犬 山
名 古 屋 空 港
名 古 屋 南
名 古 屋 北
名 古 屋 守 山
名 古 屋 和 合
名 古 屋 名 東
名 古 屋 名 北
豊 橋
西 尾

あ ま
名 古 屋 守 山
名 古 屋 名 東
名 古 屋 千 種
刈 谷

名 古 屋 名 駅
名 古 屋 名 東
名 古 屋 名 北
豊 田
刈 谷

名 古 屋 名 駅
名 古 屋 丸 の 内

豊 川 高 等 学 校
岡崎城西高等学校
安城学園高等学校
阿久比高等学校
誉 高 等 学 校
津島東高等学校
豊田工業高等専門学校
名 古 屋
修文女子高等学校
千 種 高 等 学 校
春日丘高等学校
瑞 陵 高 校
豊橋商業高等学校
岡崎学園高等学校
光ヶ丘女子高等学校
桜花学園高等学校
愛知啓成高等学校

鈴 木 文 勝 （小牧）

常 滑
名 古 屋 み な と

※昨年度対象者

江 南
岡 崎 南

松 本 　 宏 （半田）
吉 田 　 弘※ （尾西）
鈴木梶三郎 （江南）
藤 田 音 春 （瀬戸北）
中部政次郎 （名古屋）
浦 野 三 男 （名古屋北）
滑　  尚 眞 （名古屋守山）
磯 村 浩 隆 （豊橋）
中 根 義 雄 （岡崎南）
岡 田 庸 男 （岡崎南）
待 田 　 清 （三河安城）

盛 田 和 昭 （名古屋）
花 田 利 雄 （豊橋）

名 古 屋
名 古 屋 北

名 古 屋 み な と

加 藤 良 邦 （碧南）
伊 藤 秀 雄 （名古屋東南）
豊 島 德 三 （一宮北）
宮 崎　  薫 （名古屋東南）
小 山 愼 介 （名古屋名南）
硲 　 伸 夫 （豊田西）
重 冨　  亮 （名古屋守山）
筒 井 信 之 （名古屋南）
鈴 木 吉 男 （津島）
川 島  　誠 （名古屋西）
深 谷 友 尋 （名古屋みなと）
朱 宮 新 治 （犬山）
伊 奈 一 郎 （常滑）
松尾憲二郎 （小牧）
石 田 正 城 （名古屋北）
篭 橋 美 久 （名古屋中）
満 田  　稔 （豊橋東）
増 田 盛 英 （名古屋瑞穂）
石 川 昌 和 （豊橋南）
中 島  　実 （名古屋北）

坂 本 精 志※3 （名古屋名東）
溝 口　  治※2 （名古屋北）
國 友 昌 大※2 （名古屋中）
片 山 主 水 （名古屋東南）
千 田  　毅 （名古屋東）
小 嶋 洋 一 （東海）
福 田 良 子 （江南）
吉 田 光 一 （名古屋丸の内）
上 野　  広 （名古屋昭和）
盛 田 豊 一 （刈谷）

 

常 滑
半 田 南
稲 沢
尾 張 中 央
一 宮 中 央
尾 張 旭
名 古 屋 空 港
瀬 戸 北
愛 知 長 久 手
名 古 屋 西
名 古 屋 東 南
名 古 屋 大 須
名 古 屋 昭 和
蒲 郡
岡 崎 南
刈 谷
西 尾 一 色

石 川 勝 彦 （半田南）
小 島 三 男 （一宮中央）
丹 羽 司 一 （愛知長久手）
川 原 弘 久 （名古屋丸の内）
三 浦 俊 彦 （名古屋錦）
赤 井 知 久 （豊橋南）
梅 村 憲 一 （豊田東）
神 谷 正 康 （西尾一色）
渡 辺  　均 （あま）
高 山 光 雄  （名古屋空港）
長瀬輝代之 （名古屋守山）

永 谷 文 人 （安城）
髙 橋 豊 彦 （豊橋）
佐 藤 文 昭 （愛知長久手）
川 村 荒 治 （豊橋）
寺 本 善 雄 （名古屋みなと）

坂 本 精 志※AKS （名古屋名東）
小 嶋 洋 一※2 （東海）
高 村 博 三 （名古屋瑞穂）

常 滑
東 海
東 知 多
半 田 南
知 多
大 府
一 宮
尾 西
稲 沢
一 宮 中 央
瀬 戸
犬 山
春 日 井
尾 張 旭
瀬 戸 北
名 古 屋 東 南

名 古 屋 瑞 穂
名 古 屋 北
名 古 屋 錦
名 古 屋 東 山
豊 川
岡 崎
岡 崎 南
岡 崎 東
安 城
西 尾
碧 南
西 尾 一 色
知 立
三 河 安 城
西 尾 K I R A R A

半 田
東 海
東 知 多
津 島
名 古 屋 清 須
尾 張 中 央
春 日 井
名 古 屋 西
名 古 屋 東 南
名 古 屋 中
名 古 屋 栄
名 古 屋 丸 の 内
名 古 屋 北
名 古 屋 守 山
名 古 屋 名 東
名 古 屋 昭 和
名 古 屋 東 山
名 古 屋 葵
豊 川 宝 飯
豊橋ゴールデン
田原パシフィック
岡 崎
豊 田
豊 田 三 好
西 尾
西 尾 一 色

半 田
愛 知
名 古 屋 東 南
名 古 屋 瑞 穂
名 古 屋 名 駅
名 古 屋 丸 の 内
名 古 屋 東
名 古 屋 守 山
名 古 屋 千 種
名 古 屋 昭 和
名 古 屋 錦
名 古 屋 東 山
岡 崎 東
豊 田 中
西 尾
碧 南

溝 口　  治※3 （名古屋北）

近 藤 雄 亮 （名古屋瑞穂）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
田 中 正 規 （西尾）
安藤鉦太郎 （名古屋昭和）
金田英和・淳江 （名古屋東山）
久 野 博 淳 （名古屋東南）
鈴 木 文 勝 （小牧）
岡 田 庸 男 （岡崎南）

常 滑
一 宮
一 宮 中 央
江 南
名 古 屋 城 北
名 古 屋 南
名 古 屋 大 須
名 古 屋 名 南
名 古 屋 和 合
田原パシフィック
豊 田 中
刈 谷

𠮷𠮷 川 正 敏 （岡崎）
溝 口  　治※4 （名古屋北）
服 部 良 男 （岡崎）
中 村 陽 公 （名古屋北）
藤 田 守 彦 （名古屋丸の内）
國 友 昌 大※3 （名古屋中）

半 田
常 滑
大 府
一 宮 北
尾 張 中 央
一 宮 中 央
犬 山
小 牧
尾 張 旭
名 古 屋 空 港
名 古 屋 東 南
名 古 屋 瑞 穂
名 古 屋 大 須
名 古 屋 栄
名 古 屋 名 南
名 古 屋 名 駅
名 古 屋 丸 の 内
中部名古屋みらい
名 古 屋 北
名 古 屋 守 山
名 古 屋 和 合
名 古 屋 千 種
名 古 屋 錦
名 古 屋 東 山
蒲 郡
豊 橋 北
田 原
渥 美

田原パシフィック
豊 橋 東
岡 崎
豊 田
岡 崎 南
豊 田 西
岡 崎 東
豊 田 三 好
豊 田 中
三 河 安 城

常 滑
愛知ロータリーE
名 古 屋 南
岡 崎
岡 崎 南
岡 崎 東

神 野 重 行 （名古屋名駅）
加 藤 陽 一 （瀬戸）
村井總一郎 （豊橋）
城野八代江 （名古屋名駅）
梅 村 正 明 （豊田）
福 田 清 成 （江南）
三 浦 俊 彦 （名古屋錦）

松 田 茂 治 （西尾）
中 村 公 彦  （名古屋名東）
江 崎 柳 節 （小牧）
金 田 英 和 （名古屋東山）
野 村 重 彦 （刈谷）
片 山 主 水 （名古屋東南）
服 部 良 男 （岡崎）

名 古 屋 昭 和

半 田
常 滑
東 海
一 宮
あ ま
名 古 屋 清 須
一 宮 中 央
瀬 戸
犬 山
名 古 屋 空 港
愛 知 長 久 手
名 古 屋 南
名 古 屋 み な と
名 古 屋 東 南
名 古 屋 大 須
名 古 屋 名 駅
名 古 屋 丸 の 内
名 古 屋 北
名 古 屋 東
名 古 屋 守 山
名 古 屋 和 合
名 古 屋 名 東
名 古 屋 名 北
名 古 屋 千 種
名 古 屋 昭 和

名 古 屋 錦
名 古 屋 東 山
名古屋アイリス
豊 橋
新 城
岡 崎
豊 田
豊 田 西
豊 田 中
刈 谷
西 尾
碧 南
西 尾 一 色
西 尾 K I R A R A

名 古 屋 名 駅
名 古 屋 名 北
豊 川 宝 飯
岡 崎 東

半 田
半 田 南
一 宮
一 宮 北
稲 沢
尾 張 中 央
一 宮 中 央
小 牧
尾 張 旭
名 古 屋 城 北
愛知ロータリーE 
名 古 屋
名 古 屋 西
名 古 屋 南
名 古 屋 み な と
名 古 屋 東 南
名 古 屋 中
名 古 屋 大 須
名 古 屋 栄
名 古 屋 名 南
名 古 屋 名 駅
名 古 屋 丸 の 内
中部名古屋みらい
名 古 屋 北
名 古 屋 東
名 古 屋 守 山
名 古 屋 和 合
名 古 屋 名 東
名 古 屋 名 北
名 古 屋 千 種
名 古 屋 昭 和
名 古 屋 錦
名 古 屋 東 山
名古屋アイリス
豊 橋
豊 橋 北
豊 川 宝 飯
田原パシフィック
豊 田 西
岡 崎 東
豊 田 東

豊 橋 南

真 野 琢 也 （江南）
吉 村 太 郎 （名古屋西）
青 木 德 生 （豊橋）
渡 辺 尚 彦 （一宮）
小 出 忠 孝 （名古屋東）
杉 浦 　 弘 （名古屋みなと）

名 古 屋 名 駅

中 林 正 人 （名古屋空港）

名 古 屋 南
名 古 屋 み な と
名 古 屋 大 須
名 古 屋 名 駅
名 古 屋 北
岡 崎 城 南

櫻 井　  繁 （名古屋南）
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津 島
稲 沢
犬 山
江 南
小 牧
瀬 戸 北
名 古 屋 み な と
名 古 屋 東 南
名 古 屋 中
名 古 屋 瑞 穂
名 古 屋 大 須
名 古 屋 栄
名 古 屋 名 南
名 古 屋 名 駅
名 古 屋 丸 の 内
名 古 屋 北
名 古 屋 昭 和
名 古 屋 錦
豊 橋
豊 橋 北
豊橋ゴールデン
岡 崎
豊 田
岡 崎 南
豊 田 西
豊 田 東
岡 崎 城 南
刈 谷
一 色
西 尾 K I R A R A

ガバナー✁ኰጅጔ㜘

ロータリー財団地区奉仕㜘
（ロータリー財団大口寄付⽐）
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（ംジャー೪ナー）
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ロータリー財団地区奉仕㜘
（ംジャー೪ナー）

ロータリー財団地区奉仕㜘
（大口寄付⽐）

ロータリー財団地区奉仕㜘
（ロータリー財団大口寄付⽐）
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ガバナー✁ኰ㜘

ロータリー財団✁ኰ表ᬊ

ガバナー㜘

2013年度

ガバナー㜘

2014年度

ガバナー㜘

2015年度

ガバナー㜘ダブル㤍᳝クラブ

ガバナー㜘

ロータリー財団表ᬊ

ロータリー財団ᇵ⭿クラブ

米山寄付ᇵ⭿クラブ

2017年度

ガバナー㜘

2016年度

知 多
尾 張 中 央
尾 張 旭
名 古 屋 瑞 穂
名 古 屋 和 合
豊 橋
豊 田 中
西 尾 K I R A R A
 
名 古 屋 名 東
一 宮
岡 崎 城 南

鈴 木　  昌 （豊田東）
福 岡 輝 夫 （豊田中）
鈴 木 和 彦 （あま）
本 多 敬 文 （瀬戸北）

一 宮
一 宮 北
一 宮 中 央
犬 山
名 古 屋 城 北
名 古 屋 南
名 古 屋 み な と
名 古 屋 瑞 穂
名 古 屋 名 駅
中部名古屋みらい
名 古 屋 北
名 古 屋 昭 和
名 古 屋 葵

豊 川
西尾ＫＩＲＡＲＡ

一 宮 北
江 南
瀬 戸 北
名 古 屋 南
名 古 屋 み な と
名 古 屋 大 須
名 古 屋 栄
名 古 屋 北
名 古 屋 守 山
名 古 屋 昭 和
豊 橋
豊 川 宝 飯
岡 崎 南
豊 田 東
岡 崎 城 南
刈 谷
西 尾 一 色
知 立
西 尾 K I R A R A

松 前 憲 典 （一宮中央）
斎 藤 直 美 （豊田）
佐 藤 　 明 （あま）
堀 田  　徹 （名古屋城北）
岡本伊三雄 （名古屋守山）

瀬 戸

瀬 戸 北
名 古 城 北
名 古 屋 南
名 古 屋 み な と
名 古 屋 大 須
名 古 屋 名 南
名 古 屋 名 駅
名 古 屋 北
名 古 屋 守 山
名 古 屋 昭 和
豊 橋
岡 崎 南
岡 崎 城 南
刈 谷
西 尾 一 色
西 尾 K I R A R A

深 谷 友 尋 （名古屋みなと）
岩 崎 征 一 （名古屋大須）
神 野 重 行 （名古屋名駅）
小 野 智 範 （岡崎城南）

野 村 重 彦※ （刈谷）
田 嶋 好 博 （名古屋北）
鈴 木 重 幸 （名古屋昭和）
加 藤 英 二 （刈谷）
権 田 鋹 弘 （刈谷）
江 崎 柳 節※ （小牧）
加 藤 知 成 （東知多）
堀  　正 剛 （刈谷）
石 原  　鈞 （刈谷）

䉆ࣉロータリーデー䉈

䉆࣋米山記念奨学会寄付䉈

䉆࣊会員増強䉈

東 海
半 田 南
大 府
津 島
尾 西
一 宮 中 央
瀬 戸
春 日 井
岩 倉
名 古 屋
名 古 屋 中
名 古 屋 大 須
名 古 屋 守 山
名 古 屋 名 東
名 古 屋 錦
豊 橋
蒲 郡
渥 美
岡 崎
豊 田 三 好
刈 谷
高 浜
西 尾 K I R A R A

杉 浦 三 郎 （半田）
服 部 孝 根 （稲沢）
小 原 久 和 （名古屋城北）
大 橋 昭 治 （名古屋名駅）
井 上 雅 之 （名古屋昭和）
松 井 　 昭 （田原）
本 間  　毅 （岡崎南）

名 古 屋 宮 の 杜
刈 谷
高 浜
三 河 安 城

名 古 屋
名 古 屋 宮 の 杜

中部名古屋みらい

岡 崎
愛 知 三 州
アドバイザー 服 部 良 男

加 藤 陽 一 （瀬戸）
池 森 由 幸 （名古屋千種）

近 藤 雄 亮 （名古屋瑞穂）
岡 田 雅 隆 （犬山）
福 田 哲 三 （名古屋和合）
横 山 明 巳 （大府）
西 村 利 夫 （尾張中央）
鈴 木 文 勝 （小牧）
宮 崎　  薫 （名古屋東南）
本 多　  満 （名古屋東）
大須賀憲太 （豊橋ゴールデン）
柴 田 芳 孝 （岡崎）
大 髙 敏 睦 （西尾 KIRARA）

半 田 南
一 宮
津 島
一 宮 北
あ ま
一 宮 中 央
瀬 戸
犬 山
名 古 屋 空 港
名 古 屋 南
名 古 屋 北
名 古 屋 守 山
名 古 屋 和 合
名 古 屋 名 東
名 古 屋 名 北
豊 橋
西 尾

あ ま
名 古 屋 守 山
名 古 屋 名 東
名 古 屋 千 種
刈 谷

名 古 屋 名 駅
名 古 屋 名 東
名 古 屋 名 北
豊 田
刈 谷

加 藤 良 邦 （碧南）
伊 藤 秀 雄 （名古屋東南）
豊 島 德 三 （一宮北）
宮 崎　  薫 （名古屋東南）
小 山 愼 介 （名古屋名南）
硲 　 伸 夫 （豊田西）
重 冨　  亮 （名古屋守山）
筒 井 信 之 （名古屋南）
鈴 木 吉 男 （津島）
川 島  　誠 （名古屋西）
深 谷 友 尋 （名古屋みなと）
朱 宮 新 治 （犬山）
伊 奈 一 郎 （常滑）
松尾憲二郎 （小牧）
石 田 正 城 （名古屋北）
篭 橋 美 久 （名古屋中）
満 田  　稔 （豊橋東）
増 田 盛 英 （名古屋瑞穂）
石 川 昌 和 （豊橋南）
中 島  　実 （名古屋北）

坂 本 精 志※3 （名古屋名東）
溝 口　  治※2 （名古屋北）
國 友 昌 大※2 （名古屋中）
片 山 主 水 （名古屋東南）
千 田  　毅 （名古屋東）
小 嶋 洋 一 （東海）
福 田 良 子 （江南）
吉 田 光 一 （名古屋丸の内）
上 野　  広 （名古屋昭和）
盛 田 豊 一 （刈谷）

 

常 滑
半 田 南
稲 沢
尾 張 中 央
一 宮 中 央
尾 張 旭
名 古 屋 空 港
瀬 戸 北
愛 知 長 久 手
名 古 屋 西
名 古 屋 東 南
名 古 屋 大 須
名 古 屋 昭 和
蒲 郡
岡 崎 南
刈 谷
西 尾 一 色

石 川 勝 彦 （半田南）
小 島 三 男 （一宮中央）
丹 羽 司 一 （愛知長久手）
川 原 弘 久 （名古屋丸の内）
三 浦 俊 彦 （名古屋錦）
赤 井 知 久 （豊橋南）
梅 村 憲 一 （豊田東）
神 谷 正 康 （西尾一色）
渡 辺  　均 （あま）
高 山 光 雄  （名古屋空港）
長瀬輝代之 （名古屋守山）

永 谷 文 人 （安城）
髙 橋 豊 彦 （豊橋）
佐 藤 文 昭 （愛知長久手）
川 村 荒 治 （豊橋）
寺 本 善 雄 （名古屋みなと）

坂 本 精 志※AKS （名古屋名東）
小 嶋 洋 一※2 （東海）
高 村 博 三 （名古屋瑞穂）

常 滑
東 海
東 知 多
半 田 南
知 多
大 府
一 宮
尾 西
稲 沢
一 宮 中 央
瀬 戸
犬 山
春 日 井
尾 張 旭
瀬 戸 北
名 古 屋 東 南

名 古 屋 瑞 穂
名 古 屋 北
名 古 屋 錦
名 古 屋 東 山
豊 川
岡 崎
岡 崎 南
岡 崎 東
安 城
西 尾
碧 南
西 尾 一 色
知 立
三 河 安 城
西 尾 K I R A R A

半 田
東 海
東 知 多
津 島
名 古 屋 清 須
尾 張 中 央
春 日 井
名 古 屋 西
名 古 屋 東 南
名 古 屋 中
名 古 屋 栄
名 古 屋 丸 の 内
名 古 屋 北
名 古 屋 守 山
名 古 屋 名 東
名 古 屋 昭 和
名 古 屋 東 山
名 古 屋 葵
豊 川 宝 飯
豊橋ゴールデン
田原パシフィック
岡 崎
豊 田
豊 田 三 好
西 尾
西 尾 一 色

半 田
愛 知
名 古 屋 東 南
名 古 屋 瑞 穂
名 古 屋 名 駅
名 古 屋 丸 の 内
名 古 屋 東
名 古 屋 守 山
名 古 屋 千 種
名 古 屋 昭 和
名 古 屋 錦
名 古 屋 東 山
岡 崎 東
豊 田 中
西 尾
碧 南

溝 口　  治※3 （名古屋北）

近 藤 雄 亮 （名古屋瑞穂）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
田 中 正 規 （西尾）
安藤鉦太郎 （名古屋昭和）
金田英和・淳江 （名古屋東山）
久 野 博 淳 （名古屋東南）
鈴 木 文 勝 （小牧）
岡 田 庸 男 （岡崎南）

常 滑
一 宮
一 宮 中 央
江 南
名 古 屋 城 北
名 古 屋 南
名 古 屋 大 須
名 古 屋 名 南
名 古 屋 和 合
田原パシフィック
豊 田 中
刈 谷

𠮷𠮷 川 正 敏 （岡崎）
溝 口  　治※4 （名古屋北）
服 部 良 男 （岡崎）
中 村 陽 公 （名古屋北）
藤 田 守 彦 （名古屋丸の内）
國 友 昌 大※3 （名古屋中）

半 田
常 滑
大 府
一 宮 北
尾 張 中 央
一 宮 中 央
犬 山
小 牧
尾 張 旭
名 古 屋 空 港
名 古 屋 東 南
名 古 屋 瑞 穂
名 古 屋 大 須
名 古 屋 栄
名 古 屋 名 南
名 古 屋 名 駅
名 古 屋 丸 の 内
中部名古屋みらい
名 古 屋 北
名 古 屋 守 山
名 古 屋 和 合
名 古 屋 千 種
名 古 屋 錦
名 古 屋 東 山
蒲 郡
豊 橋 北
田 原
渥 美

田原パシフィック
豊 橋 東
岡 崎
豊 田
岡 崎 南
豊 田 西
岡 崎 東
豊 田 三 好
豊 田 中
三 河 安 城

常 滑
愛知ロータリーE
名 古 屋 南
岡 崎
岡 崎 南
岡 崎 東

神 野 重 行 （名古屋名駅）
加 藤 陽 一 （瀬戸）
村井總一郎 （豊橋）
城野八代江 （名古屋名駅）
梅 村 正 明 （豊田）
福 田 清 成 （江南）
三 浦 俊 彦 （名古屋錦）

松 田 茂 治 （西尾）
中 村 公 彦  （名古屋名東）
江 崎 柳 節 （小牧）
金 田 英 和 （名古屋東山）
野 村 重 彦 （刈谷）
片 山 主 水 （名古屋東南）
服 部 良 男 （岡崎）

名 古 屋 昭 和

半 田
常 滑
東 海
一 宮
あ ま
名 古 屋 清 須
一 宮 中 央
瀬 戸
犬 山
名 古 屋 空 港
愛 知 長 久 手
名 古 屋 南
名 古 屋 み な と
名 古 屋 東 南
名 古 屋 大 須
名 古 屋 名 駅
名 古 屋 丸 の 内
名 古 屋 北
名 古 屋 東
名 古 屋 守 山
名 古 屋 和 合
名 古 屋 名 東
名 古 屋 名 北
名 古 屋 千 種
名 古 屋 昭 和

名 古 屋 錦
名 古 屋 東 山
名古屋アイリス
豊 橋
新 城
岡 崎
豊 田
豊 田 西
豊 田 中
刈 谷
西 尾
碧 南
西 尾 一 色
西 尾 K I R A R A

名 古 屋 名 駅
名 古 屋 名 北
豊 川 宝 飯
岡 崎 東

半 田
半 田 南
一 宮
一 宮 北
稲 沢
尾 張 中 央
一 宮 中 央
小 牧
尾 張 旭
名 古 屋 城 北
愛知ロータリーE 
名 古 屋
名 古 屋 西
名 古 屋 南
名 古 屋 み な と
名 古 屋 東 南
名 古 屋 中
名 古 屋 大 須
名 古 屋 栄
名 古 屋 名 南
名 古 屋 名 駅
名 古 屋 丸 の 内
中部名古屋みらい
名 古 屋 北
名 古 屋 東
名 古 屋 守 山
名 古 屋 和 合
名 古 屋 名 東
名 古 屋 名 北
名 古 屋 千 種
名 古 屋 昭 和
名 古 屋 錦
名 古 屋 東 山
名古屋アイリス
豊 橋
豊 橋 北
豊 川 宝 飯
田原パシフィック
豊 田 西
岡 崎 東
豊 田 東

䉆ロータリークラブ䉈

ガバナー✁ኰ㜘
䉆ዩⰫၖ来ክの᝶ᮎ会員㗧⢐䉈

䉆新クラブ㖚Ⱛಎᣠ౼ಮᤑጃ䉈

䉆公ሬイംージ向上ಛの㛧❡䉈

䉆ዩⰫၖ来ክの᝶ᮎ会員㗧⢐䉈地区ክのᏳⷔಢ᰹⩱⧳ಋの
㰞☆᎚ᢓ⹈ⷞವ౺ಂ౶ಋಎಫಭ

೜ミナーವ㯋ᆗ

䉆ዩⰫၖ来ክの᝶ᮎ会員㗧⢐䉈ガバナー㔵㘏の企画・ᢗ⟡࿖ಖಎ
᭝ᢗ㤦ᢂ౺ಂጅ⺆

津 島
稲 沢
犬 山
江 南
小 牧
瀬 戸 北
名 古 屋 み な と
名 古 屋 東 南
名 古 屋 中
名 古 屋 瑞 穂
名 古 屋 大 須
名 古 屋 栄
名 古 屋 名 南
名 古 屋 名 駅
名 古 屋 丸 の 内
名 古 屋 北
名 古 屋 昭 和
名 古 屋 錦
豊 橋
豊 橋 北
豊橋ゴールデン
岡 崎
豊 田
岡 崎 南
豊 田 西
豊 田 東
岡 崎 城 南
刈 谷
一 色
西 尾 K I R A R A

ガバナー㜘

ガバナー᎚ጃクラブ㜘（ガバナー補佐クラブ）

ガバナー᎚ጃ✁ኰクラブ㜘

ロータリー財団大口寄付⽐表ᬊ

ガバナー✁ኰ㜘

ガバナー✁ኰጅጔ㜘

ロータリー財団大口寄付⽐表ᬊ
（ܸಒレ೺ル�）

ロータリー財団地区奉仕㜘
（ロータリー財団大口寄付⽐）

ܸ�ಒレ೺ル�థܸ �ಒレ೺ル�

2008年度

ガバナー㜘

2010年度

ロータリー財団大口寄付⽐表ᬊ

ガバナー㜘

2011年度

識ＩＴ率向上推進㜘

2009年度

ガバナー㜘

2012年度

常 滑
一 宮
一 宮 北
あ ま
犬 山
小 牧
瀬 戸 北
名 古 屋 城 北
名 古 屋
名 古 屋 東 南
名 古 屋 栄
名 古 屋 名 南
名 古 屋 北
豊 橋
豊 田 西
岡 崎 城 南
豊 田 三 好

名 古 屋 栄
名 古 屋 名 駅

東 知 多

名 古 屋

半 田
東 知 多
半 田 南
尾 西
尾 張 中 央
小 牧
岩 倉
名 古 屋 城 北
愛 知 長 久 手
名 古 屋 東 南
渥 美
三 河 安 城

東 知 多
岩 倉
名 古 屋 城 北
名 古 屋 東 南
名 古 屋 栄

豊 田

豊 川
碧 南
名 古 屋 北
名 古 屋 東

一 宮
一 宮 北
瀬 戸 北
名 古 屋
名 古 屋 西
名 古 屋 南
名 古 屋 み な と
名 古 屋 東 南
名 古 屋 大 須
名 古 屋 栄
名 古 屋 名 駅
名 古 屋 北
豊 橋
豊 川
岡 崎
刈 谷

西 尾 一 色

名 古 屋 城 北

知 多
尾 張 旭
瀬 戸 北
岩 倉
愛 知 長 久 手
名 古 屋 葵
蒲 郡
豊橋ゴールデン
安 城
三 河 安 城

瀬 戸

一 宮

一 宮 北
尾 張 中 央
瀬 戸 北
名 古 屋
名 古 屋 み な と
名 古 屋 瑞 穂
名 古 屋 大 須
名 古 屋 栄
名 古 屋 北
名 古 屋 和 合
豊橋ゴールデン
西 尾 K I R A R A

名 古 屋 名 駅

名 古 屋 名 東

名 古 屋 名 駅

名 古 屋 名 東

名 古 屋 名 東

知 多
津 島
尾 張 中 央
犬 山
江 南
名 古 屋 城 北
愛 知 長 久 手
名 古 屋 瑞 穂
名 古 屋 名 南
中部名古屋みらい
名 古 屋 錦
蒲 郡
奥 三 河
豊橋ゴールデン
西 尾 一 色
三 河 安 城

東 海
一 宮
一 宮 北
尾 張 中 央

名 古 屋 空 港
名 古 屋
名 古 屋 中
名 古 屋 大 須
名 古 屋 名 駅
名 古 屋 丸 の 内
名 古 屋 北
名 古 屋 和 合
岡 崎 城 南

名 古 屋 名 駅
岡 崎 城 南

岡 崎
豊 橋
一 宮
名 古 屋 み な と
江 南
名 古 屋 名 城
豊 田 広 域

豊橋商業高等学校

名 古 屋 東 南

名 古 屋 守 山

渥 美

名 古 屋
名 古 屋 名 駅

東 知 多
尾 張 中 央
春 日 井
尾 張 旭
名 古 屋 空 港
名 古 屋 城 北
名 古 屋 名 南
中部名古屋みらい
名 古 屋 錦
名 古 屋 葵
豊 橋 東
豊 田 中
知 立

豊 島 半 七 （一宮）

深 谷 友 尋 （名古屋みなと）

一 宮
一 宮 北
一 宮 中 央
犬 山
瀬 戸 北
名 古 屋
名 古 屋 み な と
名 古 屋 中
名 古 屋 大 須
名 古 屋 名 駅
名 古 屋 丸 の 内
名 古 屋 北
名 古 屋 千 種
岡 崎 南

岡 崎
田 原
一 宮
名 古 屋 み な と
江 南
名 古 屋 熱 田
名 古 屋 名 城
豊 田 広 域

修文女子高等学校

名 古 屋 北

名 古 屋 空 港

知 多

名 古 屋

瀬 戸 北
愛 知 長 久 手
中部名古屋みらい
名 古 屋 名 東
名 古 屋 東 山

奥 三 河
豊 川 宝 飯
豊 橋 東
高 浜
西 尾 K I R A R A

豊 田 三 好

朱 宮　新 治 （犬山）

あ ま
一 宮 中 央
瀬 戸
犬 山
名 古 屋
名 古 屋 み な と
名 古 屋 栄
名 古 屋 丸 の 内
名 古 屋 北
岡 崎

岡 崎
田 原
一 宮
名 古 屋 中 央
江 南
名 古 屋 熱 田
名 古 屋 名 城
豊 田 広 域
豊 橋

千 種 高 校

一 宮
名 古 屋 名 駅
名 古 屋 和 合
名 古 屋 千 種

安 城

豊 橋

江 南

䉆ローターアクトクラブ䉈

䉆インターアクトクラブ䉈

ロータリー財団ጅጔ表ᬊ

ロータリー財団ጅጔ表ᬊ

ロータリークラブዩⰫ��ᑘ年表ᬊ

ロータリークラブዩⰫ��ᑘ年表ᬊ
ロータリークラブ��年ᘄⴧ表ᬊ

ロータリークラブ��年ᘄⴧ表ᬊ

ロータリー財団ጅጔ表ᬊ

ポリオの಍౧世界のಂತの奉仕㜘

職業奉仕リーダーシップ㜘

ఴ会員増ጆ率の‒ಥ㻄౧クラブవ

ఴ会員⸝ᵿ率౯‒ಥ㻄౧クラブవ

ఴ᝶ᮎ会員増ጆ率౯‒ಥ㻄౧クラブవ

ఴㄮᴊ会員（��⌁未ⓦ）
     増ጆ率౯‒ಥ㻄౧クラブవ

ఴሢ会౺ಂ新会員Ỷ౯‒ಥᜲ౧クラブవ

会員増強㜘

会員増強・拡大㜘
ఴ会員増ጆ率の‒ಥ㻄౧クラブవ

ఴ会員⸝ᵿ率౯‒ಥ㻄౧クラブవ

ఴሢ会౺ಂ新会員Ỷ౯‒ಥᜲ౧クラブవ

ロータリー財団ጅጔ表ᬊ

ロータリークラブ・೜ントラル㜘

2014年度
会長㜘

ロータリー財団ጅጔ表ᬊ

2016年度
会長㜘

ロータリークラブ��年ᘄⴧ表ᬊ

2015年度
会長㜘

2017年度
会長㜘

春 日 井

名 古 屋 名 駅

知 多
尾 西
尾 張 旭
名 古 屋 空 港
岩 倉
名 古 屋 み な と
中部名古屋みらい
名 古 屋 名 北
名 古 屋 葵
蒲 郡
渥 美
奥 三 河
豊 田
岡 崎 城 南
安 城
高 浜

矢 形 修 己 （名古屋北）

尾 張 中 央

犬 山
尾 張 旭
岩 倉
名 古 屋 城 北
愛 知 長 久 手
名 古 屋 瑞 穂
名 古 屋 大 須
名 古 屋 栄
名 古 屋 名 南
名 古 屋 名 駅
名 古 屋 丸 の 内
名 古 屋 北
名 古 屋 千 種
名 古 屋 東 山
名古屋アイリス
豊 橋 南
奥 三 河

東 海
一 宮
名 古 屋 北

豊 橋
田 原

䉆金　　　　　　㜘䉈

䉆㪄　　　　　　㜘䉈

䉆㪆　　　　　　㜘䉈

䉆インターアクトクラブ䉈

一 宮
名 古 屋 中 央
江 南
名 古 屋 熱 田
名 古 屋 名 城
豊 田 広 域

豊 川 高 等 学 校

江 崎　柳 節 （小牧）

田 中　正 規 （西尾）

髙 村　敦 夫 （東海）

東 知 多

岡 崎

西 尾

名 古 屋 東 山

中部名古屋みらい

知 多
尾 張 中 央
尾 張 旭
名 古 屋 瑞 穂
名 古 屋 和 合
豊 橋
豊 田 中
西 尾 K I R A R A
 
名 古 屋 名 東
一 宮
岡 崎 城 南

鈴 木　  昌 （豊田東）
福 岡 輝 夫 （豊田中）
鈴 木 和 彦 （あま）
本 多 敬 文 （瀬戸北）

一 宮
一 宮 北
一 宮 中 央
犬 山
名 古 屋 城 北
名 古 屋 南
名 古 屋 み な と
名 古 屋 瑞 穂
名 古 屋 名 駅
中部名古屋みらい
名 古 屋 北
名 古 屋 昭 和
名 古 屋 葵

豊 川
西尾ＫＩＲＡＲＡ

一 宮 北
江 南
瀬 戸 北
名 古 屋 南
名 古 屋 み な と
名 古 屋 大 須
名 古 屋 栄
名 古 屋 北
名 古 屋 守 山
名 古 屋 昭 和
豊 橋
豊 川 宝 飯
岡 崎 南
豊 田 東
岡 崎 城 南
刈 谷
西 尾 一 色
知 立
西 尾 K I R A R A

松 前 憲 典 （一宮中央）
斎 藤 直 美 （豊田）
佐 藤 　 明 （あま）
堀 田  　徹 （名古屋城北）
岡本伊三雄 （名古屋守山）

瀬 戸

瀬 戸 北
名 古 城 北
名 古 屋 南
名 古 屋 み な と
名 古 屋 大 須
名 古 屋 名 南
名 古 屋 名 駅
名 古 屋 北
名 古 屋 守 山
名 古 屋 昭 和
豊 橋
岡 崎 南
岡 崎 城 南
刈 谷
西 尾 一 色
西 尾 K I R A R A

深 谷 友 尋 （名古屋みなと）
岩 崎 征 一 （名古屋大須）
神 野 重 行 （名古屋名駅）
小 野 智 範 （岡崎城南）

野 村 重 彦※ （刈谷）
田 嶋 好 博 （名古屋北）
鈴 木 重 幸 （名古屋昭和）
加 藤 英 二 （刈谷）
権 田 鋹 弘 （刈谷）
江 崎 柳 節※ （小牧）
加 藤 知 成 （東知多）
堀  　正 剛 （刈谷）
石 原  　鈞 （刈谷）

東 海
半 田 南
大 府
津 島
尾 西
一 宮 中 央
瀬 戸
春 日 井
岩 倉
名 古 屋
名 古 屋 中
名 古 屋 大 須
名 古 屋 守 山
名 古 屋 名 東
名 古 屋 錦
豊 橋
蒲 郡
渥 美
岡 崎
豊 田 三 好
刈 谷
高 浜
西 尾 K I R A R A

杉 浦 三 郎 （半田）
服 部 孝 根 （稲沢）
小 原 久 和 （名古屋城北）
大 橋 昭 治 （名古屋名駅）
井 上 雅 之 （名古屋昭和）
松 井 　 昭 （田原）
本 間  　毅 （岡崎南）

名 古 屋 宮 の 杜
刈 谷
高 浜
三 河 安 城

名 古 屋
名 古 屋 宮 の 杜

中部名古屋みらい

岡 崎
愛 知 三 州
アドバイザー 服 部 良 男

加 藤 陽 一 （瀬戸）
池 森 由 幸 （名古屋千種）

近 藤 雄 亮 （名古屋瑞穂）
岡 田 雅 隆 （犬山）
福 田 哲 三 （名古屋和合）
横 山 明 巳 （大府）
西 村 利 夫 （尾張中央）
鈴 木 文 勝 （小牧）
宮 崎　  薫 （名古屋東南）
本 多　  満 （名古屋東）
大須賀憲太 （豊橋ゴールデン）
柴 田 芳 孝 （岡崎）
大 髙 敏 睦 （西尾 KIRARA）

半 田 南
一 宮
津 島
一 宮 北
あ ま
一 宮 中 央
瀬 戸
犬 山
名 古 屋 空 港
名 古 屋 南
名 古 屋 北
名 古 屋 守 山
名 古 屋 和 合
名 古 屋 名 東
名 古 屋 名 北
豊 橋
西 尾

あ ま
名 古 屋 守 山
名 古 屋 名 東
名 古 屋 千 種
刈 谷

名 古 屋 名 駅
名 古 屋 名 東
名 古 屋 名 北
豊 田
刈 谷

名 古 屋 名 駅
名 古 屋 丸 の 内

豊 川 高 等 学 校
岡崎城西高等学校
安城学園高等学校
阿久比高等学校
誉 高 等 学 校
津島東高等学校
豊田工業高等専門学校
名 古 屋
修文女子高等学校
千 種 高 等 学 校
春日丘高等学校
瑞 陵 高 校
豊橋商業高等学校
岡崎学園高等学校
光ヶ丘女子高等学校
桜花学園高等学校
愛知啓成高等学校

鈴 木 文 勝 （小牧）

常 滑
名 古 屋 み な と

※昨年度対象者

江 南
岡 崎 南

松 本 　 宏 （半田）
吉 田 　 弘※ （尾西）
鈴木梶三郎 （江南）
藤 田 音 春 （瀬戸北）
中部政次郎 （名古屋）
浦 野 三 男 （名古屋北）
滑　  尚 眞 （名古屋守山）
磯 村 浩 隆 （豊橋）
中 根 義 雄 （岡崎南）
岡 田 庸 男 （岡崎南）
待 田 　 清 （三河安城）

盛 田 和 昭 （名古屋）
花 田 利 雄 （豊橋）

名 古 屋
名 古 屋 北

名 古 屋 み な と

加 藤 良 邦 （碧南）
伊 藤 秀 雄 （名古屋東南）
豊 島 德 三 （一宮北）
宮 崎　  薫 （名古屋東南）
小 山 愼 介 （名古屋名南）
硲 　 伸 夫 （豊田西）
重 冨　  亮 （名古屋守山）
筒 井 信 之 （名古屋南）
鈴 木 吉 男 （津島）
川 島  　誠 （名古屋西）
深 谷 友 尋 （名古屋みなと）
朱 宮 新 治 （犬山）
伊 奈 一 郎 （常滑）
松尾憲二郎 （小牧）
石 田 正 城 （名古屋北）
篭 橋 美 久 （名古屋中）
満 田  　稔 （豊橋東）
増 田 盛 英 （名古屋瑞穂）
石 川 昌 和 （豊橋南）
中 島  　実 （名古屋北）

坂 本 精 志※3 （名古屋名東）
溝 口　  治※2 （名古屋北）
國 友 昌 大※2 （名古屋中）
片 山 主 水 （名古屋東南）
千 田  　毅 （名古屋東）
小 嶋 洋 一 （東海）
福 田 良 子 （江南）
吉 田 光 一 （名古屋丸の内）
上 野　  広 （名古屋昭和）
盛 田 豊 一 （刈谷）

 

常 滑
半 田 南
稲 沢
尾 張 中 央
一 宮 中 央
尾 張 旭
名 古 屋 空 港
瀬 戸 北
愛 知 長 久 手
名 古 屋 西
名 古 屋 東 南
名 古 屋 大 須
名 古 屋 昭 和
蒲 郡
岡 崎 南
刈 谷
西 尾 一 色

石 川 勝 彦 （半田南）
小 島 三 男 （一宮中央）
丹 羽 司 一 （愛知長久手）
川 原 弘 久 （名古屋丸の内）
三 浦 俊 彦 （名古屋錦）
赤 井 知 久 （豊橋南）
梅 村 憲 一 （豊田東）
神 谷 正 康 （西尾一色）
渡 辺  　均 （あま）
高 山 光 雄  （名古屋空港）
長瀬輝代之 （名古屋守山）

永 谷 文 人 （安城）
髙 橋 豊 彦 （豊橋）
佐 藤 文 昭 （愛知長久手）
川 村 荒 治 （豊橋）
寺 本 善 雄 （名古屋みなと）

坂 本 精 志※AKS （名古屋名東）
小 嶋 洋 一※2 （東海）
高 村 博 三 （名古屋瑞穂）

常 滑
東 海
東 知 多
半 田 南
知 多
大 府
一 宮
尾 西
稲 沢
一 宮 中 央
瀬 戸
犬 山
春 日 井
尾 張 旭
瀬 戸 北
名 古 屋 東 南

名 古 屋 瑞 穂
名 古 屋 北
名 古 屋 錦
名 古 屋 東 山
豊 川
岡 崎
岡 崎 南
岡 崎 東
安 城
西 尾
碧 南
西 尾 一 色
知 立
三 河 安 城
西 尾 K I R A R A

半 田
東 海
東 知 多
津 島
名 古 屋 清 須
尾 張 中 央
春 日 井
名 古 屋 西
名 古 屋 東 南
名 古 屋 中
名 古 屋 栄
名 古 屋 丸 の 内
名 古 屋 北
名 古 屋 守 山
名 古 屋 名 東
名 古 屋 昭 和
名 古 屋 東 山
名 古 屋 葵
豊 川 宝 飯
豊橋ゴールデン
田原パシフィック
岡 崎
豊 田
豊 田 三 好
西 尾
西 尾 一 色

半 田
愛 知
名 古 屋 東 南
名 古 屋 瑞 穂
名 古 屋 名 駅
名 古 屋 丸 の 内
名 古 屋 東
名 古 屋 守 山
名 古 屋 千 種
名 古 屋 昭 和
名 古 屋 錦
名 古 屋 東 山
岡 崎 東
豊 田 中
西 尾
碧 南

溝 口　  治※3 （名古屋北）

近 藤 雄 亮 （名古屋瑞穂）
尾 本 和 弘 （名古屋東南）
田 中 正 規 （西尾）
安藤鉦太郎 （名古屋昭和）
金田英和・淳江 （名古屋東山）
久 野 博 淳 （名古屋東南）
鈴 木 文 勝 （小牧）
岡 田 庸 男 （岡崎南）

常 滑
一 宮
一 宮 中 央
江 南
名 古 屋 城 北
名 古 屋 南
名 古 屋 大 須
名 古 屋 名 南
名 古 屋 和 合
田原パシフィック
豊 田 中
刈 谷

𠮷𠮷 川 正 敏 （岡崎）
溝 口  　治※4 （名古屋北）
服 部 良 男 （岡崎）
中 村 陽 公 （名古屋北）
藤 田 守 彦 （名古屋丸の内）
國 友 昌 大※3 （名古屋中）

半 田
常 滑
大 府
一 宮 北
尾 張 中 央
一 宮 中 央
犬 山
小 牧
尾 張 旭
名 古 屋 空 港
名 古 屋 東 南
名 古 屋 瑞 穂
名 古 屋 大 須
名 古 屋 栄
名 古 屋 名 南
名 古 屋 名 駅
名 古 屋 丸 の 内
中部名古屋みらい
名 古 屋 北
名 古 屋 守 山
名 古 屋 和 合
名 古 屋 千 種
名 古 屋 錦
名 古 屋 東 山
蒲 郡
豊 橋 北
田 原
渥 美

田原パシフィック
豊 橋 東
岡 崎
豊 田
岡 崎 南
豊 田 西
岡 崎 東
豊 田 三 好
豊 田 中
三 河 安 城

常 滑
愛知ロータリーE
名 古 屋 南
岡 崎
岡 崎 南
岡 崎 東

神 野 重 行 （名古屋名駅）
加 藤 陽 一 （瀬戸）
村井總一郎 （豊橋）
城野八代江 （名古屋名駅）
梅 村 正 明 （豊田）
福 田 清 成 （江南）
三 浦 俊 彦 （名古屋錦）

松 田 茂 治 （西尾）
中 村 公 彦  （名古屋名東）
江 崎 柳 節 （小牧）
金 田 英 和 （名古屋東山）
野 村 重 彦 （刈谷）
片 山 主 水 （名古屋東南）
服 部 良 男 （岡崎）

名 古 屋 昭 和

半 田
常 滑
東 海
一 宮
あ ま
名 古 屋 清 須
一 宮 中 央
瀬 戸
犬 山
名 古 屋 空 港
愛 知 長 久 手
名 古 屋 南
名 古 屋 み な と
名 古 屋 東 南
名 古 屋 大 須
名 古 屋 名 駅
名 古 屋 丸 の 内
名 古 屋 北
名 古 屋 東
名 古 屋 守 山
名 古 屋 和 合
名 古 屋 名 東
名 古 屋 名 北
名 古 屋 千 種
名 古 屋 昭 和

名 古 屋 錦
名 古 屋 東 山
名古屋アイリス
豊 橋
新 城
岡 崎
豊 田
豊 田 西
豊 田 中
刈 谷
西 尾
碧 南
西 尾 一 色
西 尾 K I R A R A

名 古 屋 名 駅
名 古 屋 名 北
豊 川 宝 飯
岡 崎 東

半 田
半 田 南
一 宮
一 宮 北
稲 沢
尾 張 中 央
一 宮 中 央
小 牧
尾 張 旭
名 古 屋 城 北
愛知ロータリーE 
名 古 屋
名 古 屋 西
名 古 屋 南
名 古 屋 み な と
名 古 屋 東 南
名 古 屋 中
名 古 屋 大 須
名 古 屋 栄
名 古 屋 名 南
名 古 屋 名 駅
名 古 屋 丸 の 内
中部名古屋みらい
名 古 屋 北
名 古 屋 東
名 古 屋 守 山
名 古 屋 和 合
名 古 屋 名 東
名 古 屋 名 北
名 古 屋 千 種
名 古 屋 昭 和
名 古 屋 錦
名 古 屋 東 山
名古屋アイリス
豊 橋
豊 橋 北
豊 川 宝 飯
田原パシフィック
豊 田 西
岡 崎 東
豊 田 東

豊 橋 南

真 野 琢 也 （江南）
吉 村 太 郎 （名古屋西）
青 木 德 生 （豊橋）
渡 辺 尚 彦 （一宮）
小 出 忠 孝 （名古屋東）
杉 浦 　 弘 （名古屋みなと）

名 古 屋 名 駅

中 林 正 人 （名古屋空港）

名 古 屋 南
名 古 屋 み な と
名 古 屋 大 須
名 古 屋 名 駅
名 古 屋 北
岡 崎 城 南

櫻 井　  繁 （名古屋南）
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歴代国際ロータリー会長及びテーマ

The future of Rotary is your hands
ロータリーの未来はあなたの手の中に

Make dreams real
夢をかたちに

Building communities, bridging continents
地域を育み、大陸をつなぐ

Reach within to embrace humanity
こころの中をみつめよう 博愛を広げるために

Peace through service 
奉仕を通じて平和を

Engage Rotary, Change Lives 
ロータリーを実践し みんなに豊かな人生を

Right Up Rotary 
ロータリーに輝きを

Be a Gift to the World 
世界へのプレゼントになろう

Rotary Serving Humanity 
人類に奉仕するロータリー

Rotary : Making a Differrence 
ロータリー : 変化をもたらす

李 東建 D.K. Lee （韓国）
リー・ドンカン

John kenny（スコットランド） 
ジョン · ケニー

Ray klinginsmith（アメリカ） 
レイ · クリンギンスミス

Kalyan Banerjee （インド ）
カルヤン · バネルジー

Sakuji Tanaka （日本）
田中　作次

Ron D.Burton（アメリカ） 
ロン・バートン

黄 其光 Gary C.K.Huang（台湾） 
ゲイリー C.K. ホァン

K.R.Ravindran （スリランカ）
K.R. ラビンドラン

John F.Germ（アメリカ）
ジョン・ジャーム

Ian Riseley（オーストラリア）
イアン・ライズリー

片山　主水

大澤　輝秀

田嶋　好博

松前　憲典

千田　　毅

田中　正規

近藤　雄亮

加藤　陽一

服部　良男

神野　重行

2 0 0 8 - 0 9

2 0 0 9 - 1 0

2 0 1 0 - 1 1

2 0 1 1 - 1 2

2 0 1 2 - 1 3

2 0 1 3 - 1 4

2 0 1 4 - 1 5

2 0 1 5 - 1 6

2 0 1 6 - 1 7

2 0 1 7 - 1 8

年ᩮ ガバナー ⌂代会長名（国名） ೧ー೿

地区大会開催記録

2008-09
2009-10
2010-11
2011-12
2012-13
2013-14
2014-15
2015-16
2016-17
2017-18

年ᩮ 㯋ᆗ年‗日 ೼ストクラブ担当分区 会　ᚡ ガバナー ᢗ㑳委員長
片山　主水
大澤　輝秀
田嶋　好博
松前　憲典
千田　　毅
田中　正規
近藤　雄亮
加藤　陽一
服部　良男
神野　重行

’08 .  11 .15 ～ 16
’09 .  11 .17 ～ 18
’10 .  11 .20 ～ 21
’11 .  11 .19 ～ 20
’12 .  10 .27 ～ 28
’13 .  11 .23 ～ 24
’15 .  12 .21 ～ 22
’15 .  10 .31 ～ 11.1
’16 .  11 .15 ～ 16
’17 .  11 .18 ～ 19

中込　清周
神野　紀郎
黒野晃太郎
髙村　博三
沓名　俊裕
細野　恭弘
杉浦　三郎
市川　幾雄
舩橋　茂行
尾上　　昇

ウェスティンナゴヤキャッスル
名豊ビル、ホテルアークリッシュ豊橋
豊橋市総合体育館
ウェスティンナゴヤキャッスル
ウェスティンナゴヤキャッスル
ウェスティンナゴヤキャッスル
ウェスティンナゴヤキャッスル
半田市福祉文化会館、
ウェスティンナゴヤキャッスル
ウェスティンナゴヤキャッスル
ウェスティンナゴヤキャッスル
ウェスティンナゴヤキャッスル

東名古屋
東三河
西尾張
西名古屋
西三河
東名古屋
南尾張
西三河中
東尾張
西名古屋

名古屋名東
豊橋
あま
名古屋瑞穂
安城
名古屋昭和
半田
岡崎東
小牧
名古屋大須

地区研修・協議会（旧地区協議会）開催記録

2008-09
2009-10
2010-11
2011-12
2012-13
2013-14
2014-15
2015-16
2016-17
2017-18

年ᩮ 㯋ᆗ年‗日 ೼ストクラブ担当分区 会　ᚡ ガバナー ガバナーエレクト
片山　主水
大澤　輝秀
田嶋　好博
松前　憲典
千田　　毅
田中　正規
近藤　雄亮
加藤　陽一
服部　良男
神野　重行

大澤　輝秀
田嶋　好博
松前　憲典
千田　　毅
田中　正規
近藤　雄亮
加藤　陽一
服部　良男
神野　重行
村井總一郎

名古屋国際会議場
ホテル日航豊橋
ウェスティンナゴヤキャッスル
ウェスティンナゴヤキャッスル
ウェスティンナゴヤキャッスル
ウェスティンナゴヤキャッスル
ウェスティンナゴヤキャッスル
ウェスティンナゴヤキャッスル
ウェスティンナゴヤキャッスル
ホテルナゴヤキャッスル

西名古屋
東三河
南尾張
東名古屋
西三河
東尾張
西名古屋
西三河中
西尾張
東名古屋

名古屋名駅
豊橋北
知多
名古屋千種
西尾一色
尾張旭
名古屋大須
岡崎城南
一宮北
名古屋昭和

’09 .   4 .  19
’10 .   4 .  18
’11 .   4 .  16
’12 .   4 .  15
’13 .   4 .  14
’14 .   4 .  3
’15 .   5 .  10
’16 .   4 .  24
’17 .   4 .  22
’18 .   4 .  15

※注）原則：尾張地区・名古屋地区・三河地区を順繰りにするものとする。当該地区内においても各分区を順繰り交互に当たる。分区内においては概ね創立順とする。
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IM開催記録
㯋ᆗ年‗日 会　ᚡ

2014.
1 .19
2 .08
2 .15
2 .15
2 .15
2 .20
2 .22
2 .26

2015.
2 . 7
3 .12
3 .22
3 .22
4 .04
4 .18

2015.
11 .28
2016.
2 . 6
2 .13
2 .20

2 .25

2016.
11 .20
2017.
2 .10
2 .18
2 .18
2 .25
2 .25

3 .04
3 .24

2017.
11 . 4
2018.
2 .10
2 .17
2 .21
2 .24
2 .24
2 .24
2 .26

ホテルアソシア豊橋
名鉄グランドホテル
ウェスティンナゴヤキャッスル
名鉄トヨタホテル
ホテルグランドティアラ安城
ウェスティンナゴヤキャッスル
名鉄ニューグランドホテル
ウェスティンナゴヤキャッスル

名鉄ニューグランドホテル
名古屋東急ホテル
ホテルアークリッシュ豊橋
ウェスティンナゴヤキャッスル
衣浦グランドホテル
岡崎市竜美丘会館

名鉄犬山ホテル

名鉄グランドホテル
ホテルフォレスタヒルズ
ホテルクラウンパレス知立及び
知立リリオ・コンサートホール
名古屋東急ホテル

名鉄犬山ホテル

名古屋東急ホテル
名鉄ニューグランドホテル
ホテルアークリッシュ豊橋
名鉄グランドホテル
ホテルクラウンパレス知立及び
知立リリオ・コンサートホール
名鉄トヨタホテル
名古屋東急ホテル

名鉄犬山ホテル

名鉄ニューグランドホテル
ロワジールホテル豊橋
名古屋マリオットアソシアホテル
ホテルグランドティアラ安城
名鉄グランドホテル
岡崎市竜美丘会館
ウェスティンナゴヤキャッスル

豊橋南
半田南
愛知長久手
豊田東
西尾一色
名古屋丸の内
一宮中央
名古屋錦

常滑
名古屋東山
新城
瀬戸
高浜
岡崎城南

犬山

尾西
豊田西
刈谷

名古屋葵

江南

名古屋北
あま
豊川宝飯
東海
知立

豊田中
名古屋みなと

小牧

尾張中央
豊橋ゴールデン
名古屋東南
西尾KIRARA
大府
岡崎
名古屋東

担当分区 ೼ストクラブ

東三河
南尾張
東尾張
西三河中
西三河
西名古屋
西尾張
東名古屋

西尾張
東名古屋
東三河
東尾張
西三河
西三河中

東尾張

西尾張
西三河中
西三河

東名古屋

東尾張

東名古屋
西尾張
東三河
南尾張
西三河

西三河中
西名古屋

東尾張

西尾張
東三河
西名古屋
西三河
南尾張
西三河中
東名古屋

㯋ᆗ年‗日 会　ᚡ

2009.
2 .19
2 .21
2 .22
2 .25
3 .37
3 .14
3 .21

3 .28

2010.
2 .16
2 .18
2 .20
2 .23
2 .27
3 .16
3 .16
3 .16

2011.
2 .05
2 .06
2 .29
2 .12
2 .17
2 .19
3 .25
3 .19

2012.
1 .29
2 .05
2 .14
2 .18
2 .18
2 .19
2 .21
3 .33

2013.
1 .27
2 .09
2 .09
2 .16
2 .18
2 .20
2 .23
3 .02

ヒルトン名古屋
名鉄トヨタホテル
ホテルアークリッシュ豊橋
ウェスティンナゴヤキャッスル
名鉄グランドホテル
名鉄グランドホテル
知立セントピアホテル及び
リリオコンサートホール
ウェスティンナゴヤキャッスル

ホテルグランドティアラ安城
名古屋東急ホテル
蒲郡プリンスホテル
名古屋東急ホテル
名鉄トヨタホテル
名鉄グランドホテル
名古屋国際ホテル
キャッスルプラザ

名鉄グランドホテル
ホテルアークリッシュ豊橋
ウェスティンナゴヤキャッスル
ホテルクラウンパレス知立
名古屋観光ホテル
岡崎竜美丘会館
名鉄ニューグランドホテル
ウェスティンナゴヤキャッスル

名鉄犬山ホテル
豊川稲荷 妙厳寺
名古屋東急ホテル
名鉄グランドホテル
名鉄トヨタホテル
ホテルグランドティアラ安城
名古屋マリオットアソシアホテル
名鉄ニューグランドホテル

ホテルアークリッシュ豊橋
名鉄グランドホテル
名古屋マリオットアソシアホテル
衣浦グランドホテル
名古屋東急ホテル
名古屋マリオットアソシアホテル
自然科学研究機構 岡崎コンファレンスセンター
名鉄ニューグランドホテル

名古屋瑞穂
豊田中
豊橋
名古屋和合
尾張中央
知多
西尾KIRARA

尾張旭

三河安城
名古屋大須
蒲郡
名古屋名東
豊田三好
東海
名古屋清須
名古屋空港

大府
豊橋北
名古屋名北
西尾
名古屋栄
岡崎東
津島
瀬戸北

岩倉
豊川
名古屋千種
東知多
豊田
安城
名古屋名南
一宮北

田原
半田
名古屋城北
碧南
名古屋昭和
名古屋名駅
岡崎南
稲沢

担当分区 ೼ストクラブ

西名古屋
西三河中
東三河
東名古屋
西尾張
南尾張
西三河

東尾張

西三河
西名古屋
東三河
東名古屋
西三河中
南尾張
西尾張
東尾張

南尾張
東三河
東名古屋
西三河
西名古屋
西三河中
西尾張
東尾張

東尾張
東三河
東名古屋
南尾張
西三河中
西三河
西名古屋
西尾張

東三河
南尾張
東尾張
西三河
東名古屋
西名古屋
西三河中
西尾張
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歴代国際ロータリー会長及びテーマ

The future of Rotary is your hands
ロータリーの未来はあなたの手の中に

Make dreams real
夢をかたちに

Building communities, bridging continents
地域を育み、大陸をつなぐ

Reach within to embrace humanity
こころの中をみつめよう 博愛を広げるために

Peace through service 
奉仕を通じて平和を

Engage Rotary, Change Lives 
ロータリーを実践し みんなに豊かな人生を

Right Up Rotary 
ロータリーに輝きを

Be a Gift to the World 
世界へのプレゼントになろう

Rotary Serving Humanity 
人類に奉仕するロータリー

Rotary : Making a Differrence 
ロータリー : 変化をもたらす

李 東建 D.K. Lee （韓国）
リー・ドンカン

John kenny（スコットランド） 
ジョン · ケニー

Ray klinginsmith（アメリカ） 
レイ · クリンギンスミス

Kalyan Banerjee （インド ）
カルヤン · バネルジー

Sakuji Tanaka （日本）
田中　作次

Ron D.Burton（アメリカ） 
ロン・バートン

黄 其光 Gary C.K.Huang（台湾） 
ゲイリー C.K. ホァン

K.R.Ravindran （スリランカ）
K.R. ラビンドラン

John F.Germ（アメリカ）
ジョン・ジャーム

Ian Riseley（オーストラリア）
イアン・ライズリー

片山　主水

大澤　輝秀

田嶋　好博

松前　憲典

千田　　毅

田中　正規

近藤　雄亮

加藤　陽一

服部　良男

神野　重行

2 0 0 8 - 0 9

2 0 0 9 - 1 0

2 0 1 0 - 1 1

2 0 1 1 - 1 2

2 0 1 2 - 1 3

2 0 1 3 - 1 4

2 0 1 4 - 1 5

2 0 1 5 - 1 6

2 0 1 6 - 1 7

2 0 1 7 - 1 8

年ᩮ ガバナー ⌂代会長名（国名） ೧ー೿

地区大会開催記録

2008-09
2009-10
2010-11
2011-12
2012-13
2013-14
2014-15
2015-16
2016-17
2017-18

年ᩮ 㯋ᆗ年‗日 ೼ストクラブ担当分区 会　ᚡ ガバナー ᢗ㑳委員長
片山　主水
大澤　輝秀
田嶋　好博
松前　憲典
千田　　毅
田中　正規
近藤　雄亮
加藤　陽一
服部　良男
神野　重行

’08 .  11 .15 ～ 16
’09 .  11 .17 ～ 18
’10 .  11 .20 ～ 21
’11 .  11 .19 ～ 20
’12 .  10 .27 ～ 28
’13 .  11 .23 ～ 24
’15 .  12 .21 ～ 22
’15 .  10 .31 ～ 11.1
’16 .  11 .15 ～ 16
’17 .  11 .18 ～ 19

中込　清周
神野　紀郎
黒野晃太郎
髙村　博三
沓名　俊裕
細野　恭弘
杉浦　三郎
市川　幾雄
舩橋　茂行
尾上　　昇

ウェスティンナゴヤキャッスル
名豊ビル、ホテルアークリッシュ豊橋
豊橋市総合体育館
ウェスティンナゴヤキャッスル
ウェスティンナゴヤキャッスル
ウェスティンナゴヤキャッスル
ウェスティンナゴヤキャッスル
半田市福祉文化会館、
ウェスティンナゴヤキャッスル
ウェスティンナゴヤキャッスル
ウェスティンナゴヤキャッスル
ウェスティンナゴヤキャッスル

東名古屋
東三河
西尾張
西名古屋
西三河
東名古屋
南尾張
西三河中
東尾張
西名古屋

名古屋名東
豊橋
あま
名古屋瑞穂
安城
名古屋昭和
半田
岡崎東
小牧
名古屋大須

地区研修・協議会（旧地区協議会）開催記録

2008-09
2009-10
2010-11
2011-12
2012-13
2013-14
2014-15
2015-16
2016-17
2017-18

年ᩮ 㯋ᆗ年‗日 ೼ストクラブ担当分区 会　ᚡ ガバナー ガバナーエレクト
片山　主水
大澤　輝秀
田嶋　好博
松前　憲典
千田　　毅
田中　正規
近藤　雄亮
加藤　陽一
服部　良男
神野　重行

大澤　輝秀
田嶋　好博
松前　憲典
千田　　毅
田中　正規
近藤　雄亮
加藤　陽一
服部　良男
神野　重行
村井總一郎

名古屋国際会議場
ホテル日航豊橋
ウェスティンナゴヤキャッスル
ウェスティンナゴヤキャッスル
ウェスティンナゴヤキャッスル
ウェスティンナゴヤキャッスル
ウェスティンナゴヤキャッスル
ウェスティンナゴヤキャッスル
ウェスティンナゴヤキャッスル
ホテルナゴヤキャッスル

西名古屋
東三河
南尾張
東名古屋
西三河
東尾張
西名古屋
西三河中
西尾張
東名古屋

名古屋名駅
豊橋北
知多
名古屋千種
西尾一色
尾張旭
名古屋大須
岡崎城南
一宮北
名古屋昭和

’09 .   4 .  19
’10 .   4 .  18
’11 .   4 .  16
’12 .   4 .  15
’13 .   4 .  14
’14 .   4 .  3
’15 .   5 .  10
’16 .   4 .  24
’17 .   4 .  22
’18 .   4 .  15

※注）原則：尾張地区・名古屋地区・三河地区を順繰りにするものとする。当該地区内においても各分区を順繰り交互に当たる。分区内においては概ね創立順とする。
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地区審議会規則

第1条（名称）
　　当地区に設置する地区決議会は、地区審議会と称する。

第2条（権限）
　　地区審議会は次の権限を有する。
　　①規定審議会へ各クラブより提出される立法案を審議し、その承認及び提出件数の制限による選
　　　択をすること。
　　②ガバナーの諮問事項について答申すること。
　　③その他ガバナーまたは地区大会決議により付託された事項について審議・議決すること。

第3条（構成）
　　地区審議会は、ガバナー、地区審議会役員、ガバナー補佐及び各クラブ会長をもって構成する。

第4条（役員）
　　当年度の次の役職者等をもって地区審議会の役員とする。
　　①ガバナー
　　②規定審議会地区代表議員
　　③同補欠議員
　　④直前規定審議会地区代表議員
　　⑤地区幹事
　　⑥ガバナーエレクト
　　⑦次期地区幹事

第5条（招集）
　　地区審議会は、ガバナーが、必要の都度、議題とともに日時及び場所を指定して招集する。
　　招集の通知は、開催日の21日前までに各クラブに到達しなければならない。

第6条（議長）
　　議長はガバナーが務め、副議長は議長が指名する。

第7条（議案の説明）
　　クラブ提出の立法案は、まず、提出したクラブ会長が趣旨を説明しなければならない。
　　役員は、議案について、求めに応じて説明しなければならない。

第8条（議決権）
　　議長は、第2条①乃至③の案件につき、第9条2項に基づいて決裁権を行使する場合を除いて議決権
　　を有しない。又、議長以外の役員は、第2条①の案件については議決権を有せず、第2条②及び③
　　の案件については各自1票の議決権を有する。
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真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017
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［History of the committee］ 資料編
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真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］資料編

［Reference］

資
料
編　　ガバナー補佐は議決権を有しない。

　　各クラブは、第2条①の案件については地区審議会開催直前の半期人頭分担金支払期日のクラブ会
　　員数により次の区分に従い①に②及び③を加算した数の議決権を有し、同条②及び③の案件につ
　　いては同区分①の基礎票1票のみを有する。
　　①基礎票として全てのクラブに1票
　　②会員数25人を超えるクラブはその余の25人毎に1票
　　③端数が13人以上あるときは更に1票
　　各クラブの議決権は、クラブ会長が代表して行使する。
　　クラブ会長は、出席できないときは、副会長又は幹事に議決権の代理行使を委任することができ
　　る。その際は、事前に委任状をガバナー事務所に提出しなければならない。

第9条（定足数、議決数及び決裁権）
　　第2条①の案件については、第8条第3項に定める取り扱いにより計算された全クラブの議決権数の
　　過半数を有する構成員（委任状出席を含む）の出席がなければ、当該議案を審議し、議決するこ
　　とができない。又、第2条②及び③の案件については、第8条第3項に定める取り扱いにより計算さ
　　れた全クラブの議決権数に全役員が有する議決権数を加算した総議決権数の過半数を有する構成
　　員（委任状出席を含む）の出席がなければ、当該議案を審議し、議決することができない。
　　議案は出席者の総議決権数の過半数でこれを決し、可否同数のときは議長の決するところによる。

第10条（議事録）
　　地区幹事は、次の要領を記載した資料を添付し、議事録を作成しなければならない。
　　①開催の日時・場所
　　②各クラブの議決権数および出欠
　　③議事の経過及び結果
　　議事録には、ガバナー及び地区幹事が記名・捺印する

第11条（改正）
　　この規則は、地区大会または地区審議会の審議・議決を経て、ガバナーが改正する。

附則
　　この規則中、第1条、第2条①、第3条、第4条、第5条、第6条、第7条、第8条（但し、第1項中第2
　　条②、③に関する部分及び第3項中第2条②、③に関する部分は除く）、第9条（但し、第1項第2文
　　を除く）、第10条は、2013年度地区大会の議決を経て、2014年9月13日に制定して同日から施行し、
　　その余の部分は、2014年11月8日開催の地区審議会における審議を経て制定し同日から施行する。

 2．

 2．

 5．

 2．
 3．

 4．

308

地区審議会規則

第1条（名称）
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第2条（権限）
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　　③その他ガバナーまたは地区大会決議により付託された事項について審議・議決すること。

第3条（構成）
　　地区審議会は、ガバナー、地区審議会役員、ガバナー補佐及び各クラブ会長をもって構成する。

第4条（役員）
　　当年度の次の役職者等をもって地区審議会の役員とする。
　　①ガバナー
　　②規定審議会地区代表議員
　　③同補欠議員
　　④直前規定審議会地区代表議員
　　⑤地区幹事
　　⑥ガバナーエレクト
　　⑦次期地区幹事

第5条（招集）
　　地区審議会は、ガバナーが、必要の都度、議題とともに日時及び場所を指定して招集する。
　　招集の通知は、開催日の21日前までに各クラブに到達しなければならない。

第6条（議長）
　　議長はガバナーが務め、副議長は議長が指名する。

第7条（議案の説明）
　　クラブ提出の立法案は、まず、提出したクラブ会長が趣旨を説明しなければならない。
　　役員は、議案について、求めに応じて説明しなければならない。

第8条（議決権）
　　議長は、第2条①乃至③の案件につき、第9条2項に基づいて決裁権を行使する場合を除いて議決権
　　を有しない。又、議長以外の役員は、第2条①の案件については議決権を有せず、第2条②及び③
　　の案件については各自1票の議決権を有する。
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●2008年（片山年度）

年表

06.14
7. 7
07.28
08.18

9.15
10. 7

10.08
11.04

当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

岩手・宮城で内陸地震（M6） 連続発生 死者・不明24人
洞爺湖サミット（G8）22ヶ国首脳参加 ～7.9
日本列島「ゲリラ豪雨」相次ぐ
北京五輪開幕、史上最多1万6000人参加、
日本のメダル金9・銀6・銅11計26個、北島康介、連続金2冠
リーマン・ブラザース経営破綻、世界金融危機の発端
ノーベル物理学賞、南部陽一郎、小林誠、益川敏寛の3氏
物理学賞では、史上初めて日本勢が独占
ノーベル化学賞、下村脩氏、日本人のノーベル賞受賞者は計16人
米国大統領選、オバマ氏大勝、アメリカ初の黒人大統領誕生、47歳

片山 主水ガバナー就任
第1回ガバナー補佐会議〈名鉄グランドホテル〉
第1回地区指名委員会〈名鉄グランドホテル〉
第1回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
稲沢 創立45周年記念式典〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
地区ロータリー財団セミナー〈名古屋観光ホテル〉
第2回地区指名委員会〈名鉄グランドホテル〉
第2回地区諮問委員会〈ガバナー事務所分室〉
碧南 創立50周年記念式典〈衣浦グランドホテル〉
名古屋大須 創立25周年記念事業“大須観音薪能”
名古屋東 創立50周年記念式典〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
尾張中央 創立25周年記念式典〈北名古屋市文化勤労会館〉
瀬戸北 創立30周年記念式典〈名古屋観光ホテル〉
地区RYLAセミナー〈愛知県岡崎青年の家〉～11.9
地区指導者育成セミナー〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
第3回地区諮問委員会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
地区大会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉～11.16
三河安城 創立10周年記念式典〈ホテルグランドティアラ安城１階〉
豊川 創立50周年記念式典〈豊川閣 妙厳寺〉
第2回ガバナー補佐会議・懇談会〈名鉄グランドホテル〉

7. 1
7. 3
7.12
7.12
7.12
7.17
9. 6
9. 6
9.27
10.04
10.06
10.12
10.26
11.18
11.15
11.15
11.15
11.26
11.30
12. 1

当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

1.04

1.18
1.20

1.23
1.30

●2009年（片山年度）

映画「おくりぴと」が
第81回アカデミー賞外国語映画賞受賞、日本映画初
加藤久仁生監督の「つみきのいえ」も
日本映画として初めて短編アニメ賞を受賞
名古屋市長に河村たかし氏が初当選
第2回ワールド・ベースボール・クラシック（WBC）開幕
決勝は、日本が韓国を延長で制して2連覇達成
イチローが、10回勝ち越しの2点打を放つ
チームの愛称「サムライジャパン」が流行語
保育所の待機児童が急増、都市部で2万5484人
前年度より増加率３０％で、過去最大

第3回地区指名委員会〈名鉄グランドホテル〉
第4回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
高浜 創立40周年記念式典〈衣浦グランドホテル〉
第4回次期ガバナー補佐研修会議〈豊川商工会議所〉
西名古屋分区 ＩM〈ヒルトン名古屋〉
豊橋ゴールデン 創立20周年記念式典〈ホテル日航豊橋〉
西三河中分区 ＩM〈名鉄トヨタホテル〉
東三河分区 ＩM〈ホテルアークリッシュ豊橋〉
東名古屋分区 ＩM〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
渥美 創立40周年記念式典〈伊良湖シーパーク＆スパ〉
岡崎城南 創立20周年記念式典〈岡崎ニューグランドホテル〉
名古屋東南 創立40周年記念式典〈名古屋マリオットアソシアホテル〉
西尾張分区 ＩM〈名鉄グランドホテル〉
09～10年度 地区チーム研修セミナー〈豊川商工会議所〉
名古屋守山 創立45周年記念式典〈名古屋マリオットアソシアホテル〉
南尾張分区 ＩM〈名鉄グランドホテル〉
09～10年度 会長エレクト研修セミナー（PETS）〈豊川閣 妙厳寺〉
刈谷 創立55周年記念式典〈ホテル花水木〉
西三河分区 ＩM
〈知立セントピアホテル及びリリオコンサートホール〉
第5回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
09～10年度 地区協議会の為の指導者会議〈名鉄グランドホテル〉

「年越し派遣村」日比谷公園に設置、
「非正規労働者」で満杯。
宿泊者489人。失業者の6割が「派遣労働者」
RI 国際協議会 〈アメリカ・サンデイエゴ〉～1.25
民主党のバラク・オバマ氏第44代大統領に就任
「変革」「統合」「米国再生」を訴え 支持率68%
ケネディ元大統領に次ぐ2番目の記録
遠藤 実氏(作曲家)に国民栄誉賞授与
餃子など「食の安全」脅かす事件続発

1.31
1.31
2.14
2.18
2.19
2.20
2.21
2.22
2.25
3. 1
3.33
3.34
3. 7
3. 8
3.11
3.14
3.15
3.15
3.21

3.22
3.22

2.22

2.26
3.05

3.30

［RIだより］
・RI 四大奉仕部門をロータリークラブ定款に明記
（2010年 五大奉仕となる）
・ポリオ撲滅がロータリーの最優先目標
・ポリオ撲滅へのビル・ゲイツ財団から1億ドル寄付
・ロータリー1億ドルチャレンジグラント発表
（翌年より2億ドルを目標として2012年6月末まで継続）
・RI 長期計画（2007-10）発表
・「国際ロータリーの使命」改正
・ロータリー財団の使命、標語（Doing good in the
 world）、優先事項など採択

1. 1
1.12
1.17
2.12

●2010年（大澤年度） 
当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

第4回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
名古屋 創立85周年記念式典〈名古屋観光ホテル〉
西三河分区 ＩM〈ホテルグランドティアラ安城〉
田原パシフィック 創立20周年記念式典〈崋山会館〉
西名古屋分区 ＩM〈名古屋東急ホテル〉
東三河分区 ＩM〈蒲郡プリンスホテル〉

日本年金機構発足
ハイチで大地震（M7.0）死者30万人
RI 国際協議会 〈アメリカ・サンデイエゴ〉～1.24
バンクーバー冬季オリンピック開幕
日本のメダル数は金0、銀3、銅2、計5個
浅田真央銀メダル、高橋大輔銅メダル

1.30
2. 2
2. 6
2.14
2.18
2.20

‗日

7. 1
7. 3
7.11
9. 5
　9.26
10.05
10.05
10.17
10.20
10.25
11.05
11. 7
11. 7

11.14
11.17
12. 4

●2009年（大澤年度）
当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日

大澤 輝秀ガバナー就任
第1回ガバナー補佐会議〈豊川商工会議所〉
第1回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
第2回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
瀬戸 創立50周年記念式典〈グレイセル〉
名古屋空港 創立35周年記念式典〈キャッスルプラザ〉
名古屋中 創立40周年記念例会〈名古屋観光ホテル〉
半田南 創立30周年記念式典〈愛知県半田勤労福祉会館〉
名古屋中 創立40周年記念事業〈愛知県芸術劇場大ホール〉
江南 創立45周年記念式典〈江南市民文化会館〉
一宮 創立60周年記念式典〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
第3回地区諮問委員会〈名豊ビルホール〉

地区大会〈名豊ビルホール・ホテルアークリッシュ豊橋・
豊橋市総合体育館・東海カントリークラブ〉～11.9
地区RYLAセミナー〈愛知県岡崎青年の家〉～11.15
名古屋 クラブ通算3000回記念例会〈名古屋観光ホテル〉
第2回ガバナー補佐会議〈ホテルアソシア豊橋〉

3代目桂米朝さん（落語家）、文化勲章授与
政府の行政刷新会議｢事業仕分け｣スタート
ノーベル平和賞、オバマ米大統領受賞
俳優 森繁久弥さんに国民栄誉賞

11.03
11.11
12.10
12.22

森 光子氏(俳優「放浪記」2000回主演)に国民栄誉賞
宇宙飛行士若田光一さん、初の長期滞在
国際宇宙ステーション実験棟「きぼう」完成
4ヵ月振りに帰還
ウサイン・ボルト、世界陸上男子100メートル決勝で
9秒58の驚異的な世界新記録で優勝
イチロー大リーグ史上初9年連続200安打
民主党圧勝、16年振り政権交代
鳩山由紀夫内閣発足
「官僚丸投げ・官僚依存のの政治」から
「政治家主導の政治」への転換を宣言

7.01
7.31

8.16

9.12
9.16

当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

東尾張分区 ＩM〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
春日井 創立40周年記念式典〈ホテルプラザ勝川〉
あま 創立40周年記念式典〈名鉄グランド〉
09～10年度 地区協議会〈名古屋国際会議場〉
09～10年度 会員増強セミナー〈名古屋国際会議場〉
東海 創立40周年記念式典〈名古屋マリオットアソシアホテル〉
岡崎南 創立40周年記念式典〈岡崎市竜美丘会館〉
名古屋中部みらい RIより加盟認証を受ける
第5回次期ガバナー補佐研修会議〈ホテルアソシア豊橋〉
名古屋北 創立50周年記念式典〈名古屋東急ホテル〉
岩倉 創立30周年記念式典〈名鉄犬山ホテル〉
第15回全日本ロータリークラブ親睦合唱祭
〈名古屋国際会議場（ホスト：名古屋東南）〉
第15回全日本ロータリークラブ親睦合唱祭懇親会
〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
東知多 創立40周年記念式典〈ホテルキャッスルプラザ〉
第3回ガバナー補佐会議〈名鉄グランドホテル〉
第6回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
地区役員会長幹事懇談会〈名鉄グランドホテル〉

 3.28
4.04
4.18
4.19
4.19
4.25
5.12
5.13
5.22
5.22
5.23
6. 6

6. 6

6. 7
6.13
6.13
6.13

オバマ米大統領、プラハで
「長期的に核兵器のない世界」を目指すと演説
（プラハ演説）
北朝鮮、長距離弾道ミサイル「テポドン2」発射
WHO宣告、新型インフルエンザ大流行
世界的集団感染警戒レベル「フェイズ6」
国産ワクチン生産、予防接種スタート
日本での感染、国民の7人に1人、1,7534万人
死者138人、世界での死者は、12,220人
中国・四川で大地震、死亡・不明 8万7,000人
「裁判員制度」がスタート、一般国民が審理
年間2000件以上
村上春樹氏の長編小説「IQ84」が2009年総合No.1
Book1・2合わせてミリオンセラー
大ブームを巻き起こす
WHO宣告、新型インフルエンザ世界的大流行
第100回 RI 国際大会〈イギリス・バーミンガム〉
～6.24
参加国・地域 157以上、16,062人の参加者
マイケル・ジャクソンさん死去

04.05

4.05
4.27

5.12
5.21

5.29

6.11
6.21

6.25

［RIだより］
・RI 職業奉仕委員会再復活、公式名簿巻末の
“ideal of Service”説明文を削除し改変
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真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編
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ガバナー年度
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クラブのあゆみ
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真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］資料編

［Reference］

資
料
編●2008年（片山年度）

年表

06.14
7. 7
07.28
08.18

9.15
10. 7

10.08
11.04

当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

岩手・宮城で内陸地震（M6） 連続発生 死者・不明24人
洞爺湖サミット（G8）22ヶ国首脳参加 ～7.9
日本列島「ゲリラ豪雨」相次ぐ
北京五輪開幕、史上最多1万6000人参加、
日本のメダル金9・銀6・銅11計26個、北島康介、連続金2冠
リーマン・ブラザース経営破綻、世界金融危機の発端
ノーベル物理学賞、南部陽一郎、小林誠、益川敏寛の3氏
物理学賞では、史上初めて日本勢が独占
ノーベル化学賞、下村脩氏、日本人のノーベル賞受賞者は計16人
米国大統領選、オバマ氏大勝、アメリカ初の黒人大統領誕生、47歳

片山 主水ガバナー就任
第1回ガバナー補佐会議〈名鉄グランドホテル〉
第1回地区指名委員会〈名鉄グランドホテル〉
第1回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
稲沢 創立45周年記念式典〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
地区ロータリー財団セミナー〈名古屋観光ホテル〉
第2回地区指名委員会〈名鉄グランドホテル〉
第2回地区諮問委員会〈ガバナー事務所分室〉
碧南 創立50周年記念式典〈衣浦グランドホテル〉
名古屋大須 創立25周年記念事業“大須観音薪能”
名古屋東 創立50周年記念式典〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
尾張中央 創立25周年記念式典〈北名古屋市文化勤労会館〉
瀬戸北 創立30周年記念式典〈名古屋観光ホテル〉
地区RYLAセミナー〈愛知県岡崎青年の家〉～11.9
地区指導者育成セミナー〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
第3回地区諮問委員会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
地区大会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉～11.16
三河安城 創立10周年記念式典〈ホテルグランドティアラ安城１階〉
豊川 創立50周年記念式典〈豊川閣 妙厳寺〉
第2回ガバナー補佐会議・懇談会〈名鉄グランドホテル〉

7. 1
7. 3
7.12
7.12
7.12
7.17
9. 6
9. 6
9.27
10.04
10.06
10.12
10.26
11.18
11.15
11.15
11.15
11.26
11.30
12. 1

当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

1.04

1.18
1.20

1.23
1.30

●2009年（片山年度）

映画「おくりぴと」が
第81回アカデミー賞外国語映画賞受賞、日本映画初
加藤久仁生監督の「つみきのいえ」も
日本映画として初めて短編アニメ賞を受賞
名古屋市長に河村たかし氏が初当選
第2回ワールド・ベースボール・クラシック（WBC）開幕
決勝は、日本が韓国を延長で制して2連覇達成
イチローが、10回勝ち越しの2点打を放つ
チームの愛称「サムライジャパン」が流行語
保育所の待機児童が急増、都市部で2万5484人
前年度より増加率３０％で、過去最大

第3回地区指名委員会〈名鉄グランドホテル〉
第4回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
高浜 創立40周年記念式典〈衣浦グランドホテル〉
第4回次期ガバナー補佐研修会議〈豊川商工会議所〉
西名古屋分区 ＩM〈ヒルトン名古屋〉
豊橋ゴールデン 創立20周年記念式典〈ホテル日航豊橋〉
西三河中分区 ＩM〈名鉄トヨタホテル〉
東三河分区 ＩM〈ホテルアークリッシュ豊橋〉
東名古屋分区 ＩM〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
渥美 創立40周年記念式典〈伊良湖シーパーク＆スパ〉
岡崎城南 創立20周年記念式典〈岡崎ニューグランドホテル〉
名古屋東南 創立40周年記念式典〈名古屋マリオットアソシアホテル〉
西尾張分区 ＩM〈名鉄グランドホテル〉
09～10年度 地区チーム研修セミナー〈豊川商工会議所〉
名古屋守山 創立45周年記念式典〈名古屋マリオットアソシアホテル〉
南尾張分区 ＩM〈名鉄グランドホテル〉
09～10年度 会長エレクト研修セミナー（PETS）〈豊川閣 妙厳寺〉
刈谷 創立55周年記念式典〈ホテル花水木〉
西三河分区 ＩM
〈知立セントピアホテル及びリリオコンサートホール〉
第5回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
09～10年度 地区協議会の為の指導者会議〈名鉄グランドホテル〉

「年越し派遣村」日比谷公園に設置、
「非正規労働者」で満杯。
宿泊者489人。失業者の6割が「派遣労働者」
RI 国際協議会 〈アメリカ・サンデイエゴ〉～1.25
民主党のバラク・オバマ氏第44代大統領に就任
「変革」「統合」「米国再生」を訴え 支持率68%
ケネディ元大統領に次ぐ2番目の記録
遠藤 実氏(作曲家)に国民栄誉賞授与
餃子など「食の安全」脅かす事件続発

1.31
1.31
2.14
2.18
2.19
2.20
2.21
2.22
2.25
3. 1
3.33
3.34
3. 7
3. 8
3.11
3.14
3.15
3.15
3.21

3.22
3.22

2.22

2.26
3.05

3.30

［RIだより］
・RI 四大奉仕部門をロータリークラブ定款に明記
（2010年 五大奉仕となる）
・ポリオ撲滅がロータリーの最優先目標
・ポリオ撲滅へのビル・ゲイツ財団から1億ドル寄付
・ロータリー1億ドルチャレンジグラント発表
（翌年より2億ドルを目標として2012年6月末まで継続）
・RI 長期計画（2007-10）発表
・「国際ロータリーの使命」改正
・ロータリー財団の使命、標語（Doing good in the
 world）、優先事項など採択

1. 1
1.12
1.17
2.12

●2010年（大澤年度） 
当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

第4回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
名古屋 創立85周年記念式典〈名古屋観光ホテル〉
西三河分区 ＩM〈ホテルグランドティアラ安城〉
田原パシフィック 創立20周年記念式典〈崋山会館〉
西名古屋分区 ＩM〈名古屋東急ホテル〉
東三河分区 ＩM〈蒲郡プリンスホテル〉

日本年金機構発足
ハイチで大地震（M7.0）死者30万人
RI 国際協議会 〈アメリカ・サンデイエゴ〉～1.24
バンクーバー冬季オリンピック開幕
日本のメダル数は金0、銀3、銅2、計5個
浅田真央銀メダル、高橋大輔銅メダル

1.30
2. 2
2. 6
2.14
2.18
2.20

‗日

7. 1
7. 3
7.11
9. 5
　9.26
10.05
10.05
10.17
10.20
10.25
11.05
11. 7
11. 7

11.14
11.17
12. 4

●2009年（大澤年度）
当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日

大澤 輝秀ガバナー就任
第1回ガバナー補佐会議〈豊川商工会議所〉
第1回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
第2回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
瀬戸 創立50周年記念式典〈グレイセル〉
名古屋空港 創立35周年記念式典〈キャッスルプラザ〉
名古屋中 創立40周年記念例会〈名古屋観光ホテル〉
半田南 創立30周年記念式典〈愛知県半田勤労福祉会館〉
名古屋中 創立40周年記念事業〈愛知県芸術劇場大ホール〉
江南 創立45周年記念式典〈江南市民文化会館〉
一宮 創立60周年記念式典〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
第3回地区諮問委員会〈名豊ビルホール〉

地区大会〈名豊ビルホール・ホテルアークリッシュ豊橋・
豊橋市総合体育館・東海カントリークラブ〉～11.9
地区RYLAセミナー〈愛知県岡崎青年の家〉～11.15
名古屋 クラブ通算3000回記念例会〈名古屋観光ホテル〉
第2回ガバナー補佐会議〈ホテルアソシア豊橋〉

3代目桂米朝さん（落語家）、文化勲章授与
政府の行政刷新会議｢事業仕分け｣スタート
ノーベル平和賞、オバマ米大統領受賞
俳優 森繁久弥さんに国民栄誉賞

11.03
11.11
12.10
12.22

森 光子氏(俳優「放浪記」2000回主演)に国民栄誉賞
宇宙飛行士若田光一さん、初の長期滞在
国際宇宙ステーション実験棟「きぼう」完成
4ヵ月振りに帰還
ウサイン・ボルト、世界陸上男子100メートル決勝で
9秒58の驚異的な世界新記録で優勝
イチロー大リーグ史上初9年連続200安打
民主党圧勝、16年振り政権交代
鳩山由紀夫内閣発足
「官僚丸投げ・官僚依存のの政治」から
「政治家主導の政治」への転換を宣言

7.01
7.31

8.16

9.12
9.16

当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

東尾張分区 ＩM〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
春日井 創立40周年記念式典〈ホテルプラザ勝川〉
あま 創立40周年記念式典〈名鉄グランド〉
09～10年度 地区協議会〈名古屋国際会議場〉
09～10年度 会員増強セミナー〈名古屋国際会議場〉
東海 創立40周年記念式典〈名古屋マリオットアソシアホテル〉
岡崎南 創立40周年記念式典〈岡崎市竜美丘会館〉
名古屋中部みらい RIより加盟認証を受ける
第5回次期ガバナー補佐研修会議〈ホテルアソシア豊橋〉
名古屋北 創立50周年記念式典〈名古屋東急ホテル〉
岩倉 創立30周年記念式典〈名鉄犬山ホテル〉
第15回全日本ロータリークラブ親睦合唱祭
〈名古屋国際会議場（ホスト：名古屋東南）〉
第15回全日本ロータリークラブ親睦合唱祭懇親会
〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
東知多 創立40周年記念式典〈ホテルキャッスルプラザ〉
第3回ガバナー補佐会議〈名鉄グランドホテル〉
第6回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
地区役員会長幹事懇談会〈名鉄グランドホテル〉

 3.28
4.04
4.18
4.19
4.19
4.25
5.12
5.13
5.22
5.22
5.23
6. 6

6. 6

6. 7
6.13
6.13
6.13

オバマ米大統領、プラハで
「長期的に核兵器のない世界」を目指すと演説
（プラハ演説）
北朝鮮、長距離弾道ミサイル「テポドン2」発射
WHO宣告、新型インフルエンザ大流行
世界的集団感染警戒レベル「フェイズ6」
国産ワクチン生産、予防接種スタート
日本での感染、国民の7人に1人、1,7534万人
死者138人、世界での死者は、12,220人
中国・四川で大地震、死亡・不明 8万7,000人
「裁判員制度」がスタート、一般国民が審理
年間2000件以上
村上春樹氏の長編小説「IQ84」が2009年総合No.1
Book1・2合わせてミリオンセラー
大ブームを巻き起こす
WHO宣告、新型インフルエンザ世界的大流行
第100回 RI 国際大会〈イギリス・バーミンガム〉
～6.24
参加国・地域 157以上、16,062人の参加者
マイケル・ジャクソンさん死去

04.05

4.05
4.27

5.12
5.21

5.29

6.11
6.21

6.25

［RIだより］
・RI 職業奉仕委員会再復活、公式名簿巻末の
“ideal of Service”説明文を削除し改変
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真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

東名古屋分区 ＩM〈名古屋東急ホテル〉
豊田中 創立10周年記念式典〈豊田出雲殿〉
西三河中分区 ＩM〈名鉄トヨタホテル〉
南尾張分区 ＩM〈名鉄グランドホテル〉
西尾張分区 ＩM〈名古屋国際ホテル〉
東尾張分区 ＩM〈キャッスルプラザ〉
10～11年度 地区チーム研修セミナー〈名古屋東急ホテル〉
10～11年度 会長エレクト研修セミナー（PETS）〈名古屋東急ホテル〉
名古屋丸の内 創立15周年記念例会〈名古屋クレストンホテル〉
第1回地区指名委員会〈豊橋商工会議所〉
第5回地区諮問委員会〈豊橋商工会議所〉
10～11年度 地区協議会のための指導者会議〈豊橋商工会議所〉
10～11年度 地区協議会〈ホテル日航豊橋〉
10～11年度 会員増強セミナー〈ホテル日航豊橋〉
豊田東 創立30周年記念式典〈名鉄トヨタホテル〉
名古屋栄 創立20周年記念式典〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
名古屋瑞穂 創立30周年記念式典〈ヒルトン名古屋〉
豊田三好 創立20周年記念式典〈名鉄トヨタホテル〉
中部名古屋みらい 創立1周年記念式典〈愛知県芸術文化センター〉
第3回ガバナー補佐研修会議〈ホテルアソシア豊橋〉
第6回地区諮問委員会〈ホテルアソシア豊橋〉
地区役員会長幹事懇談会〈ホテルアソシア豊橋〉

2.23
2.26
2.27
3. 6
3. 6
3. 6
3. 7
3.13
3.13
3.28
3.28
3.28
4.18
4.18
5.09
5.10
5.20
5.23
5.28
6.11
6.11
6.11

EU首脳が財政危機のギリシャ文援合意
IMFとユーロ園で融資
経済連携協定(EPA)の受け入れ
外国人看護師3人誕生、国家試験合格
合格率1.2% （日本人では90%）
平成の大合併終結、市町村数半減へ
待機児童、3年連続の増加
上海万博開幕、入場者数7300万人、
参加国246は史上最多
胡錦濤国家主席の後継者として習近平氏選出
宮崎県で口蹄疫感染拡大
知事が非常事態宣言
鳩山由紀夫首相、辞職。菅直人内閣発足
サッカーＷ杯南アフリカ大会開幕
日本は決勝トーナメント１回戦敗退、優勝はスペイン
小惑星探査機「はやぶさ」7年後奇跡の帰還
第101回 RI 国際大会〈カナダ・モントリオール〉
～6.23
参加国・地域 152以上、17,908人の参加者
ビル・ゲイツ氏、講演「ポリオ・ゼロの世界に向けて」

3.25

3.26

0
3.31
4.01
005.11

05.17
5.17

6.02
6.11

6.13
6.20

1.16
2.02

●2011年（田嶋年度）
当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

尾張旭 創立40周年記念式典〈サンプラザシーズンズ〉
知立 創立20周年記念式典〈ホテルクラウンパレス知立〉
第4回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
南尾張分区 ＩM〈名鉄グランドホテル〉
東三河分区 ＩM〈ホテルアークリッシュ豊橋〉

RI 国際協議会 〈アメリカ・サンデイエゴ〉～1.23
大相撲八百長問題発覚
親方1人と力士2人が八百長への関与を認める
それを受け、春場所の中止を決定
本場所の中止は65年ぶり

1.22
1.26
1.29
2. 5
2.16

●2010年（田嶋年度）
当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

田嶋 好博ガバナー就任
地区ロータリー財団セミナー〈名古屋東急ホテル〉
第1回ガバナー補佐会議〈ガバナー事務所会議室〉
第1回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
豊橋 創立60周年記念式典〈ホテルアークリッシュ豊橋〉
豊田西 創立40周年記念式典〈名鉄トヨタホテル〉
第2回地区指名委員会〈名鉄グランドホテル〉
一宮中央 創立20周年記念式典〈名古屋マリオットアソシアホテル〉
豊田 創立50周年記念式典〈名鉄トヨタホテル〉
名古屋清須 創立35周年記念式典〈名古屋マリオットアソシアホテル〉
地区指導者育成セミナー〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
第3回地区諮問委員会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
地区大会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉～11.21
第2回ガバナー補佐会議

7. 1
7. 5
7. 9
7.10
8.07
8.28
9. 4
10.13
10.30
10.30
11.20
11.20
11.20
12.10

9.07
9.10
10. 6

尖閣列島付近で中国漁船衝突事件
「韓国併合」100年で菅首相談話
ノーベル化学賞に鈴木章氏、根岸英一氏
「クロスカップリング反応」考案

［RIだより］
・新世代奉仕が加わり五大奉仕部門となる。
・“They Profit Most･･･”を“One Profits Most･･･”に変更
・4月の規定審議会で「決議23-34 第1項を奉仕の哲学の
定義として使用することを検討するようRI理事会に要請
する件」採択（10-182 釧路北RC提案）6月理事会で確定
・決議23-34のロータリー章典、手続要覧両方への掲
載決定（ロータリー理念の再確認）
・RI 新長期計画発表（2010-13）
Eクラブ承認「未来の夢計画」パイロット地区発足
・「ロータリーの定義」的説明文削除
「国際ロータリーのビジョン」「中核となる価値観」発表

当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

東名古屋分区 ＩM〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
西三河分区 ＩM〈ホテルクラウンパレス知立〉
ロータリー財団システム管理セミナー〈名古屋東急ホテル〉
西名古屋分区 ＩM〈名古屋観光ホテル〉
西三河中分区 ＩM〈岡崎竜美丘会館〉
名古屋名南 創立20周年記念式典〈名古屋マリオットアソシアホテル〉
地区RYLAセミナー〈愛知県岡崎青年の家〉～2.27
名古屋名北 創立30周年記念式典〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
西尾張分区 ＩM〈名鉄ニューグランドホテル〉
11～12年度 地区チーム研修セミナー〈名鉄グランドホテル〉
11～12年度 会長エレクト研修セミナー（PETS）〈名鉄グランドホテル〉
名古屋城北 創立25周年記念式典〈名古屋栄東急イン〉
東尾張分区 ＩM〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
田原 創立50周年記念例会〈崋山会館〉※震災により記念式典・
祝賀会を中止し、その費用を被災地復興に回すことを決定
豊川宝飯 創立25周年記念式典〈豊川商工会議所〉
第5回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
11～12年度 地区協議会のための指導者会議〈名鉄グランドホテル〉
豊橋南 創立45周年記念式典〈ホテルアソシア豊橋〉
名古屋錦 創立15周年記念式典〈名古屋ガーデンパレス〉
11～12年度 地区協議会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
11～12年度 第1回会員増強セミナー〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
名古屋みなと 創立45周年記念式典〈名古屋マリオットアソシアホテル〉
名古屋名駅 創立20周年記念式典〈名古屋ニューグランドホテル〉
西尾KIRRA 創立20周年記念式典〈西尾文化大ホール・ロイヤルスクエア平安殿〉
半田 創立60周年記念式典〈名古屋マリオットアソシアホテル〉
※震災により祝賀会を中止し、被災地復興支援とした
岡崎 創立60周年記念式典〈岡崎市竜美丘会館〉
第3回ガバナー補佐研修会議〈名鉄グランドホテル〉
第6回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
地区役員会長幹事懇談会〈名鉄グランドホテル〉

3.11

3.11

3.14
3.25
4.20
4.20
4.29

5.14

5.21

2.13

2.14

2.22

2.24

東日本大震災（M9.0）
超巨大地震・大津波で岩手、宮城、福島3県で壊滅的
被害、大津波、最高40m
死者1万5897人、不明7,189人、
東京電力福島第一原発事故
炉心溶融事故、国内初、崩れ去った「安全神話」
自衛隊10万余、米軍も大規模な「トモダチ作戦」
医師不足、過去最大の医療職員4万人支援
食品の放射能汚染広がる、風評被害続出
避難者45万人超える、全47都道府県に避難分散
英国ウイリアム王子、キャサリン・ミドルトンと結婚
英国ウィリアム王子とキャサリン・ミドルトンさん
の婚礼、結婚式当日はイギリス休日となる
ウエストミンスター寺院からバッキンガム宮殿まで
100万人が行列をなし、TV視聴者は総計3670万人
アンドルーズ大学で学部生の頃、出会った二人の
ロマンスを祝賀
浜岡原発（静岡県御前崎市）が全面停止
東海地震や津波への備えが不十分
第102回 RI 国際大会 ニューオリンズ
〈アメリカ、ルイジアナ州〉～5.25
参加国・地域 151以上、17,345人の参加者

米グラミー賞に、日本人同時受賞
ピアニスト内田光子氏、ギターリスト松本孝弘氏
日本のGDP 世界3位に後退
1968年以来保ってきた世界第2位から後退
ニュージーランドでＭ6.3の地震、
死者184人中に日本人28人
トヨタ自動車販売台数、3年連続世界一
米ゼネラル・モーターズ(GM)を抜いて
前年比 8%増の841万8000台
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●2011年（松前年度）
当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

松前 憲典ガバナー就任
第1回地区指名委員会〈名鉄グランドホテル〉
第1回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
地区ロータリー財団セミナー〈名古屋東急ホテル〉
第2回会員増強セミナー〈名鉄ニューグランドホテル〉
第2回地区指名委員会〈名鉄グランドホテル〉
第2回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
愛知長久手 創立10周年記念式典〈ダイテックサカエ6階〉
犬山 創立50周年記念式典〈名鉄犬山ホテル〉
指導者育成セミナー〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
第3回地区指名委員会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
第3回地区諮問委員会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
地区大会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉～11.20
名古屋東山 創立15周年記念式典〈ホテルルブラ王山〉
第1回ガバナー補佐会議〈名鉄グランドホテル〉

7. 1
7. 9
7. 9
7.12
7.30
9. 3
9. 3
10.16
11.05
11.19
11.19
11.19
11.19
12. 8
12.19

7.03
7.17
08.05

9.02
10.31

ミャンマーのスー・チー氏、下院議員に就任
FIFA女子ワールドカップ、「なでしこジャパン」優勝
NASAの無人探査車「キュリオシテイ(好奇心)」
火星に着陸、生命の痕跡発見に期待
菅直人首相退陣、野田佳彦内閣発足
国連白書、世界の人口70億突破

12.19 北朝鮮、金正日総書記死去、後継に三男金正恩氏

［RIだより］
・「ロータリアンの職業宣言」を「ロータリーの行動
規範」（8項目）と改正変更
・WCS（世界社会奉仕）が廃止され国際奉仕に一元化
・RI 長期計画はRIの「ビジョン」を「本質」と改正
10月には「長期計画」（和訳名）を「戦略計画」と改称
（One Rotary＜RIとTRFの一元化＞構想推進）
・RI 職業奉仕委員会をRI 職業奉仕推進委員会と
改称して継続
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真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］資料編

［Reference］

資
料
編

当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

東名古屋分区 ＩM〈名古屋東急ホテル〉
豊田中 創立10周年記念式典〈豊田出雲殿〉
西三河中分区 ＩM〈名鉄トヨタホテル〉
南尾張分区 ＩM〈名鉄グランドホテル〉
西尾張分区 ＩM〈名古屋国際ホテル〉
東尾張分区 ＩM〈キャッスルプラザ〉
10～11年度 地区チーム研修セミナー〈名古屋東急ホテル〉
10～11年度 会長エレクト研修セミナー（PETS）〈名古屋東急ホテル〉
名古屋丸の内 創立15周年記念例会〈名古屋クレストンホテル〉
第1回地区指名委員会〈豊橋商工会議所〉
第5回地区諮問委員会〈豊橋商工会議所〉
10～11年度 地区協議会のための指導者会議〈豊橋商工会議所〉
10～11年度 地区協議会〈ホテル日航豊橋〉
10～11年度 会員増強セミナー〈ホテル日航豊橋〉
豊田東 創立30周年記念式典〈名鉄トヨタホテル〉
名古屋栄 創立20周年記念式典〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
名古屋瑞穂 創立30周年記念式典〈ヒルトン名古屋〉
豊田三好 創立20周年記念式典〈名鉄トヨタホテル〉
中部名古屋みらい 創立1周年記念式典〈愛知県芸術文化センター〉
第3回ガバナー補佐研修会議〈ホテルアソシア豊橋〉
第6回地区諮問委員会〈ホテルアソシア豊橋〉
地区役員会長幹事懇談会〈ホテルアソシア豊橋〉

2.23
2.26
2.27
3. 6
3. 6
3. 6
3. 7
3.13
3.13
3.28
3.28
3.28
4.18
4.18
5.09
5.10
5.20
5.23
5.28
6.11
6.11
6.11

EU首脳が財政危機のギリシャ文援合意
IMFとユーロ園で融資
経済連携協定(EPA)の受け入れ
外国人看護師3人誕生、国家試験合格
合格率1.2% （日本人では90%）
平成の大合併終結、市町村数半減へ
待機児童、3年連続の増加
上海万博開幕、入場者数7300万人、
参加国246は史上最多
胡錦濤国家主席の後継者として習近平氏選出
宮崎県で口蹄疫感染拡大
知事が非常事態宣言
鳩山由紀夫首相、辞職。菅直人内閣発足
サッカーＷ杯南アフリカ大会開幕
日本は決勝トーナメント１回戦敗退、優勝はスペイン
小惑星探査機「はやぶさ」7年後奇跡の帰還
第101回 RI 国際大会〈カナダ・モントリオール〉
～6.23
参加国・地域 152以上、17,908人の参加者
ビル・ゲイツ氏、講演「ポリオ・ゼロの世界に向けて」

3.25

3.26

0
3.31
4.01
005.11

05.17
5.17

6.02
6.11

6.13
6.20

1.16
2.02

●2011年（田嶋年度）
当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

尾張旭 創立40周年記念式典〈サンプラザシーズンズ〉
知立 創立20周年記念式典〈ホテルクラウンパレス知立〉
第4回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
南尾張分区 ＩM〈名鉄グランドホテル〉
東三河分区 ＩM〈ホテルアークリッシュ豊橋〉

RI 国際協議会 〈アメリカ・サンデイエゴ〉～1.23
大相撲八百長問題発覚
親方1人と力士2人が八百長への関与を認める
それを受け、春場所の中止を決定
本場所の中止は65年ぶり

1.22
1.26
1.29
2. 5
2.16

●2010年（田嶋年度）
当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

田嶋 好博ガバナー就任
地区ロータリー財団セミナー〈名古屋東急ホテル〉
第1回ガバナー補佐会議〈ガバナー事務所会議室〉
第1回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
豊橋 創立60周年記念式典〈ホテルアークリッシュ豊橋〉
豊田西 創立40周年記念式典〈名鉄トヨタホテル〉
第2回地区指名委員会〈名鉄グランドホテル〉
一宮中央 創立20周年記念式典〈名古屋マリオットアソシアホテル〉
豊田 創立50周年記念式典〈名鉄トヨタホテル〉
名古屋清須 創立35周年記念式典〈名古屋マリオットアソシアホテル〉
地区指導者育成セミナー〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
第3回地区諮問委員会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
地区大会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉～11.21
第2回ガバナー補佐会議

7. 1
7. 5
7. 9
7.10
8.07
8.28
9. 4
10.13
10.30
10.30
11.20
11.20
11.20
12.10

9.07
9.10
10. 6

尖閣列島付近で中国漁船衝突事件
「韓国併合」100年で菅首相談話
ノーベル化学賞に鈴木章氏、根岸英一氏
「クロスカップリング反応」考案

［RIだより］
・新世代奉仕が加わり五大奉仕部門となる。
・“They Profit Most･･･”を“One Profits Most･･･”に変更
・4月の規定審議会で「決議23-34 第1項を奉仕の哲学の
定義として使用することを検討するようRI理事会に要請
する件」採択（10-182 釧路北RC提案）6月理事会で確定
・決議23-34のロータリー章典、手続要覧両方への掲
載決定（ロータリー理念の再確認）
・RI 新長期計画発表（2010-13）
Eクラブ承認「未来の夢計画」パイロット地区発足
・「ロータリーの定義」的説明文削除
「国際ロータリーのビジョン」「中核となる価値観」発表

当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

東名古屋分区 ＩM〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
西三河分区 ＩM〈ホテルクラウンパレス知立〉
ロータリー財団システム管理セミナー〈名古屋東急ホテル〉
西名古屋分区 ＩM〈名古屋観光ホテル〉
西三河中分区 ＩM〈岡崎竜美丘会館〉
名古屋名南 創立20周年記念式典〈名古屋マリオットアソシアホテル〉
地区RYLAセミナー〈愛知県岡崎青年の家〉～2.27
名古屋名北 創立30周年記念式典〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
西尾張分区 ＩM〈名鉄ニューグランドホテル〉
11～12年度 地区チーム研修セミナー〈名鉄グランドホテル〉
11～12年度 会長エレクト研修セミナー（PETS）〈名鉄グランドホテル〉
名古屋城北 創立25周年記念式典〈名古屋栄東急イン〉
東尾張分区 ＩM〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
田原 創立50周年記念例会〈崋山会館〉※震災により記念式典・
祝賀会を中止し、その費用を被災地復興に回すことを決定
豊川宝飯 創立25周年記念式典〈豊川商工会議所〉
第5回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
11～12年度 地区協議会のための指導者会議〈名鉄グランドホテル〉
豊橋南 創立45周年記念式典〈ホテルアソシア豊橋〉
名古屋錦 創立15周年記念式典〈名古屋ガーデンパレス〉
11～12年度 地区協議会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
11～12年度 第1回会員増強セミナー〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
名古屋みなと 創立45周年記念式典〈名古屋マリオットアソシアホテル〉
名古屋名駅 創立20周年記念式典〈名古屋ニューグランドホテル〉
西尾KIRRA 創立20周年記念式典〈西尾文化大ホール・ロイヤルスクエア平安殿〉
半田 創立60周年記念式典〈名古屋マリオットアソシアホテル〉
※震災により祝賀会を中止し、被災地復興支援とした
岡崎 創立60周年記念式典〈岡崎市竜美丘会館〉
第3回ガバナー補佐研修会議〈名鉄グランドホテル〉
第6回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
地区役員会長幹事懇談会〈名鉄グランドホテル〉

3.11

3.11

3.14
3.25
4.20
4.20
4.29

5.14

5.21

2.13

2.14

2.22

2.24

東日本大震災（M9.0）
超巨大地震・大津波で岩手、宮城、福島3県で壊滅的
被害、大津波、最高40m
死者1万5897人、不明7,189人、
東京電力福島第一原発事故
炉心溶融事故、国内初、崩れ去った「安全神話」
自衛隊10万余、米軍も大規模な「トモダチ作戦」
医師不足、過去最大の医療職員4万人支援
食品の放射能汚染広がる、風評被害続出
避難者45万人超える、全47都道府県に避難分散
英国ウイリアム王子、キャサリン・ミドルトンと結婚
英国ウィリアム王子とキャサリン・ミドルトンさん
の婚礼、結婚式当日はイギリス休日となる
ウエストミンスター寺院からバッキンガム宮殿まで
100万人が行列をなし、TV視聴者は総計3670万人
アンドルーズ大学で学部生の頃、出会った二人の
ロマンスを祝賀
浜岡原発（静岡県御前崎市）が全面停止
東海地震や津波への備えが不十分
第102回 RI 国際大会 ニューオリンズ
〈アメリカ、ルイジアナ州〉～5.25
参加国・地域 151以上、17,345人の参加者

米グラミー賞に、日本人同時受賞
ピアニスト内田光子氏、ギターリスト松本孝弘氏
日本のGDP 世界3位に後退
1968年以来保ってきた世界第2位から後退
ニュージーランドでＭ6.3の地震、
死者184人中に日本人28人
トヨタ自動車販売台数、3年連続世界一
米ゼネラル・モーターズ(GM)を抜いて
前年比 8%増の841万8000台

2. 9
2.12
2.16
2.17
2.19
2.22
2.26
3.04
3. 5
3. 6
3.13
3.15
3.19
3.19

3.19
3.27
3.27
4.04
4.12
4.16
4.16
4.21
4.23
5.15
5.21

6.08
6.11
6.11
6.11

●2011年（松前年度）
当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

松前 憲典ガバナー就任
第1回地区指名委員会〈名鉄グランドホテル〉
第1回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
地区ロータリー財団セミナー〈名古屋東急ホテル〉
第2回会員増強セミナー〈名鉄ニューグランドホテル〉
第2回地区指名委員会〈名鉄グランドホテル〉
第2回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
愛知長久手 創立10周年記念式典〈ダイテックサカエ6階〉
犬山 創立50周年記念式典〈名鉄犬山ホテル〉
指導者育成セミナー〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
第3回地区指名委員会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
第3回地区諮問委員会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
地区大会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉～11.20
名古屋東山 創立15周年記念式典〈ホテルルブラ王山〉
第1回ガバナー補佐会議〈名鉄グランドホテル〉

7. 1
7. 9
7. 9
7.12
7.30
9. 3
9. 3
10.16
11.05
11.19
11.19
11.19
11.19
12. 8
12.19

7.03
7.17
08.05

9.02
10.31

ミャンマーのスー・チー氏、下院議員に就任
FIFA女子ワールドカップ、「なでしこジャパン」優勝
NASAの無人探査車「キュリオシテイ(好奇心)」
火星に着陸、生命の痕跡発見に期待
菅直人首相退陣、野田佳彦内閣発足
国連白書、世界の人口70億突破

12.19 北朝鮮、金正日総書記死去、後継に三男金正恩氏

［RIだより］
・「ロータリアンの職業宣言」を「ロータリーの行動
規範」（8項目）と改正変更
・WCS（世界社会奉仕）が廃止され国際奉仕に一元化
・RI 長期計画はRIの「ビジョン」を「本質」と改正
10月には「長期計画」（和訳名）を「戦略計画」と改称
（One Rotary＜RIとTRFの一元化＞構想推進）
・RI 職業奉仕委員会をRI 職業奉仕推進委員会と
改称して継続
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真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

●2012年（千田年度）
当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

千田 毅 ガバナー就任
地区ロータリー財団セミナー〈名古屋東急ホテル〉
第1回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
第2回12～13年度 会員増強セミナー〈名鉄グランドホテル〉
第2回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
新会員研修セミナー〈名古屋マリオットアソシアホテル〉
名古屋千種 創立30周年記念式典〈名古屋東急ホテル〉
第1回次期ガバナー補佐研修会議〈ガバナー事務所会議室〉
西尾一色 創立50周年記念例会〈Ｆ＆Ｇシーズン〉
第3回地区諮問委員会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
地区大会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉～10.28
津島 創立60周年記念式典〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
知多 創立25周年記念式典
〈ＡＮＡクラウンプラザ ホテルグランコート名古屋〉
第2回次期ガバナー補佐研修会議〈名鉄グランドホテル〉
第1回ガバナー補佐会議〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉

7. 1
7.11
7.14
7.20
9. 8
9. 8
10.12
10.18
10.25
10.27
10.27
11.03
11.11

12. 8
12.17

7.14
8.12
09.11

九州北部豪雨で、死者30人
ロンドン五輪で日本、メダル38個獲得
尖閣、竹島領有権問題、混迷化

10.18 ノーベル生理学・医学賞に山中伸弥氏
「iPS細胞」の開発

1.09

1.15

●2012年（松前年度）
当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

第4回地区指名委員会〈名鉄グランドホテル〉
第4回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
東尾張分区 ＩM〈名鉄犬山ホテル〉
ロータリー財団システム管理セミナー〈名古屋東急ホテル〉
東三河分区 ＩM〈豊川閣 妙厳寺〉
第3回次期ガバナー補佐会議〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
東名古屋分区 ＩM〈名古屋東急ホテル〉
南尾張分区 ＩM〈名鉄グランドホテル〉
西三河中分区 ＩM〈名鉄トヨタホテル〉
西三河分区 ＩM〈ホテルグランドティアラ安城〉
西名古屋分区 ＩM〈名古屋マリオットアソシアホテル〉
地区RYLAセミナー〈愛知県岡崎青年の家〉～2.26
西尾張分区 ＩM〈名鉄ニューグランドホテル〉
12～13年度 地区チーム研修セミナー〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
名古屋和合 創立40周年記念式典〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
12～13年度 会長エレクト研修セミナー（PETS）
〈ウェスティンキャッスル〉
第5回地区諮問委員会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
12～13年度 地区協議会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
12～13年度 会員増強セミナー〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
第4回次期ガバナー補佐研修会議〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
岡崎東 創立40周年記念式典〈岡崎市竜美丘会館大ホール〉
名古屋昭和 創立20周年記念式典〈名古屋東急ホテル〉
第2回ガバナー補佐会議〈名鉄グランドホテル〉
第6回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
地区役員会長幹事懇談会〈名鉄グランドホテル〉

FIFA国際サッカー連盟の女子年間最優秀選手に
澤穂希選手、日本人が年間最優秀選手に選ばれるのは
男女通じて史上初
RI 国際協議会 〈アメリカ・サンデイエゴ〉～1.21

3.04
3. 8
3.14
04.11
5.22
5.26

5.20
5.21

5.22

露プーチン首相、大統領に復帰
ドナルド・キーン氏が日本国籍取得
中国、習近平氏、国家主席に
北朝鮮の金正恩氏、第一書記に
ムンク代表作「叫び」、96億円で落札
第103回 RI 国際大会〈タイ・バンコク〉～5.9
参加国・地域 250以上、35,104人の参加者
国王の名代としてチュラポーン王女殿下
3名のノーベル平和賞受賞者が講演
田中作次 次期RI会長は「ロータリーの奉仕を通じ
て平和を」と講演
「Peace through Service」が次年度RIのテーマ
エリザベス女王即位60年、天皇・皇后祝賀
金環日食、広範囲観測
東京、大阪、名古屋の3大都市圏を含む広い地域で
観測できたのは932年ぶり
高さ634m、世界一「東京スカイツリー」が開業

1.28
1.28
1.29
2. 2
2. 5
2. 6
2.14
2.18
2.18
2.19
2.21
2.25
3.03
3.11
3.14
3.18

3.25
4.15
4.15
4.23
4.25
5.14
6. 9
6. 9
6. 9

［RIだより］
・田中作次氏、日本人三人目のRI会長に就任（2012-13）
インドをポリオ常在国から除外
・ポリオ撲滅ロータリー2億ドルチャレンジグラント達成

山田洋次さん（映画監督）、文化勲章授与
米オバマ大統領が再選
レスリング女子の吉田沙保里に、国民栄誉賞
EUに、ノーベル平和賞
第2次安部晋三内閣発足
松井秀喜引退・38歳、日米通算507本塁打
ニックネーム「ゴジラ」

11.03
11.16
11.07
12.10
12.26
12.27

1.13

●2013年（千田年度）
当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

第4回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
東三河分区 ＩM〈ホテルアークリッシュ豊橋〉
小牧 創立45周年記念式典〈名鉄犬山ホテル〉
ロータリー財団「補助金管理セミナー」〈名古屋東急ホテル〉
南尾張分区 ＩM〈名鉄グランドホテル〉
東尾張分区 ＩM〈名古屋マリオットアソシアホテル〉
安城 創立55周年記念式典〈碧海信用金庫 本店3Ｆ〉
第3回次期ガバナー補佐研修会議〈ガバナー事務所会議室〉
西三河分区 ＩM〈衣浦グランドホテル〉
東名古屋分区 ＩM〈名古屋東急ホテル〉
西名古屋分区 ＩM〈名古屋マリオットアソシアホテル〉
西三河中分区 ＩM〈自然科学研究機構 岡崎コンファレンスセンター〉
地区RYLAセミナー〈伊良湖シ－パーク＆スパ〉～2.24
西尾張分区 ＩM〈名鉄ニューグランドホテル〉
13～14年度 地区チーム研修セミナー〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
13～14年度 会長エレクト研修セミナー（PETS）
〈ウェスティンキャッスル〉
一宮北 創立50周年記念式典〈名古屋観光ホテル〉
13～14年度 地区協議会のための指導者会議〈名鉄グランドホテル〉
第5回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
西尾 創立55周年記念式典〈名古屋ブルーノート〉
大府 創立10周年記念式典〈大府市役所多目的ホール〉
13～14年度 地区協議会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
第4回次期ガバナー補佐研修会議〈ガバナー事務所会議室〉
名古屋アイリス 創立
第2回ガバナー補佐会議〈名鉄グランドホテル〉
第6回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
地区役員会長幹事懇談会〈名鉄グランドホテル〉
名古屋アイリス RIより加盟承認を受ける

RI 国際協議会 〈アメリカ・サンデイエゴ〉～1.19
田中 作次氏、R I会長に就任（日本人3人目）（2012～13）
ポリオ撲滅ロータリー2億ドル・チャレンジグラント達成

1.26
1.27
1.27
1.30
2. 9
2. 9
2. 9
2.14
2.16
2.18
2.20
2.23
2.23
3. 2
3. 9
3.16

3.17
3.24
3.24
4.07
4.13
4.14
4.25
　6.05
6. 8
6. 8
6. 8
6.13

韓国初の女性大統領に朴槿恵氏
元横綱大鵬(納谷幸喜さん)死去、国民栄誉賞授与
第3回ワールド・ベースボール・クラシック（WBC）開幕
日本大会３連覇ならず、優勝はドミニカ共和国
新ローマ法王「フランシスコ」選出、初の中南米出身
米タイム誌の「パーソン・オブ・ザ・イヤー」
習近平氏、国家主席に就任
環太平洋経済連携協定（TTP）交渉参加を表明
歌舞伎座が新開場
サッチャー元英首相死去、87歳
米北東部ボストンマラソンでテロ・爆発
長嶋茂雄氏、松井秀喜氏に国民栄誉賞授与
出雲大社と伊勢神宮（10月）で60年振り遷宮
三浦雄一郎さん、エベレスト登頂に成功
世界最高齢、80歳にして3度目の登頂
富士山が世界文化遺産に決定
第104回 RI 国際大会〈ポルトガル・リスボン〉～6.26
参加国・地域 150以上、19,717人の参加者
RI会長 田中作次氏が講演

2.25
02.25
3.02

3.13

3.14
3.15
4.02
4.08
4.15
5.05
5.10
5.17

6.22
6.23

露中部ウラル地方に隕石落下、1200人超負傷
スキージャンプ女子Ｗ杯、高梨沙羅
日本人初の総合優勝、16歳4か月での
総合優勝は史上最年少

2.15
2.17

●2013年（田中年度）
当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

田中 正規ガバナー就任
地区ロータリー財団セミナー〈名古屋東急ホテル〉
第1回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
稲沢 創立50周年記念式典〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
13～14年度 会員増強セミナー〈名古屋国際センター〉
第2回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
尾張中央 創立30周年記念講演〈北名古屋市文化勤労会館〉
豊橋ゴールデン 創立25周年記念式典〈ロワジールホテル豊橋〉
瀬戸北 創立35周年記念式典〈グレイセル〉
第3回地区諮問委員会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
地区大会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉～11.24
尾張中央 創立30周年記念式典〈名鉄グランドホテル〉
第1回ガバナー補佐会議〈ガバナー事務所会議室〉

7. 1
7. 9
7.13
7.20
7.26
9. 7
10.20
10.26
11.02
11.23
11.23
11.30
12.19

8.12
9. 7
11.19

日本列島猛暑、高知県四万十市史上最高の41.0℃観測
2020年の東京五輪・パラリンピック開催決定
駐日米国大使にキャロライン・ケネディ氏

［RIだより］
・“Object of Rotary”の日本語訳「ロータリーの綱
領」が「ロータリーの目的」と変更され内容の訳文
も改正された。国際奉仕の基本方針削除
・ゲイツ財団がポリオ･プラスへの寄付継続を表明
・新世代奉仕部門を青少年奉仕部門と改称
Eクラブ数制限撤廃
・広島でロータリー世界平和フォーラム開催
（ベルリン、ホノルルに次いで）
・ロータリー財団新補助金プログラム
「未来の夢計画」実施（7/1 から）
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●2012年（千田年度）
当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

千田 毅 ガバナー就任
地区ロータリー財団セミナー〈名古屋東急ホテル〉
第1回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
第2回12～13年度 会員増強セミナー〈名鉄グランドホテル〉
第2回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
新会員研修セミナー〈名古屋マリオットアソシアホテル〉
名古屋千種 創立30周年記念式典〈名古屋東急ホテル〉
第1回次期ガバナー補佐研修会議〈ガバナー事務所会議室〉
西尾一色 創立50周年記念例会〈Ｆ＆Ｇシーズン〉
第3回地区諮問委員会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
地区大会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉～10.28
津島 創立60周年記念式典〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
知多 創立25周年記念式典
〈ＡＮＡクラウンプラザ ホテルグランコート名古屋〉
第2回次期ガバナー補佐研修会議〈名鉄グランドホテル〉
第1回ガバナー補佐会議〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉

7. 1
7.11
7.14
7.20
9. 8
9. 8
10.12
10.18
10.25
10.27
10.27
11.03
11.11

12. 8
12.17

7.14
8.12
09.11

九州北部豪雨で、死者30人
ロンドン五輪で日本、メダル38個獲得
尖閣、竹島領有権問題、混迷化

10.18 ノーベル生理学・医学賞に山中伸弥氏
「iPS細胞」の開発

1.09

1.15

●2012年（松前年度）
当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

第4回地区指名委員会〈名鉄グランドホテル〉
第4回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
東尾張分区 ＩM〈名鉄犬山ホテル〉
ロータリー財団システム管理セミナー〈名古屋東急ホテル〉
東三河分区 ＩM〈豊川閣 妙厳寺〉
第3回次期ガバナー補佐会議〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
東名古屋分区 ＩM〈名古屋東急ホテル〉
南尾張分区 ＩM〈名鉄グランドホテル〉
西三河中分区 ＩM〈名鉄トヨタホテル〉
西三河分区 ＩM〈ホテルグランドティアラ安城〉
西名古屋分区 ＩM〈名古屋マリオットアソシアホテル〉
地区RYLAセミナー〈愛知県岡崎青年の家〉～2.26
西尾張分区 ＩM〈名鉄ニューグランドホテル〉
12～13年度 地区チーム研修セミナー〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
名古屋和合 創立40周年記念式典〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
12～13年度 会長エレクト研修セミナー（PETS）
〈ウェスティンキャッスル〉
第5回地区諮問委員会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
12～13年度 地区協議会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
12～13年度 会員増強セミナー〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
第4回次期ガバナー補佐研修会議〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
岡崎東 創立40周年記念式典〈岡崎市竜美丘会館大ホール〉
名古屋昭和 創立20周年記念式典〈名古屋東急ホテル〉
第2回ガバナー補佐会議〈名鉄グランドホテル〉
第6回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
地区役員会長幹事懇談会〈名鉄グランドホテル〉

FIFA国際サッカー連盟の女子年間最優秀選手に
澤穂希選手、日本人が年間最優秀選手に選ばれるのは
男女通じて史上初
RI 国際協議会 〈アメリカ・サンデイエゴ〉～1.21

3.04
3. 8
3.14
04.11
5.22
5.26

5.20
5.21

5.22

露プーチン首相、大統領に復帰
ドナルド・キーン氏が日本国籍取得
中国、習近平氏、国家主席に
北朝鮮の金正恩氏、第一書記に
ムンク代表作「叫び」、96億円で落札
第103回 RI 国際大会〈タイ・バンコク〉～5.9
参加国・地域 250以上、35,104人の参加者
国王の名代としてチュラポーン王女殿下
3名のノーベル平和賞受賞者が講演
田中作次 次期RI会長は「ロータリーの奉仕を通じ
て平和を」と講演
「Peace through Service」が次年度RIのテーマ
エリザベス女王即位60年、天皇・皇后祝賀
金環日食、広範囲観測
東京、大阪、名古屋の3大都市圏を含む広い地域で
観測できたのは932年ぶり
高さ634m、世界一「東京スカイツリー」が開業

1.28
1.28
1.29
2. 2
2. 5
2. 6
2.14
2.18
2.18
2.19
2.21
2.25
3.03
3.11
3.14
3.18

3.25
4.15
4.15
4.23
4.25
5.14
6. 9
6. 9
6. 9

［RIだより］
・田中作次氏、日本人三人目のRI会長に就任（2012-13）
インドをポリオ常在国から除外
・ポリオ撲滅ロータリー2億ドルチャレンジグラント達成

山田洋次さん（映画監督）、文化勲章授与
米オバマ大統領が再選
レスリング女子の吉田沙保里に、国民栄誉賞
EUに、ノーベル平和賞
第2次安部晋三内閣発足
松井秀喜引退・38歳、日米通算507本塁打
ニックネーム「ゴジラ」

11.03
11.16
11.07
12.10
12.26
12.27

1.13

●2013年（千田年度）
当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

第4回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
東三河分区 ＩM〈ホテルアークリッシュ豊橋〉
小牧 創立45周年記念式典〈名鉄犬山ホテル〉
ロータリー財団「補助金管理セミナー」〈名古屋東急ホテル〉
南尾張分区 ＩM〈名鉄グランドホテル〉
東尾張分区 ＩM〈名古屋マリオットアソシアホテル〉
安城 創立55周年記念式典〈碧海信用金庫 本店3Ｆ〉
第3回次期ガバナー補佐研修会議〈ガバナー事務所会議室〉
西三河分区 ＩM〈衣浦グランドホテル〉
東名古屋分区 ＩM〈名古屋東急ホテル〉
西名古屋分区 ＩM〈名古屋マリオットアソシアホテル〉
西三河中分区 ＩM〈自然科学研究機構 岡崎コンファレンスセンター〉
地区RYLAセミナー〈伊良湖シ－パーク＆スパ〉～2.24
西尾張分区 ＩM〈名鉄ニューグランドホテル〉
13～14年度 地区チーム研修セミナー〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
13～14年度 会長エレクト研修セミナー（PETS）
〈ウェスティンキャッスル〉
一宮北 創立50周年記念式典〈名古屋観光ホテル〉
13～14年度 地区協議会のための指導者会議〈名鉄グランドホテル〉
第5回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
西尾 創立55周年記念式典〈名古屋ブルーノート〉
大府 創立10周年記念式典〈大府市役所多目的ホール〉
13～14年度 地区協議会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
第4回次期ガバナー補佐研修会議〈ガバナー事務所会議室〉
名古屋アイリス 創立
第2回ガバナー補佐会議〈名鉄グランドホテル〉
第6回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
地区役員会長幹事懇談会〈名鉄グランドホテル〉
名古屋アイリス RIより加盟承認を受ける

RI 国際協議会 〈アメリカ・サンデイエゴ〉～1.19
田中 作次氏、R I会長に就任（日本人3人目）（2012～13）
ポリオ撲滅ロータリー2億ドル・チャレンジグラント達成

1.26
1.27
1.27
1.30
2. 9
2. 9
2. 9
2.14
2.16
2.18
2.20
2.23
2.23
3. 2
3. 9
3.16

3.17
3.24
3.24
4.07
4.13
4.14
4.25
　6.05
6. 8
6. 8
6. 8
6.13

韓国初の女性大統領に朴槿恵氏
元横綱大鵬(納谷幸喜さん)死去、国民栄誉賞授与
第3回ワールド・ベースボール・クラシック（WBC）開幕
日本大会３連覇ならず、優勝はドミニカ共和国
新ローマ法王「フランシスコ」選出、初の中南米出身
米タイム誌の「パーソン・オブ・ザ・イヤー」
習近平氏、国家主席に就任
環太平洋経済連携協定（TTP）交渉参加を表明
歌舞伎座が新開場
サッチャー元英首相死去、87歳
米北東部ボストンマラソンでテロ・爆発
長嶋茂雄氏、松井秀喜氏に国民栄誉賞授与
出雲大社と伊勢神宮（10月）で60年振り遷宮
三浦雄一郎さん、エベレスト登頂に成功
世界最高齢、80歳にして3度目の登頂
富士山が世界文化遺産に決定
第104回 RI 国際大会〈ポルトガル・リスボン〉～6.26
参加国・地域 150以上、19,717人の参加者
RI会長 田中作次氏が講演

2.25
02.25
3.02

3.13

3.14
3.15
4.02
4.08
4.15
5.05
5.10
5.17

6.22
6.23

露中部ウラル地方に隕石落下、1200人超負傷
スキージャンプ女子Ｗ杯、高梨沙羅
日本人初の総合優勝、16歳4か月での
総合優勝は史上最年少

2.15
2.17

●2013年（田中年度）
当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

田中 正規ガバナー就任
地区ロータリー財団セミナー〈名古屋東急ホテル〉
第1回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
稲沢 創立50周年記念式典〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
13～14年度 会員増強セミナー〈名古屋国際センター〉
第2回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
尾張中央 創立30周年記念講演〈北名古屋市文化勤労会館〉
豊橋ゴールデン 創立25周年記念式典〈ロワジールホテル豊橋〉
瀬戸北 創立35周年記念式典〈グレイセル〉
第3回地区諮問委員会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
地区大会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉～11.24
尾張中央 創立30周年記念式典〈名鉄グランドホテル〉
第1回ガバナー補佐会議〈ガバナー事務所会議室〉

7. 1
7. 9
7.13
7.20
7.26
9. 7
10.20
10.26
11.02
11.23
11.23
11.30
12.19

8.12
9. 7
11.19

日本列島猛暑、高知県四万十市史上最高の41.0℃観測
2020年の東京五輪・パラリンピック開催決定
駐日米国大使にキャロライン・ケネディ氏

［RIだより］
・“Object of Rotary”の日本語訳「ロータリーの綱
領」が「ロータリーの目的」と変更され内容の訳文
も改正された。国際奉仕の基本方針削除
・ゲイツ財団がポリオ･プラスへの寄付継続を表明
・新世代奉仕部門を青少年奉仕部門と改称
Eクラブ数制限撤廃
・広島でロータリー世界平和フォーラム開催
（ベルリン、ホノルルに次いで）
・ロータリー財団新補助金プログラム
「未来の夢計画」実施（7/1 から）
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真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

1.12
1.11

1.17

●2014年（田中年度）
当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

東三河分区 ＩM〈ホテルアソシア豊橋〉
三河安城 創立15周年記念式典〈ホテルグランドティアラ安城〉
第4回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
新会員研修セミナー
補助金管理セミナー〈名古屋東急ホテル〉
名古屋西 創立60周年記念式典〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
南尾張分区 ＩM〈名鉄グランドホテル〉
豊川 創立55周年記念例会〈豊川閣妙厳寺〉
半田南 創立35周年記念式典〈三好屋旅館〉
名古屋大須 創立30周年記念例会〈名古屋東急ホテル〉
第4回次期ガバナー補佐研修会議〈ヒルトン名古屋〉
東尾張分区 ＩM〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
西三河中分区 ＩM〈名鉄トヨタホテル〉
西三河分区 ＩM〈ホテルグランドティアラ安城〉
西名古屋分区 ＩM〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
高浜 創立45周年記念式典〈ブルーノート名古屋〉
西尾張分区 ＩM〈名鉄ニューグランドホテル〉
東名古屋分区 ＩM〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
岡崎城南 創立25周年記念式典〈岡崎ニューグランドホテル〉
名古屋東南 創立45周年記念例会〈名古屋マリオットアソシアホテル〉
刈谷 創立60周年記念式典〈刈谷市産業振興センター〉
14～15年度 地区チーム研修セミナー〈ヒルトン名古屋〉
14～15年度 会長エレクト研修セミナー（PETS）
〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
蒲郡 創立60周年記念式典〈蒲郡クラシックホテル〉
地区RYLAセミナー〈愛知県美浜少年自然の家〉～3.23
第5回地区諮問委員会〈ヒルトン名古屋〉
14～15年度 地区協議会のための指導者会議〈ヒルトン名古屋〉
岡崎南 創立50周年記念式典〈岡崎ニューグランドホテル〉 
碧南 創立55周年記念例会〈衣浦グランドホテル〉 
春日井 創立45周年記念式典〈ホテルプラザ勝川〉 
14～15年度 地区協議会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
名古屋守山 創立50周年記念式典〈名古屋マリオットアソシアホテル〉
あま 創立45周年記念式典〈名鉄グランドホテル〉
岩倉 創立35周年記念式典〈名鉄犬山ホテル〉
第5回次期ガバナー補佐研修会議〈ガバナー事務所会議室〉
愛知ロータリーEクラブ 創立
東海 創立45周年記念式典〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
中部名古屋みらい 創立5周年記念式典〈キャッスルプラザ〉
愛知ロータリーEクラブ RIより加盟承認を受ける
名古屋北 創立55周年記念例会〈名古屋東急ホテル〉
第2回ガバナー補佐会議〈名鉄グランドホテル〉
第6回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
地区役員会長幹事懇談会〈名鉄グランドホテル〉
東知多 創立45周年記念式典〈キャッスルプラザ〉

RI 国際協議会 〈アメリカ・サンデイエゴ〉～1.18
スキージャンプ男子Ｗ杯、葛西紀明が最年長優勝
41歳7か月
「景気回復」6年ぶり、
１月の月例経済報告「穏やかに回復している」と明記

2.07

2.14

2.15

冬季五輪ソチ大会、日本は金1、銀4、銅3
19歳羽生結弦、フィギュア男子初の「金」
佐村河内さん、別人が作曲（ゴーストライター）
被爆2世の「両耳が聞こえない作曲家」
新垣隆さんに作曲依頼
関東甲信で、2週連続の大雪、東京都心も
27センチの積雪、２０年ぶりの記録的な大雪

3.27
4. 1
4.01

袴田事件の再審決定、袴田さん48年ぶりに釈放
消費税5%から8%に引き上げ
「ＳＴＡＰ細胞の論文」でデータのねつ造と改ざんとする
調査結果を発表

3.01

3.27

3.28

3.17

スキージャンプ女子、高梨沙羅
2年連続Ｗ杯総合優勝
大阪市に日本一高いビル
「あべのハルカス」全面開業
マレーシア航空機がMH370便、
南シナ海上で行方不明に
露プーチン大統領、ウクライナからの独立を宣言した
「クリミア共和国」を国家承認、編入

4.16
4.20

韓国セ号沈没、高校生304人犠牲
女子ゴルフ、アマチュアの15歳９か月
勝みなみが最年少優勝

1.19
1.22
1.25
2. 1
2. 4
2.05
2. 8
2.09
2.10
2.12
2.13
2.15
2.15
2.15
2.20
2.21
2.22
2.26
3.04
3.05
3.08
3. 9
3.15

3.16
3.22
3.30
3.30
4.05
4.06
4.11
4.13
4.16
4.19
4.19
4.24
5.13
5.17
5.18
5.21
5.23
6.14
6.14
6.14
6.21

テニス、錦織圭が日本男子初の
世界ランクトップ10入り
第105回 RI 国際大会〈オーストラリア・シドニー〉～6.4
参加国・地域 143以上、18,630人の参加者
ゴルフ松山秀樹 米ツアーで初優勝
サッカーＷ杯ブラジル大会開幕
日本は１次リーグで敗退、優勝はドイツ
第1次世界大戦勃発100年追悼
イスラム過激派「イスラム国」拡大

5.10

6. 1

6.21
6.12

6.26
6.30

●2014年（近藤年度）
当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

近藤 雄亮 ガバナー就任
地区ロータリー財団セミナー〈名鉄グランドホテル〉
第1回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
第1回立法案審議委員会〈名鉄グランドホテル〉
愛知ロータリーEクラブ 認証状伝達式〈キャッスルプラザ〉
14～15年度 会員増強セミナー〈名古屋国際センター〉
地区青少年サミット〈キャッスルプラザ〉
第2回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
第2回立法案審議委員会〈名鉄グランドホテル〉
江南 創立50周年記念講演会〈江南市民文化会館〉
名古屋中 創立45周年記念事業〈中電ホール〉
瀬戸 創立55周年祝う会〈八勝館〉
第3回立法案審議委員会〈ガバナー事務所会議室〉
名古屋空港 創立40周年記念式典〈キャッスルプラザ〉
名古屋中 創立45周年記念例会〈名古屋観光ホテル〉
 一宮 創立65周年記念例会〈一宮商工会議所3階ホール〉
国内（政治経済・社会文化）・国際（一般） 地区審議会
〈名鉄ニューグランドホテル〉
尾西 創立60周年記念式典〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
豊田西 創立45周年記念式典〈豊田市民文化会館〉
第1回ガバナー補佐会議〈キャッスルプラザ〉
田原パシフィック 創立25周年記念例会〈崋山会館〉

07.01
7.11
7.12
7.12
7.20
7.25
9.17
9.13
9.13
9.14
9.19
10.05
10.16
10.16
10.16
11.06
11.18

11.22
11.28
12.16
12.16

1.07

1.18
1.23

●2015年（近藤年度）
当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

第3回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
名古屋 創立90周年記念式典〈名古屋観光ホテル〉
西尾張分区 ＩM〈名鉄ニューグランドホテル〉
15～16年度 補助金管理セミナー〈名古屋東急ホテル〉
第4回次期ガバナー補佐研修会議〈名古屋国際センター〉
地区大会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉～2.22
豊田中 創立15周年記念式典〈名鉄トヨタホテル〉
名古屋丸の内 創立20周年記念式典〈名古屋クレストンホテル〉
15～16年度 地区チーム研修セミナー〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
東名古屋分区 ＩM〈名古屋東急ホテル〉
15～16年度 会長エレクト研修セミナー（PETS）
〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
地区RYLAセミナー〈愛知県美浜少年自然の家〉～3.22
東三河分区 ＩM〈ホテルアークリッシュ豊橋〉
東尾張分区 ＩM〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
西三河分区 ＩM〈衣浦グランドホテル〉
15～16年度 地区研修・協議会の為の指導者会議
〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
第4回地区諮問委員会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
西三河中分区 ＩM〈岡崎市竜美丘会館〉
第5回次期ガバナー補佐研修会議〈ガバナー事務所〉
15～16年度 地区研修・協議会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
名古屋栄  創立25周年記念式典〈名古屋クレストンホテル〉

フランス新聞社で銃撃テロ事件、編集幹部12人死亡
各地の犠牲者追悼行進に370万人が参加
RI 国際協議会 〈アメリカ・サンデイエゴ〉～1.24
大相撲初場所、横綱白鵬が33度目の優勝を果たし、
昭和の大横綱・大鵬の史上最多優勝回数を塗り替えた

3. 2 錦繊圭、男子テニス世界4位、日本選手の最高位

4. 9
4.11
4.17

天皇・皇后両陛下慰霊でパラオ初訪問
米国とキューバが54年ぶりに国交回復
「軍艦島」世界文化遺産に登録

4.25
5.02

ネパールで大地震（M7.8）、死者9,000人
英国のウイリアム王子に長女誕生

1.31
2.03
2. 7
2.10
2.12
2.21
2.28
3.06
3. 8
3.12
3.14

3.21
3.22
3.22
4. 4
4.12

4.12
4.18
4.23
5.10
5.11

北陸新幹線・長野～金沢間開業
東京-金沢を最短2時間28分で結ぶ

3.14

［RIだより］
・1月、国際協議会に1949年以来掲げられていた
“Enter to Learn, Go Forth to Serve”が廃止され、
“Join leaders, Exchange ideas, Take action”が
掲示された
・1月、「ロータリーの行動規範」が8項目から5項目
となり、さらに10月には4項目となる（第5項目削除
はロータリー･グローバル･リワード実施のための準
備）。和訳名がまもなく「ロータリアンの行動規範」
と是正された
・ロータリー雑誌購読義務が電子版でも良いと承認
（2010年11月RI理事会）されたことに対応して
「ロータリーの友」電子版1月号発刊
RI 戦略計画が修正されつつ進行

・10月、特別月間を六つの重点分野をベースとして
大幅変更決定（2015年7月実施）
東南アジア地域ポリオ･フリー宣言

08.18

8.20
9.27
10. 7

12.10

WHO緊急事態宣言、西アフリカでエボラ出血熱猛威、
死者7,500人
広島の土砂災害、死者74人
御嶽山噴火、死者57人不明6人、戦後最悪の噴火災害
ノーベル物理学賞受賞、赤崎勇、天野浩、
中村修二の3氏、「青色LED」開発
パキスタンのマララさん、17歳でノーベル平和賞

315
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1.12
1.11

1.17

●2014年（田中年度）
当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

東三河分区 ＩM〈ホテルアソシア豊橋〉
三河安城 創立15周年記念式典〈ホテルグランドティアラ安城〉
第4回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
新会員研修セミナー
補助金管理セミナー〈名古屋東急ホテル〉
名古屋西 創立60周年記念式典〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
南尾張分区 ＩM〈名鉄グランドホテル〉
豊川 創立55周年記念例会〈豊川閣妙厳寺〉
半田南 創立35周年記念式典〈三好屋旅館〉
名古屋大須 創立30周年記念例会〈名古屋東急ホテル〉
第4回次期ガバナー補佐研修会議〈ヒルトン名古屋〉
東尾張分区 ＩM〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
西三河中分区 ＩM〈名鉄トヨタホテル〉
西三河分区 ＩM〈ホテルグランドティアラ安城〉
西名古屋分区 ＩM〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
高浜 創立45周年記念式典〈ブルーノート名古屋〉
西尾張分区 ＩM〈名鉄ニューグランドホテル〉
東名古屋分区 ＩM〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
岡崎城南 創立25周年記念式典〈岡崎ニューグランドホテル〉
名古屋東南 創立45周年記念例会〈名古屋マリオットアソシアホテル〉
刈谷 創立60周年記念式典〈刈谷市産業振興センター〉
14～15年度 地区チーム研修セミナー〈ヒルトン名古屋〉
14～15年度 会長エレクト研修セミナー（PETS）
〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
蒲郡 創立60周年記念式典〈蒲郡クラシックホテル〉
地区RYLAセミナー〈愛知県美浜少年自然の家〉～3.23
第5回地区諮問委員会〈ヒルトン名古屋〉
14～15年度 地区協議会のための指導者会議〈ヒルトン名古屋〉
岡崎南 創立50周年記念式典〈岡崎ニューグランドホテル〉 
碧南 創立55周年記念例会〈衣浦グランドホテル〉 
春日井 創立45周年記念式典〈ホテルプラザ勝川〉 
14～15年度 地区協議会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
名古屋守山 創立50周年記念式典〈名古屋マリオットアソシアホテル〉
あま 創立45周年記念式典〈名鉄グランドホテル〉
岩倉 創立35周年記念式典〈名鉄犬山ホテル〉
第5回次期ガバナー補佐研修会議〈ガバナー事務所会議室〉
愛知ロータリーEクラブ 創立
東海 創立45周年記念式典〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
中部名古屋みらい 創立5周年記念式典〈キャッスルプラザ〉
愛知ロータリーEクラブ RIより加盟承認を受ける
名古屋北 創立55周年記念例会〈名古屋東急ホテル〉
第2回ガバナー補佐会議〈名鉄グランドホテル〉
第6回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
地区役員会長幹事懇談会〈名鉄グランドホテル〉
東知多 創立45周年記念式典〈キャッスルプラザ〉

RI 国際協議会 〈アメリカ・サンデイエゴ〉～1.18
スキージャンプ男子Ｗ杯、葛西紀明が最年長優勝
41歳7か月
「景気回復」6年ぶり、
１月の月例経済報告「穏やかに回復している」と明記

2.07

2.14

2.15

冬季五輪ソチ大会、日本は金1、銀4、銅3
19歳羽生結弦、フィギュア男子初の「金」
佐村河内さん、別人が作曲（ゴーストライター）
被爆2世の「両耳が聞こえない作曲家」
新垣隆さんに作曲依頼
関東甲信で、2週連続の大雪、東京都心も
27センチの積雪、２０年ぶりの記録的な大雪

3.27
4. 1
4.01

袴田事件の再審決定、袴田さん48年ぶりに釈放
消費税5%から8%に引き上げ
「ＳＴＡＰ細胞の論文」でデータのねつ造と改ざんとする
調査結果を発表

3.01

3.27

3.28

3.17

スキージャンプ女子、高梨沙羅
2年連続Ｗ杯総合優勝
大阪市に日本一高いビル
「あべのハルカス」全面開業
マレーシア航空機がMH370便、
南シナ海上で行方不明に
露プーチン大統領、ウクライナからの独立を宣言した
「クリミア共和国」を国家承認、編入

4.16
4.20

韓国セ号沈没、高校生304人犠牲
女子ゴルフ、アマチュアの15歳９か月
勝みなみが最年少優勝

1.19
1.22
1.25
2. 1
2. 4
2.05
2. 8
2.09
2.10
2.12
2.13
2.15
2.15
2.15
2.20
2.21
2.22
2.26
3.04
3.05
3.08
3. 9
3.15

3.16
3.22
3.30
3.30
4.05
4.06
4.11
4.13
4.16
4.19
4.19
4.24
5.13
5.17
5.18
5.21
5.23
6.14
6.14
6.14
6.21

テニス、錦織圭が日本男子初の
世界ランクトップ10入り
第105回 RI 国際大会〈オーストラリア・シドニー〉～6.4
参加国・地域 143以上、18,630人の参加者
ゴルフ松山秀樹 米ツアーで初優勝
サッカーＷ杯ブラジル大会開幕
日本は１次リーグで敗退、優勝はドイツ
第1次世界大戦勃発100年追悼
イスラム過激派「イスラム国」拡大

5.10

6. 1

6.21
6.12

6.26
6.30

●2014年（近藤年度）
当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

近藤 雄亮 ガバナー就任
地区ロータリー財団セミナー〈名鉄グランドホテル〉
第1回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
第1回立法案審議委員会〈名鉄グランドホテル〉
愛知ロータリーEクラブ 認証状伝達式〈キャッスルプラザ〉
14～15年度 会員増強セミナー〈名古屋国際センター〉
地区青少年サミット〈キャッスルプラザ〉
第2回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
第2回立法案審議委員会〈名鉄グランドホテル〉
江南 創立50周年記念講演会〈江南市民文化会館〉
名古屋中 創立45周年記念事業〈中電ホール〉
瀬戸 創立55周年祝う会〈八勝館〉
第3回立法案審議委員会〈ガバナー事務所会議室〉
名古屋空港 創立40周年記念式典〈キャッスルプラザ〉
名古屋中 創立45周年記念例会〈名古屋観光ホテル〉
 一宮 創立65周年記念例会〈一宮商工会議所3階ホール〉
国内（政治経済・社会文化）・国際（一般） 地区審議会
〈名鉄ニューグランドホテル〉
尾西 創立60周年記念式典〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
豊田西 創立45周年記念式典〈豊田市民文化会館〉
第1回ガバナー補佐会議〈キャッスルプラザ〉
田原パシフィック 創立25周年記念例会〈崋山会館〉

07.01
7.11
7.12
7.12
7.20
7.25
9.17
9.13
9.13
9.14
9.19
10.05
10.16
10.16
10.16
11.06
11.18

11.22
11.28
12.16
12.16

1.07

1.18
1.23

●2015年（近藤年度）
当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

第3回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
名古屋 創立90周年記念式典〈名古屋観光ホテル〉
西尾張分区 ＩM〈名鉄ニューグランドホテル〉
15～16年度 補助金管理セミナー〈名古屋東急ホテル〉
第4回次期ガバナー補佐研修会議〈名古屋国際センター〉
地区大会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉～2.22
豊田中 創立15周年記念式典〈名鉄トヨタホテル〉
名古屋丸の内 創立20周年記念式典〈名古屋クレストンホテル〉
15～16年度 地区チーム研修セミナー〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
東名古屋分区 ＩM〈名古屋東急ホテル〉
15～16年度 会長エレクト研修セミナー（PETS）
〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
地区RYLAセミナー〈愛知県美浜少年自然の家〉～3.22
東三河分区 ＩM〈ホテルアークリッシュ豊橋〉
東尾張分区 ＩM〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
西三河分区 ＩM〈衣浦グランドホテル〉
15～16年度 地区研修・協議会の為の指導者会議
〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
第4回地区諮問委員会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
西三河中分区 ＩM〈岡崎市竜美丘会館〉
第5回次期ガバナー補佐研修会議〈ガバナー事務所〉
15～16年度 地区研修・協議会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
名古屋栄  創立25周年記念式典〈名古屋クレストンホテル〉

フランス新聞社で銃撃テロ事件、編集幹部12人死亡
各地の犠牲者追悼行進に370万人が参加
RI 国際協議会 〈アメリカ・サンデイエゴ〉～1.24
大相撲初場所、横綱白鵬が33度目の優勝を果たし、
昭和の大横綱・大鵬の史上最多優勝回数を塗り替えた

3. 2 錦繊圭、男子テニス世界4位、日本選手の最高位

4. 9
4.11
4.17

天皇・皇后両陛下慰霊でパラオ初訪問
米国とキューバが54年ぶりに国交回復
「軍艦島」世界文化遺産に登録

4.25
5.02

ネパールで大地震（M7.8）、死者9,000人
英国のウイリアム王子に長女誕生

1.31
2.03
2. 7
2.10
2.12
2.21
2.28
3.06
3. 8
3.12
3.14

3.21
3.22
3.22
4. 4
4.12

4.12
4.18
4.23
5.10
5.11

北陸新幹線・長野～金沢間開業
東京-金沢を最短2時間28分で結ぶ

3.14

［RIだより］
・1月、国際協議会に1949年以来掲げられていた
“Enter to Learn, Go Forth to Serve”が廃止され、
“Join leaders, Exchange ideas, Take action”が
掲示された
・1月、「ロータリーの行動規範」が8項目から5項目
となり、さらに10月には4項目となる（第5項目削除
はロータリー･グローバル･リワード実施のための準
備）。和訳名がまもなく「ロータリアンの行動規範」
と是正された
・ロータリー雑誌購読義務が電子版でも良いと承認
（2010年11月RI理事会）されたことに対応して
「ロータリーの友」電子版1月号発刊
RI 戦略計画が修正されつつ進行

・10月、特別月間を六つの重点分野をベースとして
大幅変更決定（2015年7月実施）
東南アジア地域ポリオ･フリー宣言

08.18

8.20
9.27
10. 7

12.10

WHO緊急事態宣言、西アフリカでエボラ出血熱猛威、
死者7,500人
広島の土砂災害、死者74人
御嶽山噴火、死者57人不明6人、戦後最悪の噴火災害
ノーベル物理学賞受賞、赤崎勇、天野浩、
中村修二の3氏、「青色LED」開発
パキスタンのマララさん、17歳でノーベル平和賞

316

年
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委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

豊田東 創立35周年記念例会〈トヨタ鞍ヶ池記念館〉
江南 創立50周年記念式典〈名鉄犬山ホテル〉
名古屋栄 創立25周年記念式典〈名古屋クレストンホテル〉
名古屋葵 創立10周年記念式典〈カトリック布池教会聖ヨゼフ館〉
奥三河 最終例会、45年間の終止符（第2097回）
地区ロータリー研究会〈名古屋国際ホテル〉　
第2回ガバナー補佐会議〈ヒルトン名古屋〉
第5回地区諮問委員会〈ヒルトン名古屋〉
地区役員会長幹事懇談会〈ヒルトン名古屋〉

5.13
5.17
5.18
6.04
6.17
6.18
6.20
6.20
6.20

東京都小笠原村母島と神奈川県二宮町で震度5強、
マグニチュード8.0以上（M8.0）は東日本大震災以来
日本年金機構がサイバー攻撃を受け、
個人情報が約125万件流出
第106回 RI 国際大会〈ブラジル・サンパウロ〉
～6.10
参加國・地域 135以上、14,838人の参加者
18歳選挙権、2016年から
富岡製糸場、世界文化遺産に登録

5.30

6.01

6. 7

6.15
6.21

●2015年（加藤年度）
当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

加藤 陽一ガバナー就任
第1回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
15～16年度 地区会員増強セミナー〈名古屋国際センター〉
15～16年度 地区ロータリー財団セミナー〈名古屋東急ホテル〉
第2回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
第1回次期ガバナー補佐研修会議〈ガバナー事務所〉
一宮中央 創立25周年記念式典〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
第2回次期ガバナー補佐研修会議〈ガバナー事務所〉
豊川宝飯 創立30周年記念式典〈プリエール〉
第3回ワールドフード＋ふれ愛フェスタ〈名古屋栄久屋大通公園〉～10.25
名古屋清須 創立40周年記念式典〈名古屋マリオットアソシアホテル〉
第3回地区諮問委員会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
地区大会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉～11.1
東尾張分区 ＩM〈名鉄犬山ホテル〉
豊田西 創立45周年記念式典〈豊田市民文化会館〉
第1回ガバナー補佐会議〈名古屋東急ホテル〉
第3回次期ガバナー補佐研修会議〈名鉄グランドホテル〉

7. 1
7.11
7.17
8. 7
9.12
9.17
10.14
10.15
10.20
10.24
10.25
10.31
10.31
11.28
11.28
12. 5
12.12

9.19
9.19
9.22

9.25
10. 5

10. 5
10. 5
10.13
11.03
11.08
12.12

安全保障関連法が成立
ラグビーW杯、日本3勝
EU承認、欧州で難民急増、
シリア、アフガニスタンから約95万人
WHO、ポリオ流行國からナイジェリアを削除
ノーベル生理学・医学賞、大村智氏、
ノーベル物理学賞、梶田隆章氏
TPP日米など12ヶ国で大筋合意
マイナンバー制度スタート
タイのプミポン国王死去
パリ同時テロ、130人死亡
ミャンマー総選挙でサン・スー・チー氏のNLDが圧勝
COP21「パリ協定」採択

1.06
1.08

1.15

1.17
1.29
2.11

3.20

●2016年（加藤年度）
当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

豊橋東 創立20周年記念式典〈ホテルアークリッシュ豊橋〉
第4回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
西尾張分区 ＩM〈名鉄グランドホテル〉
第4回次期ガバナー補佐研修会議〈名鉄グランドホテル〉
西三河中分区 ＩM〈ホテルフォレスタヒルズ〉
尾張旭 創立45周年記念式典〈名古屋東急ホテル〉
16～17年度 補助金管理セミナー〈名古屋東急ホテル〉
名古屋名南 創立25周年記念式典〈名古屋マリオットアソシアホテル〉
西三河分区 ＩM〈知立リリオ・コンサートホール及び
ホテルクラウンパレス知立〉
東名古屋分区 ＩM〈名古屋東急ホテル〉
16～17年度 地区チーム研修セミナー〈名古屋東急ホテル〉
名古屋城北  創立30周年記念式典〈名古屋東急ホテル〉
知立 創立25周年記念例会〈ホテルクラウンパレス知立〉
16～17年度 会長エレクト研修セミナー（PETS）
〈ＡＮＡクラウンプラザグランコート名古屋〉

北朝鮮が核実験「初の水爆」
マイナンバー制度で、希望者が無料で取得できる
「個人番号カード」の交付開始
長野県軽井沢町、スキーツアーバス事故
15人死亡、26人が重軽傷
RI 国際協議会 〈アメリカ・サンデイエゴ〉～1.23
日銀がマイナス金利導入決定
「重力波」初観測の成功を発表、米国などの
国際実験チームが時空のゆがみが波のように伝わる
「重力波」の初観測に成功したと発表

オバマ米大統領、現職米大統領として
88年ぶりにキューバ訪問

1.24
1.30
2. 6
2.12
2.13
2.13
2.19
2.19
2.20

2.25
3. 6
3.13
3.16
3.19

［RIだより］
・ロータリー･グローバル･リワード
（会員特典プログラム）開始
・新特別月間開始
「ロータリアンの職業宣言」の基本変更

当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

地区RYLAセミナー〈愛知県美浜少年自然の家〉～3.27
豊橋南 創立50周年記念式典〈ホテルアソシア豊橋〉
第5回地区諮問委員会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
17～18年度 地区研修・協議会の為の指導者会議
〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
名古屋錦 創立20周年記念式典〈熱田神宮会館〉
第5回次期ガバナー補佐研修会議〈ガバナー事務所会議室〉
名古屋名駅 創立25周年記念式典〈名鉄ニューグランドホテル〉
16～17年度 地区研修・協議会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
常滑 創立50周年記念式典〈あいち知多農協 本部ビル〉
半田 創立65周年記念式典〈ラ・グランターブル・ドゥ・キタムラ〉
地区青少年サミット
西尾KIRARA 創立25周年記念式典〈三河湾リゾートリンクス〉
岡崎 創立65周年記念例会〈岡崎出雲殿〉
地区ロータリー研究会〈名古屋国際ホテル〉
第2回ガバナー補佐会議〈名古屋東急ホテル〉
第6回地区諮問委員会〈名古屋東急ホテル〉
地区役員会長幹事懇談会〈名古屋東急ホテル〉

3.26
4. 2
4. 3
4.13

4.12
4.14
4.20
4.24
5.08
5.12
5.15
5.15
6.08
6.16
6.18
6.18
6.18

熊本地震発生（M7.3）死者65人
熊本県・大分県を中心とする九州北方に被害が甚大
熊本城の天守閣の屋根瓦崩落、大天守棟上の瓦製の
鯱（しゃちほこ)が落下
東京五輪新エンブレムに「組市松紋」
G7 伊勢志摩サミット開催 ～5.27
オバマ米大統領、広島訪問
「核兵器のない世界の平和」を強調
第107回 RI 国際大会〈韓国・ソウル〉～6.1
参加国・地域160以上、50,000人の参加者
18歳選挙権施行、18・19歳の約240万人が新たに有権者
イチロー、大リーグ最多記録を超える
4257日米通算最多安打を達成
英国民投票で「EU離脱」過半数

4.14

4.25
 5.26
5.27
5.28

6.15
6.15

6.23

北海道新幹線が新青森～新函館北斗間で開業
新函館北斗～札幌間は「整備新幹線」で準備中
札幌までの新幹線開業は2031年春の予定

3.29

●2016年（服部年度）
当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

服部 良男ガバナー就任
第1回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
クラブ危機防止研修会（危機管理委員会）〈キャッスルプラザホテル〉
16～17年度 会員増強セミナー〈ウインクあいち〉
16～17年度 地区ロータリー財団セミナー〈名古屋東急ホテル〉
第2回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
地区審議会〈名鉄グランドホテル〉
第1回次期ガバナー補佐研修会議〈名鉄ニューグランドホテル〉
地区青少年サミット〈キャッスルプラザホテル〉
第2回次期ガバナー補佐研修会議〈名鉄ニューグランドホテル〉
第5回全国インターアクト研究会
〈名古屋栄カンファレンスセンター〉
第3回全国地区インターアクト委員長会議
第4回ワールドフード+ふれ愛フェスタ〈久屋大通公園〉～10.23
犬山 創立55周年記念式典〈名鉄犬山ホテル〉
第3回地区諮問委員会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
地区大会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉～11.6
東尾張分区 ＩM〈名鉄犬山ホテル〉
全国ロータリー研究会・ロータリー財団地域セミナー・PETS
〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉～12.1
第3回次期ガバナー補佐研修会議〈名鉄ニューグランドホテル〉
名古屋宮の杜  RIより加盟承認を受ける
第1回ガバナー補佐会議〈名鉄グランドホテル〉

7. 1
7. 9
7.21
7.22
8. 8
9.10
9.10
9.14
9.22
10.12
10.21

10.22
10.22
10.29
11. 5
11. 5
11.20
11.28

12. 3
12.05
12.10

7.31
8. 8
8.21
99.20
10.03
10.13

東京都知事に小池百合子氏
天皇陛下、退位のご意向示唆
リオ五輪、日本史上最多のメダル41個獲得
大澤輝秀パストガバナー逝去
ノーベル生理学・医学賞、大隅良典氏
ノーベル文学賞、ボブ・デイラン氏

［RIだより］
・4月、規定審議会でロータリー史に残る多くの重要な決定
　「柔軟性」というキーワードで
－例会と出席に関する例外規定（16-21）
－会員身分に柔軟性を認める例外規定（16-36、38）
－決議審議会が毎年開催され決議案のみオンライン
採決となり、制定案だけが3毎の規定審議会で
採択される（16-113）2017年度開始
－RI人頭分担金が「5カ年財務見通し」説明ののち
－毎年4ドルの大幅値上げが採択される（16-99）
－RI組織統括の構造を見直すことを提案する立法
案を次回の規定審議会へ提出することをRI理事会
へ要請（16-160）
－Eクラブが事実上従来型クラブと同一となり文言
削除（16-30、82）

・「RI 戦略計画の最新情報」が発表され、「奉仕」
に偏重傾向を見直して「会員組織」と等重量と
なるよう心がけるとの説明（基本の再確認）

・「日本のロータリー100周年実行委員会」設置
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真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］資料編

［Reference］

資
料
編

当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

豊田東 創立35周年記念例会〈トヨタ鞍ヶ池記念館〉
江南 創立50周年記念式典〈名鉄犬山ホテル〉
名古屋栄 創立25周年記念式典〈名古屋クレストンホテル〉
名古屋葵 創立10周年記念式典〈カトリック布池教会聖ヨゼフ館〉
奥三河 最終例会、45年間の終止符（第2097回）
地区ロータリー研究会〈名古屋国際ホテル〉　
第2回ガバナー補佐会議〈ヒルトン名古屋〉
第5回地区諮問委員会〈ヒルトン名古屋〉
地区役員会長幹事懇談会〈ヒルトン名古屋〉

5.13
5.17
5.18
6.04
6.17
6.18
6.20
6.20
6.20

東京都小笠原村母島と神奈川県二宮町で震度5強、
マグニチュード8.0以上（M8.0）は東日本大震災以来
日本年金機構がサイバー攻撃を受け、
個人情報が約125万件流出
第106回 RI 国際大会〈ブラジル・サンパウロ〉
～6.10
参加國・地域 135以上、14,838人の参加者
18歳選挙権、2016年から
富岡製糸場、世界文化遺産に登録

5.30

6.01

6. 7

6.15
6.21

●2015年（加藤年度）
当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

加藤 陽一ガバナー就任
第1回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
15～16年度 地区会員増強セミナー〈名古屋国際センター〉
15～16年度 地区ロータリー財団セミナー〈名古屋東急ホテル〉
第2回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
第1回次期ガバナー補佐研修会議〈ガバナー事務所〉
一宮中央 創立25周年記念式典〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
第2回次期ガバナー補佐研修会議〈ガバナー事務所〉
豊川宝飯 創立30周年記念式典〈プリエール〉
第3回ワールドフード＋ふれ愛フェスタ〈名古屋栄久屋大通公園〉～10.25
名古屋清須 創立40周年記念式典〈名古屋マリオットアソシアホテル〉
第3回地区諮問委員会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
地区大会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉～11.1
東尾張分区 ＩM〈名鉄犬山ホテル〉
豊田西 創立45周年記念式典〈豊田市民文化会館〉
第1回ガバナー補佐会議〈名古屋東急ホテル〉
第3回次期ガバナー補佐研修会議〈名鉄グランドホテル〉

7. 1
7.11
7.17
8. 7
9.12
9.17
10.14
10.15
10.20
10.24
10.25
10.31
10.31
11.28
11.28
12. 5
12.12

9.19
9.19
9.22

9.25
10. 5

10. 5
10. 5
10.13
11.03
11.08
12.12

安全保障関連法が成立
ラグビーW杯、日本3勝
EU承認、欧州で難民急増、
シリア、アフガニスタンから約95万人
WHO、ポリオ流行國からナイジェリアを削除
ノーベル生理学・医学賞、大村智氏、
ノーベル物理学賞、梶田隆章氏
TPP日米など12ヶ国で大筋合意
マイナンバー制度スタート
タイのプミポン国王死去
パリ同時テロ、130人死亡
ミャンマー総選挙でサン・スー・チー氏のNLDが圧勝
COP21「パリ協定」採択

1.06
1.08

1.15

1.17
1.29
2.11

3.20

●2016年（加藤年度）
当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

豊橋東 創立20周年記念式典〈ホテルアークリッシュ豊橋〉
第4回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
西尾張分区 ＩM〈名鉄グランドホテル〉
第4回次期ガバナー補佐研修会議〈名鉄グランドホテル〉
西三河中分区 ＩM〈ホテルフォレスタヒルズ〉
尾張旭 創立45周年記念式典〈名古屋東急ホテル〉
16～17年度 補助金管理セミナー〈名古屋東急ホテル〉
名古屋名南 創立25周年記念式典〈名古屋マリオットアソシアホテル〉
西三河分区 ＩM〈知立リリオ・コンサートホール及び
ホテルクラウンパレス知立〉
東名古屋分区 ＩM〈名古屋東急ホテル〉
16～17年度 地区チーム研修セミナー〈名古屋東急ホテル〉
名古屋城北  創立30周年記念式典〈名古屋東急ホテル〉
知立 創立25周年記念例会〈ホテルクラウンパレス知立〉
16～17年度 会長エレクト研修セミナー（PETS）
〈ＡＮＡクラウンプラザグランコート名古屋〉

北朝鮮が核実験「初の水爆」
マイナンバー制度で、希望者が無料で取得できる
「個人番号カード」の交付開始
長野県軽井沢町、スキーツアーバス事故
15人死亡、26人が重軽傷
RI 国際協議会 〈アメリカ・サンデイエゴ〉～1.23
日銀がマイナス金利導入決定
「重力波」初観測の成功を発表、米国などの
国際実験チームが時空のゆがみが波のように伝わる
「重力波」の初観測に成功したと発表

オバマ米大統領、現職米大統領として
88年ぶりにキューバ訪問

1.24
1.30
2. 6
2.12
2.13
2.13
2.19
2.19
2.20

2.25
3. 6
3.13
3.16
3.19

［RIだより］
・ロータリー･グローバル･リワード
（会員特典プログラム）開始
・新特別月間開始
「ロータリアンの職業宣言」の基本変更

当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

地区RYLAセミナー〈愛知県美浜少年自然の家〉～3.27
豊橋南 創立50周年記念式典〈ホテルアソシア豊橋〉
第5回地区諮問委員会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
17～18年度 地区研修・協議会の為の指導者会議
〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
名古屋錦 創立20周年記念式典〈熱田神宮会館〉
第5回次期ガバナー補佐研修会議〈ガバナー事務所会議室〉
名古屋名駅 創立25周年記念式典〈名鉄ニューグランドホテル〉
16～17年度 地区研修・協議会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
常滑 創立50周年記念式典〈あいち知多農協 本部ビル〉
半田 創立65周年記念式典〈ラ・グランターブル・ドゥ・キタムラ〉
地区青少年サミット
西尾KIRARA 創立25周年記念式典〈三河湾リゾートリンクス〉
岡崎 創立65周年記念例会〈岡崎出雲殿〉
地区ロータリー研究会〈名古屋国際ホテル〉
第2回ガバナー補佐会議〈名古屋東急ホテル〉
第6回地区諮問委員会〈名古屋東急ホテル〉
地区役員会長幹事懇談会〈名古屋東急ホテル〉

3.26
4. 2
4. 3
4.13

4.12
4.14
4.20
4.24
5.08
5.12
5.15
5.15
6.08
6.16
6.18
6.18
6.18

熊本地震発生（M7.3）死者65人
熊本県・大分県を中心とする九州北方に被害が甚大
熊本城の天守閣の屋根瓦崩落、大天守棟上の瓦製の
鯱（しゃちほこ)が落下
東京五輪新エンブレムに「組市松紋」
G7 伊勢志摩サミット開催 ～5.27
オバマ米大統領、広島訪問
「核兵器のない世界の平和」を強調
第107回 RI 国際大会〈韓国・ソウル〉～6.1
参加国・地域160以上、50,000人の参加者
18歳選挙権施行、18・19歳の約240万人が新たに有権者
イチロー、大リーグ最多記録を超える
4257日米通算最多安打を達成
英国民投票で「EU離脱」過半数

4.14

4.25
 5.26
5.27
5.28

6.15
6.15

6.23

北海道新幹線が新青森～新函館北斗間で開業
新函館北斗～札幌間は「整備新幹線」で準備中
札幌までの新幹線開業は2031年春の予定

3.29

●2016年（服部年度）
当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

服部 良男ガバナー就任
第1回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
クラブ危機防止研修会（危機管理委員会）〈キャッスルプラザホテル〉
16～17年度 会員増強セミナー〈ウインクあいち〉
16～17年度 地区ロータリー財団セミナー〈名古屋東急ホテル〉
第2回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
地区審議会〈名鉄グランドホテル〉
第1回次期ガバナー補佐研修会議〈名鉄ニューグランドホテル〉
地区青少年サミット〈キャッスルプラザホテル〉
第2回次期ガバナー補佐研修会議〈名鉄ニューグランドホテル〉
第5回全国インターアクト研究会
〈名古屋栄カンファレンスセンター〉
第3回全国地区インターアクト委員長会議
第4回ワールドフード+ふれ愛フェスタ〈久屋大通公園〉～10.23
犬山 創立55周年記念式典〈名鉄犬山ホテル〉
第3回地区諮問委員会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
地区大会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉～11.6
東尾張分区 ＩM〈名鉄犬山ホテル〉
全国ロータリー研究会・ロータリー財団地域セミナー・PETS
〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉～12.1
第3回次期ガバナー補佐研修会議〈名鉄ニューグランドホテル〉
名古屋宮の杜  RIより加盟承認を受ける
第1回ガバナー補佐会議〈名鉄グランドホテル〉

7. 1
7. 9
7.21
7.22
8. 8
9.10
9.10
9.14
9.22
10.12
10.21

10.22
10.22
10.29
11. 5
11. 5
11.20
11.28

12. 3
12.05
12.10

7.31
8. 8
8.21
99.20
10.03
10.13

東京都知事に小池百合子氏
天皇陛下、退位のご意向示唆
リオ五輪、日本史上最多のメダル41個獲得
大澤輝秀パストガバナー逝去
ノーベル生理学・医学賞、大隅良典氏
ノーベル文学賞、ボブ・デイラン氏

［RIだより］
・4月、規定審議会でロータリー史に残る多くの重要な決定
　「柔軟性」というキーワードで
－例会と出席に関する例外規定（16-21）
－会員身分に柔軟性を認める例外規定（16-36、38）
－決議審議会が毎年開催され決議案のみオンライン
採決となり、制定案だけが3毎の規定審議会で
採択される（16-113）2017年度開始
－RI人頭分担金が「5カ年財務見通し」説明ののち
－毎年4ドルの大幅値上げが採択される（16-99）
－RI組織統括の構造を見直すことを提案する立法
案を次回の規定審議会へ提出することをRI理事会
へ要請（16-160）
－Eクラブが事実上従来型クラブと同一となり文言
削除（16-30、82）

・「RI 戦略計画の最新情報」が発表され、「奉仕」
に偏重傾向を見直して「会員組織」と等重量と
なるよう心がけるとの説明（基本の再確認）

・「日本のロータリー100周年実行委員会」設置
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真価を問われた10年の足跡 RI第2760 地区史　2008 -2017

委員会のあゆみ
［History of the committee］ 資料編

［Reference］

ガバナー年度
［Governor year］

クラブのあゆみ
［History of the club］

編集後記
［Editor's note after editing］

●2017年（神野年度）
当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

神野 重行ガバナー就任
第1回地区諮問委員会〈名鉄ニューグランドホテル〉
第1回立法案審議委員会〈名鉄ニューグランドホテル〉
17～18年度会員増強セミナー〈名古屋国際センター〉
第1回次期ガバナー補佐研修会議〈ホテルアークリッシュ豊橋〉
各クラブのための危機管理研修会〈名鉄ニューグランドホテル〉
地区ロータリー財団セミナー〈名古屋東急ホテル〉
地区RLI会長エレクト研修〈星城大学リハビリテーション学院〉
第2回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
第2回立法案審議委員会〈名鉄グランドホテル〉
第1回地区審議会〈名鉄グランドホテル〉
指導者育成セミナー〈名鉄グランドホテル〉
第2回次期ガバナー補佐研修会議〈ガバナー事務所〉
青少年サミット〈キャッスルプラザ〉

7. 1
7. 8
7. 8
7.21
7.24
7.25
8. 4
8.27
9. 9
9. 9
9. 9
9. 9
9.15
9.18

1.03
1. 7
1.15
1.20

1.25

2.24

3.29
4.01

4.12

5.07

5.10
5.14

6.09
6.10

6.10

6.12
6.17
6.26

●2017年（服部年度）
当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

名古屋宮の杜 創立
第4回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
東名古屋分区 ＩM〈名古屋東急ホテル〉
第4回次期ガバナー補佐研修会議〈名鉄ニューグランドホテル〉
名古屋東山 創立20周年記念式典〈ホテルルブラ王山〉
西尾張分区 ＩM〈名鉄ニューグランドホテル〉
東三河分区 ＩM〈ホテルアークリッシュ豊橋〉
17～18年度 補助金管理セミナー〈名古屋東急ホテル〉
南尾張分区 ＩM〈名鉄グランドホテル〉
西三河分区 ＩM〈知立リリオ・コンサートホール及び
ホテルクラウンパレス知立〉
豊橋北 創立60周年記念コンサート〈穂の国とよはし芸術劇場PLAT〉
西三河中分区 ＩM〈名鉄トヨタホテル〉
17～18年度 地区チーム研修セミナー〈名鉄ニューグランドホテル〉
名古屋宮の杜 認証状伝達式
西名古屋分区 ＩM（講師のご都合により日時の変更有）
〈名古屋東急ホテル〉
17～18年度 会長エレクト研修セミナー（PETS）〈名鉄ニューグランドホテル〉
地区RYLAセミナー〈全トヨタ労連研修センターつどいの丘〉～3.26
17～18年度 地区研修・協議会の為の指導者会議
〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
名古屋南 創立60周年記念式典〈名古屋観光ホテル〉
第5回時期ガバナー補佐研修会議〈名鉄ニューグランドホテル〉
新城  創立50周年記念式典〈新城文化会館〉
17～18年度 地区研修・協議会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
豊橋北 創立60周年記念式典〈ホテルアークリッシュ豊橋〉
名古屋昭和 創立25周年記念式典〈名古屋東急ホテル〉
第2回ガバナー補佐会議〈名鉄グランドホテル〉
第5回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
地区役員会長幹事懇談会〈名鉄グランドホテル〉

箱根駅伝、青学大が3連覇
18歳成人式
RI 国際協議会 〈アメリカ・サンデイエゴ〉～1.21
ドナルド・トランプ氏、第45代米大統領就任
「America First」を旗印に米国の国益を追求、
国際協調の流れを覆す
大関稀勢の里が第72代横綱に昇進
日本出身の新横綱は3代目若乃花以来19年ぶり

「プレミアム・フライデー」初実施

英国、EU離脱を正式に通知
世界フイギュアスケート選手権、
羽生結絃がフリー世界最高点で逆転優勝
フイギュアスケート・浅田真央が現役引退表明

フランス大統領選、エマニュエル・マクロン氏が当選
マクロン大統領は史上最年少の39歳で就任
文在寅氏、韓国大統領に就任
中国の巨大経済圏構想「一帯一路」会議
現代版シルクロード経済圏構想

天皇退位法成立、19年4月30日退位、5月1日改元
第108回 RI 国際大会〈アメリカ・アトランタ〉
～6.14
参加国・地域 174以上、90,000人の参加者
200以上の政府・団体がポリオ撲滅に12億ドルを寄付、
(日本政府は5,500万ドル)
「ロータリー財団設立100周年」祝賀行事～6.14
世界的ロータリー・デイとして実施、33,000人
上野動物園でパンダ誕生、「シャンシャン」と命名
「森友」「加計」で内閣支持率急落
14歳将棋士藤井聡太四段、29連勝

7.01

7.05
9.09

2017年度ロータリー学友世界奉仕賞
元国連難民高等弁務官、元ロータリー国際親善奨学生の
緒方貞子氏が受賞
西日本の各地で記録的豪雨、死者220人超
陸上、桐生祥秀が日本人初の100メートル9秒台をマーク

1.19
1.28
2.10
2.15
　2.16
2.18
2.18
2.21
2.25
2.25

2.25
3.34
3.05
3.09
3.24

3.18
3.25
　4.02
　
4.05
4.12
4.15
4.22
5.14
5.15
6.24
6.24
6.24

［RIだより］
・1月、RI理事会は8年毎のゾーン編成見直しにより
新編成案採択、6月理事会から総括的審議継続開始
・RI会長エレクトのサム･オオリ氏（ウガンダ）が
急逝（7/13）＜不測の事態発生＞
RI会長指名委員会が急遽開催され、RI会長エレク
トにバリー･ラシン氏（バハマ:イースト･ナッソーRC）
を選出した
・地区指導者育成セミナーがRIの研修サイクルから削除決定（9月）
・最初の決議審議会が10月15日～11月15日にオンラ
イン投票で開催された

1.07
1.14
2. 9

2.13
2.14
3.14

3.17
3.18
3.23
  3.29
4.10
  5.25
 5.06

5.15
5.19
5.20
 6.21
 6.09
6.12

6.23

●2018年（神野年度）
当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

第4回地区諮問委員会〈名鉄ニューグランドホテル〉
第4回次期ガバナー補佐研修会議〈名鉄ニューグランドホテル〉
西尾張分区 ＩM〈名鉄ニューグランドホテル〉
安城 創立60周年記念式典〈グランドティアラ安城〉
西尾 創立60周年記念コンサート〈西尾市文化会館〉
ロータリー財団補助金管理セミナー〈名古屋東急ホテル〉
東三河分区 ＩM〈ロワジールホテル豊橋〉
18～19年度 地区チーム研修セミナー〈名古屋東急ホテル〉
西名古屋分区 ＩM〈名古屋マリオットアソシアホテル〉
西三河分区 ＩM〈ホテルグランドティアラ安城〉
南尾張分区 ＩM〈名鉄グランドホテル〉
西三河中分区 ＩM〈岡崎市竜美丘会館〉
東名古屋分区 ＩM〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
18～19年度 会長エレクト研修セミナー〈名古屋東急ホテル〉
愛知三州 第１回記念例会
 一宮北 創立55周年記念式典〈一宮商工会議所大ホール〉
地区RYLAセミナー〈全トヨタ労連研修センターつどいの丘〉～3.25
18～19年度 地区研修・協議会のための指導者会議
〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
小牧 創立50周年記念式典〈名鉄小牧ホテル〉
第5回次期ガバナー補佐研修会議〈名鉄ニューグランドホテル〉
18～19年度 地区研修・協議会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
岡崎東 創立45周年記念式典〈岡崎市竜美丘会館 大ホール〉
大府 創立15周年記念式典
〈ANAクラウンプラザホテルグランコート名古屋〉
第2回ガバナー補佐会議〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
第5回地区諮問委員会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
地区役員会長幹事懇親会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
青少年・学友交流フェスタ　〈豊田市運動公園〉
名古屋名東 創立40周年記念式典〈名古屋東急ホテル〉

「18歳成人」改正民法成立
RI 国際協議会 〈アメリカ・サンデイエゴ〉～1.20
平昌五輪開催 ～225
日本は冬季最多13メダル獲得、アイスホッケー女子で
五輪史上初の韓国・北朝鮮合同チーム
将棋・羽生善治、囲碁・井山裕太の両氏に国民栄誉賞
米国フロリダの高校で銃乱射、17人死亡
英国の宇宙物理学者ホーキング博士が死去、76歳
「車椅子の物理学者」として知られる
中国、習近平国家主席の任期撤廃、長期政権可能
露大統領選挙で、プーチン氏が通算4選
米中貿易摩擦が激化
英国、EU離脱を正式通知
南北首脳会談、金正恩、初訪韓
藤井聡太、史上最年少で七段
スポーツ界不祥事相次ぐ
学生アメリカンフットボールの名門、日本大の選手が
関西学院大の選手に危険タックルをして負傷させた
米ハワイ島で、キラウエア火山が噴火
内村航平、体操NHK杯10連覇
英国ヘンリー王子、米国女優メーガンさんと挙式
世界フィギュア羽生 結弦、五輪連覇、国民栄誉賞
メルケル独首相が、党首退任
米国トランプ大統領と北朝鮮の金正恩労働党委員長
史上初の米朝首脳会談
第109回 RI 国際大会〈カナダ・トロント〉～6.27
参加国・地域 175以上、25,188人の参加者
英国のアン王女による特別講演
ローラ・ブッシュ元米国大統領夫人、講演
カナダ政府ジャスティン・トルドー首相に
「ポリオ撲滅推進功労賞」を授与

10.06

10.08

10.14

10.22

ノーベル平和賞、国際NGO「核兵器廃絶国際
キャンペーン」（ICAN）に授与
カナダで行われた体操の世界選手権で、村上茉愛
（日本体育大学）が女子ゆかで優勝。女子体操での
日本選手の金メダル獲得は、1954年ローマ大会以来、
63年ぶり2人目。
ノーベル文学賞、イシグロ・カズオ氏に授与
長崎市生まれの英国籍小説家、1989年長編小説
「日の名残り」で英語圏最高のブッカー賞を受賞
5歳で英国に渡る
受賞式で「ノーベル賞は平和を促す賞」と母に
教えられたエピソードを明かし、故郷長崎への
思いを語った
第48回衆院選で自民圧勝、憲法改正の国会発議に
必要な3分の2以上の議席を維持、
民進党分裂、立憲民主党が野党第1党に

1.27
2. 7
2.10
2.10
2.10
2.16
2.17
2.18
2.21
2.24
2.24
2.24
2.26
3. 3
3.08
3.16
3.24
3.25

4.01
4. 4
4.15
4.19
4.21

6.15
6.15
6.15
6.17
6.19

当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

地区RLI会長エレクト研修パート2〈名鉄グランドホテル〉
第5回ワールドフード＋ふれ愛フェスタ〈久屋大通公園〉～10.15
津島 創立65周年記念式典〈名鉄グランドホテル〉
第3回立法案審議委員会〈ガバナー事務所〉
名古屋千種 創立35周年記念式典〈名古屋東急ホテル〉
西尾一色 創立55周年記念例会〈三河湾リゾートリンクス〉
知多 創立30周年記念式典
〈ANAクラウンプラザホテルグランコート名古屋〉
東尾張分区 ＩM〈名鉄犬山ホテル〉
地区RLI会長エレクト研修パート3〈名鉄グランドホテル〉
第3回地区諮問委員会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
地区大会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉～11.19
第1回ガバナー補佐会議〈名鉄ニューグランドホテル〉
第3回次期ガバナー補佐研修会議〈ガバナー事務所〉
安城 創立60周年記念事業〈アンフォーレ〉 
 

10.11
10.14
10.14
10.16
10.17
10.19
10.21

11.34
11.12
11.18
11.18
12.22
12. 8
12.10
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●2017年（神野年度）
当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

神野 重行ガバナー就任
第1回地区諮問委員会〈名鉄ニューグランドホテル〉
第1回立法案審議委員会〈名鉄ニューグランドホテル〉
17～18年度会員増強セミナー〈名古屋国際センター〉
第1回次期ガバナー補佐研修会議〈ホテルアークリッシュ豊橋〉
各クラブのための危機管理研修会〈名鉄ニューグランドホテル〉
地区ロータリー財団セミナー〈名古屋東急ホテル〉
地区RLI会長エレクト研修〈星城大学リハビリテーション学院〉
第2回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
第2回立法案審議委員会〈名鉄グランドホテル〉
第1回地区審議会〈名鉄グランドホテル〉
指導者育成セミナー〈名鉄グランドホテル〉
第2回次期ガバナー補佐研修会議〈ガバナー事務所〉
青少年サミット〈キャッスルプラザ〉

7. 1
7. 8
7. 8
7.21
7.24
7.25
8. 4
8.27
9. 9
9. 9
9. 9
9. 9
9.15
9.18

1.03
1. 7
1.15
1.20

1.25

2.24

3.29
4.01

4.12

5.07

5.10
5.14

6.09
6.10

6.10

6.12
6.17
6.26

●2017年（服部年度）
当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

名古屋宮の杜 創立
第4回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
東名古屋分区 ＩM〈名古屋東急ホテル〉
第4回次期ガバナー補佐研修会議〈名鉄ニューグランドホテル〉
名古屋東山 創立20周年記念式典〈ホテルルブラ王山〉
西尾張分区 ＩM〈名鉄ニューグランドホテル〉
東三河分区 ＩM〈ホテルアークリッシュ豊橋〉
17～18年度 補助金管理セミナー〈名古屋東急ホテル〉
南尾張分区 ＩM〈名鉄グランドホテル〉
西三河分区 ＩM〈知立リリオ・コンサートホール及び
ホテルクラウンパレス知立〉
豊橋北 創立60周年記念コンサート〈穂の国とよはし芸術劇場PLAT〉
西三河中分区 ＩM〈名鉄トヨタホテル〉
17～18年度 地区チーム研修セミナー〈名鉄ニューグランドホテル〉
名古屋宮の杜 認証状伝達式
西名古屋分区 ＩM（講師のご都合により日時の変更有）
〈名古屋東急ホテル〉
17～18年度 会長エレクト研修セミナー（PETS）〈名鉄ニューグランドホテル〉
地区RYLAセミナー〈全トヨタ労連研修センターつどいの丘〉～3.26
17～18年度 地区研修・協議会の為の指導者会議
〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
名古屋南 創立60周年記念式典〈名古屋観光ホテル〉
第5回時期ガバナー補佐研修会議〈名鉄ニューグランドホテル〉
新城  創立50周年記念式典〈新城文化会館〉
17～18年度 地区研修・協議会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
豊橋北 創立60周年記念式典〈ホテルアークリッシュ豊橋〉
名古屋昭和 創立25周年記念式典〈名古屋東急ホテル〉
第2回ガバナー補佐会議〈名鉄グランドホテル〉
第5回地区諮問委員会〈名鉄グランドホテル〉
地区役員会長幹事懇談会〈名鉄グランドホテル〉

箱根駅伝、青学大が3連覇
18歳成人式
RI 国際協議会 〈アメリカ・サンデイエゴ〉～1.21
ドナルド・トランプ氏、第45代米大統領就任
「America First」を旗印に米国の国益を追求、
国際協調の流れを覆す
大関稀勢の里が第72代横綱に昇進
日本出身の新横綱は3代目若乃花以来19年ぶり

「プレミアム・フライデー」初実施

英国、EU離脱を正式に通知
世界フイギュアスケート選手権、
羽生結絃がフリー世界最高点で逆転優勝
フイギュアスケート・浅田真央が現役引退表明

フランス大統領選、エマニュエル・マクロン氏が当選
マクロン大統領は史上最年少の39歳で就任
文在寅氏、韓国大統領に就任
中国の巨大経済圏構想「一帯一路」会議
現代版シルクロード経済圏構想

天皇退位法成立、19年4月30日退位、5月1日改元
第108回 RI 国際大会〈アメリカ・アトランタ〉
～6.14
参加国・地域 174以上、90,000人の参加者
200以上の政府・団体がポリオ撲滅に12億ドルを寄付、
(日本政府は5,500万ドル)
「ロータリー財団設立100周年」祝賀行事～6.14
世界的ロータリー・デイとして実施、33,000人
上野動物園でパンダ誕生、「シャンシャン」と命名
「森友」「加計」で内閣支持率急落
14歳将棋士藤井聡太四段、29連勝

7.01

7.05
9.09

2017年度ロータリー学友世界奉仕賞
元国連難民高等弁務官、元ロータリー国際親善奨学生の
緒方貞子氏が受賞
西日本の各地で記録的豪雨、死者220人超
陸上、桐生祥秀が日本人初の100メートル9秒台をマーク
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1.28
2.10
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　2.16
2.18
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2.21
2.25
2.25

2.25
3.34
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3.18
3.25
　4.02
　
4.05
4.12
4.15
4.22
5.14
5.15
6.24
6.24
6.24

［RIだより］
・1月、RI理事会は8年毎のゾーン編成見直しにより
新編成案採択、6月理事会から総括的審議継続開始
・RI会長エレクトのサム･オオリ氏（ウガンダ）が
急逝（7/13）＜不測の事態発生＞
RI会長指名委員会が急遽開催され、RI会長エレク
トにバリー･ラシン氏（バハマ:イースト･ナッソーRC）
を選出した
・地区指導者育成セミナーがRIの研修サイクルから削除決定（9月）
・最初の決議審議会が10月15日～11月15日にオンラ
イン投票で開催された
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3.17
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3.23
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5.15
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 6.21
 6.09
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●2018年（神野年度）
当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

第4回地区諮問委員会〈名鉄ニューグランドホテル〉
第4回次期ガバナー補佐研修会議〈名鉄ニューグランドホテル〉
西尾張分区 ＩM〈名鉄ニューグランドホテル〉
安城 創立60周年記念式典〈グランドティアラ安城〉
西尾 創立60周年記念コンサート〈西尾市文化会館〉
ロータリー財団補助金管理セミナー〈名古屋東急ホテル〉
東三河分区 ＩM〈ロワジールホテル豊橋〉
18～19年度 地区チーム研修セミナー〈名古屋東急ホテル〉
西名古屋分区 ＩM〈名古屋マリオットアソシアホテル〉
西三河分区 ＩM〈ホテルグランドティアラ安城〉
南尾張分区 ＩM〈名鉄グランドホテル〉
西三河中分区 ＩM〈岡崎市竜美丘会館〉
東名古屋分区 ＩM〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
18～19年度 会長エレクト研修セミナー〈名古屋東急ホテル〉
愛知三州 第１回記念例会
 一宮北 創立55周年記念式典〈一宮商工会議所大ホール〉
地区RYLAセミナー〈全トヨタ労連研修センターつどいの丘〉～3.25
18～19年度 地区研修・協議会のための指導者会議
〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
小牧 創立50周年記念式典〈名鉄小牧ホテル〉
第5回次期ガバナー補佐研修会議〈名鉄ニューグランドホテル〉
18～19年度 地区研修・協議会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
岡崎東 創立45周年記念式典〈岡崎市竜美丘会館 大ホール〉
大府 創立15周年記念式典
〈ANAクラウンプラザホテルグランコート名古屋〉
第2回ガバナー補佐会議〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
第5回地区諮問委員会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
地区役員会長幹事懇親会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
青少年・学友交流フェスタ　〈豊田市運動公園〉
名古屋名東 創立40周年記念式典〈名古屋東急ホテル〉

「18歳成人」改正民法成立
RI 国際協議会 〈アメリカ・サンデイエゴ〉～1.20
平昌五輪開催 ～225
日本は冬季最多13メダル獲得、アイスホッケー女子で
五輪史上初の韓国・北朝鮮合同チーム
将棋・羽生善治、囲碁・井山裕太の両氏に国民栄誉賞
米国フロリダの高校で銃乱射、17人死亡
英国の宇宙物理学者ホーキング博士が死去、76歳
「車椅子の物理学者」として知られる
中国、習近平国家主席の任期撤廃、長期政権可能
露大統領選挙で、プーチン氏が通算4選
米中貿易摩擦が激化
英国、EU離脱を正式通知
南北首脳会談、金正恩、初訪韓
藤井聡太、史上最年少で七段
スポーツ界不祥事相次ぐ
学生アメリカンフットボールの名門、日本大の選手が
関西学院大の選手に危険タックルをして負傷させた
米ハワイ島で、キラウエア火山が噴火
内村航平、体操NHK杯10連覇
英国ヘンリー王子、米国女優メーガンさんと挙式
世界フィギュア羽生 結弦、五輪連覇、国民栄誉賞
メルケル独首相が、党首退任
米国トランプ大統領と北朝鮮の金正恩労働党委員長
史上初の米朝首脳会談
第109回 RI 国際大会〈カナダ・トロント〉～6.27
参加国・地域 175以上、25,188人の参加者
英国のアン王女による特別講演
ローラ・ブッシュ元米国大統領夫人、講演
カナダ政府ジャスティン・トルドー首相に
「ポリオ撲滅推進功労賞」を授与

10.06

10.08

10.14

10.22

ノーベル平和賞、国際NGO「核兵器廃絶国際
キャンペーン」（ICAN）に授与
カナダで行われた体操の世界選手権で、村上茉愛
（日本体育大学）が女子ゆかで優勝。女子体操での
日本選手の金メダル獲得は、1954年ローマ大会以来、
63年ぶり2人目。
ノーベル文学賞、イシグロ・カズオ氏に授与
長崎市生まれの英国籍小説家、1989年長編小説
「日の名残り」で英語圏最高のブッカー賞を受賞
5歳で英国に渡る
受賞式で「ノーベル賞は平和を促す賞」と母に
教えられたエピソードを明かし、故郷長崎への
思いを語った
第48回衆院選で自民圧勝、憲法改正の国会発議に
必要な3分の2以上の議席を維持、
民進党分裂、立憲民主党が野党第1党に
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当地区の౥಩ಢ ロータリー・ྐྵゲ社会の౥಩ಢ‗日 ‗日

地区RLI会長エレクト研修パート2〈名鉄グランドホテル〉
第5回ワールドフード＋ふれ愛フェスタ〈久屋大通公園〉～10.15
津島 創立65周年記念式典〈名鉄グランドホテル〉
第3回立法案審議委員会〈ガバナー事務所〉
名古屋千種 創立35周年記念式典〈名古屋東急ホテル〉
西尾一色 創立55周年記念例会〈三河湾リゾートリンクス〉
知多 創立30周年記念式典
〈ANAクラウンプラザホテルグランコート名古屋〉
東尾張分区 ＩM〈名鉄犬山ホテル〉
地区RLI会長エレクト研修パート3〈名鉄グランドホテル〉
第3回地区諮問委員会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉
地区大会〈ウェスティンナゴヤキャッスル〉～11.19
第1回ガバナー補佐会議〈名鉄ニューグランドホテル〉
第3回次期ガバナー補佐研修会議〈ガバナー事務所〉
安城 創立60周年記念事業〈アンフォーレ〉 
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真価を問われた10年の足跡　RI第2760 地区史　2008-2017

編
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地区10年史編纂委員会
副委員長　池森　由幸

　約2年間にわたって編纂作業を行って参りました、国際ロータリー第2760地区2008-2017年度の10年史「真価

を問われた10年の足跡」が校了し、皆様に印刷版、i-Book版をお届けさせていただくことができました。ご協力

を賜りました会員諸氏には厚く御礼申し上げます。

　思い起こせば、服部良男PGからお声を頂戴して、神野重行PGのご指示で編纂に取り掛かりましたのが2年以

上前のことです。その間、近藤雄亮委員長のご指導のもと委員会の皆様方には、ひとかたならぬご尽力を賜りま

したこと、厚く御礼申し上げます。出来上がりました10年史を紐解きますと、委員会一同の涙ぐましい努力の結晶

と誇らしく感じる次第です。

　今回の10年史は、フルカラーA４版のグローバルデザインを取り入れた一方で、編纂・印刷・配送費に関して

は、予算を大変厳しく精査して、従来予算の1/3以下を目指しました。そのために、委員会の皆様には分業をお願

いして、かなり厳しい編纂作業を進めさせていただきました。そのお陰を持ちまして、印刷版は素晴らしい仕上が

りになっていますので、機会がございましたら是非印刷版をお手に取ってご覧ください。また、デジタル版の配布

も併せて行うことにしましたので、地区会員の皆様全員に、印刷版のご購入協力をいただくことなく、地区から頂

戴した予算で編纂・印刷・配送の費用全てを賄うことができました。このデジタル化では、思わぬ利点があるこ

とも編纂後期に分かって参りました。それは、いくら委員会で鋭意校正作業を進めても、地区史では守備範囲が

広いために、校正漏れが後から出て参ります。それに対して、デジタル版は、校了後も編集、校正作業が容易です

ので、皆様がお気付きになられました点がございましたら、発刊後も逐次、委員会までお知らせください。デジタ

ル版では、発刊後も随時修正を重ねることが可能ですので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

　現在、歴代ガバナー事務所、地区委員会、地区と各クラブとの連絡、また各クラブ内の記録がデジタル化の波

に乗りつつあります。その一方で、ロータリークラブは単年度事業の繰り返しですので、その折角のデジタルデー

タの散逸が懸念されます。今回の編纂作業中でも色 と々過去の記録を集めるために困難を極めましたので、地区

を上げて記録のデジタル管理を推進して下さいますように願って止みません。特に、地区委員会、各クラブの資料

はロータリークラブ・セントラルを活用なさってデータ保管をお願いしたいと思いますし、また、地区でも独自に資

料管理を経年的に行い得る仕組み作りが肝要かと思います。

　ここに、次回の10年史編纂に向けての提言も記載させて頂くことをお許し願って、編集後記のご挨拶とさせて

いただきます。

2019年８月
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